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十
二
月
定
例
会
は
、
十
二
月
十
五
日
に
招
集
さ
れ
、
会
期
は
二
十
二

日
ま
で
の
八
日
間
と
決
定
し
て
、
第
四
次
日
南
町
総
合
計
画
（
後
期
計

画
）
、
平
成
十
六
年
度
補
正
予
算
や
条
例
関
係
議
案
な
ど
が
慎
重
審
議

さ
れ
、
い
ず
れ
も
活
発
な
質
疑
や
討
論
を
経
て
、
原
案
ど
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

　
最
終
日
に
は
、
「
学
校
問
題
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会 

」
の
設
置

が
決
議
さ
れ
、
ま
た
、
一
般
質
問
は
初
日
に
行
わ
れ
、
七
人
の
議
員
が
、

防
災
対
策
、
行
財
政
改
革
、
平
成
十
七
年
度
予
算
編
成
方
針
等
本
町
の

当
面
課
題
に
対
す
る
執
行
部
の
所
信
を
問
い
ま
し
た
。
５
ペ
ー
ジ
か
ら

そ
の
要
旨
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
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第
四
次
総
合
計
画（
後
期
計
画
）策
定 

　
　
　
　
財
産
取
得
な
ど
25
議
案
を
可
決

第
四
次
総
合
計
画（
後
期
計
画
）策
定

　
　
　
　
財
産
取
得
な
ど
25
議
案
を
可
決

第
四
次
総
合
計
画（
後
期
計
画
）策
定

　
　
　
　
財
産
取
得
な
ど
25
議
案
を
可
決

12月定例会

　
総
合
計
画
は
、
長
期
展
望
に

立
ち
、
町
づ
く
り
を
総
合
的
・

計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
、
そ

の
基
本
的
方
向
を
明
ら
か
に
す

る
も
の
で
、
基
本
構
想
（
一
〇

年
）
・
基
本
計
画（
五
年
）・
実

施
計
画
（
三
年
ロ
ー
リ
ン
グ
）

で
構
成
し
ま
す
。

　
現
在
の
第
四
次
総
合
計
画
は
、

平
成
一
〇
年
度
に
策
定
し
た
も

の
で
す
が
、
単
独
自
立
方
針
が

固
ま
っ
た
昨
秋
、
二
〇
人
の
委

員
で
構
成
さ
れ
た
日
南
町
総
合

計
画
審
議
会
へ
町
長
が
後
期
基

本
計
画
策
定
を
諮
問
し
、
年
末

に
同
審
議
会
が
町
長
へ
答
申
し

ま
し
た
。

　
低
迷
す
る
地
域
経
済
、
人
々

の
価
値
観
が
多
様
化
す
る
現
状

を
受
け
、基
本
構
想
の
中
に｢

行

財
政
改
革
」
「
就
業
・
雇
用
」

「
協
働
」
「
循
環
」
を
組
み
込

み
、
二
一
年
度
ま
で
を
期
間
と

す
る
基
本
計
画
が
策
定
さ
れ
ま

し
た
。

　
主
な
内
容
と
し
て
、

　
小
学
校
統
合
も
選
択
肢
と
し

て
、
一
八
年
度
ま
で
に
具
体
的

方
向
を
決
定
。

　
分
別
収
集
に
よ
る
減
量
化
・

再
資
源
化
・
再
利
用
の
積
極
的

推
進
。

　
日
南
病
院
の
病
院
事
業
管
理

者
を
中
心
と
し
た
運
営
開
始
。

　
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
の
住
民

参
画
を
め
ざ
し
た
指
定
管
理
者

制
度
の
導
入
等
の
検
討
。
　
　

　
ト
マ
ト
販
売
額
五
億
円
を
目

標
と
し
た
取
り
組
み
。

　
付
加
価
値
の
高
い
地
域
材
の

安
定
的
供
給
体
制
の
整
備
。
　

　
雇
用
創
出
・
起
業
や
業
種
転

換
へ
の
積
極
支
援
。

　
高
度
情
報
基
盤
の
効
率
的
活

用
な
ど
の
計
画
を
内
容
と
す
る

も
の
で
す
。

後期基本計画 生き生きと輝いて共生できる町へ

未来へ引き継がれていく町へ

─　　 ─2
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提
出
さ
れ
た 

　
　
　
　
お
も
な
議
案

提
出
さ
れ
た 

　
　
　
　
お
も
な
議
案

条
例
関
係

そ
　
の
　
他

財
産
の
取
得

一

般

会

計

特

別

会

計

工
事
請
負
契
約
の
変
更

補
正
予
算
関
係

　
日
南
町
国
民
保
護
対
策
本
部

等
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

　
日
南
町
国
民
保
護
協
議
会
に

関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
武
力
攻
撃
を
受
け
た
場
合
や
、

大
規
模
テ
ロ
が
発
生
し
た
場
合

に
国
民
の
命
、
身
体
、
財
産
を

保
護
し
、
武
力
攻
撃
に
伴
う
被

害
を
最
小
に
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
国
の
方
針
の
下
で
、
地

方
公
共
団
体
の
役
割
分
担
を
明

確
に
し
、
万
全
の
措
置
を
講
ず

る
こ
と
を
目
的
に
し
た
条
例
。

　
日
南
町
立
中
学
校
等
設
置
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
大
宮
小
学
校
菅
沢
分
校
の
廃

校
に
伴
う
条
例
改
正
。

　
１
億
２，
６
３
５
万
円
を
増
額

し
て
、
総
額
を
58
億
３
９
８
万

円
と
し
た
も
の
。
お
も
な
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

総
務
費

　
台
風
23
号
に
よ
る
光
フ
ァ
イ

　
バ
ー
等
の
復
旧
費
用
ほ
か

　
　
　
　
　
　４，
５
９
７
万
円

衛
生
費

　
井
戸
水
等
安
定
確
保
推
進
事

　
業
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
１
２
９
万
円

民
生
費

　
保
育
園
広
域
入
所
委
託
料
　

　
　
　
　
　
　
　
２
２
６
万
円

農
林
水
産
業
費

　
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
導
入
事
業

　
　
　
　
　
　
　
９
６
２
万
円

土
木
費

　
バ
ス
停
留
所
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
１
１
３
万
円

消
防
費

　
台
風
18
号
、
23
号
に
よ
る
単

　
独
災
害
緊
急
対
策
事
業
補
助

　
金
ほ
か

　
　
　
　
　
　
　
３
２
１
万
円

教
育
費

　
人
材
育
成
奨
学
金

　
　
　
　
　
　
　
３
２
０
万
円

公
債
費

　
借
換
に
よ
る
償
還

　
　
　
　
　
１
億
８
８
３
万
円

   

国
民
健
康
保
険
会
計

　
職
員
給
与
費
を
３
６
６
万
円

　
減
額
し
て
、総
額
を
６
億
９，

　
９
２
１
万
円
と
し
た
も
の
。

日
南
石
霞
苑
会
計

　
石
霞
苑
解
体
撤
去
工
事
費
等

　
９，
３
３
９
万
円
を
追
加
し
て
、

　
総
額
を
15
億
９，
４
２
６
万
円

　
と
し
た
も
の
。

簡
易
水
道
事
業
会
計

　
一
般
会
計
へ
の
繰
出
金
等
７

　
１
４
万
円
を
追
加
し
て
、
総

　
額
を
４
億
４，
６
５
２
万
円
と

　
し
た
も
の
。

農
業
集
落
排
水
事
業
会
計

　
職
員
給
与
費
を
17
万
円
減
額

　
し
て
、２
億
８，
９
４
２
万
円

　
と
し
た
も
の
。

老
人
保
健
会
計

　
医
療
給
付
費
等
３，
６
４
３
万

　
円
追
加
し
て
、
総
額
を
12
億

　
７，
５
０
３
万
円
と
し
た
も
の
。

介
護
保
険
会
計

　
職
員
給
与
費
を
５
万
円
増
額

　
し
て
、総
額
を
８
億
１，
７
８

　
５
万
円
と
し
た
も
の
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
会
計

　
職
員
給
与
費
を
76
万
円
減
額

　
し
て
、総
額
を
１
億
６，
８
４

　
０
万
円
と
し
た
も
の
。

日
南
病
院
事
業
会
計

　
資
本
的
支
出
で
は
、
エ
レ
ベ

　
ー
タ
ー
の
改
修
費
用
等
１
７

　
６
万
円
増
額
し
て
、
総
額
を

　
２
億
６
５
９
万
円
と
し
た
も

　
の
。

工
事
名

　
町
道
日
南
病
院
線
緊
急
地
方

　
道
路
整
備
工
事
（
２
工
区
）

　
　
　
　
増
加
額
４
１
５
万
円

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
あ

か
ね
の
郷
」
整
備
に
伴
う
も
の
。

　
福
祉
医
療
機
器
一
式

　
　
　
　
　
　４，
１
６
９
万
円

　
（
契
約
の
相
手
）

　
新
光
医
療
器
株
式
会
社 

　
　
代
表
取
締
役
　
近
藤
忠
則

　
家
具
備
品
一
式

　
　
　
　
　
　２，
１
８
９
万
円

　
（
契
約
の
相
手
）

　
㈲
原
文
タ
イ
プ
米
子
支
店

　
　
支
店
長
　
杉
原
範
行

　
事
務
機
器
一
式

　
　
　
　
　
　１，
７
７
４
万
円

　
（
契
約
の
相
手
）

　
㈲
本
条
書
店

　
　
代
表
取
締
役
　
本
条
忠
夫

　
洗
濯
機
器
一
式

　
　
　
　
　
　
　
８
２
６
万
円

　
（
契
約
の
相
手
）

　
㈱
サ
ン
ヨ
ー
オ
ー
エ
ー
米
子

　
　
代
表
取
締
役
　
豊
田
和
夫

台風により被害を受けたケーブル

　
十
二
月
定
例
会
は
、
十
二
月
十
五
日
に
招
集
さ
れ
、
会
期
は
二
十
二

日
ま
で
の
八
日
間
と
決
定
し
て
、
第
四
次
日
南
町
総
合
計
画
（
後
期
計

画
）
、
平
成
十
六
年
度
補
正
予
算
や
条
例
関
係
議
案
な
ど
が
慎
重
審
議

さ
れ
、
い
ず
れ
も
活
発
な
質
疑
や
討
論
を
経
て
、
原
案
ど
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

　
最
終
日
に
は
、
「
学
校
問
題
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会 

」
の
設
置

が
決
議
さ
れ
、
ま
た
、
一
般
質
問
は
初
日
に
行
わ
れ
、
七
人
の
議
員
が
、

防
災
対
策
、
行
財
政
改
革
、
平
成
十
七
年
度
予
算
編
成
方
針
等
本
町
の

当
面
課
題
に
対
す
る
執
行
部
の
所
信
を
問
い
ま
し
た
。
５
ペ
ー
ジ
か
ら

そ
の
要
旨
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
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財
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ど
25
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案
を
可
決
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四
次
総
合
計
画（
後
期
計
画
）策
定

　
　
　
　
財
産
取
得
な
ど
25
議
案
を
可
決

第
四
次
総
合
計
画（
後
期
計
画
）策
定

　
　
　
　
財
産
取
得
な
ど
25
議
案
を
可
決

12月定例会

　
総
合
計
画
は
、
長
期
展
望
に

立
ち
、
町
づ
く
り
を
総
合
的
・

計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
、
そ

の
基
本
的
方
向
を
明
ら
か
に
す

る
も
の
で
、
基
本
構
想
（
一
〇

年
）
・
基
本
計
画（
五
年
）・
実

施
計
画
（
三
年
ロ
ー
リ
ン
グ
）

で
構
成
し
ま
す
。

　
現
在
の
第
四
次
総
合
計
画
は
、

平
成
一
〇
年
度
に
策
定
し
た
も

の
で
す
が
、
単
独
自
立
方
針
が

固
ま
っ
た
昨
秋
、
二
〇
人
の
委

員
で
構
成
さ
れ
た
日
南
町
総
合

計
画
審
議
会
へ
町
長
が
後
期
基

本
計
画
策
定
を
諮
問
し
、
年
末

に
同
審
議
会
が
町
長
へ
答
申
し

ま
し
た
。

　
低
迷
す
る
地
域
経
済
、
人
々

の
価
値
観
が
多
様
化
す
る
現
状

を
受
け
、基
本
構
想
の
中
に｢

行

財
政
改
革
」
「
就
業
・
雇
用
」

「
協
働
」
「
循
環
」
を
組
み
込

み
、
二
一
年
度
ま
で
を
期
間
と

す
る
基
本
計
画
が
策
定
さ
れ
ま

し
た
。

　
主
な
内
容
と
し
て
、

　
小
学
校
統
合
も
選
択
肢
と
し

て
、
一
八
年
度
ま
で
に
具
体
的

方
向
を
決
定
。

　
分
別
収
集
に
よ
る
減
量
化
・

再
資
源
化
・
再
利
用
の
積
極
的

推
進
。

　
日
南
病
院
の
病
院
事
業
管
理

者
を
中
心
と
し
た
運
営
開
始
。

　
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
の
住
民

参
画
を
め
ざ
し
た
指
定
管
理
者

制
度
の
導
入
等
の
検
討
。
　
　

　
ト
マ
ト
販
売
額
五
億
円
を
目

標
と
し
た
取
り
組
み
。

　
付
加
価
値
の
高
い
地
域
材
の

安
定
的
供
給
体
制
の
整
備
。
　

　
雇
用
創
出
・
起
業
や
業
種
転

換
へ
の
積
極
支
援
。

　
高
度
情
報
基
盤
の
効
率
的
活

用
な
ど
の
計
画
を
内
容
と
す
る

も
の
で
す
。
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三
上
議
員

　
自
立
促
進
計
画
に
基
づ
く
な

ら
、
特
別
措
置
法
６
条
、
７
条

が
根
拠
で
は
。
ま
た
総
合
計
画

の
策
定
に
つ
い
て
は
自
治
法
２

条
４
項
に
基
づ
く
べ
き
で
は
。

答答

七
瀬
助
役

答答
内
田
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　
幹
線
の
カ
バ
ー
、
大
き
な
集

落
の
カ
バ
ー
を
重
点
的
に
検
討

し
た
い
。

答答

矢
田
町
長

　
時
代
背
景
を
受
け
て
町
と
し

て
も
行
財
政
改
革
を
図
っ
て
い

く
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

答答

増
原
総
務
課
長

絹
谷
議
員

答答

増
原
総
務
課
長

　
具
体
的
な
避
難
訓
練
よ
り
、

地
域
地
域
に
合
わ
せ
た
、
マ
ニ

ュ
ア
ル
づ
く
り
を
し
た
い
。

答答

増
原
総
務
課
長

久
代
議
員

　
条
例
の
制
定
は
、
ど
う
い
う

事
態
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

　
武
力
攻
撃
に
対
し
避
難
を
想

定
し
た
り
、
骨
子
を
作
っ
て
協

力
頂
く
背
景
を
考
え
て
い
る
。

絹
谷
議
員

　
木
材
団
地
内
林
道
と
は
ど
の

位
置
を
想
定
し
、
い
つ
ど
の
様

に
決
め
た
の
か
。

田
淵
議
員

　
電
気
通
信
施
設
等
の
計
画
は

重
要
な
地
域
を
優
先
さ
れ
る
の

か
。

久
代
議
員

　
身
の
丈
に
合
わ
な
い
公
債
費

負
担
と
は
ど
う
い
う
意
味
か
。

久
代
議
員

久
代
議
員

答答

内
田
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　
ク
ロ
ー
バ
で
の
パ
ソ
コ
ン
の

利
用
状
況
は
。

　
現
在
整
備
し
、
施
設
内
で
利

用
し
て
頂
い
て
い
る
。

久
代
議
員

答答

増
原
総
務
課
長

答答

増
原
総
務
課
長

田
淵
議
員

　
福
栄
小
学
校
の
校
舎
改
築
、

体
育
館
改
築
も
計
画
に
あ
る
が
、

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
自
立

改
革
と
の
兼
ね
合
い
は
。

　
統
合
も
視
野
に
検
討
と
い
う

事
情
説
明
を
町
長
も
し
て
い
る
。

田
淵
議
員

　
４
基
あ
る
内
、
急
が
れ
る
も

の
２
基
を
お
願
い
し
て
い
る
、

当
時
は
こ
れ
が
最
良
の
も
の
と

計
画
さ
れ
た
と
考
え
て
い
る
。

　
堆
肥
生
産
施
設
の
混
合
ス
ク

リ
ュ
ー
を
交
換
す
る
だ
け
で
対

応
で
き
る
の
か
、
良
質
の
堆
肥

を
生
産
す
る
た
め
根
本
的
な
検

討
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答答

七
瀬
助
役

久
代
議
員

　
土
地
開
発
基
金
の
所
有
す
る

農
協
跡
地
を
２，
６
１
９
万
６，

０
０
０
円
で
買
い
取
り
住
宅
の

建
設
と
の
事
だ
が
、
こ
れ
に
よ

り
基
金
に
残
る
土
地
の
評
価
額

と
、
基
金
の
残
額
は
い
く
ら
か
。

　
土
地
の
評
価
額
が
２
億
７
千

８
４
８
万
６，
８
３
４
円
。

　
基
金
残
が
２
億
７
千
６
５
５

万
８，
４
１
０
円
で
す
。

答答

青
戸
建
設
農
林
課
長

長
岡
議
員

　
「
ソ
バ
」
の
需
要
が
伸
び
て

い
る
が
、
大
幅
な
減
収
に
な
っ

た
。
需
要
に
対
し
ど
の
よ
う
な

対
応
を
す
る
の
か
。

　
昨
年
18
ト
ン
あ
っ
た
も
の
が
、

現
在
の
状
況
は
６
ト
ン
と
聞
い

て
い
る
、
農
家
の
手
持
ち
の
種

な
ど
拠
出
い
た
だ
き
対
応
出
来

た
ら
と
考
え
て
い
る
。

答答

青
戸
建
設
農
林
課
長

内
田
議
員

　
利
用
さ
れ
る
皆
さ
ん
に
「
ワ

ラ
」を
短
く
切
る
と
か
、水
分
を

減
ら
し
て
持
ち
込
む
よ
う
に
協

力
を
要
請
す
る
べ
き
と
思
う
が
。

　
改
め
て
も
う
一
度
皆
さ
ん
に

ご
理
解
を
頂
く
よ
う
に
お
願
い

し
ま
す
。

答答

青
戸
建
設
農
林
課
長

三
上
議
員

　
機
械
一
式
が
特
許
物
で
あ
り

部
分
的
な
改
良
が
出
来
る
の
か
、

検
討
し
て
み
た
い
。

答答

青
戸
建
設
農
林
課
長

答答

内
田
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　
今
後
十
分
調
査
、
点
検
し
て

対
応
し
ま
す
。

　
第
１
項
の
中
に
法
律
に
基
づ

く
計
画
等
も
あ
り
判
断
し
た
。

総
合
計
画
に
つ
い
て
は
、
期
間

延
長
し
て
お
り
、
理
解
を
得
る

た
め
上
程
し
た
。

も
っ
と
く
わ
し
く

　
公
有
林
債
以
外
の
借
り
換
え

は
検
討
し
て
い
る
か
。

　
実
地
訓
練
を
想
定
し
た
対
策

も
必
要
と
思
う
が
。

　
農
林
漁
業
金
融
公
庫
と
提
携

し
て
借
り
換
え
た
が
、
他
の
基

金
で
は
制
度
が
無
い
。

一
般
会
計
補
正
予
算

質
疑
応
答

質
疑
応
答

質
疑
応
答

第
四
次
総
合
計
画
の
策
定
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日
南
町
国
民
保
護 

条
例
関
係

　
残
土
処
理
場
と
し
て
６
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
用
地
を
確
保
し
て
お

り
そ
こ
も
視
野
に
い
れ
て
検
討

し
て
い
る
。

　
タ
ウ
ン
ズ
ネ
ッ
ト
の
ケ
ー
ブ

ル
は
、
風
水
害
の
影
響
を
受
け

や
す
い
、
事
前
の
点
検
、
対
策

が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
混
合
す
る
シ
ス
テ
ム
に
課
題

が
あ
り
、
修
理
の
度
に
多
額
の

費
用
が
必
要
に
な
る
の
は
ど
う

か
、
こ
れ
で
は
施
設
を
民
間
に

委
託
す
る
に
も
問
題
が
残
る
。

全
面
改
修
で
な
く
て
も
対
応
で

き
る
の
で
は
。

　
十
二
月
定
例
会
は
、
十
二
月
十
五
日
に
招
集
さ
れ
、
会
期
は
二
十
二

日
ま
で
の
八
日
間
と
決
定
し
て
、
第
四
次
日
南
町
総
合
計
画
（
後
期
計

画
）
、
平
成
十
六
年
度
補
正
予
算
や
条
例
関
係
議
案
な
ど
が
慎
重
審
議

さ
れ
、
い
ず
れ
も
活
発
な
質
疑
や
討
論
を
経
て
、
原
案
ど
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

　
最
終
日
に
は
、
「
学
校
問
題
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会 

」
の
設
置

が
決
議
さ
れ
、
ま
た
、
一
般
質
問
は
初
日
に
行
わ
れ
、
七
人
の
議
員
が
、

防
災
対
策
、
行
財
政
改
革
、
平
成
十
七
年
度
予
算
編
成
方
針
等
本
町
の

当
面
課
題
に
対
す
る
執
行
部
の
所
信
を
問
い
ま
し
た
。
５
ペ
ー
ジ
か
ら

そ
の
要
旨
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
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で
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計
画
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統
合
も
選
択
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と
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、
一
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度
ま
で
に
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体
的
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を
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定
。

　
分
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集
に
よ
る
減
量
化
・

再
資
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化
・
再
利
用
の
積
極
的

推
進
。

　
日
南
病
院
の
病
院
事
業
管
理

者
を
中
心
と
し
た
運
営
開
始
。

　
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
の
住
民

参
画
を
め
ざ
し
た
指
定
管
理
者

制
度
の
導
入
等
の
検
討
。
　
　

　
ト
マ
ト
販
売
額
五
億
円
を
目
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と
し
た
取
り
組
み
。

　
付
加
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値
の
高
い
地
域
材
の

安
定
的
供
給
体
制
の
整
備
。
　

　
雇
用
創
出
・
起
業
や
業
種
転

換
へ
の
積
極
支
援
。

　
高
度
情
報
基
盤
の
効
率
的
活

用
な
ど
の
計
画
を
内
容
と
す
る

も
の
で
す
。
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防
災
体
制
の
整
備
は

　
自
衛
、
公
設
消
防
と
の

　
　
　
　
協
力
体
制
を
充
実

①
　
９
月
、
10
月
の
長
雨
、
相

次
ぐ
台
風
に
よ
る
農
業
や
山
林
、

家
屋
、
道
水
路
、
施
設
等
の
被

害
状
況
と
そ
の
後
の
対
策
に
つ

い
て
問
う
。

②
　
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
（
水
道
、

通
信
、
電
気
、
タ
ウ
ン
ズ
ネ
ッ

ト
等
）
の
災
害
発
生
時
の
即
座

に
出
来
る
対
応
情
報
伝
達
の
手

段
に
つ
い
て
問
う
。

③
　
国
道
１
８
３
号
線
の
山
林

土
砂
崩
落
災
害
に
つ
い
て
の
完

全
復
旧
は
い
つ
頃
に
な
る
の
か
。

多
里
、
矢
戸
間
の
迂
回
路
の
計

画
は
考
え
ら
れ
て
い
る
の
か
。

④
　
町
内
に
は
携
帯
電
話
の
不

感
地
域
が
ま
だ
多
く
あ
る
よ
う

に
聞
く
が
、
使
用
が
可
能
に
な

る
よ
う
な
受
信
エ
リ
ア
を
拡
大

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

①
　
「
わ
が
家
の
防
災
マ
ニ
ュ

ア
ル
地
震
、
火
災
、
風
水
害
、

か
ら
身
を
守
る
た
め
に
」
が
全

戸
配
布
さ
れ
て
い
る
が
、
今
ひ

と
つ
周
知
徹
底
が
図
ら
れ
て
い

な
い
。
住
民
の
防
災
意
識
を
高

め
る
啓
発
の
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
が
。

②
　
新
潟
中
越
地
震
か
ら
も
、

災
害
弱
者
（
高
齢
者
、
障
害
者
、

乳
幼
児
）
の
被
害
が
多
く
み
ら

れ
た
。
こ
れ
ら
の
人
を
守
る
た

め
に
は
、
地
域
が
一
丸
と
な
っ

て
行
動
を
起
こ
さ
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
思
う
。
特
に
自
衛
消

防
、
自
治
会
の
協
力
体
制
の
充

実
が
第
一
と
考
え
ま
す
が
。

③
　
今
後
の
防
災
対
策
を
ど
の

よ
う
に
進
め
て
行
か
れ
る
の
か

伺
い
ま
す
。

（
委
員
会
構
成
）

　
　
委

員

長
　
福
原
　
　
實

　
　
副
委
員
長
　
田
淵
　
昭
雄 

　
　
委
　
　
員
　
議

員

全

員

　
児
童
生
徒
に
対
し
、
よ
り
良

い
教
育
環
境
を
整
え
、
よ
り
良

い
教
育
効
果
が
得
ら
れ
る
よ
う

に
す
る
た
め
、
小
学
校
・
中
学

校
の
施
設
整
備
を
含
め
た
教
育

の
あ
り
方
に
つ
い
て
調
査
検
討

す
る
た
め
、
地
方
自
治
法
第
１

１
０
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
学

校
問
題
に
関
す
る
調
査
特
別
委

員
会
を
設
置
す
る
。

　
以
上
の
と
お
り
、
決
議
す
る
。

　
　
平
成
16
年
12
月
22
日 

　
　
　
　
　
　
　
日
南
町
議
会

①
　
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
を
利

用
し
、
住
民
の
防
災
意
識
を
高

め
る
啓
発
を
行
い
た
い
。

②
　
日
南
町
消
防
団
並
び
に
自

治
会
自
衛
消
防
の
よ
り
密
接
な

協
力
体
制
の
充
実
を
図
り
た
い
。

③
　
今
回
災
害
の
発
生
を
契
機

に
、
「
わ
が
家
の
防
災
マ
ニ
ュ

ア
ル
」
の
更
な
る
周
知
徹
底
と

内
容
確
認
お
よ
び
災
害
対
策
に

つ
い
て
、
地
域
ぐ
る
み
で
防
災

に
取
り
組
め
る
活
動
の
推
進
、

自
衛
、
公
設
消
防
と
の
協
力
体

制
の
充
実
を
行
い
た
い
。

①
　
被
害
状
況
に
つ
い
て
は
、

災
害
発
生
時
よ
り
情
報
収
集
に

努
め
、
被
災
者
等
か
ら
の
報
告

に
よ
り
被
害
状
況
は
把
握
し
た
。

そ
の
後
の
対
策
に
つ
い
て
は
国

・
県
お
よ
び
町
単
独
の
災
害
緊

急
対
策
を
検
討
中
で
す
。

②
　
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
、
特
に
電

気
は
重
要
で
あ
り
、
全
県
的
に

電
気
事
業
者
に
申
し
入
れ
を
行

っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
情
報
伝

達
の
手
段
に
つ
い
て
は
防
災
無

線
を
基
本
に
タ
ウ
ン
ズ
ネ
ッ
ト

等
多
種
類
の
方
法
で
正
確
な
情

報
を
伝
達
し
た
い
。

③
　
完
全
復
旧
は
平
成
17
年
７

月
末
ご
ろ
の
予
定
。
新
規
の
迂

回
路
に
つ
い
て
の
早
期
の
具
体

的
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
。

④
町
内
に
は
不
感
地
域
が
あ
る

と
い
う
こ
と
は
承
知
し
て
い
る

が
、
財
政
状
況
が
厳
し
い
面
も

あ
り
、今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

一般質
問

一般質
問
答答と

町政の 
　ここが聞きたい

にちなん議会だより　平成17年2月10日発行　　98

災害復旧状況
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子
育
て
支
援
に
つ
い
て

　
次
世
代
育
成
の 

　
　
　
　
　
環
境
を
整
備

　
ど
ん
な
に
財
政
難
で
あ
っ
て

も
、
次
の
時
代
を
担
う
子
供
達

を
育
て
る
こ
と
は
、
町
の
将
来

を
か
け
た
最
重
要
課
題
で
あ
る
。

一
園
に
統
合
が
検
討
さ
れ
て
い

る
が
、
遠
距
離
の
送
迎
を
要
す

る
所
で
は
子
育
て
は
不
可
能
で

あ
り
次
の
世
代
は
育
た
な
い
と

考
え
る
。
日
南
町
の
次
世
代
育

成
に
つ
い
て
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
問

う
。

　
日
南
町
で
も
、
子
育
て
支
援

に
つ
い
て
様
々
な
取
り
組
み
が

さ
れ
て
い
る
が
、
次
世
代
育
成

に
果
た
す
役
割
を
ど
の
よ
う
に

評
価
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
「
子
ど
も
達
が
こ
の
町
に
生

ま
れ
育
っ
て
よ
か
っ
た
と
感
じ
、

大
人
に
な
っ
て
も
住
み
続
け
た

い
と
思
え
る
よ
う
な
日
南
町
」

に
で
き
る
よ
う
、
新
た
な
課
題

へ
の
対
応
を
図
る
と
と
も
に
、

継
続
し
て
環
境
整
備
に
取
り
組

み
た
い
。

　
こ
れ
ま
で
の
施
策
に
よ
り
、

「
合
計
特
殊
出
生
率
」
は
県
下

で
も
高
い
値
で
あ
り
、
安
心
し

て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
環
境

づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
た
の

で
は
な
い
か
と
思
う
。

　
日
南
町
の
地
域
特
性
を
ふ
ま

え
、
子
ど
も
の
視
点
、
次
代
の

親
づ
く
り
と
い
う
視
点
、
サ
ー

ビ
ス
利
用
者
の
視
点
、
地
域
に

お
け
る
社
会
資
源
の
効
果
的
な

活
用
の
視
点
な
ど
に
立
っ
て
、

子
育
て
支
援
・
次
世
代
育
成
に

取
り
組
み
た
い
。

　
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
心
は
、

幼
児
の
時
か
ら
、
地
域
行
事
や

文
化
を
通
し
て
交
流
や
体
験
を

を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
育
ま
れ

て
い
く
と
考
え
る
。
日
南
町
の

特
性
を
活
か
し
、
日
南
町
で
な

け
れ
ば
出
来
な
い
子
育
て
支
援

や
保
育
に
取
り
組
む
考
え
は
な

い
の
か
。
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平成16年　議会の動き
　議会関係の事務は、年単位で整理することになっており、平成16年の文書整理の区切りがつきました。 
おもな動きをとりあげてみました。

　とりあげた項目は一部ですが、一般質問の延人員が増えていること、常任委員会・特別委員会の日数が増えてい 
ること、また、「ちゃんねる日南」により本会議の様子が放送されるようになったことから、議会傍聴者数が減っ 
ているのがうかがえます。

本会議の日数（定例会、臨時会）　　　１７日（１６日） 

一般傍聴者　　　　　　　　　　　１１１人（１３１人）

町長提出議案　　　　　　　　　　１２０件（１１８件）

議員提出議案　　　　　　　　　　　　２４件（２５件）

陳情等受理、審査件数　　　　　　　　２７件（３５件）

一般質問（延人員）　　　　　　　３２人（昨年２５人）

常任委員会（延日数）　　　　　　４６日（昨年４０日）

特別委員会（延日数）　　　　　　６５日（昨年４８日）

（　）は昨年の数字

お母さんと一緒
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町政のここが聞きたい

　「
日
南
米
ブ
ラ
ン
ド
」は
、

　
　
　
　
町
が
広
告
塔
に

　
あ
ら
ゆ
る
機
会
を 

　
　
　
　
と
ら
え
て
Ｐ
Ｒ

　
大
幅
に
交
付
税
が
削
減
さ
れ
、

見
通
し
が
示
さ
れ
な
い
状
況
が

続
い
て
い
る
が
、
平
成
15
年
度

末
、
約
１
４
８
億
７
０
０
万
円

の
起
債
残
額
の
内
、
交
付
税
に

裏
打
ち
さ
れ
補
填
が
約
束
さ
れ

た
金
額
は
い
く
ら
に
な
る
か
。 

　
16
年
度
交
付
税
の
内
、
起
債

の
償
還
分
と
し
て
算
入
さ
れ
た

金
額
は
ど
の
く
ら
い
含
ま
れ
て

い
る
か
。

　
国
の
約
束
違
反
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
が
影
響
は
ど
う
か
。

　
交
付
税
で
算
入
が
約
束
さ
れ

た
総
額
は
特
別
会
計
、
病
院
会

計
も
含
め
す
べ
て
の
合
計
が
91

億
９，
５
０
０
万
円
に
な
り
ま
す
。

　
16
年
償
還
分
と
し
て
交
付
税

に
算
入
さ
れ
た
金
額
は
、
９
億

２，
３
０
０
万
円
と
な
り
、償
還

額
に
対
し
て
ル
ー
ル
ど
お
り
確

実
に
算
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
算
定
の
中
で
、
公
債

費
以
外
の
経
常
費
と
か
、
投
資

的
経
費
が
大
幅
に
削
減
さ
れ
、

全
体
の
総
額
が
減
っ
て
い
ま
す

の
で
約
束
違
反
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
が
交
付
税
の
補
填
分
が
無

い
と
こ
れ
以
上
に
減
少
し
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

にちなん議会だより　平成17年2月10日発行　　98

源流米コンテスト

　
基
本
的
に
は
系
統
出
荷
と
し
、

国
の
制
度
を
活
用
し
な
が
ら
、

優
先
的
生
産
産
地
指
定
銘
柄
に

つ
い
て
は
別
精
算
を
強
く
要
望

し
て
い
き
ま
す
。

　
町
内
で
も
県
認
証
制
度
の
特

別
栽
培
農
産
物
に
取
り
組
む
農

家
が
増
加
し
て
お
り
、
Ｊ
Ａ
の

取
り
組
み
で
も
仮
渡
し
か
ら
１，

０
０
０
円
の
加
算
に
な
り
ま
す
。

　
も
ち
米
は
、
Ｊ
Ａ
の
契
約
栽

培
で
あ
り
、
又
、
指
定
産
地
米

と
し
て
対
応
し
て
い
る
。

　
今
後
Ｊ
Ａ
と
協
力
し
、
あ
ら

ゆ
る
機
会
で
、
良
食
味
米
と
し

て
の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
交
付
税
は
今
後
も
大
幅
に
減

額
さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、

反
対
に
起
債
の
償
還
が
大
幅
に

増
え
て
い
る
。
社
会
資
本
の
整

備
、
災
害
復
旧
、
国
の
景
気
対

策
、
あ
る
い
は
合
併
し
た
ら
出

来
な
い
よ
う
な
事
業
を
急
い
で

や
っ
た
な
ど
、
要
因
と
し
て
感

じ
ら
れ
る
が
、
今
後
ど
の
よ
う

に
判
断
し
対
応
さ
れ
る
の
か
。

日
野
総
合
事
務
所
の
役
割
に
合

併
出
来
な
い
町
村
を
支
援
す
る

と
の
考
え
が
あ
り
、
事
務
事
業
、

権
限
を
県
に
再
委
託
し
た
ら
ど

う
か
と
の
話
し
が
あ
る
、
効
果

的
な
面
と
、
内
容
に
よ
っ
て
は
、

町
の
主
体
性
を
損
な
う
と
の
危

惧
の
念
も
あ
る
が
考
え
方
は
。

　
普
通
交
付
税
の
額
は
、
特
に

平
成
14
年
度
か
ら
大
幅
に
減
少

し
、
一
方
、
起
債
の
単
年
度
償

還
額
は
今
年
度
か
ら
数
年
間
が

ピ
ー
ク
に
な
る
予
定
で
す
。
こ

れ
ま
で
は
国
が
交
付
税
で
見
る

か
ら
と
指
導
し
た
部
分
も
あ
っ

た
が
今
後
は
、
借
入
れ
額
も
最

小
限
に
押
さ
え
、
、
財
政
の
健

全
化
に
向
け
基
盤
を
固
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

　
県
の
支
援
に
つ
い
て
は
郡
内

３
町
が
、
共
通
の
課
題
を
取
り

上
げ
、
支
援
が
受
け
ら
れ
な
い

か
模
索
し
て
い
ま
す
。
現
在
、

再
委
託
の
具
体
的
な
も
の
は
あ

り
ま
せ
ん
が
専
門
職
的
な
支
援

に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
郡

民
会
議
で
片
山
知
事
の
発
言
が

あ
り
ま
し
た
。

　
食
の
安
全
、
安
心
、
地
産
地

消
、
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
運
動
な
ど

質
的
充
実
を
求
め
ら
れ
る
中
で
、

日
野
郡
源
流
米
コ
ン
テ
ス
ト
で

日
南
米
が
良
い
成
績
を
収
め
、

新
潟
魚
沼
産
に
勝
る
と
も
劣
ら

な
い
と
の
評
価
を
得
て
い
る
。

特
別
栽
培
米
の
品
質
の
均
一
化
、

量
の
確
保
な
ど
産
地
間
競
争
の

中
で
独
自
色
を
出
し
、
日
南
米

ブ
ラ
ン
ド
の
推
進
を
図
る
こ
と

が
米
の
有
利
販
売
、
日
南
町
農

業
の
振
興
に
つ
な
が
る
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

　
日
南
町
は
モ
チ
米
の
産
地
指

定
を
受
け
増
産
を
奨
励
し
た
が

有
利
な
販
売
の
見
通
し
を
把
握

し
て
い
る
の
か
。

　
行
政
の
役
割
と
し
て
機
会
を

捉
え
て
絶
え
ず
広
告
塔
の
役
割

を
果
た
す
こ
と
が
大
事
だ
と
思

う
が
、
そ
の
考
え
は
な
い
か
。
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教
育
基
本
法
の
理
念
を 

　
　
　
　
　
尊
重
す
る
べ
き

　
教
育
の
あ
り
方
は
、 

　
　
幅
広
い
論
議
が
必
要

　
日
本
国
憲
法
第
99
条
は
、
公

務
員
に
憲
法
の
尊
重
と
擁
護
の

義
務
を
負
わ
せ
て
い
る
。
町
長

は
任
命
権
者
と
し
て
、
日
本
国

憲
法
と
現
在
の
改
憲
草
案
に
対

し
て
ど
の
よ
う
な
見
解
か
。

　
ま
た
、
中
央
教
育
審
議
会
の

答
申
を
受
け
、
政
府
・
与
党
は

教
育
基
本
法
改
正
を
す
す
め
よ

う
と
し
て
い
る
。
「
教
育
基
本

法
前
文
」
の
理
念
を
実
現
す
る

た
め
に
も
現
行
教
育
基
本
法
こ

そ
生
か
さ
れ
る
べ
き
と
考
え
る

が
、
町
長
な
ら
び
に
教
育
長
の

見
解
を
問
う
。

　
国
の
制
度
上
、
積
算
に
は
非

常
に
複
雑
な
計
算
が
あ
り
ま
す

が
、
総
建
設
費
か
ら
対
象
外
経

費
を
除
い
た
額
、
７
億
１
２
８

万
２，
０
０
０
円
、そ
れ
を
30
年

の
原
価
算
定
期
間
、
利
用
定
員

　
町
が
全
額
出
資
し
設
立
し
た

法
人
で
す
が
、
独
立
し
た
法
人

で
す
の
で
福
祉
会
が
行
う
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
一
部
の
職
種
で
求
人
数
を
確

保
で
き
な
か
っ
た
が
、
移
行
職

員
の
人
事
配
置
等
で
の
対
応
を

行
う
こ
と
や
、
引
き
続
き
福
祉

会
で
追
加
募
集
し
対
応
さ
れ
る

見
込
み
で
す
。

　
負
担
を
お
願
い
す
る
居
住
費

は
日
額
１，
４
０
０
円
と
す
る
こ

と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
資
料
を
全
戸
配
布
し
、
１
月

中
旬
に
は
全
町
を
対
象
に
し
た

説
明
会
を
行
い
、
「
広
報
に
ち

な
ん
」
や
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

へ
の
掲
載
も
考
え
て
い
ま
す
。

　
職
員
の
削
減
や
「
参
事
」
制

度
は
、
町
の
本
来
の
仕
事
を
切

り
捨
て
る
と
言
う
こ
と
で
な
く
、

合
理
的
な
仕
事
の
や
り
方
や
能

力
向
上
を
進
め
て
い
き
な
が
ら
、

順
次
削
減
を
行
っ
て
い
く
こ
と
。

ま
た
、
よ
り
専
門
性
の
高
い
業

務
に
対
応
す
る
こ
と
で
あ
り
、

今
後
の
公
務
員
改
革
の
方
向
等

も
見
守
り
た
い
。

　
聖
域
化
と
い
う
こ
と
で
な
く
、

部
落
問
題
や
人
権
問
題
を
、
様

々
な
分
野
で
重
視
し
て
い
き
た

い
。
住
宅
新
築
会
計
に
つ
い
て

も
、
適
正
な
会
計
に
今
後
と
も

努
め
て
ま
い
り
た
い
。

　
本
法
は
新
し
い
時
代
に
ふ
さ

わ
し
い
法
を
再
構
築
す
る
必
要

が
あ
る
と
議
論
さ
れ
、
21
世
紀

を
切
り
拓
く
心
豊
か
で
た
く
ま

し
い
日
本
人
の
育
成
を
目
指
す

こ
と
な
ど
、
５
項
目
を
目
標
に

実
現
に
取
り
組
む
べ
き
と
答
申

さ
れ
た
所
で
す
。
そ
の
中
で
、

理
念
を
改
革
す
る
意
義
や
、
教

育
課
題
に
つ
き
、
今
後
さ
ら
に

論
議
を
深
め
て
頂
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

にちなん議会だより　平成17年2月10日発行　　98

　
公
務
員
た
る
も
の
、
憲
法
を

尊
重
し
擁
護
す
る
義
務
を
負
っ

て
い
る
の
は
明
白
で
す
。
広
く

国
民
の
中
で
論
議
さ
れ
、
国
民

か
ら
支
持
さ
れ
た
憲
法
を
、
尊

重
し
擁
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
教
育
の
あ
り
方
は
、
あ
ら
ゆ

る
面
か
ら
幅
広
い
論
議
が
必
要

と
考
え
ま
す
。
現
在
、
現
場
で

は
、
深
刻
な
問
題
に
直
面
し
て

い
る
が
、
今
回
の
見
直
し
が
、

現
在
の
教
育
の
諸
問
題
を
改
善

し
て
行
く
方
向
に
つ
な
が
る
よ

う
、
期
待
を
し
て
い
る
。

　
行
財
政
改
革
案
に
対
し
て
、

「
総
論
賛
成
各
論
賛
否
さ
ま
ざ

ま
」
と
い
う
も
の
で
町
民
へ
の

情
報
公
開
、
協
働
の
町
づ
く
り

の
理
解
を
ど
う
す
す
め
る
か
が

大
切
だ
。
今
後
の
取
り
組
み
と

内
容
は
。
ま
た
、
住
民
ア
ン
ケ

ー
ト
な
ど
を
実
施
し
て
双
方
向

の
改
革
に
の
ぞ
む
べ
き
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

　
改
革
案
は
、
国
の
「
三
位
一

体
改
革
」
の
波
に
呑
み
込
ま
れ

た
も
の
で
地
方
分
権
と
は
名
ば

か
り
。
福
祉
・
教
育
・
医
療
な

ど
の
外
部
委
託
化
や
、
そ
の
場

し
の
ぎ
の
「
参
事
」
制
度
導
入

な
ど
、
中
央
政
府
の
手
法
を
ま

ね
た
も
の
で
は
な
い
か
。

　
ま
た
同
和
対
策
関
連
法
期
限

切
れ
後
も
「
人
権
同
和
」
の
名

の
下
に
、
ふ
れ
あ
い
会
館
の
運

営
、
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事

業
特
別
会
計
な
ど
特
別
扱
い
さ

れ
聖
域
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
。

　
日
南
町
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
の
多
く
が
社
会
福
祉
法
人

「
日
南
福
祉
会
」
に
移
行
さ
れ

る
。

　
日
南
町
情
報
公
開
条
例
に
照

ら
し
て
法
人
の
就
業
規
則
と
給

与
規
定
の
全
面
公
開
は
当
然
だ

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
ま
た
新
法
人
の
職
員
・
介
護

ス
タ
ッ
フ
は
来
年
４
月
の
開
所

に
向
け
て
確
保
で
き
た
か
。

　
12
月
上
旬
に
は
ホ
テ
ル
コ
ス

ト
（
居
住
費
）
を
決
定
す
る
予

定
に
な
っ
て
い
た
が
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。
あ
わ
せ
て
算
定
の

根
拠
も
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
９
ペ
ー
ジ
に
続
く
）
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17
年
度 

　
　
予
算
編
成
方
針
は

　
必
要
な
施
策
を
重
点
的
に

　
17
年
度
の
予
算
編
成
に
取
り

組
ま
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

行
財
政
改
革
の
も
と
に
事
業
の

廃
止
、
補
助
金
削
減
、
受
益
者

負
担
の
増
額
な
ど
を
求
め
て
い

る
が
、
日
々
の
生
活
が
厳
し
い

中
で
も
、
希
望
の
も
て
る
町
づ

く
り
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

何
が
重
要
施
策
で
あ
る
か
を
認

識
し
、
町
が
自
立
で
き
発
展
す

る
よ
う
な
予
算
を
組
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　
町
長
は
ど
の
よ
う
な
方
針
で

予
算
編
成
を
さ
れ
る
の
か
、
う

か
が
い
ま
す
。

　
現
在
、
平
成
17
年
度
予
算
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
ま
す
が
、

農
業
、
林
業
が
町
の
基
幹
産
業

で
す
の
で
、
農
林
家
の
取
り
組

み
意
欲
が
低
下
し
な
い
よ
う
、

努
力
し
た
い
。

　
相
つ
ぐ
台
風
の
襲
来
と
、
集

中
豪
雨
な
ど
に
よ
り
甚
大
な
被

害
が
あ
っ
た
。
公
共
施
設
や
民

家
も
含
め
て
そ
の
全
容
と
対
策

を
明
ら
か
に
。

　
鳥
取
県
は
台
風
18
号
に
よ
る

被
害
を
受
け
て
施
設
復
旧
へ
の

助
成
や
無
利
子
融
資
、
償
還
の

猶
予
な
ど
支
援
策
を
示
し
た
が
、

こ
れ
へ
の
対
応
と
進
捗
状
況
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
特
産
野
菜
な
ど
日
南
町
単
独

で
補
助
し
て
い
る
制
度
を
災
害

時
に
見
合
っ
た
も
の
に
充
実
さ

せ
る
こ
と
を
検
討
し
て
は
ど
う

か
。

　
本
年
発
生
し
た
災
害
に
対
し

て
、
被
害
状
況
と
そ
の
対
策
に

は
適
切
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　
12
月
議
会
で
債
務
負
担
行
為
、

17
年
度
当
初
予
算
で
予
算
化
を

お
願
い
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
町
単
独
補
助
金
は
、
平
成
17

年
度
当
初
予
算
要
求
に
お
い
て

見
直
し
を
行
う
予
定
と
し
て
い

ま
す
。

　
明
日
の
町
を
担
う
若
者
が
夢

を
無
く
す
よ
う
な
、
少
子
化
対

策
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
十

分
な
配
慮
が
必
要
と
考
え
る
。

　
定
住
対
策
、
雇
用
、
住
宅
、

子
育
て
支
援
、
保
育
料
等
、
ど

の
よ
う
な
考
え
で
取
り
組
ま
れ

る
の
か
。

　
農
業
、
林
業
は
町
の
基
幹
産

業
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

今
年
の
長
雨
、
台
風
災
害
で
農

業
、
林
業
は
、
大
変
な
被
害
を

受
け
て
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
な

対
策
を
考
え
て
、
17
年
度
予
算

に
取
り
組
ま
れ
る
の
か
う
か
が

い
ま
す
。

町政のここが聞きたい

に
対
す
る
、見
込
み
割
合
、短
期

入
所
と
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
を
考

え
、日
割
り
に
し
て
日
額
１，
４

０
０
円
の
標
準
単
価
を
設
定
し

ま
し
た
。

完成した特養

　
効
率
的
な
予
算
作
成
の
た
め

に
各
課
へ
一
般
財
源
を
割
り
当

て
る
「
枠
配
分
予
算
」
や
示
達

事
項
を
伝
え
、
そ
れ
に
沿
っ
た

予
算
要
求
を
行
う
こ
と
と
し
、

必
要
な
施
策
に
重
点
的
に
予
算

を
配
当
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
少
子
高
齢
化
対
策
は
、
一
貫

し
て
町
行
政
の
最
重
要
課
題
の

一
つ
で
あ
り
、
町
の
自
立
を
め

ざ
し
た
雇
用
・
住
宅
な
ど
総
合

的
な
ま
ち
づ
く
り
施
策
と
し
て

対
応
し
て
い
く
。

予算ヒアリング

（
久
代
議
員
一
般
質
問
続
き
）
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中
山
間
地
域
直
接
支
払 

　
制
度
継
続
へ
の
取
り
組
み
は

　
要
望
は
県
を
通
し
て

　
　
　
国
へ
伝
え
て
い
る

　
こ
の
制
度
の
た
め
平
成
12
年

度
か
ら
５
年
間
に
わ
た
り
町
も

毎
年
交
付
金
の
４
分
の
１
に
あ

た
る
約
５，
０
０
０
万
円
を
負
担

し
て
き
た
が
、
い
よ
い
よ
最
終

年
度
と
な
り
、
行
政
と
し
て
こ

の
制
度
の
果
た
し
た
意
義
へ
の

評
価
は
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
れ
ば

継
続
を
望
む
声
も
74
％
に
達
し
、

農
地
保
全
、
集
落
機
能
維
持
、

景
観
保
持
や
水
害
防
止
等
の
た

め
に
こ
の
制
度
の
果
た
し
た
意

義
は
大
変
大
き
く
、
17
年
度
以

降
も
継
続
す
る
こ
と
に
よ
り
、

目
的
で
あ
る
多
面
的
機
能
確
保

の
継
続
も
可
能
と
な
る
。
町
と

し
て
継
続
要
請
へ
向
け
て
の
取

り
組
み
状
況
は
。

　
17
年
度
以
降
の
国
の
方
針
に

対
す
る
予
測
と
、
町
と
し
て
の

今
後
の
対
応
は
。

　
導
入
計
画
の
進
捗
状
況
は
。

　
具
体
的
計
画
が
あ
れ
ば
そ
の

内
容
は
。

　
町
民
へ
の
啓
発
は
ど
の
様
な

方
法
で
。

　
今
後
の
方
向
性
は
。

　
一
月
十
九
日
に
臨
時
議
会
が

開
催
さ
れ
、
提
出
さ
れ
た
案
件

は
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

　
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補

　
正
予
算
（
第
４
号
）

　
保
険
税
の
還
付
金
89
万
円
増

額
し
て
、
総
額
を
７
億
10
万
円

と
し
た
も
の
。

◇
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　
平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日

任
期
満
了
と
な
る
白
根
和
夫
さ

ん
の
後
任
と
し
て
、

　
清
水
富
士
夫
さ
ん(

中
石
見)

を
委
員
と
し
て
の
推
薦
に
全
会

一
致
で
同
意
し
た
も
の
。

　
　
　
　
　
（
任
期
は
三
年
）

　
こ
の
制
度
に
よ
っ
て
大
き
な

効
果
が
あ
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

本
町
で
は
平
成
15
年
度
実
績
で

77
協
定
、１，
１
２
１
ヘ
ク
タ
ー

ル
、交
付
額
１
億
８，
５
３
５
万

円
、
５
年
間
の
交
付
額
は
約
９

億
３，
０
０
０
万
円
に
な
っ
て
い

る
。
各
集
落
協
定
に
お
い
て
い

ろ
い
ろ
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
、

集
落
の
維
持
管
理
、
話
し
合
い

活
動
に
よ
り
、
地
域
を
あ
げ
て

の
活
動
が
活
発
に
行
わ
れ
た
と

評
価
を
し
て
い
る
。

　
継
続
要
請
の
取
り
組
み
は
、

農
水
省
か
ら
実
施
農
家
に
向
け

て
行
わ
れ
た
制
度
に
対
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
や
、
集
落
協
定
代
表

者
会
議
に
お
け
る
中
山
間
地
域

の
事
業
継
続
へ
の
生
の
声
を
、

農
水
省
に
伝
え
て
も
ら
う
よ
う

県
に
お
願
い
し
て
い
る
。

　
国
の
方
針
決
定
は
い
ま
だ
出

て
い
な
い
が
、
12
月
20
日
頃
に

は
決
定
さ
れ
る
と
聞
い
て
い
る
。

継
続
す
る
よ
う
引
き
続
き
、
強

く
要
望
し
て
い
き
た
い
。

　
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
つ
い
て
は
、
民
間
資
本
を

前
提
に
、
太
陽
光
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
家
庭
用
太
陽
光
発
電
施
設
の

設
置
に
、
現
在
２
件
交
付
済
み
、

２
件
が
申
請
待
ち
、
マ
イ
ク
ロ

水
力
に
つ
い
て
、
町
内
で
ハ
イ

ド
ロ
バ
レ
ー
計
画
調
査
を
実
施

中
で
す
。

　
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
導
入
は
、

町
と
し
て
は
側
面
か
ら
情
報
や

制
度
な
ど
に
よ
る
支
援
を
行
っ

て
い
き
た
い
。
家
庭
用
太
陽
光

発
電
設
備
設
置
の
助
成
に
つ
い

て
は
引
き
続
き
行
い
、
マ
イ
ク

ロ
水
力
は
、
実
施
に
向
け
た
予

備
調
査
を
委
託
し
て
行
い
た
い
。

　
啓
発
は
配
布
チ
ラ
シ
、
町
報

及
び
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
高

齢
者
学
級
や
団
体
の
勉
強
会
な

ど
で
実
施
し
た
が
、
今
後
「
ち

ゃ
ん
ね
る
日
南
」
の
利
用
を
考

え
て
い
る
。

　
日
南
町
で
十
分
可
能
と
い
わ

れ
て
い
る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ

ネ
ル
ギ
ー
、
太
陽
光
エ
ネ
ル
ギ

ー
、
マ
イ
ク
ロ
水
力
の
３
つ
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
、
引
き

続
き
研
究
と
検
討
を
重
ね
た
い
。

臨

時

会
小水力発電の実施例

─　　 ─10
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制
度
改
廃
に
よ
る 

　
税
の
公
平
性
は
保
て
る
か

　
賦
課
徴
収
に
は 

　
細
心
の
注
意
を
図
り
た
い

１
　
制
度
・
改
廃
に
よ
る
「
税

の
公
平
性
」
は
保
た
れ
る
の
か
。

減
額
予
算
に
よ
る
公
共
サ
ー
ビ

ス
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
、
税
の

付
加
と
行
政
サ
ー
ビ
ス
は
比
例

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
平

等
の
近
似
値
は
求
め
ら
れ
る
か
。

２
　
住
民
合
意
を
得
る
た
め
の

手
段
は
ど
こ
ま
で
考
え
て
い
る

か
。

３
　
町
営
バ
ス
運
行
の
実
態
と

充
実
に
向
け
た
デ
ー
タ
ー
は
。

１
　
行
財
政
改
革
の
中
で
環
境

政
策
へ
の
取
り
組
み
、
考
え
方

に
つ
い
て
。

２
　
政
策
実
行
に
あ
た
っ
て
独

自
の
数
値
目
標
を
設
定
す
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

私
た
ち
の
日
常
の
取
り
組
み
を

CO2
の
吸
収
量
と
相
殺
し
て
「
環

境
付
加
率
」
を
表
示
し
、
存
在

感
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
。

３
　
循
環
型
社
会
を
目
指
し
た

取
り
組
み
に
つ
い
て
。

１
　
県
境
サ
ミ
ッ
ト
再
編
成
へ

の
シ
ナ
リ
オ
と
問
題
点
に
つ
い

て
。

周
囲
の
大
半
が
県
境
に
接
し
、

制
度
や
領
域
の
違
い
が
弊
害
を

生
ん
で
い
る
。
県
境
を
越
え
た

連
携
は
重
要
と
考
え
る
が
。

２
　
道
州
制
に
向
け
た
取
り
組

み
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い

て
。

町政のここが聞きたい

１
　
税
は
税
法
に
基
づ
い
て
賦

課
、
徴
収
す
る
仕
組
み
に
な
っ

て
お
り
公
平
性
は
保
つ
こ
と
が

で
き
、
貴
重
な
財
源
を
よ
り
有

効
な
形
で
活
用
し
、
町
民
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
公
共
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
を
行
う
こ
と
が
行
財
政

改
革
の
目
的
で
あ
り
今
後
の
課

題
で
す
。

２
　
資
料
配
付
や
校
区
懇
談
会
、

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
を
活
用
す
る
。

３
　
10
、
11
月
の
２
ヶ
月
間
の

料
金
収
入
は
、
現
金
、
定
期
券
、

回
数
券
を
あ
わ
せ
て
３
７
８
万

円
で
す
。

１
　
県
境
サ
ミ
ッ
ト
の
再
結
成

に
つ
い
て
は
、
従
来
型
の
行
政

あ
る
い
は
議
会
参
加
の
協
議
会

形
式
が
よ
い
の
か
、
考
え
て
い

る
。

２
　
中
国
州
に
な
っ
た
場
合
、

日
南
町
は
地
の
利
を
得
る
こ
と

に
な
る
。
県
境
サ
ミ
ッ
ト
も
踏

ま
え
、
先
導
的
な
取
り
組
み
を

続
け
た
い
。

１
　
事
後
対
応
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

充
実
に
つ
い
て
。

災
害
を
教
訓
に
現
場
の
対
応
が

重
要
で
あ
り
、
今
後
に
生
か
せ

る
こ
と
は
何
か
。

２
　
防
災
無
線
の
重
要
性
と
情

報
の
複
数
伝
達
に
Ｆ
Ｍ
局
の
開

設
を
考
え
ら
れ
な
い
か
。

１
　
台
風
災
害
時
に
は
多
く
の

情
報
を
一
ヵ
所
に
集
め
情
報
の

共
有
化
が
図
れ
た
が
、
災
害
現

場
で
は
現
地
指
揮
者
の
判
断
が

重
要
視
さ
れ
る
た
め
、
普
段
か

ら
の
災
害
に
対
す
る
意
識
が
必

要
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
地
域

防
災
計
画
の
見
直
し
を
行
い
、

一
層
の
充
実
を
図
り
た
い
。

２
　
Ｆ
Ｍ
電
波
の
欠
点
は
、
見

通
し
し
か
受
信
出
来
ず
山
間
地

に
は
不
適
と
考
え
ま
す
。
今
後

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

安
否
確
認
情
報
の
公
開
や
タ
ウ

ン
ズ
ネ
ッ
ト
、
防
災
無
線
の
よ

り
有
効
情
報
伝
達
方
法
に
つ
い

て
検
討
し
て
行
き
ま
す
。

１
　
今
年
度
「
日
南
町
の
自
然

を
守
る
住
民
会
議
」
を
立
ち
上

げ
、
会
議
に
か
ら
出
た
意
見
を

盛
り
込
ん
で
「
日
南
町
環
境
基

本
計
画
」
を
策
定
し
、
そ
れ
を

も
と
に
施
策
を
展
開
し
た
い
。

２
　
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
や
地

球
温
暖
化
防
止
実
行
計
画
に
よ

る
数
値
目
標
も
見
な
が
ら
、
町

の
自
然
や
生
活
環
境
に
ふ
さ
わ

し
い
目
標
を
定
め
、
施
策
展
開

を
図
り
た
い
。

３
　
循
環
型
社
会
構
築
必
要
な

４
Ｒ
運
動
や
分
別
の
細
分
化
な

ど
の
具
体
的
な
取
り
組
み
を
基

本
計
画
に
盛
り
込
み
、
ゴ
ミ
処

理
、
経
費
節
減
の
両
面
に
わ
た

っ
て
努
力
し
た
い
。

． ． ． ．

．．

．

． ． ． ． ．

． ． ． ．

．

． ． ．
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みなさんから提出のあった請願や陳情を所管の常任委員会で審査し、委員長から審査結果 

の報告を受けて12月定例議会の本会議で審議した結果、次のとおり決定しました。

本会議審 査 意 見提 出 者件 名

石見校区自治会常任委員
福岡寛治ほか３名　

道路交通環境の整備についての願意は理解で
きるが、行財政改革に取り組んでいる現状に
おいては、ただちに二車線化することは困難
である。

バス福栄線に関する陳情書 趣旨採択

国民大運動鳥取県実行委員会
実行委員長
村口徳康ほか１名

医療費が増加していくなかにあって、長期に
渡って安定して医療保険制度を維持していく
ためには改革も必要であり、応分の負担が求
められる。

安心してかかれる医療保障
の充実改善を求める国への
意見書採択についての陳情

不採択

国民大運動鳥取県実行委員会
実行委員長
村口徳康ほか１名

経済、雇用の低迷下にある社会情勢のなかで、
定率減税を中止する時期ではない。また、現
段階では、消費税増税計画はない。よって、
一部採択とする。

消費税の大増税及び定率減
税縮小に反対する陳情書

一部採択

国民大運動鳥取県実行委員会
実行委員長
村口徳康ほか１名

保育、子育て環境の整備は重要であるが、自
治体の予算の増額には限界がある。

保育・学童保育・子育て支
援施策の拡充と予算の大幅
増額を求める意見書採択を
求める陳情書

不採択

国民大運動鳥取県実行委員会
実行委員長
村口徳康ほか１名

年金制度充実のために充分議論のうえ、すで
に実施されている。最低補償年金制度の創設
は、現状の税財政体系のなかでは難しい。よ
って、不採択とする。

「改革」年金法の実施を中止、
最低保障年金制度の実現を
求める陳情書

不採択

国民大運動鳥取県実行委員会
実行委員長
村口徳康ほか１名

介護保険制度は社会保障制度全体の中で見直
しを進めるべきであり、将来にわたって安定
した運営を維持するためには応分の負担も求
められる。

利用者負担の大幅増など介護
保険の改善を求める国への意
見書提出についての陳情

不採択

国民大運動鳥取県実行委員会
実行委員長
村口徳康ほか１名

自衛隊派遣は、イラク復興支援のための派遣
であり、国際貢献の任務を遂行している。よ
って、不採択とする。

自衛隊をイラクから撤退させ、憲
法９条を守ることを要求する
陳情書

不採択

食とみどり、水を守る
鳥取県労農市民会議 
議長　鎌谷広治ほか１名

我が国の農業、農村を守るための政策展開は必要であり、これ
までの規模拡大、効率化優先を中心とした結果が、食の安全、
安定などに不安感を与えているので、食料・農業・農村基本計
画の見直しにあたっての願意は理解できる。

「食料・農業・農村基本計画」
見直しに関する陳情書

採　択

食とみどり、水を守る
鳥取県労農市民会議 
議長　鎌谷広治ほか１名

日本農業への打撃、食の安全、安定、環境などに
大きな影響を与える交渉は、日本の農業の立場
が悪化しないように行われなければならないとの
願意は理解できる。

ＷＴＯ・ＦＴＡ交渉に関する陳
情書

採　択

日本会議鳥取県本部 
会長　広江　　弌

国民の教育水準の向上と社会の発展に大きく貢献してきた教
育基本法も施行されてから半世紀が経過している。時代の大
きな変化の中で、青少年の健全育成のために新たな時代の教
育の方向性を明確に指し示す必要がある。

「教育基本法の改正を求める
意見書」提出を求める陳情 採　択

鳥取県西部地区革新懇
話会代表　足立節雄

教育基本法は施行されてから半世紀が経過している。その間、社会は大きく変化し、

青少年の凶悪犯罪、いじめや不登校、学級崩壊の問題など教育改革は国民的課

題となっている。今こそ教育の再建へ向け、新たな時代の教育の方向性を明確に指

し示すために改正のための議論をすすめるべきである。

教育基本法の改悪反対の意
見書提出について（陳情）

不採択

新日本婦人の会　
鳥取県本部会長　 
市谷貴志子

教育基本法は施行されてから半世紀が経過している。その間、社会は大きく変化し、

青少年の凶悪犯罪、いじめや不登校、学級崩壊の問題など教育改革は国民的課

題となっている。今こそ教育の再建へ向け、新たな時代の教育の方向性を明確に指

し示すために改正のための議論をすすめるべきである。

「教育基本法の理念を生かす
ことを求める」国への意見書
採択のお願い

不採択

にちなん議会だより　平成17年2月10日発行　　98

請願・陳情の審査結果請願・陳情の審査結果
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議
会
日
誌

議
会
日
誌

１
日
　
西
部
議
長
会

　〃
　　
議
会
広
報
調
査
特
別
委

　
　
　
員
会

４
日
　
議
会
基
本
問
題
調
査
特

　
　
　
別
委
員
会

　〃
　　
議
会
広
報
調
査
特
別
委

　
　
　
員
会

10
日
　
教
育
民
生
常
任
委
員
会

11
日
　
議
会
広
報
調
査
特
別
委

　
　
　
員
会

12
日
　
行
財
政
改
革
に
関
す
る

　
　
　
調
査
特
別
委
員
会

　〃
　　
経
済
土
木
常
任
委
員
会

15
日
　
総
務
常
任
委
員
会

16
〜
　
町
村
議
会
議
長
全
国
大 

18
日
　
会
（
東
京
）

17
日
　
日
南
町
慰
霊
祭

　〃
　　
議
会
広
報
調
査
特
別
委

　
　
　
員
会

19
日
　
定
住
対
策
に
関
す
る
調

　
　
　
査
特
別
委
員
会

25
日
　
三
町
衛
生
施
設
組
合
議

　
　
　
会

26
日
　
行
財
政
改
革
に
関
す
る

　
　
　
調
査
特
別
委
員
会

 

６
日
　
議
会
運
営
委
員
会

10
日
　
経
済
土
木
常
任
委
員
会

13
日
　
議
会
全
員
協
議
会

　〃
　　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
　
　
建
設
・
運
営
に
関
す
る

　
　
　
調
査
特
別
委
員
会

15
日
　
定
例
議
会
本
会
議
開
会

16
日
　
定
例
議
会
本
会
議

　
　
　
各
常
任
委
員
会

17
日
　
教
育
民
生
常
任
委
員
会

20
日
　
各
常
任
委
員
会

22
日
　
定
例
議
会
本
会
議
最
終

　
　
　
日

28
日
　
議
会
広
報
調
査
特
別
委

　
　
　
員
会 

 

　
（
１
月
）

８
日
　
日
南
町
消
防
出
初
式

14
日
　
議
会
広
報
調
査
特
別
委

　
　
　
員
会

17
日
　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
　
　
建
設
・
運
営
に
関
す
る

　
　
　
調
査
特
別
委
員
会 

19
日
　
臨
時
議
会

　〃
　　
学
校
問
題
に
関
す
る
調

　
　
　
査
特
別
委
員
会

24
日
　
議
会
広
報
調
査
特
別
委

　
　
　
員
会

　〃
　　
林
業
協
会
と
の
意
見
交

　
　
　
換
会

25
日
　
議
会
運
営
委
員
会
研
修

　
　
　
会

27
日
　
議
会
事
務
局
職
員
研
修

　
　
　
会

28
日
　
西
部
広
域
議
会

　〃
　　
西
部
議
長
会

にちなん議会だより　平成17年2月10日発行　　98

　12月議会では、次の５件の意見書を関係省庁・大臣に提出することに決定しました。

要　旨 
　定率減税が実施されれば、配偶者特別控除の 
廃止などと相まって増税感が否めず、景気、経
済が悪化する懸念がある。特に、中小・零細企 
業が多い地方により顕著に表れ、地方の活力を 
損ないかねない。所得税と個人住民税の定率減 
税を縮小しないように強く要望する。

「定率減税の縮小計画の中止を求める」意見書

「教育基本法の改正を求める」意見書

要　旨
　地方団体の安定的な財政運営に必要な地方交付
税、地方税などの一般財源の確保から、理不尽な
削減を避け、国と地方の信頼関係の構築に努め、
少なくとも平成１６年度以上の総額を絶対確保す 
るよう強く要望する。

平成17年度 
「地方交付税所要総額の確保に関する」意見書

要　旨 
　ＷＴＯ・ＦＴＡにおける農業分野の交渉にお 
いて、①食料自給の向上、各国の農林水産業が 
共生・共存できる貿易ルールに改める②上限関
税の設定、関税割当数量の拡大に反対③関税率
水準、国家貿易体制、特別セーフガードの維持
など国家措置の確保など、適切な対応を求める。

要　旨 

　青少年の凶悪犯罪、いじめや不登校、学級崩壊、家庭や地域の教育力の低下など、教育改革は国 

民的課題となっている。２１世紀を切り拓く心豊かでたくましい日本人を育成する観点から、新し 

い時代に ふさわしい教育基本法の改正を求める。

「ＷＴＯ・ＦＴＡ交渉に関する」意見書

要　旨
　政府が進めている「食料・農業・農村基本計画」 
の見直しに、①自給率引き上げ政策の推進②農業
者の生産意欲の向上③耕作意欲を持てるよう所得
補填④土地・農地等土地利用規制の整備⑤環境直
接支払制度の創設、中山間地域直接支払制度の拡 
大・充実を反映するよう求める。

「食料・農業・農村基本計画の 
見直しに関する」意見書

意 見 書 を 提 出

　
（
11
月
）

　
（
12
月
）
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下
石
見

浅
川
　
三
郎
さ
ん

私もひとこと私もひとこと

日南町の希少植物　⑧

にちなん議会だより　平成17年2月10日発行　　98

ち

き
ゅう
にやさし

い

再
生紙利用

　
阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら
10
年
、
国
内

外
と
も
に
災
害
の
多
い
今
日
、
町
内
で

も
台
風
の
被
害
に
よ
り
、
防
災
意
識
の

高
ま
り
が
あ
る
。
片
山
知
事
の
言
葉
に

も
あ
る
「
現
場
主
義
」
は
災
害
の
場
合

に
も
言
え
る
こ
と
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
有
事
の
際
に
必
ず
立
ち
上
げ
ら
れ
る

対
策
本
部
は
、
と
も
す
れ
ば
机
上
の
対

応
に
終
始
し
か
ね
な
い
。
現
場
の
対
応

に
追
わ
れ
る
地
元
の
者
に
正
確
な
情
報

を
求
め
る
の
は
ど
う
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

い
ち
早
く
職
員
を
派
遣
し
て
本
部
と
の

連
携
を
と
る
な
ど
、
ま
さ
に
「
現
場
主

義
」
に
徹
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
災
害
時
の
み
な
ら
ず
行
政
も
住
民
の

生
活
実
態
を
常
に
把
握
し
、
机
上
の
政

策
と
な
ら
な
い
よ
う
心
が
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
記
　
福
原
）

　
　
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
委

員

長
　
長
谷
川
　
篤

　
　
　
　
　
副
委
員
長
　
奥
迫
　
廣
人

　
　
　
　
　
委
　
　
員
　
福
原
　
　
實

　
　
　
　
　
　　
〃
　　
　
三
上
　
惇
二

　
　
　
　
　
　　
〃
　　
　
福
田
　
　
稔

　
今
ま
で
議
会
傍
聴
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
昨
年
よ
り

町
の
タ
ウ
ン
ズ
ネ
ッ
ト
整
備
事
業
が
完
成
し
、
中
海
テ
レ
ビ
の
３
チ
ャ
ン

ネ
ル
で
間
接
的
傍
聴
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
、
大
変
喜
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
仕
事
が
済
ん
で
か
ら
夜
の
時
間
帯
に
観
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

議
員
の
皆
様
の
諸
活
動
を
か
い
ま
み
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
今
度
は
日
南
町
第
４
次
総
合
計
画
、
後
期
計
画
（
平
成
17
年
〜
平
成
21

年
）
が
議
会
承
認
さ
れ
た
よ
う
で
す
が
、
今
後
に
期
待
を
寄
せ
る
と
こ
ろ

で
す
。

　
住
民
の
立
場
か
ら
意
見
を
言
う
と
す
れ
ば
、
若
者
定
住
、
雇
用
の
確
保

の
た
め
の
地
場
産
業
の
育
成
こ
そ
が
急
務
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
地
場
の
産
業
を
育
て
る
た
め
の
地
産
地
消
活
動
に
議
員
諸
氏
の
皆
様
が

先
頭
に
立
っ
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
集
中
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
天
体
の
植

民
地
と
し
て
の
日
南
に
明
る
い
展
望
が
開
か
れ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
独
立
国
家
と
し
て
の
日
南
町
に
誇
れ
る
も
の
が
５
つ
あ
り
ま
す
。

水
、
木
材
、
食
糧
、
自
然
、
人
、
こ
の
資
源
（
宝
物
）
を
戦
略
と
し
て
使

え
る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
空
気
の
美
味
し
さ
が
あ
り
ま
す
。
ま
さ
に
21
世
紀
の
地
球

に
ふ
さ
わ
し
い
環
境
で
す
。
循
環
型
社
会
の
原
点
は
日
南
町
か
ら
日
野
川

を
通
し
て
川
下
に
運
ん
で
い
く
こ
と
が
で
き
、
そ
こ
か
ら
交
流
人
口
が
始

ま
る
と
思
う
の
で
す
。

　
行
革
で
大
変
な
状
況
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
時
こ
そ
小
さ
く
な
ら
な
い

よ
う
、
夢
の
描
け
る
町
政
実
現
の
た
め
奮
闘
い
た
だ
け
れ
ば
、
住
民
参
加

の
も
と
町
民
も
知
恵
を
出
し
あ
っ
て
、
ま
ち
づ
く
り
が
出
来
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
ど
う
か
よ
ろ
し
く
町
民
の
付
託
に
答
え
て
く
だ
さ
い
。
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日
野
川
源
流
に
ほ
ど
近
く
、
周
囲
は
に
ち
な
ん
環
境
林
で

あ
る
。

　
岩
魚
も
登
れ
な
い
と
、
地
元
で
は
古
く
か
ら
「
魚
切
り
の

滝
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
近
く
に
は
、
た
た
ら
跡
も
あ
り
、

正
土
原
の
地
蔵
が
見
守
っ
て
い
る
。

　
春
の
新
緑
、
秋
の
紅
葉
は
素
晴
ら
し
い
。

　
日
野
上
町
づ
く
り
協
議
会
は
、
当
地
域
の
豊
富
な
資
源
と
八
つ
の
自
治
会
（
集
落
）
の

活
力
を
集
中
し
て
、
心
豊
か
で
元
気
な
理
想
郷
の
実
現
を
め
ざ
し
て
事
業
を
展
開
し
て
お

り
ま
す
。
そ
し
て
、
日
南
町
の
色
々
な
課
題
を
共
有
し
、
日
野
上
地
域
と
し
て
の
役
割
を

念
頭
に
お
き
な
が
ら
、
他
地
域
と
の
連
携
、
地
域
活
動
が
町
づ
く
り
に
つ
な
が
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
事
業
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

○
ふ
る
里
祭
り
に
参
加
（
バ
ザ
ー
の
収
益
金
は
福
祉
事
業
に
充
て
る
）

○
杉
玉
作
り
の
開
催
と
普
及
（
林
業
の
町
を
ア
ピ
ー
ル
）

○
人
権
「
人
づ
く
り
町
づ
く
り
」
定
期
連
携
講
座
（
町
内
に
呼
び
か
け
、
町
ぐ
る
み
で
取
組
む
）

○
桜
、
ス
イ
セ
ン
街
道
の
設
置
と
整
備
（
将
来
は
石
見
の
は
な
み
ず
き
、
ス
イ
セ
ン
ロ
ー

　
ド
と
結
ぶ
）

○
特
産
品
開
発
、
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
設
置
（
町
、
団
体
と
の
連
携
）

　
今
「
町
づ
く
り
、
地
域
起
こ
し
」
一
色
で
、
生
涯
学
習
が
疎
か
に
な
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
よ
く
耳
に
し
ま
す
が
、
前
記
に
掲
げ
た
各
種
町
づ
く
り
事
業
に
参
加
す
る
こ
と

こ
そ
、
貴
重
な
生
涯
学
習
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
積
極
的
に
参
加
し
て
、
自
分
を

磨
き
、
地
域
を
磨
き
、
き
ら
り
と
光
る
人
づ
く
り
町
づ
く
り
を
目
指
せ
ば
、
素
晴
ら
し
い

「
理
想
郷
」
が
実
現
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　
折
角
の
機
会
を
頂
き
ま
し
た
の
で
、
議
会
の
こ
と
に
ふ
れ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
過

般
、
町
の
あ
る
事
業
に
関
心
が
あ
り
、
町
議
会
常
任
委
員
会
を
傍
聴
し
ま
し
た
。
常
任
委

員
会
は
、
町
長
が
提
出
し
た
案
件
に
つ
い
て
、
専
門
的
に
細
か
く
検
討
審
査
さ
れ
ま
す
。

議
会
は
形
式
に
の
っ
と
り
進
行
さ
れ
ま
す
が
、
常
任
委
員
会
は
必
要
に
応
じ
て
担
当
課
長

他
も
参
加
し
て
、
フ
リ
ー
ト
ー
ク
的
に
意
見
交
換
、
議
論
し
な
が
ら
審
査
集
約
さ
れ
ま

す
。
つ
い
て
は
、
事
業
内
容
を
手
に
取
る
よ
う
に
分
か
り
ま
す
し
、
町
民
の
選
出
し
た
議

員
の
考
え
方
、
活
動
の
姿
を
つ
ぶ
さ
に
見
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
有
意
義
な
傍
聴
で
し

た
。
常
任
委
員
会
の
傍
聴
は
、
議
会
傍
聴
同
様
で
、
自
由
に
傍
聴
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
に

お
薦
め
し
ま
す
。

（
日
野
上
町
づ
く
り
協
議
会
　
会
長
）

　
足
羽
　
正
敬
さ
ん
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新議会議員構成………………………
３月定例会……………………………
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一般質問………………………………
意見書提出……………………………
特別委員会報告………………………
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2ページ
3ページ
4ページ
5ページ
6ページ

13ページ
14ページ
16ページ

　世帯数／2,333世帯
　人　口／6,205人
（平成19年4月末現在）

古紙配合率100％
再生紙を使用しています

ち

きゅ
うにやさし

い

　

再生紙利用

議会広報調査特別委員会では、「私もひとこと」に掲載するみなさまからの声をお待ち
しています。議会事務局までどしどしお寄せ下さい。

編

集

後

記

　
改
選
に
よ
り
、
議
会
だ
よ
り
の
編
集
委
員
も
新
し
く
な

り
ま
し
た
。

　
議
会
の
こ
と
を
分
か
り
や
す
く
親
し
み
の
持
て
る
紙
面

づ
く
り
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
意

見
や
ご
感
想
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
員
長
　
　
久
代
　
安
敏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
副
委
員
長
　
　
古
都
　
久
志

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
　
員
　
　
福
田
　
　
稔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
坪
倉
　
勝
幸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
長
岡
つ
る
子

正土原の魚切り
うお きしょうどばら

にちなん議会だより　平成19年5月発行　No.107

12名の新しい議員
町民の声を町政に反映します

（5月 8日・議場にて）

日南町の鳥：山鳥
う
お
き

至米子にちなん環境林

至広島

多里小学校

183
日南町役場

管理棟

正土原

新屋
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17
年
度
予
算
は「
改
革
」と「
躍
進
」

50
億
８
千
84
万
円 

決
ま
る

前
年
比
　
５
億
４
千
７
０
０
万
円
の
削
減

17
年
度
予
算
は「
改
革
」と「
躍
進
」

50
億
８
千
84
万
円 

決
ま
る

3月定例議会

　
単
独
自
立
を
目
指
す
本
町
は
、

平
成
16
年
度
に
「
自
立
の
た
め

の
行
財
政
改
革
基
本
方
針
」
を

た
て
、
こ
れ
に
基
づ
い
た
予
算

編
成
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
で
は
、
総
額
50
億

８
　
０
８
４
万
円
、
前
年
度
に

比
較
し
て
お
よ
そ
５
億
４
　
７

０
０
万
円
の
減
額
と
な
り
ま
し

た
。

　
歳
入
で
は
、
町
税
が
２
　
３

０
０
万
円
の
減
、
地
方
交
付
税

が
１
　
４
０
０
万
円
の
増
、
基

金
繰
入
金
が
４
億
２
　
３
０
０

万
円
の
減
と
い
う
状
況
で
す
。

　
歳
出
で
は
、
福
祉
や
教
育
に

は
一
定
の
経
費
を
充
て
、
各
種

団
体
へ
の
補
助
金
の
う
ち
人
件

費
へ
の
補
助
は
ひ
か
え
て
い
ま

す
。
農
林
業
関
係
の
補
助
金
は
、

新
規
参
入
と
規
模
拡
大
に
一
層

重
点
的
に
投
入
す
る
と
と
も
に
、

「
地
産
地
消
」
の
仕
掛
け
に
取

組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
各
企
業
や
事
業
所
に

は
、
新
た
な
経
営
の
方
策
を
検

討
す
る
た
め
の
支
援
を
行
い
、

地
域
に
対
し
て
は
、
「
地
域
の

活
力
」
を
育
む
内
容
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
特
別
会
計
で
は
、
国
民
健
康

保
険
、
介
護
保
険
会
計
、
病
院

事
業
会
計
で
増
を
見
込
ん
で
い

る
も
の
の
、
簡
易
水
道
会
計
は

前
年
度
に
比
べ
、
２
億
９
　
６

０
０
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

3月8日～3月25日

一
般
会
計

，

，

，

，

， ，

前
年
比
　
５
億
４
千
７
０
０
万
円
の
削
減

予
算
の
骨
子

高規格道路から見た庁舎・文化センタ－

　平成１７年３月定例会は、初日に全議案の提案説明が

行われ、市町村合併による規約の一部改正議案１７件は

同日に、１６年度補正予算関係議案８件は３日目に可決

されました。

　条例改正等議案２１件、新年度予算議案１０件につい

ては、各常任委員会審議、予算審査特別委員会審議を経

て最終日に、それぞれ原案どおり可決し閉会しました。

　一般質問は２日目に行われ、７人の議員が執行部の所

信を問いました。　  
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提
出
さ
れ
た
お
も
な
議
案

提
出
さ
れ
た
お
も
な
議
案

条
例
関
係

　
日
南
町
人
事
行
政
の
運
営
等

の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例

の
制
定

　
　
職
員
数
、
給
与
の
状
況
等

　
の
公
表
に
関
す
る
条
例
。

　
公
益
法
人
へ
の
日
南
町
職
員

の
派
遣
等
に
関
す
る
条
例
の
制

定　
　
公
益
法
人
等
へ
の
職
員
の

　
派
遣
に
関
し
、
必
要
な
事
項

　
を
定
め
た
も
の
。

　
日
南
町
職
員
定
数
条
例
の
一

部
改
正

　
　
職
員
の
定
数
を
、
197
人
か

　
ら
174
人
に
改
正
。

　
日
南
町
特
別
職
の
職
員
で
非

常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用

弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正　
　
農
業
委
員
会
委
員
、
教
育

　
委
員
会
委
員
が
、
委
員
会
等

　
に
出
席
し
た
時
に
、
１
日
に

　
つ
き
１
　
３
０
０
円
支
給
し

　
て
い
た
費
用
弁
償
を
廃
止
。

　
日
南
町
特
別
職
の
職
員
で
常

勤
の
も
の
の
給
与
及
び
旅
費
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
日
南
町
職
員
の
旅
費
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

　
　
出
張
の
際
支
給
し
て
い
た

　
旅
費
日
当
２
　
２
０
０
円
を

　
廃
止
。

　
日
南
町
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

　
　
職
員
の
夜
間
勤
務
手
当
を

　
廃
止
し
、
職
務
分
類
に
「
専

　
門
監
」
を
置
く
な
ど
の
改
正
。

　
日
南
町
職
員
の
特
殊
勤
務
手

当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
　
日
南
病
院
の
地
方
公
営
企

　
業
法
適
用
に
よ
り
、
病
院
関

　
係
の
特
殊
勤
務
手
当
の
条
項

　
を
削
除
し
た
も
の
。

　
　

　
日
南
町
課
設
置
条
例
の
一
部

改
正

　
　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
、
住

　
民
課
、
生
活
環
境
課
を
廃
止

　
し
、
総
合
政
策
課
、
住
民
生

　
活
課
、
自
治
振
興
課
を
新
設
。

　
日
南
町
病
院
事
業
の
設
置
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
　
地
方
公
営
企
業
法
の
適
用

　
に
よ
り
、
日
南
病
院
を
設
置

　
す
る
な
ど
の
改
正
。

　
日
南
町
病
院
事
業
管
理
者
の

給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例

の
制
定

　
　
病
院
事
業
管
理
者
の
給
与

　
通
勤
手
当
、
旅
費
に
つ
い
て

　
定
め
た
も
の
。

　
日
南
町
病
院
事
業
職
員
の
給

与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る

条
例
の
制
定

　
　
地
方
公
営
企
業
法
の
規
定

　
に
基
づ
き
、
職
員
の
給
与
の

　
種
類
、
基
準
を
定
め
た
も
の
。

　
日
南
町
立
幼
稚
園
の
授
業
料

徴
収
条
例
の
一
部
改
正

　
　
授
業
料
園
児
１
人
に
つ
き

　
月
額
８
　３
０
０
円
を
、
８　

　
６
０
０
円
に
改
定
。

　
日
南
町
特
定
地
域
生
活
排
水

処
理
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
日
南
町
農
業
集
落
排
水
処
理

施
設
の
使
用
料
及
び
手
数
料
条

例
の
一
部
改
正

　
　
基
本
料
金
２
　
１
０
０
円

　
を
、
３
　
１
５
０
円
に
改
定
。

　
日
南
町
農
業
集
落
排
水
処
理

施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

　
　
矢
戸
処
理
施
設
を
追
加
す

　
る
改
正
。

　　
日
南
町
簡
易
水
道
施
設
の
設

置
及
び
給
水
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

　
　
超
過
料
金
１
　
あ
た
り
60

　
円
を
、
126
円
に
改
定
。

　
日
南
町
公
民
館
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正　
　
審
議
会
委
員
の
定
数
を
21

　
名
か
ら
28
名
に
改
定
。

，

，

，

，

，

，

17年度
　一般会計予算のおもなもの

歳　入

　町　　　税

　地方交付税

　繰　入　金

　地　方　債

歳　出

　町有林管理

　公共交通

　タウンズネット運営

　保育園管理

　塵芥処理事業

　障害者支援事業

　中山間直接支払事業

　国土調査

　道路維持管理

　道路新設改良

　林業災害復旧

　農業集落排水事業

4億3千801万円

27億2千200万円

3億4千216万円

3億1千130万円

6千225万円

3千552万円

3千808万円

1億4千587万円

6千909万円

7千945万円

1億6千447万円

7千21万円

7千393万円

1億5千619万円

4千271万円

1億586万円
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17
年
度
予
算
は「
改
革
」と「
躍
進
」

50
億
８
千
84
万
円 

決
ま
る

前
年
比
　
５
億
４
千
７
０
０
万
円
の
削
減

17
年
度
予
算
は「
改
革
」と「
躍
進
」

50
億
８
千
84
万
円 

決
ま
る

3月定例議会

　
単
独
自
立
を
目
指
す
本
町
は
、

平
成
16
年
度
に
「
自
立
の
た
め

の
行
財
政
改
革
基
本
方
針
」
を

た
て
、
こ
れ
に
基
づ
い
た
予
算

編
成
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
で
は
、
総
額
50
億

８
　
０
８
４
万
円
、
前
年
度
に

比
較
し
て
お
よ
そ
５
億
４
　
７

０
０
万
円
の
減
額
と
な
り
ま
し

た
。

　
歳
入
で
は
、
町
税
が
２
　
３

０
０
万
円
の
減
、
地
方
交
付
税

が
１
　
４
０
０
万
円
の
増
、
基

金
繰
入
金
が
４
億
２
　
３
０
０

万
円
の
減
と
い
う
状
況
で
す
。

　
歳
出
で
は
、
福
祉
や
教
育
に

は
一
定
の
経
費
を
充
て
、
各
種

団
体
へ
の
補
助
金
の
う
ち
人
件

費
へ
の
補
助
は
ひ
か
え
て
い
ま

す
。
農
林
業
関
係
の
補
助
金
は
、

新
規
参
入
と
規
模
拡
大
に
一
層

重
点
的
に
投
入
す
る
と
と
も
に
、

「
地
産
地
消
」
の
仕
掛
け
に
取

組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
各
企
業
や
事
業
所
に

は
、
新
た
な
経
営
の
方
策
を
検

討
す
る
た
め
の
支
援
を
行
い
、

地
域
に
対
し
て
は
、
「
地
域
の

活
力
」
を
育
む
内
容
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
特
別
会
計
で
は
、
国
民
健
康

保
険
、
介
護
保
険
会
計
、
病
院

事
業
会
計
で
増
を
見
込
ん
で
い

る
も
の
の
、
簡
易
水
道
会
計
は

前
年
度
に
比
べ
、
２
億
９
　
６

０
０
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

3月8日～3月25日

一
般
会
計

，

，

，

，

， ，

前
年
比
　
５
億
４
千
７
０
０
万
円
の
削
減

予
算
の
骨
子

高規格道路から見た庁舎・文化センタ－

　平成１７年３月定例会は、初日に全議案の提案説明が

行われ、市町村合併による規約の一部改正議案１７件は

同日に、１６年度補正予算関係議案８件は３日目に可決

されました。

　条例改正等議案２１件、新年度予算議案１０件につい

ては、各常任委員会審議、予算審査特別委員会審議を経

て最終日に、それぞれ原案どおり可決し閉会しました。

　一般質問は２日目に行われ、７人の議員が執行部の所

信を問いました。　  
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歴史の幕を閉じる石霞苑

期待されるあかねの郷

一

般

会

計

特

別

会

計

補
正
予
算
関
係

工
事
名

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
日
南

　
石
霞
苑
解
体
工
事

契
約
金
額

　
　
　
　
　
５
　
１
３
９
万
円

契
約
の
相
手
方

　
　
　
有
限
会
社
　
岡
田
建
設

   

　
１
億
５
　
２
５
６
万
円
を
減

額
し
て
、
総
額
を
５
６
億
９
　

９
６
８
万
円
と
し
た
も
の
。
お

も
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

総
務
費

　
町
有
林
管
理
運
営
事
業

　
　
　
　
△
１
　
２
５
２
万
円

　
電
算
管
理
運
営
事
務

　
　
　
　
　
　
△
３
８
８
万
円

　
公
共
交
通
確
保
総
合
対
策
事
業

　
　
　
　
　
　
△
３
５
１
万
円

民
生
費

　
児
童
手
当
支
給
事
業
　

　
　
　
　
　
　
△
１
５
８
万
円

　
障
害
者
サ
ポ
ー
ト
事
業

　
　
　
　
　
　
△
４
９
５
万
円

　
障
害
者
支
援
費
制
度
運
営
事
業

　
　
　
　
　
　
△
８
４
３
万
円

　
特
別
医
療
助
成
事
業

　
　
　
　
△
１
　
０
０
０
万
円

衛
生
費

　
環
境
保
全
対
策
事
業

　
　
　
　
　
　
△
２
１
１
万
円

　
塵
芥
処
理
事
業

　
　
　
　
　
　
△
２
８
４
万
円

　
水
道
会
計
繰
出
金

　
　
　
　
△
２
　
６
１
３
万
円

土
木
費

　
住
宅
管
理
事
務

　
　
　
　
　
　
△
２
５
３
万
円

農
林
水
産
業
費

　
農
業
集
落
排
水
事
業
繰
出
金

　
　
　
　
△
１
　
０
７
５
万
円

　
畜
産
振
興
対
策
事
業

　
　
　
　
　
　
△
１
６
７
万
円

　
森
林
保
全
総
合
対
策
事
業

　
　
　
　
　
　
△
２
１
９
万
円

　
災
害
復
旧
費

　
　
　
　
　
　
△
７
８
９
万
円

消
防
費

　
西
部
広
域
負
担
金

　
　
　
　
　
　
△
１
３
０
万
円

教
育
費

　
人
材
育
成
奨
学
金
貸
付
事
業

　
　
　
　
　
　
　
２
０
０
万
円

　
学
校
給
食
運
営
事
務

　
　
　
　
　
　
△
２
６
７
万
円 

   

国
民
健
康
保
険
会
計

　
保
険
給
付
費
等
６
　
１
１
４

　
万
円
増
額
し
て
、
総
額
を
７

　
億
６
　
１
２
５
万
円
と
し
た

　
も
の
。

日
南
石
霞
苑
会
計

　
施
設
整
備
事
業
等
７
　
０
１

　
１
万
円
減
額
し
て
、
総
額
を

　
15
億
２
　
４
１
５
万
円
と
し

　
た
も
の
。

簡
易
水
道
事
業
会
計

　
簡
易
水
道
改
良
事
業
等
３
　

　
９
１
５
万
円
減
額
し
て
、
総

　
額
を
４
億
７
３
８
万
円
と
し

　
た
も
の
。

農
業
集
落
排
水
事
業
会
計

　
集
落
排
水
施
設
改
良
事
業
等

　
３
　
８
９
１
万
円
減
額
し
て
、

　
２
億
５
　
０
５
１
万
円
と
し

　
た
も
の
。

介
護
保
険
会
計

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
等
を

　
２
　
５
３
０
万
円
減
額
し
て
、

　
総
額
を
７
億
９
　
２
５
５
万

　
円
と
し
た
も
の
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
会
計

　
居
宅
介
護
事
業
費
等
５
２
７

　
万
円
減
額
し
て
、
総
額
を
１

　
億
６
　
３
１
３
万
円
と
し
た

　
も
の
。

日
南
病
院
事
業
会
計

　
資
本
的
支
出
で
は
、
建
設
改

　
良
費
等
１
　
７
６
０
万
円
減

　
額
し
て
、
総
額
を
１
億
８
　

　
８
９
９
万
円
と
し
た
も
の
。 

     

　
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て

　
（
民
間
に
管
理
・
運
営
を
委

託
し
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
経
費

削
減
を
図
る
目
的
）

　
社
会
福
祉
法
人
　
日
南
福
祉

　
会
に
、

①
日
南
町
介
護
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
「
あ
か
ね
の
郷
」

②
日
南
町
高
齢
者
生
活
福
祉
セ

　
ン
タ
ー
「
か
す
み
荘
」

③
日
南
町
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

　
タ
ー
「
お
お
く
さ
荘
」

④
日
南
町
介
護
予
防
施
設
　
　

　
「
た
ん
ぽ
ぽ
の
家
」

　
の
４
施
設
を
、
平
成
17
年
４

　
月
１
日
か
ら
平
成
22
年
３
月

　
31
日
ま
で
管
理
を
行
わ
せ
る

　
も
の
。

　
有
限
会
社
　
ア
ル
フ
ァ
ー
ビ

　
ジ
ネ
ス
に
、

①
「
日
南
町
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ

　
ー
」
を
、

　
平
成
17
年
４
月
１
日
か
ら
平

　
成
20
年
３
月
31
日
ま
で
管
理

　
を
行
わ
せ
る
も
の
。
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工
事
請
負
契
約 

　
　
　
の
締
結

，

，

，

， ， ， ，

，

，

，

，

， ，

，

，

，

，

，

，

指
定
管
理
者
の

　
　
　
　
指
定

─　　 ─18



にちなん議会だより　平成17年5月25日発行　　99

久
代
議
員

答答

矢
田
町
長

　
専
門
的
な
事
務
、
各
課
の
横

断
的
な
調
整
を
し
て
い
く
。

答答

矢
田
町
長

　
政
策
的
な
こ
と
は
総
合
政
策

課
、
直
接
住
民
の
生
活
に
関
わ

る
こ
と
は
住
民
生
活
課
が
担
当

す
る
。
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う

連
携
を
は
か
り
た
い
。

答答

増
原
総
務
課
長

村
上
議
員

答答

増
原
総
務
課
長

　
指
定
管
理
者
か
ら
の
申
し
出

に
よ
る
。

答答

山
内
福
祉
保
健
課
長

久
代
議
員

　
日
南
福
祉
会
に
「
た
ん
ぽ
ぽ

の
家
」
を
事
業
委
託
す
る
理
由

は
。

「
た
ん
ぽ
ぽ
の
家
」
は
、
介
護

予
防
事
業
施
設
と
し
て
位
置
づ

け
て
お
り
、
包
括
的
な
高
齢
者

介
護
事
業
を
推
進
す
る
た
め
。

内
田
議
員

　
職
制
で
「
専
門
監
」
の
業
務

の
内
容
は
。

奥
迫
議
員

　
自
然
保
護
は
総
合
政
策
課
で
、

一
般
不
法
投
棄
の
監
視
は
住
民

生
活
課
が
所
管
す
る
が
、
分
け

た
理
由
の
説
明
を
。

木
山
議
員

久
代
議
員

答答

倉
光
病
院
事
務
長

　
企
業
管
理
規
定
は
今
後
ど
の

よ
う
に
作
成
さ
れ
る
の
か
。

　
４
月
１
日
に
動
け
る
よ
う
現

在
見
直
し
を
し
て
い
る
。

三
上
議
員

答答

増
原
総
務
課
長

答答

増
原
総
務
課
長

木
山
議
員

　
町
か
ら
給
与
と
し
て
支
払
い
、

そ
の
分
を
福
祉
会
か
ら
頂
く
よ

う
に
し
た
い
。

恵
比
奈
議
員

　
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
形
態
が
、

施
設
か
ら
在
宅
へ
と
移
動
し
た

た
め
。

　
障
害
者
支
援
制
度
運
営
費
の

減
額
が
多
い
が
、
そ
の
理
由
は
。

答答

伊
田
生
活
環
境
課
長

久
代
議
員

　
料
金
の
値
上
げ
に
よ
り
１
世

帯
平
均
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

　
水
道
料
金
は
年
間
７
千
８
０

０
円
程
度
、下
水
道
料
で
は
１
万

２
千
円
程
度
の
値
上
げ
に
な
る
。

答答

内
田
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

田
淵
議
員

　
日
南
自
立
再
生
推
進
事
業
の

詳
し
い
説
明
を
。

　
希
少
動
植
物
の
調
査
を
基
に
、

鳥
取
大
学
や
島
根
大
学
と
連
携

し
活
性
化
を
目
指
す
こ
と
が
目

的
。

答答

矢
田
町
長

福
原
議
員

　
町
営
バ
ス
の
路
線
延
長
を
行

っ
て
る
が
利
用
状
況
が
低
い
地

域
も
あ
る
。
精
査
す
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
地
域
の
要
望
や
経
費
等
を
考

え
合
わ
せ
、
現
在
検
討
を
し
て

い
る
。

答答

藤
原
住
民
課
長

久
代
議
員

　
住
基
ネ
ッ
ト
の
普
及
が
ど
れ

く
ら
い
進
ん
で
い
る
の
か
。

　
全
国
的
に
模
索
さ
れ
て
い
る

の
で
、
今
後
も
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い

き
た
い
。

答答

増
原
総
務
課
長

内
田
議
員

　
潤
谷
集
会
所
の
増
改
築
費
用

が
増
築
面
積
の
割
り
に
高
額
だ

が
そ
の
根
拠
は
。

　
増
築
と
共
に
玄
関
等
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
を
図
る
た
め
。

答答

内
田
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

久
代
議
員

　
11
月
時
点
の
平
均
乗
車
人
数

は
約
９
人
で
、
全
体
の
６
分
の

１
が
小
・
中
学
生
。

答答

山
内
福
祉
保
健
課
長

答答

倉
光
病
院
事
務
長

　
事
務
の
人
事
交
流
は
行
う
。

ま
た
、
給
料
表
は
規
定
の
中
に

定
め
る
。

　
情
報
を
総
合
的
に
配
信
す
る

シ
ス
テ
ム
が
あ
り
、
問
題
な
い
。

ひ
と
つ
の
課
で
す
べ
て
処
理
す

る
の
で
な
く
、
双
方
の
協
力
で

対
応
し
た
い
。

　
期
限
を
切
っ
た
条
例
に
す
る

と
い
う
考
え
は
な
い
か
。

　
日
南
町
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

の
管
理
期
間
を
３
年
間
に
し
た

理
由
は
。

　
他
の
組
織
で
も
あ
り
う
る
こ

と
な
の
で
期
限
は
想
定
し
て
い

な
い
。

質
疑
応
答

質
疑
応
答

質
疑
応
答

日
南
町
課
設
置
条
例

指
定
管
理
者
の
指
定

日
南
病
院
に
関
す
る
条
例

一
般
会
計
補
正
予
算

17
年
度
一
般
会
計
予
算

　
職
員
の
人
事
交
流
や
給
料
表

は
ど
う
な
る
の
か
。

　
町
営
バ
ス
の
乗
車
人
数
の
状

態
を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い

る
か
。

　
町
広
報
と
防
災
無
線
を
自
治

振
興
課
に
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

を
総
合
政
策
課
に
分
け
た
理
由

は
。

公
益
法
人
へ
の
日
南
町
職
員 

の
派
遣
に
関
す
る
条
例

上
下
水
道
料
金
の
一
部 

改
正
に
関
す
る
条
例

　
派
遣
期
間
中
の
職
員
の
給
料

は
ど
う
す
る
の
か
。

も
っ
と
く
わ
し
く
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久
代
議
員

　
住
民
検
診
を
文
化
セ
ン
タ
ー

一
箇
所
で
行
う
の
は
不
便
で
は

な
い
か
。

内
田
議
員

久
代
議
員

　
白
ネ
ギ
生
産
者
の
ほ
と
ん
ど

が
手
作
業
で
や
ら
れ
て
い
る
の

に
、
定
植
機
を
利
用
す
る
人
の

み
に
補
助
を
す
る
の
は
お
か
し

い
の
で
は
。

答答

伊
田
生
活
環
境
課
長

鳥
取
大
学
農
学
部
に
植
生
調
査

を
依
頼
し
て
お
り
、
そ
の
資
料

の
た
め
。

福
原
議
員

　
ビ
オ
ト
ー
プ
保
全
再
生
事
業

の
う
ち
、
半
分
が
需
用
費
だ
が

そ
の
内
訳
は
。

答答

伊
田
生
活
環
境
課
長

　
ご
み
処
理
の
基
本
計
画
を
作

成
中
で
、
中
期
あ
る
い
は
長
期

目
標
を
定
め
て
減
量
化
を
進
め

た
い
。

答答

山
内
福
祉
保
健
課
長

長
岡
議
員

答答

山
内
福
祉
保
健
課
長

　
光
熱
水
費
や
消
耗
品
の
購
入

に
充
当
し
て
い
る
。

答答

山
内
福
祉
保
健
課
長

　
介
護
福
祉
事
業
へ
の
参
画
、

支
援
を
協
議
し
て
い
る
。

答答

増
原
総
務
課
長

村
上
議
員

　
町
有
林
の
管
理
運
営
は
、
財

価
が
い
く
ら
ぐ
ら
い
な
ら
実
施

さ
れ
る
の
か
。

　
搬
出
経
費
を
見
直
し
、
安
い

価
格
で
も
対
応
で
き
る
管
理
を

や
っ
て
い
き
た
い
。

久
代
議
員

　
ご
み
の
減
量
化
や
リ
サ
イ
ク

ル
を
進
め
て
経
費
を
抑
え
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
。

小
竹
議
員

久
代
議
員

答答

山
本
教
育
長

　
用
務
員
制
度
を
廃
止
し
て
、

教
諭
や
学
校
事
務
員
で
対
応
で

き
る
と
認
識
し
て
い
る
の
か
。

　
学
校
現
場
で
体
制
を
再
考
し
、

対
応
で
き
な
い
部
分
は
話
し
合

い
を
し
な
が
ら
町
独
自
で
支
援

し
て
い
き
た
い
。

小
竹
議
員

答答

青
戸
建
設
農
林
課
長

答答

青
戸
建
設
農
林
課
長

　
高
齢
化
す
る
な
か
で
規
模
拡

大
を
進
め
る
た
め
、
定
植
機
の

利
用
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

答答

増
原
総
務
課
長

久
代
議
員

　
公
営
企
業
法
の
全
部
適
用
と

な
れ
ば
、
事
務
職
員
は
出
向
と

な
る
の
か
。

　
一
般
職
も
医
療
職
も
身
分
は

以
前
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

答答

倉
光
病
院
事
務
長

三
上
議
員

　
医
師
住
宅
の
建
築
に
つ
い
て
、

昨
年
ま
で
の
説
明
と
異
な
る
が

ど
の
よ
う
な
住
宅
に
な
る
の
か
。

　
夫
婦
で
医
師
と
し
て
勤
務
さ

れ
る
の
で
、
希
望
を
聞
き
な
が

ら
極
力
経
費
を
抑
え
て
い
き
た

い
。

答答

倉
光
病
院
事
務
長

木
山
議
員

　
日
南
病
院
本
館
の
増
改
築
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
工
事
に

な
る
の
か
。

　
厨
房
や
薬
局
、
医
局
等
の
改

修
や
一
般
病
棟
を
４
人
部
屋
で

展
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

ま
た
、
食
堂
を
１
階
に
移
動
さ

せ
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
し
た

い
。

答答

山
本
教
育
長

　
一
箇
所
に
集
約
す
る
こ
と
で

半
日
で
す
べ
て
の
検
診
が
で
き

る
体
制
を
築
き
、
充
実
を
図
る

た
め
に
実
施
す
る
。

　
朝
ど
れ
野
菜
の
販
売
事
業
の

構
想
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
は
。

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を

も
っ
と
活
用
で
き
る
公
共
事
業

は
な
い
の
か
。

　
農
協
を
主
体
に
岡
山
県
で
の

販
売
を
検
討
し
て
い
る
。
軌
道

に
乗
れ
ば
別
の
販
路
も
考
え
た

い
。

長
谷
川
議
員

答答

内
田
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　
商
工
費
の
振
興
奨
励
金
の
内

容
は
。

　
新
製
品
の
開
発
や
異
業
種
へ

の
進
出
、
創
業
に
対
す
る
県
の

支
援
制
度
に
上
乗
せ
補
助
を
実

施
す
る
。

久
代
議
員

答答

青
戸
建
設
農
林
課
長

　
風
倒
木
搬
出
活
用
事
業
の
運

賃
助
成
の
見
込
み
は
。

　
搬
出
先
は
研
究
中
で
す
が
、

単
価
の
高
い
取
引
が
で
き
る
よ

う
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

絹
谷
議
員

答答

山
本
教
育
長

　
学
習
指
導
事
務
の
指
導
書
は
、

教
科
ご
と
に
精
査
さ
れ
て
い
れ

ば
少
な
く
て
す
む
の
で
は
。

　
教
員
が
共
通
の
認
識
を
持
っ

て
教
育
に
当
た
る
た
め
必
要
で

す
。
精
査
し
最
小
限
数
に
節
約

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

福
原
議
員

答答

山
本
教
育
長

17
年
度
特
別
会
計
予
算

　
生
徒
派
遣
補
助
金
が
減
額
に

な
っ
て
い
る
が
、
部
活
動
の
成

績
を
維
持
す
る
た
め
に
は
必
要

で
は
な
い
の
か
。

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
事

業
費
の
う
ち
、
指
導
員
賃
金
以

外
に
ど
の
よ
う
に
使
用
し
て
い

る
か
。
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大
き
な
大
会
に
つ
い
て
は
別

枠
予
算
的
な
処
置
を
考
え
て
い

き
た
い
。

　
通
学
対
策
事
業
は
、
ど
の
よ

う
な
方
針
で
実
施
す
る
の
か
。

　
佐
木
谷
分
校
に
つ
い
て
、
保

護
者
や
地
元
自
治
会
と
協
議
し

て
進
め
た
い
。
ま
た
、
菅
沢
分

校
は
も
う
１
年
ス
ク
ー
ル
タ
ク

シ
ー
を
を
運
用
し
、
今
後
補
助

制
度
に
切
り
替
え
た
い
。
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ゆ
と
り
教
育
と
総
合
的
な 

　
学
習
の
評
価
は

　
学
力
向
上
の
成
果
が 

　
　
　
現
わ
れ
て
き
て
い
る

①
　
昭
和
59
年
か
ら
保
健
・
医

療
・
福
祉
の
連
携
の
た
め
に
訪

問
連
絡
会
を
設
置
し
、
現
在
で

は
地
域
ケ
ア
会
議
等
に
よ
り
連

携
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
構
築
の
た
め
、
更
な
る
情
報

の
共
有
化
と
共
通
認
識
を
持
っ

て
連
携
を
行
い
、
健
康
福
祉
セ

ン
タ
ー
を
核
と
し
た
ケ
ー
ス
検

討
会
、
地
域
ケ
ア
会
議
等
の
充

実
に
努
め
ま
す
。

②
　
社
会
的
自
立
を
支
援
す
る

た
め
の
社
会
基
盤
の
充
実
は
必

要
で
す
。
障
害
者
基
本
法
の
改

正
を
受
け
、
施
策
の
具
現
化
の

た
め
平
成
17
年
度
に
、
障
害
者

の
実
態
・
ニ
ー
ズ
調
査
を
行
い
、

こ
の
結
果
を
受
け
、
平
成
18
年

度
に
日
南
町
障
害
者
計
画
及
び

障
害
者
福
祉
計
画
の
策
定
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

①
　
学
力
の
低
下
問
題
で
、
文

部
科
学
省
は
ゆ
と
り
教
育
や
総

合
的
な
学
習
の
時
間
の
見
直
し

を
含
め
、小
中
学
生
・
保
護
者
・

教
員
ら
を
対
象
に
意
識
調
査
を

実
施
す
る
と
報
道
さ
れ
た
が
、

ゆ
と
り
教
育
・
総
合
的
な
学
習

に
つ
い
て
、
日
南
町
で
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
の
評
価
を
問
う
。

②
　
文
部
科
学
省
の
方
針
が
学

力
重
視
と
な
れ
ば
、
総
合
的
な

学
習
・
ふ
る
さ
と
教
育
が
後
退

す
る
の
で
は
と
考
え
る
が
、
町

の
教
育
方
針
は
ど
う
変
わ
る
の

か
。

③
　
中
学
校
の
教
科
書
が
採
択

さ
れ
る
と
聞
い
て
い
る
。
日
南

町
は
西
部
地
区
の
協
議
会
で
採

択
事
務
が
行
わ
れ
る
と
聞
く
が
、

調
査
委
員
は
ほ
ぼ
教
職
員
の
み

と
い
う
構
成
に
疑
問
を
感
じ
る

が
。

④
　
採
択
事
務
は
西
部
地
区
で

行
わ
れ
る
と
し
て
も
、
あ
く
ま

で
も
採
択
権
者
は
各
町
の
教
育

委
員
会
で
あ
る
。
日
南
町
の
教

育
委
員
会
と
し
て
実
際
に
教
科

書
に
目
を
通
し
、
内
容
に
つ
い

て
充
分
に
審
議
さ
れ
て
い
る
か
。

⑤
　
子
供
達
を
育
て
る
教
科
書

は
、
日
南
町
が
独
自
に
採
択
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
を
問

う
。

一般質
問

一般質
問
答答と

町政の 
　ここが聞きたい

①
　
総
合
的
な
学
習
・
ゆ
と
り

の
時
間
が
確
保
さ
れ
、
基
礎
・

基
本
の
定
着
を
図
る
た
め
、
読

書
活
動
や
補
充
学
習
な
ど
、
児

童
生
徒
の
実
態
に
合
わ
せ
て
学

力
向
上
を
図
り
な
が
ら
、
授
業

時
間
の
確
保
や
児
童
生
徒
の
活

動
時
間
の
確
保
に
努
め
て
い
ま

す
。
県
の
基
礎
学
力
調
査
結
果

か
ら
、
学
力
向
上
に
そ
の
成
果

が
現
れ
て
き
て
い
る
と
判
断
し

て
い
ま
す
。

②
　
世
界
的
な
学
力
調
査
の
結

果
を
ふ
ま
え
、
自
ら
学
び
自
ら

考
え
る
力
を
育
む
現
行
の
指
導

要
領
の
理
念
の
点
検
と
充
実
を

図
っ
て
い
ま
す
。
中
央
教
育
審

議
会
か
ら
総
合
的
な
学
習
の
時

間
等
の
授
業
時
数
の
在
り
方
、

週
５
日
制
の
下
で
の
土
曜
日
や

長
期
休
業
中
の
取
扱
な
ど
に
つ

い
て
、
今
秋
に
報
告
が
な
さ
れ

る
が
、
基
本
的
な
部
分
に
係
る

「
総
合
的
な
学
習
・
ふ
る
さ
と

教
育
」
の
後
退
で
は
な
い
と
判

断
し
て
い
ま
す
。

③
　
採
択
事
務
は
、
県
教
育
委

員
会
が
市
町
村
の
教
育
委
員
会

と
協
議
し
、
東
・
中
・
西
部
の

区
域
で
採
択
協
議
会
を
も
っ
て

取
り
組
む
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

採
択
協
議
会
規
定
に
基
づ
き
、

調
査
部
会
を
設
置
し
、
教
員
の

代
表
に
よ
っ
て
専
門
的
に
調
査

分
析
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

④
　
採
択
の
最
終
決
定
は
各
教

育
委
員
会
に
あ
り
、
鳥
取
県
西

部
地
区
教
科
用
図
書
採
択
協
議

会
で
審
議
決
定
さ
れ
た
内
容
に

つ
い
て
、
県
の
選
定
に
必
要
な

資
料
、
審
議
内
容
、
調
査
報
告

書
を
基
本
に
審
議
決
定
し
て
い

る
。

⑤
　
義
務
教
育
諸
学
校
の
教
科

用
図
書
の
無
償
措
置
に
関
す
る

法
律
の
規
定
に
基
づ
き
採
択
し

て
い
る
。
最
終
的
に
は
各
教
育

委
員
会
が
審
議
決
定
し
て
い
る

も
の
で
あ
り
、
適
切
と
判
断
し

て
い
ま
す
。

①
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
ほ
と
ん

ど
を
日
南
福
祉
会
に
委
ね
る
こ

と
に
な
り
、
新
し
い
体
制
に
な

る
。今
後
、行
政
の
役
割
は
重
要

に
な
る
と
考
え
る
が
、
保
健
・

医
療
・
福
祉
の
連
携
を
よ
り
密

に
す
る
た
め
の
具
体
策
は
。

②
　
障
害
者
福
祉
の
充
実
を
図

る
た
め
に
も
、
小
規
模
作
業
所

の
次
の
展
開
が
求
め
ら
れ
る
。

日
南
町
の
障
害
者
福
祉
の
具
体

的
計
画
を
問
う
。

小学校の授業風景
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継
続
で
き
る
制
度
に 

　
　
　
　
す
る
こ
と
が
必
要

　
行
政
支
援
策
を 

　
　
　
　
再
構
築
し
た
い

　
行
政
と
地
域
の
課
題
を
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
で
明
ら
か
に
し
て
、

重
点
取
り
組
み
課
題
を
設
定
し
、

地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
活
動

等
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
必
要

と
考
え
る
が
、
基
本
的
な
考
え

方
を
問
う
。

　
単
に
行
政
経
費
の
削
減
の
為
、

あ
る
い
は
補
助
金
の
ば
ら
ま
き

で
終
わ
る
こ
と
な
く
、
持
続
可

能
な
制
度
に
す
る
こ
と
が
必
要

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
モ
デ
ル
事
業
に
向
け
た
取
り

組
み
状
況
は
。

　
赤
線
、
青
線
を
含
ん
だ
移
譲

２
万
件
、
赤
線
の
み
の
移
譲
は

４
千
件
。
６
月
議
会
で
「
法
定

外
公
共
物
に
関
す
る
条
例
（
仮

称
）
」
を
制
定
し
、
払
い
下
げ

事
務
を
進
め
る
予
定
で
す
。

　
払
い
下
げ
の
ル
ー
ル
は
、
大

ま
か
に
は
縦
覧
↓
希
望
と
り
ま

と
め
↓
検
討
・
協
議
↓
公
告（
異

議
）
↓
払
い
下
げ
、
と
な
り
、

公
平
・
公
正
に
行
い
た
い
。

　
国
有
財
産
（
赤
線
、
青
線
）

が
譲
与
さ
れ
た
が
、
物
件
の
種

類
と
規
模
は
。
ま
た
、
民
間
へ

の
払
い
下
げ
の
予
定
は
な
い
か
。

　
こ
れ
ら
の
用
地
は
地
域
に
お

け
る
利
用
経
過
が
あ
り
、
一
般

財
産
と
同
列
に
は
出
来
な
い
。

公
正
、
公
平
、
を
保
つ
た
め
一

定
の
基
準
、
ル
ー
ル
を
作
る
必

要
が
あ
る
。
ど
の
よ
う
に
認
識

し
、
対
応
さ
れ
る
の
か
。

　
住
民
参
画
ま
ち
づ
く
り
事
業

は
、
校
区
に
よ
り
多
少
の
温
度

差
は
あ
る
が
、
補
助
金
を
統
合

化
し
な
が
ら
一
定
の
権
限
を
与

え
る
方
向
で
検
討
し
た
い
。
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地
域
の
人
々
が
計
画
段
階
か

ら
参
画
し
、
真
に
必
要
と
す
る

行
政
支
援
策
を
再
構
築
し
た
い
。

限
ら
れ
た
町
財
源
を
有
効
に
活

用
す
る
た
め
に
、
地
域
で
真
剣

に
協
議
し
て
い
た
だ
き
責
任
を

持
っ
て
活
動
を
積
極
的
に
推
進

す
る
地
域
に
対
し
て
重
点
的
な

支
援
策
を
推
進
す
る
。

　
継
続
す
る
た
め
に
は
、
成
果

を
十
分
に
検
証
し
、
補
助
金
の

ば
ら
ま
き
に
な
ら
な
い
よ
う
に

支
援
内
容
を
検
討
し
た
い
。

　
モ
デ
ル
事
業
の
取
り
組
み
状

況
は
、
現
在
、
阿
毘
縁
と
山
上

が
モ
デ
ル
校
区
に
意
思
表
示
し

て
お
り
、
地
域
活
性
化
に
向
け

た
新
た
な
動
き
が
始
ま
る
こ
と

を
期
待
し
て
お
り
、
是
非
と
も

成
功
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

①
　
整
備
す
る
事
に
力
を
入
れ

て
き
た
が
、
今
後
は
保
守
点
検

の
あ
り
方
、
有
効
活
用
に
向
け

た
運
用
の
検
討
が
必
要
に
な
っ

て
き
た
。
庁
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
シ
ス
テ

ム
の
活
用
に
よ
る
現
状
と
課
題

は
。

②
　
情
報
の
共
有
化
の
た
め
に

も
一
般
に
公
開
で
き
る
情
報
は

ネ
ッ
ト
上
で
も
公
開
を
す
る
た

め
、
専
任
管
理
者
と
専
門
部
署

が
必
要
で
は
な
い
か
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
管
理
方
法
も
含
め
、

専
門
職
員
の
知
識
、
技
術
の
活

用
に
つ
い
て
見
解
を
問
う
。

①
　
重
要
な
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
及

び
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
は
業
者
と
保

守
契
約
し
、
迅
速
な
対
応
に
備

え
て
い
る
。
職
員
１
人
１
台
の

パ
ソ
コ
ン
配
置
で
複
数
の
業
務

を
し
、
有
効
利
用
し
て
お
り
、

大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
安
定

的
な
運
用
を
し
て
い
ま
す
。
最

近
は
Ｌ
Ｇ
ワ
ン
（
総
合
行
政
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
）
接
続
や
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
の
利
用
等
に
よ
り
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
が
広
域
と
な
り
ウ

イ
ル
ス
対
策
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

対
策
、
管
理
に
係
る
経
費
と
労

力
が
増
大
し
て
い
ま
す
。

②
　
情
報
提
供
の
方
法
と
し
て
、

ち
ゃ
ん
ね
る
日
南
、
防
災
行
政

無
線
、
日
南
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

タ
ウ
ン
ズ
ネ
ッ
ト
端
末
、
広
報

に
ち
な
ん
の
５
つ
が
あ
り
、
現

在
そ
れ
ら
の
特
性
に
合
っ
た
情

報
提
供
内
容
の
検
討
中
で
す
。

検
討
が
済
み
次
第
、
情
報
提
供

統
合
シ
ス
テ
ム
の
職
員
向
け
教

育
を
再
度
実
施
し
、
情
報
提
供

体
制
を
整
え
た
い
。

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
広
域
化
や

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
新
技
術
な
ど
に

対
応
す
る
知
識
習
得
及
び
確
実

な
運
用
を
考
慮
す
れ
ば
専
門
部

署
を
望
む
が
、
情
報
化
全
体
の

問
題
と
し
て
検
討
し
た
い
。

まちづくり協議会
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介
護
保
険
は 

　
　
　
　
ど
う
変
る
の
か

　
制
度
の
一
体
的
な 

　
　
　
　
見
直
し
を
検
討

①
　
２
月
14
日
、
大
阪
府
寝
屋

川
市
で
起
き
た
小
学
校
教
職
員

殺
傷
事
件
は
日
本
中
に
大
き
な

波
紋
を
投
じ
て
い
ま
す
。
子
供

達
が
安
心
し
て
学
べ
る
場
所
の

確
保
、
環
境
を
備
え
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
現
在
実
施
さ
れ
て

い
る
安
全
対
策
と
、
今
後
の
課

題
は
。

②
　
子
供
達
の
命
を
守
る
た
め

に
各
学
校
、
保
育
園
に
防
犯
カ

メ
ラ
と
、
全
校
舎
内
に
鳴
り
響

く
防
犯
ベ
ル
の
設
置
が
必
要
と

思
い
ま
す
が
ど
う
か
。

町政のここが聞きたい

元気なお年寄り

①
　
保
険
料
徴
収
対
象
の
拡
大

と
障
害
者
支
援
費
制
度
と
の
統

合
が
、
今
回
の
見
直
し
の
最
大

の
課
題
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
ど

の
よ
う
な
動
き
に
な
っ
て
い
ま

す
か
。

②
　
支
援
費
制
度
と
の
統
合
に

よ
り
サ
ー
ビ
ス
が
充
実
し
、
財

政
が
安
定
す
る
と
は
考
え
ら
れ

な
い
。
サ
ー
ビ
ス
内
容
の
向
上

や
、
要
介
護
者
を
こ
れ
以
上
増

や
さ
な
い
た
め
に
、
介
護
予
防

を
行
う
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
に
変
わ

り
ま
す
か
。

③
　
「
地
域
密
着
型
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
」
と
は
、
近
所
の
要

支
援
者
や
高
齢
者
が
集
ま
り
、

少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
単
位
で
必

要
な
介
護
（
食
事
、
身
体
的
ケ

ア
等
）
が
気
軽
に
受
け
ら
れ
る

サ
ー
ビ
ス
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
事
業
展

開
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

①
　
今
国
会
に
提
案
さ
れ
て
い

る
「
介
護
保
険
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
案
」
で
は
、
被

保
険
者
・
受
給
者
の
範
囲
の
変

更
は
な
い
。
た
だ
し
法
案
の
附

則
に
、
社
会
保
障
制
度
全
般
の

一
体
的
な
見
直
し
と
併
せ
て
被

保
険
者
・
受
給
者
の
範
囲
の
検

討
を
行
う
考
え
方
が
示
さ
れ
て

い
る
。

②
　
統
合
に
つ
い
て
は
、
国
の

社
会
保
障
審
議
会
で
も
意
見
が

割
れ
て
お
り
、
障
害
者
と
高
齢

者
で
は
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
の
量

や
内
容
が
違
い
、
二
つ
の
制
度

を
統
合
す
る
の
は
難
し
い
の
で

は
な
い
か
と
思
う
。

　
平
成
18
年
４
月
か
ら
、
要
支

援
者
と
要
支
援
等
に
な
る
お
そ

れ
の
あ
る
者
に
対
す
る
転
倒
骨

折
予
防
教
室
等
の
介
護
予
防
サ

ー
ビ
ス
と
、
提
供
方
法
等
が
見

直
さ
れ
た
訪
問
介
護
等
や
新
た

に
メ
ニ
ュ
ー
化
さ
れ
る
筋
力
向

上
、
栄
養
改
善
な
ど
の
サ
ー
ビ

ス
が
提
供
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

③
　
新
た
に
「
地
域
密
着
型
サ

ー
ビ
ス
」
が
創
設
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。
そ
の
種
類
と
し
て
小

規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
、
認

知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
介

護
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
。
事
業
者

の
指
定
基
準
、
介
護
報
酬
の
設

定
は
そ
の
地
域
の
実
状
に
応
じ

て
市
町
村
が
行
う
こ
と
と
な
る

が
、
国
の
基
準
が
示
さ
れ
た
段

階
で
検
討
し
た
い
。

　
学
校
の
安
全
に
つ
い
て
は
こ

れ
で
万
全
と
い
う
対
策
は
無
い

が
出
来
る
だ
け
の
対
策
を
講
じ

な
が
ら
、
家
庭
、
地
域
、
学
校

の
連
携
、
協
力
を
得
な
が
ら
対

策
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

保
育
園
に
つ
い
て
も
検
討
し
た

い
。

①
　
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

基
本
に
、
児
童
の
防
犯
笛
の
携

帯
、
教
師
の
緊
急
防
犯
ベ
ル
の

携
帯
、
保
護
者
や
地
域
の
方
に

子
ど
も
見
守
り
へ
の
協
力
依
頼
、

子
ど
も
１
１
０
番
へ
の
協
力
、

緊
急
時
の
避
難
場
所
の
依
頼
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
と
の
連
携
等
々
、
家
庭

・
地
域
・
学
校
の
連
携
を
深
め

な
が
ら
そ
の
対
策
を
図
っ
て
い

る
。

定
期
的
な
防
災
避
難
訓
練
等
の

実
施
、
通
学
路
マ
ッ
プ
の
作
成

或
い
は
警
察
と
の
連
携
等
を
図

り
な
が
ら
安
全
対
策
の
充
実
に

努
め
る
。

②
　
各
学
校
へ
の
緊
急
通
報
シ

ス
テ
ム
（
現
在
日
野
上
小
学
校

設
置
）
を
設
置
し
、
校
内
の
安

全
対
策
の
よ
り
充
実
を
図
る
。
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行
財
政
改
革
を 

　
　
　
　
継
続
し
て
推
進

　
基
本
方
針
に
沿
っ
て 

　
　
効
率
の
向
上
を
図
る

　
勤
務
評
定
と
昇
格
試
験
を
組

み
合
わ
せ
た
昇
格
制
度
を
導
入

す
る
こ
と
が
ベ
ス
ト
の
方
法
と

考
え
る
が
、
町
長
の
所
信
を
伺

い
た
い
。

　
ま
た
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム

の
導
入
を
行
え
ば
時
間
外
手
当

等
の
削
減
、
職
員
の
健
康
管
理

の
面
か
ら
も
良
い
と
考
え
る
が
、

町
長
は
い
か
が
お
考
え
か
。

①
　
行
財
政
改
革
は
、
16
年
度

か
ら
５
年
間
を
計
画
実
施
期
間
、

18
年
度
ま
で
を
重
点
期
間
と
し

て
い
ま
す
。
17
年
度
に
は
、
事

務
事
業
評
価
、
指
定
管
理
者
制

度
の
適
用
、
ま
た
住
民
参
画
ま

ち
づ
く
り
事
業
な
ど
を
推
進
し
、

18
年
度
事
業
に
反
映
さ
せ
ま
す
。

②
　
補
助
金
の
事
業
評
価
を
行

い
、
行
政
効
果
を
精
査
し
、
団

体
等
補
助
金
は
、
審
査
基
準
に

照
ら
し
、
審
査
し
ま
す
。
ま
た

そ
の
期
間
も
、
交
付
の
主
旨
に

基
づ
き
、
終
期
設
定
を
行
い
ま

す
。

③
　
日
南
町
の
目
標
定
員
数
は

１
０
１
人
で
す
が
、
平
成
16
年

度
で
97
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

行
財
政
改
革
の
基
本
方
針
に
沿

っ
て
、
20
人
削
減
に
向
か
わ
ざ

る
を
得
な
い
状
況
で
す
が
、
行

政
効
率
の
向
上
と
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
低
下
を
招
か
な
い
よ
う
配

慮
し
な
が
ら
、
ま
た
町
内
の
雇

用
の
場
と
し
て
世
代
交
代
を
図

り
な
が
ら
実
施
し
て
い
き
た
い
。

　
自
治
労
へ
の
派
遣
は
１
名
、

こ
れ
に
つ
い
て
の
職
員
補
充
は

い
た
し
ま
せ
ん
。

④
　
17
年
度
は
新
規
採
用
は
し

て
い
ま
せ
ん
。

　
来
年
度
は
新
陳
代
謝
や
職
員

構
成
の
観
点
か
ら
、
新
規
採
用

を
し
て
い
き
た
い
。

⑤
　
駐
車
場
使
用
料
は
、
17
年

度
か
ら
１
台
に
つ
き
年
間
５
千

円
を
、
前
期
と
後
期
に
分
け
て

徴
収
し
ま
す
。

文化センタ－横の駐車場

①
　
行
財
政
改
革
は
一
過
性
の

も
の
で
は
な
く
、
継
続
し
て
推

進
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
。
今

後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ま
れ
、

実
施
し
て
い
く
の
か
。

②
　
16
年
度
は
補
助
金
一
律
10

％
カ
ッ
ト
が
な
さ
れ
、
大
き
な

不
公
平
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

今
後
ど
の
よ
う
に
対
処
す
る
の

か
方
針
を
問
う
。

③
　
総
務
省
は
、
町
村
の
職
員

定
数
モ
デ
ル
を
作
成
し
て
い
る

が
、
本
町
の
適
正
な
職
員
数
は
。

　
自
治
労
へ
専
従
者
の
派
遣
要

請
が
有
る
と
聞
く
が
対
応
は
。

④
　
本
年
度
の
退
職
者
の
補
充

（
新
規
採
用
）
は
あ
る
の
か
。

⑤
　
職
員
の
駐
車
場
使
用
料
の

徴
収
方
法
に
つ
い
て
、
そ
の
後

ど
の
よ
う
に
決
定
さ
れ
た
か
。

　
昨
年
度
か
ら
本
格
的
な
勤
務

評
価
制
度
を
取
り
入
れ
、
勤
勉

手
当
に
反
映
さ
せ
て
い
る
。
当

然
、
昇
格
制
度
に
つ
い
て
も
反

映
を
さ
せ
た
い
。

　
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
の
導
入

の
提
案
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

職
員
や
住
民
の
意
見
も
聞
き
な

が
ら
、
検
討
し
た
い
。

　
本
町
の
教
育
委
員
会
の
会
議

規
則
で
は
、
会
議
は
公
開
制
か

非
公
開
制
か
。
非
公
開
制
な
ら
、

公
開
制
に
す
る
こ
と
の
是
非
を

問
う
。
ま
た
、
会
議
録
の
閲
覧

請
求
が
あ
っ
た
場
合
の
整
理
は

な
さ
れ
て
い
る
か
。

　
教
育
委
員
会
の
制
度
と
組
織

に
つ
い
て
国
で
協
議
が
な
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
の
後
の
経
過
は
。

　
会
議
は
原
則
公
開
制
と
し
、

一
部
で
非
公
開
と
す
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。
会
議
録
は
閲
覧
申

請
に
応
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
去
る
１
月
13
日
に
、
中
央
教

育
審
議
会
教
育
制
度
分
科
会
地

方
教
育
行
政
部
会
が
「
地
方
分

権
時
代
に
お
け
る
教
育
委
員
会

の
在
り
方
に
つ
い
て
」
ま
と
め

を
報
告
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
更
に
審
議
が
な
さ
れ
、

本
年
の
秋
に
は
報
告
が
な
さ
れ

る
予
定
で
す
。
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積
極
的
な
雇
用
対
策
の 

　
　
　
　
　
　
　
取
り
組
み
を

　
町
内
企
業
へ
の 

　
　
　
　
支
援
策
に
重
点
を

　
町
内
７
会
場
で
総
参
加
人
数

２
１
４
人
は
、
町
内
世
帯
数
約

２
３
５
０
世
帯
の
９
％
、
人
口

割
り
で
は
３
％
に
過
ぎ
な
い
。

続
い
て
行
わ
れ
た
上
下
水
道
の

説
明
会
は
わ
ず
か
71
名
の
参
加

者
、
こ
れ
で
は
行
革
の
基
本
的

な
目
的
で
あ
る
町
民
と
協
働
に

よ
る
町
づ
く
り
と
い
う
大
前
提

か
ら
し
て
周
知
と
理
解
を
得
る

上
で
問
題
あ
り
と
考
え
る
が
、

町
長
の
所
見
を
伺
う
。

　
町
長
の
施
政
方
針
で
は
具
体

的
に
踏
み
込
ん
だ
企
業
支
援
策

も
あ
り
、
ま
た
新
特
養
に
よ
る

40
数
名
の
新
規
雇
用
等
、
明
る

い
状
況
も
見
受
け
ら
れ
る
が
、

建
設
業
の
低
迷
は
続
い
て
お
り
、

業
種
間
に
よ
る
雇
用
格
差
も
生

じ
つ
つ
有
り
ま
す
。
昨
年
９
月

定
例
会
で
、
町
長
は
専
任
職
員

を
配
置
し
て
雇
用
問
題
に
取
り

組
む
と
答
弁
さ
れ
た
が
、
そ
の

成
果
に
つ
い
て
お
聞
き
し
た
い
。

　
画
期
的
事
業
で
あ
る
と
捉
え

て
い
る
が
、
運
用
上
の
問
題
も

生
じ
て
く
る
、
行
革
説
明
会
で

も
様
々
な
意
見
、
要
望
も
出
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
加
入
状
況
、

評
価
、
見
直
し
へ
の
考
え
等
に

つ
い
て
お
聞
き
し
た
い
。

町政のここが聞きたい

　
基
本
方
針
に
つ
い
て
は
昨
年

12
月
に
冊
子
に
ま
と
め
全
戸
配

付
を
し
、
そ
の
後
１
月
18
日
か

ら
30
日
ま
で
の
間
、
７
校
区
を

会
場
に
説
明
会
を
開
催
致
し
ま

し
た
。
参
加
延
べ
人
数
２
１
４

人
は
少
な
い
が
、
数
々
の
意
見

を
い
た
だ
き
有
り
が
た
く
思
っ

て
い
ま
す
。
行
財
政
改
革
は
必

ず
実
行
す
る
と
い
う
考
え
を
基

本
に
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
と
ら

え
て
理
解
を
し
て
い
た
だ
き
実

行
し
て
い
き
た
い
。

　
施
政
方
針
で
も
、
雇
用
対
策

は
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
認
識

し
て
お
り
、
17
年
度
か
ら
は
企

業
誘
致
に
加
え
、
町
内
企
業
の

操
業
支
援
、
異
業
種
へ
の
進
出

支
援
等
、
町
内
企
業
の
支
援
策

に
重
点
を
置
き
た
い
。

　
民
間
委
託
で
き
る
公
の
施
設

に
つ
い
て
は
、
指
定
管
理
者
制

度
を
公
募
し
な
が
ら
、
民
間
雇

用
の
創
出
も
図
っ
て
行
き
た
い
。

　
専
任
職
員
の
配
置
以
来
４
ヶ

月
余
り
で
、
成
果
報
告
を
す
る

ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
が
現

在
鋭
意
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　
運
用
面
で
足
ら
ざ
る
点
が
あ

る
こ
と
を
充
分
承
知
し
て
お
り
、

今
後
検
討
し
な
が
ら
、
町
民
の

期
待
に
ど
こ
ま
で
応
え
ら
れ
る

か
も
含
め
、
努
力
し
て
い
き
た

い
。

　
４
月
に
完
全
解
禁
に
な
り
ま

す
。
一
般
論
と
し
て
、
利
用
す

る
側
の
個
人
、
企
業
、
自
治
体

に
と
っ
て
は
金
融
管
理
上
の
リ

ス
ク
は
格
段
に
増
加
す
る
わ
け

で
、
町
と
し
て
は
ど
の
よ
う
に

対
応
さ
れ
て
い
る
の
か
お
聞
き

し
た
い
。

　
14
年
３
月
に
日
南
町
ペ
イ
オ

フ
対
策
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、

公
金
資
金
管
理
及
び
運
用
基
準
、

債
権
運
用
指
針
を
定
め
て
い
ま

す
。
自
己
資
本
比
率
を
日
南
町

の
場
合
６
％
、
上
場
企
業
の
場

合
株
価
の
状
況
も
参
考
に
し
て

い
ま
す
し
、
現
在
町
内
に
支
店
、

支
所
の
あ
る
金
融
機
関
の
み
と

し
て
お
り
、
経
営
状
況
の
把
握

に
十
分
努
め
て
い
き
ま
す
。

情報発信

，　
中
海
テ
レ
ビ
放
送
加
入
者
は

１
　
４
３
３
人
で
内
訳
は
、
テ

レ
ビ
の
み
が
９
４
９
人
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
が
４
６
２
人
で
す
、

た
だ
し
、
学
校
等
の
公
共
施
設

の
加
入
が
18
件
あ
り
ま
す
。
タ

ウ
ン
ズ
ネ
ッ
ト
の
加
入
者
は
８

５
７
人
で
す
、
中
海
テ
レ
ビ
放

送
の
加
入
率
は
、
17
年
１
月
末

現
在
62
・
５
％
で
す
。
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平
和
の
町
宣
言 

　
　
　
「
標
柱
」
設
置
を

　
標
柱
設
置
も 

　
　
　
　
　
検
討
し
た
い

　
鳥
取
県
は
、
今
年
か
ら
「
森

林
環
境
保
全
税
」
を
実
施
し
、

約
１
億
円
の
事
業
展
開
を
進
め

よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
制
度

に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
主
導
権

を
発
揮
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
。

森
林
政
策
の
長
期
的
な
展
望
は

あ
る
の
か
。

　
定
住
と
雇
用
対
策
の
両
面
か

ら
、
町
有
林
の
保
育
管
理
や
間

伐
な
ど
を
抜
本
的
に
強
め
る
べ

き
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

　
核
兵
器
廃
絶
と
平
和
の
町
の

宣
言
は
、
揺
る
ぎ
な
い
も
の
で

あ
り
、
「
標
柱
」
の
設
置
も
検

討
し
た
い
。

　
数
多
く
の
国
際
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
の
実
績
が
あ
り
、
国
際
交

流
の
一
端
と
し
て
本
町
で
の
公

演
を
計
画
し
た
。
音
楽
に
国
境

は
な
く
国
際
理
解
や
友
好
を
深

め
た
い
と
考
え
て
お
り
、
中
止

は
し
ま
せ
ん
。

　
依
存
財
源
の
減
少
に
対
応
す

る
た
め
に
は
、
事
業
の
見
直
し

は
や
む
得
ま
せ
ん
。
負
担
増
や

削
減
を
行
わ
な
い
で
乗
り
切
れ

る
ほ
ど
、
現
状
は
甘
く
な
い
と

認
識
し
て
い
る
。

　
森
林
意
識
の
醸
成
は
、
環
境

林
等
を
有
効
利
用
し
継
続
し
、

森
林
機
能
回
復
整
備
は
、
対
象

地
域
を
把
握
し
森
林
組
合
と
連

携
を
取
り
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　
長
期
的
な
展
望
と
し
て
、
今

後
は
、
伐
採
か
ら
販
売
ま
で
の

シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
り
ま
せ
ん
。
当
面
は
災

害
復
旧
に
全
力
を
傾
け
、
よ
り

一
層
木
の
必
要
性
を
Ｐ
Ｒ
し
、

木
材
需
要
を
喚
起
し
、
町
有
林

作
業
へ
の
民
業
参
入
や
、
「
持

ち
出
し
支
援
制
度
」
の
活
用
な

ど
、
林
業
を
中
心
と
し
た
雇
用

の
創
出
を
進
め
ま
す
。

日南町清掃センター

　
今
年
は
戦
後
60
年
、
被
爆
60

周
年
で
あ
る
。
核
兵
器
廃
絶
と

平
和
の
町
宣
言
の
「
標
柱
」
設

置
を
提
案
す
る
が
、
ど
う
か
。

　
日
南
町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

さ
つ
き
ホ
ー
ル
を
会
場
に
、
在

日
米
軍
横
田
基
地
所
属
の
「
米

国
空
軍
太
平
洋
音
楽
隊
ふ
れ
あ

い
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
開
催
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
町
主

催
で
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を

す
る
こ
と
は
問
題
だ
。
中
止
す

べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
新
年
度
予
算
で
は
、
国
も
地

方
も
行
財
政
改
革
の
名
の
下
に

負
担
増
と
リ
ス
ト
ラ
ば
か
り
を

押
し
付
け
て
い
る
。
負
担
増
や

首
切
り
を
し
な
い
で
改
革
で
き

る
行
政
手
腕
は
な
い
の
か
。

　
循
環
型
社
会
形
成
交
付
金
制

度
が
創
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
こ
の
概
要
に
照
ら
し
て
も
、

大
型
新
焼
却
場
の
建
設
は
、
環

境
と
財
政
の
両
面
か
ら
も
見
直

し
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
ど
う

か
。

　
ご
み
減
量
化
と
リ
サ
イ
ク
ル

の
推
進
方
策
お
よ
び
、
そ
の
目

標
数
値
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

　
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合
が

進
め
て
い
る
焼
却
施
設
の
計
画

は
循
環
型
社
会
に
対
応
し
、
効

率
よ
く
熱
回
収
が
可
能
な
施
設

と
し
て
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

廃
棄
物
の
再
資
源
化
や
適
正
処

理
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
も

広
域
化
は
必
要
で
、
災
害
時
等

の
廃
棄
物
処
理
を
踏
ま
え
て
も

広
域
的
な
連
携
体
制
の
中
で
処

理
施
設
を
整
備
し
て
お
く
こ
と

は
必
要
で
す
。

　
ご
み
減
量
化
の
推
進
は
平
成

17
年
度
か
ら
徐
々
に
細
分
化
を

進
め
る
計
画
で
す
。

　
平
成
15
年
度
現
在
で
ご
み
総

量
に
対
し
資
源
ご
み
の
割
合
は

21
％
で
し
た
が
、
細
分
化
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
中
間
目
標
年
次

で
あ
る
平
成
21
年
度
に
は
52
％

ま
で
引
き
上
げ
た
い
。

　
な
お
、
可
燃
ご
み
は
同
年
度

に
38
％
減
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
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学
力
低
下
、
指
導
力 

　
　
　
　
不
足
な
ど
の
分
析
は

　
学
力
向
上
の
連
携 

　
　
　
　
事
業
を
展
開
す
る

　
教
育
基
本
法
改
正
の
論
議
が

さ
れ
て
い
る
な
か
、
全
国
的
に

児
童
、
生
徒
の
学
力
低
下
が
問

題
に
な
っ
て
い
る
。
日
南
町
に

お
け
る
学
校
現
場
、
教
育
委
員

会
で
の
検
討
、
対
応
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
学
力

低
下
の
原
因
な
ど
は
分
析
さ
れ

て
い
る
か
。
教
員
の
指
導
力
不

足
も
考
え
ら
れ
る
が
。

　
今
年
は
教
科
書
採
択
の
年
で

あ
る
。
歴
史
、
国
語
教
科
書
は

表
現
と
指
導
者
に
よ
り
大
き
な

違
い
が
生
じ
る
。
検
定
を
通
っ

た
出
版
社
は
８
社
あ
る
が
、
ど

の
様
に
比
較
検
討
さ
れ
、
決
定

さ
れ
る
の
か
。

　
ま
ち
づ
く
り
事
業
も
各
校
区

を
主
体
と
し
て
、
町
と
し
て
の

自
立
、
活
性
化
を
推
進
す
る
も

の
で
あ
り
、
課
を
横
断
し
た
取

り
組
み
は
評
価
で
き
る
が
、
校

区
に
よ
り
温
度
差
が
あ
る
。
担

当
職
員
、
公
民
館
長
と
の
連
携
、

体
制
は
ど
う
か
。
ま
た
校
区
民

の
理
解
度
は
。

町政のここが聞きたい

　
読
む
力
、
話
す
力
、
学
ぶ
意

欲
、
自
主
学
習
の
時
間
等
を
課

題
と
し
て
と
ら
え
、
学
習
形
態

等
に
つ
い
て
研
究
し
て
お
り
、

小
・
中
学
校
の
学
力
の
向
上
を

基
本
と
し
た
連
携
事
業
と
し
て
、

「
国
語
部
会
」
と
「
算
数
・
数

学
部
会
」
を
中
心
に
学
力
調
査

の
分
析
、
重
点
施
策
の
検
討
を

し
て
い
ま
す
。

　
本
町
に
は
、
指
導
力
不
足
の

教
員
は
い
ま
せ
ん
。

　
平
成
16
年
度
に
文
部
科
学
大

臣
の
検
定
を
受
け
、
学
校
で
教

科
書
と
し
て
使
用
さ
れ
る
資
格

を
与
え
れ
れ
た
検
定
済
教
科
書

の
中
か
ら
、
鳥
取
県
西
部
地
区

教
科
用
図
書
採
択
協
議
会
に
よ

っ
て
採
択
事
務
を
進
め
、
最
終

的
に
は
各
教
育
委
員
会
が
審
議

決
定
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
づ
く
り
を
含
め
た
生
涯

教
育
が
も
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

人
づ
く
り
が
大
切
で
あ
り
、
ま

だ
未
成
熟
な
面
も
あ
る
が
、
モ

デ
ル
校
区
の
設
置
を
行
い
、
ご

指
摘
の
部
分
の
推
進
を
図
り
た

い
。

　
連
携
策
に
つ
い
て
、
日
野
郡

三
町
の
行
財
政
運
営
研
究
会
で

協
議
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
体
育
協
会
、
社
会
教
育
に

つ
い
て
は
検
討
課
題
で
あ
り
、

産
業
、
観
光
、
教
育
の
分
野
で

広
域
連
携
を
模
索
し
て
い
ま
す
。

時
世
に
あ
っ
た
組
織
体
制
の
研

究
を
し
、
改
善
の
方
向
で
進
め

た
い
。

　
県
境
サ
ミ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、

さ
ら
な
る
次
の
段
階
で
の
協
議

を
し
て
い
く
考
え
で
す
。

　
次
の
よ
う
な
議
案
を
提
出
し

採
決
し
ま
し
た
。

日
南
町
議
会
の
議
員
の
報
酬
及

び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

　
議
会
議
員
の
出
張
の
際
に
支

給
し
て
い
た
２
　
２
０
０
円
を

廃
止
し
ま
し
た
。

日
南
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一

部
改
正

　
役
場
の
課
の
再
編
成
に
伴
い

委
員
会
の
名
称
等
を
変
更
し
ま

し
た
。

　
　
総
務
常
任
委
員
会

　
　
教
育
民
生
常
任
委
員
会

　
　
経
済
土
木
常
任
委
員
会

　
　
総
務
常
任
委
員
会

　
　
教
育
民
生
常
任
委
員
会

　
　
住
民
建
設
常
任
委
員
会

　
前
任
の
人
権
擁
護
委
員
の
任

期
満
了
に
よ
り
、
新
た
に
田
辺

正
人
さ
ん
（
生
山
）
の
推
薦
に

つ
い
て
同
意
し
ま
し
た
。

多里小学校

　
郡
内
３
町
が
単
独
自
立
を
、

決
定
し
て
い
る
が
、
今
後
、
事

務
、
事
業
の
連
携
を
、
目
指
せ

る
も
の
は
あ
る
の
か
。

　
例
え
ば
体
育
協
会
（
体
育
審

議
会
）
、
教
育
委
員
会
等
論
議

で
き
な
い
か
。
県
境
サ
ミ
ッ
ト

の
再
構
築
も
あ
わ
せ
日
南
町
が

リ
ー
ダ
ー
的
立
場
を
発
揮
し
て

は
ど
う
か
。

，

議
員
発
議

人
事
案
件

旧新
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予
算
審
査
意
見

　
本
委
員
会
は
、
平
成
17
年
３

月
17
日
、
18
日
及
び
23
日
に
委

員
会
を
開
催
し
、
付
託
さ
れ
た

各
議
案
の
会
計
予
算
に
つ
い
て

関
係
職
員
か
ら
詳
細
な
説
明
を

受
け
る
な
ど
慎
重
に
審
査
を
行

な
っ
た
。

　
そ
の
結
果
、
平
成
17
年
度
各

会
計
予
算
の
10
議
案
は
、
い
ず

れ
も
次
に
述
べ
る
意
見
を
付
し

て
原
案
を
可
決
す
べ
き
で
あ
る

と
決
定
し
た
。

１
　
住
宅
管
理
に
つ
い
て

　
普
通
財
産
と
し
て
管
理
さ
れ

る
職
員
住
宅
や
モ
デ
ル
住
宅
に

つ
い
て
は
、
町
内
に
賃
貸
住
宅

の
要
望
も
あ
る
の
で
、
活
用
、

位
置
づ
け
に
つ
い
て
精
査
さ
れ
、

行
政
財
産
と
し
て
の
町
営
住
宅

と
す
る
な
ど
、
公
平
、
適
切
か

つ
有
効
な
管
理
を
図
り
、
入
居

希
望
者
の
要
望
に
応
え
ら
れ
た

い
。

　
ま
た
、
町
営
住
宅
の
入
居
者

の
中
に
は
家
賃
滞
納
者
の
固
定

化
が
見
ら
れ
る
。
入
居
契
約
時

点
に
お
け
る「
請
書
条
項
」を
遵

守
さ
れ
る
よ
う
指
導
さ
れ
た
い
。

２
　
タ
ウ
ン
ズ
ネ
ッ
ト
事
業
に

　
つ
い
て

　
情
報
通
信
施
設
を
利
用
し
、

テ
レ
ビ
放
送
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、
Ｉ
Ｐ
電
話
等
の
提
供
が
さ

れ
る
が
、
い
っ
た
ん
障
害
が
起

こ
る
と
す
べ
て
の
機
能
が
断
絶

す
る
こ
と
に
な
る
。
大
規
模
災

害
等
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
と

き
に
、
代
替
の
情
報
通
信
手
段

や
速
や
か
な
復
旧
が
で
き
る
よ

う
備
え
が
必
要
で
あ
る
。
経
費

の
節
減
を
は
か
り
な
が
ら
も
、

保
守
点
検
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
ま
た
、
「
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
ち

な
ん
」
に
よ
る
情
報
発
信
に
つ

い
て
は
、
町
か
ら
の
積
極
的
な

情
報
提
供
に
努
め
る
と
と
も
に
、

町
民
の
自
主
的
な
制
作
番
組
に

よ
る
地
域
の
情
報
等
工
夫
と
ア

イ
デ
ア
に
よ
り
充
実
さ
れ
た
い
。

３
　
福
祉
政
策
に
つ
い
て

　
あ
か
ね
の
郷
を
は
じ
め
と
す

る
介
護
施
設
が
社
会
福
祉
法
人

「
日
南
福
祉
会
」
に
よ
り
管
理
、

運
営
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
本

町
に
お
け
る
医
療
・
保
健
・
福

祉
の
一
翼
、
と
り
わ
け
介
護
サ

ー
ビ
ス
事
業
を
担
う
重
要
な
部

分
で
あ
る
の
で
、
福
祉
行
政
の

中
で
充
分
に
連
携
を
図
り
町
民

福
祉
の
充
実
に
努
め
ら
れ
た
い
。

４
　
社
会
福
祉
協
議
会
事
業
支

　
援
に
つ
い
て

　
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
こ
れ

ま
で
委
託
を
受
け
て
い
た
介
護

サ
ー
ビ
ス
部
門
が
社
会
福
祉
法

人
「
日
南
福
祉
会
」
に
移
管
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
本
来
の
役
割
で
あ
る
地
域
福

祉
の
推
進
の
た
め
に
新
た
な
事

業
の
構
築
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

自
立
し
た
運
営
を
め
ざ
し
、
関

連
し
た
事
業
を
展
開
し
て
い
る

他
の
部
所
と
の
連
携
を
は
か
る

と
と
も
に
、
抜
本
的
な
見
直
し

も
考
慮
し
時
代
に
即
し
た
地
域

福
祉
の
向
上
を
は
か
ら
れ
た
い
。

　５
　
塵
芥
処
理
事
業
に
つ
い
て

　
収
集
、
処
理
料
が
増
加
傾
向

に
あ
る
。
増
大
す
る
費
用
軽
減

の
た
め
、
減
量
化
に
向
け
て
の

取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

　
焼
却
施
設
管
理
で
は
検
査
料
、

点
検
料
等
に
つ
き
、
業
者
選
定

は
も
と
よ
り
、
経
費
削
減
の
た

め
に
一
層
の
努
力
が
必
要
で
あ

り
、
業
務
委
託
料
に
つ
い
て
は
、

特
に
削
減
に
努
め
ら
れ
た
い
。

６
　
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
の
推

　
進
に
つ
い
て

　
京
都
議
定
書
の
発
効
を
受
け
、

環
境
に
対
す
る
行
政
の
責
任
は

益
々
高
ま
っ
て
き
た
。
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
推
進
の
立
場
か
ら
、
行

政
と
し
て
の
取
り
組
み
は
も
と

よ
り
町
民
個
々
が
取
り
組
み
や

す
い
よ
う
な
施
策
が
求
め
ら
れ

て
い
る
の
で
早
急
に
検
討
さ
れ

た
い
。

７
　
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払

　
制
度
推
進
事
業
に
つ
い
て

　
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制

度
推
進
次
期
対
策
事
業
が
始
ま

る
こ
と
に
な
る
が
、
集
落
の
中

に
は
新
た
な
協
定
の
締
結
が
困

難
と
も
思
わ
れ
る
地
域
が
あ
り
、

急
速
に
耕
作
放
棄
地
が
増
加
す

る
懸
念
が
あ
る
。

　
事
業
の
成
果
が
充
分
発
揮
で

き
る
よ
う
、
集
落
営
農
組
織
の

育
成
等
、
積
極
的
な
取
組
み
が

必
要
で
あ
る
。

８
　
国
土
調
査
事
業
に
つ
い
て

　
３
４
０
　
の
広
大
な
面
積
を

も
つ
本
町
に
お
け
る
地
籍
調
査

は
、
事
業
完
了
ま
で
長
期
間
を

要
す
る
事
に
な
る
。
急
速
な
高

齢
化
は
事
業
推
進
に
大
き
な
障

害
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
、
17

年
度
４
地
区
で
の
調
査
が
計
画

さ
れ
て
い
る
が
更
に
他
地
区
に

お
け
る
調
査
の
開
始
に
つ
い
て

．

． ．

．

． ． ．

．

有効に有効に有効に
知恵と工夫で新たな町づくりを知恵と工夫で新たな町づくりを
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も
検
討
さ
れ
た
い
。 

 

９
　
経
営
構
造
対
策
事
業
に
つ

　
い
て

　
ゆ
き
ん
こ
村
の
管
理
委
託
料

に
つ
い
て
は
全
般
的
な
見
直
し

の
中
で
削
減
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
中
の
「
か
や
ぶ
き
の
家
」

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
屋

根
の
修
繕
を
繰
り
返
し
て
き
た
。

屋
根
に
つ
い
て
は
根
本
的
に
構

造
を
変
更
し
て
早
急
に
修
繕
を

さ
れ
た
い
。
ま
た
、
一
部
用
途

変
更
を
し
て
郷
土
資
料
館
と
し

て
の
活
用
を
検
討
さ
れ
た
い
。

10
　
学
校
管
理
に
つ
い
て

　
小
学
校
の
学
校
用
務
員
が
原

則
廃
止
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て

い
る
。

　
近
年
の
社
会
情
勢
の
中
で
、

学
校
現
場
の
安
全
管
理
が
重
大

な
問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
児

童
が
安
全
で
安
心
し
た
学
校
生

活
を
送
る
た
め
に
、
学
校
用
務

員
が
果
た
し
て
き
た
役
割
は
大

き
い
。

　
防
犯
機
器
の
導
入
だ
け
で
な

く
業
務
の
見
直
し
な
ど
に
よ
り
、

児
童
の
安
全
確
保
に
一
層
の
配

慮
を
さ
れ
た
い
。

 

11
　
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

　
に
つ
い
て

　
集
落
排
水
事
業
並
び
に
合
併

浄
化
槽
設
置
事
業
は
、
基
本
料

金
の
値
上
げ
に
と
も
な
い
、
新

規
に
使
用
開
始
さ
れ
る
家
庭
の

接
続
の
遅
れ
が
懸
念
さ
れ
る
。

つ
い
て
は
未
使
用
家
庭
の
個
別

指
導
等
、
供
用
率
の
向
上
推
進

に
一
層
の
努
力
を
払
わ
れ
た
い
。

12
　
病
院
事
業
会
計
に
つ
い
て

　
新
年
度
よ
り
地
方
公
営
企
業

法
の
全
部
を
適
用
し
て
運
営
が

な
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

町
民
の
高
齢
化
が
一
層
進
む
中

に
あ
っ
て
、
病
院
の
持
つ
役
割

は
一
段
と
重
要
に
な
る
。
医
療

と
福
祉
行
政
・
一
般
行
政
の
連

携
を
強
化
さ
れ
る
と
と
も
に
、

住
民
の
医
療
ニ
ー
ズ
を
把
握
し

て
よ
り
充
実
し
た
医
療
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
約
６
億
円
を
投
じ
て
施
設
改

良
が
な
さ
れ
る
が
、
執
行
に
あ

た
っ
て
は
、
最
小
の
経
費
で
最

大
の
効
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
に

充
分
な
検
討
を
さ
れ
、
特
に
医

師
住
宅
建
築
に
つ
い
て
は
、
計

上
さ
れ
て
い
る
４
　
６
２
０
万

円
の
予
算
の
範
囲
内
で
、
新
築

だ
け
で
な
く
既
存
の
医
師
住
宅

も
改
修
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
不

足
す
る
職
員
の
確
保
に
つ
い
て

は
引
き
続
き
努
力
を
重
ね
ら
れ

た
い
。

　
む
す
び

　
地
方
分
権
の
一
環
と
し
て
進

め
ら
れ
た
市
町
村
合
併
も
県
内

で
は
、
39
市
町
村
か
ら
19
市
町

村
に
再
編
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
が
、
そ
の
な
か
に
あ
っ
て
本

町
は
、
単
独
自
立
の
道
を
選
択

し
て
か
ら
２
年
が
経
過
し
た
。

　
昨
年
に
策
定
さ
れ
た
単
独
自

立
の
た
め
の
行
財
政
改
革
基
本

方
針
に
沿
っ
て
編
成
さ
れ
た
17

年
度
予
算
は
、
一
般
会
計
で
50

億
８
千
万
円
で
あ
り
、
前
年
度

対
比
９
・
７
％
の
減
、
一
般
会

計
と
特
別
会
計
、
病
院
事
業
会

計
を
合
わ
せ
た
総
予
算
額
は
、

１
０
４
億
２
千
万
円
と
な
り
、

前
年
度
対
比
17
億
５
千
万
円
、

14
・
４
％
減
の
、
緊
縮
予
算
と

な
っ
て
い
る
。

　
そ
の
内
容
は
、
町
税
の
減
収

や
地
方
交
付
税
の
歳
入
不
安
か

ら
財
政
調
整
基
金
の
取
り
く
ず

し
や
、
各
種
の
使
用
料
の
値
上

げ
な
ど
町
民
負
担
を
求
め
て
歳

入
を
確
保
す
る
一
方
、
経
常
的

な
経
費
の
削
減
を
図
り
な
が
ら
、

雇
用
対
策
や
防
災
対
策
、
住
民

参
画
の
町
づ
く
り
の
推
進
な
ど

に
力
点
が
置
か
れ
て
い
る
。

　
当
面
、
歳
入
が
好
転
す
る
見

通
し
が
な
い
中
、
緊
縮
財
政
で

の
町
政
運
営
が
強
い
ら
れ
る
が
、

行
政
と
町
民
が
共
通
認
識
の
下

に
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
に
活

用
す
る
町
づ
く
り
が
求
め
ら
れ

る
。
そ
の
た
め
に
行
財
政
改
革

を
さ
ら
に
推
し
進
め
る
と
と
も

に
将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
し
、

町
民
の
声
を
活
か
し
た
協
働
に

よ
る
町
づ
く
り
を
目
指
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　
最
小
の
予
算
で
あ
っ
て
も
大

き
な
効
果
を
生
む
手
法
は
あ
る

と
思
う
。

　
知
恵
と
工
夫
に
よ
り
新
た
な

町
づ
く
り
へ
の
一
歩
が
踏
み
出

せ
る
こ
と
を
願
い
17
年
度
予
算

審
査
意
見
と
す
る
。

 

　
委

員

長
　
長
岡
つ
る
子

　
副
委
員
長
　
絹
谷
　
眞
幸

　
委
　
　
員
　
恵
比
奈
礼
子

　
　
　〃
　　
　
三
上
　
惇
二

　
　
　〃
　　
　
小
竹
　
　
等

　
　
　〃
　　
　
平
井
　
正
之

　
　
　〃
　　
　
村
上
　
正
広

　
　
　〃
　　
　
福
田
　
　
稔

限られた財源を限られた財源を限られた財源を

． ．

． ．

，

予
算
審
査 

　
　
特
別
委
員
会
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定住対策に関する調査特別委員会報告

…　安心、安全で魅力ある町に …

　
本
委
員
会
は
、
平
成
15
年
10

月
９
日
発
議
に
よ
る
決
議
に
基

づ
き
12
回
の
特
別
委
員
会
を
開

催
し
、
鋭
意
調
査
を
行
っ
て
き

た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
れ
の

調
査
の
結
果
に
つ
い
て
日
南
町

議
会
会
議
規
則
第
77
条
の
規
定

に
よ
り
報
告
す
る
。

　
日
南
町
議
会
で
は
、
平
成
３

年
以
来
、
若
者
を
中
心
と
し
た

定
住
対
策
に
関
す
る
特
別
委
員

会
を
継
続
し
て
設
置
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
調
査
・
提
言
を
行
っ
て

き
た
。

　
人
材
育
成
・
住
宅
対
策
・
子

育
て
支
援
策
や
、
「
日
南
町
い

き
い
き
条
例
」
の
制
定
な
ど
時

宜
を
え
た
施
策
で
一
定
の
成
果

を
あ
げ
て
き
た
経
過
が
あ
る
。

　
し
か
し
、
依
然
と
し
て
生
産

年
齢
人
口
の
減
少
で
少
子
高
齢

化
が
す
す
み
、
人
口
は
６
　
６

０
０
人
を
割
り
、
高
齢
化
率
44

％
、
年
間
の
出
生
数
は
20
人
台

と
な
り
町
の
将
来
に
と
っ
て
憂

う
べ
き
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
現
実
を
踏
ま
え
本

委
員
会
で
は
、
定
住
の
た
め
の

住
宅
対
策
を
中
心
に
し
な
が
ら

次
の
点
に
つ
い
て
提
案
し
、
実

現
し
て
き
た
。

１
　
高
齢
者
住
宅
「
な
ご
み
の

里
」
10
戸
の
入
居
率
を
高
め
る

た
め
の
家
賃
改
定
を
行
う
。

２
　
職
業
・
年
齢
・
所
得
要
件

な
ど
で
入
居
者
を
限
定
し
な
い

定
住
の
た
め
の
住
宅
を
、
生
山

地
内
に
あ
る
町
有
地
に
、
民
間

資
本
と
の
協
働
に
よ
る
「
日
南

版
Ｐ
Ｆ
Ｉ
（
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・
イ
ニ
シ
ア
テ

ィ
ブ
）
方
式
」
で
８
戸
１
団
地

を
建
設
し
、
さ
ら
に
も
う
１
団

地
を
同
様
の
方
式
に
よ
り
建
設

予
定
で
あ
る
。

３
　「
日
南
町
い
き
い
き
条
例｣

の
各
種
奨
励
金
の
見
直
し
と
、

住
宅
改
修
補
助
金
の
公
平
性
に

つ
い
て
検
討
し
条
例
改
正
を
す

る
。

４
　
定
住
対
策
の
一
環
と
し
て
、

子
育
て
支
援
施
策
の
充
実
を
図

る
た
め
「
日
南
町
特
別
医
療
費

助
成
条
例
」
の
改
正
に
よ
り
、

小
学
校
就
学
前
ま
で
の
医
療
費

を
通
院
・
入
院
と
も
に
一
部
負

担
金
の
み
と
す
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
本
委
員
会
は
、

定
住
対
策
の
中
心
に
住
宅
政
策

を
柱
に
し
て
調
査
を
行
っ
て
き

た
が
、
定
住
を
促
進
す
る
た
め

に
は
雇
用
と
就
業
の
機
会
を
ひ

ろ
げ
る
こ
と
が
第
一
義
的
な
急

務
の
課
題
で
あ
る
こ
と
は
論
を

待
た
な
い
。
日
南
町
の
特
性
を

活
か
し
な
が
ら
、
農
林
業
な
ど

内
発
的
・
循
環
型
の
地
場
産
業

の
育
成
、
保
健
・
医
療
・
福
祉

の
連
携
、
Ｉ
Ｔ
や
環
境
問
題
な

ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
の
雇
用
の

拡
大
に
つ
い
て
具
体
的
な
政
策

力
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
た
め

に
は
、
住
民
と
行
政
、
議
会
と

執
行
部
が
情
報
を
双
方
向
で
共

有
し
、
知
恵
と
力
を
発
揮
し
、

町
内
外
に
正
確
か
つ
迅
速
に
発

信
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
「
地
方
分
権
」
で
、
地
方
自

治
の
真
価
が
問
わ
れ
て
い
る
現

在
、
安
心
・
安
全
で
魅
力
あ
る

町
に
は
、
人
が
住
み
つ
づ
け
交

流
人
口
も
増
え
る
、
と
い
う
原

点
に
立
ち
返
り
、
「
行
財
政
改

革
」
の
渦
中
で
は
あ
る
が
積
極

的
な
政
策
展
開
を
望
む
も
の
で

あ
る
。

　
最
後
に
本
委
員
会
は
、
定
住

対
策
が
本
町
の
活
性
化
を
図
る

た
め
の
最
重
要
課
題
の
一
つ
で

あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
今
後
も
特

別
委
員
会
を
設
置
さ
れ
る
こ
と

を
要
望
し
て
報
告
と
す
る
。

 

　
委

員

長
　
久
代
　
安
敏

　
副
委
員
長
　
平
井
　
正
之

　
委
　
　
員
　
長
岡
つ
る
子

　
　
　〃
　　
　
三
上
　
惇
二

　
　
　〃
　　
　
田
淵
　
昭
雄

　
　
　〃
　　
　
福
田
　
　
稔

，

． ． ． ．

ＰＦＩ住宅（生山）

定
住
対
策
に
関
す
る 

調
査
特
別
委
員
会
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総
務
常
任
委
員
会

　
委

員

長
　
小
竹
　
　
等

　
副
委
員
長
　
田
淵
　
昭
雄

　
委
　
　
員
　
恵
比
奈
礼
子

　
委
　
　
員
　
奥
迫
　
廣
人

　
委
　
　
員
　
村
上
　
正
広

　
委
　
　
員
　
坪
倉
　
勝
幸

教
育
民
生
常
任
委
員
会

　
委

員

長
　
福
原
　
　
實

　
副
委
員
長
　
平
井
　
正
之

　
委
　
　
員
　
絹
谷
　
眞
幸

　
委
　
　
員
　
長
谷
川
　
篤

　
委
　
　
員
　
福
田
　
　
稔

住
民
建
設
常
任
委
員
会

　
委

員

長
　
内
田
　
章
久

　
副
委
員
長
　
三
上
　
惇
二

　
委
　
　
員
　
木
山
　
博
之

　
委
　
　
員
　
長
岡
つ
る
子

　
委
　
　
員
　
久
代
　
安
敏

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

　
委

員

長
　
恵
比
奈
礼
子

　
副
委
員
長
　
久
代
　
安
敏

　
委
　
　
員
　
平
井
　
正
之

　
委
　
　
員
　
田
淵
　
昭
雄

　
委
　
　
員
　
福
田
　
　
稔

議
会
運
営
委
員
会

　
委

員

長
　
木
山
　
博
之

　
副
委
員
長
　
福
原
　
　
實

　
委
　
　
員
　
内
田
　
章
久

　
委
　
　
員
　
小
竹
　
　
等

　
委
　
　
員
　
福
田
　
　
稔

新
し
い
議
会
構
成

日
南
町
立
日
南
石
霞
苑
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
及
び

日
南
石
霞
苑
基
金
条
例
の
廃
止

に
つ
い
て

　
現
在
解
体
中
の
日
南
石
霞
苑

の
設
置
管
理
条
例
と
、
こ
の
施

設
に
関
す
る
基
金
条
例
を
廃
止

し
、
基
金
に
つ
い
て
は
、
石
霞

苑
特
別
会
計
な
ど
の
歳
入
に
振

り
替
え
ま
す
。

納
税
奨
励
金
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

　
納
税
奨
励
金
の
納
税
割
合
額

の
最
高
を
納
税
額
の
１
０
０
分

の
３
以
内
か
ら
、
１
０
０
分
の

２
以
内
に
改
正
し
ま
し
た
。

人
事
案
件

　
任
期
満
了
を
迎
え
る
次
の
委

員
の
任
命
が
あ
り
、
同
意
し
ま

し
た
。

・
教
育
委
員

　
足
立
福
子
さ
ん
（
新
任
）

 

・
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

　
立
脇
兌
昶
さ
ん
（
新
任
）

　
矢
田
貝
幹
子
さ
ん
（
再
任
）

臨
時
議
会
の 

　
　
主
な
議
案

～5月10日に開会され、つぎのような審議が行なわれました～

５月臨時議会

議 席 が か わ り ま し た

病院事務
部長

病院事業
管理者

住民生活
課長

自治振興
課長

総合政策
課長 総務課長 助　役 町　長

議会事務
局長議長席

教育長

議会書記

答弁席

質問席

福祉保健
課長

建設農林
課長

１番

３番

恵比奈礼子議員

２番 内田　章久議員

平井　正之議員

４番 木山　博之議員

５番 長岡つる子議員

16番

14番

坪倉　勝幸議員

15番福田　　稔議員

福原　　實議員

13番小竹　　等議員

12番長谷川　篤議員

９
番

田
淵
　
昭
雄
議
員

８
番

奥
迫
　
廣
人
議
員

７
番

絹
谷
　
眞
幸
議
員

６
番

久
代
　
安
敏
議
員

10
番

村
上
　
正
広
議
員

11
番

三
上
　
惇
二
議
員

傍　　聴　　席
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議
会
日
誌

議
会
日
誌

　
（
２
月
）

１
日
　
三
町
衛
生
施
設
組
合
議

　
　
　
会

２
日
　
定
住
対
策
に
関
す
る
調

　
　
　
査
特
別
委
員
会

４
日
　
西
部
議
長
会
臨
時
総
会

６
日
　
日
南
町
生
涯
ま
ち
づ
く

　
　
　
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

７
日
　
臨
時
議
会

８
日
　
智
頭
町
議
会
行
政
調
査

　
　
　
来
町

10
日
　
日
南
町
ス
キ
ー
大
会

14
日
　
福
岡
県
鞍
手
町
行
政
調

　
　
　
査
来
町

16
日
　
教
育
民
生
常
任
委
員
会

22
日
　
鳥
取
県
議
長
会
定
期
総

　
　
　
会
（
鳥
取
市
）

　〃
　　
自
治
功
労
者
表
彰

23
日
　
総
務
常
任
委
員
会

24
日
　
議
員
年
金
受
給
者
協
議

　
　
　
会
（
米
子
市
）

28
日
　
三
町
衛
生
施
設
組
合
議

　
　
　
会

　〃
　　
学
校
問
題
に
関
す
る
調

　
　
　
査
特
別
委
員
会

　
（
３
月
）

１
日
　
女
性
議
員
研
修
会
（
鳥

　
　
　
取
市
）

２
日
　
議
会
運
営
委
員
会

４
日
　
西
部
広
域
議
会
定
例
会

８
日
　
定
例
議
会
本
会
議
開
会

９
日
　
定
例
議
会
本
会
議

10
日
　
定
例
議
会
本
会
議

11
日
　
各
常
任
委
員
会

　〃
　　
中
学
校
卒
業
式

13
日
　
あ
か
ね
の
郷
竣
工
式

14
日
　
定
例
議
会
本
会
議

15
日
　
各
常
任
委
員
会

16
日
　
各
常
任
委
員
会

17
日
　
予
算
審
査
特
別
委
員
会

18
日
　
予
算
審
査
特
別
委
員
会

　〃
　　
小
学
校
卒
業
式

23
日
　
予
算
審
査
特
別
委
員
会

24
日
　
定
住
対
策
に
関
す
る
調

　
　
　
査
特
別
委
員
会

25
日
　
定
例
議
会
最
終
日

　
（
４
月
）

１
日
　
西
部
議
長
会
連
絡
会 

　〃
　　
日
南
福
祉
会
閉
所
式

４
日
　
行
財
政
改
革
に
関
す
る

　
　
　
調
査
特
別
委
員
会

８
日
　
各
小
学
校
、
中
学
校
入

　
　
　
学
式

11
日
　
議
会
広
報
調
査
特
別
委

　
　
　
員
会

19
日
　
　
　
　
〃

22
日
　
学
校
問
題
に
関
す
る
調

　
　
　
査
特
別
委
員
会

24
日
　
鳥
取
県
植
樹
祭

みなさんから提出のあった請願や陳情を所管の常任委員会で審査し、委員長から審査結果

の報告を受けて３月定例議会の本会議で審議した結果、次のとおり決定しました。

本会議審 査 意 見提 出 者件 名

国鉄労働組合
米子地方本部
執行委員長　小村宗一

１８年間の長期にわたる労使紛争であるが、最
高裁は「国鉄は、採用差別の不当労働行為」を
行ったとは認めていない。
また、「ＪＲは使用者責任を負わない」との判
断を示した。過去において、協議の場があった
にもかかわらず、問題解決の機会を自ら潰した
責任がある。

ＪＲ不採用問題の解決に向
けた協議の開始を求める意
見書

不採択

日本国家公務員労働組
合連合会
中央執行委員長
堀口士郎

「市場化テスト」は、地方自治体すべてのサー
ビスを営利企業に委ねる手段とは考えられない。
指定管理者制度をはじめ効果的な経営の導入が
望まれる。
　公務員賃金については、地域により生活水準
も異なるので、地域間格差があるのはやむを得
ない。

「市場化テスト」や「給与
構造見直し」に反対する意
見書の採択を求める陳情

不採択

部落解放・人権政策確立
要求鳥取県実行委員会
会長　竹内　功

　２１世紀を真の人権の世紀とし、憲法で保障

された基本的人権の確立を実現させるために、

早期制定を求める意見書の提出は妥当と考える。
「人権侵害の救済に関する
法律」の早期制定を求める
意見書の提出について

採　択

新日本婦人の会
鳥取県本部
会長　市谷貴志子

　政府は、「少子化社会対策基本法」と「次世
代育成支援対策推進法」を制定し、今年４月か
らは自治体に子育て支援の計画を策定、実施す
る事を義務づけている。
　自治体に対する減額調整は制裁的な措置であり、
廃止を求める陳情は理解できる。

乳幼児医療費助成への国保国
庫負担の減額調整（ペナルティー）
の廃止を求める国への意見書
採択を求める陳情書

採　択

鳥取県農民運動連合会
会長　東田　久

　我が国の農業及び中山間地域における米作りは、

特定の団体や認定農業者のみによって守れる状

況にない。

　農村・農業の持続的発展は規模の大小に関わ

らず、全体的な取組みが必要である。

「農業を守って、食料自給率
を向上させる」ための意見書
提出に関する陳情

採　択
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３月議会では、次の３件の意見書を関係省庁・大臣に提出することに決定しました。

「人権侵害救済法の早期制定を求める」意見書
要　旨

　「基本的人権の尊重」を遵守し、国際的な合意事項である「国内人権機関の地位に関する原則 

（パリ原則）」に基づく人権機関が設置され、人権救済制度が確立されるためにも、次の諸点に 

留意して、早期に「人権侵害救済法」が制定されるよう強く求めます。

１　創設する人権委員会は内閣府の外局として設置し独立性を確保すること。

２　少なくとも都道府県ごとに地方人権委員会を設置し迅速・効率的に実施されること。

３　人権委員会の委員及び事務局は、多様性・多元性に配慮した人材を独自に採用すること。

４　取材や報道に対する規制、様々な人権団体の活動への妨害をすることなく、連携をしながら活 

　　動すること。

５　抜本的な人権擁護委員制度改革を行い、人権委員会と十分連携をとり活動ができるようにする 

　　こと。

６　「人権」「人権侵害」「不当な差別」についての明確な定義を行うこと。

「乳幼児医療費助成への国保国庫負担の減額調整の廃止を求める」意見書
　要　旨

　政府は「少子化社会対策基本法」と「次世代育成支援対策推進法」の中で、「子どもを生み、育 

てる者の経済的負担の軽減」、「子どもの医療費にかかる措置」を国と自治体に求めています。

　また、自治体に新たな子育て支援の計画を策定し、今年４月から実施することを義務づけていま 

す。

　こうした中で、自治体に対する減額調整は「制裁的な措置」で、自治体の子育て支援に対する意 

欲をそぎ、少子化対策推進の流れに逆行しています。

　政府には、乳幼児医療費助成への国庫負担の減額調整を廃止するよう強く要望します。

「農業を守り、食料自給率向上を求める」意見書
要　旨

  世界的な飢餓をなくすし、日本の食料自給率を向上させるためにも稲作を振興することが求めら 

れています。

　しかし、農畜産物の輸入や米改革で、日本の農業は衰退の一途をたどっています。今の地域農業 

は多くの農業者に支えられ、助け合いながら農村、農地を守っていくために、次の点について強く 

求めます。

１　農業を継続する意欲のある人を「産地づくり」で言う担い手とすること。

２　「産地づくり」交付金を大幅に引き上げること。

３　政府買入米を大幅に増やし、米価を保障して安定供給に努めること。

４　米飯給食を促進すること。

５　ミニマムアクセス米の輸入を削減し、廃止すること。

意 見 書 を 提 出
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阿
毘
縁

木
村
　
実
次
さ
ん

私もひとこと私もひとこと

日南町の希少植物　⑨
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ち

き
ゅう
にやさし

い

再
生紙利用

　
こ
の
広
報
委
員
会
で
平
成
15
年
３
月

議
会
、
５
月
臨
時
議
会
の
合
併
号
を
編

集
、
発
行
し
て
か
ら
２
年
が
経
過
し
、

今
回
の
議
会
だ
よ
り
を
最
後
に
新
し
い

広
報
委
員
と
交
代
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
９
回
の
発
行
で
し
た
が
、
出
来

る
だ
け
そ
の
時
々
の
議
会
の
様
子
を
伝

え
る
よ
う
に
心
が
け
て
き
ま
し
た
。
十

分
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
出
来
た
の

か
反
省
し
て
い
ま
す
。

　
議
会
情
報
も
「
ち
ゃ
ん
ね
る
日
南
」

に
よ
る
議
会
中
継
、
録
画
に
よ
る
再
放

送
が
始
ま
り
ニ
ュ
ー
ス
性
、
速
報
性
に

お
い
て
は
格
段
の
進
歩
を
見
ま
し
た
が
、

紙
面
を
読
ん
で
確
認
し
た
り
、
繰
り
返

し
読
む
こ
と
が
出
来
る
そ
の
記
録
性
、

保
存
性
に
お
い
て
「
議
会
だ
よ
り
」
の

役
割
は
大
き
な
も
の
が
あ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。
今
後
に
お
い
て
も
役
割
分
担

を
し
な
が
ら
、
よ
り
良
い
議
会
だ
よ
り

が
発
行
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

　
終
わ
り
に
、
ご
愛
読
い
た
だ
き
ま
し

た
み
な
さ
ま
方
よ
り
、
多
数
の
貴
重
な

御
意
見
を
頂
き
ま
し
た
事
に
対
し
厚
く

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
記
　
三
上
）

　
　
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
委

員

長
　
長
谷
川
　
篤

　
　
　
　
　
副
委
員
長
　
奥
迫
　
廣
人

　
　
　
　
　
委
　
　
員
　
福
原
　
　
實

　
　
　
　
　
　　
〃
　　
　
三
上
　
惇
二

　
　
　
　
　
　　
〃
　　
　
福
田
　
　
稔

　
新
緑
が
目
に
鮮
や
か
な
好
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
美
し

い
景
観
と
は
裏
腹
に
実
情
は
た
い
へ
ん
な
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
日
南

町
総
面
積
は
３
４
　
０
８
７
ha
。
森
林
面
積
は
３
０
　
４
３
６
ha
で
89
％

を
占
め
て
い
ま
す
。
そ
の
内
、
先
人
達
が
苦
労
し
て
杉
な
ど
を
植
え
ら
れ

た
人
工
林
の
面
積
は
、
１
８
　
１
０
７
ha
あ
り
ま
す
。
そ
の
大
半
が
戦
後

に
植
林
さ
れ
た
も
の
で
、
間
伐
な
ど
の
保
育
施
業
が
必
要
で
す
が
十
分
で

は
な
く
、
木
材
価
格
の
下
落
（
20
年
前
の
約
１
／
３
）
な
ど
の
理
由
で
、

放
棄
さ
れ
た
森
林
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
森
林
の
経
済
的
魅
力
は
減
り
、

せ
っ
か
く
の
資
源
は
見
捨
て
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
さ
ら
に
昨
年
の
台
風

災
害
は
こ
れ
に
拍
車
を
か
け
ま
し
た
。
日
南
町
で
も
大
災
害
が
発
生
し
疲

弊
感
は
広
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
事
は
自
然
環
境
の
悪
化
を
招
く
ば

か
り
で
は
な
く
、
人
的
被
害
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
三
重
県
で
は
昨
年
の

台
風
災
害
に
よ
り
、
約
７
　
０
０
０
　
も
の
流
木
が
伊
勢
湾
に
流
れ
出
ま

し
た
。
流
木
は
海
岸
か
ら
直
線
距
離
で
約
50
㎞
以
上
の
森
林
か
ら
で
も
発

生
し
て
い
て
、
そ
の
被
災
範
囲
は
山
間
部
だ
け
で
な
く
広
範
囲
に
及
ん
で

い
ま
す
。
最
近
の
異
常
気
象
に
よ
る
集
中
豪
雨
は
日
本
全
国
で
発
生
し
て

お
り
、
日
野
川
流
域
で
も
そ
の
可
能
性
は
無
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
山
地

災
害
防
止
機
能
、
水
源
涵
養
機
能
、
生
活
環
境
保
全
機
能
、
地
球
温
暖
化

防
止
の
た
め
の
二
酸
化
炭
素
吸
収
源
と
し
て
の
役
割
な
ど
多
く
の
公
益
的

機
能
が
森
林
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
日
南
町
の
未
来
を
見
据
え
、
経
済
と
環
境
の
二

つ
の
課
題
を
解
決
す
る
事
は
急
務
で
す
。
そ
の
一
翼
を
担
う
た
め
「
日
野

川
の
森
木
材
団
地
（
仮
称
）
構
想
」
が
計
画
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
計
画
は

年
々
減
少
す
る
補
助
金
に
頼
ら
ず
に
、
日
南
町
の
豊
富
な
森
林
資
源
を
生

か
し
て
地
域
が
経
済
的
に
自
立
で
き
る
よ
う
に
す
る
も
の
で
す
。
又
、
環

境
に
配
慮
し
た
持
続
的
循
環
型
社
会
の
実
現
に
も
一
歩
で
も
近
づ
き
た
く

考
え
ま
す
。
日
南
町
及
び
日
南
町
議
会
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

，

，

，

，
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日
野
川
源
流
に
ほ
ど
近
く
、
周
囲
は
に
ち
な
ん
環
境
林
で

あ
る
。

　
岩
魚
も
登
れ
な
い
と
、
地
元
で
は
古
く
か
ら
「
魚
切
り
の

滝
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
近
く
に
は
、
た
た
ら
跡
も
あ
り
、

正
土
原
の
地
蔵
が
見
守
っ
て
い
る
。

　
春
の
新
緑
、
秋
の
紅
葉
は
素
晴
ら
し
い
。

　
日
野
上
町
づ
く
り
協
議
会
は
、
当
地
域
の
豊
富
な
資
源
と
八
つ
の
自
治
会
（
集
落
）
の

活
力
を
集
中
し
て
、
心
豊
か
で
元
気
な
理
想
郷
の
実
現
を
め
ざ
し
て
事
業
を
展
開
し
て
お

り
ま
す
。
そ
し
て
、
日
南
町
の
色
々
な
課
題
を
共
有
し
、
日
野
上
地
域
と
し
て
の
役
割
を

念
頭
に
お
き
な
が
ら
、
他
地
域
と
の
連
携
、
地
域
活
動
が
町
づ
く
り
に
つ
な
が
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
事
業
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

○
ふ
る
里
祭
り
に
参
加
（
バ
ザ
ー
の
収
益
金
は
福
祉
事
業
に
充
て
る
）

○
杉
玉
作
り
の
開
催
と
普
及
（
林
業
の
町
を
ア
ピ
ー
ル
）

○
人
権
「
人
づ
く
り
町
づ
く
り
」
定
期
連
携
講
座
（
町
内
に
呼
び
か
け
、
町
ぐ
る
み
で
取
組
む
）

○
桜
、
ス
イ
セ
ン
街
道
の
設
置
と
整
備
（
将
来
は
石
見
の
は
な
み
ず
き
、
ス
イ
セ
ン
ロ
ー

　
ド
と
結
ぶ
）

○
特
産
品
開
発
、
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
設
置
（
町
、
団
体
と
の
連
携
）

　
今
「
町
づ
く
り
、
地
域
起
こ
し
」
一
色
で
、
生
涯
学
習
が
疎
か
に
な
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
よ
く
耳
に
し
ま
す
が
、
前
記
に
掲
げ
た
各
種
町
づ
く
り
事
業
に
参
加
す
る
こ
と

こ
そ
、
貴
重
な
生
涯
学
習
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
積
極
的
に
参
加
し
て
、
自
分
を

磨
き
、
地
域
を
磨
き
、
き
ら
り
と
光
る
人
づ
く
り
町
づ
く
り
を
目
指
せ
ば
、
素
晴
ら
し
い

「
理
想
郷
」
が
実
現
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　
折
角
の
機
会
を
頂
き
ま
し
た
の
で
、
議
会
の
こ
と
に
ふ
れ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
過

般
、
町
の
あ
る
事
業
に
関
心
が
あ
り
、
町
議
会
常
任
委
員
会
を
傍
聴
し
ま
し
た
。
常
任
委

員
会
は
、
町
長
が
提
出
し
た
案
件
に
つ
い
て
、
専
門
的
に
細
か
く
検
討
審
査
さ
れ
ま
す
。

議
会
は
形
式
に
の
っ
と
り
進
行
さ
れ
ま
す
が
、
常
任
委
員
会
は
必
要
に
応
じ
て
担
当
課
長

他
も
参
加
し
て
、
フ
リ
ー
ト
ー
ク
的
に
意
見
交
換
、
議
論
し
な
が
ら
審
査
集
約
さ
れ
ま

す
。
つ
い
て
は
、
事
業
内
容
を
手
に
取
る
よ
う
に
分
か
り
ま
す
し
、
町
民
の
選
出
し
た
議

員
の
考
え
方
、
活
動
の
姿
を
つ
ぶ
さ
に
見
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
有
意
義
な
傍
聴
で
し

た
。
常
任
委
員
会
の
傍
聴
は
、
議
会
傍
聴
同
様
で
、
自
由
に
傍
聴
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
に

お
薦
め
し
ま
す
。

（
日
野
上
町
づ
く
り
協
議
会
　
会
長
）

　
足
羽
　
正
敬
さ
ん
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　世帯数／2,333世帯
　人　口／6,205人
（平成19年4月末現在）

古紙配合率100％
再生紙を使用しています

ち

きゅ
うにやさし

い

　

再生紙利用

議会広報調査特別委員会では、「私もひとこと」に掲載するみなさまからの声をお待ち
しています。議会事務局までどしどしお寄せ下さい。

編

集

後

記

　
改
選
に
よ
り
、
議
会
だ
よ
り
の
編
集
委
員
も
新
し
く
な

り
ま
し
た
。

　
議
会
の
こ
と
を
分
か
り
や
す
く
親
し
み
の
持
て
る
紙
面

づ
く
り
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
意

見
や
ご
感
想
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
員
長
　
　
久
代
　
安
敏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
副
委
員
長
　
　
古
都
　
久
志

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
　
員
　
　
福
田
　
　
稔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
坪
倉
　
勝
幸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
長
岡
つ
る
子

正土原の魚切り
うお きしょうどばら

にちなん議会だより　平成19年5月発行　No.107

12名の新しい議員
町民の声を町政に反映します

（5月 8日・議場にて）

日南町の鳥：山鳥
う
お
き

至米子にちなん環境林

至広島

多里小学校

183
日南町役場

管理棟

正土原

新屋
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６月定例会
６月７日～６月10日

　平成１７年６月定例会は、６月７日から１０日 

までの会期で開催されました。

初日に、４名の議員が一般質問を行い執行部と論 

戦を交わしました。

　また定例会には、国民健康保険税条例の一部改 

正などの条例改正と補正予算、工事請負契約の変 

更が提案され慎重審議の結果、最終日に原案どお 

り可決されました。

提
出
さ
れ
た 

　
お
も
な
議
案

提
出
さ
れ
た 

　
お
も
な
議
案

 

過
疎
地
域
に
お
け
る
固
定
資
産

税
の
課
税
免
除
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

　
根
拠
法
令
名
の
変
更
と
適
用

事
業
の
追
加
を
し
た
改
正

日
南
町
中
小
企
業
小
口
融
資
貸

付
基
金
条
例
の
一
部
改
正

　
ペ
イ
オ
フ
対
策
に
よ
る
運
用

方
法
の
変
更
の
改
正

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

改
正

　
国
民
健
康
保
険
税
を
次
表
の

と
お
り
改
正

(

軽
減
措
置
は
継
続
さ
れ
ま
す
。) 

日
南
町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

　
今
年
中
の
指
定
管
理
者
制
度

導
入
に
伴
う
改
正

日
南
町
高
齢
者
生
産
活
動
セ
ン

タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

　
早
期
の
指
定
管
理
者
制
度
導

入
に
伴
う
改
正

日
南
町
企
業
誘
致
奨
励
条
例
の

一
部
改
正

　
町
内
既
存
の
企
業
等
に
も
適

用
す
る
た
め
の
改
正
、
開
発
研

究
の
支
援
を
行
う
改
正

　
４
　
５
３
０
万
円
追
加
し
て
、

総
額
を
51
億
２
　
６
１
５
万
円

と
し
た

（
お
も
な
内
容
）

タ
ウ
ン
ズ
ネ
ッ
ト
管
理
関
係

　
支
障
移
転
ケ
ー
ブ
ル
移
設

　
　
　
　
　
　
　
４
８
２
万
円

　
電
柱
損
傷
に
よ
る
ケ
ー
ブ
ル

　
復
旧
費

　
　
　
　
　
　
　
６
０
０
万
円

条
例
改
正

一

般

会

計

補
正
予
算

，

，

介護納付金分医療給付費分

改定後

1.40％

8.60％

6,500円

7,000円

2.00％

9.50％

7,400円

7,600円

改定前改定後

6.70％

41.50％

20,500円

23,000円

7.50％

41.50％

20,500円

23,000円

改定前

所 得 割

資 産 割

被保険者割

世 帯 割

総

合

文

化

セ

ン

タ

ー

高
齢
者
生
産
活
動
セ
ン
タ
ー

の
運
営
に

指
定
管
理
者
制
度
を
導
入

総

合

文

化

セ

ン

タ

ー

高
齢
者
生
産
活
動
セ
ン
タ
ー

の
運
営
に

指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
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番
組
作
成
編
集
委
託
料

　
　
　
　
　
　
　
１
２
０
万
円

企
業
支
援
対
策

　
企
業
立
地
対
策
活
動
費

　
　
　
　
　
　
　
　
４
０
万
円

高
齢
者
自
立
支
援
事
業

　
サ
イ
ド
リ
フ
ト
車
等
購
入

　
　
　
　
　
　
　
９
９
８
万
円

日
南
邑
管
理
運
営
事
業

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
シ
ャ
ワ
ー
室
等

　
修
繕

　
　
　
　
　
　
　
１
４
０
万
円

社
会
体
育
施
設

　
ナ
イ
タ
ー
照
明
全
部
修
繕

　
　
　
　
　
　
　
６
７
０
万
円 

             

　
パ
ソ
コ
ン
の
修
繕
費
等
15
万

円
追
加
し
て
、
総
額
を
１
億
５

１
８
３
万
円
と
し
た
。

　工
事
名

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
日
南

　
石
霞
苑
解
体
工
事

内
　
容

　
73
万
円
減
額
し
て
、
総
額
を

５
　
０
６
７
万
円
と
し
た 

   

　
次
の
よ
う
な
発
議
を
提
出
し

採
決
し
ま
し
た
。

日
南
町
議
会
委
員
会
招
集
に
関

す
る
規
程

　
常
任
委
員
会
、
議
会
運
営
委

員
会
、
特
別
委
員
会
の
招
集
を
、

郵
送
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
お

こ
な
え
る
よ
う
に
規
定
し
ま
し

た
。

行
政
調
査
特
別
委
員
会
の
設
置 

　
ご
み
の
再
資
源
化
や
特
産
物

の
加
工
な
ど
に
つ
い
て
特
別
委

員
会
を
設
置
し
調
査
し
ま
す
。

　
構
　
成
　
住
民
建
設
常
任
委

　
　
　
　
　
員
会
　
５
名

　
期
　
日
　
７
月
５
日
〜
６
日

　
調
査
先
　
高
知
県
馬
路
村

　
　
　
　
　
徳
島
県
上
勝
町

定
住
対
策
に
関
す
る
調
査
特
別

委
員
会
の
設
置

　
歯
止
め
の
か
か
ら
な
い
人
口

の
減
少
は
、
単
独
自
立
の
道
を

選
択
し
た
本
町
に
お
い
て
は
、

今
後
に
向
け
て
の
重
大
な
問
題

で
あ
る
。

　
産
業
・
雇
用
対
策
を
は
じ
め

広
い
視
野
に
た
っ
て
、
具
体
的

な
方
策
に
つ
い
て
、
調
査
研
究

を
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
地
方
自
治
法
第
１
１
０
条
の

規
定
に
基
づ
き
、
定
住
対
策
に

関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
を
設

置
す
る
。

　
以
上
の
通
り
決
議
す
る
。

　
　
平
成
17
年
６
月
10
日

　
　
　
　
　
　
日
南
町
議
会

　　
委

員

長
　
三
上
　
惇
二

　
副
委
員
長
　
絹
谷
　
眞
幸

　
委
　
　
員
　
久
代
　
安
敏

　
委
　
　
員
　
奥
迫
　
廣
人

　
委
　
　
員
　
村
上
　
正
広

　
委
　
　
員
　
福
田
　
　
稔

修繕されるナイター照明
，

，

議
員
発
議

委
員
会
構
成

質
疑
応
答

質
疑
応
答

質
疑
応
答

も
っ
と
く
わ
し
く

一
般
会
計
補
正
予
算

答答

内
田
総
合
政
策
課
長

村
上
議
員

　
タ
ウ
ン
ズ
ネ
ッ
ト
に
は
、
予

算
を
か
け
な
い
と
い
う
設
置
当

初
の
方
針
を
変
更
し
た
の
か
。

　
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
ち
な
ん
を
充

実
し
て
ほ
し
い
と
い
う
住
民
の

み
な
さ
ん
の
声
に
応
え
る
た
め

の
最
低
限
の
予
算
。

答答

内
田
総
合
政
策
課
長

久
代
議
員

　
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
ち
な
ん
に
１

２
０
万
円
の
委
託
費
が
計
上
さ

れ
て
い
る
が
、
将
来
的
に
も
番

組
編
成
の
た
め
に
委
託
す
る
の

か
。

　
行
政
サ
イ
ド
の
ス
タ
ッ
フ
だ

け
で
は
技
術
的
に
不
足
し
て
い

る
の
で
、
補
っ
て
い
た
だ
く
。

国
保
税
条
例
の
一
部
改
正

　
国
保
特
別
会
計
の
基
金
を
取

り
く
ず
せ
ば
値
上
げ
す
る
必
要

は
な
い
。

　
値
上
げ
幅
を
極
力
低
く
抑
え

て
あ
り
、
国
保
会
計
を
安
定
的

に
継
続
す
る
た
め
に
は
、
値
上

げ
は
必
要
。

反
対

久
代
議
員

賛
成

内
田
議
員

討  

論

討  

論

討  

論
チャンネルにちなん編集中

石
霞
苑
特
別
会
計

工
事
請
負
契
約
の
変
更
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幼
保
一
元
化
で 

　
一
園
に
統
合
す
る
の
か

分
園
も
含
め
て 

　
　
　
　
慎
重
に
検
討
す
る

１
　
５
月
末
で
75
名
の
入
居
利

用
で
あ
り
、
稼
働
率
83
・
３
％

と
な
っ
て
い
る
。
６
月
中
に
５

名
が
入
居
予
定
と
な
っ
て
い
ま

す
。

２
　
あ
か
ね
の
郷
入
居
待
機
者

で
、
入
居
取
り
消
し
理
由
の
う

ち
経
済
的
理
由
で
取
り
消
し
を

し
た
申
込
者
は
、
５
月
末
ま
で

で
11
名
で
す
。
低
所
得
者
に
対

す
る
居
住
費
・
食
費
の
負
担
軽

減
対
策
が
本
年
10
月
か
ら
実
施

さ
れ
ま
す
。

３
　
本
年
10
月
か
ら
は
、
在
宅

と
施
設
の
利
用
者
負
担
の
公
平

性
の
観
点
か
ら
、
食
費
が
保
険

給
付
外
と
な
り
全
額
負
担
と
な

り
ま
す
が
、
低
所
得
者
に
は
、

食
費
・
居
住
費
に
つ
い
て
負
担

上
限
額
を
設
け
補
足
給
付
を
行

う
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

②
　
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
は
、
本
年
度
策
定
す
る

第
３
期
介
護
保
険
事
業
計
画
で
、

基
盤
整
備
等
の
日
南
町
で
の
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
あ
り
方
に
つ

い
て
方
針
を
具
体
化
し
た
い
。

①
　
日
南
町
は
、
少
子
化
対
策

や
子
育
て
支
援
の
た
め
に
、
次

世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
を
策

定
し
て
い
る
が
、
今
後
の
取
り

組
み
は
。

②
　
育
児
介
護
休
業
法
が
平
成

17
年
４
月
１
日
施
行
で
改
正
さ

れ
た
が
、
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
に

つ
い
て
伺
う
。
町
内
の
公
共
団

体
、
企
業
等
の
と
り
組
み
や
、

完
全
実
施
が
さ
れ
て
い
る
の
か
、

調
査
は
さ
れ
て
い
な
い
か
。 

③
　
行
財
政
改
革
の
「
基
本
方

針
」
に
も
と
づ
き
、
平
成
18
年

度
に
は
幼
保
一
元
化
や
一
園
統

合
が
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
お

り
、
保
護
者
会
の
学
習
会
が
も

た
れ
た
。

　
広
大
な
町
な
の
で
一
園
統
合

に
は
無
理
が
あ
り
安
心
し
て
子

育
て
は
で
き
な
い
。
分
園
化
や

部
分
統
合
も
あ
る
の
か
。

一般質
問

一般質
問
答答と

町政の 
　ここが聞きたい

①
　
平
成
16
年
３
月
に
「
子
育

て
支
援
」
と
い
う
考
え
方
に
加

え
て
「
次
代
を
担
う
子
ど
も
た

ち
に
ど
う
育
っ
て
ほ
し
い
か
」

と
い
う
視
点
を
加
え
て
策
定
し

て
い
る
が
、
地
域
に
お
け
る
子

育
て
支
援
、
母
性
並
び
に
乳
児

及
び
幼
児
等
の
健
康
の
確
保
及

び
増
進
、
子
育
て
を
支
援
す
る

生
活
環
境
の
整
備
等
に
取
り
組

む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
又
児

童
家
庭
相
談
体
制
の
充
実
や
通

常
保
育
、
一
時
保
育
、
居
残
り

保
育
等
に
つ
い
て
、
幼
保
一
元

化
の
検
討
を
踏
ま
え
、
充
実
に

取
り
組
む
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

②
　
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
対

象
労
働
者
の
拡
大
、
育
児
休
業

期
間
の
延
長
、
介
護
休
業
の
取

得
回
数
・
制
限
の
緩
和
、
子
供

の
看
護
休
暇
の
創
設
で
す
。

　
町
内
企
業
等
の
適
用
状
況
等

に
つ
い
て
の
調
査
は
行
っ
て
い

ま
せ
ん
。

③
　
日
南
町
に
は
４
つ
の
保
育

園
と
３
つ
の
幼
稚
園
が
あ
り
ま

す
が
、
平
成
18
年
度
に
一
つ
の

園
に
統
合
す
る
と
い
う
こ
と
に

つ
い
て
は
、
保
護
者
の
意
見
を

十
分
尊
重
し
て
分
園
も
含
め
て

慎
重
に
検
討
し
て
決
定
し
ま
す
。

①
　
指
定
管
理
者
制
度
に
よ
り
、

介
護
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
あ
か
ね

の
郷
」
は
、
社
会
福
祉
法
人
日

南
福
祉
会
に
管
理
運
営
が
委
託

さ
れ
た
が
、
４
月
か
ら
の
利
用

者
の
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

１
　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

入
居
定
員
が
30
床
増
床
さ
れ
た

が
そ
の
受
け
入
れ
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

２
　
介
護
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
あ

か
ね
の
郷
」
は
、
新
た
な
基
準

に
基
づ
い
た
小
規
模
生
活
単
位

型
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
と

し
て
、
居
住
費
を
徴
収
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
が
、
利
用
者

負
担
の
増
額
に
よ
っ
て
申
し
込

み
を
し
て
い
た
待
機
者
の
内
で
、

利
用
で
き
な
い
者
は
な
い
か
。

３
　
居
住
費
の
負
担
と
併
せ
て
、

更
に
10
月
か
ら
は
、
食
費
の
全

額
負
担
が
実
施
さ
れ
よ
う
と
し

て
い
る
が
、
年
金
の
み
の
生
活

者
で
は
利
用
し
た
く
て
も
、
で

き
な
い
状
況
が
考
え
ら
れ
な
い

か
。

②
　
今
後
高
齢
化
が
進
む
状
況

の
中
で
、
地
域
福
祉
型
の
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
が
必
要
と
な
っ
て

く
る
と
思
わ
れ
る
。
新
し
い
施

設
で
な
く
て
も
民
家
を
改
造
す

る
な
ど
の
工
夫
で
取
り
組
め
な

い
の
か
問
う
。

こどもは町の宝（山上幼稚園）

．．．

． ． ．
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次
期
中
山
間
地
域
等 

直
接
支
払
い
の
取
り
組
み
は

農
地
の
荒
廃
防
止
も
含
め
た 

　
　
　
方
向
で
話
し
合
い
を

①
　
４
月
１
日
か
ら
個
人
情
報

保
護
法
が
施
行
さ
れ
た
が
行
政

の
認
知
度
が
低
い
と
の
指
摘
が

あ
る
が
見
解
は
。

　
行
政
組
織
の
な
か
で
ど
の
よ

う
な
問
題
が
あ
り
、
ど
う
対
処

す
る
よ
う
に
さ
れ
た
の
か
。

（
学
校
、
幼
稚
園
、
病
院
等
含

め
て
）

②
　
住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
は
、

本
人
以
外
で
も
可
能
で
有
る
と

聞
く
が
、
こ
れ
に
は
何
が
書
か

れ
て
い
て
他
人
が
何
の
目
的
で

閲
覧
す
る
の
か
。
今
ま
で
閲
覧

の
申
請
が
ど
れ
だ
け
あ
っ
た
の

か
。

町政のここが聞きたい

荒廃地ゼロに！

①
　
17
年
よ
り
新
た
な
取
り
組

み
が
始
ま
る
が
、
協
定
に
参
加

し
な
い
農
家
、
協
定
が
締
結
出

来
な
い
地
域
が
生
じ
る
事
が
懸

念
さ
れ
る
。
ど
の
よ
う
に
認
識

さ
れ
対
応
さ
れ
る
の
か
。

②
　
今
後
の
日
南
町
の
農
業
を

考
え
る
と
、
選
択
的
必
須
要
件

に
あ
る
高
付
加
価
値
型
農
業
の

実
践
、
特
に
有
機
農
業
の
一
環

で
あ
る
特
別
栽
培
米
に
積
極
的

に
取
り
組
み
、
推
進
す
る
事
が

必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

③
　
転
作
田
で
ソ
バ
の
栽
培
が

奨
励
さ
れ
て
い
る
が
、
栽
培
期

間
が
短
く
、
残
り
期
間
の
管
理

が
大
変
で
見
た
目
に
も
良
く
な

い
。
裏
作
と
し
て
菜
種
の
栽
培

を
行
え
ば
、
ほ
場
の
管
理
、
排

水
対
策
、
景
観
、
資
源
の
活
用

に
も
貢
献
で
き
る
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

　
ま
た
堆
肥
の
活
用
を
積
極
的

に
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

販
売
対
策
、
消
費
の
拡
大
、
特

別
栽
培
米
の
品
質
の
向
上
、
環

境
の
問
題
等
を
含
め
良
い
方
向

に
進
展
す
る
と
考
え
る
。

そ
の
た
め
に
は
堆
肥
の
生
産
計

画
、
販
売
計
画
、
品
質
の
向
上

が
求
め
ら
れ
る
が
現
状
と
今
後

に
つ
い
て
認
識
は
ど
う
か
。

①
　
５
月
19
日
に
自
治
会
農
事

組
合
長
、
前
期
対
策
の
77
集
落

協
定
の
代
表
者
に
次
期
中
山
間

地
域
等
直
接
支
払
制
度
の
制
度

説
明
と
、
自
治
会
単
位
で
の
話

し
合
い
活
動
に
つ
い
て
説
明
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
今
後
８
月

上
旬
ま
で
各
地
区
で
の
話
し
合

い
が
も
た
れ
ま
す
が
、
将
来
の

地
区
の
農
業
展
望
を
行
い
、
農

地
の
荒
廃
防
止
も
含
め
た
方
向

で
話
し
合
い
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。
各
自
治
会
担
当
の
相
談

窓
口
を
町
職
員
、
農
協
職
員
で

行
い
、
補
完
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

②
　
平
成
17
年
度
水
田
農
業
推

進
協
議
会
で
特
別
栽
培
米
の
推

進
を
図
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後

も
推
進
を
図
り
ま
す
。
ま
た
平

成
19
年
度
よ
り
、
水
田
農
業
推

進
協
議
会
の
運
営
が
生
産
者
団

体
と
な
り
ま
す
の
で
、
移
行
に

向
け
て
推
進
を
図
り
ま
す
。

③
　
菜
種
の
作
付
け
は
、
景
観

作
物
と
し
て
は
活
用
で
き
ま
す

が
、
収
穫
機
械
が
な
く
、
手
作

業
で
の
収
穫
と
な
る
等
問
題
が

あ
り
ま
す
。

　
堆
肥
セ
ン
タ
ー
も
活
用
し
な

が
ら
、
良
質
堆
肥
生
産
に
努
め

ま
す
。

①
　
日
南
町
で
は
平
成
13
年
４

月
１
日
施
行
の
条
例
で
個
人
情

報
を
管
理
し
て
い
ま
す
。
教
育

委
員
会
で
は
、
名
簿
等
か
ら
個

人
の
住
所
な
ど
が
類
推
さ
れ
な

い
よ
う
、
病
院
で
は
、
病
室
の

入
院
者
表
示
な
ど
個
人
の
希
望

に
添
っ
て
い
ま
す
。
役
場
で
は
、

個
人
情
報
を
端
末
機
器
に
保
存

し
な
い
よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
。

②
　
現
在
の
法
律
で
は
、
氏
名
、

住
所
、
性
別
、
生
年
月
日
の
４

項
目
が
閲
覧
対
象
と
な
っ
て
お

り
、
市
場
調
査
、
学
術
調
査
、

世
論
調
査
、
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー

ル
、
住
所
録
作
成
な
ど
の
目
的

で
閲
覧
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
南

町
に
お
け
る
平
成
16
年
度
の
閲

覧
状
況
は
申
請
が
７
件
、
閲
覧

対
象
と
な
っ
た
数
は
５
６
２
人

で
す
。

　
「
個
人
情
報
の
保
護
」
と
い

う
観
点
で
、
現
在
、
総
務
省
を

は
じ
め
、
県
西
部
町
村
会
で
も

検
討
中
で
あ
り
、
町
と
し
て
も

こ
れ
ら
の
動
き
を
見
据
え
て
対

策
を
講
じ
た
い
。
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雇
用
を
生
む 

　
　
　
地
域
再
生
計
画
を

林
業
関
係
の
新
規
起
業
に
よ
り 

　
　
　
　
　
雇
用
の
効
果
を
期
待

　
３
月
定
例
会
で
申
請
中
と
の

答
弁
が
あ
っ
た
が
、
提
案
内
容
、

地
域
再
生
、
雇
用
創
出
へ
の
効

果
、
経
過
と
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
に
つ
い
て
問
う
。

　
「
地
域
再
生
計
画
」
の
認
定

は
内
閣
総
理
大
臣
が
お
こ
な
う

も
の
で
、
本
町
は
５
月
10
日
に
、

「
地
域
再
生
計
画
」
を
提
出
し
、

事
前
に
予
備
審
査
を
受
け
て
お

り
、
認
定
を
さ
れ
る
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
計
画
内
容
は
「
地
球
に
や
さ

し
い
新
森
林
業
の
形
成
」
で
あ

り
、
厚
生
労
働
省
「
地
域
提
案

型
雇
用
創
造
促
進
事
業
」
に
基

づ
き
、
木
材
団
地
構
想
の
樹
立

や
新
商
品
、
高
付
加
価
値
化
商

品
の
開
発
支
援
、
未
利
用
材
に

よ
る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
の

製
造
な
ど
の
新
規
起
業
の
支
援

な
ど
を
行
い
、
林
業
を
中
心
と

す
る
地
域
経
済
の
再
構
築
と
活

性
化
を
図
る
も
の
で
す
。

こ
れ
ら
の
事
業
が
実
現
す
る
と
、

相
当
数
の
雇
用
効
果
が
期
待
で

き
ま
す
。

　
今
後
は
、
地
域
再
生
計
画
の

認
定
自
治
体
へ
の
通
知
は
７
月

上
旬
予
定
。厚
生
労
働
省「
地
域

提
案
型
雇
用
創
造
促
進
事
業
」

は
、
「
地
域
再
生
計
画
」
の
認

定
が
あ
り
次
第
、
事
業
に
着
手

で
き
る
よ
う
関
係
諸
団
体
と
連

絡
を
と
り
あ
っ
て
い
ま
す
。

①
　
太
陽
光
発
電
の
町
内
家
庭

へ
の
導
入
状
況
、
導
入
推
進
へ

の
取
り
組
み
、
公
共
施
設
へ
の

対
応
に
つ
い
て
。

②
　
ハ
イ
ド
ロ
バ
レ
ー
計
画
の

検
討
内
容
に
つ
い
て
。

以
上
２
点
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

　
町
に
お
い
て
も
国
民
保
護
計

画
及
び
避
難
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策

定
が
必
要
だ
が
、
町
民
へ
の
説

明
周
知
は
ど
う
な
さ
れ
る
の
か
。

　
日
南
町
国
民
保
護
協
議
会
の

設
置
を
含
め
て
、
今
後
の
対
応

を
問
う
。

住宅に設置された太陽光発電

にちなん議会だより　平成17年7月25日発行　No.100

①
　
平
成
16
年
度
か
ら
「
日
南

町
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
設
置
費
補
助
金
交
付
要
綱
」

を
定
め
、
補
助
を
し
て
お
り
、

１
ｋ
ｗ
当
た
り
９
万
円
、
上
限

30
万
円
を
交
付
し
ま
す
。
平
成

16
年
度
は
５
件
、
平
成
17
年
度

は
５
月
末
現
在
１
件
の
申
請
が

あ
り
ま
し
た
。
現
時
点
に
お
い

て
、
公
共
施
設
へ
の
導
入
計
画

は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
　
平
成
16
年
度
実
施
さ
れ
た
、

ハ
イ
ド
ロ
バ
レ
ー
計
画
調
査
で

報
告
さ
れ
た
生
山
地
点
の
計
画

概
要
は
、
既
設
取
水
堰
よ
り
取

水
し
、
延
長
約
５
１
０
ｍ
の
導

水
路
で
導
水
、
有
効
落
差
９
・

８
ｍ
で
最
大
出
力
１
３
０
ｋ
ｗ

を
発
電
後
、
日
野
川
に
放
流
す

る
水
路
式
流
れ
込
み
発
電
方
式

で
す
。

　
需
要
施
設
に
は
、
近
く
の
公

共
施
設
等
を
選
定
し
、
発
電
し

た
電
力
を
殆
ど
自
家
消
費
し
、

余
剰
電
力
は
売
電
す
る
も
の
で

す
。
現
在
、
地
形
測
量
や
地
質

調
査
等
を
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
財

団
に
要
望
し
て
い
ま
す
。

日
南
町
国
民
保
護
計
画
及
び
避

難
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
17
年
３
月

に
素
案
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
こ
の
素
案
を
も
と
に
、

県
と
の
協
議
や
町
の
国
民
保
護

協
議
会
へ
の
諮
問
を
行
い
、
内

容
の
修
正
を
重
ね
、
年
内
の
完

成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
公
表
は
18
年
１
月
以
降
と
な

る
見
込
み
で
す
が
、
そ
れ
以
前

に
様
々
な
機
会
を
捉
え
、
一
般

災
害
と
関
連
付
け
て
国
民
保
護

法
の
概
要
を
説
明
し
、
住
民
の

防
災
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
日
南
町
の
実
情
に
即

し
た
避
難
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成

が
必
要
な
の
で
、
ふ
だ
ん
か
ら

職
員
の
防
災
意
識
の
高
揚
に
努

め
て
参
り
ま
す
。

　
日
南
町
国
民
保
護
協
議
会
に

つ
い
て
は
、
保
護
計
画
の
諮
問

以
前
に
、
防
災
計
画
と
の
整
合

性
を
図
る
等
の
準
備
が
必
要
で

あ
り
、
早
い
時
期
に
設
置
し
ま

す
。
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今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し

て
は
、
関
係
者
の
皆
さ
ん
の
基

本
的
な
合
意
が
で
き
次
第
に
移

転
し
、
平
成
18
年
度
中
に
は
整

備
を
完
了
し
て
稼
働
し
て
い
こ

う
と
い
う
計
画
で
す
。

　
こ
の
６
月
、
木
材
団
地
移
転

構
想
を
具
体
的
に
協
議
す
る
た

め
に
関
係
団
体
、
事
業
所
、
町

な
ど
に
よ
り
「
日
野
川
の
森
・

木
材
団
地
構
想
推
進
懇
話
会
」

を
発
足
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
こ
の
構
想
の
成
否
は
、
木

材
不
況
の
克
服
と
林
業
再
生
、

新
規
の
起
業
に
よ
る
雇
用
拡
大

な
ど
町
の
林
業
政
策
の
命
運
が

か
か
っ
て
い
る
重
要
な
問
題
だ
。

　
こ
の
構
想
の
成
功
の
た
め
に

町
と
し
て
ど
の
よ
う
な
イ
ニ
シ

ア
チ
ブ
を
と
る
の
か
。

　
ま
た
、
今
後
の
庁
舎
内
の
体

制
と
具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
。

　
構
想
は
、
米
子
木
材
市
場
、

山
陰
丸
和
林
業
の
チ
ッ
プ
工
場
、

製
材
工
場
、
プ
レ
カ
ッ
ト
工
場

の
移
転
に
あ
わ
せ
て
木
材
加
工

部
門
の
会
社
と
工
場
、
バ
イ
オ

マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
設
等
を
新

た
に
整
備
す
る
と
い
う
も
の
で

す
。
地
域
経
済
・
雇
用
等
へ
の

波
及
効
果
は
大
変
大
き
く
、
間

伐
作
業
は
飛
躍
的
に
延
び
る
と

予
測
さ
れ
ま
す
。
今
後
、
事
業

関
係
者
の
方
針
決
定
を
う
け
、

多
岐
に
わ
た
り
側
面
か
ら
積
極

的
に
支
援
し
て
い
き
た
い
。

　
推
進
の
体
制
は
、
総
合
政
策

課
と
建
設
農
林
課
の
２
課
体
制

で
臨
み
ま
す
。

　
総
事
業
費
13
億
６
千
万
円
の

日
南
町
タ
ウ
ン
ズ
ネ
ッ
ト
整
備

事
業
は
、
公
設
民
営
方
式
で
開

局
し
て
１
年
目
に
な
ろ
う
と
し

て
い
る
。

　
契
約
の
相
手
先
で
あ
る
中
海

テ
レ
ビ
放
送
の
加
入
世
帯
は
、

１
　
４
１
１
世
帯
58
％
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
は
、
４
６
２

戸
18
％
と
普
及
率
が
低
迷
し
て

い
る
。

　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
開
設
時

に
は
３
万
円
だ
っ
た
中
海
テ
レ

ビ
放
送
の
加
入
料
金
が
、
現
在

６
万
円
は
高
す
ぎ
る
。
こ
れ
で

は
公
設
と
は
言
え
な
い
。
ま
た

普
及
率
を
あ
げ
る
た
め
に
も
、

毎
月
の
利
用
料
の
引
き
下
げ
の

交
渉
を
中
海
テ
レ
ビ
と
す
る
べ

き
だ
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

約３万　の木材が集まる木材市場

町政のここが聞きたい

，　
本
年
４
月
末
現
在
中
海
テ
レ

ビ
放
送
へ
の
加
入
世
帯
数
は
、

１
　
３
９
２
世
帯
60
％
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
は
４
８
０
世

帯
34
％
。
中
海
テ
レ
ビ
放
送
全

体
は
、
加
入
世
帯
数
２
３
　
９

２
５
世
帯
35
％
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
接
続
７
　
６
４
５
世
帯
32

％
で
す
。
中
海
テ
レ
ビ
加
入
率
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
率
と
も

に
、
日
南
町
は
中
海
エ
リ
ア
全

体
の
平
均
以
上
で
す
。

　
加
入
料
金
や
毎
月
の
利
用
料

は
米
子
市
等
の
エ
リ
ア
と
日
南

町
エ
リ
ア
は
同
一
金
額
で
あ
り
、

地
域
に
よ
る
通
信
格
差
は
発
生

し
て
い
ま
せ
ん
。

　
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
サ
ー
ビ
ス
と

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
は

付
加
的
な
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
捉

え
て
い
ま
す
の
で
、
料
金
引
き

下
げ
（
料
金
の
補
助
）
は
考
え

て
い
ま
せ
ん
。

　
中
海
テ
レ
ビ
の
加
入
料
は
６

万
３
　
０
０
０
円
で
す
が
、
そ

の
う
ち
の
半
額
の
３
万
１
　
５

０
０
円
は
中
海
テ
レ
ビ
か
ら
日

南
町
に
納
入
さ
れ
る
も
の
で
す
。

ス
タ
ー
ト
時
に
は
減
免
し
て
い

た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

，

，

，

，

，
全　域

日南町

中海テレビ加入世帯

（加入率） インターネット接続

1,392世帯
（60％）

480世帯
（34％）

23,925世帯
（－）

7,645世帯
（32％）

（平成17年4月末現在）

木
材
団
地
構
想
の
推
進
で 

　
　
　
　
林
業
の
再
生
を

町
と
し
て
も 

　
　
　
積
極
的
に
取
り
組
む
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議会だより100号に寄せて議会だより100号に寄せて議会だより100号に寄せて

歴代議長に議会や議会だよりに対する思いをご寄稿いただきました。

　
創
刊
号
を
届
け
て
か
ら
１
０

０
号
を
迎
え
る
間
、
議
員
各
位
、

事
務
局
の
皆
様
の
ご
苦
労
に
対

し
、
深
く
敬
意
を
表
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

　
議
会
公
報
を
発
行
す
る
以
前

は
、
町
報
の
一
部
に
議
会
の
一

般
質
問
等
を
掲
載
し
て
い
ま
し

た
が
、
十
分
な
公
開
の
方
法
と

し
て
広
報
が
必
要
と
な
り
、
全

員
協
議
会
に
於
い
て
協
議
の
結

果
発
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
わ

け
で
す
。

　
い
ざ
発
行
す
る
こ
と
に
な
る

と
不
慣
れ
な
者
の
集
ま
り
で
、

編
集
委
員
各
位
、
事
務
局
長
、

企
画
室
の
大
変
な
協
力
で
、
何

と
か
格
好
が
つ
い
た
も
の
で
す
。

　
確
実
な
記
憶
で
は
な
い
が
、

鳥
取
県
西
部
で
も
発
行
が
早
い

方
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
議
会
活
動
、
議
員
活
動
に
対

す
る
ご
教
導
、
ご
意
見
の
返
っ

て
く
る
こ
と
を
ね
が
い
、
益
々

日
南
町
議
会
の
発
展
を
祈
り
ま

す
。

足羽茂秋さん

昭
和
54
年
〜
昭
和
58
年

　
「
議
会
だ
よ
り
」
１
０
０
号

を
発
行
さ
れ
る
運
び
に
な
り
ま

し
た
こ
と
、
お
よ
ろ
こ
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　
当
初
は
議
会
用
語
も
多
く
、

読
み
づ
ら
い
点
も
あ
り
ま
し
た

が
、
最
近
は
読
み
や
す
く
、
町

民
と
議
会
の
つ
な
が
り
が
、
よ

り
深
く
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
た
ず
さ
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
方

々
の
ご
苦
労
に
対
し
、
感
謝
い

た
し
ま
す
。

　
世
は
地
球
規
模
の
時
代
と
な

り
、
国
政
も
大
き
く
変
わ
り
ま

し
た
。
世
界
各
地
の
動
き
を
注

視
し
、
新
し
い
時
代
を
つ
く
る

時
を
生
み
だ
す
に
は
、
人
の
心

が
大
切
と
思
い
ま
す
。
特
に
家

庭
教
育
、
義
務
教
育
、
社
会
教

育
の
連
携
で
心
豊
か
な
人
間
教

育
の
時
代
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　
町
も
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま

す
。
高
齢
社
会
を
生
き
抜
く
に

は
、
戦
後
60
年
心
の
絆
を
大
切

に
し
、
日
本
の
繁
栄
を
築
き
あ

げ
た
高
齢
者
同
志
が
、
今
一
度

つ
な
が
り
を
深
め
、
社
会
に
明

る
さ
を
取
り
戻
し
、
自
主
的
に

生
き
が
い
を
見
出
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
と
な
り
ま
し
た
。

　
よ
く
言
わ
れ
る
言
葉
に
「
し

あ
わ
せ
」
と
は
汗
と
皺
の
蓄
積

と
言
わ
れ
ま
す
。

　
今
後
と
も
議
会
の
皆
様
に
は
、

一
層
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と

っ
て
い
た
だ
き
、
全
町
民
あ
げ

て
の
町
づ
く
り
推
進
に
努
め
て

頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

岸　郁男さん

昭
和
62
年
〜
平
成
２
年

最初の一歩が始まりました。

昭和55年８月発行　創刊号

この時からカラー印刷になりました。

昭和63年５月発行第32号
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議
会
と
住
民
を
つ
な
ぐ
機
関

と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
き
た
議
会
だ
よ
り
が
、
１
０

０
号
を
発
行
さ
れ
る
由
、
心
よ

り
お
よ
ろ
こ
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
も
創
刊
時
編
集
委
員
と
し

て
参
加
し
、
分
か
り
や
す
く
親

し
ま
れ
る
、
便
り
に
と
苦
労
し

た
思
い
出
が
あ
り
、
現
在
の
立

派
に
構
成
さ
れ
た
議
会
だ
よ
り

を
拝
見
し
、
感
慨
ひ
と
し
お
の

感
が
あ
り
ま
す
。

　
地
方
分
権
の
時
代
、
と
り
わ

け
単
町
で
歩
む
日
南
町
で
す
。

町
政
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
だ
け
で

な
く
、
行
政･

住
民･

民
間
企
業

等
一
体
と
な
っ
て
と
り
く
ん
で

い
る
町
づ
く
り
の
計
画
に
、
議

会
と
し
て
の
政
策
等
も
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
地
方
自
治
が
、
団
体
自
治
か

ら
住
民
自
治
に
移
行
し
て
き
た

現
在
、
地
方
分
権
時
代
に
対
応

で
き
る
議
会
を
早
急
に
構
築
さ

れ
て
、
一
層
の
活
躍
を
期
待
し

て
や
み
ま
せ
ん
。

田淵公生さん

平
成
３
年
〜
平
成
７
年

　
議
会
だ
よ
り
１
０
０
号
出
版

大
変
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
初

当
選
か
ら
広
報
特
別
委
員
会
に

所
属
し
て
、
先
輩
議
員
の
原
稿

の
旧
か
な
づ
か
い
や
漢
字
の
解

読
に
苦
労
し
た
事
を
思
い
出
し

ま
す
。
又
、
現
在
の
様
な
電
子

機
器
も
無
く
、
手
書
き
原
稿
を

短
く
修
正
し
、
校
正
も
一
苦
労

で
し
た
。

　
私
が
議
長
時
代
に
入
り
ま
す

と
、
パ
ソ
コ
ン
で
編
集
・
校
正

が
可
能
と
な
り
、
広
報
委
員
会

の
煩
雑
さ
の
解
消
が
出
来
る
よ

う
に
な
る
と
共
に
、
広
報
委
員

の
努
力
の
結
果
が
、
県
内
の
広

報
誌
コ
ン
ク
ー
ル
で
上
位
入
選

を
果
た
し
た
事
は
、
楽
し
い
思

い
出
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
自
己
決
定
、
自
己
責
任
の
地

方
分
権
の
時
代
。
議
会
意
思
の

決
定
事
項
を
正
確
に
町
民
の
皆

様
に
伝
達
す
る
重
要
な
広
報
誌

「
議
会
だ
よ
り
」
の
益
々
の
発

展
を
願
う
も
の
で
す
。

内田博長さん

平
成
11
年
〜
平
成
14
年

にちなん議会だより　平成17年7月25日発行　No.100

　
議
会
だ
よ
り
は
、
昭
和
55
年

８
月
創
刊
以
来
、
先
輩
議
員
の

ご
努
力
と
町
民
の
皆
様
の
ご
理

解
に
よ
り
25
年
の
歳
月
を
経
て
、

今
回
第
１
０
０
号
を
発
行
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
議
会
で
の
一
般
質
問
や
議
案

審
議
を
中
心
に
、
議
会
の
情
報

を
町
民
の
皆
様
に
伝
え
る
役
割

を
果
た
し
て
き
ま
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　
議
会
の
情
報
公
開
や
伝
達
に

つ
い
て
は
、
本
会
議
は
勿
論
各

委
員
会
の
傍
聴
、
会
議
録
の
閲

覧
な
ど
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、

昨
年
か
ら
は
、
タ
ウ
ン
ズ
ネ
ッ

ト
に
よ
る
本
会
議
の
中
継
放
送

が
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
で
き
る
だ
け
情
報
を
公

開
し
て
開
か
れ
た
議
会
を
目
指

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
議
会
だ
よ
り
も
限
ら
れ
た
紙

面
で
充
分
に
伝
え
ら
れ
て
い
な

い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
議

会
で
の
論
議
の
記
録
と
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
町
民
の
皆
様
に
お

届
け
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
今
後
も
議
会
及
び
議
会
だ
よ

り
に
対
し
て
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

日
南
町
議
会
議
長 

坪
倉
勝
幸

この年、石見保育園がスタートしました。
平成５年２月発行第50号

 第10回鳥取県町村議会広報誌コンクール 

で優秀賞を受賞しました。

平成14年５月発行第87号
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みなさんから提出のあった請願や陳情を所管の常任委員会で審査し、委員長から審査結果

の報告を受けて６月定例議会の本会議で審議した結果、次のとおり決定しました。

本会議審 査 意 見提 出 者件 名

鳥取県労働組合連合会
議長　前田吉朗

鳥取県労働組合連合会
議長　前田吉朗

　パートタイム労働者も労働条件等の契約に基

づき就労しており、労働者保護法例の適用等一

定の待遇は確保されている。

　フルタイム労働者と均等待遇でなければなら

ないとは考えにくい。

｢パートタイム労働者等の
均等待遇実現を求める意見
書」採択を求める陳情書

不採択

　最低限の生活は保障されるべきであるが、全

国一律の最低賃金制度を創設する事は問題がある。｢最低賃金の引き上げを求
める意見書」採択を求める
陳情書

不採択

自治労鳥取県本部
執行委員長　植谷和則

　地方交付税のもつ財源保障・財源調整機能を

守ることは、地方分権を押し進める基本である。

地方財政の拡充は自治体活性化のため重要なも

のと考える。

｢骨太方針2005」において
住民本位の地方財政確立に
向けた意見書採択を求める
陳情書

採　択

請願・陳情の審査結果請願・陳情の審査結果

にちなん議会だより　平成17年7月25日発行　No.100

６月議会では、次の意見書を内閣総理大臣他、関係省庁・大臣に提出することに決定しました。

『「骨太方針２００５」において地方財政確立を求める』意見書
　「三位一体改革」が最終年度を迎えようとしている。経済財政諮問会議は、４月７日の会議におい 
て、民間委員が１７年度の課題は、「三位一体改革」の仕上げ、歳出歳入の一体改革、地方債の協議 
制移行の三点をあげ、交付税の財源保障機能の縮小、プライマリーバランスの回復を強く主張し、財 
務大臣も「地方交付税の財源保障機能見直し、縮小に関する議論を大きくすすめる必要がある」とし 
て「財源保障機能の縮小・廃止」を盛り込むべきと述べるなど、「地方交付税の削減」の論調が顕著 
になっている。また、６月上旬には「骨太方針２００５」の骨格を固める方向で議論を進められてお 
り、昨年総枠が確保された地方財政の切り下げも予断を許さない情勢である。
　２００５年度は地方六団体をはじめ、地方財政の拡充を求める地方関係団体の結束した運動によっ 
て一般財源総額は一応確保されたが、２００６年度についても、地方自治体が必要と考える一般財源 
を確保すると同時に、それ以降の「中期地方財政ビジョン」においても、財源保障機能を守っていく 
ことを求めるものである。
　よって、下記の通り、地方自治の本旨が実現される地方税財政改革を進めるように、地方自治法第 
９９条の規定により意見書を提出する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記
１．地方交付税は財源保障機能と財源調整機能を併せもつものとして堅持し、地方財政を拡充すること。

２．２００７年度以降の「中期地方財政ビジョン」で財源を保障する地方交付税を確保すること。
３．３兆円の税源移譲を確実に実施すること。その際、低所得者の増税にならないようにすること。
４．地方分権の理念に沿った国庫補助金負担金改革を実施すること。また、負担金削減が地方財政圧 
　　迫につながらないようにすること。

意 見 書 を 提 出
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議
会
日
誌

議
会
日
誌

にちなん議会だより　平成17年7月25日発行　No.100

　
（
４
月
）

26
日
　
議
会
広
報
調
査
特
別
委

　
　
　
員
会

28
日
　
議
会
運
営
委
員
会

　
（
５
月
）

６
日
　
日
南
町
教
育
振
興
会

10
日
　
臨
時
議
会

13
日
　
西
部
町
村
議
会
議
長
連

　
　
　
絡
会
（
米
子
市
）

16
日
　
議
会
広
報
調
査
特
別
委

　
　
　
員
会

17
日
　
奥
日
野
土
地
開
発
公
社

　
　
　
理
事
会
（
日
野
町
）

20
日
　
全
国
自
治
体
政
策
研
究

　
　
　
会
議
（
鳥
取
市
）

23
日
　
学
校
問
題
に
関
す
る
調

　
　
　
査
特
別
委
員
会

　
〃
　
各
常
任
委
員
会

24
日
　
兵
庫
県
吉
川
町
議
会
行

　
　
　
政
調
査
来
町

27
日
　
日
野
郡
議
会
議
員
研
修

　
　
　
会
打
合
せ
会

31
日
　
議
会
運
営
委
員
会

　
（
６
月
）

１
日
　
自
立
に
向
け
た
研
修
会

３
日
　
西
部
広
域
行
政
管
理
組

　
　
　
合
臨
時
会
（
米
子
市
）

７
日
　
定
例
議
会
本
会
議

８
日
　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
　
　
建
設
・
運
営
に
関
す
る

　
　
　
調
査
特
別
委
員
会

　
〃
　
各
常
任
委
員
会

９
日
　
総
務
常
任
委
員
会

　
〃
　
住
民
建
設
常
任
委
員
会

10
日
　
定
例
議
会
本
会
議

17
日
　
日
野
川
水
系
改
修
期
成

　
　
　
同
盟
会
（
米
子
市
）

20
日
　
議
会
広
報
調
査
特
別
委

　
　
　
員
会

26
日
　
に
ち
な
ん
お
ろ
ち
マ
ラ

　
　
　
ソ
ン
全
国
大
会

27
日
　
鳥
取
県
西
部
町
村
議
会

　
　
　
議
長
会
正
副
会
長
会
　

　
　
　
（
米
子
市
）

28
日
　
議
会
運
営
委
員
会

　
〃
　
臨
時
議
会

　
〃
　
定
住
対
策
に
関
す
る
調

　
　
　
査
特
別
委
員
会

　
〃
　
教
育
民
生
常
任
委
員
会

30
日
　
地
域
高
規
格
道
路
江
府

　
　
　
三
次
線
建
設
促
進
期
成

　
　
　
会
総
会
（
庄
原
市
）

　
〃
　
日
野
地
区
幹
線
道
路
整

　
　
　
備
促
進
協
議
会
総
会

　
（
７
月
）

１
日
　
鳥
取
県
町
村
議
会
議
長

　
　
　
会
定
期
総
会

　
〃
　
鳥
取
県
大
規
模
林
業
圏

　
　
　
開
発
促
進
協
議
会
総
会

　
〃
　
議
会
広
報
調
査
特
別
委

　
　
　
員
会

５
日
〜
住
民
建
設
常
任
委
員
会

６
日
　
行
政
調
査

６
日
　
高
知
県
越
知
町
議
会
行

　
　
　
政
調
査
来
町

７
日
　
住
民
建
設
常
任
委
員
会

　
〃
　
議
会
広
報
調
査
特
別
委

　
　
　
員
会

７
日
〜
全
国
水
環
境
・
水
源
税

８
日
　
創
設
推
進
議
員
連
盟
定

　
　
　
期
総
会
（
東
京
都
）

11
日
　
議
会
運
営
委
員
会

　
〃
　
行
財
政
改
革
に
関
す
る

　
　
　
調
査
特
別
委
員
会

　
〃
　
学
校
問
題
に
関
す
る
調

　
　
　
査
特
別
委
員
会

　
〃
　
議
会
広
報
調
査
特
別
委

　
　
　
員
会

13
日
　
中
国
治
水
規
制
同
盟
会

　
　
　
連
合
会
総
会（
米
子
市)

　
〃
　
地
域
高
規
格
道
路
江
府

　
　
　
三
次
線
建
設
促
進
期
成

　
　
　
会
中
央
要
望
会
（
東
京

　
　
　
都
）

20
日
　
日
野
郡
町
議
会
議
員
研

　
　
　
修
会

　
次
の
よ
う
な
審
議
が
お
こ
な

わ
れ
ま
し
た
。

人
事
案
件

　
田
淵
昭
雄
さ
ん
の
辞
職
に
伴

い
監
査
委
員
の
選
任
が
あ
り
、

同
意
し
ま
し
た
。

日
南
町
監
査
委
員

　
福
原
　
實
さ
ん
（
上
萩
山
）

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会
委

員
の
選
任

　
欠
員
と
な
っ
て
い
た
議
会
広

報
調
査
特
別
委
員
会
委
員
に
、

絹
谷
眞
幸
議
員
が
選
任
さ
れ
ま

し
た
。

　
次
の
議
会
定
例
会
は
、
９
月

の
予
定
で
す
。
お
気
軽
に
傍
聴

に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
「
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
ち

な
ん
」
で
も
中
継
及
び
録
画
放

送
を
お
こ
な
い
ま
す
。

６
月
28
日
臨
時
議
会

　
田
淵
昭
雄
さ
ん
が
、
６
月
10

日
に
病
気
療
養
の
理
由
に
よ
り

議
員
辞
職
願
を
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
日
の
本
会
議
で
議
員
辞
職

が
許
可
さ
れ
ま
し
た
。

　
田
淵
昭
雄
さ
ん
は
、
平
成
11

年
４
月
初
当
選
以
来
、
２
期
６

年
間
在
職
さ
れ
、
町
政
の
発
展

に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

田
淵
昭
雄
さ
ん

　
　
　
　
議
員
辞
職

総
務
常
任
委
員
会

　
副
委
員
長

　
　
惠
比
奈
礼
子

　
　
　
　
（
旧
　
田
淵
昭
雄
）

教
育
民
生
常
任
委
員
会

　
委
員
長

　
　
平
井
　
正
之

　
　
　
　
（
旧
　
福
原
　
實
）

　
副
委
員
長

　
　
絹
谷
　
眞
幸 

　
　
　
　
（
旧
　
平
井
正
之
）

委
員
長
、
副
委
員
長
に

　
交
代
が
あ
り
ま
し
た
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上
石
見

浅
田
　
勝
利
さ
ん

私もひとこと私もひとこと

にちなん議会だより　平成17年7月25日発行　No.100

ち

き
ゅう
にやさし

い

再
生紙利用

　
議
会
だ
よ
り
も
委
員
の
構
成
替
え
が

あ
り
、
新
し
い
メ
ン
バ
ー
で
発
行
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
記
念
す
べ
き
１
０
０
号
の
発
行
に
携

わ
る
こ
と
が
出
来
て
、
た
い
へ
ん
光
栄

に
思
い
ま
す
。
先
輩
議
員
の
25
年
間
の

歴
史
に
、
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　
町
民
の
皆
様
に
親
し
ん
で
頂
け
る
議

会
だ
よ
り
に
な
る
よ
う
、
努
力
し
て
い

き
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
惠
比
奈
　
記

　
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　
　
委

員

長
　
惠
比
奈
礼
子

　
　
　
　
副
委
員
長
　
久
代
　
安
敏

　
　
　
　
委
　
　
員
　
平
井
　
正
之

　
　
　
　
　
　〃
　　
　
絹
谷
　
眞
幸
　

　
　
　
　
　
　〃
　　
　
福
田
　
　
稔

　
本
年
度
よ
り
日
南
町
商
工
会
青
年
部
長
と
な
っ
た
た
め
か
原
稿
依
頼
が

舞
い
込
ん
で
来
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
商
工
会
青
年
部
は
、
「
ま
ち
づ
く
り
塾
」
と
題
し
て
、
町
村

合
併
の
勉
強
会
か
ら
町
へ
の
意
見
書
を
提
出
し
た
り
、
福
祉
施
設
の
勉
強

会
や
、
町
長
・
県
、
町
議
会
議
員
・
行
政
担
当
者
を
囲
む
会
等
を
通
し
て
、

商
売
人
、
ま
た
一
町
民
と
し
て
様
々
な
意
見
や
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
合
っ

て
き
ま
し
た
。
町
民
相
手
の
商
売
人
で
す
か
ら
、
町
の
衰
退
＝
店
の
衰
退

で
あ
り
、
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
建
設
業
界
や
農
林
業
の
動
向
、
若
者
定

住
難
や
少
子
化
問
題
、
小
学
校
問
題
等
々
、
大
い
に
気
に
な
り
ま
す
。

　
超
高
齢
化
を
現
実
に
、
老
人
福
祉
や
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
等
の
充
実
化

を
誇
れ
る
日
南
町
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
を
担
っ
て
い
く
若
年
層
、
子

ど
も
達
が
安
心
し
て
定
住
で
き
る
環
境
を
整
え
て
行
か
な
く
て
は
と
感
じ

て
い
ま
す
。
そ
れ
に
は
、
住
宅
環
境
の
整
備
も
大
事
で
す
が
、
職
場
の
確

保
も
重
要
で
し
ょ
う
し
、
幼
児
保
育
・
小
学
校
問
題
も
先
延
ば
し
に
は
で

き
な
い
大
き
な
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。

　
独
立
町
行
政
を
進
む
今
、
町
財
政
の
如
何
が
町
存
続
に
重
要
で
あ
る
の

は
勿
論
で
す
が
、
日
南
町
で
暮
ら
し
て
い
る
者
が
、
子
ど
も
達
が
、
町
に

住
み
続
け
ら
れ
る
事
が
一
番
大
事
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
住
み
心
地
の

よ
さ
を
も
っ
て
、
町
民
定
住
、
加
え
て
は
Ｕ
タ
ー
ン
、
Ｉ
タ
ー
ン
者
も
迎

え
た
い
も
の
で
す
。

　
我
々
、
商
工
会
青
年
部
員
も
、
現
在
の
ス
タ
イ
ル
の
ま
ま
で
は
、
商
店

は
ほ
と
ん
ど
無
く
な
る
と
危
機
感
を
抱
い
て
い
ま
す
。
町
民
に
少
し
で
も

財
が
得
ら
れ
る
方
策
の
提
案
や
、
こ
れ
か
ら
も
増
え
る
で
あ
ろ
う
独
居
老

人
世
帯
へ
の
サ
ー
ビ
ス
等
々
、
考
え
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
議
員
の
皆
様
に
は
、
今
後
と
も
町
民
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
御
活
躍
頂
き

ま
す
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

発行までに５、６回開かれる広報委員会

権

現

滝
（
霞
）

ご
ん
　
　
げ
ん

雌　滝

雄　滝

シリーズ

　  日南町の滝めぐり　①

日南
中学校

日南町役場

国道183号線
至 広島 至 米子

県
道
・
横
田
伯
南
線

権現滝

滝
は
自
然
の
造
形
美
。 

源
流
の
ま
ち
、
日
南
町 

に
あ
る
滝
を
シ
リ
ー
ズ 

で
ご
案
内
し
ま
す
。
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日
野
川
源
流
に
ほ
ど
近
く
、
周
囲
は
に
ち
な
ん
環
境
林
で

あ
る
。

　
岩
魚
も
登
れ
な
い
と
、
地
元
で
は
古
く
か
ら
「
魚
切
り
の

滝
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
近
く
に
は
、
た
た
ら
跡
も
あ
り
、

正
土
原
の
地
蔵
が
見
守
っ
て
い
る
。

　
春
の
新
緑
、
秋
の
紅
葉
は
素
晴
ら
し
い
。

　
日
野
上
町
づ
く
り
協
議
会
は
、
当
地
域
の
豊
富
な
資
源
と
八
つ
の
自
治
会
（
集
落
）
の

活
力
を
集
中
し
て
、
心
豊
か
で
元
気
な
理
想
郷
の
実
現
を
め
ざ
し
て
事
業
を
展
開
し
て
お

り
ま
す
。
そ
し
て
、
日
南
町
の
色
々
な
課
題
を
共
有
し
、
日
野
上
地
域
と
し
て
の
役
割
を

念
頭
に
お
き
な
が
ら
、
他
地
域
と
の
連
携
、
地
域
活
動
が
町
づ
く
り
に
つ
な
が
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
事
業
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

○
ふ
る
里
祭
り
に
参
加
（
バ
ザ
ー
の
収
益
金
は
福
祉
事
業
に
充
て
る
）

○
杉
玉
作
り
の
開
催
と
普
及
（
林
業
の
町
を
ア
ピ
ー
ル
）

○
人
権
「
人
づ
く
り
町
づ
く
り
」
定
期
連
携
講
座
（
町
内
に
呼
び
か
け
、
町
ぐ
る
み
で
取
組
む
）

○
桜
、
ス
イ
セ
ン
街
道
の
設
置
と
整
備
（
将
来
は
石
見
の
は
な
み
ず
き
、
ス
イ
セ
ン
ロ
ー

　
ド
と
結
ぶ
）

○
特
産
品
開
発
、
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
設
置
（
町
、
団
体
と
の
連
携
）

　
今
「
町
づ
く
り
、
地
域
起
こ
し
」
一
色
で
、
生
涯
学
習
が
疎
か
に
な
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
よ
く
耳
に
し
ま
す
が
、
前
記
に
掲
げ
た
各
種
町
づ
く
り
事
業
に
参
加
す
る
こ
と

こ
そ
、
貴
重
な
生
涯
学
習
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
積
極
的
に
参
加
し
て
、
自
分
を

磨
き
、
地
域
を
磨
き
、
き
ら
り
と
光
る
人
づ
く
り
町
づ
く
り
を
目
指
せ
ば
、
素
晴
ら
し
い

「
理
想
郷
」
が
実
現
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　
折
角
の
機
会
を
頂
き
ま
し
た
の
で
、
議
会
の
こ
と
に
ふ
れ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
過

般
、
町
の
あ
る
事
業
に
関
心
が
あ
り
、
町
議
会
常
任
委
員
会
を
傍
聴
し
ま
し
た
。
常
任
委

員
会
は
、
町
長
が
提
出
し
た
案
件
に
つ
い
て
、
専
門
的
に
細
か
く
検
討
審
査
さ
れ
ま
す
。

議
会
は
形
式
に
の
っ
と
り
進
行
さ
れ
ま
す
が
、
常
任
委
員
会
は
必
要
に
応
じ
て
担
当
課
長

他
も
参
加
し
て
、
フ
リ
ー
ト
ー
ク
的
に
意
見
交
換
、
議
論
し
な
が
ら
審
査
集
約
さ
れ
ま

す
。
つ
い
て
は
、
事
業
内
容
を
手
に
取
る
よ
う
に
分
か
り
ま
す
し
、
町
民
の
選
出
し
た
議

員
の
考
え
方
、
活
動
の
姿
を
つ
ぶ
さ
に
見
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
有
意
義
な
傍
聴
で
し

た
。
常
任
委
員
会
の
傍
聴
は
、
議
会
傍
聴
同
様
で
、
自
由
に
傍
聴
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
に

お
薦
め
し
ま
す
。

（
日
野
上
町
づ
く
り
協
議
会
　
会
長
）

　
足
羽
　
正
敬
さ
ん
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　世帯数／2,333世帯
　人　口／6,205人
（平成19年4月末現在）

古紙配合率100％
再生紙を使用しています

ち

きゅ
うにやさし

い

　

再生紙利用

議会広報調査特別委員会では、「私もひとこと」に掲載するみなさまからの声をお待ち
しています。議会事務局までどしどしお寄せ下さい。

編

集

後

記

　
改
選
に
よ
り
、
議
会
だ
よ
り
の
編
集
委
員
も
新
し
く
な

り
ま
し
た
。

　
議
会
の
こ
と
を
分
か
り
や
す
く
親
し
み
の
持
て
る
紙
面

づ
く
り
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
意

見
や
ご
感
想
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
員
長
　
　
久
代
　
安
敏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
副
委
員
長
　
　
古
都
　
久
志

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
　
員
　
　
福
田
　
　
稔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
坪
倉
　
勝
幸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
長
岡
つ
る
子

正土原の魚切り
うお きしょうどばら

にちなん議会だより　平成19年5月発行　No.107

12名の新しい議員
町民の声を町政に反映します

（5月 8日・議場にて）

日南町の鳥：山鳥
う
お
き

至米子にちなん環境林

至広島

多里小学校

183
日南町役場

管理棟

正土原

新屋
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決算審査特別委員会報告………………

一般質問（要旨）………………………

行政調査報告…………………………

委員会のうごき………………………

私もひとこと…………………………
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日
南
病
院
事
業
特
別
会
計

反
対

久
代
議
員

日
南
石
霞
苑
特
別
会
計

　
新
し
い
施
設
が
大
き
過
ぎ
て

贅
沢
な
も
の
で
は
な
く
、
設
計

に
つ
い
て
も
議
会
で
得
た
結
果

だ
。

反
対

久
代
議
員

賛
成

平
井
議
員

にちなん議会だより　平成17年11月25日発行　No.101

９月定例会
９月14日～10月７日

提
出
さ
れ
た 

　
お
も
な
議
案

提
出
さ
れ
た 

　
お
も
な
議
案

条
例
改
正

にちなん議会だより　平成17年11月25日発行　No.101

愛好者でにぎわうグラウンドゴルフ場

介護サービスで利用される福祉車

過
疎
地
域
自
立
促
進 

計
画
の
一
部
変
更

工
事
請
負
契
約
の
締
結

指
定
管
理
者
の
指
定

平成16年度の決 算認定議案を可決平成16年度の決 算認定議案を可決平成16年度の決 算認定議案を可決
　
９
月
定
例
会
は
、
９
月
14
日
か
ら
10
月
７
日
ま
で
行
わ
れ
、
平
成
16
年
度
の
各
会
計

の
決
算
認
定
議
案
を
は
じ
め
、
条
例
改
正
、
平
成
17
年
度
補
正
予
算
、
指
定
管
理
者
の

指
定
な
ど
の
議
案
を
慎
重
に
審
議
し
、
執
行
部
か
ら
提
案
さ
れ
た
す
べ
て
の
議
案
を
可

決
し
ま
し
た
。

　
決
算
認
定
議
案
に
つ
い
て
は
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
審
査
を
行
い
、

委
員
長
報
告
の
と
お
り
認
定
し
ま
し
た
。

　
定
例
会
初
日
の
一
般
質
問
に
は
４
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
町
の
課
題
に
つ
い
て
町
長

の
所
信
を
問
い
ま
し
た
。

　
最
終
日
に
は
、
住
民
建
設
常
任
委
員
会
か
ら
、
行
政
調
査
の
報
告
が
行
わ
れ
、
ま

た
、
請
願
・
陳
情
の
審
査
報
告
や
議
員
提
案
に
よ
る
「
分
権
時
代
の
新
し
い
地
方
議
会

制
度
の
構
築
を
求
め
る
」
意
見
書
を
国
に
提
出
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

一

般

会

計

　｢

行
革｣

で
住
民
に
負
担
増
を

押
し
付
け
る
一
方
、
同
和
事
業

関
係
を
聖
域
に
し
て
い
る
。

　
い
ま
だ
に
差
別
が
解
消
さ
れ

て
い
な
い
な
か
、
同
和
対
策
は

継
続
さ
れ
る
べ
き
。

反
対

久
代
議
員

賛
成

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
基
金
３
億
４
千
８
０
０
万
円

の
一
部
を
取
り
く
ず
し
て
保
険

税
を
下
げ
る
べ
き
。

　
基
金
は
、
不
意
の
支
出
や
医

療
費
の
高
額
化
に
対
す
る
備
え

で
あ
り
、
税
の
引
下
げ
に
使
う

べ
き
で
は
な
い
。

惠
比
奈
議
員

反
対

久
代
議
員

賛
成

内
田
議
員

日
南
町
住
宅
新
築
資
金 

貸
付
事
業
特
別
会
計

　
滞
納
額
が
１
千
４
０
０
万
円

に
増
え
て
い
る
。
回
収
の
努
力

が
不
足
し
て
い
る
。

　
貸
付
金
の
回
収
に
真
剣
に
努

力
さ
れ
て
お
り
、
総
力
を
挙
げ

て
取
り
組
む
姿
勢
だ
。

反
対

久
代
議
員

賛
成

惠
比
奈
議
員

　
日
南
福
祉
会
に
一
時
貸
し
付

け
た
の
で
あ
り
、
返
済
さ
れ
る

の
で
問
題
な
い
。

賛
成

平
井
議
員

決
算
認
定 

　  
討
　
論

決
算
認
定 

　  
討
　
論

決
算
認
定 

　  
討
　
論

一

般

会

計

特

別

会

計

財
産
の
取
得

補
正
予
算

　
平
成
16
年
12
月
に
定
め
ら
れ

た
後
期
計
画
に
か
す
み
荘
の
特

殊
浴
槽
等
の
計
画
を
追
加
し
た
。

  

　
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
経
費
削

減
を
図
る
た
め
、
つ
ぎ
の
２
施

設
の
指
定
管
理
者
を
指
定
し
た
。

高
齢
者
生
産
活
動
セ
ン
タ
ー

①
指
定
管
理
者

　
日
南
振
興
株
式
会
社

②
管
理
を
行
わ
せ
る
期
間

　
平
成
17
年
10
月
１
日
か
ら

　
平
成
21
年
３
月
31
日
ま
で

 

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

①
指
定
管
理
者

　
ア
シ
ス
ト
日
南

②
管
理
を
行
わ
せ
る
期
間

　
平
成
17
年
11
月
１
日
か
ら

　
平
成
21
年
３
月
31
日
ま
で

　
５
千
４
６
８
万
５
千
円
追
加

し
て
、
総
額
を
51
億
９
千
６
９

６
万
９
千
円
と
し
た
。

 

地
方
振
興
施
設
管
理
運
営
事
務

　
三
本
松
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
、

　
ト
イ
レ
建
設
・
設
計
費

　
　
　
　
　
　
　
６
７
８
万
円

タ
ウ
ン
ズ
ネ
ッ
ト
管
理
関
係

　
電
柱
損
傷
に
よ
る
ケ
ー
ブ
ル

　
復
旧
費

　
　
　
　
　
　
　
６
０
０
万
円

介
護
保
険
事
業

　
シ
ス
テ
ム
・
機
械
更
新
費
用

　
　
　
　
　
　
　
１
千
74
万
円 

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
レ
セ
プ
ト
点
検
等
の
委
託
費

等
１
０
０
万
４
千
円
を
追
加
し

て
、
総
額
を
７
億
３
千
２
６
７

万
１
千
円
と
し
た
。

　農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

　
５
基
の
合
併
浄
化
槽
を
追
加

設
置
す
る
た
め
、
６
１
５
万
円

を
追
加
し
て
、
総
額
を
２
億
７

千
５
６
８
万
１
千
円
と
し
た
。

老
人
保
健
特
別
会
計

　
国
、
県
へ
の
補
助
金
の
返
還

金
を
計
上
す
る
た
め
、
１
千
３

８
４
万
１
千
円
を
追
加
し
て
、

総
額
を
11
億
１
千
６
３
４
万
６

千
円
と
し
た
。

介
護
保
険
特
別
会
計

　
備
品
購
入
等
の
た
め
１
千
３

３
１
万
１
千
円
を
追
加
し
て
、

総
額
を
８
億
６
千
４
１
７
万
６

千
円
と
し
た
。

病
院
事
業
会
計

　
収
益
的
経
費
を
８
８
６
万
４

千
円
増
額
し
、
12
億
７
千
１
１

８
万
４
千
円
と
し
た
。
資
本
的

支
出
は
６
７
６
万
２
千
円
増
額

し
、
７
億
９
千
７
０
７
万
５
千

円
と
し
た
。

財
産
の
内
容

　
福
祉
仕
様
車
３
台

取
得
予
定
価
格

　
９
２
２
万
４
千
円

契
約
の
相
手
方

　
鳥
取
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
株
式
会
社

　
米
子
営
業
所 

              

工
事
名

　
町
道
生
山
印
賀
線
地
方
道
路

交
付
金
工
事(

13
工
区)

契
約
金
額

　
９
千
４
５
７
万
円

契
約
の
相
手
方

　
有
限
会
社
　
岡
田
建
設

　
病
院
会
計
か
ら
社
会
福
祉
法

人
日
南
福
祉
会
に
出
資
及
び
運

営
財
産
を
支
出
す
べ
き
で
な
い
。

　
特
養
ホ
ー
ム
改
築
の
総
事
業

費
は
、
国
の
基
準
に
て
ら
し
て

高
す
ぎ
る
。

　
介
護
保
険
制
度
の
改
定
に
伴

い
、
食
費
や
居
住
費
が
介
護
保

険
給
付
の
対
象
外
と
な
っ
た
た

め
、
つ
ぎ
の
条
例
の
一
部
が
改

正
さ
れ
た
。

 

高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

介
護
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例

国
民
健
康
保
険
診
療
施
設
使
用

料
及
び
手
数
料
徴
収
条
例
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日
南
病
院
事
業
特
別
会
計

反
対

久
代
議
員

日
南
石
霞
苑
特
別
会
計

　
新
し
い
施
設
が
大
き
過
ぎ
て

贅
沢
な
も
の
で
は
な
く
、
設
計

に
つ
い
て
も
議
会
で
得
た
結
果

だ
。

反
対

久
代
議
員

賛
成

平
井
議
員

にちなん議会だより　平成17年11月25日発行　No.101

９月定例会
９月14日～10月７日

提
出
さ
れ
た 

　
お
も
な
議
案

提
出
さ
れ
た 

　
お
も
な
議
案

条
例
改
正

にちなん議会だより　平成17年11月25日発行　No.101

愛好者でにぎわうグラウンドゴルフ場

介護サービスで利用される福祉車

過
疎
地
域
自
立
促
進 

計
画
の
一
部
変
更

工
事
請
負
契
約
の
締
結

指
定
管
理
者
の
指
定

平成16年度の決 算認定議案を可決平成16年度の決 算認定議案を可決平成16年度の決 算認定議案を可決
　
９
月
定
例
会
は
、
９
月
14
日
か
ら
10
月
７
日
ま
で
行
わ
れ
、
平
成
16
年
度
の
各
会
計

の
決
算
認
定
議
案
を
は
じ
め
、
条
例
改
正
、
平
成
17
年
度
補
正
予
算
、
指
定
管
理
者
の

指
定
な
ど
の
議
案
を
慎
重
に
審
議
し
、
執
行
部
か
ら
提
案
さ
れ
た
す
べ
て
の
議
案
を
可

決
し
ま
し
た
。

　
決
算
認
定
議
案
に
つ
い
て
は
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
審
査
を
行
い
、

委
員
長
報
告
の
と
お
り
認
定
し
ま
し
た
。

　
定
例
会
初
日
の
一
般
質
問
に
は
４
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
町
の
課
題
に
つ
い
て
町
長

の
所
信
を
問
い
ま
し
た
。

　
最
終
日
に
は
、
住
民
建
設
常
任
委
員
会
か
ら
、
行
政
調
査
の
報
告
が
行
わ
れ
、
ま

た
、
請
願
・
陳
情
の
審
査
報
告
や
議
員
提
案
に
よ
る
「
分
権
時
代
の
新
し
い
地
方
議
会

制
度
の
構
築
を
求
め
る
」
意
見
書
を
国
に
提
出
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

一

般

会

計

　｢

行
革｣

で
住
民
に
負
担
増
を

押
し
付
け
る
一
方
、
同
和
事
業

関
係
を
聖
域
に
し
て
い
る
。

　
い
ま
だ
に
差
別
が
解
消
さ
れ

て
い
な
い
な
か
、
同
和
対
策
は

継
続
さ
れ
る
べ
き
。

反
対

久
代
議
員

賛
成

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
基
金
３
億
４
千
８
０
０
万
円

の
一
部
を
取
り
く
ず
し
て
保
険

税
を
下
げ
る
べ
き
。

　
基
金
は
、
不
意
の
支
出
や
医

療
費
の
高
額
化
に
対
す
る
備
え

で
あ
り
、
税
の
引
下
げ
に
使
う

べ
き
で
は
な
い
。

惠
比
奈
議
員

反
対

久
代
議
員

賛
成

内
田
議
員

日
南
町
住
宅
新
築
資
金 

貸
付
事
業
特
別
会
計

　
滞
納
額
が
１
千
４
０
０
万
円

に
増
え
て
い
る
。
回
収
の
努
力

が
不
足
し
て
い
る
。

　
貸
付
金
の
回
収
に
真
剣
に
努

力
さ
れ
て
お
り
、
総
力
を
挙
げ

て
取
り
組
む
姿
勢
だ
。

反
対

久
代
議
員

賛
成

惠
比
奈
議
員

　
日
南
福
祉
会
に
一
時
貸
し
付

け
た
の
で
あ
り
、
返
済
さ
れ
る

の
で
問
題
な
い
。

賛
成

平
井
議
員

決
算
認
定 

　  

討
　
論

決
算
認
定 

　  

討
　
論

決
算
認
定 

　  

討
　
論

一

般

会

計

特

別

会

計

財
産
の
取
得

補
正
予
算

　
平
成
16
年
12
月
に
定
め
ら
れ

た
後
期
計
画
に
か
す
み
荘
の
特

殊
浴
槽
等
の
計
画
を
追
加
し
た
。

  

　
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
経
費
削

減
を
図
る
た
め
、
つ
ぎ
の
２
施

設
の
指
定
管
理
者
を
指
定
し
た
。

高
齢
者
生
産
活
動
セ
ン
タ
ー

①
指
定
管
理
者

　
日
南
振
興
株
式
会
社

②
管
理
を
行
わ
せ
る
期
間

　
平
成
17
年
10
月
１
日
か
ら

　
平
成
21
年
３
月
31
日
ま
で

 

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

①
指
定
管
理
者

　
ア
シ
ス
ト
日
南

②
管
理
を
行
わ
せ
る
期
間

　
平
成
17
年
11
月
１
日
か
ら

　
平
成
21
年
３
月
31
日
ま
で

　
５
千
４
６
８
万
５
千
円
追
加

し
て
、
総
額
を
51
億
９
千
６
９

６
万
９
千
円
と
し
た
。

 

地
方
振
興
施
設
管
理
運
営
事
務

　
三
本
松
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
、

　
ト
イ
レ
建
設
・
設
計
費

　
　
　
　
　
　
　
６
７
８
万
円

タ
ウ
ン
ズ
ネ
ッ
ト
管
理
関
係

　
電
柱
損
傷
に
よ
る
ケ
ー
ブ
ル

　
復
旧
費

　
　
　
　
　
　
　
６
０
０
万
円

介
護
保
険
事
業

　
シ
ス
テ
ム
・
機
械
更
新
費
用

　
　
　
　
　
　
　
１
千
74
万
円 

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
レ
セ
プ
ト
点
検
等
の
委
託
費

等
１
０
０
万
４
千
円
を
追
加
し

て
、
総
額
を
７
億
３
千
２
６
７

万
１
千
円
と
し
た
。

　農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

　
５
基
の
合
併
浄
化
槽
を
追
加

設
置
す
る
た
め
、
６
１
５
万
円

を
追
加
し
て
、
総
額
を
２
億
７

千
５
６
８
万
１
千
円
と
し
た
。

老
人
保
健
特
別
会
計

　
国
、
県
へ
の
補
助
金
の
返
還

金
を
計
上
す
る
た
め
、
１
千
３

８
４
万
１
千
円
を
追
加
し
て
、

総
額
を
11
億
１
千
６
３
４
万
６

千
円
と
し
た
。

介
護
保
険
特
別
会
計

　
備
品
購
入
等
の
た
め
１
千
３

３
１
万
１
千
円
を
追
加
し
て
、

総
額
を
８
億
６
千
４
１
７
万
６

千
円
と
し
た
。

病
院
事
業
会
計

　
収
益
的
経
費
を
８
８
６
万
４

千
円
増
額
し
、
12
億
７
千
１
１

８
万
４
千
円
と
し
た
。
資
本
的

支
出
は
６
７
６
万
２
千
円
増
額

し
、
７
億
９
千
７
０
７
万
５
千

円
と
し
た
。

財
産
の
内
容

　
福
祉
仕
様
車
３
台

取
得
予
定
価
格

　
９
２
２
万
４
千
円

契
約
の
相
手
方

　
鳥
取
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
株
式
会
社

　
米
子
営
業
所 

              

工
事
名

　
町
道
生
山
印
賀
線
地
方
道
路

交
付
金
工
事(

13
工
区)

契
約
金
額

　
９
千
４
５
７
万
円

契
約
の
相
手
方

　
有
限
会
社
　
岡
田
建
設

　
病
院
会
計
か
ら
社
会
福
祉
法

人
日
南
福
祉
会
に
出
資
及
び
運

営
財
産
を
支
出
す
べ
き
で
な
い
。

　
特
養
ホ
ー
ム
改
築
の
総
事
業

費
は
、
国
の
基
準
に
て
ら
し
て

高
す
ぎ
る
。

　
介
護
保
険
制
度
の
改
定
に
伴

い
、
食
費
や
居
住
費
が
介
護
保

険
給
付
の
対
象
外
と
な
っ
た
た

め
、
つ
ぎ
の
条
例
の
一
部
が
改

正
さ
れ
た
。

 

高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

介
護
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例

国
民
健
康
保
険
診
療
施
設
使
用

料
及
び
手
数
料
徴
収
条
例
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本
委
員
会
は
、
平
成
17
年
９

月
26
日
、
27
日
、
28
日
、
お
よ

び
30
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、

付
託
さ
れ
た
各
議
案
の
会
計
決

算
に
つ
い
て
関
係
職
員
か
ら
詳

細
な
説
明
を
受
け
、
慎
重
に
審

査
を
行
っ
た
。

　
そ
の
結
果
、
平
成
16
年
度
各

会
計
決
算
の
10
議
案
は
、
い
ず

れ
も
の
ち
に
述
べ
る
意
見
を
付

し
て
認
定
す
べ
き
と
決
定
し
た
。

 

　
一
般
会
計
と
特
別
会
計
（
病

院
会
計
を
除
く
）
の
決
算
規
模

は
、
歳
入
１
１
５
億
３
千
８
６

８
万
４
千
円
、
歳
出
１
１
０
億

７
千
５
８
１
万
９
千
円
で
あ
り
、

前
年
度
よ
り
歳
入
５
億
７
千
８

１
７
万
円
、
歳
出
７
億
２
千
６

百
万
５
千
円
の
減
額
で
あ
る
。

　
歳
入
歳
出
の
決
算
内
訳
に
つ

い
て
、
歳
入
で
は
、
大
型
建
設

事
業
が
ほ
ぼ
完
了
し
た
た
め
、

国
庫
補
助
金
や
町
債
が
大
幅
に

減
少
し
た
。

　
歳
出
で
は
、
タ
ウ
ン
ズ
ネ
ッ

ト
整
備
事
業
、
多
里
小
学
校
建

築
等
の
大
型
事
業
が
完
了
し
た

た
め
減
額
と
な
っ
た
が
、
義
務

的
経
費
の
公
債
費
は
、
庁
舎
災

害
復
旧
事
業
と
清
掃
セ
ン
タ
ー

の
大
規
模
改
修
の
元
金
償
還
が

始
ま
り
大
幅
な
増
と
な
り
、
公

債
費
比
率
が
23
・
５
％
と
2.3
ポ

イ
ン
ト
、
経
常
収
支
比
率
が
98

・
１
％
と
1.2
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し

た
。 

    

　
歳
入
全
般

　
町
税
や
住
宅
使
用
料
、
保
育

料
、
水
道
料
金
な
ど
の
公
共
料

金
の
滞
納
が
多
く
、総
額
で
２
千

３
６
９
万
６
千
１
６
３
円
（
病

院
会
計
を
除
く
）
あ
る
。

　
毎
年
意
見
を
述
べ
て
い
る
が
、

受
益
者
と
し
て
当
然
負
担
す
べ

き
も
の
で
あ
り
、
負
担
の
公
平

性
の
観
点
か
ら
も
、
担
当
課
だ

け
で
な
く
総
力
を
あ
げ
て
徴
収

に
努
め
ら
れ
た
い
。

 
　
一
般
会
計
歳
出

○
日
南
町
賃
貸
住
宅
建
設
管
理

　
運
営
事
業
（
Ｐ
Ｆ
Ｉ
住
宅
）

　
日
南
町
賃
貸
住
宅
建
設
管
理

運
営
事
業
に
つ
い
て
は
、
民
間

事
業
者
に
よ
り
不
足
す
る
賃
貸

住
宅
を
整
備
さ
れ
た
こ
と
は
評

価
で
き
る
。
し
か
し
、
引
き
続

き
計
画
し
た
日
南
町
民
間
活
用

住
宅
整
備
事
業
は
２
度
に
わ
た

り
不
調
に
終
わ
っ
て
い
る
。

　
定
住
促
進
の
た
め
に
も
、
不

調
に
終
わ
っ
た
原
因
を
究
明
す

る
と
と
も
に
、
利
用
者
の
ニ
ー

ズ
等
を
勘
案
し
て
、
早
急
に
事

業
推
進
を
図
ら
れ
た
い
。

○
タ
ウ
ン
ズ
ネ
ッ
ト
管
理
運
営

　
事
務

　
平
成
16
年
９
月
か
ら
、
Ｃ
Ａ

Ｔ
Ｖ
を
正
式
運
用
開
始
さ
れ
、

町
民
と
行
政
と
の
協
働
に
役
立

つ
番
組
や
、
行
政
情
報
の
提
供

が
図
ら
れ
た
こ
と
は
、
今
後
の

町
づ
く
り
に
大
い
に
期
待
で
き

る
。

　
画
像
放
送
は
町
民
の
自
主
制

作
番
組
を
中
心
と
し
、
行
政
情

報
に
加
え
、
町
内
各
地
の
行
事

や
イ
ベ
ン
ト
の
予
定
な
ど
、
よ

り
一
層
の
町
民
活
動
を
促
す
情

報
発
信
を
文
字
放
送
に
よ
り
充

実
し
、
ま
た
、
文
字
を
大
き
く

し
た
り
背
景
を
工
夫
し
て
、
見

や
す
く
、
わ
か
り
や
す
い
文
字

放
送
に
努
め
ら
れ
た
い
。

○
非
常
備
消
防
管
理
運
営
事
務

　
現
在
、
広
域
消
防
署
及
び
公

設
消
防
団
、
自
衛
消
防
団
に
よ

っ
て
住
民
の
安
全
が
守
ら
れ
て

い
る
が
、
高
齢
化
の
す
す
む
本

町
で
は
、
団
員
の
補
充
が
困
難

に
な
り
つ
つ
あ
る
。

　
国
民
保
護
や
防
災
の
観
点
か

ら
、
消
防
団
の
役
割
は
ま
す
ま

す
重
要
に
な
り
、
よ
り
広
い
知

識
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
よ
り
以
上
の
能
力
向
上
を
図

る
と
と
も
に
、
公
設
・
自
衛
を

含
め
た
消
防
組
織
の
抜
本
的
な

見
直
し
が
必
要
で
あ
る
。
例
え

ば
、
公
設
消
防
団
を
縮
小
し
て
、

自
衛
消
防
団
の
充
実
を
図
る
な

ど
方
法
を
検
討
さ
れ
た
い
。

○
少
子
化
対
策
事
業

　
平
成
11
年
度
よ
り
、
子
育
て

支
援
事
業
と
し
て
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
及
び
ベ
ビ
ー
シ
ー
ト
の

貸
し
出
し
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

実
態
を
調
査
す
る
と
長
期
に
使

用
さ
れ
る
例
が
多
く
、
汚
れ
や

シ
ミ
等
、
衛
生
上
か
ら
見
て
も

再
利
用
さ
れ
る
と
は
思
え
な
い

状
況
に
あ
る
。

　
貸
与
制
度
は
廃
止
さ
れ
た
い
。

 

○
堆
肥
生
産
施
設
管
理
運
営
事

　
業

　
酪
農
家
の
糞
尿
処
理
と
合
わ

せ
て
優
良
堆
肥
を
多
投
し
た
有

機
野
菜
の
生
産
を
推
進
す
る
た

め
に
建
設
さ
れ
た
堆
肥
セ
ン
タ

ー
で
あ
る
が
、
未
だ
に
良
質
な

堆
肥
の
生
産
に
は
至
ら
ず
、
実

質
的
に
は
酪
農
家
の
糞
尿
（
産

業
廃
棄
物
）
の
処
理
場
と
な
っ

て
い
る
。

決算審査報告書決算審査報告書決算審査報告書
～ 行財政改革の初年度をチェック ～

審
査
の
経
過
及
び
結
果

審

査

意

見

決

算

の

概

況
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持
込
の
糞
尿
の
水
分
率
が
高

く
、
モ
ミ
ガ
ラ
で
水
分
調
整
は

し
て
い
る
も
の
の
、
高
温
発
酵

に
至
ら
ず
完
熟
堆
肥
と
な
っ
て

い
な
い
。
良
質
堆
肥
を
生
産
す

る
た
め
に
は
、
町
営
を
廃
止
し
、

受
益
者
で
あ
る
酪
農
家
に
管
理

運
営
を
任
せ
る
べ
き
で
あ
る
。 

 

○
ゆ
う
き
ま
ん
ま
ん
構
想
推
進

　
事
業

　
農
家
の
堆
肥
利
用
に
対
し
て

助
成
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
町

内
に
は
他
の
民
間
の
良
質
な
堆

肥
も
生
産
さ
れ
て
お
り
、
農
家

は
安
く
て
良
質
な
堆
肥
の
使
用

を
望
ん
で
い
る
。
堆
肥
セ
ン
タ

ー
の
堆
肥
に
限
定
す
る
こ
と
は
、

実
質
的
に
農
家
へ
の
助
成
に
な

っ
て
い
な
い
。

　
ま
た
、
他
の
堆
肥
生
産
者
に

対
し
て
公
平
で
な
い
。

○
畜
産
振
興
対
策
事
業

　
繁
殖
牛
、
子
牛
生
産
販
売
の

価
格
安
定
対
策
と
し
て
整
備
さ

れ
た
畜
産
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
が
、

設
置
条
例
が
な
い
事
は
問
題
で

あ
り
、
早
急
に
制
定
さ
れ
る
べ

き
で
あ
る
。

　
飼
育
頭
数
も
規
模
に
比
べ
65

頭
と
少
な
く
、
当
初
の
目
的
を

果
た
し
て
い
な
い
。

　
採
草
地
の
草
も
ほ
と
ん
ど
飼

料
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
な
く
、

大
部
分
が
和
牛
の
放
牧
場
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
る
状
況
で
あ

り
、
敷
地
賃
借
料
の
１
３
１
万

１
千
円
は
高
額
で
あ
り
、
有
効

に
利
用
さ
れ
て
い
な
い
借
地
は

返
還
す
る
等
、
施
設
の
廃
止
も

含
め
て
抜
本
的
な
見
直
し
を
す

べ
き
で
あ
る
。

○
教
員
住
宅
及
び
病
院
医
師
住

　
宅
の
管
理
運
営
事
務

　
教
員
住
宅
が
８
戸
あ
り
、
う

ち
３
戸
が
利
用
さ
れ
、
５
戸
が

空
家
状
態
に
あ
る
。
ま
た
、
医

師
住
宅
に
つ
い
て
も
利
用
さ
れ

て
い
な
い
住
宅
が
２
戸
あ
る
。

　
予
備
的
住
宅
と
は
い
え
、
長

期
に
わ
た
る
空
家
状
態
は
効
率

面
や
、
財
産
管
理
上
も
合
理
的

で
あ
る
と
は
思
え
な
い
。
特
定

公
共
賃
貸
住
宅
と
同
様
の
取
扱

い
を
す
る
な
ど
、
利
用
効
率
を

高
め
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

　
ま
た
、
未
利
用
住
宅
の
上
下

水
道
料
金
の
取
り
扱
い
に
つ
い

て
は
、
空
家
に
な
っ
た
時
点
で

廃
止
し
、
新
規
入
居
者
よ
り
加

入
負
担
金
を
徴
収
す
る
な
ど
考

え
方
を
改
め
る
必
要
が
あ
る
。

○
文
化
振
興
企
画
運
営
事
業

　
事
業
費
と
し
て
２
千
63
万
５

千
円
執
行
さ
れ
て
い
る
。
文
化

振
興
に
つ
い
て
は
費
用
対
効
果

を
求
め
る
こ
と
は
難
し
い
が
、

委
託
料
の
占
め
る
割
合
が
高
い
。

　
事
業
内
容
も
含
め
精
査
さ
れ

た
い
。

　
特
に
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
作
成
と

公
演
に
関
す
る
事
業
に
つ
い
て

は
、
５
年
間
に
わ
た
り
中
央
か

ら
の
専
門
家
の
指
導
の
も
と
に

継
続
さ
れ
て
き
た
が
、
町
民
有

志
が
主
体
と
な
り
、
行
政
か
ら

自
立
し
た
活
動
を
検
討
す
べ
き

で
あ
る
。

○
各
種
委
託
料
に
つ
い
て

　
各
施
設
で
管
理
が
委
託
さ
れ

て
い
る
が
、
管
理
内
容
が
共
通

し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
一
括

契
約
に
よ
り
委
託
料
の
軽
減
を

図
ら
れ
た
い
。

　
ま
た
長
期
間
に
わ
た
り
、
特

定
の
業
者
に
固
定
化
が
見
受
け

ら
れ
る
の
で
、
町
内
業
者
が
資

格
要
件
を
満
た
す
よ
う
意
欲
を

促
す
方
策
を
と
る
と
と
も
に
、

競
争
入
札
に
す
べ
き
で
あ
る
。

　
国
の
三
位
一
体
改
革
が
進
め

ら
れ
る
な
か
、
地
方
行
政
に
は

よ
り
一
層
の
改
革
が
求
め
ら
れ

て
き
た
。
い
ち
早
く
自
立
改
革

推
進
本
部
を
設
置
さ
れ
、
83
項

目
に
及
ぶ
行
財
政
改
革
に
取
り

組
ま
れ
、
幾
度
と
な
く
住
民
説

明
会
を
開
催
さ
れ
て
き
た
。

　
単
独
自
立
を
選
択
し
た
本
町

に
お
い
て
は
、
住
民
の
方
々
に

財
政
の
中
身
を
理
解
し
て
い
た

だ
き
、
さ
ら
に
行
財
政
改
革
を

進
め
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

　
町
債
残
高
は
、
１
４
１
億
３

千
８
４
８
万
２
千
円
で
あ
り
、

今
後
５
年
間
は
15
億
円
か
ら
13

億
円
も
の
返
済
を
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い

て
、
住
民
の
交
通
手
段
で
あ
る

公
共
交
通
の
整
備
、
情
報
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
整
備
事
業
の
完
成
に

伴
い
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の
正
式
運
用
開

始
、特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム（
あ

か
ね
の
郷
）
建
設
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方

式
に
よ
る
賃
貸
住
宅
建
築
と
住

民
生
活
に
直
結
し
た
事
業
を
推

進
さ
れ
た
事
は
、
意
義
深
い
と

考
え
る
。

　
経
済
の
低
迷
が
続
く
本
町
に

と
っ
て
、
最
大
の
課
題
で
あ
る

雇
用
対
策
、
若
者
の
定
住
対
策

が
急
が
れ
て
い
る
今
日
、
農
業
、

林
業
を
特
色
あ
る
基
幹
産
業
に

育
て
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、

高
齢
化
率
が
43
％
で
あ
る
現
実

に
お
い
て
、
高
齢
者
を
支
え
な

が
ら
若
者
が
定
着
し
生
き
が
い

を
も
て
る
施
策
が
、
よ
り
一
層

必
要
に
な
っ
て
来
た
。

　
行
財
政
改
革
を
す
す
め
な
が

ら
、
町
の
発
展
の
た
め
の
重
要

施
策
は
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
た
め
に
も
、
町
長
の
強
力

な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
発
揮
さ

れ
る
こ
と
を
望
み
、
決
算
審
査

意
見
と
す
る
。

　
委

員

長
　
小
竹
　
　
等

　
副
委
員
長
　
恵
比
奈
礼
子

　
委
　
　
員
　
内
田
　
章
久

　
委
　
　
員
　
平
井
　
正
之

　
委
　
　
員
　
木
山
　
博
之

　
委
　
　
員
　
絹
谷
　
眞
幸

　
委
　
　
員
　
三
上
　
惇
二

　
委
　
　
員
　
福
田
　
　
稔

む

す

び

決
算
審
査
特
別
委
員
会

日南町堆肥センター
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３
期
目
の
出
馬
意
欲
は

引
き
続
き
や
る
覚
悟

一般質
問

一般質
問
答答と

町政の 
　ここが聞きたい

有効利用が望まれる残土処分地

①
人
口
減
少
の
原
因
は
、
今
日

ま
で
農
林
業
以
外
の
産
業
育
成

が
行
わ
れ
ず
、
公
共
事
業
を
中

心
と
し
た
建
設
事
業
者
依
存
の

構
造
的
体
質
が
読
み
取
れ
る
。

今
後
、
第
１
種
、
第
２
種
兼
業

に
よ
る
農
地
、
農
村
を
守
る
こ

と
が
現
実
的
な
方
法
で
あ
る
と

思
う
。
大
き
な
投
資
を
し
て
行

わ
れ
た
圃
場
基
盤
整
備
も
、
必

要
で
は
あ
っ
た
が
、
人
を
と
ど

め
る
た
め
に
は
地
域
内
で
の
経

済
的
裏
づ
け
を
進
め
る
必
要
が

あ
っ
た
。

　
国
の
三
位
一
体
改
革
に
よ
る

公
共
事
業
の
減
少
は
、
地
域
経

済
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
て
い

る
。

　
長
期
的
視
野
に
立
ち
、
反
省

点
は
な
の
い
か
。
ま
た
、
反
省

に
伴
っ
た
政
策
転
換
を
す
る
べ

き
事
項
は
な
い
か
。

　
恒
常
化
す
る
と
言
わ
れ
る
財

源
不
足
を
、
行
政
需
要
に
照
ら

し
合
わ
せ
な
が
ら
、
い
か
に
乗

り
切
っ
て
い
く
の
か
伺
い
た
い
。

②
町
政
46
年
を
経
過
し
た
今
日
、

行
財
政
運
営
の
難
し
い
時
代
を

迎
え
て
い
る
。
平
成
18
年
３
月

任
期
満
了
を
迎
え
る
が
、
こ
れ

ま
で
の
２
期
８
年
を
ど
う
総
括

さ
れ
て
い
る
か
。

　
ま
た
、
３
期
目
と
な
る
首
長

選
に
対
し
、
出
馬
意
欲
の
有
無

に
つ
い
て
伺
う
。

①
常
に
反
省
を
加
え
な
が
ら
、

町
政
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
厳

し
い
現
状
を
乗
り
越
え
る
た
め

に
は
多
く
の
課
題
、
問
題
が
山

積
し
て
お
り
、
行
財
政
改
革
を

確
実
に
実
施
し
、
そ
の
先
に
あ

る
明
る
い
展
望
、
未
来
を
つ
く

り
だ
し
て
い
き
た
い
。

　
こ
れ
ま
で
公
共
事
業
に
支
え

ら
れ
な
が
ら
、
農
林
業
を
支
え

て
き
た
が
、
公
共
事
業
が
減
少

し
て
き
た
な
か
で
、
農
林
業
を

本
格
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
。

　
地
産
地
消
が
叫
ば
れ
て
い
る

が
、
地
域
再
生
を
か
け
た
地
域

再
生
型
の
外
へ
打
っ
て
出
る
農

業
と
い
う
も
の
を
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
る
。
直
接
消
費
地

に
届
け
て
い
く
農
業
と
い
う
こ

と
で
、
朝
ど
れ
野
菜
の
取
り
組

み
を
進
め
て
い
る
。
農
家
の
手

取
り
が
増
え
、
消
費
者
の
ニ
ー

ズ
が
じ
か
に
得
ら
れ
る
農
業
振

興
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
林
業
は
、
経
済
性
を
追
求
す

る
こ
と
か
ら
森
林
の
環
境
保
全

へ
と
変
わ
っ
て
来
て
い
る
が
、

や
は
り
林
業
の
振
興
、
所
得
へ

と
つ
な
が
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
強
く
思
っ
て
い
る
。

木
材
団
地
構
想
も
、
地
元
に
よ

る
産
業
起
こ
し
を
重
点
に
、
町

の
豊
富
な
木
材
を
加
工
、
販
売

し
て
い
く
シ
ス
テ
ム
を
民
間
に

よ
り
事
業
展
開
し
、
官
民
一
体

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

　
公
共
事
業
の
縮
小
あ
る
い
は

国
か
ら
の
補
助
金
、
交
付
税
の

縮
小
等
に
よ
り
、
あ
ら
ゆ
る
分

野
で
の
き
め
細
か
い
取
組
が
必

要
と
考
え
る
。
新
た
な
地
域
経

済
の
自
立
へ
向
け
、
地
域
再
生

を
図
る
こ
と
が
緊
急
の
課
題
で

あ
り
、
夢
と
希
望
を
持
て
る
日

南
町
作
り
に
邁
進
を
し
て
ま
い

り
た
い
。

②
行
財
政
の
厳
し
い
時
代
を
迎

え
、
単
独
自
立
の
道
を
選
択
し

た
。
行
革
の
中
途
で
無
責
任
は

許
さ
れ
な
い
。
こ
れ
に
目
途
を

つ
け
、
軌
道
に
乗
せ
る
た
め
、

町
民
の
ご
支
援
を
い
た
だ
け
る

な
ら
、
引
き
続
き
町
政
を
担
当

さ
せ
て
い
た
だ
く
覚
悟
で
あ
る
。

　
（
９
月
）

２
日
　
日
野
郡
農
業
委
員
交
流

　
　
　
会

９
日
　
教
育
民
生
常
任
委
員
会

14
日
　
９
月
定
例
会
本
会
議

15
日
　
　
　
　
　〃

16
日
　
総
務
常
任
委
員
会

　〃
　　
教
育
民
生
常
任
委
員
会

　〃
　　
住
民
建
設
常
任
委
員
会

20
日
　
総
務
常
任
委
員
会

　〃
　　
教
育
民
生
常
任
委
員
会

　〃
　　
住
民
建
設
常
任
委
員
会

21
日
　
教
育
民
生
常
任
委
員
会

22
日
　
総
務
常
任
委
員
会

　〃
　　
住
民
建
設
常
任
委
員
会

26
日
　
決
算
審
査
特
別
委
員
会

〜
30
日 

 

３
日
　
９
月
定
例
会
本
会
議

　〃
　　
学
校
問
題
に
関
す
る
調

　
　
　
査
特
別
委
員
会

７
日
　
９
月
定
例
会
本
会
議

　〃
　　
定
住
対
策
に
関
す
る
調

　
　
　
査
特
別
委
員
会

12
日
　
新
見
日
南
線
改
修
期
成

　
　
　
会
総
会 議

会
日
誌

議
会
日
誌

　
（
10
月
）
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13
日
　
学
校
問
題
に
関
す
る
調

　
　
　
査
特
別
委
員
会 

14
日
　
若
桜
町
議
会
来
町

18
日
　
教
育
民
生
常
任
委
員
会

〜
19
日
行
政
調
査

20
日
　
戦
没
者
慰
霊
祭

24
日
　
総
務
常
任
委
員
会

〜
25
日
行
政
調
査

26
日
　
長
崎
県
東
彼
杵
郡
町
村

　
　
　
議
会
議
長
会
来
町

27
日
　
学
校
問
題
に
関
す
る
調

　
　
　
査
特
別
委
員
会

　〃
　　
行
財
政
改
革
に
関
す
る

　
　
　
調
査
特
別
委
員
会

28
日
　
横
田
新
見
間
道
路
改
良

　
　
　
促
進
協
議
会 

    

１
日
　
議
会
運
営
委
員
会
行
政

　
　
　
調
査

８
日
　
過
疎
地
域
自
立
促
進

〜
９
日
対
策
陳
情
会

10
日
　
岡
山
県
備
前
市
来
町

11
日
　
学
校
問
題
に
関
す
る
調

　
　
　
査
特
別
委
員
会

　〃
　　
定
住
対
策
に
関
す
る
調

　
　
　
査
特
別
委
員
会

14
日
　
地
方
分
権
改
革
決
起
総

　
　
　
会

16
日
　
総
務
常
任
委
員
会

　
（
11
月
）
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急ピッチで工事の進む183号線

土砂崩落現場

町政のここが聞きたい

安
全
な
交
通
確
保
に 

　
　
　
抜
本
的
な
対
策
を

平
成
19
年
度
に
完
成
の
予
定

　
昨
年
発
生
し
た
23
号
台
風
の

風
倒
木
災
害
に
よ
る
交
通
止
め

に
引
き
続
き
、
今
年
７
月
４
日

梅
雨
前
線
豪
雨
に
伴
い
再
度
土

砂
崩
落
災
害
が
発
生
し
、
全
面

通
行
止
め
と
な
っ
た
国
道
１
８

３
号
は
、
鳥
取
県
西
部
地
区
、

特
に
日
南
町
と
広
島
県
を
結
ぶ

唯
一
の
幹
線
道
路
で
あ
り
、
住

民
生
活
は
も
と
よ
り
産
業
、
経

済
の
流
通
に
も
多
大
な
影
響
を

来
し
て
い
る
。

①
国
道
１
８
３
号
（
河
上
）
の

安
全
、
安
心
な
交
通
確
保
に
つ

い
て
は
道
路
、
治
山
、
山
林
を

含
め
て
抜
本
的
な
対
策
が
な
さ

れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
う

が
、
国
、
県
、
町
は
ど
の
よ
う

な
対
策
を
考
え
て
い
る
の
か
伺

う
。
　

②
現
在
は
、
大
型
車
は
新
見
市

か
ら
国
道
１
８
０
号
経
由
、
普

通
車
は
新
見
多
里
線
〜
新
見
日

南
線
経
由
の
迂
回
路
と
な
っ
て

い
る
が
、
利
用
者
に
と
っ
て
は

時
間
的
に
も
、
経
済
的
に
も
損

失
は
大
き
い
。
冬
季
間
は
豪
雪

に
よ
る
交
通
の
難
所
で
も
あ
り
、

河
上
〜
矢
戸
間
で
迂
回
路
を
新

設
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
伺

う
。
　

③
出
立
山
を
下
り
、
豊
栄
へ
に

入
る
境
界
の
と
こ
ろ
に
大
き
な

カ
ー
ブ
が
あ
る
。
そ
の
箇
所
の

幅
員
が
狭
く
坂
に
な
っ
て
い
る

の
で
、
車
輌
同
士
の
す
れ
違
い

に
困
難
な
場
所
が
あ
る
。
拡
幅

工
事
は
で
き
な
い
も
の
か
伺
う
。

④
多
里
か
ら
木
谷
〜
笠
木
を
経

由
し
て
生
山
に
出
る
道
路
が
あ

る
が
、
拡
幅
し
、
迂
回
路
に
改

良
す
る
事
は
出
来
な
い
か
伺
う
。

　
河
上
地
内
国
道
復
旧
対
策
に

つ
い
て
は
、
県
に
対
し
て
強
力

に
早
期
復
旧
を
申
し
入
れ
て
い

る
。

①
道
路
だ
け
で
な
く
風
倒
木
処

理
、
治
山
対
策
、
災
害
、
安
全

対
策
等
を
含
め
総
合
的
に
検
討

実
施
す
る
。
　

②
迂
回
路
の
新
設
は
、
非
常
に

困
難
。

　
今
回
、
総
合
的
に
検
討
し
て

い
る
交
通
安
全
対
策
（
国
道
を

川
側
に
拡
幅
）
を
進
め
て
い
き

た
い
。

③
期
間
的
に
全
面
的
な
改
良
は

難
し
い
が
特
に
危
険
な
箇
所
に

つ
い
て
は
、
県
に
要
望
し
て
い

く
。

④
現
在
、
こ
の
間
は
、
迂
回
路

と
し
て
の
指
定
は
な
く
、
当
面

は
、
現
在
の
迂
回
路
の
整
備
に

つ
い
て
要
望
し
て
い
く
。
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直
接
支
払
交
付
金
を 

　
　
　
　
無
駄
に
す
る
な

き
め
細
か
い
取
り
組
み
を 

　
　
　
　
　
　
心
が
け
た
い

①
集
落
協
定
締
結
数
は
何
協
定

か
。
通
常
単
価
協
定
と
80
％
単

価
協
定
そ
れ
ぞ
れ
の
協
定
数
は
。

②
町
内
交
付
金
の
総
額
と
そ
れ

に
対
す
る
町
の
負
担
額
は
、
17

年
度
当
初
予
算
対
比
年
額
幾
ら

か
。
　

③
通
常
単
価
協
定
の
条
件
が
厳

し
い
う
え
に
書
類
作
成
も
困
難

と
い
う
理
由
で
協
定
を
断
念
す

る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
の
で
は
。

交
付
金
が
町
内
全
体
に
及
ぼ
す

経
済
効
果
を
認
識
し
、
強
力
に

推
進
し
た
の
か
。

①
集
落
協
定
は
、
平
成
16
年
度

ま
で
は
77
協
定
だ
っ
た
が
、
平

成
17
年
度
は
58
協
定
の
締
結
と

な
っ
た
。
通
常
単
価
協
定
32
協

定
、
80
％
単
価
協
定
が
26
協
定
。

協
定
面
積
で
は
通
常
単
価
協
定

が
77
％
と
な
る
。

②
町
内
交
付
金
の
総
額
は
、
調

整
加
算
金
が
ま
だ
確
定
し
て
い

な
い
が
１
億
６
千
３
１
０
万
円

と
な
り
、
日
南
町
の
負
担
額
は

交
付
金
の
25
％
で
、
４
千
７
７

万
６
千
円
と
な
る
。
17
年
度
当

初
予
算
対
比
で
は
１
％
増
と
な

る
。

③
町
も
農
協
も
職
員
体
制
を
構

築
し
、
各
自
治
会
ご
と
に
出
か

け
て
取
り
組
ん
だ
。
結
果
的
に

断
念
さ
れ
た
所
も
十
分
な
話
し

合
い
は
出
来
た
と
思
っ
て
い
る
。

今
後
通
常
耕
作
に
合
わ
せ
た
段

階
で
の
放
棄
地
が
な
い
よ
う
に

お
願
い
し
て
い
き
た
い
。

①
本
町
の
地
域
提
案
型
雇
用
創

造
促
進
事
業
は
、
地
域
森
林
管

理
Ｇ
Ｉ
Ｓ
や
森
林
管
理
認
証
等

の
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
と
人
材
育

成
が
主
な
目
的
。

　
一
方
木
材
団
地
構
想
は
、
林

業
協
会
や
そ
の
他
の
団
体
で
組

織
す
る
木
材
団
地
構
想
懇
話
会

が
中
心
に
推
進
。
関
係
事
業
の

進
捗
の
確
認
や
調
整
が
さ
れ
、

用
地
整
備
も
本
年
ま
で
に
整
地

を
終
え
る
予
定
。

　
参
入
企
業
は
、
事
業
展
開
、

立
地
時
期
を
現
在
内
部
検
討
中
。

　
Ｌ
Ｖ
Ｌ
の
新
会
社
は
、
経
営

試
算
を
行
う
一
方
、
本
年
中
設

立
に
む
け
て
関
係
者
が
協
議
中
。

全
体
事
業
の
推
進
と
設
立
以
後

の
安
定
経
営
に
向
け
て
、
経
営

者
を
内
定
し
、
販
路
開
拓
や
出

資
者
の
確
保
な
ど
事
業
化
体
制

が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

②
新
商
品
の
開
発
や
新
規
起
業

に
向
け
た
取
り
組
み
が
期
待
さ

れ
て
お
り
、
町
内
事
業
者
の
経

営
戦
略
を
聞
き
、
行
政
と
し
て

可
能
な
支
援
を
検
討
し
、
今
後

の
展
開
を
模
索
し
て
い
き
た
い
。

　
具
体
的
に
は
、
木
材
加
工
品

の
製
造
販
売
に
対
し
て
、
地
域

再
生
計
画
を
活
用
し
人
材
育
成

等
の
支
援
を
行
う
こ
と
と
な
っ

た
。
そ
の
後
に
お
い
て
も
町
内

若
手
経
営
者
を
中
心
に
、
情
報

交
換
と
今
後
の
経
営
上
の
方
向

や
考
え
方
、
行
政
支
援
の
あ
り

方
を
議
論
し
て
い
る
。
実
質
的

に
異
業
種
交
流
の
場
に
も
な
っ

て
お
り
、
新
商
品
の
開
発
等
に

向
け
た
具
体
的
な
取
り
組
み
に

つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
。

①
住
民
自
ら
が
危
険
個
所
を
把

握
し
、
避
難
経
路
や
救
助
体
制

等
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
行
う
。

そ
の
結
果
を
地
図
に
お
と
し
、

地
域
の
防
災
活
動
に
利
用
す
る

取
り
組
み
に
対
す
る
補
助
制
度

『
鳥
取
県
わ
が
ま
ち
守
り
隊
育

成
補
助
金
』
が
今
年
７
月
に
制

定
さ
れ
た
。

②
地
域
防
災
マ
ッ
プ
と
地
域
防

災
計
画
は
一
体
的
な
も
の
で
あ

り
、
現
在
見
直
し
中
の
日
南
町

防
災
計
画
の
説
明
と
併
せ
て
、

自
主
防
災
組
織
を
さ
ら
に
充
実

さ
せ
る
よ
う
推
進
を
図
る
。

①
地
域
再
生
計
画
認
定
を
受
け

て
、
地
域
提
案
型
雇
用
創
造
促

進
事
業
に
基
づ
く
木
材
団
地
構

想
の
進
捗
状
況
は
。

②
新
商
品
、
高
付
加
価
値
化
商

品
の
開
発
支
援
、
新
規
起
業
へ

の
支
援
等
に
向
け
て
関
係
企
業
、

関
係
諸
団
体
と
の
協
議
は
ど
の

よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

①
県
の
モ
デ
ル
支
援
事
業
に
つ

い
て
聞
き
た
い
。

②
地
域
防
災
マ
ッ
プ
、
地
域
防

災
計
画
の
作
成
は
ど
の
様
に
実

施
さ
れ
る
の
か
。

10月6日の防災訓練
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あ
ら
ゆ
る
「
行
財
政
改
革
」

を
検
討
す
る
中
、
幼
保
の
問
題

に
つ
い
て
検
討
中
で
あ
る
。

①
現
段
階
で
、
複
合
施
設
に
つ

い
て
の
検
討
は
行
っ
て
い
な
い

が
、
日
南
町
独
自
の
特
徴
の
あ

る
施
設
運
営
を
考
え
て
い
き
た

い
。

②
保
護
者
の
皆
さ
ん
か
ら
の
要

望
の
中
に
、
そ
の
よ
う
な
声
が

あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。

激
変
緩
和
措
置
も
検
討
に
入
れ

な
が
ら
、
よ
り
よ
い
方
向
を
求

め
て
い
く
。

③
現
在
委
託
等
は
考
え
て
い
な

い
が
、
コ
ス
ト
と
サ
ー
ビ
ス
向

上
を
ど
の
よ
う
に
図
っ
て
い
く

か
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

①
こ
の
度
の
改
正
は
、
在
宅
と

施
設
の
給
付
と
負
担
の
公
平
性
、

介
護
保
険
給
付
と
年
金
給
付
と

の
調
整
の
観
点
か
ら
見
直
し
が

さ
れ
た
。
施
設
給
付
の
見
直
し

に
お
い
て
は
低
所
得
者
に
過
重

な
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
、
居

住
費
・
食
費
に
つ
い
て
も
負
担

限
度
額
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

個
々
の
居
住
費
・
食
費
の
利
用

者
負
担
額
は
増
減
が
あ
る
が
、

町
の
被
保
険
者
で
あ
か
ね
の
郷

入
居
者
総
数
の
利
用
者
負
担
総

額
の
比
較
で
は
、
現
行
負
担
総

額
と
改
正
後
の
負
担
総
額
に
大

き
な
差
異
は
み
ら
れ
な
い
。
利

用
者
負
担
軽
減
は
、
国
の
制
度

に
よ
る
こ
と
と
し
、
単
町
制
度

の
創
設
は
考
え
て
い
な
い
。
　

②
社
会
福
祉
法
人
等
利
用
者
負

担
軽
減
制
度
に
つ
い
て
は
、
国

が
示
し
て
い
る
実
施
要
綱
に
基

づ
い
て
実
施
す
る
こ
と
に
し
て

い
る
。

　
西
部
広
域
市
町
村
の
ゴ
ミ
を

米
子
市(

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー)

が
最
終
的
に
受
け
入
れ
る
と
い

う
確
た
る
保
証
が
出
る
か
ど
う

か
で
決
ま
る
が
、
責
任
あ
る
ゴ

ミ
処
理
を
考
え
る
と
、
不
確
実

な
ま
ま
の
凍
結
は
で
き
な
い
。

　
今
後
更
に
論
議
を
深
め
、
結

論
を
得
る
必
要
が
あ
る
。

町政のここが聞きたい

子
育
て
し
や
す
い 

　
　
　
　
幼
保
一
元
化
を

特
徴
の
あ
る 

　
　
　
　
施
設
運
営
を
目
指
す

①
「
幼
保
一
元
化
」
を
、
現
行

法
制
度
の
下
で
ど
の
よ
う
に
す

す
め
る
の
か
。
保
育
園
、
幼
稚

園
の
い
ず
れ
か
の
廃
止
か
複
合

施
設
か
。

②
地
理
的
な
条
件
か
ら
乳
幼
児

や
保
護
者
の
負
担
が
増
す
こ
と

に
な
る
な
ど
、
全
町
一
園
化
に

は
反
対
の
声
が
多
い
が
、
ど
う

考
え
る
か
。

③
「
保
育
所
の
運
営
委
託
に
つ

い
て
も
検
討
す
る
」
と
の
方
針

で
あ
る
が
、
町
直
営
の
ど
こ
に

問
題
が
あ
る
の
か
、
あ
き
ら
か

に
。

①
介
護
保
険
制
度
が
改
正
さ
れ
、

10
月
か
ら
新
た
に
「
居
住
費
」

と
「
食
費
」
が
保
険
の
対
象
外

と
な
っ
た
た
め
国
全
体
で
約
３

千
億
円
の
利
用
者
負
担
増
と
な

っ
た
。
日
南
町
の
利
用
者
負
担

は
ど
れ
だ
け
増
え
る
の
か
。
町

独
自
の
負
担
軽
減
の
た
め
の
施

策
は
考
え
て
い
る
か
。

②
社
会
福
祉
法
人
に
よ
る
利
用

者
負
担
軽
減
制
度
の
運
用
を
ど

の
よ
う
に
す
す
め
る
の
か
。

　
西
部
広
域
で
大
型
焼
却
炉
を

建
設
す
る
計
画
に
つ
い
て
８
月

22
日
の
西
部
広
域
特
別
委
員
会

で
境
港
市
か
ら
「
凍
結
」
の
表

明
が
あ
っ
た
。
副
管
理
者
で
あ

る
町
長
は
、
ど
う
受
け
止
め
た

か
。
事
業
そ
の
も
の
の
是
非
を

含
め
て
見
解
を
問
う
。

保育園へ移行予定の山上幼稚園

リサイクルされる古紙や牛乳パック・清掃センター
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平
成
17
年
７
月
５
日
か
ら
６

日
の
２
日
間
、
住
民
建
設
常
任

委
員
会
が
行
政
調
査
を
行
い
ま

し
た
。

調
査
先

①
高
知
県
馬
路
村

　
果
樹
に
よ
る
村
お
こ
し
を
計

画
し
、
柚
子
を
植
え
始
め
た
の

は
昭
和
38
年
ご
ろ
か
ら
で
あ
っ

た
が
、
栽
培
管
理
が
厳
し
く
、

青
果
と
し
て
販
売
す
る
に
は
品

質
が
悪
く
価
格
が
低
迷
し
て
い

た
。
そ
の
た
め
、
見
栄
え
を
気

に
し
な
い
で
す
む
加
工
品
に
す

る
こ
と
に
よ
り
、
付
加
価
値
を

高
め
て
売
る
こ
と
に
転
換
を
図

り
、
昭
和
50
年
に
農
協
の
加
工

場
を
建
設
す
る
。

　
商
品
は
出
来
た
も
の
の
販
売

は
ま
ま
な
ら
ず
、
赤
字
を
出
し

な
が
ら
新
商
品
の
開
発
に
取
り

組
む
。
一
方
、
高
知
県
は
も
と

よ
り
大
阪
、
東
京
の
百
貨
店
の

催
し
に
積
極
的
に
参
加
し
、
昭

和
63
年
、
池
袋
の
西
武
百
貨
店

で
開
催
さ
れ
た
日
本
の
１
０
１

村
展
で
の
金
賞
受
賞
が
契
機
と

な
り
、
毎
年
売
上
が
伸
び
て
い

っ
た
。
平
成
２
年
に
開
発
さ
れ

た
柚
子
ド
リ
ン
ク
「
ご
っ
く
ん

馬
路
村
」
は
爆
発
的
な
ヒ
ッ
ト

と
な
り
、
一
躍
、
馬
路
村
の
名

前
は
全
国
に
広
ま
っ
た
。

　
そ
の
結
果
、
全
国
に
35
万
人

の
顧
客
を
抱
え
、
年
間
５
万
人

が
現
地
に
足
を
運
び
、
馬
路
村

の
農
協
が
開
発
し
た
柚
子
商
品

は
、
年
間
29
億
円
を
売
り
上
げ

て
い
る
。

　
現
在
、
１
７
０
戸
の
農
家
が

42
ha
で
柚
子
の
栽
培
を
し
て
い

る
。
総
工
費
15
億
円
で
新
工
場

が
建
設
中
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ

り
Ｉ
タ
ー
ン
10
名
、
Ｕ
タ
ー
ン

３
名
を
含
め
、
新
た
に
66
名
の

雇
用
の
拡
大
が
な
さ
れ
る
。

  

②
徳
島
県
上
勝
町

　
㈱
い
ろ
ど
り
の
活
動
に
つ
い

　
て

　
農
林
業
の
振
興
を
進
め
る
た

め
に
、
５
つ
の
会
社
が
第
三
セ

ク
タ
ー
と
し
て
設
立
さ
れ
て
お

り
、
い
ず
れ
の
会
社
も
黒
字
を

計
上
し
て
い
る
。
今
回
調
査
を

し
た
㈱
い
ろ
ど
り
は
そ
の
う
ち

の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
業
務
の
中

心
は
、農
産
物
の
企
画
販
売（
料

理
の
飾
り
と
し
て
の
木
の
葉
、

花
等
）
で
あ
り
、
会
員
約
２
０

０
人
が
季
節
ご
と
に
約
３
３
０

種
類
の
木
の
葉
や
花
を
出
荷
し
、

年
間
２
億
５
千
万
円
を
売
り
上

げ
て
い
る
。

　
会
員
の
ほ
と
ん
ど
が
高
齢
の

女
性
で
、
な
か
に
は
年
収
１
千

万
円
以
上
の
人
も
あ
る
。
葉
っ

ぱ
は
、
軽
く
て
取
り
扱
い
や
す

く
、
指
先
を
使
う
作
業
な
の
で

脳
の
運
動
に
な
り
、
寝
た
き
り

を
つ
く
ら
な
い
。
そ
し
て
何
よ

り
も
収
入
が
あ
り
、
高
齢
者
に

生
き
が
い
と
自
信
を
与
え
福
祉

に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
ご
み
ゼ
ロ
政
策
に
つ
い
て

　
町
内
に
２
基
あ
っ
た
小
型
焼

却
炉
は
廃
止
し
、
生
ご
み
は
各

家
庭
に
屋
外
コ
ン
ポ
ス
ト
か
、

家
庭
用
電
動
分
解
処
理
機
を
導

入
し
堆
肥
化
し
て
い
る
。
そ
の

他
の
ご
み
は
35
種
類
に
分
別
し
、

リ
サ
イ
ク
ル
で
減
量
化
に
努
め
、

収
集
は
各
世
帯
の
責
任
で
、
町

の
中
心
に
あ
る
ご
み
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
に
持
参
し
て
い
る
。

　
高
齢
者
世
帯
、
車
を
所
有
し

な
い
世
帯
に
つ
い
て
は
、
近
所

の
人
が
自
発
的
に
自
分
の
ご
み

と
一
緒
に
収
集
し
た
り
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
収
集
す
る
人
も
あ

る
。
ま
た
、
集
落
単
位
の
収
集

場
所
を
設
け
、
住
民
が
輪
番
で

運
搬
し
て
い
る
地
区
も
あ
る
。

収
集
し
た
ご
み
の
処
分
は
、
町

外
の
処
分
業
者
に
委
託
し
て
い

る
。

考
　
察

①
馬
路
村
は
、
地
域
に
あ
る
資

源
が
柚
子
し
か
な
か
っ
た
た
め

に
、
的
を
こ
れ
１
本
に
絞
り
、

長
期
に
わ
た
り
継
続
し
て
努
力

し
た
こ
と
が
成
功
の
一
大
要
因

と
考
え
ら
れ
る
。

　
商
品
開
発
に
対
す
る
こ
だ
わ

り
と
努
力
、
そ
し
て
商
品
を
売

る
前
に
村
を
丸
ご
と
売
り
出
す

と
い
う
戦
略
を
立
案
し
、
積
極

的
に
百
貨
店
の
催
事
に
参
加
し

続
け
た
事
も
要
因
と
考
え
る
。

②
上
勝
町
の
㈱
い
ろ
ど
り
の
料

理
の
つ
ま
物
の
商
品
化
は
、
た

ま
た
ま
昼
食
を
食
べ
に
入
っ
た

レ
ス
ト
ラ
ン
に
居
合
わ
せ
た
、

若
い
女
性
の
会
話
を
ヒ
ン
ト
に

発
想
し
、
粘
り
強
い
努
力
に
よ

っ
て
現
在
の
結
果
を
得
た
も
の

で
あ
る
。
特
に
事
業
の
推
進
に

当
た
っ
て
、地
域
の
社
会
性（
人

間
性
）
の
変
革
を
進
め
た
こ
と

に
着
目
し
た
い
。

　
ま
た
、
市
場
の
注
文
を
全
会

員
に
同
時
に
瞬
時
に
伝
え
る
手

段
と
し
て
、
無
線
を
利
用
し
た

情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
を
開
発

（
特
許
）
し
、
市
場
の
注
文
に

即
対
応
で
き
る
体
制
が
整
っ
て

い
る
事
が
、
絶
対
的
な
強
み
で

あ
り
真
似
の
出
来
な
い
点
で
あ

る
。

　
ご
み
ゼ
ロ
運
動
は
、
地
元
で

発
生
す
る
ご
み
の
徹
底
的
な
抑

制
、
分
別
回
収
、
リ
サ
イ
ク
ル
、

そ
の
た
め
の
教
育
シ
ス
テ
ム
、

行
政
主
導
に
よ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

の
設
立
等
の
手
法
は
、
本
町
で

も
直
面
す
る
ご
み
処
理
問
題
に

大
き
な
示
唆
を
与
え
る
も
の
で

あ
る
。

　
以
上
、
今
回
の
調
査
は
い
ず

れ
の
事
業
に
つ
い
て
も
、
共
通

し
て
い
る
こ
と
は
、
い
か
に
立

派
な
指
導
者
と
直
接
事
業
実
施

に
携
わ
る
リ
ー
ダ
ー
の
存
在
が

重
要
か
、
改
め
て
認
識
さ
せ
る

も
の
で
あ
っ
た
。

  

住
民
建
設
常
任
委
員
会

 

　
委

員

長
　
内
田
　
章
久

　
副
委
員
長
　
三
上
　
惇
二

　
委
　
　
員
　
木
山
　
博
之

　
委
　
　
員
　
長
岡
つ
る
子

　
委
　
　
員
　
久
代
　
安
敏

行
政
調
査
の
報
告

馬路村のゆず加工場
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総
務
常
任
委
員
会

▼
町
営
バ
ス
の
運
行
状
況
に
つ

い
て
、
利
用
状
況
や
住
民
の
声

な
ど
現
状
の
問
題
点
を
調
査
し
、

要
望
の
あ
る
路
線
に
つ
い
て
早

期
変
更
を
申
し
入
れ
る
。

▼
町
内
す
べ
て
の
公
共
施
設
の

ア
ス
ベ
ス
ト
使
用
状
況
に
つ
い

て
、
調
査
し
対
応
を
確
認
。

▼
先
進
地
の
行
政
調
査

　
　
福
岡
県
黒
木
町

　
　
佐
賀
県
基
山
町

 

教
育
民
生
常
任
委
員
会

▼
社
会
福
祉
協
議
会
の
運
営
に

つ
い
て
、
収
益
を
上
げ
て
い
く

事
業
の
取
組
み
を
図
る
な
ど
新

た
な
展
開
す
る
よ
う
要
請
。

▼
介
護
保
険
の
改
定
に
伴
う
居

住
費
及
び
給
食
サ
ー
ビ
ス
費
限

度
額
の
改
定
に
つ
い
て
調
査
。

▼
医
師
住
宅
の
新
築
、
改
修
の

進
捗
状
況
と
看
護
師
不
足
の
対

応
に
つ
い
て
調
査
、
看
護
師
不

足
に
つ
い
て
は
、
早
急
な
対
応

を
図
る
よ
う
要
請
。

▼
先
進
地
の
行
政
調
査

　
　
山
口
県
美
和
町

　
　
山
口
県
由
守
町

住
民
建
設
常
任
委
員
会

▼
農
業
委
員
と
、
休
耕
田
活
用
、

耕
作
放
棄
地
の
実
態
に
つ
い
て

意
見
交
換
。

▼
国
道
（
河
上
地
内
）
の
災
害

復
旧
へ
の
取
組
み
、
朝
ど
れ
野

菜
出
荷
状
況
に
つ
い
て
調
査
。

▼
良
質
な
堆
肥
を
生
産
す
る
た

め
に
、
島
根
県
奥
出
雲
町
と
佐

伯
睦
人
さ
ん
（
神
福
）
所
有
の

堆
肥
生
産
現
場
を
視
察
。

学
校
問
題
に
関
す
る
調
査
特
別

委
員
会

▼
学
校
経
営
に
つ
い
て
、
少
人

数
学
級
の
状
況
等
現
場
か
ら
の

意
見
聴
取
。

▼
教
育
施
設
の
ア
ス
ベ
ス
ト
使

用
状
況
に
つ
い
て
、
当
面
人
的

被
害
に
達
す
る
施
設
が
な
い
と

い
う
確
認
を
し
た
。

▼
中
学
校
校
舎
の
改
修
に
つ
い

て
調
査
（
新
築
も
含
め
調
査
）
。

▼
先
進
事
例
の
調
査

　
　
安
来
市
立
広
瀬
小
学
校

　
　
鳥
取
市
立
鹿
野
小
学
校 

▼
小
学
校
統
合
に
つ
い
て
、
ど

う
あ
る
べ
き
か
調
査
し
、
平
成

21
年
を
目
度
に
一
校
統
合
を
決

定
し
た
。

定
住
対
策
に
関
す
る
調
査
特
別

委
員
会

▼
定
住
施
策
を
す
す
め
る
た
め
、

町
営
住
宅
の
入
居
状
況
や
住
宅

需
要
の
実
態
に
つ
い
て
調
査
。

▼
子
育
て
支
援
の
ひ
と
つ
で
あ

る
就
学
前
医
療
費
助
成
や
カ
ン

ガ
ル
ー
ク
ラ
ブ
の
活
動
に
つ
い

て
調
査
。

▼
「
い
き
い
き
条
例
」
の
各
種

祝
金
、
奨
励
金
の
実
効
性
に
つ

い
て
検
討
。
　

行
財
政
改
革
に
関
す
る
調
査
特

別
委
員
会

▼
17
年
度
、
18
年
度
の
行
財
政

改
革
の
取
組
に
つ
い
て
事
業
ご

と
の
進
行
状
況
を
調
査
。

10
月
27
日
に
は
、
執
行
部
か
ら

幼
保
一
元
化
・
一
園
化
の
方
針

の
内
容
説
明
が
あ
り
、
３
幼
稚

園
を
廃
止
し
山
上
地
区
に
保
育

園
を
新
設
、
ひ
の
か
み
保
育
園

を
に
ち
な
ん
保
育
園
と
し
、
残

る
４
保
育
園
を
分
園
と
す
る
こ

と
に
同
意
し
た
。

常任委員会・特別委員会のうごき常任委員会・特別委員会のうごき常任委員会・特別委員会のうごき

７月から１０月までの間に、各委員会で次のような調査が行われました。

各委員会とも、傍聴することができますので、お気軽にお越しください。

勢ぞろいした町営バス

完成間近の医師住宅

朝どれ野菜で農家が元気
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分
権
時
代
の
新
し
い
地
方
議
会

制
度
の
構
築
を
求
め
る
意
見
書

提
出
に
つ
い
て

　
地
方
議
会
が
、
今
ま
で
以
上

に
分
権
時
代
に
対
応
し
た
、
新

た
な
地
方
議
会
制
度
を
構
築
さ

れ
る
よ
う
、
強
く
要
請
す
る
意

見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

（
詳
し
く
は
13
ペ
ー
ジ
の
関
連

記
事
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
）

行
政
調
査
特
別
委
員
会
の
設
置

に
関
す
る
決
議
に
つ
い
て

「
環
境
共
生
型
」
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
の
普
及
啓
発
に
よ
り
、
観

光
客
を
確
保
し
、
町
の
再
生
を

図
る
取
り
組
み
、
住
民
参
画
の

町
づ
く
り
（
地
域
別
ま
ち
づ
く

り
）
に
取
り
組
ん
で
い
る
先
進

事
例
に
つ
い
て
特
別
委
員
会
を

設
置
し
調
査
し
ま
す
。

　
構
　
成
　
総
務
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
名

　
期
　
日
　
10
月
24
日
〜
25
日

　
調
査
先
　
福
岡
県
黒
木
町

　
　
　
　
　
佐
賀
県
基
木
町

行
政
調
査
特
別
委
員
会
の
設
置

に
関
す
る
決
議
に
つ
い
て

　
児
童
期
に
お
け
る
心
身
の
発

達
を
ふ
ま
え
た
教
育
環
境
政
策

と
、
全
国
に
先
駆
け
て
、
幼
・

保
一
元
化
保
育
に
取
り
組
ん
で

い
る
先
進
事
例
に
つ
い
て
特
別

委
員
会
を
設
置
し
調
査
し
ま
す
。

　
構
　
成
　
教
育
民
生
常
任
委

　
　
　
　
　
員
会
　
　
　
５
名

　
期
　
日
　
10
月
18
日
〜
19
日

　
調
査
先
　
山
口
県
美
和
町

　
　
　
　
　
　
〃
　
由
宇
町

〜 

次
の
議
案
を
９
月
議
会
に 

　
　
　
　
　
提
出
し
採
決
し
ま
し
た 

〜

議
　
員
　
提
　
案

件
名
　
貴
町
の
建
設
工
事
の
ご

発
注
に
あ
た
り
、
建
築
設
備
工

事
（
電
気
、
空
調
、
換
気
、
給

排
水
、
並
び
に
造
園
工
事
）
を

県
内
設
備
工
事
業
者
に
分
離
発

注
し
て
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

提
出
者
　
鳥
取
県
管
工
事
業
協

会
西
部
支
部

支
部
長
　
松
谷
信
男
　
他
２
名

審
査
意
見
　
日
南
町
に
お
い
て

は
す
で
に
分
離
発
注
を
行
っ
て

い
る
。

件
名
　
町
道
生
山
印
賀
線
（
国

道
１
８
３
号
線
よ
り
70
ｍ
程
度

入
っ
た
荒
金
信
美
様
宅
か
ら
西

下
命
明
様
宅
付
近
）
に
お
け
る

道
路
拡
張
工
事
の
早
期
着
手
の

お
願
い
。

提
出
者
　
生
山
自
治
会

会
長
　
田
辺
正
人
　
他
１
名

審
査
意
見
　
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
、

ト
マ
ト
選
果
場
等
が
あ
り
、
交

通
量
も
多
く
道
路
が
狭
い
う
え

に
、
急
カ
ー
ブ
で
あ
り
危
険
で

あ
る
。 

              

件
名
　
小
泉
首
相
の
靖
国
神
社

参
拝
中
止
を
求
め
る
意
見
書
の

提
出
に
つ
い
て
（
陳
情
）

提
出
者
　
鳥
取
県
西
部
地
区
革

新
懇
話
会
代
表
　
足
立
節
雄

審
査
意
見
　
靖
国
神
社
は
、
国

の
た
め
に
尊
い
犠
牲
と
な
っ
た

方
々
を
祀
っ
て
あ
り
、
反
省
と

平
和
を
願
う
気
持
ち
で
参
拝
す

る
事
は
自
然
な
姿
で
あ
る
。

件
名
　
日
本
国
憲
法
第
九
条
の

遵
守
と
米
軍
駐
留
経
費
並
び
に

防
衛
費
削
減
に
よ
る
地
方
公
共

団
体
の
財
源
改
善
を
要
求
す
る

意
見
書
提
出
に
つ
い
て
の
陳
情

提
出
者
　
反
核
・
平
和
の
火
リ

レ
ー
鳥
取
県
実
行
委
員
会

　
　
実
行
委
員
長
　
小
谷
　
剛

審
査
意
見
　
憲
法
９
条
の
理
念

は
遵
守
す
べ
き
で
あ
る
が
、
わ

が
国
の
主
権
を
守
る
た
め
に
最

低
限
の
自
衛
権
は
必
要
で
あ
る
。

採
択
と
し
た
も
の

不
採
択
と
し
た
も
の

　
み
な
さ
ん
か
ら
提
出
の
あ
っ
た
陳
情
を
所
管
の
常
任
委
員
会
で
審
査
し
、
委
員
長
か
ら

審
査
結
果
の
報
告
を
受
け
、
９
月
定
例
議
会
の
本
会
議
で
審
議
し
た
結
果
、
次
の
と
お
り

決
定
し
ま
し
た
。
　

早期改良が望まれる生山印賀線
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を関係省庁・大臣に提出しました
要　旨

　平成１１年の地方分権一括法の成立により、地方公共団体の自己決定権と自己責任はますます大きくなり、

地方議会の権限も飛躍的に拡大した。

　地方議会は、その最も重要な機能である立法的機能・財政的機能・行政監督機能を充実強化し、今まで以

上に行政執行へのチェック機能を向上させ、分権時代に期待される議会の役割を果たしていかなければなら

ない。

　国においては、下記事項につき、所要の措置を早急に講じ、分権時代に対応した新たな地方議会制度を構

築されるよう、強く要請する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記　

１　議員定数の自主選択

　議員定数については、議会本来の役割、その機能が十分に発揮できるよう、「上限値」の撤廃を含め、地

域の実情に応じて地方公共団体が自主的に決定できるようにすること。

２　議会の機能強化

（１）立法的機能の強化

①町村の基本計画は、住民の生命・生活に直結するものも多く、その重要性からみて地方自治法第２条第４

　項又は同法第９６条第１項に議決事件として追加すること。

②自治事務はもとより、法定受託事務についても原則条例制定権が及ぶとされていることから、地方自治法

　第９６条第２項の法定受託事務の除外規定を削除すること。

（２）財政的機能の強化

①予算のうち議会費については、長と対等同格という議会の立場を踏まえ、議会側の提案を尊重することを

　義務付ける制度を検討すること。

②百条調査権行使の際に必要な緊急の費用など、議会独自の需要への長の予算措置義務を制度化すること。

③予算の議決対象は、政策論議が行えるよう、款・項に加えて目まで拡大すること。

（３）行政監督機能の強化

①地方公共団体が設立した公社及び出資法人等に対し、議会が直接関与できるようにすること。

②監査委員は、その独立性を確保するため、長の任命ではなく議会で選任するようにすること。

３　議会と長の関係

（１）不信任と解散制度の見直し

①議会と長が別個に公選される首長制の場合、この制度を採用する西欧諸国でも不信任による罷免は多く見

　られるが、反対に、対抗措置として議会の解散まで行うところは無いため、見直しを行うこと。

②地方自治法第１７８条の長の不信任議決の要件を過半数あるいは３分の２まで引き下げること。

（２）議会招集権の議長への付与

　二元代表制で執行部と並立する議会の招集権が長にあるのは不合理なため、地方議会の招集権は定例会・

臨時会を問わず、すべて議長に移すこと。

（３）長の付再議権の見直し

①付再議権の行使は、長の一方的認定に委ねるのではなく、客観的基準によること。

②一般的付再議権は、特別多数議決ではなく、過半数議決に改めること。

（４）専決処分の要件の見直し

　地方自治法第１７９条第１項に規定する法定委任的専決処分の場合、「招集する暇なし」の理由は、濫用

などの課題があるため、この要件を削除すること。

４　議会の組織と運営の弾力化

（１）常任委員会の承認制限の撤廃

　委員会の審査・調査がより弾力的に行えるよう、常任委員会の１人１委員会の制約を外すこと。

（２）全員協議会の位置づけ

　全員協議会については、公式の場に準ずる措置が講じられるよう検討すること。

「分権時代の新しい地方議会制度の構築を求める意見書」
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典
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さ
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ち

き
ゅう
にやさし

い

再
生紙利用

　
　
　
朝
、
霜
が
降
り
る
ご
と
に
色
づ
き

　
　
　
昼
、
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
る
山
々

　
　
　
夕
、
こ
た
つ
で
団
ら
ん
す
る
季
節

　
　
　
地
方
財
政
の
ふ
と
こ
ろ
が
寒
く
な
れ
ば
、
せ
め
て
こ
の
町

　
　
に
生
き
る
人
た
ち
を
暖
め
て
笑
顔
だ
け
は
絶
や
さ
な
い
。

　
　
　
そ
ん
な
町
づ
く
り
の
た
め
に
地
方
議
会
の
創
意
工
夫
が
続

　
　
い
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
代
　
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委

員

長
　
惠
比
奈
礼
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
副
委
員
長
　
久
代
　
安
敏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
　
　
員
　
平
井
　
正
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　〃
　　
　
絹
谷
　
眞
幸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　〃
　　
　
福
田
　
　
稔

　
戦
後
六
十
年
の
歳
月
が
流
れ
、
人
に
喩
え
る
な
ら
ば
還
暦
を
迎
え
た
事

に
な
る
。
今
日
、
我
々
日
本
人
が
、
こ
れ
ま
で
に
無
い
物
質
的
豊
か
さ
と

共
に
得
た
も
の
は
、
自
主
的
な
ら
ざ
る
憲
法
と
唯
物
思
想
に
よ
り
歪
め
ら

れ
た
国
民
教
育
で
は
な
か
っ
た
か
。
近
年
の
世
論
調
査
で
も
、
改
憲
論
は

今
迄
に
な
い
高
ま
り
を
示
し
、
先
の
衆
議
院
選
挙
で
の
自
民
党
の
大
勝
も
、

こ
れ
に
拍
車
を
掛
け
て
い
る
感
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
反
対
す
る
護
憲
勢
力

も
、
ま
だ
ま
だ
根
強
い
も
の
が
あ
り
、
真
面
目
な
多
く
の
国
民
に
も
、
戦

後
教
育
の
歪
み
が
残
っ
て
い
る
。

　
今
、
改
正
を
急
げ
ば
、
国
益
を
考
え
る
こ
と
よ
り
諸
外
国
に
お
も
ね
る

「
政
治
家
や
官
僚
」
。
国
家
意
識
の
乏
し
い
現
実
無
視
の
「
文
化
人
」
。

社
会
奉
仕
の
理
念
を
忘
れ
た｢

公
務
員
や
企
業
人｣
。
欲
し
い
も
の
は
姑
息

な
手
段
を
弄
し
て
で
も
手
に
入
れ
よ
う
と
す
る
、
特
に
Ｉ
Ｔ
関
連
の
「
経

済
人
」
。
国
を
思
い
他
人
を
思
い
や
る
麗
し
い
伝
統
文
化
を
教
わ
ら
な
い

多
く
の
「
国
民
」
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
の
改
正
憲
法
は
、
衆
参
両
院

の
三
分
の
二
以
上
の
賛
成
と
国
民
投
票
で
の
過
半
数
の
賛
成
を
得
た
、
妥

協
の
産
物
と
な
る
に
違
い
な
い
。

　
わ
が
国
が
、
真
に
主
権
国
家
と
し
て
の
憲
法
を
掲
げ
る
為
に
は
、
「
公

教
育
」
つ
ま
り
は
「
教
育
基
本
法
の
改
正
」
こ
そ
が
急
務
で
あ
る
。
幸
い

に
、
町
会
議
員
の
方
々
の
教
育
問
題
へ
の
意
識
は
高
い
と
伺
っ
て
い
る
。

悠
久
の
歴
史
と
伝
統
文
化
を
有
す
る
自
国
の
す
ば
ら
し
さ
を
学
び
、
め
ま

ぐ
る
し
く
変
容
す
る
世
界
に
、
伍
し
て
た
じ
ろ
が
な
い
国
民
を
育
成
す
る

地
歩
を
確
立
す
る
為
の
地
方
議
員
の
輪
が
広
が
る
事
を
、
深
く
念
ず
る
次

第
で
あ
る
。

聖

滝

（
印
賀
）

シリーズ

日南町の滝めぐり　②

　
神
話
に
い
ろ
ど
ら
れ
る
聖
な
る 

滝
。
流
れ
落
ち
る
水
流
を
前
に
、 

は
る
か
古
の
時
に
想
い
を
は
せ
る
。

聖滝看板

バス停

菅沢神社

至米子

至日南湖

駐車位置

至横田

聖滝

180

180

た
と

こ

そ
く

う
る
わ

ろ
う

ひ
じ
り

16

　
日
野
川
源
流
に
ほ
ど
近
く
、
周
囲
は
に
ち
な
ん
環
境
林
で

あ
る
。

　
岩
魚
も
登
れ
な
い
と
、
地
元
で
は
古
く
か
ら
「
魚
切
り
の

滝
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
近
く
に
は
、
た
た
ら
跡
も
あ
り
、

正
土
原
の
地
蔵
が
見
守
っ
て
い
る
。

　
春
の
新
緑
、
秋
の
紅
葉
は
素
晴
ら
し
い
。

　
日
野
上
町
づ
く
り
協
議
会
は
、
当
地
域
の
豊
富
な
資
源
と
八
つ
の
自
治
会
（
集
落
）
の

活
力
を
集
中
し
て
、
心
豊
か
で
元
気
な
理
想
郷
の
実
現
を
め
ざ
し
て
事
業
を
展
開
し
て
お

り
ま
す
。
そ
し
て
、
日
南
町
の
色
々
な
課
題
を
共
有
し
、
日
野
上
地
域
と
し
て
の
役
割
を

念
頭
に
お
き
な
が
ら
、
他
地
域
と
の
連
携
、
地
域
活
動
が
町
づ
く
り
に
つ
な
が
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
事
業
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

○
ふ
る
里
祭
り
に
参
加
（
バ
ザ
ー
の
収
益
金
は
福
祉
事
業
に
充
て
る
）

○
杉
玉
作
り
の
開
催
と
普
及
（
林
業
の
町
を
ア
ピ
ー
ル
）

○
人
権
「
人
づ
く
り
町
づ
く
り
」
定
期
連
携
講
座
（
町
内
に
呼
び
か
け
、
町
ぐ
る
み
で
取
組
む
）

○
桜
、
ス
イ
セ
ン
街
道
の
設
置
と
整
備
（
将
来
は
石
見
の
は
な
み
ず
き
、
ス
イ
セ
ン
ロ
ー

　
ド
と
結
ぶ
）

○
特
産
品
開
発
、
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
設
置
（
町
、
団
体
と
の
連
携
）

　
今
「
町
づ
く
り
、
地
域
起
こ
し
」
一
色
で
、
生
涯
学
習
が
疎
か
に
な
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
よ
く
耳
に
し
ま
す
が
、
前
記
に
掲
げ
た
各
種
町
づ
く
り
事
業
に
参
加
す
る
こ
と

こ
そ
、
貴
重
な
生
涯
学
習
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
積
極
的
に
参
加
し
て
、
自
分
を

磨
き
、
地
域
を
磨
き
、
き
ら
り
と
光
る
人
づ
く
り
町
づ
く
り
を
目
指
せ
ば
、
素
晴
ら
し
い

「
理
想
郷
」
が
実
現
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　
折
角
の
機
会
を
頂
き
ま
し
た
の
で
、
議
会
の
こ
と
に
ふ
れ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
過

般
、
町
の
あ
る
事
業
に
関
心
が
あ
り
、
町
議
会
常
任
委
員
会
を
傍
聴
し
ま
し
た
。
常
任
委

員
会
は
、
町
長
が
提
出
し
た
案
件
に
つ
い
て
、
専
門
的
に
細
か
く
検
討
審
査
さ
れ
ま
す
。

議
会
は
形
式
に
の
っ
と
り
進
行
さ
れ
ま
す
が
、
常
任
委
員
会
は
必
要
に
応
じ
て
担
当
課
長

他
も
参
加
し
て
、
フ
リ
ー
ト
ー
ク
的
に
意
見
交
換
、
議
論
し
な
が
ら
審
査
集
約
さ
れ
ま

す
。
つ
い
て
は
、
事
業
内
容
を
手
に
取
る
よ
う
に
分
か
り
ま
す
し
、
町
民
の
選
出
し
た
議

員
の
考
え
方
、
活
動
の
姿
を
つ
ぶ
さ
に
見
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
有
意
義
な
傍
聴
で
し

た
。
常
任
委
員
会
の
傍
聴
は
、
議
会
傍
聴
同
様
で
、
自
由
に
傍
聴
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
に

お
薦
め
し
ま
す
。

（
日
野
上
町
づ
く
り
協
議
会
　
会
長
）

　
足
羽
　
正
敬
さ
ん
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　世帯数／2,333世帯
　人　口／6,205人
（平成19年4月末現在）

古紙配合率100％
再生紙を使用しています

ち

きゅ
うにやさし

い

　

再生紙利用

議会広報調査特別委員会では、「私もひとこと」に掲載するみなさまからの声をお待ち
しています。議会事務局までどしどしお寄せ下さい。

編

集

後

記

　
改
選
に
よ
り
、
議
会
だ
よ
り
の
編
集
委
員
も
新
し
く
な

り
ま
し
た
。

　
議
会
の
こ
と
を
分
か
り
や
す
く
親
し
み
の
持
て
る
紙
面

づ
く
り
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
意

見
や
ご
感
想
を
お
寄
せ
下
さ
い
。
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副
委
員
長
　
　
古
都
　
久
志

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
　
員
　
　
福
田
　
　
稔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
坪
倉
　
勝
幸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
長
岡
つ
る
子

正土原の魚切り
うお きしょうどばら

にちなん議会だより　平成19年5月発行　No.107

12名の新しい議員
町民の声を町政に反映します

（5月 8日・議場にて）

日南町の鳥：山鳥
う
お
き

至米子にちなん環境林

至広島

多里小学校

183
日南町役場

管理棟

正土原

新屋
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にちなんにちなん

おもな内容

安全･安心で幸せな年になりますように 
（１月15日 歴史と伝統の霞・とんどさん）

１２月定例会、おもな議案……………

１月臨時会………………………………

一般質問（要旨）………………………

行政調査報告……………………………

陳情審査結果…………………………

私もひとこと…………………………

２ページ

３ページ

４ページ

８ページ

10ページ

12ページ

　
年
末
か
ら
の
豪
雪
で
被
災
さ
れ
た
み
な
さ
ま
に
、

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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12
月

定

例

会

12
月

定

例

会

12
月

定

例

会

12
月
14
日
〜
12
月
20
日

12
月
14
日
〜
12
月
20
日

条
例
改
正

一

般

会

計

特

別

会

計

補
正
予
算

議
員
提
案

日
南
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

　
平
成
18
年
１
月
か
ら
、
配
偶

者
の
扶
養
手
当
を
、
現
行
の
１

万
３
千
５
０
０
円
か
ら
１
万
３

千
円
に
改
正
し
た
。

日
南
町
交
通
安
全
対
策
会
議
条

例
の
一
部
改
正

　
対
策
会
議
の
特
別
委
員
の
日

本
道
路
公
団
を
西
日
本
高
速
道

路
株
式
会
社
に
改
め
た
。

　
２
千
９
４
７
万
円
追
加
し
て
、

総
額
を
52
億
３
千
４
８
４
万
６

千
円
と
し
た
。

（
お
も
な
内
容
）

公
共
交
通
確
保
対
策
事
業

　
町
営
バ
ス
購
入
費

　
　
　
　
　
６
９
２
万
６
千
円

消
防
施
設
整
備
管
理
事
業

　
軽
可
搬
ポ
ン
プ
等
購
入
費

　
　
　
　
　
　
　
１
０
０
万
円

農
業
振
興
費

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
新
規
認

定
者
事
業
執
行
費

　
　
　
　
　
　
　
２
９
４
万
円 

    

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
退
職
被
保
険
者
給
付
費
等
４

千
２
５
４
万
７
千
円
を
追
加
し

て
、
総
額
を
７
億
７
千
５
２
１

万
８
千
円
と
し
た
。

　簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

　
送
水
ポ
ン
プ
修
繕
料
等
２
４

４
万
円
を
追
加
し
て
、
総
額
を

１
億
４
千
５
７
６
万
３
千
円
と

し
た
。

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

　
消
費
税
納
付
金
等
の
計
上
の

た
め
、
４
６
１
万
８
千
円
を
追

加
し
て
、
総
額
を
２
億
８
千
29

万
９
千
円
と
し
た
。

老
人
保
健
特
別
会
計

　
老
人
保
健
医
療
給
付
事
務
費

と
し
て
、
１
億
６
１
５
万
９
千

円
を
追
加
し
て
、
総
額
を
12
億

２
千
２
５
０
万
５
千
円
と
し
た
。

介
護
保
険
特
別
会
計

　
制
度
改
正
に
伴
う
所
得
要
件

以
下
の
保
険
者
負
担
費
用
等
３

９
６
万
８
千
円
を
追
加
し
て
、

総
額
を
８
億
６
千
８
１
４
万
４

千
円
と
し
た
。

病
院
事
業
会
計

　
収
益
的
支
出
を
８
８
３
万
４

千
円
増
額
し
、
12
億
８
千
１
万

８
千
円
と
し
た
。
資
本
的
支
出

は
１
８
万
９
千
円
増
額
し
、
７

億
９
千
７
２
６
万
４
千
円
と
し

た
。 

日
南
町
い
き
い
き
定
住
促
進
条

例
の
一
部
改
正

　
条
例
の
内
容
を
次
表
の
と
お

り
改
正
し
た
。

改正前 改正後

補 助 対 象

住宅等補助金

同 居 奨 励 金

町内に定住し１年が

経過したもの

定住し３年が経過す

る町民税納税者また

は町民税納税世帯の

世帯員

50万円以内

10万円

30万円以内

廃止

　12月定例会は、12月14日に招集さ

れ会期７日間と決定して20日に閉会

しました。

　初日の一般質問は４人の議員が登

壇して町長の所信を問いました。

　議員提案によるいきいき条例の一

部改正のほか２件の条例改正を可決

しました。

　平成21年度を目途に小学校を一校

に統合することになり、18年度に統

合する山の上３校の通学対策として

のバス購入費などの補正予算７議案

を慎重審議の結果、原案どおり可決

しました。

　12月定例会は、12月14日に招集さ

れ会期７日間と決定して20日に閉会

しました。

　初日の一般質問は４人の議員が登

壇して町長の所信を問いました。

　議員提案によるいきいき条例の一

部改正のほか２件の条例改正を可決

しました。

　平成21年度を目途に小学校を一校

に統合することになり、18年度に統

合する山の上３校の通学対策として

のバス購入費などの補正予算７議案

を慎重審議の結果、原案どおり可決

しました。

提
出
さ
れ
た
お
も
な
議
案

提
出
さ
れ
た
お
も
な
議
案
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一
般
会
計
補
正
予
算

　
２
千
27
万
円
を
追
加
し
、
総

額
を
52
億
６
千
５
１
１
万
６
千

円
と
し
た
。

（
内
容
）

高
齢
者
生
き
が
い
促
進
事
業

　
高
齢
者
の
タ
ク
シ
ー
利
用
に

対
し
て
の
運
賃
助
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
24
万
円

道
路
維
持
管
理
事
業

　
除
雪
委
託
料

　
　
　
　
　
　
　
２
千
３
万
円

専
決
処
分
に
つ
い
て

　
（
一
般
会
計
補
正
予
算
）

　
大
雪
に
よ
り
倒
壊
し
た
倉
庫

の
解
体
撤
去
費
。

　
　
　
　
　
　
　
　
１
千
万
円

人
事
案
件

　
人
権
擁
護
委
員
の
任
期
満
了

に
よ
り
、
渡
邊
泰
子
さ
ん
の
推

薦
に
つ
い
て
同
意
し
た
。

１ 

月 

臨 

時 

議 

会

１
月
13
日
に
開
会
さ
れ
、
次
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

臨
時
議
会
の
お
も
な
議
案

総
務
常
任
委
員
会

▼
木
材
団
地
構
想
の
現
在
の
状

況
に
つ
い
て
調
査
。

▼
「
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
ち
な
ん
」

が
も
っ
と
見
や
す
い
も
の
に
な

る
よ
う
申
し
入
れ
た
。

▼
住
民
参
画
ま
ち
づ
く
り
事
業

に
つ
い
て
、
来
年
度
か
ら
取
り

組
み
を
調
査
。

▼
女
性
消
防
組
織
の
編
成
に
つ

い
て
調
査
。

▼
平
成
18
年
度
予
算
編
成
、
男

女
共
同
参
画
事
業
の
取
り
組
み

状
況
に
つ
い
て
調
査
。

教
育
民
生
常
任
委
員
会

▼
社
会
福
祉
協
議
会
と
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
つ

い
て
現
場
か
ら
の
意
見
聴
取
。

学
校
問
題
に
関
す
る
調
査
特
別

委
員
会

▼
小
学
校
統
合
に
つ
い
て
、
児

童
数
の
推
移
や
財
政
状
況
等
の

推
計
か
ら
検
討
を
行
っ
た
。

　
平
成
21
年
に
１
校
統
合
を
め

ざ
す
結
論
を
出
し
た
。

▼
学
区
制
、
学
校
選
択
性
に
つ

い
て
調
査
。

▼
統
合
に
伴
う
通
学
対
策
や
校

舎
に
つ
い
て
調
査
。

定
住
対
策
に
関
す
る
調
査
特
別

委
員
会

▼
住
宅
対
策
に
つ
い
て
、
奨
励

策
と
併
せ
て
検
討
す
る
よ
う
申

し
入
れ
た
。

▼
「
い
き
い
き
条
例
」
の
実
効

性
に
つ
い
て
検
討
し
、
よ
り
定

住
が
進
む
よ
う
一
部
改
正
を
提

案
し
た
。 常

任
委
員
会
・
特
別
委
員
会
の
う
ご
き

　
11
月
か
ら
１
月
ま
で
の
間
に
、
各
委
員
会
で
次
の
よ
う
な
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
各
委
員
会
と
も
、
傍
聴
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

フル稼働のロータリー車

1月27日の講演会

生山倉庫

社会福祉協議会の事務所社会福祉協議会の事務所
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統
合
小
学
校
、 

　
　
通
学
対
策
を
万
全
に

具
体
的
な
運
営
を 

　
　
　
　
さ
ら
に
検
討
す
る

一般質
問

一般質
問
答答と

町政の 
　ここが聞きたい

①
平
成
18
年
度
か
ら
山
の
上
３

校
（
大
宮
小
、
阿
毘
縁
小
、
山

上
小
）
が
第
一
段
階
の
統
合
校

と
し
て
開
校
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
が
、
通
学
・
施
設
・

教
材
面
・
教
員
配
置
等
時
間
的

に
間
に
合
う
の
か
。
特
に
児
童

の
精
神
的
な
動
揺
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
思
う
が
。

②
通
学
対
策
に
つ
い
て
は
、
町

営
バ
ス
を
利
用
し
、
費
用
は
全

額
保
護
者
負
担
と
あ
る
が
、
義

務
教
育
で
あ
る
が
ゆ
え
に
全
額

公
費
負
担
と
す
べ
き
と
考
え
る

が
。

③
統
合
に
よ
り
、
地
域
は
疲
弊

し
、
活
力
が
な
く
な
り
、
人
が

住
み
た
く
て
も
住
め
な
く
な
る
。

廃
校
に
な
る
校
舎
の
後
利
用
は

ど
う
す
る
の
か
。

④
平
成
21
年
度
に
１
校
統
合
が

本
当
に
実
現
す
る
可
能
性
が
あ

る
の
か
。
実
現
し
た
場
合
は
、

新
校
舎
で
開
校
で
き
な
い
も
の

か
。

⑤
学
童
保
育
に
つ
い
て
は
ど
う

考
え
て
い
る
か
。

⑥
統
合
に
つ
い
て
の
校
区
説
明

会
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
住
民

の
意
見
と
反
応
は
。

①
下
校
中
の
児
童
に
対
し
て
凶

悪
な
殺
人
事
件
が
起
こ
っ
て
い

る
。
小
、
中
学
校
の
登
下
校
中

の
防
犯
対
策
に
つ
い
て
は
ど
の

よ
う
な
指
導
が
な
さ
れ
て
い
る

か
。

②
学
校
の
先
生
達
だ
け
で
な
く
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域
住
民
の
協
力
に

よ
り
子
供
た
ち
の
安
全
を
守
る

べ
き
と
考
え
る
が
、
ど
の
よ
う

な
対
策
を
講
じ
て
い
る
か
。

①
学
校
・
保
護
者
・
地
域
と
行

政
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
万
全

を
期
し
て
取
り
組
む
。

　
通
学
対
策
は
、
定
期
バ
ス
の

増
設
を
基
本
に
バ
ス
購
入
を
計

る
。
施
設
は
、
教
室
の
広
さ
と

部
屋
数
、
そ
の
他
の
施
設
設
備

面
か
ら
山
上
小
学
校
校
舎
の
運

用
と
す
る
。
教
材
は
、
統
合
後

の
人
数
に
応
じ
た
運
用
が
で
き

る
よ
う
に
確
認
を
行
っ
て
い
る
。

　
教
職
員
人
事
に
つ
い
は
、
県

と
協
議
を
重
ね
な
が
ら
対
応
す

る
。

　
児
童
へ
の
対
応
は
、
保
護
者

と
の
連
携
を
深
め
、
学
校
で
の

一
斉
指
導
を
行
う
。

②
通
学
に
係
る
費
用
負
担
は
、

基
本
的
に
は
保
護
者
負
担
と
す

る
が
、
具
体
的
な
運
用
に
つ
い

て
は
、
今
後
更
に
検
討
す
る
。

③
統
合
後
の
施
設
等
の
後
利
用

に
つ
い
て
は
、
今
後
地
域
の
皆

様
が
充
分
議
論
さ
れ
、
町
と
一

体
と
な
っ
て
地
域
の
活
性
化
へ

の
た
め
、
有
効
活
用
を
図
っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

④
平
成
21
年
度
を
目
途
に
現
在

の
日
野
上
小
学
校
の
施
設
設
備

を
も
っ
て
、
１
校
統
合
す
る
方

向
で
検
討
す
る
。
今
後
、
更
に

検
討
を
深
め
、
段
階
的
統
合
の

具
体
化
を
計
る
。

　
新
校
舎
建
設
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
財
政
状
況
等
を
充
分
に

検
討
し
な
が
ら
そ
の
方
向
性
を

見
極
め
て
い
く
。

⑤
学
童
保
育
に
つ
い
て
は
、
子

育
て
支
援
対
策
或
い
は
通
学
対

策
の
観
点
か
ら
検
討
す
る
。

⑥
全
般
的
に
町
の
基
本
方
針
に

つ
い
て
理
解
い
た
だ
い
た
と
判

断
し
て
い
る
。

　
山
上
・
阿
毘
縁
・
大
宮
小
学

校
の
統
合
に
つ
い
て
は
、
保
護

者
の
想
い
を
し
っ
か
り
と
受
け

止
め
な
が
ら
、
地
域
で
子
ど
も

た
ち
を
し
っ
か
り
見
つ
め
育
ん

で
い
き
た
い
。
そ
し
て
、
「
本

当
に
統
合
し
て
良
か
っ
た
」
と

言
え
る
結
果
に
つ
な
が
る
よ
う

に
地
域
も
努
力
す
る
の
で
行
政

も
最
善
を
尽
く
し
て
欲
し
い
と

い
う
力
強
い
意
見
も
頂
い
て
い

る
。

　
校
長
会
、
教
頭
会
あ
る
い
は

日
頃
の
連
絡
体
制
の
中
で
常
に

安
全
指
導
の
徹
底
と
安
全
対
策

と
そ
の
確
認
を
図
っ
て
い
る
。

　
日
頃
か
ら
地
域
の
皆
様
、
関

係
諸
団
体
と
の
連
携
を
深
め
な

が
ら
、
警
察
や
保
護
者
会
或
い

は
自
治
会
の
理
解
、
協
力
に
よ

っ
て
、
防
犯
ブ
ザ
ー
や
防
犯
ホ

イ
ッ
ス
ル
の
携
帯
、
防
犯
ス
テ

ッ
カ
ー
の
運
用
等
に
も
取
り
組

ん
で
い
る
。

　
登
校
の
あ
り
方
、
下
校
時
間

と
保
護
者
と
の
連
携
、
公
民
館

と
の
連
携
等
、
集
団
、
複
数
の

登
下
校
、
ま
た
、
自
治
会
で
各

種
団
体
の
子
ど
も
の
見
守
り
体

制
を
確
立
す
る
検
討
を
進
め
て

頂
い
て
い
る
校
区
な
ど
、
地
域

の
皆
さ
ん
の
力
添
え
を
頂
き
な

が
ら
、
よ
り
安
全
な
通
学
対
策

に
繋
げ
て
い
き
た
い
。
広
報
や

チ
ャ
ン
ネ
ル
日
南
等
を
も
っ
て

今
後
も
お
願
い
し
て
い
く
。

児童のバス通学
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町政のここが聞きたい

農
政
転
換
に
伴
う
、
条
件 

不
利
地
へ
の
取
り
組
み
は

特
別
措
置
も
考
慮
に 

　
　
　
組
織
の
立
ち
上
げ
も

①
こ
れ
ま
で
の
全
農
家
を
対
象

に
し
た
品
目
ご
と
の
価
格
政
策

か
ら
、
担
い
手
主
体
の
経
営
所

得
安
定
対
策
大
綱
が
決
定
さ
れ

平
成
19
年
よ
り
導
入
さ
れ
る
。

中
心
と
な
る
、

イ
）
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対

策
、
基
準
と
な
る
担
い
手
の
要

件
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

緩
和
措
置
は
あ
る
の
か
。

ロ
）
米
政
策
改
革
推
進
対
策
の

な
か
で
産
地
づ
く
り
対
策
は
ど

う
な
る
の
か
。
転
作
作
物
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
る
ソ
バ
の
奨

励
策
は
継
続
で
き
る
の
か
。

ハ
）
農
地
、
水
、
環
境
保
全
向

上
対
策
と
し
て
地
域
の
共
同
活

動
を
支
え
る
施
策
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
が
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
活
動
を
想
定
し
て
い
る
の

か
。

②
対
応
で
き
な
い
農
家
、
地
域

が
多
く
出
る
と
思
わ
れ
る
が
日

南
町
の
農
業
に
与
え
る
影
響
と

対
策
は
考
え
て
い
る
か
。

③
平
成
19
年
導
入
に
対
応
し
た

担
い
手
、
集
落
営
農
組
織
の
育

成
が
急
が
れ
る
が
、
推
進
、
支

援
体
制
は
ど
の
よ
う
に
進
め
ら

れ
る
の
か
。

①
日
南
町
の
最
後
の
よ
り
ど
こ

ろ
は
農
林
業
だ
。
系
統
販
売
の

み
に
頼
る
方
法
で
は
日
南
町
の

特
性
を
生
か
し
た
ブ
ラ
ン
ド
化

に
よ
る
有
利
販
売
に
な
ら
な
い
、

生
産
体
制
を
と
と
の
え
、
直
販

シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
が

急
務
と
考
え
る
が
現
在
日
南
町

産
農
産
物
、
加
工
品
販
売
の
現

状
と
課
題
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
把
握
し
て
お
ら
れ
る
の
か
。

②
岡
山
方
面
へ
出
荷
さ
れ
て
い

る
朝
ど
れ
野
菜
が
好
評
だ
。
一

層
の
拡
大
が
望
ま
れ
る
が
、
少

量
多
品
目
の
出
荷
で
は
限
界
が

あ
る
、
基
幹
作
物
の
選
定
と
き

め
細
か
な
作
型
の
指
導
、
情
報

提
供
が
必
要
と
思
う
が
そ
の
考

え
は
な
い
か
。
ま
た
先
日
町
長

が
日
本
農
業
新
聞
の
コ
ラ
ム
に

出
稿
さ
れ
た
野
菜(

ピ
ー
マ
ン)

栽
培
千
人
運
動
と
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
。
う
ま
く
回
せ
ば
１

億
円
産
業
に
も
つ
な
が
る
と
考

え
る
。
遊
休
農
地
、
遊
休
ハ
ウ

ス
の
活
用
、
全
町
的
な
展
開
が

必
要
と
思
う
が
具
体
的
な
方
法

に
つ
い
て
伺
う
。

①
―
イ
　
認
定
農
業
者（
４
ha)

又
は
集
落
営
農
組
織
（
20
ha
）
、

緩
和
措
置
は
、
条
件
不
利
な
中

山
間
地
域
、
複
合
経
営
、
生
産

調
整
に
は
経
営
規
模
の
特
例
が

あ
る
。

①
―
ロ
　
転
作
作
物
に
対
す
る

産
地
づ
く
り
交
付
金
は
、
継
続

さ
れ
る
。
内
容
に
つ
い
て
は
、

町
協
議
会
で
検
討
さ
れ
る
。

①
―
ハ
　
農
業
者
だ
け
で
な
く

地
域
住
民
が
参
画
す
る
モ
デ
ル

的
な
支
援
や
、
調
査
を
実
施
す

る
。

②
条
件
不
利
地
の
特
例
措
置
も

考
慮
に
い
れ
た
組
織
の
立
ち
上

げ
を
推
進
す
る
。

③
担
い
手
育
成
総
合
支
援
協
議

会
を
中
心
に
内
容
周
知
と
、
支

援
チ
ー
ム
を
設
立
す
る
。

①
基
本
は
農
協
で
の
販
売
体
制

で
あ
る
。
加
工
品
に
つ
い
て
は
、

現
在
製
造
、
販
売
が
把
握
で
き

て
い
な
い
。
今
後
、
協
議
会
を

設
立
し
日
南
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て

の
整
備
を
図
る
。

②
日
南
高
原
朝
ど
れ
野
菜
は
、

約
６
千
ケ
ー
ス
、
７
５
０
万
円

の
実
績
で
あ
っ
た
。
農
家
の
意

思
も
尊
重
し
た
シ
ス
テ
ム
で
、

本
年
度
の
反
省
を
含
め
、
品
種
、

栽
培
体
制
に
つ
い
て
研
修
会
を

実
施
し
、
来
年
度
に
向
か
い
た

い
。

　
農
家
の
所
得
向
上
の
為
、
ピ

ー
マ
ン
栽
培
千
口
運
動
（
百
本

を
１
口
）
を
農
協
と
連
携
し
、

新
規
生
産
者
と
遊
休
ハ
ウ
ス
利

用
、
朝
ど
れ
生
産
者
等
を
視
野

に
い
れ
、
生
産
者
、
協
議
会
、

各
種
団
体
と
実
施
に
向
け
た
協

議
を
す
る
。

にぎわう朝どれ野菜集荷場
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山
上
保
育
園(

仮)

に

　
　
　
　
　
　
調
理
室
を

ひ
の
か
み
園
で
調
理
し 

　
　
　
　
　
　
　
搬
送
す
る

①
小
学
校
統
合
に
一
定
の
結
論

が
出
た
。
統
合
に
と
も
な
う
初

等
教
育
の
充
実
と
子
育
て
支
援
、

財
政
的
な
問
題
の
今
後
の
展
望

に
つ
い
て
問
う
。

②
山
の
上
３
校
の
統
合
を
、
平

成
21
年
度
１
校
統
合
の
前
提
に

す
べ
き
で
は
な
い
、
と
考
え
る

が
あ
ら
た
め
て
問
う
。

　
３
幼
稚
園
・
４
保
育
園
を
分

園
方
式
に
よ
る
１
園
化
と
な
る

こ
と
に
な
っ
た
が
、
新
し
く
ス

タ
ー
ト
す
る
統
合
の
「
分
園
・

山
上
保
育
園
」
（
仮
）
は
、
児

童
福
祉
法
第
７
条
の
根
拠
法
令

に
も
と
づ
い
て
設
置
さ
れ
る
と

思
う
が
、
そ
の
内
容
は
。

①
２
０
０
６
年
度
の
予
算
編
成

方
針
で
、｢

ま
ち
づ
く
り
協
議
会

の
育
成
と
自
治
組
織
の
再
編
」

と
あ
る
。
今
年
で
４
年
目
に
な

る
住
民
参
画
ま
ち
づ
く
り
事
業

を
、
ど
う
総
括
し
て
い
る
か
。

②
各
校
区
で
協
議
が
な
さ
れ
て

い
る
が
、
行
政
と
住
民
と
の
あ

い
だ
に
乖
離
が
あ
る
。
交
付
金

や
補
助
金
な
ど
の
一
括
交
付
は
、

住
民
の
自
治
組
織
か
ら
出
さ
れ

た
要
望
か
。

①
役
場
（
本
庁
）
職
員
と
周
辺

の
民
間
企
業
な
ど
の
職
員
か
ら

駐
車
料
金
を
徴
収
し
て
い
る
。

料
金
の
基
準
は
何
か
。

②
町
の
会
計
の
歳
入
と
な
る｢

利

用
料
」
は
、
条
例
化
し
て
町
民

に
情
報
開
示
す
べ
き
で
は
。

③
駐
車
場
の
ス
ペ
ー
ス
は
十
分

あ
る
。
廃
止
を
ふ
く
め
、
再
検

討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

①
生
ゴ
ミ
も
焼
却
さ
れ
て
い
る

が
、
堆
肥
化
を
す
す
め
て
減
量

化
す
る
考
え
は
な
い
か
。

②
学
校
給
食
、
病
院
、
介
護
施

設
、
外
食
事
業
所
な
ど
廃
棄
量

の
多
い
と
こ
ろ
か
ら
で
も
す
す

め
る
べ
き
で
は
。

①
少
人
数
と
複
式
学
習
の
課
題

解
決
を
含
め
、｢

確
か
な
学
力｣

「
豊
か
な
人
間
性｣｢

健
康
と
体

力
」
こ
の
３
つ
の
連
続
性
を
も

っ
て
自
ら
学
習
し
、
自
ら
考
え
、

自
ら
課
題
解
決
を
図
る
「
生
き

る
力
」
の
育
み
を
更
に
深
め
な

が
ら
、
小
学
校
教
育
の
充
実
を

図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
学

校
運
用
と
通
学
対
策
そ
し
て
学

童
保
育
の
取
り
組
み
も
検
討
し

な
が
ら
、
子
育
て
支
援
に
繋
げ

て
い
く
。

　
財
政
的
な
面
に
つ
い
て
は
、

１
校
統
合
に
は
地
方
交
付
税
が

約
１
億
３
千
５
百
万
円
の
減
額

に
な
る
と
推
計
さ
れ
る
。

②
山
の
上
３
校
の
統
合
は
、
保

護
者
の
考
え
も
充
分
考
慮
し
、

１
校
統
合
に
向
け
た
取
り
組
み

で
あ
る
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

　
分
園
方
式
の
場
合
、
調
理
室

の
必
置
義
務
は
な
い
の
で
、
ひ

の
か
み
保
育
園
か
ら
搬
送
。

①
４
年
間
取
り
組
ん
だ
事
業
は
、

地
域
と
行
政
に
よ
る
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
、
そ

れ
ぞ
れ
大
切
な
役
割
を
は
た
し

て
い
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
行
財

政
改
革
基
本
方
針
に
添
っ
て
校

区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
育
成

を
推
進
し
た
い
。

②
一
括
交
付
は
住
民
・
自
治
組

織
か
ら
の
要
望
に
よ
る
も
の
で

は
な
い
。
従
来
の
使
用
目
的
と

使
用
組
織
を
限
定
す
る
方
式
か

ら
、
一
括
交
付
に
変
え
、
地
域

の
自
由
裁
量
で
再
配
分
す
る
こ

と
が
地
域
の
自
立
に
つ
な
が
る

と
考
え
て
い
る
。

①
役
場
及
び
文
化
セ
ン
タ
ー
に

定
期
的
に
駐
車
す
る
職
員
や
周

辺
の
従
業
員
の
方
な
ど
か
ら
、

便
宜
を
受
け
て
い
る
こ
と
の
認

識
で
協
力
金
を
い
た
だ
い
て
い

る
。

②
自
主
的
な
協
力
で
あ
り
、
条

例
化
は
考
え
ず
あ
く
ま
で
協
力

金
と
し
て
お
願
い
す
る
。

③
ス
ペ
ー
ス
の
問
題
で
な
く
公

共
の
ス
ペ
ー
ス
か
ら
、
特
に
便

宜
を
受
給
し
て
い
る
と
い
う
意

識
で
の
協
力
金
で
あ
る
の
で
、

現
在
廃
止
は
考
え
て
い
な
い
。

①
日
南
町
か
ら
排
出
さ
れ
る
ゴ

ミ
の
内
、
７
割
が
焼
却
処
分
さ

れ
て
い
る
。

　
当
面
は
ま
ず
、
可
燃
ゴ
ミ
の

中
か
ら
資
源
化
可
能
な
ゴ
ミ
は

し
っ
か
り
分
別
し
て
リ
サ
イ
ク

ル
し
て
い
き
た
い
。

②
そ
れ
ぞ
れ
の
規
模
に
応
じ
、

堆
肥
化
で
き
る
生
ゴ
ミ
処
理
機

の
導
入
等
も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

維
持
管
理
、
経
済
コ
ス
ト
、
堆

肥
化
の
循
環
シ
ス
テ
ム
の
確
立

等
検
討
課
題
が
あ
る
。

今
後
、
堆
肥
化
も
含
め
、
ゴ
ミ

の
減
量
化
を
検
討
し
た
い
。
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町政のここが聞きたい

住
民
参
画
ま
ち
づ
く
り
の 

　
　
　
　
目
指
す
も
の
は

地
域
の
活
性
化
と 

　
　
　
　
　
生
活
の
向
上
を

①
現
自
治
会
体
制
を
校
区
集
中

体
制
へ
変
化
さ
せ
る
理
由
と
し

て
、
何
を
危
惧
し
、
何
を
目
指

し
て
い
る
の
か
具
体
的
に
聞
き

た
い
。

②
校
区
に
よ
り
か
な
り
の
温
度

差
が
あ
る
が
、
あ
え
て
18
年
度

一
斉
ス
タ
ー
ト
を
計
る
理
由
は

何
か
。

③
や
り
方
し
だ
い
で
は
現
自
治

会
組
織
の
な
お
一
層
の
弱
体
化

も
懸
念
さ
れ
る
が
。

④
防
災
に
つ
い
て
は
、
地
域
と

の
密
接
な
連
携
が
不
可
欠
で
あ

る
が
、
自
主
防
災
組
織
の
指
揮

系
統
は
変
化
す
る
の
か
聞
き
た

い
。

①
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
に
は
、
自
助
、
共
助
、

産
業
振
興
、
生
涯
教
育
等
の
地

域
課
題
に
取
り
組
む
総
合
的
組

織
が
必
要
と
考
え
る
。

②
本
事
業
は
平
成
14
年
度
に
開

始
し
て
お
り
、
５
年
目
を
迎
え

る
18
年
度
は
節
目
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
期
限
を
定
め
て
改
革

の
成
果
を
求
め
て
い
る
行
財
政

基
本
計
画
に
沿
う
も
の
で
あ
る
。

③
今
後
も
自
治
会
は
基
礎
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
で
あ
り
、
自
治
会
機

能
が
よ
り
良
い
形
で
維
持
増
進

で
き
る
よ
う
校
区
で
話
し
合
い

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

④
自
治
防
災
組
織
や
防
災
マ
ッ

プ
作
成
は
、
地
域
の
実
情
が
把

握
で
き
る
自
治
会
単
位
が
適
当

と
考
え
て
い
る
。

①
痛
ま
し
い
事
件
が
各
地
で
続

発
し
て
い
る
が
、
町
内
児
童
、

生
徒
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
聞

き
た
い
。

②
18
年
度
か
ら
の
部
分
統
合
へ

む
け
て
、
大
き
く
変
化
す
る
環

境
に
対
応
さ
せ
る
た
め
、
児
童

の
精
神
的
負
担
軽
減
へ
の
対
策

は
ど
の
様
に
進
め
ら
れ
て
い
る

の
か
聞
き
た
い
。

③
教
師
に
と
っ
て
も
、
将
来
に

向
け
て
の
不
安
等
も
大
き
い
が

ど
の
様
に
対
応
し
て
行
く
の
か
。

①
小
学
校
統
合
へ
向
け
て
、
身

近
な
地
域
へ
の
愛
着
心
、
愛
郷

心
等
育
成
の
為
、
保
育
園
の
役

割
が
一
層
重
要
に
な
る
の
で
は
。

①
集
団
登
下
校
（
複
数
）
、
不

審
な
人
に
声
を
か
け
ら
れ
た
ら

大
声
で
叫
ぶ
、
防
犯
ブ
ザ
ー
を

鳴
ら
す
、
車
に
乗
る
よ
う
に
誘

わ
れ
て
も
絶
対
に
乗
ら
な
い
、

逃
げ
る
な
ど
の
安
全
指
導
の
徹

底
を
図
っ
て
い
る
。

　
通
学
安
全
マ
ッ
プ
等
を
作
成

し
な
が
ら
、
教
職
員
の
共
通
認

識
、
保
護
者
と
の
登
下
校
に
つ

い
て
の
連
絡
体
制
と
連
携
強
化
、

地
域
の
皆
さ
ん
へ
の
「
子
ど
も

の
見
守
り
」
に
つ
い
て
協
力
依

頼
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
性

等
を
考
慮
し
な
が
ら
、
よ
り
安

全
な
通
学
対
策
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

　
ま
た
、
校
区
上
げ
て
自
治
会

で
各
種
団
体
と
の
連
携
を
深
め

な
が
ら
、
子
ど
も
の
見
守
り
体

制
を
確
立
し
て
い
こ
う
と
検
討

を
進
め
て
頂
い
て
い
る
校
区
も

る
。

②
学
校
で
の
一
斉
指
導
を
行
い

な
が
ら
児
童
へ
の
理
解
を
深
め
、

家
庭
で
も
し
っ
か
り
対
話
し
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。 

　
今
後
、
３
校
統
合
に
つ
い
て

は
、
学
校
、
保
護
者
、
校
区
代

表
に
よ
る
「
統
合
委
員
会
（
仮

称
）
」
を
設
け
て
協
議
を
深
め

る
。

③
教
職
員
に
つ
い
て
は
、
校
長

を
は
じ
め
共
通
認
識
と
理
解
を

深
め
、
日
南
町
の
円
滑
な
統
合

に
向
け
て
積
極
的
な
関
わ
り
と

研
究
を
伝
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
教
職
員
人
事
に
つ
い

て
は
、
年
次
的
計
画
を
明
ら
か

に
し
な
が
ら
、
県
と
充
分
協
議

を
深
め
、
最
善
の
努
力
と
十
分

な
配
慮
を
し
て
い
き
た
い
。

④
保
育
園
、
幼
稚
園
に
お
け
る

就
学
前
教
育
が
非
常
に
重
要
な

時
代
に
な
っ
て
い
る
中
で
、
保

育
園
と
小
学
校
の
連
携
は
今
後

更
に
重
要
な
取
り
組
み
と
な
る
。

　
現
在
保
育
園
に
お
い
て
も
ふ

る
さ
と
を
誇
れ
る
子
供
達
に
育

て
た
い
と
の
方
針
の
も
と
で
保

育
を
行
っ
て
い
る
。
小
学
校
が

統
合
に
至
っ
て
も
、
地
域
の
理

解
と
協
力
を
頂
き
な
が
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
で
の
文
化
、
芸

能
、
体
育
行
事
等
を
含
め
、
地

域
で
の
子
ど
も
の
関
わ
り
を
今

ま
で
以
上
に
深
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

集団下校する児童
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行政調査の報告

調
査
先

①
福
岡
県
黒
木
町

　
昭
和
61
年
に
、
大
規
模
年
金

保
養
施
設
「
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
八

女
」
を
誘
致
し
た
が
、
オ
ー
プ

ン
当
初
19
万
人
を
超
え
た
利
用

客
は
、
現
在
約
65
％
ま
で
減
少

し
て
い
る
。

　
国
が
事
業
か
ら
撤
退
し
、
町

に
移
管
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

近
隣
市
町
村
を
含
め
た
情
報
発

信
基
地
、
都
市
と
の
ふ
れ
あ
い

交
流
拠
点
施
設
と
し
て
活
用
し

て
い
る
。
こ
れ
を
さ
ら
に
推
進

す
る
た
め
、
平
成
16
年
に
廃
校

と
な
っ
た
小
学
校
舎
を
利
用
し

た
里
山
保
全
や
、
農
林
業
の
体

験
な
ど
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ

り
、
地
域
の
活
性
化
を
図
っ
て

い
る
。

　
「
環
境
共
生
の
里
づ
く
り
」

地
域
再
生
計
画
で
は
、
小
学
校

の
廃
校
舎
を
体
験
交
流
施
設
と

し
て
転
用
し
、
「
グ
リ
ー
ン
ピ

ア
八
女
」
と
連
携
し
た
農
業
体

験
等
の
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

活
動
の
サ
テ
ラ
イ
ト
と
し
て
都

市
住
民
と
の
交
流
事
業
を
お
こ

な
う
こ
と
と
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
八

女
の
温
泉
施
設
、
産
直
物
産
館

の
新
設
や
コ
テ
ー
ジ
の
改
修
な

ど
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
廃
校
舎
は
、
九
州
大

学
の
学
外
研
修
拠
点
と
し
て
も

利
用
し
、
「
環
境
共
生
型
」
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
普
及
啓
発
の

情
報
発
信
基
地
と
し
て
活
動
す

る
こ
と
に
よ
り
観
光
客
の
確
保

を
図
る
な
ど
、
地
域
の
活
性
化
、

地
域
再
生
を
推
進
し
て
い
る
。

②
佐
賀
県
基
山
町

　
平
成
16
年
よ
り
「
第
４
次
総

合
計
画
」
及
び
「
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
を
策
定
す
る

に
あ
た
っ
て
、
民
間
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

開
催
を
委
託
す
る
と
と
も
に
、

中
学
生
以
上
を
対
象
と
し
た
公

募
に
よ
り
97
名
が
参
加
し
て
い

る
。

　
ま
ず
、
全
体
の
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
４
回
開
催
し
、
町
の
魅

力
と
問
題
点
な
ど
に
つ
い
て
意

見
を
出
し
合
っ
て
い
る
。
そ
の

後
、
３
地
域
で
そ
れ
ぞ
れ
３
回

の
地
区
別
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

開
催
し
、
地
域
課
題
を
整
理
す

る
一
方
役
場
内
で
12
名
の
総
合

計
画
策
定
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
で
総
合
計
画
の
原
案
の
作
成

を
進
め
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
助
役
を
委
員
長
に

収
入
役
、
教
育
長
、
各
課
長
の

で
組
織
す
る
総
合
計
画
幹
事
会

で
素
案
を
作
成
し
、
３
回
の
総

合
計
画
審
議
会
を
開
催
し
て
い

る
。
今
後
、
町
民
か
ら
意
見
を

募
り
、
さ
ら
に
審
議
会
を
経
て

本
年
12
月
の
議
会
に
提
案
を
す

る
予
定
に
な
っ
て
い
る
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
女
性
や

若
者
の
参
加
が
少
な
い
こ
と
、

身
近
な
テ
ー
マ
か
ら
入
っ
て
い

く
べ
き
だ
っ
た
な
ど
幾
つ
か
の

問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。

考
　
察

福
岡
県
黒
木
町

　
統
合
に
よ
り
廃
校
と
な
っ
た

校
舎
を
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
体
験
交
流
施
設
と
し
て
活

用
す
る
事
例
は
他
に
も
見
ら
れ

る
が
、
九
州
大
学
と
連
携
し
た

と
こ
ろ
に
黒
木
町
の
特
色
が
あ

る
。
大
学
が
実
施
主
体
と
な
っ

て
進
め
る
こ
と
で
黒
木
町
の
負

担
が
少
な
く
て
す
む
だ
け
で
な

く
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
発
想
が
斬

新
で
魅
力
あ
る
も
の
と
な
っ
て

い
る
。

　
日
南
町
は
高
齢
化
率
が
高
く
、

農
業
・
林
業
の
維
持
が
厳
し
く

な
っ
て
き
て
い
る
。
あ
り
の
ま

ま
の
日
南
町
を
体
験
し
て
も
ら

う
機
会
を
つ
く
り
、
都
会
か
ら

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
助
け
を
借

り
て
山
村
を
維
持
す
る
こ
と
も

可
能
で
は
な
い
か
。

　
広
い
視
野
を
も
ち
、
日
南
町

を
発
信
す
る
と
い
う
気
概
も
あ

っ
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

佐
賀
県
基
山
町

　
日
南
町
で
も
最
初
の
住
民
参

画
ま
ち
づ
く
り
は
、
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
方
式
を
取
り
入
れ
た
校

区
も
あ
り
、
考
え
方
は
先
端
を

行
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
基
山
町
で
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
も
ら
っ
た

と
こ
ろ
が
、
成
功
に
結
び
つ
い

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
っ

た
く
の
第
三
者
が
関
わ
る
と
い

う
こ
と
が
、
プ
ロ
の
手
法
に
よ

り
話
し
合
い
が
円
滑
に
進
ん
だ

と
言
え
る
。

　
ま
た
、
注
目
す
べ
き
大
切
な

点
は
、
第
１
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
が
開
催
さ
れ
る
た
び
に
そ
の

内
容
を
、
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
、

広
報
に
努
め
た
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
第
２
に
庁
内
で
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
は
、
課
長
で

は
な
く
係
長
・
主
査
・
主
事
の

中
か
ら
選
出
し
組
織
し
た
た
め
、

若
い
職
員
の
構
成
に
な
っ
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
日
南
町
の
校
区
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
が
機
能
を
発
揮
す
る
た

め
に
は
、
行
政
職
員
の
あ
る
程

度
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
、
何

よ
り
も
話
し
合
い
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
す
る
能
力
に
か
か
っ
て

い
る
。
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
に
お
か
れ
た
環
境
や
役
割
に

も
町
民
全
体
が
理
解
を
示
し
、

そ
れ
ぞ
れ
が
日
南
町
を
構
成
す

る
大
切
な
地
域
で
あ
る
こ
と
を

再
認
識
す
る
こ
と
が
必
要
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
を
、
地

域
間
の
競
争
意
識
を
生
む
だ
け

の
も
の
に
し
て
し
ま
わ
な
い
よ

う
、
充
分
な
仕
掛
け
と
支
援
が

必
要
で
あ
る
。

 

総
務
常
任
委
員
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委
　
　
員
　
奥
迫
　
廣
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委
　
　
員
　
村
上
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広

　
委
　
　
員
　
坪
倉
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幸

総
務
常
任 

　
　 

委
員
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平
成
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年
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月
24
日
〜
25
日
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行政調査の報告

調
査
目
的

　
日
南
町
に
お
け
る
小
学
校
の

現
状
を
ふ
ま
え
、
類
似
し
た
町

村
に
お
け
る
統
合
事
例
に
つ
き
、

そ
の
経
緯
を
調
査
し
て
参
考
資

料
と
す
る
こ
と
。
ま
た
、
幼
稚

園
、
保
育
園
の
二
制
度
を
一
施

設
に
よ
っ
て
の
実
施
運
営
事
例

を
調
査
、
具
体
的
な
実
践
例
か

ら
直
接
学
習
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。

調
査
先

①
山
口
県
美
和
町

　
小
学
校
は
現
在
、
２
校
に
統

合
さ
れ
て
い
る
が
、
以
前
の
９

校
に
お
け
る
学
級
及
び
児
童
数

の
状
況
を
見
れ
ば
、
６
校
に
お

い
て
複
式
学
級
化
さ
れ
、
一
校

の
児
童
数
が
10
名
に
満
た
な
い

学
校
も
存
在
し
た
。
統
合
さ
れ

る
に
あ
た
っ
て
は
、
児
童
の
運

動
や
発
表
会
に
お
け
る
少
数
、

上
下
ク
ラ
ス
の
児
童
が
い
な
い

な
ど
不
自
然
さ
を
不
適
切
と
み

て
統
合
に
踏
み
切
っ
た
。

　
平
成
９
年
12
月
　
美
和
町
小

　
学
校
統
合
問
題
協
議
会
を
設

　
置

　
平
成
11
年
８
月
　
臨
時
議
会

　
に
て
美
和
西
小
学
校
用
地
取

　
得
議
案
を
可
決

　
平
成
12
年
２
月
　
美
和
東
、

　
美
和
西
小
学
校
設
置
条
例
を

　
議
決

　
平
成
13
年
２
月
　
美
和
西
小

　
学
校
新
築
完
成

　
平
成
13
年
４
月
　
美
和
東
、

　
美
和
西
小
学
校
開
校
式

②
山
口
県
由
宇
町

　
平
成
11
年
４
月
、
町
立
ち
ど

り
保
育
園
の
敷
地
内
に
幼
・
保

一
元
型
施
設
を
合
築
し
て
ち
ど

り
幼
稚
園
を
開
園
。
運
動
会
、

発
表
会
、
卒
園
式
を
合
同
で
実

施
す
る
。

　
平
成
12
年
４
月
、
文
部
科
学

省
指
定
「
幼
稚
園
、
保
育
所
の

共
同
施
設
に
係
る
運
営
等
実
践

研
究
実
施
園
」
と
な
り
、
同
５

月
よ
り
幼
・
保
合
同
保
育
開
始
。

平
成
13
年
４
月
、
「
に
こ
に
こ

ち
ど
り
園
」
に
呼
称
決
定
。
４
、

５
歳
児
幼
・
保
混
合
学
級
を
開

始
す
る
。

考
　
察

　
美
和
町
に
お
け
る
小
学
校
統

合
は
、
１
２
８
　
と
比
較
的
小

面
積
の
町
で
あ
り
心
配
さ
れ
た

通
学
も
最
長
15
㎞
、
30
分
と
児

童
の
状
況
に
合
わ
せ
て
ス
ク
ー

ル
バ
ス
が
運
行
さ
れ
て
い
る
。

家
庭
か
ら
バ
ス
停
ま
で
の
徒
歩

も
１
㎞
以
内
と
し
、
不
審
者
や

獣
に
よ
る
事
故
防
止
に
配
慮
が

な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
高
低

学
年
下
校
時
間
差
や
家
庭
の
事

情
に
よ
る
学
童
保
育
は
、
各
学

校
に
お
い
て
施
設
と
併
せ
人
的

配
慮
が
見
ら
れ
、
統
合
に
よ
る

充
実
、
安
全
、
安
心
に
よ
る
教

育
環
境
を
良
く
す
る
こ
と
に
よ

り
、
転
出
者
を
抑
制
し
て
定
住

を
促
し
て
い
る
。
跡
地
、
施
設

利
用
は
統
合
を
決
定
す
る
時
か

ら
考
え
る
べ
き
で
あ
っ
た
と
の

反
省
の
声
も
あ
っ
た
。

　
由
宇
町
に
お
け
る
幼
・
保
一

元
化
施
設
は
、
保
護
者
の
ニ
ー

ズ
多
様
化
に
対
応
す
る
画
期
的

な
施
設
と
言
え
る
。
最
初
は
戸

惑
い
も
あ
っ
た
が
、
現
在
に
い

た
っ
て
は
デ
メ
リ
ッ
ト
は
特
に

な
い
。
幼
・
保
一
元
化
の
メ
リ

ッ
ト
と
し
て

◯
施
設
の
維
持
管
理
や
教
材
費

等
の
事
務
管
理
に
つ
き
、
幼
・

保
一
体
で
行
う
た
め
経
費
の
節

減
と
な
る
。

◯
保
護
者
の
都
合
に
よ
り
、
幼

稚
園
か
ら
保
育
園
、
保
育
園
か

ら
幼
稚
園
に
か
わ
る
園
児
は
そ

の
ま
ま
の
ク
ラ
ス
に
在
籍
す
る

事
が
で
き
、
戸
惑
う
こ
と
な
く

安
心
し
て
保
育
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

◯
保
育
園
児
は
０
歳
か
ら
５
歳

児
が
在
園
し
て
い
る
た
め
、
幼

稚
園
児
（
３
歳
児
〜
５
歳
児
）

に
と
っ
て
は
異
年
齢
児
と
の
交

流
の
機
会
も
多
く
な
り
、
生
活

体
験
に
ほ
ど
よ
い
刺
激
と
な
っ

て
い
る
。

◯
以
前
の
保
育
園
で
は
、
４
、

５
歳
混
合
ク
ラ
ス
で
あ
っ
た
が
、

幼
・
保
合
同
保
育
に
す
る
事
に

よ
り
、
年
齢
ご
と
の
ク
ラ
ス
が

維
持
さ
れ
、
ゆ
と
り
あ
る
30
人

学
級
（
20
〜
25
人
）
を
２
ク
ラ

ス
編
成
す
る
事
が
で
き
た
。

◯
幼
稚
園
の
給
食
も
保
育
園
に

準
じ
実
施
さ
れ
、
栄
養
士
の
指

導
に
よ
り
園
児
に
望
ま
し
い
食

生
活
が
形
成
さ
れ
、
小
学
校
給

食
に
対
す
る
不
安
が
解
消
さ
れ

た
。

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
心

配
し
た
職
員
態
勢
も
、
長
時
部
、

短
時
部
に
分
類
さ
れ
、
幼
・
保

両
資
格
を
有
す
る
た
め
、
合
同

研
修
会
、
職
員
会
議
を
実
施
し

て
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
勤
務
を
実

現
し
て
問
題
な
く
運
営
さ
れ
、

保
護
者
の
信
頼
も
厚
い
。

                 

教
育
民
生
常
任
委
員
会

 

　
委

員

長
　
平
井
　
正
之

　
副
委
員
長
　
絹
谷
　
眞
幸

　
委
　
　
員
　
長
谷
川
　
篤

　
委
　
　
員
　
福
原
　
　
實

　
委
　
　
員
　
福
田
　
　
稔

教
育
民
生 

 

常
任
委
員
会

平
成
17
年
10
月
18
日
〜
19
日
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学童保育

幼・保合同で遊ぶ子供たち
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　みなさんから提出のあった請願や陳情を所管の常任委員会で審査し、委員長から審査結果

の報告を受けて12月定例議会の本会議で審議した結果、次のとおり決定しました。

本会議審 査 意 見提 出 者件 名

福栄小学校育友会 
小竹辰次　他52名

少子化の進行により、一校統合は避けて通れな
い状況にあり、福栄小学校の校舎及び体育館の
新築は行うべきでない

学校存続と体育館の建築につ
いて

不採択

全日本年金者組合鳥取県
西部支部
支部長　増田修治

最低保証年金の必要性は認めるが、創設をする
のではなく年金制度全体の中で検討するべきと
考える

最低保障年金制度の創設に関
する陳情

趣旨採択

食とみどり、水を守る鳥
取県労農市民会議
議長　鎌谷広治　他1名

農業の多面的機能の発揮と食料の安全保障、各
国の農業の共存と食料自給向上が可能な貿易ル
ールの確立は必要と考える

WTO・FTA交渉に関する陳
情書

採択

食とみどり、水を守る鳥
取県労農市民会議
議長　鎌谷広治　他1名

これまでの規模拡大・効率化一辺倒の農業政策
を改め、食の安全や環境問題などに配慮した政
策に見直す事は必要と考える

｢食料・農業・農村基本計画」
見直しに関する陳情書

採択

｢軍事費を削って、くらしと
福祉・教育の充実を」国民
大運動鳥取県実行委員会
実行委員長  村口徳康  他1名

｢軍事費を削って、くらしと
福祉・教育の充実を」国民
大運動鳥取県実行委員会
実行委員長  村口徳康  他1名

義務教育費国庫負担制度は、教育の機会均等と
その水準の維持向上を図る事を目的として設け
られたものである。
　地方への負担転嫁は地方財政に大きな影響を
与える事になり、国の将来を担う子どもの教育
に財政状況による格差が生じてはならない

義務教育費国庫負担制度の堅
持を求める陳情書 採択

｢軍事費を削って、くらしと
福祉・教育の充実を」国民
大運動鳥取県実行委員会
実行委員長  村口徳康  他1名

現在の国家財政を考えると、ある程度の増税は
やむを得ない。ただし、歳出の削減に努力する
とともに、税制改正については公平な税負担に
なるように充分に検討されたい

庶民大増税に反対する陳情 不採択

｢軍事費を削って、くらしと
福祉・教育の充実を」国民
大運動鳥取県実行委員会
実行委員長  村口徳康  他1名

国の制度の中で願意については対応がなされて
おり、自治体において特に制度を設ける必要は
ない

安心できる介護保険制度を求
める陳情

不採択

｢軍事費を削って、くらしと
福祉・教育の充実を」国民
大運動鳥取県実行委員会
実行委員長  村口徳康  他1名

公平性に欠け、不均衡を生むような地方独自の
補助、助成制度は設ける必要はない

介護保険利用者の食費・居住
費の補助制度を求める陳情

不採択

｢軍事費を削って、くらしと
福祉・教育の充実を」国民
大運動鳥取県実行委員会
実行委員長  村口徳康  他1名

高齢化が進み、年々医療費が増加する中にあって、
将来にわたって安心安定した医療保険制度を維
持していくため、構造改革は必要である

患者・国民負担増計画を中止
し｢保健で安心してかかれる医
療」を求める意見書採択陳情

不採択

子育て支援は次代を担う子供たちの健やかな成
長を願うために必要である

次世代育成支援策・保育施策
の推進に関る国の予算の拡充
と民間保育所運営費・施設整
備費の一般財源化の中止を求
める意見書提出を求める陳情

採択

請願・陳情の審査結果請願・陳情の審査結果

20
日
　
関
西
日
南
町
人
会

21
日
　
教
育
民
生
常
任
委
員
会

22
日
　
学
校
問
題
に
関
す
る
調

　
　
　
査
特
別
委
員
会

25
日
　
定
住
対
策
に
関
す
る
調

　
　
　
査
特
別
委
員
会

１
日
　
西
部
広
域
議
会
特
別
委

　
　
　
員
会

２
日
　
鳥
取
県
町
村
議
会
議
員

　
　
　
研
修
会
（
北
栄
町
）

６
日
　
議
会
運
営
委
員
会

13
日
　
学
校
問
題
に
関
す
る
調

　
　
　
査
特
別
委
員
会

14
日
　
12
月
定
例
会
本
会
議

15
日
　
総
務
常
任
委
員
会

　
　
　
教
育
民
生
常
任
委
員
会

　
　
　
住
民
建
設
常
任
委
員
会

16
日
　
教
育
民
生
常
任
委
員
会

　
　
　
住
民
建
設
常
任
委
員
会

20
日
　
12
月
定
例
会
本
会
議

　
（
１
月
）

７
日
　
消
防
出
初
式

13
日
　
臨
時
議
会

　〃
　　
学
校
問
題
に
関
す
る
調

　
　
　
査
特
別
委
員
会

議
会
日
誌

議
会
日
誌

　
（
11
月
）

　
（
12
月
）
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12月議会では、次の意見書を内閣総理大臣他、関係省庁・大臣に提出することに決定しました。

義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書
(要旨)

　義務教育は、国民として必要な基礎的・基本的資質を培うものであり、憲法・教育基本法で保障す

る「義務教育費無償の原則」や「教育の機会均等」と「教育水準の維持向上」を図ることは、国の重

要な責務である。

　政府は三位一体改革により義務教育費国庫負担金縮減を予定しているが、それは義務教育の円滑な

推進に支障をきたすものである。我が国の将来を担う子供達の教育は国の責務であるとの観点から、 

義務教育費国庫負担制度を堅持されるとともに、その対象を縮小することのないよう強く要望する。

ＷＴＯ農業交渉で新しい貿易ルールを求める意見書
(要旨)

　平成１１年７月に施行された「食料・農業・農村基本法」は日本農業の今後の基本方向を示したも 

のであり、ＷＴＯ農業交渉において、新基本法に掲げる理念及びそれを実現させるための施策が国際 

規律のなかで正当に位置づけられる必要がある。

　このため、平成12年12月ＷＴＯに提出した「日本提案」に示される、農業の多面的機能への配慮、 

食料安全保障の確保、農産物輸出国・輸入国に適用されるルール不均衡の是正、消費者・市民社会の 

関心への配慮などに考慮した新しい貿易ルールを確立するよう要請する。

食料・農業・農村基本計画に基づく施策に関する意見書
(要旨)

　政府は平成２７年度を目標年次とする新たな「食料・農業・農村基本計画」を閣議決定した。この 

新たな基本計画の策定は、今後の中期的な食料・農業政策の方向を示すもので、政府は、今年中に、 

具体的な担い手のあり方や経営安定政策、農業環境・資源保全政策などを検討していくことにしてい 

る。

　本議会としても、「食料・農業・農村基本計画」の具体的な施策の推進にあたっては、食料自給率 

について、この５年間、向上しなかった原因と関係諸施策の問題点を明らかにすることなどの意見が 

反映されるよう要請する。

次世代育成支援策・保育施策の推進に関わる国の予算の拡充と民間保育所運営費 
・施設整備費の一般財源化の中止を求める意見書
(要旨)

　わが国における少子化はますます深刻になっており、子どもや子育てに関わるさまざまな施策の改 

善を図りながら、子ども・子育てを支援する社会づくりが求められている。とりわけ、地域の子育て 

支援策の中核施設といえる保育所に対する住民の期待は、ますます強くなっている。

　よって本議会は、政府に対し、次世代育成支援策・保育施策の推進に関わる国の予算の拡充と民間 

保育所運営費・施設整備費の一般財源化の中止を求めることを強く要望する。

意 見 書 を 提 出
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多
里実

延
由
紀
子 

さ
ん

私もひとこと私もひとこと
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ち

き
ゅう
にやさし

い

再
生紙利用

　
暖
冬
だ
と
言
わ
れ
て
い
た
が
、
想
定
外
の
豪
雪
、
想
定
外
の
除

雪
費
。
豪
雪
の
町
、
高
齢
化
の
町
と
相
ま
っ
て
厳
し
い
闘
い
を
強

い
ら
れ
て
い
る
が
、
高
齢
化
の
町
と
言
わ
れ
よ
う
と
も
豪
雪
に
負

け
る
こ
と
な
く
、
未
来
、
夢
の
あ
る
町
を
め
ざ
し
、
地
域
を
町
を

支
え
る
中
核
と
し
て
共
に
頑
張
ろ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
井
　
記

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委

員

長
　
惠
比
奈
礼
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
副
委
員
長
　
久
代
　
安
敏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
　
　
員
　
平
井
　
正
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　〃
　　
　
絹
谷
　
眞
幸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　〃
　　
　
福
田
　
　
稔

　
育
児
に
頑
張
っ
て
い
る
お
母
さ
ん
と
い
う
こ
と
で
私
を
選
ん
で
下
さ
い
ま
し
た
が
、

頑
張
っ
て
い
る
の
は
母
の
方
で
は
な
く
、
母
を
育
て
て
い
る
子
供
達
の
方
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
子
育
て
は
親
育
て
と
は
よ
く
言
っ
た
も
の
で
、
私
は
こ
の
３
人
の
子
達

に
日
々
の
生
活
の
楽
し
み
方
、
苦
を
苦
と
思
わ
ず
喜
び
に
変
え
て
い
く
方
法
を
た
く

さ
ん
教
わ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
私
達
の
世
代
は
、
バ
ブ
ル
好
景
気
・
女
子
大
生
ブ
ー
ム
・
３
Ｋ
の
男
は
云
々
等
、

ち
や
ほ
や
さ
れ
て
成
長
し
、
教
育
と
い
え
ば
マ
ニ
ュ
ア
ル
通
り
の
あ
あ
す
れ
ば
こ
う

な
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。
仕
事
と
い
え
ば
き
れ
い
で
楽
し
て
儲
か
る
も
の
を
選
び
、

都
会
へ
出
る
こ
と
ば
か
り
を
考
え
、
家
業
を
継
ぐ
と
か
故
郷
や
親
の
こ
と
は
二
の
次

で
、
自
分
の
こ
と
ば
か
り
を
考
え
る
者
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
で
す

か
ら
結
婚
し
て
も
離
婚
も
多
く
、
自
立
し
た
女
性
と
称
し
て
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
も
多

い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ど
ん
な
に
愛
し
合
っ
て
も
、
５
年
10
年
も
す
れ
ば

「
畳
と
女
房
は
新
し
い
方
が
い
い
」
「
亭
主
元
気
で
留
守
が
い
い
」
と
言
わ
れ
る
よ

う
に
、
自
分
の
こ
と
は
棚
に
上
げ
相
手
の
嫌
な
所
ば
か
り
見
え
、
自
分
と
は
合
わ
な

い
う
る
さ
い
だ
け
の
存
在
に
、
別
れ
ら
れ
た
ら
楽
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　
で
も
そ
れ
で
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
人
間
と
は
不
可
を
乗
り
越
え
た
向
こ
う
に
こ

そ
喜
び
を
見
い
だ
す
動
物
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
山
に
登
る
の
は
な
ぜ
。
お
ろ
ち

マ
ラ
ソ
ン
に
参
加
さ
れ
た
人
々
は
何
を
求
め
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
結
婚
と
は
す
ば
ら
し
い
も
の
で
す
。
夫
婦
そ
し
て
そ
こ
か
ら
家
族
が
始
ま
り
、
町
、

社
会
が
出
来
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。
議
会
も
人
が
い
て
町
が
あ
る
か
ら
こ
そ
存

在
す
る
の
で
あ
り
、
そ
の
基
は
夫
婦
な
の
だ
と
皆
さ
ん
も
思
わ
れ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
結
婚
・
育
児
に
限
ら
ず
、
人
生
と
は
自
分
の
思
い
通
り
に
な
る
こ
と
は
少
な
く
、

ま
し
て
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
無
く
答
え
も
な
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ

お
も
し
ろ
く
、
毎
日
が
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
で
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
だ
と
思
う
の
で
す
。

ど
う
ぞ
求
め
る
だ
け
で
な
く
、
現
状
に
幸
せ
を
見
出
す
こ
と
を
し
て
み
て
下
さ
い
。

足
元
に
幸
せ
が
こ
ろ
が
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。

　
議
会
に
要
求
す
る
前
に
、
今
、
日
南
町
の
す
ば
ら
し
さ
を
も
う
一
度
考
え
直
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
他
県
か
ら
嫁
い
だ
私
は
、
本
当
に
色
々
な
と
こ
ろ
で
恵
ま
れ
た
良
い

所
だ
と
思
い
ま
す
。
す
る
と
そ
の
中
に
若
者
定
住
、
少
子
化
、
過
疎
の
問
題
点
の
解

決
方
法
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
今
日
こ
の
頃
で
す
。

清

滝

（
湯
河
）

シリーズ

日南町の滝めぐり　③
き
よ

た
き

平成17年5月撮影平成17年5月撮影

ホームランド多里
多里小学校

JA多里NTT

日野川

清滝

183

主
要
地
方
道
新
見
多
里
線

主
要
地
方
道
新
見
多
里
線

湯
河
川

至庄原至生山 至庄原

至
豊
栄

至生山

　
石
仏
の
並
ぶ
２
㎞
の
道
の
り

を
行
く
と
、
ひ
っ
そ
り
と
た
た

ず
む
清
滝
寺
の
そ
ば
に
、
糸
の

よ
う
に
細
く
長
い
滝
が
流
れ
落

ち
る
。
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日
野
川
源
流
に
ほ
ど
近
く
、
周
囲
は
に
ち
な
ん
環
境
林
で

あ
る
。

　
岩
魚
も
登
れ
な
い
と
、
地
元
で
は
古
く
か
ら
「
魚
切
り
の

滝
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
近
く
に
は
、
た
た
ら
跡
も
あ
り
、

正
土
原
の
地
蔵
が
見
守
っ
て
い
る
。

　
春
の
新
緑
、
秋
の
紅
葉
は
素
晴
ら
し
い
。

　
日
野
上
町
づ
く
り
協
議
会
は
、
当
地
域
の
豊
富
な
資
源
と
八
つ
の
自
治
会
（
集
落
）
の

活
力
を
集
中
し
て
、
心
豊
か
で
元
気
な
理
想
郷
の
実
現
を
め
ざ
し
て
事
業
を
展
開
し
て
お

り
ま
す
。
そ
し
て
、
日
南
町
の
色
々
な
課
題
を
共
有
し
、
日
野
上
地
域
と
し
て
の
役
割
を

念
頭
に
お
き
な
が
ら
、
他
地
域
と
の
連
携
、
地
域
活
動
が
町
づ
く
り
に
つ
な
が
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
事
業
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

○
ふ
る
里
祭
り
に
参
加
（
バ
ザ
ー
の
収
益
金
は
福
祉
事
業
に
充
て
る
）

○
杉
玉
作
り
の
開
催
と
普
及
（
林
業
の
町
を
ア
ピ
ー
ル
）

○
人
権
「
人
づ
く
り
町
づ
く
り
」
定
期
連
携
講
座
（
町
内
に
呼
び
か
け
、
町
ぐ
る
み
で
取
組
む
）

○
桜
、
ス
イ
セ
ン
街
道
の
設
置
と
整
備
（
将
来
は
石
見
の
は
な
み
ず
き
、
ス
イ
セ
ン
ロ
ー

　
ド
と
結
ぶ
）

○
特
産
品
開
発
、
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
設
置
（
町
、
団
体
と
の
連
携
）

　
今
「
町
づ
く
り
、
地
域
起
こ
し
」
一
色
で
、
生
涯
学
習
が
疎
か
に
な
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
よ
く
耳
に
し
ま
す
が
、
前
記
に
掲
げ
た
各
種
町
づ
く
り
事
業
に
参
加
す
る
こ
と

こ
そ
、
貴
重
な
生
涯
学
習
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
積
極
的
に
参
加
し
て
、
自
分
を

磨
き
、
地
域
を
磨
き
、
き
ら
り
と
光
る
人
づ
く
り
町
づ
く
り
を
目
指
せ
ば
、
素
晴
ら
し
い

「
理
想
郷
」
が
実
現
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　
折
角
の
機
会
を
頂
き
ま
し
た
の
で
、
議
会
の
こ
と
に
ふ
れ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
過

般
、
町
の
あ
る
事
業
に
関
心
が
あ
り
、
町
議
会
常
任
委
員
会
を
傍
聴
し
ま
し
た
。
常
任
委

員
会
は
、
町
長
が
提
出
し
た
案
件
に
つ
い
て
、
専
門
的
に
細
か
く
検
討
審
査
さ
れ
ま
す
。

議
会
は
形
式
に
の
っ
と
り
進
行
さ
れ
ま
す
が
、
常
任
委
員
会
は
必
要
に
応
じ
て
担
当
課
長

他
も
参
加
し
て
、
フ
リ
ー
ト
ー
ク
的
に
意
見
交
換
、
議
論
し
な
が
ら
審
査
集
約
さ
れ
ま

す
。
つ
い
て
は
、
事
業
内
容
を
手
に
取
る
よ
う
に
分
か
り
ま
す
し
、
町
民
の
選
出
し
た
議

員
の
考
え
方
、
活
動
の
姿
を
つ
ぶ
さ
に
見
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
有
意
義
な
傍
聴
で
し

た
。
常
任
委
員
会
の
傍
聴
は
、
議
会
傍
聴
同
様
で
、
自
由
に
傍
聴
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
に

お
薦
め
し
ま
す
。

（
日
野
上
町
づ
く
り
協
議
会
　
会
長
）

　
足
羽
　
正
敬
さ
ん
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　世帯数／2,333世帯
　人　口／6,205人
（平成19年4月末現在）

古紙配合率100％
再生紙を使用しています

ち

きゅ
うにやさし

い

　

再生紙利用

議会広報調査特別委員会では、「私もひとこと」に掲載するみなさまからの声をお待ち
しています。議会事務局までどしどしお寄せ下さい。

編

集

後

記

　
改
選
に
よ
り
、
議
会
だ
よ
り
の
編
集
委
員
も
新
し
く
な

り
ま
し
た
。

　
議
会
の
こ
と
を
分
か
り
や
す
く
親
し
み
の
持
て
る
紙
面

づ
く
り
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
意

見
や
ご
感
想
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
員
長
　
　
久
代
　
安
敏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
副
委
員
長
　
　
古
都
　
久
志

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
　
員
　
　
福
田
　
　
稔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
坪
倉
　
勝
幸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
長
岡
つ
る
子

正土原の魚切り
うお きしょうどばら

にちなん議会だより　平成19年5月発行　No.107

12名の新しい議員
町民の声を町政に反映します

（5月 8日・議場にて）

日南町の鳥：山鳥
う
お
き

至米子にちなん環境林

至広島

多里小学校

183
日南町役場

管理棟

正土原

新屋
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平
成
18
年
度
は
、
行
財
政
改

革
実
施
期
間
の
「
重
点
期
間
」

の
最
終
年
度
に
あ
た
り
、
過
去

２
年
間
の
行
革
を
ふ
ま
え
た
う

え
で
、
町
の
特
色
を
生
か
し
、

地
域
に
根
ざ
し
た
行
政
を
め
ざ

す
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
は
、
税
収
が
２
千
５
０

０
万
円
減
少
し
、
４
億
１
千
３

０
０
万
円
。
地
方
交
付
税
は
、

普
通
分
・
特
別
分
合
わ
せ
て
24

億
３
千
万
円
で
、
昨
年
度
に
比

べ
２
億
９
千
２
０
０
万
の
減
と

な
り
ま
し
た
。

　
歳
出
は
、
時
間
外
手
当
や
単

町
措
置
の
補
助
金
の
縮
減
、
普

通
建
設
事
業
な
ど
を
精
査
し
削

減
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
西
部

広
域
や
３
町
（
江
府
町
・
日
野

町
・
日
南
町
）
衛
生
施
設
組
合

に
対
す
る
負
担
金
も
、
関
係
市

町
村
と
と
も
に
見
直
し
を
進
め

て
い
ま
す
。

　
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、

住
民
参
画
ま
ち
づ
く
り
事
業
が

全
地
域
で
始
ま
る
こ
と
や
、
新

し
い
バ
ス
路
線
の
開
設
、
地
域

再
生
計
画
に
基
づ
く
林
道
改
良
、

木
材
団
地
整
備
事
業
が
あ
り
ま

す
。

　
ま
た
、
中
学
校
の
大
規
模
改

修
に
向
け
た
実
施
設
計
を
行
い

ま
す
。
平
成
21
年
度
を
目
途
と

し
た
小
学
校
統
合
の
論
議
も
深

め
て
い
き
ま
す
。

　
昨
年
末
の
豪
雪
に
よ
る
災
害

対
策
と
し
て
、
町
営
住
宅
、
学

校
・
保
育
園
な
ど
の
公
共
施
設

の
復
旧
に
は
、
全
額
損
害
保
険

料
を
充
当
し
て
い
ま
す
。

予
算
の
概
要

　
平
成
18
年
３
月
定
例
会
は
、
初
日
冒
頭
に
議
長
か
ら
補
欠
選
挙
で
当
選
さ
れ

た
松
本
信
夫
議
員
の
議
席
指
定
が
あ
り
、
同
議
員
は
総
務
常
任
委
員
会
に
指
名

さ
れ
ま
し
た
。

　
つ
づ
い
て
、
町
長
の
施
政
方
針
説
明
、
条
例
改
正
、
平
成
17
年
度
補
正
予
算

及
び
平
成
18
年
度
予
算
の
提
案
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
２
日
目
に
行
わ
れ
、
６
人
の
議
員
が
執
行
部
の
所
信
を
問
い
ま

し
た
。

　
条
例
関
係
22
議
案
と
、
新
年
度
予
算
関
係
９
議
案
は
、
各
常
任
委
員
会
及
び

予
算
審
査
特
別
委
員
会
で
審
査
し
、
最
終
日
に
全
議
案
が
原
案
ど
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

48億4千536万円 
　　　　　　を可決

前年度比 2億3千500万円削減

48億4千536万円 
　　　　　　を可決

18年度一般会計

前年度比 2億3千500万円削減

３
月
７
日
〜
３
月
23
日

３
月
定
例
議
会
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社会福祉協議会の事務所新設になった地域包括支援センター

町
道
の
路
線
認
定
及
び
変
更
に

つ
い
て

　
町
道
「
生
山
福
長
線
」
の
新

規
認
定
と
、
「
霞
福
塚
線
」
の

路
線
変
更
。

奥
日
野
土
地
開
発
公
社
定
款
の

一
部
変
更
に
つ
い
て

　
日
野
町
と
日
南
町
で
構
成
し

て
い
た
奥
日
野
土
地
開
発
公
社

か
ら
脱
退
す
る
。

鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理
組

合
の
共
同
処
理
事
務
及
び
規
約

を
変
更
す
る
協
議
に
つ
い
て

　
障
害
者
自
立
支
援
法
の
施
行

に
伴
う
規
約
の
変
更
。

    

日
南
町
議
会
の
議
員
の
報
酬
の

特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正　
現
行
の
報
酬
カ
ッ
ト
（
議
長

は
29
万
７
千
円
、
副
議
長
は
22

万
１
千
円
、
常
任
委
員
長
・
議

会
運
営
委
員
長
は
21
万
３
千
円
、

議
員
は
20
万
７
千
円
に
減
額
）

を
平
成
19
年
６
月
末
ま
で
継
続

す
る
。

日
南
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
計

画
（
後
期
計
画
）
の
一
部
変
更

　
木
材
団
地
施
設
整
備
、
林
道

小
熊
井
谷
線
開
設
、
町
営
バ
ス

購
入
、医
師
住
宅
建
築（
４
棟
）

及
び
社
体
・
武
道
館
屋
根
等
の

改
修
事
業
を
追
加
。

日
南
町
介
護
給
付
費
準
備
基
金

条
例
の
制
定

　
第
２
期
介
護
保
険
計
画
期
間

の
剰
余
金
（
繰
越
金
）
か
ら
、

５
千
万
円
を
積
み
立
て
る
。

日
南
町
の
特
別
職
等
の
給
与
の

特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正　
現
行
の
給
与
カ
ッ
ト
（
町
長

10
％
、
助
役
８
％
、
教
育
長
６

％
）
を
更
に
４
年
間
継
続
す
る
。

日
南
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

　
給
料
表
等
の
改
正
及
び
日
南

町
独
自
の
昇
給
抑
制
措
置
等
を

行
う
。

日
南
町
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
滞
納
処
分
等
の
事
務
に
か
か

る
町
税
事
務
従
事
職
員
の
特
殊

勤
務
手
当
を
廃
止
。

日
南
町
技
能
労
務
職
員
の
給
与

の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

　
夜
間
勤
務
手
当
、
寒
冷
地
手

当
の
廃
止
。

日
南
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

制
定

　
公
民
館
を
廃
止
し
、
平
成
18

年
４
月
か
ら
地
域
振
興
セ
ン
タ

ー
と
す
る
な
ど
の
改
正
。

日
南
町
町
営
バ
ス
の
管
理
及
び

運
行
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正　
新
た
に
「
や
ま
の
う
え
線
」

を
設
け
る
。

日
南
町
手
数
料
条
例
の
一
部
改

正　
国
土
調
査
法
に
基
づ
く
土
地

デ
ー
タ
の
交
付
に
対
し
て
、
新

た
に
手
数
料
を
徴
収
す
る
。

日
南
町
立
中
学
校
等
設
置
条
例

の
一
部
改
正

　
小
学
校
統
合
に
伴
う
改
正
と

佐
木
谷
分
校
を
廃
校
と
す
る
。

日
南
町
立
幼
稚
園
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
廃
止

日
南
町
立
幼
稚
園
の
授
業
料
徴

収
条
例
の
一
部
改
正

日
南
町
立
幼
稚
園
・
学
校
の
学

校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校

薬
剤
師
の
公
務
災
害
補
償
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

日
南
町
保
育
所
の
設
置
及
び
管

理
運
営
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

　
幼
稚
園
を
廃
止
し
、
現
在
の

山
上
幼
稚
園
を
保
育
園
の
分
園

と
し
て
設
置
す
る
こ
と
に
伴
う

条
例
改
正
ま
た
は
廃
止
。

日
南
町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

　
利
用
者
に
分
か
り
に
く
く
複

雑
な
料
金
体
系
を
簡
略
化
す
る

な
ど
の
改
正
。

日
南
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部

改
正

　
改
正
介
護
保
険
法
の
18
年
４

月
か
ら
の
施
行
に
伴
う
条
例
の

改
正
。 

               

日
南
町
介
護
保
険
施
行
条
例
の

廃
止

　
介
護
保
険
の
制
度
改
正
及
び

福
祉
補
助
制
度
の
廃
止
に
伴
う

条
例
廃
止
。

提
出
さ
れ
た 

　
お
も
な
議
案

提
出
さ
れ
た 

　
お
も
な
議
案

議
員
発
議

条
例
関
係
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改築された日南病院（食堂）

日
南
町
訪
問
介
護
及
び
短
期
入

所
生
活
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
に
係

る
負
担
金
の
徴
収
に
関
す
る
条

例
の
廃
止

　
平
成
16
年
度
末
で
指
定
事
業

者
を
廃
止
し
て
い
る
た
め
、
条

例
の
意
義
が
な
い
の
で
廃
止
。

日
南
町
高
齢
者
介
護
予
防
及
び

生
活
支
援
事
業
手
数
料
徴
収
条

例
の
一
部
改
正

　
介
護
保
険
制
度
の
改
正
と
新

た
な
介
護
保
険
制
度
に
よ
る
介

護
予
防
の
た
め
、
事
業
の
整
理

と
手
数
料
の
額
の
改
正
。

日
南
町
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清

掃
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
の
ゴ
ミ
の

持
ち
込
み
手
数
料
を
、
一
般
に

つ
い
て
は
10
㎏
あ
た
り
40
円
に

す
る
な
ど
の
改
正
。

日
南
町
体
育
館
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例

日
南
町
武
道
館
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例

日
南
町
運
動
場
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例

日
南
町
農
林
業
担
い
手
研
修
施

設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例

ふ
る
さ
と
日
南
邑
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例

日
南
町
緑
地
等
利
用
施
設
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

日
南
町
ゆ
き
ん
こ
村
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例

日
南
町
山
村
広
場
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例

　
指
定
管
理
者
制
度
の
適
用
が

で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
条

例
を
一
部
改
正
。

     

　
７
千
２
１
１
万
７
千
円
を
追

加
し
、
53
億
３
千
７
２
３
万
３

千
円
と
し
た
も
の
。

　
お
も
な
内
容
は
つ
ぎ
の
と
お

り
で
す
。

総
務
費

　
町
有
林
管
理
運
営
事
業

　
　
　
　
△
８
６
６
万
４
千
円

　
地
方
振
興
施
設
管
理
運
営

　
　
　
　
△
２
２
６
万
１
千
円

民
生
費

　
国
民
健
康
保
険
事
業

　
　
　
　
　
４
７
９
万
７
千
円

　
障
害
者
サ
ポ
ー
ト
事
業

　
　
　
　
△
２
２
０
万
５
千
円

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業

　
　
　
　
△
１
６
９
万
２
千
円

衛
生
費

　
環
境
衛
生
一
般
事
務

　
　
　
　
△
５
４
４
万
９
千
円

　
塵
芥
処
理
事
業

　
　
　
　
　
１
２
６
万
４
千
円

　
合
併
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業

　
　
　
　
　
１
５
５
万
２
千
円

農
林
水
産
事
業
費

　
農
業
集
落
排
水
事
業

　
　
　
　
△
４
３
３
万
８
千
円

　
農
業
後
継
者
育
成
対
策
事
業

　
　
　
　
△
１
５
２
万
３
千
円

　
21
世
紀
水
田
農
業
確
立
対
策

　
事
業
　
△
１
８
４
万
７
千
円

　
野
菜
産
地
形
成
促
進
事
業

　
　
　
　
△
３
８
０
万
４
千
円

　
ゆ
う
き
ま
ん
ま
ん
構
想
推
進

　
事
業
　
　
１
３
０
万
６
千
円

　
農
道
維
持
管
理
事
業

　
　
　
　
△
２
０
６
万
８
千
円

　
林
業
一
般
管
理
事
務

　
　
　
　
△
１
２
４
万
９
千
円

　
森
林
保
全
総
合
対
策
事
業

　
　
　
　
△
１
６
９
万
３
千
円

土
木
費

　
土
木
工
事
一
般
管
理
費

　
　
　
　
△
３
７
０
万
５
千
円

　
道
路
維
持
管
理
事
業

　
　
　
　
△
３
８
６
万
８
千
円

　
道
路
新
設
改
良
事
業

　
　
　
△
１
千
２
６
万
３
千
円

消
防
費

　
消
防
施
設
整
備
管
理
事
業

　
　
　
　
△
１
７
９
万
９
千
円

教
育
費

　
人
材
育
成
奨
学
金
貸
与
事
業

　
　
　
　
　
　
△
１
６
９
万
円

　
小
学
校
管
理
運
営
事
務

　
　
　
　
△
１
１
１
万
７
千
円

　
中
学
校
管
理
運
営
事
務

　
　
　
　
　
１
０
２
万
１
千
円

　
文
化
振
興
企
画
運
営
費

　
　
　
　
　
　
△
１
３
０
万
円

災
害
復
旧
費

　
林
業
災
害
復
旧
事
業

　
　
△
２
千
６
０
０
万
４
千
円

　
耕
地
災
害
復
旧
事
業

　
　
　
　
　
△
１
千
５
０
万
円

　
農
業
施
設
災
害
復
旧
事
業

　
　
△
１
千
２
８
０
万
４
千
円

　
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事

　
業
△
３
千
５
６
６
万
１
千
円 

  

国
民
健
康
保
険
会
計

　
保
険
給
付
事
業
等
３
千
１
２

１
万
９
千
円
を
追
加
し
、
８
億

６
４
３
万
７
千
円
と
し
た
も
の
。

簡
易
水
道
事
業
会
計

　
工
事
請
負
費
等
５
６
３
万
５

千
円
を
減
額
し
、
１
億
４
千
１

２
万
８
千
円
と
し
た
も
の
。

農
業
集
落
排
水
事
業
会
計

　
浄
化
槽
設
置
工
事
費
等
３
千

７
６
万
５
千
円
を
減
額
し
、
２

億
４
千
９
５
３
万
４
千
円
と
し

た
も
の
。

石
霞
苑
会
計

　
一
般
管
理
事
業
等
２
７
５
万

９
千
円
追
加
し
、
１
億
５
千
４

５
８
万
７
千
円
と
し
た
も
の

介
護
保
険
会
計

　
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費

等
４
千
９
９
５
万
９
千
円
を
追

加
し
、
９
億
１
千
８
１
０
万
３

千
円
と
し
た
も
の
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
会
計

　
居
宅
介
護
事
業
等
９
０
５
万

６
千
円
を
減
額
し
、
４
千
２
４

９
万
２
千
円
と
し
た
も
の
。

日
南
病
院
事
業
会
計

　
資
本
的
支
出
で
は
施
設
改
良

等
で
１
千
２
４
１
万
７
千
円
を

減
額
し
、
７
億
８
千
４
８
４
万

７
千
円
と
し
た
も
の
。

補
正
予
算

一
般
会
計

特
別
会
計
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答答問問 問問 問問

問問 問問答答答答 問問

18
年
度
一
般
会
計
予
算

18
年
度
特
別
会
計
予
算

も
っ
と
く
わ
し
く

質
疑
応
答

質
疑
応
答

質
疑
応
答

答答

答答

問問問問 答答 問問答答 問問答答

問問答答 問問答答 答答

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が

始
ま
る
が
、
ど
の
よ
う
な
体
制

で
や
る
の
か
。

問問
奥
迫
議
員

　
日
南
福
祉
会
と
協
働
で
、
資

格
を
持
っ
た
職
員
を
配
置
で
き

な
い
か
調
整
を
進
め
て
い
る
。

答答
山
内
課
長

　
高
齢
者
介
護
予
防
関
係
の
条

例
改
正
に
伴
い
、
ホ
ー
ム
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
等
の
新
し
い
取
り
組

み
は
検
討
で
き
な
い
か
。

問問
三
上
議
員

　
入
居
さ
れ
る
本
人
、
家
族
、

地
域
等
の
支
援
、
連
携
が
確
立

で
き
れ
ば
可
能
に
な
る
と
思
わ

れ
る
。

答答
山
内
課
長

　
新
年
度
の
国
保
税
額
は
国
保

運
営
協
議
会
で
決
定
さ
れ
る
が
、

ど
の
よ
う
な
考
え
方
で
臨
む
の

か
。

問問
久
代
議
員

　
１
人
当
た
り
の
国
保
税
は
据

え
置
き
た
い
と
考
え
る
。

答答
伊
田
課
長

答答

雪害を受けた町営住宅

　
　
長
岡
議
員 

 

　
町
税
や
固
定
資
産
税
が
昨
年

度
と
比
べ
て
減
額
に
な
っ
て
い

る
が
、
そ
の
要
因
は
。 

　
　
伊
田
住
民
生
活
課
長 

 

　
１
年
間
の
所
得
の
動
き
等
を

つ
か
み
、
税
制
改
正
も
ふ
ま
え

想
定
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
固
定
資
産
税
は
18
年

度
が
評
価
が
え
と
な
り
、
年
数

が
経
過
し
た
家
屋
が
多
い
こ
と

か
ら
大
幅
な
減
額
と
な
っ
た
。 

　
　
久
代
議
員 

 

　
地
方
交
付
税
を
昨
年
に
比
べ

て
５
億
円
も
少
な
く
予
算
化
さ

れ
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。 

　
　
高
見
財
政
室
長 

 

　
地
方
交
付
税
が
５
・
９
％
削

減
さ
れ
る
う
え
に
、
人
口
が
減

っ
た
こ
と
等
に
よ
り
さ
ら
に
算

定
額
が
減
額
と
な
っ
た
こ
と
に

よ
る
。 

　
　
木
山
議
員 

 

　
林
業
団
地
の
支
援
助
成
金
が

あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
根
拠
で

支
出
す
る
の
か
。 

　
　
内
田
総
合
政
策
課
長 

 

　
当
初
の
立
ち
上
げ
に
関
し
て
、

直
接
収
支
に
な
ら
な
い
部
分
に

つ
い
て
支
援
を
す
る
も
の
。 

　
　
久
代
議
員 

 

　
株
式
会
社
オ
ロ
チ
の
監
査
役

に
助
役
が
な
っ
て
い
る
が
、
ど

う
い
っ
た
経
過
か
ら
か
。 

　
　
矢
田
町
長 

 
　
会
社
側
か
ら
の
要
望
も
あ
り
、

立
ち
上
げ
ま
で
と
い
う
こ
と
で

引
き
受
け
て
い
る
。 

　
　
福
原
議
員 

 

　
町
営
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て
、

地
元
等
と
協
議
を
し
て
路
線
変

更
は
可
能
か
。 

　
　
町
　
長 

 

　
効
率
や
経
費
の
面
で
問
題
が

あ
る
が
、
十
分
に
調
査
し
議
論

を
重
ね
て
総
合
的
に
判
断
し
て

い
き
た
い
。 

　
　
久
代
議
員 

 

　
山
の
上
小
学
校
の
生
徒
の
バ

ス
料
金
は
、
そ
の
他
の
学
校
と

同
じ
な
の
か
。 

　
　
山
本
教
育
長 

 

　
現
行
の
と
お
り
、
６
ヶ
月
定
期

券
の
半
額
負
担
を
お
願
い
し
て
い
る
。 

　
　
久
代
議
員 

 

　
西
部
広
域
ご
み
処
理
施
設
建

設
は
白
紙
凍
結
と
い
う
決
定
に

な
っ
た
が
、
負
担
金
の
根
拠
は
。 

　
　
伊
田
課
長 

 

　
最
低
限
の
経
費
で
人
件
費
分

と
し
て
計
上
し
て
い
る
。 

　
　
内
田
議
員 

 

　
か
す
み
荘
の
居
住
部
門
の
利

用
に
つ
い
て
、
長
期
利
用
者
に

退
室
を
お
願
い
し
て
い
る
が
、

状
況
は
ど
う
か
。 

　
　
山
内
福
祉
保
健
課
長 

 

　
退
所
後
の
行
き
先
を
確
保
す

る
等
し
な
が
ら
、
今
後
も
規
定

に
基
づ
き
対
応
し
た
い
。 

　
　
平
井
議
員 

 

　
社
会
福
祉
協
議
会
の
地
域
福

祉
推
進
事
業
に
補
助
金
を
計
上

し
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
。 

　
　
山
内
課
長 

 

　
配
食
サ
ー
ビ
ス
等
、
ソ
フ
ト

的
な
事
業
費
の
一
部
を
支
援
す

る
。

　
　
久
代
議
員 

 

　
木
材
団
地
整
備
事
業
で
造
成

を
行
う
が
、
借
地
で
対
応
す
る

の
か
。
あ
る
い
は
売
却
す
る
の
か
。 

　
　
内
田
課
長 

 

　
用
地
費
、
造
成
費
に
よ
り
単

価
を
決
め
て
売
却
す
る
方
針
で

あ
る
。 

　
　
内
田
議
員 

 

　
中
学
校
の
改
修
工
事
実
施
設

計
が
な
さ
れ
る
が
、
そ
の
改
修

内
容
は
。 

　
　
教
育
長 

 

　
耐
震
補
強
と
暖
房
設
備
の
切

り
替
え
、
屋
上
の
改
修
を
予
定

し
て
い
る
。 

　
　
久
代
議
員 

 

　
こ
の
た
び
の
豪
雪
に
よ
り
町

営
住
宅
に
被
害
が
で
た
が
、
入

居
者
と
の
間
に
被
害
を
最
小
限

に
抑
え
る
よ
う
な
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
作
る
べ
き
で
は
な
い
か
。 

　
　
伊
田
課
長 

 

　
通
常
の
範
囲
の
維
持
管
理
は

入
居
者
の
責
任
で
し
て
も
ら
う

事
に
な
っ
て
い
る
。
雪
害
に
限

ら
ず
全
面
的
に
見
直
し
て
い
き

た
い
。
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平井正之議員

三
期
目
の
具
体
的 

　
　
　
　
政
策
と
決
意
は

行
革
を
継
続
し 

　
　
夢
の
あ
る
町
づ
く
り
を

矢
田
町
長

矢
田
町
長
三
期
目
の 

政
策
運
営
に
つ
い
て

一般質問一般質問
答答と

町政の 
　ここが聞きたい

①
引
続
き
日
南
町
長
と
し
て
の

職
責
を
担
い
、
町
民
と
共
に
日

南
町
の
再
発
展
の
た
め
に
、
全

力
で
取
り
組
ま
れ
る
そ
の
決
意

と
具
体
的
政
策
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

②
昨
年
７
月
の
地
域
再
生
計
画

の
認
定
を
受
け
、
林
業
関
係
者

ば
か
り
で
な
く
地
域
を
あ
げ
て
、

産
業
育
成
に
よ
り
雇
用
創
出
を

目
指
す
と
は
、
具
体
的
に
行
政

と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
関
わ
り

を
持
ち
取
り
組
み
を
す
る
の
か

伺
い
た
い
。

行
財
政
改
革

に
つ
い
て

①
行
財
政
改
革
の
年
次
別
計
画

を
実
施
し
て
２
年
経
過
を
し
た

が
、
そ
の
成
果
と
反
省
点
に
つ

い
て
総
括
し
、
反
省
点
が
あ
る

と
す
る
な
ら
、
そ
の
対
応
と
対

策
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
た
か
伺

い
た
い
。

②
行
財
政
改
革
に
は
、｢

痛
み
」

今
の
言
葉
で
言
う
な
ら
光
と
影

の
部
分
が
出
て
く
る
の
は
当
然

で
あ
る
と
思
う
が
、
町
長
の
認

識
は
。
影
（
痛
み
）
の
部
分
が

あ
る
と
す
る
な
ら
、
そ
れ
に
つ

い
て
対
応
・
対
処
す
る
の
も
、

理
の
当
然
で
あ
り
、
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
い
か
が
さ
れ
た
か
伺

い
た
い
。

学
校
問
題 

　
　
に
つ
い
て

①
「
小
学
校
統
合
に
つ
い
て
学

習
し
考
え
て
い
く
会
」
か
ら
平

成
17
年
10
月
21
日
付
の
要
望
書

で
、
新
校
舎
建
築
を
検
討
し
て

欲
し
い
と
の
要
望
が
な
さ
れ
て

い
る
が
、私
は
特
に
子
供
の｢

こ

こ
ろ
の
心
理
学
」
の
立
場
か
ら
、

新
校
舎
建
築
を
今
か
ら
検
討
し
、

21
年
度
に
は
日
南
町
の
全
小
学

生
が
同
じ
ス
タ
ー
ト
台
に
た
っ

て
、
学
ば
せ
て
や
る
こ
と
が
大

人
の
配
慮
と
考
え
る
が
、
町
長
、

教
育
長
の
思
い
、
考
え
方
を
伺

い
た
い
。

②
学
習
指
導
要
領
見
直
し
を
検

討
し
て
い
る
中
教
審
教
育
課
程

部
会
は
、
２
月
８
日
、
審
議
の

経
過
報
告
で
「
ゆ
と
り
教
育
」

を
修
正
す
る
方
向
を
示
し
て
お

り
、
転
換
さ
れ
る
可
能
性
が
高

い
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
教
育

長
の
所
見
を
伺
い
た
い
。

①
引
き
続
い
て｢

雇
用
と
定
住｣

、

「
地
域
再
生
計
画
」、「
農
林
業

の
振
興
」、｢

企
業
の
支
援
」、｢

地

域
自
立
」、「
福
祉
・
少
子
化
対

策
」、｢

地
域
連
携
と
情
報
活
用｣

、

「
行
財
政
改
革
」
を
継
続
し
な

が
ら
、
確
か
な
も
の
と
し
て
夢

の
あ
る
町
づ
く
り
を
目
指
す
。

②
現
在
、
林
業
関
係
者
を
中
心

に
取
り
組
み
に
対
す
る
理
解
と

出
資
を
求
め
る
努
力
が
な
さ
れ

て
お
り
、
住
民
の
期
待
が
広
が

っ
て
お
り
、
下
流
域
自
治
体
の

参
画
も
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　
町
も
こ
の
動
き
と
協
働
し
、

事
業
の
立
ち
上
げ
へ
の
支
援
、

用
地
の
確
保
、
新
会
社
へ
の
一

定
額
の
出
資
、
推
進
協
議
な
ど

の
支
援
を
考
え
て
い
る
。

町
　
長

①
日
南
町
は
早
く
か
ら
行
革
に

取
り
組
み
、
そ
の
成
果
は
充
分

に
あ
っ
た
と
思
う
。
但
し
、
今

後
更
に
国
か
ら
の
厳
し
さ
が
増

す
事
が
予
想
さ
れ
、
そ
の
時
点

の
事
も
ふ
ま
え
な
が
ら
考
え
て

い
き
た
い
。

　
全
体
的
な
総
括
は
18
年
度
末

に
行
う
予
定
。
そ
れ
ま
で
は
、

随
時
対
応
出
来
る
体
制
で
望
み

た
い
と
考
え
て
い
る
。

②
現
在
で
は
痛
み
の
方
が
大
き

い
が
、
こ
れ
に
耐
え
な
が
ら
早

く
改
革
を
終
了
し
、
新
し
く
出

発
す
る
も
の
、
地
域
ぐ
る
み
で

取
り
組
む
も
の
、
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
に
よ
っ
て
地
域
が
活
性

化
す
る
も
の
、
い
ろ
ん
な
取
組

を
通
じ
て
夢
の
部
分
を
も
て
る

よ
う
に
し
た
い
。

　
行
革
を
通
し
て
自
立
す
る
た

め
、
町
民
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
む
意
識
改
革
が
な
さ
れ
つ
つ

あ
り
、
引
き
続
き
実
施
す
る
。

山
本
教
育
長

②「
生
き
る
力
」を
育
む
と
い
う

現
行
の
学
習
指
導
要
領
の
理
念

や
目
標
が
全
く
転
換
さ
れ
る
た

め
の
修
正
で
は
な
い
と
考
え
る
。

　
特
に「
子
ど
も
の
人
間
力
」を

向
上
す
る
た
め
「
学
習
指
導
要

領
の
見
直
し｣｢

全
国
学
力
調
査

の
実
施
」｢

習
熟
度
別
指
導
・
少

人
数
教
育
の
充
実
」
な
ど
が
必

要
で
あ
る
と
し
、
今
後
も
現
行

の
学
習
指
導
要
領
の
理
念
や
、

目
標
を
基
本
と
し
な
が
ら
様
々

な
教
育
改
革
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

町
　
長

①
１
校
統
合
と
い
う
日
南
町
小

学
校
教
育
の
大
変
革
の
中
で
は

あ
る
が
、
日
南
町
の
現
状
の
施

設
設
備
、
財
政
的
な
面
等
か
ら

も
「
現
行
の
有
効
活
用
」
が
一

番
現
実
的
で
あ
る
。

　
将
来
的
に
は
、
財
政
状
況
の

推
移
等
を
十
分
に
検
討
す
る
な

か
で
、
議
論
を
尽
く
し
決
定
し

た
い
。

日野上小学校校舎
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矢
田
町
長

災
害
時（
豪
雪
）の 

対
応
に
つ
い
て

町政のここが聞きたい

環
境
条
例
を

　
　
　
制
定
す
べ
き
で
は

ご
み
問
題
の
決
定
を
待
ち 

　
　
　
　
　
　
策
定
し
た
い

①
昨
年
か
ら
の
豪
雪
は
過
疎
と

高
齢
化
の
町
に
甚
大
な
被
害
を

も
た
ら
し
た
。
被
害
の
実
態
調

査
の
結
果
か
ら
見
え
て
く
る
課

題
を
ど
う
把
握
し
、
ど
の
よ
う

な
対
応
策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

②
地
球
温
暖
化
の
影
響
で
の
豪

雪
だ
と
す
れ
ば
、
こ
れ
か
ら
た

び
た
び
あ
る
こ
と
だ
と
覚
悟
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
建
設
業

協
会
の
協
力
を
得
て
な
ん
と
か

乗
り
切
る
こ
と
が
出
来
た
が
、

ま
す
ま
す
進
む
高
齢
化
の
な
か

で
、
町
長
の
言
わ
れ
る
「
自
分

た
ち
の
こ
と
は
自
分
た
ち
で
」

に
は
限
界
が
あ
る
。
今
後
、
町

外
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
、

受
け
入
れ
る
体
制
づ
く
り
を
す

べ
き
と
考
え
る
が
。

③
今
回
の
豪
雪
が
、
過
疎
に
ま

す
ま
す
拍
車
を
か
け
る
の
で
は

と
、
懸
念
す
る
。
団
塊
の
世
代

を
取
り
込
も
う
と
し
て
も
、
豪

雪
の
不
安
や
不
便
を
感
じ
る
の

で
は
な
い
か
。
安
心
し
て
住
め

る
町
を
ど
う
つ
く
る
の
か
。

環
境
対
策
に
つ
い
て

医
療
費 

改
革
に
つ
い
て

①
こ
の
た
び
の
医
療
費
改
革
の

ね
ら
い
の
一
つ
は
、
長
期
化
す

る
入
院
の
解
消
で
、
国
は
療
養

病
床
を
38
万
床
か
ら
15
万
床
に

削
減
す
る
方
針
だ
と
い
う
。
日

南
病
院
の
療
養
病
床
の
見
通
し

は
。

②
介
護
で
も
医
療
で
も
予
防
が

ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
。
き
め

細
か
な
行
動
が
求
め
ら
れ
る
が
、

ど
の
よ
う
な
対
策
を
と
ら
れ
る

の
か
。

①
２
月
末
で
取
り
ま
と
め
た
建

物
被
害
は
４
２
８
棟
。
災
害
時

の
安
心
・
安
全
の
確
保
に
は
地

域
、
各
種
機
関
団
体
の
力
の
結

集
が
必
要
で
あ
る
。

　
雪
害
を
含
め
た
防
災
上
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
の
立
ち
上
げ
や
、

自
主
防
災
組
織
の
育
成
な
ど
を

通
じ
、
地
域
と
町
が
協
働
で
き

る
体
制
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

②
全
国
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
の
設
置
が
す
す
め
ら
れ

て
い
る
。
今
後
、
社
会
福
祉
協

議
会
等
と
も
連
携
を
し
な
が
ら
、

同
様
な
こ
と
が
あ
っ
た
場
合
の

対
応
も
含
め
て
防
災
計
画
を
検

討
す
る
。

③
三
八
豪
雪
当
時
は
高
度
成
長

を
迎
え
て
い
た
が
、
こ
れ
か
ら

は
農
村
が
担
う
時
代
、
農
村
回

帰
が
始
ま
っ
て
い
る
。
魅
力
あ

る
町
づ
く
り
と
い
う
点
か
ら
、

被
災
し
た
農
業
施
設
の
早
期
復

旧
、
地
域
と
町
の
協
働
の
推
進
、

町
の
特
性
を
活
か
し
た
起
業
や

雇
用
創
出
、
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン

ス
創
造
な
ど
に
取
り
組
む
。

町
　
長

①
ご
み
処
理
問
題
の
決
定
を
待

ち
、
条
例
の
制
定
及
び
基
本
計

画
を
策
定
し
た
い
と
思
う
。

②
衛
生
面
等
を
考
慮
し
な
が
ら
、

で
き
る
だ
け
使
用
を
控
え
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
指
導
し
て
い

る
。

　
17
年
度
は
自
治
会
等
で
８
回

の
学
習
会
を
し
た
。
機
会
を
と

ら
え
て
啓
発
に
努
め
る
。

町
　
長

　
現
在
、
日
南
病
院
は
療
養
病

棟
に
医
療
型
と
介
護
型
が
あ
る

が
、
介
護
型
が
無
く
な
る
の
で
、

医
療
型
と
し
て
残
す
の
か
、
そ

れ
と
も
形
態
を
変
え
る
の
か
方

向
を
見
定
め
る
必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
、
予
防
重
視
の
観
点
か

ら
、
医
療
・
保
健
・
福
祉
の
連

携
を
一
層
強
め
、
病
院
で
は
看

護
師
や
リ
ハ
ビ
リ
部
門
の
ス
タ

ッ
フ
を
補
強
し
、
早
期
の
在
宅

復
帰
と
継
続
的
な
支
援
を
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
る
。

釣り人でにぎわう日野川

①
地
域
再
生
事
業
、
官
学
共
同

の
地
域
活
性
化
教
育
セ
ン
タ
ー

の
設
置
、
ご
み
問
題
の
議
論
な

ど
さ
れ
て
る
現
在
、
日
南
町
の

環
境
ビ
ジ
ョ
ン
を
し
っ
か
り
と

内
外
に
し
め
し
、
行
動
し
て
い

く
た
め
に
早
急
に
環
境
条
例
を

制
定
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

②
以
前
、
日
野
川
の
水
を
守
る

た
め
に
せ
っ
け
ん
の
使
用
を
啓

発
さ
れ
る
よ
う
質
問
し
た
が
、

現
在
ま
で
に
実
際
に
取
り
組
ん

だ
内
容
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。
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職
員
の
健
康
管
理
は

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り 

　
　
　
　
講
演
会
等
を
実
施

矢
田
町
長

雪
害
に
つ
い
て

①
雪
に
よ
る
農
業
被
害
（
ハ
ウ

ス
の
倒
壊
、
果
樹
の
倒
木
等
）

の
状
況
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た

か
、
被
害
に
対
す
る
制
度
的
な

支
援
は
あ
る
の
か
伺
う
。

②
建
物
の
被
害
等
調
査
が
実
施

さ
れ
て
い
る
が
、
現
段
階
ま
で

の
状
況
を
伺
う
。
家
屋
の
修
理
、

大
改
修
が
発
生
し
多
額
の
費
用

が
か
か
る
と
予
想
さ
れ
る
が
、

低
金
利
の
雪
害
に
要
し
た
費
用

に
対
す
る
貸
付
制
度
は
な
い
の

か
。
ま
た
、
屋
根
、
家
屋
周
辺

の
除
雪
に
高
額
の
費
用
が
か
か

っ
て
い
る
。
独
居
、
高
齢
者
世

帯
の
低
所
得
者
に
対
す
る
支
援

は
考
え
ら
れ
な
い
か
伺
う
。

国
民
保
護
法
に

つ
い
て

①
平
成
16
年
６
月
に
制
定
さ
れ

て
い
る
国
民
保
護
法
に
つ
い
て

は
、
住
民
の
大
半
が
理
解
し
て

い
な
い
と
思
う
が
、
日
南
町
の

現
在
ま
で
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
伺
う
。

②
国
民
保
護
と
地
方
自
治
体
、

住
民
の
役
割
は
重
要
と
考
え
る

が
、
広
報
や
情
報
提
供
、
講
習

会
な
ど
実
施
し
、
住
民
の
理
解

に
努
め
て
ほ
し
い
が
、
今
後
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

①
被
害
状
況(

２
月
10
日
現
在)

　
ハ
ウ
ス
：
約
９
千
３
０
０
㎡

（
57
棟
）

　
リ
ン
ゴ
：
３
ha
の
内
30
％
の

被
害
率
と
想
定 

　
栗
：
７
ha
の
内
20
％
の
被
害

率
と
想
定

　
支
援
：
ハ
ウ
ス
は
基
準
事
業

費
の
２
分
の
１
を
県
町
で
補
助
。

果
樹
は
地
元
協
議
で
援
農
支
援
。

②
２
月
末
で
取
り
ま
と
め
た
建

物
被
害
は
４
２
８
棟
、
う
ち
母

屋
の
被
害
は
１
８
０
棟
、
母
屋

の
全
壊
は
な
い
。

　
こ
の
度
の
雪
害
は
、
被
害
者

生
活
再
建
支
援
法
等
に
該
当
し

な
い
た
め
、
国
や
県
の
救
済
制

度
が
適
用
さ
れ
な
い
。
ま
た
町

単
独
の
貸
付
制
度
等
は
考
え
て

い
な
い
。

町
　
長

①
職
員
の
健
康
管
理
に
つ
い
て

は
、
労
働
安
全
衛
生
法
（
昭
和

47
年
法
律
第
57
号
）
に
基
づ
き
、

日
南
町
安
全
衛
生
委
員
会
を
設

置
し
、
健
康
診
断
の
実
施
や
、

そ
の
他
健
康
管
理
に
関
す
る
業

務
を
行
っ
て
い
る
。
特
に
健
康

診
断
未
受
診
を
無
く
す
対
策
や

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
講
演
会

を
実
施
し
、
職
場
の
健
康
管
理

に
努
め
て
い
る
。

②
現
在
あ
る
健
康
器
具
の
有
効

活
用
を
図
り
、
新
た
な
器
具
の

設
置
は
考
え
て
い
な
い
。

町
　
長

①
鳥
取
県
は
、
18
年
３
月
中
に

市
町
村
計
画
の
承
認
を
目
指
し

て
い
る
。
本
町
も
３
月
の
計
画

承
認
に
向
け
準
備
中
で
あ
る
。

計
画
書
完
成
後
に
報
告
、
公
表

を
行
う
。

②
住
民
へ
の
説
明
は
、
自
然
災

害
と
関
連
さ
せ
た
形
で
行
う
こ

と
を
基
本
と
し
、
自
主
防
災
組

織
も
同
じ
考
え
方
で
育
成
、
充

実
を
図
り
た
い
。

始業前のラジオ体操

職
員
の
健
康 

管
理
に
つ
い
て

①
職
場
の
健
康
管
理
に
つ
い
て

は
労
基
法
の
中
で
も
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
る
の
で
、
毎
年
健
康

診
断
は
実
施
さ
れ
て
い
る
と
思

う
が
、
現
在
ど
の
よ
う
な
管
理

が
さ
れ
て
い
る
の
か
。
特
に
メ

ン
タ
ル
面
で
の
ケ
ア
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
な
対
策
を
と
っ
て
い

る
の
か
伺
う
。

②
健
康
管
理
は
最
終
的
に
は
個

人
の
問
題
に
な
る
と
は
思
う
が
、

職
場
内
で
の
健
康
に
関
す
る
運

動
な
ど
ほ
と
ん
ど
見
か
け
ら
れ

な
い
。
住
民
の
た
め
に
は
、
健

康
な
体
で
仕
事
に
取
り
組
ん
で

ほ
し
い
も
の
で
あ
り
、
庁
舎
内

に
簡
単
に
で
き
る
健
康
器
具
な

ど
置
か
れ
る
考
え
は
な
い
か
伺

う
。
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矢
田
町
長

小
学
校
統
合
に 

つ
い
て

町政のここが聞きたい

具
体
的
な 

　
　
　
　
少
子
化
対
策
は

「
子
ど
も
基
金
」
を
設
け
る

①
21
年
度
１
校
統
合
を
目
途
と

し
て
進
行
し
て
い
る
が
、
本
当

に
21
年
度
１
校
統
合
出
来
る
の

か
不
安
で
あ
る
。
現
実
に
、
各

校
区
の
小
学
校
保
護
者
役
員
に
、

本
当
は
い
つ
頃
統
合
し
た
い
の

か
と
た
ず
ね
て
い
る
。

　
ま
た
、
町
長
は
、
通
学
や
学

校
運
営
の
様
子
を
見
な
が
ら
実

施
年
度
等
方
向
性
を
見
極
め
た

い
と
表
明
し
て
い
る
が
、
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
通
り
に
行
か
な

か
っ
た
場
合
、
住
民
や
保
護
者

は
困
惑
す
る
。
21
年
度
１
校
統

合
は
無
理
で
は
な
い
か
と
考
え

る
が
。

②
１
校
統
合
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
廃
校
と
な
る
学
校
の
起
債
の

返
還
額
と
交
付
税
の
減
額
は
特

別
委
員
会
に
示
さ
れ
た
が
、
補

助
金
の
返
還
額
は
ど
の
よ
う
に

処
理
さ
れ
る
の
か
伺
い
た
い
。

（
特
に
多
里
小
学
校
の
場
合
）

③
全
児
童
を
受
け
入
れ
る
が
た

め
に
日
野
上
小
学
校
校
舎
改
築

に
約
４
億
２
千
万
円
計
画
さ
れ

て
い
る
が
、
新
校
舎
建
築
を
優

先
す
べ
き
で
な
い
か
と
考
え
る

が
。

④
二
つ
の
小
学
校
保
護
者
よ
り

現
校
舎
を
当
分
の
間
は
現
状
維

持
で
使
用
し
た
い
と
要
望
が
出

て
お
り
、
検
討
す
べ
き
で
は
な

い
か
と
考
え
る
が
。

少
子
化
対
策
に 

つ
い
て

　
今
期
は
少
子
化
対
策
に
力
を

入
れ
る
と
表
明
さ
れ
て
い
る
が
、

具
体
的
に
何
を
さ
れ
る
の
か
示

し
て
頂
き
た
い
。

町
　
長すくすく育って

①
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
１

校
統
合
し
た
場
合
の
児
童
数
・

学
級
数
及
び
教
職
員
数
等
に
つ

い
て
の
推
移
と
、
施
設
設
備
の

検
討
を
行
う
た
め
の
も
の
で
、

統
合
に
向
け
て
の
具
体
的
な
年

度
は
保
護
者
等
の
意
見
を
尊
重

し
な
が
ら
決
定
す
る
こ
と
と
し

て
説
明
し
て
き
て
い
る
。

　
今
後
は
、
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

長
と
「
小
学
校
統
合
に
つ
い
て

学
習
し
、
考
え
る
会
」
の
合
同

会
議
等
に
お
い
て
具
体
的
統
合

年
次
の
決
定
し
て
い
く
こ
と
と

し
、
可
能
で
あ
れ
ば
年
度
内
に

は
そ
の
方
向
性
を
見
極
め
た
い
。

②
国
庫
補
助
金
は
、
制
限
期
間

の
規
定
に
よ
っ
て
用
途
変
更
等

に
係
る
届
出
、
あ
る
い
は
承
認

申
請
と
認
可
に
よ
っ
て
補
助
金

の
返
還
が
免
除
さ
れ
る
。

　
多
里
小
学
校
は
、
承
認
申
請

と
認
可
を
要
す
施
設
で
あ
り
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な

統
合
年
度
の
決
定
の
中
で
更
に

対
応
を
検
討
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

③
校
舎
の
一
部
改
修
、
あ
る
い

は
設
備
の
あ
り
方
等
の
運
用
面

に
お
い
て
、
現
行
を
見
直
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
い
が
、
基

本
的
に
は
日
南
町
の
現
状
の
施

設
設
備
、
財
政
的
な
面
等
か
ら

も
「
現
行
の
有
効
活
用
」
が
現

実
的
で
あ
る
。

　
今
後
比
較
検
討
し
て
決
め
る
。

④
現
段
階
で
は
、
基
本
的
に
議

会
で
決
定
さ
れ
た
平
成
21
年
度

を
目
途
に
小
学
校
１
校
統
合
の

方
向
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
合
同
会
議
等
の
中
で
具
体
的

に
決
定
し
て
い
く
。

　
国
を
あ
げ
て
少
子
化
対
策
に

取
り
組
む
と
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
に
対
す
る
経
費
は
十
分
で

な
い
。
そ
う
い
う
中
で
、
町
は
、

子
育
て
環
境
の
充
実
・
雇
用
対

策
に
力
を
入
れ
る
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
、
新
年
度
か
ら
組
織
さ

れ
る
、
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
で
も
子
育
て
環
境
整
備
に

つ
い
て
議
論
い
た
だ
き
た
い
。

民
間
や
社
会
福
祉
協
議
会
と
一

緒
に
「
子
ど
も
基
金
」
を
設
け

て
、
募
金
に
よ
っ
て
、
住
民
と

協
働
で
少
子
化
に
対
応
し
、
地

域
を
守
っ
て
い
く
運
動
も
検
討

し
た
い
。
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久代安敏議員

ど
う
す
る｢

ご
み
焼
却
施
設｣

早
急
に
最
善
の
方
策
を 

　
　
　
　
　
　
決
定
し
た
い

矢
田
町
長

「
鳥
取
県
人
権
侵
害
救
済 

推
進
及
び
手
続
に
関
す
る 

条
例
」（
人
権
条
例
）に
つ
い
て

①
「
鳥
取
県
人
権
侵
害
救
済
推

進
及
び
手
続
に
関
す
る
条
例
」

を
、
「
人
権
侵
害
の
防
止
と
救

済
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
」
と

評
価
し
て
い
る
が
、
町
同
推
協

の
会
長
（
町
長
）
及
び
教
育
長

は
、
ど
こ
に
期
待
し
た
の
か
。

②
日
南
町
内
で
救
済
さ
れ
る
べ

き
人
権
侵
害
の
事
実
に
つ
い
て

明
ら
か
に
し
、
そ
れ
は
現
行
の

法
制
度
や
私
人
間
の
話
し
合
い

で
解
決
で
き
な
い
か
問
う
。

障
害
者
自
立
支
援 

法
施
行
に
つ
い
て

①
身
体
・
知
的
・
精
神
の
３
障

害
に
関
す
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
責

任
が
、
市
町
村
に
一
元
化
さ
れ

る
が
、
利
用
料
減
免
制
度
な
ど

の
拡
充
や
、
適
正
な
支
給
決
定

の
仕
組
み
の
構
築
は
図
ら
れ
て

い
る
か
。

②
障
害
者
計
画
と
障
害
福
祉
計

画
の
整
合
性
を
ど
う
図
る
の
か
。

③
地
域
生
活
支
援
事
業
に
か
か

わ
る
条
例
化
を
ど
の
よ
う
に
す

す
め
る
の
か
。

④
地
域
供
給
基
盤
の
整
備
の
計

画
的
整
備
を
地
域
の
実
情
に
合

わ
せ
て
ど
う
す
す
め
る
の
か
。

介
護
保
険
制
度 

に
つ
い
て

西
部
広
域
圏
内
の
可
燃 

ご
み
処
理
計
画
に
つ
い
て

①
介
護
保
険
料
（
第
１
号
保
険

料
）
改
定
の
時
期
で
あ
る
が
、

法
改
正
で
保
険
料
段
階
設
定
の

見
直
し
が
さ
れ
た
が
、
基
準
額

及
び
段
階
別
保
険
料
設
定
と
被

保
険
者
数
は
ど
う
な
る
の
か
。

②
原
則
と
し
て
４
月
か
ら
施
行

さ
れ
る
「
新
予
防
給
付
」
及
び

「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

は
、
２
年
の
猶
予
期
間
が
あ
る

が
、
ど
の
よ
う
な
体
制
か
。

校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の 

設
置
と
社
会
教
育(

公
民
館) 

に
つ
い
て

　
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の

設
置
に
と
も
な
い
、
町
か
ら
公

民
館
が
全
て
な
く
な
る
。
社
会

教
育
法
上
の
任
務
は
、
教
育
委

員
会
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
る
べ

き
だ
が
、
そ
の
方
策
は
。

①
去
る
１
月
20
日
、
鳥
取
県
西

部
広
域
行
政
管
理
組
合
の
管
理

者
会
議
が
、
「
新
広
域
可
燃
ご

み
焼
却
施
設
建
設
計
画
」
を
凍

結
し
、
建
設
用
地
の
取
得
事
務

を
白
紙
と
し
た
。
こ
の
決
定
を

ど
う
受
け
止
め
て
い
る
か
。

②
新
た
に
検
討
す
る
計
画
と
し

て
、
平
成
23
年
度
以
降
は
米
子

市
へ
委
託
す
る
こ
と
と
な
っ
て

い
る
が
、
現
在
あ
る
下
石
見
の

焼
却
場
の
耐
久
性
も
含
め
て
再

検
討
を
急
ぐ
べ
き
だ
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

①
方
策
と
し
て
示
さ
れ
た
今
回

の
条
例
が
、
役
割
を
果
た
す
べ

き
制
度
に
確
立
さ
れ
る
こ
と
に

期
待
し
て
い
る
。

②
人
権
侵
害
事
例
は
な
い
が
、

県
内
状
況
等
か
ら
何
ら
か
の
人

権
侵
害
に
係
る
救
済
は
必
要
と

判
断
し
て
い
る
。

　
当
事
者
同
士
の
話
し
合
い
と

自
主
的
な
解
決
が
基
本
に
な
っ

て
い
る
と
考
え
る
。

町
　
長

町
　
長

①
第
３
期(

18
年
度
〜
20
年
度)

の
介
護
保
険
料
の
基
準
額
は
据

え
置
き
と
し
、
４
千
２
０
０
円

と
な
る
。
保
険
料
率
の
区
分
は

７
段
階
と
し
、
所
得
の
高
い
者

は
率
を
高
く
設
定
す
る
。
人
口

推
計
に
よ
る
被
保
険
者
数
は
、

３
ヶ
年
で
７
千
９
４
４
人
を
見

込
ん
だ
。

②
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は

18
年
４
月
に
設
置
す
る
。
職
員

体
制
は
一
部
兼
務
で
４
人
体
制

を
予
定
し
て
い
る
。

町
　
長

①
社
会
経
済
の
情
勢
も
大
き
く

変
わ
り
つ
つ
あ
り
、
慎
重
に
検

討
す
る
こ
と
は
時
宜
を
得
た
判

断
と
思
う
。

②
町
と
し
て
最
善
の
方
法
を
再

検
討
す
べ
く
指
示
し
て
い
る
の

で
、
そ
の
検
討
作
業
を
待
っ
て
、

方
針
を
出
し
た
い
。

町
　
長

①
支
給
決
定
等
の
た
め
の
周
知
、

説
明
及
び
低
所
得
者
に
対
す
る

個
別
減
免
、
補
足
給
付
等
の
事

務
手
続
き
を
12
月
か
ら
進
め
て

い
る
。

②
基
本
計
画
で
あ
る
障
害
者
計

画
と
実
施
計
画
と
な
る
障
害
福

祉
計
画
は
、
平
成
18
年
度
に
並

行
し
て
策
定
す
る
。

③
10
月
１
日
か
ら
の
施
行
と
な

る
障
害
者
相
談
支
援
事
業
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
事
業

等
の
構
築
は
、
こ
れ
か
ら
具
体

化
す
る
。

④
地
域
の
社
会
基
盤
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
障
害
福
祉
計
画
を

策
定
す
る
中
で
検
討
す
る
。

　
協
議
会
の
活
動
の
柱
に
、
住

民
学
習
部
門
を
設
け
て
、
部
の

活
動
の
中
で
従
来
の
公
民
館
活

動
を
行
う
。
社
会
教
育
委
員
及

び
関
係
団
体
と
の
連
携
を
深
め

な
が
ら
継
続
し
て
取
り
組
む
。
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奥迫廣人議員

矢
田
町
長

町
長
示
達
の
総
括
事 

項
の
中
に
あ
る
、高

齢
者
の
経
験
を
社
会

に
活
か
す
方
向
で
の

生
き
が
い
づ
く
り
に 

つ
い
て

町政のここが聞きたい

高
齢
者
の
経
験
を 

　
　
　
　
　
学
校
教
育
に

保
護
者
や
地
域
の
連
携
で 

　
　
　
　
　
具
体
的
方
策
に

①
少
子
化
対
策
の
手
法
の
再
構

築
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
聞
き

た
い
。

②
社
会
教
育
の
面
で
も
高
齢
者

の
経
験
を
活
か
す
べ
き
と
考
え

る
が
、
専
任
職
員
の
所
属
が
移

行
す
る
が
、
不
都
合
は
生
じ
な

い
の
か
聞
き
た
い
。

③
学
校
教
育
の
場
で
は
、
特
に

安
全
面
に
お
い
て
、
よ
り
地
域

社
会
と
の
関
わ
り
が
大
切
な
時

代
で
あ
る
。
高
齢
者
の
参
画
促

進
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

④
高
齢
者
の
経
験
を
社
会
に
活

か
す
う
え
で
、徳
育
、情
操
、
地

域
の
歴
史
等
の
寺
子
屋
的
教
育

を
、
保
護
者
世
代
を
も
巻
き
込

ん
だ
形
で
は
ど
う
か
聞
き
た
い
。

地
域
再
生
計
画
と
産 

官
学
連
携
に
つ
い
て

①
大
学
の
学
外
拠
点
進
出
に
つ

い
て
は
、
地
域
再
生
計
画
の
本

旨
か
ら
、
地
域
住
民
の
理
解
は

不
可
欠
で
あ
る
。
地
域
へ
の
啓

発
は
ど
の
様
に
さ
れ
る
の
か
聞

き
た
い
。

②
全
学
部
が
対
象
と
言
う
事
で

あ
る
が
、
現
地
域
再
生
計
画
の

範
囲
を
超
え
る
ス
タ
イ
ル
と
捉

え
て
良
い
の
か
聞
き
た
い
。

③
起
業
あ
る
い
は
雇
用
へ
の
効

果
は
期
待
出
来
る
の
か
聞
き
た

い
。

④
地
場
産
業
活
性
化
へ
の
影
響

は
ど
う
か
聞
き
た
い
。

⑤
企
業
誘
致
へ
の
呼
び
水
的
効

果
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

⑥
概
ね
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど

う
な
る
の
か
聞
き
た
い
。

地域活性化教育研究センター

矢
田
町
長

①
こ
の
た
び
の
鳥
取
大
学
と
の

連
携
事
業
の
推
進
に
あ
た
っ
て

は
、
廃
校
々
舎
を
拠
点
と
し
て

使
用
し
た
い
。

　
地
域
と
も
連
携
し
な
が
ら
今

後
、
大
学
側
の
意
向
も
汲
み
な

が
ら
、
十
分
に
議
論
し
て
い
き

た
い
。

②
平
成
18
年
２
月
、
内
閣
府
は
、

地
域
再
生
基
本
方
針
を
一
部
変

更
し
、
大
学
と
地
方
自
治
体
が

連
携
し
た
地
域
活
性
化
の
取
組

み
を
支
援
す
る
た
め
、
「
地
域

の
知
の
拠
点
再
生
プ
ロ
グ
ラ
ム｣

を
新
た
な
地
域
支
援
措
置
と
し

て
追
加
し
た
。

　
町
で
は
、
小
学
校
の
統
廃
合

に
係
る
廃
校
校
舎
等
の
転
用
の

弾
力
化
と
地
方
債
の
繰
上
償
還

免
除
を
目
的
と
し
、
鳥
取
大
学

と
の
連
携
事
業
の
推
進
を
図
る

と
い
う
新
た
な
地
域
再
生
計
画

の
認
定
を
め
ざ
す
。

③
こ
の
た
び
の
鳥
取
大
学
と
の

連
携
に
よ
る
「
地
域
活
性
化
教

育
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
に
よ
っ

て
、
新
規
起
業
や
新
た
な
雇
用

の
土
台
作
り
と
認
識
し
て
い
る
。

　
地
域
資
源
を
素
材
と
す
る
新

規
事
業
の
起
業
、
雇
用
の
可
能

性
を
探
っ
て
い
き
た
い
。

④
大
学
側
は
、
「
豊
か
な
自
然

を
活
か
し
な
が
ら
、
農
林
業
の

振
興
に
よ
る
町
の
活
性
化
と
自

立
を
目
指
す
と
い
う
町
の
姿
勢

に
応
え
て
い
き
た
い
」
と
言
明

し
て
い
る
。
今
後
、
大
学
の
知

的
・
人
的
支
援
に
よ
る
地
場
産

業
の
活
性
化
を
図
り
た
い
。

⑤
地
域
に
お
け
る
大
学
は
、
国

公
私
立
を
問
わ
ず
、
重
要
な
知

的
・
人
的
資
源
の
宝
庫
で
あ
る
。

　
ま
ず
は
、
地
場
産
業
の
振
興

と
町
内
企
業
の
活
性
化
を
図
る
。

⑥
去
る
３
月
１
日
に
、
協
定
書

に
調
印
。
当
面
は
、
庁
舎
内
に

仮
事
務
所
を
設
置
し
、
計
画
が

認
定
と
な
っ
た
段
階
で
、
事
務

所
を
廃
校
々
舎
に
移
転
さ
せ
た

い
。

①
出
産
、
育
児
、
児
童
育
成
、

子
育
て
と
仕
事
の
両
立
等
、
雇

用
対
策
、
定
住
対
策
を
含
め
た

総
合
的
な
少
子
化
対
策
が
必
要

で
あ
り
、企
業
や
民
間
、町
民
総

ぐ
る
み
で
方
策
を
検
討
し
た
い
。

②
町
づ
く
り
協
議
会
の
生
涯
学

習
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
「
学

習
部
」
的
な
位
置
づ
け
と
「
町

づ
く
り
は
人
づ
く
り
か
ら
、
人

づ
く
り
は
生
涯
学
習
」
を
基
本

に
し
っ
か
り
連
携
を
深
め
た
い
。

③
学
校
も
保
護
者
や
地
域
の
皆

さ
ん
と
連
携
を
深
め
、
学
校
管

理
面
及
び
児
童
生
徒
の
よ
り
安

全
性
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
特
に
高
齢
者
の
参
画
に
つ

い
て
は
、
具
体
的
な
方
策
に
繋

げ
て
い
け
れ
ば
と
考
え
る
。

④
学
校
は
、
地
域
の
方
を
ゲ
ス

ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
と
し
て
お
願

い
し
て
、
体
験
や
道
徳
・
情
操

教
育
の
充
実
に
努
め
て
い
る
。

　
地
域
の
歴
史
や
文
化
に
触
れ
、

学
習
で
き
る
機
会
を
設
定
す
る

よ
う
に
心
が
け
て
い
る
。
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１
　
公
共
交
通
確
保
総
合
対
策

事
業
に
つ
い
て

　
町
営
バ
ス
は
町
民
の
交
通
手

段
と
し
て
定
着
し
、
今
後
小
学

生
の
通
学
手
段
と
し
て
も
大
き

な
役
割
を
担
う
が
、
地
域
に
よ

っ
て
は
依
然
と
し
て
公
共
交
通

空
白
地
帯
も
あ
る
。

　
地
域
の
交
通
格
差
解
消
の
た

め
、
住
民
の
要
求
を
把
握
し
、

運
行
路
線
に
つ
い
て
の
見
直
し

を
す
す
め
、
早
急
に
対
応
さ
れ

た
い
。

２
　
社
会
福
祉
協
議
会
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に

つ
い
て

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

目
的
で
あ
る
高
齢
者
の
生
き
が

い
対
策
は
、
地
域
福
祉
の
ひ
と

つ
の
柱
で
あ
り
、
密
接
に
連
携

し
て
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。
別
々
の
運
営
形
態
で
は
、

連
携
が
は
か
り
に
く
く
、
効
率

も
悪
い
。

　
以
前
か
ら
統
合
す
る
よ
う
に

と
の
意
見
を
出
し
て
い
る
が
、

一
向
に
進
展
が
見
え
な
い
。
早

期
実
現
に
向
け
て
指
導
を
強
化

さ
れ
た
い
。

３
　
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ

ー
（
か
す
み
荘
）
に
つ
い
て

　
居
住
部
門
の
運
用
基
準
で
は
、

入
居
期
間
を
６
ヶ
月
と
定
め
て

い
る
が
、
現
状
で
は
２
年
か
ら

９
年
の
長
期
入
居
者
が
多
数
を

占
め
て
い
る
。
施
設
の
運
用
基

準
に
沿
っ
た
運
営
を
す
べ
き
で

あ
る
。

  

１
　
ミ
ニ
人
間
ド
ッ
ク
に
つ
い

て　
検
査
項
目
、
対
象
年
齢
は
昨

年
と
同
様
で
計
画
さ
れ
て
い
る

が
自
己
負
担
の
値
上
が
予
定
さ

れ
て
い
る
。
負
担
額
の
値
上
は

受
診
率
の
低
下
に
つ
な
が
り
、

目
的
で
あ
る
生
活
習
慣
病
予
防
、

早
期
発
見
・
早
期
治
療
、
自
己

健
康
管
理
意
識
の
高
揚
の
達
成

が
は
か
れ
な
く
な
る
事
が
考
え

ら
れ
る
。
高
額
の
国
保
財
政
調

整
基
金
を
考
え
る
と
、
負
担
額

は
据
え
置
い
て
よ
り
多
く
の
町

民
の
受
診
を
は
か
る
べ
き
で
あ

る
。

  
１
　
医
師
住
宅
に
つ
い
て

　
医
師
住
宅
の
建
設
を
計
画
さ

れ
、
予
算
を
計
上
さ
れ
て
い
る

が
、
医
師
確
保
と
定
住
を
図
る

対
策
と
し
て
、
土
地
の
提
供
や

建
設
費
へ
の
補
助
な
ど
、
個
人

の
住
宅
建
設
へ
の
支
援
に
つ
い

て
も
検
討
さ
れ
た
い
。
ま
た
、

長
期
的
な
未
利
用
住
宅
が
あ
る

こ
と
は
合
理
的
で
な
い
。
有
効

な
利
用
方
法
を
早
期
検
討
す
べ

き
で
あ
る
。

　
む
す
び

　
国
の
行
財
政
改
革
に
よ
り
、

地
方
交
付
税
の
削
減
、
国
庫
補

助
金
の
削
減
な
ど
、
前
年
よ
り

さ
ら
に
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。

　
お
も
な
要
因
は
、
普
通
交
付

税
が
人
口
減
で
１
億
円
の
減
、

公
債
費
算
入
分
も
１
億
円
の
減

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
こ
う
し
た
な
か
、
町
で
は
行

財
政
改
革
の
「
重
点
期
間
」
の

最
終
年
度
に
当
た
り
、
目
標
に

向
け
た
厳
し
い
予
算
編
成
に
な

っ
て
い
る
。

　
昨
年
よ
り
一
般
会
計
は
２
億

３
千
５
百
万
円
減
の
48
億
４
千

５
百
万
円
で
あ
り
、
前
年
度
対

比
４
・
６
％
減
で
あ
る
。
一
般

会
計
と
特
別
会
計
、
病
院
事
業

会
計
を
合
わ
せ
た
総
予
算
額
は
、

95
億
７
千
４
百
万
円
と
な
り
８

億
５
千
８
百
万
円
の
減
、
前
年

度
対
比
８
・
２
％
減
の
緊
縮
予

算
と
な
っ
て
い
る
。

　
歳
入
の
減
少
が
続
く
な
か
、

町
民
に
協
力
を
求
め
て
歳
出
を

削
減
し
捻
出
し
た
貴
重
な
財
源

を
、
有
効
に
活
用
し
よ
う
と
す

る
姿
勢
が
見
ら
れ
る
。

　
一
つ
に
は
住
民
参
画
ま
ち
づ

く
り
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
、
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
が
全
校
区
に

設
立
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
地
域
再
生
計
画
に
よ

る
木
材
団
地
整
備
事
業
が
ス
タ

ー
ト
す
る
。
木
材
団
地
構
想
に

は
、
林
業
の
発
展
と
雇
用
の
促

進
に
町
民
の
大
き
な
期
待
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。
事
業
の
推
進

に
当
た
っ
て
は
、
充
分
な
情
報

公
開
が
望
ま
れ
る
。

　
限
ら
れ
た
財
源
を
最
大
限
に

生
か
し
、
町
民
が
自
信
と
希
望

を
も
っ
て
生
活
で
き
る
町
政
が

展
開
さ
れ
る
こ
と
を
の
ぞ
み
、

平
成
18
年
度
予
算
審
査
意
見
と

す
る
。 

       

　
　
委
員
長
　
小
竹
　
　
等

　
　
副
委
員
長
　
恵
比
奈
礼
子

　
　
委
　
　
員
　
内
田
　
章
久

　
　
委
　
　
員
　
平
井
　
正
之

　
　
委
　
　
員
　
木
山
　
博
之

　
　
委
　
　
員
　
絹
谷
　
眞
幸

　
　
委
　
　
員
　
三
上
　
惇
二

　
　
委
　
　
員
　
福
田
　
　
稔

一
般
会
計

．

．

．

日
南
病
院
会
計

国
民
健
康
保
険 

特
別
会
計

． ．

予
算
審
査
特
別
委
員
会

株式会社　オロチ

　
平
成
18
年
３
月
15
日
、
16
日
、
17
日
及
び
20
日
に
委

員
会
を
開
催
し
、
付
託
さ
れ
た
各
議
案
の
会
計
予
算
に

つ
い
て
関
係
職
員
か
ら
詳
細
な
説
明
を
受
け
る
な
ど
慎

重
に
審
査
を
行
な
っ
た
。

　
そ
の
結
果
、
平
成
18
年
度
各
会
計
予
算
の
９
議
案
は
、

い
ず
れ
も
次
に
述
べ
る
意
見
を
付
し
て
原
案
を
可
決
す

べ
き
で
あ
る
と
決
定
し
た
。

予
算
審
査
意
見

予
算
審
査
意
見

予
算
審
査
意
見
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委
員
会
の
う
ご
き

　
１
月
か
ら
４
月
ま
で
の
間
に
、
各
委
員
会
で
次
の
よ 

う
な
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
傍
聴
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

専
決
処
分

日
南
町
税
条
例
の
一
部
改
正

　
国
の
税
制
改
正
に
伴
い
、
税

源
移
譲
と
固
定
資
産
税
の
負
担

水
準
の
均
衡
化
の
た
め
改
正
。

 

日
南
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
改
正

　
公
的
年
金
等
控
除
の
見
直
し
、

ま
た
は
老
年
者
控
除
の
廃
止
に

伴
い
負
担
が
増
加
す
る
高
齢
者

の
た
め
、
減
免
措
置
を
講
じ
る
。

 

一
般
会
計
補
正
予
算

　
１
千
４
２
９
万
４
千
円
を
追

加
し
、
48
億
５
千
９
６
６
万
１

千
円
と
し
た
も
の
。

　
大
雪
に
よ
り
被
災
し
た
町
営

住
宅
や
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
、

小
学
校
な
ど
の
修
繕
を
実
施
す

る
。

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　
任
期
満
了
を
迎
え
る
た
め
、

任
命
に
つ
い
て
同
意
し
た
。

　
山
本
静
夫
さ
ん
（
再
任
）

監
査
委
員
の
選
任

　
任
期
満
了
を
迎
え
る
青
戸
元

文
氏
の
後
任
と
し
て
、
新
た
に

選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
た
。

　
石
川
　
賢
さ
ん
（
新
任
）

選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　
　
　
委
員
の
選
挙

　
任
期
満
了
を
迎
え
る
た
め
指

名
推
薦
に
よ
り
、
次
の
方
が
委

員
に
当
選
さ
れ
た
。

　
鎌
倉
真
栄
さ
ん
（
再
任
）

　
山
本
智
恵
さ
ん
（
再
任
）

　
秦
　
　
万
さ
ん
（
新
任
）

　
大
塚
武
史
さ
ん
（
新
任
）

提
案
さ
れ
た
議
案
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期
日
　
平
成
18
年
４
月
20
日

内
容

▼
平
成
16
年
度
、
17
年
度
の
行

財
政
改
革
の
実
績
に
つ
い
て
調

査
し
た
。

▼
平
成
18
年
度
の
計
画(

目
標)

に
つ
い
て
調
査
、
協
議
し
た
。

期
日
　
平
成
18
年
１
月
13
日

内
容

▼
町
長
か
ら
雪
害
被
害
状
況
の

報
告
を
受
け
、
被
害
世
帯
に
対

し
て
、
固
定
資
産
税
を
減
免
す

る
等
の
対
策
を
協
議
し
た
。

期
日
　
平
成
18
年
１
月
30
日

内
容

▼
駐
車
場
協
力
金
に
つ
い
て
、

公
職
選
挙
法
に
抵
触
す
る
可
能

性
が
あ
り
、
協
力
金
を
納
付
し

な
い
こ
と
に
決
定
し
た
。

▼
西
部
広
域
ご
み
焼
却
施
設
問

題
に
つ
い
て
、
常
任
委
員
会
を

中
心
に
協
議
し
て
い
く
こ
と
を

決
定
し
た
。

期
日
　
平
成
18
年
２
月
22
日

内
容

▼
新
年
度
新
規
事
業
に
つ
い
て
、

町
長
か
ら
予
算
概
要
の
説
明
を

受
け
た
。

▼
議
員
報
酬
の
減
額
を
引
き
続

き
行
う
こ
と
に
つ
い
て
、
３
月

定
例
議
会
で
提
案
す
る
こ
と
に

決
定
し
た
。

期
日
　
平
成
18
年
４
月
20
日

内
容

▼
雪
害
に
よ
り
専
用
住
宅
を
被

災
さ
れ
た
方
に
、
固
定
資
産
税

の
減
免
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
、

報
告
を
受
け
た
。

▼
予
算
審
査
特
別
委
員
会
の
意

見
を
受
け
、
担
当
課
よ
り
、
ミ

ニ
人
間
ド
ッ
ク
の
負
担
額
を
据

え
置
く
内
容
の
報
告
を
受
け
た
。

　
鳥
取
県
議
長
会
が
開
催
し
た

第
13
回
鳥
取
県
町
村
議
会
広
報

誌
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、｢

最

優
秀
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。 

　
今
後
も
、
町
民
の
皆
さ
ん
に

読
ん
で
い
た
だ
け
る
広
報
誌
を

目
指
し
て
、
研
修
を
重
ね
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

(

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会)

行
財
政
改
革
に
関
す
る

　
　
　
調
査
特
別
委
員
会

議
会
全
員
協
議
会

議
会
広
報 

　
　
コ
ン
ク
ー
ル

（
最
優
秀
賞
を
受
賞
）

５ 

月 

臨 

時 

会

　
５
月
９
日
に
招
集
さ
れ
た
臨
時
議
会
で
は
、
専
決
処
分
や
補
正
予

算
な
ど
が
提
案
さ
れ
、
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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　みなさんから提出のあった請願や陳情を所管の常任委員会で審査し、委員長から審査結果
の報告を受けて３月定例議会の本会議で審議した結果、次のとおり決定しました。

本会議審 査 意 見提 出 者件 名

語学交流グループ ととり
の会　代表 安達克己

　不法就労外国人の存在と外国人をとりまく劣
悪な環境が、社会問題化している。
　外国人の人権を保障し、不法就労の一掃を図
るために、厳格な対応と制度の整備が必要である。

「外国人の受入れに関する意
見書」の提出を求める陳情書 採　択

日本国家公務員労働組合
連合会
中央委員長　堀口士郎

　市場化テストの導入や公共サービスの民間委
託は、住民のニーズを的確には握し、効率化す
ることにより最小の経費でより充実したサービ
スを提供することをめざしており、住民の安心
安全が損なわれるとは考えられない。

｢公共サービスの安易な民間
解放は行わず、充実を求める
意見書」提出に関する陳情

不採択

鳥取県労働組合総連合
議長　田中　暁

　上場企業の業況は好転しているが、地域経済
や中小企業をめぐる状況は、依然として厳しい。
　このようななかで、全国一律の最低賃金制度
を創設することには、問題がある。

最低賃金制度の改正を求める
陳情

不採択

鳥取県労働組合総連合
議長　田中　暁

　パートタイム労働者も労働条件等の契約に基
づき就労しており、労働者保護法例の適用等一
定の待遇は確保されている。
　正規労働者と均等待遇でなければならないと
は考えにくい。

パートタイム労働者の均等待
遇実現を求める陳情書

不採択

鳥取県労働組合総連合
議長　田中　暁

　地方交付税の削減は認められないが、公共サ
ービスの民間委託など自立のための行財政改革
は進めなければならない。

住民の暮らしを守り、安全・
安心の公共サービス拡充を求
める陳情

不採択

平和・民主・革新の日本
を目指す鳥取県の会
事務局長　田原　勇　 
　ほか4名

　大幅な集配局の削減は、過疎地のサービス低
下を招き、過疎に拍車をかけ、地域社会と住民
の暮らしの崩壊につながる。

日本郵政公社の集配局廃止計
画の中止を求める意見書提出
について

採　択

｢軍事費を削って、くらし
と福祉・教育の充実を」国
民大運動鳥取県実行委員会
実行委員長　村口徳康　
ほか1名

　すでに国会で法案が成立しており、平成１８
年４月１日から施行される。
　陳情者の願意について結論が出されたことに
より、意見書は提出しない。

障害者自立支援法に関する要
望について意見書を求める陳
情

採　択

福祉充実の会
代表世話人　上山俊二 
　ほか1名

　すでに国会で障害者自立支援法案が成立して
おり、平成１８年１０月１日から施行される。
　陳情者の願意について結論が出されたことに
より、意見書は提出しない。

障害者が必要な福祉サービス
を受けるための条件整備につ
いての陳情書

採　択

請願・陳情の審査結果請願・陳情の審査結果

　
（
２
月
）

16
日
　
西
部
広
域
議
会
決
算
特

　
　
　
別
委
員
会

22
日
　
議
会
運
営
委
員
会

27
日
　
議
会
運
営
委
員
会

　〃
　　
３
町
衛
生
施
設
組
合
議

　
　
　
会

28
日
　
鳥
取
県
町
村
議
会
議
長

　
　
　
会
総
会

　
（
３
月
）

１
日
　
鳥
取
県
女
性
議
員
研
修

　
　
　
会

２
日
　
西
部
広
域
議
会
定
例
会

７
日
　
３
月
議
会
定
例
会

〜
23
日
　
各
常
任
委
員
会

15
日
〜
17
日
　

　
　
　
予
算
審
査
特
別
委
員
会

　
（
４
月
）

20
日
　
行
財
政
改
革
に
関
す
る

　
　
　
調
査
特
別
委
員
会

26
日
　
３
町
衛
生
施
設
組
合
議

　
　
　
会

　
（
５
月
）

９
日
　
臨
時
議
会
本
会
議 

　〃
　　
定
住
対
策
に
関
す
る
調

　
　
　
査
特
別
委
員
会

議
会
日
誌

議
会
日
誌

─　　 ─86



にちなん議会だより　平成18年5月25日発行　No.103

15

　３月議会では、次の意見書を内閣総理大臣ほか関係大臣、衆参両院議長に提出することに 
決定しました。

真の地方分権改革に関する意見書
(要旨)
　我が国は国から地方への分権、官から民への構造改革が強力に推し進められて来ているところである。し
かし、都市との経済格差は広がるばかりで、町村における税収の増加は見込めない状況にあり、今後の予算
編成に大きな不安が残るところである。
　本町にあっては、議会議員の一層の定数削減や議員報酬カット、そして首長や職員の給与カット等による
一層の抑制を図っているところである。
　今後の地方分権改革の推進にあたっては、町村の主張に耳を傾け、地方分権にふさわしい改革を推進する
ことを強く要望する。

外国人の受入れに関する意見書
(要旨) 
　近年、産業分野の国際化に伴い、外国人を雇用しようとする企業が増大するとともに、わが国で働くこと
を希望する外国人も増加している。また、少子化による労働力不足を見越して外国人を雇用しようとする企
業も存在している。こうしたなかでわが国に入国し、当初の目的以外の目的で滞在したり、当初の在留期間
を超えて滞在する外国人が増え、その対応が大きな課題となりつつある。
　また、悪質な雇用主やブローカーが、住居を提供するなどして劣悪な労働条件や生活環境のもとに不法就
労を行なわせ、そこから暴利を得るなど、さまざまな問題を引き起こしている。
　よって、国会・政府におかれては、悪質な日本人雇用主のもとに劣悪な環境の下で就労している外国人の
人権を保障し、不法就労の一掃に向けて早急に実施されるよう強く要望する。

日本郵政公社の集配局廃止計画の中止を求める意見書
(要旨)
　日本郵政公社が、平成１９年１０月の民営化までに約１，０００局の集配郵便局の郵便物の集配や郵便貯
金、簡易保険の営業業務を廃止するとともに、民営化後には集配局は都市部の統括センターに集約すると報
道されている。
　本県は、この計画により５０局ある集配局のかなりが民営化までに減らされ、民営化後には統括センター
に指定される４局に減らされてしまう。これが実施されれば、明らかにサービスが後退し、過疎に拍車をか
け、地域格差を一層大きく広げ、地域社会と住民のくらしの崩壊につながる。
　小泉首相は、郵政民営化について「万が一にも国民の利便に支障が生じないようにしていきたい」と述べ
てきた。この公約を守り、計画を中止するよう求めるものである。

道路特定財源制度の堅持を求める意見書
(要旨) 
　現在、地域高規格道路江府三次線などの整備が進められ、また、日常生活の基盤としての一般道路の整備
も立ち遅れている状況下であり、道路網の整備は本県にとって最重要の課題である。
　昨今、国においては、道路特定財源の一般財源化や他の用途への転用などについて検討されている。道路
特定財源は、受益者負担を原則として自動車利用者が道路整備費を負担する制度として創設され、その後、
計画的な道路整備のため長期間にわたって高率の暫定税率が課されており、これを一般財源化することはそ
の目的を逸脱するものである。また、高率の暫定税率を課したままでの一般財源化には、納税者の理解は得
られないものと思われる。
　よって、受益者負担の考えに基づき、使途拡大など他の目的に転用することなく全額道路整備に充当し、
地方の道路整備を強力に推進することを、強く要望する。

意 見 書 を 提 出

─　　 ─87



折
渡大

塚
　
玲
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さ
ん
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ちき
ゅうにやさしい

再生紙利用

古紙配合率100％
再生紙を使用しています

　
豪
雪
、
雪
害
の
文
字
が
各
紙
面
か
ら
消
え
、
新
年
度
に
向
け
て

行
事
等
決
意
新
た
に
取
組
み
が
始
ま
っ
た
。

　
継
続
す
る
も
の
、
新
規
な
も
の
。 

　
何
れ
も
充
分
な
論
議
で
臨
み
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
絹
谷
　
記

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
員
長
　
惠
比
奈
礼
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
副
委
員
長
　
久
代
　
安
敏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
　
　
員
　
平
井
　
正
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　〃
　　
　
絹
谷
　
眞
幸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　〃
　　
　
福
田
　
　
稔

16

　
先
日
、
大
宮
小
学
校
の
閉
校
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
住
民
と
行
政

側
と
話
し
合
い
検
討
し
進
め
て
き
た
事
と
は
い
え
、
思
い
出
の
詰
ま

っ
た
母
校
の
閉
校
は
、
や
は
り
寂
し
い
も
の
で
し
た
。

　
こ
の
春
は
我
が
家
の
娘
た
ち
に
と
っ
て
も
、
今
ま
で
仲
良
く
し
て

き
た
友
達
、
お
世
話
に
な
っ
た
学
校
、
幼
稚
園
、
地
域
か
ら
離
れ
、

新
し
い
生
活
へ
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。
決
し
て
我
が
家
だ
け

で
は
な
く
、山
の
上
３
校
区
の
き
っ
と
ど
の
家
庭
も
が
、
楽
し
み
と
不

安
と
が
混
ざ
り
合
っ
た
心
境
で
お
ら
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
し
て
迎
え
た
開
校
式
・
入
学
式
。
と
て
も
明
る
く
や
さ
し
く
迎

え
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
、
す
で
に
そ
れ
ぞ
れ
友
達
を
つ
く
り
元
気

に
走
り
回
っ
て
い
る
子
供
た
ち
に
会
っ
て
、
な
ん
だ
か
ホ
ッ
と
し
て

温
か
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
学
校
を
、
地
域
を
み
ん

な
で
つ
く
り
あ
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
ん
だ
と
、
強
い
気
持

ち
も
沸
い
て
き
ま
し
た
。

　
ま
だ
ま
だ
課
題
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
そ
の
間
に
も
子
供
達
は
日
々

成
長
し
、
元
気
に
学
校
へ
通
い
ま
す
。
地
域
に
と
っ
て
も
新
た
な
ス

タ
ー
ト
で
す
。
こ
れ
か
ら
私
た
ち
に
何
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
行
政

側
か
ら
も
、
今
ま
で
以
上
に
情
報
を
発
信
し
て
頂
き
た
い
で
す
ね
。

私
達
も
そ
れ
を
キ
ャ
ッ
チ
し
、
町
の
動
き
を
知
る
努
力
を
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
地
域
で
の
様
々
な
交
流

の
場
も
さ
ら
に
密
な
も
の
に
な
っ
て
い
く
と
い
い
で
す
ね
。

　
こ
れ
か
ら
の
元
気
な
日
南
町
を
想
像
し
な
が
ら
、
皆
さ
ん
お
話
し

ま
し
ょ
う
。

若
松
滝
（
湯
河
）

シリーズ
日南町の滝めぐり　④

わ
か

ま
つ

た
き

ホームランド多里
多里小学校

JA多里NTT

日野川

若松滝

183

主
要
地
方
道
新
見
多
里
線

主
要
地
方
道
新
見
多
里
線

湯
河
川

至庄原至生山 至庄原

至
豊
栄

至生山

小
さ
な
上
り
坂
の
先
は
、
広
葉
樹
の 

木
漏
れ
日
が
や
わ
ら
か
く
、
渓
流
の
音
に

心
が
洗
わ
れ
る
。

16

　
日
野
川
源
流
に
ほ
ど
近
く
、
周
囲
は
に
ち
な
ん
環
境
林
で

あ
る
。

　
岩
魚
も
登
れ
な
い
と
、
地
元
で
は
古
く
か
ら
「
魚
切
り
の

滝
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
近
く
に
は
、
た
た
ら
跡
も
あ
り
、

正
土
原
の
地
蔵
が
見
守
っ
て
い
る
。

　
春
の
新
緑
、
秋
の
紅
葉
は
素
晴
ら
し
い
。

　
日
野
上
町
づ
く
り
協
議
会
は
、
当
地
域
の
豊
富
な
資
源
と
八
つ
の
自
治
会
（
集
落
）
の

活
力
を
集
中
し
て
、
心
豊
か
で
元
気
な
理
想
郷
の
実
現
を
め
ざ
し
て
事
業
を
展
開
し
て
お

り
ま
す
。
そ
し
て
、
日
南
町
の
色
々
な
課
題
を
共
有
し
、
日
野
上
地
域
と
し
て
の
役
割
を

念
頭
に
お
き
な
が
ら
、
他
地
域
と
の
連
携
、
地
域
活
動
が
町
づ
く
り
に
つ
な
が
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
事
業
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

○
ふ
る
里
祭
り
に
参
加
（
バ
ザ
ー
の
収
益
金
は
福
祉
事
業
に
充
て
る
）

○
杉
玉
作
り
の
開
催
と
普
及
（
林
業
の
町
を
ア
ピ
ー
ル
）

○
人
権
「
人
づ
く
り
町
づ
く
り
」
定
期
連
携
講
座
（
町
内
に
呼
び
か
け
、
町
ぐ
る
み
で
取
組
む
）

○
桜
、
ス
イ
セ
ン
街
道
の
設
置
と
整
備
（
将
来
は
石
見
の
は
な
み
ず
き
、
ス
イ
セ
ン
ロ
ー

　
ド
と
結
ぶ
）

○
特
産
品
開
発
、
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
設
置
（
町
、
団
体
と
の
連
携
）

　
今
「
町
づ
く
り
、
地
域
起
こ
し
」
一
色
で
、
生
涯
学
習
が
疎
か
に
な
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
よ
く
耳
に
し
ま
す
が
、
前
記
に
掲
げ
た
各
種
町
づ
く
り
事
業
に
参
加
す
る
こ
と

こ
そ
、
貴
重
な
生
涯
学
習
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
積
極
的
に
参
加
し
て
、
自
分
を

磨
き
、
地
域
を
磨
き
、
き
ら
り
と
光
る
人
づ
く
り
町
づ
く
り
を
目
指
せ
ば
、
素
晴
ら
し
い

「
理
想
郷
」
が
実
現
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　
折
角
の
機
会
を
頂
き
ま
し
た
の
で
、
議
会
の
こ
と
に
ふ
れ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
過

般
、
町
の
あ
る
事
業
に
関
心
が
あ
り
、
町
議
会
常
任
委
員
会
を
傍
聴
し
ま
し
た
。
常
任
委

員
会
は
、
町
長
が
提
出
し
た
案
件
に
つ
い
て
、
専
門
的
に
細
か
く
検
討
審
査
さ
れ
ま
す
。

議
会
は
形
式
に
の
っ
と
り
進
行
さ
れ
ま
す
が
、
常
任
委
員
会
は
必
要
に
応
じ
て
担
当
課
長

他
も
参
加
し
て
、
フ
リ
ー
ト
ー
ク
的
に
意
見
交
換
、
議
論
し
な
が
ら
審
査
集
約
さ
れ
ま

す
。
つ
い
て
は
、
事
業
内
容
を
手
に
取
る
よ
う
に
分
か
り
ま
す
し
、
町
民
の
選
出
し
た
議

員
の
考
え
方
、
活
動
の
姿
を
つ
ぶ
さ
に
見
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
有
意
義
な
傍
聴
で
し

た
。
常
任
委
員
会
の
傍
聴
は
、
議
会
傍
聴
同
様
で
、
自
由
に
傍
聴
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
に

お
薦
め
し
ま
す
。

（
日
野
上
町
づ
く
り
協
議
会
　
会
長
）

　
足
羽
　
正
敬
さ
ん
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おもな内容
３回臨時会について…………………
新議会議員構成………………………
３月定例会……………………………
予算審査特別委員会…………………
一般質問………………………………
意見書提出……………………………
特別委員会報告………………………
私もひとこと…………………………
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　世帯数／2,333世帯
　人　口／6,205人
（平成19年4月末現在）

古紙配合率100％
再生紙を使用しています

ち

きゅ
うにやさし

い

　

再生紙利用

議会広報調査特別委員会では、「私もひとこと」に掲載するみなさまからの声をお待ち
しています。議会事務局までどしどしお寄せ下さい。

編

集

後

記

　
改
選
に
よ
り
、
議
会
だ
よ
り
の
編
集
委
員
も
新
し
く
な

り
ま
し
た
。

　
議
会
の
こ
と
を
分
か
り
や
す
く
親
し
み
の
持
て
る
紙
面

づ
く
り
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
意

見
や
ご
感
想
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
員
長
　
　
久
代
　
安
敏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
副
委
員
長
　
　
古
都
　
久
志

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
　
員
　
　
福
田
　
　
稔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
坪
倉
　
勝
幸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
長
岡
つ
る
子

正土原の魚切り
うお きしょうどばら

にちなん議会だより　平成19年5月発行　No.107

12名の新しい議員
町民の声を町政に反映します

（5月 8日・議場にて）

日南町の鳥：山鳥
う
お
き

至米子にちなん環境林

至広島

多里小学校

183
日南町役場

管理棟

正土原

新屋

─　　 ─88



■まちの人口　6月末現在　総数6,341人　男2,962人　女3,379人　世帯数2,354戸

〒689-5292　鳥取県日野郡日南町霞800　TEL（0859）82－1900・FAX（0859）82－1131

■発行／鳥取県日南町議会 ■編集／議会広報調査特別委員会 ■印刷／冨士印刷有限会社

平成18年7月25日発行　No.104にちなんにちなん

おもな内容

６月定例議会、おもな議案…………

一般質問（要旨）……………………

委員会のうごき………………………

陳情審査結果…………………………

私もひとこと…………………………

２ページ

４ページ

８ページ

９ページ
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夏、うまく泳げるかな？ 
（６月２日・山の上小学校プール開き）
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行
政
調
査
特
別
委
員
会
の
設
置

に
つ
い
て

　
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
行

政
の
取
り
組
み
や
、
住
民
参
画

に
よ
る
町
づ
く
り
に
つ
い
て
、

特
別
委
員
会
を
設
置
し
調
査
す

る
。

　
構
　
成
　
議
員
　
16
名

　
期
　
日
　
７
月
４
日
〜
６
日

　
調
査
先
　
奈
良
県
十
津
川
村

　
　
　
　
　
　
〃
　
川
上
村

　
　
　
　
　
京
都
府
井
手
町 

日
南
町
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　
１
５
３
万
５
千
円
を
追
加
し
、

３
２
４
万
９
千
円
と
し
た
も
の
。

  

日
南
町
課
設
置
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

　
課
の
事
務
分
掌
の
変
更
に
係

る
一
部
改
正
。

日
南
町
職
員
の
勤
務
時
間
、
休

暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

　
人
事
院
規
則
の
改
正
を
受
け

防
災
体
制
の
充
実
を
図
る

各
自
衛
消
防
に
備
品
費
の
計
上

防
災
体
制
の
充
実
を
図
る

６月定例会
６月６日～６月９日

６月定例会
６月６日～６月９日

各
自
衛
消
防
に
備
品
費
の
計
上

提
出
さ
れ
た 

　
お
も
な
議
案

提
出
さ
れ
た 

　
お
も
な
議
案

議
員
発
議

条
例
関
係

専
決
処
分

　
今
期
定
例
会
は
、
６
月
６
日
か
ら
９
日
ま
で
開
か
れ
、

補
正
予
算
３
件
、
条
例
改
正
７
件
を
慎
重
審
議
の
結
果
、

原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
初
日
に
４
名
の
議
員
が
、
公
共
施
設
管
理
、

小
学
校
統
合
、
郵
便
局
集
配
局
の
問
題
、
地
域
活
性
化
な

ど
に
つ
い
て
、
所
信
を
問
い
論
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

　
最
終
日
に
は
、
ふ
る
さ
と
日
南
邑
の
指
定
管
理
者
の
指

定
、
行
政
調
査
特
別
委
員
会
の
発
議
な
ど
を
可
決
し
て
閉

会
し
ま
し
た
。
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休
息
時
間
を
廃
止
す
る
。
併
せ

て
、
勤
務
時
間
を
午
前
８
時
15

分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
に

改
正
す
る
。

日
南
町
特
別
導
入
事
業
基
金
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
18
年
度
以
降
は
新
規
の
貸
付

を
行
わ
ず
、
ま
た
、
基
金
の
取

り
崩
し
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め
の
一
部
改
正
。

日
南
町
立
中
学
校
等
設
置
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
石
見
東
小
学
校
花
口
分
校
を

廃
止
し
、
町
立
小
学
校
を
６
校

と
す
る
た
め
の
一
部
改
正
。

日
南
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

　
３
月
定
例
会
に
お
い
て
一
部

改
正
し
た
が
、
厚
生
労
働
省
か

ら
示
さ
れ
て
い
た
名
称
が
変
更

さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
一
部
改
正
。

日
南
町
国
民
健
康
保
険
診
療
施

設
使
用
料
及
び
手
数
料
徴
収
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
医
療
保
険
に
お
け
る
患
者
食

事
特
別
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供
に
係

る
新
た
な
別
表
を
設
け
、
個
室

料
金
を
１
日
に
つ
き
１
千
円
か

ら
１
千
５
百
円
に
改
定
す
る
。

　
併
せ
て
利
用
料
及
び
手
数
料

等
に
つ
い
て
、
消
費
税
を
含
め

た
総
額
表
示
に
改
め
る
。

日
南
町
地
域
活
性
化
支
援
セ
ン

タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
産
官
学
の
連
携
推
進
を
図
る

た
め
、
地
域
活
性
化
支
援
セ
ン

タ
ー
を
設
置
す
る
条
例
の
制
定
。 

日
南
町
非
常
勤
消
防
団
員
に
係

る
退
職
報
償
金
の
支
給
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
町
非
常
勤
消
防
団
員
に
つ
い

て
、
分
団
長
、
副
分
団
長
、
部

長
及
び
班
長
で
、
勤
務
年
数
が

10
年
以
上
25
年
未
満
の
者
の
退

職
報
償
金
に
つ
い
て
改
正
を
行

う
。

補
正
予
算

所　在　地

まなび宿あびれ

まなび宿おおみや

名　　称 旧　名　称

阿毘縁1248番地
　〃　1259番地1

阿毘縁小学校
阿毘縁幼稚園

印賀1516番地
　〃　1515番地

大宮小学校
大宮幼稚園

まなび宿はなぐち 花口1260番地 石見東小学校花口分校

じゅく

じゅく

じゅく

一

般

会

計

　
２
千
３
５
６
万
２
千
円
を
追

加
し
、
48
億
８
千
３
２
２
万
３

千
円
と
し
た
も
の
。

　
お
も
な
内
容
は
つ
ぎ
の
と
お

り
。

総
務
費

　
町
有
財
産
整
備
管
理
事
務

　
　
　
　
　
９
５
５
万
８
千
円

　
日
南
町
総
合
計
画
策
定
業
務

　
　
　
　
　
　
　
86
万
３
千
円 

消
防
費

　
非
常
備
消
防
管
理
運
営
事
務

　
　
　
　
　
　
　
６
０
１
万
円

農
林
水
産
業
費

　
畜
産
事
業
基
金
運
営
事
業

　
　
　
　
　
５
６
９
万
６
千
円

教
育
費

　
学
習
指
導
事
務

　
　
　
　
　
　
　
　
　
10
万
円

　
美
術
館
管
理
運
営
事
業

　
　
　
　
　
　
　
28
万
１
千
円

特

別

会

計

指
定
管
理
者
の

　
　
　
　
指
定

地域活性化センター開所式
まなび宿おおみや

地域活性化センター開所式
まなび宿おおみや

放水はじめ！

介
護
保
険
会
計

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運

営
協
議
会
設
置
の
た
め
15
万
４

千
円
を
追
加
し
、
９
億
２
６
７

万
４
千
円
と
し
た
も
の
。

日
南
病
院
事
業
会
計

　
資
本
的
支
出
で
は
建
設
改
良

費
を
９
４
２
万
４
千
円
追
加
し
、

１
億
８
千
５
４
７
万
９
千
円
と

し
た
も
の
。 

     

公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て

　
民
間
に
管
理
・
運
営
を
委
託

し
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
経
費

削
減
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

つ
ぎ
の
と
お
り
指
定
管
理
者
を

指
定
す
る
も
の
。

　
指
定
管
理
者
の
名
称

　
　
日
南
振
興
株
式
会
社

　
施
設
の
名
称
及
び
所
在
地

　
　
ふ
る
さ
と
日
南
邑

　
　
神
戸
上
２
９
６
２
番
地
１

　
管
理
を
行
わ
せ
る
期
間

　
　
平
成
18
年
７
月
１
日
か
ら

　
　
平
成
21
年
３
月
31
日
ま
で
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松本信夫議員

低
所
得
者
向
け
の 

　
　
　
　
　
町
営
住
宅
を

当
面
建
設
は
で
き
な
い

矢
田
町
長

町
営
住
宅
に
つ
い
て

一般質
問

一般質
問
答答と

町政の 
　ここが聞きたい

①
低
所
得
者
や
一
人
暮
ら
し
の

人
で
も
入
居
で
き
る
よ
う
な
独

自
の
入
居
条
件
の
改
正
は
で
き

な
い
も
の
か
。

②
今
後
、
低
所
得
者
や
一
人
暮

ら
し
向
け
の
町
営
住
宅
建
設
の

予
定
は
あ
る
の
か
。

障
害
者
福
祉
に 

つ
い
て

　
障
害
者
自
立
支
援
法
に
よ
り
、

軽
度
・
重
度
に
関
わ
ら
ず
、
利

用
者
の
負
担
が
増
え
る
。
町
独

自
で
の
支
援
を
。

人
権
問
題
学
習
に 

つ
い
て

　
人
権
問
題
学
習
を
実
際
の
生

活
に
ど
う
生
か
す
の
か
。

公
共
施
設
の
管
理 

運
営
に
つ
い
て

雇
用
対
策
に
つ
い
て

　
雇
用
の
な
い
状
況
を
ど
う
打

開
す
る
の
か
。

海
外
医
療
費
の
還
付 

請
求
に
つ
い
て

　
海
外
医
療
費
の
請
求
を
も
っ

と
簡
単
に
出
来
な
い
も
の
か
。

歩
行
者
の
安
全
確
保
と 

町
営
バ
ス
に
つ
い
て

　
歩
行
者
の
安
全
を
守
る
た
め

危
険
な
箇
所
に
横
断
歩
道
の
設

置
を
。

　
ま
た
、
町
営
バ
ス
を
自
由
に

乗
降
で
き
る
よ
う
に
な
ら
な
い
か
。

町
　
長

　
具
体
的
な
危
険
な
箇
所
、
不

都
合
な
場
所
が
あ
れ
ば
、
町
交

通
安
全
対
策
協
議
会
で
検
討
し
、

公
安
委
員
会
（
警
察
）
に
要
望

す
る
。

　
フ
リ
ー
乗
降
方
式
に
す
る
と

交
通
安
全
上
の
問
題
や
通
過
或

い
は
到
着
時
刻
が
曖
昧
に
な
る

な
ど
の
問
題
が
あ
り
、
今
後
も

バ
ス
停
で
の
乗
り
降
り
を
基
本

と
す
る
。

小
学
校
統
合
に 

つ
い
て

①
公
営
住
宅
法
に
基
づ
い
て
町

営
住
宅
を
管
理
運
営
す
る
条
例

に
な
っ
て
お
り
、
入
居
条
件
等

で
は
単
身
入
居
者
の
制
限
や
、

所
得
要
件
等
で
制
限
が
定
め
ら

れ
て
い
る
。
町
独
自
で
改
正
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。

②
現
在
の
人
の
流
れ
や
町
の
経

済
、
町
の
財
政
を
み
れ
ば
当
面

町
営
住
宅
建
設
は
無
理
と
考
え
る
。

町
　
長

　
応
益
負
担
を
原
則
と
し
て
、

公
共
施
設
の
維
持
管
理
を
行
い
、

施
設
に
よ
っ
て
は
「
指
定
管
理

者
制
度
」
に
よ
り
、
町
民
な
ど

へ
の
過
度
の
負
担
を
強
い
る
こ

と
の
な
い
よ
う
管
理
を
行
う
。

町
　
長

　
小
地
域
懇
談
会
、
同
和
教
育

研
究
集
会
な
ど
は
、
学
習
や
啓

発
の
場
で
あ
る
と
同
時
に
実
践

を
交
流
す
る
場
で
、
生
活
の
中

に
深
く
繋
が
っ
て
き
て
い
る
。

　
一
人
ひ
と
り
が
積
極
的
な
学

習
意
欲
と
人
権
問
題
に
対
し
て

行
動
と
実
践
す
る
こ
と
が
「
明

る
い
社
会
づ
く
り
」
の
源
で
あ

る
と
と
ら
え
て
い
る
。

町
　
長

山
本
教
育
長

①
今
後
は
、
平
成
21
年
度
に
６

校
が
一
斉
に
統
合
す
る
方
向
で

取
り
組
む
。

②
教
育
特
区
の
中
で
運
用
と
な

る
が
、教
育
的
な
面
・
運
用
面
ま

た
、財
政
的
な
面
な
ど
そ
の
実
態

と
内
容
は
十
分
な
研
究
が
必
要
。

町
　
長

町
　
長

　
法
で
は
診
療
内
容
明
細
書
等

が
外
国
語
で
作
成
さ
れ
て
い
た

ら
、
訳
文
を
つ
け
る
こ
と
が
定

め
ら
れ
て
い
る
。
外
国
語
を
日

本
語
に
訳
し
て
医
療
費
の
審
査

を
す
る
わ
け
で
、
手
続
き
を
簡

易
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

た
だ
町
や
県
に
は
国
際
交
流
の

窓
口
も
あ
る
の
で
、
そ
う
し
た

機
関
に
問
い
合
わ
せ
て
指
導
を

受
け
て
ほ
し
い
。

　
町
内
の
既
存
企
業
が
雇
用
確

保
、
拡
大
の
た
め
に
、
異
業
種

へ
の
参
入
、
転
換
さ
れ
や
す
い

よ
う
促
進
、
支
援
す
る
た
め
、

新
分
野
進
出
助
成
・
チ
ャ
レ
ン

ジ
企
業
支
援
助
成
等
の
支
援
を

制
度
化
、
お
よ
び
、
国
の
地
域

創
業
助
成
金
制
度
を
活
用
で
き

る
よ
う
認
定
を
受
け
て
い
る
。

企
業
等
の
自
発
的
な
取
り
組
み

を
推
進
支
援
し
て
い
く
。

　
公
共
施
設
の
管
理
を
委
託
し
、

経
費
の
節
約
を
す
す
め
た
い
と

発
言
さ
れ
て
い
る
が
、
適
正
な

管
理
運
営
が
難
し
く
、
町
民
の

負
担
増
に
な
ら
な
い
か
。

　
原
則
１
割
の
定
率
負
担
と
な

っ
た
が
、
低
所
得
者
等
に
は
制

度
上
で
も
負
担
軽
減
が
講
じ
ら

れ
る
。
単
町
の
負
担
軽
減
支
援

は
、
厳
し
い
財
政
運
営
を
迫
ら

れ
て
お
り
、
困
難
で
あ
る
。

①
統
合
に
向
け
て
今
後
ど
の
よ

う
な
方
法
を
と
ら
れ
る
の
か
。

②
平
成
21
年
度
の
小
学
校
統
合

は
、
小
中
一
貫
教
育
が
良
い
と

思
う
が
。
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長岡つる子議員

矢
田
町
長

町
内
河
川
の
管
理
、 

整
備
に
つ
い
て

町政のここが聞きたい

河
川
の
一
斉
清
掃
は 

　
　
　
　
　
で
き
な
い
か

地
域
単
位
で 

　
　
　
　
協
力
を
願
い
た
い

①
雪
解
け
以
後
、
川
の
汚
れ
が

目
に
付
く
よ
う
に
な
っ
た
。
肥

料
袋
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
、
発
泡
ス

チ
ロ
ー
ル
、
布
切
れ
な
ど
、
様

々
な
物
が
両
岸
の
淀
み
に
か
か

っ
て
い
る
。
一
斉
清
掃
な
ど
考

え
ら
れ
な
い
か
問
う
。

②
近
年
、
川
幅
が
特
に
狭
く
な

っ
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
が
、

30
メ
ー
ト
ル
幅
の
川
も
水
の
流

れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
10
メ
ー
ト

ル
も
な
く
、
雑
木
、
柳
、
葦
な

ど
で
小
山
状
態
と
な
っ
て
い
る
。

整
備
さ
れ
る
計
画
は
な
い
の
か

問
う
。

③
災
害
や
長
雨
等
で
合
流
地
点

や
石
垣
の
下
、
堤
防
の
決
壊
な

ど
、
現
在
危
険
な
個
所
は
な
い

の
か
問
う
。

小
学
校
１
校
統
合 

に
つ
い
て

①
平
成
18
年
４
月
７
日
、
山
の

上
小
学
校
が
開
校
と
な
っ
た
が
、

そ
の
後
の
児
童
の
状
況
、
地
域
、

保
護
者
の
反
応
、
学
校
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
教
育
長
に
伺
う
。

②
通
学
対
策
に
つ
い
て
は
計
画

通
り
に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

③
平
成
21
年
度
１
校
統
合
に
向

け
て
の
動
き
は
、
ど
こ
ま
で
進

ん
で
い
る
の
か
。

④
学
校
選
択
制
、
18
年
度
か
ら

弾
力
的
に
希
望
校
を
選
択
さ
せ

る
事
も
考
え
る
と
い
う
事
で
あ

っ
た
が
、
現
在
の
状
況
は
。

町
　
長

①
児
童
も
新
し
い
学
校
と
い
う

こ
と
で
多
少
の
戸
惑
い
は
あ
っ

た
が
、
元
気
に
楽
し
く
学
校
生

活
を
送
っ
て
い
る
。

　
保
護
者
の
積
極
的
な
関
わ
り

と
地
域
と
の
連
携
を
深
め
て
い

る
。

　
教
職
員
も
共
通
理
解
と
連
携

を
深
め
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い

る
。
学
級
数
５
学
級
（
う
ち
１

学
級
は
複
式
学
級
）
の
運
用
で
、

教
職
員
の
加
配
措
置
と
単
式
運

用
に
近
い
学
級
運
用
を
図
っ
て

い
る
。

②
定
期
バ
ス
運
行
路
線
を
基
本

に
し
た
「
や
ま
の
う
え
線
」
を

も
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。 

　
夏
休
み
期
間
中
の
プ
ー
ル
活

用
に
あ
わ
せ
た
バ
ス
運
用
も
予

定
し
て
い
る
。

③
基
本
的
に
６
校
一
斉
統
合
の

方
向
で
考
え
て
い
る
。
施
設
等

に
つ
い
て
は
、
改
築
の
方
向
で

検
討
を
行
っ
て
い
る
。

④
要
項
に
基
づ
き
そ
の
運
用
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

活
用
さ
れ
て
い
る
方
も
あ
る
。

河川清掃作業

①
河
川
の
汚
れ
は
非
常
に
残
念

で
あ
る
が
、
機
会
を
と
ら
え
啓

発
し
て
い
く
。

　
自
治
会
の
取
り
組
み
も
多
様

化
し
て
お
り
、
一
斉
清
掃 

は

困
難
。
地
域
単
位
で
の
協
力
も

お
願
い
し
た
い
。

②
県
管
理
の
河
川
は
、
堆
積
土
、

繁
茂
し
た
草
木
等
に
つ
い
て
、

一
定
の
評
価
を
基
に
順
次
対
応

し
て
い
る
。
補
足
的
に
、
地
域

で
河
川
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
環
境

保
全
事
業
に
取
組
み
協
力
頂
い

て
い
る
団
体
も
あ
る
。

③
町
内
で
、
県
の
重
要
水
防
区

域
は
20
カ
所
存
在
し
て
い
る
が
、

現
時
点
で
直
ぐ
に
整

備
が
必
要
な
危
険
個
所
は
、
把

握
し
て
な
い
。

　
急
を
要
す
る
場
所
が
あ
れ
ば
、

情
報
提
供
頂
き
検
討
し
た
い
。
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久代安敏議員

集
配
局
の
廃
止
は 

　
　
　
　
重
大
問
題
で
は

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と 

　
連
携
し
て
存
続
の
運
動
も

矢
田
町
長

郵
便
局
の
集
配
局
廃 

止
問
題
に
つ
い
て

①
日
南
町
議
会
は
、
「
日
本
郵

政
公
社
の
集
配
局
廃
止
計
画
の

中
止
を
求
め
る
意
見
書
」
を
採

択
し
議
決
し
た
。
こ
の
意
見
書

に
つ
い
て
の
見
解
を
問
う
。

②
そ
の
後
５
月
２
日
、
日
本
郵

政
公
社
・
中
国
支
社
は
、
集
配

局
廃
止
計
画
の
説
明
に
来
町
さ

れ
た
が
、
そ
の
内
容
と
町
長
の

意
見
は
。

③
郵
便
局
の
集
配
局
廃
止
問
題

は
、
日
南
町
に
と
っ
て
重
大
な

問
題
で
あ
る
。
住
民
と
連
携
し

て
反
対
の
運
動
を
提
起
す
る
考

え
は
な
い
か
。

旧
同
和
地
区
に
対
す
る 

固
定
資
産
税
の
減
免 

措
置
に
つ
い
て

①
日
南
町
は
、
法
的
に
も
実
態

的
に
も
根
拠
の
な
い
旧
同
和
地

区
に
対
し
て
、
「
日
南
町
地
域

改
善
対
策
に
係
る
固
定
資
産
税

の
減
免
措
置
要
綱
」
を
定
め
て

い
る
。
「
地
対
財
特
法
」
が
失

効
（
２
０
０
２
年
３
月
31
日
）

し
て
４
年
が
経
過
す
る
が
、
そ

の
根
拠
は
。

②
適
用
範
囲
の
減
免
件
数
及
び

減
免
額
を
、
課
税
標
準
額
区
分

ご
と
に
あ
き
ら
か
に
。

③
適
用
期
間
は
、
平
成
18
年
度

末
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。
行
政

自
ら
不
公
正
を
生
み
出
す
制
度

は
廃
止
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

ど
う
か
。

町
営
バ
ス
ダ
イ
ヤ 

に
つ
い
て

　
町
営
バ
ス
の
ダ
イ
ヤ
が
、
Ｊ

Ｒ
の
ダ
イ
ヤ
改
正(

３
月
18
日)

で
変
更
に
な
り
、
日
南
中
学
校

発
の
最
終
便
の
時
刻
が
19
時
48

分
に
な
っ
て
い
る
路
線
が
あ
る
。

中
学
生
の
部
活
終
了
時
間
等
を

考
慮
し
、
通
学
実
態
に
合
わ
せ

た
も
の
に
し
て
ほ
し
い
と
い
う

保
護
者
や
生
徒
の
声
が
あ
り
、

検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

学
校
給
食
に 

　
　
　
つ
い
て

　
鳥
取
県
内
の
「
学
校
給
食
用

食
材
の
生
産
地
別
使
用
状
況
調

査
」
に
よ
る
と
、
米
、
麦
、
牛

乳
を
除
く
主
な
使
用
食
材
44
品

目
の
使
用
実
態
で
、
日
南
町
は

外
国
産
の
使
用
比
率
が
10
％
と

県
内
で
一
番
高
い
。
町
内
産
や

国
内
産
の
供
給
シ
ス
テ
ム
を
確

立
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
ど
う

か
。

①
議
会
の
採
択
を
適
当
と
感
じ

て
お
り
、
同
感
に
思
う
。

②
郵
政
公
社
の
立
場
を
説
明
を

さ
れ
た
が
、
過
疎
地
の
実
状
も

主
張
し
た
。
ま
た
、
郵
政
は
公

共
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
と
い
う
認

識
を
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
旨

を
強
く
述
べ
た
。

③
住
民
に
不
利
益
が
生
じ
る
事

態
と
な
れ
ば
、
連
携
を
と
り
運

動
す
る
こ
と
も
あ
る
。

町
　
長

①
法
は
失
効
し
た
が
、
現
在
も

歴
史
的
社
会
的
理
由
で
経
済
力
、

住
民
生
活
等
が
一
般
地
域
に
比

べ
て
格
差
が
あ
る
と
判
断
し
て

い
る
の
で
、
固
定
資
産
税
の
減

免
を
行
政
措
置
の
一
環
と
し
て

行
っ
て
い
る
。

②
減
免
件
数
は
平
成
17
年
度
は

全
体
で
92
人
。

減
免
額
は
同
年
度
全
体
で
１
０

６
万
４
千
円
。

③
他
の
制
度
等
の
か
ら
み
も
あ

り
、
同
和
行
政
全
体
の
観
点
か

ら
慎
重
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

町
　
長

　
生
山
駅
に
19
時
37
分
着
の
電

車
に
は
高
校
生
も
乗
車
し
て
お

り
、
そ
の
一
部
は
町
営
バ
ス
を

利
用
し
て
い
る
。
バ
ス
利
用
調

査
を
今
後
も
行
う
と
と
も
に
、

バ
ス
利
用
者
や
公
共
交
通
確
保

対
策
協
議
会
等
に
お
い
て
協
議

し
、
方
針
を
出
し
た
い
。

町
　
長

　
平
成
14
年
度
の
「
19
％
」
を

最
高
に
順
次
そ
の
削
減
に
努
め

て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
Ｊ

Ａ
女
性
部
の
取
り
組
み
の
中
で
、

ジ
ャ
ガ
イ
モ
・
タ
マ
ネ
ギ
を
中

心
に
大
根
・
ほ
う
れ
ん
草
・
白

ネ
ギ
・
リ
ン
ゴ
等
の
地
元
産
の

食
材
使
用
を
図
っ
て
い
る
。

　
学
校
給
食
に
係
る
食
材
と
し

て
、安
定
的
供
給
・
安
全
管
理
・

価
格
等
を
考
慮
し
な
が
ら
、
地

元
産
、
或
い
は
国
内
産
の
活
用

に
努
め
る
。

ひまわりサービスなどを行っている郵便配達
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（
５
月
）

23
日
　
教
育
民
生
常
任
委
員
会

23
日
〜
全
国
町
村
議
会
議
長
会

24
日
　
総
会
（
東
京
）

25
日
　
総
務
常
任
委
員
会

　〃
　　
住
民
建
設
常
任
委
員
会

29
日
　
議
会
運
営
委
員
会

　
（
６
月
）

３
日
　
鳥
取
県
町
村
議
会
議
長

　
　
　
会
役
員
会

６
日
　
定
例
議
会
本
会
議

７
日
　
各
常
任
委
員
会

８
日
　
教
育
民
生
常
任
委
員
会

９
日
　
定
例
議
会
本
会
議

14
日
　
定
住
対
策
に
関
す
る
調

　
　
　
査
特
別
委
員
会

27
日
　
鳥
取
県
町
村
議
会
議
長

　
　
　
会
定
期
総
会

28
日
　
学
校
問
題
に
関
す
る
調

　
　
　
査
特
別
委
員
会

　
（
７
月
）

４
日
〜
行
政
調
査
特
別
委
員
会

６
日

11
日
〜
西
部
町
村
議
会
議
長
会

13
日
　
行
政
調
査

13
日
〜
森
林
環
境
・
水
源
税
創 

14
日
　
設
促
進
議
員
連
盟
総
会

議
会
日
誌

議
会
日
誌
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奥迫廣人議員

矢
田
町
長

町
内
に
お
け
る
最
近
の 

窃
盗
事
件
等
多
発
状
況 

に
つ
い
て

町政のここが聞きたい

ど
う
す
る
、
防
犯
対
策

ま
ず
は
防
犯
意
識
、

　
　
さ
ら
に
地
域
ぐ
る
み
で

①
こ
の
１
年
間
の
事
件
発
生
件

数
は
何
件
か
。

②
町
民
と
し
て
、
防
犯
の
為
に

は
ど
う
対
処
す
る
の
が
良
い
と

思
わ
れ
る
か
。

③
町
と
し
て
の
対
応
は
、
ど
う

な
さ
れ
て
い
る
の
か
。

鳥
大
地
域
活
性
化
教
育 

研
究
セ
ン
タ
ー
、大
宮
等 

３
校
区
で
の
開
所
に
つ
い
て

①
17
年
１
月
〜
12
月
ま
で
の
刑

法
犯
罪
発
生
件
数
は
17
件
。
内

訳
は
窃
盗
犯
９
件
、
知
能
犯
２

件
、
そ
の
他
６
件
。

　
18
年
１
月
〜
４
月
の
発
生
件

数
は
21
件
。

　
内
訳
は
粗
暴
犯
１
件
、
窃
盗

犯
19
件
、
そ
の
他
１
件
。

②
一
人
ひ
と
り
が
防
犯
意
識
を

も
つ
こ
と
。
さ
ら
に
地
域
ぐ
る

み
で
安
全
を
見
守
る
気
持
ち
が

防
犯
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

③
警
察
と
の
連
携
に
よ
る
犯
罪

に
関
す
る
情
報
提
供
、
研
修
会

や
講
座
の
開
催
及
び
支
援
、
自

主
的
な
防
犯
活
動
へ
の
支
援
の

ほ
か
、
相
談
窓
口
や
被
害
に
遭

わ
な
い
た
め
の
情
報
提
供
な
ど

を
行
っ
て
い
る
。

町
　
長

①
大
宮
で
は
医
学
部
が
健
康
づ

く
り
、
花
口
で
は
農
学
部
と
地

域
学
部
が
生
態
系
研
究
を
テ
ー

マ
に
活
動
す
る
。
常
駐
型
で
は

な
く
、
随
時
出
入
り
す
る
教
員
、

学
生
は
変
わ
る
。

②
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
登
録
制

度
を
策
定
し
募
集
し
て
い
る
。

③
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
や
自
治

会
等
へ
説
明
を
行
っ
て
い
る
。

④
⑤
大
学
は
農
林
業
振
興
、
地

域
活
性
化
策
の
研
究
を
、
町
や

住
民
は
地
域
の
課
題
解
決
へ
の

支
援
、
協
力
を
求
め
、
連
携
を

深
め
な
が
ら
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
を
築
い
て
い
き
た
い
。

⑥
７
月
７
日
に
、
旧
花
口
分
校
、

旧
大
宮
小
学
校
に
お
い
て
、
研

究
セ
ン
タ
ー
の
開
所
式
を
予
定

し
て
い
る
。

福栄まちづくり協議会の防犯看板

まなび宿はなぐち

①
各
校
区
で
の
研
究
テ
ー
マ
は

何
か
。
各
セ
ン
タ
ー
の
教
員
数
、

学
生
数
は
何
人
か
。

②
学
生
の
食
事
や
宿
泊
施
設
は

ど
う
な
る
の
か
。

③
該
当
地
域
の
住
民
へ
の
説
明

は
い
つ
行
う
の
か
。

④
地
域
住
民
の
対
応
と
し
て
必

要
な
事
は
何
か
。

⑤
研
究
セ
ン
タ
ー
開
設
に
よ
る
、

町
側
の
メ
リ
ッ
ト
、
大
学
側
の

メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
ど
の
様
な

事
が
挙
げ
ら
れ
る
か
。

⑥
現
在
と
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
ど
う
な
る
か
。

─　　 ─95



常
任
委
員
会
・
特
別
委
員
会
の
う
ご
き

　
５
月
か
ら
７
月
ま
で
の
間
に
、
各
委
員
会
で 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
次
の
よ
う
な
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

にちなん議会だより　平成18年7月25日発行　No.104
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応急処理された危険家屋（多里）

総
務
常
任
委
員
会

期
日
　
平
成
18
年
５
月
25
日

内
容

▼
町
有
林
の
管
理
状
況
に
つ
い

て
調
査
。

▼
木
材
団
地
構
想
の
進
捗
状
況

に
つ
い
て
調
査
。

▼
火
災
時
の
通
報
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
、
調
査
。

教
育
民
生
常
任
委
員
会

期
日
　
平
成
18
年
５
月
23
日

内
容

▼
町
内
の
各
小
学
校
を
訪
問
し
、

聞
き
取
り
調
査
。

住
民
建
設
常
任
委
員
会

期
日
　
平
成
18
年
５
月
25
日

内
容

▼
堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
現
地
調
査
。

▼
焼
却
場
及
び
汚
泥
処
理
の
今

後
の
方
向
性
に
つ
い
て
調
査
。

▼
町
営
住
宅
の
払
下
げ
に
つ
い

て
調
査
。

定
住
対
策
に
関
す
る

　
　
　
調
査
特
別
委
員
会

期
日
　
平
成
18
年
５
月
９
日

内
容

▼
集
落
の
存
続
に
関
す
る
調
査

を
行
い
、
定
住
奨
励
策
に
つ
い

て
協
議
し
た
。

期
日
　
平
成
18
年
６
月
14
日

内
容

▼
雇
用
の
現
状
と
今
後
の
見
通

し
に
つ
い
て
、
担
当
課
長
よ
り

説
明
を
受
け
た
。

学
校
問
題
に
関
す
る

　
　
　
　
調
査
特
別
委
員
会

期
日
　
平
成
18
年
６
月
28
日

内
容

▼
中
学
校
の
改
修
に
つ
い
て
教

育
委
員
会
よ
り
説
明
を
受
け
、

同
意
し
た
。

▼
統
合
小
学
校
に
つ
い
て
調
査
。

議
会
全
員
協
議
会

期
日
　
平
成
18
年
６
月
９
日

内
容

▼
つ
ぎ
の
事
項
に
つ
い
て
、
担

当
課
長
よ
り
説
明
を
受
け
協
議

を
行
っ
た
。

・
今
年
度
の
国
保
税
に
つ
い
て 

・
地
域
活
性
化
支
援
セ
ン
タ
ー

　
に
つ
い
て

・
国
民
保
護
計
画
に
つ
い
て

・
多
里
地
内
「
危
険
家
屋
」
の

　
取
扱
い
に
つ
い
て

平成17年　議会のうごき
　議会は住民の意思が行政に反映できるよう、調査をしたり議員提案を行ったりしています。平成

１７年１月から１２月までのおもなうごきを紹介します。

　本会議の他に、常任委員会、特別委員会、全員協議会も傍聴できます。お気軽においでください。 

また、本会議の様子は「ちゃんねる日南」でもご覧いただけます。

本会議の日数（定例会及び臨時会）　　１６日　（１７日）

傍聴者数　　　　　　　　　　　　　　７０人（１１１人）

町長提出議案数　　　　　　　　　　１３１件（１２０件）

議員提出議案数　　　　　　　　　　　１９件　（２４件）

一般質問者数（のべ人数）　　　　　　１８人　（２７人）

常任委員会（のべ日数）　　　　　　　３７日　（４６日）

特別委員会（のべ日数）　　　　　　　４３日　（６５日）

（　　）は平成16年の数字

─　　 ─96



　６月議会では、次の意見書を内閣総理大臣ほか関係大臣、衆参両院議長に提出することに 

決定しました。

地方自治確立に関する意見書
(要旨)
　政府においては、「国・地方のバランスのとれた財政再建」の名の下に、一方的に地方交付税を始めとする地方財
政の大幅な歳出削減を行おうとしている。
　今後、地方交付税の根拠なき大幅な削減が進められれば、地方財政は危機的な状況に陥り、医療、福祉、教育など
の住民生活に重大な影響を及ぼすだけでなく、地方自治そのものが立ちゆかなくなる。
　また、平成１８年度までの「三位一体の改革」は、３兆円の税源委譲が実現されたものの、分権改革は未完のまま
である。
　このような地方自治の危機的な状況を打破し、真の地方自治確立のため、地方自治体が責任を持って自立した行財
政運営ができるよう、強く要望する。

出資法の上限金利の引き下げ等、「出資の受入れ、預り金及び金利等の取締りに 
関する法律」及び「貸金業の規制等に関する法律」の改正を求める意見書
(要旨)
　超低金利時代のわが国において、消費者金融等の貸金業者は、利息制限法が定める制限金利でさえ高金利と言える
ところ、貸金業規制法４３条の要件遵守を条件に、出資法の上限金利という超高金利での営業をしている（いわゆる
「みなし弁済」）。
　先般、最高裁判所は、「リボルビング式」の貸付けに「みなし弁済」の適用はないと判示し、またみなし弁済の成
立を主張した業者に対してもその主張を退けたところである。これは、もはや貸金業規制法４３条の存続意義は認め
られないと言える。
　平成１９年１月には出資法の上限金利を見直す時期を迎える。国においては、同条を廃止することに加え住民が安
心して経済生活を送ることができる適正な金利規制など、法改正を行うよう強く要望する。

意 見 書 を 提 出

にちなん議会だより　平成18年7月25日発行　No.104
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　みなさんから提出のあった請願や陳情を所管の常任委員会で審査し、委員長から審査結果の 

報告を受けて６月定例議会の本会議で審議した結果、次のとおり決定しました。

本会議審 査 意 見提 出 者件 名

自治労連鳥取県本部
執行委員長　植谷和則

　市場化テストは、公共サービスの質の向上と

効率化や民間のビジネスチャンスの拡大を目的

としたものであり、このことが国民の安全と安

心を脅かすことにはならない。

「市場化テスト法案」に関す
る意見書採択の要請 不採択

鳥取県労働者福祉協議会
理事長　中田博明

　出資法の上限金利と利息制限法の制限金利と

いう法律の二重構造はなくすべきである。

出資法の上限金利の引き下げ等、
｢出資の受け入れ、預り金及び金
利等の取締りに関する法律」及び
「貸金業の規制等に関する法律」
の改正を求める陳情書

採　択

鳥取県西部地区革新懇話会
代表　宮倉　博

　現在の教育基本法が施行されてから半世紀以
上が経過し、その間社会は多様な変化をとげて
いるなかで、凶悪犯罪、いじめ、不登校、学級
崩壊など様々な問題を抱えており、教育の改革
は国民的課題である。
　ゆえに、教育の再建に向け、教育基本法の改
正を慎重な議論のもと行うべきである。

教育基本法改正に関する意見
書の提出について(陳情)

不採択

自治労連鳥取県本部
執行委員長　植谷和則

　地方交付税の大幅な削減が進められれば、地

方財政は危機に陥り、住民生活に重大な影響を

及ぼすだけでなく、地方自治の運営が困難になる。

地方交付税制度の財源保障機
能を堅持し、充実させる陳情 採　択

請願・陳情の審査結果請願・陳情の審査結果
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神
福西

村
　
靖
史 

さ
ん

私もひとこと私もひとこと

編

集

後

記

ち

き
ゅう
にやさし

い

再
生紙利用

古紙配合率100％
再生紙を使用しています

　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
「
情
報
化
に
過
疎
は
な
い
」
と
い
え
ま
す
。

町
で
は
、
こ
れ
を
契
機
に
「
ち
ゃ
ん
ね
る
日
南
」
を
開
設
し
、
議

会
中
継
や
町
民
の
皆
さ
ん
も
参
画
し
た
自
主
制
作
番
組
も
放
映
し
、

「
ち
ゃ
ん
ね
る
日
南
」
が
少
し
ず
つ
定
着
し
て
い
る
中
で
、
特
に

議
会
中
継
は
町
民
の
皆
さ
ん
が
関
心
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
よ
う
で

す
が
、
議
会
だ
よ
り
も
よ
ろ
し
く
。
　
　
　
　
　
　
福
田
　
記

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委

員

長
　
惠
比
奈
礼
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
副
委
員
長
　
久
代
　
安
敏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
　
　
員
　
平
井
　
正
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　〃
　　
　
絹
谷
　
眞
幸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　〃
　　
　
福
田
　
　
稔

　
先
日
ニ
ュ
ー
ス
で
、
日
本
が
世
界
で
一
番
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
と
耳
に
し

ま
し
た
。
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
事
は
以
前
か
ら
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
こ

ま
で
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
大
変
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

　
そ
の
日
本
の
中
で
も
、
日
南
町
は
さ
ら
に
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
今
、

日
南
町
で
生
ま
れ
る
子
供
の
数
は
年
間
30
人
く
ら
い
と
聞
い
て
い
ま
す
。
今
年
３
人

目
の
子
供
が
生
ま
れ
た
私
と
し
て
は
、
と
て
も
さ
み
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。
子
供
を

育
て
る
環
境
と
し
て
は
、
自
然
が
豊
か
で
と
て
も
良
い
所
だ
と
思
い
ま
す
。
他
に
も

そ
う
感
じ
て
い
る
方
が
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
良
さ
を
さ
ら
に
町
外

の
人
に
も
伝
え
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
私
は
昨
年
か
ら
「
小
学
校
統
合
に
つ
い
て
学
習
し
考
え
る
会
」
に
福
栄
保
育
園
の

代
表
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
日
南
町
内
の
小
学
校
の
あ
り
方
に
つ
い
て

慎
重
に
検
討
を
重
ね
て
き
た
結
果
、
現
在
の
状
況
で
は
「
将
来
的
に
は
１
校
統
合
せ

ざ
る
を
得
な
い
。
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
町
に
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。
特
に
統

合
へ
の
要
望
が
強
か
っ
た
山
の
上
３
校
区
が
今
年
度
か
ら
統
合
と
な
り
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
平
成
21
年
度
に
は
現
在
の
日
野
上
小
学
校
を
改
築
し
て
１
校
統
合
を
目
指
す

こ
と
と
な
り
準
備
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
統
合
に
つ
い
て
は
、
新
築
校
舎
の
希
望
等

ま
だ
ま
だ
色
々
な
意
見
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
子
供
達
の
事
を
第
一
に
考
え
、
充
分

に
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
現
在
、
日
南
町
は
単
独
自
立
の
道
を
進
ん
で
い
ま
す
。
日
南
町
の
自
然
豊
か
な
環

境
を
活
か
し
た
産
業
振
興
策
や
若
者
定
住
策
等
、
色
々
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
て
実

行
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
各
校
区
で
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
も
動
き
だ
し
て

い
ま
す
。
私
自
身
も
今
ま
で
以
上
に
地
域
の
一
員
と
し
て
地
域
の
た
め
に
様
々
な
活

動
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
以
前
は
選
挙
に
行
っ
て
投
票
は
し
て
も
、
議
会
等
に
は
興
味
を
持
っ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
今
で
は
「
ち
ゃ
ん
ね
る
日
南
」
で
の
議
会
中
継
や
議
会
だ

よ
り
な
ど
で
見
る
事
が
増
え
、
議
会
が
今
ま
で
よ
り
身
近
に
な
っ
た
気
が
し
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
議
員
の
皆
様
に
は
、
町
民
の
代
表
と
し
て
ご
活
躍
頂
き
ま
す
様
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

飛時原の滝

シリーズ  日南町の滝めぐり　⑤

　
我
輩
は
滝
で
あ
る
。
名
前
は
ま
だ
無
い
。

　
み
ん
な
滝
、た
き
、タ
キ
と
呼
ん
で
い
る
。道
路
か
ら
す
ぐ
見

え
る
の
で
、
一
度
立
ち
寄
っ
て
い
い
名
前
を
付
け
て
ほ
し
い
。 

　
我
輩
は
飛
時
原
に
あ
る
小
さ
な
滝
で
あ
る
。

にちなん議会だより　平成18年7月25日発行　No.104
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福栄神社神戸公民館
井上靖文学碑

田中商店

至上石見

至高瀬

飛時原の滝

九
塚
大
橋

九
塚
大
橋 九塚川

16

　
日
野
川
源
流
に
ほ
ど
近
く
、
周
囲
は
に
ち
な
ん
環
境
林
で

あ
る
。

　
岩
魚
も
登
れ
な
い
と
、
地
元
で
は
古
く
か
ら
「
魚
切
り
の

滝
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
近
く
に
は
、
た
た
ら
跡
も
あ
り
、

正
土
原
の
地
蔵
が
見
守
っ
て
い
る
。

　
春
の
新
緑
、
秋
の
紅
葉
は
素
晴
ら
し
い
。

　
日
野
上
町
づ
く
り
協
議
会
は
、
当
地
域
の
豊
富
な
資
源
と
八
つ
の
自
治
会
（
集
落
）
の

活
力
を
集
中
し
て
、
心
豊
か
で
元
気
な
理
想
郷
の
実
現
を
め
ざ
し
て
事
業
を
展
開
し
て
お

り
ま
す
。
そ
し
て
、
日
南
町
の
色
々
な
課
題
を
共
有
し
、
日
野
上
地
域
と
し
て
の
役
割
を

念
頭
に
お
き
な
が
ら
、
他
地
域
と
の
連
携
、
地
域
活
動
が
町
づ
く
り
に
つ
な
が
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
事
業
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

○
ふ
る
里
祭
り
に
参
加
（
バ
ザ
ー
の
収
益
金
は
福
祉
事
業
に
充
て
る
）

○
杉
玉
作
り
の
開
催
と
普
及
（
林
業
の
町
を
ア
ピ
ー
ル
）

○
人
権
「
人
づ
く
り
町
づ
く
り
」
定
期
連
携
講
座
（
町
内
に
呼
び
か
け
、
町
ぐ
る
み
で
取
組
む
）

○
桜
、
ス
イ
セ
ン
街
道
の
設
置
と
整
備
（
将
来
は
石
見
の
は
な
み
ず
き
、
ス
イ
セ
ン
ロ
ー

　
ド
と
結
ぶ
）

○
特
産
品
開
発
、
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
設
置
（
町
、
団
体
と
の
連
携
）

　
今
「
町
づ
く
り
、
地
域
起
こ
し
」
一
色
で
、
生
涯
学
習
が
疎
か
に
な
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
よ
く
耳
に
し
ま
す
が
、
前
記
に
掲
げ
た
各
種
町
づ
く
り
事
業
に
参
加
す
る
こ
と

こ
そ
、
貴
重
な
生
涯
学
習
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
積
極
的
に
参
加
し
て
、
自
分
を

磨
き
、
地
域
を
磨
き
、
き
ら
り
と
光
る
人
づ
く
り
町
づ
く
り
を
目
指
せ
ば
、
素
晴
ら
し
い

「
理
想
郷
」
が
実
現
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　
折
角
の
機
会
を
頂
き
ま
し
た
の
で
、
議
会
の
こ
と
に
ふ
れ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
過

般
、
町
の
あ
る
事
業
に
関
心
が
あ
り
、
町
議
会
常
任
委
員
会
を
傍
聴
し
ま
し
た
。
常
任
委

員
会
は
、
町
長
が
提
出
し
た
案
件
に
つ
い
て
、
専
門
的
に
細
か
く
検
討
審
査
さ
れ
ま
す
。

議
会
は
形
式
に
の
っ
と
り
進
行
さ
れ
ま
す
が
、
常
任
委
員
会
は
必
要
に
応
じ
て
担
当
課
長

他
も
参
加
し
て
、
フ
リ
ー
ト
ー
ク
的
に
意
見
交
換
、
議
論
し
な
が
ら
審
査
集
約
さ
れ
ま

す
。
つ
い
て
は
、
事
業
内
容
を
手
に
取
る
よ
う
に
分
か
り
ま
す
し
、
町
民
の
選
出
し
た
議

員
の
考
え
方
、
活
動
の
姿
を
つ
ぶ
さ
に
見
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
有
意
義
な
傍
聴
で
し

た
。
常
任
委
員
会
の
傍
聴
は
、
議
会
傍
聴
同
様
で
、
自
由
に
傍
聴
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
に

お
薦
め
し
ま
す
。

（
日
野
上
町
づ
く
り
協
議
会
　
会
長
）

　
足
羽
　
正
敬
さ
ん
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　世帯数／2,333世帯
　人　口／6,205人
（平成19年4月末現在）

古紙配合率100％
再生紙を使用しています

ち

きゅ
うにやさし

い

　

再生紙利用

議会広報調査特別委員会では、「私もひとこと」に掲載するみなさまからの声をお待ち
しています。議会事務局までどしどしお寄せ下さい。

編

集

後

記

　
改
選
に
よ
り
、
議
会
だ
よ
り
の
編
集
委
員
も
新
し
く
な

り
ま
し
た
。

　
議
会
の
こ
と
を
分
か
り
や
す
く
親
し
み
の
持
て
る
紙
面

づ
く
り
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
意

見
や
ご
感
想
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
員
長
　
　
久
代
　
安
敏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
副
委
員
長
　
　
古
都
　
久
志

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
　
員
　
　
福
田
　
　
稔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
坪
倉
　
勝
幸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
長
岡
つ
る
子

正土原の魚切り
うお きしょうどばら

にちなん議会だより　平成19年5月発行　No.107

12名の新しい議員
町民の声を町政に反映します

（5月 8日・議場にて）

日南町の鳥：山鳥
う
お
き

至米子にちなん環境林

至広島

多里小学校

183
日南町役場

管理棟

正土原

新屋
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提
出
さ
れ
た 

　
お
も
な
議
案

提
出
さ
れ
た 

　
お
も
な
議
案

条
例
改
正

　
９
月
定
例
会
は
、
９
月
13
日
に
招
集
さ
れ
10
月
５
日
ま
で
の
23
日
間
に
わ
た
っ
て
、
平
成

17
年
度
会
計
の
決
算
認
定
議
案
、
条
例
の
一
部
改
正
、
平
成
18
年
度
補
正
予
算
等
（
災
害
復

旧
費
、
農
林
水
産
業
費
、
教
育
費
な
ど
）
執
行
部
か
ら
提
案
の
あ
っ
た
議
案
を
慎
重
に
審
議

し
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
決
算
認
定
議
案
に
つ
い
て
は
、
決
算
審
査
特
別

委
員
会
を
設
置
し
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
初
日
に
は
、
４
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
、
町
長
の
所
信
を
問
い
、
最
終
日
に
は
、

行
政
調
査
の
報
告
、
陳
情
審
査
の
報
告
、
議
員
発
議
に
よ
る
「
間
伐
材
搬
出
促
進
事
業
の
継

続
に
つ
い
て
」
の
要
望
書
や
意
見
書
を
県
や
国
に
提
出
す
る
こ
と
を
議
決
し
、
閉
会
し
ま
し

た
。

にちなん議会だより　平成18年11月25日発行　No.105

3

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
国
庫
補
助
過
年
度
分
返
還
な

ど
、
４
千
５
３
１
万
４
千
円
を

追
加
。

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

　
７
月
豪
雨
災
害
配
水
施
設
修

繕
等
４
３
４
万
３
千
円
を
追
加
。

介
護
保
険
特
別
会
計

　
介
護
シ
ス
テ
ム
改
修
・
国
県

支
出
金
過
年
度
分
返
還
な
ど
、

２
千
５
１
２
万
２
千
円
を
追
加
。

病
院
事
業
会
計

　
医
薬
品
等
診
療
材
料
費
な
ど
、

１
千
９
０
１
万
８
千
円
を
追
加
。

特

別

会

計

一

般

会

計

　
同
和
対
策
事
業
が
、
行
財
政

改
革
の
中
で
整
理
さ
れ
て
い
な

い
な
ど
、
不
公
正
な
決
算
で
あ

る
。賛

成

三
上
議
員

反
対

久
代
議
員

賛
成

惠
比
奈
議
員

　
延
滞
は
解
消
さ
れ
て
な
い
が
、

徴
収
に
向
け
努
力
さ
れ
て
い
る
。

賛
成

惠
比
奈
議
員

決

算

認

定

討

論

決

算

認

定

討

論

決

算

認

定

討

論

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
保
険
税
を
下
げ
る
た
め
に
、

３
億
５
千
万
円
の
基
金
を
取
り

崩
す
べ
き
で
あ
る
。

反
対

久
代
議
員

「
あ
か
ね
の
郷
」
の
施
設
整
備

に
つ
い
て
は
、
計
画
さ
れ
た
内

容
の
予
算
執
行
で
あ
り
、
適
正

で
あ
る
。

賛
成

平
井
議
員

石
霞
苑
特
別
会
計

　
「
あ
か
ね
の
郷
」
の
施
設
整

備
に
か
か
る
経
費
は
、
全
て
町

が
負
担
す
べ
き
で
あ
る
。

反
対

久
代
議
員

住
宅
新
築
資
金
等

貸
付
事
業
会
計

　
貸
付
金
の
徴
収
が
、
最
終
年

度
ま
で
に
で
き
る
の
か
。
真
剣

な
取
組
み
が
不
足
し
て
い
る
。

反
対

久
代
議
員

６月定例会９月定例会
９月13日～10月５日

決算認定 議案を可決決算認定 議案を可決決算認定 議案を可決
豪雪による災害復旧費を　　 含む決算総額86億3,714万円豪雪による災害復旧費を　　 含む決算総額86億3,714万円

平成17年度

　
差
別
を
撤
廃
す
る
た
め
に
、

必
要
な
負
担
は
認
め
る
べ
き
で

あ
る
。
行
財
政
改
革
を
進
め
る

一
方
で
、
新
た
に
住
民
参
画
の

町
づ
く
り
事
業
に
取
り
組
む
な

ど
、
限
ら
れ
た
財
源
が
有
効
に

使
わ
れ
て
い
る
。

補
正
予
算

一

般

会

計

日
南
町
特
別
医
療
費
助
成
条
例

の
一
部
改
正

　
療
養
病
床
に
入
院
す
る
70
歳

以
上
の
高
齢
者
が
負
担
す
る
こ

と
と
な
る
「
生
活
療
養
に
係
る

費
用
」
（
食
費
・
居
住
費
）
は
、

特
別
医
療
の
助
成
対
象
外
と
す

る
。
激
変
緩
和
と
し
て
周
知
期

間
１
ヶ
月
の
経
過
措
置
を
講
ず

る
。

日
南
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
改
正

　
70
歳
以
上
（
現
役
並
所
得
の

あ
る
者
）
の
一
部
負
担
金
率
の

改
正
。

　
10
分
の
２
　
↓
　
10
分
の
３

出
産
育
児
一
時
金
の
改
正
。

　
30
万
円
　
↓
　
35
万
円

 

日
南
町
営
住
宅
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
植
松
山
団
地
の
老
朽
化
に
よ

る
一
部
取
り
壊
し
に
よ
り
棟
数

の
変
更
。

日
南
町
特
別
会
計
条
例
の
一
部

改
正

　
日
南
石
霞
苑
特
別
会
計
を
廃

止
。

       

　
２
億
４
千
２
９
９
万
７
千
円

を
追
加
し
、
総
額
を
52
億
８
千

３
７
７
万
５
千
円
と
し
た
。

消
防
費

　
災
害
備
蓄
物
資
の
確
保

　
　
　
　
　
　
　
40
万
５
千
円

衛
生
費

　
清
掃
セ
ン
タ
ー
炉
修
繕
ほ
か

　
　
　
　
　
６
９
２
万
８
千
円

　
家
庭
用
井
戸
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
１
５
０
万
円

土
木
費

　
植
松
山
団
地
解
体
工
事
ほ
か

　
　
　
　
　
　
　
２
７
６
万
円 

民
生
費

　
地
域
生
活
支
援
事
業

　
　
　
　
　
３
０
１
万
５
千
円

農
林
水
産
業
費

　
治
山
事
業
費

　
　
　
　
　
４
千
５
９
０
万
円

災
害
復
旧
費

　
耕
地
災
害
復
旧
事
業

　
　
　
　
　
５
千
２
７
７
万
円

　
林
道
災
害
復
旧
事
業

　
　
　
３
千
８
０
５
万
６
千
円

　
公
共
土
木
災
害
復
旧
事
業

　
　
　
４
千
６
７
８
万
９
千
円

教
育
費

　
日
南
町
体
育
館
屋
根
修
繕

　
　
　
　
　
２
千
１
０
０
万
円

老朽化した植松山団地

　
医
療
費
は
年
々
増
加
し
て
お

り
、
安
定
し
た
保
険
制
度
を
維

持
す
る
た
め
に
、
基
金
の
積
立

て
は
必
要
で
あ
り
、
保
険
税
に

充
当
す
べ
き
で
は
な
い
。

会　　　計

一般会計

国 民 健 康  
保 険

53億6,812万円 52億2,078万円

合　　　計 89億9,502万円 86億3,714万円

9億916万円 7億5,509万円

簡易水道事業 1億3,987万円 1億3,673万円

住宅新築資金
等貸付事業

176万円 329万円

石 霞 苑 2億410万円 2億410万円

老 人 保 健 11億6,230万円 11億5,410万円

農 業 集 落  
排 水 事 業

2億4,842万円 2億4,835万円

介 護 保 険 9億1,356万円 8億7,279万円

介護サービス
事 業

4,776万円 4,191万円

歳　　入 歳　　出

特

別

会

計

各会計の決算状況（病院会計除く）

─　　 ─100



にちなん議会だより　平成18年11月25日発行　No.105

2

提
出
さ
れ
た 

　
お
も
な
議
案

提
出
さ
れ
た 

　
お
も
な
議
案

条
例
改
正

　
９
月
定
例
会
は
、
９
月
13
日
に
招
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さ
れ
10
月
５
日
ま
で
の
23
日
間
に
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た
っ
て
、
平
成
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度
会
計
の
決
算
認
定
議
案
、
条
例
の
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、
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度
補
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予
算
等
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害
復
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費
、
農
林
水
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業
費
、
教
育
費
な
ど
）
執
行
部
か
ら
提
案
の
あ
っ
た
議
案
を
慎
重
に
審
議

し
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
決
算
認
定
議
案
に
つ
い
て
は
、
決
算
審
査
特
別

委
員
会
を
設
置
し
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
初
日
に
は
、
４
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
、
町
長
の
所
信
を
問
い
、
最
終
日
に
は
、

行
政
調
査
の
報
告
、
陳
情
審
査
の
報
告
、
議
員
発
議
に
よ
る
「
間
伐
材
搬
出
促
進
事
業
の
継

続
に
つ
い
て
」
の
要
望
書
や
意
見
書
を
県
や
国
に
提
出
す
る
こ
と
を
議
決
し
、
閉
会
し
ま
し

た
。
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国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
国
庫
補
助
過
年
度
分
返
還
な

ど
、
４
千
５
３
１
万
４
千
円
を

追
加
。

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

　
７
月
豪
雨
災
害
配
水
施
設
修

繕
等
４
３
４
万
３
千
円
を
追
加
。

介
護
保
険
特
別
会
計

　
介
護
シ
ス
テ
ム
改
修
・
国
県

支
出
金
過
年
度
分
返
還
な
ど
、

２
千
５
１
２
万
２
千
円
を
追
加
。

病
院
事
業
会
計

　
医
薬
品
等
診
療
材
料
費
な
ど
、

１
千
９
０
１
万
８
千
円
を
追
加
。

特

別

会

計

一

般

会

計

　
同
和
対
策
事
業
が
、
行
財
政

改
革
の
中
で
整
理
さ
れ
て
い
な

い
な
ど
、
不
公
正
な
決
算
で
あ

る
。賛

成

三
上
議
員

反
対

久
代
議
員

賛
成

惠
比
奈
議
員

　
延
滞
は
解
消
さ
れ
て
な
い
が
、

徴
収
に
向
け
努
力
さ
れ
て
い
る
。

賛
成

惠
比
奈
議
員

決

算

認

定

討

論

決

算

認

定

討

論

決

算

認

定

討

論

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
保
険
税
を
下
げ
る
た
め
に
、

３
億
５
千
万
円
の
基
金
を
取
り

崩
す
べ
き
で
あ
る
。

反
対

久
代
議
員

「
あ
か
ね
の
郷
」
の
施
設
整
備

に
つ
い
て
は
、
計
画
さ
れ
た
内

容
の
予
算
執
行
で
あ
り
、
適
正

で
あ
る
。

賛
成

平
井
議
員

石
霞
苑
特
別
会
計

　
「
あ
か
ね
の
郷
」
の
施
設
整

備
に
か
か
る
経
費
は
、
全
て
町

が
負
担
す
べ
き
で
あ
る
。

反
対

久
代
議
員

住
宅
新
築
資
金
等

貸
付
事
業
会
計

　
貸
付
金
の
徴
収
が
、
最
終
年

度
ま
で
に
で
き
る
の
か
。
真
剣

な
取
組
み
が
不
足
し
て
い
る
。

反
対

久
代
議
員

６月定例会９月定例会
９月13日～10月５日

決算認定 議案を可決決算認定 議案を可決決算認定 議案を可決
豪雪による災害復旧費を　　 含む決算総額86億3,714万円豪雪による災害復旧費を　　 含む決算総額86億3,714万円

平成17年度

　
差
別
を
撤
廃
す
る
た
め
に
、

必
要
な
負
担
は
認
め
る
べ
き
で

あ
る
。
行
財
政
改
革
を
進
め
る

一
方
で
、
新
た
に
住
民
参
画
の

町
づ
く
り
事
業
に
取
り
組
む
な

ど
、
限
ら
れ
た
財
源
が
有
効
に

使
わ
れ
て
い
る
。

補
正
予
算

一

般

会

計

日
南
町
特
別
医
療
費
助
成
条
例

の
一
部
改
正

　
療
養
病
床
に
入
院
す
る
70
歳

以
上
の
高
齢
者
が
負
担
す
る
こ

と
と
な
る
「
生
活
療
養
に
係
る

費
用
」
（
食
費
・
居
住
費
）
は
、

特
別
医
療
の
助
成
対
象
外
と
す

る
。
激
変
緩
和
と
し
て
周
知
期

間
１
ヶ
月
の
経
過
措
置
を
講
ず

る
。

日
南
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
改
正

　
70
歳
以
上
（
現
役
並
所
得
の

あ
る
者
）
の
一
部
負
担
金
率
の

改
正
。

　
10
分
の
２
　
↓
　
10
分
の
３

出
産
育
児
一
時
金
の
改
正
。

　
30
万
円
　
↓
　
35
万
円

 

日
南
町
営
住
宅
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
植
松
山
団
地
の
老
朽
化
に
よ

る
一
部
取
り
壊
し
に
よ
り
棟
数

の
変
更
。

日
南
町
特
別
会
計
条
例
の
一
部

改
正

　
日
南
石
霞
苑
特
別
会
計
を
廃

止
。

       

　
２
億
４
千
２
９
９
万
７
千
円

を
追
加
し
、
総
額
を
52
億
８
千

３
７
７
万
５
千
円
と
し
た
。

消
防
費

　
災
害
備
蓄
物
資
の
確
保

　
　
　
　
　
　
　
40
万
５
千
円

衛
生
費

　
清
掃
セ
ン
タ
ー
炉
修
繕
ほ
か

　
　
　
　
　
６
９
２
万
８
千
円

　
家
庭
用
井
戸
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
１
５
０
万
円

土
木
費

　
植
松
山
団
地
解
体
工
事
ほ
か

　
　
　
　
　
　
　
２
７
６
万
円 

民
生
費

　
地
域
生
活
支
援
事
業

　
　
　
　
　
３
０
１
万
５
千
円

農
林
水
産
業
費

　
治
山
事
業
費

　
　
　
　
　
４
千
５
９
０
万
円

災
害
復
旧
費

　
耕
地
災
害
復
旧
事
業

　
　
　
　
　
５
千
２
７
７
万
円

　
林
道
災
害
復
旧
事
業

　
　
　
３
千
８
０
５
万
６
千
円

　
公
共
土
木
災
害
復
旧
事
業

　
　
　
４
千
６
７
８
万
９
千
円

教
育
費

　
日
南
町
体
育
館
屋
根
修
繕

　
　
　
　
　
２
千
１
０
０
万
円

老朽化した植松山団地

　
医
療
費
は
年
々
増
加
し
て
お

り
、
安
定
し
た
保
険
制
度
を
維

持
す
る
た
め
に
、
基
金
の
積
立

て
は
必
要
で
あ
り
、
保
険
税
に

充
当
す
べ
き
で
は
な
い
。

会　　　計

一般会計

国 民 健 康  
保 険

53億6,812万円 52億2,078万円

合　　　計 89億9,502万円 86億3,714万円

9億916万円 7億5,509万円

簡易水道事業 1億3,987万円 1億3,673万円

住宅新築資金
等貸付事業

176万円 329万円

石 霞 苑 2億410万円 2億410万円

老 人 保 健 11億6,230万円 11億5,410万円

農 業 集 落  
排 水 事 業

2億4,842万円 2億4,835万円

介 護 保 険 9億1,356万円 8億7,279万円

介護サービス
事 業

4,776万円 4,191万円

歳　　入 歳　　出

特

別

会

計

各会計の決算状況（病院会計除く）
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審
査
の
経
過
及
び
結
果

決
算
審
査
報
告
書

決
算
審
査
報
告
書

決
算
審
査
報
告
書

行
財
政
改
革
と
平
行
し
、

　
　
町
民
の
福
祉
向
上
に
ど
う
取
り
組
ん
だ
か

行
財
政
改
革
と
平
行
し
、

　
　
町
民
の
福
祉
向
上
に
ど
う
取
り
組
ん
だ
か

菅ヶ谷ブロイラー

町税

保育料

幼稚園授業料

住宅使用料

道路使用料

災害援護資金

国民健康保険税

水道料金・分担金

下水道料金

介護保険料

介護サービス自己負担金

患者負担未収金

一
般
会
計

特
別
会
計

病院事業会計

8,928,567

1,296,840

48,200

1,342,805

345,200

1,482,420

8,501,426

1,770,580

322,170

981,700

545,381

10,860,478

36,425,767合　　計

会計別収入未済金一覧 （単位：円）

　
本
委
員
会
は
、
平
成
18
年
９

月
22
日
、
25
日
お
よ
び
29
日
に

委
員
会
を
開
催
し
、
付
託
さ
れ

た
各
議
案
の
会
計
決
算
に
つ
い

て
関
係
職
員
か
ら
詳
細
な
説
明

を
受
け
、
慎
重
に
審
査
を
行
っ

た
。

　
そ
の
結
果
、
平
成
17
年
度
各

会
計
決
算
の
10
議
案
は
、
い
ず

れ
も
次
に
述
べ
る
意
見
を
付
し

て
認
定
す
べ
き
と
決
定
し
た
。

【
歳
入
全
般
】

　
地
方
交
付
税
は
、
昨
年
度
よ

り
僅
か
増
加
し
た
も
の
の
、
過

去
最
高
額
で
あ
っ
た
平
成
12
年

度
と
比
較
す
る
と
約
７
億
円
も

減
少
し
て
お
り
、
自
主
財
源
に

乏
し
い
本
町
に
と
っ
て
は
厳
し

い
状
況
に
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
町
内
経
済
が
回
復

し
な
い
な
か
、
町
税
は
昨
年
度

と
比
較
す
る
と
１
千
６
２
２
万

円
も
減
額
と
な
っ
て
い
る
。

　
全
て
の
会
計
の
収
入
未
済
金

の
合
計
は
３
千
６
４
２
万
６
千

円
と
高
額
で
あ
り
、
昨
年
度
よ

り
２
６
９
万
１
千
円
と
大
き
く

増
加
し
て
い
る
。

　
お
も
な
内
容
は
、
次
の
通
り

で
あ
る
が
、
負
担
の
公
平
性
を

確
保
す
る
た
め
に
も
、
全
職
員

の
総
力
に
よ
り
徴
収
に
努
め
ら

れ
た
い
。

【
一
般
会
計
歳
出
】

○
財
産
管
理

　
木
竹
共
同
加
工
所
、
神
戸
上

地
区
農
産
物
集
荷
貯
蔵
施
設
、

郷
土
資
料
館
、
教
員
住
宅
な
ど
、

公
の
施
設
の
な
か
に
は
、
ほ
と

ん
ど
利
用
さ
れ
て
い
な
い
施
設

や
、
当
初
の
設
置
目
的
に
そ
っ

た
利
用
が
さ
れ
て
い
な
い
施
設

が
あ
る
。

　
特
に
、
木
竹
共
同
加
工
所
は

個
人
の
物
置
と
化
し
、
神
戸
上

地
区
農
産
物
集
荷
貯
蔵
施
設
は

平
成
11
年
に
一
部
目
的
を
変
更

し
、
実
質
個
人
の
籾
乾
燥
調
整

施
設
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。

有
効
に
活
用
さ
れ
な
い
も
の
に

つ
い
て
は
早
急
に
売
却
処
分
を

進
め
ら
れ
た
い
。

　
ま
た
、
菅
ヶ
谷
ブ
ロ
イ
ラ
ー

は
生
産
組
合
に
管
理
委
託
し
て

い
る
が
、
事
業
開
始
後
二
十
四

年
が
経
過
し
行
政
の
役
割
は
充

分
に
果
た
し
た
と
言
え
る
。
生

産
組
合
へ
の
払
い
下
げ
を
検
討

さ
れ
た
い
。
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む

す

び

○
人
事
管
理

　
行
政
の
今
日
的
課
題
に
対
応

す
る
た
め
に
、
自
治
研
修
所
等

で
職
員
の
研
修
を
実
施
し
て
い

る
が
、
業
務
多
忙
を
理
由
に
参

加
率
が
13
・
８
％
と
低
く
な
っ

て
い
る
。

　
特
に
行
革
の
折
り
、
政
策
形

成
や
住
民
対
応
な
ど
に
つ
い
て

能
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
は
、

行
政
と
し
て
の
ま
ち
づ
く
り
の

原
点
で
あ
り
責
務
で
あ
る
。
積

極
的
に
人
材
育
成
に
取
り
組
む

べ
き
で
あ
る
。

○
文
化
振
興
基
金

　
文
化
振
興
運
営
事
業
に
対
し
、

文
化
振
興
協
会
に
補
助
さ
れ
て

い
る
が
、
事
業
内
容
に
よ
っ
て

入
場
者
に
大
き
な
差
が
あ
る
。

ま
た
、
開
催
費
用
と
入
場
収
入

と
の
差
も
か
な
り
あ
る
。

　
文
化
的
成
果
は
数
値
で
は
表

せ
な
い
面
も
あ
る
が
、
厳
し
い

財
政
事
情
の
な
か
、
各
種
補
助

金
も
削
減
さ
れ
、
費
用
対
効
果

を
問
う
声
も
大
で
あ
る
。
広
告

宣
伝
を
含
め
、
年
間
を
通
し
た

事
業
内
容
と
開
催
回
数
等
を
見

直
す
必
要
が
あ
る
。

 

○
塵
芥
処
理
事
業

　
資
源
ご
み
用
の
ご
み
袋
は
無

料
と
な
っ
て
い
る
が
、
無
料
の

た
め
に
他
の
こ
と
に
利
用
さ
れ

た
り
、
袋
い
っ
ぱ
い
に
詰
め
ず

に
出
す
等
の
無
駄
が
生
じ
て
い

る
。
少
な
く
と
も
袋
の
製
造
原

価
及
び
販
売
経
費
は
徴
収
す
べ

き
で
あ
る
。

【
特
別
会
計
歳
出
】

○
簡
易
水
道
施
設
管
理
・
農
業

集
落
排
水
施
設
及
び
特
定
地
域

生
活
排
水
施
設
管
理

　
経
営
の
健
全
化
の
た
め
に
使

用
料
の
値
上
げ
を
し
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
工
事
完
成
後
数
年
が

経
過
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
い
ま
だ
に
未
接
続
世
帯
が

多
く
あ
る
。
施
設
管
理
費
負
担

の
公
平
を
図
る
た
め
に
も
、
強

力
に
接
続
を
促
す
べ
き
で
あ
る
。

　
平
成
17
年
度
は
、
百
年
に
一

度
の
豪
雪
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
年
で
あ
っ
た
。

　
三
位
一
体
改
革
の
煽
り
か
ら
、

町
行
財
政
を
取
り
巻
く
環
境
は

更
に
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
か

っ
て
な
い
大
き
な
行
財
政
改
革

を
進
め
な
が
ら
、
町
民
の
福
祉

・
生
活
の
向
上
に
は
何
が
今
一

番
必
要
な
の
か
を
追
求
し
、
政

策
展
開
し
た
年
で
も
あ
っ
た
。

　
指
定
管
理
者
制
度
が
設
け
ら

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
一
部
の
公

の
施
設
の
管
理
を
民
間
に
委
託

さ
れ
た
が
、
特
に
高
齢
者
の
多

い
本
町
に
と
っ
て
「
あ
か
ね
の

郷
」
な
ど
の
福
祉
施
設
を
日
南

福
祉
会
に
管
理
を
指
定
さ
れ
た

こ
と
は
評
価
す
べ
き
こ
と
で
あ

る
。
民
間
の
能
力
を
活
用
し
つ

つ
、
住
民
の
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

が
図
ら
れ
、
ま
た
経
費
の
節
減

等
に
つ
な
が
っ
て
お
り
、
目
的

を
達
成
し
た
と
言
え
る
。

　
日
南
病
院
を
地
方
公
営
企
業

法
の
全
部
適
用
に
し
た
こ
と
は
、

新
た
な
転
換
と
言
え
る
が
、
人

口
の
減
少
が
進
む
な
か
、
病
院

経
営
が
苦
し
く
な
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
。
今
後
よ
り
一
層
の

経
営
努
力
を
望
む
。

　
低
迷
す
る
経
済
状
況
は
、
な

か
な
か
回
復
の
兆
し
が
見
え
ず
、

特
に
雇
用
対
策
が
急
が
れ
る
な

か
、
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
林

業
で
雇
用
拡
大
を
進
め
る
た
め
、

木
材
団
地
整
備
事
業
に
着
手
し

た
こ
と
は
、
将
来
展
望
が
期
待

さ
れ
る
政
策
で
も
あ
る
。

　
普
通
会
計
の
経
常
収
支
比
率

が
95
・
１
％
、
公
債
費
比
率
も

20
・
８
％
と
い
ず
れ
も
高
い
数

値
で
あ
り
、
危
機
的
な
状
況
と

な
っ
て
い
る
。
少
子
化
対
策
、

雇
用
対
策
、
若
者
の
定
住
対
策

は
、
最
重
要
課
題
で
あ
る
が
、

少
な
い
財
源
の
中
、
知
恵
と
工

夫
を
出
し
合
っ
て
、
今
ま
で
の

慣
例
の
み
に
と
ら
わ
れ
ず
、
こ

の
難
局
を
乗
り
越
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　
町
民
に
夢
と
希
望
を
与
え
、

町
民
と
と
も
に
歩
む
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
、
町
政
の
発
展
の
た

め
に
政
策
を
進
め
て
い
く
事
が

大
切
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
も
、

町
長
は
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
さ
れ
、
一
方
で
職
員

は
自
ら
の
仕
事
に
誇
り
を
持
ち
、

町
民
の
付
託
に
こ
た
え
る
こ
と

を
望
み
、
決
算
審
査
報
告
と
す

る
。

決
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　
委
員
長
　
小
竹
　
　
等

　
　
副
委
員
長
　
惠
比
奈
礼
子

　
　
委
　
員
　
平
井
　
正
之

　
　
　
〃
　
　
内
田
　
章
久

　
　
　
〃
　
　
木
山
　
博
之

　
　
　
〃
　
　
絹
谷
　
眞
幸

　
　
　
〃
　
　
三
上
　
惇
二

　
　
　
〃
　
　
福
田
　
　
稔

決算審査特別委員会

資源ごみ用のごみ袋
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も
っ
と
公
営
住
宅
の 

　
　
　
　
　
　
　
充
実
を

定
住
促
進
と
合
わ
せ
て 

　
　
　
総
合
的
に
検
討
す
る

矢
田
町
長

町
営
住
宅
の
現
状
と 

今
後
の
敷
地
利
用

一般質
問

一般質
問
答答と

町政の 
　ここが聞きたい

①
公
営
住
宅
法
は
、
貧
困
で
低

所
得
者
に
対
す
る
自
立
的
な
入

居
条
件
の
優
遇
制
度
で
あ
る
が
、

現
在
同
法
に
基
づ
い
て
管
理
運

営
さ
れ
て
い
る
町
営
住
宅
の
実

態
と
、
入
居
し
て
い
る
公
務
員

の
住
宅
手
当
は
。

②
町
は
、
町
営
住
宅
を
建
て
な

い
、
民
間
活
用
で
検
討
す
る
と

い
わ
れ
て
い
る
が
、
地
域
活
性

化
に
住
宅
対
策
は
不
可
欠
。
ど

う
認
識
し
て
お
ら
れ
る
の
か
。

な
ぜ
取
組
み
を
さ
れ
な
い
の
か
。

③
未
利
用
と
な
っ
て
い
る
町
有

地
の
有
効
活
用
で
地
域
の
活
性

化
を
図
る
べ
き
で
は
。

利
用
者
、歩
行
者
の
バ
ス

停
付
近
で
の
安
全
、安
心

高
齢
者
介
護
と 

福
祉
施
設

町
　
長

①
交
通
安
全
・
安
心
は
大
切
で

あ
り
、
課
題
で
も
あ
る
。
こ
の

観
点
か
ら
、
横
断
歩
道
の
必
要

性
を
地
域
の
意
向
を
ふ
ま
え
て

要
望
し
て
い
く
。

②
バ
ス
停
は
利
便
性
、
安
全
性

を
考
え
合
わ
せ
バ
ス
利
用
者
の

ル
ー
ル
と
い
う
考
え
方
で
設
置

さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
も
必
要

に
応
じ
て
見
直
し
を
行
い
た
い
。

町
　
長

①
高
齢
者
の
負
担
増
へ
の
対
応

と
、
福
祉
施
設
の
管
理
運
営
を

今
後
ど
う
す
る
の
か
。

②
国
民
年
金
生
活
者
が
安
心
し

て
利
用
で
き
る
か
。

①
公
営
住
宅
法
に
基
づ
い
て
維

持
管
理
し
て
い
る
の
は
高
齢
者

住
宅
（
な
ご
み
の
里
）
と
特
賃

住
宅
（
カ
ン
フ
ァ
ト
団
地
）
を

除
い
た
町
営
住
宅
で
あ
る
。

　
な
ご
み
の
里
は
高
齢
者
向
け
、

カ
ン
フ
ァ
ト
団
地
は
中
堅
層
向

け
と
い
う
こ
と
で
そ
れ
ぞ
れ
の

法
律
に
基
づ
い
て
建
設
し
、
維

持
管
理
し
て
い
る
。

　
住
宅
手
当
の
出
て
い
る
職
場

も
あ
る
が
、
公
営
住
宅
に
限
ら

ず
、
民
間
の
家
を
借
り
て
い
る

場
合
も
対
象
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に

支
給
基
準
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

②
公
営
住
宅
法
に
基
づ
く
町
営

住
宅
は
現
在
46
戸
。

住
宅
に
か
か
る
量
的
充
足
は
、

今
後
の
社
会
情
勢
を
踏
ま
え
て

検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
う
。

　
住
環
境
に
対
す
る
要
求
も
多

様
化
、
高
度
化
し
て
い
る
な
か
、

産
業
政
策
と
の
連
動
、
高
齢
化

対
応
、
自
然
環
境
と
の
調
和
、

耐
震
施
策
等
々
強
く
望
ま
れ
て

く
る
の
で
、
空
き
家
の
有
効
活

用
と
と
も
に
民
間
活
用
も
視
野

に
入
れ
て
、
安
全
か
つ
快
適
に

暮
ら
せ
る
住
ま
い
づ
く
り
を
構

築
し
た
い
と
考
え
る
。

③
総
合
計
画
等
と
の
調
整
を
図

り
な
が
ら
、
定
住
促
進
等
に
資

す
る
施
設
整
備(

分
譲
団
地
等)

を
行
う
。

　
ま
た
、
利
用
計
画
の
な
い
土

地
に
つ
い
て
は
、
積
極
的
に
売

り
払
い
も
行
う
。

①
利
用
者
負
担
に
つ
い
て
は
、

国
が
定
め
る
基
準
に
よ
り
、
所

得
に
応
じ
た
負
担
を
求
め
る
こ

と
と
な
る
。
町
内
の
介
護
保
険

に
係
る
施
設
は
指
定
管
理
者
で

あ
る
日
南
福
祉
会
が
管
理
運
営

を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

②
施
設
の
利
用
者
負
担
は
、
社

会
保
障
制
度
全
体
に
よ
る
制
度

の
継
続
維
持
の
観
点
か
ら
見
直

さ
れ
た
が
、
低
所
得
者
に
は
、

所
得
に
応
じ
た
負
担
限
度
額
が

定
め
て
あ
り
、
加
重
と
な
ら
な

い
よ
う
利
用
者
負
担
が
軽
減
さ

れ
て
い
る
。

　
今
後
は
、
在
宅
で
支
援
を
受

け
な
が
ら
生
活
が
可
能
と
な
る

よ
う
在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
の

充
実
も
必
要
で
あ
る
。

バス停留所（霞地内）

①
現
状
で
の
安
全
配
慮
義
務
範

囲
に
お
い
て
、
町
営
バ
ス
路
線

の
バ
ス
停
周
り
に
横
断
歩
道
が

な
い
た
め
非
常
に
不
便
を
感
じ

安
全
、
安
心
を
脅

か
す
場
所
が
あ
る
。

　
た
と
え
ば
、
多

里
支
所
前
か
ら
新

屋
車
庫
前
ま
で
停

留
所
が
９
ヶ
所
あ

る
が
、
横
断
歩
道

が
こ
の
間
１
ヶ
所

も
無
く
非
常
に
不

便
だ
。
こ
れ
が
全

路
線
と
な
る
と
、

も
っ
と
あ
る
と
推

測
す
る
が
、
対
策

を
ど
う
す
る
の
か
。

②
町
営
バ
ス
の
停

留
所
の
設
置
場
所

は
ど
の
よ
う
に
決
定
さ
れ
て
い

る
か
。

　
安
全
で
利
便
性
を
考
え
て
再

検
討
す
べ
き
で
は
。
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山
本
教
育
長

②
内
容
を
広
く
国
民
に
知
ら
せ

る
こ
と
は
、
説
明
責
任
と
情
報

公
開
で
あ
る
と
判
断
し
て
る
。

矢
田
町
長

教
育
基
本
法
改
定

町政のここが聞きたい

改
正
す
べ
き
課
題
が
あ
る
の
か 

　
　
　
　
　
教
育
基
本
法

時
代
の
変
化
に
対
応
し
て

　
　
　
議
論
の
積
み
重
ね
を

①
改
定
案
に
つ
い
て
の
町
長
お

よ
び
教
育
長
の
見
解
を
問
う
。

②
文
部
科
学
省
は
、
審
議
中
の

法
案
に
つ
い
て
の
不
適
切
な
場

で
の
説
明
・
宣
伝
は
中
止
す
べ

き
と
考
え
る
が
、
教
育
長
の
見

解
は
。

７
月
の
梅
雨
前
線
豪
雨 

災
害
へ
の
対
応

町
　
長

①
県
道
・
河
川
　
　
　
76
箇
所

　
　
　
　
　
　
８
億
７
百
万
円

　
災
害
関
連
　
　
　
　
８
箇
所 

　
　
　
　
13
億
６
千
２
百
万
円

　
町
道
・
河
川
　
　
　
52
箇
所

　
　
　
　
３
億
１
千
８
百
万
円

　
耕
地
災
害
　
　
１
２
１
箇
所 

　
　
　
　
　
　
２
億
６
百
万
円

　
林
道
災
害
　
　
　
　
11
箇
所 

　
　
　
　
　
　
８
千
５
百
万
円

　
災
害
申
請
計
　
２
６
８
箇
所

　
　
　
　
　
　
27
億
８
千
万
円

　
そ
の
他
（
治
山
）
　
10
箇
所 

　
　
　
　
　
　
　
　
５
千
万
円

②
作
業
道
は
開
設
後
５
年
を
経

過
す
れ
ば
同
地
区
で
の
新
設
が

可
能
と
な
る
た
め
５
年
の
要
件

と
し
て
い
る
。

③
町
内
の
危
険
渓
流
の
約
２
割

が
整
備
済
み
。
緊
急
性
を
考
慮

し
、
順
次
整
備
し
て
い
る
。
あ

わ
せ
て
ソ
フ
ト
対
策
も
推
進
中

で
あ
る
。
県
の
砂
防
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
連
携
し
、
危
険
個
所
の

点
検
と
技
術
指
導
を
受
け
な
が

ら
、
整
備
を
要
望
し
て
い
く
。

④
農
地
災
害
等
の
減
免
規
定
は

設
け
て
い
る
が
、
こ
の
度
は
対

象
は
な
い
と
判
断
し
て
い
る
。

町
　
長

①
別
途
配
布
し
た
一
覧
表
で
示

し
た
と
お
り
。
そ
の
中
で
指
定

管
理
に
移
行
済
み
の
施
設
が(

条

例
上
の
施
設
数
）
で
12
施
設
、

今
後
指
定
管
理
に
移
行
す
る
方

向
の
も
の
が
（
条
例
上
の
施
設

数
）
で
11
施
設
あ
る
。

②
今
後
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公

表
す
る
。

③
ゆ
き
ん
こ
村
は
、
地
域
で
の

雇
用
確
保
、
物
的
貢
献
も
果
た

し
、
地
域
の
活
力
源
と
な
っ
た

が
、
解
散
は
残
念
で
あ
る
。
今

後
は
、
指
定
管
理
者
制
度
で
の

運
営
で
、
地
域
と
連
携
し
活
力

あ
る
施
設
に
し
て
い
き
た
い
。

④
移
譲
に
つ
い
て
は
今
後
更
な

る
検
討
と
協
議
を
し
て
い
く
。

⑤
活
用
方
法
を
地
元
協
議
の
上

決
定
し
た
い
。

①
制
定
後
59
年
を
経
て
お
り
、

時
代
と
今
日
的
課
題
に
対
応
し

た
論
議
は
必
要
と
考
え
る
。

町
　
長

①
制
度
の
継
続
は
、
機
会
あ
る

毎
に
要
望
し
て
い
る
。
搬
出
コ

ス
ト
の
低
減
策
等
も
図
っ
て
行

く
べ
き
。

②
認
定
農
業
者
の
育
成
と
集
落

営
農
組
織
の
設
立
・
法
人
化
等

へ
の
支
援
を
図
り
、
農
地
の
利

用
集
積
を
進
め
た
い
。

①
５
６
３
件
の
被
害
報
告
に
つ

い
て
復
旧
計
画
と
事
業(
予
算)

規
模
に
つ
い
て
あ
き
ら
か
に
。

②
「
日
南
町
単
独
災
害
緊
急
対

策
事
業
」
の
林
業
作
業
道
の
開

設
５
年
以
内
の
要
件
は
緩
和
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

③
町
内
に
は
、
84
箇
所
の
「
土

石
流
危
険
渓
流
」
な
ど
、
災
害

発
生
危
険
個
所
が
あ
る
。
県
と

共
同
で
総
点
検
を
実
施
し
、
優

先
順
位
を
定
め
、
改
修
す
べ
き

と
考
え
る
が
。

④
被
災
農
地
等
の
固
定
資
産
税

減
免
を
す
べ
き
で
は
。

日
南
町
指
定
管
理
者
制
度 

導
入
方
針

①
８
月
11
日
の
全
員
協
議
会
に

提
出
さ
れ
た
、
75
施
設
の
方
針

を
再
度
確
認
し
た
い
。

②
直
営
方
式
の
全
て
の
施
設
に

つ
い
て
、
理
由
を
公
表
し
、
方

針
を
共
有
す
べ
き
で
は
。

③
「
ゆ
き
ん
こ
村
」
を
管
理
運

営
し
て
い
た
エ
ー
ビ
ー
ア
ー
ル

　
が
解
散
を
決
議
し
た
。
町
は

５
百
万
円
出
資
し
て
い
る
が
、

今
日
ま
で
の
総
括
と
、
今
後
の

方
針
は
。

④
同
和
対
策
事
業
で
設
置
し
た

菅
が
谷
ブ
ロ
イ
ラ
ー
施
設
は
、

関
係
者
に
処
分
す
べ
き
で
は
。

⑤
木
竹
共
同
加
工
施
設
、
ず
さ

ん
な
管
理
で
機
能
し
て
い
な
い
。

今
後
の
対
応
を
明
確
に
。

国
・
県
の
農
林
業
施
策
上 

の
課
題

①
間
伐
材
搬
出
補
助
金
制
度
の

継
続
を
求
め
る
取
り
組
み
は
。

②
農
政
改
革
関
連
法
「
品
目
横

断
的
経
営
安
定
対
策
」
実
施
に

向
け
て
、
町
の
対
応
は
。

授業風景
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災
害
情
報
提
供
は 

　
　
　
　
　
　
速
や
か
に

年
内
に
関
係
者
全
て
に
報
告

矢
田
町
長

豪
雪
、
豪
雨
等
の
自
然
災
害

続
発
を
受
け
て
、
特
に
復
旧

へ
向
け
て
の
情
報
提
供
と
、 

今
後
の
防
災
対
策

①
公
共
土
木
、
農
災
、
林
道
等

の
災
害
復
旧
へ
向
け
て
、
関
係

町
民
へ
の
個
別
案
件
別
、
情
報

提
供
は
ど
の
様
な
方
法
で
お
お

よ
そ
い
つ
頃
行
う
の
か
問
う
。

②
日
南
町
の
自
然
災
害
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
作
成
に
つ
い
て
計
画

が
あ
れ
ば
そ
の
工
程
等
に
つ
い

て
問
う
。

実
質
公
債
費
比
率

町
　
長

①
公
共
土
木
災
害
等
の
現
地
調

査
は
ほ
ぼ
終
了
し
、
現
在
測
量

等
の
作
業
を
実
施
中
で
、
個
別

の
説
明
も
行
っ
て
い
る
。
10
月

中
旬
頃
に
国
の
災
害
査
定
が
行

わ
れ
る
予
定
で
、
現
在
負
担
金

を
伴
う
も
の
な
ど
に
は
、
個
別

に
照
会
中
。
ま
た
、
町
単
独
分

な
ど
も
、
す
で
に
交
付
決
定
な

ど
を
行
っ
た
も
の
も
あ
る
。
年

内
に
は
関
係
者
す
べ
て
に
結
果

を
お
知
ら
せ
し
た
い
。

②
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定

に
向
け
た
基
礎
調
査
が
現
在
、

県
に
よ
り
実
施
さ
れ
、
町
は
平

成
19
年
度
に
「
土
砂
災
害
警
戒

区
域
」
へ
指
定
さ
れ
る
予
定
で

あ
る
。
指
定
後
、
日
南
町
は
地

域
防
災
計
画
の
見
直
し
を
行
う

と
共
に
、
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
作
成
が
義
務
づ
け
ら

れ
る
。

　
平
成
21
年
度
ま
で
に
は
「
洪

水
」
と
「
土
砂
災
害
」
の
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
す
る
予
定

で
あ
る
。

①
現
行
の
起
債
制
限
比
率
と
の

差
異
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

②
財
政
運
営
上
日
南
町
と
し
て

ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
り
、
ど

の
様
な
対
応
を
考
え
て
い
る
の

か
問
う
。

島
根
大
学
の
農
村
調
査 

実
習
報
告

町
　
長

①
学
生
に
よ
る
報
告
会
に
つ
い

て
、
そ
の
感
想
を
聞
き
た
い
。

②
各
４
班
の
提
案
事
項
に
つ
い

て
分
析
し
、
回
答
さ
れ
て
い
る

の
か
。
分
析
或
い
は
回
答
さ
れ

て
い
る
な
ら
そ
の
内
容
に
つ
い

て
問
う
。

①
島
根
大
学
が
実
施
さ
れ
た
演

習
に
対
し
、
日
南
町
が
フ
ィ
ー

ル
ド
を
提
供
し
、
町
民
の
協
力

に
よ
り
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
等
が
体

験
で
き
、
学
生
た
ち
に
は
有
意

義
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
な
っ
た

と
感
じ
て
い
る
。

②
ま
だ
正
式
な
報
告
書
は
届
い

て
い
な
い
の
で
、
分
析
或
い
は

回
答
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

日南町総合防災訓練

①
従
来
の
普
通
会
計
だ
け
の｢

起

債
制
限
比
率
」
の
算
定
方
式
か

ら
、新
し
く
、分
母
分
子
に
「
特

会
へ
の
起
債
償
還
の
繰
出
」

「
一
組
へ
の
起
債
償
還
負
担
」

「
債
務
負
担
行
為
に
充
て
る
一

般
財
源
」
を
加
算
し
て
算
出
す

る
こ
と
に
よ
り
、
町
全
体
で
ど

れ
だ
け
の
債
務
と
負
担
が
あ
る

か
よ
り
明
ら
か
に
す
る
も
の
。

②
起
債
借
り
入
れ
は
原
則
協
議

制
と
な
る
が
、
本
町
の
実
質
公

債
費
比
率
は
、
20
・
９
％
で
起

債
借
り
入
れ
は
従
来
通
り
許
可

が
必
要
と
な
る
。
こ
れ
は
現
在

と
変
わ
り
な
く
、
実
質
的
な
差

異
は
な
い
が
、
９
月
中
に
７
年

間
の
「
公
債
費
負
担
適
正
化
計

画
」
を
策
定
す
る
必
要
が
あ
る
。

減
債
基
金
の
積
み
立
て
や
繰
上

償
還
な
ど
を
検
討
す
る
。

町政のここが聞きたい
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長岡つる子議員

矢
田
町
長

子
育
て
支
援

町政のここが聞きたい

保
育
園
を 

　
　
「
直
営
」
で
継
続
を

公
・
民
に
こ
だ
わ
ら
な
い
が
、

　
　
　
　
現
状
で
は
「
直
営
」

①
７
月
の
機
構
改
革
で
、
「
子

ど
も
支
援
室
」
を
設
置
し
、
新

た
な
視
点
で
の
子
育
て
支
援
事

業
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

社
会
福
祉
協
議
会
に
も
参
画
を

求
め
な
が
ら
検
討
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

②
本
年
４
月
か
ら
５
施
設
の
保

育
園
で
保
育
を
行
っ
て
い
る
が
、

小
規
模
定
員
の
施
設
で
あ
る
。

現
行
ど
お
り
、
直
営
方
式
で
運

営
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

　③
保
育
所
は
、
家
庭
の
保
護
者

に
か
わ
っ
て
保
育
を
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
施
設
で
あ
る
が
、

民
間
の
認
可
保
育
所
も
制
度
的

に
国
が
示
す
基
準
に
よ
り
保
育

を
行
っ
て
い
る
。
公
立
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
の
考
え
方
は

し
て
い
な
い
が
、
現
行
ど
お
り

直
営
で
管
理
運
営
し
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
る
。

町
　
長

①
現
在
、
18
年
、
19
年
の
２
年

間
事
業
と
し
て
10
箇
所
程
度
の

部
分
改
修
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

　
18
年
度
は
測
量
・
用
地
等
を

実
施
し
、
豊
栄
側
で
１
箇
所
の

工
事
を
予
定
し
て
い
る
。
本
路

線
は
、
保
安
林
・
国
定
公
園
と

解
除
手
続
き
の
時
間
も
必
要
と

な
る
が
、
地
元
協
力
も
得
な
が

ら
、
19
年
度
も
曲
線
改
良
等
実

施
す
る
予
定
で
あ
る
。

②
県
も
限
ら
れ
た
予
算
で
、
必

要
性
、
緊
急
性
等
を
考
慮
し
整

備
し
て
い
る
。

　
当
該
路
線
の
事
業
着
手
は
非

常
に
困
難
と
聞
い
て
い
る
が
、

町
と
し
て
は
、
部
分
的
な
改
修

を
含
め
県
に
要
望
し
て
い
る
。

道
路
改
修

　
平
成
16
年
に
発
生
し
た
、
台

風
23
号
に
よ
る
河
上
地
内
の
風

倒
木
、
土
砂
崩
落
災
害
で
、
国

道
１
８
３
号
線
が
全
面
通
行
止

め
と
な
っ
た
。
現
在
復
旧
工
事

が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

時
点
で
質
問
し
た
迂
回
道
路
に

つ
い
て
問
う
。

①
出
立
山
を
下
り
豊
栄
へ
入
る

境
界
の
カ
ー
ブ
と
、
幅
員
の
狭

く
坂
に
な
っ
て
い
る
道
路
が
、

車
輌
同
士
の
す
れ
違
い
に
も
困

難
な
場
所
が
あ
る
。
全
面
的
改

良
は
難
し
い
が
、
危
険
な
場
所

に
つ
い
て
は
鳥
取
県
に
要
望
し

て
い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た

が
、
17
年
度
に
は
何
も
で
き
て

い
な
い
。
18
年
度
に
は
予
算
も

計
上
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
聞
い

て
い
る
が
、
８
月
も
終
わ
り
年

度
後
半
に
な
っ
た
が
、
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
問
う
。

②
多
里
か
ら
木
谷
、
笠
木
を
経

由
し
て
生
山
に
出
る
道
路
が
迂

回
路
の
指
定
は
な
く
大
変
難
し

い
と
の
答
弁
で
あ
っ
た
が
、
何

カ
所
か
で
車
輌
の
交
差
が
で
き

る
拡
幅
工
事
は
で
き
な
い
か
問

う
。

①
６
月
定
例
議
会
に
お
い
て
、

課
設
置
条
例
の
改
正
が
提
案
さ

れ
可
決
さ
れ
て
い
る
。
福
祉
保

健
課
に
所
轄
す
る
児
童
福
祉
に
、

子
育
て
支
援
に
関
す
る
こ
と
を

付
け
加
え
ら
れ
た
意
図
に
つ
い

て
、
政
策
的
に
特
に
強
力
に
推

進
さ
れ
る
よ
う
な
計
画
が
あ
る

の
か
問
う
。

②
財
政
難
を
理
由
に
公
立
保
育

所
の
廃
止
や
民
営
化
が
全
国
的

に
進
め
ら
れ
て
い
る
。
島
根
県

を
は
じ
め
、
中
国
地
域
で
も
同

様
で
す
。
指
定
管
理
者
制
度
導

入
方
針
の
中
に
「
ひ
の
か
み
」

「
多
里
」
「
石
見
」
「
福
栄
」

の
保
育
園
が
あ
が
っ
て
い
る
。

現
在
は
直
営
方
式
と
な
っ
て
い

る
が
、
将
来
的
に
は
民
営
化
を

考
え
て
い
る
の
か
問
う
。

③
保
育
園
は
生
活
習
慣
が
身
に

付
く
大
事
な
時
で
あ
り
、
人
間

形
成
の
基
礎
づ
く
り
の
場
で
も

あ
る
と
思
う
。
保
育
は
人
が
人

に
提
供
す
る
も
の
で
あ
り
、
法

人
の
都
合
に
よ
り
保
育
方
針
が

変
わ
っ
た
り
し
て
は
な
ら
な
い

と
考
え
る
。
保
育
料
以
外
の
負

担
が
大
き
く
な
る
な
ど
懸
念
さ

れ
る
が
、
現
在
の
ま
ま
で
直
営

方
式
で
継
続
さ
れ
る
べ
き
と
思

う
が
、
町
長
の
考
え
を
問
う
。

県道多里・伯太線（笠木地内）

元気に歩く園児たち
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日
本
一
や
さ
し
い
村
づ
く
り 

　
奈
良
県
　
十
津
川
村

　
十
津
川
村
は
、
日
本
一
大
き

な
村
で
日
南
町
の
２
倍
の
面
積

を
有
し
、
人
口
４
　
５
６
１
人

の
森
林
と
川
の
村
で
あ
る
。
森

林
が
96
％
を
占
め
、
杉
や
檜
を

中
心
と
し
た
林
業
と
、
年
間
77

万
５
千
人
が
訪
れ
る
観
光
の
村

で
も
あ
る
。

　
十
津
川
村
の
村
づ
く
り
は
、

｢

日
本
一
や
さ
し
い
村
づ
く
り｣

、

「
日
本
一
活
力
の
あ
る
村
づ
く

り
」
、
「
日
本
一
知
恵
の
あ
る

村
づ
く
り
」
で
３
つ
の
日
本
一

を
目
指
し
て
い
る
。

　
高
齢
化
率
38
％
の
や
さ
し
い

村
づ
く
り
は
、
特
に
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
に
力
を
入
れ
、
広
大
な
面

積
と
厳
し
い
自
然
環
境
の
中
で
、

利
用
者
に
身
体
的
、
経
済
的
負

担
を
か
け
な
い
た
め
に
、
出
か

け
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し

て
い
る
。
地
域
の
福
祉
を
考
え

る
「
福
祉
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル

ー
プ
」
を
設
立
、
高
齢
者
の
福

祉
に
つ
い
て
検
討
し
実
践
し
て

い
る
の
も
特
徴
で
あ
る
。

　
活
力
あ
る
村
づ
く
り
で
は
、

基
幹
産
業
で
あ
る
林
業
の
改
革

と
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

杉
、
檜
の
素
材
生
産
が
中
心
で

あ
る
が
、
新
た
に
製
材
所
の
建

設
等
に
も
積
極
的
に
力
を
入
れ

て
い
る
。

　
観
光
で
は
、
熊
野
古
道
が
ユ

ネ
ス
コ
の
世
界
文
化
遺
産
に
登

録
が
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
歴

史
・
伝
統
・
文
化
を
大
切
に
し

て
す
す
め
て
い
る
。

水
源
の
む
ら
づ
く
り 

　
奈
良
県
　
川
上
村

　
川
上
村
は
奈
良
県
の
中
央
部

に
位
置
す
る
人
口
２
　
５
５
０

人
、
面
積
２
６
０
・
１
　
、
下

流
で
紀
ノ
川
に
つ
な
が
る
吉
野

川
の
源
流
と
、
日
本
三
大
美
林

の
吉
野
杉
の
村
で
あ
る
。

　
昭
和
34
年
に
伊
勢
湾
台
風
が

襲
来
し
、
村
内
に
大
き
な
被
害

が
出
た
こ
と
か
ら
大
滝
ダ
ム
建

設
が
計
画
さ
れ
た
。
ダ
ム
に
沈

む
村
で
は
な
く
、
吉
野
川
の
源

流
を
守
り
な
が
ら
川
を
中
心
と

し
た
村
づ
く
り
を
し
て
い
る
。

　
平
成
６
年
に
は
源
流
を
中
心

と
し
た
村
づ
く
り
「
吉
野
川
源

流
物
語
」
を
策
定
、
平
成
８
年

に
「
私
た
ち
川
上
は
、
か
け
が

い
の
な
い
水
が
つ
く
ら
れ
る
場

所
に
暮
ら
す
者
と
し
て
、
下
流

に
は
い
つ
も
き
れ
い
な
水
を
流

し
ま
す
。
」
と
「
川
上
宣
言
」

を
行
い
、
樹
と
水
と
人
の
共
生

を
目
指
す
村
づ
く
り
を
進
め
て

き
た
。

　
ま
た
、
天
然
原
生
林
７
６
０

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
民
有
林
を
購
入

し｢

吉
野
川
源
流
水
源
地
の
森｣

を
設
置
し
て
い
る
。
平
成
14
年

に
は
、
展
示
・
体
験
・
交
流
学

習
施
設
「
森
と
水
の
源
流
館
」

を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
る
と
と
も
に
、

財
団
法
人
「
吉
野
川
・
紀
ノ
川

源
流
物
語
」
を
設
立
し
管
理
運

営
を
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
下
流
の
和
歌
山
市

と
水
源
保
護
に
関
す
る
協
定
書

の
調
印
を
行
う
な
ど
、
小
学
生

の
交
流
や
環
境
学
習
を
行
う
と

と
も
に
、
隣
県
と
の
流
域
市
町

村
に
よ
る
流
域
協
議
会
も
設
立

し
て
い
る
。

　
平
成
16
年
に
は
、
全
国
川
上

サ
ミ
ッ
ト
を
「
川
上
」
以
外
の

町
村
に
も
参
加
で
き
る
「
日
本

ふ
る
さ
と
会
議
」
へ
移
行
す
る

な
ど
吉
野
川
・
紀
ノ
川
の
源
流

を
中
心
に
村
づ
く
り
を
し
て
い

る
。

 

住
民
参
画
の
取
り
組
み 

　
京
都
府
　
井
手
町

　
井
手
町
は
、
京
都
府
南
部
に

位
置
す
る
人
口
８
　
７
０
０
人
、

面
積
18
　
の
都
市
近
郊
に
よ
く

あ
る
小
さ
な
町
で
あ
る
。

　
住
民
参
画
の
町
づ
く
り
に
つ

い
て
は
、
町
づ
く
り
に
関
わ
る

各
種
12
団
体
に
よ
る
「
町
づ
く

り
協
議
会
」
を
発
足
し
定
期
的

に
懇
談
会
を
す
る
な
ど
、
行
政

と
住
民
の
町
づ
く
り
に
対
す
る

強
い
熱
意
が
感
じ
ら
れ
る
。

　
平
成
15
年
に
、
活
動
の
拠
点

と
な
る
町
づ
く
り
セ
ン
タ
ー｢

椿

坂
」
も
建
設
さ
れ
た
が
、
建
設

に
あ
た
っ
て
は
、
２
年
間
の
町

づ
く
り
協
議
会
で
の
話
し
合
い

で
、
設
計
か
ら
今
後
の
運
営
に

つ
い
て
も
す
べ
て
協
議
し
、
決

定
し
て
い
る
。
マ
ン
ネ
リ
化
を

防
ぐ
た
め
に
毎
月
協
議
会
を
開

き
、
創
意
工
夫
し
な
が
ら
改
善

を
重
ね
運
営
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
立
命
館
大
学
と
の
間

で
「
社
会
人
推
薦
特
別
入
学
制

度
」
の
協
定
を
結
び
、
社
会
人

入
学
の
奨
励
金
制
度
を
設
け
て

町
民
を
大
学
に
行
か
せ
て
い
る
。

現
在
は
２
名
在
籍
し
て
い
る
。

そ
の
他
政
策
科
学
部
と
提
携
し
、

町
づ
く
り
構
想
や
行
政
組
織
の

活
性
化
等
に
取
り
組
む
「
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

制
度
」
を
発
足
す
る
な
ど
、
立

命
館
大
学
と
の
連
携
に
も
力
を

入
れ
て
い
る
。

考
　
察

　
３
町
村
そ
れ
ぞ
れ
に
地
域
の

特
性
を
活
か
し
た
町
づ
く
り
は
、

本
町
が
進
め
て
い
る
住
民
参
画

の
町
づ
く
り
、
住
民
自
ら
が
取

り
組
む
地
域
の
自
立
と
行
政
と

の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
一
つ
の

示
唆
を
受
け
た
調
査
で
あ
っ
た
。

10

，

，

，

全議員による行政調査
７月４日～６日、地域の特性を活かした町づくりの先進地域を視察

兵庫県

京都府

大阪府

奈良県

滋賀県

三重県

十津川村

川上村

井手町

和
歌
山
県
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総
務
常
任
委
員
会

　
期
日
　
８
月
30
日

▼
日
南
町
総
合
防
災
訓
練
に
つ

　
い
て
調
査
。

　
期
日
　
10
月
19
日

▼
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
調
査
。

教
育
民
生
常
任
委
員
会

　
期
日
　
７
月
21
日

▼
日
南
病
院
の
運
営
に
つ
い
て

　
調
査
。

学
校
問
題
に
関
す
る
調
査
特
別

委
員
会

　
期
日
　
10
月
５
日

▼
「
小
学
校
統
合
に
つ
い
て
学

　
習
し
考
え
る
会
」
と
の
意
見

　
交
換
に
つ
い
て
協
議
。

行
財
政
改
革
に
関
す
る
調
査
特

別
委
員
会

　
期
日
　
10
月
５
日

▼
公
債
費
負
担
適
正
化
計
画
に

　
つ
い
て
調
査
。

▼
平
成
17
年
度
行
財
政
改
革
実

　
施
計
画
の
評
価
に
つ
い
て
調

　
査
。

全
員
協
議
会

　
そ
れ
ぞ
れ
担
当
課
長
等
か
ら

説
明
を
受
け
、
協
議
を
行
っ
た
。

　
期
日
　
８
月
11
日

▼
平
成
18
年
度
基
礎
学
力
調
査

　
結
果
に
つ
い
て

▼
梅
雨
前
線
停
滞
に
よ
る
災
害

　
に
つ
い
て

▼
公
の
施
設
の
指
定
管
理
に
つ

　
い
て

　
期
日
　
９
月
14
日

▼
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
の
設
立
に
つ
い
て

▼
「
ゆ
き
ん
こ
村
」
に
係
る
指

　
定
管
理
者
に
つ
い
て

▼
特
別
委
員
会
の
議
事
録
に
つ

　
い
て

　
期
日
　
９
月
15
日

▼
木
材
企
業
団
地
構
想
に
つ
い

　
て

▼
株
式
会
社
「
オ
ロ
チ
」
に
つ

　
い
て

　
期
日
　
９
月
28
日

▼
日
南
病
院
会
計
補
正
予
算
に

　
つ
い
て

委

員

会
の
う

ご
き

委

員

会
の
う

ご
き

委

員

会
の
う

ご
き

７
月
か
ら
10
月
の
間
に
、
各
委
員
会
で

　
　
　
　
　
次
の
よ
う
な
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
８
月
11
日
に
招
集
さ
れ
、
７

月
に
発
生
し
た
豪
雨
災
害
復
旧

に
対
応
す
る
た
め
、
一
般
会
計

補
正
予
算
が
提
案
さ
れ
、
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

補
正
予
算
追
加
額

　
１
億
５
千
７
５
５
万
５
千
円

 

　
単
独
災
害
緊
急
事
業

　
　
　
　
　
２
千
５
０
０
万
円

　
耕
地
災
害
復
旧
事
業

　
　
　
　
　
５
千
２
０
０
万
円

　
林
道
災
害
復
旧
事
業

　
　
　
　
　
　
１
千
５
０
万
円

　
公
共
土
木
災
害
復
旧
事
業

　
　
　
４
千
５
５
８
万
８
千
円

お
も
な
内
容

第
５
回

  

　
臨
時
会

自治功労者表彰自治功労者表彰自治功労者表彰
　
こ
の
度
、
鳥
取
県
西
部
町
村
議
会
議
長
会

よ
り
、
町
村
議
会
議
員
と
し
て
11
年
以
上
在

籍
し
、
功
労
が
あ
っ
た
者
と
し
て
、
３
名
の

議
員
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。 

　
長
き
に
わ
た
り
、
地
域
振
興
及
び
住
民
福

祉
の
向
上
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
、
更
な
る
ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

福原議員村上議員内田議員

被害を受けた町道（砂田元庄屋線）
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「間伐材搬出促進事業の継続についての要望書」

　森林は古来より県民生活と深くかかわって

きました。木材の生産はもとより、災害の防止、

良質な水を安定的に供給するための水源涵養、

二酸化炭素の吸収による地球温暖化防止など

といった多面的かつ公益的な機能を果たして

います。

　しかし、近年の国産材価格の低迷により採

算性が悪化するなかで、林業従事者の減少と

高齢化により森林整備の放置がすすみ、自然

災害の要因になるなど森林の機能が十分発揮

できない状況となっています。

　このため鳥取県では、平成14年度から平成

18年度まで間伐促進と間伐材の有効活用を図

るために「間伐材搬出促進事業」を実施され、

間伐面積が順調に推移していることにみられ

るように、森林環境保全と地域経済の活性化

に大きな成果を挙げてきました。

　この「間伐材搬出促進事業」は、平成19年

度以降の実施が未定でありますが、当事業を

継続実施することが、林業の活性化を促し、

山村地域の振興と森林の持つ多面的な機能の

維持に繋がるものと考えます。

　つきましては、鳥取県におかれては、森林

整備の促進と山村地域の活性化を図るために、

平成18年度で終了予定の「間伐材搬出促進事業」

を平成19年度以降も継続して実施し、森林機

能の保全を図られるよう要望致します。

意見書・要望書を提出

「品目横断的経営安定対策にかかわる意見書」

　９月議会では、次の意見書を総理大臣、農林水産大臣に、要望書は鳥取県知事、鳥取県議会議長 

に提出することを決めました。

（要　旨）

　政府が昨年打ち出した「品目横断的経営安

定対策」に基づき、今、全国的にその認定作

業が進められ、地域の実情を無視した性急な

取組に不安と混乱が生じている。

支援を受けるための要件が現実と大きくかけ

はなれているため、多数の農家が対象からは

ずされ、生産を継続することが困難になり、

過疎化を加速させるなど、農山村の困難をさ

らに助長しかねない。

　また、支援の対策となっても、関税を引き

下げて輸入を拡大し、外国の安い輸入原価と

競争することが対策の前提であり、経営を維

持することができるのか、疑問である。

　食糧自給率を向上させるために担い手を増

やすことが緊急の課題となっているとき、多

数の農家を農政の対象から外す事は許されない。

家族経営を基本に、地域の実情を踏まえた多

様な形態の経営を尊重し、価格保障と直接支

払いで支える経営安定対策こそが地域農業の

振興に不可欠である。

　よって、次の事項について実現を強く要望

するものである。

　　　　　　　　　　記

１．「品目横断的経営安定対策」を中止し、

　意欲あるすべての農家を対象に価格保障を

　基本にした経営安定対策を実現すること。

２．最低限、農家への周知徹底をはかり、地

　域で十分に話し合うことを保障するため、

　平成19年からの制度開始を一旦凍結すること。

３．規模の大小等を基準にするのではなく、

　地域の実情をふまえた多様な担い手を確保

　するための施策をすること。
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みなさんから提出のあった陳情を所管の常任委員会で審査し、委員長から審査結果の 

報告を受けて９月定例議会の本会議で審議した結果、次のとおり決定しました。

本会議審 査 意 見提 出 者件 名

鳥取市津ノ井140－5 

全日本農民組合鳥取県連合会 

会長　鎌谷　広治

農畜産物が再生産出来る政策は必要であると

ともに、小規模農家が所有する農地による食

料の生産及び環境保全に対する役割は評価す

るべきである。従って、食料自給率向上が可

能な貿易ルールの確立に向けて、確固たる姿

勢で臨むよう求める願意は理解できる。

酪農・集落営農・WTO農業

交渉に関する陳情書
採　択

陳情の審査結果陳情の審査結果

５
日
　
定
例
議
会
本
会
議

11
日
　
県
へ
要
望
書
提
出

17
日
　
町
村
議
会
広
報
研
修
会

18
日
　
議
員
年
金
受
給
者
協
議

　
　
　
会
総
会

19
日
　
広
報
特
別
委
員
会

　〃
　　
総
務
常
任
委
員
会

26
日
　
新
見
日
南
線
改
修
期
成

　
　
　
会
・
神
戸
上
新
見
線
建

　
　
　
設
促
進
期
成
会
合
同
総

　
　
　
会

27
日
　
部
落
解
放
同
盟
鳥
取
県

　
　
　
連
合
会
要
請
会

30
日
　
西
部
議
長
会
連
絡
会

　〃
　　
西
部
広
域
議
会
定
例
会

１
日
　
鳥
取
県
町
村
議
会
議
員

　
　
　
研
修

７
日
　
学
校
問
題
に
関
す
る
調

　
　
　
査
特
別
委
員
会

８
日
　
広
報
調
査
特
別
委
員
会 

13
日
　
定
住
対
策
に
関
す
る
調

　
　
　
査
特
別
委
員
会

15
日
　
広
報
調
査
特
別
委
員
会 

21
日
　
議
会
運
営
委
員
会

　〃
　　
日
野
町
・
江
府
町
・
日
南

　
　
　
町
衛
生
施
設
組
合
議
会 

22
日
　
町
村
議
会
議
長
全
国
大

　
　
　
会 

24
日
　
第
７
回
臨
時
会

議
会
日
誌

議
会
日
誌

　
（
10
月
）

　
（
11
月
）

日南中学校ＰＴＡ 

会長　瀧田　和志

町営バスは中学生の通学バスとしての位置づ

けもたかい。教育環境の改善のために対応可

能な範囲内で、運行時間の見直しをすべきで

ある。

日南中学校の子どもたちが部

活動をした後、午後７時半に

は帰宅できる通学バスの運行

をお願いします

採　択

鳥取市河原町徳吉235 

農民運動鳥取県連合会

代表　東田　久

規模の大小を基準にするのではなく、意欲あ

るすべての農家を対象にした経営安定対策を

求める願いは妥当である。

「品目横断的経営安定対策」

にかかわる陳情 採　択

東京都文京区湯島2-4-4 

全国労働組合総連合

議長　坂内　三夫

これまで集配局の廃止再編を行わないよう訴

えてきたところであり、趣旨は理解できるが、

本年10月16日から廃止再編が決定されてお

り現実に対応できないものと考える。

「集配局の廃止再編計画に反

対する意見書」採択に関する

陳情について

趣旨採択

米子市博労町4-352 

反核・平和の火リレー 

鳥取県実行委員会

実行委員長　岩井　良

被爆者援護法により、国の責任において手当

等の適用が明確になされ、国外からの各種申

請も可能となっている。また、保健・医療・

福祉について一定の援護が実行されているし、

渡日治療等についてもサポートされている。

被爆者援護法改正及び原爆症

認定制度の抜本的改善を求め

る陳情書

不採択

鳥取市美萩野3－102 

「障害者自立支援法の抜

本改善を求める鳥取県緊

急集会」 

実行委員長　小谷欣之輔

趣旨については理解できるが、地方自治体独

自の支援などを行う事は財政上無理である。
障害者の生活と福祉の危機打

開を求める陳情書
趣旨採択
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阿
毘
縁

荒
金
　
文
雄 

さ
ん

私もひとこと私もひとこと

編

集

後

記

ち

き
ゅう
にやさし

い

再
生紙利用

古紙配合率100％
再生紙を使用しています

　
収
穫
が
終
わ
り
秋
祭
り
が
終
わ
る
と
、
冬
が
も
う
目
の
前
で
す
。

カ
メ
ム
シ
が
多
い
年
は
豪
雪
だ
と
か
。
私
の
周
り
で
は
、
そ
ん
な

に
例
年
と
比
べ
て
多
く
は
な
い
よ
う
に
感
じ
る
の
で
す
が
。
と
い

っ
て
も
異
常
気
象
の
昨
今
、
備
え
は
必
要
で
す
。

　
厳
し
い
自
然
の
力
に
は
人
間
は
非
力
で
す
。 

　
ど
う
か
穏
や
か
な
冬
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
惠
比
奈
　
記 

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
員
長
　
　
惠
比
奈
礼
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
副
委
員
長
　
　
久
代
　
安
敏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
　
員
　
　
平
井
　
正
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
絹
谷
　
眞
幸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
福
田
　
　
稔

「
自
分
に
拍
手
で
き
る
人
」
に
な
り
た
い
。

　
一
生
懸
命
努
力
し
た
と
き
、
そ
れ
が
例
え
う
ま
く
い
こ
う
が
、
い
く
ま

い
が
、
自
分
が
一
番
よ
く
知
っ
て
い
ま
す
。
反
対
に
、
少
し
で
も
手
抜
き

を
し
た
り
、
ず
る
く
立
ち
回
っ
た
り
し
て
、
そ
の
結
果
う
ま
く
い
っ
て
周

り
か
ら
ほ
め
ら
れ
て
も
、
そ
れ
に
値
す
る
働
き
を
自
分
が
し
た
の
か
ど
う

か
は
、
や
は
り
自
分
が
一
番
よ
く
知
っ
て
い
る
の
で
す
。
自
分
だ
け
は
、

ご
ま
か
せ
な
い
の
で
す
。
だ
か
ら
自
分
で
自
分
に
拍
手
で
き
る
と
い
う
こ

と
は
、
誰
に
も
胸
を
張
っ
て
「
私
は
、
精
一
杯
が
ん
ば
り
ま
し
た
」
と
誇

れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
嘘
や
ご
ま
か
し
の
な
い
、
美
し
い
瞬
間

だ
と
思
い
ま
す
。

　
ア
ト
ラ
ン
タ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
も
、
マ
ラ
ソ
ン
の
有
森
裕
子
選
手
が
メ

ダ
ル
を
と
る
と
い
う
、
す
ば
ら
し
い
成
績
を
残
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
「
自

分
を
誉
め
て
や
り
た
い
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
心
の
底
か
ら
出
た
、
自

分
へ
の
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉

は
、
ス
ポ
ー
ツ
に
限
ら
ず
、
仕
事
で
も
、
趣
味
で
も
、
主
婦
の
家
事
で
も

同
じ
と
思
い
ま
す
。

　
自
分
が
本
当
に
す
べ
き
こ
と
を
、
自
分
に
で
き
る
限
り
の
力
で
や
り
遂

げ
た
と
い
う
時
は
、
そ
れ
が
結
果
に
結
び
つ
こ
う
が
、
つ
く
ま
い
が
、
誰

に
も
遠
慮
せ
ず
、
自
分
を
ね
ぎ
ら
っ
て
や
り
た
い
で
す
ね
。
精
一
杯
や
り

遂
げ
た
と
い
う
そ
の
自
信
は
、
次
の
時
に
は
、
そ
れ
を
成
功
さ
せ
る
た
め

の
原
動
力
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　
「
自
分
に
拍
手
で
き
る
人
」
に
な
る
。
そ
れ
は
、
自
分
を
大
切
に
で
き

る
人
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

銭 神 滝（佐木谷）
ぜに がみ だき

シリーズ  日南町の滝めぐり　⑥

　
銭
の
神
様
が
宿
る
滝
。

　
滝
の
よ
う
に
銭
が
落
ち
て
く
る
な
ら
打
た
れ
て
み
た
い
。

　
さ
て
本
当
の
名
前
の
由
来
は
？

にちなん議会だより　平成18年11月25日発行　No.105

14
議会広報調査特別委員会では、「私もひとこと」に掲載するみなさまからの声をお待ち 
しています。議会事務局までどしどしお寄せ下さい。

尾郷

セントラル
ファーム

現在工事中。通り抜けできません

至  福万来 至  印賀

至  霞 至  生山

県
道
横
田
伯
南
線

銭神滝
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日
野
川
源
流
に
ほ
ど
近
く
、
周
囲
は
に
ち
な
ん
環
境
林
で

あ
る
。

　
岩
魚
も
登
れ
な
い
と
、
地
元
で
は
古
く
か
ら
「
魚
切
り
の

滝
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
近
く
に
は
、
た
た
ら
跡
も
あ
り
、

正
土
原
の
地
蔵
が
見
守
っ
て
い
る
。

　
春
の
新
緑
、
秋
の
紅
葉
は
素
晴
ら
し
い
。

　
日
野
上
町
づ
く
り
協
議
会
は
、
当
地
域
の
豊
富
な
資
源
と
八
つ
の
自
治
会
（
集
落
）
の

活
力
を
集
中
し
て
、
心
豊
か
で
元
気
な
理
想
郷
の
実
現
を
め
ざ
し
て
事
業
を
展
開
し
て
お

り
ま
す
。
そ
し
て
、
日
南
町
の
色
々
な
課
題
を
共
有
し
、
日
野
上
地
域
と
し
て
の
役
割
を

念
頭
に
お
き
な
が
ら
、
他
地
域
と
の
連
携
、
地
域
活
動
が
町
づ
く
り
に
つ
な
が
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
事
業
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

○
ふ
る
里
祭
り
に
参
加
（
バ
ザ
ー
の
収
益
金
は
福
祉
事
業
に
充
て
る
）

○
杉
玉
作
り
の
開
催
と
普
及
（
林
業
の
町
を
ア
ピ
ー
ル
）

○
人
権
「
人
づ
く
り
町
づ
く
り
」
定
期
連
携
講
座
（
町
内
に
呼
び
か
け
、
町
ぐ
る
み
で
取
組
む
）

○
桜
、
ス
イ
セ
ン
街
道
の
設
置
と
整
備
（
将
来
は
石
見
の
は
な
み
ず
き
、
ス
イ
セ
ン
ロ
ー

　
ド
と
結
ぶ
）

○
特
産
品
開
発
、
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
設
置
（
町
、
団
体
と
の
連
携
）

　
今
「
町
づ
く
り
、
地
域
起
こ
し
」
一
色
で
、
生
涯
学
習
が
疎
か
に
な
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
よ
く
耳
に
し
ま
す
が
、
前
記
に
掲
げ
た
各
種
町
づ
く
り
事
業
に
参
加
す
る
こ
と

こ
そ
、
貴
重
な
生
涯
学
習
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
積
極
的
に
参
加
し
て
、
自
分
を

磨
き
、
地
域
を
磨
き
、
き
ら
り
と
光
る
人
づ
く
り
町
づ
く
り
を
目
指
せ
ば
、
素
晴
ら
し
い

「
理
想
郷
」
が
実
現
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　
折
角
の
機
会
を
頂
き
ま
し
た
の
で
、
議
会
の
こ
と
に
ふ
れ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
過

般
、
町
の
あ
る
事
業
に
関
心
が
あ
り
、
町
議
会
常
任
委
員
会
を
傍
聴
し
ま
し
た
。
常
任
委

員
会
は
、
町
長
が
提
出
し
た
案
件
に
つ
い
て
、
専
門
的
に
細
か
く
検
討
審
査
さ
れ
ま
す
。

議
会
は
形
式
に
の
っ
と
り
進
行
さ
れ
ま
す
が
、
常
任
委
員
会
は
必
要
に
応
じ
て
担
当
課
長

他
も
参
加
し
て
、
フ
リ
ー
ト
ー
ク
的
に
意
見
交
換
、
議
論
し
な
が
ら
審
査
集
約
さ
れ
ま

す
。
つ
い
て
は
、
事
業
内
容
を
手
に
取
る
よ
う
に
分
か
り
ま
す
し
、
町
民
の
選
出
し
た
議

員
の
考
え
方
、
活
動
の
姿
を
つ
ぶ
さ
に
見
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
有
意
義
な
傍
聴
で
し

た
。
常
任
委
員
会
の
傍
聴
は
、
議
会
傍
聴
同
様
で
、
自
由
に
傍
聴
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
に

お
薦
め
し
ま
す
。

（
日
野
上
町
づ
く
り
協
議
会
　
会
長
）

　
足
羽
　
正
敬
さ
ん
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　世帯数／2,333世帯
　人　口／6,205人
（平成19年4月末現在）

古紙配合率100％
再生紙を使用しています

ち

きゅ
うにやさし

い

　

再生紙利用

議会広報調査特別委員会では、「私もひとこと」に掲載するみなさまからの声をお待ち
しています。議会事務局までどしどしお寄せ下さい。

編

集

後

記

　
改
選
に
よ
り
、
議
会
だ
よ
り
の
編
集
委
員
も
新
し
く
な

り
ま
し
た
。

　
議
会
の
こ
と
を
分
か
り
や
す
く
親
し
み
の
持
て
る
紙
面

づ
く
り
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
意

見
や
ご
感
想
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
員
長
　
　
久
代
　
安
敏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
副
委
員
長
　
　
古
都
　
久
志

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
　
員
　
　
福
田
　
　
稔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
坪
倉
　
勝
幸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
長
岡
つ
る
子

正土原の魚切り
うお きしょうどばら

にちなん議会だより　平成19年5月発行　No.107

12名の新しい議員
町民の声を町政に反映します

（5月 8日・議場にて）

日南町の鳥：山鳥
う
お
き

至米子にちなん環境林

至広島

多里小学校

183
日南町役場

管理棟

正土原

新屋
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　12月定例会は、12月12日から19日までの８日間の会期で開かれました。

　日南町環境基本条例の制定や、地方自治法の改正にともなう町条例の改正、

鳥取県後期高齢者医療広域連合規約の制定の協議、平成18年度補正予算などが

提案され、慎重審議の結果、原案どおり可決しました。

　一般質問には、８名の議員が登壇し、執行部の所信を問いました。

にちなん議会だより　平成19年２月発行　No.106

2

にちなん議会だより　平成19年２月発行　No.106

3

12月12日～12月19日日野川源流の町 12月定例会
12月12日～12月19日

日南町環境基本条例を制定日南町環境基本条例を制定日南町環境基本条例を制定
日野川源流の町 12月定例会

　
水
と
森
に
囲
ま
れ
た
古
く
か
ら
の
町
と
し
て
、
将
来
に
わ
た
り
持
続
的
に
発

展
で
き
る
よ
う
な
日
南
町
を
実
現
す
る
た
め
、
こ
の
条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

（
目
　
的
）

第
１
条
　
こ
の
条
例
は
、
日
南
町
の
良
好
な
環
境
の
保
全
及
び
創
造
に
つ
い
て
、

基
本
理
念
を
定
め
、
町
、
町
民
、
事
業
者
の
責
務
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
環
境
の
保
全
及
び
創
造
に
関
す
る
施
策
（
以
下
「
環
境
施
策
」
と
い
い
ま

す
。
）
の
基
本
的
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
環
境
施
策
を
総
合
的
か
つ
計

画
的
に
推
進
す
る
こ
と
を
定
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
現
在
と
将
来
の
町

民
が
、
健
康
で
安
全
か
つ
文
化
的
な
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

（
環
境
審
議
会
）

第
16
条
　
環
境
基
本
法
（
平
成
５
年
法
律
第
91
号
）
第
44
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

町
長
の
諮
問
機
関
と
し
て
、
日
南
町
環
境
審
議
会
（
以
下
「
環
境
審
議
会
」
と

い
う
。
）
を
置
き
ま
す
。

２
環
境
審
議
会
は
、
町
長
の
諮
問
に
応
じ
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
調
査
審
議
し

　
ま
す
。

　
?
環
境
基
本
計
画
の
策
定
及
び
変
更
に
関
す
る
こ
と
。

　
　
前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
環
境
の
保
全
及
び
創
造
に
関
す
る
基
本
的

　
　
事
項
及
び
重
要
事
項

３
環
境
審
議
会
は
、
町
長
が
委
嘱
す
る
委
員
15
人
以
内
で
組
織
し
ま
す
。

４
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
環
境
審
議
会
の
組
織
及
び
運
営
に
関
し
必
要

　
な
事
項
は
町
長
が
別
に
定
め
ま
す
。

提
出
さ
れ
た
お
も
な
議
案

提
出
さ
れ
た
お
も
な
議
案

条
例
関
係

補
正
予
算

一

般

会

計

特

別

会

計

地
方
自
治
法
の
改
正
に
伴
う
日

南
町
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条

例　
地
方
自
治
法
の
改
正
に
合
わ

せ
、
「
助
役
」か
ら「
副
町
長
」

に
移
行
、
「
会
計
管
理
者
」
を

置
く
な
ど
の
改
正
。

　
ま
た
、
収
入
役
を
置
か
な
い

条
例
を
廃
止
す
る
。

（
平
成
19
年
４
月
１
日
施
行
）

日
南
町
副
町
長
定
数
条
例
の
制

定　
副
町
長
の
定
数
を
、
１
人
と

す
る
。

（
平
成
19
年
４
月
１
日
施
行
）

鳥
取
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
規
約
の
制
定
（
協
議
）

　
75
歳
以
上
の
高
齢
者
（
後
期

高
齢
者
）
の
医
療
制
度
事
務
を

県
下
一
つ
の
広
域
連
合
で
行
う

た
め
の
規
約
の
制
定
。

　
３
億
６
千
１
７
７
万
６
千
円

を
追
加
し
、
総
額
を
56
億
４
千

５
５
５
万
１
千
円
と
し
た
。

 

退
職
者
特
別
負
担
金

　
　
　
　
　
６
千
３
４
５
万
円

日
野
町
内
ケ
ー
ブ
ル
復
旧

　
　
　
　
１
千
５
２
万
３
千
円

老
人
保
健
会
計
繰
出

　
　
　
　
　
６
８
５
万
４
千
円

林
地
崩
壊
防
止

　
　
　
　
　
１
千
６
３
０
万
円

木
材
団
地
整
備

　
　
　
１
千
１
６
４
万
７
千
円

耕
地
災
害
復
旧

　
１
億
１
千
１
８
３
万
１
千
円

林
業
災
害
復
旧

　
　
　
１
千
８
３
４
万
２
千
円

公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧

　
１
億
８
千
５
８
８
万
６
千
円

小
学
校
管
理
費

　
　
　
　
　
１
２
９
万
１
千
円

中
学
校
管
理
費

　
　
　
　
　
１
６
４
万
４
千
円

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

　
39
万
５
千
円
を
追
加
し
、
総

額
を
19
億
68
万
２
千
円
と
し
た
。

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

　
６
万
７
千
円
を
追
加
し
、
総

額
を
２
億
６
千
３
９
７
万
１
千

円
と
し
た
。

老
人
保
健
特
別
会
計

　
８
千
２
２
１
万
８
千
円
を
追

加
し
、
総
額
を
10
億
８
千
８
４

５
万
１
千
円
と
し
た
。
（
医
療

費
支
給
額
の
増
に
よ
る
補
正
）

介
護
保
険
特
別
会
計

　
76
万
５
千
円
を
減
額
し
、
総

額
を
９
億
２
千
７
０
５
万
３
千

円
と
し
た
。

病
院
事
業
会
計

　
医
業
収
益
な
ど
１
千
１
７
７

万
５
千
円
を
減
額
し
、
総
額
を

13
億
３
千
９
９
０
万
１
千
円
と

し
た
。

副
町
長
と
は
。

　
現
行
の
助
役
を
廃
止
す
る
。

町
長
の
命
に
よ
り
、
政
策
及
び

企
画
を
行
っ
た
り
、
町
長
の
権

限
に
な
る
事
務
の
一
部
を
執
行

す
る
。
た
だ
し
、
現
行
の
助
役

が
そ
の
残
任
期
間
は
副
町
長
を

勤
め
る
。

会
計
管
理
者
と
は
。

　
日
南
町
で
は
、
以
前
か
ら
収

入
役
を
置
か
ず
に
、
助
役
が
兼

務
し
て
い
た
が
、
地
方
自
治
法

の
改
正
に
よ
り
、
収
入
役
制
度

が
廃
止
さ
れ
た
。
そ
の
代
わ
り

に
、
一
般
職
員
と
し
て
「
会
計

管
理
者
」
を
置
く
。

鳥
取
県
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

と
は
。

　
新
た
に
、
75
才
以
上
の
方
を

対
象
に
、
「
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
」
が
平
成
20
年
４
月
か
ら

始
ま
る
。

　
鳥
取
県
内
全
市
町
村
で
構
成

さ
れ
、
事
務
局
は
東
伯
郡
湯
梨

浜
町
に
設
置
す
る
。

　
患
者
負
担
は
１
割
（
現
役
並

の
所
得
の
者
は
３
割
）
、
保
険

料
は
、
個
人
単
位
で
算
定
さ
れ

る
。 も

っ
と
詳
し
く
…

も
っ
と
詳
し
く
…

日
南
町
環
境
基
本
条
例

日
南
町
環
境
基
本
条
例
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　12月定例会は、12月12日から19日までの８日間の会期で開かれました。

　日南町環境基本条例の制定や、地方自治法の改正にともなう町条例の改正、

鳥取県後期高齢者医療広域連合規約の制定の協議、平成18年度補正予算などが

提案され、慎重審議の結果、原案どおり可決しました。

　一般質問には、８名の議員が登壇し、執行部の所信を問いました。
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12月12日～12月19日日野川源流の町 12月定例会
12月12日～12月19日

日南町環境基本条例を制定日南町環境基本条例を制定日南町環境基本条例を制定
日野川源流の町 12月定例会

　
水
と
森
に
囲
ま
れ
た
古
く
か
ら
の
町
と
し
て
、
将
来
に
わ
た
り
持
続
的
に
発

展
で
き
る
よ
う
な
日
南
町
を
実
現
す
る
た
め
、
こ
の
条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

（
目
　
的
）

第
１
条
　
こ
の
条
例
は
、
日
南
町
の
良
好
な
環
境
の
保
全
及
び
創
造
に
つ
い
て
、

基
本
理
念
を
定
め
、
町
、
町
民
、
事
業
者
の
責
務
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
環
境
の
保
全
及
び
創
造
に
関
す
る
施
策
（
以
下
「
環
境
施
策
」
と
い
い
ま

す
。
）
の
基
本
的
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
環
境
施
策
を
総
合
的
か
つ
計

画
的
に
推
進
す
る
こ
と
を
定
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
現
在
と
将
来
の
町

民
が
、
健
康
で
安
全
か
つ
文
化
的
な
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

（
環
境
審
議
会
）

第
16
条
　
環
境
基
本
法
（
平
成
５
年
法
律
第
91
号
）
第
44
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

町
長
の
諮
問
機
関
と
し
て
、
日
南
町
環
境
審
議
会
（
以
下
「
環
境
審
議
会
」
と

い
う
。
）
を
置
き
ま
す
。

２
環
境
審
議
会
は
、
町
長
の
諮
問
に
応
じ
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
調
査
審
議
し

　
ま
す
。

　
?
環
境
基
本
計
画
の
策
定
及
び
変
更
に
関
す
る
こ
と
。

　
　
前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
環
境
の
保
全
及
び
創
造
に
関
す
る
基
本
的

　
　
事
項
及
び
重
要
事
項

３
環
境
審
議
会
は
、
町
長
が
委
嘱
す
る
委
員
15
人
以
内
で
組
織
し
ま
す
。

４
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
環
境
審
議
会
の
組
織
及
び
運
営
に
関
し
必
要

　
な
事
項
は
町
長
が
別
に
定
め
ま
す
。

提
出
さ
れ
た
お
も
な
議
案

提
出
さ
れ
た
お
も
な
議
案

条
例
関
係

補
正
予
算

一

般

会

計

特

別

会

計

地
方
自
治
法
の
改
正
に
伴
う
日

南
町
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条

例　
地
方
自
治
法
の
改
正
に
合
わ

せ
、
「
助
役
」か
ら「
副
町
長
」

に
移
行
、
「
会
計
管
理
者
」
を

置
く
な
ど
の
改
正
。

　
ま
た
、
収
入
役
を
置
か
な
い

条
例
を
廃
止
す
る
。

（
平
成
19
年
４
月
１
日
施
行
）

日
南
町
副
町
長
定
数
条
例
の
制

定　
副
町
長
の
定
数
を
、
１
人
と

す
る
。

（
平
成
19
年
４
月
１
日
施
行
）

鳥
取
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
規
約
の
制
定
（
協
議
）

　
75
歳
以
上
の
高
齢
者
（
後
期

高
齢
者
）
の
医
療
制
度
事
務
を

県
下
一
つ
の
広
域
連
合
で
行
う

た
め
の
規
約
の
制
定
。

　
３
億
６
千
１
７
７
万
６
千
円

を
追
加
し
、
総
額
を
56
億
４
千

５
５
５
万
１
千
円
と
し
た
。

 

退
職
者
特
別
負
担
金

　
　
　
　
　
６
千
３
４
５
万
円

日
野
町
内
ケ
ー
ブ
ル
復
旧

　
　
　
　
１
千
５
２
万
３
千
円

老
人
保
健
会
計
繰
出

　
　
　
　
　
６
８
５
万
４
千
円

林
地
崩
壊
防
止

　
　
　
　
　
１
千
６
３
０
万
円

木
材
団
地
整
備

　
　
　
１
千
１
６
４
万
７
千
円

耕
地
災
害
復
旧

　
１
億
１
千
１
８
３
万
１
千
円

林
業
災
害
復
旧

　
　
　
１
千
８
３
４
万
２
千
円

公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧

　
１
億
８
千
５
８
８
万
６
千
円

小
学
校
管
理
費

　
　
　
　
　
１
２
９
万
１
千
円

中
学
校
管
理
費

　
　
　
　
　
１
６
４
万
４
千
円

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

　
39
万
５
千
円
を
追
加
し
、
総

額
を
19
億
68
万
２
千
円
と
し
た
。

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

　
６
万
７
千
円
を
追
加
し
、
総

額
を
２
億
６
千
３
９
７
万
１
千

円
と
し
た
。

老
人
保
健
特
別
会
計

　
８
千
２
２
１
万
８
千
円
を
追

加
し
、
総
額
を
10
億
８
千
８
４

５
万
１
千
円
と
し
た
。
（
医
療

費
支
給
額
の
増
に
よ
る
補
正
）

介
護
保
険
特
別
会
計

　
76
万
５
千
円
を
減
額
し
、
総

額
を
９
億
２
千
７
０
５
万
３
千

円
と
し
た
。

病
院
事
業
会
計

　
医
業
収
益
な
ど
１
千
１
７
７

万
５
千
円
を
減
額
し
、
総
額
を

13
億
３
千
９
９
０
万
１
千
円
と

し
た
。

副
町
長
と
は
。

　
現
行
の
助
役
を
廃
止
す
る
。

町
長
の
命
に
よ
り
、
政
策
及
び

企
画
を
行
っ
た
り
、
町
長
の
権

限
に
な
る
事
務
の
一
部
を
執
行

す
る
。
た
だ
し
、
現
行
の
助
役

が
そ
の
残
任
期
間
は
副
町
長
を

勤
め
る
。

会
計
管
理
者
と
は
。

　
日
南
町
で
は
、
以
前
か
ら
収

入
役
を
置
か
ず
に
、
助
役
が
兼

務
し
て
い
た
が
、
地
方
自
治
法

の
改
正
に
よ
り
、
収
入
役
制
度

が
廃
止
さ
れ
た
。
そ
の
代
わ
り

に
、
一
般
職
員
と
し
て
「
会
計

管
理
者
」
を
置
く
。

鳥
取
県
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

と
は
。

　
新
た
に
、
75
才
以
上
の
方
を

対
象
に
、
「
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
」
が
平
成
20
年
４
月
か
ら

始
ま
る
。

　
鳥
取
県
内
全
市
町
村
で
構
成

さ
れ
、
事
務
局
は
東
伯
郡
湯
梨

浜
町
に
設
置
す
る
。

　
患
者
負
担
は
１
割
（
現
役
並

の
所
得
の
者
は
３
割
）
、
保
険

料
は
、
個
人
単
位
で
算
定
さ
れ

る
。 も

っ
と
詳
し
く
…

も
っ
と
詳
し
く
…

日
南
町
環
境
基
本
条
例

日
南
町
環
境
基
本
条
例
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長岡つる子議員

い
じ
め
対
策
は

　
十
分
に
図
ら
れ
て
い
る
か

事
実
を
隠
す
こ
と
な
く

　
　
連
携
し
て
対
応
し
て
い
る

山
本
教
育
長

い
じ
め
問
題

一般質
問

一般質
問
答答と

町政の 
　ここが聞きたい

①
町
内
の
小
・
中
学
校
で
の
い

じ
め
は
、
過
去
、
現
在
に
お
い

て
あ
っ
た
の
か
。
教
職
員
は
、

い
じ
め
が
あ
っ
て
も
真
実
を
隠

す
背
景
は
な
い
の
か
。

②
い
じ
め
に
対
す
る
教
育
委
員

会
、
学
校
の
対
応
、
生
徒
指
導

は
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
て
い
る

か
。
究
極
に
は
人
権
教
育
に
つ

き
る
と
思
う
が
。

③
登
校
拒
否
や
保
健
室
登
校
の

実
状
は
ど
う
か
。
児
童
生
徒
の

心
理
的
苦
痛
を
回
復
す
る
た
め

に
、
保
護
者
・
先
生
・
地
域
社

会
も
関
わ
る
こ
と
に
よ
り
未
然

防
止
と
早
期
発
見
、
解
決
に
繋

が
る
と
思
う
が
。

介
護
保
険
制
度

山
内
福
祉 

　
　
保
健
課
長

ゲームを楽しむ利用者

①
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
あ

か
ね
の
郷
」
の
居
住
者
負
担
は

ホ
テ
ル
コ
ス
ト
、
食
事
代
を
含

め
て
改
正
後
の
居
住
者
負
担
が

最
高
の
者
と
、
最
低
の
者
の
場

合
２
例
に
つ
い
て
、
ど
れ
だ
け

増
額
と
な
っ
た
の
か
。(

措
置
制

度
時
代
か
ら
の
入
居
者
は
除
く)

②
低
所
得
者
の
居
住
に
つ
い
て

は
、
年
収
２
６
６
万
円
以
下
の

人
を
「
特
定
入
居
者
」
と
し
て

３
段
階
に
分
け
て
利
用
者
負
担

の
限
度
額
が
定
め
ら
れ
て
い
る

が
、
限
度
額
を
超
え
た
部
分
に

つ
い
て
は
、
介
護
保
険
か
ら
給

付
さ
れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い

る
。
そ
の
部
分
に
該
当
す
る
者

が
何
名
い
る
の
か
。
ま
た
、
あ

か
ね
の
郷
に
全
く
入
居
で
き
な

い
者
の
条
件
と
は
。

③
５
年
間
と
い
う
期
限
付
き
と

は
い
え
措
置
制
度
時
代
か
ら
入

居
し
て
い
る
人
と
、
現
行
法
で

入
居
し
て
い
る
者
と
の
負
担
の

公
平
上
、
混
乱
は
な
い
の
か
。

ま
た
、
現
段
階
で
滞
納
者
は
な

い
の
か
。

④
認
知
症
高
齢
者
専
用
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
、「
お
お
く
さ
荘
」の
サ

ー
ビ
ス
内
容
と
、
利
用
状
況
は
。

①
過
去
に
い
じ
め
問
題
と
し
て

取
り
扱
っ
た
事
例
は
あ
る
。
現

在
は
、
保
護
者
等
か
ら
の
情
報

或
い
は
本
人
が
悩
み
を
訴
え
て

い
る
状
況
は
あ
る
。
常
に
校
内

共
通
理
解
を
図
り
な
が
ら
、
児

童
生
徒
の
対
応
及
び
保
護
者
と

の
連
携
を
基
本
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
事
実
を
隠
す
よ
う
な
行

為
は
な
い
。

②
こ
れ
ま
で
の
人
権
教
育
の
あ

り
方
を
根
本
か
ら
問
う
も
の
で

あ
り
、
本
町
の
人
権
教
育
に
つ

い
て
も
例
外
で
は
な
い
。
あ
ら

ゆ
る
機
会
を
と
ら
え
人
権
教
育

の
充
実
を
図
る
。
学
校
現
場
を

中
心
に
、
「
い
じ
め
は
絶
対
に

許
さ
れ
な
い
」
こ
と
の
徹
底
し

た
指
導
を
指
示
し
た
。

③
病
気
以
外
の
理
由
で
欠
席
日

数
が
該
当
の
学
年
で
30
日
を
越

え
た
児
童
生
徒
が
、
町
内
小
中

学
校
で
６
名
、
保
健
室
登
校
は

そ
の
日
の
状
況
に
よ
っ
て
変
化

し
て
い
る
。

　
少
し
で
も
そ
の
解
消
が
図
ら

れ
る
よ
う
に
家
庭
訪
問
を
行
っ

た
り
、
保
護
者
と
の
懇
談
等
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

①
介
護
報
酬
額
は
、
要
介
護
度

区
分
に
よ
り
異
な
り
、
又
個
々

に
報
酬
加
算
額
も
異
な
る
の
で

一
律
の
比
較
は
で
き
な
い
が
、

最
低
利
用
者
負
担
の
者
で
５
千

円
程
度
、
最
高
利
用
者
負
担
の

者
で
３
万
４
千
円
程
度
増
額
。

②
低
所
得
者
に
は
、
特
定
入
所

者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
と
し
て
所

得
に
応
じ
た
負
担
限
度
額
を
越

え
る
額
に
つ
い
て
保
険
給
付
さ

れ
る
。
11
月
末
で
日
南
町
の
被

保
険
者
の
入
所
者
67
人
の
う
ち

64
人
が
給
付
認
定
と
な
っ
て
い

る
。
介
護
認
定
で
要
介
護
１
以

上
の
認
定
を
受
け
て
い
な
い
と

施
設
入
居
は
で
き
な
い
。
た
だ

し
、
短
期
入
所
は
要
支
援
認
定

の
場
合
で
も
利
用
可
能
で
あ
る
。

③
家
族
説
明
会
に
お
い
て
、
旧

措
置
入
所
者
の
利
用
者
負
担
額

の
考
え
方
に
つ
い
て
説
明
を
し

て
い
る
。
特
に
混
乱
は
起
き
て

い
な
い
。
利
用
者
負
担
は
数
名

が
滞
納
を
し
て
い
る
。

④
毎
週
火
・
金
・
日
曜
日
に
開
所

し
、
個
々
の
認
知
症
の
状
態
に

応
じ
た
入
浴
・
排
泄
・
食
事
の

介
護
と
日
常
生
活
上
の
世
話
を

し
て
い
る
。
現
在
７
人
程
度
の

利
用
者
が
あ
る
。
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小竹　等議員

矢
田
町
長

森
林
整
備
地
域 

活
動
支
援
制
度

町政のここが聞きたい

森
林
整
備
支
援
事
業
の
継
続
を

県
に
対
し
て
継
続
を

　
　
　
　
　
要
望
し
て
い
る

　
平
成
14
年
度
よ
り
始
ま
っ
た

事
業
で
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に

評
価
し
て
い
る
の
か
。

　
支
払
わ
れ
た
交
付
金
は
、
平

成
17
年
度
が
８
８
　
０
０
０
千

円
で
あ
り
山
林
関
係
者
に
と
っ

て
は
喜
ば
し
い
制
度
で
あ
る
。

　
平
成
18
年
度
で
終
了
予
定
で

あ
る
が
、
引
き
続
き
事
業
の
継

続
を
関
係
先
に
要
望
し
て
は
と

思
う
が
、
現
在
の
対
応
は
。

子
育
て
支
援

（
こ
ど
も
基
金
）

町
　
長

　
ま
ず
は
、
急
が
れ
る
子
育
て

支
援
事
業
等
を
明
ら
か
に
す
べ

く
、
社
会
福
祉
協
議
会
も
参
加

し
て
子
育
て
支
援
検
討
会
議
を

設
置
し
、
検
討
し
て
き
た
。
こ

れ
ま
で
の
事
業
か
ら
見
え
る
課

題
等
を
基
に
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
の
開
設
等
が
必
要
と
の
検

討
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
平
成

19
年
度
早
期
開
設
で
き
る
よ
う
、

現
在
精
査
中
で
あ
る
。
基
金
創

設
実
現
の
た
め
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
も
、
事
業
着
手
の
た
め

の
課
題
整
理
と
併
せ
て
努
め
て

行
き
た
い
。

町
　
長

　
17
年
度
に
、
最
終
調
査
の
実

施
に
つ
い
て
国
が
見
送
り
、
現

在
に
至
っ
て
い
る
。
今
後
は
、

採
択
要
件
の
変
更
も
あ
り
、
事

業
の
可
能
性
を
検
討
し
て
い
く
。

　
こ
の
交
付
金
に
よ
り
、
作
業

道
の
整
備
、
境
界
設
定
等
山
林

に
入
る
機
会
が
多
く
な
り
、
山

林
の
管
理
に
寄
与
し
た
。

　
対
象
林
齢
、
活
動
等
の
条
件

変
更
と
交
付
金
が
半
額
と
な
る

が
、
県
の
情
報
で
は
、
継
続
さ

れ
る
と
聞
い
て
い
る
。
事
業
の

継
続
は
要
望
し
て
い
る
。

町
　
長

　
町
で
は
、
個
人
情
報
保
護
条

例
、
情
報
公
開
条
例
で
運
用
し

て
い
る
。
情
報
公
開
請
求
は
、

17
年
度
９
件
、
18
年
度
６
件
あ

り
、
外
部
へ
の
提
供
は
２
年
間

で
９
件
あ
っ
た
。 

　
お
年
寄
り
へ
の
暑
中
見
舞
い

な
ど
は
、
正
規
の
手
続
き
を
経

て
、
提
供
し
て
い
る
。
た
だ
提

供
先
の
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
（
情

報
流
出
な
ど
）
に
も
、
目
を
光

ら
せ
た
い
。

　
３
月
議
会
で
質
問
し
た
と
こ

ろ
民
間
等
と
一
緒
に
な
っ
て
基

金
募
集
し
て
「
こ
ど
も
基
金
」

を
設
置
す
る
。
町
ぐ
る
み
で
少

子
化
対
策
を
考
え
た
い
と
発
言

さ
れ
た
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
対
策
が
と
ら
れ
て
い
る
か
。

新
エ
ネ
ル
ギ
ー

作業道の改修

，

　
平
成
15
年
３
月
に
地
域
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
を
発
表
さ

れ
、
町
に
は
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
一
番
期
待
で
き
る
か
調
査
さ

れ
た
。

　
議
会
に
は
、
ハ
イ
ド
ロ
バ
レ

ー
計
画
と
し
て
生
山
地
内
を
候

補
に
調
査
し
、
図
面
も
作
成
し

た
も
の
を
提
出
さ
れ
た
。
そ
の

後
平
成
17
年
６
月
議
会
の
答
弁

で
、
国
が
平
成
18
年
度
に
は
補

助
金
を
出
さ
な
い
と
の
説
明
も

あ
り
計
画
は
中
断
し
て
い
る
が
、

水
力
を
利
用
し
た
ハ
イ
ド
ロ
バ

レ
ー
、
い
わ
ゆ
る
小
規
模
な
発

電
を
中
心
に
取
り
組
む
べ
き
だ

と
、
基
本
方
針
を
掲
げ
て
い
る

と
も
答
弁
さ
れ
て
い
る
。
今
後

の
基
本
的
な
計
画
を
問
う
。

個
人
情
報 

　
　
保
護
条
例

　
誰
も
が
安
心
し
て
Ｉ
Ｔ
社
会

の
便
益
を
享
受
す
る
た
め
の
制

度
的
基
盤
と
し
て
、
平
成
15
年

５
月
に
公
布
さ
れ
た
個
人
情
報

保
護
法
が
平
成
17
年
４
月
よ
り

全
面
施
行
さ
れ
た
。

　
マ
ス
コ
ミ
や
新
聞
紙
上
に
個

人
情
報
が
過
剰
に
保
護
さ
れ
て

い
る
と
、
し
ば
し
ば
掲
載
さ
れ

る
。

　
例
え
ば
、
自
治
体
が
民
生
委

員
に
独
り
暮
ら
し
の
お
年
寄
り

（
防
災
弱
者
）
の
情
報
を
提
供

し
な
い
、
中
学
生
が
独
り
暮
ら

し
の
お
年
寄
り
に
暑
中
見
舞
い

を
出
す
た
め
の
協
力
を
教
育
委

員
会
が
拒
否
し
た
、
消
防
署
が

火
災
の
発
生
場
所
の
番
地
を
個

人
情
報
と
し
て
明
か
さ
な
い
。

　
本
町
に
お
い
て
は
、
問
題
に

な
る
様
な
こ
と
は
今
日
ま
で
な

い
と
思
う
が
、
状
況
を
問
う
。

　
ま
た
、
実
例
を
ど
の
よ
う
に

判
断
さ
れ
る
か
。
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統
合
を
機
に
、 

　
新
校
舎
建
設
の
検
討
を

現
行
施
設
の
有
効
活
用
が
基
本

矢
田
町
長

学
校
教
育

山
本
教
育
長

①
統
合
小
学
校
に
つ
い
て
は
、

「
現
行
の
施
設
設
備
の
有
効
活

用
」
を
基
本
と
す
る
。
将
来
的

に
は
、
小
学
校
・
中
学
校
の
施

設
設
備
の
見
直
し
充
実
を
計
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

学
年
を
越
え
た
縦
割
り
的
活
動

は
、
重
要
な
取
組
と
し
て
校
内

活
動
に
お
い
て
子
ど
も
た
ち
の

繋
が
り
と
自
主
的
活
動
を
充
実

す
る
た
め
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

②
あ
く
ま
で
試
算
で
あ
っ
て
、

運
動
場
、
駐
車
場
、
通
学
バ
ス

の
問
題
、
用
地
の
買
収
等
含
め

最
終
的
に
は
さ
ら
に
費
用
が
か

か
る
。

③
教
育
行
政
に
限
ら
ず
、
全
て

の
行
政
を
行
う
場
合
、
そ
の
目

的
・
目
標
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
は
必
要
で
あ
る
。

　
日
南
町
教
育
の
目
標
と
各
学

校
経
営
要
項
、
ま
た
全
町
共
通

の
人
権
教
育
基
本
計
画
、
各
学

校
に
お
け
る
保
健
安
全
教
育
、

道
徳
教
育
、
性
教
育
等
の
基
本

計
画
に
基
づ
き
、
具
体
的
な
内

容
を
定
め
取
り
組
ん
で
い
る
。

④
各
地
域
で
の
活
動
や
同
和
問

題
小
地
域
懇
談
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

活
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る
体

制
を
基
本
と
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
。

１
日
　
町
村
議
会
女
性
議
員
研

　
　
　
修

５
日
　
議
会
運
営
委
員
会

７
日
　
西
部
町
村
議
会
議
長
会

　
　
　
連
絡
会
議

12
日
　
12
月
定
例
会(

本
会
議)

13
日
　
12
月
定
例
会(

本
会
議)

18
日
　
県
町
村
議
会
議
長
会
役

　
　
　
員
会

　〃
　　
住
民
建
設
常
任
委
員
会

　〃
　　
定
住
対
策
特
別
委
員
会

　
　
　
合
同
委
員
会

19
日
　
12
月
定
例
会(

本
会
議)

20
日
　
県
町
村
議
会
議
長
会
役

　
　
　
員
会

21
日
　
学
校
問
題
に
関
す
る
調

　
　
　
査
特
別
委
員
会 

　
（
１
月
）

９
日
　
西
部
町
村
議
会
議
長
会

　
　
　
定
期
総
会

10
日
　
議
会
運
営
委
員
会

12
日
　
議
会
広
報
調
査
特
別
委

　
　
　
員
会 

16
日
　
第
１
回
臨
時
会

19
日
　
定
住
対
策
に
関
す
る
調

　
　
　
査
特
別
委
員
会 

23
日
　
日
野
郡
三
町
衛
生
施
設

　
　
　
組
合
行
政
調
査 

26
日
　
西
部
広
域
議
会
臨
時
会 

　〃
　　
議
会
広
報
調
査
特
別
委

　
　
　
員
会 議

会
日
誌

議
会
日
誌

　
（
12
月
）

日野上小学校木造部分

④
現
在
、
約
１
０
０
名
の
教
職

員
が
日
南
町
の
学
校
現
場
に
勤

務
し
て
い
る
が
、
そ
の
４
分
の

３
は
町
外
に
生
活
の
根
拠
を
置

い
て
い
る
。
職
員
個
々
の
住
宅

環
境
や
生
活
環
境
な
ど
の
課
題

が
あ
る
が
、
地
域
と
の
か
か
わ

り
に
つ
い
て
指
導
し
て
い
く
。

⑤
「
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及

び
運
営
に
関
す
る
法
律
」
に
よ

り
、
「
教
育
の
政
治
的
中
立
性

と
教
育
行
政
の
安
定
確
保
、
一

般
行
政
と
教
育
行
政
の
調
和
、

国
・
県
・
町
が
連
携
す
る
教
育

行
政
制
度
の
確
立
」
す
る
こ
と

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
主
旨
か

ら
現
行
に
お
い
て
は
、
教
育
委

員
会
制
度
は
必
要
で
あ
る
が
、

中
身
に
つ
い
て
は
議
論
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

町政のここが聞きたい

①
い
じ
め
、
不
登
校
問
題
等
含

め
、
子
供
達
の
夢
を
育
て
る
学

校
に
す
る
た
め
、
統
合
を
機
に

新
校
舎
の
建
設
を
検
討
す
べ
き

だ
。

②
統
合
小
学
校
と
し
て
、
日
野

上
小
学
校
を
活
用
す
る
た
め
に

校
舎
の
増
改
築
と
体
育
館
で
約

４
億
２
千
万
円
と
試
算
し
て
い

た
が
、
最
終
的
に
は
ど
の
く
ら

い
の
経
費
か
。

③
学
校
教
育
は
人
づ
く
り
で
あ

り
、
豊
か
な
心
を
持
っ
た
子
供

の
育
成
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
は
、
人
間
愛
・
自
然
愛

互
恵
の
相
互
扶
助
の
精
神
と
涵

養
で
あ
る
。
教
育
行
政
に
も
、

教
育
基
本
計
画
を
つ
く
る
べ
き

で
は
。

④
教
職
員
も
赴
任
し
た
以
上
、

町
民
の
一
人
と
し
て
児
童
・
生

徒
だ
け
で
な
く
地
域
住
民
と
積

極
的
に
接
触
・
触
れ
合
い
を
持

つ
よ
う
、
行
政
・
教
育
委
員
会

も
指
導
を
希
望
す
る
が
。

⑤
教
育
委
員
会
に
対
す
る
国
の

関
与
の
強
化
、
廃
止
論
な
ど
与

野
党
の
双
方
か
ら
意
見
が
相
次

い
で
い
る
が
、
こ
の
こ
と
に
つ

い
て
、
教
育
長
の
所
見
は
。
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矢
田
町
長

日
南
町
の 

　
　
財
政
課
題

町政のここが聞きたい

新
型
交
付
税
で
町
財
政
は

自
立
し
た
財
政
運
営 

　
　
　
　
困
難
な
可
能
性
も

①
新
型
交
付
税
の
内
容
に
つ
い

て
聞
き
た
い
。

②
新
型
交
付
税
の
情
報
を
最
初

に
入
手
し
た
時
期
に
つ
い
て
聞

き
た
い
。

③
新
型
交
付
税
の
19
年
度
予
算

案
策
定
へ
向
け
て
の
影
響
に
つ

い
て
聞
き
た
い
。

④
新
型
交
付
税
の
行
財
政
改
革

へ
の
影
響
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

⑤
財
政
状
況
の
変
化
に
対
し
て

ど
の
様
な
対
応
を
取
る
の
か
聞

き
た
い
。

⑥
厳
し
い
状
況
の
中
、
情
報
の

取
り
入
れ
を
行
う
た
め
、
情
報

担
当
室
、
担
当
者
を
置
き
国
会

議
員
、
全
国
町
村
会
等
と
の
コ

ン
タ
ク
ト
を
も
っ
て
は
ど
う
か
。

小
中
学
校
生
徒
の 

い
じ
め
問
題

町
　
長

①
過
去
に
い
じ
め
問
題
と
し
て

取
り
扱
っ
た
事
例
は
あ
る
。
現

在
は
、
保
護
者
等
か
ら
の
情
報

或
い
は
本
人
が
悩
み
を
訴
え
て

い
る
状
況
は
あ
る
が
、
学
校
を

中
心
に
迅
速
且
つ
一
つ
一
つ
全

力
を
挙
げ
て
対
応
す
る
こ
と
を

基
本
に
、
学
校
・
保
護
者
・
教

育
委
員
会
が
共
通
理
解
を
図
り

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
る
。

②
学
校
は
「
す
べ
て
の
子
ど
も

に
と
っ
て
安
心
、
安
全
で
楽
し

い
場
所
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
教
育
再
生
会
議
の
「
緊
急

提
言
」
は
、
学
校
等
に
「
い
じ

め
」
に
対
す
る
考
え
や
具
体
的

な
取
組
み
を
提
言
し
て
い
る
。

「
い
じ
め
は
絶
対
に
許
さ
れ
な

い
」
こ
と
を
、
学
校
・
保
護
者

の
連
携
を
基
本
に
し
っ
か
り
と

指
導
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

新年度予算ヒヤリング

①
人
口
と
面
積
を
基
準
に
地
方

へ
の
配
分
を
決
め
る
方
式
で
、

19
年
度
か
ら
段
階
的
に
導
入
。

３
年
後
に
現
在
の
交
付
税
総
額

の
３
分
の
１
に
当
た
る
５
兆
円

を
新
型
交
付
税
に
移
行
す
る
と

い
う
こ
と
。

②
11
月
初
旬
に
総
務
省
が
県
に

試
算
を
す
る
依
頼
が
あ
り
、
県

が
各
市
町
村
に
試
算
表
と
算
定

額
を
11
月
20
日
に
提
示
し
た
。

③
18
年
度
の
試
算
で
４
千
万
円

で
、
対
前
年
度
△
2.5
％
、
あ
る

程
度
想
定
内
の
範
囲
で
あ
る
。

④
３
年
間
で
３
倍
に
膨
ら
む
と
、

１
億
円
を
超
え
、
自
立
し
た
財

政
運
営
の
実
現
も
困
難
な
状
況

に
な
る
可
能
性
も
大
き
い
。

⑤
税
収
が
少
な
く
人
口
密
度
が

低
く
、
行
政
コ
ス
ト
の
高
い
過

疎
地
域
の
財
政
的
保
障
が
手
薄

に
な
る
懸
念
が
あ
り
、
国
に
対

し
て
、
公
正
な
制
度
改
正
を
求

め
る
。
ま
た
更
な
る
行
財
政
改

革
に
努
め
る
。

⑥
鳥
取
県
は
、
情
報
公
開
が
進

ん
で
お
り
19
年
度
の
も
の
を
計

算
し
て
公
表
し
た
の
は
、
全
国

で
唯
一
で
あ
る
。

　
ま
た
、
日
南
町
独
自
で
も
や

っ
て
い
る
。
的
確
な
情
報
を
押

さ
え
て
、
19
年
度
予
算
に
反
映

さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

①
町
内
小
中
学
校
に
於
け
る
い

じ
め
は
、
現
在
も
あ
る
と
い
う

保
護
者
の
声
を
聞
い
て
い
る
が
、

そ
れ
に
対
す
る
所
見
を
伺
う
。

②
教
育
再
生
会
議
に
よ
る
緊
急

提
言
が
公
表
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
に
対
す
る
所
見
を
伺
う
。

本会議の開会日数 16日

　〃　の傍聴者数 51人

常任委員会の開会日数 32日

議会運営委員会の開会日数 25日

特別委員会の開会日数 10日

議会広報特別委員会の開会日数 14日

全員協議会の開会日数 13日

一般質問の延べ人数 22人

町長提出の議案件数 84件

議員提出の　　〃 18件

審査した陳情の件数 27件

議員１人平均の研修会参加日数 4日

議会の動き（平成18年１月～12月）
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ど
う
つ
く
る

　
　
　
30
年
後
の
日
南
町

地
域
資
源
を
掘
り
起
こ
し

　
　
　
　
　
経
済
を
活
性
化

矢
田
町
長

30
年
後
の
日
南
町
研
究 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
課
題

①
人
口
の
推
計
は
ど
う
な
る
の

か
。
ま
た
、
雇
用
対
策
に
つ
い

て
、
今
後
ど
う
し
て
い
く
の
か

伺
う
。

②
農
業
・
林
業
に
お
け
る
人
材

育
成
の
具
体
的
な
取
組
み
に
つ

い
て
伺
う
。

③
高
齢
者
の
医
療
に
対
し
、
町

独
自
で
の
支
援
は
で
き
な
い
か
。

④
観
光
に
対
す
る
現
在
の
取
り

組
み
状
況
と
今
後
の
課
題
と
対

策
に
つ
い
て
伺
う
。

小
学
校
問
題

町
　
長

　
平
成
21
年
度
に
１
校
統
合
に

な
る
こ
と
に
つ
い
て
、
住
民
、

保
護
者
に
対
し
、
確
実
・
確
信

で
あ
る
と
、
は
っ
き
り
と
認
識

し
て
い
た
だ
く
た
め
の
説
明
会

を
開
く
こ
と
を
要
望
し
、
次
の

課
題
に
進
む
計
画
（
対
応
）
に

つ
い
て
伺
う
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
新
た
な 

取
り
組
み
へ
の
対
応

町
　
長

　
過
疎
地
有
償
運
送
を
実
施
で

き
る
の
は
市
町
村
ま
た
は
営
利

を
目
的
と
し
な
い
法
人
に
限
ら

れ
、
地
域
公
共
交
通
会
議
の
協

議
を
経
た
後
に
、
陸
運
支
局
の

許
可
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
利
用
で
き
る
人
は
日
南

町
に
住
所
を
有
し
、
事
前
に
会

員
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
者

に
限
ら
れ
る
な
ど
、
一
定
の
条

件
と
範
囲
の
な
か
で
の
活
動
を

求
め
ら
れ
、
既
存
の
運
輸
事
業

者
へ
の
影
響
は
少
な
い
と
考
え

て
い
る
。
町
営
バ
ス
の
利
用
が

難
し
い
地
域
の
対
応
策
と
し
て

有
効
な
手
段
で
あ
り
、
地
域
で

の
取
り
組
み
を
推
進
、
支
援
し

て
い
く
。

日南町の30年後を考えるプロジェクト会議

　
統
合
に
向
け
て
の
財
政
的
負

担
を
含
め
た
施
設
設
備
の
在
り

方
等
を
、
よ
り
具
体
化
し
な
が

ら
説
明
し
て
い
く
。

町政のここが聞きたい

①
人
口
統
計
で
30
年
後
に
は
３

０
０
０
人
余
り
の
推
計
値
。
今

後
も
人
口
減
少
は
続
き
、
高
齢

化
率
も
高
ま
る
と
予
想
さ
れ
る
。

　
雇
用
・
就
業
問
題
の
以
前
に

地
域
経
済
の
活
性
化
が
重
要
。

農
林
業
を
含
め
本
町
の
環
境
に

合
っ
た
企
業
の
育
成
や
企
業
誘

致
活
動
、
既
存
企
業
の
異
業
種

転
換
の
推
進
を
継
続
し
な
が
ら
、

町
内
の
農
林
産
物
等
の
付
加
価

値
化
、
加
工
、
流
通
を
検
討
し
、

地
域
資
源
、
資
金
、
人
材
を
地

域
内
で
循
環
さ
せ
る
方
策
を
検

討
し
て
い
く
。

②
後
継
者
育
成
に
は
、
農
林
業

を
魅
力
有
る
職
業
に
変
え
て
い

く
こ
と
が
必
要
。

　
具
体
的
に
は
、
個
別
経
営
体

の
基
盤
を
備
え
た
専
業
事
業
者

の
育
成
（
現
在
町
認
定
農
業
者

は
26
戸
）
、
経
営
体
の
安
定
化

と
基
盤
整
備
・
確
保
が
必
要
。

　
ま
た
法
人
参
入
に
よ
る
人
材

育
成
・
雇
用
の
拡
大
や
大
型
機

械
・
高
能
率
機
械
・
基
盤
の
整

備
が
必
要
と
考
え
る
。

③
現
行
の
老
人
医
療
制
度
で
も

低
所
得
高
齢
者
へ
の
負
担
軽
減

が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
重

度
の
心
身
障
害
が
あ
る
高
齢
者

に
は
、
特
別
医
療
費
助
成
制
度

も
あ
る
。

　
単
町
制
度
に
よ
る
支
援
は
、

国
の
三
位
一
体
改
革
に
よ
る
厳

し
い
財
政
運
営
の
中
、
困
難
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

④
入
込
客
数
は
平
成
９
年
を
ピ

ー
ク
に
減
少
傾
向
。

　
観
光
を
従
来
の
物
見
遊
山
と

と
ら
え
る
の
で
は
な
く
、
本
物

を
求
め
る
消
費
者
（
観
光
客
）

に
対
し
て
応
え
ら
れ
る
シ
ス
テ

ム
づ
く
り
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て

た
い
。

　
具
体
的
に
は「
井
上
靖
」「
松

本
清
張
」
を
語
れ
る
人
材
の
育

成
や
、
ヒ
メ
ボ
タ
ル
、
オ
オ
サ

ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
、
鉄
穴
流
し
跡

地
な
ど
、
希
少
性
を
見
過
ご
し

が
ち
で
あ
っ
た
資
源
を
地
域
の

宝
し
て
活
用
す
る
シ
ス
テ
ム
を

つ
く
っ
て
い
く
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
取
り
組
み
と
し
て
、

「
過
疎
地
有
償
運
送
」
の
計
画

が
あ
る
と
聞
く
。
町
内
の
業
者

で
、
輸
送
で
生
計
を
立
て
、
暮

ら
し
て
い
る
住
民
に
対
し
悪
影

響
を
与
え
る
よ
う
な
懸
念
が
あ

る
。
町
と
し
て
の
考
え
を
伺
う
。
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矢
田
町
長

広
域
連
携
体
制

（
旧
県
境
サ
ミ
ッ
ト
）

町政のここが聞きたい

何
を
目
指
す

　
　
第
２
期
県
境
サ
ミ
ッ
ト

真
の
行
財
政
改
革
と

　
林
業
を
中
心
に
地
域
の
自
立

山
本
教
育
長

①
授
業
時
間
は
、
現
行
の
１
日

６
時
限
で
１
時
限
を
45
分
授
業

で
運
営
し
、
始
業
時
間
や
終
業

時
間
も
適
切
な
時
間
帯
に
な
る

よ
う
調
整
す
る
。
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
・
伝
統
芸
能
等
特
色
あ
る

学
校
活
動
・
学
童
保
育
の
３
本

を
柱
に
、
放
課
後
の
子
ど
も
の

活
動
・
居
場
所
づ
く
り
に
繋
げ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
も
活
動
時

間
帯
や
場
所
を
設
定
し
、
交
流

を
継
続
し
て
い
く
。

②
学
習
指
導
要
領
を
基
本
に
、

総
合
的
な
学
習
・
人
権
教
育
に

お
け
る
地
域
の
人
材
・
資
源
・

環
境
等
を
活
用
し
た
特
色
あ
る

教
育
課
程
を
創
造
す
る
。

町
　
長

①
平
成
19
年
４
月
か
ら
新
自
治

体
に
よ
る
連
絡
協
の
発
足
に
向

け
た
協
議
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、

従
来
の
成
果
を
活
か
し
た
取
り

組
み
は
ど
の
よ
う
な
策
か
。

②
町
民
の
方
々
に
直
接
影
響
す

る
も
の
は
な
に
か
。

③
構
成
自
治
体
が
変
わ
り
、
人

口
で
も
、
約
７
倍
の
自
治
体
が

で
き
た
。
位
置
的
に
は
中
心
に

あ
る
が
、
エ
リ
ア
の
活
性
化
に

向
け
、
踏
み
込
ん
だ
策
は
な
に

か
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
の 

課
題
と
方
策

①
人
口
は
減
少
し
つ
つ
あ
る
も
、

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
紹
介
、
普

及
活
動
が
、
県
を
通
し
て
も
数

多
く
あ
る
。
今
後
、
施
設
や
指

導
者
を
考
慮
し
、
本
町
で
は
、

種
目
を
絞
り
込
む
考
え
は
あ
る

の
か
、
見
解
を
問
う
。

②
全
国
で
は
、
総
合
型
ス
ポ
ー

ツ
の
普
及
を
目
指
し
多
く
の
ク

ラ
ブ
が
誕
生
し
て
い
る
が
、
専

門
的
な
指
導
者
の
育
成
、
研
修

会
へ
の
派
遣
の
考
え
は
あ
る
の

か
、
見
解
を
問
う
。

統
合
小
学
校
の
教
育

生涯いきいきと

①
鳥
取
県
で
は
南
部
町
、
日
野

町
、
江
府
町
、
島
根
県
で
は
安

来
市
、
奥
出
雲
町
、
岡
山
県
で

は
新
見
市
、
新
庄
村
、
広
島
県

で
は
庄
原
市
に
呼
び
か
け
て
、

11
月
９
日
に
設
立
準
備
会
を
開

催
し
た
。
構
成
想
定
の
自
治
体

の
共
通
課
題
と
し
て
、
行
財
政

改
革
と
地
域
（
産
業
）
振
興
が

想
定
さ
れ
る
。

②
広
域
的
な
医
療
連
携
や
公
共

交
通
、
情
報
イ
ン
フ
ラ
の
連
携

な
ど
で
、
行
財
政
改
革
と
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
目
指
し
た

い
。

③
構
成
自
治
体
が
さ
ま
変
わ
り

し
て
い
る
が
、
大
部
分
が
中
山

間
地
域
や
水
源
地
域
を
占
め
て

い
る
の
で
、
林
業
を
中
心
と
し

た
、
民
間
も
巻
き
込
ん
だ
地
域

自
立
策
を
模
索
し
て
い
き
た
い
。

①
平
成
21
年
度
を
目
途
に
１
校

統
合
を
決
定
し
、
学
校
運
用
等

研
究
・
協
議
さ
れ
て
い
る
が
、

教
育
環
境
の
変
化
に
よ
る
授
業

時
間
や
、
ス
ポ
少
の
取
り
組
み

方
な
ど
方
策
に
つ
い
て
問
う
。

②
国
の
施
策
も
教
育
基
本
法
の

改
正
案
が
出
さ
れ
、
ゆ
と
り
教

育
の
見
直
し
も
検
討
さ
れ
て
い

る
が
、
特
色
あ
る
教
育
と
し
て

日
南
町
独
自
の
方
策
を
問
う
。

①
現
在
ま
で
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
の
普
及
と
指
導
者
の
在
り
方

等
を
検
証
し
、
今
後
の
取
組
に

対
す
る
基
本
を
明
ら
か
に
す
る
。

種
目
を
絞
り
込
む
考
え
は
な
い

が
、
県
の
紹
介
を
通
し
て
、
内

容
や
将
来
性
を
精
査
し
な
が
ら

紹
介
、
普
及
活
動
を
展
開
す
る
。

②
県
内
の
設
立
状
況
、
あ
る
い

は
全
国
的
な
動
向
と
体
育
協
会

の
今
後
の
在
り
方
を
含
め
、
設

立
の
方
向
に
つ
い
て
施
設
設
備

の
現
状
、
専
門
指
導
員
育
成
や

研
修
の
あ
り
方
、
会
員
制
度
と

運
営
の
可
能
性
な
ど
に
つ
い
て

の
検
討
を
進
め
る
。
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障
害
者
自
立
支
援
法
、 

　
　
　
　
町
独
自
方
策
で

新
た
な
支
援
策
は
困
難

矢
田
町
長

小
学
校
統
合
問
題

町
　
長

　
不
登
校
・
い
じ
め
等
問
題
行

動
の
事
例
は
あ
る
。
学
校
を
中

心
に
迅
速
、
且
つ
、
一
つ
一
つ

全
力
を
挙
げ
て
対
応
す
る
こ
と

を
基
本
に
、
学
校
・
保
護
者
・

教
育
委
員
会
が
共
通
理
解
を
図

り
、
取
り
組
ん
で
い
る
。

町
　
長

①
社
会
福
祉
協
議
会
も
参
加
し

て
、｢

子
育
て
支
援
検
討
会
議
」

を
設
置
し
、
検
討
し
た
結
果
、

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
設

が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
平
成

19
年
度
早
期
開
設
の
た
め
、
精

査
中
で
あ
り
、
基
金
創
設
実
現

に
努
力
す
る
。

②
日
南
町
国
民
健
康
保
険
出
産

育
児
一
時
金
受
取
代
理
実
施
要

項
は
、
平
成
18
年
12
月
１
日
施

行
で
あ
り
、
実
施
す
る
。

町
　
長

　
性
急
な
改
正
で
あ
っ
た
た
め
、

不
備
や
不
具
合
が
生
じ
て
お
り
、

円
滑
な
施
行
の
た
め
、
去
る
11

月
21
日
に
厚
生
労
働
省
等
に
提

案
・
要
望
活
動
を
行
っ
た
。
厳

し
い
財
政
運
営
の
中
、
利
用
者

負
担
軽
減
措
置
等
の
新
た
な
支

援
は
現
段
階
で
は
困
難
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

町政のここが聞きたい

①
〜
④
各
校
区
住
民
説
明
会
で

「
子
ど
も
た
ち
が
一
同
に
介
し

て
日
南
町
の
教
育
を
充
実
振
興

す
る
」
た
め
に
は
、
１
校
統
合

の
方
向
と
す
る
こ
と
で
概
ね
ご

理
解
は
得
ら
れ
て
い
る
。
ア
ン

ケ
ー
ト
は
、
多
人
数
教
育
に
対

し
て
具
体
的
要
件
が
強
く
な
る

中
で
、
更
な
る
一
考
を
求
め
て

い
る
。現
段
階
は
、21
年
度
を
目

途
に
し
た｢

小
学
校
一
校
統
合｣

に
つ
い
て
、
行
政
と
し
て
最
善

の
努
力
を
す
る
。

　
議
会
の
「
学
校
問
題
に
関
す

る
調
査
特
別
委
員
会
」と「
統
合

に
つ
い
て
学
習
し
考
え
る
会
」

と
の
意
見
交
換
会(

11
月
７
日)

を
ふ
ま
え
て
問
う
。

①
平
成
21
年
度
１
校
統
合
を
め

ざ
す
と
い
う
方
針
決
定
後
、
統

合
小
学
校
の
あ
り
か
た
に
つ
い

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
や
要
望

が
あ
る
。
21
年
度
１
校
統
合
が
、

実
現
可
能
な
の
か
。

②
同
時
に
、
「
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
」
（
06
年
８
月
）
は
、
当
初

「
考
え
る
会
」
が
要
望
し
て
い

た
多
人
数
教
育
の
早
期
実
現
と

も
矛
盾
し
て
い
る
。
教
育
委
員

会
の
考
え
は
。

③
「
考
え
る
会
」
は
、
保
護
者

を
代
表
す
る
団
体
で
あ
る
。
教

育
は
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
の

連
携
が
大
切
だ
が
、
１
校
統
合

に
向
け
て
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
は
。

④
平
成
21
年
度
１
校
統
合
に
こ

だ
わ
ら
ず
、
山
の
上
小
学
校
の

現
況
や
成
果
も
ふ
ま
え
て
、
冷

静
な
判
断
を
求
め
る
。

い
じ
め
・
不
登
校 

問
題
の
対
応
は

　
子
ど
も
た
ち
の
教
育
困
難
に

学
校
で
の
「
い
じ
め
」
や
「
不

登
校
」
な
ど
が
あ
り
、
自
殺
者

も
出
る
な
ど
深
刻
だ
。
県
教
育

委
員
会
は
、
『
い
じ
め
は
許
さ

な
い
』
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

発
表
し
て
い
る
が
、
町
内
小
・

中
学
校
の
現
状
と
対
応
は
。

少
子
化
対
策

障
害
者
自
立
支
援
法

①
今
年
度
の
施
政
方
針
の
中
で
、

「
『
子
ど
も
基
金
』
を
設
置
し

て
、
町
ぐ
る
み
で
諸
施
策
を
展

開
で
き
る
方
策
を
検
討
す
る
」

と
あ
る
が
、
実
態
は
ど
う
か
。

②
国
保
の
出
産
・
育
児
一
時
金

（
35
万
円
）
の
受
領
委
任
払
い

制
度
は
、
す
ぐ
に
で
も
実
施
で

き
る
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

　
こ
と
し
４
月
に
施
行
さ
れ
た

障
害
者
自
立
支
援
法
は
、
応
益

負
担
が
高
す
ぎ
る
等
の
怒
り
の

声
が
噴
出
し
て
い
る
。
「
鳥
取

県
自
治
体
代
表
者
会
議
」
は
、

国
に
法
制
度
の
抜
本
的
な
改
正

と
、
07
年
度
予
算
要
求
を
６
項

目
に
わ
た
り
要
望
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
要
望
が
、
実
現
不
能

な
ら
町
独
自
に
で
も
支
援
策
が

求
め
ら
れ
る
が
ど
う
か
。

小規模作業所「一歩」
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福原　實議員

矢
田
町
長

行
政
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
の 

町
営
バ
ス
の
あ
り
方

町政のここが聞きたい

集
落
に
新
た
な 

　
　
　
　
モ
ラ
ル
形
成
を

出
身
者
を
巻
き
込
ん
だ 

　
　
　
　
　
ル
ー
ル
づ
く
り

町
　
長

　
営
業
か
ら
行
政
サ
ー
ビ
ス
と

し
て
の
町
営
バ
ス
運
行
は
、
路

線
運
行
に
こ
だ
わ
る
必
要
が
な

く
な
っ
て
お
り
、
安
全
性
が
確

保
さ
れ
れ
ば
町
民
の
希
望
に
応

え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
医
療
、

福
祉
、
教
育
の
機
会
は
で
き
る

だ
け
公
平
に
近
い
形
で
行
わ
れ

る
の
が
望
ま
し
い
。
新
た
な
運

行
方
策
の
検
討
経
過
と
、
今
後

の
考
え
方
に
つ
い
て
問
う
。

継
続
性
を
失
い
つ
つ
あ
る 

集
落
の
現
状
を
ど
う
と
ら 

え
て
い
る
か

　
く
ず
れ
つ
つ
あ
る
共
存
共
栄

（
助
け
合
い
）
の
原
則
に
つ
い

て（
共
同
作
業
、戸
廻
り
な
ど
）

金
銭
的
負
担
に
よ
り
解
決
で
き

な
い
問
題
点
も
あ
る
。
世
代
毎

に
役
割
分
担
の
必
要
性
が
生
ま

れ
て
い
る
。
（
能
力
に
あ
っ
た

参
画
の
し
か
た
）

　
新
た
な
モ
ラ
ル
形
成
の
必
要

性
に
つ
い
て
（
出
身
者
の
地
域

行
事
へ
の
参
加
や
災
害
対
応
の

手
順
な
ど
）
問
う
。

商
工
会
の
現
状

（
県
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー 

と
し
て
の
取
り
組
み
）

経
済
行
為
を
目
的
と
し
た 

公
有
施
設
の
今
後
の
運
営
管
理

　
指
定
管
理
さ
れ
た
施
設
や
、

第
３
セ
ク
タ
ー
に
よ
っ
て
運
営

さ
れ
て
い
る
施
設
に
対
し
、
今

後
修
繕
費
等
の
積
立
を
義
務
づ

け
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、

考
え
を
問
う
。

町
　
長

　
経
済
行
為
を
目
的
と
し
て
い

る
公
有
施
設
経
営
で
は
、
施
設

修
繕
の
積
立
金
は
利
益
と
し
て

課
税
さ
れ
る
た
め
、
義
務
化
は

困
難
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
相
当

す
る
額
の
利
益
を
生
む
こ
と
が

理
想
で
あ
る
。

町
　
長

　
県
商
工
会
連
合
会
は
、
平
成

19
年
４
月
よ
り
県
下
５
地
域
に

商
工
会
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
を

設
置
し
、
経
営
指
導
員
は
西
部

西
商
工
会
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

に
集
中
化
す
る
。 

　
こ
の
再
編
は
、
県
商
工
会
連

合
会
・
郡
商
工
会
協
議
会
・
町

商
工
会
が
、
組
織
・
財
政
・
職

員
削
減
・
負
担
な
ど
を
検
討
、

協
議
し
、
機
関
決
定
を
経
て
実

行
さ
れ
る
も
の
。

　
町
は
、
従
来
ど
お
り
会
員
内

外
の
意
欲
の
あ
る
事
業
者
に
対

す
る
育
成
・
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
、

連
携
し
て
地
域
振
興
に
つ
な
げ

る
。

　
セ
ン
タ
ー
方
式
に
よ
る
取
り

組
み
が
、
負
担
増
に
よ
っ
て
組

織
の
弱
体
化
が
懸
念
さ
れ
て
い

る
。
地
域
の
中
で
一
翼
を
担
っ

て
い
る
商
工
会
で
あ
る
が
、
自

治
体
と
し
て
何
ら
か
の
形
で
支

え
る
方
策
は
な
い
の
か
。

雪降ろしを待つ…

　
現
在
の
財
政
事
情
及
び
運
行

に
対
す
る
県
の
補
助
制
度
の
動

向
な
ど
か
ら
、
今
後
よ
り
効
率

的
運
営
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。

バ
ス
利
用
が
難
し
い
地
域
の
対

策
と
し
て
、
時
間
的
制
約
の
少

な
い
便
に
つ
い
て
、
地
域
と
一

緒
に
運
行
計
画
が
た
て
ら
れ
よ

う
検
討
す
る
。

　
地
域
の
崩
壊
と
い
う
こ
と
が

危
機
感
と
し
て
あ
る
。
地
域
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
を
中
心
に
、

今
後
は
「
地
域
共
助
」
の
仕
組

み
の
な
か
、
で
き
る
限
り
出
身

者
を
巻
き
込
ん
だ
ル
ー
ル
作
り

が
必
要
と
考
え
る
。
地
域
に
お

い
て
は
災
害
時
等
に
備
え
て
要

援
護
者
の
状
況
や
出
身
者
の
連

絡
先
等
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、

出
身
者
へ
の
地
域
情
報
の
提
供

等
日
常
的
に
連
携
を
深
め
て
お

く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
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日
南
町
営
土
地
改
良
事
業
の
施
行

　
日
南
町
花
口
地
内
の
農
道
、
２
・
３
㎞
の
舗
装

を
行
う
。

 

土
地
改
良
事
業
の
経
費
の
賦
課
基
準
、
徴
収
の
時

期
及
び
方
法

　
日
南
町
花
口
地
内
の
農
道
舗
装
事
業
施
行
に
伴

う
経
費
の
徴
収
時
期
、
方
法
な
ど
に
つ
い
て
決
定
。

 
鳥
取
県
西
部
町
村
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審

査
会
共
同
設
置
規
約
を
変
更
す
る
協
議
に
つ
い
て

　
江
府
町
が
行
っ
て
い
た
審
査
会
の
事
務
を
、｢

幹

事
町
村
」
に
す
る
な
ど
の
改
正
。

  

（
議
員
発
議
）

「
鳥
取
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
議
員
定

数
の
増
員
を
求
め
る
要
望
書
」
提
出

　　
議
員
定
数
を
、
構
成
す
る
各
自
治
体
か
ら
１
名

以
上
選
出
す
る
よ
う
規
約
改
正
を
求
め
、
要
望
書

を
提
出
す
る
。

教
育
民
生
常
任
委
員
会

　
期
日
　
11
月
29
日

▼
学
校
の
現
状
に
つ
い
て

▼
バ
ス
運
用
（
通
学
）
に
つ
い

　
て

住
民
建
設
常
任
委
員
会

　
期
日
　
11
月
30
日

▼
木
竹
加
工
施
設
に
つ
い
て

▼
堆
肥
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

▼
朝
ど
れ
野
菜
出
荷
の
実
績
に

　
つ
い
て

全
員
協
議
会

　
期
日
　
11
月
24
日

▼
ゆ
き
ん
こ
村
施
設
指
定
管
理

　
者
に
つ
い
て

▼
高
規
格
道
路
「
鍵
掛
峠
ル
ー

　
ト
」
の
概
要
に
つ
い
て 

▼
平
成
18
年
７
月
発
生
の
豪
雨

　
被
害
復
旧
状
況
に
つ
い
て 

　
期
日
　
１
月
16
日

▼
新
年
度
主
要
事
業
に
つ
い
て

住
民
建
設
常
任
委
員
会
・
定
住

対
策
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員

会
合
同
委
員
会

　
期
日
　
12
月
18
日

▼
日
南
町
の
農
産
物
の
販
売
と

　
現
状
に
つ
い
て

 

学
校
問
題
に
関
す
る
調
査
特
別

委
員
会

　
期
日
　
11
月
７
日

▼
「
小
学
校
統
合
に
つ
い
て
学

　
習
し
考
え
る
会
」
と
の
意
見

　
交
換
会

　
期
日
　
12
月
21
日

▼
小
学
校
統
合
に
向
け
て
の
取

　
り
組
み
に
つ
い
て

▼
中
学
校
改
築
に
つ
い
て

定
住
対
策
に
関
す
る
調
査
特
別

委
員
会

　
期
日
　
11
月
14
日

▼
人
口
バ
ラ
ン
ス
・
地
域
経
済

　
期
日
　
11
月
28
日

▼
委
員
会
の
ま
と
め
に
つ
い
て

臨
時
議
会

委
員
会
の
う
ご
き

委
員
会
の
う
ご
き

委
員
会
の
う
ご
き

優秀賞を受賞優秀賞を受賞優秀賞を受賞
　
第
14
回
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
（
鳥
取
県
町
村

議
会
議
長
会
主
催
）に
お
い
て
、「
優
秀
賞
」

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
一
層
の
研
修
を
重
ね
、
町
民
の
皆

さ
ん
に
読
ん
で
い
た
だ
け
る
議
会
広
報
を
目

指
し
ま
す
。

自治功労者表彰自治功労者表彰自治功労者表彰

木山議員

　
全
国
町
村
議
会
議
長
会
よ
り
、
町
村
議
会

議
員
と
し
て
15
年
以
上
在
籍
し
、
功
労
が
あ

っ
た
者
と
し
て
、
木
山
博
之
議
員
が
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。

第14回広報コンクール 全国町村議会議長会

１
月
16
日

平成18年２月発行102号
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本会議審 査 意 見提 出 者件 名

鳥取県労働組合総連合

議長　田中　　暁

平成18年12月15日、法案が国会に於
て成立したので、廃案を求める陳情の
意味をなさない。

教育基本法「改正」法案の
廃止を求める意見書の採択
と教育基本法の理念を学校
と社会に生かすことを求める
陳情

不採択

郵政産業労働組合 

中国本部

委員長　溝上　義健

すでに本年10月16日から集配局が廃
止再編されており、現実に対応できな
いものと考える。

日本郵政公社の集配局再
編計画に関する陳情書

趣旨採択

鳥取県労働組合総連合 

議長　田中　　暁

地方交付税の財源補償機能を守ること
は地方自治体として当然の要求である。
郵便事業のこれ以上の廃止再編は、住
民生活に大きな影響が出ることから陳
情の一部を採択とした。

住民の暮らしを守り、公
共サービス拡充を求める
陳情書

一部採択

鳥取の保育を考える会 

会長　石井由加利

次世代育成、少子化対策は、国・自治
体あげて推進すべき重要課題であり、
施設等の充実を図るためには、予算枠
を大幅に改善する事は急務である。

｢保育・学童保育・子育
て支援施策の拡大と予算
の大幅増額｣を求める意
見書提出の陳情書

採　択

鳥取県医療労働組合 

連合会執行委員長 

熊谷　春美

医師や看護師の勤務条件を改善するこ
とにより、医療サービスの安全な提供
や質の向上を図ることは必要であり、
陳情の一部を採択とした。

安心・安全の医療と看護
の実現のため医師・看護
師の増員を求める陳情書

一部採択

｢軍事費を削って、くらし
と福祉・教育の充実を｣
国民大運動鳥取県実
行委員会 
実行委員長　村口徳康

｢軍事費を削って、くらし
と福祉・教育の充実を｣
国民大運動鳥取県実
行委員会 
実行委員長　村口徳康

｢軍事費を削って、くらし
と福祉・教育の充実を｣
国民大運動鳥取県実
行委員会 
実行委員長　村口徳康

｢軍事費を削って、くらし
と福祉・教育の充実を｣
国民大運動鳥取県実
行委員会 
実行委員長　村口徳康

介護保険制度への国庫負担割合を増や
すことは当然であり、陳情の一部を採
択とした。

介護保険制度の改善を求
める国への陳情書 一部採択

住民の負担が増えることは、確実と予
測されるので、軽減を求める陳情の趣
旨は理解できる。

地方税制改正に伴う住民
負担増の軽減についての
陳情

趣旨採択

にちなん議会だより　平成19年２月発行　No.106
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療養病床の整備、充実を図ってきた経
過から、急激な廃止・削減の方向は混
乱を招く。リハビリ医療は患者の病状
に応じた治療の必要性に対応したもの
でなければならないし、診療報酬の改
善も伴って、医療スタッフを充実する
ことは必要である。

安心してかかれる医療保
障の充実を求める陳情書 採　択

平成18年12月15日、法案が国会に於
て成立したので、廃案を求める陳情の
意味はなさない。

教育基本法改正案の廃案
を求める陳情書 不採択

みなさんから提出のあった請願や陳情を所管の常任委員会で審査し、委員長から審査結果の報告 

を受けて12月定例議会の本会議で審議した結果、次のとおり決定しました。

陳情の審査結果陳情の審査結果
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「郵便事業時間外業務継続の要望書」

　郵政公社では、本年10月16日からの郵便集配

局の整理統合に引き続いて、来年３月からは、町

内唯一となっている日南郵便局の郵便事業の時間

外窓口業務を廃止することとされています。

　郵便業務を縮小して中心部へ集約されることに

より、いろいろ役割を果たしていただき、親密で

あった町民生活と郵便局の関係が希薄になります。

また、将来にわたってユニバーサルサービスを継

続するとした国会決議に反するとともに、町民を

不安に陥れるものであります。

　ついては、地域の生活基盤である日南郵便局の

郵便事業の時間外窓口業務及び現行の集配業務を

継続されるよう強く要望します。

にちなん議会だより　平成19年２月発行　No.106
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「森林環境税の創設を求める意見書」

　木材価格の低迷や後継者不足などにより、林業

関係者のみでは森林の保育・管理を行っていくこ

とが極めて困難な状況となり、必要な手入れがさ

れることなく放置される森林が急増している。　

また山村市町村は、過疎化と少子高齢化、危機的

な財政状況から、継続的に森林を守る役割を担う

ことはもはや困難である。

　このような状況において、生命の源である水を

育み、大気を浄化するとともに、災害から国土を

守る国民共有の貴重な財産としての森林を維持、

保全していくためには｢森林・山村を育て、水や

空気を守っていく｣という国民的な認識と森林を

次世代に引き継いでいくという気運を高めていく

事が重要である。

　ついては、森林のもつ公益的機能に対する新税

として｢森林環境税｣を早急に創設し、森林を有す

る山村地域の市町村が森林の維持、育成のための

財源を確保できるようにすることを強く求める。「保育・学童保育・子育て支援施策の拡充と 
予算の大幅増額に関する意見書」

　わが国における少子化はますます深刻になって

おり、子どもや子育てに関わる施策の改善は緊急

課題である。

地域の子育て支援策の中核施設といえる保育所に

対する住民の期待もますます強くなっているが、

公立保育所運営費の一般財源化などにより自治体

は財源負担の増大を強いられている。

いま、少子化対策、次世代育成支援策を推進する

ことが重要な政策課題となっているが、保育の実

施に責任を負う自治体において施策の前進をはか

るためには、国家的な基準（最低基準）の底上げ

と、財政の後押しが必要不可欠である。

よって、政府に対し保育・学童保育・子育て支援

施策と予算の大幅増額を強く要望するものである。

意見書・要望書を提出

「町村税財源の充実確保を求める意見書」

12月議会では、次の意見書を総理大臣ほか、関係大臣などに提出することを決めました。

また「飲酒運転撲滅に関する決議」も行いました。

　地方財政制度の見直しに当たっては、特に下記

事項の実現を図るよう、強く要望する。

　　　　　　　　　記

１．町村の自主財源の強化及び地方交付税の財政

　調整機能・財源保障機能を堅持すると共に、所

　要額を確保し、一般財源を充実確保すること。

２．人口割合に比べて広い面積を有し、国土保全・

　水源涵養・食糧生産・地球温暖化防止等に重要

　な役割を果たしている町村の行政コストを、基

　準財政需要額に的確に反映すること。

３．現在検討されている新型交付税については、

　人口割面積割等配分比率を見直すこと。

４．地方交付税制度を変更する場合は、町村の意

　見を十分ふまえるとともに、町村の行財政運営

　に支障をきたすことのないよう配慮すること。
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「安心してかかれる医療保障の充実を 
求める意見書」

　連続する医療制度「改革」や税制「改革」の影

響で、高齢者の負担の大幅な引き上げやリハビリ

テーション医療の日数制限などにともない、治療

の中断や受診抑制など国民のいのちにかかわる深

刻な事態が起きている。

　政府に対して、下記事項の実現を要望するもの

である。

　　　　　　　　　　　記

１．高齢者が地域で安心して療養できるよう、療

　養病床の大幅な廃止・削減は実施しないこと。

２．リハビリテーション医療の日数制限を撤廃し、

　個々の患者の必要性に応じて、リハビリテーショ

　ン医療を提供できるように条件を改善すること。

３．安全でゆきとどいた医療が保障できるよう、

　診療報酬を改善すること。また、医師、看護師

　など医療従事者の配置を増やすこと。

４．就学前までの医療費無料化制度を国の責任で

　創設すること。

　医療事故をなくし、安全・安心でゆきとどいた

医療・看護を実現するためには、過酷な労働条件

を改善し医療従事者がゆとりと誇りを持って働き

続けられる職場づくりが不可欠である。

　しかし、医療現場の実態はかってなく過酷にな

っており、医師や看護師の不足がふたたび深刻な

問題となっている。

　医師・看護師確保の危機的状況を一刻も早く解

決し、地域住民の医療確保をするため、下記項目

について対策を講じられるよう要望するものであ

る。

　　　　　　　　　　記

１．医師・看護師を大幅に増員すること。

２．夜勤日数を月８日以内に規制するなど、「看

　護職員確保法」等を改正すること。

飲酒運転撲滅に関する決議
　本町における飲酒運転の検挙者が、根絶してお

らず、極めて遺憾な状況である。

　全国に目を向けると、悪質な飲酒運転による交

通事故などが多発しており、飲酒運転の怖さを改

めて痛感させられた。

　このような悲劇を二度と繰り返さないよう、町

民とともに飲酒運転を追放する決意を新たにする

必要がある。

　飲酒運転撲滅のためには、運転者の交通安全意

識の向上はもとより、家庭や職場さらには地域が

一体となって、「飲酒運転は絶対にしない・させ

ない」という強い意志を示すと同時に、交通安全

の普及・啓発等の施策を強化しなければならない。

よって、本議会は、ここに改めて交通安全意識の

徹底を強く呼びかけるとともに、交通事故と飲酒

運転の撲滅を宣言し、決議する。

　平成12年度からスタートした介護保険制度は、

本年で７年目を迎えたが、利用者が増加の一途を

辿り、これに伴い給付費も急速に増大している。

　介護保険制度の安定継続のために、保険者であ

る市町村はもとより、被保険者の負担がこれ以上

加重とならないように、国は責任をもって、財源

措置を図られるように、次の事項の実現を要望す

るものである。

　　　　　　　　　　記

１．介護保険の給付費に占める国庫負担の割合を、

　当面、現行の負担率から30％に引き上げること。

にちなん議会だより　平成19年２月発行　No.106
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「安全・安心の医療と看護の実現のため 
医師・看護師の増員を求める意見書」

「介護保険国庫負担の拡充を求める意見書」

それでもあなたは 
　　　飲みますか
それでもあなたは 
　　　飲みますか
それでもあなたは 
　　　飲みますか
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日
南
町
自
治
協
議
会
　
会
長

丸
山
　
喜
弘 

さ
ん

私もひとこと私もひとこと

編

集

後

記

ち

き
ゅう
にやさし

い

再
生紙利用

古紙配合率100％
再生紙を使用しています

　
自
然
界
に
は
表
と
裏
が
つ
き
も
の
で
、
柿
の
実
な
ど
が
不
作
の

年
を
「
裏
年
」
と
い
う
。

　
ま
た
、
昨
年
の
豪
雪
と
は
裏
腹
に
温
暖
な
冬
が
続
け
ば
、
「
こ

の
裏
が
あ
る
の
で
は
」
と
危
惧
す
る
。

た
だ
し
政
治
の
世
界
に
は
、
表
と
裏
、
光
と
影
が
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
。

　
す
べ
て
の
人
が
輝
く
よ
う
に
―
―
。
表
紙
の
写
真
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
代
　
記 

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
員
長
　
　
惠
比
奈
礼
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
副
委
員
長
　
　
久
代
　
安
敏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
　
員
　
　
平
井
　
正
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
絹
谷
　
眞
幸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
福
田
　
　
稔

　
新
し
い
年
を
迎
え
、
町
自
治
協
議
会
の
立
場
か
ら
一
言
を
と
い
う
事
で

あ
り
ま
し
た
が
、
厳
し
い
政
変
の
中
、
町
政
に
携
わ
れ
る
議
員
の
皆
さ
ま

の
御
苦
労
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
更
に
町
の
発
展
と
町
政
の

進
展
の
た
め
、
ご
健
勝
に
て
ご
尽
瘁
あ
ら
ん
こ
と
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　
行
財
政
改
革
、
地
方
分
権
、
地
方
自
治
等
、
一
連
の
流
れ
の
中
で
小
泉

政
権
の
三
位
一
体
改
革
で
、
私
共
の
住
む
中
山
間
の
過
疎
の
町
で
は
、
地

方
交
付
税
額
は
益
々
削
減
さ
れ
地
方
自
治
の
原
則
に
立
ち
、
更
に
自
立
し

た
町
の
運
営
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
つ
つ
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
財
政
力
の
弱
い
自
治
体
に
と
っ
て
は
非
常
に
厳

し
い
時
代
で
あ
る
事
は
、
ご
存
知
の
通
り
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
、

自
治
体
間
の
格
差
は
更
に
進
み
、
財
政
破
綻
を
起
こ
す
事
に
な
る
の
で
は

と
心
配
で
す
。
更
に
国
で
は
、
財
政
再
建
は
増
税
に
頼
り
す
ぎ
る
と
失
敗
、

社
会
保
障
な
ど
の
削
減
が
有
効
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。 

　
日
南
町
の
よ
う
な
年
金
収
入
、
高
齢
者
等
の
社
会
保
障
で
成
り
立
っ
て

い
る
町
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
。
日
本
で
も
有
名
な
改
革
派
の
知
事
さ

ん
も
不
出
馬
と
か
、
何
故
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
現
状
で
は
地
方
自
治
体
の

首
長
、
議
員
の
存
在
意
義
が
問
わ
れ
て
い
る
最
中
で
も
あ
り
ま
す
。
私
共

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
も
超
高
齢
化
の
進
む
地
区
で
、
自
治
組
織
す
ら
満
足

に
立
ち
上
げ
ら
れ
な
い
中
で
、
地
域
の
実
状
を
踏
ま
え
、
地
域
に
相
応
し

い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
住
民
が
、
少
し
で
も
安
心
し
て
生
活
が
で
き
る
よ
う
、
町

の
将
来
に
つ
い
て
、
議
会
あ
る
い
は
議
員
の
皆
さ
ま
の
ロ
ー
カ
ル
マ
ニ
ュ

フ
ェ
ス
ト
で
も
お
示
し
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

三つ子滝（新屋地内環境林）

日南町の滝めぐり　⑦
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議会広報調査特別委員会では、「私もひとこと」に掲載するみなさまからの声をお待ち 
しています。議会事務局までどしどしお寄せ下さい。

三つ子滝

並
ぶ
岩
　
子
に
た
と
え
し
か
　
三
つ
子
滝
　

　
　
　
　
　
　

音
も
い
つ
し
か
　
歓
声
と
化
す

180

新屋地内環境林新屋地内環境林

新屋バス停新屋バス停
日野川

至  広島至  米子 至  広島至  米子
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日
野
川
源
流
に
ほ
ど
近
く
、
周
囲
は
に
ち
な
ん
環
境
林
で

あ
る
。

　
岩
魚
も
登
れ
な
い
と
、
地
元
で
は
古
く
か
ら
「
魚
切
り
の

滝
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
近
く
に
は
、
た
た
ら
跡
も
あ
り
、

正
土
原
の
地
蔵
が
見
守
っ
て
い
る
。

　
春
の
新
緑
、
秋
の
紅
葉
は
素
晴
ら
し
い
。

　
日
野
上
町
づ
く
り
協
議
会
は
、
当
地
域
の
豊
富
な
資
源
と
八
つ
の
自
治
会
（
集
落
）
の

活
力
を
集
中
し
て
、
心
豊
か
で
元
気
な
理
想
郷
の
実
現
を
め
ざ
し
て
事
業
を
展
開
し
て
お

り
ま
す
。
そ
し
て
、
日
南
町
の
色
々
な
課
題
を
共
有
し
、
日
野
上
地
域
と
し
て
の
役
割
を

念
頭
に
お
き
な
が
ら
、
他
地
域
と
の
連
携
、
地
域
活
動
が
町
づ
く
り
に
つ
な
が
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
事
業
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

○
ふ
る
里
祭
り
に
参
加
（
バ
ザ
ー
の
収
益
金
は
福
祉
事
業
に
充
て
る
）

○
杉
玉
作
り
の
開
催
と
普
及
（
林
業
の
町
を
ア
ピ
ー
ル
）

○
人
権
「
人
づ
く
り
町
づ
く
り
」
定
期
連
携
講
座
（
町
内
に
呼
び
か
け
、
町
ぐ
る
み
で
取
組
む
）

○
桜
、
ス
イ
セ
ン
街
道
の
設
置
と
整
備
（
将
来
は
石
見
の
は
な
み
ず
き
、
ス
イ
セ
ン
ロ
ー

　
ド
と
結
ぶ
）

○
特
産
品
開
発
、
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
設
置
（
町
、
団
体
と
の
連
携
）

　
今
「
町
づ
く
り
、
地
域
起
こ
し
」
一
色
で
、
生
涯
学
習
が
疎
か
に
な
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
よ
く
耳
に
し
ま
す
が
、
前
記
に
掲
げ
た
各
種
町
づ
く
り
事
業
に
参
加
す
る
こ
と

こ
そ
、
貴
重
な
生
涯
学
習
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
積
極
的
に
参
加
し
て
、
自
分
を

磨
き
、
地
域
を
磨
き
、
き
ら
り
と
光
る
人
づ
く
り
町
づ
く
り
を
目
指
せ
ば
、
素
晴
ら
し
い

「
理
想
郷
」
が
実
現
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　
折
角
の
機
会
を
頂
き
ま
し
た
の
で
、
議
会
の
こ
と
に
ふ
れ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
過

般
、
町
の
あ
る
事
業
に
関
心
が
あ
り
、
町
議
会
常
任
委
員
会
を
傍
聴
し
ま
し
た
。
常
任
委

員
会
は
、
町
長
が
提
出
し
た
案
件
に
つ
い
て
、
専
門
的
に
細
か
く
検
討
審
査
さ
れ
ま
す
。

議
会
は
形
式
に
の
っ
と
り
進
行
さ
れ
ま
す
が
、
常
任
委
員
会
は
必
要
に
応
じ
て
担
当
課
長

他
も
参
加
し
て
、
フ
リ
ー
ト
ー
ク
的
に
意
見
交
換
、
議
論
し
な
が
ら
審
査
集
約
さ
れ
ま

す
。
つ
い
て
は
、
事
業
内
容
を
手
に
取
る
よ
う
に
分
か
り
ま
す
し
、
町
民
の
選
出
し
た
議

員
の
考
え
方
、
活
動
の
姿
を
つ
ぶ
さ
に
見
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
有
意
義
な
傍
聴
で
し

た
。
常
任
委
員
会
の
傍
聴
は
、
議
会
傍
聴
同
様
で
、
自
由
に
傍
聴
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
に

お
薦
め
し
ま
す
。

（
日
野
上
町
づ
く
り
協
議
会
　
会
長
）

　
足
羽
　
正
敬
さ
ん
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　世帯数／2,333世帯
　人　口／6,205人
（平成19年4月末現在）

古紙配合率100％
再生紙を使用しています

ち

きゅ
うにやさし

い

　

再生紙利用

議会広報調査特別委員会では、「私もひとこと」に掲載するみなさまからの声をお待ち
しています。議会事務局までどしどしお寄せ下さい。

編

集

後

記

　
改
選
に
よ
り
、
議
会
だ
よ
り
の
編
集
委
員
も
新
し
く
な

り
ま
し
た
。

　
議
会
の
こ
と
を
分
か
り
や
す
く
親
し
み
の
持
て
る
紙
面

づ
く
り
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
意

見
や
ご
感
想
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
員
長
　
　
久
代
　
安
敏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
副
委
員
長
　
　
古
都
　
久
志

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
　
員
　
　
福
田
　
　
稔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
坪
倉
　
勝
幸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
長
岡
つ
る
子

正土原の魚切り
うお きしょうどばら

にちなん議会だより　平成19年5月発行　No.107

12名の新しい議員
町民の声を町政に反映します

（5月 8日・議場にて）

日南町の鳥：山鳥
う
お
き

至米子にちなん環境林

至広島

多里小学校
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日南町役場

管理棟

正土原

新屋
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日
野
川
源
流
に
ほ
ど
近
く
、
周
囲
は
に
ち
な
ん
環
境
林
で

あ
る
。

　
岩
魚
も
登
れ
な
い
と
、
地
元
で
は
古
く
か
ら
「
魚
切
り
の

滝
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
近
く
に
は
、
た
た
ら
跡
も
あ
り
、

正
土
原
の
地
蔵
が
見
守
っ
て
い
る
。

　
春
の
新
緑
、
秋
の
紅
葉
は
素
晴
ら
し
い
。

　
日
野
上
町
づ
く
り
協
議
会
は
、
当
地
域
の
豊
富
な
資
源
と
八
つ
の
自
治
会
（
集
落
）
の

活
力
を
集
中
し
て
、
心
豊
か
で
元
気
な
理
想
郷
の
実
現
を
め
ざ
し
て
事
業
を
展
開
し
て
お

り
ま
す
。
そ
し
て
、
日
南
町
の
色
々
な
課
題
を
共
有
し
、
日
野
上
地
域
と
し
て
の
役
割
を

念
頭
に
お
き
な
が
ら
、
他
地
域
と
の
連
携
、
地
域
活
動
が
町
づ
く
り
に
つ
な
が
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
事
業
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

○
ふ
る
里
祭
り
に
参
加
（
バ
ザ
ー
の
収
益
金
は
福
祉
事
業
に
充
て
る
）

○
杉
玉
作
り
の
開
催
と
普
及
（
林
業
の
町
を
ア
ピ
ー
ル
）

○
人
権
「
人
づ
く
り
町
づ
く
り
」
定
期
連
携
講
座
（
町
内
に
呼
び
か
け
、
町
ぐ
る
み
で
取
組
む
）

○
桜
、
ス
イ
セ
ン
街
道
の
設
置
と
整
備
（
将
来
は
石
見
の
は
な
み
ず
き
、
ス
イ
セ
ン
ロ
ー

　
ド
と
結
ぶ
）

○
特
産
品
開
発
、
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
設
置
（
町
、
団
体
と
の
連
携
）

　
今
「
町
づ
く
り
、
地
域
起
こ
し
」
一
色
で
、
生
涯
学
習
が
疎
か
に
な
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
よ
く
耳
に
し
ま
す
が
、
前
記
に
掲
げ
た
各
種
町
づ
く
り
事
業
に
参
加
す
る
こ
と

こ
そ
、
貴
重
な
生
涯
学
習
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
積
極
的
に
参
加
し
て
、
自
分
を

磨
き
、
地
域
を
磨
き
、
き
ら
り
と
光
る
人
づ
く
り
町
づ
く
り
を
目
指
せ
ば
、
素
晴
ら
し
い

「
理
想
郷
」
が
実
現
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　
折
角
の
機
会
を
頂
き
ま
し
た
の
で
、
議
会
の
こ
と
に
ふ
れ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
過

般
、
町
の
あ
る
事
業
に
関
心
が
あ
り
、
町
議
会
常
任
委
員
会
を
傍
聴
し
ま
し
た
。
常
任
委

員
会
は
、
町
長
が
提
出
し
た
案
件
に
つ
い
て
、
専
門
的
に
細
か
く
検
討
審
査
さ
れ
ま
す
。

議
会
は
形
式
に
の
っ
と
り
進
行
さ
れ
ま
す
が
、
常
任
委
員
会
は
必
要
に
応
じ
て
担
当
課
長

他
も
参
加
し
て
、
フ
リ
ー
ト
ー
ク
的
に
意
見
交
換
、
議
論
し
な
が
ら
審
査
集
約
さ
れ
ま

す
。
つ
い
て
は
、
事
業
内
容
を
手
に
取
る
よ
う
に
分
か
り
ま
す
し
、
町
民
の
選
出
し
た
議

員
の
考
え
方
、
活
動
の
姿
を
つ
ぶ
さ
に
見
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
有
意
義
な
傍
聴
で
し

た
。
常
任
委
員
会
の
傍
聴
は
、
議
会
傍
聴
同
様
で
、
自
由
に
傍
聴
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
に

お
薦
め
し
ま
す
。

（
日
野
上
町
づ
く
り
協
議
会
　
会
長
）

　
足
羽
　
正
敬
さ
ん
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　世帯数／2,333世帯
　人　口／6,205人
（平成19年4月末現在）

古紙配合率100％
再生紙を使用しています

ち

きゅ
うにやさし

い

　

再生紙利用

議会広報調査特別委員会では、「私もひとこと」に掲載するみなさまからの声をお待ち
しています。議会事務局までどしどしお寄せ下さい。

編

集

後

記

　
改
選
に
よ
り
、
議
会
だ
よ
り
の
編
集
委
員
も
新
し
く
な

り
ま
し
た
。

　
議
会
の
こ
と
を
分
か
り
や
す
く
親
し
み
の
持
て
る
紙
面

づ
く
り
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
意

見
や
ご
感
想
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
員
長
　
　
久
代
　
安
敏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
副
委
員
長
　
　
古
都
　
久
志

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
　
員
　
　
福
田
　
　
稔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
坪
倉
　
勝
幸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
長
岡
つ
る
子

正土原の魚切り
うお きしょうどばら

にちなん議会だより　平成19年5月発行　No.107

12名の新しい議員
町民の声を町政に反映します

（5月 8日・議場にて）

日南町の鳥：山鳥
う
お
き

至米子にちなん環境林

至広島

多里小学校

183
日南町役場

管理棟

正土原

新屋
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選
挙
後
の
初
議
会
（
臨
時
会
）
が
５
月
８
日
に
招

集
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
最
初
に
、
議
長
・
副
議
長
の
選
挙
が
行
わ
れ
、

第
17
代
の
議
長
に
は
福
原
實
議
員
が
、
副
議
長
に
、

長
岡
つ
る
子
議
員
が
初
め
て
の
女
性
議
員
と
し
て
当

選
さ
れ
ま
し
た
。

　
つ
づ
い
て
、
２
つ
の
常
任
委
員
会
と
議
会
運
営
委

員
会
の
委
員
の
選
任
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
、
執
行
部
提
出
議
案
の
審
議
を
行
い
、

条
例
の
一
部
改
正
や
人
事
案
件
な
ど
、
全
議
案
を
い

ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

▼
専
決
処
分
（
日
南
町
税
条
例

の
一
部
改
正
）
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

町
民
税

　
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
よ

り
、
日
南
町
税
条
例
の
一
部
も

改
正
。

▼
日
南
町
木
竹
加
工
施
設
の
指

　
定
管
理
者
の
指
定

指
定
管
理
者
　

有
限
会
社
　
ミ
ズ
ホ

代
表
取
締
役
　
大
柄
　
瑞
穂

▼
人
事
案
件

教
育
委
員

立
脇
　
兌
昶
（
上
石
見
）
新
任

西
村
由
利
子
（
福
万
来
）
新
任

固
定
資
産
評
価
員
委
員

田
邊
　
正
史
（
三
　
栄
）
再
任

田
邊
　
暢
克
（
福
　
塚
）
新
任

農
業
委
員
の
選
任
（
議
会
選
出
）

平
田
　
広
志
（
花
　
口
）
再
任

▼
議
会
運
営
委
員
会

　
委
員
長
福
田
　
　
稔

　
副
委
員
長
平
井
　
正
之

　
委
　
　
員
小
竹
　
　
等

　
委
　
　
員
三
上
　
惇
二

　
委
　
　
員
長
岡
つ
る
子

▼
総
務
教
育
常
任
委
員
会

　
委
員
長
三
上
　
惇
二

　
副
委
員
長
惠
比
奈
礼
子

　
委
　
　
員
古
都
　
久
志

　
委
　
　
員
福
田
　
　
稔

　
委
　
　
員
坪
倉
　
勝
幸

　
委
　
　
員
福
原
　
　
實

▼
経
済
福
祉
常
任
委
員
会

　
委
員
長
小
竹
　
　
等

　
副
委
員
長
奥
迫
　
廣
人

　
委
　
　
員
平
井
　
正
之

　
委
　
　
員
久
代
　
安
敏

　
委
　
　
員
村
上
　
正
広

　
委
　
　
員
長
岡
つ
る
子

▼
広
報
調
査
特
別
委
員
会

　
委
員
長
久
代
　
安
敏

　
副
委
員
長
古
都
　
久
志

　
委
　
　
員
福
田
　
　
稔

　
委
　
　
員
坪
倉
　
勝
幸

　
委
　
　
員
長
岡
つ
る
子

▼
鳥
取
県
西
部
広
域
管
理
行
政

　
組
合

　
議
　
　
員
福
原
　
　
實

▼
日
野
町
江
府
町
日
南
町
衛
生

　
施
設
組
合

　
議
　
　
員
古
都
　
久
志

　
議
　
　
員
惠
比
奈
礼
子

　
議
　
　
員
奥
迫
　
廣
人

▼
議
員
選
任
監
査
委
員

　
監
査
委
員
奥
迫
　
廣
人

　
こ
の
度
の
日
南
町
議
会
議
員
選
挙
に
お
い
て
、
12
名
の
議

員
が
当
選
さ
れ
、
去
る
５
月
８
日
に
行
わ
れ
た
臨
時
議
会
に

お
い
て
、
非
才
な
が
ら
議
長
の
席
に
就
か
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
と
共
に
、
単
町
自
立
を
選
択
し
、

国
の
三
位
一
体
改
革
に
伴
っ
た
行
財
政
改
革
は
、
中
山
間
地

域
に
あ
る
日
南
町
に
も
大
き
な
影
を
落
と
し
て
い
ま
す
。

　
人
口
減
少
と
改
革
の
一
貫
と
し
て
、
日
南
町
議
会
自
ら
議

員
定
数
の
削
減
を
決
定
し
、
行
わ
れ
た
選
挙
は
い
つ
に
な
く

厳
し
い
も
の
で
し
た
。
有
権
者
の
皆
さ
ま
の
期
待
を
背
に
、

発
言
や
行
動
に
責
任
を
持
ち
、
信
頼
を
得
る
日
南
町
議
会
あ

る
い
は
議
員
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
町
民
の
代
表
者
と
し
て
の
自
覚
の
も
と
、
行
政
の
検
証
は

も
と
よ
り
、
実
践
の
中
か
ら
論
理
構
築
と
共
に
改
革
立
案
、

提
言
の
領
域
へ
と
踏
み
込
ん
で
、
町
民
の
目
線
に
立
っ
て
、

共
に
額
に
汗
し
な
が
ら
議
論
を
深
め
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。
継
続
的
な
地
域
社
会
の
構
築
を
目
指
し
、
議
員
各
位
の

思
い
を
尊
重
し
つ
つ
、
議
会
運
営
に
努
め
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

臨
時
会
の
議
案

議
会
の
構
成

傍　聴　席

執　　行　　部

執　　行　　部

執　　行　　部

執　　行　　部

第
３
回
臨
時
会

初
議
会

議長 局長

⑥ ⑤

④⑨

③⑩

②⑪

①⑫

⑧ ⑦

答弁席

久代安敏議員坪倉勝幸議員

惠比奈礼子議員

平井正之議員

小竹　等議員

福田　稔議員

三上惇二議員

村上正広議員

奥迫廣人議員

長岡つる子議員

古都久志議員福原　實議員

福原　實議長

質問席
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選
挙
後
の
初
議
会
（
臨
時
会
）
が
５
月
８
日
に
招

集
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
最
初
に
、
議
長
・
副
議
長
の
選
挙
が
行
わ
れ
、

第
17
代
の
議
長
に
は
福
原
實
議
員
が
、
副
議
長
に
、

長
岡
つ
る
子
議
員
が
初
め
て
の
女
性
議
員
と
し
て
当

選
さ
れ
ま
し
た
。

　
つ
づ
い
て
、
２
つ
の
常
任
委
員
会
と
議
会
運
営
委

員
会
の
委
員
の
選
任
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
、
執
行
部
提
出
議
案
の
審
議
を
行
い
、

条
例
の
一
部
改
正
や
人
事
案
件
な
ど
、
全
議
案
を
い

ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

▼
専
決
処
分
（
日
南
町
税
条
例

の
一
部
改
正
）
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

町
民
税

　
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
よ

り
、
日
南
町
税
条
例
の
一
部
も

改
正
。

▼
日
南
町
木
竹
加
工
施
設
の
指

　
定
管
理
者
の
指
定

指
定
管
理
者
　

有
限
会
社
　
ミ
ズ
ホ

代
表
取
締
役
　
大
柄
　
瑞
穂

▼
人
事
案
件

教
育
委
員

立
脇
　
兌
昶
（
上
石
見
）
新
任

西
村
由
利
子
（
福
万
来
）
新
任

固
定
資
産
評
価
員
委
員

田
邊
　
正
史
（
三
　
栄
）
再
任

田
邊
　
暢
克
（
福
　
塚
）
新
任

農
業
委
員
の
選
任
（
議
会
選
出
）

平
田
　
広
志
（
花
　
口
）
再
任

▼
議
会
運
営
委
員
会

　
委
員
長
福
田
　
　
稔

　
副
委
員
長
平
井
　
正
之

　
委
　
　
員
小
竹
　
　
等

　
委
　
　
員
三
上
　
惇
二

　
委
　
　
員
長
岡
つ
る
子

▼
総
務
教
育
常
任
委
員
会

　
委
員
長
三
上
　
惇
二

　
副
委
員
長
惠
比
奈
礼
子

　
委
　
　
員
古
都
　
久
志

　
委
　
　
員
福
田
　
　
稔

　
委
　
　
員
坪
倉
　
勝
幸

　
委
　
　
員
福
原
　
　
實

▼
経
済
福
祉
常
任
委
員
会

　
委
員
長
小
竹
　
　
等

　
副
委
員
長
奥
迫
　
廣
人

　
委
　
　
員
平
井
　
正
之

　
委
　
　
員
久
代
　
安
敏

　
委
　
　
員
村
上
　
正
広

　
委
　
　
員
長
岡
つ
る
子

▼
広
報
調
査
特
別
委
員
会

　
委
員
長
久
代
　
安
敏

　
副
委
員
長
古
都
　
久
志

　
委
　
　
員
福
田
　
　
稔

　
委
　
　
員
坪
倉
　
勝
幸

　
委
　
　
員
長
岡
つ
る
子

▼
鳥
取
県
西
部
広
域
管
理
行
政

　
組
合

　
議
　
　
員
福
原
　
　
實

▼
日
野
町
江
府
町
日
南
町
衛
生

　
施
設
組
合

　
議
　
　
員
古
都
　
久
志

　
議
　
　
員
惠
比
奈
礼
子

　
議
　
　
員
奥
迫
　
廣
人

▼
議
員
選
任
監
査
委
員

　
監
査
委
員
奥
迫
　
廣
人

　
こ
の
度
の
日
南
町
議
会
議
員
選
挙
に
お
い
て
、
12
名
の
議

員
が
当
選
さ
れ
、
去
る
５
月
８
日
に
行
わ
れ
た
臨
時
議
会
に

お
い
て
、
非
才
な
が
ら
議
長
の
席
に
就
か
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
と
共
に
、
単
町
自
立
を
選
択
し
、

国
の
三
位
一
体
改
革
に
伴
っ
た
行
財
政
改
革
は
、
中
山
間
地

域
に
あ
る
日
南
町
に
も
大
き
な
影
を
落
と
し
て
い
ま
す
。

　
人
口
減
少
と
改
革
の
一
貫
と
し
て
、
日
南
町
議
会
自
ら
議

員
定
数
の
削
減
を
決
定
し
、
行
わ
れ
た
選
挙
は
い
つ
に
な
く

厳
し
い
も
の
で
し
た
。
有
権
者
の
皆
さ
ま
の
期
待
を
背
に
、

発
言
や
行
動
に
責
任
を
持
ち
、
信
頼
を
得
る
日
南
町
議
会
あ

る
い
は
議
員
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
町
民
の
代
表
者
と
し
て
の
自
覚
の
も
と
、
行
政
の
検
証
は

も
と
よ
り
、
実
践
の
中
か
ら
論
理
構
築
と
共
に
改
革
立
案
、

提
言
の
領
域
へ
と
踏
み
込
ん
で
、
町
民
の
目
線
に
立
っ
て
、

共
に
額
に
汗
し
な
が
ら
議
論
を
深
め
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。
継
続
的
な
地
域
社
会
の
構
築
を
目
指
し
、
議
員
各
位
の

思
い
を
尊
重
し
つ
つ
、
議
会
運
営
に
努
め
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

臨
時
会
の
議
案

議
会
の
構
成

傍　聴　席

執　　行　　部

執　　行　　部

執　　行　　部

執　　行　　部

第
３
回
臨
時
会

初
議
会

議長 局長

⑥ ⑤

④⑨

③⑩

②⑪

①⑫

⑧ ⑦

答弁席

久代安敏議員坪倉勝幸議員

惠比奈礼子議員

平井正之議員

小竹　等議員

福田　稔議員

三上惇二議員

村上正広議員

奥迫廣人議員

長岡つる子議員

古都久志議員福原　實議員

福原　實議長

質問席
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第 2回定例会第 2回定例会
3月 6日～ 3月 20日

日
南
町
議
会
会
議
規
則
の
一

部
改
正

　
自
治
法
の
改
正
に
よ
る
も
の

と
、
会
議
の
開
始
を
「
号
鈴
」

と
し
て
い
た
も
の
を
、
「
庁
内

放
送
」
な
ど
に
改
め
た
。

日
南
町
議
会
委
員
会
条
例
の

一
部
改
正

　
議
員
定
数
が
12
名
に
な
る
こ

と
か
ら
、
常
任
委
員
会
を
次
ぎ

の
よ
う
に
改
め
た
。

総
務
教
育
常
任
委
員
会
（
６
人
）

経
済
福
祉
常
任
委
員
会
（
６
人
）

日
南
町
議
会
傍
聴
規
則
の
一

部
改
正

　
議
会
を
傍
聴
す
る
際
の
手
続

き
、
守
る
べ
き
事
項
に
つ
い
て

改
正
し
た
。

日
南
町
課
設
置
条
例
の
全
部

改
正

　
改
正
に
よ
り
、
総
務
課
・
企

画
課
・
住
民
課
・
福
祉
保
健
課
・

農
林
課
・
建
設
課
を
置
く
こ
と

と
し
た
。

日
南
町
手
数
料
条
例
の
一
部

改
正

　
住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
手
数

料
、
１
世
帯
１
件
↓
１
人
１
件

日
南
町
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

　
扶
養
手
当
支
給
額
の
改
正

配
偶
者

　
１
万
３
千
円
↓
１
万
２
千
円

３
人
目
以
降
の
子
等

　
　
　
　
　
５
千
円
↓
６
千
円

日
南
町
国
民
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正

　
世
帯
負
担
限
度
額
の
引
き
上

げ
　
　
　
　
53
万
円
↓
56
万
円

日
南
町
手
数
料
条
例
の
一
部

改
正

　
住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
手
数

料
、
１
世
帯
１
件
↓
１
人
１
件

日
南
町
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清

掃
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
資
源
ゴ
ミ
の
う
ち
、
ビ
ン
・

カ
ン
・
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
・
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
の
有
料
化
。

　
新
年
度
の
予
算
は
、
少
額
で

も
住
民
福
祉
や
健
康
対
策
に
欠

か
せ
な
い
も
の
、
後
期
高
齢
者

医
療
や
障
害
者
自
立
支
援
な
ど

の
新
制
度
移
行
に
伴
う
経
費
、

そ
し
て
産
業
基
盤
や
地
域
経
済

活
性
化
の
た
め
必
要
と
す
る
事

業
に
は
、
補
助
金
や
地
方
債
等

の
財
源
を
あ
て
て
予
算
が
組
ま

れ
て
お
り
、
前
年
度
に
比
較
す

る
と
、
大
き
な
増
と
な
っ
た
。

こ
の
う
ち
一
般
会
計
の
総
額
は
、

64
億
３
千
万
円
（
前
年
度
48
億

５
千
万
円
）
、
新
た
な
事
業
の

主
な
も
の
は
、
次
の
と
お
り
。

介
護
保
険
事
業
（
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
建
設
ほ
か
）

　
　
　
２
億
９
、
１
４
１
万
円

農
用
地
総
合
整
備
事
業
（
花
口

農
道
整
備
ほ
か
）
　

　
　
　
　
　
４
、
８
６
６
万
円

林
道
新
設
改
良
　

　
　
　
　
　
８
、
０
７
３
万
円

木
材
団
地
整
備
事
業
　

　
　
　
８
億
３
、
３
８
６
万
円

企
業
支
援
対
策
（
木
材
団
地
建

物
整
備
）
　

　
　
　
６
億
１
、
６
７
４
万
円

道
路
維
持
管
理
・
新
設
改
良
　

　
　
　
１
億
４
、
５
２
２
万
円

中
学
校
施
設
改
良
　

　
　
　
２
億
１
、
２
４
８
万
円

　
３
月
定
例
会
（
３
月
６
日
〜
３
月
20
日
）
、
初

日
の
町
長
の
施
政
方
針
で
は
、
「
創
造
工
夫
の
精

神
で
日
南
町
独
自
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
全

力
で
取
り
組
む
」
と
表
明
後
、
19
年
度
予
算
・
各

施
策
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
提
案
の
あ
っ
た
議

案
は
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
に
は
、
７
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
執

行
部
の
所
信
を
問
い
ま
し
た
。

１
、
日
南
ブ
ラ
ン
ド
化
促
進

　
事
業

　
所
得
向
上
対
策
と
し
て
、
特

別
栽
培
米
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
直
接

販
売
体
制
の
構
築
を
計
画
さ
れ

て
い
る
が
、
実
質
的
な
農
家
所

得
の
向
上
に
つ
な
が
る
よ
う
に

行
政
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と

り
、
農
家
・
農
協
と
十
分
な
協

議
、
連
携
の
も
と
に
進
め
ら
れ

た
い
。

　
ま
た
、
農
産
物
を
は
じ
め
地

元
産
品
の
高
付
加
価
値
化
や
日

南
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
に
向
け
て

取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。

　２
、
企
業
支
援
対
策
事
業
・

　
木
材
団
地
整
備
事
業

　
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
林
業

の
振
興
と
雇
用
拡
大
を
図
る
た

め
に
、
過
疎
債
６
億
１
、
５
９

０
万
円
を
使
い
木
材
加
工
の
工

場
棟
の
建
築
を
し
、
「
株
式
会

社
オ
ロ
チ
」
に
賃
貸
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
が
、
賃
貸
料
、

賃
貸
期
間
及
び
修
繕
・
管
理
契

約
内
容
等
に
つ
い
て
は
、
十
分

に
精
査
さ
れ
た
い
。

　
町
の
将
来
と
日
野
川
流
域
を

含
む
県
境
周
辺
市
町
村
全
体
の

林
業
活
性
化
の
た
め
の
支
出
で

あ
る
が
、
厳
し
い
財
政
状
況
で

あ
り
、
事
業
の
実
施
に
あ
た
っ

て
は
十
分
な
情
報
公
開
の
も
と

で
進
め
ら
れ
た
い
。

３
、
塵
芥
処
理
事
業

　
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合
と

の
関
連
が
あ
り
、
単
町
で
方
針

を
決
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
と

思
わ
れ
る
が
、
日
南
町
の
清
掃

セ
ン
タ
ー
は
地
元
と
の
覚
書
に

よ
り
使
用
期
間
が
平
成
23
年
度

ま
で
で
あ
り
、
西
部
広
域
行
政

管
理
組
合
の
方
針
の
早
期
決
定

を
促
す
と
と
も
に
、
そ
の
行
方

を
勘
案
し
な
が
ら
早
急
に
方
針

を
決
定
す
べ
き
で
あ
る
。

４
、
し
尿
、
浄
化
槽
汚
泥
処

　
理
事
業

　
日
野
町
江
府
町
日
南
町
衛
生

施
設
組
合
の
施
設
は
、
老
朽
化

し
て
お
り
、
平
成
19
年
度
中
に

今
後
の
方
針
が
決
定
さ
れ
る
よ

う
で
あ
る
。
そ
の
行
方
を
勘
案

し
な
が
ら
、
生
ご
み
と
あ
わ
せ

た
処
理
方
法
を
考
え
る
な
ど
、

早
急
に
方
針
を
決
定
す
べ
き
で

あ
る
。

５
、
堆
肥
セ
ン
タ
ー

　
根
本
的
な
施
設
改
良
（
ブ
ロ

ア
ー
の
設
置
）
に
必
要
な
予
算

が
計
上
さ
れ
て
お
り
、
平
成
19

年
度
中
に
は
良
質
な
堆
肥
の
生

産
体
制
が
整
う
。
最
大
限
の
効

果
が
上
が
る
よ
う
に
強
力
な
指

導
を
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
今
後

は
指
定
管
理
者
や
酪
農
家
と
十

分
に
協
議
を
し
な
が
ら
管
理
委

託
料
を
減
ら
し
て
い
く
べ
き
で

あ
る
。

６
、
農
業
振
興

　
農
業
の
一
層
の
振
興
を
図
る

た
め
に
、
建
設
農
林
課
の
農
林

業
業
務
を
重
点
的
に
担
当
す
る

農
林
課
を
設
置
さ
れ
る
が
、
農

家
と
の
連
携
を
重
視
し
な
が
ら
、

日
南
町
の
特
産
物
が
育
つ
よ
う

な
農
業
振
興
策
を
強
力
に
推
し

進
め
ら
れ
た
い
。

７
、
文
化
セ
ン
タ
ー
の
管
理

　
運
営
（
野
外
ス
テ
ー
ジ
）

　
指
定
管
理
下
で
あ
る
が
、
近

年
、
利
用
が
み
ら
れ
な
い
。
用

途
変
更
も
視
野
に
入
れ
て
有
効

利
用
さ
れ
る
よ
う
検
討
さ
れ
た

い
。

　
国
の
行
財
政
改
革
、
い
わ
ゆ

る
「
三
位
一
体
」
改
革
に
よ
り

年
々
厳
し
い
財
政
運
営
を
迫
ら

れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
未

来
の
日
南
町
を
担
う
子
供
達
の

た
め
の
「
こ
ど
も
活
き
活
き
ゆ

め
対
策
」
、
日
南
福
祉
会
が
運

営
す
る
「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
」

新
設
の
支
援
、
森
林
資
源
を
活

用
す
る
「
株
式
会
社
オ
ロ
チ
」

の
創
業
支
援
、
日
南
病
院
が
病

気
の
早
期
発
見
を
目
指
し
て
導

入
す
る
「
デ
ジ
タ
ル
X
線
テ
レ

ビ
」
等
、
積
極
的
な
予
算
編
成

で
あ
る
。

　
一
般
会
計
は
、
昨
年
よ
り
15

億
８
、
７
０
０
万
円
増
の
64
億

３
、
２
０
０
万
円
で
あ
り
、
前

年
度
対
比
32
・
８
％
増
で
あ
る
。

特
別
会
計
、
病
院
事
業
会
計
を

合
わ
せ
た
総
予
算
額
は
、
１
２

７
億
４
、
４
０
０
万
円
と
な

り
、
16
億
８
、
８
０
０
万
円
の

増
で
前
年
度
対
比
17
・
６
％
増

の
大
型
予
算
と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
の
内
歳
入
で
は
、
大
型
事

業
計
画
の
た
め
財
政
調
整
基
金

２
億
円
の
取
り
崩
し
、
町
債
（
過

疎
債
）
９
億
５
、
５
０
０
万
円

の
借
り
入
れ
等
を
し
て
「
日
南

町
独
自
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
め

ざ
し
て
い
る
。

　
厳
し
い
財
政
事
情
の
中
で
あ

る
が
、
町
民
に
理
解
と
協
力
を

求
め
、
有
効
に
財
源
を
活
用
し

て
取
り
組
ま
れ
た
い
。
よ
り
一

層
の
知
恵
と
工
夫
に
よ
り
特
色

の
あ
る
町
づ
く
り
が
展
開
さ
れ

る
事
を
の
ぞ
み
、
平
成
19
年
度

予
算
審
査
意
見
と
す
る
。

む
す
び

三町衛生施設組合「清化園」

～対前年度比16億9千万円の増～

平成 19年度当初予算総額

条
例
関
係

当
初
予
算

議
員
発
議

　
３
月
定
例
会
で
、
予
算
審
査
特
別
委
員
会
（
委
員
長

　
小
竹
　
等
）
が
設
置
さ
れ
、
付
託
さ
れ
た
各
会
計
の

新
年
度
予
算
の
審
査
を
慎
重
に
行
っ
た
。

　
そ
の
結
果
、
平
成
19
年
度
各
会
計
の
予
算
９
議
案
は
、

次
に
述
べ
る
意
見
を
付
し
て
原
案
を
可
決
す
べ
き
で
あ

る
と
決
定
し
た
。

4
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第 2回定例会第 2回定例会
3月 6日～ 3月 20日

日
南
町
議
会
会
議
規
則
の
一

部
改
正

　
自
治
法
の
改
正
に
よ
る
も
の

と
、
会
議
の
開
始
を
「
号
鈴
」

と
し
て
い
た
も
の
を
、
「
庁
内

放
送
」
な
ど
に
改
め
た
。

日
南
町
議
会
委
員
会
条
例
の

一
部
改
正

　
議
員
定
数
が
12
名
に
な
る
こ

と
か
ら
、
常
任
委
員
会
を
次
ぎ

の
よ
う
に
改
め
た
。

総
務
教
育
常
任
委
員
会
（
６
人
）

経
済
福
祉
常
任
委
員
会
（
６
人
）

日
南
町
議
会
傍
聴
規
則
の
一

部
改
正

　
議
会
を
傍
聴
す
る
際
の
手
続

き
、
守
る
べ
き
事
項
に
つ
い
て

改
正
し
た
。

日
南
町
課
設
置
条
例
の
全
部

改
正

　
改
正
に
よ
り
、
総
務
課
・
企

画
課
・
住
民
課
・
福
祉
保
健
課
・

農
林
課
・
建
設
課
を
置
く
こ
と

と
し
た
。

日
南
町
手
数
料
条
例
の
一
部

改
正

　
住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
手
数

料
、
１
世
帯
１
件
↓
１
人
１
件

日
南
町
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

　
扶
養
手
当
支
給
額
の
改
正

配
偶
者

　
１
万
３
千
円
↓
１
万
２
千
円

３
人
目
以
降
の
子
等

　
　
　
　
　
５
千
円
↓
６
千
円

日
南
町
国
民
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正

　
世
帯
負
担
限
度
額
の
引
き
上

げ
　
　
　
　
53
万
円
↓
56
万
円

日
南
町
手
数
料
条
例
の
一
部

改
正

　
住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
手
数

料
、
１
世
帯
１
件
↓
１
人
１
件

日
南
町
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清

掃
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
資
源
ゴ
ミ
の
う
ち
、
ビ
ン
・

カ
ン
・
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
・
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
の
有
料
化
。

　
新
年
度
の
予
算
は
、
少
額
で

も
住
民
福
祉
や
健
康
対
策
に
欠

か
せ
な
い
も
の
、
後
期
高
齢
者

医
療
や
障
害
者
自
立
支
援
な
ど

の
新
制
度
移
行
に
伴
う
経
費
、

そ
し
て
産
業
基
盤
や
地
域
経
済

活
性
化
の
た
め
必
要
と
す
る
事

業
に
は
、
補
助
金
や
地
方
債
等

の
財
源
を
あ
て
て
予
算
が
組
ま

れ
て
お
り
、
前
年
度
に
比
較
す

る
と
、
大
き
な
増
と
な
っ
た
。

こ
の
う
ち
一
般
会
計
の
総
額
は
、

64
億
３
千
万
円
（
前
年
度
48
億

５
千
万
円
）
、
新
た
な
事
業
の

主
な
も
の
は
、
次
の
と
お
り
。

介
護
保
険
事
業
（
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
建
設
ほ
か
）

　
　
　
２
億
９
、
１
４
１
万
円

農
用
地
総
合
整
備
事
業
（
花
口

農
道
整
備
ほ
か
）
　

　
　
　
　
　
４
、
８
６
６
万
円

林
道
新
設
改
良
　

　
　
　
　
　
８
、
０
７
３
万
円

木
材
団
地
整
備
事
業
　

　
　
　
８
億
３
、
３
８
６
万
円

企
業
支
援
対
策
（
木
材
団
地
建

物
整
備
）
　

　
　
　
６
億
１
、
６
７
４
万
円

道
路
維
持
管
理
・
新
設
改
良
　

　
　
　
１
億
４
、
５
２
２
万
円

中
学
校
施
設
改
良
　

　
　
　
２
億
１
、
２
４
８
万
円

　
３
月
定
例
会
（
３
月
６
日
〜
３
月
20
日
）
、
初

日
の
町
長
の
施
政
方
針
で
は
、
「
創
造
工
夫
の
精

神
で
日
南
町
独
自
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
全

力
で
取
り
組
む
」
と
表
明
後
、
19
年
度
予
算
・
各

施
策
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
提
案
の
あ
っ
た
議

案
は
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
に
は
、
７
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
執

行
部
の
所
信
を
問
い
ま
し
た
。

１
、
日
南
ブ
ラ
ン
ド
化
促
進

　
事
業

　
所
得
向
上
対
策
と
し
て
、
特

別
栽
培
米
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
直
接

販
売
体
制
の
構
築
を
計
画
さ
れ

て
い
る
が
、
実
質
的
な
農
家
所

得
の
向
上
に
つ
な
が
る
よ
う
に

行
政
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と

り
、
農
家
・
農
協
と
十
分
な
協

議
、
連
携
の
も
と
に
進
め
ら
れ

た
い
。

　
ま
た
、
農
産
物
を
は
じ
め
地

元
産
品
の
高
付
加
価
値
化
や
日

南
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
に
向
け
て

取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。

　２
、
企
業
支
援
対
策
事
業
・

　
木
材
団
地
整
備
事
業

　
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
林
業

の
振
興
と
雇
用
拡
大
を
図
る
た

め
に
、
過
疎
債
６
億
１
、
５
９

０
万
円
を
使
い
木
材
加
工
の
工

場
棟
の
建
築
を
し
、
「
株
式
会

社
オ
ロ
チ
」
に
賃
貸
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
が
、
賃
貸
料
、

賃
貸
期
間
及
び
修
繕
・
管
理
契

約
内
容
等
に
つ
い
て
は
、
十
分

に
精
査
さ
れ
た
い
。

　
町
の
将
来
と
日
野
川
流
域
を

含
む
県
境
周
辺
市
町
村
全
体
の

林
業
活
性
化
の
た
め
の
支
出
で

あ
る
が
、
厳
し
い
財
政
状
況
で

あ
り
、
事
業
の
実
施
に
あ
た
っ

て
は
十
分
な
情
報
公
開
の
も
と

で
進
め
ら
れ
た
い
。

３
、
塵
芥
処
理
事
業

　
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合
と

の
関
連
が
あ
り
、
単
町
で
方
針

を
決
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
と

思
わ
れ
る
が
、
日
南
町
の
清
掃

セ
ン
タ
ー
は
地
元
と
の
覚
書
に

よ
り
使
用
期
間
が
平
成
23
年
度

ま
で
で
あ
り
、
西
部
広
域
行
政

管
理
組
合
の
方
針
の
早
期
決
定

を
促
す
と
と
も
に
、
そ
の
行
方

を
勘
案
し
な
が
ら
早
急
に
方
針

を
決
定
す
べ
き
で
あ
る
。

４
、
し
尿
、
浄
化
槽
汚
泥
処

　
理
事
業

　
日
野
町
江
府
町
日
南
町
衛
生

施
設
組
合
の
施
設
は
、
老
朽
化

し
て
お
り
、
平
成
19
年
度
中
に

今
後
の
方
針
が
決
定
さ
れ
る
よ

う
で
あ
る
。
そ
の
行
方
を
勘
案

し
な
が
ら
、
生
ご
み
と
あ
わ
せ

た
処
理
方
法
を
考
え
る
な
ど
、

早
急
に
方
針
を
決
定
す
べ
き
で

あ
る
。

５
、
堆
肥
セ
ン
タ
ー

　
根
本
的
な
施
設
改
良
（
ブ
ロ

ア
ー
の
設
置
）
に
必
要
な
予
算

が
計
上
さ
れ
て
お
り
、
平
成
19

年
度
中
に
は
良
質
な
堆
肥
の
生

産
体
制
が
整
う
。
最
大
限
の
効

果
が
上
が
る
よ
う
に
強
力
な
指

導
を
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
今
後

は
指
定
管
理
者
や
酪
農
家
と
十

分
に
協
議
を
し
な
が
ら
管
理
委

託
料
を
減
ら
し
て
い
く
べ
き
で

あ
る
。

６
、
農
業
振
興

　
農
業
の
一
層
の
振
興
を
図
る

た
め
に
、
建
設
農
林
課
の
農
林

業
業
務
を
重
点
的
に
担
当
す
る

農
林
課
を
設
置
さ
れ
る
が
、
農

家
と
の
連
携
を
重
視
し
な
が
ら
、

日
南
町
の
特
産
物
が
育
つ
よ
う

な
農
業
振
興
策
を
強
力
に
推
し

進
め
ら
れ
た
い
。

７
、
文
化
セ
ン
タ
ー
の
管
理

　
運
営
（
野
外
ス
テ
ー
ジ
）

　
指
定
管
理
下
で
あ
る
が
、
近

年
、
利
用
が
み
ら
れ
な
い
。
用

途
変
更
も
視
野
に
入
れ
て
有
効

利
用
さ
れ
る
よ
う
検
討
さ
れ
た

い
。

　
国
の
行
財
政
改
革
、
い
わ
ゆ

る
「
三
位
一
体
」
改
革
に
よ
り

年
々
厳
し
い
財
政
運
営
を
迫
ら

れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
未

来
の
日
南
町
を
担
う
子
供
達
の

た
め
の
「
こ
ど
も
活
き
活
き
ゆ

め
対
策
」
、
日
南
福
祉
会
が
運

営
す
る
「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
」

新
設
の
支
援
、
森
林
資
源
を
活

用
す
る
「
株
式
会
社
オ
ロ
チ
」

の
創
業
支
援
、
日
南
病
院
が
病

気
の
早
期
発
見
を
目
指
し
て
導

入
す
る
「
デ
ジ
タ
ル
X
線
テ
レ

ビ
」
等
、
積
極
的
な
予
算
編
成

で
あ
る
。

　
一
般
会
計
は
、
昨
年
よ
り
15

億
８
、
７
０
０
万
円
増
の
64
億

３
、
２
０
０
万
円
で
あ
り
、
前

年
度
対
比
32
・
８
％
増
で
あ
る
。

特
別
会
計
、
病
院
事
業
会
計
を

合
わ
せ
た
総
予
算
額
は
、
１
２

７
億
４
、
４
０
０
万
円
と
な

り
、
16
億
８
、
８
０
０
万
円
の

増
で
前
年
度
対
比
17
・
６
％
増

の
大
型
予
算
と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
の
内
歳
入
で
は
、
大
型
事

業
計
画
の
た
め
財
政
調
整
基
金

２
億
円
の
取
り
崩
し
、
町
債
（
過

疎
債
）
９
億
５
、
５
０
０
万
円

の
借
り
入
れ
等
を
し
て
「
日
南

町
独
自
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
め

ざ
し
て
い
る
。

　
厳
し
い
財
政
事
情
の
中
で
あ

る
が
、
町
民
に
理
解
と
協
力
を

求
め
、
有
効
に
財
源
を
活
用
し

て
取
り
組
ま
れ
た
い
。
よ
り
一

層
の
知
恵
と
工
夫
に
よ
り
特
色

の
あ
る
町
づ
く
り
が
展
開
さ
れ

る
事
を
の
ぞ
み
、
平
成
19
年
度

予
算
審
査
意
見
と
す
る
。

む
す
び

三町衛生施設組合「清化園」

～対前年度比16億9千万円の増～

平成 19年度当初予算総額

条
例
関
係

当
初
予
算

議
員
発
議

　
３
月
定
例
会
で
、
予
算
審
査
特
別
委
員
会
（
委
員
長

　
小
竹
　
等
）
が
設
置
さ
れ
、
付
託
さ
れ
た
各
会
計
の

新
年
度
予
算
の
審
査
を
慎
重
に
行
っ
た
。

　
そ
の
結
果
、
平
成
19
年
度
各
会
計
の
予
算
９
議
案
は
、

次
に
述
べ
る
意
見
を
付
し
て
原
案
を
可
決
す
べ
き
で
あ

る
と
決
定
し
た
。

4
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①
今
後
の
あ
る
べ
き
姿
と
政
策

に
つ
い
て
、
具
体
的
に
わ
か
り

や
す
く
説
明
を
。

②
大
学
と
の
連
帯
と
連
携
は
、

い
つ
ま
で
継
続
で
き
る
の
か
。

③
住
民
に
こ
れ
か
ら
様
々
な
活

動
や
技
術
の
協
力
や
理
解
を
ど

の
よ
う
に
求
め
て
い
か
れ
る
の

か
。

④
こ
の
連
帯
連
携
に
お
け
る
お

互
い
が
利
を
求
め
合
う
と
し
て
、

ど
ん
な
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ

ト
が
日
南
町
に
う
ま
れ
る
の
か
。

⑤
地
域
の
連
携
と
取
組
に
携
わ

る
経
費
は
、
年
間
ど
れ
く
ら
い

か
。

①
②
大
学
側
に
提
示
し
た
20
数

項
目
の
検
討
課
題
を
分
類
し
進

め
て
い
る
。
大
学
と
の
協
定
は
、

一
方
か
ら
中
止
の
申
し
出
が
な

い
限
り
、
自
動
継
続
す
る
規
定
。

③
廃
校
校
舎
を
拠
点
施
設
と
し

て
地
域
住
民
と
の
交
流
も
深
め

な
が
ら
連
携
事
業
が
展
開
さ
れ

て
い
る
。

　
今
後
エ
リ
ア
が
拡
大
さ
れ
る

毎
に
住
民
の
皆
さ
ん
に
説
明
し

な
が
ら
、
連
携
協
力
を
拡
大
し

て
い
く
こ
と
に
な
る
。

④
町
に
は
、
地
域
の
医
療
、
福

祉
、
産
業
、
文
化
等
多
方
面
で

課
題
解
決
の
環
境
が
整
う
。
大

学
は
、
地
域
貢
献
と
中
山
間
地

に
お
け
る
農
林
業
振
興
や
地
域

活
性
化
策
の
研
究
が
可
能
。
ま

た
、
学
生
に
対
す
る
フ
ィ
ー
ル

ド
教
育
の
意
義
を
大
学
側
は
大

き
な
メ
リ
ッ
ト
と
捉
え
て
い
る
。

⑤
各
々
が
補
助
事
業
等
を
活
用

し
進
め
て
お
り
、
基
本
的
に
経

費
の
か
か
ら
な
い
方
法
で
進
め

て
い
る
。

①
新
型
交
付
税
に
な
り
、
財
政

の
硬
直
化
で
苦
し
い
状
況
の
な

か
、
研
究
・
調
査
な
ど
予
算
が

思
う
よ
う
に
使
え
る
の
か
。

②
率
直
に
、
住
民
が
安
心
・
安

全
で
豊
か
な
生
活
が
成
り
立
つ

日
が
来
る
の
か
。

③
後
継
者
不
足
や
若
手
の
人
材

そ
し
て
県
内
外
の
ま
す
ま
す
広

が
る
生
活
格
差
を
無
く
す
た
め

に
、
住
民
は
何
を
し
た
ら
い
い

の
か
。

①
鳥
大
や
島
大
を
活
用
し
な
が

ら
職
員
の
資
質
向
上
に
経
費
が

極
力
か
か
ら
な
い
方
法
で
、
引

き
続
き
進
め
て
い
く
。

②
こ
れ
ま
で
充
実
さ
せ
て
き
た

医
療
・
福
祉
・
保
健
の
連
携
も

更
に
深
め
る
と
共
に
、
地
域
の

自
立
と
協
動
に
よ
る
住
民
参
画

を
進
め
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
と

言
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
た
い
。
　

③
産
業
振
興
・
就
業
の
確
保
が

最
重
要
課
題
。
（
株
）
オ
ロ
チ

の
早
期
経
営
安
定
と
農
産
物
の

ブ
ラ
ン
ド
化
に
よ
る
有
利
販
売

を
積
極
的
に
推
進
し
、
（
社
）

日
南
福
祉
会
に
よ
る
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
建
設
等
、
こ
れ
ら
人
材

育
成
・
雇
用
創
出
等
は
、
官
民

上
げ
総
力
で
取
り
組
む
課
題
。

「
町
民
み
ん
な
で
ま
ち
を
つ
く

ろ
う
」
と
い
う
ひ
と
り
一
人
の

積
極
的
な
気
持
ち
が
大
切
。

①
町
長
の
18
年
度
施
政
方
針
に

よ
る
と
、
民
間
と
一
緒
に
な
っ

て
「
基
金
募
集
」
を
行
い
、
み

ん
な
で
少
子
化
対
策
の
諸
施
策

を
検
討
し
た
い
と
あ
る
が
、
創

設
に
向
け
て
基
金
募
集
を
行
う

の
か
。

②
基
金
の
規
模
は
ど
の
程
度
に

想
定
し
て
い
る
の
か
。

①
民
間
等
と
一
緒
に
な
っ
て
基

金
募
集
を
行
い
基
金
創
設
す
る

考
え
方
と
し
、
日
南
町
社
会
福

祉
協
議
会
の
協
力
に
よ
り
、
ま

ず
は
町
が
基
本
財
産
と
し
て
出

捐
し
て
い
る
額
を
も
っ
て
、
こ

ど
も
ゆ
め
基
金
を
創
設
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
っ
た
。

②
町
か
ら
の
出
捐
金
の
提
供
を

受
け
、
当
初
１
億
円
の
積
み
立

て
を
予
定
し
て
い
る
。

　
19
年
度
予
算
要
求
段
階
で
行

革
へ
の
反
映
と
し
て
、
地
域
子

育
て
支
援
、
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
等
の
事
業
を
、
社
会
福
祉
協

議
会
へ
委
託
す
る
こ
と
が
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
上
が
っ
て
い
る
が
、

事
業
内
容
は
そ
の
ま
ま
継
続
さ

れ
る
の
か
。

　
今
後
少
子
化
対
策
は
、
連
携

し
て
の
取
り
組
み
が
必
要
で
あ

り
、
一
部
の
事
業
を
社
会
福
祉

協
議
会
が
取
り
組
む
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
れ
は
行
財
政
改
革
の

視
点
と
と
も
に
町
民
あ
げ
て
の

取
り
組
み
が
必
要
と
の
視
点
か

ら
で
あ
る
。

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
事

業
、
カ
ン
ガ
ル
ー
ク
ラ
ブ
活
動

支
援
、
地
域
子
育
て
支
援
拠
点

事
業
、
妊
婦
健
診
費
助
成
拡
充

事
業
に
つ
い
て
、
運
営
主
体
を

社
会
福
祉
協
議
会
と
し
て
事
業

委
託
す
る
。
委
託
す
る
事
業
内

容
は
継
続
性
が
あ
る
も
の
と
な

っ
て
い
る
。
　
　

①
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染

症
や
中
毒
が
各
地
で
発
生
し
て

い
る
が
、
病
院
、
学
校
、
給
食

施
設
等
の
対
策
状
況
は
。

②
各
施
設
と
保
健
所
、
町
担
当

課
等
と
の
防
止
に
む
け
て
の
連

携
状
況
は
。

③
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

①
感
染
性
胃
腸
炎
集
団
発
生
施

設
で
の
感
染
拡
大
防
止
対
策
及

び
日
野
保
健
所
の
指
導
助
言
を

受
け
、
感
染
症
予
防
の
広
報
及

び
衛
生
管
理
協
議
を
行
い
、
感

染
拡
大
防
止
と
感
染
予
防
に
努

め
て
き
た
。

②
こ
の
度
の
感
染
性
胃
腸
炎
の

集
団
発
生
を
教
訓
と
し
、
日
野

保
健
所
の
指
導
及
び
日
南
病
院

と
の
連
携
に
よ
り
、
研
修
等
を

通
じ
感
染
症
予
防
及
び
食
中
毒

予
防
対
策
に
努
め
て
い
き
た
い
。

③
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
作
成
さ

れ
、
関
係
機
関
で
の
シ
ュ
ミ
レ

ー
シ
ョ
ン
、
図
上
訓
練
も
実
施

し
た
。
又
、
感
染
防
止
策
と
し

て
、
施
設
周
辺
の
消
石
灰
散
布

も
実
施
し
た
。

　　
（
２
月
）

５
日
　
広
報
調
査
特
別
委
員
会

６
日
　
西
部
町
村
議
会
議
長
会

　
　
　
総
会

８
日
　
定
住
対
策
に
関
す
る
調

　
　
　
査
特
別
委
員
会

13
日
　
行
財
政
改
革
に
関
す
る

　
　
　
調
査
特
別
委
員
会

〃
　
学
校
問
題
に
関
す
る
調

　
　
　
査
特
別
委
員
会

15
日
　
総
務
常
任
委
員
会

21
日
　
鳥
取
県
町
村
議
会
議
長

　
　
　
会
定
期
総
会

22
日
　
日
野
町
江
府
町
日
南
町

　
　
　
衛
生
施
設
組
合
議
会

26
日
　
議
会
運
営
委
員
会

27
日
　
西
部
町
村
議
会
議
長
会

　
　
　
連
絡
会

28
日
　
西
部
広
域
管
理
行
政
組

　
　
　
合
ゴ
ミ
問
題
特
別
委
員

　
　
　
会

　
（
３
月
）

６
日
　
３
月
定
例
会
（
本
会
議
）

７
日
　
３
月
定
例
会
（
本
会
議
）

９
日
　
西
部
広
域
行
政
管
理
組

　
　
　
合
議
会

20
日
３
月
定
例
会
（
本
会
議
）

　
（
４
月
）

25
日
　
西
部
町
村
議
会
事
務
局

　
　
　
職
員
研
修
　
　
　
　
　

　
（
５
月
）

１
日
　
全
員
協
議
会

８
日
　
第
３
回
臨
時
議
会

16
日
　
広
報
調
査
特
別
委
員
会

22
日
　
町
村
議
会
議
長
・
副
議

　
～
　
長
研
修
（
東
京
）

23
日
　

　
今
後
の
予
定

　
（
５
月
）

29
日
　
西
部
町
村
議
会
議
長
会

　
　
　
連
絡
会

31
日
　
町
村
議
会
新
議
員
研
修

　
（
６
月
）

5
日
　
議
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運
営
委
員
会

６
日
　
西
部
町
村
議
会
議
長
・

　
　
　
副
議
長
・
局
長
研
修

８
日
　
日
野
町
江
府
町
日
南
町

　
　
　
衛
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施
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議
会
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６
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定
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会

25
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県
町
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会
議
長

　
　
　
会
定
期
総
会

日野上小学校わくわくハウス

町政のここが聞きたい 町政のここが聞きたい

松本信夫議員
生
活
格
差
を
な
く
す
に
は

　
　
住
民
は
何
を
す
れ
ば
い
い
の
か

産
業
振
興・就
業
の
確
保
に
向
け

　
　
　
官
民
総
力
で
取
り
組
む

奥迫広人議員
「
こ
ど
も
ゆ
め
基
金
」の
規
模
は

当
初
、１
億
円
の
積
立
を

　
　
　
　
　
　
予
定
し
て
い
る

鳥
取
大
学
と
の

連
携

問問

矢
田
町
長

答答

町
長

答答

町
長

答答

町
長

答答

矢
田
町
長
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「
こ
ど
も
ゆ
め
基
金
」

の
創
設

問問
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の
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託
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ウ
イ
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に
よ
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感
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将
来
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①
今
後
の
あ
る
べ
き
姿
と
政
策

に
つ
い
て
、
具
体
的
に
わ
か
り

や
す
く
説
明
を
。

②
大
学
と
の
連
帯
と
連
携
は
、

い
つ
ま
で
継
続
で
き
る
の
か
。

③
住
民
に
こ
れ
か
ら
様
々
な
活

動
や
技
術
の
協
力
や
理
解
を
ど

の
よ
う
に
求
め
て
い
か
れ
る
の

か
。

④
こ
の
連
帯
連
携
に
お
け
る
お

互
い
が
利
を
求
め
合
う
と
し
て
、

ど
ん
な
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ

ト
が
日
南
町
に
う
ま
れ
る
の
か
。

⑤
地
域
の
連
携
と
取
組
に
携
わ

る
経
費
は
、
年
間
ど
れ
く
ら
い

か
。

①
②
大
学
側
に
提
示
し
た
20
数

項
目
の
検
討
課
題
を
分
類
し
進

め
て
い
る
。
大
学
と
の
協
定
は
、

一
方
か
ら
中
止
の
申
し
出
が
な

い
限
り
、
自
動
継
続
す
る
規
定
。

③
廃
校
校
舎
を
拠
点
施
設
と
し

て
地
域
住
民
と
の
交
流
も
深
め

な
が
ら
連
携
事
業
が
展
開
さ
れ

て
い
る
。

　
今
後
エ
リ
ア
が
拡
大
さ
れ
る

毎
に
住
民
の
皆
さ
ん
に
説
明
し

な
が
ら
、
連
携
協
力
を
拡
大
し

て
い
く
こ
と
に
な
る
。

④
町
に
は
、
地
域
の
医
療
、
福

祉
、
産
業
、
文
化
等
多
方
面
で

課
題
解
決
の
環
境
が
整
う
。
大

学
は
、
地
域
貢
献
と
中
山
間
地

に
お
け
る
農
林
業
振
興
や
地
域

活
性
化
策
の
研
究
が
可
能
。
ま

た
、
学
生
に
対
す
る
フ
ィ
ー
ル

ド
教
育
の
意
義
を
大
学
側
は
大

き
な
メ
リ
ッ
ト
と
捉
え
て
い
る
。

⑤
各
々
が
補
助
事
業
等
を
活
用

し
進
め
て
お
り
、
基
本
的
に
経

費
の
か
か
ら
な
い
方
法
で
進
め

て
い
る
。

①
新
型
交
付
税
に
な
り
、
財
政

の
硬
直
化
で
苦
し
い
状
況
の
な

か
、
研
究
・
調
査
な
ど
予
算
が

思
う
よ
う
に
使
え
る
の
か
。

②
率
直
に
、
住
民
が
安
心
・
安

全
で
豊
か
な
生
活
が
成
り
立
つ

日
が
来
る
の
か
。

③
後
継
者
不
足
や
若
手
の
人
材

そ
し
て
県
内
外
の
ま
す
ま
す
広

が
る
生
活
格
差
を
無
く
す
た
め

に
、
住
民
は
何
を
し
た
ら
い
い

の
か
。

①
鳥
大
や
島
大
を
活
用
し
な
が

ら
職
員
の
資
質
向
上
に
経
費
が

極
力
か
か
ら
な
い
方
法
で
、
引

き
続
き
進
め
て
い
く
。

②
こ
れ
ま
で
充
実
さ
せ
て
き
た

医
療
・
福
祉
・
保
健
の
連
携
も

更
に
深
め
る
と
共
に
、
地
域
の

自
立
と
協
動
に
よ
る
住
民
参
画

を
進
め
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
と

言
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
た
い
。
　

③
産
業
振
興
・
就
業
の
確
保
が

最
重
要
課
題
。
（
株
）
オ
ロ
チ

の
早
期
経
営
安
定
と
農
産
物
の

ブ
ラ
ン
ド
化
に
よ
る
有
利
販
売

を
積
極
的
に
推
進
し
、
（
社
）

日
南
福
祉
会
に
よ
る
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
建
設
等
、
こ
れ
ら
人
材

育
成
・
雇
用
創
出
等
は
、
官
民

上
げ
総
力
で
取
り
組
む
課
題
。

「
町
民
み
ん
な
で
ま
ち
を
つ
く

ろ
う
」
と
い
う
ひ
と
り
一
人
の

積
極
的
な
気
持
ち
が
大
切
。

①
町
長
の
18
年
度
施
政
方
針
に

よ
る
と
、
民
間
と
一
緒
に
な
っ

て
「
基
金
募
集
」
を
行
い
、
み

ん
な
で
少
子
化
対
策
の
諸
施
策

を
検
討
し
た
い
と
あ
る
が
、
創

設
に
向
け
て
基
金
募
集
を
行
う

の
か
。

②
基
金
の
規
模
は
ど
の
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度
に

想
定
し
て
い
る
の
か
。

①
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間
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一
緒
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な
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て
基
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を
行
い
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金
創
設
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る
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し
、
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町
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福

祉
協
議
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協
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に
よ
り
、
ま

ず
は
町
が
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本
財
産
と
し
て
出

捐
し
て
い
る
額
を
も
っ
て
、
こ

ど
も
ゆ
め
基
金
を
創
設
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
っ
た
。

②
町
か
ら
の
出
捐
金
の
提
供
を

受
け
、
当
初
１
億
円
の
積
み
立

て
を
予
定
し
て
い
る
。

　
19
年
度
予
算
要
求
段
階
で
行

革
へ
の
反
映
と
し
て
、
地
域
子

育
て
支
援
、
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
等
の
事
業
を
、
社
会
福
祉
協

議
会
へ
委
託
す
る
こ
と
が
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
上
が
っ
て
い
る
が
、

事
業
内
容
は
そ
の
ま
ま
継
続
さ

れ
る
の
か
。

　
今
後
少
子
化
対
策
は
、
連
携

し
て
の
取
り
組
み
が
必
要
で
あ

り
、
一
部
の
事
業
を
社
会
福
祉

協
議
会
が
取
り
組
む
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
れ
は
行
財
政
改
革
の

視
点
と
と
も
に
町
民
あ
げ
て
の

取
り
組
み
が
必
要
と
の
視
点
か

ら
で
あ
る
。

　
放
課
後
児
童
ク
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ブ
運
営
事

業
、
カ
ン
ガ
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ー
ク
ラ
ブ
活
動

支
援
、
地
域
子
育
て
支
援
拠
点

事
業
、
妊
婦
健
診
費
助
成
拡
充

事
業
に
つ
い
て
、
運
営
主
体
を

社
会
福
祉
協
議
会
と
し
て
事
業

委
託
す
る
。
委
託
す
る
事
業
内

容
は
継
続
性
が
あ
る
も
の
と
な
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て
い
る
。
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ノ
ロ
ウ
イ
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ス
に
よ
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感
染
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中
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各
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、
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担
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課
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と
の
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止
に
む
け
て
の
連

携
状
況
は
。

③
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
は

ど
の
よ
う
に
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て
い
る
の
か
。
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集
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発
生
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拡
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及

び
日
野
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所
の
指
導
助
言
を

受
け
、
感
染
症
予
防
の
広
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及

び
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協
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を
行
い
、
感
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拡
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防
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と
感
染
予
防
に
努

め
て
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た
。

②
こ
の
度
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感
染
性
胃
腸
炎
の

集
団
発
生
を
教
訓
と
し
、
日
野

保
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所
の
指
導
及
び
日
南
病
院

と
の
連
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に
よ
り
、
研
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等
を

通
じ
感
染
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及
び
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中
毒

予
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対
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③
対
応
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ル
が
作
成
さ

れ
、
関
係
機
関
で
の
シ
ュ
ミ
レ

ー
シ
ョ
ン
、
図
上
訓
練
も
実
施

し
た
。
又
、
感
染
防
止
策
と
し

て
、
施
設
周
辺
の
消
石
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実
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た
。
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改
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取
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野
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部
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西
部
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問
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３
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日
　
３
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定
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（
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会
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３
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９
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３
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会
（
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会
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（
４
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日
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部
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会
事
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５
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日
　
全
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協
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会
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日
　
第
３
回
臨
時
議
会

16
日
　
広
報
調
査
特
別
委
員
会

22
日
　
町
村
議
会
議
長
・
副
議

　
～
　
長
研
修
（
東
京
）

23
日
　

　
今
後
の
予
定

　
（
５
月
）

29
日
　
西
部
町
村
議
会
議
長
会

　
　
　
連
絡
会

31
日
　
町
村
議
会
新
議
員
研
修

　
（
６
月
）

5
日
　
議
会
運
営
委
員
会

６
日
　
西
部
町
村
議
会
議
長
・

　
　
　
副
議
長
・
局
長
研
修

８
日
　
日
野
町
江
府
町
日
南
町

　
　
　
衛
生
施
設
組
合
議
会

12
日
　
６
月
定
例
会

25
日
　
鳥
取
県
町
村
議
会
議
長

　
　
　
会
定
期
総
会

日野上小学校わくわくハウス

町政のここが聞きたい 町政のここが聞きたい

松本信夫議員
生
活
格
差
を
な
く
す
に
は

　
　
住
民
は
何
を
す
れ
ば
い
い
の
か

産
業
振
興・就
業
の
確
保
に
向
け

　
　
　
官
民
総
力
で
取
り
組
む

奥迫広人議員
「
こ
ど
も
ゆ
め
基
金
」の
規
模
は

当
初
、１
億
円
の
積
立
を

　
　
　
　
　
　
予
定
し
て
い
る

鳥
取
大
学
と
の

連
携

問問

矢
田
町
長

答答

町
長

答答

町
長

答答

町
長

答答

矢
田
町
長

答答
「
こ
ど
も
ゆ
め
基
金
」

の
創
設

問問

社
会
福
祉
協
議
会
へ
の

委
託

問問

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

感
染
症
対
策

問問
日
南
町
の
将
来

問問

─　　 ─135
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①
「
ゆ
と
り
教
育
」
は
、
子
ど

も
達
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
学
び
、

自
ら
考
え
る
力
な
ど
生
き
る
力

を
育
む
ね
ら
い
か
ら
、
平
成
14

年
度
か
ら
導
入
さ
れ
、
同
時
に

完
全
週
５
日
制
も
実
施
さ
れ
た
。

町
内
の
学
校
で
も
総
合
学
習
と

し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
。
僅
か

４
年
の
間
で
、
こ
の
「
ゆ
と
り

教
育
」
は
失
敗
で
あ
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
、
全
国
的
に
大
き

な
波
紋
が
起
き
て
い
る
。

見
直
し
の
柱
は
、
学
力
低
下
に

よ
る
授
業
時
間
数
の
10
％
増
と

あ
り
、
学
習
指
導
要
領
の
改
正

が
検
討
さ
れ
る
な
か
で
、
先
生

た
ち
の
努
力
も
む
な
し
く
消
え
、

学
校
現
場
に
も
大
き
な
混
乱
が

生
じ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。

見
直
し
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る

「
ゆ
と
り
教
育
」
に
つ
い
て
、

教
育
長
の
考
え
は
。

②
学
校
週
５
日
制
が
実
施
さ
れ

た
と
き
、
学
習
時
間
数
の
短
縮

に
よ
り
、
学
力
低
下
が
懸
念
さ

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
さ

れ
た
が
、
日
南
町
の
児
童
生
徒

の
学
力
の
低
下
は
生
じ
な
か
っ

た
の
か
。
学
力
は
も
と
よ
り
、

学
び
、
考
え
、
生
き
る
力
が
育

ま
れ
た
の
か
。

①
情
報
化
・
国
際
化
・
価
値
観

の
多
様
化
・
高
齢
化
な
ど
様
々

な
面
で
大
き
く
変
貌
す
る
社
会

を
生
き
る
た
め
に
一
人
一
人
が
、

自
ら
の
生
き
方
を
持
ち
、
個
性

や
創
造
性
を
発
揮
し
て
生
き
て

行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

の
中
で
、
教
育
を
め
ぐ
る
課
題

と
し
て
、
学
校
教
育
が
と
も
す

れ
ば
知
識
の
伝
達
に
偏
り
が
ち

で
画
一
的
、
硬
直
的
で
あ
り
、

家
庭
や
地
域
と
の
連
携
の
と
れ

た
教
育
力
も
減
退
し
て
い
る
と

の
課
題
分
析
か
ら
こ
の
様
な
大

き
な
教
育
改
革
が
施
行
さ
れ
た
。

　
21
世
紀
を
担
う
子
供
た
ち
が

「
基
礎
・
基
本
を
確
実
に
身
に

つ
け
、
自
ら
学
び
自
ら
考
え
る

力
な
ど
の
「
生
き
る
力
」
を
育

ん
で
行
く
た
め
の
課
題
的
な
部

分
を
見
直
し
、
よ
り
充
実
し
て

い
く
方
向
で
あ
る
と
捉
え
る
。

②
基
礎
学
力
調
査
に
お
け
る
「
知

的
」
部
分
は
、
全
体
的
に
は
「
概

ね
良
好
」
の
状
況
に
あ
る
と
判

断
す
る
。
意
欲
関
心
、
学
習
の

重
要
性
等
率
的
に
は
高
い
位
置

に
あ
る
。

①
学
校
給
食
は
、
民
間
会
社
が

直
接
調
理
に
携
わ
っ
て
い
る
が
、

教
育
委
員
会
と
会
社
の
関
わ
り

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
運
営

の
流
れ
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

②
日
南
町
の
給
食
費
の
未
納
は

な
い
の
か
。
あ
る
と
す
れ
ば
、

ど
の
よ
う
な
理
由
で
支
払
わ
れ

な
い
の
か
。
徴
収
の
方
法
は
、

ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
る
の
か
。

③
１
月
に
鳥
取
市
の
学
校
給
食

で
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
が
原
因
の
食

中
毒
が
発
生
し
た
。
小
・
中
学

校
児
童
生
徒
、
教
職
員
、
家
族

を
含
め
１
、
２
０
０
人
近
い
人

に
感
染
し
て
い
る
。
日
南
町
の

給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
調
理
・
施

設
共
に
衛
生
面
で
は
万
全
を
期

し
て
い
る
と
思
う
が
、
子
ど
も

達
に
安
全
・
安
心
な
食
事
を
さ

せ
る
た
め
に
、
こ
の
度
の
食
中

毒
発
生
を
う
け
て
、
ど
の
よ
う

な
指
導
を
さ
れ
た
の
か
。

①
調
理
・
配
送
・
回
収
業
務
を

株
式
会
社
メ
フ
ォ
ス
に
委
託
し
、

献
立
と
調
理
指
示
及
び
食
材
の

仕
入
れ
は
学
校
栄
養
職
員
が
全

て
行
っ
て
い
る
。

②
５
月
か
ら
10
ヶ
月
間
で
定
額

を
日
南
町
学
校
給
食
会
が
全
て

口
座
振
替
に
よ
っ
て
徴
収
し
、

年
度
の
実
績
精
算
（
返
戻
・
追

徴
）
を
行
う
。
未
納
者
は
な
い
。

③
感
染
性
胃
腸
炎
、
特
に
「
ノ

ロ
ウ
ィ
ル
ス
」
に
つ
い
て
は
、

安
全
・
安
心
な
給
食
の
面
か
ら

特
に
万
全
な
対
策
を
講
じ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
給
食
に
関
わ

る
職
員
或
い
は
納
入
業
者
を
含

め
、
衛
生
管
理
の
徹
底
と
共
通

理
解
、
意
識
高
揚
に
つ
い
て
指

導
し
た
。

①
男
女
共
同
参
画
社
会
と
言
わ

れ
な
が
ら
も
、
女
性
活
動
団
体

が
衰
退
す
る
な
ど
、
女
性
の
社

会
参
加
が
後
退
し
て
い
る
よ
う

に
も
思
え
る
。
そ
の
原
因
は
、

何
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

を
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。

②
人
口
の
半
数
以
上
は
女
性
。

こ
の
課
題
を
ど
う
考
え
、
今
後

の
取
り
組
み
は
。

①
近
年
解
散
の
団
体
は
あ
る
が
、

女
性
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
へ
の
参

画
の
現
状
か
ら
、
女
性
活
動
が

衰
退
・
後
退
し
た
と
は
考
え
て

い
な
い
。

②
今
後
地
域
を
維
持
す
る
に
は
、

男
女
問
わ
ず
対
等
に
、
お
互
い

を
認
め
合
い
、
支
え
合
っ
て
行

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
女
性

自
ら
の
積
極
的
な
参
画
・
活
動

に
よ
り
、
ま
ち
全
体
の
活
性
化

の
取
り
組
み
と
し
て
行
政
も
支

援
す
る
。

①
就
農
者
の
高
齢
化
、
農
産
物

の
低
価
格
に
よ
る
不
採
算
経
営

に
悩
ん
で
い
る
農
家
の
現
実
を

ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。

②
新
規
に
野
菜
づ
く
り
を
始
め

た
人
た
ち
に
対
し
て
の
営
農
指

導
は
、
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た

の
か
。

③
朝
ど
れ
野
菜
は
、
「
集
荷
所

に
持
参
し
て
も
、
虫
が
一
カ
所

食
べ
て
い
た
り
、
形
が
悪
い
野

菜
は
だ
め
と
言
わ
れ
て
持
ち
帰

り
に
な
る
」
と
の
不
満
が
聞
こ

え
る
。
農
家
が
食
べ
て
余
っ
た

も
の
を
お
金
に
換
え
よ
う
と
い

う
出
発
当
初
の
呼
び
か
け
は
、

消
費
者
ニ
ー
ズ
の
把
握
と
農
家

へ
の
指
導
の
誤
り
で
は
な
か
っ

た
か
。

④
日
南
町
の
ト
マ
ト
・
白
ネ
ギ
・

ピ
ー
マ
ン
の
栽
培
面
積
と
生
産

量
、
栽
培
戸
数
、
販
売
額
の
実

績
と
、
こ
こ
数
年
の
状
況
は
。

ま
た
、
朝
ど
れ
野
菜
の
実
績
は
。

⑤
「
ゆ
う
き
ま
ん
ま
ん
構
想
」

と
「
ピ
ー
マ
ン
作
り
１
、
０
０

０
口
運
動
」
の
実
績
と
成
果
に

つ
い
て
の
評
価
は
。

ま
た
、
新
年
度
の
推
進
方
法
は
。

①
農
産
物
の
価
格
は
市
場
に
よ

り
販
売
価
格
が
決
定
し
て
お
り
、

所
得
保
障
の
生
産
価
格
が
維
持

出
来
な
い
場
合
が
あ
る
。
日
南

町
の
立
地
を
生
か
し
た
野
菜
生

産
を
今
後
も
推
進
し
価
格
安
定

に
努
め
る
。

②
就
農
支
援
す
る
と
と
も
に
、

Ｊ
Ａ
営
農
セ
ン
タ
ー
と
普
及
所

に
よ
る
営
農
指
導
を
行
っ
て
い

る
。

③
ス
ー
パ
ー
の
特
設
売
り
場
で
、

日
南
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
る
途
上
に
あ
る
。

品
質
等
も
研
修
会
を
開
催
し
、

統
一
に
努
め
て
い
る
。
指
導
の

誤
り
と
は
、
考
え
て
い
な
い
。

④
18
年
度
主
要
野
菜
出
荷
実
績

は
次
の
と
お
り
。

⑤
環
境
に
や
さ
し
い
付
加
価
値

の
高
い
農
産
物
が
で
き
つ
つ
あ

る
。
良
質
堆
肥
の
製
造
に
も
努

力
し
て
い
く
。
「
ピ
ー
マ
ン
１
、

０
０
０
口
運
動
」
に
よ
り
人
数
、

面
積
、
出
荷
額
と
も
大
き
な
伸

び
を
示
し
て
い
る
。
引
き
続
き

推
進
す
る
。

①
高
齢
化
が
進
み
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て

い
る
今
日
、
お
年
寄
り
の
健
康

づ
く
り
の
た
め
に
、
休
日
の
学

校
の
校
庭
を
開
放
す
る
制
度
は

考
え
ら
れ
な
い
か
。

②
お
年
寄
り
の
健
康
管
理
と
保

健
意
識
の
高
揚
の
た
め
に
、
高

齢
会
員
の
集
ま
る
機
会
を
捉
え

て
、
保
健
セ
ン
タ
ー
の
健
康
教

室
や
「
ま
め
な
会
」
と
連
携
さ

せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

①
休
日
の
学
校
施
設
開
放
は
、

使
用
希
望
日
の
３
日
前
ま
で
使

用
願
い
を
提
出
し
、
使
用
許
可

を
得
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

②
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
の
取

り
組
み
は
多
様
で
あ
る
。
身
体

及
び
心
の
両
面
か
ら
、
地
区
保

健
委
員
と
連
携
し
健
康
づ
く
り

に
取
り
組
み
た
い
。
ま
た
、
そ

れ
ぞ
れ
の
活
動
の
枠
組
み
を
超

え
た
健
康
教
室
の
開
催
も
多
く

な
っ
て
い
る
。

町政のここが聞きたい

長岡つる子議員
学
校
週
５
日
制
に
よ
り

児
童
生
徒
の
学
力
の
低
下
は
な
い
か

基
礎
学
力
調
査
に
よ
れ
ば

　
概
ね「
良
好
」の
状
況
に
あ
る

惠比奈礼子議員
女
性
の
社
会
参
加
を
促
す
に
は

お
互
い
を
認
め
合
い

　
自
ら
の
積
極
的
な
参
画
を

学
校
教
育
問
題

問問
矢
田
町
長

答答

町
長

答答

町
長

答答

山
本
教
育
長

答答

教
育
長

答答

女
性
の
社
会
参
加

問問

野
菜
の
生
産
振
興

問問

高
齢
者
の
生
き
が
い
と

健
康
づ
く
り

問問

学
校
給
食

問問

種　類

ト　マ　ト

白　ネ　ギ

ピーマン

朝どれ野菜

出荷者

59人

47人

43人

2,705人

面　積

6.5 ha

5.9 ha

3.5 ha

10,062 ケース

金 額

145,000千円

37,185千円

31,449千円

12,404千円

＊朝どれ野菜の集荷者数については、のべ人数

町政のここが聞きたい

─　　 ─136
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①
「
ゆ
と
り
教
育
」
は
、
子
ど

も
達
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
学
び
、

自
ら
考
え
る
力
な
ど
生
き
る
力

を
育
む
ね
ら
い
か
ら
、
平
成
14

年
度
か
ら
導
入
さ
れ
、
同
時
に

完
全
週
５
日
制
も
実
施
さ
れ
た
。

町
内
の
学
校
で
も
総
合
学
習
と

し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
。
僅
か

４
年
の
間
で
、
こ
の
「
ゆ
と
り

教
育
」
は
失
敗
で
あ
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
、
全
国
的
に
大
き

な
波
紋
が
起
き
て
い
る
。

見
直
し
の
柱
は
、
学
力
低
下
に

よ
る
授
業
時
間
数
の
10
％
増
と

あ
り
、
学
習
指
導
要
領
の
改
正

が
検
討
さ
れ
る
な
か
で
、
先
生

た
ち
の
努
力
も
む
な
し
く
消
え
、

学
校
現
場
に
も
大
き
な
混
乱
が

生
じ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。

見
直
し
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る

「
ゆ
と
り
教
育
」
に
つ
い
て
、

教
育
長
の
考
え
は
。

②
学
校
週
５
日
制
が
実
施
さ
れ

た
と
き
、
学
習
時
間
数
の
短
縮

に
よ
り
、
学
力
低
下
が
懸
念
さ

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
さ

れ
た
が
、
日
南
町
の
児
童
生
徒

の
学
力
の
低
下
は
生
じ
な
か
っ

た
の
か
。
学
力
は
も
と
よ
り
、

学
び
、
考
え
、
生
き
る
力
が
育

ま
れ
た
の
か
。

①
情
報
化
・
国
際
化
・
価
値
観

の
多
様
化
・
高
齢
化
な
ど
様
々

な
面
で
大
き
く
変
貌
す
る
社
会

を
生
き
る
た
め
に
一
人
一
人
が
、

自
ら
の
生
き
方
を
持
ち
、
個
性

や
創
造
性
を
発
揮
し
て
生
き
て

行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

の
中
で
、
教
育
を
め
ぐ
る
課
題

と
し
て
、
学
校
教
育
が
と
も
す

れ
ば
知
識
の
伝
達
に
偏
り
が
ち

で
画
一
的
、
硬
直
的
で
あ
り
、

家
庭
や
地
域
と
の
連
携
の
と
れ

た
教
育
力
も
減
退
し
て
い
る
と

の
課
題
分
析
か
ら
こ
の
様
な
大

き
な
教
育
改
革
が
施
行
さ
れ
た
。

　
21
世
紀
を
担
う
子
供
た
ち
が

「
基
礎
・
基
本
を
確
実
に
身
に

つ
け
、
自
ら
学
び
自
ら
考
え
る

力
な
ど
の
「
生
き
る
力
」
を
育

ん
で
行
く
た
め
の
課
題
的
な
部

分
を
見
直
し
、
よ
り
充
実
し
て

い
く
方
向
で
あ
る
と
捉
え
る
。

②
基
礎
学
力
調
査
に
お
け
る
「
知

的
」
部
分
は
、
全
体
的
に
は
「
概

ね
良
好
」
の
状
況
に
あ
る
と
判

断
す
る
。
意
欲
関
心
、
学
習
の

重
要
性
等
率
的
に
は
高
い
位
置

に
あ
る
。

①
学
校
給
食
は
、
民
間
会
社
が

直
接
調
理
に
携
わ
っ
て
い
る
が
、

教
育
委
員
会
と
会
社
の
関
わ
り

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
運
営

の
流
れ
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

②
日
南
町
の
給
食
費
の
未
納
は

な
い
の
か
。
あ
る
と
す
れ
ば
、

ど
の
よ
う
な
理
由
で
支
払
わ
れ

な
い
の
か
。
徴
収
の
方
法
は
、

ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
る
の
か
。

③
１
月
に
鳥
取
市
の
学
校
給
食

で
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
が
原
因
の
食

中
毒
が
発
生
し
た
。
小
・
中
学

校
児
童
生
徒
、
教
職
員
、
家
族

を
含
め
１
、
２
０
０
人
近
い
人

に
感
染
し
て
い
る
。
日
南
町
の

給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
調
理
・
施

設
共
に
衛
生
面
で
は
万
全
を
期

し
て
い
る
と
思
う
が
、
子
ど
も

達
に
安
全
・
安
心
な
食
事
を
さ

せ
る
た
め
に
、
こ
の
度
の
食
中

毒
発
生
を
う
け
て
、
ど
の
よ
う

な
指
導
を
さ
れ
た
の
か
。

①
調
理
・
配
送
・
回
収
業
務
を

株
式
会
社
メ
フ
ォ
ス
に
委
託
し
、

献
立
と
調
理
指
示
及
び
食
材
の

仕
入
れ
は
学
校
栄
養
職
員
が
全

て
行
っ
て
い
る
。

②
５
月
か
ら
10
ヶ
月
間
で
定
額

を
日
南
町
学
校
給
食
会
が
全
て

口
座
振
替
に
よ
っ
て
徴
収
し
、

年
度
の
実
績
精
算
（
返
戻
・
追

徴
）
を
行
う
。
未
納
者
は
な
い
。

③
感
染
性
胃
腸
炎
、
特
に
「
ノ

ロ
ウ
ィ
ル
ス
」
に
つ
い
て
は
、

安
全
・
安
心
な
給
食
の
面
か
ら

特
に
万
全
な
対
策
を
講
じ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
給
食
に
関
わ

る
職
員
或
い
は
納
入
業
者
を
含

め
、
衛
生
管
理
の
徹
底
と
共
通

理
解
、
意
識
高
揚
に
つ
い
て
指

導
し
た
。

①
男
女
共
同
参
画
社
会
と
言
わ

れ
な
が
ら
も
、
女
性
活
動
団
体

が
衰
退
す
る
な
ど
、
女
性
の
社

会
参
加
が
後
退
し
て
い
る
よ
う

に
も
思
え
る
。
そ
の
原
因
は
、

何
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

を
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。

②
人
口
の
半
数
以
上
は
女
性
。

こ
の
課
題
を
ど
う
考
え
、
今
後

の
取
り
組
み
は
。

①
近
年
解
散
の
団
体
は
あ
る
が
、

女
性
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
へ
の
参

画
の
現
状
か
ら
、
女
性
活
動
が

衰
退
・
後
退
し
た
と
は
考
え
て

い
な
い
。

②
今
後
地
域
を
維
持
す
る
に
は
、

男
女
問
わ
ず
対
等
に
、
お
互
い

を
認
め
合
い
、
支
え
合
っ
て
行

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
女
性

自
ら
の
積
極
的
な
参
画
・
活
動

に
よ
り
、
ま
ち
全
体
の
活
性
化

の
取
り
組
み
と
し
て
行
政
も
支

援
す
る
。

①
就
農
者
の
高
齢
化
、
農
産
物

の
低
価
格
に
よ
る
不
採
算
経
営

に
悩
ん
で
い
る
農
家
の
現
実
を

ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。

②
新
規
に
野
菜
づ
く
り
を
始
め

た
人
た
ち
に
対
し
て
の
営
農
指

導
は
、
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た

の
か
。

③
朝
ど
れ
野
菜
は
、
「
集
荷
所

に
持
参
し
て
も
、
虫
が
一
カ
所

食
べ
て
い
た
り
、
形
が
悪
い
野

菜
は
だ
め
と
言
わ
れ
て
持
ち
帰

り
に
な
る
」
と
の
不
満
が
聞
こ

え
る
。
農
家
が
食
べ
て
余
っ
た

も
の
を
お
金
に
換
え
よ
う
と
い

う
出
発
当
初
の
呼
び
か
け
は
、

消
費
者
ニ
ー
ズ
の
把
握
と
農
家

へ
の
指
導
の
誤
り
で
は
な
か
っ

た
か
。

④
日
南
町
の
ト
マ
ト
・
白
ネ
ギ
・

ピ
ー
マ
ン
の
栽
培
面
積
と
生
産

量
、
栽
培
戸
数
、
販
売
額
の
実

績
と
、
こ
こ
数
年
の
状
況
は
。

ま
た
、
朝
ど
れ
野
菜
の
実
績
は
。

⑤
「
ゆ
う
き
ま
ん
ま
ん
構
想
」

と
「
ピ
ー
マ
ン
作
り
１
、
０
０

０
口
運
動
」
の
実
績
と
成
果
に

つ
い
て
の
評
価
は
。

ま
た
、
新
年
度
の
推
進
方
法
は
。

①
農
産
物
の
価
格
は
市
場
に
よ

り
販
売
価
格
が
決
定
し
て
お
り
、

所
得
保
障
の
生
産
価
格
が
維
持

出
来
な
い
場
合
が
あ
る
。
日
南

町
の
立
地
を
生
か
し
た
野
菜
生

産
を
今
後
も
推
進
し
価
格
安
定

に
努
め
る
。

②
就
農
支
援
す
る
と
と
も
に
、

Ｊ
Ａ
営
農
セ
ン
タ
ー
と
普
及
所

に
よ
る
営
農
指
導
を
行
っ
て
い

る
。

③
ス
ー
パ
ー
の
特
設
売
り
場
で
、

日
南
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
る
途
上
に
あ
る
。

品
質
等
も
研
修
会
を
開
催
し
、

統
一
に
努
め
て
い
る
。
指
導
の

誤
り
と
は
、
考
え
て
い
な
い
。

④
18
年
度
主
要
野
菜
出
荷
実
績

は
次
の
と
お
り
。

⑤
環
境
に
や
さ
し
い
付
加
価
値

の
高
い
農
産
物
が
で
き
つ
つ
あ

る
。
良
質
堆
肥
の
製
造
に
も
努

力
し
て
い
く
。
「
ピ
ー
マ
ン
１
、

０
０
０
口
運
動
」
に
よ
り
人
数
、

面
積
、
出
荷
額
と
も
大
き
な
伸

び
を
示
し
て
い
る
。
引
き
続
き

推
進
す
る
。

①
高
齢
化
が
進
み
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て

い
る
今
日
、
お
年
寄
り
の
健
康

づ
く
り
の
た
め
に
、
休
日
の
学

校
の
校
庭
を
開
放
す
る
制
度
は

考
え
ら
れ
な
い
か
。

②
お
年
寄
り
の
健
康
管
理
と
保

健
意
識
の
高
揚
の
た
め
に
、
高

齢
会
員
の
集
ま
る
機
会
を
捉
え

て
、
保
健
セ
ン
タ
ー
の
健
康
教

室
や
「
ま
め
な
会
」
と
連
携
さ

せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

①
休
日
の
学
校
施
設
開
放
は
、

使
用
希
望
日
の
３
日
前
ま
で
使

用
願
い
を
提
出
し
、
使
用
許
可

を
得
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

②
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
の
取

り
組
み
は
多
様
で
あ
る
。
身
体

及
び
心
の
両
面
か
ら
、
地
区
保

健
委
員
と
連
携
し
健
康
づ
く
り

に
取
り
組
み
た
い
。
ま
た
、
そ

れ
ぞ
れ
の
活
動
の
枠
組
み
を
超

え
た
健
康
教
室
の
開
催
も
多
く

な
っ
て
い
る
。

町政のここが聞きたい

長岡つる子議員
学
校
週
５
日
制
に
よ
り

児
童
生
徒
の
学
力
の
低
下
は
な
い
か

基
礎
学
力
調
査
に
よ
れ
ば

　
概
ね「
良
好
」の
状
況
に
あ
る

惠比奈礼子議員
女
性
の
社
会
参
加
を
促
す
に
は

お
互
い
を
認
め
合
い

　
自
ら
の
積
極
的
な
参
画
を

学
校
教
育
問
題

問問
矢
田
町
長

答答

町
長

答答

町
長

答答

山
本
教
育
長

答答

教
育
長

答答

女
性
の
社
会
参
加

問問

野
菜
の
生
産
振
興

問問

高
齢
者
の
生
き
が
い
と

健
康
づ
く
り

問問

学
校
給
食

問問

種　類

ト　マ　ト

白　ネ　ギ

ピーマン

朝どれ野菜

出荷者

59人

47人

43人

2,705人

面　積

6.5 ha

5.9 ha

3.5 ha

10,062 ケース

金 額

145,000千円

37,185千円

31,449千円

12,404千円

＊朝どれ野菜の集荷者数については、のべ人数

町政のここが聞きたい

─　　 ─137
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農
産
物
の
販
売
額
が
大
幅
に

落
ち
込
み
、
地
域
の
活
力
が
低

下
し
て
い
る
。
既
存
の
農
産
物

を
有
利
販
売
す
る
仕
組
み
な
ど
、

現
状
を
打
破
す
る
こ
と
が
緊
急

の
課
題
だ
と
考
え
る
が
見
解
は
。

ま
た
、
日
南
米
ブ
ラ
ン
ド
化
の

具
体
策
は
。

　
農
産
物
を
有
利
販
売
出
来
る

仕
組
み
の
構
築
は
、
進
め
た
い
。

日
南
米
の
ブ
ラ
ン
ド
化
は
、
JA

支
所
と
も
協
議
し
て
い
る
が
、

品
質
の
統
一
出
来
る
、
特
別
栽

培
米
の
販
売
戦
略
を
検
討
す
る
。

　
林
業
・
福
祉
分
野
で
就
労
の

場
の
拡
大
、
雇
用
の
確
保
に
期

待
出
来
る
が
、
現
在
の
住
宅
状

況
で
対
応
出
来
る
の
か
。

ま
た
、
小
規
模
な
分
譲
地
を
確

保
す
る
気
は
な
い
か
。
　
　

　
林
業
・
福
祉
分
野
で
、
町
外

の
応
募
も
相
当
数
予
測
さ
れ
、

新
た
な
賃
貸
住
宅
の
需
要
が
あ

る
。
今
後
、
定
住
希
望
者
に
提

供
で
き
る
分
譲
地
造
成
を
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
。

　
長
期
定
住
策
と
し
て
は
、
定

住
希
望
者
の
持
ち
家
建
築
の
支

援
と
し
て
の
分
譲
地
確
保
が
必

要
、
町
と
民
間
事
業
者
が
連
携

し
た
展
開
を
検
討
し
た
い
。

　
「
日
南
町
こ
ど
も
ゆ
め
基
金
」

を
創
設
し
、
少
子
化
対
策
の
明

確
化
を
図
る
と
の
事
だ
が
、
基

本
的
な
考
え
方
と
方
法
は
。

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
事

業
、
カ
ン
ガ
ル
ー
ク
ラ
ブ
活
動

支
援
、
地
域
子
育
て
支
援
拠
点

事
業
、
妊
婦
健
診
費
助
成
拡
充

事
業
を
委
託
し
、
社
会
福
祉
協

議
会
が
運
営
主
体
と
し
て
取
り

組
む
。

　
近
年
、
教
育
分
野
に
お
い
て

も
格
差
の
拡
大
が
心
配
さ
れ
る
。

現
状
を
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ

て
い
る
の
か
。
鳥
取
県
教
育
委

員
会
で
は
、
平
成
18
年
度
基
礎

学
力
調
査
の
結
果
を
公
表
さ
れ

た
が
、
町
教
育
委
員
会
で
は
ど

の
よ
う
に
総
括
さ
れ
、
学
力
向

上
対
策
に
取
り
組
む
考
え
か
。

　
学
校
の
人
的
配
置
、
施
設
・

設
備
面
の
違
い
、
学
習
へ
の
取

り
組
み
内
容
、
手
法
の
違
い
は

あ
る
が
、
基
礎
基
本
の
定
着
と
、

「
生
き
る
力
」
を
育
む
教
育
を

充
実
す
る
。

　
基
礎
学
力
調
査
に
つ
い
て
は
、

「
概
ね
良
好
」
の
状
況
に
あ
る

と
判
断
す
る
。
　
　
　
　
　

「
地
産
地
消
」
の
推
進
は
、
子

供
が
大
き
く
な
っ
て
か
ら
の
暮

ら
し
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
、
成

人
後
の
地
産
地
消
行
動
、
ふ
る

さ
と
志
向
と
し
て
表
れ
る
と
の

調
査
結
果
も
あ
る
。
町
内
給
食

の
現
状
と
今
後
の
取
り
組
み
目

標
を
伺
い
た
い
。

　
平
成
17
年
度
の
地
産
地
消
率

は
、
約
58
％
の
実
績
と
な
っ
た
。

現
在
の
取
り
組
み
の
継
続
、
学

校
給
食
の
献
立
と
家
庭
と
の
連

携
、
収
穫
や
調
理
へ
の
関
わ
り

を
深
め
る
。

　
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
整
備
に
つ

い
て
は
必
要
性
を
訴
え
て
き
た

が
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

は
、
あ
か
ね
の
郷
の
増
床
、
近

隣
の
市
町
村
に
よ
る
施
設
整
備

に
よ
り
、
広
域
的
視
野
で
対
応

出
来
る
と
の
事
で
あ
っ
た
。
ど

の
よ
う
な
状
況
変
化
が
あ
っ
た

の
か
説
明
さ
れ
た
い
。

　
ま
た
、
特
養
な
ど
の
施
設
介

護
と
自
宅
介
護
を
相
互
に
行
う

ホ
ー
ム
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
仕
組

み
を
制
度
化
し
て
は
ど
う
か
。

　
平
成
17
年
４
月
か
ら
日
野
郡

内
の
施
設
介
護
供
給
量
は
介
護

老
人
福
祉
施
設
２
施
設
で
定
員

77
人
増
加
、
介
護
老
人
保
健
施

設
１
施
設
新
設
で
定
員
80
人
増

加
と
な
っ
て
い
る
。

　
在
宅
・
施
設
入
所
相
互
利
用

で
あ
る
ホ
ー
ム
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

に
つ
い
て
は
、
保
険
者
と
し
て

制
度
化
す
る
考
え
方
と
な
っ
て

い
な
い
。

①
税
源
移
譲
と
税
制
改
正
に
よ

り
、
今
年
か
ら
、
定
率
減
税
の

廃
止
で
増
税
に
な
る
の
で
は
。

②
住
民
税
の
定
率
減
税
廃
止
に

よ
る
増
額
の
概
算
、
国
保
税
と

介
護
保
険
料
増
の
概
算
は
。

③
国
保
税
と
介
護
保
険
料
の
増

を
、
税
改
正
前
ま
で
引
き
下
げ

る
施
策
を
。
国
保
基
金
３
億
５

千
万
円
も
、
保
険
税
の
引
下
げ

に
活
用
す
べ
き
で
は
。

①
定
率
減
税
は
平
成
19
年
度
か

ら
廃
止
さ
れ
、
町
民
税
ベ
ー
ス

で
は
約
650
万
円
増
と
な
る
。

②
県
民
税
が
約
５
千
万
円
、
町

民
税
が
約
４
千
800
万
円
の
増
。

国
保
税
は
、
定
率
減
税
と
は
直

接
関
係
し
な
い
。
介
護
保
険
料

は
、
約
370
万
円
の
増
が
見
込
ま

れ
る
。

③
基
金
の
有
効
活
用
は
、
検
討

し
た
い
。
介
護
保
険
料
の
減
免

に
は
基
準
が
示
さ
れ
て
お
り
、

一
律
減
免
は
適
当
で
な
い
。

①
国
の
根
拠
法
が
失
効
し
て
５

年
が
経
過
し
た
が
、
す
べ
て
の

特
別
対
策
に
つ
い
て
終
結
へ
の

目
標
を
立
て
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
ど
う
総
括
し
て
い
る

の
か
。

②
同
和
特
別
対
策
の
完
全
終
結

こ
そ
、
住
民
世
論
で
あ
り
部
落

問
題
の
早
期
解
決
に
つ
な
が
る

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

①
同
和
対
策
事
業
特
別
措
置
法

に
基
づ
く
事
業
は
、
平
成
14
年

３
月
終
了
、
以
後
一
般
対
策
に

移
行
し
、
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

②
同
和
問
題
を
は
じ
め
、
あ
ら

ゆ
る
人
権
問
題
の
解
決
と
人
権

意
識
の
向
上
を
め
ざ
す
教
育
や

啓
発
に
引
き
続
き
取
り
組
む
。

①
ゴ
ミ
の
減
量
化
と
リ
サ
イ
ク

ル
率
な
ど
具
体
的
な
計
画
が
策

定
さ
れ
て
い
る
の
か
。

②
西
部
広
域
の
ご
み
対
策
は
、

き
わ
め
て
杜
撰
で
あ
る
。
単
独

自
立
に
ふ
さ
わ
し
い
ゴ
ミ
処
理

施
策
を
早
急
に
確
立
す
べ
き
で

は
。

①
将
来
、
日
南
清
掃
セ
ン
タ
ー

で
は
「
ゴ
ミ
を
焼
か
な
い
」
と

い
う
方
針
で
民
間
委
託
も
視
野

に
入
れ
て
現
在
検
討
中
。
将
来

を
見
据
え
た
具
体
的
な
ゴ
ミ
処

理
計
画
を
策
定
中
で
あ
る
。

②
ゴ
ミ
処
理
施
策
に
つ
い
て
、

当
面
の
処
理
方
針
、
中
長
期
的

な
処
理
方
針
を
検
討
し
て
い
る
。

　
町
内
唯
一
の
集
配
局
で
あ
る

日
南
局
の
時
間
外
窓
口
廃
止
問

題
は
、
日
南
町
に
と
っ
て
重
大

な
問
題
で
あ
る
が
、
こ
れ
へ
の

対
応
は
。

　
郵
政
公
社
に
対
し
こ
れ
ま
で

日
南
町
か
ら
数
回
の
要
望
活
動

を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
回
答
は

サ
ー
ビ
ス
低
下
は
な
い
こ
と
を

強
調
す
る
内
容
。
今
後
サ
ー
ビ

ス
面
に
つ
い
て
注
視
し
て
い
く
。

①
「
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対

策
」
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。
こ
の

対
策
で
日
南
町
の
農
業
の
将
来

ビ
ジ
ョ
ン
が
描
け
る
か
。

②
一
部
の
認
定
農
業
者
だ
け
を

対
象
に
助
成
金
を
出
す
と
い
う

内
容
で
あ
る
。
農
家
経
営
が
大

き
な
打
撃
を
受
け
、
営
農
を
続

け
ら
れ
な
く
な
る
と
思
う
が
、

こ
れ
へ
の
対
応
は
。

③
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上

対
策
の
取
り
組
み
状
況
と
課
題

を
あ
き
ら
か
に
。

④
議
会
の
定
住
対
策
に
関
す
る

調
査
特
別
委
員
会
は
、
日
南
町

産
米
の
有
利
販
売
の
仕
組
み
づ

く
り
を
提
起
し
て
き
た
が
、
政

策
に
ど
う
反
映
す
る
か
。

①
条
件
不
利
地
で
の
特
別
基
準

の
活
用
と
、
担
い
手
の
確
保
、

集
落
営
農
組
織
の
設
立
を
重
要

課
題
と
し
て
取
り
組
む
。
地
元

か
ら
の
声
も
聞
き
な
が
ら
、
農

業
振
興
を
図
っ
て
い
く
。

②
対
策
の
対
象
は
、
認
定
農
業

者
で
あ
る
が
一
般
農
家
も
産
地

づ
く
り
交
付
金
の
中
で
、
価
格

補
償
は
行
わ
れ
る
。
今
後
も
、

県
等
の
協
力
を
得
な
が
ら
担
い

手
の
育
成
を
図
る
。

③
現
在
、
３
月
下
旬
の
申
請
準

備
中
で
あ
る
。
５
年
間
の
事
業

継
続
、
中
山
間
地
域
等
直
接
支

払
い
と
の
調
整
等
課
題
は
あ
る

が
、
16
団
体
・
約
600
ha
の
希
望

が
あ
る
。

　
事
務
レ
ベ
ル
で
、
品
質
の
統

一
が
出
来
る
特
別
栽
培
米
の
販

売
戦
略
を
検
討
し
て
い
る
。

④
現
在
、
品
質
の
統
一
が
出
来

る
特
別
栽
培
米
の
販
売
戦
略
を

検
討
し
て
い
る
。

地元食材を使った学校給食

町政のここが聞きたい

三上惇二議員
日
南
米
ブ
ラ
ン
ド
化
の
具
体
策
は

特
別
栽
培
米
の

　
　
販
売
戦
略
を
検
討
す
る

久代安敏議員
ゴ
ミ
処
理
計
画
は

　
　
策
定
さ
れ
て
い
る
の
か

町
の
将
来
を
見
据
え

　
　
　
　
　
　
現
在
検
討
中

本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る

農
林
業
の
方
向
性

問問
矢
田
町
長

答答

町
長

答答

町
長

答答

町
長

答答

町
長

答答

矢
田
町
長

答答

町
　
長

答答

町
　
長

答答
山
本
教
育
長

答答

教
育
長

答答

町
　
長

答答

税
制
改
正
に
よ
る

住
民
負
担
増

問問

同
和
特
別
対
策
の

完
全
終
結
を

問問

ゴ
ミ
処
理

問問

郵
便
局
の
集
配
局

廃
止（
上
石
見・印
賀
）と

日
南
郵
便
局
の
時
間
外

窓
口
廃
止

問問
品
目
横
断
的
経
営

安
定
対
策
と
日
南

町
の
農
業

問問

教
育
環
境
の
整
備

問問

食
育
教
育
の
必
要
性

問問

福
祉
、介
護
の
充
実

問問

住
宅
整
備
と

分
譲
地
の
確
保

問問

子
育
て
支
援
策

問問

町政のここが聞きたい
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農
産
物
の
販
売
額
が
大
幅
に

落
ち
込
み
、
地
域
の
活
力
が
低

下
し
て
い
る
。
既
存
の
農
産
物

を
有
利
販
売
す
る
仕
組
み
な
ど
、

現
状
を
打
破
す
る
こ
と
が
緊
急

の
課
題
だ
と
考
え
る
が
見
解
は
。

ま
た
、
日
南
米
ブ
ラ
ン
ド
化
の

具
体
策
は
。

　
農
産
物
を
有
利
販
売
出
来
る

仕
組
み
の
構
築
は
、
進
め
た
い
。

日
南
米
の
ブ
ラ
ン
ド
化
は
、
JA

支
所
と
も
協
議
し
て
い
る
が
、

品
質
の
統
一
出
来
る
、
特
別
栽

培
米
の
販
売
戦
略
を
検
討
す
る
。

　
林
業
・
福
祉
分
野
で
就
労
の

場
の
拡
大
、
雇
用
の
確
保
に
期

待
出
来
る
が
、
現
在
の
住
宅
状

況
で
対
応
出
来
る
の
か
。

ま
た
、
小
規
模
な
分
譲
地
を
確

保
す
る
気
は
な
い
か
。
　
　

　
林
業
・
福
祉
分
野
で
、
町
外

の
応
募
も
相
当
数
予
測
さ
れ
、

新
た
な
賃
貸
住
宅
の
需
要
が
あ

る
。
今
後
、
定
住
希
望
者
に
提

供
で
き
る
分
譲
地
造
成
を
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
。

　
長
期
定
住
策
と
し
て
は
、
定

住
希
望
者
の
持
ち
家
建
築
の
支

援
と
し
て
の
分
譲
地
確
保
が
必

要
、
町
と
民
間
事
業
者
が
連
携

し
た
展
開
を
検
討
し
た
い
。

　
「
日
南
町
こ
ど
も
ゆ
め
基
金
」

を
創
設
し
、
少
子
化
対
策
の
明

確
化
を
図
る
と
の
事
だ
が
、
基

本
的
な
考
え
方
と
方
法
は
。

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
事

業
、
カ
ン
ガ
ル
ー
ク
ラ
ブ
活
動

支
援
、
地
域
子
育
て
支
援
拠
点

事
業
、
妊
婦
健
診
費
助
成
拡
充

事
業
を
委
託
し
、
社
会
福
祉
協

議
会
が
運
営
主
体
と
し
て
取
り

組
む
。

　
近
年
、
教
育
分
野
に
お
い
て

も
格
差
の
拡
大
が
心
配
さ
れ
る
。

現
状
を
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ

て
い
る
の
か
。
鳥
取
県
教
育
委

員
会
で
は
、
平
成
18
年
度
基
礎

学
力
調
査
の
結
果
を
公
表
さ
れ

た
が
、
町
教
育
委
員
会
で
は
ど

の
よ
う
に
総
括
さ
れ
、
学
力
向

上
対
策
に
取
り
組
む
考
え
か
。

　
学
校
の
人
的
配
置
、
施
設
・

設
備
面
の
違
い
、
学
習
へ
の
取

り
組
み
内
容
、
手
法
の
違
い
は

あ
る
が
、
基
礎
基
本
の
定
着
と
、

「
生
き
る
力
」
を
育
む
教
育
を

充
実
す
る
。

　
基
礎
学
力
調
査
に
つ
い
て
は
、

「
概
ね
良
好
」
の
状
況
に
あ
る

と
判
断
す
る
。
　
　
　
　
　

「
地
産
地
消
」
の
推
進
は
、
子

供
が
大
き
く
な
っ
て
か
ら
の
暮

ら
し
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
、
成

人
後
の
地
産
地
消
行
動
、
ふ
る

さ
と
志
向
と
し
て
表
れ
る
と
の

調
査
結
果
も
あ
る
。
町
内
給
食

の
現
状
と
今
後
の
取
り
組
み
目

標
を
伺
い
た
い
。

　
平
成
17
年
度
の
地
産
地
消
率

は
、
約
58
％
の
実
績
と
な
っ
た
。

現
在
の
取
り
組
み
の
継
続
、
学

校
給
食
の
献
立
と
家
庭
と
の
連

携
、
収
穫
や
調
理
へ
の
関
わ
り

を
深
め
る
。

　
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
整
備
に
つ

い
て
は
必
要
性
を
訴
え
て
き
た

が
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

は
、
あ
か
ね
の
郷
の
増
床
、
近

隣
の
市
町
村
に
よ
る
施
設
整
備

に
よ
り
、
広
域
的
視
野
で
対
応

出
来
る
と
の
事
で
あ
っ
た
。
ど

の
よ
う
な
状
況
変
化
が
あ
っ
た

の
か
説
明
さ
れ
た
い
。

　
ま
た
、
特
養
な
ど
の
施
設
介

護
と
自
宅
介
護
を
相
互
に
行
う

ホ
ー
ム
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
仕
組

み
を
制
度
化
し
て
は
ど
う
か
。

　
平
成
17
年
４
月
か
ら
日
野
郡

内
の
施
設
介
護
供
給
量
は
介
護

老
人
福
祉
施
設
２
施
設
で
定
員

77
人
増
加
、
介
護
老
人
保
健
施

設
１
施
設
新
設
で
定
員
80
人
増

加
と
な
っ
て
い
る
。

　
在
宅
・
施
設
入
所
相
互
利
用

で
あ
る
ホ
ー
ム
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

に
つ
い
て
は
、
保
険
者
と
し
て

制
度
化
す
る
考
え
方
と
な
っ
て

い
な
い
。

①
税
源
移
譲
と
税
制
改
正
に
よ

り
、
今
年
か
ら
、
定
率
減
税
の

廃
止
で
増
税
に
な
る
の
で
は
。

②
住
民
税
の
定
率
減
税
廃
止
に

よ
る
増
額
の
概
算
、
国
保
税
と

介
護
保
険
料
増
の
概
算
は
。

③
国
保
税
と
介
護
保
険
料
の
増

を
、
税
改
正
前
ま
で
引
き
下
げ

る
施
策
を
。
国
保
基
金
３
億
５

千
万
円
も
、
保
険
税
の
引
下
げ

に
活
用
す
べ
き
で
は
。

①
定
率
減
税
は
平
成
19
年
度
か

ら
廃
止
さ
れ
、
町
民
税
ベ
ー
ス

で
は
約
650
万
円
増
と
な
る
。

②
県
民
税
が
約
５
千
万
円
、
町

民
税
が
約
４
千
800
万
円
の
増
。

国
保
税
は
、
定
率
減
税
と
は
直

接
関
係
し
な
い
。
介
護
保
険
料

は
、
約
370
万
円
の
増
が
見
込
ま

れ
る
。

③
基
金
の
有
効
活
用
は
、
検
討

し
た
い
。
介
護
保
険
料
の
減
免

に
は
基
準
が
示
さ
れ
て
お
り
、

一
律
減
免
は
適
当
で
な
い
。

①
国
の
根
拠
法
が
失
効
し
て
５

年
が
経
過
し
た
が
、
す
べ
て
の

特
別
対
策
に
つ
い
て
終
結
へ
の

目
標
を
立
て
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
ど
う
総
括
し
て
い
る

の
か
。

②
同
和
特
別
対
策
の
完
全
終
結

こ
そ
、
住
民
世
論
で
あ
り
部
落

問
題
の
早
期
解
決
に
つ
な
が
る

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

①
同
和
対
策
事
業
特
別
措
置
法

に
基
づ
く
事
業
は
、
平
成
14
年

３
月
終
了
、
以
後
一
般
対
策
に

移
行
し
、
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

②
同
和
問
題
を
は
じ
め
、
あ
ら

ゆ
る
人
権
問
題
の
解
決
と
人
権

意
識
の
向
上
を
め
ざ
す
教
育
や

啓
発
に
引
き
続
き
取
り
組
む
。

①
ゴ
ミ
の
減
量
化
と
リ
サ
イ
ク

ル
率
な
ど
具
体
的
な
計
画
が
策

定
さ
れ
て
い
る
の
か
。

②
西
部
広
域
の
ご
み
対
策
は
、

き
わ
め
て
杜
撰
で
あ
る
。
単
独

自
立
に
ふ
さ
わ
し
い
ゴ
ミ
処
理

施
策
を
早
急
に
確
立
す
べ
き
で

は
。

①
将
来
、
日
南
清
掃
セ
ン
タ
ー

で
は
「
ゴ
ミ
を
焼
か
な
い
」
と

い
う
方
針
で
民
間
委
託
も
視
野

に
入
れ
て
現
在
検
討
中
。
将
来

を
見
据
え
た
具
体
的
な
ゴ
ミ
処

理
計
画
を
策
定
中
で
あ
る
。

②
ゴ
ミ
処
理
施
策
に
つ
い
て
、

当
面
の
処
理
方
針
、
中
長
期
的

な
処
理
方
針
を
検
討
し
て
い
る
。

　
町
内
唯
一
の
集
配
局
で
あ
る

日
南
局
の
時
間
外
窓
口
廃
止
問

題
は
、
日
南
町
に
と
っ
て
重
大

な
問
題
で
あ
る
が
、
こ
れ
へ
の

対
応
は
。

　
郵
政
公
社
に
対
し
こ
れ
ま
で

日
南
町
か
ら
数
回
の
要
望
活
動

を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
回
答
は

サ
ー
ビ
ス
低
下
は
な
い
こ
と
を

強
調
す
る
内
容
。
今
後
サ
ー
ビ

ス
面
に
つ
い
て
注
視
し
て
い
く
。

①
「
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対

策
」
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。
こ
の

対
策
で
日
南
町
の
農
業
の
将
来

ビ
ジ
ョ
ン
が
描
け
る
か
。

②
一
部
の
認
定
農
業
者
だ
け
を

対
象
に
助
成
金
を
出
す
と
い
う

内
容
で
あ
る
。
農
家
経
営
が
大

き
な
打
撃
を
受
け
、
営
農
を
続

け
ら
れ
な
く
な
る
と
思
う
が
、

こ
れ
へ
の
対
応
は
。

③
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上

対
策
の
取
り
組
み
状
況
と
課
題

を
あ
き
ら
か
に
。

④
議
会
の
定
住
対
策
に
関
す
る

調
査
特
別
委
員
会
は
、
日
南
町

産
米
の
有
利
販
売
の
仕
組
み
づ

く
り
を
提
起
し
て
き
た
が
、
政

策
に
ど
う
反
映
す
る
か
。

①
条
件
不
利
地
で
の
特
別
基
準

の
活
用
と
、
担
い
手
の
確
保
、

集
落
営
農
組
織
の
設
立
を
重
要

課
題
と
し
て
取
り
組
む
。
地
元

か
ら
の
声
も
聞
き
な
が
ら
、
農

業
振
興
を
図
っ
て
い
く
。

②
対
策
の
対
象
は
、
認
定
農
業

者
で
あ
る
が
一
般
農
家
も
産
地

づ
く
り
交
付
金
の
中
で
、
価
格

補
償
は
行
わ
れ
る
。
今
後
も
、

県
等
の
協
力
を
得
な
が
ら
担
い

手
の
育
成
を
図
る
。

③
現
在
、
３
月
下
旬
の
申
請
準

備
中
で
あ
る
。
５
年
間
の
事
業

継
続
、
中
山
間
地
域
等
直
接
支

払
い
と
の
調
整
等
課
題
は
あ
る

が
、
16
団
体
・
約
600
ha
の
希
望

が
あ
る
。

　
事
務
レ
ベ
ル
で
、
品
質
の
統

一
が
出
来
る
特
別
栽
培
米
の
販

売
戦
略
を
検
討
し
て
い
る
。

④
現
在
、
品
質
の
統
一
が
出
来

る
特
別
栽
培
米
の
販
売
戦
略
を

検
討
し
て
い
る
。

地元食材を使った学校給食

町政のここが聞きたい

三上惇二議員
日
南
米
ブ
ラ
ン
ド
化
の
具
体
策
は

特
別
栽
培
米
の

　
　
販
売
戦
略
を
検
討
す
る

久代安敏議員
ゴ
ミ
処
理
計
画
は

　
　
策
定
さ
れ
て
い
る
の
か

町
の
将
来
を
見
据
え

　
　
　
　
　
　
現
在
検
討
中

本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る

農
林
業
の
方
向
性

問問
矢
田
町
長

答答

町
長

答答

町
長

答答

町
長

答答

町
長

答答

矢
田
町
長

答答

町
　
長

答答

町
　
長

答答
山
本
教
育
長

答答

教
育
長

答答

町
　
長

答答

税
制
改
正
に
よ
る

住
民
負
担
増

問問

同
和
特
別
対
策
の

完
全
終
結
を

問問

ゴ
ミ
処
理

問問

郵
便
局
の
集
配
局

廃
止（
上
石
見・印
賀
）と

日
南
郵
便
局
の
時
間
外

窓
口
廃
止

問問
品
目
横
断
的
経
営

安
定
対
策
と
日
南

町
の
農
業

問問

教
育
環
境
の
整
備

問問

食
育
教
育
の
必
要
性

問問

福
祉
、介
護
の
充
実

問問

住
宅
整
備
と

分
譲
地
の
確
保

問問

子
育
て
支
援
策

問問

町政のここが聞きたい
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①
祝
祭
日
は
、
国
で
定
め
ら
れ

て
い
る
が
、
行
事
に
よ
っ
て
は

別
の
日
取
り
も
考
え
ら
れ
る
。

本
町
の
実
情
に
あ
わ
せ
た
体
育

の
日
、
防
災
の
日
、
敬
老
の
日
、

文
化
の
日
な
ど
考
え
ら
れ
な
い

か
。

②
建
国
記
念
の
日
の
祝
意
や
行

事
の
考
え
方
を
、
町
民
全
体
に

呼
び
か
け
る
こ
と
は
出
来
な
い

か
。

①
特
区
的
な
こ
と
も
あ
り
得
る

が
、
町
民
だ
け
で
な
い
場
合
や
、

関
係
機
関
も
あ
り
困
難
で
あ
る
。

②
そ
の
建
国
記
念
の
日
の
趣
旨

等
を
広
め
て
い
く
こ
と
に
は
賛

意
す
る
が
、
そ
の
役
目
は
国
に

あ
る
と
考
え
る
。

①
国
・
県
か
ら
の
指
導
方
針
策

は
示
さ
れ
る
が
、
本
町
と
し
て

の
方
策
は
。

②
各
学
校
の
校
長
・
教
頭
だ
け

で
な
く
、
教
師
と
の
意
見
交
換

を
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
の
か
。

現
状
と
今
後
に
つ
い
て
聞
き
た

い
。

③
学
校
教
育
法
の
改
正
も
議
論

さ
れ
る
が
、
前
問
と
合
わ
せ
、

日
南
町
版
と
し
て
の
方
策
は
。

①
教
育
基
本
法
に
定
め
る
教
育

の
目
的
及
び
理
念
に
基
づ
き
、

国
の
示
す
学
習
指
導
要
領
に
そ

っ
て
、
現
在
取
り
組
ん
で
い
る

特
色
あ
る
教
育
活
動
を
検
証
し
、

充
実
し
て
く
。

②
定
例
校
長
会
を
は
じ
め
、
教

頭
会
或
い
は
各
学
校
別
の
全
員

協
議
会
等
に
お
い
て
意
見
交
換

を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
積
極

的
に
現
場
に
出
か
け
、
意
見
交

換
を
図
っ
て
い
く
。

③
文
部
科
学
省
は
、
学
校
教
育

法
の
改
正
の
方
向
性
を
示
し
て

い
る
が
、
今
後
「
学
習
指
導
要

領
」
の
改
正
を
ふ
ま
え
、
今
ま

で
取
り
組
ん
で
き
た
内
容
を
検

証
し
、
充
実
或
い
は
改
革
を
図

っ
て
い
く
。

町政のここが聞きたい

件　　　　名 提　出　者 審　査　意　見（要旨） 結果

不採択

不採択

採択

採択

（3月定例議会の本会議で審議、決定したもの）

労働法制の拡充の意見書採
択を求める陳情

公共サービスの安易な民間
開放に反対し、国民生活の
「安心・安全」の確立を求
める陳情
「現行保育制度の堅持・拡充」
「保育所最低基準の抜本的改善」
「保育・学童保育・子育て支援予
算の大幅増額」に関する意見書
提出を求める陳情書

国民春闘共闘鳥取県
東部地区懇談会
代表幹事　田中　暁

現行の労基法でも、不当な解雇を禁止する
など一定の労働条件が保障されている。
また、全国一律の最低賃金を定めることに
は無理がある。
住民のニーズを的確に把握し、効率化する
ことにより最小の経費でより充実したサー
ビスを提供することを目指しており、国民
の権利保障を後退させるとは考えられない。

国と自治体が保育に責任を負う現行制度の
もとで、真に少子化対策を進めるのであれ
ば、国家的な基準の底上げと財政の後押し
が必要不可欠であり、急務である。

鳥取県国家公務員労
働組合共闘会議
議長　大西　真悟

鳥取の保育を考える会
会長　石井　由加利

食とみどり、水を守る
鳥取県西部地区労農
市民会議
議長　鎌谷　広治

農業の多面的機能の発揮と食料の安全保障、
各国の農業の共存と食料自給向上が可能な
貿易ルールの確立は必要と考える。

ＷＴＯ・ＦＴＡ交渉に関す
る陳情書

「現行保育制度の堅持・拡充」「保育
所最低基準の抜本的改善」「保育・
学童保育・子育て支援予算の大幅
増額」を求める意見書

ＷＴＯ・ＦＴＡ交渉等に関する意見書

３月議会では、次の意見書を総理大臣ほか、関係大臣・
衆参両院議長に提出することを決めました。

　少子化がますます深刻になるなかで、子

育て環境の整備、なかでも地域の子育て支

援策の中核施設といえる保育所に対する期

待が高まっています。そして、保育・学童

保育・子育て支援に関わる施策の改善は差

し迫っての大切な課題です。

　しかしながら、地方自治体は国の行財政

改革により財政負担の増大を強いられ、施

策の維持拡充が困難になっています。

　次世代育成支援策を国・自治体をあげて

推進することが重要な政策課題ですが、保

育の実施に責任を負う地方自治体において

施策の前進をはかるためには、国と自治体

が保育に対する現行制度のもとで、国家的

な基準（最低基準）の底上げと、財政の後

押しが必要不可欠です。

　よって、政府に対し、現行保育制度の堅

持・拡充、保育所最低基準の抜本的改善、

保育・学童保育・子育て支援予算の大幅増

額を強く要望いたします。

　ＷＴＯ・ＦＴＡなどにおける農業分野の

交渉にあたって、国内の食料自給や農林水

産業に影響を及ぼさないことを基本とした

確固たる態度で対応するよう、次のとおり

要請します。

　　　　　　　　記

１．ＷＴＯ農業交渉では、世界的な飢餓の

　拡大や地球規模での環境悪化につながる

　ことのないよう、農林水産業の多面的機

　能の発揮や食料自給能力の向上を要求し、

　各国の多様な農林水産業が共生・共存で

　きる貿易ルールに改めるよう毅然とした

　姿勢で対応すること。

２．ＦＴＡ・ＥＰＡ交渉にあたっては、国

　内の食料自給や農林水産業に影響を及ぼ

　さないことを基本とした対応をすること。

　　特に、日豪ＦＴＡ交渉では農産物の関

　税撤廃とならないよう確固たる態度で対

　応すること。

３．ＷＴＯ・ＦＴＡ・ＥＰＡ交渉について

　の情報公開を徹底し、各国の農業者や消

　費者・市民の声を反映すること。

絹谷眞幸議員
教
育
再
生
に
む
け
た
取
組
は

指
導
要
領
に
そ
っ
て

特
色
あ
る
教
育
活
動
を
充
実
し
て
い
く

国
民
祝
日
祭
の

と
ら
え
方

問問

国
が
示
し
た
教
育
再
生

策
へ
の
取
り
組
み
は

問問

矢
田
町
長

答答

山
本
教
育
長

答答

日南中学校授業のようす
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①
祝
祭
日
は
、
国
で
定
め
ら
れ

て
い
る
が
、
行
事
に
よ
っ
て
は

別
の
日
取
り
も
考
え
ら
れ
る
。

本
町
の
実
情
に
あ
わ
せ
た
体
育

の
日
、
防
災
の
日
、
敬
老
の
日
、

文
化
の
日
な
ど
考
え
ら
れ
な
い

か
。

②
建
国
記
念
の
日
の
祝
意
や
行

事
の
考
え
方
を
、
町
民
全
体
に

呼
び
か
け
る
こ
と
は
出
来
な
い

か
。

①
特
区
的
な
こ
と
も
あ
り
得
る

が
、
町
民
だ
け
で
な
い
場
合
や
、

関
係
機
関
も
あ
り
困
難
で
あ
る
。

②
そ
の
建
国
記
念
の
日
の
趣
旨

等
を
広
め
て
い
く
こ
と
に
は
賛

意
す
る
が
、
そ
の
役
目
は
国
に

あ
る
と
考
え
る
。

①
国
・
県
か
ら
の
指
導
方
針
策

は
示
さ
れ
る
が
、
本
町
と
し
て

の
方
策
は
。

②
各
学
校
の
校
長
・
教
頭
だ
け

で
な
く
、
教
師
と
の
意
見
交
換

を
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
の
か
。

現
状
と
今
後
に
つ
い
て
聞
き
た

い
。

③
学
校
教
育
法
の
改
正
も
議
論

さ
れ
る
が
、
前
問
と
合
わ
せ
、

日
南
町
版
と
し
て
の
方
策
は
。

①
教
育
基
本
法
に
定
め
る
教
育

の
目
的
及
び
理
念
に
基
づ
き
、

国
の
示
す
学
習
指
導
要
領
に
そ

っ
て
、
現
在
取
り
組
ん
で
い
る

特
色
あ
る
教
育
活
動
を
検
証
し
、

充
実
し
て
く
。

②
定
例
校
長
会
を
は
じ
め
、
教

頭
会
或
い
は
各
学
校
別
の
全
員

協
議
会
等
に
お
い
て
意
見
交
換

を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
積
極

的
に
現
場
に
出
か
け
、
意
見
交

換
を
図
っ
て
い
く
。

③
文
部
科
学
省
は
、
学
校
教
育

法
の
改
正
の
方
向
性
を
示
し
て

い
る
が
、
今
後
「
学
習
指
導
要

領
」
の
改
正
を
ふ
ま
え
、
今
ま

で
取
り
組
ん
で
き
た
内
容
を
検

証
し
、
充
実
或
い
は
改
革
を
図

っ
て
い
く
。

町政のここが聞きたい

件　　　　名 提　出　者 審　査　意　見（要旨） 結果

不採択

不採択

採択

採択

（3月定例議会の本会議で審議、決定したもの）

労働法制の拡充の意見書採
択を求める陳情

公共サービスの安易な民間
開放に反対し、国民生活の
「安心・安全」の確立を求
める陳情
「現行保育制度の堅持・拡充」
「保育所最低基準の抜本的改善」
「保育・学童保育・子育て支援予
算の大幅増額」に関する意見書
提出を求める陳情書

国民春闘共闘鳥取県
東部地区懇談会
代表幹事　田中　暁

現行の労基法でも、不当な解雇を禁止する
など一定の労働条件が保障されている。
また、全国一律の最低賃金を定めることに
は無理がある。
住民のニーズを的確に把握し、効率化する
ことにより最小の経費でより充実したサー
ビスを提供することを目指しており、国民
の権利保障を後退させるとは考えられない。

国と自治体が保育に責任を負う現行制度の
もとで、真に少子化対策を進めるのであれ
ば、国家的な基準の底上げと財政の後押し
が必要不可欠であり、急務である。

鳥取県国家公務員労
働組合共闘会議
議長　大西　真悟

鳥取の保育を考える会
会長　石井　由加利

食とみどり、水を守る
鳥取県西部地区労農
市民会議
議長　鎌谷　広治

農業の多面的機能の発揮と食料の安全保障、
各国の農業の共存と食料自給向上が可能な
貿易ルールの確立は必要と考える。

ＷＴＯ・ＦＴＡ交渉に関す
る陳情書

「現行保育制度の堅持・拡充」「保育
所最低基準の抜本的改善」「保育・
学童保育・子育て支援予算の大幅
増額」を求める意見書

ＷＴＯ・ＦＴＡ交渉等に関する意見書

３月議会では、次の意見書を総理大臣ほか、関係大臣・
衆参両院議長に提出することを決めました。

　少子化がますます深刻になるなかで、子

育て環境の整備、なかでも地域の子育て支

援策の中核施設といえる保育所に対する期

待が高まっています。そして、保育・学童

保育・子育て支援に関わる施策の改善は差

し迫っての大切な課題です。

　しかしながら、地方自治体は国の行財政

改革により財政負担の増大を強いられ、施

策の維持拡充が困難になっています。

　次世代育成支援策を国・自治体をあげて

推進することが重要な政策課題ですが、保

育の実施に責任を負う地方自治体において

施策の前進をはかるためには、国と自治体

が保育に対する現行制度のもとで、国家的

な基準（最低基準）の底上げと、財政の後

押しが必要不可欠です。

　よって、政府に対し、現行保育制度の堅

持・拡充、保育所最低基準の抜本的改善、

保育・学童保育・子育て支援予算の大幅増

額を強く要望いたします。

　ＷＴＯ・ＦＴＡなどにおける農業分野の

交渉にあたって、国内の食料自給や農林水

産業に影響を及ぼさないことを基本とした

確固たる態度で対応するよう、次のとおり

要請します。

　　　　　　　　記

１．ＷＴＯ農業交渉では、世界的な飢餓の

　拡大や地球規模での環境悪化につながる

　ことのないよう、農林水産業の多面的機

　能の発揮や食料自給能力の向上を要求し、

　各国の多様な農林水産業が共生・共存で

　きる貿易ルールに改めるよう毅然とした

　姿勢で対応すること。

２．ＦＴＡ・ＥＰＡ交渉にあたっては、国

　内の食料自給や農林水産業に影響を及ぼ

　さないことを基本とした対応をすること。

　　特に、日豪ＦＴＡ交渉では農産物の関

　税撤廃とならないよう確固たる態度で対

　応すること。

３．ＷＴＯ・ＦＴＡ・ＥＰＡ交渉について

　の情報公開を徹底し、各国の農業者や消

　費者・市民の声を反映すること。

絹谷眞幸議員
教
育
再
生
に
む
け
た
取
組
は

指
導
要
領
に
そ
っ
て

特
色
あ
る
教
育
活
動
を
充
実
し
て
い
く

国
民
祝
日
祭
の

と
ら
え
方

問問

国
が
示
し
た
教
育
再
生

策
へ
の
取
り
組
み
は

問問

矢
田
町
長

答答

山
本
教
育
長

答答

日南中学校授業のようす
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委
員
会
の
運
営
方
針

１
、
情
報
を
公
表
し
、
町
民
の

改
革
の
意
識
を
高
め
な
が
ら
、

町
民
の
理
解
と
協
力
を
求
め
る
。

２
、
事
務
事
業
の
見
直
し
と
改

革
の
内
容
は
、
具
体
的
に
出
来

る
限
り
数
字
で
表
す
。

３
、
改
革
を
確
実
に
推
進
す
る

た
め
に
、
常
に
実
施
状
況
と
問

題
点
に
つ
い
て
調
査
検
討
す
る

と
と
も
に
、
成
果
に
つ
い
て
継

続
的
に
検
証
を
行
う
。

審
議
の
経
過
と
概
要

　
本
委
員
会
に
提
案
の
あ
っ
た

「
単
独
自
立
に
向
け
た
日
南
町

行
財
政
改
革
（
案
）
」
を
叩
き

台
に
し
て
審
議
を
始
め
る
こ
と

と
し
、
検
討
を
進
め
た
。

　
特
に
事
務
・
事
業
の
見
直
し

に
つ
い
て
は
、
80
数
項
目
を
対

象
と
さ
れ
て
お
り
、
一
括
で
審

議
す
る
に
は
、
多
く
の
時
間
が

必
要
と
な
る
の
で
分
割
し
、
常

任
委
員
会
の
構
成
に
準
じ
て
専

門
部
会
を
立
ち
上
げ
て
検
討
し
、

本
委
員
会
に
お
い
て
審
議
を
重

ね
て
意
見
の
集
約
を
行
い
、
結

果
を
町
長
に
提
出
し
た
。

　
執
行
部
は
、
本
委
員
会
の
意

見
を
取
り
入
れ
た
「
単
独
自
立

に
向
け
た
行
財
政
改
革
の
中
間

報
告
書
」
を
取
り
ま
と
め
、
各

校
区
で
説
明
会
を
開
き
、
住
民

に
理
解
を
求
め
る
と
と
も
に
、

自
立
の
た
め
の
行
財
政
改
革
の

基
本
方
針
の
集
約
に
着
手
し
た
。

　
本
委
員
会
も
、
校
区
説
明
会

で
の
意
見
や
町
民
の
声
を
参
考

に
、
改
革
の
最
終
方
針
に
向
け

て
審
議
し
、
「
行
財
政
改
革
に

関
す
る
提
言
書
」
を
ま
と
め
、

平
成
16
年
６
月
10
日
付
で
町
長

に
提
出
し
た
。

　
そ
の
後
、
町
長
か
ら
提
案
の

あ
っ
た
「
行
財
政
改
革
報
告
書

（
案
）
」
及
び
「
年
次
別
実
施

計
画
書
（
案
）
」
に
つ
い
て
審

議
を
継
続
し
、
平
成
16
年
11
月

26
日
の
委
員
会
で
い
ず
れ
の
案

に
つ
い
て
も
同
意
し
た
。

　
第
14
回
以
降
の
委
員
会
に
お

い
て
は
、
改
革
の
進
捗
状
況
、

成
果
の
検
証
を
行
う
ほ
か
、
地

方
交
付
税
の
制
度
改
正
に
よ
る

町
財
政
へ
の
影
響
な
ど
に
つ
い

て
検
討
を
行
っ
た
。

　
ま
と
め

　
自
立
の
た
め
の
行
財
政
改
革

の
基
本
方
針
で
は
、
改
革
の
期

間
を
平
成
16
年
度
か
ら
５
年
間

の
計
画
と
し
、
重
点
期
間
は
平

成
18
年
度
ま
で
の
３
ヵ
年
と
し

て
い
る
。

　
本
年
度
で
重
点
期
間
が
終
わ

る
が
、
町
民
の
「
日
南
町
を
守

る
」
と
の
強
い
意
識
に
支
え
ら

れ
て
、
計
画
通
り
進
め
ら
れ
て

き
た
。

　
特
に
、
健
全
財
政
の
推
進
に

お
い
て
は
、
補
助
金
の
削
減
や

使
用
料
、
手
数
料
、
分
担
金
、

負
担
金
な
ど
町
民
の
皆
さ
ん
に

直
接
の
痛
み
と
な
っ
た
見
直
し

に
対
し
て
も
、
町
民
の
ご
理
解

を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
ま
た
、
職
員
数
の
削
減
や
給

与
の
見
直
し
、
当
初
の
目
標
と

し
て
い
た
一
般
会
計
財
政
規
模

の
50
億
円
に
対
し
て
、
平
成
17

年
度
で
５
、
２
２
０
、
７
８
５

千
円
の
決
算
額
に
な
る
な
ど
、

計
画
以
上
の
成
果
を
み
る
こ
と

が
で
き
た
。

　
残
さ
れ
た
２
年
間
は
、
改
革

を
仕
上
げ
る
大
切
な
期
間
で
あ

る
。
今
後
も
今
の
意
識
を
緩
め

る
事
な
く
、
強
い
意
志
に
よ
り
、

次
な
る
改
革
に
向
け
、
迅
速
な

取
り
組
み
が
重
要
で
あ
る
こ
と

を
述
べ
、
報
告
と
す
る
。

委
員
会
の
経
過

　
第
１
回
〜
第
６
回
の
委
員
会

で
は
、
各
学
校
の
現
状
・
学
校

経
営
・
学
校
施
設
の
起
債
残
高

な
ど
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
、

第
７
回
の
委
員
会
で
は
、
教
育

現
場
職
員
か
ら
の
意
見
聴
取
を

行
っ
た
。

　
第
８
回
の
委
員
会
で
は
、
中

学
校
改
修
・
教
育
施
設
の
ア
ス

ベ
ス
ト
使
用
状
況
、
対
策
に
つ

い
て
調
査
を
行
い
、
平
成
17
年

10
月
13
日
に
は
、
統
合
の
経
緯
・

建
築
予
算
・
耐
震
補
強
・
大
規

模
改
修
な
ど
の
調
査
を
目
的
に
、

広
瀬
小
学
校
・
鹿
野
小
学
校
の

調
査
を
実
施
し
た
。

　
第
９
回
〜
第
19
回
の
委
員
会

で
は
、
小
学
校
統
合
問
題
・
中

学
校
の
改
修
・
統
合
小
学
校
校

舎
に
つ
い
て
調
査
、
第
17
回
の

委
員
会
で
は
「
小
学
校
統
合
に

つ
い
て
学
習
し
考
え
る
会
」
と

意
見
交
換
も
実
施
し
た
。

　
ま
と
め

　
小
規
模
校
に
は
少
人
数
な
ら

で
は
の
よ
さ
が
あ
る
が
、
将
来

を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

大
切
な
こ
と
は
、
多
様
な
思
い

や
考
え
を
出
し
合
っ
て
練
り
合

い
、
自
分
た
ち
の
力
で
解
決
し

て
い
こ
う
と
す
る
自
立
心
を
育

て
る
こ
と
、
学
習
意
欲
を
高
め

る
こ
と
で
あ
る
。

　
学
校
現
場
で
は
、
小
規
模
校

の
弊
害
に
陥
ら
な
い
よ
う
努
力

を
し
て
い
る
が
、
町
内
の
校
区

毎
に
存
在
す
る
小
学
校
の
中
に

は
、
全
校
児
童
数
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
、
学
級
編
成
も
困
難
な

状
況
が
み
ら
れ
、
入
学
児
童
が

い
な
か
っ
た
り
、
単
数
で
あ
っ

た
り
す
る
こ
と
で
、
保
護
者
の

中
に
不
安
が
あ
り
、
ま
た
、
一

般
的
な
見
方
と
し
て
も
教
育
環

境
と
し
て
の
学
校
の
状
況
が
懸

念
さ
れ
て
い
る
。

　
多
方
面
か
ら
の
調
査
の
結
果
、

第
11
回
特
別
委
員
会
（
平
成
17

年
11
月
11
日
）
に
お
い
て
、
平

成
21
年
度
を
目
標
に
、
小
学
校

の
１
校
統
合
を
目
指
す
こ
と
を

決
定
し
た
。

　
特
に
急
を
要
す
る
事
項
と
し

て
、
山
の
上
３
小
学
校
（
阿
毘

縁
・
山
上
・
大
宮
）
の
統
合
で

あ
っ
た
が
、
町
内
小
学
校
の
１

校
統
合
を
目
指
す
中
で
の
一
段

階
と
し
て
具
体
化
し
た
。

　
こ
の
こ
と
と
併
せ
て
、
「
学

校
区
の
弾
力
的
運
用
」
の
導
入

も
決
定
さ
れ
た
。

　
具
体
的
に
１
校
統
合
を
進
め

る
な
か
で
、
「
統
合
小
学
校
改

築
に
か
か
る
財
政
上
の
問
題
」

「
期
間
を
か
け
て
新
校
舎
で
の

統
合
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
」

「
短
期
間
に
段
階
的
統
合
は
望

ま
な
い
」
「
遠
距
離
に
あ
る
児

童
の
通
学
手
段
や
保
護
者
の
負

担
」
「
学
童
保
育
の
あ
り
方
」

「
ク
ラ
ブ
活
動
」
「
地
域
で
育

成
さ
れ
て
い
る
行
事
や
文
化
の

伝
承
の
仕
方
」
な
ど
、
様
々
な

課
題
が
上
げ
ら
れ
た
。

　
こ
れ
ら
の
課
題
を
ふ
ま
え
、

町
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
庁
舎
内

で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
と

審
議
会
の
立
上
げ
に
よ
り
、
行

財
政
改
革
を
進
め
て
い
る
日
南

町
の
状
況
を
勘
案
し
、
多
角
的

に
検
討
を
進
め
ら
れ
、
具
体
的

な
ス
テ
ッ
プ
を
踏
み
出
す
こ
と

を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
日
南
中
学
校
の
耐
震

補
強
、
改
修
に
つ
い
て
は
、
平

成
19
年
度
実
施
さ
れ
る
こ
と
と

し
て
同
意
し
て
い
る
。
終
わ
り

に
、
今
後
具
体
的
な
手
順
に
よ

り
、
小
学
校
１
校
統
合
へ
向
け

て
動
き
出
す
が
、
21
世
紀
を
展

望
し
た
新
し
い
教
育
環
境
の
構

築
と
な
る
こ
と
を
望
む
。

提
　
言

１
、
日
南
町
に
よ
り
確
実
に
定

住
を
促
し
、
効
果
を
見
極
め
る

た
め
「
日
南
町
い
き
い
き
定
住

促
進
条
例
」
の
一
部
を
改
正
す

る
こ
と
と
し
た
。
（
平
成
17
年

12
月
20
日
議
決
）

２
、
住
宅
政
策
の
推
進

　
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
に
よ
る
賃
貸
住

宅
の
建
設
が
、
需
要
見
通
し
に

不
安
が
あ
る
と
し
て
、
停
滞
し

て
い
る
が
、
新
た
な
雇
用
・
就

労
の
場
の
発
生
に
期
待
が
あ
り
、

よ
り
積
極
的
に
、
時
機
を
失
す

る
こ
と
の
な
い
よ
う
対
応
さ
れ

た
い
。
ま
た
、
定
住
の
基
本
は

持
ち
家
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
小

規
模
な
分
譲
地
の
確
保
に
つ
い

て
も
推
進
さ
れ
た
い
。

３
、
日
南
町
独
自
の
販
売
シ
ス

　
テ
ム
の
確
立

　
本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農

林
業
は
、
就
労
の
場
と
し
て
大

き
な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
る
が
、

近
年
、
農
産
物
の
販
売
額
が
大

き
く
落
ち
込
み
、
高
齢
化
・
後

継
者
不
足
・
農
業
政
策
へ
の
不

安
等
に
よ
り
、
地
域
の
経
済
力
・

活
力
を
失
わ
せ
て
い
る
。
主
要

な
農
産
物
で
あ
る
米
な
ど
の
価

値
を
一
層
高
め
、
有
利
販
売
の

仕
組
み
を
作
る
事
が
緊
急
の
課

題
で
あ
る
。
独
自
の
販
売
戦
略

を
確
立
し
、
よ
り
専
門
的
に
対

応
出
来
る
部
署
・
機
関
の
設
置

が
必
要
で
あ
る
。

　
林
業
に
つ
い
て
は
、
木
材
団

地
構
想
に
基
づ
く
「
株
式
会
社

オ
ロ
チ
」
の
設
立
に
よ
り
、
40

人
規
模
の
雇
用
や
波
及
効
果
に

よ
る
就
労
の
場
の
拡
大
が
見
込

ま
れ
、
支
援
策
に
つ
い
て
も
検

討
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今

後
に
期
待
し
た
い
。

　
ま
と
め

　
以
上
、
本
委
員
会
が
調
査
研

究
し
た
主
要
な
課
題
で
あ
る
。

も
と
よ
り
、
定
住
を
促
す
要
件

に
つ
い
て
は
、
経
済
的
自
立
可

能
な
雇
用
、
就
労
の
場
、
住
宅
、

子
育
て
支
援
、
良
好
な
教
育
環

境
、
利
便
性
の
確
保
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
医
療
、
福
祉
、
介

護
の
充
実
な
ど
暮
ら
し
や
す
さ
、

居
心
地
の
よ
さ
が
求
め
ら
れ
る
。

今
後
一
層
、
山
間
地
域
に
位
置

す
る
本
町
の
特
性
・
独
自
性
を

再
認
識
し
、
21
世
紀
の
キ
ー
ワ

ー
ド
で
あ
る
安
全
・
安
心
な
「
日

南
町
ブ
ラ
ン
ド
」
が
確
立
さ
れ
、

暮
ら
し
や
す
く
、
夢
の
持
て
る

地
域
社
会
が
構
築
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
、
報
告
と
す
る
。

学
校
問
題
に
関
す
る

調
査
特
別
委
員
会

学
校
問
題
に
関
す
る

調
査
特
別
委
員
会

定
住
対
策
に
関
す
る

調
査
特
別
委
員
会

定
住
対
策
に
関
す
る

調
査
特
別
委
員
会

３月定例議会最終日には、「行財政改革に関する調査特別委員会」「学校問題に
関する調査特別委員会」「定住対策に関する調査特別委員会」のそれぞれの委員
長から、調査の最終報告がありました。抜粋して紹介します。

改修予定の日南中学校

町が宅地分譲した霞ニュータウン

委
員
長福

原
　
實

委
員
長三

上
惇
二

行
財
政
改
革
に
関
す
る

調
査
特
別
委
員
会

　
行
財
政
改
革
に
関
す
る

調
査
特
別
委
員
会

　委員
長

木
山
博
之
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委
員
会
の
運
営
方
針

１
、
情
報
を
公
表
し
、
町
民
の

改
革
の
意
識
を
高
め
な
が
ら
、

町
民
の
理
解
と
協
力
を
求
め
る
。

２
、
事
務
事
業
の
見
直
し
と
改

革
の
内
容
は
、
具
体
的
に
出
来

る
限
り
数
字
で
表
す
。

３
、
改
革
を
確
実
に
推
進
す
る

た
め
に
、
常
に
実
施
状
況
と
問

題
点
に
つ
い
て
調
査
検
討
す
る

と
と
も
に
、
成
果
に
つ
い
て
継

続
的
に
検
証
を
行
う
。

審
議
の
経
過
と
概
要

　
本
委
員
会
に
提
案
の
あ
っ
た

「
単
独
自
立
に
向
け
た
日
南
町

行
財
政
改
革
（
案
）
」
を
叩
き

台
に
し
て
審
議
を
始
め
る
こ
と

と
し
、
検
討
を
進
め
た
。

　
特
に
事
務
・
事
業
の
見
直
し

に
つ
い
て
は
、
80
数
項
目
を
対

象
と
さ
れ
て
お
り
、
一
括
で
審

議
す
る
に
は
、
多
く
の
時
間
が

必
要
と
な
る
の
で
分
割
し
、
常

任
委
員
会
の
構
成
に
準
じ
て
専

門
部
会
を
立
ち
上
げ
て
検
討
し
、

本
委
員
会
に
お
い
て
審
議
を
重

ね
て
意
見
の
集
約
を
行
い
、
結

果
を
町
長
に
提
出
し
た
。

　
執
行
部
は
、
本
委
員
会
の
意

見
を
取
り
入
れ
た
「
単
独
自
立

に
向
け
た
行
財
政
改
革
の
中
間

報
告
書
」
を
取
り
ま
と
め
、
各

校
区
で
説
明
会
を
開
き
、
住
民

に
理
解
を
求
め
る
と
と
も
に
、

自
立
の
た
め
の
行
財
政
改
革
の

基
本
方
針
の
集
約
に
着
手
し
た
。

　
本
委
員
会
も
、
校
区
説
明
会

で
の
意
見
や
町
民
の
声
を
参
考

に
、
改
革
の
最
終
方
針
に
向
け

て
審
議
し
、
「
行
財
政
改
革
に

関
す
る
提
言
書
」
を
ま
と
め
、

平
成
16
年
６
月
10
日
付
で
町
長

に
提
出
し
た
。

　
そ
の
後
、
町
長
か
ら
提
案
の

あ
っ
た
「
行
財
政
改
革
報
告
書

（
案
）
」
及
び
「
年
次
別
実
施

計
画
書
（
案
）
」
に
つ
い
て
審

議
を
継
続
し
、
平
成
16
年
11
月

26
日
の
委
員
会
で
い
ず
れ
の
案

に
つ
い
て
も
同
意
し
た
。

　
第
14
回
以
降
の
委
員
会
に
お

い
て
は
、
改
革
の
進
捗
状
況
、

成
果
の
検
証
を
行
う
ほ
か
、
地

方
交
付
税
の
制
度
改
正
に
よ
る

町
財
政
へ
の
影
響
な
ど
に
つ
い

て
検
討
を
行
っ
た
。

　
ま
と
め

　
自
立
の
た
め
の
行
財
政
改
革

の
基
本
方
針
で
は
、
改
革
の
期

間
を
平
成
16
年
度
か
ら
５
年
間

の
計
画
と
し
、
重
点
期
間
は
平

成
18
年
度
ま
で
の
３
ヵ
年
と
し

て
い
る
。

　
本
年
度
で
重
点
期
間
が
終
わ

る
が
、
町
民
の
「
日
南
町
を
守

る
」
と
の
強
い
意
識
に
支
え
ら

れ
て
、
計
画
通
り
進
め
ら
れ
て

き
た
。

　
特
に
、
健
全
財
政
の
推
進
に

お
い
て
は
、
補
助
金
の
削
減
や

使
用
料
、
手
数
料
、
分
担
金
、

負
担
金
な
ど
町
民
の
皆
さ
ん
に

直
接
の
痛
み
と
な
っ
た
見
直
し

に
対
し
て
も
、
町
民
の
ご
理
解

を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
ま
た
、
職
員
数
の
削
減
や
給

与
の
見
直
し
、
当
初
の
目
標
と

し
て
い
た
一
般
会
計
財
政
規
模

の
50
億
円
に
対
し
て
、
平
成
17

年
度
で
５
、
２
２
０
、
７
８
５

千
円
の
決
算
額
に
な
る
な
ど
、

計
画
以
上
の
成
果
を
み
る
こ
と

が
で
き
た
。

　
残
さ
れ
た
２
年
間
は
、
改
革

を
仕
上
げ
る
大
切
な
期
間
で
あ

る
。
今
後
も
今
の
意
識
を
緩
め

る
事
な
く
、
強
い
意
志
に
よ
り
、

次
な
る
改
革
に
向
け
、
迅
速
な

取
り
組
み
が
重
要
で
あ
る
こ
と

を
述
べ
、
報
告
と
す
る
。

委
員
会
の
経
過

　
第
１
回
〜
第
６
回
の
委
員
会

で
は
、
各
学
校
の
現
状
・
学
校

経
営
・
学
校
施
設
の
起
債
残
高

な
ど
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
、

第
７
回
の
委
員
会
で
は
、
教
育

現
場
職
員
か
ら
の
意
見
聴
取
を

行
っ
た
。

　
第
８
回
の
委
員
会
で
は
、
中

学
校
改
修
・
教
育
施
設
の
ア
ス

ベ
ス
ト
使
用
状
況
、
対
策
に
つ

い
て
調
査
を
行
い
、
平
成
17
年

10
月
13
日
に
は
、
統
合
の
経
緯
・

建
築
予
算
・
耐
震
補
強
・
大
規

模
改
修
な
ど
の
調
査
を
目
的
に
、

広
瀬
小
学
校
・
鹿
野
小
学
校
の

調
査
を
実
施
し
た
。

　
第
９
回
〜
第
19
回
の
委
員
会

で
は
、
小
学
校
統
合
問
題
・
中

学
校
の
改
修
・
統
合
小
学
校
校

舎
に
つ
い
て
調
査
、
第
17
回
の

委
員
会
で
は
「
小
学
校
統
合
に

つ
い
て
学
習
し
考
え
る
会
」
と

意
見
交
換
も
実
施
し
た
。

　
ま
と
め

　
小
規
模
校
に
は
少
人
数
な
ら

で
は
の
よ
さ
が
あ
る
が
、
将
来

を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

大
切
な
こ
と
は
、
多
様
な
思
い

や
考
え
を
出
し
合
っ
て
練
り
合

い
、
自
分
た
ち
の
力
で
解
決
し

て
い
こ
う
と
す
る
自
立
心
を
育

て
る
こ
と
、
学
習
意
欲
を
高
め

る
こ
と
で
あ
る
。

　
学
校
現
場
で
は
、
小
規
模
校

の
弊
害
に
陥
ら
な
い
よ
う
努
力

を
し
て
い
る
が
、
町
内
の
校
区

毎
に
存
在
す
る
小
学
校
の
中
に

は
、
全
校
児
童
数
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
、
学
級
編
成
も
困
難
な

状
況
が
み
ら
れ
、
入
学
児
童
が

い
な
か
っ
た
り
、
単
数
で
あ
っ

た
り
す
る
こ
と
で
、
保
護
者
の

中
に
不
安
が
あ
り
、
ま
た
、
一

般
的
な
見
方
と
し
て
も
教
育
環

境
と
し
て
の
学
校
の
状
況
が
懸

念
さ
れ
て
い
る
。

　
多
方
面
か
ら
の
調
査
の
結
果
、

第
11
回
特
別
委
員
会
（
平
成
17

年
11
月
11
日
）
に
お
い
て
、
平

成
21
年
度
を
目
標
に
、
小
学
校

の
１
校
統
合
を
目
指
す
こ
と
を

決
定
し
た
。

　
特
に
急
を
要
す
る
事
項
と
し

て
、
山
の
上
３
小
学
校
（
阿
毘

縁
・
山
上
・
大
宮
）
の
統
合
で

あ
っ
た
が
、
町
内
小
学
校
の
１

校
統
合
を
目
指
す
中
で
の
一
段

階
と
し
て
具
体
化
し
た
。

　
こ
の
こ
と
と
併
せ
て
、
「
学

校
区
の
弾
力
的
運
用
」
の
導
入

も
決
定
さ
れ
た
。

　
具
体
的
に
１
校
統
合
を
進
め

る
な
か
で
、
「
統
合
小
学
校
改

築
に
か
か
る
財
政
上
の
問
題
」

「
期
間
を
か
け
て
新
校
舎
で
の

統
合
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
」

「
短
期
間
に
段
階
的
統
合
は
望

ま
な
い
」
「
遠
距
離
に
あ
る
児

童
の
通
学
手
段
や
保
護
者
の
負

担
」
「
学
童
保
育
の
あ
り
方
」

「
ク
ラ
ブ
活
動
」
「
地
域
で
育

成
さ
れ
て
い
る
行
事
や
文
化
の

伝
承
の
仕
方
」
な
ど
、
様
々
な

課
題
が
上
げ
ら
れ
た
。

　
こ
れ
ら
の
課
題
を
ふ
ま
え
、

町
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
庁
舎
内

で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
と

審
議
会
の
立
上
げ
に
よ
り
、
行

財
政
改
革
を
進
め
て
い
る
日
南

町
の
状
況
を
勘
案
し
、
多
角
的

に
検
討
を
進
め
ら
れ
、
具
体
的

な
ス
テ
ッ
プ
を
踏
み
出
す
こ
と

を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
日
南
中
学
校
の
耐
震

補
強
、
改
修
に
つ
い
て
は
、
平

成
19
年
度
実
施
さ
れ
る
こ
と
と

し
て
同
意
し
て
い
る
。
終
わ
り

に
、
今
後
具
体
的
な
手
順
に
よ

り
、
小
学
校
１
校
統
合
へ
向
け

て
動
き
出
す
が
、
21
世
紀
を
展

望
し
た
新
し
い
教
育
環
境
の
構

築
と
な
る
こ
と
を
望
む
。

提
　
言

１
、
日
南
町
に
よ
り
確
実
に
定

住
を
促
し
、
効
果
を
見
極
め
る

た
め
「
日
南
町
い
き
い
き
定
住

促
進
条
例
」
の
一
部
を
改
正
す

る
こ
と
と
し
た
。
（
平
成
17
年

12
月
20
日
議
決
）

２
、
住
宅
政
策
の
推
進

　
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
に
よ
る
賃
貸
住

宅
の
建
設
が
、
需
要
見
通
し
に

不
安
が
あ
る
と
し
て
、
停
滞
し

て
い
る
が
、
新
た
な
雇
用
・
就

労
の
場
の
発
生
に
期
待
が
あ
り
、

よ
り
積
極
的
に
、
時
機
を
失
す

る
こ
と
の
な
い
よ
う
対
応
さ
れ

た
い
。
ま
た
、
定
住
の
基
本
は

持
ち
家
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
小

規
模
な
分
譲
地
の
確
保
に
つ
い

て
も
推
進
さ
れ
た
い
。

３
、
日
南
町
独
自
の
販
売
シ
ス

　
テ
ム
の
確
立

　
本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農

林
業
は
、
就
労
の
場
と
し
て
大

き
な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
る
が
、

近
年
、
農
産
物
の
販
売
額
が
大

き
く
落
ち
込
み
、
高
齢
化
・
後

継
者
不
足
・
農
業
政
策
へ
の
不

安
等
に
よ
り
、
地
域
の
経
済
力
・

活
力
を
失
わ
せ
て
い
る
。
主
要

な
農
産
物
で
あ
る
米
な
ど
の
価

値
を
一
層
高
め
、
有
利
販
売
の

仕
組
み
を
作
る
事
が
緊
急
の
課

題
で
あ
る
。
独
自
の
販
売
戦
略

を
確
立
し
、
よ
り
専
門
的
に
対

応
出
来
る
部
署
・
機
関
の
設
置

が
必
要
で
あ
る
。

　
林
業
に
つ
い
て
は
、
木
材
団

地
構
想
に
基
づ
く
「
株
式
会
社

オ
ロ
チ
」
の
設
立
に
よ
り
、
40

人
規
模
の
雇
用
や
波
及
効
果
に

よ
る
就
労
の
場
の
拡
大
が
見
込

ま
れ
、
支
援
策
に
つ
い
て
も
検

討
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今

後
に
期
待
し
た
い
。

　
ま
と
め

　
以
上
、
本
委
員
会
が
調
査
研

究
し
た
主
要
な
課
題
で
あ
る
。

も
と
よ
り
、
定
住
を
促
す
要
件

に
つ
い
て
は
、
経
済
的
自
立
可

能
な
雇
用
、
就
労
の
場
、
住
宅
、

子
育
て
支
援
、
良
好
な
教
育
環

境
、
利
便
性
の
確
保
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
医
療
、
福
祉
、
介

護
の
充
実
な
ど
暮
ら
し
や
す
さ
、

居
心
地
の
よ
さ
が
求
め
ら
れ
る
。

今
後
一
層
、
山
間
地
域
に
位
置

す
る
本
町
の
特
性
・
独
自
性
を

再
認
識
し
、
21
世
紀
の
キ
ー
ワ

ー
ド
で
あ
る
安
全
・
安
心
な
「
日

南
町
ブ
ラ
ン
ド
」
が
確
立
さ
れ
、

暮
ら
し
や
す
く
、
夢
の
持
て
る

地
域
社
会
が
構
築
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
、
報
告
と
す
る
。

学
校
問
題
に
関
す
る

調
査
特
別
委
員
会

学
校
問
題
に
関
す
る

調
査
特
別
委
員
会

定
住
対
策
に
関
す
る

調
査
特
別
委
員
会

定
住
対
策
に
関
す
る

調
査
特
別
委
員
会

３月定例議会最終日には、「行財政改革に関する調査特別委員会」「学校問題に
関する調査特別委員会」「定住対策に関する調査特別委員会」のそれぞれの委員
長から、調査の最終報告がありました。抜粋して紹介します。

改修予定の日南中学校

町が宅地分譲した霞ニュータウン

委
員
長福

原
　
實

委
員
長三

上
惇
二

行
財
政
改
革
に
関
す
る

調
査
特
別
委
員
会

　
行
財
政
改
革
に
関
す
る

調
査
特
別
委
員
会

　委員
長

木
山
博
之
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日
野
川
源
流
に
ほ
ど
近
く
、
周
囲
は
に
ち
な
ん
環
境
林
で

あ
る
。

　
岩
魚
も
登
れ
な
い
と
、
地
元
で
は
古
く
か
ら
「
魚
切
り
の

滝
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
近
く
に
は
、
た
た
ら
跡
も
あ
り
、

正
土
原
の
地
蔵
が
見
守
っ
て
い
る
。

　
春
の
新
緑
、
秋
の
紅
葉
は
素
晴
ら
し
い
。

　
日
野
上
町
づ
く
り
協
議
会
は
、
当
地
域
の
豊
富
な
資
源
と
八
つ
の
自
治
会
（
集
落
）
の

活
力
を
集
中
し
て
、
心
豊
か
で
元
気
な
理
想
郷
の
実
現
を
め
ざ
し
て
事
業
を
展
開
し
て
お

り
ま
す
。
そ
し
て
、
日
南
町
の
色
々
な
課
題
を
共
有
し
、
日
野
上
地
域
と
し
て
の
役
割
を

念
頭
に
お
き
な
が
ら
、
他
地
域
と
の
連
携
、
地
域
活
動
が
町
づ
く
り
に
つ
な
が
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
事
業
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

○
ふ
る
里
祭
り
に
参
加
（
バ
ザ
ー
の
収
益
金
は
福
祉
事
業
に
充
て
る
）

○
杉
玉
作
り
の
開
催
と
普
及
（
林
業
の
町
を
ア
ピ
ー
ル
）

○
人
権
「
人
づ
く
り
町
づ
く
り
」
定
期
連
携
講
座
（
町
内
に
呼
び
か
け
、
町
ぐ
る
み
で
取
組
む
）

○
桜
、
ス
イ
セ
ン
街
道
の
設
置
と
整
備
（
将
来
は
石
見
の
は
な
み
ず
き
、
ス
イ
セ
ン
ロ
ー

　
ド
と
結
ぶ
）

○
特
産
品
開
発
、
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
設
置
（
町
、
団
体
と
の
連
携
）

　
今
「
町
づ
く
り
、
地
域
起
こ
し
」
一
色
で
、
生
涯
学
習
が
疎
か
に
な
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
よ
く
耳
に
し
ま
す
が
、
前
記
に
掲
げ
た
各
種
町
づ
く
り
事
業
に
参
加
す
る
こ
と

こ
そ
、
貴
重
な
生
涯
学
習
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
積
極
的
に
参
加
し
て
、
自
分
を

磨
き
、
地
域
を
磨
き
、
き
ら
り
と
光
る
人
づ
く
り
町
づ
く
り
を
目
指
せ
ば
、
素
晴
ら
し
い

「
理
想
郷
」
が
実
現
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　
折
角
の
機
会
を
頂
き
ま
し
た
の
で
、
議
会
の
こ
と
に
ふ
れ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
過

般
、
町
の
あ
る
事
業
に
関
心
が
あ
り
、
町
議
会
常
任
委
員
会
を
傍
聴
し
ま
し
た
。
常
任
委

員
会
は
、
町
長
が
提
出
し
た
案
件
に
つ
い
て
、
専
門
的
に
細
か
く
検
討
審
査
さ
れ
ま
す
。

議
会
は
形
式
に
の
っ
と
り
進
行
さ
れ
ま
す
が
、
常
任
委
員
会
は
必
要
に
応
じ
て
担
当
課
長

他
も
参
加
し
て
、
フ
リ
ー
ト
ー
ク
的
に
意
見
交
換
、
議
論
し
な
が
ら
審
査
集
約
さ
れ
ま

す
。
つ
い
て
は
、
事
業
内
容
を
手
に
取
る
よ
う
に
分
か
り
ま
す
し
、
町
民
の
選
出
し
た
議

員
の
考
え
方
、
活
動
の
姿
を
つ
ぶ
さ
に
見
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
有
意
義
な
傍
聴
で
し

た
。
常
任
委
員
会
の
傍
聴
は
、
議
会
傍
聴
同
様
で
、
自
由
に
傍
聴
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
に

お
薦
め
し
ま
す
。

（
日
野
上
町
づ
く
り
協
議
会
　
会
長
）

　
足
羽
　
正
敬
さ
ん

発行／日南町議会　〒689-5292　鳥取県日野郡日南町霞800　TEL（0859）82－1900
編集／議会広報調査特別委員会　 印刷／株式会社高下印刷

おもな内容
３回臨時会について…………………
新議会議員構成………………………
３月定例会……………………………
予算審査特別委員会…………………
一般質問………………………………
意見書提出……………………………
特別委員会報告………………………
私もひとこと…………………………

2ページ
3ページ
4ページ
5ページ
6ページ

13ページ
14ページ
16ページ

　世帯数／2,333世帯
　人　口／6,205人
（平成19年4月末現在）

古紙配合率100％
再生紙を使用しています

ち

きゅ
うにやさし

い

　

再生紙利用

議会広報調査特別委員会では、「私もひとこと」に掲載するみなさまからの声をお待ち
しています。議会事務局までどしどしお寄せ下さい。

編

集

後

記

　
改
選
に
よ
り
、
議
会
だ
よ
り
の
編
集
委
員
も
新
し
く
な

り
ま
し
た
。

　
議
会
の
こ
と
を
分
か
り
や
す
く
親
し
み
の
持
て
る
紙
面

づ
く
り
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
意

見
や
ご
感
想
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
員
長
　
　
久
代
　
安
敏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
副
委
員
長
　
　
古
都
　
久
志

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
　
員
　
　
福
田
　
　
稔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
坪
倉
　
勝
幸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
長
岡
つ
る
子

正土原の魚切り
うお きしょうどばら

にちなん議会だより　平成19年5月発行　No.107

12名の新しい議員
町民の声を町政に反映します

（5月 8日・議場にて）

日南町の鳥：山鳥
う
お
き

至米子にちなん環境林

至広島

多里小学校

183
日南町役場

管理棟

正土原

新屋

─　　 ─144
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おもな内容

６月定例会について⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯

一般質問⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯

意見書、陳情結果⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯

私もひとこと⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯

2ページ

4ページ

6ページ

8ページ
　世帯数／2,338世帯
　人　口／6,207人
（平成19年7月1日現在）

天まで響け 6.23にちなんおろちマラソン前夜祭

（日野上小学校の太鼓演奏）

古紙配合率100％
再生紙を使用しています

ち

き
ゅう

にやさ

し
い

　

再
生紙利用

私もひとこと私もひとこと

議会広報調査特別委員会では、「私もひとこと」に掲載するみなさまからの声をお待ち

しています。議会事務局までどしどしお寄せ下さい。

編

集

後

記

　
空
梅
雨
で
水
不
足
が
心
配
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
７
月

に
入
っ
て
一
転
、
日
照
不
足
が
心
配
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
の
、
天
候
回
復
を
祈
る
日
々
で
あ
り
ま
す
。

　
町
づ
く
り
に
向
け
て
、
議
会
も
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
の

で
、
皆
様
方
の
ご
意
見
、
ご
要
望
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
都
　
記

　
　
　
　
　
　
　
　
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
員
長
　
　
久
代
　
安
敏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
副
委
員
長

　
　
古
都
　
久
志

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
　
員
　
　
福
田
　
　
稔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
坪
倉
　
勝
幸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
長
岡
つ
る
子

八郎滝（鍵掛峠）

にちなん議会だより　平成19年7月発行　No.108

3月定例会
　　　　　合併号
5月臨時会

日南町の鳥：山鳥

う
お

き

にちなん
　
山
の
上
小
学
校
に
な
っ
て
、
一
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
不
安
を
い
っ

ぱ
い
抱
え
た
ま
ま
ス
タ
ー
ト
し
た
昨
年
の
四
月
と
比
べ
る
と
、
今
年
は

ス
ム
ー
ズ
な
ス
タ
ー
ト
が
出
来
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
小
学
校
統
合
が
徐
徐
に
現
実
と
し
て
近
づ
い
て
来
て
い

ま
す
。
私
た
ち
保
護
者
の
中
で
も
意
見
が
さ
ま
ざ
ま
で
、
一
つ
に
ま
と

め
る
と
い
う
の
は
無
理
だ
と
思
い
ま
す
。

　
た
だ
、
統
合
す
る
に
あ
た
っ
て
、
考
え
て
頂
き
た
い
の
は
、
準
備
期

間
が
ど
れ
く
ら
い
あ
る
か
と
い
う
事
で
す
。
山
の
上
小
学
校
は
統
合
ま

で
約
半
年
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
間
に
子
ど
も
た
ち
や
先
生
、

そ
し
て
保
護
者
が
使
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
大
変
な
も
の
で
し
た
。
﹁
四

月
か
ら
本
当
に
子
ど
も
た
ち
は
、
授
業
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
﹂
そ
ん
な

親
の
不
安
が
子
ど
も
た
ち
に
伝
わ
っ
た
の
か
、
環
境
の
変
化
も
あ
っ
て
、

体
調
を
崩
す
子
も
多
く
い
ま
し
た
。

　
三
校
の
統
合
で
も
こ
う
だ
っ
た
の
で
す
か
ら
、
全
校
統
合
と
な
る
と

ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
誰
も
が
子
ど
も
た
ち
の
為
に
、
最

善
を
尽
く
し
、
最
良
を
考
え
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ

日
南
の
滝
め
ぐ
り
�

　
伯
耆
と
備
後
を
つ
な
ぐ
通
行
の
難
所
、
鍵
掛
峠
。

　
通
称
﹃
大
曲
り
﹄
か
ら
沢
づ
た
い
に
１
㎞
ほ
ど
登
っ
た
と

こ
ろ
に
、
落
差
７
ｍ
の
八
郎
滝
が
あ
る
。
　

　
そ
の
あ
た
り
に
旧
道
と
思
わ
れ
る
細
い
道
が
あ
り
、
辺
り

の
木
々
に
囲
ま
れ
て
、
流
れ
る
滝
を
眺
め
る
旅
人
の
休
息
の

場
所
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

︵
山
の
上
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
︶



　

遠
藤
　
新
吾

さ
ん

至米子

新山 野組

鍵掛峠

多里

奥湯谷

八郎滝

新屋

183 多里小学校

─　　 ─145
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6 月定例会6 月定例会
6月12日～6月15日

日
南
町
こ
ど
も
ゆ
め
基
金
条

例
の
制
定

　
日
南
町
社
会
福
祉
協
議
会
よ

り
受
入
れ
る
１
億
円
を
基
に
し

て
、
日
南
町
の
将
来
を
担
う
子

供
達
が
﹁
夢
と
希
望
﹂
を
も
っ

て
す
こ
や
か
に
成
長
し
て
い
け

る
環
境
整
備
に
最
大
限
活
用
で

き
る
よ
う
に
﹁
日
南
町
こ
ど
も

ゆ
め
基
金
﹂
を
創
設
。

日
南
町
行
政
改
革
推
進
委
員

会
設
置
条
例
の
一
部
改
正

委
員
会
庶
務
担
当
課
の
変
更
、

総
務
課
を
企
画
課
に
改
正
。

日
南
町
特
別
職
の
職
員
で
非

常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

国
会
議
員
の
選
挙
等
の
執
行
経

費
の
基
準
に
関
す
る
法
律
の
一

部
を
改
正
及
び
選
挙
従
事
者
に

係
る
費
用
弁
償
額
の
改
正

日
南
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
改
正

介
護
納
付
金
課
税
被
保
険
者
に

係
る
所
得
割
額
算
定
率
の
改
正
。

副
町
長
選
任
の
同
意

任
期
満
了
に
伴
い
、
七
瀬
英
夫

氏
の
後
任
と
し
て
、
狩
野
宏
氏

を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
。

日
南
中
学
校
大
規
模
改
修
工
事

契
約
の
相
手
方

　
　
　
　
有
限
会
社
　
ア
カ
ギ

契
約
金
額

　
　
　
　
　
１
億
７
千
10
万
円

日
南
町
住
宅
新
築
資
金
等
貸

付
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

平
成
18
年
度
日
南
町
住
宅
新
築

資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
の

歳
入
不
足
を
、
平
成
19
年
度
予

算
よ
り
繰
上
げ
充
用
を
行
う
た

め
、
１
４
８
万
３
千
円
追
加
。

日
南
町
老
人
保
健
特
別
会
計

補
正
予
算

平
成
18
年
度
日
南
町
老
人
保
健

特
別
会
計
に
お
け
る
国
庫
負
担

金
の
交
付
決
定
額
の
不
足
分
に

よ
る
歳
入
不
足
を
、
平
成
19
年

度
予
算
よ
り
繰
上
げ
充
用
を
行

う
た
め
、
１
、
７
２
４
万
１
千

円
追
加
。

日
南
町
一
般
会
計
補
正
予
算

１
億
５
２
５
万
６
千
円
追
加
し
、

総
額
を
65
億
３
、
７
８
９
万
６

千
円
と
す
る
。

︵
お
も
な
内
容
︶

消
防
費

　
液
晶
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

　
　
　
　
　
１
０
６
万
９
千
円

民
生
費

　
こ
ど
も
ゆ
め
基
金
積
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
億
円

教
育
費

　
神
戸
上
遺
跡
調
査
委
託
費

　
　
　
　
　
１
５
０
万
２
千
円

　
石
見
東
小
学
校
屋
根
修
繕

　
　
　
　
　
　
　
91
万
４
千
円

　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
派
遣
費

　
　
　
　
　
　
　
14
万
８
千
円

　
鳥
取
県
魅
力
あ
る
展
示

　
　
　
　
　
　
　
　
　
65
万
円

字
の
区
域
変
更

日
南
町
下
石
見
地
区
地
籍
調
査

実
施
区
域
に
お
け
る
字
の
区
域

の
変
更
。

日
南
町
こ
ど
も
ゆ
め
基
金

　
こ
ど
も
は
、
地
域
や
町
の
将

来
を
託
す
﹁
宝
﹂
と
し
て
位
置

づ
け
、
子
育
て
Ｏ
Ｂ
や
町
民
の

方
々
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
乳

幼
児
親
子
交
流
の
場
、
子
育
て

情
報
の
提
供
、
子
育
て
ア
ド
バ

イ
ス
を
細
や
か
に
、
適
宜
に
提

供
し
、
地
域
全
体
で
優
し
く
見

守
り
、
育
む
環
境
づ
く
り
を
進

め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
平
成
19
年
度
か
ら
中
期
的
に

従
来
か
ら
行
っ
て
き
た
事
業
に

加
え
、
日
南
町
社
会
福
祉
協
議

会
の
全
面
的
な
協
力
を
得
な
が

ら
、
子
育
て
支
援
に
積
極
的
に

取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
事
業
展
開
の
財
源
と
し
て
、

日
南
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
基

本
財
産
１
億
円
の
提
供
を
受
け
、

こ
れ
を
基
に
﹁
日
南
町
こ
ど
も

ゆ
め
基
金
﹂
を
創
設
、
児
童
福

祉
関
係
機
関
な
ど
の
意
見
を
聞

き
、
国
や
県
の
子
育
て
支
援
施

策
を
積
極
的
に
活
用
し
な
が
ら
、

こ
の
基
金
を
最
大
限
に
活
用
し

て
い
き
ま
す
。

　
改
選
後
、
初
め
て
と
な
る
6
月
定
例
会
は
、
6
月
12
日
か
ら
15
日
ま
で
の
４

日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
初
日
の
一
般
質
問
に
は
、
3
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
執
行
部
に
所
信
を
問
い

ま
し
た
。
　
　

　
執
行
部
か
ら
提
出
さ
れ
た
全
議
案
は
、
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
厳
し
い
町
財
政
の
な
か
、
議
員
報
酬
を
減
じ
て
い
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
平

成
21
年
3
月
31
日
ま
で
減
じ
る
こ
と
を
議
員
発
議
で
可
決
し
ま
し
た
。

狩野副町長

も
っ
と
詳
し
く
⋯

も
っ
と
詳
し
く
⋯

改修工事中の日南中学校

子育て支援センターのようす

日南町こどもゆめ基金条例を制定日南町こどもゆめ基金条例を制定日南町こどもゆめ基金条例を制定
平成4年、5年に町から社会福祉協議会へ出損していた
1億円（社会福祉協議会の基本財産）を町が受け入れ

人

事

案

件

専

決

処

分

予

算

関

係

そ
　
の
　
他

条
例
の
制
定

条
例
の
改
正

工
事
請
負
契
約
の
締
結

日南町議会議員報酬の特例条例の一部改正
平成21年3月31日まで、議員報酬を引き続き減額

議　　　　　長：304,000円を297,000円に

副　　議　　長：226,000円を221,000円に

常任委員長：218,000円を213,000円に

議会運営委員長：218,000円を213,000円に

議　　　　　員：212,000円を207,000円に

議
決
し
た
お
も
な
議
案

「日南町こどもゆめ基金」に1億円積立てる

─　　 ─146



23

にちなん議会だより　平成19年7月発行　No.108にちなん議会だより　平成19年7月発行　No.108

6 月定例会6 月定例会
6月12日～6月15日

日
南
町
こ
ど
も
ゆ
め
基
金
条

例
の
制
定

　
日
南
町
社
会
福
祉
協
議
会
よ

り
受
入
れ
る
１
億
円
を
基
に
し

て
、
日
南
町
の
将
来
を
担
う
子

供
達
が
﹁
夢
と
希
望
﹂
を
も
っ

て
す
こ
や
か
に
成
長
し
て
い
け

る
環
境
整
備
に
最
大
限
活
用
で

き
る
よ
う
に
﹁
日
南
町
こ
ど
も

ゆ
め
基
金
﹂
を
創
設
。

日
南
町
行
政
改
革
推
進
委
員

会
設
置
条
例
の
一
部
改
正

委
員
会
庶
務
担
当
課
の
変
更
、

総
務
課
を
企
画
課
に
改
正
。

日
南
町
特
別
職
の
職
員
で
非

常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

国
会
議
員
の
選
挙
等
の
執
行
経

費
の
基
準
に
関
す
る
法
律
の
一

部
を
改
正
及
び
選
挙
従
事
者
に

係
る
費
用
弁
償
額
の
改
正

日
南
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
改
正

介
護
納
付
金
課
税
被
保
険
者
に

係
る
所
得
割
額
算
定
率
の
改
正
。

副
町
長
選
任
の
同
意

任
期
満
了
に
伴
い
、
七
瀬
英
夫

氏
の
後
任
と
し
て
、
狩
野
宏
氏

を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
。

日
南
中
学
校
大
規
模
改
修
工
事

契
約
の
相
手
方

　
　
　
　
有
限
会
社
　
ア
カ
ギ

契
約
金
額

　
　
　
　
　
１
億
７
千
10
万
円

日
南
町
住
宅
新
築
資
金
等
貸

付
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

平
成
18
年
度
日
南
町
住
宅
新
築

資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
の

歳
入
不
足
を
、
平
成
19
年
度
予

算
よ
り
繰
上
げ
充
用
を
行
う
た

め
、
１
４
８
万
３
千
円
追
加
。

日
南
町
老
人
保
健
特
別
会
計

補
正
予
算

平
成
18
年
度
日
南
町
老
人
保
健

特
別
会
計
に
お
け
る
国
庫
負
担

金
の
交
付
決
定
額
の
不
足
分
に

よ
る
歳
入
不
足
を
、
平
成
19
年

度
予
算
よ
り
繰
上
げ
充
用
を
行

う
た
め
、
１
、
７
２
４
万
１
千

円
追
加
。

日
南
町
一
般
会
計
補
正
予
算

１
億
５
２
５
万
６
千
円
追
加
し
、

総
額
を
65
億
３
、
７
８
９
万
６

千
円
と
す
る
。

︵
お
も
な
内
容
︶

消
防
費

　
液
晶
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

　
　
　
　
　
１
０
６
万
９
千
円

民
生
費

　
こ
ど
も
ゆ
め
基
金
積
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
億
円

教
育
費

　
神
戸
上
遺
跡
調
査
委
託
費

　
　
　
　
　
１
５
０
万
２
千
円

　
石
見
東
小
学
校
屋
根
修
繕

　
　
　
　
　
　
　
91
万
４
千
円

　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
派
遣
費

　
　
　
　
　
　
　
14
万
８
千
円

　
鳥
取
県
魅
力
あ
る
展
示

　
　
　
　
　
　
　
　
　
65
万
円

字
の
区
域
変
更

日
南
町
下
石
見
地
区
地
籍
調
査

実
施
区
域
に
お
け
る
字
の
区
域

の
変
更
。

日
南
町
こ
ど
も
ゆ
め
基
金

　
こ
ど
も
は
、
地
域
や
町
の
将

来
を
託
す
﹁
宝
﹂
と
し
て
位
置

づ
け
、
子
育
て
Ｏ
Ｂ
や
町
民
の

方
々
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
乳

幼
児
親
子
交
流
の
場
、
子
育
て

情
報
の
提
供
、
子
育
て
ア
ド
バ

イ
ス
を
細
や
か
に
、
適
宜
に
提

供
し
、
地
域
全
体
で
優
し
く
見

守
り
、
育
む
環
境
づ
く
り
を
進

め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
平
成
19
年
度
か
ら
中
期
的
に

従
来
か
ら
行
っ
て
き
た
事
業
に

加
え
、
日
南
町
社
会
福
祉
協
議

会
の
全
面
的
な
協
力
を
得
な
が

ら
、
子
育
て
支
援
に
積
極
的
に

取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
事
業
展
開
の
財
源
と
し
て
、

日
南
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
基

本
財
産
１
億
円
の
提
供
を
受
け
、

こ
れ
を
基
に
﹁
日
南
町
こ
ど
も

ゆ
め
基
金
﹂
を
創
設
、
児
童
福

祉
関
係
機
関
な
ど
の
意
見
を
聞

き
、
国
や
県
の
子
育
て
支
援
施

策
を
積
極
的
に
活
用
し
な
が
ら
、

こ
の
基
金
を
最
大
限
に
活
用
し

て
い
き
ま
す
。

　
改
選
後
、
初
め
て
と
な
る
6
月
定
例
会
は
、
6
月
12
日
か
ら
15
日
ま
で
の
４

日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
初
日
の
一
般
質
問
に
は
、
3
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
執
行
部
に
所
信
を
問
い

ま
し
た
。
　
　

　
執
行
部
か
ら
提
出
さ
れ
た
全
議
案
は
、
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
厳
し
い
町
財
政
の
な
か
、
議
員
報
酬
を
減
じ
て
い
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
平

成
21
年
3
月
31
日
ま
で
減
じ
る
こ
と
を
議
員
発
議
で
可
決
し
ま
し
た
。

狩野副町長

も
っ
と
詳
し
く
⋯

も
っ
と
詳
し
く
⋯

改修工事中の日南中学校

子育て支援センターのようす

日南町こどもゆめ基金条例を制定日南町こどもゆめ基金条例を制定日南町こどもゆめ基金条例を制定
平成4年、5年に町から社会福祉協議会へ出損していた
1億円（社会福祉協議会の基本財産）を町が受け入れ

人

事

案

件

専

決

処

分

予

算

関

係

そ
　
の
　
他

条
例
の
制
定

条
例
の
改
正

工
事
請
負
契
約
の
締
結

日南町議会議員報酬の特例条例の一部改正
平成21年3月31日まで、議員報酬を引き続き減額

議　　　　　長：304,000円を297,000円に

副　　議　　長：226,000円を221,000円に

常任委員長：218,000円を213,000円に

議会運営委員長：218,000円を213,000円に

議　　　　　員：212,000円を207,000円に

議
決
し
た
お
も
な
議
案

「日南町こどもゆめ基金」に1億円積立てる
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︵
６
月
︶

５
日
　
議
会
運
営
委
員
会

６
日
　
西
部
町
村
議
会
議
長
・

　
　
　
副
議
長
・
局
長
研
修

８
日
　
日
野
町
江
府
町
日
南
町

　
　
　
衛
生
施
設
組
合
議
会

11
日
　
西
部
町
村
議
会
議
長
会

　
　
　
連
絡
会

12
日



～

　
６
月
定
例
会

15
日

20
日
　
広
報
調
査
特
別
委
員
会

25
日
　
鳥
取
県
町
村
議
会
議
長

　
　
　
会
定
期
総
会

29
日
　
総
務
教
育
常
任
委
員
会

　
︵
７
月
︶

３
日
　
議
会
運
営
委
員
会
研
修

６
日
　
西
部
町
村
議
会
議
長
会

　
　
　
行
政
調
査
事
前
研
修

　
〃
　
西
部
町
村
議
会
議
長
会

　
　
　
臨
時
総
会

10
日
　
広
報
調
査
特
別
委
員
会

11
日
　
経
済
福
祉
常
任
委
員
会

12
日
　
全
国
森
林
環
境
税
創
設

　
　
　
議
員
連
盟
総
会

17
日
　
広
報
調
査
特
別
委
員
会

トラックいっぱいになった
不法投棄廃棄物（鍵掛峠）

①
小
学
校
の
統
合
化
を
、
単
に

複
式
学
級
の
解
消
だ
け
の
視
点

で
進
め
て
お
ら
れ
る
よ
う
だ
が
、

真
に
子
供
の
た
め
の
教
育
と
し

て
、
小
学
校
の
統
合
問
題
も
含

め
て
、
ど
う
取
り
組
ま
れ
成
果

を
上
げ
ら
れ
た
の
か
。
こ
の
間
、

教
育
行
政
の
一
貫
性
が
見
ら
れ

な
い
が
、
町
長
、
教
育
長
の
所

見
は
。

②
小
中
一
貫
校
的
な
教
育
体
系

も
検
討
す
べ
き
で
は
。

③
21
年
度
の
１
校
統
合
は
、
決

定
事
項
か
。
現
在
、
教
育
の
あ

り
方
会
議
で
も
議
論
さ
れ
て
い

る
が
、
校
舎
整
備
な
ど
が
間
に

合
わ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

①
﹁
確
か
な
学
力
﹂
﹁
豊
か
な

人
間
性
﹂
﹁
健
康
と
体
力
﹂
の

均
衡
の
と
れ
た
教
育
を
目
標
に
、

自
ら
考
え
自
ら
課
題
を
解
決
し

よ
う
と
す
る
﹁
生
き
る
力
﹂
を

育
む
こ
と
を
教
育
の
柱
と
し
、

保
育
園
・
小
学
校
・
中
学
校
の

連
携
を
深
め
な
が
ら
取
り
組
ん

で
い
る
。

　
長
い
期
間
、
そ
の
時
々
で
町

民
の
皆
さ
ん
な
ど
と
話
し
合
い

な
が
ら
、
最
良
の
方
策
を
講
じ

て
お
り
、
建
設
や
統
廃
合
に
一

貫
性
が
な
い
と
は
思
わ
な
い
。

②
教
育
の
あ
り
方
会
議
で
議
論

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

③
平
成
21
年
度
を
目
途
に
１
校

統
合
と
す
る
こ
と
は
、
決
定
し

て
い
る
。

　
教
育
委
員
会
で
統
合
小
学
校

の
校
舎
や
施
設
、
設
備
等
に
つ

い
て
協
議
す
る
中
で
、
日
野
上

小
学
校
の
校
舎
改
築
を
検
討
し

て
い
る
。
本
年
度
中
に
は
、
方

向
性
を
出
す
。

　
教
育
の
あ
り
方
会
議
の
議
事

録
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

公
表
す
る
。

　
町
内
の
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
持

ち
な
が
ら
、
単
に
事
務
処
理
を

す
る
だ
け
の
役
場
職
員
で
良
い

だ
ろ
う
か
。
折
角
の
知
識
と
、

優
秀
な
人
材
が
、
も
っ
と
町
内

に
出
か
け
、
町
民
の
実
態
を
見

て
、
﹁
日
南
町
か
く
あ
る
べ
き
﹂

と
、
改
善
・
提
案
を
し
、
地
域

の
リ
ー
ダ
ー
た
る
べ
き
と
思
う

が
、
現
状
の
職
員
の
教
育
や
、

意
見
の
取
り
込
み
等
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
職
員
の
地
域
担
当
制
な
ど
で

国
の
方
を
で
は
な
く
町
民
の
方

を
向
い
て
行
政
を
行
い
、
町
民

に
密
着
、
直
結
す
る
政
策
提
案

等
も
積
極
的
に
取
り
入
れ
た
い
。

人
材
づ
く
り
に
力
を
入
れ
、
職

員
研
修
は
、
機
会
あ
る
毎
に
積

極
的
に
受
け
る
よ
う
に
し
て
い

る
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
対
し
て
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
作
っ
て
取
り

組
ん
で
い
る
。
町
民
の
声
も
聞

き
な
が
ら
更
に
精
進
し
た
い
。

　　
加
工
・
販
売
す
る
﹁
オ
ロ
チ
﹂

伐
採
搬
出
す
る
﹁
生
産
組
合
﹂

が
で
き
、
町
の
林
業
振
興
に
大

き
な
期
待
が
持
て
る
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
大
元
の
山
林
所
有
者

は
、
不
在
地
主
で
あ
っ
た
り
、

相
続
登
記
の
不
備
等
が
あ
り
生

産･

加
工
の
流
れ
に
問
題
が
生

じ
な
い
か
、
こ
の
問
題
に
行
政

と
し
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ま

れ
る
の
か
。

　
町
の
命
運
を
か
け
た
大
事
業

で
あ
る
。
こ
の
事
業
に
取
り
組

む
姿
勢
、
責
任
は
。

　　
不
在
地
主
の
問
題
に
つ
い
て

は
、
制
度
的
に
、
法
的
に
解
決

で
き
る
と
い
う
こ
と
も
含
め
て
、

島
根
大
学
と
の
連
携
の
中
で
も

研
究
し
て
い
る
。

　
そ
れ
ぞ
れ
が
責
任
を
持
っ
て
、

自
分
の
こ
と
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
。
各
方
面
か
ら
の
協
力

を
求
め
な
が
ら
、
成
功
さ
せ
た

い
。

①
新
型
交
付
税
に
よ
る
単
年
度

影
響
額
約
２
千
万
円
の
試
算
値

は
、
地
方
交
付
税
額
の
３
分
の

１
が
新
型
交
付
税
に
シ
フ
ト
さ

れ
る
と
す
る
平
成
22
年
度
ま
で

の
間
、
ど
の
よ
う
な
値
で
各
年

度
に
お
い
て
増
額
経
過
を
す
る

と
想
定
さ
れ
て
い
る
の
か
。

②
平
成
19
年
度
予
算
の
概
要
に

つ
い
て
の
説
明
で
、
３
年
後
の

地
方
分
権
一
括
施
行
を
見
越
し

て
、
財
政
運
営
の
ル
ー
ル
作
り

を
改
め
て
定
め
る
必
要
性
に
つ

い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
方
針
に
つ
い
て
具
体
的
に
説

明
を
。

　①
単
純
計
算
で
は
３
年
後
に
は

６
千
万
円
の
減
額
と
な
る
。
し

か
し
、
総
務
省
が
年
度
ご
と
の

計
画
案
も
示
し
て
い
な
い
こ
と

か
ら
、
一
概
に
﹁
ど
の
よ
う
な

値
で
各
年
度
に
お
い
て
増
額
す

る
か
﹂
に
つ
い
て
は
算
定
は
し

て
い
な
い
。

②
新
型
交
付
税
の
影
響
や
平
成

22
年
に
行
わ
れ
る
国
勢
調
査
人

口
も
加
味
す
れ
ば
、
１
億
円
か

ら
２
億
円
の
交
付
税
額
の
減
額

を
前
提
と
し
て
財
政
運
営
の
ル

ー
ル
作
り
を
定
め
る
必
要
が
あ

る
。

①
５
年
間
の
温
暖
化
防
止
実
行

計
画
期
間
が
終
了
し
た
が
、
そ

の
成
果
及
び
反
省
点
等
は
。

②
環
境
基
本
計
画
の
策
定
が
な

さ
れ
て
い
れ
ば
伺
い
た
い
。
未

策
定
で
あ
れ
ば
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

等
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

①
庁
舎
を
は
じ
め
と
す
る
町
所

管
の
４
施
設
を
対
象
に
高
熱
水

費
３
％
削
減
で
取
り
組
み
、
達

成
、
経
費
の
削
減
が
で
き
た
。

今
後
は
環
境
基
本
計
画
策
定
の

中
に
も
盛
り
込
み
、
町
民
参
画

の
幅
広
い
分
野
で
取
り
組
む
よ

う
見
直
し
た
い
。

②
毎
月
１
回
の
割
合
で
町
民
参

画
の
策
定
会
議
を
行
っ
て
い
る
。

年
内
ま
で
に
は
、
会
議
を
終
了

し
、
年
度
末
に
は
計
画
を
公
表
、

周
知
を
行
う
。

陳情の審査結果陳情の審査結果

件　　　　名 提　出　者 審　査　意　見（要旨） 結果

不採択

採　択

採　択

鳥取県労働組合総

連合議長　田中　暁

全国一律の最低賃金制度を創設することに

は無理があり、最低賃金の引き上げでは、

地域経済の回復や持続的発展は望めない。

森林労連
全国林野関連労働組合
鳥取森林管理署分会
執行委員長　酒本慈行

森林、林業、木材産業の実態は相当厳しい

ものがあり、林業、木材産業の再生の為に、

強力な施策の展開を行う必要がある。

鳥取県教職員組合

西部支部

支部長　金本　仁

地域間によって、義務教育水準に格差が生

じないよう国の責任において教育予算を充

実・確保すべきである。

最低賃金法の抜本改正と均

等待遇の実現を求める陳情

森林の整備、林業・林産業

の振興に関する意見書（案）

採択の要請

２００８年度国家予算編成

において教育予算拡充を求

める陳情書

　みなさんから提出のあった陳情を所管の常任委員会で審査し、委員長から審査結果の報告を受けて

6月定例議会の本会議で審議した結果、次のとおり決定しました。 

古都久志議員

真
に
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
は

教
育
の
あ
り
方
会
議
で
論
議

奥迫廣人議員

創
造
と
工
夫
で
取
り
組
む

　
　
　
　
　

財
政
見
通
し
は

交
付
税
の
減
額
を
見
込
み

　
　
財
政
運
営
の
ル
ー
ル
作
る

町
民
に
身
近
な

役
場

問問

林
業
の
振
興

問問

学
校
教
育

問問

町政のここが聞きたい町政のここが聞きたい
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町

長

答答

町

長

答答

矢
田
町
長

答答
矢
田
町
長

答答

町

長

答答

日
南
町
の
財
政

見
通
し
は

問問

日
南
町
地
球
温
暖
化

防
止
実
行
計
画
及
び

環
境
基
本
条
例
制
定

問問
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︵
６
月
︶

５
日
　
議
会
運
営
委
員
会

６
日
　
西
部
町
村
議
会
議
長
・

　
　
　
副
議
長
・
局
長
研
修

８
日
　
日
野
町
江
府
町
日
南
町

　
　
　
衛
生
施
設
組
合
議
会

11
日
　
西
部
町
村
議
会
議
長
会

　
　
　
連
絡
会

12
日



～

　
６
月
定
例
会

15
日

20
日
　
広
報
調
査
特
別
委
員
会

25
日
　
鳥
取
県
町
村
議
会
議
長

　
　
　
会
定
期
総
会

29
日
　
総
務
教
育
常
任
委
員
会

　
︵
７
月
︶

３
日
　
議
会
運
営
委
員
会
研
修

６
日
　
西
部
町
村
議
会
議
長
会

　
　
　
行
政
調
査
事
前
研
修

　
〃
　
西
部
町
村
議
会
議
長
会

　
　
　
臨
時
総
会

10
日
　
広
報
調
査
特
別
委
員
会

11
日
　
経
済
福
祉
常
任
委
員
会

12
日
　
全
国
森
林
環
境
税
創
設

　
　
　
議
員
連
盟
総
会

17
日
　
広
報
調
査
特
別
委
員
会

トラックいっぱいになった
不法投棄廃棄物（鍵掛峠）

①
小
学
校
の
統
合
化
を
、
単
に

複
式
学
級
の
解
消
だ
け
の
視
点

で
進
め
て
お
ら
れ
る
よ
う
だ
が
、

真
に
子
供
の
た
め
の
教
育
と
し

て
、
小
学
校
の
統
合
問
題
も
含

め
て
、
ど
う
取
り
組
ま
れ
成
果

を
上
げ
ら
れ
た
の
か
。
こ
の
間
、

教
育
行
政
の
一
貫
性
が
見
ら
れ

な
い
が
、
町
長
、
教
育
長
の
所

見
は
。

②
小
中
一
貫
校
的
な
教
育
体
系

も
検
討
す
べ
き
で
は
。

③
21
年
度
の
１
校
統
合
は
、
決

定
事
項
か
。
現
在
、
教
育
の
あ

り
方
会
議
で
も
議
論
さ
れ
て
い

る
が
、
校
舎
整
備
な
ど
が
間
に

合
わ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

①
﹁
確
か
な
学
力
﹂
﹁
豊
か
な

人
間
性
﹂
﹁
健
康
と
体
力
﹂
の

均
衡
の
と
れ
た
教
育
を
目
標
に
、

自
ら
考
え
自
ら
課
題
を
解
決
し

よ
う
と
す
る
﹁
生
き
る
力
﹂
を

育
む
こ
と
を
教
育
の
柱
と
し
、

保
育
園
・
小
学
校
・
中
学
校
の

連
携
を
深
め
な
が
ら
取
り
組
ん

で
い
る
。

　
長
い
期
間
、
そ
の
時
々
で
町

民
の
皆
さ
ん
な
ど
と
話
し
合
い

な
が
ら
、
最
良
の
方
策
を
講
じ

て
お
り
、
建
設
や
統
廃
合
に
一

貫
性
が
な
い
と
は
思
わ
な
い
。

②
教
育
の
あ
り
方
会
議
で
議
論

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

③
平
成
21
年
度
を
目
途
に
１
校

統
合
と
す
る
こ
と
は
、
決
定
し

て
い
る
。

　
教
育
委
員
会
で
統
合
小
学
校

の
校
舎
や
施
設
、
設
備
等
に
つ

い
て
協
議
す
る
中
で
、
日
野
上

小
学
校
の
校
舎
改
築
を
検
討
し

て
い
る
。
本
年
度
中
に
は
、
方

向
性
を
出
す
。

　
教
育
の
あ
り
方
会
議
の
議
事

録
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

公
表
す
る
。

　
町
内
の
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
持

ち
な
が
ら
、
単
に
事
務
処
理
を

す
る
だ
け
の
役
場
職
員
で
良
い

だ
ろ
う
か
。
折
角
の
知
識
と
、

優
秀
な
人
材
が
、
も
っ
と
町
内

に
出
か
け
、
町
民
の
実
態
を
見

て
、
﹁
日
南
町
か
く
あ
る
べ
き
﹂

と
、
改
善
・
提
案
を
し
、
地
域

の
リ
ー
ダ
ー
た
る
べ
き
と
思
う

が
、
現
状
の
職
員
の
教
育
や
、

意
見
の
取
り
込
み
等
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
職
員
の
地
域
担
当
制
な
ど
で

国
の
方
を
で
は
な
く
町
民
の
方

を
向
い
て
行
政
を
行
い
、
町
民

に
密
着
、
直
結
す
る
政
策
提
案

等
も
積
極
的
に
取
り
入
れ
た
い
。

人
材
づ
く
り
に
力
を
入
れ
、
職

員
研
修
は
、
機
会
あ
る
毎
に
積

極
的
に
受
け
る
よ
う
に
し
て
い

る
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
対
し
て
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
作
っ
て
取
り

組
ん
で
い
る
。
町
民
の
声
も
聞

き
な
が
ら
更
に
精
進
し
た
い
。

　　
加
工
・
販
売
す
る
﹁
オ
ロ
チ
﹂

伐
採
搬
出
す
る
﹁
生
産
組
合
﹂

が
で
き
、
町
の
林
業
振
興
に
大

き
な
期
待
が
持
て
る
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
大
元
の
山
林
所
有
者

は
、
不
在
地
主
で
あ
っ
た
り
、

相
続
登
記
の
不
備
等
が
あ
り
生

産･

加
工
の
流
れ
に
問
題
が
生

じ
な
い
か
、
こ
の
問
題
に
行
政

と
し
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ま

れ
る
の
か
。

　
町
の
命
運
を
か
け
た
大
事
業

で
あ
る
。
こ
の
事
業
に
取
り
組

む
姿
勢
、
責
任
は
。

　　
不
在
地
主
の
問
題
に
つ
い
て

は
、
制
度
的
に
、
法
的
に
解
決

で
き
る
と
い
う
こ
と
も
含
め
て
、

島
根
大
学
と
の
連
携
の
中
で
も

研
究
し
て
い
る
。

　
そ
れ
ぞ
れ
が
責
任
を
持
っ
て
、

自
分
の
こ
と
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
。
各
方
面
か
ら
の
協
力

を
求
め
な
が
ら
、
成
功
さ
せ
た

い
。

①
新
型
交
付
税
に
よ
る
単
年
度

影
響
額
約
２
千
万
円
の
試
算
値

は
、
地
方
交
付
税
額
の
３
分
の

１
が
新
型
交
付
税
に
シ
フ
ト
さ

れ
る
と
す
る
平
成
22
年
度
ま
で

の
間
、
ど
の
よ
う
な
値
で
各
年

度
に
お
い
て
増
額
経
過
を
す
る

と
想
定
さ
れ
て
い
る
の
か
。

②
平
成
19
年
度
予
算
の
概
要
に

つ
い
て
の
説
明
で
、
３
年
後
の

地
方
分
権
一
括
施
行
を
見
越
し

て
、
財
政
運
営
の
ル
ー
ル
作
り

を
改
め
て
定
め
る
必
要
性
に
つ

い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
方
針
に
つ
い
て
具
体
的
に
説

明
を
。

　①
単
純
計
算
で
は
３
年
後
に
は

６
千
万
円
の
減
額
と
な
る
。
し

か
し
、
総
務
省
が
年
度
ご
と
の

計
画
案
も
示
し
て
い
な
い
こ
と

か
ら
、
一
概
に
﹁
ど
の
よ
う
な

値
で
各
年
度
に
お
い
て
増
額
す

る
か
﹂
に
つ
い
て
は
算
定
は
し

て
い
な
い
。

②
新
型
交
付
税
の
影
響
や
平
成

22
年
に
行
わ
れ
る
国
勢
調
査
人

口
も
加
味
す
れ
ば
、
１
億
円
か

ら
２
億
円
の
交
付
税
額
の
減
額

を
前
提
と
し
て
財
政
運
営
の
ル

ー
ル
作
り
を
定
め
る
必
要
が
あ

る
。

①
５
年
間
の
温
暖
化
防
止
実
行

計
画
期
間
が
終
了
し
た
が
、
そ

の
成
果
及
び
反
省
点
等
は
。

②
環
境
基
本
計
画
の
策
定
が
な

さ
れ
て
い
れ
ば
伺
い
た
い
。
未

策
定
で
あ
れ
ば
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

等
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

①
庁
舎
を
は
じ
め
と
す
る
町
所

管
の
４
施
設
を
対
象
に
高
熱
水

費
３
％
削
減
で
取
り
組
み
、
達

成
、
経
費
の
削
減
が
で
き
た
。

今
後
は
環
境
基
本
計
画
策
定
の

中
に
も
盛
り
込
み
、
町
民
参
画

の
幅
広
い
分
野
で
取
り
組
む
よ

う
見
直
し
た
い
。

②
毎
月
１
回
の
割
合
で
町
民
参

画
の
策
定
会
議
を
行
っ
て
い
る
。

年
内
ま
で
に
は
、
会
議
を
終
了

し
、
年
度
末
に
は
計
画
を
公
表
、

周
知
を
行
う
。

陳情の審査結果陳情の審査結果

件　　　　名 提　出　者 審　査　意　見（要旨） 結果

不採択

採　択

採　択

鳥取県労働組合総

連合議長　田中　暁

全国一律の最低賃金制度を創設することに

は無理があり、最低賃金の引き上げでは、

地域経済の回復や持続的発展は望めない。

森林労連
全国林野関連労働組合
鳥取森林管理署分会
執行委員長　酒本慈行

森林、林業、木材産業の実態は相当厳しい

ものがあり、林業、木材産業の再生の為に、

強力な施策の展開を行う必要がある。

鳥取県教職員組合

西部支部

支部長　金本　仁

地域間によって、義務教育水準に格差が生

じないよう国の責任において教育予算を充

実・確保すべきである。

最低賃金法の抜本改正と均

等待遇の実現を求める陳情

森林の整備、林業・林産業

の振興に関する意見書（案）

採択の要請

２００８年度国家予算編成

において教育予算拡充を求

める陳情書

　みなさんから提出のあった陳情を所管の常任委員会で審査し、委員長から審査結果の報告を受けて

6月定例議会の本会議で審議した結果、次のとおり決定しました。 

古都久志議員

真
に
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
は

教
育
の
あ
り
方
会
議
で
論
議

奥迫廣人議員

創
造
と
工
夫
で
取
り
組
む

　
　
　
　
　

財
政
見
通
し
は

交
付
税
の
減
額
を
見
込
み

　
　
財
政
運
営
の
ル
ー
ル
作
る

町
民
に
身
近
な

役
場

問問

林
業
の
振
興

問問

学
校
教
育

問問

町政のここが聞きたい町政のここが聞きたい
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長

答答

町

長

答答

矢
田
町
長

答答
矢
田
町
長

答答

町

長

答答

日
南
町
の
財
政

見
通
し
は

問問

日
南
町
地
球
温
暖
化

防
止
実
行
計
画
及
び

環
境
基
本
条
例
制
定

問問
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にちなん議会だより　平成19年7月発行　No.108にちなん議会だより　平成19年7月発行　No.108

スタートした「日南町教育のあり方会議」

①
定
率
減
税
の
全
廃
な
ど
の
税

制
改
正
に
よ
り
住
民
税
が
増
税

と
な
っ
た
が
、
町
県
民
税
の
負

担
増
額
を
あ
き
ら
か
に
。

②
国
保
税
も
納
付
額
が
確
定
し

た
が
、
保
険
税
引
き
下
げ
の
考

え
は
。

③
３
月
定
例
会
で
答
弁
の
あ
っ

た
﹁
基
金
の
有
効
活
用
﹂
と
は
、

具
体
的
に
何
を
指
す
の
か
。

①
税
制
改
正
に
よ
る
住
民
税
の

負
担
増
は
、
定
率
減
税
の
廃
止

で
約
一
千
万
円
の
増
。
老
年
者

非
課
税
措
置
の
廃
止
に
伴
う
経

過
措
置
摘
要
で
は
住
民
税
で
53

万
円
増
を
見
込
む
。

②
③
今
年
度
は
据
え
置
い
た
。

﹁
基
金
の
有
効
活
用
﹂
と
は
、

制
度
改
正
や
医
療
費
高
騰
な
ど

に
備
え
て
、
税
の
急
激
な
変
動

を
押
さ
え
る
こ
と
が
、
有
効
活

用
で
あ
る
。

①
小
中
学
校
の
通
学
バ
ス
料
金

の
引
き
下
げ
、

②
医
療
費
補
助
を
就
学
前
か
ら

小
学
生
に
引
き
上
げ
、

③
保
育
料
の
基
準
額
の
軽
減
、

な
ど
を
求
め
る
が
、
ど
う
か
。

①
小
中
学
生
の
通
学
バ
ス
料
金

に
つ
い
て
は
、
現
行
の
ご
負
担

を
お
願
い
し
た
い
。

②
子
育
て
支
援
施
策
全
般
の
中

で
、
財
政
状
況
も
勘
案
し
、
制

度
拡
充
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

③
県
西
部
地
域
で
の
平
均
的
金

額
の
負
担
を
お
願
い
し
た
い
。

①
﹁
放
課
後
子
ど
も
教
室
﹂
は
、

ど
の
よ
う
に
す
す
め
ら
れ
て
い

る
か
。

②
﹁
日
南
町
版
教
育
再
生
会
議
﹂

で
、
具
体
的
に
何
を
再
生
し
た

い
の
か
。

③
安
倍
首
相
の
直
属
機
関
で
あ

る
教
育
再
生
会
議
の
第
二
次
報

告
と
、
﹁
改
正
教
育
三
法
案
﹂

に
つ
い
て
の
見
解
は
。

①
放
課
後
の
子
ど
も
た
ち
の
安

全
な
場
所
を
学
校
等
に
確
保
し
、

子
育
て
支
援
を
図
り
、
学
年
間

の
交
流
や
集
団
生
活
能
力
の
育

成
等
を
図
る
。

②
具
体
的
に
は
、
﹁
日
南
町
教

育
の
あ
り
方
会
議
﹂
で

(a)

学
校
教
育
の
あ
り
方

(b)

ふ
る
さ
と
教
育

(c)

幼
児
教
育
・
家
庭
教
育
・

生
涯
教
育
な
ど
、
幅
広
い
教
育

の
あ
り
方
に
つ
い
て
論
究
し
、

人
づ
く
り
、
後
継
者
づ
く
り
、

町
づ
く
り
の
礎
と
な
る
教
育
の

方
向
性
を
協
議
す
る
。

③
再
生
会
議
等
の
意
見
も
十
分

に
分
析
し
、
教
育
基
本
法
の
趣

旨
に
の
っ
と
り
教
育
三
法
の
改

正
が
論
議
さ
れ
て
い
る
。

①
﹁
差
別
が
あ
る
限
り
同
和
事

業
・
予
算
を
継
続
す
る
﹂
と
繰

り
返
し
て
い
る
が
、
現
存
す
る

部
落
差
別
の
実
態
と
は
。

②
一
つ
の
運
動
団
体
に
補
助
金

(

単
位
組
織
活
動
費)

を
支
出
す

る
基
準
は
何
か
。

③
﹁
日
南
町
基
本
的
人
権
の
擁

護
に
関
す
る
条
例
﹂
は
、
基
本

的
人
権
を
、
部
落
差
別
に
特
化

し
て
お
り
、
廃
止
す
べ
き
で
は
。

④
住
宅
新
築
資
金
の
滞
納
は
、

10
年
で
時
効
に
な
る
。
法
的
な

手
段
は
、
図
ら
れ
て
い
る
か
。

　①
生
活
環
境
や
就
労
な
ど
、
今

な
お
格
差
の
実
態
が
あ
る
。

②
派
遣
費
に
該
当
し
、
実
績
に

応
じ
て
支
出
し
て
い
る
。

③
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
し
明

る
く
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
制
定

し
た
条
例
で
、
部
落
差
別
に
特

化
し
た
条
例
で
は
な
い
。

④
確
認
書
を
と
り
、
時
効
は
中

断
し
て
い
る
。

　
運
行
路
線
、
ダ
イ
ヤ
等
ど
の

よ
う
な
見
直
し
か
。

　
そ
の
際
、
バ
ス
空
白
路
線
の

沿
線
住
民
の
要
望
を
ど
の
よ
う

に
反
映
す
る
の
か
。

　
地
域
別
曜
日
集
中
運
行
と
、

交
通
空
白
地
へ
の
運
行
の
二
つ

の
方
法
を
考
え
て
い
る
。
さ
ら

に
、
利
用
実
態
調
査
や
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
な
ど
を
通
じ
、
町

民
の
み
な
さ
ま
の
声
を
活
か
し

て
い
き
た
い
。

２００８年度国家予算編成において
教育予算拡充を求める意見書（要旨）

森林の整備・林産業の振興に関する意見書
（要旨）

　６月議会では、次の意見書を総理大臣ほか、関係大臣などに

提出することを決めました

　子どもたちに豊かな教育を保障することは、

社会の基盤作りにとってきわめて重要なこと

である。現在、本県をはじめ多くの都道府県で、

児童生徒の実態に応じ、きめ細かな対応がで

きるようにするために、少人数教育が実施さ

れており、保護者や子どもたちから大変有益

であるとされている。

　しかし、義務教育費国庫負担金の負担割合

が２分の１から３分の１に縮小されたことや

地方交付税削減の影響、厳しい地方財政の状

況などから、自治体独自に少人数教育を推進

することには限界がある。このため、学校施

設などを含めて教育条件の地域間格差も拡が

りつつある。

　一方、就学援助受給者の増大に現れている

ように、低所得者層の拡大・固定化がすすん

でいる。自治体の財政力や保護者の家計の違

いによって、子どもたちが受ける「教育水準」

に格差があってはならない。そのためには、

教育予算を国全体として、しっかりと確保・

充実させる必要がある。

　よって、下記の通り意見書を提出する。

記

１．きめの細かい教育の実現のために、義務

　制第８次・高校第７次教職員定数改善計画

　を実施すること。

２．義務教育費国庫負担制度について、国負

　担率を２分の１に復元することを含め、制

　度を堅持すること。

３．学校施設整備費、就学援助・奨学金など

　教育予算の充実のため、地方交付税を含む

　国の予算を拡充すること。

４．教職員の人材を確保するため、教職員給

　与の財源を確保・充実すること。

　昨今、温暖効果ガスの増加による地球温暖
化現象が人類の生存基盤を揺るがす重要な環
境問題とされるなかで、平成１７年２月には
「京都議定書」が発効し、これを受け、同年
４月に政府は「京都議定書目標達成計画」を
策定したが、その中で森林は温室効果ガスの
吸収源としての大きな役割が課されている。
　また、平成17年７月のグレンイーグルス・
サミットにおいて、地球環境の保全や森林の
持続可能な経営に向けた第一歩であることが
合意され、我が国においても、政府及び業界
が一体となって違法伐採対策への取り組みに
着手したところであり、早急な定着が求めら
れている。
　一方、近年大規模な自然災害が多発しており、
山地災害を未然に防止するため治山対策や森
林の整備・保全の一体的な推進が強く求めら
れている。
　具体的には下記の事項についてその実現を
強く要望する。

　　　　　　　　記

１．多様で健全な森林の整備・保全等を促進す
　る新たな森林・林業基本計画の推進とこれを
　実現するための平成20年度予算の確保及び森
　林交付税の早期創設
２．地球温暖化防止森林吸収源対策を推進する
　ための追加的事業費の安定的な財源の確保・
　事業執行に伴う地方財政追加措置及び森林所
　有者負担の軽減
３．森林・林業の担い手の育成・確保及び国産
　材の安定供給体制の整備と利用拡大を軸とする
　林業・木材産業の再生に向けた諸施策の展開
４．国民の安全・安心な暮らしを守る国土保全
　対策の推進
５．特に、国有林野にあっては、安全・安心な
　国土基盤の形成と地域振興に資する管　理体
　制の確保
６．地球的規模での環境保全や持続可能な森林
　経営を目指した違法伐採対策の推進
７．森林整備地域活動支援交付金制度の継続・
　充実

意見書を提出
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①
定
率
減
税
の
全
廃
な
ど
の
税

制
改
正
に
よ
り
住
民
税
が
増
税

と
な
っ
た
が
、
町
県
民
税
の
負

担
増
額
を
あ
き
ら
か
に
。

②
国
保
税
も
納
付
額
が
確
定
し

た
が
、
保
険
税
引
き
下
げ
の
考

え
は
。

③
３
月
定
例
会
で
答
弁
の
あ
っ

た
﹁
基
金
の
有
効
活
用
﹂
と
は
、

具
体
的
に
何
を
指
す
の
か
。

①
税
制
改
正
に
よ
る
住
民
税
の

負
担
増
は
、
定
率
減
税
の
廃
止

で
約
一
千
万
円
の
増
。
老
年
者

非
課
税
措
置
の
廃
止
に
伴
う
経

過
措
置
摘
要
で
は
住
民
税
で
53

万
円
増
を
見
込
む
。

②
③
今
年
度
は
据
え
置
い
た
。

﹁
基
金
の
有
効
活
用
﹂
と
は
、

制
度
改
正
や
医
療
費
高
騰
な
ど

に
備
え
て
、
税
の
急
激
な
変
動

を
押
さ
え
る
こ
と
が
、
有
効
活

用
で
あ
る
。

①
小
中
学
校
の
通
学
バ
ス
料
金

の
引
き
下
げ
、

②
医
療
費
補
助
を
就
学
前
か
ら

小
学
生
に
引
き
上
げ
、

③
保
育
料
の
基
準
額
の
軽
減
、

な
ど
を
求
め
る
が
、
ど
う
か
。

①
小
中
学
生
の
通
学
バ
ス
料
金

に
つ
い
て
は
、
現
行
の
ご
負
担

を
お
願
い
し
た
い
。

②
子
育
て
支
援
施
策
全
般
の
中

で
、
財
政
状
況
も
勘
案
し
、
制

度
拡
充
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

③
県
西
部
地
域
で
の
平
均
的
金

額
の
負
担
を
お
願
い
し
た
い
。

①
﹁
放
課
後
子
ど
も
教
室
﹂
は
、

ど
の
よ
う
に
す
す
め
ら
れ
て
い

る
か
。

②
﹁
日
南
町
版
教
育
再
生
会
議
﹂

で
、
具
体
的
に
何
を
再
生
し
た

い
の
か
。

③
安
倍
首
相
の
直
属
機
関
で
あ

る
教
育
再
生
会
議
の
第
二
次
報

告
と
、
﹁
改
正
教
育
三
法
案
﹂

に
つ
い
て
の
見
解
は
。

①
放
課
後
の
子
ど
も
た
ち
の
安

全
な
場
所
を
学
校
等
に
確
保
し
、

子
育
て
支
援
を
図
り
、
学
年
間

の
交
流
や
集
団
生
活
能
力
の
育

成
等
を
図
る
。

②
具
体
的
に
は
、
﹁
日
南
町
教

育
の
あ
り
方
会
議
﹂
で

(a)

学
校
教
育
の
あ
り
方

(b)

ふ
る
さ
と
教
育

(c)

幼
児
教
育
・
家
庭
教
育
・

生
涯
教
育
な
ど
、
幅
広
い
教
育

の
あ
り
方
に
つ
い
て
論
究
し
、

人
づ
く
り
、
後
継
者
づ
く
り
、

町
づ
く
り
の
礎
と
な
る
教
育
の

方
向
性
を
協
議
す
る
。

③
再
生
会
議
等
の
意
見
も
十
分

に
分
析
し
、
教
育
基
本
法
の
趣

旨
に
の
っ
と
り
教
育
三
法
の
改

正
が
論
議
さ
れ
て
い
る
。

①
﹁
差
別
が
あ
る
限
り
同
和
事

業
・
予
算
を
継
続
す
る
﹂
と
繰

り
返
し
て
い
る
が
、
現
存
す
る

部
落
差
別
の
実
態
と
は
。

②
一
つ
の
運
動
団
体
に
補
助
金

(

単
位
組
織
活
動
費)

を
支
出
す

る
基
準
は
何
か
。

③
﹁
日
南
町
基
本
的
人
権
の
擁

護
に
関
す
る
条
例
﹂
は
、
基
本

的
人
権
を
、
部
落
差
別
に
特
化

し
て
お
り
、
廃
止
す
べ
き
で
は
。

④
住
宅
新
築
資
金
の
滞
納
は
、

10
年
で
時
効
に
な
る
。
法
的
な

手
段
は
、
図
ら
れ
て
い
る
か
。

　①
生
活
環
境
や
就
労
な
ど
、
今

な
お
格
差
の
実
態
が
あ
る
。

②
派
遣
費
に
該
当
し
、
実
績
に

応
じ
て
支
出
し
て
い
る
。

③
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
し
明

る
く
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
制
定

し
た
条
例
で
、
部
落
差
別
に
特

化
し
た
条
例
で
は
な
い
。

④
確
認
書
を
と
り
、
時
効
は
中

断
し
て
い
る
。

　
運
行
路
線
、
ダ
イ
ヤ
等
ど
の

よ
う
な
見
直
し
か
。

　
そ
の
際
、
バ
ス
空
白
路
線
の

沿
線
住
民
の
要
望
を
ど
の
よ
う

に
反
映
す
る
の
か
。

　
地
域
別
曜
日
集
中
運
行
と
、

交
通
空
白
地
へ
の
運
行
の
二
つ

の
方
法
を
考
え
て
い
る
。
さ
ら

に
、
利
用
実
態
調
査
や
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
な
ど
を
通
じ
、
町

民
の
み
な
さ
ま
の
声
を
活
か
し

て
い
き
た
い
。

２００８年度国家予算編成において
教育予算拡充を求める意見書（要旨）

森林の整備・林産業の振興に関する意見書
（要旨）

　６月議会では、次の意見書を総理大臣ほか、関係大臣などに

提出することを決めました

　子どもたちに豊かな教育を保障することは、

社会の基盤作りにとってきわめて重要なこと

である。現在、本県をはじめ多くの都道府県で、

児童生徒の実態に応じ、きめ細かな対応がで

きるようにするために、少人数教育が実施さ

れており、保護者や子どもたちから大変有益

であるとされている。

　しかし、義務教育費国庫負担金の負担割合

が２分の１から３分の１に縮小されたことや

地方交付税削減の影響、厳しい地方財政の状

況などから、自治体独自に少人数教育を推進

することには限界がある。このため、学校施

設などを含めて教育条件の地域間格差も拡が

りつつある。

　一方、就学援助受給者の増大に現れている

ように、低所得者層の拡大・固定化がすすん

でいる。自治体の財政力や保護者の家計の違

いによって、子どもたちが受ける「教育水準」

に格差があってはならない。そのためには、

教育予算を国全体として、しっかりと確保・

充実させる必要がある。

　よって、下記の通り意見書を提出する。

記

１．きめの細かい教育の実現のために、義務

　制第８次・高校第７次教職員定数改善計画

　を実施すること。

２．義務教育費国庫負担制度について、国負

　担率を２分の１に復元することを含め、制

　度を堅持すること。

３．学校施設整備費、就学援助・奨学金など

　教育予算の充実のため、地方交付税を含む

　国の予算を拡充すること。

４．教職員の人材を確保するため、教職員給

　与の財源を確保・充実すること。

　昨今、温暖効果ガスの増加による地球温暖
化現象が人類の生存基盤を揺るがす重要な環
境問題とされるなかで、平成１７年２月には
「京都議定書」が発効し、これを受け、同年
４月に政府は「京都議定書目標達成計画」を
策定したが、その中で森林は温室効果ガスの
吸収源としての大きな役割が課されている。
　また、平成17年７月のグレンイーグルス・
サミットにおいて、地球環境の保全や森林の
持続可能な経営に向けた第一歩であることが
合意され、我が国においても、政府及び業界
が一体となって違法伐採対策への取り組みに
着手したところであり、早急な定着が求めら
れている。
　一方、近年大規模な自然災害が多発しており、
山地災害を未然に防止するため治山対策や森
林の整備・保全の一体的な推進が強く求めら
れている。
　具体的には下記の事項についてその実現を
強く要望する。

　　　　　　　　記

１．多様で健全な森林の整備・保全等を促進す
　る新たな森林・林業基本計画の推進とこれを
　実現するための平成20年度予算の確保及び森
　林交付税の早期創設
２．地球温暖化防止森林吸収源対策を推進する
　ための追加的事業費の安定的な財源の確保・
　事業執行に伴う地方財政追加措置及び森林所
　有者負担の軽減
３．森林・林業の担い手の育成・確保及び国産
　材の安定供給体制の整備と利用拡大を軸とする
　林業・木材産業の再生に向けた諸施策の展開
４．国民の安全・安心な暮らしを守る国土保全
　対策の推進
５．特に、国有林野にあっては、安全・安心な
　国土基盤の形成と地域振興に資する管　理体
　制の確保
６．地球的規模での環境保全や持続可能な森林
　経営を目指した違法伐採対策の推進
７．森林整備地域活動支援交付金制度の継続・
　充実

意見書を提出

久代安敏議員

﹁
国
保
基
金
の
有
効
活
用
﹂と
は

国
保
税
の
急
激
な
変
動
を

　
　
　
　
　
　
　
押
さ
え
る

矢
田
町
長

答答

町

長

答答

町

長

答答

町

長

答答
町

長

答答

同
和
特
別
対
策

の
完
全
終
結
を

住
民
の
負
担
増

か
ら
暮
ら
し
を

守
る
た
め
に

町政のここが聞きたい

子
育
て
支
援

問問

問問

学
校
教
育

問問

町
営
バ
ス
運
行

問問

問問
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おもな内容

６月定例会について⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯

一般質問⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯

意見書、陳情結果⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯

私もひとこと⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯

2ページ

4ページ

6ページ

8ページ
　世帯数／2,338世帯
　人　口／6,207人
（平成19年7月1日現在）

天まで響け 6.23にちなんおろちマラソン前夜祭

（日野上小学校の太鼓演奏）

古紙配合率100％
再生紙を使用しています

ち

き
ゅう

にやさ

し
い

　

再
生紙利用

私もひとこと私もひとこと

議会広報調査特別委員会では、「私もひとこと」に掲載するみなさまからの声をお待ち

しています。議会事務局までどしどしお寄せ下さい。

編

集

後

記

　
空
梅
雨
で
水
不
足
が
心
配
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
７
月

に
入
っ
て
一
転
、
日
照
不
足
が
心
配
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
の
、
天
候
回
復
を
祈
る
日
々
で
あ
り
ま
す
。

　
町
づ
く
り
に
向
け
て
、
議
会
も
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
の

で
、
皆
様
方
の
ご
意
見
、
ご
要
望
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
都
　
記

　
　
　
　
　
　
　
　
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
員
長
　
　
久
代
　
安
敏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
副
委
員
長

　
　
古
都
　
久
志

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
　
員
　
　
福
田
　
　
稔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
坪
倉
　
勝
幸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
長
岡
つ
る
子

八郎滝（鍵掛峠）

にちなん議会だより　平成19年7月発行　No.108

3月定例会
　　　　　合併号
5月臨時会

日南町の鳥：山鳥

う
お

き

にちなん
　
山
の
上
小
学
校
に
な
っ
て
、
一
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
不
安
を
い
っ

ぱ
い
抱
え
た
ま
ま
ス
タ
ー
ト
し
た
昨
年
の
四
月
と
比
べ
る
と
、
今
年
は

ス
ム
ー
ズ
な
ス
タ
ー
ト
が
出
来
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
小
学
校
統
合
が
徐
徐
に
現
実
と
し
て
近
づ
い
て
来
て
い

ま
す
。
私
た
ち
保
護
者
の
中
で
も
意
見
が
さ
ま
ざ
ま
で
、
一
つ
に
ま
と

め
る
と
い
う
の
は
無
理
だ
と
思
い
ま
す
。

　
た
だ
、
統
合
す
る
に
あ
た
っ
て
、
考
え
て
頂
き
た
い
の
は
、
準
備
期

間
が
ど
れ
く
ら
い
あ
る
か
と
い
う
事
で
す
。
山
の
上
小
学
校
は
統
合
ま

で
約
半
年
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
間
に
子
ど
も
た
ち
や
先
生
、

そ
し
て
保
護
者
が
使
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
大
変
な
も
の
で
し
た
。
﹁
四

月
か
ら
本
当
に
子
ど
も
た
ち
は
、
授
業
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
﹂
そ
ん
な

親
の
不
安
が
子
ど
も
た
ち
に
伝
わ
っ
た
の
か
、
環
境
の
変
化
も
あ
っ
て
、

体
調
を
崩
す
子
も
多
く
い
ま
し
た
。

　
三
校
の
統
合
で
も
こ
う
だ
っ
た
の
で
す
か
ら
、
全
校
統
合
と
な
る
と

ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
誰
も
が
子
ど
も
た
ち
の
為
に
、
最

善
を
尽
く
し
、
最
良
を
考
え
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ

日
南
の
滝
め
ぐ
り
�

　
伯
耆
と
備
後
を
つ
な
ぐ
通
行
の
難
所
、
鍵
掛
峠
。

　
通
称
﹃
大
曲
り
﹄
か
ら
沢
づ
た
い
に
１
㎞
ほ
ど
登
っ
た
と

こ
ろ
に
、
落
差
７
ｍ
の
八
郎
滝
が
あ
る
。
　

　
そ
の
あ
た
り
に
旧
道
と
思
わ
れ
る
細
い
道
が
あ
り
、
辺
り

の
木
々
に
囲
ま
れ
て
、
流
れ
る
滝
を
眺
め
る
旅
人
の
休
息
の

場
所
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

︵
山
の
上
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
︶



　

遠
藤
　
新
吾

さ
ん

至米子

新山 野組

鍵掛峠

多里

奥湯谷

八郎滝

新屋

183 多里小学校

─　　 ─152
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至阿毘縁 印賀

至

米
子

印賀
楽楽福神社

印賀宝篋印塔

つ
く
し
工
房 旧大宮小学校

印
賀
駐
在
所

旧大宮小学校
印
賀
駐
在
所

発行／日南町議会　〒689-5292　鳥取県日野郡日南町霞800　TEL（0859）82−1900
編集／議会広報調査特別委員会　印刷／株式会社高下印刷

平成19年11月発行 第109号

おもな内容

９月定例会⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯

決算審査報告⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯

一般質問⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯

臨時会⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯

陳情結果、意見書⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯

議員コラム、歴史探訪⋯⋯⋯⋯⋯⋯

2ページ

4ページ

6ページ

9ページ

10ページ

12ページ

　世帯数／2,335世帯
　人　口／6,166
（平成19年10月末現在）

収穫を終えて

古紙配合率100％
再生紙を使用しています

ち

き
ゅう

にやさ

し
い

　

再
生紙利用

編

集

後

記

　
９
月
定
例
議
会
は
、
18
年

度
決
算
認
定
議
会
で
も
あ
り

ま
し
た
。
議
会
全
体
の
動
き

が
お
伝
え
で
き
る
よ
う
に
工

夫
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
率

直
な
感
想
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
茶
の
間
で
の
厳
し
い

チ
ェ
ッ
ク
が
行
な
わ
れ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
今
回
よ
り
議
場
を

離
れ
た
議
員
の
﹁
思
い
﹂
を

６
回
に
わ
た
り
掲
載
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

福
田
　

記

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

　
　
委

員

長
　

久
代
　
安
敏

　
　
副
委
員
長
　
古
都
　
久
志

　
　
委
　
　
員
　
福
田
　
　
稔

　
　

〃

　
　

坪
倉
　
勝
幸

　
　

〃

　
　

長
岡
つ
る
子

にちなん議会だより　平成19年11月発行　No.109

日南町の鳥：山鳥

福
原
　
　
實

議
長

ふ
る
さ
と
歴
史
探
訪



︵
崖
地
開
道
記
念
碑
︶︵
印
賀
楽
楽
福
神
社
鳥
居
横
︶

碑
文
の
読
解



余

伯
州
黒
坂
に
　
せ
ら
る
の

数
月
、
州
の
医
人
大
渕
氏
、
状

及
び
図
を
寄
せ
請
う
て
曰
く｢

吾

が
日
野
郡
貴
宮
山
の
裔
の
簸
水

に
瀕
る
処
は
西
辺
の
衝
路
た
り
。

而
し
て
崖
巖
峭
絶
す
る
こ
と
三

町
許
。
古
来
桟
道
を
架
し
て
纔

か
に
人
を
通
ず
。
牛
馬
は
則
ち

折
れ
て
流
れ
を
渉
り
前
岸
に
違
し
、
陸
行
す
る
こ
と
頃
之
に
し

て
又
流
れ
を
渉
り
本
路
に
復
る
。
そ
の
迂
且
つ
険
な
る
こ
と
知

る
べ
し
。
而
も
祁
寒
霜
雪
も
然
ら
ざ
る
を
得
ず
。
人
或
は
崖
腹

を
鑿
ち
て
道
を
闢
か
ん
と
欲
す
る
も
、
皆
能
ず
し
て
止
む
・
・
・
・

︵
以
後
あ
る
も
省
略
︶

　
印
賀
楽
楽
福
神
社
の
上
手
、
通
称
崖
地(

カ
ケ
ジ
︶
は
印
賀

川
ま
で
山
が
迫
り
人
が
通
る
の
に
難
儀
を
し
て
い
た
。
今
迄
い

ろ
ん
な
人
が
試
み
た
が
失
敗
し
て
い
た
の
に
、

折
渡
の
西
村

氏
が
公
職
を
投
げ
打
っ
て
道
を
切
り
開
い
た
。

　
時
に
１
８
６
３
年
。
こ
の
事
を
後
年
に
伝
え
残
し
た
い
か
ら

碑
文
を
考
え
て
く
れ
・
・
・
・
と
、
医
者
の
大
渕
氏
が
依
頼
し

て
き
た
の
で
作
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
善
元
立

︵
佐
善
元
立
は
黒
坂
泉
龍
寺
に
幽
閉
さ
れ
て
い
た
因
幡
二
十
士

の
う
ち
の
一
人
で
池
田
藩
校
の
教
師
で
あ
っ
た
︶

　
﹁
つ
く
ろ
い
の
美
学
﹂
と
は
自
称
の
人
生
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ

る
。
物
造
り
を
生
業
と
す
る
者
は
常
に
修
正
、
改
善
の
繰
り
返

し
で
あ
る
。
行
財
政
改
革
も
修
正
、
つ
く
ろ
い
の
一
貫
で
あ
り
、

新
た
な
価
値
観
を
生
み
出
す
時
間
で
も
あ
る
。

　
修
正
の
繰
り
返
し
が
成
熟
し
た
社
会
形
成
と
な
る
は
ず
で
あ

る
が
、
昨
今
は
行
政
に
ま
で
市
場
原
理
を
持
ち
込
ん
で
地
域
社

会
の
切
り
捨
て
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
成
熟
し
た
社
会
を
目
指
す
選
ば
れ
た
知
恵
者
の
精
神
的
な
修

正
、
改
革
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
﹁
つ
く
ろ
い
の
美
学
﹂
は
存
在

し
な
い
。

長
岡
つ
る
子

副
議
長

　
日
南
町
に
は
日
本
一
の
ク
ロ
ー
ム
鉱
山
が
あ
っ
た
。



若
松
鉱
山
は
明
治
33
年
頃
発
掘
さ
れ
、
幾
多
の
変
遷
を
経
て
大

正
８
年
に
日
本
ク
ロ
ー
ム
鉱
業
︵
株
︶
が
開
発
に
着
手
、
専
ら

製
鉄
用
耐
火
瓦
原
料
と
し
て
平
成
７
年
ま
で
採
掘
し
て
き
た
が
、

発
見
以
来
約
一
世
紀
に
亘
る
歴
史
に
終
止
符
を
打
っ
た
。

　
発
鉱
現
場
を
見
学
す
る
機
会
が
あ
り
、
か
つ
て
の
選
鉱
場
を

み
る
事
が
で
き
た
。
往
時
を
し
の
び
深
い
感
動
を
う
け
、
貴
重

な
鉱
山
の
歴
史
を
日
本
の
産
業
遺
産
と
し
て
現
状
を
保
存
し
、

後
世
に
残
し
た
い
と
思
い
を
強
く
し
た
。

米価下落の嵐が農家を直撃し、生産費を下回る価格に、「これじゃ
再生産もままならない」という声が、波紋をひろげています。
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政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め
の

日
南
町
長
の
資
産
等
の
公
開

に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
改

正日
南
町
情
報
公
開
条
例
、
日
南

町
国
民
健
康
保
険
条
例
及
び
、

日
南
町
手
数
料
条
例
を
郵
政
公

社
民
営
化
に
伴
い
、
郵
便
貯
金

等
用
語
の
整
備
。

日
南
町
営
バ
ス
の
管
理
及
び

運
行
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

道
路
運
送
法
第
80
条
の
改
正
に

伴
う
適
用
法
令
の
条
項
改
正
。

日
南
町
職
員
の
育
児
休
業
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
法
律
の
部
分
休
業
を
定

め
る
条
項
が
改
正
さ
れ
た
こ
と

に
伴
う
改
正
。
︵
部
分
休
業
の

承
認
要
件
の
緩
和
等
︶

日
南
町
営
住
宅
集
会
所
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
　

な
ご
み
の
里
の
共
有
ス
ペ
ー
ス

を
入
居
者
や
周
辺
住
民
等
が
有

効
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
追
加

改
正
及
び
集
会
所
の
使
用
料
金

の
改
定
。
　

１
時
間
４
８
５
円
↓
１
０
０
円

鳥
取
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
規
約
の
一
部
を
変
更

す
る
協
議

広
域
連
合
の
議
会
の
議
員
定
数

を
13
人
か
ら
22
人
に
改
正
。
　

︵
鳥
取
市
３
人

、
米
子
市
２

人
、
市
町
村
各
１
人
︶

日
南
町
一
般
会
計

９
、
６
７
０
万
７
千
円
追
加
し
、

総
額
を
66
億
４
、
０
０
８
万
３

千
円
と
す
る
。

︵
お
も
な
内
容
︶

農
林
水
産
業
費

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
支
援

　
　
　
　
　
　
　
４
５
０
万
円

　
森
づ
く
り
作
業
道
整
備
事
業

　
　
　
　
　
５
８
４
万
９
千
円

　
木
材
団
地
整
備
事
業

　
　
　
４
、
５
９
２
万
５
千
円

　
国
土
調
査

　
　
　
　
　
６
１
８
万
８
千
円

衛
生
費

　
清
掃
セ
ン
タ
ー
ご
み
ク
レ
ー

　
ン
等
修
繕
工
事

　
　
　
　
　
３
１
５
万
４
千
円

土
木
費

　
耐
震
改
修
促
進
計
画

　
　
　
　
　
２
４
７
万
９
千
円

　
生
山
印
賀
線
法
面
植
生
工
事

　
　
　
　
　
２
、
５
１
０
万
円

教
育
費

　
埋
蔵
文
化
財
試
掘
調
査

　
　
　
　
　
１
２
２
万
９
千
円

介
護
保
険
特
別
会
計

国
・
県
支
出
金
返
還
金
６
７
３

万
５
千
円
追
加
し
、
総
額
を
93

億
55
万
１
千
円
と
す
る
。

　

一

般

会

計



反
対
　
久
代
議
員

　
本
町
の
行
革
は
、
国
の
構
造

改
革
と
セ
ッ
ト
で
推
し
進
め
ら

れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
と
痛
感

し
て
い
る
。
財
政
は
、
わ
ず
か

ば
か
り
健
全
化
に
踏
み
出
し
た

と
は
い
え
、
そ
の
中
身
は
住
民

の
負
担
増
に
よ
っ
て
で
き
上
が

っ
た
決
算
で
あ
る
。
ま
た
、
同

対
事
業
に
お
い
て
は
、
旧
同
和

地
区
を
対
象
に
し
た
不
公
平
な

同
和
対
策
が
温
存
さ
れ
て
い
る
。

一
切
の
同
和
対
策
、
特
別
対
策

を
完
全
に
廃
止
す
る
こ
と
こ
そ

同
和
問
題
の
解
決
に
つ
な
が
る
。



賛
成
　
惠
比
奈
議
員

　
行
革
は
国
の
施
策
と
切
り
離

し
て
考
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な

い
。
住
民
福
祉
の
広
い
意
味
で
、

誰
に
も
平
等
に
手
が
差
し
伸
べ

れ
る
と
い
う
意
味
で
は
い
た
し

方
な
い
。
ま
た
、
同
対
事
業
に

つ
い
て
も
時
代
の
要
請
に
合
わ

せ
て
見
直
さ
れ
て
い
る
事
項
も

あ
る
。

　

住
宅
新
築
資
金
等

　

貸
付
事
業
会
計



反
対
　
久
代
議
員

　
不
良
債
権
は
貸
し
手
の
責
任

も
問
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

歴
代
の
執
行
部
は
真
剣
に
こ
の

責
任
を
痛
感
す
べ
き
。
事
業
そ

の
も
の
が
大
き
な
問
題
で
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
。



賛
成
　
惠
比
奈
議
員

　
当
時
の
貸
し
付
け
方
法
に
つ

い
て
は
幾
分
か
の
問
題
は
あ
っ

た
か
と
も
思
う
が
、
今
の
滞
納

金
は
固
定
化
し
た
も
の
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
執
行
部
の

更
な
る
努
力
を
お
願
い
し
た
い
。



国
民
健
康
保
険
特
別

　

会
計



反
対
　
久
代
議
員

　
本
町
は
、
全
国
的
に
も
異
常

と
言
え
る
ほ
ど
の
国
保
財
政
調

整
基
金
を
積
み
立
て
て
い
る
。

本
町
の
国
保
税
は
全
国
平
均
よ

り
安
い
と
答
弁
さ
れ
て
い
る
が
、

根
拠
は
何
ひ
と
つ
な
い
。
財
政

調
整
基
金
を
取
り
崩
し
て
で
も

負
担
増
で
苦
し
ん
で
い
る
被
保

険
者
に
対
し
て
保
険
料
引
き
下

げ
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。



賛
成
　
福
田
議
員

　
町
民
の
命
と
健
康
に
対
す
る

備
え
・
維
持
の
た
め
、
基
金
の

積
立
は
必
要
で
あ
り
、
問
題
な

い
と
考
え
る
。

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

　

特
別
会
計



反
対
　
久
代
議
員

　﹁
あ
か
ね
の
郷
﹂
は
町
が
設
計
・

起
債
の
借
り
入
れ
・
建
設
し
た

も
の
で
あ
る
。
日
南
福
祉
会
に

こ
の
起
債
部
分
を
負
担
金
と
し

て
求
め
る
の
は
間
違
っ
て
い
る
。



賛
成
　
小
竹
議
員

　
利
用
者
か
ら
の
収
入
を
得
て

運
営
を
行
っ
て
い
る
。
利
益
が

上
が
っ
た
な
ら
ば
返
済
し
て
い

た
だ
く
の
は
当
然
で
あ
る
。

9月定例会9月定例会
9月12日～9月25日

鳥取県後期高齢者医療広域連合の議員定数を改正鳥取県後期高齢者医療広域連合の議員定数を改正鳥取県後期高齢者医療広域連合の議員定数を改正
来年4月からはじまる後期高齢者医療制度を審議する議員を、全市町村から選出することになりました

　
９
月
定
例
会
が
、９
月
12
日
か
ら
26
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
初
日
に
行
わ
れ
た
一
般
質
問
に
は
、
３
人
の
議
員
が
登
壇
し
執
行
部
に
所
信

を
問
い
ま
し
た
。

　
条
例
改
正
や
平
成
19
年
度
補
正
予
算
な
ど
執
行
部
か
ら
提
案
さ
れ
た
議
案

は
、全
議
案
と
も
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
毎
年
９
月
議
会
で
は
前
年
度(

平
成
18
年)

の
決
算
認
定
に
つ
い
て
、
二

つ
の
常
任
委
員
会
と
決
算
審
査
特
別
委
員
会
で
審
査
し
ま
す
が
、最
終
日
に
決
算

関
係
の
全
議
案
を
可
決
し
、国
に
対
す
る
意
見
書
を
発
議
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

提
出
さ
れ
た
お
も
な
議
案

条
例
の
改
正

補

正

予

算

規
約
の
改
正

なごみの里

町道生山−印賀線改良工事

決
算
認
定
討
論

決
算
認
定
討
論

決
算
認
定
討
論
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政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め
の

日
南
町
長
の
資
産
等
の
公
開

に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
改

正日
南
町
情
報
公
開
条
例
、
日
南

町
国
民
健
康
保
険
条
例
及
び
、

日
南
町
手
数
料
条
例
を
郵
政
公

社
民
営
化
に
伴
い
、
郵
便
貯
金

等
用
語
の
整
備
。

日
南
町
営
バ
ス
の
管
理
及
び

運
行
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

道
路
運
送
法
第
80
条
の
改
正
に

伴
う
適
用
法
令
の
条
項
改
正
。

日
南
町
職
員
の
育
児
休
業
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
法
律
の
部
分
休
業
を
定

め
る
条
項
が
改
正
さ
れ
た
こ
と

に
伴
う
改
正
。
︵
部
分
休
業
の

承
認
要
件
の
緩
和
等
︶

日
南
町
営
住
宅
集
会
所
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
　

な
ご
み
の
里
の
共
有
ス
ペ
ー
ス

を
入
居
者
や
周
辺
住
民
等
が
有

効
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
追
加

改
正
及
び
集
会
所
の
使
用
料
金

の
改
定
。
　

１
時
間
４
８
５
円
↓
１
０
０
円

鳥
取
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
規
約
の
一
部
を
変
更

す
る
協
議

広
域
連
合
の
議
会
の
議
員
定
数

を
13
人
か
ら
22
人
に
改
正
。
　

︵
鳥
取
市
３
人

、
米
子
市
２

人
、
市
町
村
各
１
人
︶

日
南
町
一
般
会
計

９
、
６
７
０
万
７
千
円
追
加
し
、

総
額
を
66
億
４
、
０
０
８
万
３

千
円
と
す
る
。

︵
お
も
な
内
容
︶

農
林
水
産
業
費

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
支
援

　
　
　
　
　
　
　
４
５
０
万
円

　
森
づ
く
り
作
業
道
整
備
事
業

　
　
　
　
　
５
８
４
万
９
千
円

　
木
材
団
地
整
備
事
業

　
　
　
４
、
５
９
２
万
５
千
円

　
国
土
調
査

　
　
　
　
　
６
１
８
万
８
千
円

衛
生
費

　
清
掃
セ
ン
タ
ー
ご
み
ク
レ
ー

　
ン
等
修
繕
工
事

　
　
　
　
　
３
１
５
万
４
千
円

土
木
費

　
耐
震
改
修
促
進
計
画

　
　
　
　
　
２
４
７
万
９
千
円

　
生
山
印
賀
線
法
面
植
生
工
事

　
　
　
　
　
２
、
５
１
０
万
円

教
育
費

　
埋
蔵
文
化
財
試
掘
調
査

　
　
　
　
　
１
２
２
万
９
千
円

介
護
保
険
特
別
会
計

国
・
県
支
出
金
返
還
金
６
７
３

万
５
千
円
追
加
し
、
総
額
を
93

億
55
万
１
千
円
と
す
る
。

　

一

般

会

計



反
対
　
久
代
議
員

　
本
町
の
行
革
は
、
国
の
構
造

改
革
と
セ
ッ
ト
で
推
し
進
め
ら

れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
と
痛
感

し
て
い
る
。
財
政
は
、
わ
ず
か

ば
か
り
健
全
化
に
踏
み
出
し
た

と
は
い
え
、
そ
の
中
身
は
住
民

の
負
担
増
に
よ
っ
て
で
き
上
が

っ
た
決
算
で
あ
る
。
ま
た
、
同

対
事
業
に
お
い
て
は
、
旧
同
和

地
区
を
対
象
に
し
た
不
公
平
な

同
和
対
策
が
温
存
さ
れ
て
い
る
。

一
切
の
同
和
対
策
、
特
別
対
策

を
完
全
に
廃
止
す
る
こ
と
こ
そ

同
和
問
題
の
解
決
に
つ
な
が
る
。



賛
成
　
惠
比
奈
議
員

　
行
革
は
国
の
施
策
と
切
り
離

し
て
考
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な

い
。
住
民
福
祉
の
広
い
意
味
で
、

誰
に
も
平
等
に
手
が
差
し
伸
べ

れ
る
と
い
う
意
味
で
は
い
た
し

方
な
い
。
ま
た
、
同
対
事
業
に

つ
い
て
も
時
代
の
要
請
に
合
わ

せ
て
見
直
さ
れ
て
い
る
事
項
も

あ
る
。

　

住
宅
新
築
資
金
等

　

貸
付
事
業
会
計



反
対
　
久
代
議
員

　
不
良
債
権
は
貸
し
手
の
責
任

も
問
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

歴
代
の
執
行
部
は
真
剣
に
こ
の

責
任
を
痛
感
す
べ
き
。
事
業
そ

の
も
の
が
大
き
な
問
題
で
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
。



賛
成
　
惠
比
奈
議
員

　
当
時
の
貸
し
付
け
方
法
に
つ

い
て
は
幾
分
か
の
問
題
は
あ
っ

た
か
と
も
思
う
が
、
今
の
滞
納

金
は
固
定
化
し
た
も
の
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
執
行
部
の

更
な
る
努
力
を
お
願
い
し
た
い
。



国
民
健
康
保
険
特
別

　

会
計



反
対
　
久
代
議
員

　
本
町
は
、
全
国
的
に
も
異
常

と
言
え
る
ほ
ど
の
国
保
財
政
調

整
基
金
を
積
み
立
て
て
い
る
。

本
町
の
国
保
税
は
全
国
平
均
よ

り
安
い
と
答
弁
さ
れ
て
い
る
が
、

根
拠
は
何
ひ
と
つ
な
い
。
財
政

調
整
基
金
を
取
り
崩
し
て
で
も

負
担
増
で
苦
し
ん
で
い
る
被
保

険
者
に
対
し
て
保
険
料
引
き
下

げ
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。



賛
成
　
福
田
議
員

　
町
民
の
命
と
健
康
に
対
す
る

備
え
・
維
持
の
た
め
、
基
金
の

積
立
は
必
要
で
あ
り
、
問
題
な

い
と
考
え
る
。

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

　

特
別
会
計



反
対
　
久
代
議
員

　﹁
あ
か
ね
の
郷
﹂
は
町
が
設
計
・

起
債
の
借
り
入
れ
・
建
設
し
た

も
の
で
あ
る
。
日
南
福
祉
会
に

こ
の
起
債
部
分
を
負
担
金
と
し

て
求
め
る
の
は
間
違
っ
て
い
る
。



賛
成
　
小
竹
議
員

　
利
用
者
か
ら
の
収
入
を
得
て

運
営
を
行
っ
て
い
る
。
利
益
が

上
が
っ
た
な
ら
ば
返
済
し
て
い

た
だ
く
の
は
当
然
で
あ
る
。

9月定例会9月定例会
9月12日～9月25日

鳥取県後期高齢者医療広域連合の議員定数を改正鳥取県後期高齢者医療広域連合の議員定数を改正鳥取県後期高齢者医療広域連合の議員定数を改正
来年4月からはじまる後期高齢者医療制度を審議する議員を、全市町村から選出することになりました

　
９
月
定
例
会
が
、９
月
12
日
か
ら
26
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
初
日
に
行
わ
れ
た
一
般
質
問
に
は
、
３
人
の
議
員
が
登
壇
し
執
行
部
に
所
信

を
問
い
ま
し
た
。

　
条
例
改
正
や
平
成
19
年
度
補
正
予
算
な
ど
執
行
部
か
ら
提
案
さ
れ
た
議
案

は
、全
議
案
と
も
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
毎
年
９
月
議
会
で
は
前
年
度(

平
成
18
年)

の
決
算
認
定
に
つ
い
て
、
二

つ
の
常
任
委
員
会
と
決
算
審
査
特
別
委
員
会
で
審
査
し
ま
す
が
、最
終
日
に
決
算

関
係
の
全
議
案
を
可
決
し
、国
に
対
す
る
意
見
書
を
発
議
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

提
出
さ
れ
た
お
も
な
議
案

条
例
の
改
正

補

正

予

算

規
約
の
改
正

なごみの里

町道生山−印賀線改良工事

決
算
認
定
討
論

決
算
認
定
討
論

決
算
認
定
討
論
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審
査
の
経
過
及
び
結
果

　
本
委
員
会
は
、
平
成
19
年
９

月
19
日
、
20
日
お
よ
び
21
日
に

委
員
会
を
開
催
し
、
付
託
さ
れ

た
各
議
案
の
会
計
決
算
に
つ
い

て
関
係
職
員
か
ら
詳
細
な
説
明

を
受
け
、
慎
重
に
審
査
を
行
っ

た
。

　
そ
の
結
果
、
平
成
18
年
度
各

会
計
決
算
の
９
議
案
は
、
い
ず

れ
も
次
に
述
べ
る
意
見
を
付
し

て
認
定
す
べ
き
と
決
定
し
た
。

決
算
の
概
要

　
一
般
会
計
歳
入
総
額
は
52
億

８
、
４
６
９
万
８
千
円
で
、
昨

年
度
に
比
べ
８
、
３
４
２
万
８

千
円
︵
約
1.6
％
︶
の
減
収
と
な

っ
て
い
る
。
主
な
要
因
と
し
て

地
方
交
付
税
が
特
別
分
で
災
害

復
旧
関
連
で
微
増
し
た
も
の
の
、

国
勢
調
査
人
口
、
学
校
数
の
減

少
等
に
よ
る
減
収
と
、
町
内
経

済
の
低
迷
に
よ
る
税
収
の
落
ち

込
み
が
著
し
い
。

　
地
方
譲
与
税
と
諸
収
入
が
増

収
と
な
っ
て
い
る
が
制
度
改
正

に
よ
る
税
源
移
譲
ま
で
の
経
過

措
置
と
損
害
共
済
保
険
の
支
払

に
よ
る
も
の
で
不
安
定
な
財
政

運
営
と
な
っ
て
い
る
。

審
査
意
見

①
収
入
未
済
額

　
以
下
、
示
し
た
数
字
は
一
部

に
減
額
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、

年
々
増
加
の
傾
向
に
あ
り
、
財

源
の
確
保
と
負
担
の
公
平
性
を

図
る
た
め
、
法
的
措
置
も
含
め

徴
収
に
向
け
一
層
の
努
力
が
必

要
で
あ
る
。

①
防
災
体
系
と
消
防
体
制

　
近
年
連
続
し
て
大
き
な
災
害

が
発
生
し
、
町
民
の
生
活
に
大

き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
異

常
気
象
の
み
が
そ
の
要
因
で
は

な
く
、
維
持
管
理
に
起
因
す
る

被
害
も
見
受
け
ら
れ
る
。
災
害

の
復
旧
は
当
然
で
あ
る
が
、
災

害
を
予
見
し
、
災
害
を
未
然
に

防
止
す
る
防
災
体
系
を
構
築
す

る
事
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、

住
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
た

め
、
火
災
・
災
害
現
場
に
お
け

る
活
動
が
的
確
に
行
わ
れ
る
よ

う
な
、
地
域
防
災
組
織
・
自
衛

消
防
も
含
め
た
消
防
体
制
の
整

備
と
訓
練
に
努
め
ら
れ
た
い
。

③
人
事
管
理
と
各
課
の
連
携
　

　
組
織
改
革
、
人
事
異
動
に
よ

り
、
新
た
な
展
開
が
図
ら
れ
る

反
面
、
事
務
事
業
の
中
断
、
停

滞
が
見
受
け
ら
れ
る
。
情
報
の

共
有
化
を
一
層
進
め
ら
れ
る
と

と
も
に
、
関
係
各
課
の
連
携
を

強
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
組
織

が
一
体
と
な
っ
て
行
政
を
執
行

さ
れ
た
い
。

④
財
産
管
理

　
経
営
構
造
対
策
事
業
で
建
設

さ
れ
た
、
ゆ
き
ん
こ
村
の
管
理

運
営
を
行
っ
て
い
た
株
式
会
社

エ
ー
ビ
ー
ア
ー
ル
が
、
解
散
し

た
。
開
設
当
初
よ
り
、
町
か
ら

監
査
役
を
派
遣
し
て
事
業
展
開

を
行
っ
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、

町
の
出
資
金
で
あ
る
５
０
０
万

円
が
水
の
泡
と
化
し
た
。
町
民

の
貴
重
な
税
金
の
一
部
で
あ
る
。

経
過
に
つ
い
て
検
証
し
、
今
後

同
様
な
事
態
を
繰
り
返
さ
な
い

よ
う
適
正
な
指
導
・
助
言
を
さ

れ
た
い
。

　
ま
た
、
昭
和
57
年
度
よ
り
事

業
展
開
し
て
い
る
小
規
模
零
細

地
域
対
策
事
業
の
日
南
ブ
ロ
イ

ラ
ー
に
つ
い
て
は
、
払
い
下
げ

に
向
け
て
進
展
が
み
ら
れ
な
い
。

条
件
整
備
を
進
め
、
速
や
か
な

対
応
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

む

す

び

　
平
成
18
年
度
は
、
国
庫
支
出

金
の
削
減
・
税
源
移
譲
・
地
方

交
付
税
改
革
が
行
わ
れ
て
き
た

こ
と
に
よ
り
、
一
層
厳
し
さ
を

増
す
財
政
運
営
の
な
か
、
行
財

政
改
革
の
重
点
期
間
最
終
年
度

と
し
て
、
そ
の
成
果
が
問
わ
れ

た
年
で
あ
っ
た
。
住
民
参
画
ま

ち
づ
く
り
事
業
が
全
地
域
で
始

ま
り
、
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
の

開
設
、
山
の
上
小
学
校
の
開
校
、

保
育
園
・
幼
稚
園
の
一
元
化
、

中
学
校
大
規
模
改
修
の
実
施
設

計
な
ど
の
一
方
、
近
年
連
続
し

て
発
生
す
る
自
然
災
害
に
的
確

な
対
応
が
求
め
ら
れ
た
。

　
町
の
財
政
構
造
は
、
一
部
に

改
善
の
兆
し
が
見
ら
れ
る
も
の

の
、
す
で
に
元
金
償
還
が
行
わ

れ
て
い
る
庁
舎
災
害
復
旧
事
業
、

清
掃
セ
ン
タ
ー
改
修
事
業
に
続

き
、
タ
ウ
ン
ズ
ネ
ッ
ト
事
業
の

元
金
償
還
が
始
ま
り
、
依
然
と

し
て
厳
し
い
状
態
が
続
い
て
い

る
。
国
の
制
度
改
正
・
広
域
行

政
に
よ
る
負
担
の
増
大
に
も
十

分
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
。

　
基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
業
に

つ
い
て
は
、
地
域
再
生
計
画
に

よ
る
木
材
団
地
構
想
、
農
産
物

の
産
地
直
販
体
制
の
推
進
な
ど
、

今
ま
で
に
見
ら
れ
な
い
動
き
も

始
ま
り
、
今
後
の
進
展
に
期
待

し
た
い
。

　
今
後
、
定
住
対
策
の
ビ
ジ
ョ

ン
な
ど
、
積
極
的
な
情
報
の
提

供
を
行
い
、
新
た
な
町
の
特
色

を
生
か
し
た
﹁
安
全
で
安
心
な

暮
ら
し
や
す
い
町
づ
く
り
﹂
に

向
け
、
組
織
が
一
丸
と
な
っ
て

一
層
努
力
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
、

決
算
審
査
の
報
告
と
す
る
。

決
算
審
査
特
別
委
員
会

　
委
員
長
　
三
上
　
惇
二

　
副
委
員
長
　
惠
比
奈
礼
子

　
委
　
　
員
　
福
田
　
　
稔

　

　
〃
　

　
小
竹
　
　
等

　

　
〃
　

　
平
井
　
正
之

　

　
〃
　

　
長
岡
つ
る
子
　


行
革
重
点
期
間
最
終
年
度
決
算


行
革
重
点
期
間
最
終
年
度
決
算

　
町
税
な
ど
、滞
納
の
回
収
を
強
く
要
望

2,360,096

7,520,695

618,680

1,083,500

1,416,354

1,302,420

14,301,745

607,200

10,482,496

1,856,671

285,180

1,053,400

565,299

14,850,246

8,851,780

38,003,771

町民税

固定資産税

軽自動車税

負担金（保育料）

使用料（住宅使用料

諸収入（災害援護貸付金）

　　　　小　　計

住宅新築資金等貸付事業会計

国民健康保険会計

簡易水道事業会計

農業集落排水事業会計

介護保険会計

介護サービス事業会計

　　　　小　　計

一

般

会

計

特

別

会

計

日南病院事業会計

合　　計

収入未済金一覧表

平成18年度

18年度統合した山の上小学校

5,096,470

794,680

181,420

3,240

1,091,670

241,490

908,900

24,930

8,342,860

5,284,700

930,100

183,670

1,760

1,079,160

242,570

944,780

30,440

8,697,180

国 民 健 康 保 険

簡 易 水 道 事 業

住宅新築資金等貸付事業

老　人　保　険

農業集落排水事業

介　護　保　険

介護サービス事業

合　　　計

一　般　会　計

合　　　計 歳　　入 歳　　出

特

　
別
　

会

　
計

各会計の決算状況

1,380,540

1,321,390

106,140

162,590

総　　収　　益

総　　費　　用

資 本 的 収 入

資 本 的 支 出

収 益 的 収 支

資 本 的 収 支

日南病院事業会計決算状況 （単位：千円）

（単位：千円）
（単位：円）
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審
査
の
経
過
及
び
結
果

　
本
委
員
会
は
、
平
成
19
年
９

月
19
日
、
20
日
お
よ
び
21
日
に

委
員
会
を
開
催
し
、
付
託
さ
れ

た
各
議
案
の
会
計
決
算
に
つ
い

て
関
係
職
員
か
ら
詳
細
な
説
明

を
受
け
、
慎
重
に
審
査
を
行
っ

た
。

　
そ
の
結
果
、
平
成
18
年
度
各

会
計
決
算
の
９
議
案
は
、
い
ず

れ
も
次
に
述
べ
る
意
見
を
付
し

て
認
定
す
べ
き
と
決
定
し
た
。

決
算
の
概
要

　
一
般
会
計
歳
入
総
額
は
52
億

８
、
４
６
９
万
８
千
円
で
、
昨

年
度
に
比
べ
８
、
３
４
２
万
８

千
円
︵
約
1.6
％
︶
の
減
収
と
な

っ
て
い
る
。
主
な
要
因
と
し
て

地
方
交
付
税
が
特
別
分
で
災
害

復
旧
関
連
で
微
増
し
た
も
の
の
、

国
勢
調
査
人
口
、
学
校
数
の
減

少
等
に
よ
る
減
収
と
、
町
内
経

済
の
低
迷
に
よ
る
税
収
の
落
ち

込
み
が
著
し
い
。

　
地
方
譲
与
税
と
諸
収
入
が
増

収
と
な
っ
て
い
る
が
制
度
改
正

に
よ
る
税
源
移
譲
ま
で
の
経
過

措
置
と
損
害
共
済
保
険
の
支
払

に
よ
る
も
の
で
不
安
定
な
財
政

運
営
と
な
っ
て
い
る
。

審
査
意
見

①
収
入
未
済
額

　
以
下
、
示
し
た
数
字
は
一
部

に
減
額
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、

年
々
増
加
の
傾
向
に
あ
り
、
財

源
の
確
保
と
負
担
の
公
平
性
を

図
る
た
め
、
法
的
措
置
も
含
め

徴
収
に
向
け
一
層
の
努
力
が
必

要
で
あ
る
。

①
防
災
体
系
と
消
防
体
制

　
近
年
連
続
し
て
大
き
な
災
害

が
発
生
し
、
町
民
の
生
活
に
大

き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
異

常
気
象
の
み
が
そ
の
要
因
で
は

な
く
、
維
持
管
理
に
起
因
す
る

被
害
も
見
受
け
ら
れ
る
。
災
害

の
復
旧
は
当
然
で
あ
る
が
、
災

害
を
予
見
し
、
災
害
を
未
然
に

防
止
す
る
防
災
体
系
を
構
築
す

る
事
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、

住
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
た

め
、
火
災
・
災
害
現
場
に
お
け

る
活
動
が
的
確
に
行
わ
れ
る
よ

う
な
、
地
域
防
災
組
織
・
自
衛

消
防
も
含
め
た
消
防
体
制
の
整

備
と
訓
練
に
努
め
ら
れ
た
い
。

③
人
事
管
理
と
各
課
の
連
携
　

　
組
織
改
革
、
人
事
異
動
に
よ

り
、
新
た
な
展
開
が
図
ら
れ
る

反
面
、
事
務
事
業
の
中
断
、
停

滞
が
見
受
け
ら
れ
る
。
情
報
の

共
有
化
を
一
層
進
め
ら
れ
る
と

と
も
に
、
関
係
各
課
の
連
携
を

強
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
組
織

が
一
体
と
な
っ
て
行
政
を
執
行

さ
れ
た
い
。

④
財
産
管
理

　
経
営
構
造
対
策
事
業
で
建
設

さ
れ
た
、
ゆ
き
ん
こ
村
の
管
理

運
営
を
行
っ
て
い
た
株
式
会
社

エ
ー
ビ
ー
ア
ー
ル
が
、
解
散
し

た
。
開
設
当
初
よ
り
、
町
か
ら

監
査
役
を
派
遣
し
て
事
業
展
開

を
行
っ
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、

町
の
出
資
金
で
あ
る
５
０
０
万

円
が
水
の
泡
と
化
し
た
。
町
民

の
貴
重
な
税
金
の
一
部
で
あ
る
。

経
過
に
つ
い
て
検
証
し
、
今
後

同
様
な
事
態
を
繰
り
返
さ
な
い

よ
う
適
正
な
指
導
・
助
言
を
さ

れ
た
い
。

　
ま
た
、
昭
和
57
年
度
よ
り
事

業
展
開
し
て
い
る
小
規
模
零
細

地
域
対
策
事
業
の
日
南
ブ
ロ
イ

ラ
ー
に
つ
い
て
は
、
払
い
下
げ

に
向
け
て
進
展
が
み
ら
れ
な
い
。

条
件
整
備
を
進
め
、
速
や
か
な

対
応
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

む

す

び

　
平
成
18
年
度
は
、
国
庫
支
出

金
の
削
減
・
税
源
移
譲
・
地
方

交
付
税
改
革
が
行
わ
れ
て
き
た

こ
と
に
よ
り
、
一
層
厳
し
さ
を

増
す
財
政
運
営
の
な
か
、
行
財

政
改
革
の
重
点
期
間
最
終
年
度

と
し
て
、
そ
の
成
果
が
問
わ
れ

た
年
で
あ
っ
た
。
住
民
参
画
ま

ち
づ
く
り
事
業
が
全
地
域
で
始

ま
り
、
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
の

開
設
、
山
の
上
小
学
校
の
開
校
、

保
育
園
・
幼
稚
園
の
一
元
化
、

中
学
校
大
規
模
改
修
の
実
施
設

計
な
ど
の
一
方
、
近
年
連
続
し

て
発
生
す
る
自
然
災
害
に
的
確

な
対
応
が
求
め
ら
れ
た
。

　
町
の
財
政
構
造
は
、
一
部
に

改
善
の
兆
し
が
見
ら
れ
る
も
の

の
、
す
で
に
元
金
償
還
が
行
わ

れ
て
い
る
庁
舎
災
害
復
旧
事
業
、

清
掃
セ
ン
タ
ー
改
修
事
業
に
続

き
、
タ
ウ
ン
ズ
ネ
ッ
ト
事
業
の

元
金
償
還
が
始
ま
り
、
依
然
と

し
て
厳
し
い
状
態
が
続
い
て
い

る
。
国
の
制
度
改
正
・
広
域
行

政
に
よ
る
負
担
の
増
大
に
も
十

分
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
。

　
基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
業
に

つ
い
て
は
、
地
域
再
生
計
画
に

よ
る
木
材
団
地
構
想
、
農
産
物

の
産
地
直
販
体
制
の
推
進
な
ど
、

今
ま
で
に
見
ら
れ
な
い
動
き
も

始
ま
り
、
今
後
の
進
展
に
期
待

し
た
い
。

　
今
後
、
定
住
対
策
の
ビ
ジ
ョ

ン
な
ど
、
積
極
的
な
情
報
の
提

供
を
行
い
、
新
た
な
町
の
特
色

を
生
か
し
た
﹁
安
全
で
安
心
な

暮
ら
し
や
す
い
町
づ
く
り
﹂
に

向
け
、
組
織
が
一
丸
と
な
っ
て

一
層
努
力
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
、

決
算
審
査
の
報
告
と
す
る
。

決
算
審
査
特
別
委
員
会

　
委

員

長
　
三
上
　
惇
二

　
副
委
員
長
　
惠
比
奈
礼
子

　
委
　
　
員
　
福
田
　
　
稔

　

　
〃
　

　
小
竹
　
　
等

　

　
〃
　

　
平
井
　
正
之

　

　
〃
　

　
長
岡
つ
る
子
　



行
革
重
点
期
間
最
終
年
度
決
算



行
革
重
点
期
間
最
終
年
度
決
算

　
町
税
な
ど
、滞
納
の
回
収
を
強
く
要
望

2,360,096

7,520,695

618,680

1,083,500

1,416,354

1,302,420

14,301,745

607,200

10,482,496

1,856,671

285,180

1,053,400

565,299

14,850,246

8,851,780

38,003,771

町民税

固定資産税

軽自動車税

負担金（保育料）

使用料（住宅使用料

諸収入（災害援護貸付金）

　　　　小　　計

住宅新築資金等貸付事業会計

国民健康保険会計

簡易水道事業会計

農業集落排水事業会計

介護保険会計

介護サービス事業会計

　　　　小　　計

一

般

会

計

特

別

会

計

日南病院事業会計

合　　計

収入未済金一覧表

平成18年度

18年度統合した山の上小学校

5,096,470

794,680

181,420

3,240

1,091,670

241,490

908,900

24,930

8,342,860

5,284,700

930,100

183,670

1,760

1,079,160

242,570

944,780

30,440

8,697,180

国 民 健 康 保 険

簡 易 水 道 事 業

住宅新築資金等貸付事業

老　人　保　険

農業集落排水事業

介　護　保　険

介護サービス事業

合　　　計

一　般　会　計

合　　　計 歳　　入 歳　　出

特

　
別
　

会

　
計

各会計の決算状況

1,380,540

1,321,390

106,140

162,590

総　　収　　益

総　　費　　用

資 本 的 収 入

資 本 的 支 出

収 益 的 収 支

資 本 的 収 支

日南病院事業会計決算状況 （単位：千円）

（単位：千円）
（単位：円）

“

”
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今
年
４
月
24
日
に
全
国
学
力

調
査
が
小
学
６
年
生
と
中
学
３

年
生
を
対
象
に
行
わ
れ
、
こ
の

９
月
に
都
道
府
県
毎
の
結
果
が

発
表
に
な
る
。
こ
の
結
果
に
つ

い
て
質
問
を
す
る
。

①
調
査
結
果
を
、
公
表
す
る
の

か
。

②
結
果
を
ど
う
評
価
し
、
問
題

点
を
ど
の
よ
う
な
手
段
で
改
善

を
図
ら
れ
る
つ
も
り
か
。

③
教
育
の
あ
り
方
会
議
で
も
審

議
改
善
さ
れ
る
つ
も
り
か
。

①
国
の
結
果
の
提
供
に
つ
い
て
、

﹁
個
々
の
市
町
村
名
や
学
校
名

を
明
ら
か
に
し
た
公
表
は
行
わ

な
い
な
ど
、
学
校
間
の
序
列
化

や
過
度
な
競
争
に
繋
が
ら
な
い

よ
う
配
慮
す
る
﹂
と
い
う
確
認

事
項
を
基
本
と
し
な
が
ら
取
り

扱
う
予
定
で
あ
る
。

②
本
町
教
育
の
成
果
、
課
題
部

分
を
、
学
校
・
教
育
委
員
会
が

し
っ
か
り
と
共
通
理
解
を
図
り
、

家
庭
・
地
域
と
の
連
携
を
深
め

な
が
ら
研
究
・
実
践
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

③
日
南
町
教
育
の
あ
り
方
を
審

議
し
て
い
る
機
関
で
あ
り
、
内

容
等
に
よ
っ
て
は
審
議
を
願
う

部
分
も
あ
る
。

①
運
用
の
見
通
し
は
、
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。

②
今
後
の
ゴ
ミ
処
理
の
対
応
と

現
在
の
執
行
部
の
必
要
経
費
も

含
め
た
検
討
状
況
は
。

①
今
の
と
こ
ろ
は
、
地
元
と
の

覚
書
ど
お
り
平
成
23
年
度
ま
で

は
稼
働
す
る
方
向
で
、
修
繕
費

も
必
要
最
小
限
に
止
め
て
い
る
。

②
現
在
、
各
選
択
肢
の
中
で
必

要
経
費
の
点
も
含
め
、
交
渉
段

階
に
あ
る
の
で
、
今
し
ば
ら
く

猶
予
期
間
が
ほ
し
い
。

　
日
南
町
小
水
力
発
電
所
、
グ

リ
ー
ン
シ
ャ
イ
ン
に
町
が
出
資

し
、
そ
の
監
査
役
を
副
町
長
が

さ
れ
て
い
る
が
、
赤
字
の
解
消

に
町
と
し
て
ど
の
よ
う
に
関
わ

っ
て
経
営
改
善
を
指
導
し
て
い

る
の
か
。

　
町
小
水
力
発
電
公
社
は
、
18

日
に
役
員
会
が
あ
り
、
狩
野
副

町
長
が
後
任
と
な
る
予
定
。
グ

リ
ー
ン
シ
ャ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、

18
年
９
月
に
監
査
役
を
交
代
し

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
必
要
に
応

じ
て
増
資
等
も
行
っ
て
き
た
が
、

監
査
役
に
関
わ
ら
ず
、
出
資
の

目
的
に
沿
う
よ
う
積
極
的
に
関

わ
っ
て
い
く
。

①
現
在
、
霞
地
内
に
あ
る
事
業

所
の
内
、
移
転
さ
れ
る
所
は
、

ど
の
事
業
所
か
。
そ
の
年
度
は
。

②
そ
の
跡
地
は
ど
の
よ
う
な
利

用
に
な
る
の
か
、
計
画
を
明
ら

か
に
し
て
頂
き
た
い
。

③
林
業
セ
ン
タ
ー
は
町
有
施
設

だ
が
、
空
き
家
に
な
る
の
か
。

利
用
計
画
は
。

①
︵
株
︶
米
子
木
材
市
場
と
山

陰
丸
和
林
業
︵
株
︶
が
年
内
移

転
。
そ
の
他
の
事
業
所
は
未
定

で
あ
り
、
団
地
稼
働
後
１
年
程

度
の
期
間
に
決
定
予
定
。

②
居
住
施
策
に
必
要
な
用
地
と

し
て
土
地
利
用
を
検
討
す
る
。

③
現
在
は
森
林
組
合
が
管
理
し

て
お
り
、
オ
ロ
チ
移
転
後
は
森

林
組
合
と
利
用
協
議
す
る
こ
と

に
な
る
。

　
10
月
１
日
よ
り
運
行
経
路
、

時
間
等
が
変
更
さ
れ
る
が
、
ど

の
よ
う
な
方
法
で
何
を
問
題
点

と
し
て
捉
ら
え
、
ど
の
よ
う
な

検
討
を
誰
と
行
っ
て
、
何
を
ど

う
改
善
す
る
つ
も
り
か
。

　
小
学
校
統
合
・
中
学
校
の
通

学
を
ふ
ま
え
、
21
年
度
で
﹁
一

人
で
も
多
く
の
方
に
バ
ス
に
乗

っ
て
も
ら
え
る
ダ
イ
ヤ
と
路
線
﹂

の
構
築
を
前
提
に
、
今
後
１
年

半
の
実
験
的
運
行
を
実
施
。
利

用
実
態
調
査
・
検
討
を
ふ
ま
え
、

各
ま
ち
協
を
窓
口
と
し
た
地
域

で
の
検
討
に
よ
り
、
運
行
上
の

問
題
が
な
く
、
地
域
内
の
調
整

の
で
き
た
﹁
路
線
の
一
部
変
更
﹂

に
合
わ
せ
、
﹁
集
中
運
行
方
式
﹂

を
実
施
。
町
公
共
交
通
確
保
対

策
協
議
会
で
の
承
認
を
受
け
、

鳥
取
陸
運
支
局
へ
変
更
申
請
し
、

認
可
決
定
す
る
。



年
度
当
初
か
ら
喫
緊
か
つ
重

要
な
課
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら

れ
た
行
政
改
革
、
教
育
再
生
、

企
業
立
地
・
定
住
対
策
、
地
域

ブ
ラ
ン
ド
化
の
４
つ
の
事
項
に

つ
い
て
、
そ
の
具
体
的
施
策
の

構
築
と
推
進
を
図
る
た
め
に
立

ち
上
げ
ら
れ
た
地
域
振
興
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
こ

れ
ま
で
の
取
り
組
み
状
況
、
課

題
、
検
討
の
方
向
性
及
び
今
後

の
予
定
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。



と
り
わ
け
日
南
産
米
・
コ
シ

ヒ
カ
リ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
は
、
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

　
政
策
の
決
定
段
階
で
の
選
択

肢
を
検
討
。
今
回
は
チ
ー
ム
の

中
に
若
手
職
員
を
配
置
し
、
育

成
方
策
と
し
て
も
位
置
付
け
て

い
る
。
課
題
整
理
、
個
々
の
検

討
を
進
め
て
お
り
、
中
間
報
告

も
あ
る
が
、
12
月
を
目
途
と
す

る
教
育
再
生
以
外
は
、
年
度
内

を
目
途
に
報
告
予
定
で
あ
る
。

　
米
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ
い
て

は
、
JA
日
南
支
所
と
連
携
し
て

販
路
拡
大
に
向
け
て
協
議
し
て

い
る
。

　
環
境
を
一
つ
の
コ
ン
セ
プ
ト
、

キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
町
づ
く
り

を
進
め
る
中
、
崇
高
な
理
念
の

も
と
、
昨
年
12
月
に
施
行
さ
れ

た
日
南
町
環
境
基
本
条
例
で
は
、

町
長
は
、
環
境
施
策
の
総
合
的

か
つ
計
画
的
な
推
進
を
図
る
た

め
に
、
そ
の
目
標
及
び
施
策
の

方
向
の
ほ
か
必
要
な
事
項
を
定

め
た
環
境
基
本
計
画
を
策
定
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
早
急
に
基
本
計
画
の
み
な
ら

ず
実
施
計
画
、
あ
る
い
は
行
動

計
画
を
策
定
し
て
体
系
的
に
環

境
問
題
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
う
が
、
現
時
点

で
の
策
定
の
進
捗
状
況
及
び
今

後
の
取
り
組
み
お
よ
び
計
画
の

形
態
、
内
容
は
。

　
環
境
基
本
計
画
策
定
に
つ
い

て
は
、
来
年
３
月
公
表
を
目
指

し
て
、
こ
れ
ま
で
６
回
の
検
討

委
員
会
を
重
ね
、
現
在
課
題
整

理
を
し
て
い
る
。
今
後
の
予
定

は
庁
内
関
係
課
で
組
織
す
る
連

絡
会
議
や
行
動
に
移
す
推
進
母

体
を
立
ち
上
げ
た
い
。

①
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
コ

メ
を
は
じ
め
と
す
る
農
産
物
価

格
の
下
落
・
低
迷
が
続
く
中
、

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
に

基
づ
く
品
目
横
断
的
経
営
安
定

対
策
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
こ
れ
の
今
年
度
の
加
入
申
請

が
７
月
２
日
で
終
わ
っ
て
い
る

が
、
加
入
者
数
及
び
農
業
者
数

に
対
す
る
加
入
者
の
比
率
、
農

地
面
積
に
対
す
る
加
入
者
が
耕

作
す
る
面
積
の
比
率
は
。

②
集
落
営
農
に
つ
い
て
は
、
地

域
農
業
の
担
い
手
の
一
形
態
と

し
て
ま
た
、
個
別
経
営
の
コ
ス

ト
低
減
の
方
策
と
し
て
、
あ
る

い
は
共
同
活
動
に
よ
る
集
落
機

能
の
活
性
化
策
と
し
て
推
進
さ

れ
、
取
り
組
ま
れ
た
経
過
が
あ

る
が
、
実
体
と
し
て
あ
ま
り
進

ん
で
い
な
い
。
地
域
農
業
、
農

地
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
に
、

集
落
営
農
は
有
効
な
方
策
の
一

つ
だ
と
考
え
る
が
、
こ
れ
を
推

進
す
る
に
は
、
行
政
の
テ
コ
入

れ
、
仕
掛
け
作
り
が
な
い
と
な

か
な
か
進
ま
な
い
。
町
と
し
て

集
落
営
農
の
推
進
に
取
り
組
む

考
え
は
。

③
担
い
手
と
し
て
農
業
経
営
を

展
開
し
て
い
く
の
に
生
産
基
盤

で
あ
る
農
地
の
集
積
は
、
重
要

な
条
件
で
す
。
こ
れ
ま
で
積
極

的
に
農
地
の
流
動
化
を
進
め
ら

れ
て
、
量
的
集
積
は
か
な
り
進

ん
で
き
た
。
今
後
は
、
面
的
集

積
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
が
、

農
地
銀
行
の
活
動
や
農
地
保
有

合
理
化
法
人
の
活
動
を
強
化
す

る
考
え
は
な
い
か
。



ま
た
、
集
落
ご
と
に
農
用
地

利
用
規
定
を
作
り
、
特
定
農
業

法
人
を
設
立
す
る
な
ど
集
落
の

農
地
を
守
り
農
業
を
継
続
す
る

取
り
組
み
を
進
め
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

①
加
入
経
営
体
数
は
14
経
営
体

で
、
農
家
数
比
率
１
％
、
耕
地

比
率
10
％
と
な
っ
て
い
る
。

②
町
、
県
の
関
係
機
関
で
﹁
日

南
町
担
い
手
育
成
総
合
支
援
協

議
会
﹂
を
設
け
支
援
し
て
い
る
。

③
農
業
委
員
会
の
利
用
権
設
定
、

日
南
町
地
域
振
興
公
社
の
農
地

保
有
合
理
化
事
業
な
ど
で
の
流

動
時
に
配
慮
し
て
い
る
。

古都久志議員

ど
う
活
か
す
、
学
力
調
査
結
果

成
果
課
題
を
認
識
し

　
　
　

研
究
・
実
践
し
て
い
く

坪倉勝幸議員

農
業
の
担
い
手
育
成
に

　
　
　
　
　
　

体
制
強
化
を

県
と
も
連
携
し
て

　
　
町
を
あ
げ
て
取
り
組
む

町政のここが聞きたい 町政のここが聞きたい

４
月
の
学
力
調
査

問問
山
本
教
育
長

答答

矢
田
町
長

答答
清
掃
セ
ン
タ
ー

問問

町
出
資
先
の
監
査

問問
町

長

答答

木
材
団
地
構
想

問問
町

長

答答
町
営
バ
ス

問問

町

長

答答

矢
田
町
長

答答

町

長

答答

町

長

答答

地
域
振
興
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

問問

環
境
基
本
計
画

問問

農
業
の
担
い
手

育
成

問問
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今
年
４
月
24
日
に
全
国
学
力

調
査
が
小
学
６
年
生
と
中
学
３

年
生
を
対
象
に
行
わ
れ
、
こ
の

９
月
に
都
道
府
県
毎
の
結
果
が

発
表
に
な
る
。
こ
の
結
果
に
つ

い
て
質
問
を
す
る
。

①
調
査
結
果
を
、
公
表
す
る
の

か
。

②
結
果
を
ど
う
評
価
し
、
問
題

点
を
ど
の
よ
う
な
手
段
で
改
善

を
図
ら
れ
る
つ
も
り
か
。

③
教
育
の
あ
り
方
会
議
で
も
審

議
改
善
さ
れ
る
つ
も
り
か
。

①
国
の
結
果
の
提
供
に
つ
い
て
、

﹁
個
々
の
市
町
村
名
や
学
校
名

を
明
ら
か
に
し
た
公
表
は
行
わ

な
い
な
ど
、
学
校
間
の
序
列
化

や
過
度
な
競
争
に
繋
が
ら
な
い

よ
う
配
慮
す
る
﹂
と
い
う
確
認

事
項
を
基
本
と
し
な
が
ら
取
り

扱
う
予
定
で
あ
る
。

②
本
町
教
育
の
成
果
、
課
題
部

分
を
、
学
校
・
教
育
委
員
会
が

し
っ
か
り
と
共
通
理
解
を
図
り
、

家
庭
・
地
域
と
の
連
携
を
深
め

な
が
ら
研
究
・
実
践
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

③
日
南
町
教
育
の
あ
り
方
を
審

議
し
て
い
る
機
関
で
あ
り
、
内

容
等
に
よ
っ
て
は
審
議
を
願
う

部
分
も
あ
る
。

①
運
用
の
見
通
し
は
、
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。

②
今
後
の
ゴ
ミ
処
理
の
対
応
と

現
在
の
執
行
部
の
必
要
経
費
も

含
め
た
検
討
状
況
は
。

①
今
の
と
こ
ろ
は
、
地
元
と
の

覚
書
ど
お
り
平
成
23
年
度
ま
で

は
稼
働
す
る
方
向
で
、
修
繕
費

も
必
要
最
小
限
に
止
め
て
い
る
。

②
現
在
、
各
選
択
肢
の
中
で
必

要
経
費
の
点
も
含
め
、
交
渉
段

階
に
あ
る
の
で
、
今
し
ば
ら
く

猶
予
期
間
が
ほ
し
い
。

　
日
南
町
小
水
力
発
電
所
、
グ

リ
ー
ン
シ
ャ
イ
ン
に
町
が
出
資

し
、
そ
の
監
査
役
を
副
町
長
が

さ
れ
て
い
る
が
、
赤
字
の
解
消

に
町
と
し
て
ど
の
よ
う
に
関
わ

っ
て
経
営
改
善
を
指
導
し
て
い

る
の
か
。

　
町
小
水
力
発
電
公
社
は
、
18

日
に
役
員
会
が
あ
り
、
狩
野
副

町
長
が
後
任
と
な
る
予
定
。
グ

リ
ー
ン
シ
ャ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、

18
年
９
月
に
監
査
役
を
交
代
し

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
必
要
に
応

じ
て
増
資
等
も
行
っ
て
き
た
が
、

監
査
役
に
関
わ
ら
ず
、
出
資
の

目
的
に
沿
う
よ
う
積
極
的
に
関

わ
っ
て
い
く
。

①
現
在
、
霞
地
内
に
あ
る
事
業

所
の
内
、
移
転
さ
れ
る
所
は
、

ど
の
事
業
所
か
。
そ
の
年
度
は
。

②
そ
の
跡
地
は
ど
の
よ
う
な
利

用
に
な
る
の
か
、
計
画
を
明
ら

か
に
し
て
頂
き
た
い
。

③
林
業
セ
ン
タ
ー
は
町
有
施
設

だ
が
、
空
き
家
に
な
る
の
か
。

利
用
計
画
は
。

①
︵
株
︶
米
子
木
材
市
場
と
山

陰
丸
和
林
業
︵
株
︶
が
年
内
移

転
。
そ
の
他
の
事
業
所
は
未
定

で
あ
り
、
団
地
稼
働
後
１
年
程

度
の
期
間
に
決
定
予
定
。

②
居
住
施
策
に
必
要
な
用
地
と

し
て
土
地
利
用
を
検
討
す
る
。

③
現
在
は
森
林
組
合
が
管
理
し

て
お
り
、
オ
ロ
チ
移
転
後
は
森

林
組
合
と
利
用
協
議
す
る
こ
と

に
な
る
。

　
10
月
１
日
よ
り
運
行
経
路
、

時
間
等
が
変
更
さ
れ
る
が
、
ど

の
よ
う
な
方
法
で
何
を
問
題
点

と
し
て
捉
ら
え
、
ど
の
よ
う
な

検
討
を
誰
と
行
っ
て
、
何
を
ど

う
改
善
す
る
つ
も
り
か
。

　
小
学
校
統
合
・
中
学
校
の
通

学
を
ふ
ま
え
、
21
年
度
で
﹁
一

人
で
も
多
く
の
方
に
バ
ス
に
乗

っ
て
も
ら
え
る
ダ
イ
ヤ
と
路
線
﹂

の
構
築
を
前
提
に
、
今
後
１
年

半
の
実
験
的
運
行
を
実
施
。
利

用
実
態
調
査
・
検
討
を
ふ
ま
え
、

各
ま
ち
協
を
窓
口
と
し
た
地
域

で
の
検
討
に
よ
り
、
運
行
上
の

問
題
が
な
く
、
地
域
内
の
調
整

の
で
き
た
﹁
路
線
の
一
部
変
更
﹂

に
合
わ
せ
、
﹁
集
中
運
行
方
式
﹂

を
実
施
。
町
公
共
交
通
確
保
対

策
協
議
会
で
の
承
認
を
受
け
、

鳥
取
陸
運
支
局
へ
変
更
申
請
し
、

認
可
決
定
す
る
。



年
度
当
初
か
ら
喫
緊
か
つ
重

要
な
課
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら

れ
た
行
政
改
革
、
教
育
再
生
、

企
業
立
地
・
定
住
対
策
、
地
域

ブ
ラ
ン
ド
化
の
４
つ
の
事
項
に

つ
い
て
、
そ
の
具
体
的
施
策
の

構
築
と
推
進
を
図
る
た
め
に
立

ち
上
げ
ら
れ
た
地
域
振
興
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
こ

れ
ま
で
の
取
り
組
み
状
況
、
課

題
、
検
討
の
方
向
性
及
び
今
後

の
予
定
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。



と
り
わ
け
日
南
産
米
・
コ
シ

ヒ
カ
リ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
は
、
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

　
政
策
の
決
定
段
階
で
の
選
択

肢
を
検
討
。
今
回
は
チ
ー
ム
の

中
に
若
手
職
員
を
配
置
し
、
育

成
方
策
と
し
て
も
位
置
付
け
て

い
る
。
課
題
整
理
、
個
々
の
検

討
を
進
め
て
お
り
、
中
間
報
告

も
あ
る
が
、
12
月
を
目
途
と
す

る
教
育
再
生
以
外
は
、
年
度
内

を
目
途
に
報
告
予
定
で
あ
る
。

　
米
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ
い
て

は
、
JA
日
南
支
所
と
連
携
し
て

販
路
拡
大
に
向
け
て
協
議
し
て

い
る
。

　
環
境
を
一
つ
の
コ
ン
セ
プ
ト
、

キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
町
づ
く
り

を
進
め
る
中
、
崇
高
な
理
念
の

も
と
、
昨
年
12
月
に
施
行
さ
れ

た
日
南
町
環
境
基
本
条
例
で
は
、

町
長
は
、
環
境
施
策
の
総
合
的

か
つ
計
画
的
な
推
進
を
図
る
た

め
に
、
そ
の
目
標
及
び
施
策
の

方
向
の
ほ
か
必
要
な
事
項
を
定

め
た
環
境
基
本
計
画
を
策
定
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
早
急
に
基
本
計
画
の
み
な
ら

ず
実
施
計
画
、
あ
る
い
は
行
動

計
画
を
策
定
し
て
体
系
的
に
環

境
問
題
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
う
が
、
現
時
点

で
の
策
定
の
進
捗
状
況
及
び
今

後
の
取
り
組
み
お
よ
び
計
画
の

形
態
、
内
容
は
。

　
環
境
基
本
計
画
策
定
に
つ
い

て
は
、
来
年
３
月
公
表
を
目
指

し
て
、
こ
れ
ま
で
６
回
の
検
討

委
員
会
を
重
ね
、
現
在
課
題
整

理
を
し
て
い
る
。
今
後
の
予
定

は
庁
内
関
係
課
で
組
織
す
る
連

絡
会
議
や
行
動
に
移
す
推
進
母

体
を
立
ち
上
げ
た
い
。

①
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
コ

メ
を
は
じ
め
と
す
る
農
産
物
価

格
の
下
落
・
低
迷
が
続
く
中
、

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
に

基
づ
く
品
目
横
断
的
経
営
安
定

対
策
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
こ
れ
の
今
年
度
の
加
入
申
請

が
７
月
２
日
で
終
わ
っ
て
い
る

が
、
加
入
者
数
及
び
農
業
者
数

に
対
す
る
加
入
者
の
比
率
、
農

地
面
積
に
対
す
る
加
入
者
が
耕

作
す
る
面
積
の
比
率
は
。

②
集
落
営
農
に
つ
い
て
は
、
地

域
農
業
の
担
い
手
の
一
形
態
と

し
て
ま
た
、
個
別
経
営
の
コ
ス

ト
低
減
の
方
策
と
し
て
、
あ
る

い
は
共
同
活
動
に
よ
る
集
落
機

能
の
活
性
化
策
と
し
て
推
進
さ

れ
、
取
り
組
ま
れ
た
経
過
が
あ

る
が
、
実
体
と
し
て
あ
ま
り
進

ん
で
い
な
い
。
地
域
農
業
、
農

地
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
に
、

集
落
営
農
は
有
効
な
方
策
の
一

つ
だ
と
考
え
る
が
、
こ
れ
を
推

進
す
る
に
は
、
行
政
の
テ
コ
入

れ
、
仕
掛
け
作
り
が
な
い
と
な

か
な
か
進
ま
な
い
。
町
と
し
て

集
落
営
農
の
推
進
に
取
り
組
む

考
え
は
。

③
担
い
手
と
し
て
農
業
経
営
を

展
開
し
て
い
く
の
に
生
産
基
盤

で
あ
る
農
地
の
集
積
は
、
重
要

な
条
件
で
す
。
こ
れ
ま
で
積
極

的
に
農
地
の
流
動
化
を
進
め
ら

れ
て
、
量
的
集
積
は
か
な
り
進

ん
で
き
た
。
今
後
は
、
面
的
集

積
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
が
、

農
地
銀
行
の
活
動
や
農
地
保
有

合
理
化
法
人
の
活
動
を
強
化
す

る
考
え
は
な
い
か
。



ま
た
、
集
落
ご
と
に
農
用
地

利
用
規
定
を
作
り
、
特
定
農
業

法
人
を
設
立
す
る
な
ど
集
落
の

農
地
を
守
り
農
業
を
継
続
す
る

取
り
組
み
を
進
め
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

①
加
入
経
営
体
数
は
14
経
営
体

で
、
農
家
数
比
率
１
％
、
耕
地

比
率
10
％
と
な
っ
て
い
る
。

②
町
、
県
の
関
係
機
関
で
﹁
日

南
町
担
い
手
育
成
総
合
支
援
協

議
会
﹂
を
設
け
支
援
し
て
い
る
。

③
農
業
委
員
会
の
利
用
権
設
定
、

日
南
町
地
域
振
興
公
社
の
農
地

保
有
合
理
化
事
業
な
ど
で
の
流

動
時
に
配
慮
し
て
い
る
。

古都久志議員

ど
う
活
か
す
、
学
力
調
査
結
果

成
果
課
題
を
認
識
し

　
　
　

研
究
・
実
践
し
て
い
く

坪倉勝幸議員

農
業
の
担
い
手
育
成
に

　
　
　
　
　
　

体
制
強
化
を

県
と
も
連
携
し
て

　
　
町
を
あ
げ
て
取
り
組
む

町政のここが聞きたい 町政のここが聞きたい

４
月
の
学
力
調
査

問問
山
本
教
育
長

答答

矢
田
町
長

答答
清
掃
セ
ン
タ
ー

問問

町
出
資
先
の
監
査

問問
町

長

答答

木
材
団
地
構
想

問問
町

長

答答
町
営
バ
ス

問問

町

長

答答

矢
田
町
長

答答

町

長

答答

町

長

答答

地
域
振
興
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

問問

環
境
基
本
計
画

問問

農
業
の
担
い
手

育
成

問問
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先
の
参
議
院
選
挙
結
果
を
ど

う
受
け
止
め
て
い
る
か
。
ま
た
、

新
し
い
内
閣
に
何
を
期
待
し
て

い
る
か
。

　
都
市
と
地
方
の
格
差
や
政
治

資
金
や
事
務
所
費
問
題
な
ど
、

厳
し
い
国
民
の
意
識
が
選
挙
結

果
に
な
っ
た
。
都
市
と
地
方
の

格
差
是
正
が
急
務
で
あ
り
、
新

内
閣
で
は
こ
れ
に
期
待
す
る
。

①
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、

﹁
鳥
取
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
﹂
が
運
営
を
行
う
こ
と

に
な
っ
て
い
る
が
、
議
員
定
数

や
負
担
金
な
ど
の
課
題
を
ど
う

考
え
て
い
る
か
。

②
来
年
４
月
施
行
に
向
け
て
、

制
度
の
説
明
と
住
民
へ
の
情
報

公
開
の
徹
底
を
。

③
新
し
い
制
度
で
負
担
す
る
お

年
よ
り
の
負
担
増
を
、
ど
う
試

算
し
て
い
る
か
。

④
広
域
連
合
に
当
面
次
の
こ
と

を
要
望
す
る
。

(1)
高
齢
者
の
実
態
に
即
し
た
保

険
料
。
(2)
﹁
資
格
証
明
書
﹂
を

発
行
し
な
い
。
(3)
保
険
料
の
減

免
制
度
の
創
設
。
(4)
希
望
者
全

員
が
い
ま
ま
で
ど
お
り
検
診
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
。
(5)
県
に

広
域
連
合
職
員
の
人
件
費
負
担

の
支
援
を
求
め
る
。

　①
町
村
議
長
会
か
ら
議
員
定
数

等
に
つ
い
て
改
正
の
要
望
が
出

さ
れ
、
今
回
改
正
案
に
至
っ
て

い
る
。
負
担
金
に
つ
い
て
も
今

後
検
討
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

②
本
年
10
月
中
下
旬
を
中
心
に
、

各
自
治
会
で
説
明
会
を
予
定
し

て
い
る
。
今
後
広
報
等
で
情
報

を
提
供
し
た
い
。

③
町
全
体
で
は
約
700
万
円
増
が

試
算
さ
れ
る
。

④
(1)
負
担
増
は
否
め
な
い
が
、

低
所
得
者
に
は
軽
減
措
置
が
創

設
さ
れ
て
い
る
。

(2)
１
年
以
上
保
険
料
の
滞
納
が

続
け
ば
、
公
平
の
原
則
か
ら
資

格
証
明
書
を
発
行
す
る
こ
と
に

な
る
。

(3)
低
所
得
者
に
は
所
得
水
準
に

合
わ
せ
て
均
等
割
の
軽
減
措
置

が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

(4)
検
診
サ
ー
ビ
ス
は
従
前
と
変

わ
ら
な
い
よ
う
広
域
連
合
に
働

き
か
け
る
。

(5)
人
的
、
財
政
的
支
援
は
今
後

も
要
望
し
て
い
く
。

①
今
年
４
月
に
実
施
し
た
全
国

学
力
テ
ス
ト
の
結
果
の
公
表
の

仕
方
に
つ
い
て
は
、
各
教
育
委

員
会
や
学
校
の
判
断
に
任
せ
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、

ど
う
対
応
す
る
の
か
。

②
鳥
取
県
教
委
が
行
っ
て
き
た

基
礎
学
力
調
査
結
果
は
。

③
学
力
テ
ス
ト
の
あ
り
か
た
そ

の
も
の
を
ど
う
見
て
い
る
か
。

①
国
の
調
査
結
果
の
提
供
に
つ

い
て
、
﹁
個
々
の
市
町
村
名
や

学
校
名
を
明
ら
か
に
し
た
公
表

は
行
わ
な
い
な
ど
学
校
間
の
序

列
化
や
過
度
な
競
争
に
繋
が
ら

な
い
よ
う
配
慮
す
る
﹂
と
い
う

確
認
事
項
を
基
本
と
し
な
が
ら

取
り
扱
う
予
定
で
あ
る
。

②
﹁
概
ね
良
好
な
状
況
﹂
に
あ

る
と
判
断
し
て
い
る
。

③
学
力
の
実
態
を
意
識
し
な
が

ら
、
真
に
﹁
心
豊
か
で
逞
し
い

子
ど
も
の
育
成
﹂
に
つ
な
が
る

よ
う
に
活
用
す
る
た
め
の
調
査

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
日
南
病
院
、
社
会
福
祉
法
人

﹁
日
南
福
祉
会
﹂
な
ど
の
医
療
・

福
祉
分
野
の
ス
タ
ッ
フ
確
保
と
、

来
年
４
月
に
本
格
操
業
予
定
の

株
式
会
社
﹁
オ
ロ
チ
﹂
の
雇
用

確
保
は
。

　
日
南
病
院
で
は
、
薬
剤
師
と

看
護
師
が
充
足
し
て
お
ら
ず
、

早
急
に
人
材
を
確
保
し
た
い
。

　
日
南
福
祉
会
で
は
国
が
定
め

た
基
準
に
よ
り
、
従
業
員
の
配

置
及
び
勤
務
体
制
の
確
保
等
を

図
り
な
が
ら
運
営
さ
れ
て
い
る
。

﹁
オ
ロ
チ
﹂
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
等
で
の
求
人
活
動
に
よ
り
、

職
員
確
保
に
鋭
意
努
め
ら
れ
て

い
る
。

　
郵
便
局
は
、
10
月
１
日
か
ら

民
間
企
業
と
な
る
。
各
種
証
明

の
発
行
な
ど
を
行
う
﹁
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
行
政
シ
ス
テ
ム
﹂
の
委

託
契
約
を
廃
止
し
、
各
校
区
の

地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
へ
移
行
し

て
は
ど
う
か
。

　
民
営
化
と
な
っ
て
も
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
面
か
ら
引
き
続
き

お
世
話
に
な
り
た
い
。

　
現
時
点
で
は
、
地
域
振
興
セ

ン
タ
ー
へ
の
移
行
は
考
え
て
い

な
い
。

工
事
請
負
契
約
の
変
更

︵
日
南
中
学
校
大
規
模
改
修
工

事
︶

外
壁
の
吹
き
付
け
タ
イ
ル
施
工

の
追
加
ほ
か

日
南
町
一
般
会
計
補
正
予
算

５
、
４
８
０
万
円
追
加
し
、
総

額
を
65
億
４
、
３
３
７
万
６
千

円
と
す
る
。

︵
お
も
な
内
容
︶

新
潟
県
中
越
沖
地
震
支
援
ブ
ル

ー
シ
ー
ト
補
充

神
戸
上
遺
跡
調
査
賃
金

工
事
請
負
契
約
の
締
結

︵
日
南
町
木
材
団
地
Ｌ
Ｖ
Ｌ
工

場
棟
新
築
工
事
の
請
負
契
約
︶

業
者
名

　
美
保
テ
ク
ノ
ス
・
な
か
や
ま

　
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

契
約
額
　

　
　
　
４
億
８
、
３
０
０
万
円

鳥
取
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
議
会
議
員
の
選
挙

鳥
取
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
規
約
第
８
条
第
１
項
の
規

定
に
よ
り
、
福
原
　
實
議
員
を

選
出
し
た
。

工
事
請
負
契
約
の
変
更︵
２
件
︶

工
事
名
　

町
道
生
山
印
賀
線

地
方
道
路
交
付
金
改
良
舗
装
工

事
15
工
区

法
面
工
の
変
更
︵
ブ
ロ
ッ
ク
積

工
を
植
生
工
に
変
更
︶
に
よ
る

契
約
額
の
減
額

16
工
区

掘
削
工
の
変
更
︵
土
砂
掘
削
を

岩
掘
削
に
変
更
︶
に
よ
る
契
約

額
の
増
額

財
産
の
取
得
︵
旧
木
材
市
場
︶

日
野
郡
日
南
町
生
山
字
前
田
381

番
地
１
外
21
筆

取
得
面
積



　
　
　
　
９.

６
６
２
・
71
㎡

取
得
予
定
価
格
　

　
１
億
４
、
１
０
７
万
５
千
円

財
産
の
処
分
︵
山
陰
丸
和
︶

日
野
郡
日
南
町
下
石
見
字
柳
ヶ

谷
１
８
２
９
番
地
109

処
分
面
積

　
　
　

10.

０
５
４
・
７
９
㎡

処
分
予
定
価
格

　
　
　
４
、
０
２
１
万
９
千
円

財
産
の
処
分
︵
木
材
市
場
︶

日
野
郡
日
南
町
下
石
見
字
柳
ヶ

谷
１
８
２
９
番
地
96

処
分
面
積

　
　
　

10.

１
３
４
・
０
０
㎡

処
分
予
定
価
格

　
　
　
４
、
０
５
３
万
６
千
円

木材団地平面図
　　　（配置図）

ストックヤード

チップ施設

蒸煮施設

町道霞−福塚線

久代安敏議員

ど
う
な
る

　
　

75
歳
以
上
の
高
齢
者
医
療

実
施
に
向
け
て

　
　
　
情
報
提
供
に
努
め
る

参
議
院
選
挙

問問

町政のここが聞きたい

矢
田
町
長

答答
後
期
高
齢
者

医
療
制
度

問問

町

長

答答

全
国
一
斉
学
力

テ
ス
ト

問問

山
本
教
育
長

答答

町

長

答答
町

長

答答



郵
政
民
営
化

問問

労
働
者
の
確
保

問問

臨時会

７月から１０月までの間に招集された臨時議会では、工事請負契約の変更や

財産の取得・処分などが提案され、全て原案どおり可決しました。

第
５
回
臨
時
会

︵
７
月
30
日
︶

第
６
回
臨
時
会

︵
８
月
31
日
︶

第
８
回
臨
時
会

︵
10
月
15
日
︶

大規模改修が終った日南中学校

─　　 ─160
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先
の
参
議
院
選
挙
結
果
を
ど

う
受
け
止
め
て
い
る
か
。
ま
た
、

新
し
い
内
閣
に
何
を
期
待
し
て

い
る
か
。

　
都
市
と
地
方
の
格
差
や
政
治

資
金
や
事
務
所
費
問
題
な
ど
、

厳
し
い
国
民
の
意
識
が
選
挙
結

果
に
な
っ
た
。
都
市
と
地
方
の

格
差
是
正
が
急
務
で
あ
り
、
新

内
閣
で
は
こ
れ
に
期
待
す
る
。

①
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、

﹁
鳥
取
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
﹂
が
運
営
を
行
う
こ
と

に
な
っ
て
い
る
が
、
議
員
定
数

や
負
担
金
な
ど
の
課
題
を
ど
う

考
え
て
い
る
か
。

②
来
年
４
月
施
行
に
向
け
て
、

制
度
の
説
明
と
住
民
へ
の
情
報

公
開
の
徹
底
を
。

③
新
し
い
制
度
で
負
担
す
る
お

年
よ
り
の
負
担
増
を
、
ど
う
試

算
し
て
い
る
か
。

④
広
域
連
合
に
当
面
次
の
こ
と

を
要
望
す
る
。

(1)
高
齢
者
の
実
態
に
即
し
た
保

険
料
。
(2)
﹁
資
格
証
明
書
﹂
を

発
行
し
な
い
。
(3)
保
険
料
の
減

免
制
度
の
創
設
。
(4)
希
望
者
全

員
が
い
ま
ま
で
ど
お
り
検
診
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
。
(5)
県
に

広
域
連
合
職
員
の
人
件
費
負
担

の
支
援
を
求
め
る
。

　①
町
村
議
長
会
か
ら
議
員
定
数

等
に
つ
い
て
改
正
の
要
望
が
出

さ
れ
、
今
回
改
正
案
に
至
っ
て

い
る
。
負
担
金
に
つ
い
て
も
今

後
検
討
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

②
本
年
10
月
中
下
旬
を
中
心
に
、

各
自
治
会
で
説
明
会
を
予
定
し

て
い
る
。
今
後
広
報
等
で
情
報

を
提
供
し
た
い
。

③
町
全
体
で
は
約
700
万
円
増
が

試
算
さ
れ
る
。

④
(1)
負
担
増
は
否
め
な
い
が
、

低
所
得
者
に
は
軽
減
措
置
が
創

設
さ
れ
て
い
る
。

(2)
１
年
以
上
保
険
料
の
滞
納
が

続
け
ば
、
公
平
の
原
則
か
ら
資

格
証
明
書
を
発
行
す
る
こ
と
に

な
る
。

(3)
低
所
得
者
に
は
所
得
水
準
に

合
わ
せ
て
均
等
割
の
軽
減
措
置

が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

(4)
検
診
サ
ー
ビ
ス
は
従
前
と
変

わ
ら
な
い
よ
う
広
域
連
合
に
働

き
か
け
る
。

(5)
人
的
、
財
政
的
支
援
は
今
後

も
要
望
し
て
い
く
。

①
今
年
４
月
に
実
施
し
た
全
国

学
力
テ
ス
ト
の
結
果
の
公
表
の

仕
方
に
つ
い
て
は
、
各
教
育
委

員
会
や
学
校
の
判
断
に
任
せ
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、

ど
う
対
応
す
る
の
か
。

②
鳥
取
県
教
委
が
行
っ
て
き
た

基
礎
学
力
調
査
結
果
は
。

③
学
力
テ
ス
ト
の
あ
り
か
た
そ

の
も
の
を
ど
う
見
て
い
る
か
。

①
国
の
調
査
結
果
の
提
供
に
つ

い
て
、
﹁
個
々
の
市
町
村
名
や

学
校
名
を
明
ら
か
に
し
た
公
表

は
行
わ
な
い
な
ど
学
校
間
の
序

列
化
や
過
度
な
競
争
に
繋
が
ら

な
い
よ
う
配
慮
す
る
﹂
と
い
う

確
認
事
項
を
基
本
と
し
な
が
ら

取
り
扱
う
予
定
で
あ
る
。

②
﹁
概
ね
良
好
な
状
況
﹂
に
あ

る
と
判
断
し
て
い
る
。

③
学
力
の
実
態
を
意
識
し
な
が

ら
、
真
に
﹁
心
豊
か
で
逞
し
い

子
ど
も
の
育
成
﹂
に
つ
な
が
る

よ
う
に
活
用
す
る
た
め
の
調
査

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
日
南
病
院
、
社
会
福
祉
法
人

﹁
日
南
福
祉
会
﹂
な
ど
の
医
療
・

福
祉
分
野
の
ス
タ
ッ
フ
確
保
と
、

来
年
４
月
に
本
格
操
業
予
定
の

株
式
会
社
﹁
オ
ロ
チ
﹂
の
雇
用

確
保
は
。

　
日
南
病
院
で
は
、
薬
剤
師
と

看
護
師
が
充
足
し
て
お
ら
ず
、

早
急
に
人
材
を
確
保
し
た
い
。

　
日
南
福
祉
会
で
は
国
が
定
め

た
基
準
に
よ
り
、
従
業
員
の
配

置
及
び
勤
務
体
制
の
確
保
等
を

図
り
な
が
ら
運
営
さ
れ
て
い
る
。

﹁
オ
ロ
チ
﹂
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
等
で
の
求
人
活
動
に
よ
り
、

職
員
確
保
に
鋭
意
努
め
ら
れ
て

い
る
。

　
郵
便
局
は
、
10
月
１
日
か
ら

民
間
企
業
と
な
る
。
各
種
証
明

の
発
行
な
ど
を
行
う
﹁
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
行
政
シ
ス
テ
ム
﹂
の
委

託
契
約
を
廃
止
し
、
各
校
区
の

地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
へ
移
行
し

て
は
ど
う
か
。

　
民
営
化
と
な
っ
て
も
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
面
か
ら
引
き
続
き

お
世
話
に
な
り
た
い
。

　
現
時
点
で
は
、
地
域
振
興
セ

ン
タ
ー
へ
の
移
行
は
考
え
て
い

な
い
。

工
事
請
負
契
約
の
変
更

︵
日
南
中
学
校
大
規
模
改
修
工

事
︶

外
壁
の
吹
き
付
け
タ
イ
ル
施
工

の
追
加
ほ
か

日
南
町
一
般
会
計
補
正
予
算

５
、
４
８
０
万
円
追
加
し
、
総

額
を
65
億
４
、
３
３
７
万
６
千

円
と
す
る
。

︵
お
も
な
内
容
︶

新
潟
県
中
越
沖
地
震
支
援
ブ
ル

ー
シ
ー
ト
補
充

神
戸
上
遺
跡
調
査
賃
金

工
事
請
負
契
約
の
締
結

︵
日
南
町
木
材
団
地
Ｌ
Ｖ
Ｌ
工

場
棟
新
築
工
事
の
請
負
契
約
︶

業
者
名

　
美
保
テ
ク
ノ
ス
・
な
か
や
ま

　
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

契
約
額
　

　
　
　
４
億
８
、
３
０
０
万
円

鳥
取
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
議
会
議
員
の
選
挙

鳥
取
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
規
約
第
８
条
第
１
項
の
規

定
に
よ
り
、
福
原
　
實
議
員
を

選
出
し
た
。

工
事
請
負
契
約
の
変
更︵
２
件
︶

工
事
名
　

町
道
生
山
印
賀
線

地
方
道
路
交
付
金
改
良
舗
装
工

事
15
工
区

法
面
工
の
変
更
︵
ブ
ロ
ッ
ク
積

工
を
植
生
工
に
変
更
︶
に
よ
る

契
約
額
の
減
額

16
工
区

掘
削
工
の
変
更
︵
土
砂
掘
削
を

岩
掘
削
に
変
更
︶
に
よ
る
契
約

額
の
増
額

財
産
の
取
得
︵
旧
木
材
市
場
︶

日
野
郡
日
南
町
生
山
字
前
田
381

番
地
１
外
21
筆

取
得
面
積



　
　
　
　
９.

６
６
２
・
71
㎡

取
得
予
定
価
格
　

　
１
億
４
、
１
０
７
万
５
千
円

財
産
の
処
分
︵
山
陰
丸
和
︶

日
野
郡
日
南
町
下
石
見
字
柳
ヶ

谷
１
８
２
９
番
地
109

処
分
面
積

　
　
　

10.

０
５
４
・
７
９
㎡

処
分
予
定
価
格

　
　
　
４
、
０
２
１
万
９
千
円

財
産
の
処
分
︵
木
材
市
場
︶

日
野
郡
日
南
町
下
石
見
字
柳
ヶ

谷
１
８
２
９
番
地
96

処
分
面
積

　
　
　

10.

１
３
４
・
０
０
㎡

処
分
予
定
価
格

　
　
　
４
、
０
５
３
万
６
千
円

木材団地平面図
　　　（配置図）

ストックヤード

チップ施設

蒸煮施設

町道霞−福塚線

久代安敏議員

ど
う
な
る

　
　

75
歳
以
上
の
高
齢
者
医
療

実
施
に
向
け
て

　
　
　
情
報
提
供
に
努
め
る

参
議
院
選
挙

問問

町政のここが聞きたい

矢
田
町
長

答答
後
期
高
齢
者

医
療
制
度

問問

町

長

答答

全
国
一
斉
学
力

テ
ス
ト

問問

山
本
教
育
長

答答

町

長

答答
町

長

答答



郵
政
民
営
化

問問

労
働
者
の
確
保

問問

臨時会

７月から１０月までの間に招集された臨時議会では、工事請負契約の変更や

財産の取得・処分などが提案され、全て原案どおり可決しました。

第
５
回
臨
時
会

︵
７
月
30
日
︶

第
６
回
臨
時
会

︵
８
月
31
日
︶

第
８
回
臨
時
会

︵
10
月
15
日
︶

大規模改修が終った日南中学校
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件　　　　名 提　出　者 審　査　意　見（要旨） 本会議

趣旨採択

採　択

採　択

採　択

　みなさんから提出のあった陳情を所管の常任委員会で審査し、委員長から審査結果の報告を受けて

９月定例議会の本会議で審議した結果、次のとおり決定しました。

日南町議会に対する陳情
日南町林業協会

　会長　田淵　公生

　ほか２名

林業関係の担い手育成や町有林の適正管理
については理解できるが、木材団地整備に
ついては、計画通り進められている。よっ
て、全員一致をもって趣旨採択とする。

日豪ＦＴＡ交渉、畜産酪農

危機・地域農業の確立に関

する陳情書

全日本農民組合

鳥取県連合会

　会長　鎌谷　廣治

　ほか２名

政府は、国内農業を守り、安全・安心・安定
した食料の確保や消費拡大に取り組むと共
に、新経営所得安定対策は、中山間地域の
実態からかけ離れており、地域農業の確立
策を講ずるべきである。よって、全員一致
をもって採択とする。

悪質商法を助長するクレジッ
トの被害を防止するため、
割賦販売法の抜本的改正を
求める意見書を政府等に提
出することを求める件　

鳥取県司法書士会

　会長　松本　伸介

　ほか１名　

クレジット取引における消費者に安心、安
全を確保するためには、一定の法整備が必
要である。

「全国学力・学習状況調査」

の調査結果を不開示情報と

されることを求める陳情書

鳥取県教職員組合

西部支部

　支部長　金本　仁　　

学校教育に過度な競争を持ち込まないため
に、結果の安易な開示はすべきでない。

賦販売法の抜本的改正に関する
意見書

　日豪ＦＴＡ交渉、畜産酪農危機・　　
　

９月議会では、次の意見書を総理大臣ほか、関係大臣などに
提出することを決めました。

　クレジット契約は、代金後払いで商品が
購入できる利便性に消費者に広く普及して
いる一方で、支払能力を超える次々販売が
繰り返されたり、詐欺的商法の被害が絶え
ないところである。このようなクレジット
被害は、クレジット契約の構造的危険性か
ら生じるものである。
　消費者に対し、安心・安全なクレジット
契約が提供されるために、クレジット会社
の責任においてクレジット被害の防止と取
引適正化を実現する法制度が必要である。
　よって、国会及び政府に対し、割賦販売
法改正に当っては次の事項を実現するよう
強く要請する。

記

１．過剰与信規則の具体化
　クレジット会社が、顧客の支払能力を超
　えるクレジット契約を提供しないように、
　具体的な与信基準を伴う実効性ある規制
　を行うこと。
２．不適正与信防止義務と既払金返還責任
　クレジット会社には、悪質販売行為等に
　クレジット契約を提供しないように、加
　盟店を調査する義務だけでなく、販売契
　約が無効・取消・解除であるときは、概
　払金の返還義務を含むクレジット会社の
　民事共同責任を規定すること。
３．割賦払い要件と政令指定商品制の廃止
　１～２回払いのクレジット契約を適用対
　象に含めるとともに、原則としてすべて
　のクレジット契約を適用対象とすること。
４．登録制の導入
　個品方式のクレジット事業者（契約書型
　クレジット）について、登録制を設け、
　契約書面交付義務及びクーリング・オフ
　制度を規定すること。

以上、地方自治法第９９条の規定により、
意見書を提出する。

　農畜産物輸出大国オーストラリアとの日
豪EPA・FTAにより輸入農畜産物関税撤廃
となれば国内農畜産業は壊滅的な状況となる。
単に農畜産物の生産減少にとどまらず、国
土保全機能の破壊、さらには農業・食糧関
連産業等地場経済への影響も甚大である。
　鳥取県の酪農は、牛乳の減産、乳価の低下、
そして、海外の穀物・エネルギー事情によ
る餌の高騰と三重苦の環境にある。
また、和牛等肉牛農家にとっても、餌の高
騰は死活問題となっており、危機的な状況
である。
　また、品目横断的経営安定対策等の新農
政が今年度から実施された。鳥取県では、
対象となる麦・大豆の作付けも環境的に厳
しく、メリットが少なく米の生産意欲の減
退も必至である。集落営農の組織化も進ん
でいない。地域農業は、農産物の生産のみ
ならず、農山村の環境を保全し、地域の人
間関係・地域の文化を育んできたものであり、
地域農業の確立につながる施策が必要である。
　よって、下記の事項について強く要請する。

１．WTO、日豪EPA・FTA交渉では、農
　畜産物の関税撤廃などに反対し国内農業
　を守り、安全・安心・安定した食料を確
　保すること。
２．畜産・酪農家が安心して生産を継続で
　きるよう、金融対策はもとより、飼料稲
　等による自給飼料の確保、牛乳・牛肉等
　の消費拡大に政府・行政あげて取り組む
　こと。
３．新経営所得安定対策は、集落営農の条
　件の多様化・弾力化、中小農家支援など
　の地域農業の確立策を講ずること。

以上、地方自治法第９９条の規定により、
意見書を提出する。

日　
︵
８
月
︶

１
日
　
西
部
町
村
議
会
議
長
会

　
　
　
行
政
調
査

８
日
　
経
済
福
祉
常
任
委
員
会

20
日
　
総
務
教
育
常
任
委
員
会

22
日
　
経
済
福
祉
常
任
委
員
会

29
日
　
三
町
衛
生
施
設
組
合
議

　
　
　
会

31
日
　
第
６
回
臨
時
会

　
︵
９
月
︶

３
日
　
議
会
運
営
委
員
会

５
日
　
西
部
町
村
議
会
議
員
研

　
　
　
修

12
日
　

　
　
　
９
月
定
例
会

25
日

３
日
　
議
会
運
営
委
員
会

15
日
　
第
８
回
臨
時
会

22
日
　
町
村
議
会
広
報
研
修
会

29
日
　
西
部
広
域
連
合
組
合
議

　
　
　
会
定
例
会

１
日
　
町
村
議
会
議
員
研
修

２
日
　
総
務
教
育
常
任
委
員
会

９
日
　
広
報
調
査
特
別
委
員
会

13
日
　
常
任
委
員
会
委
員
長
・

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会
委
員

　
　
　
長
研
修
会

14
日
　
全
員
協
議
会



〃
　

経
済
福
祉
常
任
委
員
会

15
日
　
玖
珠
町
議
会
来
町

16
日
　
後
期
高
齢
者
広
域
連
合

　
　
　
議
会

　
︵
10
月
︶

　
︵
11
月
︶

～

意見書を提出 陳情の審査結果陳情の審査結果
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件　　　　名 提　出　者 審　査　意　見（要旨） 本会議

趣旨採択

採　択

採　択

採　択

　みなさんから提出のあった陳情を所管の常任委員会で審査し、委員長から審査結果の報告を受けて

９月定例議会の本会議で審議した結果、次のとおり決定しました。

日南町議会に対する陳情
日南町林業協会

　会長　田淵　公生

　ほか２名

林業関係の担い手育成や町有林の適正管理
については理解できるが、木材団地整備に
ついては、計画通り進められている。よっ
て、全員一致をもって趣旨採択とする。

日豪ＦＴＡ交渉、畜産酪農

危機・地域農業の確立に関

する陳情書

全日本農民組合

鳥取県連合会

　会長　鎌谷　廣治

　ほか２名

政府は、国内農業を守り、安全・安心・安定
した食料の確保や消費拡大に取り組むと共
に、新経営所得安定対策は、中山間地域の
実態からかけ離れており、地域農業の確立
策を講ずるべきである。よって、全員一致
をもって採択とする。

悪質商法を助長するクレジッ
トの被害を防止するため、
割賦販売法の抜本的改正を
求める意見書を政府等に提
出することを求める件　

鳥取県司法書士会

　会長　松本　伸介

　ほか１名　

クレジット取引における消費者に安心、安
全を確保するためには、一定の法整備が必
要である。

「全国学力・学習状況調査」

の調査結果を不開示情報と

されることを求める陳情書

鳥取県教職員組合

西部支部

　支部長　金本　仁　　

学校教育に過度な競争を持ち込まないため
に、結果の安易な開示はすべきでない。

賦販売法の抜本的改正に関する
意見書

　日豪ＦＴＡ交渉、畜産酪農危機・　　
　

９月議会では、次の意見書を総理大臣ほか、関係大臣などに
提出することを決めました。

　クレジット契約は、代金後払いで商品が
購入できる利便性に消費者に広く普及して
いる一方で、支払能力を超える次々販売が
繰り返されたり、詐欺的商法の被害が絶え
ないところである。このようなクレジット
被害は、クレジット契約の構造的危険性か
ら生じるものである。
　消費者に対し、安心・安全なクレジット
契約が提供されるために、クレジット会社
の責任においてクレジット被害の防止と取
引適正化を実現する法制度が必要である。
　よって、国会及び政府に対し、割賦販売
法改正に当っては次の事項を実現するよう
強く要請する。

記

１．過剰与信規則の具体化
　クレジット会社が、顧客の支払能力を超
　えるクレジット契約を提供しないように、
　具体的な与信基準を伴う実効性ある規制
　を行うこと。
２．不適正与信防止義務と既払金返還責任
　クレジット会社には、悪質販売行為等に
　クレジット契約を提供しないように、加
　盟店を調査する義務だけでなく、販売契
　約が無効・取消・解除であるときは、概
　払金の返還義務を含むクレジット会社の
　民事共同責任を規定すること。
３．割賦払い要件と政令指定商品制の廃止
　１～２回払いのクレジット契約を適用対
　象に含めるとともに、原則としてすべて
　のクレジット契約を適用対象とすること。
４．登録制の導入
　個品方式のクレジット事業者（契約書型
　クレジット）について、登録制を設け、
　契約書面交付義務及びクーリング・オフ
　制度を規定すること。

以上、地方自治法第９９条の規定により、
意見書を提出する。

　農畜産物輸出大国オーストラリアとの日
豪EPA・FTAにより輸入農畜産物関税撤廃
となれば国内農畜産業は壊滅的な状況となる。
単に農畜産物の生産減少にとどまらず、国
土保全機能の破壊、さらには農業・食糧関
連産業等地場経済への影響も甚大である。
　鳥取県の酪農は、牛乳の減産、乳価の低下、
そして、海外の穀物・エネルギー事情によ
る餌の高騰と三重苦の環境にある。
また、和牛等肉牛農家にとっても、餌の高
騰は死活問題となっており、危機的な状況
である。
　また、品目横断的経営安定対策等の新農
政が今年度から実施された。鳥取県では、
対象となる麦・大豆の作付けも環境的に厳
しく、メリットが少なく米の生産意欲の減
退も必至である。集落営農の組織化も進ん
でいない。地域農業は、農産物の生産のみ
ならず、農山村の環境を保全し、地域の人
間関係・地域の文化を育んできたものであり、
地域農業の確立につながる施策が必要である。
　よって、下記の事項について強く要請する。

１．WTO、日豪EPA・FTA交渉では、農
　畜産物の関税撤廃などに反対し国内農業
　を守り、安全・安心・安定した食料を確
　保すること。
２．畜産・酪農家が安心して生産を継続で
　きるよう、金融対策はもとより、飼料稲
　等による自給飼料の確保、牛乳・牛肉等
　の消費拡大に政府・行政あげて取り組む
　こと。
３．新経営所得安定対策は、集落営農の条
　件の多様化・弾力化、中小農家支援など
　の地域農業の確立策を講ずること。

以上、地方自治法第９９条の規定により、
意見書を提出する。

日　
︵
８
月
︶

１
日
　
西
部
町
村
議
会
議
長
会

　
　
　
行
政
調
査

８
日
　
経
済
福
祉
常
任
委
員
会

20
日
　
総
務
教
育
常
任
委
員
会

22
日
　
経
済
福
祉
常
任
委
員
会

29
日
　
三
町
衛
生
施
設
組
合
議

　
　
　
会

31
日
　
第
６
回
臨
時
会

　
︵
９
月
︶

３
日
　
議
会
運
営
委
員
会

５
日
　
西
部
町
村
議
会
議
員
研

　
　
　
修

12
日
　

　
　
　
９
月
定
例
会

25
日

３
日
　
議
会
運
営
委
員
会

15
日
　
第
８
回
臨
時
会

22
日
　
町
村
議
会
広
報
研
修
会

29
日
　
西
部
広
域
連
合
組
合
議

　
　
　
会
定
例
会

１
日
　
町
村
議
会
議
員
研
修

２
日
　
総
務
教
育
常
任
委
員
会

９
日
　
広
報
調
査
特
別
委
員
会

13
日
　
常
任
委
員
会
委
員
長
・

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会
委
員

　
　
　
長
研
修
会

14
日
　
全
員
協
議
会



〃
　

経
済
福
祉
常
任
委
員
会

15
日
　
玖
珠
町
議
会
来
町

16
日
　
後
期
高
齢
者
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意見書を提出 陳情の審査結果陳情の審査結果
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　世帯数／2,335世帯
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収穫を終えて

古紙配合率100％
再生紙を使用しています

ち

き
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し
い

　

再
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編
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ま
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つ
る
子
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福
原
　
　
實

議
長

ふ
る
さ
と
歴
史
探
訪



︵
崖
地
開
道
記
念
碑
︶︵
印
賀
楽
楽
福
神
社
鳥
居
横
︶

碑
文
の
読
解



余

伯
州
黒
坂
に
　
せ
ら
る
の

数
月
、
州
の
医
人
大
渕
氏
、
状

及
び
図
を
寄
せ
請
う
て
曰
く｢

吾

が
日
野
郡
貴
宮
山
の
裔
の
簸
水

に
瀕
る
処
は
西
辺
の
衝
路
た
り
。

而
し
て
崖
巖
峭
絶
す
る
こ
と
三

町
許
。
古
来
桟
道
を
架
し
て
纔

か
に
人
を
通
ず
。
牛
馬
は
則
ち

折
れ
て
流
れ
を
渉
り
前
岸
に
違
し
、
陸
行
す
る
こ
と
頃
之
に
し

て
又
流
れ
を
渉
り
本
路
に
復
る
。
そ
の
迂
且
つ
険
な
る
こ
と
知

る
べ
し
。
而
も
祁
寒
霜
雪
も
然
ら
ざ
る
を
得
ず
。
人
或
は
崖
腹

を
鑿
ち
て
道
を
闢
か
ん
と
欲
す
る
も
、
皆
能
ず
し
て
止
む
・
・
・
・

︵
以
後
あ
る
も
省
略
︶

　
印
賀
楽
楽
福
神
社
の
上
手
、
通
称
崖
地(

カ
ケ
ジ
︶
は
印
賀

川
ま
で
山
が
迫
り
人
が
通
る
の
に
難
儀
を
し
て
い
た
。
今
迄
い

ろ
ん
な
人
が
試
み
た
が
失
敗
し
て
い
た
の
に
、

折
渡
の
西
村

氏
が
公
職
を
投
げ
打
っ
て
道
を
切
り
開
い
た
。

　
時
に
１
８
６
３
年
。
こ
の
事
を
後
年
に
伝
え
残
し
た
い
か
ら

碑
文
を
考
え
て
く
れ
・
・
・
・
と
、
医
者
の
大
渕
氏
が
依
頼
し

て
き
た
の
で
作
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
善
元
立

︵
佐
善
元
立
は
黒
坂
泉
龍
寺
に
幽
閉
さ
れ
て
い
た
因
幡
二
十
士

の
う
ち
の
一
人
で
池
田
藩
校
の
教
師
で
あ
っ
た
︶

　
﹁
つ
く
ろ
い
の
美
学
﹂
と
は
自
称
の
人
生
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ

る
。
物
造
り
を
生
業
と
す
る
者
は
常
に
修
正
、
改
善
の
繰
り
返

し
で
あ
る
。
行
財
政
改
革
も
修
正
、
つ
く
ろ
い
の
一
貫
で
あ
り
、

新
た
な
価
値
観
を
生
み
出
す
時
間
で
も
あ
る
。

　
修
正
の
繰
り
返
し
が
成
熟
し
た
社
会
形
成
と
な
る
は
ず
で
あ

る
が
、
昨
今
は
行
政
に
ま
で
市
場
原
理
を
持
ち
込
ん
で
地
域
社

会
の
切
り
捨
て
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
成
熟
し
た
社
会
を
目
指
す
選
ば
れ
た
知
恵
者
の
精
神
的
な
修

正
、
改
革
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
﹁
つ
く
ろ
い
の
美
学
﹂
は
存
在

し
な
い
。

長
岡
つ
る
子

副
議
長

　
日
南
町
に
は
日
本
一
の
ク
ロ
ー
ム
鉱
山
が
あ
っ
た
。



若
松
鉱
山
は
明
治
33
年
頃
発
掘
さ
れ
、
幾
多
の
変
遷
を
経
て
大

正
８
年
に
日
本
ク
ロ
ー
ム
鉱
業
︵
株
︶
が
開
発
に
着
手
、
専
ら

製
鉄
用
耐
火
瓦
原
料
と
し
て
平
成
７
年
ま
で
採
掘
し
て
き
た
が
、

発
見
以
来
約
一
世
紀
に
亘
る
歴
史
に
終
止
符
を
打
っ
た
。

　
発
鉱
現
場
を
見
学
す
る
機
会
が
あ
り
、
か
つ
て
の
選
鉱
場
を

み
る
事
が
で
き
た
。
往
時
を
し
の
び
深
い
感
動
を
う
け
、
貴
重

な
鉱
山
の
歴
史
を
日
本
の
産
業
遺
産
と
し
て
現
状
を
保
存
し
、

後
世
に
残
し
た
い
と
思
い
を
強
く
し
た
。

米価下落の嵐が農家を直撃し、生産費を下回る価格に、「これじゃ
再生産もままならない」という声が、波紋をひろげています。

─　　 ─164
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　世帯数／2,335世帯
　人　口／6,161人
（平成20年1月末日現在）

安心・安全のよりどころ

古紙配合率100％
再生紙を使用しています

ち

きゅ
うにやさし

い

　

再生紙利用

編
集
後
記

　
平
成
20
年
も
早
２
ヶ
月
が

過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
何
か
と
閉
塞
感
に
包
ま
れ

て
い
る
昨
今
で
す
が
、
新
年

度
に
は
、
　
オ
ロ
チ
の
操
業

開
始
や
統
合
小
学
校
の
建
設

な
ど
、
新
た
な
動
き
も
出
て

き
ま
す
。

　
今
年
こ
そ
地
方
に
明
る
さ

が
見
え
る
年
に
な
る
こ
と
を

願
い
な
が
ら
も
、
議
員
一
同

自
ら
も
使
命
を
果
た
す
べ
く

精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
坪
倉
　
記

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

　
　
委
員
長
　
久
代
　
安
敏

　
　
副
委
員
長
　
古
都
　
久
志

　
　
委
　
　
員
　
福
田
　
　
稔

　
　

〃
　
　
坪
倉
　
勝
幸

　
　

〃
　
　
長
岡
つ
る
子

にちなん議会だより　平成20年2月発行　No.110

日南町の鳥：山鳥

古
都
　
久
志
議
員

ふ
る
さ
と
歴
史
探
訪

（
七
巡
り
田
の
石
塔
）（
下
阿
毘
縁
神
社
の
前
）

　
昔
、
将
軍
足
利
尊
氏
の
配
下
に
日
野
中
将
と
い
う
者
が
い

た
。
彼
は
山
陰
道
鎮
撫
使
（
※
）
と
し
て
出
発
の
時
、
京
都
の

本
圀
寺
よ
り
日
蓮
上
人
が
直
作
の
尊
像
を
授
か
り
山
陰
の
人
々

の
信
仰
の
対
象
に
と
下
阿
毘
縁
の
里
ま
で
来
て
小
さ
な
お
堂
を

建
て
安
置
し
た
。
日
野
中
将
は
、
戦
に
参
戦
す
る
た
め
に
当
地

に
尊
像
を
残
し
て
都
に
引
き
揚
げ
た
。
以
来
三
百
年
の
風
雪
に

お
堂
の
壁
は
崩
れ
柱
は
腐
れ
哀
れ
な
あ
り
さ
ま
と
な
っ
た
が
、

あ
る
夜
こ
の
お
堂
か
ら
尊
像
を
盗
み
出
し
た
者
が
い
た
。
と
こ

ろ
が
そ
の
者
は
一
晩
中
近
く
の
田
ん
ぼ
を
ぐ
る
ぐ
る
廻
る
ば
か

り
で
逃
げ
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
夜
が
明
け
る
と
あ
わ
て
て
そ
の

田
ん
ぼ
に
尊
像
を
埋
め
て
去
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
田
を
「
七
巡

り
田
」
と
い
う
。

　
そ
の
後
、
村
人
に
よ
り
掘
り
だ
さ
れ
厚
い
信
仰
を
受
け
て
い

た
が
、
米
子
の
円
寿
院
日
要
や
長
尾
善
右
衛
門
、
松
江
の
桔
梗

屋
小
左
衛
門
の
勧
進
に
よ
り
千
六
百
五
十
年
十
月
十
二
日
に
寺

院
が
建
立
さ
れ
た
。

　
尊
像
が
掘
り
出
さ
れ
た

と
こ
ろ
が
「
高
祖
大
師
出

現
の
霊
池
」
で
あ
り
、
建

立
さ
れ
た
寺
院
が
「
法
要

山
解
脱
寺
」
で
あ
る
。
　

　
寺
院
は
、
千
九
百
五
十

一
年
に
消
失
し
た
が
、
再

建
さ
れ
尊
像
は
今
で
も
祖

師
像
と
し
て
安
置
さ
れ
、

「
高
祖
さ
ん
」
と
し
て
人

々
に
信
仰
さ
れ
て
い
る
。

　
今
年
は
年
男
・
還
暦
を
迎
え
ま
し
た
。
生
ま
れ
た
と
き
に
帰

る･･･

人
生
の
一
区
切
り
と
し
て
、
初
心
に
返
り
、
育
て
て
く
れ

た
家
族
に
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
、
古
里
に
感
謝
し
、
い
ま
又
日
々

新
た
な
人
生
に
挑
戦
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
自
由

気
ま
ま
に
生
か
さ
せ
て
頂
き
、
未
だ
に
人
生
の
何
た
る
か･

自
ら

を
律
す
る
こ
と
も
適
わ
ず
日
々
悶
々
と
し
て
い
る
よ
う
な
体
た
ら

く
で
あ
り
ま
す
。
諸
先
輩
の
地
道
な
御
活
躍
を
見
聞
す
る
時
、
育

て
て
く
れ
た
古
里
を
守
り
次
代
に
引
き
継
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

立
場
の
者
の
一
人
と
し
て
、
改
め
て
何
が
出
来
る
の
か･･･

試
行

錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら
精
進
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

福
田
　
　
稔
議
員

　
議
員
本
来
の
使
命
は
、
執
行
部
に
対
す
る
批
判
監
視
で
あ
り
ま

す
。
従
っ
て
本
町
を
ど
う
振
興
発
展
さ
せ
る
か
議
会
と
し
て
も
、

執
行
部
と
共
に
真
剣
に
考
え
、
提
言
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
、
議
会
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
議
員
の
政
策
立
案
能
力

の
強
化
で
す
。
議
員
自
身
の
手
に
よ
っ
て
住
民
要
求
に
応
え
る
条

例
案
の
提
言
や
、
時
に
よ
っ
て
は
首
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
案
件
を

修
正
す
る
こ
と
も
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
新
年
を
迎
え
「
決
断
と
実
行
を
信
条
に
、
初
心
を
忘
れ
ず
誠
心

誠
意
頑
張
り
ま
す
。」

日南町消防団・新年出初め式　1月12日

な
な
め
ぐ

だ
ち
ん
ぶ

し

（※天平3年（731）諸道に置かれた臨時の官。諸国の治安の巡察、国司・郡司の監察などを任務とした）

（株）
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次
の
５
件
は
、
国
家
公
務
員

の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律

等
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り

本
町
の
関
係
条
例
に
つ
い
て
、

育
児
短
時
間
勤
務
制
度
の
導
入

な
ど
適
用
条
項
の
一
部
改
正
。

・
日
南
町
職
員
の
育
児
休
業
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

・
日
南
町
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

・
日
南
町
技
能
労
務
職
員
の
給

与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

・
日
南
町
簡
易
水
道
事
業
に
勤

務
す
る
職
員
の
給
与
の
種
類
及

び
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

・
日
南
町
病
院
事
業
職
員
の
給

与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

日
南
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

　
子
等
に
係
る
扶
養
手
当
の
支

給
月
額
の
変
更
。

６
千
円
↓
６
千
５
百
円

　(

平
成
20
年
１
月
１
日
施
行)

日
南
町
特
別
医
療
費
助
成
条
例

一
部
改
正

　
特
定
疾
病
、
ひ
と
り
親
家
庭

及
び
小
児
の
う
ち
、
低
所
得
者

世
帯
に
つ
い
て
は
、
同
一
の
月

に
同
一
の
保
険
医
療
機
関
に
お

い
て
16
日
以
上
の
入
院
を
し
た

と
き
は
、
16
日
目
以
降
の
入
院

に
係
る
一
部
負
担
金
の
額
は
０

円
と
す
る
等
の
改
正
。

日
南
町
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清

掃
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
町
の
指
定
し
た
ご
み
袋
「
小

袋
」
を
導
入
す
る
。
１
袋
25
円

　(
平
成
20
年
４
月
１
日
施
行)

小
学
校
統
合
に
関
す
る
調
査
特

別
委
員
会
の
設
置
に
関
す
る
決

議（
目
的
）

　
21
世
紀
の
社
会
を
担
っ
て
い

く
子
ど
も
た
ち
に
、
充
実
し
た

教
育
環
境
を
提
供
す
る
た
め
に

小
学
校
統
合
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
調
査
検
討
す
る
。

町
道
「
平
田
稗
田
線
」
の
起
点

と
終
点
の
変
更
。

　
６
億
77
万
１
千
円
を
追
加
し

総
額
を
67
億
85
万
４
千
円
と
し

た
。

（
お
も
な
内
容
）

生
山
駅
舎
内
指
定
券
発
行
シ
ス

テ
ム
端
末
機
導
入

　
　
　
　
５
０
０
万
円

老
人
保
健
給
付
費
増
に
よ
る
繰

り
出
し

　
　
　
　
　
６
９
３
万
９
千
円

指
定
ゴ
ミ
袋
「
小
袋
」
購
入

　
　
　
　
　
　
　
42
万
９
千
円

特
別
医
療
費
シ
ス
テ
ム
改
修

　
　
　
　
　
　
　
94
万
５
千
円

特
別
医
療
扶
助
費
の
増

　
　
　
　
　
２
９
６
万
９
千
円

ゆ
き
ん
こ
村
研
修
棟
・
ロ
グ
ハ

ウ
ス
修
繕

　
　
　
　
　
１
３
６
万
４
千
円

町
道
船
通
山
線
修
繕

　
　
　
　
　
１
４
５
万
４
千
円

町
道
台
帳
修
正
委
託
料

　
　
　
　
　
１
６
０
万
８
千
円

小
学
校
管
理
料

　
　
　
　
　
　
　
94
万
４
千
円

統
合
小
学
校
新
築
基
本
・
実
施

設
計
委
託
料

　
　
　
２
千
５
４
７
万
６
千
円

遺
跡
詳
細
分
布
調
査

　
　
　
　
　
１
１
９
万
７
千
円

舞
台
ワ
イ
ヤ
ー
ロ
ー
プ
第
２
期

取
り
替
え
（
さ
つ
き
ホ
ー
ル
）

　
　
　
　
　
４
０
９
万
８
千
円

国
民
健
康
保
険
会
計

　
備
品
購
入
費
36
万
９
千
円
を

追
加
し
、
総
額
を
94
億
２
千
５

９
０
万
円
と
し
た
。

農
業
集
落
排
水
事
業
会
計

　
ブ
ロ
ア
ー
の
修
繕
な
ど
３
４

５
万
７
千
円
を
追
加
し
、
総
額

を
２
億
６
千
３
０
５
万
５
千
円

と
し
た
。

老
人
保
健
会
計

　
医
療
給
付
費
８
千
３
２
５
万

１
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
10

億
９
千
４
６
９
万
３
千
円
と
し

た
。

介
護
保
険
会
計

　
介
護
給
付
費
な
ど
５
千
万
円

を
追
加
し
、
総
額
を
９
億
３
千

５
５
５
万
１
千
円
と
し
た
。

日
南
病
院
事
業
会
計

　
看
護
師
等
職
員
給
与
な
ど
１

千
73
万
６
千
円
を
減
額
し
、
総

額
を
13
億
５
千
１
８
７
万
９
千

円
と
し
た
。

一
般
会
計

特
別
会
計

グランド

町民体育館

中学校部室

中学校校舎
中学校
体育館

中庭

統合校舎建築予定地

プール

技術棟

日野川

統合小学校新築へ 設計予算を可決統合小学校新築へ 設計予算を可決
12月定例会12月定例会

12月 12日～ 12月 20日

統合小学校新築へ 設計予算を可決
新しく「小・中一貫教育」の教育方針に もとづき日南中学校に併設して新築

　
昨
年
の
12
月
定
例
会
は
、
12
月
12
日
か
ら
20
日
ま
で
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
開
会
初
日
に
は
、
2
名
の
議
員
が
一
般
質
問
で
小
学
校
問
題
を
中
心
に
論
戦
。
執
行
部
か
ら
提
案
さ
れ
た

条
例
改
正
案
や
一
般
会
計
補
正
予
算
案
な
ど
の
審
議
で
も
、
懸
案
と
な
っ
て
い
た
統
合
小
学
校
の
新
築
計
画

案
に
つ
い
て
質
疑
が
集
中
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
員
全
員
で
構
成
す
る
「
小
学
校
統
合
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
」(

委
員
長
・
村
上
正
広
議

員)

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
会
最
終
日
に
は
、
一
般
会
計
補
正
予
算
の
修
正
動
議
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
が
、
否
決
。
執
行
部
提
案
の

全
議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
、
意
見
書
の
発
議
を
行
い
閉
会
し
ま
し
た
。

提
出
さ
れ
た
お
も
な
議
案

条
例
の
改
正

補
正
予
算

町
道
の
路
線
変
更

議
員
発
議
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次
の
５
件
は
、
国
家
公
務
員

の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律

等
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り

本
町
の
関
係
条
例
に
つ
い
て
、

育
児
短
時
間
勤
務
制
度
の
導
入

な
ど
適
用
条
項
の
一
部
改
正
。

・
日
南
町
職
員
の
育
児
休
業
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

・
日
南
町
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

・
日
南
町
技
能
労
務
職
員
の
給

与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

・
日
南
町
簡
易
水
道
事
業
に
勤

務
す
る
職
員
の
給
与
の
種
類
及

び
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

・
日
南
町
病
院
事
業
職
員
の
給

与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

日
南
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

　
子
等
に
係
る
扶
養
手
当
の
支

給
月
額
の
変
更
。

６
千
円
↓
６
千
５
百
円

　(

平
成
20
年
１
月
１
日
施
行)

日
南
町
特
別
医
療
費
助
成
条
例

一
部
改
正

　
特
定
疾
病
、
ひ
と
り
親
家
庭

及
び
小
児
の
う
ち
、
低
所
得
者

世
帯
に
つ
い
て
は
、
同
一
の
月

に
同
一
の
保
険
医
療
機
関
に
お

い
て
16
日
以
上
の
入
院
を
し
た

と
き
は
、
16
日
目
以
降
の
入
院

に
係
る
一
部
負
担
金
の
額
は
０

円
と
す
る
等
の
改
正
。

日
南
町
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清

掃
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
町
の
指
定
し
た
ご
み
袋
「
小

袋
」
を
導
入
す
る
。
１
袋
25
円

　(

平
成
20
年
４
月
１
日
施
行)

小
学
校
統
合
に
関
す
る
調
査
特

別
委
員
会
の
設
置
に
関
す
る
決

議（
目
的
）

　
21
世
紀
の
社
会
を
担
っ
て
い

く
子
ど
も
た
ち
に
、
充
実
し
た

教
育
環
境
を
提
供
す
る
た
め
に

小
学
校
統
合
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
調
査
検
討
す
る
。

町
道
「
平
田
稗
田
線
」
の
起
点

と
終
点
の
変
更
。

　
６
億
77
万
１
千
円
を
追
加
し

総
額
を
67
億
85
万
４
千
円
と
し

た
。

（
お
も
な
内
容
）

生
山
駅
舎
内
指
定
券
発
行
シ
ス

テ
ム
端
末
機
導
入

　
　
　
　
５
０
０
万
円

老
人
保
健
給
付
費
増
に
よ
る
繰

り
出
し

　
　
　
　
　
６
９
３
万
９
千
円

指
定
ゴ
ミ
袋
「
小
袋
」
購
入

　
　
　
　
　
　
　
42
万
９
千
円

特
別
医
療
費
シ
ス
テ
ム
改
修

　
　
　
　
　
　
　
94
万
５
千
円

特
別
医
療
扶
助
費
の
増

　
　
　
　
　
２
９
６
万
９
千
円

ゆ
き
ん
こ
村
研
修
棟
・
ロ
グ
ハ

ウ
ス
修
繕

　
　
　
　
　
１
３
６
万
４
千
円

町
道
船
通
山
線
修
繕

　
　
　
　
　
１
４
５
万
４
千
円

町
道
台
帳
修
正
委
託
料

　
　
　
　
　
１
６
０
万
８
千
円

小
学
校
管
理
料

　
　
　
　
　
　
　
94
万
４
千
円

統
合
小
学
校
新
築
基
本
・
実
施

設
計
委
託
料

　
　
　
２
千
５
４
７
万
６
千
円

遺
跡
詳
細
分
布
調
査

　
　
　
　
　
１
１
９
万
７
千
円

舞
台
ワ
イ
ヤ
ー
ロ
ー
プ
第
２
期

取
り
替
え
（
さ
つ
き
ホ
ー
ル
）

　
　
　
　
　
４
０
９
万
８
千
円

国
民
健
康
保
険
会
計

　
備
品
購
入
費
36
万
９
千
円
を

追
加
し
、
総
額
を
94
億
２
千
５

９
０
万
円
と
し
た
。

農
業
集
落
排
水
事
業
会
計

　
ブ
ロ
ア
ー
の
修
繕
な
ど
３
４

５
万
７
千
円
を
追
加
し
、
総
額

を
２
億
６
千
３
０
５
万
５
千
円

と
し
た
。

老
人
保
健
会
計

　
医
療
給
付
費
８
千
３
２
５
万

１
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
10

億
９
千
４
６
９
万
３
千
円
と
し

た
。

介
護
保
険
会
計

　
介
護
給
付
費
な
ど
５
千
万
円

を
追
加
し
、
総
額
を
９
億
３
千

５
５
５
万
１
千
円
と
し
た
。

日
南
病
院
事
業
会
計

　
看
護
師
等
職
員
給
与
な
ど
１

千
73
万
６
千
円
を
減
額
し
、
総

額
を
13
億
５
千
１
８
７
万
９
千

円
と
し
た
。

一
般
会
計

特
別
会
計

グランド

町民体育館

中学校部室

中学校校舎
中学校
体育館

中庭

統合校舎建築予定地

プール

技術棟

日野川

統合小学校新築へ 設計予算を可決統合小学校新築へ 設計予算を可決
12月定例会12月定例会

12月 12日～ 12月 20日

統合小学校新築へ 設計予算を可決
新しく「小・中一貫教育」の教育方針に もとづき日南中学校に併設して新築

　
昨
年
の
12
月
定
例
会
は
、
12
月
12
日
か
ら
20
日
ま
で
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
開
会
初
日
に
は
、
2
名
の
議
員
が
一
般
質
問
で
小
学
校
問
題
を
中
心
に
論
戦
。
執
行
部
か
ら
提
案
さ
れ
た

条
例
改
正
案
や
一
般
会
計
補
正
予
算
案
な
ど
の
審
議
で
も
、
懸
案
と
な
っ
て
い
た
統
合
小
学
校
の
新
築
計
画

案
に
つ
い
て
質
疑
が
集
中
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
員
全
員
で
構
成
す
る
「
小
学
校
統
合
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
」(

委
員
長
・
村
上
正
広
議

員)

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
会
最
終
日
に
は
、
一
般
会
計
補
正
予
算
の
修
正
動
議
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
が
、
否
決
。
執
行
部
提
案
の

全
議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
、
意
見
書
の
発
議
を
行
い
閉
会
し
ま
し
た
。

提
出
さ
れ
た
お
も
な
議
案

条
例
の
改
正

補
正
予
算

町
道
の
路
線
変
更

議
員
発
議
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坪
倉
勝
幸
議
員

　
設
計
の
基
礎
と
な
る
規
模
、

構
造
は
ど
う
か
。
設
計
に
あ
た

っ
て
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
は
考

え
ら
れ
な
い
か
。
　

　
　
　
町
長

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
３
階

建
、
延
面
積
は
３
千
　
で
あ
る
。

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
は
考
え
て

い
な
い
。

　
　
　
久
代
安
敏
議
員

　
30
人
学
級
の
実
現
や
放
課
後

の
学
童
保
育
は
、
保
障
さ
れ
る

の
か
。

　
　
　
教
育
長

　
30
人
学
級
は
し
っ
か
り
位
置

づ
け
る
。
放
課
後
の
子
ど
も
の

居
場
所
は
、
活
用
で
き
る
ス
ペ

ー
ス
を
考
え
て
い
る
。

　
　
　
古
都
久
志
議
員

　
役
場
建
築
と
同
じ
理
念
で
、

地
元
産
材
を
使
っ
た
木
造
建
築

に
す
べ
き
で
は
。

　
　
　
教
育
長

　
３
階
建
は
、
法
的
に
木
造
で

は
不
可
能
。
室
内
部
を
木
質
系

多
用
で
対
応
す
る
。

　　
　
　
奥
迫
廣
人
議
員

　
設
計
委
託
料
が
高
す
ぎ
る
の

で
は
。

　
　
　
教
育
長

　
多
里
小
学
校
の
率
等
を
参
考

に
算
定
し
た
。
２
千
５
０
０
万

円
の
予
算
は
、
ボ
ー
リ
ン
グ
地

質
調
査
費
１
２
０
万
円
を
含
ん

で
い
る
。

　
　
　
小
竹
　
等
議
員

　
通
学
等
の
問
題
も
含
め
て
、

場
所
決
定
し
た
理
由
を
町
民
に

説
明
す
る
義
務
が
あ
る
の
で
は
。

　
　
　
町
長

　
細
か
い
問
題
は
、
小
学
校
統

合
保
護
者
会
と
十
分
協
議
し
て

い
く
。

　
　
　
惠
比
奈
礼
子
議
員

　
中
学
校
併
設
に
よ
っ
て
、
本

当
に
一
貫
教
育
の
実
が
上
が
る

の
か
。

　
　
　
教
育
長

　
同
一
エ
リ
ア
内
に
あ
る
こ
と

で
、
小
・
中
学
校
の
人
事
交
流

を
含
め
信
頼
関
係
が
築
か
れ
る
。

　
　
　
　
　
坪
倉
勝
幸
議
員

　
町
内
の
小
学
校
を
平
成
21
年

に
１
校
に
統
合
す
る
方
針
を
決

定
し
て
か
ら
、
２
年
が
経
過
し

た
。
こ
の
間
、
執
行
部
は
統
合

の
具
体
的
方
策
、
と
り
わ
け
校

舎
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
具
体

的
結
論
を
導
く
よ
う
な
議
論
を

開
示
、
展
開
し
て
こ
な
か
っ
た
。

　
こ
う
し
た
中
、
あ
り
方
会
議

の
答
申
が
出
る
前
に
、
教
育
の

あ
り
方
は
小
中
一
貫
教
育
と
し

学
校
施
設
は
中
学
校
横
に
新
築

す
る
こ
と
を
決
定
さ
れ
、
今
議

会
に
新
校
舎
建
設
の
た
め
の
設

計
費
用
を
予
算
計
上
し
た
。

　
新
校
舎
設
計
の
基
本
は
、
将

来
の
小
中
一
貫
教
育
の
理
念
を

反
映
し
た
も
の
に
な
る
の
か
、

ゆ
と
り
が
あ
り
充
実
し
た
教
育

環
境
に
な
る
の
か
疑
問
だ
。

　
ま
た
、
今
後
の
財
政
運
営
の

観
点
か
ら
も
、
町
民
、
保
護
者

お
よ
び
教
育
関
係
者
の
意
見
を

幅
広
く
聞
く
な
ど
し
て
、
議
論

を
深
め
る
必
要
が
あ
る
。

　
そ
の
た
め
校
舎
整
備
が
遅
れ

統
合
が
先
延
ば
し
に
な
る
可
能

性
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
執
行

部
の
取
組
に
起
因
す
る
も
の
で

あ
る
と
同
時
に
将
来
に
わ
た
る

充
実
し
た
学
校
教
育
の
基
盤
整

備
を
実
現
す
る
た
め
で
あ
る
。

　
よ
っ
て
、
改
築
事
業
設
計
委

託
料
２
千
５
４
７
万
６
千
円
を

減
額
す
る
こ
と
。

手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

　
戸
籍
法
の
一
部
改
正
に
伴
い

同
法
の
条
項
を
引
用
し
て
い
る

日
南
町
手
数
料
条
例
の
該
当
条

項
等
の
改
正
及
び
、
不
正
な
手

段
に
よ
り
戸
籍
謄
本
等
の
交
付

を
受
け
た
場
合
の
制
裁
が
過
料

か
ら
罰
金
に
改
め
ら
れ
た
こ
と

に
よ
る
罰
則
規
定
を
定
め
る
も

の
。

一
般
会
計
補
正
予
算

補
正
額
　
扶
助
費

　
　
　
　
　
　
４
４
０
万
円

　
原
油
の
高
騰
に
伴
う
灯
油
の

値
上
が
り
に
対
し
て
、
住
民
税

非
課
税
世
帯
（
お
よ
そ
８
８
０

世
帯
）
に
灯
油
購
入
券
（
５
千

円
分
）
を
配
布
す
る
た
め
。

特集

特集特集

討
　
　
論

修
正
案
提
案
理
由

　
　
三
上
惇
二
議
員

①
修
正
案
の
提
案
者
５
名
の
議

員
に
一
致
し
た
対
案
が
あ
る
か
。

ま
た
、
町
民
の
意
見
集
約
を
ど

の
よ
う
に
さ
れ
た
か
。

②
修
正
案
が
可
決
さ
れ
た
場
合

小
学
校
統
合
が
す
べ
て
白
紙
に

な
る
の
で
は
。

③
小
学
校
統
合
に
向
け
て
の
町

長
の
政
策
方
針
に
大
き
な
変
更

を
も
た
ら
す
も
の
に
な
る
の
で

は
。　

　
坪
倉
勝
幸
議
員

①
一
致
し
た
対
案
は
な
い
が
、

町
長
の
新
築
方
針
決
定
後
の
議

論
が
少
な
す
ぎ
る
。

②
小
学
校
統
合
そ
の
も
の
が
白

紙
に
な
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な

い
。

　
　
　
町
長

③
統
合
小
学
校
に
つ
い
て
は
平

成
17
年
11
月
か
ら
検
討
し
て
き

た
結
果
の
結
論
で
あ
り
、
執
行

部
案
が
否
決
さ
れ
れ
ば
一
か
ら

出
直
さ
ざ
る
を
得
な
い
。

原
案
に
賛
成
す
る
討
論

　
　
　
　
　
三
上
惇
二
議
員

　
原
案
は
、
平
成
17
年
10
月
に

出
さ
れ
た
保
護
者
会
の
要
望
に

応
え
た
も
の
で
あ
る
と
同
時
に

平
成
19
年
３
月
の
学
校
問
題
に

関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
の
報

告
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
庁
舎
内
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
で
の
検
討
あ
る
い

は
教
育
の
あ
り
方
会
議
な
ど
の

審
議
内
容
を
く
み
取
り
な
が
ら

町
内
小
・
中
学
校
、
教
育
の
現

状
を
ふ
ま
え
た
実
現
可
能
な
具

体
案
で
あ
る
と
判
断
す
る
。

原
案
に
反
対
す
る
討
論

　
　
　
　
　
村
上
正
広
議
員

　
こ
れ
ま
で
の
一
般
質
問
や
９

月
の
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
で
の

説
明
か
ら
、
執
行
部
は
財
政
事

情
な
ど
か
ら
日
野
上
小
学
校
の

改
修
と
い
う
こ
と
で
一
致
し
て

い
た
。
そ
れ
が
一
転
、
新
築
と

い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
か
理
解

で
き
な
い
。

　
ま
た
、
議
会
で
も
場
所
選
定

の
議
論
も
し
て
い
な
い
。
町
民

か
ら
幅
広
い
意
見
を
集
約
さ
れ

た
も
の
と
も
思
え
な
い
。

　
町
民
、
関
係
者
か
ら
幅
広
い

意
見
を
を
求
め
る
と
と
も
に
、

議
会
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
働
か

せ
る
必
要
が
あ
る
。

修
正
案
に
反
対
す
る
討
論

　
　
　
　
　
平
井
正
之
議
員

　
議
会
で
平
成
21
年
に
１
校
統

合
す
る
こ
と
を
決
定
以
後
、
子

供
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
学
校
現
場

当
局
あ
る
い
は
関
係
者
は
統
合

に
向
け
て
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に

つ
い
て
準
備
を
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
を
先
延
ば
し
に
す
る
よ
う

な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
子
供
た
ち

へ
の
影
響
、
打
撃
は
莫
大
な
も

の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
自
ら
の
議
会
決
定
や

住
民
の
意
に
反
す
る
よ
う
な
修

正
案
は
、
断
じ
て
許
せ
な
い
。

修
正
案
に
賛
成
す
る
討
論

　
　
　
　
　
古
都
久
志
議
員

　
小
学
校
統
合
に
よ
り
、
す
ば

ら
し
い
教
育
を
実
現
し
、
夢
と

希
望
の
あ
る
学
校
に
す
る
と
い

う
大
目
的
を
子
供
た
ち
に
持
た

せ
、
真
剣
に
討
議
し
て
校
舎
を

つ
く
る
べ
き
で
あ
る
が
、
検
討

が
不
十
分
で
あ
る
。

　
ま
た
、
校
舎
以
外
の
付
帯
設

備
は
何
が
必
要
な
の
か
、
年
次

計
画
や
財
源
も
示
さ
れ
て
い
な

い
。
納
得
の
い
く
よ
う
な
教
育

施
設
を
つ
く
り
た
い
。
１
年
で

も
待
っ
て
ほ
し
い
。

執
行
部
原
案
に
対
す
る

　
　
採
決
の
結
果（
議
席
順
）

　
　
賛
成
者

　
　
　
　
福
　
田
　
　
　
稔

　
　
　
　
小
　
竹
　
　
　
等

　
　
　
　
平
　
井
　
正
　
之

　
　
　
　
三
　
上
　
惇
　
二

　
　
　
　
奥
　
迫
　
廣
　
人

　
　
　
　
長
　
岡
　
つ
る
子

　
　
反
対
者

　
　
　
　
古
　
都
　
久
　
志

　
　
　
　
惠
比
奈
　
礼
　
子

　
　
　
　
久
　
代
　
安
　
敏

　
　
　
　
坪
　
倉
　
勝
　
幸

　
　
　
　
村
　
上
　
正
　
広

　
平
成
19
年
12
月
27
日
に
新
校

舎
の
基
本
・
実
施
設
計
業
務
委

託
の
入
札
が
実
施
さ
れ
、
（
株
）

白
兎
設
計
が
２
千
１
５
０
万
円

で
落
札
し
、
今
年
度
末
を
期
限

と
し
て
設
計
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

統
合
小
学
校
設
計
予
算
を
め
ぐ
り

　
　
　
　
　
白
熱
し
た
議
論
を
展
開

統
合
小
学
校
設
計
予
算
を
め
ぐ
り

　
　
　
　
　
白
熱
し
た
議
論
を
展
開

補
正
予
算
修
正
案
は
、５
対
６
で
否
決

お
も
な
内
容

臨
時
議
会

１
月
15
日
に
開
か
れ
、次
の

議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

修
正
案
　
　
と

原
案
　
　
と

小
学
校
建
設
の
う
ご
き

統
合
小
学
校
新
築
基
本
・

実
施
設
計
委
託
料
に
対

す
る
質
疑
討
論
を
特
集

し
ま
し
た
。
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坪
倉
勝
幸
議
員

　
設
計
の
基
礎
と
な
る
規
模
、

構
造
は
ど
う
か
。
設
計
に
あ
た

っ
て
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
は
考

え
ら
れ
な
い
か
。
　

　
　
　
町
長

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
３
階

建
、
延
面
積
は
３
千
　
で
あ
る
。

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
は
考
え
て

い
な
い
。

　
　
　
久
代
安
敏
議
員

　
30
人
学
級
の
実
現
や
放
課
後

の
学
童
保
育
は
、
保
障
さ
れ
る

の
か
。

　
　
　
教
育
長

　
30
人
学
級
は
し
っ
か
り
位
置

づ
け
る
。
放
課
後
の
子
ど
も
の

居
場
所
は
、
活
用
で
き
る
ス
ペ

ー
ス
を
考
え
て
い
る
。

　
　
　
古
都
久
志
議
員

　
役
場
建
築
と
同
じ
理
念
で
、

地
元
産
材
を
使
っ
た
木
造
建
築

に
す
べ
き
で
は
。

　
　
　
教
育
長

　
３
階
建
は
、
法
的
に
木
造
で

は
不
可
能
。
室
内
部
を
木
質
系

多
用
で
対
応
す
る
。

　　
　
　
奥
迫
廣
人
議
員

　
設
計
委
託
料
が
高
す
ぎ
る
の

で
は
。

　
　
　
教
育
長

　
多
里
小
学
校
の
率
等
を
参
考

に
算
定
し
た
。
２
千
５
０
０
万

円
の
予
算
は
、
ボ
ー
リ
ン
グ
地

質
調
査
費
１
２
０
万
円
を
含
ん

で
い
る
。

　
　
　
小
竹
　
等
議
員

　
通
学
等
の
問
題
も
含
め
て
、

場
所
決
定
し
た
理
由
を
町
民
に

説
明
す
る
義
務
が
あ
る
の
で
は
。

　
　
　
町
長

　
細
か
い
問
題
は
、
小
学
校
統

合
保
護
者
会
と
十
分
協
議
し
て

い
く
。

　
　
　
惠
比
奈
礼
子
議
員

　
中
学
校
併
設
に
よ
っ
て
、
本

当
に
一
貫
教
育
の
実
が
上
が
る

の
か
。

　
　
　
教
育
長

　
同
一
エ
リ
ア
内
に
あ
る
こ
と

で
、
小
・
中
学
校
の
人
事
交
流

を
含
め
信
頼
関
係
が
築
か
れ
る
。

　
　
　
　
　
坪
倉
勝
幸
議
員

　
町
内
の
小
学
校
を
平
成
21
年

に
１
校
に
統
合
す
る
方
針
を
決

定
し
て
か
ら
、
２
年
が
経
過
し

た
。
こ
の
間
、
執
行
部
は
統
合

の
具
体
的
方
策
、
と
り
わ
け
校

舎
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
具
体

的
結
論
を
導
く
よ
う
な
議
論
を

開
示
、
展
開
し
て
こ
な
か
っ
た
。

　
こ
う
し
た
中
、
あ
り
方
会
議

の
答
申
が
出
る
前
に
、
教
育
の

あ
り
方
は
小
中
一
貫
教
育
と
し

学
校
施
設
は
中
学
校
横
に
新
築

す
る
こ
と
を
決
定
さ
れ
、
今
議

会
に
新
校
舎
建
設
の
た
め
の
設

計
費
用
を
予
算
計
上
し
た
。

　
新
校
舎
設
計
の
基
本
は
、
将

来
の
小
中
一
貫
教
育
の
理
念
を

反
映
し
た
も
の
に
な
る
の
か
、

ゆ
と
り
が
あ
り
充
実
し
た
教
育

環
境
に
な
る
の
か
疑
問
だ
。

　
ま
た
、
今
後
の
財
政
運
営
の

観
点
か
ら
も
、
町
民
、
保
護
者

お
よ
び
教
育
関
係
者
の
意
見
を

幅
広
く
聞
く
な
ど
し
て
、
議
論

を
深
め
る
必
要
が
あ
る
。

　
そ
の
た
め
校
舎
整
備
が
遅
れ

統
合
が
先
延
ば
し
に
な
る
可
能

性
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
執
行

部
の
取
組
に
起
因
す
る
も
の
で

あ
る
と
同
時
に
将
来
に
わ
た
る

充
実
し
た
学
校
教
育
の
基
盤
整

備
を
実
現
す
る
た
め
で
あ
る
。

　
よ
っ
て
、
改
築
事
業
設
計
委

託
料
２
千
５
４
７
万
６
千
円
を

減
額
す
る
こ
と
。

手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

　
戸
籍
法
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一
部
改
正
に
伴
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同
法
の
条
項
を
引
用
し
て
い
る

日
南
町
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数
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例
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該
当
条
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及
び
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正
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段
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等
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交
付
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受
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制
裁
が
過
料

か
ら
罰
金
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改
め
ら
れ
た
こ
と

に
よ
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罰
則
規
定
を
定
め
る
も

の
。
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般
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４
４
０
万
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課
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０
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５
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す
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あ
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果（
議
席
順
）

　
　
賛
成
者

　
　
　
　
福
　
田
　
　
　
稔

　
　
　
　
小
　
竹
　
　
　
等

　
　
　
　
平
　
井
　
正
　
之

　
　
　
　
三
　
上
　
惇
　
二

　
　
　
　
奥
　
迫
　
廣
　
人

　
　
　
　
長
　
岡
　
つ
る
子

　
　
反
対
者

　
　
　
　
古
　
都
　
久
　
志

　
　
　
　
惠
比
奈
　
礼
　
子

　
　
　
　
久
　
代
　
安
　
敏

　
　
　
　
坪
　
倉
　
勝
　
幸

　
　
　
　
村
　
上
　
正
　
広

　
平
成
19
年
12
月
27
日
に
新
校

舎
の
基
本
・
実
施
設
計
業
務
委

託
の
入
札
が
実
施
さ
れ
、
（
株
）

白
兎
設
計
が
２
千
１
５
０
万
円

で
落
札
し
、
今
年
度
末
を
期
限

と
し
て
設
計
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

統
合
小
学
校
設
計
予
算
を
め
ぐ
り

　
　
　
　
　
白
熱
し
た
議
論
を
展
開

統
合
小
学
校
設
計
予
算
を
め
ぐ
り

　
　
　
　
　
白
熱
し
た
議
論
を
展
開

補
正
予
算
修
正
案
は
、５
対
６
で
否
決

お
も
な
内
容

臨
時
議
会

１
月
15
日
に
開
か
れ
、次
の

議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

修
正
案
　
　
と

原
案
　
　
と

小
学
校
建
設
の
う
ご
き

統
合
小
学
校
新
築
基
本
・

実
施
設
計
委
託
料
に
対

す
る
質
疑
討
論
を
特
集

し
ま
し
た
。

─　　 ─169
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①
﹁
日
南
町
教
育
の
あ
り
方
会

議
﹂
の
最
終
答
申
を
前
に
統
合

小
学
校
の
新
築
を
決
定
し
た
こ

と
は
重
大
か
つ
拙
速
な
方
針
転

換
だ
と
考
え
る
が
、
そ
の
経
過

お
よ
び
新
築
計
画
の
全
容
は
。

②
﹁
小
中
一
貫
教
育
﹂
の
理
念

お
よ
び
実
践
方
法
は
。

③
県
教
委
の
す
す
め
て
き
た
高

校
再
編
を
ど
う
み
て
い
る
か
。

ま
た
県
教
委
に
ど
う
働
き
か
け

て
き
た
か
。

④
10
月
24
日
に
公
表
さ
れ
た
全

国
一
斉
学
力
テ
ス
ト
の
結
果
と

課
題
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な

分
析
を
行
っ
た
か
。

①
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
あ
り
方
会

議
の
意
見
を
反
映
し
な
が
ら
決

定
し
た
こ
と
で
、
拙
速
な
方
向

転
換
で
は
な
い
。
新
築
計
画
の

詳
細
は
今
後
設
計
を
行
う
中
で

検
討
す
る
。

②
﹁
小
学
校
・
中
学
校
の
共
同

に
よ
る
一
貫
し
た
教
育
に
よ
っ

て
、
次
代
を
創
造
し
て
い
く
優

れ
た
人
材
を
育
成
す
る
。
﹂
こ

と
を
基
本
理
念
と
し
て
、
小
学

校
か
ら
中
学
校
へ
の
接
続
期
の

課
題
部
分
の
解
決
を
図
る
。
異

年
齢
の
ふ
れ
あ
い
と
自
尊
感
情

の
高
揚
を
図
る
。
教
科
の
連
携

と
学
力
の
向
上
及
び
教
職
員
の

意
識
改
革
を
図
る
等
の
具
体
的

な
実
践
を
図
る
。

③
本
町
の
日
野
高
校
進
学
率
は

約
30
％
。
日
野
高
校
の
存
続
や

総
合
学
科
の
充
実
方
策
等
に
つ

い
て
お
願
い
を
し
て
い
る
。

④
平
均
正
答
率
は
全
国
及
び
県

の
平
均
値
と
ほ
ぼ
同
じ
。
教
科

に
よ
っ
て
は
、
授
業
改
善
や
取

り
組
み
の
見
直
し
、
小
学
校
と

の
連
携
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
。

学
習
状
況
調
査
の
中
か
ら
、
生

活
習
慣
部
分
に
つ
い
て
、
家
庭

と
の
連
携
協
力
を
得
な
が
ら
改

善
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
捉
え

て
い
る
。

①
﹁
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
﹂
の

入
札
で
職
員
や
業
者
が
競
争
入

札
妨
害
事
件
に
よ
り
逮
捕
さ
れ

た
が
一
連
の
経
過
と
町
長
の
副

管
理
者
と
し
て
の
責
任
は
。

②
再
発
防
止
の
手
立
て
は
。

③
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
の
み
な

ら
ず
、
エ
コ
ス
ラ
グ
セ
ン
タ
ー
、

最
終
処
分
場
、
広
域
消
防
な
ど

の
負
担
経
費
や
広
域
行
政
そ
の

も
の
の
あ
り
方
を
抜
本
的
に
洗

い
な
お
す
べ
き
で
は
。

④
こ
の
際
、
西
部
広
域
で
の
大

型
焼
却
炉
建
設
計
画
を
中
止
し

循
環
型
社
会
に
ふ
さ
わ
し
い
ご

み
処
理
施
策
を
緊
急
に
確
立
す

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

⑤
可
燃
物
袋
の
容
量
を
大
・
中
・

小
に
分
け
る
べ
き
で
は
。

①
誠
に
遺
憾
で
あ
り
、
副
管
理

者
と
し
て
他
の
構
成
市
町
村
と

と
も
に
再
発
防
止
策
を
徹
底
し

た
い
。

②
法
令
遵
守
を
徹
底
し
、
入
札

や
契
約
事
務
の
見
直
し
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

③
行
政
改
革
等
で
見
直
し
も
さ

れ
て
き
た
が
、
今
後
も
さ
ら
に

職
員
の
意
識
改
革
を
含
め
改
革

を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

④
平
成
28
年
度
以
降
の
ゴ
ミ
問

題
を
ど
う
す
る
か
結
論
は
出
て

い
な
い
。
社
会
環
境
の
変
化
を

見
極
め
、
多
方
面
か
ら
検
討
が

必
要
で
あ
る
。

⑤
平
成
20
年
４
月
か
ら
20
　
用

小
袋
を
追
加
し
た
。

①
被
保
険
者
ご
と
の
保
険
料
の

算
出
額
の
決
定
と
あ
ら
た
な
負

担
増
額
は
。

②
保
険
証
の
返
還
や
罰
金
10
万

円
以
下
が
科
せ
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
事
由
は
何
か
。

③
70
歳
か
ら
74
歳
の
窓
口
負
担

が
１
割
か
ら
２
割
に
な
る
と
い

う
こ
と
は
、
ど
う
な
っ
た
か
。

④
国
は
、
65
歳
か
ら
74
歳
の
国

保
税
を
年
金
か
ら
天
引
き
す
る

こ
と
に
し
て
い
る
が
、
あ
ら
た

め
て
町
の
方
針
は
。

⑤
国
民
年
金
滞
納
者
か
ら
国
保

の
保
険
証
を
取
り
上
げ
る
と
い

う
こ
と
へ
の
、
町
の
対
応
は
。



①
均
等
割
一
人
平
均
4
万
１
５

２
９
円
、
所
得
割
7
・
75
％
県

内
一
律
適
用
。
軽
減
対
象
か
ら

は
ず
れ
る
方
を
除
い
て
は
、
新

た
な
負
担
増
に
は
な
ら
な
い
。

②
い
ず
れ
の
規
定
も
被
保
険
者

間
の
公
平
性
確
保
の
た
め
。

③
平
成
20
年
度
の
窓
口
負
担
は

１
年
間
凍
結
。

④
国
保
の
収
納
率
が
本
町
は
ク

リ
ア
し
て
い
る
の
で
平
成
20
年

度
は
行
わ
な
い
。

⑤
厚
労
省
の
基
準
設
定
後
。



　
試
行
運
行
の
成
果
と
課
題
を

ど
の
よ
う
に
検
証
し
て
い
る
か
。

　
試
行
期
間
は
平
成
21
年
３
月

ま
で
。
こ
の
間
に
、
実
験
の
成

果
と
課
題
を
整
理
し
つ
つ
、
町

民
に
と
っ
て
使
い
や
す
い
公
共

交
通
体
系
の
確
立
を
目
指
し
て

い
き
た
い
。

　①
各
課
か
ら
の
企
画
、
立
案
は
、

ど
の
よ
う
な
審
議
組
織
を
も
っ

て
採
否
、
改
善
、
修
正
等
に
あ

た
っ
て
い
る
の
か
。

②
各
課
の
行
政
執
行
状
況
を
誰

が
把
握
、
評
価
し
軌
道
修
正
を

し
て
い
る
の
か
。

③
小
学
校
統
合
に
つ
い
て
検
討

す
る
﹁
あ
り
方
会
議
﹂
は
企
画

課
、
教
育
行
政
の
直
接
の
主
管

は
教
育
委
員
会
と
な
っ
て
い
た
。

複
数
の
課
に
ま
た
が
る
案
件
の

整
合
性
を
ど
こ
で
、
誰
が
調
整

し
て
い
る
の
か
。

④
議
会
本
会
議
等
で
の
答
弁
が
、

﹁
そ
の
場
限
り
﹂
の
発
言
で
整

合
性
が
な
い
の
で
は
。

①
各
課
か
ら
の
提
案
等
に
つ
い

て
は
、
予
算
編
成
時
や
中
間
期

な
ど
適
時
関
係
課
長
等
を
交
え

検
討
し
て
い
る
。

②
日
々
の
執
行
に
つ
い
て
は
課

長
等
担
当
セ
ク
シ
ョ
ン
で
行
っ

て
い
る
。
必
要
に
応
じ
て
町
長

や
副
町
長
等
か
ら
も
指
示
を
行

う
。

③
両
課
に
お
い
て
緊
密
な
連
絡

を
取
っ
て
い
る
。
複
数
の
課
に

ま
た
が
る
事
案
に
つ
い
て
は
、

副
町
長
、
総
務
課
長
等
も
交
え

て
整
合
性
を
図
っ
て
調
整
し
て

い
る
。

④
私
も
職
員
も
常
に
真
摯
に
答

弁
し
て
お
り
﹁
そ
の
場
限
り
﹂

の
発
言
は
行
っ
て
い
な
い
。

①
小
学
校
統
合
の
必
要
性
と
、

町
の
教
育
行
政
へ
の
取
組
み
の

基
本
姿
勢
は
。

②
新
校
舎
建
築
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
等

保
護
者
の
み
な
ら
ず
広
く
町
民

の
納
得
の
上
で
決
定
す
べ
き
だ

が
、
意
見
を
ど
の
よ
う
に
汲
み

上
げ
た
計
画
な
の
か
。

③
小
中
一
貫
校
を
目
指
し
中
学

校
に
併
設
し
て
新
築
す
る
こ
と

に
は
大
賛
成
で
あ
る
が
、
検
討

が
不
十
分
。
も
っ
と
議
論
を
深

め
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

④
教
育
委
員
会
は
、
小
学
校
統

合
に
つ
い
て
明
確
な
方
針
、
検

討
状
況
の
適
時
的
確
な
説
明
責

任
を
果
た
し
て
い
な
い
。
教
育

委
員
の
任
命
権
者
で
あ
る
町
長

は
、
教
育
委
員
会
を
ど
う
評
価

し
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
る
か
。

⑤
小
学
校
統
合
で
、
小
中
各
１

校
に
な
る
こ
と
か
ら
教
育
委
員

会
の
大
幅
な
組
織
改
革
が
必
要

で
は
。
ま
た
保
育
園
を
教
育
委

員
会
に
一
本
化
す
べ
き
で
は
。

①
子
ど
も
の
数
が
激
減
す
る
中

で
よ
り
多
い
人
数
で
更
に
教
育

効
果
を
挙
げ
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
教
育
委
員
会
と
協

働
し
な
が
ら
、
将
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
の
教
育
に
関
わ
る
重

要
な
施
策
と
し
て
、
教
育
委
員

会
を
含
め
行
政
全
体
と
し
て
取

り
組
む
。

②
小
・
中
学
校
の
連
携
強
化
と

一
貫
し
た
教
育
の
重
要
性
を
考

え
、
中
学
校
併
設
で
新
築
の
方

向
を
決
定
し
た
。
保
護
者
に
は

方
向
性
を
説
明
し
概
ね
の
理
解

を
得
た
と
判
断
す
る
。
今
後
と

も
﹁
小
学
校
統
合
保
護
者
会
﹂

﹁
小
学
校
統
合
検
討
委
員
会
﹂

を
中
心
に
研
究
協
議
を
進
め
る
。

③
21
年
度
の
小
学
校
統
合
は
、

議
会
に
お
け
る
決
定
事
項
で
も

あ
り
、
行
政
と
し
て
実
現
に
向

け
て
最
善
の
努
力
を
図
る
。

④
小
学
校
統
合
に
つ
い
て
は
常

に
教
育
委
員
会
と
連
携
を
深
め

な
が
ら
日
南
町
教
育
の
方
向
性

を
検
討
し
て
い
る
。
法
的
に
も

教
育
の
機
会
均
等
、
中
立
性
の

主
旨
か
ら
教
育
委
員
会
は
位
置

付
け
ら
れ
、
学
校
教
育
・
社
会

教
育
の
充
実
と
振
興
を
図
る
た

め
の
重
要
な
組
織
で
あ
る
。

⑤
教
育
委
員
会
は
法
的
な
根
拠

に
基
づ
き
社
会
教
育
を
含
め
た

日
南
町
全
体
の
教
育
行
政
を
つ

か
さ
ど
る
機
関
と
し
て
設
置
し

て
い
る
。
統
合
後
更
に
教
育
委

員
会
の
責
務
は
増
す
も
の
と
思

う
。
い
ず
れ
保
育
園
問
題
も
含

め
町
全
体
の
機
構
の
あ
り
方
と

し
て
検
討
す
る
。

　①
農
林
課
と
Ｊ
Ａ
で
﹁
儲
か
る

農
業
﹂
﹁
産
地
ブ
ラ
ン
ド
化
﹂

と
し
て
校
区
座
談
会
が
行
わ
れ

た
が
、
中
長
期
の
農
業
振
興
策

に
基
づ
い
て
の
こ
と
か
。

②
﹁
日
南
高
原
米
﹂
の
ブ
ラ
ン

ド
名
は
ど
こ
で
誰
が
ど
の
よ
う

に
決
め
た
の
か
。
公
募
し
て
決

め
る
べ
き
で
は
。

③
販
売
の
窓
口
と
な
る
地
域
振

興
公
社
の
実
態
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

①
農
家
に
元
気
を
出
し
て
も
ら

う
た
め
に
集
落
座
談
会
は
最
良

の
方
法
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ

は
、
第
四
次
日
南
町
総
合
計
画

に
沿
っ
た
取
り
組
み
で
あ
る
。

②
米
の
流
通
関
係
の
人
や
ほ
か

の
地
域
の
米
の
情
報
に
詳
し
い

人
の
意
見
を
参
考
に
私
が
決
定

し
た
。

③
公
社
の
事
業
目
的
に
沿
っ
た

取
り
組
み
と
思
っ
て
い
る
。
新

年
度
か
ら
本
格
的
な
販
売
体
制

に
向
け
て
条
件
整
備
を
行
っ
て

い
る
。

西
部
広
域
行
政
管
理

組
合
あ
り
方
と
ご
み

処
理

問問

町
営
バ
ス

問問

町
行
政
の
執
行
体
制

問問

小
学
校
統
合

問問

農
業
施
策

問問

久代安敏議員

統
合
小
学
校
新
築
案
は

　
重
大
か
つ
拙
速
な
方
針
転
換
で
は

﹁
日
南
町
教
育
の
あ
り
方
会
議
﹂の
意
見
な
ど



総
合
的
に
判
断
し
た
結
論

古都久志議員

行
政
全
体
の
企
画
・
立
案
・
執
行
に

　
一
貫
性
と
整
合
性
が
な
い
の
で
は

各
課
の
緊
密
な
連
携
と
調
整
で

　
　

整
合
性
を
図
っ
て
い
る

小
学
校
統
合
と

教
育

問問

高
齢
者
な
ど
の

医
療
保
険
制
度

問問

町政のここが聞きたい 町政のここが聞きたい

矢
田
町
長

答答

町

長

答答

町

長

答答
町

長

答答

矢
田
町
長

答答

町

長

答答

町

長

答答
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①
﹁
日
南
町
教
育
の
あ
り
方
会

議
﹂
の
最
終
答
申
を
前
に
統
合

小
学
校
の
新
築
を
決
定
し
た
こ

と
は
重
大
か
つ
拙
速
な
方
針
転

換
だ
と
考
え
る
が
、
そ
の
経
過

お
よ
び
新
築
計
画
の
全
容
は
。

②
﹁
小
中
一
貫
教
育
﹂
の
理
念

お
よ
び
実
践
方
法
は
。

③
県
教
委
の
す
す
め
て
き
た
高

校
再
編
を
ど
う
み
て
い
る
か
。

ま
た
県
教
委
に
ど
う
働
き
か
け

て
き
た
か
。

④
10
月
24
日
に
公
表
さ
れ
た
全

国
一
斉
学
力
テ
ス
ト
の
結
果
と

課
題
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な

分
析
を
行
っ
た
か
。

①
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
あ
り
方
会

議
の
意
見
を
反
映
し
な
が
ら
決

定
し
た
こ
と
で
、
拙
速
な
方
向

転
換
で
は
な
い
。
新
築
計
画
の

詳
細
は
今
後
設
計
を
行
う
中
で

検
討
す
る
。

②
﹁
小
学
校
・
中
学
校
の
共
同

に
よ
る
一
貫
し
た
教
育
に
よ
っ

て
、
次
代
を
創
造
し
て
い
く
優

れ
た
人
材
を
育
成
す
る
。
﹂
こ

と
を
基
本
理
念
と
し
て
、
小
学

校
か
ら
中
学
校
へ
の
接
続
期
の

課
題
部
分
の
解
決
を
図
る
。
異

年
齢
の
ふ
れ
あ
い
と
自
尊
感
情

の
高
揚
を
図
る
。
教
科
の
連
携

と
学
力
の
向
上
及
び
教
職
員
の

意
識
改
革
を
図
る
等
の
具
体
的

な
実
践
を
図
る
。

③
本
町
の
日
野
高
校
進
学
率
は

約
30
％
。
日
野
高
校
の
存
続
や

総
合
学
科
の
充
実
方
策
等
に
つ

い
て
お
願
い
を
し
て
い
る
。

④
平
均
正
答
率
は
全
国
及
び
県

の
平
均
値
と
ほ
ぼ
同
じ
。
教
科

に
よ
っ
て
は
、
授
業
改
善
や
取

り
組
み
の
見
直
し
、
小
学
校
と

の
連
携
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
。

学
習
状
況
調
査
の
中
か
ら
、
生

活
習
慣
部
分
に
つ
い
て
、
家
庭

と
の
連
携
協
力
を
得
な
が
ら
改

善
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
捉
え

て
い
る
。

①
﹁
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
﹂
の

入
札
で
職
員
や
業
者
が
競
争
入

札
妨
害
事
件
に
よ
り
逮
捕
さ
れ

た
が
一
連
の
経
過
と
町
長
の
副

管
理
者
と
し
て
の
責
任
は
。

②
再
発
防
止
の
手
立
て
は
。

③
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
の
み
な

ら
ず
、
エ
コ
ス
ラ
グ
セ
ン
タ
ー
、

最
終
処
分
場
、
広
域
消
防
な
ど

の
負
担
経
費
や
広
域
行
政
そ
の

も
の
の
あ
り
方
を
抜
本
的
に
洗

い
な
お
す
べ
き
で
は
。

④
こ
の
際
、
西
部
広
域
で
の
大

型
焼
却
炉
建
設
計
画
を
中
止
し

循
環
型
社
会
に
ふ
さ
わ
し
い
ご

み
処
理
施
策
を
緊
急
に
確
立
す

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

⑤
可
燃
物
袋
の
容
量
を
大
・
中
・

小
に
分
け
る
べ
き
で
は
。

①
誠
に
遺
憾
で
あ
り
、
副
管
理

者
と
し
て
他
の
構
成
市
町
村
と

と
も
に
再
発
防
止
策
を
徹
底
し

た
い
。

②
法
令
遵
守
を
徹
底
し
、
入
札

や
契
約
事
務
の
見
直
し
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

③
行
政
改
革
等
で
見
直
し
も
さ

れ
て
き
た
が
、
今
後
も
さ
ら
に

職
員
の
意
識
改
革
を
含
め
改
革

を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

④
平
成
28
年
度
以
降
の
ゴ
ミ
問

題
を
ど
う
す
る
か
結
論
は
出
て

い
な
い
。
社
会
環
境
の
変
化
を

見
極
め
、
多
方
面
か
ら
検
討
が

必
要
で
あ
る
。

⑤
平
成
20
年
４
月
か
ら
20
　
用

小
袋
を
追
加
し
た
。

①
被
保
険
者
ご
と
の
保
険
料
の

算
出
額
の
決
定
と
あ
ら
た
な
負

担
増
額
は
。

②
保
険
証
の
返
還
や
罰
金
10
万

円
以
下
が
科
せ
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
事
由
は
何
か
。

③
70
歳
か
ら
74
歳
の
窓
口
負
担

が
１
割
か
ら
２
割
に
な
る
と
い

う
こ
と
は
、
ど
う
な
っ
た
か
。

④
国
は
、
65
歳
か
ら
74
歳
の
国

保
税
を
年
金
か
ら
天
引
き
す
る

こ
と
に
し
て
い
る
が
、
あ
ら
た

め
て
町
の
方
針
は
。

⑤
国
民
年
金
滞
納
者
か
ら
国
保

の
保
険
証
を
取
り
上
げ
る
と
い

う
こ
と
へ
の
、
町
の
対
応
は
。



①
均
等
割
一
人
平
均
4
万
１
５

２
９
円
、
所
得
割
7
・
75
％
県

内
一
律
適
用
。
軽
減
対
象
か
ら

は
ず
れ
る
方
を
除
い
て
は
、
新

た
な
負
担
増
に
は
な
ら
な
い
。

②
い
ず
れ
の
規
定
も
被
保
険
者

間
の
公
平
性
確
保
の
た
め
。

③
平
成
20
年
度
の
窓
口
負
担
は

１
年
間
凍
結
。

④
国
保
の
収
納
率
が
本
町
は
ク

リ
ア
し
て
い
る
の
で
平
成
20
年

度
は
行
わ
な
い
。

⑤
厚
労
省
の
基
準
設
定
後
。



　
試
行
運
行
の
成
果
と
課
題
を

ど
の
よ
う
に
検
証
し
て
い
る
か
。

　
試
行
期
間
は
平
成
21
年
３
月

ま
で
。
こ
の
間
に
、
実
験
の
成

果
と
課
題
を
整
理
し
つ
つ
、
町

民
に
と
っ
て
使
い
や
す
い
公
共

交
通
体
系
の
確
立
を
目
指
し
て

い
き
た
い
。

　①
各
課
か
ら
の
企
画
、
立
案
は
、

ど
の
よ
う
な
審
議
組
織
を
も
っ

て
採
否
、
改
善
、
修
正
等
に
あ

た
っ
て
い
る
の
か
。

②
各
課
の
行
政
執
行
状
況
を
誰

が
把
握
、
評
価
し
軌
道
修
正
を

し
て
い
る
の
か
。

③
小
学
校
統
合
に
つ
い
て
検
討

す
る
﹁
あ
り
方
会
議
﹂
は
企
画

課
、
教
育
行
政
の
直
接
の
主
管

は
教
育
委
員
会
と
な
っ
て
い
た
。

複
数
の
課
に
ま
た
が
る
案
件
の

整
合
性
を
ど
こ
で
、
誰
が
調
整

し
て
い
る
の
か
。

④
議
会
本
会
議
等
で
の
答
弁
が
、

﹁
そ
の
場
限
り
﹂
の
発
言
で
整

合
性
が
な
い
の
で
は
。

①
各
課
か
ら
の
提
案
等
に
つ
い

て
は
、
予
算
編
成
時
や
中
間
期

な
ど
適
時
関
係
課
長
等
を
交
え

検
討
し
て
い
る
。

②
日
々
の
執
行
に
つ
い
て
は
課

長
等
担
当
セ
ク
シ
ョ
ン
で
行
っ

て
い
る
。
必
要
に
応
じ
て
町
長

や
副
町
長
等
か
ら
も
指
示
を
行

う
。

③
両
課
に
お
い
て
緊
密
な
連
絡

を
取
っ
て
い
る
。
複
数
の
課
に

ま
た
が
る
事
案
に
つ
い
て
は
、

副
町
長
、
総
務
課
長
等
も
交
え

て
整
合
性
を
図
っ
て
調
整
し
て

い
る
。

④
私
も
職
員
も
常
に
真
摯
に
答

弁
し
て
お
り
﹁
そ
の
場
限
り
﹂

の
発
言
は
行
っ
て
い
な
い
。

①
小
学
校
統
合
の
必
要
性
と
、

町
の
教
育
行
政
へ
の
取
組
み
の

基
本
姿
勢
は
。

②
新
校
舎
建
築
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
等

保
護
者
の
み
な
ら
ず
広
く
町
民

の
納
得
の
上
で
決
定
す
べ
き
だ

が
、
意
見
を
ど
の
よ
う
に
汲
み

上
げ
た
計
画
な
の
か
。

③
小
中
一
貫
校
を
目
指
し
中
学

校
に
併
設
し
て
新
築
す
る
こ
と

に
は
大
賛
成
で
あ
る
が
、
検
討

が
不
十
分
。
も
っ
と
議
論
を
深

め
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

④
教
育
委
員
会
は
、
小
学
校
統

合
に
つ
い
て
明
確
な
方
針
、
検

討
状
況
の
適
時
的
確
な
説
明
責

任
を
果
た
し
て
い
な
い
。
教
育

委
員
の
任
命
権
者
で
あ
る
町
長

は
、
教
育
委
員
会
を
ど
う
評
価

し
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
る
か
。

⑤
小
学
校
統
合
で
、
小
中
各
１

校
に
な
る
こ
と
か
ら
教
育
委
員

会
の
大
幅
な
組
織
改
革
が
必
要

で
は
。
ま
た
保
育
園
を
教
育
委

員
会
に
一
本
化
す
べ
き
で
は
。

①
子
ど
も
の
数
が
激
減
す
る
中

で
よ
り
多
い
人
数
で
更
に
教
育

効
果
を
挙
げ
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
教
育
委
員
会
と
協

働
し
な
が
ら
、
将
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
の
教
育
に
関
わ
る
重

要
な
施
策
と
し
て
、
教
育
委
員

会
を
含
め
行
政
全
体
と
し
て
取

り
組
む
。

②
小
・
中
学
校
の
連
携
強
化
と

一
貫
し
た
教
育
の
重
要
性
を
考

え
、
中
学
校
併
設
で
新
築
の
方

向
を
決
定
し
た
。
保
護
者
に
は

方
向
性
を
説
明
し
概
ね
の
理
解

を
得
た
と
判
断
す
る
。
今
後
と

も
﹁
小
学
校
統
合
保
護
者
会
﹂

﹁
小
学
校
統
合
検
討
委
員
会
﹂

を
中
心
に
研
究
協
議
を
進
め
る
。

③
21
年
度
の
小
学
校
統
合
は
、

議
会
に
お
け
る
決
定
事
項
で
も

あ
り
、
行
政
と
し
て
実
現
に
向

け
て
最
善
の
努
力
を
図
る
。

④
小
学
校
統
合
に
つ
い
て
は
常

に
教
育
委
員
会
と
連
携
を
深
め

な
が
ら
日
南
町
教
育
の
方
向
性

を
検
討
し
て
い
る
。
法
的
に
も

教
育
の
機
会
均
等
、
中
立
性
の

主
旨
か
ら
教
育
委
員
会
は
位
置

付
け
ら
れ
、
学
校
教
育
・
社
会

教
育
の
充
実
と
振
興
を
図
る
た

め
の
重
要
な
組
織
で
あ
る
。

⑤
教
育
委
員
会
は
法
的
な
根
拠

に
基
づ
き
社
会
教
育
を
含
め
た

日
南
町
全
体
の
教
育
行
政
を
つ

か
さ
ど
る
機
関
と
し
て
設
置
し

て
い
る
。
統
合
後
更
に
教
育
委

員
会
の
責
務
は
増
す
も
の
と
思

う
。
い
ず
れ
保
育
園
問
題
も
含

め
町
全
体
の
機
構
の
あ
り
方
と

し
て
検
討
す
る
。

　①
農
林
課
と
Ｊ
Ａ
で
﹁
儲
か
る

農
業
﹂
﹁
産
地
ブ
ラ
ン
ド
化
﹂

と
し
て
校
区
座
談
会
が
行
わ
れ

た
が
、
中
長
期
の
農
業
振
興
策

に
基
づ
い
て
の
こ
と
か
。

②
﹁
日
南
高
原
米
﹂
の
ブ
ラ
ン

ド
名
は
ど
こ
で
誰
が
ど
の
よ
う

に
決
め
た
の
か
。
公
募
し
て
決

め
る
べ
き
で
は
。

③
販
売
の
窓
口
と
な
る
地
域
振

興
公
社
の
実
態
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

①
農
家
に
元
気
を
出
し
て
も
ら

う
た
め
に
集
落
座
談
会
は
最
良

の
方
法
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ

は
、
第
四
次
日
南
町
総
合
計
画

に
沿
っ
た
取
り
組
み
で
あ
る
。

②
米
の
流
通
関
係
の
人
や
ほ
か

の
地
域
の
米
の
情
報
に
詳
し
い

人
の
意
見
を
参
考
に
私
が
決
定

し
た
。

③
公
社
の
事
業
目
的
に
沿
っ
た

取
り
組
み
と
思
っ
て
い
る
。
新

年
度
か
ら
本
格
的
な
販
売
体
制

に
向
け
て
条
件
整
備
を
行
っ
て

い
る
。

西
部
広
域
行
政
管
理

組
合
あ
り
方
と
ご
み

処
理

問問

町
営
バ
ス

問問

町
行
政
の
執
行
体
制

問問

小
学
校
統
合

問問

農
業
施
策

問問

久代安敏議員

統
合
小
学
校
新
築
案
は

　
重
大
か
つ
拙
速
な
方
針
転
換
で
は

﹁
日
南
町
教
育
の
あ
り
方
会
議
﹂の
意
見
な
ど



総
合
的
に
判
断
し
た
結
論

古都久志議員

行
政
全
体
の
企
画
・
立
案
・
執
行
に

　
一
貫
性
と
整
合
性
が
な
い
の
で
は

各
課
の
緊
密
な
連
携
と
調
整
で

　
　

整
合
性
を
図
っ
て
い
る

小
学
校
統
合
と

教
育

問問

高
齢
者
な
ど
の

医
療
保
険
制
度

問問

町政のここが聞きたい 町政のここが聞きたい

矢
田
町
長

答答

町

長

答答

町

長

答答
町

長

答答

矢
田
町
長

答答

町
長

答答

町

長

答答
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陳情の 審査結果陳情の 審査結果
件　　　　名 提　出　者 審　査　意　見（要旨） 結果

採　択

採　択

採　択

不採択

不採択

不採択

不採択

採　択

採　択

みなさんから提出のあった陳情を所管の常任委員 会で審査し、委員長から審査結果の報告を受けて
12月定例議会の本会議で審議した結果、次のとり 決定しました。

福栄井上靖記念館前駐車
場の舗装をしてください 福栄まちづくり協議会

日南町に関わりのある井上靖記念館「野分
けの館」専用駐車場として多方面からの利
用者も多く、日南町の文化施設として利便
上整備は必要と考える。

品目横断的経営安定対策
の見直しと、多様な担い
手の育成を求める陳情

鳥取県農民運動連合会
代表者　東田　久

小規模農業の多い中山間地域、とりわけ本
町にとって致命的打撃が予想され、過疎化
を一層加速させる恐れもある。意欲あるす
べての農家を対象にした経営安定対策を求
める願いは妥当と考える。

日豪をはじめとするＥＰＡ
路線を転換し自給率の向
上と食糧主権にもとづく
農政を求める陳情

鳥取県農民運動連合会
代表者　東田　久

本町にとって重要農産物の関税・撤廃を目
指すEPA協定は、食糧自給率をさらに低下
させ、国内農業に深刻な影響を及ぼすこと
が懸念されるため、願いは妥当である。

「JR不採用問題の解決に
向けた協議の開始を求め
る意見書」の提出を求め
る陳情書

国鉄労働組合米子地方
本部
執行委員長　小村　宗一

陳情者自ら問題解決に向けて努力されるこ
とが望ましい。

後期高齢者医療制度をは
じめ、高齢者医療制度改
悪の中止・撤回を求める意
見書採択を求める陳情書

日本自治体労働組合
総連合鳥取県本部
執行委員長　植谷　和則

高齢者が安心して医療にかかれる持続可能
な医療制度が必要である。

文科省による軍の「強制」
削除の沖縄「集団自決」
検定意見の撤回について
（陳情）

鳥取県西部地区革新
懇話会
代表　宮倉　博

既に国において記述の修正が認められてお
り、教科書発行会社において訂正申請がな
されている。

後期高齢者医療制度の撤
回・見直しを求める意見
書の提出について（陳情）

鳥取県西部地区革新
懇話会
代表　宮倉　博

高齢者が安心して医療にかかれる持続可能
な医療制度が必要である。

「保険でより良い歯科医
療の実現を求める意見書」
採択を求める陳情書

鳥取県保険医協会
理事長　松本　拾

近年患者数が増加している歯周病の定期管
理のための条件強化や義歯の作製・調製の
ための診療報酬の抑制、条件強化は医師・
患者双方にとって受け入れ難く、願いは妥
当と考える。

介護療養病床廃止・医療
療養病床削減計画中止の
意見書採択等を求める陳
情書

鳥取県保険医協会
理事長　松本　拾

2012年３月末での介護療養病床廃止・医
療療養病床の削減は安心して医療や介護
を受けたいと願う地域住民への配慮を欠
いており、願意は妥当である。

件　　　　名 提　出　者 審　査　意　見（要旨） 結果

採　択

採　択

不採択

一部採択

不採択

不採択

不採択

不採択

「現行保育制度の堅持・
拡充、保育・学童保育・
子育て支援予算の大幅増
額」を求める意見書提出
の陳情書

鳥取の保育を考える会
会長　石井　由加利

少子化が進行し、対策が急がれる時代背景
のもと安心して子供を産み健やかに育てる
ことが出来る環境の整備は国の最重要課題
である。よって願意は妥当である。

地方財政の強化・拡充、
及び財政健全化法の施行
にあたっては地方自治原
則の堅持の意見書採択を
求める陳情書

日本自治体労働組合
総連合鳥取県本部
執行委員長　植谷　和則

地方財政の強化、拡充、地方自治原則堅持
の願意は理解できる。

沖縄戦における日本軍の命
令・強制・誘導による「集
団自決」の記述を削除、修
正させた教科書検定の結果
を撤回し、同記述の速やか
な回復を要求する意見書提
出についての陳情書

反核・平和の火リレー
鳥取県実行委員会
実行委員長　岩井　良

既に国において記述の修正が認められてお
り、教科書発行会社において訂正申請がな
されている。

島根原子力発電所周辺の
断層調査と耐震基準の見
直し、及び原子力に依存
しないエネルギー政策の
転換を求める陳情書

反核・平和の火リレー
鳥取県実行委員会
実行委員長　岩井　良

陳情第１項目の鳥取県及び日南町を含め
た地域住民の安全確保のため、断層等の
再調査と耐震基準の見直しについての願
いは妥当である。　ただし、第２項目の
エネルギー基本計画の見直しについては、
現状では困難である。

「集団的自衛権」の行使
についての政府解釈の変
更及びにミサイル防衛シ
ステム導入に反対し、軍
事費・在日米軍への財政
支出への大幅に削減し、
地方自治体財源の充実を
要求する意見書について
の陳情書

反核・平和の火リレー
鳥取県実行委員会
実行委員長　岩井　良

集団的自衛権の行使の歯止めは必要であ
るが、自らの国を守る自衛のための整備
は必要である。

後期高齢者医療制度の中
止・撤回に関する陳情

全日本年金者組合
鳥取県西部支部
支部長　増田　修治

高齢者が安心して医療にかかれる持続可能
な医療制度が必要である。

後期高齢者医療制度の中
止・撤回に関する陳情

鳥取県社会保障
推進協議会
会長　藤田　安一

高齢者が安心して医療にかかれる持続可能
な医療制度が必要である。

後期高齢者医療制度の中
止・撤回に関する陳情

鳥取県西部地域労働
組合総連合
議長　山本　喜一

高齢者が安心して医療にかかれる持続可能
な医療制度が必要である。
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陳情の 審査結果陳情の 審査結果
件　　　　名 提　出　者 審　査　意　見（要旨） 結果

採　択

採　択

採　択

不採択

不採択

不採択

不採択

採　択

採　択

みなさんから提出のあった陳情を所管の常任委員 会で審査し、委員長から審査結果の報告を受けて
12月定例議会の本会議で審議した結果、次のとり 決定しました。

福栄井上靖記念館前駐車
場の舗装をしてください 福栄まちづくり協議会

日南町に関わりのある井上靖記念館「野分
けの館」専用駐車場として多方面からの利
用者も多く、日南町の文化施設として利便
上整備は必要と考える。

品目横断的経営安定対策
の見直しと、多様な担い
手の育成を求める陳情

鳥取県農民運動連合会
代表者　東田　久

小規模農業の多い中山間地域、とりわけ本
町にとって致命的打撃が予想され、過疎化
を一層加速させる恐れもある。意欲あるす
べての農家を対象にした経営安定対策を求
める願いは妥当と考える。

日豪をはじめとするＥＰＡ
路線を転換し自給率の向
上と食糧主権にもとづく
農政を求める陳情

鳥取県農民運動連合会
代表者　東田　久

本町にとって重要農産物の関税・撤廃を目
指すEPA協定は、食糧自給率をさらに低下
させ、国内農業に深刻な影響を及ぼすこと
が懸念されるため、願いは妥当である。

「JR不採用問題の解決に
向けた協議の開始を求め
る意見書」の提出を求め
る陳情書

国鉄労働組合米子地方
本部
執行委員長　小村　宗一

陳情者自ら問題解決に向けて努力されるこ
とが望ましい。

後期高齢者医療制度をは
じめ、高齢者医療制度改
悪の中止・撤回を求める意
見書採択を求める陳情書

日本自治体労働組合
総連合鳥取県本部
執行委員長　植谷　和則

高齢者が安心して医療にかかれる持続可能
な医療制度が必要である。

文科省による軍の「強制」
削除の沖縄「集団自決」
検定意見の撤回について
（陳情）

鳥取県西部地区革新
懇話会
代表　宮倉　博

既に国において記述の修正が認められてお
り、教科書発行会社において訂正申請がな
されている。

後期高齢者医療制度の撤
回・見直しを求める意見
書の提出について（陳情）

鳥取県西部地区革新
懇話会
代表　宮倉　博

高齢者が安心して医療にかかれる持続可能
な医療制度が必要である。

「保険でより良い歯科医
療の実現を求める意見書」
採択を求める陳情書

鳥取県保険医協会
理事長　松本　拾

近年患者数が増加している歯周病の定期管
理のための条件強化や義歯の作製・調製の
ための診療報酬の抑制、条件強化は医師・
患者双方にとって受け入れ難く、願いは妥
当と考える。

介護療養病床廃止・医療
療養病床削減計画中止の
意見書採択等を求める陳
情書

鳥取県保険医協会
理事長　松本　拾

2012年３月末での介護療養病床廃止・医
療療養病床の削減は安心して医療や介護
を受けたいと願う地域住民への配慮を欠
いており、願意は妥当である。

件　　　　名 提　出　者 審　査　意　見（要旨） 結果

採　択

採　択

不採択

一部採択

不採択

不採択

不採択

不採択

「現行保育制度の堅持・
拡充、保育・学童保育・
子育て支援予算の大幅増
額」を求める意見書提出
の陳情書

鳥取の保育を考える会
会長　石井　由加利

少子化が進行し、対策が急がれる時代背景
のもと安心して子供を産み健やかに育てる
ことが出来る環境の整備は国の最重要課題
である。よって願意は妥当である。

地方財政の強化・拡充、
及び財政健全化法の施行
にあたっては地方自治原
則の堅持の意見書採択を
求める陳情書

日本自治体労働組合
総連合鳥取県本部
執行委員長　植谷　和則

地方財政の強化、拡充、地方自治原則堅持
の願意は理解できる。

沖縄戦における日本軍の命
令・強制・誘導による「集
団自決」の記述を削除、修
正させた教科書検定の結果
を撤回し、同記述の速やか
な回復を要求する意見書提
出についての陳情書

反核・平和の火リレー
鳥取県実行委員会
実行委員長　岩井　良

既に国において記述の修正が認められてお
り、教科書発行会社において訂正申請がな
されている。

島根原子力発電所周辺の
断層調査と耐震基準の見
直し、及び原子力に依存
しないエネルギー政策の
転換を求める陳情書

反核・平和の火リレー
鳥取県実行委員会
実行委員長　岩井　良

陳情第１項目の鳥取県及び日南町を含め
た地域住民の安全確保のため、断層等の
再調査と耐震基準の見直しについての願
いは妥当である。　ただし、第２項目の
エネルギー基本計画の見直しについては、
現状では困難である。

「集団的自衛権」の行使
についての政府解釈の変
更及びにミサイル防衛シ
ステム導入に反対し、軍
事費・在日米軍への財政
支出への大幅に削減し、
地方自治体財源の充実を
要求する意見書について
の陳情書

反核・平和の火リレー
鳥取県実行委員会
実行委員長　岩井　良

集団的自衛権の行使の歯止めは必要であ
るが、自らの国を守る自衛のための整備
は必要である。

後期高齢者医療制度の中
止・撤回に関する陳情

全日本年金者組合
鳥取県西部支部
支部長　増田　修治

高齢者が安心して医療にかかれる持続可能
な医療制度が必要である。

後期高齢者医療制度の中
止・撤回に関する陳情

鳥取県社会保障
推進協議会
会長　藤田　安一

高齢者が安心して医療にかかれる持続可能
な医療制度が必要である。

後期高齢者医療制度の中
止・撤回に関する陳情

鳥取県西部地域労働
組合総連合
議長　山本　喜一

高齢者が安心して医療にかかれる持続可能
な医療制度が必要である。

─　　 ─173
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12月議会では、次の意見書（要旨）を総理大臣 ほか、関係大臣などに提出することを決めました。

道路特定財源の確保に関する意見書
　道路は、国民生活や経済･社会活動を支える最
も基礎的な社会資本であり、地域間格差を是正し、
地方の自主・自立を高め、安全･安心で活力に満ち
た地域社会の実現を目指すためには、道路整備は
必要不可欠である。
　地域高規格道路については、「国道183号鍵掛
峠道路」の整備促進にも大きな期待が寄せられて
いる。生活道路を含め、道路整備に対する地域住
民のニーズに応えるためには、道路特定財源の確
保が是非とも必要である。よって、次の事項を実
現されるよう強く要望する。

１　道路特定財源については、暫定税率を向こう
　10年間維持し、地方の道路整備の実態を踏ま
　え、全て道路整備に充当すること
２　道路特定財源の地方への傾斜配分を行うこと。
　あわせて、地方道路整備臨時交付金の継続及び
　交付割合の引き上げなどにより、地方の道路財
　源措置を充実すること
３　老朽化橋梁など、道路施設の維持管理に、道
　路特定財源を重点的に配分すること

地方財政の強化・拡充、及び財政健全
化法の施行にあたっては地方自治原
則の堅持を求める意見書
　政府の「地方分権」を名目にした「三位一体の改
革」により、地方自治体の財政状況が悪化し、住民
福祉の増進を安定的にすすめるうえで重大な困
難をもたらしている。
　真の地方分権を確立する自治体財政を確保す
るとともに、財政健全化法の施行あたっては地方
自治原則を蹂躙することのないよう、次の事項を
強く求める。

１　安定的税源の自治体への移譲、財政保障機能
　と財政調整機能を保障した地方交付税の確保
　等により地方財政を抜本的に拡充すること
２　財政健全化法の施行にあたっては、自治体関
　係者の意見や自主性を重んじ、自治体の
　　財政運営に対する国の関与を減らし、住民自
　治、及び住民の基本的人権を保障する措置を講
　じること

３　自治体の財源確保のための地方債発行に対
　する国の保障制度を堅持すること

品目横断的経営安定対策の見直しと、
多様な担い手の育成を求める意見書
　品目横断対策は、原則４　以上の認定農家か
20　以上の集落営農組織しか加入できず、小中
農家を政策の対象から外し地域の実情を無視し
た取り組みであり、農村の疲弊をさらに加速させ
るものであり、抜本的な見直しを求める。
　大多数の稲作農家は、現行の稲作所得盤確保対
策（稲得）が廃止されたもとで、輸入米や大手流通
資本の買いたたきで、低米価に苦しんでいる。よ
って、次の事項を実現するよう強く求めるのもで
ある。

１　品目横断対策を抜本的に見直し、農業に意欲
　のある人、農業を続けたい人をすべて対象にす
　ること
２　農産物の輸入を規制し、価格保障政策を復活
　充実させること
３　きめ細かな支援策を講じ、多様な農業の担い
　手を育成すること

日豪をはじめとするEPA路線を転換
し自給率の向上と食糧主権にもとづ
く農政を求める意見書
　政府は、オーストラリアとのEPA（経済連携協議）
締結にむけた２回目の交渉をおこなった。　しか
し、小麦、乳製品、牛肉、砂糖などの関税が撤廃さ
れると国内総生産が約7，900億円も減少すると
試算され、日本農業は壊滅的な打撃を受ける恐れ
がある。
　食糧主権にもとづいてWTOやアメリカの自由
化要求をはねのけるとともに、日豪EPAの交渉は、
即刻中止すべきである。よって、次の事項を実現
するよう強く求める。

１　政府は日豪EPA交渉を中止し、EPA路線を
　転換すること
２　食糧主権にもとづいて、国内生産を拡大し、
　食糧自給率を向上させる施策を強めること

㌶
㌶

保険でより良い歯科医療の実現を求
める意見書
　歯や口腔を健康な状態に保ち、咀嚼や口腔機能
を維持・回復することは全身の健康の増進や療養・
介護のＱＯＬを向上させ、国民医療費節減にも役
立っていることが「8020運動」によって実証され
ている。　
　また多くの国民は、歯科医療について保険の利
く範囲の拡大と自己負担の軽減を強く望んでいる。
　しかし現実の歯科医療では、歯科診療報酬が抑
制されているため、このような国民の要望に反し
て保険給付範囲が年々縮小されている。
　例えば歯周病の治療・定期的管理は事実上保険
で行えなくなった。　また、より良く噛める入れ
歯の提供が困難になっている。
　このような事態を放置すれば、多くの国民の健
康保持に支障をきたすだけでなく、国民医療費の
節減にも逆行することになりかねない。
　以上の点から、保険で歯周病の治療・管理が十
分にできるとともに、保険でより良く噛める入れ
歯が提供できるなど、保険でより良い歯科医療が
行えるよう求める。

介護療養病床廃止・医療療養病床削減
の中止を求める意見書
　政府は、第164通常国会において「医療制度改
革関連法」を成立させ、2012年３月末で12万床の
介護療養病床を廃止し、2006年現在23万床ある
医療療養病床（回復期リハビリテーション病棟を
除く）を15万床に削減することとした。
　昨年厚生労働省がまとめた都道府県の「療養病
床アンケート調査」では、日中・夜間とも自宅では
介護できる人がいないとの回答が、「医療療養病
床（54.3％）」「介護療養病床（61.4％）」にものぼ
っている。
　また、同調査では、医療療養病床における医療
区分１のうち、最低でも59.7％の患者が「都道府
県が例示した医療処置」を実施しており、介護療
養病床における医療区分１のうち、最低でも
58.4％が「都道府県が例示した医療処置」を実施
していることが判明している。
　療養病床の転換先として、介護老人保健施設や
特定施設などを示しているが、こうした施設では、
介護療養型や医療療養病床のように必要な医療

は提供できない。
　ついては、地域住民が、いつでも、どこでも安心
して必要な入院医療を受けられるようにするた
めに、次の事項を要望する。

記
１　介護療養病床廃止、医療療養病床大幅削減計
　画を中止すること
２　地域住民が安心して暮らせるように、介護保
　険事業計画の参酌標準を見直し医療、介護、福
　祉制度や施設等の基盤を充実させること

現行保育制度の堅持・充実、保育・学童
保育・子育て支援予算の大幅増額を求
める意見書
　急激な少子化の進行、児童虐待など子育て困難
が広がるなかで、安心して子どもを生み育てられ
る環境の整備が切実に求められており、保育・学
童保育、子育て支援への期待がかつてなく高まっ
ている。政府は国をあげて次世代育成支援、少子
化対策に取り組むとしながら、一方で公立保育所
運営費の一般財源化や保育予算の削減、公立保育
所廃止・民営化の推進、幼稚園・保育所の現行基準
を大幅に切り下げて認可外施設も認める「認定こ
ども園」制度を推進し、保育公的責任と国の基準（ナ
ショナルミニマム）を後退させ、公的保育制度を
なし崩しにしようとしている。これらは、国会で
採択された請願内容と大きく矛盾するものである。
　必要なのは、すべての子どもたちの権利を保護
するために、請願の趣旨及び請願項目を早急に具
体化し、国・自治体の責任で保育・学童保育、子育
て支援政策を大幅に拡充することである。よって、
次の項目の具体化を図られるよう強く要請する。

記
１　現行保育制度を堅持・拡充し、直接入所方式
　や直接補助方式を導入しないこと
２　保育所最低基準・幼稚園設置基準を堅持し、
　抜本的に改善すること
３　保育所、幼稚園、学童保育、子育て支援施策関
　連予算を大幅に増額すること
４　子育てに関わる保護者負担を軽減し、労働時
　間の短縮など仕事と子育て両立のための環境
　整備を進めること

意見書を提出

─　　 ─174
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12月議会では、次の意見書（要旨）を総理大臣 ほか、関係大臣などに提出することを決めました。

道路特定財源の確保に関する意見書
　道路は、国民生活や経済･社会活動を支える最
も基礎的な社会資本であり、地域間格差を是正し、
地方の自主・自立を高め、安全･安心で活力に満ち
た地域社会の実現を目指すためには、道路整備は
必要不可欠である。
　地域高規格道路については、「国道183号鍵掛
峠道路」の整備促進にも大きな期待が寄せられて
いる。生活道路を含め、道路整備に対する地域住
民のニーズに応えるためには、道路特定財源の確
保が是非とも必要である。よって、次の事項を実
現されるよう強く要望する。

１　道路特定財源については、暫定税率を向こう
　10年間維持し、地方の道路整備の実態を踏ま
　え、全て道路整備に充当すること
２　道路特定財源の地方への傾斜配分を行うこと。
　あわせて、地方道路整備臨時交付金の継続及び
　交付割合の引き上げなどにより、地方の道路財
　源措置を充実すること
３　老朽化橋梁など、道路施設の維持管理に、道
　路特定財源を重点的に配分すること

地方財政の強化・拡充、及び財政健全
化法の施行にあたっては地方自治原
則の堅持を求める意見書
　政府の「地方分権」を名目にした「三位一体の改
革」により、地方自治体の財政状況が悪化し、住民
福祉の増進を安定的にすすめるうえで重大な困
難をもたらしている。
　真の地方分権を確立する自治体財政を確保す
るとともに、財政健全化法の施行あたっては地方
自治原則を蹂躙することのないよう、次の事項を
強く求める。

１　安定的税源の自治体への移譲、財政保障機能
　と財政調整機能を保障した地方交付税の確保
　等により地方財政を抜本的に拡充すること
２　財政健全化法の施行にあたっては、自治体関
　係者の意見や自主性を重んじ、自治体の
　　財政運営に対する国の関与を減らし、住民自
　治、及び住民の基本的人権を保障する措置を講
　じること

３　自治体の財源確保のための地方債発行に対
　する国の保障制度を堅持すること

品目横断的経営安定対策の見直しと、
多様な担い手の育成を求める意見書
　品目横断対策は、原則４　以上の認定農家か
20　以上の集落営農組織しか加入できず、小中
農家を政策の対象から外し地域の実情を無視し
た取り組みであり、農村の疲弊をさらに加速させ
るものであり、抜本的な見直しを求める。
　大多数の稲作農家は、現行の稲作所得盤確保対
策（稲得）が廃止されたもとで、輸入米や大手流通
資本の買いたたきで、低米価に苦しんでいる。よ
って、次の事項を実現するよう強く求めるのもで
ある。

１　品目横断対策を抜本的に見直し、農業に意欲
　のある人、農業を続けたい人をすべて対象にす
　ること
２　農産物の輸入を規制し、価格保障政策を復活
　充実させること
３　きめ細かな支援策を講じ、多様な農業の担い
　手を育成すること

日豪をはじめとするEPA路線を転換
し自給率の向上と食糧主権にもとづ
く農政を求める意見書
　政府は、オーストラリアとのEPA（経済連携協議）
締結にむけた２回目の交渉をおこなった。　しか
し、小麦、乳製品、牛肉、砂糖などの関税が撤廃さ
れると国内総生産が約7，900億円も減少すると
試算され、日本農業は壊滅的な打撃を受ける恐れ
がある。
　食糧主権にもとづいてWTOやアメリカの自由
化要求をはねのけるとともに、日豪EPAの交渉は、
即刻中止すべきである。よって、次の事項を実現
するよう強く求める。

１　政府は日豪EPA交渉を中止し、EPA路線を
　転換すること
２　食糧主権にもとづいて、国内生産を拡大し、
　食糧自給率を向上させる施策を強めること

㌶
㌶

保険でより良い歯科医療の実現を求
める意見書
　歯や口腔を健康な状態に保ち、咀嚼や口腔機能
を維持・回復することは全身の健康の増進や療養・
介護のＱＯＬを向上させ、国民医療費節減にも役
立っていることが「8020運動」によって実証され
ている。　
　また多くの国民は、歯科医療について保険の利
く範囲の拡大と自己負担の軽減を強く望んでいる。
　しかし現実の歯科医療では、歯科診療報酬が抑
制されているため、このような国民の要望に反し
て保険給付範囲が年々縮小されている。
　例えば歯周病の治療・定期的管理は事実上保険
で行えなくなった。　また、より良く噛める入れ
歯の提供が困難になっている。
　このような事態を放置すれば、多くの国民の健
康保持に支障をきたすだけでなく、国民医療費の
節減にも逆行することになりかねない。
　以上の点から、保険で歯周病の治療・管理が十
分にできるとともに、保険でより良く噛める入れ
歯が提供できるなど、保険でより良い歯科医療が
行えるよう求める。

介護療養病床廃止・医療療養病床削減
の中止を求める意見書
　政府は、第164通常国会において「医療制度改
革関連法」を成立させ、2012年３月末で12万床の
介護療養病床を廃止し、2006年現在23万床ある
医療療養病床（回復期リハビリテーション病棟を
除く）を15万床に削減することとした。
　昨年厚生労働省がまとめた都道府県の「療養病
床アンケート調査」では、日中・夜間とも自宅では
介護できる人がいないとの回答が、「医療療養病
床（54.3％）」「介護療養病床（61.4％）」にものぼ
っている。
　また、同調査では、医療療養病床における医療
区分１のうち、最低でも59.7％の患者が「都道府
県が例示した医療処置」を実施しており、介護療
養病床における医療区分１のうち、最低でも
58.4％が「都道府県が例示した医療処置」を実施
していることが判明している。
　療養病床の転換先として、介護老人保健施設や
特定施設などを示しているが、こうした施設では、
介護療養型や医療療養病床のように必要な医療

は提供できない。
　ついては、地域住民が、いつでも、どこでも安心
して必要な入院医療を受けられるようにするた
めに、次の事項を要望する。

記
１　介護療養病床廃止、医療療養病床大幅削減計
　画を中止すること
２　地域住民が安心して暮らせるように、介護保
　険事業計画の参酌標準を見直し医療、介護、福
　祉制度や施設等の基盤を充実させること

現行保育制度の堅持・充実、保育・学童
保育・子育て支援予算の大幅増額を求
める意見書
　急激な少子化の進行、児童虐待など子育て困難
が広がるなかで、安心して子どもを生み育てられ
る環境の整備が切実に求められており、保育・学
童保育、子育て支援への期待がかつてなく高まっ
ている。政府は国をあげて次世代育成支援、少子
化対策に取り組むとしながら、一方で公立保育所
運営費の一般財源化や保育予算の削減、公立保育
所廃止・民営化の推進、幼稚園・保育所の現行基準
を大幅に切り下げて認可外施設も認める「認定こ
ども園」制度を推進し、保育公的責任と国の基準（ナ
ショナルミニマム）を後退させ、公的保育制度を
なし崩しにしようとしている。これらは、国会で
採択された請願内容と大きく矛盾するものである。
　必要なのは、すべての子どもたちの権利を保護
するために、請願の趣旨及び請願項目を早急に具
体化し、国・自治体の責任で保育・学童保育、子育
て支援政策を大幅に拡充することである。よって、
次の項目の具体化を図られるよう強く要請する。

記
１　現行保育制度を堅持・拡充し、直接入所方式
　や直接補助方式を導入しないこと
２　保育所最低基準・幼稚園設置基準を堅持し、
　抜本的に改善すること
３　保育所、幼稚園、学童保育、子育て支援施策関
　連予算を大幅に増額すること
４　子育てに関わる保護者負担を軽減し、労働時
　間の短縮など仕事と子育て両立のための環境
　整備を進めること

意見書を提出
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総
務
教
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委
員
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に
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て
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小
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に
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に
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て
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に
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日

　
　
　
鳥
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日
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国
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月
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会
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学
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調
査
特
別
委
員
会
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）
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会
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会
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委
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会
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回
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〃
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学
校
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す
る

　
　
　
調
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別
委
員
会
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日
　
小
学
校
統
合
に
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す
る
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会

〃

総
務
教
育
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委
員
会

〃

経
済
福
祉
常
任
委
員
会

25
日
　
西
部
町
村
議
会
議
長
会

　
　
　
連
絡
会

〃

西
部
広
域
行
政
管
理
組

　
　
　
合
議
会
臨
時
会

28
日
　
議
会
広
報
調
査
特
別
委

　
　
　
員
会

３
日
　
公
明
党
新
春
の
集
い

５
日
　
総
務
教
育
常
任
委
員
会

８
日
　
議
会
広
報
調
査
特
別
委

　
　
　
員
会

13
日
　
経
済
福
祉
常
任
委
員
会

〃

議
会
広
報
調
査
特
別
委

　
　
　
員
会

15
日
　
鳥
取
県
町
村
議
会
議
長

　
　
　
会
定
期
総
会

16
日
　
鳥
取
県
選
出
国
会
議
員

　
　
　
新
春
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同
会
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日
　
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

　
　
　
連
合
組
合
議
会

20
日
　
小
学
校
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合
に
関
す
る

　
　
　
調
査
特
別
委
員
会

　１
調
査
先
の
概
要

　　
■
福
岡
県
大
木
町

　
人
口
１
万
４
５
０
０
人
の

農
業
の
町
で
あ
る
。
持
続
可
能

な
循
環
社
会
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は

地
域
・
住
民
協
働
と
位
置
付
け

①
ゴ
ミ
を
出
さ
な
い
（
ゼ
ロ
・

ウ
ェ
イ
ス
ト
）
②
バ
イ
オ
マ
ス

の
利
活
用
③
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
普
及
（
太
陽
光
発
電
・

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
）
を
重
点
に

活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
主
な

活
動
内
容
は
、
バ
イ
オ
マ
ス
タ

ウ
ン
の
認
定
を
受
け
た
「
大
木

町
有
機
資
源
循
環
事
業
」
で
、

生
ゴ
ミ
・
し
尿
・
浄
化
槽
汚
泥

を
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
有
機
肥
料
に

分
解
す
る
取
り
組
み
、
廃
食
用

油
を
軽
油
代
替
燃
料
（
Ｂ
Ｄ
Ｆ
）

に
転
換
す
る
事
業
を
行
っ
て
い

る
。
そ
の
循
環
の
ま
ち
づ
く
り

の
拠
点
施
設
が
「
お
お
き
循
環

セ
ン
タ
ー
く
る
る
ん
」
で
あ
る
。

国
の
バ
イ
オ
マ
ス
の
輪
づ
く
り

交
付
金
を
受
け
、
平
成
18
年
に

総
事
業
費
約
11
億
円
で
第
一
期

工
事
が
完
成
し
た
。

　
有
機
資
源
循
環
事
業
で
家
庭
・

事
業
所
の
生
ゴ
ミ
を
バ
ケ
ツ
コ

ン
テ
ナ
方
式
で
週
２
回
収
集
し
、

分
別
の
徹
底
か
ら
燃
や
す
ゴ
ミ

の
収
集
は
週
１
回
と
な
っ
て
い

る
。
収
集
さ
れ
た
生
ゴ
ミ
は
、

し
尿
・
浄
化
槽
汚
泥
と
共
に
発

酵
さ
せ
メ
タ
ン
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン

に
よ
る
発
電
を
し
た
後
有
機
質

液
肥
（
バ
イ
オ
ガ
ス
液
肥
）
と

な
り
、
年
間
６
千
ト
ン
が
生
産

さ
れ
、
１
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農

地
に
還
元
撒
布
さ
れ
て
い
る
。

「
く
る
っ
肥
」
と
名
付
け
ら
れ

た
肥
料
は
、
福
岡
県
認
証
の
減

農
薬
・
減
化
学
肥
料
基
準
に
よ

る
環
境
保
全
型
特
別
栽
培
米
に

活
用
さ
れ
「
輪
の
め
ぐ
み
」
と

し
て
販
売
さ
れ
て
い
る
。

　
特
筆
す
べ
き
点
を
整
理
す
る

と
、
①
生
ゴ
ミ
・
し
尿
・
浄
化

槽
汚
泥
を
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
化

す
る
施
設
で
あ
り
、
処
理
施
設

で
は
な
い
と
明
確
に
位
置
付
け

ら
れ
て
い
る
。
②
町
の
中
心
部

に
建
設
さ
れ
て
お
り
、
循
環
学

習
、
地
産
地
消
の
推
進
な
ど
ま

ち
づ
く
り
の
拠
点
と
な
っ
て
い

る
。
③
処
理
の
た
め
の
分
別
で

は
な
く
、
資
源
と
し
て
活
用
す

る
た
め
の
分
別
を
徹
底
し
て
い

る
。
④
ゴ
ミ
処
理
か
ら
循
環
で

町
の
負
担
軽
減
に
貢
献
し
て
い

る
。

　
■
大
分
県
九
重
町

　
人
口
一
万
一
０
０
０
人
、
高

齢
化
率
34
・
１
％
の
農
林
業
と

観
光
の
町
で
あ
る
。
豊
か
な
自

然
環
境
と
温
泉
資
源
を
活
用
し

た
開
発
が
行
わ
れ
、
平
成
18
年

に
は
日
本
一
の
長
さ
と
高
さ
を

誇
る
「
九
重
夢
大
吊
橋
」
が
完

成
し
、
四
季
を
通
じ
多
く
の
観

光
客
が
訪
れ
て
い
る
。

　
九
重
町
は
当
面
合
併
せ
ず
単

独
の
「
自
律
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
め
ざ
し
、
自
助
・
共
助
・
公

助
の
基
本
原
則
の
も
と
①
地
区

協
議
会
を
設
け
住
民
と
行
政
と

の
協
働
で
築
く
ま
ち
づ
く
り
②

豊
か
な
自
然
と
温
泉
の
利
活
用

な
ど
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
③
最
小
の
経
費
で

最
大
の
効
果
を
生
む
た
め
、
行

財
政
改
革
で
簡
素
で
効
率
的
な

行
政
運
営
を
推
進
し
て
い
る
。

そ
し
て
住
民
に
よ
る
住
民
の
た

め
の
一
歩
を
踏
み
出
す
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
「
九
重
町
ま
ち
づ

く
り
基
本
条
例
」
を
制
定
し
て

い
る
。

２
考
　
察

１.

大
量
生
産
・
大
量
消
費
・

大
量
廃
棄
・
焼
却
処
分
型
社
会

を
営
み
、
自
然
界
に
大
き
な
負

荷
を
与
え
て
き
た
反
省
か
ら
、

自
然
環
境
と
の
共
生
と
持
続
可

能
な
循
環
型
社
会
を
め
ざ
す
取

り
組
み
は
、
今
後
の
日
南
町
に

お
け
る
施
策
の
方
向
性
を
示
唆

し
参
考
に
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
設
置
の
難
し
い
施
設
を
町
の

中
心
地
に
建
設
す
る
た
め
に
、

ど
の
よ
う
な
手
法
で
合
意
形
成

が
な
さ
れ
た
の
か
、
住
民
と
行

政
と
の
強
い
信
頼
関
係
が
必
要

で
あ
る
こ
と
は
当
然
予
測
す
る

こ
と
が
出
来
る
。
日
南
町
に
お

い
て
も
、
こ
れ
ま
で
焼
却
処
分

が
中
心
的
な
考
え
方
で
あ
っ
た

が
、
今
後
の
施
策
に
お
い
て
は
、

焼
却
し
な
い
処
理
、
あ
る
い
は

資
源
と
し
て
再
利
用
す
る
方
式

へ
転
換
す
る
時
機
に
来
て
い
る

と
判
断
出
来
る
。

２.

行
政
へ
の
過
度
の
依
存
が

自
ら
行
う
自
治
活
動
か
ら
遠
ざ

か
り
、
地
域
の
課
題
解
決
に
支

障
を
き
た
し
て
い
る
中
で
、
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
共
同
社
会
を

回
復
さ
せ
て
い
く
事
は
、
大
き

な
課
題
で
あ
る
。
九
重
町
の

取
り
組
み
は
、
年
間
６
０
６
万

人
の
観
光
客
、
55
万
人
の
町
内

宿
泊
客
を
抱
え
、
さ
ら
に
「
九

重
夢
大
吊
橋
」
の
完
成
か
ら
四

季
を
通
じ
多
く
の
観
光
客
が
訪

れ
一
見
華
や
か
で
恵
ま
れ
て
い

る
と
思
わ
れ
る
反
面
、
高
齢
化

率
が
34
・
１
％
に
達
し
、
10
年

後
に
は
３
分
の
２
が
限
界
集
落

に
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
中

で
、
町
の
生
き
残
り
を
か
け
た

取
り
組
み
で
あ
る
と
同
時
に
山

間
地
域
の
定
住
施
策
の
困
難
性

を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

住
民
と
行
政
が
知
恵
を
出
し
合

い
な
が
ら
行
う
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
は
、
ま
だ
そ
の
緒
に
つ
い

た
ば
か
り
で
あ
る
が
、
そ
の
思

い
は
日
南
町
で
も
同
じ
で
あ
り

今
後
一
層
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

~

第15回広報コンクールで最優秀賞を受賞第15回広報コンクールで最優秀賞を受賞
　
鳥
取
県
内
の
町
村
議
会
が
発
行
す
る
議
会
広
報
の
コ

ン
ク
ー
ル
（
鳥
取
県
町
村
議
会
議
長
会
主
催
）
で
、
日

南
町
議
会
だ
よ
り(

第
107
号)

が
「
最
優
秀
賞
」
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　
議
会
広
報
は
、
年
４
回
の
定
例
会
後
に
発
行
し
て

い
ま
す
が
、
今
後
と
も
一
層
の
研
さ
ん
を
重
ね
、
読

み
や
す
く
分
か
り
や
す
い
紙
面
づ
く
り
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

※
議
会
広
報
は
日
南
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

　
ご
覧
に
な
れ
ま
す

（
審
査
員
の
講
評
よ
り
）

　
・
レ
イ
ア
ウ
ト
に
無
駄
な
ス
ペ
ー
ス
が
無
い

　
・
各
項
目
が
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る

　
・
カ
ラ
ー
の
使
い
方
が
抜
群

　
平
成
19
年
10
月
17
日
か
ら
10

月
19
日
ま
で
の
３
日
間
、
議
員

全
員
で
調
査
し
ま
し
た
。

くるるんの現地調査

九重町役場で研修

　
（
2
月
）

行
政
調
査
報
告
書

委
員
会
の
動
き

─　　 ─176
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総
務
教
育
常
任
委
員
会

　
11
月
２
日

▼
町
営
バ
ス
に
つ
い
て

▼
小
学
校
統
合
に
つ
い
て

　
11
月
28
日

▼
小
学
校
統
合
に
つ
い
て

　
１
月
23
日

▼
総
務
課
・
企
画
課
平
成
20
年

　
度
所
管
事
務
取
組
み
に
つ
い

　
て

経
済
福
祉
常
任
委
員
会

　
11
月
14
日

▼
に
ち
な
ん
ブ
ラ
ン
ド
化
促
進

　
事
業
に
つ
い
て

▼
木
材
団
地
整
備
事
業
に
つ
い
て

　
１
月
23
日

▼
建
設
課
・
農
林
課
平
成
20
年

　
度
所
管
事
務
取
組
み
に
つ
い

　
て

全
員
協
議
会

　
11
月
14
日

▼
小
学
校
統
合
に
つ
い
て

　
12
月
17
日

▼
賃
貸
住
宅
建
設
管
理
運
営
事

　
業
に
つ
い
て

▼
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ

　
い
て

　
１
月
10
日

▼
日
南
病
院
の
医
療
体
制
に
つ

　
い
て

小
学
校
統
合
に
関
す
る
調
査

特
別
委
員
会

　
12
月
17
日

▼
小
学
校
統
合
に
つ
い
て

　
１
月
15
日

▼
小
学
校
統
合
保
護
者
会
協
議

　
事
項
に
つ
い
て

　
１
月
23
日

▼
統
合
小
学
校
新
校
舎
設
計
に

　
つ
い
て

　
（
11
月
）

27
日
　
西
部
広
域
行
政
管
理
組

　
　
　
合
議
会
決
算
審
査
特
別

　
　
　
委
員
会

28
日
　
総
務
教
育
常
任
委
員
会

29
日

　
　
　
鳥
取
県
町
村
議
会
議
長

30
日
　
全
国
大
会

　
（
12
月
）

４
日
　
議
会
運
営
委
員
会

12
日
　
12
月
定
例
会

　
　
　
（
本
会
議
）

17
日
　
小
学
校
統
合
に
関
す
る

　
　
　
調
査
特
別
委
員
会

20
日
　
12
月
定
例
会

　
　
　
（
本
会
議
）

　
（
1
月
）

10
日
　
西
部
町
村
議
会
議
長
会

　
　
　
連
絡
会

11
日
　
議
会
広
報
調
査
特
別
委

　
　
　
員
会

15
日
　
第
一
回
臨
時
議
会

〃

小
学
校
統
合
に
関
す
る

　
　
　
調
査
特
別
委
員
会

23
日
　
小
学
校
統
合
に
関
す
る

　
　
　
調
査
特
別
委
員
会

〃

総
務
教
育
常
任
委
員
会

〃

経
済
福
祉
常
任
委
員
会

25
日
　
西
部
町
村
議
会
議
長
会

　
　
　
連
絡
会

〃

西
部
広
域
行
政
管
理
組

　
　
　
合
議
会
臨
時
会

28
日
　
議
会
広
報
調
査
特
別
委

　
　
　
員
会

３
日
　
公
明
党
新
春
の
集
い

５
日
　
総
務
教
育
常
任
委
員
会

８
日
　
議
会
広
報
調
査
特
別
委

　
　
　
員
会

13
日
　
経
済
福
祉
常
任
委
員
会

〃

議
会
広
報
調
査
特
別
委

　
　
　
員
会

15
日
　
鳥
取
県
町
村
議
会
議
長

　
　
　
会
定
期
総
会

16
日
　
鳥
取
県
選
出
国
会
議
員

　
　
　
新
春
合
同
会

19
日
　
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

　
　
　
連
合
組
合
議
会

20
日
　
小
学
校
統
合
に
関
す
る

　
　
　
調
査
特
別
委
員
会

　１
調
査
先
の
概
要

　　
■
福
岡
県
大
木
町

　
人
口
１
万
４
５
０
０
人
の

農
業
の
町
で
あ
る
。
持
続
可
能

な
循
環
社
会
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は

地
域
・
住
民
協
働
と
位
置
付
け

①
ゴ
ミ
を
出
さ
な
い
（
ゼ
ロ
・

ウ
ェ
イ
ス
ト
）
②
バ
イ
オ
マ
ス

の
利
活
用
③
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
普
及
（
太
陽
光
発
電
・

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
）
を
重
点
に

活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
主
な

活
動
内
容
は
、
バ
イ
オ
マ
ス
タ

ウ
ン
の
認
定
を
受
け
た
「
大
木

町
有
機
資
源
循
環
事
業
」
で
、

生
ゴ
ミ
・
し
尿
・
浄
化
槽
汚
泥

を
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
有
機
肥
料
に

分
解
す
る
取
り
組
み
、
廃
食
用

油
を
軽
油
代
替
燃
料
（
Ｂ
Ｄ
Ｆ
）

に
転
換
す
る
事
業
を
行
っ
て
い

る
。
そ
の
循
環
の
ま
ち
づ
く
り

の
拠
点
施
設
が
「
お
お
き
循
環

セ
ン
タ
ー
く
る
る
ん
」
で
あ
る
。

国
の
バ
イ
オ
マ
ス
の
輪
づ
く
り

交
付
金
を
受
け
、
平
成
18
年
に

総
事
業
費
約
11
億
円
で
第
一
期

工
事
が
完
成
し
た
。

　
有
機
資
源
循
環
事
業
で
家
庭
・

事
業
所
の
生
ゴ
ミ
を
バ
ケ
ツ
コ

ン
テ
ナ
方
式
で
週
２
回
収
集
し
、

分
別
の
徹
底
か
ら
燃
や
す
ゴ
ミ

の
収
集
は
週
１
回
と
な
っ
て
い

る
。
収
集
さ
れ
た
生
ゴ
ミ
は
、

し
尿
・
浄
化
槽
汚
泥
と
共
に
発

酵
さ
せ
メ
タ
ン
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン

に
よ
る
発
電
を
し
た
後
有
機
質

液
肥
（
バ
イ
オ
ガ
ス
液
肥
）
と

な
り
、
年
間
６
千
ト
ン
が
生
産

さ
れ
、
１
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農

地
に
還
元
撒
布
さ
れ
て
い
る
。

「
く
る
っ
肥
」
と
名
付
け
ら
れ

た
肥
料
は
、
福
岡
県
認
証
の
減

農
薬
・
減
化
学
肥
料
基
準
に
よ

る
環
境
保
全
型
特
別
栽
培
米
に

活
用
さ
れ
「
輪
の
め
ぐ
み
」
と

し
て
販
売
さ
れ
て
い
る
。

　
特
筆
す
べ
き
点
を
整
理
す
る

と
、
①
生
ゴ
ミ
・
し
尿
・
浄
化

槽
汚
泥
を
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
化

す
る
施
設
で
あ
り
、
処
理
施
設

で
は
な
い
と
明
確
に
位
置
付
け

ら
れ
て
い
る
。
②
町
の
中
心
部

に
建
設
さ
れ
て
お
り
、
循
環
学

習
、
地
産
地
消
の
推
進
な
ど
ま

ち
づ
く
り
の
拠
点
と
な
っ
て
い

る
。
③
処
理
の
た
め
の
分
別
で

は
な
く
、
資
源
と
し
て
活
用
す

る
た
め
の
分
別
を
徹
底
し
て
い

る
。
④
ゴ
ミ
処
理
か
ら
循
環
で

町
の
負
担
軽
減
に
貢
献
し
て
い

る
。

　
■
大
分
県
九
重
町

　
人
口
一
万
一
０
０
０
人
、
高

齢
化
率
34
・
１
％
の
農
林
業
と

観
光
の
町
で
あ
る
。
豊
か
な
自

然
環
境
と
温
泉
資
源
を
活
用
し

た
開
発
が
行
わ
れ
、
平
成
18
年

に
は
日
本
一
の
長
さ
と
高
さ
を

誇
る
「
九
重
夢
大
吊
橋
」
が
完

成
し
、
四
季
を
通
じ
多
く
の
観

光
客
が
訪
れ
て
い
る
。

　
九
重
町
は
当
面
合
併
せ
ず
単

独
の
「
自
律
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
め
ざ
し
、
自
助
・
共
助
・
公

助
の
基
本
原
則
の
も
と
①
地
区

協
議
会
を
設
け
住
民
と
行
政
と

の
協
働
で
築
く
ま
ち
づ
く
り
②

豊
か
な
自
然
と
温
泉
の
利
活
用

な
ど
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
③
最
小
の
経
費
で

最
大
の
効
果
を
生
む
た
め
、
行

財
政
改
革
で
簡
素
で
効
率
的
な

行
政
運
営
を
推
進
し
て
い
る
。

そ
し
て
住
民
に
よ
る
住
民
の
た

め
の
一
歩
を
踏
み
出
す
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
「
九
重
町
ま
ち
づ

く
り
基
本
条
例
」
を
制
定
し
て

い
る
。

２
考
　
察

１.

大
量
生
産
・
大
量
消
費
・

大
量
廃
棄
・
焼
却
処
分
型
社
会

を
営
み
、
自
然
界
に
大
き
な
負

荷
を
与
え
て
き
た
反
省
か
ら
、

自
然
環
境
と
の
共
生
と
持
続
可

能
な
循
環
型
社
会
を
め
ざ
す
取

り
組
み
は
、
今
後
の
日
南
町
に

お
け
る
施
策
の
方
向
性
を
示
唆

し
参
考
に
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
設
置
の
難
し
い
施
設
を
町
の

中
心
地
に
建
設
す
る
た
め
に
、

ど
の
よ
う
な
手
法
で
合
意
形
成

が
な
さ
れ
た
の
か
、
住
民
と
行

政
と
の
強
い
信
頼
関
係
が
必
要

で
あ
る
こ
と
は
当
然
予
測
す
る

こ
と
が
出
来
る
。
日
南
町
に
お

い
て
も
、
こ
れ
ま
で
焼
却
処
分

が
中
心
的
な
考
え
方
で
あ
っ
た

が
、
今
後
の
施
策
に
お
い
て
は
、

焼
却
し
な
い
処
理
、
あ
る
い
は

資
源
と
し
て
再
利
用
す
る
方
式

へ
転
換
す
る
時
機
に
来
て
い
る

と
判
断
出
来
る
。

２.

行
政
へ
の
過
度
の
依
存
が

自
ら
行
う
自
治
活
動
か
ら
遠
ざ

か
り
、
地
域
の
課
題
解
決
に
支

障
を
き
た
し
て
い
る
中
で
、
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
共
同
社
会
を

回
復
さ
せ
て
い
く
事
は
、
大
き

な
課
題
で
あ
る
。
九
重
町
の

取
り
組
み
は
、
年
間
６
０
６
万

人
の
観
光
客
、
55
万
人
の
町
内

宿
泊
客
を
抱
え
、
さ
ら
に
「
九

重
夢
大
吊
橋
」
の
完
成
か
ら
四

季
を
通
じ
多
く
の
観
光
客
が
訪

れ
一
見
華
や
か
で
恵
ま
れ
て
い

る
と
思
わ
れ
る
反
面
、
高
齢
化

率
が
34
・
１
％
に
達
し
、
10
年

後
に
は
３
分
の
２
が
限
界
集
落

に
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
中

で
、
町
の
生
き
残
り
を
か
け
た

取
り
組
み
で
あ
る
と
同
時
に
山

間
地
域
の
定
住
施
策
の
困
難
性

を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

住
民
と
行
政
が
知
恵
を
出
し
合

い
な
が
ら
行
う
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
は
、
ま
だ
そ
の
緒
に
つ
い

た
ば
か
り
で
あ
る
が
、
そ
の
思

い
は
日
南
町
で
も
同
じ
で
あ
り

今
後
一
層
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

~

第15回広報コンクールで最優秀賞を受賞第15回広報コンクールで最優秀賞を受賞
　
鳥
取
県
内
の
町
村
議
会
が
発
行
す
る
議
会
広
報
の
コ

ン
ク
ー
ル
（
鳥
取
県
町
村
議
会
議
長
会
主
催
）
で
、
日

南
町
議
会
だ
よ
り(

第
107
号)

が
「
最
優
秀
賞
」
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　
議
会
広
報
は
、
年
４
回
の
定
例
会
後
に
発
行
し
て

い
ま
す
が
、
今
後
と
も
一
層
の
研
さ
ん
を
重
ね
、
読

み
や
す
く
分
か
り
や
す
い
紙
面
づ
く
り
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

※
議
会
広
報
は
日
南
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

　
ご
覧
に
な
れ
ま
す

（
審
査
員
の
講
評
よ
り
）

　
・
レ
イ
ア
ウ
ト
に
無
駄
な
ス
ペ
ー
ス
が
無
い

　
・
各
項
目
が
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る

　
・
カ
ラ
ー
の
使
い
方
が
抜
群

　
平
成
19
年
10
月
17
日
か
ら
10

月
19
日
ま
で
の
３
日
間
、
議
員

全
員
で
調
査
し
ま
し
た
。

くるるんの現地調査

九重町役場で研修

　
（
2
月
）

行
政
調
査
報
告
書

委
員
会
の
動
き

─　　 ─177
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至横田

至印賀

至
茶
屋

下阿毘縁
神社

ゆきんこ村

教員住宅
山上別山上別

解脱寺
解脱寺

七巡り田の石塔七巡り田の石塔
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　世帯数／2,335世帯
　人　口／6,161人
（平成20年1月末日現在）

安心・安全のよりどころ

古紙配合率100％
再生紙を使用しています

ち

きゅ
うにやさし

い

　

再生紙利用

編
集
後
記

　
平
成
20
年
も
早
２
ヶ
月
が

過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
何
か
と
閉
塞
感
に
包
ま
れ

て
い
る
昨
今
で
す
が
、
新
年

度
に
は
、
　
オ
ロ
チ
の
操
業

開
始
や
統
合
小
学
校
の
建
設

な
ど
、
新
た
な
動
き
も
出
て

き
ま
す
。

　
今
年
こ
そ
地
方
に
明
る
さ

が
見
え
る
年
に
な
る
こ
と
を

願
い
な
が
ら
も
、
議
員
一
同

自
ら
も
使
命
を
果
た
す
べ
く

精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
坪
倉
　
記

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

　
　
委
員
長
　
久
代
　
安
敏

　
　
副
委
員
長
　
古
都
　
久
志

　
　
委
　
　
員
　
福
田
　
　
稔

　
　

〃
　
　
坪
倉
　
勝
幸

　
　

〃
　
　
長
岡
つ
る
子

にちなん議会だより　平成20年2月発行　No.110

日南町の鳥：山鳥

古
都
　
久
志
議
員

ふ
る
さ
と
歴
史
探
訪

（
七
巡
り
田
の
石
塔
）（
下
阿
毘
縁
神
社
の
前
）

　
昔
、
将
軍
足
利
尊
氏
の
配
下
に
日
野
中
将
と
い
う
者
が
い

た
。
彼
は
山
陰
道
鎮
撫
使
（
※
）
と
し
て
出
発
の
時
、
京
都
の

本
圀
寺
よ
り
日
蓮
上
人
が
直
作
の
尊
像
を
授
か
り
山
陰
の
人
々

の
信
仰
の
対
象
に
と
下
阿
毘
縁
の
里
ま
で
来
て
小
さ
な
お
堂
を

建
て
安
置
し
た
。
日
野
中
将
は
、
戦
に
参
戦
す
る
た
め
に
当
地

に
尊
像
を
残
し
て
都
に
引
き
揚
げ
た
。
以
来
三
百
年
の
風
雪
に

お
堂
の
壁
は
崩
れ
柱
は
腐
れ
哀
れ
な
あ
り
さ
ま
と
な
っ
た
が
、

あ
る
夜
こ
の
お
堂
か
ら
尊
像
を
盗
み
出
し
た
者
が
い
た
。
と
こ

ろ
が
そ
の
者
は
一
晩
中
近
く
の
田
ん
ぼ
を
ぐ
る
ぐ
る
廻
る
ば
か

り
で
逃
げ
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
夜
が
明
け
る
と
あ
わ
て
て
そ
の

田
ん
ぼ
に
尊
像
を
埋
め
て
去
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
田
を
「
七
巡

り
田
」
と
い
う
。

　
そ
の
後
、
村
人
に
よ
り
掘
り
だ
さ
れ
厚
い
信
仰
を
受
け
て
い

た
が
、
米
子
の
円
寿
院
日
要
や
長
尾
善
右
衛
門
、
松
江
の
桔
梗

屋
小
左
衛
門
の
勧
進
に
よ
り
千
六
百
五
十
年
十
月
十
二
日
に
寺

院
が
建
立
さ
れ
た
。

　
尊
像
が
掘
り
出
さ
れ
た

と
こ
ろ
が
「
高
祖
大
師
出

現
の
霊
池
」
で
あ
り
、
建

立
さ
れ
た
寺
院
が
「
法
要

山
解
脱
寺
」
で
あ
る
。
　

　
寺
院
は
、
千
九
百
五
十

一
年
に
消
失
し
た
が
、
再

建
さ
れ
尊
像
は
今
で
も
祖

師
像
と
し
て
安
置
さ
れ
、

「
高
祖
さ
ん
」
と
し
て
人

々
に
信
仰
さ
れ
て
い
る
。

　
今
年
は
年
男
・
還
暦
を
迎
え
ま
し
た
。
生
ま
れ
た
と
き
に
帰

る･･･

人
生
の
一
区
切
り
と
し
て
、
初
心
に
返
り
、
育
て
て
く
れ

た
家
族
に
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
、
古
里
に
感
謝
し
、
い
ま
又
日
々

新
た
な
人
生
に
挑
戦
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
自
由

気
ま
ま
に
生
か
さ
せ
て
頂
き
、
未
だ
に
人
生
の
何
た
る
か･

自
ら

を
律
す
る
こ
と
も
適
わ
ず
日
々
悶
々
と
し
て
い
る
よ
う
な
体
た
ら

く
で
あ
り
ま
す
。
諸
先
輩
の
地
道
な
御
活
躍
を
見
聞
す
る
時
、
育

て
て
く
れ
た
古
里
を
守
り
次
代
に
引
き
継
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

立
場
の
者
の
一
人
と
し
て
、
改
め
て
何
が
出
来
る
の
か･･･

試
行

錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら
精
進
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

福
田
　
　
稔
議
員

　
議
員
本
来
の
使
命
は
、
執
行
部
に
対
す
る
批
判
監
視
で
あ
り
ま

す
。
従
っ
て
本
町
を
ど
う
振
興
発
展
さ
せ
る
か
議
会
と
し
て
も
、

執
行
部
と
共
に
真
剣
に
考
え
、
提
言
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
、
議
会
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
議
員
の
政
策
立
案
能
力

の
強
化
で
す
。
議
員
自
身
の
手
に
よ
っ
て
住
民
要
求
に
応
え
る
条

例
案
の
提
言
や
、
時
に
よ
っ
て
は
首
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
案
件
を

修
正
す
る
こ
と
も
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
新
年
を
迎
え
「
決
断
と
実
行
を
信
条
に
、
初
心
を
忘
れ
ず
誠
心

誠
意
頑
張
り
ま
す
。」

日南町消防団・新年出初め式　1月12日

な
な
め
ぐ

だ
ち
ん
ぶ

し

（※天平3年（731）諸道に置かれた臨時の官。諸国の治安の巡察、国司・郡司の監察などを任務とした）

（株）
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日南町デイサービスセンター
おおくさ荘

日谷神社

笠木

山上支所

至多里
至生山

至阿毘縁至阿毘縁

休憩されたと
思われる場所
休憩されたと
思われる場所

山の上小学校



さ

さ

ふ
く



ふ
も
と
　

ほ
う

ぎ
ょ

さ
ん
　

こ
う

れ
い
　
て
ん

の
う

き
さ
き

ほ
そ

ひ
め

の
み
こ
と
　

み
さ
さ
ぎ





　
　

お

と
お
り

と

じ

お
お

ま
つ

と
う
げ
　

こ

だ
わ

　
　
　

　
　



　
み

か
さ
　

　

　
　

　
　

か
さ

ぎ

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

せ
ん

こ



　
　

　
　

こ
え

ま
つ

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

へ
い

せ
き

る
い

る
い



　

　
　

ひ

だ
に

　
　

　
　

お
お

や

ま
と

ね
　
　

こ

ひ
こ

ふ
と

み
の
み
こ
と



　

　

　

　
　



む

け
い



あ
き
ら
か
な
り
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　世帯数／2,321世帯
　人　口／6,090人
（平成20年4月末現在）

古紙配合率100％
再生紙を使用しています

ち

き
ゅう

にやさ

し
い

　

再
生紙利用

編

集

後

記

　
様
々
な
時
代
と
教
育
の
変

遷
を
経
て
き
た
小
学
校
が
姿

を
消
す
こ
と
に
な
っ
た
。
惜

別
の
念
や
る
か
た
な
い
思
い

と
同
時
に
、
責
任
の
重
大
さ

を
強
く
受
け
止
め
て
い
る
。

一
校
統
合
が
将
来
の
日
南
町

を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
最
善
の
教
育
環
境
と
な
る

こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　

長
岡
　

記

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

　
　
委

員

長
　

久
代
　
安
敏

　
　
副
委
員
長
　
古
都
　
久
志

　
　
委
　
　
員
　
福
田
　
　
稔

　
　

〃

　
　

坪
倉
　
勝
幸

　
　

〃

　
　

長
岡
つ
る
子

にちなん議会だより　平成20年5月発行　No.111

日南町の鳥：山鳥

小
竹
　
　
等

議
員

ふ
る
さ
と
歴
史
探
訪

﹁
我
が
村
の
口
碑
伝
説
﹂

　
　
　
　
　
　
　
楽
々
福
伝
説
︵
笠
木
村
の
い
わ
れ
︶

　
山
上
村
の
南
境
日
野
上
村
に
接
す
る
所
に
眞
礼
峰
あ
り

そ
の
麓
は
崩
御
山
と
て
孝
霊
天
皇
の
妃
細
姫
命
の
陵
と
い

ふ
。

　
孝
霊
天
皇
御
一
族
が
吉
備
地
方
よ
り
出
雲
を
平
定
し
給

ひ
し
時
、
御
通
の
途
次
大
松
峠
と
い
ふ
小
峠
に
て
休
憩
あ

ら
せ
ら
れ
、
御
笠
を
置
き
忘
れ
給
い
し
よ
り
笠
置
︵
今
は

笠
木
︶
と
い
ふ
地
名
を
負
へ
り
と
い
ふ
。

　
そ
の
地
点
の
赤
松
は
今
立
枯
な
れ
ど
も
眞
に
千
古
の
も

の
に
て
全
体
肥
松
な
り
。
古
来
信
仰
の
的
と
な
り
居
り
幣

石
塁
々
た
り
。

　
そ
の
附
近
、
日
谷
神
社
は
大
日
本
根
子
彦
太
瓊
尊
御
一

族
を
祀
る
。

　
此
の
地
は
出
雲
と

吉
備
を
つ
な
ぐ
東
南

道
に
あ
た
り
居
れ
ば

無
稽
の
伝
説
に
あ
ざ

る
こ
と
明
也
。

　
　
　



︵
本
文
は
、
昭
和

十
二
年
一
月
時
の
山

上
学
園
主
、
木
村
正

義
先
生
の
﹁
我
が
郷

土
﹂
の
原
文
で
す
。
︶

　
先
日
、
明
治
７
年
の
開
校
以
来
数
多
く
の
子
供
達
を
送
り
出
し

て
い
る
福
栄
小
学
校
最
後
の
入
学
式
に
参
列
し
、
６
名
の
入
学
児

童
を
迎
え
た
。
先
輩
方
の
日
々
の
努
力
に
よ
り
今
日
ま
で
支
え
て

き
た
歴
史
あ
る
小
学
校
が
、
子
供
達
の
人
数
の
減
少
に
よ
り
今
年

限
り
で
廃
校
に
な
る
事
に
な
っ
た
。
母
校
が
終
止
符
を
打
つ
と
い

う
こ
と
は
と
て
も
寂
し
い
想
い
が
す
る
。
今
ま
で
の
政
策
・
施
策

で
は
、
少
子
化
に
歯
止
め
が
利
か
な
か
っ
た
の
か
と
思
う
と
残
念

で
堪
ら
な
い
。
今
日
ま
で
、
長
い
年
月
を
積
み
重
ね
て
き
た
数
多

く
の
古
き
良
き
も
の
は
充
分
に
精
査
し
、
絶
や
す
こ
と
な
く
さ
ら

に
繁
栄
・
発
展
す
る
よ
う
に
努
力
し
、
後
世
に
残
さ
な
け
れ
ば
と

感
じ
た
。

平
井
　
正
之

議
員

　
ね
じ
れ
国
会
の
与
野
党
対
立
は
、
物
価
高
、
所
得
減
、
医
療
、

福
祉
、
年
金
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少
子
高
齢
化
等
の
問
題
に
苦
し
む
国
民
を
尻
目

に
、
審
議
も
し
な
い
。
こ
れ
で
は
地
方
や
地
域
は
ど
う
な
る
の

か
。
道
州
制
も
具
体
的
に
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
今
、
最
悪

の
シ
ナ
リ
オ
だ
け
は
避
け
る
た
め
、
将
来
を
見
据
え
時
代
の
変
化

に
対
応
し
た
課
題
の
解
決
が
求
め
ら
れ
て
い
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と
思
い
ま
す
。
今

す
る
こ
と
出
来
る
こ
と
を
的
確
に
見
定
め
て
、
厳
し
い
情
勢
・
状

況
の
中
、
気
持
ち
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新
た
に
し
て
取
り
組
み
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後
世
に
引
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継
ぐ

こ
と
が
、
今
の
私
た
ち
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使
命
だ
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強
く
感
じ
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い
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で

す
。
　

石見東小学校、25年目の田植え・5月15日
大入峠方面から遠望した笠木集落

どの子も苗も

　　伸びやかに

どの子も苗も

　　伸びやかに
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日南小学校完成予想図

■
一
般
会
計
で
は
、
統
合
小
学
校
﹁
日
南
小
学
校
﹂
の
校

舎
建
築
と
プ
ー
ル
の
新
築
整
備
に
約
10
億
円
。
通
学
対
策

の
た
め
に
町
営
バ
ス
購
入
費
４
千
２
０
０
万
円
を
計
上
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
新
し
く
子
育
て
支
援
策
と
し
て
、
﹁
日
南
町
こ

ど
も
ゆ
め
基
金
﹂
か
ら
５
０
０
万
円
繰
り
入
れ
て
小
中
学

生
医
療
費
助
成
事
業
が
は
じ
ま
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

■
特
別
会
計
で
は
、
今
年
４
月
か
ら
新
し
く
ス
タ
ー
ト
し

た
﹁
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
﹂
に
伴
な
い
、
後
期
高
齢
者

医
療
会
計
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
国
民
健
康
保
険

会
計
や
老
人
保
健
会
計
が
前
年
に
比
べ
て
大
き
く
減
少
し

ま
し
た
。

日
南
町
特
別
会
計
条
例
の
一
部

改
正

　
新
た
に
日
南
町
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
を
設
置
。

日
南
町
木
材
団
地
加
工
施
設
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
制
定

　
木
材
加
工
施
設
の
設
置
及
び

管
理
に
関
し
、
必
要
事
項
を
制

定
。

日
南
町
後
期
高
齢
者
医
療
に
関

す
る
条
例
の
制
定

　
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る

条
例
に
基
づ
き
、
本
町
が
行
う

保
険
事
務
等
に
関
し
、
必
要
な

事
項
を
制
定
。

日
南
町
特
別
医
療
費
助
成
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
一

部
改
正

　
子
育
て
支
援
施
策
の
一
環
と

し
て
、
小
児
の
医
療
費
助
成
対

象
者
を
﹁
中
学
生
ま
で
﹂
︵
15

歳
に
達
し
た
日
以
後
の
最
初
の

３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
者
︶

に
拡
大
。

日
南
町
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

　
か
す
み
荘
居
住
部
門
入
居
者

の
利
用
者
負
担
額
の
改
正
。

日
南
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部

改
正

　
税
制
改
正
の
影
響
を
受
け
る

者
に
つ
い
て
、
激
変
緩
和
措
置

が
継
続
し
て
行
え
る
よ
う
に
改

正
。

日
南
町
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
設

置
条
例
の
一
部
改
正

　
﹁
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
﹂

を
﹁
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
﹂

に
施
設
名
称
を
変
更
。

日
南
町
中
学
校
等
設
置
条
例
の

一
部
改
正
　

　
日
南
町
立
小
学
校
の
統
合
に

伴
い
、
名
称
を
﹁
日
南
町
立
日

南
小
学
校
﹂
に
決
定
。

操業を始めた「オロチ」の工場

3月定例会3月定例会
3月12日～3月26日

新しい「日南小学校」に、校舎新築とプール全面改修で、約10億円を予算化新しい「日南小学校」に、校舎新築とプール全面改修で、約10億円を予算化

　
今
年
最
初
の
3
月
定
例
会
は
、
3
月
12
日
か
ら
26
日
ま
で
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
開
会
初
日
に
は
矢
田
町
長
の
平
成
20
年
度
施
政
方
針
説
明
が
行
わ
れ
た
後
、
条
例
制
定
案
や
平
成
19
年
度

補
正
予
算
案
、
平
成
20
年
度
当
初
予
算
案
な
ど
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。




翌
13
日
に
行
わ
れ
た
一
般
質
問
で
は
、
38
人
の
傍
聴
が
あ
る
な
か
、
4
人
の
議
員
が
登
壇
し
執
行
部
に
所

信
を
問
い
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
な
ど
の
当
初
予
算
関
係
案
は
、
予
算
審
査
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
慎
重
審
議
の
結
果
、
最
終

日
に
全
て
の
予
算
案
と
条
例
制
定
案
な
ど
が
可
決
成
立
し
ま
し
た
。

議
決
し
た
お
も
な
議
案

条

例

関

係

当
初
予
算
関
係

会計別当初予算額（前年度対比）

科　　目 H20年度予算額

一　般　会　計

合　　　　　計

住宅新築資金等貸付事業

国  民  健  康  保  険

簡  易  水  道  事  業

農 業 集 落 排 水 事 業

老 人 保 健

介 護 保 険

介 護 サ ー ビ ス 事 業

後期高齢者医療会計

病 院 事 業

収 益 的 収 支

資 本 的 収 支

59億83,287千円

1,160千円

8億11,118千円

2億14,837千円

2億62,505千円

1億3,339千円

9億59,313千円

1億30,522千円

１億6,190千円

15億76,085千円

13億67,481千円

2億8,604千円

101億48,356千円

H19年度予算額

64億32,640千円

1,714千円

9億42,221千円

1億61,350千円

2億59,598千円

9億94,201千円

9億23,816千円

6億6,276千円

0円

14億81,310千円

13億62,615千円

1億18,695千円

112億63,126千円

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

病
院
会
計

─　　 ─180
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に
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２
億
１
千
２
３
０
万
３
千
円

を
追
加
し
、
総
額
を
６
９
億
１

千
７
６
１
万
５
千
円
と
し
た
。

︵
お
も
な
内
容
︶

下
石
見
木
材
団
地
基
金
土
地
購

入
費

　
　
　
　
　
３
千
40
万
５
千
円

後
期
高
齢
者
医
療
円
滑
導
入
事

業
シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
料

　
　
　
　
　
５
３
５
万
５
千
円

堆
肥
生
産
施
設
備
品
等
修
繕
費

　
　
　
　
　
　
　
１
０
９
万
円

町
道
霞
福
塚
線
舗
装
修
繕
ほ
か

　
　
　
　
　
　
　
５
０
０
万
円

阿
毘
縁
地
区
農
業
用
た
め
池
災

害
復
旧
事
業
工
事
請
負
費

　
　
　
　
　
５
５
５
万
３
千
円

財
政
調
整
基
金
積
立
金

　
１
億
１
千
３
８
５
万
４
千
円

除
雪
委
託
料

　
　
　
　
　
１
千
２
５
５
万
円

国
民
健
康
保
険
会
計

　
８
３
０
万
８
千
円
を
追
加
し

総
額
を
９
億
５
千
89
万
８
千
円

と
し
た
。

簡
易
水
道
事
業
会
計

　
５
９
１
万
３
千
円
を
減
額
し

総
額
を
１
億
５
千
５
４
３
万
７

千
円
と
し
た
。

農
業
集
落
排
水
事
業
会
計

　
８
１
１
万
７
千
円
を
減
額
し

総
額
を
２
億
５
千
４
９
３
万
８

千
円
と
し
た
。

介
護
保
険
会
計

　
７
０
１
万
１
千
円
を
減
額
し

総
額
を
９
億
２
千
８
５
４
万
円

と
し
た
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
会
計

　
80
万
円
を
減
額
し
、
総
額
を

６
千
５
４
７
万
６
千
円
と
し
た
。

町
の
義
務
に
属
す
る
交
通
事
故

の
損
害
賠
償
額
の
決
定

　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
引
き
込
み

線
の
着
雪
で
の
垂
れ
下
が
り
に

よ
る
車
の
接
触
事
故
に
対
し
て

損
害
賠
償
額
の
決
定
。

﹁
尾
郷
印
賀
線
﹂
﹁
矢
原
大
戸

線
﹂
を
町
道
に
認
定
。
ま
た
町

道
﹁
鉄
穴
内
線
﹂
の
起
点
を
変

更
。

日
南
町
の
特
定
の
事
務
を
取
り

扱
う
郵
便
局
の
指
定

　
郵
便
局
株
式
会
社
﹁
日
南
営

業
所
﹂
が
、
日
南
町
の
特
定
事

務
の
取
り
扱
い
が
で
き
る
よ
う

に
新
た
に
指
名
。

日
南
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
計

画
︵
後
期
計
画
︶
の
一
部
変
更

　
日
南
町
過
疎
地
域
自
立
促
進

計
画
︵
後
期
計
画
︶
の
事
業
計

画
の
変
更
。

損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ
と

に
つ
い
て

　
町
の
地
籍
調
査
中
に
発
生
し

た
人
的
災
害
に
対
し
て
、
損
害

賠
償
の
額
の
決
定
。

補

正

予

算

専

決

処

分

そ

の

他

特

別

会

計

一

般

会

計

　
　
　
長
岡
議
員

　
後
期
高
齢
者
の
普
通
徴
収
の

該
当
者
数
は
。

　
　
　
伊
田
住
民
課
長

　
対
象
者
約
１
千
７
０
０
人
の

う
ち
、
30
人
ぐ
ら
い
が
普
通
徴

収
。

　
　
　
久
代
議
員

①
ふ
る
さ
と
納
税
の
歳
入
を
見

込
ん
で
い
る
の
か
。

②
道
路
特
定
財
源
の
歳
入
が
毎

年
一
定
額
に
な
っ
て
い
る
の
は

な
ぜ
か
。

③
木
材
団
地
の
当
年
度
の
借
地

代
は
い
く
ら
か
。

　
　
　
増
原
総
務
課
長

①
歳
入
の
予
算
化
は
し
て
い
な

い
。

②
こ
こ
10
年
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ

て
い
な
い
実
態
に
基
づ
い
て
い

る
。

③
オ
ロ
チ
は
１
３
２
万
３
千
円

森
林
組
合
は
42
万
９
千
円
を
財

産
収
入
と
し
て
計
上
し
て
い
る
。

　
　
　
古
都
議
員

①
20
年
度
か
ら
の
財
政
健
全
化

法
施
行
に
向
け
て
、
町
の
財
務

内
容
の
認
識
は
。

②
地
域
再
生
計
画
の
達
成
状
況

は
。

③
行
財
政
改
革
の
年
次
計
画
の

達
成
状
況
は
。

　
　
　
増
原
総
務
課
長

①
実
質
赤
字
比
率
は
基
準
に
対

し
マ
イ
ナ
ス
３
％
で
良
好
、
実

質
公
債
比
率
は
マ
イ
ナ
ス
７
％

で
良
好
。
今
後
に
於
い
て
も
、

日
南
町
は
問
題
な
い
と
考
え
て

い
る
。

　
　
　
内
田
企
画
課
長

②
20
年
度
ま
で
に
40
人
の
新
規

雇
用
計
画
に
対
し
現
況
30
人
ぐ

ら
い
の
実
績
で
あ
る
。
計
画
は

達
成
の
見
込
み
で
い
る
。

　
　
　
狩
野
副
町
長

③
職
員
定
数
の
削
減
は
計
画
通

り
。
た
だ
し
、
若
手
職
員
の
採

用
が
定
数
管
理
上
の
問
題
で
、

組
織
の
維
持
と
し
て
再
考
し
て

い
か
な
け
れ
ば
と
思
う
。

　
　
　
奥
迫
議
員

　
地
方
交
付
税
の
歳
入
見
通
し

が
非
常
に
厳
し
い
の
は
。

　
　
　
増
原
総
務
課
長

　
若
干
の
補
正
財
源
に
つ
い
て

考
慮
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
坪
倉
議
員

　
町
営
バ
ス
は
大
型
車
２
台
で

は
な
く
、
小
型
バ
ス
の
増
車
の

方
が
必
要
で
は
。

　
　
　
内
田
企
画
課
長

　
教
育
委
員
会
の
方
針
や
、
公

共
交
通
の
あ
り
方
を
検
討
し
予

算
措
置
を
考
え
た
い
。

　
　
　
久
代
議
員

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
よ

る
財
政
支
出
の
増
は
。

　
　
　
伊
田
住
民
課
長

　
今
年
度
は
１
億
２
千
３
０
０

万
円
で
前
年
比
２
千
５
０
０
万

円
の
増
額
。

　
　
　
村
上
議
員

　
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合
の

負
担
の
増
減
は
。

　
　
　
内
田
企
画
課
長

　
本
町
負
担
は
前
年
比
約
１
千

６
０
０
万
円
の
減
額
と
な
る
。

　
　
　
坪
倉
議
員

　
こ
ど
も
ゆ
め
基
金
は
長
期
的

な
計
画
で
活
用
す
べ
き
で
は
。

　
　
　
矢
田
町
長

　
短
期
決
戦
で
、
10
年
が
目
途

と
考
え
て
い
る
。

現
在
、
効
果
の
出
る
施
策
を
協

議
中
で
あ
る
。

　
　
　
坪
倉
議
員

①
担
い
手
育
成
総
合
支
援
事
業

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

②
ブ
ラ
ン
ド
化
事
業
と
、
ゆ
う

き
ま
ん
ま
ん
構
想
推
進
事
業
の

人
材
確
保
は
。

　
　
　
古
都
農
林
課
長

①
基
本
構
想
の
目
標
達
成
に
近

づ
い
て
い
る
。
ま
た
、
総
会
は

年
度
内
に
開
く
。

　
　
　
狩
野
副
町
長

②
必
要
な
人
材
確
保
の
予
定
は

あ
る
。
町
の
嘱
託
で
ブ
ラ
ン
ド

化
に
も
関
わ
っ
て
も
ら
う
。

　
　
　
三
上
議
員

　
地
域
振
興
公
社
が
コ
シ
ヒ
カ

リ
を
ブ
ラ
ン
ド
米
と
し
て
販
売

し
て
も
、
農
家
所
有
は
農
協
出

荷
と
大
差
な
い
の
で
は
。

　
　
　
古
都
農
林
課
長

　
27
キ
ロ
換
算
で
１
万
円
超
ぐ

ら
い
に
な
り
利
益
は
出
る
と
思

う
。

　
　
　
奥
迫
議
員

　
農
業
集
落
排
水
特
別
会
計
で
、

独
立
採
算
を
目
指
す
と
言
い
な

が
ら
、
来
年
度
は
公
債
費
に
対

し
１
０
０
％
の
繰
り
入
れ
と
は

ど
う
い
う
こ
と
か
。

　
　
　
狩
野
副
町
長

　
特
別
会
計
内
で
の
や
り
く
り

が
基
本
だ
が
、
実
態
が
困
難
な

た
め
止
む
を
得
ぬ
措
置
で
あ
る
。

　
　
　
久
代
議
員

　
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

の
町
の
負
担
は
。

　
　
　
伊
田
住
民
課
長

　
個
人
負
担
１
割
で
残
り
の
９

割
の
半
分
が
公
債
負
担
で
７
千

万
円
。
広
域
連
合
の
分
担
金
と

し
て
２
千
８
０
０
万
円
を
計
上

し
て
い
る
。

後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る

条
例
の
制
定



反
対
　
久
代
議
員

　
75
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象

に
し
た
別
建
て
の
保
険
制
度
で

医
療
差
別
に
つ
な
が
る
。
高
齢

者
を
﹁
う
ば
捨
て
山
﹂
に
追
い

や
る
も
の
で
認
め
ら
れ
な
い
。


賛
成
　
三
上
議
員

　
高
齢
者
に
合
っ
た
老
人
保
健

制
度
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
へ
移
行
す
る
も
の
で
、
高
齢

者
に
合
っ
た
医
療
を
お
こ
な
う

点
か
ら
も
必
要
で
あ
る
。

当
初
予
算
一
般
会
計



反
対
　
久
代
議
員

　
疲
弊
し
て
い
る
地
域
経
済
を

底
辺
か
ら
支
え
る
施
策
が
見
ら

れ
な
い
。
ま
た
、
聖
域
な
き
行

革
と
言
い
な
が
ら
、
同
和
関
係

で
固
定
資
産
税
の
減
免
な
ど
不

公
平
を
続
け
て
い
る
。



賛
成
　
恵
比
奈
議
員

　
地
域
経
済
活
性
化
の
た
め
の

に
ち
な
ん
ブ
ラ
ン
ド
化
事
業
や

子
育
て
支
援
の
充
実
な
ど
工
夫

を
凝
ら
し
た
予
算
で
あ
る
。

　
同
和
対
策
は
県
の
補
助
も
利

用
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
必
要

だ
。



も
っ
と
詳
し
く
⋯

も
っ
と
詳
し
く
⋯

質
疑
応
答

質
疑
応
答

質
疑
応
答



討
　
　
論

問問問問

問問

答答答答

答答 答答 答答

問問

問問問問

問問

問問

問問 問問

問問問問 答答答答

答答 答答

答答

答答答答答答

答答 答答
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２
億
１
千
２
３
０
万
３
千
円

を
追
加
し
、
総
額
を
６
９
億
１

千
７
６
１
万
５
千
円
と
し
た
。

︵
お
も
な
内
容
︶

下
石
見
木
材
団
地
基
金
土
地
購

入
費

　
　
　
　
　
３
千
40
万
５
千
円

後
期
高
齢
者
医
療
円
滑
導
入
事

業
シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
料

　
　
　
　
　
５
３
５
万
５
千
円

堆
肥
生
産
施
設
備
品
等
修
繕
費

　
　
　
　
　
　
　
１
０
９
万
円

町
道
霞
福
塚
線
舗
装
修
繕
ほ
か

　
　
　
　
　
　
　
５
０
０
万
円

阿
毘
縁
地
区
農
業
用
た
め
池
災

害
復
旧
事
業
工
事
請
負
費

　
　
　
　
　
５
５
５
万
３
千
円

財
政
調
整
基
金
積
立
金

　
１
億
１
千
３
８
５
万
４
千
円

除
雪
委
託
料

　
　
　
　
　
１
千
２
５
５
万
円

国
民
健
康
保
険
会
計

　
８
３
０
万
８
千
円
を
追
加
し

総
額
を
９
億
５
千
89
万
８
千
円

と
し
た
。

簡
易
水
道
事
業
会
計

　
５
９
１
万
３
千
円
を
減
額
し

総
額
を
１
億
５
千
５
４
３
万
７

千
円
と
し
た
。

農
業
集
落
排
水
事
業
会
計

　
８
１
１
万
７
千
円
を
減
額
し

総
額
を
２
億
５
千
４
９
３
万
８

千
円
と
し
た
。

介
護
保
険
会
計

　
７
０
１
万
１
千
円
を
減
額
し

総
額
を
９
億
２
千
８
５
４
万
円

と
し
た
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
会
計

　
80
万
円
を
減
額
し
、
総
額
を

６
千
５
４
７
万
６
千
円
と
し
た
。

町
の
義
務
に
属
す
る
交
通
事
故

の
損
害
賠
償
額
の
決
定

　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
引
き
込
み

線
の
着
雪
で
の
垂
れ
下
が
り
に

よ
る
車
の
接
触
事
故
に
対
し
て

損
害
賠
償
額
の
決
定
。

﹁
尾
郷
印
賀
線
﹂
﹁
矢
原
大
戸

線
﹂
を
町
道
に
認
定
。
ま
た
町

道
﹁
鉄
穴
内
線
﹂
の
起
点
を
変

更
。

日
南
町
の
特
定
の
事
務
を
取
り

扱
う
郵
便
局
の
指
定

　
郵
便
局
株
式
会
社
﹁
日
南
営

業
所
﹂
が
、
日
南
町
の
特
定
事

務
の
取
り
扱
い
が
で
き
る
よ
う

に
新
た
に
指
名
。

日
南
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
計

画
︵
後
期
計
画
︶
の
一
部
変
更

　
日
南
町
過
疎
地
域
自
立
促
進

計
画
︵
後
期
計
画
︶
の
事
業
計

画
の
変
更
。

損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ
と

に
つ
い
て

　
町
の
地
籍
調
査
中
に
発
生
し

た
人
的
災
害
に
対
し
て
、
損
害

賠
償
の
額
の
決
定
。

補

正

予

算

専

決

処

分

そ

の

他

特

別

会

計

一

般

会

計

　
　
　
長
岡
議
員

　
後
期
高
齢
者
の
普
通
徴
収
の

該
当
者
数
は
。

　
　
　
伊
田
住
民
課
長

　
対
象
者
約
１
千
７
０
０
人
の

う
ち
、
30
人
ぐ
ら
い
が
普
通
徴

収
。

　
　
　
久
代
議
員

①
ふ
る
さ
と
納
税
の
歳
入
を
見

込
ん
で
い
る
の
か
。

②
道
路
特
定
財
源
の
歳
入
が
毎

年
一
定
額
に
な
っ
て
い
る
の
は

な
ぜ
か
。

③
木
材
団
地
の
当
年
度
の
借
地

代
は
い
く
ら
か
。

　
　
　
増
原
総
務
課
長

①
歳
入
の
予
算
化
は
し
て
い
な

い
。

②
こ
こ
10
年
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ

て
い
な
い
実
態
に
基
づ
い
て
い

る
。

③
オ
ロ
チ
は
１
３
２
万
３
千
円

森
林
組
合
は
42
万
９
千
円
を
財

産
収
入
と
し
て
計
上
し
て
い
る
。

　
　
　
古
都
議
員

①
20
年
度
か
ら
の
財
政
健
全
化

法
施
行
に
向
け
て
、
町
の
財
務

内
容
の
認
識
は
。

②
地
域
再
生
計
画
の
達
成
状
況

は
。

③
行
財
政
改
革
の
年
次
計
画
の

達
成
状
況
は
。

　
　
　
増
原
総
務
課
長

①
実
質
赤
字
比
率
は
基
準
に
対

し
マ
イ
ナ
ス
３
％
で
良
好
、
実

質
公
債
比
率
は
マ
イ
ナ
ス
７
％

で
良
好
。
今
後
に
於
い
て
も
、

日
南
町
は
問
題
な
い
と
考
え
て

い
る
。

　
　
　
内
田
企
画
課
長

②
20
年
度
ま
で
に
40
人
の
新
規

雇
用
計
画
に
対
し
現
況
30
人
ぐ

ら
い
の
実
績
で
あ
る
。
計
画
は

達
成
の
見
込
み
で
い
る
。

　
　
　
狩
野
副
町
長

③
職
員
定
数
の
削
減
は
計
画
通

り
。
た
だ
し
、
若
手
職
員
の
採

用
が
定
数
管
理
上
の
問
題
で
、

組
織
の
維
持
と
し
て
再
考
し
て

い
か
な
け
れ
ば
と
思
う
。

　
　
　
奥
迫
議
員

　
地
方
交
付
税
の
歳
入
見
通
し

が
非
常
に
厳
し
い
の
は
。

　
　
　
増
原
総
務
課
長

　
若
干
の
補
正
財
源
に
つ
い
て

考
慮
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
坪
倉
議
員

　
町
営
バ
ス
は
大
型
車
２
台
で

は
な
く
、
小
型
バ
ス
の
増
車
の

方
が
必
要
で
は
。

　
　
　
内
田
企
画
課
長

　
教
育
委
員
会
の
方
針
や
、
公

共
交
通
の
あ
り
方
を
検
討
し
予

算
措
置
を
考
え
た
い
。

　
　
　
久
代
議
員

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
よ

る
財
政
支
出
の
増
は
。

　
　
　
伊
田
住
民
課
長

　
今
年
度
は
１
億
２
千
３
０
０

万
円
で
前
年
比
２
千
５
０
０
万

円
の
増
額
。

　
　
　
村
上
議
員

　
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合
の

負
担
の
増
減
は
。

　
　
　
内
田
企
画
課
長

　
本
町
負
担
は
前
年
比
約
１
千

６
０
０
万
円
の
減
額
と
な
る
。

　
　
　
坪
倉
議
員

　
こ
ど
も
ゆ
め
基
金
は
長
期
的

な
計
画
で
活
用
す
べ
き
で
は
。

　
　
　
矢
田
町
長

　
短
期
決
戦
で
、
10
年
が
目
途

と
考
え
て
い
る
。

現
在
、
効
果
の
出
る
施
策
を
協

議
中
で
あ
る
。

　
　
　
坪
倉
議
員

①
担
い
手
育
成
総
合
支
援
事
業

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

②
ブ
ラ
ン
ド
化
事
業
と
、
ゆ
う

き
ま
ん
ま
ん
構
想
推
進
事
業
の

人
材
確
保
は
。

　
　
　
古
都
農
林
課
長

①
基
本
構
想
の
目
標
達
成
に
近

づ
い
て
い
る
。
ま
た
、
総
会
は

年
度
内
に
開
く
。

　
　
　
狩
野
副
町
長

②
必
要
な
人
材
確
保
の
予
定
は

あ
る
。
町
の
嘱
託
で
ブ
ラ
ン
ド

化
に
も
関
わ
っ
て
も
ら
う
。

　
　
　
三
上
議
員

　
地
域
振
興
公
社
が
コ
シ
ヒ
カ

リ
を
ブ
ラ
ン
ド
米
と
し
て
販
売

し
て
も
、
農
家
所
有
は
農
協
出

荷
と
大
差
な
い
の
で
は
。

　
　
　
古
都
農
林
課
長

　
27
キ
ロ
換
算
で
１
万
円
超
ぐ

ら
い
に
な
り
利
益
は
出
る
と
思

う
。

　
　
　
奥
迫
議
員

　
農
業
集
落
排
水
特
別
会
計
で
、

独
立
採
算
を
目
指
す
と
言
い
な

が
ら
、
来
年
度
は
公
債
費
に
対

し
１
０
０
％
の
繰
り
入
れ
と
は

ど
う
い
う
こ
と
か
。

　
　
　
狩
野
副
町
長

　
特
別
会
計
内
で
の
や
り
く
り

が
基
本
だ
が
、
実
態
が
困
難
な

た
め
止
む
を
得
ぬ
措
置
で
あ
る
。

　
　
　
久
代
議
員

　
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

の
町
の
負
担
は
。

　
　
　
伊
田
住
民
課
長

　
個
人
負
担
１
割
で
残
り
の
９

割
の
半
分
が
公
債
負
担
で
７
千

万
円
。
広
域
連
合
の
分
担
金
と

し
て
２
千
８
０
０
万
円
を
計
上

し
て
い
る
。

後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る

条
例
の
制
定



反
対
　
久
代
議
員

　
75
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象

に
し
た
別
建
て
の
保
険
制
度
で

医
療
差
別
に
つ
な
が
る
。
高
齢

者
を
﹁
う
ば
捨
て
山
﹂
に
追
い

や
る
も
の
で
認
め
ら
れ
な
い
。



賛
成
　
三
上
議
員

　
高
齢
者
に
合
っ
た
老
人
保
健

制
度
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
へ
移
行
す
る
も
の
で
、
高
齢

者
に
合
っ
た
医
療
を
お
こ
な
う

点
か
ら
も
必
要
で
あ
る
。

当
初
予
算
一
般
会
計



反
対
　
久
代
議
員

　
疲
弊
し
て
い
る
地
域
経
済
を

底
辺
か
ら
支
え
る
施
策
が
見
ら

れ
な
い
。
ま
た
、
聖
域
な
き
行

革
と
言
い
な
が
ら
、
同
和
関
係

で
固
定
資
産
税
の
減
免
な
ど
不

公
平
を
続
け
て
い
る
。



賛
成
　
恵
比
奈
議
員

　
地
域
経
済
活
性
化
の
た
め
の

に
ち
な
ん
ブ
ラ
ン
ド
化
事
業
や

子
育
て
支
援
の
充
実
な
ど
工
夫

を
凝
ら
し
た
予
算
で
あ
る
。

　
同
和
対
策
は
県
の
補
助
も
利

用
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
必
要

だ
。



も
っ
と
詳
し
く
⋯

も
っ
と
詳
し
く
⋯

質
疑
応
答

質
疑
応
答

質
疑
応
答



討
　
　
論

問問問問

問問

答答答答

答答 答答 答答

問問

問問問問

問問

問問

問問 問問

問問問問 答答答答

答答 答答

答答

答答答答答答

答答 答答
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１.

消
防
施
設
整
備
管
理

　
　
事
業

　
自
衛
消
防
組
織
の
運
営
及
び

施
設
整
備
、
消
防
器
具
の
更
新

に
あ
た
っ
て
は
、
構
成
員
の
高

齢
化
・
人
材
不
足
・
消
火
栓
の

有
無
等
の
現
状
を
把
握
し
、
実

態
に
適
応
し
た
整
備
を
実
施
さ

れ
た
い
。

２.

公
共
交
通
確
保
総
合

　
　
対
策
事
業

　
公
共
交
通
確
保
に
あ
た
っ
て

は
、
平
成
21
年
度
小
学
校
統
合

後
の
通
学
機
能
確
保
と
併
せ
、

住
民
の
バ
ス
利
用
の
動
向
を
的

確
に
把
握
し
、
車
両
の
更
新
も

含
め
よ
り
有
効
な
運
行
形
態
を

検
討
さ
れ
た
い
。

３.

環
境
保
全
対
策
事
業

　
環
境
基
本
計
画
の
推
進
に
あ

た
っ
て
は
、
環
境
推
進
委
員
の

任
務
や
推
進
組
織
の
役
割
を
明

確
に
し
、
的
確
な
目
標
の
も
と

環
境
が
保
全
・
改
善
さ
れ
、
真

に
成
果
の
上
が
る
取
り
組
み
を

実
施
さ
れ
た
い
。

４.

塵
芥
処
理
事
業

　
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合
、

米
子
市
、
民
間
委
託
な
ど
の
情

報
収
集
に
努
め
、
清
掃
セ
ン
タ

ー
の
使
用
期
限
の
対
応
と
併
せ

将
来
に
わ
た
っ
て
安
定
的
に
ご

み
処
理
が
で
き
る
よ
う
政
策
判

断
が
的
確
に
行
わ
れ
る
よ
う
に

準
備
さ
れ
た
い
。

５.

フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

　
　
管
理
運
営
事
業

　
指
定
管
理
を
募
集
さ
れ
て
い

た
が
、
２
度
の
募
集
に
も
応
募

が
な
く
今
後
の
管
理
が
危
惧
さ

れ
る
。
﹁
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
﹂

の
名
称
に
限
定
す
る
こ
と
な
く

条
例
の
改
正
、
条
件
の
見
直
し

も
含
め
施
設
が
有
効
に
活
用
さ

れ
、
適
正
な
管
理
が
行
わ
れ
る

よ
う
に
早
急
に
対
応
さ
れ
た
い
。

６.

農
地
・
水
・
環
境
保

　
　
全
対
策
事
業

　
５
ヵ
年
間
の
継
続
事
業
で
あ

り
、
今
年
度
は
16
協
定
と
な
っ

た
が
、
中
山
間
地
等
直
接
支
払

制
度
の
58
協
定
に
比
べ
れ
ば
極

め
て
協
定
数
が
少
な
い
。
行
政

指
導
な
ど
加
入
促
進
を
検
討
さ

れ
た
い
。
　

７.
に
ち
な
ん
ブ
ラ
ン
ド

　
　
化
促
進
事
業
・
ゆ
う

　
　
き
ま
ん
ま
ん
構
想
推

　
　
進
事
業

　
地
域
振
興
公
社
の
充
実
を
図

り
な
が
ら
、
厳
し
い
中
山
間
地

農
業
、
産
地
間
競
争
に
対
応
す

る
た
め
営
農
指
導
員
の
配
置
、

ブ
ラ
ン
ド
化
に
よ
る
売
れ
る
米

を
目
指
し
た
取
り
組
み
が
本
格

的
に
ス
タ
ー
ト
す
る
。
生
産
・

販
売
体
制
の
確
立
と
共
に
、
市

場
・
消
費
者
の
動
向
を
的
確
に

捉
え
、
実
り
あ
る
成
果
を
目
指

し
努
力
さ
れ
た
い
。

８.

国
民
健
康
保
険
保
健

　
　
事
業

　
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
各
課
と

十
分
に
連
携
・
協
議
を
行
い
、

日
南
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
真
に

寄
与
出
来
る
方
法
・
内
容
を
検

討
さ
れ
た
い
。

　
平
成
20
年
度
一
般
会
計
予
算

は
59
億
８
千
３
２
８
万
７
千
円

特
別
会
計
予
算
︵
病
院
会
計
含

む
︶
41
億
６
千
５
０
６
万
６
千

円
、
合
計
１
０
１
億
４
千
８
３

５
万
６
千
円
と
な
り
、
﹁
統
合

小
学
校
建
設
事
業
﹂
﹁
木
材
団

地
整
備
事
業
﹂
な
ど
の
臨
時
的

経
費
を
除
け
ば
、
厳
し
い
行
財

政
改
革
を
ふ
ま
え
た
緊
縮
の
予

算
編
成
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
中
、
﹁
株
式
会
社

オ
ロ
チ
﹂
の
稼
働
、
福
祉
施
設

﹁
虹
の
郷
﹂
の
竣
工
、
新
た
な

取
り
組
み
と
し
て
義
務
教
育
終

了
時
ま
で
の
医
療
費
助
成
な
ど

﹁
こ
ど
も
ゆ
め
基
金
﹂
を
活
用

し
た
子
育
て
支
援
策
な
ど
は
、

福
祉
の
充
実
を
図
る
と
同
時
に

雇
用
の
確
保
、
経
済
の
振
興
に

大
き
な
期
待
を
抱
か
せ
る
も
の

で
あ
る
。

　
ま
た
、
小
中
一
貫
教
育
を
目

指
し
た
統
合
小
学
校
の
建
設
に

あ
た
っ
て
は
、
将
来
を
担
う
人

材
育
成
の
拠
点
と
し
て
条
件
整

備
に
努
力
さ
れ
た
い
。
依
然
と

し
て
厳
し
い
情
勢
の
中
で
あ
る

が
、
的
確
な
情
報
収
集
に
努
め

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
が
進
む
事
を
期
待
し
審
査
意

見
と
す
る
。

　
平
成
16
年
度
か
ら
の
５
年
間

の
計
画
期
間
も
残
り
１
年
で
あ

る
が
改
革
の
効
果
に
対
す
る
検

証
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　　
﹁
重
点
期
間
の
実
績
と
今
後

の
計
画
﹂
と
し
て
取
り
ま
と
め

平
成
19
年
３
月
に
公
表
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
自
主
財

源
比
率
は
低
い
も
の
の
、
経
常

収
支
比
率
は
改
善
の
兆
し
を
み

せ
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
の
取
り
組
み
な

ど
協
働
の
町
づ
く
り
が
進
ん
で

い
る
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
検
証
を
ふ
ま
え

計
画
を
再
度
見
直
し
、
手
を
加

え
な
が
ら
安
全
・
安
心
の
ま
ち

づ
く
り
を
基
本
と
し
て
、
こ
の

４
年
間
の
結
果
を
検
討
し
な
が

ら
行
財
政
改
革
を
継
続
し
て
い

く
。

①
平
成
20
年
度
決
算
か
ら
適
用

さ
れ
る
﹁
自
治
体
財
政
健
全
化

法
﹂
の
内
容
は
。

②
行
財
政
改
革
、
総
合
計
画
へ

の
影
響
は
。

①
自
治
体
の
財
政
破
綻
を
早
い

段
階
で
食
い
止
め
る
の
が
目
的

で
あ
る
。
実
質
赤
字
比
率
、
連

結
実
質
赤
字
比
率
、
実
質
公
債

費
比
率
、
将
来
負
担
比
率
の
４

指
標
で
自
治
体
の
財
政
状
態
を

評
価
し
、
こ
れ
ら
４
つ
の
比
率

を
毎
年
度
公
表
す
る
こ
と
を
義

務
づ
け
て
い
る
。

②
ま
た
﹁
早
期
健
全
化
基
準
﹂

﹁
財
政
再
生
基
準
﹂
が
設
け
ら

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
基
準
を
超
す

と
﹁
早
期
健
全
化
団
体
﹂
﹁
再

生
団
体
﹂
と
な
る
。

　
現
在
こ
れ
ら
の
比
率
で
日
南

町
が
基
準
を
越
え
る
比
率
に
な

る
と
い
う
こ
と
は
な
い
が
、
新

た
に
導
入
さ
れ
る
﹁
将
来
負
担

比
率
﹂
は
、
町
の
公
債
の
償
還

能
力
を
問
わ
れ
る
も
の
で
あ
る

の
で
、
常
に
こ
れ
ら
の
比
率
を

チ
ェ
ッ
ク
し
な
が
ら
行
財
政
改

革
や
各
種
計
画
を
進
め
て
い
く
。

①
環
境
基
本
計
画
の
策
定
状
況

は
。

②
清
掃
セ
ン
タ
ー
は
覚
書
き
に

よ
り
平
成
23
年
度
ま
で
の
稼
動

と
聞
く
が
、
覚
書
内
容
と
今
後

の
対
応
は
。

③
三
町
衛
生
施
設
組
合
し
尿
処

理
施
設
﹁
清
化
園
﹂
の
使
用
可

能
期
間
は
あ
と
４
年
程
と
い
わ

れ
る
が
、
本
町
と
し
て
は
そ
れ

以
降
の
対
応
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

④
経
費
節
減
、
温
暖
化
対
策
の

為
に
も
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃

料
の
活
用
を
検
討
さ
れ
な
い
か
。

①
現
在
、
計
画
を
策
定
中
で
あ

り
今
月
に
予
定
し
て
い
る
環
境

審
議
会
を
経
て
、
町
民
に
公
表

す
る
予
定
で
あ
る
。

　
実
践
活
動
は
、
20
年
度
か
ら

推
進
母
体
を
組
織
し
て
取
り
組

む
。

②
平
成
元
年
と
平
成
13
年
５
月

に
地
元
と
覚
書
を
取
り
交
わ
し

て
い
る
。
内
容
は
、
清
掃
セ
ン

タ
ー
の
稼
働
は
平
成
23
年
度
末

ま
で
、
施
設
の
撤
去
は
稼
働
終

了
後
３
年
以
内
な
ど
と
な
っ
て

い
る
。

　
今
後
の
対
応
は
、
西
部
広
域

の
ゴ
ミ
焼
却
施
設
建
設
計
画
や

米
子
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ

の
投
入
の
可
否
の
推
移
を
見
な

が
ら
、
地
元
と
の
稼
働
期
間
延

長
協
議
や
別
途
の
方
策
に
つ
い

て
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

③
三
町
衛
生
施
設
組
合
で
は
今

の
と
こ
ろ
西
部
広
域
﹁
白
浜
浄

化
場
﹂
へ
の
搬
入
と
日
野
町
で

実
施
さ
れ
て
い
る
消
滅
型
処
理

施
設
建
設
の
２
案
が
検
討
さ
れ

て
い
る
。

　
他
の
方
法
の
模
索
を
含
め
検

討
し
て
い
く
。

④
家
庭
用
廃
油
の
活
用
等
で
は

町
で
一
体
的
に
取
り
組
む
よ
り

ま
ず
は
地
域
単
位
で
取
り
組
む

こ
と
が
適
当
で
は
な
い
か
と
考

え
る
。
町
と
し
て
は
こ
れ
ら
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
を
は
じ
め
、

こ
の
町
に
賦
存
す
る
地
域
資
源

を
生
か
し
た
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
活

用
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
。

奥迫廣人議員

行
財
政
改
革
の
検
証
は

経
常
収
支
比
率
が

　
　
　
　
　
改
善
し
て
い
る

行
財
政
改
革

問問

環
境
問
題

問問

自
治
体
財
政

健
全
化
法

問問

矢
田
町
長

答答

町

長

答答

町

長

答答

町政のここが聞きたい

予
算
審
査
特
別
委
員
会
審
査
報
告

予
算
審
査
特
別
委
員
会
審
査
報
告

　
３
月
定
例
会
で
は
、
平
成
20
年
度
一
般
会
計
を
は
じ
め
、
各
会
計
予
算
案
の
審
議
に
あ

た
り
、
本
会
議
で
の
質
疑
後
、
予
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
詳
細
な
審
査
を
行
い

ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
い
ず
れ
の
予
算
議
案
も
次
の
意
見
を
付
し
て
原
案
通
り
可
決
す
べ
き
と
の

委
員
長
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

む
　
す
　
び

─　　 ─184
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１.

消
防
施
設
整
備
管
理

　
　
事
業

　
自
衛
消
防
組
織
の
運
営
及
び

施
設
整
備
、
消
防
器
具
の
更
新

に
あ
た
っ
て
は
、
構
成
員
の
高

齢
化
・
人
材
不
足
・
消
火
栓
の

有
無
等
の
現
状
を
把
握
し
、
実

態
に
適
応
し
た
整
備
を
実
施
さ

れ
た
い
。

２.

公
共
交
通
確
保
総
合

　
　
対
策
事
業

　
公
共
交
通
確
保
に
あ
た
っ
て

は
、
平
成
21
年
度
小
学
校
統
合

後
の
通
学
機
能
確
保
と
併
せ
、

住
民
の
バ
ス
利
用
の
動
向
を
的

確
に
把
握
し
、
車
両
の
更
新
も

含
め
よ
り
有
効
な
運
行
形
態
を

検
討
さ
れ
た
い
。

３.

環
境
保
全
対
策
事
業

　
環
境
基
本
計
画
の
推
進
に
あ

た
っ
て
は
、
環
境
推
進
委
員
の

任
務
や
推
進
組
織
の
役
割
を
明

確
に
し
、
的
確
な
目
標
の
も
と

環
境
が
保
全
・
改
善
さ
れ
、
真

に
成
果
の
上
が
る
取
り
組
み
を

実
施
さ
れ
た
い
。

４.

塵
芥
処
理
事
業

　
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合
、

米
子
市
、
民
間
委
託
な
ど
の
情

報
収
集
に
努
め
、
清
掃
セ
ン
タ

ー
の
使
用
期
限
の
対
応
と
併
せ

将
来
に
わ
た
っ
て
安
定
的
に
ご

み
処
理
が
で
き
る
よ
う
政
策
判

断
が
的
確
に
行
わ
れ
る
よ
う
に

準
備
さ
れ
た
い
。

５.

フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

　
　
管
理
運
営
事
業

　
指
定
管
理
を
募
集
さ
れ
て
い

た
が
、
２
度
の
募
集
に
も
応
募

が
な
く
今
後
の
管
理
が
危
惧
さ

れ
る
。
﹁
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
﹂

の
名
称
に
限
定
す
る
こ
と
な
く

条
例
の
改
正
、
条
件
の
見
直
し

も
含
め
施
設
が
有
効
に
活
用
さ

れ
、
適
正
な
管
理
が
行
わ
れ
る

よ
う
に
早
急
に
対
応
さ
れ
た
い
。

６.

農
地
・
水
・
環
境
保

　
　
全
対
策
事
業

　
５
ヵ
年
間
の
継
続
事
業
で
あ

り
、
今
年
度
は
16
協
定
と
な
っ

た
が
、
中
山
間
地
等
直
接
支
払

制
度
の
58
協
定
に
比
べ
れ
ば
極

め
て
協
定
数
が
少
な
い
。
行
政

指
導
な
ど
加
入
促
進
を
検
討
さ

れ
た
い
。
　

７.

に
ち
な
ん
ブ
ラ
ン
ド

　
　
化
促
進
事
業
・
ゆ
う

　
　
き
ま
ん
ま
ん
構
想
推

　
　
進
事
業

　
地
域
振
興
公
社
の
充
実
を
図

り
な
が
ら
、
厳
し
い
中
山
間
地

農
業
、
産
地
間
競
争
に
対
応
す

る
た
め
営
農
指
導
員
の
配
置
、

ブ
ラ
ン
ド
化
に
よ
る
売
れ
る
米

を
目
指
し
た
取
り
組
み
が
本
格

的
に
ス
タ
ー
ト
す
る
。
生
産
・

販
売
体
制
の
確
立
と
共
に
、
市

場
・
消
費
者
の
動
向
を
的
確
に

捉
え
、
実
り
あ
る
成
果
を
目
指

し
努
力
さ
れ
た
い
。

８.

国
民
健
康
保
険
保
健

　
　
事
業

　
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
各
課
と

十
分
に
連
携
・
協
議
を
行
い
、

日
南
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
真
に

寄
与
出
来
る
方
法
・
内
容
を
検

討
さ
れ
た
い
。

　
平
成
20
年
度
一
般
会
計
予
算

は
59
億
８
千
３
２
８
万
７
千
円

特
別
会
計
予
算
︵
病
院
会
計
含

む
︶
41
億
６
千
５
０
６
万
６
千

円
、
合
計
１
０
１
億
４
千
８
３

５
万
６
千
円
と
な
り
、
﹁
統
合

小
学
校
建
設
事
業
﹂
﹁
木
材
団

地
整
備
事
業
﹂
な
ど
の
臨
時
的

経
費
を
除
け
ば
、
厳
し
い
行
財

政
改
革
を
ふ
ま
え
た
緊
縮
の
予

算
編
成
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
中
、
﹁
株
式
会
社

オ
ロ
チ
﹂
の
稼
働
、
福
祉
施
設

﹁
虹
の
郷
﹂
の
竣
工
、
新
た
な

取
り
組
み
と
し
て
義
務
教
育
終

了
時
ま
で
の
医
療
費
助
成
な
ど

﹁
こ
ど
も
ゆ
め
基
金
﹂
を
活
用

し
た
子
育
て
支
援
策
な
ど
は
、

福
祉
の
充
実
を
図
る
と
同
時
に

雇
用
の
確
保
、
経
済
の
振
興
に

大
き
な
期
待
を
抱
か
せ
る
も
の

で
あ
る
。

　
ま
た
、
小
中
一
貫
教
育
を
目

指
し
た
統
合
小
学
校
の
建
設
に

あ
た
っ
て
は
、
将
来
を
担
う
人

材
育
成
の
拠
点
と
し
て
条
件
整

備
に
努
力
さ
れ
た
い
。
依
然
と

し
て
厳
し
い
情
勢
の
中
で
あ
る

が
、
的
確
な
情
報
収
集
に
努
め

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
が
進
む
事
を
期
待
し
審
査
意

見
と
す
る
。

　
平
成
16
年
度
か
ら
の
５
年
間

の
計
画
期
間
も
残
り
１
年
で
あ

る
が
改
革
の
効
果
に
対
す
る
検

証
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　　
﹁
重
点
期
間
の
実
績
と
今
後

の
計
画
﹂
と
し
て
取
り
ま
と
め

平
成
19
年
３
月
に
公
表
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
自
主
財

源
比
率
は
低
い
も
の
の
、
経
常

収
支
比
率
は
改
善
の
兆
し
を
み

せ
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
の
取
り
組
み
な

ど
協
働
の
町
づ
く
り
が
進
ん
で

い
る
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
検
証
を
ふ
ま
え

計
画
を
再
度
見
直
し
、
手
を
加

え
な
が
ら
安
全
・
安
心
の
ま
ち

づ
く
り
を
基
本
と
し
て
、
こ
の

４
年
間
の
結
果
を
検
討
し
な
が

ら
行
財
政
改
革
を
継
続
し
て
い

く
。

①
平
成
20
年
度
決
算
か
ら
適
用

さ
れ
る
﹁
自
治
体
財
政
健
全
化

法
﹂
の
内
容
は
。

②
行
財
政
改
革
、
総
合
計
画
へ

の
影
響
は
。

①
自
治
体
の
財
政
破
綻
を
早
い

段
階
で
食
い
止
め
る
の
が
目
的

で
あ
る
。
実
質
赤
字
比
率
、
連

結
実
質
赤
字
比
率
、
実
質
公
債

費
比
率
、
将
来
負
担
比
率
の
４

指
標
で
自
治
体
の
財
政
状
態
を

評
価
し
、
こ
れ
ら
４
つ
の
比
率

を
毎
年
度
公
表
す
る
こ
と
を
義

務
づ
け
て
い
る
。

②
ま
た
﹁
早
期
健
全
化
基
準
﹂

﹁
財
政
再
生
基
準
﹂
が
設
け
ら

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
基
準
を
超
す

と
﹁
早
期
健
全
化
団
体
﹂
﹁
再

生
団
体
﹂
と
な
る
。

　
現
在
こ
れ
ら
の
比
率
で
日
南

町
が
基
準
を
越
え
る
比
率
に
な

る
と
い
う
こ
と
は
な
い
が
、
新

た
に
導
入
さ
れ
る
﹁
将
来
負
担

比
率
﹂
は
、
町
の
公
債
の
償
還

能
力
を
問
わ
れ
る
も
の
で
あ
る

の
で
、
常
に
こ
れ
ら
の
比
率
を

チ
ェ
ッ
ク
し
な
が
ら
行
財
政
改

革
や
各
種
計
画
を
進
め
て
い
く
。

①
環
境
基
本
計
画
の
策
定
状
況

は
。

②
清
掃
セ
ン
タ
ー
は
覚
書
き
に

よ
り
平
成
23
年
度
ま
で
の
稼
動

と
聞
く
が
、
覚
書
内
容
と
今
後

の
対
応
は
。

③
三
町
衛
生
施
設
組
合
し
尿
処

理
施
設
﹁
清
化
園
﹂
の
使
用
可

能
期
間
は
あ
と
４
年
程
と
い
わ

れ
る
が
、
本
町
と
し
て
は
そ
れ

以
降
の
対
応
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

④
経
費
節
減
、
温
暖
化
対
策
の

為
に
も
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃

料
の
活
用
を
検
討
さ
れ
な
い
か
。

①
現
在
、
計
画
を
策
定
中
で
あ

り
今
月
に
予
定
し
て
い
る
環
境

審
議
会
を
経
て
、
町
民
に
公
表

す
る
予
定
で
あ
る
。

　
実
践
活
動
は
、
20
年
度
か
ら

推
進
母
体
を
組
織
し
て
取
り
組

む
。

②
平
成
元
年
と
平
成
13
年
５
月

に
地
元
と
覚
書
を
取
り
交
わ
し

て
い
る
。
内
容
は
、
清
掃
セ
ン

タ
ー
の
稼
働
は
平
成
23
年
度
末

ま
で
、
施
設
の
撤
去
は
稼
働
終

了
後
３
年
以
内
な
ど
と
な
っ
て

い
る
。

　
今
後
の
対
応
は
、
西
部
広
域

の
ゴ
ミ
焼
却
施
設
建
設
計
画
や

米
子
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ

の
投
入
の
可
否
の
推
移
を
見
な

が
ら
、
地
元
と
の
稼
働
期
間
延

長
協
議
や
別
途
の
方
策
に
つ
い

て
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

③
三
町
衛
生
施
設
組
合
で
は
今

の
と
こ
ろ
西
部
広
域
﹁
白
浜
浄

化
場
﹂
へ
の
搬
入
と
日
野
町
で

実
施
さ
れ
て
い
る
消
滅
型
処
理

施
設
建
設
の
２
案
が
検
討
さ
れ

て
い
る
。

　
他
の
方
法
の
模
索
を
含
め
検

討
し
て
い
く
。

④
家
庭
用
廃
油
の
活
用
等
で
は

町
で
一
体
的
に
取
り
組
む
よ
り

ま
ず
は
地
域
単
位
で
取
り
組
む

こ
と
が
適
当
で
は
な
い
か
と
考

え
る
。
町
と
し
て
は
こ
れ
ら
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
を
は
じ
め
、

こ
の
町
に
賦
存
す
る
地
域
資
源

を
生
か
し
た
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
活

用
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
。

奥迫廣人議員

行
財
政
改
革
の
検
証
は

経
常
収
支
比
率
が

　
　
　
　
　
改
善
し
て
い
る

行
財
政
改
革

問問

環
境
問
題

問問

自
治
体
財
政

健
全
化
法

問問

矢
田
町
長

答答

町

長

答答

町

長

答答

町政のここが聞きたい

予
算
審
査
特
別
委
員
会
審
査
報
告

予
算
審
査
特
別
委
員
会
審
査
報
告

　
３
月
定
例
会
で
は
、
平
成
20
年
度
一
般
会
計
を
は
じ
め
、
各
会
計
予
算
案
の
審
議
に
あ

た
り
、
本
会
議
で
の
質
疑
後
、
予
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
詳
細
な
審
査
を
行
い

ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
い
ず
れ
の
予
算
議
案
も
次
の
意
見
を
付
し
て
原
案
通
り
可
決
す
べ
き
と
の

委
員
長
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

む
　
す
　
び
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限
界
集
落
あ
る
い
は
集
落
消

滅
と
い
う
言
葉
が
、
新
聞
や
テ

レ
ビ
な
ど
で
よ
く
報
じ
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
が
、
高
齢
化
率

が
45
％
近
く
な
っ
た
本
町
に
お

い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
集
落
が

実
在
す
る
の
か
。

　
あ
る
な
ら
ば
何
カ
所
位
か
。

ま
た
、
対
策
・
対
応
は
ど
う
し

て
い
る
の
か
。
　

　　
本
町
の
場
合
、
65
歳
以
上
の

人
口
が
50
％
を
超
え
る
自
治
会

は
、
35
自
治
会
の
う
ち
、
14
自

治
会
が
該
当
す
る
。

　
し
か
し
、
社
会
的
共
同
活
動

の
維
持
と
い
う
観
点
か
ら
は
、

自
治
会
に
よ
る
、
問
題
対
処
、

環
境
保
全
機
能
、
施
設
財
産
の

維
持
、
親
睦
、
自
治
機
能
な
ど

か
ら
精
査
す
べ
き
で
あ
り
、
一

概
に
こ
れ
ら
の
自
治
会
を
限
界

集
落
と
い
う
概
念
に
位
置
づ
け

て
し
ま
う
の
は
い
か
が
な
も
の

か
と
考
え
る
。
基
礎
的
集
落
に

お
け
る
居
住
条
件
は
、
構
成
世

帯
の
経
済
的
基
盤
に
加
え
財
産

管
理
や
暮
ら
し
の
維
持
、
さ
ら

に
は
集
落
機
能
や
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
加
わ
り
、
持
続
可
能

な
集
落
社
会
が
構
築
さ
れ
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。
現
在
７
地

域
で
推
進
し
て
い
る
﹁
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
﹂
の
シ
ス
テ
ム
は

地
域
課
題
の
共
有
化
、
地
域
資

源
の
活
用
、
交
流
活
動
な
ど
、

安
全
安
心
、
楽
し
く
、
豊
か
に

暮
ら
す
自
立
し
た
地
域
を
築
き

上
げ
、
社
会
的
共
同
生
活
の
維

持
が
困
難
な
状
況
に
な
り
つ
つ

あ
る
集
落
を
持
続
さ
せ
る
た
め

の
対
策
・
対
応
と
し
て
も
位
置

付
け
ら
れ
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。
必
要
で
あ
れ
ば
、
今
後
基

礎
集
落
の
エ
リ
ア
拡
大
等
の
手

法
も
検
討
し
た
い
。

①
妊
婦
健
診
事
業
で
助
成
は
、

現
在
５
回
と
聞
い
て
い
る
。
出

産
ま
で
に
お
よ
そ
７
回
は
健
診

を
受
け
る
必
要
が
あ
る
。
元
気

な
子
供
を
出
産
し
て
も
ら
う
た

め
、
ま
た
出
費
軽
減
の
た
め
、

全
て
の
健
診
費
用
を
助
成
す
べ

き
と
思
う
が
。

②
保
育
料
の
軽
減
は
、
保
護
者

に
と
っ
て
も
っ
と
も
望
む
と
こ

ろ
で
あ
る
。
せ
め
て
平
成
15
年

度
の
保
育
料
に
戻
す
考
え
は
な

い
か
。
日
南
町
独
自
の
保
育
料

算
定
で
よ
い
の
で
は
。

　
　

①
本
町
の
妊
婦
健
診
費
用
助
成

は
、
平
成
18
年
度
ま
で
は
２
回

の
健
診
医
療
券
交
付
に
よ
る
現

物
給
付
助
成
で
あ
っ
た
が
、
少

子
化
対
策
の
一
環
と
し
て
妊
婦

健
診
に
係
る
費
用
助
成
の
拡
充

の
た
め
、
平
成
19
年
度
か
ら
社

会
福
祉
協
議
会
に
事
業
委
託
を

行
い
、
償
還
払
い
方
式
に
よ
る

５
回
分
の
全
額
費
用
助
成
を
追

加
し
、
現
在
で
は
計
７
回
の
妊

婦
健
診
費
用
に
つ
い
て
助
成
を

行
っ
て
い
る
。

　
平
成
19
年
度
当
初
か
ら
妊
婦

健
診
７
回
の
助
成
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
た
の
は
、
県
内
で
は
本
町

の
み
で
あ
り
、
妊
娠
中
の
健
診

費
用
の
負
担
軽
減
と
、
元
気
な

子
供
を
出
産
し
て
い
た
だ
き
た

い
思
い
か
ら
、
い
ち
早
く
拡
充

を
図
っ
た
。
厚
生
労
働
省
が
示

し
て
い
る
、
妊
娠
時
の
母
性
の

各
期
に
お
い
て
受
け
る
べ
き
健

診
診
査
回
数
で
は
出
産
ま
で
に

13
回
か
ら
14
回
程
度
の
健
診
が

望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
全
て
に
係
る
費
用
の
全
額
助

成
に
つ
い
て
は
、
出
産
後
の
子

供
へ
の
医
療
費
助
成
制
度
に
係

る
個
人
の
一
部
負
担
等
の
バ
ラ

ン
ス
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

当
面
２
分
の
１
程
度
の
助
成
が

適
当
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

る
。

②
保
育
料
の
あ
り
方
に
つ
い
て

は
、
行
財
政
改
革
の
な
か
で
議

論
さ
れ
見
直
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
平
成
16
年
度
か
ら
18
年
度

の
３
年
間
で
県
西
部
町
村
の
平

均
額
ま
で
調
整
を
行
っ
た
ば
か

り
で
あ
り
、
平
成
19
年
度
の
多

市
町
村
の
実
態
で
も
動
き
は
ほ

と
ん
ど
無
く
、
西
部
町
村
の
平

均
的
金
額
と
な
っ
て
い
る
。
行

財
政
改
革
の
取
り
組
み
期
間
中

で
も
あ
り
、
性
急
な
変
更
を
行

う
の
で
な
く
、
他
の
子
育
て
施

策
全
体
の
充
実
を
図
っ
て
い
く

こ
と
が
、
当
面
重
要
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
る
。

①
道
路
特
定
財
源
は
、
一
般
財

源
化
し
、
暫
定
税
率
を
廃
止
す

べ
き
と
考
え
る
が
。

②
暫
定
税
率
が
廃
止
さ
れ
れ
ば

町
の
財
源
に
地
方
譲
与
税
な
ど

で
約
４
千
５
０
０
万
円
の
影
響

が
あ
る
と
試
算
し
て
い
る
一
方

で
、
町
民
の
税
負
担
軽
減
額
は

約
１
億
円
に
な
る
が
。

③
暫
定
税
率
維
持
を
前
提
と
し

た
向
こ
う
10
年
間
の
道
路
特
定

財
源
で
、
町
内
の
道
路
整
備
計

画
を
達
成
で
き
る
の
か
。

　①
国
会
で
論
議
さ
れ
て
い
る
が

地
方
団
体
挙
げ
て
是
非
維
持
さ

れ
る
よ
う
運
動
し
て
い
る
。
道

路
を
整
備
す
る
財
源
だ
け
は
是

非
確
保
し
て
い
た
だ
き
た
い
し

地
方
に
と
っ
て
貴
重
な
財
源
で

あ
り
早
急
に
結
論
を
出
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

②
暫
定
税
率
で
得
る
町
の
財
源

は
、
約
４
千
５
０
０
万
円
だ
が

こ
れ
に
町
内
で
の
県
道
・
町
道

の
整
備
も
事
業
費
を
算
入
す
れ

ば
、
１
億
円
を
は
る
か
に
越
え

る
額
が
見
込
ま
れ
る
。

③
国
直
轄
事
業
と
し
て
鍵
掛
峠

道
路
は
整
備
区
間
に
指
定
さ
れ

概
ね
10
年
以
内
に
共
用
す
る
こ

と
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

国
道
１
８
３
号
線
の
河
上
〜
宮

内
の
区
間
も
早
急
な
対
応
が
必

要
と
考
え
る
。
町
道
事
業
で
も

緊
急
性
の
高
い
路
線
・
区
間
を

設
定
し
事
業
化
し
て
お
り
、
順

次
進
め
て
い
き
た
い
。

①
中
国
産
冷
凍
食
品
の
残
留
農

薬
事
件
は
、
日
本
の
農
業
と
食

の
在
り
方
が
根
本
か
ら
問
わ
れ

て
い
る
。
日
本
の
自
給
率
は
39

％
で
先
進
国
最
低
だ
。
こ
の
実

態
を
ど
う
み
て
い
る
か
。

②
町
内
の
地
産
地
消
の
取
り
組

み
の
成
果
を
明
ら
か
に
。
　

③
５
年
間
の
﹁
農
地
・
水
・
環

境
保
全
向
上
対
策
事
業
﹂
は
、

鳥
取
県
農
地
・
水
・
環
境
保
全

協
議
会
が
交
付
団
体
と
な
っ
て

い
る
が
、
﹁
中
山
間
地
等
直
接

支
払
制
度
﹂
の
よ
う
に
町
の
直

営
事
業
に
し
て
加
入
促
進
す
べ

き
で
は
。
　
　

①
こ
の
事
件
を
契
機
に
食
料
自

給
率
を
上
げ
て
い
く
国
民
的
な

運
動
と
、
国
内
産
の
消
費
拡
大

や
農
家
の
生
産
意
欲
が
増
進
さ

れ
る
環
境
が
整
備
さ
れ
る
こ
と

を
望
む
。

②
野
菜
の
無
人
市
や
加
工
グ
ル

ー
プ
に
よ
る
農
産
物
加
工
品
の

町
内
販
売
な
ど
が
展
開
さ
れ
て

い
る
ほ
か
、
新
規
の
朝
市
も
計

画
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
学
校
給

食
な
ど
各
部
署
の
取
り
組
み
も

進
ん
で
い
る
。

③
事
業
の
中
身
を
十
分
勉
強
し

て
協
定
の
参
加
団
体
を
徐
々
に

増
や
し
て
い
き
た
い
。

　　
学
校
給
食
は
、(

株)

メ
フ
ォ

ス
と
業
務
委
託
契
約
を
し
て
い

る
が
、
こ
れ
は
民
法
上
は
請
負

で
あ
る
。
労
働
者
派
遣
事
業
と

請
負
に
よ
り
行
わ
れ
る
事
業
と

の
区
分
に
関
す
る
基
準
の
概
況

に
よ
れ
ば
、
実
態
は
労
働
者
派

遣
事
業
に
該
当
し
な
い
か
。

　



　
業
務
委
託
に
つ
い
て
は
、
単

に
肉
体
的
な
労
働
力
の
提
供
を

求
め
る
も
の
で
は
な
い
。
従
っ

て
、
日
南
町
と
請
負
業
者
及
び

請
負
業
者
と
労
働
者
の
雇
用
関

係
か
ら
も
﹁
請
負
業
務
﹂
で
あ

り
、
﹁
労
働
者
派
遣
事
業
﹂
に

は
該
当
し
な
い
。

①
１
年
半
も
社
会
実
験
を
し
な

け
れ
ば
町
営
バ
ス
の
抜
本
改
革

は
で
き
な
い
の
か
。

②
通
学
対
策
と
住
民
一
般
の
利

用
者
対
策
の
両
面
で
の
問
題
解

決
が
急
が
れ
る
の
で
は
。
　

①
町
営
バ
ス
の
社
会
実
験
に
は

路
線
と
ダ
イ
ヤ
改
正
な
ど
一
定

の
時
間
を
要
す
る
。

②
小
・
中
学
生
の
通
学
バ
ス
機

能
の
保
持
は
、
町
営
バ
ス
の
優

先
項
目
で
あ
り
、
引
き
続
き
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
な
ど
と
協
議

を
重
ね
な
が
ら
、
一
般
利
用
者

の
利
便
性
向
上
に
向
け
て
努
力

す
る
。

　　
医
師
・
看
護
師
な
ど
の
医
療

ス
タ
ッ
フ
を
確
保
す
る
こ
と
は

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
が
、
十
分

な
体
制
が
と
れ
る
の
か
。

　
３
名
の
医
師
の
年
度
中
途
退

職
は
止
む
を
え
な
い
事
情
も
あ

っ
た
。
医
師
や
看
護
士
の
医
療

ス
タ
ッ
フ
不
足
は
中
山
間
地
の

病
院
の
共
通
の
悩
み
に
な
っ
て

い
る
状
況
下
で
あ
り
、
広
範
囲

に
募
集
す
る
。
処
遇
等
環
境
整

備
を
図
り
つ
つ
人
材
確
保
に
一

層
努
力
し
て
い
く
。

町
営
バ
ス

問問

子育て支援センターでの検診

小竹　等議員

限
界
集
落
の
維
持
と
対
策
は

町
づ
く
り
協
議
会
の

　
シ
ス
テ
ム
が
集
落
を
持
続
す
る

久代安敏議員

道
路
特
定
財
源
の
一
般
財
源
化
や

暫
定
税
率
廃
止
は
、
町
民
の
声
で
は
　

地
方
に
と
っ
て
貴
重
な
財
源
で
あ
り

　
　
　
　
　
　
是
非
継
続
さ
れ
た
い

道
路
特
定
財
源

問問

農
業
と
食

問問

日
南
病
院
の
体
制

問問

学
校
給
食
の

業
務
委
託

問問

少
子
化
対
策



︵

子
育
て
支
援

︶

問問

限
界
集
落
対
策

問問
矢
田
町
長

答答
矢
田
町
長

答答

町
長

答答

町

長

答答

青
戸
建
設
課
長

答答

町
長

答答

山
本
教
育
長

答答
古
都
農
林
課
長

答答

安
東
病
院
管
理
者

答答

町政のここが聞きたい 町政のここが聞きたい

─　　 ─186
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限
界
集
落
あ
る
い
は
集
落
消

滅
と
い
う
言
葉
が
、
新
聞
や
テ

レ
ビ
な
ど
で
よ
く
報
じ
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
が
、
高
齢
化
率

が
45
％
近
く
な
っ
た
本
町
に
お

い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
集
落
が

実
在
す
る
の
か
。

　
あ
る
な
ら
ば
何
カ
所
位
か
。

ま
た
、
対
策
・
対
応
は
ど
う
し

て
い
る
の
か
。
　

　　
本
町
の
場
合
、
65
歳
以
上
の

人
口
が
50
％
を
超
え
る
自
治
会

は
、
35
自
治
会
の
う
ち
、
14
自

治
会
が
該
当
す
る
。

　
し
か
し
、
社
会
的
共
同
活
動

の
維
持
と
い
う
観
点
か
ら
は
、

自
治
会
に
よ
る
、
問
題
対
処
、

環
境
保
全
機
能
、
施
設
財
産
の

維
持
、
親
睦
、
自
治
機
能
な
ど

か
ら
精
査
す
べ
き
で
あ
り
、
一

概
に
こ
れ
ら
の
自
治
会
を
限
界

集
落
と
い
う
概
念
に
位
置
づ
け

て
し
ま
う
の
は
い
か
が
な
も
の

か
と
考
え
る
。
基
礎
的
集
落
に

お
け
る
居
住
条
件
は
、
構
成
世

帯
の
経
済
的
基
盤
に
加
え
財
産

管
理
や
暮
ら
し
の
維
持
、
さ
ら

に
は
集
落
機
能
や
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
加
わ
り
、
持
続
可
能

な
集
落
社
会
が
構
築
さ
れ
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。
現
在
７
地

域
で
推
進
し
て
い
る
﹁
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
﹂
の
シ
ス
テ
ム
は

地
域
課
題
の
共
有
化
、
地
域
資

源
の
活
用
、
交
流
活
動
な
ど
、

安
全
安
心
、
楽
し
く
、
豊
か
に

暮
ら
す
自
立
し
た
地
域
を
築
き

上
げ
、
社
会
的
共
同
生
活
の
維

持
が
困
難
な
状
況
に
な
り
つ
つ

あ
る
集
落
を
持
続
さ
せ
る
た
め

の
対
策
・
対
応
と
し
て
も
位
置

付
け
ら
れ
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。
必
要
で
あ
れ
ば
、
今
後
基

礎
集
落
の
エ
リ
ア
拡
大
等
の
手

法
も
検
討
し
た
い
。

①
妊
婦
健
診
事
業
で
助
成
は
、

現
在
５
回
と
聞
い
て
い
る
。
出

産
ま
で
に
お
よ
そ
７
回
は
健
診

を
受
け
る
必
要
が
あ
る
。
元
気

な
子
供
を
出
産
し
て
も
ら
う
た

め
、
ま
た
出
費
軽
減
の
た
め
、

全
て
の
健
診
費
用
を
助
成
す
べ

き
と
思
う
が
。

②
保
育
料
の
軽
減
は
、
保
護
者

に
と
っ
て
も
っ
と
も
望
む
と
こ

ろ
で
あ
る
。
せ
め
て
平
成
15
年

度
の
保
育
料
に
戻
す
考
え
は
な

い
か
。
日
南
町
独
自
の
保
育
料

算
定
で
よ
い
の
で
は
。

　
　

①
本
町
の
妊
婦
健
診
費
用
助
成

は
、
平
成
18
年
度
ま
で
は
２
回

の
健
診
医
療
券
交
付
に
よ
る
現

物
給
付
助
成
で
あ
っ
た
が
、
少

子
化
対
策
の
一
環
と
し
て
妊
婦

健
診
に
係
る
費
用
助
成
の
拡
充

の
た
め
、
平
成
19
年
度
か
ら
社

会
福
祉
協
議
会
に
事
業
委
託
を

行
い
、
償
還
払
い
方
式
に
よ
る

５
回
分
の
全
額
費
用
助
成
を
追

加
し
、
現
在
で
は
計
７
回
の
妊

婦
健
診
費
用
に
つ
い
て
助
成
を

行
っ
て
い
る
。

　
平
成
19
年
度
当
初
か
ら
妊
婦

健
診
７
回
の
助
成
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
た
の
は
、
県
内
で
は
本
町

の
み
で
あ
り
、
妊
娠
中
の
健
診

費
用
の
負
担
軽
減
と
、
元
気
な

子
供
を
出
産
し
て
い
た
だ
き
た

い
思
い
か
ら
、
い
ち
早
く
拡
充

を
図
っ
た
。
厚
生
労
働
省
が
示

し
て
い
る
、
妊
娠
時
の
母
性
の

各
期
に
お
い
て
受
け
る
べ
き
健

診
診
査
回
数
で
は
出
産
ま
で
に

13
回
か
ら
14
回
程
度
の
健
診
が

望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
全
て
に
係
る
費
用
の
全
額
助

成
に
つ
い
て
は
、
出
産
後
の
子

供
へ
の
医
療
費
助
成
制
度
に
係

る
個
人
の
一
部
負
担
等
の
バ
ラ

ン
ス
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

当
面
２
分
の
１
程
度
の
助
成
が

適
当
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

る
。

②
保
育
料
の
あ
り
方
に
つ
い
て

は
、
行
財
政
改
革
の
な
か
で
議

論
さ
れ
見
直
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
平
成
16
年
度
か
ら
18
年
度

の
３
年
間
で
県
西
部
町
村
の
平

均
額
ま
で
調
整
を
行
っ
た
ば
か

り
で
あ
り
、
平
成
19
年
度
の
多

市
町
村
の
実
態
で
も
動
き
は
ほ

と
ん
ど
無
く
、
西
部
町
村
の
平

均
的
金
額
と
な
っ
て
い
る
。
行

財
政
改
革
の
取
り
組
み
期
間
中

で
も
あ
り
、
性
急
な
変
更
を
行

う
の
で
な
く
、
他
の
子
育
て
施

策
全
体
の
充
実
を
図
っ
て
い
く

こ
と
が
、
当
面
重
要
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
る
。

①
道
路
特
定
財
源
は
、
一
般
財

源
化
し
、
暫
定
税
率
を
廃
止
す

べ
き
と
考
え
る
が
。

②
暫
定
税
率
が
廃
止
さ
れ
れ
ば

町
の
財
源
に
地
方
譲
与
税
な
ど

で
約
４
千
５
０
０
万
円
の
影
響

が
あ
る
と
試
算
し
て
い
る
一
方

で
、
町
民
の
税
負
担
軽
減
額
は

約
１
億
円
に
な
る
が
。

③
暫
定
税
率
維
持
を
前
提
と
し

た
向
こ
う
10
年
間
の
道
路
特
定

財
源
で
、
町
内
の
道
路
整
備
計

画
を
達
成
で
き
る
の
か
。

　①
国
会
で
論
議
さ
れ
て
い
る
が

地
方
団
体
挙
げ
て
是
非
維
持
さ

れ
る
よ
う
運
動
し
て
い
る
。
道

路
を
整
備
す
る
財
源
だ
け
は
是

非
確
保
し
て
い
た
だ
き
た
い
し

地
方
に
と
っ
て
貴
重
な
財
源
で

あ
り
早
急
に
結
論
を
出
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

②
暫
定
税
率
で
得
る
町
の
財
源

は
、
約
４
千
５
０
０
万
円
だ
が

こ
れ
に
町
内
で
の
県
道
・
町
道

の
整
備
も
事
業
費
を
算
入
す
れ

ば
、
１
億
円
を
は
る
か
に
越
え

る
額
が
見
込
ま
れ
る
。

③
国
直
轄
事
業
と
し
て
鍵
掛
峠

道
路
は
整
備
区
間
に
指
定
さ
れ

概
ね
10
年
以
内
に
共
用
す
る
こ

と
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

国
道
１
８
３
号
線
の
河
上
〜
宮

内
の
区
間
も
早
急
な
対
応
が
必

要
と
考
え
る
。
町
道
事
業
で
も

緊
急
性
の
高
い
路
線
・
区
間
を

設
定
し
事
業
化
し
て
お
り
、
順

次
進
め
て
い
き
た
い
。

①
中
国
産
冷
凍
食
品
の
残
留
農

薬
事
件
は
、
日
本
の
農
業
と
食

の
在
り
方
が
根
本
か
ら
問
わ
れ

て
い
る
。
日
本
の
自
給
率
は
39

％
で
先
進
国
最
低
だ
。
こ
の
実

態
を
ど
う
み
て
い
る
か
。

②
町
内
の
地
産
地
消
の
取
り
組

み
の
成
果
を
明
ら
か
に
。
　

③
５
年
間
の
﹁
農
地
・
水
・
環

境
保
全
向
上
対
策
事
業
﹂
は
、

鳥
取
県
農
地
・
水
・
環
境
保
全

協
議
会
が
交
付
団
体
と
な
っ
て

い
る
が
、
﹁
中
山
間
地
等
直
接

支
払
制
度
﹂
の
よ
う
に
町
の
直

営
事
業
に
し
て
加
入
促
進
す
べ

き
で
は
。
　
　

①
こ
の
事
件
を
契
機
に
食
料
自

給
率
を
上
げ
て
い
く
国
民
的
な

運
動
と
、
国
内
産
の
消
費
拡
大

や
農
家
の
生
産
意
欲
が
増
進
さ

れ
る
環
境
が
整
備
さ
れ
る
こ
と

を
望
む
。

②
野
菜
の
無
人
市
や
加
工
グ
ル

ー
プ
に
よ
る
農
産
物
加
工
品
の

町
内
販
売
な
ど
が
展
開
さ
れ
て

い
る
ほ
か
、
新
規
の
朝
市
も
計

画
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
学
校
給

食
な
ど
各
部
署
の
取
り
組
み
も

進
ん
で
い
る
。

③
事
業
の
中
身
を
十
分
勉
強
し

て
協
定
の
参
加
団
体
を
徐
々
に

増
や
し
て
い
き
た
い
。

　　
学
校
給
食
は
、(

株)

メ
フ
ォ

ス
と
業
務
委
託
契
約
を
し
て
い

る
が
、
こ
れ
は
民
法
上
は
請
負

で
あ
る
。
労
働
者
派
遣
事
業
と

請
負
に
よ
り
行
わ
れ
る
事
業
と

の
区
分
に
関
す
る
基
準
の
概
況

に
よ
れ
ば
、
実
態
は
労
働
者
派

遣
事
業
に
該
当
し
な
い
か
。

　



　
業
務
委
託
に
つ
い
て
は
、
単

に
肉
体
的
な
労
働
力
の
提
供
を

求
め
る
も
の
で
は
な
い
。
従
っ

て
、
日
南
町
と
請
負
業
者
及
び

請
負
業
者
と
労
働
者
の
雇
用
関

係
か
ら
も
﹁
請
負
業
務
﹂
で
あ

り
、
﹁
労
働
者
派
遣
事
業
﹂
に

は
該
当
し
な
い
。

①
１
年
半
も
社
会
実
験
を
し
な

け
れ
ば
町
営
バ
ス
の
抜
本
改
革

は
で
き
な
い
の
か
。

②
通
学
対
策
と
住
民
一
般
の
利

用
者
対
策
の
両
面
で
の
問
題
解

決
が
急
が
れ
る
の
で
は
。
　

①
町
営
バ
ス
の
社
会
実
験
に
は

路
線
と
ダ
イ
ヤ
改
正
な
ど
一
定

の
時
間
を
要
す
る
。

②
小
・
中
学
生
の
通
学
バ
ス
機

能
の
保
持
は
、
町
営
バ
ス
の
優

先
項
目
で
あ
り
、
引
き
続
き
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
な
ど
と
協
議

を
重
ね
な
が
ら
、
一
般
利
用
者

の
利
便
性
向
上
に
向
け
て
努
力

す
る
。

　　
医
師
・
看
護
師
な
ど
の
医
療

ス
タ
ッ
フ
を
確
保
す
る
こ
と
は

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
が
、
十
分

な
体
制
が
と
れ
る
の
か
。

　
３
名
の
医
師
の
年
度
中
途
退

職
は
止
む
を
え
な
い
事
情
も
あ

っ
た
。
医
師
や
看
護
士
の
医
療

ス
タ
ッ
フ
不
足
は
中
山
間
地
の

病
院
の
共
通
の
悩
み
に
な
っ
て

い
る
状
況
下
で
あ
り
、
広
範
囲

に
募
集
す
る
。
処
遇
等
環
境
整

備
を
図
り
つ
つ
人
材
確
保
に
一

層
努
力
し
て
い
く
。

町
営
バ
ス

問問

子育て支援センターでの検診

小竹　等議員

限
界
集
落
の
維
持
と
対
策
は

町
づ
く
り
協
議
会
の

　
シ
ス
テ
ム
が
集
落
を
持
続
す
る

久代安敏議員

道
路
特
定
財
源
の
一
般
財
源
化
や

暫
定
税
率
廃
止
は
、
町
民
の
声
で
は
　

地
方
に
と
っ
て
貴
重
な
財
源
で
あ
り

　
　
　
　
　
　
是
非
継
続
さ
れ
た
い

道
路
特
定
財
源

問問

農
業
と
食

問問

日
南
病
院
の
体
制

問問

学
校
給
食
の

業
務
委
託

問問

少
子
化
対
策



︵

子
育
て
支
援

︶

問問

限
界
集
落
対
策

問問
矢
田
町
長

答答
矢
田
町
長

答答

町

長

答答

町

長

答答

青
戸
建
設
課
長

答答

町

長

答答

山
本
教
育
長

答答
古
都
農
林
課
長

答答

安
東
病
院
管
理
者

答答

町政のここが聞きたい 町政のここが聞きたい
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件　　　　名 提　出　者 本会議審　査　意　見

みなさんから提出のあった陳情を所管の常任委員会で審査し、委員長から審査結果の

報告を受けて３月定例議会の本会議で審議した結果、次のとおり決定しました。

「鳥獣被害防止特措法」関連

予算を、鳥獣捕殺ではなく自

然林復元と被害防除に使うこ

と等を求める意見書提出に関

する陳情

日本熊森協会

会　長　森山まり子

野生鳥獣の農作物への被害を防止するた

めに、被害防除を図りながら、鳥獣の生

息地である森を復元することが、人間に

とっても根本的解決につながる。

介護保険料の激変緩和措置

継続のお願い（陳情）

鳥取高齢退職者

団体連合

会　長　日置勝彦

介護保険料の激変緩和措置継続について

は、今期定例会で日南町介護保険条例の

一部改正が提案され、願意に沿った措置

が講じられることになる。

地域医療と国立病院の充実

に関する陳情書

全日本国立医療

労働組合米子支部

支部長　渡辺和志

独立行政法人国立病院米子医療センター
は、民間では困難な分野を担い、地域医
療において重要な役割を果たしてきた。
医療の現状は、ますます厳しさを増して
いることから、地域医療と国立病院の充
実を求める願意は理解できる。

採択

採択

採択

地
域
振
興
公
社
に
よ
る

新
し
い
ブ
ラ
ン
ド
米
の
販
売
　

問問

農
業
の
振
興
対
策

問問

農
業
の
将
来

ビ
ジ
ョ
ン

問問

矢
田
町
長

答答

狩
野
副
町
長

答答

町
長

答答

町

長

答答

　
平
成
19
年
度
か
ら
、
日
南
高

原
米
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
米
の
販

売
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。

　
平
成
20
年
度
は
、
本
格
的
に

取
組
み
を
さ
れ
そ
の
成
果
に
つ

い
て
大
い
に
期
待
を
寄
せ
て
い

る
が
、
具
体
的
な
取
組
み
に
つ

い
て
次
の
点
を
問
う
。

①
地
域
振
興
公
社
の
組
織
の
実

態
は
、
人
員
構
成
を
含
め
て
ど

う
計
画
さ
れ
て
い
る
の
か
。
　

②
具
体
的
な
活
動
計
画
は
、
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

③
販
売
目
標
等
の
計
画
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

①
新
年
度
か
ら
更
に
体
制
強
化

を
図
り
、
専
門
的
知
識
を
有
す

る
職
員
を
配
置
す
る
予
定
。

②
山
陽
を
主
な
販
売
先
と
す
る

が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用

や
県
内
販
売
も
行
い
た
い
。

③
販
売
目
標
は
、
２
０
０
ト
ン

を
設
定
し
て
い
る
。

①
販
売
に
も
、
営
農
指
導
に
も

た
け
た
方
を
予
定
し
て
い
る
。

②
主
体
は
地
域
振
興
公
社
で
あ

る
が
、
行
政
と
連
携
し
な
が
ら

目
標
達
成
に
努
力
し
て
行
く
。

　①
日
南
町
の
地
場
産
業
は
、
農

林
業
が
や
は
り
中
心
に
な
る
と

思
う
。
高
齢
化
の
中
、
行
政
主

導
で
の
担
い
手
組
織
の
育
成
が

必
要
と
考
え
る
が
、
雇
用
の
確

保
、
農
業
の
衰
退
防
止
の
た
め

町
指
導
あ
る
い
は
出
資
に
よ
る

担
い
手
組
織
の
立
ち
上
げ
の
考

え
は
な
い
か
。

②
町
営
施
設
と
し
て
の
地
場
産

品
の
集
出
荷
販
売
施
設
等
の
計

画
は
な
い
か
。

③
以
上
の
２
点
を
含
め
、
新
年

度
に
お
け
る
農
業
振
興
の
施
策

に
つ
い
て
町
長
の
見
解
は
。
　

①
地
域
も
産
業
も
﹁
民
﹂
が
担

う
の
が
活
力
の
源
で
あ
る
と
思

う
。

　
高
齢
化
の
中
で
認
定
農
業
者

の
皆
さ
ん
も
頑
張
っ
て
頂
い
て

お
り
、
そ
う
い
っ
た
例
を
参
考

に
出
来
る
限
り
行
政
も
支
援
し

﹁
民
間
手
法
﹂
で
ど
う
い
う
手

法
・
組
織
が
出
来
る
か
合
意
形

成
を
図
っ
て
行
き
た
い
と
考
え

る
。

　
現
在
、
行
政
主
導
で
の
担
い

手
組
織
の
立
ち
上
げ
構
想
は
な

い
が
、
認
定
農
業
者
や
水
田
農

業
ビ
ジ
ョ
ン
に
お
け
る
担
い
手

リ
ス
ト
の
農
業
者
を
育
成
す
る

こ
と
に
よ
り
対
応
し
て
い
き
た

い
。

　
ま
た
、
県
や
農
業
会
議
と
の

連
携
に
よ
り
リ
ー
ダ
ー
養
成
を

行
い
、
集
落
営
農
を
創
設
す
る

の
も
一
つ
の
方
法
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。

②
現
在
﹁
朝
ど
れ
野
菜
﹂
の
集

出
荷
施
設
が
あ
る
が
、
こ
の
他

の
施
設
計
画
は
な
い
。
販
売
施

設
に
つ
い
て
も
町
内
各
地
に
野

菜
の
無
人
市
な
ど
あ
り
、
活
気

に
満
ち
て
い
る
。
今
年
、
霞
地

区
で
朝
市
の
設
置
が
計
画
中
と

の
情
報
も
あ
り
、
今
の
と
こ
ろ

町
営
の
直
売
所
を
設
置
す
る
計

画
は
な
い
。

③
平
成
19
年
度
か
ら
開
始
し
た

﹁
日
南
ブ
ラ
ン
ド
化
﹂
を
さ
ら

に
進
め
て
い
き
、
日
南
高
原
米

コ
シ
ヒ
カ
リ
の
販
売
促
進
と
ト

マ
ト
・
白
ネ
ギ
・
ピ
ー
マ
ン
朝

ど
れ
野
菜
の
産
地
化
や
、
ブ
ラ

ン
ド
化
を
図
っ
て
い
く
。
最
近

の
農
業
情
勢
か
ら
国
産
野
菜
が

注
目
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
ゆ
う
き

ま
ん
ま
ん
構
想
で
の
良
質
堆
肥

を
利
用
し
た
農
産
物
の
生
産
を

拡
大
し
、
安
心
安
全
な
農
産
物

生
産
を
目
指
す
。
ま
た
、
営
農

相
談
員
制
度
を
復
活
さ
せ
て
農

家
の
相
談
事
に
応
え
る
と
と
も

に
生
産
か
ら
販
売
ま
で
一
貫
し

た
体
制
を
整
え
る
。

　
高
齢
化
に
よ
る
限
界
集
落
と

い
う
よ
う
な
状
況
下
で
は
、
ブ

ラ
ン
ド
化
も
必
要
だ
が
農
業
の

担
い
手
の
育
成
が
急
務
で
あ
る
。

30
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
、
教
育

の
あ
り
方
会
議
を
や
っ
て
い
る

が
、
若
い
人
も
含
め
た
﹁
日
南

町
農
業
の
あ
り
方
会
議
﹂
等
の

勉
強
の
場
が
あ
っ
て
も
よ
い
の

で
は
な
い
か
。



農
業
の
面
で
も
真
剣
な
議
論

の
場
が
必
要
と
思
う
。
議
論
の

場
を
設
け
、
今
後
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
検
討
し

て
み
た
い
。

日
南
町
こ
ど
も
ゆ
め
基
金
条

例
の
一
部
改
正

　
ふ
る
さ
と
納
税
︵
寄
付
金
︶

を
受
け
入
れ
て
、
活
用
す
る
た

め
の
一
部
改
正
。

日
南
町
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
承
認

　
個
人
住
民
税
、
固
定
資
産
税

な
ど
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に

伴
う
改
正
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
退
職
被
保
険
者
高
額
療
養
費

６
９
４
万
１
千
円
を
追
加
し
、

総
額
を
８
億
１
千
８
０
５
万
９

千
円
と
し
た
。

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
同

意
　
　
　
　
　
　
︵
２
件
︶

　山

本

芳

昭

氏

　
︵
任
期
満
了
に
よ
り
再
任
︶



福

田

英

寿

氏

　
︵
西
村
由
利
子
氏
の
辞
職
に

　
　
よ
り
︶

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任
同
意
　
︵
２
件
︶

矢
田
貝

幹

子

氏

　
︵
任
期
満
了
に
よ
り
再
任
︶

田

邊

暢

克

氏

　
︵
任
期
満
了
に
よ
り
再
任
︶

人

事

案

件

専

決

処

分

補

正

予

算

条
例
の
一
部
改
正

町政のここが聞きたい

古都久志議員

日
南
町
農
業
の

　
あ
り
方
会
議
の
設
置
を

必
要
と
考
え
る
の
で

　
　
　
今
後
検
討
し
て
い
く

臨

時

会



陳情の審査結果陳情の審査結果

　
５
月
９
日
に
招
集
さ
れ
た
臨
時
議
会
で
は
、
条
例
の
一
部
改

正
や
人
事
案
件
な
ど
が
提
案
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

や
ま

も
と

よ
し

あ
き

ふ
く

だ

ひ
で

と
し



や

た

が
い

み
き

こ



た

な
べ

の
ぶ
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日南ブランドで売り出す「こしひかり」
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件　　　　名 提　出　者 本会議審　査　意　見

みなさんから提出のあった陳情を所管の常任委員会で審査し、委員長から審査結果の

報告を受けて３月定例議会の本会議で審議した結果、次のとおり決定しました。

「鳥獣被害防止特措法」関連

予算を、鳥獣捕殺ではなく自

然林復元と被害防除に使うこ

と等を求める意見書提出に関

する陳情

日本熊森協会

会　長　森山まり子

野生鳥獣の農作物への被害を防止するた

めに、被害防除を図りながら、鳥獣の生

息地である森を復元することが、人間に

とっても根本的解決につながる。

介護保険料の激変緩和措置

継続のお願い（陳情）

鳥取高齢退職者

団体連合

会　長　日置勝彦

介護保険料の激変緩和措置継続について

は、今期定例会で日南町介護保険条例の

一部改正が提案され、願意に沿った措置

が講じられることになる。

地域医療と国立病院の充実

に関する陳情書

全日本国立医療

労働組合米子支部

支部長　渡辺和志

独立行政法人国立病院米子医療センター
は、民間では困難な分野を担い、地域医
療において重要な役割を果たしてきた。
医療の現状は、ますます厳しさを増して
いることから、地域医療と国立病院の充
実を求める願意は理解できる。

採択

採択

採択

地
域
振
興
公
社
に
よ
る

新
し
い
ブ
ラ
ン
ド
米
の
販
売
　

問問

農
業
の
振
興
対
策

問問

農
業
の
将
来

ビ
ジ
ョ
ン

問問

矢
田
町
長

答答

狩
野
副
町
長

答答

町

長

答答

町

長

答答

　
平
成
19
年
度
か
ら
、
日
南
高

原
米
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
米
の
販

売
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。

　
平
成
20
年
度
は
、
本
格
的
に

取
組
み
を
さ
れ
そ
の
成
果
に
つ

い
て
大
い
に
期
待
を
寄
せ
て
い

る
が
、
具
体
的
な
取
組
み
に
つ

い
て
次
の
点
を
問
う
。

①
地
域
振
興
公
社
の
組
織
の
実

態
は
、
人
員
構
成
を
含
め
て
ど

う
計
画
さ
れ
て
い
る
の
か
。
　

②
具
体
的
な
活
動
計
画
は
、
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

③
販
売
目
標
等
の
計
画
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

①
新
年
度
か
ら
更
に
体
制
強
化

を
図
り
、
専
門
的
知
識
を
有
す

る
職
員
を
配
置
す
る
予
定
。

②
山
陽
を
主
な
販
売
先
と
す
る

が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用

や
県
内
販
売
も
行
い
た
い
。

③
販
売
目
標
は
、
２
０
０
ト
ン

を
設
定
し
て
い
る
。

①
販
売
に
も
、
営
農
指
導
に
も

た
け
た
方
を
予
定
し
て
い
る
。

②
主
体
は
地
域
振
興
公
社
で
あ

る
が
、
行
政
と
連
携
し
な
が
ら

目
標
達
成
に
努
力
し
て
行
く
。

　①
日
南
町
の
地
場
産
業
は
、
農

林
業
が
や
は
り
中
心
に
な
る
と

思
う
。
高
齢
化
の
中
、
行
政
主

導
で
の
担
い
手
組
織
の
育
成
が

必
要
と
考
え
る
が
、
雇
用
の
確

保
、
農
業
の
衰
退
防
止
の
た
め

町
指
導
あ
る
い
は
出
資
に
よ
る

担
い
手
組
織
の
立
ち
上
げ
の
考

え
は
な
い
か
。

②
町
営
施
設
と
し
て
の
地
場
産

品
の
集
出
荷
販
売
施
設
等
の
計

画
は
な
い
か
。

③
以
上
の
２
点
を
含
め
、
新
年

度
に
お
け
る
農
業
振
興
の
施
策

に
つ
い
て
町
長
の
見
解
は
。
　

①
地
域
も
産
業
も
﹁
民
﹂
が
担

う
の
が
活
力
の
源
で
あ
る
と
思

う
。

　
高
齢
化
の
中
で
認
定
農
業
者

の
皆
さ
ん
も
頑
張
っ
て
頂
い
て

お
り
、
そ
う
い
っ
た
例
を
参
考

に
出
来
る
限
り
行
政
も
支
援
し

﹁
民
間
手
法
﹂
で
ど
う
い
う
手

法
・
組
織
が
出
来
る
か
合
意
形

成
を
図
っ
て
行
き
た
い
と
考
え

る
。

　
現
在
、
行
政
主
導
で
の
担
い

手
組
織
の
立
ち
上
げ
構
想
は
な

い
が
、
認
定
農
業
者
や
水
田
農

業
ビ
ジ
ョ
ン
に
お
け
る
担
い
手

リ
ス
ト
の
農
業
者
を
育
成
す
る

こ
と
に
よ
り
対
応
し
て
い
き
た

い
。

　
ま
た
、
県
や
農
業
会
議
と
の

連
携
に
よ
り
リ
ー
ダ
ー
養
成
を

行
い
、
集
落
営
農
を
創
設
す
る

の
も
一
つ
の
方
法
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。

②
現
在
﹁
朝
ど
れ
野
菜
﹂
の
集

出
荷
施
設
が
あ
る
が
、
こ
の
他

の
施
設
計
画
は
な
い
。
販
売
施

設
に
つ
い
て
も
町
内
各
地
に
野

菜
の
無
人
市
な
ど
あ
り
、
活
気

に
満
ち
て
い
る
。
今
年
、
霞
地

区
で
朝
市
の
設
置
が
計
画
中
と

の
情
報
も
あ
り
、
今
の
と
こ
ろ

町
営
の
直
売
所
を
設
置
す
る
計

画
は
な
い
。

③
平
成
19
年
度
か
ら
開
始
し
た

﹁
日
南
ブ
ラ
ン
ド
化
﹂
を
さ
ら

に
進
め
て
い
き
、
日
南
高
原
米

コ
シ
ヒ
カ
リ
の
販
売
促
進
と
ト

マ
ト
・
白
ネ
ギ
・
ピ
ー
マ
ン
朝

ど
れ
野
菜
の
産
地
化
や
、
ブ
ラ

ン
ド
化
を
図
っ
て
い
く
。
最
近

の
農
業
情
勢
か
ら
国
産
野
菜
が

注
目
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
ゆ
う
き

ま
ん
ま
ん
構
想
で
の
良
質
堆
肥

を
利
用
し
た
農
産
物
の
生
産
を

拡
大
し
、
安
心
安
全
な
農
産
物

生
産
を
目
指
す
。
ま
た
、
営
農

相
談
員
制
度
を
復
活
さ
せ
て
農

家
の
相
談
事
に
応
え
る
と
と
も

に
生
産
か
ら
販
売
ま
で
一
貫
し

た
体
制
を
整
え
る
。

　
高
齢
化
に
よ
る
限
界
集
落
と

い
う
よ
う
な
状
況
下
で
は
、
ブ

ラ
ン
ド
化
も
必
要
だ
が
農
業
の

担
い
手
の
育
成
が
急
務
で
あ
る
。

30
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
、
教
育

の
あ
り
方
会
議
を
や
っ
て
い
る

が
、
若
い
人
も
含
め
た
﹁
日
南

町
農
業
の
あ
り
方
会
議
﹂
等
の

勉
強
の
場
が
あ
っ
て
も
よ
い
の

で
は
な
い
か
。



農
業
の
面
で
も
真
剣
な
議
論

の
場
が
必
要
と
思
う
。
議
論
の

場
を
設
け
、
今
後
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
検
討
し

て
み
た
い
。

日
南
町
こ
ど
も
ゆ
め
基
金
条

例
の
一
部
改
正

　
ふ
る
さ
と
納
税
︵
寄
付
金
︶

を
受
け
入
れ
て
、
活
用
す
る
た

め
の
一
部
改
正
。

日
南
町
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
承
認

　
個
人
住
民
税
、
固
定
資
産
税

な
ど
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に

伴
う
改
正
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
退
職
被
保
険
者
高
額
療
養
費

６
９
４
万
１
千
円
を
追
加
し
、

総
額
を
８
億
１
千
８
０
５
万
９

千
円
と
し
た
。

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
同

意
　
　
　
　
　
　
︵
２
件
︶

　山
本

芳

昭

氏

　
︵
任
期
満
了
に
よ
り
再
任
︶



福

田

英

寿
氏

　
︵
西
村
由
利
子
氏
の
辞
職
に

　
　
よ
り
︶

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任
同
意
　
︵
２
件
︶

矢
田
貝

幹

子

氏

　
︵
任
期
満
了
に
よ
り
再
任
︶

田

邊

暢

克

氏

　
︵
任
期
満
了
に
よ
り
再
任
︶

人

事

案

件

専

決

処

分

補

正

予

算

条
例
の
一
部
改
正

町政のここが聞きたい

古都久志議員

日
南
町
農
業
の

　
あ
り
方
会
議
の
設
置
を

必
要
と
考
え
る
の
で

　
　
　
今
後
検
討
し
て
い
く

臨

時

会



陳情の審査結果陳情の審査結果

　
５
月
９
日
に
招
集
さ
れ
た
臨
時
議
会
で
は
、
条
例
の
一
部
改

正
や
人
事
案
件
な
ど
が
提
案
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

や
ま
も
と

よ
し

あ
き

ふ
く

だ

ひ
で

と
し



や

た

が
い

み
き

こ



た

な
べ

の
ぶ
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「鳥獣被害防止特措法」関連予算を、鳥獣
捕殺のみではなく自然林復元と被害防
除に使うこと等を求める意見書

国立病院の廃止・縮小・民営化に反対し、
地域医療と国立病院の充実を求める意見
書

３月定例会では、次の意見書（要旨）を総理大臣ほか、関係大臣

などに提出することを決めました。

　近年、野生鳥獣によって農家が受ける農

作物被害は、所によっては惨状というまで

に増大している。もはや被害防除が個人の

努力で対応できる範囲を越えている。従って、

昨年12月に議員立法にて成立した「鳥獣被

害防止特措法」の関連予算を歓迎するがその

予算が、鳥獣捕殺のみでなく、野生鳥獣が

帰れる広葉樹の自然森の復元、鳥獣の侵入

防止柵などの被害防除に使われること等を

下記の通り求める。

記

１．「鳥獣被害防止特措法」の関連予算が

　野生鳥獣捕殺優先のみではなく、鳥獣が

　帰れる広葉樹の自然の森の復元、当面の

　被害防除に使われること。

２．現在、銃による凶悪犯罪が急増してき

　ている。日本を銃社会にしないため「鳥

　獣被害防止特措法」第9条の「鳥獣被害

　対策実施隊」の項では、一定の場合に限

　り市町村職員等の実施隊員に銃の所持を

　認めているが、安易に公費で銃を持たせ

　ないこと。

３．被害防止計画は市町村が定めることが

　できるとなっている。計画作成に際しては

　行政や被害農家に加え、専門家や自然保

　護団体を入れて作成すること。また、鳥

　獣捕獲の要請があったときは、情報およ

　び対応を公開すること。

４．捕獲した鳥獣は原則として、人間との

　軋轢がほとんどないと考えられるところ

　に運んで放すこと。

　独立行政法人国立病院機構米子医療セン

ターは、がん・脳卒中・心疾患などの高度

医療の実施とともに、重症心身障害や筋ジ

ストロフィー・神経難病、結核、災害医療

へき地医療など、民間では困難な分野を担い

地域医療においても重要な役割を果たして

いる。

　政府は、国立高度専門医療センター（が

んセンターなど6施設8病院）を平成22年度

に非公務員型独立行政法人化することを閣

議決定し、平成20年度で中期計画が終了す

る国立病院機構（146病院）についても平

成21年度より非公務員化することを検討し

ている。さらに、平成19年末までに、国立

病院を含むすべての独立行政法人を廃止・

民営化・民間委託の対象として全面的に見

直し、「整理合理化計画」を策定するとし

ている。

　平成20年4月から、4疾病（がん、脳卒中

心筋梗塞、糖尿）5事業（救急、災害、へ

き地、周産期、小児）の医療連携体制を含む

新たな都道府県「医療計画」がスタートす

ることになっており、国立病院を地域の医

療提供体制に位置づけ、地域医療の充実を

図ることが求められている。

　よって、地域医療と国立病院の充実につ

いて、下記の事項を要望する。

記

１．国立病院の廃止・縮小・民営化をおこ

　なわないこと。

２．地域の実情と地域住民の要望に応じて

　国立医療の機能強化を図ること。

３．医療の複雑高度化に反対し、安全で行

　きとどいた医療・看護を提供するため、

　国立病院の医師・看護師をはじめ必要な

　人員を確保すること。
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「鳥獣被害防止特措法」関連予算を、鳥獣
捕殺のみではなく自然林復元と被害防
除に使うこと等を求める意見書

国立病院の廃止・縮小・民営化に反対し、
地域医療と国立病院の充実を求める意見
書

３月定例会では、次の意見書（要旨）を総理大臣ほか、関係大臣

などに提出することを決めました。

　近年、野生鳥獣によって農家が受ける農

作物被害は、所によっては惨状というまで

に増大している。もはや被害防除が個人の

努力で対応できる範囲を越えている。従って、

昨年12月に議員立法にて成立した「鳥獣被

害防止特措法」の関連予算を歓迎するがその

予算が、鳥獣捕殺のみでなく、野生鳥獣が

帰れる広葉樹の自然森の復元、鳥獣の侵入

防止柵などの被害防除に使われること等を

下記の通り求める。

記

１．「鳥獣被害防止特措法」の関連予算が

　野生鳥獣捕殺優先のみではなく、鳥獣が

　帰れる広葉樹の自然の森の復元、当面の

　被害防除に使われること。

２．現在、銃による凶悪犯罪が急増してき

　ている。日本を銃社会にしないため「鳥

　獣被害防止特措法」第9条の「鳥獣被害

　対策実施隊」の項では、一定の場合に限

　り市町村職員等の実施隊員に銃の所持を

　認めているが、安易に公費で銃を持たせ

　ないこと。

３．被害防止計画は市町村が定めることが

　できるとなっている。計画作成に際しては

　行政や被害農家に加え、専門家や自然保

　護団体を入れて作成すること。また、鳥

　獣捕獲の要請があったときは、情報およ

　び対応を公開すること。

４．捕獲した鳥獣は原則として、人間との

　軋轢がほとんどないと考えられるところ

　に運んで放すこと。

　独立行政法人国立病院機構米子医療セン

ターは、がん・脳卒中・心疾患などの高度

医療の実施とともに、重症心身障害や筋ジ

ストロフィー・神経難病、結核、災害医療

へき地医療など、民間では困難な分野を担い

地域医療においても重要な役割を果たして

いる。

　政府は、国立高度専門医療センター（が

んセンターなど6施設8病院）を平成22年度

に非公務員型独立行政法人化することを閣

議決定し、平成20年度で中期計画が終了す

る国立病院機構（146病院）についても平

成21年度より非公務員化することを検討し

ている。さらに、平成19年末までに、国立

病院を含むすべての独立行政法人を廃止・

民営化・民間委託の対象として全面的に見

直し、「整理合理化計画」を策定するとし

ている。

　平成20年4月から、4疾病（がん、脳卒中

心筋梗塞、糖尿）5事業（救急、災害、へ

き地、周産期、小児）の医療連携体制を含む

新たな都道府県「医療計画」がスタートす

ることになっており、国立病院を地域の医

療提供体制に位置づけ、地域医療の充実を

図ることが求められている。

　よって、地域医療と国立病院の充実につ

いて、下記の事項を要望する。

記

１．国立病院の廃止・縮小・民営化をおこ

　なわないこと。

２．地域の実情と地域住民の要望に応じて

　国立医療の機能強化を図ること。

３．医療の複雑高度化に反対し、安全で行

　きとどいた医療・看護を提供するため、

　国立病院の医師・看護師をはじめ必要な

　人員を確保すること。
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に
ち
な
ん
議
会
だ
よ
り
１
１
０

号
３
ペ
ー
ジ
に
一
部
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。
お
詫
び
申
し
上
げ

る
と
と
も
に
次
の
と
お
り
訂
正

致
し
ま
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算

誤
﹁
６
億
７
７
万
１
千
円
を
追

　
　
加
し
〜
後
略
﹂

正
﹁
６
千
７
７
万
１
千
円
を
追

　
　
加
し
〜
後
略
﹂

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算

誤
﹁
前
略
〜
総
額
を
９
４
億
２

　
　
千
５
９
０
万
円
と
し
た
﹂

正
﹁
前
略
〜
総
額
を
９
億
４
千

　
　
２
５
９
万
円
と
し
た
﹂
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日南町デイサービスセンター
おおくさ荘

日谷神社

笠木

山上支所

至多里
至生山

至阿毘縁至阿毘縁

休憩されたと
思われる場所
休憩されたと
思われる場所

山の上小学校



さ

さ

ふ
く



ふ
も
と
　

ほ
う

ぎ
ょ

さ
ん
　

こ
う

れ
い
　
て
ん

の
う

き
さ
き

ほ
そ

ひ
め

の
み
こ
と
　

み
さ
さ
ぎ





　
　

お

と
お
り

と

じ

お
お

ま
つ

と
う
げ
　

こ

だ
わ

　
　
　

　
　



　
み

か
さ
　

　

　
　

　
　

か
さ

ぎ

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

せ
ん

こ



　
　

　
　

こ
え

ま
つ

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

へ
い

せ
き

る
い

る
い



　

　
　

ひ

だ
に

　
　

　
　

お
お

や

ま
と

ね
　
　

こ

ひ
こ

ふ
と

み
の
み
こ
と



　

　

　

　
　



む

け
い



あ
き
ら
か
な
り
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３月定例会⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯

予算審査報告⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯

一般質問⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯

臨時会、陳情審査結果⋯⋯⋯⋯⋯⋯

意見書を発議⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯

議員コラム、歴史探訪⋯⋯⋯⋯⋯⋯

2ページ

6ページ

7ページ

11ページ

12ページ

14ページ

　世帯数／2,321世帯
　人　口／6,090人
（平成20年4月末現在）

古紙配合率100％
再生紙を使用しています

ち

き
ゅう

にやさ

し
い

　

再
生紙利用

編

集

後

記

　
様
々
な
時
代
と
教
育
の
変

遷
を
経
て
き
た
小
学
校
が
姿

を
消
す
こ
と
に
な
っ
た
。
惜

別
の
念
や
る
か
た
な
い
思
い

と
同
時
に
、
責
任
の
重
大
さ

を
強
く
受
け
止
め
て
い
る
。

一
校
統
合
が
将
来
の
日
南
町

を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
最
善
の
教
育
環
境
と
な
る

こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　

長
岡
　

記

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

　
　
委

員

長
　

久
代
　
安
敏

　
　
副
委
員
長
　
古
都
　
久
志

　
　
委
　
　
員
　
福
田
　
　
稔

　
　

〃

　
　

坪
倉
　
勝
幸

　
　

〃

　
　

長
岡
つ
る
子

にちなん議会だより　平成20年5月発行　No.111

日南町の鳥：山鳥

小
竹
　
　
等

議
員

ふ
る
さ
と
歴
史
探
訪

﹁
我
が
村
の
口
碑
伝
説
﹂

　
　
　
　
　
　
　
楽
々
福
伝
説
︵
笠
木
村
の
い
わ
れ
︶

　
山
上
村
の
南
境
日
野
上
村
に
接
す
る
所
に
眞
礼
峰
あ
り

そ
の
麓
は
崩
御
山
と
て
孝
霊
天
皇
の
妃
細
姫
命
の
陵
と
い

ふ
。

　
孝
霊
天
皇
御
一
族
が
吉
備
地
方
よ
り
出
雲
を
平
定
し
給

ひ
し
時
、
御
通
の
途
次
大
松
峠
と
い
ふ
小
峠
に
て
休
憩
あ

ら
せ
ら
れ
、
御
笠
を
置
き
忘
れ
給
い
し
よ
り
笠
置
︵
今
は

笠
木
︶
と
い
ふ
地
名
を
負
へ
り
と
い
ふ
。

　
そ
の
地
点
の
赤
松
は
今
立
枯
な
れ
ど
も
眞
に
千
古
の
も

の
に
て
全
体
肥
松
な
り
。
古
来
信
仰
の
的
と
な
り
居
り
幣

石
塁
々
た
り
。

　
そ
の
附
近
、
日
谷
神
社
は
大
日
本
根
子
彦
太
瓊
尊
御
一

族
を
祀
る
。

　
此
の
地
は
出
雲
と

吉
備
を
つ
な
ぐ
東
南

道
に
あ
た
り
居
れ
ば

無
稽
の
伝
説
に
あ
ざ

る
こ
と
明
也
。

　
　
　



︵
本
文
は
、
昭
和

十
二
年
一
月
時
の
山

上
学
園
主
、
木
村
正

義
先
生
の
﹁
我
が
郷

土
﹂
の
原
文
で
す
。
︶

　
先
日
、
明
治
７
年
の
開
校
以
来
数
多
く
の
子
供
達
を
送
り
出
し

て
い
る
福
栄
小
学
校
最
後
の
入
学
式
に
参
列
し
、
６
名
の
入
学
児

童
を
迎
え
た
。
先
輩
方
の
日
々
の
努
力
に
よ
り
今
日
ま
で
支
え
て

き
た
歴
史
あ
る
小
学
校
が
、
子
供
達
の
人
数
の
減
少
に
よ
り
今
年

限
り
で
廃
校
に
な
る
事
に
な
っ
た
。
母
校
が
終
止
符
を
打
つ
と
い

う
こ
と
は
と
て
も
寂
し
い
想
い
が
す
る
。
今
ま
で
の
政
策
・
施
策

で
は
、
少
子
化
に
歯
止
め
が
利
か
な
か
っ
た
の
か
と
思
う
と
残
念

で
堪
ら
な
い
。
今
日
ま
で
、
長
い
年
月
を
積
み
重
ね
て
き
た
数
多

く
の
古
き
良
き
も
の
は
充
分
に
精
査
し
、
絶
や
す
こ
と
な
く
さ
ら

に
繁
栄
・
発
展
す
る
よ
う
に
努
力
し
、
後
世
に
残
さ
な
け
れ
ば
と

感
じ
た
。

平
井
　
正
之

議
員

　
ね
じ
れ
国
会
の
与
野
党
対
立
は
、
物
価
高
、
所
得
減
、
医
療
、

福
祉
、
年
金
、
少
子
高
齢
化
等
の
問
題
に
苦
し
む
国
民
を
尻
目

に
、
審
議
も
し
な
い
。
こ
れ
で
は
地
方
や
地
域
は
ど
う
な
る
の

か
。
道
州
制
も
具
体
的
に
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
今
、
最
悪

の
シ
ナ
リ
オ
だ
け
は
避
け
る
た
め
、
将
来
を
見
据
え
時
代
の
変
化

に
対
応
し
た
課
題
の
解
決
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
今

す
る
こ
と
出
来
る
こ
と
を
的
確
に
見
定
め
て
、
厳
し
い
情
勢
・
状

況
の
中
、
気
持
ち
も
新
た
に
し
て
取
り
組
み
、
後
世
に
引
き
継
ぐ

こ
と
が
、
今
の
私
た
ち
の
使
命
だ
と
強
く
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
　

石見東小学校、25年目の田植え・5月15日
大入峠方面から遠望した笠木集落

どの子も苗も

　　伸びやかに

どの子も苗も

　　伸びやかに
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至広島

日
野
川

湯
河
川

至生山

常福寺

ホームランド多里ホームランド多里

多里小学校

若松橋若松橋
多里

湯河

183

貫華蔵の内部
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おもな内容

6月定例会⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯

一般質問⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯

陳情結果、意見書提出⋯⋯⋯⋯⋯⋯

第4回臨時会⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯

議員コラム、歴史探訪⋯⋯⋯⋯⋯⋯

2ページ

5ページ

8ページ

9ページ

10ページ

　世帯数／2,314世帯
　人　口／6,071人
（平成20年6月末現在）

古紙配合率100％
再生紙を使用しています

ち

き
ゅう

にやさ

し
い

　

再
生紙利用

編

集

後

記

　
原
油
価
格
の
高
騰
や
食
糧

の
需
給
逼
迫
に
端
を
発
し
た

諸
物
価
の
値
上
が
り
が
、
私

た
ち
の
生
活
を
直
撃
し
て
い

る
な
か
、
環
境
、
食
糧
な
ど

を
テ
ー
マ
に
開
か
れ
た
北
海

道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
も
大
き

な
成
果
を
上
げ
る
こ
と
な
く

終
わ
り
ま
し
た
。

　
本
町
で
は
、
こ
れ
か
ら
未

活
用
資
源
を
使
っ
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
調
査
や
農
業
の
発
展

方
策
を
研
究
す
る
取
り
組
み

が
始
ま
り
ま
す
。
具
体
的
な

成
果
を
期
待
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

坪
倉
　

記

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

　
　
委

員

長
　

久
代
　
安
敏

　
　
副
委
員
長
　
古
都
　
久
志

　
　
委
　
　
員
　
福
田
　
　
稔

　
　

〃

　
　

坪
倉
　
勝
幸

　
　

〃

　
　

長
岡
つ
る
子

にちなん議会だより　平成20年7月発行　No.112

日南町の鳥：山鳥

惠
比
奈
礼
子

議
員

ふ
る
さ
と
歴
史
探
訪

﹁

常

福

寺

﹂

　
ま
た
も
や
鰻
・
牛
肉
の
産
地
偽
装
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
中
国

製
餃
子
事
件
以
来
、
食
品
表
示
に
関
心
が
持
た
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
が
、
表
示
そ
の
も
の
が
信
用
で
き
な
い
事
態
が
生
ま
れ
て
い
る
。

　
農
産
物
も
例
外
で
は
な
い
。
科
学
的
根
拠
を
示
し
安
心
安
全
を

ブ
ラ
ン
ド
化
す
る
農
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
町
が
あ
る
。
農
家
の

た
ゆ
み
な
い
探
求
心
と
努
力
、
技
術
革
新
と
経
営
を
指
導
す
る
農

協
、
惜
し
み
な
く
支
援
す
る
行
政
、
三
者
の
連
携
が
必
要
不
可
欠

で
あ
る
。
私
達
は
も
っ
と
も
っ
と
努
力
し
な
け
れ
ば
と
強
く
感
じ

た
。

久
代
　
安
敏

議
員

　
過
去
、
日
本
で
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
た
年
に
は
、
必
ず
衆
議

院
の
解
散
・
総
選
挙
が
行
わ
れ
て
い
る
。
理
由
は
明
白
で
、
マ
ス

コ
ミ
総
動
員
で
国
際
的
に
注
目
を
浴
び
、
政
権
へ
の
イ
メ
ー
ジ
が

上
昇
し
た
と
こ
ろ
で
与
党
は
選
挙
を
や
り
た
い
と
考
え
る
か
ら

だ
。
し
か
し
、
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
08
を
終
え
た
福
田
首
相
に
そ
ん

な
過
去
の
ジ
ン
ク
ス
は
描
か
れ
て
い
な
い
だ
ろ
う
。
温
室
効
果
ガ

ス
の
削
減
、
投
機
マ
ネ
ー
暴
走
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
穀
物
価
格

の
異
常
高
騰
の
抑
制
と
い
う
人
類
の
生
存
に
か
か
わ
る
重
大
問
題

に
つ
い
て
先
進
国
と
し
て
の
責
任
が
果
た
せ
な
い
結
果
と
な
っ
た

か
ら
だ
。

　
Ｇ
８
の
立
ち
位
地
は
高
す
ぎ
て
、
庶
民
の
顔
が
見
え
な
い
。

七夕祭り（７月７日　にちなん保育園）

　
常
福
寺
の
山
門
︵
勅
使
門
︶
を
潜
る
と
、
正
面
に
白

壁
土
蔵
、
寄
棟
造
り
で
屋
根
の
上
に
八
葉
蓮
弁
の
擬
寶

珠
を
頂
い
た
建
物
が
一
切
経
蔵
︵
貫
華
蔵
︶
で
あ
る
。

　
元
文
元
年
︵
一
七
三
六
年
︶
に
、
日
野
郡
大
庄
屋
古

都
源
八
翁
に
よ
り
建
立
さ
れ
、
土
蔵
の
中
に
入
る
と
正

面
中
央
に
傳
大
士
坐
像
︵
教
典
の
守
護
者
︶
、
そ
の
両

脇
に
普
建
・
普
成
の
二
童
子
立
像
、
上
に
三
尊
佛
、
左

側
に
は
古
都
源
八
像
、
右
側
に
は
当
時
の
住
職
十
世
大

中
興
華
蔵
開
闢
台
翁
真
空
大
和
尚
等
を
奉
り
、
両
側
の

棚
の
上
に
は
十
六
羅
漢
の
尊
像
を
安
置
し
て
あ
る
。

　
棚
の
二
百

余
り
の
漆
塗

り
の
引
き
出

し
に
は
、
江

戸
時
代
初
期

の
黄
檗
宗
萬

福
寺
の
鉄
眼

道
光
︵
一
六

三
〇
〜
一
六

八
二
年
︶
に

よ
っ
て
刊
行

さ
れ
た
鉄
眼

版
一
切
経
が

収
納
さ
れ
て

い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
ょ
く
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
ち
ょ
う
れ
ん
べ
ん
　
　

ぎ
　

ぼ



し

い
っ
さ
い
き
ょ
う
ぞ
う
　

か
ん

げ

ぞ
う



お
う

　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
　
だ
い

し

ざ

ぞ
う

　
　
　
　
ふ

け
ん
　

ふ

せ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

だ
い

ち
ゅ
う
こ
う
け
ぞ
う
か
い
び
ゃ
く
た
い
お
う
し
ん
く
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら

か
ん

　
　
　
　
　
　

　
　
お
う
ば
く
　
　

　
　
　
　
　
　
て
つ
げ
ん

ど
う
こ
う
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23

にちなん議会だより　平成20年7月発行　No.112にちなん議会だより　平成20年7月発行　No.112

日
南
町
監
査
委
員
条
例
の
一
部

改
正

　
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健

全
化
に
関
す
る
法
律
が
施
行
さ

れ
た
こ
と
に
伴
う
一
部
改
正
。

日
南
町
行
政
財
産
等
使
用
料
条

例
の
一
部
改
正

　
当
該
条
例
が
引
用
し
て
い
る

法
令
の
適
用
条
項
等
の
整
備
並

び
に
罰
則
規
定
を
設
け
た
。

日
南
町
議
会
会
議
規
則
の
一
部

改
正

　
町
長
、
教
育
委
員
会
の
委
員

長
、
選
挙
管
理
委
員
会
の
委
員

長
、
農
業
委
員
会
の
会
長
及
び

監
査
委
員
そ
の
他
法
律
に
基
づ

く
委
員
会
の
代
表
者
又
は
委
員

並
び
に
そ
の
委
任
又
は
嘱
託
を

受
け
た
者
に
対
し
、
議
員
の
質

問
に
対
し
て
議
長
の
許
可
を
得

て
反
問
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
改
正
。

３
千
１
２
０
万
円
を
追
加
し
、

総
額
を
60
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を
明
確
に
す
る
た
め
に
議
員

に
反
問(

逆
質
問)

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

議
決
し
た
お
も
な
議
案

条

例

関

係

補

正

予

算

専

決

処

分

議

員

発

議

財
産
の
取
得

工
事
請
負
契
約
の
締
結

問問

問問問問

答答

答答答答

日南小学校新築工事はじまる

も
っ
と
詳
し
く

質
疑
応
答
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●積極的な議会運営へ
一般質問

①「一問一答方式」で質問時間は、30分とする。公平な質疑応答を展開するため、答弁書の事前

　　提示を求める。

②３月定例会は、町長の施政方針説明を受けたのちに通告を行う。

議案審査の強化

①議案は、定例会については本会議前にあらかじめ配付する。（概ね初日3目前）

②臨時会については、議案概要を提供（電子ファイル）する。

本会議の説明員

　説明員の出席は、最小限とする。

委員会の運営

①会議はフリートーク方式で行うが、発言を求める時は、委員長の許可を得ること。委員長も質

　　疑に加わることができるものとする。採決を要する時は手順をふみ、討論・採決を行うものと

　　する。

②町長の出席を求めることがある。

委員会の所管事務調査

　常任委員会の活性化のため、閉会中の調査は月1回を目標とする。

資料の請求

①資料の請求は、議会事務局を通して請求する。議会事務局は、請求のあった資料について議長

　　と協議のうえ、総務課長に依頼する。提供された資料は、請求した議員だけでなく、他の議員

　　にも提供（電子ファイル）する。

②常任委員会で提供のあった資料は、他の常任委員会にも提供（電子ファイル）する。

●住民に開かれた議会へ
議会中継

　チャンネルにちなんによる本会議の生中継、録画再放送を行う。

委員会の公開

　常任委員会・特別委員会・全員協議会は、原則公開とする。

議事録等の公開

　会期日程、一般質問要旨、議案の審議結果、本会議の議事録、特別委員会の議事録（全文）は、

　ホームページで公開する。

議会だより

①議会だよりの編集は、議員自らが参画し、責任ある分かりやすい広報を心がける。

②ホームページで公開する。

本会議等の住民への情報提供

　本会議・委員会・全員協議会の日程や主な審議事項等について、チャンネルにちなん、ホームペ

　ージ、防災無線で情報提供する。
　

①
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合
の

方
針
が
示
さ
れ
て
い
な
い
な
か

町
内
で
収
集
し
た
可
燃
ご
み
を

さ
ら
に
高
い
コ
ス
ト
を
か
け
て

米
子
ま
で
運
搬
す
る
の
か
疑
問

を
持
つ
。

　
一
般
廃
棄
物
を
資
源
と
し
て

と
ら
え
た
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
化
し
て
い
く
姿
勢

が
重
要
で
あ
り
、
推
進
す
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
ま
た
、
食
品
加
工
で
出
る
残

渣
・
家
庭
ご
み
・
産
業
廃
棄
物
・

木
材
団
地
等
か
ら
出
る
廃
材
、

間
伐
材
な
ど
を
バ
イ
オ
マ
ス
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
す
べ
き
で
は
な
い

か
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
の
施
設
導

入
に
よ
り
、
先
細
り
す
る
日
南

町
の
地
域
経
済
を
活
性
化
し
、

地
域
雇
用
、
中
で
も
若
年
層
の

新
規
就
業
の
受
け
皿
に
な
る
も

の
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

②
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
の
検
討

状
況
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た

が
、
三
光
は
ご
み
処
理
の
業
者

で
あ
り
、
そ
の
中
に
組
み
込
め

ば
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
。
そ

の
後
、
検
討
は
さ
れ
た
の
か
。

③
プ
ラ
ン
ト
施
設
を
設
置
す
る

と
い
う
話
が
出
て
い
る
が
、
地

元
住
民
の
理
解
を
得
る
こ
と
が

大
事
と
考
え
る
が
事
業
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

①
一
般
廃
棄
物
の
処
理
に
つ
い

て
は
、
米
子
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
周
辺
自
治
会
で
構
成
す
る

協
議
会
が
、
23
年
度
か
ら
27
年

度
ま
で
５
年
間
、
ご
み
を
暫
定

的
に
処
理
す
る
こ
と
に
同
意
し

た
。

　
日
南
町
の
清
掃
セ
ン
タ
ー
は

23
年
度
ま
で
は
現
行
ど
お
り
稼

働
で
き
、
さ
ら
に
、
下
石
見
地

区
の
皆
様
に
24
年
度
以
降
に
お

い
て
も
現
施
設
を
稼
働
す
る
こ

と
に
御
理
解
を
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
を
し
た
い
。
エ
ネ
ル
ギ

ー
問
題
は
本
町
に
と
っ
て
も
最

重
要
の
施
策
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
、
バ
イ
オ
マ
ス
等
未
活
用

エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
調
査
事
業
に

取
り
組
み
た
い
。
廃
棄
物
、
バ

イ
オ
マ
ス
、
汚
泥
等
の
ゼ
ロ
エ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
化

と
し
て
の
活
用
は
、
非
常
に
興

味
深
く
と
ら
え
て
い
る
。

　②
鳥
取
大
学
や
、
国
等
々
の
関

係
機
関
か
ら
の
情
報
収
集
を
し

て
き
た
。
エ
タ
ノ
ー
ル
生
成
の

実
証
経
験
の
あ
る
三
光
株
式
会

社
と
今
後
具
体
的
な
協
議
に
入

っ
て
い
く
。

　
三
光
株
式
会
社
の
プ
ラ
ン
ト

計
画
は
概
要
で
あ
る
が
、
木
材

団
地
の
下
側
に
設
置
す
る
予
定

で
あ
る
。
こ
の
プ
ラ
ン
ト
の
完

成
は
23
年
の
春
の
予
定
で
、
一

般
廃
棄
物
、
産
業
廃
棄
物
を
焼

却
処
理
し
、
廃
熱
ボ
イ
ラ
ー
で

熱
回
収
し
蒸
気
を
つ
く
る
と
こ

ま
で
担
当
す
る
。
今
回
の
調
査

事
業
で
そ
れ
以
降
の
熱
回
収
し

た
蒸
気
か
ら
発
電
を
し
、
電
力

供
給
し
て
売
電
を
す
る
。
熱
回

収
し
て
そ
の
熱
で
温
水
を
つ
く

っ
て
公
共
、
あ
る
い
は
民
間
事

業
と
し
て
各
施
設
へ
の
熱
供
給

を
す
る
。
こ
の
２
つ
の
方
式
を

と
り
三
光
株
式

会
社
と
の
協
議

に
よ
り
相
乗
効

果
の
あ
る
事
業

展
開
が
で
き
る

と
考
え
て
い
る
。

　
こ
の
プ
ラ
ン

ト
で
の
雇
用
は

約
50
人
。
雇
用

に
つ
い
て
は
、

地
元
の
雇
用
を

基
本
に
し
た
い

と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

③
地
元
に
と
っ
て
は
初
耳
と
い

う
よ
う
な
中
で
、
い
ろ
ん
な
問

題
が
出
て
こ
よ
う
か
と
思
う
。

当
然
、
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の

手
続
も
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

そ
う
し
た
こ
と
も
地
元
へ
の
説

明
の
一
つ
の
材
料
と
し
て
、
関

係
す
る
地
区
、
町
内
全
域
、
全

町
民
の
皆
さ
ん
に
御
理
解
を
得

る
べ
き
と
考
え
て
お
り
、
積
極

的
に
情
報
公
開
を
行
い
、
協
議

を
し
て
い
き
た
い
。

（株）オロチの木質ボイラー

小竹　等議員

廃
棄
物
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
す
べ
き
で
は

バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー



活
用
構
想
に
取
り
組
む

環
境
問
題

問問

矢
田
町
長

答答

内
田
企
画
課
長

答答

狩
野
副
町
長

答答

町政のここが聞きたい

　日南町議会では、議会の活性化と情報公開に積極的に取り組んできましたが、今回の定例会で新たに

議員に対する町長等の反問権を導入し、次の本会議から施行することにしました。

　本会議では、執行部から提案された議案審議に際しての議員の質問や、定例会ごとに行われる一般質

問に対して町長ほかの職員が反問(逆質問)することは通常認められていません。このためにややもす

ると議員の質問が一方通行になり、質問の論点や争点などが明確にならず、議論がかみ合わないことが

あります。

　こうしたなかで、近年全国の地方議会では議会改革の一つとして反問権を導入する傾向にあり、議会

での議論がより深まることが期待されます。

議会の活性化に向けて反問権を導入

これまでの日南町議会の議会活性化への取り組み
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●積極的な議会運営へ
一般質問

①「一問一答方式」で質問時間は、30分とする。公平な質疑応答を展開するため、答弁書の事前

　　提示を求める。

②３月定例会は、町長の施政方針説明を受けたのちに通告を行う。

議案審査の強化

①議案は、定例会については本会議前にあらかじめ配付する。（概ね初日3目前）

②臨時会については、議案概要を提供（電子ファイル）する。

本会議の説明員

　説明員の出席は、最小限とする。

委員会の運営

①会議はフリートーク方式で行うが、発言を求める時は、委員長の許可を得ること。委員長も質

　　疑に加わることができるものとする。採決を要する時は手順をふみ、討論・採決を行うものと

　　する。

②町長の出席を求めることがある。

委員会の所管事務調査

　常任委員会の活性化のため、閉会中の調査は月1回を目標とする。

資料の請求

①資料の請求は、議会事務局を通して請求する。議会事務局は、請求のあった資料について議長

　　と協議のうえ、総務課長に依頼する。提供された資料は、請求した議員だけでなく、他の議員

　　にも提供（電子ファイル）する。

②常任委員会で提供のあった資料は、他の常任委員会にも提供（電子ファイル）する。

●住民に開かれた議会へ
議会中継

　チャンネルにちなんによる本会議の生中継、録画再放送を行う。

委員会の公開

　常任委員会・特別委員会・全員協議会は、原則公開とする。

議事録等の公開

　会期日程、一般質問要旨、議案の審議結果、本会議の議事録、特別委員会の議事録（全文）は、

　ホームページで公開する。

議会だより

①議会だよりの編集は、議員自らが参画し、責任ある分かりやすい広報を心がける。

②ホームページで公開する。

本会議等の住民への情報提供

　本会議・委員会・全員協議会の日程や主な審議事項等について、チャンネルにちなん、ホームペ

　ージ、防災無線で情報提供する。
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部
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行
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の
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問

題
が
出
て
こ
よ
う
か
と
思
う
。

当
然
、
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の

手
続
も
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

そ
う
し
た
こ
と
も
地
元
へ
の
説

明
の
一
つ
の
材
料
と
し
て
、
関

係
す
る
地
区
、
町
内
全
域
、
全

町
民
の
皆
さ
ん
に
御
理
解
を
得

る
べ
き
と
考
え
て
お
り
、
積
極

的
に
情
報
公
開
を
行
い
、
協
議

を
し
て
い
き
た
い
。

（株）オロチの木質ボイラー

小竹　等議員

廃
棄
物
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
す
べ
き
で
は

バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー



活
用
構
想
に
取
り
組
む

環
境
問
題

問問

矢
田
町
長

答答

内
田
企
画
課
長

答答

狩
野
副
町
長

答答

町政のここが聞きたい

　日南町議会では、議会の活性化と情報公開に積極的に取り組んできましたが、今回の定例会で新たに

議員に対する町長等の反問権を導入し、次の本会議から施行することにしました。

　本会議では、執行部から提案された議案審議に際しての議員の質問や、定例会ごとに行われる一般質

問に対して町長ほかの職員が反問(逆質問)することは通常認められていません。このためにややもす

ると議員の質問が一方通行になり、質問の論点や争点などが明確にならず、議論がかみ合わないことが

あります。

　こうしたなかで、近年全国の地方議会では議会改革の一つとして反問権を導入する傾向にあり、議会

での議論がより深まることが期待されます。

議会の活性化に向けて反問権を導入

これまでの日南町議会の議会活性化への取り組み

─　　 ─197
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①
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
施

行
か
ら
２
ヶ
月
経
過
し
た
が
、

こ
の
間
、
被
保
険
者
な
ど
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
問
い
合
わ
せ
や
ト

ラ
ブ
ル
を
ど
う
受
け
止
め
て
い

る
か
。

②
鳥
取
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
長
は
国
に
対
し
て
５
項

目
の
要
望
書
を
提
出
し
た
が
、

実
現
の
可
能
性
は
あ
る
の
か
。

ま
た
、
こ
の
要
望
内
容
で
問
題

が
解
決
で
き
る
の
か
。

③
国
民
健
康
保
険
か
ら
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
に
移
行
し
て
も

保
険
料
は
多
く
の
人
が
減
額
に

な
る
と
の
説
明
で
あ
っ
た
が
、

日
南
町
の
実
態
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

④
保
険
料
は
２
年
ご
と
に
改
定

さ
れ
、
75
歳
以
上
の
医
療
費
や

人
口
が
増
え
る
の
に
し
た
が
っ

て
自
動
的
に
引
き
上
が
る
仕
組

み
に
な
っ
て
い
る
が
、
鳥
取
県

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
は

ど
う
試
算
し
て
い
る
か
。

⑤
75
歳
以
上
の
健
康
診
断
は
、

行
政
の
義
務
で
は
な
く
な
る
こ

と
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

⑥
治
療
費
に
上
限
を
つ
け
る
﹁
定

額
制
﹂
の
導
入
は
、
必
要
な
検

査
や
治
療
が
受
け
に
く
く
な
る

の
で
は
。

⑦
新
し
い
診
療
報
酬
の
導
入
で

入
院
患
者
に
﹁
退
院
支
援
計
画

を
つ
く
る
の
で
早
く
退
院
し
て

く
だ
さ
い
﹂
と
せ
ま
ら
れ
病
院

か
ら
の
追
い
出
し
が
ひ
ど
く
な

る
の
で
は
。

⑧
﹁
終
末
期
﹂
と
診
断
さ
れ
る

と
、
本
人
や
家
族
に
延
命
治
療

は
控
え
め
に
な
ど
の
誓
約
書
を

出
す
こ
と
を
進
め
ら
れ
る
こ
と

は
、
命
の
切
り
捨
て
で
は
な
い

か
。

⑨
医
療
を
75
歳
と
い
う
年
齢
で

差
別
す
る
も
の
で
あ
り
廃
止
を

国
に
要
望
す
べ
き
だ
と
考
え
る

が
、
ど
う
か
。
　

①
本
町
で
は
４
月
の
特
別
徴
収

の
際
、
徴
収
ミ
ス
が
６
件
あ
っ

た
。
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
強
化
し

た
。

②
低
所
得
者
層
の
保
険
料
軽
減

策
等
の
見
直
し
が
さ
れ
る
よ
う

で
あ
る
が
、
詳
細
は
不
明
。

③
軽
減
対
象
世
帯
は
、
安
く
な

る
と
考
え
る
。
逆
に
軽
減
の
な

い
世
帯
は
高
く
な
る
と
見
込
ん

で
い
る
。

④
特
に
医
療
費
の
動
向
に
よ
っ

て
左
右
さ
れ
る
の
で
県
広
域
連

合
と
し
て
は
試
算
し
て
い
な
い
。

⑤
本
人
が
希
望
す
れ
ば
受
診
で

き
る
の
で
現
段
階
で
は
特
に
支

障
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

⑥
75
歳
以
上
の
慢
性
疾
患
患
者

が
外
来
診
療
を
受
け
る
場
合
、

定
額
制
が
導
入
さ
れ
た
が
従
来

か
ら
の
出
来
高
払
い
の
選
択
も

可
能
と
な
っ
て
い
る
。

⑦
退
院
支
援
計
画
作
成
を
強
制

す
る
も
の
で
は
な
く
、
適
切
な

在
宅
医
療
に
移
行
す
る
た
め
の

支
援
計
画
と
受
け
と
め
て
い
る
。

⑧
高
齢
者
の
医
療
＝
終
末
期
医

療
と
の
反
発
も
で
て
お
り
、
厚

生
労
働
省
も
見
直
し
に
つ
い
て

検
討
に
入
っ
て
い
る
。

⑨
見
直
し
を
求
め
て
お
り
、
制

度
を
廃
止
す
る
こ
と
に
つ
い
て

は
考
え
て
い
な
い
。

①
米
子
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

で
本
町
な
ど
の
可
燃
ご
み
を
平

成
23
年
か
ら
５
年
間
の
限
定
で

処
理
す
る
こ
と
に
同
意
し
た
と

の
報
告
が
あ
っ
た
。
輸
送
コ
ス

ト
や
処
理
費
用
な
ど
課
題
が
多

い
。
こ
の
処
理
計
画
を
進
め
よ

う
と
し
て
い
る
の
か
。

②
日
南
町
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
耐

用
年
数
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

地
元
と
の
延
長
協
議
や
別
途
の

方
策
も
検
討
す
る
と
の
こ
と
だ

が
方
針
決
定
が
急
が
れ
る
の
で

は
な
い
か
。

③
ご
み
処
理
の
問
題
を
日
南
町

環
境
審
議
会
で
ど
の
よ
う
な
検

討
を
さ
れ
て
き
た
の
か
。
ま
た

﹁
日
南
町
環
境
立
町
推
進
協
議

会(

仮
称)

で
、
資
源
循
環
型
地

域
社
会
を
ど
う
す
す
め
る
の
か
。

①
米
子
市
へ
の
搬
入
に
つ
い
て

は
課
題
も
多
い
。
他
の
方
策
も

含
め
、
検
討
し
て
い
く
。

②
耐
用
年
数
は
、
規
定
は
な
い

が
最
短
で
も
30
年
と
い
わ
れ
て

い
る
。
運
営
に
つ
い
て
は
平
成

27
年
度
ま
で
の
稼
働
延
長
を
考

え
て
い
る
。

③
資
源
化
で
き
る
も
の
は
リ
サ

イ
ク
ル
す
る
と
い
う
こ
と
で
具

体
的
な
取
組
を
環
境
基
本
計
画

に
盛
り
込
ん
で
い
る
。
ゴ
ミ
処

理
基
本
計
画
で
も
長
期
目
標
を

立
て
て
減
量
化
、
リ
サ
イ
ク
ル

率
の
数
値
を
設
定
し
て
い
る
。

　　
農
業
の
振
興
は
町
の
重
要
な

テ
ー
マ
で
あ
り
、
農
業
の
あ
り

方
会
議
等
を
検
討
す
る
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
が
ど
う
か
。

　
日
南
町
担
い
手
育
成
総
合
支

援
協
議
会
を
柱
と
し
て
、
若
手

農
業
者
、
女
性
農
業
者
、
生
産

現
場
の
担
当
者
、
流
通
関
係
、

大
学
連
携
な
ど
含
め
農
業
の
再

生
を
め
ざ
し
て
広
く
議
論
す
る

場
を
検
討
し
て
い
る
。

①
Ｐ
Ｃ
Ｂ
混
入
の
蛍
光
灯
安
定

器
を
生
山
地
内
に
保
管
し
た
経

緯
と
処
理
対
策
は
。

②
平
成
12
年
度
の
調
査
で
中
学

校
の
該
当
品
が
な
ぜ
発
見
で
き

な
か
っ
た
の
か
。
ま
た
、
そ
の

事
例
後
に
町
有
施
設
の
再
点
検

は
行
わ
れ
た
の
か
。

③
全
町
民
へ
の
情
報
公
開
、
説

明
が
行
わ
れ
る
べ
き
で
は
。

①
昨
年
の
日
南
中
学
校
大
規
模

改
修
に
お
い
て
、
照
明
器
具
の

一
部
に
Ｐ
Ｃ
Ｂ
油
使
用
の
安
定

器
と
コ
ン
デ
ン
サ
ー
を
発
見
し

規
定
の
保
管
方
法
に
よ
り
、
旧

役
場
庁
舎
跡
の
倉
庫
に
保
管
し

て
い
た
。
６
月
９
日
の
生
山
自

治
会
と
の
協
議
に
よ
り
県
外
の

処
理
場
所
が
で
き
る
ま
で
役
場

庁
舎
の
敷
地
内
で
保
管
す
る
。

②
平
成
12
年
度
当
時
は
、
建
築

年
度
か
ら
該
当
が
な
い
と
判
断

し
た
。
ほ
か
の
町
施
設
に
は
該

当
は
な
い
。

③
保
管
場
所
に
、
は
っ
き
り
と

明
示
し
て
お
り
、
先
の
自
治
会

長
会
議
で
は
経
過
等
含
め
説
明

し
て
い
る
。

　
小
学
校
の
１
校
統
合
に
よ
る

町
営
バ
ス
の
運
行
計
画
の
変
更

は
あ
る
の
か
。
計
画
に
よ
っ
て

は
、
地
域
住
民
の
交
通
の
便
を

図
る
た
め
、
ま
ち
協
等
で
Ｎ
Ｐ

Ｏ
を
立
ち
上
げ
て
過
疎
地
有
償

運
行
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
る
が
。

　
小
・
中
学
生
の
通
学
は
、
来

年
４
月
以
降
も
基
本
的
に
は
町

営
バ
ス
で
現
行
の
路
線
・
ダ
イ

ヤ
を
運
行
す
る
。

　
通
学
以
外
の
時
間
帯
の
運
行

に
つ
い
て
、
各
ま
ち
協
等
で
協

議
し
て
お
り
社
会
実
験
の
検
証

を
ふ
ま
え
、
検
討
を
進
め
た
い
。

①
﹁
保
護
者
等
の
学
校
関
係
者

に
よ
る
外
部
評
価
﹂
を
受
け
学

校
運
営
に
生
か
す
努
力
義
務
が

規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
取
り
組

み
状
況
と
結
果
の
公
表
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

②
小
学
校
統
合
お
よ
び
小
中
一

貫
教
育
に
向
け
て
、
ソ
フ
ト
的

問
題
の
解
決
に
ど
の
よ
う
な
機

関
で
協
議
し
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
中
学
生
に
も
、
通
学
の

対
応
や
、
風
紀
の
維
持
等
に
つ

い
て
の
意
識
付
け
の
場
が
必
要

で
は
。

③
日
南
町
の
伝
統
芸
能
や
町
民

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
な
ど
は
、
児
童

生
徒
や
地
域
と
一
体
と
な
っ
た

文
化
的
財
産
で
あ
る
。
小
学
校

統
合
後
、
ど
う
継
承
す
る
の
か
。

　①
平
成
19
年
度
か
ら
実
施
要
綱

を
定
め
実
施
し
て
い
る
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
あ
る
い
は
学
校
便
り

保
護
者
会
等
の
中
で
公
表
し
て

い
る
。

③
文
化
伝
承
や
芸
能
活
動
は
、

統
合
後
も
充
実
し
て
い
く
よ
う

に
努
力
す
る
。

②
﹁
ふ
る
さ
と
教
育
﹂
の
充
実

を
中
心
に
現
在
の
各
教
育
計
画

の
見
直
し
と
学
校
運
営
の
基
本

的
な
部
分
に
つ
い
て
、
現
場
を

中
心
に
し
た
研
究
部
会
と
保
護

者
会
を
中
心
に
し
た
専
門
部
会

を
も
っ
て
研
究
論
議
を
重
ね
て

い
る
。
児
童
が
統
合
小
学
校
に

夢
を
抱
く
、
期
待
す
る
教
育
活

動
を
共
通
の
目
標
と
し
な
が
ら

取
り
組
ん
で
い
る
。
小
中
一
貫

教
育
に
つ
い
て
は
、
平
成
21
年

度
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を

立
ち
上
げ
、
新
学
習
指
導
要
領

が
完
全
実
施
さ
れ
る
平
成
23
、

24
年
度
を
目
途
に
﹁
日
南
町
版

小
中
一
貫
教
育
﹂
の
構
築
を
図

っ
て
い
く
。

　
中
学
生
へ
の
小
学
校
統
合
に

向
け
て
の
指
導
は
、
校
長
に
指

示
し
て
い
る
。

①
日
南
小
学
校
校
舎
新
築
工
事

を
な
ぜ
一
括
発
注
し
た
の
か
。

②
予
定
価
格
と
落
札
価
格
は
ど

う
な
っ
た
か
。
　

　①
小
学
校
開
校
準
備
等
を
考
慮

し
工
事
期
間
の
短
縮
が
基
本
。

②
予
定
価
格
は
７
億
６
千
万
円

落
札
価
格
は
５
億
３
千
８
６
５

万
円
で
落
札
率
は
約
70
・
９
％
。

子
供
の
教
育

問問

農
業
の
あ
り
方

会
議

問問
生
山
地
内
で
の

Ｐ
Ｃ
Ｂ
器
具
保

管
問
題

問問

日
南
小
学
校
建
築

工
事
の
発
注

問問

来
年
か
ら
の
町
営

バ
ス
の
運
行
計
画

問問

矢
田
町
長

答答

町

長

答答

山
本
教
育
長

答答

山
本
教
育
長

答答

山
本
教
育
長

答答
立
脇
教
育
委
員
長

答答

にちなん保育園で交流する高齢者

久代安敏議員

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
廃
止
を

廃
止
で
は
な
く
見
直
し
を
要
望

ご
み
処
理
問
題

問問

後
期
高
齢
者

医
療
制
度

問問

矢
田
町
長

答答

町

長

答答

町政のここが聞きたい

古都久志議員

統
合
後
の
小
中
一
貫
教
育
を

　
　
　
　
ど
う
す
す
め
る
の
か

来
年
度
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
る

町政のここが聞きたい
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①
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
施

行
か
ら
２
ヶ
月
経
過
し
た
が
、

こ
の
間
、
被
保
険
者
な
ど
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
問
い
合
わ
せ
や
ト

ラ
ブ
ル
を
ど
う
受
け
止
め
て
い

る
か
。

②
鳥
取
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
長
は
国
に
対
し
て
５
項

目
の
要
望
書
を
提
出
し
た
が
、

実
現
の
可
能
性
は
あ
る
の
か
。

ま
た
、
こ
の
要
望
内
容
で
問
題

が
解
決
で
き
る
の
か
。

③
国
民
健
康
保
険
か
ら
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
に
移
行
し
て
も

保
険
料
は
多
く
の
人
が
減
額
に

な
る
と
の
説
明
で
あ
っ
た
が
、

日
南
町
の
実
態
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

④
保
険
料
は
２
年
ご
と
に
改
定

さ
れ
、
75
歳
以
上
の
医
療
費
や

人
口
が
増
え
る
の
に
し
た
が
っ

て
自
動
的
に
引
き
上
が
る
仕
組

み
に
な
っ
て
い
る
が
、
鳥
取
県

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
は

ど
う
試
算
し
て
い
る
か
。

⑤
75
歳
以
上
の
健
康
診
断
は
、

行
政
の
義
務
で
は
な
く
な
る
こ

と
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

⑥
治
療
費
に
上
限
を
つ
け
る
﹁
定

額
制
﹂
の
導
入
は
、
必
要
な
検

査
や
治
療
が
受
け
に
く
く
な
る

の
で
は
。

⑦
新
し
い
診
療
報
酬
の
導
入
で

入
院
患
者
に
﹁
退
院
支
援
計
画

を
つ
く
る
の
で
早
く
退
院
し
て

く
だ
さ
い
﹂
と
せ
ま
ら
れ
病
院

か
ら
の
追
い
出
し
が
ひ
ど
く
な

る
の
で
は
。

⑧
﹁
終
末
期
﹂
と
診
断
さ
れ
る

と
、
本
人
や
家
族
に
延
命
治
療

は
控
え
め
に
な
ど
の
誓
約
書
を

出
す
こ
と
を
進
め
ら
れ
る
こ
と

は
、
命
の
切
り
捨
て
で
は
な
い

か
。

⑨
医
療
を
75
歳
と
い
う
年
齢
で

差
別
す
る
も
の
で
あ
り
廃
止
を

国
に
要
望
す
べ
き
だ
と
考
え
る

が
、
ど
う
か
。
　

①
本
町
で
は
４
月
の
特
別
徴
収

の
際
、
徴
収
ミ
ス
が
６
件
あ
っ

た
。
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
強
化
し

た
。

②
低
所
得
者
層
の
保
険
料
軽
減

策
等
の
見
直
し
が
さ
れ
る
よ
う

で
あ
る
が
、
詳
細
は
不
明
。

③
軽
減
対
象
世
帯
は
、
安
く
な

る
と
考
え
る
。
逆
に
軽
減
の
な

い
世
帯
は
高
く
な
る
と
見
込
ん

で
い
る
。

④
特
に
医
療
費
の
動
向
に
よ
っ

て
左
右
さ
れ
る
の
で
県
広
域
連

合
と
し
て
は
試
算
し
て
い
な
い
。

⑤
本
人
が
希
望
す
れ
ば
受
診
で

き
る
の
で
現
段
階
で
は
特
に
支

障
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

⑥
75
歳
以
上
の
慢
性
疾
患
患
者

が
外
来
診
療
を
受
け
る
場
合
、

定
額
制
が
導
入
さ
れ
た
が
従
来

か
ら
の
出
来
高
払
い
の
選
択
も

可
能
と
な
っ
て
い
る
。

⑦
退
院
支
援
計
画
作
成
を
強
制

す
る
も
の
で
は
な
く
、
適
切
な

在
宅
医
療
に
移
行
す
る
た
め
の

支
援
計
画
と
受
け
と
め
て
い
る
。

⑧
高
齢
者
の
医
療
＝
終
末
期
医

療
と
の
反
発
も
で
て
お
り
、
厚

生
労
働
省
も
見
直
し
に
つ
い
て

検
討
に
入
っ
て
い
る
。

⑨
見
直
し
を
求
め
て
お
り
、
制

度
を
廃
止
す
る
こ
と
に
つ
い
て

は
考
え
て
い
な
い
。

①
米
子
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

で
本
町
な
ど
の
可
燃
ご
み
を
平

成
23
年
か
ら
５
年
間
の
限
定
で

処
理
す
る
こ
と
に
同
意
し
た
と

の
報
告
が
あ
っ
た
。
輸
送
コ
ス

ト
や
処
理
費
用
な
ど
課
題
が
多

い
。
こ
の
処
理
計
画
を
進
め
よ

う
と
し
て
い
る
の
か
。

②
日
南
町
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
耐

用
年
数
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

地
元
と
の
延
長
協
議
や
別
途
の

方
策
も
検
討
す
る
と
の
こ
と
だ

が
方
針
決
定
が
急
が
れ
る
の
で

は
な
い
か
。

③
ご
み
処
理
の
問
題
を
日
南
町

環
境
審
議
会
で
ど
の
よ
う
な
検

討
を
さ
れ
て
き
た
の
か
。
ま
た

﹁
日
南
町
環
境
立
町
推
進
協
議

会(

仮
称)

で
、
資
源
循
環
型
地

域
社
会
を
ど
う
す
す
め
る
の
か
。

①
米
子
市
へ
の
搬
入
に
つ
い
て

は
課
題
も
多
い
。
他
の
方
策
も

含
め
、
検
討
し
て
い
く
。

②
耐
用
年
数
は
、
規
定
は
な
い

が
最
短
で
も
30
年
と
い
わ
れ
て

い
る
。
運
営
に
つ
い
て
は
平
成

27
年
度
ま
で
の
稼
働
延
長
を
考

え
て
い
る
。

③
資
源
化
で
き
る
も
の
は
リ
サ

イ
ク
ル
す
る
と
い
う
こ
と
で
具

体
的
な
取
組
を
環
境
基
本
計
画

に
盛
り
込
ん
で
い
る
。
ゴ
ミ
処

理
基
本
計
画
で
も
長
期
目
標
を

立
て
て
減
量
化
、
リ
サ
イ
ク
ル

率
の
数
値
を
設
定
し
て
い
る
。

　　
農
業
の
振
興
は
町
の
重
要
な

テ
ー
マ
で
あ
り
、
農
業
の
あ
り

方
会
議
等
を
検
討
す
る
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
が
ど
う
か
。

　
日
南
町
担
い
手
育
成
総
合
支

援
協
議
会
を
柱
と
し
て
、
若
手

農
業
者
、
女
性
農
業
者
、
生
産

現
場
の
担
当
者
、
流
通
関
係
、

大
学
連
携
な
ど
含
め
農
業
の
再

生
を
め
ざ
し
て
広
く
議
論
す
る

場
を
検
討
し
て
い
る
。

①
Ｐ
Ｃ
Ｂ
混
入
の
蛍
光
灯
安
定

器
を
生
山
地
内
に
保
管
し
た
経

緯
と
処
理
対
策
は
。

②
平
成
12
年
度
の
調
査
で
中
学

校
の
該
当
品
が
な
ぜ
発
見
で
き

な
か
っ
た
の
か
。
ま
た
、
そ
の

事
例
後
に
町
有
施
設
の
再
点
検

は
行
わ
れ
た
の
か
。

③
全
町
民
へ
の
情
報
公
開
、
説

明
が
行
わ
れ
る
べ
き
で
は
。

①
昨
年
の
日
南
中
学
校
大
規
模

改
修
に
お
い
て
、
照
明
器
具
の

一
部
に
Ｐ
Ｃ
Ｂ
油
使
用
の
安
定

器
と
コ
ン
デ
ン
サ
ー
を
発
見
し

規
定
の
保
管
方
法
に
よ
り
、
旧

役
場
庁
舎
跡
の
倉
庫
に
保
管
し

て
い
た
。
６
月
９
日
の
生
山
自

治
会
と
の
協
議
に
よ
り
県
外
の

処
理
場
所
が
で
き
る
ま
で
役
場

庁
舎
の
敷
地
内
で
保
管
す
る
。

②
平
成
12
年
度
当
時
は
、
建
築

年
度
か
ら
該
当
が
な
い
と
判
断

し
た
。
ほ
か
の
町
施
設
に
は
該

当
は
な
い
。

③
保
管
場
所
に
、
は
っ
き
り
と

明
示
し
て
お
り
、
先
の
自
治
会

長
会
議
で
は
経
過
等
含
め
説
明

し
て
い
る
。

　
小
学
校
の
１
校
統
合
に
よ
る

町
営
バ
ス
の
運
行
計
画
の
変
更

は
あ
る
の
か
。
計
画
に
よ
っ
て

は
、
地
域
住
民
の
交
通
の
便
を

図
る
た
め
、
ま
ち
協
等
で
Ｎ
Ｐ

Ｏ
を
立
ち
上
げ
て
過
疎
地
有
償

運
行
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
る
が
。

　
小
・
中
学
生
の
通
学
は
、
来

年
４
月
以
降
も
基
本
的
に
は
町

営
バ
ス
で
現
行
の
路
線
・
ダ
イ

ヤ
を
運
行
す
る
。

　
通
学
以
外
の
時
間
帯
の
運
行

に
つ
い
て
、
各
ま
ち
協
等
で
協

議
し
て
お
り
社
会
実
験
の
検
証

を
ふ
ま
え
、
検
討
を
進
め
た
い
。

①
﹁
保
護
者
等
の
学
校
関
係
者

に
よ
る
外
部
評
価
﹂
を
受
け
学

校
運
営
に
生
か
す
努
力
義
務
が

規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
取
り
組

み
状
況
と
結
果
の
公
表
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

②
小
学
校
統
合
お
よ
び
小
中
一

貫
教
育
に
向
け
て
、
ソ
フ
ト
的

問
題
の
解
決
に
ど
の
よ
う
な
機

関
で
協
議
し
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
中
学
生
に
も
、
通
学
の

対
応
や
、
風
紀
の
維
持
等
に
つ

い
て
の
意
識
付
け
の
場
が
必
要

で
は
。

③
日
南
町
の
伝
統
芸
能
や
町
民

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
な
ど
は
、
児
童

生
徒
や
地
域
と
一
体
と
な
っ
た

文
化
的
財
産
で
あ
る
。
小
学
校

統
合
後
、
ど
う
継
承
す
る
の
か
。

　①
平
成
19
年
度
か
ら
実
施
要
綱

を
定
め
実
施
し
て
い
る
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
あ
る
い
は
学
校
便
り

保
護
者
会
等
の
中
で
公
表
し
て

い
る
。

③
文
化
伝
承
や
芸
能
活
動
は
、

統
合
後
も
充
実
し
て
い
く
よ
う

に
努
力
す
る
。

②
﹁
ふ
る
さ
と
教
育
﹂
の
充
実

を
中
心
に
現
在
の
各
教
育
計
画

の
見
直
し
と
学
校
運
営
の
基
本

的
な
部
分
に
つ
い
て
、
現
場
を

中
心
に
し
た
研
究
部
会
と
保
護

者
会
を
中
心
に
し
た
専
門
部
会

を
も
っ
て
研
究
論
議
を
重
ね
て

い
る
。
児
童
が
統
合
小
学
校
に

夢
を
抱
く
、
期
待
す
る
教
育
活

動
を
共
通
の
目
標
と
し
な
が
ら

取
り
組
ん
で
い
る
。
小
中
一
貫

教
育
に
つ
い
て
は
、
平
成
21
年

度
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を

立
ち
上
げ
、
新
学
習
指
導
要
領

が
完
全
実
施
さ
れ
る
平
成
23
、

24
年
度
を
目
途
に
﹁
日
南
町
版

小
中
一
貫
教
育
﹂
の
構
築
を
図

っ
て
い
く
。

　
中
学
生
へ
の
小
学
校
統
合
に

向
け
て
の
指
導
は
、
校
長
に
指

示
し
て
い
る
。

①
日
南
小
学
校
校
舎
新
築
工
事

を
な
ぜ
一
括
発
注
し
た
の
か
。

②
予
定
価
格
と
落
札
価
格
は
ど

う
な
っ
た
か
。
　

　①
小
学
校
開
校
準
備
等
を
考
慮

し
工
事
期
間
の
短
縮
が
基
本
。

②
予
定
価
格
は
７
億
６
千
万
円

落
札
価
格
は
５
億
３
千
８
６
５

万
円
で
落
札
率
は
約
70
・
９
％
。

子
供
の
教
育

問問

農
業
の
あ
り
方

会
議

問問
生
山
地
内
で
の

Ｐ
Ｃ
Ｂ
器
具
保

管
問
題

問問

日
南
小
学
校
建
築

工
事
の
発
注

問問

来
年
か
ら
の
町
営

バ
ス
の
運
行
計
画

問問

矢
田
町
長

答答

町

長

答答

山
本
教
育
長

答答

山
本
教
育
長

答答

山
本
教
育
長

答答
立
脇
教
育
委
員
長

答答

にちなん保育園で交流する高齢者

久代安敏議員

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
廃
止
を

廃
止
で
は
な
く
見
直
し
を
要
望

ご
み
処
理
問
題

問問

後
期
高
齢
者

医
療
制
度

問問

矢
田
町
長

答答

町

長

答答

町政のここが聞きたい

古都久志議員

統
合
後
の
小
中
一
貫
教
育
を

　
　
　
　
ど
う
す
す
め
る
の
か

来
年
度
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
る

町政のここが聞きたい

─　　 ─199
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医　療　分

後期高齢者支援分

介 　 護 　 分

合 　 　 　 計

31,702円

18,814円

22,133円

72,649円

54,674円

32,448円

28,688円

115,810円

平成20年度年度

税区分 1人平均 世帯平均 1人平均 世帯平均

52,714円

0円

22,972円

75,686円

平成19年度

98,482円

0円

29,484円

127,966円

次の意見書を総理大臣ほか、関係大臣などに提出しました。

　世界的な食糧不足と穀物価格の高騰のなか
日本の食糧自給率は、カロリーで39％、穀物
で27％であり国民の間にも大きな不安が広が
っている。
　こうしたなか、国民が食べることを望まな
いミニマムアクセス米が毎年77万トンも輸入
されている。政府は今年度、飼料用に70万ト
ン振り向ける計画といわれている。この量は
米不足に苦しむフィリピンが緊急に手当てを
必要とする米の量に匹敵するもので、人道上
も許されるものではない。
　また、日本が不必要なミニマムアクセス米
の輸入を継続することは、国際的な価格の高
騰に加担することにならざるを得ない。その
一方で、国内では「生産過剰」が米価下落の
原因であるとして、生産調整が拡大・強化さ
れている。矛盾は明らかである。

　政府は、輸入があたかもWTO農業協定上の
「義務」であるかのようにいうが、本来、輸
入は義務ではなく「輸入の機会を提供する」
というものにすぎない。
　国際的に米や穀物の供給が逼迫し、価格が
高騰するという食糧事情の急変のもとで、従
来の枠組みにとらわれることのない対応が求
められている。
　よって国会及び政府に対し、下記の事項を
実現するよう強く求めるものである。

記

　　ミニマムアクセス米の輸入を一時停止し
　制度の見直しをWTO交渉の場で強力に働き
　かけること。

意見書を提出

ミニマムアクセス米の輸入停止を求める意見書（要旨）

件　　　　名 提　出　者 本会議審　査　意　見

みなさんから提出のあった陳情を所管の常任委員会で審査し、委員長から審査結果の

報告を受けて６月定例議会の本会議で審議した結果、次のとおり決定しました。

法務局の増員に関する陳情書
全法務省労働組合
　中央執行委員長
　　　　　岩波　薫

陳情者の願意は理解できるが、制度見直
し、職務のあり方について検討が必要で
ある。

永住外国人への地方参政権付
与を日本政府に求める意見書
を採択しないよう求める陳情

政治結社祖国防衛隊
島根県本部
　本部長　山口　寛

一定の要件を満たして永住許可を得た外
国人は、地域社会の構成員として認知さ
れており、地方参政権付与は妥当である。

最低賃金の引き上げと制度の
さらなる改正を求める陳情

鳥取県労働組合総連合
　議　長　田中　暁

昨年最低賃金法が改正され、最低賃金は
生活保護を下回らない水準にするとの方
針で引き上げが実行されている。雇用形
態の改善を含めた対応が必要であり、全
国一律最低賃金制度の確立は無理がある。

ミニマムアクセス米の輸入停
止を求める陳情

農民運動鳥取県連合会
　代表者　東田　久

穀物価格の高騰や食糧不足で世界中が危
機的な状況にあるなかで、ミニマムアク
セス米の輸入中止を求める願意は妥当で
ある。

福塚白谷地区、中組農道の改
良と橋梁の架け替えをお願い
します

福塚自治会長
　足羽　覚ほか、９名

生活に必要な幹線道路であるが、農道・
橋梁とも幅員が狭く、改良の願意は理解
できる。

趣旨採択

不採択

不採択

採　択

採　択

陳情の審査結果陳情の審査結果

　５月28日に臨時議会が開かれ、日南町国民健康保険税条例の一部改正案を可決しました。

国民健康保険税には、今年度から新たに後期高齢者支援分が加わりますが、平成20年度の課税額

は、前年に比べて被保険者1人あたり平均約3,000円、世帯で約12,000円の引き下げとなります。
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医　療　 分

後期高齢者支援分

介 　 護 　 分

合 　 　 　 計

31,702円

18,814円

22,133円

72,649円

54,674円

32,448円

28,688円

115,810円

平成20年度年度

税区分 1人平均 世帯平均 1人平均 世帯平均

52,714円

0円

22,972円

75,686円

平成19年度

98,482円

0円

29,484円

127,966円

次の意見書を総理大臣ほか、関係大臣などに提出しました。

　世界的な食糧不足と穀物価格の高騰のなか
日本の食糧自給率は、カロリーで39％、穀物
で27％であり国民の間にも大きな不安が広が
っている。
　こうしたなか、国民が食べることを望まな
いミニマムアクセス米が毎年77万トンも輸入
されている。政府は今年度、飼料用に70万ト
ン振り向ける計画といわれている。この量は
米不足に苦しむフィリピンが緊急に手当てを
必要とする米の量に匹敵するもので、人道上
も許されるものではない。
　また、日本が不必要なミニマムアクセス米
の輸入を継続することは、国際的な価格の高
騰に加担することにならざるを得ない。その
一方で、国内では「生産過剰」が米価下落の
原因であるとして、生産調整が拡大・強化さ
れている。矛盾は明らかである。

　政府は、輸入があたかもWTO農業協定上の
「義務」であるかのようにいうが、本来、輸
入は義務ではなく「輸入の機会を提供する」
というものにすぎない。
　国際的に米や穀物の供給が逼迫し、価格が
高騰するという食糧事情の急変のもとで、従
来の枠組みにとらわれることのない対応が求
められている。
　よって国会及び政府に対し、下記の事項を
実現するよう強く求めるものである。

記

　　ミニマムアクセス米の輸入を一時停止し
　制度の見直しをWTO交渉の場で強力に働き
　かけること。

意見書を提出

ミニマムアクセス米の輸入停止を求める意見書（要旨）

件　　　　名 提　出　者 本会議審　査　意　見

みなさんから提出のあった陳情を所管の常任委員会で審査し、委員長から審査結果の

報告を受けて６月定例議会の本会議で審議した結果、次のとおり決定しました。

法務局の増員に関する陳情書
全法務省労働組合
　中央執行委員長
　　　　　岩波　薫

陳情者の願意は理解できるが、制度見直
し、職務のあり方について検討が必要で
ある。

永住外国人への地方参政権付
与を日本政府に求める意見書
を採択しないよう求める陳情

政治結社祖国防衛隊
島根県本部
　本部長　山口　寛

一定の要件を満たして永住許可を得た外
国人は、地域社会の構成員として認知さ
れており、地方参政権付与は妥当である。

最低賃金の引き上げと制度の
さらなる改正を求める陳情

鳥取県労働組合総連合
　議　長　田中　暁

昨年最低賃金法が改正され、最低賃金は
生活保護を下回らない水準にするとの方
針で引き上げが実行されている。雇用形
態の改善を含めた対応が必要であり、全
国一律最低賃金制度の確立は無理がある。

ミニマムアクセス米の輸入停
止を求める陳情

農民運動鳥取県連合会
　代表者　東田　久

穀物価格の高騰や食糧不足で世界中が危
機的な状況にあるなかで、ミニマムアク
セス米の輸入中止を求める願意は妥当で
ある。

福塚白谷地区、中組農道の改
良と橋梁の架け替えをお願い
します

福塚自治会長
　足羽　覚ほか、９名

生活に必要な幹線道路であるが、農道・
橋梁とも幅員が狭く、改良の願意は理解
できる。

趣旨採択

不採択

不採択

採　択

採　択

陳情の審査結果陳情の審査結果

　５月28日に臨時議会が開かれ、日南町国民健康保険税条例の一部改正案を可決しました。

国民健康保険税には、今年度から新たに後期高齢者支援分が加わりますが、平成20年度の課税額

は、前年に比べて被保険者1人あたり平均約3,000円、世帯で約12,000円の引き下げとなります。
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　世帯数／2,314世帯
　人　口／6,071人
（平成20年6月末現在）

古紙配合率100％
再生紙を使用しています

ち

き
ゅう

にやさ

し
い

　

再
生紙利用

編

集

後

記

　
原
油
価
格
の
高
騰
や
食
糧

の
需
給
逼
迫
に
端
を
発
し
た

諸
物
価
の
値
上
が
り
が
、
私

た
ち
の
生
活
を
直
撃
し
て
い

る
な
か
、
環
境
、
食
糧
な
ど

を
テ
ー
マ
に
開
か
れ
た
北
海

道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
も
大
き

な
成
果
を
上
げ
る
こ
と
な
く

終
わ
り
ま
し
た
。

　
本
町
で
は
、
こ
れ
か
ら
未

活
用
資
源
を
使
っ
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
調
査
や
農
業
の
発
展

方
策
を
研
究
す
る
取
り
組
み

が
始
ま
り
ま
す
。
具
体
的
な

成
果
を
期
待
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

坪
倉
　

記

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

　
　
委

員

長
　

久
代
　
安
敏

　
　
副
委
員
長
　
古
都
　
久
志

　
　
委
　
　
員
　
福
田
　
　
稔

　
　

〃

　
　

坪
倉
　
勝
幸

　
　

〃

　
　

長
岡
つ
る
子
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日南町の鳥：山鳥

惠
比
奈
礼
子

議
員

ふ
る
さ
と
歴
史
探
訪

﹁

常

福

寺

﹂

　
ま
た
も
や
鰻
・
牛
肉
の
産
地
偽
装
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
中
国

製
餃
子
事
件
以
来
、
食
品
表
示
に
関
心
が
持
た
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
が
、
表
示
そ
の
も
の
が
信
用
で
き
な
い
事
態
が
生
ま
れ
て
い
る
。

　
農
産
物
も
例
外
で
は
な
い
。
科
学
的
根
拠
を
示
し
安
心
安
全
を

ブ
ラ
ン
ド
化
す
る
農
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
町
が
あ
る
。
農
家
の

た
ゆ
み
な
い
探
求
心
と
努
力
、
技
術
革
新
と
経
営
を
指
導
す
る
農

協
、
惜
し
み
な
く
支
援
す
る
行
政
、
三
者
の
連
携
が
必
要
不
可
欠

で
あ
る
。
私
達
は
も
っ
と
も
っ
と
努
力
し
な
け
れ
ば
と
強
く
感
じ

た
。

久
代
　
安
敏

議
員

　
過
去
、
日
本
で
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
た
年
に
は
、
必
ず
衆
議

院
の
解
散
・
総
選
挙
が
行
わ
れ
て
い
る
。
理
由
は
明
白
で
、
マ
ス

コ
ミ
総
動
員
で
国
際
的
に
注
目
を
浴
び
、
政
権
へ
の
イ
メ
ー
ジ
が

上
昇
し
た
と
こ
ろ
で
与
党
は
選
挙
を
や
り
た
い
と
考
え
る
か
ら

だ
。
し
か
し
、
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
08
を
終
え
た
福
田
首
相
に
そ
ん

な
過
去
の
ジ
ン
ク
ス
は
描
か
れ
て
い
な
い
だ
ろ
う
。
温
室
効
果
ガ

ス
の
削
減
、
投
機
マ
ネ
ー
暴
走
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
穀
物
価
格

の
異
常
高
騰
の
抑
制
と
い
う
人
類
の
生
存
に
か
か
わ
る
重
大
問
題

に
つ
い
て
先
進
国
と
し
て
の
責
任
が
果
た
せ
な
い
結
果
と
な
っ
た

か
ら
だ
。

　
Ｇ
８
の
立
ち
位
地
は
高
す
ぎ
て
、
庶
民
の
顔
が
見
え
な
い
。

七夕祭り（７月７日　にちなん保育園）

　
常
福
寺
の
山
門
︵
勅
使
門
︶
を
潜
る
と
、
正
面
に
白

壁
土
蔵
、
寄
棟
造
り
で
屋
根
の
上
に
八
葉
蓮
弁
の
擬
寶

珠
を
頂
い
た
建
物
が
一
切
経
蔵
︵
貫
華
蔵
︶
で
あ
る
。

　
元
文
元
年
︵
一
七
三
六
年
︶
に
、
日
野
郡
大
庄
屋
古

都
源
八
翁
に
よ
り
建
立
さ
れ
、
土
蔵
の
中
に
入
る
と
正

面
中
央
に
傳
大
士
坐
像
︵
教
典
の
守
護
者
︶
、
そ
の
両

脇
に
普
建
・
普
成
の
二
童
子
立
像
、
上
に
三
尊
佛
、
左

側
に
は
古
都
源
八
像
、
右
側
に
は
当
時
の
住
職
十
世
大

中
興
華
蔵
開
闢
台
翁
真
空
大
和
尚
等
を
奉
り
、
両
側
の

棚
の
上
に
は
十
六
羅
漢
の
尊
像
を
安
置
し
て
あ
る
。

　
棚
の
二
百

余
り
の
漆
塗

り
の
引
き
出

し
に
は
、
江

戸
時
代
初
期

の
黄
檗
宗
萬

福
寺
の
鉄
眼

道
光
︵
一
六

三
〇
〜
一
六

八
二
年
︶
に

よ
っ
て
刊
行

さ
れ
た
鉄
眼

版
一
切
経
が

収
納
さ
れ
て

い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
ょ
く
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
ち
ょ
う
れ
ん
べ
ん
　
　

ぎ
　

ぼ



し

い
っ
さ
い
き
ょ
う
ぞ
う
　

か
ん

げ

ぞ
う



お
う

　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
　
だ
い

し

ざ

ぞ
う

　
　
　
　
ふ

け
ん
　

ふ

せ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

だ
い

ち
ゅ
う
こ
う
け
ぞ
う
か
い
び
ゃ
く
た
い
お
う
し
ん
く
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら

か
ん

　
　
　
　
　
　

　
　
お
う
ば
く
　
　

　
　
　
　
　
　
て
つ
げ
ん

ど
う
こ
う
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　世帯数／2,290世帯
　人　口／6,000人　　　
（平成20年12月末現在）

良い年になりますように

古紙配合率100％
再生紙を使用しています

ち

き
ゅう

にやさ

し
い

　

再
生紙利用

編

集

後

記

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
は
町
制

50
周
年
を
迎
え
る
年
で
す
。

新
し
い
町
づ
く
り
の
た
め
に

行
政
と
一
緒
に
な
っ
て
更
に

努
力
し
て
参
り
ま
す
。

　
現
広
報
委
員
に
な
り
２
年

に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

残
り
少
な
い
任
期
で
す
が
、

こ
れ
か
ら
も
議
会
の
活
動
を

分
り
や
す
く
町
民
の
皆
様
に

伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

福
田
　
記
　

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

　
　
委

員

長
　

久
代
　
安
敏

　
　
副
委
員
長
　
古
都
　
久
志

　
　
委
　
　
員
　
福
田
　
　
稔

　
　

〃

　
　

坪
倉
　
勝
幸

　
　

〃

　
　

長
岡
つ
る
子

にちなん議会だより　平成21年1月発行　No.114

日南町の鳥：山鳥

村
上
　
正
広

議
員

ふ
る
さ
と
歴
史
探
訪

小
早
川
公
の
伝
説
と
牛
馬
守
護
の
神

　
　

　
　
　
　
︵
福
塚
自
照
寺
境
内
観
音
堂
︶




本
町
で
も
孤
独
死
の
報
が
聞
か
れ
る
昨
今
、
高
齢
者
世
帯
数

が
４
割
を
超
え
、
我
が
じ
げ
を
見
渡
せ
ば
な
る
ほ
ど
と
思
う
今

日
こ
の
頃
で
あ
る
。




少
子
化
に
よ
る
小
学
校
統
合
・
農
協
店
舗
閉
鎖
・
所
得
減
・

耕
作
放
棄
地
の
増
大
・
限
界
集
落
・
鳥
獣
被
害
等
々
周
辺
部
分

か
ら
住
み
難
い
と
相
談
を
い
た
だ
い
て
も
何
ら
解
決
で
き
な
い

も
ど
か
し
さ
。
﹁
議
会
と
行
政
は
車
の
両
輪
で
あ
る
﹂
よ
く
言

わ
れ
る
言
葉
で
あ
る
が
、
こ
の
と
こ
ろ
若
干
意
思
の
疎
通
が
不

足
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
の
は
私
だ
け
だ
ろ
う
か
。

　

奥
迫
　
廣
人

議
員

　
日
南
町
は
町
制
50
周
年
と
い
う
節
目
の
年
を
迎
え
ま
し
た
。

そ
の
半
世
紀
に
及
ぶ
歴
史
を
振
り
返
る
と
共
に
、
新
し
い
歴
史

を
刻
み
は
じ
め
る
出
発
の
年
で
も
あ
り
ま
す
。

　
国
家
百
年
の
計
と
申
し
ま
す
が
、
教
育
も
一
日
に
し
て
な
ら

ず
、
大
切
な
第
一
歩
が
日
南
小
学
校
に
於
い
て
４
月
か
ら
始
ま

り
ま
す
。
全
て
の
物
事
の
根
幹
を
な
す
と
さ
れ
る
教
育
、
故
郷

を
愛
し
、
人
を
愛
し
、
生
き
る
事
に
誇
り
を
持
つ
子
供
達
が
育

つ
為
、
政
治
は
社
会
は
何
を
成
す
べ
き
か
自
ら
に
問
い
掛
け
な

が
ら
議
会
活
動
に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

（印賀楽楽福神社）

　
毛
利
元
就
公
は
尼
子
一
族
が
滅
亡
し
た
後
、
小
早
川
隆
景
公

に
命
じ
て
出
雲
伯
耆
の
地
形
と
尼
子
残
党
討
伐
に
こ
の
地
方
を

巡
見
、
帰
途
白
州
妙
見
山
の
地
に
来
た
と
こ
ろ
、
城
や
民
家
の

大
半
が
焼
か
れ
て
い
た
た
め
、
釈
迦
寺
︵
現
自
照
寺
︶
に
寄
宿

し
一
夜
を
過
ご
す
こ
と
に
し
た
。
四
百
二
十
余
年
前
の
天
正
十

年
︵
一
五
八
二
年
︶
正
月
二
十
三
日
。
そ
の
夜
、
尼
子
の
残
党

九
牛
士
が
食
料
の
略
奪
を
す
る
た
め
釈
迦
寺
の
境
内
に
出
た
と

こ
ろ
、
小
早
川
公
一
行
の
牛
馬
が
庭
前
に
繋
が
れ
て
い
る
の
を

見
て
豪
力
を
幸
い
に
別
当
を
手
投
げ
し
て
牛
馬
を
生
捕
り
に
し

よ
う
と
し
た
。
こ
の
騒
ぎ
に
公
は
飛
び
出
し
九
牛
士
と
格
闘
、

生
捕
り
し
桃
の
木
に
縛
り
つ
け
﹁
明
朝
打
ち
首
に
す
る
﹂
旨
伝

え
床
に
着
い
た
。
そ
の
夜
住
僧
に
﹁
尼
子
の
家
臣
九
牛
士
で
あ

る
。
公
に
詫
び
て
我
々
の
命
を
助
け
て
下
さ
れ
ば
真
人
に
更
生

し
牛
馬
の
守
護
神
と
成
っ
て
牛
馬
を
擁
護
致
し
ま
す
﹂
と
夢
の

お
告
げ
が
あ
り
、
公
は
住
僧
の
哀
願
を
聞
き
入
れ
、
善
人
に
改

心
さ
せ
、
九
牛
士
は

更
生
を
誓
い
公
を
命

の
恩
人
と
慕
っ
た
。

九
牛
士
が
逝
去
し
た

後
住
僧
は
九
塚
を
建

立
供
養
し
住
民
か
ら

は
牛
馬
の
神
様
の
如

く
慕
わ
れ
牛
馬
不
調

の
時
は
九
塚
に
墓
参

す
れ
ば
御
利
益
あ
り
。

小
早
川
観
音
堂
を
建

立
し
、
脇
に
九
牛
士

を
奉
安
し
牛
馬
守
護

神
と
し
た
。

祭
典
日
　
四
月
十
二
日

小早川観音堂

─　　 ─215
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デマンド運行車（10人乗り4ドア）

座席33・立席37・乗務員1・計71人乗り
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日
南
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
改
正
　

産
科
医
療
保
障
制
度
に
加
入
し

て
い
る
医
療
機
関
等
で
分
娩
し

た
場
合
、
出
産
育
児
一
時
金
に

３
万
円
加
算
す
る
。
︵
35
万
円

↓
38
万
円
︶

補
助
金
返
還
額
の
減
額

民
事
再
生
法
に
基
づ
く
再
生
手

続
開
始
決
定
を
受
け
た
山
陰
食

鶏
農
業
協
同
組
合
に
対
し
、
権

利
放
棄
﹁
補
助
金
返
還
額
の
減

額
﹂
を
す
る
も
の
。

権
利
放
棄
額
　
　
87
万
８
千
円

日
南
町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

︹
管
理
期
間
︺

　
平
成
21

年
４
月
１
日
か
ら

　
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で

︹
指
定
管
理
者
︺

　
　
ア
シ
ス
ト
日
南
　

町
営
バ
ス
の
取
得
︵
２
台
︶

︹
契
約
価
格
︺

　
　
　
　
　
３
千
８
８
５
万
円

︹
契
約
の
相
手
方
︺

　
三
菱
ふ
そ
う
ト
ラ
ッ
ク
・
バ

　
ス

　
　
中
国
ふ
そ
う
　
米
子
支
店

一
般
会
計

　
７
千
８
１
８
万
３
千
円
を
追

加
し
、
総
額
を
６
１
億
８
千
３

２
８
万
５
千
円
と
し
た
。

︵
お
も
な
内
容
︶

デ
マ
ン
ド
運
行
車
両
５
台
購
入

費
　
　
１
千
５
０
４
万
５
千
円

ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
に
よ
る
こ

ど
も
ゆ
め
基
金
積
立
金



　
　
７
０
９
万
１
千
円

ふ
る
さ
と
日
南
邑
館
内
非
常
灯

取
替
工
事
　
　
　
90
万
３
千
円

美
し
い
森
づ
く
り
基
盤
整
備
交

付
金
　
　
　
　
　
６
５
０
万
円

木
材
団
地
排
水
施
設
等
修
繕

　
　
　
　
　
　
　
78
万
８
千
円

下
石
見
橋
梁
修
繕
工
事
ほ
か



　
　
８
５
９
万
４
千
円

町
内
小
学
校
廃
薬
品
処
分
手
数

料
　
　
　
　
　
　
　
　
38
万
円

統
合
小
学
校
消
耗
品
費

　
　
　
　
　
　
　
41
万
７
千
円

中
野
・
矢
戸
遺
跡
詳
細
分
布
調

査
事
業

　
　
　
２
千
４
１
５
万
２
千
円

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
高
額
療
養
費
共
同
事
業
拠
出

金
な
ど
１
千
９
４
３
万
３
千
円

を
追
加
し
、
総
額
を
９
億
９
６

７
万
７
千
円
と
し
た
。

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

　
消
費
税
納
付
金
な
ど
１
９
４

万
７
千
円
を
追
加
し
総
額
を
２

億
１
千
６
７
８
万
４
千
円
と
し

た
。

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

　
浄
化
槽
ブ
ロ
ア
ー
修
繕
料
な

ど
３
０
７
万
２
千
円
を
追
加
し

総
額
を
２
億
６
千
５
５
７
万
７

千
円
と
し
た
。

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

　
居
宅
介
護
給
付
費
な
ど
４
２

１
万
８
千
円
を
追
加
し
総
額
を

９
億
７
千
３
８
２
万
円
と
し
た
。

病
院
事
業
会
計

　
収
益
的
収
支
は
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
感
染
防
止
キ
ッ
ト
１

１
７
万
１
千
円
を
追
加
し
、
総

額
を
13
億
６
千
８
７
５
万
２
千

円
と
し
、
資
本
的
収
支
は
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
応
人
口
呼

吸
器
３
６
９
万
８
千
円
を
追
加

し
、
総
額
を
１
億
２
千
３
２
４

万
１
千
円
と
し
た
。

　
４
月
か
ら
デ
マ
ン
ド
バ
ス
を

５
台
運
行
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
が
、
ど
の
よ
う
に
進
め
る

の
か
。

　
２
月
に
車
両
を
購
入
し
て
、

３
月
か
ら
各
校
区
の
ま
ち
協
と

も
協
議
し
て
町
内
を
試
験
運
行

す
る
。
運
営
の
委
託
先
に
つ
い

て
は
、
今
後
更
に
検
討
し
て
い

く
。 （株）

（株）人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　
渡
邊
泰
子
氏
︵
茶
屋
︶
を

再
任
。
︵
任
期
３
年
︶

損
害
賠
償
額
の
決
定

　
平
成
20
年
11
月
27
日
、
日

南
病
院
内
で
発
生
し
た
医
療

過
誤
に
対
し
、
損
害
賠
償
の

額
を
決
定
し
た
も
の
。

損
害
賠
償
額

　
　
　
44
万
５
千
５
２
０
円

財
産
の
取
得

デ
マ
ン
ド
運
行
車
︵
５
台
︶

　
10
人
乗
り
３
台

　
15
人
乗
り
２
台

︹
契
約
価
格
︺
　

　
　
１
千
３
１
０
万
５
千
円

︹
契
約
の
相
手
方
︺
　

　
鳥
取
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
　
　

補
正
予
算

一
般
会
計

　
担
い
手
育
成
総
合
支
援
事

業
費
83
万
４
千
円
を
追
加
し

総
額
を
61
億
８
千
４
１
１
万

９
千
円
と
し
た
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
葬
祭
費
10
万
円
を
追
加
し

総
額
を
９
億
９
７
７
万
７
千

円
と
し
た
。

（株）

12月定例会12月定例会
12月11日～12月19日12月11日～12月19日

　
昨
年
の
最
終
議
会
と
な
っ
た
12
月
定
例
会
は
、
12
月
11
日
か
ら
19
日
ま
で
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
が
行
わ
れ
た
初
日
に
は
、
傍
聴
者
が
定
員
を
超
え
る
29
名
あ
る
な
か
で
、
5
名
の
議
員
が
登
壇

し
、
執
行
部
に
所
信
を
問
い
ま
し
た
。

　
執
行
部
か
ら
提
案
さ
れ
た
条
例
改
正
や
補
正
予
算
な
ど
は
、
慎
重
審
議
の
結
果
、
全
議
案
を
原
案
通
り
可

決
し
ま
し
た
。
最
終
日
の
19
日
に
は
、
町
民
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
た
産
業
廃
棄
物
焼
却
施
設
の
誘
致
計
画

に
つ
い
て
、
議
員
発
議
に
よ
り
﹁
反
対
す
る
決
議
﹂
を
議
決
し
ま
し
た
。

　
こ
の
決
議
を
受
け
て
矢
田
町
長
は
、
誘
致
計
画
を
断
念
す
る
こ
と
を
正
式
に
表
明
し
ま
し
た
。

議
決
し
た
お
も
な
議
案

条
例
の
改
正

権
利
の
放
棄

管
理
者
の
指
定

財
産
の
取
得

補

正

予

算

一
般
会
計
補
正
予
算

　
　

質
疑
応
答

第
1
回

臨

時

会

問問答答

内
田
企
画
課
長

久
代
議
員

　
１
月
14
日
に
臨
時
議
会
が
開
か
れ
、
補
正
予
算
の

ほ
か
に
財
産
の
取
得
な
ど
が
提
案
さ
れ
、
原
案
ど
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

平
成
21
年
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デマンド運行車（10人乗り4ドア）

座席33・立席37・乗務員1・計71人乗り
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日
南
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
改
正
　

産
科
医
療
保
障
制
度
に
加
入
し

て
い
る
医
療
機
関
等
で
分
娩
し

た
場
合
、
出
産
育
児
一
時
金
に

３
万
円
加
算
す
る
。
︵
35
万
円

↓
38
万
円
︶

補
助
金
返
還
額
の
減
額

民
事
再
生
法
に
基
づ
く
再
生
手

続
開
始
決
定
を
受
け
た
山
陰
食

鶏
農
業
協
同
組
合
に
対
し
、
権

利
放
棄
﹁
補
助
金
返
還
額
の
減

額
﹂
を
す
る
も
の
。

権
利
放
棄
額
　
　
87
万
８
千
円

日
南
町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

︹
管
理
期
間
︺

　
平
成
21

年
４
月
１
日
か
ら

　
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で

︹
指
定
管
理
者
︺

　
　
ア
シ
ス
ト
日
南
　

町
営
バ
ス
の
取
得
︵
２
台
︶

︹
契
約
価
格
︺

　
　
　
　
　
３
千
８
８
５
万
円

︹
契
約
の
相
手
方
︺

　
三
菱
ふ
そ
う
ト
ラ
ッ
ク
・
バ

　
ス

　
　
中
国
ふ
そ
う
　
米
子
支
店

一
般
会
計

　
７
千
８
１
８
万
３
千
円
を
追

加
し
、
総
額
を
６
１
億
８
千
３

２
８
万
５
千
円
と
し
た
。

︵
お
も
な
内
容
︶

デ
マ
ン
ド
運
行
車
両
５
台
購
入

費
　
　
１
千
５
０
４
万
５
千
円

ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
に
よ
る
こ

ど
も
ゆ
め
基
金
積
立
金



　
　
７
０
９
万
１
千
円

ふ
る
さ
と
日
南
邑
館
内
非
常
灯

取
替
工
事
　
　
　
90
万
３
千
円

美
し
い
森
づ
く
り
基
盤
整
備
交

付
金
　
　
　
　
　
６
５
０
万
円

木
材
団
地
排
水
施
設
等
修
繕

　
　
　
　
　
　
　
78
万
８
千
円

下
石
見
橋
梁
修
繕
工
事
ほ
か



　
　
８
５
９
万
４
千
円

町
内
小
学
校
廃
薬
品
処
分
手
数

料
　
　
　
　
　
　
　
　
38
万
円

統
合
小
学
校
消
耗
品
費

　
　
　
　
　
　
　
41
万
７
千
円

中
野
・
矢
戸
遺
跡
詳
細
分
布
調

査
事
業

　
　
　
２
千
４
１
５
万
２
千
円

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
高
額
療
養
費
共
同
事
業
拠
出

金
な
ど
１
千
９
４
３
万
３
千
円

を
追
加
し
、
総
額
を
９
億
９
６

７
万
７
千
円
と
し
た
。

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

　
消
費
税
納
付
金
な
ど
１
９
４

万
７
千
円
を
追
加
し
総
額
を
２

億
１
千
６
７
８
万
４
千
円
と
し

た
。

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

　
浄
化
槽
ブ
ロ
ア
ー
修
繕
料
な

ど
３
０
７
万
２
千
円
を
追
加
し

総
額
を
２
億
６
千
５
５
７
万
７

千
円
と
し
た
。

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

　
居
宅
介
護
給
付
費
な
ど
４
２

１
万
８
千
円
を
追
加
し
総
額
を

９
億
７
千
３
８
２
万
円
と
し
た
。

病
院
事
業
会
計

　
収
益
的
収
支
は
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
感
染
防
止
キ
ッ
ト
１

１
７
万
１
千
円
を
追
加
し
、
総

額
を
13
億
６
千
８
７
５
万
２
千

円
と
し
、
資
本
的
収
支
は
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
応
人
口
呼

吸
器
３
６
９
万
８
千
円
を
追
加

し
、
総
額
を
１
億
２
千
３
２
４

万
１
千
円
と
し
た
。

　
４
月
か
ら
デ
マ
ン
ド
バ
ス
を

５
台
運
行
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
が
、
ど
の
よ
う
に
進
め
る

の
か
。

　
２
月
に
車
両
を
購
入
し
て
、

３
月
か
ら
各
校
区
の
ま
ち
協
と

も
協
議
し
て
町
内
を
試
験
運
行

す
る
。
運
営
の
委
託
先
に
つ
い

て
は
、
今
後
更
に
検
討
し
て
い

く
。 （株）

（株）人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　
渡
邊
泰
子
氏
︵
茶
屋
︶
を

再
任
。
︵
任
期
３
年
︶

損
害
賠
償
額
の
決
定

　
平
成
20
年
11
月
27
日
、
日

南
病
院
内
で
発
生
し
た
医
療

過
誤
に
対
し
、
損
害
賠
償
の

額
を
決
定
し
た
も
の
。

損
害
賠
償
額

　
　
　
44
万
５
千
５
２
０
円

財
産
の
取
得

デ
マ
ン
ド
運
行
車
︵
５
台
︶

　
10
人
乗
り
３
台

　
15
人
乗
り
２
台

︹
契
約
価
格
︺
　

　
　
１
千
３
１
０
万
５
千
円

︹
契
約
の
相
手
方
︺
　

　
鳥
取
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
　
　

補
正
予
算

一
般
会
計

　
担
い
手
育
成
総
合
支
援
事

業
費
83
万
４
千
円
を
追
加
し

総
額
を
61
億
８
千
４
１
１
万

９
千
円
と
し
た
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
葬
祭
費
10
万
円
を
追
加
し

総
額
を
９
億
９
７
７
万
７
千

円
と
し
た
。

（株）

12月定例会12月定例会
12月11日～12月19日12月11日～12月19日

　
昨
年
の
最
終
議
会
と
な
っ
た
12
月
定
例
会
は
、
12
月
11
日
か
ら
19
日
ま
で
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
が
行
わ
れ
た
初
日
に
は
、
傍
聴
者
が
定
員
を
超
え
る
29
名
あ
る
な
か
で
、
5
名
の
議
員
が
登
壇

し
、
執
行
部
に
所
信
を
問
い
ま
し
た
。

　
執
行
部
か
ら
提
案
さ
れ
た
条
例
改
正
や
補
正
予
算
な
ど
は
、
慎
重
審
議
の
結
果
、
全
議
案
を
原
案
通
り
可

決
し
ま
し
た
。
最
終
日
の
19
日
に
は
、
町
民
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
た
産
業
廃
棄
物
焼
却
施
設
の
誘
致
計
画

に
つ
い
て
、
議
員
発
議
に
よ
り
﹁
反
対
す
る
決
議
﹂
を
議
決
し
ま
し
た
。

　
こ
の
決
議
を
受
け
て
矢
田
町
長
は
、
誘
致
計
画
を
断
念
す
る
こ
と
を
正
式
に
表
明
し
ま
し
た
。

議
決
し
た
お
も
な
議
案

条
例
の
改
正

権
利
の
放
棄

管
理
者
の
指
定

財
産
の
取
得

補

正

予

算

一
般
会
計
補
正
予
算

　
　

質
疑
応
答

第
1
回

臨

時

会

問問答答

内
田
企
画
課
長

久
代
議
員

　
１
月
14
日
に
臨
時
議
会
が
開
か
れ
、
補
正
予
算
の

ほ
か
に
財
産
の
取
得
な
ど
が
提
案
さ
れ
、
原
案
ど
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

平
成
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年
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産
業
廃
棄
物
焼
却

施
設
の
企
業
誘
致

問問

統
合
日
南
小
学
校
の

課
外
教
育
に
関
わ
る

内
容

問問

現
在
の
各
小
学
校
の

備
品
管
理
と
整
理

問問
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

対
策

問問

石見東小こども神楽
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①
産
業
廃
棄
物
焼
却
施
設
の
誘

致
に
向
け
て
２
年
前
か
ら
三
光

　
と
共
に
検
討
を
進
め
て
き
た

経
緯
は
。

②
許
可
権
限
を
持
つ
県
は
ど
の

よ
う
に
関
与
し
、
認
識
を
も
っ

て
い
る
の
か
。

③
環
境
問
題
と
も
大
き
く
関
わ

る
長
期
計
画
に
も
関
わ
ら
ず
町

民
へ
の
情
報
開
示
・
説
明
が
遅

れ
た
理
由
は
。

④
６
月
定
例
会
の
補
正
予
算
で

可
決
し
た
バ
イ
オ
マ
ス
等
未
活

用
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
事
業
と
、

こ
の
企
業
誘
致
と
の
関
係
は
。

⑤
地
元
自
治
会
は
も
と
よ
り
、

地
元
ま
ち
協
と
の
意
見
交
換
会

に
お
い
て
も
誘
致
反
対
の
声
が

強
い
。
町
は
こ
れ
に
対
し
ど
の

よ
う
な
対
応
を
考
え
て
い
る
の

か
。

　
12
月
10
日
、
三
光
　
が
来
町

さ
れ
、
現
在
の
経
済
情
勢
か
ら

産
業
廃
棄
物
の
量
が
激
減
し
て

お
り
、
当
面
計
画
を
見
合
わ
せ

た
い
と
申
し
入
れ
が
あ
っ
た
。

町
と
し
て
も
事
業
者
の
意
向
に

従
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

①
木
材
を
活
用
し
た
エ
タ
ノ
ー

ル
製
造
の
事
業
化
の
可
能
性
に

つ
い
て
平
成
17
年
か
ら
、
鳥
取

大
学
と
検
討
を
開
始
し
、
三
光

　
を
紹
介
さ
れ
、
研
究
を
進
め

て
き
た
。
エ
タ
ノ
ー
ル
製
造
に

必
要
な
熱
・
電
気
の
確
保
に
向

け
、
廃
棄
物
を
利
用
す
る
ボ
イ

ラ
ー
の
事
業
化
を
検
討
し
併
せ

て
発
生
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
地

域
で
活
用
す
る
事
を
協
議
し
て

き
た
。

②
処
理
施
設
を
設
置
す
る
事
業

者
は
、
設
置
に
つ
い
て
県
の
許

可
が
必
要
で
、
そ
の
事
前
手
続

き
の
指
導
を
現
在
行
っ
て
い
る
。

県
は
、
住
民
と
事
業
者
の
合
意

形
成
状
況
を
公
平
に
審
査
す
る

立
場
に
あ
り
、
そ
の
認
識
に
た

っ
て
指
導
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。

③
こ
の
熱
供
給
事
業
は
、
民
間

の
会
社
が
事
業
主
体
。
町
と
会

社
が
検
討
し
て
い
る
段
階
に
お

い
て
情
報
が
提
供
で
き
な
か
っ

た
こ
と
は
ご
理
解
を
頂
き
た
い
。

条
例
に
基
づ
く
計
画
書
を
提
出

す
る
前
段
と
し
て
の
生
活
環
境

調
査
を
実
施
中
で
あ
り
、
法
律

に
定
め
る
住
民
説
明
は
来
春
以

降
で
あ
る
。

④
今
回
の
施
設
設
置
と
直
接
関

係
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
施

設
設
置
を
前
提
と
し
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
活
用
事
業
化
の
基
礎
資
料

と
な
る
。

⑤
計
画
に
反
対
さ
れ
る
方
も
﹁
町

を
思
う
・
愛
す
る
心
﹂
は
私
と

同
じ
だ
と
感
じ
て
い
る
。
環
境

影
響
調
査
・
事
業
計
画
の
進
捗

に
伴
い
、
具
体
的
な
数
値
等
に

つ
い
て
説
明
が
必
要
。
今
後
も

機
会
を
設
け
、
ご
理
解
い
た
だ

く
よ
う
努
め
る
。

　
各
小
学
校
で
ス
ポ
ー
ツ
・
文

化
の
伝
承
等
特
色
あ
る
教
育
が

行
わ
れ
、
素
晴
ら
し
い
成
果
を

あ
げ
て
い
る
。
こ
の
課
外
活
動
・

課
外
教
育
を
ど
の
よ
う
に
し
て

日
南
小
学
校
に
継
承
し
て
い
く

の
か
。

　
地
域
・
保
護
者
・
指
導
者
等

の
理
解
と
協
力
を
頂
き
な
が
ら

子
ど
も
た
ち
が
﹁
地
域
で
学
ぶ
・

地
域
に
学
ぶ
・
活
動
す
る
﹂
重

要
な
取
り
組
み
と
し
て
位
置
づ

け
て
い
き
た
い
。

　
日
南
小
学
校
へ
移
管
す
べ
き

も
の
と
処
分
す
る
も
の
等
、
整

理
に
時
間
を
要
す
る
と
考
え
る

が
現
在
の
状
況
は
。

　
備
品
台
帳
を
基
本
に
、
現
在

保
有
す
る
管
理
備
品
・
教
材
備

品
の
現
物
確
認
を
終
了
。
全
て

の
備
品
を
統
合
小
学
校
に
移
動

管
理
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

当
面
は
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
一

定
場
所
に
保
管
す
る
。

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発

生
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
が
、
町

と
し
て
の
対
策
は
。

　
町
報
12
月
号
に
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
記
事
を
掲
載
、
11

月
に
は
町
職
員
を
対
象
に
研
修

を
実
施
し
た
。
﹁
日
南
町
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
応
マ
ニ
ュ

ア
ル
﹂
を
鳥
取
県
の
指
導
を
受

け
、
策
定
に
向
け
準
備
中
。

　
私
た
ち
の
日
南
町
は
、
日
野

川
源
流
と
中
国
山
地
に
連
な
る

山
々
の
緑
を
は
じ
め
と
し
た
豊

か
な
自
然
環
境
の
下
に
、
豊
か

な
風
土
や
歴
史
・
文
化
を
育
み

自
然
・
人
・
産
業
が
調
和
し
た

町
と
し
て
着
実
に
発
展
し
て
き

た
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
日
南
町
は

地
域
熱
活
用
事
業
の
核
施
設
と

し
て
産
業
廃
棄
物
焼
却
施
設
の

誘
致
を
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
か
ら
先
も
本
町
は
将
来
に

わ
た
っ
て
こ
れ
ま
で
育
ん
で
き

た
風
土
を
大
切
に
、
自
然
と
調

和
し
た
町
づ
く
り
を
進
め
る
こ

と
が
肝
要
と
考
え
る
。

　
よ
っ
て
、
本
議
会
は
産
業
廃

棄
物
焼
却
施
設
の
設
置
の
た
め

町
有
地
の
売
り
払
い
、
又
は
貸

与
を
認
め
な
い
と
と
も
に
町
内

へ
の
産
業
廃
棄
物
焼
却
施
設
の

設
置
に
反
対
し
、
誘
致
計
画
の

撤
回
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
決
議
す
る
。

　
私
た
ち
の
日
南
町
は
、
日
野

川
源
流
と
中
国
山
地
に
連
な
る

山
々
の
緑
を
は
じ
め
と
し
た
豊

か
な
自
然
環
境
の
下
に
、
豊
か

な
風
土
や
歴
史
・
文
化
を
育
み

自
然
・
人
・
産
業
が
調
和
し
た

町
と
し
て
着
実
に
発
展
し
て
き

た
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
日
南
町
は

地
域
熱
活
用
事
業
の
核
施
設
と

し
て
産
業
廃
棄
物
焼
却
施
設
の

誘
致
を
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
か
ら
先
も
本
町
は
将
来
に

わ
た
っ
て
こ
れ
ま
で
育
ん
で
き

た
風
土
を
大
切
に
、
自
然
と
調

和
し
た
町
づ
く
り
を
進
め
る
こ

と
が
肝
要
と
考
え
る
。

　
よ
っ
て
、
本
議
会
は
産
業
廃

棄
物
焼
却
施
設
の
設
置
の
た
め

町
有
地
の
売
り
払
い
、
又
は
貸

与
を
認
め
な
い
と
と
も
に
町
内

へ
の
産
業
廃
棄
物
焼
却
施
設
の

設
置
に
反
対
し
、
誘
致
計
画
の

撤
回
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
決
議
す
る
。

（株）

（株）

（株）

産
業
廃
棄
物
焼
却
施
設
の

　

誘
致
に
反
対
す
る
決
議

　
６
月
定
例
会
で
町
か
ら
計
画
が
示
さ
れ
た
地
域
熱
活
用
事

業
の
う
ち
、
産
業
廃
棄
物
焼
却
施
設
は
民
間
企
業
の
誘
致
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
件
に
つ
い
て
は
町
民
の
関
心

も
高
く
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
12
月
定
例
会
に
議
長
を
除
く

11
名
の
議
員
に
よ
り
産
業
廃
棄
物
焼
却
施
設
の
誘
致
に
反
対

す
る
決
議
が
提
出
さ
れ
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
日
南
町
は
こ
こ
数
年
、
出
生

数
が
20
数
人
か
ら
30
人
前
後
と

少
子
化
が
進
み
、
複
式
学
級
の

解
消
と
多
人
数
で
の
教
育
を
望

む
保
護
者
の
強
い
要
望
を
受
け

平
成
17
年
11
月
11
日
﹁
学
校
問

題
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
﹂

で
平
成
21
年
度
に
１
校
統
合
を

目
指
す
こ
と
を
決
定
し
た
。

　
平
成
19
年
５
月
か
ら
、
鳥
取

大
学
・
島
根
大
学
と
の
連
携
で

﹁
日
南
町
教
育
の
あ
り
方
会
議
﹂

を
立
ち
上
げ
、
日
南
町
の
教
育

の
現
状
と
統
廃
合
も
視
野
に
入

れ
た
教
育
の
あ
り
方
、
進
む
べ

き
方
向
を
見
据
え
、
平
成
19
年

12
月
ま
で
に
答
申
を
受
け
る
こ

と
を
決
定
さ
れ
た
。
町
長
は
、

平
成
19
年
10
月
29
日
に
開
催
さ

れ
た
﹁
小
学
校
統
合
に
つ
い
て

学
習
し
考
え
る
会
﹂
の
席
上
、

中
学
校
体
育
館
下
側
に
新
築
校

舎
建
築
を
表
明
さ
れ
た
。
本
町

議
会
も
﹁
小
学
校
統
合
に
関
す

る
調
査
特
別
委
員
会
﹂
を
設
置

し
、
建
築
構
造
・
通
学
路
対
策
・

放
課
後
子
供
教
室
・
小
中
一
貫

し
た
教
育
の
あ
り
方
等
諸
問
題

に
つ
い
て
議
論
を
交
わ
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
保
護
者
に
と

っ
て
統
合
の
最
大
の
懸
案
事
項

で
あ
る
自
宅
か
ら
学
校
ま
で
の

通
学
時
間
、
特
に
自
宅
か
ら
バ

ス
停
ま
で
の
距
離
と
時
間
に
対

し
、
多
く
の
議
論
を
重
ね
、
一

定
の
方
向
性
を
ま
と
め
た
の
で

調
査
し
た
結
果
に
つ
い
て
提
案

を
す
る
。

通
学
対
策
に
つ
い
て

　
通
学
路
線

①
バ
ス
停
ま
で
が
遠
距
離
で
あ

る
大
菅
〜
砥
波
〜
折
渡
経
由
福

寿
実
〜
狩
場
〜
下
多
田
〜
尾
郷

〜
霞
の
路
線
を
登
校
時
、
下
校

時
そ
れ
ぞ
れ
１
便
新
設
す
る
。

②
東
ノ
原
か
ら
横
見
鉄
穴
内
を

下
校
時
１
往
復
す
る
。

　
通
学
費

①
６
ヶ
月
の
定
期
券
は
、
小
学

校
児
童
５
千
４
０
０
円
、
中
学

校
生
徒
１
万
８
０
０
円
と
す
る
。

た
だ
し
、
義
務
教
育
期
間
中
の

定
期
券
を
利
用
す
る
児
童
・
生

徒
が
複
数
い
る
場
合
は
、
年
長

の
１
人
を
有
料
と
し
、
他
の
児

童
生
徒
に
つ
い
て
は
無
料
と
さ

れ
た
い
。

②
バ
ス
停
留
所
か
ら
自
宅
ま
で

の
距
離
が
片
道
２
・
５
km
以
上

の
小
学
校
児
童
に
つ
い
て
は
、

１
km
に
つ
き
20
円
の
助
成
を
さ

れ
た
い
。

　
本
委
員
会
は
、
今
後
も
新
築

校
舎
の
進
捗
状
況
・
通
学
路
対

策
︵
県
へ
の
要
望
︶
・
廃
校
舎

の
利
活
用
︵
ス
ポ
少
含
む
︶
等

諸
問
題
の
解
決
に
向
け
て
執
行

部
と
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
み

統
合
に
よ
る
小
中
一
貫
教
育
を

目
指
す
教
育
現
場
の
あ
り
方
を

注
視
し
、
引
き
続
き
調
査
検
討

を
重
ね
て
い
き
た
い
。

小
学
校
統
合
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
中
間
報
告

　
全
議
員
で
構
成
さ
れ
る
﹁
小
学
校
統
合
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
﹂
は
、
平
成
19
年
12
月
に
設

置
さ
れ
て
以
来
12
回
の
委
員
会
を
開
き
、
校
舎
建
築
な
ど
小
学
校
統
合
に
係
る
課
題
に
つ
い
て
多
角

的
に
調
査
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
度
、
通
学
対
策
に
つ
い
て
調
査
を
ま
と
め
、
12
月
定
例
会

で
村
上
正
広
委
員
長
が
中
間
報
告
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

奥迫廣人議員

エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
事
業
と

産
廃
焼
却
施
設
誘
致
と
の
関
係
は

エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
事
業
化
の

　
　
　
　
　

基
礎
資
料
と
な
る

町政のここが聞きたい

矢
田
町
長

答答

町

長

答答
教
育
長

答答

山
本
教
育
長

答答
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産
業
廃
棄
物
焼
却

施
設
の
企
業
誘
致

問問

統
合
日
南
小
学
校
の

課
外
教
育
に
関
わ
る

内
容

問問

現
在
の
各
小
学
校
の

備
品
管
理
と
整
理

問問
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

対
策

問問

石見東小こども神楽
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①
産
業
廃
棄
物
焼
却
施
設
の
誘

致
に
向
け
て
２
年
前
か
ら
三
光

　
と
共
に
検
討
を
進
め
て
き
た

経
緯
は
。

②
許
可
権
限
を
持
つ
県
は
ど
の

よ
う
に
関
与
し
、
認
識
を
も
っ

て
い
る
の
か
。

③
環
境
問
題
と
も
大
き
く
関
わ

る
長
期
計
画
に
も
関
わ
ら
ず
町

民
へ
の
情
報
開
示
・
説
明
が
遅

れ
た
理
由
は
。

④
６
月
定
例
会
の
補
正
予
算
で

可
決
し
た
バ
イ
オ
マ
ス
等
未
活

用
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
事
業
と
、

こ
の
企
業
誘
致
と
の
関
係
は
。

⑤
地
元
自
治
会
は
も
と
よ
り
、

地
元
ま
ち
協
と
の
意
見
交
換
会

に
お
い
て
も
誘
致
反
対
の
声
が

強
い
。
町
は
こ
れ
に
対
し
ど
の

よ
う
な
対
応
を
考
え
て
い
る
の

か
。

　
12
月
10
日
、
三
光
　
が
来
町

さ
れ
、
現
在
の
経
済
情
勢
か
ら

産
業
廃
棄
物
の
量
が
激
減
し
て

お
り
、
当
面
計
画
を
見
合
わ
せ

た
い
と
申
し
入
れ
が
あ
っ
た
。

町
と
し
て
も
事
業
者
の
意
向
に

従
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

①
木
材
を
活
用
し
た
エ
タ
ノ
ー

ル
製
造
の
事
業
化
の
可
能
性
に

つ
い
て
平
成
17
年
か
ら
、
鳥
取

大
学
と
検
討
を
開
始
し
、
三
光

　
を
紹
介
さ
れ
、
研
究
を
進
め

て
き
た
。
エ
タ
ノ
ー
ル
製
造
に

必
要
な
熱
・
電
気
の
確
保
に
向

け
、
廃
棄
物
を
利
用
す
る
ボ
イ

ラ
ー
の
事
業
化
を
検
討
し
併
せ

て
発
生
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
地

域
で
活
用
す
る
事
を
協
議
し
て

き
た
。

②
処
理
施
設
を
設
置
す
る
事
業

者
は
、
設
置
に
つ
い
て
県
の
許

可
が
必
要
で
、
そ
の
事
前
手
続

き
の
指
導
を
現
在
行
っ
て
い
る
。

県
は
、
住
民
と
事
業
者
の
合
意

形
成
状
況
を
公
平
に
審
査
す
る

立
場
に
あ
り
、
そ
の
認
識
に
た

っ
て
指
導
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。

③
こ
の
熱
供
給
事
業
は
、
民
間

の
会
社
が
事
業
主
体
。
町
と
会

社
が
検
討
し
て
い
る
段
階
に
お

い
て
情
報
が
提
供
で
き
な
か
っ

た
こ
と
は
ご
理
解
を
頂
き
た
い
。

条
例
に
基
づ
く
計
画
書
を
提
出

す
る
前
段
と
し
て
の
生
活
環
境

調
査
を
実
施
中
で
あ
り
、
法
律

に
定
め
る
住
民
説
明
は
来
春
以

降
で
あ
る
。

④
今
回
の
施
設
設
置
と
直
接
関

係
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
施

設
設
置
を
前
提
と
し
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
活
用
事
業
化
の
基
礎
資
料

と
な
る
。

⑤
計
画
に
反
対
さ
れ
る
方
も
﹁
町

を
思
う
・
愛
す
る
心
﹂
は
私
と

同
じ
だ
と
感
じ
て
い
る
。
環
境

影
響
調
査
・
事
業
計
画
の
進
捗

に
伴
い
、
具
体
的
な
数
値
等
に

つ
い
て
説
明
が
必
要
。
今
後
も

機
会
を
設
け
、
ご
理
解
い
た
だ

く
よ
う
努
め
る
。

　
各
小
学
校
で
ス
ポ
ー
ツ
・
文

化
の
伝
承
等
特
色
あ
る
教
育
が

行
わ
れ
、
素
晴
ら
し
い
成
果
を

あ
げ
て
い
る
。
こ
の
課
外
活
動
・

課
外
教
育
を
ど
の
よ
う
に
し
て

日
南
小
学
校
に
継
承
し
て
い
く

の
か
。

　
地
域
・
保
護
者
・
指
導
者
等

の
理
解
と
協
力
を
頂
き
な
が
ら

子
ど
も
た
ち
が
﹁
地
域
で
学
ぶ
・

地
域
に
学
ぶ
・
活
動
す
る
﹂
重

要
な
取
り
組
み
と
し
て
位
置
づ

け
て
い
き
た
い
。

　
日
南
小
学
校
へ
移
管
す
べ
き

も
の
と
処
分
す
る
も
の
等
、
整

理
に
時
間
を
要
す
る
と
考
え
る

が
現
在
の
状
況
は
。

　
備
品
台
帳
を
基
本
に
、
現
在

保
有
す
る
管
理
備
品
・
教
材
備

品
の
現
物
確
認
を
終
了
。
全
て

の
備
品
を
統
合
小
学
校
に
移
動

管
理
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

当
面
は
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
一

定
場
所
に
保
管
す
る
。

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発

生
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
が
、
町

と
し
て
の
対
策
は
。

　
町
報
12
月
号
に
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
記
事
を
掲
載
、
11

月
に
は
町
職
員
を
対
象
に
研
修

を
実
施
し
た
。
﹁
日
南
町
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
応
マ
ニ
ュ

ア
ル
﹂
を
鳥
取
県
の
指
導
を
受

け
、
策
定
に
向
け
準
備
中
。

　
私
た
ち
の
日
南
町
は
、
日
野

川
源
流
と
中
国
山
地
に
連
な
る

山
々
の
緑
を
は
じ
め
と
し
た
豊

か
な
自
然
環
境
の
下
に
、
豊
か

な
風
土
や
歴
史
・
文
化
を
育
み

自
然
・
人
・
産
業
が
調
和
し
た

町
と
し
て
着
実
に
発
展
し
て
き

た
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
日
南
町
は

地
域
熱
活
用
事
業
の
核
施
設
と

し
て
産
業
廃
棄
物
焼
却
施
設
の

誘
致
を
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
か
ら
先
も
本
町
は
将
来
に

わ
た
っ
て
こ
れ
ま
で
育
ん
で
き

た
風
土
を
大
切
に
、
自
然
と
調

和
し
た
町
づ
く
り
を
進
め
る
こ

と
が
肝
要
と
考
え
る
。

　
よ
っ
て
、
本
議
会
は
産
業
廃

棄
物
焼
却
施
設
の
設
置
の
た
め

町
有
地
の
売
り
払
い
、
又
は
貸

与
を
認
め
な
い
と
と
も
に
町
内

へ
の
産
業
廃
棄
物
焼
却
施
設
の

設
置
に
反
対
し
、
誘
致
計
画
の

撤
回
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
決
議
す
る
。

　
私
た
ち
の
日
南
町
は
、
日
野

川
源
流
と
中
国
山
地
に
連
な
る

山
々
の
緑
を
は
じ
め
と
し
た
豊

か
な
自
然
環
境
の
下
に
、
豊
か

な
風
土
や
歴
史
・
文
化
を
育
み

自
然
・
人
・
産
業
が
調
和
し
た

町
と
し
て
着
実
に
発
展
し
て
き

た
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
日
南
町
は

地
域
熱
活
用
事
業
の
核
施
設
と

し
て
産
業
廃
棄
物
焼
却
施
設
の

誘
致
を
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
か
ら
先
も
本
町
は
将
来
に

わ
た
っ
て
こ
れ
ま
で
育
ん
で
き

た
風
土
を
大
切
に
、
自
然
と
調

和
し
た
町
づ
く
り
を
進
め
る
こ

と
が
肝
要
と
考
え
る
。

　
よ
っ
て
、
本
議
会
は
産
業
廃

棄
物
焼
却
施
設
の
設
置
の
た
め

町
有
地
の
売
り
払
い
、
又
は
貸

与
を
認
め
な
い
と
と
も
に
町
内

へ
の
産
業
廃
棄
物
焼
却
施
設
の

設
置
に
反
対
し
、
誘
致
計
画
の

撤
回
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
決
議
す
る
。

（株）

（株）

（株）

産
業
廃
棄
物
焼
却
施
設
の

　

誘
致
に
反
対
す
る
決
議

　
６
月
定
例
会
で
町
か
ら
計
画
が
示
さ
れ
た
地
域
熱
活
用
事

業
の
う
ち
、
産
業
廃
棄
物
焼
却
施
設
は
民
間
企
業
の
誘
致
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
件
に
つ
い
て
は
町
民
の
関
心

も
高
く
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
12
月
定
例
会
に
議
長
を
除
く

11
名
の
議
員
に
よ
り
産
業
廃
棄
物
焼
却
施
設
の
誘
致
に
反
対

す
る
決
議
が
提
出
さ
れ
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
日
南
町
は
こ
こ
数
年
、
出
生

数
が
20
数
人
か
ら
30
人
前
後
と

少
子
化
が
進
み
、
複
式
学
級
の

解
消
と
多
人
数
で
の
教
育
を
望

む
保
護
者
の
強
い
要
望
を
受
け

平
成
17
年
11
月
11
日
﹁
学
校
問

題
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
﹂

で
平
成
21
年
度
に
１
校
統
合
を

目
指
す
こ
と
を
決
定
し
た
。

　
平
成
19
年
５
月
か
ら
、
鳥
取

大
学
・
島
根
大
学
と
の
連
携
で

﹁
日
南
町
教
育
の
あ
り
方
会
議
﹂

を
立
ち
上
げ
、
日
南
町
の
教
育

の
現
状
と
統
廃
合
も
視
野
に
入

れ
た
教
育
の
あ
り
方
、
進
む
べ

き
方
向
を
見
据
え
、
平
成
19
年

12
月
ま
で
に
答
申
を
受
け
る
こ

と
を
決
定
さ
れ
た
。
町
長
は
、

平
成
19
年
10
月
29
日
に
開
催
さ

れ
た
﹁
小
学
校
統
合
に
つ
い
て

学
習
し
考
え
る
会
﹂
の
席
上
、

中
学
校
体
育
館
下
側
に
新
築
校

舎
建
築
を
表
明
さ
れ
た
。
本
町

議
会
も
﹁
小
学
校
統
合
に
関
す

る
調
査
特
別
委
員
会
﹂
を
設
置

し
、
建
築
構
造
・
通
学
路
対
策
・

放
課
後
子
供
教
室
・
小
中
一
貫

し
た
教
育
の
あ
り
方
等
諸
問
題

に
つ
い
て
議
論
を
交
わ
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
保
護
者
に
と

っ
て
統
合
の
最
大
の
懸
案
事
項

で
あ
る
自
宅
か
ら
学
校
ま
で
の

通
学
時
間
、
特
に
自
宅
か
ら
バ

ス
停
ま
で
の
距
離
と
時
間
に
対

し
、
多
く
の
議
論
を
重
ね
、
一

定
の
方
向
性
を
ま
と
め
た
の
で

調
査
し
た
結
果
に
つ
い
て
提
案

を
す
る
。

通
学
対
策
に
つ
い
て

　
通
学
路
線

①
バ
ス
停
ま
で
が
遠
距
離
で
あ

る
大
菅
〜
砥
波
〜
折
渡
経
由
福

寿
実
〜
狩
場
〜
下
多
田
〜
尾
郷

〜
霞
の
路
線
を
登
校
時
、
下
校

時
そ
れ
ぞ
れ
１
便
新
設
す
る
。

②
東
ノ
原
か
ら
横
見
鉄
穴
内
を

下
校
時
１
往
復
す
る
。

　
通
学
費

①
６
ヶ
月
の
定
期
券
は
、
小
学

校
児
童
５
千
４
０
０
円
、
中
学

校
生
徒
１
万
８
０
０
円
と
す
る
。

た
だ
し
、
義
務
教
育
期
間
中
の

定
期
券
を
利
用
す
る
児
童
・
生

徒
が
複
数
い
る
場
合
は
、
年
長

の
１
人
を
有
料
と
し
、
他
の
児

童
生
徒
に
つ
い
て
は
無
料
と
さ

れ
た
い
。

②
バ
ス
停
留
所
か
ら
自
宅
ま
で

の
距
離
が
片
道
２
・
５
km
以
上

の
小
学
校
児
童
に
つ
い
て
は
、

１
km
に
つ
き
20
円
の
助
成
を
さ

れ
た
い
。

　
本
委
員
会
は
、
今
後
も
新
築

校
舎
の
進
捗
状
況
・
通
学
路
対

策
︵
県
へ
の
要
望
︶
・
廃
校
舎

の
利
活
用
︵
ス
ポ
少
含
む
︶
等

諸
問
題
の
解
決
に
向
け
て
執
行

部
と
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
み

統
合
に
よ
る
小
中
一
貫
教
育
を

目
指
す
教
育
現
場
の
あ
り
方
を

注
視
し
、
引
き
続
き
調
査
検
討

を
重
ね
て
い
き
た
い
。

小
学
校
統
合
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
中
間
報
告

　
全
議
員
で
構
成
さ
れ
る
﹁
小
学
校
統
合
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
﹂
は
、
平
成
19
年
12
月
に
設

置
さ
れ
て
以
来
12
回
の
委
員
会
を
開
き
、
校
舎
建
築
な
ど
小
学
校
統
合
に
係
る
課
題
に
つ
い
て
多
角

的
に
調
査
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
度
、
通
学
対
策
に
つ
い
て
調
査
を
ま
と
め
、
12
月
定
例
会

で
村
上
正
広
委
員
長
が
中
間
報
告
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

奥迫廣人議員

エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
事
業
と

産
廃
焼
却
施
設
誘
致
と
の
関
係
は

エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
事
業
化
の

　
　
　
　
　

基
礎
資
料
と
な
る

町政のここが聞きたい

矢
田
町
長

答答

町

長

答答
教
育
長

答答

山
本
教
育
長

答答
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①
日
南
小
学
校
の
最
大
の
問
題

は
通
学
対
策
だ
が
、
保
護
者
の

経
済
的
負
担
を
支
援
し
、
児
童

の
通
学
費
は
行
政
の
全
額
負
担

に
し
て
は
ど
う
か
。

②
廃
校
舎
の
後
利
用
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

③
廃
校
舎
に
付
随
す
る
危
険
な

物
件
に
つ
い
て
は
撤
去
が
必
要

と
考
え
る
が
。

④
集
合
し
た
児
童
た
ち
の
心
の

ケ
ア
、
体
調
管
理
が
十
分
で
き

る
体
制
づ
く
り
は
出
来
て
い
る

か
。

①
﹁
小
学
校
統
合
に
関
す
る
調

査
特
別
委
員
会
﹂
の
中
間
報
告

に
あ
る
よ
う
に
、
義
務
教
育
期

間
で
の
負
担
軽
減
を
図
り
た
い
。

義
務
教
育
期
間
内
の
バ
ス
を
利

用
さ
れ
る
年
長
の
一
人
分
の
料

金
を
い
た
だ
く
。

②
当
面
、
地
域
活
性
化
支
援
セ

ン
タ
ー
︵
ま
な
び
宿
︶
に
位
置

付
け
る
。
地
域
と
の
連
携
を
深

め
な
が
ら
利
用
の
具
現
化
を
図

っ
て
行
く
。

③
プ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
水
張

り
状
態
で
の
管
理
は
危
険
性
が

あ
る
。
遊
具
等
に
つ
い
て
は
解

体
撤
去
も
考
慮
し
て
い
く
。

④
統
合
に
伴
う
教
育
環
境
の
大

き
な
変
化
は
、
子
ど
も
た
ち
の

学
校
生
活
に
何
ら
か
の
影
響
を

及
ぼ
す
可
能
性
も
あ
る
と
捉
え

て
い
る
が
、
教
職
員
の
連
携
と

共
通
理
解
を
し
っ
か
り
図
り
な

が
ら
一
人
ひ
と
り
の
児
童
が
楽

し
く
充
実
し
た
学
校
生
活
が
送

れ
る
よ
う
に
配
慮
し
て
い
く
。

ま
た
﹁
ふ
れ
合
い
囲
碁
﹂
を
中

心
に
し
た
集
合
学
習
を
各
学
期

毎
に
実
施
し
て
い
る
。

①
宮
内
地
内
の
雪
害
に
よ
る
山

林
倒
木
・
土
砂
崩
落
災
害
で
国

道
183
号
が
全
面
通
行
止
め
と
な

っ
た
。
初
期
の
応
急
的
な
対
応

処
置
は
迅
速
に
行
わ
れ
た
が
、

そ
の
後
の
復
旧
工
事
の
状
況
は
。

②
広
島
方
面
か
ら
生
山
方
面
に

向
か
っ
て
は
、
唯
一
の
迂
回
路

で
あ
る
出
立
山
峠
の
除
雪
は
今

年
の
除
雪
計
画
に
入
っ
て
い
る

か
。

③
河
上
か
ら
宮
内
周
辺
の
国
道

沿
い
は
、
い
つ
新
た
な
災
害
が

発
生
し
て
も
お
か
し
く
な
い
危

険
な
場
所
で
あ
る
。
バ
イ
パ
ス

道
路
の
計
画
が
あ
る
よ
う
に
聞

く
が
、
そ
の
後
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

①
現
在
も
片
側
通
行
と
な
っ
て

い
る
が
、
復
旧
の
法
面
工
事
が

発
注
さ
れ
、
11
月
12
日
に
契
約

と
な
り
、
３
月
13
日
ま
で
の
工

期
で
町
内
の
業
者
で
施
工
中
。

完
成
に
む
け
て
工
事
施
工
さ
れ

る
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
た
い
。

②
主
要
地
方
道
・
新
見
多
里
線

の
豊
栄
か
ら
湯
河
の
間
、
約
７
・

３
Km
あ
る
が
、
本
年
は
当
初
か

ら
除
雪
路
線
に
組
み
入
れ
て
対

応
す
る
よ
う
計
画
し
て
い
る
。

③
平
成
21
年
度
の
新
規
事
業
と

し
て
県
か
ら
国
へ
採
択
要
望
中

で
あ
る
。
事
業
採
択
に
な
れ
ば

詳
細
な
測
量
設
計
、
用
地
調
査

に
着
手
出
来
る
。
道
路
特
定
財

源
の
一
般
財
源
化
等
不
明
確
な

部
分
も
あ
る
が
、
一
日
も
早
い

完
成
に
む
け
て
努
力
頂
け
る
も

の
と
思
っ
て
い
る
。

　
廃
坑
と
な
っ
て
い
る
若
松
鉱

山
は
戦
前
戦
後
を
通
し
て
日
本

の
産
業
、
経
済
発
展
の
た
め
に

大
き
な
功
績
を
残
し
て
き
た
。

日
南
町
の
産
業
遺
産
と
し
て
保

存
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　
　

　
現
在
、
経
済
産
業
省
の
﹁
近

代
化
産
業
遺
産
群
﹂
認
定
制
度

に
よ
る
認
定
審
査
が
行
わ
れ
て

い
る
。
若
松
鉱
山
跡
に
つ
い
て

は
、
初
年
度
認
定
は
さ
れ
な
か

っ
た
も
の
の
、
本
年
度
追
加
認

定
に
向
け
た
最
終
審
査
段
階
と

な
っ
て
お
り
、
結
果
が
期
待
さ

れ
る
。
町
と
し
て
の
産
業
遺
産

認
定
制
度
は
現
在
行
っ
て
い
な

い
が
、
国
の
認
定
が
受
け
ら
れ

た
場
合
に
は
、
多
里
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
内
に
組
織
さ
れ
た
﹁
鉱

山
を
語
り
継
ぐ
会
﹂
の
活
動
と

共
に
、
ク
ロ
ー
ム
鉱
山
に
関
わ

る
企
業
、
研
究
者
と
連
携
し
て

そ
の
活
用
や
保
存
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

①
バ
イ
オ
マ
ス
等
未
活
用
エ
ネ

ル
ギ
ー
調
査
事
業
の
内
容
及
び

進
捗
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
。

②
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
中
で
、
な
ぜ
エ
タ
ノ
ー
ル

な
の
か
。
な
ぜ
そ
の
製
造
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
産
業
廃
棄
物
焼
却
施

設
に
求
め
る
の
か
。
地
域
熱
と

は
何
な
の
か
。

③
バ
イ
オ
マ
ス
エ
タ
ノ
ー
ル
製

造
事
業
の
検
討
経
過
、
現
状
及

び
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
誘
致

の
経
過
を
時
系
列
に
説
明
を
。

バ
イ
オ
マ
ス
エ
タ
ノ
ー
ル
製
造

事
業
及
び
地
域
熱
利
用
の
全
体

像
は
。

④
施
設
建
設
に
向
け
た
三
光
　

の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
説

明
を
。

⑤
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
誘
致

は
、
﹁
環
境
立
町
﹂
の
町
づ
く

り
と
相
反
す
る
取
り
組
み
だ
と

思
う
が
。

①
町
内
外
の
バ
イ
オ
マ
ス
利
用

可
能
量
を
把
握
し
、
そ
れ
を
燃

料
と
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
を

検
討
し
、
も
っ
と
も
効
果
的
な

活
用
を
調
査
・
選
定
し
、
ラ
ン

ニ
ン
グ
コ
ス
ト
、
事
業
採
算
性

安
定
性
、
環
境
性
な
ど
を
解
析

す
る
事
を
目
的
と
す
る
も
の
。

９
月
８
日
に
第
１
回
の
事
業
調

査
委
員
会
を
開
催
し
、
調
査
業

務
に
つ
い
て
は
、
松
江
市
の
　

地
域
シ
ス
テ
ム
研
究
所
と
委
託

契
約
を
結
び
実
施
中
。

②
日
南
町
の
資
源
で
あ
る
森
林
・

木
材
活
用
を
産
業
と
し
て
持
続

す
る
た
め
に
は
、
素
材
か
ら
木

製
品
を
加
工
す
る
だ
け
で
な
く

エ
タ
ノ
ー
ル
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
現
在
は
、
鳥
取
大
学
と

の
連
携
か
ら
エ
タ
ノ
ー
ル
が
検

討
出
来
る
環
境
に
あ
る
。
ま
た

産
業
を
持
続
さ
せ
る
た
め
に
は

常
に
コ
ス
ト
を
意
識
す
る
必
要

が
あ
り
廃
棄
物
を
燃
料
化
す
る

こ
と
で
エ
タ
ノ
ー
ル
製
造
の
コ

ス
ト
を
下
げ
た
い
と
考
え
て
い

る
。

エ
タ
ノ
ー
ル
生
成
で
は
、
糖
化
・

蒸
留
の
過
程
で
熱
が
必
要
で
あ

り
、
こ
の
熱
と
あ
わ
せ
電
気
の

コ
ス
ト
を
下
げ
る
こ
と
が
全
体

の
コ
ス
ト
削
減
に
つ
な
が
り
、

そ
の
燃
料
を
地
域
に
集
め
ら
れ

る
バ
イ
オ
マ
ス
・
廃
棄
物
で
ま

か
な
う
こ
と
は
、
事
業
の
効
率

性
と
有
利
性
を
図
る
こ
と
に
な

る
。

③
エ
タ
ノ
ー
ル
の
検
討
は
、
鳥

取
大
学
と
17
年
度
か
ら
始
め
、

18
年
か
ら
検
討
・
協
議
を
進
め

る
た
め
石
油
連
盟
傘
下
の
事
業

者
、
プ
ラ
ン
ト
メ
ー
カ
ー
、
県

等
の
関
係
機
関
か
ら
の
情
報
収

集
を
し
、
大
学
か
ら
エ
タ
ノ
ー

ル
生
成
の
実
証
経
験
の
あ
る
三

光
　
を
紹
介
い
た
だ
い
た
。
　

木
材
か
ら
エ
タ
ノ
ー
ル
を
製
造

す
る
事
業
化
に
つ
い
て
は
可
能

性
が
高
く
、
平
成
19
年
度
よ
り

大
学
・
企
業
・
町
で
検
討
を
進

め
数
年
先
の
事
業
化
に
向
け
た

取
り
組
み
を
考
え
て
い
た
。

廃
棄
物
焼
却
施
設
と
、
発
電
・

熱
供
給
、
エ
タ
ノ
ー
ル
は
三
光

　
が
担
当
し
、
以
後
の
電
気
・

熱
を
使
っ
た
事
業
展
開
の
過
程

で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
や
単
価
等

が
明
ら
か
に
な
り
、
具
体
的
な

事
業
展
開
に
向
け
た
交
渉
・
検

討
が
始
ま
る
。

④
現
在
、
廃
棄
物
の
中
間
処
理

施
設
の
設
置
計
画
書
作
成
の
た

め
の
周
辺
地
域
の
生
活
環
境
に

及
ぼ
す
影
響
の
調
査
︵
生
活
環

境
影
響
調
査
報
告
書
︶
を
作
成

す
る
た
め
、
年
間
の
現
状
調
査

を
起
業
予
定
地
に
お
い
て
実
施

し
て
い
る
。
来
年
度
以
降
、
調

査
結
果
を
受
け
て
事
業
計
画
を

作
成
し
、
住
民
説
明
会
等
が
進

め
ら
れ
る
。

⑤
本
町
の
環
境
基
本
計
画
の
め

ざ
す
環
境
像
は
、
﹁
豊
か
な
自

然
環
境
と
産
業
の
共
生
す
る
ま

ち
﹂
で
あ
り
、
今
回
の
計
画
は

こ
れ
に
か
な
う
も
の
で
あ
る
。

①
農
地
を
有
効
に
活
用
し
、
農

業
生
産
を
向
上
さ
せ
る
に
は
、

﹁
農
業
用
水
の
確
保
﹂
﹁
農
地

の
汎
用
化
﹂
﹁
鳥
獣
被
害
の
防

除
﹂
が
必
須
の
条
件
と
考
え
る

が
、
基
盤
整
備
に
取
り
組
ま
れ

た
い
。

②
基
幹
野
菜(

特
に
ト
マ
ト)

の

振
興
に
よ
り
、
主
業
農
家
の
育

成
を
図
ら
れ
た
い
。

①
土
地
改
良
区
が
解
散
さ
れ
、

新
た
な
団
地
や
農
業
水
系
・
地

域
ご
と
の
生
産
基
盤
・
農
地
管

理
シ
ス
テ
ム
作
り
が
必
要
と
な

っ
た
。
﹁
山
腹
水
路
調
査
事
業
﹂

な
ど
新
規
事
業
を
活
用
し
な
が

ら
﹁
日
南
農
業
の
未
来
を
語
る

会
﹂
な
ど
で
も
検
討
し
て
い
く
。

②
ト
マ
ト
は
本
町
の
気
象
条
件

に
適
し
た
品
目
で
、
歴
史
も
あ

り
、
平
均
反
収
も
高
く
、
水
稲

と
の
複
合
経
営
の
モ
デ
ル
に
位

置
付
け
る
。
今
後
、
面
積
拡
大

を
図
る
た
め
、
若
手
の
生
産
者

を
中
心
に
、
JA
鳥
取
西
部
、
ト

マ
ト
生
産
部
と
連
携
し
、
予
算

に
反
映
し
た
い
。

日
南
小
学
校

問問

農
業
生
産
振
興

問問

Ｒ
183
号
道
路
改
修

問問

地
域
熱
活
用
事
業

問問

若
松
鉱
山
跡
の

保
存

問問

矢
田
町
長

答答

（株）

（株）

（株）

（株）

国道183号の工事現場

坪倉勝幸議員

農
業
生
産
基
盤
の
整
備
を
急
ぐ
べ
き

新
規
事
業
を
活
用
し
て
取
り
組
む

長岡つる子議員

日
南
小
学
校
へ
の

　
　
　
　
通
学
費
の
無
料
化
を

義
務
教
育
期
間
内
は

　
年
長
の
一
人
分
の
料
金
を
求
め
る

山
本
教
育
長

答答

町政のここが聞きたい 町政のここが聞きたい

矢
田
町
長

答答

町

長

答答

町

長

答答
町

長

答答
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①
日
南
小
学
校
の
最
大
の
問
題

は
通
学
対
策
だ
が
、
保
護
者
の

経
済
的
負
担
を
支
援
し
、
児
童

の
通
学
費
は
行
政
の
全
額
負
担

に
し
て
は
ど
う
か
。

②
廃
校
舎
の
後
利
用
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

③
廃
校
舎
に
付
随
す
る
危
険
な

物
件
に
つ
い
て
は
撤
去
が
必
要

と
考
え
る
が
。

④
集
合
し
た
児
童
た
ち
の
心
の

ケ
ア
、
体
調
管
理
が
十
分
で
き

る
体
制
づ
く
り
は
出
来
て
い
る

か
。

①
﹁
小
学
校
統
合
に
関
す
る
調

査
特
別
委
員
会
﹂
の
中
間
報
告

に
あ
る
よ
う
に
、
義
務
教
育
期

間
で
の
負
担
軽
減
を
図
り
た
い
。

義
務
教
育
期
間
内
の
バ
ス
を
利

用
さ
れ
る
年
長
の
一
人
分
の
料

金
を
い
た
だ
く
。

②
当
面
、
地
域
活
性
化
支
援
セ

ン
タ
ー
︵
ま
な
び
宿
︶
に
位
置

付
け
る
。
地
域
と
の
連
携
を
深

め
な
が
ら
利
用
の
具
現
化
を
図

っ
て
行
く
。

③
プ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
水
張

り
状
態
で
の
管
理
は
危
険
性
が

あ
る
。
遊
具
等
に
つ
い
て
は
解

体
撤
去
も
考
慮
し
て
い
く
。

④
統
合
に
伴
う
教
育
環
境
の
大

き
な
変
化
は
、
子
ど
も
た
ち
の

学
校
生
活
に
何
ら
か
の
影
響
を

及
ぼ
す
可
能
性
も
あ
る
と
捉
え

て
い
る
が
、
教
職
員
の
連
携
と

共
通
理
解
を
し
っ
か
り
図
り
な

が
ら
一
人
ひ
と
り
の
児
童
が
楽

し
く
充
実
し
た
学
校
生
活
が
送

れ
る
よ
う
に
配
慮
し
て
い
く
。

ま
た
﹁
ふ
れ
合
い
囲
碁
﹂
を
中

心
に
し
た
集
合
学
習
を
各
学
期

毎
に
実
施
し
て
い
る
。

①
宮
内
地
内
の
雪
害
に
よ
る
山

林
倒
木
・
土
砂
崩
落
災
害
で
国

道
183
号
が
全
面
通
行
止
め
と
な

っ
た
。
初
期
の
応
急
的
な
対
応

処
置
は
迅
速
に
行
わ
れ
た
が
、

そ
の
後
の
復
旧
工
事
の
状
況
は
。

②
広
島
方
面
か
ら
生
山
方
面
に

向
か
っ
て
は
、
唯
一
の
迂
回
路

で
あ
る
出
立
山
峠
の
除
雪
は
今

年
の
除
雪
計
画
に
入
っ
て
い
る

か
。

③
河
上
か
ら
宮
内
周
辺
の
国
道

沿
い
は
、
い
つ
新
た
な
災
害
が

発
生
し
て
も
お
か
し
く
な
い
危

険
な
場
所
で
あ
る
。
バ
イ
パ
ス

道
路
の
計
画
が
あ
る
よ
う
に
聞

く
が
、
そ
の
後
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

①
現
在
も
片
側
通
行
と
な
っ
て

い
る
が
、
復
旧
の
法
面
工
事
が

発
注
さ
れ
、
11
月
12
日
に
契
約

と
な
り
、
３
月
13
日
ま
で
の
工

期
で
町
内
の
業
者
で
施
工
中
。

完
成
に
む
け
て
工
事
施
工
さ
れ

る
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
た
い
。

②
主
要
地
方
道
・
新
見
多
里
線

の
豊
栄
か
ら
湯
河
の
間
、
約
７
・

３
Km
あ
る
が
、
本
年
は
当
初
か

ら
除
雪
路
線
に
組
み
入
れ
て
対

応
す
る
よ
う
計
画
し
て
い
る
。

③
平
成
21
年
度
の
新
規
事
業
と

し
て
県
か
ら
国
へ
採
択
要
望
中

で
あ
る
。
事
業
採
択
に
な
れ
ば

詳
細
な
測
量
設
計
、
用
地
調
査

に
着
手
出
来
る
。
道
路
特
定
財

源
の
一
般
財
源
化
等
不
明
確
な

部
分
も
あ
る
が
、
一
日
も
早
い

完
成
に
む
け
て
努
力
頂
け
る
も

の
と
思
っ
て
い
る
。

　
廃
坑
と
な
っ
て
い
る
若
松
鉱

山
は
戦
前
戦
後
を
通
し
て
日
本

の
産
業
、
経
済
発
展
の
た
め
に

大
き
な
功
績
を
残
し
て
き
た
。

日
南
町
の
産
業
遺
産
と
し
て
保

存
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　
　

　
現
在
、
経
済
産
業
省
の
﹁
近

代
化
産
業
遺
産
群
﹂
認
定
制
度

に
よ
る
認
定
審
査
が
行
わ
れ
て

い
る
。
若
松
鉱
山
跡
に
つ
い
て

は
、
初
年
度
認
定
は
さ
れ
な
か

っ
た
も
の
の
、
本
年
度
追
加
認

定
に
向
け
た
最
終
審
査
段
階
と

な
っ
て
お
り
、
結
果
が
期
待
さ

れ
る
。
町
と
し
て
の
産
業
遺
産

認
定
制
度
は
現
在
行
っ
て
い
な

い
が
、
国
の
認
定
が
受
け
ら
れ

た
場
合
に
は
、
多
里
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
内
に
組
織
さ
れ
た
﹁
鉱

山
を
語
り
継
ぐ
会
﹂
の
活
動
と

共
に
、
ク
ロ
ー
ム
鉱
山
に
関
わ

る
企
業
、
研
究
者
と
連
携
し
て

そ
の
活
用
や
保
存
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

①
バ
イ
オ
マ
ス
等
未
活
用
エ
ネ

ル
ギ
ー
調
査
事
業
の
内
容
及
び

進
捗
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
。

②
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
中
で
、
な
ぜ
エ
タ
ノ
ー
ル

な
の
か
。
な
ぜ
そ
の
製
造
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
産
業
廃
棄
物
焼
却
施

設
に
求
め
る
の
か
。
地
域
熱
と

は
何
な
の
か
。

③
バ
イ
オ
マ
ス
エ
タ
ノ
ー
ル
製

造
事
業
の
検
討
経
過
、
現
状
及

び
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
誘
致

の
経
過
を
時
系
列
に
説
明
を
。

バ
イ
オ
マ
ス
エ
タ
ノ
ー
ル
製
造

事
業
及
び
地
域
熱
利
用
の
全
体

像
は
。

④
施
設
建
設
に
向
け
た
三
光
　

の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
説

明
を
。

⑤
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
誘
致

は
、
﹁
環
境
立
町
﹂
の
町
づ
く

り
と
相
反
す
る
取
り
組
み
だ
と

思
う
が
。

①
町
内
外
の
バ
イ
オ
マ
ス
利
用

可
能
量
を
把
握
し
、
そ
れ
を
燃

料
と
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
を

検
討
し
、
も
っ
と
も
効
果
的
な

活
用
を
調
査
・
選
定
し
、
ラ
ン

ニ
ン
グ
コ
ス
ト
、
事
業
採
算
性

安
定
性
、
環
境
性
な
ど
を
解
析

す
る
事
を
目
的
と
す
る
も
の
。

９
月
８
日
に
第
１
回
の
事
業
調

査
委
員
会
を
開
催
し
、
調
査
業

務
に
つ
い
て
は
、
松
江
市
の
　

地
域
シ
ス
テ
ム
研
究
所
と
委
託

契
約
を
結
び
実
施
中
。

②
日
南
町
の
資
源
で
あ
る
森
林
・

木
材
活
用
を
産
業
と
し
て
持
続

す
る
た
め
に
は
、
素
材
か
ら
木

製
品
を
加
工
す
る
だ
け
で
な
く

エ
タ
ノ
ー
ル
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
現
在
は
、
鳥
取
大
学
と

の
連
携
か
ら
エ
タ
ノ
ー
ル
が
検

討
出
来
る
環
境
に
あ
る
。
ま
た

産
業
を
持
続
さ
せ
る
た
め
に
は

常
に
コ
ス
ト
を
意
識
す
る
必
要

が
あ
り
廃
棄
物
を
燃
料
化
す
る

こ
と
で
エ
タ
ノ
ー
ル
製
造
の
コ

ス
ト
を
下
げ
た
い
と
考
え
て
い

る
。

エ
タ
ノ
ー
ル
生
成
で
は
、
糖
化
・

蒸
留
の
過
程
で
熱
が
必
要
で
あ

り
、
こ
の
熱
と
あ
わ
せ
電
気
の

コ
ス
ト
を
下
げ
る
こ
と
が
全
体

の
コ
ス
ト
削
減
に
つ
な
が
り
、

そ
の
燃
料
を
地
域
に
集
め
ら
れ

る
バ
イ
オ
マ
ス
・
廃
棄
物
で
ま

か
な
う
こ
と
は
、
事
業
の
効
率

性
と
有
利
性
を
図
る
こ
と
に
な

る
。

③
エ
タ
ノ
ー
ル
の
検
討
は
、
鳥

取
大
学
と
17
年
度
か
ら
始
め
、

18
年
か
ら
検
討
・
協
議
を
進
め

る
た
め
石
油
連
盟
傘
下
の
事
業

者
、
プ
ラ
ン
ト
メ
ー
カ
ー
、
県

等
の
関
係
機
関
か
ら
の
情
報
収

集
を
し
、
大
学
か
ら
エ
タ
ノ
ー

ル
生
成
の
実
証
経
験
の
あ
る
三

光
　
を
紹
介
い
た
だ
い
た
。
　

木
材
か
ら
エ
タ
ノ
ー
ル
を
製
造

す
る
事
業
化
に
つ
い
て
は
可
能

性
が
高
く
、
平
成
19
年
度
よ
り

大
学
・
企
業
・
町
で
検
討
を
進

め
数
年
先
の
事
業
化
に
向
け
た

取
り
組
み
を
考
え
て
い
た
。

廃
棄
物
焼
却
施
設
と
、
発
電
・

熱
供
給
、
エ
タ
ノ
ー
ル
は
三
光

　
が
担
当
し
、
以
後
の
電
気
・

熱
を
使
っ
た
事
業
展
開
の
過
程

で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
や
単
価
等

が
明
ら
か
に
な
り
、
具
体
的
な

事
業
展
開
に
向
け
た
交
渉
・
検

討
が
始
ま
る
。

④
現
在
、
廃
棄
物
の
中
間
処
理

施
設
の
設
置
計
画
書
作
成
の
た

め
の
周
辺
地
域
の
生
活
環
境
に

及
ぼ
す
影
響
の
調
査
︵
生
活
環

境
影
響
調
査
報
告
書
︶
を
作
成

す
る
た
め
、
年
間
の
現
状
調
査

を
起
業
予
定
地
に
お
い
て
実
施

し
て
い
る
。
来
年
度
以
降
、
調

査
結
果
を
受
け
て
事
業
計
画
を

作
成
し
、
住
民
説
明
会
等
が
進

め
ら
れ
る
。

⑤
本
町
の
環
境
基
本
計
画
の
め

ざ
す
環
境
像
は
、
﹁
豊
か
な
自

然
環
境
と
産
業
の
共
生
す
る
ま

ち
﹂
で
あ
り
、
今
回
の
計
画
は

こ
れ
に
か
な
う
も
の
で
あ
る
。

①
農
地
を
有
効
に
活
用
し
、
農

業
生
産
を
向
上
さ
せ
る
に
は
、

﹁
農
業
用
水
の
確
保
﹂
﹁
農
地

の
汎
用
化
﹂
﹁
鳥
獣
被
害
の
防

除
﹂
が
必
須
の
条
件
と
考
え
る

が
、
基
盤
整
備
に
取
り
組
ま
れ

た
い
。

②
基
幹
野
菜(

特
に
ト
マ
ト)

の

振
興
に
よ
り
、
主
業
農
家
の
育

成
を
図
ら
れ
た
い
。

①
土
地
改
良
区
が
解
散
さ
れ
、

新
た
な
団
地
や
農
業
水
系
・
地

域
ご
と
の
生
産
基
盤
・
農
地
管

理
シ
ス
テ
ム
作
り
が
必
要
と
な

っ
た
。
﹁
山
腹
水
路
調
査
事
業
﹂

な
ど
新
規
事
業
を
活
用
し
な
が

ら
﹁
日
南
農
業
の
未
来
を
語
る

会
﹂
な
ど
で
も
検
討
し
て
い
く
。

②
ト
マ
ト
は
本
町
の
気
象
条
件

に
適
し
た
品
目
で
、
歴
史
も
あ

り
、
平
均
反
収
も
高
く
、
水
稲

と
の
複
合
経
営
の
モ
デ
ル
に
位

置
付
け
る
。
今
後
、
面
積
拡
大

を
図
る
た
め
、
若
手
の
生
産
者

を
中
心
に
、
JA
鳥
取
西
部
、
ト

マ
ト
生
産
部
と
連
携
し
、
予
算

に
反
映
し
た
い
。

日
南
小
学
校

問問

農
業
生
産
振
興

問問

Ｒ
183
号
道
路
改
修

問問

地
域
熱
活
用
事
業

問問

若
松
鉱
山
跡
の

保
存

問問

矢
田
町
長

答答

（株）

（株）

（株）

（株）

国道183号の工事現場

坪倉勝幸議員

農
業
生
産
基
盤
の
整
備
を
急
ぐ
べ
き

新
規
事
業
を
活
用
し
て
取
り
組
む

長岡つる子議員

日
南
小
学
校
へ
の

　
　
　
　
通
学
費
の
無
料
化
を

義
務
教
育
期
間
内
は

　
年
長
の
一
人
分
の
料
金
を
求
め
る

山
本
教
育
長

答答

町政のここが聞きたい 町政のここが聞きたい

矢
田
町
長

答答

町

長

答答

町

長

答答
町

長

答答
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①
残
土
処
分
を
行
っ
て
い
る
財

団
と
の
契
約
の
内
容
は
。

②
三
光
　
の
本
年
４
月
か
ら
の

環
境
影
響
評
価
は
﹁
県
環
境
影

響
評
価
条
例
﹂
に
よ
る
も
の
か
。

③
町
は
産
廃
焼
却
施
設
の
環
境

負
荷
を
調
査
し
た
の
か
。

④
生
山
自
治
会
は
反
対
の
決
議

を
し
て
い
る
が
、
こ
の
計
画
に

住
民
合
意
が
得
ら
れ
る
の
か
。

⑤
こ
の
際
、
計
画
の
撤
回
を
。

①
完
了
ま
で
年
額
37
万
８
千
５

０
０
円
。
環
境
・
防
災
対
策
は

森
林
法
の
開
発
行
為
の
基
準
で

施
工
。
土
砂
流
出
防
止
、
濁
水

対
策
は
え
ん
堤
等
を
設
置
済
み
。

新
た
な
土
砂
流
出
防
止
等
は
覚

書
で
定
め
て
い
る
。

②
県
環
境
影
響
評
価
条
例
で
は

１
日
100
　
以
上
。
三
光
　
の
計

画
は
90
　
な
の
で
対
象
外
。
三

光
　
は
﹁
鳥
取
県
廃
棄
物
処
理

施
設
の
設
置
に
係
る
手
続
の
適

正
化
及
び
紛
争
の
予
防
・
調
整

等
に
関
す
る
条
例
﹂
に
よ
る
手

続
き
を
始
め
る
た
め
の
事
前
の

準
備
と
し
て
行
っ
て
い
る
も
の
。

③
県
が
直
接
の
窓
口
に
な
っ
て

い
る
の
で
、
県
と
連
携
し
て
対

応
し
て
い
く
。

④
現
在
の
景
気
・
経
済
状
況
か

ら
、
企
業
の
進
出
に
は
い
ま
し

ば
ら
く
時
間
が
必
要
で
あ
る
。

⑤
過
疎
・
高
齢
化
が
進
む
な
か

今
回
の
熱
供
給
施
設
を
中
核
と

し
た
産
業
振
興
・
雇
用
拡
大
の

事
業
化
は
重
要
な
施
策
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

　
地
元
自
治
会
と
の
合
意
を
歓

迎
す
る
。
今
後
の
維
持
改
善
は
。

平
成
28
年
度
以
降
の
ゴ
ミ
処
理

に
つ
い
て
は
西
部
広
域
の
結
論

を
待
ち
、
そ
の
間
は
大
切
に
維

持
管
理
し
有
効
に
活
用
す
る
。

①
伐
期
を
100
年
と
し
た
法
正
林

経
営
を
行
う
こ
と
の
根
拠
は
。

②
伐
期
の
延
長
は
循
環
型
林
業

に
な
じ
ま
な
い
の
で
は
。

③
短
縮
で
の
伐
採
・
新
植
・
保

育
作
業
な
ど
で
新
た
な
雇
用
が

拡
大
で
き
る
の
で
は
。

①
平
成
７
年
当
時
、
低
下
す
る

材
価
の
動
向
を
見
据
え
大
型
木

産
体
系
を
目
指
し
た
。

②
長
伐
期
施
業
へ
転
換
し
、
制

度
・
補
助
金
を
活
用
し
、
適
正

施
業
に
努
め
て
い
る
。

③
仮
に
伐
期
を
50
年
と
す
る
と

植
栽
か
ら
20
年
間
は
１
ha
当
た

り
、
地
ご
し
ら
え
・
植
え
付
け

等
に
50
人
役
、
下
刈
等
147
人
役

枝
打
ち
93
人
役
・
除
伐
な
ど
の

労
務
が
新
規
に
増
え
る
こ
と
と

な
る
。

①
﹁
無
保
険
﹂
状
態
の
中
学
生

以
下
の
子
ど
も
に
つ
い
て
町
の

実
態
と
対
応
は
。

②
資
格
証
明
書
発
行
の
中
止
を
。

①
現
在
、
保
険
税
滞
納
世
帯
で

子
ど
も
が
い
る
世
帯
は
２
世
帯
。

短
期
被
保
険
者
証
を
交
付
し
て

い
る
。

②
保
険
税
の
収
納
率
向
上
に
は

極
め
て
重
要
、
中
止
は
し
な
い
。

①
県
は
開
示
す
る
方
針
だ
が
、

町
教
育
委
員
会
の
見
解
は
。

②
テ
ス
ト
が
学
力
向
上
と
人
間

形
成
に
役
立
っ
て
い
る
の
か
。

③
参
加
・
不
参
加
の
判
断
は
。

①
困
惑
し
て
い
る
。
現
行
の
公

表
は
、
結
果
と
他
の
県
・
国
全

体
等
と
の
比
較
及
び
考
察
的
な

も
の
で
、
い
か
に
捉
え
そ
の
解

決
に
向
け
て
の
個
別
具
体
的
対

応
策
が
必
要
。

②
本
町
の
場
合
、
生
活
習
慣
の

改
善
を
図
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。

子
ど
も
た
ち
の
意
欲
を
十
分
に

生
か
す
授
業
改
善
と
教
職
員
の

指
導
力
の
向
上
を
図
る
必
要
が

あ
る
こ
と
を
分
析
結
果
か
ら
捉

え
た
。

③
継
続
し
て
参
加
す
る
方
向
。

　
日
野
上
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

が
取
組
み
、
町
も
支
援
し
て
い

る
。

（株）

（株）

（株）

　①
町
長
は
﹁
一
般
廃
棄
物
︵
ゴ

ミ
︶
処
理
基
本
計
画
書
﹂
を
ど

う
評
価
し
て
い
る
の
か
。

②
今
後
の
ゴ
ミ
処
理
に
つ
い
て

こ
の
資
料
を
し
て
ど
う
取
り
組

む
の
か
。

③
三
光
　
に
よ
る
産
廃
処
理
場

計
画
は
、
こ
の
計
画
書
に
は
な

い
が
関
連
は
。

①
本
町
の
一
般
廃
棄
物
の
処
理

処
分
に
つ
い
て
長
期
的
、
総
合

的
視
野
に
立
っ
て
基
本
と
な
る

事
項
を
定
め
た
も
の
。
今
後
の

ゴ
ミ
処
理
行
政
を
進
め
る
に
足

り
る
計
画
に
な
っ
て
い
る
と
評

価
し
て
い
る
。

②
ゴ
ミ
の
排
出
量
は
、
処
分
費

に
も
大
き
く
影
響
す
る
の
で
排

出
抑
制
と
再
資
源
化
、
適
正
処

理
を
基
本
に
お
い
て
循
環
型
社

会
の
構
築
を
図
る
。

③
三
光
　
の
計
画
は
民
間
の
企

業
誘
致
と
い
う
観
点
で
あ
り
、

一
般
廃
棄
物
処
理
計
画
の
見
直

し
に
は
含
め
て
い
な
い
。

①
子
育
て
支
援
で
は
ど
ん
な
施

策
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
ど
う

評
価
さ
れ
て
い
る
の
か
。

②
小
学
校
統
合
は
子
育
て
支
援

の
面
か
ら
ど
う
評
価
を
さ
れ
て

い
る
の
か
。

③
小
学
校
統
合
に
伴
う
通
学
に

お
け
る
低
学
年
児
童
の
負
担
軽

減
を
ど
う
考
え
る
の
か
。

④
生
徒
、
児
童
の
通
学
バ
ス
代

等
の
負
担
に
対
す
る
支
援
は
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

①
﹁
日
南
町
子
育
て
支
援
基
本

計
画
﹂
﹁
日
南
町
次
世
代
育
成

支
援
行
動
計
画
﹂
を
策
定
し
、

こ
れ
ら
の
計
画
に
基
づ
い
て
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
な
ど

子
育
て
支
援
、
環
境
整
備
を
推

進
し
て
き
た
。

若
者
の
定
住
、
出
生
数
の
増
加

に
は
表
れ
て
い
な
い
が
、
若
者

定
住
、
子
育
て
し
や
す
い
町
づ

く
り
の
た
め
、
雇
用
対
策
と
あ

わ
せ
子
育
て
支
援
施
策
を
充
実
・

継
続
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と

考
え
る
。

②
統
合
に
よ
る
教
育
力
の
向
上

と
子
育
て
と
は
同
じ
土
俵
で
は

な
い
と
感
じ
て
い
る
。
よ
り
多

く
の
仲
間
、
友
人
を
持
つ
こ
と

が
集
団
生
活
、
学
習
の
場
で
生

か
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
。

③
町
営
バ
ス
の
運
行
時
間
、
経

路
、
乗
車
員
数
な
ど
可
能
な
対

策
を
と
っ
て
い
く
。

④
小
・
中
学
校
を
問
わ
ず
一
世

帯
か
ら
通
学
さ
れ
る
方
の
内
、

一
人
分
の
み
定
期
券
の
負
担
を

い
た
だ
く
よ
う
考
え
て
い
る
。

①
町
の
債
務
は
ど
れ
ほ
ど
か
。

②
な
ぜ
町
が
債
権
を
持
つ
に
至

っ
た
の
か
。

③
要
請
ど
お
り
債
権
放
棄
を
行

う
の
か
今
後
の
対
応
は
。

④
民
事
再
生
手
続
き
の
申
し
立

て
か
ら
１
年
以
上
に
な
る
が
、

説
明
責
任
を
果
た
し
て
い
な
い

の
で
は
な
い
か
。

①
補
助
金
返
還
相
当
額
の
88
万

７
千
円
で
あ
る
。

②
施
設
建
設
補
助
事
業
で
は
、

施
設
の
有
償
譲
渡
の
場
合
、
残

存
簿
価
等
に
補
助
率
を
乗
じ
た

額
を
国
・
県
に
返
還
す
る
必
要

が
あ
る
。

③
国
・
県
等
と
の
協
議
で
民
事

再
生
計
画
に
基
づ
く
裁
判
所
の

決
定
に
従
い
、
権
利
放
棄
を
す

る
よ
う
考
え
て
い
る
。

④
民
事
再
生
法
に
よ
る
補
助
金

返
還
で
あ
り
、
今
議
会
に
議
案

と
し
て
上
程
し
説
明
す
る
。

①
平
成
47
年
の
人
口
推
計
は
３

千
１
０
０
人
と
し
て
い
る
。
こ

の
数
値
を
ど
う
受
け
止
め
て
い

る
の
か
。

②
ど
の
よ
う
な
対
策
を
し
よ
う

と
し
て
い
る
の
か
。

①
地
域
経
済
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
存
続
に
大
き
く
影
響
す
る
数

値
で
あ
る
と
受
け
止
め
て
い
る
。

②
対
策
と
し
て
、
第
一
に
は
生

産
年
齢
人
口
の
維
持
・
増
加
、

特
に
若
者
定
住
を
進
め
る
た
め

の
雇
用
の
場
確
保
が
最
も
重
要

で
あ
る
。

ト
ン

ト
ン

（株）

（株）

久代安敏議員

産
業
廃
棄
物
焼
却
施
設
誘
致

　
　
　
　
　
　
　

計
画
の
撤
回
を

産
業
振
興
・
雇
用
拡
大
に

　
　
　
　
　
　
　
重
要
な
施
策

古都久志議員

過
疎
化
・
高
齢
化
へ
の
対
応
は

雇
用
の
場
の
確
保
に
取
り
組
む

産
業
廃
棄
物
焼
却

施
設
誘
致
の
計
画

問問

日
南
町
清
掃
セ
ン
タ
ー

の
稼
動
期
限
の
延
長

問問

国
民
健
康
保
険
税
の

滞
納
世
帯
へ
の
対
応

問問

松
本
清
張
生
誕

100
年
の
企
画
を

問問

全
国
い
っ
せ
い
学
力

テ
ス
ト
の
結
果
開
示

問
題

問問

矢
田
町
長

答答

町

長

答答
町
長

答答

町

長

答答

町

長

答答

山
本
教
育
長

答答

町政のここが聞きたい 町政のここが聞きたい

町
有
林
経
営
計
画

問問

矢
田
町
長

答答

町

長

答答

町

長

答答

町

長

答答

山
陰
食
鶏
農
協
の
民
事

再
生
に
お
け
る
補
助
金

の
債
権
放
棄

問問

町
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

が
不
足
し
て
い
る
と
考

え
る
が
町
長
の
考
え
は

問問

ゴ
ミ
処
理
行
政
の

取
り
組
み
　

問問

子
育
て
支
援

問問

課長連絡会
日南町ゆかりの松本清張

─　　 ─222
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①
残
土
処
分
を
行
っ
て
い
る
財

団
と
の
契
約
の
内
容
は
。

②
三
光
　
の
本
年
４
月
か
ら
の

環
境
影
響
評
価
は
﹁
県
環
境
影

響
評
価
条
例
﹂
に
よ
る
も
の
か
。

③
町
は
産
廃
焼
却
施
設
の
環
境

負
荷
を
調
査
し
た
の
か
。

④
生
山
自
治
会
は
反
対
の
決
議

を
し
て
い
る
が
、
こ
の
計
画
に

住
民
合
意
が
得
ら
れ
る
の
か
。

⑤
こ
の
際
、
計
画
の
撤
回
を
。

①
完
了
ま
で
年
額
37
万
８
千
５

０
０
円
。
環
境
・
防
災
対
策
は

森
林
法
の
開
発
行
為
の
基
準
で

施
工
。
土
砂
流
出
防
止
、
濁
水

対
策
は
え
ん
堤
等
を
設
置
済
み
。

新
た
な
土
砂
流
出
防
止
等
は
覚

書
で
定
め
て
い
る
。

②
県
環
境
影
響
評
価
条
例
で
は

１
日
100
　
以
上
。
三
光
　
の
計

画
は
90
　
な
の
で
対
象
外
。
三

光
　
は
﹁
鳥
取
県
廃
棄
物
処
理

施
設
の
設
置
に
係
る
手
続
の
適

正
化
及
び
紛
争
の
予
防
・
調
整

等
に
関
す
る
条
例
﹂
に
よ
る
手

続
き
を
始
め
る
た
め
の
事
前
の

準
備
と
し
て
行
っ
て
い
る
も
の
。

③
県
が
直
接
の
窓
口
に
な
っ
て

い
る
の
で
、
県
と
連
携
し
て
対

応
し
て
い
く
。

④
現
在
の
景
気
・
経
済
状
況
か

ら
、
企
業
の
進
出
に
は
い
ま
し

ば
ら
く
時
間
が
必
要
で
あ
る
。

⑤
過
疎
・
高
齢
化
が
進
む
な
か

今
回
の
熱
供
給
施
設
を
中
核
と

し
た
産
業
振
興
・
雇
用
拡
大
の

事
業
化
は
重
要
な
施
策
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

　
地
元
自
治
会
と
の
合
意
を
歓

迎
す
る
。
今
後
の
維
持
改
善
は
。

平
成
28
年
度
以
降
の
ゴ
ミ
処
理

に
つ
い
て
は
西
部
広
域
の
結
論

を
待
ち
、
そ
の
間
は
大
切
に
維

持
管
理
し
有
効
に
活
用
す
る
。

①
伐
期
を
100
年
と
し
た
法
正
林

経
営
を
行
う
こ
と
の
根
拠
は
。

②
伐
期
の
延
長
は
循
環
型
林
業

に
な
じ
ま
な
い
の
で
は
。

③
短
縮
で
の
伐
採
・
新
植
・
保

育
作
業
な
ど
で
新
た
な
雇
用
が

拡
大
で
き
る
の
で
は
。

①
平
成
７
年
当
時
、
低
下
す
る

材
価
の
動
向
を
見
据
え
大
型
木

産
体
系
を
目
指
し
た
。

②
長
伐
期
施
業
へ
転
換
し
、
制

度
・
補
助
金
を
活
用
し
、
適
正

施
業
に
努
め
て
い
る
。

③
仮
に
伐
期
を
50
年
と
す
る
と

植
栽
か
ら
20
年
間
は
１
ha
当
た

り
、
地
ご
し
ら
え
・
植
え
付
け

等
に
50
人
役
、
下
刈
等
147
人
役

枝
打
ち
93
人
役
・
除
伐
な
ど
の

労
務
が
新
規
に
増
え
る
こ
と
と

な
る
。

①
﹁
無
保
険
﹂
状
態
の
中
学
生

以
下
の
子
ど
も
に
つ
い
て
町
の

実
態
と
対
応
は
。

②
資
格
証
明
書
発
行
の
中
止
を
。

①
現
在
、
保
険
税
滞
納
世
帯
で

子
ど
も
が
い
る
世
帯
は
２
世
帯
。

短
期
被
保
険
者
証
を
交
付
し
て

い
る
。

②
保
険
税
の
収
納
率
向
上
に
は

極
め
て
重
要
、
中
止
は
し
な
い
。

①
県
は
開
示
す
る
方
針
だ
が
、

町
教
育
委
員
会
の
見
解
は
。

②
テ
ス
ト
が
学
力
向
上
と
人
間

形
成
に
役
立
っ
て
い
る
の
か
。

③
参
加
・
不
参
加
の
判
断
は
。

①
困
惑
し
て
い
る
。
現
行
の
公

表
は
、
結
果
と
他
の
県
・
国
全

体
等
と
の
比
較
及
び
考
察
的
な

も
の
で
、
い
か
に
捉
え
そ
の
解

決
に
向
け
て
の
個
別
具
体
的
対

応
策
が
必
要
。

②
本
町
の
場
合
、
生
活
習
慣
の

改
善
を
図
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。

子
ど
も
た
ち
の
意
欲
を
十
分
に

生
か
す
授
業
改
善
と
教
職
員
の

指
導
力
の
向
上
を
図
る
必
要
が

あ
る
こ
と
を
分
析
結
果
か
ら
捉

え
た
。

③
継
続
し
て
参
加
す
る
方
向
。

　
日
野
上
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

が
取
組
み
、
町
も
支
援
し
て
い

る
。

（株）

（株）

（株）

　①
町
長
は
﹁
一
般
廃
棄
物
︵
ゴ

ミ
︶
処
理
基
本
計
画
書
﹂
を
ど

う
評
価
し
て
い
る
の
か
。

②
今
後
の
ゴ
ミ
処
理
に
つ
い
て

こ
の
資
料
を
し
て
ど
う
取
り
組

む
の
か
。

③
三
光
　
に
よ
る
産
廃
処
理
場

計
画
は
、
こ
の
計
画
書
に
は
な

い
が
関
連
は
。

①
本
町
の
一
般
廃
棄
物
の
処
理

処
分
に
つ
い
て
長
期
的
、
総
合

的
視
野
に
立
っ
て
基
本
と
な
る

事
項
を
定
め
た
も
の
。
今
後
の

ゴ
ミ
処
理
行
政
を
進
め
る
に
足

り
る
計
画
に
な
っ
て
い
る
と
評

価
し
て
い
る
。

②
ゴ
ミ
の
排
出
量
は
、
処
分
費

に
も
大
き
く
影
響
す
る
の
で
排

出
抑
制
と
再
資
源
化
、
適
正
処

理
を
基
本
に
お
い
て
循
環
型
社

会
の
構
築
を
図
る
。

③
三
光
　
の
計
画
は
民
間
の
企

業
誘
致
と
い
う
観
点
で
あ
り
、

一
般
廃
棄
物
処
理
計
画
の
見
直

し
に
は
含
め
て
い
な
い
。

①
子
育
て
支
援
で
は
ど
ん
な
施

策
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
ど
う

評
価
さ
れ
て
い
る
の
か
。

②
小
学
校
統
合
は
子
育
て
支
援

の
面
か
ら
ど
う
評
価
を
さ
れ
て

い
る
の
か
。

③
小
学
校
統
合
に
伴
う
通
学
に

お
け
る
低
学
年
児
童
の
負
担
軽

減
を
ど
う
考
え
る
の
か
。

④
生
徒
、
児
童
の
通
学
バ
ス
代

等
の
負
担
に
対
す
る
支
援
は
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

①
﹁
日
南
町
子
育
て
支
援
基
本

計
画
﹂
﹁
日
南
町
次
世
代
育
成

支
援
行
動
計
画
﹂
を
策
定
し
、

こ
れ
ら
の
計
画
に
基
づ
い
て
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
な
ど

子
育
て
支
援
、
環
境
整
備
を
推

進
し
て
き
た
。

若
者
の
定
住
、
出
生
数
の
増
加

に
は
表
れ
て
い
な
い
が
、
若
者

定
住
、
子
育
て
し
や
す
い
町
づ

く
り
の
た
め
、
雇
用
対
策
と
あ

わ
せ
子
育
て
支
援
施
策
を
充
実
・

継
続
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と

考
え
る
。

②
統
合
に
よ
る
教
育
力
の
向
上

と
子
育
て
と
は
同
じ
土
俵
で
は

な
い
と
感
じ
て
い
る
。
よ
り
多

く
の
仲
間
、
友
人
を
持
つ
こ
と

が
集
団
生
活
、
学
習
の
場
で
生

か
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
。

③
町
営
バ
ス
の
運
行
時
間
、
経

路
、
乗
車
員
数
な
ど
可
能
な
対

策
を
と
っ
て
い
く
。

④
小
・
中
学
校
を
問
わ
ず
一
世

帯
か
ら
通
学
さ
れ
る
方
の
内
、

一
人
分
の
み
定
期
券
の
負
担
を

い
た
だ
く
よ
う
考
え
て
い
る
。

①
町
の
債
務
は
ど
れ
ほ
ど
か
。

②
な
ぜ
町
が
債
権
を
持
つ
に
至

っ
た
の
か
。

③
要
請
ど
お
り
債
権
放
棄
を
行

う
の
か
今
後
の
対
応
は
。

④
民
事
再
生
手
続
き
の
申
し
立

て
か
ら
１
年
以
上
に
な
る
が
、

説
明
責
任
を
果
た
し
て
い
な
い

の
で
は
な
い
か
。

①
補
助
金
返
還
相
当
額
の
88
万

７
千
円
で
あ
る
。

②
施
設
建
設
補
助
事
業
で
は
、

施
設
の
有
償
譲
渡
の
場
合
、
残

存
簿
価
等
に
補
助
率
を
乗
じ
た

額
を
国
・
県
に
返
還
す
る
必
要

が
あ
る
。

③
国
・
県
等
と
の
協
議
で
民
事

再
生
計
画
に
基
づ
く
裁
判
所
の

決
定
に
従
い
、
権
利
放
棄
を
す

る
よ
う
考
え
て
い
る
。

④
民
事
再
生
法
に
よ
る
補
助
金

返
還
で
あ
り
、
今
議
会
に
議
案

と
し
て
上
程
し
説
明
す
る
。

①
平
成
47
年
の
人
口
推
計
は
３

千
１
０
０
人
と
し
て
い
る
。
こ

の
数
値
を
ど
う
受
け
止
め
て
い

る
の
か
。

②
ど
の
よ
う
な
対
策
を
し
よ
う

と
し
て
い
る
の
か
。

①
地
域
経
済
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
存
続
に
大
き
く
影
響
す
る
数

値
で
あ
る
と
受
け
止
め
て
い
る
。

②
対
策
と
し
て
、
第
一
に
は
生

産
年
齢
人
口
の
維
持
・
増
加
、

特
に
若
者
定
住
を
進
め
る
た
め

の
雇
用
の
場
確
保
が
最
も
重
要

で
あ
る
。

ト
ン

ト
ン

（株）

（株）

久代安敏議員

産
業
廃
棄
物
焼
却
施
設
誘
致

　
　
　
　
　
　
　

計
画
の
撤
回
を

産
業
振
興
・
雇
用
拡
大
に

　
　
　
　
　
　
　
重
要
な
施
策

古都久志議員

過
疎
化
・
高
齢
化
へ
の
対
応
は

雇
用
の
場
の
確
保
に
取
り
組
む

産
業
廃
棄
物
焼
却

施
設
誘
致
の
計
画

問問

日
南
町
清
掃
セ
ン
タ
ー

の
稼
動
期
限
の
延
長

問問

国
民
健
康
保
険
税
の

滞
納
世
帯
へ
の
対
応

問問

松
本
清
張
生
誕

100
年
の
企
画
を

問問

全
国
い
っ
せ
い
学
力

テ
ス
ト
の
結
果
開
示

問
題

問問

矢
田
町
長

答答

町

長

答答
町

長

答答

町

長

答答

町

長

答答

山
本
教
育
長

答答

町政のここが聞きたい 町政のここが聞きたい

町
有
林
経
営
計
画

問問

矢
田
町
長

答答

町

長

答答

町

長

答答

町

長

答答

山
陰
食
鶏
農
協
の
民
事

再
生
に
お
け
る
補
助
金

の
債
権
放
棄

問問

町
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

が
不
足
し
て
い
る
と
考

え
る
が
町
長
の
考
え
は

問問

ゴ
ミ
処
理
行
政
の

取
り
組
み
　

問問

子
育
て
支
援

問問

課長連絡会
日南町ゆかりの松本清張

─　　 ─223
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公的森林整備の推進と国有林野事業
の健全化を求める意見書

　近年、地球温暖化が深刻な環境問題となる
中で環境資源としての森林に対し強い期待が
寄せられている。一方、林業を取り巻く厳し
い状況の中で、森林・林業は脆弱化し、その
担い手である山村は崩壊の危機に立っている。
　このような中、森林整備を推進していくた
めには、森林所有者の森林経営意欲を創出す
るための施策の推進はもとより、民間による
整備が困難な水源林等公益森林の整備に対す
る公的機関の役割の強化。更には、過疎化・
高齢化が進む中で、森林・林業の担い手であ
る山村の再生に向けた積極的な取り組みが極
めて重要となっており、下記事項の実現を強
く要請する。

記

１．環境税等税制上の措置を含め安定的な財
源を確保するとともに、林業、木材産業の
振興施策の推進と森林所有者の負担軽減措
置による森林経営意欲の創出。

２．緑の雇用対策等、担い手対策の拡充。効
率的・安定的な木材の供給体制の確保。間
伐材を含む地域材の需要拡大対策の推進に
よる地域林業・木材関連産業の振興。

３．計画的に、水源林造成事業を含めた公的
森林整備を推進するための組織体制の確保
施業放棄地等民間による森林整備が困難な
地域における、国の関与のもとでの森林整
備制度の創設。

４．国民共通の財産である国有林を適正に管
理するとともに公益的機能の一層の発揮を
図るため、国による管理運営体制の堅持及
びその管理運営を通じて地域における森林・
林業の担い手の育成と地域活性化への寄与。

障害者自立支援法の見直しを求める
意見書

　平成１８年４月に施行された障害者自立支
援法は、地域生活支援事業に対する国庫補助
金の財源不足、また地方の実情にそぐわない
障害児デイサービス事業所指定基準あるいは
指定事業所に対する不十分な報酬額への改正
など制度上の問題点・課題が指摘されている。
　これまで国においては、利用者負担の軽減
事業所に対する激変緩和措置等の特別対策及
び緊急措置を講じられてきたところであるが
平成２１年度に予定されている障害者自立支
援法の抜本的な見直しにあたり、次の事項を
要望する。

記

１．地方自治体の事業として位置付けられて
いる「地域生活支援事業」に対する国の補
助を、地方自治体の実績額の５０％を国の
負担金とする制度とすること。

２．「障害児デイサービス」は安定的な事業
所運営ができるよう十分な報酬額とし、障
害児デイサービスのあり方を抜本的に見直
すこと。

３．障害者自立支援法では、事業者報酬が月
割り報酬から日割り報酬に変更されたため
安定的な事業所運営と人材確保が困難とな
り、サービスの質の低下に繋がることが危
惧されている。安定的・継続的な事業所運
営ができるよう十分な報酬単価の見直しと
報酬のあり方について見直すこと。

４．小規模作業所は、障害があっても身近な
地域で働いて生活したいと願う人を受けと
め、地域とつながりながら生活することを
支え大切な役割を果たしている。遠距離の
法定事業所等への通所は、通所費の負担や
障害の状況によっては大変困難であり、身
近な小規模作業所へのニーズは決して低く
ない。法定事業所移行が困難な小規模作業
所が存続できるよう運営費補助制度を創設
すること。

件　　　　名 提　出　者 本会議審　査　意　見

みなさんから提出のあった陳情を所管の常任委員会で審査し、委員長から審査結果の報告を
受けて１２月定例議会の本会議で審議した結果、次のとおり決定しました。

貴自治体における平和教育の
推進を求める陳情

反核・平和の火リレー
鳥取県実行委員会
実行委員長　岩井　良

平和を願う願意は理解できるが教育現場
にイデオロギー（政治的思想や宗教的信
条）を持ち込むことは厳に戒めるべきで
ある。

島根原子力発電所の停止措置
及び原子力に依存しないエネ
ルギー政策の転換を求める陳
情書

反核・平和の火リレー
鳥取県実行委員会
実行委員長　岩井　良

公的森林整備の推進と国有林
野事業の健全化を求める陳情

森林労連　全国林野関連
労働組合　鳥取森林管理
署分会　執行委員長
　　　　　　酒本　滋行

国有林の整備と適正管理は地域における
森林、林業の担い手の育成と地域活性化
にも寄与し、願意は理解できる。

安全・安心な公共事業を推進す
るため、国土交通省の事務所・
出張所の依存を求める陳情

国土交通省全建設労働
組合　日野川支部
　支部長　長谷川　勇

分権改革は時代の要請であり、国・地方
の役割を明確にし権限と財源を移管すべ
きである。

①地方自治体の地域生活支援
事業への国の補助のあり方に
ついての陳情

障害者自立支援法の抜本
改善を求める鳥取県実行
　委員会　実行委員長
　　　　　小谷　欣之輔

②日中一時支援事業等の地域
生活支援事業における応益負
担の見直しを求める陳情

③障害児デイサービスの存続
を求める陳情書

平成18年度に制定された障害者自立支援
法は制度上の問題点も明らかになり、平
成21年度見直しに向けての願意は理解で
きる。④障害者自立支援法の事業者

報酬の抜本的見直しを求める
陳情

⑤小規模作業所の存続と小規
模作業所の利用者負担の廃止
についての陳情
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不採択

陳情の審査結果陳情の審査結果
12月議会では、次の意見書を総理大臣ほか関係大臣などに提出することを決めました。
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①文明社会を甘受している社会生活のな
かで直ちに原子力発電による電力供給を
停止する事は現実的対応でない。　

②原子力発電（現在55基）を新エネルギー
で代替するのは非現実的であり、エネル
ギーの安定供給及び地球温暖化対策の必
要性から原子力回帰の流れは世界の趨勢
である。
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公的森林整備の推進と国有林野事業
の健全化を求める意見書

　近年、地球温暖化が深刻な環境問題となる
中で環境資源としての森林に対し強い期待が
寄せられている。一方、林業を取り巻く厳し
い状況の中で、森林・林業は脆弱化し、その
担い手である山村は崩壊の危機に立っている。
　このような中、森林整備を推進していくた
めには、森林所有者の森林経営意欲を創出す
るための施策の推進はもとより、民間による
整備が困難な水源林等公益森林の整備に対す
る公的機関の役割の強化。更には、過疎化・
高齢化が進む中で、森林・林業の担い手であ
る山村の再生に向けた積極的な取り組みが極
めて重要となっており、下記事項の実現を強
く要請する。

記

１．環境税等税制上の措置を含め安定的な財
源を確保するとともに、林業、木材産業の
振興施策の推進と森林所有者の負担軽減措
置による森林経営意欲の創出。

２．緑の雇用対策等、担い手対策の拡充。効
率的・安定的な木材の供給体制の確保。間
伐材を含む地域材の需要拡大対策の推進に
よる地域林業・木材関連産業の振興。

３．計画的に、水源林造成事業を含めた公的
森林整備を推進するための組織体制の確保
施業放棄地等民間による森林整備が困難な
地域における、国の関与のもとでの森林整
備制度の創設。

４．国民共通の財産である国有林を適正に管
理するとともに公益的機能の一層の発揮を
図るため、国による管理運営体制の堅持及
びその管理運営を通じて地域における森林・
林業の担い手の育成と地域活性化への寄与。

障害者自立支援法の見直しを求める
意見書

　平成１８年４月に施行された障害者自立支
援法は、地域生活支援事業に対する国庫補助
金の財源不足、また地方の実情にそぐわない
障害児デイサービス事業所指定基準あるいは
指定事業所に対する不十分な報酬額への改正
など制度上の問題点・課題が指摘されている。
　これまで国においては、利用者負担の軽減
事業所に対する激変緩和措置等の特別対策及
び緊急措置を講じられてきたところであるが
平成２１年度に予定されている障害者自立支
援法の抜本的な見直しにあたり、次の事項を
要望する。

記

１．地方自治体の事業として位置付けられて
いる「地域生活支援事業」に対する国の補
助を、地方自治体の実績額の５０％を国の
負担金とする制度とすること。

２．「障害児デイサービス」は安定的な事業
所運営ができるよう十分な報酬額とし、障
害児デイサービスのあり方を抜本的に見直
すこと。

３．障害者自立支援法では、事業者報酬が月
割り報酬から日割り報酬に変更されたため
安定的な事業所運営と人材確保が困難とな
り、サービスの質の低下に繋がることが危
惧されている。安定的・継続的な事業所運
営ができるよう十分な報酬単価の見直しと
報酬のあり方について見直すこと。

４．小規模作業所は、障害があっても身近な
地域で働いて生活したいと願う人を受けと
め、地域とつながりながら生活することを
支え大切な役割を果たしている。遠距離の
法定事業所等への通所は、通所費の負担や
障害の状況によっては大変困難であり、身
近な小規模作業所へのニーズは決して低く
ない。法定事業所移行が困難な小規模作業
所が存続できるよう運営費補助制度を創設
すること。

件　　　　名 提　出　者 本会議審　査　意　見

みなさんから提出のあった陳情を所管の常任委員会で審査し、委員長から審査結果の報告を
受けて１２月定例議会の本会議で審議した結果、次のとおり決定しました。

貴自治体における平和教育の
推進を求める陳情

反核・平和の火リレー
鳥取県実行委員会
実行委員長　岩井　良

平和を願う願意は理解できるが教育現場
にイデオロギー（政治的思想や宗教的信
条）を持ち込むことは厳に戒めるべきで
ある。

島根原子力発電所の停止措置
及び原子力に依存しないエネ
ルギー政策の転換を求める陳
情書

反核・平和の火リレー
鳥取県実行委員会
実行委員長　岩井　良

公的森林整備の推進と国有林
野事業の健全化を求める陳情

森林労連　全国林野関連
労働組合　鳥取森林管理
署分会　執行委員長
　　　　　　酒本　滋行

国有林の整備と適正管理は地域における
森林、林業の担い手の育成と地域活性化
にも寄与し、願意は理解できる。

安全・安心な公共事業を推進す
るため、国土交通省の事務所・
出張所の依存を求める陳情

国土交通省全建設労働
組合　日野川支部
　支部長　長谷川　勇

分権改革は時代の要請であり、国・地方
の役割を明確にし権限と財源を移管すべ
きである。

①地方自治体の地域生活支援
事業への国の補助のあり方に
ついての陳情

障害者自立支援法の抜本
改善を求める鳥取県実行
　委員会　実行委員長
　　　　　小谷　欣之輔

②日中一時支援事業等の地域
生活支援事業における応益負
担の見直しを求める陳情

③障害児デイサービスの存続
を求める陳情書

平成18年度に制定された障害者自立支援
法は制度上の問題点も明らかになり、平
成21年度見直しに向けての願意は理解で
きる。④障害者自立支援法の事業者

報酬の抜本的見直しを求める
陳情

⑤小規模作業所の存続と小規
模作業所の利用者負担の廃止
についての陳情
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採　択
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採　択

不採択

陳情の審査結果陳情の審査結果
12月議会では、次の意見書を総理大臣ほか関係大臣などに提出することを決めました。
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①文明社会を甘受している社会生活のな
かで直ちに原子力発電による電力供給を
停止する事は現実的対応でない。　

②原子力発電（現在55基）を新エネルギー
で代替するのは非現実的であり、エネル
ギーの安定供給及び地球温暖化対策の必
要性から原子力回帰の流れは世界の趨勢
である。
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良い年になりますように
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正
月
二
十
三
日
。
そ
の
夜
、
尼
子
の
残
党

九
牛
士
が
食
料
の
略
奪
を
す
る
た
め
釈
迦
寺
の
境
内
に
出
た
と

こ
ろ
、
小
早
川
公
一
行
の
牛
馬
が
庭
前
に
繋
が
れ
て
い
る
の
を

見
て
豪
力
を
幸
い
に
別
当
を
手
投
げ
し
て
牛
馬
を
生
捕
り
に
し

よ
う
と
し
た
。
こ
の
騒
ぎ
に
公
は
飛
び
出
し
九
牛
士
と
格
闘
、

生
捕
り
し
桃
の
木
に
縛
り
つ
け
﹁
明
朝
打
ち
首
に
す
る
﹂
旨
伝

え
床
に
着
い
た
。
そ
の
夜
住
僧
に
﹁
尼
子
の
家
臣
九
牛
士
で
あ

る
。
公
に
詫
び
て
我
々
の
命
を
助
け
て
下
さ
れ
ば
真
人
に
更
生

し
牛
馬
の
守
護
神
と
成
っ
て
牛
馬
を
擁
護
致
し
ま
す
﹂
と
夢
の

お
告
げ
が
あ
り
、
公
は
住
僧
の
哀
願
を
聞
き
入
れ
、
善
人
に
改

心
さ
せ
、
九
牛
士
は

更
生
を
誓
い
公
を
命

の
恩
人
と
慕
っ
た
。

九
牛
士
が
逝
去
し
た

後
住
僧
は
九
塚
を
建

立
供
養
し
住
民
か
ら

は
牛
馬
の
神
様
の
如

く
慕
わ
れ
牛
馬
不
調

の
時
は
九
塚
に
墓
参

す
れ
ば
御
利
益
あ
り
。

小
早
川
観
音
堂
を
建

立
し
、
脇
に
九
牛
士

を
奉
安
し
牛
馬
守
護

神
と
し
た
。

祭
典
日
　
四
月
十
二
日

小早川観音堂
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３月12日～３月26日�

３月定例会�

議
決
し
た
お
も
な
議
案�

議
決
し
た
お
も
な
議
案�

日
南
町
プ
ー
ル
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
の
廃
止�

　
町
民
プ
ー
ル
を
学
校
プ
ー
ル

と
し
て
管
理
す
る
た
め
廃
止
す

る
。�

�

日
南
町
デ
マ
ン
ド
バ
ス
運
行
事

業
に
関
す
る
条
例
の
制
定�

　
新
た
に
５
路
線
の
デ
マ
ン
ド

バ
ス
運
行
の
た
め
制
定
す
る
。�

日
南
町
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正�

　
山
上
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
を

旧
山
の
上
小
学
校
に
移
動
す
る
。�

�

日
南
町
地
域
活
性
化
支
援
セ
ン

タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正�

　
廃
校
と
な
る
小
学
校
を
地
域

活
性
化
支
援
セ
ン
タ
ー
（
ま
な

び
宿
）
と
し
て
管
理
す
る
。�

�

日
南
町
特
別
会
計
条
例
の
一
部

改
正�

　
鳥
取
県
西
部
町
村
情
報
公
開

個
人
情
報
保
護
審
査
会
特
別
会

計
を
新
設
す
る
。�

��

条
例
関
係�

当
初
予
算
関
係�

日
南
町
手
数
料
条
例
の
一
部
改

正�　
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
発

行
手
数
料
を
平
成
21
年
４
月
１

日
か
ら
平
成
23
年
３
月
31
日
ま

で
500
円
の
徴
収
を
無
料
と
す
る
。�

�

日
南
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部

改
正�

　
平
成
21
年
度
〜
平
成
23
年
度

の
第
１
号
保
険
料
を
改
定
。�

�

日
南
町
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清

掃
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正�

　
エ
ア
コ
ン
・
テ
レ
ビ
・
洗
濯

機
を
日
南
町
清
掃
セ
ン
タ
ー
で

取
り
扱
わ
な
い
よ
う
に
改
正
。�

�

日
南
町
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正�

　
入
居
者
の
資
格
要
件
で
あ
る

所
得
の
制
限
額
に
つ
い
て
改
正
。�

�����

①
高
齢
者
生
産
活
動
セ
ン
タ
ー�

②
ふ
る
さ
と
日
南
邑�

（
指
定
管
理
者
）�

　
日
南
振
興
株
式
会
社�

（
期
間
）�

　
平
成
21
年
４
月
１
日
〜�

　
　
平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で�

③
日
南
町
木
竹
共
同
加
工
施
設�

（
指
定
管
理
者
）�

　
有
限
会
社
　
ミ
ズ
ホ�

（
期
間
）�

　
平
成
21
年
４
月
１
日
〜�

　
　
平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で�

����

一
般
会
計
（
第
６
号
）�

　
２
億
３
千
１
２
万
４
千
円
を

減
額
し
、
総
額
を
62
億
６
千
７

２
６
万
５
千
円
と
し
た
。�

�

（
お
も
な
内
容
）�

地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
パ
ソ
コ
ン

購
入
費�

　
　
　
　
　
１
０
２
万
９
千
円�

福
祉
車
両
購
入
費�

　
　
　
　
　
３
９
７
万
４
千
円�

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
補
助
金�

　
　
　
　
　
　
　
１
８
０
万
円�

一
般
会
計
（
第
７
号
）�

　
財
政
調
整
基
金
積
立
１
億
５

４
８
万
５
千
円
等
増
額
し
、
総

額
を
63
億
４
千
４
０
９
万
円
と

し
た
。�

�

国
民
健
康
保
険
会
計�

　
保
険
財
政
拠
出
金
１
千
６
１

８
万
３
千
円
を
減
額
し
、
総
額

を
８
億
９
千
３
７
６
万
円
と
し

た
。�

�

簡
易
水
道
事
業
会
計�

　
工
事
請
負
費
等
２
千
８
万
９

千
円
を
減
額
し
、
総
額
を
２
億

１
千
４
６
９
万
５
千
円
と
し
た
。�

�

農
業
集
落
排
水
事
業
会
計�

　
工
事
請
負
費
等
１
千
７
５
３

万
６
千
円
を
減
額
し
、
総
額
を

２
億
４
５
７
万
円
と
し
た
。�

�

老
人
保
健
会
計�

　
医
療
給
付
費
５
９
９
万
９
千

円
を
減
額
し
、
総
額
を
１
億
１

千
７
５
万
７
千
円
と
し
た
。�

�

介
護
保
険
会
計�

　
給
付
費
等
２
６
５
万
円
を
減

額
し
、
総
額
を
９
億
６
千
８
２

４
万
４
千
円
と
し
た
。�

�

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
会
計�

　
ケ
ア
マ
ネ
委
託
料
７
５
万
７

千
円
を
減
額
し
、
総
額
を
１
億

２
千
９
７
６
万
５
千
円
と
し
た
。�

�
後
期
高
齢
者
医
療
会
計�

　
保
険
料
徴
収
シ
ス
テ
ム
委
託

料
３
２
５
万
５
千
円
を
追
加
し

総
額
を
１
億
９
４
４
万
５
千
円

と
し
た
。�

�

日
南
病
院
事
業
会
計�

　
収
益
的
収
支
は
、
給
与
費
等

３
千
８
２
万
５
千
円
減
額
し
総

額
を
13
億
３
千
７
９
２
万
７
千

円
と
し
、
資
本
的
収
支
は
、
機

械
備
品
購
入
費
等
４
５
２
万
９

千
円
減
額
し
、
収
入
総
額
を
８

千
５
３
５
万
円
と
し
、
支
出
総

額
を
２
億
４
５
１
万
４
千
円
と

し
た
。�

指
定
管
理
者
の
指
定�

補
正
予
算�

　
日
南
町
議
会
の
３
月
定
例
会
は
、
３
月
12
日
か
ら
26
日
ま
で
の
15
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。�

　
本
会
議
初
日
に
は
、
矢
田
町
長
の
施
政
方
針
説
明
が
行
わ
れ
た
あ
と
、
議
員
発
議
に
よ
り
議
員
報
酬
の
特
例
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
し
て
、
引
き
続
き
議
員
報
酬
を
減
じ
る
こ
と
を
議
決
し
ま
し
た
。�

　
17
日
に
行
わ
れ
た
一
般
質
問
で
は
、
50
名
以
上
の
傍
聴
者
が
あ
る
な
か
で
５
名
の
議
員
が
執
行
部
の
所
信
を
問

い
ま
し
た
。�

　
平
成
21
年
度
予
算
に
つ
い
て
は
、
予
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
各
会
計
の
審
査
を
行
い
、
条
例
の
廃

止
・
改
正
・
制
定
な
ど
他
の
議
案
と
と
も
に
最
終
日
に
は
全
議
案
を
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。�

地域の活性化を�早急な予算執行で�地域の活性化を�早急な予算執行で�地域の活性化を�
平成21年度予算を議決�平成21年度予算を議決�

住宅新築資金等貸付事業�

鳥 取 県 西 部 町 村 �

情報公開・個人情報保護審査会�

国 民 健 康 保 険 �

簡 易 水 道 事 業 �

農 業 集 落 排 水 事 業 �

老 人 保 健 �

介 護 保 険 �

介 護 サ ー ビ ス 事 業 �

後 期 高 齢 者 医 療 会 計 �

収 益 的 収 支 �

資 本 的 収 支 �

116万円�
�

42万円�
�

7億7,861万6千円�

3億8,055万1千円�

2億9,050万2千円�

111万円�

9億9,096万9千円�

1億4,645万4千円�

9,617万1千円�

13億8,380万円�

4億2,196万5千円�

病
院
会
計�

96億8,931万8千円�合 計 �

51億9,760万円�一 般 会 計 �

平成21年度会計別当初予算額�

議 　 　 長 �

副 議 長 �

委 員 長 �

議 　 　 員 �

職　　名� 報　酬　月　額�

２９７，０００�

２２１，０００�

２１３，０００�

２０７，０００�

議員報酬額（減額後）� 単位：円�

早急な予算執行で�

特

別

会

計

�

運行を始めたデマンドバス�

消費者支援特別お買物券�
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域
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宿
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る
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�

日
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会
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る
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手
数
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例
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一
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改
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民
基
本
台
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ド
の
発
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を
平
成
21
年
４
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１

日
か
ら
平
成
23
年
３
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31
日
ま

で
500
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の
徴
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を
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と
す
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�

日
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護
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例
の
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平
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度
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改
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日
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町
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の
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及
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に
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条
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の
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を
日
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�
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活
動
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ン
タ
ー�

②
ふ
る
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と
日
南
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指
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管
理
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日
南
振
興
株
式
会
社�

（
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間
）�

　
平
成
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４
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１
日
〜�

　
　
平
成
24
年
３
月
31
日
ま
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③
日
南
町
木
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有
限
会
社
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間
）�
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〜�

　
　
平
成
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３
月
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����

一
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号
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４
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を

減
額
し
、
総
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を
62
億
６
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６
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千
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た
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�

（
お
も
な
内
容
）�

地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
パ
ソ
コ
ン

購
入
費�

　
　
　
　
　
１
０
２
万
９
千
円�

福
祉
車
両
購
入
費�

　
　
　
　
　
３
９
７
万
４
千
円�

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
補
助
金�

　
　
　
　
　
　
　
１
８
０
万
円�

一
般
会
計
（
第
７
号
）�

　
財
政
調
整
基
金
積
立
１
億
５

４
８
万
５
千
円
等
増
額
し
、
総

額
を
63
億
４
千
４
０
９
万
円
と

し
た
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�

国
民
健
康
保
険
会
計�

　
保
険
財
政
拠
出
金
１
千
６
１

８
万
３
千
円
を
減
額
し
、
総
額

を
８
億
９
千
３
７
６
万
円
と
し

た
。�

�

簡
易
水
道
事
業
会
計�

　
工
事
請
負
費
等
２
千
８
万
９

千
円
を
減
額
し
、
総
額
を
２
億

１
千
４
６
９
万
５
千
円
と
し
た
。�

�

農
業
集
落
排
水
事
業
会
計�

　
工
事
請
負
費
等
１
千
７
５
３

万
６
千
円
を
減
額
し
、
総
額
を

２
億
４
５
７
万
円
と
し
た
。�

�

老
人
保
健
会
計�

　
医
療
給
付
費
５
９
９
万
９
千

円
を
減
額
し
、
総
額
を
１
億
１

千
７
５
万
７
千
円
と
し
た
。�

�

介
護
保
険
会
計�

　
給
付
費
等
２
６
５
万
円
を
減

額
し
、
総
額
を
９
億
６
千
８
２

４
万
４
千
円
と
し
た
。�

�

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
会
計�

　
ケ
ア
マ
ネ
委
託
料
７
５
万
７

千
円
を
減
額
し
、
総
額
を
１
億

２
千
９
７
６
万
５
千
円
と
し
た
。�

�

後
期
高
齢
者
医
療
会
計�

　
保
険
料
徴
収
シ
ス
テ
ム
委
託

料
３
２
５
万
５
千
円
を
追
加
し

総
額
を
１
億
９
４
４
万
５
千
円

と
し
た
。�

�

日
南
病
院
事
業
会
計�

　
収
益
的
収
支
は
、
給
与
費
等

３
千
８
２
万
５
千
円
減
額
し
総

額
を
13
億
３
千
７
９
２
万
７
千

円
と
し
、
資
本
的
収
支
は
、
機

械
備
品
購
入
費
等
４
５
２
万
９

千
円
減
額
し
、
収
入
総
額
を
８

千
５
３
５
万
円
と
し
、
支
出
総

額
を
２
億
４
５
１
万
４
千
円
と

し
た
。�

指
定
管
理
者
の
指
定�

補
正
予
算�

　
日
南
町
議
会
の
３
月
定
例
会
は
、
３
月
12
日
か
ら
26
日
ま
で
の
15
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。�

　
本
会
議
初
日
に
は
、
矢
田
町
長
の
施
政
方
針
説
明
が
行
わ
れ
た
あ
と
、
議
員
発
議
に
よ
り
議
員
報
酬
の
特
例
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
し
て
、
引
き
続
き
議
員
報
酬
を
減
じ
る
こ
と
を
議
決
し
ま
し
た
。�

　
17
日
に
行
わ
れ
た
一
般
質
問
で
は
、
50
名
以
上
の
傍
聴
者
が
あ
る
な
か
で
５
名
の
議
員
が
執
行
部
の
所
信
を
問

い
ま
し
た
。�

　
平
成
21
年
度
予
算
に
つ
い
て
は
、
予
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
各
会
計
の
審
査
を
行
い
、
条
例
の
廃

止
・
改
正
・
制
定
な
ど
他
の
議
案
と
と
も
に
最
終
日
に
は
全
議
案
を
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。�

地域の活性化を�早急な予算執行で�地域の活性化を�早急な予算執行で�地域の活性化を�
平成21年度予算を議決�平成21年度予算を議決�

住宅新築資金等貸付事業�

鳥 取 県 西 部 町 村 �

情報公開・個人情報保護審査会�

国 民 健 康 保 険 �

簡 易 水 道 事 業 �

農 業 集 落 排 水 事 業 �

老 人 保 健 �

介 護 保 険 �

介 護 サ ー ビ ス 事 業 �

後 期 高 齢 者 医 療 会 計 �

収 益 的 収 支 �

資 本 的 収 支 �

116万円�
�

42万円�
�

7億7,861万6千円�

3億8,055万1千円�

2億9,050万2千円�

111万円�

9億9,096万9千円�

1億4,645万4千円�

9,617万1千円�

13億8,380万円�

4億2,196万5千円�

病
院
会
計�

96億8,931万8千円�合 計 �

51億9,760万円�一 般 会 計 �

平成21年度会計別当初予算額�

議 　 　 長 �

副 議 長 �

委 員 長 �

議 　 　 員 �

職　　名� 報　酬　月　額�

２９７，０００�

２２１，０００�

２１３，０００�

２０７，０００�

議員報酬額（減額後）� 単位：円�

早急な予算執行で�

特

別

会

計

�

運行を始めたデマンドバス�

消費者支援特別お買物券�
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分
収
造
林
の
地
主
配
分
割
合

は
。�

��

　
利
益
の
35
％
で
あ
る
。�

���

①
小
学
校
統
合
に
よ
る
交
付
税

へ
の
影
響
額
は
。�

②
林
業
使
用
料
歳
入
１
９
９
万

の
歳
入
内
訳
は
。�

��

①
激
変
緩
和
措
置
に
よ
り
平
成

25
年
ま
で
段
階
的
に
約
１
千
万

円
づ
つ
減
額
。�

②
オ
ロ
チ
か
ら
の
施
設
使
用
料
。�

���

　
大
田
原
地
区
の
製
材
所
等
の

移
転
は
。�

��

　
中
心
区
域
定
住
基
盤
整
備
計

画
で
は
考
え
て
い
な
い
が
、
住

居
地
域
と
の
緩
衝
帯
等
の
設
置

を
含
め
て
協
議
会
の
中
で
検
討
。�

　
中
心
区
域
定
住
基
盤
整
備
計

画
策
定
業
務
の
委
託
と
は
。�

��

　
現
状
調
査
分
析
の
上
、
基
本

構
想
・
基
本
計
画
・
基
本
設
計
・

実
施
設
計
と
進
む
。
こ
の
う
ち

基
本
構
想
と
基
本
計
画
の
一
部

を
委
託
す
る
予
算
で
あ
る
。�

　
生
山
駅
前
活
性
化
事
業
の
検

証
も
含
ま
れ
、
町
民
も
含
め
た

運
営
協
議
会
を
設
け
検
討
、
途

中
経
過
も
公
表
す
る
。�

���

　
中
心
区
域
定
住
基
盤
整
備
計

画
の
委
託
料
１
千
万
円
の
内
訳

は
。�

��

　
全
て
が
策
定
委
託
料
。�

���

　
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
夜
間
世
話

人
設
置
と
は
。�

��

　
単
県
補
助
事
業
に
よ
る
知
的

障
害
者
等
に
対
す
る
夜
間
の
世

話
人
を
置
く
も
の
。�

�

　
小
水
力
発
電
公
社
の
経
営
改

善
計
画
に
対
し
現
況
は
ど
う
な

っ
て
い
る
か
。�

��

　
初
期
投
資
が
過
大
で
あ
っ
た
。

　
再
建
計
画
で
は
平
成
22
年
度

完
了
予
定
で
あ
っ
た
が
、
水
量

不
足
に
よ
る
売
電
量
低
下
等
に

よ
り
、
現
在
平
成
24
年
度
に
ず

れ
込
む
予
定
で
あ
る
。�
���

　
地
域
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

に
つ
い
て
説
明
を
。�

��

　
週
１
回
各
ま
ち
協
の
活
動
の

活
性
化
・
方
向
性
を
指
導
・
フ

ォ
ロ
ー
で
き
る
単
年
度
の
人
材

を
確
保
す
る
。�

���

　
新
規
合
併
浄
化
槽
は
接
続
が

確
約
さ
れ
て
い
る
の
か
。�

��

　
事
前
に
十
分
確
認
、
協
議
し

た
う
え
で
対
応
し
て
い
く
。�

平
成
21
年
度
当
初
予
算�

質
疑
応
答�

質
疑
応
答�

質
疑
応
答�

奥
迫
議
員�

問�問�

坪
倉
議
員�

問�問�

三
上
議
員�
問�問�

坪
倉
議
員�

問�問�

古
都
議
員�

問�問�

長
岡
議
員�

問�問�

久
代
議
員�

問�問�

小
竹
議
員�

問�問�

内
田
企
画
課
長�

答�答�

増
原
総
務
課
長�

答�答�

青
葉
農
林
課
長�

答�答�

狩
野
副
町
長�

答�答�

山
内
福
祉
保
健
課
長�

答�答�

矢
田
町
長�

答�答�

狩
野
副
町
長�

答�答�

青
戸
建
設
課
長�

答�答�

反
対�

久
代
議
員�

反
対�

久
代
議
員�

反
対�

久
代
議
員�

反
対�

久
代
議
員�

反
対�

久
代
議
員�

賛
成�

平
井
議
員�

賛
成�

小
竹
議
員�

賛
成�

小
竹
議
員�

賛
成�

恵
比
奈
議
員�

賛
成�

福
田
議
員�

指
定
管
理
者
の
指
定�

介
護
サ
ー
ビ
ス
会
計�

国
民
健
康
保
険
会
計�

住
宅
新
築
貸
付
会
計�

平
成
21
年
度
当
初
予
算�

一
般
会
計�

　
木
竹
加
工
施
設
は
本
来
の
設

置
目
的
か
ら
逸
脱
し
て
い
る
。�

��

　
指
導
し
改
善
さ
れ
て
い
る
。�

������

　
財
政
は
健
全
に
な
っ
た
。
し

か
し
、
住
民
の
暮
ら
し
を
守
る

も
の
に
な
っ
て
い
な
い
。�

��

　
農
林
業
研
修
制
度
の
創
設
・

地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
へ
の
取
組
・

公
共
交
通
の
確
保
・
生
ゴ
ミ
の

堆
肥
化
の
試
行
等
産
業
振
興
・

環
境
整
備
等
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、

中
心
区
域
定
住
基
盤
整
備
計
画

は
将
来
に
向
け
た
投
資
で
も
あ

る
。�

�

　
返
済
滞
納
の
実
態
か
ら
こ
の

事
業
そ
の
も
の
に
問
題
が
あ
る
。�

��

　
滞
納
整
理
も
含
め
て
会
計
の

継
続
は
必
要
で
あ
る
。�

�����

　
保
険
税
の
大
幅
な
値
上
げ
を

抑
え
る
た
め
に
、
一
般
会
計
か

ら
繰
り
入
れ
て
で
も
値
上
げ
は

や
め
る
べ
き
だ
。�

��

　
国
保
事
業
の
安
定
的
な
運
営

の
た
め
に
は
値
上
げ
は
止
む
を

得
な
い
。�

�����

　
日
南
福
祉
会
か
ら
、
あ
か
ね

の
郷
の
償
還
の
た
め
の
負
担
金

を
求
め
る
こ
と
は
お
か
し
い
。�

��

　
事
業
立
ち
上
げ
時
よ
り
双
方

合
意
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。�

討
　
　
論�

討
　
　
論�

討
　
　
論�

村
上
議
員�

問�問�

狩
野
副
町
長�

答�答�
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１
．
中
心
地
区
定
住
基
盤�

　
　
整
備
基
本
調
査
事
業�

�

　
本
事
業
は
、
日
南
小
・
中
学

校
周
辺
と
大
田
原
地
区
の
土
地

利
用
計
画
及
び
整
備
計
画
を
策

定
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
整
備

計
画
策
定
業
務
の
委
託
料
１
千

万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
事

前
に
町
民
の
意
見
を
十
分
に
反

映
さ
せ
、
夢
の
あ
る
基
本
構
想

を
策
定
の
う
え
、
業
務
委
託
さ

れ
た
い
。�

　
ま
た
、
具
体
的
整
備
事
業
の

基
本
設
計
等
は
、
国
県
の
補
助

金
活
用
等
有
利
な
財
源
充
当
も

検
討
さ
れ
た
い
。�

�

２
．
企
業
支
援
対
策
事
業�

　
農
商
工
連
携
促
進
事
業
に
取

り
組
ま
れ
農
林
業
者
と
中
小
企

業
者
の
連
携
体
構
築
支
援
が
計

画
さ
れ
て
い
る
が
、
加
工
に
よ

る
農
林
産
物
の
高
付
加
価
値
化

と
町
内
企
業
の
活
性
化
が
期
待

で
き
る
。
研
修
会
を
開
催
す
る

な
ど
広
く
情
報
提
供
さ
れ
、
積

極
的
に
推
進
さ
れ
た
い
。�

�

３
．
環
境
保
全
対
策
事
業�

　
環
境
立
町
推
進
協
議
会
に
よ

る
廃
食
油
回
収
シ
ス
テ
ム
づ
く

り
ほ
か
、
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生

特
別
交
付
金
事
業
に
よ
る
生
ご

み
堆
肥
化
試
験
事
業
及
び
燃
料

用
薪
生
産
体
制
構
築
事
業
が
町

内
事
業
者
に
委
託
実
施
さ
れ
る
。

い
ず
れ
も
ご
み
の
減
量
化
や
地

域
資
源
の
活
用
に
有
為
な
取
り

組
み
と
考
え
る
が
、
委
託
さ
れ

る
事
業
に
お
い
て
は
綿
密
な
事

業
計
画
と
検
証
方
法
を
示
す
と

も
に
、
委
託
事
業
者
に
対
し
て

十
分
な
指
導
の
う
え
、
所
期
の

目
的
達
成
と
将
来
に
わ
た
り
継

続
で
き
る
体
制
を
構
築
さ
れ
た

い
。
あ
わ
せ
て
環
境
実
行
計
画

の
着
実
な
推
進
に
取
り
組
ま
れ

た
い
。�

４
．
小
学
校
跡
地
の
管
理

　
　
に
つ
い
て�

�

　
小
学
校
統
合
に
よ
り
廃
校
舎

が
ま
な
び
宿
と
し
て
利
用
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
が
、
各
地
域
の

町
づ
く
り
協
議
会
と
充
分
な
連

携
の
も
と
に
有
効
活
用
さ
れ
た

い
。�

　
ま
た
、
廃
校
に
よ
り
学
校
と

し
て
利
用
さ
れ
な
く
な
る
こ
と

か
ら
、
郷
土
資
料
館
と
し
て
の

活
用
も
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、

一
部
校
舎
の
取
り
壊
し
も
含
め

町
と
し
て
の
方
針
を
早
急
に
示

さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
借
地
の

整
理
や
敷
地
の
活
用
、
処
分
に

つ
い
て
も
早
急
に
検
討
さ
れ
た

い
。�

�

５
．
財
団
法
人
日
南
町
地
域

　
　
振
興
公
社
に
つ
い
て�

　
日
南
高
原
米
の
販
売
網
の
拡

大
・
町
内
の
農
林
産
物
及
び
加

工
品
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
、

さ
ら
に
は
農
林
業
研
修
生
（
後

継
者
）
の
育
成
な
ど
「
財
団
法

人
日
南
町
地
域
振
興
公
社
」
の

役
割
・
責
任
は
重
要
で
あ
り
、

そ
の
期
待
も
大
き
い
と
こ
ろ
で

あ
る
。�

　
徹
底
し
た
指
導
管
理
の
も
と
、

優
秀
な
人
材
の
配
置
を
図
り
体

制
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
関

係
機
関
と
の
綿
密
な
連
携
の
も

と
に
事
業
を
推
進
し
、
充
分
な

成
果
を
出
さ
れ
る
よ
う
積
極
的

な
取
り
組
み
を
展
開
さ
れ
た
い
。�

�

６
．
国
土
調
査
事
業�

　
地
籍
調
査
に
取
り
組
ん
で
12

年
目
と
な
る
。
前
年
度
予
算
と

比
較
し
て
４
０
３
万
５
千
円
増

の
８
千
８
６
０
万
３
千
円
の
予

算
と
な
っ
て
い
る
が
、
現
段
階

で
の
調
査
は
、
全
町
面
積
の
約

10
％
と
低
い
進
捗
率
で
あ
る
。

広
く
人
材
を
求
め
、
調
査
班
を

増
や
す
な
ど
し
て
早
期
完
了
を

望
む
。�

��

　
む
　
す
　
び�

　
平
成
21
年
度
一
般
会
計
予
算

は
51
億
９
千
７
６
０
万
円
、
特

別
会
計
予
算(

病
院
会
計
含
む)

44
億
９
千
１
７
１
万
８
千
円
、

平
成
20
年
度
補
正
に
よ
る
繰
り

越
し
明
許
費
４
億
９
０
７
万
４

千
円
と
合
わ
せ
１
０
０
億
９
千

８
３
９
万
２
千
円
の
執
行
と
な

る
。
国
の
２
次
補
正
対
策
、
地

域
活
性
化
・
生
活
対
策
の
趣
旨

を
ふ
ま
え
早
急
な
予
算
執
行
を

図
ら
れ
た
い
。�

　
町
制
施
行
50
周
年
に
あ
た
る

平
成
21
年
度
は
、
統
合
小
学
校

開
校
な
ど
大
き
な
変
革
の
年
と

な
り
、
こ
れ
に
伴
う
公
共
交
通

に
よ
る
通
学
対
策
、
デ
マ
ン
ド

バ
ス
の
運
行
が
実
施
さ
れ
る
。

今
後
も
地
域
の
実
状
、
実
態
に

即
し
た
運
行
を
模
索
し
、
持
続

可
能
な
体
系
が
構
築
さ
れ
る
事

を
望
む
も
の
で
あ
る
。
こ
の
節

目
の
年
に
再
度
本
町
の
現
状
を

把
握
し
、
新
た
な
視
点
を
取
り

入
れ
な
が
ら
中
長
期
的
展
望
に

立
っ
た
ま
ち
づ
く
り
が
展
開
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
む
す
び

と
す
る
。�

予
算
審
査
特
別
委
員
会
審
査
報
告�

予
算
審
査
特
別
委
員
会
審
査
報
告�

　
３
月
定
例
会
で
は
、
平
成
21
年
度
一
般
会
計
を
は
じ
め
各
会
計
予
算
の
審
議
に
あ
た
り
、
本

会
議
で
の
質
疑
後
、
予
算
審
査
特
別
委
員
会
（
委
員
長
　
三
上
惇
二
議
員
）
を
設
置
し
て
詳
細

な
審
査
を
行
い
ま
し
た
。�

　
そ
の
結
果
、
い
ず
れ
の
予
算
議
案
も
次
の
意
見
を
付
し
て
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
と
の
委

員
長
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。�

利用計画が策定される大田原�
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三上惇二議員�

農
業
構
造
の
新
し
い�

　
　
　
　
仕
組
み
づ
く
り
を�

地
域
の
実
情
に
あ
っ
た�

　
　
　
　
取
り
組
み
を
行
う�

矢
田
町
長�

町
制
施
行
50
周
年
を�

ふ
ま
え
て
、
ま
ち�

づ
く
り
の
検
証
と�

今
後
の
行
政
課
題�

問�問�

町政のここが聞きたい�

①
異
常
気
象
に
よ
る
自
然
環
境

の
変
化
を
始
め
、
社
会
・
産
業

構
造
の
変
化
な
ど
ど
の
よ
う
に

認
識
し
対
応
す
る
の
か
。�

②
自
意
識
の
変
化
、
価
値
観
の

違
い
な
ど
変
化
が
感
じ
ら
れ
る
。

ど
の
よ
う
に
価
値
観
を
共
有
し

目
的
意
識
の
育
成
を
図
る
の
か
。�

③
行
政
課
題
の
中
で
人
材
育
成

は
大
き
な
役
割
で
あ
る
。
地
域

で
必
要
と
さ
れ
る
人
材
は
ど
の

よ
う
に
育
て
ら
れ
る
の
か
。
小

中
学
校
な
ど
幼
少
の
時
か
ら
人

材
の
育
成
が
必
要
と
考
え
る
が
。�

農
林
業
の
方
向
性�

問�問�
①
農
業
構
造
の
改
善
な
ど
新
し

い
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
と
思

う
が
現
状
と
課
題
は
。�

②
有
機
農
業
の
推
進
を
図
る
必

要
が
あ
る
。
推
進
計
画
の
策
定

の
考
え
は
な
い
か
。�

地
域
経
済
活
性
化�

問�問�
　
予
算
の
早
期
執
行
及
び
予
定

事
業
の
前
倒
し
が
必
要
と
考
え

る
が
、
想
定
さ
れ
る
事
業
は
。�

小
学
校
跡
地
の�

活
用�

問�問�
　
学
校
敷
地
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

含
め
た
一
体
的
な
活
用
は
可
能

な
の
か
、
具
体
的
な
条
件
は
。�

一般質
問�

一般質
問�
答�答�と�問�問�

①
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
し
っ
か
り

と
持
ち
、
町
に
あ
る
多
く
の
資

源
を
活
か
し
て
い
く
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
。

都
市
部
か
ら
農
村
部
へ
の
意
識

変
化
、
第
３
次
産
業
か
ら
第
１

次
産
業
へ
の
転
換
な
ど
、
国
民

的
価
値
感
の
変
化
が
動
き
始
め

て
い
る
。
農
林
業
を
主
産
業
と

し
た
日
南
町
に
と
っ
て
好
機
と

と
ら
え
、
先
見
性
を
持
っ
て
施

策
を
進
め
た
い
。�

②
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
も

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
い
て

も
多
様
な
ニ
ー
ズ
が
生
じ
て
い

る
現
状
で
、
共
通
認
識
に
基
づ

く
100
％
の
合
意
形
成
が
得
ら
れ

に
く
く
な
っ
て
い
る
。
各
地
域

で
の
「
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議

会
」
の
活
動
の
中
か
ら
、
地
域

の
課
題
や
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、

さ
ら
に
町
と
し
て
の
方
向
性
を

示
す
と
と
も
に
、
町
民
と
の
協

動
の
な
か
で
見
い
出
し
て
い
く
。�

③
地
域
振
興
に
最
も
大
切
な
こ

と
の
一
つ
が
「
人
材
育
成
」
で

あ
る
。｢

地
域｣｢

産
業｣｢

行
政｣

な
ど
の
各
分
野
に
お
い
て
も
、

そ
れ
ぞ
れ
少
数
精
鋭
で
あ
っ
て

も
、
先
見
性
と
行
動
力
を
併
せ

持
っ
た
「
人
づ
く
り
」
を
積
極

的
に
進
め
て
い
く
。�

町
　
長�

①
農
業
構
造
の
現
状
は
、
高
齢

化
率
45
％
が
示
す
と
お
り
、
農

業
者
の
高
齢
化
が
顕
著
で
あ
る
。

認
定
農
業
者
は
29
経
営
体
、
う

ち
法
人
は
５
。
３
ha
以
上
の
担

い
手
農
家
は
12
人
。
ま
た
、
集

落
営
農
組
織
と
し
て
は
12
組
織

が
活
動
し
て
い
る
。�

　
町
全
体
の
農
地
面
積
か
ら
見

る
と
、
こ
れ
ら
の
経
営
体
の
占

め
る
割
合
は
、
約
28
％
。
今
後

の
流
動
化
へ
の
対
応
が
急
務
。

集
落
営
農
は
、
地
域
の
農
地
を

地
域
で
守
り
な
が
ら
、
農
村
生

活
に
直
結
し
た
取
り
組
み
が
進

め
ら
れ
、
形
態
は
、
共
同
利
用

組
合
、
作
業
受
託
組
合
、
協
業

経
営
等
が
あ
る
。
集
落
営
農
を

経
営
体
と
し
て
と
ら
え
る
と
、

大
型
機
械
化
し
て
浮
い
た
労
働

力
の
活
用
や
高
齢
者
の
生
産
活

動
へ
の
誘
導
な
ど
の
取
り
組
み

が
必
要
で
あ
る
。�

　
ま
た
、
集
落
営
農
の
進
ま
な

い
地
域
も
あ
り
、
集
落
協
定
か

ら
の
発
展
な
ど
地
域
の
実
情
に

合
っ
た
新
た
な
担
い
手
の
育
成

が
急
務
。�

②
「
ゆ
う
き
ま
ん
ま
ん
構
想
」

を
今
後
と
も
推
進
し
、
地
域
資

源
の
循
環
を
柱
と
し
た
「
健
康

な
土
づ
く
り
」
「
健
康
な
農
産

物
」
を
生
産
し
な
が
ら
有
機
農

業
へ
発
展
さ
せ
た
い
。�

町
　
長�

　
建
設
事
業
は
、
２
月
の
補
正

予
算
に
よ
り
緊
急
対
策
の
一
部

を
承
認
頂
き
、
路
肩
修
繕
、
法

面
崩
壊
処
理
の
測
量
・
設
計
業

務
３
件
を
２
月
末
に
発
注
、
設

計
作
業
中
。�

　
そ
の
他
、
河
川
協
議
や
設
計

準
備
中
。
新
年
度
に
も
道
路
維

持
事
業
に
緊
急
性
の
あ
る
事
業

も
あ
り
、
設
計
の
完
了
し
た
も

の
か
ら
順
次
、
早
期
発
注
に
努

め
る
。�

町
　
長�

　
地
域
活
性
化
策
に
向
け
地
域

の
考
え
も
承
知
し
な
が
ら
、
有

効
活
用
策
を
考
え
て
い
く
。�

答�答�

答�答�

答�答�

答�答�

閉校した山の上小学校�
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奥迫廣人議員�

町政のここが聞きたい�

放
課
後
子
供
教
室
の
充
実
を�

希
望
す
る
児
童
全
員
が�

　
　
　
　
　
　
利
用
で
き
る�

①
現
在
実
施
し
て
い
る
文
科
省

所
管
の
放
課
後
こ
ど
も
教
室
推

進
事
業
と
厚
労
省
所
管
の
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
事
業
は
小

学
校
の
統
合
に
伴
い
、
平
成
21

年
度
は
放
課
後
こ
ど
も
教
室
推

進
事
業
に
一
本
化
さ
れ
る
よ
う

だ
が
、
厚
労
省
所
管
の
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
は
統
合
す
る
と
い

う
こ
と
か
。�

②
両
事
業
の
平
成
20
年
度
に
お

け
る
利
用
実
績
は
。�

③
平
成
21
年
度
放
課
後
子
供
教

室
の
利
用
希
望
児
童
数
は
何
名

あ
る
の
か
。�

④
平
成
21
年
度
実
施
予
定
の
放

課
後
こ
ど
も
教
室
の
設
置
場
所

時
間
に
つ
い
て
。�

⑤
通
年
開
設
を
検
討
す
る
考
え

は
な
い
の
か
。�

⑥
若
者
定
住
や
少
子
化
対
策
に

も
大
き
く
関
わ
り
、
雇
用
対
策

に
も
資
す
る
こ
と
か
ら
、
事
業

内
容
に
つ
い
て
さ
ら
に
検
証
し

積
極
的
見
直
し
も
含
め
て
充
実

を
図
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う

か
。�

①
平
成
21
年
度
の
日
南
町
放
課

後
子
ど
も
プ
ラ
ン
推
進
事
業
に

つ
い
て
は
、
小
学
校
統
合
に
合

わ
せ
て
現
在
運
用
し
て
い
る

「
日
野
上
小
学
校
放
課
後
児
童

保
育
事
業
」
と
「
放
課
後
子
ど

も
教
室
（
山
の
上
・
多
里
・
福

栄
小
学
校
）
」
に
つ
い
て
協
議

す
る
中
で
、
利
用
対
象
児
童
が

限
定
さ
れ
ず
、
希
望
す
る
児
童

が
全
て
利
用
で
き
る
放
課
後
子

ど
も
教
室
に
一
本
化
し
て
運
用

す
る
。�

②
現
段
階
で
は
「
日
野
上
小
学

校
放
課
後
児
童
保
育
事
業
」
は

開
所
日
数
「
１
９
５
日
」
延
べ

利
用
人
員｢

３
，
３
８
４
人(

１

日
平
均
約
17
人
）」「
放
課
後
子

ど
も
教
室
」
全
体
と
し
て
は
開

所
日
数｢

５
４
５
日｣

延
べ
利
用

人
員
「
３
，
９
３
６
人
（
１
日

平
均
約
８
人
）
」
の
利
用
実
績
。�

③
現
在
の
利
用
申
込
み
は
、
62

人
。(

46
世
帯
）�

④
日
南
小
学
校
１
階
の
多
目
的

教
室
を
中
心
に
、
１
・
２
年
生

が
午
後
３
時
か
ら
最
長
で
午
後

６
時
ま
で
、
３
年
生
以
上
が
午

後
４
時
30
分
か
ら
最
長
で
午
後

６
時
ま
で
。�

⑤
⑥
学
校
の
課
業
日
（
年
間
約

２
０
２
日
）
を
基
本
と
し
て
開

設
。
通
年
制
は
考
え
て
い
な
い
。�

子
育
て
支
援
事
業�

問�問�

遊
休
農
地
対
策�

問�問�

矢
田
町
長�
答�答�

町
　
長�

答�答�
①
水
田
に
お
け
る
不
作
付
地
は

自
己
保
全
管
理
地
が
98�
ha
あ
る
。

う
ち
、
36�
ha
は
３
年
未
満
の
も

の
。
ま
た
、
調
整
水
田
が
5.3�
ha

あ
る
。�

②
平
成
20
年
度
の
そ
ば
の
作
付

面
積
は
69�
ha
で
、
鳥
取
県
一
の

面
積
。
４
月
か
ら
６
月
ま
で
の

期
間
の
活
用
が
求
め
ら
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
農
家
か
ら

も
、
こ
の
間
の
農
地
管
理
が
大

変
と
の
声
も
聞
い
て
い
る
。
栽

培
期
間
の
短
い
野
菜
等
が
最
善

だ
が
、
レ
ン
ゲ
、
ナ
タ
ネ
、
イ

ノ
シ
シ
対
策
と
し
て
の
シ
ソ
栽

培
も
実
証
成
果
が
報
告
さ
れ
て

い
る
。
今
年
、
春
じ
ゃ
が
い
も

の
栽
培
を
試
作
す
る
計
画
も
あ

り
、
有
望
で
あ
れ
ば
普
及
で
き

る
の
で
は
と
考
え
て
い
る
。�

③
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制

度
の
２
期
対
策
は
、
平
成
17
年

度
か
ら
平
成
21
年
度
ま
で
の
５

年
間
実
施
す
る
こ
と
と
さ
れ
今

年
度
が
最
終
年
と
な
っ
て
い
る
。�

　
こ
の
制
度
に
よ
り
、
協
定
集

落
に
お
い
て
守
る
べ
き
農
地
を

明
ら
か
に
し
た
活
動
が
活
発
化

し
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
を
防

止
す
る
効
果
や
、水
路
・
農
道
・

畦
畔
な
ど
の
適
正
な
管
理
が
行

わ
れ
て
い
る
。
交
付
金
は
、
話

し
合
い
活
動
や
共
同
作
業
、
農

業
機
械
の
購
入
な
ど
集
落
営
農

の
推
進
に
大
き
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
。�

　
本
制
度
の
継
続
に
つ
い
て
は

鳥
取
県
を
通
じ
て
、
あ
る
い
は

地
元
国
会
議
員
に
強
く
要
望
し

て
い
る
と
こ
ろ
だ
が
、
現
在
は

っ
き
り
と
継
続
さ
れ
る
と
い
う

情
報
は
な
い
。�

　
平
成
21
年
度
は
最
終
評
価
年

で
あ
り
、
制
度
の
効
果
と
課
題

を
検
討
評
価
す
る
こ
と
と
さ
れ

て
お
り
、
８
月
ま
で
に
は
明
ら

か
に
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。�

①
不
作
付
農
地
面
積
は
。�

②
転
作
作
物
も
そ
ば
作
付
が
大

部
分
を
占
め
て
い
る
。
通
年
で

の
農
地
活
用
を
計
る
方
策
は
検

討
さ
れ
て
い
る
の
か
。�

③
後
期
中
山
間
地
域
等
直
接
支

払
推
進
事
業
も
平
成
21
年
度
で

終
了
す
る
が
継
続
へ
の
要
望
も

多
い
。
今
後
ど
の
様
な
方
向
と

な
る
の
か
。�

放課後支援教室で遊ぶ子どもたち�
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小竹　等議員�

未
活
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
結
果
の�

　
公
表
は
い
つ
に
な
る
の
か�

４
月
中
旬
に
は
公
表
す
る�

矢
田
町
長�

①
生
山
地
区
の
児
童
は
町
道

「
北
の
原
権
現
線
」
を
通
学
す

る
の
が
一
番
近
く
て
よ
い
と
思

わ
れ
る
が
、
川
べ
り
で
道
幅
も

狭
く
車
と
の
す
れ
ち
が
い
は
大

変
危
険
で
あ
る
。
通
学
路
と
し

て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。�

②
通
学
道
路
の
施
策
は
最
重
要

課
題
で
あ
る
。
日
南
町
中
心
地

域
構
想
の
説
明
で
も
第
一
番
の

優
先
事
項
で
あ
り
早
い
施
工
が

望
ま
れ
る
が
、
今
後
の
計
画
は
。�

町
　
長�

　
駐
車
場
は
簡
易
舗
装
で
整
備

す
る
よ
う
に
考
え
て
い
る
。�

　
ト
イ
レ
の
改
修
は
今
後
検
討

す
る
。�

町
　
長�

　
研
究
会
が
本
町
で
７
月
開
催

さ
れ
る
が
、
全
国
大
会
に
ふ
さ

わ
し
い
記
念
館
周
辺
整
備
（
駐

車
場
・
ト
イ
レ
）
を
ど
の
よ
う

に
計
画
さ
れ
て
い
る
の
か
。�

町
　
長�

　
こ
の
事
業
は
委
員
11
名
で
構

成
し
、
調
査
委
員
会
を
２
回
開

催
し
た
。
事
業
費
は
５
９
５
万

１
千
９
８
０
円
で
、
全
額
国
費

で
あ
る
。�

　
業
務
は
終
了
し
た
が
経
済
産

業
省
の
許
可
が
あ
っ
た
後
、
４

月
中
旬
に
は
本
町
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
公
表
す
る
予
定
。�

①
国
は
平
成
21
年
１
月
よ
り
１

㌔
ワ
ッ
ト
あ
た
り
７
万
円
の
補

助
を
出
し
、
本
町
も
４
万
円
の

補
助
を
行
う
の
で
合
計
で
11
万

円
と
な
る
。
希
望
者
は
こ
の
補

助
制
度
を
利
用
い
た
だ
き
た
い
。�

②
国
は
普
及
を
加
速
す
る
た
め

太
陽
電
池
パ
ネ
ル
で
発
電
し
た

余
剰
電
力
を
平
成
22
年
度
か
ら

10
年
程
度
、
現
在
の
２
倍
で
買

い
取
る
新
制
度
を
明
ら
か
に
し

て
い
る
。�

　
本
町
の
補
助
は
現
行
以
上
の

上
乗
せ
は
考
え
て
い
な
い
。�

町政のここが聞きたい�

①
小
学
校
統
合
後
の
通
学
方
法

に
つ
い
て
は
、生
山
地
内
の｢

分

場
」
か
ら
霞
地
内
の
「
桜
子
入

口
」
の
間
を
徒
歩
通
学
の
範
囲

と
し
て
い
る
。
特
に
分
場
か
ら

の
徒
歩
通
学
は
、
道
路
横
断
等

の
面
か
ら
安
全
性
に
配
慮
し
、

県
道
（
主
要
地
方
道
新
見
日
南

線
）
沿
い
に
歩
道
を
利
用
し
、

パ
セ
オ
前
の
信
号
機
の
あ
る
交

差
点
で
横
断
し
、
通
学
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。�

②
道
路
整
備
に
つ
い
て
は
、
橋

梁
・
歩
道
拡
幅
の
整
備
検
討
が

急
務
と
考
え
て
い
る
が
、
ど
ん

な
橋
を
ど
の
よ
う
に
架
け
る
か

で
計
画
が
大
き
く
変
わ
っ
て
く

る
。
日
南
町
中
心
地
域
構
想
、

特
に
北
の
原
地
区
文
教
ゾ
ー
ン

の
基
本
構
想
を
明
確
に
す
る
中

で
、
効
果
的
・
合
理
的
な
道
路

計
画
と
な
る
よ
う
構
想
を
ま
と

め
て
い
き
た
い
。�

町
　
長�

　
平
成
10
年
か
ら
始
ま
り
今
ま

で
に
完
了
し
た
の
は
、
３
地
区

と
１
事
業
地
区
。
事
業
実
施
中

は
、
３
地
区
と
２
事
業
地
区
で

あ
り
、
平
成
20
年
度
末
の
進
捗

率
は
、
10
・
１
％
と
な
っ
て
い

る
。
国
で
平
成
22
年
か
ら
見
直

し
も
検
討
さ
れ
て
お
り
、
若
干

の
事
業
進
度
が
図
ら
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
る
。�

小
学
校
児
童
の�

通
学
対
策�

問�問�

　
全
町
で
調
査
が
出
来
る
よ
う

早
急
な
対
応
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
る
が
、
今
後
の
計
画
は
。�

地
籍
調
査�

問�問�

住
宅
用
太
陽
光�

発
電
の
補
助
制
度�

問�問�

井
上
靖
研
究
会�

問�問�

　
平
成
20
年
度
内
に
調
査
終
了

の
予
定
だ
が
、
調
査
委
員
会
の

結
論
は
い
つ
ど
の
よ
う
に
公
表

さ
れ
る
の
か
。�

バ
イ
オ
マ
ス
等
未�

活
用
エ
ネ
ル
ギ
ー�

調
査
事
業
費�

問�問�

答�答�

答�答�

答�答�答�答�

答�答�

井上靖記念館前の駐車場�

①
国
が
２
０
０
８
年
度
第
１
次

補
正
予
算
で
、
住
宅
用
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
費
用
に

対
す
る
補
助
制
度
を
復
活
さ
せ

た
。
期
待
出
来
る
事
業
で
あ
り

町
内
で
の
経
済
効
果
は
、
大
き

い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。�

②
住
宅
用
太
陽
光
発
電
に
よ
る

余
剰
電
力
を
、
電
力
会
社
が
通

常
の
２
倍
の
価
格
で
買
い
取
る

新
制
度
の
導
入
を
、
経
済
産
業

省
が
打
ち
出
し
て
い
る
。�

　
本
町
も
新
年
度
予
算
で
１
kw

４
万
円
の
助
成
事
業
を
予
算
化

し
て
い
る
が
、
さ
ら
に
予
算
の

上
積
み
は
考
え
て
い
な
い
の
か
。�
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古都久志議員�

矢
田
町
長�

町政のここが聞きたい�

教
育
委
員
会
の�

　
日
野
郡
一
本
化
の
検
討
を�

学
校
数
の
減
少
だ
け
で�

共
同
設
置
の
議
論
と
は
な
ら
な
い�

町
　
長�

町
　
長�

　
日
野
町
の
消
滅
型
試
験
プ
ラ

ン
ト
は
、
現
在
そ
の
機
能
を
充

分
発
揮
し
て
い
る
と
の
こ
と
で

あ
る
。
日
南
町
も
今
か
ら
消
滅

型
処
理
を
検
討
さ
れ
る
考
え
は

な
い
の
か
。�

緊
急
雇
用
対
策�

と
し
て
の
農
林
業�

研
修
生
の
受
入
れ�

問�問�
①
こ
の
事
業
の
基
本
的
な
考
え

方
は
。�

②
ど
の
よ
う
な
成
果
を
期
待
し

て
い
る
の
か
。�

③
ど
の
よ
う
な
受
入
れ
体
制
な

の
か
。�

①
デ
マ
ン
ド
バ
ス
導
入
の
基
本

的
考
え
方
は
。�

②
新
し
い
バ
ス
ダ
イ
ヤ
で
住
民

の
利
便
性
の
確
保
が
充
分
図
ら

れ
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。�

③
今
後
の
運
行
に
お
い
て
ど
の

よ
う
な
方
法
で
住
民
ニ
ー
ズ
を

汲
上
げ
、
そ
の
対
応
改
善
を
い

つ
の
段
階
で
図
ら
れ
る
つ
も
り

か
。�

教
育
委
員
会
の�

郡
一
本
化�

問�問�
　
教
育
委
員
会
を
学
校
教
育
に

特
化
さ
せ
、
大
所
高
所
か
ら
の

観
点
で
指
導
監
督
し
て
い
く
に

は
、
日
野
郡
で
一
つ
の
教
育
委

員
会
と
し
て
は
ど
う
か
。
町
の

組
織
改
革
を
含
め
て
、
執
行
部

の
考
え
方
は
。�

　
日
野
郡
３
町
で
運
営
し
て
い

る
清
化
園
の
し
尿
・
汚
泥
処
理

施
設
は
老
朽
化
し
て
い
る
が
、

施
設
の
更
新
で
は
な
く
他
の
処

理
方
法
を
検
討
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。�

　
日
野
町
が
下
黒
坂
地
区
で
試

験
的
に
実
施
し
て
い
る
消
滅
型

施
設
の
導
入
、
あ
る
い
は
民
間

に
出
し
て
コ
ン
ポ
ス
ト
化
し
、

副
資
材
に
す
る
と
い
う
案
も
出

て
お
り
、
引
き
続
き
検
討
し
た

い
。�

①
公
共
交
通
利
用
エ
リ
ア
の
拡

大
と
ダ
イ
ヤ
増
便
に
よ
る
利
便

性
の
向
上
を
目
的
と
し
て
実
施

す
る
も
の
。
統
合
小
学
校
の
通

学
バ
ス
と
い
う
位
置
づ
け
を
基

本
に
町
営
バ
ス
ダ
イ
ヤ
の
見
直

し
を
行
い
、
ダ
イ
ヤ
の
増
便
と

併
せ
て
、
小
型
車
両
に
よ
る
交

通
空
白
地
域
へ
の
エ
リ
ア
拡
大

を
予
約
制
に
よ
る
デ
マ
ン
ド
方

式
に
よ
り
実
施
す
る
。�

②
現
在
の
一
日
５
便
か
ら
、
交

通
空
白
地
域
へ
の
エ
リ
ア
拡
大

を
目
的
と
す
る
デ
マ
ン
ド
バ
ス

の
導
入
に
よ
り
、
一
部
回
送
を

含
む
７
便
の
ダ
イ
ヤ
と
す
る
こ

と
で
、
利
便
性
の
向
上
に
繋
が

る
と
考
え
て
い
る
。�

③
運
行
実
施
後
に
お
い
て
、
課

題
や
改
善
す
べ
き
点
に
つ
い
て

検
証
し
、
対
応
が
必
要
な
も
の

は
適
当
な
時
期
に
改
善
し
て
い

く
。�

町
　
長�

　
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び

運
営
に
関
す
る
法
律
の
改
正
で
、

教
育
委
員
会
の
共
同
設
置
の
可

能
性
が
定
義
さ
れ
て
い
る
。�

　
小
学
校
統
合
に
伴
う
日
野
郡

内
の
学
校
数
の
減
少
だ
け
で
郡

内
の
教
育
委
員
会
を
共
同
設
置

と
す
る
こ
と
の
論
議
と
は
な
ら

な
い
が
、
今
後
様
々
な
行
政
範

囲
や
各
自
治
体
の
特
色
あ
る
教

育
へ
の
取
り
組
み
等
を
含
め
て

議
論
を
要
す
る
課
題
で
あ
る
。�

答�答�

答�答�

答�答�

答�答�

農林業研修生の公社入社式�

①
農
林
業
研
修
生
自
体
は
、
国

の
緊
急
雇
用
対
策
の
制
度
に
よ

る
も
の
で
は
な
い
。
　
日
南
町

地
域
振
興
公
社
を
事
業
主
体
と

す
る
「
日
南
町
農
林
業
研
修
生

制
度
」
に
よ
り
、
新
た
に
農
林

業
経
営
を
志
す
人
材
を
町
内
外

問
わ
ず
広
く
募
集
し
、
町
内
に

定
住
す
る
農
林
業
後
継
者
の
育

成
を
図
る
。�

②
や
る
気
、
熱
意
を
も
っ
て
農

林
業
に
取
り
組
む
者
を
本
町
に

受
け
入
れ
、
農
林
業
の
後
継
者�

を
育
成
し
、
新
し
い
労
働
力
に

よ
る
基
幹
作
物
で
あ
る
米
、
野

菜
の
生
産
振
興
、
そ
し
て
、
彼

ら
の
人
脈
や
情
報
、
違
っ
た
目

線
に
よ
る
生
産
、
流
通
、
加
工

と
い
っ
た
分
野
で
の
活
躍
に
期

待
し
て
い
る
。�

③
研
修
生
は
、
地
域
振
興
公
社

で
採
用
し
、
受
け
入
れ
期
間
は

３
か
月
更
新
の
最
長
２
年
間
で

行
う
。
農
業
研
修
は
、
農
家
ほ

場
に
よ
る
実
地
研
修
と
し
て
、

実
際
の
作
業
の
中
か
ら
技
術
を

教
え
て
い
た
だ
け
る
よ
う
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
作
る
。
林
業
の
場

合
は
、
町
有
林
を
活
用
し
た
実

地
研
修
を
中
心
に
行
う
。�
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久代安敏議員�

町
制
50
年
の
総
括
を�

持
続
す
る
町
の
方
向
性
を
示
す�

矢
田
町
長�

町
　
長�

町
　
長�

　
11
名
の
委
員
で
構
成
す
る
委

員
会
を
２
回
開
催
し
て
い
る
。

ま
た
、
対
象
バ
イ
オ
マ
ス
の
利

用
可
能
量
調
査
、
製
造
エ
ネ
ル

ギ
ー
使
用
量
、
調
査
シ
ス
テ
ム

の
基
本
計
画
等
の
検
討
を
株
式

会
社
地
域
シ
ス
テ
ム
研
究
所
に

委
託
し
て
い
る
。
事
業
費
は
、

５
９
５
万
１
千
９
８
０
円
。�

町
　
長�

　
鳥
取
県
の
人
権
救
済
に
関
す

る
検
討
会
議
の
条
例
廃
止
の
意

見
を
受
け
、
真
摯
に
検
討
さ
れ

た
結
果
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。�

町
　
長�

　
国
民
健
康
保
険
税
は
、
基
金

を
取
り
崩
し
て
財
源
充
当
し
て

も
医
療
給
付
費
の
増
加
な
ど
に

よ
り
、
被
保
険
者
一
人
当
た
り

年
間
で
１
万
２
千
円
の
増
加
を

見
込
ん
で
い
る
。�

　
介
護
保
険
料
は
、
介
護
給
付

費
準
備
基
金
の
取
り
崩
し
な
ど

を
し
て
も
基
準
額
は
月
額
４
千

３
４
０
円
と
な
る
。�

町政のここが聞きたい�

雇
用
対
策�

問�問�
町
制
50
年
を
ど
う�

総
括
し
、
未
来
に�

生
か
す
か�

問�問�
　
こ
れ
ま
で
の
50
年
間
を
総
括

し
、
こ
れ
か
ら
も
持
続
す
る
本

町
の
方
向
性
を
示
す
こ
と
が
必

要
。
町
の
団
結
力
と
連
携
が
必

要
と
考
え
る
。�

町
　
長�

　
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
で
は
、

農
林
業
後
継
者
育
成
や
公
共
交

通
対
策
な
ど
３
ヶ
年
で
延
べ
69

人
を
雇
用
。�

　
緊
急
雇
用
創
出
で
は
、
不
法

投
棄
物
の
回
収
な
ど
２
ヶ
年
で

延
べ
14
人
の
雇
用
を
見
込
む
。

　
総
事
業
費
１
億
２
千
８
百
万

円
で
実
施
を
予
定
。�

町
　
長�

　
町
制
50
周
年
を
イ
ベ
ン
ト
倒

れ
に
し
な
い
た
め
に
、
本
町
の

半
世
紀
を
分
析
し
総
括
す
る
こ

と
が
大
切
で
あ
り
、
そ
れ
が
希

望
の
持
て
る
未
来
へ
の
第
一
歩

だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。�

日
南
町
地
域
振
興�

公
社
の
体
制
強
化�

問�問�
　
農
林
業
研
修
生
を
受
け
入
れ

る
日
南
町
地
域
振
興
公
社
の
体

制
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が

ど
う
進
め
る
の
か
。�

農
林
業
回
帰
の�

ま
ち
づ
く
り�

問�問�
　
施
政
方
針
に
あ
る
「
農
林
業

の
回
帰
」
で
、
日
南
町
農
林
業

の
再
生
が
ほ
ん
と
う
に
で
き
る

の
か
危
惧
し
て
い
る
。
ま
た
、

価
格
保
証
や
所
得
補
償
の
確
立

も
急
務
と
考
え
る
が
ど
う
か
。�

国
民
健
康
保
険
税�

お
よ
び
介
護
保
険�

料
の
負
担
増�

問�問�
バ
イ
オ
マ
ス
等
未�

活
用
エ
ネ
ル
ギ
ー�

調
査
事
業�

問�問�
　
三
光
株
式
会
社
の
産
業
廃
棄

物
焼
却
施
設
の
誘
致
計
画
と
セ

ッ
ト
で
す
す
め
ら
れ
て
い
た

「
バ
イ
オ
マ
ス
等
未
活
用
エ
ネ

ル
ギ
ー
調
査
事
業
」
は
本
年
２

月
に
ま
と
め
る
こ
と
に
な
っ
て

い
た
が
、
調
査
事
業
の
全
容
を

明
ら
か
に
。�

鳥
取
県
人
権
救
済�

条
例
の
廃
止�

問�問�
　
鳥
取
県
議
会
に
「
鳥
取
県
人

権
侵
害
救
済
推
進
及
び
手
続
き

に
関
す
る
条
例
」
の
廃
止
が
提

案
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

の
見
解
は
。�

　
深
刻
な
雇
用
不
安
に
対
し
て

国
の
補
助
事
業
「
ふ
る
さ
と
雇

用
再
生
交
付
金
事
業
」
と
「
緊

急
雇
用
創
出
事
業
」
が
導
入
さ

れ
る
が
、
３
年
間
で
雇
用
が
ど

れ
だ
け
拡
大
・
継
続
で
き
る
の

か
計
画
を
明
ら
か
に
。�

　
農
産
物
の
販
売
強
化
と
農
林

業
研
修
生
を
受
入
れ
に
あ
た
り

指
導
員
３
名
、
事
務
職
員
１
名

販
売
員
１
名
を
配
置
し
体
制
を

整
備
す
る
。
農
地
保
有
合
理
化

事
業
な
ど
も
行
う
。�

答�答�

答�答�

答�答�

答�答�

答�答�

答�答�答�答�

　
新
規
参
入
を
含
め
人
材
の
育

成
と
経
済
性
の
両
面
が
必
要
で

あ
る
。
生
産
者
に
と
っ
て
価
格

保
証
、
所
得
補
償
は
必
要
と
思

う
が
、
国
民
的
合
意
を
得
る
こ

と
が
必
要
。�

　
国
の
社
会
保
障
費
削
減
政
策

で
負
担
増
が
あ
い
つ
ぐ
な
か
、

本
町
も
新
年
度
に
国
民
健
康
保

険
税
と
介
護
保
険
料
の
改
定
が

計
画
さ
れ
て
い
る
が
、
負
担
増

は
ど
う
な
る
の
か
。�
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２
月
５
日
に
臨
時
議
会
が
開
か
れ
、
平
成
20
年
度
一
般

会
計
と
日
南
病
院
会
計
の
補
正
予
算
案
が
提
出
さ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。�

臨�

時�

会�

第
２
回�

一
般
会
計�

日
南
病
院
会
計�

　
国
の
２
次
補
正
に
係
る
生
活

対
策
費
等
３
億
１
千
３
２
７
万

円
を
追
加
し
、
総
額
を
64
億
９

千
７
３
８
万
９
千
円
と
し
た
。�

�

（
お
も
な
内
容
）�

定
額
給
付
金�

　
　
　
　
　
１
億
１
６
０
万
円�

�

デ
ジ
タ
ル
化
機
器
整
備
補
助
費�

　
　
　
　
　
　
　
７
４
２
万
円�

�

携
帯
電
話
等
エ
リ
ア
整
備�

　
　
　
　
　
３
千
６
６
０
万
円�

�

清
掃
セ
ン
タ
ー
修
繕
費�

　
　
　
　
　
４
千
５
５
０
万
円�

�

除
雪
体
制
整
備�

　
　
　
　
　
６
千
４
６
３
万
円�
�

日
南
中
学
校
体
育
館
耐
震
補
強�

　
　
　
　
　
４
千
５
０
０
万
円�

あ
か
ね
の
郷
エ
ア
コ
ン
設
置�

　
　
　
　
　
１
千
４
２
５
万
円�

�����������������

　
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
ほ
か
備
品

購
入
費
と
し
て
、
１
８
９
万
円

を
追
加
し
、
資
本
的
収
入
の
総

額
を
９
千
５
８
０
万
２
千
円
と

し
、
資
本
的
支
出
を
２
億
１
千

９
０
４
万
３
千
円
と
し
た
。�

総
務
教
育
常
任
委
員
会�

１
月
27
日�

▼
教
育
委
員
と
の
意
見
交
換�

２
月
２
日�

▼
緊
急
・
ふ
る
さ
と
雇
用
に
つ

　
い
て�

３
月
13
日�

▼
新
年
度
予
算
審
査(

総
務
課)�

３
月
16
日�

▼
新
年
度
予
算
審
査
（
企
画
課

　
住
民
課
）�

３
月
18
日�

▼
新
年
度
予
算
審
査(

教
育
課)�

３
月
19
日�

▼
陳
情
審
査�

�

経
済
福
祉
常
任
委
員
会�

２
月
２
日�

▼
農
林
業
研
修
制
度
に
つ
い
て�

３
月
13
日�

▼
新
年
度
予
算
審
査(

建
設
課)�

３
月
16
日�

▼
新
年
度
予
算
審
査
（
福
祉
保

　
健
課
・
保
育
園
・
日
南
病
院
）�

３
月
18
日�

▼
新
年
度
予
算
審
査
（
農
業
委

　
員
会
・
農
林
課
）�

�

議
会
運
営
委
員
会�

３
月
４
日�

３
月
10
日�

▼
３
月
定
例
会
運
営
に
つ
い
て�

全
員
協
議
会�

２
月
２
日�

▼
地
域
活
性
化
生
活
対
策
事
業

　
に
つ
い
て�

２
月
23
日�

▼
平
成
21
年
度
日
南
町
国
民
健

　
康
保
険
会
計
に
つ
い
て�

�

予
算
審
査
特
別
委
員
会�

３
月
23
日�

３
月
24
日�

３
月
25
日�

▼
新
年
度
予
算
審
査�

�

小
学
校
統
合
に
関
す
る�

調
査
特
別
委
員
会�

２
月
５
日�

▼
廃
校
舎
の
後
利
用
に
つ
い
て�

３
月
26
日�

▼
統
合
小
学
校
新
築
校
舎
現
地

　
調
査�

委
員
会
の
う
ご
き�

委
員
会
の
う
ご
き�

本会議の日数(定例会及び臨時会）�

　〃　傍聴者数�

町長提出議案数�

議員提出議案数�

議員１人あたりの研修会参加日数�

14日　�

116人　�

86件　�

15件　�

4日　�

一般質問者数（延べ人数）�

常任委員会（延べ日数）�

特別委員会（延べ日数）�

審査した陳情の件数�

議会広報調査特別委員会の開催日数�

16人　�

34日　�

27日　�

27件　�

19日　�

平成20年度議会活動記録（平成20年１月～12月）�

エアコンが整備されるあかねの郷�

完成間近の日南小学校視察�
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本会議�審 査 意 見 �提出者�件 名 �

全日本年金者組合�
鳥取県西部支部長�
　増田　修治�

後期高齢者医療制度は平成20年４月より
すでに全国の広域連合で運営され、当初
問題とされた点についても改正・改善措
置がなされている。廃止後の制度創設の
展望が示されないまま破綻状態にあった
老人保険制度に戻すことは現実的な対応
でない。�

未納者に対する対策は必要であり、資格
証明書を交付しないことは問題である。
また交付にあたっては滞納者の状況把握・
納付相談などを行い慎重にすべきである。�

後期高齢者医療制度の廃止に
関する陳情�

鳥取県社会保障推進
協議会　�
会長　藤田　安一�

高齢者に負担増と差別医療を
強いる後期高齢者医療制度の
中止・撤回を求める陳情�

自治労連鳥取県本部
執行委員長�
　植谷　和則�

後期高齢者医療制度の廃止の
意見書採択を求める陳情書�

米子市両三柳877-1�
鳥取県保険医協会�
　理事長　松本　拾�

後期高齢者医療制度被保険者
への資格証明書交付について
の陳情書�

不採択�

趣旨採択�

社会的弱者に対する配慮は必要であるが、
負担と給付・世代間の公平公正は確保さ
れなければならない。�

全日本年金者組合�
鳥取県西部支部長�
　増田　修治�

物価上昇に見合う年金引き上
げに関する陳情�

趣旨採択�

制度の整合性・負担と給付の公正を図り、
公的年金制度全体の中で検討されるべき
である。�

全日本年金者組合�
鳥取県西部支部長�
　増田　修治�

最低保障年金の実施に関する
陳情�

趣旨採択�

みなさんから提出のあった陳情を所管の常任委員会で審査し、委員長から審査結果の報告を受けて�

３月定例議会の本会議で審議した結果、次のとおり決定しました。�

陳情の審査結果�陳情の審査結果�

中山間地域等直接支払制度の継続を求める意見書�

３月議会では、次の意見書（要旨）を総理大臣ほか、関係大臣などに提出することを決めました。�

　中山間地域等直接支払制度は、農業生産条件が

不利な中山間地域等において継続的な農業生産を

通じて多面的機能を確保するために、第２期が平

成17年より５年間の対策として実施されているが、

本町にあっても農地の保全、農業施設の適切な管

理や集落機能の維持・強化に大きな成果を上げる

と共に、農村景観の保全、地域の活性化に重要な

役割を果たしてる。�

　この制度が廃止されると、町内全域が中山間地

域で農業生産性が低い本町では、農地の荒廃が進

行すると共に集落機能の低下、生活環境の悪化に

もつながり中山間地域の多面的機能の低下はさけ

られない。�

　よって、政府並びに国会においては、中山間地

域等における農地保全や農業の維持・発展、集落

機能の維持及び多面的機能を確保するため、本制

度を平成22年度以降もより取り組みやすい制度

として継続するとともに、さらなる充実を図るこ

とを強く要望する。�

意見書を提出�
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（
２
月
）�

�

２
日
　
各
常
任
委
員
会�

　〃
　　
全
員
協
議
会�

４
日
　
鳥
取
県
町
村
議
会
広
報

　
　
　
委
員
研
修�

５
日
　
第
２
回
臨
時
会�

　〃
　　
小
学
校
統
合
に
関
す
る

　
　
　
調
査
特
別
委
員
会�

18
日
　
日
野
郡
３
町
衛
生
施
設

　
　
　
組
合
議
会�

　〃
　　
鳥
取
県
後
期
高
齢
者
医

　
　
　
療
広
域
連
合
議
会�

20
日
　
鳥
取
県
町
村
議
会
議
長

　
　
　
会
定
期
総
会�

27
日
　
鳥
取
県
西
部
町
村
議
会

　
　
　
議
長
連
絡
会�

　
（
３
月
）�

�

４
日
　
議
会
運
営
委
員
会�

12
日
　
第
３
回
定
例
会�

13
日
　
　
　
〃�

17
日
　
　
　
〃�

18
日
　
常
任
委
員
会�

19
日
　
　
　
〃�

23
日
　
予
算
審
査
特
別
委
員
会�

24
日
　
　
　
〃�

26
日
　
第
３
回
定
例
会�

　〃
　　
全
員
協
議
会�

　〃
　　
小
学
校
統
合
に
関
す
る

　
　
　
調
査
特
別
委
員
会�

　〃
　　
広
報
調
査
特
別
委
員
会�

議
会
日
誌�
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自
治
功
労
者
表
彰�

福原　　實議員�村上　正広議員�

　
鳥
取
県
内
の
町
村
議
会
が
発
行
す
る
議
会
広
報
の
コ
ン
ク
ー

ル
（
鳥
取
県
町
村
議
会
議
長
会
主
催
）
で
、
日
南
町
議
会
だ
よ

り
（
第
111
号)

が
「
優
秀
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。�

　
議
会
だ
よ
り
は
、
年
４
回
の
定
例
会
後
に
発
行
し
て
い
ま
す

が
、
今
後
と
も
一
層
の
研
さ
ん
を
重
ね
、
読
み
や
す
く
分
か
り

や
す
い
紙
面
づ
く
り
と
、
早
期
発
行
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。�受賞した議会だより111号�

第16回広報コンクール優秀賞を受賞�第16回広報コンクール優秀賞を受賞�

※
議
会
だ
よ
り
は
日
南
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
か
ら
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。�

　
鳥
取
県
町
村
議
会
議
長
会
よ
り
、
町
村
議
会

議
員
と
し
て
13
年
以
上
在
職
し
、
功
労
の
あ
っ

た
者
と
し
て
自
治
功
労
者
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。�

　
長
き
に
わ
た
り
、
地
域
振
興
及
び
住
民
福
祉

の
向
上
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。�

　
今
後
更
な
る
ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。�

（
審
査
員
の
講
評
よ
り
）�

�

・
読
み
や
す
く
内
容
も
分
か
り
や
す
い�

・
カ
ラ
ー
の
使
い
方
が
抜
群�

・
レ
イ
ア
ウ
ト
に
変
化
を
持
た
せ
一
層
の�

　
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を�

─　　 ─239



ち
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ゅうにやさし

い

再
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４
月
１
日
付
で
議
会
事
務

局
職
員
の
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。�

�

　
企
画
課
か
ら
転
任�

　
　
　
　
書
記
　
手
嶋
孝
夫�

�

　
総
務
課
へ
転
任�

　
　
　
　
主
事
　
川
上
将
典�

　
不
況
の
暗
雲
を
よ
そ
に
、
山
峡
の

町
は
百
花
繚
乱
。
と
り
わ
け
水
仙
や

菜
の
花
が
多
彩
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

さ
れ
て
、
さ
な
が
ら
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー

ク
の
中
に
い
る
よ
う
で
す
。�

　
町
制
50
周
年
を
迎
え
た
今
、
少
子

高
齢
化
や
過
疎
化
の
現
実
を
前
に
、

悲
観
し
な
が
ら
立
ち
尽
く
す
の
で
は

な
く
、
私
た
ち
自
身
の
手
で
楽
観
で

き
る
未
来
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る

こ
と
に
よ
り
、
真
の
住
民
自
治
の
花�

を
咲
か
せ
た
い
。�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
代
　
記�

�

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会�

　
　
　
　
委

員

長
　
久
代
　
安
敏�

　
　
　
　
副
委
員
長
　
古
都
　
久
志�

　
　
　
　
委
　
　
員
　
福
田
　
　
稔�

　
　
　
　
〃
　
　
　
　
坪
倉
　
勝
幸�

　
　
　
　
〃
　
　
　
　
長
岡
つ
る
子�

編�

集�

後�

記�

ふ
る
さ
と
歴
史
探
訪�

大
倉
山
龍
泉
寺
本
尊
十
一
面
観
音
立
像�

日
野
札
所
第
十
八
番
（
昭
和
二
十
八
年
県
指
定
保
護
文
化
財
）
秘
仏�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
筆
者
　
生
田
泰
道  

氏
（
上
石
見
）�

　
朝
霧
が
晴
れ
る
と
向
か
い
に
城
殿
山
が
見
え
る
。
そ
こ
で
私
は
穏
や
か
な
日
々
を
送
り

武
者
達
は
来
世
の
平
安
を
祈
り
続
け
た
の
じ
ゃ
が
、
戦
国
乱
世
の
戦
火
が
迫
り
、
私
は
山

か
ら
飛
び
降
り
た
と
こ
ろ
、
石
の
上
に
小
さ
な
足
跡
を
残
し
て
し
ま
っ
た
。�

　
し
か
し
、
今
の
山
根
宗
後
の
村
人
達
が
密
か
に
家
々
に
隠
し
て
く
れ
た
お
陰
で
難
を
逃

れ
た
の
じ
ゃ
よ
。
世
が
静
ま
り
今
の
場
所
に
祭
ら
れ
た
の
じ
ゃ
。
造

像
は
藤
原
時
代
の
様
式
を
伝
え
る
地
方
作
と
言
わ
れ
、
衣
紋
は
流
麗

翻
波
式
の
名
残
、
面
相
は
瑞
厳
と
評
さ
れ
て
お
る
。
詳
細
は
定
か
で

な
い
が
、
雨
落
石
が
享
保
７
年
で
２
８
７
年
前
、
石
灯
籠
が
安
永
２

年
２
３
６
年
前
、
石
手
水
鉢
は
文
政
10
年
１
８
２
年
前
の
銘
が
あ
り

棟
札
も
江
戸
時
代
か
ら
度
重
な
る
修
理
を
伝
え
て
お
る
。
み
ん
な
に

守
ら
れ
て
来
た
の
じ
ゃ
な
。
36
年
前
ま
で
は
法
印
さ
ん
が
堂
を
守
り

人
々
の
相
談
に
乗
っ
た
り
、
祈
祷
を
し
て
お
ら
れ
た
。
そ
の
頃
の
大

祭
は
賑
や
か
に
大
般
若
祈
祷
が
修
め
ら
れ
、
近
郷
の
人
々
が
お
参
り

し
、
お
昼
に
は
唄
う
者
、
私
を
背
負
っ
て
踊
る
者
、
楽
し
い
一
日
じ

ゃ
っ
た
の
う
。
あ
る
夜
不
心
得
者
が
私
を
背
負
い
出
し
て
一
晩
中
歩

き
続
け
、
汗
だ
く
に
な
っ
て
「
こ
こ
ま
で
来
れ
ば
も
う
大
丈
夫
」
と

私
を
降
ろ
し
て
み
れ
ば
、
お
堂
の
裏
の
田
ん
ぼ
の
中
、
あ
わ
て
て
逃

げ
る
姿
の
愉
快
な
こ
と
。
少
し
は
薬
が
効
い
た
か
の
う
。�

　
隣
の
聖
観
音
は
、
紐
で
結
ば
れ
川
に
放
り
込
ま
れ
、
子
ど
も
達
と

一
緒
に
遊
ん
で
お
っ
た
ぞ
。
今
も
第
３
日
曜
日
に
は
村
の
衆
が
集
い

お
勤
め
の
後
で
一
日
楽
し
く
過
ご
し
て
お
る
。
３
月
17
日
は
聖
観
音

の
祭
、
数
珠
操
り
を
し
て
お
る
。
７
月
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は
、
年
に
一
度
の
ご
開

帳
の
大
祭
り
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ゃ
。
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ご
縁
じ
ゃ
、
会
い
に
お
い
で
、
い
つ
で

も
待
っ
て
お
る
ぞ
。�

「
と
ん
と
昔
の
物
語
」�

龍泉寺本堂�

十一面観音立像�

上石見駅�

至 新見市�

石見保育園�

至 神戸上�

県道  上石見黒坂停車場線�

県道  上石見黒坂停車場線�

山根�
山根� 石見川�

龍泉寺�

大倉山�大倉山�

─　　 ─240



発行／日南町議会　〒689－5292　鳥取県日野郡日南町霞800　TEL（0859）82－1900�

編集／議会広報調査特別委員会　　印刷／冨士印刷有限会社�

平成21年７月発行　第116号�
にちなん�

おもな内容�

６月定例会…………………………�

一般質問……………………………�

５月臨時会………………………�

町制50周年議会史……………………�

2～4ページ�

5～8ページ�

10～11ページ�

14ページ�

福栄かしらうち（おろちマラソン開会式）�

日南町の花　サツキ�

　世帯数／2,283世帯�
　人　口／5,916人�
（平成21年６月末現在）�

─　　 ─241



にちなん議会だより　平成21年７月発行　No.116

2

にちなん議会だより　平成21年７月発行　No.116

3

６月16日～６月19日�

６月定例会�

議
決
し
た
お
も
な
議
案�

議
決
し
た
お
も
な
議
案�

一
般
会
計�

　
４
億
２
千
９
９
４
万
７
千
円

を
追
加
し
、
総
額
を
56
億
２
千

７
５
４
万
７
千
円
と
し
た
。�

　
こ
の
中
に
は
国
か
ら
の
「
地

域
活
性
化
・
経
済
危
機
対
策
臨

時
交
付
金
」
と
し
て
２
億
４
千

７
４
３
万
４
千
円
も
含
ま
れ
て

い
る
。
お
も
な
内
容
は
次
ペ
ー

ジ
の
と
お
り
。�

�

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計�

　
歳
入
予
算
の
組
替
え�

�

後
期
高
齢
者
医
療
会
計�

　
保
険
料
還
付
金
16
万
６
千
円

を
追
加
し
、
総
額
を
９
千
６
３

３
万
７
千
円
と
し
た
。�

�

日
南
病
院
事
業
会
計�

　
医
療
機
器
購
入
費
（
血
球
計

数
測
定
装
置
他
３
台
）
２
千
１

９
２
万
８
千
円
を
追
加
し
、
資

本
的
収
入
総
額
を
１
億
７
千
９

０
９
万
７
千
円
と
し
、
支
出
総

額
を
４
億
４
千
３
８
９
万
３
千

円
と
し
た
。�

日
南
町
森
林
等
火
入
れ
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正�

　｢

異
常
乾
燥
注
意
報｣

を
「
乾

燥
注
意
報
」
に
用
語
変
更
。�
��

日
南
町
墓
地
公
園
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正�　
下
石
見
永
福
寺
よ
り
墓
地
を

１
区
画
購
入
し
、
墓
碑
を
整
備

し
、
下
石
見
共
同
墓
地
公
園
と

し
て
町
が
管
理
す
る
。�

（
条
例
の
一
部
改
正
に
伴
い
用

地
取
得
費
・
工
事
費
等
90
万
５

千
円
を
町
有
財
産
管
理
事
務
と

し
て
補
正
予
算
で
提
案
さ
れ
可

決
し
た
。
）�

����

平
成
20
年
度
日
南
町
病
院
事
業

会
計
補
正
予
算�

　
薬
品
費
の
予
算
不
足
８
６
０

万
９
千
円
を
補
正
し
、
収
益
的

収
支
の
総
額
を
13
億
４
千
６
５

３
万
６
千
円
と
し
た
。�

�

平
成
21
年
度
日
南
町
老
人
保
健

特
別
会
計
補
正
予
算�

　
平
成
20
年
度
の
歳
入
不
足
額

99
万
７
千
円
を
平
成
21
年
度
予

算
か
ら
繰
上
充
用
し
、
総
額
を

２
１
０
万
７
千
円
と
し
た
。�

補
正
予
算�

条 
例 

関 

係�

専 

決 

処 

分�

　
６
月
定
例
会
は
、
６
月
16
日
か
ら
19
日
ま
で
４
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。�

　
今
期
定
例
会
に
は
、
国
の
地
域
活
性
化
・
経
済
危
機
対
策
臨
時
交
付
金
（
約
２
億
５
千
万
円
）
を
一
般
財
源
と

す
る
大
型
の
一
般
会
計
補
正
予
算
が
提
案
さ
れ
、
慎
重
審
議
の
結
果
、
条
例
改
正
案
な
ど
の
議
案
と
と
も
に
全
議

案
を
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。�

　
初
日
に
行
わ
れ
た
一
般
質
問
に
は
４
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
執
行
部
に
所
信
を
問
い
ま
し
た
。�

　
最
終
日
の
本
会
議
で
は
、
来
年
３
月
末
で
失
効
す
る
「
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
」
に
代
わ
る
新
た
な

過
疎
対
策
法
制
定
と
強
化
を
求
め
る
意
見
書
な
ど
を
議
員
発
議
し
閉
会
し
ま
し
た
。�

万円の大型補正�一般会計 ４億３千�万円の大型補正�一般会計 ４億３千�万円の大型補正�一般会計 ４億３千�

環境保全対策事業�

新規コミニティネッ

トワーク実証事業�

病 院 運 営 事 業 �

庁用自動車管理事務�

商 工 総 務 一 般 �

管 理 事 務 �

森 林 保 全 総 合 �

対 策 事 業 �

道路維持管理事業�

にちなんブランド化

促 進 事 業 �

社 会 体 育 館 施 設 �

整 備 事 業 �

定住住宅整備事業�

金　　額�事　業　内　容�事　業　名�

老朽化した公用車の更新、福祉事務所

設置準備。環境対策として低燃費、低

排出ガス認定車購入する。�

712万8千円�

738万6千円�

500万円�

1億6,269万円�

320万円�

9,850万円�

3,300万円�

3,375万9千円�

80万円�

1,027万5千円�

1,414万4千円�

高性能林業機械の導入を図り、森林整

備の加速化と間伐材の供給体制の確保

を図る。�

ＣＡＴＶ網を活用した「買い物サービ

ス」を持続的に提供するために、仕組

みづくりを行う。�

日南町野菜集出荷施設を整備し、野菜

出荷体制を構築する。�

飛散の危険性や衛生面等の問題が指摘

されている廃屋を周辺住民の安全確保

のために解体撤去する。�

日南病院医療機器購入分負担金�

日南町商工会が発行するプレミアム商

品券(２回目)のプレミアム部分(20％)

に対して、補助金を交付する。�

生山、霞地区の街路灯の電球を省エネ

タイプ電球に取り替え工事を行うなど、

環境にやさしい取組や地域の安心防犯

対策に対し補助金を交付する。�

町道法面修繕工事３路線、町道霞福塚

線他２路線舗装修繕整備を図る。�

町内の廃校小学校を宿泊可能な施設に

改修し、定住対策の推進を図る。�

社会体育館の耐震補強、床改修等を行

い、教育並びに社会体育環境整備を図

る。�

『地域活性化・経済危機対策事業』の内容�

購入予定の血球計数測定装置�

─　　 ─242



にちなん議会だより　平成21年７月発行　No.116

2

にちなん議会だより　平成21年７月発行　No.116

3

６月16日～６月19日�

６月定例会�

議
決
し
た
お
も
な
議
案�

議
決
し
た
お
も
な
議
案�

一
般
会
計�

　
４
億
２
千
９
９
４
万
７
千
円

を
追
加
し
、
総
額
を
56
億
２
千

７
５
４
万
７
千
円
と
し
た
。�

　
こ
の
中
に
は
国
か
ら
の
「
地

域
活
性
化
・
経
済
危
機
対
策
臨

時
交
付
金
」
と
し
て
２
億
４
千

７
４
３
万
４
千
円
も
含
ま
れ
て

い
る
。
お
も
な
内
容
は
次
ペ
ー

ジ
の
と
お
り
。�

�

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計�

　
歳
入
予
算
の
組
替
え�

�

後
期
高
齢
者
医
療
会
計�

　
保
険
料
還
付
金
16
万
６
千
円

を
追
加
し
、
総
額
を
９
千
６
３

３
万
７
千
円
と
し
た
。�

�

日
南
病
院
事
業
会
計�

　
医
療
機
器
購
入
費
（
血
球
計

数
測
定
装
置
他
３
台
）
２
千
１

９
２
万
８
千
円
を
追
加
し
、
資

本
的
収
入
総
額
を
１
億
７
千
９

０
９
万
７
千
円
と
し
、
支
出
総

額
を
４
億
４
千
３
８
９
万
３
千

円
と
し
た
。�

日
南
町
森
林
等
火
入
れ
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正�

　｢

異
常
乾
燥
注
意
報｣

を
「
乾

燥
注
意
報
」
に
用
語
変
更
。�

��

日
南
町
墓
地
公
園
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正�　
下
石
見
永
福
寺
よ
り
墓
地
を

１
区
画
購
入
し
、
墓
碑
を
整
備

し
、
下
石
見
共
同
墓
地
公
園
と

し
て
町
が
管
理
す
る
。�

（
条
例
の
一
部
改
正
に
伴
い
用

地
取
得
費
・
工
事
費
等
90
万
５

千
円
を
町
有
財
産
管
理
事
務
と

し
て
補
正
予
算
で
提
案
さ
れ
可

決
し
た
。
）�

����

平
成
20
年
度
日
南
町
病
院
事
業

会
計
補
正
予
算�

　
薬
品
費
の
予
算
不
足
８
６
０

万
９
千
円
を
補
正
し
、
収
益
的

収
支
の
総
額
を
13
億
４
千
６
５

３
万
６
千
円
と
し
た
。�

�

平
成
21
年
度
日
南
町
老
人
保
健

特
別
会
計
補
正
予
算�

　
平
成
20
年
度
の
歳
入
不
足
額

99
万
７
千
円
を
平
成
21
年
度
予

算
か
ら
繰
上
充
用
し
、
総
額
を

２
１
０
万
７
千
円
と
し
た
。�

補
正
予
算�

条 

例 

関 

係�

専 

決 

処 

分�

　
６
月
定
例
会
は
、
６
月
16
日
か
ら
19
日
ま
で
４
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。�

　
今
期
定
例
会
に
は
、
国
の
地
域
活
性
化
・
経
済
危
機
対
策
臨
時
交
付
金
（
約
２
億
５
千
万
円
）
を
一
般
財
源
と

す
る
大
型
の
一
般
会
計
補
正
予
算
が
提
案
さ
れ
、
慎
重
審
議
の
結
果
、
条
例
改
正
案
な
ど
の
議
案
と
と
も
に
全
議

案
を
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。�

　
初
日
に
行
わ
れ
た
一
般
質
問
に
は
４
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
執
行
部
に
所
信
を
問
い
ま
し
た
。�

　
最
終
日
の
本
会
議
で
は
、
来
年
３
月
末
で
失
効
す
る
「
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
」
に
代
わ
る
新
た
な

過
疎
対
策
法
制
定
と
強
化
を
求
め
る
意
見
書
な
ど
を
議
員
発
議
し
閉
会
し
ま
し
た
。�

万円の大型補正�一般会計 ４億３千�万円の大型補正�一般会計 ４億３千�万円の大型補正�一般会計 ４億３千�

環境保全対策事業�

新規コミニティネッ

トワーク実証事業�

病 院 運 営 事 業 �

庁用自動車管理事務�

商 工 総 務 一 般 �

管 理 事 務 �

森 林 保 全 総 合 �

対 策 事 業 �

道路維持管理事業�

にちなんブランド化

促 進 事 業 �

社 会 体 育 館 施 設 �

整 備 事 業 �

定住住宅整備事業�

金　　額�事　業　内　容�事　業　名�

老朽化した公用車の更新、福祉事務所

設置準備。環境対策として低燃費、低

排出ガス認定車購入する。�

712万8千円�

738万6千円�

500万円�

1億6,269万円�

320万円�

9,850万円�

3,300万円�

3,375万9千円�

80万円�

1,027万5千円�

1,414万4千円�

高性能林業機械の導入を図り、森林整

備の加速化と間伐材の供給体制の確保

を図る。�

ＣＡＴＶ網を活用した「買い物サービ

ス」を持続的に提供するために、仕組

みづくりを行う。�

日南町野菜集出荷施設を整備し、野菜

出荷体制を構築する。�

飛散の危険性や衛生面等の問題が指摘

されている廃屋を周辺住民の安全確保

のために解体撤去する。�

日南病院医療機器購入分負担金�

日南町商工会が発行するプレミアム商

品券(２回目)のプレミアム部分(20％)

に対して、補助金を交付する。�

生山、霞地区の街路灯の電球を省エネ

タイプ電球に取り替え工事を行うなど、

環境にやさしい取組や地域の安心防犯

対策に対し補助金を交付する。�

町道法面修繕工事３路線、町道霞福塚

線他２路線舗装修繕整備を図る。�

町内の廃校小学校を宿泊可能な施設に

改修し、定住対策の推進を図る。�

社会体育館の耐震補強、床改修等を行

い、教育並びに社会体育環境整備を図

る。�

『地域活性化・経済危機対策事業』の内容�

購入予定の血球計数測定装置�
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も
っ
と
く
わ
し
く�

質
疑
応
答�

質
疑
応
答�

質
疑
応
答�

奥
迫
議
員�

問�問�

坪
倉
議
員�

問�問�

古
都
議
員�

問�問�

坪
倉
議
員�

問�問�

村
上
議
員�

問�問�

村
上
議
員�

問�問�

倉
光
住
民
課
長�

答�答�

久
代
議
員�

問�問�

長
岡
議
員�

問�問�

青
葉
農
林
課
長�

答�答�

青
葉
農
林
課
長�

答�答�

倉
光
住
民
課
長�

答�答�

増
原
総
務
課
長�

答�答�

山
内
建
設
課
長�

答�答�

青
葉
農
林
課
長�

答�答�

増
原
総
務
課
長�

答�答�

増
原
総
務
課
長�

答�答�

反
対�

久
代
議
員�

賛
成�

小
竹
議
員�

国
民
健
康
保
険
特
別�

会
計
補
正
予
算�

　
町
民
の
暮
ら
し
が
大
変
な
時

に
被
保
険
者
１
人
平
均
約
１
万

１
千
円
、
世
帯
で
１
万
８
千
円

の
負
担
増
は
中
止
す
べ
き
で
そ

の
財
源
は
あ
る
。�

���

　
今
回
の
補
正
予
算
は
、
先
に

議
決
し
た
国
保
税
条
例
に
よ
り

歳
入
の
組
み
替
え
を
し
た
も
の

で
あ
る
。� 討

　
　
論�

討
　
　
論�

討
　
　
論�

　
下
石
見
に
購
入
す
る
共
同
墓

地
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。�

���

　
10
件
程
度
の
無
縁
者
を
共
同

で
納
骨
で
き
る
よ
う
墓
碑
を
整

備
す
る
。�

　
小
学
校
の
廃
校
舎
を
改
修
す

る
定
住
住
宅
の
具
体
的
構
想
は
。�

���

　
ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
型

式
で
８
戸
程
度
改
修
す
る
予
定

で
あ
る
が
、
場
所
は
未
定
で
あ

る
。
家
賃
等
は
慎
重
に
対
応
し

た
い
。�

���

　
農
林
業
研
修
生
の
住
宅
確
保

と
研
修
施
設
と
の
関
係
は
う
ま

く
で
き
る
の
か
。�

���

　
こ
の
定
住
住
宅
は
、
単
に
研

修
生
の
み
の
受
入
れ
を
想
定
し

て
い
な
い
。�

���

　
イ
ノ
シ
シ
被
害
進
入
防
止
柵

設
置
事
業
、
１
千
１
６
９
万
円

で
希
望
者
全
員
に
対
応
で
き
る

の
か
。�

��

　
現
在
、
３
〜
４
名
の
方
へ
の

対
応
が
で
き
な
い
状
況
と
把
握

し
て
い
る
。�

���

　
イ
ノ
シ
シ
な
ど
有
害
鳥
獣
防

止
対
策
の
補
助
事
業
は
、
来
年

度
以
降
も
継
続
さ
れ
る
の
か
。�

���

　
県
か
ら
国
の
補
助
事
業
へ
継

続
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

が
、
小
地
域
単
位
で
の
対
応
も

県
に
強
く
要
望
し
て
い
く
。�

���

　
町
単
独
で
も
対
応
し
た
い
の

で
、
今
後
農
家
へ
の
Ｐ
Ｒ
を
し

た
い
。�

　
高
性
能
林
業
機
械
の
導
入
の

事
業
主
体
で
あ
る
木
材
生
産
組

合
の
実
態
は
。�

���

　
組
合
は
23
団
体
で
74
名
が
就

業
し
、
年
間
４
万
７
千
　
生
産

し
て
い
る
。
こ
の
事
業
で
今
後

10
人
の
雇
用
拡
大
と
、
２
万
３

千
　
の
増
産
を
見
込
ん
で
い
る
。�

���

　
安
全
上
、
町
が
解
体
撤
去
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
廃
屋
は
何

カ
所
あ
る
の
か
。�

���

　
調
査
の
結
果
、
町
内
に
は
空

き
屋
157
戸
。
廃
屋
232
戸
が
あ
り

緊
急
な
も
の
は
２
戸
が
対
象
と

な
っ
て
い
る
。�

　
急
激
な
景
気
低
迷
で
前
年
度

予
定
納
税
の
還
付
が
生
じ
て
い

る
が
、
業
者
数
は
。�

���

　
全
部
で
24
社
、
２
３
１
万
７

千
円
の
還
付
と
な
る
。�

日
南
町
墓
地
公
園
の
設�

置
及
び
管
理
に
関
す
る�

条
例
の
一
部
改
正�

一
般
会
計
補
正
予
算�

イノシシ防護柵�

共同墓地予定地�

導入予定のハーベスター�
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古都久志議員�

小
学
校
統
合
の
評
価
は�

お
互
い
に
刺
激
し
合
い
、高
め
合
う�

教
育
環
境
の
整
備
が
図
ら
れ
た�

矢
田
町
長�

中
心
地
区
定
住
基�

盤
整
備
事
業
関
連�

問�問�
デ
マ
ン
ド
バ
ス�

問�問�

町政のここが聞きたい�

　
利
用
人
数
は
、
路
線
に
よ
っ

て
差
が
あ
る
も
の
の
、
全
５
路

線
通
し
て
稼
働
日
の
１
日
当
た

り
平
均
で
７
〜
８
人
の
利
用
が

あ
り
、
通
院
や
買
い
物
な
ど
に

利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

利
用
に
際
し
て
は
大
き
な
混
乱

は
な
か
っ
た
よ
う
に
考
え
て
い

る
。
引
き
続
き
、
周
知
と
さ
ら

な
る
利
用
促
進
に
向
け
、
継
続

し
て
広
報
な
ど
に
努
め
る
。�

　
導
入
し
て
２
ヶ
月
経
っ
た
が

こ
の
間
の
評
価
は
。�

小
学
校
統
合�

問�問�
①
統
合
し
て
２
ヶ
月
経
っ
た
が

こ
の
間
の
評
価
は
。�

②
小
中
一
貫
教
育
に
対
す
る
取

り
組
み
状
況
、
今
後
の
見
通
し

は
。�

農
林
業
研
修
生
受
入�

問�問�
　
現
状
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し

対
応
し
て
い
る
の
か
。�

汚
泥
、し
尿
処
理�

問�問�
　
汚
泥
完
全
消
滅
型
の
処
理
施

設
の
費
用
対
効
果
等
の
検
討
を

始
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
町

長
の
見
解
は
。�

町
　
長�

　
汚
泥
・
し
尿
処
理
に
つ
い
て

は
３
町
衛
生
施
設
組
合
で
処
理

し
て
い
る
が
、
汚
泥
処
理
施
設

は
老
朽
化
が
進
み
、
今
後
の
処

理
方
法
を
検
討
し
て
い
る
。
急

が
れ
る
問
題
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
観
点
か
ら
費
用
対
効
果
等

早
急
な
検
討
を
進
め
た
い
。�

答�答�
空
家
の
解
体�

問�問�
　
倒
壊
の
恐
れ
の
あ
る
空
家
の

解
体
の
現
状
と
今
後
の
予
定
は
。�

一般質
問�

一般質
問�
答�答�と�問�問�

①
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。
ま
た

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。�

②
ぷ
ら
ら
が
６
月
末
で
閉
店
す

る
が
、
ど
う
受
け
止
め
る
か
。�

③
事
業
の
検
討
過
程
で
の
商
業

振
興
の
対
策
状
況
は
。�

④
補
完
的
機
能
を
も
つ
買
い
物

支
援
事
業
の
試
行
状
況
と
現
状

の
評
価
及
び
今
後
の
対
応
は
。�

①
４
月
か
ら
職
員
に
よ
る
２
つ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立

ち
上
げ
た
。
６
月
末
を
目
途
に

素
案
を
ま
と
め
た
い
。�

　
そ
の
後
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
開
催
、
住
民
代
表
や
有
識

者
を
委
員
と
し
た
、｢

日
南
町
中

心
地
域
構
想
策
定
協
議
会
（
仮

称
）
」
を
立
ち
上
げ
、
今
年
度

中
の
策
定
を
行
い
た
い
。�

②
高
齢
者
の
多
い
本
町
に
と
っ

て
は
、
地
元
小
売
店
が
な
く
な

る
こ
と
は
、
大
き
な
不
便
を
生

じ
る
こ
と
に
な
る
。�

③
大
田
原
地
区
に
商
業
と
交
流

空
間
を
有
す
る
複
合
拠
点
施
設

を
設
け
、
生
山
地
区
と
大
田
原

地
区
の
連
携
強
化
を
図
り
た
い

と
考
え
て
い
る
。�

④
買
い
物
支
援
の
必
要
性
、
使

い
や
す
い
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

は
大
き
な
成
果
を
得
た
と
考
え

て
い
る
。
持
続
可
能
な
社
会
シ

ス
テ
ム
と
し
て
買
い
物
支
援
事

業
を
展
開
す
る
計
画
と
し
て
い

る
。�

山
本
教
育
長�

①
子
ど
も
た
ち
は
多
く
の
仲
間

と
共
に
学
習
で
き
る
環
境
を
楽

し
み
に
、
毎
日
元
気
に
学
習
や

運
動
に
励
ん
で
い
る
。
お
互
い

に
刺
激
し
合
い
、
高
め
合
う
教

育
環
境
の
整
備
が
図
ら
れ
た
と

捉
え
て
い
る
。�

②
「
小
中
一
貫
教
育
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
設
立
準
備
を
進
め
て

い
る
。�
｢

日
南
町
版
の
小
中
一
貫
教
育｣

の
構
築
を
基
本
に
、
各
種
調
査

と
児
童
生
徒
の
現
状
把
握
・
課

題
解
決
策
の
協
議
と
提
案
・
学

力
向
上
対
策
の
提
言
に
繋
げ
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。�

町
　
長�

　
研
修
生
に
は
、
意
欲
的
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
。�

研
修
終
了
後
に
定
着
就
農
を
確

実
に
す
る
た
め
に
就
農
モ
デ
ル

の
作
成
や
、
農
地
の
確
保
、
資

金
対
応
な
ど
が
必
要
と
な
っ
て

く
る
の
で
、
鳥
取
県
と
連
携
し

各
制
度
の
運
用
を
図
り
た
い
。�

町
　
長�

　
危
険
家
屋
等
の
解
決
を
図
る

た
め
、
空
き
屋
調
査
を
行
っ
て

い
る
。
住
民
生
活
に
も
悪
影
響

が
出
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
行

政
と
し
て
見
過
ご
す
こ
と
の
で

き
な
い
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。�

答�答�

町
　
長�
答�答�

答�答�

答�答�

答�答�

実習中の研修生�

─　　 ─245



にちなん議会だより　平成21年７月発行　No.116

6

惠比奈礼子議員�

カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
建
設
し
て�

　
　
　
　
日
南
産
米
の
直
販
体
制
を�

行
政
主
導
で
は
困
難�

　
農
協
の
体
制
で
考
え
る
べ
き�

矢
田
町
長�

米
の
ブ
ラ
ン
ド
化�

問�問�
①
こ
れ
ま
で
の
販
売
実
績
は
。

ま
た
農
家
へ
の
利
益
還
元
は
あ

っ
た
の
か
。�

②
農
家
の
所
得
向
上
の
た
め
に

公
社
が
農
家
か
ら
直
接
仕
入
れ

て
販
売
す
る
こ
と
が
生
産
者
の

利
益
に
つ
な
が
り
、
消
費
者
の

ニ
ー
ズ
に
も
よ
り
対
応
で
き
る

と
考
え
る
。
農
協
か
ら
仕
入
れ

て
販
売
す
る
と
い
う
現
在
の
し

く
み
を
考
え
直
す
べ
き
で
は
。�

③
米
を
基
盤
に
せ
ざ
る
を
得
な

い
現
状
で
、
米
の
ブ
ラ
ン
ド
化

は
日
南
町
に
と
っ
て
死
活
問
題

で
あ
る
。
町
主
導
で
カ
ン
ト
リ

ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
整
備
し
、

直
販
体
制
を
整
え
る
考
え
は
な

い
か
。�

答�答�

町政のここが聞きたい�

①
平
成
19
年
10
月
か
ら
取
り
組

み
を
始
め
て
い
る
が
、
初
年
度

は
、
主
に
イ
ベ
ン
ト
販
売
を
中

心
と
し
て
１
．５
ト
ン
の
販
売

実
績
で
あ
っ
た
。�

　
平
成
20
年
度
は
、
個
人
販
売

を
中
心
に
前
年
比
の
３
８
０
％

の
伸
び
で
、６
．３
ト
ン
の
実
績
。�

　
し
か
し
、
業
務
用
米
の
取
り

組
み
が
不
十
分
で
、
大
き
な
利

益
を
得
る
に
至
っ
て
い
な
い
。

平
成
20
年
度
は
、
少
額
増
益
の

決
算
で
農
家
へ
の
還
元
は
で
き

て
い
な
い
。�

　
平
成
21
年
度
は
、
５
月
末
時

点
で
昨
年
の
同
時
期
を
上
回
る

販
売
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
は

個
人
販
売
の
拡
大
を
図
り
、
年

間
の
還
元
可
能
な
数
値
を
設
定

し
て
還
元
を
目
指
し
た
い
。�

②
直
接
消
費
者
に
届
け
る
仕
組

み
を
作
り
、
良
食
味
を
実
感
し

て
い
た
だ
き
、
価
格
の
底
上
げ

日
南
町
の
地
域
イ
メ
ー
ジ
を
高

め
つ
つ
米
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図

り
、
農
家
の
所
得
向
上
を
図
る

こ
と
が
目
的
だ
と
承
知
し
て
い

る
。
現
在
、
農
協
か
ら
産
地
、

産
年
、
品
種
の
検
査
済
み
米
を

精
米
し
た
商
品
を
消
費
者
に
届

け
て
い
る
。
検
査
機
関
を
通
じ

た
米
の
流
通
に
よ
る
信
頼
、
保

障
は
、
安
全
安
心
を
求
め
る
消

費
者
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
取
り
組

み
で
あ
る
。�

　
直
接
仕
入
れ
る
に
あ
た
っ
て

は
、
資
金
、
保
管
倉
庫
な
ど
課

題
が
多
く
、
現
状
の
公
社
の
体

制
で
は
困
難
。
今
の
仕
組
み
で

は
玄
米
の
保
管
も
農
協
の
準
低

温
倉
庫
を
活
用
す
る
こ
と
で
大

き
な
設
備
投
資
を
す
る
こ
と
な

く
、
主
旨
に
そ
っ
た
活
動
が
で

き
て
い
る
。�

③
日
南
町
農
業
の
目
指
す
方
向

性
は
、
一
つ
に
は
、
収
益
性
の

高
い
野
菜
に
特
化
し
た
経
営
体

を
育
て
る
こ
と
で
あ
る
。
現
在

日
南
町
の
認
定
農
業
者
な
ど
の

経
営
体
で
は
、
米
を
主
力
と
し

な
が
ら
も
、
ほ
と
ん
ど
が
、
多

品
目
と
の
複
合
経
営
の
中
か
ら

活
路
を
見
出
そ
う
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
ほ
と
ん
ど
の
兼
業
農
家

で
は
、
水
稲
経
営
だ
け
で
は
厳

し
い
現
状
で
あ
る
。
本
町
の
水

田
の
う
ち
、
７
８
６
ha
で
米
が

生
産
さ
れ
、
農
協
へ
の
出
荷
量

は
６
７
，
３
５
９
袋
で
年
々
減

少
傾
向
に
あ
り
、
高
齢
化
や
農

家
の
独
自
販
売
の
取
り
組
み
な

ど
が
増
加
し
て
い
る
の
で
は
と

想
定
さ
れ
る
。�

　
近
年
の
米
価
の
形
成
は
、
ま

さ
に
市
場
主
義
で
低
価
格
安
定

の
様
相
を
呈
し
、
Ｊ
Ａ
も
鋭
意

販
売
努
力
し
て
い
る
が
、
農
家

の
望
む
価
格
と
な
っ
て
い
な
い

の
が
現
状
。�

　
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
設
置
は
、
確
か
に
一
元
集
荷

品
質
保
持
、
周
年
今
ず
り
販
売

の
体
制
は
魅
力
的
な
取
り
組
み

で
は
あ
る
が
、
施
設
へ
の
資
本

投
下
か
ら
み
る
と
、
本
町
の
水

稲
生
産
量
で
は
不
足
す
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
す
で

に
乾
燥
調
製
の
装
備
を
も
つ
経

営
体
も
あ
り
、
集
荷
が
可
能
か

ど
う
か
危
惧
す
る
。�

　
本
町
の
農
業
生
産
の
方
向
と

し
て
は
、
水
稲
を
補
完
品
目
と

し
な
が
ら
も
、
効
率
的
土
地
利

用
を
図
り
、
野
菜
生
産
で
収
益

性
の
高
い
農
業
を
目
指
す
。
ま

た
は
、
ブ
ラ
ン
ド
化
の
進
展
に

あ
わ
せ
て
大
規
模
米
作
農
家
を

目
指
す
べ
き
と
考
え
て
お
り
、

認
定
農
業
士
、
農
業
生
産
法
人

農
業
研
修
生
等
若
い
就
農
者
の

野
菜
生
産
へ
の
取
り
組
み
を
期

待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。�

　
本
町
の
場
合
、
農
協
の
体
制

で
行
う
べ
き
も
の
と
考
え
る
。�

　
な
お
、
直
販
体
制
に
い
て
は

現
在
の
取
り
組
み
を
検
証
し
な

が
ら
実
施
し
た
い
。�

JA米子南部カントリーエレベーター�
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町政のここが聞きたい�

㈱
オ
ロ
チ
の
現
状
と�

　
　
　
　
　
経
営
の
展
望
は�

厳
し
い
状
況
下
に
あ
る
が�

早
期
自
立
に
向
け
て
支
援
す
る�

①
生
産
、
販
売
、
損
益
な
ど
企

業
活
動
の
状
況
報
告
を
。�

②
雇
用
や
林
業
、
地
域
経
済
へ

の
波
及
効
果
は
。�

③
現
在
実
施
し
て
い
る
町
の
支

援
は
。�

④
将
来
の
事
業
展
開
や
経
営
の

展
望
は
。� ㈱

オ
ロ
チ�

問�問�

　
基
本
的
な
考
え
方
、
構
想
の

説
明
と
計
画
策
定
の
進
捗
状
況

の
説
明
を
。�

中
心
地
区
定
住
基�

盤
整
備
計
画
策
定�

問�問�

30
年
後
の
日
南
町
の�

姿
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の�

成
果
と
今
後
の
町
づ�

く
り�

問�問�

矢
田
町
長�

答�答�

町
　
長�

答�答�
①
人
口
、
産
業
、
消
費
生
活
等

の
「
基
礎
体
力
指
標
」
「
し
ご

と
・
く
ら
し
・
た
の
し
み
」
に

対
し
て
設
定
し
た
「
町
独
自
指

標
」
を
分
析
し
て
達
成
状
況
を

確
認
す
る
。
各
指
標
の
デ
ー
タ

の
収
集
・
分
析
を
定
期
的
に
行

い
、
経
済
情
勢
、
町
民
ニ
ー
ズ

の
変
化
等
を
ふ
ま
え
、
指
標
の

見
直
し
や
ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル
の

改
良
に
取
り
組
む
。�

②
議
論
の
結
果
を
戦
略
目
標
、

中
間
目
標
、
行
動
目
標
と
し
て

分
か
り
や
す
く
整
理
し
た
。
第

５
次
総
合
計
画
の
骨
格
を
成
し

長
期
目
標
を
明
確
に
し
、
政
策

に
対
す
る
成
果
指
標
を
設
定
し

管
理
し
て
い
く
。�

③
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
合
同
会
議
、

町
民
有
志
や
町
民
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
の
意
見
を
も
と
に
、
更
に

町
の
現
状
や
課
題
を
分
析
し
有

識
者
会
議
に
お
い
て
組
み
立
て

た
、
町
民
視
点
の
モ
デ
ル
と
考

え
て
い
る
。�

④
第
５
次
総
合
計
画
に
お
い
て

モ
デ
ル
の
中
間
目
標
を
基
本
構

想
の
骨
格
と
し
て
位
置
づ
け
、

基
本
計
画
及
び
実
施
計
画
で
具

体
的
な
政
策
と
し
て
い
き
た
い
。�

町
　
長�

答�答�
　
日
南
町
の
持
続
発
展
の
た
め

行
政
・
教
育
機
関
等
が
集
中
す

る
生
山
・
霞
地
域
を
対
象
に｢

町

全
体
の
活
力
と
な
る
ま
ち
づ
く

り
」
を
目
標
に
構
想
検
討
を
行

う
。
６
月
末
を
目
途
に
素
案
を

ま
と
め
、
そ
の
後
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
、
住
民
代
表
等
で
構
成
す

る
日
南
町
中
心
地
域
構
想
策
定

協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
今
年
度

中
に
策
定
し
た
い
。�

��

※
ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル
と
は�

　
目
標
と
そ
の
実
現
に
む
け
た
取
り
組

み
や
手
段
と
の
関
係
を
表
し
た
体
系
図�

①
当
初
予
定
の
施
設
の
整
備
は

本
年
３
月
末
で
す
べ
て
完
了
し

て
い
る
。
Ｊ
Ａ
Ｓ
工
場
と
し
て

の
認
定
も
昨
年
10
月
６
日
に
取

得
、
国
産
材
利
用
の
気
運
の
高

ま
り
等
か
ら
着
実
に
生
産
・
販

売
を
伸
ば
し
て
き
た
。
し
か
し

世
界
的
な
経
済
不
況
か
ら
住
宅

マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
着
工
件
数
の

減
少
に
よ
り
、
木
材
需
要
全
体

が
急
減
、
オ
ロ
チ
材
利
用
を
検

討
し
て
い
た
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー

が
、
安
価
な
輸
入
材
を
優
先
利

用
す
る
方
向
に
な
っ
た
。
更
に

木
材
需
要
の
見
通
し
が
不
透
明

木
材
製
品
価
格
が
一
層
下
落
し

大
変
厳
し
い
環
境
下
に
あ
る
。�

����������

②
新
規
雇
用
は
計
画
の
40
名
に

対
し
現
在
38
名
。
そ
の
７
割
は

町
内
出
身
者
。
素
材
生
産
事
業

所
で
の
新
規
雇
用
も
あ
る
。
昨

今
の
町
内
経
済
低
迷
の
中
で
は

支
え
に
な
っ
て
い
る
と
評
価
し

て
い
る
。�

③
林
業
振
興
担
当
専
門
監
を
配

置
し
、
国
、
県
補
助
事
業
な
ど

の
調
整
を
行
い
、
連
携
を
強
化

し
て
い
る
。�

④
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
定
取
得
の
取
り
組

み
、
県
内
外
企
業
と
連
携
、
新

た
な
Ｌ
Ｖ
Ｌ
利
用
の
検
討
、
専

属
の
営
業
職
員
の
配
置
、
販
路

拡
大
を
図
る
こ
と
。
国
・
県
よ

り
補
正
予
算
対
応
さ
れ
た
「
林

業
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
」

「
農
林
漁
業
信
用
基
金
資
金
」

「
木
材
産
業
雇
用
対
策
緊
急
支

援
事
業
」
等
各
種
施
策
を
有
効

活
用
す
る
。
森
林
資
源
を
活
用

し
た
地
域
活
性
化
の
核
と
し
て

㈱
オ
ロ
チ
の
早
期
自
立
に
積
極

的
に
情
報
交
換
し
な
が
ら
協
同

支
援
を
行
う
。�

①
進
捗
状
況
の
検
証
方
法
や
中

間
目
標
の
成
果
指
標
は
。�

②
町
政
の
中
で
の
ロ
ジ
ッ
ク
モ

デ
ル（
※
）の
位
置
づ
け
は
。�

③
ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル
を
ど
う
評

価
さ
れ
て
い
る
の
か
。�

④
具
現
化
し
て
い
く
た
め
の
方

策
は
。
町
民
へ
の
ア
ピ
ー
ル
、

意
識
の
共
通
化
を
ど
う
進
め
る

の
か
。�

㈱オロチ�
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専
門
監
の
有
効
性
に�

　
　
　
　
　
　
疑
問
を
感
ず�

円
滑
な
事
務
事
業
の�

　
　
　
　
　
　
推
進
に
成
果�

矢
田
町
長�

　
「
専
門
監
」
と
い
う
職
制
を

導
入
し
て
４
年
に
な
る
が
、
住

民
の
た
め
に
機
能
し
て
い
る
と

は
思
え
な
い
。�

　
特
定
の
民
間
企
業
に
駐
在
さ

せ
る
こ
と
も
止
め
る
べ
き
だ
。�

山
本
教
育
長�

③
差
別
の
実
態
は
、「
心
」の
差

別
が
中
心
と
考
え
る
。
く
り
か

え
し
の
教
育
を
積
み
重
ね
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。｢

人
権
尊
重

と
差
別
の
な
い
明
る
い
町
づ
く

り
」
を
目
指
し
た
人
権
教
育
と

啓
発
活
動
の
充
実
を
図
る
。�

④
地
域
ぐ
る
み
の
人
権
教
育
の

充
実
の
場
と
し
て
こ
の
地
区
学

習
会
を
位
置
付
け
て
い
る
も
の

で
あ
り
、
決
し
て
不
公
正
な
取

り
組
み
で
は
な
い
。�

答�答�
町
　
長�

①
平
成
24
年
３
月
ま
で
段
階
的

に
固
定
資
産
税
の
減
免
措
置
を

講
じ
完
了
す
る
。�

②
山
陰
食
鶏
グ
ル
ー
プ
の
出
資

金
が
不
良
債
権
と
な
り
多
額
の

赤
字
額
決
算
と
な
っ
た
。
ま
た

飼
料
も
高
騰
し
平
成
21
年
度
決

算
も
大
幅
な
債
務
超
過
に
な
ろ

う
。
従
っ
て
日
南
ブ
ロ
イ
ラ
ー

生
産
組
合
へ
施
設
移
譲
は
そ
の

タ
イ
ミ
ン
グ
で
な
い
。�

町
　
長�

①
総
合
的
な
社
会
福
祉
行
政
機

関
を
置
く
こ
と
に
な
る
。
移
管

内
容
は
県
と
協
議
中
。�

②
多
様
な
福
祉
ニ
ー
ズ
に
答
え

て
い
け
る
と
考
え
て
い
る
。�

答�答�
町
　
長�

①
課
題
を
克
服
す
る
方
向
付
け

が
示
さ
れ
た
。�

②
供
給
量
を
増
大
す
る
方
策
や

熱
利
用
・
発
電
に
よ
る
産
業
振

興
の
提
案
が
あ
っ
た
。�

町政のここが聞きたい�

町
　
長�

①
財
源
に
つ
い
て
は
、
交
付
金

で「
前
倒
し
」で
あ
り
、
将
来
の

交
付
税
か
ら
差
し
引
く
と
い
う

も
の
。
従
っ
て
地
域
活
性
化
・

経
済
危
機
対
策
と
し
て
、
今
後

必
要
と
な
る
施
策
や
事
業
を
優

先
し
て
い
る
。
今
回
は
町
道
改

良
修
繕
、
社
会
体
育
館
改
修
、

病
院
医
療
機
器
購
入
、
公
用
車

整
備
な
ど
で
、
公
共
事
業
の
確

保
や
将
来
負
担
の
軽
減
を
図
ろ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。�

　
一
方
、
将
来
に
向
け
て
の
農

林
業
、
商
工
業
の
振
興
で
は
、

高
性
能
林
業
機
械
整
備
、
野
菜

出
荷
施
設
整
備
、
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
発
行
、
買
い
物
シ
ス
テ

ム
実
証
な
ど
を
実
施
し
、
雇
用

面
で
は
高
性
能
林
業
機
械
導
入

に
あ
わ
せ
、
10
人
以
上
の
新
規

林
業
就
労
者
の
確
保
、
商
業
で

は
町
内
に
に
ぎ
わ
い
と
消
費
の

拡
大
を
目
指
し
て
い
る
。�

②
必
要
な
場
所
と
要
件
が
整
え

ば
計
画
的
に
実
施
し
た
い
。�

行
政
組
織
の
職
制�

問�問�

①
国
の
補
正
予
算
を
受
け
た
約

２
億
５
千
万
円
で
雇
用
拡
大
と

町
内
経
済
へ
の
波
及
効
果
の
見

通
し
は
。�

②
こ
の
計
画
に
町
内
バ
ス
停
の

待
合
室
設
置
の
導
入
を
。�

地
域
活
性
化
・
経�

済
危
機
対
策�

問�問�

｢

同
和｣

関
連
施
策�

の
終
結
を�

問�問�

答�答�

答�答�

答�答�

答�答�
福
祉
事
務
所
の
設
置�

問�問�
①
来
年
度
の
日
南
町
福
祉
事
務

所
設
置
計
画
は
。�

②
町
民
の
福
祉
の
増
進
に
ど
う

生
か
す
の
か
。�

バ
イ
オ
マ
ス
等
未�

活
用
エ
ネ
ル
ギ
ー�

調
査
事
業
の
総
括
は�

問�問�
①
報
告
書
を
受
け
て
、
こ
の
事

業
を
ど
う
総
括
し
て
い
る
か
。

②
調
査
事
業
委
員
会
は
町
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
何
を
提
案
し

た
の
か
。�

　
各
課
で
連
携
が
必
要
な
業
務

や
庁
内
に
共
通
な
業
務
に
専
門

的
に
関
わ
る
と
い
う
定
義
付
け

で
あ
る
。
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
対
策
で
は
総
務
課
の
防
災
監

を
中
心
に
福
祉
保
健
課
や
日
南

病
院
、
教
育
課
な
ど
と
連
携
し

対
応
を
、
ま
た
検
査
担
当
に
は

入
札
等
の
仕
組
み
や
検
査
方
法

な
ど
、
各
課
間
で
や
や
異
な
っ

て
い
た
部
分
な
ど
を
整
理
さ
せ

て
い
る
。
林
業
担
当
・
地
域
振

興
公
社
担
当
・
地
籍
調
査
担
当

に
つ
い
て
も
、
円
滑
な
事
務
事

業
推
進
に
成
果
と
実
績
が
あ
が

っ
て
お
り
、
有
効
で
あ
る
。�

①
固
定
資
産
税
減
免
措
置
の
廃

止
を
求
め
る
。�

②
ブ
ロ
イ
ラ
ー
団
地
の
当
該
事

業
者
へ
の
移
管
予
定
は
。�

③
今
あ
る
差
別
の
実
態
と
は
何

か
。
そ
れ
は
、
同
和
対
策
（
教

育
）
で
解
決
で
き
る
課
題
か
。�

④
地
区
学
習
会
の
実
態
は
。�

待合所のないバス停�
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会
日
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委
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の
う
ご
き�
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員
会
の
う
ご
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総
務
教
育
常
任
委
員
会�

６
月
10
日�

▼
日
南
小
学
校
授
業
参
観�

��������������

▼
住
民
参
画
ま
ち
づ
く
り
事
業

　
に
つ
い
て�

▼
デ
マ
ン
ド
バ
ス
運
行
状
況
に

　
つ
い
て�

６
月
17
日�

▼
陳
情
審
査�

��

経
済
福
祉
常
任
委
員
会�

４
月
22
日�

▼
林
業
協
会
会
員
と
意
見
交
換�

５
月
26
日�

▼
農
林
業
研
修
生
受
入
れ
状
況

▼
日
野
町
黒
坂
地
区
汚
泥
消
滅

　
化
施
設
調
査�

６
月
17
日�

▼
日
南
町
建
設
業
協
会
と
の
意

　
見
交
換�

▼
陳
情
審
査�

��

議
会
運
営
委
員
会�

６
月
８
日�

▼
６
月
定
例
会
運
営
に
つ
い
て�

��

全
員
協
議
会�

４
月
９
日�

▼
予
算
審
査
意
見
に
つ
い
て�

５
月
13
日�

▼
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
対�

　
応
に
つ
い
て�

▼
福
祉
事
務
所
設
置
に
つ
い
て�

▼
30
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告�

６
月
１
日�

▼
地
域
活
性
化
に
か
か
る
日
南

　
町
の
計
画
に
つ
い
て�

６
月
19
日�

▼
最
低
制
限
価
格
の
見
直
し
に

　
つ
い
て�

▼
日
南
町
中
心
地
域
構
想
の
策

　
定
に
つ
い
て�

▼
陳
情
の
取
扱
い
に
つ
い
て�

６
月
23
日�

▼
日
南
町
中
心
地
域
構
想
の
策

　
定
に
つ
い
て�

��

小
学
校
統
合
に
関
す
る�

　
　
　
調
査
特
別
委
員
会�

５
月
28
日�

▼
日
南
小
学
校
の
現
況
に
つ
い

　
て
（
こ
の
日
の
委
員
会
で
調

　
査
を
終
了
し
ま
し
た
。
）�

　
（
４
月
）�

�

７
日
　
小
学
校
開
校
式�

８
日
　
中
学
校
入
学
式�

　〃
　　
広
報
調
査
特
別
委
員
会�

　〃
　　
西
部
議
長
会
役
員
会�

９
日
　
小
学
校
入
学
式�

　〃
　　
全
員
協
議
会�

15
日
　
広
報
調
査
特
別
委
員
会�

20
日
　
　
〃�

　
（
５
月
）�

�

13
日
　
第
４
回
臨
時
会�

　〃
　　
全
員
協
議
会�

14
日
　
西
部
議
長
会
連
絡
会�

19
日
〜
20
日�

　
　
　
議
長
・
副
議
長
全
国
研

　
　
　
修
会�

20
日
　
過
疎
法
制
定
要
望
会�

　〃
　　
県
議
長
会
役
員
会�

24
日
　
町
制
50
周
年
記
念
式
典�

25
日
　
奥
多
摩
町
議
会
来
町�

26
日
　
経
済
福
祉
常
任
委
員
会�

28
日
　
第
５
回
臨
時
会�

　〃
　　
小
学
校
統
合
に
関
す
る

　
　
　
調
査
特
別
委
員
会�

　
（
６
月
）�

�

１
日
　
全
員
協
議
会�

８
日
　
議
会
運
営
委
員
会�

10
日
　
総
務
教
育
常
任
委
員
会�

11
日
　
西
部
議
長
会
監
査
会�

16
日
　
第
６
回
定
例
会�

17
日
　
常
任
委
員
会�

18
日
　
　
　
〃�

19
日
　
第
６
回
定
例
会�

　〃
　　
全
員
協
議
会�

　〃
　　
広
報
調
査
特
別
委
員
会�

23
日
　
全
員
協
議
会�

30
日
　
県
議
長
会
定
期
総
会�

　
（
７
月
）�

�

１
日
　
広
報
調
査
特
別
委
員
会�

　〃
　　
高
規
格
道
路
江
府
三
次

　
　
　
線
期
成
会
総
会�

２
日
〜
３
日�

　
　
　
行
政
調
査�

６
日
〜
７
日�

　
　
　
県
事
務
協
議
会
総
会�

８
日
　
広
報
調
査
特
別
委
員
会�

９
日
〜
10
日�

　
　
　
全
国
森
林
環
境
税
創
設

　
　
　
議
員
連
盟
定
期
総
会 �

13
日
　
西
部
議
長
会
定
期
総
会�

15
日
　
広
報
調
査
特
別
委
員
会�

15
日
〜
17
日�

　
　
　
西
部
議
長
会
定
期
総
会�

22
日
　
新
見
日
南
線
期
成
会
総

　
　
　
会�

23
日
　
日
野
郡
町
議
会
議
員
研

　
　
　
修�

30
日
　
西
部
広
域
組
合
議
会�

31
日
　
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

　
　
　
連
合
会
議
会�
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５
月
に
は
13
日
、
28
日
の
２
回
臨
時
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。�

　
13
日
の
臨
時
会
で
は
、
議
席
の
変
更
、
常
任
委
員
会
の

委
員
選
任
の
あ
と
、
人
事
案
件
等
４
件
の
議
案
審
議
を
行

い
、
28
日
に
は
、
国
保
税
条
例
の
一
部
改
正
ほ
か
２
件
の

条
例
の
一
部
改
正
の
提
案
が
あ
り
、
全
て
原
案
ど
お
り
可

決
し
ま
し
た
。�

臨�

時�

会�

５
月�

人
事
案
件�

財
産
の
取
得�
条 
例 

関 

係�
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後
期
高
齢
者�

支

援

分

�

介

護

分

�

医

療

分

�

税率�

税額�

税率�

税額�

税率�

税額�

所 得 割 率 �
資産割率世
帯 割 率 �
均 等 割 率 �
１世帯あたり�
１人あたり�
所 得 割 率 �
資 産 割 率 �
世 帯 割 率 �
均 等 割 率 �
１世帯あたり�
１人あたり�
所 得 割 率 �
資 産 割 率 �
世 帯 割 率 �
均 等 割 率 �
１世帯あたり�
１人あたり�

4.40%�
28.00%�
14,600円�
14,200円�
65,235円�
38,198円�
3.10%�
15.60%�
9,200円�
8,500円�
39,310円�
23,018円�
2.00%�
10.70%�
7,600円�
7,400円�
29,103円�
22,482円�

3.70%�
23.00%�
12,400円�
12,000円�
54,674円�
31,702円�
2.50%�
12.00%�
8,000円�
7,000円�
32,448円�
18,814円�
1.80%�
9.50%�
7,600円�
7,400円�

28，688円�
22,133円�

0.70%�
5.00%�
2,200円�
2,200円�
10,561円�
6,496円�
0.60%�
3.60%�
1,200円�
1,500円�
6,862円�
4,204円�
0.20%�
1.20%�
0円�
0円�

415円�
349円�

21年度　�
①�

20年度　�
②�

対前年度比�
①－②�

改正された国民健康保険税�

区分� 年度別�

　
除
雪
ド
ー
ザ�

�

（
取
得
予
定
価
格
）�

　
　
　
　
　
１
千
４
０
７
万
円�

（
契
約
の
相
手
方
）�

　
　
　
　
中
国
Ｔ
Ｃ
Ｍ
（
株
）�

������

　
教
育
委
員
の
任
命
同
意�
�

長
崎
雅
子
氏
を
任
命
す
る
こ
と

に
同
意�

日
南
町
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正�

　
多
里
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
を

旧
多
里
小
学
校
（
ま
な
び
宿
た

り
）
に
移
動
す
る
。�

日
南
町
職
員
の
勤
務
時
間
、
休

暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正�　
人
事
院
規
則
の
改
正
に
よ
り

職
員
の
勤
務
時
間
等
を
改
正
。�

１
日
当
た
り
の
勤
務
時
間�

　
　
　
８
時
間
↓
７
時
間
45
分�

１
週
間
当
た
り
の
勤
務
時
間�

　
　
　
40
時
間
↓
38
時
間
45
分�
�

日
南
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
等
の
一
部
改
正�

　
平
成
21
年
６
月
に
支
給
す
る

期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
の
支

給
月
を
凍
結
す
る
と
し
た
人
事

院
の
勧
告
に
伴
い
、
暫
定
措
置

と
し
て
、
６
月
分
期
末
・
勤
勉

手
当
の
一
部
を
凍
結
す
る
。�

（
凍
結
分
）�

特
別
職
・
教
育
長
　
０
．15
月�

一
般
職
　
　
　
　
　
０
．２
月�

�

日
南
町
税
条
例
の
一
部
改
正�

　
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
住

宅
ロ
ー
ン
控
除
の
創
設
な
ど
。�

���
日
南
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
改
正�

　
国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
の

改
正
に
伴
い
介
護
納
付
金
賦
課

限
度
額
を
９
万
円
か
ら
10
万
円

に
改
正
、
併
せ
て
国
保
税
率
を

改
正
。�

（
次
表
の
と
お
り
）�

多里地域振興センター�
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【
　
新
し
い
議
会
構
成
　
】�

�

総
務
教
育
常
任
委
員
会�

　
　
委

員

長
　
　
小
竹
　
　
等�

　
　
副
委
員
長
　
　
惠
比
奈
礼
子�

　
　
委
　
　
員
　
　
福
田
　
　
稔�

　
　
委
　
　
員
　
　
平
井
　
正
之�

　
　
委
　
　
員
　
　
村
上
　
正
広�

　
　
委
　
　
員
　
　
福
原
　
　
實�

�

経
済
福
祉
常
任
委
員
会�

　
　
委

員

長
　
　
三
上
　
惇
二�

　
　
副
委
員
長
　
　
久
代
　
安
敏�

　
　
委
　
　
員
　
　
坪
倉
　
勝
幸�

　
　
委
　
　
員
　
　
奥
迫
　
廣
人�

　
　
委
　
　
員
　
　
古
都
　
久
志�

　
　
委
　
　
員
　
　
長
岡
つ
る
子�

�

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会�

　
　
委

員

長
　
　
久
代
　
安
敏�

　
　
副
委
員
長
　
　
古
都
　
久
志�

　
　
委
　
　
員
　
　
福
田
　
　
稔�

　
　
委
　
　
員
　
　
坪
倉
　
勝
幸�

　
　
委
　
　
員
　
　
長
岡
つ
る
子�

�

議
会
運
営
委
員
会�

　
　
委

員

長
　
　
福
田
　
　
稔�

　
　
副
委
員
長
　
　
平
井
　
正
之�

　
　
委
　
　
員
　
　
小
竹
　
　
等�

　
　
委
　
　
員
　
　
三
上
　
惇
二�

　
　
委
　
　
員
　
　
長
岡
つ
る
子�

議席がかわりました�議席がかわりました�

教育課長�病院事務
部 長 �

保育園長�議会事務
局 長 �

議 長 �

建設課長�農林課長�病院事業
管 理 者 �

教 育 長 �

福祉保健
課 長 �

会 計 �
管 理 者 �

住民課長�

総務課長� 町 　 長 �副 町 長 �企画課長�

議会書記�

1番� 三上　惇二　議員�

2番� 福田　　稔　議員�

3番� 久代　安敏　議員�

4番� 坪倉　勝幸　議員�

福原　　實　議員�

長岡つる子　議員�

古都　久志　議員�

村上　正広　議員�

12番�

11番�

10番�

9番�

８
番�

惠
比
奈
礼
子
　

議
員�

７
番�

奥
迫
　

廣
人
　

議
員�

６
番�

平
井
　

正
之
　

議
員�

５
番�

小
竹
　

　
等
　

議
員�

傍　　聴　　席�
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本会議�審 査 意 見 �提 出 者 �件 名 �

協同労働の協同組合法制化
をめざす市民会議事務局�
　西村武志�

地域振興、就労創出を推進するた
めの制度として有効な手段である。�

協同労働の協同組合法の速や
かなる制定を求める意見書採
択に関する陳情書�

採　択�

日本科学者会議鳥取支部�
　代表幹事　奥野隆一�
　　　　　　　　ほか３名�

温室効果ガスを削減するためのル
ールづくりは急務である。�

気候保護法制定についての国
への意見書採択のお願い�

鳥取県労働組合連合会�
　議長　田中　暁�

最低賃金の引き上げと中小企
業対策の拡充を求める陳情�

採　択�

農民運動鳥取県連合会�
　代表者　東　田　　久�

安全性と国内需給からミニマムア
クセス米輸入の見直しは妥当であ
る。�

ミニマムアクセス米の輸入見
直しに関する陳情�

農地法改正案の廃案を求める
陳情�

採　択�

改正農地法は、今国会ですでに成
立し、陳情の願意は反映されない。�

不採択�

最低賃金の引き上げは、雇用の減
少も懸念されるので慎重にすべき。�

不採択�

　みなさんから提出のあった陳情を所管の常任委員会で審査し、委員長から審査結果の報告を受けて�

６月定例議会の本会議で審議した結果、次のとおり決定しました。�

陳情の審査結果�陳情の審査結果�

協同労働の協同組合法の�
速やかな制定を求める意見書�

次の意見書（要旨）を総理大臣ほか関係大臣などに提出しました。�

　日本社会の急速な少子・高齢化は、様々な

課題を社会に投げかけ、新たなライフスタイ

ルと、それを支える社会システムの構築が求

められている。とりわけ労働環境の問題は深

刻さを増している。誰もが希望と誇りを持ち、

安心と豊かさを実感できるコミュニティをつ

くり、人とのつながりや社会とのつながりを

感じられるという、新しい働き方の必要性が

高まっている。�

　よって、少子・高齢社会に対応する有力な

制度として、「協同労働の協同組合法」の速

やかな制定を求める。�

気候保護法の制定に関する意見書�

　昨年７月に開催された洞爺湖サミットでは、

長期的に2050年に温室効果ガスを半減する必

要があることが合意された。そのために先進

国は、2007年のパリ合意に沿って今後率先し

て大幅削減を実現しなければならない。今後、

気候の安定化のために日本が確実に低炭素社

会を構築するためには、温室効果ガス削減の中・

長期的削減数値目標を設定し、その目標を達

成するための政策を策定し、実施していく法

律が必要である。国におかれては、上記の内

容を約束する法律の実現を図られるよう要請

する。�

意見書を提出�
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ミニマムアクセス米の輸入見直しに関する意見書�

　日本はウルグアイ・ラウンドにおいてコメの例外なき関税化を延期する代償としてコメにおい

ては他品目よりも厳しい輸入枠を受け入れ、政府統一見解に基づいて「輸入を行うべきもの」と

みなし、全量を輸入してきた。ミニマムアクセス米の輸入は、安全性に加えて、国際的な価格の

高騰、途上国の人々の食糧を奪う危険性も指摘され、国内では「生産過剰」が米価下落の原因で

あるとして、生産調整が拡大・強化されていることからしても輸入は見直すべきである。�

　よって本議会は、国会及び政府に対し、ミニマムアクセス米の輸入の全面的な見直しを実現す

るよう強く求めるものである。�

新たな過疎対策法の制定及び過疎対策の強化を求める意見書�

　我が国の過疎対策は、過疎地自立促進特別措置法により地域間格差の是正と人口の過度の減少

防止に一定の成果を上げてきた。�

　しかしながら、過疎地域では、集落機能の低下、医師等の不足、農業の衰退、森林の荒廃、公

共交通機関の廃止・縮小など集落の維持すらも困難になるような様々な事態が発生している。こ

れらの課題の解決に向け、過疎対策はこれまでにも増して積極的に取り組む必要がある。�

　ついては、平成22年３月末で失効する現行の過疎地域自立促進特別措置法に代わる新たな法律

を制定するとともに、新法の制定及び過疎対策の実施にあたっては、次の事項を実現するよう強

く要請する。�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記�

１　地域の実態に応じた対策を実施できるよう、自由度の高い制度とすること。特に、従来から

　の社会基盤の整備の促進にあわせて、ソフト施策の充実強化に対する支援を充実すること。�

２　従来の過疎地域が市町村合併により矮小化されないよう、実態に即した対象地域の設定を行

　うこと。�

３　財政基盤のぜい弱な過疎地域の実態を踏まえ、現行の過疎対策事業債に準じた起債制度を維

　持するとともに、地方交付税の財政調整・財源保障機能の強化その他一般財源の総額確保に必

　要な財政支援制度を講じること。�

４　過疎地域を活力ある地域に再生するために、農林水産業の振興や企業立地の誘導を積極的に

　進めるための産業振興策について、税制の優遇措置など支援措置を実施すること。�
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�

10億�

8億�

6億�

4億�

2億�

0

1万円�

�

�

5千円�

1995年� 1996年� 1997年� 1998年� 1999年� 2000年� 2001年� 2002年� 2003年� 2004年� 2005年� 2006年� 2007年� 2008年�

９
億
９
千
６
４
６
万
円�

９
億
９
千
６
４
６
万
円�

４
億
１
千
９
４
８
万
２
千
円�

４
億
１
千
９
４
８
万
２
千
円�

9,400円�

6,250円�

ガットウルグアイ・ラウンド後の米の販売高（JA扱い）と生産者米価の推移�

コシヒカリ１等米30㎏�
（仮渡し）�

日南町の米の販売額�
（JA扱い）�

ミニマム・アクセス（MA）米の輸入は、1995年（平成７年）から始まった。�
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ち

き
ゅう
にやさし

い

再
生紙利用

古紙配合率100％�
再生紙を使用しています�
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14

　
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

の
メ
ン
バ
ー
は
、
２
年
の
任
期

が
終
了
し
ま
し
た
が
、
議
会
活

性
化
に
向
け
た
広
報
活
動
に
意

欲
を
持
っ
て
全
員
が
留
任
致
し

ま
し
た
。
　�

　
今
後
の
２
年
間
引
き
続
き
御

好
読
の
程
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。�

　
昭
和
34
年
日
南
町
発
足
、
今

年
50
周
年
、
大
き
な
節
目
の
年
。

何
か
と
先
行
き
の
暗
い
昨
今
で

は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
広
報
を

通
じ
議
会
活
動
の
一
端
を
ご
報

告
し
、
町
政
の
発
展
に
議
員
一

同
尽
力
し
て
参
り
ま
す
。�

　
　
　
　
　
　
　
　
古
都
　
記�

�

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会�

　
　
委

員

長
　
久
代
　
安
敏�

　
　
副
委
員
長
　
古
都
　
久
志�

　
　
委
　
　
員
　
福
田
　
　
稔�

　
　
　
　〃
　　
　
坪
倉
　
勝
幸�

　
　
　
　〃
　　
　
長
岡
つ
る
子�

編�

集�

後�

記�

日南町制50 周年企画 議会史�1959 ～ 2009年�

■合併後、初の町議会議員選挙が行われる（定数24人）�

■矢戸公民館で初議会。初代議長　白根武治（茶屋）�

■昭和35年　新庁舎を生山に1,360万円で新築�

　日南町が誕生して50年を記念し、日南町議会史を３回シリーズで企画しました。�

昭和34年～昭和38年� 昭和38年～昭和42年�

昭和42年～昭和46年�

昭和34年～昭和38年�

■昭和38年　町議会議員改選�

　この選挙から議員定数が20人になる�

昭和38年～昭和42年�

■昭和42年　町議会議員改選（定数20人）�

　　同年　　山村振興計画策定�

■昭和44年　町制10周年�

昭和42年～昭和46年�

■昭和46年　町議会議員改選（定数16人）�

■昭和49年　初代木下町長辞任にともなう�

　町長選挙と議員補欠選挙（定数３人）�

昭和46年～昭和50年�昭和46年～昭和50年�
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も
っ
と
く
わ
し
く�

質
疑
応
答�

も
っ
と
く
わ
し
く�

質
疑
応
答�

古
都
議
員�

問�問�

青
葉
農
林
課
長�

答�答�

坪
倉
議
員�

問�問�

倉
光
住
民
課
長�

答�答�

久
代
議
員�

問�問�

内
田
福
祉
保
健
課
長�

答�答�
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2
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3

９月15日～９月30日�

９月定例会�

議
決
し
た
お
も
な
議
案�
議
決
し
た
お
も
な
議
案�

条
例
の
改
正�

補 

正 

予 

算�

そ
　
の
　
他�

　
９
月
定
例
会
は
、
９
月
15
日
か
ら
30
日
ま
で
の
16
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。�

　
今
期
定
例
会
で
は
、
一
般
質
問
に
３
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
執
行
部
に
所
信
を
問
い
ま
し
た
。�

　
執
行
部
か
ら
提
案
さ
れ
た
条
例
の
改
正
、
一
般
会
計
な
ど
の
補
正
予
算
、
平
成
20
年
度
決
算
認
定
、

工
事
請
負
契
約
の
追
加
議
案
な
ど
全
議
案
は
、
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。�

　
平
成
20
年
度
決
算
認
定
に
つ
い
て
は
、
石
川
賢
代
表
監
査
委
員
か
ら
財
政
健
全
化
法
に
も
と
づ
く
監

査
報
告
を
受
け
、
２
つ
の
常
任
委
員
会
及
び
決
算
審
査
特
別
委
員
会
で
の
審
査
を
経
て
、
意
見
を
付
し

て
可
決
し
ま
し
た
。�

財政指標は、おおむね健全�財政健全化法に基づく�財政指標は、おおむね健全�財政健全化法に基づく�財政指標は、おおむね健全�財政健全化法に基づく�
日
南
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
改
正�

　
出
産
し
た
時
に
支
給
す
る
出

産
育
児
一
時
金
35
万
円
を
39
万

円
に
改
正
（
平
成
21
年
10
月
１

日
か
ら
平
成
23
年
３
月
31
日
ま

で
の
間
）�

�

日
野
町
江
府
町
日
南
町
衛
生
施

設
組
合
規
約
の
一
部
変
更�

　
組
合
の
予
算
額
や
業
務
量
を

勘
案
し
、
監
査
委
員
の
人
数
を

３
人
か
ら
２
人
に
改
正�

一
般
会
計�

　
１
億
２
千
５
０
６
万
５
千
円

を
追
加
し
、
総
額
を
57
億
５
千

２
６
１
万
２
千
円
と
し
た
。�

（
お
も
な
内
容
）�

�

ポ
ン
プ
車
修
繕
料�

　
　
　
　
　
　
　
１
３
３
万
円�

�

行
政
基
幹
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
更
新

　
　
　
１
千
１
３
８
万
５
千
円�

�

子
育
て
応
援
特
別
手
当
金�

　
　
　
　
　
　
　
３
３
３
万
円�

�

住
宅
用
太
陽
光
発
電
導
入
助
成

　
　
　
　
　
　
　
１
１
２
万
円�

特
定
検
診
等
事
務
補
助
賃
金
等�

　
　
　
　
　
　
９
８
万
９
千
円�

�

町
福
祉
事
務
所
設
置
に
伴
う
事

務
室
改
修
、
電
算
シ
ス
テ
ム
料�

　
　
　
１
千
３
３
９
万
７
千
円�

�

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
虹
の
郷
」

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
整
備�

　
　
　
　
　
　
　
３
０
１
万
円�

�

女
性
特
有
の
ガ
ン
検
診
受
診
促
進�

　
　
　
　
　
　
８
０
万
５
千
円�

�

に
ち
な
ん
邑
、
ゆ
き
ん
こ
村
施

設
修
繕
・
備
品
購
入�

　
　
　
　
　
３
３
５
万
３
千
円�

�

イ
ノ
シ
シ
進
入
防
止
柵
設
置
に

対
す
る
助
成�

　
　
　
　
　
　
　
１
６
８
万
円�

�
井
戸
設
置
に
対
す
る
補
助
金�

　
　
　
　
　
　
　
２
１
０
万
円�

豪
雨
に
よ
る
災
害
復
旧
事
業�

　
　
　
　
　
　
１
千
５
０
万
円�

�

廃
熱
活
用
発
電
施
設
導
入
（
木

材
団
地
整
備
事
業
）�

　
　
　
　
　
　
　
　
４
千
万
円�

�

低
コ
ス
ト
林
業
推
進
事
業�

　
　
　
　
　
２
８
６
万
５
千
円�

�

旧
小
学
校
遊
具
解
体
撤
去
廃
棄

処
分�

　
　
　
　
　
１
１
６
万
２
千
円�

�

反
対�

古
都
議
員�

賛
成�

小
竹
議
員�

反
対�

久
代
議
員�

賛
成�

三
上
議
員�

　
㈱
オ
ロ
チ
が
、
企
業
と
し
て

自
立
す
る
た
め
に
も
人
件
費
の

公
費
支
出
は
問
題
で
あ
り
、
経

営
計
画
も
ず
さ
ん
だ
。�

��

　
世
界
同
時
不
況
の
影
響
を
受

け
て
い
る
オ
ロ
チ
を
支
援
す
る

の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。�

���

　
オ
ロ
チ
の
経
営
内
容
が
不
明

確
で
あ
り
、
補
助
金
だ
の
み
で

は
解
決
に
な
ら
な
い
。�

��

　
オ
ロ
チ
が
発
展
す
る
た
め
に

必
要
な
予
算
で
あ
り
、
町
と
し

て
責
任
が
あ
る
。�

一般会計など平成20年度決算を認定�一般会計など平成20年度決算を認定�

間
伐
材
等
木
材
製
品
需
要
拡
大

事
業
委
託
料�

　
　
　
　
　
　
　
３
６
６
万
円�

�

電
子
黒
板
購
入
（
学
力
向
上
支

援
事
業
）�

　
　
　
１
千
４
４
７
万
６
千
円�

�

住
民
税
公
的
年
金
特
別
徴
収
サ

ー
ビ
ス
対
応
シ
ス
テ
ム
委
託
料�

　
　
　
　
　
１
８
０
万
４
千
円�

�

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
応
マ

ス
ク
・
防
護
服�

　
　
　
　
　
　
５
３
万
３
千
円�

�

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計�

　
高
額
医
療
費
共
同
事
業
交
付

金
等
１
千
５
５
４
万
３
千
円
を

追
加
し
、
総
額
を
７
億
９
千
３

１
５
万
９
千
円
と
し
た
。�

�

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計�

　
水
道
メ
ー
タ
ー
器
資
材
等
27

万
５
千
円
を
追
加
し
、
３
億
８

千
８
２
万
６
千
円
と
し
た
。�

�

介
護
保
険
特
別
会
計�

　
支
払
基
金
交
付
金
返
還
金
１

９
６
万
２
千
円
を
追
加
し
、
総

額
を
９
億
９
千
２
９
３
万
１
千

円
と
し
た
。�

�

介
護
サ
ー
ビ
ス
特
別
会
計�

　
か
す
み
荘
ボ
イ
ラ
ー
改
修
２

０
０
万
円
を
追
加
し
、
総
額
を

１
億
４
千
８
４
５
万
４
千
円
と

し
た
。�

病
院
事
業
会
計�

　
資
本
的
収
入
は
、
国
保
調
整

交
付
金
７
２
１
万
円
を
追
加
、

総
額
を
１
億
７
千
９
８
１
万
８

千
円
と
し
、
収
益
的
収
支
は
非

常
勤
医
師
報
酬
等
４
３
５
万
２

千
円
を
追
加
、
総
額
を
13
億
８

千
８
１
５
万
２
千
円
と
し
た
。�

���

工
事
請
負
契
約
の
締
結�

（
多
里
地
区
簡
易
水
道
浄
水
施

設
工
事
）�

契
約
者
　
理
水
科
学
㈱�

契
約
金
額
　�

　
　
　
１
億
１
千
５
０
０
万
円�

�

財
産
の
取
得�

（
除
雪
ド
ー
ザ
１
台
）�

契
約
者
　
コ
マ
ツ
山
陰
㈱�

契
約
金
額
　
８
２
７
万
４
千
円�

　
出
産
育
児
一
時
金
が
４
万
円

増
額
に
な
る
こ
と
の
背
景
と
財

源
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。�

　
出
産
育
児
に
か
か
る
費
用
負

担
の
軽
減
の
た
め
に
子
育
て
支

援
と
し
て
増
額
さ
れ
た
も
の
で

財
源
は
国
の
交
付
金
を
充
て
る
。�

�����

　
㈱
オ
ロ
チ
に
対
し
て
県
の
ふ

る
さ
と
雇
用
補
助
金
で
職
員
を

採
用
す
る
経
費
と
発
電
装
置
の

設
置
が
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、

ど
ん
な
内
容
か
。�

��

　
首
都
圏
で
の
販
売
体
制
を
確

立
す
る
た
め
、
新
た
に
職
員
を

東
京
に
駐
在
さ
せ
て
販
路
を
拡

大
す
る
た
め
の
事
業
で
あ
る
。�

　
現
在
使
用
し
て
い
る
ボ
イ
ラ

ー
の
蒸
気
を
利
用
し
て
発
電
す

る
も
の
で
、
年
間
約
７
０
０
万

円
の
電
気
代
が
軽
減
さ
れ
る
。�

��

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

で
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
公
費
負

担
は
考
え
て
い
な
い
か
。�

��

　
厚
労
省
が
低
所
得
者
の
負
担

軽
減
措
置
を
示
し
て
い
る
の
で

町
と
し
て
も
具
体
的
に
検
討
す

る
こ
と
に
な
る
。�

討
　
　
論�

討
　
　
論�

旧小学校の遊具�

国
保
条
例
の
一
部
改
正�

一
般
会
計
補
正
予
算�

一
般
会
計
補
正
予
算�
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も
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く
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古
都
議
員�

問�問�

青
葉
農
林
課
長�

答�答�

坪
倉
議
員�

問�問�

倉
光
住
民
課
長�

答�答�

久
代
議
員�

問�問�

内
田
福
祉
保
健
課
長�

答�答�
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９月15日～９月30日�

９月定例会�

議
決
し
た
お
も
な
議
案�

議
決
し
た
お
も
な
議
案�

条
例
の
改
正�

補 

正 

予 

算�

そ
　
の
　
他�

　
９
月
定
例
会
は
、
９
月
15
日
か
ら
30
日
ま
で
の
16
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。�

　
今
期
定
例
会
で
は
、
一
般
質
問
に
３
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
執
行
部
に
所
信
を
問
い
ま
し
た
。�

　
執
行
部
か
ら
提
案
さ
れ
た
条
例
の
改
正
、
一
般
会
計
な
ど
の
補
正
予
算
、
平
成
20
年
度
決
算
認
定
、

工
事
請
負
契
約
の
追
加
議
案
な
ど
全
議
案
は
、
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。�

　
平
成
20
年
度
決
算
認
定
に
つ
い
て
は
、
石
川
賢
代
表
監
査
委
員
か
ら
財
政
健
全
化
法
に
も
と
づ
く
監

査
報
告
を
受
け
、
２
つ
の
常
任
委
員
会
及
び
決
算
審
査
特
別
委
員
会
で
の
審
査
を
経
て
、
意
見
を
付
し

て
可
決
し
ま
し
た
。�

財政指標は、おおむね健全�財政健全化法に基づく�財政指標は、おおむね健全�財政健全化法に基づく�財政指標は、おおむね健全�財政健全化法に基づく�
日
南
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
改
正�

　
出
産
し
た
時
に
支
給
す
る
出

産
育
児
一
時
金
35
万
円
を
39
万

円
に
改
正
（
平
成
21
年
10
月
１

日
か
ら
平
成
23
年
３
月
31
日
ま

で
の
間
）�

�

日
野
町
江
府
町
日
南
町
衛
生
施

設
組
合
規
約
の
一
部
変
更�

　
組
合
の
予
算
額
や
業
務
量
を

勘
案
し
、
監
査
委
員
の
人
数
を

３
人
か
ら
２
人
に
改
正�

一
般
会
計�

　
１
億
２
千
５
０
６
万
５
千
円

を
追
加
し
、
総
額
を
57
億
５
千

２
６
１
万
２
千
円
と
し
た
。�

（
お
も
な
内
容
）�

�

ポ
ン
プ
車
修
繕
料�

　
　
　
　
　
　
　
１
３
３
万
円�

�

行
政
基
幹
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
更
新

　
　
　
１
千
１
３
８
万
５
千
円�

�

子
育
て
応
援
特
別
手
当
金�

　
　
　
　
　
　
　
３
３
３
万
円�

�

住
宅
用
太
陽
光
発
電
導
入
助
成

　
　
　
　
　
　
　
１
１
２
万
円�

特
定
検
診
等
事
務
補
助
賃
金
等�

　
　
　
　
　
　
９
８
万
９
千
円�

�

町
福
祉
事
務
所
設
置
に
伴
う
事

務
室
改
修
、
電
算
シ
ス
テ
ム
料�

　
　
　
１
千
３
３
９
万
７
千
円�

�

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
虹
の
郷
」

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
整
備�

　
　
　
　
　
　
　
３
０
１
万
円�

�

女
性
特
有
の
ガ
ン
検
診
受
診
促
進�

　
　
　
　
　
　
８
０
万
５
千
円�

�

に
ち
な
ん
邑
、
ゆ
き
ん
こ
村
施

設
修
繕
・
備
品
購
入�

　
　
　
　
　
３
３
５
万
３
千
円�

�

イ
ノ
シ
シ
進
入
防
止
柵
設
置
に

対
す
る
助
成�

　
　
　
　
　
　
　
１
６
８
万
円�

�

井
戸
設
置
に
対
す
る
補
助
金�

　
　
　
　
　
　
　
２
１
０
万
円�

豪
雨
に
よ
る
災
害
復
旧
事
業�

　
　
　
　
　
　
１
千
５
０
万
円�

�

廃
熱
活
用
発
電
施
設
導
入
（
木

材
団
地
整
備
事
業
）�

　
　
　
　
　
　
　
　
４
千
万
円�

�

低
コ
ス
ト
林
業
推
進
事
業�

　
　
　
　
　
２
８
６
万
５
千
円�

�

旧
小
学
校
遊
具
解
体
撤
去
廃
棄

処
分�

　
　
　
　
　
１
１
６
万
２
千
円�

�

反
対�

古
都
議
員�

賛
成�

小
竹
議
員�

反
対�

久
代
議
員�

賛
成�

三
上
議
員�

　
㈱
オ
ロ
チ
が
、
企
業
と
し
て

自
立
す
る
た
め
に
も
人
件
費
の

公
費
支
出
は
問
題
で
あ
り
、
経

営
計
画
も
ず
さ
ん
だ
。�

��

　
世
界
同
時
不
況
の
影
響
を
受

け
て
い
る
オ
ロ
チ
を
支
援
す
る

の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。�

���

　
オ
ロ
チ
の
経
営
内
容
が
不
明

確
で
あ
り
、
補
助
金
だ
の
み
で

は
解
決
に
な
ら
な
い
。�

��

　
オ
ロ
チ
が
発
展
す
る
た
め
に

必
要
な
予
算
で
あ
り
、
町
と
し

て
責
任
が
あ
る
。�

一般会計など平成20年度決算を認定�一般会計など平成20年度決算を認定�

間
伐
材
等
木
材
製
品
需
要
拡
大

事
業
委
託
料�

　
　
　
　
　
　
　
３
６
６
万
円�

�

電
子
黒
板
購
入
（
学
力
向
上
支

援
事
業
）�

　
　
　
１
千
４
４
７
万
６
千
円�

�

住
民
税
公
的
年
金
特
別
徴
収
サ

ー
ビ
ス
対
応
シ
ス
テ
ム
委
託
料�

　
　
　
　
　
１
８
０
万
４
千
円�

�

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
応
マ

ス
ク
・
防
護
服�

　
　
　
　
　
　
５
３
万
３
千
円�

�
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計�

　
高
額
医
療
費
共
同
事
業
交
付

金
等
１
千
５
５
４
万
３
千
円
を

追
加
し
、
総
額
を
７
億
９
千
３

１
５
万
９
千
円
と
し
た
。�

�

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計�

　
水
道
メ
ー
タ
ー
器
資
材
等
27

万
５
千
円
を
追
加
し
、
３
億
８

千
８
２
万
６
千
円
と
し
た
。�

�

介
護
保
険
特
別
会
計�

　
支
払
基
金
交
付
金
返
還
金
１

９
６
万
２
千
円
を
追
加
し
、
総

額
を
９
億
９
千
２
９
３
万
１
千

円
と
し
た
。�

�

介
護
サ
ー
ビ
ス
特
別
会
計�

　
か
す
み
荘
ボ
イ
ラ
ー
改
修
２

０
０
万
円
を
追
加
し
、
総
額
を

１
億
４
千
８
４
５
万
４
千
円
と

し
た
。�

病
院
事
業
会
計�

　
資
本
的
収
入
は
、
国
保
調
整

交
付
金
７
２
１
万
円
を
追
加
、

総
額
を
１
億
７
千
９
８
１
万
８

千
円
と
し
、
収
益
的
収
支
は
非

常
勤
医
師
報
酬
等
４
３
５
万
２

千
円
を
追
加
、
総
額
を
13
億
８

千
８
１
５
万
２
千
円
と
し
た
。�

���

工
事
請
負
契
約
の
締
結�

（
多
里
地
区
簡
易
水
道
浄
水
施

設
工
事
）�

契
約
者
　
理
水
科
学
㈱�

契
約
金
額
　�

　
　
　
１
億
１
千
５
０
０
万
円�

�

財
産
の
取
得�

（
除
雪
ド
ー
ザ
１
台
）�

契
約
者
　
コ
マ
ツ
山
陰
㈱�

契
約
金
額
　
８
２
７
万
４
千
円�

　
出
産
育
児
一
時
金
が
４
万
円

増
額
に
な
る
こ
と
の
背
景
と
財

源
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。�

　
出
産
育
児
に
か
か
る
費
用
負

担
の
軽
減
の
た
め
に
子
育
て
支

援
と
し
て
増
額
さ
れ
た
も
の
で

財
源
は
国
の
交
付
金
を
充
て
る
。�

�����

　
㈱
オ
ロ
チ
に
対
し
て
県
の
ふ

る
さ
と
雇
用
補
助
金
で
職
員
を

採
用
す
る
経
費
と
発
電
装
置
の

設
置
が
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、

ど
ん
な
内
容
か
。�

��

　
首
都
圏
で
の
販
売
体
制
を
確

立
す
る
た
め
、
新
た
に
職
員
を

東
京
に
駐
在
さ
せ
て
販
路
を
拡

大
す
る
た
め
の
事
業
で
あ
る
。�

　
現
在
使
用
し
て
い
る
ボ
イ
ラ

ー
の
蒸
気
を
利
用
し
て
発
電
す

る
も
の
で
、
年
間
約
７
０
０
万

円
の
電
気
代
が
軽
減
さ
れ
る
。�

��

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

で
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
公
費
負

担
は
考
え
て
い
な
い
か
。�

��
　
厚
労
省
が
低
所
得
者
の
負
担

軽
減
措
置
を
示
し
て
い
る
の
で

町
と
し
て
も
具
体
的
に
検
討
す

る
こ
と
に
な
る
。�

討
　
　
論�

討
　
　
論�

旧小学校の遊具�

国
保
条
例
の
一
部
改
正�

一
般
会
計
補
正
予
算�

一
般
会
計
補
正
予
算�
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決
算
審
査
特
別
委
員
会
報
告�

　
９
月
定
例
会
で
は
、
平
成
20
年
度
一
般
会
計
の
ほ
か
各
特
別
会
計
、
病
院
事
業

会
計
の
決
算
認
定
に
あ
た
り
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
（
委
員
長
・
小
竹
等
議
員
）

を
設
置
し
て
詳
細
な
審
査
を
行
い
ま
し
た
。�

　
そ
の
結
果
、
10
件
の
決
算
認
定
議
案
は
、
い
ず
れ
も
次
の
意
見
を
付
し
て
認
定

す
べ
き
と
の
委
員
長
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。�

審
査
意
見�

�

①
収
入
未
済
額�

　
収
入
未
済
額
は
一
般
会
計
で

１
千
１
８
９
万
８
千
円
、
特
別

会
計
で
２
千
７
６
１
万
２
千
円
、

合
計
３
千
９
５
１
万
１
千
円
と

な
っ
て
お
り
、
住
宅
使
用
料
・

災
害
援
護
資
金
貸
付
金
・
住
宅

新
築
資
金
等
貸
付
金
・
水
道
料

金
・
分
担
金
・
下
水
道
料
金
の

徴
収
が
進
み
、
前
年
度
に
比
べ

て
１
２
２
万
円
の
減
少
と
な
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
町
税
・
保

育
料
・
国
民
健
康
保
険
税
・
介

護
保
険
料
は
増
加
し
て
お
り
、

新
し
く
創
設
さ
れ
た
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
に
も
滞
納
が
発

生
し
て
い
る
。
負
担
の
公
平
性

を
図
る
た
め
に
も
一
層
の
努
力

を
尽
く
さ
れ
た
い
。�

�
②
行
政
組
織
全
般�

�

　
各
課
の
職
制
と
事
務
分
掌
を

明
確
に
し
、
一
つ
の
事
業
が
複

数
の
課
に
分
か
れ
な
い
よ
う
に

努
め
る
と
と
も
に
、
業
務
内
容

が
住
民
に
わ
か
り
や
す
く
効
率

的
で
効
果
的
な
事
務
が
で
き
る

よ
う
精
査
さ
れ
た
い
。�

�

③
同
対
一
般
・
ふ
れ
あ
い
会
館

管
理
、人
権
・
同
和
教
育
推
進
事
業�

�

　
同
対
一
般
・
ふ
れ
あ
い
会
館

管
理
は
一
般
事
務
費
、
会
館
管

理
運
営
費
と
で
１
千
３
６
０
万

１
千
円
、
人
権
・
同
和
教
育
推

進
事
業
は
４
７
８
万
５
千
円
が

支
出
さ
れ
て
い
る
。
時
代
の
要

請
に
呼
応
し
た
人
権
教
育
を
推

　�
��

進
す
る
た
め
に
も
、
公
平
な
運

営
方
法
あ
る
い
は
事
業
の
進
め

方
を
検
討
さ
れ
た
い
。�

�

④
住
民
参
画
ま
ち
づ
く
り
事
業�

　
そ
れ
ぞ
れ
の
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
が
自
主
的
に
様
々
な
事
業

を
展
開
し
、
各
地
域
に
活
力
が

生
ま
れ
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、

せ
っ
か
く
の
全
国
的
な
大
き
な

事
業
で
あ
っ
て
も
、
町
内
全
体

の
盛
り
上
が
り
に
欠
け
る
現
象

も
見
受
け
ら
れ
る
。
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
と
町
の
役
割
分
担
を

明
確
に
し
、
地
域
の
活
動
が
全

町
に
つ
な
が
る
よ
う
、
事
業
内

容
に
よ
っ
て
は
町
と
し
て
取
り

組
む
べ
き
で
あ
る
。�

⑤
環
境
衛
生
一
般
事
務
・
環
境

保
全
対
策
事
業
・
塵
芥
処
理
事

業
・
農
業
集
落
排
水
事
業
（
特

別
会
計
）�

���������

　
衛
生
事
業
の
汚
泥
、
し
尿
処

理
、
ゴ
ミ
の
処
理
施
設
は
、
根

本
的
な
課
題
で
あ
る
の
で
十
分

な
情
報
公
開
の
う
え
、
環
境
審

議
会
に
お
い
て
徹
底
し
た
議
論

を
展
開
さ
れ
、
三
町
衛
生
施
設

組
合
、
西
部
広
域
行
政
管
理
組

合
へ
の
対
応
を
含
め
て
、
総
合

的
に
町
と
し
て
の
基
本
方
針
を

早
急
に
決
定
さ
れ
た
い
。�

�

⑥
民
生
一
般
管
理
事
務�

　
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
身
近

な
相
談
窓
口
と
し
て
専
任
の
職

員
を
配
置
さ
れ
て
い
る
が
、
昨

今
過
度
な
重
圧
に
さ
ら
さ
れ
る

部
署
が
見
受
け
ら
れ
る
。
平
成

22
年
度
に
は
新
た
に
福
祉
事
務

所
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
も
勘
案

さ
れ
特
定
な
部
署
や
個
人
に
過

大
な
負
担
が
か
か
ら
な
い
よ
う

な
体
制
お
よ
び
人
員
配
置
を
検

討
し
、
実
施
さ
れ
た
い
。�

�

⑦
日
南
ブ
ラ
ン
ド
化
促
進
事
業�

　
日
南
ブ
ラ
ン
ド
化
促
進
事
業

は
、
専
任
の
職
員
を
配
置
し
な

が
ら
「
日
南
高
原
米
」
の
販
売

を
行
っ
て
き
た
が
、
地
域
ブ
ラ

ン
ド
と
い
う
に
は
ほ
ど
遠
く
十

分
な
成
果
が
見
受
け
ら
れ
な
い
。

今
後
の
販
売
実
績
を
踏
ま
え
、

　
日
南
町
地
域
振
興
公
社
の
事

業
の
あ
り
方
や
、
ブ
ラ
ン
ド
化

の
確
立
の
た
め
に
根
本
的
な
見

直
し
を
図
ら
れ
た
い
。�

日野町の消滅型汚泥処理施設�

アスパル日南店で�
販売されている「日南高原米」�
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歳　出�歳　入�

一　般　会　計�

会　　計�

6,364,872�

4,341�

881,828�

211,195�

251,315�

109,041�

970,193�

129,584�

86,375�

9,008,744

住宅新築資金等貸付事業�

国 民 健 康 保 険 �

簡 易 水 道 事 業 �

農 業 集 落 排 水 事 業 �

老 人 保 険 �

介 護 保 険 �

介 護 サ ー ビ ス 事 業 �

後 期 高 齢 者 医 療 �

6,209,134�

2,888�

763,039�

211,143�

247,867�

110,034�

949,803�

129,284�

85,074�

8,708,266

特
　
別
　
会
　
計�

合　　計�

各会計の決算状況� （単位：千円）�

収益的収支�
1,351,806�

1,346,183�

85,350�

194,994

総 収 益 �

総 費 用 �

資 本 的 収 入 �

資 本 的 支 出 �
資本的収支�

日南病院事業会計決算状況� （単位：千円）�

現地での境界確定作業�

⑧
小
規
模
零
細
地
域
対
策
事
業�

�

　
日
南
町
菅
が
谷
ブ
ロ
イ
ラ
ー

生
産
団
地
の
施
設
を
生
産
組
合

に
移
譲
す
る
よ
う
再
三
指
摘
し

て
い
る
が
、
未
だ
実
現
し
て
い

な
い
。
い
か
な
る
理
由
が
あ
る

に
せ
よ
、
行
政
の
役
割
は
充
分

に
果
た
し
て
い
る
。
早
急
に
解

決
さ
れ
た
い
。�

�

⑨
山
村
振
興
一
般
対
策
事
務�

　
公
の
施
設
で
あ
る
「
ふ
る
さ

と
日
南
邑
、
ゆ
き
ん
こ
村
」
な

ど
の
運
営
に
つ
い
て
は
指
定
管

理
者
に
業
務
委
託
さ
れ
て
い
る

が
十
分
な
事
業
展
開
に
な
っ
て

い
な
い
。
行
政
と
指
定
管
理
者

の
役
割
分
担
を
明
確
に
し
、
よ

り
い
っ
そ
う
施
設
の
活
用
が
向

上
す
る
よ
う
、
公
の
施
設
の
あ

り
方
に
つ
い
て
も
根
本
的
な
検

討
を
加
え
ら
れ
た
い
。�

�

⑩
国
土
調
査
事
業�

　
平
成
11
年
度
よ
り
開
始
さ
れ

た
調
査
事
業
は
、
10
年
を
経
過

し
平
成
20
年
度
末
ま
で
の
調
査

面
積
は
31
　
47
　
が
完
了
し
、

進
捗
率
は
９
　
97
％
と
な
っ
て

い
る
。
地
籍
の
明
確
化
を
図
る

こ
と
に
よ
り
、
地
籍
簿
・
地
籍

図
の
活
用
に
住
民
の
期
待
は
大

き
く
一
層
の
事
業
推
進
が
望
ま

れ
る
。
雇
用
の
確
保
で
年
間
を

通
し
平
均
し
た
事
務
量
が
見
込

め
る
よ
う
な
事
業
の
推
進
体
制

を
構
築
さ
れ
た
い
。�

������������

⑪
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計�

　
安
定
し
た
国
保
会
計
を
維
持

・
運
営
す
る
た
め
に
基
金
が
積

み
立
て
ら
れ
て
い
る
が
、
医
療

費
の
抑
制
に
繋
げ
る
た
め
に
基

金
を
活
用
し
、
町
民
の
健
康
を

守
る
た
め
予
防
接
種
な
ど
の
、

よ
り
有
効
な
事
業
に
取
り
組
ま

れ
た
い
。�

�

む
す
び�

　
平
成
20
年
度
の
一
般
会
計
歳

入
決
算
総
額
は
63
億
６
千
４
８

７
万
２
千
円
で
、
前
年
度
よ
り

９
億
９
７
２
万
５
千
円
の
減
額

と
な
っ
た
。
ま
た
、
一
般
会
計

歳
出
決
算
総
額
は
62
億
９
１
３

万
４
千
円
で
、
前
年
度
よ
り
９

億
４
千
４
２
１
万
９
千
円
の
減

額
と
な
っ
た
。�

　
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、

小
学
校
校
舎
・
プ
ー
ル
建
設
事

業
・
町
営
バ
ス
・
デ
マ
ン
ド
バ
ス

車
両
購
入
等
・
教
育
環
境
の
整

備
・
住
民
福
祉
の
充
実
と
事
業

を
展
開
さ
れ
た
。
ま
た
、
雹
被

害
に
あ
わ
れ
た
農
家
の
復
興
支

援
を
早
急
に
対
応
さ
れ
、
再
生

産
意
欲
の
向
上
を
図
っ
た
施
策

を
さ
れ
た
こ
と
は
評
価
し
た
い
。�

　
た
だ
、
「
バ
イ
オ
マ
ス
等
未

活
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
事
業
」

は
、
事
業
の
進
め
方
に
問
題
点

が
浮
き
上
が
っ
た
。
新
規
事
業

を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
町

民
参
加
の
検
討
委
員
会
等
を
設

置
し
て
進
め
て
い
く
こ
と
が
大

事
で
あ
る
。�

　
依
然
と
し
て
人
口
の
減
少
は

続
い
て
お
り
、
我
が
町
の
人
口

は
２
０
３
０
年
に
は
現
在
の
半

分
に
減
少
す
る
と
予
想
さ
れ
て

い
る
。�

　
農
林
業
を
始
め
と
す
る
各
種

産
業
の
育
成
で
雇
用
の
拡
大
を

図
り
、
若
者
定
住
に
資
す
る
施

策
を
推
進
さ
れ
る
こ
と
を
望
み

20
年
度
決
算
審
査
意
見
と
す
る
。�

．�

．�

─　　 ─259



平成20年度�比　率　名� 早期健全化基準�

決
算
質
疑
応
答�

決
算
質
疑
応
答�

久
代
議
員�

問�問�

倉
光
住
民
課
長�

答�答�

久
代
議
員�

問�問�

狩
野
副
町
長�

答�答�

狩
野
副
町
長�

答�答�

久
代
議
員�

問�問�

倉
光
住
民
課
長�

答�答�

増
原
総
務
課
長�

答�答�

久
代
議
員�

問�問�

山
本
教
育
長�

答�答�

　
バ
イ
オ
マ
ス
等
未
活
用
エ
ネ

ル
ギ
ー
事
業
調
査
の
総
括
は
。�

���

　
開
催
日
数
は
当
初
計
画
よ
り

減
。
㈱
三
光
は
環
境
問
題
に
も

取
り
組
ん
で
い
る
会
社
で
あ
り
、

委
員
と
し
て
の
選
定
に
は
問
題

は
な
い
。�

���

①
広
域
の
灰
溶
融
炉
の
３
千
５

０
０
万
円
の
負
担
の
内
訳
は
。�

②
小
水
力
発
電
の
経
営
は
。�

���

①
使
用
の
均
等
割
１
千
２
２
２

万
円
・
実
績
負
担
１
千
４
０
３

万
円
、
起
債
の
均
等
割
３
４
４

万
円
・
人
口
割
４
７
８
万
円
。�

���

②
累
損
が
あ
る
が
経
営
改
善
計

画
を
組
み
平
成
20
年
度
は
黒
字

で
あ
る
。�

①
同
和
地
区
の
表
現
を
見
直
す

べ
き
で
あ
る
。�

②
町
内
の
同
和
地
区
を
聞
か
れ

た
場
合
の
職
員
の
対
応
は
。�

���

①
特
別
措
置
法
は
失
効
し
た
が

日
本
特
有
の
人
権
問
題
の
基
軸

と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。�

���

②
そ
の
よ
う
な
質
問
に
は
答
え

ら
れ
な
い
、
と
返
答
し
て
い
る
。�

���

　
平
成
20
年
度
保
険
税
を
引
き

下
げ
た
の
に
繰
越
金
が
あ
っ
た

理
由
は
。
ま
た
、
平
成
21
年
度

は
な
ぜ
引
き
上
げ
た
の
か
。�

���

　
決
算
見
込
み
で
厳
し
く
見
て

い
た
が
、
冬
場
で
の
高
額
療
養

給
付
金
が
減
少
し
、
特
別
調
整

交
付
金
が
多
く
入
っ
て
余
剰
が

出
た
た
め
。
ま
た
、
平
成
21
年

度
予
算
で
は
、
大
幅
な
引
き
上

げ
を
考
え
て
い
た
が
、
抑
え
た

も
の
と
し
て
い
る
。�
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①実質赤字比率�

②連結実質赤字比率�

③実質公債費比率�

④将来負担比率�

－　　%�

－　　%�

１６．６　%�

－　　%

１５．０　%�

２０．０　%�

２５．０　%�

３５０．０　%

平成20年度 日南町普通会計経営健全化比率�

（個別意見）�
　①実質赤字比率について�
　　平成20年度の実質収支は黒字となっており、良好と認められる。�
　②連結実質赤字比率について�
　　平成20年度の連結実質収支は黒字となっており、良好と認められる。�
　③実質公債費比率について�
　　平成20年度の実質公債費比率は16.6％となっており、概ね良好な状�
　　態と認められる。�
　④将来負担比率について�
　　平成20年度の将来負担比率は△5.5％となっており、良好な状態と�
　　認められる。�

平成20年度�会　計　名� 経営健全化基準�

①日南病院事業会計�

②簡易水道事業会計�

③農業集落排水事業会計�

－  　％�

－  　％�

－  　％�

２０．０　％�

２０．０　％�

２０．０　％�

平成20年度 日南町企業会計資金不足比率�

（個別意見）�
　　資金不足比率について�
　①平成20年度の資金収支は黒字となっており、良好と認められる。�
　②平成20年度の資金収支は黒字となっており、概ね良好と認められる。�
　③平成20年度の資金収支は黒字となっており、概ね良好と認められる。�

財
政
健
全
化
判
断
比
率�

　
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
に
よ
り
、
平
成
20
年
度
の
決

算
に
基
づ
く
健
全
化
判
断
比
率
及
び
公
営
企
業
の
資
金
不
足
率
が
本
会
議
に
町
長

か
ら
報
告
が
あ
り
、
こ
の
数
値
に
対
し
て
監
査
委
員
か
ら
次
の
と
お
り
審
査
意
見

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。�
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議
会
日
誌�

委
員
会
の�

　
　  

う
ご
き�

委
員
会
の�

　
　  

う
ご
き�

総
務
教
育
常
任
委
員
会�

８
月
４
日�

▼
教
育
委
員
と
の
意
見
交
換�

�

経
済
福
祉
常
任
委
員
会�

８
月
４
日�

▼
所
管
事
務
調
査
（
農
林
課
）�
�

議
会
運
営
委
員
会�

９
月
８
日�

▼
９
月
定
例
会
運
営
に
つ
い
て�

�

全
員
協
議
会�

９
月
16
日�

▼
福
祉
事
務
所
設
置
に
つ
い
て�

▼
財
産
の
取
得
に
つ
い
て�

▼
廃
校
舎
施
設
改
修
に
つ
い
て�

　
（
８
月
）�

�

３
日
　
広
報
委
員
研
修
会�

４
日
　
総
務
教
育
常
任
委
員
会�

　〃
　　
経
済
福
祉
常
任
委
員
会�

５
日
　
国
土
交
通
省
要
望
会�

７
日
　
西
部
町
村
議
会
議
長
、

　
　
　
副
議
長
、
局
長
研
修
会�

８
日
　
あ
か
ね
の
郷
夏
祭
り�

15
日
　
日
南
町
成
人
式�

25
日
　
横
田
新
見
線
改
良
整
備

　
　
　
促
進
協
議
会
総
会�

　〃
　　
日
南
病
院
電
子
カ
ル
テ

　
　
　
稼
働
式
　�

26
日
　
松
江
伯
太
新
見
間
国
道

　
　
　
昇
格
期
成
会�

27
日
　
西
部
議
長
会
連
絡
会�

　〃
　　
三
町
衛
生
施
設
組
合
議

　
　
　
会�

　〃
　　
あ
か
ね
の
郷
施
食
法
要�

28
日
　
議
会
委
員
長
研
修
会�

　〃
　　
西
部
広
域
議
会
運
営
委

　
　
　
員
会�

　
（
９
月
）�

�

３
日
　
四
万
十
町
議
会
来
町�

４
日
　
西
部
町
村
議
会
議
員
研

　
　
　
修
会�

６
日
　
中
学
校
運
動
会�

８
日
　
議
会
運
営
委
員
会�

14
日
　
県
議
長
会
役
員
会�

15
日
　
定
例
会
本
会
議�

16
日
　
定
例
会
本
会
議�

　〃
　　
全
員
協
議
会�

　〃
　　
常
任
委
員
会�

17
日
　
常
任
委
員
会�

18
日
　
常
任
委
員
会�

19
日
　
常
任
委
員
会�

24
日
　
決
算
審
査
特
別
委
員
会�

25
日
　
決
算
審
査
特
別
委
員
会�

28
日
　
決
算
審
査
特
別
委
員
会�

30
日
　
定
例
会
本
会
議�

　〃
　　
広
報
委
員
会�

��

４
日
　
南
部
町
制
５
周
年
式
典�

　〃
　　
安
来
市
制
５
周
年
式
典�

６
日
　
西
部
議
長
会
連
絡
会�

７
日
　
広
報
委
員
会�

８
日
　
戦
没
者
追
悼
式�

10
日
　
日
吉
津
村
制
１
２
０
周�

　
　
　
年
式
典�

12
日
　
町
民
体
育
祭�

13
日
　
広
報
委
員
会�

16
日
　
東
川
町
議
会
来
町�

　〃
　　
議
員
年
金
受
給
者
協
議

　
　
　
会
40
周
年
式
典�

19
日
　
広
報
委
員
会�

　〃
　　
県
議
長
会
役
員
会�

26
日
　
西
部
広
域
行
政
管
理
組

　
　
　
合
議
会�

住
宅
資
金
等
貸
付
特
会�

後
期
高
齢
者
医
療
特
会�

反
対�

久
代
議
員�

賛
成�

長
岡
議
員�

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
会�

各
会
計
決
算
認
定
　
討
論�

各
会
計
決
算
認
定
　
討
論�

反
対�

久
代
議
員�

反
対�
久
代
議
員�

賛
成�

平
井
議
員�

賛
成�

惠
比
奈
議
員�

反
対�

久
代
議
員�

賛
成�

三
上
議
員�

反
対�

久
代
議
員�

賛
成�

福
田
議
員�

一
般
会
計�

国
保
特
別
会
計�
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基
金
は
増
や
す
の
み
で
な
く

有
効
に
使
う
べ
き
で
あ
る
。
同

和
対
策
の
支
出
は
不
可
。
バ
イ

オ
マ
ス
調
査
事
業
が
住
民
合
意

の
執
行
に
な
っ
て
い
な
い
。�

��

　
厳
し
い
財
源
を
有
効
に
使
っ

て
あ
る
。
同
和
関
係
も
見
直
し

の
意
見
を
付
し
て
あ
る
の
で
問

題
は
な
い
。�

����

　
旧
同
和
対
策
事
業
そ
の
も
の

の
問
題
と
、
安
易
な
融
資
に
よ

る
収
入
未
済
が
つ
づ
い
て
い
る
。�

��

　
一
定
の
成
果
と
改
善
の
努
力

が
見
受
け
ら
れ
る
。�

����

　
基
金
を
積
み
増
す
の
み
で
な

く
根
本
的
に
あ
り
方
を
見
直
す

べ
き
で
あ
る
。�

��

　
事
業
の
安
定
継
続
の
た
め
必

要
で
あ
る
。�

����

　
日
南
福
祉
会
に
公
設
民
営
の

施
設
費
の
負
担
を
さ
せ
て
い
る

こ
と
は
お
か
し
い
。�

��

　
利
用
者
か
ら
使
用
料
を
徴
収

し
、
日
南
福
祉
会
が
負
担
す
る

の
は
当
然
で
あ
る
。�

����

　
年
齢
に
よ
る
差
別
、
年
金
か

ら
の
天
引
き
強
制
徴
収
等
欠
陥

制
度
で
あ
る
。�

��

　
医
療
制
度
を
維
持
す
る
た
め

の
国
の
法
律
に
基
づ
く
も
の
で

あ
る
。�

宿泊施設に改修される旧石見西小学校�

（
10
月
）�
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決
算
監
査
意
見�

町　　　税�

保　育　料�

住宅使用料�

災害援護資金貸付金�

住宅新築資金等貸付償還金�

国民健康保険税�

水道料金・分担金�

下水道料金�

介護保険料�

介護サービス自己負担金�

後期高齢者医療保険料�

特
　
別
　
会
　
計�

一
般
会
計�

小　　　　　　　　　計�

日南病院事業会計（患者負担未収金）�

合　　　　　　　　計�

8,933,621�

894,120�

1,128,365�

942,420�

11,898,526�

13,515,505�

10,672,386�

1,401,380�

181,540�

1,293,205�

511,599�

37,000�

27,612,615�

7,951,434�

47,462,575

収入未済額一覧表� （単位：千円）�

審
査
の
期
間�

　
平
成
21
年
７
月
22
日
か
ら
同

年
８
月
20
日
ま
で
　�

�

審
査
の
結
果�

１
．
一
般
会
計
、
特
別
会
計
決

算
書
、
歳
入
歳
出
決
算
事
項
別

明
細
書
、
実
質
収
支
に
関
す
る

調
書
は
、
法
令
に
準
拠
し
て
作

成
さ
れ
て
お
り
、
関
係
諸
帳
簿

及
び
証
拠
書
類
と
照
合
し
た
結

果
、
決
算
計
数
は
正
確
で
あ
り

執
行
は
適
正
で
あ
る
。�

２
．
財
産
に
関
す
る
調
書
に
つ

い
て
は
、
土
地
建
物
、
山
林
、

有
価
証
券
、
出
資
に
よ
る
権
利

物
品
、
債
権
及
び
基
金
に
つ
い

て
、
調
書
の
計
数
と
財
産
台
帳

歳
入
原
簿
、
備
品
台
帳
、
預
金

証
書
等
と
照
合
検
査
し
た
結
果

計
数
は
い
ず
れ
も
正
確
で
あ
る
。�

３
．
基
金
の
運
用
状
況
で
は
、

そ
の
計
数
は
正
確
で
あ
り
、
基

金
条
例
に
基
づ
き
そ
の
目
的
に

従
っ
て
運
用
、
管
理
さ
れ
て
い

る
。�

�

１
．
旧
小
学
校
の
管
理�

　
小
学
校
統
合
に
よ
り
、
旧
校

舎
お
よ
び
グ
ラ
ウ
ン
ド
等
の
学

校
施
設
と
学
校
用
地
が
不
用
と

な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
校
舎
お
よ

び
用
地
等
の
管
理
あ
る
い
は
処

分
の
方
針
を
早
急
に
決
定
し
て

い
た
だ
き
た
い
。�

　
使
用
で
き
る
も
の
は
除
き
、

不
用
な
物
品
に
つ
い
て
は
町
民

に
払
い
下
げ
る
な
り
、
売
却
処

分
を
す
る
な
り
し
、
有
効
か
つ

公
正
な
対
応
を
急
ぐ
べ
き
で
あ

る
。�

�

２
．
国
土
調
査
事
業�

　
国
土
調
査
は
10
年
が
経
過
し

平
成
20
年
度
末
の
調
査
済
面
積

は
対
象
面
積
の
９
．
９
７
％
で

こ
の
ペ
ー
ス
で
は
調
査
完
了
ま

で
あ
と
95
年
か
か
る
。�

　
所
有
権
者
の
高
齢
化
や
死
亡

転
出
に
よ
り
山
林
の
境
界
確
認

が
困
難
に
な
り
つ
つ
あ
り
、
せ�

め
て
境
界
杭
の
設
置
だ
け
で
も

早
急
に
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
山
林
境
界
保
全
事
業
、
森

林
整
備
地
域
活
動
支
援
事
業
な

ど
の
補
助
事
業
を
活
用
し
て
取

り
組
む
べ
き
で
あ
る
。�

�

３
．
耕
作
放
棄
地
の�

　
　
　
　
　
　
　
解
消�

　
将
来
の
食
糧
不
足
に
対
す
る

世
界
的
な
懸
念
が
あ
る
な
か
で

耕
作
放
棄
地
は
、
全
国
で
39
万

㌶
に
達
し
て
い
る
。
本
町
で
は

水
田
の
生
産
調
整
面
積
３
５
５

㌶
の
う
ち
の
多
く
が
作
付
け
困

難
な
状
態
に
あ
る
。�

　
思
い
切
っ
た
行
政
の
対
応
に

よ
り
、
耕
作
放
棄
地
対
策
に
一

刻
も
早
く
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。�

�

む
す
び�

　
平
成
20
年
度
は
、
小
学
校
統

合
と
い
う
大
き
な
事
業
が
あ
っ

た
中
で
、
全
体
と
し
て
正
確
に

執
行
さ
れ
て
い
る
。
財
政
健
全

化
法
に
基
づ
く
各
種
財
政
指
標

も
お
お
む
ね
健
全
で
あ
り
、
財

政
運
営
の
努
力
に
対
し
敬
意
を

表
し
た
い
。�

　
し
か
し
、
財
政
力
が
依
然
と

し
て
脆
弱
で
あ
り
、
限
ら
れ
た

財
源
を
有
効
か
つ
効
率
的
に
活

用
す
る
た
め
に
、
さ
ら
に
徹
底

し
た
事
務
、
事
業
の
必
要
性
の

検
討
と
優
先
順
位
の
決
定
が
極

め
て
重
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め

に
は
、
情
報
の
公
開
を
き
め
細

か
く
行
い
、
町
民
が
自
主
的
に

判
断
で
き
る
よ
う
に
努
め
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
。
将
来
を
展

望
し
た
政
策
を
期
待
し
て
決
算

審
査
意
見
と
し
た
い
。�

代
表
監
査
委
員
　
石
川
　
　
賢�

監

査

委

員
　
奥
迫
　
廣
人�

　
定
例
会
初
日
に
報
告
さ
れ
た
平
成
20
年
度
の
決

算
審
査
の
意
見
書
の
要
旨
は
次
の
通
り
で
す
。�
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奥迫廣人議員�

国
の
補
正
予
算
が
見
直
し
に
な
っ�

た
場
合
、
本
町
へ
の
影
響
は�

影
響
を
受
け
る
予
算
額
は�

　
　
　
　
４
億
６
７
０
万
円
程
度�

矢
田
町
長�

政
権
交
代
に
よ
る�

政
策
変
更�

問�問�

町政のここが聞きたい�

①
国
の
補
正
予
算
を
見
直
し
、

執
行
停
止
す
る
と
示
唆
し
て
い

る
が
、
実
行
さ
れ
た
場
合
の
当

町
へ
の
影
響
は
。�

②
農
地
の
継
続
的
保
全
に
関
し

て
そ
れ
な
り
の
効
果
の
あ
っ
た

中
山
間
地
域
直
接
支
払
推
進
事

業
が
今
年
度
で
終
了
す
る
が
、

新
政
権
の
農
家
戸
別
補
償
と
の

関
係
か
ら
前
記
事
業
の
継
続
に

つ
い
て
ど
の
様
に
推
移
す
る
と

み
る
の
か
見
解
を
。�

③
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
を
廃

止
す
る
と
し
て
い
る
が
、
混
乱

が
予
測
さ
れ
る
。
現
時
点
で
広

域
連
合
と
し
て
ど
の
様
な
対
応

を
予
定
し
て
い
る
の
か
も
含
め

執
行
部
の
見
解
を
。�

新
型
イ
ン
フ
ル
エ�

ン
ザ
対
策�

問�問�
①
厚
労
省
は
流
行
シ
ナ
リ
オ
を

発
表
し
た
が
、
こ
れ
の
見
解
は
。�

②
患
者
多
発
時
に
予
測
さ
れ
る

病
院
の
施
設
不
足
、
人
的
不
足

学
校
の
児
童
、
生
徒
へ
の
感
染

予
防
と
学
習
、
課
外
活
動
へ
の

対
応
、
役
場
職
員
の
感
染
に
よ

る
人
的
不
足
時
の
行
政
サ
ー
ビ

ス
維
持
や
危
機
管
理
へ
の
対
策

は
。�

町
長
任
期
の
満
了�

問�問�
①
町
長
就
任
３
期
12
年
間
の
想

い
は
。�

②
任
期
満
了
に
向
け
て
ど
の
様

な
対
応
を
考
え
て
い
る
の
か
。�

一般質
問�

一般質
問�
答�答�と�問�問�

町
　
長�

①
大
量
発
症
し
た
場
合
の
関
係

部
署
で
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

見
直
し
と
、引
き
続
き「
予
防
」

と
「
感
染
拡
大
防
止
」
を
基
本

に
啓
発
す
る
こ
と
を
指
示
し
た
。�

②
各
部
署
に
個
別
の
対
応
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
状
況
に
応

じ
た
対
応
策
を
講
ず
る
こ
と
を

指
示
し
て
い
る
。
対
策
本
部
で

は
情
報
の
共
有
化
を
図
り
、
職

員
自
身
の
対
応
で
は
、
予
防
の

徹
底
と
感
染
の
懸
念
の
あ
る
場

合
は
早
期
診
断
、
自
宅
療
養
、

職
場
へ
の
報
告
等
を
行
う
。
学

校
で
は
、
家
庭
・
学
校
と
の
連

携
に
よ
る
予
防
・
拡
大
防
止
、毎

日
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
。
学
校
・

保
育
園
と
の
情
報
共
有
化
や
欠

席
者
情
報
シ
ス
テ
ム
に
加
入
し

保
育
園
で
は
、
閉
園
事
態
が
生

じ
た
場
合
の
対
応
を
早
急
に
検

討
す
る
。
日
南
福
祉
会
で
は
、

徹
底
し
た
感
染
拡
大
の
予
防
を

実
施
。
日
南
病
院
は
、
こ
れ
ま

で
の
対
応
を
基
本
と
し
、
通
常

は
自
宅
療
養
、
重
症
の
場
合
は

入
院
と
し
、
強
毒
性
の
患
者
は

県
福
祉
保
健
局
と
の
連
携
を
図

り
対
応
す
る
。�

町
　
長�

①
第
１
期
半
ば
「
鳥
取
県
西
部

地
震
」
に
見
舞
わ
れ
、
２
期
目

に
か
け
て
は
、
復
興
に
追
わ
れ

た
。
次
に
は
地
方
交
付
税
削
減

と
い
う
「
地
財
シ
ョ
ッ
ク
」
が

訪
れ
、
交
付
税
が
激
減
し
、
自

主
財
源
の
脆
弱
な
本
町
に
と
っ

て
は
、
大
き
な
痛
手
で
あ
り
、

「
平
成
の
大
合
併
」
が
重
な
り

単
独
自
立
の
道
を
選
択
し
、
い

ち
早
く
行
財
政
改
革
に
取
り
組

み
財
政
的
に
は
、
県
下
で
も
優

秀
な
自
治
体
に
な
っ
た
。
こ
の

間
、
台
風
に
よ
る
風
水
害
、
大

豪
雪
な
ど
も
克
服
し
防
災
行
政

無
線
の
更
新
、
通
信
網
の
整
備

子
育
て
支
援
策
の
充
実
な
ど
暮

ら
し
を
支
え
る
基
盤
整
備
も
行

い
、
自
立
で
き
る
礎
が
築
け
た

と
自
負
し
て
い
る
。�

②
喫
緊
の
課
題
も
山
積
し
て
お

り
、
残
さ
れ
た
任
期
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
町
の
発
展
の
た
め
に

尽
く
し
た
い
。�

答�答�

答�答�

答�答�

消毒液による感染予防�

①
未
執
行
の
事
業
関
連
予
算
を

凍
結
す
る
と
、
影
響
を
受
け
る

本
町
の
予
算
額
は
、
４
億
６
７

０
万
８
千
円
。
今
後
必
要
と
な

る
事
業
や
整
備
を
先
取
り
し
た

予
算
を
組
ん
で
お
り
、
執
行
停

止
や
凍
結
に
な
れ
ば
、
先
送
り

を
す
る
か
町
の
留
保
財
源
で
の

実
施
と
な
る
。
影
響
が
最
小
限

に
な
る
よ
う
各
方
面
と
連
携
し

要
請
し
て
い
く
。�

②
国
は
、
各
方
面
へ
の
意
見
聴

取
を
終
え
制
度
の
効
果
と
課
題

を
整
理
し
、
事
業
継
続
の
必
要

性
を
認
め
て
い
る
と
認
識
し
て

い
る
。
新
年
度
予
算
は
10
月
以

降
に
決
定
さ
れ
、
そ
の
時
、
動

き
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。�

③
準
備
作
業
、
パ
ソ
コ
ン
サ
ー

バ
機
器
導
入
等
に
約
４
千
万
円

の
経
費
を
か
け
て
お
り
、
こ
れ

が
無
駄
に
な
り
か
ね
ず
、
廃
止

後
ど
う
な
る
の
か
も
明
ら
か
に

な
っ
て
い
な
い
。
廃
止
に
な
れ

ば
混
乱
が
生
じ
る
と
思
わ
れ
る
。

広
域
連
合
に
問
い
合
わ
せ
て
み

た
が
、
「
当
面
、
現
行
制
度
は

維
持
さ
れ
る
も
の
と
し
て
業
務

を
進
め
て
い
く
し
か
な
い
。」

と
の
答
え
で
あ
っ
た
。�
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古都久志議員�

中
心
地
域
整
備
構
想
の�

　
　
　
　
　
　
今
後
の
予
定
は�

11
月
下
旬
に
は
構
想
案
を�

　
　
　
　
　
　
　
作
成
し
た
い�

矢
田
町
長�

①
４
月
か
ら
８
月
ま
で
の
運
行

実
績
の
評
価
は
。�

②
問
題
点
、
改
善
点
と
そ
の
対

策
は
。�

デ
マ
ン
ド
バ
ス�

問�問�

　
し
尿
・
農
集
汚
泥
の
消
滅
型

の
検
討
状
況
の
説
明
を
。�

し
尿
・
農
集
汚
泥
の�

消
滅
型
処
理
の
検
討
状
況�

問�問�

　
未
改
修
部
分
が｢

吉
鑪
地
内｣

の
み
、
今
後
の
改
修
見
通
し
は
。�

県
道
阿
毘
縁
菅
沢�

線
の
改
良
工
事�

問�問�

　
進
捗
状
況
と
今
後
の
予
定
は
。�

町
　
長�

①
日
南
町
に
は
現
在
、
土
石
流

危
険
渓
流
を
示
し
た
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
と
土
砂
災
害
危
険
区
域

を
示
し
た
図
面
が
あ
る
。
ど
の

程
度
、
町
民
に
浸
透
し
て
い
る

か
再
度
、
確
認
を
し
た
い
。�

②
今
年
度
は
各
ま
ち
協
ご
と
に

水
防
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
「
わ
が
家
の
防
災
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
を
全
戸
配
布
し
た
。�

答�答�

山
本
教
育
長�

答�答�
小
中
一
貫
教
育
の�

取
組
み�

問�問�
　
小
中
一
貫
教
育
の
取
組
み
の

現
状
に
つ
い
て
説
明
を
。�

町
　
長�

　
平
成
20
年
度
の
実
績
報
告
の

段
階
で
交
付
対
象
外
と
な
っ
た

事
例
は
な
い
。
今
後
も
ス
ム
ー

ズ
な
事
業
推
進
を
図
る
。�

町政のここが聞きたい�

町
　
長�

答�答�
町
　
長�

①
一
般
の
利
用
に
つ
い
て
は
全

体
的
に
増
加
傾
向
に
あ
り
、
多

里
の
過
疎
地
有
償
運
送
と
組
み

合
わ
せ
て
利
用
さ
れ
て
い
る
の

が
要
因
。
料
金
収
入
は
計
画
よ

り
若
干
低
い
。�

②
同
一
人
の
利
用
傾
向
が
見
ら

れ
、
定
着
率
は
高
い
反
面
、
新

規
の
利
用
者
が
少
な
い
。
午
後

の
便
が
通
学
児
童
中
心
の
運
行

時
間
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
影

響
し
て
い
る
。
引
き
続
き
利
用

促
進
を
図
る
。�

中
心
地
域
整
備
構
想�

問�問�答�答�

答�答�

答�答�

災
害
対
策�

問�問�
①
災
害
発
生
危
険
区
域
の
把
握

と
、
町
民
へ
の
周
知
状
況
は
。�

②
町
の
災
害
に
対
す
る
予
防
体

制
、
発
生
時
の
対
応
に
つ
い
て

説
明
を
。�

農
地
・
水
・
環
境�

　
　 

保
全
事
業�

問�問�

　
33
名
の
町
民
で
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
の
開
催
と
無
作
為
に
抽
出

し
た
１
千
人
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
11
月
下
旬
に
は
中
心
地

域
整
備
構
想
の
案
を
作
成
し
た

い
。
12
月
下
旬
ま
で
に
町
民
へ

の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実

施
し
、
そ
の
後
「
中
心
地
域
整

備
構
想
策
定
協
議
会
」
に
整
備

構
想
（
案
）
を
諮
り
２
月
下
旬

に
は
策
定
す
る
。�

　
処
理
方
法
に
は
コ
ン
ポ
ス
ト

（
肥
料
）
乾
燥
処
理
と
、
消
滅

型
処
理
の
２
通
り
が
あ
る
。
前

者
は
、
３
町
で
コ
ン
ポ
ス
ト
施

設
を
建
設
す
る
場
合
、
あ
る
い

は
民
間
会
社
に
委
託
し
て
コ
ン

ポ
ス
ト
化
す
る
場
合
等
を
検
討

し
て
い
る
。
ま
た
消
滅
型
は
、

新
施
設
へ
の
運
搬
費
、
建
設
経

費
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
等
の

試
算
を
し
な
が
ら
そ
の
経
費
と

課
題
を
検
討
し
て
い
る
。�

町
　
長�
答�答�

　
町
と
し
て
も
改
良
が
必
要
な

箇
所
と
受
け
止
め
て
い
る
。�

　
県
に
対
し
早
期
改
良
に
つ
い

て
毎
年
要
望
し
、県
と
し
て
も
改

修
の
必
要
性
は
認
識
し
て
い
る
。�

　
「
日
南
町
小
中
一
貫
教
育
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
、
座
長
に
矢

部
鳥
大
学
部
長
を
迎
え
、
22
名

の
委
員
構
成
で
発
足
し
た
。�

　
学
校
現
場
を
中
心
と
し
た
研

究
体
制
を
学
校
、
子
ど
も
、
家

庭
・
地
域
の
つ
な
が
り
の
具
現

化
と
実
践
に
繋
げ
て
い
く
こ
と

を
共
通
認
識
し
な
が
ら
取
り
組

ん
で
い
る
。�

　
具
体
的
な
小
中
一
貫
教
育
の

内
容
は
、
小
中
学
校
の
教
員
の

授
業
参
観
、
全
職
員
を
対
象
に

し
た
講
演
と
研
究
会
、
中
学
校

教
員
の
小
学
校
の
英
語
活
動
へ

の
関
わ
り
、
全
児
童
生
徒
の
本

物
の
舞
台
芸
術
体
験
事
業
、
人

権
教
育
講
演
会
と
ミ
ニ
コ
ン
サ

ー
ト
、
自
然
教
室
へ
の
中
学
生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
、
小
中
学

生
合
同
の
バ
ス
乗
車
マ
ナ
ー
の

学
習
な
ど
。�

　
年
度
末
の
事
業
実
施
結
果
に

対
し
、
補
助
対
象
外
等
の
指
摘

が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
事
業
実

施
状
況
を
管
理
指
導
す
べ
き
で

は
。�

よ
し
だ
た
ら�

水防訓練�
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久代安敏議員�

町政のここが聞きたい�

㈱
オ
ロ
チ
の
経
営
内
容
は�

依
然
厳
し
い
が
積
極
的
に�

　
　
　
　
　
　
支
援
し
て
い
く�

�

①
㈱
オ
ロ
チ
の
経
営
内
容
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。�

②
雇
用
拡
大
を
含
め
た
経
済
的

な
波
及
効
果
を
ど
う
分
析
・
評

価
し
て
い
る
の
か
。�

㈱
オ
ロ
チ
の
経
営�

内
容�

問�問�
①
８
月
30
日
の
衆
議
院
選
挙
で

の
政
権
交
代
の
認
識
は
。�

②
民
主
党
政
権
へ
の
期
待
と
、

ア
プ
ロ
ー
チ
は
。�

総
選
挙
の
結
果
と�

日
南
町
政�

問�問�

①
開
設
に
向
け
て
の
進
捗
状
況

は
。�

②
患
者
の
利
便
性
と
負
担
、
ま

た
病
院
経
営
へ
の
影
響
は
。�

日
南
病
院
の
院
外�

薬
局
開
設�

問�問�

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン�

ザ
対
策�

問�問�

矢
田
町
長�

答�答�

町
　
長�

答�答�

安
東
病
院�

　
事
業
管
理
者�

答�答�

②
国
県
の
方
針
が
示
さ
れ
れ
ば

遅
滞
な
く
対
応
す
る
。�

　
他
の
医
療
費
と
同
じ
で
特
に

免
疫
力
の
弱
い
若
年
齢
者
は
通

常
の
単
町
の
医
療
費
助
成
の
対

象
と
な
る
。�

町
　
長�

答�答�
②
一
部
負
担
金
を
一
時
的
に
減

免
す
る
よ
り
、
毎
月
の
国
保
税

を
減
免
す
る
方
が
、
滞
納
の
防

止
に
つ
な
が
る
。
窓
口
負
担
減

免
に
つ
い
て
は
、
今
後
検
討
し

て
い
く
。�

病
院
事
業
管
理
者�

答�答�

①
総
選
挙
の
前
か
ら
マ
ス
コ
ミ

に
よ
る
国
民
に
対
す
る
意
識
調

査
が
そ
の
ま
ま
結
果
に
現
れ
た

と
認
識
し
て
い
る
。�

②
地
元
鳥
取
県
か
ら
も
与
党
の

衆
参
議
員
が
誕
生
し
鳥
取
県
や

日
南
町
の
実
態
も
ご
存
じ
だ
ろ

う
が
、
よ
り
ご
理
解
い
た
だ
く

努
力
も
必
要
で
あ
る
と
思
う
。�

①
医
療
体
制
は
強
化
さ
れ
て
い

る
か
。�

②
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
体
制
と
公

費
負
担
を
。�

①
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
。

長
尺
も
の
製
品
の
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
定

も
、
こ
の
10
月
に
取
得
可
能
で

そ
の
取
得
が
本
格
稼
働
の
最
大

要
件
。
ま
た
Ｌ
Ｖ
Ｌ
と
金
物
を

接
続
し
た
新
た
な
邸
別
住
宅
等

の
構
造
材
の
販
売
拡
大
に
も
明

る
い
兆
し
が
う
か
が
え
る
。
さ

ら
に
国
際
規
格
の
日
南
町
森
林

認
証
（
Ｆ
Ｓ
Ｃ
）
の
取
得
を
こ

の
秋
に
予
定
。
㈱
オ
ロ
チ
の
商

品
の
安
定
的
な
販
売
が
、｢

地
域

再
生
計
画
」
の
林
業
再
生
の
ま

ち
づ
く
り
の
根
幹
で
あ
り
、
積

極
的
に
行
政
支
援
し
、
そ
の
実

現
に
向
け
て
邁
進
す
る
。�

②
す
で
に
新
規
雇
用
が
生
ま
れ

た
。
今
後
も
高
性
能
機
械
の
導

入
な
ど
で
雇
用
増
加
を
見
込
ん

で
い
る
。�

　
木
材
の
場
合
、
生
産
経
費
が

労
務
費
と
し
て
、
ほ
と
ん
ど
町

内
に
還
元
さ
れ
る
の
で
、
森
林

資
源
を
地
域
雇
用
に
結
び
つ
け

経
済
効
果
を
高
め
る
と
と
も
に

定
住
人
口
の
増
加
を
図
っ
て
い

き
た
い
。�

病
院
事
業
管
理
者�

答�答�
①
滞
納
者
の
ほ
と
ん
ど
が
生
活

困
窮
者
で
あ
る
。�

㈱オロチの製品出荷�

①
往
診
や
車
内
待
機
診
察
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
感
染
防
御

に
努
め
る
と
と
も
に
、
入
院
対

応
に
お
い
て
は
専
用
病
床
を
６

床
設
定
し
、
４
台
の
人
工
呼
吸

器
と
酸
素
設
備
な
ど
に
よ
り
重

症
者
へ
の
体
制
を
と
る
。�

町
　
長�

答�答�
①
10
月
初
旬
に
は
建
築
に
着
手

薬
剤
師
・
事
務
職
も
確
保
さ
れ

て
い
る
。�

②
受
診
後
に
薬
局
に
行
く
の
で

少
し
不
便
に
。
予
約
制
に
よ
り

曜
日
ご
と
に
偏
っ
て
い
た
受
診

者
数
を
平
準
化
す
る
な
ど
で
待

ち
時
間
を
短
く
し
て
い
く
。�

　
１
割
負
担
の
方
に
飲
み
薬
を

２
種
類
28
日
分
出
し
た
場
合
で

は
、
院
内
処
方
で
患
者
負
担
額

が
７
６
０
円
、
院
外
処
方
で
は

病
院
と
薬
局
の
料
金
で
１
千
３

０
円
と
な
る
。
病
院
経
営
に
と

っ
て
１
カ
月
あ
た
り
25
万
４
千

円
の
収
入
減
と
な
る
。�

①
日
南
病
院
の
未
収
金
の
内
、

「
悪
質
滞
納
」
の
状
況
は
。�

②
窓
口
一
部
負
担
金
減
免
の
積

極
的
な
活
用
を
求
め
る
。�

国
民
健
康
保
険�

問�問�
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行
政
調
査
報
告�

�

■
島
根
県
浜
田
市�

　
浜
田
市
と
合
併
し
て
４
年
目

を
迎
え
る
弥
栄
自
治
区
の
農
業

研
修
制
度
の
研
修
期
間
は
１
年

か
ら
２
年
で
、
単
身
者
月
15
万

円
、
妻
帯
者
17
万
円
が
支
給
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
研
修
生
に

は
月
１
万
５
千
円
の
低
廉
な
住

宅
が
確
保
さ
れ
、
指
定
す
る
研

修
農
場
の
整
備
、
研
修
後
の
就

農
場
所
が
町
内
に
確
保
さ
れ
て

い
る
。�

　
過
去
10
年
間
の
実
績
は
、
研

修
生
25
人
中
17
人
が
就
農(

就

農
率
68
％
）
、
18
人
が
定
住(

定

住
率
72
％
）し
、70
世
帯
の
集
落

で
Ｉ
タ
ー
ン
を
中
心
に
移
住
者

が
15
％
を
占
め
て
お
り
実
績
が

上
が
っ
て
い
る
。�

　
就
農
状
況
は
自
立
就
農
が
７

人
、
雇
用
就
農
が
10
人
で
比
較

的
雇
用
就
農
が
多
い
の
は
、
地

元
農
産
物
の
生
産
・
加
工
・
販

売
ま
で
を
手
が
け
、
年
間
２
億

２
千
万
円
の
売
上
実
績
が
あ
る

㈲
や
さ
か
共
同
農
場
が
、
研
修

生
を
雇
用
し
て
き
た
こ
と
が
大

き
い
。�

����������������

■
広
島
県
北
広
島
町�

　
中
国
地
方
で
最
も
広
大
な
北

広
島
町
の
農
業
研
修
制
度
は
、

合
併
す
る
前
の
旧
豊
平
町
時
代

か
ら
引
き
継
い
だ
も
の
で
、
平

成
15
年
度
に
国
の
事
業
で
研
修

用
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
や
管
理

棟
、
倉
庫
作
業
棟
な
ど｢

豊
平

新
規
就
農
者
研
修
施
設｣

を
町

が
建
設
し
、
農
協
が
管
理
運
営

や
営
農
指
導
を
し
て
い
る
。�

　
研
修
期
間
は
２
年
間
。
研
修

生
に
は
、
１
年
間
を
限
度
に
月

５
万
円
の
研
修
支
援
交
付
金
が

支
給
さ
れ
る
が
、
そ
の
一
方
で

研
修
施
設
の
使
用
料
を
年
間
約

７
万
円(

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
１

棟
・
270
㎡
分)

負
担
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。�

　
平
成
16
年
度
か
ら
研
修
生
を

受
け
入
れ
、
平
成
19
年
度
ま
で

に
５
名
が
研
修
し
て
い
る
。
特

徴
的
な
こ
と
は
、
こ
の
町
の
研

修
生
全
員
が
近
隣
の
広
島
市
内

出
身
で
あ
る
こ
と
や
、
夫
婦
と

子
ど
も
家
族
全
員(

４
人
〜
５
人)

で
Ｉ
タ
ー
ン
し
て
い
る
こ
と
で
、

就
農
に
向
け
て
の
強
い
決
断
と

高
い
覚
悟
が
感
じ
ら
れ
、
研
修

後
全
員
が
新
規
就
農
し
て
い
る

こ
と
に
も
表
わ
れ
て
い
る
。�

　
栽
培
品
目
は
主
に
花
卉
苗
や

イ
チ
ゴ
、
ト
マ
ト
な
ど
の
収
益

性
の
高
い
ハ
ウ
ス
栽
培
で
あ
る

が
、
所
得
の
実
態
は
き
び
し
く

｢

所
得
を
考
え
る
会｣

を
つ
く
り

農
業
所
得
向
上
の
た
め
の
研
修

が
行
わ
れ
て
い
る
。�

�

【 

考
　
　
察 

】�

　
調
査
し
た
二
つ
の
自
治
体
で

は
、
い
ち
早
く
農
業
研
修
制
度

に
取
り
組
み
、
新
規
就
農
や
若

者
の
定
住
な
ど
一
定
の
成
果
を

修
め
て
き
た
。
し
か
し
、
今
年

度
の
研
修
希
望
者
の
応
募
が
な

く
再
募
集
す
る
と
い
う
状
況
に

な
り
、
研
修
後
の
農
業
経
営
の

厳
し
い
実
態
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
日
南
町
が
今
年
度
か
ら
新
た

に
始
め
た
農
林
業
研
修
制
度
を

成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
、
研
修

後
の
新
規
就
農
の
た
め
に
必
要

と
な
る
農
地
・
農
業
施
設
・
住

宅
な
ど
の
基
盤
整
備
を
確
立
し

な
が
ら
、
日
南
町
で
農
業
を
安

心
し
て
続
け
ら
れ
る
確
固
た
る

将
来
展
望
を
国
・
県
と
連
携
し

て
政
策
的
に
し
っ
か
り
と
提
示

す
る
こ
と
。�

　
合
わ
せ
て
、
研
修
生
や
新
規

就
農
者
が
農
村
で
継
続
し
て
暮

ら
す
こ
と
の
多
面
的
か
つ
積
極

的
な
意
義
を
町
民
全
体
で
共
有

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。�

島根県�

広島県�

浜田市・弥栄自治区�

北広島町�

浜田市での研修状況�

北広島町のイチゴのハウス栽培�

　
平
成
21
年
７
月
２
日
・
３
日
の
２
日
間
、
議
員
全
員
に
よ
る
特
別

委
員
会(
委
員
長
・
久
代
安
敏
議
員)

で
行
政
調
査
を
行
い
ま
し
た
。�
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本会議�審 査 意 見 �提 出 者 �件 名 �

米子市博労町4丁目352�
鳥取県教職員組合西武支
部　支部長　内田浩文�

義務教育に格差を生じないよう
に、教育予算の拡充を求める願
意は理解できる。�

2010年度国家予算編成に
おいて、教育予算拡充を求
める陳情書�

採　択�

　提出のあった陳情を所管の常任委員会で審査し、委員長から審査結果の報告を受けて９月�
定例議会の本会議で審議した結果、次のとおり決定しました。あわせて、２件の意見書を総�
理大臣ほか、関係大臣などに提出することを決めました。�

陳情の審査結果・意見書提出�陳情の審査結果・意見書提出�

2010年度国家予算編成において�
教育予算拡充を求める意見書�

　子どもたちに豊かな教育を保障することは、社

会の基盤作りにとってきわめて重要なことである。

現在の社会経済不安の中で、貧困と格差は、世代

間に引き継がれている状況があり、経済的な理由

から高校生の中途退学者も増えている。日本の子

どもに関する公的支出は先進国最低レベルとなっ

ており、諸外国並みに、家計基盤の弱い家庭への

子どもに係る給付拡充などの施策の実施が必要で

ある。また、家庭の所得の違いによって、子ども

たちの教育や進路に影響がでないための、高校教

育の無償化、就学援助・奨学金制度の抜本的拡充

など、教育の基盤充実が不可欠である。�

　教育予算を国全体として、しっかりと確保・充

実させる必要があることから、次の事項が実現さ

れるよう強く要望する。�

　　　　　　　　　　　記�

１．義務制第８次・高校第７次教職員定数改善計

　画を実施すること。�

２．義務教育費国庫負担制度について、国負担率

　を２分の１に復元することを含め制度を堅持す

　ること。�

３．家庭の所得の違いによって子どもたちの教育

　や進路に影響がでないよう、就学援助制度を拡

　充すること。また、そのための国の予算措置を

　おこなうこと。�

４．学校施設整備費、教材費、図書費、旅費、学

　校・通学路の安全対策など、教育予算のため、

　地方交付税を含む国の予算を拡充すること。�

５．40年振りに実施した文科省の勤務実態調査

　の結果を施策に反映し、実効ある超勤縮減対策

　をおこなうこと。�

EPA・FTA推進路線を見直すとともに、�
アメリカとのFTA交渉を行わない�
ことを求める意見書�

　昨年の大暴騰以降、一時下落傾向にあった穀物

の国際相場が再び高騰の流れにあり、世界の食糧

需給は依然として逼迫した状況で、これまでの輸

入自由化万能論の立場では、深刻な世界の食糧問

題は解決できず、それぞれの国が、食糧自給率を

向上させる以外に打開できないということである。�

　こうした事態は、農産物貿易の全面自由化と生

産刺激的な農業補助金の削減・廃止を世界の農業

に押し付けたＷＴＯ農業協定路線の見直しを求め

ている。また、ＷＴＯ路線を前提にした２国間・

地域間の協定であるＥＰＡ・ＦＴＡ路線も同様に

見直されなければならない。�

　日豪、日米のＥＰＡ・ＦＴＡは、日本農業に壊

滅的打撃をもたらし、いったん交渉が始まれば取

り返しのつかない事態を招くことが懸念され到底

容認できない。�

　以上の理由から政府においては、これまでのＥ

ＰＡ(※1)・ＦＴＡ(※2) 推進路線を見直すとともに、

アメリカとのＦＴＡ交渉を行わないことを求める。�

�

�

(※1) ＥＰＡ（経済連携協定）�

　ＦＴＡの要素に加えて、知的財産権、投資、政府

調達、競争政策、中小企業協力等なども対象分野に

含む協定。�

(※2) ＦＴＡ（自由貿易協定）�

　二国間または地域間（多国間）の協定により、モ

ノの関税や数量制限など貿易の障害となる壁を相互

に撤廃し、自由貿易を行うことによって利益を享受

することを目的とした協定。�
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ち

き
ゅう
にやさし

い

再
生紙利用

古紙配合率100％�
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秋
の
農
作
業
も
終
り
に
近
づ

き
、
落
葉
の
季
節
を
迎
え
て
い

ま
す
。�

　
国
に
お
い
て
は
政
権
交
代
が

現
実
と
な
り
、
補
正
予
算
の
見

直
し
や
、
来
年
度
予
算
編
成
の

時
期
で
も
あ
り
ま
す
が
、
地
方

自
治
体
が
切
り
捨
て
に
な
ら
な

い
こ
と
を
願
う
と
こ
ろ
で
す
。�

　
「
無
駄
づ
か
い
」
と
言
わ
れ

る
領
域
、
感
性
が
ど
こ
ま
で
の

も
の
な
の
か
、
正
に
「
一
喜
一

憂
」
の
日
々
が
続
い
て
い
ま
す
。�

　
人
口
減
、
三
県
に
ま
た
が
る

中
山
間
地
域
に
お
け
る
行
政
の

領
域
の
交
差
点
に
は
多
く
の
弊

害
が
あ
る
こ
と
を
誰
が
理
解
し

て
頂
け
る
で
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。

　
不
安
と
期
待
が
入
り
混
じ
っ

た
こ
の
頃
で
あ
り
ま
す
。�

　
　
　
　
　
　
　
　
福
田
　
記�

�

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会�

　
　
委

員

長
　
久
代
　
安
敏�

　
　
副
委
員
長
　
古
都
　
久
志�

　
　
委
　
　
員
　
福
田
　
　
稔�

　
　
　
　〃
　　
　
坪
倉
　
勝
幸�

　
　
　
　〃
　　
　
長
岡
つ
る
子�

編�

集�

後�

記�

日南町制50 周年企画 議会史�1959 ～ 2009年�

◆昭和50年　定員16人に対し25人が立候補、新人10人�
　　　　　　が当選�
◆昭和50年　カメムシ対策協議会発足�
◆昭和50年　不況により出稼ぎ者急減�
◆昭和54年　町制20周年（日南音頭制作）�

　日南町が誕生して50年を記念し、日南町議会史を３回シリーズで企画しました。�

昭和50年～昭和54年� 昭和54年～昭和58年�昭和50年～昭和54年�

◆昭和54年　町議会議員改選�
◆昭和55年　新過疎地域振興計画策定�
◆昭和55年　議会だより創刊�

昭和54年～昭和58年�

◆昭和58年　町議会議員改選�
◆昭和58年　常任委員会を４委員会から３委員会に�
◆昭和59年　雪害対策本部設置 (昭和38年以来の豪雪により）�

昭和58年～昭和62年�昭和58年～昭和62年�

◆昭和62年　町議会議員改選�
◆昭和62年　緑化推進運動功労団体として内閣総理大臣�
　　　　　　賞を受賞�
◆平成元年　町制30周年�
◆平成２年　町長・議員補欠（２名）選挙�
◆平成２年　過疎地域活性化計画策定�

昭和62年～平成３年�昭和62年～平成３年�

vol . 2
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12月10日～12月17日�

12月定例会�

議
決
し
た
お
も
な
議
案�

議
決
し
た
お
も
な
議
案�

条
例
の
制
定
等�

補

正

予

算�

財
産
の
取
得�

移
動
通
信
用
無
線
設
備�

契
約
者
　
㈱
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
中

　
　
　
　
国
支
社�

契
約
金
額
　
１
千
６
４
３
万
円�

�

電
子
黒
板
を
利
用
し
た
教
育
に

関
す
る
調
査
研
究
備
品�

契
約
者
　
本
条
書
店
㈲�

契
約
金
額
　
１
千
２
３
９
万
円�

指
定
管
理
者
の
指
定�

　
12
月
定
例
会
は
、
12
月
10
日
か
ら
17
日
ま
で
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
初
日
の
本
会
議
で
矢
田
町
長

は
、
今
期
限
り
で
（
任
期
は
、
３
月
16
日
ま
で
）
引
退
す
る
こ
と
を
正
式
に
表
明
し
ま
し
た
。�

　
一
般
質
問
に
は
、
３
名
の
議
員
が
登
壇
し
執
行
部
の
所
信
を
問
い
ま
し
た
。�

　
執
行
部
か
ら
提
案
さ
れ
た
、
福
祉
事
務
所
を
本
年
４
月
か
ら
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
設
置
す
る
条
例

の
制
定
や
、
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
改
正
、
補
正
予
算
な
ど
の
全
議
案
を
原
案
ど
お
り

可
決
し
、
意
見
書
４
件
を
発
議
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。�

りで退任を表明�矢田町長 今期限�りで退任を表明�矢田町長 今期限�りで退任を表明�矢田町長 今期限�

ゆ
き
ん
こ
村�

指
定
管
理
者
　
大
新
東
㈱�

指
定
期
間
　
平
成
22
年
４
月
１
日�

　
　
　
〜
平
成
27
年
３
月
31
日�

一
般
会
計�

　
４
千
４
０
１
万
５
千
円
を
追

加
し
、
総
額
を
58
億
１
千
６
５

５
万
９
千
円
と
し
た
。�

（
お
も
な
内
容
）�

確
定
申
告
用
端
末
整
備�

　
　
　
　
　
２
８
０
万
２
千
円�

�

後
期
高
齢
者
医
療
療
養
給
付
費

負
担
金
　
　
７
６
３
万
７
千
円�

�

環
境
審
議
会
委
員
報
酬�

　
　
　
　
　
　
　
４
万
９
千
円�

�

住
宅
用
太
陽
光
発
電
導
入
助
成

　
　
　
　
　
　
　
　
４
８
万
円�

�

福
祉
事
業
に
係
る
国
庫
負
担
金

等
の
返
還�

　
　
　
　
　
７
１
６
万
３
千
円�

�

障
害
者
自
立
支
援
扶
助
費�

　
　
　
１
千
１
２
１
万
５
千
円�

�

介
護
保
険
利
用
者
負
担
軽
減
事

業
補
助
金
返
還�

　
　
　
　
　
２
１
６
万
６
千
円�

�

か
す
み
荘
電
気
メ
ー
タ
ー
取
替

　
　
　
　
　
　
１
７
万
１
千
円�

水
田
農
業
確
率
対
策
事
業�

　
（
優
良
担
い
手
育
成
事
業
）�

　
　
　
　
　
　
　
３
０
０
万
円�

�

堆
肥
生
産
施
設
ペ
イ
ロ
ー
ダ
ー

改
修
　
　
　
　
　
４
７
７
万
円�

�

自
治
会
設
置
バ
ス
停
助
成�

　
　
　
　
　
　
　
　
３
０
万
円�

�

ナ
イ
タ
ー
設
備
修
繕�

　
　
　
　
　
３
３
１
万
４
千
円�

��������������

一
丁
田
見
田
線
改
良
舗
装
事
業

費
追
加
　
　
　
　
５
５
０
万
円�

�

鈩
橋
（
吉
鈩
線
）
高
欄
修
繕�

　
　
　
　
　
　
　
　
７
６
万
円�

�

町
営
住
宅
ボ
イ
ラ
ー
修
繕�

　
　
　
　
　
　
　
　
３
０
万
円�

放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
事
業
補

助
金
確
定
に
よ
る
返
還�

　
　
　
　
　
　
３
８
万
７
千
円�

�

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計�

　
高
額
医
療
費
共
同
事
業
交
付

金
等
８
０
９
万
円
を
追
加
し
、

総
額
を
８
億
５
７
７
万
５
千
円

と
し
た
。�

�

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計�

　
多
里
地
区
簡
易
水
道
改
良
事

業
工
事
費
等
５
６
４
万
６
千
円

を
追
加
し
、
総
額
を
３
億
８
千

６
４
７
万
２
千
円
と
し
た
。�

�

農
業
集
落
排
水
事
業
会
計�

　
共
済
費
等
６
万
７
千
円
追
加

し
、
総
額
を
２
億
９
千
５
６
万

９
千
円
と
し
た
。�

�

介
護
保
険
特
別
会
計�

　
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
等

の
増
加
に
よ
り
１
千
２
４
５
万

円
を
追
加
し
、
総
額
を
10
億
５

３
８
万
１
千
円
と
し
た
。�

�

後
期
高
齢
者
医
療
会
計�

　
広
域
連
合
納
付
金
９
１
万
５

千
円
を
減
額
し
、
総
額
を
９
千

５
４
２
万
２
千
円
と
し
た
。�

現　行� 改正後� 比　較�

12月支給�

6 月 支 給 �

合 計 �

改正された手当�
ー平成22年1月1日施行ー�

2.125�

2.325�

4.450

1.950�

2.200�

4.150

△ 0.175�

△ 0.125�

△ 0.300

職員の期末・勤勉手当（支給月数）�

現　行� 改正後� 比　較�

12月支給�

合 計 �

1.60�

1.70�

3.30

1.45�

1.60�

3.05

△ 0.15�

△ 0.10�

△ 0.25

特別職・教育長の期末手当（支給月数）�

6 月 支 給 �

修繕されるナイター設備�

電子黒板を使った授業�

福
祉
事
務
所
設
置
条
例
の
制
定

　
福
祉
に
関
す
る
事
務
所
を
設

置
す
る
も
の
。
（
平
成
22
年
４

月
１
日
施
行
）�

�

※
福
祉
事
務
所
と
は�

　
生
活
保
護
を
は
じ
め
、
児

童
・
高
齢
者
・
母
子
・
障
害
者

福
祉
の
総
合
窓
口
と
し
て
相
談

に
応
じ
、
必
要
な
援
護
や
指
導

を
行
う
も
の
で
、
今
年
４
月
か

ら
保
健
セ
ン
タ
ー
で
業
務
を
行

う
。�

農
村
情
報
セ
ン
タ
ー
（
桜
ケ
瀬

会
館
）
関
係
条
例
の
一
部
改
正�

　
施
設
を
指
定
管
理
者
が
管
理

で
き
る
よ
う
改
正
。�

�

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等

の
一
部
改
正�

・
給
料
表
の
改
正
　
平
成
22
年

　
１
月
１
日
か
ら
適
用�

・
昇
給
延
伸
を
平
成
21
年
12
月

　
31
日
で
廃
止�

・
期
末
・
勤
勉
手
当
の
支
給
月

　
数
の
減�

・
特
別
職
・
教
育
長
の
期
末
手

　
当
の
減�

・
持
家
住
居
手
当
の
廃
止
（
平

　
成
22
年
４
月
１
日
施
行
）�
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12月10日～12月17日�

12月定例会�

議
決
し
た
お
も
な
議
案�

議
決
し
た
お
も
な
議
案�

条
例
の
制
定
等�

補

正

予

算�

財
産
の
取
得�

移
動
通
信
用
無
線
設
備�

契
約
者
　
㈱
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
中

　
　
　
　
国
支
社�

契
約
金
額
　
１
千
６
４
３
万
円�

�

電
子
黒
板
を
利
用
し
た
教
育
に

関
す
る
調
査
研
究
備
品�

契
約
者
　
本
条
書
店
㈲�

契
約
金
額
　
１
千
２
３
９
万
円�

指
定
管
理
者
の
指
定�

　
12
月
定
例
会
は
、
12
月
10
日
か
ら
17
日
ま
で
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
初
日
の
本
会
議
で
矢
田
町
長

は
、
今
期
限
り
で
（
任
期
は
、
３
月
16
日
ま
で
）
引
退
す
る
こ
と
を
正
式
に
表
明
し
ま
し
た
。�

　
一
般
質
問
に
は
、
３
名
の
議
員
が
登
壇
し
執
行
部
の
所
信
を
問
い
ま
し
た
。�

　
執
行
部
か
ら
提
案
さ
れ
た
、
福
祉
事
務
所
を
本
年
４
月
か
ら
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
設
置
す
る
条
例

の
制
定
や
、
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
改
正
、
補
正
予
算
な
ど
の
全
議
案
を
原
案
ど
お
り

可
決
し
、
意
見
書
４
件
を
発
議
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。�

りで退任を表明�矢田町長 今期限�りで退任を表明�矢田町長 今期限�りで退任を表明�矢田町長 今期限�

ゆ
き
ん
こ
村�

指
定
管
理
者
　
大
新
東
㈱�

指
定
期
間
　
平
成
22
年
４
月
１
日�

　
　
　
〜
平
成
27
年
３
月
31
日�

一
般
会
計�

　
４
千
４
０
１
万
５
千
円
を
追

加
し
、
総
額
を
58
億
１
千
６
５

５
万
９
千
円
と
し
た
。�

（
お
も
な
内
容
）�

確
定
申
告
用
端
末
整
備�

　
　
　
　
　
２
８
０
万
２
千
円�

�

後
期
高
齢
者
医
療
療
養
給
付
費

負
担
金
　
　
７
６
３
万
７
千
円�

�
環
境
審
議
会
委
員
報
酬�

　
　
　
　
　
　
　
４
万
９
千
円�

�

住
宅
用
太
陽
光
発
電
導
入
助
成

　
　
　
　
　
　
　
　
４
８
万
円�

�

福
祉
事
業
に
係
る
国
庫
負
担
金

等
の
返
還�

　
　
　
　
　
７
１
６
万
３
千
円�

�

障
害
者
自
立
支
援
扶
助
費�

　
　
　
１
千
１
２
１
万
５
千
円�

�

介
護
保
険
利
用
者
負
担
軽
減
事

業
補
助
金
返
還�

　
　
　
　
　
２
１
６
万
６
千
円�

�

か
す
み
荘
電
気
メ
ー
タ
ー
取
替

　
　
　
　
　
　
１
７
万
１
千
円�

水
田
農
業
確
率
対
策
事
業�

　
（
優
良
担
い
手
育
成
事
業
）�

　
　
　
　
　
　
　
３
０
０
万
円�

�

堆
肥
生
産
施
設
ペ
イ
ロ
ー
ダ
ー

改
修
　
　
　
　
　
４
７
７
万
円�

�

自
治
会
設
置
バ
ス
停
助
成�

　
　
　
　
　
　
　
　
３
０
万
円�

�

ナ
イ
タ
ー
設
備
修
繕�

　
　
　
　
　
３
３
１
万
４
千
円�
��������������

一
丁
田
見
田
線
改
良
舗
装
事
業

費
追
加
　
　
　
　
５
５
０
万
円�

�

鈩
橋
（
吉
鈩
線
）
高
欄
修
繕�

　
　
　
　
　
　
　
　
７
６
万
円�

�

町
営
住
宅
ボ
イ
ラ
ー
修
繕�

　
　
　
　
　
　
　
　
３
０
万
円�

放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
事
業
補

助
金
確
定
に
よ
る
返
還�

　
　
　
　
　
　
３
８
万
７
千
円�

�

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計�

　
高
額
医
療
費
共
同
事
業
交
付

金
等
８
０
９
万
円
を
追
加
し
、

総
額
を
８
億
５
７
７
万
５
千
円

と
し
た
。�

�

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計�

　
多
里
地
区
簡
易
水
道
改
良
事

業
工
事
費
等
５
６
４
万
６
千
円

を
追
加
し
、
総
額
を
３
億
８
千

６
４
７
万
２
千
円
と
し
た
。�

�

農
業
集
落
排
水
事
業
会
計�

　
共
済
費
等
６
万
７
千
円
追
加

し
、
総
額
を
２
億
９
千
５
６
万

９
千
円
と
し
た
。�

�

介
護
保
険
特
別
会
計�

　
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
等

の
増
加
に
よ
り
１
千
２
４
５
万

円
を
追
加
し
、
総
額
を
10
億
５

３
８
万
１
千
円
と
し
た
。�

�

後
期
高
齢
者
医
療
会
計�

　
広
域
連
合
納
付
金
９
１
万
５

千
円
を
減
額
し
、
総
額
を
９
千

５
４
２
万
２
千
円
と
し
た
。�

現　行� 改正後� 比　較�

12月支給�

6 月 支 給 �

合 計 �

改正された手当�
ー平成22年1月1日施行ー�

2.125�

2.325�

4.450

1.950�

2.200�

4.150

△ 0.175�

△ 0.125�

△ 0.300

職員の期末・勤勉手当（支給月数）�

現　行� 改正後� 比　較�

12月支給�

合 計 �

1.60�

1.70�

3.30

1.45�

1.60�

3.05

△ 0.15�

△ 0.10�

△ 0.25

特別職・教育長の期末手当（支給月数）�

6 月 支 給 �

修繕されるナイター設備�

電子黒板を使った授業�

福
祉
事
務
所
設
置
条
例
の
制
定

　
福
祉
に
関
す
る
事
務
所
を
設

置
す
る
も
の
。
（
平
成
22
年
４

月
１
日
施
行
）�

�

※
福
祉
事
務
所
と
は�

　
生
活
保
護
を
は
じ
め
、
児

童
・
高
齢
者
・
母
子
・
障
害
者

福
祉
の
総
合
窓
口
と
し
て
相
談

に
応
じ
、
必
要
な
援
護
や
指
導

を
行
う
も
の
で
、
今
年
４
月
か

ら
保
健
セ
ン
タ
ー
で
業
務
を
行

う
。�

農
村
情
報
セ
ン
タ
ー
（
桜
ケ
瀬

会
館
）
関
係
条
例
の
一
部
改
正�

　
施
設
を
指
定
管
理
者
が
管
理

で
き
る
よ
う
改
正
。�

�

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等

の
一
部
改
正�

・
給
料
表
の
改
正
　
平
成
22
年

　
１
月
１
日
か
ら
適
用�

・
昇
給
延
伸
を
平
成
21
年
12
月

　
31
日
で
廃
止�

・
期
末
・
勤
勉
手
当
の
支
給
月

　
数
の
減�

・
特
別
職
・
教
育
長
の
期
末
手

　
当
の
減�

・
持
家
住
居
手
当
の
廃
止
（
平

　
成
22
年
４
月
１
日
施
行
）�

─　　 ─271
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も
っ
と
く
わ
し
く�

質
疑
応
答�

も
っ
と
く
わ
し
く�

12
月
定
例
会�

12
月
定
例
会�質

疑
応
答�

村
上
議
員�

問�問�

久
代
議
員�

問�問�

高
見
企
画
課
長�

答�答�

久
代
議
員�

問�問�

久
代
議
員�

問�問�

増
原
総
務
課
長�

答�答�

内
田
福
祉
保
健
課
長�

答�答�

狩
野
副
町
長�

答�答�

反
対�

久
代
議
員�

賛
成�

三
上
議
員�

　
11
月
25
日
の
臨
時
議
会
で
否

決
さ
れ
た
も
の
と
内
容
に
変
わ

り
な
い
。�

���

　
12
月
の
期
末
手
当
は
従
来
ど

お
り
支
給
さ
れ
た
の
で
、
今
後

の
引
き
下
げ
は
妥
当
で
あ
る
。�

討
　
　
論�

討
　
　
論�

職
員
の
給
与
に
関
す
る�

条
例
等
の
一
部
改
正�

福
祉
事
務
所
設
置�

　
　
　
　
条
例
の
制
定�

工
事
請
負
契
約
の
変
更�

指
定
管
理
者
の
指
定�

財
産
の
取
得�

職
員
の
給
与
に
関
す
る�

条
例
等
の
一
部
改
正�

　
昨
年
11
月
25
日
に
開
か
れ
た
臨
時
議
会
で
は
、
職
員
給
与
条
例
の
一
部
改
正
や
、

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
助
成
な
ど
の
補
正
予
算
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。�

　
職
員
給
与
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
は
、
反
対
６
名
、
賛
成
５
名
で
否
決
し
ま

し
た
。
（
同
条
例
改
正
案
は
、
施
行
日
を
一
部
変
更
し
12
月
定
例
会
に
再
提
案
さ
れ
、

可
決
し
ま
し
た
。
）�

職
員
の
給
与
に
関
す
る�

条
例
等
の
一
部
改
正�

反
対�

平
井
議
員�

討
　
　
論�

討
　
　
論�
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議
決
し
た
お
も
な
議
案�

議
決
し
た
お
も
な
議
案�
補

正

予

算�

工
事
請
負
契
約
の
変
更�

条
例
の
改
正�

ボ
ー
ナ
ス
カ
ッ
ト
な
ど
職
員
給
与�

条
例
の
一
部
改
正
案
を
否
決�

ボ
ー
ナ
ス
カ
ッ
ト
な
ど
職
員
給
与�

条
例
の
一
部
改
正
案
を
否
決�

ボ
ー
ナ
ス
カ
ッ
ト
な
ど
職
員
給
与�

条
例
の
一
部
改
正
案
を
否
決�

も
っ
と
く
わ
し
く�

質
疑
応
答�

も
っ
と
く
わ
し
く�

質
疑
応
答�

村
上
議
員�

問�問�

平
井
議
員�

問�問�

三
上
議
員�

問�問�

山
内
建
設
課
長�

答�答�

増
原
総
務
課
長�

答�答�

賛
成�

三
上
議
員�

反
対�

久
代
議
員�

臨�

時�

会�

11
月
25
日�

臨�

時�

会�

１
月
15
日�

　
多
里
地
区
簡
易
水
道
浄
水
施

設
の
増
工
内
容
は
。�

���

　
施
設
埋
戻
土
が
粘
土
質
の
た

め
真
砂
土
に
変
え
た
。
当
初
、

ろ
過
設
備
の
保
温
・
地
下
ピ
ッ

ト
の
蓋
工
事
は
施
行
状
況
を
見

な
が
ら
検
討
し
て
い
く
と
し
て

い
た
が
、
必
要
と
し
て
追
加
と

し
た
。�

�������

　
本
町
は
行
財
政
改
革
等
に
て

既
に
給
与
は
引
下
げ
済
み
。
職

員
の
志
気
に
関
わ
る
が
ど
う
か
。�

���

　
町
の
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
は

93.1
。
職
員
の
理
解
は
得
ら
れ
て

い
る
と
考
え
る
。�

���

　
引
下
げ
に
よ
っ
て
浮
い
た
財

源
の
用
途
は
。�

���

　
浮
い
た
財
源
は
、
職
員
の
補

充
等
で
考
え
た
い
。�

増
原
総
務
課
長�

答�答�

　
日
南
町
職
員
の
給
与
は
６
年

連
続
引
き
下
げ
に
な
っ
て
い
る
。

せ
め
て
期
末
手
当
だ
け
で
も
引

き
下
げ
る
べ
き
で
な
い
。�

���

　
国
の
人
事
院
勧
告
に
準
じ
て

行
う
給
与
改
正
は
、
当
然
実
施

さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。�

���

　
公
務
員
給
与
の
連
続
引
き
下

げ
は
、
負
の
連
鎖
で
、
か
え
っ

て
不
況
に
つ
な
が
る
の
で
こ
れ

以
上
引
き
下
げ
る
べ
き
で
は
な

い
。�

���

　
官
民
格
差
は
広
が
っ
て
お
り
、

民
間
は
深
刻
だ
。
現
行
の
給
与

水
準
か
ら
み
て
引
き
下
げ
は
止

む
を
得
な
い
。�

賛
成�

奥
迫
議
員�

多
里
地
区
簡
易
水
道
浄
水
施
設

工
事�

　
契
約
金
額
７
２
０
万
円
を
追

加
し
、
総
額
を
１
億
２
千
２
７

０
万
円
に
変
更
し
た
。�

�

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正�

　
平
成
21
年
12
月
の
期
末
手
当

分
よ
り
職
員
給
与
を
減
額
す
る

た
め
の
条
例
改
正
。
（
否
決
）�

�

一
般
会
計�

　
１
千
９
９
３
万
２
千
円
を
追

加
し
、
総
額
を
57
億
７
千
２
５

４
５
万
４
千
円
と
し
た
。�

�

（
お
も
な
内
容
）�

新
生
児
誕
生
記
念
絵
本
配
布�

　
　
　
　
　
　
　
　
２
５
万
円�

�

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
費
用
助
成�

　
　
　
１
千
２
４
６
万
２
千
円�

雪
害
施
設
等
復
旧
対
策
事
業�

　
　
　
　
　
３
３
３
万
５
千
円�

�

ゆ
き
ん
こ
村
修
繕
費�

　
　
　
　
　
　
６
９
万
２
千
円�

�

町
造
林
事
業
費�

　
　
　
　
　
３
１
９
万
３
千
円�

�

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計�

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
費
用
助
成
３
５
２
万
６
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を
７
億
９

千
７
６
８
万
５
千
円
と
し
た
。�

�

日
南
病
院
事
業
会
計�

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

施
設
整
備
補
助
金
１
３
４
万
４

千
円
を
受
入
、
空
気
清
浄
機
・

簡
易
陰
圧
装
置
計
１
３
７
万
６

千
円
を
購
入
す
る
も
の
。�

職
員
の
給
与
に
関
す
る�

条
例
等
の
一
部
改
正�

平
井
議
員�

問�問� 一
般
会
計
補
正
予
算�

狩
野
副
町
長�

答�答�

　
福
祉
関
係
の
事
業
量
が
増
え

る
こ
と
に
な
る
が
そ
の
体
制
は
。�

���

　
生
活
保
護
、
母
子
・
児
童
・

障
害
福
祉
対
応
の
意
味
合
い
も

含
め
な
が
ら
、
保
健
福
祉
の
束

ね
役
を
検
討
中
。�

��������

　
再
提
案
は
ど
の
様
な
検
討
結

果
な
の
か
。�

�

　
近
隣
市
町
村
と
均
質
な
行
政

の
執
行
を
す
る
た
め
改
め
て
提

案
し
た
。�

������

　
半
分
の
委
員
が
欠
席
、
執
行

部
に
都
合
の
悪
い
案
件
は
審
議

し
な
い
よ
う
な
環
境
審
議
会
は

必
要
か
。�

���

　
町
の
環
境
行
政
に
は
必
要
で

あ
り
、
今
後
の
運
営
に
つ
い
て

は
検
討
し
て
い
く
。�

�����

　
無
線
設
備
は
土
地
・
設
備
一

切
が
町
の
財
産
か
。
ま
た
維
持

管
理
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。�

���

　
全
部
が
町
有
財
産
で
、
維
持

管
理
契
約
の
う
え
業
者
へ
委
託

し
て
い
る
。�

������

　
ゆ
き
ん
こ
村
の
有
効
利
用
の
拡

大
、
地
域
活
性
化
に
向
け
た
取
り

組
み
が
担
保
さ
れ
て
の
契
約
か
。�

���

　
全
国
展
開
を
し
て
い
る
業
者

と
し
て
、
新
し
い
取
組
み
を
表

明
し
て
い
る
。
管
理
料
は
町
で

必
要
経
費
を
算
出
し
て
今
後
契

約
し
て
い
く
。�

議
決
し
た
議
案�

議
決
し
た
議
案�

条
例
の
改
正�

後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正�

　
保
険
料
延
滞
金
の
軽
減
措
置

に
つ
い
て
一
部
改
正
。�
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も
っ
と
く
わ
し
く�

質
疑
応
答�

も
っ
と
く
わ
し
く�

12
月
定
例
会�

12
月
定
例
会�質

疑
応
答�

村
上
議
員�

問�問�

久
代
議
員�

問�問�

高
見
企
画
課
長�

答�答�

久
代
議
員�

問�問�

久
代
議
員�

問�問�

増
原
総
務
課
長�

答�答�

内
田
福
祉
保
健
課
長�

答�答�

狩
野
副
町
長�

答�答�

反
対�

久
代
議
員�

賛
成�

三
上
議
員�

　
11
月
25
日
の
臨
時
議
会
で
否

決
さ
れ
た
も
の
と
内
容
に
変
わ

り
な
い
。�

���

　
12
月
の
期
末
手
当
は
従
来
ど

お
り
支
給
さ
れ
た
の
で
、
今
後

の
引
き
下
げ
は
妥
当
で
あ
る
。�

討
　
　
論�

討
　
　
論�

職
員
の
給
与
に
関
す
る�

条
例
等
の
一
部
改
正�

福
祉
事
務
所
設
置�

　
　
　
　
条
例
の
制
定�

工
事
請
負
契
約
の
変
更�

指
定
管
理
者
の
指
定�

財
産
の
取
得�

職
員
の
給
与
に
関
す
る�

条
例
等
の
一
部
改
正�

　
昨
年
11
月
25
日
に
開
か
れ
た
臨
時
議
会
で
は
、
職
員
給
与
条
例
の
一
部
改
正
や
、

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
助
成
な
ど
の
補
正
予
算
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。�

　
職
員
給
与
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
は
、
反
対
６
名
、
賛
成
５
名
で
否
決
し
ま

し
た
。
（
同
条
例
改
正
案
は
、
施
行
日
を
一
部
変
更
し
12
月
定
例
会
に
再
提
案
さ
れ
、

可
決
し
ま
し
た
。
）�

職
員
の
給
与
に
関
す
る�

条
例
等
の
一
部
改
正�

反
対�

平
井
議
員�

討
　
　
論�

討
　
　
論�
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議
決
し
た
お
も
な
議
案�

議
決
し
た
お
も
な
議
案�

補

正

予

算�

工
事
請
負
契
約
の
変
更�

条
例
の
改
正�

ボ
ー
ナ
ス
カ
ッ
ト
な
ど
職
員
給
与�

条
例
の
一
部
改
正
案
を
否
決�

ボ
ー
ナ
ス
カ
ッ
ト
な
ど
職
員
給
与�

条
例
の
一
部
改
正
案
を
否
決�

ボ
ー
ナ
ス
カ
ッ
ト
な
ど
職
員
給
与�

条
例
の
一
部
改
正
案
を
否
決�

も
っ
と
く
わ
し
く�

質
疑
応
答�

も
っ
と
く
わ
し
く�

質
疑
応
答�

村
上
議
員�

問�問�

平
井
議
員�

問�問�

三
上
議
員�

問�問�

山
内
建
設
課
長�

答�答�

増
原
総
務
課
長�

答�答�

賛
成�

三
上
議
員�

反
対�

久
代
議
員�

臨�

時�

会�

11
月
25
日�

臨�

時�

会�

１
月
15
日�

　
多
里
地
区
簡
易
水
道
浄
水
施

設
の
増
工
内
容
は
。�
���

　
施
設
埋
戻
土
が
粘
土
質
の
た

め
真
砂
土
に
変
え
た
。
当
初
、

ろ
過
設
備
の
保
温
・
地
下
ピ
ッ

ト
の
蓋
工
事
は
施
行
状
況
を
見

な
が
ら
検
討
し
て
い
く
と
し
て

い
た
が
、
必
要
と
し
て
追
加
と

し
た
。�

�������
　
本
町
は
行
財
政
改
革
等
に
て

既
に
給
与
は
引
下
げ
済
み
。
職

員
の
志
気
に
関
わ
る
が
ど
う
か
。�

���

　
町
の
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
は

93.1
。
職
員
の
理
解
は
得
ら
れ
て

い
る
と
考
え
る
。�
���

　
引
下
げ
に
よ
っ
て
浮
い
た
財

源
の
用
途
は
。�

���

　
浮
い
た
財
源
は
、
職
員
の
補

充
等
で
考
え
た
い
。�

増
原
総
務
課
長�

答�答�

　
日
南
町
職
員
の
給
与
は
６
年

連
続
引
き
下
げ
に
な
っ
て
い
る
。

せ
め
て
期
末
手
当
だ
け
で
も
引

き
下
げ
る
べ
き
で
な
い
。�
���

　
国
の
人
事
院
勧
告
に
準
じ
て

行
う
給
与
改
正
は
、
当
然
実
施

さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。�

���

　
公
務
員
給
与
の
連
続
引
き
下

げ
は
、
負
の
連
鎖
で
、
か
え
っ

て
不
況
に
つ
な
が
る
の
で
こ
れ

以
上
引
き
下
げ
る
べ
き
で
は
な

い
。�

���

　
官
民
格
差
は
広
が
っ
て
お
り
、

民
間
は
深
刻
だ
。
現
行
の
給
与

水
準
か
ら
み
て
引
き
下
げ
は
止

む
を
得
な
い
。�

賛
成�

奥
迫
議
員�

多
里
地
区
簡
易
水
道
浄
水
施
設

工
事�

　
契
約
金
額
７
２
０
万
円
を
追

加
し
、
総
額
を
１
億
２
千
２
７

０
万
円
に
変
更
し
た
。�

�

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正�

　
平
成
21
年
12
月
の
期
末
手
当

分
よ
り
職
員
給
与
を
減
額
す
る

た
め
の
条
例
改
正
。
（
否
決
）�

�

一
般
会
計�

　
１
千
９
９
３
万
２
千
円
を
追

加
し
、
総
額
を
57
億
７
千
２
５

４
５
万
４
千
円
と
し
た
。�

�

（
お
も
な
内
容
）�

新
生
児
誕
生
記
念
絵
本
配
布�

　
　
　
　
　
　
　
　
２
５
万
円�

�

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
費
用
助
成�

　
　
　
１
千
２
４
６
万
２
千
円�

雪
害
施
設
等
復
旧
対
策
事
業�

　
　
　
　
　
３
３
３
万
５
千
円�

�

ゆ
き
ん
こ
村
修
繕
費�

　
　
　
　
　
　
６
９
万
２
千
円�

�
町
造
林
事
業
費�

　
　
　
　
　
３
１
９
万
３
千
円�

�

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計�

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
費
用
助
成
３
５
２
万
６
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を
７
億
９

千
７
６
８
万
５
千
円
と
し
た
。�

�

日
南
病
院
事
業
会
計�

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

施
設
整
備
補
助
金
１
３
４
万
４

千
円
を
受
入
、
空
気
清
浄
機
・

簡
易
陰
圧
装
置
計
１
３
７
万
６

千
円
を
購
入
す
る
も
の
。�

職
員
の
給
与
に
関
す
る�

条
例
等
の
一
部
改
正�

平
井
議
員�

問�問� 一
般
会
計
補
正
予
算�

狩
野
副
町
長�

答�答�

　
福
祉
関
係
の
事
業
量
が
増
え

る
こ
と
に
な
る
が
そ
の
体
制
は
。�

���

　
生
活
保
護
、
母
子
・
児
童
・

障
害
福
祉
対
応
の
意
味
合
い
も

含
め
な
が
ら
、
保
健
福
祉
の
束

ね
役
を
検
討
中
。�

��������

　
再
提
案
は
ど
の
様
な
検
討
結

果
な
の
か
。�

�

　
近
隣
市
町
村
と
均
質
な
行
政

の
執
行
を
す
る
た
め
改
め
て
提

案
し
た
。�

������

　
半
分
の
委
員
が
欠
席
、
執
行

部
に
都
合
の
悪
い
案
件
は
審
議

し
な
い
よ
う
な
環
境
審
議
会
は

必
要
か
。�

���

　
町
の
環
境
行
政
に
は
必
要
で

あ
り
、
今
後
の
運
営
に
つ
い
て

は
検
討
し
て
い
く
。�

�����

　
無
線
設
備
は
土
地
・
設
備
一

切
が
町
の
財
産
か
。
ま
た
維
持

管
理
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。�

���

　
全
部
が
町
有
財
産
で
、
維
持

管
理
契
約
の
う
え
業
者
へ
委
託

し
て
い
る
。�

������

　
ゆ
き
ん
こ
村
の
有
効
利
用
の
拡

大
、
地
域
活
性
化
に
向
け
た
取
り

組
み
が
担
保
さ
れ
て
の
契
約
か
。�

���

　
全
国
展
開
を
し
て
い
る
業
者

と
し
て
、
新
し
い
取
組
み
を
表

明
し
て
い
る
。
管
理
料
は
町
で

必
要
経
費
を
算
出
し
て
今
後
契

約
し
て
い
く
。�

議
決
し
た
議
案�

議
決
し
た
議
案�

条
例
の
改
正�

後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正�

　
保
険
料
延
滞
金
の
軽
減
措
置

に
つ
い
て
一
部
改
正
。�
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古都久志議員�

産
業
遺
産
の
保
存
と�

　
　
　
　
　
　
　
活
用
方
策
は�

建
物
の
補
修
や
Ｐ
Ｒ
活
動
に�

　
　
　
　
　
　
　
取
り
組
み
た
い�

矢
田
町
長�

第
４
次
総
合
計
画�

の
達
成
状
況�

問�問�

町政のここが聞きたい�

①
何
が
達
成
さ
れ
、
何
が
未
達

成
な
の
か
。�

②
未
達
成
の
も
の
の
原
因
は
。�

③
第
５
次
計
画
の
達
成
に
向
け

た
具
体
的
行
動
計
画
、
行
程
は
。�

教
育
行
政�

問�問�
①
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

の
結
果
の
評
価
は
。�

②
中
心
地
区
活
性
化
事
業
の
文

化
教
育
ゾ
ー
ン
と
し
て
の
北
の

原
地
区
の
活
用
は
。�

③
小
中
一
貫
教
育
の
進
展
状
況

の
評
価
は
。�

文
化
財
保
護
と�

　
　
観
光
政
策�

問�問�
①
産
業
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
若

松
鉱
山
跡
地
の
保
全
と
観
光
に

向
け
た
取
り
組
み
は
。�

②
砺
波
タ
タ
ラ
の
発
掘
調
査
の

現
地
説
明
会
が
開
催
さ
れ
た
が

タ
タ
ラ
関
連
施
設
の
保
存
・
活

用
を
す
す
め
る
べ
き
と
思
う
が
。�

町
有
林
事
業�

問�問�
　
す
で
に
伐
期
に
あ
る
も
の
は

収
入
源
で
あ
る
。
収
支
の
帳
尻

を
合
わ
せ
る
の
が
事
業
だ
と
思

う
。
財
産
管
理
に
も
っ
と
責
任

を
持
っ
て
欲
し
い
と
考
え
る
が
。�

一般質
問�

一般質
問�
答�答�と�問�問�

立
脇
教
育
委
員
長�

町
　
長�

　
収
入
を
伴
わ
な
い
保
育
事
業

は
補
助
金
を
受
け
て
も
赤
字
。

搬
出
間
伐
は
、
補
助
金
と
販
売

収
入
で
黒
字
が
見
込
め
る
。
町

有
林
の
経
営
は
収
益
性
の
原
則

が
あ
る
が
、
保
育
に
経
費
が
か

か
る
。
収
支
バ
ラ
ン
ス
を
見
な

が
ら
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
る
。�

答�答�
町
　
長�

①
建
物
の
保
存
の
た
め
の
補
修

や
展
示
室
の
整
備
と
共
に
Ｐ
Ｒ

活
動
を
地
元
の
団
体
と
協
力
し

な
が
ら
す
す
め
て
い
き
た
い
。�

②
タ
タ
ラ
を
物
的
資
源
と
し
て

捉
え
た
地
域
作
り
は
す
で
に
安

来
市
、
雲
南
市
、
奥
出
雲
町
な

ど
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
先
例
に
学
び
な
が
ら
タ
タ

ラ
を
生
か
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
と
考
え
る
。�

答�答�

答�答�

答�答�

経済福祉常任委員会の若松鉱山視察�

①
達
成
さ
れ
た
も
の
は
、
基
本

健
康
診
査
受
診
率
70
％
、
生
活

排
水
処
理
率
80
％
、
道
路
舗
装

率
90
％
、
図
書
館
一
人
当
た
り

蔵
書
数
８
冊
の
数
値
で
あ
る
。

　
未
達
成
な
も
の
は
、
外
国
人

比
率
１
％
、
審
議
会
等
へ
の
女

性
の
参
画
率
30
％
、
住
民
の
住

み
や
す
さ
意
識
75
％
、
観
光
入

り
込
み
客
数
年
間
45
万
人
の
目

標
数
値
で
あ
る
。�

②
外
国
人
比
率
を
例
に
あ
げ
る

と
、
交
流
イ
ベ
ン
ト
や
学
術
交

流
が
展
開
さ
れ
た
が
、
一
定
期

間
滞
在
の
外
国
人
登
録
に
つ
な

が
る
結
果
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。�

③
計
画
の
達
成
に
向
け
、
町
づ

く
り
懇
談
会
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
、
指
標
と
し
て
の
年
齢
別
人

口
や
店
舗
数
、
事
業
所
数
そ
し

て
就
業
者
数
な
ど
の
指
標
の
変

化
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
審
議
会
で

検
証
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

あ
る
。�

①
課
題
部
分
の
分
析
と
指
導
方

法
の
工
夫
改
善
や
実
践
等
を
含

め
、
基
礎
基
本
の
定
着
を
図
る

こ
と
と
、
家
庭
学
習
の
習
慣

化
・
読
書
活
動
の
推
進
、
ま
た
、

具
体
的
・
体
験
的
な
活
動
の
繰

り
返
し
と
知
識
・
技
能
等
を
実

生
活
の
様
々
な
場
面
に
活
用
す

る
力
の
育
成
を
図
っ
て
い
く
必

要
が
あ
る
。�

②
身
近
な
自
然
の
中
で
学
習
活

動
や
遊
び
を
含
め
体
験
で
き
る

環
境
と
し
て
、
イ
チ
イ
荘
周
辺

に
散
策
路
・
キ
ャ
ン
プ
場
・
遊
び

場
・
展
望
台
・
た
た
ら
体
験
施
設

な
ど
を
整
備
し
、
小
学
校
・
中

学
校
・
保
育
園
が
例
え
ば
「
学

び
の
森
」
的
に
位
置
付
け
、
ま

た
、
周
辺
の
河
川
敷
を
整
備
し

て
「
水
辺
の
学
習
活
動
や
体
験

活
動
」
の
場
に
し
た
い
。�

③
日
南
町
小
中
一
貫
教
育
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
会
議
の
設
立
と
研
修

推
進
組
織
体
制
を
確
立
し
、
研

究
と
実
践
に
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
特
に
教
職
員

の
小
中
一
貫
教
育
へ
の
意
識
高

揚
と
連
携
が
最
重
要
課
題
と
あ

る
と
考
え
て
い
る
が
、
学
校
現

場
に
お
い
て
は
、｢

授
業
づ
く
り

部
会
」
「
仲
間
づ
く
り
部
会
」

「
健
康
づ
く
り
部
会
」
さ
ら
に

は
小
中
学
校
の
職
員
会
議
と
企

画
委
員
会
を
組
織
付
け
研
究
を

深
め
て
い
る
。�
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坪倉勝幸議員�

町政のここが聞きたい�

野
菜
団
地
と
住
宅
を
整
備
し�

　
新
規
就
農
者
の
受
入
れ
を�

検
討
に
値
す
る�

①
農
林
業
研
修
生
の
就
農
、
定

住
策
の
基
本
的
な
構
想
と
具
体

的
な
方
策
、
支
援
策
は
。�

②
野
菜
等
生
産
団
地
と
住
宅
を

整
備
し
農
業
研
修
生
の
み
な
ら

ず
新
規
就
農
者
等
を
受
入
れ
る

体
制
を
提
案
す
る
が
ど
う
か
。�

農
林
業
研
修
生
の�

就
農
、
定
住
策�

問�問�

文
化
振
興�
問�問�

矢
田
町
長�

答�答�

山
本
教
育
長�

答�答�

①
歴
史
的
に
価
値
の
高
い
文
化

財
、
郷
土
資
料
や
遺
産
の
保
存

活
用
方
策
は
。�

②
郷
土
芸
能
の
伝
承
、
発
展
方

策
お
よ
び
グ
ル
ー
プ
な
ど
で
活

動
さ
れ
て
い
る
町
民
文
化
の
向

上
、
振
興
の
考
え
方
は
。�

③
小
中
学
生
の
ふ
る
さ
と
教
育

の
実
態
と
今
後
の
取
り
組
み
は
。�

研修のようす�

①
所
有
者
或
い
は
団
体
、
国
・

県
・
町
が
連
携
し
そ
の
保
存
に

努
め
て
お
り
、
郷
土
資
料
や
発

掘
さ
れ
た
出
土
品
に
つ
い
て
は

矢
戸
の
郷
土
資
料
館
を
中
心
に
、

一
部
に
つ
い
て
は
美
術
館
収
蔵

庫
に
保
存
し
て
い
る
。�

　
こ
れ
ら
の
活
用
の
一
つ
の
方

法
と
し
て
、
郷
土
資
料
館
で
民

族
資
料
・
出
土
品
等
を
展
示
し

て
い
る
。
現
在
、
遺
跡
調
査
報

告
書
の
公
開
や
出
土
品
を
文
化

祭
等
で
公
開
展
示
等
に
活
用
す

る
よ
う
に
努
め
て
い
る
。
ま
た

今
年
度
は
歴
史
的
な
資
料
の
目

録
等
の
デ
ー
タ
化
、
郷
土
芸
能

の
収
録
と
保
存
等
に
取
組
ん
で

い
る
。
今
後
、
展
示
や
保
存
の

あ
り
方
、
施
設
に
つ
い
て
も
早

急
に
検
討
し
て
い
く
。�

②
平
成
19
年
度
に
「
文
化
伝
承

の
会｣｢

い
い
舞
台
を
創
る
会
」

が
設
立
さ
れ
た
。
い
ず
れ
も
日

南
町
の
舞
台
芸
術
や
芸
能
・
文

化
を
守
り
伝
承
し
て
い
き
た
い

と
い
う
強
い
意
志
の
も
と
に
任

意
に
発
足
さ
れ
た
会
で
あ
り
、

芸
能
・
文
化
伝
承
の
基
盤
と
し

て
、
町
の
文
化
振
興
に
関
わ
る

「
参
加
・
育
成
型
事
業
」
（
団

体
育
成
及
び
支
援
）の
中
で
、文

化
団
体
や
自
主
的
活
動
の
支
援

及
び
育
成
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

そ
の
他
の
団
体
活
動
を
含
め
て

協
働
の
中
で
今
後
そ
の
取
り
組�

み
を
更
に
充
実
し
て
い
き
た
い
。�

　
尚
、
保
存
活
動
と
し
て
町
の

伝
統
的
芸
能
を
記
録
・
発
表
・

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
形
で
取
り

組
む
こ
と
と
し
、
伝
統
芸
能
祭

な
ど
一
部
は
既
に
実
践
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。�

③｢

ふ
る
さ
と
教
育
全
体
計
画｣

に
基
づ
い
て
、
育
成
し
た
い
資

質
や
能
力
を
小
学
校
で
は
日
南

町
を
知
る
・
学
ぶ
・
伝
え
る
と

し
、
中
学
校
で
は
更
に
内
容
を

深
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。�

　
本
年
度
の
取
り
組
み
は
、
小

学
校
で
は
、
「
米
作
り
体
験
」

「
３
年
生
の
町
内
巡
り
」
「
４

年
生
の
社
会
科
見
学
」
「
５
年

生
の
自
然
教
室
」
「
５
年
生
子

ど
も
神
楽
」
「
食
育
と
地
元
産

の
食
材
活
用
」
中
学
校
で
は
、

「
保
育
体
験
授
業
」
「
生
き
方

セ
ミ
ナ
ー
」
「
ワ
ク
ワ
ク
に
ち

な
ん
」
「
職
場
体
験
」
「
宿
泊

体
験
」
「
ふ
れ
あ
い
文
化
祭
参

加
」
な
ど
で
あ
る
。�

　
今
後
と
も
小
中
学
校
が
連
携

し
な
が
ら
充
実
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。�

①
研
修
生
に
は
、
個
別
面
談
で

６
名
が
ト
マ
ト
栽
培
、
１
名
が

花
卉
栽
培
、
１
名
が
白
ネ
ギ
で

就
農
を
希
望
し
て
い
る
。�

　
２
年
目
の
研
修
内
容
と
し
て

は
、
ハ
ウ
ス
１
棟
を
１
人
で
栽

培
管
理
す
る
実
践
研
修
と
し
て

土
作
り
か
ら
始
ま
る
ト
マ
ト
栽

培
、
販
売
、
ハ
ウ
ス
管
理
ま
で

を
研
修
す
る
計
画
で
あ
る
。
白

ネ
ギ
、
花
卉
に
つ
い
て
も
同
様

の
研
修
機
会
を
設
け
た
い
。�

　
研
修
終
了
後
は
、
研
修
生
個

々
の
営
農
計
画
に
即
し
た
、
実

践
ハ
ウ
ス
に
よ
る
自
立
経
営
を

行
う
よ
う
就
農
定
着
を
支
援
し

て
い
く
と
共
に
、
町
内
農
業
法

人
、
林
業
事
業
体
へ
の
就
職
も

視
野
に
入
れ
、
人
材
育
成
に
努

め
る
。
支
援
対
策
に
つ
い
て
は

国
、
県
と
連
携
し
体
制
を
整
え

て
い
き
た
い
。�

②
検
討
に
値
す
る
。
作
目
や
生

産
条
件
が
合
え
ば
団
地
化
も
可

能
で
あ
り
、
今
回
の
研
修
生
の

定
着
後
の
方
向
性
と
し
て
も
検

討
し
た
い
。
住
宅
に
つ
い
て
は

栽
培
規
模
や
入
居
条
件
等
、
永

続
性
や
費
用
面
な
ど
多
く
の
課

題
が
あ
る
。�

　
し
か
し
、
定
住
支
援
策
を
構

築
す
る
必
要
が
あ
り
、
今
年
度

は
、
旧
石
見
西
小
学
校
を
研
修

用
の
宿
泊
施
設
と
し
て
改
修
す

る
。�
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久代安敏議員�

環
境
政
策
と
温
暖
化
対
策
に�

　
　
町
独
自
の
目
標
と
計
画
を�

地
域
産
業
の
再
生
と
雇
用
の
創
出
に�

　
　
つ
な
が
る
よ
う
検
討
す
る�

矢
田
町
長�

　
　
　
　
政
治
・
経
済
・
文
化
な

　
　
　
ど
大
き
く
変
化
す
る
が

30
年
後
も
有
効
と
想
定
し
て
い

る
か
。�

「
『
30
年
後
の
日
南
町
の
姿
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
で
構
想
さ
れ
た

将
来
像
」
は
、
町
民
に
広
く
共

有
さ
れ
て
い
る
か
。�

町政のここが聞きたい�

第
５
次
日
南
町
総
合
計�

画
（
案
）
と
来
年
度
予�

算
編
成
方
針�

問�問�

　
　
　
　
環
境
政
策
の
位
置
づ

　
　
　
け
が
弱
く
、
も
っ
ぱ
ら

住
民
の
意
識
の
問
題
に
す
り
か

え
て
い
る
。
温
暖
化
防
止
の
た

め
の
目
標
を
立
て
積
極
的
に
推

進
し
、
雇
用
拡
大
に
つ
な
げ
る

べ
き
で
は
。�

問�問�
　
　
　
　
３
つ
の
基
本
目
標
を

　
　
　
来
年
度
予
算
に
、
ど
の

よ
う
に
反
映
す
る
の
か
。�

問�問�

問�問�答�答�答�答�
　
各
地
域
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
に
提
示
し
議
論
を
深
め
て
い

る
。
広
報
に
ち
な
ん
に
お
い
て

３
回
シ
リ
ー
ズ
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
成
果
を
伝
え
て
き
た
。�

　
　
　
　
状
況
の
変
化
に
対
応

　
　
　
し
て
「
で
き
る
こ
と
」

「
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
」
も
当
然
変
わ
っ
て
く
る
が

取
り
組
み
へ
の
考
え
方
は
変
わ

ら
な
い
。�

答�答�
　
　
　
　
環
境
基
本
計
画
を
機

　
　
　
軸
に
、
環
境
立
町
推
進

協
議
会
や
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

等
と
連
携
を
密
に
す
る
。
森
林

資
源
を
核
と
し
て
地
域
産
業
を

再
生
・
創
造
し
、
雇
用
が
創
出

で
き
れ
ば
と
願
っ
て
い
る
。�

答�答�
　
　
　
　
「
基
本
計
画
」
で
緊

　
　
　
急
性
や
重
要
度
を
勘
案

し
て
仕
分
け
を
し
、
予
算
に
取

り
組
む
。
来
年
度
予
算
が
骨
格

予
算
に
な
る
こ
と
か
ら
、
す
べ

て
の
施
策
を
反
映
す
る
こ
と
は

困
難
。
住
民
生
活
に
密
接
し
た

施
策
は
継
続
し
た
い
。�

　
　
　
　
町
営
バ
ス
・
過
疎
地

　
　
　
有
償
運
送
の
さ
ら
な
る

充
実
を
図
る
た
め
に
、
日
南
町

公
共
交
通
確
保
対
策
協
議
会
で

は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
新
規
参
入

に
つ
い
て
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
議
論
を
展
開
し
て
い
る
の
か
。�

問�問�

　
　
　
　
会
計
検
査
院
か
ら
指

　
　
　
摘
さ
れ
た
「
鳥
取
県
西

部
広
域
行
政
管
理
組
合
」
が
運

営
す
る
灰
溶
融
炉
（
エ
コ
ス
ラ

グ
セ
ン
タ
ー
）
は
、
廃
止
を
含

め
て
再
検
討
す
べ
き
だ
。�

問�問�

問�問�

　
　
　
　
閉
校
と
な
っ
た
小
学

　
　
　
校
の
教
育
・
文
化
的
遺

産
や
資
料
、
発
掘
調
査
に
よ
る

歴
史
的
遺
産
を
ど
う
継
承
し
管

理
す
る
の
か
。�

問�問�

　
　
　
　｢

部
落
差
別｣

と
「
同

　
　
　
和
」
を
人
権
尊
重
社
会

の
確
立
の
中
心
に
す
え
て
い
る
。

い
ま
人
権
問
題
の
い
ち
ば
ん
の

関
心
と
課
題
は
、
「
い
じ
め
」

や
「
格
差
」
で
あ
る
。
教
育
現

場
と
現
実
と
の
乖
離
が
あ
る
の

で
は
。�

問�問�

答�答�
　
　
　
　
施
設
の
負
担
金
に
は

　
　
　
貴
重
な
税
金
が
使
わ
れ

て
い
る
。
今
後
と
も
事
業
の
実

施
状
況
を
検
証
し
、
厳
し
い
態

度
で
臨
み
情
報
公
開
に
努
め
る
。�

答�答� 答�答�
　
　
　
　
日
南
町
公
共
交
通
確

　
　
　
保
対
策
協
議
会
は
、
地

域
交
通
事
業
者
、
利
用
者
代
表
、

有
識
者
な
ど
の
関
係
者
に
よ
り

構
成
し
、
公
共
交
通
の
あ
り
方

に
つ
い
て
協
議
し
て
い
る
。
利

用
者
の
利
便
性
の
確
保
・
向
上

を
第
一
義
に
置
き
な
が
ら
、
効

率
性
や
安
定
し
た
事
業
継
続
の

た
め
の
調
整
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。
町
営
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
運

行
や
地
域
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
よ
る

過
疎
地
有
償
運
送
へ
の
参
画
な

ど
新
た
な
公
共
交
通
施
策
に
つ

い
て
、
実
施
し
て
い
る
。�

答�答�
　
　
　
　｢

同
和｣

問
題
は
、
ま

　
　
　
だ
解
決
半
ば
で
あ
り
、

身
近
な
人
権
問
題
の
一
つ
と
し

て
、
い
じ
め
や
差
別
と
同
様
に

そ
の
問
題
解
消
に
向
か
う
と
い

う
こ
と
を
、
計
画
の
中
で
位
置

づ
け
る
。�

答�答�
　
　
　
　
若
松
鉱
山
が
近
代
化

　
　
　
産
業
遺
産
群
に
認
定
さ

れ
た
後
、
２
回
の
活
用
検
討
会

の
開
催
や
地
元
ま
ち
協
な
ど
で

の
協
議
を
行
い
観
光
資
源
と
し

て
の
意
見
も
出
さ
れ
て
い
る
。�

　
ク
ロ
ー
ム
の
産
出
に
使
わ
れ

た
機
材
や
選
鉱
場
な
ど
が
残
っ

て
お
り
、
保
全
が
必
要
。
ま
た

貴
重
な
資
料
を
展
示
で
き
る
よ

う
、
早
急
に
整
備
し
た
い
。�

　
　
　
　
近
代
化
産
業
遺
産
に

　
　
　
認
定
さ
れ
た
若
松
鉱
山

を
観
光
の
振
興
に
活
か
す
べ
き

だ
と
考
え
る
が
。�

　
　
　
　
旧
小
学
校
に
は
教
育

　
　
　
関
係
の
重
要
書
類
を
耐

火
金
庫
に
保
管
し
て
お
り
、
今

後
集
約
し
て
整
理
を
行
う
。
遺

跡
調
査
等
に
よ
り
出
土
し
た
貴

重
な
品
々
は
、
美
術
館
等
に
保

存
し
て
適
宜
展
示
を
し
て
い
く
。

郷
土
資
料
館
は
、
旧
小
学
校
の

活
用
も
含
め
て
、
早
急
に
検
討

す
る
。�

エコスラグセンター�
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議
会
運
営
委
員
会�

12
月
３
日�

▼
12
月
定
例
会
運
営
に
つ
い
て�

�

総
務
教
育
常
任
委
員
会�

11
月
19
日�

▼
所
管
事
務
調
査
（
教
育
課
）�

������������

12
月
11
日�

▼
陳
情
審
査�

12
月
14
日�

▼
陳
情
審
査�

▼
所
管
事
務
調
査
（
教
育
課
）�

経
済
福
祉
常
任
委
員
会�

11
月
５
日�

▼
㈱
オ
ロ
チ
と
の
意
見
交
換�

11
月
20
日�

▼
日
南
町
林
業
協
会
と
の
意
見

　
交
換�

▼
若
松
鉱
山
跡
地
視
察�

12
月
11
日�

▼
陳
情
審
査�

12
月
14
日�

▼
陳
情
審
査�

▼
所
管
事
務
調
査
（
農
林
課
）�

全
員
協
議
会�

11
月
９
日�

▼
西
部
広
域
議
会
の
エ
コ
ス
ラ

　
グ
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て�

▼
日
南
町
総
合
計
画
に
つ
い
て�

11
月
25
日�

▼
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
対
応
等

　
に
つ
い
て�

▼
石
見
西
小
改
修
に
つ
い
て�

▼
平
成
20
年
度
決
算
の
指
摘
事

　
項
に
つ
い
て�

12
月
11
日�

▼
石
見
西
小
学
校
の
改
修
に
つ

　
い
て�

▼
緊
急
雇
用
創
出
事
業
特
例
交

　
付
金
の
追
加
配
分
に
つ
い
て�

▼
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

　
接
種
計
画
に
つ
い
て�

12
月
17
日�

▼
平
成
22
年
度
議
会
費
予
算
案

　
に
つ
い
て�

１
月
15
日�

▼
パ
ス
ポ
ー
ト
申
請
に
つ
い
て�

▼
ゆ
う
ゆ
う
広
場
に
つ
い
て�

４
日
　
和
歌
山
市
議
会
来
町�

　〃
　　
新
過
疎
法
制
定
促
進
総

　
　
　
決
起
大
会�

５
日
　
経
済
福
祉
常
任
委
員
会�

８
日
　
日
野
町
政
施
行
50
周
年

　
　
　
記
念
式
典�

９
日
　
全
員
協
議
会�

11
日
　
町
村
議
会
議
長
会
全
国

　
　
　
大
会�

13
日
　
町
村
議
会
女
性
議
員
研

　
　
　
修
会�

　〃
　　
後
期
高
齢
者
広
域
議
会

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会�

14
日
　
日
南
町
秋
季
消
防
演
習�

19
日
　
総
務
教
育
常
任
委
員
会�

20
日
　
経
済
福
祉
常
任
委
員
会�

25
日
　
臨
時
議
会�

　〃
　　
全
員
協
議
会�

26
日
　
後
期
高
齢
者
広
域
議
会

　
　
　
定
例
会�

27
日
　
町
村
議
会
議
員
研
修
会�

30
日
〜
12
月
２
日�

　
　
　
県
議
長
会
役
員
行
政
調

　
　
　
査�

��

１
日
　
３
町
衛
生
施
設
組
合
議

　
　
　
会
定
例
会�

３
日
　
議
会
運
営
委
員
会�

６
日
　
日
南
小
学
校
学
習
発
表

　
　
　
会�

10
日
　
定
例
会
本
会
議�

11
日
　
定
例
会
本
会
議�

　〃
　　
全
員
協
議
会�

　〃
　　
常
任
委
員
会�

13
日
　
日
南
町
ま
ち
づ
く
り
フ

　
　
　
ォ
ー
ラ
ム�

14
日
　
常
任
委
員
会�

17
日
　
定
例
会
本
会
議�

　〃
　　
全
員
協
議
会�

　〃
　　
広
報
委
員
会�

21
日
　
西
部
議
長
会
連
絡
会�

　
（
１
月
）�

�

７
日
　
広
報
委
員
会�

９
日
　
日
南
町
消
防
出
初
め
式�

15
日
　
臨
時
議
会�

　〃
　　
全
員
協
議
会�

　〃
　　
広
報
委
員
会�

19
日
　
広
報
委
員
会�

21
日
　
西
部
議
長
会
定
例
総
会�

25
日
　
西
部
広
域
議
会
臨
時
会�

日南小学校の視察�

日南町林業協会との意見交換�
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本会議�審 査 意 見 �提 出 者 �件 名 �

石田　政彦�

死亡率の大きなウエイトを占める
三代疾患の一つである脳卒中対策
を推進する制度として法律の制定
を求める願意は理解できる。�

脳卒中対策基本法の早期制
定について（陳情）�

採　択�

ダム・発電関係市町村全国協議会�
会長　辻　一幸�

水力発電施設の建設に協力してき
た関係市町村にとって、住民生活
の利便性向上のために必要不可欠
な交付金である。�

電源立地地域対策交付金制
度の交付期間延長等を求め
る意見書の提出について(依頼)

採　択�

鳥取県労働者福祉協議会�
理事長　安田　邦夫�

経済不況を理由に規制を緩めると、
多重債務問題が再燃しかねず、改
正貸金業法の早期完全実施を求め
る願意は妥当である。�

改正貸金業法の早期完全施
行等を求める意見書を政府
等に提出することを求める
陳情書�

採　択�

全日本年金者組合鳥取県�
西部支部�
支部長　増田　修治�

税によらない制度の創設は無理が
ある。�

消費税によらない最低保障年
金制度の創設を求める陳情�

不採択�

全日本年金者組合鳥取県�
西部支部�
支部長　増田　修治�

新しい制度が明確になっていない
のに廃止すべきでない。�

後期高齢者医療制度の即時
廃止に関する陳情�

不採択�

全日本年金者組合鳥取県�
西部支部�
支部長　増田　修治�

義務教育に格差を生じないように、
教育予算の拡充を求める願意は理
解できる。�

2010年度年金の減額改定を
おこなわないことを求める
陳情�

採　択�

提出のあった陳情を所管の常任委員会で審査し、委員長から審査結果の報告を受けて12月�
定例議会の本会議で審議した結果、次のとおり決定しました。�

陳情の審査結果�

12月議会では、次の意見書を総理大臣ほか関係大臣などに提出することを決めました。�

意見書を提出�

陳情の審査結果�

電源立地地域対策交付金制度の交付期間延長等を求める意見書�

　電源立地地域対策交付金の水力発電施設周辺地

域交付金相当部分（水力交付金）は、水力発電ダ

ムに関わる発電用施設周辺地域住民の福祉の向上

と電源立地の円滑化に資することを目的に創設さ

れたものであり、関係市町村では、この水力交付

金を活用し、公共施設の整備、住民生活の利便性

向上を図っているところである。�

　豊富な水資源に恵まれた我が国において、水力

発電は、原子力発電や火力発電に比べ、環境への

負荷が少なく、再生可能なエネルギーとして、こ

れまで電力の安定供給に大きく寄与してきたが、

その背景には水力発電施設の建設に協力してきた

関係市町村の貢献があることを十分認識すべきで

ある。�

　よって、国におかれては、平成22年度末をも

って多くの関係市町村で交付期限を迎える水力交

付金について、過去30年間にわたる交付実績や、

今後とも安定的な水力発電を維持する必要性があ

ること等を考慮のうえ、平成23年度以降は恒久

的な制度とすること、及び原子力発電交付金との

格差をふまえた交付金の最高限度額及び最低保証

額の引き上げなど交付条件の改善や事務手続きの

簡素化を図られることを要望する。�
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改正貸金業法の早期完全施行等を求める意見書�

　経済・生活苦での自殺者が年間7,000人に達

し、自己破産者も18万人を超え、多重債務者

が200万人を超えるなどの深刻な多重債務問

題を解決するため、平成18年12月に改正貸金

業法が成立し、出資法の上限金利の引下げ、

収入の３分の１を超える過剰貸付契約の禁止（総

量規制）などを含む同法が22年６月に完全施

行される予定である。�

　改正貸金業法の完全施行の先延ばし、金利

規制などの貸金業者に対する規制の緩和は、

再び自殺者や自己破産者、多重債務者の急増

を招きかねず許されるべきではない。今、多

重債務者のために必要とされる施策は、相談

体制の拡充、セーフティネット貸付の充実及

びヤミ金融の撲滅などである。�

　今般設置された消費者庁の所管ないし、地

方消費者行政の充実及び多重債務問題が喫緊

の課題であることもふまえ、国に対し、以下

の施策を求める。�

�

１．改正貸金業法を早期に完全施行すること。�

２．自治体での多重債務相談体制の整備のた

　　め相談員の人件費を含む予算を十分確保

　　するなど相談窓口の充実を支援すること。�

３．個人及び中小事業者向けのセーフティネ

　　ット貸付をさらに充実させること。�

４．ヤミ金融を徹底的に摘発すること。�

脳卒中対策基本法の早期制定を求める意見書�

　高齢化社会を迎え、脳卒中は大きな社会的

課題となってきている。脳卒中を予防し、ま

た後遺症を減らすためには、救急搬送体制と

医療体制の整備・連携、そして、教育の場、

等を活用した啓発が必要となってくる。くわ

えて、予防のための活動やリハビリ、患者と

家族の生活の質の向上と社会参加の支援につ

いての施策を実施し、救急搬送体制や医療・

社会福祉資源などの整備を地域の実情に合わ

せて行うことが必要である。そのためには、

一貫した理念と方針の下で、国を挙げて各種

対策に取り組むことが不可欠であると言える。�

　こうしたことから、本町議会は、脳卒中対

策を推進するための制度として、脳卒中対策

基本法を早期に制定されるよう、強く要望する。�

にちなん議会だより　平成22年１月発行　No.118

11

2010年度年金の減額改定を行わないことを求める意見書�

　政府は、2000年より物価上昇があったにも

かかわらず、様々な理由をつけて年金の減額

あるいは据え置きとしてきた。�

　この間、公的年金等控除の縮小、老年者控

除の廃止、さらに医療・介護保険料の上昇が

加わり、可処分所得が激減し、高齢者の生活

はますます厳しさを増している。�

　今年は、消費者物価指数の低下が伝えられ

ており、これを理由に年金減額改定を行うこ

とが懸念される。�

　2010年度、年金が減額されれば高齢者の生

活はさらに圧迫され、内需はますます冷え込み、

地域経済や自治体財政にも深刻な影響をもら

たすことは明白であり、国民所得の12.7％に

相当する年金生活者の生活圧迫を防ぐために、

2010年度年金の減額改定を行わないことを強

く要望する。�
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日南町制50 周年企画 議会史�1959 ～ 2009年�

◆平成３年　町議会議員改選�
◆平成３年　台風19号襲来、甚大な被害�
◆平成５年　冷夏・長雨により農作物の著しい不作�

　日南町が誕生して50年を記念した、日南町議会史の最終号です。�

平成３年～平成７年� 平成７年～平成11年�平成３年～平成７年�

◆平成７年　町議会議員改選�
◆平成10年　矢田町長、初当選�

平成７年～平成11年�

◆平成11年　町議会議員改選・町制40周年�
◆平成12年　鳥取県西部地震発生�
◆平成14年　新庁舎完成�

平成11年～平成15年�平成11年～平成15年�

◆平成15年　町議会議員改選�
◆　　〃　　 合併をしないで単独自立を決定�
◆平成17年　あかねの郷の開所�

平成15年～平成19年�平成15年～平成19年�

◆平成19年　町議会議員改選（定数４名減で12名）�
◆平成21年　町制50周年�
◆　　〃　　 日南小学校開校�

平成19年～�平成19年～�

vol . 3

　
町
政
施
行
50
周
年
の
今
を
生
き
る
私
た
ち
は

こ
れ
ま
で
に
築
か
れ
た
本
町
建
設
の
歴
史
の
上

に
立
ち
、
こ
の
町
と
こ
こ
に
暮
ら
す
人
々
の
豊

か
さ
を
求
め
て
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。�

折
し
も
町
づ
く
り
の
羅
針
盤
、
総
合
計
画
の
策

定
中
で
す
。�

　
町
の
将
来
像
の
確
立
と
そ
れ
を
目
指
し
た
工

程
を
決
め
て
い
く
時
で
す
。
し
っ
か
り
議
論
を

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。�

　
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坪
倉
　
記�

編�

集�

後�

記�

議会広報調査特別委員会�
　　委 員 長　久代　安敏　　副委員長　古都　久志�
　　委　　員　福田　　稔・坪倉　勝幸・長岡つる子�
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にちなん�

おもな内容�

３月定例会…………………………�

予算審査報告……………………………�

一般質問……………………………�

臨時会……………………………………�

意見書提出、広報表彰…………………�

にちなん文学碑散歩、編集後記………�

2～4ページ�

5ページ�

6～7ページ�

8ページ�

9ページ�

10ページ�

日南小学校はじめての卒業式�

日南町の花　サツキ�

　世帯数／2,280世帯�
　人　口／5,811人�
（平成22年３月末現在）�
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住宅新築資金等貸付事業�

鳥 取 県 西 部 町 村 �

情 報 公 開 特 別 会 計 �

国 民 健 康 保 険 �

簡 易 水 道 事 業 �

農 業 集 落 排 水 事 業 �

老　　人　　保　　健�

介　　護　　保　　険�

介 護 サ ー ビ ス 事 業 �

後 期 高 齢 者 医 療 会 計 �

病 院 事 業 �

収 益 的 収 支 �

資 本 的 収 支 �

77万１千円�
�

34万４千円�
�

7億6,820万７千円�

１億5,840万５千円�

2億5,192万３千円�

20万２千円�

10億768万円�

1億3,699万８千円�

１億948万２千円�

12億3,249万６千円�

11億3,508万円�

9,741万６千円�

病
院
会
計�

87億8,485万７千円�合 計 �

51億1,834万9千円�一 般 会 計 �

平成22年度　会計別当初予算額�

特

別

会

計

�
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３月３日～３月11日�

３月定例会�

議
決
し
た
お
も
な
議
案�

議
決
し
た
お
も
な
議
案�

　
日
南
町
議
会
の
３
月
定
例
会
は
、
３
月
３
日
か
ら
11
日
ま
で
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。�

　
初
日
に
行
わ
れ
た
一
般
質
問
に
は
、
２
名
の
議
員
が
登
壇
し
執
行
部
の
所
信
を
問
い
ま
し
た
。�

　
今
期
定
例
会
で
提
案
さ
れ
た
平
成
22
年
度
当
初
予
算
は
、
矢
田
町
長
か
ら
増
原
新
町
長
に
体
制
が
替
わ
る
こ
と
か

ら
、
骨
格
予
算
と
し
て
提
案
さ
れ
、
予
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
各
会
計
の
慎
重
審
査
を
行
い
、
原
案
通
り

可
決
し
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
平
成
22
年
度
か
ら
10
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
を
示
し
た
「
第
５
次
総
合
計
画
の
基
本
構
想
」
も
原
案

通
り
可
決
し
、
議
員
発
議
に
よ
る
「
議
員
倫
理
条
例
施
行
規
則
」
や
「
核
兵
器
の
廃
絶
と
恒
久
平
和
実
現
に
関
す
る

意
見
書
」
を
議
決
し
ま
し
た
。�

骨格予算を可決�第５次総合計画と�骨格予算を可決�第５次総合計画と�骨格予算を可決�第５次総合計画と�

・
子
ど
も
手
当
支
給
事
務�

　
　
　
５
千
８
９
８
万
７
千
円�

・
生
活
保
護
業
務
費�

　
　
　
１
千
７
６
４
万
１
千
円�

・
生
活
保
護
扶
助
費�

　
　
　
　
　
３
千
５
０
０
万
円�

���������������

・
が
ん
検
診
事
業�

　
　
　
１
千
３
９
２
万
３
千
円�

・
保
育
園
管
理
運
営
費�

　
１
億
７
千
１
９
９
万
１
千
円�

・
農
林
業
研
修
生
制
度
委
託
料�

　
　
　
３
千
６
０
０
万
２
千
円�

・
新
嘗
祭
献
納
事
業�

　
　
　
　
　
　
　
　
８
２
万
円�

・
中
山
間
地
域
直
接
支
払
推
進

　
事
業�

　
　
　
１
億
７
千
９
６
０
万
円�

・
に
ち
な
ん
ブ
ラ
ン
ド
化
促
進

　
事
業�

　
　
　
　
　
６
７
３
万
３
千
円�

・
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
支
援�

　
　
　
　
　
５
９
６
万
９
千
円�

・
集
落
営
農
支
援�

　
　
　
　
　
５
８
９
万
１
千
円�

・
森
林
資
源
活
用
シ
ス
テ
ム
化�

　
　
　
　
　
　
　
３
３
５
万
円�

・
間
伐
材
等
木
材
製
品
需
要
拡

　
大
事
業�

　
　
　
　
　
７
２
３
万
８
千
円�

・
林
業
後
継
者
育
成
事
業�

　
　
　
　
　
６
３
３
万
６
千
円�

・
町
造
林
事
業�

　
　
　
６
千
４
４
５
万
４
千
円�

・
美
し
い
森
づ
く
り
基
盤
整
備�

　
　
　
　
　
１
千
２
２
６
万
円�

・
国
土
調
査
事
業�

　
　
　
１
億
４
９
６
万
８
千
円�

・
林
道
新
設
改
良
事
業�

　
　
　
９
千
７
６
１
万
７
千
円�

・
道
路
維
持
管
理
事
業�

　
　
　
５
千
７
２
０
万
７
千
円�

・
道
路
新
設
改
良
事
業�

　
　
　
８
千
６
７
１
万
８
千
円�

・
学
力
向
上
支
援
事
業�

　
　
　
　
　
２
４
８
万
９
千
円�

・
人
材
育
成
奨
学
金
貸
与
事
業�

　
　
　
　
　
７
６
４
万
２
千
円�

・
遺
跡
詳
細
分
布
調
査
事
業�

　
　
　
２
千
２
９
１
万
５
千
円�

・
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
管
理
事

　
務
費�

　
　
　
５
千
８
４
５
万
２
千
円�

・
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業�

　
　
　
　
　
４
３
７
万
７
千
円�

－2－�－3－�

（
お
も
な
内
容
）�

・
農
業
委
員
選
挙
事
務
費�

　
　
　
　
　
６
２
３
万
７
千
円�

・
県
知
事
及
び
県
議
会
議
員
選

　
挙
事
務
費�

　
　
　
　
　
４
５
４
万
８
千
円�

・
参
議
院
議
員
選
挙
事
務
費�

　
　
　
　
　
　
１
千
３
１
万
円�

・
公
債
費
償
還
（
元
金
）�

　
９
億
７
千
２
７
３
万
２
千
円�

・
公
債
費
償
還
（
利
子
）�

　
　
　
１
億
４
３
１
万
６
千
円�

・
電
算
管
理
運
営
事
務
費�

　
　
　
１
千
９
６
４
万
４
千
円�

・
公
共
交
通
確
保
対
策
事
業�

　
　
　
５
千
４
８
０
万
２
千
円�

・
タ
ウ
ン
ズ
ネ
ッ
ト
管
理
運
営�

　
　
　
５
千
９
２
２
万
１
千
円�

・
買
い
物
支
援
サ
ー
ビ
ス�

　
　
　
　
　
４
０
８
万
３
千
円�

・
パ
ス
ポ
ー
ト
発
行
事
務�

　
　
　
　
　
　
１
６
万
５
千
円�

・
健
診
事
務
補
助
員�

　
　
　
　
　
　
　
２
２
２
万
円�

・
生
ご
み
堆
肥
化
試
験
事
業�

　
　
　
　
　
３
０
５
万
４
千
円�

・
燃
料
用
薪
生
産
体
制
構
築
委

　
託
料�

　
　
　
　
　
３
２
９
万
６
千
円�

・
太
陽
光
発
電
導
入
助
成�

　
　
　
　
　
　
　
２
４
０
万
円�

・
塵
芥
処
理
事
業�

　
　
　
　
７
千
６
１
万
１
千
円�

・
三
町
衛
生
施
設
組
合
負
担
金�

　
　
　
３
千
３
３
４
万
９
千
円�

・
障
害
者
サ
ポ
ー
ト
事
業�

　
　
　
　
　
１
７
１
万
１
千
円�

・
社
会
福
祉
協
議
会
運
営
費
補

　
助
金�

　
　
　
　
　
７
３
４
万
６
千
円�

・
障
害
者
自
立
支
援
制
度
運
営

　
事
業�

　
１
億
１
千
６
４
０
万
４
千
円�

・
特
別
医
療
助
成
事
業�

　
　
　
２
千
８
６
３
万
４
千
円�

総
合
計
画
基
本
構
想�

　
第
４
次
総
合
計
画
が
平
成
21

年
度
で
終
了
す
る
た
め
、
第
５

次
総
合
計
画
の
基
本
構
想
を
可

決
し
た
。�

　
基
本
構
想
は
、
ま
ち
づ
く
り

の
基
本
理
念
と
町
の
将
来
像
を

示
す
も
の
で
、
計
画
期
間
は
平

成
22
年
度
か
ら
平
成
31
年
度
ま

で
の
10
年
間
で
あ
る
。�

指
定
管
理
者
の
指
定�

イ
チ
イ
荘
及
び
山
村
広
場�

（
指
定
管
理
者
）�

　
　
　
　
　
　
ク
ラ
ブ
サ
カ
エ�

（
指
定
期
間
）�

平
成
22
年
４
月
１
日
〜�

　
　
平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で�

補

正

予

算�

一
般
会
計�

　
財
政
調
整
基
金
積
立
２
億
円

な
ど
を
増
額
し
、
総
額
を
60
億

８
千
９
８
５
万
１
千
円
と
し
た
。�

�

国
民
健
康
保
険
会
計�

　
高
額
療
養
費
等
２
千
９
４
２

万
３
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を

８
億
３
千
５
１
９
万
８
千
円
と

し
た
。�

簡
易
水
道
事
業
会
計�

　
工
事
請
負
費
等
１
千
１
１
７

万
６
千
円
を
減
額
し
、
総
額
を

３
億
９
千
２
３
９
万
６
千
円
と

し
た
。�

�

農
業
集
落
排
水
事
業
会
計�

　
工
事
請
負
費
等
１
千
７
９
１

万
６
千
円
を
減
額
し
、
総
額
を

２
億
７
千
４
２
１
万
２
千
円
と

し
た
。�

�

介
護
保
険
会
計�

　
西
部
広
域
負
担
金
12
万
２
千

円
を
減
額
し
、
総
額
を
10
億
５

２
５
万
９
千
円
と
し
た
。�

�

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
会
計�

　
給
与
費
等
４
４
５
万
８
千
円

を
減
額
し
、
総
額
を
２
億
９
千

３
９
９
万
６
千
円
と
し
た
。�

�

日
南
病
院
事
業
会
計�

　
収
益
的
収
支
は
、
給
与
費
等

１
０
９
万
５
千
円
を
減
額
し
、

総
額
を
13
億
８
千
７
０
５
万
７

千
円
と
し
、
資
本
的
収
支
は
、

企
業
債
償
還
金
等
の
減
額
に
よ

り
、
収
入
総
額
を
１
億
６
千
４

９
６
万
２
千
円
と
し
、
支
出
総

額
を
２
億
７
千
１
万
３
千
円
と

し
た
。�

平
成
22
年
度�

　
一
般
会
計
予
算�

日南町福祉事務所開設�
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３月３日～３月11日�

３月定例会�

議
決
し
た
お
も
な
議
案�

議
決
し
た
お
も
な
議
案�

　
日
南
町
議
会
の
３
月
定
例
会
は
、
３
月
３
日
か
ら
11
日
ま
で
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。�

　
初
日
に
行
わ
れ
た
一
般
質
問
に
は
、
２
名
の
議
員
が
登
壇
し
執
行
部
の
所
信
を
問
い
ま
し
た
。�

　
今
期
定
例
会
で
提
案
さ
れ
た
平
成
22
年
度
当
初
予
算
は
、
矢
田
町
長
か
ら
増
原
新
町
長
に
体
制
が
替
わ
る
こ
と
か

ら
、
骨
格
予
算
と
し
て
提
案
さ
れ
、
予
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
各
会
計
の
慎
重
審
査
を
行
い
、
原
案
通
り

可
決
し
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
平
成
22
年
度
か
ら
10
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
を
示
し
た
「
第
５
次
総
合
計
画
の
基
本
構
想
」
も
原
案

通
り
可
決
し
、
議
員
発
議
に
よ
る
「
議
員
倫
理
条
例
施
行
規
則
」
や
「
核
兵
器
の
廃
絶
と
恒
久
平
和
実
現
に
関
す
る

意
見
書
」
を
議
決
し
ま
し
た
。�

骨格予算を可決�第５次総合計画と�骨格予算を可決�第５次総合計画と�骨格予算を可決�第５次総合計画と�

・
子
ど
も
手
当
支
給
事
務�

　
　
　
５
千
８
９
８
万
７
千
円�

・
生
活
保
護
業
務
費�

　
　
　
１
千
７
６
４
万
１
千
円�

・
生
活
保
護
扶
助
費�

　
　
　
　
　
３
千
５
０
０
万
円�

���������������

・
が
ん
検
診
事
業�

　
　
　
１
千
３
９
２
万
３
千
円�

・
保
育
園
管
理
運
営
費�

　
１
億
７
千
１
９
９
万
１
千
円�

・
農
林
業
研
修
生
制
度
委
託
料�

　
　
　
３
千
６
０
０
万
２
千
円�

・
新
嘗
祭
献
納
事
業�

　
　
　
　
　
　
　
　
８
２
万
円�

・
中
山
間
地
域
直
接
支
払
推
進

　
事
業�

　
　
　
１
億
７
千
９
６
０
万
円�

・
に
ち
な
ん
ブ
ラ
ン
ド
化
促
進

　
事
業�

　
　
　
　
　
６
７
３
万
３
千
円�

・
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
支
援�

　
　
　
　
　
５
９
６
万
９
千
円�

・
集
落
営
農
支
援�

　
　
　
　
　
５
８
９
万
１
千
円�

・
森
林
資
源
活
用
シ
ス
テ
ム
化�

　
　
　
　
　
　
　
３
３
５
万
円�

・
間
伐
材
等
木
材
製
品
需
要
拡

　
大
事
業�

　
　
　
　
　
７
２
３
万
８
千
円�

・
林
業
後
継
者
育
成
事
業�

　
　
　
　
　
６
３
３
万
６
千
円�

・
町
造
林
事
業�

　
　
　
６
千
４
４
５
万
４
千
円�

・
美
し
い
森
づ
く
り
基
盤
整
備�

　
　
　
　
　
１
千
２
２
６
万
円�

・
国
土
調
査
事
業�

　
　
　
１
億
４
９
６
万
８
千
円�

・
林
道
新
設
改
良
事
業�

　
　
　
９
千
７
６
１
万
７
千
円�

・
道
路
維
持
管
理
事
業�

　
　
　
５
千
７
２
０
万
７
千
円�

・
道
路
新
設
改
良
事
業�

　
　
　
８
千
６
７
１
万
８
千
円�

・
学
力
向
上
支
援
事
業�

　
　
　
　
　
２
４
８
万
９
千
円�

・
人
材
育
成
奨
学
金
貸
与
事
業�

　
　
　
　
　
７
６
４
万
２
千
円�

・
遺
跡
詳
細
分
布
調
査
事
業�

　
　
　
２
千
２
９
１
万
５
千
円�

・
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
管
理
事

　
務
費�

　
　
　
５
千
８
４
５
万
２
千
円�

・
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業�

　
　
　
　
　
４
３
７
万
７
千
円�

－2－�－3－�

（
お
も
な
内
容
）�

・
農
業
委
員
選
挙
事
務
費�

　
　
　
　
　
６
２
３
万
７
千
円�

・
県
知
事
及
び
県
議
会
議
員
選

　
挙
事
務
費�

　
　
　
　
　
４
５
４
万
８
千
円�

・
参
議
院
議
員
選
挙
事
務
費�

　
　
　
　
　
　
１
千
３
１
万
円�

・
公
債
費
償
還
（
元
金
）�

　
９
億
７
千
２
７
３
万
２
千
円�

・
公
債
費
償
還
（
利
子
）�

　
　
　
１
億
４
３
１
万
６
千
円�

・
電
算
管
理
運
営
事
務
費�

　
　
　
１
千
９
６
４
万
４
千
円�

・
公
共
交
通
確
保
対
策
事
業�

　
　
　
５
千
４
８
０
万
２
千
円�

・
タ
ウ
ン
ズ
ネ
ッ
ト
管
理
運
営�

　
　
　
５
千
９
２
２
万
１
千
円�

・
買
い
物
支
援
サ
ー
ビ
ス�

　
　
　
　
　
４
０
８
万
３
千
円�

・
パ
ス
ポ
ー
ト
発
行
事
務�

　
　
　
　
　
　
１
６
万
５
千
円�

・
健
診
事
務
補
助
員�

　
　
　
　
　
　
　
２
２
２
万
円�

・
生
ご
み
堆
肥
化
試
験
事
業�

　
　
　
　
　
３
０
５
万
４
千
円�

・
燃
料
用
薪
生
産
体
制
構
築
委

　
託
料�

　
　
　
　
　
３
２
９
万
６
千
円�

・
太
陽
光
発
電
導
入
助
成�

　
　
　
　
　
　
　
２
４
０
万
円�

・
塵
芥
処
理
事
業�

　
　
　
　
７
千
６
１
万
１
千
円�

・
三
町
衛
生
施
設
組
合
負
担
金�

　
　
　
３
千
３
３
４
万
９
千
円�

・
障
害
者
サ
ポ
ー
ト
事
業�

　
　
　
　
　
１
７
１
万
１
千
円�

・
社
会
福
祉
協
議
会
運
営
費
補

　
助
金�

　
　
　
　
　
７
３
４
万
６
千
円�

・
障
害
者
自
立
支
援
制
度
運
営

　
事
業�

　
１
億
１
千
６
４
０
万
４
千
円�

・
特
別
医
療
助
成
事
業�

　
　
　
２
千
８
６
３
万
４
千
円�

総
合
計
画
基
本
構
想�

　
第
４
次
総
合
計
画
が
平
成
21

年
度
で
終
了
す
る
た
め
、
第
５

次
総
合
計
画
の
基
本
構
想
を
可

決
し
た
。�

　
基
本
構
想
は
、
ま
ち
づ
く
り

の
基
本
理
念
と
町
の
将
来
像
を

示
す
も
の
で
、
計
画
期
間
は
平

成
22
年
度
か
ら
平
成
31
年
度
ま

で
の
10
年
間
で
あ
る
。�

指
定
管
理
者
の
指
定�

イ
チ
イ
荘
及
び
山
村
広
場�

（
指
定
管
理
者
）�

　
　
　
　
　
　
ク
ラ
ブ
サ
カ
エ�

（
指
定
期
間
）�

平
成
22
年
４
月
１
日
〜�

　
　
平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で�

補

正

予

算�

一
般
会
計�

　
財
政
調
整
基
金
積
立
２
億
円

な
ど
を
増
額
し
、
総
額
を
60
億

８
千
９
８
５
万
１
千
円
と
し
た
。�

�

国
民
健
康
保
険
会
計�

　
高
額
療
養
費
等
２
千
９
４
２

万
３
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を

８
億
３
千
５
１
９
万
８
千
円
と

し
た
。�

簡
易
水
道
事
業
会
計�

　
工
事
請
負
費
等
１
千
１
１
７

万
６
千
円
を
減
額
し
、
総
額
を

３
億
９
千
２
３
９
万
６
千
円
と

し
た
。�

�

農
業
集
落
排
水
事
業
会
計�

　
工
事
請
負
費
等
１
千
７
９
１

万
６
千
円
を
減
額
し
、
総
額
を

２
億
７
千
４
２
１
万
２
千
円
と

し
た
。�

�

介
護
保
険
会
計�

　
西
部
広
域
負
担
金
12
万
２
千

円
を
減
額
し
、
総
額
を
10
億
５

２
５
万
９
千
円
と
し
た
。�

�

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
会
計�

　
給
与
費
等
４
４
５
万
８
千
円

を
減
額
し
、
総
額
を
２
億
９
千

３
９
９
万
６
千
円
と
し
た
。�

�

日
南
病
院
事
業
会
計�

　
収
益
的
収
支
は
、
給
与
費
等

１
０
９
万
５
千
円
を
減
額
し
、

総
額
を
13
億
８
千
７
０
５
万
７

千
円
と
し
、
資
本
的
収
支
は
、

企
業
債
償
還
金
等
の
減
額
に
よ

り
、
収
入
総
額
を
１
億
６
千
４

９
６
万
２
千
円
と
し
、
支
出
総

額
を
２
億
７
千
１
万
３
千
円
と

し
た
。�

平
成
22
年
度�

　
一
般
会
計
予
算�

日南町福祉事務所開設�
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も
っ
と
く
わ
し
く�

質
疑
応
答�

も
っ
と
く
わ
し
く�

質
疑
応
答�

久
代
議
員�

問�問�

平
井
議
員�

問�問�

坪
倉
議
員�

問�問�

山
本
教
育
長�

答�答�

高
見
企
画
課
長�

答�答�

高
見
企
画
課
長�

答�答�

高
見
企
画
課
長�

答�答�

青
葉
農
林
課
長�

答�答�

矢
田
町
長�

答�答�

青
葉
農
林
課
長�

答�答�

平
成
21
年
度�

　 

一
般
会
計
補
正
予
算�

平
成
22
年
度�

　
　
一
般
会
計
予
算�

平
成
22
年
度�

　
　
　
一
般
会
計
予
算�

公
の
施
設
に
係
る
指
定�

管
理
者
の
指
定�

久
代
議
員�

問�問�

村
上
議
員�

問�問�

古
都
議
員�

問�問�

坪
倉
議
員�

問�問�

古
都
議
員�

問�問�

青
葉
農
林
課
長�

答�答�

　
イ
チ
イ
荘
の
２
階
和
室
を
倉

庫
と
し
て
い
る
理
由
は
。�

��

　
前
回
の
指
定
管
理
に
出
す
段

階
で
、
１
階
を
ホ
テ
ル
・
レ
ス

ト
ラ
ン
施
設
と
し
て
利
用
す
る

た
め
消
防
法
の
規
制
に
よ
り
、

２
階
は
倉
庫
と
し
た
。�

��

　
旧
石
見
西
小
の
施
設
の
改
修

と
の
整
合
性
は
。�

��

　
宿
泊
研
修
施
設
イ
チ
イ
荘
は

短
期
利
用
で
、
西
小
は
長
期
滞

在
利
用
の
も
の
。�

��

　
担
い
手
研
修
施
設
の
目
的
と

は
違
う
が
。�

��

　
有
効
利
用
で
き
る
よ
う
に
検

討
す
る
。�

�

　
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
利
用
者
の

増
加
策
は
。�

��

　
１
便
当
た
り
10
人
で
の
計
画

が
、現
状
２
人
。改
善
に
努
め
る
。�

��

　
社
会
体
育
館
の
耐
震
改
修
を

行
わ
な
か
っ
た
の
は
。�

��

　
改
修
か
新
築
か
を
再
検
討
す

る
た
め
。�

��

　
オ
ロ
チ
の
発
電
機
設
置
が
遅

れ
て
い
る
の
は
。�
��

　
県
か
ら
交
付
金
の
決
定
通
知

が
き
て
い
な
い
。�

�����

　
町
営
バ
ス
の
乗
車
率
が
低
い

か
ら
予
算
削
減
す
る
の
で
は
な

く
、
改
善
の
努
力
が
必
要
。�

　
各
地
域
や
、
鳥
大
と
の
連
携

協
議
の
中
で
、
年
度
中
途
で
も

改
善
を
図
っ
て
い
く
。�

��

　
買
い
物
支
援
の
事
業
内
容
は
。�

��

　
も
っ
と
多
く
の
人
が
使
え
る

よ
う
に
、
使
い
勝
手
の
い
い
シ

ス
テ
ム
に
改
善
す
る
も
の
。�

反
対�

久
代
議
員�

反
対�

久
代
議
員�

反
対�

坪
倉
議
員�

賛
成�

恵
比
奈
議
員�

賛
成�

村
上
議
員�

平
成
22
年
度
後
期
高
齢
者�

医
療
特
別
会
計
予
算�

反
対�

久
代
議
員�

反
対�

久
代
議
員�

賛
成�

三
上
議
員�

賛
成�

長
岡
議
員�

賛
成�

平
井
議
員�

討
　
　
論�

討
　
　
論�

第
５
次
日
南
町
総
合�

　
計
画
（
基
本
構
想
）�

　
真
の
人
権
教
育
に
向
け
た
構

想
に
な
っ
て
い
な
い
。�

��
　
概
ね
妥
当
。
細
部
は
今
後
十

分
協
議
し
て
い
け
ば
よ
い
。�

�����

　
当
然
継
続
さ
れ
る
べ
き
鳥
獣

対
策
事
業
予
算
が
計
上
さ
れ
て

い
な
い
。�

　
町
長
交
代
に
よ
る
骨
格
予
算

と
い
う
の
に
矢
田
町
政
そ
の
も

の
の
予
算
に
な
っ
て
い
る
。�

��

　
計
上
さ
れ
て
い
な
い
も
の
も

あ
る
が
、
ガ
ン
検
診
の
無
料
化

等
の
新
規
事
業
を
含
め
配
慮
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。�

��

　
住
民
が
安
心
し
て
生
活
で
き

る
為
の
事
業
予
算
に
な
っ
て
お

り
、
次
期
の
新
体
制
で
検
証
・

反
映
さ
れ
る
も
の
と
考
え
る
。�

�����

　
旧
同
和
地
区
へ
の
補
助
事
業

会
計
で
あ
り
、
多
額
の
滞
納
が

あ
る
。
貸
し
手
の
責
任
で
あ
り

事
業
自
体
に
問
題
が
あ
っ
た
。�

��

　
過
去
に
貸
し
付
け
た
も
の
を

徴
収
し
て
い
く
た
め
の
会
計
で

あ
る
。
前
向
き
に
取
り
組
ん
で

欲
し
い
。�

�����
　
高
す
ぎ
る
保
険
料
や
滞
納
者

か
ら
保
険
証
を
取
り
上
げ
る
の

は
問
題
。
基
金
を
活
用
す
る
な

ど
負
担
軽
減
策
を
と
る
べ
き
。�

��

　
基
金
は
歳
入
不
足
等
の
非
常

時
に
使
う
も
の
で
あ
り
、
取
り

崩
し
は
妥
当
で
な
い
。�

�����

　
あ
か
ね
の
郷
の
起
債
償
還
の

負
担
を
社
会
福
祉
法
人
に
求
め

る
べ
き
で
は
な
い
。�

��

　
町
と
福
祉
会
の
合
意
に
よ
っ

て
建
設
さ
れ
た
も
の
。�

�����

　
年
齢
に
よ
る
仕
分
け
、
医
療

内
容
の
差
別
、
滞
納
者
の
保
険

証
の
取
り
上
げ
が
問
題
で
あ
り

制
度
自
体
に
反
対
す
る
。�

��

　
国
の
法
律
に
よ
る
も
の
で
地

方
自
治
体
は
対
応
せ
ざ
る
を
得

な
い
。�

平
成
22
年
度
住
宅
新
築
資
金�

等
貸
付
事
業
特
別
会
計
予
算�

反
対�

久
代
議
員�

賛
成�

小
竹
議
員�

賛
成�

福
田
議
員�

平
成
22
年
度
介
護
サ
ー
ビ
ス�

事
業
保
険
特
別
会
計
予
算�

平
成
22
年
度
国
民
健
康�

保
険
特
別
会
計
予
算�

反
対�

久
代
議
員�
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予
算
審
査
特
別
委
員
会
の
審
査
報
告�

　
平
成
22
年
度
一
般
会
計
を
は
じ
め
、
各
会
計
予
算
の
審
議
に
あ
た
り
、
本
会
議
で
の
質
疑
後
、
予
算

審
査
特
別
委
員
会
（
委
員
長
　小
竹
等
議
員
）
を
設
置
し
て
詳
細
な
審
査
を
行
い
ま
し
た
。�

　
そ
の
結
果
、
い
ず
れ
の
予
算
議
案
も
次
の
意
見
を
付
し
て
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
と
の
委
員
長
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。�

１
．
自
治
会
運
営
及
び
行
政
連

　
絡
事
務�

　
町
づ
く
り
協
議
会
を
設
置
し

て
５
年
が
経
過
し
た
。
各
地
域

ご
と
に
温
度
差
が
生
じ
て
き
た

よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
当
初

の
設
置
目
的
に
沿
う
よ
う
指
導

を
望
む
と
共
に
、
協
議
会
の
地

域
区
分
に
つ
い
て
は
、
再
検
討

さ
れ
た
い
。�

�

２
．
税
務
総
務
一
般
管
理
事
務�

　
地
籍
調
査
済
み
の
土
地
台
帳

の
整
理
に
時
間
が
か
か
り
、
閲

覧
が
出
来
な
い
事
実
が
あ
る
。

滞
っ
て
い
る
部
署
に
職
員
を
配

置
す
る
な
ど
の
対
応
に
よ
り
早

期
に
整
理
を
し
、
町
民
の
負
託

に
応
え
ら
れ
た
い
。�

�

３
．
民
生
一
般
管
理
事
務�

　
平
成
22
年
４
月
か
ら
福
祉
事

務
所
が
設
置
さ
れ
生
活
保
護
法

に
定
め
る
事
務
を
始
め
、
児
童

福
祉
法
、
母
子
お
よ
び
寡
婦
福

祉
法
、
身
体
障
害
者
福
祉
法
、

知
的
障
害
者
福
祉
法
、
児
童
扶

養
手
当
法
な
ど
に
基
づ
く
事
務

事
業
が
県
よ
り
移
管
さ
れ
る
。

身
近
な
行
政
の
相
談
窓
口
と
し

て
職
員
体
制
の
充
実
を
図
り
、

町
民
福
祉
の
向
上
に
取
り
組
ま

れ
た
い
。�

�

４
．
障
害
者
い
き
い
き
作
業
所

　
支
援
事
業�

　
在
宅
障
害
者
の
社
会
参
加
を

促
進
す
る
た
め
、
地
域
間
交
流

施
設
ク
ロ
ー
バ
内
で
喫
茶
室
を

委
託
運
営
し
て
い
る
が
、
施
設

の
場
所
、
仕
事
の
内
容
に
於
い

て
障
害
者
が
地
域
社
会
と
共
生

し
、
個
々
の
能
力
及
び
適
正
に

応
じ
て
自
立
し
た
日
常
生
活
、

社
会
生
活
を
営
む
条
件
整
備
が

な
さ
れ
て
い
る
と
は
思
え
な
い
。

や
り
が
い
と
一
定
の
収
入
源
を

持
ち
、
自
立
し
た
職
場
環
境
の

提
供
と
機
会
の
創
出
が
図
ら
れ

る
よ
う
な
組
織
の
見
直
し
を
含

め
一
層
の
努
力
を
さ
れ
た
い
。�

�

５
．
農
業
後
継
者
育
成
対
策
事

　
業�

　
平
成
21
年
度
よ
り
実
施
し
て

い
る
日
南
町
農
林
業
研
修
制
度

の
運
用
に
あ
た
っ
て
は
一
層
、

研
修
内
容
の
充
実
を
図
り
、
平

成
23
年
度
新
規
就
農
、
定
住
に

向
け
て
の
対
応
策
を
整
え
ら
れ

た
い
。�

�

６
．
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払

　
推
進
事
業�

　
平
成
22
年
度
よ
り
新
た
に
始

ま
る
こ
の
事
業
に
お
い
て
、
町

内
対
象
地
域
の
協
定
の
締
結
が

順
調
に
行
わ
れ
農
業
の
持
つ
多

面
的
機
能
の
確
保
を
図
る
と
共

に
、
地
域
の
活
力
を
向
上
さ
せ

る
手
段
の
一
つ
と
し
て
広
く
活

用
さ
れ
る
よ
う
万
全
の
指
導
体

制
を
準
備
さ
れ
た
い
。�

�

７
．
に
ち
な
ん
ブ
ラ
ン
ド
化
促

　
進
事
業�

　
町
内
生
産
農
産
物
の
高
付
加

価
値
化
を
図
り
、
地
域
ブ
ラ
ン

ド
と
し
て
の
地
位
を
構
築
す
る

こ
と
は
地
域
の
振
興
策
と
し
て

重
要
な
施
策
で
あ
る
が
、
財
団

法
人
地
域
振
興
公
社
に
よ
る
米

の
直
接
販
売
に
つ
い
て
は
大
き

な
課
題
が
あ
る
。
計
画
の
再
検

討
を
行
い
一
層
効
果
的
な
方
法

を
実
施
さ
れ
た
い
。�

�

８
．
森
林
保
全
総
合
対
策
事
業

（
有
害
鳥
獣
対
策
事
業
）�

　
有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て
は

本
町
の
農
業
振
興
を
図
る
目
的

か
ら
も
大
規
模
な
集
落
ご
と
の

対
策
事
業
と
し
て
位
置
づ
け
、

安
心
し
て
農
産
物
が
生
産
出
来

る
よ
う
な
進
入
防
止
柵
設
置
施

策
を
実
行
さ
れ
た
い
。�

�

む
す
び�

　
国
政
で
は
政
権
交
代
が
あ
り

新
政
権
に
よ
る
予
算
編
成
が
な

さ
れ
、
地
方
交
付
税
の
増
額
が

見
込
ま
れ
て
い
る
。
本
町
に
あ

っ
て
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
に

も
関
わ
ら
ず
、
後
世
に
考
慮
し

た
矢
田
町
政
最
後
の
予
算
編
成

と
な
っ
た
。�

　
骨
格
予
算
と
は
い
え
、
昨
年

度
当
初
予
算
と
ほ
ぼ
同
額
の
平

成
22
年
度
予
算
で
あ
り
、
一
般

会
計
予
算
51
億
１
千
８
３
４
万

９
千
円
、
病
院
会
計
を
含
む
特

別
会
計
予
算
36
億
６
千
６
５
０

万
８
千
円
、
平
成
21
年
度
補
正

に
よ
る
繰
越
明
許
費
３
億
９
千

３
４
８
万
円
と
あ
わ
せ
、
合
計

91
億
７
千
８
３
３
万
７
千
円
の

予
算
で
の
執
行
と
な
る
。�

　
新
規
に
福
祉
事
務
所
設
置
、

が
ん
検
診
料
金
の
無
料
化
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
実

証
事
業
に
よ
る
買
い
物
支
援
サ

ー
ビ
ス
、
学
力
向
上
支
援
事
業

等
も
計
画
し
、
住
民
が
安
心
し

て
生
活
出
来
る
体
制
づ
く
り
を

掲
げ
て
い
る
。�

　
町
制
施
行
50
周
年
を
終
え
、

新
た
に
年
輪
を
重
ね
る
ス
タ
ー

ト
の
年
で
も
あ
る
。
新
体
制
に

お
い
て
は
、
町
民
総
ぐ
る
み
で

町
の
繁
栄
、
発
展
の
た
め
に
新

た
な
町
づ
く
り
へ
の
一
歩
を
踏

み
出
す
こ
と
を
望
み
、
平
成
22

年
度
予
算
審
査
意
見
と
す
る
。�
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町政のここが聞きたい� 一般質
問�

一般質
問�
答�答�と�問�問�

久代安敏議員�

介
護
施
設
の�

　
　
入
所
待
機
者
対
策
は�

在
宅
生
活
の
支
援
と
サ
ー
ビ
ス�

　
　
基
盤
の
整
備
に
取
り
組
む�

①
「
小
中
一
貫
教
育
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
は
、
１
年
が
経
過
し
た

が
成
果
と
課
題
を
ど
う
認
識
し

て
い
る
か
。�

②
日
野
郡
の
高
校
教
育
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、
郡
内
３
町
で
の

検
討
が
必
要
と
考
え
る
が
。�

教  

育�

問�問�

介
護
施
設
の�

　
待
機
者
問
題�

問�問�

山
本
教
育
長�

答�答�

①
「
あ
か
ね
の
郷
」
や
「
虹
の

郷
」
に
入
居
で
き
な
い
待
機
者

が
多
い
。
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の

増
床
が
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、

短
期
入
所
施
設
だ
け
で
は
、
問

題
が
解
決
し
な
い
の
で
は
な
い

か
。�

②
政
府
は
、
介
護
療
養
病
床
の

廃
止
方
針
を
継
続
す
る
考
え
で

い
る
が
、
こ
れ
へ
の
対
応
は
。�

中
心
地
域
整
備
構
想�

問�問�
①
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
住
民
ア

ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
ふ
ま
え
た
構

想
策
定
は
い
つ
提
示
す
る
の
か
。�

②
そ
れ
は
、
新
年
度
予
算
に
反

映
さ
れ
る
の
か
。�

国
の
農
林
業�

　
政
策
と
の
関
連�

問�問�
①
米
の
戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル

対
策
と
中
山
間
地
域
等
直
接
支

払
い
制
度
へ
の
町
の
取
り
組
み

体
制
は
。�

②｢

森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン｣

を
積
極
果
敢
に
実
践
す
べ
き
と

考
え
る
が
。�

③
町
有
林
の
路
網
整
備
率
と
そ

の
計
画
目
標
の
設
定
は
。
　�

�

町
　
長�

答�答�
　
今
後
、
加
入
申
し
込
み
、
交

付
申
請
の
様
式
が
示
さ
れ
た
段

階
で
、
改
め
て
説
明
会
を
実
施

し
、
申
請
事
務
の
支
援
を
行
う
。�

説
明
会
を
開
催
し
、
制
度
の
利

用
促
進
を
図
り
た
い
。�

②
町
で
は
、
儲
か
る
林
業
、
地

域
雇
用
の
場
と
し
て
の
林
業
を

目
指
し
て
、
積
極
的
に
取
り
組

む
。�

③
路
網
整
備
率
、
路
網
密
度
は

人
工
林
で
は
46
ｍ
／
ha
、
全
体

で
は
27
ｍ
／
ha
で
あ
り
当
面
の

施
業
の
急
が
れ
る
箇
所
に
つ
い

て
は
、
自
動
車
通
行
可
能
な
幹

線
道
路
の
整
備
は
ほ
ぼ
終
え
て

い
る
。�

　
今
後
は
、
４
箇
所
程
度
の
路

線
整
備
を
考
え
て
い
る
。�

農
林
業
研
修
制
度
と�

　
就
農
対
策�

問�問�
　
農
林
業
研
修
制
度
が
２
年
目

と
な
り
、
新
た
な
研
修
生
を
含

め
て
16
名
と
な
る
が
、
就
農
と

定
住
へ
の
展
望
が
見
出
せ
て
い

る
か
。�

①
会
議
に
お
け
る
状
況
確
認
・

協
議
・
意
見
交
換
の
中
で
、
共

通
理
解
が
深
め
ら
れ
た
と
考
え

る
が
、
本
年
度
は
特
に
学
校
現

場
の
研
究
と
共
通
理
解
、
子
ど

も
の
交
流
と
ふ
れ
合
い
、
教
職

員
の
交
流
と
研
修
が
中
心
と
な

り
、
地
域
や
保
護
者
の
関
わ
り

部
分
の
具
現
化
や
実
践
部
分
に

課
題
が
あ
っ
た
と
認
識
し
て
い

る
。�

②
「
日
野
郡
に
お
け
る
高
校
の

あ
り
方
研
究
会
」の
発
足
と「
郡

民
の
議
論
の
場
・
郡
民
へ
の
情

報
提
供
・
郡
民
の
意
向
調
査
」

な
ど
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
お

互
い
に
連
携
・
協
働
し
な
が
ら

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
の
共
通
認
識
を
図
っ

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。�

矢
田
町
長�

答�答�
①
待
機
者
解
消
に
つ
い
て
は
、

在
宅
生
活
が
継
続
で
き
る
よ
う

必
要
な
支
援
を
行
う
た
め
関
係

機
関
が
連
携
し
た
取
り
組
み
と

給
付
と
負
担
の
バ
ラ
ン
ス
に
も

配
慮
し
、
有
利
な
制
度
や
補
助

金
等
を
活
用
し
、
必
要
な
介
護

サ
ー
ビ
ス
提
供
基
盤
の
整
備
目

標
を
定
め
計
画
的
に
取
り
組
む
。�

②
最
終
的
に
介
護
療
養
病
床
の

廃
止
が
実
施
さ
れ
た
場
合
に
は

老
人
保
健
施
設
へ
転
換
せ
ざ
る

を
得
な
い
と
考
え
て
い
る
。�

町
　
長�

答�答�
　
２
月
23
日
の
検
討
部
会
終
了

後
に
、
同
日
開
催
さ
れ
た
総
合

計
画
審
議
会
に
お
い
て
結
果
報

告
を
行
い
、
総
合
計
画
審
議
会

か
ら
の
意
見
も
聴
取
し
、
最
終

的
な
取
り
ま
と
め
を
行
っ
た
。�

　
そ
の
公
表
は
、
総
合
計
画
と

合
わ
せ
て
行
う
予
定
で
あ
る
。�

町
　
長�

答�答�
　
住
宅
と
農
地
や
自
己
資
金
の

確
保
な
ど
の
課
題
に
つ
い
て
、

研
修
生
の
相
談
に
応
じ
な
が
ら
、

就
農
、
定
住
に
向
け
て
の
支
援

策
を
講
じ
て
い
き
た
い
。�
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委
員
会
の
う
ご
き�

委
員
会
の
う
ご
き�

総
務
教
育
常
任
委
員
会�

１
月
20
日�

▼
環
境
政
策�

２
月
１
日�

▼
教
育
委
員
と
の
意
見
交
換�

３
月
４
日�

▼
新
年
度
予
算
審
査�

　
（
総
務
課
・
企
画
課
）�

３
月
５
日�

▼
新
年
度
予
算
審
査�

　
（
住
民
課
・
教
育
課
）�

�

経
済
福
祉
常
任
委
員
会�

１
月
22
日�

▼
高
齢
者
福
祉�

▼
総
合
計
画�

２
月
９
日�

▼
中
山
間
地
域
直
接
支
払
制
度�

▼
農
家
戸
別
補
償
制
度�

２
月
23
日�

▼
農
林
業
研
修
生
と
の
意
見
交

　
換�

３
月
４
日�

▼
新
年
度
予
算
審
査(

建
設
課)�

３
月
５
日�

▼
新
年
度
予
算
審
査
（
福
祉
保

健
課
・
保
育
園
・
日
南
病
院
）�

３
月
６
日�

▼
新
年
度
予
算
審
査
（
農
業
委

　
員
会
・
農
林
課
）�

４
月
８
日�

▼
所
管
事
務
調
査
（
建
設
課
・

　
農
林
課
・
福
祉
保
健
課
）�

�

議
会
運
営
委
員
会�

２
月
１
日�

▼
第
２
回
臨
時
議
会
運
営�

▼
議
員
倫
理
条
例
施
行
規
則�

２
月
23
日�

▼
３
月
定
例
会
運
営�

３
月
23
日�

▼
第
４
回
臨
時
会
運
営�

４
月
21
日�

▼
第
５
回
臨
時
会
運
営�

�

全
員
協
議
会�

２
月
５
日�

▼
総
合
計
画�

▼
プ
レ
カ
ッ
ト
の
経
緯�

▼
し
尿
・
汚
泥
処
理
問
題�

▼
議
員
倫
理
条
例
施
行
規
則�

３
月
11
日�

▼
中
心
地
域
構
想�

▼
総
合
計
画
の
実
施
計
画�

�

予
算
審
査
特
別
委
員
会�

３
月
９
日�

３
月
10
日�

▼
新
年
度
予
算
調
査�

にちなん議会だより　平成22年４月発行　No.119

町政のここが聞きたい�

古都久志議員�

矢
田
町
政
12
年
間
の
実
績
は�

財
政
の
健
全
化
を
守
り�

　
町
民
主
役
の
町
政
を
目
指
し
た�

矢
田
町
長�

矢
田
町
政
の
実
績�

問�問�
　
３
期
12
年
の
町
政
を
担
っ
て

こ
ら
れ
、
退
任
に
あ
た
り
、
自

ら
の
町
政
を
振
り
返
り
、
次
の

点
を
問
う
。
　�

①
自
慢
で
き
る
成
果
は
何
か
。�

②
不
十
分
で
あ
っ
た
と
反
省
さ

れ
る
点
は
何
か
。�

③
次
期
町
長
に
何
を
期
待
す
る

の
か
。�

答�答�
　
反
省
す
べ
き
点
は
多
々
あ
る

が
多
く
の
方
々
と
充
実
し
た
日

々
を
送
る
こ
と
が
出
来
た
こ
と

自
分
に
正
直
に
生
き
ら
れ
た
こ

と
、
健
康
で
過
ご
す
こ
と
が
で

き
た
こ
と
に
感
謝
す
る
。�

①
あ
え
て
取
り
あ
げ
る
と
す
れ

ば
、
㈱
オ
ロ
チ
の
立
ち
上
げ
、

30
年
来
の
懸
案
で
あ
っ
た
森
林

資
源
の
活
用
と
地
域
経
済
の
発

展
雇
用
の
創
出
。�

日
南
福
祉
会
の
設
立
と
、
介
護

福
祉
施
設
「
あ
か
ね
の
郷
」
等

の
建
設
と
雇
用
の
創
出
。�

西
部
地
震
の
被
災
に
よ
り
、
木

造
庁
舎
を
町
民
交
流
と
情
報
の

拠
点
と
し
て
建
築
で
き
た
こ
と
。�

大
学
連
携
に
よ
る
人
づ
く
り
、

地
域
づ
く
り
を
進
め
た
こ
と
。�

町
民
が
主
役
の
町
政
を
念
頭
に

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
を
設
立
し

た
こ
と
。�

財
政
の
健
全
化
、
行
財
政
改
革

を
手
が
け
た
こ
と
。
出
て
行
く

人
よ
り
、
住
む
人
、
来
る
人
を

大
事
に
す
る
町
政
を
目
指
し
た
。�

農
林
業
研
修
制
度
は
、
是
非
成

功
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。�

高
齢
化
が
進
ん
だ
日
南
町
、
常

に
一
歩
進
ん
だ
先
を
行
く
日
南

町
を
目
指
し
た
。
生
み
の
苦
し

み
は
あ
っ
た
が
創
意
工
夫
で
進

ん
で
き
た
。�

②
人
口
減
少
に
歯
止
め
が
か
か

ら
な
か
っ
た
。
人
づ
く
り
、
地

域
づ
く
り
が
不
十
分
、
地
域
の

自
立
が
不
十
分
で
あ
っ
た
。�

③
不
十
分
で
あ
っ
た
点
、
足
ら

ざ
る
点
、
そ
し
て
課
題
を
着
実

に
実
現
出
来
る
よ
う
若
い
力
、

新
し
い
風
で
、
努
力
し
て
ほ
し

い
。
そ
れ
は
何
と
し
て
も
人
づ

く
り
、
特
に
若
者
の
定
着
、
農

林
業
研
修
生
が
定
着
す
れ
ば
新

し
い
風
に
な
り
、
地
域
に
と
っ

て
も
大
き
な
力
と
な
る
。�

　
増
原
次
期
町
長
に
期
待
し
て

い
る
。�
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２
月
５
日
・
３
月
26
日
に
臨
時
議
会
が
開
か
れ
、
平
成
21
年
度
一
般
会
計
ほ
か
補
正

予
算
案
、
条
例
の
制
定
等
の
議
案
の
他
に
副
町
長
の
選
任
の
同
意
を
求
め
る
議
案
も
提

出
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。�

指
定
管
理
者
の
指
定�

あ
か
ね
の
郷
・
か
す
み
荘�

お
お
く
さ
荘
・
た
ん
ぽ
ぽ
の
家�

（
指
定
管
理
者
）�

　
　
　
　
　
に
ち
な
ん
福
祉
会�

（
指
定
期
間
）�

　
平
成
22
年
４
月
１
日
〜�

　
　
平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で�

人

事

案

件�

条
例
の
制
定
等�

補

正

予

算�

臨�

時�

会�

第
２
回�

第
４
回�

副
町
長
選
任
の
同
意�

　
平
成
22
年
３
月
15
日
で
退
職

し
た
狩
野
宏
氏
の
後
任
と
し
て

中
村
英
明
氏
を
選
任
す
る
こ
と

に
同
意
。�

－8－�

議
会
日
誌�

　
鳥
取
県
内
の
町
村
議
会
が
発
行
す
る
議
会
広

報
の
コ
ン
ク
ー
ル
（
鳥
取
県
町
村
議
会
議
長
会

主
催
）
で
、
日
南
町
議
会
だ
よ
り
（
第
115
号
）

が
「
優
秀
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。�

　
議
会
広
報
は
、
年
４
回
の
定
例
会
後
に
発
行

し
て
い
ま
す
が
、
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３月議会では、次の意見書(要旨)を総理大臣ほか、関係大臣などに提出することを決めました。�

意見書を提出�

核兵器の廃絶と恒久平和実現に関する意見書�

　2009年４月のオバマアメリカ大統領の「核

兵器のない世界」に向けた演説以降、アメリカ・

ロシアとの第一次戦略兵器削減条約の後継条

約の交渉開始、核不拡散・核軍縮に関する国

連安全保障理事会首脳級会合における全会一

致での決議の採択、同会合での鳩山総理の核

兵器廃絶の先頭に立つとの決意表明、我が国

がアメリカなどと共同提案した核軍縮決議案

の国連総会での圧倒的多数の賛成を得ての採

択など、核兵器廃絶に向けた世界的な流れは

加速している。�

　こうした歴史的な流れを更に確実なものとし、

核兵器廃絶を早期に実現するためには、明確

な期限を定めて核保有国を始め各国政府が核

兵器廃絶に取り組む必要がある。�

　このため、広島・長崎両市と世界の3,680都

市が加盟する平和市長会議では、2020年まで

に核兵器を廃絶するための具体的な道筋を示

した「ヒロシマ・ナガサキ議定書」が2010年

の核不拡散条約再検討会議で採択されること

を目指している。�

　よって、国会及び政府におかれては、「ヒ

ロシマ・ナガサキ議定書」の趣旨に賛同し、

2010年の核不拡散条約再検討会議において同

議定書を議題として提案していただくとともに、

その採択に向け、核保有国を始めとする各国

政府に働き掛けていただくよう強く要請する。�
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に核兵器を廃絶するための具体的な道筋を示
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　よって、国会及び政府におかれては、「ヒ

ロシマ・ナガサキ議定書」の趣旨に賛同し、
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１
億

５
千
万
円
を
追
加
し
、
総
額
を

２
億
９
千
８
４
５
万
４
千
円
と

し
た
。�
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３
月
17
日
増
原
町
長
の
初
登
庁
。

約
80
名
の
職
員
に
迎
え
ら
れ
、
紅
潮

し
た
顔
、
緊
張
し
た
足
取
り
は
、
町

民
の
期
待
と
責
任
を
担
っ
て
の
ス
タ

ー
ト
で
あ
る
。
12
年
間
の
矢
田
町
政

は
地
方
自
治
に
携
わ
る
こ
と
45
年
間

の
経
験
生
か
し
、
財
政
の
健
全
化
を

最
重
要
課
題
と
し
て
取
り
組
み
、
多

く
の
実
績
を
残
し
勇
退
さ
れ
た
。�

　
増
原
町
長
に
お
か
れ
て
は
町
民
み

ん
な
の
夢
が
実
現
で
き
る
町
づ
く
り

に
取
組
み
、
町
民
の
声
を
聞
き
な
が

ら
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
日
南

町
を
目
指
す
と
力
強
く
始
動
さ
れ
た
。�

　
若
さ
と
行
動
力
で
町
民
の
目
線
に

立
ち
、初
心
を
忘
れ
る
こ
と
な
く｢

焦

ら
ず
、
驕
ら
ず
、
身
の
丈
に
あ
っ
た

政
策
」
で
進
ん
で
ほ
し
い
。�

　
議
会
も
し
っ
か
り
監
視
し
て
い
き

た
い
。�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
岡
　
記�

��

　
　
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会�

　
　
　
　
委

員

長
　
久
代
　
安
敏�

　
　
　
　
副
委
員
長
　
古
都
　
久
志�

　
　
　
　
委
　
　
員
　
福
田
　
　
稔�

　
　
　
　
　
　〃
　　
　
坪
倉
　
勝
幸�

　
　
　
　
　
　〃
　　
　
長
岡
つ
る
子�

編�

集�

後�

記�
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お
ご�

－10－�

池
田
亀
鑑
文
学
碑�

き�

い
け�

だ�

か
ん�

にちなん文学碑散歩�
■　1896年(明治29年)日南町神戸上生まれ。父母ともに教師であり13才で�
　　旧岸本町の日吉小学校に転校するまで、この地に暮らす�
■　1916年(大正5年)鳥取師範学校卒業後､溝口尋常高等小学校訓導�
■　1922年(大正11年)東京高等師範学校卒業�
■　1926年(大正15年)東京帝国大学国文学科卒業�
■　1955年(昭和30年)58才でようやく東京大学教授となる�
■　1956年(昭和31年)12月19日「源氏物語大成」全8巻完結の直後に死去、享年60才�

「
閥
派
」
の
読
み
方
と
意
味�

　
旧
石
見
東
小
学
校
に
、
池
田

亀
鑑
の
言
葉
「
学
才
に
あ
ら
ず

閥
派
に
あ
ら
ず
　
た
ゞ
至
誠
に

あ
り
」
を
刻
ん
だ
石
碑
が
建
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
「
閥
派
」
に

つ
い
て
、
少
し
調
べ
て
み
た
の

で
報
告
し
ま
す
。�

　
主
要
な
辞
書
に
「
ば
っ
ぱ
」

「
閥
派
」
は
あ
り
ま
せ
ん
。
方

言
と
し
て
、
「
曲
げ
物
の
弁
当

箱（
岩
手
県
）食
器（
富
山
県
）」

「
祖
母（
茨
城
県
、福
島
県
）
」

が
あ
り
ま
す
。
鳥
取
・
島
根
・

岡
山
・
広
島
県
の
方
言
に
は
あ

り
ま
せ
ん
。
「
閥
」
で
始
ま
る

語
は
、
「
閥
閲
」
と
「
閥
族
」

の
２
例
し
か
辞
書
に
は
掲
載
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。�

　
そ
こ
で
、
私
は
次
の
よ
う
に

考
え
ま
す
。
「
分
派
・
派
分
」

「
別
派
・
派
別
」
「
流
派
・
派

流
」
な
ど
、
漢
字
が
逆
転
し
た

表
記
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
池
田
亀
鑑
は
「
派
閥
」

と
同
じ
意
味
を
表
す
語
と
し
て

「
閥
派
（
ば
つ
は
）
」
と
表
記

し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

大
学
内
で
の
昇
進
や
博
士
号
取

得
に
関
し
て
、「
流
派
」や
「
学

閥
」
に
苦
し
め
ら
れ
続
け
た
池

田
亀
鑑
な
ら
で
は
の
、
苦
渋
に

満
ち
た
「
閥
派
に
あ
ら
ず
」
と

い
う
表
現
に
な
っ
た
の
だ
と
思

わ
れ
ま
す
。�

��������

　
去
る
３
月
13
日
に
開
か
れ
た

「
も
っ
と
知
り
た
い
池
田
亀
鑑

と『
源
氏
物
語
』」
の
講
師
の
伊

藤
鉄
也
氏
に
寄
稿
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。�

池田亀鑑文学碑・日南町神戸上 (旧石見東小学校）�

伊
藤
鉄
也�

（
総
合
研
究
大
学
院
大
学
・�

　
国
文
学
研
究
資
料
館
・
教
授
）�

「源氏物語」研究に生涯をささげた池田亀鑑　略歴�
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か
の
文
豪
﹁
井
上
靖
﹂
の
文
学
碑
は
、
日
南
町
が
戦

争
中
、
先
生
の
家
族
が
疎
開
さ
れ
た
こ
と
を
ご
縁
に
先

生
か
ら
碑
文
を
頂
い
て
、
昭

和
53
年
５
月
、
神
福
の
高
台

の
地
に
、
日
南
町
で
見
つ
か

っ
た
立
派
な
自
然
石
︵
御
影

石
︶
に
刻
ま
れ
た
詩
の
全
文

で
す
。

　
先
生
の
ご
家
族
も
お
招
き

し
て
、
盛
大
な
除
幕
式
が
、

こ
れ
ま
た
大
勢
の
参
列
者
を

迎
え
て
行
わ
れ
た
の
が
、
昨

日
の
よ
う
に
思
い
出
さ
れ
ま

す
。
30
年
余
り
過
ぎ
た
今
で

も
、
そ
の
威
容
は
衰
え
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
井
上
先

生
は
、
小
説
ば
か
り
か
詩
作

も
す
ば
ら
し
く
、
た
く
さ
ん
残
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
先
生
に
﹁
天
体
の
植
民
地
と
は
、
ど
ん
な
意
味
で
す

か
﹂
と
問
わ
れ
た
人
が
あ
り
、
﹁
そ
れ
は
、
天
体
の
神
々

が
住
み
た
く
な
る
よ
う
な
す
ば
ら
し
い
場
所
﹂
と
、
お

答
え
に
な
っ
た
と
か
。

　
こ
の
詩
の
一
節
一
節
を
吟
味
し
て
み
る
と
、
先
生
の

物
や
場
所
に
対
す
る
表
現
の
美
し
さ
に
は
、
哲
学
的
な

も
の
を
感
じ
な
い
で
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
自
然
の
美
し
い
日
南
町
に
ぴ
っ
た
り
の
詩
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
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　世帯数／2,282世帯
　人　口／5,779人　　　
（平成22年6月末現在）

石見分団　県大会へ　（7月4日　西部消防ポンプ操法大会） 

編 

集 

後 

記 

　
私
た
ち
は
、
ひ
と
り
の
人
間
で
あ

る
の
に
、
﹁
国
民
の
み
な
さ
ん
﹂
﹁
県

民
の
み
な
さ
ん
﹂
﹁
町
民
の
み
な
さ

ん
﹂
と
呼
ば
れ
、
最
長
で
も
三
年
に

一
度
は
選
挙
で
政
治
に
対
す
る
意
思

表
明
を
す
る
機
会
が
あ
る
。
そ
の
三

年
に
一
度
の
参
議
院
議
員
選
挙
が
あ

り
、
﹁
政
権
交
代
﹂
し
た
民
主
党
に

厳
し
い
審
判
が
下
っ
た
こ
と
に
、
学

ぶ
こ
と
は
多
い
。

　
国
は
議
院
内
閣
制
で
あ
る
た
め
、

首
相
を
直
接
選
べ
な
い
が
、
知
事
や

町
長
は
直
接
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

　
そ
の
町
民
が
選
ん
だ
新
し
い
町
長

の
初
め
て
の
施
政
方
針
や
肉
付
け
予

算
に
対
し
て
、
議
員
の
活
発
な
議
論

が
展
開
さ
れ
、
議
会
と
執
行
部
の
車

の
両
輪
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
代
　
記

　
　
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　
　

委

員

長
　

久
代
　
安
敏

　
　
　
　

副
委
員
長
　
古
都
　
久
志

　
　
　
　

委
　
　
員
　
福
田
　
　
稔

　
　

　
　

〃

　
　
坪
倉
　
勝
幸

　
　

　
　

〃

　
　
長
岡
つ
る
子

にちなん議会だより　 平成22年7月発行　No.120

日南町の花　サツキ

にちなん文学碑散歩 

野
分
の
会
　
会
長
　
伊 

田 

美
和
子 

 

－14－

井
上 

靖
文
学
碑

天
体
の
植
民
地
の
由
来
に
思
う 
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議会事務局

キャプション

グループホーム「虹の郷」

－3－ －2－

鳥
取
県
日
野
地
区
連
携
・
共
同

協
議
会
の
設
置
に
関
す
る
協
議

　
鳥
取
県
並
び
に
日
南
町
、
日

野
町
、
江
府
町
が
事
務
を
連
携

し
て
管
理
及
び
共
同
執
行
す
る

こ
と
な
ど
に
よ
り
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
維
持
向
上
や
効
率
的
な

行
政
運
営
を
促
進
す
る
。
ま
た
、

日
野
郡
の
共
通
諸
課
題
の
解
決

を
目
指
す
。

課
設
置
条
例
の
一
部
改
正

　
農
林
課
で
担
当
し
て
い
た
商

工
観
光
の
事
務
を
企
画
課
に
置

く
な
ど
、
事
務
分
掌
の
変
更
を

行
う
も
の
。

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

　
育
児
休
業
法
の
改
正
に
と
も

な
い
、
子
育
て
中
の
短
時
間
勤

務
制
度
及
び
時
間
外
勤
務
の
免

除
の
義
務
化
や
父
親
の
育
児
休

業
の
取
得
が
認
め
ら
れ
る
な
ど

の
改
正
。

︵
規
程
の
制
定
︶

日
南
町
議
会
議
員
と
の
電
子
メ

ー
ル
及
び
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
を
利

用
し
た
公
文
書
等
の
送
受
信
に

関
す
る
規
程

　
事
務
の
効
率
化
を
図
る
目
的

で
、
本
会
議
や
委
員
会
等
の
招

集
通
知
、
一
般
質
問
通
告
や
資

料
請
求
な
ど
を
行
う
際
に
電
子

メ
ー
ル
及
び
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
を

利
用
す
る
こ
と
を
定
め
た
も
の
。

︵
こ
の
規
程
の
制
定
に
よ
り
、

委
員
会
招
集
に
関
す
る
規
程
は

廃
止
し
た
。
︶

︵
特
別
委
員
会
の
設
置
︶

行
政
調
査
特
別
委
員
会
の
設
置

・
構
　
成
　
議
員
全
員

・
調
査
地
　
高
山
市

・
調
査
事
例

冬
季
高
齢
者
フ

　
　
　
ァ
ミ
リ
ー
ホ
ー
ム
事
業

・
期
　
日

６
月
15
日
〜
17
日

一
般
会
計

　
９
千
３
３
０
万
６
千
円
を
増

額
し
、
総
額
を
53
億
６
千
７
５

５
万
４
千
円
と
し
た
。

︵
お
も
な
内
容
︶

山
の
上
保
育
園
屋
根
修
繕
等

　
　
　
　
　
　
　
６
１
１
万
円

認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
建
築
に
伴
う
繰
出
金

　
　
　
　
　
２
千
６
３
０
万
円

農
業
後
継
者
育
成
対
策
事
業

　
　
　
３
千
５
６
３
万
３
千
円

菅
ヶ
谷
ブ
ロ
イ
ラ
ー
屋
根
修
繕

　
　
　
　
　
３
６
７
万
５
千
円

ゆ
き
ん
こ
村
地
下
タ
ン
ク
修
繕

　
　
　
　
　
　
　
45
万
９
千
円

二
酸
化
炭
素
取
引
制
度
登
録

　
　
　
　
　
　
　
98
万
１
千
円

イ
ノ
シ
シ
侵
入
防
止
柵

　
　
　
１
千
１
２
１
万
１
千
円

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
事
業

　
　
　
　
　
　
　
２
５
２
万
円

学
力
向
上
支
援
事
業

　
　
　
　
　
１
３
７
万
９
千
円

簡
易
水
道
事
業
会
計

　
道
路
工
事
に
伴
う
水
道
移
転

に
係
る
工
事
費
等
２
千
２
５
３

万
円
を
追
加
し
、
総
額
を
１
億

８
千
93
万
５
千
円
と
し
た
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
会
計

　
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
２
ユ
ニ
ッ
ト
施
設
建
築
費

１
億
８
千
５
０
０
万
円
を
追
加

し
、
総
額
を
３
億
６
千
１
５
９

万
８
千
円
と
し
た
。

後
期
高
齢
者
医
療
会
計

　
保
険
料
還
付
金
９
万
２
千
円

を
追
加
し
、
総
額
を
10
億
９
５

７
万
４
千
円
と
し
た
。

日
南
病
院
事
業
会
計

　
全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会

鳥
取
県
支
部
か
ら
１
千
万
円
の

寄
付
に
伴
い
補
正
を
行
っ
た
。

︵
収
益
的
収
入
及
び
支
出
の
総

額
は
変
更
な
し
︶

日
野
地
区
連
携
・
共
同
協
議
会

設
置
規
約

　
　
　
　
　

　

　
　

久
代
議
員

　
設
置
を
急
ぐ
理
由
と
、
そ
の

メ
リ
ッ
ト

は
。

　
　

増
原
町
長

　
１
町
の
み
で
は
困
難
な
障
害

者
の
指
導
員
等
を
各
町
が
交
代

で
連
続
的
に
で
き
る
。
テ
ス
ト

パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。

　
　

奥
迫
議
員

①
な
ぜ
監
査
専
門
組
織
の
記
載

が
な
い
の
か
。

②
教
育
委
員
会
に
つ
い
て
は
。

　
　

町
長

①
総
務
省
指
導
で
の
一
つ
の
案

で
あ
り
、
い
ず
れ
論
議
に
な
る
。

②
各
町
と
も
統
合
で
学
校
数
が

減
っ
て
い
る
実
態
か
ら
、
教
育

委
員
会
の
あ
り
方
も
共
同
で
協

議
し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
。

　
　

古
都
議
員

　
協
議
過
程
の
情
報
公
開
の
規

定
が
な
い
の
は
何
故
か
。

　
　

町
長

　
規
定
は
な
い
が
情
報
公
開
に

努
め
る
の
は
当
然
の
こ
と
だ
。

　
　

坪
倉
議
員

　
意
志
決
定
機
関
で
の
決
定
と

町
と
し
て
の
位
置
づ
け
は
。

　
　

町
長

　
３
町
で
の
意
志
の
合
意
で
あ

り
、
最
終
決
定
は
各
町
の
議
会

の
判
断
に
よ
る
。

　　
　
　
　

﹁
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
建
設
﹂

　
　

村
上
議
員

　
ど
こ
に
建
設
す
る
の
か
。

　
　

平
井
議
員

　
予
算
の
根
拠
に
な
る
施
設
計

画
を
明
ら
か
に
。

　
　

町
長

　
福
祉
会
と
も
協
議
し
て
決
め

た
い
が
、
旧
山
陰
丸
和
の
跡
地

に
２
ユ
ニ
ッ
ト
18
床
を
建
築
し

た
い
。

平
成
22
年
度
補
正
予
算

も
っ
と
く
わ
し
く

   

質 
疑 
応 
答 

も
っ
と
く
わ
し
く

   

質 
疑 
応 
答 

6 月定例会 6 月定例会 
6 月7日～ 6 月10日 6 月7日～ 6 月10日 

議
決
し
た
お
も
な
議
案
 

議�

員�

発�

議

補�

正�

予�

算

条
例
の
改
正
等

増原町長、初の施政方針説明  補正予算など全議案を可決 増原町長、初の施政方針説明  補正予算など全議案を可決 増原町長、初の施政方針説明  補正予算など全議案を可決 
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鳥
取
県
日
野
地
区
連
携
・
共
同

協
議
会
の
設
置
に
関
す
る
協
議

　
鳥
取
県
並
び
に
日
南
町
、
日

野
町
、
江
府
町
が
事
務
を
連
携

し
て
管
理
及
び
共
同
執
行
す
る

こ
と
な
ど
に
よ
り
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
維
持
向
上
や
効
率
的
な

行
政
運
営
を
促
進
す
る
。
ま
た
、

日
野
郡
の
共
通
諸
課
題
の
解
決

を
目
指
す
。

課
設
置
条
例
の
一
部
改
正

　
農
林
課
で
担
当
し
て
い
た
商

工
観
光
の
事
務
を
企
画
課
に
置

く
な
ど
、
事
務
分
掌
の
変
更
を

行
う
も
の
。

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

　
育
児
休
業
法
の
改
正
に
と
も

な
い
、
子
育
て
中
の
短
時
間
勤

務
制
度
及
び
時
間
外
勤
務
の
免

除
の
義
務
化
や
父
親
の
育
児
休

業
の
取
得
が
認
め
ら
れ
る
な
ど

の
改
正
。

︵
規
程
の
制
定
︶

日
南
町
議
会
議
員
と
の
電
子
メ

ー
ル
及
び
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
を
利

用
し
た
公
文
書
等
の
送
受
信
に

関
す
る
規
程

　
事
務
の
効
率
化
を
図
る
目
的

で
、
本
会
議
や
委
員
会
等
の
招

集
通
知
、
一
般
質
問
通
告
や
資

料
請
求
な
ど
を
行
う
際
に
電
子

メ
ー
ル
及
び
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
を

利
用
す
る
こ
と
を
定
め
た
も
の
。

︵
こ
の
規
程
の
制
定
に
よ
り
、

委
員
会
招
集
に
関
す
る
規
程
は

廃
止
し
た
。
︶

︵
特
別
委
員
会
の
設
置
︶

行
政
調
査
特
別
委
員
会
の
設
置

・
構
　
成
　
議
員
全
員

・
調
査
地
　
高
山
市

・
調
査
事
例

冬
季
高
齢
者
フ

　
　
　
ァ
ミ
リ
ー
ホ
ー
ム
事
業

・
期
　
日

６
月
15
日
〜
17
日

一
般
会
計

　
９
千
３
３
０
万
６
千
円
を
増

額
し
、
総
額
を
53
億
６
千
７
５

５
万
４
千
円
と
し
た
。

︵
お
も
な
内
容
︶

山
の
上
保
育
園
屋
根
修
繕
等

　
　
　
　
　
　
　
６
１
１
万
円

認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
建
築
に
伴
う
繰
出
金

　
　
　
　
　
２
千
６
３
０
万
円

農
業
後
継
者
育
成
対
策
事
業

　
　
　
３
千
５
６
３
万
３
千
円

菅
ヶ
谷
ブ
ロ
イ
ラ
ー
屋
根
修
繕

　
　
　
　
　
３
６
７
万
５
千
円

ゆ
き
ん
こ
村
地
下
タ
ン
ク
修
繕

　
　
　
　
　
　
　
45
万
９
千
円

二
酸
化
炭
素
取
引
制
度
登
録

　
　
　
　
　
　
　
98
万
１
千
円

イ
ノ
シ
シ
侵
入
防
止
柵

　
　
　
１
千
１
２
１
万
１
千
円

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
事
業

　
　
　
　
　
　
　
２
５
２
万
円

学
力
向
上
支
援
事
業

　
　
　
　
　
１
３
７
万
９
千
円

簡
易
水
道
事
業
会
計

　
道
路
工
事
に
伴
う
水
道
移
転

に
係
る
工
事
費
等
２
千
２
５
３

万
円
を
追
加
し
、
総
額
を
１
億

８
千
93
万
５
千
円
と
し
た
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
会
計

　
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
２
ユ
ニ
ッ
ト
施
設
建
築
費

１
億
８
千
５
０
０
万
円
を
追
加

し
、
総
額
を
３
億
６
千
１
５
９

万
８
千
円
と
し
た
。

後
期
高
齢
者
医
療
会
計

　
保
険
料
還
付
金
９
万
２
千
円

を
追
加
し
、
総
額
を
10
億
９
５

７
万
４
千
円
と
し
た
。

日
南
病
院
事
業
会
計

　
全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会

鳥
取
県
支
部
か
ら
１
千
万
円
の

寄
付
に
伴
い
補
正
を
行
っ
た
。

︵
収
益
的
収
入
及
び
支
出
の
総

額
は
変
更
な
し
︶

日
野
地
区
連
携
・
共
同
協
議
会

設
置
規
約

　
　
　
　
　

　

　
　

久
代
議
員

　
設
置
を
急
ぐ
理
由
と
、
そ
の

メ
リ
ッ
ト

は
。

　
　

増
原
町
長

　
１
町
の
み
で
は
困
難
な
障
害

者
の
指
導
員
等
を
各
町
が
交
代

で
連
続
的
に
で
き
る
。
テ
ス
ト

パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。

　
　

奥
迫
議
員

①
な
ぜ
監
査
専
門
組
織
の
記
載

が
な
い
の
か
。

②
教
育
委
員
会
に
つ
い
て
は
。

　
　

町
長

①
総
務
省
指
導
で
の
一
つ
の
案

で
あ
り
、
い
ず
れ
論
議
に
な
る
。

②
各
町
と
も
統
合
で
学
校
数
が

減
っ
て
い
る
実
態
か
ら
、
教
育

委
員
会
の
あ
り
方
も
共
同
で
協

議
し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
。

　
　

古
都
議
員

　
協
議
過
程
の
情
報
公
開
の
規

定
が
な
い
の
は
何
故
か
。

　
　

町
長

　
規
定
は
な
い
が
情
報
公
開
に

努
め
る
の
は
当
然
の
こ
と
だ
。

　
　

坪
倉
議
員

　
意
志
決
定
機
関
で
の
決
定
と

町
と
し
て
の
位
置
づ
け
は
。

　
　

町
長

　
３
町
で
の
意
志
の
合
意
で
あ

り
、
最
終
決
定
は
各
町
の
議
会

の
判
断
に
よ
る
。

　　
　
　
　

﹁
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
建
設
﹂

　
　

村
上
議
員

　
ど
こ
に
建
設
す
る
の
か
。

　
　

平
井
議
員

　
予
算
の
根
拠
に
な
る
施
設
計

画
を
明
ら
か
に
。

　
　

町
長

　
福
祉
会
と
も
協
議
し
て
決
め

た
い
が
、
旧
山
陰
丸
和
の
跡
地

に
２
ユ
ニ
ッ
ト
18
床
を
建
築
し

た
い
。

平
成
22
年
度
補
正
予
算

も
っ
と
く
わ
し
く

   

質 

疑 

応 

答 

も
っ
と
く
わ
し
く

   

質 

疑 

応 

答 
6 月定例会 6 月定例会 

6 月7日～ 6 月10日 6 月7日～ 6 月10日 

議
決
し
た
お
も
な
議
案
 

議�

員�

発�

議

補�

正�

予�

算

条
例
の
改
正
等

増原町長、初の施政方針説明  補正予算など全議案を可決 増原町長、初の施政方針説明  補正予算など全議案を可決 増原町長、初の施政方針説明  補正予算など全議案を可決 

問 問 問 問 答 答 

問 問 答 答 答 答 問 問 問 問 答 答 

答 答 問 問 

─　　 ─293



－5－ －4－

にちなん議会だより　 平成22年7月発行　No.120にちなん議会だより　 平成22年7月発行　No.120

キャプション

　
　

坪
倉
議
員

　
中
心
地
域
整
備
構
想
と
の
整

合
性
は
。

　
　

町
長

　
こ
の
位
置
に
決
定
し
た
も
の

で
は
な
い
が
、
検
討
協
議
会
で

の
合
意
と
し
て
の
案
で
あ
る
。

構
想
は
構
想
と
し
て
色
々
な
制

約
の
中
で
共
存
共
栄
を
は
か
り

な
が
ら
必
要
な
事
業
は
進
め
て

い
く
。

　
　

久
代
議
員

　
介
護
運
営
協
議
会
で
の
協
議

は
。

　
　

今
川
福
祉
保
健
課
長

　
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
待
機
者
11

人
、
内
自
宅
待
機
８
人
。
あ
か

ね
の
郷
待
機
者
57
人
内
町
外
25

人
。
５
月
27
日
の
協
議
会
で
は

建
設
は
必
要
と
の
総
意
。

　
　

福
田
議
員

　
建
設
予
定
地
は
バ
ス
ロ
ー
タ

リ
ー
の
計
画
が
あ
っ
た
は
ず
。

町
長
と
し
て
の
具
体
案
を
示
せ
。

　
　

町
長

　
中
心
地
域
整
備
構
想
は
い
ろ

ん
な
協
議
を
し
て
も
ま
と
め
き

れ
ず
玉
虫
色
に
な
っ
た
。
だ
か

ら
町
長
と
し
て
出
せ
る
は
ず
も

な
い
し
腹
案
も
な
い
。

　
　

平
井
議
員

　
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
示
せ
。

　
　

町
長

　
現
状
は
企
業
等
が
あ
り
、
立

ち
退
き
や
、
移
転
保
障
な
ど
の

論
議
に
使
わ
れ
た
く
な
い
の
で

出
せ
な
い
と
し
た
が
、
案
と
し

て
示
し
た
い
。

﹁
そ
の
他
﹂

　
　

村
上
議
員

①
農
業
研
修
生
１
人
当
た
り
ハ

ウ
ス
４
棟
個
人
負
担
２
５
０
万

円
の
支
援
策
は
。

②
イ
ノ
シ
シ
被
害
防
止
対
策
の

地
元
負
担
は
。

③
山
の
上
保
育
園
屋
根
修
繕
の

設
計
委
託
料
は
必
要
か
。

　
　

青
葉
農
林
課
長

①
３
年
間
の
支
払
い
猶
予
。

②
13
％
程
度
。

　
　

町
長

③
透
明
性
を
は
か
る
た
め
。

地
元
業
者
に
施
工
は
発
注
す
る
。

　
　

村
上
議
員

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
計

画
は
。

　
　

町
長

　
別
途
、
有
利
な
補
助
事
業
で

対
応
し
て
い
く
。

　
　

久
代
議
員

①
菅
ヶ
谷
ブ
ロ
イ
ラ
ー
の
移
管

は
。

②
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
実
証
試

験
と
は
。

③
学
力
向
上
体
制
と
は
。



農
林
課
長

①
相
手
方
も
そ
の
方
向
で
協
議

し
て
い
る
。

②
林
地
残
材
の
収
集
運
搬
の
方

法
を
検
討
し
て
い
く
も
の
。

　
　

内
田
教
育
長

③
学
校
や
教
育
力
の
強
化
に
向

け
教
員
や
保
護
者
に
対
す
る
研

修
を
行
う
。
ま
た
各
種
ド
リ
ル

に
よ
る
調
査
を
行
う
。

　
　

奥
迫
議
員

　
除
雪
機
購
入
の
内
容
は
。

　
　

森
田
建
設
課
長

　
町
内
の
凍
結
防
止
剤
散
布
車

と
木
材
団
地
進
入
路
の
除
雪
用

ド
ー
ザ
ー
で
あ
る
。

　
　

小
竹
議
員

　
Ｃ
Ｏ
2
取
引
制
度
と
は
。

　
　

農
林
課
長

　
過
去
３
年
間
の
町
有
林
間
伐

実
績
と
今
後
２
年
間
の
間
伐
に

よ
る
Ｃ
Ｏ
2
の
吸
収
量
に
応
じ

た
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
発
行
し
て
企

業
等
に
売
る
も
の
で
あ
る
。

日
野
地
区
連
携
・
共
同
協
議
会



設
置
規
約
　
　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　



反
対
　
久
代
議
員

　
組
織
の
内
容
が
不
明
確
で
あ

り
、
今
更
新
た
な
組
織
を
作
る

必
要
は
な
い
。



賛
成
　
平
井
議
員

　
３
町
が
あ
る
面
で
は
横
並
び

の
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
求
め
ら
れ

る
た
め
必
要
で
あ
る
。

平
成
22
年
度
　
　
　
　

　
　
一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　



反
対
　
久
代
議
員

　
菅
ヶ
谷
ブ
ロ
イ
ラ
ー
団
地
の

屋
根
修
繕
の
予
算
は
、
同
和
対

策
を
聖
域
と
し
て
特
別
扱
い
に

な
っ
て
い
る
。



賛
成
　
小
竹
議
員

　
基
金
か
ら
の
支
出
で
あ
る
し
、

経
営
移
譲
も
双
方
で
協
議
中
に

て
近
い
将
来
解
決
で
き
る
。

　
ワ
ク
チ
ン
が
日
本
で
も
承
認

さ
れ
、
任
意
の
接
種
が
可
能
に

な
り
、
特
に
10
代
前
半
で
の
接

種
が
高
い
効
果
を
得
ら
れ
る
。

こ
れ
の
全
額
助
成
を
望
む
が
町

長
の
所
見
を
。
　
　
　
　
　

　
対
策
に
つ
い
て
検
討
す
る
よ

う
福
祉
保
健
課
に
指
示
し
た
。

費
用
は
５
万
円
前
後
と
高
額
で

あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。

今
年
度
は
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

の
情
報
提
供
に
努
め
、
予
防
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
公
費
助
成
に
つ

い
て
は
、
今
後
の
課
題
で
あ
る

と
認
識
し
て
お
り
、
国
県
の
動

向
を
踏
ま
え
引
き
続
き
検
討
し

て
い
き
た
い
。

　
商
工
業
、
建
設
業
な
ど
地
元

に
根
ざ
し
た
産
業
の
保
護
、
新

規
に
起
業
す
る
場
合
の
支
援
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
、
高
齢
者
向
け
賃

貸
住
宅
建
設
の
可
能
性
の
検
討
、

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と
自
治
会

の
あ
り
方
と
関
係
に
つ
い
て
点

検
と
検
討
が
必
要
と
あ
る
が
、

町
長
の
目
指
す
日
南
町
が
不
明

で
あ
る
。

　
ど
う
や
っ
て
ま
ち
を
継
続
さ

せ
て
い
く
の
か
が
重
要
だ
と
考

え
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

特
に
﹁
人
材
﹂﹁
経
済
﹂﹁
地
域
﹂

を
重
要
視
し
な
が
ら
、
施
策
を

進
め
て
い
き
た
い
。
ま
ち
を
継

続
さ
せ
る
た
め
に
、
こ
れ
ま
で

民
間
で
お
願
い
し
て
い
た
こ
と

に
、
必
要
で
あ
れ
ば
行
政
と
し

て
踏
み
込
む
こ
と
も
あ
る
。
地

域
で
の
課
題
を
検
証
し
、
継
続

的
な
地
域
づ
く
り
を
ど
う
す
る

か
、
行
政
と
し
て
支
援
す
べ
き

点
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。

　
町
政
上
の
重
大
な
争
点
に
つ

い
て
は
、
必
ず
と
言
っ
て
い
い

ほ
ど
、
審
議
会
、
協
議
会
︵
有

識
者
懇
談
会
な
ど
︶
を
つ
く
り
、

そ
れ
を
中
心
に
し
た
政
策
を
決

定
し
て
い
る
。
こ
の
慣
行
化
し

た
プ
ロ
セ
ス
に
は
看
過
で
き
な

い
反
民
主
性
が
潜
ん
で
い
る
と

思
う
が
。
　

　
審
議
会
等
は
、
行
政
と
し
て

住
民
の
意
見
を
お
聞
き
す
る
機

関
で
あ
っ
て
、
意
志
決
定
機
関

で
は
な
い
。
よ
り
民
意
を
反
映

さ
せ
る
と
い
う
一
つ
の
仕
組
み

と
考
え
て
い
る
。

　
予
算
の
制
約
が
あ
る
中
で
、

職
員
の
労
働
コ
ス
ト
を
引
き
下

げ
る
ほ
か
、
無
駄
を
省
き
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
生
産
性
を
向
上

さ
せ
て
い
く
べ
き
だ
。
税
金
が

公
平
、
公
正
に
多
く
の
住
民
の

た
め
に
使
わ
れ
て
い
る
か
。

　
効
率
性
や
職
員
に
対
す
る
人

件
費
の
コ
ス
ト
意
識
な
ど
、
議

員
の
ご
指
摘
の
通
り
。
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
に
手
を
こ
ま
ね
く
よ

う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
る
。
私
自
身
も

含
め
、
職
員
は
行
政
の
プ
ロ
で

あ
る
と
い
う
意
識
を
も
っ
て
取

り
組
み
た
い
。

　
　
　
　

　
最
初
に
口
蹄
疫
感
染
例
が
報

告
さ
れ
て
以
降
、
次
々
と
蔓
延

し
て
い
る
が
、
本
町
に
あ
っ
て

も
、
牛
の
飼
育
農
家
も
あ
り
、

又
、
養
豚
会
社
等
も
あ
る
が
、

こ
れ
に
対
し
て
、
現
在
ど
の
よ

う
な
対
策
を
さ
れ
て
い
る
か
。

さ
れ
て
い
な
い
と
す
る
な
ら
、

今
後
ど
の
よ
う
に
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
る
の
か
。
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
鳥
取
県
で
は
、
町
内
飼
養
農

場
の
緊
急
調
査
を
４
月
27
日
ま

で
に
行
い
、
全
戸
・
企
業
と
も

異
常
な
し
の
結
果
で
あ
っ
た
。

　
県
で
は
、
４
月
30
日
に
対
策

協
議
会
を
開
催
し
、
今
後
の
対

応
と
役
割
分
担
が
協
議
さ
れ
、

鳥
取
西
部
農
協
で
も
、
消
毒
用

の
消
石
灰
の
配
布
が
行
わ
れ
た
。

５
月
11
日
に
は
、
県
が
消
毒
薬

を
購
入
し
、
全
戸
配
布
で
６
月

14
日
ま
で
消
毒
を
知
事
命
令
で

実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

が
、
県
の
６
月
補
正
予
算
で
追

加
配
布
さ
れ
る
。
町
で
は
、
一

般
の
方
の
農
場
内
へ
の
出
入
り

の
自
粛
、
風
評
被
害
対
策
等
、

町
広
報
紙
へ
の
掲
載
や
防
災
無

線
で
の
周
知
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
宮
崎
県
以
外
で
の
発
生
が

あ
る
場
合
は
、
畜
産
農
家
の
要

望
を
踏
ま
え
て
町
単
独
で
の
消

毒
薬
の
配
布
な
ど
の
対
策
を
行

う
計
画
を
し
て
い
る
。
関
係
機

関
と
連
携
し
て
防
疫
体
制
を
整

え
た
い
。

日本通運㈱
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キャプション

平井正之議員 

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン 

　
　
　 

接
種
の
全
額
助
成
を
　 

国
県
の
動
向
を
ふ
ま
え 

　
　
　
　
　
　 

検
討
し
た
い 

子
宮
頸
が
ん
　 

問 問 

審
議
会
、協
議
会
の 

見
直
し
を
　 

問 問 

口
蹄
疫
の
予
防
と 

対
策
は 

問 問 

行
政
の
生
産
性
を 

高
め
よ 

問 問 

町
を
ど
う
し
た
い
の
か 

問 問 

町政のここが聞きたい 

増
原
町
長 

答 答 

町
長 

答 答 

町
長 

答 答 

町
長 

答 答 
町
長 

答 答 
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キャプション

　
　

坪
倉
議
員

　
中
心
地
域
整
備
構
想
と
の
整

合
性
は
。

　
　

町
長

　
こ
の
位
置
に
決
定
し
た
も
の

で
は
な
い
が
、
検
討
協
議
会
で

の
合
意
と
し
て
の
案
で
あ
る
。

構
想
は
構
想
と
し
て
色
々
な
制

約
の
中
で
共
存
共
栄
を
は
か
り

な
が
ら
必
要
な
事
業
は
進
め
て

い
く
。

　
　

久
代
議
員

　
介
護
運
営
協
議
会
で
の
協
議

は
。

　
　

今
川
福
祉
保
健
課
長

　
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
待
機
者
11

人
、
内
自
宅
待
機
８
人
。
あ
か

ね
の
郷
待
機
者
57
人
内
町
外
25

人
。
５
月
27
日
の
協
議
会
で
は

建
設
は
必
要
と
の
総
意
。

　
　

福
田
議
員

　
建
設
予
定
地
は
バ
ス
ロ
ー
タ

リ
ー
の
計
画
が
あ
っ
た
は
ず
。

町
長
と
し
て
の
具
体
案
を
示
せ
。

　
　

町
長

　
中
心
地
域
整
備
構
想
は
い
ろ

ん
な
協
議
を
し
て
も
ま
と
め
き

れ
ず
玉
虫
色
に
な
っ
た
。
だ
か

ら
町
長
と
し
て
出
せ
る
は
ず
も

な
い
し
腹
案
も
な
い
。

　
　

平
井
議
員

　
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
示
せ
。

　
　

町
長

　
現
状
は
企
業
等
が
あ
り
、
立

ち
退
き
や
、
移
転
保
障
な
ど
の

論
議
に
使
わ
れ
た
く
な
い
の
で

出
せ
な
い
と
し
た
が
、
案
と
し

て
示
し
た
い
。

﹁
そ
の
他
﹂

　
　

村
上
議
員

①
農
業
研
修
生
１
人
当
た
り
ハ

ウ
ス
４
棟
個
人
負
担
２
５
０
万

円
の
支
援
策
は
。

②
イ
ノ
シ
シ
被
害
防
止
対
策
の

地
元
負
担
は
。

③
山
の
上
保
育
園
屋
根
修
繕
の

設
計
委
託
料
は
必
要
か
。

　
　

青
葉
農
林
課
長

①
３
年
間
の
支
払
い
猶
予
。

②
13
％
程
度
。

　
　

町
長

③
透
明
性
を
は
か
る
た
め
。

地
元
業
者
に
施
工
は
発
注
す
る
。

　
　

村
上
議
員

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
計

画
は
。

　
　

町
長

　
別
途
、
有
利
な
補
助
事
業
で

対
応
し
て
い
く
。

　
　

久
代
議
員

①
菅
ヶ
谷
ブ
ロ
イ
ラ
ー
の
移
管

は
。

②
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
実
証
試

験
と
は
。

③
学
力
向
上
体
制
と
は
。



農
林
課
長

①
相
手
方
も
そ
の
方
向
で
協
議

し
て
い
る
。

②
林
地
残
材
の
収
集
運
搬
の
方

法
を
検
討
し
て
い
く
も
の
。

　
　

内
田
教
育
長

③
学
校
や
教
育
力
の
強
化
に
向

け
教
員
や
保
護
者
に
対
す
る
研

修
を
行
う
。
ま
た
各
種
ド
リ
ル

に
よ
る
調
査
を
行
う
。

　
　

奥
迫
議
員

　
除
雪
機
購
入
の
内
容
は
。

　
　

森
田
建
設
課
長

　
町
内
の
凍
結
防
止
剤
散
布
車

と
木
材
団
地
進
入
路
の
除
雪
用

ド
ー
ザ
ー
で
あ
る
。

　
　

小
竹
議
員

　
Ｃ
Ｏ
2
取
引
制
度
と
は
。

　
　

農
林
課
長

　
過
去
３
年
間
の
町
有
林
間
伐

実
績
と
今
後
２
年
間
の
間
伐
に

よ
る
Ｃ
Ｏ
2
の
吸
収
量
に
応
じ

た
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
発
行
し
て
企

業
等
に
売
る
も
の
で
あ
る
。

日
野
地
区
連
携
・
共
同
協
議
会



設
置
規
約
　
　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　



反
対
　
久
代
議
員

　
組
織
の
内
容
が
不
明
確
で
あ

り
、
今
更
新
た
な
組
織
を
作
る

必
要
は
な
い
。



賛
成
　
平
井
議
員

　
３
町
が
あ
る
面
で
は
横
並
び

の
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
求
め
ら
れ

る
た
め
必
要
で
あ
る
。

平
成
22
年
度
　
　
　
　

　
　
一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　



反
対
　
久
代
議
員

　
菅
ヶ
谷
ブ
ロ
イ
ラ
ー
団
地
の

屋
根
修
繕
の
予
算
は
、
同
和
対

策
を
聖
域
と
し
て
特
別
扱
い
に

な
っ
て
い
る
。



賛
成
　
小
竹
議
員

　
基
金
か
ら
の
支
出
で
あ
る
し
、

経
営
移
譲
も
双
方
で
協
議
中
に

て
近
い
将
来
解
決
で
き
る
。

　
ワ
ク
チ
ン
が
日
本
で
も
承
認

さ
れ
、
任
意
の
接
種
が
可
能
に

な
り
、
特
に
10
代
前
半
で
の
接

種
が
高
い
効
果
を
得
ら
れ
る
。

こ
れ
の
全
額
助
成
を
望
む
が
町

長
の
所
見
を
。
　
　
　
　
　

　
対
策
に
つ
い
て
検
討
す
る
よ

う
福
祉
保
健
課
に
指
示
し
た
。

費
用
は
５
万
円
前
後
と
高
額
で

あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。

今
年
度
は
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

の
情
報
提
供
に
努
め
、
予
防
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
公
費
助
成
に
つ

い
て
は
、
今
後
の
課
題
で
あ
る

と
認
識
し
て
お
り
、
国
県
の
動

向
を
踏
ま
え
引
き
続
き
検
討
し

て
い
き
た
い
。

　
商
工
業
、
建
設
業
な
ど
地
元

に
根
ざ
し
た
産
業
の
保
護
、
新

規
に
起
業
す
る
場
合
の
支
援
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
、
高
齢
者
向
け
賃

貸
住
宅
建
設
の
可
能
性
の
検
討
、

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と
自
治
会

の
あ
り
方
と
関
係
に
つ
い
て
点

検
と
検
討
が
必
要
と
あ
る
が
、

町
長
の
目
指
す
日
南
町
が
不
明

で
あ
る
。

　
ど
う
や
っ
て
ま
ち
を
継
続
さ

せ
て
い
く
の
か
が
重
要
だ
と
考

え
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

特
に
﹁
人
材
﹂﹁
経
済
﹂﹁
地
域
﹂

を
重
要
視
し
な
が
ら
、
施
策
を

進
め
て
い
き
た
い
。
ま
ち
を
継

続
さ
せ
る
た
め
に
、
こ
れ
ま
で

民
間
で
お
願
い
し
て
い
た
こ
と

に
、
必
要
で
あ
れ
ば
行
政
と
し

て
踏
み
込
む
こ
と
も
あ
る
。
地

域
で
の
課
題
を
検
証
し
、
継
続

的
な
地
域
づ
く
り
を
ど
う
す
る

か
、
行
政
と
し
て
支
援
す
べ
き

点
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。

　
町
政
上
の
重
大
な
争
点
に
つ

い
て
は
、
必
ず
と
言
っ
て
い
い

ほ
ど
、
審
議
会
、
協
議
会
︵
有

識
者
懇
談
会
な
ど
︶
を
つ
く
り
、

そ
れ
を
中
心
に
し
た
政
策
を
決

定
し
て
い
る
。
こ
の
慣
行
化
し

た
プ
ロ
セ
ス
に
は
看
過
で
き
な

い
反
民
主
性
が
潜
ん
で
い
る
と

思
う
が
。
　

　
審
議
会
等
は
、
行
政
と
し
て

住
民
の
意
見
を
お
聞
き
す
る
機

関
で
あ
っ
て
、
意
志
決
定
機
関

で
は
な
い
。
よ
り
民
意
を
反
映

さ
せ
る
と
い
う
一
つ
の
仕
組
み

と
考
え
て
い
る
。

　
予
算
の
制
約
が
あ
る
中
で
、

職
員
の
労
働
コ
ス
ト
を
引
き
下

げ
る
ほ
か
、
無
駄
を
省
き
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
生
産
性
を
向
上

さ
せ
て
い
く
べ
き
だ
。
税
金
が

公
平
、
公
正
に
多
く
の
住
民
の

た
め
に
使
わ
れ
て
い
る
か
。

　
効
率
性
や
職
員
に
対
す
る
人

件
費
の
コ
ス
ト
意
識
な
ど
、
議

員
の
ご
指
摘
の
通
り
。
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
に
手
を
こ
ま
ね
く
よ

う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
る
。
私
自
身
も

含
め
、
職
員
は
行
政
の
プ
ロ
で

あ
る
と
い
う
意
識
を
も
っ
て
取

り
組
み
た
い
。

　
　
　
　

　
最
初
に
口
蹄
疫
感
染
例
が
報

告
さ
れ
て
以
降
、
次
々
と
蔓
延

し
て
い
る
が
、
本
町
に
あ
っ
て

も
、
牛
の
飼
育
農
家
も
あ
り
、

又
、
養
豚
会
社
等
も
あ
る
が
、

こ
れ
に
対
し
て
、
現
在
ど
の
よ

う
な
対
策
を
さ
れ
て
い
る
か
。

さ
れ
て
い
な
い
と
す
る
な
ら
、

今
後
ど
の
よ
う
に
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
る
の
か
。
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
鳥
取
県
で
は
、
町
内
飼
養
農

場
の
緊
急
調
査
を
４
月
27
日
ま

で
に
行
い
、
全
戸
・
企
業
と
も

異
常
な
し
の
結
果
で
あ
っ
た
。

　
県
で
は
、
４
月
30
日
に
対
策

協
議
会
を
開
催
し
、
今
後
の
対

応
と
役
割
分
担
が
協
議
さ
れ
、

鳥
取
西
部
農
協
で
も
、
消
毒
用

の
消
石
灰
の
配
布
が
行
わ
れ
た
。

５
月
11
日
に
は
、
県
が
消
毒
薬

を
購
入
し
、
全
戸
配
布
で
６
月

14
日
ま
で
消
毒
を
知
事
命
令
で

実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

が
、
県
の
６
月
補
正
予
算
で
追

加
配
布
さ
れ
る
。
町
で
は
、
一

般
の
方
の
農
場
内
へ
の
出
入
り

の
自
粛
、
風
評
被
害
対
策
等
、

町
広
報
紙
へ
の
掲
載
や
防
災
無

線
で
の
周
知
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
宮
崎
県
以
外
で
の
発
生
が

あ
る
場
合
は
、
畜
産
農
家
の
要

望
を
踏
ま
え
て
町
単
独
で
の
消

毒
薬
の
配
布
な
ど
の
対
策
を
行

う
計
画
を
し
て
い
る
。
関
係
機

関
と
連
携
し
て
防
疫
体
制
を
整

え
た
い
。

日本通運㈱
山陰丸和跡地 グループホーム

討
　  

論 

討
　  

論 

問 問 問 問 答 答 問 問 答 答 答 答 

問 問 答 答 

問 問 問 問 答 答 

問 問 問 問 答 答 答 答 答 答 答 答 

問 問 答 答 答 答 

キャプション

平井正之議員 

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン 

　
　
　 

接
種
の
全
額
助
成
を
　 

国
県
の
動
向
を
ふ
ま
え 

　
　
　
　
　
　 

検
討
し
た
い 

子
宮
頸
が
ん
　 

問 問 

審
議
会
、協
議
会
の 

見
直
し
を
　 

問 問 

口
蹄
疫
の
予
防
と 

対
策
は 

問 問 

行
政
の
生
産
性
を 

高
め
よ 

問 問 

町
を
ど
う
し
た
い
の
か 

問 問 

町政のここが聞きたい 

増
原
町
長 

答 答 

町
長 

答 答 

町
長 

答 答 

町
長 

答 答 
町
長 

答 答 
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キャプション

研修生のトマト栽培

鳥取県日野地区連携・共同協議会

①
日
南
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る

農
業
の
現
状
を
認
識
し
て
い
る

か
。

②
日
南
町
の
農
業
の
将
来
を
ど

う
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
の
か
。

③
日
南
町
地
域
振
興
公
社
の
役

割
を
ど
の
よ
う
に
改
革
し
よ
う

と
し
て
い
る
の
か
。

④
農
林
業
研
修
生
の
定
住
に
向

け
た
町
独
自
の
制
度
を
具
体
的

に
。

⑤
建
設
業
者
の
仕
事
の
確
保
に
、

耕
作
放
棄
地
等
の
復
旧
や
、
小

規
模
水
田
の
改
良
等
の
事
業
を

取
り
入
れ
て
農
業
基
盤
の
整
備

を
す
す
め
る
べ
き
で
は
。

　①
日
南
町
の
農
業
は
、
産
業
構

造
と
し
て
は
非
常
に
脆
弱
な
現

状
と
な
っ
て
お
り
、
米
の
販
売

額
は
、
20
年
前
の
９
億
円
か
ら

４
億
円
と
急
激
な
減
少
と
な
っ

て
い
る
。
農
家
の
高
齢
化
も
顕

著
で
生
産
額
減
少
の
要
因
と
な

っ
て
い
る
。
農
地
の
活
用
状
況

を
み
て
も
、
約
１
０
０
ha
で
の

不
作
付
け
地
が
あ
り
、
生
産
意

欲
の
減
退
が
否
め
な
い
。

　
し
か
し
、
米
に
つ
い
て
は
、

食
味
値
の
高
さ
が
評
価
さ
れ
始

め
、
新
た
な
販
路
も
拡
大
し
て

き
た
。
野
菜
に
つ
い
て
も
、
非

常
に
品
質
の
高
い
も
の
が
生
産

さ
れ
、
そ
の
評
価
は
高
い
も
の

が
あ
り
、
基
幹
３
品
目
の
中
で

も
ピ
ー
マ
ン
、
白
ネ
ギ
は
作
付

け
が
伸
び
、
朝
ど
れ
野
菜
は
定

着
し
て
き
た
。
ま
た
、
農
業
生

産
法
人
へ
の
集
積
が
進
み
、
中

山
間
直
接
支
払
制
度
の
活
用
で

新
た
な
集
落
営
農
組
織
が
誕
生

す
る
な
ど
多
様
な
担
い
手
が
育

っ
て
お
り
、
農
業
研
修
生
に
は
、

多
く
の
応
募
が
あ
り
、
農
業
回

帰
の
潮
流
が
生
ま
れ
て
い
る
。

②
整
備
さ
れ
た
農
地
の
有
効
活

用
を
図
り
、
恵
ま
れ
た
気
象
条

件
の
基
に
食
糧
生
産
基
地
と
し

て
の
役
割
を
果
た
す
た
め
に
も

農
業
を
他
産
業
と
比
較
し
て
、

所
得
の
確
保
対
策
が
必
要
で
あ

る
。
そ
し
て
、
生
活
者
と
し
て

農
業
の
取
り
組
み
、
高
齢
者
の

知
恵
や
経
験
を
若
者
に
伝
え
、

共
に
働
け
る
農
村
で
あ
り
た
い
。

そ
の
た
め
に
、
新
た
な
担
い
手

の
確
保
や
法
人
経
営
体
の
利
用

集
積
に
よ
る
規
模
拡
大
と
雇
用

の
確
保
、
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
や
ス

ロ
ー
フ
ー
ド
と
い
う
﹁
い
の
ち

の
時
代
﹂
と
食
糧
自
給
率
向
上

を
目
指
し
て
の
農
地
の
有
効
活

用
。
集
落
営
農
組
織
の
複
合
経

営
化
な
ど
を
始
め
、
生
産
か
ら

加
工
、
販
売
ま
で
の
分
野
に
お

い
て
、
農
商
連
携
や
農
業
関
連

産
業
の
起
業
が
期
待
さ
れ
る
。

③
財
団
法
人
と
し
て
、
昭
和
62

年
に
誕
生
し
た
日
南
町
地
域
振

興
公
社
は
、
ふ
る
さ
と
日
南
邑

等
が
指
定
管
理
と
し
て
民
間
に

移
行
さ
れ
る
と
と
も
に
、
農
地

保
有
合
理
化
事
業
を
主
目
的
に

し
て
き
た
。

平
成
19
年
度
か
ら
は
、
日
南
高

原
米
の
販
売
活
動
の
実
施
主
体

と
し
て
、
日
南
ブ
ラ
ン
ド
化
事

業
の
委
託
を
受
け
、
平
成
21
年

度
か
ら
は
、
農
林
業
研
修
生
の

受
け
入
れ
、
農
林
業
の
後
継
者

育
成
に
努
め
て
い
る
。

今
後
は
、
農
産
物
の
Ｐ
Ｒ
活
動

と
販
路
開
拓
、
農
地
流
動
化
、

後
継
者
育
成
等
行
政
と
の
連
携

を
持
っ
た
補
完
機
能
や
試
験
研

究
的
な
要
素
を
も
っ
た
取
り
組

み
を
期
待
し
て
い
る
。
公
益
法

人
制
度
改
革
を
踏
ま
え
、
公
的

な
要
素
を
持
た
せ
な
が
ら
も
、

可
能
な
事
業
活
動
を
行
い
、
地

域
振
興
の
一
翼
を
担
う
﹁
一
般

財
団
法
人
﹂
へ
の
移
行
に
向
け
、

議
論
を
深
め
て
い
く
。

④
農
業
研
修
生
は
、
２
年
目
は

実
践
研
修
と
し
て
、
ト
マ
ト
の

栽
培
と
販
売
を
行
う
こ
と
と
し
、

６
人
の
研
修
生
が
町
内
21
ａ
の

ほ
場
で
栽
培
を
開
始
し
て
い
る
。

就
農
に
係
る
生
産
基
盤
の
整
備

は
、
鳥
取
県
の
補
助
事
業
を
活

用
し
、
町
の
補
助
も
計
画
し
て

い
る
。
ま
た
、
栽
培
技
術
が
安

定
す
る
ま
で
、
当
面
の
生
活
資

金
と
し
て
は
研
修
終
了
後
初
年

度
に
、
鳥
取
県
就
農
応
援
交
付

金
の
活
用
を
予
定
し
て
い
る
。

就
農
時
の
資
材
費
の
貸
し
付
け

又
は
補
助
、
農
地
の
借
り
上
げ

料
等
の
補
助
制
度
を
考
え
て
い

る
。
資
材
費
の
融
資
は
﹁
若
者

定
住
促
進
資
金
﹂
を
活
用
し
た

い
。

農
地
の
取
得
は
、
地
域
振
興
公

社
が
農
地
利
用
円
滑
化
事
業
等

に
よ
り
、
農
家
の
皆
様
側
に
も

有
利
な
条
件
で
の
借
り
入
れ
を

進
め
る
。
こ
の
助
成
措
置
は
、

研
修
生
だ
け
で
な
く
、
町
内
の

若
者
が
就
農
を
目
指
す
場
合
に

も
同
様
の
助
成
を
し
て
後
継
者

の
育
成
を
は
か
り
た
い
。

⑤
整
備
後
の
活
用
を
考
え
る
と

き
、
新
た
な
農
地
の
担
い
手
育

成
と
連
動
し
た
取
り
組
み
が
必

要
と
な
る
。
整
備
後
の
、
耕
作

者
の
め
ど
が
立
つ
な
ら
ば
、
建

設
業
に
依
頼
す
る
整
備
も
可
能

で
あ
る
。

①
総
合
計
画
を
基
本
に
据
え
つ

つ
、
ロ
ー
カ
ル
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
、

施
政
方
針
に
基
づ
い
て
施
策
を

実
行
さ
れ
る
と
思
う
が
、
達
成

の
た
め
の
方
策
、
町
民
へ
の
説

明
は
。

②
町
財
政
の
現
状
に
つ
い
て
楽

観
的
見
方
を
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
が
そ
の
理
由
は
。

③
第
５
次
日
南
町
総
合
計
画
に

対
す
る
思
い
は
。

①
今
後
の
10
年
間
で
後
世
に
残

す
べ
き
、
町
の
体
制
づ
く
り
︵
人

材
、
経
済
、
地
域
︶
が
必
要
だ

と
思
う
。



日
南
町
総
合
計
画
の
﹁
基
本

構
想
﹂
の
中
で
、
日
南
町
に
存

在
す
る
﹁
人
﹂
と
﹁
自
然
﹂
と

い
う
貴
重
な
資
源
を
活
用
資
源

と
し
て
認
識
し
、
﹁
人
材
﹂
や

﹁
環
境
に
育
ま
れ
た
資
源
﹂
を

守
り
・
育
て
、
そ
の
役
割
を
明

ら
か
に
し
、
未
来
に
つ
な
げ
て

い
く
こ
と
が
﹁
基
本
理
念
﹂
で

あ
る
と
提
起
し
て
い
る
。
今
後
、

30
年
後
の
日
南
町
の
姿
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
と
と
も
に
、
総
合
計
画

や
過
疎
計
画
な
ど
の
進
捗
状
況

な
ど
を
審
議
会
や
議
会
な
ど
を

通
じ
て
お
知
ら
せ
し
た
い
。

②
楽
観
視
は
し
て
い
な
い
。
財

政
的
苦
難
は
ど
の
自
治
体
も
同

様
で
あ
る
。
私
は
、
町
民
や
議

会
の
皆
様
と
職
員
と
と
も
に
、

英
知
を
結
集
し
て
乗
り
切
る
覚

悟
で
い
る
。
苦
難
の
時
こ
そ
、

日
南
町
に
と
っ
て
は
ピ
ン
チ
こ

そ
チ
ャ
ン
ス
の
時
期
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

③
前
矢
田
町
長
の
任
期
期
間
中

で
の
策
定
計
画
で
あ
る
が
、
こ

れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
す

る
考
え
は
、
私
も
継
承
し
て
い

き
た
い
。
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、

具
体
的
に
は
過
疎
計
画
や
中
心

地
域
整
備
構
想
に
よ
り
、
真
に

必
要
な
も
の
か
ら
、
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
が
必
要
で
、
計
画

を
常
に
チ
ェ
ッ
ク
し
な
が
ら
進

め
た
い
。
ま
た
こ
の
計
画
を
金

科
玉
条
の
よ
う
に
、
硬
直
し
た

も
の
と
は
と
ら
え
ず
に
、
と
き

や
時
代
を
み
な
が
ら
柔
軟
に
対

応
す
る
考
え
で
あ
る
。

①
町
と
し
て
の
メ
リ
ッ
ト
は
何

か
。

②
日
野
総
合
事
務
所
は
規
模
縮

小
に
向
か
う
と
思
う
が
こ
れ
に

つ
い
て
は
ど
う
考
え
る
の
か
。

③
日
野
郡
民
会
議
終
了
と
の
関

連
に
つ
い
て
ど
う
捉
え
て
い
る

の
か
。

①
基
本
的
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
県
・

町
が
努
力
し
事
務
を
行
っ
て
お

り
、
共
同
で
取
り
組
む
こ
と
が

良
い
場
合
、
そ
の
話
し
合
い
の

場
と
し
て
、
組
織
を
つ
く
っ
て

お
け
ば
、
よ
り
良
い
効
率
的
な

行
政
運
営
が
出
来
る
と
考
え
る
。

規
約
で
は
、
鳥
取
県
並
び
に
日

南
町
、
日
野
町
及
び
江
府
町
が
、

事
務
を
連
携
し
て
管
理
し
、
及

び
共
同
で
執
務
す
る
こ
と
な
ど

に
よ
り
、
日
野
郡
の
区
域
に
お

け
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
、

向
上
や
効
果
的
な
行
政
運
営
を

促
進
す
る
と
と
も
に
、
日
野
郡

の
区
域
に
共
通
す
る
諸
課
題
の

解
決
に
役
立
て
る
と
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
日
野
郡
と
し
て
の

意
思
決
定
機
関
が
、
正
式
な
も

の
が
な
く
、
今
後
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
ス
ピ
ー
ド
感
が
増
す
こ
と

を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。
特

に
総
務
省
で
は
、
自
治
体
監
査

の
厳
格
化
に
つ
い
て
、
県
と
市

町
村
の
監
査
専
門
機
関
の
設
置

を
来
年
の
地
方
自
治
法
改
正
案

で
提
出
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ

り
、
こ
の
共
同
協
議
会
は
そ
の

さ
き
が
け
に
な
る
と
考
え
る
。

②
具
体
的
な
事
務
は
、
協
議
会

発
足
以
後
の
会
議
で
協
議
さ
れ

る
が
、
規
約
の
中
で
の
担
任
事

務
で
は
現
在
各
町
が
行
っ
て
い

る
事
務
で
あ
り
、
直
接
日
野
総

合
事
務
所
の
規
模
縮
小
に
つ
な

が
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。
特

に
県
に
お
い
て
は
、
ど
う
し
て

日
野
総
合
事
務
所
が
設
置
さ
れ

た
の
か
、
そ
の
目
的
を
忘
れ
な

い
こ
と
を
期
待
す
る
。
ま
た
、

県
行
政
と
い
う
も
の
は
、
市
町

村
行
政
の
積
み
重
ね
で
あ
る
こ

と
を
、
意
識
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

③
規
約
の
中
に
住
民
参
画
の
条

文
が
あ
り
、
詳
細
は
今
後
の
協

議
会
で
詰
め
る
こ
と
に
な
る
。

想
定
さ
れ
る
方
法
は
、
特
定
の

委
員
を
置
く
ス
タ
イ
ル
で
は
な

く
、
特
定
の
テ
ー
マ
を
選
定
し
、

そ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
住
民
等

を
選
定
し
、
意
見
を
求
め
る
こ

と
が
あ
る
と
思
う
の
で
、
郡
民

会
議
の
成
果
も
引
き
継
い
で
い

く
べ
き
で
あ
る
。

キャプション

古都久志議員 

農
林
業
研
修
生
の
就
農
に
向
け
た 

　
　
　
　
　  

具
体
的
な
対
策
は 

研
修
生
だ
け
で
な
く
後
継
者
育
成
の
た
め
に 

　
　
　
　
　
　 

助
成
設
置
を
制
度
化
す
る 

農
業
政
策 

問 問 

町政のここが聞きたい 

増
原
町
長 

答 答 

奥迫廣人議員 

町
政
に
取
り
組
む
基
本
理
念
は 

後
世
に
引
き
継
ぐ 

　
町
の
体
制
づ
く
り
が
必
要 

町
長
の
政
治
理
念
　 

問 問 

鳥
取
県
日
野
地
区
連
携 

共
同
協
議
会
設
置 

問 問 

町政のここが聞きたい 

増
原
町
長 

答 答 

町
長 

答 答 
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キャプション

研修生のトマト栽培

鳥取県日野地区連携・共同協議会

①
日
南
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る

農
業
の
現
状
を
認
識
し
て
い
る

か
。

②
日
南
町
の
農
業
の
将
来
を
ど

う
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
の
か
。

③
日
南
町
地
域
振
興
公
社
の
役

割
を
ど
の
よ
う
に
改
革
し
よ
う

と
し
て
い
る
の
か
。

④
農
林
業
研
修
生
の
定
住
に
向

け
た
町
独
自
の
制
度
を
具
体
的

に
。

⑤
建
設
業
者
の
仕
事
の
確
保
に
、

耕
作
放
棄
地
等
の
復
旧
や
、
小

規
模
水
田
の
改
良
等
の
事
業
を

取
り
入
れ
て
農
業
基
盤
の
整
備

を
す
す
め
る
べ
き
で
は
。

　①
日
南
町
の
農
業
は
、
産
業
構

造
と
し
て
は
非
常
に
脆
弱
な
現

状
と
な
っ
て
お
り
、
米
の
販
売

額
は
、
20
年
前
の
９
億
円
か
ら

４
億
円
と
急
激
な
減
少
と
な
っ

て
い
る
。
農
家
の
高
齢
化
も
顕

著
で
生
産
額
減
少
の
要
因
と
な

っ
て
い
る
。
農
地
の
活
用
状
況

を
み
て
も
、
約
１
０
０
ha
で
の

不
作
付
け
地
が
あ
り
、
生
産
意

欲
の
減
退
が
否
め
な
い
。

　
し
か
し
、
米
に
つ
い
て
は
、

食
味
値
の
高
さ
が
評
価
さ
れ
始

め
、
新
た
な
販
路
も
拡
大
し
て

き
た
。
野
菜
に
つ
い
て
も
、
非

常
に
品
質
の
高
い
も
の
が
生
産

さ
れ
、
そ
の
評
価
は
高
い
も
の

が
あ
り
、
基
幹
３
品
目
の
中
で

も
ピ
ー
マ
ン
、
白
ネ
ギ
は
作
付

け
が
伸
び
、
朝
ど
れ
野
菜
は
定

着
し
て
き
た
。
ま
た
、
農
業
生

産
法
人
へ
の
集
積
が
進
み
、
中

山
間
直
接
支
払
制
度
の
活
用
で

新
た
な
集
落
営
農
組
織
が
誕
生

す
る
な
ど
多
様
な
担
い
手
が
育

っ
て
お
り
、
農
業
研
修
生
に
は
、

多
く
の
応
募
が
あ
り
、
農
業
回

帰
の
潮
流
が
生
ま
れ
て
い
る
。

②
整
備
さ
れ
た
農
地
の
有
効
活

用
を
図
り
、
恵
ま
れ
た
気
象
条

件
の
基
に
食
糧
生
産
基
地
と
し

て
の
役
割
を
果
た
す
た
め
に
も

農
業
を
他
産
業
と
比
較
し
て
、

所
得
の
確
保
対
策
が
必
要
で
あ

る
。
そ
し
て
、
生
活
者
と
し
て

農
業
の
取
り
組
み
、
高
齢
者
の

知
恵
や
経
験
を
若
者
に
伝
え
、

共
に
働
け
る
農
村
で
あ
り
た
い
。

そ
の
た
め
に
、
新
た
な
担
い
手

の
確
保
や
法
人
経
営
体
の
利
用

集
積
に
よ
る
規
模
拡
大
と
雇
用

の
確
保
、
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
や
ス

ロ
ー
フ
ー
ド
と
い
う
﹁
い
の
ち

の
時
代
﹂
と
食
糧
自
給
率
向
上

を
目
指
し
て
の
農
地
の
有
効
活

用
。
集
落
営
農
組
織
の
複
合
経

営
化
な
ど
を
始
め
、
生
産
か
ら

加
工
、
販
売
ま
で
の
分
野
に
お

い
て
、
農
商
連
携
や
農
業
関
連

産
業
の
起
業
が
期
待
さ
れ
る
。

③
財
団
法
人
と
し
て
、
昭
和
62

年
に
誕
生
し
た
日
南
町
地
域
振

興
公
社
は
、
ふ
る
さ
と
日
南
邑

等
が
指
定
管
理
と
し
て
民
間
に

移
行
さ
れ
る
と
と
も
に
、
農
地

保
有
合
理
化
事
業
を
主
目
的
に

し
て
き
た
。

平
成
19
年
度
か
ら
は
、
日
南
高

原
米
の
販
売
活
動
の
実
施
主
体

と
し
て
、
日
南
ブ
ラ
ン
ド
化
事

業
の
委
託
を
受
け
、
平
成
21
年

度
か
ら
は
、
農
林
業
研
修
生
の

受
け
入
れ
、
農
林
業
の
後
継
者

育
成
に
努
め
て
い
る
。

今
後
は
、
農
産
物
の
Ｐ
Ｒ
活
動

と
販
路
開
拓
、
農
地
流
動
化
、

後
継
者
育
成
等
行
政
と
の
連
携

を
持
っ
た
補
完
機
能
や
試
験
研

究
的
な
要
素
を
も
っ
た
取
り
組

み
を
期
待
し
て
い
る
。
公
益
法

人
制
度
改
革
を
踏
ま
え
、
公
的

な
要
素
を
持
た
せ
な
が
ら
も
、

可
能
な
事
業
活
動
を
行
い
、
地

域
振
興
の
一
翼
を
担
う
﹁
一
般

財
団
法
人
﹂
へ
の
移
行
に
向
け
、

議
論
を
深
め
て
い
く
。

④
農
業
研
修
生
は
、
２
年
目
は

実
践
研
修
と
し
て
、
ト
マ
ト
の

栽
培
と
販
売
を
行
う
こ
と
と
し
、

６
人
の
研
修
生
が
町
内
21
ａ
の

ほ
場
で
栽
培
を
開
始
し
て
い
る
。

就
農
に
係
る
生
産
基
盤
の
整
備

は
、
鳥
取
県
の
補
助
事
業
を
活

用
し
、
町
の
補
助
も
計
画
し
て

い
る
。
ま
た
、
栽
培
技
術
が
安

定
す
る
ま
で
、
当
面
の
生
活
資

金
と
し
て
は
研
修
終
了
後
初
年

度
に
、
鳥
取
県
就
農
応
援
交
付

金
の
活
用
を
予
定
し
て
い
る
。

就
農
時
の
資
材
費
の
貸
し
付
け

又
は
補
助
、
農
地
の
借
り
上
げ

料
等
の
補
助
制
度
を
考
え
て
い

る
。
資
材
費
の
融
資
は
﹁
若
者

定
住
促
進
資
金
﹂
を
活
用
し
た

い
。

農
地
の
取
得
は
、
地
域
振
興
公

社
が
農
地
利
用
円
滑
化
事
業
等

に
よ
り
、
農
家
の
皆
様
側
に
も

有
利
な
条
件
で
の
借
り
入
れ
を

進
め
る
。
こ
の
助
成
措
置
は
、

研
修
生
だ
け
で
な
く
、
町
内
の

若
者
が
就
農
を
目
指
す
場
合
に

も
同
様
の
助
成
を
し
て
後
継
者

の
育
成
を
は
か
り
た
い
。

⑤
整
備
後
の
活
用
を
考
え
る
と

き
、
新
た
な
農
地
の
担
い
手
育

成
と
連
動
し
た
取
り
組
み
が
必

要
と
な
る
。
整
備
後
の
、
耕
作

者
の
め
ど
が
立
つ
な
ら
ば
、
建

設
業
に
依
頼
す
る
整
備
も
可
能

で
あ
る
。

①
総
合
計
画
を
基
本
に
据
え
つ

つ
、
ロ
ー
カ
ル
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
、

施
政
方
針
に
基
づ
い
て
施
策
を

実
行
さ
れ
る
と
思
う
が
、
達
成

の
た
め
の
方
策
、
町
民
へ
の
説

明
は
。

②
町
財
政
の
現
状
に
つ
い
て
楽

観
的
見
方
を
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
が
そ
の
理
由
は
。

③
第
５
次
日
南
町
総
合
計
画
に

対
す
る
思
い
は
。

①
今
後
の
10
年
間
で
後
世
に
残

す
べ
き
、
町
の
体
制
づ
く
り
︵
人

材
、
経
済
、
地
域
︶
が
必
要
だ

と
思
う
。



日
南
町
総
合
計
画
の
﹁
基
本

構
想
﹂
の
中
で
、
日
南
町
に
存

在
す
る
﹁
人
﹂
と
﹁
自
然
﹂
と

い
う
貴
重
な
資
源
を
活
用
資
源

と
し
て
認
識
し
、
﹁
人
材
﹂
や

﹁
環
境
に
育
ま
れ
た
資
源
﹂
を

守
り
・
育
て
、
そ
の
役
割
を
明

ら
か
に
し
、
未
来
に
つ
な
げ
て

い
く
こ
と
が
﹁
基
本
理
念
﹂
で

あ
る
と
提
起
し
て
い
る
。
今
後
、

30
年
後
の
日
南
町
の
姿
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
と
と
も
に
、
総
合
計
画

や
過
疎
計
画
な
ど
の
進
捗
状
況

な
ど
を
審
議
会
や
議
会
な
ど
を

通
じ
て
お
知
ら
せ
し
た
い
。

②
楽
観
視
は
し
て
い
な
い
。
財

政
的
苦
難
は
ど
の
自
治
体
も
同

様
で
あ
る
。
私
は
、
町
民
や
議

会
の
皆
様
と
職
員
と
と
も
に
、

英
知
を
結
集
し
て
乗
り
切
る
覚

悟
で
い
る
。
苦
難
の
時
こ
そ
、

日
南
町
に
と
っ
て
は
ピ
ン
チ
こ

そ
チ
ャ
ン
ス
の
時
期
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

③
前
矢
田
町
長
の
任
期
期
間
中

で
の
策
定
計
画
で
あ
る
が
、
こ

れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
す

る
考
え
は
、
私
も
継
承
し
て
い

き
た
い
。
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、

具
体
的
に
は
過
疎
計
画
や
中
心

地
域
整
備
構
想
に
よ
り
、
真
に

必
要
な
も
の
か
ら
、
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
が
必
要
で
、
計
画

を
常
に
チ
ェ
ッ
ク
し
な
が
ら
進

め
た
い
。
ま
た
こ
の
計
画
を
金

科
玉
条
の
よ
う
に
、
硬
直
し
た

も
の
と
は
と
ら
え
ず
に
、
と
き

や
時
代
を
み
な
が
ら
柔
軟
に
対

応
す
る
考
え
で
あ
る
。

①
町
と
し
て
の
メ
リ
ッ
ト
は
何

か
。

②
日
野
総
合
事
務
所
は
規
模
縮

小
に
向
か
う
と
思
う
が
こ
れ
に

つ
い
て
は
ど
う
考
え
る
の
か
。

③
日
野
郡
民
会
議
終
了
と
の
関

連
に
つ
い
て
ど
う
捉
え
て
い
る

の
か
。

①
基
本
的
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
県
・

町
が
努
力
し
事
務
を
行
っ
て
お

り
、
共
同
で
取
り
組
む
こ
と
が

良
い
場
合
、
そ
の
話
し
合
い
の

場
と
し
て
、
組
織
を
つ
く
っ
て

お
け
ば
、
よ
り
良
い
効
率
的
な

行
政
運
営
が
出
来
る
と
考
え
る
。

規
約
で
は
、
鳥
取
県
並
び
に
日

南
町
、
日
野
町
及
び
江
府
町
が
、

事
務
を
連
携
し
て
管
理
し
、
及

び
共
同
で
執
務
す
る
こ
と
な
ど

に
よ
り
、
日
野
郡
の
区
域
に
お

け
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
、

向
上
や
効
果
的
な
行
政
運
営
を

促
進
す
る
と
と
も
に
、
日
野
郡

の
区
域
に
共
通
す
る
諸
課
題
の

解
決
に
役
立
て
る
と
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
日
野
郡
と
し
て
の

意
思
決
定
機
関
が
、
正
式
な
も

の
が
な
く
、
今
後
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
ス
ピ
ー
ド
感
が
増
す
こ
と

を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。
特

に
総
務
省
で
は
、
自
治
体
監
査

の
厳
格
化
に
つ
い
て
、
県
と
市

町
村
の
監
査
専
門
機
関
の
設
置

を
来
年
の
地
方
自
治
法
改
正
案

で
提
出
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ

り
、
こ
の
共
同
協
議
会
は
そ
の

さ
き
が
け
に
な
る
と
考
え
る
。

②
具
体
的
な
事
務
は
、
協
議
会

発
足
以
後
の
会
議
で
協
議
さ
れ

る
が
、
規
約
の
中
で
の
担
任
事

務
で
は
現
在
各
町
が
行
っ
て
い

る
事
務
で
あ
り
、
直
接
日
野
総

合
事
務
所
の
規
模
縮
小
に
つ
な

が
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。
特

に
県
に
お
い
て
は
、
ど
う
し
て

日
野
総
合
事
務
所
が
設
置
さ
れ

た
の
か
、
そ
の
目
的
を
忘
れ
な

い
こ
と
を
期
待
す
る
。
ま
た
、

県
行
政
と
い
う
も
の
は
、
市
町

村
行
政
の
積
み
重
ね
で
あ
る
こ

と
を
、
意
識
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

③
規
約
の
中
に
住
民
参
画
の
条

文
が
あ
り
、
詳
細
は
今
後
の
協

議
会
で
詰
め
る
こ
と
に
な
る
。

想
定
さ
れ
る
方
法
は
、
特
定
の

委
員
を
置
く
ス
タ
イ
ル
で
は
な

く
、
特
定
の
テ
ー
マ
を
選
定
し
、

そ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
住
民
等

を
選
定
し
、
意
見
を
求
め
る
こ

と
が
あ
る
と
思
う
の
で
、
郡
民

会
議
の
成
果
も
引
き
継
い
で
い

く
べ
き
で
あ
る
。

キャプション

古都久志議員 

農
林
業
研
修
生
の
就
農
に
向
け
た 

　
　
　
　
　  

具
体
的
な
対
策
は 

研
修
生
だ
け
で
な
く
後
継
者
育
成
の
た
め
に 

　
　
　
　
　
　 

助
成
設
置
を
制
度
化
す
る 

農
業
政
策 

問 問 

町政のここが聞きたい 

増
原
町
長 

答 答 

奥迫廣人議員 

町
政
に
取
り
組
む
基
本
理
念
は 

後
世
に
引
き
継
ぐ 

　
町
の
体
制
づ
く
り
が
必
要 

町
長
の
政
治
理
念
　 

問 問 

鳥
取
県
日
野
地
区
連
携 

共
同
協
議
会
設
置 

問 問 

町政のここが聞きたい 

増
原
町
長 

答 答 

町
長 

答 答 
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住民による環境美化作業

①
未
婚
男
女
の
出
会
い
の
場
づ

く
り
事
業
を
再
度
検
討
し
て
み

て
は
ど
う
か
。

②
保
育
料
の
無
料
化
、
給
食
費

の
無
料
化
、
ま
た
Ｉ
タ
ー
ン
・

Ｕ
タ
ー
ン
の
人
た
ち
に
対
し
て
、

宅
地
の
無
料
提
供
も
考
え
ら
れ

る
が
。

①
対
象
者
の
意
向
を
十
分
に
調

べ
た
上
で
検
討
し
た
い
。

②
国
の
施
策
が
、
控
除
か
ら
手

当
へ
の
流
れ
に
な
っ
て
い
る
中

で
は
、
一
定
の
負
担
は
お
願
い

す
る
。
宅
地
の
無
料
提
供
は
、

理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
な
仕
組

み
づ
く
り
や
、
新
た
な
定
住
ゾ

ー
ン
の
価
値
を
考
慮
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　
約
束
し
た
次
に
つ
い
て
、
具

体
的
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

①
人
材
育
成

②
医
療
、
福
祉
の
充
実

③
住
民
参
画
に
よ
る
ま
ち
創
り

①
学
力
向
上
対
策
、
子
育
て
支

援
策
の
見
直
と
充
実
、
新
規
参

入
農
林
業
就
労
支
援
、
雇
用
の

確
保
か
ら
既
存
の
企
業
や
新
た

な
起
業
支
援
を
行
い
た
い
。

②
人
材
育
成
・
医
療
ス
タ
ッ
フ

の
確
保
、
介
護
施
設
等
の
充
実

に
努
め
る
。

③
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
10
月
を
目
途

に
、
各
地
域
課
題
と
克
服
す
る

目
標
を
定
め
、
積
極
的
な
支
援

を
行
い
た
い
。

①
懸
案
課
題
に
つ
い
て
、
実
施

中
の
も
の
、
具
体
的
な
も
の
、

組
織
の
将
来
に
明
る
い
も
の
と

は
ど
ん
な
事
項
が
あ
る
の
か
。

②
農
林
業
研
修
生
制
度
の
成
果

と
は
。

③
研
修
生
に
対
し
て
、
農
地
の

確
保
等
の
支
援
策
は
。

④
遊
休
農
地
を
利
用
し
た
農
業

後
継
者
づ
く
り
施
策
は
、
研
修

生
制
度
と
関
連
が
あ
る
の
か
。

⑤
地
域
振
興
公
社
の
役
割
、
あ

り
方
を
検
討
す
る
と
あ
る
が
。

⑥
既
存
の
企
業
等
に
は
厳
し
く
、

新
規
の
企
業
等
に
は
厚
遇
し
て

い
る
と
あ
る
が
。

⑦
商
工
・
観
光
部
門
を
農
林
課

か
ら
企
画
課
へ
移
す
意
図
は
。

⑧
資
金
面
も
含
め
た
支
援
を
各

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に
、
と
あ

る
が
。

①
町
民
の
皆
さ
ん
へ
役
場
が
動

い
て
い
る
と
示
し
た
か
っ
た
。

具
体
的
に
は
、
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
長
と
自
治
会
長
会
の
合
同

会
議
、
第
２
期
県
境
サ
ミ
ッ
ト

の
取
り
組
み
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
へ
の
私
の
ブ
ロ
グ
、
振
興
公

社
の
見
直
し
等
が
あ
る
。
懸
案

事
項
は
、
全
職
員
の
共
通
認
識

と
し
て
伝
え
、
そ
れ
が
、
形
に

な
っ
て
表
れ
、
町
民
に
、
職
員

ひ
い
て
は
組
織
と
し
て
役
場
が

ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
き
て
い

る
の
か
を
示
す
試
金
石
に
な
る
。

②
地
域
に
活
力
が
生
ま
れ
、
熱

心
な
研
修
姿
勢
か
ら
地
域
の
応

援
体
制
も
で
き
て
き
た
。
１
名

は
、
林
業
関
連
で
町
内
に
就
職

し
、
町
内
出
身
者
か
ら
も
就
農

を
目
指
す
若
者
が
で
た
こ
と
は
、

町
民
に
農
林
業
へ
の
関
心
が
高

ま
っ
て
き
た
証
で
は
な
い
か
と

考
え
る
。

③
住
宅
と
農
地
を
セ
ッ
ト
で
考

え
て
お
り
、
ト
マ
ト
等
の
施
設

園
芸
の
希
望
が
多
い
こ
と
か
ら
、

ト
マ
ト
農
家
の
近
隣
の
農
地
を

中
心
に
貸
借
で
考
え
て
い
る
。

農
地
集
積
円
滑
化
事
業
等
を
活

用
し
た
い
。

④
遊
休
農
地
に
な
っ
た
原
因
や

地
主
の
意
向
を
踏
ま
え
、
定
年

帰
農
、
新
規
参
入
者
等
に
活
用

し
て
い
た
だ
け
る
仕
組
み
を
検

討
し
て
い
く
。
研
修
生
制
度
と

の
関
連
は
考
え
て
い
な
い
。

⑤
︵
古
都
議
員
へ
の
答
弁
と
同

じ
︶

⑥
新
規
参
入
企
業
は
、
新
し
い

制
度
の
運
用
な
ど
、
企
業
誘
致

に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
、
大

き
く
支
援
し
て
い
る
よ
う
見
え

る
。
ま
た
、
既
存
の
事
業
者
は

投
資
内
容
が
更
新
部
分
が
主
で

融
資
や
補
助
対
象
に
な
り
に
く

い
状
況
。
町
内
に
残
す
べ
き
産

業
や
企
業
や
店
舗
な
ど
生
活
重

視
の
意
味
か
ら
も
単
独
で
の
支

援
が
必
要
で
あ
り
、
来
年
度
ま

で
に
は
、
制
度
を
ま
と
め
て
い

き
た
い
。

⑦
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
や
町
づ
く
り

協
議
会
と
も
連
携
・
推
進
が
効

果
的
で
あ
る
。

⑧
各
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で
考

え
て
お
ら
れ
る
事
業
に
よ
っ
て
、

今
後
の
地
域
づ
く
り
に
欠
か
せ

な
い
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
財

政
的
に
町
と
し
て
の
支
援
を
行

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

地
域
の
話
し
合
い
活
動
の
た
め

に
必
要
と
あ
れ
ば
、
そ
の
地
域

独
自
の
支
援
員
の
設
置
も
考
え

て
い
き
た
い
。

①
町
づ
く
り
協
議
会
の
成
果
と

課
題
の
認
識
は
。

②
住
民
自
治
組
織
の
あ
り
方
の

検
討
方
向
は
。

①
具
体
的
に
は
、
防
災
訓
練
や

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
、
地

域
資
源
を
活
用
し
た
特
産
品
の

開
発
や
観
光
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、

伝
統
芸
能
の
伝
承
、
文
化
遺
産

の
整
理
、
町
外
を
含
め
た
地
域

外
組
織
と
の
交
流
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
設

立
等
多
岐
の
分
野
で
の
事
業
が

展
開
さ
れ
た
。
各
事
業
実
績
は

も
と
よ
り
事
業
計
画
か
ら
実
施

に
至
る
過
程
で
得
た
人
と
の
繋

が
り
や
地
域
の
価
値
観
の
再
認

識
は
、
地
域
住
民
一
人
一
人
が

自
信
と
誇
り
を
持
つ
こ
と
が
で

き
た
。

　
そ
の
一
方
で
、
人
口
の
減
少

と
メ
ン
バ
ー
の
固
定
化
・
高
齢

化
し
て
い
く
中
で
地
域
の
維
持

や
支
え
合
い
の
仕
組
み
づ
く
り

が
急
務
だ
。
今
年
度
は
、
検
証

の
実
施
、
改
善
点
を
明
確
に
し

向
こ
う
５
ヶ
年
間
の
計
画
を
立

て
て
い
た
だ
く
予
定
。

②
自
治
会
を
組
織
す
る
世
帯
数

が
15
︵
佐
木
谷
︶
、
18
︵
大
菅
︶

世
帯
と
い
う
自
治
会
も
発
生
。

こ
の
世
帯
数
で
自
衛
消
防
団
の

運
営
や
各
種
役
員
の
選
出
を
行

う
こ
と
は
困
難
。
自
治
会
の
統

合
や
役
割
の
一
部
を
ま
ち
協
が

担
う
等
の
対
策
が
必
要
。

行
政
は
ア
ド
バ
イ
ス
や
財
政
的

な
支
援
策
を
実
施
し
た
い
。

　①
環
境
実
行
計
画
の
達
成
度
と

現
時
点
で
の
評
価
は
。

②
環
境
立
町
推
進
協
議
会
の
活

動
状
況
の
説
明
と
評
価
は
。

①
現
時
点
で
の
達
成
状
況
は
、

下
水
道
整
備
率
、
間
伐
面
積
、

特
別
栽
培
米
等
は
目
標
値
に
近

づ
き
つ
つ
あ
る
。
ご
み
の
減
量

化
は
、
ほ
ぼ
目
標
値
を
ク
リ
ア

し
て
い
る
が
、
資
源
ご
み
の
分

別
、
リ
サ
イ
ク
ル
率
に
つ
い
て

は
25
％
前
後
で
推
移
し
て
お
り
、

昨
年
に
引
き
続
き
布
の
分
別
収

集
の
回
数
を
増
や
す
。
廃
食
油

の
回
収
は
、
全
町
的
な
取
組
み

に
広
げ
て
い
く
よ
う
努
め
た
い
。

太
陽
光
発
電
の
導
入
は
、
す
で

に
目
標
値
に
達
し
て
い
る
が
、

住
民
か
ら
の
希
望
も
強
く
、
引

き
続
き
県
と
連
携
を
取
り
な
が

ら
推
進
し
て
い
く
。
環
境
に
配

慮
し
た
生
活
様
式
の
推
進
と
協

働
、
環
境
教
育
や
環
境
学
習
に

つ
い
て
は
、
取
組
み
が
進
ん
で

い
る
と
は
言
え
な
い
状
況
に
あ

る
。
子
供
か
ら
大
人
ま
で
生
涯

学
習
と
し
て
の
環
境
教
育
・
講

習
学
習
会
の
実
施
等
啓
発
や
実

践
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

②
昨
年
度
の
状
況
は
、
廃
食
油

は
石
見
、
多
里
、
山
上
、
阿
毘
縁

で
取
り
組
み
、
合
計
１
、
１
７
８

r
回
収
し
、
バ
イ
オ
デ
ィ
ー

ゼ
ル
燃
料
と
し
て
再
利
用
し
た
。

日
野
上
ま
ち
協
主
催
の
環
境
問

題
勉
強
会
、
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ

ル
燃
料
の
利
用
に
つ
い
て
の
研

修
会
を
行
っ
た
。
町
民
活
動
と

し
て
、
ヒ
メ
ボ
タ
ル
、
オ
オ
サ

ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
、
さ
く
ら
そ
う

の
保
護
や
日
野
川
の
源
流
と
流

域
を
守
る
会
の
活
動
や
不
法
投

棄
と
野
焼
き
防
止
の
広
報
車
に

よ
る
啓
発
を
２
回
実
施
し
た
。

布
の
分
別
収
集
は
４
回
実
施
し
、

合
計
７
、
７
４
０
㎏
回
収
し
、

固
形
燃
料(

Ｒ
Ｐ
Ｆ)

と
し
て
再

利
用
し
た
。
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
の
設
置
費
補
助
、
生
ご
み

処
理
機
の
導
入
補
助
も
行
っ
た
。

環
境
家
計
簿
の
取
組
み
は
進
ん

で
い
な
い
。
活
動
状
況
の
自
己

評
価
は
難
し
い
。

①
農
業
振
興
に
関
す
る
所
信
と

具
体
的
施
策
は
。

②
農
業
研
修
生
の
定
住
、
就
農

に
向
け
た
支
援
策
は
。

③
地
域
振
興
公
社
の
あ
り
方
の

検
討
方
向
は
。

①
農
業
は
本
町
の
主
産
業
。
集

落
営
農
の
発
展
や
農
地
利
用
の

再
編
成
と
担
い
手
へ
の
適
正
な

流
動
化
が
必
要
。
主
作
目
で
あ

る
米
と
気
象
条
件
を
生
か
し
た

野
菜
を
中
心
に
振
興
し
て
い
く
。

農
地
の
保
全
に
つ
い
て
は
、
集

落
営
農
体
制
の
確
立
を
目
指
し
、

農
地
流
動
化
に
努
め
る
。

②
３
年
目
か
ら
の
定
住
就
農
を

目
指
し
て
将
来
の
主
産
品
の
栽

培
を
研
修
す
る
仕
組
み
を
実
施

し
て
い
る
。
ト
マ
ト
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
を
収
穫
ま
で
続
け
、

販
売
環
境
の
研
修
も
行
な
う
。

そ
の
間
に
、
鳥
取
県
就
農
認
定

を
受
け
る
た
め
の
就
農
計
画
を

策
定
す
る
。
ま
た
、
就
農
に
当

た
っ
て
は
、
生
産
基
盤
の
整
備

が
必
要
で
あ
り
、
県
・
町
の
補

助
事
業
を
使
う
。
自
己
負
担
部

分
は
就
農
支
援
資
金
の
借
り
入

れ
を
予
定
。
同
時
に
農
地
の
借

り
入
れ
、
住
居
の
準
備
を
行
う

予
定
で
あ
る
。

③
︵
古
都
議
員
へ
の
答
弁
と
同

じ
。
︶

 

キャプション

施政方針を述べる増原町長

小竹　等議員 

未
婚
男
女
の
出
会
い
の 

　
　
　
　
　
　
場
づ
く
り
を 

対
象
者
の
意
向
を
調
べ 

　
　
　
　
　
　
　
検
討
す
る 

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
政
策 

問 問 
町
長
施
政
方
針 

問 問 

町政のここが聞きたい 

増
原
町
長 

答 答 

町
長 

答 答 
坪倉勝幸議員 

住
民
自
治
組
織
の
あ
り
方
は 

ア
ド
バ
イ
ス
や 

　
　
　
財
政
的
支
援
を
行
う 

農
政
全
般 

問 問 

環
境
政
策 

問 問 

増
原
町
長 

答 答 

町
長 

答 答 

住
民
自
治
組
織 

問 問 

町
長 

答 答 

町政のここが聞きたい 

人
口
減
少
対
策 

問 問 

町
長 

答 答 
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①
未
婚
男
女
の
出
会
い
の
場
づ

く
り
事
業
を
再
度
検
討
し
て
み

て
は
ど
う
か
。

②
保
育
料
の
無
料
化
、
給
食
費

の
無
料
化
、
ま
た
Ｉ
タ
ー
ン
・

Ｕ
タ
ー
ン
の
人
た
ち
に
対
し
て
、

宅
地
の
無
料
提
供
も
考
え
ら
れ

る
が
。

①
対
象
者
の
意
向
を
十
分
に
調

べ
た
上
で
検
討
し
た
い
。

②
国
の
施
策
が
、
控
除
か
ら
手

当
へ
の
流
れ
に
な
っ
て
い
る
中

で
は
、
一
定
の
負
担
は
お
願
い

す
る
。
宅
地
の
無
料
提
供
は
、

理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
な
仕
組

み
づ
く
り
や
、
新
た
な
定
住
ゾ

ー
ン
の
価
値
を
考
慮
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　
約
束
し
た
次
に
つ
い
て
、
具

体
的
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

①
人
材
育
成

②
医
療
、
福
祉
の
充
実

③
住
民
参
画
に
よ
る
ま
ち
創
り

①
学
力
向
上
対
策
、
子
育
て
支

援
策
の
見
直
と
充
実
、
新
規
参

入
農
林
業
就
労
支
援
、
雇
用
の

確
保
か
ら
既
存
の
企
業
や
新
た

な
起
業
支
援
を
行
い
た
い
。

②
人
材
育
成
・
医
療
ス
タ
ッ
フ

の
確
保
、
介
護
施
設
等
の
充
実

に
努
め
る
。

③
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
10
月
を
目
途

に
、
各
地
域
課
題
と
克
服
す
る

目
標
を
定
め
、
積
極
的
な
支
援

を
行
い
た
い
。

①
懸
案
課
題
に
つ
い
て
、
実
施

中
の
も
の
、
具
体
的
な
も
の
、

組
織
の
将
来
に
明
る
い
も
の
と

は
ど
ん
な
事
項
が
あ
る
の
か
。

②
農
林
業
研
修
生
制
度
の
成
果

と
は
。

③
研
修
生
に
対
し
て
、
農
地
の

確
保
等
の
支
援
策
は
。

④
遊
休
農
地
を
利
用
し
た
農
業

後
継
者
づ
く
り
施
策
は
、
研
修

生
制
度
と
関
連
が
あ
る
の
か
。

⑤
地
域
振
興
公
社
の
役
割
、
あ

り
方
を
検
討
す
る
と
あ
る
が
。

⑥
既
存
の
企
業
等
に
は
厳
し
く
、

新
規
の
企
業
等
に
は
厚
遇
し
て

い
る
と
あ
る
が
。

⑦
商
工
・
観
光
部
門
を
農
林
課

か
ら
企
画
課
へ
移
す
意
図
は
。

⑧
資
金
面
も
含
め
た
支
援
を
各

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に
、
と
あ

る
が
。

①
町
民
の
皆
さ
ん
へ
役
場
が
動

い
て
い
る
と
示
し
た
か
っ
た
。

具
体
的
に
は
、
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
長
と
自
治
会
長
会
の
合
同

会
議
、
第
２
期
県
境
サ
ミ
ッ
ト

の
取
り
組
み
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
へ
の
私
の
ブ
ロ
グ
、
振
興
公

社
の
見
直
し
等
が
あ
る
。
懸
案

事
項
は
、
全
職
員
の
共
通
認
識

と
し
て
伝
え
、
そ
れ
が
、
形
に

な
っ
て
表
れ
、
町
民
に
、
職
員

ひ
い
て
は
組
織
と
し
て
役
場
が

ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
き
て
い

る
の
か
を
示
す
試
金
石
に
な
る
。

②
地
域
に
活
力
が
生
ま
れ
、
熱

心
な
研
修
姿
勢
か
ら
地
域
の
応

援
体
制
も
で
き
て
き
た
。
１
名

は
、
林
業
関
連
で
町
内
に
就
職

し
、
町
内
出
身
者
か
ら
も
就
農

を
目
指
す
若
者
が
で
た
こ
と
は
、

町
民
に
農
林
業
へ
の
関
心
が
高

ま
っ
て
き
た
証
で
は
な
い
か
と

考
え
る
。

③
住
宅
と
農
地
を
セ
ッ
ト
で
考

え
て
お
り
、
ト
マ
ト
等
の
施
設

園
芸
の
希
望
が
多
い
こ
と
か
ら
、

ト
マ
ト
農
家
の
近
隣
の
農
地
を

中
心
に
貸
借
で
考
え
て
い
る
。

農
地
集
積
円
滑
化
事
業
等
を
活

用
し
た
い
。

④
遊
休
農
地
に
な
っ
た
原
因
や

地
主
の
意
向
を
踏
ま
え
、
定
年

帰
農
、
新
規
参
入
者
等
に
活
用

し
て
い
た
だ
け
る
仕
組
み
を
検

討
し
て
い
く
。
研
修
生
制
度
と

の
関
連
は
考
え
て
い
な
い
。

⑤
︵
古
都
議
員
へ
の
答
弁
と
同

じ
︶

⑥
新
規
参
入
企
業
は
、
新
し
い

制
度
の
運
用
な
ど
、
企
業
誘
致

に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
、
大

き
く
支
援
し
て
い
る
よ
う
見
え

る
。
ま
た
、
既
存
の
事
業
者
は

投
資
内
容
が
更
新
部
分
が
主
で

融
資
や
補
助
対
象
に
な
り
に
く

い
状
況
。
町
内
に
残
す
べ
き
産

業
や
企
業
や
店
舗
な
ど
生
活
重

視
の
意
味
か
ら
も
単
独
で
の
支

援
が
必
要
で
あ
り
、
来
年
度
ま

で
に
は
、
制
度
を
ま
と
め
て
い

き
た
い
。

⑦
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
や
町
づ
く
り

協
議
会
と
も
連
携
・
推
進
が
効

果
的
で
あ
る
。

⑧
各
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で
考

え
て
お
ら
れ
る
事
業
に
よ
っ
て
、

今
後
の
地
域
づ
く
り
に
欠
か
せ

な
い
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
財

政
的
に
町
と
し
て
の
支
援
を
行

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

地
域
の
話
し
合
い
活
動
の
た
め

に
必
要
と
あ
れ
ば
、
そ
の
地
域

独
自
の
支
援
員
の
設
置
も
考
え

て
い
き
た
い
。

①
町
づ
く
り
協
議
会
の
成
果
と

課
題
の
認
識
は
。

②
住
民
自
治
組
織
の
あ
り
方
の

検
討
方
向
は
。

①
具
体
的
に
は
、
防
災
訓
練
や

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
、
地

域
資
源
を
活
用
し
た
特
産
品
の

開
発
や
観
光
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、

伝
統
芸
能
の
伝
承
、
文
化
遺
産

の
整
理
、
町
外
を
含
め
た
地
域

外
組
織
と
の
交
流
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
設

立
等
多
岐
の
分
野
で
の
事
業
が

展
開
さ
れ
た
。
各
事
業
実
績
は

も
と
よ
り
事
業
計
画
か
ら
実
施

に
至
る
過
程
で
得
た
人
と
の
繋

が
り
や
地
域
の
価
値
観
の
再
認

識
は
、
地
域
住
民
一
人
一
人
が

自
信
と
誇
り
を
持
つ
こ
と
が
で

き
た
。

　
そ
の
一
方
で
、
人
口
の
減
少

と
メ
ン
バ
ー
の
固
定
化
・
高
齢

化
し
て
い
く
中
で
地
域
の
維
持

や
支
え
合
い
の
仕
組
み
づ
く
り

が
急
務
だ
。
今
年
度
は
、
検
証

の
実
施
、
改
善
点
を
明
確
に
し

向
こ
う
５
ヶ
年
間
の
計
画
を
立

て
て
い
た
だ
く
予
定
。

②
自
治
会
を
組
織
す
る
世
帯
数

が
15
︵
佐
木
谷
︶
、
18
︵
大
菅
︶

世
帯
と
い
う
自
治
会
も
発
生
。

こ
の
世
帯
数
で
自
衛
消
防
団
の

運
営
や
各
種
役
員
の
選
出
を
行

う
こ
と
は
困
難
。
自
治
会
の
統

合
や
役
割
の
一
部
を
ま
ち
協
が

担
う
等
の
対
策
が
必
要
。

行
政
は
ア
ド
バ
イ
ス
や
財
政
的

な
支
援
策
を
実
施
し
た
い
。

　①
環
境
実
行
計
画
の
達
成
度
と

現
時
点
で
の
評
価
は
。

②
環
境
立
町
推
進
協
議
会
の
活

動
状
況
の
説
明
と
評
価
は
。

①
現
時
点
で
の
達
成
状
況
は
、

下
水
道
整
備
率
、
間
伐
面
積
、

特
別
栽
培
米
等
は
目
標
値
に
近

づ
き
つ
つ
あ
る
。
ご
み
の
減
量

化
は
、
ほ
ぼ
目
標
値
を
ク
リ
ア

し
て
い
る
が
、
資
源
ご
み
の
分

別
、
リ
サ
イ
ク
ル
率
に
つ
い
て

は
25
％
前
後
で
推
移
し
て
お
り
、

昨
年
に
引
き
続
き
布
の
分
別
収

集
の
回
数
を
増
や
す
。
廃
食
油

の
回
収
は
、
全
町
的
な
取
組
み

に
広
げ
て
い
く
よ
う
努
め
た
い
。

太
陽
光
発
電
の
導
入
は
、
す
で

に
目
標
値
に
達
し
て
い
る
が
、

住
民
か
ら
の
希
望
も
強
く
、
引

き
続
き
県
と
連
携
を
取
り
な
が

ら
推
進
し
て
い
く
。
環
境
に
配

慮
し
た
生
活
様
式
の
推
進
と
協

働
、
環
境
教
育
や
環
境
学
習
に

つ
い
て
は
、
取
組
み
が
進
ん
で

い
る
と
は
言
え
な
い
状
況
に
あ

る
。
子
供
か
ら
大
人
ま
で
生
涯

学
習
と
し
て
の
環
境
教
育
・
講

習
学
習
会
の
実
施
等
啓
発
や
実

践
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

②
昨
年
度
の
状
況
は
、
廃
食
油

は
石
見
、
多
里
、
山
上
、
阿
毘
縁

で
取
り
組
み
、
合
計
１
、
１
７
８

r
回
収
し
、
バ
イ
オ
デ
ィ
ー

ゼ
ル
燃
料
と
し
て
再
利
用
し
た
。

日
野
上
ま
ち
協
主
催
の
環
境
問

題
勉
強
会
、
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ

ル
燃
料
の
利
用
に
つ
い
て
の
研

修
会
を
行
っ
た
。
町
民
活
動
と

し
て
、
ヒ
メ
ボ
タ
ル
、
オ
オ
サ

ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
、
さ
く
ら
そ
う

の
保
護
や
日
野
川
の
源
流
と
流

域
を
守
る
会
の
活
動
や
不
法
投

棄
と
野
焼
き
防
止
の
広
報
車
に

よ
る
啓
発
を
２
回
実
施
し
た
。

布
の
分
別
収
集
は
４
回
実
施
し
、

合
計
７
、
７
４
０
㎏
回
収
し
、

固
形
燃
料(

Ｒ
Ｐ
Ｆ)

と
し
て
再

利
用
し
た
。
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
の
設
置
費
補
助
、
生
ご
み

処
理
機
の
導
入
補
助
も
行
っ
た
。

環
境
家
計
簿
の
取
組
み
は
進
ん

で
い
な
い
。
活
動
状
況
の
自
己

評
価
は
難
し
い
。

①
農
業
振
興
に
関
す
る
所
信
と

具
体
的
施
策
は
。

②
農
業
研
修
生
の
定
住
、
就
農

に
向
け
た
支
援
策
は
。

③
地
域
振
興
公
社
の
あ
り
方
の

検
討
方
向
は
。

①
農
業
は
本
町
の
主
産
業
。
集

落
営
農
の
発
展
や
農
地
利
用
の

再
編
成
と
担
い
手
へ
の
適
正
な

流
動
化
が
必
要
。
主
作
目
で
あ

る
米
と
気
象
条
件
を
生
か
し
た

野
菜
を
中
心
に
振
興
し
て
い
く
。

農
地
の
保
全
に
つ
い
て
は
、
集

落
営
農
体
制
の
確
立
を
目
指
し
、

農
地
流
動
化
に
努
め
る
。

②
３
年
目
か
ら
の
定
住
就
農
を

目
指
し
て
将
来
の
主
産
品
の
栽

培
を
研
修
す
る
仕
組
み
を
実
施

し
て
い
る
。
ト
マ
ト
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
を
収
穫
ま
で
続
け
、

販
売
環
境
の
研
修
も
行
な
う
。

そ
の
間
に
、
鳥
取
県
就
農
認
定

を
受
け
る
た
め
の
就
農
計
画
を

策
定
す
る
。
ま
た
、
就
農
に
当

た
っ
て
は
、
生
産
基
盤
の
整
備

が
必
要
で
あ
り
、
県
・
町
の
補

助
事
業
を
使
う
。
自
己
負
担
部

分
は
就
農
支
援
資
金
の
借
り
入

れ
を
予
定
。
同
時
に
農
地
の
借

り
入
れ
、
住
居
の
準
備
を
行
う

予
定
で
あ
る
。

③
︵
古
都
議
員
へ
の
答
弁
と
同

じ
。
︶
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を
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子育て支援センター

①
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

施
設
の
目
的
か
ら
、
に
ち
な
ん

保
育
園
に
併
設
が
望
ま
し
い
。

②
に
ち
な
ん
保
育
園
で
０
歳
児

保
育
を
実
施
す
べ
き
。
０
歳
児

預
か
り
保
育
の
運
営
状
況
は
。

③
農
林
業
の
定
住
に
向
け
て
、

町
独
自
の
支
援
を
創
設
し
、
制

度
の
条
例
化
で
継
続
的
な
事
業

に
す
べ
き
で
は
。

④
﹁
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
・

熱
供
給
等
事
業
化
調
査
・
実
証

実
験
事
業
﹂
の
意
義
は
。
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
拡
大
に
は
数

値
目
標
を
持
ち
、
町
民
と
の
情

報
の
共
有
が
大
切
だ
と
思
う
が
。

⑤(

株)

オ
ロ
チ
へ
の
役
場
職
員

派
遣
を
い
つ
ま
で
続
け
る
の
か
。

オ
ロ
チ
へ
の
支
援
は
、
町
の
林

業
政
策
全
体
の
中
で
や
る
べ
き
。

⑥
小
規
模(

修
繕
、
改
修
等)

工

事
契
約
希
望
者
登
録
制
度
を
創

設
し
、
町
内
業
者
の
仕
事
確
保

に
努
め
る
べ
き
で
は
。

⑦
住
宅
新
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム
助

成
制
度
を
創
設
し
、
仕
事
お
こ

し
で
活
性
化
に
つ
な
げ
た
ら
ど

う
か
。

⑧
子
宮
頸
ガ
ン
を
予
防
す
る
ワ

ク
チ
ン
が
昨
年
末
、
日
本
で
も

接
種
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

接
種
費
用
の
公
費
助
成
を
。

⑨
﹃
未
利
用
・
未
活
用
の
資
源

を
生
か
す
た
め
に
⋯
ス
ト
ー
リ

ー
性
も
た
せ
連
結
す
る
﹄
と
あ

る
が
、
ス
ト
ー
リ
ー
は
、
だ
れ

が
描
く
の
か
。
行
政
と
し
て
の

取
り
組
み
を
強
化
す
べ
き
で
は
。

⑩
核
兵
器
廃
絶
を
決
議
・
宣
言

し
た
自
治
体
と
し
て
、
町
内
外

に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
標
柱
や
懸

垂
幕
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

①
利
用
者
の
希
望
に
そ
っ
た
場

所
で
の
開
設
を
考
え
て
い
る
。

特
定
の
保
育
園
に
併
設
す
る
こ

と
は
園
児
の
集
中
を
招
き
、
分

園
体
制
の
維
持
が
困
難
に
な
る

こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。

②
０
歳
児
預
か
り
保
育
は
、
年

間
一
人
で
４
〜
６
ヶ
月
の
利
用
。

保
育
園
で
０
歳
児
保
育
を
実
施

す
る
為
に
は
、
施
設
増
設
と
看

護
士
・
保
育
士
等
の
人
的
配
置

が
必
要
と
な
る
。
現
在
の
利
用

状
況
で
は
負
担
が
過
大
で
あ
る
。

③
新
規
就
農
支
援
策
を
制
度
化

す
る
よ
う
、
町
外
か
ら
の
研
修

生
だ
け
で
な
い
具
体
策
を
検
討

す
る
。

④
こ
の
事
業
は
、
山
林
の
伐
採

時
に
発
生
す
る
枝
葉
、
小
径
木
、

株
元
な
ど
を
燃
焼
し
て
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
転
換
す
る
も
の
。
環
境

対
策
に
も
つ
な
が
る
先
駆
的
な

取
り
組
み
で
あ
る
。
こ
の
実
証

の
結
果
か
ら
、
林
家
へ
の
具
体

的
な
数
値
が
提
供
で
き
る
。

⑤
職
員
支
援
は
長
く
て
も
今
年

度
ま
で
と
考
え
て
い
る
。

⑥
本
制
度
は
、
自
治
体
内
に
お

け
る
経
営
規
模
の
小
さ
な
事
業

者
に
対
し
、
受
注
機
会
の
拡
大
・

均
等
化
を
図
り
、
経
済
の
活
性

化
に
寄
与
す
る
こ
と
が
目
的
。

制
度
の
趣
旨
は
理
解
す
る
が
、

今
の
と
こ
ろ
導
入
に
つ
い
て
は

考
え
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
今

後
調
査
、研
究
は
行
い
た
い
。

⑦
地
域
に
密
着
し
て
多
く
の
事

業
者
に
所
得
が
生
ま
れ
る
﹁
町

内
の
仕
事
お
こ
し
﹂
は
必
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
本
町
で

も
住
宅
新
築
、
改
修
、
取
得
に

つ
い
て
の
補
助
金
等
制
度
を
設

け
て
お
り
、
県
で
も
助
成
制
度

が
あ
る
。

　
ま
た
、
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
等
に

貸
し
て
頂
け
る
場
合
の
リ
フ
ォ

ー
ム
補
助
な
ど
は
、
定
住
対
策

と
し
て
検
討
し
て
み
た
い
。

⑧
情
報
提
供
は
必
要
だ
が
、
公

費
助
成
は
、
今
後
の
状
況
を
見

な
が
ら
検
討
す
る
。

⑨
町
内
で
地
域
資
源
、
特
に
た

た
ら
や
産
業
遺
産
群
、
神
社
や

希
少
動
植
物
に
関
し
、
実
行
委

員
会
等
で
の
取
り
組
み
が
行
わ

れ
て
い
る
。
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
の
み
な
ら
ず
、
商
工
観
光
や

遺
跡
の
保
存
に
向
け
た
取
り
組

み
に
対
し
、
行
政
と
し
て
も
関

係
部
署
で
協
力
体
制
を
と
り
な

が
ら
、
町
の
取
り
組
み
を
町
内

外
に
発
信
で
き
る
こ
と
を
望
ん

で
い
る
。

⑩
世
界
の
す
う
勢
が
﹁
核
兵
器

の
廃
絶
﹂
と
な
っ
て
お
り
、
一

自
治
体
と
し
て
改
め
て
表
明
す

る
こ
と
は
な
い
と
考
え
る
。

①
町
長
施
策
方
針
で
、
地
域
振

興
公
社
が
取
り
組
ん
で
い
る
﹁
日

南
米
の
ブ
ラ
ン
ド
化
﹂
事
業
に

つ
い
て
、
農
家
還
元
を
あ
き
ら

め
る
と
の
表
明
で
あ
っ
た
が
、

21
年
度
の
販
売
実
績
と
本
年
度

の
販
売
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。
当
初
の
目
的
を
大
幅
に

下
回
っ
て
お
り
、
販
売
利
益
を

も
っ
て
農
家
還
元
を
直
接
す
る

こ
と
は
、
と
う
て
い
で
き
る
こ

と
で
な
い
こ
と
は
理
解
で
き
る

が
、
お
隣
り
の
仁
多
米
の
例
を

見
て
も
、
短
期
間
で
い
っ
き
に

ブ
ラ
ン
ド
米
に
な
る
は
ず
が
な

い
。
地
道
な
努
力
を
続
け
て
こ

そ
﹁
日
南
町
の
米
は
う
ま
い
﹂

評
価
に
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
。

公
社
は
利
益
追
求
が
役
目
で
は

な
く
、
ブ
ラ
ン
ド
化
の
役
割
を

果
た
す
こ
と
で
農
家
へ
反
映
さ

れ
て
い
く
も
の
と
考
え
る
が
、

町
長
は
日
南
米
の
ブ
ラ
ン
ド
化

を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

②
昨
年
か
ら
、
農
林
業
研
修
生

制
度
に
よ
り
日
南
町
の
農
林
業

後
継
者
対
策
を
実
施
し
て
い
る

が
、
今
後
、
農
業
、
林
業
へ
の

就
業
、
定
住
に
向
け
て
ど
の
よ

う
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

ど
の
よ
う
な
施
策
を
考
え
て
い

る
か
。

③
日
南
町
地
域
振
興
公
社
は
町

の
最
大
出
資
に
よ
る
公
益
法
人

で
出
発
し
現
在
に
至
っ
て
い
る

が
、
公
益
法
人
制
度
改
革
に
よ

り
、
新
制
度
へ
の
移
行
期
間
に

入
っ
て
お
り
、
現
在
、
﹁
特
例

民
法
法
人
﹂
と
な
っ
て
い
る
が
、

今
後
の
方
向
性
を
出
す
時
期
に

来
て
い
る
と
思
う
が
、
ど
の
よ

う
に
対
応
し
よ
う
と
考
え
て
い

る
か
。
公
社
の
あ
り
方
と
組
織

の
あ
り
方
を
含
め
て
ど
う
考
え

て
い
る
か
。

①
日
南
高
原
米
の
平
成
21
年
度

販
売
量
は
、
約
10
ト
ン
で
あ
り
、

う
ち
、
業
務
用
米
は
２
・
６
ト

ン
で
あ
る
。
公
社
で
は
、
３
年

間
に
わ
た
り
、
農
家
へ
の
所
得

還
元
を
目
指
し
て
販
売
活
動
を

展
開
さ
れ
て
き
た
が
、
近
年
、

米
の
全
国
的
な
だ
ぶ
つ
き
や
、

業
務
用
米
の
需
要
に
応
え
る
た

め
に
は
、
大
量
に
販
売
し
て
も

安
値
販
売
と
な
り
利
幅
が
期
待

で
き
な
い
状
況
が
続
き
、
個
人

販
売
は
徐
々
に
伸
び
て
い
る
が
、

農
家
へ
還
元
で
き
る
こ
と
に
は

な
ら
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
精

米
の
販
売
体
制
、
日
南
ブ
ラ
ン

ド
と
し
て
推
進
を
し
た
こ
と
で
、

日
南
産
米
の
ア
ピ
ー
ル
活
動
に

は
大
き
く
貢
献
し
、
そ
の
他
の

日
南
産
米
の
動
き
も
活
発
化
し

た
と
考
え
て
い
る
。

　
３
年
間
の
取
り
組
み
の
中
か

ら
、
安
定
し
た
取
引
先
や
消
費

者
か
ら
お
礼
の
声
も
聞
い
て
お

り
、
高
原
米
の
販
売
は
業
務
用

米
と
し
て
の
大
量
販
売
は
で
き

な
い
と
し
て
も
、
Ｐ
Ｒ
活
動
を

重
視
し
て
、
当
面
は
販
売
活
動

を
続
け
て
頂
き
た
い
と
思
う
。

②
研
修
生
が
就
農
定
住
す
る
に

つ
い
て
は
、
相
当
の
努
力
が
必

要
と
考
え
て
い
る
が
、
２
年
間

の
研
修
で
本
町
の
気
象
条
件
と

土
壌
を
体
感
し
、
栽
培
技
術
が

整
え
ば
可
能
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
そ
の
た
め
に
必
要
と
な

る
支
援
策
と
し
て
は
、
就
農
に

係
る
生
産
基
盤
の
整
備
は
、
鳥

取
県
の
補
助
事
業
を
活
用
し
、

補
助
残
は
研
修
生
の
負
担
を
お

願
い
す
る
が
、
町
の
か
さ
上
げ

補
助
も
計
画
し
て
い
る
。

農
地
の
取
得
は
、
地
域
振
興
公

社
が
農
地
利
用
円
滑
化
事
業
等

に
よ
り
、
農
家
の
皆
様
側
に
も

有
利
な
条
件
で
の
借
り
入
れ
を

進
め
、
２
年
目
、
３
年
目
の
就

農
交
付
金
に
つ
い
て
も
視
野
に

入
れ
、
生
産
農
家
と
し
て
の
独

立
を
支
援
し
て
い
く
。
こ
の
助

成
措
置
は
、
経
営
計
画
の
実
現

性
を
見
定
め
た
上
で
対
処
し
て

い
き
、
日
南
町
認
定
就
農
者
と

し
て
指
定
を
考
え
て
い
く
。

③
ご
指
摘
の
と
お
り
、
平
成
20

年
12
月
１
日
に
公
益
法
人
制
度

改
革
関
連
３
法
が
施
行
さ
れ
、

現
行
の
公
益
法
人
は
、
平
成
25

年
11
月
末
ま
で
に
﹁
公
益
財
団

法
人
﹂
ま
た
は
﹁
一
般
財
団
法

人
﹂
に
移
行
、
又
は
解
散
を
選

択
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。

﹁
公
益
財
団
法
人
﹂
の
場
合
は
、

そ
の
活
動
の
公
益
性
が
認
め
ら

れ
た
場
合
の
み
認
可
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
。
﹁
一
般
財
団

法
人
﹂
は
、
そ
の
活
動
に
公
益

性
の
有
無
に
か
か
わ
ら
な
い
が
、

剰
余
金
の
分
配
は
で
き
な
い
、

と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
ど
う

対
処
す
る
か
、
そ
の
組
織
の
あ

り
方
に
つ
い
て
は
、
公
的
な
要

素
を
持
た
せ
な
が
ら
も
、
可
能

な
事
業
活
動
を
行
い
、
地
域
振

興
の
一
翼
を
担
う
﹁
一
般
財
団

法
人
﹂
へ
の
移
行
に
向
け
、
公

社
理
事
会
に
お
い
て
も
議
論
を

深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て

い
る
。

キャプション

福田　稔議員 

ど
う
す
す
め
る 

　
　  

日
南
高
原
米
の 

ブ
ラ
ン
ド
化 

 

利
益
還
元
は
で
き
な
い
が 

　
　
　 

Ｐ
Ｒ
活
動
を
重
視
す
る 

 

日
南
町
地
域
振
興 

公
社 

問 問 

町政のここが聞きたい 

増
原
町
長 

答 答 

久代安敏議員 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は 

　
　
　
　
　
保
育
園
併
設
で 

利
用
者
の
希
望
に
そ
っ
た 

　
　
　
　
　
　
場
所
に
設
置 

具
体
的
な
政
策
提
案 

問 問 

増
原
町
長 

答 答 

町政のここが聞きたい 

─　　 ─300
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子育て支援センター

①
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

施
設
の
目
的
か
ら
、
に
ち
な
ん

保
育
園
に
併
設
が
望
ま
し
い
。

②
に
ち
な
ん
保
育
園
で
０
歳
児

保
育
を
実
施
す
べ
き
。
０
歳
児

預
か
り
保
育
の
運
営
状
況
は
。

③
農
林
業
の
定
住
に
向
け
て
、

町
独
自
の
支
援
を
創
設
し
、
制

度
の
条
例
化
で
継
続
的
な
事
業

に
す
べ
き
で
は
。

④
﹁
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
・

熱
供
給
等
事
業
化
調
査
・
実
証

実
験
事
業
﹂
の
意
義
は
。
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
拡
大
に
は
数

値
目
標
を
持
ち
、
町
民
と
の
情

報
の
共
有
が
大
切
だ
と
思
う
が
。

⑤(

株)

オ
ロ
チ
へ
の
役
場
職
員

派
遣
を
い
つ
ま
で
続
け
る
の
か
。

オ
ロ
チ
へ
の
支
援
は
、
町
の
林

業
政
策
全
体
の
中
で
や
る
べ
き
。

⑥
小
規
模(

修
繕
、
改
修
等)

工

事
契
約
希
望
者
登
録
制
度
を
創

設
し
、
町
内
業
者
の
仕
事
確
保

に
努
め
る
べ
き
で
は
。

⑦
住
宅
新
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム
助

成
制
度
を
創
設
し
、
仕
事
お
こ

し
で
活
性
化
に
つ
な
げ
た
ら
ど

う
か
。

⑧
子
宮
頸
ガ
ン
を
予
防
す
る
ワ

ク
チ
ン
が
昨
年
末
、
日
本
で
も

接
種
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

接
種
費
用
の
公
費
助
成
を
。

⑨
﹃
未
利
用
・
未
活
用
の
資
源

を
生
か
す
た
め
に
⋯
ス
ト
ー
リ

ー
性
も
た
せ
連
結
す
る
﹄
と
あ

る
が
、
ス
ト
ー
リ
ー
は
、
だ
れ

が
描
く
の
か
。
行
政
と
し
て
の

取
り
組
み
を
強
化
す
べ
き
で
は
。

⑩
核
兵
器
廃
絶
を
決
議
・
宣
言

し
た
自
治
体
と
し
て
、
町
内
外

に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
標
柱
や
懸

垂
幕
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

①
利
用
者
の
希
望
に
そ
っ
た
場

所
で
の
開
設
を
考
え
て
い
る
。

特
定
の
保
育
園
に
併
設
す
る
こ

と
は
園
児
の
集
中
を
招
き
、
分

園
体
制
の
維
持
が
困
難
に
な
る

こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。

②
０
歳
児
預
か
り
保
育
は
、
年

間
一
人
で
４
〜
６
ヶ
月
の
利
用
。

保
育
園
で
０
歳
児
保
育
を
実
施

す
る
為
に
は
、
施
設
増
設
と
看

護
士
・
保
育
士
等
の
人
的
配
置

が
必
要
と
な
る
。
現
在
の
利
用

状
況
で
は
負
担
が
過
大
で
あ
る
。

③
新
規
就
農
支
援
策
を
制
度
化

す
る
よ
う
、
町
外
か
ら
の
研
修

生
だ
け
で
な
い
具
体
策
を
検
討

す
る
。

④
こ
の
事
業
は
、
山
林
の
伐
採

時
に
発
生
す
る
枝
葉
、
小
径
木
、

株
元
な
ど
を
燃
焼
し
て
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
転
換
す
る
も
の
。
環
境

対
策
に
も
つ
な
が
る
先
駆
的
な

取
り
組
み
で
あ
る
。
こ
の
実
証

の
結
果
か
ら
、
林
家
へ
の
具
体

的
な
数
値
が
提
供
で
き
る
。

⑤
職
員
支
援
は
長
く
て
も
今
年

度
ま
で
と
考
え
て
い
る
。

⑥
本
制
度
は
、
自
治
体
内
に
お

け
る
経
営
規
模
の
小
さ
な
事
業

者
に
対
し
、
受
注
機
会
の
拡
大
・

均
等
化
を
図
り
、
経
済
の
活
性

化
に
寄
与
す
る
こ
と
が
目
的
。

制
度
の
趣
旨
は
理
解
す
る
が
、

今
の
と
こ
ろ
導
入
に
つ
い
て
は

考
え
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
今

後
調
査
、研
究
は
行
い
た
い
。

⑦
地
域
に
密
着
し
て
多
く
の
事

業
者
に
所
得
が
生
ま
れ
る
﹁
町

内
の
仕
事
お
こ
し
﹂
は
必
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
本
町
で

も
住
宅
新
築
、
改
修
、
取
得
に

つ
い
て
の
補
助
金
等
制
度
を
設

け
て
お
り
、
県
で
も
助
成
制
度

が
あ
る
。

　
ま
た
、
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
等
に

貸
し
て
頂
け
る
場
合
の
リ
フ
ォ

ー
ム
補
助
な
ど
は
、
定
住
対
策

と
し
て
検
討
し
て
み
た
い
。

⑧
情
報
提
供
は
必
要
だ
が
、
公

費
助
成
は
、
今
後
の
状
況
を
見

な
が
ら
検
討
す
る
。

⑨
町
内
で
地
域
資
源
、
特
に
た

た
ら
や
産
業
遺
産
群
、
神
社
や

希
少
動
植
物
に
関
し
、
実
行
委

員
会
等
で
の
取
り
組
み
が
行
わ

れ
て
い
る
。
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
の
み
な
ら
ず
、
商
工
観
光
や

遺
跡
の
保
存
に
向
け
た
取
り
組

み
に
対
し
、
行
政
と
し
て
も
関

係
部
署
で
協
力
体
制
を
と
り
な

が
ら
、
町
の
取
り
組
み
を
町
内

外
に
発
信
で
き
る
こ
と
を
望
ん

で
い
る
。

⑩
世
界
の
す
う
勢
が
﹁
核
兵
器

の
廃
絶
﹂
と
な
っ
て
お
り
、
一

自
治
体
と
し
て
改
め
て
表
明
す

る
こ
と
は
な
い
と
考
え
る
。

①
町
長
施
策
方
針
で
、
地
域
振

興
公
社
が
取
り
組
ん
で
い
る
﹁
日

南
米
の
ブ
ラ
ン
ド
化
﹂
事
業
に

つ
い
て
、
農
家
還
元
を
あ
き
ら

め
る
と
の
表
明
で
あ
っ
た
が
、

21
年
度
の
販
売
実
績
と
本
年
度

の
販
売
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。
当
初
の
目
的
を
大
幅
に

下
回
っ
て
お
り
、
販
売
利
益
を

も
っ
て
農
家
還
元
を
直
接
す
る

こ
と
は
、
と
う
て
い
で
き
る
こ

と
で
な
い
こ
と
は
理
解
で
き
る

が
、
お
隣
り
の
仁
多
米
の
例
を

見
て
も
、
短
期
間
で
い
っ
き
に

ブ
ラ
ン
ド
米
に
な
る
は
ず
が
な

い
。
地
道
な
努
力
を
続
け
て
こ

そ
﹁
日
南
町
の
米
は
う
ま
い
﹂

評
価
に
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
。

公
社
は
利
益
追
求
が
役
目
で
は

な
く
、
ブ
ラ
ン
ド
化
の
役
割
を

果
た
す
こ
と
で
農
家
へ
反
映
さ

れ
て
い
く
も
の
と
考
え
る
が
、

町
長
は
日
南
米
の
ブ
ラ
ン
ド
化

を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

②
昨
年
か
ら
、
農
林
業
研
修
生

制
度
に
よ
り
日
南
町
の
農
林
業

後
継
者
対
策
を
実
施
し
て
い
る

が
、
今
後
、
農
業
、
林
業
へ
の

就
業
、
定
住
に
向
け
て
ど
の
よ

う
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

ど
の
よ
う
な
施
策
を
考
え
て
い

る
か
。

③
日
南
町
地
域
振
興
公
社
は
町

の
最
大
出
資
に
よ
る
公
益
法
人

で
出
発
し
現
在
に
至
っ
て
い
る

が
、
公
益
法
人
制
度
改
革
に
よ

り
、
新
制
度
へ
の
移
行
期
間
に

入
っ
て
お
り
、
現
在
、
﹁
特
例

民
法
法
人
﹂
と
な
っ
て
い
る
が
、

今
後
の
方
向
性
を
出
す
時
期
に

来
て
い
る
と
思
う
が
、
ど
の
よ

う
に
対
応
し
よ
う
と
考
え
て
い

る
か
。
公
社
の
あ
り
方
と
組
織

の
あ
り
方
を
含
め
て
ど
う
考
え

て
い
る
か
。

①
日
南
高
原
米
の
平
成
21
年
度

販
売
量
は
、
約
10
ト
ン
で
あ
り
、

う
ち
、
業
務
用
米
は
２
・
６
ト

ン
で
あ
る
。
公
社
で
は
、
３
年

間
に
わ
た
り
、
農
家
へ
の
所
得

還
元
を
目
指
し
て
販
売
活
動
を

展
開
さ
れ
て
き
た
が
、
近
年
、

米
の
全
国
的
な
だ
ぶ
つ
き
や
、

業
務
用
米
の
需
要
に
応
え
る
た

め
に
は
、
大
量
に
販
売
し
て
も

安
値
販
売
と
な
り
利
幅
が
期
待

で
き
な
い
状
況
が
続
き
、
個
人

販
売
は
徐
々
に
伸
び
て
い
る
が
、

農
家
へ
還
元
で
き
る
こ
と
に
は

な
ら
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
精

米
の
販
売
体
制
、
日
南
ブ
ラ
ン

ド
と
し
て
推
進
を
し
た
こ
と
で
、

日
南
産
米
の
ア
ピ
ー
ル
活
動
に

は
大
き
く
貢
献
し
、
そ
の
他
の

日
南
産
米
の
動
き
も
活
発
化
し

た
と
考
え
て
い
る
。

　
３
年
間
の
取
り
組
み
の
中
か

ら
、
安
定
し
た
取
引
先
や
消
費

者
か
ら
お
礼
の
声
も
聞
い
て
お

り
、
高
原
米
の
販
売
は
業
務
用

米
と
し
て
の
大
量
販
売
は
で
き

な
い
と
し
て
も
、
Ｐ
Ｒ
活
動
を

重
視
し
て
、
当
面
は
販
売
活
動

を
続
け
て
頂
き
た
い
と
思
う
。

②
研
修
生
が
就
農
定
住
す
る
に

つ
い
て
は
、
相
当
の
努
力
が
必

要
と
考
え
て
い
る
が
、
２
年
間

の
研
修
で
本
町
の
気
象
条
件
と

土
壌
を
体
感
し
、
栽
培
技
術
が

整
え
ば
可
能
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
そ
の
た
め
に
必
要
と
な

る
支
援
策
と
し
て
は
、
就
農
に

係
る
生
産
基
盤
の
整
備
は
、
鳥

取
県
の
補
助
事
業
を
活
用
し
、

補
助
残
は
研
修
生
の
負
担
を
お

願
い
す
る
が
、
町
の
か
さ
上
げ

補
助
も
計
画
し
て
い
る
。

農
地
の
取
得
は
、
地
域
振
興
公

社
が
農
地
利
用
円
滑
化
事
業
等

に
よ
り
、
農
家
の
皆
様
側
に
も

有
利
な
条
件
で
の
借
り
入
れ
を

進
め
、
２
年
目
、
３
年
目
の
就

農
交
付
金
に
つ
い
て
も
視
野
に

入
れ
、
生
産
農
家
と
し
て
の
独

立
を
支
援
し
て
い
く
。
こ
の
助

成
措
置
は
、
経
営
計
画
の
実
現

性
を
見
定
め
た
上
で
対
処
し
て

い
き
、
日
南
町
認
定
就
農
者
と

し
て
指
定
を
考
え
て
い
く
。

③
ご
指
摘
の
と
お
り
、
平
成
20

年
12
月
１
日
に
公
益
法
人
制
度

改
革
関
連
３
法
が
施
行
さ
れ
、

現
行
の
公
益
法
人
は
、
平
成
25

年
11
月
末
ま
で
に
﹁
公
益
財
団

法
人
﹂
ま
た
は
﹁
一
般
財
団
法

人
﹂
に
移
行
、
又
は
解
散
を
選

択
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。

﹁
公
益
財
団
法
人
﹂
の
場
合
は
、

そ
の
活
動
の
公
益
性
が
認
め
ら

れ
た
場
合
の
み
認
可
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
。
﹁
一
般
財
団

法
人
﹂
は
、
そ
の
活
動
に
公
益

性
の
有
無
に
か
か
わ
ら
な
い
が
、

剰
余
金
の
分
配
は
で
き
な
い
、

と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
ど
う

対
処
す
る
か
、
そ
の
組
織
の
あ

り
方
に
つ
い
て
は
、
公
的
な
要

素
を
持
た
せ
な
が
ら
も
、
可
能

な
事
業
活
動
を
行
い
、
地
域
振

興
の
一
翼
を
担
う
﹁
一
般
財
団

法
人
﹂
へ
の
移
行
に
向
け
、
公

社
理
事
会
に
お
い
て
も
議
論
を

深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て

い
る
。

キャプション

福田　稔議員 

ど
う
す
す
め
る 

　
　  

日
南
高
原
米
の 

ブ
ラ
ン
ド
化 

 

利
益
還
元
は
で
き
な
い
が 

　
　
　 

Ｐ
Ｒ
活
動
を
重
視
す
る 

 

日
南
町
地
域
振
興 

公
社 

問 問 

町政のここが聞きたい 

増
原
町
長 

答 答 

久代安敏議員 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は 

　
　
　
　
　
保
育
園
併
設
で 

利
用
者
の
希
望
に
そ
っ
た 

　
　
　
　
　
　
場
所
に
設
置 

具
体
的
な
政
策
提
案 

問 問 

増
原
町
長 

答 答 

町政のここが聞きたい 

─　　 ─301
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キャプション

　　
︵
4
月
︶

22
日

全
員
協
議
会

23
日

伯
耆
町
議
会
来
町

28
日

臨
時
議
会

　
〃

全
員
協
議
会

　
︵
5
月
︶

　６
日

西
部
広
域
行
政
管
理
組



合
議
会
運
営
委
員
会

７
日

真
庭
市
議
会
来
町

８
日

山
陰
道
建
設
促
進
総
決



起
集
会

18
日
〜
19
日



全
国
町
村
議
会
議
長
、



副
議
長
研
修
会

20
日

社
福
評
議
員
会

21
日

献
穀
米
田
植
え
式

24
日

県
議
長
会
役
員
会

　
〃

西
部
議
長
会
連
絡
会

25
日

議
会
運
営
委
員
会

　
〃

商
工
会
通
常
総
会

　
〃

八
頭
町
議
会
来
町

28
日

江
府
三
次
線
建
設
促
進



期
成
会
監
査

　
〃

朝
ど
れ
野
菜
出
発
式

29
日

小
学
校
運
動
会

31
日

議
会
運
営
委
員
会

　
︵
6
月
︶

７
日
定
例
会
本
会
議

８
日
　
　
〃

９
日

全
員
協
議
会

10
日

定
例
会
本
会
議

　
〃

全
員
協
議
会

　
〃

広
報
調
査
特
別
委
員
会

15
日
〜
17
日



議
会
行
政
調
査

26
日

平
和
観
音
祈
り
の
集
い

29
日

西
部
議
長
会
連
絡
会

30
日

総
務
教
育
常
任
委
員
会

　
︵
7
月
︶

２
日

江
府
三
次
線
建
設
期
成



会
総
会

４
日

消
防
操
法
大
会

７
日

全
員
協
議
会

　
〃

広
報
調
査
特
別
委
員
会

９
日

県
議
長
会
定
期
総
会

13
日

広
報
調
査
特
別
委
員
会

15
日
〜
16
日



全
国
森
林
環
境
税
創
設



議
員
連
盟
総
会

16
日

広
報
調
査
特
別
委
員
会

20
日
〜
22
日



西
部
議
長
会
行
政
調
査

26
日

日
野
郡
町
議
会
議
員
研



修
会

件　　　　名 提　出　者 本 会 議 審　査　意　見 

提出のあった陳情を所管の常任委員会で審査し、委員長から審査結果の報告を受けて 
６月定例議会の本会議で審議した結果、次のとおり決定しました。 

後期高齢者医療制度の即時廃
止に関する陳情

全日本年金者組合
鳥取県西部支部
支部長　増田　修治

新しい制度が明確になっていないのに廃
止すべきでない。

不採択

井上靖記念館「野分の館」の
トイレの改修をお願い致しま
す

福栄まちづくり
協議会長
河上　仁美
　　　ほか２名

日南町体育協会会長
絹谷　真幸
　　　ほか３名

井上靖記念館「野分の館」は、日南町の
文化的拠点のひとつであり、町内外の来
訪者が多いなか、トイレを改修すること
は環境改善のために必要である。

採　択

町体育館建て替えに関する陳
情書

陳情者の願意は理解できる。町政として
具体的な方針を示すように。

採　択

年金受給資格期間の25年か
ら10年への短縮を求める陳
情

全日本年金者組合
鳥取県西部支部
支部長　増田　修治

受給資格期間を10年にすることは、納付
意欲の低下につながり、資金の運用が困
難になり、年金制度の本来の目的が果た
せなくなる。

不採択

陳情の審査結果 陳情の審査結果 

意見書を提出 意見書を提出 
６月議会では、次の意見書を総理大臣ほか関係大臣などに提出することを決めました。 

　子宮頸がんを予防するワクチンが日本でも
認可され、接種が始まった。
　子宮頸がんは、日本の20歳代の女性では乳
がんを抜いて、発症率が一番高いがんで、年
間1,5000人以上が発症し、約3,500人が命を
落としている。その原因は、ＨＰＶ（ヒトパ
ピローマウイルス）の感染によるもので、ワ
クチンで予防できる唯一のがんであり、10代
の女性へのワクチン接種が効果的である。皮
下注射による3回の接種で4万円～6万円の全

額が自己負担となり、公的援助が不可欠である。
すでに世界では、100カ国以上でこのワクチ
ンが使われ、先進国約30カ国で公費助成が行
われている。日本でも自治体が独自の助成を
開始しており、日本産婦人科学会や日本小児
科学会も接種するよう求めている。
　以上の理由から、子宮頸がん予防ワクチン
を無料で接種できるよう国で公費助成を行う
ことを求める。

子宮頸がん予防ワクチン接種の公費助成を求める意見書 

移
動
通
信
用
鉄
塔
施
設
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

　
上
萩
山
地
区
の
携
帯
電
話
無

線
基
地
局
の
整
備
完
了
に
伴
う

も
の
。

基
礎
集
落
圏
防
雪
体
制
整
備
事

業
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例

　
山
の
上
会
館
を
指
定
管
理
者

で
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
た
も

の
。

税
条
例

　
扶
養
控
除
の
改
正

　
・
年
少
扶
養
控
除
︵
16
歳
未

満
︶
33
万
円
↓
０
円

　
・
特
定
扶
養
控
除
︵
16
〜
19

歳
未
満
︶
45
万
円
↓
33

万
円

　
た
ば
こ
税
の
改
正

　
　
た
ば
こ
１
本
に
つ
き
3.5
円

の
引
き
上
げ
︵
平
成
22

年
10
月
１
日
よ
り
︶

国
民
健
康
保
険
税
条
例

　
賦
課
限
度
額
の
改
正

　
　
　
　
　
69
万
円
↓
73
万
円

一
般
会
計

　
１
億
５
千
５
８
９
万
９
千
円

を
追
加
し
、
総
額
を
52
億
７
千

４
２
４
万
円
と
し
た
。

︵
お
も
な
内
容
︶

自
衛
消
防
団
可
搬
ポ
ン
プ
２
台

　
　
　
　
　
　
　
３
８
０
万
円

若
松
鉱
山
屋
根
修
繕

　
　
　
　
　
　
　
２
２
７
万
円

地
域
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　
　
　
　
　
　
　
３
１
１
万
円

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
費
用
助
成

　
　
　
　
　
１
千
４
４
７
万
円

か
す
み
荘
屋
根
修
繕
の
繰
出
金

　
　
　
　
　
３
千
９
６
０
万
円

堆
肥
用
ペ
イ
ロ
ー
ダ
ー

　
　
　
　
　
　
　
５
８
８
万
円

ゆ
き
ん
こ
村
屋
根
修
繕

　
　
　
　
　
１
１
７
万
６
千
円

イ
ノ
シ
シ
侵
入
防
止
柵

　
　
　
　
　
　
　
５
１
０
万
円

小
熊
井
谷
線
︵
林
道
︶
舗
装

　
　
　
　
　
３
千
３
２
１
万
円

北
の
原
線
︵
町
道
︶
舗
装
補
修

　
　
　
　
　
　
　
　
１
千
万
円

大
菅
阿
毘
縁
線
道
路
改
良
設
計

　
　
　
　
　
１
千
４
０
０
万
円

学
力
向
上
支
援
　
３
１
７
万
円

給
食
セ
ン
タ
ー
ボ
イ
ラ
ー
更
新

　
　
　
　
　
　
　
８
６
７
万
円

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計

　
か
す
み
荘
屋
根
等
修
繕
費
用

３
千
９
６
０
万
円
を
追
加
し
、

総
額
を
１
億
７
千
６
５
９
万
円

と
し
た
。

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　
山
本
静
夫
氏
の
後
任
と
し
て
、

内
田
格
氏
を
任
命
す
る
こ
と
に

同
意
し
た
。

監
査
委
員
の
選
任

　
引
き
続
き
石
川
賢
氏
を
選
任

す
る
こ
と
に
同
意
し
た
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
選

任　
田
邊
正
史
氏
の
後
任
と
し
て
、

足
羽
一
成
氏
を
選
任
す
る
こ
と

に
同
意
し
た
。

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
の
選
挙

　
指
命
推
薦
に
よ
り
、
次
の
方

に
決
定
し
た
。

　
鎌
倉
真
栄
氏
︵
再
任
︶

　
山
本
智
恵
氏
︵

〃

︶

　
秦
　
　
万
氏
︵

〃

︶

　
大
塚
武
史
氏
︵

〃

︶

農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦

　
北
垣
寿
成
氏
を
推
薦
す
る
こ

と
に
決
定
し
た
。

キャプション

旧若松鉱山

条
例
の
一
部
改
正

補�

正�

予�

算

人�

事�

案�

件
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キャプション

　　
︵
4
月
︶

22
日

全
員
協
議
会

23
日

伯
耆
町
議
会
来
町

28
日

臨
時
議
会

　
〃

全
員
協
議
会

　
︵
5
月
︶

　６
日

西
部
広
域
行
政
管
理
組



合
議
会
運
営
委
員
会

７
日

真
庭
市
議
会
来
町

８
日

山
陰
道
建
設
促
進
総
決



起
集
会

18
日
〜
19
日



全
国
町
村
議
会
議
長
、



副
議
長
研
修
会

20
日

社
福
評
議
員
会

21
日

献
穀
米
田
植
え
式

24
日

県
議
長
会
役
員
会

　
〃

西
部
議
長
会
連
絡
会

25
日

議
会
運
営
委
員
会

　
〃

商
工
会
通
常
総
会

　
〃

八
頭
町
議
会
来
町

28
日

江
府
三
次
線
建
設
促
進



期
成
会
監
査

　
〃

朝
ど
れ
野
菜
出
発
式

29
日

小
学
校
運
動
会

31
日

議
会
運
営
委
員
会

　
︵
6
月
︶

７
日

定
例
会
本
会
議

８
日

　
　
〃

９
日

全
員
協
議
会

10
日

定
例
会
本
会
議

　
〃

全
員
協
議
会

　
〃

広
報
調
査
特
別
委
員
会

15
日
〜
17
日



議
会
行
政
調
査

26
日

平
和
観
音
祈
り
の
集
い

29
日

西
部
議
長
会
連
絡
会

30
日

総
務
教
育
常
任
委
員
会

　
︵
7
月
︶

２
日

江
府
三
次
線
建
設
期
成



会
総
会

４
日

消
防
操
法
大
会

７
日

全
員
協
議
会

　
〃

広
報
調
査
特
別
委
員
会

９
日

県
議
長
会
定
期
総
会

13
日

広
報
調
査
特
別
委
員
会

15
日
〜
16
日



全
国
森
林
環
境
税
創
設



議
員
連
盟
総
会

16
日

広
報
調
査
特
別
委
員
会

20
日
〜
22
日



西
部
議
長
会
行
政
調
査

26
日

日
野
郡
町
議
会
議
員
研



修
会

件　　　　名 提　出　者 本 会 議 審　査　意　見 

提出のあった陳情を所管の常任委員会で審査し、委員長から審査結果の報告を受けて 
６月定例議会の本会議で審議した結果、次のとおり決定しました。 

後期高齢者医療制度の即時廃
止に関する陳情

全日本年金者組合
鳥取県西部支部
支部長　増田　修治

新しい制度が明確になっていないのに廃
止すべきでない。

不採択

井上靖記念館「野分の館」の
トイレの改修をお願い致しま
す

福栄まちづくり
協議会長
河上　仁美
　　　ほか２名

日南町体育協会会長
絹谷　真幸
　　　ほか３名

井上靖記念館「野分の館」は、日南町の
文化的拠点のひとつであり、町内外の来
訪者が多いなか、トイレを改修すること
は環境改善のために必要である。

採　択

町体育館建て替えに関する陳
情書

陳情者の願意は理解できる。町政として
具体的な方針を示すように。

採　択

年金受給資格期間の25年か
ら10年への短縮を求める陳
情

全日本年金者組合
鳥取県西部支部
支部長　増田　修治

受給資格期間を10年にすることは、納付
意欲の低下につながり、資金の運用が困
難になり、年金制度の本来の目的が果た
せなくなる。

不採択

陳情の審査結果 陳情の審査結果 

意見書を提出 意見書を提出 
６月議会では、次の意見書を総理大臣ほか関係大臣などに提出することを決めました。 

　子宮頸がんを予防するワクチンが日本でも
認可され、接種が始まった。
　子宮頸がんは、日本の20歳代の女性では乳
がんを抜いて、発症率が一番高いがんで、年
間1,5000人以上が発症し、約3,500人が命を
落としている。その原因は、ＨＰＶ（ヒトパ
ピローマウイルス）の感染によるもので、ワ
クチンで予防できる唯一のがんであり、10代
の女性へのワクチン接種が効果的である。皮
下注射による3回の接種で4万円～6万円の全

額が自己負担となり、公的援助が不可欠である。
すでに世界では、100カ国以上でこのワクチ
ンが使われ、先進国約30カ国で公費助成が行
われている。日本でも自治体が独自の助成を
開始しており、日本産婦人科学会や日本小児
科学会も接種するよう求めている。
　以上の理由から、子宮頸がん予防ワクチン
を無料で接種できるよう国で公費助成を行う
ことを求める。

子宮頸がん予防ワクチン接種の公費助成を求める意見書 

移
動
通
信
用
鉄
塔
施
設
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

　
上
萩
山
地
区
の
携
帯
電
話
無

線
基
地
局
の
整
備
完
了
に
伴
う

も
の
。

基
礎
集
落
圏
防
雪
体
制
整
備
事

業
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例

　
山
の
上
会
館
を
指
定
管
理
者

で
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
た
も

の
。

税
条
例

　
扶
養
控
除
の
改
正

　
・
年
少
扶
養
控
除
︵
16
歳
未

満
︶
33
万
円
↓
０
円

　
・
特
定
扶
養
控
除
︵
16
〜
19

歳
未
満
︶
45
万
円
↓
33

万
円

　
た
ば
こ
税
の
改
正

　
　
た
ば
こ
１
本
に
つ
き
3.5
円

の
引
き
上
げ
︵
平
成
22

年
10
月
１
日
よ
り
︶

国
民
健
康
保
険
税
条
例

　
賦
課
限
度
額
の
改
正

　
　
　
　
　
69
万
円
↓
73
万
円

一
般
会
計

　
１
億
５
千
５
８
９
万
９
千
円

を
追
加
し
、
総
額
を
52
億
７
千

４
２
４
万
円
と
し
た
。

︵
お
も
な
内
容
︶

自
衛
消
防
団
可
搬
ポ
ン
プ
２
台

　
　
　
　
　
　
　
３
８
０
万
円

若
松
鉱
山
屋
根
修
繕

　
　
　
　
　
　
　
２
２
７
万
円

地
域
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　
　
　
　
　
　
　
３
１
１
万
円

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
費
用
助
成

　
　
　
　
　
１
千
４
４
７
万
円

か
す
み
荘
屋
根
修
繕
の
繰
出
金

　
　
　
　
　
３
千
９
６
０
万
円

堆
肥
用
ペ
イ
ロ
ー
ダ
ー

　
　
　
　
　
　
　
５
８
８
万
円

ゆ
き
ん
こ
村
屋
根
修
繕

　
　
　
　
　
１
１
７
万
６
千
円

イ
ノ
シ
シ
侵
入
防
止
柵

　
　
　
　
　
　
　
５
１
０
万
円

小
熊
井
谷
線
︵
林
道
︶
舗
装

　
　
　
　
　
３
千
３
２
１
万
円

北
の
原
線
︵
町
道
︶
舗
装
補
修

　
　
　
　
　
　
　
　
１
千
万
円

大
菅
阿
毘
縁
線
道
路
改
良
設
計

　
　
　
　
　
１
千
４
０
０
万
円

学
力
向
上
支
援
　
３
１
７
万
円

給
食
セ
ン
タ
ー
ボ
イ
ラ
ー
更
新

　
　
　
　
　
　
　
８
６
７
万
円

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計

　
か
す
み
荘
屋
根
等
修
繕
費
用

３
千
９
６
０
万
円
を
追
加
し
、

総
額
を
１
億
７
千
６
５
９
万
円

と
し
た
。

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　
山
本
静
夫
氏
の
後
任
と
し
て
、

内
田
格
氏
を
任
命
す
る
こ
と
に

同
意
し
た
。

監
査
委
員
の
選
任

　
引
き
続
き
石
川
賢
氏
を
選
任

す
る
こ
と
に
同
意
し
た
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
選

任　
田
邊
正
史
氏
の
後
任
と
し
て
、

足
羽
一
成
氏
を
選
任
す
る
こ
と

に
同
意
し
た
。

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
の
選
挙

　
指
命
推
薦
に
よ
り
、
次
の
方

に
決
定
し
た
。

　
鎌
倉
真
栄
氏
︵
再
任
︶

　
山
本
智
恵
氏
︵

〃

︶

　
秦
　
　
万
氏
︵

〃

︶

　
大
塚
武
史
氏
︵

〃

︶

農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦

　
北
垣
寿
成
氏
を
推
薦
す
る
こ

と
に
決
定
し
た
。

キャプション

旧若松鉱山

条
例
の
一
部
改
正

補�

正�

予�

算

人�

事�

案�

件
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か
の
文
豪
﹁
井
上
靖
﹂
の
文
学
碑
は
、
日
南
町
が
戦

争
中
、
先
生
の
家
族
が
疎
開
さ
れ
た
こ
と
を
ご
縁
に
先

生
か
ら
碑
文
を
頂
い
て
、
昭

和
53
年
５
月
、
神
福
の
高
台

の
地
に
、
日
南
町
で
見
つ
か

っ
た
立
派
な
自
然
石
︵
御
影

石
︶
に
刻
ま
れ
た
詩
の
全
文

で
す
。

　
先
生
の
ご
家
族
も
お
招
き

し
て
、
盛
大
な
除
幕
式
が
、

こ
れ
ま
た
大
勢
の
参
列
者
を

迎
え
て
行
わ
れ
た
の
が
、
昨

日
の
よ
う
に
思
い
出
さ
れ
ま

す
。
30
年
余
り
過
ぎ
た
今
で

も
、
そ
の
威
容
は
衰
え
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
井
上
先

生
は
、
小
説
ば
か
り
か
詩
作

も
す
ば
ら
し
く
、
た
く
さ
ん
残
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
先
生
に
﹁
天
体
の
植
民
地
と
は
、
ど
ん
な
意
味
で
す

か
﹂
と
問
わ
れ
た
人
が
あ
り
、
﹁
そ
れ
は
、
天
体
の
神
々

が
住
み
た
く
な
る
よ
う
な
す
ば
ら
し
い
場
所
﹂
と
、
お

答
え
に
な
っ
た
と
か
。

　
こ
の
詩
の
一
節
一
節
を
吟
味
し
て
み
る
と
、
先
生
の

物
や
場
所
に
対
す
る
表
現
の
美
し
さ
に
は
、
哲
学
的
な

も
の
を
感
じ
な
い
で
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
自
然
の
美
し
い
日
南
町
に
ぴ
っ
た
り
の
詩
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
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石見分団　県大会へ　（7月4日　西部消防ポンプ操法大会） 

編 

集 

後 

記 

　
私
た
ち
は
、
ひ
と
り
の
人
間
で
あ

る
の
に
、
﹁
国
民
の
み
な
さ
ん
﹂
﹁
県

民
の
み
な
さ
ん
﹂
﹁
町
民
の
み
な
さ

ん
﹂
と
呼
ば
れ
、
最
長
で
も
三
年
に

一
度
は
選
挙
で
政
治
に
対
す
る
意
思

表
明
を
す
る
機
会
が
あ
る
。
そ
の
三

年
に
一
度
の
参
議
院
議
員
選
挙
が
あ

り
、
﹁
政
権
交
代
﹂
し
た
民
主
党
に

厳
し
い
審
判
が
下
っ
た
こ
と
に
、
学

ぶ
こ
と
は
多
い
。

　
国
は
議
院
内
閣
制
で
あ
る
た
め
、

首
相
を
直
接
選
べ
な
い
が
、
知
事
や

町
長
は
直
接
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

　
そ
の
町
民
が
選
ん
だ
新
し
い
町
長

の
初
め
て
の
施
政
方
針
や
肉
付
け
予

算
に
対
し
て
、
議
員
の
活
発
な
議
論

が
展
開
さ
れ
、
議
会
と
執
行
部
の
車

の
両
輪
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
代
　
記

　
　
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　
　

委

員

長
　

久
代
　
安
敏

　
　
　
　

副
委
員
長
　
古
都
　
久
志

　
　
　
　

委
　
　
員
　
福
田
　
　
稔

　
　

　
　

〃

　
　
坪
倉
　
勝
幸

　
　

　
　

〃

　
　
長
岡
つ
る
子

にちなん議会だより　 平成22年7月発行　No.120

日南町の花　サツキ

にちなん文学碑散歩 

野
分
の
会
　
会
長
　
伊 

田 

美
和
子 
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井
上 

靖
文
学
碑

天
体
の
植
民
地
の
由
来
に
思
う 
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収穫は終えたけれど… 

編 

集 

後 

記 

出
か
け
る
医
療
。
　

診
察
室
で
は
判
ら
ぬ
住
民
の
生
活
。

︵
薬
よ
り
今
は
ま
ず
入
浴
が
先
⋯
︶

　
ケ
ー
ス
検
討
会
25
年
継
続
の
実
績

が
﹁
ま
ち
は
大
き
な
ホ
ス
ピ
タ
ル
﹂

の
院
是
を
支
え
て
い
る
。

　
去
る
10
月
4
日
の
N
H
K
教
育
テ

レ
ビ
の
放
送
を
見
て
、
全
国
の
人
が

感
動
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　
ま
だ
こ
の
国
も
捨
て
た
も
の
で
は

無
い
と
⋯
。

　
こ
の
30
年
先
を
行
く
医
療
・
保
健
・

福
祉
の
連
携
の
な
か
で
、
同
じ
土
俵

に
い
る
は
ず
の
行
政
だ
け
が
蚊
帳
の

外
。

　
お
役
所
仕
事
・
縄
張
り
意
識

　
自
己
保
身
⋯
。

　
町
自
体
が
介
護
を
受
け
な
い
よ
う

に
、
自
分
達
で
出
来
る
内
に
手
を
打

と
う
ヨ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
都
　
記

　
　
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会



委

員

長

久
代
　
安
敏



副
委
員
長

古
都
　
久
志



委
　
　
員

福
田
　
　
稔



　

〃

坪
倉
　
勝
幸



　

〃

長
岡
つ
る
子

にちなん議会だより　 平成22年10月発行　No.121

日南町の花　サツキ

にちなん文学碑散歩 

松
本
清
張
生
誕

100
年
記
念
事
業 

実
行
委
員
会 

会
長
　
足 

羽  

　
隆 

 

－16－

　
昨
年
は
文
豪
松
本
清
張
の
生
誕

１
０
０
年
に
あ
た
る
た
め
、
日
野

上
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で
は
実
行

委
員
会
を
組
織
し
、
日
南
町
と
共

催
で
、
昨
年
度
か
ら
今
年
度
に
か

け
て
さ
ま
ざ
ま
な
記
念
事
業
に
取

組
み
ま
し
た
。

　
松
本
清
張
の
父
峯
太
郎
は
、
明

治
の
は
じ
め
に
日
野
郡
矢
戸
村
の

田
中
家
に
生
ま
れ
ま
し
た
が
、
長

男
と
し
て
入
籍
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、

数
日
な
い
し
は
数
ヶ
月
を
田
中
家

か
母
の
実
家
の
福
田
家
で
過
ご
し

た
あ
と
、
米
子
の
松
本
家
に
里
子

に
出
さ
れ
、
後
に
養
子
と
な
り
ま

し
た
。

　
松
本
清
張
は
、
父
峯
太
郎
の
こ

の
不
運
な
境
遇
に
つ
い
て
、
﹃
父

系
の
指
﹄
を
は
じ
め
﹃
半
生
の
記
﹄

や
﹃
骨
壺
の
風
景
﹄
な
ど
い
く
つ

か
の
作
品
で
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
方
で
﹁
矢
戸
﹂
に
つ
い
て
は
、

父
の
出
生
と
里
子
に
出
さ
れ
た
こ

と
で
複
雑
な
思
い
が
あ
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
い
つ
ま
で
も
峯
太
郎
の

心
に
生
き
続
け
、
清
張
の
心
に
も

生
き
続
け
た
故
郷
と
し
て
、
熱
い

思
い
で
語
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
松
本
清
張
直
筆
の
文
学
碑
は
、

全
国
に
五
カ
所
く
ら
い
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
権
威
や
権
力
に
は
徹
底

し
て
抵
抗
し
て
き
た
社
会
派
作
家

の
清
張
は
、
日
南
町
の
文
学
碑
の

建
立
も
か
た
く
な
に
断
り
続
け
て

き
ま
し
た
が
、
昭
和
59
年
に
や
っ

と
実
現
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
清
張
の
心
を
動
か
し
た

の
は
、
父
峯
太
郎
と
清
張
自
身
の
﹁
矢

戸
に
寄
せ
る
熱
い
思
い
﹂
で
あ
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

松
本
清
張
文
学
碑
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一
般
会
計
の
歳
入
は
、
前
年

度
と
比
較
す
る
と
歳
入
が
２
億

７
千
８
３
０
万
４
千
円
、
歳
出

で
３
億
９
千
６
２
３
万
３
千
円

の
そ
れ
ぞ
れ
減
額
と
な
っ
た
。

歳
入
が
減
額
と
な
っ
た
要
因
は
、

地
方
交
付
税
と
県
支
出
金
、
繰

越
金
の
増
に
対
し
、
町
税
、
国

庫
支
出
金
、
町
債
の
大
幅
な
減

額
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
特
に

町
税
は
、
長
引
く
不
況
の
影
響

に
よ
り
１
千
３
８
４
万
円
の
減

額
と
な
っ
た
。

　
歳
出
の
減
額
の
要
因
は
、
統

合
小
学
校
建
設
事
業
、
町
営
バ

ス
車
輌
購
入
事
業
、
木
材
加
工

施
設
整
備
補
助
事
業
の
皆
減
な

ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
簡
易
水
道
事
業
会
計
で
は
、

多
里
地
区
簡
易
水
道
の
改
良
に

よ
り
、
歳
出
は
前
年
度
に
比
較

し
１
億
７
千
１
万
３
千
円
の
増

額
と
な
っ
た
。

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
会
計
で

は
、
あ
か
ね
の
郷
短
期
入
所
施

設
建
設
工
事
費
と
し
て
、
平
成

22
年
度
へ
１
億
５
千
万
円
の
明

許
繰
越
を
し
て
い
る
。

歳入総額 
60億8,656万8千円 

100%（△4.37） 
 

自

主財源 依存財

源

5
0

億

5,051万4千 円 82.98%（△
5.

15
）

総務費 
9億3,447万7千円 

16.08%（13.49） 
 

公債費 
（借金の返済） 
11億4,271万6千円 

19.66%（△ 5.38） 
 

議会費 
6,460万円 
1.11%（1.42） 

 

％は構成比、 

（　）の数字は対前年度比 

民生費 
10億2,909万7千円 

17.7%（21.83） 
 

衛生費 
9億110万2千円 
15.5%（23.76） 

 

商工費 
2,377万9千円 

0.41%（111.61） 
 

農林水産業費 
8億1,976万2千円 
14.1%（△ 25.45） 

 

災害復旧費 
396万6千円 
0.07%（△ 34.53） 

 

消防費 
1億2,269万7千円 

2.11%（8.3） 
 

教育費 
3億9,462万2千円 

6.79%（△ 63.31） 
 

土木費 
3億7,608万3千円 

6.47%（59.42） 
 

歳出総額 
58億1,290万1千円 

100%（△6.38） 
 

地方交付税 
33億9,734万5千円 

55.82%（△4.2） 
 

国庫支出金 
6億4,239万円 
10.55%（△29.22） 

 

県支出金 
6億4,748万円 

10.64%（33.46） 
 

国庫支出金 
6億4,239万円 
10.55%（△29.22） 

 

県支出金 
6億4,748万円 

10.64%（33.46） 
 

町債（借金） 
2億2,474万1千円 

3.69%（△57.18） 
 

その他 
1億3,855万8千円 

2.28%（△5.3） 
 

町税 
4億4,614万3千円 

7.33%（△3.01） 
 

繰越金 
1億5,573万8千円 

2,56%（28.45） 
 

諸収入 
2億5,107万1千円 

4.13%（△3.90） 
 その他 

1億8,310万2千円 
3%（△7.46） 

 

10億3,605万4千円 
17.02%（△0.41） 

 

一　般　会　計

国民健康保険特別会計

簡易水道事業特別会計

住宅新築資金等貸付事業特別会計

老人保健特別会計

農業集落排水事業特別会計

介護保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護サービス事業特別会計

西部町村情報公開・個人情報保護審査会特別会計

　　　　　　合　　　　計

60億8,656万8千円

8億8,858万3千円

3億8,827万9千円

345万7千円

121万1千円

2億7,468万円

10億152万6千円

9,636万8千円

2億9,373万8千円

41万9千円

90億3,482万9千円

58億1,290万1千円

7億7,287万5千円

3億8,115万6千円

115万9千円

100万7千円

2億7,225万6千円

9億8,198万1千円

9,625万6千円

1億4,343万8千円

7万6千円

84億6,310万5千円

2億7,366万7千円

1億1,570万8千円

712万3千円

229万8千円

20万4千円

242万4千円

1,954万5千円

11万2千円

1億5,030万円

34万3千円

5億7,172万4千円

1,273万291円

1,188万3,958円

101万480円

1,313万7,705円

0円

13万7,550円

118万3,280円

0円

51万1,599円

0円

4,058万5,863円

会　　計　　別 差引残額
収入未済額

（過年度を含む滞納額）

決　　　算

収入済額 支出済額

にちなん議会だより　 平成22年10月発行　No.121にちなん議会だより　 平成22年10月発行　No.121

キャプション

決算の提案説明を行う町長

－3－ －2－

9 月定例会 9 月定例会 
9 月14日～ 9 月30日 9 月14日～ 9 月30日 

税金の使い方をしっ  かり審査しました税金の使い方をしっ  かり審査しました税金の使い方をしっ  かり審査しました
平成21年度 

決算を認定 
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簡
易
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事
業
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で
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、
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に
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、
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60億8,656万8千円 
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自

主財源 依存財

源

5
0
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5,051万4千 円 82.98%（△
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15
）

総務費 
9億3,447万7千円 

16.08%（13.49） 
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（借金の返済） 
11億4,271万6千円 

19.66%（△ 5.38） 
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6,460万円 
1.11%（1.42） 
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民生費 
10億2,909万7千円 

17.7%（21.83） 
 

衛生費 
9億110万2千円 
15.5%（23.76） 

 

商工費 
2,377万9千円 

0.41%（111.61） 
 

農林水産業費 
8億1,976万2千円 
14.1%（△ 25.45） 
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396万6千円 
0.07%（△ 34.53） 

 

消防費 
1億2,269万7千円 

2.11%（8.3） 
 

教育費 
3億9,462万2千円 

6.79%（△ 63.31） 
 

土木費 
3億7,608万3千円 

6.47%（59.42） 
 

歳出総額 
58億1,290万1千円 

100%（△6.38） 
 

地方交付税 
33億9,734万5千円 

55.82%（△4.2） 
 

国庫支出金 
6億4,239万円 
10.55%（△29.22） 

 

県支出金 
6億4,748万円 

10.64%（33.46） 
 

国庫支出金 
6億4,239万円 
10.55%（△29.22） 

 

県支出金 
6億4,748万円 

10.64%（33.46） 
 

町債（借金） 
2億2,474万1千円 

3.69%（△57.18） 
 

その他 
1億3,855万8千円 

2.28%（△5.3） 
 

町税 
4億4,614万3千円 

7.33%（△3.01） 
 

繰越金 
1億5,573万8千円 

2,56%（28.45） 
 

諸収入 
2億5,107万1千円 

4.13%（△3.90） 
 その他 

1億8,310万2千円 
3%（△7.46） 

 

10億3,605万4千円 
17.02%（△0.41） 
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農業集落排水事業特別会計

介護保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護サービス事業特別会計

西部町村情報公開・個人情報保護審査会特別会計
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242万4千円

1,954万5千円
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5億7,172万4千円

1,273万291円

1,188万3,958円

101万480円

1,313万7,705円

0円

13万7,550円

118万3,280円

0円
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捕獲したイノシシ 　

－5－ －4－



①

軽
自
動
車
税

　
前
年
度
よ
り
も
小
型
特
殊
車

両
の
課
税
台
数
が
45
台
少
な
く

な
っ
て
い
る
。
未
登
録
車
両
が

多
く
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、

公
道
を
走
行
す
る
車
両
に
つ
い

て
は
指
導
を
徹
底
さ
れ
た
い
。

特
に
補
助
事
業
に
よ
る
農
耕
車

両
の
導
入
時
に
は
庁
舎
内
連
携

に
よ
り
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の

取
り
付
け
を
義
務
づ
け
さ
れ
た

い
。

②

緊
急
雇
用
補
助
金
、
ふ
る

　
さ
と
雇
用
補
助
金

　
緊
急
雇
用
補
助
金
、
ふ
る
さ

と
雇
用
補
助
金
を
活
用
し
て
行

っ
た
事
業
が
い
く
つ
か
あ
る
が
、

そ
の
内
容
、
成
果
に
お
い
て
十

分
な
も
の
と
な
っ
て
い
な
い
。

単
に
一
過
性
の
事
業
に
と
ど
ま

る
こ
と
な
く
、
真
に
地
域
振
興

に
貢
献
で
き
る
よ
う
な
施
策
を

実
行
さ
れ
た
い
。

③

自
治
会
運
営
及
び
行
政
連

　
絡
事
務

　
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
誕
生

し
、
５
年
が
経
過
し
た
。
自
治

会
と
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
協

働
・
連
携
が
不
十
分
で
、
当
初

の
設
置
目
的
と
は
か
け
は
な
れ

た
地
域
も
あ
る
。
あ
ら
た
め
て

協
議
会
の
設
置
目
的
、
地
域
区

分
、
運
営
費
補
助
金
や
交
付
金

の
算
定
方
法
等
に
つ
い
て
検
証

し
、
住
民
が
求
め
る
自
治
組
織

の
新
た
な
あ
り
方
を
検
討
さ
れ

た
い
。

④

新
規
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ネ
ッ

　
ト
ワ
ー
ク
実
証
事
業

　
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
網
を
活
用
し
た
高

齢
者
の
﹁
買
い
物
支
援
サ
ー
ビ

ス
﹂
が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、

利
用
実
績
が
低
く
、
成
果
が
見

込
め
な
い
。
地
域
小
売
業
の
活

性
化
に
も
つ
な
が
る
よ
う
、
事

業
の
根
本
的
な
見
直
し
を
検
討

さ
れ
た
い
。

⑤

森
林
保
全
総
合
対
策
事
業

　
近
年
、
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物

の
被
害
が
急
速
に
拡
大
し
て
い

る
、
進
入
防
止
柵
の
設
置
な
ど

積
極
的
に
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
イ
ノ
シ
シ
な
ど
繁

殖
に
よ
る
頭
数
増
加
に
対
応
出

来
ず
被
害
の
発
生
が
増
え
て
い

る
。
今
後
は
、
捕
獲
な
ど
の
有

害
鳥
獣
駆
除
対
策
を
検
討
さ
れ

効
果
的
な
被
害
防
止
に
努
め
ら

れ
た
い
。

⑥

企
画
一
般
管
理
事
務

　
日
南
町
の
中
心
地
域
整
備
構

想
が
策
定
さ
れ
た
。
今
後
は
構

想
実
現
の
た
め
情
報
公
開
を
行

い
な
が
ら
、
整
合
性
の
あ
る
計

画
を
推
進
さ
れ
た
い
。

む
す
び

　
平
成
21
年
度
も
、
国
内
経
済

が
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
の

な
か
、
国
政
で
は
、
自
民
党
か

ら
民
主
党
に
政
権
が
交
代
し
、

日
南
町
で
も
12
年
ぶ
り
に
新
町

長
が
誕
生
し
た
。
ま
た
、
小
中

一
貫
教
育
を
目
指
し
て
日
南
小

学
校
が
ス
タ
ー
ト
し
た
年
で
も

あ
る
。

　
財
政
健
全
化
法
に
基
づ
く
各

種
財
政
指
標
は
健
全
で
は
あ
る

が
、
行
革
に
取
り
組
ん
で
以
来
、

町
民
に
大
き
な
負
担
を
求
め
て

い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
。

　
福
祉
の
充
実
の
み
な
ら
ず
、

子
育
て
支
援
や
若
者
の
定
住
施

策
も
早
急
に
対
応
す
べ
き
で
あ

る
。
ま
た
、
農
林
業
研
修
制
度

は
、
地
域
の
後
継
者
と
し
て
期

待
が
大
き
く
定
住
に
結
び
つ
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
町
民
の
声
に
耳
を
傾
け
、
情

報
を
公
開
し
、
限
ら
れ
た
財
源

を
効
果
的
に
活
用
で
き
る
よ
う

健
全
で
持
続
可
能
な
財
政
運
営

に
努
め
ら
れ
た
い
。



反
対
　
久
代
議
員

　
収
入
未
済
の
実
態
は
、
町
民

の
貧
困
が
深
刻
化
し
て
い
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
が
、
緊
急
雇

用
対
策
な
ど
の
経
済
対
策
が
十

分
に
生
か
さ
れ
て
い
な
い
。
特

に
特
定
の
大
学
や
企
業
に
職
員

を
派
遣
し
て
い
る
。
ま
た
、
依

然
と
し
て
不
公
平
な
同
和
関
連

事
業
が
続
い
て
お
り
、
聖
域
化

さ
れ
た
ま
ま
だ
。



賛
成
　
惠
比
奈
議
員

　
厳
し
い
財
源
を
有
効
に
使
い

住
民
福
祉
の
増
進
に
努
め
て
お

り
、
適
切
な
予
算
執
行
と
な
っ

て
い
る
。
同
和
教
育
は
、
人
権

教
育
の
基
本
で
あ
り
、
差
別
が

残
っ
て
い
る
限
り
続
け
ら
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
町
有
財
産
の
現
況
調
査
や

修
繕
に
直
接
雇
用
の
臨
時
職
員

で
対
応
で
き
る
の
か
。

　
　
小
規
模
な
も
の
で
あ
り
可

能
な
人
材
を
確
保
す
る
。

　
　
町
内
産
の
農
畜
産
物
の
直

売
イ
ベ
ン
ト
、
﹁
バ
ザ
ー
ル
in

に
ち
な
ん(

仮
称)

﹂
と
は
。

　
　
日
南
町
へ
定
期
的
に
集
客

す
る
仕
組
み
づ
く
り
で
あ
る
。

　
　
生
山
の
旧
役
場
跡
地
の
整

備
・
維
持
管
理
は
、
だ
れ
が
責

任
を
も
つ
の
か
。

　
　
生
山
自
治
会
が
管
理
す
る
。

　
　
パ
セ
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憩
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か
。
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の
。
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改
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の
か
。
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教
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と

多
目
的
ス
ペ
ー
ス
と
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て
有
効
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る
。

日
南
町
過
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地
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自
立
促
進
計
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の
策
定

　
過
疎
地
域
自
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促
進
特
別
措

置
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一
部
改
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に
よ
り
、
６

年
間
の
延
長
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基
づ
く
過
疎
計

画
を
策
定
。

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
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新
築
工
事

︵
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追
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４
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６
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落
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追
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３
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日
南
病
院
事
業
会
計

　
消
耗
備
品
費
等
78
万
６
千
円

を
追
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し
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収
入
及
び

支
出
の
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を
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億
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５
８
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万
６
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一
般
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災害を受けた農道

９月定例会 
議決したおもな議案 補�

正�

予�

算

計
画
の
策
定

工
事
請
負
契
約
の
締
結

も
っ
と
詳
し
く

　
質
疑
応
答 

も
っ
と
詳
し
く

　
質
疑
応
答 

平
成
21
年
度
　
　 

　
決
算
認
定
討
論 

 

平
成
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算
認
定
討
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会
の
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会
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３
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５
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①

軽
自
動
車
税

　
前
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よ
り
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小
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特
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車

両
の
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税
台
数
が
45
台
少
な
く

な
っ
て
い
る
。
未
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車
両
が
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く
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、

公
道
を
走
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す
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車
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つ
い

て
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さ
れ
た
い
。
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時
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内
連
携
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ナ
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バ
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ー
ト
の

取
り
付
け
を
義
務
づ
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さ
れ
た

い
。

②

緊
急
雇
用
補
助
金
、
ふ
る
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雇
用
補
助
金
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急
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用
補
助
金
、
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さ
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用
し
て
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っ
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事
業
が
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く
つ
か
あ
る
が
、

そ
の
内
容
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成
果
に
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い
て
十
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も
の
と
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っ
て
い
な
い
。

単
に
一
過
性
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事
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に
と
ど
ま
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こ
と
な
く
、
真
に
地
域
振
興

に
貢
献
で
き
る
よ
う
な
施
策
を

実
行
さ
れ
た
い
。

③

自
治
会
運
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及
び
行
政
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絡
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ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
誕
生

し
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経
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自
治
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協
議
会
の
協

働
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携
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な
れ
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あ
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た
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協
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区

分
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運
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付
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方
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検
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、
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め
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あ
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を
検
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れ
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。

④
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Ｔ
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﹁
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﹂
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て
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る
が
、

利
用
実
績
が
低
く
、
成
果
が
見

込
め
な
い
。
地
域
小
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業
の
活
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に
も
つ
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が
る
よ
う
、
事

業
の
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的
な
見
直
し
を
検
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状
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で
は
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自
民
党
か

ら
民
主
党
に
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が
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、
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で
も
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り
に
新
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長
が
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生
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た
。
ま
た
、
小
中
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貫
教
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を
目
指
し
て
日
南
小
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が
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で
も
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財
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に
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指
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取
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で
以
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、
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に
大
き
な
負
担
を
求
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て
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る
こ
と
を
忘
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は
な
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な

い
。

　
福
祉
の
充
実
の
み
な
ら
ず
、

子
育
て
支
援
や
若
者
の
定
住
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も
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に
対
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す
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き
で
あ

る
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ま
た
、
農
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業
研
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は
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地
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の
後
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者
と
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て
期

待
が
大
き
く
定
住
に
結
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つ
け

な
け
れ
ば
な
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な
い
。

　
町
民
の
声
に
耳
を
傾
け
、
情

報
を
公
開
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、
限
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た
財
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を
効
果
的
に
活
用
で
き
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よ
う
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能
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運
営

に
努
め
ら
れ
た
い
。
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in

に
ち
な
ん(

仮
称)

﹂
と
は
。

　
　
日
南
町
へ
定
期
的
に
集
客

す
る
仕
組
み
づ
く
り
で
あ
る
。

　
　
生
山
の
旧
役
場
跡
地
の
整

備
・
維
持
管
理
は
、
だ
れ
が
責

任
を
も
つ
の
か
。

　
　
生
山
自
治
会
が
管
理
す
る
。

　
　
パ
セ
オ
内
に
無
料
休
憩
室

を
新
た
に
設
置
す
る
必
要
が
あ

る
の
か
。

　
　
高
齢
者
が
、
バ
ス
な
ど
の

待
合
時
間
を
安
心
安
全
に
す
ご

す
た
め
の
も
の
。

　
　
中
学
校
技
術
棟
の
耐
震
改

修
で
施
設
を
ど
の
よ
う
に
使
う

の
か
。

　
　
小
中
一
貫
教
育
の
推
進
と

多
目
的
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
有
効

活
用
す
る
。

日
南
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
計

画
の
策
定

　
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措

置
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
６

年
間
の
延
長
に
基
づ
く
過
疎
計

画
を
策
定
。

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
新
築
工
事

︵
契
約
の
相
手
方
︶
　

　
　
株
式
会
社
　
日
南
振
興

︵
契
約
金
額
︶

　
１
億
５
千
１
７
２
万
５
千
円

︵
契
約
締
結
の
方
法
︶

　
　
指
名
競
争
入
札

一
般
会
計

　
４
億
１
千
７
９
１
万
７
千
円

を
増
額
し
、
総
額
を
58
億
９
千

67
万
１
千
円
と
し
た
。

︵
お
も
な
内
容
︶

町
有
財
産
の
現
況
調
査
、
修
繕

等
の
た
め
の
臨
時
職
員
雇
用

　
　
　
　
　
２
９
５
万
７
千
円

バ
ザ
ー
ル
イ
ン
日
南
の
開
催
　

　
　
　
　
　
２
１
８
万
５
千
円

役
場
旧
庁
舎
跡
地
の
整
地

　
　
　
　
　
　
　
47
万
１
千
円

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進

　
　
　
　
　
２
３
２
万
５
千
円

無
料
休
憩
室
改
修
工
事

　
　
　
　
　
　
　
35
万
３
千
円

生
活
保
護
業
務
デ
ー
タ
ー
シ
ス

テ
ム
委
託
料

　
　
　
　
　
８
３
７
万
９
千
円

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ

ン
接
種
事
業

　
　
　
　
　
４
８
８
万
９
千
円

国
土
調
査
事
業

　
　
　
　
　
８
９
３
万
４
千
円

林
道
新
設
改
良
事
業

　
　
　
１
千
２
５
４
万
７
千
円

豪
雨
に
よ
る
住
宅
等
斜
面
被
災

地
等
の
復
旧
工
事
　
　
　

　
　
　
　
　
２
千
４
６
０
万
円

耕
地
災
害
復
旧
事
業

　
　
　
　
　
１
億
５
０
０
万
円

公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業

　
　
　
１
億
４
千
７
０
０
万
円

中
学
校
教
員
パ
ソ
コ
ン
等
購
入

　
　
　
　
　
４
２
４
万
７
千
円

中
学
校
教
室
窓
ガ
ラ
ス
の
改
修

　
　
　
　
　
　
　
　
　
43
万
円

中
学
校
技
術
棟
耐
震
補
強
・
多

目
的
ゾ
ー
ン
創
設
工
事

　
　
　
　
　
５
千
６
２
０
万
円

学
校
給
食
用
の
保
冷
庫
購
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
65
万
円

国
保
会
計

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
助
成
費
等
１
７
１

万
７
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を

７
億
６
千
９
９
２
万
４
千
円
と

し
た
。

簡
易
水
道
事
業
会
計

　
水
道
管
移
設
工
事
費
等
７
２

９
万
１
千
円
を
追
加
し
、
総
額

を
１
億
８
千
８
２
２
万
６
千
円

と
し
た
。

農
業
集
落
排
水
事
業
会
計

　
下
水
管
延
長
工
事
費
３
６
３

万
円
を
追
加
し
、
総
額
を
２
億

５
千
５
５
５
万
３
千
円
と
し
た
。

日
南
病
院
事
業
会
計

　
消
耗
備
品
費
等
78
万
６
千
円

を
追
加
し
、
収
益
的
収
入
及
び

支
出
の
総
額
を
11
億
３
千
５
８

６
万
６
千
円
と
し
た
。

一
般
会
計

問 問 答 答 問 問 答 答 問 問 答 答 問 問 答 答 問 問 答 答 

災害を受けた農道

９月定例会 
議決したおもな議案 補�

正�

予�

算

計
画
の
策
定

工
事
請
負
契
約
の
締
結

も
っ
と
詳
し
く

　
質
疑
応
答 

も
っ
と
詳
し
く

　
質
疑
応
答 

平
成
21
年
度
　
　 

　
決
算
認
定
討
論 

 

平
成
21
年
度
　
　 

　
決
算
認
定
討
論 

 
決
算
審
査
特
別
委
員
会
の
審
査
報
告 

決
算
審
査
特
別
委
員
会
の
審
査
報
告 

 

豪
雨
災
害
復
旧
に
３
億
５
千
万
円 

─　　 ─309



－7－ －6－

にちなん議会だより　 平成22年10月発行　No.121にちなん議会だより　 平成22年10月発行　No.121

決
算
監
査
意
見 

１　審査の概要

　この財政健全化審査は、町長から提出された健全化判断比率及びその算定の基礎となる事項を記載

した書類が適正に作成されているかどうかを主眼として実施した。

２　審査の結果

　（１）総合意見

　　　審査に付された下記、健全化判断比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書類は、いずれ

も適正に作成されているものと認められる。

（個別意見）
①実質赤字比率

　平成２１年度の実質収支は黒字となっており、良好と認められる。

②連結実質赤字比率

　平成２１年度の連結実質収支は黒字となっており、良好と認められる。

③実質公債費比率

　平成２１年度の実質公債費比率は１７．２％となっており、概ね良好な状態と認められる。

④将来負担比率

　平成２１年度の将来負担比率は△２４．８％となっており、良好な状態と認められる。

（個別意見）
　資金不足比率

①平成２１年度日南病院事業会計の資金収支は黒字となっており、良好と認められる。

②平成２１年度簡易水道事業会計の資金収支は黒字となっており、概ね良好と認められる。

③平成２１年度農業集落排水事業会計の資金収支は黒字となっており、概ね良好と認められる。

平成21年度日南町普通会計経営健全化比率

①実質赤字比率

②連結実質赤字比率

③実質公債費比率

④将来負担比率

比　率　名 平成21年度 早期健全化基準

　　　−　　　%

　−　　　%

　１７．２　%

　　　−　　%

１５．０　%

２０．０　%

２５．０　%

３５０．０　%

平成21年度日南町企業会計資金不足比率

①日南病院事業会計

②簡易水道事業会計

③農業集落排水事業会計

会　計　名 平成21年度 経営健全化基準

　−　　　％

　　　−　　　％

　−　　　％

２０．０　％

２０．０　％

２０．０　％

平成21年度の町の健全化判断比率について 
監査委員から報告がありました。 
 

１
、
町
税
等
の
未
収
金
回
収

　
町
税
等
の
収
入
未
済
額
が
前

年
度
よ
り
さ
ら
に
増
加
し
た
。

総
額
で
４
千
９
４
７
万
５
千
０
８

７
円
︵
病
院
の
患
者
負
担
を
含

む
︶
と
前
年
度
よ
り
２
０
１
万

２
千
５
１
２
円
の
増
加
で
あ
る
。

住
宅
使
用
料
、
水
道
料
金
、
下
水

道
料
金
な
ど
徴
収
の
努
力
も
う

か
が
え
る
が
、
歳
入
の
確
保
及

び
負
担
の
公
平
性
を
図
る
た
め

に
全
庁
的
な
連
携
に
よ
り
徴
収

体
制
を
強
化
し
、
さ
ら
に
積
極

的
な
収
納
に
努
め
ら
れ
た
い
。

２
、
予
算
の
流
用

　
か
な
り
の
費
目
に
お
い
て
安

易
に
流
用
が
行
わ
れ
て
い
る
。

み
だ
り
に
こ
れ
を
行
う
こ
と
は

適
切
で
は
な
く
、
真
に
必
要
や

む
を
え
な
い
も
の
に
限
る
べ
き

で
あ
る
。
予
算
は
、
議
会
の
審

議
を
経
た
上
で
決
定
さ
れ
、
執

行
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

必
要
な
場
合
は
何
回
で
も
議
会

に
諮
る
べ
き
で
あ
る
。
今
一
度

財
政
規
律
の
厳
守
を
求
め
た
い
。

３
、
施
設
の
維
持
管
理

　
イ
チ
イ
荘
の
雨
漏
り
修
繕
工

事
が
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
精
査
し
て
み
る
と
早
晩
屋

根
全
体
の
修
繕
が
必
要
な
状
況

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
問
題
を

有
す
る
施
設
が
か
な
り
あ
る
。

将
来
の
利
活
用
の
方
針
を
策
定

し
、
必
要
な
施
設
に
つ
い
て
は

特
に
屋
根
の
点
検
修
理
を
年
次

的
に
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

４
、
買
い
物
支
援
サ
ー
ビ
ス
事

　
　
業

　
平
成
19
年
度
か
ら
取
り
組
ん

で
い
る
が
、
加
入
店
舗
18
、
登

録
世
帯
１
１
５
︵
う
ち
高
齢
者

単
独
世
帯
24
︶
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
利
用
状
況
や
問
題

点
、
将
来
の
見
通
し
等
を
幅
広

く
検
討
の
上
、
更
な
る
充
実
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

５
、
空
き
屋
・
廃
屋
調
査
　
　

　
農
村
環
境
整
備
事
業
に
よ
っ

て
調
査
し
た
結
果
、
廃
屋
19
棟

に
つ
い
て
は
倒
壊
の
危
険
が
あ

り
、
安
全
上
の
問
題
が
あ
る
と

報
告
さ
れ
て
い
る
。
財
産
権
の

問
題
等
難
し
い
問
題
も
あ
ろ
う

が
、
早
急
に
対
応
す
べ
き
で
あ

る
。

６
、
環
境
保
全
対
策

　
﹁
環
境
立
町
推
進
協
議
会
﹂

の
取
組
み
が
不
十
分
で
あ
り
、

計
画
し
た
﹁
廃
油
回
収
の
た
め

の
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
﹂
﹁
環
境

学
習
会
の
開
催
﹂
が
実
施
さ
れ

て
い
な
い
。
ま
た
、
環
境
教
育

及
び
環
境
学
習
の
充
実
の
た
め

に
計
画
し
た
事
業
も
未
実
施
で

あ
っ
た
。
環
境
問
題
に
対
す
る

重
要
性
を
再
認
識
し
、
計
画
し

た
事
業
は
積
極
的
に
推
進
さ
れ

た
い
。

７
、
﹁
株
式
会
社
オ
ロ
チ
﹂
の

　
　
経
営
状
況

　
﹁
株
式
会
社
オ
ロ
チ
﹂
の
経

営
状
況
が
厳
し
い
。
町
と
し
て

も
出
資
金
は
も
と
よ
り
工
場
棟
、

工
場
用
地
な
ど
に
多
額
の
投
資

を
行
っ
て
い
る
。
大
き
な
期
待

を
受
け
て
設
立
さ
れ
た
会
社
で

あ
る
。
経
営
状
況
の
動
向
に
細

心
の
注
意
を
さ
れ
た
い
。

８
、
日
南
町
中
心
地
域
整
備
構

　
　
想

　
﹁
日
南
町
中
心
地
域
整
備
構

想
﹂
が
策
定
さ
れ
た
。
中
心
地

域
の
方
向
性
を
示
し
た
も
の
で

あ
る
が
、
調
査
・
研
究
の
み
に

終
わ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
具

体
化
に
向
け
て
努
力
さ
れ
た
い
。

９
、
電
子
黒
板
の
有
効
活
用

　
国
の
調
査
研
究
委
託
事
業
で
、

県
内
の
小
中
学
校
で
は
初
め
て

と
な
る
全
教
室
へ
の
電
子
黒
板

の
導
入
が
行
わ
れ
た
。
教
師
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
子

ど
も
の
学
習
に
対
す
る
興
味
、

関
心
が
高
ま
り
、
授
業
の
効
果

が
上
が
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
あ
っ
た
。
子
ど
も
の
学
力
向

上
、
人
格
形
成
の
た
め
に
有
効

に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

む
す
び

　
人
口
の
減
少
と
高
齢
化
が
進

む
な
か
で
い
か
に
町
の
活
性
化

を
図
っ
て
い
く
か
、
い
ろ
い
ろ

と
模
索
が
続
け
ら
れ
努
力
も
な

さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
人
口
増
加
時
代
に
想

定
さ
れ
た
社
会
像
と
全
く
異
な

る
経
済
社
会
が
訪
れ
る
の
は
確

実
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
は
国
や

県
の
方
針
に
基
づ
い
て
施
策
を

決
定
し
実
践
し
て
い
れ
ば
よ
か

っ
た
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
許
さ

れ
な
い
時
代
に
突
入
し
て
い
る
。

地
方
自
治
体
と
し
て
存
立
し
、

住
民
の
生
活
の
﹁
質
﹂
を
い
か

に
高
め
て
い
く
か
が
重
要
な
課

題
と
な
っ
て
く
る
。
多
様
化
す

る
生
き
方
の
中
で
誰
も
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
、
心
豊
か
に
次
世

代
を
育
む
社
会
を
実
現
す
る
に

は
、
若
者
も
高
齢
者
も
す
べ
て

の
人
々
が
自
助
と
共
助
の
下
に

持
て
る
智
恵
と
能
力
を
結
集
す

る
町
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
。

現
状
を
十
分
に
把
握
し
、
将
来

に
希
望
の
も
て
る
町
づ
く
り
を

望
み
た
い
。

キャプション
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決
算
監
査
意
見 

１　審査の概要

　この財政健全化審査は、町長から提出された健全化判断比率及びその算定の基礎となる事項を記載

した書類が適正に作成されているかどうかを主眼として実施した。

２　審査の結果

　（１）総合意見

　　　審査に付された下記、健全化判断比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書類は、いずれ

も適正に作成されているものと認められる。

（個別意見）
①実質赤字比率

　平成２１年度の実質収支は黒字となっており、良好と認められる。

②連結実質赤字比率

　平成２１年度の連結実質収支は黒字となっており、良好と認められる。

③実質公債費比率

　平成２１年度の実質公債費比率は１７．２％となっており、概ね良好な状態と認められる。

④将来負担比率

　平成２１年度の将来負担比率は△２４．８％となっており、良好な状態と認められる。

（個別意見）
　資金不足比率

①平成２１年度日南病院事業会計の資金収支は黒字となっており、良好と認められる。

②平成２１年度簡易水道事業会計の資金収支は黒字となっており、概ね良好と認められる。

③平成２１年度農業集落排水事業会計の資金収支は黒字となっており、概ね良好と認められる。

平成21年度日南町普通会計経営健全化比率

①実質赤字比率

②連結実質赤字比率

③実質公債費比率

④将来負担比率

比　率　名 平成21年度 早期健全化基準

　　　−　　　%

　−　　　%

　１７．２　%

　　　−　　%

１５．０　%

２０．０　%

２５．０　%

３５０．０　%

平成21年度日南町企業会計資金不足比率

①日南病院事業会計

②簡易水道事業会計

③農業集落排水事業会計

会　計　名 平成21年度 経営健全化基準

　−　　　％

　　　−　　　％

　−　　　％

２０．０　％

２０．０　％

２０．０　％

平成21年度の町の健全化判断比率について 
監査委員から報告がありました。 
 

１
、
町
税
等
の
未
収
金
回
収

　
町
税
等
の
収
入
未
済
額
が
前

年
度
よ
り
さ
ら
に
増
加
し
た
。

総
額
で
４
千
９
４
７
万
５
千
０
８

７
円
︵
病
院
の
患
者
負
担
を
含

む
︶
と
前
年
度
よ
り
２
０
１
万

２
千
５
１
２
円
の
増
加
で
あ
る
。

住
宅
使
用
料
、
水
道
料
金
、
下
水

道
料
金
な
ど
徴
収
の
努
力
も
う

か
が
え
る
が
、
歳
入
の
確
保
及

び
負
担
の
公
平
性
を
図
る
た
め

に
全
庁
的
な
連
携
に
よ
り
徴
収

体
制
を
強
化
し
、
さ
ら
に
積
極

的
な
収
納
に
努
め
ら
れ
た
い
。

２
、
予
算
の
流
用

　
か
な
り
の
費
目
に
お
い
て
安

易
に
流
用
が
行
わ
れ
て
い
る
。

み
だ
り
に
こ
れ
を
行
う
こ
と
は

適
切
で
は
な
く
、
真
に
必
要
や

む
を
え
な
い
も
の
に
限
る
べ
き

で
あ
る
。
予
算
は
、
議
会
の
審

議
を
経
た
上
で
決
定
さ
れ
、
執

行
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

必
要
な
場
合
は
何
回
で
も
議
会

に
諮
る
べ
き
で
あ
る
。
今
一
度

財
政
規
律
の
厳
守
を
求
め
た
い
。

３
、
施
設
の
維
持
管
理

　
イ
チ
イ
荘
の
雨
漏
り
修
繕
工

事
が
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
精
査
し
て
み
る
と
早
晩
屋

根
全
体
の
修
繕
が
必
要
な
状
況

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
問
題
を

有
す
る
施
設
が
か
な
り
あ
る
。

将
来
の
利
活
用
の
方
針
を
策
定

し
、
必
要
な
施
設
に
つ
い
て
は

特
に
屋
根
の
点
検
修
理
を
年
次

的
に
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

４
、
買
い
物
支
援
サ
ー
ビ
ス
事

　
　
業

　
平
成
19
年
度
か
ら
取
り
組
ん

で
い
る
が
、
加
入
店
舗
18
、
登

録
世
帯
１
１
５
︵
う
ち
高
齢
者

単
独
世
帯
24
︶
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
利
用
状
況
や
問
題

点
、
将
来
の
見
通
し
等
を
幅
広

く
検
討
の
上
、
更
な
る
充
実
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

５
、
空
き
屋
・
廃
屋
調
査
　
　

　
農
村
環
境
整
備
事
業
に
よ
っ

て
調
査
し
た
結
果
、
廃
屋
19
棟

に
つ
い
て
は
倒
壊
の
危
険
が
あ

り
、
安
全
上
の
問
題
が
あ
る
と

報
告
さ
れ
て
い
る
。
財
産
権
の

問
題
等
難
し
い
問
題
も
あ
ろ
う

が
、
早
急
に
対
応
す
べ
き
で
あ

る
。

６
、
環
境
保
全
対
策

　
﹁
環
境
立
町
推
進
協
議
会
﹂

の
取
組
み
が
不
十
分
で
あ
り
、

計
画
し
た
﹁
廃
油
回
収
の
た
め

の
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
﹂
﹁
環
境

学
習
会
の
開
催
﹂
が
実
施
さ
れ

て
い
な
い
。
ま
た
、
環
境
教
育

及
び
環
境
学
習
の
充
実
の
た
め

に
計
画
し
た
事
業
も
未
実
施
で

あ
っ
た
。
環
境
問
題
に
対
す
る

重
要
性
を
再
認
識
し
、
計
画
し

た
事
業
は
積
極
的
に
推
進
さ
れ

た
い
。

７
、
﹁
株
式
会
社
オ
ロ
チ
﹂
の

　
　
経
営
状
況

　
﹁
株
式
会
社
オ
ロ
チ
﹂
の
経

営
状
況
が
厳
し
い
。
町
と
し
て

も
出
資
金
は
も
と
よ
り
工
場
棟
、

工
場
用
地
な
ど
に
多
額
の
投
資

を
行
っ
て
い
る
。
大
き
な
期
待

を
受
け
て
設
立
さ
れ
た
会
社
で

あ
る
。
経
営
状
況
の
動
向
に
細

心
の
注
意
を
さ
れ
た
い
。

８
、
日
南
町
中
心
地
域
整
備
構

　
　
想

　
﹁
日
南
町
中
心
地
域
整
備
構

想
﹂
が
策
定
さ
れ
た
。
中
心
地

域
の
方
向
性
を
示
し
た
も
の
で

あ
る
が
、
調
査
・
研
究
の
み
に

終
わ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
具

体
化
に
向
け
て
努
力
さ
れ
た
い
。

９
、
電
子
黒
板
の
有
効
活
用

　
国
の
調
査
研
究
委
託
事
業
で
、

県
内
の
小
中
学
校
で
は
初
め
て

と
な
る
全
教
室
へ
の
電
子
黒
板

の
導
入
が
行
わ
れ
た
。
教
師
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
子

ど
も
の
学
習
に
対
す
る
興
味
、

関
心
が
高
ま
り
、
授
業
の
効
果

が
上
が
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
あ
っ
た
。
子
ど
も
の
学
力
向

上
、
人
格
形
成
の
た
め
に
有
効

に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

む
す
び

　
人
口
の
減
少
と
高
齢
化
が
進

む
な
か
で
い
か
に
町
の
活
性
化

を
図
っ
て
い
く
か
、
い
ろ
い
ろ

と
模
索
が
続
け
ら
れ
努
力
も
な

さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
人
口
増
加
時
代
に
想

定
さ
れ
た
社
会
像
と
全
く
異
な

る
経
済
社
会
が
訪
れ
る
の
は
確

実
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
は
国
や

県
の
方
針
に
基
づ
い
て
施
策
を

決
定
し
実
践
し
て
い
れ
ば
よ
か

っ
た
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
許
さ

れ
な
い
時
代
に
突
入
し
て
い
る
。

地
方
自
治
体
と
し
て
存
立
し
、

住
民
の
生
活
の
﹁
質
﹂
を
い
か

に
高
め
て
い
く
か
が
重
要
な
課

題
と
な
っ
て
く
る
。
多
様
化
す

る
生
き
方
の
中
で
誰
も
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
、
心
豊
か
に
次
世

代
を
育
む
社
会
を
実
現
す
る
に

は
、
若
者
も
高
齢
者
も
す
べ
て

の
人
々
が
自
助
と
共
助
の
下
に

持
て
る
智
恵
と
能
力
を
結
集
す

る
町
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
。

現
状
を
十
分
に
把
握
し
、
将
来

に
希
望
の
も
て
る
町
づ
く
り
を

望
み
た
い
。

キャプション
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キャプション

①
﹁
放
課
後
子
ど
も
教
室
﹂﹁
日

南
病
院
仕
事
と
育
児
の
両
立
支

援
事
業
﹂
等
の
子
育
て
支
援
事

業
を
総
合
的
に
実
施
で
き
な
い

か
。

②
長
期
休
暇
に
お
い
て
も
実
施

で
き
な
い
か
。

③
放
課
後
子
ど
も
教
室
の
現
在

地
は
狭
く
危
険
で
あ
る
の
で
、

例
え
ば
、
中
学
校
の
技
術
室
を

改
良
す
る
な
ど
の
方
法
を
検
討

し
て
み
て
は
ど
う
か
。

④
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

旧
中
学
校
寄
宿
舎
の
一
部
を
改

良
し
て
使
用
で
き
な
い
か
。

④
建
て
替
え
も
必
要
と
考
え
て

い
る
。
利
用
者
か
ら
の
要
望
も

取
り
入
れ
、
建
て
替
え
に
あ
た

っ
て
は
総
合
的
に
検
討
し
て
開

設
場
所
の
選
定
を
し
た
い
。

①
文
部
科
学
省
は
、
放
課
後
子

ど
も
教
室
を
学
校
支
援
地
域
本

部
事
業
の
一
環
と
位
置
づ
け
平

成
23
年
度
か
ら
実
施
す
る
方
向

で
検
討
し
て
お
り
、
学
校
教
育

の
一
環
で
放
課
後
の
時
間
を
利

用
し
て
実
施
す
る
こ
と
に
な
る
。

子
育
て
支
援
事
業
に
つ
い
て
は
、

行
政
全
般
で
考
え
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

②
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
に

位
置
づ
け
事
業
実
施
す
る
方
向

で
検
討
さ
れ
て
お
り
、
放
課
後

子
ど
も
教
室
と
し
て
長
期
休
暇

中
に
行
う
こ
と
は
難
し
い
と
考

え
る
が
、
行
政
全
般
で
長
期
休

暇
中
の
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く

り
を
考
え
て
い
く
。
フ
ァ
ミ
リ

ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
等
も
検

討
し
、
平
成
23
年
度
か
ら
実
施

で
き
る
よ
う
保
護
者
の
協
力
も

得
な
が
ら
構
築
し
て
い
き
た
い
。

③
来
年
度
以
降
は
、
技
術
棟
の

耐
震
補
強
・
多
目
的
ゾ
ー
ン
創

設
工
事
で
整
備
す
る
予
定
の
施

設
も
利
用
し
て
、
学
校
施
設
内

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
目
的
に

併
せ
場
所
設
定
し
活
動
し
て
い

き
た
い
。

①
行
政
側
か
ら
の
情
報
提
供
に

対
す
る
努
力
が
欠
如
し
、
情
報

を
公
器
と
し
て
住
民
と
共
有
す

る
気
概
が
な
い
。
ガ
ラ
ス
張
り

行
政
と
い
っ
て
も
依
然
と
し
て

秘
密
主
義
で
臨
ん
で
い
る
の
で

は
。

②
﹁
親
切
な
対
応
や
サ
ー
ビ
ス

精
神
が
足
り
な
い
﹂
﹁
前
例
や

慣
習
に
こ
だ
わ
り
す
ぎ
る
﹂
な

ど
、
職
員
の
仕
事
ぶ
り
、
対
応

姿
勢
に
好
感
が
持
た
れ
て
い
な

い
こ
と
を
耳
に
す
る
が
、
ど
う

対
処
さ
れ
る
か
。

③
時
代
は
変
わ
り
、
こ
れ
ま
で

の
中
央
指
導
の
﹁
上
意
下
達
﹂

の
行
政
か
ら
、
い
か
に
創
意
工

夫
に
よ
っ
て
﹁
下
意
上
達
﹂
の

行
政
ル
ー
ル
を
実
現
す
る
か
。

地
方
分
権
と
い
う
衣
替
え
の
画

期
的
時
代
を
迎
え
て
い
る
が
、

昨
今
の
人
事
異
動
を
み
る
と
き
、

参
事
、
専
門
監
、
次
長
、
室
長
、
総

括
室
長
等
、
こ
れ
は
何
か
を
意

図
し
た
も
の
な
の
か
。
地
方
分

権
の
ル
ー
ル
づ
く
り
の
一
環
な

の
か
。

①
広
報
日
南
や
チ
ャ
ン
ネ
ル
日

南
等
で
お
知
ら
せ
し
て
お
り
、

ま
た
、
個
人
の
対
応
の
情
報
に

つ
い
て
は
誠
心
誠
意
で
の
回
答

に
心
が
け
て
い
る
。
情
報
を
必

要
と
す
る
人
に
伝
え
る
。
伝
え

た
い
人
に
伝
え
る
、
一
方
、
知

ら
せ
な
い
で
も
い
い
人
に
も
知

ら
せ
て
い
る
場
面
も
あ
り
は
し

な
い
か
等
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

更
新
も
含
め
、
情
報
の
出
し
方

の
検
討
を
指
示
し
て
い
る
。
今

後
も
更
に
説
明
責
任
を
認
識
し
、

日
南
町
情
報
公
開
条
例
、
個
人

情
報
保
護
条
例
を
遵
守
し
な
が

ら
情
報
提
供
す
る
。

②
日
頃
よ
り
町
民
等
の
対
応
の

基
本
的
な
技
能
取
得
、
研
修
等

重
ね
な
が
ら
心
が
け
て
い
る
。

み
な
さ
ん
の
具
体
的
な
ご
意
見

を
う
か
が
い
な
が
ら
、
個
人
指

導
を
含
め
、
今
後
更
に
意
識
改

革
等
資
質
向
上
に
努
め
た
い
。

③
現
在
の
職
制
は
、
平
成
17
年

以
前
よ
り
置
か
れ
た
職
制
、
町

民
に
早
期
処
理
対
応
出
来
る
効

率
的
・
効
果
的
な
組
織
か
ら
言

え
ば
地
方
分
権
の
先
を
行
っ
た

ル
ー
ル
で
あ
っ
た
と
思
う
。
能

力
主
義
や
人
事
考
課
を
加
味
し

て
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞

き
し
な
が
ら
見
直
し
変
更
を
行

い
た
い
。

安
全
対
策
、
犯
罪
防
止
な
ど
を

考
え
、
旧
丸
和
跡
地
、
新
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
の
上
側
に
バ
ス
タ

ー
ミ
ナ
ル
の
設
置
を
提
案
す
る
。

県
道
に
信
号
機
も
必
要
と
考
え

る
。
平
成
23
年
度
予
算
で
計
画

で
き
な
い
か
。

町
道
の
拡
幅
・
安
全
確
保
等
全

体
の
道
路
計
画
も
含
め
た
動
線

整
備
の
中
で
検
討
し
た
い
。

①
町
有
財
産
の
処
分
計
画
と
最

近
の
実
績
は
。

②
価
格
の
設
定
基
準
。

③
登
記
の
状
況
。

①
未
利
用
資
産
の
売
却
と
活
用

に
つ
い
て
は
、
そ
の
現
況
等
を

整
理
し
、
売
却
や
指
定
管
理
等

の
貸
与
を
め
ざ
す
こ
と
と
し
、

小
学
校
統
合
に
よ
り
廃
校
と
な

っ
た
校
舎
は
、
地
元
で
の
利
活

用
を
前
提
と
し
適
正
な
管
理
運

営
を
め
ざ
す
。
将
来
に
わ
た
り

利
活
用
の
め
ど
の
立
た
な
い
も

の
は
、
解
体
処
分
も
含
め
て
検

討
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
　

本
年
５
月
に
は
、
６
件
の
物
件

を
入
札
に
付
し
、
２
件
の
落
札

が
あ
っ
た
。

②
価
格
の
設
定
は
、
固
定
資
産

税
の
基
準
額
を
参
考
に
、
該
当

物
件
の
購
入
価
格
や
周
辺
の
実

勢
単
価
等
を
考
慮
し
価
格
設
定

を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

③
登
記
の
状
況
は
、
今
回
の
落

札
物
件
で
は
手
続
き
中
の
も
の

が
あ
る

①
国
、
県
は
迅
速
な
避
難
の
た

め
基
準
に
な
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

作
成
を
求
め
て
い
る
が
本
町
の

状
況
は
。

②
地
域
の
特
性
を
考
慮
し
た
マ

ニ
ュ
ア
ル
が
必
要
で
あ
り
、
二

次
災
害
の
発
生
防
止
な
ど
に
注

意
す
る
必
要
が
あ
る
が
見
解
は
。

①
本
町
地
域
防
災
計
画
の
避
難

勧
告
、
指
示
の
基
準
は
、
﹁
気

象
警
報
及
び
警
告
、
通
報
に
よ

り
避
難
を
要
す
る
と
判
断
し
た

と
き
﹂
と
あ
り
、
単
に
警
報
等

を
も
っ
て
避
難
勧
告
、
指
示
を

出
す
基
準
と
な
っ
て
い
な
い
。

②
避
難
勧
告
、
指
示
の
基
準
は

地
域
の
特
性
や
現
場
状
況
を
把

握
し
た
上
で
行
う
べ
き
で
あ
り
、

一
律
に
基
準
を
も
っ
て
出
す
こ

と
は
考
え
て
い
な
い
。
ま
た
、

屋
内
避
難
な
ど
二
次
災
害
を
防

止
す
る
多
様
な
避
難
手
段
も
検

討
す
る
必
要
も
あ
る
。

①
米
戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル
事

業
・
水
田
利
活
用
自
給
力
向
上

事
業
・
中
山
間
地
域
等
直
接
支

払
制
度
な
ど
新
し
い
制
度
に
対

す
る
農
家
の
参
加
状
況
と
地
域

の
対
応
は
。
　

②
今
後
地
域
振
興
に
ど
の
よ
う

に
反
映
さ
せ
て
い
く
の
か
。

①
﹁
水
田
戸
別
所
得
補
償
モ
デ

ル
事
業
﹂
で
は
、
９
９
７
戸
の

申
請
で
、
加
入
率
は
73
％
で
あ

る
。
う
ち
、
米
戸
別
所
得
補
償

モ
デ
ル
事
業
は
９
２
３
戸
　
対

象
水
田
７
７
７
、
３
ha
、
水
田

利
活
用
自
給
力
向
上
事
業
で
は

８
２
３
戸
対
象
面
積
１
８
６
、６

ha
で
あ
る
。

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度

の
第
３
期
対
策
に
つ
い
て
は
、

60
組
織
で
協
定
が
策
定
さ
れ
て

い
る
。
新
規
が
２
協
定
、
復
活

が
５
協
定
、
協
定
合
併
が
４
協

定
含
ま
れ
、
制
度
に
対
す
る
期

待
が
高
ま
っ
て
お
り
、
活
動
が

充
実
す
る
と
考
え
る
。

②
戸
別
所
得
補
償
事
業
は
、
農

家
そ
れ
ぞ
れ
の
営
農
形
態
に
合

わ
せ
、
有
効
に
活
用
し
て
い
く
。

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度

は
、
水
路
や
農
道
な
ど
の
管
理

を
共
同
で
行
う
こ
と
で
の
集
落

活
性
化
や
、
大
型
機
械
の
共
同

利
用
、
施
設
整
備
な
ど
集
落
営

農
体
制
へ
の
移
行
を
期
待
し
て

い
る
。

①
介
護
保
険
法
、
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
お
け
る
世
帯
分
離

に
対
す
る
明
確
な
基
準
は
あ
る

の
か
、
本
町
と
し
て
の
考
え
方

は
統
一
さ
れ
て
い
る
か
。

②
福
祉
の
現
場
で
は
ど
の
よ
う

に
対
応
し
、
指
導
し
て
い
る
の

か
。

③
制
度
に
対
す
る
広
報
の
必
要

性
に
つ
い
て
見
解
は
。

①
世
帯
変
更
届
け
に
つ
い
て
は
、

住
民
基
本
台
帳
法
25
条
に
よ
り

行
っ
て
い
る
が
、
本
町
で
は
審

査
の
基
準
と
し
て
、
﹁
日
南
町

世
帯
変
更
届
事
務
取
扱
要
綱
﹂

を
制
定
し
運
用
し
て
い
る
。

②
介
護
保
険
料
、
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
等
の
減
額
を
目
的

に
、
実
態
と
は
違
う
世
帯
分
離

は
認
め
ら
れ
な
い
の
で
、
福
祉

の
現
場
で
は
世
帯
分
離
の
指
導

等
は
行
っ
て
い
な
い
。
例
外
と

し
て
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

等
に
入
所
さ
れ
た
場
合
に
は
、

法
第
13
条
に
規
定
の
あ
る
施
設

入
所
者
の
住
所
地
特
例
が
あ
り
、

施
設
入
所
の
折
に
は
制
度
の
説

明
は
し
て
い
る
。

③
こ
れ
ま
で
町
報
等
を
通
じ
て

お
知
ら
せ
し
て
き
た
。

三上惇二議員 

キャプション

777.3haで米戸別所得補償

放課後子ども教室

平井正之議員 

放
課
後
子
ど
も
教
室
の
充
実
を 

総
合
的
に
検
討
し
、対
処
す
る 

子
育
て
支
援
の（
乳
、幼
、 

小
、中
）の
充
実 

問 問 

通
学
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
の 

設
置
を 

問 問 

ふ
さ
わ
し
い
町
の
使
命 

と
、行
政
の
あ
る
べ
き
姿
、 

職
員
の
使
命 

問 問 

町政のここが聞きたい 

増
原
町
長 

答 答 

内
田
教
育
長 

答 答 

町
長 

答 答 

町
長 

答 答 

町
有
財
産
の
処
分
計
画
は 

現
況
等
を
整
理
し
、売
却
や 

指
定
管
理
等
の
貸
与
を
め
ざ
す 

避
難
勧
告 

問 問 

財
産
処
分 

問 問 

農
業
振
興 

問 問 

世
帯
分
離 

問 問 

増
原
町
長 

答 答 

町
長 

答 答 

町
長 

答 答 

町
長 

答 答 
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キャプション

①
﹁
放
課
後
子
ど
も
教
室
﹂﹁
日

南
病
院
仕
事
と
育
児
の
両
立
支

援
事
業
﹂
等
の
子
育
て
支
援
事

業
を
総
合
的
に
実
施
で
き
な
い

か
。

②
長
期
休
暇
に
お
い
て
も
実
施

で
き
な
い
か
。

③
放
課
後
子
ど
も
教
室
の
現
在

地
は
狭
く
危
険
で
あ
る
の
で
、

例
え
ば
、
中
学
校
の
技
術
室
を

改
良
す
る
な
ど
の
方
法
を
検
討

し
て
み
て
は
ど
う
か
。

④
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

旧
中
学
校
寄
宿
舎
の
一
部
を
改

良
し
て
使
用
で
き
な
い
か
。

④
建
て
替
え
も
必
要
と
考
え
て

い
る
。
利
用
者
か
ら
の
要
望
も

取
り
入
れ
、
建
て
替
え
に
あ
た

っ
て
は
総
合
的
に
検
討
し
て
開

設
場
所
の
選
定
を
し
た
い
。

①
文
部
科
学
省
は
、
放
課
後
子

ど
も
教
室
を
学
校
支
援
地
域
本

部
事
業
の
一
環
と
位
置
づ
け
平

成
23
年
度
か
ら
実
施
す
る
方
向

で
検
討
し
て
お
り
、
学
校
教
育

の
一
環
で
放
課
後
の
時
間
を
利

用
し
て
実
施
す
る
こ
と
に
な
る
。

子
育
て
支
援
事
業
に
つ
い
て
は
、

行
政
全
般
で
考
え
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

②
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
に

位
置
づ
け
事
業
実
施
す
る
方
向

で
検
討
さ
れ
て
お
り
、
放
課
後

子
ど
も
教
室
と
し
て
長
期
休
暇

中
に
行
う
こ
と
は
難
し
い
と
考

え
る
が
、
行
政
全
般
で
長
期
休

暇
中
の
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く

り
を
考
え
て
い
く
。
フ
ァ
ミ
リ

ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
等
も
検

討
し
、
平
成
23
年
度
か
ら
実
施

で
き
る
よ
う
保
護
者
の
協
力
も

得
な
が
ら
構
築
し
て
い
き
た
い
。

③
来
年
度
以
降
は
、
技
術
棟
の

耐
震
補
強
・
多
目
的
ゾ
ー
ン
創

設
工
事
で
整
備
す
る
予
定
の
施

設
も
利
用
し
て
、
学
校
施
設
内

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
目
的
に

併
せ
場
所
設
定
し
活
動
し
て
い

き
た
い
。

①
行
政
側
か
ら
の
情
報
提
供
に

対
す
る
努
力
が
欠
如
し
、
情
報

を
公
器
と
し
て
住
民
と
共
有
す

る
気
概
が
な
い
。
ガ
ラ
ス
張
り

行
政
と
い
っ
て
も
依
然
と
し
て

秘
密
主
義
で
臨
ん
で
い
る
の
で

は
。

②
﹁
親
切
な
対
応
や
サ
ー
ビ
ス

精
神
が
足
り
な
い
﹂
﹁
前
例
や

慣
習
に
こ
だ
わ
り
す
ぎ
る
﹂
な

ど
、
職
員
の
仕
事
ぶ
り
、
対
応

姿
勢
に
好
感
が
持
た
れ
て
い
な

い
こ
と
を
耳
に
す
る
が
、
ど
う

対
処
さ
れ
る
か
。

③
時
代
は
変
わ
り
、
こ
れ
ま
で

の
中
央
指
導
の
﹁
上
意
下
達
﹂

の
行
政
か
ら
、
い
か
に
創
意
工

夫
に
よ
っ
て
﹁
下
意
上
達
﹂
の

行
政
ル
ー
ル
を
実
現
す
る
か
。

地
方
分
権
と
い
う
衣
替
え
の
画

期
的
時
代
を
迎
え
て
い
る
が
、

昨
今
の
人
事
異
動
を
み
る
と
き
、

参
事
、
専
門
監
、
次
長
、
室
長
、
総

括
室
長
等
、
こ
れ
は
何
か
を
意

図
し
た
も
の
な
の
か
。
地
方
分

権
の
ル
ー
ル
づ
く
り
の
一
環
な

の
か
。

①
広
報
日
南
や
チ
ャ
ン
ネ
ル
日

南
等
で
お
知
ら
せ
し
て
お
り
、

ま
た
、
個
人
の
対
応
の
情
報
に

つ
い
て
は
誠
心
誠
意
で
の
回
答

に
心
が
け
て
い
る
。
情
報
を
必

要
と
す
る
人
に
伝
え
る
。
伝
え

た
い
人
に
伝
え
る
、
一
方
、
知

ら
せ
な
い
で
も
い
い
人
に
も
知

ら
せ
て
い
る
場
面
も
あ
り
は
し

な
い
か
等
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

更
新
も
含
め
、
情
報
の
出
し
方

の
検
討
を
指
示
し
て
い
る
。
今

後
も
更
に
説
明
責
任
を
認
識
し
、

日
南
町
情
報
公
開
条
例
、
個
人

情
報
保
護
条
例
を
遵
守
し
な
が

ら
情
報
提
供
す
る
。

②
日
頃
よ
り
町
民
等
の
対
応
の

基
本
的
な
技
能
取
得
、
研
修
等

重
ね
な
が
ら
心
が
け
て
い
る
。

み
な
さ
ん
の
具
体
的
な
ご
意
見

を
う
か
が
い
な
が
ら
、
個
人
指

導
を
含
め
、
今
後
更
に
意
識
改

革
等
資
質
向
上
に
努
め
た
い
。

③
現
在
の
職
制
は
、
平
成
17
年

以
前
よ
り
置
か
れ
た
職
制
、
町

民
に
早
期
処
理
対
応
出
来
る
効

率
的
・
効
果
的
な
組
織
か
ら
言

え
ば
地
方
分
権
の
先
を
行
っ
た

ル
ー
ル
で
あ
っ
た
と
思
う
。
能

力
主
義
や
人
事
考
課
を
加
味
し

て
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞

き
し
な
が
ら
見
直
し
変
更
を
行

い
た
い
。

安
全
対
策
、
犯
罪
防
止
な
ど
を

考
え
、
旧
丸
和
跡
地
、
新
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
の
上
側
に
バ
ス
タ

ー
ミ
ナ
ル
の
設
置
を
提
案
す
る
。

県
道
に
信
号
機
も
必
要
と
考
え

る
。
平
成
23
年
度
予
算
で
計
画

で
き
な
い
か
。

町
道
の
拡
幅
・
安
全
確
保
等
全

体
の
道
路
計
画
も
含
め
た
動
線

整
備
の
中
で
検
討
し
た
い
。

①
町
有
財
産
の
処
分
計
画
と
最

近
の
実
績
は
。

②
価
格
の
設
定
基
準
。

③
登
記
の
状
況
。

①
未
利
用
資
産
の
売
却
と
活
用

に
つ
い
て
は
、
そ
の
現
況
等
を

整
理
し
、
売
却
や
指
定
管
理
等

の
貸
与
を
め
ざ
す
こ
と
と
し
、

小
学
校
統
合
に
よ
り
廃
校
と
な

っ
た
校
舎
は
、
地
元
で
の
利
活

用
を
前
提
と
し
適
正
な
管
理
運

営
を
め
ざ
す
。
将
来
に
わ
た
り

利
活
用
の
め
ど
の
立
た
な
い
も

の
は
、
解
体
処
分
も
含
め
て
検

討
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
　

本
年
５
月
に
は
、
６
件
の
物
件

を
入
札
に
付
し
、
２
件
の
落
札

が
あ
っ
た
。

②
価
格
の
設
定
は
、
固
定
資
産

税
の
基
準
額
を
参
考
に
、
該
当

物
件
の
購
入
価
格
や
周
辺
の
実

勢
単
価
等
を
考
慮
し
価
格
設
定

を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

③
登
記
の
状
況
は
、
今
回
の
落

札
物
件
で
は
手
続
き
中
の
も
の

が
あ
る

①
国
、
県
は
迅
速
な
避
難
の
た

め
基
準
に
な
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

作
成
を
求
め
て
い
る
が
本
町
の

状
況
は
。

②
地
域
の
特
性
を
考
慮
し
た
マ

ニ
ュ
ア
ル
が
必
要
で
あ
り
、
二

次
災
害
の
発
生
防
止
な
ど
に
注

意
す
る
必
要
が
あ
る
が
見
解
は
。

①
本
町
地
域
防
災
計
画
の
避
難

勧
告
、
指
示
の
基
準
は
、
﹁
気

象
警
報
及
び
警
告
、
通
報
に
よ

り
避
難
を
要
す
る
と
判
断
し
た

と
き
﹂
と
あ
り
、
単
に
警
報
等

を
も
っ
て
避
難
勧
告
、
指
示
を

出
す
基
準
と
な
っ
て
い
な
い
。

②
避
難
勧
告
、
指
示
の
基
準
は

地
域
の
特
性
や
現
場
状
況
を
把

握
し
た
上
で
行
う
べ
き
で
あ
り
、

一
律
に
基
準
を
も
っ
て
出
す
こ

と
は
考
え
て
い
な
い
。
ま
た
、

屋
内
避
難
な
ど
二
次
災
害
を
防

止
す
る
多
様
な
避
難
手
段
も
検

討
す
る
必
要
も
あ
る
。

①
米
戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル
事

業
・
水
田
利
活
用
自
給
力
向
上

事
業
・
中
山
間
地
域
等
直
接
支

払
制
度
な
ど
新
し
い
制
度
に
対

す
る
農
家
の
参
加
状
況
と
地
域

の
対
応
は
。
　

②
今
後
地
域
振
興
に
ど
の
よ
う

に
反
映
さ
せ
て
い
く
の
か
。

①
﹁
水
田
戸
別
所
得
補
償
モ
デ

ル
事
業
﹂
で
は
、
９
９
７
戸
の

申
請
で
、
加
入
率
は
73
％
で
あ

る
。
う
ち
、
米
戸
別
所
得
補
償

モ
デ
ル
事
業
は
９
２
３
戸
　
対

象
水
田
７
７
７
、
３
ha
、
水
田

利
活
用
自
給
力
向
上
事
業
で
は

８
２
３
戸
対
象
面
積
１
８
６
、６

ha
で
あ
る
。

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度

の
第
３
期
対
策
に
つ
い
て
は
、

60
組
織
で
協
定
が
策
定
さ
れ
て

い
る
。
新
規
が
２
協
定
、
復
活

が
５
協
定
、
協
定
合
併
が
４
協

定
含
ま
れ
、
制
度
に
対
す
る
期

待
が
高
ま
っ
て
お
り
、
活
動
が

充
実
す
る
と
考
え
る
。

②
戸
別
所
得
補
償
事
業
は
、
農

家
そ
れ
ぞ
れ
の
営
農
形
態
に
合

わ
せ
、
有
効
に
活
用
し
て
い
く
。

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度

は
、
水
路
や
農
道
な
ど
の
管
理

を
共
同
で
行
う
こ
と
で
の
集
落

活
性
化
や
、
大
型
機
械
の
共
同

利
用
、
施
設
整
備
な
ど
集
落
営

農
体
制
へ
の
移
行
を
期
待
し
て

い
る
。

①
介
護
保
険
法
、
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
お
け
る
世
帯
分
離

に
対
す
る
明
確
な
基
準
は
あ
る

の
か
、
本
町
と
し
て
の
考
え
方

は
統
一
さ
れ
て
い
る
か
。

②
福
祉
の
現
場
で
は
ど
の
よ
う

に
対
応
し
、
指
導
し
て
い
る
の

か
。

③
制
度
に
対
す
る
広
報
の
必
要

性
に
つ
い
て
見
解
は
。

①
世
帯
変
更
届
け
に
つ
い
て
は
、

住
民
基
本
台
帳
法
25
条
に
よ
り

行
っ
て
い
る
が
、
本
町
で
は
審

査
の
基
準
と
し
て
、
﹁
日
南
町

世
帯
変
更
届
事
務
取
扱
要
綱
﹂

を
制
定
し
運
用
し
て
い
る
。

②
介
護
保
険
料
、
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
等
の
減
額
を
目
的

に
、
実
態
と
は
違
う
世
帯
分
離

は
認
め
ら
れ
な
い
の
で
、
福
祉

の
現
場
で
は
世
帯
分
離
の
指
導

等
は
行
っ
て
い
な
い
。
例
外
と

し
て
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

等
に
入
所
さ
れ
た
場
合
に
は
、

法
第
13
条
に
規
定
の
あ
る
施
設

入
所
者
の
住
所
地
特
例
が
あ
り
、

施
設
入
所
の
折
に
は
制
度
の
説

明
は
し
て
い
る
。

③
こ
れ
ま
で
町
報
等
を
通
じ
て

お
知
ら
せ
し
て
き
た
。

三上惇二議員 

キャプション

777.3haで米戸別所得補償

放課後子ども教室

平井正之議員 

放
課
後
子
ど
も
教
室
の
充
実
を 

総
合
的
に
検
討
し
、対
処
す
る 

子
育
て
支
援
の（
乳
、幼
、 

小
、中
）の
充
実 

問 問 

通
学
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
の 

設
置
を 

問 問 

ふ
さ
わ
し
い
町
の
使
命 

と
、行
政
の
あ
る
べ
き
姿
、 

職
員
の
使
命 

問 問 

町政のここが聞きたい 

増
原
町
長 

答 答 

内
田
教
育
長 

答 答 

町
長 

答 答 

町
長 

答 答 

町
有
財
産
の
処
分
計
画
は 

現
況
等
を
整
理
し
、売
却
や 

指
定
管
理
等
の
貸
与
を
め
ざ
す 

避
難
勧
告 

問 問 

財
産
処
分 

問 問 

農
業
振
興 

問 問 

世
帯
分
離 

問 問 

増
原
町
長 

答 答 

町
長 

答 答 

町
長 

答 答 

町
長 

答 答 
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キャプション

激甚災害に指定された農地

①
７
月
16
日
の
集
中
豪
雨
に
対

す
る
町
の
対
応
は
、
マ
ニ
ュ
ア

ル
通
り
に
で
き
た
か
。
検
証
す

べ
き
点
は
な
か
っ
た
か
。

②
今
後
の
対
応
を
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。

③
農
地
被
害
、
宅
地
被
害
、
水

稲
被
害
に
対
す
る
農
業
共
済
組

合
の
支
援
、
税
の
減
免
な
ど
の

被
災
者
へ
の
支
援
策
を
ど
う
す

る
の
か
。

①
今
回
大
雨
・
洪
水
警
報
が
発

令
さ
れ
た
16
時
10
分
に
は
既
に

災
害
は
発
生
し
て
お
り
、
16
時

15
分
に
地
域
防
災
計
画
に
沿
っ

て
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
た
。

そ
の
後
、
多
く
の
災
害
が
報
告

さ
れ
、
防
災
無
線
に
よ
る
周
知

を
図
る
と
共
に
、
町
内
全
公
設

消
防
団
に
出
動
を
要
請
し
、
他

地
域
の
応
援
体
制
を
取
れ
た
。

ま
た
、
職
員
現
地
調
査
班
や
消

防
団
、
地
元
自
治
会
長
等
と
災

害
現
場
か
ら
直
接
情
報
を
い
た

だ
き
な
が
ら
対
策
を
検
討
し
、

地
域
住
民
と
共
に
災
害
対
策
に

あ
た
っ
た
こ
と
は
貴
重
な
経
験

で
あ
っ
た
。

避
難
勧
告
指
示
に
つ
い
て
は
、

職
員
現
地
調
査
班
に
よ
る
現
地

確
認
及
び
消
防
団
、
自
治
会
長

な
ど
か
ら
の
情
報
収
集
に
よ
り
、

被
害
状
況
を
逐
次
確
認
し
な
が

ら
自
主
避
難
を
勧
め
、
一
律
に

避
難
勧
告
、
指
示
を
発
令
し
て

い
な
い
。

反
省
す
べ
き
点
は
、
被
害
対
応

に
追
わ
れ
、
大
雨
・
洪
水
警
報

及
び
土
砂
災
害
警
戒
警
報
が
発

令
さ
れ
た
時
点
で
の
防
災
無
線

等
で
の
情
報
提
供
が
遅
く
な
っ

た
こ
と
や
土
砂
災
害
警
戒
警
報

に
つ
い
て
未
周
知
で
あ
っ
た
こ

と
は
改
善
し
た
い
。

鳥
取
県
及
び
関
連
機
関
と
日
南

町
、
日
野
町
に
よ
る
﹁
７
月
16

日
豪
雨
に
関
す
る
検
証
会
議
﹂

が
開
催
さ
れ
、
鳥
取
県
か
ら
は

住
民
に
対
す
る
警
報
・
警
戒
情

報
の
伝
達
、
明
確
な
避
難
基
準
、

避
難
の
あ
り
方
、
災
害
に
関
す

る
知
識
の
住
民
周
知
な
ど
の
必

要
性
が
指
摘
さ
れ
た
。
今
後
避

難
基
準
及
び
方
法
に
つ
い
て
は
、

一
律
の
基
準
で
は
な
く
被
災
地

域
の
現
状
を
把
握
し
な
が
ら
き

め
細
や
か
で
安
全
な
避
難
の
あ

り
方
を
各
地
域
と
も
協
議
し
な

が
ら
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

②
地
域
で
の
水
防
訓
練
、
10
月

２
日
の
日
南
町
総
合
防
災
訓
練
、

土
の
う
等
の
配
置
や
災
害
物
品

の
備
蓄
、
こ
れ
ら
の
検
証
を
重

ね
な
が
ら
町
防
災
会
議
の
開
催

な
ど
災
害
対
策
の
質
の
向
上
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

③
被
災
者
の
方
々
の
負
担
を
少

な
く
で
き
る
よ
う
、
県
を
通
じ

国
へ
激
甚
災
害(

農
地
等
の
災

害
復
旧
事
業
等
に
係
る
補
助
の

特
別
措
置)

の
指
定
に
つ
い
て

要
望
し
て
き
た
が
、
８
月
25
日

付
で
指
定
さ
れ
た
の
で
、
国
の

災
害
復
旧
事
業
で
採
択
さ
れ
た

も
の
に
つ
い
て
は
、
自
己
負
担

も
か
な
り
軽
減
さ
れ
る
。

こ
の
度
の
災
害
復
旧
事
業
に
お

い
て
も
、
最
低
、
農
地
で
90
％

程
度
以
上
、
施
設
で
95
％
程
度

以
上
の
補
助
率
が
見
込
ま
れ
る

が
、
最
終
的
な
補
助
率
が
確
定

す
る
の
は
、
来
年
１
月
頃
と
な

る
見
込
み
で
あ
る
。

宅
地
被
害
の
復
旧
支
援
は
、
﹁
鳥

取
県
単
県
斜
面
崩
壊
復
旧
事
業
﹂

を
活
用
し
、
地
元
負
担
金
︵
自

己
負
担
︶
の
上
限
を
１
戸
当
た

り
40
万
円
と
し
て
い
る
。

宅
地
等
ま
た
小
規
模
な
災
害
復

旧
は
、
﹁
町
単
独
災
害
復
旧
事

業
﹂
を
活
用
し
、
本
年
度
末
ま

で
受
け
付
け
て
い
る
。

水
稲
被
害
な
ど
の
支
援
は
、
伯

耆
農
業
共
済
組
合
と
連
携
し
、

約
８
ha
の
被
害
水
田
の
把
握
や

被
害
状
況
の
情
報
交
換
を
行
い
、

申
告
さ
れ
た
被
害
農
家
の
皆
さ

ん
に
は
、
被
害
程
度
に
よ
っ
て

共
済
金
が
支
払
わ
れ
る
。

税
の
減
免
に
つ
い
て
は
、
減
免

申
請
を
し
て
い
た
だ
き
、
審
査

の
う
え
軽
減
或
い
は
減
免
を
行

う
こ
と
に
な
る
。

旧
小
学
校
の
﹁
ま
な
び
宿
﹂
の

利
活
用
に
つ
い
て
地
元
と
の
協

議
の
状
況
お
よ
び
利
活
用
の
た

め
の
公
募
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。

教
育
委
員
会
所
管
の
﹁
ま
な
び

宿
﹂
は
、
旧
石
見
東
、
石
見
西
、

日
野
上
の
３
校
で
、
地
元
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
や
関
係
自
治
会

等
で
活
用
策
に
つ
い
て
協
議
を

し
て
い
た
だ
き
、
石
見
東
、
石

見
西
は
地
元
と
し
て
は
活
用
予

定
が
な
い
と
の
回
答
が
あ
り
、

日
野
上
は
、
地
元
か
ら
一
部
の

教
室
を
活
用
し
た
い
旨
、
要
望

が
出
て
お
り
、
敷
地
の
売
買
と

あ
わ
せ
て
進
め
る
。

町
の
方
針
決
定
後
に
公
募
の
方

式
を
と
る
物
件
に
つ
い
て
は
手

続
き
を
進
め
る
が
、
現
地
を
再

精
査
し
て
結
論
を
出
す
。

①
本
町
の
防
災
行
政
を
進
め
る

た
め
の
指
針
は
。

②
町
と
し
て
の
異
常
気
象
時
や
地

震
時
の
防
災
対
応
判
断
基
準
は
。

③
防
災
へ
の
対
応
を
具
体
的
に

ど
う
進
め
て
い
る
の
か
。

①
﹁
日
南
町
地
域
防
災
計
画
﹂

を
位
置
づ
け
、
風
水
害
対
策
及

び
震
災
対
策
に
対
応
し
た
計
画

と
な
っ
て
い
る
。

②
﹁
地
域
防
災
計
画
﹂
で
気
象

警
報
、
地
震
情
報
に
対
応
し
た

対
応
計
画
を
策
定
。
災
害
時
の

組
織
、
配
備
、
情
報
収
集
・
伝

達
、
避
難
な
ど
の
基
準
及
び
対

応
方
法
を
定
め
て
い
る
。

③
﹁
地
域
防
災
計
画
﹂
を
見
直

し
な
が
ら
、
現
状
に
即
し
た
計

画
に
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

る
。
土
砂
災
害
に
つ
い
て
は
、

平
成
21
年
度
か
ら
各
地
域
ご
と

の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
作

業
を
進
め
、
本
年
５
月
の
自
治

会
長
会
議
に
お
い
て
案
を
示
し
、

地
域
で
の
検
討
を
お
願
い
し
て

い
る
。
本
年
度
に
全
戸
配
布
、

土
砂
災
害
に
対
す
る
地
域
の
対

応
を
共
通
認
識
さ
せ
て
い
た
だ

く
予
定
。
多
里
地
域
全
体
、
福

塚
自
治
会
に
つ
い
て
は
全
戸
配

布
を
終
っ
て
い
る
。

①
町
長
と
し
て
、
特
に
学
力
向

上
に
取
り
組
む
と
の
こ
と
で
あ

る
が
、
具
体
的
に
何
を
問
題
と

し
て
ど
の
様
に
取
り
組
む
つ
も

り
か
。

②
教
育
長
に
就
任
さ
れ
て
、
日

南
町
の
学
校
教
育
の
現
状
を
ど

の
様
に
感
じ
ら
れ
、
何
を
改
革

改
善
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と

感
じ
ら
れ
て
い
る
の
か
。

③
町
長
の
学
力
向
上
に
取
り
組

む
と
の
意
向
に
対
し
、
具
体
的

に
ど
の
様
に
取
り
組
み
つ
つ
あ

る
の
か
。

④
本
年
度
の
全
国
学
力
調
査
の

結
果
を
ど
の
様
に
評
価
し
、
問

題
点
と
そ
の
改
善
対
策
を
示
さ

れ
た
い
。

⑤
学
校
に
お
け
る
防
災
対
策
と

児
童
生
徒
の
避
難
誘
導
対
応
策

は
ど
の
様
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

①
学
力
向
上
対
策
検
討
や
全
国

学
力
学
習
調
査
が
実
施
さ
れ
、

そ
の
結
果
な
ど
を
踏
ま
え
、
学

校
で
の
学
力
向
上
、
家
庭
学
習

の
工
夫
な
ど
の
具
体
的
な
対
策

を
教
育
委
員
会
を
中
心
に
取
り

組
む
。

②
〜
③

重
点
的
に
学
力
向
上
に
取
り
組

む
。
知
徳
体
の
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
﹁
生
き
る
力
﹂
を
育
む
こ

と
が
、
小
中
一
貫
教
育
を
進
め

る
当
町
学
校
教
育
の
大
き
な
方

向
で
あ
る
と
認
識
、
基
礎
的
学

力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
大
き

な
目
標
と
し
て
い
る
。

④
小
・
中
学
校
の
国
語
の
正
答

率
は
全
国
平
均
を
上
回
り
、
中

学
校
の
数
学
の
正
答
率
は
全
国

平
均
と
ほ
ぼ
同
じ
、
小
学
校
の

算
数
は
、
全
国
平
均
を
下
回
っ

た
。
さ
ら
に
算
数
・
数
学
の
底

上
げ
を
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

学
習
習
慣
・
生
活
習
慣
・
学
習

意
欲
に
現
れ
る
課
題
、
自
信
の

欠
如
・
不
安
と
い
っ
た
課
題
が

あ
る
。
家
庭
学
習
の
手
引
き
を

作
成
し
た
り
、
基
本
的
生
活
習

慣
の
定
着
活
動
を
行
っ
た
り
し

な
が
ら
家
庭
学
習
や
生
活
習
慣

の
啓
発
に
努
め
た
い
。
ま
た
教

職
員
の
授
業
力
向
上
研
修
も
行

う
。

夏
季
休
業
中
に
﹁
サ
マ
ー
ス
ク

ー
ル
﹂
を
実
施
し
た
が
、
﹁
今

ま
で
わ
か
ら
な
か
っ
た
と
こ
ろ

が
理
解
で
き
た
﹂
と
の
感
想
が

多
く
、
ま
ず
は
補
習
機
能
の
充

実
に
よ
り
全
体
の
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
を
精
力
的
に
進
め
る
こ
と
が

必
要
と
考
え
て
い
る
。

⑤
毎
年
、
防
災
計
画
・
危
機
管

理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
定
め
年
３
回
、

防
災
教
育
、
総
合
訓
練
、
避
難

訓
練
を
合
同
で
行
っ
て
い
る
。

暴
風
雨
等
警
報
発
生
に
合
わ
せ

気
象
情
報
を
収
集
し
対
応
に
つ

い
て
協
議
決
定
し
、
道
路
状
況

を
下
校
前
に
把
握
し
、
安
全
確

保
の
下
校
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

町
内
の
貴
重
な
歴
史
的
、
文
化

的
資
料
の
収
蔵
・
保
管
の
現
状

を
ど
の
様
に
把
握
し
、
改
善
し

よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

町
内
の
文
化
財
は
、
国
指
定
が

４
件
、
県
指
定
が
７
件
、
町
指

定
が
５
件
あ
り
、
所
有
者
等
と

連
携
を
図
り
保
存
に
努
め
て
い

る
。
矢
戸
の
郷
土
資
料
館
に
は
、

貴
重
な
資
料
が
約
４
０
０
点
保

存
さ
れ
て
お
り
、
近
代
の
農
具
、

生
活
用
品
な
ど
の
民
俗
資
料
が

殆
ど
を
占
め
て
い
る
。

今
後
、
資
料
の
整
理
・
分
析
を

行
い
、
郷
土
資
料
館
と
し
て
機

能
を
発
揮
で
き
る
施
設
を
決
定

し
て
い
き
た
い
。

キャプション

総合防災訓練

小竹  等議員 

集
中
豪
雨
災
害
へ
の
対
応
を
検
証
し
て 

　
　
　
今
後
に
生
か
す
べ
き 

災
害
に
対
す
る
知
識
の
住
民
周
知
と 

　
　
　
迅
速
な
情
報
提
供
に
努
め
る 

 

防
災
対
策 

問 問 

財
産
管
理 

問 問 

町政のここが聞きたい 

増
原
町
長 

答 答 

内
田
教
育
長 

答 答 

町政のここが聞きたい 

防
災
行
政 

問 問 

学
校
教
育 

問 問 

町
内
の
文
化
財
の
管
理 

問 問 

増
原
町
長 

答 答 

町
長 

答 答 

教
育
長 

答 答 

内
田
教
育
長 

答 答 

古都久志議員 

防
災
行
政
を
進
め
る
た
め
の 

　
　
　
　
　
　
指
針
は 

地
域
防
災
計
画
で
対
応 

　
　
　
　
　
　
し
て
い
る 
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キャプション

激甚災害に指定された農地

①
７
月
16
日
の
集
中
豪
雨
に
対

す
る
町
の
対
応
は
、
マ
ニ
ュ
ア

ル
通
り
に
で
き
た
か
。
検
証
す

べ
き
点
は
な
か
っ
た
か
。

②
今
後
の
対
応
を
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。

③
農
地
被
害
、
宅
地
被
害
、
水

稲
被
害
に
対
す
る
農
業
共
済
組

合
の
支
援
、
税
の
減
免
な
ど
の

被
災
者
へ
の
支
援
策
を
ど
う
す

る
の
か
。

①
今
回
大
雨
・
洪
水
警
報
が
発

令
さ
れ
た
16
時
10
分
に
は
既
に

災
害
は
発
生
し
て
お
り
、
16
時

15
分
に
地
域
防
災
計
画
に
沿
っ

て
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
た
。

そ
の
後
、
多
く
の
災
害
が
報
告

さ
れ
、
防
災
無
線
に
よ
る
周
知

を
図
る
と
共
に
、
町
内
全
公
設

消
防
団
に
出
動
を
要
請
し
、
他

地
域
の
応
援
体
制
を
取
れ
た
。

ま
た
、
職
員
現
地
調
査
班
や
消

防
団
、
地
元
自
治
会
長
等
と
災

害
現
場
か
ら
直
接
情
報
を
い
た

だ
き
な
が
ら
対
策
を
検
討
し
、

地
域
住
民
と
共
に
災
害
対
策
に

あ
た
っ
た
こ
と
は
貴
重
な
経
験

で
あ
っ
た
。

避
難
勧
告
指
示
に
つ
い
て
は
、

職
員
現
地
調
査
班
に
よ
る
現
地

確
認
及
び
消
防
団
、
自
治
会
長

な
ど
か
ら
の
情
報
収
集
に
よ
り
、

被
害
状
況
を
逐
次
確
認
し
な
が

ら
自
主
避
難
を
勧
め
、
一
律
に

避
難
勧
告
、
指
示
を
発
令
し
て

い
な
い
。

反
省
す
べ
き
点
は
、
被
害
対
応

に
追
わ
れ
、
大
雨
・
洪
水
警
報

及
び
土
砂
災
害
警
戒
警
報
が
発

令
さ
れ
た
時
点
で
の
防
災
無
線

等
で
の
情
報
提
供
が
遅
く
な
っ

た
こ
と
や
土
砂
災
害
警
戒
警
報

に
つ
い
て
未
周
知
で
あ
っ
た
こ

と
は
改
善
し
た
い
。

鳥
取
県
及
び
関
連
機
関
と
日
南

町
、
日
野
町
に
よ
る
﹁
７
月
16

日
豪
雨
に
関
す
る
検
証
会
議
﹂

が
開
催
さ
れ
、
鳥
取
県
か
ら
は

住
民
に
対
す
る
警
報
・
警
戒
情

報
の
伝
達
、
明
確
な
避
難
基
準
、

避
難
の
あ
り
方
、
災
害
に
関
す

る
知
識
の
住
民
周
知
な
ど
の
必

要
性
が
指
摘
さ
れ
た
。
今
後
避

難
基
準
及
び
方
法
に
つ
い
て
は
、

一
律
の
基
準
で
は
な
く
被
災
地

域
の
現
状
を
把
握
し
な
が
ら
き

め
細
や
か
で
安
全
な
避
難
の
あ

り
方
を
各
地
域
と
も
協
議
し
な

が
ら
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

②
地
域
で
の
水
防
訓
練
、
10
月

２
日
の
日
南
町
総
合
防
災
訓
練
、

土
の
う
等
の
配
置
や
災
害
物
品

の
備
蓄
、
こ
れ
ら
の
検
証
を
重

ね
な
が
ら
町
防
災
会
議
の
開
催

な
ど
災
害
対
策
の
質
の
向
上
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

③
被
災
者
の
方
々
の
負
担
を
少

な
く
で
き
る
よ
う
、
県
を
通
じ

国
へ
激
甚
災
害(

農
地
等
の
災

害
復
旧
事
業
等
に
係
る
補
助
の

特
別
措
置)

の
指
定
に
つ
い
て

要
望
し
て
き
た
が
、
８
月
25
日

付
で
指
定
さ
れ
た
の
で
、
国
の

災
害
復
旧
事
業
で
採
択
さ
れ
た

も
の
に
つ
い
て
は
、
自
己
負
担

も
か
な
り
軽
減
さ
れ
る
。

こ
の
度
の
災
害
復
旧
事
業
に
お

い
て
も
、
最
低
、
農
地
で
90
％

程
度
以
上
、
施
設
で
95
％
程
度

以
上
の
補
助
率
が
見
込
ま
れ
る

が
、
最
終
的
な
補
助
率
が
確
定

す
る
の
は
、
来
年
１
月
頃
と
な

る
見
込
み
で
あ
る
。

宅
地
被
害
の
復
旧
支
援
は
、
﹁
鳥

取
県
単
県
斜
面
崩
壊
復
旧
事
業
﹂

を
活
用
し
、
地
元
負
担
金
︵
自

己
負
担
︶
の
上
限
を
１
戸
当
た

り
40
万
円
と
し
て
い
る
。

宅
地
等
ま
た
小
規
模
な
災
害
復

旧
は
、
﹁
町
単
独
災
害
復
旧
事

業
﹂
を
活
用
し
、
本
年
度
末
ま

で
受
け
付
け
て
い
る
。

水
稲
被
害
な
ど
の
支
援
は
、
伯

耆
農
業
共
済
組
合
と
連
携
し
、

約
８
ha
の
被
害
水
田
の
把
握
や

被
害
状
況
の
情
報
交
換
を
行
い
、

申
告
さ
れ
た
被
害
農
家
の
皆
さ

ん
に
は
、
被
害
程
度
に
よ
っ
て

共
済
金
が
支
払
わ
れ
る
。

税
の
減
免
に
つ
い
て
は
、
減
免

申
請
を
し
て
い
た
だ
き
、
審
査

の
う
え
軽
減
或
い
は
減
免
を
行

う
こ
と
に
な
る
。

旧
小
学
校
の
﹁
ま
な
び
宿
﹂
の

利
活
用
に
つ
い
て
地
元
と
の
協

議
の
状
況
お
よ
び
利
活
用
の
た

め
の
公
募
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。

教
育
委
員
会
所
管
の
﹁
ま
な
び

宿
﹂
は
、
旧
石
見
東
、
石
見
西
、

日
野
上
の
３
校
で
、
地
元
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
や
関
係
自
治
会

等
で
活
用
策
に
つ
い
て
協
議
を

し
て
い
た
だ
き
、
石
見
東
、
石

見
西
は
地
元
と
し
て
は
活
用
予

定
が
な
い
と
の
回
答
が
あ
り
、

日
野
上
は
、
地
元
か
ら
一
部
の

教
室
を
活
用
し
た
い
旨
、
要
望

が
出
て
お
り
、
敷
地
の
売
買
と

あ
わ
せ
て
進
め
る
。

町
の
方
針
決
定
後
に
公
募
の
方

式
を
と
る
物
件
に
つ
い
て
は
手

続
き
を
進
め
る
が
、
現
地
を
再

精
査
し
て
結
論
を
出
す
。

①
本
町
の
防
災
行
政
を
進
め
る

た
め
の
指
針
は
。

②
町
と
し
て
の
異
常
気
象
時
や
地

震
時
の
防
災
対
応
判
断
基
準
は
。

③
防
災
へ
の
対
応
を
具
体
的
に

ど
う
進
め
て
い
る
の
か
。

①
﹁
日
南
町
地
域
防
災
計
画
﹂

を
位
置
づ
け
、
風
水
害
対
策
及

び
震
災
対
策
に
対
応
し
た
計
画

と
な
っ
て
い
る
。

②
﹁
地
域
防
災
計
画
﹂
で
気
象

警
報
、
地
震
情
報
に
対
応
し
た

対
応
計
画
を
策
定
。
災
害
時
の

組
織
、
配
備
、
情
報
収
集
・
伝

達
、
避
難
な
ど
の
基
準
及
び
対

応
方
法
を
定
め
て
い
る
。

③
﹁
地
域
防
災
計
画
﹂
を
見
直

し
な
が
ら
、
現
状
に
即
し
た
計

画
に
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

る
。
土
砂
災
害
に
つ
い
て
は
、

平
成
21
年
度
か
ら
各
地
域
ご
と

の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
作

業
を
進
め
、
本
年
５
月
の
自
治

会
長
会
議
に
お
い
て
案
を
示
し
、

地
域
で
の
検
討
を
お
願
い
し
て

い
る
。
本
年
度
に
全
戸
配
布
、

土
砂
災
害
に
対
す
る
地
域
の
対

応
を
共
通
認
識
さ
せ
て
い
た
だ

く
予
定
。
多
里
地
域
全
体
、
福

塚
自
治
会
に
つ
い
て
は
全
戸
配

布
を
終
っ
て
い
る
。

①
町
長
と
し
て
、
特
に
学
力
向

上
に
取
り
組
む
と
の
こ
と
で
あ

る
が
、
具
体
的
に
何
を
問
題
と

し
て
ど
の
様
に
取
り
組
む
つ
も

り
か
。

②
教
育
長
に
就
任
さ
れ
て
、
日

南
町
の
学
校
教
育
の
現
状
を
ど

の
様
に
感
じ
ら
れ
、
何
を
改
革

改
善
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と

感
じ
ら
れ
て
い
る
の
か
。

③
町
長
の
学
力
向
上
に
取
り
組

む
と
の
意
向
に
対
し
、
具
体
的

に
ど
の
様
に
取
り
組
み
つ
つ
あ

る
の
か
。

④
本
年
度
の
全
国
学
力
調
査
の

結
果
を
ど
の
様
に
評
価
し
、
問

題
点
と
そ
の
改
善
対
策
を
示
さ

れ
た
い
。

⑤
学
校
に
お
け
る
防
災
対
策
と

児
童
生
徒
の
避
難
誘
導
対
応
策

は
ど
の
様
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

①
学
力
向
上
対
策
検
討
や
全
国

学
力
学
習
調
査
が
実
施
さ
れ
、

そ
の
結
果
な
ど
を
踏
ま
え
、
学

校
で
の
学
力
向
上
、
家
庭
学
習

の
工
夫
な
ど
の
具
体
的
な
対
策

を
教
育
委
員
会
を
中
心
に
取
り

組
む
。

②
〜
③

重
点
的
に
学
力
向
上
に
取
り
組

む
。
知
徳
体
の
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
﹁
生
き
る
力
﹂
を
育
む
こ

と
が
、
小
中
一
貫
教
育
を
進
め

る
当
町
学
校
教
育
の
大
き
な
方

向
で
あ
る
と
認
識
、
基
礎
的
学

力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
大
き

な
目
標
と
し
て
い
る
。

④
小
・
中
学
校
の
国
語
の
正
答

率
は
全
国
平
均
を
上
回
り
、
中

学
校
の
数
学
の
正
答
率
は
全
国

平
均
と
ほ
ぼ
同
じ
、
小
学
校
の

算
数
は
、
全
国
平
均
を
下
回
っ

た
。
さ
ら
に
算
数
・
数
学
の
底

上
げ
を
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

学
習
習
慣
・
生
活
習
慣
・
学
習

意
欲
に
現
れ
る
課
題
、
自
信
の

欠
如
・
不
安
と
い
っ
た
課
題
が

あ
る
。
家
庭
学
習
の
手
引
き
を

作
成
し
た
り
、
基
本
的
生
活
習

慣
の
定
着
活
動
を
行
っ
た
り
し

な
が
ら
家
庭
学
習
や
生
活
習
慣

の
啓
発
に
努
め
た
い
。
ま
た
教

職
員
の
授
業
力
向
上
研
修
も
行

う
。

夏
季
休
業
中
に
﹁
サ
マ
ー
ス
ク

ー
ル
﹂
を
実
施
し
た
が
、
﹁
今

ま
で
わ
か
ら
な
か
っ
た
と
こ
ろ

が
理
解
で
き
た
﹂
と
の
感
想
が

多
く
、
ま
ず
は
補
習
機
能
の
充

実
に
よ
り
全
体
の
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
を
精
力
的
に
進
め
る
こ
と
が

必
要
と
考
え
て
い
る
。

⑤
毎
年
、
防
災
計
画
・
危
機
管

理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
定
め
年
３
回
、

防
災
教
育
、
総
合
訓
練
、
避
難

訓
練
を
合
同
で
行
っ
て
い
る
。

暴
風
雨
等
警
報
発
生
に
合
わ
せ

気
象
情
報
を
収
集
し
対
応
に
つ

い
て
協
議
決
定
し
、
道
路
状
況

を
下
校
前
に
把
握
し
、
安
全
確

保
の
下
校
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

町
内
の
貴
重
な
歴
史
的
、
文
化

的
資
料
の
収
蔵
・
保
管
の
現
状

を
ど
の
様
に
把
握
し
、
改
善
し

よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

町
内
の
文
化
財
は
、
国
指
定
が

４
件
、
県
指
定
が
７
件
、
町
指

定
が
５
件
あ
り
、
所
有
者
等
と

連
携
を
図
り
保
存
に
努
め
て
い

る
。
矢
戸
の
郷
土
資
料
館
に
は
、

貴
重
な
資
料
が
約
４
０
０
点
保

存
さ
れ
て
お
り
、
近
代
の
農
具
、

生
活
用
品
な
ど
の
民
俗
資
料
が

殆
ど
を
占
め
て
い
る
。

今
後
、
資
料
の
整
理
・
分
析
を

行
い
、
郷
土
資
料
館
と
し
て
機

能
を
発
揮
で
き
る
施
設
を
決
定

し
て
い
き
た
い
。
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報
提
供
に
努
め
る 

 

防
災
対
策 

問 問 

財
産
管
理 

問 問 

町政のここが聞きたい 

増
原
町
長 

答 答 

内
田
教
育
長 

答 答 

町政のここが聞きたい 

防
災
行
政 

問 問 

学
校
教
育 

問 問 

町
内
の
文
化
財
の
管
理 

問 問 

増
原
町
長 

答 答 

町
長 

答 答 

教
育
長 

答 答 

内
田
教
育
長 

答 答 

古都久志議員 

防
災
行
政
を
進
め
る
た
め
の 

　
　
　
　
　
　
指
針
は 

地
域
防
災
計
画
で
対
応 

　
　
　
　
　
　
し
て
い
る 
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キャプション

平井知事に要望　

広報委員研修

　　
︵
8
月
︶

３
日

正
副
議
長
・
局
長
研
修



会

９
日

西
部
議
長
会
連
絡
会

10
日

臨
時
議
会

 

〃

全
員
協
議
会

11
日

日
野
地
区
幹
線
道
路
整



備
促
進
協
議
会
総
会

15
日

成
人
式

23
日

三
町
衛
生
施
設
組
合
議



会
定
例
会
　

24
日

西
部
広
域
議
会
臨
時
会

27
日

あ
か
ね
の
郷
施
食
法
要

30
日

松
江
伯
太
新
見
間
国
道



昇
格
期
成
同
盟
会
総
会

31
日

町
村
議
会
常
任
・
議
会



運
営
委
員
長
研
修
会

　
︵
9
月
︶

１
日

西
部
町
村
議
会
議
員
研



修
会

２
日

道
路
整
備
促
進
合
同
要



望
会

５
日

日
南
中
学
校
運
動
会

７
日

議
会
運
営
委
員
会

９
日

鳥
取
大
学
視
察

14
日

定
例
会
本
会
議

15
日
　
　
　
〃

16
日

定
例
会
本
会
議



常
任
委
員
会

17
日
新
な
め
祭
抜
穂
式

21
日
常
任
委
員
会

22
日

　
　
〃

24
日

決
算
審
査
特
別
委
員
会

27
日

　
　
〃

28
日

　
　
〃

30
日

定
例
会
本
会
議



〃

広
報
調
査
特
別
委
員
会

　
︵
10
月
︶

４
日

西
部
議
長
会
連
絡
会

６
日

総
務
教
育
常
任
委
員
会

12
日

広
報
調
査
特
別
委
員
会

13
日

広
報
委
員
研
修
会



14
日

後
期
高
齢
者
広
域
連
合



議
会
運
営
委
員
会

15
日

広
報
調
査
特
別
委
員
会



〃

戦
没
者
追
悼
式

20
日

広
報
調
査
特
別
委
員
会

１
、
調
査
先
　
岐
阜
県
高
山
市

２
、
調
査
期
日

　
　
平
成
22
年
６
月
15
日
〜

　
　
６
月
17
日
ま
で
の
３
日
間

３
、
調
査
の
概
要

　
岐
阜
県
高
山
市
は
平
成
17
年

近
隣
の
９
町
村
を
吸
収
合
併
し
、

面
積
は
東
京
都
に
匹
敵
す
る
日

本
一
広
大
な
市
と
し
て
５
年
が

経
過
し
た
。
合
併
後
、
特
に
旧

郡
部
で
は
交
通
の
便
が
良
い
郊

外
へ
人
が
流
れ
過
疎
化
が
急
速

に
進
ん
で
い
る
。
中
で
も
高
根

地
区
は
著
し
く
、
高
齢
化
率
も

48
％
近
く
に
達
し
、
65
歳
以
上

の
人
口
が
５
割
以
上
を
占
め
る

集
落
11
集
落
の
う
ち
８
集
落
を

数
え
て
い
る
。
そ
う
し
た
中
、

高
齢
者
の
冬
の
暮
ら
し
と
安
全

を
守
る
た
め
、
廃
校
と
な
っ
た

旧
教
員
住
宅
を
利
用
し
て
高
齢

者
共
同
住
宅
﹁
冬
季
高
齢
者
フ

ァ
ミ
リ
ー
ホ
ー
ム
の
く
と
い
館
﹂

を
高
山
市
の
社
会
福
祉
協
議
会

が
開
設
し
運
営
し
て
い
る
。

平
成
20
年
に
11
人
、
平
成
21
年

に
は
15
人
が
共
同
生
活
を
送
っ

た
。
利
用
料
金
は
一
日
２
食
︵
昼

食
は
自
炊
︶
で
月
１
万
２
千
円

に
設
定
さ
れ
て
い
る
。

４
、
考
　
察



冬
季
間
と
い
え
ど
も
、
自
分

の
家
を
留
守
に
す
る
こ
と
に
強

い
抵
抗
を
感
じ
る
高
齢
者
が
多

く
い
る
中
、
点
在
し
て
居
住
し

て
い
た
高
齢
者
の
集
団
生
活
を

通
じ
世
代
間
、
地
域
間
交
流
の

促
進
、
地
域
プ
ラ
イ
ド
の
再
生

を
目
指
し
熱
心
に
活
動
す
る
高

山
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
職
員
、

家
族
、
近
隣
住
民
の
努
力
は
評

価
す
る
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
。

も
と
よ
り
目
的
の
異
な
る
施
設

の
再
利
用
で
あ
る
た
め
快
適
な

居
住
空
間
を
形
成
し
て
い
る
と

は
言
え
な
い
が
入
居
者
は
も
ち

ろ
ん
、
そ
の
家
族
も
安
心
し
て

冬
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
た
と

感
謝
の
気
持
ち
を
表
し
て
お
り
、

事
業
へ
の
期
待
が
大
き
い
。
今

後
の
課
題
は
い
か
に
事
業
の
継

続
を
図
り
、
安
定
的
な
運
営
が

図
ら
れ
る
か
問
わ
れ
て
い
る
。

行
政
調
査
報
告 

高山市

富山県

石川県

福井県

長野県

キ
ロ

①
米
戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル
事

業
と
水
田
利
活
用
自
給
力
向
上

事
業
の
申
請
件
数
お
よ
び
面
積

は
ど
う
な
つ
て
い
る
か
。

②
中
山
間
地
等
直
接
支
払
い
制

度
の
申
請
状
況
に
つ
い
て
は
。

③
新
米
価
格
の
概
算
金
は
、
コ

シ
ヒ
カ
リ
30
　
が
５
、
２
５
０

円
と
前
年
よ
り
１
、
０
０
０
円

も
下
落
し
過
去
最
低
と
な
っ
て

い
る
。
米
価
暴
落
対
策
を
政
府

に
要
請
す
べ
き
で
は
。

④
鳥
取
県
単
独
事
業
の
間
伐
材

搬
出
補
助
金
制
度
の
継
続
を
求

め
る
働
き
か
け
が
必
要
で
は
。

①
②
は
、
三
上
議
員
へ
の
答
弁

と
同
じ
。

③
現
在
、
国
会
で
議
論
が
深
め

ら
れ
て
い
る
の
で
、
動
向
を
待

ち
た
い
。

④
有
効
な
事
業
で
あ
り
継
続
を

強
く
要
望
し
て
い
く
。

小
学
生
の
児
童
を
対
象
と
し
た

放
課
後
子
ど
も
教
室
を
、
夏
休

み
や
冬
休
み
、
春
休
み
な
ど
の

長
期
休
業
中
に
も
開
催
し
て
は

ど
う
か
。

平
成
23
年
度
か
ら
は
、
文
科
省

で
は
放
課
後
子
ど
も
教
室
を
、

学
校
支
援
本
部
事
業
の
一
環
と

し
て
検
討
中
。
よ
っ
て
学
校
教

育
の
中
で
実
施
す
る
こ
と
に
な

る
の
で
、
放
課
後
子
ど
も
教
室

を
長
期
休
暇
中
に
行
う
こ
と
は

難
し
い
。
行
政
全
般
で
長
期
休

暇
中
の
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く

り
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
、

今
後
は
、
福
祉
部
門
、
教
育
部

門
、
社
会
教
育
部
門
で
総
合
的

に
検
討
し
、
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
等
も
検
討
し
施
策
と
し

て
構
築
し
て
い
く
。

①
国
・
県
の
財
源
の
特
別
措
置

の
内
容
と
、
被
災
者
の
自
己
負

担
は
ど
う
な
る
の
か
。

②
復
旧
の
見
通
し
は
ど
う
か
。

③
国
保
税
お
よ
び
固
定
資
産
税

を
申
請
減
免
す
べ
き
で
は
。

①
③
は
小
竹
議
員
の
答
弁
と
同

じ
。

②
公
共
土
木
災
害
復
旧
事
業
に

つ
い
て
は
、
河
川
８
件
、
道
路

９
件
、
計
17
件
。

耕
地
災
害
復
旧
事
業
に
つ
い
て

は
、
国
の
査
定
が
10
月
中
旬
の

予
定
で
あ
り
、
順
次
復
旧
し
て

い
く
予
定
で
あ
る
。

但
し
、
復
旧
箇
所
数
が
非
常
に

多
く
、
一
部
次
年
度
復
旧
も
予

想
さ
れ
る
が
、
早
期
発
注
・
早

期
復
旧
に
努
め
る
。

鳥
取
県
の
市
町
村
国
保
広
域
化

連
携
会
議
準
備
会
の
意
見
徴
収

に
ど
う
臨
む
の
か
。

広
域
化
に
向
け
未
確
定
な
部
分

も
多
く
、
今
後
示
さ
れ
る
内
容

を
検
討
し
な
が
ら
、
慎
重
に
考

え
た
い
。

①
今
夏
の
猛
暑
で
の
高
齢
者
の

熱
中
症
の
日
南
町
で
の
状
況
は
。

②
高
齢
者
世
帯
に
エ
ア
コ
ン
設

置
の
助
成
制
度
を
設
け
て
は
。

③
﹁
消
え
た
高
齢
者
﹂
問
題
を

ど
う
考
え
る
か
。

①
日
南
病
院
の
受
診
者
の
状
況

は
、
７
月
、
８
月
の
２
ケ
月
間

に
熱
中
症
で
受
診
し
た
人
は
27

名
、
入
院
は
10
数
名
あ
っ
た
が

す
べ
て
軽
度
ま
た
は
中
度
だ
っ

た
。
こ
の
う
ち
65
歳
以
上
が
21

人
で
全
体
の
78
％
。

脱
水
症
を
含
め
る
と
合
計
３
０

９
人
の
受
診
が
あ
っ
た
。

②
扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
を
使
っ

て
温
度
調
整
す
る
こ
と
の
必
要

性
は
承
知
し
て
い
る
。

助
成
は
高
齢
者
福
祉
対
策
の
全

体
の
中
で
考
え
て
い
く
べ
き
で

あ
り
、
慎
重
に
考
え
た
い
。

③
日
南
町
で
は
１
０
０
歳
以
上

の
戸
籍
上
生
存
扱
い
は
１
１
９

人
、
住
民
登
録
上
の
１
０
０
歳

以
上
は
８
人
で
い
づ
れ
も
生
存

が
確
認
で
き
て
い
る
。

本
町
で
は
、
役
場
内
の
横
の
連

携
や
郵
便
局
、
民
生
委
員
、
近
隣

の
住
民
の
協
力
な
ど
、
仕
組
み

と
し
て
し
っ
か
り
出
来
て
い
る

の
で
、
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る

高
齢
者
で
行
方
の
わ
か
ら
な
い

方
が
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
あ

り
得
な
い
。

キャプション

久代安敏議員 

間
伐
材
持
ち
出
し
支
援
の 

　
　
　
　
　
　
継
続
を 

県
に
事
業
の
継
続
を
要
望
す
る 

豪
雨
災
害
の
激
甚
災 

指
定
と
今
後
の
復
旧 

問 問 

国
民
健
康
保
険
制
度
の 

広
域
化 

問 問 

放
課
後
子
ど
も
教
室 

問 問 

農
林
業 

問 問 

高
齢
者
対
策 

問 問 

内
田
教
育
長 

答 答 

増
原
町
長 

答 答 

町
長 

答 答 

町
長 

答 答 

町
長 

答 答 

町政のここが聞きたい 
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全
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進
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日

西
部
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要
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総
会

31
日

町
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会
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運
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長
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︵
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会
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定
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新
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〃
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〃
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日

定
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会
本
会
議
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広
報
調
査
特
別
委
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会

　
︵
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日

西
部
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連
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総
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没
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日
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会
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先
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市
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、
調
査
期
日

　
　
平
成
22
年
６
月
15
日
〜

　
　
６
月
17
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で
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間
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要
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市
は
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年
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９
町
村
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合
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、
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積
は
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京
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に
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る
日

本
一
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市
と
し
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５
年
が

経
過
し
た
。
合
併
後
、
特
に
旧

郡
部
で
は
交
通
の
便
が
良
い
郊

外
へ
人
が
流
れ
過
疎
化
が
急
速

に
進
ん
で
い
る
。
中
で
も
高
根

地
区
は
著
し
く
、
高
齢
化
率
も

48
％
近
く
に
達
し
、
65
歳
以
上

の
人
口
が
５
割
以
上
を
占
め
る

集
落
11
集
落
の
う
ち
８
集
落
を

数
え
て
い
る
。
そ
う
し
た
中
、

高
齢
者
の
冬
の
暮
ら
し
と
安
全

を
守
る
た
め
、
廃
校
と
な
っ
た

旧
教
員
住
宅
を
利
用
し
て
高
齢

者
共
同
住
宅
﹁
冬
季
高
齢
者
フ

ァ
ミ
リ
ー
ホ
ー
ム
の
く
と
い
館
﹂

を
高
山
市
の
社
会
福
祉
協
議
会

が
開
設
し
運
営
し
て
い
る
。

平
成
20
年
に
11
人
、
平
成
21
年

に
は
15
人
が
共
同
生
活
を
送
っ

た
。
利
用
料
金
は
一
日
２
食
︵
昼

食
は
自
炊
︶
で
月
１
万
２
千
円

に
設
定
さ
れ
て
い
る
。

４
、
考
　
察



冬
季
間
と
い
え
ど
も
、
自
分

の
家
を
留
守
に
す
る
こ
と
に
強

い
抵
抗
を
感
じ
る
高
齢
者
が
多

く
い
る
中
、
点
在
し
て
居
住
し

て
い
た
高
齢
者
の
集
団
生
活
を

通
じ
世
代
間
、
地
域
間
交
流
の

促
進
、
地
域
プ
ラ
イ
ド
の
再
生

を
目
指
し
熱
心
に
活
動
す
る
高

山
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
職
員
、

家
族
、
近
隣
住
民
の
努
力
は
評

価
す
る
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
。

も
と
よ
り
目
的
の
異
な
る
施
設

の
再
利
用
で
あ
る
た
め
快
適
な

居
住
空
間
を
形
成
し
て
い
る
と

は
言
え
な
い
が
入
居
者
は
も
ち

ろ
ん
、
そ
の
家
族
も
安
心
し
て

冬
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
た
と

感
謝
の
気
持
ち
を
表
し
て
お
り
、

事
業
へ
の
期
待
が
大
き
い
。
今

後
の
課
題
は
い
か
に
事
業
の
継

続
を
図
り
、
安
定
的
な
運
営
が

図
ら
れ
る
か
問
わ
れ
て
い
る
。

行
政
調
査
報
告 

高山市

富山県

石川県

福井県

長野県

キ
ロ

①
米
戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル
事

業
と
水
田
利
活
用
自
給
力
向
上

事
業
の
申
請
件
数
お
よ
び
面
積

は
ど
う
な
つ
て
い
る
か
。

②
中
山
間
地
等
直
接
支
払
い
制

度
の
申
請
状
況
に
つ
い
て
は
。

③
新
米
価
格
の
概
算
金
は
、
コ

シ
ヒ
カ
リ
30
　
が
５
、
２
５
０

円
と
前
年
よ
り
１
、
０
０
０
円

も
下
落
し
過
去
最
低
と
な
っ
て

い
る
。
米
価
暴
落
対
策
を
政
府

に
要
請
す
べ
き
で
は
。

④
鳥
取
県
単
独
事
業
の
間
伐
材

搬
出
補
助
金
制
度
の
継
続
を
求

め
る
働
き
か
け
が
必
要
で
は
。

①
②
は
、
三
上
議
員
へ
の
答
弁

と
同
じ
。

③
現
在
、
国
会
で
議
論
が
深
め

ら
れ
て
い
る
の
で
、
動
向
を
待

ち
た
い
。

④
有
効
な
事
業
で
あ
り
継
続
を

強
く
要
望
し
て
い
く
。

小
学
生
の
児
童
を
対
象
と
し
た

放
課
後
子
ど
も
教
室
を
、
夏
休

み
や
冬
休
み
、
春
休
み
な
ど
の

長
期
休
業
中
に
も
開
催
し
て
は

ど
う
か
。

平
成
23
年
度
か
ら
は
、
文
科
省

で
は
放
課
後
子
ど
も
教
室
を
、

学
校
支
援
本
部
事
業
の
一
環
と

し
て
検
討
中
。
よ
っ
て
学
校
教

育
の
中
で
実
施
す
る
こ
と
に
な

る
の
で
、
放
課
後
子
ど
も
教
室

を
長
期
休
暇
中
に
行
う
こ
と
は

難
し
い
。
行
政
全
般
で
長
期
休

暇
中
の
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く

り
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
、

今
後
は
、
福
祉
部
門
、
教
育
部

門
、
社
会
教
育
部
門
で
総
合
的

に
検
討
し
、
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
等
も
検
討
し
施
策
と
し

て
構
築
し
て
い
く
。

①
国
・
県
の
財
源
の
特
別
措
置

の
内
容
と
、
被
災
者
の
自
己
負

担
は
ど
う
な
る
の
か
。

②
復
旧
の
見
通
し
は
ど
う
か
。

③
国
保
税
お
よ
び
固
定
資
産
税

を
申
請
減
免
す
べ
き
で
は
。

①
③
は
小
竹
議
員
の
答
弁
と
同

じ
。

②
公
共
土
木
災
害
復
旧
事
業
に

つ
い
て
は
、
河
川
８
件
、
道
路

９
件
、
計
17
件
。

耕
地
災
害
復
旧
事
業
に
つ
い
て

は
、
国
の
査
定
が
10
月
中
旬
の

予
定
で
あ
り
、
順
次
復
旧
し
て

い
く
予
定
で
あ
る
。

但
し
、
復
旧
箇
所
数
が
非
常
に

多
く
、
一
部
次
年
度
復
旧
も
予

想
さ
れ
る
が
、
早
期
発
注
・
早

期
復
旧
に
努
め
る
。

鳥
取
県
の
市
町
村
国
保
広
域
化

連
携
会
議
準
備
会
の
意
見
徴
収

に
ど
う
臨
む
の
か
。

広
域
化
に
向
け
未
確
定
な
部
分

も
多
く
、
今
後
示
さ
れ
る
内
容

を
検
討
し
な
が
ら
、
慎
重
に
考

え
た
い
。

①
今
夏
の
猛
暑
で
の
高
齢
者
の

熱
中
症
の
日
南
町
で
の
状
況
は
。

②
高
齢
者
世
帯
に
エ
ア
コ
ン
設

置
の
助
成
制
度
を
設
け
て
は
。

③
﹁
消
え
た
高
齢
者
﹂
問
題
を

ど
う
考
え
る
か
。

①
日
南
病
院
の
受
診
者
の
状
況

は
、
７
月
、
８
月
の
２
ケ
月
間

に
熱
中
症
で
受
診
し
た
人
は
27

名
、
入
院
は
10
数
名
あ
っ
た
が

す
べ
て
軽
度
ま
た
は
中
度
だ
っ

た
。
こ
の
う
ち
65
歳
以
上
が
21

人
で
全
体
の
78
％
。

脱
水
症
を
含
め
る
と
合
計
３
０

９
人
の
受
診
が
あ
っ
た
。

②
扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
を
使
っ

て
温
度
調
整
す
る
こ
と
の
必
要

性
は
承
知
し
て
い
る
。

助
成
は
高
齢
者
福
祉
対
策
の
全

体
の
中
で
考
え
て
い
く
べ
き
で

あ
り
、
慎
重
に
考
え
た
い
。

③
日
南
町
で
は
１
０
０
歳
以
上

の
戸
籍
上
生
存
扱
い
は
１
１
９

人
、
住
民
登
録
上
の
１
０
０
歳

以
上
は
８
人
で
い
づ
れ
も
生
存

が
確
認
で
き
て
い
る
。

本
町
で
は
、
役
場
内
の
横
の
連

携
や
郵
便
局
、
民
生
委
員
、
近
隣

の
住
民
の
協
力
な
ど
、
仕
組
み

と
し
て
し
っ
か
り
出
来
て
い
る

の
で
、
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る

高
齢
者
で
行
方
の
わ
か
ら
な
い

方
が
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
あ

り
得
な
い
。

キャプション

久代安敏議員 

間
伐
材
持
ち
出
し
支
援
の 

　
　
　
　
　
　
継
続
を 

県
に
事
業
の
継
続
を
要
望
す
る 

豪
雨
災
害
の
激
甚
災 

指
定
と
今
後
の
復
旧 

問 問 

国
民
健
康
保
険
制
度
の 

広
域
化 

問 問 

放
課
後
子
ど
も
教
室 

問 問 

農
林
業 

問 問 

高
齢
者
対
策 

問 問 

内
田
教
育
長 

答 答 

増
原
町
長 

答 答 

町
長 

答 答 

町
長 

答 答 

町
長 

答 答 

町政のここが聞きたい 
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キャプション

あかねの郷増築工事

件　　　　名 提　出　者 本 会 議審　査　意　見

提出のあった陳情を所管の常任委員会で審査し、委員長から審査結果の報告を受けて
９月定例議会の本会議で審議した結果、次のとおり決定しました。

子育て支援施設、地域福祉活
動支援施設、社会福祉協議会
事務所を統合した施設の建設
を求める陳情

社会福祉法人
日南町社会福祉協議会
会長　丸山　喜弘

地域福祉の中核を担う社会福祉協議会の
事務所及び地域福祉活動支援施設の独立
した活動拠点は必要であるが、子育て支
援施設との統合については、子育て支援
策全体の中で十分検討する必要がある。

趣旨採択
（全員賛成）

日南小学校の放課後子ども教
室を土曜日・夏休みなどの長
期休業日にも開催することを
求める陳情

放課後子ども教室を
充実させる会
会長　足立　知美

長期休業日に子どもの安全な居場所として、
放課後子ども教室の開催を求める願意は理解
できる。ただし、土曜日については子どもの
健全な成長のために、家庭や地域で過ごす時
間として大切にすべきである。

採　択
（全員賛成）

備蓄米買い入れと米価の回復
・安定を求める陳情

農民運動鳥取県連合会�
代表者　東田　久

極端な米価の下落は農家の生産意欲を失
わせ、山間地域農業の崩壊を招くおそれ
がある。

採　択
賛成10
反対１

陳情の審査結果 陳情の審査結果 

意見書を提出 意見書を提出 
９月議会では、次の意見書を提出することを決めました。

　森林は木材の生産はもとより、災害の防止、良質な

水を安定的に供給するための水源涵養、二酸化炭素の

吸収による地球温暖化防止などといった多面的かつ公

益的な機能を果たしています。

　しかし、近年の国産材価格の低迷により採算性が悪

化するなかで、林業従事者の減少と高齢化により森林

整備が進まず、森林の機能が十分発揮できない状況と

なっています。

　このため鳥取県では、平成１４年度から間伐促進と

間伐材の有効活用を図るために「間伐材持ち出し支援

事業」を実施されましたが、間伐面積が順調に推移し

ていることにみられるように、森林環境保全と地域経

済の活性化に大きな成果を挙げてきました。

　しかし、「間伐材持ち出し支援事業」は、平成２３

年度以降の実施が未定でありますが、当事業を継続実

施することが、林業の活性化を促し、山村地域の振興

と森林の持つ多面的な機能の維持に繋がるものと考え

ます。

　つきましては、今年度で終了予定の「間伐材持ち出

し支援事業」を来年度以降も継続して実施されるよう

求めます。

間伐材持ち出し支援事業の継続を 
求める意見書（鳥取県へ） 

「米戸別所得補償モデル事業」や「水田利活用自給力

向上事業」業が動き出した。

　「米戸別所得補償モデル事業」に参加する農家にと

っても、参加しない農家にとっても、最大の懸念は、

米価の下落に歯止めがかからないことである。

　米価の下落に歯止めをかけ、価格と需給を安定させ

ることは、「米戸別所得補償モデル事業」の成否を左

右するものと考える。したがって、「米戸別所得補償

モデル事業」の円滑な運営にとっても、米の再生産や

食料自給率を向上させるためにも、下落した米価を回

復させ価格の安定をはかることは緊急の課題である。

　今、市場で問題視されているのは４０万トン程度の

過剰だが、もし現状を放置すれば秋には過剰が雪だる

ま式に広がり米価下落は底なしの状態になりかねない。

ただちに対策をとることが強く求められている。�

　よって、本議会は国会及び政府に対し、下記の事項

を実現するよう強く求めるものである。

記

１．平成２０年産を含む４０万トン相当の備蓄米を適

　正な価格で買い入れること。

備蓄米買い入れと米価の回復・ 
安定を求める意見書（政府などへ） 

長
岡
つ
る
子
議
員

三
上
惇
二
議
員

福
田
　
稔
議
員

久
代
安
敏
議
員

小
竹
　
等
議
員

平
井
正
之
議
員

惠
比
奈
礼
子
議
員

　
９
月
１
日
、
鳥
取
県
西
部
町
村
議
会
議
長
会
よ
り
、
町
村
議
会
議

員
と
し
て
11
年
以
上
在
職
し
、
功
労
の
あ
っ
た
者
と
し
て
７
名
の
議

員
が
自
治
功
労
者
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
長
き
に
わ
た
り
、
地
域
振
興
及
び
住
民
福
祉
の
向
上
に
尽
く
さ
れ

ま
し
た
。

　
今
後
更
な
る
ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

一
般
会
計

　
１
億
５
２
０
万
円
を
追
加
し
、

総
額
を
54
億
７
千
２
７
５
万
４

千
円
と
し
た
。

︵
お
も
な
内
容
︶

土
地
開
発
基
金
か
ら
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
建
設
用
地
購
入

　
　
　
　
　
２
千
９
２
０
万
円

７
月
15
日
、
16
日
の
豪
雨
に
よ

り
生
じ
た
被
害
対
策

　
　
　
　
　
７
千
６
０
０
万
円

日
野
地
区
連
携
共
同
協
議
会
規

約
の
施
行
期
日

平
成
22
年
７
月
23
日
を
施
行
期

日
と
す
る
。

あ
か
ね
の
郷
短
期
入
所
施
設
建

築
工
事

︵
契
約
の
相
手
方
︶
　

　
　
株
式
会
社
　
金
田
工
務
店

︵
契
約
金
額
︶

　
１
億
３
千
１
９
８
万
５
千
円

︵
契
約
締
結
の
方
法
︶

　
　
指
名
競
争
入
札

総
務
教
育
常
任
委
員
会

▼
９
月
16
日
・
21
日
・
22
日

　
決
算
調
査

　
陳
情
審
査

▼
10
月
６
日

　
教
育
委
員
と
意
見
交
換

経
済
福
祉
常
任
委
員
会

▼
７
月
20
日

　
災
害
現
地
調
査

▼
９
月
16
日
・
21
日
・
22
日

　
決
算
調
査

　
陳
情
審
査

決
算
審
査
特
別
委
員
会

▼
９
月
24
日
・
27
日
・
28
日

　
決
算
審
査

全
員
協
議
会

▼
７
月
７
日

　
過
疎
計
画
に
つ
い
て

　
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
つ
い
て

▼
８
月
10
日

　
住
宅
コ
ン
ペ
に
つ
い
て

▼
９
月
15
日

　
住
宅
コ
ン
ペ
に
つ
い
て

　
可
燃
物
処
理
施
設
に
つ
い
て

（　　　）

キャプション

 

臨 

時 

会 
委
員
会
の 

う
ご
き 

自
治
功
労
者
表
彰 

第
7
回 

工
事
請
負
契
約
の
締
結

報
　
　
告

補�

正�

予�

算
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キャプション

あかねの郷増築工事

件　　　　名 提　出　者 本 会 議審　査　意　見

提出のあった陳情を所管の常任委員会で審査し、委員長から審査結果の報告を受けて
９月定例議会の本会議で審議した結果、次のとおり決定しました。

子育て支援施設、地域福祉活
動支援施設、社会福祉協議会
事務所を統合した施設の建設
を求める陳情

社会福祉法人
日南町社会福祉協議会
会長　丸山　喜弘

地域福祉の中核を担う社会福祉協議会の
事務所及び地域福祉活動支援施設の独立
した活動拠点は必要であるが、子育て支
援施設との統合については、子育て支援
策全体の中で十分検討する必要がある。

趣旨採択
（全員賛成）

日南小学校の放課後子ども教
室を土曜日・夏休みなどの長
期休業日にも開催することを
求める陳情

放課後子ども教室を
充実させる会
会長　足立　知美

長期休業日に子どもの安全な居場所として、
放課後子ども教室の開催を求める願意は理解
できる。ただし、土曜日については子どもの
健全な成長のために、家庭や地域で過ごす時
間として大切にすべきである。

採　択
（全員賛成）

備蓄米買い入れと米価の回復
・安定を求める陳情

農民運動鳥取県連合会�
代表者　東田　久

極端な米価の下落は農家の生産意欲を失
わせ、山間地域農業の崩壊を招くおそれ
がある。

採　択
賛成10
反対１

陳情の審査結果 陳情の審査結果 

意見書を提出 意見書を提出 
９月議会では、次の意見書を提出することを決めました。

　森林は木材の生産はもとより、災害の防止、良質な

水を安定的に供給するための水源涵養、二酸化炭素の

吸収による地球温暖化防止などといった多面的かつ公

益的な機能を果たしています。

　しかし、近年の国産材価格の低迷により採算性が悪

化するなかで、林業従事者の減少と高齢化により森林

整備が進まず、森林の機能が十分発揮できない状況と

なっています。

　このため鳥取県では、平成１４年度から間伐促進と

間伐材の有効活用を図るために「間伐材持ち出し支援

事業」を実施されましたが、間伐面積が順調に推移し

ていることにみられるように、森林環境保全と地域経

済の活性化に大きな成果を挙げてきました。

　しかし、「間伐材持ち出し支援事業」は、平成２３

年度以降の実施が未定でありますが、当事業を継続実

施することが、林業の活性化を促し、山村地域の振興

と森林の持つ多面的な機能の維持に繋がるものと考え

ます。

　つきましては、今年度で終了予定の「間伐材持ち出

し支援事業」を来年度以降も継続して実施されるよう

求めます。

間伐材持ち出し支援事業の継続を 
求める意見書（鳥取県へ） 

「米戸別所得補償モデル事業」や「水田利活用自給力

向上事業」業が動き出した。

　「米戸別所得補償モデル事業」に参加する農家にと

っても、参加しない農家にとっても、最大の懸念は、

米価の下落に歯止めがかからないことである。

　米価の下落に歯止めをかけ、価格と需給を安定させ

ることは、「米戸別所得補償モデル事業」の成否を左

右するものと考える。したがって、「米戸別所得補償

モデル事業」の円滑な運営にとっても、米の再生産や

食料自給率を向上させるためにも、下落した米価を回

復させ価格の安定をはかることは緊急の課題である。

　今、市場で問題視されているのは４０万トン程度の

過剰だが、もし現状を放置すれば秋には過剰が雪だる

ま式に広がり米価下落は底なしの状態になりかねない。

ただちに対策をとることが強く求められている。�

　よって、本議会は国会及び政府に対し、下記の事項

を実現するよう強く求めるものである。

記

１．平成２０年産を含む４０万トン相当の備蓄米を適

　正な価格で買い入れること。

備蓄米買い入れと米価の回復・ 
安定を求める意見書（政府などへ） 

長
岡
つ
る
子
議
員

三
上
惇
二
議
員

福
田
　
稔
議
員

久
代
安
敏
議
員

小
竹
　
等
議
員

平
井
正
之
議
員

惠
比
奈
礼
子
議
員

　
９
月
１
日
、
鳥
取
県
西
部
町
村
議
会
議
長
会
よ
り
、
町
村
議
会
議

員
と
し
て
11
年
以
上
在
職
し
、
功
労
の
あ
っ
た
者
と
し
て
７
名
の
議

員
が
自
治
功
労
者
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
長
き
に
わ
た
り
、
地
域
振
興
及
び
住
民
福
祉
の
向
上
に
尽
く
さ
れ

ま
し
た
。

　
今
後
更
な
る
ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

一
般
会
計

　
１
億
５
２
０
万
円
を
追
加
し
、

総
額
を
54
億
７
千
２
７
５
万
４

千
円
と
し
た
。

︵
お
も
な
内
容
︶

土
地
開
発
基
金
か
ら
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
建
設
用
地
購
入

　
　
　
　
　
２
千
９
２
０
万
円

７
月
15
日
、
16
日
の
豪
雨
に
よ

り
生
じ
た
被
害
対
策

　
　
　
　
　
７
千
６
０
０
万
円

日
野
地
区
連
携
共
同
協
議
会
規

約
の
施
行
期
日

平
成
22
年
７
月
23
日
を
施
行
期

日
と
す
る
。

あ
か
ね
の
郷
短
期
入
所
施
設
建

築
工
事

︵
契
約
の
相
手
方
︶
　

　
　
株
式
会
社
　
金
田
工
務
店

︵
契
約
金
額
︶

　
１
億
３
千
１
９
８
万
５
千
円

︵
契
約
締
結
の
方
法
︶

　
　
指
名
競
争
入
札

総
務
教
育
常
任
委
員
会

▼
９
月
16
日
・
21
日
・
22
日

　
決
算
調
査

　
陳
情
審
査

▼
10
月
６
日

　
教
育
委
員
と
意
見
交
換

経
済
福
祉
常
任
委
員
会

▼
７
月
20
日

　
災
害
現
地
調
査

▼
９
月
16
日
・
21
日
・
22
日

　
決
算
調
査

　
陳
情
審
査

決
算
審
査
特
別
委
員
会

▼
９
月
24
日
・
27
日
・
28
日

　
決
算
審
査

全
員
協
議
会

▼
７
月
７
日

　
過
疎
計
画
に
つ
い
て

　
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
つ
い
て

▼
８
月
10
日

　
住
宅
コ
ン
ペ
に
つ
い
て

▼
９
月
15
日

　
住
宅
コ
ン
ペ
に
つ
い
て

　
可
燃
物
処
理
施
設
に
つ
い
て

（　　　）

キャプション

 

臨 

時 

会 

委
員
会
の 

う
ご
き 

自
治
功
労
者
表
彰 

第
7
回 

工
事
請
負
契
約
の
締
結

報
　
　
告

補�

正�

予�

算
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収穫は終えたけれど… 

編 

集 

後 

記 

出
か
け
る
医
療
。
　

診
察
室
で
は
判
ら
ぬ
住
民
の
生
活
。

︵
薬
よ
り
今
は
ま
ず
入
浴
が
先
⋯
︶

　
ケ
ー
ス
検
討
会
25
年
継
続
の
実
績

が
﹁
ま
ち
は
大
き
な
ホ
ス
ピ
タ
ル
﹂

の
院
是
を
支
え
て
い
る
。

　
去
る
10
月
4
日
の
N
H
K
教
育
テ

レ
ビ
の
放
送
を
見
て
、
全
国
の
人
が

感
動
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　
ま
だ
こ
の
国
も
捨
て
た
も
の
で
は

無
い
と
⋯
。

　
こ
の
30
年
先
を
行
く
医
療
・
保
健
・

福
祉
の
連
携
の
な
か
で
、
同
じ
土
俵

に
い
る
は
ず
の
行
政
だ
け
が
蚊
帳
の

外
。

　
お
役
所
仕
事
・
縄
張
り
意
識

　
自
己
保
身
⋯
。

　
町
自
体
が
介
護
を
受
け
な
い
よ
う

に
、
自
分
達
で
出
来
る
内
に
手
を
打

と
う
ヨ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
都
　
記

　
　
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会



委

員

長

久
代
　
安
敏



副
委
員
長

古
都
　
久
志



委
　
　
員

福
田
　
　
稔



　

〃

坪
倉
　
勝
幸



　

〃

長
岡
つ
る
子

にちなん議会だより　 平成22年10月発行　No.121

日南町の花　サツキ

にちなん文学碑散歩 

松
本
清
張
生
誕
100
年
記
念
事
業 

実
行
委
員
会 

会
長
　
足 

羽  

　
隆 

 

－16－

　
昨
年
は
文
豪
松
本
清
張
の
生
誕

１
０
０
年
に
あ
た
る
た
め
、
日
野

上
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で
は
実
行

委
員
会
を
組
織
し
、
日
南
町
と
共

催
で
、
昨
年
度
か
ら
今
年
度
に
か

け
て
さ
ま
ざ
ま
な
記
念
事
業
に
取

組
み
ま
し
た
。

　
松
本
清
張
の
父
峯
太
郎
は
、
明

治
の
は
じ
め
に
日
野
郡
矢
戸
村
の

田
中
家
に
生
ま
れ
ま
し
た
が
、
長

男
と
し
て
入
籍
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、

数
日
な
い
し
は
数
ヶ
月
を
田
中
家

か
母
の
実
家
の
福
田
家
で
過
ご
し

た
あ
と
、
米
子
の
松
本
家
に
里
子

に
出
さ
れ
、
後
に
養
子
と
な
り
ま

し
た
。

　
松
本
清
張
は
、
父
峯
太
郎
の
こ

の
不
運
な
境
遇
に
つ
い
て
、
﹃
父

系
の
指
﹄
を
は
じ
め
﹃
半
生
の
記
﹄

や
﹃
骨
壺
の
風
景
﹄
な
ど
い
く
つ

か
の
作
品
で
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
方
で
﹁
矢
戸
﹂
に
つ
い
て
は
、

父
の
出
生
と
里
子
に
出
さ
れ
た
こ

と
で
複
雑
な
思
い
が
あ
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
い
つ
ま
で
も
峯
太
郎
の

心
に
生
き
続
け
、
清
張
の
心
に
も

生
き
続
け
た
故
郷
と
し
て
、
熱
い

思
い
で
語
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
松
本
清
張
直
筆
の
文
学
碑
は
、

全
国
に
五
カ
所
く
ら
い
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
権
威
や
権
力
に
は
徹
底

し
て
抵
抗
し
て
き
た
社
会
派
作
家

の
清
張
は
、
日
南
町
の
文
学
碑
の

建
立
も
か
た
く
な
に
断
り
続
け
て

き
ま
し
た
が
、
昭
和
59
年
に
や
っ

と
実
現
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
清
張
の
心
を
動
か
し
た

の
は
、
父
峯
太
郎
と
清
張
自
身
の
﹁
矢

戸
に
寄
せ
る
熱
い
思
い
﹂
で
あ
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

松
本
清
張
文
学
碑
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－ －

編 

集 

後 

記 

　
謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
、
ご
家
族
お
そ
ろ
い

で
良
い
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
思
い

ま
す
。
今
年
も
町
民
の
皆
様
に
と
っ

て
実
り
豊
か
な
年
で
あ
り
ま
す
よ
う

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
政
権
が
誕
生
し
て
一
年
が
経
過

し
ま
し
た
が
、
政
局
は
混
迷
し
先
行

き
が
不
透
明
な
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
。

　
難
し
い
時
代
こ
そ
﹁
う
さ
ぎ
年
﹂

に
あ
や
か
っ
て
大
き
く
跳
躍
す
る
一

年
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
議
会
だ
よ
り
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
田
　
記

日
南
小
学
校 

校
長  

青 

戸 

晶 

彦 

教育の現場から教育の現場から

　
今
日
は
３
学
期
の
始
業
式
で
あ
る
。

各
学
級
の
代
表
者
が
今
年
１
年
の

目
標
を
発
表
し
て
く
れ
た
。
﹁
漢

字
を
覚
え
る
。
﹂
﹁
計
算
練
習
を
す

る
。
﹂
﹁
学
校
を
休
ま
な
い
。
﹂
等

を
全
校
の
前
で
発
表
し
て
く
れ
た
。

　
江
戸
時
代
、
町
人
の
子
ど
も
た

ち
は
、
元
旦
に
な
る
と
、
親
や
師

匠
︵
寺
子
屋
︶
の
前
で
、
１
年
の

計
画
を
発
表
し
た
そ
う
だ
。
か
た

ぐ
る
し
い
も
の
で
は
な
く
、
年
齢

の
小
さ
い
順
に
み
ん
な
の
前
で
発

表
し
た
。
３
歳
児
だ
と
、
﹁
下
の

弟
み
た
い
に
、
ぼ
ろ
ぼ
ろ
ご
飯
を

落
と
さ
な
い
。
﹂
と
か
、
６
歳
児

だ
と
、
﹁
３
歳
の
弟
は
、
大
通
り

に
飛
び
出
し
て
大
八
車
に
ぶ
つ
か

っ
た
け
れ
ど
、
僕
は
大
通
り
に
は

飛
び
出
さ
な
い
。﹂な
ど
と
、

思
い
思
い
に
自
分
の
体
験

や
感
想
を
話
す
の
だ
そ
う
だ
。

自
分
よ
り
小
さ
い
子
の
よ

う
な
失
敗
を
し
た
ら
恥
ず

か
し
い
と
い
う
こ
と
を
確

認
す
る
の
も
こ
の
時
だ
。

　
ま
た
、
12
歳
に
な
れ
ば
、

親
の
手
伝
い
や
大
人
の
あ

い
さ
つ
が
で
き
た
そ
う
だ
。

昨
年
の
反
省
を
し
、
今
年

の
抱
負
を
言
う
の
だ
。
親

や
師
匠
︵
寺
子
屋
︶
は
、

た
だ
黙
っ
て
聞
い
て
や
り
、

一
々
口
出
し
し
な
い
の
だ

そ
う
だ
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
家

庭
で
も
寺
子
屋
で
も
﹁
１

年
の
計
﹂
を
自
由
に
言
い
、

反
省
す
る
習
慣
を
毎
年
繰

り
返
し
て
い
っ
た
。
15
歳
に
も
な

る
と
当
時
の
江
戸
の
﹁
悪
﹂
や
﹁
危

な
い
こ
と
﹂
を
知
り
尽
く
す
子
に

育
っ
た
の
だ
そ
う
だ
。
ま
た
、
み

ん
な
の
前
で
発
表
す
る
こ
と
に
よ
り
、

や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

心
構
え
に
も
な
っ
た
の
だ
。

　
始
業
式
後
、
各
学
級
で
も
一
人

一
人
が
目
標
を
発
表
し
た
。
今
年

１
年
か
け
て
、
﹁
目
標
﹂
が
達
成

で
き
る
よ
う
我
々
大
人
は
遠
く
か

ら
見
守
っ
て
や
り
、
達
成
で
き
る

よ
う
に
声
掛
け
し
て
や
ら
ね
ば
と

感
じ
た
。
一
人
一
人
の
自
己
実
現

の
た
め
に
・
・
・
。
本
校
の
課
題

で
あ
る
自
己
肯
定
感
を
高
め
る
た

め
に
・
・
・
。

　
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
た
本
年
最

初
の
子
ど
も
た
ち
と
の
出
会
い
で

あ
っ
た
。

議会広報調査特別委員会委員
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建設中の「あさひの郷」

旧日野上小学校

民間活用賃貸住宅

ケーブル復旧工事

イノシシ捕獲

キャプション

－ － － －

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等

の
一
部
改
正

・
平
成
23
年
１
月
１
日
か
ら
給

料
月
額
平
均
0.1
％
引
き
下

げ
・
平
成
22
年
6
月
分
期
末
勤
勉

手
当
の
支
給
か
ら
一
般
職

の
期
末
・
勤
勉
手
当
の
支

給
月
数
0.2
月
の
減

　特
別
医
療
費
助
成
条
例
の
一
部

改
正

　
小
児
の
特
別
医
療
費
の
助
成

対
象
を
小
中
学
生
ま
で
拡
充
、

受
給
資
格
証
を
交
付
し
、
現
物

給
付
を
行
う
。

認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
制
定

　
平
成
23
年
4
月
1
日
に
開
所

す
る
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
﹁
あ
さ
ひ
の
郷
﹂
の
設

置
及
び
管
理
に
関
し
必
要
な
事

項
を
定
め
る
。

教
育
委
員
の
任
命

　
日
南
町
教
育
委
員
会
委
員
の

山
本
芳
昭
氏
が
平
成
22
年
10
月

31
日
に
辞
任
し
た
た
め
、
そ
の

後
任
と
し
て
、
井
上
輝
之
氏
の

任
命
に
同
意
し
た
。
︵
任
期
は
、

平
成
23
年
５
月
13
日
ま
で
︶

鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理
組

合
の
共
同
処
理
事
務
及
び
規
約

を
変
更
す
る
協
議

　
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
計
画
及

び
ふ
る
さ
と
振
興
基
金
を
廃
止

し
、
広
域
観
光
の
開
発
・
振
興

に
関
す
る
共
同
処
理
事
務
に
つ

い
て
廃
止
す
る
組
合
規
約
の
変

更
。

旧
日
野
上
小
学
校
の
用
地
の
一

部
を
取
得

　
面
積
　
６
、
３
１
１
・
５
㎡

　
目
的
　
社
会
教
育
等
用
地

　
契
約
の
相
手
方
　
７
名

　
取
得
予
定
価
格
　

　
　
　
３
、
１
５
５
万
８
千
円

一
般
会
計

　
１
億
３
１
１
万
９
千
円
を
追

加
し
、
総
額
を
59
億
９
、
３
７

９
万
円
と
し
た
。

︵
お
も
な
内
容
︶

民
間
活
用
住
宅
等
整
備
事
業
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
15
万
円




町
有
地(

生
山)

に
建
設
中
の

民
間
活
用
賃
貸
住
宅
の
建
設
資

金
に
係
る
利
子
補
給
を
行
う
も

の
で
、
平
成
34
年
度
ま
で
の
12

年
間
の
債
務
負
担
行
為
の
支
出

予
定
額
は
7
9
5
万
円
。

後
期
高
齢
者
健
診
委
託
料

　
　
　
　
　
　
　
30
万
５
千
円

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
器

機
の
整
備
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万
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千
円

保
育
園
嘱
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臨
時
職
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等
の
補

充　
　
　
　
　
　
　
３
５
０
万
円

積
雪
に
よ
る
ケ
ー
ブ
ル
断
線
等

の
復
旧
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０
０
万
円

特
別
医
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ス
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改
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託
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９
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規
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拡
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０
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６
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６
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４
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進

事
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３
万
３
千
円

イ
ノ
シ
シ
捕
獲
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励
金

　
　
　
　
　
１
７
０
万
１
千
円

　
鳥
獣
害
対
策
期
間
中
に
お
け

る
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
頭
数
は
98

頭
で
あ
る
が
、
2
月
末
ま
で
の

狩
猟
期
間
の
捕
獲
に
も
奨
励
金

(

１
頭
１
万
円)

を
支
払
う
も
の

で
、
期
間
中
２
０
０
頭
を
計
画

す
る
。

豪
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に
よ
る
住
宅
等
斜
面
被
災

地
等
の
復
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工
事
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万
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横
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線
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事
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旧
日
野
上
小
学
校
用
地
取
得
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、
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小
学
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の
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品
及
び
理
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処
分
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万
６
千
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国
民
健
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保
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後
期
高
齢
者
支
援
金
等
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、

５
５
２
万
３
千
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を
減
額
し
、

総
額
を
７
億
５
、
４
４
０
万
１

千
円
と
し
た
。

簡
易
水
道
事
業
特
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会
計

　
水
道
移
転
工
事
費
等
４
３
３

万
円
を
追
加
し
、
総
額
を
１
億

９
、
２
５
５
万
６
千
円
と
し
た
。

農
業
集
落
排
水
事
業
会
計

　
消
費
税
ほ
か
76
万
２
千
円
を

追
加
し
、
総
額
を
２
億
５
、
６

３
１
万
５
千
円
と
し
た
。

介
護
保
険
特
別
会
計

　
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
等

の
増
加
に
よ
り
１
、
９
９
５
万

２
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
10

億
３
、
３
４
３
万
７
千
円
と
し

た
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
特
別
会
計

　
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
上
下
水
道
加
入
負
担
金
33

万
４
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を

３
億
６
、
１
９
３
万
２
千
円
と

し
た
。

後
期
高
齢
者
医
療
会
計

　
広
域
連
合
納
付
金
１
７
７
万

６
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
11

億
１
、
３
５
０
万
円
と
し
た
。

12 月定例会 12 月定例会 
12 月14日～ 12 月17日 12 月14日～ 12 月17日 

　
昨
年
の

12
月
定
例
会
は
、
12
月
14
日
か
ら
17
日
ま
で
の
4
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
初
日
の
一
般
質
問
に
は
、

5
名
の
議
員
が
登
壇
し
て
執
行
部
の
所
信
を
問
い
ま
し
た
。

　
執
行
部
か
ら
提
案
さ
れ
た
条
例
の
一
部
改
正
に
よ
る
職
員
給
与
の
引
き
下
げ
、
建
設
中
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
﹁
あ
さ
ひ
の
郷
﹂
の
条
例
の
制
定
、
財
産
の
取
得
な
ど
の
議
案
お
よ
び
各
会
計
の
補
正
予
算
は
、
原
案
ど

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
会
最
終
日
に
は
、
議
員
提
案
に
よ
る
﹁
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定

(

T
P
P)

参
加
に
反
対
す

る
意
見
書
﹂
な
ど
を
発
議
し
閉
会
し
ま
し
た
。

議
決
し
た
お
も
な
議
案
 

人�

事�

案�

件

規
約
の
一
部
改
正

補�

正�

予�

算

条
例
の
制
定
等

補正予算議決　一般会計60億円に補正予算議決　一般会計60億円に
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手
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般
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の
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月
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の
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成
条
例
の
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児
の
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対
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を
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中
学
生
ま
で
拡
充
、

受
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を
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、
現
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を
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高
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者
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者
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の
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置
及
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を
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め
る
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の
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日
南
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会
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の

山
本
芳
昭
氏
が
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10
月

31
日
に
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し
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、
そ
の

後
任
と
し
て
、
井
上
輝
之
氏
の

任
命
に
同
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し
た
。
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任
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は
、

平
成
23
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13
日
ま
で
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部
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管
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及
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更
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と
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及

び
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と
振
興
基
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を
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光
の
開
発
・
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に
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る
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に
つ

い
て
廃
止
す
る
組
合
規
約
の
変

更
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旧
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野
上
小
学
校
の
用
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の
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を
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面
積
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、
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１
１
・
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目
的
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会
教
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等
用
地
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約
の
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ま
で
の
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間
の
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の
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は
、

5
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の
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が
登
壇
し
て
執
行
部
の
所
信
を
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ま
し
た
。

　
執
行
部
か
ら
提
案
さ
れ
た
条
例
の
一
部
改
正
に
よ
る
職
員
給
与
の
引
き
下
げ
、
建
設
中
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
﹁
あ
さ
ひ
の
郷
﹂
の
条
例
の
制
定
、
財
産
の
取
得
な
ど
の
議
案
お
よ
び
各
会
計
の
補
正
予
算
は
、
原
案
ど

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
会
最
終
日
に
は
、
議
員
提
案
に
よ
る
﹁
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定

(

T
P
P)

参
加
に
反
対
す

る
意
見
書
﹂
な
ど
を
発
議
し
閉
会
し
ま
し
た
。

議
決
し
た
お
も
な
議
案
 

人�

事�

案�

件

規
約
の
一
部
改
正

補�

正�

予�

算

条
例
の
制
定
等

補正予算議決　一般会計60億円に補正予算議決　一般会計60億円に

─　　 ─323



－5－ －4－

にちなん議会だより　 平成23年1月発行　No.122

キャプション

平成23年出初め式

境界確認



①
﹁
Ｔ
Ｐ
Ｐ
﹂
と
は
約
9
カ
国

を
対
象
に
農
業
・
林
業
分
野
を

含
め
て
貿
易
自
由
化
の
例
外
を

原
則
的
に
設
け
ず
、
即
時
又
は

10
年
以
内
に
１
０
０
％
の
関
税

撤
廃
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
が
、

農
林
業
立
町
で
あ
る
日
南
町
に

と
っ
て
致
命
的
影
響
が
懸
念
さ

れ
る
。
町
と
し
て
ど
の
よ
う
に

受
け
止
め
て
い
る
の
か
。

②
鳥
取
県
は
い
ち
早
く
こ
れ
を

受
け
て
11
月
11
日
に
は
、
県
内

農
業
へ
の
影
響
に
つ
い
て
、
25

日
に
は
林
業
、
水
産
業
へ
の
影

響
に
つ
い
て
の
試
算
を
そ
れ
ぞ

れ
公
表
し
た
。
日
南
町
へ
の
影

響
は
。

③
政
府
は
農
林
漁
業
改
革
に
向

け
た
議
論
を
推
進
す
る
た
め
﹁
食

と
農
林
漁
業
再
生
推
進
本
部
﹂

﹁
同
実
現
会
議
﹂
等
を
立
ち
上

げ
た
が
、
今
年
度
開
始
し
た
﹁
戸

別
所
得
補
償
制
度
﹂
も
検
討
す

る
と
あ
る
。
こ
の
制
度
に
は
多

く
の
問
題
点
が
あ
る
と
感
じ
て

い
る
が
行
政
と
し
て
は
ど
う
捉

え
て
い
る
の
か
。

①
T
P
P
に
つ
い
て
は
、
事
前

情
報
が
な
く
、
本
当
に
突
然
と

い
う
感
を
抱
い
て
い
る
。
﹁
関

税
の
１
０
０
％
自
由
化
、
農
業

へ
の
影
響
が
極
め
て
大
き
い
﹂

な
ど
、
農
家
の
所
得
確
保
、
将

来
の
食
糧
自
給
率
確
保
へ
の
不

安
、
農
村
社
会
の
存
続
を
も
揺

る
が
す
大
転
換
と
な
る
と
危
惧

し
て
い
る
。
特
に
米
、
畜
産
の

分
野
で
影
響
が
大
き
い
と
い
わ

れ
、
12
月
1
日
の
全
国
町
村
長

会
で
も
全
会
一
致
で
反
対
決
議

を
行
っ
た
。

②
日
南
町
で
は
、
平
成
20
年
３

月
発
行
の
第
55
次
鳥
取
農
林
水

産
統
計
年
報
を
引
用
し
、
鳥
取

県
推
定
品
目
の
う
ち
、
米
、
牛

肉
、
牛
乳
、
豚
肉
、
鶏
肉
で
試

算
す
る
と
、
マ
イ
ナ
ス
19
億
７

千
万
と
な
り
、
試
算
対
象
５
品

目
の
82
％
が
減
少
す
る
試
算
と

な
る
。
林
産
物
に
つ
い
て
は
、

合
板
の
一
部
が
輸
入
品
に
置
き

換
わ
り
11
・
4
％
減
と
予
想
さ

れ
て
い
る
。

③
導
入
に
伴
い
米
価
が
下
落
す

る
と
い
う
側
面
も
あ
り
、
所
得

政
策
と
捉
え
る
な
ら
ば
、
安
定

的
な
財
源
の
確
保
と
地
域
の
実

情
に
あ
っ
た
制
度
設
計
が
必
要
。

①
自
分
の
町
へ
の
愛
着
と
誇
り

を
持
つ
心
を
育
成
す
る
為
の
﹁
学

習
・
教
育
﹂
の
内
容
と
﹁
実
践

活
動
﹂
は
。

②
総
合
学
習
を
利
用
し
て
講
師

の
立
場
で
、
町
長
は
、
ま
ち
づ

く
り
へ
の
思
い
を
子
供
達
に
直

接
語
り
か
け
る
機
会
を
持
つ
考

え
は
あ
る
の
か
。
ま
た
、
教
育

長
も
教
育
へ
の
思
い
を
同
様
に

行
う
考
え
は
あ
る
の
か
。

①
小
学
校
で
は
、
地
域
の
人
・

も
の
・
自
然
と
の
か
か
わ
り
や

友
達
と
の
か
か
わ
り
を
通
し
て
、

自
ら
学
び
自
ら
考
え
、
進
ん
で

問
題
解
決
し
て
い
く
力
を
高
め

る
と
と
も
に
、
﹁
人
﹂｢

自
分｣

﹁
町
﹂
を
大
切
に
し
よ
う
と
す

る
心
情
と
態
度
を
育
て
る
こ
と

に
努
め
て
い
る
。
中
学
校
で
は
、

日
南
町
と
い
う
範
囲
で
﹁
ふ
る

さ
と
﹂
を
と
ら
え
る
の
で
は
な

く
、
鳥
取
県
、
山
陰
と
い
う
広

い
範
囲
で
も
と
ら
え
る
よ
う
に

し
、
日
本
と
い
う
視
野
も
念
頭

に
お
い
て
学
習
を
進
め
て
い
る
。

②
学
校
経
営
者
で
あ
る
校
長
か

ら
要
請
が
あ
れ
ば
、
検
討
す
る

こ
と
は
や
ぶ
さ
か
で
は
な
い
。

①
日
南
町
は
、
平
成
17
年
度
末

に
国
民
保
護
計
画
を
策
定
し
て

い
る
が
、
そ
の
後
時
間
も
経
過

し
て
お
り
、
内
容
の
精
査
、
各

方
面
へ
の
周
知
も
必
要
と
考
え

る
が
。

②
災
害
を
想
定
し
た
演
習
・
訓

練
は
行
わ
れ
て
い
る
が
保
護
計

画
に
基
づ
く
実
動
訓
練
に
つ
い

て
も
実
施
す
べ
き
。
今
後
実
施

に
向
け
て
検
討
す
る
考
え
は
。

①
平
成
22
年
８
月
に
県
計
画
が

変
更
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
平

成
23
年
度
中
を
目
途
に
町
計
画

を
見
直
し
、
変
更
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。
周
知
に
つ
い
て
は
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
を

行
っ
て
い
る
。
住
民
の
方
へ
は

広
報
等
で
お
知
ら
せ
す
る
よ
う

に
努
め
る
。

②
例
年
全
町
で
行
っ
て
い
る
日

南
町
総
合
防
災
訓
練
を
こ
れ
に

あ
て
た
い
。
今
後
国
、
県
と
の

連
携
し
た
実
働
訓
練
が
実
施
さ

れ
れ
ば
連
携
し
た
訓
練
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。



小竹　等議員 

①
現
在
の
進
捗
状
況
は
。

②
現
在
行
っ
て
い
る
や
り
方
で

は
、
町
内
全
域
を
早
期
に
調
査

す
る
事
が
で
き
な
い
。
町
長
は

﹁
山
林
か
ら
の
調
査
も
行
う
﹂

と
、
選
挙
中
や
就
任
時
に
発
言

し
て
い
た
が
、
そ
の
検
討
は
さ

れ
て
い
る
の
か
。

①
要
調
査
面
積
３
１
５
・
70
h

に
対
し
、
平
成
21
年
度
末
時
点

で
調
査
済
面
積
34.

99
h
と
な

っ
て
お
り
、進
捗
率
は
11.

09
％
。

平
成
22
年
度
末
時
点
で
約
13
％

と
な
る
見
込
み
。

②
全
国
的
に
見
て
も
、
特
に
山

村
部
で
は
、
土
地
所
有
者
の
高

齢
化
や
村
離
れ
、
森
林
の
荒
廃

等
の
進
行
に
よ
り
、
境
界
に
関

す
る
記
憶
︵
人
証
︶
や
境
界
の

目
印
︵
物
証
︶
が
失
わ
れ
て
き

て
い
る
。
現
地
で
の
境
界
確
認

が
で
き
な
く
な
る
恐
れ
が
生
じ

て
お
り
、
地
積
調
査
の
推
進
に

つ
い
て
は
重
要
な
課
題
で
あ
る

と
認
識
を
し
て
い
る
。
国
へ
の

平
成
23
年
度
要
望
額
を
対
前
年

当
初
比
約
１
３
０
％
と
し
て
い

る
。
地
積
調
査
の
進
捗
を
上
げ

る
に
は
、
国
並
び
に
県
に
対
し

予
算
確
保
の
要
望
を
行
う
こ
と

は
も
と
よ
り
、
町
の
人
的
体
制

整
備
も
考
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

　
山
林
の
調
査
は
、
国
の
直
轄

事
業
で
あ
る
が
、
地
積
調
査
で

活
用
で
き
る
よ
う
な
境
界
の
交

点
・
境
界
線
の
主
要
な
折
れ
点

の
現
地
調
査
を
行
う
﹁
山
村
境

界
基
本
調
査
﹂
が
平
成
22
年
度

か
ら
創
設
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
本
町
で
も
、
山
の
地
積
調

査
を
進
め
る
べ
く
、
国
へ
地
区

採
択
に
つ
い
て
要
望
を
行
っ
て

い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
﹁
山

村
境
界
基
本
調
査
﹂
の
事
業
着

手
は
平
成
22
年
度
に
お
い
て
は

冬
期
間
と
な
る
こ
と
か
ら
、
国

及
び
県
か
ら
は
、
条
件
的
に
は

良
い
地
区
で
あ
り
、
平
成
23
年

度
に
は
優
先
的
に
地
区
採
択
す

る
グ
ル
ー
プ
に
位
置
づ
け
ら
れ

て
お
り
、
地
区
採
択
の
確
立
は

高
い
と
聞
い
て
い
る
。
こ
の
調

査
事
業
を
活
用
し
な
が
ら
、
地

積
調
査
の
推
進
を
図
り
た
い
。

①
Ｔ
Ｐ
Ｐ
︵
環
太
平
洋
経
済
連

携
協
定
︶
に
我
が
国
が
参
加
す

れ
ば
、
日
南
町
の
将
来
を
ど
の

様
に
想
定
さ
れ
る
か
。

②
現
在
の
対
応
状
況
は
。

①
農
林
産
物
は
関
税
自
由
化
の

波
を
大
き
く
受
け
、
農
業
所
得
、

農
業
従
事
者
の
減
少
、
農
地
の

活
用
等
に
ブ
レ
ー
キ
が
か
か
る

な
ど
、
農
林
業
を
主
要
産
業
に

す
る
日
南
町
に
と
っ
て
厳
し
い

将
来
が
想
定
さ
れ
る
。
意
欲
あ

る
者
が
安
心
し
て
営
農
で
き
る

政
策
的
支
援
が
必
要
と
考
え
、

国
県
と
は
別
に
町
単
独
の
施
策

も
研
究
し
て
い
る
。

②
全
国
の
農
業
団
体
等
の
動
き

や
政
府
の
動
き
を
注
視
し
、
情

報
の
収
集
を
行
っ
て
い
る
。

①
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
町
民
に

す
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、

実
施
さ
れ
た
の
か
。

②
町
内
の
若
者
が
グ
ル
ー
プ
を

結
成
し
て
以
前
あ
っ
た
﹁
夢
ラ

ン
ド
に
ち
な
ん
﹂
と
同
じ
様
な

事
を
計
画
し
て
い
る
。
そ
の
グ

ル
ー
プ
に
協
賛
と
支
援
を
考
え

た
ら
ど
う
か
。

①
町
内
の
一
部
事
業
所
で
、
出

会
い
の
場
に
つ
い
て
聞
き
取
り

を
行
っ
た
。
﹁
出
会
い
の
場
所

が
な
く
、
そ
う
い
う
機
会
が
あ

れ
ば
い
い
﹂
と
い
う
意
見
が
あ

る
一
方
で
は
﹁
自
分
自
身
の
こ

と
な
の
で
そ
っ
と
し
て
お
い
て

欲
し
い
﹂
と
い
う
声
も
あ
る
。

さ
ら
に
意
向
の
調
査
を
行
っ
た

う
え
で
、
検
討
を
し
た
い
。

②
可
能
な
限
り
支
援
を
し
た
い
。

　　
観
光
施
設
が
老
朽
化
し
、
現

代
に
そ
ぐ
わ
な
い
所
が
あ
る
。

第
５
次
総
合
計
画
や
過
疎
計
画

で
公
園
等
施
設
整
備
の
計
画
を

し
て
い
る
が
、
整
備
の
時
期
は
。

　　
平
成
27
年
度
ま
で
の
過
疎
計

画
で
は
﹁
産
業
の
振
興
﹂
や
﹁
交

通
通
信
体
系
の
整
備
、
情
報
化

及
び
地
域
間
交
流
の
促
進
﹂
で

情
報
の
発
信
や
交
流
人
口
の
増

加
を
図
る
こ
と
に
し
て
お
り
、

具
体
的
に
は
公
園
等
の
整
備
計

画
を
掲
げ
て
い
る
。
確
か
に
老

朽
化
し
た
も
の
も
あ
り
、
財
政

状
況
を
勘
案
し
な
が
ら
期
間
内

に
整
備
し
た
い
。

キャプション

奥迫廣人議員 

環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定
を 

　
　
　
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か 

農
村
社
会
の
大
転
換
に
な
る
と 

　
　
　
　
　
　 

危
惧
し
て
い
る 

地
籍
調
査 

問 問 

観
光
振
興 

問 問 

婚
活 

問 問 
Ｔ
Ｐ
Ｐ（
環
太
平
洋 

経
済
連
携
協
定
） 

問 問 

Ｔ
Ｐ
Ｐ（
環
太
平
洋 

経
済
連
携
協
定
） 

問 問 

町
民
の
保
護
計
画 

問 問 

ふ
る
さ
と
教
育 

問 問 

町政のここが聞きたい 

増
原
町
長 

答 答 

増
原
町
長 
答 答 

内
田
教
育
長 

答 答 
町
長 

答 答 

町
長 

答 答 
町
長 

答 答 
町
長 

答 答 

地
積
調
査
の
さ
ら
な
る
推
進
を 

「
山
村
境
界
基
本
調
査
」
を
活
用
し 

　
　
　
　
　
　
積
極
的
に
進
め
た
い 

─　　 ─324
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①
﹁
Ｔ
Ｐ
Ｐ
﹂
と
は
約
9
カ
国

を
対
象
に
農
業
・
林
業
分
野
を

含
め
て
貿
易
自
由
化
の
例
外
を

原
則
的
に
設
け
ず
、
即
時
又
は

10
年
以
内
に
１
０
０
％
の
関
税

撤
廃
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
が
、

農
林
業
立
町
で
あ
る
日
南
町
に

と
っ
て
致
命
的
影
響
が
懸
念
さ

れ
る
。
町
と
し
て
ど
の
よ
う
に

受
け
止
め
て
い
る
の
か
。

②
鳥
取
県
は
い
ち
早
く
こ
れ
を

受
け
て
11
月
11
日
に
は
、
県
内

農
業
へ
の
影
響
に
つ
い
て
、
25

日
に
は
林
業
、
水
産
業
へ
の
影

響
に
つ
い
て
の
試
算
を
そ
れ
ぞ

れ
公
表
し
た
。
日
南
町
へ
の
影

響
は
。

③
政
府
は
農
林
漁
業
改
革
に
向

け
た
議
論
を
推
進
す
る
た
め
﹁
食

と
農
林
漁
業
再
生
推
進
本
部
﹂

﹁
同
実
現
会
議
﹂
等
を
立
ち
上

げ
た
が
、
今
年
度
開
始
し
た
﹁
戸

別
所
得
補
償
制
度
﹂
も
検
討
す

る
と
あ
る
。
こ
の
制
度
に
は
多

く
の
問
題
点
が
あ
る
と
感
じ
て

い
る
が
行
政
と
し
て
は
ど
う
捉

え
て
い
る
の
か
。

①
T
P
P
に
つ
い
て
は
、
事
前

情
報
が
な
く
、
本
当
に
突
然
と

い
う
感
を
抱
い
て
い
る
。
﹁
関

税
の
１
０
０
％
自
由
化
、
農
業

へ
の
影
響
が
極
め
て
大
き
い
﹂

な
ど
、
農
家
の
所
得
確
保
、
将

来
の
食
糧
自
給
率
確
保
へ
の
不

安
、
農
村
社
会
の
存
続
を
も
揺

る
が
す
大
転
換
と
な
る
と
危
惧

し
て
い
る
。
特
に
米
、
畜
産
の

分
野
で
影
響
が
大
き
い
と
い
わ

れ
、
12
月
1
日
の
全
国
町
村
長

会
で
も
全
会
一
致
で
反
対
決
議

を
行
っ
た
。

②
日
南
町
で
は
、
平
成
20
年
３

月
発
行
の
第
55
次
鳥
取
農
林
水

産
統
計
年
報
を
引
用
し
、
鳥
取

県
推
定
品
目
の
う
ち
、
米
、
牛

肉
、
牛
乳
、
豚
肉
、
鶏
肉
で
試

算
す
る
と
、
マ
イ
ナ
ス
19
億
７

千
万
と
な
り
、
試
算
対
象
５
品

目
の
82
％
が
減
少
す
る
試
算
と

な
る
。
林
産
物
に
つ
い
て
は
、

合
板
の
一
部
が
輸
入
品
に
置
き

換
わ
り
11
・
4
％
減
と
予
想
さ

れ
て
い
る
。

③
導
入
に
伴
い
米
価
が
下
落
す

る
と
い
う
側
面
も
あ
り
、
所
得

政
策
と
捉
え
る
な
ら
ば
、
安
定

的
な
財
源
の
確
保
と
地
域
の
実

情
に
あ
っ
た
制
度
設
計
が
必
要
。

①
自
分
の
町
へ
の
愛
着
と
誇
り

を
持
つ
心
を
育
成
す
る
為
の
﹁
学

習
・
教
育
﹂
の
内
容
と
﹁
実
践

活
動
﹂
は
。

②
総
合
学
習
を
利
用
し
て
講
師

の
立
場
で
、
町
長
は
、
ま
ち
づ

く
り
へ
の
思
い
を
子
供
達
に
直

接
語
り
か
け
る
機
会
を
持
つ
考

え
は
あ
る
の
か
。
ま
た
、
教
育

長
も
教
育
へ
の
思
い
を
同
様
に

行
う
考
え
は
あ
る
の
か
。

①
小
学
校
で
は
、
地
域
の
人
・

も
の
・
自
然
と
の
か
か
わ
り
や

友
達
と
の
か
か
わ
り
を
通
し
て
、

自
ら
学
び
自
ら
考
え
、
進
ん
で

問
題
解
決
し
て
い
く
力
を
高
め

る
と
と
も
に
、
﹁
人
﹂｢

自
分｣

﹁
町
﹂
を
大
切
に
し
よ
う
と
す

る
心
情
と
態
度
を
育
て
る
こ
と

に
努
め
て
い
る
。
中
学
校
で
は
、

日
南
町
と
い
う
範
囲
で
﹁
ふ
る

さ
と
﹂
を
と
ら
え
る
の
で
は
な

く
、
鳥
取
県
、
山
陰
と
い
う
広

い
範
囲
で
も
と
ら
え
る
よ
う
に

し
、
日
本
と
い
う
視
野
も
念
頭

に
お
い
て
学
習
を
進
め
て
い
る
。

②
学
校
経
営
者
で
あ
る
校
長
か

ら
要
請
が
あ
れ
ば
、
検
討
す
る

こ
と
は
や
ぶ
さ
か
で
は
な
い
。

①
日
南
町
は
、
平
成
17
年
度
末

に
国
民
保
護
計
画
を
策
定
し
て

い
る
が
、
そ
の
後
時
間
も
経
過

し
て
お
り
、
内
容
の
精
査
、
各

方
面
へ
の
周
知
も
必
要
と
考
え

る
が
。

②
災
害
を
想
定
し
た
演
習
・
訓

練
は
行
わ
れ
て
い
る
が
保
護
計

画
に
基
づ
く
実
動
訓
練
に
つ
い

て
も
実
施
す
べ
き
。
今
後
実
施

に
向
け
て
検
討
す
る
考
え
は
。

①
平
成
22
年
８
月
に
県
計
画
が

変
更
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
平

成
23
年
度
中
を
目
途
に
町
計
画

を
見
直
し
、
変
更
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。
周
知
に
つ
い
て
は
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
を

行
っ
て
い
る
。
住
民
の
方
へ
は

広
報
等
で
お
知
ら
せ
す
る
よ
う

に
努
め
る
。

②
例
年
全
町
で
行
っ
て
い
る
日

南
町
総
合
防
災
訓
練
を
こ
れ
に

あ
て
た
い
。
今
後
国
、
県
と
の

連
携
し
た
実
働
訓
練
が
実
施
さ

れ
れ
ば
連
携
し
た
訓
練
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。



小竹　等議員 

①
現
在
の
進
捗
状
況
は
。

②
現
在
行
っ
て
い
る
や
り
方
で

は
、
町
内
全
域
を
早
期
に
調
査

す
る
事
が
で
き
な
い
。
町
長
は

﹁
山
林
か
ら
の
調
査
も
行
う
﹂

と
、
選
挙
中
や
就
任
時
に
発
言

し
て
い
た
が
、
そ
の
検
討
は
さ

れ
て
い
る
の
か
。

①
要
調
査
面
積
３
１
５
・
70
h

に
対
し
、
平
成
21
年
度
末
時
点

で
調
査
済
面
積
34.

99
h
と
な

っ
て
お
り
、進
捗
率
は
11.

09
％
。

平
成
22
年
度
末
時
点
で
約
13
％

と
な
る
見
込
み
。

②
全
国
的
に
見
て
も
、
特
に
山

村
部
で
は
、
土
地
所
有
者
の
高

齢
化
や
村
離
れ
、
森
林
の
荒
廃

等
の
進
行
に
よ
り
、
境
界
に
関

す
る
記
憶
︵
人
証
︶
や
境
界
の

目
印
︵
物
証
︶
が
失
わ
れ
て
き

て
い
る
。
現
地
で
の
境
界
確
認

が
で
き
な
く
な
る
恐
れ
が
生
じ

て
お
り
、
地
積
調
査
の
推
進
に

つ
い
て
は
重
要
な
課
題
で
あ
る

と
認
識
を
し
て
い
る
。
国
へ
の

平
成
23
年
度
要
望
額
を
対
前
年

当
初
比
約
１
３
０
％
と
し
て
い

る
。
地
積
調
査
の
進
捗
を
上
げ

る
に
は
、
国
並
び
に
県
に
対
し

予
算
確
保
の
要
望
を
行
う
こ
と

は
も
と
よ
り
、
町
の
人
的
体
制

整
備
も
考
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

　
山
林
の
調
査
は
、
国
の
直
轄

事
業
で
あ
る
が
、
地
積
調
査
で

活
用
で
き
る
よ
う
な
境
界
の
交

点
・
境
界
線
の
主
要
な
折
れ
点

の
現
地
調
査
を
行
う
﹁
山
村
境

界
基
本
調
査
﹂
が
平
成
22
年
度

か
ら
創
設
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
本
町
で
も
、
山
の
地
積
調

査
を
進
め
る
べ
く
、
国
へ
地
区

採
択
に
つ
い
て
要
望
を
行
っ
て

い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
﹁
山

村
境
界
基
本
調
査
﹂
の
事
業
着

手
は
平
成
22
年
度
に
お
い
て
は

冬
期
間
と
な
る
こ
と
か
ら
、
国

及
び
県
か
ら
は
、
条
件
的
に
は

良
い
地
区
で
あ
り
、
平
成
23
年

度
に
は
優
先
的
に
地
区
採
択
す

る
グ
ル
ー
プ
に
位
置
づ
け
ら
れ

て
お
り
、
地
区
採
択
の
確
立
は

高
い
と
聞
い
て
い
る
。
こ
の
調

査
事
業
を
活
用
し
な
が
ら
、
地

積
調
査
の
推
進
を
図
り
た
い
。

①
Ｔ
Ｐ
Ｐ
︵
環
太
平
洋
経
済
連

携
協
定
︶
に
我
が
国
が
参
加
す

れ
ば
、
日
南
町
の
将
来
を
ど
の

様
に
想
定
さ
れ
る
か
。

②
現
在
の
対
応
状
況
は
。

①
農
林
産
物
は
関
税
自
由
化
の

波
を
大
き
く
受
け
、
農
業
所
得
、

農
業
従
事
者
の
減
少
、
農
地
の

活
用
等
に
ブ
レ
ー
キ
が
か
か
る

な
ど
、
農
林
業
を
主
要
産
業
に

す
る
日
南
町
に
と
っ
て
厳
し
い

将
来
が
想
定
さ
れ
る
。
意
欲
あ

る
者
が
安
心
し
て
営
農
で
き
る

政
策
的
支
援
が
必
要
と
考
え
、

国
県
と
は
別
に
町
単
独
の
施
策

も
研
究
し
て
い
る
。

②
全
国
の
農
業
団
体
等
の
動
き

や
政
府
の
動
き
を
注
視
し
、
情

報
の
収
集
を
行
っ
て
い
る
。

①
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
町
民
に

す
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、

実
施
さ
れ
た
の
か
。

②
町
内
の
若
者
が
グ
ル
ー
プ
を

結
成
し
て
以
前
あ
っ
た
﹁
夢
ラ

ン
ド
に
ち
な
ん
﹂
と
同
じ
様
な

事
を
計
画
し
て
い
る
。
そ
の
グ

ル
ー
プ
に
協
賛
と
支
援
を
考
え

た
ら
ど
う
か
。

①
町
内
の
一
部
事
業
所
で
、
出

会
い
の
場
に
つ
い
て
聞
き
取
り

を
行
っ
た
。
﹁
出
会
い
の
場
所

が
な
く
、
そ
う
い
う
機
会
が
あ

れ
ば
い
い
﹂
と
い
う
意
見
が
あ

る
一
方
で
は
﹁
自
分
自
身
の
こ

と
な
の
で
そ
っ
と
し
て
お
い
て

欲
し
い
﹂
と
い
う
声
も
あ
る
。

さ
ら
に
意
向
の
調
査
を
行
っ
た

う
え
で
、
検
討
を
し
た
い
。

②
可
能
な
限
り
支
援
を
し
た
い
。

　　
観
光
施
設
が
老
朽
化
し
、
現

代
に
そ
ぐ
わ
な
い
所
が
あ
る
。

第
５
次
総
合
計
画
や
過
疎
計
画

で
公
園
等
施
設
整
備
の
計
画
を

し
て
い
る
が
、
整
備
の
時
期
は
。

　　
平
成
27
年
度
ま
で
の
過
疎
計

画
で
は
﹁
産
業
の
振
興
﹂
や
﹁
交

通
通
信
体
系
の
整
備
、
情
報
化

及
び
地
域
間
交
流
の
促
進
﹂
で

情
報
の
発
信
や
交
流
人
口
の
増

加
を
図
る
こ
と
に
し
て
お
り
、

具
体
的
に
は
公
園
等
の
整
備
計

画
を
掲
げ
て
い
る
。
確
か
に
老

朽
化
し
た
も
の
も
あ
り
、
財
政

状
況
を
勘
案
し
な
が
ら
期
間
内

に
整
備
し
た
い
。

キャプション

奥迫廣人議員 

環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定
を 

　
　
　
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か 

農
村
社
会
の
大
転
換
に
な
る
と 

　
　
　
　
　
　 

危
惧
し
て
い
る 

地
籍
調
査 

問 問 

観
光
振
興 

問 問 

婚
活 

問 問 
Ｔ
Ｐ
Ｐ（
環
太
平
洋 

経
済
連
携
協
定
） 

問 問 

Ｔ
Ｐ
Ｐ（
環
太
平
洋 

経
済
連
携
協
定
） 

問 問 

町
民
の
保
護
計
画 

問 問 

ふ
る
さ
と
教
育 

問 問 

町政のここが聞きたい 

増
原
町
長 

答 答 

増
原
町
長 

答 答 

内
田
教
育
長 

答 答 
町
長 

答 答 

町
長 

答 答 
町
長 

答 答 
町
長 

答 答 

地
積
調
査
の
さ
ら
な
る
推
進
を 

「
山
村
境
界
基
本
調
査
」
を
活
用
し 

　
　
　
　
　
　
積
極
的
に
進
め
た
い 

─　　 ─325
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①
政
府
は
、
環
太
平
洋
経
済
連

携
協
定(

T
P
P)

へ
の
参
加
の

た
め
の
﹁
関
係
国
と
の
協
議
の

開
始
﹂
を
閣
議
決
定
し
た
が
、
こ

の
方
針
決
定
に
対
す
る
見
解
は
。

②
全
国
町
村
長
大
会
で
の
環
太

平
洋
経
済
連
携
協
定(

T
P
P)

参
加
反
対
特
別
決
議
を
ど
の
よ

う
に
実
現
す
る
の
か
。

①
反
対
す
る
立
場
を
改
め
て
明

確
に
表
明
す
る
。

②
関
連
情
報
を
収
集
し
、
農
業

団
体
、
他
町
村
等
と
連
携
し
特

別
決
議
の
趣
旨
を
踏
ま
え
進
め

る
。

①
子
宮
頸
が
ん
等
ワ
ク
チ
ン
接

種
緊
急
促
進
臨
時
特
例
交
付
金

事
業
を
ど
う
す
す
め
る
の
か
。

②
景
気
悪
化
の
下
、
地
域
活
性

化
の
た
め
に
国
・
県
の
補
正
予

算
を
活
か
す
具
体
的
施
策
は
提

案
さ
れ
て
い
る
の
か
。

①
中
学
生
を
対
象
と
し
た
子
宮

頸
が
ん
予
防
︵
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー

マ
ウ
イ
ル
ス
︶
ワ
ク
チ
ン
、
乳

幼
児
を
対
象
と
し
た
ヒ
ブ
︵
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
ｂ
型
︶
ワ
ク

チ
ン
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
の
３
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
、

平
成
23
年
度
か
ら
国
の
特
例
交

付
金
も
活
用
し
て
公
費
助
成
を

実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

②
地
域
活
性
化
交
付
金
と
し
て

﹁
き
め
細
か
な
交
付
金
﹂
﹁
住

民
生
活
に
光
を
そ
そ
ぐ
交
付
金
﹂

が
創
設
さ
れ
た
。
地
域
の
活
性

化
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
事
業
、
住

民
生
活
に
と
っ
て
大
事
な
分
野

で
あ
り
な
が
ら
十
分
な
対
応
が

で
き
な
か
っ
た
分
野
を
中
心
に

現
在
精
査
し
て
い
る
。

　
鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理

組
合
は
、
県
西
部
圏
域
の
可
燃

ご
み
を
段
階
的
に
米
子
市
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
処
理
す
る
と

の
計
画
案
を
発
表
し
た
が
、
本

町
の
方
針
は
ど
う
か
。
　

　
町
の
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
延
命

化
策
と
併
せ
て
問
う
。

　
平
成
28
年
3
月
ま
で
現
施
設

の
使
用
延
長
を
お
願
い
し
て
い

る
が
、
施
設
を
延
命
化
し
、
平

成
33
年
度
ま
で
運
転
を
継
続
し
、

そ
れ
以
降
に
は
米
子
市
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
で
処
理
す
る
予
定

と
し
て
い
る
。

　
併
せ
て
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
の

あ
る
地
元
の
市
場
、
鍛
冶
屋
集

落
へ
は
、
所
要
の
改
修
を
行
い

な
が
ら
、
施
設
の
稼
動
延
長
の

お
願
い
を
し
て
い
る
。

　
来
年
7
月
24
日
か
ら
ア
ナ
ロ

グ
放
送
が
止
ま
り
、
地
上
デ
ジ

タ
ル
放
送
と
な
る
。
﹁
テ
レ
ビ

難
民
﹂
を
生
ま
な
い
た
め
の
対

策
は
整
っ
て
い
る
の
か
。

　
町
内
で
は
、
平
成
27
年
3
月

ま
で
は
今
の
状
態
で
テ
レ
ビ
を

見
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
広
報

紙
や
ち
ゃ
ん
ね
る
日
南
、
各
種

会
合
な
ど
で
デ
ジ
タ
ル
化
対
応

の
周
知
を
重
ね
て
い
く
。
ま
た
、

役
場
で
も
問
い
合
わ
せ
を
受
け

る
。

①
小
学
生
の
父
母
や
家
庭
か
ら

要
望
の
強
い
長
期
休
業
中
の
放

課
後
子
ど
も
教
室
は
、
学
校
教

育
と
児
童
福
祉
の
両
面
か
ら
積

極
的
に
実
施
す
べ
き
と
考
え
る

が
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

②
夏
休
み
に
行
っ
た
サ
マ
ー
ス

ク
ー
ル
は
、
冬
休
み
や
春
休
み

な
ど
に
も
生
か
さ
れ
る
の
か
。

①
平
成
23
年
の
夏
休
み
か
ら
、

小
学
校
低
学
年
の
児
童
で
長
期

休
業
中
に
保
護
者
が
就
労
等
で

家
庭
で
の
見
守
り
が
出
来
な
い

児
童
を
対
象
に
安
心
し
見
守
り

が
で
き
る
よ
う
児
童
福
祉
施
策

と
し
て
独
自
な
居
場
所
を
提
供

す
る
事
業
を
検
討
し
て
い
る
。

②
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
は
児
童
、

生
徒
に
大
変
好
評
で
、
学
習
の

進
展
が
図
ら
れ
た
の
で
、
冬
休

み
も
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

に
お
世
話
に
な
り
な
が
ら
学
力

向
上
を
め
ざ
し
た
﹁
ウ
イ
ン
タ

ー
・
ス
タ
デ
ィ
日
南
﹂
を
実
施

す
る
。
春
休
み
に
つ
い
て
も
別

に
検
討
し
て
い
る
。

古都久志議員 

　
報
告
・
連
絡
・
相
談
等
の
日

常
の
職
員
の
指
導
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。
施
策
に
町
民
の
目

線
に
立
っ
た
配
慮
が
な
さ
れ
て

い
る
か
。

　
報
告
・
連
絡
・
相
談(

ホ
ウ

レ
ン
ソ
ウ)

は
、
社
会
人
の
マ

ナ
ー
で
あ
り
、
日
頃
よ
り
そ
の

日
の
内
に
処
理
す
る
よ
う
徹
底

し
、
庁
内
全
体
で
指
導
を
行
っ

て
い
る
が
、
ま
だ
処
理
や
報
告

が
適
格
で
な
い
例
も
あ
り
、
引

き
続
き
徹
底
す
る
。

　
可
能
な
限
り
職
員
が
現
地
に

出
向
き
、
町
民
の
声
を
直
接
聞

き
、
施
策
に
反
映
す
る
よ
う
指

示
し
、
町
民
目
線
の
執
務
に
努

め
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

　
通
称
﹁
豚
団
地
﹂
か
ら
﹁
宝

谷
入
口
﹂
の
間
の
整
備
予
定
は
。

　
こ
の
区
間
は
、
約
４
・
５
d

あ
り
、
事
業
費
等
か
ら
一
度
に

整
備
が
で
き
な
い
の
で
、
危
険

性
の
高
い
区
間
及
び
傷
み
の
激

し
い
区
間
︵
約
８
０
０
ｍ
︶
の

整
備
を
行
う
よ
う
﹁
第
５
次
日

南
町
総
合
計
画
﹂
に
位
置
づ
け
、

平
成
24
年
度
か
ら
事
業
着
手
を

予
定
し
て
い
る
。

　
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
の
被
害

が
甚
大
で
あ
る
。
電
気
柵
や
防

護
柵
の
設
置
補
助
と
と
も
に
、

積
極
的
な
駆
除
へ
の
取
組
み
が

必
要
と
考
え
る
が
。

　
平
成
22
年
度
は
、
イ
ノ
シ
シ

の
被
害
が
顕
著
な
年
だ
っ
た
。

有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て
は
、

個
体
数
を
減
ら
す
取
り
組
み
、

進
入
を
防
ぐ
取
り
組
み
を
併
せ

て
実
施
し
て
い
る
。

　
今
回
の
補
正
予
算
に
お
い
て
、

新
規
に
狩
猟
期
間
内
に
お
け
る

緊
急
捕
獲
奨
励
事
業
、
予
算
の

範
囲
で
移
動
式
捕
獲
オ
リ
を
導

入
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
実
施
に
あ
た
っ
て

は
、
日
南
町
猟
友
会
の
協
力
を

得
て
実
施
し
防
除
か
ら
駆
除
へ

と
方
針
を
変
え
る
必
要
が
あ
る
。

　
郵
貯
銀
行
を
日
南
町
役
場
の

取
引
金
融
機
関
に
す
る
予
定
は

な
い
の
か
。

　
今
後
、
支
払
事
務
に
つ
い
て

は
、
指
定
金
融
機
関
の(

株)

山

陰
合
同
銀
行
か
ら
直
接
振
込
が

で
き
る
よ
う
役
場
電
算
シ
ス
テ

ム
の
ソ
フ
ト
改
修
等
を
検
討
し

利
用
者
の
利
便
性
向
上
の
た
め

改
善
し
て
い
き
た
い
。

①
調
査
把
握
の
状
況
は
。

②
保
存
活
動
と
と
も
に
積
極
的

に
町
興
し
に
生
か
す
考
え
は
。

①
鳥
取
県
が
刊
行
し
た
﹁
レ
ッ

ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
と
っ
と
り
﹂

を
町
内
の
希
少
動
植
物
保
全
・

再
生
の
基
本
と
し
て
お
り
、
動

物
で
は
、
絶
滅
危
惧
Ⅰ
類
と
し

て
ヤ
イ
ロ
チ
ョ
ウ
、
絶
滅
危
惧

Ⅱ
類
と
し
て
、
オ
オ
サ
ン
シ
ョ

ウ
ウ
オ
、
カ
ス
ミ
サ
ン
シ
ョ
ウ

ウ
オ
な
ど
７
種
、
準
絶
滅
危
惧

と
し
て
、
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
、
ア

オ
ハ
ダ
ト
ン
ボ
な
ど
21
種
、
そ

の
他
の
重
要
種
と
し
て
、
オ
オ

カ
ワ
ト
ン
ボ
、
オ
オ
ゴ
マ
ガ
イ

な
ど
10
種
、
合
計
39
種
が
選
定

さ
れ
て
お
り
、
植
物
で
は
、
絶

滅
危
惧
Ⅰ
類
と
し
て
、
サ
ク
ラ

ソ
ウ
、
オ
キ
ナ
グ
サ
な
ど
８
種
、

絶
滅
危
惧
Ⅱ
類
と
し
て
、
カ
ワ

ラ
ハ
ン
ノ
キ
、
カ
タ
ク
リ
な
ど

16
種
、
準
絶
滅
危
惧
と
し
て
、

ミ
ヤ
コ
ア
ザ
ミ
、
キ
ヌ
タ
ソ
ウ

な
ど
19
種
、
そ
の
他
の
重
要
種

と
し
て
、
イ
チ
イ
な
ど
２
種
、
合

計
35
種
類
が
選
定
さ
れ
て
い
る
。

②
日
南
町
は
、
地
域
と
と
も
に

あ
る
自
然
生
態
系
の
保
全
を
第

一
義
に
考
え
て
き
た
が
、
人
間

生
活
に
別
の
価
値
を
も
た
ら
す

﹁
町
興
し
﹂
と
い
う
選
択
肢
も

看
過
で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
。

保
全
活
動
に
努
め
て
お
ら
れ
る

町
民
の
み
な
さ
ん
の
考
え
を
聞

き
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

　
宝
谷
の
吉
鈩
は
、
朽
ち
か
け

て
は
い
る
が
山
内
集
落
が
現
存

す
る
唯
一
の
地
域
で
あ
る
。
こ

れ
の
保
存
に
取
り
組
む
考
え
は

な
い
か
。

　
吉
鈩
遺
跡
は
、
平
成
17
年
度

に
鳥
取
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ

ー
が
詳
細
分
布
調
査
を
し
て
い

る
。
こ
の
建
物
は
個
人
の
資
産

で
あ
り
、
現
状
で
は
公
費
の
投

入
等
を
勘
案
す
る
と
、
保
存
は

難
し
い
。

キャプション
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①
政
府
は
、
環
太
平
洋
経
済
連

携
協
定(

T
P
P)

へ
の
参
加
の

た
め
の
﹁
関
係
国
と
の
協
議
の

開
始
﹂
を
閣
議
決
定
し
た
が
、
こ

の
方
針
決
定
に
対
す
る
見
解
は
。

②
全
国
町
村
長
大
会
で
の
環
太

平
洋
経
済
連
携
協
定(

T
P
P)

参
加
反
対
特
別
決
議
を
ど
の
よ

う
に
実
現
す
る
の
か
。

①
反
対
す
る
立
場
を
改
め
て
明

確
に
表
明
す
る
。

②
関
連
情
報
を
収
集
し
、
農
業

団
体
、
他
町
村
等
と
連
携
し
特

別
決
議
の
趣
旨
を
踏
ま
え
進
め

る
。

①
子
宮
頸
が
ん
等
ワ
ク
チ
ン
接

種
緊
急
促
進
臨
時
特
例
交
付
金

事
業
を
ど
う
す
す
め
る
の
か
。

②
景
気
悪
化
の
下
、
地
域
活
性

化
の
た
め
に
国
・
県
の
補
正
予

算
を
活
か
す
具
体
的
施
策
は
提

案
さ
れ
て
い
る
の
か
。

①
中
学
生
を
対
象
と
し
た
子
宮

頸
が
ん
予
防
︵
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー

マ
ウ
イ
ル
ス
︶
ワ
ク
チ
ン
、
乳

幼
児
を
対
象
と
し
た
ヒ
ブ
︵
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
ｂ
型
︶
ワ
ク

チ
ン
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
の
３
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
、

平
成
23
年
度
か
ら
国
の
特
例
交

付
金
も
活
用
し
て
公
費
助
成
を

実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

②
地
域
活
性
化
交
付
金
と
し
て

﹁
き
め
細
か
な
交
付
金
﹂
﹁
住

民
生
活
に
光
を
そ
そ
ぐ
交
付
金
﹂

が
創
設
さ
れ
た
。
地
域
の
活
性

化
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
事
業
、
住

民
生
活
に
と
っ
て
大
事
な
分
野

で
あ
り
な
が
ら
十
分
な
対
応
が

で
き
な
か
っ
た
分
野
を
中
心
に

現
在
精
査
し
て
い
る
。

　
鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理

組
合
は
、
県
西
部
圏
域
の
可
燃

ご
み
を
段
階
的
に
米
子
市
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
処
理
す
る
と

の
計
画
案
を
発
表
し
た
が
、
本

町
の
方
針
は
ど
う
か
。
　

　
町
の
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
延
命

化
策
と
併
せ
て
問
う
。

　
平
成
28
年
3
月
ま
で
現
施
設

の
使
用
延
長
を
お
願
い
し
て
い

る
が
、
施
設
を
延
命
化
し
、
平

成
33
年
度
ま
で
運
転
を
継
続
し
、

そ
れ
以
降
に
は
米
子
市
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
で
処
理
す
る
予
定

と
し
て
い
る
。

　
併
せ
て
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
の

あ
る
地
元
の
市
場
、
鍛
冶
屋
集

落
へ
は
、
所
要
の
改
修
を
行
い

な
が
ら
、
施
設
の
稼
動
延
長
の

お
願
い
を
し
て
い
る
。

　
来
年
7
月
24
日
か
ら
ア
ナ
ロ

グ
放
送
が
止
ま
り
、
地
上
デ
ジ

タ
ル
放
送
と
な
る
。
﹁
テ
レ
ビ

難
民
﹂
を
生
ま
な
い
た
め
の
対

策
は
整
っ
て
い
る
の
か
。

　
町
内
で
は
、
平
成
27
年
3
月

ま
で
は
今
の
状
態
で
テ
レ
ビ
を

見
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
広
報

紙
や
ち
ゃ
ん
ね
る
日
南
、
各
種

会
合
な
ど
で
デ
ジ
タ
ル
化
対
応

の
周
知
を
重
ね
て
い
く
。
ま
た
、

役
場
で
も
問
い
合
わ
せ
を
受
け

る
。

①
小
学
生
の
父
母
や
家
庭
か
ら

要
望
の
強
い
長
期
休
業
中
の
放

課
後
子
ど
も
教
室
は
、
学
校
教

育
と
児
童
福
祉
の
両
面
か
ら
積

極
的
に
実
施
す
べ
き
と
考
え
る

が
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

②
夏
休
み
に
行
っ
た
サ
マ
ー
ス

ク
ー
ル
は
、
冬
休
み
や
春
休
み

な
ど
に
も
生
か
さ
れ
る
の
か
。

①
平
成
23
年
の
夏
休
み
か
ら
、

小
学
校
低
学
年
の
児
童
で
長
期

休
業
中
に
保
護
者
が
就
労
等
で

家
庭
で
の
見
守
り
が
出
来
な
い

児
童
を
対
象
に
安
心
し
見
守
り

が
で
き
る
よ
う
児
童
福
祉
施
策

と
し
て
独
自
な
居
場
所
を
提
供

す
る
事
業
を
検
討
し
て
い
る
。

②
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
は
児
童
、

生
徒
に
大
変
好
評
で
、
学
習
の

進
展
が
図
ら
れ
た
の
で
、
冬
休

み
も
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

に
お
世
話
に
な
り
な
が
ら
学
力

向
上
を
め
ざ
し
た
﹁
ウ
イ
ン
タ

ー
・
ス
タ
デ
ィ
日
南
﹂
を
実
施

す
る
。
春
休
み
に
つ
い
て
も
別

に
検
討
し
て
い
る
。

古都久志議員 

　
報
告
・
連
絡
・
相
談
等
の
日

常
の
職
員
の
指
導
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。
施
策
に
町
民
の
目

線
に
立
っ
た
配
慮
が
な
さ
れ
て

い
る
か
。

　
報
告
・
連
絡
・
相
談(

ホ
ウ

レ
ン
ソ
ウ)

は
、
社
会
人
の
マ

ナ
ー
で
あ
り
、
日
頃
よ
り
そ
の

日
の
内
に
処
理
す
る
よ
う
徹
底

し
、
庁
内
全
体
で
指
導
を
行
っ

て
い
る
が
、
ま
だ
処
理
や
報
告

が
適
格
で
な
い
例
も
あ
り
、
引

き
続
き
徹
底
す
る
。

　
可
能
な
限
り
職
員
が
現
地
に

出
向
き
、
町
民
の
声
を
直
接
聞

き
、
施
策
に
反
映
す
る
よ
う
指

示
し
、
町
民
目
線
の
執
務
に
努

め
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

　
通
称
﹁
豚
団
地
﹂
か
ら
﹁
宝

谷
入
口
﹂
の
間
の
整
備
予
定
は
。

　
こ
の
区
間
は
、
約
４
・
５
d

あ
り
、
事
業
費
等
か
ら
一
度
に

整
備
が
で
き
な
い
の
で
、
危
険

性
の
高
い
区
間
及
び
傷
み
の
激

し
い
区
間
︵
約
８
０
０
ｍ
︶
の

整
備
を
行
う
よ
う
﹁
第
５
次
日

南
町
総
合
計
画
﹂
に
位
置
づ
け
、

平
成
24
年
度
か
ら
事
業
着
手
を

予
定
し
て
い
る
。

　
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
の
被
害

が
甚
大
で
あ
る
。
電
気
柵
や
防

護
柵
の
設
置
補
助
と
と
も
に
、

積
極
的
な
駆
除
へ
の
取
組
み
が

必
要
と
考
え
る
が
。

　
平
成
22
年
度
は
、
イ
ノ
シ
シ

の
被
害
が
顕
著
な
年
だ
っ
た
。

有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て
は
、

個
体
数
を
減
ら
す
取
り
組
み
、

進
入
を
防
ぐ
取
り
組
み
を
併
せ

て
実
施
し
て
い
る
。

　
今
回
の
補
正
予
算
に
お
い
て
、

新
規
に
狩
猟
期
間
内
に
お
け
る

緊
急
捕
獲
奨
励
事
業
、
予
算
の

範
囲
で
移
動
式
捕
獲
オ
リ
を
導

入
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
実
施
に
あ
た
っ
て

は
、
日
南
町
猟
友
会
の
協
力
を

得
て
実
施
し
防
除
か
ら
駆
除
へ

と
方
針
を
変
え
る
必
要
が
あ
る
。

　
郵
貯
銀
行
を
日
南
町
役
場
の

取
引
金
融
機
関
に
す
る
予
定
は

な
い
の
か
。

　
今
後
、
支
払
事
務
に
つ
い
て

は
、
指
定
金
融
機
関
の(

株)

山

陰
合
同
銀
行
か
ら
直
接
振
込
が

で
き
る
よ
う
役
場
電
算
シ
ス
テ

ム
の
ソ
フ
ト
改
修
等
を
検
討
し

利
用
者
の
利
便
性
向
上
の
た
め

改
善
し
て
い
き
た
い
。

①
調
査
把
握
の
状
況
は
。

②
保
存
活
動
と
と
も
に
積
極
的

に
町
興
し
に
生
か
す
考
え
は
。

①
鳥
取
県
が
刊
行
し
た
﹁
レ
ッ

ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
と
っ
と
り
﹂

を
町
内
の
希
少
動
植
物
保
全
・

再
生
の
基
本
と
し
て
お
り
、
動

物
で
は
、
絶
滅
危
惧
Ⅰ
類
と
し

て
ヤ
イ
ロ
チ
ョ
ウ
、
絶
滅
危
惧

Ⅱ
類
と
し
て
、
オ
オ
サ
ン
シ
ョ

ウ
ウ
オ
、
カ
ス
ミ
サ
ン
シ
ョ
ウ

ウ
オ
な
ど
７
種
、
準
絶
滅
危
惧

と
し
て
、
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
、
ア

オ
ハ
ダ
ト
ン
ボ
な
ど
21
種
、
そ

の
他
の
重
要
種
と
し
て
、
オ
オ

カ
ワ
ト
ン
ボ
、
オ
オ
ゴ
マ
ガ
イ

な
ど
10
種
、
合
計
39
種
が
選
定

さ
れ
て
お
り
、
植
物
で
は
、
絶

滅
危
惧
Ⅰ
類
と
し
て
、
サ
ク
ラ

ソ
ウ
、
オ
キ
ナ
グ
サ
な
ど
８
種
、

絶
滅
危
惧
Ⅱ
類
と
し
て
、
カ
ワ

ラ
ハ
ン
ノ
キ
、
カ
タ
ク
リ
な
ど

16
種
、
準
絶
滅
危
惧
と
し
て
、

ミ
ヤ
コ
ア
ザ
ミ
、
キ
ヌ
タ
ソ
ウ

な
ど
19
種
、
そ
の
他
の
重
要
種

と
し
て
、
イ
チ
イ
な
ど
２
種
、
合

計
35
種
類
が
選
定
さ
れ
て
い
る
。

②
日
南
町
は
、
地
域
と
と
も
に

あ
る
自
然
生
態
系
の
保
全
を
第

一
義
に
考
え
て
き
た
が
、
人
間

生
活
に
別
の
価
値
を
も
た
ら
す

﹁
町
興
し
﹂
と
い
う
選
択
肢
も

看
過
で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
。

保
全
活
動
に
努
め
て
お
ら
れ
る

町
民
の
み
な
さ
ん
の
考
え
を
聞

き
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

　
宝
谷
の
吉
鈩
は
、
朽
ち
か
け

て
は
い
る
が
山
内
集
落
が
現
存

す
る
唯
一
の
地
域
で
あ
る
。
こ

れ
の
保
存
に
取
り
組
む
考
え
は

な
い
か
。

　
吉
鈩
遺
跡
は
、
平
成
17
年
度

に
鳥
取
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ

ー
が
詳
細
分
布
調
査
を
し
て
い

る
。
こ
の
建
物
は
個
人
の
資
産

で
あ
り
、
現
状
で
は
公
費
の
投

入
等
を
勘
案
す
る
と
、
保
存
は

難
し
い
。

キャプション

久代安敏議員 

環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定
に 

　
　
　
　
　
　
　
　 

反
対
を 

反
対
の
立
場
を
明
確
に
表
明
す
る 

T
P
P（
環
太
平 

洋
経
済
連
携
協
定
） 

問 問 

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送 

問 問 
学
校
教
育
と
放
課
後 

子
ど
も
教
室 

問 問 

可
燃
ご
み
処
理 

問 問 

国
の
補
正
予
算
を 

ど
う
活
か
す
の
か 

問 問 

町政のここが聞きたい 町政のここが聞きたい 

増
原
町
長 

答 答 
増
原
町
長 

答 答 

内
田
教
育
長 

答 答 

内
田
教
育
長 

答 答 
内
田
教
育
長 

答 答 

町
長 

答 答 
町
長 

答 答 

町
長 

答 答 

町
長 

答 答 
町
長 

答 答 

町
長 

答 答 

町
長 

答 答 
町
長 

答 答 

町
民
の
目
線
で
行
政
を
進
め
て
い
る
か 

町
民
目
線
で
執
務
す
る
よ
う 

　  

徹
底
と
指
導
を
し
て
い
る 

 

町
民
の
目
線
で
行
政
を 

進
め
て
い
る
か 

問 問 

農
作
物
に
対
す
る 

鳥
獣
の
被
害
対
応 

 

問 問 

町
内
の
レ
ッ
ド
デ
ー
タ 

掲
載
の
希
少
動
植
物
の 

あ
つ
か
い 

問 問 

鈩
遺
産
の
保
存 

問 問 

日
南
町
役
場
の 

取
引
金
融
機
関
に 

郵
貯
銀
行
を 

問 問 

町
道
生
山
印
賀
線 

 

問 問 
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矢戸にある郷土資料館

トマト選果場

件　　　　名 提　出　者 本 会 議審　査　意　見

提出のあった陳情を所管の常任委員会で審査し、委員長から審査結果の報告を
受けて１２月定例議会の本会議で審議した結果、次のとおり決定しました。

2011年度国家予算編成におい
て、教育予算拡充を求める陳
情書

鳥取県教職員組合
西部支部
支部長　内田　浩文

義務教育に格差を生じないように、教育
予算の拡充を求める願意は理解できる。

採　択
（全員賛成）

「交通基本法」制定に関する
陳情書

西日本旅客鉄道労働組合
米子地方本部
執行委員長　佐貫　馨

過疎高齢化のすすむ中山間地の住民生活
を守るためには、持続可能な交通体系を
構築することが急務である。

採　択
（全員賛成）

「食料・農業・農村基本計画」
に沿って、実効ある施策の推
進を求める陳情書

全日本農民組合
鳥取県連合会
会長　田中　宏ほか２名

食料自給率向上と農業の持つ多面的機能
の維持は、国の重点課題である。

採　択
（全員賛成）

環太平洋戦略的経済連携協定
（TPP）の参加に反対する
陳情書

農民運動鳥取県連合会
代表者　東田　久

例外なしに農産物の関税が撤廃されれば、
農業を始め第一次産業は壊滅的打撃を受
ける恐れがある。

採　択
（賛成10反対1）

年金受給資格期間を10年に短
縮することを求める陳情

全日本年金者組合
鳥取県西部支部
支部長　松本　正孝

受給資格期間を１０年にすることは、納付意
欲の低下につながり、資金の運用が困難にな
り、年金制度の本来の目的が果たせなくなる。

不採択
（賛成9反対2）

①
第
二
期
県
境
サ
ミ
ッ
ト

②
町
づ
く
り
協
議
会

③
起
業
定
住
支
援
策

④
地
域
振
興
公
社

⑤
子
育
て
支
援
策

⑥
郷
土
資
料
館

　①
奧
出
雲
町
と
の
公
共
交
通
の

あ
り
方
や
、
地
域
チ
ャ
ン
ネ
ル

放
送
を
活
用
し
た
情
報
の
交
換

を
行
い
、
放
送
ス
タ
ッ
フ
の
研

修
を
行
っ
て
い
る
し
、
新
庄
村

で
の
講
演
会
参
加
や
新
見
市
と

協
同
で
道
路
整
備
に
つ
い
て
国

交
大
臣
に
要
請
を
行
っ
た
。

②
５
か
年
計
画
案
を
作
成
し
て

も
ら
っ
た
。
行
政
は
地
域
の
目

標
の
達
成
に
向
け
て
、
情
報
の

提
供
や
状
況
に
応
じ
た
支
援
を

し
て
い
く
。

③
福
祉
や
医
療
部
門
の
新
規
雇

用
者
の
定
住
策
と
し
て
賃
貸
住

宅
の
整
備
に
取
り
組
ん
だ
。
ま

た
、
Ｉ
タ
ー
ン
起
業
者
へ
の
支

援
も
適
宜
行
っ
て
い
る
。
今
後

も
金
融
機
関
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク

等
と
も
連
携
を
と
り
な
が
ら
情

報
収
集
と
起
業
の
支
援
に
取
り

組
む
。

　
ま
た
、
空
き
家
調
査
の
デ
ー

タ
を
整
理
し
て
、
新
規
の
移
住

希
望
者
へ
の
対
応
や
災
害
発
生

に
よ
る
一
時
避
難
場
所
と
し
て

の
活
用
も
視
野
に
入
れ
て
所
有

者
に
働
き
か
け
て
い
く
。

④
一
般
財
団
法
人
へ
移
行
す
る
。

特
徴
と
し
て
は
、
事
業
の
公
益

性
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
設
立

で
き
、
剰
余
金
の
配
分
は
で
き

な
い
法
人
と
さ
れ
る
か
ら
、
公

益
目
的
の
支
出
計
画
を
立
て
て

事
業
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
る
。

今
後
は
、
あ
る
程
度
の
公
益
性

を
持
た
せ
な
が
ら
、
地
域
、
特

産
振
興
、
農
林
業
後
継
者
育
成
、

農
地
の
管
理
を
柱
と
し
た
運
営

を
模
索
し
て
い
る
が
、
町
で
は
、

民
間
で
は
取
り
組
み
に
く
い
事

業
や
、
情
報
発
信
や
Ｐ
Ｒ
、
人

材
育
成
を
目
的
と
し
た
事
業
、

開
発
的
取
り
組
み
の
実
行
機
関

と
位
置
づ
け
て
い
く
。

⑤
学
校
教
育
と
児
童
福
祉
合
同

で
検
討
を
し
、
児
童
福
祉
部
門

で
は
新
年
度
の
夏
休
み
か
ら
小

学
校
の
長
期
休
業
中
、
低
学
年

の
児
童
を
預
か
り
見
守
り
が
で

き
る
居
場
所
を
提
供
す
る
事
業

を
検
討
し
て
い
く
。

⑥
台
帳
と
現
物
の
照
合
を
し
な

が
ら
整
理
と
、
同
時
に
デ
ジ
タ

ル
デ
ー
タ
化
を
平
成
23
年
度
ま

で
の
予
定
で
行
っ
て
い
る
。

　
年
明
け
に
県
の
民
俗
担
当
学

芸
員
が
資
料
分
析
を
行
い
、
そ

の
際
に
体
系
的
な
展
示
方
法
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
展
示
物

と
し
て
の
資
料
、
収
蔵
品
と
し

て
保
管
す
る
資
料
の
選
別
を
行

う
予
定
。
郷
土
資
料
館
は
築
60

年
と
老
朽
化
に
て
、
他
の
既
存

建
物
を
選
定
活
用
し
て
い
く
。

　
よ
り
住
民
に
身
近
に
な
る
よ

う
停
留
所
、
ダ
イ
ヤ
等
の
見
直

し
を
求
め
る
。

　
よ
り
身
近
な
デ
マ
ン
ド
バ
ス

に
な
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
が

要
望
だ
け
で
な
く
、
デ
マ
ン
ド

バ
ス
の
利
用
促
進
に
つ
い
て
、

是
非
と
も
地
域
で
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
た
い
。

①
政
策
の
目
的
、
目
標
を
明
確

に
示
し
、
そ
れ
を
達
成
す
る
た

め
の
予
算
に
す
べ
き
。

②
町
民
の
声
を
、
ど
の
よ
う
に

反
映
さ
れ
る
の
か
。

①
事
業
目
的
の
必
要
性
・
妥
当

性
や
成
果
の
再
確
認
、
ま
た
緊

急
性
の
高
い
も
の
の
選
択
、
さ

ら
に
は
事
務
効
率
の
面
か
ら
の

見
直
し
。
特
に
、
所
期
の
目
的

が
達
成
さ
れ
た
事
業
、
民
間
で

対
応
可
能
な
事
業
、
事
業
開
始

後
長
年
経
過
し
て
い
る
事
業
、

費
用
対
効
果
が
低
い
事
業
に
つ

い
て
は
、
廃
止
・
再
構
築
を
前

提
に
、
徹
底
し
た
見
直
し
を
行

い
な
が
ら
、
第
５
次
総
合
計
画
、

過
疎
計
画
を
勘
案
し
、
時
代
に

則
し
た
事
業
、
そ
し
て
雇
用
、

企
業
支
援
、
農
林
業
施
策
等
強

化
し
て
い
く
予
定
。

②
﹁
主
役
で
あ
る
町
民
、
事
業

者
の
声
を
政
策
へ
﹂
と
の
思
い

の
中
で
、
事
業
の
取
組
や
成
果

が
町
民
等
に
対
し
て
如
実
に
わ

か
る
よ
う
今
一
度
原
点
に
立
ち

返
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め

新
年
度
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て

も
、
町
民
及
び
町
内
事
業
者
並

び
に
関
係
機
関
の
も
と
に
職
員

自
ら
が
出
向
い
て
意
見
を
聴
取

し
、
町
民
と
事
業
者
、
行
政
と

の
協
働
を
一
層
強
化
す
る
政
策

を
提
案
す
る
よ
う
指
示
し
て
、

予
算
編
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

人
権
擁
護
委
員

　
清
水
富
士
夫
氏
の
推
薦
︵
再

任
︶
に
同
意
し
た
。

一
般
会
計

　
国
の
交
付
金
等
２
億
１
、
３

３
１
万
１
千
円
を
追
加
し
、
総

額
を
62
億
７
１
０
万
１
千
円
と

し
た
。

︵
お
も
な
内
容
︶

議
会
シ
ス
テ
ム
器
機
の
増
強

　
　
　
　
　
１
４
５
万
３
千
円

可
搬
消
防
ポ
ン
プ
購
入
︵
４
基
︶

　
　
　
　
　
　
　
７
６
０
万
円

歴
史
・
文
化
等
地
域
の
取
組
を

集
約
し
た
マ
ッ
プ
作
成
委
託
料

　
　
　
　
　
　
　
３
６
０
万
円

介
護
予
防
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成

な
ど
高
齢
者
自
立
支
援
事
業

　
　
　
　
　
　
　
７
３
０
万
円

生
活
保
護
世
帯
医
療
費
等
扶
助

費　
　
　
１
、
２
０
３
万
４
千
円

日
南
ト
マ
ト
選
果
機
更
新

　
　
　
　
　
７
、
０
０
０
万
円

ゆ
き
ん
こ
村
改
修
・
に
ち
な
ん

邑
改
修
費

　
　
　
８
、
２
７
３
万
７
千
円

町
道
霞
福
塚
線
舗
装
修
繕

　
　
　
　
　
１
、
４
０
０
万
円

小
・
中
学
校
図
書
購
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
72
万
円

中
学
校
教
室
に
扇
風
機
の
設
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
37
万
円

中
学
校
水
道
管
等
修
繕

　
　
　
１
、
１
８
９
万
７
千
円

キャプション

坪倉勝幸議員 

町
政
に
町
民
の
声
を 

　
　
　
ど
う
反
映
す
る
の
か 

職
員
自
ら
が
出
向
い
て
声
を 

　
　
　
　
　
　
　
　  

聞
く 

検
討
課
題
の
取
り
組
み 

状
況 

問 問 

新
年
度
予
算
編
成 

方
針 

問 問 
デ
マ
ン
ド
バ
ス
に
つ
い
て 

問 問 

町政のここが聞きたい 

増
原
町
長 

答 答 

内
田
教
育
長 

答 答 

町
長 

答 答 

町
長 

答 答 

陳情の審査結果 

 

臨 

時 

会 

第
1
回  

臨 

時 

会 

第
1
回 

補�

正�

予�

算

人�

事�

案�

件

�

１
月
14
日
に
臨
時
議
会
が
開
か
れ
、
平
成
22
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
案
が
提
出
さ
れ
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

一般会計に2億1千万円を追加
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矢戸にある郷土資料館

トマト選果場

件　　　　名 提　出　者 本 会 議審　査　意　見

提出のあった陳情を所管の常任委員会で審査し、委員長から審査結果の報告を
受けて１２月定例議会の本会議で審議した結果、次のとおり決定しました。

2011年度国家予算編成におい
て、教育予算拡充を求める陳
情書

鳥取県教職員組合
西部支部
支部長　内田　浩文

義務教育に格差を生じないように、教育
予算の拡充を求める願意は理解できる。

採　択
（全員賛成）

「交通基本法」制定に関する
陳情書

西日本旅客鉄道労働組合
米子地方本部
執行委員長　佐貫　馨

過疎高齢化のすすむ中山間地の住民生活
を守るためには、持続可能な交通体系を
構築することが急務である。

採　択
（全員賛成）

「食料・農業・農村基本計画」
に沿って、実効ある施策の推
進を求める陳情書

全日本農民組合
鳥取県連合会
会長　田中　宏ほか２名

食料自給率向上と農業の持つ多面的機能
の維持は、国の重点課題である。

採　択
（全員賛成）

環太平洋戦略的経済連携協定
（TPP）の参加に反対する
陳情書

農民運動鳥取県連合会
代表者　東田　久

例外なしに農産物の関税が撤廃されれば、
農業を始め第一次産業は壊滅的打撃を受
ける恐れがある。

採　択
（賛成10反対1）

年金受給資格期間を10年に短
縮することを求める陳情

全日本年金者組合
鳥取県西部支部
支部長　松本　正孝

受給資格期間を１０年にすることは、納付意
欲の低下につながり、資金の運用が困難にな
り、年金制度の本来の目的が果たせなくなる。

不採択
（賛成9反対2）

①
第
二
期
県
境
サ
ミ
ッ
ト

②
町
づ
く
り
協
議
会

③
起
業
定
住
支
援
策

④
地
域
振
興
公
社

⑤
子
育
て
支
援
策

⑥
郷
土
資
料
館

　①
奧
出
雲
町
と
の
公
共
交
通
の

あ
り
方
や
、
地
域
チ
ャ
ン
ネ
ル

放
送
を
活
用
し
た
情
報
の
交
換

を
行
い
、
放
送
ス
タ
ッ
フ
の
研

修
を
行
っ
て
い
る
し
、
新
庄
村

で
の
講
演
会
参
加
や
新
見
市
と

協
同
で
道
路
整
備
に
つ
い
て
国

交
大
臣
に
要
請
を
行
っ
た
。

②
５
か
年
計
画
案
を
作
成
し
て

も
ら
っ
た
。
行
政
は
地
域
の
目

標
の
達
成
に
向
け
て
、
情
報
の

提
供
や
状
況
に
応
じ
た
支
援
を

し
て
い
く
。

③
福
祉
や
医
療
部
門
の
新
規
雇

用
者
の
定
住
策
と
し
て
賃
貸
住

宅
の
整
備
に
取
り
組
ん
だ
。
ま

た
、
Ｉ
タ
ー
ン
起
業
者
へ
の
支

援
も
適
宜
行
っ
て
い
る
。
今
後

も
金
融
機
関
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク

等
と
も
連
携
を
と
り
な
が
ら
情

報
収
集
と
起
業
の
支
援
に
取
り

組
む
。

　
ま
た
、
空
き
家
調
査
の
デ
ー

タ
を
整
理
し
て
、
新
規
の
移
住

希
望
者
へ
の
対
応
や
災
害
発
生

に
よ
る
一
時
避
難
場
所
と
し
て

の
活
用
も
視
野
に
入
れ
て
所
有

者
に
働
き
か
け
て
い
く
。

④
一
般
財
団
法
人
へ
移
行
す
る
。

特
徴
と
し
て
は
、
事
業
の
公
益

性
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
設
立

で
き
、
剰
余
金
の
配
分
は
で
き

な
い
法
人
と
さ
れ
る
か
ら
、
公

益
目
的
の
支
出
計
画
を
立
て
て

事
業
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
る
。

今
後
は
、
あ
る
程
度
の
公
益
性

を
持
た
せ
な
が
ら
、
地
域
、
特

産
振
興
、
農
林
業
後
継
者
育
成
、

農
地
の
管
理
を
柱
と
し
た
運
営

を
模
索
し
て
い
る
が
、
町
で
は
、

民
間
で
は
取
り
組
み
に
く
い
事

業
や
、
情
報
発
信
や
Ｐ
Ｒ
、
人

材
育
成
を
目
的
と
し
た
事
業
、

開
発
的
取
り
組
み
の
実
行
機
関

と
位
置
づ
け
て
い
く
。

⑤
学
校
教
育
と
児
童
福
祉
合
同

で
検
討
を
し
、
児
童
福
祉
部
門

で
は
新
年
度
の
夏
休
み
か
ら
小

学
校
の
長
期
休
業
中
、
低
学
年

の
児
童
を
預
か
り
見
守
り
が
で

き
る
居
場
所
を
提
供
す
る
事
業

を
検
討
し
て
い
く
。

⑥
台
帳
と
現
物
の
照
合
を
し
な

が
ら
整
理
と
、
同
時
に
デ
ジ
タ

ル
デ
ー
タ
化
を
平
成
23
年
度
ま

で
の
予
定
で
行
っ
て
い
る
。

　
年
明
け
に
県
の
民
俗
担
当
学

芸
員
が
資
料
分
析
を
行
い
、
そ

の
際
に
体
系
的
な
展
示
方
法
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
展
示
物

と
し
て
の
資
料
、
収
蔵
品
と
し

て
保
管
す
る
資
料
の
選
別
を
行

う
予
定
。
郷
土
資
料
館
は
築
60

年
と
老
朽
化
に
て
、
他
の
既
存

建
物
を
選
定
活
用
し
て
い
く
。

　
よ
り
住
民
に
身
近
に
な
る
よ

う
停
留
所
、
ダ
イ
ヤ
等
の
見
直

し
を
求
め
る
。

　
よ
り
身
近
な
デ
マ
ン
ド
バ
ス

に
な
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
が

要
望
だ
け
で
な
く
、
デ
マ
ン
ド

バ
ス
の
利
用
促
進
に
つ
い
て
、

是
非
と
も
地
域
で
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
た
い
。

①
政
策
の
目
的
、
目
標
を
明
確

に
示
し
、
そ
れ
を
達
成
す
る
た

め
の
予
算
に
す
べ
き
。

②
町
民
の
声
を
、
ど
の
よ
う
に

反
映
さ
れ
る
の
か
。

①
事
業
目
的
の
必
要
性
・
妥
当

性
や
成
果
の
再
確
認
、
ま
た
緊

急
性
の
高
い
も
の
の
選
択
、
さ

ら
に
は
事
務
効
率
の
面
か
ら
の

見
直
し
。
特
に
、
所
期
の
目
的

が
達
成
さ
れ
た
事
業
、
民
間
で

対
応
可
能
な
事
業
、
事
業
開
始

後
長
年
経
過
し
て
い
る
事
業
、

費
用
対
効
果
が
低
い
事
業
に
つ

い
て
は
、
廃
止
・
再
構
築
を
前

提
に
、
徹
底
し
た
見
直
し
を
行

い
な
が
ら
、
第
５
次
総
合
計
画
、

過
疎
計
画
を
勘
案
し
、
時
代
に

則
し
た
事
業
、
そ
し
て
雇
用
、

企
業
支
援
、
農
林
業
施
策
等
強

化
し
て
い
く
予
定
。

②
﹁
主
役
で
あ
る
町
民
、
事
業

者
の
声
を
政
策
へ
﹂
と
の
思
い

の
中
で
、
事
業
の
取
組
や
成
果

が
町
民
等
に
対
し
て
如
実
に
わ

か
る
よ
う
今
一
度
原
点
に
立
ち

返
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め

新
年
度
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て

も
、
町
民
及
び
町
内
事
業
者
並

び
に
関
係
機
関
の
も
と
に
職
員

自
ら
が
出
向
い
て
意
見
を
聴
取

し
、
町
民
と
事
業
者
、
行
政
と

の
協
働
を
一
層
強
化
す
る
政
策

を
提
案
す
る
よ
う
指
示
し
て
、

予
算
編
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

人
権
擁
護
委
員

　
清
水
富
士
夫
氏
の
推
薦
︵
再

任
︶
に
同
意
し
た
。

一
般
会
計

　
国
の
交
付
金
等
２
億
１
、
３

３
１
万
１
千
円
を
追
加
し
、
総

額
を
62
億
７
１
０
万
１
千
円
と

し
た
。

︵
お
も
な
内
容
︶

議
会
シ
ス
テ
ム
器
機
の
増
強

　
　
　
　
　
１
４
５
万
３
千
円

可
搬
消
防
ポ
ン
プ
購
入
︵
４
基
︶

　
　
　
　
　
　
　
７
６
０
万
円

歴
史
・
文
化
等
地
域
の
取
組
を

集
約
し
た
マ
ッ
プ
作
成
委
託
料

　
　
　
　
　
　
　
３
６
０
万
円

介
護
予
防
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成

な
ど
高
齢
者
自
立
支
援
事
業

　
　
　
　
　
　
　
７
３
０
万
円

生
活
保
護
世
帯
医
療
費
等
扶
助

費　
　
　
１
、
２
０
３
万
４
千
円

日
南
ト
マ
ト
選
果
機
更
新

　
　
　
　
　
７
、
０
０
０
万
円

ゆ
き
ん
こ
村
改
修
・
に
ち
な
ん

邑
改
修
費

　
　
　
８
、
２
７
３
万
７
千
円

町
道
霞
福
塚
線
舗
装
修
繕

　
　
　
　
　
１
、
４
０
０
万
円

小
・
中
学
校
図
書
購
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
72
万
円

中
学
校
教
室
に
扇
風
機
の
設
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
37
万
円

中
学
校
水
道
管
等
修
繕

　
　
　
１
、
１
８
９
万
７
千
円

キャプション

坪倉勝幸議員 

町
政
に
町
民
の
声
を 

　
　
　
ど
う
反
映
す
る
の
か 

職
員
自
ら
が
出
向
い
て
声
を 

　
　
　
　
　
　
　
　  

聞
く 

検
討
課
題
の
取
り
組
み 

状
況 

問 問 

新
年
度
予
算
編
成 

方
針 

問 問 
デ
マ
ン
ド
バ
ス
に
つ
い
て 

問 問 

町政のここが聞きたい 

増
原
町
長 

答 答 

内
田
教
育
長 

答 答 

町
長 

答 答 

町
長 

答 答 

陳情の審査結果 

 

臨 

時 

会 

第
1
回  

臨 

時 

会 

第
1
回 

補�

正�

予�

算

人�
事�
案�

件

�

１
月
14
日
に
臨
時
議
会
が
開
か
れ
、
平
成
22
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
案
が
提
出
さ
れ
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

一般会計に2億1千万円を追加
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キャプション

　　
︵
10
月
︶

29
日

鳥
取
県
知
事
行
政
懇
談



会

　
︵
11
月
︶

１
日

横
田
新
見
間
道
路
改
良



整
備
促
進
協
議
会
総
会

２
日

西
部
広
域
行
政
管
理
組



合
議
会
定
例
会



〃

県
町
村
議
会
女
性
議
員



研
修
会

４
日

後
期
高
齢
者
医
療
広
域



連
合
議
会

５
日

西
部
議
長
会
臨
時
総
会

９
日

経
済
福
祉
常
任
委
員
会

16
日

国
土
交
通
省
と
の
意
見



交
換
会

17
日

町
村
議
会
議
長
会
全
国



大
会

18
日

全
国
過
疎
地
域
自
立
促



進
連
盟
定
期
総
会

21
日

日
南
小
学
校
学
習
発
表



会

22
日

三
町
衛
生
施
設
組
合
議



会

24
日

鳥
取
大
学
研
修
会

25
日
総
務
教
育
常
任
委
員
会

26
日
鳥
取
県
町
村
議
会
議
員



研
修
会

30
日
〜
12
月
2
日



県
議
長
会
役
員
会
行
政



調
査

　
︵
12
月
︶

７
日

議
会
運
営
委
員
会

14
日

定
例
会
本
会
議

15
日

定
例
会
本
会
議



〃

全
員
協
議
会



〃

各
常
任
委
員
会

17
日

定
例
会
本
会
議



〃

広
報
調
査
特
別
委
員
会

27
日

西
部
議
長
会
連
絡
会

　
︵
1
月
︶

７
日

広
報
調
査
特
別
委
員
会



〃

日
南
町
商
工
会
賀
詞
交



換
会

８
日

消
防
出
初
め
式

12
日

総
務
教
育
常
任
委
員
会

14
日

臨
時
会



〃

広
報
調
査
特
別
委
員
会

18
日

県
議
長
会
役
員
会

19
日

広
報
調
査
特
別
委
員
会

－１２月議会では、４件の意見書を提出することを決めました。－

－１２月議会では、４件の意見書を提出することを決めました。－

　日本は世界一の食糧輸入国で、主要国（ＯＥ

ＣＤ）の農産物の関税率を見るとインド１２

４．３％、ノルウェー１２３．７％、韓国６

２．２％、ＥＵ１９．５％であるのに対して

日本は１１．７％と最も低い水準で、農産物

に対する輸入｢鎖国｣ではない。

　菅首相は臨時国会の所信表明で｢環太平洋

戦略的経済連携協定｣（ＴＰＰ）への参加表

明に続き１１月９日、ＴＰＰについて｢関係

国との協議を開始する｣ことを決めた。

　関税を原則的に撤廃し完全自由化するＴＰ

Ｐに参加すれば、日本の農林水産業は大打撃

を受け、食料自給率は４０％から１３％に急

落する。この影響は農林水産業にとどまらず

地域経済、雇用に重大な悪影響を与え、農林

業が存在することによって発揮されている多

面的機能を失いかねない。

　鳥取県の主要６品目試算では、年間農業生

産額が４５％、日南町では７１．４％も激減

し、基幹産業である農林水産業に与える影響

は深刻なものになることは必至である。よっ

て本議会は、国会および政府に対して下記事

項について強く求めるものである。

記

１．｢環太平洋戦略的経済連携協定｣（ＴＰＰ）

に参加しないこと。

　今年３月、新政権のもとで閣議決定された

「食料・農業・農村基本計画」は、その目標

を「食料自給率の向上」におき、農業の持つ

「多面的機能を評価」して、「国民全体で農

業・農村を支える社会をめざす」と宣言して

いる。この新たな政策理念に基づき、下記事

項の推進について強く要望する。

記

１．食料・農業・農村基本計画を国家戦略と

して、実効ある施策の推進をはかり、国民

全体で農畜産業・農山漁村を支える社会づ

くりを具体化すること。

２．食料自給率の向上と、第一次産業基盤整

備が必要であり、ＴＰＰ（環太平洋経済連

携協定）交渉については国内農畜産業の確

立・安全安心食料の確保の観点から反対す

ること。

３．ＷＴＯ農業交渉では、自由競争万能主義

ではなく、加盟各国の食料主権を認める新

たな農産物貿易ルール」の確立を求めること。

「食料・農業・農村基本計画」に沿って  
実効ある施策の推進を求める意見書 

「環太平洋戦略的経済連携協定」（ＴＰＰ）に  
参加しないことを求める意見書 

　自治体の財政力や保護者の所得の違いによ

って、子どもたちが受ける「教育水準」に格

差があってはならない。

　教育予算を国全体として、しっかりと確保・

充実させる必要があることから、次の事項が

実現されるよう強く要望する。

記

１．「子どもと向き合う時間の確保」をはか

り、きめの細かい教育の実現のために、高

校を含めた教職員定数改善計画を策定・実

施すること。

２．教育の自治体間格差を生じさせないため

に、義務教育費国庫負担制度について、国

負担率を２分の１に復元することを含め制

度を堅持すること。

３．家庭の所得の違いによって子どもたちの

教育や進路に影響がでないよう、就学援助

制度を拡充すること。また、そのための国

の予算措置をおこなうこと。あわせて、奨

学金制度について、「貸与」から「給付」

方式に改善すること。

４．学校施設整備費、教材費、図書費、旅費、

学校・通学路の安全対策など、教育予算の

充実のため、地方交付税を含む国の予算を

拡充すること。

５．平成１８年に実施した文部科学省の勤務

実態調査の結果を施策に反映し、実効ある

超勤縮減対策をおこなうこと。

　わが国では、かつて運輸省と建設省が並立

していたほか、国土交通省に統合された後も

局ごとの縦割り行政であったため、交通政策

全般の指針を示す基本法が制定されていない。

　また、「交通基本法」が欠落しているため

に、厳しい財政状況の基では、交通体系を全

体として経済効率的にするような交通機関間

の連携を追及する交通政策も策定されていな

い。そのために、自治体の公共交通維持に関

する補助金負担は年々増加し、交通路線の維

持が厳しい状況にある。

　したがって、交通機関間を有機的に結びつ

け、経済・社会効率的で持続可能な交通体系

を構築していくために、わが国においても「交

通基本法」を早期に制定すべきと考える。

　よって、次の事項を早期に実施されるよう

強く要望する。

記

１．「国民の移動する権利」である「交通権」

の概念に関する国民的合意を図るよう取組

まれること。

２．「交通権」を保証し、そして交通政策の

指針づくりを通じて総合交通体系を確立す

るために、「交通基本法」を早期に制定す

ること。

３．「交通基本法」に基づいて、現行の交通

体系を総合的に見直し、再編するよう取組

むこと。

２０１１年度国家予算に関する意見書 「交通基本法」制定を求める意見書 
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キャプション

　　
︵
10
月
︶

29
日

鳥
取
県
知
事
行
政
懇
談



会

　
︵
11
月
︶

１
日

横
田
新
見
間
道
路
改
良



整
備
促
進
協
議
会
総
会

２
日

西
部
広
域
行
政
管
理
組



合
議
会
定
例
会



〃
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議
会
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修
会

４
日

後
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高
齢
者
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療
広
域
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合
議
会

５
日

西
部
議
長
会
臨
時
総
会

９
日

経
済
福
祉
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任
委
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会

16
日

国
土
交
通
省
と
の
意
見



交
換
会

17
日

町
村
議
会
議
長
会
全
国



大
会

18
日

全
国
過
疎
地
域
自
立
促



進
連
盟
定
期
総
会

21
日

日
南
小
学
校
学
習
発
表



会

22
日

三
町
衛
生
施
設
組
合
議



会

24
日

鳥
取
大
学
研
修
会

25
日

総
務
教
育
常
任
委
員
会

26
日

鳥
取
県
町
村
議
会
議
員



研
修
会

30
日
〜
12
月
2
日



県
議
長
会
役
員
会
行
政



調
査

　
︵
12
月
︶

７
日

議
会
運
営
委
員
会

14
日

定
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本
会
議
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定
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会
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会
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〃

全
員
協
議
会



〃

各
常
任
委
員
会

17
日

定
例
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本
会
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〃

広
報
調
査
特
別
委
員
会

27
日

西
部
議
長
会
連
絡
会

　
︵
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月
︶

７
日

広
報
調
査
特
別
委
員
会



〃

日
南
町
商
工
会
賀
詞
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換
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８
日
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式
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日
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日

臨
時
会



〃

広
報
調
査
特
別
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会

18
日

県
議
長
会
役
員
会

19
日

広
報
調
査
特
別
委
員
会

－１２月議会では、４件の意見書を提出することを決めました。－

－１２月議会では、４件の意見書を提出することを決めました。－

　日本は世界一の食糧輸入国で、主要国（ＯＥ

ＣＤ）の農産物の関税率を見るとインド１２

４．３％、ノルウェー１２３．７％、韓国６

２．２％、ＥＵ１９．５％であるのに対して

日本は１１．７％と最も低い水準で、農産物

に対する輸入｢鎖国｣ではない。

　菅首相は臨時国会の所信表明で｢環太平洋

戦略的経済連携協定｣（ＴＰＰ）への参加表

明に続き１１月９日、ＴＰＰについて｢関係

国との協議を開始する｣ことを決めた。

　関税を原則的に撤廃し完全自由化するＴＰ

Ｐに参加すれば、日本の農林水産業は大打撃

を受け、食料自給率は４０％から１３％に急

落する。この影響は農林水産業にとどまらず

地域経済、雇用に重大な悪影響を与え、農林

業が存在することによって発揮されている多

面的機能を失いかねない。

　鳥取県の主要６品目試算では、年間農業生

産額が４５％、日南町では７１．４％も激減

し、基幹産業である農林水産業に与える影響

は深刻なものになることは必至である。よっ

て本議会は、国会および政府に対して下記事

項について強く求めるものである。

記

１．｢環太平洋戦略的経済連携協定｣（ＴＰＰ）

に参加しないこと。

　今年３月、新政権のもとで閣議決定された

「食料・農業・農村基本計画」は、その目標

を「食料自給率の向上」におき、農業の持つ

「多面的機能を評価」して、「国民全体で農

業・農村を支える社会をめざす」と宣言して

いる。この新たな政策理念に基づき、下記事

項の推進について強く要望する。

記

１．食料・農業・農村基本計画を国家戦略と

して、実効ある施策の推進をはかり、国民

全体で農畜産業・農山漁村を支える社会づ

くりを具体化すること。

２．食料自給率の向上と、第一次産業基盤整

備が必要であり、ＴＰＰ（環太平洋経済連

携協定）交渉については国内農畜産業の確

立・安全安心食料の確保の観点から反対す

ること。

３．ＷＴＯ農業交渉では、自由競争万能主義

ではなく、加盟各国の食料主権を認める新

たな農産物貿易ルール」の確立を求めること。

「食料・農業・農村基本計画」に沿って  
実効ある施策の推進を求める意見書 

「環太平洋戦略的経済連携協定」（ＴＰＰ）に  
参加しないことを求める意見書 

　自治体の財政力や保護者の所得の違いによ

って、子どもたちが受ける「教育水準」に格

差があってはならない。

　教育予算を国全体として、しっかりと確保・

充実させる必要があることから、次の事項が

実現されるよう強く要望する。

記

１．「子どもと向き合う時間の確保」をはか

り、きめの細かい教育の実現のために、高

校を含めた教職員定数改善計画を策定・実

施すること。

２．教育の自治体間格差を生じさせないため

に、義務教育費国庫負担制度について、国

負担率を２分の１に復元することを含め制

度を堅持すること。

３．家庭の所得の違いによって子どもたちの

教育や進路に影響がでないよう、就学援助

制度を拡充すること。また、そのための国

の予算措置をおこなうこと。あわせて、奨

学金制度について、「貸与」から「給付」

方式に改善すること。

４．学校施設整備費、教材費、図書費、旅費、

学校・通学路の安全対策など、教育予算の

充実のため、地方交付税を含む国の予算を

拡充すること。

５．平成１８年に実施した文部科学省の勤務

実態調査の結果を施策に反映し、実効ある

超勤縮減対策をおこなうこと。

　わが国では、かつて運輸省と建設省が並立

していたほか、国土交通省に統合された後も

局ごとの縦割り行政であったため、交通政策

全般の指針を示す基本法が制定されていない。

　また、「交通基本法」が欠落しているため

に、厳しい財政状況の基では、交通体系を全

体として経済効率的にするような交通機関間

の連携を追及する交通政策も策定されていな

い。そのために、自治体の公共交通維持に関

する補助金負担は年々増加し、交通路線の維

持が厳しい状況にある。

　したがって、交通機関間を有機的に結びつ

け、経済・社会効率的で持続可能な交通体系

を構築していくために、わが国においても「交

通基本法」を早期に制定すべきと考える。

　よって、次の事項を早期に実施されるよう

強く要望する。

記

１．「国民の移動する権利」である「交通権」

の概念に関する国民的合意を図るよう取組

まれること。

２．「交通権」を保証し、そして交通政策の

指針づくりを通じて総合交通体系を確立す

るために、「交通基本法」を早期に制定す

ること。

３．「交通基本法」に基づいて、現行の交通

体系を総合的に見直し、再編するよう取組

むこと。

２０１１年度国家予算に関する意見書 「交通基本法」制定を求める意見書 
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日南町の花　サツキ

－ －

編 

集 

後 

記 

　
謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
、
ご
家
族
お
そ
ろ
い

で
良
い
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
思
い

ま
す
。
今
年
も
町
民
の
皆
様
に
と
っ

て
実
り
豊
か
な
年
で
あ
り
ま
す
よ
う

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
政
権
が
誕
生
し
て
一
年
が
経
過

し
ま
し
た
が
、
政
局
は
混
迷
し
先
行

き
が
不
透
明
な
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
。

　
難
し
い
時
代
こ
そ
﹁
う
さ
ぎ
年
﹂

に
あ
や
か
っ
て
大
き
く
跳
躍
す
る
一

年
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
議
会
だ
よ
り
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
田
　
記

日
南
小
学
校 

校
長  

青 

戸 

晶 

彦 
教育の現場から教育の現場から

　
今
日
は
３
学
期
の
始
業
式
で
あ
る
。

各
学
級
の
代
表
者
が
今
年
１
年
の

目
標
を
発
表
し
て
く
れ
た
。
﹁
漢

字
を
覚
え
る
。
﹂
﹁
計
算
練
習
を
す

る
。
﹂
﹁
学
校
を
休
ま
な
い
。
﹂
等

を
全
校
の
前
で
発
表
し
て
く
れ
た
。

　
江
戸
時
代
、
町
人
の
子
ど
も
た

ち
は
、
元
旦
に
な
る
と
、
親
や
師

匠
︵
寺
子
屋
︶
の
前
で
、
１
年
の

計
画
を
発
表
し
た
そ
う
だ
。
か
た

ぐ
る
し
い
も
の
で
は
な
く
、
年
齢

の
小
さ
い
順
に
み
ん
な
の
前
で
発

表
し
た
。
３
歳
児
だ
と
、
﹁
下
の

弟
み
た
い
に
、
ぼ
ろ
ぼ
ろ
ご
飯
を

落
と
さ
な
い
。
﹂
と
か
、
６
歳
児

だ
と
、
﹁
３
歳
の
弟
は
、
大
通
り

に
飛
び
出
し
て
大
八
車
に
ぶ
つ
か

っ
た
け
れ
ど
、
僕
は
大
通
り
に
は

飛
び
出
さ
な
い
。﹂な
ど
と
、

思
い
思
い
に
自
分
の
体
験

や
感
想
を
話
す
の
だ
そ
う
だ
。

自
分
よ
り
小
さ
い
子
の
よ

う
な
失
敗
を
し
た
ら
恥
ず

か
し
い
と
い
う
こ
と
を
確

認
す
る
の
も
こ
の
時
だ
。

　
ま
た
、
12
歳
に
な
れ
ば
、

親
の
手
伝
い
や
大
人
の
あ

い
さ
つ
が
で
き
た
そ
う
だ
。

昨
年
の
反
省
を
し
、
今
年

の
抱
負
を
言
う
の
だ
。
親

や
師
匠
︵
寺
子
屋
︶
は
、

た
だ
黙
っ
て
聞
い
て
や
り
、

一
々
口
出
し
し
な
い
の
だ

そ
う
だ
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
家

庭
で
も
寺
子
屋
で
も
﹁
１

年
の
計
﹂
を
自
由
に
言
い
、

反
省
す
る
習
慣
を
毎
年
繰

り
返
し
て
い
っ
た
。
15
歳
に
も
な

る
と
当
時
の
江
戸
の
﹁
悪
﹂
や
﹁
危

な
い
こ
と
﹂
を
知
り
尽
く
す
子
に

育
っ
た
の
だ
そ
う
だ
。
ま
た
、
み

ん
な
の
前
で
発
表
す
る
こ
と
に
よ
り
、

や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

心
構
え
に
も
な
っ
た
の
だ
。

　
始
業
式
後
、
各
学
級
で
も
一
人

一
人
が
目
標
を
発
表
し
た
。
今
年

１
年
か
け
て
、
﹁
目
標
﹂
が
達
成

で
き
る
よ
う
我
々
大
人
は
遠
く
か

ら
見
守
っ
て
や
り
、
達
成
で
き
る

よ
う
に
声
掛
け
し
て
や
ら
ね
ば
と

感
じ
た
。
一
人
一
人
の
自
己
実
現

の
た
め
に
・
・
・
。
本
校
の
課
題

で
あ
る
自
己
肯
定
感
を
高
め
る
た

め
に
・
・
・
。

　
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
た
本
年
最

初
の
子
ど
も
た
ち
と
の
出
会
い
で

あ
っ
た
。
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日南町の花　サツキ

－12－

編 

集 

後 

記 




先
の
改
選
で
、
議
員
の
５
名
が
入

れ
替
わ
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
議
会
広
報
調
査
特
別
委

員
会
の
委
員
も
、
５
名
中
３
名
が
新

議
員
と
な
り
ま
し
た
。

　
新
鮮
な
感
覚
を
持
っ
て
議
員
活
動

が
な
さ
れ
る
事
で
し
ょ
う
し
、
そ
の

活
動
内
容
を
町
民
の
皆
様
に
広
く
知

っ
て
頂
く
た
め
の
こ
の
広
報
が
、
斬

新
な
紙
面
構
成
と
記
述
に
よ
り
、
高

い
評
価
を
頂
け
る
も
の
と
確
信
致
し

て
お
り
ま
す
。




多
く
の
議
員
諸
氏
が
開
か
れ
た
議

会
を
目
指
す
・
・
・
と
の
抱
負
を
述

べ
て
お
ら
れ
ま
す
。



本
紙
が
そ
の
重
要
な
役
割
を
果
た

す
一
つ
の
手
段
で
あ
り
ま
す
の
で
責

任
重
大
で
あ
り
ま
す
が
頑
張
っ
て
参

り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
都
　
記

日
南
中
学
校
長  

湯 

原 

剛 

文 

教育の現場から教育の現場から

　
日
南
を
担
う
子
を
育
成
し
た
い
。

少
な
く
と
も
、
日
南
を
意
識
し
た
生

き
方
を
す
る
子
を
育
成
し
た
い
と

強
く
思
っ
て
い
ま
す
。
日
南
町
周
辺

に
は
自
分
を
生
か
せ
る
仕
事
が
な

い
か
ら
と
い
う
こ
と
で
、
今
ま
で
多

く
の
人
が
日
南
町
か
ら
離
れ
て
行

き
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
と
晩
婚
化
、

少
子
化
等
で
さ
ら
に
人
口
が
減
少
し
、

過
疎
の
問
題
へ
と
発
展
し
て
い
ま
す
。

学
校
は
人
材
育
成
の
場
で
す
。
こ
の

問
題
か
ら
目
を
そ
ら
せ
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
次
の
世
代
を
担
う
子

ど
も
だ
か
ら
こ
そ
自
分
の
問
題
と

し
て
考
え
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

就
職
の
他
、
起
業
す
る
就
労
も
あ
り

ま
す
。
要
す
る
に
仕
事
が
な
い
こ
と

を
日
南
か
ら
離
れ
る
理
由
に
さ
せ

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
会
社
を
起

こ
す
こ
と
は
、
大
き
な
危
険
が
伴
い

ま
す
が
不
可
能
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

起
業
で
き
る
力
を
つ
け
る
た
め
に

今
学
校
で
勉
強
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

起
業
が
成
功
す
る
た
め
に
は
、
人
一

倍
知
識
が
豊
か
で
あ
り
、
優
れ
た
技

術
を
持
ち
、
洞

察
す
る
力
が
必

要
で
す
。
強
い

絆
の
仲
間
が
必

要
で
あ
り
、
頑

丈
な
体
力
と
粘

り
強
い
精
神
力

が
必
要
で
す
。

そ
れ
を
育
成
す

る
の
が
学
校
で

す
。
高
等
学
校

に
行
く
た
め
に

中
学
校
で
勉
強

し
て
い
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　
今
年
度
、
中

学
３
年
生
に
よ

る
﹁
自
分
が
日

南
町
で
起
こ
す

企
業
﹂
発
表
会

を
計
画
し
て
い

ま
す
。
日
南
町

の
利
点
と
周
辺
の
需
要
を
考
え
、
さ

ら
に
必
要
経
費
や
生
活
を
維
持
し

て
い
く
経
費
も
考
え
た
研
究
発
表

で
す
。
日
南
町
を
自
分
の
こ
と
と
し

て
考
え
、
日
南
の
力
と
な
り
得
る
人

づ
く
り
へ
と
つ
な
げ
る
具
体
的
な

教
育
活
動
と
し
て
実
践
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
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惠比奈礼子副議長 村上正広議長

キャプション

－ － － －

　
先
の
町
議
会
議
員
選
挙
に
お
い
て
新
た
な
議

会
構
成
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
不
肖
、

私
が
議
長
の
重
責
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

光
栄
の
極
み
で
あ
り
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い

で
ご
ざ
い
ま
す
。
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

議
員
各
位
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
職
責

を
全
う
す
る
決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
過
疎
化
・
少
子
高
齢
化
・
不
況
と
い
っ
た
社

会
背
景
の
中
で
議
会
に
対
す
る
町
民
の
皆
様
の

期
待
や
関
心
は
大
き
な
も
の
が
あ
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。
議
会
の
改
革
並
び
に
資
質
の
向
上
に

む
け
て
努
力
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
し
、

ま
た
行
政
の
監
視
機
関
と
し
て
議
会
の
権
能
が

発
揮
さ
れ
る
よ
う
努
力
を
し
、
公
平
で
民
主
的

な
議
会
を
目
指
し
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
町
民
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
就
任
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

総
務
教
育
常
任
委
員
会

　
委

員

長

坪
倉
　
勝
幸

　
副
委
員
長

古
都
　
勝
人

　
委
　
　
員

山
本
　
芳
昭

　
　

〃

福
田
　
　
稔

　
　

〃

長
谷
川
　
篤

　
　

〃

村
上
　
正
広

経
済
福
祉
常
任
委
員
会

　
委

員

長

三
上
　
惇
二

　
副
委
員
長

久
代
　
安
敏

　
委
　
　
員

荒
木
　
　
博

　
　

〃

古
都
　
久
志

　
　

〃

藤
原
　
泰
則

　
　

〃

惠
比
奈
礼
子

常
任
委
員
会
⋯

　
多
種
多
様
化
し
、
専
門
化
し

て
い
る
た
く
さ
ん
の
案
件
を
能

率
的
に
処
理
す
る
た
め
に
委
員

会
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

日
南
町
議
会
で
は
、
２
つ
の
委

員
会
が
あ
り
委
員
の
数
は
そ
れ

ぞ
れ
６
人
と
な
っ
て
お
り
、
任

期
は
２
年
で
す
。

議
会
運
営
委
員
会

　
委

員

長

福
田
　
　
稔

　
副
委
員
長

古
都
　
久
志

　
委
　
　
員

坪
倉
　
勝
幸

　
　

〃

三
上
　
惇
二

　
　

〃

惠
比
奈
礼
子

議
会
運
営
委
員
会
⋯

　
議
会
の
運
営
に
関
す
る
こ
と

や
会
議
規
則
、
委
員
会
に
関
す

る
条
例
に
関
す
る
こ
と
な
ど
議

長
の
諮
問
的
役
割
を
持
っ
て
い

ま
す
。
委
員
の
数
は
５
人
で
、

任
期
は
２
年
で
す
。

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

　
委

員

長

古
都
　
久
志

　
副
委
員
長

藤
原
　
泰
則

　
委
　
　
員

山
本
　
芳
昭

　
　

〃

荒
木
　
　
博

　
　

〃

惠
比
奈
礼
子

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会
⋯

　
議
会
の
議
事
や
活
動
な
ど
広

く
町
民
に
周
知
を
図
る
た
め
に

設
け
ら
れ
、
任
期
は
調
査
終
了

ま
で
、
委
員
の
数
は
５
人
で
す
。

西
部
広
域
行
政

　
　
　
管
理
組
合
議
会

　
議
　
　
員

村
上
　
正
広

　鳥
取
県
後
期
高
齢
者

　
　
医
療
広
域
連
合
議
会

　
議
　
　
員

村
上
　
正
広

日
野
町
江
府
町
日
南
町

　
　
衛
生
施
設
組
合
議
会

　
議
　
　
員

古
都
　
久
志

　
　

〃

久
代
　
安
敏

　
　

〃

荒
木
　
　
博

監
査
委
員
の
選
任︵
議
会
選
出
︶

　
山
本
　
芳
昭

教
育
委
員
の
選
任
同
意

　
立
脇
　
兌
昶
︵
再
任
︶

　
福
田
　
英
壽
︵
再
任
︶

固
定
資
産
評
価
審
査

　
委
員
会
委
員
の
選
任
同
意

　
田
邊
　
暢
克
︵
再
任
︶

　
稲
田
　
洋
子
︵
新
任
︶

採決のようす

初  議  会 初  議  会 
5 月9日 5 月9日 

新
議
長
あ
い
さ
つ

日
南
町
議
会
の
新
体
制 
議
決
し
た
　
　 

　
人
事
案
件 
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︶
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︶
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一　般　会　計

3月定例会 
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こどもたちに明るい未来を

－5－ －4－

国　民　健　康　保　険

簡　易　水　道　事　業

農　業　集　落　排　水　事　業

介　　　護　　　保　　　険

介 護 サ ー ビ ス 事 業

後 期 高 齢 者 医 療 会 計

病　　　院　　　事　　　業

　　　　　　（収益的収支）

　　　　　　（資本的収支）

5４億5,559万3千円

7億2,165万1千円

1億6,955万9千円

2億4,000万2千円

10億8,874万3千円

1億4,400万7千円

1億134万2千円

12億5,999万1千円

11億3,519万2千円

1億2,479万9千円

91億8,088万8千円

（　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　）

合　　　　　　計

特

別

会

計

病
院

　
会
計

お
も
な
新
規
事
業 

町
議
会
議
員
選
挙
執
行
経
費

　
　
　
　
　
８
８
２
万
５
千
円

集
落
支
援
員
の
設
置

　
　
　
　
　
　
　
１
９
０
万
円

　
　
　︵
１
人
38
万
円
・
５
人
分
︶

各
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に
支
援

員
１
人
を
置
く
。

旧
庁
舎
︵
生
山
︶
跡
地
の
公
園

整
備
　
　
　
５
３
８
万
４
千
円

公
園
整
備
の
た
め
の
補
助
金
を

交
付
す
る
。

松
本
清
張
公
園
改
修
工
事
　
　

　
　
　
　
　
５
６
７
万
３
千
円

国
道
１
８
３
号
線
拡
幅
工
事
に

よ
る
も
の
。

町
営
バ
ス

　
︵
中
型
57
人
乗
り
︶
１
台
購
入

　
　
　
　
　
１
千
９
３
２
万
円

ご
み
収
集
車
１
台
購
入

　
　
　
　
　
８
９
８
万
１
千
円

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
支
援

事
業
　
　
　
　
　
５
０
０
万
円

預
か
り
保
育
を
す
る
事
業
所
に

対
し
、
補
助
金
を
交
付
す
る
。

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
助

成
　
　
　
　
５
１
６
万
５
千
円

中
学
１
年
生
〜
高
校
２
年
生
相

当
年
齢
を
対
象
。

福
栄
女
性
消
防
隊
の
全
国
女
性

操
法
大
会
出
場
経
費

　
　
　
　
　
　
　
１
０
０
万
円

10
月
19
日
横
浜
市
に
お
い
て
開

催
。

長
期
休
業
中
の
子
ど
も
の
居
場

所
づ
く
り

　
　
　
　
　
１
４
２
万
８
千
円

小
学
校
３
年
生
ま
で
の
児
童
が

学
校
の
長
期
休
業
中
、
保
護
者

等
が
不
在
の
時
の
預
か
り
、
見

守
り
を
行
う
。

地
積
調
査
の
大
幅
増

　
　
　
１
億
４
千
70
万
６
千
円

国
直
轄
事
業
の
山
村
境
界
基
本

調
査
を
行
う
。

丸
山
橋
掛
け
替
え
の
負
担
金
　

　
　
　
　
　
　
　
９
２
５
万
円

郷
土
資
料
館
の
移
転
改
修

　
　
　
１
千
８
５
６
万
４
千
円

旧
石
見
西
小
学
校
を
改
修
し
、

収
蔵
を
目
的
と
し
た
資
料
館
と

す
る
。

生
き
抜
く
力
育
成
事
業

　
　
　
　
　
１
千
１
３
８
万
円

保
・
小
・
中
の
接
続
や
指
導
の

一
貫
性
、
系
統
性
を
図
る
保
小

中
一
貫
教
育
に
よ
り
﹁
生
き
抜

く
力
﹂
の
育
成
を
目
指
し
た
教

育
の
推
進
。



１.

住
民
参
画
ま
ち
づ
く
り
事

　

業

①
旧
庁
舎
跡
地
の
公
園
整
備
に

つ
い
て
は
、
維
持
や
管
理
に
つ

い
て
生
山
自
治
会
と
十
分
な
協

議
を
行
い
、
役
割
を
明
確
に
し

た
う
え
で
協
定
書
を
交
わ
す
な

ど
し
て
補
助
金
を
交
付
さ
れ
た

い
。

②
集
落
の
維
持
、
再
生
、
地
域

の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
、
﹁
集

落
支
援
員
﹂
が
新
設
さ
れ
る
。

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ

う
、
全
町
的
な
取
り
組
み
を
望

む
。

２.

新
規
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ネ
ッ

　

ト
ワ
ー
ク
実
証
事
業

　
平
成
21
年
度
よ
り
取
り
組
ま

れ
て
い
る
﹁
買
い
物
サ
ー
ビ
ス
﹂

の
事
業
は
、
ほ
と
ん
ど
実
績
が

あ
が
っ
て
い
な
い
。
ど
こ
に
問

題
点
が
あ
る
の
か
を
検
証
し
、

よ
り
効
果
的
な
買
物
支
援
制
度

を
検
討
さ
れ
た
い
。

３.

事
業
の
一
元
化

　
マ
ン
ガ
サ
ミ
ッ
ト
プ
レ
イ
ベ

ン
ト
事
業
や
同
和
対
策
事
業
な

ど
、
所
管
が
２
課
に
分
か
れ
て

い
る
も
の
が
あ
る
。
事
業
を
精

査
し
、
一
つ
の
課
で
対
応
さ
れ

た
い
。
ま
た
、
同
和
対
策
一
般

事
務
は
人
権
擁
護
事
業
と
し
て

取
り
組
ま
れ
た
い
。

４.

高
齢
者
自
立
支
援
事
業

　
高
齢
者
世
帯
を
在
宅
で
支
援

す
る
た
め
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
委

託
し
て
い
る
が
、
高
齢
者
に
十

分
周
知
さ
れ
て
い
な
い
。
広
報

に
努
め
自
立
し
た
生
活
の
安
定

と
継
続
を
図
る
と
と
も
に
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
活
性

化
に
努
め
ら
れ
た
い
。

５.

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

　

事
業

　
小
学
校
低
学
年
の
児
童
を
対

象
に
長
期
休
業
中
の
預
か
り
、

見
守
り
が
出
来
る
子
育
て
支
援

策
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
教
育

委
員
会
へ
の
事
業
の
一
元
化
を

図
る
と
と
も
に
、
保
護
者
負
担

の
軽
減
に
努
め
、
総
合
的
な
子

育
て
支
援
策
を
構
築
さ
れ
た
い
。

６.

農
業
後
継
者
育
成
対
策
事

　

業

　
地
域
農
業
の
担
い
手
と
し
て

期
待
の
大
き
い
農
業
研
修
生
が

就
農
す
る
。
支
援
策
の
充
実
を

図
る
と
と
も
に
総
合
的
な
指
導

を
継
続
さ
れ
た
い
。

７.

単
県
土
地
改
良
事
業

　
農
業
基
盤
の
整
備
の
た
め
、

地
元
負
担
の
軽
減
を
図
る
と
と

も
に
事
業
の
拡
大
に
努
力
さ
れ

た
い
。

む
す
び

　
今
期
定
例
会
会
期
中
の
３
月

11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震

災
は
、
多
く
の
人
命
を
奪
い
、

原
子
力
発
電
所
の
崩
壊
な
ど
、

被
災
地
は
も
と
よ
り
国
民
全
体

に
甚
大
な
る
被
害
を
も
た
ら
し

た
。
本
町
に
お
い
て
も
防
災
、

災
害
時
の
対
応
を
再
点
検
し
、

町
民
の
生
命
、
財
産
を
守
る
た

め
に
、
さ
ら
に
万
全
を
期
す
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
安

全
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
、
町

の
資
源
を
活
用
し
た
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
開
発
に
も
積
極
的
な

取
り
組
み
が
望
ま
れ
る
。

　
国
内
外
の
政
局
が
大
混
乱
の

中
で
、
増
原
町
政
は
初
の
予
算

編
成
を
行
っ
た
。
平
成
23
年
度

一
般
会
計
予
算
は
、
54
億
５
千

５
百
万
円
で
前
年
度
よ
り
６
・

６
％
増
、
病
院
会
計
を
含
む
特

別
会
計
と
の
合

計
は
91
億
８
千

万
円
で
４
・
５

％
増
で
あ
る
。

　
子
宮
頸
が
ん

ワ
ク
チ
ン
接
種

助
成
、
ワ
ー
ク

ラ
イ
フ
バ
ラ
ン

ス
支
援
事
業
や

生
き
抜
く
力
育

成
事
業
な
ど
の

新
し
い
取
り
組

み
に
よ
り
、
子

育
て
支
援
が
い

っ
そ
う
充
実
す

る
と
期
待
で
き

る
。

　
日
南
町
が
元
気
に
な
っ
て
い

く
た
め
に
は
、
若
者
の
定
住
が

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
人
口
減

少
に
歯
止
め
を
か
け
る
施
策
の

推
進
を
さ
ら
に
望
む
と
こ
ろ
で

あ
る
。
夢
や
希
望
を
持
っ
て
生

き
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
を
つ

く
っ
て
い
く
こ
と
が
、
今
を
生

き
て
い
る
私
た
ち
の
責
任
で
あ

り
、
未
来
へ
繋
が
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
常
に
町
民
の
声
に
耳

を
傾
け
、
町
民
と
行
政
が
一
体

と
な
り
、
知
恵
と
勇
気
を
持
っ

て
町
づ
く
り
が
行
わ
れ
る
こ
と

を
望
み
、
審
査
意
見
と
す
る
。

予
算
審
査
特
別
委
員
会
の
審
査
報
告 

予
算
審
査
特
別
委
員
会
の
審
査
報
告 

　
３
月
定
例
会
で
は
、
平
成
23
年
度
一
般
会
計
を
は
じ
め
、
各
会
計
予
算
の
審
議
に
あ
た

り
、
本
会
議
で
の
質
疑
後
、
予
算
審
査
特
別
委
員
会
（
委
員
長 

小
竹
等
）
を
設
置
し
て

詳
細
な
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
い
ず
れ
の
予
算
議
案
も
次
の
意
見
を
付
し
て
可
決
す
べ
き
で
あ
る
と
決
定

し
ま
し
た
。

平成23年度当初予算総額

91億8,088万8千円を可決    
任
期
最
後
の
定
例
会
を
開
催 

任
期
最
後
の
定
例
会
を
開
催 

─　　 ─336
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こどもたちに明るい未来を

－5－ －4－

国　民　健　康　保　険

簡　易　水　道　事　業

農　業　集　落　排　水　事　業

介　　　護　　　保　　　険

介 護 サ ー ビ ス 事 業

後 期 高 齢 者 医 療 会 計

病　　　院　　　事　　　業

　　　　　　（収益的収支）

　　　　　　（資本的収支）

5４億5,559万3千円

7億2,165万1千円

1億6,955万9千円

2億4,000万2千円

10億8,874万3千円

1億4,400万7千円

1億134万2千円

12億5,999万1千円

11億3,519万2千円

1億2,479万9千円

91億8,088万8千円

（　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　）

合　　　　　　計

特

別

会

計

病
院

　
会
計

お
も
な
新
規
事
業 

町
議
会
議
員
選
挙
執
行
経
費

　
　
　
　
　
８
８
２
万
５
千
円

集
落
支
援
員
の
設
置

　
　
　
　
　
　
　
１
９
０
万
円

　
　
　︵
１
人
38
万
円
・
５
人
分
︶

各
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に
支
援

員
１
人
を
置
く
。

旧
庁
舎
︵
生
山
︶
跡
地
の
公
園

整
備
　
　
　
５
３
８
万
４
千
円

公
園
整
備
の
た
め
の
補
助
金
を

交
付
す
る
。

松
本
清
張
公
園
改
修
工
事
　
　

　
　
　
　
　
５
６
７
万
３
千
円

国
道
１
８
３
号
線
拡
幅
工
事
に

よ
る
も
の
。

町
営
バ
ス

　
︵
中
型
57
人
乗
り
︶
１
台
購
入

　
　
　
　
　
１
千
９
３
２
万
円

ご
み
収
集
車
１
台
購
入

　
　
　
　
　
８
９
８
万
１
千
円

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
支
援

事
業
　
　
　
　
　
５
０
０
万
円

預
か
り
保
育
を
す
る
事
業
所
に

対
し
、
補
助
金
を
交
付
す
る
。

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
助

成
　
　
　
　
５
１
６
万
５
千
円

中
学
１
年
生
〜
高
校
２
年
生
相

当
年
齢
を
対
象
。

福
栄
女
性
消
防
隊
の
全
国
女
性

操
法
大
会
出
場
経
費

　
　
　
　
　
　
　
１
０
０
万
円

10
月
19
日
横
浜
市
に
お
い
て
開

催
。

長
期
休
業
中
の
子
ど
も
の
居
場

所
づ
く
り

　
　
　
　
　
１
４
２
万
８
千
円

小
学
校
３
年
生
ま
で
の
児
童
が

学
校
の
長
期
休
業
中
、
保
護
者

等
が
不
在
の
時
の
預
か
り
、
見

守
り
を
行
う
。

地
積
調
査
の
大
幅
増

　
　
　
１
億
４
千
70
万
６
千
円

国
直
轄
事
業
の
山
村
境
界
基
本

調
査
を
行
う
。

丸
山
橋
掛
け
替
え
の
負
担
金
　

　
　
　
　
　
　
　
９
２
５
万
円

郷
土
資
料
館
の
移
転
改
修

　
　
　
１
千
８
５
６
万
４
千
円

旧
石
見
西
小
学
校
を
改
修
し
、

収
蔵
を
目
的
と
し
た
資
料
館
と

す
る
。

生
き
抜
く
力
育
成
事
業

　
　
　
　
　
１
千
１
３
８
万
円

保
・
小
・
中
の
接
続
や
指
導
の

一
貫
性
、
系
統
性
を
図
る
保
小

中
一
貫
教
育
に
よ
り
﹁
生
き
抜

く
力
﹂
の
育
成
を
目
指
し
た
教

育
の
推
進
。



１.

住
民
参
画
ま
ち
づ
く
り
事

　

業

①
旧
庁
舎
跡
地
の
公
園
整
備
に

つ
い
て
は
、
維
持
や
管
理
に
つ

い
て
生
山
自
治
会
と
十
分
な
協

議
を
行
い
、
役
割
を
明
確
に
し

た
う
え
で
協
定
書
を
交
わ
す
な

ど
し
て
補
助
金
を
交
付
さ
れ
た

い
。

②
集
落
の
維
持
、
再
生
、
地
域

の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
、
﹁
集

落
支
援
員
﹂
が
新
設
さ
れ
る
。

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ

う
、
全
町
的
な
取
り
組
み
を
望

む
。

２.

新
規
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ネ
ッ

　

ト
ワ
ー
ク
実
証
事
業

　
平
成
21
年
度
よ
り
取
り
組
ま

れ
て
い
る
﹁
買
い
物
サ
ー
ビ
ス
﹂

の
事
業
は
、
ほ
と
ん
ど
実
績
が

あ
が
っ
て
い
な
い
。
ど
こ
に
問

題
点
が
あ
る
の
か
を
検
証
し
、

よ
り
効
果
的
な
買
物
支
援
制
度

を
検
討
さ
れ
た
い
。

３.

事
業
の
一
元
化

　
マ
ン
ガ
サ
ミ
ッ
ト
プ
レ
イ
ベ

ン
ト
事
業
や
同
和
対
策
事
業
な

ど
、
所
管
が
２
課
に
分
か
れ
て

い
る
も
の
が
あ
る
。
事
業
を
精

査
し
、
一
つ
の
課
で
対
応
さ
れ

た
い
。
ま
た
、
同
和
対
策
一
般

事
務
は
人
権
擁
護
事
業
と
し
て

取
り
組
ま
れ
た
い
。

４.

高
齢
者
自
立
支
援
事
業

　
高
齢
者
世
帯
を
在
宅
で
支
援

す
る
た
め
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
委

託
し
て
い
る
が
、
高
齢
者
に
十

分
周
知
さ
れ
て
い
な
い
。
広
報

に
努
め
自
立
し
た
生
活
の
安
定

と
継
続
を
図
る
と
と
も
に
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
活
性

化
に
努
め
ら
れ
た
い
。

５.

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

　

事
業

　
小
学
校
低
学
年
の
児
童
を
対

象
に
長
期
休
業
中
の
預
か
り
、

見
守
り
が
出
来
る
子
育
て
支
援

策
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
教
育

委
員
会
へ
の
事
業
の
一
元
化
を

図
る
と
と
も
に
、
保
護
者
負
担

の
軽
減
に
努
め
、
総
合
的
な
子

育
て
支
援
策
を
構
築
さ
れ
た
い
。

６.

農
業
後
継
者
育
成
対
策
事

　

業

　
地
域
農
業
の
担
い
手
と
し
て

期
待
の
大
き
い
農
業
研
修
生
が

就
農
す
る
。
支
援
策
の
充
実
を

図
る
と
と
も
に
総
合
的
な
指
導

を
継
続
さ
れ
た
い
。

７.
単
県
土
地
改
良
事
業

　
農
業
基
盤
の
整
備
の
た
め
、

地
元
負
担
の
軽
減
を
図
る
と
と

も
に
事
業
の
拡
大
に
努
力
さ
れ

た
い
。

む
す
び

　
今
期
定
例
会
会
期
中
の
３
月

11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震

災
は
、
多
く
の
人
命
を
奪
い
、

原
子
力
発
電
所
の
崩
壊
な
ど
、

被
災
地
は
も
と
よ
り
国
民
全
体

に
甚
大
な
る
被
害
を
も
た
ら
し

た
。
本
町
に
お
い
て
も
防
災
、

災
害
時
の
対
応
を
再
点
検
し
、

町
民
の
生
命
、
財
産
を
守
る
た

め
に
、
さ
ら
に
万
全
を
期
す
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
安

全
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
、
町

の
資
源
を
活
用
し
た
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
開
発
に
も
積
極
的
な

取
り
組
み
が
望
ま
れ
る
。

　
国
内
外
の
政
局
が
大
混
乱
の

中
で
、
増
原
町
政
は
初
の
予
算

編
成
を
行
っ
た
。
平
成
23
年
度

一
般
会
計
予
算
は
、
54
億
５
千

５
百
万
円
で
前
年
度
よ
り
６
・

６
％
増
、
病
院
会
計
を
含
む
特

別
会
計
と
の
合

計
は
91
億
８
千

万
円
で
４
・
５

％
増
で
あ
る
。

　
子
宮
頸
が
ん

ワ
ク
チ
ン
接
種

助
成
、
ワ
ー
ク

ラ
イ
フ
バ
ラ
ン

ス
支
援
事
業
や

生
き
抜
く
力
育

成
事
業
な
ど
の

新
し
い
取
り
組

み
に
よ
り
、
子

育
て
支
援
が
い

っ
そ
う
充
実
す

る
と
期
待
で
き

る
。

　
日
南
町
が
元
気
に
な
っ
て
い

く
た
め
に
は
、
若
者
の
定
住
が

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
人
口
減

少
に
歯
止
め
を
か
け
る
施
策
の

推
進
を
さ
ら
に
望
む
と
こ
ろ
で

あ
る
。
夢
や
希
望
を
持
っ
て
生

き
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
を
つ

く
っ
て
い
く
こ
と
が
、
今
を
生

き
て
い
る
私
た
ち
の
責
任
で
あ

り
、
未
来
へ
繋
が
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
常
に
町
民
の
声
に
耳

を
傾
け
、
町
民
と
行
政
が
一
体

と
な
り
、
知
恵
と
勇
気
を
持
っ

て
町
づ
く
り
が
行
わ
れ
る
こ
と

を
望
み
、
審
査
意
見
と
す
る
。

予
算
審
査
特
別
委
員
会
の
審
査
報
告 

予
算
審
査
特
別
委
員
会
の
審
査
報
告 

　
３
月
定
例
会
で
は
、
平
成
23
年
度
一
般
会
計
を
は
じ
め
、
各
会
計
予
算
の
審
議
に
あ
た

り
、
本
会
議
で
の
質
疑
後
、
予
算
審
査
特
別
委
員
会
（
委
員
長 

小
竹
等
）
を
設
置
し
て

詳
細
な
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
い
ず
れ
の
予
算
議
案
も
次
の
意
見
を
付
し
て
可
決
す
べ
き
で
あ
る
と
決
定

し
ま
し
た
。

平成23年度当初予算総額

91億8,088万8千円を可決    
任
期
最
後
の
定
例
会
を
開
催 

任
期
最
後
の
定
例
会
を
開
催 

─　　 ─337
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惠比奈礼子議員 

①
農
業
の
担
い
手
確
保
、
雇
用

の
確
保
の
手
段
と
し
て
集
落
営

農
の
推
進
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

５
年
間
で
20
〜
30
ha
程
度
の
規

模
を
持
つ
組
織
を
20
団
体
設
立

す
る
な
ど
具
体
的
な
取
組
み
が

必
要
と
考
え
る
が
。

②
有
機
栽
培
に
よ
る
農
産
物
に

消
費
者
の
期
待
が
大
き
い
。
エ

コ
フ
ァ
ー
マ
ー
︵
※
︶
の
認
証

取
得
を
図
り
、
日
南
ブ
ラ
ン
ド

と
し
て
打
ち
出
す
必
要
が
あ
る

の
で
は
。

③
農
業
研
修
生
が
就
農
す
る
。

地
域
の
担
い
手
の
一
員
と
し
て

の
役
割
に
対
す
る
期
待
と
、
今

後
の
指
導
は
。

④
地
域
振
興
公
社
が
一
般
法
人

に
移
行
す
る
、
目
的
と
役
割
は
。

①
地
域
農
業
の
あ
り
方
、
水
系
、

生
産
基
盤
の
状
況
、
導
入
機
械

の
作
業
効
率
、
地
域
の
認
定
農

業
者
等
の
シ
ェ
ア
等
を
検
討
し

な
が
ら
進
め
た
い
。
既
存
の
集

落
営
農
組
織
に
あ
っ
て
も
、
水

稲
の
栽
培
に
加
え
、
野
菜
生
産
、

加
工
を
取
り
入
れ
た
複
合
型
の

経
営
を
実
践
し
た
雇
用
創
出
が

必
要
と
考
え
て
い
る
。

②
先
駆
的
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
い
て
い
る
地
域
も
あ
り
、
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
生
産
者
で
は
認
定

取
得
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
ブ

ラ
ン
ド
化
の
手
段
と
し
て
も
有

効
と
考
え
る
。
ま
た
、
海
草
米

の
、
新
た
な
関
西
で
の
取
り
組

み
も
聞
い
て
い
る
。
平
成
12
年

度
か
ら
、
ゆ
う
き
ま
ん
ま
ん
構

想
を
掲
げ
、
環
境
に
優
し
く
、

人
、
野
菜
に
も
優
し
い
、
有
機

質
を
多
く
使
い
、
減
農
薬
、
減

化
学
肥
料
の
農
産
物
生
産
に
取

り
組
ん
で
い
る
が
、
一
歩
進
ん

だ
積
極
的
な
取
り
組
み
を
お
願

い
し
た
い
。

③
新
規
就
農
す
る
に
あ
た
り
、

生
産
技
術
の
習
得
が
課
題
。
栽

培
・
経
営
指
導
に
つ
い
て
は
、

県
も
含
め
て
関
係
機
関
で
支
援

チ
ー
ム
を
設
け
、
時
期
折
々
の

指
導
を
し
て
い
き
た
い
。

④
平
成
25
年
４
月
を
目
途
に
、

準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

一
般
財
団
法
人
へ
移
行
後
は
、

当
分
の
間
公
益
目
的
の
支
出
計

画
を
立
て
て
事
業
を
実
施
す
る

こ
と
に
な
る
。
行
政
と
民
間
を

つ
な
ぐ
立
場
で
、
民
間
で
は
取

り
組
み
に
く
い
事
業
や
、
情
報

発
信
や
Ｐ
Ｒ
活
動
、
人
材
育
成

を
目
的
と
し
た
事
業
、
開
発
的

取
り
組
み
を
実
施
す
る
機
関
と

位
置
づ
け
て
い
く
。

①
高
校
教
育
の
方
向
性
、
あ
り

方
は
。

②
自
営
業
者
、
町
内
外
で
の
就

労
の
状
況
。
今
後
の
見
通
し
、

目
標
、
現
在
考
え
ら
れ
る
具
体

策
は
。

③
高
齢
化
社
会
の
中
で
生
活
支

援
の
あ
り
方
は
。
買
い
物
に
困

る
高
齢
世
帯
、
独
居
高
齢
者
に

手
軽
で
簡
易
な
買
い
物
支
援
を

検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

①
鳥
取
県
教
育
委
員
会
で
の
検

討
の
推
移
を
み
な
が
ら
、
日
野

郡
で
統
一
し
た
高
校
再
編
の
協

議
、
意
見
を
集
約
し
取
り
組
み

た
い
。

②
平
成
３
年
度
調
査
で
は
、
事

業
所
が
お
よ
そ
５
０
０
、
従
業

者
数
が
約
２
、
８
０
０
人
で
、

製
造
業
、
建
設
業
、
運
輸
業
が

減
少
、
医
療
・
福
祉
部
門
が
増

加
し
て
お
り
、
経
済
動
向
、
町

内
の
ニ
ー
ズ
を
反
映
し
た
も
の

と
な
っ
て
い
る
。
し
ば
ら
く
医

療
・
福
祉
関
係
で
の
雇
用
が
見

込
め
る
こ
と
か
ら
、
時
代
に
即

し
た
積
極
的
な
支
援
策
を
講
じ

て
就
業
者
数
の
増
加
に
結
び
つ

き
た
い
。

③
直
接
家
庭
に
出
か
け
る
﹁
ご

用
聞
き
﹂
的
な
受
付
も
考
え
て

行
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
る
。
　

①
事
務
事
業
の
見
直
し
は
ど
こ

を
ど
の
よ
う
に
改
善
さ
れ
る
の

か
、
問
題
点
と
課
題
は
。

②
行
政
運
営
と
人
材
育
成
の
重

要
性
は
。

③
事
業
の
統
廃
合
と
民
間
委
託
、

連
携
に
つ
い
て
具
体
的
構
想
は
。

①
新
た
に
加
え
る
こ
と
、
復
活

さ
せ
る
こ
と
な
ど
見
直
し
、
検

討
す
る
必
要
が
あ
り
、
各
課
の

諸
施
策
を
整
理
し
、
各
課
別
の

説
明
で
な
く
項
目
別
に
、
住
民

の
皆
さ
ん
へ
周
知
し
た
い
。

②
人
材
育
成
が
不
可
欠
で
あ
り
、

研
修
は
、
民
間
主
催
の
個
別
的

な
も
の
、
職
員
個
人
と
し
て
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や
資
格
取
得
を

め
ざ
す
も
の
な
ど
行
い
、
職
員

相
互
の
情
報
の
共
有
化
を
図
る

仕
組
み
づ
く
り
に
も
努
め
て
い

く
。

③
﹁
指
定
管
理
者
制
度
﹂
は
、

12
の
施
設
で
実
施
し
て
い
る
。

検
証
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
行
政

は
民
間
と
う
ま
く
連
携
し
て
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
が
る
よ

う
鋭
意
努
力
し
た
い
。

　
一
人
暮
ら
し
に
不
安
を
抱
え

る
高
齢
者
の
た
め
に
、
畑
付
集

合
住
宅
を
整
備
す
れ
ば
、
高
齢

者
同
士
に
よ
る
声
か
け
や
助
け

合
い
に
よ
り
安
心
し
て
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
、
閉
じ
こ
も
り
や

引
き
こ
も
り
を
防
ぐ
こ
と
に
よ

り
、
介
護
予
防
に
も
つ
な
が
る

と
考
え
る
が
。

　
過
疎
化
・
高
齢
化
が
著
し
く

進
行
し
て
い
る
日
南
町
に
お
い

て
は
、
町
民
の
皆
様
に
安
心
し

て
町
内
で
生
活
し
て
頂
け
る
よ

う
居
住
環
境
の
整
備
を
進
め
て

い
く
こ
と
は
重
要
だ
と
感
じ
て

い
る
。
こ
の
た
め
、
本
年
度
、

高
齢
者
の
方
の
生
活
環
境
や
住

ま
い
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
今
後

の
高
齢
者
住
宅
施
策
に
活
用
す

る
目
的
で
、
独
居
高
齢
者
の
方

を
対
象
と
し
た
調
査
を
行
っ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。
調
査
の
結
果
、

自
宅
で
生
活
を
希
望
さ
れ
る
人

が
多
い
中
、
３
割
程
度
の
人
が

高
齢
者
向
け
住
宅
へ
の
関
心
が

あ
っ
た
。
ま
た
、
畑
が
で
き
る

環
境
が
良
い
と
の
意
見
も
い
た

だ
い
た
。
今
後
さ
ら
に
調
査
を

行
い
、
町
民
ニ
ー
ズ
を
把
握
し

た
上
で
必
要
な
住
宅
対
策
を
推

進
し
て
い
き
た
い
。

①
除
雪
車
の
入
ら
な
い
わ
き
道

や
枝
道
の
除
雪
は
ど
の
よ
う
に

行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

②
歩
道
の
除
雪
は
ど
の
よ
う
に

行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

③
県
が
歩
道
の
除
雪
に
使
用
し

て
い
る
よ
う
な
小
型
乗
用
除
雪

機
を
地
域
ご
と
に
配
備
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
。

①
基
本
的
に
地
元
で
の
除
雪
を

お
願
い
し
て
い
る
。
高
齢
化
等

で
除
雪
を
し
て
頂
く
方
が
少
な

く
な
っ
て
い
る
等
の
状
況
は
あ

る
か
と
思
う
が
、
全
て
の
道
を

町
で
除
雪
す
る
こ
と
は
、
困
難

な
こ
と
で
あ
り
、
引
き
続
き
、

地
元
関
係
者
で
の
除
雪
を
お
願

い
し
た
い
。

②
通
学
路
並
び
に
主
要
な
公
共

施
設
の
周
辺
等
、
具
体
的
に
申

し
上
げ
る
と
、
国
道
１
８
３
号

線
三
栄
地
内
か
ら
主
要
地
方
道

新
見
日
南
線
生
山
地
内
ま
で
、

日
南
病
院
ま
で
の
町
道
日
南
病

院
線
、
町
道
生
山
福
長
線
の
生

山
駅
周
辺
等
に
つ
い
て
、
県
並

び
に
町
で
歩
道
の
除
雪
を
行
っ

て
い
る
。
そ
の
他
の
歩
道
︵
主

に
県
管
理
の
歩
道
︶
は
、
地
元

に
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、

実
際
に
除
雪
を
さ
れ
て
い
る
地

域
も
あ
る
。
わ
き
道
同
様
、
全

て
の
歩
道
を
県
や
町
で
除
雪
す

る
こ
と
は
、
困
難
な
こ
と
な
の

で
、
引
き
続
き
、
地
元
の
対
応

を
お
願
い
し
た
い
。
今
期
に
つ

い
て
は
、
他
県
に
お
い
て
大
雪

に
よ
る
歩
道
に
係
る
事
故
が
発

生
し
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

警
察
並
び
に
町
か
ら
の
依
頼
で
、

そ
の
他
の
県
管
理
の
歩
道
の
除

雪
に
つ
い
て
も
県
で
対
応
を
さ

れ
た
経
緯
が
あ
る
。
町
と
県
の

道
路
管
理
の
権
限
移
譲
も
含
め
、

県
と
協
議
を
行
っ
て
み
た
い
。

③
町
所
有
の
小
型
歩
行
除
雪
機

を
旧
小
学
校
区
に
、
１
台
な
い

し
２
台
を
備
え
付
け
て
お
り
、

引
き
続
き
、
そ
の
機
械
を
活
用

し
て
頂
け
れ
ば
と
思
う
。
新
規

の
機
械
購
入
は
、
高
額
で
あ
り
、

そ
の
機
動
性
も
含
め
て
、
現
在

考
え
て
い
な
い
。

①
現
在
の
病
後
児
保
育
の
実
施

状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

②
利
用
希
望
者
の
実
態
は
把
握

で
き
て
い
る
の
か
。

③
日
南
病
院
内
の
ス
タ
ッ
フ
の

確
保
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
は

ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
の

か
。
町
内
の
看
護
師
有
資
格
者

に
協
力
を
依
頼
し
、
協
力
者
の

登
録
制
度
を
整
え
、
保
護
者
の

希
望
に
応
え
る
体
制
づ
く
り
は

で
き
な
い
か
。

①
現
在
の
病
後
時
保
育
の
実
施

状
況
に
つ
い
て
は
、
日
南
病
院

に
運
営
委
託
し
、
健
康
福
祉
セ

ン
タ
ー
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室
で

実
施
し
て
い
る
。
平
成
13
年
度

か
ら
行
っ
て
お
り
、
平
成
19
年

度
の
延
べ
４
名
の
利
用
を
最
後

に
現
在
ま
で
利
用
実
績
は
な
い
。

看
護
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
が
困
難

と
な
り
、
受
け
入
れ
で
き
な
く

な
っ
た
と
い
う
こ
と
が
実
態
で

あ
る
。

②
近
年
は
具
体
的
な
人
数
を
把

握
し
て
い
な
い
が
、
潜
在
的
な

希
望
者
は
お
ら
れ
る
も
の
と
思

っ
て
い
る
。

③
こ
れ
ま
で
は
町
内
外
の
看
護

師
の
有
資
格
者
を
リ
ス
ト
ア
ッ

プ
し
協
力
を
お
願
い
し
て
い
る
。

常
時
看
護
に
携
わ
る
わ
け
で
は

な
く
、
臨
時
の
対
応
に
な
り
、

必
要
時
の
確
保
が
難
し
い
状
況

に
あ
る
。
病
院
の
ス
タ
ッ
フ
で

対
応
し
た
こ
と
も
あ
る
が
、
現

在
で
は
そ
れ
自
体
で
き
な
い
状

況
。
協
力
者
の
掘
り
起
こ
し
と

理
解
を
い
た
だ
く
よ
う
進
め
て

い
き
た
い
。

※エコファーマーとは
　　化学肥料や農薬の使用を避け、堆肥を施用した土づくりを行うなど、
　　環境と調和のとれた持続的な農業を行う農業者を認定

三上惇二議員 

有
機
栽
培
で
日
南
ブ
ラ
ン
ド
を 

さ
ら
に
積
極
的
な
取
り
組
み
を 

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

願
う 

安
心
し
て
暮
ら
せ
る 

ま
ち
づ
く
り
の
要
件
　 

問 問 

わ
き
道
・
枝
道
・
歩
道
の 

除
雪 

問 問 

新
時
代
に
あ
わ
せ
た 

柔
軟
な
仕
組
み
づ
く
り 

問 問 

高
齢
者
向
け
の 

集
合
住
宅
整
備 

問 問 

町政のここが聞きたい 

増
原
町
長 

答 答 

増
原
町
長 

答 答 
内
田
教
育
長 

答 答 

町
長 

答 答 

町
長 

答 答 
町
長 

答 答 

町
長 

答 答 

高
齢
者
向
け
畑
付
集
合
住
宅
を 

町
民
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し 

                   

対
応
し
た
い 

病
後
児
保
育
の 

実
施 

問 問 

農
業
政
策 

問 問 
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惠比奈礼子議員 

①
農
業
の
担
い
手
確
保
、
雇
用

の
確
保
の
手
段
と
し
て
集
落
営

農
の
推
進
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

５
年
間
で
20
〜
30
ha
程
度
の
規

模
を
持
つ
組
織
を
20
団
体
設
立

す
る
な
ど
具
体
的
な
取
組
み
が

必
要
と
考
え
る
が
。

②
有
機
栽
培
に
よ
る
農
産
物
に

消
費
者
の
期
待
が
大
き
い
。
エ

コ
フ
ァ
ー
マ
ー
︵
※
︶
の
認
証

取
得
を
図
り
、
日
南
ブ
ラ
ン
ド

と
し
て
打
ち
出
す
必
要
が
あ
る

の
で
は
。

③
農
業
研
修
生
が
就
農
す
る
。

地
域
の
担
い
手
の
一
員
と
し
て

の
役
割
に
対
す
る
期
待
と
、
今

後
の
指
導
は
。

④
地
域
振
興
公
社
が
一
般
法
人

に
移
行
す
る
、
目
的
と
役
割
は
。

①
地
域
農
業
の
あ
り
方
、
水
系
、

生
産
基
盤
の
状
況
、
導
入
機
械

の
作
業
効
率
、
地
域
の
認
定
農

業
者
等
の
シ
ェ
ア
等
を
検
討
し

な
が
ら
進
め
た
い
。
既
存
の
集

落
営
農
組
織
に
あ
っ
て
も
、
水

稲
の
栽
培
に
加
え
、
野
菜
生
産
、

加
工
を
取
り
入
れ
た
複
合
型
の

経
営
を
実
践
し
た
雇
用
創
出
が

必
要
と
考
え
て
い
る
。

②
先
駆
的
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
い
て
い
る
地
域
も
あ
り
、
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
生
産
者
で
は
認
定

取
得
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
ブ

ラ
ン
ド
化
の
手
段
と
し
て
も
有

効
と
考
え
る
。
ま
た
、
海
草
米

の
、
新
た
な
関
西
で
の
取
り
組

み
も
聞
い
て
い
る
。
平
成
12
年

度
か
ら
、
ゆ
う
き
ま
ん
ま
ん
構

想
を
掲
げ
、
環
境
に
優
し
く
、

人
、
野
菜
に
も
優
し
い
、
有
機

質
を
多
く
使
い
、
減
農
薬
、
減

化
学
肥
料
の
農
産
物
生
産
に
取

り
組
ん
で
い
る
が
、
一
歩
進
ん

だ
積
極
的
な
取
り
組
み
を
お
願

い
し
た
い
。

③
新
規
就
農
す
る
に
あ
た
り
、

生
産
技
術
の
習
得
が
課
題
。
栽

培
・
経
営
指
導
に
つ
い
て
は
、

県
も
含
め
て
関
係
機
関
で
支
援

チ
ー
ム
を
設
け
、
時
期
折
々
の

指
導
を
し
て
い
き
た
い
。

④
平
成
25
年
４
月
を
目
途
に
、

準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

一
般
財
団
法
人
へ
移
行
後
は
、

当
分
の
間
公
益
目
的
の
支
出
計

画
を
立
て
て
事
業
を
実
施
す
る

こ
と
に
な
る
。
行
政
と
民
間
を

つ
な
ぐ
立
場
で
、
民
間
で
は
取

り
組
み
に
く
い
事
業
や
、
情
報

発
信
や
Ｐ
Ｒ
活
動
、
人
材
育
成

を
目
的
と
し
た
事
業
、
開
発
的

取
り
組
み
を
実
施
す
る
機
関
と

位
置
づ
け
て
い
く
。

①
高
校
教
育
の
方
向
性
、
あ
り

方
は
。

②
自
営
業
者
、
町
内
外
で
の
就

労
の
状
況
。
今
後
の
見
通
し
、

目
標
、
現
在
考
え
ら
れ
る
具
体

策
は
。

③
高
齢
化
社
会
の
中
で
生
活
支

援
の
あ
り
方
は
。
買
い
物
に
困

る
高
齢
世
帯
、
独
居
高
齢
者
に

手
軽
で
簡
易
な
買
い
物
支
援
を

検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

①
鳥
取
県
教
育
委
員
会
で
の
検

討
の
推
移
を
み
な
が
ら
、
日
野

郡
で
統
一
し
た
高
校
再
編
の
協

議
、
意
見
を
集
約
し
取
り
組
み

た
い
。

②
平
成
３
年
度
調
査
で
は
、
事

業
所
が
お
よ
そ
５
０
０
、
従
業

者
数
が
約
２
、
８
０
０
人
で
、

製
造
業
、
建
設
業
、
運
輸
業
が

減
少
、
医
療
・
福
祉
部
門
が
増

加
し
て
お
り
、
経
済
動
向
、
町

内
の
ニ
ー
ズ
を
反
映
し
た
も
の

と
な
っ
て
い
る
。
し
ば
ら
く
医

療
・
福
祉
関
係
で
の
雇
用
が
見

込
め
る
こ
と
か
ら
、
時
代
に
即

し
た
積
極
的
な
支
援
策
を
講
じ

て
就
業
者
数
の
増
加
に
結
び
つ

き
た
い
。

③
直
接
家
庭
に
出
か
け
る
﹁
ご

用
聞
き
﹂
的
な
受
付
も
考
え
て

行
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
る
。
　

①
事
務
事
業
の
見
直
し
は
ど
こ

を
ど
の
よ
う
に
改
善
さ
れ
る
の

か
、
問
題
点
と
課
題
は
。

②
行
政
運
営
と
人
材
育
成
の
重

要
性
は
。

③
事
業
の
統
廃
合
と
民
間
委
託
、

連
携
に
つ
い
て
具
体
的
構
想
は
。

①
新
た
に
加
え
る
こ
と
、
復
活

さ
せ
る
こ
と
な
ど
見
直
し
、
検

討
す
る
必
要
が
あ
り
、
各
課
の

諸
施
策
を
整
理
し
、
各
課
別
の

説
明
で
な
く
項
目
別
に
、
住
民

の
皆
さ
ん
へ
周
知
し
た
い
。

②
人
材
育
成
が
不
可
欠
で
あ
り
、

研
修
は
、
民
間
主
催
の
個
別
的

な
も
の
、
職
員
個
人
と
し
て
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や
資
格
取
得
を

め
ざ
す
も
の
な
ど
行
い
、
職
員

相
互
の
情
報
の
共
有
化
を
図
る

仕
組
み
づ
く
り
に
も
努
め
て
い

く
。

③
﹁
指
定
管
理
者
制
度
﹂
は
、

12
の
施
設
で
実
施
し
て
い
る
。

検
証
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
行
政

は
民
間
と
う
ま
く
連
携
し
て
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
が
る
よ

う
鋭
意
努
力
し
た
い
。

　
一
人
暮
ら
し
に
不
安
を
抱
え

る
高
齢
者
の
た
め
に
、
畑
付
集

合
住
宅
を
整
備
す
れ
ば
、
高
齢

者
同
士
に
よ
る
声
か
け
や
助
け

合
い
に
よ
り
安
心
し
て
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
、
閉
じ
こ
も
り
や

引
き
こ
も
り
を
防
ぐ
こ
と
に
よ

り
、
介
護
予
防
に
も
つ
な
が
る

と
考
え
る
が
。

　
過
疎
化
・
高
齢
化
が
著
し
く

進
行
し
て
い
る
日
南
町
に
お
い

て
は
、
町
民
の
皆
様
に
安
心
し

て
町
内
で
生
活
し
て
頂
け
る
よ

う
居
住
環
境
の
整
備
を
進
め
て

い
く
こ
と
は
重
要
だ
と
感
じ
て

い
る
。
こ
の
た
め
、
本
年
度
、

高
齢
者
の
方
の
生
活
環
境
や
住

ま
い
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
今
後

の
高
齢
者
住
宅
施
策
に
活
用
す

る
目
的
で
、
独
居
高
齢
者
の
方

を
対
象
と
し
た
調
査
を
行
っ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。
調
査
の
結
果
、

自
宅
で
生
活
を
希
望
さ
れ
る
人

が
多
い
中
、
３
割
程
度
の
人
が

高
齢
者
向
け
住
宅
へ
の
関
心
が

あ
っ
た
。
ま
た
、
畑
が
で
き
る

環
境
が
良
い
と
の
意
見
も
い
た

だ
い
た
。
今
後
さ
ら
に
調
査
を

行
い
、
町
民
ニ
ー
ズ
を
把
握
し

た
上
で
必
要
な
住
宅
対
策
を
推

進
し
て
い
き
た
い
。

①
除
雪
車
の
入
ら
な
い
わ
き
道

や
枝
道
の
除
雪
は
ど
の
よ
う
に

行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

②
歩
道
の
除
雪
は
ど
の
よ
う
に

行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

③
県
が
歩
道
の
除
雪
に
使
用
し

て
い
る
よ
う
な
小
型
乗
用
除
雪

機
を
地
域
ご
と
に
配
備
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
。

①
基
本
的
に
地
元
で
の
除
雪
を

お
願
い
し
て
い
る
。
高
齢
化
等

で
除
雪
を
し
て
頂
く
方
が
少
な

く
な
っ
て
い
る
等
の
状
況
は
あ

る
か
と
思
う
が
、
全
て
の
道
を

町
で
除
雪
す
る
こ
と
は
、
困
難

な
こ
と
で
あ
り
、
引
き
続
き
、

地
元
関
係
者
で
の
除
雪
を
お
願

い
し
た
い
。

②
通
学
路
並
び
に
主
要
な
公
共

施
設
の
周
辺
等
、
具
体
的
に
申

し
上
げ
る
と
、
国
道
１
８
３
号

線
三
栄
地
内
か
ら
主
要
地
方
道

新
見
日
南
線
生
山
地
内
ま
で
、

日
南
病
院
ま
で
の
町
道
日
南
病

院
線
、
町
道
生
山
福
長
線
の
生

山
駅
周
辺
等
に
つ
い
て
、
県
並

び
に
町
で
歩
道
の
除
雪
を
行
っ

て
い
る
。
そ
の
他
の
歩
道
︵
主

に
県
管
理
の
歩
道
︶
は
、
地
元

に
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、

実
際
に
除
雪
を
さ
れ
て
い
る
地

域
も
あ
る
。
わ
き
道
同
様
、
全

て
の
歩
道
を
県
や
町
で
除
雪
す

る
こ
と
は
、
困
難
な
こ
と
な
の

で
、
引
き
続
き
、
地
元
の
対
応

を
お
願
い
し
た
い
。
今
期
に
つ

い
て
は
、
他
県
に
お
い
て
大
雪

に
よ
る
歩
道
に
係
る
事
故
が
発

生
し
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

警
察
並
び
に
町
か
ら
の
依
頼
で
、

そ
の
他
の
県
管
理
の
歩
道
の
除

雪
に
つ
い
て
も
県
で
対
応
を
さ

れ
た
経
緯
が
あ
る
。
町
と
県
の

道
路
管
理
の
権
限
移
譲
も
含
め
、

県
と
協
議
を
行
っ
て
み
た
い
。

③
町
所
有
の
小
型
歩
行
除
雪
機

を
旧
小
学
校
区
に
、
１
台
な
い

し
２
台
を
備
え
付
け
て
お
り
、

引
き
続
き
、
そ
の
機
械
を
活
用

し
て
頂
け
れ
ば
と
思
う
。
新
規

の
機
械
購
入
は
、
高
額
で
あ
り
、

そ
の
機
動
性
も
含
め
て
、
現
在

考
え
て
い
な
い
。

①
現
在
の
病
後
児
保
育
の
実
施

状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

②
利
用
希
望
者
の
実
態
は
把
握

で
き
て
い
る
の
か
。

③
日
南
病
院
内
の
ス
タ
ッ
フ
の

確
保
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
は

ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
の

か
。
町
内
の
看
護
師
有
資
格
者

に
協
力
を
依
頼
し
、
協
力
者
の

登
録
制
度
を
整
え
、
保
護
者
の

希
望
に
応
え
る
体
制
づ
く
り
は

で
き
な
い
か
。

①
現
在
の
病
後
時
保
育
の
実
施

状
況
に
つ
い
て
は
、
日
南
病
院

に
運
営
委
託
し
、
健
康
福
祉
セ

ン
タ
ー
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室
で

実
施
し
て
い
る
。
平
成
13
年
度

か
ら
行
っ
て
お
り
、
平
成
19
年

度
の
延
べ
４
名
の
利
用
を
最
後

に
現
在
ま
で
利
用
実
績
は
な
い
。

看
護
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
が
困
難

と
な
り
、
受
け
入
れ
で
き
な
く

な
っ
た
と
い
う
こ
と
が
実
態
で

あ
る
。

②
近
年
は
具
体
的
な
人
数
を
把

握
し
て
い
な
い
が
、
潜
在
的
な

希
望
者
は
お
ら
れ
る
も
の
と
思

っ
て
い
る
。

③
こ
れ
ま
で
は
町
内
外
の
看
護

師
の
有
資
格
者
を
リ
ス
ト
ア
ッ

プ
し
協
力
を
お
願
い
し
て
い
る
。

常
時
看
護
に
携
わ
る
わ
け
で
は

な
く
、
臨
時
の
対
応
に
な
り
、

必
要
時
の
確
保
が
難
し
い
状
況

に
あ
る
。
病
院
の
ス
タ
ッ
フ
で

対
応
し
た
こ
と
も
あ
る
が
、
現

在
で
は
そ
れ
自
体
で
き
な
い
状

況
。
協
力
者
の
掘
り
起
こ
し
と

理
解
を
い
た
だ
く
よ
う
進
め
て

い
き
た
い
。

※エコファーマーとは
　　化学肥料や農薬の使用を避け、堆肥を施用した土づくりを行うなど、
　　環境と調和のとれた持続的な農業を行う農業者を認定

三上惇二議員 

有
機
栽
培
で
日
南
ブ
ラ
ン
ド
を 

さ
ら
に
積
極
的
な
取
り
組
み
を 

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

願
う 

安
心
し
て
暮
ら
せ
る 

ま
ち
づ
く
り
の
要
件
　 

問 問 

わ
き
道
・
枝
道
・
歩
道
の 

除
雪 

問 問 

新
時
代
に
あ
わ
せ
た 

柔
軟
な
仕
組
み
づ
く
り 

問 問 

高
齢
者
向
け
の 

集
合
住
宅
整
備 

問 問 

町政のここが聞きたい 

増
原
町
長 

答 答 

増
原
町
長 

答 答 
内
田
教
育
長 

答 答 

町
長 

答 答 

町
長 

答 答 
町
長 

答 答 

町
長 

答 答 

高
齢
者
向
け
畑
付
集
合
住
宅
を 

町
民
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し 

                   

対
応
し
た
い 

病
後
児
保
育
の 

実
施 

問 問 

農
業
政
策 

問 問 
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①
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合
、

３
町
衛
生
組
合
等
の
広
域
行
政

に
お
い
て
、
日
南
町
と
し
て
の

メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
検

討
し
、
代
案
を
提
出
す
る
等
の

積
極
的
対
応
を
、
ど
の
よ
う
に

図
っ
て
い
る
の
か
。

②
消
防
局
の
大
量
定
年
退
職
が

始
ま
る
が
、
こ
の
退
職
金
の
積

み
立
て
が
で
き
て
い
な
い
と
の

こ
と
。
広
域
行
政
管
理
組
合
と

し
て
、
ど
の
よ
う
な
対
応
策
が

協
議
さ
れ
対
処
し
よ
う
と
し
て

い
る
の
か
。
日
南
町
と
し
て
、

組
合
に
対
し
ど
う
い
う
提
案
を

行
っ
て
い
る
の
か
。

独
自
に
ど
の
よ
う
な
検
討
を
し
、

対
処
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

③
３
町
衛
生
施
設
組
合
の
清
化

園
の
更
新
等
が
協
議
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
管
理
者
で
あ
る
江

府
町
に
全
て
任
せ
き
り
の
よ
う

に
見
受
け
ら
れ
る
。
日
南
町
に

と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ

ッ
ト
を
検
討
し
、
必
要
な
ら
日

南
町
と
し
て
の
代
案
を
提
出
す

べ
き
で
は
な
い
の
か
。

①
予
算
な
ど
の
意
志
決
定
に
は
、

予
算
担
当
課
長
会
や
企
画
担
当

課
長
会
、
副
市
町
村
長
会
、
正

副
管
理
者
会
、
そ
し
て
議
会
で

の
議
決
の
手
続
き
を
踏
ん
で
い

る
。
会
議
の
中
で
本
町
は
、
組

合
の
姿
勢
を
た
だ
す
べ
く
積
極

的
に
質
問
意
見
を
述
べ
て
い
る
。

西
部
広
域
の
新
年
度
予
算
に
関

し
て
は
、
唯
一
日
南
町
が
意
見

書
を
提
出
し
て
お
り
、
３
町
衛

生
施
設
組
合
予
算
に
つ
い
て
も

経
費
削
減
に
結
び
つ
く
指
摘
を

し
て
い
る
。

②
西
部
消
防
局
の
退
職
者
は
、

平
成
25
年
度
か
ら
30
年
度
に
か

け
て
毎
年
20
名
前
後
の
退
職
予

定
が
あ
る
。
平
成
21
年
度
決
算

時
の
基
金
残
高
は
16
億
５
、
０

０
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
に
対
し
て
今
後
の
退
職
金
は
、

毎
年
４
億
円
か
ら
７
億
円
が
必

要
。
基
金
の
残
高
の
推
移
か
ら
、

各
市
町
村
の
負
担
金
の
発
生
が

十
分
考
え
ら
れ
、
西
部
広
域
に

は
今
後
の
負
担
金
の
推
移
も
し

っ
か
り
提
示
し
て
も
ら
い
、
消

防
費
予
算
全
体
の
仕
組
み
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、
他
市
町
村
と

も
連
携
を
取
っ
て
積
極
的
に
提

案
し
て
い
く
。
日
南
町
独
自
と

い
う
よ
り
も
、
構
成
市
町
村
と

協
力
し
て
対
処
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

③
清
化
園
は
、
昭
和
39
年
度
に

新
設
さ
れ
、
日
南
町
は
昭
和
46

年
度
に
加
入
し
た
。
施
設
の
老

朽
化
や
施
設
修
繕
費
の
増
大
が

懸
念
さ
れ
る
な
か
、
平
成
21
年

度
の
正
副
管
理
者
会
で
、
日
南

町
か
ら
問
題
提
起
し
た
が
、
エ

コ
ス
ラ
グ
セ
ン
タ
ー
等
の
関
連

す
る
西
部
広
域
施
設
の
問
題
が

あ
る
の
で
、
結
論
を
導
く
に
は

い
ま
少
し
時
間
を
要
す
る
と
の

考
え
方
で
あ
り
、
三
町
の
枠
組

み
の
中
で
今
後
も
協
議
を
重
ね

て
い
く
こ
と
で
意
見
が
一
致
し

て
い
る
。
処
理
方
法
に
つ
い
て

多
様
な
角
度
か
ら
検
討
を
重
ね

て
い
る
。

　
先
の
12
月
定
例
議
会
に
お
い

て
も
同
じ
質
問
を
し
た
。
し
か

し
、
職
員
の
執
行
態
度
に
変
化

は
な
く
、
町
民
の
要
望
等
に
経

過
の
報
告
や
連
絡
・
相
談
が
な

さ
れ
て
い
な
い
状
況
が
続
い
て

い
る
。
町
長
と
幹
部
職
員
に
よ

る
町
政
の
執
行
状
況
の
把
握
、

問
題
点
・
改
善
点
・
及
び
、
課

長
と
そ
の
部
下
た
る
職
員
と
の

同
様
の
把
握
・
指
導
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。

　
毎
日
の
、
毎
週
の
、
毎
月
の

P-

D-

C-

A
︵
※
︶
は
、
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
12
月
の
議
会
答
弁
で
、
基
本

的
な
執
行
態
度
に
加
え
、
同
じ

仕
事
を
す
る
な
ら
ば
、
町
民
の

要
望
で
喜
ば
れ
る
仕
事
を
行
っ

た
方
が
職
員
と
し
て
も
お
金
と

し
て
も
生
き
る
。
ま
た
、
出
来

て
も
出
来
な
く
て
も
経
過
報
告

を
回
答
す
る
よ
う
、
職
員
に
指

導
を
行
っ
た
が
、
町
民
の
要
望

等
に
経
過
報
告
、
連
絡
相
談
が

な
さ
れ
て
い
な
い
指
摘
に
対
し

て
遺
憾
に
思
う
。
今
後
も
機
会

あ
る
毎
に
町
民
の
み
な
さ
ん
の

声
を
お
聞
き
し
施
策
に
直
接
反

映
す
る
よ
う
に
指
示
し
、
町
民

目
線
の
執
務
に
努
め
る
よ
う
指

導
し
て
い
く
。

ま
た
、
新
年
度
に
は
、
新
し
い

人
事
の
中
で
各
課
ご
と
に
再
度
、

私
︵
町
長
︶
自
ら
が
意
識
の
徹

底
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

久代安敏議員 

①
﹁
地
区
運
営
費
﹂
な
ど
の
特

定
の
地
域
に
限
定
し
た
予
算
は

不
公
正
で
あ
る
と
考
え
る
が
。

②
﹁
地
区
学
習
会
﹂
は
廃
止
す

べ
き
で
は
。

③
同
和
対
策
事
業
を
完
全
廃
止

し
た
自
治
体
を
調
査
研
修
な
ど

し
て
い
る
か
。

④
特
定
の
地
区
を
対
象
に
し
た

事
業
を
廃
止
し
て
何
か
問
題
が

起
き
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。

⑤
本
町
の
人
権
条
例
を
廃
止
す

べ
き
と
考
え
る
が
。

①
町
民
の
人
権
意
識
の
高
揚
、

同
和
地
区
の
差
別
実
態
の
解
消

と
同
和
地
区
住
民
の
自
立
と
自

己
実
現
の
達
成
、
こ
れ
ら
に
係

る
活
動
費
や
運
営
費
は
必
要
で

あ
る
。

③
県
内
の
自
治
体
で
は
完
全
廃

止
の
情
報
は
な
い
。
本
町
の
現

行
事
業
は
ほ
ぼ
ソ
フ
ト
事
業
の

み
で
あ
り
、
精
査
し
な
が
ら
対

策
事
業
を
継
続
す
る
。

④
同
和
問
題
を
人
権
問
題
と
い

う
本
質
か
ら
捉
え
、
町
民
一
人

ひ
と
り
が
主
体
的
に
あ
ら
ゆ
る

人
権
問
題
の
解
決
に
取
り
組
み
、

学
習
す
る
こ
と
が
明
る
い
社
会

づ
く
り
の
た
め
に
も
必
要
。

⑤
人
権
問
題
と
い
う
本
質
か
ら

捉
え
た
取
り
組
み
で
あ
っ
た
と

考
え
、
条
例
を
廃
止
す
る
考
え

は
な
い
。

②
仲
間
意
識
や
連
帯
感
が
育
ま

れ
る
等
の
成
果
も
出
て
き
て
お

り
必
要
な
事
業
で
あ
る
。

①
近
年
、
医
業
収
益
が
落
ち
込

ん
で
い
る
。
そ
の
原
因
を
ど
う

分
析
し
対
応
し
て
い
る
か
。

②
整
形
外
科
や
眼
科
の
診
療
日

を
増
や
す
べ
き
で
は
な
い
か
。



　①
医
療
機
関
を
受
診
さ
れ
る
割

合
の
多
い
高
齢
者
人
口
の
減
少

が
要
因
で
あ
る
。
福
祉
施
設
の

整
備
が
進
ん
で
お
り
容
態
に
応

じ
た
入
所
施
設
の
選
択
肢
が
増

え
た
こ
と
、
在
宅
療
養
等
退
院

指
導
を
進
め
て
い
る
こ
と
な
ど

が
考
え
ら
れ
る
。
今
後
は
、
人

口
数
に
み
あ
っ
た
病
院
規
模
に

ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
︵
縮
小
︶

を
行
う
必
要
が
生
じ
る
。

②
以
前
よ
り
医
師
派
遣
を
依
頼

し
て
い
る
が
、
医
師
不
足
の
中
、

実
現
に
至
っ
て
い
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

①
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
住

宅
対
策
が
必
要
と
考
え
る
が
。

②
公
営
住
宅
の
拡
充
の
要
望
が

高
く
検
討
す
べ
き
で
は
。

③
個
人
民
家
の
﹁
住
宅
リ
フ
ォ

ー
ム
助
成
制
度
﹂
を
創
設
し
て
、

町
内
業
者
の
仕
事
を
増
や
す
こ

と
を
は
じ
め
て
は
ど
う
か
。

④
住
宅
や
そ
の
周
辺
の
除
雪
作

業
は
、
安
心
し
て
冬
を
迎
え
ら

れ
る
よ
う
な
施
策
が
求
め
ら
れ

て
い
る
の
で
は
。

①
惠
比
奈
議
員
の
答
弁
に
同
じ

②
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
公
営
住
宅

の
拡
充
を
検
討
し
た
い
。

③
住
宅
新
築
、
改
修
、
取
得
に

つ
い
て
の
補
助
金
等
制
度
を
様
々

な
角
度
か
ら
設
け
て
お
り
、
活

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

④
町
で
全
て
の
除
雪
を
行
う
こ

と
ま
で
は
考
え
て
い
な
い
。

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
や
マ
イ
ク
ロ

水
力
発
電
な
ど
、
実
践
の
段
階

に
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
が
。

規
制
緩
和
や
関
連
施
設
の
流
れ

を
注
視
し
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

有
効
利
用
し
た
地
場
産
業
の
振

興
と
地
球
温
暖
化
防
止
の
具
体

策
を
着
実
に
実
行
し
た
い
。

①
文
化
的
価
値
や
遺
産
は
、
し

っ
か
り
継
承
さ
れ
町
民
に
共
有

さ
れ
て
い
る
か
。

②
井
上
靖
、
松
本
清
張
、
池
田

亀
鑑
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
作
家
や

研
究
者
に
ま
つ
わ
る
顕
彰
制
度

を
創
り
、
日
南
町
を
ア
ピ
ー
ル

し
、
交
流
人
口
を
増
や
す
こ
と

を
提
案
し
た
い
が
、
ど
う
か
。

①
平
成
23
年
度
予
算
で
郷
土
資

料
館
を
整
備
し
、
町
民
と
資
料

の
修
復
な
ど
共
に
体
験
で
き
、

意
見
を
交
換
し
あ
え
る
場
づ
く

り
を
し
、
保
存
と
継
承
の
意
義

を
共
有
し
た
い
。

②
﹁
特
色
あ
る
地
域
活
動
奨
励

事
業
補
助
金
﹂
や
、
各
ま
ち
協

の
交
付
金
等
を
活
用
し
、
各
団

体
が
主
体
的
に
活
動
さ
れ
る
方

法
が
良
い
と
考
え
る
。

※P-D-C-Aとは
　　Plan（計画）−Do（実行）−Check（評価）−Act（改善）を
　　行い継続的に業務改善すること

町営住宅（カンファト）

町民に対応中の職員

古都久志議員 

広
域
行
政
へ
積
極
的
な
提
言
を 

構
成
市
町
村
と
連
携
し
て 

　
　
　
　
　
　
　
提
言
す
る 

町
民
の
目
線
に
立
っ
た 

行
政
の
執
行 

問 問 

町政のここが聞きたい 

増
原
町
長 
答 答 

増
原
町
長 

答 答 

内
田
教
育
長 

答 答 

教
育
長 

答 答 

安
東
管
理
者 

答 答 

町
長 

答 答 
町
長 

答 答 

町
長 

答 答 

同
対
事
業
の
完
全
廃
止
を 

人
権
問
題
解
決
の
た
め
必
要 

同
和
対
策 

問 問 

日
南
病
院 

問 問 

住
宅
政
策 

問 問 

新
エ
ネ
ル
ギ
ー 

問 問 

文
化
政
策
に
つ
い
て 

問 問 

広
域
行
政 

問 問 
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①
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合
、

３
町
衛
生
組
合
等
の
広
域
行
政

に
お
い
て
、
日
南
町
と
し
て
の

メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
検

討
し
、
代
案
を
提
出
す
る
等
の

積
極
的
対
応
を
、
ど
の
よ
う
に

図
っ
て
い
る
の
か
。

②
消
防
局
の
大
量
定
年
退
職
が

始
ま
る
が
、
こ
の
退
職
金
の
積

み
立
て
が
で
き
て
い
な
い
と
の

こ
と
。
広
域
行
政
管
理
組
合
と

し
て
、
ど
の
よ
う
な
対
応
策
が

協
議
さ
れ
対
処
し
よ
う
と
し
て

い
る
の
か
。
日
南
町
と
し
て
、

組
合
に
対
し
ど
う
い
う
提
案
を

行
っ
て
い
る
の
か
。

独
自
に
ど
の
よ
う
な
検
討
を
し
、

対
処
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

③
３
町
衛
生
施
設
組
合
の
清
化

園
の
更
新
等
が
協
議
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
管
理
者
で
あ
る
江

府
町
に
全
て
任
せ
き
り
の
よ
う

に
見
受
け
ら
れ
る
。
日
南
町
に

と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ

ッ
ト
を
検
討
し
、
必
要
な
ら
日

南
町
と
し
て
の
代
案
を
提
出
す

べ
き
で
は
な
い
の
か
。

①
予
算
な
ど
の
意
志
決
定
に
は
、

予
算
担
当
課
長
会
や
企
画
担
当

課
長
会
、
副
市
町
村
長
会
、
正

副
管
理
者
会
、
そ
し
て
議
会
で

の
議
決
の
手
続
き
を
踏
ん
で
い

る
。
会
議
の
中
で
本
町
は
、
組

合
の
姿
勢
を
た
だ
す
べ
く
積
極

的
に
質
問
意
見
を
述
べ
て
い
る
。

西
部
広
域
の
新
年
度
予
算
に
関

し
て
は
、
唯
一
日
南
町
が
意
見

書
を
提
出
し
て
お
り
、
３
町
衛

生
施
設
組
合
予
算
に
つ
い
て
も

経
費
削
減
に
結
び
つ
く
指
摘
を

し
て
い
る
。

②
西
部
消
防
局
の
退
職
者
は
、

平
成
25
年
度
か
ら
30
年
度
に
か

け
て
毎
年
20
名
前
後
の
退
職
予

定
が
あ
る
。
平
成
21
年
度
決
算

時
の
基
金
残
高
は
16
億
５
、
０

０
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
に
対
し
て
今
後
の
退
職
金
は
、

毎
年
４
億
円
か
ら
７
億
円
が
必

要
。
基
金
の
残
高
の
推
移
か
ら
、

各
市
町
村
の
負
担
金
の
発
生
が

十
分
考
え
ら
れ
、
西
部
広
域
に

は
今
後
の
負
担
金
の
推
移
も
し

っ
か
り
提
示
し
て
も
ら
い
、
消

防
費
予
算
全
体
の
仕
組
み
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、
他
市
町
村
と

も
連
携
を
取
っ
て
積
極
的
に
提

案
し
て
い
く
。
日
南
町
独
自
と

い
う
よ
り
も
、
構
成
市
町
村
と

協
力
し
て
対
処
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

③
清
化
園
は
、
昭
和
39
年
度
に

新
設
さ
れ
、
日
南
町
は
昭
和
46

年
度
に
加
入
し
た
。
施
設
の
老

朽
化
や
施
設
修
繕
費
の
増
大
が

懸
念
さ
れ
る
な
か
、
平
成
21
年

度
の
正
副
管
理
者
会
で
、
日
南

町
か
ら
問
題
提
起
し
た
が
、
エ

コ
ス
ラ
グ
セ
ン
タ
ー
等
の
関
連

す
る
西
部
広
域
施
設
の
問
題
が

あ
る
の
で
、
結
論
を
導
く
に
は

い
ま
少
し
時
間
を
要
す
る
と
の

考
え
方
で
あ
り
、
三
町
の
枠
組

み
の
中
で
今
後
も
協
議
を
重
ね

て
い
く
こ
と
で
意
見
が
一
致
し

て
い
る
。
処
理
方
法
に
つ
い
て

多
様
な
角
度
か
ら
検
討
を
重
ね

て
い
る
。

　
先
の
12
月
定
例
議
会
に
お
い

て
も
同
じ
質
問
を
し
た
。
し
か

し
、
職
員
の
執
行
態
度
に
変
化

は
な
く
、
町
民
の
要
望
等
に
経

過
の
報
告
や
連
絡
・
相
談
が
な

さ
れ
て
い
な
い
状
況
が
続
い
て

い
る
。
町
長
と
幹
部
職
員
に
よ

る
町
政
の
執
行
状
況
の
把
握
、

問
題
点
・
改
善
点
・
及
び
、
課

長
と
そ
の
部
下
た
る
職
員
と
の

同
様
の
把
握
・
指
導
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。

　
毎
日
の
、
毎
週
の
、
毎
月
の

P-

D-

C-

A
︵
※
︶
は
、
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
12
月
の
議
会
答
弁
で
、
基
本

的
な
執
行
態
度
に
加
え
、
同
じ

仕
事
を
す
る
な
ら
ば
、
町
民
の

要
望
で
喜
ば
れ
る
仕
事
を
行
っ

た
方
が
職
員
と
し
て
も
お
金
と

し
て
も
生
き
る
。
ま
た
、
出
来

て
も
出
来
な
く
て
も
経
過
報
告

を
回
答
す
る
よ
う
、
職
員
に
指

導
を
行
っ
た
が
、
町
民
の
要
望

等
に
経
過
報
告
、
連
絡
相
談
が

な
さ
れ
て
い
な
い
指
摘
に
対
し

て
遺
憾
に
思
う
。
今
後
も
機
会

あ
る
毎
に
町
民
の
み
な
さ
ん
の

声
を
お
聞
き
し
施
策
に
直
接
反

映
す
る
よ
う
に
指
示
し
、
町
民

目
線
の
執
務
に
努
め
る
よ
う
指

導
し
て
い
く
。

ま
た
、
新
年
度
に
は
、
新
し
い

人
事
の
中
で
各
課
ご
と
に
再
度
、

私
︵
町
長
︶
自
ら
が
意
識
の
徹

底
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

久代安敏議員 

①
﹁
地
区
運
営
費
﹂
な
ど
の
特

定
の
地
域
に
限
定
し
た
予
算
は

不
公
正
で
あ
る
と
考
え
る
が
。

②
﹁
地
区
学
習
会
﹂
は
廃
止
す

べ
き
で
は
。

③
同
和
対
策
事
業
を
完
全
廃
止

し
た
自
治
体
を
調
査
研
修
な
ど

し
て
い
る
か
。

④
特
定
の
地
区
を
対
象
に
し
た

事
業
を
廃
止
し
て
何
か
問
題
が

起
き
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。

⑤
本
町
の
人
権
条
例
を
廃
止
す

べ
き
と
考
え
る
が
。

①
町
民
の
人
権
意
識
の
高
揚
、

同
和
地
区
の
差
別
実
態
の
解
消

と
同
和
地
区
住
民
の
自
立
と
自

己
実
現
の
達
成
、
こ
れ
ら
に
係

る
活
動
費
や
運
営
費
は
必
要
で

あ
る
。

③
県
内
の
自
治
体
で
は
完
全
廃

止
の
情
報
は
な
い
。
本
町
の
現

行
事
業
は
ほ
ぼ
ソ
フ
ト
事
業
の

み
で
あ
り
、
精
査
し
な
が
ら
対

策
事
業
を
継
続
す
る
。

④
同
和
問
題
を
人
権
問
題
と
い

う
本
質
か
ら
捉
え
、
町
民
一
人

ひ
と
り
が
主
体
的
に
あ
ら
ゆ
る

人
権
問
題
の
解
決
に
取
り
組
み
、

学
習
す
る
こ
と
が
明
る
い
社
会

づ
く
り
の
た
め
に
も
必
要
。

⑤
人
権
問
題
と
い
う
本
質
か
ら

捉
え
た
取
り
組
み
で
あ
っ
た
と

考
え
、
条
例
を
廃
止
す
る
考
え

は
な
い
。

②
仲
間
意
識
や
連
帯
感
が
育
ま

れ
る
等
の
成
果
も
出
て
き
て
お

り
必
要
な
事
業
で
あ
る
。

①
近
年
、
医
業
収
益
が
落
ち
込

ん
で
い
る
。
そ
の
原
因
を
ど
う

分
析
し
対
応
し
て
い
る
か
。

②
整
形
外
科
や
眼
科
の
診
療
日

を
増
や
す
べ
き
で
は
な
い
か
。



　①
医
療
機
関
を
受
診
さ
れ
る
割

合
の
多
い
高
齢
者
人
口
の
減
少

が
要
因
で
あ
る
。
福
祉
施
設
の

整
備
が
進
ん
で
お
り
容
態
に
応

じ
た
入
所
施
設
の
選
択
肢
が
増

え
た
こ
と
、
在
宅
療
養
等
退
院

指
導
を
進
め
て
い
る
こ
と
な
ど

が
考
え
ら
れ
る
。
今
後
は
、
人

口
数
に
み
あ
っ
た
病
院
規
模
に

ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
︵
縮
小
︶

を
行
う
必
要
が
生
じ
る
。

②
以
前
よ
り
医
師
派
遣
を
依
頼

し
て
い
る
が
、
医
師
不
足
の
中
、

実
現
に
至
っ
て
い
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

①
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
住

宅
対
策
が
必
要
と
考
え
る
が
。

②
公
営
住
宅
の
拡
充
の
要
望
が

高
く
検
討
す
べ
き
で
は
。

③
個
人
民
家
の
﹁
住
宅
リ
フ
ォ

ー
ム
助
成
制
度
﹂
を
創
設
し
て
、

町
内
業
者
の
仕
事
を
増
や
す
こ

と
を
は
じ
め
て
は
ど
う
か
。

④
住
宅
や
そ
の
周
辺
の
除
雪
作

業
は
、
安
心
し
て
冬
を
迎
え
ら

れ
る
よ
う
な
施
策
が
求
め
ら
れ

て
い
る
の
で
は
。

①
惠
比
奈
議
員
の
答
弁
に
同
じ

②
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
公
営
住
宅

の
拡
充
を
検
討
し
た
い
。

③
住
宅
新
築
、
改
修
、
取
得
に

つ
い
て
の
補
助
金
等
制
度
を
様
々

な
角
度
か
ら
設
け
て
お
り
、
活

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

④
町
で
全
て
の
除
雪
を
行
う
こ

と
ま
で
は
考
え
て
い
な
い
。

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
や
マ
イ
ク
ロ

水
力
発
電
な
ど
、
実
践
の
段
階

に
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
が
。

規
制
緩
和
や
関
連
施
設
の
流
れ

を
注
視
し
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

有
効
利
用
し
た
地
場
産
業
の
振

興
と
地
球
温
暖
化
防
止
の
具
体

策
を
着
実
に
実
行
し
た
い
。

①
文
化
的
価
値
や
遺
産
は
、
し

っ
か
り
継
承
さ
れ
町
民
に
共
有

さ
れ
て
い
る
か
。

②
井
上
靖
、
松
本
清
張
、
池
田

亀
鑑
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
作
家
や

研
究
者
に
ま
つ
わ
る
顕
彰
制
度

を
創
り
、
日
南
町
を
ア
ピ
ー
ル

し
、
交
流
人
口
を
増
や
す
こ
と

を
提
案
し
た
い
が
、
ど
う
か
。

①
平
成
23
年
度
予
算
で
郷
土
資

料
館
を
整
備
し
、
町
民
と
資
料

の
修
復
な
ど
共
に
体
験
で
き
、

意
見
を
交
換
し
あ
え
る
場
づ
く

り
を
し
、
保
存
と
継
承
の
意
義

を
共
有
し
た
い
。

②
﹁
特
色
あ
る
地
域
活
動
奨
励

事
業
補
助
金
﹂
や
、
各
ま
ち
協

の
交
付
金
等
を
活
用
し
、
各
団

体
が
主
体
的
に
活
動
さ
れ
る
方

法
が
良
い
と
考
え
る
。

※P-D-C-Aとは
　　Plan（計画）−Do（実行）−Check（評価）−Act（改善）を
　　行い継続的に業務改善すること

町営住宅（カンファト）

町民に対応中の職員

古都久志議員 

広
域
行
政
へ
積
極
的
な
提
言
を 

構
成
市
町
村
と
連
携
し
て 

　
　
　
　
　
　
　
提
言
す
る 

町
民
の
目
線
に
立
っ
た 

行
政
の
執
行 

問 問 

町政のここが聞きたい 

増
原
町
長 

答 答 

増
原
町
長 

答 答 

内
田
教
育
長 

答 答 

教
育
長 

答 答 

安
東
管
理
者 

答 答 

町
長 

答 答 
町
長 

答 答 

町
長 

答 答 

同
対
事
業
の
完
全
廃
止
を 

人
権
問
題
解
決
の
た
め
必
要 

同
和
対
策 

問 問 

日
南
病
院 

問 問 

住
宅
政
策 

問 問 

新
エ
ネ
ル
ギ
ー 
問 問 

文
化
政
策
に
つ
い
て 

問 問 

広
域
行
政 

問 問 

─　　 ─341
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提
出
の
あ
っ
た
陳
情
は
、
３
月
定
例
議
会
の
本
会

議
で
審
議
し
た
結
果
、
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

採
　
択
︵
全
員
賛
成
︶



▼
２
０
１
１
年
度
年
金
引
き
下
げ
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
撤
回
を
求
め
る
陳
情

︻
審
査
意
見
︼



地
方
経
済
が
低
迷
し
て
い
る
と
き
、
年
金
の
減
額

は
高
齢
者
の
生
活
を
お
び
や
か
し
、
地
域
経
済
や
自

治
体
財
政
に
、
よ
り
深
刻
な
影
響
を
も
た
ら
す
。

不
採
択
︵
賛
成
９
・
反
対
２
︶



▼
年
金
受
給
資
格
期
間
の
短
縮
を
求
め
る
陳
情
書

︻
審
査
意
見
︼



受
給
資
格
期
間
を
10
年
に
す
る
こ
と
は
、
納
付
意

欲
の
低
下
に
つ
な
が
り
、
資
金
の
運
用
が
困
難
に
な

り
、
本
来
の
目
的
が
果
た
せ
な
く
な
る
。

不
採
択
︵
全
員
賛
成
︶

▼
安
心
・
安
全
な
公
共
事
業
を
推
進
す
る
た
め
、
地

方
建
設
業
界
の
存
続
・
発
展
と
国
土
交
通
省
の
事
務

所
・
出
張
所
及
び
ダ
ム
管
理
所
等
の
拡
充
・
存
続
を

求
め
る
意
見
書
採
択
に
つ
い
て



︻
審
査
意
見
︼



分
権
改
革
は
時
代
の
要
請
で
あ
り
、
国
・
地
方
の

役
割
を
明
確
に
し
、
権
限
と
財
源
を
移
管
す
べ
き
で

あ
る
。

①
町
民
の
声
を
行
政
に
反
映
す

る
事
が
一
番
大
切
だ
と
考
え
ま

す
。
福
祉
や
教
育
の
充
実
、
農

林
業
の
振
興
に
努
め
ま
す
。

②
元
気
で
共
に
助
け
合
い
共
に

歩
め
る
町
づ
く
り
に
努
め
ま
す

③
内
田
樹
の
ブ
ロ
グ
を
読
む
事

①
初
心
に
返
り
、
何
事
に
も
常

に
問
題
意
識
を
持
ち
な
が
ら
任

期
を
努
め
た
い
。

②
現
場
を
大
切
に
し
、
自
ら
実

践
す
る
。

③
山
菜
の
自
家
栽
培

①
﹁
あ
ぜ
道
﹂
や
﹁
縁
側
﹂
で
、

多
く
の
皆
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
、

課
題
を
少
し
ず
つ
で
も
解
決
す

る
活
動
を
、
頑
張
り
ま
す
。

②
﹁
念
ず
れ
ば
、
花
ひ
ら
く
﹂

③
子
守
、
花
づ
く
り

①
深
刻
化
す
る
過
疎
、
少
子
化
・

高
齢
化
な
ど
町
が
抱
え
る
諸
問

題
の
た
め
、
今
一
度
初
心
に
返

っ
て
精
一
杯
取
り
組
み
ま
す
。

②
初
心
を
忘
れ
ず
、
い
つ
も
一

生
懸
命
。

③
写
真
、
ゴ
ル
フ
、
ス
キ
ー

①
﹁
福
祉
・
防
災
・
仕
事
お
こ
し
﹂。

公
約
実
現
の
た
め
に
町
民
目
線

で
、
し
っ
か
り
働
く
議
会
に
す

る
た
め
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

②
﹁
生
き
て
る
だ
け
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
﹂
と
い
う
社
会

③
ブ
ロ
グ
と
ツ
イ
ッ
タ
ー

①
建
設
業
の
振
興
と
森
林
資
源

の
活
用
に
よ
り
雇
用
の
拡
大
を

図
り
、
経
済
の
活
性
化
と
生
活

の
安
定
化
を
推
進
し
ま
す
。

②
対
立
よ
り
対
話
に
よ
っ
て
物

事
を
進
め
る
べ
き
。

③
自
然
鑑
賞
、
日
曜
工
作

①
町
民
の
代
弁
者
と
し
て
具
体

的
な
政
策
の
提
案
や
行
政
の
チ

ェ
ッ
ク
、
特
に
農
業
の
振
興
と

福
祉
の
増
進
に
力
を
入
れ
た
い
。

②
い
つ
で
も
何
事
に
も
出
来
る

限
り
の
努
力
を
怠
ら
な
い
。

③
ス
ポ
ー
ツ
観
戦

①
林
道
整
備
で
林
業
労
務
者
の

育
成
、農
産
物
の
加
工
設
備
新
設
・

空
家
解
消
の
為
田
舎
人
を
求
む
。

都
会
と
農
村
の
交
流
拡
大
。

②
有
言
実
行
　
出
来
る
事
か
ら

辛
抱
強
く
積
み
重
ね

③
造
園
作
り
、旅
行
、ド
ラ
イ
ブ

①
経
験
を
生
か
し
新
し
い
風
を

起
こ
し
た
い
。
元
気
な
日
南
町

を
目
指
し
観
光
客
誘
致
と
特
産

品
の
販
売
を
結
び
つ
け
た
い
。

②
明
朗
・
活
発
・
信
頼

③
ア
ユ
釣
り
、
古
代
史
研
究
、

旅
行

①
よ
り
い
っ
そ
う
議
会
の
情
報

公
開
を
進
め
る
と
と
も
に
、
皆

さ
ん
の
声
を
町
政
に
反
映
さ
せ

る
よ
う
努
め
ま
す
。

②
本
を
忘
れ
ず
、
末
を
乱
さ
ず

③
読
書
、
音
楽
・
絵
画
の
鑑
賞

①
開
か
れ
た
議
会
に
す
べ
く
尽

力
す
る
。
農
林
業
を
活
性
化
し

雇
用
の
拡
大
を
図
り
、
継
続
で

き
る
も
の
に
す
る
。

②
何
事
に
も
一
生
懸
命

③
特
に
な
し

①
中
山
間
地
の
活
性
化
、
若
者

定
住
と
高
齢
者
対
策
、
医
療
・

福
祉
・
保
健
・

子
育
て
支
援
を

推
進
し
、
住
ん
で
み
た
い
住
ん

で
良
か
っ
た
日
南
町
に
し
た
い
。

②
町
民
の
皆
様
方
の
声
を
町
政

に
反
映
さ
せ
ま
す
。

③
ス
ポ
ー
ツ
観
戦

　
３
月
定
例
議
会
で
は
、
意
見
書
を
提
出
す
る
発
議

案
を
可
決
し
、
総
理
大
臣
ほ
か
関
係
大
臣
に
提
出
し

ま
し
た
。

▼
２
０
１
１
年
度
年
金
引
き
下
げ
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
の
撤
回
を
求
め
る
意
見
書

　
政
府
は
、
２
０
０
０
年
よ
り
物
価
上
昇
が
あ
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
様
々
な
理
由
を
つ
け
て
、
年
金

の
減
額
あ
る
い
は
据
え
置
き
と
し
て
き
た
。
こ
の
間
、

公
的
年
金
等
控
除
の
縮
小
、
老
年
者
控
除
の
廃
止
、

さ
ら
に
医
療
・
介
護
保
険
料
の
上
昇
が
加
わ
り
、
可

処
分
所
得
が
激
減
し
、
高
齢
者
の
生
活
は
ま
す
ま
す

厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
23
年
分
か
ら
16
歳
未
満
の
人
に
対
す
る
扶

養
控
除
︵
38
万
円
︶
や
16
歳
以
上
19
歳
未
満
の
人
に

対
す
る
扶
養
控
除
の
上
乗
せ
部
分
︵
25
万
円
︶
が
廃

止
さ
れ
る
。
さ
ら
に
今
年
は
、
消
費
者
物
価
指
数
の

低
下
に
よ
り
、
年
金
減
額
改
定
が
行
わ
れ
る
。
年
金

が
減
額
さ
れ
れ
ば
高
齢
者
の
生
活
は
さ
ら
に
圧
迫
さ

れ
、
内
需
は
ま
す
ま
す
冷
え
込
み
、
地
域
経
済
や
自

治
体
財
政
に
も
深
刻
な
影
響
を
も
ら
た
す
こ
と
は
明

白
で
あ
り
、
国
民
所
得
の
12
・
７
％
に
相
当
す
る
年

金
生
活
者
の
生
活
圧
迫
を
防
ぐ
た
め
に
、
次
の
事
項

に
つ
い
て
強
く
要
望
す
る
。



記

一
、
２
０
１
１
年
度
年
金
の
引
き
下
げ
を
撤
回
す
る

　
　
こ
と
。

議員12人の紹介

み
な
さ
ん
か
ら
の

陳
情

議
員
発
議

この度の一般選挙により誕生した町議会議員の皆さんに今後の抱負などについて質問しました。

質問は①議員としての抱負②私の信条③趣味についての３項目です。

議席番号順に、氏名、年齢、当選回数も紹介します。

５１才

１回

山本芳昭 
 

６５才

４回

三上惇二 
 

５９才

１回

古都勝人 

７０才

４回

福田　稔 

５５才

４回

久代安敏 

５４才

７回

坪倉勝幸 

６３才

２回

長谷川　篤 

５８才

１回

藤原泰則 

５５才

４回

惠比奈礼子 

６２才

２回

古都久志 ６１才

５回

村上正広 ５４才

１回

荒木　博 

─　　 ─342
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提
出
の
あ
っ
た
陳
情
は
、
３
月
定
例
議
会
の
本
会

議
で
審
議
し
た
結
果
、
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

採
　
択
︵
全
員
賛
成
︶



▼
２
０
１
１
年
度
年
金
引
き
下
げ
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
撤
回
を
求
め
る
陳
情

︻
審
査
意
見
︼



地
方
経
済
が
低
迷
し
て
い
る
と
き
、
年
金
の
減
額

は
高
齢
者
の
生
活
を
お
び
や
か
し
、
地
域
経
済
や
自

治
体
財
政
に
、
よ
り
深
刻
な
影
響
を
も
た
ら
す
。

不
採
択
︵
賛
成
９
・
反
対
２
︶



▼
年
金
受
給
資
格
期
間
の
短
縮
を
求
め
る
陳
情
書

︻
審
査
意
見
︼



受
給
資
格
期
間
を
10
年
に
す
る
こ
と
は
、
納
付
意

欲
の
低
下
に
つ
な
が
り
、
資
金
の
運
用
が
困
難
に
な

り
、
本
来
の
目
的
が
果
た
せ
な
く
な
る
。

不
採
択
︵
全
員
賛
成
︶

▼
安
心
・
安
全
な
公
共
事
業
を
推
進
す
る
た
め
、
地

方
建
設
業
界
の
存
続
・
発
展
と
国
土
交
通
省
の
事
務

所
・
出
張
所
及
び
ダ
ム
管
理
所
等
の
拡
充
・
存
続
を

求
め
る
意
見
書
採
択
に
つ
い
て



︻
審
査
意
見
︼



分
権
改
革
は
時
代
の
要
請
で
あ
り
、
国
・
地
方
の

役
割
を
明
確
に
し
、
権
限
と
財
源
を
移
管
す
べ
き
で

あ
る
。

①
町
民
の
声
を
行
政
に
反
映
す

る
事
が
一
番
大
切
だ
と
考
え
ま

す
。
福
祉
や
教
育
の
充
実
、
農

林
業
の
振
興
に
努
め
ま
す
。

②
元
気
で
共
に
助
け
合
い
共
に

歩
め
る
町
づ
く
り
に
努
め
ま
す

③
内
田
樹
の
ブ
ロ
グ
を
読
む
事

①
初
心
に
返
り
、
何
事
に
も
常

に
問
題
意
識
を
持
ち
な
が
ら
任

期
を
努
め
た
い
。

②
現
場
を
大
切
に
し
、
自
ら
実

践
す
る
。

③
山
菜
の
自
家
栽
培

①
﹁
あ
ぜ
道
﹂
や
﹁
縁
側
﹂
で
、

多
く
の
皆
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
、

課
題
を
少
し
ず
つ
で
も
解
決
す

る
活
動
を
、
頑
張
り
ま
す
。

②
﹁
念
ず
れ
ば
、
花
ひ
ら
く
﹂

③
子
守
、
花
づ
く
り

①
深
刻
化
す
る
過
疎
、
少
子
化
・

高
齢
化
な
ど
町
が
抱
え
る
諸
問

題
の
た
め
、
今
一
度
初
心
に
返

っ
て
精
一
杯
取
り
組
み
ま
す
。

②
初
心
を
忘
れ
ず
、
い
つ
も
一

生
懸
命
。

③
写
真
、
ゴ
ル
フ
、
ス
キ
ー

①
﹁
福
祉
・
防
災
・
仕
事
お
こ
し
﹂。

公
約
実
現
の
た
め
に
町
民
目
線

で
、
し
っ
か
り
働
く
議
会
に
す

る
た
め
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

②
﹁
生
き
て
る
だ
け
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
﹂
と
い
う
社
会

③
ブ
ロ
グ
と
ツ
イ
ッ
タ
ー

①
建
設
業
の
振
興
と
森
林
資
源

の
活
用
に
よ
り
雇
用
の
拡
大
を

図
り
、
経
済
の
活
性
化
と
生
活

の
安
定
化
を
推
進
し
ま
す
。

②
対
立
よ
り
対
話
に
よ
っ
て
物

事
を
進
め
る
べ
き
。

③
自
然
鑑
賞
、
日
曜
工
作

①
町
民
の
代
弁
者
と
し
て
具
体

的
な
政
策
の
提
案
や
行
政
の
チ

ェ
ッ
ク
、
特
に
農
業
の
振
興
と

福
祉
の
増
進
に
力
を
入
れ
た
い
。

②
い
つ
で
も
何
事
に
も
出
来
る

限
り
の
努
力
を
怠
ら
な
い
。

③
ス
ポ
ー
ツ
観
戦

①
林
道
整
備
で
林
業
労
務
者
の

育
成
、農
産
物
の
加
工
設
備
新
設
・

空
家
解
消
の
為
田
舎
人
を
求
む
。

都
会
と
農
村
の
交
流
拡
大
。

②
有
言
実
行
　
出
来
る
事
か
ら

辛
抱
強
く
積
み
重
ね

③
造
園
作
り
、旅
行
、ド
ラ
イ
ブ

①
経
験
を
生
か
し
新
し
い
風
を

起
こ
し
た
い
。
元
気
な
日
南
町

を
目
指
し
観
光
客
誘
致
と
特
産

品
の
販
売
を
結
び
つ
け
た
い
。

②
明
朗
・
活
発
・
信
頼

③
ア
ユ
釣
り
、
古
代
史
研
究
、

旅
行

①
よ
り
い
っ
そ
う
議
会
の
情
報

公
開
を
進
め
る
と
と
も
に
、
皆

さ
ん
の
声
を
町
政
に
反
映
さ
せ

る
よ
う
努
め
ま
す
。

②
本
を
忘
れ
ず
、
末
を
乱
さ
ず

③
読
書
、
音
楽
・
絵
画
の
鑑
賞

①
開
か
れ
た
議
会
に
す
べ
く
尽

力
す
る
。
農
林
業
を
活
性
化
し

雇
用
の
拡
大
を
図
り
、
継
続
で

き
る
も
の
に
す
る
。

②
何
事
に
も
一
生
懸
命

③
特
に
な
し

①
中
山
間
地
の
活
性
化
、
若
者

定
住
と
高
齢
者
対
策
、
医
療
・

福
祉
・
保
健
・

子
育
て
支
援
を

推
進
し
、
住
ん
で
み
た
い
住
ん

で
良
か
っ
た
日
南
町
に
し
た
い
。

②
町
民
の
皆
様
方
の
声
を
町
政

に
反
映
さ
せ
ま
す
。

③
ス
ポ
ー
ツ
観
戦

　
３
月
定
例
議
会
で
は
、
意
見
書
を
提
出
す
る
発
議

案
を
可
決
し
、
総
理
大
臣
ほ
か
関
係
大
臣
に
提
出
し

ま
し
た
。

▼
２
０
１
１
年
度
年
金
引
き
下
げ
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
の
撤
回
を
求
め
る
意
見
書

　
政
府
は
、
２
０
０
０
年
よ
り
物
価
上
昇
が
あ
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
様
々
な
理
由
を
つ
け
て
、
年
金

の
減
額
あ
る
い
は
据
え
置
き
と
し
て
き
た
。
こ
の
間
、

公
的
年
金
等
控
除
の
縮
小
、
老
年
者
控
除
の
廃
止
、

さ
ら
に
医
療
・
介
護
保
険
料
の
上
昇
が
加
わ
り
、
可

処
分
所
得
が
激
減
し
、
高
齢
者
の
生
活
は
ま
す
ま
す

厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
23
年
分
か
ら
16
歳
未
満
の
人
に
対
す
る
扶

養
控
除
︵
38
万
円
︶
や
16
歳
以
上
19
歳
未
満
の
人
に

対
す
る
扶
養
控
除
の
上
乗
せ
部
分
︵
25
万
円
︶
が
廃

止
さ
れ
る
。
さ
ら
に
今
年
は
、
消
費
者
物
価
指
数
の

低
下
に
よ
り
、
年
金
減
額
改
定
が
行
わ
れ
る
。
年
金

が
減
額
さ
れ
れ
ば
高
齢
者
の
生
活
は
さ
ら
に
圧
迫
さ

れ
、
内
需
は
ま
す
ま
す
冷
え
込
み
、
地
域
経
済
や
自

治
体
財
政
に
も
深
刻
な
影
響
を
も
ら
た
す
こ
と
は
明

白
で
あ
り
、
国
民
所
得
の
12
・
７
％
に
相
当
す
る
年

金
生
活
者
の
生
活
圧
迫
を
防
ぐ
た
め
に
、
次
の
事
項

に
つ
い
て
強
く
要
望
す
る
。



記

一
、
２
０
１
１
年
度
年
金
の
引
き
下
げ
を
撤
回
す
る

　
　
こ
と
。

議員12人の紹介

み
な
さ
ん
か
ら
の

陳
情

議
員
発
議

この度の一般選挙により誕生した町議会議員の皆さんに今後の抱負などについて質問しました。

質問は①議員としての抱負②私の信条③趣味についての３項目です。

議席番号順に、氏名、年齢、当選回数も紹介します。

５１才

１回

山本芳昭 
 

６５才

４回

三上惇二 
 

５９才

１回

古都勝人 

７０才

４回

福田　稔 

５５才

４回

久代安敏 

５４才

７回

坪倉勝幸 

６３才

２回

長谷川　篤 

５８才

１回

藤原泰則 

５５才

４回

惠比奈礼子 

６２才

２回

古都久志 ６１才

５回

村上正広 ５４才

１回

荒木　博 

─　　 ─343
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先
の
改
選
で
、
議
員
の
５
名
が
入

れ
替
わ
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
議
会
広
報
調
査
特
別
委

員
会
の
委
員
も
、
５
名
中
３
名
が
新

議
員
と
な
り
ま
し
た
。

　
新
鮮
な
感
覚
を
持
っ
て
議
員
活
動

が
な
さ
れ
る
事
で
し
ょ
う
し
、
そ
の

活
動
内
容
を
町
民
の
皆
様
に
広
く
知

っ
て
頂
く
た
め
の
こ
の
広
報
が
、
斬

新
な
紙
面
構
成
と
記
述
に
よ
り
、
高

い
評
価
を
頂
け
る
も
の
と
確
信
致
し

て
お
り
ま
す
。




多
く
の
議
員
諸
氏
が
開
か
れ
た
議

会
を
目
指
す
・
・
・
と
の
抱
負
を
述

べ
て
お
ら
れ
ま
す
。



本
紙
が
そ
の
重
要
な
役
割
を
果
た

す
一
つ
の
手
段
で
あ
り
ま
す
の
で
責

任
重
大
で
あ
り
ま
す
が
頑
張
っ
て
参

り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
都
　
記

日
南
中
学
校
長  

湯 

原 

剛 

文 

教育の現場から教育の現場から

　
日
南
を
担
う
子
を
育
成
し
た
い
。

少
な
く
と
も
、
日
南
を
意
識
し
た
生

き
方
を
す
る
子
を
育
成
し
た
い
と

強
く
思
っ
て
い
ま
す
。
日
南
町
周
辺

に
は
自
分
を
生
か
せ
る
仕
事
が
な

い
か
ら
と
い
う
こ
と
で
、
今
ま
で
多

く
の
人
が
日
南
町
か
ら
離
れ
て
行

き
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
と
晩
婚
化
、

少
子
化
等
で
さ
ら
に
人
口
が
減
少
し
、

過
疎
の
問
題
へ
と
発
展
し
て
い
ま
す
。

学
校
は
人
材
育
成
の
場
で
す
。
こ
の

問
題
か
ら
目
を
そ
ら
せ
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
次
の
世
代
を
担
う
子

ど
も
だ
か
ら
こ
そ
自
分
の
問
題
と

し
て
考
え
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

就
職
の
他
、
起
業
す
る
就
労
も
あ
り

ま
す
。
要
す
る
に
仕
事
が
な
い
こ
と

を
日
南
か
ら
離
れ
る
理
由
に
さ
せ

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
会
社
を
起

こ
す
こ
と
は
、
大
き
な
危
険
が
伴
い

ま
す
が
不
可
能
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

起
業
で
き
る
力
を
つ
け
る
た
め
に

今
学
校
で
勉
強
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

起
業
が
成
功
す
る
た
め
に
は
、
人
一

倍
知
識
が
豊
か
で
あ
り
、
優
れ
た
技

術
を
持
ち
、
洞

察
す
る
力
が
必

要
で
す
。
強
い

絆
の
仲
間
が
必

要
で
あ
り
、
頑

丈
な
体
力
と
粘

り
強
い
精
神
力

が
必
要
で
す
。

そ
れ
を
育
成
す

る
の
が
学
校
で

す
。
高
等
学
校

に
行
く
た
め
に

中
学
校
で
勉
強

し
て
い
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　
今
年
度
、
中

学
３
年
生
に
よ

る
﹁
自
分
が
日

南
町
で
起
こ
す

企
業
﹂
発
表
会

を
計
画
し
て
い

ま
す
。
日
南
町

の
利
点
と
周
辺
の
需
要
を
考
え
、
さ

ら
に
必
要
経
費
や
生
活
を
維
持
し

て
い
く
経
費
も
考
え
た
研
究
発
表

で
す
。
日
南
町
を
自
分
の
こ
と
と
し

て
考
え
、
日
南
の
力
と
な
り
得
る
人

づ
く
り
へ
と
つ
な
げ
る
具
体
的
な

教
育
活
動
と
し
て
実
践
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

議会広報調査特別委員会

D

日南小学校5年生による田植え 
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ホ
タ
ル
が
飛
び
交
う
季
節
、
６
月
定
例
会
が
６
月
21
日
か
ら
６
月
24
日
ま
で
の
４
日
間
の
会
期
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
さ
ら
な
る
行
財
政
改
革
の
一
貫
と
し
て
議
員
報
酬
の
引
き
下
げ
を
決
議
し
、
ま
た
「
議
会
改
革
に
関

す
る
調
査
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
、
す
で
に
２
回
委
員
会
を
開
い
て
お
り
ま
す
。
そ
の
中
で
町
民
の

皆
様
の
議
会
に
対
す
る
ご
意
見
を
取
り
上
げ
る
た
め
に
、
「
議
会
改
革
に
つ
い
て
町
民
の
意
見
を
聞
く

会
」
を
企
画
し
ま
し
た
。�

議会を改革します！�議会を改革します！�議会を改革します！�

議
員
報
酬
を
引
き
続
き
減
じ
る

条
例
の
一
部
改
正�

　
平
成
27
年
６
月
30
日
ま
で
の

間
、
次
の
と
お
り
議
員
報
酬
を

減
額
す
る
。�

���������������

行
政
調
査
特
別
委
員
会
の
設
置�

　
議
員
全
員
に
よ
り
、
先
進
事

例
の
調
査
を
行
う
。�

①
調
査
先�

　
高
知
県
檮
原
町
、
佐
川
町�

②
調
査
事
例�

　
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
木
質
バ
イ

　
オ
マ
ス
資
源
活
用�

③
調
査
期
日�

　
７
月
12
日
〜
13
日�

－2－�－3－�

　
６
月
定
例
会
初
日
に
設
置
し
た
「
議
会
改
革
に
関
す
る
調
査
特
別

委
員
会
」
（
議
員
全
員
で
構
成
）
は
、
６
月
22
日
、
28
日
に
委
員
会

を
開
き
、
今
後
の
委
員
会
の
運
営
方
針
等
、
活
発
な
意
見
交
換
を
し

て
お
り
ま
す
。�

　
議
会
に
対
し
て
町
民
の
皆
様
か
ら
厳
し
い
評
価
を
い
た
だ
い
て
お

り
、
議
会
の
あ
る
べ
き
姿
を
具
体
的
に
協
議
を
し
て
い
き
ま
す
。�

　
委
員
会
の
内
容
に
つ
い
て
、
積
極
的
に
公
開
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

町
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。�

�

　
〔
設
置
の
目
的
〕�

　
地
方
分
権
が
進
む
中
に
あ
っ
て
、
本
町
は
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

過
疎
少
子
高
齢
化
の
時
代
を
迎
え
て
い
る
。
町
民
の
付
託
に
応
え
る

た
め
、
よ
り
町
民
に
開
か
れ
た
議
会
が
求
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
議

会
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
て
い
る
。
議
会
の
組
織
や
運
営
、
議
員
活
動

等
に
つ
い
て
調
査
検
討
し
、
も
っ
て
議
会
の
活
性
化
に
資
す
る
。�

　
平
成
23
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
が
提
案
さ
れ
、

原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。� ・

町
民
か
ら
意
見
を
聞
く
会
を
企
画
す
る
。�

・
議
会
報
告
会
を
実
施
し
た
ら
ど
う
か
。�

・
委
員
会
の
中
継
放
送
は
で
き
な
い
か
。�

・
予
算
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を�

　
　
　
　
　
全
議
員
で
構
成
し
た
ら
ど
う
か
。�

・
議
会
資
料
を
傍
聴
者
に
配
布
で
き
な
い
か
。�

・
議
案
の
調
整
が
で
き
た
段
階
で
、�

　
　
　
　
　
　
議
案
の
公
表
が
で
き
な
い
か
。�

・
質
疑
回
数
の
改
正
を
。�

・
討
論
回
数
の
改
正
を
。�

・
議
員
の
能
力
（
資
質
）
の
向
上
に
努
力
を
。�

・
執
行
部
や
職
員
へ
の
口
利
き
の
自
粛
。�

・
議
員
政
治
倫
理
条
例
の
見
直
し
。
　
　�

・
町
民
か
ら
意
見
を
聞
く
会
を
企
画
す
る
。�

・
議
会
報
告
会
を
実
施
し
た
ら
ど
う
か
。�

・
委
員
会
の
中
継
放
送
は
で
き
な
い
か
。�

・
予
算
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を�

　
　
　
　
　
全
議
員
で
構
成
し
た
ら
ど
う
か
。�

・
議
会
資
料
を
傍
聴
者
に
配
布
で
き
な
い
か
。�

・
議
案
の
調
整
が
で
き
た
段
階
で
、�

　
　
　
　
　
　
議
案
の
公
表
が
で
き
な
い
か
。�

・
質
疑
回
数
の
改
正
を
。�

・
討
論
回
数
の
改
正
を
。�

・
議
員
の
能
力
（
資
質
）
の
向
上
に
努
力
を
。�

・
執
行
部
や
職
員
へ
の
口
利
き
の
自
粛
。�

・
議
員
政
治
倫
理
条
例
の
見
直
し
。
　
　�

議
員
発
議�

議
会
改
革
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会�

議
会
改
革
に
関
す
る�

　
　
調
査
特
別
委
員
会
で
出
た
意
見�

一
般
会
計
補
正
予
算
可
決�

委

員

長
　
　
福
田
　
稔�

副
委
員
長
　
　
坪
倉
勝
幸�

2 9 7 , 0 0 0 �

2 2 1 , 0 0 0 �

2 1 3 , 0 0 0 �

2 0 7 , 0 0 0

議　長�

副議長�

委員長�

議　員�

報酬月額（円）�職　名�

減額後の議員報酬�

総額は、55億7,028万6千円に�
（おもな内容）�
・議員期末手当の減額　　　　　　　　　　　△１，２５１千円�
・町長ほか特別職期末手当の減額　　　　　　　　△２３０千円�
・東日本大震災被災地への議員派遣旅費ほか　　１，３０７千円�
・まちづくり協議会に活動活性化交付金　　　　１，４４２千円�
・日南町のおいしい水のペットボトル化　　　　１，２９２千円�
・あさひの郷に生け垣を設置　　　　　　　　　　　５００千円�
・地下かんがい水田モデル整備　　　　　　　１４，２４３千円�
・新規就農者（４名）の経営基盤整備　　　　１２，５７１千円�
・堆肥生産施設ブロアー配管の修繕　　　　　　１，２００千円�
・農地、水保全管理支払交付金　　　　　　　　７，４６４千円　�
・イノシシ防止柵　　　　　　　　　　　　　　６，１９７千円�
・森林保全総合対策事業　　　　　　　　　　　４，６９３千円�
・５月豪雨による被災地の復旧　　　　　　　　４，０５０千円�
・中学校屋上防水改修工事　　　　　　　　　１６，３８５千円�
・中学校理科室、家庭科室の実習台購入　　　　９，７４３千円�

日南町議会の議員の報酬の特例に関する条例の一部改正について�発議第4号� 原案可決�6月21日�

議会改革に関する調査特別委員会の設置に関する決議�発議第5号� 原案可決�

原案可決�

原案可決�

原案可決�

原案可決�

6月21日�

日南町過疎地域自立促進計画の一部変更について�議案第40号� 6月24日�

平成23年度日南町一般会計補正予算（第2号）�議案第41号�

行政調査特別委員会の設置について�発議第7号�

6月24日�

6月24日�

原子力防災対策を重点的に充実すべき地域の範囲（ＥＰＺ）
の拡大及び原子力発電所の早急な安全対策見直しと強化を
求める意見書提出について�

発議第6号� 6月24日�
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議　　案　　名�議案番号�
採決�
結果�議決日�

山
本
　
芳
昭�

三
上
　
惇
二�

古
都
　
勝
人�

福
田
　
　
稔�

久
代
　
安
敏�

荒
木
　
　
博�

坪
倉
　
勝
幸�

長
谷
川
　
篤�

古
都
　
久
志�

藤
原
　
泰
則�

惠
比
奈
礼
子�

村
上
　
正
広�

※　村上正広議員は、議長のため採決に加わっていません。�

賛成＝○　　反対＝×�日南町議会では、議案などに対する各議員の賛否を公表します。（平成23年第6回定例会審議結果）�
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６
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６
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定
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」
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で
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成
）
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６
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員
会
の
運
営
方
針
等
、
活
発
な
意
見
交
換
を
し

て
お
り
ま
す
。�

　
議
会
に
対
し
て
町
民
の
皆
様
か
ら
厳
し
い
評
価
を
い
た
だ
い
て
お

り
、
議
会
の
あ
る
べ
き
姿
を
具
体
的
に
協
議
を
し
て
い
き
ま
す
。�

　
委
員
会
の
内
容
に
つ
い
て
、
積
極
的
に
公
開
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

町
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。�

�

　
〔
設
置
の
目
的
〕�

　
地
方
分
権
が
進
む
中
に
あ
っ
て
、
本
町
は
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

過
疎
少
子
高
齢
化
の
時
代
を
迎
え
て
い
る
。
町
民
の
付
託
に
応
え
る

た
め
、
よ
り
町
民
に
開
か
れ
た
議
会
が
求
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
議

会
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
て
い
る
。
議
会
の
組
織
や
運
営
、
議
員
活
動

等
に
つ
い
て
調
査
検
討
し
、
も
っ
て
議
会
の
活
性
化
に
資
す
る
。�

　
平
成
23
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
が
提
案
さ
れ
、

原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。� ・

町
民
か
ら
意
見
を
聞
く
会
を
企
画
す
る
。�

・
議
会
報
告
会
を
実
施
し
た
ら
ど
う
か
。�

・
委
員
会
の
中
継
放
送
は
で
き
な
い
か
。�

・
予
算
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を�

　
　
　
　
　
全
議
員
で
構
成
し
た
ら
ど
う
か
。�

・
議
会
資
料
を
傍
聴
者
に
配
布
で
き
な
い
か
。�

・
議
案
の
調
整
が
で
き
た
段
階
で
、�

　
　
　
　
　
　
議
案
の
公
表
が
で
き
な
い
か
。�

・
質
疑
回
数
の
改
正
を
。�

・
討
論
回
数
の
改
正
を
。�

・
議
員
の
能
力
（
資
質
）
の
向
上
に
努
力
を
。�

・
執
行
部
や
職
員
へ
の
口
利
き
の
自
粛
。�

・
議
員
政
治
倫
理
条
例
の
見
直
し
。
　
　�

・
町
民
か
ら
意
見
を
聞
く
会
を
企
画
す
る
。�

・
議
会
報
告
会
を
実
施
し
た
ら
ど
う
か
。�

・
委
員
会
の
中
継
放
送
は
で
き
な
い
か
。�

・
予
算
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を�

　
　
　
　
　
全
議
員
で
構
成
し
た
ら
ど
う
か
。�

・
議
会
資
料
を
傍
聴
者
に
配
布
で
き
な
い
か
。�

・
議
案
の
調
整
が
で
き
た
段
階
で
、�

　
　
　
　
　
　
議
案
の
公
表
が
で
き
な
い
か
。�

・
質
疑
回
数
の
改
正
を
。�

・
討
論
回
数
の
改
正
を
。�

・
議
員
の
能
力
（
資
質
）
の
向
上
に
努
力
を
。�

・
執
行
部
や
職
員
へ
の
口
利
き
の
自
粛
。�

・
議
員
政
治
倫
理
条
例
の
見
直
し
。
　
　�

議
員
発
議�

議
会
改
革
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会�

議
会
改
革
に
関
す
る�

　
　
調
査
特
別
委
員
会
で
出
た
意
見�

一
般
会
計
補
正
予
算
可
決�

委

員

長
　
　
福
田
　
稔�

副
委
員
長
　
　
坪
倉
勝
幸�

2 9 7 , 0 0 0 �

2 2 1 , 0 0 0 �

2 1 3 , 0 0 0 �

2 0 7 , 0 0 0

議　長�

副議長�

委員長�

議　員�

報酬月額（円）�職　名�

減額後の議員報酬�

総額は、55億7,028万6千円に�
（おもな内容）�
・議員期末手当の減額　　　　　　　　　　　△１，２５１千円�
・町長ほか特別職期末手当の減額　　　　　　　　△２３０千円�
・東日本大震災被災地への議員派遣旅費ほか　　１，３０７千円�
・まちづくり協議会に活動活性化交付金　　　　１，４４２千円�
・日南町のおいしい水のペットボトル化　　　　１，２９２千円�
・あさひの郷に生け垣を設置　　　　　　　　　　　５００千円�
・地下かんがい水田モデル整備　　　　　　　１４，２４３千円�
・新規就農者（４名）の経営基盤整備　　　　１２，５７１千円�
・堆肥生産施設ブロアー配管の修繕　　　　　　１，２００千円�
・農地、水保全管理支払交付金　　　　　　　　７，４６４千円　�
・イノシシ防止柵　　　　　　　　　　　　　　６，１９７千円�
・森林保全総合対策事業　　　　　　　　　　　４，６９３千円�
・５月豪雨による被災地の復旧　　　　　　　　４，０５０千円�
・中学校屋上防水改修工事　　　　　　　　　１６，３８５千円�
・中学校理科室、家庭科室の実習台購入　　　　９，７４３千円�

日南町議会の議員の報酬の特例に関する条例の一部改正について�発議第4号� 原案可決�6月21日�

議会改革に関する調査特別委員会の設置に関する決議�発議第5号� 原案可決�

原案可決�

原案可決�

原案可決�

原案可決�

6月21日�

日南町過疎地域自立促進計画の一部変更について�議案第40号� 6月24日�

平成23年度日南町一般会計補正予算（第2号）�議案第41号�

行政調査特別委員会の設置について�発議第7号�

6月24日�

6月24日�

原子力防災対策を重点的に充実すべき地域の範囲（ＥＰＺ）
の拡大及び原子力発電所の早急な安全対策見直しと強化を
求める意見書提出について�

発議第6号� 6月24日�

－�

－�

－�

－�

－�

－�

○�

○�

○�

○�

○�

○�

○�

○�

○�

○�

○�

○�

○�

○�

○�

○�

○�

○�
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○�

○�

○�

○�

○�

○�

○�

○�

○�

○�

○�

○�

○�

○�

○�

議　　案　　名�議案番号�
採決�
結果�議決日�

山
本
　
芳
昭�

三
上
　
惇
二�

古
都
　
勝
人�

福
田
　
　
稔�

久
代
　
安
敏�

荒
木
　
　
博�

坪
倉
　
勝
幸�

長
谷
川
　
篤�

古
都
　
久
志�

藤
原
　
泰
則�

惠
比
奈
礼
子�

村
上
　
正
広�

※　村上正広議員は、議長のため採決に加わっていません。�

賛成＝○　　反対＝×�日南町議会では、議案などに対する各議員の賛否を公表します。（平成23年第6回定例会審議結果）�

特別委員会を設置  特別委員会を設置  特別委員会を設置  
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町政のここが聞きたい� 一般質
問�

一般質
問�
答�答�と�問�問�

古都久志議員�

も
し
、
島
根
原
発
で�

　
　
　
　
事
故
が
発
生
し
た
ら�

避
難
計
画
の
検
討
を
進
め
る�

　
福
島
第
一
原
発
事
故
の
収
束

が
見
え
な
い
現
状
か
ら
、
島
根

原
発
で
同
様
の
事
故
が
発
生
し

た
場
合
、
日
南
町
の
取
る
べ
き

対
応
に
つ
い
て
ど
の
様
に
考
え

て
い
る
の
か
。�

①
町
と
し
て
の
現
状
で
の
取
り

組
み
状
況
と
今
後
の
見
通
し
。�

②
日
南
町
に
対
す
る
被
害
の
見

通
し
。�

③
町
民
に
対
す
る
避
難
誘
導
等

の
対
応
。�

④
町
内
で
の
放
射
能
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
の
実
施
。�

原
発
事
故
が�

発
生
し
た
場
合�

問�問�
増
原
町
長�

答�答�

町
　
長�

答�答�
　
現
在
、
町
内
の
青
年
層
の
人

口
減
少
傾
向
に
歯
止
め
が
か
か

ら
ず
、
ま
た
以
前
あ
っ
た
青
年

団
の
よ
う
な
組
織
も
な
い
現
状

で
あ
り
、
青
年
の
意
見
を
集
約

す
る
場
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
。�

　
次
世
代
を
担
う
青
年
の
町
民

会
議
の
場
の
提
供
と
い
う
提
案

で
あ
り
、
町
と
し
て
は
限
定
的

な
会
議
で
は
な
く
、
婚
活
の
参

画
者
な
ど
を
含
め
、
幅
広
く
意

見
を
聞
く
場
を
設
け
て
い
き
た

い
。�

小
規
模
災
害
へ
の�

復
旧
支
援�

問�問�
　
異
常
気
象
等
に
よ
る
災
害
が

多
発
し
て
い
る
。
災
害
査
定
に

該
当
し
な
い
小
規
模
な
も
の
に

つ
い
て
は
、
町
が
資
機
材
を
提

供
、
ま
た
は
資
材
等
費
用
の
一

部
を
補
助
し
、
地
域
や
個
人
が

復
旧
の
対
応
を
し
て
い
く
や
り

方
が
出
来
な
い
か
。�

日
南
町
民
会
議�

問�問�
　
日
南
町
の
次
世
代
を
担
う
青

年
に
郡
民
会
議
的
な
場
を
提
供

す
る
つ
も
り
は
な
い
か
。�

町
　
長�

答�答�

いい出会いを（にちなん恋日和）�

①
鳥
取
県
で
は
、
島
根
原
発
か

ら
30
㎞
圏
内
の
市
町
村
を
対
象

と
し
た
、
島
根
県
側
自
治
体
と

一
体
と
な
っ
た
避
難
計
画
の
策

定
を
進
め
て
お
り
、
10
月
中
を

目
途
に
「
避
難
計
画
暫
定
版
」

を
策
定
す
る
予
定
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
日
南
町
を
含
む
鳥

取
県
西
部
地
域
振
興
協
議
会
で

は
、
５
月
に
中
国
電
力
に
対
し

島
根
原
子
力
発
電
所
の
原
子
炉

に
つ
い
て
「
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
の
事
故
原
因
等
を
踏
ま

え
、
直
ち
に
点
検
等
を
実
施
し
、

安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要

な
対
策
を
実
施
す
る
こ
と｣｢

30

㎞
を
超
え
る
地
域
に
対
し
て
も

放
射
線
及
び
放
射
性
物
資
の
監

視
体
制
の
強
化
を
図
る
と
と
も

に
、
情
報
提
供
の
徹
底
を
図
る

こ
と
」
等
を
要
望
し
て
い
る
。�

　
半
径
40
㎞
か
ら
60
㎞
圏
内
に

位
置
す
る
本
町
と
し
て
も
、
こ

の
国
・
県
等
の
計
画
内
容
を
随

時
確
認
し
な
が
ら
、
被
害
情
報

の
い
ち
早
い
収
集
と
情
報
提
供

を
行
う
。
そ
し
て
被
害
が
拡
大

す
る
と
想
定
さ
れ
た
場
合
、
本

町
住
民
の
避
難
計
画
や
町
外
住

民
避
難
の
受
入
体
制
等
の
対
策

を
、
県
計
画
と
の
整
合
性
を
考

慮
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。�
�������������

②
福
島
第
一
原
発
と
同
様
の
事

故
の
場
合
、
日
南
町
は
警
戒
が

必
要
な
半
径
30
㎞
圏
外
と
な
っ

て
い
る
が
、
今
回
の
被
害
の
状

況
や
発
生
時
の
風
向
き
、
米
国

が
被
災
地
在
住
の
在
日
米
国
人

に
発
し
た
80
㎞
圏
外
へ
の
自
主

避
難
の
判
断
な
ど
、
被
害
の
考

え
方
に
違
い
も
あ
り
、
よ
り
安

全
な
基
準
で
検
討
し
て
い
く
必

要
も
あ
る
と
考
え
る
。�

③
国
の
警
戒
基
準
に
よ
り
避
難

区
域
と
な
っ
た
場
合
は
、
国
及

び
県
の
指
示
に
従
っ
て
速
や
か

に
区
域
外
へ
の
避
難
が
可
能
と

な
る
よ
う
、
岡
山
県
等
県
外
市

町
村
と
の
協
定
も
含
め
、
避
難

計
画
の
検
討
を
進
め
る
必
要
が

あ
る
。
ま
た
、
屋
内
待
避
区
域

と
な
る
想
定
に
お
い
て
も
検
討

が
必
要
で
あ
る
。�

④
基
準
と
な
る
数
値
が
示
さ
れ

る
こ
と
が
先
決
だ
と
考
え
る
。�

　
現
在
、
公
共
災
害
復
旧
事
業

に
該
当
し
な
い
小
規
模
な
災
害

復
旧
に
対
し
て
、｢

町
単
独
災
害

緊
急
対
策
事
業
」
と
し
て
、
被

害
状
況
に
応
じ
て
１
／
２
か
ら

２
／
３
の
補
助
率
で
、
上
限
20

万
円
か
ら
100
万
円
の
補
助
事
業

を
制
度
化
し
て
お
り
、
こ
の
制

度
を
活
用
し
て
頂
き
た
い
。�

福島第一原発�
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町政のここが聞きたい�

坪倉勝幸議員�

農
産
品
に
町
の
認
証
制
度
を�

農
家
の
更
な
る
努
力
を
願
う�

増
原
町
長�

に
ち
な
ん
ブ
ラ
ン
ド
化�

促
進
事
業�

問�問�

行
財
政
改
革�

問�問�

①
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
と
実

績
に
つ
い
て
説
明
を
求
め
る
。�

②
こ
の
課
題
に
対
し
て
、
今
後

の
方
針
と
具
体
的
な
事
業
展
開

を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。�

③
町
内
で
生
産
さ
れ
る
農
産
物

や
農
産
加
工
品
に
対
し
て
、
一

定
の
基
準
の
下
に
町
が
認
証
す

る
制
度
を
設
け
て
は
ど
う
か
。�

答�答�

増
原
町
長�

答�答�

①
平
成
19
年
10
月
か
ら
取
り
組

み
、
財
団
法
人
地
域
振
興
公
社

に
委
託
し
て
、｢

に
ち
な
ん
高
原

米
」
と
し
て
精
米
の
販
売
を
開

始
し
た
。
初
年
度
は
1.5
ト
ン
、

４
年
目
と
な
る
平
成
22
年
度
実

績
は
11.7
ト
ン
と
な
っ
て
い
る
。

業
務
用
米
の
新
規
参
入
は
、
利

幅
が
確
保
で
き
ず
、
平
成
22
年

度
か
ら
業
務
用
米
の
販
売
を
見

合
わ
せ
て
い
る
。
し
か
し
、
順

調
に
伸
び
て
き
た
個
人
、
顧
客

へ
の
商
品
提
供
は
現
在
、
町
内

10
店
舗
、
鳥
取
県
西
部
地
区
８

店
舗
で
販
売
し
、関
西
、関
東
圏

域
で
の
販
路
開
拓
を
進
め
て
い

る
。�

　
日
南
産
米
の
食
味
値
は
、
食

味
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
も
上

位
で
あ
り
、
知
名
度
は
上
が
っ

て
き
た
。
本
町
の
誇
れ
る
土
産

品
と
し
て
活
用
頂
き
た
い
。
加

工
品
等
の
販
売
窓
口
の
開
設
を

目
的
に
、
文
化
セ
ン
タ
ー
、
生

山
駅
で
常
設
展
示
販
売
を
開
始

し
た
。
町
内
加
工
グ
ル
ー
プ
10

団
体
を
登
録
。
手
軽
に
町
内
特

産
品
が
購
入
で
き
る
と
好
評
。�

②
販
路
拡
大
と
商
品
開
発
に
言

い
尽
く
さ
れ
る
。
単
独
の
産
物

で
勝
負
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

り
、
地
域
包
括
ブ
ラ
ン
ド
の
確

立
が
大
切
と
考
え
て
い
る
。
日

南
町
の
地
域
特
性
を
ブ
ラ
ン
ド

化
す
る
こ
と
で
農
産
物
、
加
工

品
の
販
路
拡
大
・
新
商
品
開
発

へ
結
び
つ
け
た
い
。
事
業
体
の

連
携
を
図
り
、
情
報
を
集
め
地

域
振
興
公
社
が
「
日
南
ブ
ラ
ン

ド
」
を
発
信
し
、
相
乗
効
果
を

ピ
ー
ア
ー
ル
し
て
い
く
仕
組
み

を
考
え
て
い
き
た
い
。�

③
国
主
導
の
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証

制
度
、ま
た
鳥
取
県
で
も
、「
特

別
栽
培
農
産
物
認
証
制
度
」
加

工
品
で
は
、｢

ふ
る
さ
と
認
証
食

品
認
証
制
度
」
が
設
け
ら
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
は
、
地
域
ブ
ラ

ン
ド
認
証
制
度
と
言
わ
れ
て
い

る
。
環
境
保
全
型
農
業
の
推
進

に
よ
り
、
地
域
環
境
の
良
好
さ

を
イ
メ
ー
ジ
し
、
消
費
者
の
安

心
感
、
信
頼
感
の
向
上
を
図
り
、

販
売
促
進
を
目
指
し
て
い
く
目

的
の
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

認
証
に
あ
た
っ
て
は
、｢

一
定
の

基
準
」
を
ど
こ
に
お
く
か
が
問

題
で
あ
り
、
日
南
町
の
農
産
物

の
特
徴
を
評
価
し
た
も
の
と
す

る
必
要
が
あ
る
。�

　
消
費
者
の
視
点
で
策
定
す
る

こ
と
が
前
提
で
、
第
３
者
機
関

が
認
証
す
る
こ
と
が
必
要
と
な

る
。
町
が
認
証
制
度
に
取
り
組

む
と
言
う
こ
と
は
、
環
境
保
全

や
安
全
安
心
野
菜
の
生
産
に
努

め
て
い
る
地
帯
と
し
て
評
価
が

高
ま
る
こ
と
で
、
有
利
な
条
件

で
の
販
売
を
期
待
す
る
も
の
で

あ
り
農
家
へ
の
更
な
る
努
力
を

お
願
い
し
て
、
今
後
検
討
し
て

い
き
た
い
。�

①
本
年
２
月
に
、
集
中
改
革
プ

ラ
ン
の
実
績
と
今
後
の
方
針
を

と
り
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
が
、

６
年
間
の
取
り
組
み
と
実
績
を

ど
う
総
括
さ
れ
、
評
価
さ
れ
て

い
る
の
か
。�

②
今
後
の
行
財
政
改
革
を
推
進

す
る
体
制
と
取
り
組
み
方
針
は
。�

①
平
成
16
年
12
月
に
行
財
政
改

革
基
本
方
針
を
策
定
し
て
78
項

目
に
わ
た
る
実
施
計
画
の
実
行

に
努
め
、
平
成
18
年
度
ま
で
に

ほ
と
ん
ど
を
実
行
し
て
い
る
。

そ
の
中
で
各
種
補
助
金
や
交
付

金
の
削
減
や
縮
小
、
公
共
料
金

の
値
上
げ
な
ど
、
６
年
間
で
総

額
12
億
８
千
２
百
万
円
の
効
果

が
あ
っ
た
。
財
政
面
で
は
一
定

の
効
果
が
あ
っ
た
が
、
定
住
や

雇
用
、
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
に
対
す
る
町
民
の
要
望
は
高

ま
っ
て
き
て
い
る
。�

②
役
場
内
で
検
討
を
加
え
な
が

ら
行
政
改
革
推
進
委
員
会
を
基

本
に
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
。

状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
事
務

事
業
評
価
を
行
い
、
住
民
の
意

見
を
お
聞
き
し
な
が
ら
、
定
住

対
策
や
雇
用
確
保
、
そ
し
て
安

心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け

た
行
政
運
営
や
予
算
化
に
努
め

て
い
き
た
い
。�

日南高原米�
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町政のここが聞きたい�

山本芳昭議員�

日
南
町
版
教
育
の�

　
　
　
　
　
成
果
と
課
題
は�

児
童
の
授
業
へ
の
興
味
や�

　
意
欲
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る�

平
成
23
年
度
予
算�
審
査
特
別
委
員
会�
審
査
報
告
の
取
り�

組
み
状
況
は�

問�問�
増
原
町
長�

答�答�

木
材
団
地
の�

　
防
火
対
策
は�

問�問�
介
護
施
設�

問�問�
①
施
設
入
居
待
期
者
の
数
は
。�

②
今
後
の
施
設
建
設
予
定
は
。�

日
南
町
版
教
育�

問�問�
①
生
き
抜
く
力
事
業
と
は
。
４

月
か
ら
２
ヶ
月
半
経
っ
た
成
果

と
課
題
は
。�

②
乗
り
入
れ
授
業
や
小
学
校
の

教
科
担
任
制
に
つ
い
て
２
ヶ
月

半
の
成
果
と
課
題
は
。�

③
指
導
主
事
２
名
と
も
な
ぜ
事

務
局
に
配
置
し
た
の
か
。�

④
学
力
調
査
の
実
施
方
針
は
。�

町
　
長�

答�答�
町
　
長�

答�答�
①
あ
か
ね
の
郷
59
名
う
ち
町
内

は
40
名
。
虹
の
郷
３
名
。
あ
さ

ひ
の
郷
４
名
。
あ
さ
ひ
の
郷
は

18
名
の
定
員
で
現
在
16
名
が
入

居
と
い
う
状
況
。�

②
本
年
度
に
施
設
整
備
の
目
標

等
を
盛
り
込
み
ん
だ
24
年
度
か

ら
の
３
ヶ
年
を
期
間
と
す
る
第

５
期
介
護
保
険
事
業
計
画
を
策

定
す
る
。�

内
田
教
育
長�

答�答�

－6－�

　
団
地
内
に
相
当
規
模
の
防
火

水
槽
の
設
置
や
、
防
火
水
利
な

ど
に
つ
い
て
も
更
に
調
査
・
検

討
・
協
議
が
必
要
で
あ
る
。�

小中乗入れ授業�

①
「
生
き
抜
く
力
育
成
事
業
」

は
、従
来
の「
勉
強
が
ん
ば
ろ
う

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業
」｢

と
っ
と

り
学
力
向
上
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」｢

学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携

に
よ
る
教
育
支
援
活
動
事
業｣

に
加
え
て
、
今
年
度
は
「
未
来

を
拓
く
ス
ク
ラ
ム
教
育
事
業
」

を
一
体
的
・
効
率
的
に
実
施
す

る
も
の
で
、
指
導
法
の
共
通
認

識
、
理
念
や
方
向
性
の
相
互
理

解
と
い
う
点
で
一
定
の
成
果
を

得
て
い
る
。�

②
実
技
教
科
で
は
中
学
校
教
員

の
専
門
的
な
知
識
や
技
術
が
授

業
の
中
で
も
十
分
に
活
か
さ
れ
、

児
童
の
授
業
へ
の
興
味
や
意
欲

も
高
ま
っ
て
き
て
い
る
状
況
が

伺
え
る
。
学
級
担
任
と
の
連
携

で
さ
ら
に
効
果
が
出
る
。�

　
課
題
と
し
て
は
、
学
習
評
価

の
内
容
や
方
法
、
小
中
教
員
同

士
の
打
合
せ
時
間
の
確
保
、
小

中
の
生
活
時
程
の
調
整
な
ど
。�

③
指
導
主
事
は
、
そ
の
職
務
期

間
は
教
員
の
職
務
に
は
従
事
で

き
な
い
と
規
定
さ
れ
て
い
る
の

で
事
務
局
配
置
と
し
た
。�

④
今
年
度
は
す
で
に
実
施
済
み

で
あ
る
。
標
準
学
力
調
査
は
町

独
自
で
お
こ
な
っ
て
い
る
も
の

で
あ
り
、小
２
か
ら
中
３
の｢

学

力
調
査
」
と
「
生
活
・
学
習
状

況
調
査
」
を
行
い
「
学
習
意
欲

の
向
上
」
と
「
学
力
の
向
上
」

と
の
関
係
の
検
証
を
進
め
る
上

で
も
、
今
後
も
継
続
し
て
い
く
。�

①
旧
役
場
跡
地
の
公
園
化
に
つ

い
て
は
、
生
山
自
治
会
へ
補
助

し
東
屋
が
完
成
し
て
い
る
。�

②
要
望
の
あ
っ
た
５
ま
ち
協
に

集
落
支
援
員
を
配
置
し
た
。�

③
買
い
物
支
援
実
証
事
業
は
、

従
来
の
方
式
に
加
え
、
家
庭
で

直
接
注
文
を
受
け
付
け
、
配
送

料
は
無
料
で
商
品
の
配
達
を
行

う
こ
と
に
し
て
い
る
。�

④
事
業
の
一
元
化
は
、
専
門
的

知
識
を
有
す
る
担
当
が
企
画
し

各
課
の
連
携
を
密
に
す
る
な
ど

の
検
討
を
実
施
し
て
い
る
。
同

和
対
策
事
業
は
、
一
般
行
政
・

教
育
行
政
を
一
元
的
に
進
め
る

よ
う
人
権
セ
ン
タ
ー
の
開
設
を

目
指
す
。�

⑤
高
齢
者
自
立
支
援
事
業
に
つ

い
て
、
軽
易
な
日
常
生
活
上
の

援
助
を
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
を
利
用
す
る
等
、
今
後
も
機

会
あ
る
ご
と
に
広
報
周
知
に
努

め
る
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
の
活
動
は
引
き
続
き
支
援
し

て
い
く
。�

⑥
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
事

業
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
委

託
し
利
用
料
は
夏
休
み
期
間
中

４
千
円
、
冬
休
み
・
春
休
み
期

間
中
６
百
円
、
振
替
休
業
日
１

日
あ
た
り
２
百
円
と
し
て
い
る
。�

⑦
農
業
研
修
生
第
１
期
生
の
支

援
制
度
は
、
就
農
条
件
の
整
備
、

栽
培
指
導
、
経
営
指
導
連
絡
会

の
実
施
、
農
業
再
生
会
議
幹
事

会
の
開
催
等
を
計
画
し
て
い
る
。

⑧
単
県
土
地
改
良
事
業
は
、
事

業
費
の
削
減
が
期
待
で
き
る
地

域
施
工
方
式
（
補
助
金
方
式
）

の
導
入
に
つ
い
て
、
県
も
含
め

検
討
を
し
て
い
る
。�
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町政のここが聞きたい�

久代安敏議員�

島
根
原
発
の
運
転
停
止
、�

　
　
　
建
設
計
画
の
中
止
を�

安
全
対
策
・
有
事
対
策
を
み
て�

　
町
と
し
て
意
見
を
ま
と
め
る�

増
原
町
長�

東
日
本
大
震
災
と�

原
発
事
故�

問�問�

日
南
町
へ
の
移
住
・�

定
住
支
援
施
策
の
拡
充�

問�問�

答�答�

町
　
長�

答�答�

－7－�

①
空
き
家
対
策
と
し
て
の
リ
フ

ォ
ー
ム
制
度
の
導
入
に
つ
い
て

は
対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

全
面
的
に
幅
広
く
対
象
に
す
る

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
Ｕ
・

Ｉ
タ
ー
ン
の
た
め
の
住
宅
改
修

等
に
対
す
る
支
援
を
考
え
て
い

き
た
い
。�

②
条
例
施
行
後
の
平
成
22
年
度

ま
で
の
交
付
実
績
は
、
結
婚
祝

い
金
120
件
、
定
住
奨
励
金
120
件
、

住
宅
改
修
等
補
助
金
58
件
、
出

産
祝
金
319
件
。�

　
条
例
は
来
年
３
月
末
で
効
力

を
失
う
の
で
、
今
後
議
会
と
も

協
議
し
な
が
ら
方
向
付
け
を
し

て
い
く
。�

島根原発�

太陽光パネル�

①
日
南
町
の
被
災
地
へ
の
義
援

金
や
救
援
物
資
、
人
的
支
援
の

現
況
と
、
今
後
の
対
応
は
。�

②
福
島
第
１
原
発
の
過
酷
事
故

を
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。�

③
島
根
原
発
の
事
故
を
考
え
、

原
子
力
防
災
協
定
及
び
日
南
町

防
災
計
画
の
見
直
し
を
求
め
る
。

④
島
根
原
発
の
運
転
中
止
、
３

号
機
の
建
設
計
画
の
中
止
を
求

め
る
。�

⑤
日
南
町
の
自
然
再
生
エ
ネ
ル

ギ
ー
利
用
の
現
状
と
、
具
体
的

な
目
標
を
持
っ
た
取
り
組
み
は
。�

①
「
鳥
取
県
移
住
定
住
推
進
交

付
金
制
度
」
の
事
業
に
日
南
町

も
取
り
組
み
、
空
き
家
等
リ
フ

ォ
ー
ム
へ
の
助
成
制
度
を
実
施

す
べ
き
で
は
。�

②
「
日
南
町
い
き
い
き
定
住
促

進
条
例
」
（
有
効
期
限
、
平
成

24
年
３
月
31
日
限
り
）
の
奨
励

金
等
の
交
付
状
況
は
。�

　
ま
た
、
条
例
の
見
直
し
は
。�

①
義
援
金
は
６
月
14
日
現
在
で

６
６
７
万
９
千
９
５
５
円
。
救

援
物
資
は
町
備
蓄
の
非
常
食
や

毛
布
を
、
ま
た
被
災
地
か
ら
要

請
の
あ
っ
た
７
品
目
。�

　
人
的
支
援
は
一
般
職
員
３
名
、�

保
健
師
１
名
で
延
べ
37
日
間
派

遣
。
今
後
、
税
務
職
員
を
１
名
、

保
健
師
１
名
を
予
定
。�

　
ま
た
関
連
団
体
の
要
請
で
一

般
職
員
１
名
、
看
護
師
１
名
も

派
遣
し
た
。
今
後
と
も
積
極
的

に
協
力
し
て
い
く
。�

������������

②
事
故
の
防
止
対
策
と
、
事
故

へ
の
迅
速
で
的
確
な
対
応
や
、

情
報
の
公
開
を
、
事
業
者
と
政

府
関
係
機
関
が
行
う
べ
き
だ
。�

③
被
害
情
報
の
い
ち
早
い
収
集

と
、
被
害
が
拡
大
す
る
と
想
定�

さ
れ
た
場
合
の
本
町
住
民
の
避

難
計
画
等
の
対
策
を
、
県
計
画

と
の
整
合
性
を
と
り
な
が
ら
検

討
し
て
い
く
。�

④
安
全
対
策
、
有
事
対
策
の
考

え
方
等
を
再
確
認
し
、
町
と
し

て
の
意
見
を
ま
と
め
た
い
。�

⑤
平
成
14
年
度
策
定
の
日
南
町

地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン

を
基
本
と
し
て
、
小
水
力
発
電

・
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
に
よ
る
熱

蒸
気
の
利
用
と
発
電
・
太
陽
光

発
電
の
３
つ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

実
用
化
を
検
討
し
た
い
。�

　
日
南
町
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要

量
は
、
９
，
３
３
６
万
kWh
／
年

と
推
計
。
本
町
の
小
水
力
発
電

の
10
年
間
の
平
均
発
電
量
は
２

７
７
万
kWh
／
年
で
町
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
需
要
量
の
３
％
を
自
給
。

た
だ
し
、
一
般
家
庭
の
み
で
み

る
と
約
６
６
０
世
帯
分
、
約
29

％
の
電
力
を
自
給
し
て
い
る
。�

　
太
陽
光
発
電
は
平
成
16
年
度

以
降
の
設
置
件
数
43
戸
で
年
間

総
発
電
電
力
量
は
16
万
９
千
kWh

／
年
と
推
計
（
導
入
世
帯
の
年

間
消
費
電
力
量
の
約
８
〜
９
割

に
相
当
）�

　
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
利
用
に
関
し
て
は
総
合
的

利
活
用
シ
ス
テ
ム
の
研
究
に
着

手
し
て
お
り
、
平
成
23
年
度
に

は
前
年
の
実
証
試
験
の
成
果
を

も
と
に
、
１
ha
の
施
業
地
３
ヶ

所
で
実
証
実
験
を
行
う
。�

　
採
算
性
を
考
慮
し
な
が
ら
、

今
後
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
施

策
の
動
向
を
把
握
し
、
新
事
業

の
普
及
啓
発
を
図
る
と
と
も
に
、

そ
れ
ら
施
策
を
具
現
化
す
る
た

め
の
推
進
体
制
と
支
援
策
を
整

備
し
町
内
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給

率
の
向
上
を
図
っ
て
い
き
た
い
。�
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－8－�

５月25日  臨時会�

議員の期末手当 引き下げ ます！�

議員発議をしました。�

（引き下げ前）�

区　分� ６月支給� 合計�12月支給�

議 長 �

副 議 長 �

委 員 長 �

議 員 �

570,240�

424,320�

408,960�

397,440

605,880�

450,840�

434,520�

424,280

1,176,120�

875,160�

843,480�

819,720

（引き下げ後）�

区　分� ６月支給� 合計�12月支給�

議 長 �

副 議 長 �

委 員 長 �

議 員 �

498,960�

371,280�

357,840�

347,760

534,600�

397,800�

383,400�

372,600

1,033,560�

769,080�

741,240�

720,360

円� 円� 円� 円� 円� 円�

議決したそのほかの議案�
日南町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部改正�

　町長、副町長、教育長の期末手当の支給月数を改定　（3.05月→2.9月　△0.15月）�

日南町税条例の一部改正�

　東日本大震災の税制対応による住宅ローン減税の適用の特例などの改正�

日南町国民健康保険税条例の一部改正�

　賦課限度額の改正�

日南町国民健康保険条例の一部改正�

　出産育児一時金の額を「35万円」から「39万円」に引き上げ�

平成23年度一般会計補正予算�

　補正額 26,146千円（補正後予算額　54億8,173万9千円）�

　（内訳）議員共済年金負担金　21,946千円�

　　　　　５月豪雨による耕地災害復旧等 4,200千円�

50万円�

51万円�

13万円�

14万円�

10万円�

12万円�

73万円�

77万円�改　正　後�

現　　　行�

後期高齢者支援�医 療 費 分� 介護納付金分� 合　　　計�

日野町江府町日南町衛生施設組合議会�
（６月10日に臨時会が開かれ次の通り決定しました。)

議　　長　中原　明（日野町）�

副 議 長　久代安敏（日南町）�

総務常任委員会委員長�

　　　　　森田　智（江府町）�

総務常任委員会副委員長�

　　　　　古都久志（日南町）�

監査委員　松原直人（日野町）�

日野川の清流�
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原子力防災対策を重点的に充実すべき地域の範囲（ＥＰＺ）の拡大及び�
原子力発電所の早急な安全対策見直しと強化を求める意見書�

　東日本大震災は地震と津波により、広範囲に甚大な被害をもたらし、多くの生命と財産が失わ

れた。さらに原子力発電所の損壊も重なり、震災後３ヶ月以上たった今も復興のめどさえ立たな

い状況にある。全国民が力を合わせて被災者の支援と大災害からの復興を進めることが求められ

ている。�

　さて、福島第一原子力発電所では、原子力発電史上初めて大地震が原因で炉心溶融が発生し多

量の放射性物質が外部に放出されるという未曾有の惨事となった。今回の惨事により、原子力発

電の安全基準の信頼性と安全神話は大きく崩れた。今後も長期にわたって広範囲に放射能汚染の

影響が予想され、国民の間に原子力発電所に対する不安が広がっている。�

　今後、水力発電などの再生可能エネルギーの推進など今後のエネルギー基本計画の早急な見直

しも必要と考えるが、原子力発電を直ちに廃止することが出来ない状況下で、原子力発電所にお

ける最高レベルの「安全」という信頼性の確保が求められる。また、事故発生時、住民の避難体

制など安全の確保も重要である。�

　以上のことから、本議会は以下の事項を強く要望する。�

　　　　　　　　　　　　　　�

　　　　　　　　　　　　　　　　　記�

１．ＥＰＺの範囲を少なくとも国際的基準の30キロメートル圏に広げること。�

２．30キロメートル圏外の市町村に対しても情報公開を徹底すると共に、影響が大きいと考えら

　　れる場合には安全協定の対象とすること。�

３．原子力発電所の安全基準の見直しと独立した検査機関による立ち入り検査を実施すること。�

４．原子力発電所の運転状況、点検内容と結果など情報公開を徹底すること。�

５．周辺住民の避難方法など、安全確保対策のマニュアルを改善すること。�

－9－�

内閣総理大臣ほか関係大臣に�
意見書を提出しました�

結  　果�審 査 意 見 �件 名 �

業者の受注率を上げたい願意は理解でき
るが、入札の公平性も担保されなければ
ならない。�

教育の独立性を確保する観点から本陳情
の審査はなじまない。�

日野総合事務所発注の公共工事は地
元日野郡の業者が受注出来るように�

趣旨採択�
（全員賛成）�

不採択�
賛成10、�
反対1

不採択�
(全員賛成)

中学校で使用する新しい教科書の採
択に関する陳情�

願意は理解できるが、現下の中小零細企
業を取り巻く経済状況を考慮すると、現
時点での最低賃金の引き上げは難しい。�

最低賃金の引き上げと制度の抜本改
正を求める意見書採択の陳情�

提出のあった陳情は、６月定例議会の本会議で審議した結果、次のとおり決定しました。�

陳情の審査結果�陳情の審査結果�

( (
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開
か
れ
た
議
会
を
め
ざ
し
て
、
特

別
委
員
会
で
の
熱
い
議
論
が
始
ま
り

ま
し
た
。�

ま
ず
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

頂
戴
す
る
た
め
に
出
か
け
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。�

議
会
改
革
を
進
め
よ
う
と
、
皆
が
意

気
込
ん
で
い
ま
す
。�

　
私
達
に
は
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
選

ば
れ
た
責
任
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て

皆
さ
ん
に
は
、
私
達
議
員
を
選
ん
だ

責
任
が
あ
り
ま
す
。�

ど
う
か
、
議
会
の
活
動
を
し
っ
か
り

と
見
張
り
、
ご
意
見
を
下
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。�

　
そ
の
た
め
に
も
、
議
会
だ
よ
り
が
、

わ
か
り
や
す
く
議
会
の
こ
と
を
お
伝

え
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
惠
比
奈
　
記�

��

　
　
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会�

　
　
　
　
委

員

長
　
古
都
　
久
志�

　
　
　
　
副
委
員
長
　
藤
原
　
泰
則�

　
　
　
　
委
　
　
員
　
山
本
　
芳
昭�

　
　
　
　
　
　〃
　　
　
荒
木
　
　
博�

　
　
　
　
　
　〃
　　
　
惠
比
奈
礼
子�

編�

集�

後�

記�
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－10－�

知ってください 議会のことを�知ってください 議会のことを�

第１回　一般質問について�

　
新
議
員
が
議
会
に
入
っ
て
、
様
々
な
仕
組
み
や

取
り
組
み
を
、
自
ら
勉
強
す
る
と
と
も
に
、
町
民

の
皆
さ
ん
に
も
知
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
、
こ
の

シ
リ
ー
ズ
を
企
画
し
ま
し
た
。�

　
初
回
の
今
回
は
、
ま
ず
一
般
質
問
に
つ
い
て
で

す
。�

　
年
４
回
（
３
月
・
６
月
・
９
月
・
12
月
）
開
催

の
定
例
議
会
で
の
み
「
一
般
質
問
」
が
行
わ
れ
ま

す
。
議
員
の
住
民
に
対
す
る
日
常
活
動
や
住
民
の

意
思
を
反
映
し
た
質
問
、
つ
ま
り
個
別
具
体
的
な

議
員
か
ら
の
政
策
提
案
も
含
め
た
質
問
（
要
望
は

出
来
ま
せ
ん
）
で
、
議
員
全
員
が
そ
の
権
利
を
持

っ
て
い
ま
す
。�

　
定
例
議
会
の
招
集
案
内
と
同
時
に
、
一
般
質
問

の
通
告
期
限
が
議
員
全
員
に
通
知
さ
れ
、
一
般
質

問
を
し
よ
う
と
す
る
議
員
は
、
そ
の
質
問
要
旨
を

期
限
ま
で
に
事
務
局
に
通
知
し
ま
す
。
こ
の
通
告

の
受
付
順
で
、
本
会
議
で
の
質
問
の
順
番
が
決
ま

り
ま
す
。
こ
の
質
問
要
旨
に
対
し
、
執
行
部
は
答

弁
要
旨
を
各
議
員
に
通
知
し
ま
す
。�

　
本
会
議
で
は
、
議
長
か
ら
通
告
順
に
指
名
さ
れ

た
議
員
が
質
問
席
に
出
て
、
通
告
し
た
質
問
を
一

括
し
て
行
い
自
席
に
戻
り
ま
す
。
執
行
部
か
ら
一

括
答
弁
を
受
け
た
後
に
、
自
席
で
１
問
１
答
、
納

得
が
い
く
ま
で
質
問
を
繰
り
返
し
ま
す
。
議
員
は
、

な
る
べ
く
簡
単
明
瞭
に
、
し
か
も
要
領
よ
く
迫
力

の
あ
る
内
容
で
充
実
し
た
質
問
に
な
る
よ
う
し
っ

か
り
準
備
を
し
、
一
般
質
問
に
臨
ん
で
い
ま
す
。�

議
員
と
執
行
部
と
の
質
問
戦
が
、
議
員
の
腕
の
見

せ
所
で
す
。
「
ち
ゃ
ん
ね
る
日
南
」
を
通
し
て
こ

の
白
熱
し
た
様
子
が
皆
さ
ん
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と

で
し
ょ
う
。�

　
な
お
、
質
問
時
間
は
、
再
質
問
を
含
め
１
人
30

分
以
内
と
決
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。(

執
行
部
の
答

弁
時
間
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。）�

　
ま
た
、
執
行
部
は
議
長
の
許
可
に
よ
り
議
員
の

質
問
に
対
し
て
、
そ
の
意
味
が
理
解
出
来
な
か
っ

た
場
合
等
に
は
逆
に
そ
の
議
員
に
対
し
質
問
す
る

こ
と
が
出
来
ま
す
。(

こ
れ
を
反
問
権
と
い
い
ま
す
。)�

＊
議
会
招
集
・
質
問
通
告
・
答
弁
書
受
け
取
り
等

は
全
て
メ
ー
ル
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
で
行
い
ま

す
。�

＊
通
告
し
た
質
問
要
旨
や
、
答
弁
書
は
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。�

＊
通
告
し
た
議
員
の
質
問
が
終
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
、

他
の
議
員
は
関
連
質
問
を
１
人
１
回
出
来
ま
す
。�
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９月定例会……………………………�

一般質問（4名）……………………�
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日南町の花　サツキ�
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（平成23年９月末現在）�
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健全財政を維持�景気悪化のなか、�健全財政を維持�景気悪化のなか、�健全財政を維持�

－2－�－3－�

景気悪化のなか、�

９月13日～10月４日（22日間）

９月定例会�
９月13日～10月４日（22日間）

９月定例会�

65億1,419万1千円�

7億8,014万9千円�

1億7,396万7千円�

351万6千円�

20万5千円�

2億4,032万8千円�

10億3,255万1千円�

9,114万8千円�

4億9,534万1千円�

34万4千円�

93億3,174万円�

61億7,629万6千円�

7億55万2千円�

1億6,979万5千円�

77万円�

18万7千円�

2億3,455万7千円�

10億1,720万6千円�

9,099万2千円�

4億9,504万1千円�

18万9千円�

88億8,558万5千円�

3億3,789万5千円�

7,957万7千円�

417万2千円�

274万6千円�

1万8千円�

577万1千円�

1,534万5千円�

15万6千円�

30万円�

15万5千円�

4億4,615万5千円�

1,999万2,529円�

1,278万5,794円�

143万5,750円�

1,299万5,648円�

0円�

39万6,570円�

130万80円�

3万320円�

56万5,299円�

0円�

4,950万1,990円�

決 算 �

収入済額� 支出済額�
会 計 別 � 差引残額�

収入未済額�
（過年度を含む滞納額）�

一　般　会　計�

国民健康保険特別会計�

簡易水道事業特別会計�

住宅新築資金等貸付事業特別会計�

老人保健特別会計�

農業集落排水事業特別会計�

介護保険特別会計�

後期高齢者医療特別会計�

介護サービス事業特別会計�

西部町村情報公開・個人情報保護審査会特別会計�

合　　　 計�

議会費�
6.603万円�
1.07％(2.21)

歳出総額�
61億7,629万6千円�

100％(6.25)

総務費�
11億6,573万3千円�

18.88％(24.75)

民生費�
10億7,423万8千円�

17.39％(4.39)

衛生費�
8億4,315万6千円�
13.65％(△6.43)

農林水産業費�
9億6,295万7千円�
15.59％(17.47)

商工費�
1,935万2千円�
0.31％(△18.62)

土木費�
2億9,780万8千円�
4.82％(△20.81)

消防費�
1億3,809万6千円�
2.24％(12.55)

教育費�
4億3,234万4千円�

7.00％(9.56)

災害復旧費�
1億504万円�
1.70％(2,548.51) 公債費�

10億7,154万2千円�
17.35％(△6.28)

自主
財源

53億7,114万7千円 82.45％
(6.3

5)

依存財源

町債�
4億6,122万円�
7.08％(105.22)

11億4,304万4千円�
17.55％(10.33)

国庫支出金�
3億4,942万5千円�
5.36％(△45.61)

その他�
1億4,491万9千円�

2.22％(4.59)

町税�
4億3,779万3千円�

6.72％(△3.01)

繰越金�
2億7,366万8千円�

4.20％(75.72)

諸収入�
2億4,987万7千円�

3.84％(△0.48) その他�
1億8,170万6千円�

2.79％(△0.76)

県支出金�
7億5,812万円�
11.64％(17.09)

県支出金�
7億5,812万円�
11.64％(17.09)

地方交付税�
36億5,746万3千円�

56.15％(7.66)

歳入総額�
65億1,419万1千円�

100％(7.03)

平成22年度一般会計決算の特徴�

歳入合計は、前年度比7.0％の増加。

歳出も前年度比6.3％の増加となりま

した。�

①歳入歳出とも、前年度より増加�

7月の豪雨災害、明けて１月からの豪

雪災害により、災害復旧費に対する支

出が前年度比2,548.5％増加しました。�

②災害復旧費が大幅な増加�

福祉事務所設置に伴う生活保護費や子

ども手当ての影響により、民生費の支

出が前年度比4.4％増加しました。�

③扶養費や児童福祉費が増加�

中学校施設改修工事により前年度比

9.6％増加しました。�

④教育費も増加�

平成22
年度�

決算を
認定�

　
９
月
定
例
会
は
、
「
決
算
議
会
」
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
南
町
の
平
成

22
年
度
決
算
11
議
案
を
は
じ
め
、
平
成
23
年
度
補
正
予
算
６
議
案
や
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て
審
議
し
、
全
議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。�

　
９
月
定
例
会
は
、
「
決
算
議
会
」
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
南
町
の
平
成

22
年
度
決
算
11
議
案
を
は
じ
め
、
平
成
23
年
度
補
正
予
算
６
議
案
や
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て
審
議
し
、
全
議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。�

一般会計歳出�一般会計歳入�

　
健
全
財
政
維
持
で
は
あ
る
が
‥
‥�

　
普
通
会
計
の
歳
入
歳
出
差
引
額
は
３
４
０
，
６
４
１
千
円
と
な
っ
て
お
り
、

翌
年
度
に
繰
り
越
さ
れ
た
財
源
９
８
，
５
５
９
千
円
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
基

金
へ
の
積
立
額
５
２
３
，
３
３
３
千
円
を
合
わ
せ
る
と
８
６
３
，
９
７
４
千
円

が
使
わ
れ
な
か
っ
た
。�

　
国
・
県
支
出
金
の
有
効
活
用
や
創
意
工
夫
、
経
費
節
減
に
よ
り
不
用
額
が
出

た
も
の
も
あ
る
が
、
当
初
予
定
し
た
事
業
が
遂
行
で
き
な
か
っ
た
も
の
も
あ
る
。�

％は構成比、�

（　　）の数字は対前年度比�
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健全財政を維持�景気悪化のなか、�健全財政を維持�景気悪化のなか、�健全財政を維持�

－2－�－3－�

景気悪化のなか、�

９月13日～10月４日（22日間）

９月定例会�
９月13日～10月４日（22日間）

９月定例会�

65億1,419万1千円�

7億8,014万9千円�

1億7,396万7千円�

351万6千円�

20万5千円�

2億4,032万8千円�

10億3,255万1千円�

9,114万8千円�

4億9,534万1千円�

34万4千円�

93億3,174万円�

61億7,629万6千円�

7億55万2千円�

1億6,979万5千円�

77万円�

18万7千円�

2億3,455万7千円�

10億1,720万6千円�

9,099万2千円�

4億9,504万1千円�

18万9千円�

88億8,558万5千円�

3億3,789万5千円�

7,957万7千円�

417万2千円�

274万6千円�

1万8千円�

577万1千円�

1,534万5千円�

15万6千円�

30万円�

15万5千円�

4億4,615万5千円�

1,999万2,529円�

1,278万5,794円�

143万5,750円�

1,299万5,648円�

0円�

39万6,570円�

130万80円�

3万320円�

56万5,299円�

0円�

4,950万1,990円�

決 算 �

収入済額� 支出済額�
会 計 別 � 差引残額�

収入未済額�
（過年度を含む滞納額）�

一　般　会　計�

国民健康保険特別会計�

簡易水道事業特別会計�

住宅新築資金等貸付事業特別会計�

老人保健特別会計�

農業集落排水事業特別会計�

介護保険特別会計�

後期高齢者医療特別会計�

介護サービス事業特別会計�

西部町村情報公開・個人情報保護審査会特別会計�

合　　　 計�

議会費�
6.603万円�
1.07％(2.21)

歳出総額�
61億7,629万6千円�

100％(6.25)

総務費�
11億6,573万3千円�

18.88％(24.75)

民生費�
10億7,423万8千円�

17.39％(4.39)

衛生費�
8億4,315万6千円�
13.65％(△6.43)

農林水産業費�
9億6,295万7千円�
15.59％(17.47)

商工費�
1,935万2千円�
0.31％(△18.62)

土木費�
2億9,780万8千円�
4.82％(△20.81)

消防費�
1億3,809万6千円�
2.24％(12.55)

教育費�
4億3,234万4千円�

7.00％(9.56)

災害復旧費�
1億504万円�
1.70％(2,548.51) 公債費�

10億7,154万2千円�
17.35％(△6.28)

自主
財源

53億7,114万7千円 82.45％
(6.3

5)

依存財源

町債�
4億6,122万円�
7.08％(105.22)

11億4,304万4千円�
17.55％(10.33)

国庫支出金�
3億4,942万5千円�
5.36％(△45.61)

その他�
1億4,491万9千円�

2.22％(4.59)

町税�
4億3,779万3千円�

6.72％(△3.01)

繰越金�
2億7,366万8千円�

4.20％(75.72)

諸収入�
2億4,987万7千円�

3.84％(△0.48) その他�
1億8,170万6千円�

2.79％(△0.76)

県支出金�
7億5,812万円�
11.64％(17.09)

県支出金�
7億5,812万円�
11.64％(17.09)

地方交付税�
36億5,746万3千円�

56.15％(7.66)

歳入総額�
65億1,419万1千円�

100％(7.03)

平成22年度一般会計決算の特徴�

歳入合計は、前年度比7.0％の増加。

歳出も前年度比6.3％の増加となりま

した。�

①歳入歳出とも、前年度より増加�

7月の豪雨災害、明けて１月からの豪

雪災害により、災害復旧費に対する支

出が前年度比2,548.5％増加しました。�

②災害復旧費が大幅な増加�

福祉事務所設置に伴う生活保護費や子

ども手当ての影響により、民生費の支

出が前年度比4.4％増加しました。�

③扶養費や児童福祉費が増加�

中学校施設改修工事により前年度比

9.6％増加しました。�

④教育費も増加�

平成22
年度�

決算を
認定�

　
９
月
定
例
会
は
、
「
決
算
議
会
」
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
南
町
の
平
成

22
年
度
決
算
11
議
案
を
は
じ
め
、
平
成
23
年
度
補
正
予
算
６
議
案
や
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て
審
議
し
、
全
議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。�

　
９
月
定
例
会
は
、
「
決
算
議
会
」
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
南
町
の
平
成

22
年
度
決
算
11
議
案
を
は
じ
め
、
平
成
23
年
度
補
正
予
算
６
議
案
や
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て
審
議
し
、
全
議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。�

一般会計歳出�一般会計歳入�

　
健
全
財
政
維
持
で
は
あ
る
が
‥
‥�

　
普
通
会
計
の
歳
入
歳
出
差
引
額
は
３
４
０
，
６
４
１
千
円
と
な
っ
て
お
り
、

翌
年
度
に
繰
り
越
さ
れ
た
財
源
９
８
，
５
５
９
千
円
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
基

金
へ
の
積
立
額
５
２
３
，
３
３
３
千
円
を
合
わ
せ
る
と
８
６
３
，
９
７
４
千
円

が
使
わ
れ
な
か
っ
た
。�

　
国
・
県
支
出
金
の
有
効
活
用
や
創
意
工
夫
、
経
費
節
減
に
よ
り
不
用
額
が
出

た
も
の
も
あ
る
が
、
当
初
予
定
し
た
事
業
が
遂
行
で
き
な
か
っ
た
も
の
も
あ
る
。�

％は構成比、�

（　　）の数字は対前年度比�
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－4－�

１
．
町
税
等
の
未
収
金
に
つ
い
て�

　
町
税
や
負
担
金
、
使
用
料
、

手
数
料
、
貸
付
金
償
還
金
、
水

道
料
、
下
水
道
料
等
及
び
日
南

病
院
の
患
者
負
担
金
を
合
わ
せ

た
収
入
未
済
額
は
、
５
７
，
１

６
９
千
円
と
な
っ
て
い
る
。�

　
監
査
委
員
も
指
摘
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
未
収
金
の
徴
収
は
、

喫
緊
且
つ
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

役
場
内
で
情
報
を
共
有
さ
れ
る

と
と
も
に
各
課
、
職
員
の
連
携

を
強
化
し
さ
ら
な
る
徴
収
に
努

力
さ
れ
た
い
。�

�

２
．
緊
急
時
の
情
報
提
供
・
発

　
信
に
つ
い
て�

　
防
災
及
び
災
害
発
生
時
の
情

報
提
供
は
防
災
行
政
無
線
に
よ

り
行
わ
れ
て
い
る
が
、
十
分
と

は
言
え
な
い
。
町
民
に
定
着
し

て
い
る
ち
ゃ
ん
ね
る
日
南
や
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
防
災
や
災
害

状
況
、
対
策
な
ど
の
情
報
を
タ

イ
ム
リ
ー
に
提
供
・
発
信
さ
れ

た
い
。�

�������������

３
．
消
防
団
の
活
動
に
つ
い
て�

　
火
災
現
場
で
の
消
防
統
監
の

表
示
及
び
指
揮
命
令
が
不
十
分

な
と
こ
ろ
が
あ
る
。
迅
速
且
つ

適
切
、
安
全
な
消
火
活
動
の
た

め
に
統
監
の
表
示
と
指
揮
命
令

体
系
を
今
一
度
検
証
さ
れ
た
い
。

ま
た
、
そ
の
他
の
緊
急
出
動
命

令
に
あ
た
っ
て
も
、
防
災
無
線

を
活
用
さ
れ
た
い
。�
�

４
．
障
害
者
い
き
い
き
作
業
所

　
支
援
事
業
に
つ
い
て�

　
地
域
間
交
流
施
設
ク
ロ
ー
バ

内
で
小
規
模
作
業
所
「
一
歩
」

に
喫
茶
室
を
委
託
運
営
し
て
い

る
が
、
施
設
の
設
置
目
的
に
沿

っ
た
管
理
運
営
に
は
無
理
が
あ

る
。
喫
茶
室
の
場
所
や
仕
事
の

内
容
等
作
業
所
の
運
営
に
つ
い

て
見
直
し
を
図
り
、
真
に
障
害

者
が
地
域
社
会
と
共
生
し
、
個

々
の
能
力
及
び
適
正
に
応
じ
て
、

や
り
が
い
と
一
定
の
収
入
が
得

ら
れ
る
よ
う
な
働
き
場
の
提
供

と
機
会
の
創
出
を
図
ら
れ
た
い
。�

�

５
．
畜
産
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

　
に
つ
い
て�

　
畜
産
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
つ

い
て
は
鳥
取
西
部
農
協
に
運
営

委
託
さ
れ
て
い
る
が
、
用
地
賃

借
料
と
使
用
料
が
ア
ン
バ
ラ
ン

ス
で
あ
り
、
施
設
の
維
持
管
理

も
不
十
分
で
あ
る
。�

　
所
期
の
設
置
目
的
に
そ
ぐ
わ

な
い
運
営
が
続
け
ら
れ
て
い
る

現
状
に
鑑
み
、
根
本
的
な
施
設

の
在
り
方
を
検
討
さ
れ
た
い
。�

�

６
．
施
設
の
指
定
管
理
委
託
に

　
つ
い
て�

　
公
の
施
設
を
指
定
管
理
者
に

管
理
委
託
し
て
い
る
が
、
施
設

の
設
置
目
的
に
基
づ
い
た
管
理

運
営
が
十
分
な
さ
れ
て
い
な
い
。

と
り
わ
け
「
ゆ
き
ん
こ
村
」
の

利
用
者
数
が
大
き
く
減
少
し
て

い
る
。
町
と
し
て
施
設
の
管
理

運
営
に
積
極
的
に
関
与
す
る
と

と
も
に
、
所
期
の
目
的
に
沿
っ

た
運
営
が
さ
れ
る
よ
う
指
導
さ

れ
た
い
。�

�

７
．
町
有
林
管
理
事
業
に
つ
い
て�

　
町
有
林
全
体
の
約
６
割
を
占

め
る
人
工
林
１
，
２
０
０
ha
の

間
伐
の
遅
れ
と
、
長
伐
期
計
画

に
よ
り
林
齢
が
高
齢
級
に
偏
在

し
て
い
る
。�

　
近
年
の
木
材
価
格
の
低
迷
で
、

国
・
県
の
補
助
金
が
多
い
間
伐

施
業
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る

が
、
単
に
収
益
性
の
み
を
追
求

す
る
の
で
は
な
く
、
バ
ラ
ン
ス

の
取
れ
た
循
環
型
の
経
営
方
針

の
も
と
に
、
町
内
林
業
の
モ
デ

ル
と
な
る
よ
う
な
経
営
を
実
現

す
る
と
と
も
に
技
術
の
伝
承
及

び
林
業
の
担
い
手
確
保
等
も
合

わ
せ
て
図
ら
れ
た
い
。�

�

８
．
社
会
教
育
・
文
化
振
興
に

　
つ
い
て�

　
各
地
域
の
町
づ
く
り
協
議
会

の
設
置
や
小
学
校
の
統
合
以
後
、

生
涯
学
習
を
初
め
と
す
る
社
会

教
育
、
文
化
活
動
が
全
体
と
し

て
停
滞
し
て
い
る
。
町
の
社
会

教
育
、
文
化
を
向
上
発
展
さ
せ

る
た
め
に
、
町
内
文
化
団
体
を

支
援
す
る
と
と
も
に
各
地
域
に

お
い
て
も
活
動
が
活
発
に
な
る

よ
う
努
め
ら
れ
た
い
。�

�

９
．
ふ
る
里
ま
つ
り
に
つ
い
て�

　
近
年
、
産
物
・
物
品
の
販
売

が
拡
大
傾
向
に
あ
る
反
面
、
参

加
さ
れ
る
町
民
の
高
齢
化
や
人

口
の
減
少
か
ら
文
化
活
動
の
発

表
や
観
賞
の
機
会
が
少
な
く
な�

決
算
審
査
特
別
委
員
会
の
審
査
報
告�

決
算
審
査
特
別
委
員
会
の
審
査
報
告�

　
９
月
定
例
会
で
は
、
平
成
22
年
度
一
般
会
計
を
は
じ
め
、
各
会
計
決
算
の
審
議

に
あ
た
り
、
本
会
議
で
の
質
疑
後
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
（
委
員
長
　
坪
倉
勝
幸

議
員
）
を
設
置
し
て
詳
細
な
審
査
を
行
い
ま
し
た
。�

　
そ
の
結
果
、
い
ず
れ
の
決
算
議
案
も
次
の
意
見
を
付
し
て
認
定
す
べ
き
と
の
委

員
長
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。�

食のバザール�

ちゃんねる日南のスタジオ�
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－5－�

１
．
町
税
等
の
未
収
金�

　
病
院
事
業
会
計
の
未
収
金
を

合
わ
せ
た
滞
納
額
の
総
額
は
、

５
，
７
１
７
万
円
に
上
り
、
前

年
度
よ
り
７
６
９
万
円
も
の
大

幅
な
増
加
と
な
っ
た
。
未
収
金

の
解
消
は
、
自
主
財
源
の
確
保

は
も
と
よ
り
負
担
の
公
平
性
を

図
る
た
め
に
喫
緊
の
課
題
で
あ

る
。
全
庁
的
な
取
組
に
よ
り
、

さ
ら
に
積
極
的
な
徴
収
を
求
め

る
。�

�
２
．
適
正
な
予
算
管
理�

　
依
然
と
し
て
安
易
な
流
用
、

予
備
費
の
充
用
が
見
受
け
ら
れ

る
。�

　
予
算
管
理
の
基
本
を
わ
き
ま

え
、
適
正
な
管
理
に
努
め
ら
れ

た
い
。�

�

３
．
時
間
外
勤
務�

　
職
員
の
健
康
管
理
の
う
え
か

ら
も
、
時
間
外
勤
務
の
縮
減
に

努
め
ら
れ
た
い
。�

４
．
買
い
物
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業�

　
日
々
の
買
い
物
に
不
便
を
感

じ
て
い
る
人
は
か
な
り
の
数
に

な
る
と
思
わ
れ
る
。
従
来
の
方

式
に
こ
だ
わ
る
こ
と
な
く
、
抜

本
的
な
見
直
し
を
さ
れ
、
真
に

困
っ
て
い
る
買
い
物
弱
者
の
支

援
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た

い
。�

�

５
．
戸
籍
デ
ー
タ
の
管
理�

　
東
日
本
大
震
災
の
例
を
出
す

ま
で
も
な
く
、
不
測
の
事
態
に

備
え
る
た
め
、
庁
舎
か
ら
離
れ

た
場
所
に
も
安
全
に
保
存
・
保

管
が
な
さ
れ
る
よ
う
検
討
さ
れ

た
い
。�

�

６
．
建
築
物
の
設
計
施
工�

　
町
営
住
宅
等
の
町
有
施
設
に

お
け
る
雪
の
被
害
が
毎
年
の
よ

う
に
発
生
し
、
多
額
の
修
繕
経

費
を
要
し
て
い
る
。
計
画
、
設

計
、
施
工
に
あ
た
っ
て
は
、
あ

ら
ゆ
る
角
度
か
ら
検
討
し
て
い

た
だ
き
た
い
。�

�

７
．
下
水
道
の
接
続
促
進�

　
下
水
の
整
備
率
は
84
・
２
％

と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
51

・
３
％
と
低
い
接
続
率
の
地
域

も
あ
り
、
事
業
全
体
の
運
営
に

大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

人
口
の
減
少
や
高
齢
化
等
の
要

因
も
あ
ろ
う
が
、
対
象
者
の
理

解
の
も
と
に
さ
ら
な
る
接
続
率

の
増
加
に
努
め
ら
れ
た
い
。�

�

む
す
び�

　
平
成
22
年
国
勢
調
査
に
よ
る

と
日
南
町
の
人
口
は
、
５
，
４

５
７
人
と
な
り
、
町
が
発
足
し

た
当
時
の
３
分
の
１
に
減
少
し

た
。
ま
た
、
高
齢
化
率
は
、
45

・
０
％
に
も
な
っ
て
い
る
。
当

然
の
こ
と
な
が
ら
財
政
規
模
も

縮
小
し
て
い
か
ざ
る
を
得
な
い
。

思
い
切
っ
た
発
想
の
転
換
と
、

政
策
の
取
捨
選
択
を
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
幸
い
本
町
の

財
政
は
、
自
主
財
源
が
乏
し
い

な
が
ら
も
以
前
か
ら
の
健
全
財

政
の
伝
統
が
堅
持
さ
れ
て
い
る
。

困
難
な
問
題
を
先
送
り
を
す
る

こ
と
な
く
、
現
状
を
正
確
に
把

握
し
、
将
来
に
希
望
の
持
て
る

町
づ
く
り
を
進
め
て
い
た
だ
き

た
い
。�

決
算
監
査
意
見�

決
算
監
査
意
見�

　
平
成
22
年
度
歳
入
歳
出
決
算
の
監
査
委
員
意
見
（
要

旨
）
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。�

代
表
監
査
委
員
　
石 

川
　 

　 

賢�

監
　
査
　
委
　
員
　
山 

本
　 

芳 

昭�

っ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。�

　
新
た
に
始
め
ら
れ
た
「
食
の

バ
ザ
ー
ル
」
も
延
べ
入
り
込
み

客
は
１
万
人
を
突
破
し
た
状
況

も
あ
り
、
ふ
る
里
ま
つ
り
の
産

物
・
物
品
販
売
部
門
を
「
食
の

バ
ザ
ー
ル
」
と
統
合
開
催
し
、

文
化
・
芸
術
の
活
動
発
表
を
単

独
開
催
す
る
こ
と
を
検
討
さ
れ

た
い
。�

�

む
す
び�

　
地
方
交
付
税
や
臨
時
財
政
対

策
債
の
増
額
や
き
め
細
か
な
交

付
金
な
ど
歳
入
の
増
に
よ
り
普

通
会
計
の
歳
入
は
、
６
，
５
０

９
，
７
６
７
千
円
と
な
っ
て
い

る
。
一
方
、
歳
出
は
６
，
１
６

９
，
１
２
６
千
円
で
あ
り
、
歳

入
歳
出
差
引
額
は
３
４
０
，
６

４
１
千
円
と
な
っ
て
い
る
。
翌

年
度
に
繰
り
越
さ
れ
た
財
源
９

８
，
５
５
９
千
円
が
含
ま
れ
る

が
、
基
金
へ
の
積
立
額
５
２
３
，

３
３
３
千
円
を
合
わ
せ
る
と
８

６
３
，
９
７
４
千
円
が
使
わ
れ

な
か
っ
た
財
源
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
歳
入
に
対
し
て
13
・

３
％
に
な
る
。
国
・
県
支
出
金

の
有
効
活
用
や
創
意
工
夫
、
経

費
節
減
に
よ
り
不
用
額
が
出
た

も
の
も
あ
る
が
、
当
初
予
定
し

た
事
業
が
遂
行
で
き
な
か
っ
た

も
の
も
あ
る
。�

　
将
来
に
わ
た
り
健
全
財
政
維

持
の
た
め
に
余
裕
を
持
ち
た
い

と
の
意
図
は
分
か
る
が
、
自
治

体
の
財
政
の
あ
り
方
、
町
民
の

負
担
と
行
政
執
行
の
関
係
か
ら

見
る
と
適
切
と
は
言
い
難
い
。

自
主
財
源
比
率
の
低
い
本
町
に

あ
っ
て
は
、
国
の
財
政
に
左
右

さ
れ
る
こ
と
が
多
く
毎
年
度
の

予
算
編
成
に
苦
慮
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
自
治
体
財
政
の

本
旨
を
踏
ま
え
た
予
算
編
成
と

執
行
に
あ
た
ら
れ
た
い
。�

　
一
方
で
、
地
域
主
権
改
革
が

進
む
中
、
鳥
取
県
と
日
野
郡
三

町
に
よ
る
連
携
・
共
同
協
議
会

の
設
立
、
福
祉
事
務
所
設
置
に

よ
る
生
活
保
護
や
特
別
障
害
者

福
祉
な
ど
の
実
施
、
高
齢
者
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
建
設
、
学
校

支
援
地
域
本
部
事
業
、
食
の
バ

ザ
ー
ル
な
ど
新
規
事
業
に
も
取

り
組
ま
れ
、
町
民
福
祉
や
教
育

の
向
上
、
経
済
の
活
性
化
を
図

ら
れ
て
い
る
。�

　
よ
り
一
層
、
役
場
内
各
課
の

連
携
の
強
化
お
よ
び
役
場
と
町

民
の
情
報
の
共
有
化
を
進
め
、

経
済
・
産
業
の
振
興
や
町
民
福

祉
の
向
上
を
目
指
し
た
施
策
の

推
進
と
町
民
と
の
協
働
に
よ
る

地
域
活
性
化
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
さ
れ
、
将
来
に
引
き

継
が
れ
る
町
づ
く
り
を
進
め
ら

れ
た
い
。�
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※言わば財政のイエローカードを示す基準で、これを超えると「健全化計画」を策定し、自主改善を図らなければなりません。�

平成22年度財政健全化判断比率及び�
資金不足比率の報告�

実質公債費比率�

連結実質赤字比率�

実 質 赤 字 比 率 �

将 来 負 担 比 率 �

平成22年度�平成21年度�※早期健全化基準値� 備　　考�

－�

－�

15.7%�

－�

－�

－�

17.2%�

－�

15.0%�

20.0%�

25.0%�

350.0%

地方公共団体の一般会計等の赤字の程度を指

標化し、財政運営の悪化の度合いを示すもの。

赤字がない場合は「－」を記載。�

すべての会計の赤字や黒字を合算し、地方公
共団体全体としての赤字の程度を指標化し、
地方公共団体全体としての財政運営の悪化の
度合いを示すもの。赤字がない場合は「－」を
記載。�

地方公共団体の一般会計等の借入金（地方債）

や将来支払っていく可能性のある負担等の現

時点での残高を指標化し、将来財政を圧迫す

る可能性の度合いを示すもの。�

借入金（地方債）の返済額及びこれに準じる

額の大きさを指標化し、資金繰りの程度を示

すもの。�

20.0%�

20.0%�

20.0%

公営企業の資金不足を、公営企業の事業規

模である料金収入の規模と比較して指標化

し、経営状態の悪化の度合いを示すもの。�

経営健全化基準値� 備　　考�会　計　名�

－�

－�

－�

平成22年度�

簡易水道事業会計�

農業集落排水事業会計�

日南病院事業会計�

日南町の借金・貯金はどれだけある？�

　平成22年度末の日南町の借金は、

114億8,400万円あります。貯金（基

金）は、45億6,463万円あります。�

　町民１人あたりで計算すると、借金

は2,032,583円です。�

　町民１人あたりの貯金は807,900円

となります。�

（人口は平成23年３月31日現在　5,650人）�

単位：千円�
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９月議会で議決したおもなもの�

日南町から暴力団排除のために必要な関係条例�

　鳥取県暴力団排除条例が制定され、県、市町

村、県民が相互に連携・協力し、暴力団排除を

推進することになったことにより、日南町の関

係条例を改正した。�

�

日南町企業立地奨励条例�

　企業等が用地を取得したり、用地を借用する

場合に、奨励措置を高じることができるように

改正した。�

　工場等の土地取得奨励…土地購入価格の50％

　　　　　　   　 以内（上限2,000万円）補助�

　工場等の用地確保奨励…土地賃貸料の50％

　　　　   　  以内（上限年20万円以内）補助�

�

�

�

町営バスの購入１台　　　　　  16,416,750円�

塵芥収集車１台　　　　　　　　 5,418,000円�

�

�

�

土地の処分（日南町下石見地内）�

　　　　　　　　　　　　　　　　6,721.94㎡�

　　　　　　　　　　　　　　  25,543,372円�

条例の一部改正�

財産の取得�

財産の処分�

次の通り増額補正しました。�

�
一般会計　１億5,883万９千円�

〔主な補正内容〕�

・老朽化した「まなび宿ひがし」建物解体費�

　　　　　　　　　　　　　　  4,231万5千円�

・台風12号の被害に対して単町補助金　  460万円�

・日南町チャレンジ企業支援補助金　100万円�

・三本松グランドゴルフ場柵設置補助金�

　　　　　　　　　　　　　　　　46万9千円�

・生活保護者の医療扶助費　　  2,205万6千円�

・大腸がん検診補助　　　　　　　65万4千円�

・とっとり発！６次産業化総合支援事業�

　　　　　　　　　　　　　　　  692万3千円�

・畜産センター給水装置漏水修繕　 56万5千円�

・道路維持管理事業　　　　　  6,792万9千円�

・町営住宅の建物設備修繕　　　　 76万8千円�

・台風12号、5月豪雨関係による災害復旧�

　　　　　　　　　　　　　　  8,210万8千円�

・非常用給水袋等の補充　　　　 104万９千円�

・土地売払収入を基金に積立て　 2,554万４千円�

・学校支援ボランティア事業　　　　  39万円�

・日南町スポーツ少年団派遣費補助金  26万円�

・足羽俊夫氏絵画寄贈等に伴う輸送費�

　　　　　　　　　　　　　　　　21万6千円�

�
国保健康保険会計　1,577万7千円�

・平成23年度介護納付金額確定　 166万3千円�

・後期高齢者支援金確定　　　  1,424万3千円�

�
農業集落排水事業会計　４千円�

・下水道使用料の過誤納還付　　　　　�

�
介護保険会計　517万2千円�

・平成22年度分介護給付費負担金、支援事業

　交付金精算による返還金ほか�
災害復旧工事中�

補 正 予 算�
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町政のここが聞きたい� 一般質
問�

一般質
問�
答�答�と�問�問�

古都久志議員�

町有財産・施設を今後どう活用していく�

のか基本方針を問う。�

問�問�

問�問�

活用資産は長寿命化を図り、必要性の�

低い資産は売却や解体を行う。�

答�答�

答�答�
町
有
施
設�

問�問�
専
門
的
職
員
の
育
成�

問�問�
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と
自
治
会�

増
原
町
長�

答�答�
増
原
町
長�

答�答�
増
原
町
長�

①
解
体
の
方
向
と
し
て
い
る
施
設
に
つ
い
て
の
判
断
根
拠
を

　
求
め
る
。�

②
特
に
体
育
館
は
地
域
の
住
民
の
体
育
施
設
の
拠
点
で
あ
る
。

　
社
会
体
育
振
興
と
地
域
住
民
の
各
種
行
事
の
拠
点
が
な
く

　
な
る
こ
と
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。�

③
各
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
利
用
環
境
設
備
が
ア

　
ン
バ
ラ
ン
ス
で
あ
る
。
具
備
す
べ
き
最
低
の
基
準
を
示
し
、

　
そ
の
改
善
へ
の
取
り
組
み
を
問
う
。�

���

①
調
査
報
告
を
参
考
に
、
老
朽
化
に
よ
る
危
険
度
の
高
い
建

　
物
や
将
来
に
わ
た
り
利
用
さ
れ
な
い
建
物
に
つ
い
て
は
解

　
体
の
方
向
と
し
て
位
置
づ
け
る
。�

②
地
域
住
民
が
集
う
施
設
と
し
て
旧
小
学
校
体
育
館
が
そ
の

　
役
割
を
担
っ
て
い
る

　
面
も
あ
る
が
、
老
朽

　
化
に
よ
る
安
全
性
の

　
欠
如
、
低
稼
働
状
態

　
の
施
設
に
つ
い
て
は

　
解
体
を
視
野
に
入
れ

　
地
元
と
の
協
議
を
行

　
っ
て
い
く
。�

③
事
務
所
に
関
し
て
は
、

　
設
備
の
整
備
を
行
っ

　
て
い
る
。
利
用
者
の

　
高
齢
化
へ
の
対
応
も

　
進
め
て
お
り
、
今
後

　
も
地
域
の
声
を
聞
き

　
な
が
ら
対
応
し
た
い
。�

��
①
町
内
７
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
活
動
を
ど
の
よ
う

　
に
評
価
し
て
い
る
の
か
。�

②
住
民
の
中
に
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と
自
治
会
の
対
応
に

　
混
乱
が
あ
る
よ
う
だ
が
、
町
と
し
て
は
ど
の
様
に
扱
い
を

　
仕
分
け
し
て
い
る
の
か
。
　�

③
現
状
の
ま
ち
協
の
区
分
を
見
直
す
つ
も
り
は
な
い
か
。�

④
地
域
活
性
化
に
向
け
た
活
動
や
、
地
域
振
興
に
資
す
る
人

　
材
育
成
の
た
め
の
幅
広
い
研
修
制
度
が
必
要
と
考
え
る
が

　
ど
う
か
。�

���

①
個
々
の
地
域
の
歴
史
や
文
化
の
再
認
識
や
産
品
開
発
な
ど
、

　
特
性
を
活
か
し
た
新
た
な
取
り
組
み
を
評
価
し
て
い
る
。�

②
町
の
政
策
説
明
や
地
域
の
課
題
を
ま
ち
協
と
協
議
し
て
お

　
り
、
自
治
会
固
有
の
課
題
へ
の
各
課
対
応
は
ま
ち
協
に
も

　
情
報
提
供
し
て
い
る
。�

③
ま
ち
協
に
は
区
域
の
再
編
意
向
の
確
認
を
し
て
い
る
。
最

　
終
的
に
は
地
域
で
決
定
し
、
町
が
支
援
を
行
う
。�

④
現
在
、
各
種
講
演
会
や
現
地
視
察
に
各
地
域
の
皆
さ
ん
に

　
参
加
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
今
後
も
情
報
提
供
し
な
が
ら

　
多
く
の
参
加
を
促
し
た
い
。�

���

　
町
の
技
術
的
専
門
分
野
を
担
う
職
員
の
育
成
が
必
要
と
考

　
え
る
が
ど
う
か
。�

���

　
町
職
員
に
は
、
福
祉
・
建
設
部
門
等
に
専
門
分
野
を
担
う

　
職
員
が
多
く
在
職
す
る
。
専
門
的
機
関
に
お
け
る
研
修
等

　
に
参
加
さ
せ
、
技
術
の
維
持
・
向
上
に
努
め
た
い
。�

旧石見東小学校�
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町政のここが聞きたい�

荒木　博議員�

問�問�
鳥
獣
被
害
対
策�

問�問�答�答�
高
齢
者
の
福
祉
対
策�

増
原
町
長�

答�答�
増
原
町
長�

答�答�
増
原
町
長�

かすみ荘の居住方法を地域の空屋や個人�

住宅を改装してできないか。�

問�問�

制度上、かすみ荘居住部門は指定通所事�

業所に併設して整備している。�

答�答�

昭和26年製石見水力発電機�

みんなで運動会�

問�問�
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
買
取
法
案
に
対
す
る�

町
の
方
針�

　
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
安
心
し
て
生
活
し
て
い
け
る
よ

　
う
に
ど
の
よ
う
な
対
策
を
と
っ
て
い
る
か
。�

���

　
緊
急
通
報
装
置

　
の
設
置
な
ど
の

　
直
接
支
援
、
見

　
守
り
活
動
や
緊

　
急
時
の
対
応
と

　
し
て
社
会
福
祉

　
協
議
会
に
よ
る

　
独
居
老
人
巡
回

　
訪
問
、
民
生
委

　
員
に
よ
る
安
否

　
確
認
、
保
健
師

　
等
職
員
に
よ
る

　
訪
問
活
動
を
行

　
っ
て
い
る
。�

���

　
侵
入
防
止
柵
も
大
切
で
あ
る
が
、
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
を
増

　
や
し
個
体
数
を
減
ら
す
方
が
効
果
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。�

���

　
捕
獲
奨
励
施
策
を
実
施
中
で
あ
る
。�

　
昨
年
は
狩
猟
期
に
奨
励
金
制
度
を
設
け
、
今
年
度
は
有
害

　
駆
除
期
間
の
奨
励
金
の
増
額
、
移
動
檻
を
42
基
町
内
に
配

　
備
し
て
い
る
。�

�

��

①
新
規
に
企
画
し
て
い
る
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
所
計
画
は

　
あ
る
の
か
。�

②
日
南
町
小
水
力
発
電
公
社
の
経
営
状
態
は
ど
う
か
。�

③
太
陽
発
電
、
薪
ス
ト
ー
ブ
に
対
す
る
補
助
金
制
度
が
あ
る

　
が
、
太
陽
ヒ
ー
タ
ー
や
薪
ボ
イ
ラ
ー
に
対
し
て
の
制
度
は

　
あ
る
の
か
。�

���

①
候
補
地
に
つ
い
て
は
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。
計
画
樹

　
立
に
向
け
、
関
係
機
関
と
協
議
中
で
あ
る
。�

②
売
電
収
入
は
前
期
並
で
あ
り
、
改
善
計
画
上
累
積
損
失
の

　
解
消
に
向
か
っ
て
い
る
。�

③
太
陽
ヒ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
補

　
助
金
の
省
エ
ネ
設
備
と
し
て
の
助
成
が
あ
る
。
薪
ボ
イ
ラ

　
ー
に
つ
い
て
は
、
助
成
制
度
は
な
い
。�
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町政のここが聞きたい�

久代安敏議員�

問�問�
自
然
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー�

問�問�答�答�
増
原
町
長�

答�答�
増
原
町
長�

答�答�
原
発
事
故
の
後
、
日
南
町
防
災
計
画
の
見
直�

し
は
、
ど
の
よ
う
に
す
す
め
ら
れ
て
い
る
か
。�

問�問�
日
野
高
校
に
普
通
科
の�

開
設
を
求
め
た
い
が
。�

問�問�
町
有
林
の
経
営
計
画�

増
原
町
長�

　　東日本大震災と原発事故から６ヶ月経過した�

が、この間の国・県・町の取り組みをどう総括し�

ているか。�

問�問�

　　国は「最優先課題」としている。県と町にお�

いては、復興への支援を継続するとともに、他山�

の石として様々な対策に取り組んでいく。�

答�答�

答�答�
内
田
教
育
長�

問�問�
障
害
者
施
策�

答�答�
増
原
町
長�

　�
��

　
鳥
取
県
で
進
め
ら
れ
て
い
る
島
根
原
発
避
難
計
画
と
の
整

　
合
性
や
関
連
団
体
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
避
難
計
画

　
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。�

���

①
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
買
い
取
り
法
が
成
立
し
た
が
、
ど

　
う
評
価
し
て
い
る
か
。�

②
日
南
町
小
水
力
発
電
公
社
の
経
営
の
現
況
と
今
後
の
経
営

　
改
善
見
通
し
は
ど
う
か
。�

③
自
然
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
実
施
に
向
け
て
具
体
的
に
検
討

　
を
急
ぐ
べ
き
で
は
な
い
か
。�
���

①
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
市
場
は
、
急
拡
大
す
る
可
能
性

　
が
あ
る
。
市
場
の
創
設
は
、
技
術
革
新
を
引
き
出
す
起
爆

　
剤
に
も
な
り
え
る
。�

②
売
電
収
入
の
安
定
に
よ
り
、
累
積
損
失
が
減
少
し
て
い
る
。�

③
推
進
体
制
と
支
援
策
を
整
備
し
、
町
の
新
た
な
財
源
確
保

　
と
企
業
進
出
と
い
う
両
面
か
ら
、
検
討
に
着
手
し
た
い
。�

���

①
直
近
の
日
南
町
町
有
林
管
理
経
営
審
議
会
の
審
議
内
容
に

　
つ
い
て
明
ら
か
に
。�

②
町
有
林
経
営
が
雇
用
拡
大
や
担
い
手
確
保
に
ど
う
反
映
さ

　
れ
て
い
る
か
。�

①
平
成
22
年
度
事
業
見
込
み
と
平
成
23
年
度
事
業
計
画
及
び

　
経
営
方
針
に
つ
い
て
審
議
し
た
。
新
し
い
諮
問
、
答
申
の

　
形
態
は
と
っ
て
い
な
い
。�

②
安
定
的
な
施
行
量
の
確
保
に
よ
る
雇
用
確
保
、
機
械
化
体

　
系
導
入
に
よ
る
担
い
手
育
成
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。�

������

　
県
・
県
教
委
は
、
今
年
度
中
に
25

　
年
度
改
変
計
画
を
決
定
す
る
。�

���

①
「
障
が
い
者
制
度
改
革
推
進
会
議
総
合
福
祉
部
会
」
は
、

　
障
害
者
総
合
福
祉
法
（
仮
称
）
に
向
け
て
骨
格
提
言
を
ま

　
と
め
た
が
、
こ
の
内
容
を
ど
う
評
価
し
て
い
る
か
。�

②
日
南
町
内
に
あ
る
障
害
者
の
作
業
所
は
、
本
人
は
も
と
よ

　
り
家
族
の
要
望
に
応
え
ら
れ
て
い
る
か
。�

③
障
害
者
自
立
支
援
法
は
、
２
０
１
３
年
８
月
に
廃
止
が
決

　
定
し
て
い
る
が
、
日
南
町
の
障
害
者
福
祉
計
画
を
ど
の
よ

　
う
に
見
直
そ
う
と
し
て
い
る
の
か
。�

���

①
障
害
者
の
選
択
と
決
定
に
よ
り
、
社
会
全
体
で
支
え
る
仕

　
組
み
を
目
指
し
て
い
る
と
評
価
し
て
い
る
。�

②
障
害
者
の
社
会
参
加
、
就
労
の
場
と
し
て
役
割
を
担
っ
て

　
頂
き
、
利
用
者
も
生
き
甲
斐
を
持
っ
て
活
動
さ
れ
て
い
る
。�

③
次
期
計
画
は
現
行
制
度
で
設
定
し
、
見
直
し
は
新
法
成
立

　
後
に
な
る
。�

県立日野高校�
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町政のここが聞きたい�

古都勝人議員�

問�問�
幼
児
保
育�

問�問�
小
中
一
貫
教
育
の
現
在
の
状
況
と�

特
色
あ
る
取
り
組
み
や
活
動
の
事
例
は
。�

問�問�答�答�
内
田
教
育
長�

答�答�
増
原
町
長�

答�答�
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル�

地
域
資
源
活
用
事
業�

問�問�
第
１
期
農
業
研
修
生
の
自
立
状
況
は
。�

問�問�
保
育
園
と
小
学
校
の
連
携
に
つ
い
て
は
、�

ど
の
様
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
か
。�

増
原
町
長�

答�答�
増
原
町
長�

答�答�
増
原
町
長�

カーボンニュートラル地域資源活用事業�

の進捗状況は。�

問�問�

　　㈱グリーン・シャインに事業委託し、�

事業最終年度である。販売額もあがって�

おり順調な実施状況にある。�

答�答�

問�問�
営
農
指
導�

答�答�
増
原
町
長�

①
現
段
階
で
の
課
題
は
ど
の
様
な
事
が
あ
る
か
。�

②
立
木
の
仕
入
れ
単
価
は
い
く
ら
か
。�

���

①
販
路
の
拡
大
と
次
年

　
度
以
降
の
事
業
継
続

　
に
向
け
た
取
り
　
組

　
み
と
考
え
る
。�

②
概
要
に
よ
る
報
告
は

　
出
来
る
が
、
単
価
の

　
個
々
の
公
表
は
差
し

　
控
え
た
い
。�

�
�

�
�

�
�

����

　
学
習
意
欲
が
高
ま
り
、
教
職
員
の
指
導
法
工
夫
改
善
に
も

　
効
果
が
見
え
始
め
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。�

���

①
一
園
化
の
取
り
組
み
は
ど
の
様
に
な
さ
れ
て
い
る
か
。�

②
新
保
育
所
保
育
指
針
で
の
「
に
ち
な
ん
保
育
園
」
の
特
色

　
は
何
か
。�

③
幼
稚
園
、
保
育
園
の
一
元
化
は
ど
ん
な
点
で
生
か
さ
れ
て

　
い
る
か
。�

①
平
成
18
年
度
に
幼
稚
園
を
廃
止
す
る
と
共
に
保
育
園
５
園

　
を
一
元
化
し
、
に
ち
な
ん
保
育
園
と
し
て
運
営
し
て
い
る
。�

②
日
南
町
保
育
課
程
を
見
直
し
、
乳
幼
児
期
か
ら
保
育
園
・

　
小
中
学
校
へ
の
連
続
し
た
子
ど
も
の
成
長
を
見
通
し
た
保

　
育
園
と
位
置
づ
け
て
保
育
を
行
っ
て
い
る
。�

③
日
南
町
全
保
育
園
で
統
一
し
た
保
育
方
針
に
よ
り
保
育
を

　
行
っ
て
い
る
。�

������

　
保
育
所
児
童
保
育
要
録
を
小
学
校
に
送
付
す
る
と
共
に
保

　
育
士
・
小
中
学
校
教
諭
の
相
互
参
観
相
互
理
解
に
よ
る
連

　
携
を
図
っ
て
い
る
。�

������

　
農
林
業
研
修
生
は
11
名
（
農
８
、
林
３
）
の
う
ち
６
名
が

　
就
農
し
、
３
名
が
町
内
事
業
所
等
に
就
職
、
定
住
率
は
82

　
％
で
あ
る
。�

���

①
営
農
指
導
の
体
制
は
ど
の
様
に
調
整
さ
れ
て
い
る
か
。�

②
耕
作
放
棄
地
対
応
は
ど
の
様
に
実
施
な
さ
れ
て
い
る
か
。�

���

①
Ｊ
Ａ
営
農
指
導
員
と
日
野
農
業
改
良
普
及
員
に
依
頼
し
て

　
い
る
。�

②
新
た
に
発
生
さ
せ
な
い
よ
う
制
度
の
活
用
と
利
用
権
の
設

　
定
を
進
め
て
い
る
。�
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議
会
改
革
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会�

議
会
改
革
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会�

　
議
会
改
革
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
（
委
員
長
　
福
田
稔
議
員
）
を
平
成
23
年
６
月
21
日
に
設
置
し
、
す
で

に
４
回
の
委
員
会
を
開
い
て
い
ま
す
。�

　
今
後
、
こ
の
議
会
だ
よ
り
を
使
っ
て
町
民
の
皆
さ
ん
に
内
容
を
報
告
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
意
見
等
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
各
議
員
ま
た
は
議
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。�

　
今
回
は
、
７
月
15
日
か
ら
25
日
に
か
け
て
、
３
日
間
・
９
会
場
で
開
催
し
た
「
町
民
の
意
見
を
聞
く
会
」
で
い

た
だ
い
た
意
見
や
提
言
を
紹
介
し
ま
す
。�

情
報
公
開
に
関
す
る
意
見�

�

・
に
ち
な
ん
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
よ

　
る
本
会
議
の
中
継
録
画
は
、

　
休
憩
時
間
を
カ
ッ
ト
し
て
ほ

　
し
い
。�

・
議
会
の
傍
聴
席
に
、
会
議
資

　
料
を
配
布
し
て
ほ
し
い
。�

�

監
視
機
能
の
充
実
に�

　
　
　
　
　
　
関
す
る
意
見�

�

・
陳
情
で
採
択
さ
れ
た
も
の
に

　
つ
い
て
、
い
つ
予
算
化
さ
れ

　
る
の
か
、
追
跡
調
査
を
し
て

　
ほ
し
い
。�

・
総
合
計
画
の
進
歩
状
況
の
チ

　
ェ
ッ
ク
を
し
て
ほ
し
い
。�

・
町
長
の
単
独
行
政
に
な
ら
な

　
い
よ
う
、
し
っ
か
り
チ
ェ
ッ

　
ク
し
て
ほ
し
い
。�

議
会
の
活
性
化
に
関
す
る
意
見�

�

・
も
う
少
し
活
発
な
議
論
を
し

　
て
ほ
し
い
。�

・
休
日
や
夜
間
の
議
会
を
開
催

　
し
て
み
て
は
ど
う
か
。�

・
一
般
質
問
の
時
間
を
長
く
し

　
た
ら
ど
う
か
。�

・
議
員
全
員
が
質
問
を
し
て
ほ

　
し
い
。�

・
議
員
に
よ
る
質
問
件
数
、
条

　
例
の
提
案
件
数
が
、
他
の
町

　
村
に
く
ら
べ
る
と
大
変
少
な

　
い
と
思
う
、
非
常
に
残
念
で

　
あ
る
。�

・
議
員
が
討
論
し
て
い
る
姿
が

　
見
た
い
。�

・
議
員
と
住
民
と
の
意
見
交
換

　
会
を
適
時
開
催
で
き
な
い
か
。

　
（
年
に
一
〜
二
回
程
度
）�

・
議
会
報
告
会
を
適
宜
開
催
で

　
き
な
い
か
。�

・
議
員
は
先
頭
に
立
っ
て
町
民

　
の
声
を
聞
き
、
意
見
を
取
り

　
上
げ
る
事
に
努
め
て
ほ
し
い
。�

�

政
策
提
案
機
能
の�

　
　
　
充
実
に
関
す
る
意
見�

�

・
議
員
の
政
策
提
案
を
積
極
的

　
に
行
っ
て
ほ
し
い
。�

・
行
政
調
査
は
議
員
を
分
散
し

　
て
多
方
面
の
調
査
を
実
施
し
、

　
多
く
の
情
報
の
収
集
に
努
め

　
る
。�

・
執
行
部
提
案
を
議
決
す
る
だ

　
け
で
な
く
、
み
ん
な
で
町
の

　
課
題
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。�

・
議
会
が
与
党
化
し
て
い
る
。

　
問
題
を
把
握
し
て
執
行
部
に

　
ぶ
つ
け
る
の
が
議
会
の
本
来

　
の
姿
で
は
な
い
の
か
。�

�

議
員
定
数
と
報
酬
に�

　
　
　
　
　
　
関
す
る
意
見�

�

・
人
口
の
減
少
に
見
合
っ
た
定

　
数
の
削
減
を
。�

・
い
た
ず
ら
に
削
減
す
べ
き
で

　
な
い
。�

・
議
員
報
酬
と
か
議
員
定
数
を

　
減
ら
せ
と
か
の
声
も
聞
い
た

　
が
、
議
員
が
本
来
の
仕
事
を

　
し
て
い
な
い
か
ら
だ
。�

・
議
員
全
員
が
し
っ
か
り
と
活 

　
動
を
し
て
い
れ
ば
、
定
数
の

　
削
減
な
ど
の
声
は
な
く
な
る

　
と
思
う
。�

・
議
員
定
数
の
削
減
、
報
酬
の

　
削
減
に
つ
い
て
も
限
度
が
あ

　
る
。
議
員
の
役
割
を
し
っ
か

　
り
と
し
て
も
ら
っ
た
方
が
良

　
い
。�

・
議
員
報
酬
で
生
計
が
成
り
立

　
つ
よ
う
、
専
業
で
活
動
で
き

　
る
よ
う
報
酬
を
上
げ
る
べ
き
。�

・
日
当
制
を
検
討
す
べ
き
。�

・
報
酬
は
あ
る
程
度
確
保
し
て
、

　
働
き
盛
り
の
優
秀
な
人
材
が

　
出
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
ほ
し

　
い
。�

・
議
員
本
来
の
活
動
を
し
っ
か

　
り
と
し
て
、
人
口
が
減
る
か

　
も
し
れ
な
い
が
、
定
数
が
多

　
い
と
は
思
わ
な
い
。�

��

報 

告�

－12－�

町民の意見を開く会�
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議
員
個
人
の
活
動
に�

　
　
　
　
　
　
関
す
る
意
見�

�

・
議
員
の
登
庁
が
わ
か
る
よ
う

　
に
、
一
人
ず
つ
ラ
ン
プ
が
点

　
灯
す
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。�

・
立
候
補
し
た
時
の
思
い
を
大

　
切
に
し
、
個
々
が
公
約
し
た

　
事
に
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で

　
ほ
し
い
。�

・
本
会
議
以
外
の
議
員
の
活
動

　
が
見
え
な
い
。
普
段
、
何
を

　
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
見
え

　
な
い
。�

・
議
員
一
人
一
人
が
公
約
を
掲

　
げ
て
立
候
補
し
た
の
に
当
選

　
し
て
か
ら
は
何
を
さ
れ
て
い

　
る
の
か
分
か
ら
な
い
。�

・
議
員
の
中
に
は
、
地
域
に
活

　
動
紙
で
知
ら
せ
て
い
る
が
、

　
多
く
の
議
員
は
し
て
い
な
い
。�

・
足
で
稼
い
で
ほ
し
い
。
色
を

　
出
し
て
ほ
し
い
。
出
て
も
ら

　
っ
て
良
か
っ
た
と
思
え
る
よ

　
う
な
活
動
の
姿
が
見
え
な
い
。

　
葬
式
の
時
に
は
よ
く
み
か
け

　
る
が
。�

�

議
会
の
広
報
活
動
に�

　
　
　
　
　
　
関
す
る
意
見�
�

・
本
会
議
に
議
案
と
し
て
あ
が

　
る
ま
で
の
過
程
が
し
り
た
い
。�

・
議
会
の
ル
ー
ル
が
わ
か
ら
な

　
い
。�

・
住
民
に
対
し
て
、
活
動
報
告

　
を
ど
ん
ど
ん
す
べ
き
。�

・
町
の
補
助
金
や
制
度
な
ど
、

　
知
ら
な
い
事
が
多
い
。
議
員

　
は
も
っ
と
情
報
を
教
え
て
ほ

　
し
い
。�

・
議
会
だ
よ
り
が
来
る
が
、
比

　
較
的
抽
象
的
な
内
容
で
、
こ

　
れ
で
は
議
員
の
活
動
は
理
解

　
さ
れ
な
い
と
思
う
。�

・
議
案
の
論
点
が
事
前
に
町
民

　
に
わ
か
れ
ば
、
議
会
に
対
す

　
る
見
方
が
変
わ
り
、
関
心
が

　
出
来
て
く
る
と
思
う
。�

　�議
員
の
資
質
（
能
力
）
の�

　
　
　
　
向
上
に
関
す
る
意
見�

�

・
議
員
は
勉
強
会
や
研
修
を
し

　
て
ほ
し
い
。
議
員
の
質
を
上

　
げ
る
事
が
必
要
。�

・
議
会
の
改
革
イ
コ
ー
ル
、
議

　
員
の
意
識
改
革
、
イ
コ
ー
ル

　
議
員
の
レ
ベ
ル
の
問
題
だ
と

　
思
う
。�

・
討
論
を
も
っ
と
活
発
に
行
っ

　
て
ほ
し
い
。�

こ
れ
ま
で
の
改
革
の
足
ど
り�
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平
成
13
年
３
月
〜�

　
　
執
行
機
関
の
委
員
会
、
審
議
会
等
へ
の
議
会

　
　
か
ら
の
就
任
制
限�

平
成
14
年
６
月
〜�

　
　
一
般
質
問
の
一
問
一
答
方
式
の
採
用
（
議
員

　
　
の
発
言
時
間
は
30
分
）�

平
成
15
年
10
月
〜�

　
　
議
員
定
数
の
削
減�

平
成
16
年
４
月
〜�

　
　
議
員
報
酬
、
議
員
期
末
手
当
の
削
減�

平
成
16
年
６
月
〜�

　
　
政
治
倫
理
条
例
の
制
定
（
親
族
が
経
営
す
る

　
　
会
社
等
の
請
負
の
禁
止
な
ど
）�

平
成
16
年
９
月
〜�

　
　
本
会
議
の
テ
レ
ビ
中
継
、
録
画
放
送�

平
成
17
年
４
月
〜�

　
　
日
当
の
廃
止�

平
成
17
年
６
月
〜�

　
　
電
子
メ
ー
ル
、フ
ァ
ッ
ク
ス
に
よ
る
公
文
書
の

　
　
送
受
信�

平
成
20
年
１
月
〜�

　
　
常
任
委
員
会
、
特
別
委
員
会
及
び
全
員
協
議

　
　
会
の
公
開
（
傍
聴
、
議
事
録
の
閲
覧
）�

　
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
本
会
議
の
議
事
録
、
採
決

　
　
結
果
、
一
般
質
問
の
通
告
、
会
期
日
程
等
の

　
　
公
表�

平
成
20
年
９
月
〜�

　
　
執
行
部
の
反
問
権
の
採
用�

特
別
委
員
会
で
の�

　
　
　
　
　
審
議
状
況�

　
情
報
公
開
に
関
す
る
事
項�

◇
本
会
議
の
中
継
の
録
画
再
放
送
で
、
休
憩
時
間

　
を
カ
ッ
ト
で
き
な
い
か
。�

　
実
施
の
方
向
で
協
議
し
て
い
る
。�

�

◇
議
長
の
公
務
日
程
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し

　
て
は
。�

　
す
で
に
議
会
行
事
を
公
開
し
て
い
る
の
で
、
現

　
状
で
よ
い
。�

�

◇
議
会
資
料
の
傍
聴
者
へ
の
配
付
は
。�

　
こ
の
９
月
議
会
か
ら
配
付
を
始
め
た
。�

�

◇
議
案
概
要
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
公
開
を
。�

　
議
員
に
通
知
し
た
時
点
で
公
開
す
る
。�

�

◇
各
委
員
会
、
全
員
協
議
会
を
「
ち
ゃ
ん
ね
る
日

　
南
」
で
放
映
を
。�

　
録
画
放
送
を
行
う
方
向
で
協
議
し
て
い
る
。�

�

　
監
視
機
能
の
充
実
に
関
す
る
事
項�

◇
予
算
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
全
議
員
で
構

　
成
し
て
は
。�

　
平
成
24
年
３
月
か
ら
実
施
す
る
。�

�

◇
質
疑
回
数
を
３
回
か
ら
５
回
で
は
。�

　
当
面
、
担
当
課
ご
と
に
質
疑
を
行
い
審
議
を
深

　
め
る
。�
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　平成22年度 日南町決算の認定�
　　一般会計�

　　住宅新築資金等貸付事業特別会計�

　　鳥取県西部町村情報公開・個人情報�

　　　　　　　　　保護審査会特別会計�

　　国民健康保険特別会計�

　　簡易水道事業特別会計�

　　農業集落排水事業特別会計�

　　老人保健特別会計�

　　介護保険特別会計�

　　介護サービス事業特別会計�

　　後期高齢者医療特別会計�

　　病院事業会計�

　日南町 条例の一部改正�
　　日南町から暴力団排除のために必要な�

　　　　　　関係条例の整備に関する条例�

　　日南町税条例�

　　日南町企業立地奨励条例�

　　日南町特別職の職員で非常勤のものの�

　　　　　報酬及び費用弁償に関する条例�

　平成23年度 日南町補正予算�
　　一般会計（第3号）�

　　国民健康保険特別会計（第1号）�

　　農業集落排水事業特別会計（第1号）�

　　介護保険特別会計（第1号）�

　　病院事業会計（第1号）�

　　一般会計（第４号）�

　その他の議案�
　　財産の取得（町営バス）�

　　財産の取得（塵芥収集車）�

　　財産の処分�

�

認定�

認定�

�

認定�

認定�

認定�

認定�

認定�

認定�

認定�

認定�

認定�

�

�

可決�

可決�

可決�

�

可決�

�

可決�

可決�

可決�

可決�

可決�

可決�

�

可決�

可決�

可決�

議　　案　　名�
採決�
結果�

山
本
　
芳
昭�

三
上
　
惇
二�

古
都
　
勝
人�

福
田
　
　
稔�

久
代
　
安
敏�

荒
木
　
　
博�

坪
倉
　
勝
幸�

長
谷
川
　
篤�

古
都
　
久
志�

藤
原
　
泰
則�

惠
比
奈
礼
子�

村
上
　
正
広�

※村上正広議長は議事進行を行うため、賛否の表明はしません。ただし、採決で賛否が同数となった場合は「議長裁決」と�
　いう形で賛否表明をします。�

長谷川篤議員は、病気療養中につき本会議は全て欠席しました。�

賛成＝○　　反対＝×�

9月議会審議結果と議員ごとの賛否内訳�

本議会の日数（定例会及び臨時会）�

　〃　　傍聴者数�

町長提出議案数�

議員提出議案数�

議員１人あたりの研修会参加日数�

18日�

59人�

88件�

11件�

10日�

一般質問者数（延べ人数）�

常任委員会（延べ日数）�

特別委員会（延べ日数）�

審査した陳情の件数�

議会広報調査特別委員会の開催日数�

19人�

24日�

5日�

13件�

14日�

平成22年度議会活動記録（平成22年１月～12月）�
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行 

政 

調 

査 

報 

告�

行 

政 

調 

査 

報 

告�

議
員
全
員
に
よ
る
特
別
委
員
会
（
委
員
長
　
古
都
久
志
議
員
）
を
設

置
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。�

１
、
調
査
先�

高
知
県
梼
原
町
及
び
佐
川
町�

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
土
佐
の
森
・
救
援

隊
な
ど�

�

２
、
調
査
日�

平
成
23
年
７
月
12
日
〜
13
日
ま

で
の
２
日
間�

�

３
、
調
査
の
概
要�

　
梼
原
町
（
人
口
約
３
９
０
０

人
）
は
「
森
・
水
・
風
・
光
を

活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り｣｢

環
境

と
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
推

進
し
、
風
力
発
電
、
太
陽
光
発

電
、
小
水
力
発
電
を
展
開
し
て

い
ま
す
。
風
力
発
電
は
標
高
１

３
０
０
ｍ
、
年
平
均
風
速
7.2
ｍ

の
四
国
カ
ル
ス
ト
台
地
に
２
台

を
建
設
し
、
売
電
単
価
11.5
円
／

kw
で
、
年
間
３
，
５
０
０
万
円

前
後
の
収
益
を
上
げ
、
そ
れ
を

も
と
に
太
陽
光
発
電
機
の
設
置

助
成
や
太
陽
熱
温
水
器
、
エ
コ

給
湯
機
器
、
ペ
レ
ッ
ト
ボ
イ
ラ

ー
の
設
置
情
勢
の
他
、
森
林
間

伐
助
成
と
し
て
10
万
円
／
ha
、

ま
た
地
熱
利
用
の
温
水
プ
ー
ル

を
建
設
し
て
い
る
。
小
水
力
発

電
も
川
の
落
差
を
利
用
し
た
簡

易
な
も
の
で
、
中
学
校
や
外
灯

で
の
使
用
が
主
で
、
売
電
は
100

万
円
／
年
以
下
と
の
こ
と
で
あ

っ
た
。�

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
土
佐
の
森
・
救

援
隊
に
よ
る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

の
実
践
に
お
い
て
は
、
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
ガ
ス
化
発
電
は
実
質

灯
油
炊
き
が
実
態
で
採
算
に
合

わ
ず
休
止
中
で
あ
っ
た
。�

　
ま
た
、
発
電
機
か
ら
の
蒸
気

に
よ
る
木
材
の
乾
燥
も
蒸
気
温

度
が
低
く
機
能
し
な
か
っ
た
と

の
事
で
あ
っ
た
。�

間
伐
材
に
よ
る
ペ
レ
ッ
ト
製
造

も
ま
た
安
価
な
も
の
が
輸
入
さ

れ
出
し
て
い
る
実
態
で
は
、
こ

れ
も
事
業
化
は
困
難
と
判
断
し
、

今
後
は
薪
利
用
の
推
進
に
取
組

み
た
い
と
の
事
で
あ
っ
た
。�

�

４
、
考
察�

　
福
島
第
一
原
発
事
故
を
受
け

て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

本
格
的
な
取
組
が
求
め
ら
れ
て

い
る
が
、
自
治
体
独
自
の
取
組

に
は
限
界
が
あ
る
。
又
、
林
地

残
材
の
活
用
と
し
て
の
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い

て
は
、「
土
佐
の
森
・
救
援
隊｣

で
の
実
践
の
結
果
が
示
す
よ
う

に
採
算
的
に
困
難
が
伴
う
も
の

で
あ
る
。�

　
日
南
町
と
し
て
は
、
国
の
再

生
エ
ネ
ル
ギ
ー
買
い
取
り
法
の

詳
細
が
明
確
に
な
っ
た
段
階
で
、

小
水
力
や
太
陽
光
等
に
よ
る
発

電
の
導
入
を
検
討
し
て
み
る
べ

き
と
考
え
る
。�

　
但
し
、
い
ず
れ
の
施
設
に
お

い
て
も
初
期
投
資
の
経
済
性
ば

か
り
で
な
く
、
自
然
条
件
の
変

化
に
対
す
る
安
定
性
、
持
続
性

や
維
持
管
理
の
容
易
性
等
を
織

り
込
ん
だ
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

を
把
握
し
、
ト
ー
タ
ル
で
の
採

算
性
、
地
域
経
済
活
性
化
の
貢

献
度
で
判
断
す
べ
き
と
考
え
る
。�

　
尚
、
外
部
の
意
見
を
取
り
入

れ
る
だ
け
で
な
く
、
日
南
町
と

し
て
の
技
術
を
構
築
す
る
必
要

が
あ
る
。�

梼原町役場での調査�
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「
古
事
記
が
出
来
て
一
三
〇
〇
年
」�

　
日
本
最
古
の
歴
史
書
と
い
わ
れ
る

「
古
事
記
」
が
、
来
年
で
編
さ
ん
１

３
０
０
年
を
迎
え
る
。
古
事
記
で
は

出
雲
神
話
が
重
要
な
位
置
を
占
め
る

こ
と
か
ら
、
出
雲
神
話
の
ふ
る
さ
と

島
根
県
で
は
来
年
、
さ
ま
ざ
ま
な
記

念
事
業
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。�

　
我
が
日
南
町
に
も
ゆ
か
り
の
地

「
船
通
山
、御
墓
山
、大
石
見
神
社
」

と
三
ヶ
所
も
あ
る
。�

　
邪
馬
台
国
説
が
、
九
州
、
畿
内
、

山
陰
説
と
論
争
が
さ
れ
て
き
て
い
る
。�

　
神
話
や
伝
説
を
含
む
出
来
事
が
記

さ
れ
て
い
る
古
事
記
を
再
評
価
す
べ

き
だ
と
す
る
説
も
有
力
に
な
っ
て
き

た
。�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
原
　
記�

�

　
　
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会�

　
　
　
　
委

員

長
　
古
都
　
久
志�

　
　
　
　
副
委
員
長
　
藤
原
　
泰
則�

　
　
　
　
委
　
　
員
　
山
本
　
芳
昭�

　
　
　
　
　
　〃
　　
　
荒
木
　
　
博�

　
　
　
　
　
　〃
　　
　
惠
比
奈
礼
子�

編�

集�

後�

記�
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－16－�

知ってください 議会のことを�知ってください 議会のことを�

第２回　行政調査について�

　
議
会
シ
リ
ー
ズ
２
回
目
は
行
政
調
査
に
つ
い
て

で
す
。
今
年
の
調
査
は
、
７
月
12
〜
13
日
の
２
日

間
行
い
ま
し
た
が
、
実
際
に
は
企
画
か
ら
終
了
ま

で
に
２
〜
３
ヶ
月
か
か
る
大
調
査
と
な
り
ま
す
。�

　
初
め
て
参
加
し
た
行
政
調
査
は
意
外
な
調
査
報

告
と
な
り
ま
し
た
。
町
民
の
皆
さ
ん
の
中
に
は
、

議
員
の
「
行
政
調
査
」
と
い
い
ま
す
と
会
社
で
言

う
と
こ
ろ
の
社
内
研
修
、
あ
る
い
は
慰
安
旅
行
の

よ
う
に
受
け
取
っ
て
お
ら
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
よ
う
で
す
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
な
く
て
も
良

い
と
思
わ
れ
て
も
仕
方
の
な
い
こ
と
で
す
。�

　
し
か
し
、
実
際
に
は
議
員
活
動
の
中
に
あ
っ
て

は
行
政
の
方
向
性
を
提
言
す
る
た
め
の
重
要
な
仕

事
と
な
り
ま
す
。�

　
行
政
調
査
を
行
う
た
め
に
事
前
に
今
後
の
町
政

に
と
っ
て
必
要
と
思
わ
れ
る
案
件
を
検
討
し
、
視

察
地
、
調
査
内
容
等
を
計
画
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始

ま
り
ま
す
。
し
か
し
案
件
は
福
祉
、
教
育
、
そ
し

て
経
済
産
業
と
多
岐
に
わ
た
り
、
調
査
費
用
が
公

費
か
ら
出
て
い
る
以
上
、
た
び
た
び
行
え
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
調
査
地
や
調
査
内
容
の

確
認
に
は
十
分
な
検
討
を
加
え
て
い
き
ま
す
。
そ

の
上
で
計
画
し
た
案
件
を
２
人
以
上
の
連
名
に
よ

り
議
会
に
提
出
し
、
可
決
さ
れ
れ
ば
初
め
て
行
政

調
査
特
別
委
員
会
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

委
員
会
は
、
全
議
員
12
名
で
構
成
さ
れ
案
件
の
調

査
を
終
了
し
、
報
告
書
を
提
出
し
た
時
点
で
解
散

と
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
行
政
調
査
は
様
々
な

行
程
を
重
ね
た
上
で
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
を
ご
理
解
願
い
ま
す
。�

　
今
回
は
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
テ
ー
マ
に
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
行
政
の
先
進
地
で
あ
る
高
知
県
の
梼
原
町
、

佐
川
町
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
特
に
山
林
面
積

が
90
％
を
占
め
る
日
南
町
と
し
て
は
、
森
林
資
源

を
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
を
視
野
に

入
れ
、
将
来
的
に
は
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
や
木
質
ペ

レ
ッ
ト
工
場
等
の
産
業
の
育
成
を
考
え
視
察
へ
の

期
待
も
大
き
い
も
の
で
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
期

待
に
反
し
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
は
休
業
中
で
あ
り
、

ペ
レ
ッ
ト
工
場
は
行
政
の
支
援
な
し
で
は
立
ち
ゆ

か
な
い
の
が
現
状
で
し
た
。
現
地
に
足
を
運
ぶ
こ

と
で
分
か
る
こ
と
も
多
く
、
改
め
て
行
政
調
査
の

重
要
性
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
荒
木
　
記�

佐川町ペレット工場�
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議員発議で�議員発議で�議員発議で�条例制定！�条例制定！�条例制定！�

－2－�－3－�

12月13日～12月20日（８日間）

12月定例会�
12月13日～12月20日（８日間）

12月定例会�

　
12
月
定
例
会
は
12
月
13
日
か
ら
20
日
ま
で
の
８
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
一
般
質
問
に
は
、
７
名
の
議
員
が
登
壇
し
て
２
日
間
に
わ
た
り
、
執
行
部
の
所
信
を
問
い
ま
し
た
。�

　
執
行
部
か
ら
提
案
さ
れ
た
地
下
水
保
全
条
例
の
制
定
、各
会
計
の
補
正
予
算
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
議
会
最
終
日
に
は
、
議
員
発
議
に
よ
る
条
例
の
制
定
や
一
部
改
正
の
ほ
か
、
意
見
書
４
件
を
発
議

　
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。�

　「行政調査特別委員会」は、７月にエネルギー政策先進事例の行政調査を行

いましたが、その結果をふまえて「日南町再生可能エネルギー利用促進条例の

制定」に向けた協議を重ねた結果、次のような内容で発議を行いました。�

�

�
�

�

�

（目的）�

　第１条　この条例は、自然環境に恵まれた日南町において、安心・安全で持

　　続可能なエネルギー源である再生可能エネルギーとその使用の合理化を促

　　進することにより、低炭素社会の構築と経済の活性化につなげることを目

　　的とする。�

（定義）�

　第２条　この条例において再生可能エネルギーとは次に掲げるものをいう。�

　　（1）太陽光�

　　（2）風力�

　　（3）水力�

　　（4）地熱�

　　（5）バイオマス�

（町の責務）�

　第３条　町は、環境の保全及び低炭素社会の構築と経済活性化に向け、次の

　　ことに率先して取り組むものとする。�

　　（1）再生可能エネルギ－導入に係る事業啓発とその促進�

　　（2）再生可能エネルギ－の導入に向けての町民への必要な支援�

　　（3）産学連携で行われる再生可能エネルギ－の研究開発等への支援�

　　（4）前３号のほか再生可能エネルギー導入に向けて必要と認める施策�

（町民の責務）�

　第４条　町民は、省エネルギ－や再生可能エネルギ－の活用に努めるものと

　　する。�

（その他）�

　第５条　この条例の施行に関し必要な事項は別に定める。�

　附　則�

　この条例は、平成24年１月１日から施行する。�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　提出者　古　都　久　志　�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　久　代　安　敏�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　古　都　勝　人�

�
「議会改革に関する調査特別委員会」は、議員が病気等の理由により長期間にわたり議員活動が

出来なくなった場合に、議員報酬や期末手当を減額することを決定し、関係条例の一部改正をし

ました。�

（報酬の減額）�

（1）議員活動ができない月が連続して３月を超え６月以下のとき　 20％減額�

（2）議員活動ができない月が連続して６月を超え12月以下のとき　30％減額�

（3）議員活動ができない月が連続して12月を超えるとき　　　　　50％減額�

（期末手当の減額) �

　期末手当は、６月1日又は12月1日の基準日のそれぞれ前６月以内の期間において議員報酬が減

額支給された月があるときの期末手当の額は、期末手当の額に欠席期間に応じて割合を乗じて得

た額を減じた額とする。�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　提出者　福　田　　　稔　�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　坪　倉　勝　幸�

�
平成９年に制定されたこの条例の一部改正をしました。�

①定住奨励金（10万円）の交付対象に「人材育成奨学金」の受給者が追加になったこと。�

②住宅補助金（交付限度額30万円）の補助率が10分の１から、５分の１に変更になったこと。�

③奨励金等の返還規定を設置。�

　結婚祝金（３万円）、出産祝金（２万円）、定住奨励金（10万円）を不正に受けた場合は、全額返還。�

　住宅補助金（交付限度額30万円）を受けてから町外に転出したとき、１年以内は全額返還。�

　２年以内は２/３返還。３年以内は１/３返還。�

④平成24年４月１日から施行し、有効期限は平成29年３月31日。�

�

�

�

�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　提出者　　坪　倉　勝　幸�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　古　都　勝　人�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　山　本　芳　昭�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　福　田　　　稔　�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　長谷川　　　篤�

日南町いきいき定住促進条例の一部改正�

議員報酬及び費用弁償等に関する�
条例の一部改正�

日南町再生可能エネルギー�
利用促進条例�

─　　 ─372
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12月13日～12月20日（８日間）
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例
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は
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ま
で
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日
間
の
会
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で
開
催
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た
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一
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は
、
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名
の
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が
登
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し
て
２
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間
に
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り
、
執
行
部
の
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を
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部
か
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の
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、
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に
よ
る
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し
ま
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た
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　「行政調査特別委員会」は、７月にエネルギー政策先進事例の行政調査を行

いましたが、その結果をふまえて「日南町再生可能エネルギー利用促進条例の

制定」に向けた協議を重ねた結果、次のような内容で発議を行いました。�

�

�
�

�

�

（目的）�

　第１条　この条例は、自然環境に恵まれた日南町において、安心・安全で持

　　続可能なエネルギー源である再生可能エネルギーとその使用の合理化を促

　　進することにより、低炭素社会の構築と経済の活性化につなげることを目

　　的とする。�

（定義）�

　第２条　この条例において再生可能エネルギーとは次に掲げるものをいう。�

　　（1）太陽光�

　　（2）風力�

　　（3）水力�

　　（4）地熱�

　　（5）バイオマス�

（町の責務）�

　第３条　町は、環境の保全及び低炭素社会の構築と経済活性化に向け、次の

　　ことに率先して取り組むものとする。�

　　（1）再生可能エネルギ－導入に係る事業啓発とその促進�

　　（2）再生可能エネルギ－の導入に向けての町民への必要な支援�

　　（3）産学連携で行われる再生可能エネルギ－の研究開発等への支援�

　　（4）前３号のほか再生可能エネルギー導入に向けて必要と認める施策�

（町民の責務）�

　第４条　町民は、省エネルギ－や再生可能エネルギ－の活用に努めるものと

　　する。�

（その他）�

　第５条　この条例の施行に関し必要な事項は別に定める。�

　附　則�

　この条例は、平成24年１月１日から施行する。�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　提出者　古　都　久　志　�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　久　代　安　敏�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　古　都　勝　人�

�
「議会改革に関する調査特別委員会」は、議員が病気等の理由により長期間にわたり議員活動が

出来なくなった場合に、議員報酬や期末手当を減額することを決定し、関係条例の一部改正をし

ました。�

（報酬の減額）�

（1）議員活動ができない月が連続して３月を超え６月以下のとき　 20％減額�

（2）議員活動ができない月が連続して６月を超え12月以下のとき　30％減額�

（3）議員活動ができない月が連続して12月を超えるとき　　　　　50％減額�

（期末手当の減額) �

　期末手当は、６月1日又は12月1日の基準日のそれぞれ前６月以内の期間において議員報酬が減

額支給された月があるときの期末手当の額は、期末手当の額に欠席期間に応じて割合を乗じて得

た額を減じた額とする。�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　提出者　福　田　　　稔　�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　坪　倉　勝　幸�

�
平成９年に制定されたこの条例の一部改正をしました。�

①定住奨励金（10万円）の交付対象に「人材育成奨学金」の受給者が追加になったこと。�

②住宅補助金（交付限度額30万円）の補助率が10分の１から、５分の１に変更になったこと。�

③奨励金等の返還規定を設置。�

　結婚祝金（３万円）、出産祝金（２万円）、定住奨励金（10万円）を不正に受けた場合は、全額返還。�

　住宅補助金（交付限度額30万円）を受けてから町外に転出したとき、１年以内は全額返還。�

　２年以内は２/３返還。３年以内は１/３返還。�

④平成24年４月１日から施行し、有効期限は平成29年３月31日。�

�

�

�

�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　提出者　　坪　倉　勝　幸�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　古　都　勝　人�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　山　本　芳　昭�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　福　田　　　稔　�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　長谷川　　　篤�

日南町いきいき定住促進条例の一部改正�

議員報酬及び費用弁償等に関する�
条例の一部改正�

日南町再生可能エネルギー�
利用促進条例�
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12月議会で議決したおもなもの�12月議会で議決したおもなもの�

補 正 予 算�

・住民基本台帳法等改正に伴うシステム改修�
　　　　　　　　　　　　　　 2,562万６千円�
・中石見ＰＣＢ器機撤去作業委託料ほか�
　　　　　　　　　　　　　　　194万８千円�
・介護保険制度改正に係るシステム改修�
　　　　　　　　　　　　　　　304万６千円�
・児童手当制度システム改修　　305万６千円�
・セーフティネット支援対策等事業補助金返還金�
　　　　　　　　　　　　　　　130万２千円�
・保育園パート賃金等　　　　　280万１千円�
・堆肥センター２トンダンプの更新�
　　　　　　　　　　　　　　　473万６千円�
・農業後継者育成対策事業　　△279万２千円�
・チャレンジプラン支援事業　△179万４千円�
・集落営農支援事業　　　　　△326万８千円�
・農地・水保全管理支払交付金事業�
　　　　　　　　　　　　　  　△96万７千円�
・竹林整備事業　　　　　　　△279万１千円�
・米子木材市場による流通施設整備の事業廃止�
　　　　　　　　　　　　　　　　△300万円�
・木材生産事業協同組合による高性能林業機械
　の導入　　　　　　　　　　　　 1,470万円�
・台風１２号による住宅等斜面の復旧�
　　　　　　　　　　　　　　　　 1,700万円�
・　　〃　　　　　農地24ヶ所、施設23ヶ所�
　　　　　　　　　　　　　　　　 7,170万円�
・　　〃　　　　　河川10ヶ所、道路18ヶ所�
　　　　　　　　　　　　　　 １億1,860万円�
・福栄伝統芸能保存会太鼓修理の補助�
　　　　　　　　　　　　　　  　22万５千円�
・スポーツ少年団派遣補助　　　  26万５千円�
�
国保健康保険会計　615万５千円�
・出産育児一時金　　　　　　　　　 126万円�
・高額医療費共同事業拠出金　　　　313万円�
・保険財政共同安定化事業拠出金�
　　　　　　　　　　　　　　　 176万５千円�
�
簡易水道事業会計　２万６千円�
・水道料還付�
�
介護保険会計　278万３千円�
・介護保険制度改正に係るシステム改修�
�
介護サービス事業会計　142万７千円�
・介護予防支援ケアマネジメント業務委託料�
�
後期高齢者医療会計　23万５千円�
・高齢者の健康診査ほか�

条例の制定�

条例の一部改正�

日南町地下水保全条例�

　町内における地下水の枯渇や地盤沈下を防止

するために、地下水採取に係る調整を行うこと

により、良質な地下水資源を保全し、安心して

健康で快適な生活環境を確保する目的により制

定した。�

�

�

�

日南町特別医療費助成条例�

　障害者自立支援法の一部改正により、引用す

る条項を改めた。�

�

�

�
次の通り増額補正しました。�
�
一般会計　２億6,910万７千円�

〔主な内容〕�
・南三陸町職員派遣経費負担金　  42万５千円�
・まなび宿おおみや体育館水銀灯修繕ほか�
　　　　　　　　　　　　　　　126万１千円�
・消防施設備品等修繕、消防ホース等購入�
　　　　　　　　　　　　　　　161万２千円�
・奧出雲交通鳥上線の利用者減に伴う負担金�
　　　　　　　　　　　　　　  　12万５千円�
・タウンズネット管理運営事務　　　500万円�
・放射線物質の測定機器購入　　  55万１千円�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
・過年度分固定資産税の過誤納還付金�
　　　　　　　　　　　　　　  　69万９千円�
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　日南町 条例の制定�
　　日南町地下水保全条例�

　日南町 条例の一部改正�
　　日南町特別医療費助成条例�

　平成23年度 日南町補正予算�
　　一般会計（第6号）�

　　国民健康保険特別会計（第2号）�

　　簡易水道事業特別会計（第1号）�

　　介護保険特別会計（第2号）�

　　介護サービス事業特別会計（第1号）�

　　後期高齢者医療特別会計（第1号）�

�

可決 (全賛)�

�

可決 (全賛)�

�

可決 (全賛)�

可決 (全賛)�

可決 (全賛)�

可決 (全賛)�

可決 (全賛)�

可決 (全賛)

議　　案　　名�
結果�

山
本
　
芳
昭�

三
上
　
惇
二�

古
都
　
勝
人�

福
田
　
　
稔�

久
代
　
安
敏�

荒
木
　
　
博�

坪
倉
　
勝
幸�

長
谷
川
　
篤�

古
都
　
久
志�

藤
原
　
泰
則�

惠
比
奈
礼
子�

村
上
　
正
広�

※議長は議事進行を行うため、賛否の表明はしません。ただし、採決で賛否が同数となった場合は「議長裁決」という形で�
　賛否表明をします。�

賛成＝○　　反対＝×�

審議結果と議員ごとの賛否内訳�審議結果と議員ごとの賛否内訳�
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○�

�

－�

�

－�

�

－�

－�

－�

－�
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議
会
改
革
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会�

議
会
改
革
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会�

　
６
月
定
例
会
で
設
置
し
た
議
会
改
革
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
は
、
現
在
７

回
の
委
員
会
を
開
い
て
お
り
、
議
会
の
改
革
に
向
け
て
積
極
的
に
議
論
を
展
開
し

て
い
ま
す
。�

◇
特
別
委
員
会
・
常
任
委
員

　
会
・
全
員
協
議
会
の
テ
レ
ビ

　
放
映�

　
新
年
度
予
算
で
会
議
室
に
放

映
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
特
別

委
員
会
と
全
員
協
議
会
は
生
放

送
と
録
画
放
送
を
行
い
、
常
任

委
員
会
に
つ
い
て
は
録
画
放
送

の
み
放
映
す
る
。�

�

◇
委
員
会
は
、
充
実
し
た
内
容

　
の
調
査
を
目
指
す�

　
委
員
会
は
、
事
務
調
査
だ
け

に
止
ま
ら
ず
、
予
算
・
決
算
審

査
意
見
や
採
択
し
た
陳
情
等
の

追
跡
な
ど
、
充
実
し
た
内
容
で

の
調
査
を
目
指
す
。�

�

◇
政
策
提
案
機
能
の
充
実�

　
議
員
と
し
て
の
認
識
や
自
覚

あ
る
活
動
に
よ
り
、
個
々
の
資

質
を
高
め
、
個
々
の
考
え
に
同

意
を
求
め
る
場
（
例
え
ば
学
習

会
、
意
見
交
換
会
等
）
を
設
定

し
、
議
論
を
深
め
、
議
会
か
ら

提
案
が
で
き
る
よ
う
努
め
る
。�

（
12
月
定
例
会
で
は
、
条
例
の

制
定
１
件
・
条
例
の
一
部
改
正

２
件
の
議
会
提
案
を
行
い
ま
し

た
。）�

　�◇
議
員
の
政
治
倫
理
条
例
の
一

　
部
改
正�

　
第
４
条
第
５
号
（
政
治
倫
理

基
準
）
第
６
条
第
１
項
（
調
査

請
求
権
）
を
一
部
改
正
す
る
。

（
詳
細
は
、
本
会
議
に
提
案
し

た
後
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。）�

�

◇
議
員
の
資
質
向
上�

　
研
修
や
学
習
会
等
に
積
極
的

に
参
加
し
、
資
質
向
上
に
努
め

る
。�

　
執
行
部
や
職
員
に
対
し
て
、

議
員
の
立
場
を
利
用
し
た
威
圧

的
な
言
動
は
慎
む
。�

　
公
表
さ
れ
た
場
合
、
不
都
合

に
な
る
よ
う
な
内
容
の
言
動
は

慎
む
。�

報
　
告�

農業委員との意見交換会（11月29日）�

─　　 ─375
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町政のここが聞きたい� 一般質
問�

一般質
問�
答�答�と�問�問�

三上惇二議員�

異常気象による災害や、群発する地震�

への町の対応は�

問�問�

問�問�
農
業
振
興�

問�問�

地域防災計画の各種訓練等の見直し等�

を検討する�

答�答�

答�答�
防
災
対
策�

増
原
町
長�

答�答�
増
原
町
長�

笠木土のう積み訓練�

種別�

米�

トマト�

白ネギ�

ピーマン�

ブロッコリー�

朝どれ野菜�

69,732袋�

91,934ｹｰｽ�

40,895ｹｰｽ�

28,502ｹｰｽ�

2,083ｹｰｽ�

10,561ｹｰｽ�

429,000�

132,000�

39,000�

35,000�

4,500�

16,600

予想生産量�販売実績(千円)

①�

①
近
年
自
然
災
害
が
多
く
発
生
し
且
つ
大
型
化
し
て
い
る
が

　
23
年
は
特
に
そ
の
傾
向
が
顕
著
に
表
れ
た
年
で
あ
っ
た
。

　
ど
の
よ
う
に
総
括
し
て
い
る
か
。�

②
日
南
町
内
に
建
築
基
準
法
に
定
め
る
道
路
に
接
し
て
い
な

　
い
住
宅
は
ど
れ
だ
け
あ
る
か
。
ま
た
耐
震
基
準
を
満
た
し

　
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
住
宅
は
ど
れ
く
ら
い
有
る
と
想
定

　
し
て
い
る
か
。�

③
異
常
気
象
が
恒
常
化
し
、
地
震
の
群
発
周
期
に
入
っ
た
と

　
も
云
わ
れ
る
が
今
後
ど
の
よ
う
に
町
政
に
反
映
さ
れ
る
の

　
か
。�

����������������

①
地
域
住
民
の
安
全
安
心
の
体
制
を
確
立
し
て
い
く
必
要
性

　
を
自
覚
し
た
年
で
あ
っ
た
。�

②
建
築
基
準
法
に
定
め
る
道
路
に
接
し
て
い
な
い
住
宅
の
実

　
態
は
、
調
査
・
把
握
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
耐
震
性
が
不

　
十
分
と
想
定
さ
れ
る
戸
数
は
平
成
19
年
の
調
査
で
35
％
と

　
い
う
数
値
が
出
て
い
る
。�

③
地
域
防
災
計
画
の
各
種
訓
練
等
の
見
直
し
を
行
う
な
ど
必

　
要
に
応
じ
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。�
���

①
23
年
度
に
於
け
る
日
南
町
で
生
産
さ
れ
た
主
要
農
産
物
の

　
予
想
生
産
量
と
販
売
実
績
は
。�

②
米
の
系
統
販
売
（
Ｊ
Ａ
）
自
由
販
売
、
自
家
消
費
量
を
ど

　
の
よ
う
に
推
定
、
把
握
し
て
い
る
か
。�

③
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
イ
法
が
７
月
１
日
よ
り
完
全
実
施
さ
れ

　
た
。
農
産
物
検
査
制
度
に
よ
る
穀
物
検
査
と
の
関
係
は
具

　
体
的
に
は
、ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
行
く
の
か
。出
荷
す
る

　
米
す
べ
て
を
検
査
す
る
必
要
は
無
い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。�

④
東
日
本
大
震
災
、
福
島
県
の
原
発
事
故
以
来
、
米
の
産
地

　
間
競
争
が
激
化
し
て
い
る
が
一
方
、
西
日
本
の
米
に
大
き

　
な
期
待
も
あ
る
。
今
後
の
販
売
戦
略
の
構
築
を
急
ぐ
べ
き

　
で
あ
る
。
地
域
振
興
公
社
の
活
用
は
ど
う
考
え
る
の
か
。�

���

②
日
南
町
の
生
産
量

　
を
１
２
９
，０
０

　
０
袋
と
推
定
す
る

　
と
、
Ｊ
Ａ
の
販
売

　
量
は
約
７
０
，０

　
０
０
袋
、
自
家
消

　
費
の
見
込
み
量
は

　
５
，０
０
０
袋
、縁

　
故
米
及
び
農
家
販

　
売
量
は
５
４
，０

　
０
０
袋
と
推
定
さ
れ
る
。�

③
制
度
の
変
化
は
不
明
で
あ
る
。
米
穀
検
査
は
任
意
と
さ
れ

　
て
い
る
。�

④
公
社
は
、
日
南
米
と
日
南
町
の
ピ
ー
ア
ー
ル
を
目
的
と
し
、

　
個
人
消
費
を
狙
っ
た
戦
略
を
構
築
し
た
い
。�
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町政のここが聞きたい�

山本芳昭議員�

問�問�
Ｔ
Ｐ
Ｐ(

環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
）�

参
加�

問�問�答�答�
増
原
町
長�

答�答�
倒
壊
危
険
家
屋
対
策�

増
原
町
長�

答�答�
増
原
町
長�

答�答�
増
原
町
長�

答�答�
増
原
町
長�

町内の倒壊危険家屋の実態は�

問�問�

今年度の調査で空き屋462軒のうち67件�

の倒壊危険家屋を確認している�

答�答�

問�問�
保
育
園
の
統
廃
合�

問�問�
防
災
訓
練�

問�問�
県
営
住
宅
の
損
害
賠
償
後
の
再
発
防
止�

①
倒
壊
防
止
及
び
倒
壊
し
た
場
合
の
対
策
は
。
　�

②
法
的
な
課
題
を
大
学
と
連
携
し
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立

　
ち
上
げ
て
は
ど
う
か
。�

���

①
所
有
者
に
撤
去
を

　
依
頼
。
平
成
22
年

　
度
に
上
石
見
地
区

　
内
で
実
施
さ
れ
た
。

　
現
行
制
度
で
は
、

　
鳥
取
県
景
観
形
成

　
条
例
に
よ
り
、
景

　
観
の
支
障
と
な
る

　
建
築
物
の
撤
去
を

　
申
し
立
て
る
こ
と

　
が
で
き
る
。�

②
私
的
財
産
の
処
分

　
を
行
政
が
ど
こ
ま

　
で
積
極
的
に
関
与

　
す
る
の
か
と
い
う

　
こ
と
で
、
全
国
的
な
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。
県
も
市
町

　
村
と
協
議
の
場
を
設
け
る
と
い
う
方
針
な
の
で
、
十
分
に

　
議
論
し
方
針
を
策
定
し
た
い
。�

���

　
参
加
阻
止
に
向
け
た
具
体
的
な
計
画
は
。�

���

　
国
段
階
の
関
係
各
層
の
動
向
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。�

　
具
体
的
な
防
止
策
を
。�

���

　
事
務
処
理
の
再
確
認
を
指
示
し
、
鍵
の
持
ち
出
し
、
返
却

　
を
明
確
に
す
る
よ
う
管
理
簿
を
作
成
し
た
。
ま
た
、
県
と

　
協
議
を
行
い
入
居
状
況
の
報
告
様
式
の
変
更
を
行
っ
た
。�

���

　
秋
季
訓
練
の
際
、
連
絡
に
携
帯
が
使
用
さ
れ
て
い
た
。�

　
大
災
害
時
に
は
、
使
用
不
能
の
状
態
に
る
可
能
性
が
あ
る

　
の
で
は
。�

���

　
公
設
消
防
の
情
報
伝
達
に
は
基
本
的
に
携
帯
小
型
無
線
を

　
活
用
し
て
い
る
。�

���

　
幼
保
一
元
化
さ
れ
た
時
、
10
名
以
下
の
園
児
数
に
な
っ
た

　
時
点
で
統
廃
合
を
検
討
す
る
と
の
事
で
あ
っ
た
。
今
後
の

　
方
針
は
。�

���

　
平
成
24
年
度
に
は
統
廃
合
を
考
え
て
い
な
い
。
今
後
、
園

　
児
の
保
育
環
境
を
考
慮
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。�
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町政のここが聞きたい�

坪倉勝幸議員�

問�問�答�答�
中
心
地
域
整
備
構
想�

問�問�
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー�

答�答�
内
田
教
育
長�

問�問�
保
小
中
一
貫
教
育�

増
原
町
長�

答�答�
増
原
町
長�

中心地域整備構想の取り組み状況は�

問�問�

整備内容が固まり次第、整備を進めて�

いく予定である�

答�答�

①
福
祉
ゾ
ー
ン
検
討
協
議
会
の
最
終
報
告
を
踏
ま
え
た
子
育

　
て
支
援
セ
ン
タ
ー
等
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な

　
検
討
が
さ
れ
て
い
る
か
。�

②
住
宅
ゾ
ー
ン
は
ど
の
よ
う
な
検
討
が
さ
れ
て
い
る
か
。�

③
健
康
増
進
ゾ
ー
ン
や
交
流
・
商
業
ゾ
ー
ン
の
検
討
に
つ
い

　
て
は
ど
う
か
。�

④
北
の
原
ゾ
ー
ン
整
備
は
、
ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
る
の
か
。�

⑤
構
想
全
体
の
実
現
の
必
要
性
、
効
果
と
構
想
実
現
ま
で
の

　
工
程
、
経
費
を
ど
う
捉
え
て
お
ら
れ
る
か
。
ど
う
取
り
組

　
ま
れ
る
の
か
。�

���

①
利
用
者
等
か
ら
建
設
構
想
に
つ
い
て
意
見
交
換
、
意
見
聴

　
取
し
、
建
設
場
所
や
施
設
内
容
の
要
望
を
盛
り
込
ん
だ
も

　
の
で
平
成
24
年
度
建
設
に
向
け
て
検
討
し
て
い
る
。�

②
高
齢
者
住
宅
、
子
育
て
世
代
住
宅
、
障
害
者
住
宅
を
大
き

　
な
柱
と
し
、
住
宅
の
種
類
、
規
模
、
周
辺
環
境
等
に
つ
い

　
て
検
討
し
て
い
る
。
年
度
内
に
４
回
の
検
討
協
議
会
を
予

　
定
し
て
お
り
、
２
回
に
つ
い
て
は
開
催
済
で
あ
る
。
ま
た
、

　
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
８
月
に
実
施
し
て

　
い
る
。�

③
中
心
地
域
整
備
構
想
策
定
以
降
、
両
ゾ
ー
ン
の
集
中
的
な

　
検
討
は
行
っ
て
い
な
い
。
商
業
ゾ
ー
ン
を
喫
緊
の
課
題
と

　
し
て
来
年
度
以
降
検
討
し
、
そ
の
後
健
康
増
進
ゾ
ー
ン
の

　
検
討
を
行
い
た
い
。�

④
新
北
の
原
橋
は
歩
道
設
置
に
つ
い
て
委
託
業
務
に
よ
り
調

　
査
設
計
を
進
め
て
お
り
、
来
年
度
以
降
の
工
事
実
施
を
予

　
定
し
て
い
る
。
北
の
原
谷
川
砂
防
事
業
に
つ
い
て
は
、
町

　
と
し
て
も
協
力
の
上
、
県
の
事
業
促
進
を
お
願
い
し
て
い

　
く
。�

⑤
時
代
の
ニ
ー
ズ
（
優
先
順
位
）
や
空
き
ス
ペ
ー
ス
等
を
勘

　
案
の
上
、
喫
緊
の
課
題
か
ら
順
に
整
備
し
て
い
く
予
定
で

　
あ
る
。
今
後
数
年
間
に
お
い
て
は
、
新
北
の
原
橋
の
歩
道

　
設
置
、
住
宅
整
備
、
商
業
施
設
整
備
、
北
の
原
谷
川
砂
防

　
事
業
の
推
進
等
に
注
力
し
た
い
。
整
備
内
容
が
固
ま
り
次

　
第
、
適
切
な
補
助
制
度
の
導
入
を
図
り
な
が
ら
、
整
備
を

　
進
め
て
い
く
予
定
で
あ
る
。�

���

①
子
育
て
と
教
育
を
統
合
し
た

　
プ
ラ
ン
と
は
。�

②
保
育
園
と
教
育
委
員
会
と
の

　
連
携
は
、
ど
う
い
う
形
を
め

　
ざ
さ
れ
て
い
る
の
か
。�

���

①
幼
児
期
か
ら
中
学
校
期
の
保
育
要
録
や
個
別
の
支
援
計
画

　
の
連
携
と
引
き
継
ぎ
等
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
る
。�

②
関
係
機
関
と
の
関
わ
り
を
密
に
し
て
保
育
と
学
校
教
育
の

　
円
滑
な
接
続
と
連
携
を
図
っ
て
い
く
。�

���

　
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
、
マ
イ
ク
ロ
水
力
等
の
活
用
に
向
け
た

　
調
査
は
、
ど
の
よ
う
な
調
査
を
さ
れ
て
い
る
の
か
。�

���

　
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
に
つ
い
て
は
、
日
南
町
木
質
バ
イ
オ
マ

　
ス
協
議
会
に
よ
る
「
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
・
熱
供
給
施

　
設
事
業
化
調
査
」
で
、
マ
イ
ク
ロ
水
力
に
つ
い
て
は
、
町

　
と
し
て
の
具
体
的
な
調
査
は
未
実
施
で
あ
る
。
今
後
、
新

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
施
策
を
具
現
化
す
る
た
め
の
推
進
体
制

　
と
支
援
策
を
整
備
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。�
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町政のここが聞きたい�

久代安敏議員�

原発からの撤退と自然エネルギーの普及�

の取り組み強化を�

問�問�

問�問�

原発の安全対策の推進共に、再生可能エ�

ネルギーへ移行を進めていく�

答�答�

答�答�
原
発
か
ら
の
撤
退
と
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の�

普
及
の
取
り
組
み
強
化
を�

問�問�
日
野
高
校�

問�問�
介
護
保
険
制
度�

問�問�
Ｔ
Ｐ
Ｐ(

環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定)

増
原
町
長�

答�答�
増
原
町
長�

答�答�
増
原
町
長�

答�答�
増
原
町
長�

①
福
島
原
発
事
故
は
、
深
刻
な
事
態
が
続
き
「
原
発
が
あ
る

　
限
り
不
安
と
恐
怖
に
さ
ら
さ
れ
安
心
し
て
暮
ら
せ
な
い
」

　
と
い
う
声
が
大
き
く
広
が
っ
て
い
る
。
日
南
町
は
、
島
根

　
原
発
か
ら
60
キ
ロ
圏
内
に
位
地
す
る
が
、
あ
ら
た
め
て
国

　
の
原
発
依
存
政
策
に
対
す
る
見
解
を
問
う
。�

②
新
年
度
予
算
基
本
方
針
の
重
点
施
策
に
、
再
生
可
能
エ
ネ

　
ル
ギ
ー
の
活
用
を
推
進
し
、
立
地
を
活
用
し
た
地
域
振
興

　
に
つ
な
げ
る
と
明
記
し
て
い
る
が
、
具
体
的
な
事
業
計
画

　
と
経
済
的
な
波
及
効
果
の
見
通
し
及
び
推
進
体
制
は
。�

③
太
陽
光
パ
ネ
ル
へ
の
助
成
の
増
額
や
、
低
利
の
預
託
貸
付

　
制
度
を
導
入
し
促
進
す
べ
き
で
は
。�

���

①
原
発
の
安
全
対
策
の
推

　
進
と
合
わ
せ
て
再
生
可

　
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
移

　
行
を
進
め
て
い
く
べ
き

　
と
考
え
て
い
る
。�

②
日
南
町
第
２
埋
立
地
の

　
利
活
用
案
を
公
募
、
自

　
社
に
よ
る
メ
ガ
ソ
ー
ラ

　
ー
発
電
の
建
設
の
提
案

　
の
あ
っ
た
企
業
と
連
係

　
し
、
太
陽
光
発
電
事
業
に
取
り
組
み
た
い
。�

③
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
の
推
進
に
向
け
た
制
度
の
充
実

　
を
図
り
た
い
。�

���

　
去
る
10
月
14
日
、
日
野
高
校
の
あ
り
方
を
考
え
る
協
議
会

　
が
設
立
さ
れ
た
。
今
後
の
活
動
方
針
に
つ
い
て
明
ら
か
に
。�

���

　
高
校
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
設
置
者
・
運
営
主
体
で
あ
る

　
県
・
県
教
委
に
決
定
権
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
元
か
ら
強

　
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
た
い
が
、
郡
内
３
町
に
お
い
て

　
相
当
な
温
度
差
が
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。�

���

　
野
田
内
閣
は
、
首
脳
会
議
で
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
の
た
め
の

　
「
関
係
国
と
の
協
議
の
開
始
」
を
表
明
し
た
。
昨
年
12
月

　
議
会
で
反
対
の
意
見
書
を
決
議
し
町
長
も
そ
の
立
場
を
表

　
明
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
度
の
政
府
の
方
針
に
対
す
る
見

　
解
を
問
う
。�

���

　
政
府
か
ら
の
情
報
提
供
、
国
民
的
議
論
と
も
不
十
分
で
あ

　
り
、
先
行
き
不
透
明
な
方
針
に
対
し
反
対
の
思
い
で
あ
る
。�

���

　
今
年
６
月
に
改
定
さ
れ
た
介
護
保
険
法
の
制
度
改
変
が
保

　
険
者
と
被
保
険
者
に
ど
の
よ
う
に
影
響
す
る
と
考
え
て
い

　
る
の
か
明
ら
か
に
。�

���

　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
実
現
に
向
け
た
取
組
を
進
め

　
て
い
く
こ
と
が
主
な
改
正
点
で
あ
り
、
影
響
は
少
な
い
と

　
考
え
て
い
る
。
高
齢
者
が
地
域
で
自
立
し
た
生
活
を
営
め

　
る
よ
う
包
括
的
な
支
援
体
制
な
ど
を
次
期
介
護
保
険
事
業

　
計
画
に
盛
り
込
ん
で
い
き
た
い
。�
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町政のここが聞きたい�

古都久志議員�

問�問�
継
続
的
文
化
活
動�

問�問�答�答�
児
童
・
生
徒
に
対
す
る
安
全
教
育�

内
田
教
育
長�

答�答�
増
原
町
長�

子どもを守るために何を教えるのか�

問�問�

安全な場所へ早く逃げることを�

答�答�

①
教
育
委
員
会
と
し
て
の
基
本
的
な
考
え
方
と
取
り
組
み
状  

　
況
は
。�

②
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
か
ら
、
児
童
や
生
徒
に
対
す
る
防

　
災
教
育
の
取
り
組
み
に
対
す
る
反
省
点
と
今
後
の
方
向
付

　
は
。�

���

①
小
中
学
校
に
お
け
る
安
全
教
育
に
つ
い
て
は
、
保
健
指

　
導
・
生
活
安
全
指
導
・
交
通
安
全
指
導
・
防
災
管
理
等
に

　
つ
い
て
、
教
職
員
や
児
童
生
徒
へ
の
指
導
及
び
周
知
の
徹

　
底
を
図
っ
て
い
る
。�

②
安
全
指
導
と
安
全
管
理
の
両
面
対
応
が
必
要
と
考
え
る
。

　
火
災
・
地
震
・
大
雨
へ
の
対
応
が
急
務
と
考
え
る
。
緊
急

　
避
難
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
防
災
教
育
の

　
徹
底
が
必
要
。
基
本
的
に
は
、
自
分
の
身
を
自
分
で
守
る

　
た
め
の
早
期
避
難
に
つ
い
て
教
え
て
い
く
。
避
難
場
所
や

　
避
難
経
路
に
つ
い
て
も
協
議
中
で
あ
る
。�

���

　
数
年
前
ま
で
は
町
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
が
継
続
し
て
開
催
さ

　
れ
て
い
た
が
、
現
在
そ
れ
に
代
わ
る
も
の
が
な
い
。�

　
子
ど
も
達
が
、
日
南
町
と
い
う
ふ
る
さ
と
に
誇
り
を
持
ち
、

　
愛
す
る
心
を
育
む
た
め
に
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で
が
継
続

　
的
に
取
り
組
む
文
化
活
動
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。�

���

　
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
は
、
公
演
予
定
で
練
習
を
重
ね
な
が
ら
、

　
諸
事
情
で
平
成
21
・
22
年
度
と
も
見
送
り
と
な
っ
た
が
、

　
平
成
23
年
度
は
公
演
予
定
で
あ
る
。�

　
様
々
な
文
化
活
動
が
な
さ
れ
て
お
り
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
も

　
含
め
て
継
続
的
文
化
活
動
を
支
援
し
て
い
き
た
い
。�

平成20年度町民ミュージカル�
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町政のここが聞きたい�

古都勝人議員�

地籍調査事業の進捗状況は�

問�問�

平成23年度末では約17％の見込み�

答�答�

問�問�答�答�
増
原
町
長�

高
齢
農
家
の
現
状�

①
70
歳
以
上
の
経
営
主
の
実
態
は
ど
う
か
。�

②
そ
の
状
況
に
つ
い
て
、
町
長
の
所
見
は
。�

③
今
後
の
取
り
組
み
は
、
ど
の
様
に
さ
れ
る
か
。�

���

①
２
０
１
１
セ
ン
サ
ス
で
は
、
42
％
が
70
歳
以
上
の
経
営
主

　
で
あ
る
。�

②
高
齢
化
に
よ
る
活
力
、
生
産
力
低
下
を
危
惧
し
て
い
る
。

　
本
町
農
業
の
有
り
様
、
技
術
継
承
を
図
る
。�

③
担
い
手
育
成
が
急
務
で
あ
る
。
計
画
的
農
地
集
積
を
図
り
、

　
新
規
就
農
者
の
受
け
入
れ
を
続
け
る
。�

問�問�
地
籍
調
査
事
業
の
推
進
状
況�

答�答�
増
原
町
長�

①
現
在
の
進
捗
状
況
は
。�

②
今
後
の
推
進
計
画
は
ど
の
様
に
さ
れ
る
か
。�

�����������������������

①
平
成
22
年
度
末
の
進
捗
率
は
13.1
％
、
平
成
23
年
度
末
で
は

　
約
17
％
の
見
込
み
で
あ
る
。�

②
日
南
町
地
積
調
査
推
進
協
議
会
で
方
針
を
決
定
（
来
年
度

　
か
ら
多
里
校
区
、
福
栄
校
区
へ
も
事
業
展
開
予
定
）
し
、

　
進
捗
を
上
げ
る
た
め
国
並
び
に
県
に
対
し
予
算
確
保
を
要

　
望
し
て
い
る
。
ま
た
、
山
村
境
界
基
本
調
査
に
つ
い
て
は

　
来
年
度
以
降
も
実
施
の
要
望
を
行
っ
て
い
る
。�
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町政のここが聞きたい�

藤原泰則議員�

問�問�
観
光
客
誘
致�

答�答�
増
原
町
長�

答�答�問�問�
指
定
管
理�

問�問�
ま
ち
づ
く
り
協
議
会�

増
原
町
長�

観光客誘致政策の方針は�

問�問�

町のイベントや地域活動の連携により�

交流人口の増加を目指す�

答�答�

答�答�
増
原
町
長�

①
観
光
誘
致
は
、
日
南
町
に
と
っ
て
活
性
化
に
つ
な
が
る
と

　
思
う
が
、
町
長
の
考
え
方
は
。�

②
観
光
協
会
と
の
役
割
分
担
を
明
確
に
。�

　
過
去
３
年
間
の
主
な
事
業
内
容
と
実
績
は
。�

③
古
事
記
編
纂
１
３
０
０
年
を
平
成
24
年
に
迎
え
る
が
、
日

　
南
町
は
、
何
か
誘
致
政
策
は
考
え
て
い
る
の
か
。�

���

①
誘
客
に
よ
り
、
地
域
や
観
光
地
が
活
性
化
す
る
と
考
え
る
。

　
県
の
事
業
も
活
用
し
た
い
。�

②
事
業
団
体
の
支
援
や
誘
客
の
協
議
を
観
光
協
会
が
行
い
、�

　
町
全
体
の
施
策
や
施
設
管
理
を
行
政
で
行
う
。�

　
主
な
実
績
は
、
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
や
100
キ
ロ
マ

　
ラ
ソ
ン
、
船
通
山
宣
揚
祭
の
支
援
等
で
あ
る
。�

③
奥
出
雲
町
や
南
部
町
と
の
連
携
を
図
り
た
い
。�

���

①
現
在
指
定
管
理
に
出
し
て
い
る
施
設
の
現
状
に
つ
い
て
説

　
明
を
。�

②
指
定
管
理
を
依
頼
し
て
い
る
中
で
、
補
助
金
を
交
付
し
て

　
い
る
施
設
の
運
営
状
況
は
。�

���

①
11
箇
所
の
公
の
施
設
に
お
い
て
、
６
者
の
指
定
管
理
者
を

　
指
定
し
、
施
設
管
理
を
行
っ
て
い
る
。�

②
本
年
度
、
日
南
邑
・
ゆ
き
ん
こ
村
の
利
用
者
数
は
僅
か
で

　
は
あ
る
が
増
加
傾
向
に
あ
る
。
文
化
セ
ン
タ
ー
も
平
成
22

　
年
度
は
3
万
1
０
０
０
人
の
利
用
が
あ
っ
た
。�

①
過
去
３
年
間
の
「
地
域
づ
く
り
活
性
化
交
付
金
」
の
申
請

　
金
額
と
交
付
金
額
は
。�

②
交
付
金
の
決
定
に
つ
い
て
審
査
基
準
方
法
は
。(

過
去
３
年

　
間
）�

③
交
付
金
の
主
な
利
用
実
績
（
事
業
内
容
）
は
。�

���

①
平
成
21
年
度
は
、
申
請
額
１
９
６
万
円
、
交
付
額
１
８
０

　
万
円
。
平
成
22
年
度
は
、
申
請
額
１
７
２
万
円
、
交
付
額

　
１
０
２
万
円
。
平
成
23
年
度
は
申
請
額
１
５
８
万
円
、
交

　
付
額
１
４
４
万
円
で
あ
る
。�

②
聞
き
取
り
に
よ
り
、
地
域
の
活
性
化
に
有
効
で
あ
る
か
を

　
基
本
と
し
て
い
る
。�

③
希
少
動
植
物
の
保
全
や
、
地
域
の
歴
史
や
文
学
の
再
認
識

　
や
継
承
等
の
事
業
で
あ
り
、
現
在
も
活
動
が
継
続
さ
れ
、

　
誘
客
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。�

�

第２回福栄ウォーキング大会（10月30日）�
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平成24年第１回�
　平成24年１月13日に臨時議会が招集され、人権擁護委員の推薦（茶屋　渡辺泰子さん）と

平成23年度一般会計補正予算（第７号）の２件の議案が提案され、人権擁護委員の推薦につい

ては、全員賛成で同意しました。�

　一般会計補正予算は、「株式会社オロチ」へ運営資金１億円を貸付けし、経営の安定化を図

りたいという内容でした。激しい論戦のあと、反対６人、賛成５人で否決となりま
した。このことについては、臨時会で提案されるまでに、全員協議会や常任委員会で調査し、

｢株式会社オロチ」の取締役から意見聴取などを行いました。�

　反対討論…取締役の経営責任が果たされていない。様々な制度資金の活用や経営改善に向け

　　　　　　て、役員が一丸となってもっと経営努力をすべきである。�

　　　　　　従業員の雇用や林業振興については考えていかねばならないが、今は行政が支援

　　　　　　する時期ではない。�

　賛成討論…現在、生産受注売上げは好調であり、単年度における黒字化は達成可能と考えら

　　　　　　れる。製品は市場で一定の評価を得ており、また現在、役員社員共に経営改善に

　　　　　　取り組んでいる。仮に資金ショートした場合、地域振興、雇用の確保に重大な影

　　　　　　響を及ぼす。�

　　　　　　木材団地構想の時から行政、議会も深く関わってきた経過があり、応分の負担を

　　　　　　すべきである。�

　反対議員…古都勝人、久代安敏、坪倉勝幸、古都久志、藤原泰則、惠比奈礼子�

　賛成議員…山本芳昭、三上惇二、福田　稔、荒木　博、長谷川篤�

平成23年第８回�
　平成23年11月11日に臨時議会が招集され、「損害賠償の額を定めることについて」の議案１

件が提案されました。�

　責任の所在や再発防止策についてなどの質疑のあと、全員賛成で可決しました。�

　内容は次のとおりです。�

　１．損害賠償額　903,300円�

　２．賠償の相手　鳥取県西部総合事務所長�

　３．発 生 場 所　県営住宅伯南団地住宅及び駐車場�

　４．発 生 状 況　本年７月に県営住宅伯南団地入居中のＡ氏に、町の住宅担当者が県への提

　　　　　　　　　出書類について問い合わせたところ、入居決定がなされていないまま入居

　　　　　　　　　していたことが判明した。�

　　　　　　　　　そのほかにも本年４月から入居中のＢ氏、また既に退去済みのＣ氏も入居

　　　　　　　　　決定がなされていなかったことがわかった。�

　　　　　　　　　よって、平成21年４月から平成23年９月までの間で、３世帯の延べ52ヶ

　　　　　　　　　月分の住宅使用料を本町は鳥取県に対して損害賠償金として賠償する。�

臨時議会�

※議長は議事進行を行うため、賛否の表明はしません。�
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教育予算拡充を求める意見書�

１．ゆたかな教育環境を整備するため、30人以下学級の実現に取り組むこと。�

２．教育の機会均等と水準の維持向上をはかるため、義務教育費国庫負担制度の堅持とともに国

　　負担割合を２分の１に復元すること。�

再生可能エネルギーへの転換を求める意見書�

１．原子力発電を基幹電源とする「エネルギー基本計画」を見直し、原子力から再生可能エネル

　　ギーへと段階的にエネルギー源の転換を推進すること。�

２．再生可能エネルギーの利活用を促進するための法律、制度の充実を図ること。�

森林・林業再生プランの着実な推進を求める意見書�

１．鳥取県の単独事業として実施している「間伐材搬出助成制度」を、国の制度として創設する

　　こと。�

２．林道・作業道などの路網整備事業や高性能林業機械導入事業を更に充実すること。�

３．森林・林業の担い手の育成・確保及び国産材の安定供給体制の整備と利用拡大を図ること。�

４．適正な森林管理と施業の集約化により生産性を高めるため、森林所有者の相続を円滑に行な

　　えるよう法整備を図ること。�

５．森林整備地域活動支援交付金制度の継続と充実を図ること。�

TPP参加に向けた関係各国との協議を中止することを求める意見書�

　｢ＴＰＰへの参加に向けて関係各国との協議に入る｣とした方針を撤回し、ＴＰＰ参加に向けた

協議を中止すること。�

内閣総理大臣ほか関係大臣に�
意見書を提出しました�

内閣総理大臣ほか関係大臣に�
意見書を提出しました�

12月議会では、４件の意見書を提出することを決めました。(要旨のみ掲載しております。）�
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結  　果�件 名 �提 出 者 �

日南町に於ける林業振興の重要性は理解で
きるが、日南町独自の支援には限度がある。
国、県への森林林業政策の更なる充実を求
めつつ、優先順位を定め、喫緊の重要課題
に重点的に取り組む必要がある。�

間伐材搬出経費に対する�
助成制度拡大�

ＮＰＯ法人　フォレス
トアカデミージャパン・
日南町森林組合・日南町
木材生産事業協同組合�

不採択�
(全員賛成)

間伐材搬出経費に対する
町独自制度創設�

不採択�
(全員賛成)

基幹作業道開設に対する
支援�

不採択�
(全員賛成)

日野川の森林木材団地（第
一団地～既存～）の整備・
充実�

不採択�
(全員賛成)

日野川の森林木材団地へ
の事業所等の立地推進（第
二団地～未利用地～）�

不採択�
(全員賛成)

産業振興に必要な「(仮)
産業振興基金」創設等�

不採択�
(全員賛成)

国づくりの根幹をなす教育の機会均等と水
準の維持向上を図るため、義務教育費を拡
充することは必要である。�

2012年度国家予算編成
において、教育予算拡充
を求める陳情書�

鳥取県教職員組合西部支部
支部長　内田浩文�
鳥取県高等学校教職員組合西部支部
支部長　森　悟�

採択�
(全員賛成)

急激な「介護予防・日常生活支援総合事業」
への切り替えは、介護保険料の増加に繋が
る事から慎重で有るべきである。�

介護保険の充実を求める
陳情書�

日本自治体労働組合総連合
（自治労連）鳥取県本部
執行委員長　植谷和則�

採択�
(全員賛成)

日本の将来を左右する重要問題であるにも
かかわらず、国民に十分な情報開示と説明
がなされないままＴＰＰに参加することは、
許されない。�

TPP参加に向けた関係各
国との協議を中止するこ
との意見書を求める陳情�

農民運動鳥取県連合会�
代表者　今本　潔�

採択�
(全員賛成)

採択�
(全員賛成)

本陳情は、島根原子力発電所から半径30㎞
圏内の自治体の了解のみに限定しており、
本町にあっては意味をなさない。�

島根原発1号機・2号機
の定期点検後の再稼動見
合わせと3号機の建設凍
結を求める陳情書�

反核・平和の火リレー鳥
取県実行委員会�
実行委員長　三村　清� 原子力発電所の事故防止とともに「エネル

ギー基本計画」の見直しにより、原子力か
ら再生可能エネルギーへの段階的な転換は
必要である。�

原子力から再生可能エネ
ルギーへの段階的なエネ
ルギー源の転換を求める
陳情書�

受給資格要件を短縮することは、低額の年
金受給者を増やすことになるとともに、短
時間のみの加入者が増え世代間扶養という
公的年金の前提が崩れる懸念がある。�

年金受給資格期間の10
年への短縮を求める陳情�

全日本年金者組合鳥取県�
本部西部支部�
支部長　松本　正孝�

不採択�

提出のあった陳情は、１２月定例議会の本会議で審議した結果、次のとおり決定しました。�

陳情の審査結果�

審 査 意 見 �

賛成10、�
反対1  ( (

不採択�
賛成9、�
反対2  ( (
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12
月
議
会
に
お
い
て
は
、
７
名
の

議
員
に
よ
っ
て
一
般
質
問
が
２
日
間

に
わ
た
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は

７
月
に
行
っ
た
「
議
会
改
革
に
つ
い

て
町
民
の
意
見
を
聞
く
会
」
で
活
発

な
議
論
を
望
む
声
が
多
く
あ
り
、
議

員
一
人
一
人
が
、
こ
の
こ
と
を
意
識

し
た
表
れ
だ
と
思
い
ま
す
。�

　
新
年
度
予
算
で
会
議
室
に
放
映
シ

ス
テ
ム
を
導
入
し
、
特
別
委
員
会
と

全
員
協
議
会
は
、
生
放
送
と
録
画
放

送
を
行
い
、
常
任
委
員
会
に
つ
い
て

は
、
録
画
放
送
の
み
放
映
す
る
こ
と

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
実
施
す
れ
ば
、

さ
ら
に
開
か
れ
た
議
会
に
な
り
ま
す
。�

　
放
送
シ
ス
テ
ム
の
実
施
と
合
わ
せ

て
、
充
実
し
た
議
会
だ
よ
り
を
お
届

け
し
、
議
会
に
つ
い
て
も
っ
と
知
っ

て
頂
け
る
よ
う
努
力
し
て
参
り
ま
す
。�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
　
記�

�

　
　
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会�

　
　
　
　
委

員

長
　
古
都
　
久
志�

　
　
　
　
副
委
員
長
　
藤
原
　
泰
則�

　
　
　
　
委
　
　
員
　
山
本
　
芳
昭�

　
　
　
　
　
　〃
　　
　
荒
木
　
　
博�

　
　
　
　
　
　〃
　　
　
惠
比
奈
礼
子�

編�

集�

後�

記�
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知ってください 議会のことを�知ってください 議会のことを�

第３回　議員の研修について�

　
議
員
は
、
住
民
全
体
の
代
表
者
と
し
て
議
会
を

構
成
し
、
議
会
活
動
を
通
じ
て
住
民
の
個
別
意
思

を
統
合
し
て
町
と
し
て
の
意
思
を
形
成
す
る
重
大

な
職
責
を
持
っ
て
い
ま
す
。�

　
そ
の
職
務
を
遂
行
す
る
た
め
に
日
々
努
力
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
議
員
と
し
て
、
個
々
に

勉
強
す
る
こ
と
は
当
然
で
あ
り
ま
す
。�

　
初
め
て
議
員
と
な
っ
て
、
鳥
取
県
町
村
議
会
議

長
会
主
催
に
よ
る
「
新
人
議
員
研
修
」
を
受
け
、

ま
た
、基
本
的
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
し
て「
議
員
必
携
」

「
日
南
町
議
会
会
議
規
則
等
」
を
受
取
り
、
議
員

と
し
て
の
品
位
や
そ
の
責
務
・
制
約
条
件
を
知
り
、

自
身
の
思
い
の
み
で
の
言
動
で
は
、
議
員
と
い
う

職
責
は
果
た
せ
な
い
・
・
・
と
改
め
て
認
識
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。�

　
個
人
的
に
も
議
員
と
し
て
の
資
質
を
磨
き
、
町

民
の
皆
様
の
御
期
待
に
添
う
べ
く
頑
張
っ
て
参
る

の
は
当
然
で
あ
り
ま
す
が
、
議
員
に
な
り
ま
し
て
、

全
議
員
が
そ
の
長
幼
に
関
係
な
く
勉
強
・
学
習
の

場
が
提
供
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
知
り
ま
し
た
の
で
、

今
回
は
、
昨
年
１
年
間
ど
の
様
な
研
修
を
し
て
き

た
の
か
を
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

（
４
月
・
議
員
選
挙
・
当
選
）
　
　�

　
５
月
・
新
人
議
員
研
修
　�

　
７
月
・
日
野
郡
町
議
会
議
員
研
修
会�

　
　〃
　　
日
南
町
議
会
行
政
調
査
（
高
知
）�

　
９
月
・
西
部
町
村
議
会
議
員
研
修
　
　
　�

　
10
月
・
鳥
取
県
町
村
議
会
広
報
委
員
研
修�

　
　〃
　　
鳥
取
大
学
連
携
事
業
に
よ
る
視
察
研
修�

　
11
月
・
鳥
取
県
町
村
議
会
議
員
研
修�

　
　〃
　　
日
南
町
農
業
委
員
会
と
の
意
見
交
換
会�

　
そ
の
他
に
も
、
全
議
員
が
各
常
任
委
員
会
に
所

属
し
、
所
管
事
務
の
調
査
・
担
当
課
と
の
意
見
交

換
を
行
い
ま
す
。�

　
不
明
点
の
町
執
行
部
に
対
す
る
資
料
請
求
等
々

に
よ
る
議
員
と
し
て
の
知
識
取
得
の
場
・
機
会
が

結
構
あ
り
、
不
勉
強
の
身
に
は
応
え
て
お
り
ま
す
。�

　
町
民
の
皆
様
か
ら
、
議
員
が
不
勉
強
だ
、
資
質

不
足
だ
・
・
・
と
御
叱
り
を
受
け
て
お
り
ま
す
が
、

自
身
が
得
意
と
す
る
分
野
は
よ
り
深
く
、
苦
手
と

す
る
分
野
で
も
そ
れ
な
り
の
知
識
を
身
に
着
け
、

新
人
議
員
と
い
え
ど
も
、
町
民
の
皆
様
の
付
託
に

応
え
る
べ
く
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
の
で
、
今
後
と

も
叱
咤
激
励
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
原
　
記
）�鳥取大学教授との意見交換会（10月24日）�
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にちなん議会だより　平成24年４月発行　No.127

｢雇用と定住・再生可能エネル�｢雇用と定住・再生可能エネル�｢雇用と定住・再生可能エネル�ギ－・安心安全｣の推進を�ギ－・安心安全｣の推進を�ギ－・安心安全｣の推進を�

－2－�－3－�

３月定例会�

新年度予算 おもな事業�

議会システム更新　　　 199万５千円�

　（第２会議室にテレビ中継機器を導入）�

避難所改修補助　　　　　  1,300万円�

　（避難所の整備、改修に対して支援）�

緊急情報システム使用料　252万８千円�

　（緊急時の災害情報を「ちゃんねる日南」�

　で提供）�

まんが王国とっとり関連イベント�
　開催委託料　　　　　　   500万円�

町営バスの購入　　　　　3,977万円�

　（中型バス57人乗り２台購入）�

子育て支援センター建設�
　　　　　　　　 　１億4,563万７千円�

電気自動車の購入　　　　   416万円�

　（１台購入）�

メガソーラー発電所の建設�
　　　　　　　　　 １億6,234万５千円�

　（旧石見東小学校の跡地に建設）�

メガソーラー発電所建設支援�
　　　　　　　　　　　　 　1,900万円�

　（進出企業への支援）�

ごみ収集車の購入　 　1,064万７千円�

　（４ｔダンプ１台購入）�

清掃センター修繕　　 2,777万１千円�

　（給じんクレーン維持修繕ほか）�

イチイ荘改修工事　　  　3,300万円�

　（屋根・客室ほか改修）�

さつきホール照明設備改修�
　　　　　　　　　　　 3,664万５千円�

図書管理システムの更新�
　　　　　　　　　　　 　993万３千円�

旧郷土資料館（矢戸）の解体処分�
　　　　　　　　　　　 　269万７千円�

道路維持管理事業�
　　　　　　　　　 １億8,970万１千円�

　（町道・県道の除雪、維持工事）�

国 民 健 康 保 険 会 計 �

簡 易 水 道 会 計 �

農 業 集 落 排 水 会 計 �

介 護 保 険 会 計 �

介 護 サ ー ビ ス 会 計 �

後 期 高 齢 者 医 療 会 計 �

病 院 事 業 会 計 �

　 　 　 収 益 的 収 支 �

　 　 　 資 本 的 収 支 �

7億2,879万3千円�

1億7,372万4千円�

2億4,176万4千円�

10億4,348万3千円�

1億4,627万2千円�

9,677万3千円�

12億4,119万8千円�

10億9,784万2千円�

1億4,335万6千円�

96億3,637万1千円�合 計 �

59億6,436万4千円�一 般 会 計 �

平成24年度　会計別当初予算額�

平成24年度予算は�

　①産業の誘致・育成による雇用の確保、�

　　定住化対策�

　②再生可能エネルギーの活用�

　③安心・安全の確保�

　３つの課題を重点施策として揚げ、提案されました。�

　慎重審議した結果、審査意見を付けて�

　予算総額96億3,637万１千円を可決しました。�

　
日
南
町
議
会
の
３
月
定
例
会
は
、
３
月
６
日
か
ら
26
日
ま
で
の
21
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。�

　
今
回
か
ら
全
議
員
で
構
成
し
た
予
算
審
査
特
別
委
員
会
に
よ
る
各
課
の
聞
き
取
り
及
び
と
り
ま
と
め
に
８

日
間
の
日
程
で
取
り
組
み
ま
し
た
。�

　
町
長
の
平
成
24
年
度
の
施
政
方
針
を
受
け
た
一
般
質
問
に
は
６
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
２
日
間
に
わ
た
っ

て
活
発
な
議
論
を
展
開
し
ま
し
た
。�

　
議
員
発
議
の
条
例
２
件
と
共
に
、
平
成
24
年
度
各
会
計
予
算
を
含
む
執
行
部
提
案
の
全
議
案
を
原
案
通
り

可
決
し
ま
し
た
。�

３月６日～３月26日�

特定不妊治療費の助成　　 　45万円�

国土調査事業　　  １億4,896万１千円�

　（地籍調査）�
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３月定例会�
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議会システム更新　　　 199万５千円�

　（第２会議室にテレビ中継機器を導入）�

避難所改修補助　　　　　  1,300万円�

　（避難所の整備、改修に対して支援）�

緊急情報システム使用料　252万８千円�

　（緊急時の災害情報を「ちゃんねる日南」�

　で提供）�

まんが王国とっとり関連イベント�
　開催委託料　　　　　　   500万円�

町営バスの購入　　　　　3,977万円�
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ごみ収集車の購入　 　1,064万７千円�
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清掃センター修繕　　 2,777万１千円�

　（給じんクレーン維持修繕ほか）�

イチイ荘改修工事　　  　3,300万円�

　（屋根・客室ほか改修）�

さつきホール照明設備改修�
　　　　　　　　　　　 3,664万５千円�

図書管理システムの更新�
　　　　　　　　　　　 　993万３千円�

旧郷土資料館（矢戸）の解体処分�
　　　　　　　　　　　 　269万７千円�

道路維持管理事業�
　　　　　　　　　 １億8,970万１千円�
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　　定住化対策�

　②再生可能エネルギーの活用�

　③安心・安全の確保�

　３つの課題を重点施策として揚げ、提案されました。�

　慎重審議した結果、審査意見を付けて�

　予算総額96億3,637万１千円を可決しました。�
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会
は
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６
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ら
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で
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、
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日
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の
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、
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24
年
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会
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を
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ま
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国土調査事業　　  １億4,896万１千円�
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－4－�

地方自治法の改正により総合計画策定義務がなくなりましたが、総合的かつ計画的な町づくりのために、

次のような内容で発議を行いました。�

（趣旨）�

第１条　総合的かつ計画的な町づくりを推進するため、総合計画を策定することとし、この条例に必要

な事項を定めるものとする。�

（定義）�

第２条　この条例において次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ各号に定めるところによる。�

　　　総合計画　将来における本町のあるべき姿と進むべき方向についての基本的な指針であり、基本

　　　構想、基本計画、実施計画からなるものをいう。�

　　　基本構想　町づくりの基本理念であり、将来構想と基本目標を示すものをいう。�

　　　基本計画　町づくりの基本的な計画であり、基本目標をふまえた施策の基本的方向及び体系を示

　　　すものをいう。�

　　　実施計画　町づくりの具体的な計画であり、施策を実現するため実施する事業を示すものをいう。�

（総合審議会への諮問）�

第３条　町長は基本構想を策定するにあたっては、日南町総合計画審議会条例（昭和47年条例第１号）

　第１条に規定する日南町総合計画審議会に諮問するものとする。�

（議会の議決）�

第４条　町長は、前条に規定する手続きを経て基本構想を策定しようとする時は、議会の議決を経るも

　のとする。�

（準用）�

第５条　第３条及び第４条の規定は、基本構想の変更について準用する。�

（基本計画及び実施計画の策定）�

第６条　町長は、基本構想に基づき基本計画及び実施計画を策定するものとする。�

（総合計画の公表）�

第７条　町長は、総合計画を策定し、または変更した時は速やかにこれを公表するものとする。�

（総合計画との整合）�

第８条　個別行政分野における施策の基本的な事項を定める計画を策定し、または変更するにあたっては、

総合計画との整合を図るものとする。�

（委任）�

第９条　この条例に定めるもののほか、必要な事項は町長が別に定める。�

日南町総合計画策定条例�

（政治倫理基準）�

　　町費が直接伴う団体・事業等の代表については就任しないこととしていましたが、人口減少高齢化

　に伴い地域活動が停滞することを防ぐため、議長に届け出をすることにより、役員に就任することを

　可能としました。�

（調査請求権）�

　　議員あるいは町民が、政治倫理基準等に反する疑いを持ち、調査を請求する時の証拠書類の添付が

　不要になりました。�

日南町議会議員政治倫理条例の一部改正�

議員発議!
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－5－�

高齢者生産活動センター�

　（指定管理者）日南振興株式会社�

ふるさと日南邑�

　（指定管理者）日南振興株式会社�

木竹共同加工施設�

　（指定管理者）有限会社　ミズホ�

　※指定期間はいずれも平成24年４月１日～�

　　　　　　　　　　　　平成29年３月31日�

�

�

�

一般会計　△8,672万４千円�

〔おもな内容〕�

　議員期末手当減額等　　　　 △117万8千円�

　町議会議員選挙　　　　　　 △122万3千円�

　県知事及び県議会議員選挙　 △217万5千円�

　消防団安全対策設備整備費　 　169万4千円�

　電算管理運営事務　　　　　 　460万1千円�

　タウンズネット管理運営　　 △724万5千円�

　塵芥収集車購入実績による減額　�

　　　　　　　　　　　　　　 △446万2千円�

　介護サービス特別会計繰出金の減額�

　　　　　　　　　　　　　  △1,643万2千円�

　子ども手当支給事務　　　　 △784万7千円�

　生活保護扶助費　　　　　　　　　300万円�

　豪雪対策緊急事業　　　　　　 135万6千円�

　集落営農支援事業　　　　　　 162万8千円�

　鳥獣被害対策事業　　　　　 △359万2千円�

　森林整備活動　　　　　　  △2,486万4千円�

　農道等維持管理　　　　　　　　　400万円�

　県営窓山林道負担金の減額　　　△345万円�

　除雪委託料　　　　　　　　　　 5,450万円�

　日南中学校線ほか測量設計の増額等�

　　　　　　　　　　　　　　　　 1,410万円�

　遺跡詳細分布調査　　　　　　 △1,520万円�

　学校給食運営　　　　　　　　  229万4千円�

指定管理者の指定�

３月議会で議決したおもなもの�３月議会で議決したおもなもの�

日南町地域活性化支援センターの設置及び

管理に関する条例�

　まなび宿いわみひがしの施設廃止。�

日南町職員の給与に関する条例�

　人事院勧告に従い給与を0.23％引き下げる。�

日南町税条例�

　県たばこ税の一部を市町村たばこ税に移譲。�

　退職所得の10％控除措置を廃止など。�

日南町集会所の設置及び管理に関する条例�

　上三栄集会所、神福上集会所の管理を教育委

　員会から総務課とする。�

日南町立郷土資料館の設置及び管理に関す

る条例�

　移転により矢戸から中石見に位置の変更、開

　館の時間等を定めた。�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

日南町隣保館の設置及び管理に関する条例�

　日南ふれあい会館を「日南町人権センター」

　に名称変更。�

日南町営住宅設置及び管理に関する条例�

　入居者の資格から同居親族があることの要件

　を廃止など。�

日南町消防団条例�

　団長ほか報酬年額の改定。  �

日南町介護保険条例�

　平成24年度から26年度の保険料を改定。�

平成23年度  補正予算�

条例の一部改正�
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予
算
審
査
特
別
委
員
会�
予
算
審
査
特
別
委
員
会�
予
算
審
査
特
別
委
員
会�

予
算
審
査
状
況
を
Ｔ
Ｖ
中
継
、�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
呼
ぶ�

審
査
報
告�

　
３
月
定
例
会
で
は
議
会
改
革
の
一
環
と
し
て
、
初
の
試
み

の
全
議
員
に
よ
る
平
成
24
年
度
予
算
審
査
特
別
委
員
会
（
委

員
長
　
坪
倉
勝
幸
議
員
）
を
設
置
し
て
関
係
職
員
に
詳
細
な

説
明
を
求
め
慎
重
に
審
査
を
行
い
、
ま
た
議
員
間
の
活
発
な

討
議
を
行
い
ま
し
た
。
い
ず
れ
の
予
算
議
案
も
次
の
意
見
を

付
し
て
原
案
を
可
決
す
べ
き
で
あ
る
と
決
定
し
ま
し
た
。�

　
全
議
員
に
よ
る
議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会
（
委
員
長
　

福
田
稔
議
員
）
は
、
昨
年
７
月
の
町
民
の
意
見
を
聞
く
会
で

出
た
意
見
を
集
約
し
、
開
か
れ
た
議
会
に
す
べ
く
既
に
10
回

の
協
議
を
重
ね
、
出
来
る
と
こ
ろ
か
ら
改
革
し
て
い
こ
う
…

と
し
て
、
今
回
の
予
算
審
査
特
別
委
員
会
の
構
成
と
、
テ
レ

ビ
中
継
を
行
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。�

①
地
域
間
交
流
施
設
管
理
事
業�

　
地
域
間
交
流
施
設
ク
ロ
ー
バ

内
の
交
流
サ
ロ
ン
な
ど
に
つ
い

て
、
障
害
者
小
規
模
作
業
所
と

し
て
の
利
用
が
終
わ
る
こ
と
か

ら
、
今
後
の
活
用
に
つ
い
て
公

募
に
よ
り
利
用
者
を
選
定
さ
れ

る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
施
設

全
体
が
地
域
の
情
報
発
信
と
交

流
の
場
と
し
て
の
機
能
が
よ
り

発
揮
で
き
る
よ
う
、
設
置
目
的

に
則
し
た
運
用
を
さ
れ
た
い
。�

�

②
町
有
財
産
整
備
管
理
事
務�

　
庁
舎
を
は
じ
め
と
す
る
町
有

建
物
の
光
熱
・
電
源
の
確
保
に

あ
た
っ
て
は
、
低
炭
素
社
会
の

構
築
を
リ
ー
ド
す
る
た
め
に
も
、

町
民
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
利
活
用
を
促
す
意
味
に
お
い

て
も
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
導
入
に
つ
い
て
具
体
的
に
検

討
し
、
実
現
さ
れ
た
い
。�

�

③
防
災
対
策
事
業�

　
自
然
災
害
や
原
発
事
故
な
ど

に
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
中
、

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
が
必

要
に
な
っ
て
い
る
。
鳥
取
県
や

西
部
市
町
村
と
の
連
携
を
図
る

と
と
も
に
、
町
内
の
実
情
に
即

し
た
防
災
体
制
や
危
機
管
理
に

つ
い
て
検
討
さ
れ
、
よ
り
有
効

な
防
災
計
画
や
避
難
計
画
を
再

構
築
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
避
難

所
に
指
定
さ
れ
て
い
る
集
会
所

な
ど
の
改
修
、
整
備
に
つ
い
て

は
積
極
的
に
進
め
ら
れ
た
い
が
、

施
設
の
立
地
、
構
造
な
ど
に
つ

い
て
も
十
分
に
精
査
、
検
討
し

た
う
え
で
取
り
組
ま
れ
た
い
。�

�

④
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム�

　
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｇ
Ｉ

Ｓ
）
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

に
長
い
年
月
を
費
や
し
て
構
築
、

管
理
さ
れ
て
い
る
が
、
有
効
に

利
活
用
さ
れ
て
い
な
い
。
行
政

や
町
づ
く
り
の
中
に
活
か
さ
れ

る
よ
う
、
早
急
に
利
活
用
体
系

を
構
築
さ
れ
た
い
。�

�

⑤
住
民
参
画
町
づ
く
り
事
業�

　
各
地
域
町
づ
く
り
協
議
会
の

活
動
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
、
支

援
す
る
た
め
に
「
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
」
を
配
置
さ
れ
る
が
、
広
汎

か
つ
高
度
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
期

待
す
る
。�

　
各
地
域
の
特
徴
あ
る
活
動
と

と
も
に
町
内
全
体
で
住
民
と
行

政
の
協
同
の
町
づ
く
り
が
進
展

す
る
よ
う
、
集
落
支
援
員
と
あ

わ
せ
て
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
効
果

的
な
運
用
に
努
め
ら
れ
た
い
。�

�

⑥
観
光
振
興
対
策
事
業�

　
鳥
取
県
と
連
携
す
る
「
ま
ん

が
王
国
と
っ
と
り
建
国
記
念
事

業
」
を
開
催
さ
れ
る
が
、
「
第

30
回
地
域
づ
く
り
団
体
全
国
交

流
研
修
会
」
や
古
事
記
編
纂
１

３
０
０
年
関
連
事
業
や
、
食
の

バ
ザ
ー
ル
な
ど
も
あ
わ
せ
、
本

町
の
魅
力
を
発
信
す
る
機
会
に

す
る
と
と
も
に
、
多
く
の
人
を

呼
び
込
め
る
よ
う
な
企
画
、
取

り
組
み
を
さ
れ
た
い
。�

�

⑦
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
事
業�

　
ま
な
び
宿
い
わ
み
ひ
が
し
跡

地
に
太
陽
光
発
電
所
の
建
設
を

計
画
さ
れ
て
い
る
が
、
現
時
点

で
建
設
工
事
費
や
売
電
単
価
な

ど
不
確
定
の
こ
と
が
多
い
。
町

長
答
弁
の
と
お
り
、
執
行
に
あ

た
っ
て
は
採
算
性
な
ど
に
つ
い

て
十
分
に
調
査
、
検
討
の
う
え

情
報
開
示
し
、
町
民
理
解
の
も

と
に
進
め
ら
れ
た
い
。
ま
た
、

ソ
ー
ラ
ー
ウ
ェ
イ
㈱
の
太
陽
光

発
電
所
の
支
援
に
つ
い
て
も
、

事
業
計
画
な
ど
を
確
認
の
う
え

取
り
組
ま
れ
た
い
。�

�

⑧
社
会
福
祉
事
業�

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を

社
会
福
祉
協
議
会
に
編
入
す
る

こ
と
は
、
以
前
か
ら
協
議
さ
れ

て
い
る
が
、
高
年
齢
者
の
働
く

生
き
が
い
づ
く
り
と
地
域
福
祉

の
推
進
を
よ
り
合
理
的
に
進
め

る
た
め
に
も
、
関
係
者
の
理
解

を
求
め
ら
れ
24
年
度
中
に
実
現

さ
れ
た
い
。�

�

⑨
に
ち
な
ん
ブ
ラ
ン
ド
化�

　
促
進
事
業�

　
「
日
南
高
原
米
」
を
は
じ
め

と
す
る
農
産
物
や
加
工
品
の
販

売
を
通
し
て
日
南
ブ
ラ
ン
ド
を

確
立
す
る
取
り
組
み
を
日
南
町

地
域
振
興
公
社
に
委
託
さ
れ
る

が
、
こ
れ
ま
で
に
顕
著
な
成
果

が
上
が
っ
て
い
な
い
。
町
内
産

品
の
高
付
加
価
値
化
を
推
進
さ

れ
る
と
と
も
に
公
社
の
取
り
組

み
強
化
を
促
さ
れ
、
実
を
あ
げ

ら
れ
た
い
。�

�

⑩
山
村
振
興
一
般
対
策
事
務�

　
イ
チ
イ
荘
の
改
修
工
事
を
計

画
さ
れ
て
い
る
が
、
実
施
に
あ

た
っ
て
は
ニ
ー
ズ
を
把
握
さ
れ

る
と
と
も
に
、
今
後
の
利
用
形

態
に
つ
い
て
も
検
討
さ
れ
、
情

報
開
示
の
う
え
取
り
組
ま
れ
た
い
。�

�

⑪
国
土
調
査
事
業�

　
国
土
調
査
事
業
の
推
進
を
図

る
た
め
に
、
鳥
取
県
土
地
改
良

事
業
団
体
連
合
会
か
ら
職
員
を

受
け
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
が
、
職
員
で
対
応
す
べ
き
で

あ
り
、
早
急
に
体
制
を
整
え
ら

れ
た
い
。�

�

⑫
道
路
維
持
管
理
事
業�

　
県
か
ら
す
べ
て
の
県
道
の
除

雪
を
受
託
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
が
、
23
年
度
は
町
道
、
生
活

道
と
県
道
の
除
雪
委
託
料
に
大

き
な
格
差
が
あ
っ
た
。
24
年
度

作
業
開
始
ま
で
に
適
正
な
委
託

料
を
追
求
さ
れ
る
と
と
も
に
委

託
形
態
別
に
均
一
化
す
る
べ
き

で
あ
る
。�

　
ま
た
、
一
部
の
県
道
の
維
持

管
理
を
24
年
度
か
ら
受
託
さ
れ

る
が
、
再
委
託
業
者
任
せ
に
な

ら
な
い
よ
う
町
と
し
て
の
管
理

体
制
を
確
立
し
て
対
処
さ
れ
た

い
。�

�

⑬
郷
土
資
料
文
化
財�

　
保
護
対
策
事
業�

　
歴
史
資
料
の
電
子
デ
ー
タ
化
、

歴
史
講
座
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

や
郷
土
資
料
館
の
管
理
な
ど
郷

土
資
料
の
保
護
、
活
用
が
図
ら

れ
る
が
、
町
民
の
歴
史
、
文
化

意
識
の
向
上
に
つ
な
が
る
よ
う

な
取
り
組
み
を
さ
れ
た
い
。
特

に
電
子
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ッ
プ
す

る
な
ど
広
く
情
報
提
供
さ
れ
、

町
内
外
に
本
町
の
郷
土
資
料
を�

発
信
さ
れ
た
い
。�

�

⑭
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー�

　
管
理
事
務�

　
さ
つ
き
ホ
ー
ル
の
照
明
設
備

の
更
新
を
24
年
度
か
ら
２
カ
年

の
事
業
と
し
て
計
画
さ
れ
、
１

期
工
事
が
実
施
さ
れ
る
が
、
過

剰
な
投
資
に
な
ら
な
い
よ
う
留

意
す
る
と
と
も
に
、
２
カ
年
分

を
一
括
し
て
入
札
に
付
す
な
ど

経
費
節
減
に
努
め
ら
れ
た
い
。�

�

⑮
文
化
振
興
企
画
運
営
事
業�

　
に
ち
な
ん
文
化
史
の
発
行
を

含
む
日
南
町
文
化
協
会
の
活
動

の
支
援
が
行
わ
れ
る
が
、
社
会

教
育
の
推
進
や
町
民
文
化
の
向

上
・
発
展
の
た
め
に
も
、
そ
の

活
動
が
よ
り
活
発
に
な
る
よ
う

行
政
と
の
連
携
や
支
援
を
充
実

さ
れ
た
い
。�

�

⑯
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計�

　
生
山
地
区
お
よ
び
多
里
地
区

の
簡
易
水
道
水
が
取
水
の
不
具

合
に
よ
り
濁
り
、
給
水
や
住
民

生
活
に
影
響
が
出
る
心
配
が
あ

る
。
安
心
・
安
全
な
生
活
環
境

を
確
保
す
る
た
め
に
も
抜
本
的

な
改
善
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。�

大
き
な
反
響�

大
き
な
反
響�

大
き
な
反
響�
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予
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員
会�

予
算
審
査
特
別
委
員
会�

予
算
審
査
特
別
委
員
会�

予
算
審
査
状
況
を
Ｔ
Ｖ
中
継
、�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
呼
ぶ�

審
査
報
告�

　
３
月
定
例
会
で
は
議
会
改
革
の
一
環
と
し
て
、
初
の
試
み

の
全
議
員
に
よ
る
平
成
24
年
度
予
算
審
査
特
別
委
員
会
（
委

員
長
　
坪
倉
勝
幸
議
員
）
を
設
置
し
て
関
係
職
員
に
詳
細
な

説
明
を
求
め
慎
重
に
審
査
を
行
い
、
ま
た
議
員
間
の
活
発
な

討
議
を
行
い
ま
し
た
。
い
ず
れ
の
予
算
議
案
も
次
の
意
見
を

付
し
て
原
案
を
可
決
す
べ
き
で
あ
る
と
決
定
し
ま
し
た
。�

　
全
議
員
に
よ
る
議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会
（
委
員
長
　

福
田
稔
議
員
）
は
、
昨
年
７
月
の
町
民
の
意
見
を
聞
く
会
で

出
た
意
見
を
集
約
し
、
開
か
れ
た
議
会
に
す
べ
く
既
に
10
回

の
協
議
を
重
ね
、
出
来
る
と
こ
ろ
か
ら
改
革
し
て
い
こ
う
…

と
し
て
、
今
回
の
予
算
審
査
特
別
委
員
会
の
構
成
と
、
テ
レ

ビ
中
継
を
行
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。�

①
地
域
間
交
流
施
設
管
理
事
業�

　
地
域
間
交
流
施
設
ク
ロ
ー
バ

内
の
交
流
サ
ロ
ン
な
ど
に
つ
い

て
、
障
害
者
小
規
模
作
業
所
と

し
て
の
利
用
が
終
わ
る
こ
と
か

ら
、
今
後
の
活
用
に
つ
い
て
公

募
に
よ
り
利
用
者
を
選
定
さ
れ

る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
施
設

全
体
が
地
域
の
情
報
発
信
と
交

流
の
場
と
し
て
の
機
能
が
よ
り

発
揮
で
き
る
よ
う
、
設
置
目
的

に
則
し
た
運
用
を
さ
れ
た
い
。�

�

②
町
有
財
産
整
備
管
理
事
務�

　
庁
舎
を
は
じ
め
と
す
る
町
有

建
物
の
光
熱
・
電
源
の
確
保
に

あ
た
っ
て
は
、
低
炭
素
社
会
の

構
築
を
リ
ー
ド
す
る
た
め
に
も
、

町
民
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
利
活
用
を
促
す
意
味
に
お
い

て
も
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
導
入
に
つ
い
て
具
体
的
に
検

討
し
、
実
現
さ
れ
た
い
。�

�

③
防
災
対
策
事
業�

　
自
然
災
害
や
原
発
事
故
な
ど

に
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
中
、

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
が
必

要
に
な
っ
て
い
る
。
鳥
取
県
や

西
部
市
町
村
と
の
連
携
を
図
る

と
と
も
に
、
町
内
の
実
情
に
即

し
た
防
災
体
制
や
危
機
管
理
に

つ
い
て
検
討
さ
れ
、
よ
り
有
効

な
防
災
計
画
や
避
難
計
画
を
再

構
築
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
避
難

所
に
指
定
さ
れ
て
い
る
集
会
所

な
ど
の
改
修
、
整
備
に
つ
い
て

は
積
極
的
に
進
め
ら
れ
た
い
が
、

施
設
の
立
地
、
構
造
な
ど
に
つ

い
て
も
十
分
に
精
査
、
検
討
し

た
う
え
で
取
り
組
ま
れ
た
い
。�

�

④
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム�

　
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｇ
Ｉ

Ｓ
）
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

に
長
い
年
月
を
費
や
し
て
構
築
、

管
理
さ
れ
て
い
る
が
、
有
効
に

利
活
用
さ
れ
て
い
な
い
。
行
政

や
町
づ
く
り
の
中
に
活
か
さ
れ

る
よ
う
、
早
急
に
利
活
用
体
系

を
構
築
さ
れ
た
い
。�

�

⑤
住
民
参
画
町
づ
く
り
事
業�

　
各
地
域
町
づ
く
り
協
議
会
の

活
動
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
、
支

援
す
る
た
め
に
「
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
」
を
配
置
さ
れ
る
が
、
広
汎

か
つ
高
度
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
期

待
す
る
。�

　
各
地
域
の
特
徴
あ
る
活
動
と

と
も
に
町
内
全
体
で
住
民
と
行

政
の
協
同
の
町
づ
く
り
が
進
展

す
る
よ
う
、
集
落
支
援
員
と
あ

わ
せ
て
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
効
果

的
な
運
用
に
努
め
ら
れ
た
い
。�

�

⑥
観
光
振
興
対
策
事
業�

　
鳥
取
県
と
連
携
す
る
「
ま
ん

が
王
国
と
っ
と
り
建
国
記
念
事

業
」
を
開
催
さ
れ
る
が
、
「
第

30
回
地
域
づ
く
り
団
体
全
国
交

流
研
修
会
」
や
古
事
記
編
纂
１

３
０
０
年
関
連
事
業
や
、
食
の

バ
ザ
ー
ル
な
ど
も
あ
わ
せ
、
本

町
の
魅
力
を
発
信
す
る
機
会
に

す
る
と
と
も
に
、
多
く
の
人
を

呼
び
込
め
る
よ
う
な
企
画
、
取

り
組
み
を
さ
れ
た
い
。�

�

⑦
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
事
業�

　
ま
な
び
宿
い
わ
み
ひ
が
し
跡

地
に
太
陽
光
発
電
所
の
建
設
を

計
画
さ
れ
て
い
る
が
、
現
時
点

で
建
設
工
事
費
や
売
電
単
価
な

ど
不
確
定
の
こ
と
が
多
い
。
町

長
答
弁
の
と
お
り
、
執
行
に
あ

た
っ
て
は
採
算
性
な
ど
に
つ
い

て
十
分
に
調
査
、
検
討
の
う
え

情
報
開
示
し
、
町
民
理
解
の
も

と
に
進
め
ら
れ
た
い
。
ま
た
、

ソ
ー
ラ
ー
ウ
ェ
イ
㈱
の
太
陽
光

発
電
所
の
支
援
に
つ
い
て
も
、

事
業
計
画
な
ど
を
確
認
の
う
え

取
り
組
ま
れ
た
い
。�

�

⑧
社
会
福
祉
事
業�

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を

社
会
福
祉
協
議
会
に
編
入
す
る

こ
と
は
、
以
前
か
ら
協
議
さ
れ

て
い
る
が
、
高
年
齢
者
の
働
く

生
き
が
い
づ
く
り
と
地
域
福
祉

の
推
進
を
よ
り
合
理
的
に
進
め

る
た
め
に
も
、
関
係
者
の
理
解

を
求
め
ら
れ
24
年
度
中
に
実
現

さ
れ
た
い
。�

�

⑨
に
ち
な
ん
ブ
ラ
ン
ド
化�

　
促
進
事
業�

　
「
日
南
高
原
米
」
を
は
じ
め

と
す
る
農
産
物
や
加
工
品
の
販

売
を
通
し
て
日
南
ブ
ラ
ン
ド
を

確
立
す
る
取
り
組
み
を
日
南
町

地
域
振
興
公
社
に
委
託
さ
れ
る

が
、
こ
れ
ま
で
に
顕
著
な
成
果

が
上
が
っ
て
い
な
い
。
町
内
産

品
の
高
付
加
価
値
化
を
推
進
さ

れ
る
と
と
も
に
公
社
の
取
り
組

み
強
化
を
促
さ
れ
、
実
を
あ
げ

ら
れ
た
い
。�

�

⑩
山
村
振
興
一
般
対
策
事
務�

　
イ
チ
イ
荘
の
改
修
工
事
を
計

画
さ
れ
て
い
る
が
、
実
施
に
あ

た
っ
て
は
ニ
ー
ズ
を
把
握
さ
れ

る
と
と
も
に
、
今
後
の
利
用
形

態
に
つ
い
て
も
検
討
さ
れ
、
情

報
開
示
の
う
え
取
り
組
ま
れ
た
い
。�

�

⑪
国
土
調
査
事
業�

　
国
土
調
査
事
業
の
推
進
を
図

る
た
め
に
、
鳥
取
県
土
地
改
良

事
業
団
体
連
合
会
か
ら
職
員
を

受
け
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
が
、
職
員
で
対
応
す
べ
き
で

あ
り
、
早
急
に
体
制
を
整
え
ら

れ
た
い
。�

�

⑫
道
路
維
持
管
理
事
業�

　
県
か
ら
す
べ
て
の
県
道
の
除

雪
を
受
託
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
が
、
23
年
度
は
町
道
、
生
活

道
と
県
道
の
除
雪
委
託
料
に
大

き
な
格
差
が
あ
っ
た
。
24
年
度

作
業
開
始
ま
で
に
適
正
な
委
託

料
を
追
求
さ
れ
る
と
と
も
に
委

託
形
態
別
に
均
一
化
す
る
べ
き

で
あ
る
。�

　
ま
た
、
一
部
の
県
道
の
維
持

管
理
を
24
年
度
か
ら
受
託
さ
れ

る
が
、
再
委
託
業
者
任
せ
に
な

ら
な
い
よ
う
町
と
し
て
の
管
理

体
制
を
確
立
し
て
対
処
さ
れ
た

い
。�

�
⑬
郷
土
資
料
文
化
財�

　
保
護
対
策
事
業�

　
歴
史
資
料
の
電
子
デ
ー
タ
化
、

歴
史
講
座
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

や
郷
土
資
料
館
の
管
理
な
ど
郷

土
資
料
の
保
護
、
活
用
が
図
ら

れ
る
が
、
町
民
の
歴
史
、
文
化

意
識
の
向
上
に
つ
な
が
る
よ
う

な
取
り
組
み
を
さ
れ
た
い
。
特

に
電
子
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ッ
プ
す

る
な
ど
広
く
情
報
提
供
さ
れ
、

町
内
外
に
本
町
の
郷
土
資
料
を�

発
信
さ
れ
た
い
。�
�

⑭
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー�

　
管
理
事
務�

　
さ
つ
き
ホ
ー
ル
の
照
明
設
備

の
更
新
を
24
年
度
か
ら
２
カ
年

の
事
業
と
し
て
計
画
さ
れ
、
１

期
工
事
が
実
施
さ
れ
る
が
、
過

剰
な
投
資
に
な
ら
な
い
よ
う
留

意
す
る
と
と
も
に
、
２
カ
年
分

を
一
括
し
て
入
札
に
付
す
な
ど

経
費
節
減
に
努
め
ら
れ
た
い
。�

�

⑮
文
化
振
興
企
画
運
営
事
業�

　
に
ち
な
ん
文
化
史
の
発
行
を

含
む
日
南
町
文
化
協
会
の
活
動

の
支
援
が
行
わ
れ
る
が
、
社
会

教
育
の
推
進
や
町
民
文
化
の
向

上
・
発
展
の
た
め
に
も
、
そ
の

活
動
が
よ
り
活
発
に
な
る
よ
う

行
政
と
の
連
携
や
支
援
を
充
実

さ
れ
た
い
。�

�

⑯
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計�

　
生
山
地
区
お
よ
び
多
里
地
区

の
簡
易
水
道
水
が
取
水
の
不
具

合
に
よ
り
濁
り
、
給
水
や
住
民

生
活
に
影
響
が
出
る
心
配
が
あ

る
。
安
心
・
安
全
な
生
活
環
境

を
確
保
す
る
た
め
に
も
抜
本
的

な
改
善
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。�

大
き
な
反
響�

大
き
な
反
響�

大
き
な
反
響�
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町政のここが聞きたい� 一般質
問�

一般質
問�
答�答�と�問�問�

三上惇二議員�

町の施設管理委託の基本方針は�

問�問�

問�問�
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー�

問�問�
役
場
職
員
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動�

問�問�
水
質
保
全�

問�問�

民間企業の活力により住民サービスの�

向上を期待している�

答�答�

答�答�
増
原
町
長�

答�答�
公
の
施
設
の
管
理�

増
原
町
長�

答�答�
増
原
町
長�

答�答�
増
原
町
長�

①
指
定
管
理
施
設
の
利
用
及
び
運
営
状
況
に
つ
い
て
。�

②
こ
れ
ま
で
に
委
託
料
と
し
て
支
払
わ
れ
た
総
額
に
つ
い
て
。�

③
ゆ
き
ん
こ
村
の
必
要
経
費
は
条
例
に
反
し
た
支
払
い
で
は

　
な
い
か
、
委
託
料
支
払
い
の
根
拠
を
求
め
る
。�

④
路
線
バ
ス
委
託
者
が
同
一
の
会
社
で
あ
る
が
、
赤
字
補
填

　
の
状
況
を
み
る
と
運
行
管
理
委
託
料
に
疑
念
が
の
こ
る
。�

���

①
ど
の
施
設
も
利
用
者
の
伸
び
悩
み
と
経

　
営
収
支
は
厳
し
い
。�

②
平
成
18
年
度
〜
22
年
度
で
は
ゆ
き
ん
こ

　
村
１
５
８
０
万
円
、
日
南
邑
１
６
０
６

　
万
円
、
イ
チ
イ
荘
は
支
払
い
な
し
。�

③
指
定
管
理
手
続
き
等
に
関
す
る
条
例
及

　
び
施
行
規
則
に
従
い
指
定
管
理
者
と
の

　
協
定
書
第
13
条
で
定
め
て
い
る
。�

④
他
町
の
状
況
も
確
認
し
適
正
な
価
格
設

　
定
を
行
っ
て
い
る
。�

�
���

①
源
流
の
町
と
し
て
の
水
質
や
生
態
系
に
対
す
る
取
り
組
み

　
は
。�

②
環
境
保
全
型
農
業
の
推
進
と
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
の
育
成
を

　
図
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
見
解
を
。�

③
日
南
町
の
浄
化
槽
の
普
及
状
態
と
設
置
基
数
は
。�

④
町
管
理
の
浄
化
槽
は
適
切
な
管
理
が
な
さ
れ
て
い
る
か
。�

���

①
環
境
立
町
推
進
協
議
会
や
町
内
の
自
然
保
護
団
体
と
協
力

　
し
生
態
系
の
保
全
に
努
め
る
。�

②
環
境
保
全
型
農
業
の
推
進
と
支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い
。 �

③
現
在
合
併
浄
化
槽
が
８
７
５
基
、
単
独
槽
が
１
４
４
基
。�

④
町
管
理
の
浄
化
槽
は
町
内
の
２
社
に
委
託
し
て
お
り
、
い

　
ず
れ
も
適
切
な
管
理
が
な
さ
れ
て
い
る
。�

���

①
職
員
が
参
加
す
る
場
合
の
基
準
は
。�

②
活
動
時
の
職
務
上
の
扱
い
を
問
う
。�

③
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
。�

���

①
職
員
の
勤
務
時
間
と
休
暇
に
関
す
る
条
例
及
び
施
行
規
則

　
で
特
別
休
暇
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。�

②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
休
暇
の
実
態
は
な
い
、
担
当
業
務
の
支
援

　
と
し
て
イ
ベ
ン
ト
等
職
務
と
し
て
参
加
し
て
い
る
。�

③
通
常
業
務
に
支
障
の
な
い
範
囲
で
現
状
維
持
。�

���

①
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
施
設
建
設
の
全
体
計
画
を
明
ら
か
に
。�

②
建
設
費
が
１
６
２
，
３
４
５
千
円
計
上
さ
れ
て
い
る
事
業

　
の
日
南
町
と
ソ
ー
ラ
ー
ウ
エ
イ
社
の
役
割
分
担
は
。�

③
買
取
価
格
及
び
送
電
の
問
題
が
決
定
さ
れ
な
い
状
況
で
も

　
７
月
１
日
の
発
電
を
目
指
す
の
か
。�

���

①
第
２
埋
立
地
は
ソ
ー
ラ
ー
ウ
エ
イ
社
が
事
業
主
体
で
最
大

　
出
力
1.3
メ
ガ
ワ
ッ
ト
で
発
電
予
定
で
あ
る
。�

②
当
該
事
業
は
旧
石
見
小
学
校
跡
地
で
事
業
主
体
は
日
南
町

　
で
あ
る
。
ソ
ー
ラ
ー
ウ
エ
イ
社
に
は
設
計
や
中
国
電
力
へ

　
の
手
続
き
等
を
お
願
い
し
て
い
る
。�

③
初
年
度
ス
タ
ー
ト
が
有
利
で
あ
る
が
、
中
国
電
力
の
回
答

　
待
ち
で
あ
る
。�

ゆきんこ村�
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町政のここが聞きたい�

久代安敏議員�

㈱オロチのその後の経緯は�

問�問�

問�問�

連携を取っているが情報提供は�

差し控える�

答�答�

答�答�
増
原
町
長�

答�答�
増
原
町
長�

答�答�
増
原
町
長�

答�答�
増
原
町
長�

答�答�
㈱
オ
ロ
チ
の
経
営�

問�問�
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー�

問�問�
介
護
保
険
制
度�

問�問�
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
を�

問�問�
人
権
施
策�

増
原
町
長�

①
先
の
臨
時
会
で
、
㈱
オ
ロ
チ
へ
の
１
億
円
融
資
の
議
案
を

　
否
決
し
た
が
、
そ
の
後
の
経
緯
に
つ
い
て
明
ら
か
に
。�

②
「
経
営
改
善
計
画
」
は
、
達
成
さ
れ
て
い
る
か
。�

③
今
後
同
社
の
経
営
に
ど
の
よ
う
に
関
与
し
て
い
く
考
え
か
。�

���

　
㈱
オ
ロ
チ
と
は
連
携
を
取
っ
て
い
る
。
ま
た
、
情
報
に
つ

　
い
て
は
、
多
面
的
な
内
容
を
含
み
詳
細
は
差
し
控
え
る
。�

���

①
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
建
設
計
画
と
収
支
計
画
を
明
ら
か
に
。�

②
既
設
の
日
南
町
小
水
力
発
電
公
社
の
経
営
実
態
と
今
後
の

　
見
通
し
、
及
び
新
た
に
調
査
検
討
す
る
小
水
力
発
電
施
設

　
の
事
業
主
体
は
だ
れ
が
担
う
の
か
。�

③
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
促
進
す
る
た
め
に
住
民
と

　
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
体
制
整
備
が
図
ら
れ
る
べ
き
。�

④
こ
の
際
、
「
日
南
町
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
特
別
会
計
」

　
を
創
設
し
て
歳
入
歳
出
の
収
支
を
明
確
に
す
べ
き
で
は
。�

���

①
第
二
埋
立
地
は
、
固
定
資
産
税
１
９
２
８
万
円
、
土
地
賃

　
借
料
３
５
０
０
万
円
の
歳
入
を
。
ま
た
、
旧
石
見
東
小
学

　
校
跡
地
の
発
電
所
は
、
買
取
価
格
を
35
円
、
買
取
期
間
を

　
20
年
と
し
た
場
合
、
売
電
収
入
と
し
て
１
億
８
５
６
０
万

　
円
の
収
入
を
見
込
ん
で
い
る
。�

②
第
28
期
上
期
決
算
で
は
利
益
を
生
じ
て
い
る
。
ま
た
現
在

　
町
内
の
小
水
力
や
マ
イ
ク
ロ
水
力
の
可
能
性
は
県
が
調
査

　
し
て
い
る
が
、
県
と
の
協
議
と
連
携
を
進
め
て
い
く
。�

③
「
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
開
催
や
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
施
設

　
建
設
に
町
民
債
の
発
行
を
計
画
し
、
町
民
の
関
心
を
喚
起

　
し
、
事
業
参
画
と
い
う
将
来
的
展
望
へ
と
つ
な
げ
て
い
き

　
た
い
。�

④
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
所
の
建
設
に
は
、
過
疎
債
を
予
定
し

　
て
い
る
が
、
過
疎
債
充
当
の
根
拠
か
ら
特
別
会
計
へ
の
仕

　
訳
は
馴
染
ま
な
い
。�

���

①
「
旧
同
和
対
策
事
業
」
を
、
総
務
課
に
統
合
す
る
と
事
業

　
の
中
身
は
ど
う
変
わ
る
の
か
。�

②
「
旧
同
和
地
区
」
に
対
す
る
固
定
資
産
税
の
特
別
減
免
規

　
定
が
廃
止
に
な
る
が
、
当
該
納
税
者
に
周
知
さ
れ
て
い
る

　
か
。�

③
「
日
南
町
例
規
集
　
第
５
節
　
同
和
対
策
」
と
い
う
字
句

　
表
現
そ
の
も
の
を
改
正
す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。�

���

①
学
校
教
育
の
人
権
に
関
す
る
部
分
は
教
育
課
に
残
る
が
、

　
大
部
分
は
総
務
課
の
人
権
セ
ン
タ
ー
に
統
合
す
る
。�

②
毎
年
、
該
当
者
に
適
用
期
間
が
明
記
さ
れ
て
い
る
減
免
措

　
置
要
綱
を
添
付
し
て
お
知
ら
せ
し
て
い
る
。�

③
例
規
集
の
分
類
に
つ
い
て
は
検
討
し
た
い
。�

���

　
不
況
の
中
で
町
内
業
者
へ
の
経
済
波
及
効
果
が
期
待
で
き

　
る
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
に
踏
み
出
す
べ
き
で
は
。�

���

　
特
定
の
事
業
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
県
や
単
町
に
よ
る
支

　
援
の
諸
制
度
を
実
施
し
て
い
る
の
で
周
知
を
図
っ
て
い
く
。�

���

　
保
険
給
付
費
・
介
護
予
防
事
業
費
な
ど
へ
一
般
財
源
の
繰

　
り
入
れ
を
増
や
し
て
負
担
増
を
軽
減
す
べ
き
で
は
。�

���

　
保
険
料
に
対
す
る
一
般
財
源
の
投
入
は
で
き
な
い
。�
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町政のここが聞きたい�

山本芳昭議員�

問�問�
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電�

問�問�答�答�
増
原
町
長�

答�答�
日
南
病
院�

増
原
町
長�

答�答�
増
原
町
長�

病院経営の課題は�

問�問�

病床を減ずる必要がある�

答�答�

問�問�
放
射
線
測
定
器�

①
人
口
の
減
少
が
予
想
さ
れ
る
中
、
病
院
経
営
に
つ
い
て
ど

　
の
よ
う
な
課
題
が
あ
る
か
。�

②
今
後
の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
は
。�

���

①
医
療
需
要
の
実
態
に
応
じ
た
医
療
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
。

　
ま
た
、
必
要
な
専
門
職
員
確
保
の
課
題
が
あ
る
。�

②
現
在
の
99
床
を
減
ず
る
必
要
が
あ
る
。
時
期
に
つ
い
て
は
、

　
慎
重
に
判
断
し
た
い
。�

���
①
日
南
町
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
活
用
計
画
（
11
月
22
日
全
協

　
で
示
さ
れ
た
計
画
）
の
全
体
計
画
は
い
か
な
る
も
の
か
。�

②
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
の
事
業
計
画
及
び
経
営
計
画
は
。�

���

①
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
推
進
の
た
め
の
理
念
は
、
平

　
成
14
年
度
に
策
定
し
た
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
に

　
よ
る
。
日
南
町
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
活
用
計
画
の
全
体
計

　
画
に
つ
い
て
は
、
中
国
電
力
か
ら
系
統
連
系
申
請
の
結
果

　
を
待
っ
て
か
ら
策
定
す
る
。�

②
第
二
埋
立
地
は
、
事
業
主
体
が
ソ
ー
ラ
ー
ウ
ェ
イ
株
式
会

　
社
で
、
最
大
出
力
1.3
メ
ガ
ワ
ッ
ト
。�

　
ま
た
、
旧
石
見
東
小
学
校
は
、
事
業
主
体
が
日
南
町
で
、

　
最
大
出
力
0.3
メ
ガ
ワ
ッ
ト
を
考
え
て
い
る
。�

���

　
設
置
状
況
と
デ
ー
タ
ー
の
公
開
は
。�

���

　
３
月
下
旬
に
納
品
予
定
で
、
県
な
ど
が
実
施
を
予
定
し
て

　
い
る
操
作
方
法
の
講
習
会
に
参
加
し
一
定
期
間
ご
と
に
測

　
定
結
果
を
公
表
し
た
い
。�
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町政のここが聞きたい�

古都久志議員�

問�問�
副
町
長
に
お
い
て�

問�問�答�答�
町
長
に
お
い
て�

増
原
町
長�

答�答�
中
村
副
町
長�

町民生活重視の施策とは�

問�問�

現場主義をより徹底する�

答�答�

　
町
長
の
平
成
24
年
度
の
施
政
方
針
に
つ
い
て
問
う
。�

���

　
町
民
生
活
を
重
視
し
た
施
策
の
中
で
の
「
関
係
機
関
が
情

　
報
を
密
に
し
て
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
」
、
結
び
の
町
長

　
自
身
が
町
民
と
の
対
話
を
重
視
し
て｢

町
民
の
中
に
あ
る｣

　
と
い
う
こ
と
を
体
現
し
て
い
く
・
・
・
と
の
こ
と
に
つ
い

　
て
、
現
状
の
ど
の
よ
う
な
点
を
問
題
と
認
識
し
、
具
体
的

　
に
ど
の
よ
う
に
改
善
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
の
か
。�

���

　
ひ
と
つ
の
例
と
し
て
、
全
国
的
に
高
齢
者
を
含
む
窮
乏
世

　
帯
が
、
実
態
把
握
が
で
き
な
い
ま
ま
亡
く
な
る
と
い
う
ケ

　
ー
ス
が
あ
る
。
関
係
機
関
の
連
携
が
密
で
な
い
こ
と
が
上

　
げ
ら
れ
る
。
日
南
町
に
お
い
て
も
、
各
課
が
互
い
の
事
業

　
内
容
等
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
情
報
を

　
自
ら
収
集
し
各
課
の
連
携
を
持
ち
、
施
策
を
立
案
す
る
こ

　
と
が
必
要
で
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
設
け
て
、
職
員

　
の
資
質
の
向
上
を
図
る
。�

　
私
自
身
も
、
直
接
対
話
で
き
る
場
を
積
極
的
に
持
ち
、
現

　
場
主
義
を
よ
り
徹
底
し
て
い
き
た
い
。
そ
の
上
で
自
助
・

　
共
助
・
公
助
と
い
う
、
町
民
・
地
域
・
関
係
機
関
と
町
と

　
の
役
割
分
担
を
確
認
し
な
が
ら
施
策
を
進
め
て
い
き
た
い
。�

　
職
員
に
つ
い
て
も
、
現
場
に
出
向
き
対
応
や
予
算
の
執
行

　
状
況
等
確
認
す
る
こ
と
が
必
要
。
そ
の
た
め
に
、
人
員
配

　
置
も
含
め
て
組
織
の
見
直
し
を
す
る
。�

���

　
町
民
か
ら
選
ば
れ
た
町
長
の
施
政
方
針
を
、
実
行
部
隊
の

　
ト
ッ
プ
で
あ
る
副
町
長
と
し
て
、
ど
の
よ
う
に
自
ら
の
方

　
針
と
し
て
各
課
長
や
職
員
に
伝
え
、
具
現
化
し
て
行
こ
う

　
と
し
て
い
る
の
か
。�

　
施
政
重
点
項
目
と
さ
れ
た
、
雇
用
と
定
住
・
再
生
可
能
エ

　
ネ
ル
ギ
ー
・
安
心
と
安
全
と
い
う
三
本
の
柱
を
常
に
念
頭

　
に
置
き
、
組
織
を
上
げ
て
取
り
組
め
る
職
場
風
土
を
醸
成

　
さ
せ
、
町
民
か
ら
頑
張
っ
て
い
る
と
感
じ
て
も
ら
え
る
　

　
よ
う
な
組
織
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。�

　
職
員
と
の
意
見
交
換
会
を
持
ち
な
が
ら
、
職
場
環
境
の
効

　
率
化
を
図
り
た
い
。
職
員
同
士
が
助
け
合
う
こ
と
、
教
え

　
あ
う
こ
と
、
自
己
研
鑽
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。�

　
そ
の
う
え
で
各
事
業
の
意
義
を
認
識
さ
せ
、
具
現
化
・
実

　
行
す
る
よ
う
職
員
と
共
に
頑
張
り
た
い
。�

�

朝礼をして業務開始�
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町政のここが聞きたい�

荒木　博議員�

問�問�
日
南
町
の
資
源
活
用
と
雇
用
問
題�

問�問�答�答�
増
原
町
長�

答�答�
日
南
町
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用�

促
進
条
例
の
取
り
組
み�

答�答�
増
原
町
長�

問�問�
高
齢
者
の
福
祉
対
策�

増
原
町
長�

メガソーラー計画は�

問�問�

中国電力と協議中�

答�答�

①
町
が
推
進
す
る
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
計
画
の
現
状
は
。�

②
太
陽
ヒ
ー
タ
ー
の
補
助
金
制
度
を
求
め
る
が
、
ど
う
か
。�

③
マ
イ
ク
ロ
水
力
発
電
計
画
。�

���

①
予
備
検
討
を
終
え
、
現
在
、
系
統
連
系
に
つ
い
て
中
国
電

　
力
株
式
会
社
と
協
議
中
で
あ
り
、
そ
の
回
答
を
踏
ま
え
、

　
最
終
的
な
設
計
に
入
る
こ
と
に
な
る
。�

②
太
陽
ヒ
ー
タ
ー
ま
で
助
成
の
枠
を
拡
げ
る
こ
と
は
考
え
て

　
い
な
い
。�

③
昨
年
７
月
、
鳥
取
県
（
環
境
立
県
推
進
課
）
が
実
施
し
た

　
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
候
補
地
調
査
」
に
お
い
て
、

　
具
体
的
な
調
査
は
未
実
施
で
あ
る
も
の
の
、
町
内
３
箇
所

　
の
適
地
を
報
告
し
て
い
る
。
ま
た
、
県
内
で
も
数
カ
所
で

　
実
用
化
の
事
例
が
あ
り
、
事
業
化
に
向
け
、
推
進
体
制
と

　
支
援
策
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。�

���

①
町
の
林
業
の
基
本
方
針
は
。�

②
地
下
水
保
全
条
例
制
定
に
あ
た
り
、
既
存
の
井
戸
の
取
り

　
扱
い
。�

③
「
ま
め
な
水
」
の
商
業
化
に
向
け
て
の
考
え
は
。�

���

①
年
間
１
０
０
，
０
０
０
　
の
生
産
目
標
の
達
成
と
持
続
的

　
再
生
産
と
林
業
雇
用
の
拡
充
で
あ
る
。�

②
現
在
、
地
下
水
を
使
用
し
て
お
ら
れ
る
方
で
、
地
下
水
採

　
取
の
目
的
が
生
活
用
水
だ
け
に
限
ら
れ
て
い
る
場
合
は
、

　
届
け
出
は
不
要
で
、
生
活
用
水
以
外
の
目
的
で
使
用
し
て

　
お
ら
れ
る
方
は
、「
地
下
水
採
取
届
出
書
」の
提
出
が
必
要

　
で
あ
る
。�

③
新
年
度
も
、
町
の
名
水
を
５
０
０
㏄
で
３
，
０
０
０
本
の

　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
製
作
予
定
で
あ
る
。
名
水
調
査
に
よ
っ

　
て
、
町
の
水
が
お
い
し
い
こ
と
は
証
明
さ
れ
て
お
り
、
町

　
と
し
て
は
、
企
業
誘
致
を
含
め
、
民
間
資
本
で
の
事
業
参

　
入
に
期
待
し
た
い
。�

���

①
地
域
の
空
い
た
公
共
施
設
や
民
間
の
空
き
家
を
改
修
し
、

　
共
同
住
宅
、
又
は
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
な
ど
の
施
設
と
し
て

　
の
活
用
を
検
討
し
て
み
て
は
ど
う
か
。�

②
高
齢
者
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
対
策
は
。�

���

①
高
齢
者
の
転
居
先

　
の
希
望
の
多
く
は
、

　
病
院
や
買
い
物
先

　
が
近
く
に
あ
る
こ

　
と
を
希
望
さ
れ
て

　
い
る
。�

②
日
南
町
生
活
支
援

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

　
養
成
中
で
あ
る
。

　
ま
た
、
日
南
町
社

　
会
福
祉
協
議
会
に

　
お
い
て
は
、
各
種

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

　
動
支
援
や
ボ
ラ
ン

　
テ
ィ
ア
活
動
保
険

　
の
取
り
扱
い
を
し

　
て
頂
い
て
い
る
。�

生活支援ボランティア多里養成講座�
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町政のここが聞きたい�

地域振興公社の事業内容は�

問�問�

農林業研修生の受け入れや特産品の�

販売を行っている�

答�答�

答�答�
増
原
町
長�

問�問�
公
共
施
設
指
定
管
理
・�

地
域
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
公
募
方
法�

問�問�
 

日
南
町
地
域
振
興
公
社
運
営
状
況�

答�答�
増
原
町
長�

藤原泰則議員�
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－13－�

①
現
在
の
事
業
内
容
と
、
開
業
当
時
と
の
違
い
。�

②
過
去
３
年
間
の
事
業
実
績
と
今
年
度
の
見
通
し
。�

　
（
収
支
と
実
績
）�

③
地
域
貢
献
と
販
促
活
動
に
つ
い
て
。�

　
・
取
扱
商
品
と
販
売
方
法�

　
（
販
路
方
法
を
具
体
的
に
）�

　
・
Ｐ
Ｒ
活
動
の
実
績�

����������������������

①
現
在
は
、
農
林
業
研
修
生
の
受
け
入
れ
、
日
南
高
原
米
、

　
特
産
品
の
販
売
、農
地
利
用
円
滑
化
事
業
で
あ
り
、開
業
当

　
時
は
、
ふ
る
さ
と
日
南
邑
の
管
理
運
営
を
主
と
し
て
い
た
。�

②
平
成
20
年
度
か
ら
平
成
22
年
度
に
つ
い
て
、
平
成
20
年
度

　
は
日
南
高
原
米
の
販
売
を
ス
タ
ー
ト
し
実
績
と
し
て
２
１

　
５
万
円
の
次
期
繰
り
越
し
、
平
成
21
年
度
は
農
林
業
研
修

　
生
事
業
と
特
産
販
売
を
開
始
し
、
２
４
６
万
円
の
次
期
繰

　
り
越
金
。
平
成
22
年
度
は
、
３
８
０
万
円
の
次
期
繰
り
越

　
し
額
と
な
っ
て
い
る
。
今
年
度
は
前
年
度
並
み
の
数
値
を

　
見
込
ん
で
い
る
。�

③
日
南
高
原
米
や
特
産
加
工
品
62
品
目
を
取
り
扱
っ
て
い
る
。

　
町
内
外
の
取
次
店
や
イ
ベ
ン
ト
参
加
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
等
で
販
売
し
て
い
る
。
Ｐ
Ｒ
は
チ
ラ
シ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

　
ト
な
ど
で
あ
る
。�

���

①
公
共
施
設
指
定
管
理
の
公
募
に
つ
い
て
。�

　
・
公
募
方
法
（
告
知
方
法
）�

　
・
募
集
期
間�

②
地
域
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
公
募
に
つ
い
て
。�

　
・
公
募
方
法
（
告
知
方
法
）�

　
・
募
集
期
間�

　
・
主
な
実
績
・
活
動
と
検
証
報
告
（
平
成
22
年
度
、
23
年

　
　
度
）�

���

①
高
齢
者
生
産
活
動
セ
ン
タ
ー
、
日
南
邑
、
木
竹
加
工
施
設

　
と
も
に
、
公
告
、
防
災
無
線
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
公
募

　
を
行
い
、
募
集
期
間
は
１
月
18
日
か
ら
２
月
15
日
ま
で
で

　
あ
る
。�

②
公
募
方
法
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ハ

　
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
行
い
、
募
集
期
間
は
、
２
月
15
日
か
ら
２

　
月
24
日
ま
で
で
あ
る
。
内
容
は
、
地
域
の
取
り
組
み
か
ら

　
商
品
の
開
発
な
ど
に
取
り
組
み
、
今
後
各
地
域
が
つ
な
が

　
り
を
も
っ
た
取
り
組
み
の
展
開
に
期
待
し
て
い
る
。�
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 1．傍聴者に議会資料を配付（本会議・委員会）�

 2．議案の概要をホームページで公開（平成23年12月定例会から実施）�

 3．常任委員会のテレビ放送（録画放送のみ、放送システム導入後から実施）�

 4．特別委員会のテレビ放送（生放送と録画放送、放送システム導入後から実施）�

 5．全員協議会のテレビ放送（生放送と録画放送、放送システム導入後から実施）�

 6．予算審査特別委員会のテレビ放送（生放送と録画放送を平成24年３月から実施）�

 7．決算審査特別委員会のテレビ放送（生放送と録画放送を平成24年９月から実施）�

 8．本会議等のテレビ放送中の休憩時間の表示（方策が決まれば対応する。）�

 9．議案審議を深めるために、補正予算等の質疑を各課ごとに行います。�

10．常任委員会は、所管事務調査だけでなく、予算や決算審査特別委員会での審査意見のほか採択

　　 した陳情等の追跡も含め、内容を充実させます。�

11．長期間欠席した議員の報酬、期末手当の減額（平成24年１月から実施）�

12．日南町議員政治倫理条例の見直し（平成24年３月議会で一部を改正)　※関連記事４ページに掲載�

13．町民に対する議会報告会や意見交換会の実施（平成24年から実施、要綱を作成）�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　※関連記事次ページに掲載�

決定したこと�

 1．一般質問の一問一答方式（平成14年６月）�

 2．議員定数の削減（平成15年10月）�

 3．議員報酬の削減、議員期末手当の支給率の引下げ（平成16年４月）�

 4．日南町議員政治倫理条例の制定（平成16年６月)�

 5．本会議のテレビ放送（平成16年９月）�

 6．本会議等に出席した場合の日当の廃止（平成17年４月）�

 7．電子メールによる公文書の送受信（平成17年６月）�

 8．常任委員会、特別委員会、全員協議会の公開（平成20年１月）�

 9．ホームページに本会議、特別委員会の議事録を公開（平成20年１月）�

10．ホームページに採決結果、一般質問の通告・答弁要旨、会期日程を公開（平成20年１月）�

11．町長等の反問権（平成20年９月）�

12．議員期末手当の支給率の引下げ（平成22年１月)

以前から取り組んでいること�

議会改革に関する調査特別委員会�議会改革に関する調査特別委員会�
　議会改革に関する調査特別委員会（委員長 福田稔議員・全議員で構成）は平成23年６月21日

に設置、すでに10回の委員会を開き、議会改革に向けて積極的に取組んでいるところです。決

定したことや現在検討していることをお知らせします。�
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〔実施時期等〕�

①報告会は年１回、９月定例閉会後おおむね２ヶ月以内に実施します。�

②意見交換会は町行政及び議会に関わる案件について必要と認めたとき、または町民から要請があっ

　たとき。�

③報告会と同時に意見交換会を実施することができます。�

④あらかじめ実施期日、会場等を広報します｡�

⑤報告会及び意見交換会の会場は、原則として各地域振興センター及び生山自治会館、下石見センタ

　ーとします。�

〔実施要請〕�

①意見交換会の実施を要請できるのは、本町に在住、在勤する10人以上で構成する団体または、グ

　ループとします。�

②意見交換会の実施を要請される代表者は、意見交換会実施要請書を議長に提出して頂きます。議長

　は、期日等を調整し、実施の可否を決定し、意見交換会実施決定通知書により要請者に通知致します。�

〔報告内容〕�

①議会の活動状況（常任委員会、特別委員会を含む。）�

②予算又は決算の審議状況�

③その他必要と思われる事項�

〔報告会・意見交換会の運営〕�

①議員６人で構成する２班編成。�

②各班に代表者、司会者、報告者および記録者を置く。�

③町民からの質問及び意見に対する答弁は、全員で行う。�

④意見交換会は議員全員で参加することも可能とし、その場合の運営及び役割については、議長が別

　に定めるものとします。�

〔報告書〕�

①報告会および意見交換会の記録は、各班で検証のうえ報告書としてまとめ、代表者が議長に提出し

　ます。�

②報告書は、町のホームページ、議会だより等で公表します。�

〔成果等〕�

　報告会及び意見交換会において町民から出された要望、提言等のうち、議会に関するものは議会運

営委員会で、町行政に関するものは各常任委員会で審議し、議会全員協議会の議を経て対処し、この

結果は、町のホームページ、議会だより等で公表します。�

日南町議会報告会・町民との意見交換会�日南町議会報告会・町民との意見交換会�
　町民の皆様から、多数のご意見を頂きましたので、平成24年度から議会報告会及び意見交換

会を実施します。�
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山
本
　
芳
昭�

三
上
　
惇
二�

古
都
　
勝
人�

福
田
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久
代
　
安
敏�

荒
木
　
　
博�

坪
倉
　
勝
幸�

長
谷
川
　
篤�

古
都
　
久
志�

藤
原
　
泰
則�

惠
比
奈
礼
子�

村
上
　
正
広�

長谷川篤議員は、病気療養中につき本会議は全て欠席しました。�
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※村上正広議長は議事進行を行うため、賛否の表明はしません。ただし、採決で賛否が同数となった場合は「議長�
　裁決」という形で賛否表明をします。�

3月議会審議結果と議員ごとの賛否内訳�3月議会審議結果と議員ごとの賛否内訳�

日南町 条例の一部改正�
　地域活性化支援センターの設置及び管理に関する条例�

　職員の給与に関する条例�

　税条例�

　集会所の設置及び管理に関する条例�

　郷土資料館の設置及び管理に関する条例�

　隣保館の設置及び管理に関する条例�

　介護保険条例�

　町営住宅設置及び管理に関する条例�

　消防団条例�

　非常勤消防団員に係る退職報奨金の支給に関する条例�

平成23年度 日南町補正予算�
　一般会計（第8号）�

　国民健康保険特別会計（第3号）�

　簡易水道事業特別会計（第2号）�

　農業集落排水事業特別会計（第2号）�

　介護保険特別会計（第3号）�

　介護サービス事業特別会計（第2号）�

　後期高齢者医療特別会計（第2号）�

　病院事業会計（第2号）�

　一般会計（第9号）�

平成24年度 日南町予算の認定�
　一般会計�

　国民健康保険特別会計�

　簡易水道事業特別会計�

　農業集落排水事業特別会計�

　介護保険特別会計�

　介護サービス事業特別会計�

　後期高齢者医療特別会計�

　病院事業会計�

その他の議案�
　日南町過疎地域自立促進計画の一部変更�

　公の施設に係る指定管理者の指定�

　　　　　（高齢者生産活動センター）�

　　　　　〃　　　（ふるさと日南邑）�

　　　　　〃　　（木竹共同加工施設）�

　町道の路線認定�

　日南町と鳥取県との間の研修に関する事務の委託�
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議　　案　　名�
結果�
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「こころの健康を守り推進する基本法（仮称）」の法制化を求める意見書（案）�

　いま国民の「こころ」は深刻な状況にある。平成10年から毎年3万人以上の人々が自死によって

命をなくしており、また平成17年には300万人以上、つまり40人に1人以上の人々が精神科を受診

し、今も増加傾向が続いている。�

　厚生労働省は、これまで「4大疾病」と位置づけて重点的に対策に取り組んできた「ガン、脳卒

中、心臓病、糖尿病」に精神疾患を加えて「5大疾病」とする方針を決めた。ちなみに糖尿病患者

237万人、ガン患者152万人に対して、精神疾患患者は323万人に上り、この点でも重点対策が不

可欠と判断された。�

　平成22年4月から、「こころの健康政策構想会議」が設立され、精神医療改革、精神保健改革、

家族支援の三つを軸として、国民すべてを対象とした、こころの健康についての総合的、長期的

な政策を保障する「こころの健康を守り推進する基本法（仮称）」の制定を強く求めている。�

　よって日南町議会は、国会及び政府に対し「こころの健康を守り推進する基本法（仮称）」の

制定を強く求めるものである。�

内閣総理大臣ほか関係大臣に�
意見書を提出しました�

内閣総理大臣ほか関係大臣に�
意見書を提出しました�

結  　果�件 名 �提 出 者 �

毎年３万人以上が自死によって命を亡くし
ているように、精神疾患についての対策は
急務である。よって国民すべてを対象とした、
こころの健康についての総合的、長期的な
政策を保障する基本法の制定の願意は妥当
である。�

「こころの健康を守り推
進する基本法（仮称）」
の法制化を求める意見書
提出に関する陳情書�

採　択�
(全員賛成)

現在支給されている年金額は、平成11年か
ら13年までの間に物価が下落したにもかか
わらず年金額を特例的に据え置いた影響で、
本来の水準よりも2.5％高くなっているもの
であるが、これを解消することは、年金財
政の改善と世代間の公平を図る意義がある。
よって、年金額の引き下げに反対する陳情
には賛成できない。�

公的年金の引き下げに反
対する意見書提出を求め
る陳情�

全日本年金者組合�
鳥取県西部支部�
　支部長　松本　正孝�

不採択�
(賛成少数)

高性能林業機械群の導入を図るために、第
一期同様の上乗せ助成は妥当である。但し、
この事業により更なる作業効率の向上と雇
用拡大、施業単価の引き下げ等も実現され
たい。�

高性能林業機械群につい
て第一期鳥取県緑の産業
再生プロジェクト事業と
同様の補助額の上乗せを
お願いいたします�

日南町木材生産事業�
協同組合�
　理事長　浅川　三郎�

採　択�
(全員賛成)

提出のあった陳情は、３月定例議会の本会議で審議した結果、次のとおり決定しました。�

陳情の審査結果�

審 査 意 見 �
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町
民
の
み
な
さ
ん
も
よ
く
国
会
の

予
算
委
員
会
の
テ
レ
ビ
中
継
を
見
て

お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
ど
ん
な

感
想
を
お
持
ち
で
し
ょ
う
か
。�

　
私
た
ち
日
南
町
議
会
も
さ
ら
な
る

情
報
公
開
に
む
け
て
一
歩
前
へ
ふ
み

出
し
ま
し
た
。
今
回
の
予
算
審
査
の

テ
レ
ビ
放
送
も
そ
の
一
つ
で
す
。
し

か
し
生
放
送
と
な
り
ま
す
と
、
つ
い

身
構
え
て
し
ま
い
が
ち
で
な
か
な
か

自
然
体
と
は
い
か
な
く
な
り
ま
す
が

そ
の
一
方
で
は
よ
い
意
味
で
の
緊
張

感
を
持
っ
て
審
査
に
臨
む
こ
と
が
で

き
る
と
思
い
ま
す
。�

　
み
な
さ
ん
の
ご
感
想
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
、
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。�

　
次
号
か
ら
は
、
議
会
改
革
の
取
り

組
み
を
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
荒
木
　
記�

�

　
　
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会�

　
　
　
　
委

員

長
　
古
都
　
久
志�

　
　
　
　
副
委
員
長
　
藤
原
　
泰
則�

　
　
　
　
委
　
　
員
　
山
本
　
芳
昭�

　
　
　
　
　
　〃
　　
　
荒
木
　
　
博�

　
　
　
　
　
　〃
　　
　
惠
比
奈
礼
子�

編�

集�

後�

記�

にちなん議会だより　平成24年４月発行　No.127

－18－�

知ってください 議会のことを�知ってください 議会のことを�

第４回　議員発議条例について�

　
議
会
の
権
能
の
一
つ
に
、
「
政
策
決
定
機
能
」

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
町
全
体
の
意
志
の
決

定
を
す
る
こ
と
で
条
例
の
制
定
改
廃
、
予
算

の
議
決
な
ど
で
す
。�

　
こ
れ
ま
で
、
日
本
の
政
治
風
土
の
中
で
は
、

首
長
が
提
案
す
る
議
案
を
議
決
す
る
と
い
う

形
が
一
般
的
で
し
た
が
、
受
動
的
な
権
限
行

使
や
要
望
に
と
ど
ま
ら
ず
、
住
民
の
意
思
を

代
表
し
て
、
積
極
的
に
政
策
の
立
案
、
決
定

に
あ
た
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
日
南
町
議
会
で
も
、
後
記
の
議
員
発
議
条

例
が
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
条
例
の
発
案
は

議
員
と
委
員
会
に
あ
り
ま
す
。
議
員
の
発
案

は
議
員
定
数
の
１
／
12
以
上
の
賛
成
者
（
日

南
町
で
は
２
名
）
の
連
署
を
も
っ
て
発
案
で

き
ま
す
。
委
員
会
が
提
出
す
る
場
合
は
委
員

会
の
議
決
を
経
て
委
員
長
が
提
出
し
ま
す
。�

　
条
例
の
種
類
に
よ
っ
て
は
、
直
接
住
民
に

関
係
な
く
て
も
、
行
政
が
最
小
の
経
費
で
最

大
の
効
果
を
上
げ
ら
れ
る
か
ど
う
か
、
ま
た

強
制
力
を
も
っ
て
住
民
の
権
利
を
制
限
し
義

務
を
課
す
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

発
案
を
行
う
に
は
、
目
的
の
明
確
化
、
住
民

の
賛
同
、
越
権
や
違
法
性
、
現
行
条
例
と
の

関
係
、
財
政
状
況
と
の
関
係
、
表
現
な
ど
色
々

な
調
査
や
検
討
が
必
要
に
な
り
ま
す
。�

　
健
全
な
二
元
代
表
制
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

議
会
は
条
例
制
定
の
働
き
を
強
化
し
て
行
く

こ
と
が
必
要
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
１
９
９

９
年
の
地
方
自
治
法
の
改
正
の
「
地
方
分
権

推
進
一
括
法
」
以
降
の
地
域
社
会
で
は
、
そ

の
権
能
を
生
か
せ
る
か
ど
う
か
で
地
域
の
盛

衰
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
と
考
え
ら
れ
て

お
り
、
行
政
需
要
の
多
様
化
・
高
度
化
の
中
で
、

行
政
の
行
動
様
式
で
あ
る
「
条
例
」
の
重
要

性
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

現
実
は
、
条
例
制
定
に
と
も
な
う
事
務
は
非

常
に
専
門
化
し
て
お
り
、
日
頃
か
ら
の
議
員

活
動
に
あ
わ
せ
て
相
当
に
勉
強
が
必
要
と
な

り
ま
す
。�

（
最
近
の
発
議
）�

平
成
23
年
６
月�

　
①
議
員
報
酬
を
引
き
続
き
減
じ
る
条
例
の

　
　
一
部
改
正�

平
成
23
年
12
月�

　
①
日
南
町
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
促

　
　
進
条
例�

　
②
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る

　
　
条
例
の
一
部
改
正�

　
③
日
南
町
い
き
い
き
定
住
促
進
条
例
の
一

　
　
部
改
正�

平
成
24
年
３
月�

　
①
日
南
町
総
合
計
画
策
定
条
例
制
定�

　
②
日
南
町
議
会
議
員
政
治
倫
理
条
例
の
一
部

　
　
改
正�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
古
都
勝
人
　
記
）�

─　　 ─404



発行／日南町議会　〒689－5292　鳥取県日野郡日南町霞800　TEL（0859）82－1900�

編集／議会広報調査特別委員会　　印刷／冨士印刷有限会社�

にちなん�にちなん� 平成24年７月発行　第128号�

おもな内容�
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メガソーラー�どうなるの？�メガソーラー�どうなるの？�メガソーラー�どうなるの？�

－2－�

鳥取県後期高齢者医療広域連合規約の変更に

関する協議�

　外国人登録制度が廃止されることになり、規約

を変更するもの。�

�

住民基本台帳法の一部を改正する法律等の施

行に伴う関係条例の一部改正�

　外国人住民の利便の増進等を目的として、外国

人住民を住民基本台帳法の適用対象に加える。�

〔改正する条例〕�

　ア　日南町住民基本台帳カード利用に関する条例�

　イ　日南町印鑑条例�

　ウ　日南町手数料条例�

　エ　日南町国民健康保険条例�

�

日南町特別医療費助成条例の一部改正�

　税制改正で年少扶養控除が廃止されたことによ

り、所得税が課されるひとり親家庭に対し、従来

どおり特別医療費の助成を行うように改正する。�

条例の一部改正等�

議決したおもなもの�

一般会計5,332万３千円の増額�

・議会改革先進事例の調査　　　　　75万３千円�

・古事記編さん1300年記念事業　　 35万４千円�

・井上靖記念館トイレ改築工事　　 254万７千円�
（地元からの陳情を採択したもの）�

・グループホーム夜間世話人配置　　　   20万円�

・にちなん保育園にエアコン（２台）設置ほか�

　　　　　　　　　　　　　　　 　100万３千円�

・21世紀水田農業確立対策事業   △136万７千円�

・日南ブロイラー鶏舎屋根修繕　　 123万９千円�

・全国和牛能力共進会出品者報償費　　   12万円�

・ゆきんこ村研修棟修繕 　　　　　237万４千円�

・高性能林業機械の導入　  　　　　  3,980万円�

・丸山橋架け替え負担金の増　　　 591万６千円�
�

病院会計　　630万円の増額�

・超音波診断装置の購入　630万円�

平成24年度　補正予算�

にちなん議会だより　平成24年７月発行　No.128

－3－�

　２名の教育委員の任命に同意した。�

　井上　輝之氏（任期 平成28年５月13日）�

　川上絵里子氏（任期 平成25年５月13日）�

�
�
�
　町営バス２台購入�
　　中型ディーゼルバスを２台取得�

　　3,381万円（消費税込み）�

財産の取得�

５月10日臨時会�

　暴風被害復旧対策事業補助金　227万４千円�

�

�

�

日南町税条例の一部改正�
　年金所得者の寡婦（寡夫）控除に係る申告手続き

　の簡素化などの改正。�

日南町国民健康保険税条例の一部改正�
　医療費分の税率の改正、東日本大震災に係る被災

　居住用財産の敷地に係る譲渡期限を延長する。�

教育委員の任命同意�一般会計補正予算�

条例の一部改正�

６月定例会�
６月19日～６月22日�

　定例議会が6月19日から22日までの4日間の会期で開催されました。�

　初日の一般質問では、5人の議員が登壇し執行部の所信を問いました。�

　執行部から提案された条例の一部改正や一般会計及び病院事業会計の補正予算等全議案を原

案通り可決しました。�

　また、最終日には陳情審査と国への意見書を決議し閉会しました。�

　初日の一般質問で３人の議員がメガソーラー発電計画の進捗状況を町長に問い質しました。

　この時の町長の答弁では出て来なかった「電線容量等」の具体的内容が、翌日の新聞に掲載

され、町長は、その報道を受けて本会議で改めて説明しました。�

　執行部は統一見解をもって、議会答弁を通じ町民に向けて優しく、詳しく説明するべきであ

ります。�

　要は、中国電力への申請の回答として、電線容量が足らないので、旧石見東小での日南町と

してのメガソーラーの建設は可能だが、「ソーラーウェイ社」によるものは規模が大きすぎて

無理。�

　ソーラーウェイ社の発電は、規模を縮小してやるのか、日南町から撤退するのかは、ソーラ

ーウェイ社次第ということです。�

　進出協定を結んで、日南町の活性化に多少なりとも寄与すると期待された「民間企業による

メガソーラー発電」の計画が7ヵ月余りで頓挫ということになり、改めて残土処分場の有効利

用を再々検討しなくてはなりません。�

山
本
　
芳
昭�

三
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惇
二�

古
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勝
人�

福
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荒
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勝
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長
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古
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久
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惠
比
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正
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※村上正広議長は議事進行を行うため、賛否の表明はしません。ただし、採決で賛否が同数となった場合は「議長�
　裁決」という形で賛否表明をします。�

審議結果と議員ごとの賛否�

日南町 条例の一部改正�
　住民基本台帳法の一部を改正する法律等の

　施行に伴う関係条例�

　日南町特別医療費助成条例�

平成24年度 日南町補正予算�
　一般会計（第２号）�

　病院事業会計（第１号）�

その他の議案�
　鳥取県後期高齢者医療広域連合規約の変更に関する協議について�

�
�

可決�
�

可決�

�

可決�

可決�

�

可決�

議　　案　　名�
結果�
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メガソーラー�どうなるの？�メガソーラー�どうなるの？�メガソーラー�どうなるの？�

－2－�

鳥取県後期高齢者医療広域連合規約の変更に

関する協議�

　外国人登録制度が廃止されることになり、規約

を変更するもの。�

�

住民基本台帳法の一部を改正する法律等の施

行に伴う関係条例の一部改正�

　外国人住民の利便の増進等を目的として、外国

人住民を住民基本台帳法の適用対象に加える。�

〔改正する条例〕�

　ア　日南町住民基本台帳カード利用に関する条例�

　イ　日南町印鑑条例�

　ウ　日南町手数料条例�

　エ　日南町国民健康保険条例�

�

日南町特別医療費助成条例の一部改正�

　税制改正で年少扶養控除が廃止されたことによ

り、所得税が課されるひとり親家庭に対し、従来

どおり特別医療費の助成を行うように改正する。�

条例の一部改正等�

議決したおもなもの�

一般会計5,332万３千円の増額�

・議会改革先進事例の調査　　　　　75万３千円�

・古事記編さん1300年記念事業　　 35万４千円�

・井上靖記念館トイレ改築工事　　 254万７千円�
（地元からの陳情を採択したもの）�

・グループホーム夜間世話人配置　　　   20万円�

・にちなん保育園にエアコン（２台）設置ほか�

　　　　　　　　　　　　　　　 　100万３千円�

・21世紀水田農業確立対策事業   △136万７千円�

・日南ブロイラー鶏舎屋根修繕　　 123万９千円�

・全国和牛能力共進会出品者報償費　　   12万円�

・ゆきんこ村研修棟修繕 　　　　　237万４千円�

・高性能林業機械の導入　  　　　　  3,980万円�

・丸山橋架け替え負担金の増　　　 591万６千円�
�

病院会計　　630万円の増額�

・超音波診断装置の購入　630万円�

平成24年度　補正予算�

にちなん議会だより　平成24年７月発行　No.128

－3－�

　２名の教育委員の任命に同意した。�

　井上　輝之氏（任期 平成28年５月13日）�

　川上絵里子氏（任期 平成25年５月13日）�

�
�
�
　町営バス２台購入�
　　中型ディーゼルバスを２台取得�

　　3,381万円（消費税込み）�

財産の取得�

５月10日臨時会�

　暴風被害復旧対策事業補助金　227万４千円�

�

�

�

日南町税条例の一部改正�
　年金所得者の寡婦（寡夫）控除に係る申告手続き

　の簡素化などの改正。�

日南町国民健康保険税条例の一部改正�
　医療費分の税率の改正、東日本大震災に係る被災

　居住用財産の敷地に係る譲渡期限を延長する。�

教育委員の任命同意�一般会計補正予算�

条例の一部改正�

６月定例会�
６月19日～６月22日�

　定例議会が6月19日から22日までの4日間の会期で開催されました。�

　初日の一般質問では、5人の議員が登壇し執行部の所信を問いました。�

　執行部から提案された条例の一部改正や一般会計及び病院事業会計の補正予算等全議案を原

案通り可決しました。�

　また、最終日には陳情審査と国への意見書を決議し閉会しました。�

　初日の一般質問で３人の議員がメガソーラー発電計画の進捗状況を町長に問い質しました。

　この時の町長の答弁では出て来なかった「電線容量等」の具体的内容が、翌日の新聞に掲載

され、町長は、その報道を受けて本会議で改めて説明しました。�

　執行部は統一見解をもって、議会答弁を通じ町民に向けて優しく、詳しく説明するべきであ

ります。�

　要は、中国電力への申請の回答として、電線容量が足らないので、旧石見東小での日南町と

してのメガソーラーの建設は可能だが、「ソーラーウェイ社」によるものは規模が大きすぎて

無理。�

　ソーラーウェイ社の発電は、規模を縮小してやるのか、日南町から撤退するのかは、ソーラ

ーウェイ社次第ということです。�

　進出協定を結んで、日南町の活性化に多少なりとも寄与すると期待された「民間企業による

メガソーラー発電」の計画が7ヵ月余りで頓挫ということになり、改めて残土処分場の有効利

用を再々検討しなくてはなりません。�
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※村上正広議長は議事進行を行うため、賛否の表明はしません。ただし、採決で賛否が同数となった場合は「議長�
　裁決」という形で賛否表明をします。�

審議結果と議員ごとの賛否�

日南町 条例の一部改正�
　住民基本台帳法の一部を改正する法律等の

　施行に伴う関係条例�

　日南町特別医療費助成条例�

平成24年度 日南町補正予算�
　一般会計（第２号）�

　病院事業会計（第１号）�

その他の議案�
　鳥取県後期高齢者医療広域連合規約の変更に関する協議について�

�
�

可決�
�

可決�

�

可決�

可決�

�

可決�

議　　案　　名�
結果�
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現在の活用は、農地及び森林の位置・形状確認、
農政、森林施業、町有林台帳管理、Ｊ―ＶＥ
Ｒの図面管理、ゴミ不法投棄の位置確認、町
有財産の位置・形状確認である。全体として、
不完全な部分があり、業務の参考システムと
して活用したい。�

にちなん議会だより　平成24年７月発行　No.128

－4－�－5－�

事　業　名�

地域間交流施設
管 理 事 業 �

施設全体が地域の情報発信と交流の
場としての機能が発揮できるよう、
設置目的に則した運用をされたい。�

「ＮＰＯ法人つなで」に使用を許可。無料休
憩室は、毎日８時から18時まで開放、交流の
場としての機能を活かせるようにしている。�

委員会審査意見� 取り組み状況�担当課�

総務課�

町有財産整備管
理 事 務 �

町有建物の発熱・電源の確保にあた
っては、再生可能エネルギーの導入
について検討し、実現されたい。�

公共施設への太陽光発電設備・蓄電池の導入
を計画策定し、財源となる「再生可能エネル
ギー等導入推進基金」の活用を申請をしていく。�

総務課�

防災対策事業�

県や西部市町村との連携を図るとと
もに、町内の実情に則した防災体制
や危機管理について検討され、より
有効な防災計画や避難計画を再構築
されたい。�
避難所に指定されている集会所など
の改修、整備については、避難所の
立地、構造などについても精査、検
討のうえ取り組まれたい。�

町の地域防災計画は、県の地域防災計画見直
しとの整合性を図りながら見直しを行う方針
だが、国の原子力災害対策特別措置法の改正
が遅れており、県の作業も進められない状況。
情報提供があった部分から見直しに着手する
予定である。原発編の計画については、西部
町村での方向性を踏まえ検討していく。�
避難所改修補助は、７月中旬を目途に、審査・
補助決定を行う。審査は、立地等総合的に精
査し、地域との協議の上取り組む予定である。�

総務課�

地理情報システム�

行政や町づくりの中に活かされるよ
う、早急に利活用体系を構築された
い。�

企画課�

アドバイザーは、古事記編纂1300年関連事業
を中心に、まちづくり協議会の活動支援・ア
ドバイスを行っている。�
集落支援員は、まちづくり協議会の事業計画
に沿って、事業の企画イベント準備、独居世
帯マップづくり、特産品販売等にたずさわっ
ている。�

住民参画町づくり
事 業 �

集落支援員とあわせてアドバイザー
の効果的な運用に努められたい。�

企画課�

まんが王国とっとり建国記念事業　10月13日
～10月21日（９日間）第30回地域づくり団
体全国交流研究会　９月29日～30日�
古事記編纂1300年関連事業（７月14日講演
会ほか）�
にちなん食のバザール事業　６月３日、９月
２日、10月20日～21日、12月２日�

観光振興対策事業�

まんが王国とっとり建国記念事業、
第30回地域づくり団体全国交流研修
会、古事記編纂1300年関連事業、
食のバザールなど本町の魅力を発信
する機会とし、多く集客できるよう
企画、取り組みをされたい。�

企画課�

３月３日再生エネルギーパネルフォーラムの
開催。３月18日生山自治会地元説明会、５月
15日神戸上（東ノ原）地元説明会、５月22日
及び６月21日神戸上現地確認。�

新エネルギー�
推 進 事 業 �

執行にあたっては、採算性などにつ

いて十分調査、検討のうえ情報開示し、

町民の理解のもと進まれたい。㈱ソ

ーラーウェイへの支援について、事

業計画を確認のうえ取り組まれたい。�

住民課�

事　業　名�

にちなんブラン
ド化促進事業�

町内産品の高付加価値を推進される
とともに公社の取り組み強化を促さ
れ、実をあげられたい。�

公社と連携し、新規販路開拓、イベント参加
で「日南という地域ブランド」を目指したい。
絶対量が少ない加工品は、「隙間を狙う」戦略
を一緒に検討していきたい。�

委員会審査意見� 取り組み状況�担当課�

農林課�

山村振興一般�
対 策 事 務 �

イチイ荘の改修工事実施にあたって
は、ニーズを把握され、今後の利用
形態を検討され、情報開示のうえ取
り組まれたい。�

将来的な宿泊需要、施設活用等指定管理者の
意見を聞きながら検討していきたい。�農林課�

国土調査事業�
国土調査事業の推進を図ることは、
町職員で対応すべきであり、早急に
体制を整えられたい。�

土地改良事業団体連合会職員の指導のもとに
職員で対応ができるようスキルアップを図っ
ている。�

建設課�

道路維持管理事業�

除雪について、24年度作業開始まで
に適正な委託料を追求されるととも
に、委託形態別に均一化するべきで
ある。�
県道の維持管理は、再委託業者任せ
にならないよう、管理体制を確立し
て対処されたい。�

除雪は、鳥取県・日野郡３町で平成23年度の
状況を踏まえ協議中。維持管理は、工程表等
で確認し、今後定期的に県・町・請負業者で
調整を図っていきたい。�

建設課�

郷土資料文化財�
保護対策事業�

町民の歴史、文化意識の向上につな
がるような取り組みをされたい。特
に電子データについては、広く情報
提供され、町内外に本町の郷土資料
を発信されたい。�

文化財発掘調査の分析処理など郷土資料館を
中心として活用するとともに、毎月古文書解
読ワークショップを開催している。電子デー
タの町ホームページアップについては、個人
情報を多く含むことから難しい。データ公開は、
８月～９月中の端末設置を目途に作業中である。�

教育課�

総合文化センタ
ー 管 理 事 務 �

さつきホールの照明設備の更新は、
過剰な投資にならないよう留意する
とともに、２ヵ年分を一括して入札
に付するなど経費節減に努められた
い。�

２ヵ年分を一括して発注できるようその方策
を検討中である。�教育課�

文化振興企画�
運 営 事 業 �

社会教育の推進や町民文化の向上・
発展のためにも、日南町文化協会の
活動が活発になるよう行政との連携
や支援を充実されたい。�

日常的に町民の目に触れる作品発表の場を確
保し、文化協会の活動の活発化と創作活動へ
の意欲化を図っている。�

教育課�

簡易水道事業�
特 別 会 計 �

生山・多里地区の簡易水道水が取水
の不具合により濁り、給水や住民生
活に影響がでる心配がある、安心・
安全な生活環境を確保するためにも
抜本的な改善に取り組まれたい。�

生山地区については、河川内伐採直後の大雨
によるものと思われるため、県に伐採時期等
を考慮してもらうように要請している。多里
地区については、取水パイプが流失したもの
であるため、流失しないような工法を検討中
である。�
現在、両地区ともに水質は安定している。�

建設課�

意見に対する取組み状況�予算審査特別委員会の審査�
　平成24年度の予算に対して「予算審査特別委員会」では、以下の事業に対して意見を付して可決

しましたが、その後の取り組み状況について、６月22日の全員協議会で報告がありました。�

　議会は、今後も執行状況をしっかり監視・監督していきます。�

シルバー人材センター理事会では、町の提案
について前向きに進めていく方向となり、定
期総会においても前向きに検討していく事に
なっている。社会福祉協議会にも協議中である。�

社会福祉事業�

関係者の理解を求められ、シルバー
人材センターを社会福祉協議会に編
入することを24年度中に実現された
い。�

福祉保健課�
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現在の活用は、農地及び森林の位置・形状確認、
農政、森林施業、町有林台帳管理、Ｊ―ＶＥ
Ｒの図面管理、ゴミ不法投棄の位置確認、町
有財産の位置・形状確認である。全体として、
不完全な部分があり、業務の参考システムと
して活用したい。�

にちなん議会だより　平成24年７月発行　No.128

－4－�－5－�

事　業　名�

地域間交流施設
管 理 事 業 �

施設全体が地域の情報発信と交流の
場としての機能が発揮できるよう、
設置目的に則した運用をされたい。�

「ＮＰＯ法人つなで」に使用を許可。無料休
憩室は、毎日８時から18時まで開放、交流の
場としての機能を活かせるようにしている。�

委員会審査意見� 取り組み状況�担当課�

総務課�

町有財産整備管
理 事 務 �

町有建物の発熱・電源の確保にあた
っては、再生可能エネルギーの導入
について検討し、実現されたい。�

公共施設への太陽光発電設備・蓄電池の導入
を計画策定し、財源となる「再生可能エネル
ギー等導入推進基金」の活用を申請をしていく。�

総務課�

防災対策事業�

県や西部市町村との連携を図るとと
もに、町内の実情に則した防災体制
や危機管理について検討され、より
有効な防災計画や避難計画を再構築
されたい。�
避難所に指定されている集会所など
の改修、整備については、避難所の
立地、構造などについても精査、検
討のうえ取り組まれたい。�

町の地域防災計画は、県の地域防災計画見直
しとの整合性を図りながら見直しを行う方針
だが、国の原子力災害対策特別措置法の改正
が遅れており、県の作業も進められない状況。
情報提供があった部分から見直しに着手する
予定である。原発編の計画については、西部
町村での方向性を踏まえ検討していく。�
避難所改修補助は、７月中旬を目途に、審査・
補助決定を行う。審査は、立地等総合的に精
査し、地域との協議の上取り組む予定である。�

総務課�

地理情報システム�

行政や町づくりの中に活かされるよ
う、早急に利活用体系を構築された
い。�

企画課�

アドバイザーは、古事記編纂1300年関連事業
を中心に、まちづくり協議会の活動支援・ア
ドバイスを行っている。�
集落支援員は、まちづくり協議会の事業計画
に沿って、事業の企画イベント準備、独居世
帯マップづくり、特産品販売等にたずさわっ
ている。�

住民参画町づくり
事 業 �

集落支援員とあわせてアドバイザー
の効果的な運用に努められたい。�

企画課�

まんが王国とっとり建国記念事業　10月13日
～10月21日（９日間）第30回地域づくり団
体全国交流研究会　９月29日～30日�
古事記編纂1300年関連事業（７月14日講演
会ほか）�
にちなん食のバザール事業　６月３日、９月
２日、10月20日～21日、12月２日�

観光振興対策事業�

まんが王国とっとり建国記念事業、
第30回地域づくり団体全国交流研修
会、古事記編纂1300年関連事業、
食のバザールなど本町の魅力を発信
する機会とし、多く集客できるよう
企画、取り組みをされたい。�

企画課�

３月３日再生エネルギーパネルフォーラムの
開催。３月18日生山自治会地元説明会、５月
15日神戸上（東ノ原）地元説明会、５月22日
及び６月21日神戸上現地確認。�

新エネルギー�
推 進 事 業 �

執行にあたっては、採算性などにつ

いて十分調査、検討のうえ情報開示し、

町民の理解のもと進まれたい。㈱ソ

ーラーウェイへの支援について、事

業計画を確認のうえ取り組まれたい。�

住民課�

事　業　名�

にちなんブラン
ド化促進事業�

町内産品の高付加価値を推進される
とともに公社の取り組み強化を促さ
れ、実をあげられたい。�

公社と連携し、新規販路開拓、イベント参加
で「日南という地域ブランド」を目指したい。
絶対量が少ない加工品は、「隙間を狙う」戦略
を一緒に検討していきたい。�

委員会審査意見� 取り組み状況�担当課�

農林課�

山村振興一般�
対 策 事 務 �

イチイ荘の改修工事実施にあたって
は、ニーズを把握され、今後の利用
形態を検討され、情報開示のうえ取
り組まれたい。�

将来的な宿泊需要、施設活用等指定管理者の
意見を聞きながら検討していきたい。�農林課�

国土調査事業�
国土調査事業の推進を図ることは、
町職員で対応すべきであり、早急に
体制を整えられたい。�

土地改良事業団体連合会職員の指導のもとに
職員で対応ができるようスキルアップを図っ
ている。�

建設課�

道路維持管理事業�

除雪について、24年度作業開始まで
に適正な委託料を追求されるととも
に、委託形態別に均一化するべきで
ある。�
県道の維持管理は、再委託業者任せ
にならないよう、管理体制を確立し
て対処されたい。�

除雪は、鳥取県・日野郡３町で平成23年度の
状況を踏まえ協議中。維持管理は、工程表等
で確認し、今後定期的に県・町・請負業者で
調整を図っていきたい。�

建設課�

郷土資料文化財�
保護対策事業�

町民の歴史、文化意識の向上につな
がるような取り組みをされたい。特
に電子データについては、広く情報
提供され、町内外に本町の郷土資料
を発信されたい。�

文化財発掘調査の分析処理など郷土資料館を
中心として活用するとともに、毎月古文書解
読ワークショップを開催している。電子デー
タの町ホームページアップについては、個人
情報を多く含むことから難しい。データ公開は、
８月～９月中の端末設置を目途に作業中である。�

教育課�

総合文化センタ
ー 管 理 事 務 �

さつきホールの照明設備の更新は、
過剰な投資にならないよう留意する
とともに、２ヵ年分を一括して入札
に付するなど経費節減に努められた
い。�

２ヵ年分を一括して発注できるようその方策
を検討中である。�教育課�

文化振興企画�
運 営 事 業 �

社会教育の推進や町民文化の向上・
発展のためにも、日南町文化協会の
活動が活発になるよう行政との連携
や支援を充実されたい。�

日常的に町民の目に触れる作品発表の場を確
保し、文化協会の活動の活発化と創作活動へ
の意欲化を図っている。�

教育課�

簡易水道事業�
特 別 会 計 �

生山・多里地区の簡易水道水が取水
の不具合により濁り、給水や住民生
活に影響がでる心配がある、安心・
安全な生活環境を確保するためにも
抜本的な改善に取り組まれたい。�

生山地区については、河川内伐採直後の大雨
によるものと思われるため、県に伐採時期等
を考慮してもらうように要請している。多里
地区については、取水パイプが流失したもの
であるため、流失しないような工法を検討中
である。�
現在、両地区ともに水質は安定している。�

建設課�

意見に対する取組み状況�予算審査特別委員会の審査�
　平成24年度の予算に対して「予算審査特別委員会」では、以下の事業に対して意見を付して可決

しましたが、その後の取り組み状況について、６月22日の全員協議会で報告がありました。�

　議会は、今後も執行状況をしっかり監視・監督していきます。�

シルバー人材センター理事会では、町の提案
について前向きに進めていく方向となり、定
期総会においても前向きに検討していく事に
なっている。社会福祉協議会にも協議中である。�

社会福祉事業�

関係者の理解を求められ、シルバー
人材センターを社会福祉協議会に編
入することを24年度中に実現された
い。�

福祉保健課�

─　　 ─409



－6－�

町政のここが聞きたい�

古都久志議員�

問�問�答�答�
本
町
の
農
業�

増
原
町
長�

農業の安定的継続と後継者難の解消を�

問�問�

農林部局と連携を図り農政の繁栄に�

努めたい�

答�答�

���

①
農
業
の
現
状
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。�

②
今
後
の
農
業
の
あ
る
べ
き
姿
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

　
の
か
。
　�

③
後
継
者
難
の
解
消
と
農
業
の
安
定
的
継
続
の
た
め
、
法
人

　
経
営
を
積
極
的
に
進
め
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。�

④
地
域
の
農
業
施
設
の
維
持
管
理
が
、
人
口
減
と
高
齢
化
で

　
互
助
的
な
従
来
の
や
り
方
で
は
機
能
し
な
く
な
っ
て
い
る
。�

　
草
刈
等
の
維
持
管
理
労
力
の
低
減
に
対
応
し
た
、
用
排
水

　
路
の
暗
渠
化
を
含
め
た
大
区
画
化
等
の
圃
場
改
良
が
改
め

　
て
必
要
と
考
え
る
が
。�

⑤
各
地
域
ご
と
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
町
が
示
し
、
農
地
プ
ラ

　
ン
の
取
り
ま
と
め
を
主
導
し
て
行
く
べ
き
と
考
え
る
が
。�

⑥
日
南
高
原
米
の
販
路
拡
大
に
、
先
駆
的
取
り
組
み
で
実
績

　
を
上
げ
て
お
ら
れ
る
ア
ッ
プ
フ
ァ
ー
ム
等
と
の
連
携
を
考

　
え
て
は
ど
う
か
。�
���

①
農
家
の
高
齢
化
に
伴
い
、
各
地
域
に
お
け
る
担
い
手
及
び

　
経
営
体
の
育
成
が
急
務
で
あ
り
、規
模
拡
大
、集
落
営
農
・

　
法
人
化
方
式
に
よ
る
農
地
の
有
効
利
用
が
必
要
で
あ
る
。�

②
今
後
、
農
地
利
用
の
再
編
成
と
適
正
な
流
動
化
、
担
い
手

　
の
育
成
等
、
農
業
者
の
公
的
代
表
機
関
と
し
て
、
農
林
部

　
局
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
町
農
政
の
繁
栄
に
努
め
て
い

　
き
た
い
。     �

③
社
会
的
信
用
力
、
経
営
の
継
続
化
、
経
営
管
理
の
強
化
等

　
の
各
種
メ
リ
ッ
ト
も
生
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
個
人
の
認
定

　
農
業
者
等
の
担
い
手
対
策
と
連
動
し
て
推
進
し
て
い
く
必

　
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。�

④
高
齢
農
家
の
増
加
や
農
地
の
流
動
化
に
伴
い
、
既
存
の
仕

　
組
み
で
は
水
路
等
農
業
施
設
の
維
持
管
理
が
困
難
に
な
る

　
ケ
ー
ス
が
生
じ
て
く
る
と
予
測
し
て
い
る
。
農
業
委
員
会

　
と
し
て
も
様
々
な
機
会
に
お
い
て
、
公
的
代
表
機
関
と
し

　
て
農
業
者
の
意
見
を
汲
み
上
げ
、
必
要
に
応
じ
て
建
議
等

　
に
よ
り
要
望
を
行
っ
て
い
き
た
い
。�

⑤
関
係
機
関
が
連
携
、
情
報
を
共
有
し
、
ま
た
農
家
の
意
向

　
を
踏
ま
え
、
各
地
域
が
抱
え
る
課
題
等
に
つ
い
て
対
応
し

　
て
い
き
た
い
。�

⑥
に
ち
な
ん
産
米
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
相
乗
効
果
を
期
待
し

　
て
い
る
。�

一般質
問�

一般質
問�
答�答�と�問�問�

共同で草刈作業�
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にちなん議会だより　平成24年７月発行　No.128

山本芳昭議員�

問�問�
「
日
南
町
中
心
地
域
整
備
構
想
住
宅
ゾ
ー
ン�

検
討
協
議
会
に
か
か
る
意
見
に
つ
い
て
」
の�

報
告
書�

問�問�答�答�
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
事
業�

増
原
町
長�

答�答�
増
原
町
長�

庁舎の屋根で太陽光発電を�

問�問�

引き続き環境省の事業に要望する�

答�答�

①
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
所
の
進
捗
状
況
は
。�

②
公
共
施
設
に
太
陽
光
発
電
施
設
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。�

（
庁
舎
、
小
中
学
校
等
）�

�����������������

①
中
国
電
力
に
提
出
し
て
い
る
連
携
検
討
申
込
書
に
係
る
回

　
答
は
、
６
月
下
旬
か
ら
７
月
上
旬
に
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

　
た
だ
し
、
同
社
か
ら
は
系
統
の
空
き
容
量
が
少
な
く
ソ
ー

　
ラ
ー
ウ
ェ
イ
株
式
会
社
の
計
画
分
と
の
全
量
連
係
は
困
難

　
と
の
内
報
が
あ
り
、
全
体
計
画
の
見
直
し
を
実
施
中
で
あ

　
る
。�

②
平
成
24
年
度
か
ら
平
成
28
年
度
ま
で
の
５
年
間
、
環
境
省

　
に
よ
る｢

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
導
入
推
進
基
金
事
業｣

　
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
本
年
度
、
鳥
取
県
は
不

　
採
択
と
な
っ
た
が
、
次
年
度
も
再
要
望
す
る
と
の
こ
と
で

　
あ
り
、
本
町
も
そ
の
計
画
に
お
い
て
、
公
共
施
設
に
お
け

　
る
太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
を
要
望
し
て
い
る
。�

①
既
存
施
設
の
移
転
を
前
提
に
整
備
計
画
を
検
討
さ
れ
て
い

　
る
が
、
町
か
ら
の
移
転
を
勧
め
ら
れ
る
の
か
。�

②
日
南
町
中
心
地
域
整
備
構
想
（
概
要
版
　
平
成
22
年
３
月

　
11
日
付
）
に
は
、
健
康
増
進
施
設
の
整
備
区
域
が
設
定
さ

　
れ
て
い
る
が
、
平
成
23
年
度
大
田
原
地
区
全
体
の
ゾ
ー
ン

　
構
成
に
は
設
定
さ
れ
な
い
の
か
。�

③
整
備
予
定
の
施
設
は
、
ど
の
よ
う
な
方
式
を
考
え
て
い
る

　
の
か
。�

���

①
既
存
施
設
の
移
転
を
前
提
と
し
た
も
の
で
は
な
い
。�

②
当
面
、
健
康
増
進
施
設
の
整
備
区
域
設
定
は
行
わ
な
い
。�

③
整
備
手
法
に
つ
い
て
は
、
検
討
中
で
あ
る
。�

町政のここが聞きたい�

役場庁舎屋根�

大田原地区�
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町政のここが聞きたい�

古都勝人議員�

問�問�
生
産
物
、
加
工
品
の
販
売
体
制�

問�問� 答�答�
人
口
の
減
少�

増
原
町
長�

答�答�
増
原
町
長�

答�答�
増
原
町
長�

答�答�
増
原
町
長�

生産物・加工品の販売体制は�

問�問�

販売拠点の整備を検討する�

答�答�

問�問�
子
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の
進
捗
状
況
は�

問�問�
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー�

①
現
況
は
ど
の
様
な
状
況
か
。�

②
町
内
の
生
産
物
、
加
工
品
の
販
売
体
制
の
さ
ら
な
る
整
備

　
は
検
討
さ
れ
て
い
な
い
か
。�

③
新
た
な
産
品
開
発
の
状
況
は
。�

④
関
係
機
関
と
の
連
携
状
況
は
ど
う
か
。�

���

①
主
産
品
の
米
は
、
Ｊ
Ａ
販
売

　
と
農
家
直
販
、
野
菜
に
つ
い

　
て
は
ほ
ぼ
Ｊ
Ａ
販
売
。
加
工

　
品
は
、
事
業
者
個
々
の
販
売
、

　
日
南
町
地
域
振
興
公
社
に
よ

　
る
委
託
販
売
も
増
加
し
て
い

　
る
。�

②
中
心
地
域
整
備
構
想
の
中
で
、

　
商
業
ゾ
ー
ン
検
討
協
議
会
で
、

　
町
内
販
売
拠
点
の
整
備
を
検

　
討
す
る
。�

③
主
力
農
産
物
の
生
産
振
興
に

　
引
き
続
き
努
め
る
。
ま
た
、
有
利
な
制
度
を
活
用
し
、
農

　
家
の
主
体
的
な
取
り
組
み
を
期
待
す
る
。�

④
引
き
続
き
、
Ｊ
Ａ
、
商
工
会
、
県
等
の
関
係
機
関
と
総
合

　
的
に
連
携
し
て
進
め
る
。�

���

①
過
疎
高
齢
化
が
一
段
と
進
ん
で
い
る
が
、
ど
の
様
に
認
識

　
さ
れ
て
い
る
か
。�

②
町
の
人
口
の
激
減
が
想
定
さ
れ
る
が
、
独
自
の
対
応
を
検

　
討
さ
れ
て
い
る
か
。�

①
平
成
23
年
度
の
社
会
動
態
に
よ
る
人
口
減
が
２
人
と
、
近

　
年
に
比
し
て
激
減
し
て
い
る
。
ま
た
、
施
策
の
効
果
等
が

　
一
定
程
度
あ
る
と
思
う
が
、
今
後
注
視
し
て
い
き
た
い
。�

②
引
き
続
き
具
体
的
に
施
策
の
展
開
を
図
り
た
い
。�

���

①
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
進
捗
状
況
は
。�

②
発
電
以
外
の
取
り
組
み
状
況
は
。�

���

①
（
山
本
芳
昭
議
員
へ
の
答
弁
と
同
じ
）�

②
急
速
充
電
器
の
設
置
工
事
は
、
７
月
に
発
注
予
定
で
あ
る
。

　
ま
た
、
本
町
に
お
け
る
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
の
促
進
に

　
は
、
系
統
の
整
備
が
必
須
で
あ
り
国
や
県
に
そ
の
イ
ン
フ

　
ラ
整
備
を
要
望
す
る
な
ど
し
、
日
南
町
再
生
可
能
エ
ネ
ル

　
ギ
ー
利
用
促
進
条
例
の
理
念
を
追
求
し
て
い
き
た
い
。�

������

　
建
築
工
事
設
計
監
理
業
務
の
委
託
業
者
が
決
定
し
、
子
育

　
て
サ
ー
ク
ル
等
関
係
者
と
意
見
交
換
を
行
い
設
計
協
議
を

　
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
８
月
中
旬
ま
で
に
詳
細
設
計
を
ま

　
と
め
る
予
定
で
あ
る
。�
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にちなん議会だより　平成24年７月発行　No.128

町政のここが聞きたい�

藤原泰則議員�

問�問�
３
月
定
例
議
会
一
般
質
問
で
指
定
管
理
施
設�

の
「
雨
漏
り
修
理
」
に
つ
い
て
、
早
急
に
対�

処
す
る
と
答
弁
で
あ
っ
た
が
そ
の
後
の
進
捗�

状
況
は
。�

問�問�答�答�
活
性
化
に
向
け
て
観
光
振
興
に
取
り
組
ん
で�

い
る
が
、
企
画
課
内
に
て
担
当
者
（
現
在
は�

他
の
業
務
を
兼
務
し
て
い
る
）
は
い
る
が
、�

専
任
の
観
光
担
当
者
を
配
置
す
る
考
え
は
な�

い
の
か
。�

増
原
町
長�

答�答�
増
原
町
長�

専任の観光担当者を配置する考えは�

問�問�

現状の体制で対応していきたい�

答�答�

①
観
光
案
内
所
と
特
産
品
販
売
品
の
展
示
（
デ
ィ
ス
プ
レ
ー)�

　
交
流
人
口
の
増
加
と
経
済
効
果
。�

　
雇
用
対
策
に
も
な
る
と
思
う
が
、
い
か
に
。�

②
現
在
の
Ｉ
Ｔ
ル
ー
ム
を
交
流
ホ
ー
ル
か
休
憩
ロ
ビ
ー
に
移

　
し
て
、
観
光
案
内
所
と
特
産
品
（
加
工
品
関
連
）
展
示

　
（
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
）
の
施
設
に
変
え
た
ら
と
提
案
し
た
い

　
が
、
町
長
の
考
え
は
。�

　
な
お
、
Ｉ
Ｔ
ル
ー
ム
の
月
別
利
用
実
績
の
提
示
を
さ
れ
た

　
い
。
（
平
成
23
年
度
分
）�

���
①
観
光
案
内
業
務
及
び
特
産
品
販
売
展
示
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ

　
れ
対
応
し
て
お
り
、
当
面
、
現
状
の
体
制
で
対
応
し
て
い

　
き
た
い
。�

②
Ｉ
Ｔ
ル
ー
ム
は
、
現
在
の
場
所
の
方
が
利
用
し
や
す
い
と

　
思
う
。
特
産
品
展
示
に
つ
い
て
も
、
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

　
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
を
活
用
し
た
展
示
販
売
を
継
続
し

　
た
い
。�

①
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
（
雨
漏
り
と
維
持
管
理
費
を
含
む
）�

　
指
定
管
理
の
募
集
に
伴
う
結
果
説
明
。�

②
日
野
上
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
（
雨
漏
り
）�

③
イ
チ
イ
荘
の
改
修
の
進
捗
状
況
は
。�

　
設
計
図
面
が
あ
れ
ば
提
示
さ
れ
た
い
。�

　
客
室
の
追
加
工
事
と
聞
い
て
い
る
が
、
運
用
方
法
と
管
理

　
体
制
は
。�

④
石
見
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
（
雨
漏
り
）�

������������������

①
指
定
管
理
者
募
集
を
平
成
24
年
１
月
、
２
月
と
２
回
実
施

　
し
た
が
、
応
募
者
は
な
か
っ
た
。�

②
全
体
的
に
雨
漏
れ
対
策
を
実
施
し
た
い
。�

③
現
在
、
設
計
業
者
と
協
議
設
計
中
で
あ
る
。�

④
部
分
的
に
防
水
対
策
を
実
施
す
る
。�

古事記ゆかりの地イベント�
（阿毘縁ゆきんこ村）�

修繕が必要となった高齢者生産活動センター（矢戸）�
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①
大
飯
原
発
３
・
４
号
機
の
再
稼
動
が
秒
読
み
と
い
わ
れ
て

　
い
る
。
島
根
原
発
の
再
稼
動
に
も
通
底
し
か
ね
な
い
が
、

　
政
府
の
再
稼
動
方
針
に
対
す
る
見
解
を
。�

②
町
内
２
箇
所
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
施
設
建
設
計
画
の
進

　
捗
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
公
表
さ
れ
て
い
る
買
取

　
単
価
を
受
け
て
、
経
営
収
支
試
算
を
再
度
明
ら
か
に
。�

③
小
水
力
・
マ
イ
ク
ロ
水
力
発
電
の
調
査
研
究
は
進
ん
で
い

　
る
か
。�

���

①
周
辺
住
民
の
理
解
が
得
ら
れ
る
安
全
性
を
確
保
し
た
う
え

　
で
、
再
稼
働
に
つ
い
て
判
断
す
べ
き
と
考
え
る
。�

②
６
月
下
旬
か
ら
７
月
上
旬
予
定
の
中
国
電
力
か
ら
の
回
答

　
内
容
を
精
査
し
た
う
え
で
進
め
て
い
き
た
い
。�

③
本
町
の
系
統
の
空
き
容
量
が
非
常
に
少
な
い
と
い
う
こ
と

　
が
明
ら
か
に
な
り
、
現
状
で
の
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
の

　
促
進
は
極
め
て
困
難
な
状
態
で
あ
る
。
今
後
も
調
査
研
究

　
を
し
て
い
き
た
い
。�

���

①
４
月
か
ら
「
日
南
町
人
権
セ
ン
タ
ー
」
が
開
設
さ
れ
た
が
、

　
そ
の
事
業
内
容
は
広
く
町
民
に
開
か
れ
た
も
の
と
な
っ
て

　
い
る
か
。�

②
４
月
10
日
に
、生
山
駅
ト
イ
レ
で
発
見
さ
れ
た「
落
書
き
」

　
と
、
部
落
差
別
の
実
態
と
の
因
果
関
係
を
ど
の
よ
う
に
認

　
識
し
て
い
る
か
。
今
後
ど
の
よ
う
に
対
応
さ
れ
よ
う
と
し

　
て
い
る
の
か
。�

③
住
宅
新
築
資
金
貸
付
事
業
の
滞
納
の
実
態
と
、
回
収
対
策

　
に
つ
い
て
明
ら
か
に
。�

�
①
ふ
れ
あ
い
人
権
講
座
等
の
事
業
内
容
を
人
権
セ
ン
タ
ー
だ

　
よ
り
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
広
報
に
努
め
て
い
る
。�

②
内
容
が
部
落
差
別
と
認
識
し
て
い
る
。
小
地
域
懇
談
会
等

　
に
お
い
て
、
差
別
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

　
き
た
い
。�

③
平
成
24
年
度
へ
繰
り
越
し
た
滞
納
は
８
件
の
１
千
２
百
万

　
円
で
あ
り
、
定
期
的
に
電
話
や
訪
問
に
よ
る
督
促
徴
収
に

　
努
め
て
い
る
。�

���

　
介
護
保
険
事
業
全
般
を
担
い
、
福
祉
施
設
の
指
定
管
理
に

　
指
定
し
て
い
る
日
南
福
祉
会
が
、
昨
年
単
年
度
決
算
が
赤

　
字
と
な
っ
た
と
の
情
報
が
あ
る
が
、
詳
し
い
決
算
状
況
と

　
町
と
し
て
の
今
後
の
方
針
を
明
ら
か
に
。�

���

　
平
成
23
年
度
決
算
に
お
い
て
、
支
出
超
過
と
な
っ
て
い
る
。

　
日
南
福
祉
会
に
、
引
き
続
き
町
内
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供

　
事
業
者
と
し
て
役
割
を
担
っ
て
い
た
だ
く
。�

���

　
建
築
不
況
が
続
く
中
、
中
小
零
細
建
築
業
者
の
廃
業
・
失

　
業
が
相
次
ぎ
、
職
人
さ
ん
も
減
少
し
て
い
る
。�

　
町
内
業
者
へ
の
経
済
波
及
効
果
が
期
待
で
き
る
住
宅
リ
フ

　
ォ
ー
ム
助
成
に
日
南
町
も
踏
み
出
す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
。�

���

　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
に
つ
い
て
の
一
般
的
な
助
成
は
考
え
て

　
い
な
い
。�

－10－�

町政のここが聞きたい�

久代安敏議員�

原発再稼働に対する見解は�

問�問�

問�問�

住民が納得できる安全確保のうえで�

判断すべき�

答�答�

答�答�
増
原
町
長�

答�答�
増
原
町
長�

答�答�
増
原
町
長�

答�答�
原
発
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー�

問�問�
人
権
セ
ン
タ
ー�

問�問�
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
を�

問�問�
社
会
福
祉
法
人
・
日
南
福
祉
会
の
経
営�

増
原
町
長�
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義務教育費国庫負担制度拡充に係る意見書�

　我が国は、OECD諸国に比べて、1学級当たりの児童生徒数や教員1人当たりの児童生徒数が多

くなっています。一人ひとりの子どもに丁寧な対応を行うためには、ひとクラスの学級規模を引

き下げる必要があります。文部科学省が実施した「今後の学級編制及び教職員定数に関する国民

からの意見募集」の結果では、保護者も30人以下学級を望んでいることは明らかであります。また、

新しい学習指導要領が本格的に始まり、授業時数や指導内容が増加します。このような中で、鳥

取県は全国に先駆けて全学級35人学級を実現しました。しかし、財政負担は大きく、国の予算化

が望まれます。�

　子どもたちが全国どこに住んでいても、機会均等に一定水準の教育を受けられることが憲法上

の要請です。しかし、教育予算について、GDPに占める教育費の割合は、OECD加盟国（28カ国）

の中で日本は最下位となっています。また、三位一体改革により、義務教育費国庫負担制度の国

負担割合は２分の１から３分の１に引き下げられ、自治体財政を圧迫しています。�

　将来を担い、社会の基盤づくりにつながる子どもたちへの教育は極めて重要です。こうした観

点から平成25年度政府の予算編成において下記事項の実現について、地方自治法第99条の規定に

基づき意見書を提出します。�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記�

１．ゆたかな教育環境を整備するため、30人以下学級を推進すること。�

２．教育の機会均等と水準の維持向上をはかるため、義務教育費国庫負担制度の堅持とともに国

　　負担割合を2分の1に復元すること。�

内閣総理大臣ほか関係大臣に�
意見書を提出しました�

内閣総理大臣ほか関係大臣に�
意見書を提出しました�

結  　果�件 名 �提 出 者 �
現在支給されている年金額は、平成11年から
13年までの間に物価が下落したにもかかわら
ず年金額を特例的に据え置いた影響で、本来の
水準よりも2.5％高くなっているものであるが、
これを解消することは、年金財政の改善と世代
間の公平性を図る意義がある。よって、年金額
の引き下げに反対する陳情には賛成できない。�

年金2.5％削減法案撤回
の意見書提出を求める陳
情�

全日本年金者組合�
鳥取県西部支部　�
支部長　松本　正孝�

不採択�
(賛成少数)

国づくりの根幹をなす教育に関して、教育
水準向上のための国の教育予算の拡充は、
当然に必要と考える。�

2013年度国家予算編成
において、教育予算拡充
を求める陳情書�

鳥取県教職員組合�
西部支部�
支部長　金本　仁�

採択�
(全員賛成)

最低賃金の引き上げにより生活の安定を求
める趣旨は理解できるが、現下の経済構造
では中小企業のみの支援や最低賃金の引き
上げは困難と考える。�

最低賃金の引き上げと安
定雇用の創出、中小企業
支援策の拡充を求める「意
見書」採択の陳情�

鳥取県労働組合総連合�
議長　田中　暁�

不採択�
(賛成少数)

提出のあった陳情は、６月定例議会の本会議で審議した結果、次のとおり決定しました。�

陳情の審査結果�

審 査 意 見 �
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－12－�

　議会改革に関する調査特別委員会では、議会改革の先進事例を調査するために、

6月27日から29日にかけて北海道福島町と栗山町へ行きました。�

　早くから議会基本条例を制定するなど、両町の議会活性化への取り組みは全国

的にも有名です。ホームページではわからないことも、ぜひ生の声で聞いてみた

いという強い思いから出かけていくことにしました。�

　この調査にあたって、委員会で事前に資料をもとに勉強会を持ってから臨んだ

ので、当日は限られた時間を有効に使い、有意義な調査ができました。�

　両町のこれまでの歩みは、日南町議会の取り組みと同じような内容もあり、議

会基本条例こそまだ制定してはいませんが、日南町議会も思った以上に進んだ取

り組みをしているのだということがわかりました。�

　先進的な取り組みとしては、傍聴者が会議で意見を述べることができるように

して、町民が議会に直接参画できるようにしたり、議会モニターや議会サポータ

ーを設置して、議会の活性化と政策立案能力の向上に努力されていました。�

　また、本会議の討論交互の原則廃止や委員会での討議の時間の設定など、まだ

試行錯誤の段階でしたが、議員同士が議論を深めていくための取り組みがなされ

ていました。�

　「議会改革の目的は、より良い政策をつくること。そのためにこれでよしとせ

ず、たゆみなく改革を続けていかなくてはならない。」栗山町議会議長の言葉で

すが、私たちも同じ思いです。�

　議員全員が行政調査報告のレポートを提出し、それをもとに検討を重ね、さら

に開かれた議会へと進化していきます。�

議会改革先進事例の調査へ�

福島町議会� 栗山町議会�
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平成23年度議会の活動状況�
　平成23年６月に「議会改革に関する調査特別委員会」を設置しました。町民のみなさんから議会

に対する意見を聞く会を３日間・９会場で行い、いただいた意見や提言をもとに、議会改革の内容

を固めています。町民のみなさんが議会に対してどのような反応を示しているかを意識しながら改

革項目を具体化しております。議員発議で条例制定２件、条例の一部改正５件を行うなど、積極的

な議会活動を展開することができました。今年度から「議会報告会」も行います。日程等決まり次

第お知らせします。町民のみなさんの声を町政に反映させるための効果的な活用の場となるように

していきますので、みなさんの参加をお待ちしております。�

回数�会期日数�
開催
日数�

平　成　23　年　度�

区　　分�

定例会�

臨時会�

議会運営委員会�

常任委員会�

議会広報調査特別委員会�

決算審査特別委員会�

予算審査特別委員会�

全員協議会�

議会改革に関する調査特別委員会�

4�

4�

24�

27�

13�

2�

7�

17�

10

57�

4

14�

4�

24�

27�

13�

2�

7�

17�

10

回数�会期日数�
開催
日数�

平　成　22　年　度�

区　　分�

定例会�

臨時会�

議会運営委員会�

常任委員会�

議会広報調査特別委員会�

決算審査特別委員会�

予算審査特別委員会�

全員協議会�

4�

5�

19�

23�

13�

3�

3�

18

41�

5

14�

5�

19�

23�

13�

3�

3�

18

１．会議状況�

２．付議事件及び議決状況�

区　　分�

予 　 　 算 �

決 　 　 算 �

条 　 　 例 �

その他事件�

専 決 処 分 �

意 見 書 �

陳 　 　 情 �

　 計 　 �

33�

11�

27�

20�

0�

6�

18�

115

32�

�

27�

14�

�

6�

�

79

1�

�

�

�

�

�

�

1

�

11�

�

�

�

�

�

11

�

�

�

6�

�

�

�

6

�

�

�

�

�

�

�

0

�

�

�

�

�

�

6�

6

�

�

�

�

�

�

1�

1

�

�

�

�

�

�

11�

11

総件数� 不採択�可決�否決�認定�同意�承認�採択�趣旨�
採択�

３．議会費の主な執行経費�
・議員報酬（12名）　　　 31,237 千円　　　　　　　　　・電話料、郵券料　　　 24 千円�

・議員研修旅費、費用弁償費　944 千円　　　　　　　　　・議事録作成委託料　1,377 千円�

・議長交際費　　　　　　　　  43 千円　　　　　　　　　・各種負担金　　　　1,204 千円�

・議会だより印刷製本費　　　359 千円�
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職
員
の
資
質
の
問
題
・
・
町
長
の

答
弁
に
よ
く
出
て
き
ま
す
。�

　
資
質
と
は
な
ん
ぞ
や
。�

数
学
が
出
来
な
く
て
も
、
絵
の
上
手

な
人
は
い
る
。
運
動
が
苦
手
で
も
、

音
楽
は
上
手
・
・
・
。
　�

　
い
ろ
ん
な
個
性
を
持
つ
職
員
に
お

い
て
は
、
何
故
、
自
分
た
ち
で
町
を

何
と
か
し
て
行
こ
う
・
・
・
と
い
う

こ
と
に
な
ら
な
い
の
か
。�

　
こ
こ
を
町
長
は
資
質
の
問
題
と
表

現
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。�

　
管
理
職
は
自
ら
の
職
務
の
中
に
、

部
下
を
育
て
る
と
い
う
こ
と
が
含
ま

れ
て
い
る
こ
と
の
再
認
識
を
し
、
結

果
に
つ
い
て
は
上
司
た
る
も
の
が
責

任
を
取
る
。
職
務
と
職
責
を
自
ら
改

め
て
見
つ
め
直
し
て
見
て
く
だ
さ
い
。�

　
　
　
　
　
　
　
　
古
都
久
志
記�

�

　
　
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会�

　
　
　
　
委

員

長
　
古
都
　
久
志�

　
　
　
　
副
委
員
長
　
藤
原
　
泰
則�

　
　
　
　
委
　
　
員
　
山
本
　
芳
昭�

　
　
　
　
　
　〃
　　
　
荒
木
　
　
博�

　
　
　
　
　
　〃
　　
　
惠
比
奈
礼
子�

編�

集�

後�

記�
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議会改革の状況報告�議会改革の状況報告�

今回から「議会改革」の取り組み状況をシリ－ズで掲載していきます�

　
昨
年
の
６
月
定
例
議
会
に
て
「
議
会
改
革
に
関

す
る
調
査
特
別
委
員
会
」
（
全
議
員
で
構
成
、
委

員
長
　
福
田
稔
・
副
委
員
長
　
坪
倉
勝
幸
）
を
設

置
し
ま
し
た
。�

　
設
置
の
目
的
は
「
地
方
分
権
が
進
む
中
に
あ
っ

て
、
本
町
は
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
過
疎
少
子
高

齢
化
の
時
代
を
迎
え
て
い
る
。
町
民
の
付
託
に
応

え
る
た
め
、
よ
り
町
民
に
開
か
れ
た
議
会
が
求
め

ら
れ
る
と
と
も
に
、
議
会
の
在
り
方
が
問
わ
れ
て

い
る
。
議
会
の
組
織
や
運
営
、
議
員
活
動
等
に
つ

い
て
調
査
検
討
し
、
も
っ
て
議
会
の
活
性
化
に
資

す
る
。
」
と
し
て
い
ま
す
。�

　
既
に
13
回
の
委
員
会
を
開
催
し
、
こ
の
６
月
27

日
か
ら
29
日
に
は
、
全
議
員
で
北
海
道
の
福
島
町

と
栗
山
町
へ
の
先
進
地
事
例
の
行
政
調
査
を
行
い

ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
後
と
も
協
議
検
討
し
「
日

南
町
議
会
基
本
条
例
」
と
し
て
取
り
ま
と
め
る
予

定
で
あ
り
ま
す
。
現
状
の
「
会
議
規
則
」
「
委
員

会
条
例
」
「
政
治
倫
理
条
例
・
同
施
行
規
則
」
「
全

員
協
議
会
規
程
」
「
そ
の
他
に
要
綱
・
内
規
等
」

を
関
連
づ
け
、
議
員
が
選
挙
で
変
わ
っ
て
も
、
議

会
の
憲
法
と
し
て
「
議
会
改
革
や
町
民
に
開
か
れ

た
議
会
の
取
り
組
み
、
議
員
の
資
質
向
上
等
」
が

継
続
さ
れ
る
こ
と
を
、
議
員
に
義
務
付
け
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。�

　
今
ま
で
に
決
定
し
た
こ
と
と
、
そ
の
目
的
に
つ

い
て�

１
、
傍
聴
者
に
議
会
資
料
を
配
布
（
本
会
議
・
委

　
員
会
）�

　
（
目
的
）
　
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
に
本
会
議

や
委
員
会
の
傍
聴
に
来
て
頂
き
、
ど
う
い
う
事
を

議
題
に
話
し
合
っ
て
い
る
の
か
を
、
よ
り
お
わ
か

り
頂
く
た
め
に
「
議
員
と
同
じ
資
料
」
を
配
布
す

る
も
の
で
す
。�

（
方
法
）
　
Ｈ
23
年
９
月
議
会
か
ら
、
議
事
日
程
・

一
般
質
問
答
弁
要
旨
は
傍
聴
者
全
員
に
配
付
。
議

案
（
予
算
書
・
決
算
書
は
含
ま
な
い
）
、
予
算
、

決
算
の
説
明
資
料
は
10
部
作
成
し
、
傍
聴
者
同
士

で
回
し
て
見
て
い
た
だ
き
、
退
席
の
際
に
は
、
返

却
を
し
て
い
た
だ
く
。
（
Ｈ
23
・
８
・
24
決
定
）�

２
、
議
案
の
概
要
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開�

（
目
的
）
　
議
会
が
何
を
審
議
す
る
た
め
に
開
催

さ
れ
る
の
か
を
事
前
に
知
っ
て
頂
き
、
議
案
に
対

す
る
町
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
や
、
要
望
、
質
問
を

議
員
を
通
じ
て
取
り
上
げ
て
い
く
た
め
で
も
あ
り

ま
す
。�

（
方
法
）
　
議
員
に
公
開
し
た
時
点
で
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
を
す
る
。
（
Ｈ
23
・
９
・
29
決
定
）�

�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
次
号
に
続
く
〉�
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議案を可決決算認定議案を可決決算認定議案を可決

－2－－3－

決算認定
９月定例会
９月11日～10月１日（21日間）

９月定例会

66億4,076万1千円

7億4,121万5千円

1億8,345万6千円

2億3,410万7千円

10億4,203万3千円

1億4,452万1千円

9,509万7千円

90億8,119万0千円

61億7,973万5千円

7億1,701万3千円

1億8,141万6千円

2億2,945万4千円

10億1,151万7千円

1億4,422万1千円

9,507万3千円

85億5,842万9千円

4億6,102万6千円

2,420万2千円

204万0千円

465万3千円

3,051万6千円

30万0千円

2万4千円

5億2,276万1千円

3,805万2千円

980万5千円

169万7千円

66万0千円

136万2千円

51万2千円

8万7千円

5,217万5千円

決 算

収入済額 支出済額
会 計 名 差引残額

収入未済額
(過年度を含む滞納額)

普　通　会　計

国民健康保険特別会計

簡易水道事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

介護保険特別会計

介護サービス事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

合　　　 計

消防費
1億2,951万3千円

2.10％(△2.23)

教育費
3億7,697万5千円

6.10％(△12.08)

災害復旧費
2億5,601万3千円

4.14％(112.23)

町債
3億4,036万2千円

5.13％(△26.20)

国庫支出金
4億2,076万5千円

6.34％(20.42)

繰越金
3億4,066万円

5.13％(23.29)

諸収入
2億5,747万7千円

3.88％(2.82) その他
1億8,941万4千円

2.85％(4.24)

平成23年度普通会計決算の特徴

歳入合計は、前年度比2.01％の増加。

歳出も前年度比0.17％の増加となりました。

①歳入歳出とも、前年度より増加

一昨年７月の豪雨災害繰越事業、５月の豪雨及

び９月の台風12号による災害が影響し、112.23

％増加しました。

②災害復旧費が大幅な増加

農林水産業費はトマト選果機導入補助などによ

り11.46％の増加、労働費は、昨年度からの緊急

雇用対策の充実により6.77％の増加となりまし

た。

③農林水産業費・労働費も増加

郷土資料館の移転改修工事は皆増でしたが、中

学校耐震補強改修工事が皆減となり12.08％の減

額となりました。

④教育費は減額

前年度に比較して292万4千円も増加しました。

⑤収入未済額が大幅に増加

平成23
年度

　
９
月
定
例
会
は
、
９
月
11
日
招
集
さ
れ
10
月
１
日
ま
で
の
21
日
間
に
わ
た
っ
て
、
平
成
23
年

度
会
計
の
決
算
認
定
議
案
、
条
例
の
一
部
改
正
、
平
成
24
年
度
補
正
予
算
等
執
行
部
か
ら
提
案

の
あ
っ
た
議
案
を
慎
重
に
審
議
し
、
全
て
原
案
通
り
可
決
い
た
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
24
年
度
当
初
予
算
で
可
決
し
て
い
ま
し
た
一
般
会
計
予
算
の
う
ち
の
「
日
南
中

学
校
線
の
歩
道
橋
新
設
工
事
」
に
反
対
の
陳
情
が
地
元
自
治
会
と
小
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
提
出
さ
れ

僅
差
で
採
択
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
９
月
定
例
会
は
、
９
月
11
日
招
集
さ
れ
10
月
１
日
ま
で
の
21
日
間
に
わ
た
っ
て
、
平
成
23
年

度
会
計
の
決
算
認
定
議
案
、
条
例
の
一
部
改
正
、
平
成
24
年
度
補
正
予
算
等
執
行
部
か
ら
提
案

の
あ
っ
た
議
案
を
慎
重
に
審
議
し
、
全
て
原
案
通
り
可
決
い
た
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
24
年
度
当
初
予
算
で
可
決
し
て
い
ま
し
た
一
般
会
計
予
算
の
う
ち
の
「
日
南
中

学
校
線
の
歩
道
橋
新
設
工
事
」
に
反
対
の
陳
情
が
地
元
自
治
会
と
小
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
提
出
さ
れ

僅
差
で
採
択
と
決
定
し
ま
し
た
。

普通会計歳出普通会計歳入

％は構成比、

（　　）の数字は対前年度比

歳出総額
61億7,973万5千円

100％(0.17)

総務費
9億2,237万7千円

14.93％(△19.73)

民生費
10億1,676万3千円

16.45％(△4.22)

衛生費
6億5,510万8千円

10.60％(4.17)
農林水産業費
12億4,294万6千円

20.11％(11.46)

農林水産業費
12億4,294万6千円

20.11％(11.46)

商工費
2,157万2千円

0.35％(33.93)

土木費
3億5,363万4千円

5.72％(△21.16)

公債費
10億2,963万1千円

16.66％(△3.98)

労働費
9,253万2千円

1.50％(6.77)

議会費
8,267万1千円

1.34％(25.75)

自

主
財源

54億
876万9千円 81.45％(0.86) 

依存財

源

歳入総額
66億4,076万1千円

100％(2.01)

12億3,199万2千円
18.55％(7.40)

地方交付税
35億5,526万5千円

53.53％(△2.79)

県支出金
9億5,336万5千円

14.36％(27.03)

その他
1億3,901万2千円

2.09％(4.08)

町税
4億4,444万1千円

6.69％(1.52)

日南中学校線の歩道橋新設工事反対の陳情を採択日南中学校線の歩道橋新設工事反対の陳情を採択
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議案を可決決算認定議案を可決決算認定議案を可決

－2－－3－

決算認定
９月定例会
９月11日～10月１日（21日間）
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決 算

収入済額 支出済額
会 計 名 差引残額

収入未済額
(過年度を含む滞納額)

普　通　会　計

国民健康保険特別会計

簡易水道事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

介護保険特別会計

介護サービス事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

合　　　 計

消防費
1億2,951万3千円

2.10％(△2.23)

教育費
3億7,697万5千円

6.10％(△12.08)

災害復旧費
2億5,601万3千円

4.14％(112.23)

町債
3億4,036万2千円

5.13％(△26.20)

国庫支出金
4億2,076万5千円

6.34％(20.42)

繰越金
3億4,066万円

5.13％(23.29)

諸収入
2億5,747万7千円

3.88％(2.82) その他
1億8,941万4千円

2.85％(4.24)

平成23年度普通会計決算の特徴

歳入合計は、前年度比2.01％の増加。

歳出も前年度比0.17％の増加となりました。

①歳入歳出とも、前年度より増加

一昨年７月の豪雨災害繰越事業、５月の豪雨及

び９月の台風12号による災害が影響し、112.23

％増加しました。

②災害復旧費が大幅な増加

農林水産業費はトマト選果機導入補助などによ

り11.46％の増加、労働費は、昨年度からの緊急

雇用対策の充実により6.77％の増加となりまし

た。

③農林水産業費・労働費も増加

郷土資料館の移転改修工事は皆増でしたが、中

学校耐震補強改修工事が皆減となり12.08％の減

額となりました。

④教育費は減額

前年度に比較して292万4千円も増加しました。

⑤収入未済額が大幅に増加

平成23
年度

　
９
月
定
例
会
は
、
９
月
11
日
招
集
さ
れ
10
月
１
日
ま
で
の
21
日
間
に
わ
た
っ
て
、
平
成
23
年

度
会
計
の
決
算
認
定
議
案
、
条
例
の
一
部
改
正
、
平
成
24
年
度
補
正
予
算
等
執
行
部
か
ら
提
案

の
あ
っ
た
議
案
を
慎
重
に
審
議
し
、
全
て
原
案
通
り
可
決
い
た
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
24
年
度
当
初
予
算
で
可
決
し
て
い
ま
し
た
一
般
会
計
予
算
の
う
ち
の
「
日
南
中

学
校
線
の
歩
道
橋
新
設
工
事
」
に
反
対
の
陳
情
が
地
元
自
治
会
と
小
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
提
出
さ
れ

僅
差
で
採
択
と
決
定
し
ま
し
た
。
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月
定
例
会
は
、
９
月
11
日
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改
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年
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補
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予
算
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執
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っ
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議
案
を
慎
重
に
審
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し
、
全
て
原
案
通
り
可
決
い
た
し
ま
し
た
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ま
た
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初
予
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う
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設
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反
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陳
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元
自
治
会
と
小
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
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ら
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出
さ
れ

僅
差
で
採
択
と
決
定
し
ま
し
た
。
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66億4,076万1千円

100％(2.01)

12億3,199万2千円
18.55％(7.40)

地方交付税
35億5,526万5千円

53.53％(△2.79)

県支出金
9億5,336万5千円

14.36％(27.03)

その他
1億3,901万2千円

2.09％(4.08)

町税
4億4,444万1千円

6.69％(1.52)

日南中学校線の歩道橋新設工事反対の陳情を採択日南中学校線の歩道橋新設工事反対の陳情を採択
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１
．
収
入
未
済

　
町
税
な
ど
一
般
会
計
の
収
入

未
済
額
は
、
３
千
８
０
５
万
１

千
円
で
、
内
訳
は
、
町
税
１
千

１
４
３
万
５
千
円
、
使
用
料
及

び
手
数
料
９
９
５
万
１
千
円
、

諸
収
入
１
千
３
１
５
万
３
千
円

な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
日
南
病

院
事
業
会
計
を
合
わ
せ
た
全
会

計
の
合
計
額
は
、
５
千
９
６
２

万
２
千
円
で
あ
り
、
前
年
度
と

比
較
し
て
２
９
２
万
４
千
円
増

加
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
に
も
指
摘
し
て
い

る
が
、
各
部
署
で
の
情
報
の
共

有
や
連
携
し
た
取
り
組
み
と
な

っ
て
い
な
い
。
監
査
委
員
も
指

摘
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
全
庁

の
取
り
組
み
と
し
て
未
収
金
の

解
消
に
努
力
さ
れ
た
い
。

２
．
町
有
施
設
の
管
理

　
多
く
の
施
設
が
直
接
管
理
の

ほ
か
指
定
管
理
や
管
理
委
託
に

よ
っ
て
管
理
運
営
さ
れ
て
い
る

が
、
施
設
や
備
品
が
破
損
し
た

ま
ま
に
放
置
さ
れ
て
い
た
り
清

掃
が
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
施
設

や
備
品
の
管
理
に
課
題
が
見
ら

れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
町
民
共

有
の
財
産
で
あ
る
町
有
施
設
の

管
理
に
は
万
全
を
期
さ
れ
た
い
。

３
．
企
画
課
の
業
務

　
企
画
課
の
分
掌
事
務
に
「
政

策
の
立
案
お
よ
び
総
合
調
整
に

関
す
る
こ
と｣｢

行
政
全
般
の
連

絡
調
整
に
関
す
る
こ
と
」
が
あ

る
が
、
十
分
に
そ
の
事
務
が
遂

行
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。

住
民
参
画
の
ま
ち
づ
く
り
の
な

か
で
、
行
政
が
果
た
す
役
割
は

一
つ
の
課
だ
け
で
完
結
で
き
る

こ
と
は
少
な
く
幅
が
広
い
。
公

民
連
携
や
質
の
高
い
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
効
率
的
に
行
う
た
め
に
、

ま
さ
に
企
画
力
、
調
整
力
が
大

事
で
あ
る
。
役
場
の
総
合
力
を

上
げ
る
た
め
に
も
、
企
画
課
の

分
掌
事
務
、
位
置
づ
け
に
つ
い

て
今
一
度
検
討
さ
れ
た
い
。

４
．
新
規
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ネ
ッ

　
　
ト
ワ
ー
ク
実
証
事
業

　
買
い
物
支
援
サ
ー
ビ
ス
実
証

事
業
が
23
年
度
で
終
了
し
た
が
、

有
効
な
検
証
や
検
討
が
さ
れ
て

お
ら
ず
、
事
業
の
定
着
、
拡
大

に
至
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
遺
憾

で
あ
る
。

　
今
後
も
、
買
い
物
弱
者
に
対

す
る
支
援
方
策
の
検
討
と
こ
の

事
業
で
開
発
し
た
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
網
を
活
用
し
た
シ
ス
テ
ム

の
有
効
利
用
に
つ
い
て
検
討
さ

れ
た
い
。

５
．
環
境
保
全
対
策
事
業

　
生
ご
み
堆
肥
化
試
験
事
業
お

よ
び
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

地
域
資
源
活
用
事
業
（
薪
の
生

産
販
売
）
は
、
３
年
間
の
ふ
る

さ
と
雇
用
再
生
特
別
基
金
事
業

と
し
て
取
り
組
み
、
23
年
度
で

終
了
し
た
。
生
ご
み
堆
肥
化
事

業
は
、
堆
肥
化
す
る
技
術
の
収

得
は
出
来
た
が
、
事
業
化
出
来

な
か
っ
た
。
ま
た
薪
の
生
産
販

売
は
、
委
託
業
者
に
よ
り
継
続

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
カ

ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
期
待

で
き
る
ほ
ど
の
成
果
に
な
っ
て

い
な
い
。
雇
用
の
成
果
は
あ
っ

た
が
、
い
ず
れ
の
事
業
も
委
託

者
任
せ
に
な
っ
て
お
り
、
町
と

し
て
の
関
わ
り
、
事
業
化
へ
向

け
て
の
工
夫
、
努
力
が
さ
れ
て

い
な
い
。
緊
急
雇
用
創
出
事
業

臨
時
特
例
基
金
事
業
で
取
り
組

ま
れ
た
農
村
環
境
整
備
事
業
で

は
、
空
き
家
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

化
、
不
法
投
棄
物
の
回
収
を
さ

れ
一
定
の
成
果
が
あ
っ
た
が
、

不
法
投
棄
抑
止
の
取
り
組
み
と

連
携
す
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
更

に
良
か
っ
た
と
考
え
る
。

６
．
道
路
維
持
管
理
事
業

　
町
道
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

は
、
地
区
ご
と
に
建
設
業
者
に

決算審査特別委員会の審査報告決算審査特別委員会の審査報告

決算審査特別委員会を設置

平成23年度一般会計をはじめ各会計の審査をするために設置しました。

（委員会は議員全員で構成、委員長：坪倉勝幸議員、副委員長：三上惇二議員）

委員会は議場で行い、生放送と録画放送でその様子を見ていただきました。

９月13日から25日までの間で詳細な審査を行い、その結果、いずれの決算議

案も次の意見を付して認定すべきと決定しました。
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１
．
未
収
金
の
解
消
を

　
町
税
な
ど
全
会
計
の
未
収
金

が
、
不
納
欠
損
処
分
を
行
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
前
年
度
に

比
較
し
て
、
２
９
２
万
４
，
０

９
５
円
増
加
し
た
。
日
南
病
院

事
業
会
計
を
含
め
る
と
総
額
で

５
千
９
６
２
万
２
，
０
３
８
円

と
な
っ
て
い
る
。

　
転
出
、
行
方
不
明
、
生
活
困

窮
者
の
増
な
ど
に
よ
る
徴
収
の

困
難
な
ケ
ー
ス
も
か
な
り
あ
り
、

未
収
金
回
収
の
難
し
さ
を
感
じ

る
が
、
自
主
財
源
の
確
保
と
負

担
の
公
平
性
を
図
る
た
め
に
は
、

各
部
署
の
一
層
の
徴
収
努
力
を

求
め
る
と
と
も
に
全
庁
の
問
題

と
し
て
取
り
組
み
、
未
収
金
の

解
消
に
努
め
ら
れ
た
い
。

２
．
住
宅
使
用
料
の
徴
収

　
住
宅
使
用
料
の
未
納
額
が
大

幅
に
増
加
し
て
い
る
。
平
成
21

年
度
は
79
万
６
，
３
１
０
円
で

あ
っ
た
が
、
平
成
22
年
度
は
１

千
３
８
３
万
円
、
平
成
23
年
度

に
は
２
０
９
万
１
，
６
４
０
円

と
60
万
か
ら
70
万
円
単
位
で
年

々
増
加
し
て
い
る
。
督
促
状
は

出
し
て
い
る
が
そ
の
後
の
対
応

が
殆
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
。

　
収
納
業
務
に
対
す
る
意
識
が

低
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

入
居
者
に
は
２
名
の
連
帯
保
証

人
を
つ
け
て
あ
る
が
、
こ
の
保

証
人
に
請
求
し
た
事
実
も
な
い
。

問
題
意
識
を
持
っ
て
債
権
管
理

を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

３
．
公
共
施
設
の
老
朽
化
対
策

　
町
内
に
は
道
路
、
橋
梁
、
上

下
水
道
を
は
じ
め
と
し
て
、
庁

舎
、
文
化
施
設
、
学
校
、
病
院

等
多
く
の
公
共
施
設
が
あ
る
が
、

中
に
は
経
年
に
よ
り
劣
化
し
た

も
の
も
み
ら
れ
る
。
全
国
的
に

も
老
朽
化
に
よ
る
事
故
が
発
生

し
、
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
る
。

　
本
町
に
と
っ
て
も
、
こ
れ
ら

の
維
持
、
管
理
は
近
い
将
来
大

き
な
問
題
に
な
っ
て
く
る
の
は

明
ら
か
で
あ
る
。
橋
梁
に
つ
い

て
は
橋
梁
補
修
調
査
設
計
業
務

に
基
づ
き
調
査
が
行
わ
れ
、
平

成
23
年
度
に
は
５
橋
に
つ
い
て

補
修
調
査
設
計
が
行
わ
れ
た
。

全
て
の
公
共
施
設
を
現
状
の
ま

ま
で
維
持
管
理
す
る
こ
と
は
困

難
で
あ
る
。
年
次
計
画
で
調
査

検
討
を
行
い
、
必
要
度
・
優
先

度
等
を
考
え
、
対
策
を
と
る
必

要
が
あ
る
。

４
．
住
宅
修
繕

　
町
営
住
宅
の
修
繕
工
事
が
多

く
行
わ
れ
て
い
る
が
内
容
を
精

査
し
て
み
る
と
「
請
書
」
に
規

定
さ
れ
て
い
る
費
用
負
担
の
区

分
の
適
用
が
曖
昧
で
あ
る
。
入

居
者
と
町
の
負
担
区
分
を
明
確

に
整
備
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
ま
た
、
修
繕
工
事
に
あ
た
っ

て
入
札
や
見
積
書
を
徴
す
る
な

ど
競
争
の
原
理
が
働
い
て
い
な

い
。
緊
急
を
要
す
る
修
繕
工
事

も
あ
ろ
う
が
遵
守
さ
れ
た
い
。

ボ
イ
ラ
ー
等
の
取
り
替
え
な
ど

大
き
な
工
事
も
か
な
り
発
生
し

て
い
る
の
で
、
年
次
計
画
で
修

繕
や
更
新
を
は
か
っ
て
い
く
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

決
算
監
査
意
見

決
算
監
査
意
見

 

平
成
23
年
度
歳
入
歳
出
決
算
の
監
査
委
員
意
見
（
要

旨
）
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

代
表
監
査
委
員

　
石 

川

　

 

　

 

賢

監

　
査

　
委

　
員

　
山 

本

　

 

芳 

昭

委
託
し
て
い
る
ほ
か
、
日
常
的

に
臨
時
職
員
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー

ル
、
小
修
繕
が
実
施
さ
れ
て
い

る
が
、
業
者
や
臨
時
職
員
に
任

せ
き
り
に
な
っ
て
お
り
担
当
者

の
確
認
が
さ
れ
て
い
な
い
。
点

検
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
や
職
員

が
現
地
を
確
認
す
る
な
ど
適
切

な
維
持
管
理
を
さ
れ
た
い
。

７
．
住
宅
管
理
事
務
等

　
住
宅
使
用
料
の
収
入
未
済
が

大
き
く
増
え
て
い
る
。
監
査
委

員
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
未

収
金
の
回
収
に
努
力
さ
れ
た
い
。

ま
た
、
住
宅
の
管
理
に
つ
い
て

は
入
居
者
に
適
切
な
管
理
を
促

す
と
と
も
に
修
繕
に
つ
い
て
も

適
切
に
実
施
さ
れ
た
い
。

　
「
定
住
促
進
施
設
宿
泊
研
修

所
い
わ
み
に
し
」
に
つ
い
て
は
、

定
住
希
望
者
に
広
く
情
報
を
発

信
す
る
な
ど
し
て
利
用
者
の
増

加
を
図
り
有
効
に
運
用
さ
れ
た

い
。

８
．
森
林
保
全
総
合
対
策
事
業

　
事
業
者
の
経
営
悪
化
に
よ
り

土
地
、
建
物
使
用
料
が
前
年
度

に
引
き
続
き
収
入
未
済
と
な
っ

て
い
る
。
当
該
事
業
者
に
つ
い

て
は
、
起
業
時
に
多
額
の
補
助

金
の
交
付
や
出
資
金
を
出
資
し

て
い
る
が
、
補
助
者
、
出
資
者

と
し
て
、
ま
た
、
林
業
振
興
の

た
め
に
も
経
営
改
善
指
導
や
使

用
料
収
納
督
促
を
行
う
べ
き
で

あ
る
。

９
．
教
育
委
員
会

　
教
育
委
員
会
に
お
い
て
は
、

教
育
関
係
者
な
ど
か
ら
情
報
収

集
さ
れ
施
策
を
推
進
し
て
い
る

が
、
も
っ
と
幅
広
く
子
供
、
保

護
者
、
住
民
な
ど
か
ら
も
意
見
、

情
報
を
収
集
さ
れ
、
よ
り
質
の

高
い
教
育
を
推
進
さ
れ
る
こ
と

を
望
む
。
ま
た
、
「
日
野
高
校

の
在
り
方
を
考
え
る
協
議
会
」

で
協
議
さ
れ
て
い
る
日
野
高
校

の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
日
野
郡

の
高
校
を
守
る
た
め
に
中
学
生

や
地
域
が
更
に
魅
力
を
感
じ
ら

れ
る
よ
う
な
高
校
と
な
る
よ
う
、

努
め
ら
れ
た
い
。

10
．
行
政
運
営
全
般

　
個
別
に
も
述
べ
て
い
る
が
、

事
務
事
業
の
推
進
に
あ
た
っ
て

各
課
が
連
携
さ
れ
て
い
な
い
と

こ
ろ
が
あ
る
。
ま
た
、
現
場
の

実
態
把
握
や
町
民
、
関
係
者
と

十
分
に
協
議
さ
れ
て
い
な
い
と

こ
ろ
が
あ
る
。
事
務
の
効
率
化

は
当
然
で
あ
る
が
、
現
場
の
確

認
、
町
民
や
関
係
者
と
の
協
議
、

関
係
部
署
と
の
連
携
な
ど
一
手

間
を
か
け
て
、
町
民
本
意
の
よ

り
質
の
高
い
事
務
や
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
施
行
さ
れ
た
い
。
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※1 言わば財政のイエローカードを示す基準で、これを超えると「健全化計画」を策定し、自主改善を図らなければなりません。
※2 将来負担額に対して、充当可能財源が上回ると、将来の負担はないとされます。

平成23年度財政健全化判断比率及び
資金不足比率の報告

実質公債費比率

連結実質赤字比率

実 質 赤 字 比 率

将 来 負 担 比 率

平成23年度 平成22年度 早期健全化基準値※1 備　　考

－

－

13.7%

－※2

－

－

15.7%

－

15.0%

20.0%

25.0%

350.0%

一般会計等の赤字の程度を指標化し、財政運営

の悪化の度合いを示すもの。赤字がない場合は

「－」を記載。

すべての会計の赤字や黒字を合算し、全体とし
ての赤字の程度を指標化し、財政運営の悪化の
度合いを示すもの。赤字がない場合は「－」を
記載。

一般会計等の借入金（地方債）や将来支払って

いく可能性のある負担等の現時点での残高を指

標化し、将来財政を圧迫する可能性の度合いを

示すもの。

借入金（地方債）の返済額及びこれに準じる額

の大きさを指標化し、資金繰りの程度を示すも

の。（過去3ヵ年を平均したもの)

20.0%

20.0%

20.0%

公営企業の資金不足を、公営企業の事業規模

である料金収入の規模と比較して指標化し、

経営状態の悪化の度合いを示すもの。資金不

足額がない場合は「－」を記載。

経営健全化基準値 備　　考会　計　名

－

－

－

平成23年度

簡易水道事業会計

農業集落排水事業会計

日南病院事業会計

日南町の借金・貯金はどれだけある？

　平成23年度末の日南町の借金は、

104億8,000万円あります。

　貯金（基金）は、47億5,513万円あ

ります。

　町民１人あたりで計算すると、借金

は1,891,784円です。

　町民１人あたりの貯金は858,327円

となります。

(人口は平成24年3月31日現在5,540人)

単位：億円

借金 (地方債残高)

貯金 (基金)

平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度

160

140

120

100

80

60

40

20

0
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９月議会で議決したおもなもの

条例の一部改正

工事請負契約の締結

平成24年度　補正予算

改良予定の照明設備

まなび宿ひのかみ

日南町の休日を定める条例の一部改正
　年末年始の閉庁日を「12月30日から翌年の

１月４日までの日」から「12月29日から翌年

の１月３日までの日」に改正

日南町個人情報保護条例の一部改正
　①個人情報の開示の拡充

　　死者の個人情報の開示

　②開示請求者

　　遺族（死者の相続人等）に開示する

　③開示請求できる項目

　　診療記録、診療報酬明細書等、検診結果、

　　相談記録、介護保険の認定に関する情報、

　　診療記録等一覧

日南町地域活性化支援センターの設置及
び管理に関する条例の一部改正
　まなび宿を産業振興を図る施設として活用す

るために関係条例を改正

日南町指定管理施設の設置及び管理に関
する条例の一部改正
　イチイ荘、ふるさと日南邑の施設使用料の見

直しを図り利用促進を図る。

日南町子育て支援センター新築工事
　工事場所　日南町生山397-1ほか

　工事概要　木造平屋建て新築　

　　　　　　建築面積 335.64㎡（101.5坪）

　工事予定価格　85,365,000円（消費税込）

　契約の相手方　有限会社　大生建設

　　　　　　代表取締役　川田 嗣男

　工　　期　本契約の日から平成25年3月25日

一般会計　1億6,297万円の増額
・日南町消防団大宮分団消防車更新　1,320万円

・消火栓新設　　　　　　　　 　　　228万円

・農林業研修生募集（日南町地域振興公社へ委託)

　　　　　　　　　　　　　　　　　106万円

・空き家住宅修繕（定住支援、２戸分)　 60万円

・高齢者センター漏水原因調査、外壁塗装

　　　　　　　　　　　　　　　　  　48万円

・まなび宿ひのかみの電力量計の変更等修繕

　(町内既存業者・新規起業者等に貸出すため)

　　　　　　　　　　　　　　　　　183万円

・清掃センター修繕　　　　　　　　233万円

・保育園金属製遊具の塗装　　　　　　44万円

・とっとり発６次産業化総合支援

　(精米プラント、保冷庫、食味計、販売広告など)

　　　　　　　　　　　　　　　　 1,877万円

・全国和牛能力共進会補助金等　　　   58万円

・イチイ荘改修に伴う備品購入　　　 172万円

・７月豪雨による耕地災害復旧事業　1,850万円

・　　〃　　　公共土災害復旧事業　2,755万円

・遺跡発掘調査（町道大菅阿毘縁線） 386万円

・文化センター照明設備改良工事　 6,478万円

　

簡易水道会計　320万円の増額

・日野上簡易水道第２配水池の落雷被害復旧　225万円

・多里簡易水道浄水場の落雷被害復旧　  　95万円

農業集落排水事業会計　480万円の増額

　浄化槽設置希望の増による工事費

病院会計　89万円の増額

・灯油流出事故にかかる水質検査、事故対応手数料

─　　 ─425



②
あ
る
と
す
れ
ば
、
中
電
と
の
連
系
に
お
い
て
問
題
の
無
い

　
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
の
か
。

①
新
た
な
候
補
地
と
し
て
旧
阿
毘
縁
小
学
校
の
跡
地
を
選
定
。

　
そ
の
実
現
性
を
探
る
。

②
予
備
申
請
を
行
わ
な
い
こ
と
に
は
、
系
統
連
系
に
関
す
る

　
問
題
の
有
無
は
つ
か
め
な
い
。

①
買
い
物
支
援
に
対
す
る
町
長
の
認
識
は
。

②
先
の
試
験
的
な
取
り
組
み
の
検
証
は
し
て
い
る
の
か
。

③
次
の
ス
テ
ッ
プ
が
頓
挫
し
て
い
る
が
何
故
か
。

④
今
後
ど
の
様
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

①
事
業
者
の
動
き
と
共
に
、
今
後
も
検
討
し
て
い
く
。

②
商
品
構
成
の
不
揃
い
や
現
物
を
見
て
買
い
た
い
と
い
う
希

　
望
に
答
え
ら
れ
ず
、
利
用
が
延
び
な
か
っ
た
。

③
高
齢
者
の
食
に
関
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
、
検
討
を
続

　
け
て
い
る
。

④
移
動
販
売
支
援
制
度
の
活
用
を
模
索
す
る
。

　

 

オ
ロ
チ
の
役
員
に
森
林
組
合
の
関
係
者
が
い
な
く
な
り
、

　
経
営
か
ら
手
を
引
い
た
状
態
と
考
え
る
が
町
長
の
認
識
は
。

　
日
南
町
森
林
組
合
に
は
、
原
木
安
定
供
給
と
い
う
重
要
な

　
部
分
を
担
っ
て
頂
い
て
い
る
。
経
営
に
対
し
て
も
、
引
き

　
続
き
積
極
的
な
支
援
体
制
を
お
願
い
し
た
い
。

　
機
能
の
整
理
は
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
が
、
中
山

　
間
地
で
の
農
林
業
振
興
等
は
更
な
る
役
割
重
視
が
必
要
。
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町政のここが聞きたい

古都久志議員

教
育
に
つ
い
て
町
長
に
問
う

学
校
に
お
け
る
い
じ
め
に
つ
い
て

教
育
委
員
会
に
問
う

オ
ロ
チ

買
い
物
支
援

内
田
教
育
長

どうする、いじめの予防は

問問

信頼関係を築き、見守り、

情報の収集を

答答

①
い
じ
め
に
よ
る
中
学
生
の
自
殺
に
つ
い
て
の
大
津
市
教
育

　
委
員
会
の
対
応
の
評
価
は
。

②
本
町
で
の
、
い
じ
め
の
認
識
、
把
握
は
。

③
本
町
で
の
、
い
じ
め
の
予
防
は
。

④
本
町
で
い
じ
め
の
発
生
が
あ
っ
た
場
合
の
対
処
は
。

⑤
本
町
に
お
け
る
過
去
の
い
じ
め
の
実
態
は
。

①
深
刻
か
つ
重
大
な
い
じ
め
問
題
と
考
え
る
。

②
③
児
童
生
徒
と
の
信
頼
関
係
を
築
き
、
複
数
の
目
で
児
童

　
生
徒
を
見
守
り
多
面
的
な
事
実
情
報
の
収
集
も
重
要
と
考

　
え
る
。

④
迅
速
、
的
確
な
情
報
収
集
と
事
実
関
係
の
把
握
や
被
害
児

　
童
生
徒
・
保
護
者
へ
の
身
体
的
・
精
神
的
危
害
・
圧
迫
の

　
除
去
と
考
え
る
。
加
害
児
童
生
徒
に
は
、
心
理
的
指
導
・

　
ケ
ア
を
含
む
教
育
的
指
導
が
継
続
的
に
必
要
。

⑤
刑
法
に
該
当
の
い
じ
め
の
報
告
は
、
受
け
て
い
な
い
。

①
ソ
フ
ト
面
で
の
本
来
の
子
育
て
、
人
材
教
育
で
の
教
育
委

　
員
会
と
の
共
通
認
識
と
日
頃
の
意
思
疎
通
は
で
き
て
い
る

　
の
か
。

②
今
後
ど
の
よ
う
な
施
策
を
展
開
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

③
新
北
の
原
橋
歩
道
橋
の
建
設
計
画
は
、
教
育
委
員
会
や
Ｐ

　
Ｔ
Ａ
、
学
校
と
町
長
部
局
が
共
通
認
識
を
持
ち
具
体
化
す

　
べ
き
で
あ
っ
た
と
考
え
る
が
。

①
共
通
認
識
は
出
来
て
い
る
。

②
教
育
委
員
会
に
お
け
る
教
育
施
策
を
基
本
と
し
て
い
る
。

③
歩
行
者
の
安
全
な
通
行
を
優
先
的
に
考
え
る
と
い
う
共
通

　
認
識
で
進
め
て
き
た
こ
と
を
ご
理
解
頂
き
た
い
。

①
下
石
見
の
計
画
は
中
止
に
な
っ
た
が
、
町
内
に
適
当
な
候

　
補
地
が
あ
れ
ば
進
出
し
た
い
と
の
事
で
あ
っ
た
が
、
見
通

　
し
は
。

一般質
問

一般質
問
答答と問問

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

問問
増
原
町
長

問問

問問問問
日
野
総
合
事
務
所
廃
止
の
対
応
は

問問

問問 答答答答

増
原
町
長

答答
増
原
町
長

答答
増
原
町
長

答答
増
原
町
長

答答
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荒木　博議員

問問
鳥
獣
対
策
の
専
門
職
員
の
養
成
が
で
き
な
い
か

問問
新
北
の
原
橋
歩
道
橋
の
設
置
工
事

問問答答
日
南
町
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

増
原
町
長

答答
増
原
町
長

答答
増
原
町
長

石見東太陽光発電所は

年度内発電開始となるか

問問

現時点においては

工程どおり進んでいる

答答

①
旧
石
見
東
小
学
校
跡
地
の
発
電
所
の
外
構
工
事
が
始
ま
っ

　
て
い
る
が
、
平
成
24
年
度
中
に
発
電
開
始
と
な
る
の
か
。

②
町
民
債
発
行
の
必
要
性
と
目
的
は
。

③
小
水
力
、
マ
イ
ク
ロ
水
力
発
電
候
補
地
の
調
査
は
進
ん
で

　
い
る
の
か
。

④
電
気
自
動
車
急
速
充
電
器
設
置
工
事
の
進
捗
状
況
は
。

①
工
期
末
は
11
月
30
日
で
、
現
時
点
に
お
い
て
は
工
程
ど
お

　
り
に
進
ん
で
い
る
。

②
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
へ
の
住
民
の
み
な
さ
ん
の
関
心
を

　
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
発
行
し
、
町
が
実
施
す
る
再
生

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
の
原
資
と
す
る
。

③
小
水
力
発
電
に
つ
い
て
は
、
県
企
業
局
が
若
松
川
を
候
補

　
地
と
し
て
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

④
９
月
10
日
に
指
名
審
査
会
を
開
催
し
、
月
内
に
は
入
札
を

　
行
う
。

①
橋
脚
が
１
本
増
え
る
こ
と
に
よ
り
増
水
時
に
水
害
が
発
生

　
す
る
危
険
性
は
な
い
か
。

②
護
岸
の
法
面
の
補
強
工
事
も
同
時
に
進
行
す
べ
き
で
は
な

　
い
か
。

①
基
準
は
満
た
し
て
い
る
た
め
、
危
険
性
が
高
ま
る
こ
と
は
、

　
ほ
と
ん
ど
な
い
と
考
え
て
い
る
。

②
歩
道
橋
の
上
下
流
10
ｍ
程
度
は
、
護
岸
工
を
整
備
す
る
予

　
定
で
あ
る
。

①
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
被
害
対
策
に
一
番
効
果
が
あ
る
の
は
捕

　
獲
数
を
増
す
こ
と
で
あ
る
と
考
え
る
。
捕
獲
奨
励
金
の
増

　
額
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

②
鳥
獣
対
策
の
専
門
職
員
の
養
成
は
で
き
な
い
か
。

①
捕
獲
奨
励
金
は
近
隣
の
町
村
と
比
較
し
て
も
低
く
な
い
。

　
こ
れ
以
上
の
増
額
は
考
え
て
い
な
い
。

②
日
南
町
猟
友
会
の
会
員
の
高
齢
化
、
銃
所
持
者
の
減
少
な

　
ど
か
ら
検
討
す
る
時
期
が
来
る
と
考
え
る
。
正
規
の
職
員

　
で
の
対
応
は
考
え
て
い
な
い
。

町政のここが聞きたい

工事中の石見東太陽光発電所
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町政のここが聞きたい

藤原泰則議員

問問
新
北
の
原
橋
の
建
設

問問
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
、
指
定
管
理
等
の

告
知
（
募
集
）
方
法

問問答答
増
原
町
長

答答
新
北
の
原
橋
の
老
朽
化
に
伴
う
調
査
報
告

増
原
町
長

答答
増
原
町
長

新北の原橋は車歩道一体型にすべき

問問

安全対策を考慮し、計画通り実行予定

答答

　
平
成
24
年
度
の
当
初
予
算
で
歩
道
橋
の
建
設
が
予
定
さ
れ

　
て
い
る
が
、
保
護
者
、
学
校
関
係
者
、
地
元
自
治
会
等
に

　
十
分
な
説
明
が
さ
れ
な
い
ま
ま
予
算
化
し
、
小
・
中
学
校

　
長
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、
地
元
自
治
会
長
に
説
明
会
を
実
施
さ

　
れ
て
い
る
が
、
そ
の
後
の
検
討
状
況
を
お
聞
き
し
た
い
。

　
バ
ス
ロ
ー
タ
リ
ー
側
の
安
全
対
策
を
考
慮
し
た
う
え
で
、

　
基
本
的
に
は
現
計
画
を
前
提
と
し
て
進
め
て
い
き
た
い
。

　
調
査
内
容
と
結
果
報
告
書
の
提
出
と
、
今
後
の
対
策
の
説

　
明
を
求
め
る
。

　
調
査
内
容
と
結
果
報
告
書
は
提
出
済
で
あ
り
、
現
在
の
新

　
北
の
原
橋
は
、
概
ね
健
全
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
継
続
的
に

　
観
察
を
行
っ
て
い
く
こ
と
え
を
考
え
て
い
る
。

　
現
在
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ち
ゃ
ん
ね
る
日
南
等
で
告
知
さ

　
れ
て
い
る
と
聞
く
が
、
他
に
告
知
方
法
を
検
討
さ
れ
て
い

　
る
の
か
、
具
体
的
な
対
策
を
聞
き
た
い
。

　
ま
た
、
メ
デ
イ
ア
対
策
と
し
て
の
、

①
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
の
手
法(

ニ
ュ
ー
ス
ソ
ー
ス
の
取
り
扱
い)

②
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
ー
（
無
料
記
事
広
告
）

　
等
に
つ
い
て
説
明
を
求
め
る
。

　
今
後
も
こ
れ
ま
で
と
同
様
な
方
法
で
進
め
て
い
き
た
い
。

①
情
報
提
供
当
事
者
に
よ
る
会
見
と
い
う
形
式
が
ほ
と
ん
ど

　
で
あ
り
、
情
報
源
等
に
は
配
慮
し
て
い
き
た
い
。

②
受
け
止
め
方
は
メ
デ
ィ
ア
に
委
ね
ら
れ
て
し
ま
う
の
で
、

　
情
報
提
供
内
容
を
事
前
に
精
査
し
た
い
。

　

新北の原橋
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①
オ
ス
プ
レ
イ
の
本
格
的
な
配
備
・
訓
練
を
行
う
と
し
て
い

　
る
が
、
ど
う
の
よ
う
な
見
解
か
。

②
飛
行
訓
練
ル
ー
ト
に
、
日
南
町
も
エ
リ
ア
に
入
る
「
ブ
ラ

　
ウ
ン
ル
ー
ト
」
も
含
ま
れ
る
可
能
性
が
明
ら
か
に
な
っ
て

　
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
見
解
か
。

③
全
国
知
事
会
は
、
「
安
全
性
が
確
認
で
き
て
い
な
い
現
状

　
で
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
」
と
の
緊
急
決
議
を
行
っ
た
が
、

　
日
南
町
は
、
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

　

①
安
全
性
が
確
認
さ
れ
な
い
ま
ま
、

　
配
備
・
訓
練
を
行
う
事
に
は
反

　
対
で
あ
る
。

②
「
ブ
ラ
ウ
ン
ル
ー
ト
」
の
訓
練

　
は
反
対
で
あ
る
。

③
知
事
会
の
と
お
り
受
け
入
れ
る

　
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る
。

①
日
南
小
・
中
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
と
、
霞
自
治
会
か
ら
改

　
修
に
つ
い
て
の
陳
情
お
よ
び
要
望
が
議
会
と
執
行
部
に
提

　
出
さ
れ
て
い
る
。
ど
の
よ
う
に
対
応
さ
れ
る
の
か
。 

②
車
道
と
歩
道
の
一
体
型
の
橋
を
新
設
す
る
方
が
ベ
タ
ー
だ

　
と
考
え
る
が
。

①
バ
ス
ロ
ー
タ
リ
ー
側
の
安
全
対
策
を
考
慮
し
た
う
え
で
、

　
基
本
的
に
は
、
現
計
画
ど
お
り
で
進
め
て
い
き
た
い
。

②
早
急
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
あ
る
歩
行

　
者
の
安
全
な
通
行
を
優
先
的
に
考
え
た
場
合
、
車
道
と
歩

　
道
を
分
離
し
た
方
が
、
よ
り
安
全
性
が
高
い
と
考
え
て
い

　
る
。
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町政のここが聞きたい

久代安敏議員

オスプレイ配備の見解は

問問

安全性が未確認にて、反対である

答答

①
猛
暑
の
夏
、
原
発
な
し
で
も
全
国
的
に
電
力
は
足
り
た
が
、

　
こ
の
結
果
を
ど
う
受
け
止
め
て
い
る
か
。

②
島
根
原
発
１
・
２
号
機
の
再
稼
動
、
３
号
機
の
運
転
開
始

　
を
す
す
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
原
発
ゼ
ロ
を
め
ざ
す
明
確

　
な
意
思
表
示
を
求
め
る
。

③
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
促
進
の
た
め
に
、
数
値
目
標
を

　
明
確
に
し
、
取
り
組
み
を
強
化
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

④
小
水
力
発
電
公
社
の
経
営
を
日
南
町
に
移
管
し
て
は
。

①
「
足
り
た
」
「
不
足
し
た
」
の
判
断
は
困
難
で
あ
る
。

②
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
シ
フ
ト
を
国
を
挙
げ
て
進
め

　
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

③
日
南
町
環
境
基
本
計
画
に
掲
げ
る
数
値
目
標
に
再
生
可
能

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
項
目
も
あ
り
、
本
年
度
中
に
新
た
な
目
標

　
を
設
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
は
、
日
南
町
環

　
境
審
議
会
に
諮
問
す
る
。

④
制
度
の
動
向
や
今
後
の
施
設
運
営
の
方
向
性
を
踏
ま
え
、

　
関
係
者
と
協
議
検
討
し
た
い
。

①
消
費
税
10
％
で
、
町
民
の
暮
ら
し
と
日
南
町
の
歳
入
・
歳

　
出
全
般
に
つ
い
て
の
影
響
は
。

②
病
院
経
営
に
と
っ
て
、
消
費
税
が
転
嫁
で
き
ず
10
％
と
な

　
れ
ば
さ
ら
に
経
営
を
圧
迫
す
る
と
考
え
る
が
、
ど
う
試
算

　
し
て
い
る
か
。

①
家
計
等
へ
の
影
響
、
受
益
が
実
感
で
き
る
社
会
保
障
制
度

　
が
構
築
さ
れ
る
か
注
視
し
て
い
く
。
町
へ
の
影
響
に
つ
い

　
て
は
情
報
収
集
を
行
い
、
分
析
し
て
い
く
。

②
医
薬
品
な
ど
の
診
療
材
料
費
だ
け
で
な
く
、
委
託
料
等
に

　
も
影
響
は
あ
る
と
考
え
る
。

問問答答
オ
ス
プ
レ
イ
の
配
備
と
低
空
飛
行
訓
練

問問
新
北
の
原
橋
の
歩
道
橋
整
備

増
原
町
長

答答
増
原
町
長

問問
原
発
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

問問
消
費
税
の
大
増
税

答答
増
原
町
長

答答
増
原
町
長

答答
安
東
病
院
事
業
管
理
者

オスプレイ
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結  　果件 名 提 出 者
新北の原橋の安全確保のために単独歩道
橋を新設するための詳細設計を実施した
結果、車歩道一体型の橋梁の架け替えが
より合理的であり、計画を見直すべきで
ある。

新北の原橋歩道橋整備計

画の見直しに関する陳情
霞自治会
会長　山本　静夫

採択
(賛成多数) 

近年、頻発する集中豪雨による被害を未
然に防止するために、坂本堤防の早期改
良の願意は妥当である。

坂本堤防の改良工事に関

する陳情

霞自治会

会長　山本　静夫
採択

(全員賛成)

地方交付税など、地方自治体財源の拡充
を国に求める事は、本町としても当然の
行為である。

地方財政の充実・強化を

求める陳情

自治労鳥取県本部　
執行委員長　本川　博孝
日南町職員労働組合
執行委員長　坪倉　容一

採択
(全員賛成)

新北の原橋の安全確保のために単独歩道
橋を新設するための詳細設計を実施した
結果、車歩道一体型の橋梁の架け替えが
より合理的であり、計画を見直すべきで
ある。

「新北の原橋歩道橋の整

備」に関する陳情

日南小学校ＰＴＡ
会長　柴田　浩良

日南中学校ＰＴＡ
会長　山脇　良円

採択
(賛成多数)

提出のあった陳情は、９月定例議会の本会議で審議した結果、次のとおり決定しました。

陳情の審査結果

審 査 意 見
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認定

認定

認定

認定

認定

認定

認定

認定

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

山
本

　
芳
昭

三
上

　
惇
二

古
都

　
勝
人

福
田

　
　
稔

久
代

　
安
敏

荒
木

　
　
博

坪
倉

　
勝
幸

長
谷
川

　
篤

古
都

　
久
志

藤
原

　
泰
則

惠
比
奈
礼
子

村
上

　
正
広

賛成＝○　　反対＝×

※村上正広議長は議事進行を行うため、賛否の表明はしません。ただし、採決で賛否が同数となった場合は「議長
　裁決」という形で賛否表明をします。

9月議会審議結果と議員ごとの賛否内訳9月議会審議結果と議員ごとの賛否内訳

平成23年度 日南町決算の認定
　一般会計

　国民健康保険特別会計

　簡易水道事業特別会計

　農業集落排水事業特別会計

　介護保険特別会計

　介護サービス事業特別会計

　後期高齢者医療特別会計

　病院事業会計

日南町 条例の一部改正
　日南町の休日を定める条例

　日南町個人情報保護条例

　日南町地域活性化支援センターの設置及び管理に関する条例

　日南町指定管理施設の設備及び管理に関する条例

平成24年度 日南町補正予算
　一般会計（第４号）

　国民健康保険特別会計（第１号）

　簡易水道事業特別会計（第１号）

　農業集落排水事業特別会計（第１号）

　介護保険特別会計（第１号）

　病院事業会計（第２号）

　簡易水道事業特別会計（第２号）

その他の議案
　工事請負契約の締結について（日南町子育て支援センター新築工事）

議　　案　　名 結果
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地球温暖化対策に関する「地方財源を確保・充実する仕組み」の構築を求める意見書

　二酸化炭素吸収源として最も重要な機能を有する森林の整備・保全等を推進する市町村の役割
を踏まえ、「地球温暖化対策のための税」の一定割合を、森林面積に応じて譲与する「地方財源
を確保・充実する仕組み」を早急に構築すること。

地方財政の充実・強化を求める意見書

１．東日本大震災被災自治体に対する復興費については、国の責任において確保し、自治体の財
　　政が悪化しないよう各種施策を十分に講ずること。
２．医療・介護、子育て支援など、少子・高齢化に対応した一般行政経費の充実、農林業・商工
　　業の振興、環境対策など、今後増大する財政需要を的確に取り入れ、平成25年度地方財政計
　　画を策定すること。
３．地方財源の充実・強化をはかるため、地方交付税の総額確保と小規模自治体に配慮した再分
　　配機能の強化、国税５税の法定率の改善、社会保障分野の単位費用の改善、国の直轄事業負
　　担金の見直しなど、抜本的な対策を進めること。

郵政事業の全国一律サービスの堅持を求める意見書

　改正郵政民営化法の趣旨を遵守するためにも、また、過疎・中山間地域の生活と経済を守るた
めにも、郵便局の業務を縮小するような事は絶対にやめていただくよう強く要請する。

北朝鮮による日本人拉致問題の早期解決を求める意見書

　拉致問題は重大な主権侵害であり、かつ許し難い人権侵害であることは言うまでもない。政府
は、北朝鮮の指導者が交代した今年を一つの契機ととらえ、全精力を傾けてすべての拉致被害者
を早急に救出するよう、強く要望する。

竹島の領有権の確認と対韓国外交の早期正常化を求める意見書

　本議会は、李明博韓国大統領をはじめ韓国政府、韓国国民が賢明かつ冷静な対応をすることを
強く希望するとともに、政府及び国会に対し、竹島問題の重要性に鑑み、韓国に対し我が国の領
有権に基づく然るべき対応をとるとともに、対韓国外交の早期正常化を図るよう強く要望する。

香港民間団体による尖閣諸島不法上陸に関する意見書

１．今後、同様の事案があった場合、出入国管理法及び難民認定法第65条を適用することなく厳
　　正に刑事手続きを進めること。また、中国に対し、断固たる抗議を行うとともに再発防止を
　　強く求めること。
２．尖閣諸島及びその海域の警備方針・態勢を抜本的に見直すとともに、領土・領海を守るため
　　に必要な法制度の整備、関係機関との連携、装備・人員の手当て等の拡充を急ぐこと。また
　　南西諸島防衛を強化する施策を実行すること。
３．施設の整備などを通じた尖閣諸島の有人化と海の有効活用を図ること。
４．尖閣諸島は歴史的にも国際法的にもわが国固有の領土であり、そもそも領土問題は存在しな
　　いという明確な事実を国際社会に示す外交を行うこと。

MV22オスプレイの配備と低空飛行訓練の中止を求める意見書

１．国内での本格運用は、重ねて安全性を確認し、慎重に行うこと。
２．低空飛行訓練は、行わないこと。

9月定例議会で下記の意見書を採択し、内閣総理大臣および
関係大臣に提出いたしました （要旨掲載）

9月定例議会で下記の意見書を採択し、内閣総理大臣および
関係大臣に提出いたしました （要旨掲載）
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設置目的　｢住宅リフォーム奨励」「廃屋解体撤去奨励」

　　　　　｢意欲ある農業者支援｣の３項目の政策を具現

　　　　　化するために条例の制定について検討を行う。

委員の定数　議員全員（12名）

委員長　坪倉勝幸議員　　　副委員長　久代安敏議員

　　一般会計　800万円を増額
　・７月６日、７日の大雨被害に対する復旧事業補助　　　290万円

　・個人町民税、法人町民税の過誤納還付金　　　　　　　100万円

　・石見東太陽光発電所系統連携工事負担金ほか　　　　　234万円

　・町営住宅ボイラー等修繕　　　　　　　　　　　　　　  51万円

　・学校図書館司書配置　　　　　　　　　　　　　　　　  92万円

平成24年度　補正予算

　　日南町石見東太陽光発電所建設工事
　　工事場所　　日南町神戸上2473

　　契約金額　　１億4,665万円

　　契約の相手方　ソーラーウェイ・小竹興業特定建設工事共同企業体

　　契約締結の方法　公募型プロポーザル入札

工事請負契約の締結

　　日南町フラワーセンター
　　指定管理者の名称　有限会社赤松産業

　　管理期間　平成24年８月１日から平成29年３月31日

公の施設の指定管理の指定

　
３
件
の
議
会
案
が
提
出
さ
れ
、
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。
「
日
南
町
石

見
東
太
陽
光
発
電
所
建
設
工
事
」
の
請
負
契
約
締
結
に
つ
い
て
は
、
反
対
者

４
名
（
山
本
芳
昭
、
三
上
惇
二
、
福
田

　
稔
、
藤
原
泰
則
）
、
賛
成
者
７
名
（
古
都
勝
人
、

久
代
安
敏
、
荒
木

　
博
、
坪
倉
勝
幸
、
長
谷
川
篤
、
古
都
久
志
、
恵
比
奈
礼
子
）
で
、
賛
成

多
数
で
の
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

　
７
月
31
日
の
臨
時
議
会
に
於
い
て
設
置
さ
れ
た
「
政
策
立
案

に
関
す
る
特
別
委
員
会
」
は
、
９
月
26
日
に
４
回
目
の
委
員
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
「
住
宅
改
修
助
成
条
例
」
等
の
早
期
制
定

に
向
け
て
、
積
極
的
に
委
員
会
を
開
き
協
議
を
重
ね
て
お
り
ま

す
。

第
５
回 

臨
時
会
（
７
月
31
日
）

政
策
立
案
に
関
す
る
特
別
委
員
会
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議会報告会を開催します
開かれた議会を目指して

　日南町議会は、開かれた議会を目指して議会改革の取り組みをしており、その

一環としてより良いまちづくりを推進するため「議会報告会」を開催いたしま

す。

　町民に信頼され民主的なまちづくりを実現し、効率的な行財政運営を図るには

議会と町民との連携が重要です。議員が地域に出向き、政策提言や常任・特別委

員会など議会活動の状況を報告・説明し、町政に関する情報を提供するととも

に、議会活動に対する意見、町政に対する提言などを聴く貴重な機会です。町民

の皆さんとの交流を通して、議会の機能を高め、活力ある町を目指すことを目的

としています。議会活動の報告のほか、議会や町政に関する意見交換も行う予定で

す。

　どなたでも参加できます。どの会場に、何回でも、参加できますのでぜひお越

しください。

開　催　日

生山自治会館　　　　　　（１班）

多里桜ヶ瀬会館　　　　　（２班）

大宮地域振興センター　　（１班）

日野上地域振興センター　（２班）

阿毘縁地域振興センター　（１班）

山上地域振興センター　　（２班）

石見地域振興センター　　（１班）

福栄地域振興センター　　（２班）

下石見構造改善センター　（１班）

会　　　　　場 時　　　間

11月20日（火）

〃

午後７時～９時

〃

11月21日（水）

〃

午後７時～９時

〃

11月22日（木）

〃

午後７時～９時

〃

午後７時～９時

〃

11月28日（水）

〃

11月29日（木） 午後７時～９時

１班

　村上正広・山本芳昭・三上惇二・古都勝人・福田　稔・藤原泰則

２班

　惠比奈礼子・久代安敏・荒木　博・坪倉勝幸・長谷川篤・古都久志

〔問合せ先〕日南町議会事務局　電話82－1900
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本
年
（
２
０
１
２
年
）
は
古
事
記

編
纂
１
３
０
０
年
を
迎
え
、
日
南
町

に
も
古
事
記
ゆ
か
り
の
地
が
あ
り
ま

す
。

　
阿
毘
縁
の
「
お
墓
山
」
は
イ
ザ
ナ

ミ
ノ
ミ
コ
ト
の
御
陵
と
し
て
伝
わ
り
、

八
石
谷
（
大
菅
）
は
八
柱
の
神
が
生

ま
れ
た
と
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
多

里
の
「
船
通
山
」
は
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ

チ
伝
説
の
地
と
し
て
全
国
に
知
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
上
石
見
の
「
大
石
見
神
社
」
は
オ

オ
ク
ニ
ヌ
シ
ノ
ミ
コ
ト
が
南
部
町
の

手
間
で
再
復
活
し
、
大
倉
山
に
隠
れ

住
み
再
々
復
活
し
た
地
と
し
て
地
元

に
言
い
伝
え
が
あ
り
ま
す
。

　
阿
毘
縁
、
多
里
、
上
石
見
地
区
で

は
古
事
記
編
纂
１
３
０
０
年
記
念
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
町
外
か
ら
も
沢

山
の
方
が
訪
町
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

　
「
神
々
の
伝
説
の
地
」
日
南
町
に

は
歴
史
的
謎
が
た
く
さ
ん
存
在
し
て

い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
日
南
町
を
全

国
に
売
り
出
す
チ
ャ
ン
ス
と
思
い
ま

す
。
皆
さ
ん
と
と
も
に
誇
り
を
持
っ

て
日
南
町
を
売
り
出
し
て
い
き
ま
し

ょ
う
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
原

　
記

　
　
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　
　
委

員

長

　
古
都

　
久
志

　
　
　
　
副
委
員
長

　
藤
原

　
泰
則

　
　
　
　
委

　
　
員

　
山
本

　
芳
昭

　
　
　
　
　
　
〃

　　
　
荒
木

　
　
博

　
　
　
　
　
　
〃

　　
　
惠
比
奈
礼
子

編

集

後

記
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議会改革の状況報告議会改革の状況報告

◆
全
員
協
議
会
・
委
員
会
の
テ
レ
ビ
放
映

　
第
２
会
議
室
に
テ
レ
ビ
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ

か
ね
て
よ
り
決
定
し
て
い
た
全
員
協
議
会
や
常
任
委

員
会
の
テ
レ
ビ
放
映
が
始
ま
り
ま
し
た
。

 

本
会
議
と
同
じ
よ
う
に
傍
聴
も
で
き
ま
す
が
、
本

会
議
以
外
の
会
議
の
様
子
も
、
広
く
町
民
の
皆
さ
ん

に
見
て
い
た
だ
く
た
め
の
取
り
組
み
で
す
。

 

全
員
協
議
会
と
全
員
で
構
成
す
る
特
別
委
員
会
は

生
放
送
と
録
画
放
送
を
行
い
、
常
任
員
会
は
、
録
画

放
送
の
み
行
い
ま
す
。

 
委
員
会
は
本
会
議
と
は
異
な
り
、
発
言
回
数
の
制

限
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
よ
り
議
論
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

 

ま
た
、
休
憩
時
間
中
に
は
、
タ
イ
マ
ー
で
会
議
再

開
ま
で
の
時
間
を
表
示
し
て
い
ま
す
。

◆
予
算
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
議
員
で
構
成

　
こ
れ
ま
で
予
算
・
決
算
審
査
特
別
委
員
会
は
、
議

長
が
議
会
に
諮
っ
て
指
名
し
た
６
名
の
委
員
で
構
成

し
て
い
ま
し
た
。
事
前
に
各
常
任
委
員
会
で
所
管
の

審
査
を
し
、
そ
れ
を
持
ち
寄
っ
て
審
査
し
て
い
た
の

で
す
が
、
全
議
員
で
構
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
す
べ

て
の
予
算
・
決
算
に
つ
い
て
よ
り
詳
細
に
調
査
で
き

多
様
な
意
見
が
出
ま
す
。

　
平
成
24
年
３
月
の
予
算
審
査
特
別
委
員
会
か
ら

全
議
員
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

◆
監
視
機
能
の
充
実

＊
提
案
さ
れ
た
議
案
に
対
し
て
担
当
課
ご
と
に
質
疑

を
行
う
と
と
も
に
、
質
疑
回
数
の
制
限
も
、
よ
り
審

議
が
深
ま
る
よ
う
議
長
の
裁
量
を
求
め
る
。

　
本
会
議
で
は
、
質
疑
の
回
数
が
議
案
ご
と
に
１
人

３
回
ま
で
と
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
補
正
予
算
な
ど
会

計
ご
と
に
質
疑
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
担
当
課

ご
と
に
行
う
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
審
議
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
議
長
が
必
要
と
判
断
す
れ

ば
、
３
回
以
上
も
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

＊
常
任
委
員
会
は
、
事
務
調
査
だ
け
に
止
ま
ら
ず

予
算
・
決
算
審
査
意
見
や
採
択
し
た
陳
情
等
の
追
跡

な
ど
充
実
し
た
内
容
で
の
調
査
を
目
指
す
。

　
採
択
し
た
陳
情
の
追
跡
調
査
や
総
合
計
画
の
進
捗

状
況
な
ど
、
議
会
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
充
実
を
求
め

る
意
見
が
多
く
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
改
め
て
活
動

の
内
容
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
さ
て
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
要
望
の
多
か
っ
た

議
会
報
告
会
の
第
１
回
目
を
、
い
よ
い
よ
来
月
に
開

催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん

に
お
会
い
で
き
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ

お
誘
い
合
わ
せ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
次
号
に
続
く
）

古
事
記
編
纂

　
　
１
３
０
０
年
を
迎
え
て

議会改革の取組状況をシリーズで掲載しています（第2回）

昨年の町民の意見を聞く会
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木代を助成！木代を助成！木代を助成！

－2－－3－

㈱オロチに原㈱オロチに原㈱オロチに原
12月11日～12月14日（４日間）

12月定例会
12月11日～12月14日（４日間）

12月定例会

　
12
月
定
例
会
は
、
12
月
11
日
か
ら
12
月
14
日
ま
で
の
４
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
初
日
の
一
般
質
問

で
は
、
５
人
の
議
員
が
登
壇
し
執
行
部
の
所
信
を
問
い
ま
し
た
。

　
執
行
部
か
ら
提
案
の
あ
っ
た
条
例
の
一
部
改
正
、
一
般
会
計
や
特
別
会
計
の
補
正
予
算
等
全
て
の
議
案

は
原
案
ど
お
り
可
決
、
政
策
立
案
に
関
す
る
特
別
委
員
会
が
「
住
宅
改
修
助
成
条
例
の
制
定
」
の
発
議
を

行
う
な
ど
、
活
発
な
定
例
会
で
し
た
。

　「㈱オロチ」への支援は、平成24年1月13日の臨時議会において、

町への資金支援の要請があり、融資の補正予算議案の上程がありま

したが、議会は賛成少数で否決しました。

　このたび、12月定例会最終日に「㈱オロチ」に対する経営支援を

目的とした「日南町原木価格安定対策事業」として補助金を交付す

る一般会計補正予算議案が上程され、賛成多数で可決しました。

　「支援の内容」
　①平成25年度から平成29年度までの債務負担行為

　　　　　　　　　　　　　　　　　「限度額１億7,000万円」

　②平成24年度の原木支援金は800万円

　③原木１㎥当り7,800円を基準に、仕入額との差額について、

　　上限1,000円として交付とする。その差額が上限額を超える場

　　合は上限額を交付し、仕入額が基準額以下の場合は対象外とす

　　る。

　④年度初めの経営計画や半期ごとの財務諸表の提出などを補助金

　　の交付要件とする。

「反対討論」：雇用の確保は、大切ではあるが、町内には他の事業所もあり、それぞれが一

　　　　　　　生懸命に経済活動を行っている。そうしたところにも門戸を開くべきである。

　　　　　　　特定なところだけの支援でなく、できれば町内事業者が利用できるような基

　　　　　　　金的なものでも設けて支援する方策をとるべきである。

「賛成討論」：国産の木材と外国産の木材の内外価格差に根本の問題がある。国内の集成材

　　　　　　　メーカーが円高になれば外材で原木を安く調達し、安い商品を作っていく国

　　　　　　　際経済のグローバル化の中で、ベンチャー企業としてスタートした企業の困

　　　　　　　難性が端的にあらわれている。生産性を上げるために支援する補助金を有効

　　　　　　　に活用し、安心して林家も林業労働者も林業に携わっていける流れをオロチ

　　　　　　　に主導してほしい。貴重な町民の税金である。オロチの再生を願っている。

　
経
済
産
業
省
の
外
郭
団
体
で
あ
る
「
鳥
取
県
中
小
企
業
再
生

支
援
協
議
会
」
に
依
頼
し
「
再
生
に
向
け
た
検
討
施
策
に
つ
い

て
」
と
い
う
報
告
書
が
出
さ
れ
、
12
月
12
日
に
日
南
町
と
㈱
オ

ロ
チ
が
同
席
し
て
「
鳥
取
県
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会
」
の

担
当
者
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
今
後
10
年
間
の
経
営
試
算
を

示
し
、
そ
の
達
成
の
た
め
の
支
援
と
し
て

①
原
価
改
善
の
た
め
に
原
木
仕
入
れ
価
格
に
対
す
る
価
格
補
填

②
実
質
債
務
を
７
年
で
解
消
す
る
た
め
の
資
本
支
援
の
２
点
が

　
示
さ
れ
ま
し
た
。

①
に
つ
い
て
は
、
今
回
賛
成
多
数
で
上
程
案
を
承
認
し
た
も
の

　
で
す
。

②
に
つ
い
て
は
、
今
後
と
も
議
会
と
し
て
協
議
す
る
こ
と
と
し

　
ま
し
た
。

「
鳥
取
県
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ら
の
報
告
と
協
議
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議
会
」
の

担
当
者
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
今
後
10
年
間
の
経
営
試
算
を

示
し
、
そ
の
達
成
の
た
め
の
支
援
と
し
て

①
原
価
改
善
の
た
め
に
原
木
仕
入
れ
価
格
に
対
す
る
価
格
補
填

②
実
質
債
務
を
７
年
で
解
消
す
る
た
め
の
資
本
支
援
の
２
点
が

　
示
さ
れ
ま
し
た
。

①
に
つ
い
て
は
、
今
回
賛
成
多
数
で
上
程
案
を
承
認
し
た
も
の

　
で
す
。

②
に
つ
い
て
は
、
今
後
と
も
議
会
と
し
て
協
議
す
る
こ
と
と
し

　
ま
し
た
。

「
鳥
取
県
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ら
の
報
告
と
協
議
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　職
員
管
理
に
お
い
て
、
情
報
管
理
や
説
明
責
任
の
欠
如
が

　見
受
け
ら
れ
る
。
職
員
一
人
一
人
が
自
覚
を
持
つ
こ
と
が

　肝
要
と
考
え
る
。
就
任
以
来
、
年
度
初
め
や
当
初
予
算
の

　指
達
事
項
、
施
策
に
対
す
る
評
価
や
重
点
事
項
な
ど
、
自

　分
自
身
の
言
葉
で
直
接
伝
え
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
ま
ち

　づ
く
り
懇
談
会
な
ど
で
い
た
だ
い
た
町
民
か
ら
の
貴
重
な

　意
見
な
ど
、
全
職
員
で
共
有
す
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

　自
身
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、
よ
り
高
め
て
い

　く
よ
う
努
力
す
る
。

①
大
口
出
資
者
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
に
経
営
に
か

　か
わ
り
、
再
建
に
努
力
し
て
き
た
の
か
。

②
㈱
オ
ロ
チ
の
支
援
に
つ
い
て
、
町
と
し
て
の
最
善
策
を
検

　討
し
た
の
か
。

①
ふ
る
さ
と
雇
用
を
利
用
し
て
、
関
東
地
区
に
セ
ー
ル
ス
マ

　ン
を
雇
用
し
た
り
、
町
職
員
を
出
向
さ
せ
る
な
ど
、
町
と

　し
て
し
っ
か
り
と
関
与
し
て
き
た
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
、

　目
に
見
え
る
効
果
は
な
か
っ
た
。

②
鳥
取
県
中
小
企
業
再
生
協
議
会
の
専
門
的
な
目
か
ら
の
再

　建
策
を
ふ
ま
え
た
上
で
の
、
支
援
を
考
え
た
い
。
そ
の
上

　で
必
要
な
ら
、
他
の
団
体
等
と
の
協
議
や
依
頼
も
積
極
的

　に
行
い
た
い
。

町政のここが聞きたい

古都久志議員

オ
ロ
チ
の
支
援

問問

町
長
と
し
て
の
指
導
力

町
長

答答
増
原
町
長

答答

町長の指導力を発揮せよ

問問

直接自分の言葉で伝え

さらに努力する　

答答

　町
民
が
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思
う
町
づ
く
り
は
、
役
場
や

　職
員
が
信
頼
さ
れ
て
こ
そ
達
成
可
能
と
考
え
る
が
、
職
員

　の
執
行
意
欲
に
疑
問
を
感
ず
る
。
予
算
の
編
成
執
行
に
お

　い
て
も
、
職
員
が
主
体
的
に
町
民
の
立
場
に
立
っ
て
、
現

　状
に
即
し
て
対
応
し
て
い
る
の
か
。
町
長
は
自
ら
の
方
針

　を
達
成
す
る
た
め
に
、
ど
の
様
な
対
応
を
し
て
い
る
の
か
。

一般質
問

一般質
問
答答と問問

問問
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三上惇二議員

問問
条
例

問問
地
域
再
生
計
画

問問答答
地
域
に
於
け
る
政
治
課
題

増
原
町
長

答答
町
長

答答
町
長

新政権に求めるものは

問問

TPP参加反対と新政権の安定を望む

答答

　衆
議
院
が
解
散
さ
れ
、
16
日
に
投
票
が
行
わ
れ
る
。

　日
南
町
に
於
け
る
喫
緊
の
課
題
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
、

　政
治
に
何
を
求
め
て
い
く
の
か
。

　安
定
政
権
の
誕
生
を
望
み
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
反
対
、
原
発
か

　ら
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
の
促
進
を
求
め
る
。

①
地
域
再
生
計
画
の
概
要
に
つ
い
て

　平
成
17
年
７
月
に
、
鳥
取
県
及
び
日
南
町
が
作
成
主
体
と

　な
っ
て
提
出
し
た
「
地
球
環
境
に
や
さ
し
い
新
森
林
業
の

　形
成
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
計
画
が
国
の
特
認
事
業
と
し
て

　認
可
さ
れ
、
そ
の
計
画
期
間
が
23
年
３
月
に
終
了
し
た
。

　ど
の
よ
う
に
総
括
し
て
い
る
の
か
。

②
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
行
う
事
業
、
特
別
の
措
置
を
適

　用
し
て
行
う
事
業
に
つ
い
て
、
事
業
評
価
委
員
会
の
開
催

　状
況
、
及
び
検
討
結
果
と
対
応
は
。

③
事
業
が
十
分
に
周
知
さ
れ
て
い
な
い
と
思
う
が
、
ど
の
よ

　う
な
認
識
か
、
今
後
の
取
り
組
み
と
対
応
は
。

①
地
域
再
生
計
画
に
上
げ
た
主
要
な
事
業
は
、
ほ
ぼ
達
成
で

　き
て
い
る
。

②
雇
用
対
策
協
議
会
の
中
で
事
業
評
価
を
実
施
し
、
木
材
搬

　出
量
の
増
大
等
、
林
業
振
興
に
成
果
が
あ
っ
た
。

③
事
業
期
間
中
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
す
る
な
ど
、
周
知

　に
努
め
た
。

　役
割
を
終
え
た
条
例
の
廃
止
、
新
た
に
必
要
な
条
例
の
制

　定
、
及
び
改
正
に
つ
い
て
検
討
が
必
要
と
考
え
る
が
、
認

　識
は
。

　廃
止
・
改
正
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

町政のここが聞きたい
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坪倉勝幸議員

問問
地
域
振
興
公
社

問問

答答
町
長

答答
町
民
債

増
原
町
長

町民債の具体的な使途を明らかに

問問

再生可能エネルギー利用促進条例の

理念に基づく事業の財源とする

答答

　再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
債
は
、
何
に
使
う
の
か
。

　具
体
的
な
使
途
を
あ
き
ら
か
に
。

　太
陽
光
発
電
所
経
営
収
支
計
画
に
お
い
て
毎
年
５
千
万
円

　計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
行
う
支
援
事
業
と
の
整
合

　性
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

　日
南
町
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
促
進
条
例
の
理
念
に

　基
づ
き
、
安
心
・
安
全
で
持
続
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で

　あ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
促
進
と
低
炭
素
社
会

　の
構
築
と
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
す

　る
事
業
の
財
源
と
す
る
。

　支
援
事
業
に
つ
い
て
は
毎
年
し
っ
か
り
検
討
し
て
い
き
た

　い
。
太
陽
光
発
電
所
経
営
収
支
計
画
に
お
け
る
５
千
万
円

　は
計
上
し
な
い
事
と
し
た
い
。

①
今
後
の
事
業
展
開
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
構
想
を
持
っ
て
、

　ど
の
よ
う
に
実
現
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

　（
農
業
後
継
者
育
成
対
策
事
業
、
農
地
利
用
集
積
円
滑
化

　事
業
、
特
産
品
開
発
事
業
、
そ
の
他
）

②
農
業
研
修
生
制
度
に
関
連
し
て
、

　青
年
就
農
給
付
金
（
準
備
型
）
の
研
修
実
施
機
関
と
し
て

　県
の
認
定
を
受
け
て
は
ど
う
か
。

③
日
南
町
地
域
包
括
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
に
向
け
て
の
検
討
状

　況
は
、
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

①
公
益
法
人
か
ら
一
般
財
団
法
人
へ
移
行
後
、
現
在
の
事
業

　を
継
続
す
る
。
ま
た
小
水
力
発
電
所
の
運
営
な
ど
に
つ
い

　て
も
検
討
し
た
い
。

　農
地
利
用
集
積
円
滑
化
事
業
に
つ
い
て
は
、
公
社
が
中
に

　入
り
白
紙
委
任
を
受
け
有
効
な
面
的
集
積
を
行
い
た
い
。

②
農
業
後
継
者
育
成
対
策
事
業
に
つ
い
て
は
、
研
修
生
の
社

　会
保
険
の
加
入
希
望
な
ど
が
有
り
現
在
の
雇
用
形
態
を
取

　っ
て
い
る
の
で
、
県
の
認
定
を
受
け
る
手
続
き
は
行
っ
て

　い
な
い
。

③
朝
ど
れ
野
菜
、
食
の
バ
ザ
ー
ル
等
が
定
着
し
て
き
て
い
る

　が
生
産
者
の
高
齢
化
対
策
等
を
考
え
る
。
将
来
的
に
は
、

　加
工
場
、
直
販
所
を
含
め
中
心
地
構
想
で
も
考
え
て
い
く
。

　ま
た
、
町
内
事
業
者
間
の
連
携
を
図
り
、
一
体
と
な
っ
て

　取
り
組
む
。

町政のここが聞きたい

─　　 ─440



－7－

にちなん議会だより　平成25年１月発行　No.130

　内
に
帰
っ
て
良
か
っ
た
と
思
え
る
よ
う
雇
用
・
結
婚
・
子

　育
て
等
の
支
援
体
制
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

　高
齢
世
帯
や
高
齢
独
居
世
帯
が
増
加
し
て
い
る
が
、
そ
の

　状
況
と
対
策
は
。

　緊
急
通
報
装
置
の
設
置
な
ど
の
直
接
支
援
、
見
守
り
活
動

　や
社
会
福
祉
協
議
会
に
よ
る
独
居
高
齢
者
の
巡
回
訪
問
、

　民
生
委
員
に
よ
る
安
否
確
認
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　職
員
等
に
よ
る
訪
問
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

①
太
陽
光
発
電
の
今
後
の
取
り
組
み
は
。

②
太
陽
光
発
電
以
外
の
今
後
の
取
り
組
み
は
。

③
発
電
以
外
の
取
り
組
み
状
況
は
。

①
石
見
東
太
陽
光
発
電
所
の
維
持
管
理
、
旧
阿
毘
縁
小
学
校

　跡
地
及
び
第
二
埋
立
地
に
お
け
る
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
所

　の
建
設
誘
致
に
取
り
組
む
。 

②
鳥
取
県
企
業
局
に
よ
る
若
松
川
で
の
小
水
力
発
電
所
建
設

　計
画
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、
既
存
の
小
水
力
発
電
所

　２
基
の
基
幹
改
良
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。

③
本
年
度
、｢

森
林
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
促
進
事
業
費
補
助
金｣

　の
見
直
し
を
行
っ
た
が
、
さ
ら
な
る
制
度
拡
充
に
つ
い
て

　の
検
討
を
行
う
。

町政のここが聞きたい

古都勝人議員

若
者
の
定
住
対
策

女
性
の
活
動

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

高
齢
世
帯
対
策

増
原
町
長

女性の地域活動の認識は

問問

地域の活力の源である

答答

①
地
域
で
の
女
性
活
動
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
る

　か
。

②
家
庭
と
職
場
の
両
立
に
つ
い
て
の
所
見
は
。

①
地
域
の
活
力
の
源
で
あ
る

　と
感
じ
て
お
り
、
女
性
の

　地
域
づ
く
り
へ
の
参
画
に

　新
た
な
視
点
を
期
待
し
て

　い
る
。

②
女
性
が
働
き
や
す
い
職
場

　の
環
境
づ
く
り
の
推
進
と

　男
女
共
同
参
画
の
機
運
を

　高
め
て
い
き
た
い
。

①
Ｉ
タ
ー
ン
に
つ
い
て
の
考
え
は
、
ま
た
そ
の
取
り
組
み
状

　況
は
。

②
Ｕ
タ
ー
ン
に
つ
い
て
の
考
え
は
、
ま
た
そ
の
取
り
組
み
状

　況
は
。

①
現
在
、
町
の
広
報
紙
、
メ
デ
ィ
ア
を
使
っ
た
情
報
発
信
や

　Ｈ
Ｐ
で
空
き
家
紹
介
を
行
い
Ｉ
タ
ー
ン
者
の
促
進
に
努
め

　て
い
る
。
又
、
Ｉ
タ
ー
ン
者
の
定
住
に
繋
が
る
農
林
業
研

　修
生
の
募
集
も
引
き
続
き
行
う
。

②
近
年
Ｕ
タ
ー
ン
者
の
数
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
今
後
も
町

町
長

問問

問問問問

問問 答答答答

町
長

答答
町
長

答答
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町政のここが聞きたい

①
雇
用
の
創
出
・
定
住
化
対
策
の
具
体
的
対
策
は
。

②
「
正
規
職
員
が
あ
た
り
ま
え
」
の
労
働
環
境
づ
く
り
が
官

　民
問
わ
ず
求
め
ら
れ
て
い
る
が
。

③
㈱
オ
ロ
チ
の
経
営
難
を
ど
う
認
識
し
、
改
善
に
向
け
て
指

　導
援
助
す
る
の
か
。

①
鳥
取
県
西
部
企
業
立
地
推
進
助
成
制
度
の
創
設
、
農
林
業

　研
修
制
度
の
継
続
、
ま
な
び
宿
ひ
の
か
み
の
利
活
用
な
ど
。

②
基
本
的
に
は
、
事
業
所
の
雇
用
形
態
は
使
用
者
と
労
働
者

　の
雇
用
契
約
で
決
ま
る
。
労
働
者
が
安
心
し
て
働
け
る
環

　境
づ
く
り
が
望
ま
れ
る
。

③
当
初
の
計
画
と
現
実
の
ニ
ー
ズ
と
異
な
っ
た
部
分
が
あ
っ

　た
。
現
状
の
可
能
な
範
囲
で
経
営
改
善
を
指
導
し
て
い
く
。

①
島
根
原
発
３
号
機
の
営
業
運
転
を
容
認
す
る
の
か
。

②
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
を
、
雇
用
と
地
域
経
済
の
発

　展
に
ど
の
よ
う
に
結
び
付
け
る
か
。

①
安
全
性
の
確
保
が
な
け
れ
ば
容
認
で
き
な
い
。

②
石
見
東
太
陽
光
発
電
所
は
、
限
ら
れ
た
雇
用
創
出
で
し
か

　な
い
が
、
今
後
、
雇
用
と
地
域
経
済
の
進
展
を
図
っ
て
い

　く
。

　介
護
保
険
料
は
、
県
下
で
３
番
目
に
高
い
が
低
所
得
者
層

　の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
る
。
国
民
健
康
保
険
財
政
は
、

　繰
越
金
が
見
込
め
な
い
現
状
で
は
保
険
税
の
引
下
げ
は
難

　し
い
。

久代安敏議員

町職員の4割が臨時職員

「正職員」の雇用を

問問

正職員の採用に努める

答答

①
「
い
じ
め
」
の
な
い
学
校
と
社
会
の
た
め
の
取
り
組
み
は
。

②
社
会
教
育
委
員
会
の
事
業
推
進
と
、
活
動
内
容
を
明
ら
か

　に
。

③
「
劇
場
、
音
楽
堂
等

　の
活
性
化
に
関
す
る

　法
律
」
の
趣
旨
を
生

　か
す
た
め
の
方
針
や

　施
策
は
。

④
「
日
野
高
校
の
あ
り

　方を
考
え
る
協
議
会｣

　は
、
中
学
生
の
進
路

　希
望
に
応
え
ら
れ
る

　内
容
の
議
論
と
方
向

　に
な
っ
て
い
る
か
。

①
本
町
に
お
い
て
近
年
、
深
刻
な
い
じ
め
事
案
の
報
告
は
な

　い
が
、
い
じ
め
は
起
こ
り
得
る
こ
と
で
あ
る
こ
と
を
十
分

　認
識
し
た
上
で
、
学
校
教
育
等
で
の
指
導
の
徹
底
、
再
点

　検
を
図
っ
て
い
る
。

②
委
員
研
修
を
含
め
会
議
４
回
を
開
催
。現
在
、社
会
教
育
・

　生
涯
教
育
の
推
進
方
策
等
を
協
議
し
て
い
る
。

③
文
化
セ
ン
タ
ー
や
関
係
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
、
劇
場
法

　の
趣
旨
に
そ
っ
た
活
性
化
・
推
進
に
努
め
て
い
き
た
い
。

④
１
年
間
の
議
論
を
中
間
的
ま
と
め
と
し
て
、
関
係
機
関
等

　に
要
望
し
、
郡
内
機
関
で
の
支
援
等
に
つ
い
て
協
議
さ
れ

　て
い
る
。

雇
用
問
題

問問

教
育
問
題

問問
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
ノ
ー
の
声
を
政
府
に

問問

原
発
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

問問
介
護
保
険
料
や
国
民
健
康
保
険
税
の

引
き
下
げ
を

問問
増
原
町
長

答答

答答
い
か
な
る
政
権
で
も
反
対
の
立
場
を
堅
持
す
る
。

答答

町
長

答答
町
長

答答

内
田
教
育
長
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・原木価格安定対策事業　　　　　  800万円

・道路維持管理事業　　　　　　　  362万円

・道路新設改良事業　　　　   　△3,050万円

・橋梁維持管理事業　　　　　　　  400万円

・町営住宅修繕　　　　　　　　　  　91万円

・７月豪雨災害復旧追加　　　　　　100万円

・生き抜く力育成事業　　　　　　△132万円

国保会計　4,693万円の増額

・医療費等の増

簡易水道会計　187万円の増額

・配管の漏水等修繕

一般会計　1億5,777万円の減額

・議会議事録調整料　　　　　　　　  80万円

・生山駅駐車場防犯カメラ設置　　  　38万円

・後期高齢者医療療養給付費負担増　578万円

・新エネルギー推進事業　 　　△1億726万円

・障害者自立支援給付費国庫負担金等返還　1,212万円

・障害者自立支援制度運営事業　　　1,535万円

・母子父子福祉事務　　　　　　　　142万円

・保育補助員（保育園）賃金　　　　136万円

・青年就農給付金貸付実績減　　　△450万円

・集落営農支援事業　　　　　　　　151万円

・町造林事業　　　　　　　　　　 2,084万円

・緑の産業再生プロジェクト事業　△１億2,260万円

・土木一般管理事務　　　　　　　△473万円

「日南町石見東太陽光発電所建設工事の契約変更」

第７回臨時会（平成24年11月26日）に議

案の提案があり、否決しました。

　否決とした理由は、契約を変更しなければな

らない説明が不明確だったことによります。

その後、第８回臨時会(平成24年12月４日)

に再び提案(工期の延長を含む)され、工事費増

加の詳細な説明を求め、全員一致で可決としま

した。

　こうした結果から、議案の説明が十分できる

ように、議長から町長に強く申し入れをしまし

た。

工事請負契約の締結

　日南町総合文化センター舞台照明設備改修

　契約金額　7,770万円

　契約の相手方　パナソニックＥＳエンジニアリング㈱

　　　　　　　支社長　太田太朗

財産の取得

　小型動力消防ポンプ付積載車１台

　契約金額　１,155万円

　契約の相手方　㈲岩谷ポンプ製作所

　　　　　　　代表取締役 　瀬尾泰彦

一般会計補正予算

　衆議院議員選挙執行経費　1,125万円

第７回、第８回臨時会

12月議会で議決した補正予算（おもなもの）
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結  　果件 名 提 出 者

原子力発電所の事故を未然に防止すると

ともに「エネルギー基本計画」を見直

し、原子力から再生可能エネルギーへの

段階的な転換は必要である。

島根原発１号機・２号機

の再稼働反対と３号機の

建設凍結を求める陳情書

原子力から再生可能な自

然エネルギーへのエネル

ギー源の転換を求める陳

情書

反核・平和の火リレー
鳥取県実行委員会　　
実行委員長　小谷　明寛

採択
(全員賛成)

　提出のあった陳情は、１２月定例議会の本会議で審議した結果、次のとおり決定しました。

陳情の審査結果

審 査 意 見
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○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

欠

欠

欠

欠

欠

欠

欠

欠

欠

欠

欠

欠

欠

欠

欠

欠

欠

欠

－

－

－

－

－

－

－

－

－

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

山
本

　
芳
昭

三
上

　
惇
二

古
都

　
勝
人

福
田

　
　
稔

久
代

　
安
敏

荒
木

　
　
博

坪
倉

　
勝
幸

長
谷
川

　
篤

古
都

　
久
志

藤
原

　
泰
則

惠
比
奈
礼
子

村
上

　
正
広

賛成＝○　　反対＝×

※村上正広議長は議事進行を行うため、賛否の表明はしません。ただし、採決で賛否が同数となった場合は「議長
　裁決」という形で賛否表明をします。

12月議会審議結果と議員ごとの賛否内訳12月議会審議結果と議員ごとの賛否内訳

日南町 条例の一部改正
　日南町防災会議条例

日南町 条例の制定
　日南町一般廃棄物処理施設技術管理者の資格を定める条例

平成24年度 日南町補正予算
　一般会計（第６号）

　一般会計（第７号）

　国民健康保険特別会計（第２号）

　簡易水道事業特別会計（第３号）

　介護保険特別会計（第２号）

　病院事業会計（第３号）

その他の議案
　鳥取県西部広域行政管理組合規約を変更する協議について

議　　案　　名 結果

１．原子力発電を基幹電源とする「エネルギー基本計画」を見直し、原子力から再生可能エネル

　　ギーへと段階的にエネルギー源の転換を推進すること。

２．再生可能エネルギーの利活用を促進するための法律、制度の充実を図ること。

３．島根原子力発電所１号機・２号機の再稼働をおこなわないとともに３号機の建設を凍結する

　　こと。

内閣総理大臣ほか関係大臣に意見書を提出しました
（要旨掲載）

原子力から再生可能エネルギー源の転換を求める意見書
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 「政策立案に関する特別委員会」は、積極的な審議を進めた結果「日南町住宅改修助成条例」制定

の発議を12月定例会最終日に行い、可決しました。

（趣旨）

第１条　この条例は、町民の住環境の向上および町内の住宅関連産業の活性を図るため、町民が住宅

　の改修を行う場合に経費の一部を補助することについて、必要な事項を定めるものとする。

（定義）

第２条　この条例において、次に掲げる用語の意義は、それぞれ各号に定めるところによる。

　(1)  住宅　自己の居住の用に供する戸建ての建物をいう。ただし、居住部分と非居住部分が結合さ

　　　れている建物にあっては、その内の居住部分のみをいう。

　(2)  改修　住宅の増築、改築、修繕、模様替えおよび建築設備工事（建築基準法第２条３項に規定

　　　するもの）などの住宅の機能や居住環境向上のための工事をいう。

　(3)  町内事業者　町内に本店を置く法人および町内に住所を有する個人であって、改修に必要な資

　　　  格等を有するものをいう。

（助成対象者）

第３条　助成金の交付を受けることができる者（以下「助成対象者」という。）は、次の各号のいず

　れにも該当する者とする。ただし、町長が特別な事情があると認める者については、この限りでは

　ない。

　(1)  町内に住所を有しかつ、改修を行う住宅に現に居住している住宅の所有者

　(2)  町税の納付その他、町に対する債務の履行を遅滞していない者

（助成対象工事）

第４条　助成金交付の対象となる工事は、次の各号のいずれにも該当するものとする。ただし、町長

　が特別に認めた場合はこの限りではない。

　(1)  助成対象者が行う住宅の改修であること。

　(2)  町内事業者による改修であること。　

　(3)  住宅の改修に要する経費（消費税額および地方消費税額を除く。以下同じ。）が30万円以上の

　　   工事であること。

　(4)  本条例に基づく助成金額が30万円に達していない住宅

　(5)  他の補助制度による補助金等を受けていない工事であること。ただし、介護保険制度住宅改修費、

　　   高齢者居住環境整備事業および障害者住宅改良助成事業は除く。

（助成金の額）

第５条　助成金の額は、住宅の改修に要する経費の５分の１に相当する額とする。(千円未満

　は切り捨てることとする。）ただし、その額が30万円を超えた場合は、30万円とする。

２　住宅の改修に要する経費は、第４条（５）ただし書きに記載されている制度に基づく補助金等が

　交付された場合は、その額を減じた額とする。

第６条～第13条、省略（助成金の交付申請他、手続き関係）

附則

１．この条例は、平成25年４月１日から施行する。

（有効期限）

２．この条例は、平成28年３月31日限り、その効力を失う。

住宅改修助成条例の制定を発議
議員力発

揮
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議
会
報
告
会
及
び
意
見
交
換
会
を
町
内
９
会
場

で
行
い
ま
し
た
。

　
た
く
さ
ん
の
意
見
や
質
問
を
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
全
て
を
別
紙
に
ま
と
め
、
全
戸
に
配
付

し
ま
す
の
で
、
目
を
通
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

ご
案
内
し
ま
す
。

　
今
後
、
い
た
だ
い
た
意
見
・
質
問
は
各
常
任
委

員
会
等
で
更
に
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
議
会
だ
よ
り
を
使
っ
て
報
告
し
て
い

き
ま
す
。

　
議
会
報
告
会
及
び
意
見
交
換
会
は
毎
年
実
施
し

ま
す
。
多
く
の
町
民
の
み
な
さ
ま
の
出
席
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
昨
年
か
ら
の
懸
案
で
あ
っ
た
㈱
オ

ロ
チ
へ
の
支
援
を
、
議
論
の
末
可
決

し
た
。　

議
会
報
告
会
で
も
町
民
の
皆
さ
ん

か
ら
、
賛
否
両
論
様
々
な
ご
意
見
を

頂
戴
し
た
。
林
業
振
興
の
面
か
ら
も
、

雇
用
の
面
か
ら
も
、
町
民
の
期
待
は

大
き
い
。
貴
重
な
税
金
を
つ
ぎ
込
む

か
ら
に
は
、
な
ん
と
し
て
も
経
営
再

建
を
遂
げ
て
ほ
し
い
。

　
景
気
雇
用
対
策
を
切
望
す
る
民
意

に
よ
り
、
新
し
い
政
権
が
誕
生
し
た
。

あ
ら
ゆ
る
意
味
で
、
将
来
の
安
心
が

し
っ
か
り
と
確
保
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
。

　
新
し
い
年
が
、
明
る
い
年
に
な
り

ま
す
よ
う
に
。

　
　
　
　
　
　
　
　
惠
比
奈

　
記

　
　
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　
　
委

員

長

　
古
都

　
久
志

　
　
　
　
副
委
員
長

　
藤
原

　
泰
則

　
　
　
　
委

　
　
員

　
山
本

　
芳
昭

　
　
　
　
　
　
〃

　　
　
荒
木

　
　
博

　
　
　
　
　
　
〃

　　
　
惠
比
奈
礼
子

編

集

後

記
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議会改革の状況報告議会改革の状況報告

◇
政
策
提
案
機
能
の
充
実

＊
議
員
と
し
て
の
認
識
や
自
覚
を
持
っ
た
活
動
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
個
々
の
資
質
を
高
め
、
個
々

の
考
え
に
同
意
を
求
め
る
場
（
学
習
会
、
意
見
交

換
会
等
）
を
設
定
し
、
議
論
を
深
め
、
議
会
か
ら

提
案
が
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

＊
行
政
調
査
は
、
多
方
面
の
情
報
収
集
を
図
る
た

め
、
各
常
任
委
員
会
ご
と
に
実
施
の
方
向
で
検
討

す
る
。

◇
議
員
の
資
質
（
能
力
）
の
向
上

＊
研
修
会
や
学
習
会
等
に
積
極
的
に
参
加
し
、
資

質
向
上
に
努
め
る
。

＊
執
行
部
や
職
員
に
対
し
て
、
議
員
の
立
場
を
利

用
し
た
威
圧
的
な
言
動
は
慎
む
。

＊
公
表
さ
れ
た
場
合
、
不
都
合
に
な
る
よ
う
な
内

容
の
言
動
は
慎
む
。

◇
議
員
の
政
治
倫
理
条
例
の
検
証

＊
町
費
が
直
接
伴
う
団
体
・
事
業
等
の
代
表
に
つ

い
て
は
、
就
任
し
て
い
な
い
こ
と
と
し
て
い
た
が
、

役
員
に
就
任
す
る
こ
と
を
可
能
と
し
た
。

＊
議
員
あ
る
い
は
町
民
が
、
政
治
倫
理
基
準
等
に

反
す
る
疑
い
を
持
ち
、
調
査
を
請
求
す
る
時
の
証

拠
書
類
の
添
付
を
不
要
と
し
た
。

議会改革の取組状況をシリーズで掲載しています（第3回）

議
会
報
告
会
及
び
意
見
交
換
会

平
成
24
年
度

石見地域振興センターにて
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おもな内容
３月定例会…………………………………
予算審査報告………………………………　　　　　　　　　
一般質問（４名）…………………………
意欲ある農業者支援条例の制定を発議…

2ページ
4ページ
6ページ
13ページ

日南小学校入学式
1年生教室　4月9日

今日から1年生！

))
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「住宅改修・意欲ある農業者支援・「住宅改修・意欲ある農業者支援・「住宅改修・意欲ある農業者支援・ 空き家解体」の助成予算化空き家解体」の助成予算化空き家解体」の助成予算化

３月定例会３月定例会

新年度予算 おもな事業

消防車更新　　　　　　2,278万５千円

避難所非常電源装置設置　　1,512万円

日南を売るプロジェクト　　105万円

空き家・危険家屋の実態調査 214万4千円

タウンズネット番組送出設備更新
　　　　　　　　　　　   5,067万3千円

高齢者生産活動センター改修
　　　　　　　　　　　　2,096万1千円

空き家解体助成　　　　　　  150万円

清掃センター修繕　　　　 6,003万円

住宅太陽光発電・薪ストーブ・家庭
用燃料電池・サンヒーター設置助成
　　　　　　　　　　　　　　 655万円

ごみ収集車の購入　　   1,449万6千円

子育て支援センターソーラー発電設置
　　　　　　　　　　　  2,469万6千円

水田利用権設定助成　　　　   80万円

オロチ原木支援助成　　　 3,400万円

中心地域整備基本計画　　　450万円

小中学校教室の冷房化　8,116万4千円

国 民 健 康 保 険 会 計

簡 易 水 道 会 計

農 業 集 落 排 水 会 計

介 護 保 険 会 計

介 護 サ ー ビ ス 会 計

後 期 高 齢 者 医 療 会 計

病 院 事 業 会 計

　 　 　 収 益 的 収 支

　 　 　 資 本 的 収 支

7億5,799万9千円

1億7,875万5千円

2億3,596万6千円

10億5,506万5千円

1億3,997万3千円

9,944万2千円

12億0,999万2千円

10億7,117万4千円

1億3,881万8千円

93億9,164万6千円合 計

57億1,445万4千円一 般 会 計

平成25年度　会計別当初予算額

平成25年度予算編成は

　①雇用の創出、定住化対策

　②再生可能エネルギーの活用

　③安心・安全な生活環境づくり

　を重点施策として掲げ、提案されました。

　慎重審議した結果、審査意見を付して

　予算総額93億9,164万6千円を可決しました。

　
日
南
町
議
会
の
３
月
定
例
会
は
、
３
月
５
日
か
ら
25
日
ま
で
の
21
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
町
長
の
平
成
25
年
度
施
政
方
針
を
受
け
た
一
般
質
問
に
は
４
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
活
発
な
議
論
を
展
開

し
ま
し
た
。

　
先
の
議
会
で
の
議
員
発
議
に
よ
る
条
例
を
受
け
た
新
事
業
を
含
め
た
平
成
25
年
度
各
会
計
予
算
等
、
執
行

部
提
案
の
全
議
案
を
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
但
し
、
議
員
全
員
で
構
成
す
る
予
算
審
査
特
別
委
員
会
の
委
員
長
報
告
で
は
、
そ
の
執
行
に
あ
た
り
、
厳

し
い
意
見
を
付
し
て
お
り
ま
す
。

　
議
会
と
し
て
は
、
今
後
そ
の
執
行
状
況
を
充
分
監
視
し
て
参
り
ま
す
。

３月５日～３月25日３月５日～３月25日

社会教育推進事業委託　 438万5千円給食センター改修　　　　 3,192万円

住宅改修助成　　　　　　　  500万円

意欲ある農業者支援助成　   500万円

─　　 ─448
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「住宅改修・意欲ある農業者支援・「住宅改修・意欲ある農業者支援・「住宅改修・意欲ある農業者支援・ 空き家解体」の助成予算化空き家解体」の助成予算化空き家解体」の助成予算化

３月定例会３月定例会

新年度予算 おもな事業

消防車更新　　　　　　2,278万５千円

避難所非常電源装置設置　　1,512万円

日南を売るプロジェクト　　105万円

空き家・危険家屋の実態調査 214万4千円

タウンズネット番組送出設備更新
　　　　　　　　　　　   5,067万3千円

高齢者生産活動センター改修
　　　　　　　　　　　　2,096万1千円

空き家解体助成　　　　　　  150万円

清掃センター修繕　　　　 6,003万円

住宅太陽光発電・薪ストーブ・家庭
用燃料電池・サンヒーター設置助成
　　　　　　　　　　　　　　 655万円

ごみ収集車の購入　　   1,449万6千円

子育て支援センターソーラー発電設置
　　　　　　　　　　　  2,469万6千円

水田利用権設定助成　　　　   80万円

オロチ原木支援助成　　　 3,400万円

中心地域整備基本計画　　　450万円

小中学校教室の冷房化　8,116万4千円

国 民 健 康 保 険 会 計

簡 易 水 道 会 計

農 業 集 落 排 水 会 計

介 護 保 険 会 計

介 護 サ ー ビ ス 会 計

後 期 高 齢 者 医 療 会 計

病 院 事 業 会 計

　 　 　 収 益 的 収 支

　 　 　 資 本 的 収 支

7億5,799万9千円

1億7,875万5千円

2億3,596万6千円

10億5,506万5千円

1億3,997万3千円

9,944万2千円

12億0,999万2千円

10億7,117万4千円

1億3,881万8千円

93億9,164万6千円合 計

57億1,445万4千円一 般 会 計

平成25年度　会計別当初予算額

平成25年度予算編成は

　①雇用の創出、定住化対策

　②再生可能エネルギーの活用

　③安心・安全な生活環境づくり

　を重点施策として掲げ、提案されました。

　慎重審議した結果、審査意見を付して

　予算総額93億9,164万6千円を可決しました。

　
日
南
町
議
会
の
３
月
定
例
会
は
、
３
月
５
日
か
ら
25
日
ま
で
の
21
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
町
長
の
平
成
25
年
度
施
政
方
針
を
受
け
た
一
般
質
問
に
は
４
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
活
発
な
議
論
を
展
開

し
ま
し
た
。

　
先
の
議
会
で
の
議
員
発
議
に
よ
る
条
例
を
受
け
た
新
事
業
を
含
め
た
平
成
25
年
度
各
会
計
予
算
等
、
執
行

部
提
案
の
全
議
案
を
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
但
し
、
議
員
全
員
で
構
成
す
る
予
算
審
査
特
別
委
員
会
の
委
員
長
報
告
で
は
、
そ
の
執
行
に
あ
た
り
、
厳

し
い
意
見
を
付
し
て
お
り
ま
す
。

　
議
会
と
し
て
は
、
今
後
そ
の
執
行
状
況
を
充
分
監
視
し
て
参
り
ま
す
。

３月５日～３月25日３月５日～３月25日

社会教育推進事業委託　 438万5千円給食センター改修　　　　 3,192万円

住宅改修助成　　　　　　　  500万円

意欲ある農業者支援助成　   500万円

─　　 ─449



予
算
審
査
特
別
委
員
会

予
算
審
査
特
別
委
員
会

予
算
審
査
特
別
委
員
会

審
査
報
告

　
３
月
定
例
会
で
は
、
平
成
25
年
度
一
般
会
計
を
は
じ
め
、
各
会
計
予
算
の
審
議
に

あ
た
り
、
本
会
議
で
の
質
疑
後
、
予
算
審
査
特
別
委
員
会
（
委
員
長

　
坪
倉
勝
幸
）
を

設
置
し
て
、
平
成
25
年
３
月
７
日
、
８
日
、
12
日
、
13
日
、
14
日
、
15
日
、
18
日
に
委

員
会
を
開
催
し
、
付
託
さ
れ
た
各
議
案
の
会
計
予
算
に
つ
い
て
関
係
職
員
か
ら
詳
細
な

説
明
を
受
け
る
な
ど
慎
重
に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
い
ず
れ
の
予
算
議
案
も
次
の
意
見
を
付
し
て
原
案
を
可
決
す
べ
き
で

あ
る
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
本
町
に
お
け
る
男
女
共
同

参
画
社
会
を
実
現
す
る
た
め

に
策
定
さ
れ
る
男
女
共
同
参

画
推
進
計
画
は
、
条
例
の
理

念
に
基
づ
く
具
体
的
な
計
画

を
策
定
さ
れ
た
い
。
ま
た
、

町
は
率
先
し
て
計
画
の
推
進

に
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で

あ
り
、
そ
の
こ
と
に
よ
り
本

町
全
体
の
人
権
尊
重
と
男
女

共
同
参
画
の
町
づ
く
り
を
推

進
さ
れ
た
い
。

　
災
害
に
よ
る
停
電
に
備
え

る
た
め
に
各
地
域
振
興
セ
ン

タ
ー
な
ど
町
内
９
カ
所
の
避

難
所
に
蓄
電
シ
ス
テ
ム
の
設

置
を
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、

設
置
予
定
の
機
材
は
性
能
に

比
し
て
購
入
、
設
置
費
が
高

額
で
あ
り
、
か
つ
蓄
電
池
の

交
換
な
ど
管
理
費
も
高
額
に

な
る
と
見
込
ま
れ
る
。
災
害

時
の
安
全
安
心
を
確
保
す
る

た
め
の
整
備
は
理
解
で
き
る

が
、
安
価
で
汎
用
性
の
あ
る

発
電
機
な
ど
他
の
機
材
を
選

定
す
べ
き
で
あ
る
。

　
本
町
の
自
然
や
歴
史
、
文

化
な
ど
を
発
信
す
る
た
め
の

方
策
な
ど
を
町
民
と
と
も
に

検
討
す
る
た
め
「
日
南
を
売

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト(

仮
称)

」

を
発
足
さ
れ
る
が
、
単
に
意

見
を
聞
く
だ
け
で
は
な
く
、

具
体
的
施
策
や
事
業
の
展
開

に
繋
が
る
よ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
し
て
の
成
果
を
上
げ
ら

れ
た
い
。

　
デ
マ
ン
ド
方
式
や
路
線
運

行
に
よ
る
町
営
バ
ス
の
運
行

が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
運
行

委
託
費
も
高
額
に
な
っ
て
い

る
。
利
用
実
態
の
検
証
や
ニ

ー
ズ
を
調
査
さ
れ
、
よ
り
町

民
が
利
用
し
や
す
い
交
通
機

関
と
な
る
よ
う
に
運
行
形
態
、

ダ
イ
ヤ
な
ど
の
検
討
を
さ
れ

た
い
。
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町
内
の
お
い
し
い
水
を
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
に
充
填
し
、
販

売
の
ほ
か
災
害
備
蓄
用
な
ど

と
し
て
活
用
さ
れ
る
が
、
品

質
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
な
ど
を
固

定
化
し
本
町
の
名
水
と
し
て

イ
メ
ー
ジ
を
定
着
さ
せ
る
べ

き
と
考
え
る
。
ま
た
、
お
い

し
い
水
を
活
か
し
た
観
光
振

興
や
産
業
振
興
に
つ
な
げ
る

取
り
組
み
も
模
索
さ
れ
た
い
。

　
町
民
に
直
接
関
わ
り
の
あ

る
補
助
制
度
な
ど
の
情
報
は

「
広
報
に
ち
な
ん
」
な
ど
に

よ
り
提
供
さ
れ
て
い
る
が
、

高
齢
者
世
帯
な
ど
に
新
し
い

制
度
や
悪
徳
商
法
な
ど
の
情

報
が
伝
わ
り
に
く
い
と
こ
ろ

が
あ
る
。
よ
り
わ
か
り
や
す

く
工
夫
す
る
と
と
も
に
丁
寧

な
周
知
に
努
め
ら
れ
、
町
民

が
情
報
不
足
に
よ
る
不
利
益

を
被
る
こ
と
が
な
い
よ
う
注

意
を
払
わ
れ
た
い
。

　
町
も
出
資
し
、
か
つ
経
営

支
援
を
続
け
て
い
る
「
㈱
日

南
町
小
水
力
発
電
公
社
」
に

よ
り
運
営
さ
れ
て
い
る
小
水

力
発
電
所
の
う
ち
「
石
見
発

電
所
」
に
つ
い
て
は
、
施
政

方
針
で
触
れ
て
い
る
電
力
固

定
価
格
買
い
取
り
制
度
を
見

据
え
た
基
幹
改
修
の
実
施
を

具
体
的
に
検
討
さ
れ
た
い
。

　
ま
た
、
公
社
の
運
営
に
つ

い
て
も
構
成
団
体
と
協
議
さ

れ
、
よ
り
有
利
か
つ
機
動
的

な
組
織
運
営
を
検
討
さ
れ
た

い
。

　
「
日
南
高
原
米
」
を
は
じ

め
と
す
る
町
内
の
特
産
品
の

販
売
を
「
日
南
町
地
域
振
興

公
社
」
に
委
託
さ
れ
る
が
、

こ
れ
ま
で
十
分
な
成
果
に
至

っ
て
い
な
い
。
町
内
の
特
産

品
の
販
売
窓
口
と
し
て
積
極

的
な
事
業
展
開
を
求
め
る
一

方
、
一
般
財
団
法
人
化
を
機

に
抜
本
的
な
事
業
の
見
直
し

に
つ
い
て
も
検
討
さ
れ
た
い
。

　
大
田
原
地
区
で
予
定
さ
れ

る
中
心
地
域
整
備
事
業
の
基

本
計
画
策
定
に
つ
い
て
は
、

平
成
21
年
度
に
策
定
さ
れ
た

中
心
地
域
整
備
構
想
や
23
年

度
、
24
年
度
に
実
施
さ
れ
た

住
宅
ゾ
ー
ン
お
よ
び
商
業
ゾ

ー
ン
の
検
討
結
果
に
基
づ
く

基
本
計
画
の
策
定
を
計
画
さ

れ
て
い
る
が
、
真
に
必
要
な

施
設
や
機
能
が
整
備
さ
れ
る

の
か
疑
問
が
あ
る
。
再
度
、

土
地
活
用
や
事
業
化
の
手
法
、

経
費
な
ど
の
面
か
ら
も
十
分

な
検
討
を
加
え
、
基
本
構
想

を
練
り
直
し
た
う
え
で
基
本

計
画
を
策
定
さ
れ
た
い
。

　
な
お
、
基
本
計
画
の
策
定

に
あ
た
っ
て
は
、
議
会
に
基

本
構
想
、
理
念
を
開
示
し
合

意
を
得
た
う
え
で
着
手
さ
れ

る
よ
う
求
め
る
。

　
「
地
域
と
連
携
し
社
会
教

育
に
係
る
事
業
の
企
画
や
支

援
」
な
ど
を
行
う
社
会
教
育

推
進
事
業
を
「
㈱
ア
シ
ス
ト

日
南
」
に
委
託
さ
れ
る
が
、

社
会
教
育
の
枢
要
と
も
い
え

る
部
分
で
あ
り
本
来
教
育
委

員
会
の
直
接
事
務
と
し
て
取

り
組
む
べ
き
と
考
え
る
。
委

託
先
に
人
材
を
含
め
専
門
的

な
識
見
を
求
め
る
と
と
も
に
、

教
育
委
員
会
主
導
の
も
と
緊

密
に
連
携
し
町
民
の
生
涯
学

習
や
文
化
の
向
上
に
資
す
る

取
り
組
み
を
さ
れ
た
い
。

　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
改

修
工
事
を
25
年
度
か
ら
３
カ

年
の
事
業
と
し
て
計
画
さ
れ
、

そ
の
１
期
工
事
と
し
て
給
湯

器
や
変
電
設
備
を
改
修
さ
れ

る
が
、
全
体
設
計
の
下
に
一

体
的
な
施
工
を
検
討
し
、
効

率
的
な
施
工
と
経
費
節
減
に

努
め
ら
れ
た
い
。

　
こ
れ
ま
で
に
保
育
園
・
福

祉
保
健
課
な
ど
時
間
外
勤
務

が
恒
常
的
に
な
っ
て
い
る
と

こ
ろ
が
あ
る
。
事
務
と
職
員

数
の
適
正
化
を
図
り
、
よ
り

効
率
的
な
職
務
執
行
と
管
理

に
努
め
る
と
と
も
に
、
職
員

の
健
康
管
理
に
も
配
慮
し
た

快
適
な
職
場
環
境
の
形
成
に

も
努
め
ら
れ
た
い
。

　
一
方
、
職
員
の
能
力
や
資

質
の
向
上
に
も
力
を
注
が
れ
、

役
場
機
能
の
向
上
を
図
り
町

政
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
い
。

①
男
女
共
同
参
画
の

推
進
に
つ
い
て

②
避
難
所
蓄
電
シ
ス
テ

ム
設
置
事
業
に
つ
い
て

③
日
南
を
売
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト(

仮
称)

に
つ
い
て

④
町
営
バ
ス
事
業

に
つ
い
て

⑤
名
水
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

化
事
業
に
つ
い
て

⑥
町
民
へ
の
情
報
提
供

に
つ
い
て

⑦
小
水
力
発
電
事
業

に
つ
い
て

⑧
地
域
振
興
公
社
の

事
業
に
つ
い
て

⑨
中
心
地
域
整
備
事
業

に
つ
い
て

⑩
社
会
教
育
推
進
事
業

に
つ
い
て

⑪
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

改
修
工
事
に
つ
い
て

⑫
人
事
管
理
に
つ
い
て
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予
算
審
査
特
別
委
員
会

予
算
審
査
特
別
委
員
会

予
算
審
査
特
別
委
員
会

審
査
報
告

　
３
月
定
例
会
で
は
、
平
成
25
年
度
一
般
会
計
を
は
じ
め
、
各
会
計
予
算
の
審
議
に

あ
た
り
、
本
会
議
で
の
質
疑
後
、
予
算
審
査
特
別
委
員
会
（
委
員
長

　
坪
倉
勝
幸
）
を

設
置
し
て
、
平
成
25
年
３
月
７
日
、
８
日
、
12
日
、
13
日
、
14
日
、
15
日
、
18
日
に
委

員
会
を
開
催
し
、
付
託
さ
れ
た
各
議
案
の
会
計
予
算
に
つ
い
て
関
係
職
員
か
ら
詳
細
な

説
明
を
受
け
る
な
ど
慎
重
に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
い
ず
れ
の
予
算
議
案
も
次
の
意
見
を
付
し
て
原
案
を
可
決
す
べ
き
で

あ
る
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
本
町
に
お
け
る
男
女
共
同

参
画
社
会
を
実
現
す
る
た
め

に
策
定
さ
れ
る
男
女
共
同
参

画
推
進
計
画
は
、
条
例
の
理

念
に
基
づ
く
具
体
的
な
計
画

を
策
定
さ
れ
た
い
。
ま
た
、

町
は
率
先
し
て
計
画
の
推
進

に
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で

あ
り
、
そ
の
こ
と
に
よ
り
本

町
全
体
の
人
権
尊
重
と
男
女

共
同
参
画
の
町
づ
く
り
を
推

進
さ
れ
た
い
。

　
災
害
に
よ
る
停
電
に
備
え

る
た
め
に
各
地
域
振
興
セ
ン

タ
ー
な
ど
町
内
９
カ
所
の
避

難
所
に
蓄
電
シ
ス
テ
ム
の
設

置
を
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、

設
置
予
定
の
機
材
は
性
能
に

比
し
て
購
入
、
設
置
費
が
高

額
で
あ
り
、
か
つ
蓄
電
池
の

交
換
な
ど
管
理
費
も
高
額
に

な
る
と
見
込
ま
れ
る
。
災
害

時
の
安
全
安
心
を
確
保
す
る

た
め
の
整
備
は
理
解
で
き
る

が
、
安
価
で
汎
用
性
の
あ
る

発
電
機
な
ど
他
の
機
材
を
選

定
す
べ
き
で
あ
る
。

　
本
町
の
自
然
や
歴
史
、
文

化
な
ど
を
発
信
す
る
た
め
の

方
策
な
ど
を
町
民
と
と
も
に

検
討
す
る
た
め
「
日
南
を
売

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト(

仮
称)

」

を
発
足
さ
れ
る
が
、
単
に
意

見
を
聞
く
だ
け
で
は
な
く
、

具
体
的
施
策
や
事
業
の
展
開

に
繋
が
る
よ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
し
て
の
成
果
を
上
げ
ら

れ
た
い
。

　
デ
マ
ン
ド
方
式
や
路
線
運

行
に
よ
る
町
営
バ
ス
の
運
行

が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
運
行

委
託
費
も
高
額
に
な
っ
て
い

る
。
利
用
実
態
の
検
証
や
ニ

ー
ズ
を
調
査
さ
れ
、
よ
り
町

民
が
利
用
し
や
す
い
交
通
機

関
と
な
る
よ
う
に
運
行
形
態
、

ダ
イ
ヤ
な
ど
の
検
討
を
さ
れ

た
い
。

にちなん議会だより　平成25年４月発行　No.131

－4－－5－

　
町
内
の
お
い
し
い
水
を
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
に
充
填
し
、
販

売
の
ほ
か
災
害
備
蓄
用
な
ど

と
し
て
活
用
さ
れ
る
が
、
品

質
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
な
ど
を
固

定
化
し
本
町
の
名
水
と
し
て

イ
メ
ー
ジ
を
定
着
さ
せ
る
べ

き
と
考
え
る
。
ま
た
、
お
い

し
い
水
を
活
か
し
た
観
光
振

興
や
産
業
振
興
に
つ
な
げ
る

取
り
組
み
も
模
索
さ
れ
た
い
。

　
町
民
に
直
接
関
わ
り
の
あ

る
補
助
制
度
な
ど
の
情
報
は

「
広
報
に
ち
な
ん
」
な
ど
に

よ
り
提
供
さ
れ
て
い
る
が
、

高
齢
者
世
帯
な
ど
に
新
し
い

制
度
や
悪
徳
商
法
な
ど
の
情

報
が
伝
わ
り
に
く
い
と
こ
ろ

が
あ
る
。
よ
り
わ
か
り
や
す

く
工
夫
す
る
と
と
も
に
丁
寧

な
周
知
に
努
め
ら
れ
、
町
民

が
情
報
不
足
に
よ
る
不
利
益

を
被
る
こ
と
が
な
い
よ
う
注

意
を
払
わ
れ
た
い
。

　
町
も
出
資
し
、
か
つ
経
営

支
援
を
続
け
て
い
る
「
㈱
日

南
町
小
水
力
発
電
公
社
」
に

よ
り
運
営
さ
れ
て
い
る
小
水

力
発
電
所
の
う
ち
「
石
見
発

電
所
」
に
つ
い
て
は
、
施
政

方
針
で
触
れ
て
い
る
電
力
固

定
価
格
買
い
取
り
制
度
を
見

据
え
た
基
幹
改
修
の
実
施
を

具
体
的
に
検
討
さ
れ
た
い
。

　
ま
た
、
公
社
の
運
営
に
つ

い
て
も
構
成
団
体
と
協
議
さ

れ
、
よ
り
有
利
か
つ
機
動
的

な
組
織
運
営
を
検
討
さ
れ
た

い
。

　
「
日
南
高
原
米
」
を
は
じ

め
と
す
る
町
内
の
特
産
品
の

販
売
を
「
日
南
町
地
域
振
興

公
社
」
に
委
託
さ
れ
る
が
、

こ
れ
ま
で
十
分
な
成
果
に
至

っ
て
い
な
い
。
町
内
の
特
産

品
の
販
売
窓
口
と
し
て
積
極

的
な
事
業
展
開
を
求
め
る
一

方
、
一
般
財
団
法
人
化
を
機

に
抜
本
的
な
事
業
の
見
直
し

に
つ
い
て
も
検
討
さ
れ
た
い
。

　
大
田
原
地
区
で
予
定
さ
れ

る
中
心
地
域
整
備
事
業
の
基

本
計
画
策
定
に
つ
い
て
は
、

平
成
21
年
度
に
策
定
さ
れ
た

中
心
地
域
整
備
構
想
や
23
年

度
、
24
年
度
に
実
施
さ
れ
た

住
宅
ゾ
ー
ン
お
よ
び
商
業
ゾ

ー
ン
の
検
討
結
果
に
基
づ
く

基
本
計
画
の
策
定
を
計
画
さ

れ
て
い
る
が
、
真
に
必
要
な

施
設
や
機
能
が
整
備
さ
れ
る

の
か
疑
問
が
あ
る
。
再
度
、

土
地
活
用
や
事
業
化
の
手
法
、

経
費
な
ど
の
面
か
ら
も
十
分

な
検
討
を
加
え
、
基
本
構
想

を
練
り
直
し
た
う
え
で
基
本

計
画
を
策
定
さ
れ
た
い
。

　
な
お
、
基
本
計
画
の
策
定

に
あ
た
っ
て
は
、
議
会
に
基

本
構
想
、
理
念
を
開
示
し
合

意
を
得
た
う
え
で
着
手
さ
れ

る
よ
う
求
め
る
。

　
「
地
域
と
連
携
し
社
会
教

育
に
係
る
事
業
の
企
画
や
支

援
」
な
ど
を
行
う
社
会
教
育

推
進
事
業
を
「
㈱
ア
シ
ス
ト

日
南
」
に
委
託
さ
れ
る
が
、

社
会
教
育
の
枢
要
と
も
い
え

る
部
分
で
あ
り
本
来
教
育
委

員
会
の
直
接
事
務
と
し
て
取

り
組
む
べ
き
と
考
え
る
。
委

託
先
に
人
材
を
含
め
専
門
的

な
識
見
を
求
め
る
と
と
も
に
、

教
育
委
員
会
主
導
の
も
と
緊

密
に
連
携
し
町
民
の
生
涯
学

習
や
文
化
の
向
上
に
資
す
る

取
り
組
み
を
さ
れ
た
い
。

　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
改

修
工
事
を
25
年
度
か
ら
３
カ

年
の
事
業
と
し
て
計
画
さ
れ
、

そ
の
１
期
工
事
と
し
て
給
湯

器
や
変
電
設
備
を
改
修
さ
れ

る
が
、
全
体
設
計
の
下
に
一

体
的
な
施
工
を
検
討
し
、
効

率
的
な
施
工
と
経
費
節
減
に

努
め
ら
れ
た
い
。

　
こ
れ
ま
で
に
保
育
園
・
福

祉
保
健
課
な
ど
時
間
外
勤
務

が
恒
常
的
に
な
っ
て
い
る
と

こ
ろ
が
あ
る
。
事
務
と
職
員

数
の
適
正
化
を
図
り
、
よ
り

効
率
的
な
職
務
執
行
と
管
理

に
努
め
る
と
と
も
に
、
職
員

の
健
康
管
理
に
も
配
慮
し
た

快
適
な
職
場
環
境
の
形
成
に

も
努
め
ら
れ
た
い
。

　
一
方
、
職
員
の
能
力
や
資

質
の
向
上
に
も
力
を
注
が
れ
、

役
場
機
能
の
向
上
を
図
り
町

政
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
い
。

①
男
女
共
同
参
画
の

推
進
に
つ
い
て

②
避
難
所
蓄
電
シ
ス
テ

ム
設
置
事
業
に
つ
い
て

③
日
南
を
売
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト(

仮
称)

に
つ
い
て

④
町
営
バ
ス
事
業

に
つ
い
て

⑤
名
水
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

化
事
業
に
つ
い
て

⑥
町
民
へ
の
情
報
提
供

に
つ
い
て

⑦
小
水
力
発
電
事
業

に
つ
い
て

⑧
地
域
振
興
公
社
の

事
業
に
つ
い
て

⑨
中
心
地
域
整
備
事
業

に
つ
い
て

⑩
社
会
教
育
推
進
事
業

に
つ
い
て

⑪
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

改
修
工
事
に
つ
い
て

⑫
人
事
管
理
に
つ
い
て
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の
場
が
狭
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。
対
策
を
検
討
さ
れ
た
い
。

①
公
共
性
が
認
め
ら
れ
る
範
囲
で
公
的
な
支
援
が
可
能
で
、

　
単
な
る
私
的
な
技
能
習
得
へ
の
支
援
は
困
難
。
起
業
等
の

　
た
め
の
町
チ
ャ
レ
ン
ジ
企
業
支
援
制
度
、
就
学
の
た
め
の

　
奨
学
金
制
度
等
が
活
用
で
き
る
。

②
高
齢
者
雇
用
を
促
進
す
る
改
正
高
齢
者
等
雇
用
安
定
法
が

　
本
年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
る
。
若
年
層
の
雇
用
も
お
願

　
い
し
な
が
ら
、
若
者
に
限
定
し
た
就
労
対
策
と
し
て
は
、

　
新
卒
者
地
域
就
業
支
援
事
業
や
農
林
業
研
修
制
度
等
を
引

　
き
続
き
実
施
す
る
。

①
河
川
の
水
質
保
全
の
た
め
の
、
生
活
排
水
を
処
理
す
る
合

　
併
浄
化
槽
の
普
及
と
、
下
水
道
の
接
続
状
況
は
ど
う
か
。

②
森
林
の
整
備
と
、
林
地
残
材
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
に
つ
い

　
て
問
う
。

③
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
や
公
共
施
設
地
下
タ
ン
ク
の
40
年
問

　
題
に
つ
い
て
、
町
内
の
現
状
は
ど
う
か
。

①
接
続
率
は
、
農
業
集
落
排
水
が
77.1
％
、
合
併
処
理
浄
化
槽

　
が
67.1
％
で
あ
り
、
全
体
で
は
71.0
％
と
な
っ
て
い
る
。

②
森
林
整
備
の
中
心
は
間
伐
で
あ
り
、
平
成
24
年
度
実
績
は

　
560

　
と
な
っ
て
い
る
。

　
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
に
つ
い
て
は
事
業
者

　
と
検
討
中
で
あ
る
。

③
町
内
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
に
つ
い
て
は
、
当
面
廃
業
は

　
生
じ
な
い
見
込
み
で
あ
る
。
ま
た
、
公
共
施
設
に
つ
い
て

　
は
全
て
の
地
下
タ
ン
ク
の
設
置
後
年
数
が
40
年
未
満
で
あ
る
。

町政のここが聞きたい

荒木　博議員

環
境
整
備

問問

若
者
の
新
規
就
労
支
援

問問
防
災
対
策

町

　
長

答答
町

　
長

答答

増
原
町
長

答答

防災対策について聞きたい

問問

必要に応じて協議、検討をしていく

答答

①
浸
水
想
定
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
霞
地
区
、
坂
本
堤
防

　
の
改
修
工
事
は
、
い
つ
か
ら
始
ま
る
の
か
。

②
消
防
法
の
改
正
に
よ
り
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
化
さ

　
れ
た
が
、
そ
の
普
及
状
況
は
確
認
で
き
て
い
る
の
か
。

　
特
に
１
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
世
帯
の
設
置
状
況
に
つ
い
て

　
問
う
。

③
木
材
団
地
の
防
火
用
水
は
、
近
隣
の
民
間
池
を
利
用
さ
せ

　
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
だ
が
、
数
百
メ
ー
ト
ル
離
れ
て

　
お
り
、
初
期
消
火
に
支
障
を
来
す
と
考
え
る
。
団
地
内
に

　
防
火
水
槽
が
必
要
で
は
な
い
か
。

①
県
で
は
昨
年
度
か
ら
今
年
度
に
か
け
て
、
河
川
の
流
下
能

　
力
の
調
査
を
行
っ
て
お
り
、
必
要
に
応
じ
て
平
成
25
年
度

　
か
ら
改
修
計
画
の
検
討
に
入
る
予
定
と
聞
い
て
い
る
が
、

　
改
修
工
事
の
時
期
に
つ
い
て
は
現
在
の
と
こ
ろ
未
定
で
あ

　
る
。
な
お
、
町
と
し
て
も
引
き
続
き
改
修
の
要
望
を
し
て

　
い
く
。

②
概
ね
８
割
程
度
の
普
及
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
高
齢
者

　
世
帯
の
み
の
設
置
状
況
は
把
握
で
き
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

③
団
地
内
の
初
期
消
火
用
水
利
は
充
分
で
は
な
い
と
認
識
し

　
て
い
る
が
、
関
係
事
業
者
等
と
も
協
議
、
検
討
し
て
い
き

　
た
い
。

①
農
林
業
の
就
労
に
は
支
援
制
度
が
あ
る
が
、
職
人
と
言
わ

　
れ
る
技
能
者
や
技
術
者
に
は
な
い
。
支
援
す
る
制
度
が
必

　
要
で
は
な
い
か
。

②
建
設
業
の
従
業
員
の
高
齢
化
が
進
む
中
、
高
齢
者
雇
用
安 

　
定
化
法
の
改
正
案
が
施
行
さ
れ
れ
ば
、
益
々
若
者
の
就
労

一般質
問

一般質
問
答答と問問

問問

ha
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山本芳昭議員

問問
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

答答
町

　
長

問問
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

答答
町

　
長

問問
石
見
東
太
陽
光
発
電
所

問問
町
民
債

問問答答
簡
易
水
道
、
農
業
集
落
排
水
事
業

増
原
町
長

答答
町

　
長

答答
町

　
長

簡易水道、農業集落排水事業への

　　一般会計からの繰り入れ基準は

問問

地方公営企業操出基準に基づく

答答

①
両
会
計
へ
の
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
基
準
は
あ
る
の
か
。

②
簡
易
水
道
基
金
が
25
年
度
に
は
残
金
が
な
く
な
り
、
ま
た

　
人
口
減
な
ど
に
よ
り
益
々
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
金

　
が
増
加
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
加
入
者
と
未
加
入
者

　
（
井
戸
を
利
用
す
る
人
等
）
の
公
平
性
を
保
つ
た
め
に
も

　
繰
入
金
を
減
ら
す
努
力
が
求
め
ら
れ
る
と
考
え
る
が
ど
う

　
か
。
未
加
入
者
へ
の
更
な
る
助
成
に
つ
い
て
の
考
え
は
あ

　
る
か
。

①
両
会
計
と
も
、
地
方
公
営
企
業
繰
出
金
の
通
知
に
よ
る
繰

　
出
基
準
に
基
づ
い
て
い
る
。

②
未
収
金
回
収
な
ど
の
経
営
努
力
は
行
っ
て
き
て
い
る
。

　
井
戸
水
利
用
者
へ
の
助
成
と
し
て
、
水
質
検
査
に
対
す
る

　
補
助
を
平
成
25
年
度
か
ら
行
い
た
い
。

　
主
旨
に
基
づ
き
特
別
会
計
と
す
る
か
、
関
連
事
業
を
ま
と

　
め
、
例
え
ば「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
事
業
」と
し
て

　
５
，
０
０
０
万
円
の
使
途
を
明
確
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
平
成
25
年
度
日
南
町
予
算
参
考
資
料
で
示
し
て
い
る
再
生

　
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
予
定
事
業
の
一
般
財
源
へ
の
充
当

　
を
予
定
し
て
お
り
、
最
終
的
に
は
、
決
算
書
に
お
い
て
明

　
示
す
る
。

　
企
業
会
計
の
考
え
方
に
基
づ
き
収
支
を
明
ら
か
に
す
べ
き

　
で
は
な
い
か
。

　
特
別
会
計
で
の
経
営
は
電
気
事
業
と
み
な
さ
れ
、
公
営
企

　
業
法
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
石
見
東
太
陽
光
発

　
電
所
は
、
一
般
会
計
で
の
事
業
運
営
が
最
善
の
選
択
と
考

　
え
る
。

①
木
材
団
地
の
排
水
に
つ
い
て
、
下
流
地
域
の
要
望
に
対
す

　
る
対
応
が
遅
れ
て
い
る
の
は
何
故
か
。

②
町
民
か
ら
の
要
望
な
ど
に
つ
い
て
、
窓
口
（
例
え
ば
町
民

　
相
談
室
）
を
作
り
１
ヶ
所
で
対
応
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど

　
う
か
。

①
団
地
事
業
者
が
、
沈
殿
池
排
水
改
良
工
事
を
行
い
、
定
期

　
的
に
周
辺
側
溝
等
の
清
掃
も
行
っ
て
い
る
。

②
直
接
担
当
課
に
案
内
で
き
る
よ
う
「
総
合
窓
口
」
を
設
置

　
し
て
い
る
。

①
具
体
的
な
運
営
（
児
童
の
安
全
対
策
等
）
に
つ
い
て

②
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
事
業
と
の
関
係
に
つ
い
て

①
日
南
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
管
理
・
運
営
を
委
託
し
、
各

　
種
子
育
て
支
援
事
業
に
対
応
で
き
る
よ
う
意
見
交
換
等
を

　
行
い
、
安
心
安
全
を
考
慮
し
な
が
ら
準
備
を
進
め
て
い
る
。

②
介
護
福
祉
セ
ン
タ
ー
あ
か
ね
の
郷
で
は
、
職
員
の
子
供
を

　
施
設
内
で
育
す
る
環
境
を
整
え
、
育
児
と
就
労
の
両
立
を

　
支
援
し
て
い
る
。
本
事
業
を
町
内
事
業
所
に
も
広
く
呼
び

　
か
け
て
行
き
た
い
。

町政のここが聞きたい
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藤原泰則議員

問問
観
光
政
策

問問
案
内
ガ
イ
ド
養
成

問問

答答
町

　
長

答答
町

　
長

答答
食
の
バ
ザ
ー
ル
実
績
報
告

増
原
町
長

食のバザール　実績と今後の展開は

問問

工夫を重ねながら年４回実施したい

答答

　
実
績
報
告
と
今
後
の
展
開
、
開
催
予
定

　
特
に
入
場
者
数
、
出
店
店
舗
数
、
売
上
実
績
、
広
告
宣
伝

　
費
等
を
お
聞
き
し
た
い
。

　
実
績
に
つ
い
て
は

　
資
料
を
提
出
す
る
。

　
ま
た
、
今
後
の
展

　
開
及
び
開
催
予
定

　
に
つ
い
て
は
、
食

　
の
バ
ザ
ー
ル
実
行

　
委
員
会
で
決
定
す

　
る
が
、
工
夫
を
重

　
ね
な
が
ら
年
４
回

　
実
施
し
た
い
。

　
研
修
会
を
数
回
開
催
し
た
と
聞
く
が
内
容
と
、
今
後
の
展

　
開
を
お
聞
き
し
た
い
。

　
地
域
づ
く
り
に
携
わ
る
職
員
が
「
地
域
再
発
見
、
日
南
町

　
め
ぐ
り
」
と
題
し
て
町
内
７
地
域
を
２
日
間
に
わ
た
り
研

　
修
し
た
。

　
日
南
町
観
光
協
会
と
と
も
に
、
将
来
的
に
有
料
ガ
イ
ド
を

　
養
成
し
て
い
き
た
い
。

　
平
成
24
年
度
は
古
事
記
編
纂
１
３
０
０
年
、
ま
ん
が
王
国

　
等
多
数
の
誘
致
を
実
施
し
た
と
思
わ
れ
る
が
実
績
報
告
と

　
平
成
25
年
度
の
取
組
説
明
を
求
め
る
。

　
尚
、
一
覧
表
が
あ
れ
ば
提
出
を
求
め
る
。

　
古
事
記
関
連
で
は
約
500
名
、
ま
ん
が
関
連
イ
ベ
ン
ト
で
は

　
年
間
を
通
じ
約
９
，
１
０
０
名
の
集
客
が
あ
っ
た
。
平
成

　
25
年
度
は
、
諸
団
体
の
活
動
を
支
援
し
、
連
携
し
て
い
く
。

　
な
お
、
一
覧
表
は
提
出
す
る
。

町政のここが聞きたい

Ｈ
23
年
度

Ｈ
22
年
度

Ｈ
24
年
度

開催日 来場者数 売上金 配付チラシ枚数 広告宣伝費出店数

22.10.23～24
(2日間開催）
22.12.5
23.3.27

約5,000

約2,000
約1,500

500万円

173万円
150万円

67,755

66,535
66,535

523,000円

374,000円
373,000円

48店

15店
21店

23.5.29

23.9.11

23.12.4

約1,000

約2,600

約1,700

140万円

260万円

219万円

66,535

66,850

66,765

346,000円

346,000円

346,000円

25店

24店

26店

24.6.3
24.9.2
24.10.20～21
(2日間開催）

約1,800
約2,800
約4,400

217万円
293万円
504万円

104,550
104,550
104,550

461,000円
461,000円
461,000円

23店
23店
25店

にちなん食のバザール実績表
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①
安
倍
内
閣
が
打
ち
出
し
た
生
活
保
護
基
準
の
引
き
下
げ
は
、

　
生
活
保
護
受
給
者
の
生
活
を
直
撃
す
る
ば
か
り
で
な
く
、

　
最
低
賃
金
、
就
学
援
助
や
介
護
、
国
保
、
保
育
な
ど
、
国

　
民
生
活
を
支
え
る
各
種
制
度
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
る
。

　
日
南
町
に
お
け
る
受
給
者
の
生
活
実
態
と
生
活
扶
助
基
準

　
の
切
り
下
げ
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

②
生
活
保
護
の
切
り
下
げ
が
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
及
ぼ
す
影

　
響
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

③
日
野
総
合
事
務
所
の
「
福
祉
保
健
局
」
が
、
西
部
総
合
事

　
務
所
に
再
編
入
さ
れ
る
こ
と
で
、
日
南
町
福
祉
事
務
所
の

　
業
務
に
影
響
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

①
具
体
的
な
基
準
が
示
さ
れ
な
い
現
時
点
で
は
、
詳
細
な
影

　
響
は
不
明
で
あ
る
が
、
あ
る
程
度
の
影
響
は
生
じ
る
と
思

　
わ
れ
る
。

②
国
の
制
度
で
は
で
き
る
限
り
そ
の
影
響
が
及
ば
な
い
よ
う

　
対
応
す
る
方
針
を
示
し
て
い
る
。
本
町
に
お
い
て
も
、
町

　
単
独
事
業
に
お
い
て
、
関
係
機
関
と
情
報
を
共
有
し
影
響

　
が
及
ば
な
い
よ
う
対
応
し
た
い
。

③
影
響
は
あ
る
と
考
え
る
が
、
県
・
町
村
福
祉
事
務
所
で
構

　
成
し
て
い
る
西
部
保
護
研
究
会
や
査
察
指
導
員
、
ケ
ー
ス

　
ワ
ー
カ
ー
連
絡
会
等
を
通
じ
て
相
互
に
情
報
交
換
し
、
本

　
町
の
生
活
保
護
業
務
を
適
切
に
遂
行
し
て
い
き
た
い
。

　
日
南
病
院
の
整
形
外
科
の
診
療
科
は
、
新
年
度
か
ら
廃
止

　
さ
れ
る
の
か
継
続
さ
れ
る
の
か
。
医
療
、
保
健
、
福
祉
の

　
中
核
で
あ
る
日
南
病
院
の
事
業
運
営
に
影
響
が
あ
る
が
、

　
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

久代安敏議員

生活保護の引下げで

　　町民生活への影響は

問問

影響が及ばないよう

　　関係機関と連携し対応する 

答答

　
当
面
応
援
し
て
い
た
だ
け
る
医
師
が
あ
る
か
状
況
把
握
に

　
努
め
て
い
る
が
、
時
期
的
に
も
時
間
が
限
ら
れ
て
お
り
厳

　
し
い
。

①
日
南
町
選
挙
管
理
委
員
会
は
、
今
年
７
月
執
行
の
参
議
院

　
選
挙
か
ら
、
現
在
32
の
投
票
区
か
ら
12
投
票
区
へ
と
激
減

　
す
る
方
針
で
あ
る
が
、
選
挙
管
理
委
員
会
で
の
審
議
経
過

　
を
明
ら
か
に
。

②
高
齢
化
の
す
す
む
日
南
町
で
の
投
票
区
の
大
幅
な
削
減
は
、

　
有
権
者
の
政
治
参
加
に
マ
イ
ナ
ス
と
な
る
。
現
行
維
持
は

　
で
き
な
い
の
か
。

①
選
挙
管
理
委
員
会
で
の
考
え
方
を
自
治
会
長
等
へ
報
告
し
、

　
全
面
的
な
賛
同
で
は
無
い
が
、
12
投
票
区
で
決
定
し
て
い
る
。

②
日
南
町
合
併
以
来
の
投
票
区
数
で
、
投
開
票
に
関
わ
る
人

　
の
選
任
に
苦
慮
し
て
い
る
。
期
日
前
投
票
制
度
の
周
知
、

　
利
用
促
進
や
一
部
投
票
時
間
延
長
を
考
え
て
い
る
。

①
昨
年
の
総
選
挙
で
自
民
党
は
、
『
ウ
ソ
つ
か
な
い
、
Ｔ
Ｐ

　
Ｐ
断
固
反
対
、
ブ
レ
な
い
』
と
国
民
に
公
約
し
た
が
、
安

　
倍
首
相
は
参
加
の
方
向
だ
。
あ
ら
た
め
て
見
解
を
問
う
。

②
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
阻
止
の
た
め
に
、
で
き
る
だ
け
の
共
同
行
動

　
を
提
起
し
た
い
が
ど
う
か
。

①
政
府
に
対
し
て
は
、
情
報
提
供
に
努
め
、
与
党
内
や
農
業

　
団
体
と
の
調
整
に
時
間
を
か
け
て
の
国
民
合
意
の
判
断
を

　
求
め
る
。

②
議
会
や
関
係
機
関
と
連
携
し
て
い
き
た
い
。

生
活
保
護

問問

選
挙
管
理
委
員
会

問問
Ｔ
Ｐ
Ｐ(

環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定)

問問

日
南
病
院

問問
増
原
町
長

答答

答答
町

　
長

答答
町

　
長

答答
町

　
長

－9－
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※村上正広議長は議事進行を行うため、賛否の表明はしません。ただし、採決で賛否が同数となった場合は「議長
　裁決」という形で賛否表明をします。

3月議会審議結果と議員ごとの賛否内訳3月議会審議結果と議員ごとの賛否内訳

日南町 条例の制定
　日南町暴力団排除条例

　日南町男女共同参画推進条例

　日南町空き家等の適正管理に関する条例

　地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係
　法律の整備に関する法律の施行に基づく関係条例の制定に関する条例

　地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係
　法律の整備に関する法律の施行に基づく関係条例の改正に関する条例

　日南町子育て支援センターの設置及び管理に関する条例

　日南町新型インフルエンザ等対策本部条例

　障害者自立支援法の一部改正に伴う関係条例の整理に関する条例

日南町 条例の一部改正
　鳥取県日野地区連携・共同協議会規約

　日南町道路占用料徴収条例

平成24年度 日南町補正予算
　一般会計（第8号）

　国民健康保険特別会計（第3号）

　簡易水道事業特別会計（第4号）

　農業集落排水事業特別会計（第2号）

　介護保険特別会計（第3号）

　介護サービス事業特別会計（第1号）

　後期高齢者医療特別会計（第1号）

　病院事業会計（第4号）

平成25年度 日南町予算
　一般会計

　国民健康保険特別会計

　簡易水道事業特別会計

　農業集落排水事業特別会計

　介護保険特別会計

　介護サービス事業特別会計

　後期高齢者医療特別会計

　病院事業会計

その他の議案
　町道の路線認定（三国山線）

　日南町過疎地域自立促進計画の一部変更

議　　案　　名 結果

─　　 ─456



にちなん議会だより　平成25年４月発行　No.131

－11－

本会議件 名 提 出 者

地方交付税の本旨を軽視した地方公務員
給与費の削減強要を盛り込んだ地方交付
税交付金の一方的な削減に反対し、地方
交付税の持つ財源調整機能及び財源保証
機能の充実を求めることは至当である。

地方財政の充実・強化を

求める要請書

自治労鳥取県本部　
執行委員長　本川　博孝

日南町村職員労働組合
執行委員長　坪倉　容一

採択
（全員一致）

情報開示と説明が不十分であり、国益に
かない、聖域として守る分野が明確に保
証されていない。

安倍内閣にTPP(環太平

洋連携協定)への参加断

念を求める意見書の提出

を求める陳情

農民運動鳥取県連合会
代表者　今本　潔

採択
（全員一致）

特例措置により本来の支給水準より2.5％
高くなっている現在の年金額を本来の水
準に戻すことは、年金制度の持続可能性
の維持や世代間の負担の公平性をはかる
ためやむを得ないことと考える。なお、
低所得の年金受給者に対する「年金生活
者支援給付金制度」が設けられ低年金者
に配慮がなされている。

年金2.5%の削減中止を

求める陳情

全日本年金者組合
鳥取県本部委員長　増田　修治
鳥取県西部支部長　松本　正孝

不採択
（賛成少数）

生活保護基準と他の制度との整合性を図
る事は必要であるが、全国一律の引き下
げでは、生活困窮者の救済に支障が生じ
る恐れがある。

｢生活保護基準の引き下

げをしないこと｣の意見書

提出を国に求める陳情書

鳥取県生活と健康を守
る会連合会
会長　中川　淑

生活保護費の基準引き下

げをしないよう国に求め

る意見書提出の陳情

鳥取県社会保障推進協議会
会長　藤田　安一

採択
（全員一致）

　提出のあった陳情は、３月定例議会の本会議で審議した結果、次のとおり決定しました。

陳情の審査結果陳情の審査結果

審 査 意 見

１．平成25年度予算において地方公務員の給与費抑制を通じた地方交付税の削減を行わないこと。

２．地方の財源調整機能と財源補償機能を有し、かつ地方固有の財源である地方交付税の拡充に

　　努めること。

１．ＴＰＰ交渉への参加を断念すること。

１．国民生活に影響を与える生活保護基準の全国一律の引き下げを行わないこと。

２．生活保護費の国庫負担は、現行の75％から全額国庫負担にすること。

３．不正受給を防止し、公正で整合性の取れた制度運営を図ること。
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（要旨掲載）

地方公務員の給与費抑制を通じた地方交付税削減の撤回を求める意見書

ＴＰＰ(環太平洋連携協定)への参加断念を求める意見書

生活保護費の基準引き下げをしないよう国に求める意見書
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 「政策立案に関する特別委員会」は、農業委員会との意見交換など積極的な審議を進めた結果「日

南町意欲ある農業者支援条例」制定の発議を第１回臨時会に行い、可決しました。

（趣　旨）

第１条　この条例は、農業者の生産意欲を助長することにより農業者の所得の向上および地域農業の

　振興、農地の有効活用を図るために、販売を目的に行う農業生産に必要な農機具等を導入する農業

　者に導入費用の一部を助成することについて、必要な事項　を定めるものとする。

（定　義）

第２条　この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ各号に定めるところによる。

　（１）農業者　　販売による収益を目的に農業を営む個人。

　（２）農機具等　農業生産または農産加工に必要な機械およびビニールハウスなどの農業施設。

　（３）営農計画　農機具等の導入計画を含み、農業改良普及所、農協営農センター、農業委員会そ

　　　　の他で構成される審査会の審査を受け認定されたもの。

（助成対象者）

第３条　助成金の交付を受けることのできる者は、次の各号すべてに該当する者とする。

　（１）町税の納付その他町に対する債務の履行を遅滞していない者。

　（２）日南町に住所を有しかつ、居住する農業者。

　（３）米以外の販売額が年間30万円を超える営農計画を有する者、または、耕作面積が１haを超

　　　　える営農計画を有する者。

　　　　ただし、がんばる農家プラン等他の補助事業に取り組む者を除く。

（助成対象事業）

第４条　助成の対象とする事業は、農業者が営農計画に即して農機具等を導入（更新を含む）する場

　合とし、導入する農機具等（２種類以内）が20万円を超える事業とする。

２　助成対象とする事業は、営農計画期間３年以内とし、１回限りとする。

（助成金額）
第５条　農業者に対して交付する助成金の額は、事業費の３分の１を限度とする。この場
　合千円未満は切り捨てることとする。ただし、その額が30万円を超えた場合は30万円と
　する。
第６条～13条、省略（助成金の交付申請他、手続き関係）

附　則

１．この条例は、平成25年４月１日から施行する。

（有効期限）

２．この条例は、平成28年３月31日限り、その効力を失う。

意欲ある農業者支援条例の制定を発議

議員力発揮

－12－

三国山線　豊栄地内　5,747ｍ

日南町暴力団排除条例

　暴力団排除の基本理念、町及び町民の役割を

　明確化した。

日南町男女共同参画推進条例

　男女が共に認め合い、支えあい、一人ひとり

　が輝いていくまちを目指す条例を制定した。

日南町空き家等の適正管理に関する条例

　空き家等が管理不全な状態になることの防止

　を図る。

地域の自主性及び自立性を高めるための改革の

推進を図るための関係法律の整備に関する法律

の施行に基づく関係条例の制定に関する条例

　地域主権を進めるため地方自治体等への権限

　委譲や国による義務付け、枠付けを見直すた

　めの地域主権改革一括法に基づき各条例を制定

　した。

日南町子育て支援センターの設置及び管理に関

する条例

　新築整備され、平成25年４月より利用開始

　される子育て支援センターの設置・管理につ

　いて定めた。

日南町新型インフルエンザ等対策本部条例

　新型インフルエンザ等対策特別措置法の規定

　に基づき､対策本部に関し必要な事項を定めた。

３月議会で議決したおもなもの

町道の認定

条例の制定

一般会計　　　　　　　　　   △1,774万4千円

（主な内容）

公共施設デジタルテレビ更新等 　 353万1千円

衆議院議員選挙費実績減　　   　△357万9千円

人権施策推進事業　　　　     　△305万4千円

消防ポンプ積載車等入札減　     △395万5千円

避難所整備補助金実績減等　     △453万8千円

公共交通バス購入実績減等　     △538万6千円

国保特別会計繰出金の増等　　   9,634万3千円

後期高齢者医療療養給付費の減  △383万9千円

ごみ収集車購入実績減等　 　  △1,124万5千円

介護保険特別会計繰出金の増等    　9,783万円

子ども手当支給の減　           　　  △462万円

生活保護扶助費の実績減等     　   △1,500万円

農業後継者育成対策事業     　　△707万1千円

水田農業確立対策事業     　　 △1,107万3千円

戸別所得補償推進事業       　　 △851万5千円

鳥獣被害対策               　　　  △584万4千円

町造林事業　                 　　　△642万6千円

森林保全総合対策事業　         △2,337万7千円

森林整備地域活動支援事業     　   △3,495万円

国土調査事業             　　　  △1,401万4千円

文化センター照明改修工事実績減等   △2,373万円

美術品取得基金積立　　　　　　　　 500万円

平成24年度　補正予算
　鳥取県町村議会議長会より、町村議会議員と

して13年以上在職し、功労のあった者として

自治功労者表彰を受けました。

　長きにわたり、地域振興及び住民福祉の向上に

尽くされました。今後更なるご活躍を期待しま

す。

自治功労者表彰

左から、
恵比奈礼子議員･三上惇二議員･福田稔議員･久代安敏議員

日南町長期継続契約を締結すること
ができる契約を定める条例

地方自治法の規定に基づき、物品等の賃貸借、

保守及び施設の維持管理業務委託等の役務等

にかかる契約を5年以内の期間を定めて締結

することができることとした。

財産の取得

４ｔダンプ塵芥収集車　１台
契約金額　840万円
契約の相手方　島根日野自動車㈱米子支店
　　　　　　　支店長　福島正治

工事請負契約の変更

日南町子育て支援センター新築工事
変更契約の金額　増額416万9,550円

第1回臨時会
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　者に導入費用の一部を助成することについて、必要な事項　を定めるものとする。

（定　義）
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第４条　助成の対象とする事業は、農業者が営農計画に即して農機具等を導入（更新を含む）する場
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２　助成対象とする事業は、営農計画期間３年以内とし、１回限りとする。
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第５条　農業者に対して交付する助成金の額は、事業費の３分の１を限度とする。この場
　合千円未満は切り捨てることとする。ただし、その額が30万円を超えた場合は30万円と
　する。
第６条～13条、省略（助成金の交付申請他、手続き関係）
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１．この条例は、平成25年４月１日から施行する。
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２．この条例は、平成28年３月31日限り、その効力を失う。
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　男女が共に認め合い、支えあい、一人ひとり

　が輝いていくまちを目指す条例を制定した。

日南町空き家等の適正管理に関する条例

　空き家等が管理不全な状態になることの防止

　を図る。
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推進を図るための関係法律の整備に関する法律

の施行に基づく関係条例の制定に関する条例

　地域主権を進めるため地方自治体等への権限

　委譲や国による義務付け、枠付けを見直すた
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する条例

　新築整備され、平成25年４月より利用開始

　される子育て支援センターの設置・管理につ

　いて定めた。
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　に基づき､対策本部に関し必要な事項を定めた。
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　鳥取県町村議会議長会より、町村議会議員と

して13年以上在職し、功労のあった者として

自治功労者表彰を受けました。

　長きにわたり、地域振興及び住民福祉の向上に

尽くされました。今後更なるご活躍を期待しま

す。

自治功労者表彰

左から、
恵比奈礼子議員･三上惇二議員･福田稔議員･久代安敏議員

日南町長期継続契約を締結すること
ができる契約を定める条例

地方自治法の規定に基づき、物品等の賃貸借、

保守及び施設の維持管理業務委託等の役務等

にかかる契約を5年以内の期間を定めて締結

することができることとした。

財産の取得

４ｔダンプ塵芥収集車　１台
契約金額　840万円
契約の相手方　島根日野自動車㈱米子支店
　　　　　　　支店長　福島正治

工事請負契約の変更

日南町子育て支援センター新築工事
変更契約の金額　増額416万9,550円

第1回臨時会
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今
年
の
冬
は
雪
も
少
な
く
、
春
の

訪
れ
が
と
て
も
早
く
感
じ
ま
し
た
。

春
と
言
え
ば
黄
砂
の
季
節
で
も
あ
り

ま
す
が
、
黄
砂
だ
け
で
は
な
く
、
Ｐ

Ｍ
2.5
ま
で
一
緒
に
飛
来
し
、
健
康
被

害
も
心
配
さ
れ
る
な
ど
不
安
な
気
持

ち
に
な
り
ま
す
。

　
け
れ
ど
、
う
れ
し
い
お
知
ら
せ
が

有
り
ま
す
。

　
政
策
立
案
に
関
す
る
特
別
委
員
会

で
審
議
し
て
き
た
、
住
宅
改
修
助
成

制
度
、
意
欲
あ
る
農
業
者
支
援
助
成

事
業
、
空
き
家
撤
去
等
補
助
金
制
度

が
、
い
よ
い
よ
４
月
か
ら
施
行
さ
れ

ま
す
。　

身
近
な
事
に
使
え
る
よ
う
、
そ
し

て
な
る
べ
く
多
く
の
方
々
に
使
っ
て

頂
け
る
よ
う
、
検
討
し
て
き
ま
し
た

の
で
是
非
ご
利
用
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本

　
記

　
　
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　
　
委

員

長

　
古
都

　
久
志

　
　
　
　
副
委
員
長

　
藤
原

　
泰
則

　
　
　
　
委

　
　
員

　
山
本

　
芳
昭

　
　
　
　
　
　
〃

　　
　
荒
木

　
　
博

　
　
　
　
　
　
〃

　　
　
惠
比
奈
礼
子

編

集

後

記
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議会改革の状況報告議会改革の状況報告

◇
議
会
の
活
性
化

①
執
行
部
の
提
案
し
た
議
案
を
よ
り
積
極
的
に
精

　
査
、
審
議
す
る
。

②
議
員
は
、
議
題
に
つ
い
て
十
分
学
習
し
必
要
な

　
発
言
及
び
提
言
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

③
討
論
の
回
数
は
、
現
状
維
持
と
す
る
。

④
休
日
及
び
夜
間
の
議
会
開
催
に
つ
い
て
は
、
テ

　
レ
ビ
の
生
放
送
や
録
画
放
送
に
よ
り
対
応
で
き

　
る
た
め
行
わ
な
い
も
の
と
す
る

⑤
一
般
質
問
の
時
間
延
長
に
つ
い
て
は
、
簡
潔
、

　
明
瞭
な
質
問
と
す
る
た
め
に
も
延
長
は
行
わ
ず
、

　
現
状
の
30
分
と
す
る
。

⑥
一
般
質
問
の
重
複
に
つ
い
て
は
、
議
員
個
々
の

　
考
え
を
尊
重
し
現
行
の
ま
ま
と
す
る
。

⑦
議
員
の
発
議
や
提
案
の
件
数
が
、
他
の
町
村
と

　
比
較
し
少
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
に

　
関
し
て
は
、
謙
虚
に
受
け
止
め
議
員
一
人
一
人

　
の
今
後
の
課
題
と
す
る
。

⑧
議
会
中
、
議
員
間
の
自
由
討
論
は
、
現
時
点
で

　
は
行
わ
な
い
も
の
と
す
る
。

◇
民
意
の
吸
収

　
　
　
　
（
議
会
報
告
会
、
意
見
交
換
会
）

①
議
会
報
告
会
は
、
年
に
一
度
、
９
月
の
定
例
会

　
後
２
ヶ
月
以
内
に
実
施
す
る
。

②
議
会
報
告
会
と
共
に
意
見
交
換
会
を
実
施
す
る
。

③
10
名
以
上
の
団
体
又
は
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
意
見

　
交
換
会
の
要
請
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
議
長
の

　
承
認
を
得
た
と
き
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。

④
議
会
改
革
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実

　
施
は
、
こ
れ
か
ら
の
検
討
課
題
と
す
る
。

＊
議
会
報
告
会
の
開
催
場
所
は
、
現
段
階
で
は
生

　
山
自
治
会
館
、
日
野
上
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
、

　
福
栄
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
、
山
上
地
域
振
興
セ

　
ン
タ
ー
、
大
宮
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
、
阿
毘
縁

　
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
、
石
見
地
域
振
興
セ
ン
タ

　
ー
、
下
石
見
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー
、
多
里
桜
ヶ

　
瀬
会
館
の
９
ヶ
所
と
す
る
。

＊
団
体
等
と
の
意
見
交
換
会
を
実
施
す
る
た
め
に

　
は
、
所
定
の
要
請
書
の
提
出
を
必
要
と
す
る
。

議会改革の取組状況をシリーズで掲載しています（第4回）

議会報告書の折り込み作業
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おもな内容
６月定例会　………………………………
一般質問（３名）…………………………
臨時議会　…………………………………
常任委員会の調査報告　………………
議会に思うこと　………………………

2ページ
5ページ
8ページ
10ページ
12ページ

鑑賞されましたか？ヒメボタル

写真提供　相見幹彦さん（下石見）

　今号より、表紙は７つの「まち・むら
づくり協議会」の活動や地域資源を紹介
していきます。まずは、山上・福万来の
「ヒメボタル」から。
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住宅改修助成事業住宅改修助成事業住宅改修助成事業 補正で1,600万円へ補正で1,600万円へ補正で1,600万円へ
６月定例会
６月18日～６月21日

６月定例会

住宅改修総額は、約7,000万円となっています。今年4月からスタートした制度。すでに50件以上の申請があり

　
日
南
町
議
会
の
６
月
定
例
会
は
、
６
月
18
日
か
ら
21
日
ま
で
の
４
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
初
日
に
行
わ
れ
た
一
般
質
問
に
は
、
３
名
の
議
員
が
登
壇
し
ま
し
た
。

　
執
行
部
か
ら
提
案
さ
れ
た
条
例
改
正
、補
正
予
算
な
ど
の
全
議
案
は
、す
べ
て
全
員
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
日
南
町
議
会
と
し
て
は
４
回
目
と
な
る
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
表
明
の
撤
回
を
求
め
る
意
見
書
」
を

　
発
議
し
、
政
府
に
対
し
て
反
対
の
意
思
表
明
を
行
い
ま
し
た
。

６月18日～６月21日

日
南
町
税
条
例
の
一
部
改
正

　
個
人
住
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン

控
除
の
延
長
拡
充
、
東
日
本
大

震
災
復
興
支
援
の
延
長
ほ
か
の

一
部
改
正

日
南
町
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

改
修
工
事

工
事
場
所

　
日
南
町
霞
７
３
９
番
地

工
事
概
要

　
厨
房
機
器
更
新
及
び
機
器
の

更
新
に
伴
う
電
気
設
備
工
事

議
決
し
た
お
も
な
も
の

財
産
の
取
得

平
成
25
年
度
補
正
予
算

契
約
金
額

　
　
９
，
３
１
３
万
５
千
円

　
　
　
　
　
（
消
費
税
込
み
）

契
約
の
相
手
方

　
有
限
会
社

　
三
森
工
務
店

契
約
締
結
の
方
法

　
指
名
競
争
入
札

工
期

　
本
契
約
の
翌
日
か
ら

　
　
　
平
成
25
年
８
月
31
日
迄

内
容

　
除
雪
ド
ー
ザ
５
ｔ
級
車
輪
式

　
１
台

取
得
価
格

　
１
，
０
２
６
万
９
千
円

　
　
　
　
　
（
消
費
税
込
み
）

契
約
の
相
手
方

　
有
限
会
社

　
福
田
建
機

　
　
　
　
　
　
日
南
営
業
所

　
委
員
の
辞
職
に
伴
い
、
丸
山

栄
人
氏
を
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
に
選
任
。

一
般
会
計

　
１
，
０
０
２
万
６

千
円
の
増
額

（
主
な
内
容
）

消
防
団
員
退
職
報
奨
金
増

　
　
　
　
　
１
２
５
万
８
千
円

総
合
行
政
シ
ス
テ
ム
業
務
ラ
イ

セ
ン
ス　

　
　
　
　
　
　
10
万
３
千
円

住
宅
改
修
助
成
事
業
増

　
　
　
　
　
　
　
５
０
０
万
円

山
本

　
芳
昭

三
上

　
惇
二

古
都

　
勝
人

福
田

　
　
稔

久
代

　
安
敏

荒
木

　
　
博

坪
倉

　
勝
幸

（
欠

　
　
員
）

古
都

　
久
志

藤
原

　
泰
則

惠
比
奈
礼
子

村
上

　
正
広

賛成＝○　　反対＝×

※村上正広議長は議事進行を行うため、賛否の表明はしません。ただし、採決で賛否が同数となった場合は
　「議長裁決」という形で賛否表明をします。

6月議会審議結果と議員ごとの賛否内訳

日南町 条例の一部改正

　日南町税条例

平成25年度 日南町補正予算

　一般会計（第２号）

　病院事業会計（第１号）

その他の議案

　工事請負契約の締結
　（日南町立学校給食センター改修工事）

　財産の取得（除雪ドーザ購入）

　固定資産評価審査委員会委員の選任につき

　
承認を求めることについて

議　　案　　名 結果

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

可決

可決

可決

可決

可決

承認

合
宿
誘
致
支
援
事
業
負
担
金
増

　
　
　
　
　
　
　
　
　
10
万
円

住
民
参
画
交
流
活
動
活
性
化
交

付
金
増
（
山
上
ヒ
メ
ボ
タ
ル
鑑

賞
者
の
駐
車
場
整
備
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
40
万
円

障
害
者
サ
ポ
ー
ト
事
業
増

　
　
　
　
　
　
　
３
１
４
万
円

風
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
助
成
増

　
　
　
　
　
　
　
　
　
96
万
円

に
ち
な
ん
保
育
園
電
話
機
器
購
入

　
　
　
　
　
　
　
43
万
４
千
円

ゆ
き
ん
こ
村
・
日
南
邑
修
繕
等

　
　
　
　
１
２
４
万
８
千
円

病
院
事
業
会
計(

資
本
的
収
支)

１
３
０
万
円
の
増
額

（
内
容
）

医
師
住
宅
12
号
車
庫
整
備

　
　
　
　
　
　
　
１
３
０
万
円

改修される給食センター

住宅改修中

予防接種で安心を

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

　
　
　
委
員
の
選
任
の
承
認

工
事
請
負
契
約
の
締
結

条
例
の
改
正
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５
０
０
万
円

山
本

　
芳
昭

三
上

　
惇
二

古
都

　
勝
人

福
田

　
　
稔

久
代

　
安
敏

荒
木

　
　
博

坪
倉

　
勝
幸

（
欠

　
　
員
）

古
都

　
久
志

藤
原

　
泰
則

惠
比
奈
礼
子

村
上

　
正
広

賛成＝○　　反対＝×

※村上正広議長は議事進行を行うため、賛否の表明はしません。ただし、採決で賛否が同数となった場合は
　「議長裁決」という形で賛否表明をします。

6月議会審議結果と議員ごとの賛否内訳

日南町 条例の一部改正

　日南町税条例

平成25年度 日南町補正予算

　一般会計（第２号）

　病院事業会計（第１号）

その他の議案

　工事請負契約の締結
　（日南町立学校給食センター改修工事）

　財産の取得（除雪ドーザ購入）

　固定資産評価審査委員会委員の選任につき

　
承認を求めることについて

議　　案　　名 結果

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

可決

可決

可決

可決

可決

承認

合
宿
誘
致
支
援
事
業
負
担
金
増

　
　
　
　
　
　
　
　
　
10
万
円

住
民
参
画
交
流
活
動
活
性
化
交

付
金
増
（
山
上
ヒ
メ
ボ
タ
ル
鑑

賞
者
の
駐
車
場
整
備
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
40
万
円

障
害
者
サ
ポ
ー
ト
事
業
増

　
　
　
　
　
　
　
３
１
４
万
円

風
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
助
成
増

　
　
　
　
　
　
　
　
　
96
万
円

に
ち
な
ん
保
育
園
電
話
機
器
購
入

　
　
　
　
　
　
　
43
万
４
千
円

ゆ
き
ん
こ
村
・
日
南
邑
修
繕
等

　
　
　
　
１
２
４
万
８
千
円

病
院
事
業
会
計(

資
本
的
収
支)

１
３
０
万
円
の
増
額

（
内
容
）

医
師
住
宅
12
号
車
庫
整
備

　
　
　
　
　
　
　
１
３
０
万
円

改修される給食センター

住宅改修中

予防接種で安心を

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

　
　
　
委
員
の
選
任
の
承
認

工
事
請
負
契
約
の
締
結

条
例
の
改
正
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本会議件 名 提 出 者

全日本年金者組合

鳥取県本部委員長

　増田　修治

　　　西部支部長

　松本　正孝

全日本農民組合

鳥取県連合会

　会長　田中　宏

特例措置により本来の支給水準より2.5％
高くなっている現在の年金額を本来の水
準に戻すことは、年金制度の持続可能性
の維持や世代間の負担の公平性をはかる
ためやむを得ないことと考える。
なお、低所得の年金受給者に対する「年
金生活者支援給付金制度」が設けられ低
年金者に配慮がなされている。

TPPは、農業・農村だけでなく日本全体
に甚大な影響をもたらす可能性があり、
国益を守ることが明確に保証されていな
い。

最低賃金の引き上げにより生活の安定を
求める趣旨は理解できるが、現下の経済
構造では中小企業のみの支援や最低賃金
の引き上げは困難と考える。

　提出のあった陳情は、６月定例議会の本会議で審議した結果、次のとおり決定しました。

陳情の審査結果

審 査 意 見

年金2.5%の削減中止を

求める陳情

日本のTPP（環太平洋連

携協定）交渉への参加反

対を求める陳情書

鳥取県労働組合総連合

　議長　田中　暁

デフレ不況からの脱却と

地域経済の振興に向けて

最低賃金の改善と中小企

業支援策の拡充を求める

陳情書

不採択
（賛成少数）

採択
（全員一致）

不採択
（全員一致）

　安倍晋三首相は３月15日、環太平洋経済連携協定(ＴＰＰ)交渉への参加を表明しました。私

たちは、政府が十分な情報を開示せず、国民的議論を行うことなく、性急にＴＰＰ交渉への

参加表明を行うことに反対してきましたが、そうした声を無視し参加表明を行ったことに強

く抗議します。

　政府が「聖域」とした農林水産物の重要品目を関税撤廃の例外にできる保証はありませ

ん。たとえ、農産物について、わずかばかりの例外が認められたとしても、多くの農産物や

食料の輸入が増大し、安全・安心で良質な食料の安定供給をはじめ、国土や環境の保全、地

域経済の活性化など多面的機能の発揮に重要な役割を果たしてきた農業・農村が崩壊してし

まうことは火を見るよりも明らかです。

　さらに、ＴＰＰ交渉は関税だけの問題ではなく、多方面にわたることから、国民生活や行

政、経済活動などへも大きく影響することが懸念されていますが、これまでのＴＰＰ交渉や

事前協議の内容など、国民に明らかにされていません。

　よって本議会は、ＴＰＰ交渉参加表明の撤回を求めます。

６月定例議会で下記の意見書を採択し、
内閣総理大臣および関係大臣に提出しました

ＴＰＰ交渉参加表明の撤回を求める意見書
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古都勝人議員

問問
青
少
年
の
育
成

答答
町

　
長

問問
畜
産
の
振
興

答答
内
田
教
育
長

問問
農
業
の
振
興

問問答答
町
長
の
進
退

増
原
町
長

答答
町

　
長

来年の町長選で

　　再選をめざすのか

問問

政策課題の

　　実現のために頑張る

答答

　
残
り
任
期
も
１
年
を
切
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
総
括

　
と
仕
上
げ
に
つ
い
て
伺
う
。

　
安
全
安
心
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
雇
用
創
出
定
住
化

　
等
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
が
、
目
指
す
創
造
的
過

　
疎
の
町
は
短
期
間
で
は
で
き
な
い
。

　
自
ら
が
先
頭
に
立
っ
て
、
日
南
町
の
輝
か
し
い
未
来
を
切

　
り
開
い
て
い
く
と
い
う
気
持
ち
は
、
今
も
変
わ
っ
て
い
な

　
い
。

①
ト
マ
ト
な
ど
、
主
要
品
目
の
生
産
状
況
は
ど
う
か
。

②
高
齢
化
に
よ
り
生
産
農
家
の
減
少
が
心
配
だ
が
ど
の
よ
う

　
な
対
策
を
取
っ
て
い
る
か
。

③
Ｔ
Ｐ
Ｐ
な
ど
流
通
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
予
想
さ
れ
る
が
ど

　
の
よ
う
な
対
応
を
検
討
し
て
い
る
か
。

④
新
し
い
産
品
開
発
を
行
っ
て
い
る
か
。

①
基
幹
野
菜
４
品
目
の

　
生
産
販
売
状
況
は
、

　
ト
マ
ト
１
億
１
千
万

　
円
、
白
ネ
ギ
４
，
３

　
０
０
万
円
、
ピ
ー
マ

　
ン
３
，
３
０
０
万
円
、

　
朝
ど
れ
１
，
５
６
０

　
万
円
で
あ
る
。

②
農
業
研
修
生
の
受
け
入
れ
と
新
規
就
農
者
等
へ
の
生
産
基

　
盤
整
備
を
行
っ
て
い
る
。｢

意
欲
あ
る
農
業
者
支
援
事
業｣

　
に
よ
り
や
る
気
あ
る
農
家
を
支
援
し
て
い
く
。

③
Ｊ
Ａ
鳥
取
西
部
と
連
動
し
た
対
応
が
必
要
と
考
え
現
状
で

　
は
、
国
内
流
通
を
見
据
え
た
生
産
量
の
拡
大
を
図
っ
て
い

　
き
た
い
。

④
新
し
い
産
品
開
発
は
取
り
組
ん
で
い
な
い
が
、
流
通
体
制

　
が
整
い
、
技
術
、
価
格
補
償
制
度
の
あ
る
基
幹
野
菜
４
品

　
目
を
推
進
し
て
い
く
。

①
現
在
の
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

②
若
い
経
営
者
の
支
援
は
な
さ
れ
て
い
る
か
。

①
こ
こ
３
年
の
繁
殖
経
営
に
つ
い
て
は
、
飼
養
戸
数
は
減
少

　
し
て
い
る
が
、
飼
養
頭
数
は
ほ
ぼ
現
状
維
持
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
酪
農
は
戸
数
は
変
わ
ら
な
い
が
、
頭
数
は
減
少
し

　
て
い
る
。

②
今
春
か
ら
、
新
規
就
農
１
名
、
就
農
計
画
を
受
け
て
生
産

　
基
盤
の
整
備
を
支
援
し
て
い
く
。

　
若
者
定
住
の
観
点
か
ら
重
要
と
考
え
る
が
所
見
を
問
う
。

　
奨
学
金
制
度
等
の
希
望
も
高
等
教
育
終
了
後
の
町
内
居
住

　
も
一
定
傾
向
で
推
移
し
て
い
る
が
、
定
住
要
件
と
し
て
は

　
仕
事
・
雇
用
の
確
保
が
大
き
な
要
因
で
あ
る
。

町政のここが聞きたい 一般質
問

一般質
問
答答と問問

にぎわう朝どれ野菜の出荷
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久代安敏議員

　
女
性
の
尊
厳
を
傷
つ
け
、
女
性
の
人
権
に
対
す
る
侵
害
で

　
あ
る
。

①
岩
国
基
地
を
拠
点
に
、
米
軍
の

　
オ
ス
プ
レ
イ
を
含
め
た
低
空
飛

　
行
訓
練
が
行
わ
れ
て
い
る
。
日

　
南
町
内
上
空
を
飛
行
す
る
実
態

　
を
十
分
把
握
し
て
い
る
か
。

②
住
民
の
安
心
・
安
全
を
守
る
た

　
め
に
、
鳥
取
県
を
は
じ
め
、
関

　
係
自
治
体
と
連
携
し
て
訓
練
の

　
中
止
を
求
め
る
べ
き
で
は
。

③
住
民
か
ら
の
低
空
飛
行
訓
練
の

　
情
報
提
供
を
求
め
る
窓
口
を
庁

　
舎
内
に
設
置
し
て
監
視
活
動
を
強
め
る
べ
き
だ
。

①
町
内
で
ジ
ェ
ッ
ト
機
の
低
空
飛
行
を
目
撃
し
た
場
合
は
、

　
県
等
へ
目
撃
情
報
報
告
を
行
っ
て
い
る
。

②
関
係
自
治
体
と
の
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
協
議
を
行
っ
て

　
い
き
た
い
。

③
総
務
課
に
あ
る
情
報
提
供
を
求
め
る
窓
口
の
周
知
を
図
る

　
よ
う
広
報
す
る
。

　
政
府
は
、
情
報
を
ひ
た
隠
し
に
し
て
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
を
進
め

　
て
い
る
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
し
た
場
合
の
経
済
的
な
打
撃
に

　
つ
い
て
の
試
算
は
。

　
国
試
算
の
農
林
水
産
物
へ
の
影
響
は
３
兆
円
程
度
で
鳥
取

　
県
で
は
２
４
６
億
円
程
度
、
ま
た
日
南
町
で
は
13
億
５
千

　
万
円
程
度
と
試
算
し
て
い
る
。

町政のここが聞きたい

オ
ス
プ
レ
イ
を
含
め
た
在
日
米
軍
の

低
空
飛
行
訓
練

問問
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定(

Ｔ
Ｐ
Ｐ)

問問

「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
で
、
日
南
町
の
経

済
動
向
に
明
る
い
展
望
が
あ
る
の
か

問問
日
本
国
憲
法
改
正
問
題

問問
日
南
病
院
の
医
師
確
保

町

　
長

答答
町

　
長

答答
町

　
長

答答

安
東
病
院
事
業
管
理
者

答答
増
原
町
長

答答
町

　
長

答答

日南病院、

　　医師確保に万全を

問問

現状を維持

　　できるよう努力する

答答

　
整
形
外
科
や
小
児
科
な
ど
の
診
療
科
に
お
い
て
医
師
の
確

　
保
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
が
。

　
現
在
、
鳥
大
医
学
部
か
ら
整
形
は
毎
週
水
曜
日
、
小
児
科

　
は
毎
週
木
曜
日
に
医
師
の
派
遣
を
受
け
て
い
る
。
今
後
の

　
派
遣
に
つ
い
て
は
不
透
明
な
面
も
あ
る
が
、
現
状
を
維
持

　
あ
る
い
は
充
実
を
図
り
住
民
へ
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
に
努
め

　
る
。　

安
倍
首
相
の
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
と
い
う
経
済
対
策
で
三
本
の

　
矢
が
放
た
れ
た
が
、
円
や
株
の
乱
高
下
だ
け
で
庶
民
の
懐

　
は
厳
し
く
な
る
ば
か
り
だ
が
、
日
南
町
の
経
済
動
向
を
ど

　
の
よ
う
に
見
て
い
る
か
。

　
円
安
に
よ
る
燃
料
、
飼
料
な
ど
の
高
騰
の
影
響
が
あ
る
。

　
今
の
と
こ
ろ
町
内
の
景
気
に
大
き
な
変
化
は
見
ら
れ
な
い
。

　
日
本
国
憲
法
が
施
行
さ
れ
て
67
年
。
９
条
、
96
条
を
含
め

　
た
現
憲
法
の
改
正
論
議
が
焦
点
に
な
っ
て
い
る
。
世
界
に

　
誇
る
平
和
憲
法
を
変
え
る
べ
き
で
な
い
と
考
え
る
が
。

　
改
憲
に
つ
い
て
は
、
国
民
一
人
ひ
と
り
が
議
論
し
合
う
気

　
運
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
が
、
一
番
大
切
と
考
え
る
。

問問
日
本
維
新
の
会
共
同
代
表
の
橋
下
大
阪

市
長
の
「
従
軍
慰
安
婦
」
と
「
在
日
米

軍
の
風
俗
」
発
言
は
、
重
大
な
人
権
侵

害
で
は

問問

低空飛行（撮影H25. 4.30・神戸上）
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藤原泰則議員

問問
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
有
効
活
用
と
医
療
体
制

答答
安
東
病
院
事
業
管
理
者

問問
町
道
維
持
管
理

町道の

　　危険地域はどうする

問問

今年７月中に解決する答答

　
現
在
Ｊ
Ｒ
の
私
有
地
に
な
っ
て
い
る
、
生
山
下
手
（
岡
田

　
建
設
約
３
０
０
ｍ
右
上
手
）
の
枯
れ
木
伐
採
処
理
に
つ
い

　
て
お
聞
き
し
た
い
。

　
昨
年
11
月
頃
に
危
険
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
枯
れ
木
を
伐
採

　
し
た
が
、
再
三
撤
去
を
要
望
し
た
が
業
者
が
落
下
し
な
い

　
と
の
事
で
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
が
、
今
後
ど
の
よ
う

　
な
処
置
を
考
え
て
い
る
の
か
。

　　
当
該
箇
所
の
枯
れ
木
伐
採
処
理
に
つ
い
て
は
、
維
持
工
事

　
の
請
負
業
者
に
撤
去
処
分
を
指
示
済
み
で
あ
り
、
電
線
の

　
防
護
と
通
行
規
制
の
協
議
が
整
い
次
第
、
撤
去
し
た
い
と

　
考
え
て
い
る
。

　
救
急
患
者
の
も
と
へ
緊
急
出
動
す
る
専
用
ヘ
リ
の
活
用
は
。

①
日
南
町
に
お
け
る
現
在
の
救
急
体
制
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

　
て
い
る
か
。

②
日
南
町
の
救
急
医
療
体
制
の
変
革
の
必
要
性
を
ど
う
考
え

　
る
か
。

③
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
有
効
活
用
に
必
要
と
思
わ
れ
る
事
項
は
具

　
体
的
に
検
討
さ
れ
て
い
る
か
。

④
地
上
支
援
準
備
は
整
っ
て
い
る
か
。

　
・
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
受
入
れ
体
制
は
整
っ
て
い
る
か
。

　
・
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
新
規
設
置
は
考
え
て
い
る
か
。

①
島
根
県
か
ら
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
航
が
運
用
さ
れ
て
お

　
り
、
従
来
よ
り
も
飛
行
時
間
が
大
幅
に
短
縮
さ
れ
て
い
る
。

②
受
入
先
の
米
子
市
側
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
が
医
療
機
関
の
近
隣

　
に
整
備
さ
れ
る
こ
と
で
、
よ
り
早
期
救
急
が
可
能
に
な
る
。

③
運
航
時
間
の
短
縮
と

　
医
師
の
同
行
確
保
が

　
実
現
し
た
。
ま
た
、

　
日
南
病
院
の
医
師
が

　
不
在
に
な
る
こ
と
が

　
な
く
な
っ
た
。

④
・
日
南
町
の
交
通
の

　
中
心
に
位
置
し
て
お

　
り
、
消
防
局
も
支
援

　
体
制
を
組
ん
で
い
る
。

　
・
現
在
の
場
所
も
含

　
め
、
関
係
機
関
と
検

　
討
し
た
い
。

町政のここが聞きたい

答答
増
原
町
長

旧木材団地に離着陸するドクターヘリ

町道生山福長線
183

生山駅

伯備線

現場 至
 米

子

至 広
島
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昭
和
59
年
か
ら
㈱
日
南
町
小

水
力
発
電
公
社
に
よ
り
運
営
さ

れ
て
い
た
日
野
上
発
電
所
と
石

見
発
電
所
の
う
ち
、
石
見
小
水

力
発
電
所
を
町
へ
譲
渡
す
る
こ

と
が
本
年
４
月
に
決
ま
り
、
日

南
町
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利

用
促
進
条
例
及
び
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
全
量
固
定
価
格
買
取

制
度
の
趣
旨
に
基
づ
き
、
町
に

お
い
て
基
幹
改
良
工
事
に
着
手

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
臨
時
議
会
で
は
、
石
見
小
水

力
発
電
所
の
基
幹
改
良
に
か
か

る
実
施
設
計
監
理
業
務
委
託
予

算
を
議
決
し
、
今
後
、
業
務
発

注
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
基
幹
改
良
の
概
要
）

　
基
幹
改
良
は
、
水
車
、
発
電

機
、
建
屋
、
水
圧
鉄
管
、
除
塵

機
等
で
、
改
修
後
の
発
電
規
模

は
現
在
と
同
等
の
90

　
を
計
画

さ
れ
て
い
ま
す
。

（
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
）

　
本
年
８
月
ま
で
に
水
車
及
び

発
電
機
の
機
器
仕
様
を
作
成
し
、

関
係
諸
機
関
と
の
協
議
、
平
成

26
年
６
月
に
は
本
体
工
事
の
発

注
を
行
い
、
平
成
27
年
４
月
の

発
電
開
始
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
石
見
東
太
陽

光
発
電
所
に
続
き
、
２
つ
目
と

な
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

活
用
し
た
町
直
営
発
電
所
が
稼

働
す
る
見
込
み
で
す
。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　
　
機
器
と
設
備
改
修

　
　
　
７
，
８
０
０
万
円

　
２
年
間
で
整
備
す
る
計
画
を

単
年
度
で
完
成
さ
せ
る
こ
と
に

よ
る
も
の
。

企
業
支
援
対
策
で

ま
な
び
宿
ひ
の
か
み
改
修

　
　
　
６
，
４
０
０
万
円

　
旧
日
野
上
小
学
校
の
校
舎
と

周
辺
の
整
備
を
行
う
も
の
で
、

プ
ー
ル
の
撤
去
、
駐
車
場
舗
装

工
事
な
ど
。
施
設
は
、
10
社
が

使
用
予
定
で
す
。

　
国
民
健
康
保
険
税
の
税
額
が

変
更
に
な
り
ま
し
た
。

日
南
町
消
防
団
・
多
里
分
団
の

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

取
得
価
格

　
２
，
１
０
０
万
円

日
南
小
中
学
校
空
調
設
備
導
入

工
事

　
　
　
６
，
６
６
７
万
５
千
円

契
約
の
相
手

　
㈱
中
電
工
米
子
営
業
所

　
エ
ア
コ
ン
36
台
設
置
で
教
育

環
境
が
よ
く
な
り
ま
す
。

　
任
期
満
了
の
川
上
絵
里
子
氏

を
教
育
委
員
会
委
員
に
再
任
。

　
任
期
満
了
の
足
羽
一
成
氏
を

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
に
再
任
。

　
農
業
委
員
の
任
期
満
了
に
あ

た
り
、
北
垣
寿
成
氏
を
推
薦
し
、

再
任
。

５
月
９
日
に
臨
時
議
会
が
開
催
さ
れ
、
議
席
の
変
更
や
常
任
委
員
会
、
特
別
委
員
会
の

構
成
の
変
更
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

臨
時
会
で
は
、
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
が
賛
成
多
数
で
、
総
額
で
１
億
７

千
万
円
の
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
全
員
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

kw

－石見小水力発電所、基幹改良で日南町の直営発電所に－

　　　　　　　　　　実施設計管理委託費　2,300万円など

一般会計、1億7千万円を補正

５月９日５月９日

改良予定の発電機

まなび宿ひのかみ

議
決
し
た
お
も
な
も
の

国
民
健
康
保
険
税

　
　
条
例
の
一
部
改
正

財
産
の
取
得

工
事
請
負
契
約
の
締
結

農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦

教
育
委
員
会
委
員
の

　
　
　
　
　
任
命
の
同
意

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

　
　
委
員
の
選
任
の
同
意
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【

　
新
し
い
議
会
構
成

　
】

総
務
教
育
常
任
委
員
会

　
　
委

員

長

　
　
坪
倉

　
勝
幸

　
　
副
委
員
長

　
　
古
都

　
久
志

　
　
委

　
　
員

　
　
荒
木

　
　
博

　
　
委

　
　
員

　
　
藤
原

　
泰
則

　
　
委

　
　
員

　
　
福
田

　
　
稔

　
　
委

　
　
員

　
　
村
上

　
正
広

経
済
福
祉
常
任
委
員
会

　
　
委

員

長

　
　
久
代

　
安
敏

　
　
副
委
員
長

　
　
古
都

　
勝
人

　
　
委

　
　
員

　
　
山
本

　
芳
昭

　
　
委

　
　
員

　
　
三
上

　
惇
二

　
　
委

　
　
員

　
　
惠
比
奈
礼
子

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

　
　
委

員

長

　
　
久
代

　
安
敏

　
　
副
委
員
長

　
　
藤
原

　
泰
則

　
　
委

　
　
員

　
　
福
田

　
　
稔

　
　
委

　
　
員

　
　
古
都

　
勝
人

　
　
委

　
　
員

　
　
惠
比
奈
礼
子

議
会
運
営
委
員
会

　
　
委

員

長

　
　
福
田

　
　
稔

　
　
副
委
員
長

　
　
古
都

　
久
志

　
　
委

　
　
員

　
　
久
代

　
安
敏

　
　
委

　
　
員

　
　
坪
倉

　
勝
幸

　
　
委

　
　
員

　
　
惠
比
奈
礼
子

教育課長 病院事務
部 長

保育園長議会事務
局 長

議 長 席

答 弁 席

質 問 席

建設課長 福祉保健
課 長

病院事業
管 理 者

教 育 長

農林課長
会 計
管 理 者 住民課長

総務課長 町 　 長副 町 長企画課長

議会書記

８
番

古
都

　
勝
人 

議
員

７
番

久
代

　
安
敏 

議
員

６
番

福
田

　
　
稔 

議
員

５
番

山
本

　
芳
昭 

議
員

２
番

古
都

　
久
志 

議
員

１
番

欠

　
員

４
番

藤
原

　
泰
則 

議
員

３
番

荒
木

　
　
博 

議
員

三
上

　
惇
二 

議
員

坪
倉

　
勝
幸 

議
員

傍　　聴　　席

議席がかわりました議席がかわりました

10
番

９
番

惠
比
奈
礼
子 

議
員

11
番

12
番

村
上

　
正
広 

議
員
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事業名(担当課)

日南を売るプロジェクト(仮称)
（企画課）

本町の自然や歴史、文化などを発信

するための方策などを町民とともに

検討するため「日南を売るプロジェ

クト（仮称）」を発足されるが、単

に意見を聞くだけではなく、具体的

施策や事業の展開に繋がるようプロ

ジェクトとしての成果を上げられた

い。

職員提案による予算化事業。

「やんれ日南」と名称を決め、柔軟な発想で

施策を生み出せる自由な語る場となるように

参加者を募集中である。

イベントではなく、自由な発想からアイディ

ア貯金をし、日南町の魅力を「売る」取組み

につなげていきたい。

収入について、利用者の減少に伴い運行収入

が減り補助金が増えているのが現状であり、

２千500万円前後で推移しているが、運行に

係る費用は、町営となった当初約３千500万

円であったが、現在は５千600万円まで増加

している。

デマンド運行等、地域のニーズに沿った運行

に努めている。

交付税補てん部分を含めても年間４千万円程

度の赤字となっている状況であり、効率的な

バス運行が求められていると認識している。

今後、利用者の少ない最終便について、廃止

を含め検討したい。

住宅事情調査、交通量の掌握、不要建物の撤

去費用調査を進めており、併せて職員による

プロジェクトを立ち上げ、整備方針骨子案を

策定しているところである。

環境調査、測量調査、不要建物の撤去や施設

配置を含むグランドデザインを本年度中に策

定したい。

委員会審査意見 取り組み状況

町営バス事業
(企画課）

デマンド方式や路線運行による町営

バスの運行がなされているが、運行

委託費も高額になっている。利用実

態の検証やニーズを調査され、より

町民が利用しやすい交通機関となる

ように運行形態、ダイヤなどの検討

をされたい。

中心地域整備事業
（企画課）

大田原地区で予定される中心地域整

備事業の基本計画策定については、

平成21年度に策定された中心地域整

備構想や23年度、24年度に実施さ

れた住宅ゾーンおよび商業ゾーンの

検討結果に基づく基本計画の策定を

計画されているが、真に必要な施設

や機能が整備されるのか疑問があ

る。再度、土地活用や事業化の手

法、経費などの面からも十分な検討

を加え、基本構想を練り直したうえ

で基本計画を策定されたい。

事業名（担当課) 委員会審査意見 取り組み状況

　総務教育常任委員会と経済福祉常任委員会は、それぞれ６月６日に常任委員会を開催し、３月

定例会で議決した平成25年度予算に対する審査意見が、どのように生かされているのか調査しま

した。
小水力発電事業
（農林課）

町も出資し、経営支援を続けている
「㈱日南町小水力発電公社」により
運営されている小水力発電所のうち
「石見発電所」については、施政方
針で触れている電力固定価格買い取
り制度を見据えた基幹改修の実施を
具体的に検討を。
公社の運営は、構成団体と協議し、
より有利かつ機動的な組織運営を。

４月の公社取締役会議で、石見発電所は町管
理とし、日野上発電所は従来通り公社で運営
管理するという決定がなされた。
石見発電所は、27年４月に発電ができるよ
う、住民課が担当し基幹改良の実施を準備し
ている。

公益法人法の改正に伴い、平成25年４月１日
から一般財団法人へ変更。業務内容は、従前
の公社から引き継ぎ、法人名を「エナジーに
ちなん」に改称。日南町は出捐金を５00万円
出資している。
主な事業は、農地利用円滑化事業、保有合理
化事業等を継続して実施。農林水産物の販売
等を行う。
ブランド化事業等については一層力を入れて
いく。また、農林業の後継者育成のため、研
修事業を行う。
新たな商品を開発することは現時点では難し
いかもしれないが、町内で開発された町産品
について、公社としてＰＲや販路開拓等、地
道に取り組む。

地域振興公社の事業
（農林課） 「日南高原米」をはじめとする町内

の特産品の販売を「日南町地域振興
公社」に委託しているが、十分な成
果に至っていない。町内の特産品の
販売窓口として積極的な事業展開を
求める一方、一般財団法人化を機に
抜本的な事業の見直しを。

㈱オロチの経営状況（農林課）

子育て支援センターの運営状況
社会福祉協議会とシルバー人材センターの統合に係る進捗状況

（福祉保健課）

指摘事項などを調査

総務教育常任委員会

経済福祉常任委員会

予算審査における

平成25年１月に経営再生計画を策定し、平成
24年10月から平成25年９月までの計画と３
月末での半期決算において、売上で97％程度
達成しており、ほぼ計画どおり動いている。
原木の仕入れは森林組合を通じて行ってお
り、現状価格より４月１日以降の価格が立米
当たり300円上がり8千600円となり、800円
の補てんとなる。
会社側とも協議の場を定期的に持ち、経過を
見ていきたい。

２ヶ月平均で180名程度の来所があり、順調
な滑り出し。建物も新しくなり、また駐車ス
ペースも広く、利用者からは好評である。町
の図書館や県立養護学校等、また近隣の介護
施設との交流も行っている。「なかよし」教
室、０歳児預かりの利用も順調である。
子育て支援センターでは、社会福祉協議会、
シルバー人材センターの事務所も同じ建物内
で業務を行っており、今年度中に一本化に向
けて、定期的に協議の場を持つ。
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事業名(担当課)

日南を売るプロジェクト(仮称)
（企画課）

本町の自然や歴史、文化などを発信

するための方策などを町民とともに

検討するため「日南を売るプロジェ

クト（仮称）」を発足されるが、単

に意見を聞くだけではなく、具体的

施策や事業の展開に繋がるようプロ

ジェクトとしての成果を上げられた

い。

職員提案による予算化事業。

「やんれ日南」と名称を決め、柔軟な発想で

施策を生み出せる自由な語る場となるように

参加者を募集中である。

イベントではなく、自由な発想からアイディ

ア貯金をし、日南町の魅力を「売る」取組み

につなげていきたい。

収入について、利用者の減少に伴い運行収入

が減り補助金が増えているのが現状であり、

２千500万円前後で推移しているが、運行に

係る費用は、町営となった当初約３千500万

円であったが、現在は５千600万円まで増加

している。

デマンド運行等、地域のニーズに沿った運行

に努めている。

交付税補てん部分を含めても年間４千万円程

度の赤字となっている状況であり、効率的な

バス運行が求められていると認識している。

今後、利用者の少ない最終便について、廃止

を含め検討したい。

住宅事情調査、交通量の掌握、不要建物の撤

去費用調査を進めており、併せて職員による

プロジェクトを立ち上げ、整備方針骨子案を

策定しているところである。

環境調査、測量調査、不要建物の撤去や施設

配置を含むグランドデザインを本年度中に策

定したい。

委員会審査意見 取り組み状況

町営バス事業
(企画課）

デマンド方式や路線運行による町営

バスの運行がなされているが、運行

委託費も高額になっている。利用実

態の検証やニーズを調査され、より

町民が利用しやすい交通機関となる

ように運行形態、ダイヤなどの検討

をされたい。

中心地域整備事業
（企画課）

大田原地区で予定される中心地域整

備事業の基本計画策定については、

平成21年度に策定された中心地域整

備構想や23年度、24年度に実施さ

れた住宅ゾーンおよび商業ゾーンの

検討結果に基づく基本計画の策定を

計画されているが、真に必要な施設

や機能が整備されるのか疑問があ

る。再度、土地活用や事業化の手

法、経費などの面からも十分な検討

を加え、基本構想を練り直したうえ

で基本計画を策定されたい。

事業名（担当課) 委員会審査意見 取り組み状況

　総務教育常任委員会と経済福祉常任委員会は、それぞれ６月６日に常任委員会を開催し、３月

定例会で議決した平成25年度予算に対する審査意見が、どのように生かされているのか調査しま

した。
小水力発電事業
（農林課）

町も出資し、経営支援を続けている
「㈱日南町小水力発電公社」により
運営されている小水力発電所のうち
「石見発電所」については、施政方
針で触れている電力固定価格買い取
り制度を見据えた基幹改修の実施を
具体的に検討を。
公社の運営は、構成団体と協議し、
より有利かつ機動的な組織運営を。

４月の公社取締役会議で、石見発電所は町管
理とし、日野上発電所は従来通り公社で運営
管理するという決定がなされた。
石見発電所は、27年４月に発電ができるよ
う、住民課が担当し基幹改良の実施を準備し
ている。

公益法人法の改正に伴い、平成25年４月１日
から一般財団法人へ変更。業務内容は、従前
の公社から引き継ぎ、法人名を「エナジーに
ちなん」に改称。日南町は出捐金を５00万円
出資している。
主な事業は、農地利用円滑化事業、保有合理
化事業等を継続して実施。農林水産物の販売
等を行う。
ブランド化事業等については一層力を入れて
いく。また、農林業の後継者育成のため、研
修事業を行う。
新たな商品を開発することは現時点では難し
いかもしれないが、町内で開発された町産品
について、公社としてＰＲや販路開拓等、地
道に取り組む。

地域振興公社の事業
（農林課） 「日南高原米」をはじめとする町内

の特産品の販売を「日南町地域振興
公社」に委託しているが、十分な成
果に至っていない。町内の特産品の
販売窓口として積極的な事業展開を
求める一方、一般財団法人化を機に
抜本的な事業の見直しを。

㈱オロチの経営状況（農林課）

子育て支援センターの運営状況
社会福祉協議会とシルバー人材センターの統合に係る進捗状況

（福祉保健課）

指摘事項などを調査

総務教育常任委員会

経済福祉常任委員会

予算審査における

平成25年１月に経営再生計画を策定し、平成
24年10月から平成25年９月までの計画と３
月末での半期決算において、売上で97％程度
達成しており、ほぼ計画どおり動いている。
原木の仕入れは森林組合を通じて行ってお
り、現状価格より４月１日以降の価格が立米
当たり300円上がり8千600円となり、800円
の補てんとなる。
会社側とも協議の場を定期的に持ち、経過を
見ていきたい。

２ヶ月平均で180名程度の来所があり、順調
な滑り出し。建物も新しくなり、また駐車ス
ペースも広く、利用者からは好評である。町
の図書館や県立養護学校等、また近隣の介護
施設との交流も行っている。「なかよし」教
室、０歳児預かりの利用も順調である。
子育て支援センターでは、社会福祉協議会、
シルバー人材センターの事務所も同じ建物内
で業務を行っており、今年度中に一本化に向
けて、定期的に協議の場を持つ。
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ご
覧
い
た
だ
い
た
通
り
、
議
会
だ

よ
り
の
編
集
委
員
も
新
し
く
な
り
ま

し
た
。
と
は
言
え
広
報
の
本
旨
は
変

わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
町
民
の
代
表
で
あ
る
議
会
の
活
動

を
よ
り
リ
ア
ル
に
分
か
り
や
す
く
伝

え
、
町
と
議
会
の
動
き
を
記
録
す
る

役
割
で
す
。

　
本
誌
を
み
な
さ
ん
が
手
に
さ
れ
る

時
に
は
、
参
議
院
選
挙
の
後
に
な
り

ま
す
が
、
村
上
議
長
が
６
月
定
例
会

の
閉
会
あ
い
さ
つ
で
、
「
憲
法
96
条
、

９
条
改
正
の
是
非
が
参
院
選
の
争
点

の
一
つ
」
と
発
言
さ
れ
た
こ
と
も
日

南
町
議
会
史
の
一
ペ
ー
ジ
と
し
て
記

憶
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
代

　
記

編

集

後

記
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私
は
、
町
議
会
を
傍
聴
す
る
こ
と
が
好
き
で
す
。
町
内

で
は
、
テ
レ
ビ
３
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
放
映
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
画
面
で
は
質
問
や
回
答
す
る
た
め
に
発
言
す
る
人
し

か
映
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
傍
聴
で
は
、
発
言
し
な
い
執
行

部
の
皆
さ
ん
や
他
の
議
員
さ
ん
の
表
情
や
動
き
が
よ
く
わ

か
り
ま
す
。
本
会
議
は
や
は
り
儀
式
で
す
。
本
会
議
ま
で

に
は
、
私
た
ち
町
民
に
は
見
え
な
い
調
査
や
検
討
の
議
論

が
あ
り
議
員
さ
ん
の
仕
事
は
、
議
場
で
は
見
え
な
い
も
の

が
多
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
度
日
南
町
議
会
で
は
、
町
民
と
の
対
話
集
会
の
結

果
を
「
議
会
報
告
会
お
よ
び
意
見
交
換
会
の
検
討
結
果
」

に
42
の
項
目
、
そ
し
て
細
目
１
３
２
事
項
を
検
討
し
結
果

を
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
中
に
は
議
場
で
は
議
論
に
な

じ
ま
な
い
け
れ
ど
、
住
民
に
と
っ
て
は
必
要
か
つ
欠
く
べ

か
ら
ざ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。こ
の
上
は
、報
告
で｢
検

討
す
る｣

「
協
議
す
る
」
と
な
っ
た
事
案
に
つ
い
て
も
結

論
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
町
議
会
は
、
国
会
や
県
議
会
と
違
っ
て
民
主
主
義
土
台

部
分
で
す
。
そ
の
割
に
は
、
待
遇
が
良
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、

発
言
し
て
行
動
す
る
議
員
さ
ん
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
議
員
さ
ん
の
頑
張
り
は
、
日
南
町
の
住
み
易
さ
に

直
結
し
ま
す
。
私
た
ち
町
民
は
役
場
職
員
さ
ん
に
対
し
て

は
受
け
身
で
す
。
私
た
ち
町
民
個
人
の
発
言
は
、
ど
う
し

て
も
個
人
的
要
望
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
。
議
員
さ
ん
は
町

民
の
代
表
。
大
き
く
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
４
月
の
人
事
異
動
に
よ
り
、
永
年
議
会

事
務
局
長
を
務
め
ら
れ
た
田
邊
ひ
ろ
子
職

員
が
退
職
さ
れ
、
新
し
く
議
会
事
務
局
長

に
木
下
順
久
職
員
が
着
任
と
な
り
ま
し
た
。

　
長
谷
川
議
員
の
辞
職
に
よ
り
議
員
定
数

12
名
の
議
会
は
、
１
名
欠
員
で
11
名
と
な

り
ま
す
。

　
議
員
の
補
欠
選
挙
は
、
定
数
の
６
分
の

１
以
上
の
欠
員
が
生
じ
な
い
限
り
、
来
年

２
月
の
町
長
選
挙
と
同
時
に
行
わ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

議
会
事
務
局
長
が
変
わ
り
ま
し
た
。

長
谷
川

　
篤

　
議
員(

神
福)

が
、

５
月
31
日
付
で
議
員
辞
職
さ
れ
ま
し
た
。

　
福
田

　
英
寿
さ
ん

新しい事務局体制
木下事務局長と鹿取書記

(

霞)

議会に思うこと議会に思うこと
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９月定例会
９月10日～9月30日（21日間）９月10日～9月30日（21日間）

９月定例会

　
９
月
定
例
会
は
、
９
月
10
日
か
ら
30
日
ま
で
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
毎
年
９
月
定
例
会
で
は
、
前
年
度
の
決
算
状
況
を
全
議
員
で
構
成
す
る
「
決
算
審
査
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
て
審
査
す

る
た
め
、
会
期
は
21
日
間
と
長
く
取
っ
て
い
ま
す
。

　
執
行
部
か
ら
提
案
さ
れ
た
議
案
は
、
す
べ
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
が
、
審
議
の
経
過
や
意
見
な
ど
を
載
せ
て
い
ま
す
の
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
議
員
発
議
に
よ
り
「
日
南
町
議
会
基
本
条
例
」
を
制
定
し
、
10
月
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
条
例
を
遵
守

し
議
会
活
動
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　
町
民
か
ら
選
ば
れ
た
議
員
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
議

会
は
、
町
長
と
共
に
町
民
を
代
表
す
る
機
関
で
す
。

そ
し
て
議
会
に
は
、
町
の
政
策
の
決
定
と
行
政
を
監

視
す
る
重
要
な
役
割
が
あ
り
ま
す
。

　
よ
り
よ
い
町
づ
く
り
を
願
う
町
民
の
思
い
を
託
さ

れ
て
い
る
議
員
お
よ
び
議
会
が
そ
の
役
割
と
責
任
を

果
た
す
こ
と
が
、
町
民
の
意
見
を
反
映
し
た
町
づ
く

り
に
繋
が
り
ま
す
。

　
日
南
町
議
会
は
、
町
民
の
負
託
に
応
え
、
信
頼
さ

れ
る
議
会
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
規
範
と
な
る
こ
の

条
例
を
制
定
し
、
不
断
の
努
力
を
し
ま
す
。

日
南
町
議
会
基
本
条
例

　

(

前
文)

平
成
25
年
９
月
30
日
制
定

平
成
25
年
10
月
１
日
施
行

　
日
南
町
議
会
は
、
平
成
23
年

６
月
に
議
員
全
員
で
構
成
す
る

「
議
会
改
革
に
関
す
る
調
査
特

別
委
員
会｣(

委
員
長･

福
田
稔)

を
設
置
し
、
昨
年
か
ら
議
会
報

告
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
議
会
改
革
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

　
今
回
制
定
し
た
議
会
基
本
条

例
も
、
議
会
改
革
の
重
要
な
柱

と
位
置
づ
け
て
、
今
年
２
月
よ

り
制
定
に
向
け
て
条
例
案
の
検

討
を
す
す
め
て
き
ま
し
た
。

　
議
会
基
本
条
例
は
、
地
方
自

治
の
原
則
に
基
づ
く
地
方
議
会

運
営
の
基
本
原
則
を
定
め
る
も

の
で
、
議
員
と
議
会
の
最
高
規

範
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

　
全
国
的
に
条
例
制
定
の
動
き

が
す
す
み
、
現
在
で
は
４
０
０

近
い
地
方
自
治
体
で
制
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
基
本
条
例
の
骨
子

①
議
会
の
あ
る
べ
き
姿
と
議
会

お
よ
び
議
員
の
活
動
指
針
。

②
政
策
立
案
、
意
志
決
定
、
行

財
政
運
営
の
監
視
と
い
う
議
会

の
使
命
お
よ
び
、
そ
れ
を
達
成

す
る
た
め
の
議
員
の
使
命
と
、

活
動
の
原
則
。

③
町
民
の
代
表
者
と
し
て
の
議

員
の
政
治
倫
理
。

④
会
議
の
公
開
や
議
会
報
告
会

な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
情
報
公

開
や
、
町
民
と
の
意
見
交
換
会

な
ど
を
活
用
し
た
意
見
把
握
な

ど
、
町
民
と
議
会
の
関
係
。

⑤
積
極
的
な
情
報
の
共
有
や
、

議
論
を
よ
り
深
め
る
た
め
の
町

長
等
の
反
論
権
や
議
会
と
町
長

等
と
の
関
係
。

⑥
専
門
性
を
活
か
し
、
新
た
な
行

政
課
題
等
に
迅
速
に
対
応
す
る
た

め
の
委
員
会
の
適
切
な
運
営
。

⑦
議
員
定
数
お
よ
び
議
員
報
酬

の
あ
り
方
と
、
改
定
等
に
あ
た

っ
て
は
、
町
民
の
意
見
を
繁
栄

す
る
。

⑧
議
員
の
政
策
形
成
お
よ
び
行

政
監
視
能
力
向
上
の
た
め
の
、

議
会
お
よ
び
議
会
事
務
局
の
体

制
整
備
。

⑨
条
例
の
最
高
規
範
性
と
、
改

選
後
の
議
員
研
修
お
よ
び
、
条

例
の
目
的
達
成
に
つ
い
て
の
検

証
と
見
直
し
手
続
き
。

さ
ら
な
る
議
会
改
革
へ

一
般
会
計

　
１
億
２
，
２
５
８
万
円
の
増
額

（
主
な
内
容
）

議
会
先
進
地
調
査 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

60
万
円

総
合
行
政
シ
ス
テ
ム
改
修

　
　
　
　
　
　
　
１
１
０
万
円

公
園
施
設
の
修
繕

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

58
万
円

住
宅
改
修
助
成
の
増
額

　
　
　
　
　
　
　
５
０
０
万
円

水
質
検
査
用
機
器
の
購
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　

24
万
円

石
見
小
水
力
発
電
所
の
機
器
製

作

　
　
　
　
　
５
，
８
１
０
万
円

石
見
保
育
園
の
補
修
設
計
委
託

　
　
　
　
　
　
　
　
　

55
万
円

意
欲
あ
る
農
業
者
支
援
補
助
の

増
額

　
　
　
　
　
　
　
１
０
０
万
円

畜
産
セ
ン
タ
ー
堆
肥
舎
屋
根
の

修
繕

　
　
　
　
　
　
　
３
３
０
万
円

ふ
る
さ
と
日
南
邑
の
冷
凍
庫
更

新
ほ
か　

　
　
　
　
　
　
　
　

86
万
円

井
戸
水
確
保
推
進
事
業
補
助
の

増
額

　
　
　
　
　
　
　
　
　

60
万
円

林
道
の
修
繕

　
　
　
　
　
　
　
１
６
０
万
円

橋
梁
の
修
繕
に
係
る
調
査
委
託

　
　
　
　
　
　
　
５
０
０
万
円

議
決
し
た

　
お
も
な
も
の

平
成
25
年
度
補
正
予
算

６
・
７
月
豪
雨
耕
地
災
害
復
旧

工
事
（
８
箇
所
）

　
　
　
　
　
１
，
４
４
０
万
円

７
月
豪
雨
公
共
土
木
災
害
復
旧

工
事
（
８
箇
所
）

　
　
　
　
　
２
，
９
３
０
万
円

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

ー
の
体
制
強
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　

90
万
円

一
般
会
計
（
追
加
分
）

　
　
１
，
０
６
６
万
円
の
増
額

８
・
９
月
豪
雨
耕
地
災
害
復
旧

委
託
（
12
箇
所
）

　
　
　
　

   

１
，
０
６
６
万
円

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
　
　
　
　
　
５
万
円
の
増
額

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
（
後
発
）
医
薬

品
差
額
の
被
保
険
者
通
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
万
円

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

　
　
　
　
３
０
２
万
円
の
増
額

生
山
浄
水
池
・
日
野
上
水
源
井

戸
の
修
繕

　
　
　
　
　
　
　
３
０
２
万
円

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

　
　
　
　
６
１
０
万
円
の
増
額

（
主
な
内
容
）

矢
戸
砂
防
工
事
に
伴
う
移
転
工

事
の
増　

　
　
　
　
　
　
６
１
０
万
円

介
護
保
険
特
別
会
計

　
　
　
　
３
０
３
万
円
の
増
額

（
主
な
内
容
）

前
年
度
国
県
支
出
金
確
定
に
伴

う
返
還
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　

42
万
円

人
事
案
件

人
権
擁
護
委
員
山
内
紀
代
美
氏

の
再
任
に
係
る
推
薦
の
同
意
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山
本

　
芳
昭

三
上

　
惇
二

古
都

　
勝
人

福
田

　
　
稔

久
代

　
安
敏

荒
木

　
　
博

坪
倉

　
勝
幸

（
欠

　
員
）

古
都

　
久
志

藤
原

　
泰
則

惠
比
奈
礼
子

村
上

　
正
広

賛成＝○　　反対＝×

※村上正広議長は議事進行を行うため、賛否の表明はしません。ただし、採決で賛否が同数となった場合は「議長
　裁決」という形で賛否表明をします。

9月議会審議結果と議員ごとの賛否内訳

平成24年度 日南町決算の認定
　一般会計
　国民健康保険特別会計
　簡易水道事業特別会計
　農業集落排水事業特別会計
　介護保険特別会計
　介護サービス事業特別会計
　後期高齢者医療特別会計
　病院事業会計

平成25年度 日南町補正予算
　一般会計（第4号）
　国民健康保険特別会計（第１号）
　簡易水道事業特別会計（第１号）
　農業集落排水事業特別会計（第１号）
　介護保険特別会計（第１号）
　一般会計（第5号）

その他の議案
　人権擁護委員候補者の推薦にあたり議会の
　意見を求めることについて

議　　案　　名 結果

─　　 ─474



条例を制定日南町議会基本条例を制定日南町議会基本条例を制定日南町議会基本
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９月定例会
９月10日～9月30日（21日間）９月10日～9月30日（21日間）

９月定例会

　
９
月
定
例
会
は
、
９
月
10
日
か
ら
30
日
ま
で
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
毎
年
９
月
定
例
会
で
は
、
前
年
度
の
決
算
状
況
を
全
議
員
で
構
成
す
る
「
決
算
審
査
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
て
審
査
す

る
た
め
、
会
期
は
21
日
間
と
長
く
取
っ
て
い
ま
す
。

　
執
行
部
か
ら
提
案
さ
れ
た
議
案
は
、
す
べ
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
が
、
審
議
の
経
過
や
意
見
な
ど
を
載
せ
て
い
ま
す
の
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
議
員
発
議
に
よ
り
「
日
南
町
議
会
基
本
条
例
」
を
制
定
し
、
10
月
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
条
例
を
遵
守

し
議
会
活
動
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　
町
民
か
ら
選
ば
れ
た
議
員
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
議

会
は
、
町
長
と
共
に
町
民
を
代
表
す
る
機
関
で
す
。

そ
し
て
議
会
に
は
、
町
の
政
策
の
決
定
と
行
政
を
監

視
す
る
重
要
な
役
割
が
あ
り
ま
す
。

　
よ
り
よ
い
町
づ
く
り
を
願
う
町
民
の
思
い
を
託
さ

れ
て
い
る
議
員
お
よ
び
議
会
が
そ
の
役
割
と
責
任
を

果
た
す
こ
と
が
、
町
民
の
意
見
を
反
映
し
た
町
づ
く

り
に
繋
が
り
ま
す
。

　
日
南
町
議
会
は
、
町
民
の
負
託
に
応
え
、
信
頼
さ

れ
る
議
会
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
規
範
と
な
る
こ
の

条
例
を
制
定
し
、
不
断
の
努
力
を
し
ま
す
。

日
南
町
議
会
基
本
条
例

　

(

前
文)

平
成
25
年
９
月
30
日
制
定

平
成
25
年
10
月
１
日
施
行

　
日
南
町
議
会
は
、
平
成
23
年

６
月
に
議
員
全
員
で
構
成
す
る

「
議
会
改
革
に
関
す
る
調
査
特

別
委
員
会｣(

委
員
長･

福
田
稔)

を
設
置
し
、
昨
年
か
ら
議
会
報

告
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
議
会
改
革
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

　
今
回
制
定
し
た
議
会
基
本
条

例
も
、
議
会
改
革
の
重
要
な
柱

と
位
置
づ
け
て
、
今
年
２
月
よ

り
制
定
に
向
け
て
条
例
案
の
検

討
を
す
す
め
て
き
ま
し
た
。

　
議
会
基
本
条
例
は
、
地
方
自

治
の
原
則
に
基
づ
く
地
方
議
会

運
営
の
基
本
原
則
を
定
め
る
も

の
で
、
議
員
と
議
会
の
最
高
規

範
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

　
全
国
的
に
条
例
制
定
の
動
き

が
す
す
み
、
現
在
で
は
４
０
０

近
い
地
方
自
治
体
で
制
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
基
本
条
例
の
骨
子

①
議
会
の
あ
る
べ
き
姿
と
議
会

お
よ
び
議
員
の
活
動
指
針
。

②
政
策
立
案
、
意
志
決
定
、
行

財
政
運
営
の
監
視
と
い
う
議
会

の
使
命
お
よ
び
、
そ
れ
を
達
成

す
る
た
め
の
議
員
の
使
命
と
、

活
動
の
原
則
。

③
町
民
の
代
表
者
と
し
て
の
議

員
の
政
治
倫
理
。

④
会
議
の
公
開
や
議
会
報
告
会

な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
情
報
公

開
や
、
町
民
と
の
意
見
交
換
会

な
ど
を
活
用
し
た
意
見
把
握
な

ど
、
町
民
と
議
会
の
関
係
。

⑤
積
極
的
な
情
報
の
共
有
や
、

議
論
を
よ
り
深
め
る
た
め
の
町

長
等
の
反
論
権
や
議
会
と
町
長

等
と
の
関
係
。

⑥
専
門
性
を
活
か
し
、
新
た
な
行

政
課
題
等
に
迅
速
に
対
応
す
る
た

め
の
委
員
会
の
適
切
な
運
営
。

⑦
議
員
定
数
お
よ
び
議
員
報
酬

の
あ
り
方
と
、
改
定
等
に
あ
た

っ
て
は
、
町
民
の
意
見
を
繁
栄

す
る
。

⑧
議
員
の
政
策
形
成
お
よ
び
行

政
監
視
能
力
向
上
の
た
め
の
、

議
会
お
よ
び
議
会
事
務
局
の
体

制
整
備
。

⑨
条
例
の
最
高
規
範
性
と
、
改

選
後
の
議
員
研
修
お
よ
び
、
条

例
の
目
的
達
成
に
つ
い
て
の
検

証
と
見
直
し
手
続
き
。

さ
ら
な
る
議
会
改
革
へ

一
般
会
計

　
１
億
２
，
２
５
８
万
円
の
増
額

（
主
な
内
容
）

議
会
先
進
地
調
査 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

60
万
円

総
合
行
政
シ
ス
テ
ム
改
修

　
　
　
　
　
　
　
１
１
０
万
円

公
園
施
設
の
修
繕

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

58
万
円

住
宅
改
修
助
成
の
増
額

　
　
　
　
　
　
　
５
０
０
万
円

水
質
検
査
用
機
器
の
購
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　

24
万
円

石
見
小
水
力
発
電
所
の
機
器
製

作

　
　
　
　
　
５
，
８
１
０
万
円

石
見
保
育
園
の
補
修
設
計
委
託

　
　
　
　
　
　
　
　
　

55
万
円

意
欲
あ
る
農
業
者
支
援
補
助
の

増
額

　
　
　
　
　
　
　
１
０
０
万
円

畜
産
セ
ン
タ
ー
堆
肥
舎
屋
根
の

修
繕

　
　
　
　
　
　
　
３
３
０
万
円

ふ
る
さ
と
日
南
邑
の
冷
凍
庫
更

新
ほ
か　

　
　
　
　
　
　
　
　

86
万
円

井
戸
水
確
保
推
進
事
業
補
助
の

増
額

　
　
　
　
　
　
　
　
　

60
万
円

林
道
の
修
繕

　
　
　
　
　
　
　
１
６
０
万
円

橋
梁
の
修
繕
に
係
る
調
査
委
託

　
　
　
　
　
　
　
５
０
０
万
円

議
決
し
た

　
お
も
な
も
の

平
成
25
年
度
補
正
予
算

６
・
７
月
豪
雨
耕
地
災
害
復
旧

工
事
（
８
箇
所
）

　
　
　
　
　
１
，
４
４
０
万
円

７
月
豪
雨
公
共
土
木
災
害
復
旧

工
事
（
８
箇
所
）

　
　
　
　
　
２
，
９
３
０
万
円

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

ー
の
体
制
強
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　

90
万
円

一
般
会
計
（
追
加
分
）

　
　
１
，
０
６
６
万
円
の
増
額

８
・
９
月
豪
雨
耕
地
災
害
復
旧

委
託
（
12
箇
所
）

　
　
　
　

   

１
，
０
６
６
万
円

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
　
　
　
　
　
５
万
円
の
増
額

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
（
後
発
）
医
薬

品
差
額
の
被
保
険
者
通
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
万
円

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

　
　
　
　
３
０
２
万
円
の
増
額

生
山
浄
水
池
・
日
野
上
水
源
井

戸
の
修
繕

　
　
　
　
　
　
　
３
０
２
万
円

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

　
　
　
　
６
１
０
万
円
の
増
額

（
主
な
内
容
）

矢
戸
砂
防
工
事
に
伴
う
移
転
工

事
の
増　

　
　
　
　
　
　
６
１
０
万
円

介
護
保
険
特
別
会
計

　
　
　
　
３
０
３
万
円
の
増
額

（
主
な
内
容
）

前
年
度
国
県
支
出
金
確
定
に
伴

う
返
還
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　

42
万
円

人
事
案
件
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擁
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委
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内
紀
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美
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再
任
に
係
る
推
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可決
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適任

山
本

　
芳
昭

三
上

　
惇
二

古
都

　
勝
人

福
田

　
　
稔

久
代

　
安
敏

荒
木

　
　
博

坪
倉

　
勝
幸

（
欠

　
員
）

古
都

　
久
志

藤
原

　
泰
則

惠
比
奈
礼
子

村
上

　
正
広

賛成＝○　　反対＝×

※村上正広議長は議事進行を行うため、賛否の表明はしません。ただし、採決で賛否が同数となった場合は「議長
　裁決」という形で賛否表明をします。

9月議会審議結果と議員ごとの賛否内訳

平成24年度 日南町決算の認定
　一般会計
　国民健康保険特別会計
　簡易水道事業特別会計
　農業集落排水事業特別会計
　介護保険特別会計
　介護サービス事業特別会計
　後期高齢者医療特別会計
　病院事業会計

平成25年度 日南町補正予算
　一般会計（第4号）
　国民健康保険特別会計（第１号）
　簡易水道事業特別会計（第１号）
　農業集落排水事業特別会計（第１号）
　介護保険特別会計（第１号）
　一般会計（第5号）

その他の議案
　人権擁護委員候補者の推薦にあたり議会の
　意見を求めることについて

議　　案　　名 結果
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66億9,545万7千円

8億3,637万8千円

1億6,746万6千円

2億4,529万6千円

11億6,994万3千円

1億4,432万7千円

9,484万3千円

93億5,371万円

60億7,920万1千円

8億3,616万3千円

1億6,741万1千円

2億4,024万7千円

11億5,931万9千円

1億4,402万7千円

9,474万9千円

87億2,111万7千円

6億1,625万6千円

21万5千円

5万5千円

504万9千円

1,062万4千円

30万円

9万4千円

6億3,259万3千円

決 算

収入済額 支出済額
会 計 名 差引残額

普　通　会　計

国民健康保険特別会計

簡易水道事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

介護保険特別会計

介護サービス事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

合　　　 計

町債
5億4,410万円

8.13％(59.86)

繰越金
4億6,102万6千円

6.88％(35.33)

諸収入
2億5,016万8千円

3.74％(△2.84)
その他

1億7,719万6千円
2.65％(△6.45)

普通会計歳出

一般会計決算認定の討論

普通会計歳入

各会計の決算状況

日南町病院事業決算状況（平成25年３月31日現在）

自

主
財源

53億
7,236万円 80.24％(△0.67

) 

依存財

源

歳入総額
66億9,545万7千円

100％(0.82)

13億2,309万7千円
19.76％(7.39)

地方交付税
35億1,437万5千円

52.49％(△1.15)

県支出金
8億7,077万5千円
13.01％(△8.66)

国庫支出金
3億2,099万7千円
4.79％(△23.71)

地方譲与税等
1億2,211万3千円

1.82％(△13.84)

町税
4億3,470万7千円

6.49％(△2.19)

平成24
年度 議案を可決決算認定議案を可決決算認定議案を可決決算認定

９月定例会に提案された、平成24年度の普通会計などの決算認定議案は、各会計ごとに賛否が分かれましたが、全議案が認定可決されました。(３ページ参照)

総 収 益

総 費 用

純 利 益

収益的収支
（税抜き後）

11億0,926万9千円

10億4,645万6千円

6,281万3千円

借金（企業債残高）

貯金（利益剰余金）

10億7,692万5千円

16億1,422万7千円

％は構成比、

（　　）の数字は対前年度比

消防費
1億4,243万7千円

2.34％(9.98)

教育費
4億997万2千円

6.74％(8.75)

災害復旧費
2億2,056万8千円

3.63％(△13.85)

町営バス購入などの
公共交通
9,300万円

子育て支援センター
１億1,145万円

文化センター舞台照明改修
7,800万円

緑の産業再生プロジェクト
１億4,600万円

避難所整備補助金
11件
841万円

歳出総額
60億7,920万1千円

100％(△1.63)

総務費
6億1,571万2千円

10.13％(△33.25)

民生費
13億4,862万2千円

22.19％(32.64)

衛生費
8億6,019万円
14.15％(31.31)

衛生費
8億6,019万円
14.15％(31.31)

農林水産業費
11億2,173万4千円

18.45％(△9.75)

農林水産業費
11億2,173万4千円

18.45％(△9.75)

商工費
2,373万3千円

0.39％(10.02)

土木費
3億3,345万2千円

5.49％(5.71)

公債費
9億1,318万2千円

15.02％(△11.31)

労働費
1,347万円

0.22％(△85.44)

議会費
7,612万9千円

1.25％(△7.91)

石見東太陽光発電所
1億7,300万円

反対　久代安敏議員
　当初予算で地方交付税の歳入見込みが
少な過ぎるため、決算額で６億３千万円
もの差額が生じ、実質収支は８億を超え
る黒字だ。
　健全財政の名の下に基金を積み増しす
る一方で、国保税や介護保険料の負担増
となっている。

賛成　古都久志議員
　住民福祉を継続するには健全経営が前
提である。そのことを考えて執行されて
いる。
　基金は次年度以降において有効に活用
されるものと思っている。

一
般
会
計
と
普
通
会
計
の
違
い
は
？

　
通
常
、
日
南
町
の
「
一
般
会
計
」
で
予
算
化
し
て
い
る
も
の
は
、
決
算
も
そ
の
内

容
で
整
理
し
ま
す
。

一
方
で
、
地
方
公
共
団
体
の
決
算
状
況
を
よ
り
具
体
的
に
分
析
す
る
た
め
、
全
国
統

一
の
ル
ー
ル
を
用
い
て
整
理
す
る
会
計
区
分
を
「
普
通
会
計
」
と
言
い
、
そ
の
ル
ー

ル
に
従
っ
て
整
理
し
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
平
成
24
年
度
の
総
額
は
病
院
補
助
金
６
７
５
万
８
千
円
の
繰
出
を

除
外
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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平成24年度財政健全化判断比率及び資金不足比率の報告

１
．
公
金
の
管
理

　
本
年
５
月
に
庁
舎
内
に
お
い

て
、
公
金
が
不
明
に
な
る
と
い

う
事
件
が
発
生
し
た
。
早
急
に

次
の
事
項
に
つ
い
て
改
善
を
図

ら
れ
た
い
。

・
公
金
を
職
員
に
直
接
納
付
す

　
る
こ
と
を
中
止
し
、
出
納
室

　
及
び
金
融
機
関
に
納
付
す
る

　
よ
う
に
す
る
こ
と
。

・
や
む
を
得
ず
公
金
を
保
管
す

　
る
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
出

　
納
員
が
責
任
を
も
っ
て
保
管

　
す
る
と
と
も
に
、
速
や
か
に

　
収
納
手
続
き
を
行
う
こ
と
。

・
各
部
局
が
事
務
局
等
と
し
て

　
管
理
、
保
管
し
て
い
る
会
計

　
に
つ
い
て
も
、
常
に
適
正
か

　
つ
厳
重
な
管
理
が
な
さ
れ
る

　
よ
う
方
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
ま
た
、
庁
舎
は
不
特
定
多

　
数
の
人
が
自
由
に
出
入
り
で

　
き
る
場
所
で
あ
る
。
防
犯
上

　
万
全
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

　
を
検
討
さ
れ
た
い
。

２
．
未
収
金

　
一
般
会
計
の
未
収
金
が
４
７
，

０
６
３
千
円
と
な
り
、
昨
年
度

の
３
８
，
０
５
１
千
円
か
ら
９
，

０
１
２
千
円
増
加
し
た
。
使
用

料
及
び
手
数
料
１
５
，
８
８
１

千
円
、
町
税
１
３
，
８
７
７
千

円
、
諸
収
入
１
２
，
５
６
４
千

円
、
財
産
収
入
３
，
９
６
９
千

円
、
分
担
金
及
び
負
担
金
７
６

９
千
円
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

特
別
会
計
を
含
む
全
体
で
も
昨

年
度
か
ら
１
０
，
９
３
６
千
円

の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。

　
歳
入
の
確
保
は
自
治
体
運
営

の
基
本
で
あ
り
、
お
ろ
そ
か
に

し
て
は
な
ら
な
い
。
と
り
わ
け

財
源
の
80
・
２
％
が
依
存
財
源

で
あ
る
本
町
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、

こ
と
の
重
大
さ
を
認
識
さ
れ
た

い
。
特
別
会
計
を
含
め
未
収
金

の
解
消
に
真
剣
に
取
り
組
む
べ

き
で
あ
る
。

　
町
税
等
未
収
金
徴
収
取
り
組

み
会
議
を
開
催
さ
れ
協
議
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
評
価
で
き
る
が
、

平
成
25
年
度
に
向
け
て
は
、
従

来
の
取
り
組
み
と
変
わ
ら
な
い

よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
取
り
組

み
会
議
に
お
い
て
時
効
の
中
断
、

強
制
徴
収
、
強
制
執
行
ま
た
は
、

不
納
欠
損
処
理
の
法
的
整
理
と

条
例
化
を
含
め
た
ル
ー
ル
づ
く

り
な
ど
、
全
庁
的
な
取
り
組
み

と
し
て
早
急
に
検
討
さ
れ
た
い
。

３
．
職
員
研
修

　
行
政
組
織
に
お
け
る
財
産
は

人
で
あ
る
。
人
材
を
育
成
す
る

上
で
最
も
重
要
な
方
法
の
一
つ

が
職
員
研
修
で
あ
る
。
本
町
に

お
い
て
は
、
多
く
の
職
員
を
積

極
的
に
派
遣
し
て
研
修
に
努
め

て
お
ら
れ
る
こ
と
に
敬
意
を
表

決
算
審
査
意
見

決
算
審
査
意
見

　
平
成
24
年
度
歳
入
歳
出
決
算
の
監
査
委
員
意
見
（
要
旨
）
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

代
表
監
査
委
員

　
石 

川

　

 

　

 

賢

監

　
査

　
委

　
員

　
山 

本

　

 

芳 

昭

し
た
い
。

　
次
の
点
に
つ
い
て
更
に
努
力

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

・
特
に
初
任
者
等
に
は
財
務
実

　
務
に
つ
い
て
の
研
修
機
会
を

　
与
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

・
各
課
に
特
別
枠
で
10
万
円
の

　
研
修
予
算
が
配
分
さ
れ
て
い

　
る
が
、
従
来
の
普
通
旅
費
に

　
充
当
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
見

　
受
け
ら
れ
る
。
せ
っ
か
く
の

　
制
度
で
あ
る
か
ら
更
に
工
夫

　
し
て
、
職
員
の
能
力
向
上
、

　
能
力
開
発
に
役
立
て
て
い
た

　
だ
き
た
い
。

　
　
職
員
研
修
は
何
に
も
ま
し

　
て
優
先
す
べ
き
で
あ
る
。
人

　
材
育
成
の
た
め
の
経
費
を
惜

　
し
ん
で
は
な
ら
な
い
。

日南町の財政は黒字経営であり、借入金の返済も将来財政を圧迫する可能性は低いということになります。

また、簡易水道事業会計、農業集落排水事業会計、日南病院事業会計においても24年度は黒字経営となっています。

比率の内容 24年度比率名

財政運営の悪化の度合い

借入金の返済額の大きさ（早期健全化基準は25.0％）

借入金残高が将来財政を圧迫する可能性の度合い

公営企業の経営状態の度合い

黒字

12.0%

△88.0％

資金不足なし

実 質 赤 字 比 率

連 結 実 質 赤 字 比 率

実 質 公 債 費 率

将 来 負 担 比 率

資 金 不 足 比 率

監査委員決算審査

─　　 ─478
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決
算
審
査
特
別
委
員
会
の
審
査
報
告

決
算
審
査
特
別
委
員
会
の
審
査
報
告

　
平
成
24
年
度
一
般
会
計
を
は
じ
め
各
会
計
の
審
査
を
す
る
た
め
に
設
置
し
ま
し
た
。

（
委
員
会
は
議
員
全
員
で
構
成
、
委
員
長
・
坪
倉
勝
幸
）

　
９
月
12
日
か
ら
24
日
ま
で
の
間
で
詳
細
な
審
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
、
い
ず
れ
の
決
算
議
案
も
次
の
意

見
を
付
し
て
認
定
す
べ
き
と
決
定
し
ま
し
た
。

１
．
未
収
金
の
徴
収
を

　
一
般
会
計
歳
入
に
お
け
る
収

入
未
済
額
が
前
年
度
に
比
べ
９
，

０
１
２
千
円
（
約
23
・
７
％
）

増
加
し
、
４
７
，
０
６
３
千
円

と
な
っ
て
い
る
。
（
過
年
度
分

を
含
む
。
）

　
再
三
に
わ
た
る
指
摘
に
対
し

て
、
「
町
税
等
未
収
金
徴
収
取

り
組
み
会
議
」
を
開
催
さ
れ
て

い
る
が
、
十
分
な
取
り
組
み
や

成
果
に
な
っ
て
い
な
い
。

　
財
源
の
確
保
の
み
な
ら
ず
、

負
担
の
公
平
性
や
町
民
の
信
頼

を
確
保
す
る
う
え
に
お
い
て
も
、

未
収
金
の
徴
収
は
重
要
で
あ
り

も
っ
と
真
剣
に
取
り
組
む
べ
き

で
あ
る
。

２
．
予
算
管
理
の
徹
底
を

　
一
般
会
計
歳
出
に
お
け
る
不

要
額
が
、
２
２
１
，
１
６
５
千

円
と
な
っ
て
い
る
が
、
総
務
管

理
費
２
５
，
３
４
７
千
円
な
ど

単
一
項
に
お
い
て
１
０
，
０
０

０
千
円
を
超
え
る
不
要
額
が
あ

る
。
自
治
体
運
営
に
お
け
る
予

算
の
意
義
お
よ
び
財
源
の
有
効

活
用
の
観
点
か
ら
も
予
算
管
理

の
徹
底
を
望
む
。

　
ま
た
、
計
画
し
た
事
業
は
年

度
当
初
か
ら
積
極
的
に
推
進
し
、

施
策
の
効
果
を
早
く
現
す
べ
き

で
あ
る
。

３
．
１
人
職
場
の
職
務
管
理
を

　
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
事
務
長

は
町
の
職
員
で
あ
る
が
、
１
人

職
場
の
た
め
日
常
そ
の
職
務
を

管
理
監
督
で
き
な
い
状
況
に
あ

る
。
担
当
課
と
の
連
携
を
密
に

す
る
と
と
も
に
、
定
期
的
な
事

務
検
査
を
実
施
す
る
な
ど
適
正

な
職
務
執
行
お
よ
び
管
理
に
努

め
る
べ
き
で
あ
る
。

４
．
事
業
所
排
水
の
監
視
、
指

　
　
導
強
化
を

　
事
業
所
か
ら
の
放
流
水
に
よ

る
河
川
水
の
汚
濁
に
よ
り
、
下

流
域
に
悪
影
響
が
出
て
い
る
所

が
あ
る
。
事
業
所
と
地
元
、
町

と
の
協
約
に
よ
り
水
質
基
準
が

明
確
化
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
る
が
、
他
の
事
業
所
も
含
め

て
下
流
域
の
生
活
や
農
業
生
産

に
悪
影
響
が
な
い
よ
う
、
協
約

な
ど
に
よ
る
水
質
基
準
の
設
定
、

強
化
や
基
準
遵
守
の
厳
格
化
お

よ
び
監
視
、
指
導
体
制
を
整
備
、

強
化
す
る
よ
う
求
め
る
。

５
．
生
ご
み
の
堆
肥
化
を
大
規

　
　
模
施
設
か
ら

　
生
ご
み
堆
肥
化
実
験
事
業
が

23
年
度
末
に
終
了
し
た
こ
と
も

あ
る
が
、
一
般
廃
棄
物
量
が
増

え
て
い
る
。

　
ご
み
処
理
基
本
計
画
に
あ
る

廃
棄
物
の
排
出
抑
制
、
循
環
利

用
、
適
正
処
理
推
進
の
た
め
、

資
源
ご
み
の
分
別
収
集
を
さ
ら

に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
規
模

の
大
き
な
調
理
施
設
の
食
物
残

渣
の
堆
肥
化
ま
た
は
減
量
化
に

取
り
組
む
よ
う
求
め
る
。

６
．
賃
貸
住
宅
の
規
定
を
明
確
に

　
町
営
住
宅
、
特
定
賃
貸
住
宅

の
ほ
か
住
宅
と
し
て
賃
貸
さ
れ

て
い
る
物
件
が
数
戸
あ
る
が
、

こ
れ
ら
の
物
件
は
、
管
理
や
賃

貸
に
関
す
る
規
定
が
明
確
に
さ

れ
て
い
な
い
。
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
を
整
備
す
る
な

ど
適
切
に
管
理
す
る
べ
き
で
あ

る
。

日南町の借金・貯金はどれだけある？

　平成24年度末の日南町の借金は、87億2,246万円あります。

　(一般会計、特別会計の合計額。ただし、病院事業会計は除く。)

　貯金（基金）は、49億4,972万円あります。

　町民1人あたりで計算すると、借金は1,604,868円です。

　町民１人あたりの貯金は910,712円となります。

　(人口は平成25年3月31日現在5,435人)

単位：億円
借金 (地方債残高)
貯金 (基金)

平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

140

120

100

80

60

40

20

0
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地
方
交
付
税
の
当
初
予

　
　
　
算
と
決
算
で
は
、
６
億

３
千
万
円
の
開
き
が
あ
る
が
理

由
は
。　

　
　
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
取

　
　
　
り
、
硬
い
と
こ
ろ
で
見

積
も
っ
た
。
有
利
な
財
源
を
使

う
な
ど
、
が
ん
ば
り
を
認
め
て

も
ら
っ
た
結
果
で
あ
る
。

　
　
　
特
に
財
政
調
整
基
金
が

　
　
　
増
え
て
い
る
が
、
も
っ

と
住
民
福
祉
の
向
上
に
使
う
べ

き
。

　
　
　
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
将
来

　
　
　
に
わ
た
っ
て
安
定
し
て

提
供
す
る
た
め
に
は
、
あ
る
程

度
弾
力
を
持
た
せ
た
財
政
運
営

が
必
要
。
将
来
の
た
め
に
積
み

立
て
て
あ
る
。

　
　
　
町
税
等
未
収
金
徴
収
取

　
　
　
り
組
み
会
議
の
内
容
は
。

全
庁
的
な
取
り
組
み
を
促
し
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
原
課

原
室
対
応
と
し
た
理
由
は
。
ま

た
、
県
と
の
連
携
は
と
ら
れ
て

い
る
の
か
。

　
　
　
課
長
が
集
ま
っ
て
24
年

　
　
　
度
は
３
回
開
催
し
た
。

他
の
自
治
体
の
取
り
組
み
も
参

考
に
し
て
、
各
課
と
情
報
交
換

し
な
が
ら
当
面
そ
れ
ぞ
れ
の
課

で
取
り
組
む
こ
と
と
し
た
。
県

や
西
部
圏
域
で
も
連
携
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
。

　
　
　
㈱
オ
ロ
チ
か
ら
の
財
産

　
　
　
貸
付
使
用
料
は
ど
う
な

っ
て
い
る
か
。

　
　
　
本
年
８
月
に
22
年
と
23

　
　
　
年
分
１
０
，
３
１
４
千

円
が
収
納
さ
れ
た
。

　
　
　
こ
れ
か
ら
も
再
生
可
能

　
　
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
推
進
し

て
い
く
た
め
に
、
石
見
東
太
陽

光
発
電
所
は
、
設
置
管
理
条
例

で
位
置
づ
け
を
明
確
に
す
べ
き

で
は
。　

　
　
石
見
小
水
力
発
電
所
の

　
　
　
改
良
に
あ
わ
せ
て
検
討

す
る
。　

　
　
総
務
課
の
人
権
セ
ン
タ

　
　
　
ー
で
行
わ
れ
て
い
る
事

業
は
、
社
会
教
育
と
し
て
教
育

委
員
会
で
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

教
育
委
員
会
の
か
か
わ
り
は
な

い
の
か
。

　
　
　
教
育
委
員
会
と
連
携
を

　
　
　
と
り
な
が
ら
行
っ
て
い

る
。

　
　
　
本
町
で
は
１
人
当
た
り

　
　
　
の
医
療
費
が
平
均
よ
り

高
い
が
要
因
は
。

　
　
　
被
保
険
者
の
年
齢
が
65

　
　
　
歳
か
ら
75
歳
ま
で
の
割

合
が
高
い
と
い
う
構
造
に
要
因

が
あ
る
。

　
　
　
資
格
取
得
資
金
貸
与
制

　
　
　
度
及
び
ス
タ
ッ
フ
確
保

の
状
況
は
。

　
　
　

24
年
度
は
資
格
取
得
資

　
　
　
金
貸
与
者
２
名
を
採
用

し
た
。
引
き
続
き
多
方
面
に

ピ
ー
ア
ー
ル
し
て
い
る
が
、
現

在
申
込
者
は
い
な
い
。

　
　
　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

　
　
　
を
積
極
的
に
推
進
す
る

こ
と
の
意
義
は
。

　
　
　
病
院
経
営
に
と
っ
て
は

　
　
　
材
料
費
の
節
減
に
な
り
、

患
者
に
と
っ
て
は
医
療
費
負
担

の
軽
減
に
な
る
。

　
　
　
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
の

　
　
　
職
員
は
町
の
嘱
託
職
員

だ
が
、
実
際
の
職
務
は
ま
ち
協

の
会
長
の
指
示
に
よ
る
。
こ
の

た
び
の
不
祥
事
の
再
発
防
止
策

と
職
務
管
理
の
方
法
は
。

身
分
を
ま
ち
協
に
移
す
こ
と
は

考
え
て
い
な
い
か
。

　
　
　
年
２
回
程
度
の
通
帳
確

　
　
　
認
な
ど
、
指
導
を
徹
底

す
る
。
ま
ち
協
の
職
員
と
す
る

か
ど
う
か
は
、
今
後
検
討
協
議

す
る
。　

　
　
生
ご
み
の
堆
肥
化
事
業

　
　
　
が
終
了
し
て
、
事
業
系

生
ご
み
が
焼
却
に
ま
わ
っ
て
い

る
た
め
、
焼
却
灰
の
量
が
増
え

た
の
で
は
な
い
か
。
焼
却
炉
も

傷
む
。
変
わ
る
事
業
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
な
い
の
か
。

　
　
　
検
討
し
た
い
。

　
　
　
事
業
所
の
水
質
検
査
の

　
　
　
基
準
は
ど
の
よ
う
に
し

て
決
め
て
い
る
の
か
。

　
　
　
地
元
と
の
協
定
の
中
で

　
　
　
決
め
て
い
る
が
、
そ
の

他
の
事
業
所
に
つ
い
て
は
明
確

な
基
準
が
な
い
。

もっとくわしく

決
算
審
査

　
　
　
質
疑
応
答

決
算
審
査

　
　
　
質
疑
応
答

問問 問問 問問

問問 問問 問問

問問 問問 問問

問問 問問 問問

答答

答答 答答

答答 答答答答 答答

答答 答答 答答

答答

答答

一
般
会
計

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

特
別
委
員
会
で
の
質
疑

日
南
病
院
事
業
会
計

町各会計の収入未済額の状況（平成24年度末）

項　目

合　計

町 税
保 育 料
住 宅 使 用 料
林 業 使 用 料
土 地 建 物 貸 付 収 入
災 害 援 護 資 金 貸 付 金
住 宅 新 築 資 金 等 貸 付 金
雑 入

収入未済額(円)
13,877,981 

769,620 
2,540,965 

13,340,336 
3,969,891 

222,420 
12,236,731 

105,310 
47,063,254 

項　目

合　計

国 民 健 康 保 険 税
水 道 料 金
下 水 道 料 金 ・ 分 担 金
介 護 保 険 料
介護サービス自己負担金
後 期 高 齢 者 医 療 保 険 料

収入未済額(円)
11,074,367 
1,802,290 

992,114 
1,700,540 

511,599 
△ 32,800 

16,048,110 

一般会計 特別会計

─　　 ─480
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①
ど
の
様
に
対
策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

②
浄
化
施
設
の
機
能
低
下
で
、
基
準
を
上
回
る
排
水
が
出
る

　
と
い
う
事
故
が
発
生
し
た
が
、
環
境
政
策
を
ど
の
よ
う
に

　
考
え
推
進
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

①
水
質
汚
濁
防
止
法
、
家
畜
排
せ
つ
物
法
及
び
協
約
書
に
定

　
め
る
排
水
基
準
に
基
づ
き
、
対
策
に
あ
た
る
。

町政のここが聞きたい

古都久志議員

セントラルファームの排水

水質は不良では

問問

排水基準に基づき対策にあたる

答答

②
日
南
町
環
境
基
本
条
例
第
14
条
第
１
項
に
よ
る
水
質
検
査

　
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
検
査
結
果
に
基
づ
く
指
導
を
行

　
う
な
ど
し
、
環
境
施
策
を
実
効
的
に
推
進
す
る
。

　
健
康
で
安
全
か
つ
文
化
的
な
生
活
を
営
む
上
で
必
要
と
な

　
る
健
全
で
恵
み
豊
な
環
境
を
享
受
す
る
権
利
が
あ
り
、
次

　
の
世
代
に
引
き
継
い
で
ゆ
く
責
務
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
相
続
登
記
が
な
さ
れ
て
い
な
く
、
今
後
各
種
利
用
権
設
定

　
等
に
支
障
を
来
す
こ
と
が
多
々
生
ず
る
と
考
え
る
が
、
こ

　
の
対
策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
農
地
法
、
森
林
法
の
相
続
時
の
届
け
出
制
度
を
活
用
し
て
、

　
適
切
な
権
利
移
動
を
す
す
め
て
い
く
。

①
１
期
目
の
実
績
を
ど
の
よ
う
に
自
身
で
評
価
し
て
い
る
の

　
か
。

②
２
期
目
は
何
を
主
要
政
策
と
考
え
て
い
る
の
か
。

①
現
状
維
持
で
無
く
前
向
き
に
、
町
民
の
み
な
さ
ん
と
一
緒

　
に
町
政
発
展
に
努
力
し
、
一
定
の
成
果
は
見
え
て
来
て
い

　
る
。

②
町
民
の
皆
様
が
住
ん
で
い
る
こ
と
を
誇
り
に
思
え
る
町
に

　
す
る
た
め
、
全
力
で
町
政
の
運
営
に
当
た
っ
て
行
き
た
い
。

問問

答答

農
地
、
山
林
の
相
続
登
記

問問
セ
ン
ト
ラ
ル
フ
ァ
ー
ム
鳥
取
農
場

（
豚
団
地
）
の
排
水
水
質
不
良

問問
来
年
２
月
の
町
長
改
選
に
あ
た
っ
て

増
原
町
長

答答
町

　
長

答答
町

　
長

一般質
問

一般質
問
答答と問問

全議員によるセントラルファーム調査（H25.8.7）
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タブレット授業風景
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町政のここが聞きたい

　
ゼ
ロ
歳
児
及
び
６
時
以
降
幼
児
の
預
か
り
に
つ
い
て
、
幼

　
児
の
移
動
を
少
な
く
す
る
為
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を

　
利
用
で
き
な
い
か
。

　
子
育
て
支
援
の
充
実
の
た
め
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

　
事
業
（
事
業
所
内
保
育
所
）
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
関
係

　
者
と
協
議
す
る
。

①
保
護
者
会
（
保
育
園
）
、
小
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
へ
の
工
事
説
明
は

　
さ
れ
て
い
る
か
。

②
工
事
用
道
路
を
社
会
体
育
館
と
町
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
間
の
町

　
道
の
代
替
道
と
し
、
現
町
道
を
廃
止
し
て
は
ど
う
か
。

③
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
移
転
も
考
え
ら
れ
る
が
、
テ
ニ
ス
の
盛

　
ん
な
町
と
し
て
旧
木
材
市
場
跡
地
へ
全
体
を
移
転
し
て
は

　
ど
う
か
。

④
社
会
体
育
館
の
改
築
に
つ
い
て
、
耐
震
工
事
を
検
討
さ
れ

　
て
い
た
が
未
だ
に
結
論
が
出
て
い
な
い
。
今
後
の
方
針
を

　
問
う
。

①
県
の
請
負
業
者
が
決
ま
っ
た
後
に
、
保
育
園
長
、
小
中
学

　
校
長
か
ら
工
事
に
関
す
る
お
知
ら
せ
を
送
付
し
た
い
と
考

　
え
て
い
る
。

②
工
事
用
道
路
は
、
町
道
と
し
て
は
十
分
で
は
な
い
と
考
え

　
て
い
る
。
ま
た
、
社
会
体
育
館
と
町
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
間
の

　
道
路
は
、
社
会
体
育
館
・
武
道
館
・
町
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
及
び
住
宅
等
の
利
用
状
況
か
ら
も
今
の
機

　
能
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

③
旧
ゴ
ル
フ
練
習
場
用
地
の
活
用
も
含
め
、
総
合
運
動
場
・

　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
改
修
整
備
を
検
討
す
る
。

④
北
の
原
谷
川
砂
防
事
業
完
了
以
降
に
、
施
設
整
備
を
図
る

　
方
針
で
あ
る
。

山本芳昭議員

ゼロ歳児及び６時以降幼児の

預かりは一ヶ所にすべきでは

問問

子育て支援の充実のため

関係者と協議する

答答

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
教
材
の

　
利
用
方
法
、
ま
た
目

　
的
は
何
か
。

　
学
習
の
中
で
、
効
率

　
的
・
効
果
的
に
自
分

　
の
考
え
を
ま
と
め
、

　
伝
え
る
ツ
ー
ル
と
し

　
て
活
用
す
る
。

　
園
児
が
10
名
以
下
に
な
っ
た
時
、
保
育
園
の
運
営
に
つ
い

　
て
保
護
者
と
話
し
合
う
事
に
な
っ
て
い
た
と
記
憶
し
て
い

　
る
。
来
年
度
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
園
、
現
在
休
園
と
な

　
っ
て
い
る
園
に
つ
い
て
来
年
度
の
運
営
体
制
に
つ
い
て
問

　
う
。　

保
護
者
等
の
意
向
も
確
認
し
な
が
ら
、
年
内
に
決
定
す
る

　
方
針
で
あ
る
。

　
多
く
の
課
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
様

　
々
な
シ
ス
テ
ム
リ
ー
ス
料
や
保
守
料
等
が
予
算
化
さ
れ
て

　
い
る
。
契
約
先
の
固
定
化
を
防
ぐ
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う

　
か
。　

で
き
る
だ
け
競
争
入
札
で
対
応
し
て
い
る
が
、
総
合
行
政

　
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
標
準
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
各
種
設
定
や

　
機
能
な
ど
に
大
幅
な
変
更
を
加
え
て
お
り
、
随
意
契
約
に

　
よ
ら
ざ
る
を
得
な
い
場
合
が
あ
る
。

問問答答
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
事
業

問問
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
リ
ー
ス
料
等

問問
北
の
原
谷
川
砂
防
事
業

問問
保
育
園
の
運
営

問問
学
習
指
導
事
務
費

増
原
町
長

答答
町

　
長

答答
町

　
長

答答
町

　
長

答答
内
田
教
育
長
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町政のここが聞きたい

①
一
部
で
は
あ
る
が
、
作
業
道
の
開
設
が
な
さ
れ
て
い
な
い

　
た
め
に
、
育
林
が
適
正
に
な
さ
れ
て
い
な
い
町
有
林
が
見

　
受
け
ら
れ
る
。
町
有
林
経
営
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
経

　
営
審
議
会
等
で
十
分
に
審
議
さ
れ
て
い
る
か
。

②
経
営
審
議
会
委
員
や
担
当
職
員
に
よ
る
現
況
の
踏
査
は
適

　
宜
行
わ
れ
て
い
る
か
。

③
町
有
林
が
、
持
続
可
能
な
森
林
経
営
の
先
進
事
例
と
な
る

　
よ
う
な
事
業
展
開
が
求
め
ら
れ
る
。
主
伐
面
積
を
増
や
し

　
て
再
造
林
な
ど
に
よ
る
雇
用
拡
大
を
積
極
的
に
す
す
め
る

　
べ
き
だ
と
考
え
る
が
。

①
過
去
の
経
営
審
議
会
で
検
討
さ
れ
た
経
過
が
あ
る
。

②
担
当
職
員
や
管
理
人
の
巡
回
に
よ
り
、
現
地
把
握
を
行
っ

　
て
い
る
。

③
町
有
林
の
地
域
経
済
活
性
化
へ
果
た
す
役
割
を
重
視
し
て
、

　
適
期
に
適
切
な
施
業
を
行
っ
て
い
く
。

　
７
月
21
日
執
行
の
参
院
選
挙
結
果
に
つ
い
て
ど
う
認
識
し

　
て
い
る
か
。

　
前
政
権
党
へ
の
失
望
感
を
ベ
ー
ス
に
、
国
民
が
安
倍
自
公

　
政
権
を
大
枠
と
し
て
信
任
し
た
も
の
と
思
う
。

　
５
月
９
日
に
現
金
で
収
受
し
た
塵
芥
処
理
手
数
料
２
１
１
，

　
１
７
５
円
が
紛
失
し
た
。
庁
舎
内
で
公
金
が
紛
失
す
る
と

　
い
う
こ
と
は
、
き
わ
め
て
異
常
で
あ
る
。

　
議
会
に
は
全
員
協
議
会
で
報
告
が
あ
り
、
記
者
会
見
も
さ

　
れ
た
が
、
あ
ら
た
め
て
こ
の
事
件
の
経
緯
と
再
発
防
止
の

　
た
め
の
対
応
、
執
行
部
の
責
任
に
つ
い
て
問
う
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
及
び
関
係
者
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
か
け
申

　
し
わ
け
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
は
、
現
金
の
取
扱
い
も
含
め

　
よ
り
厳
重
な
対
策
に
努
め
、
不
祥
事
の
再
発
防
止
に
取
り

久代安敏議員

町有林管理は、経営の先進事例と

なっているか

問問

地域経済へ果たす役割を重視した

施業を行っている

答答

　
組
ん
で
行
く
。

　
住
宅
改
修
助
成
事
業
の
８
月
末
現
在
の
申
請
数
は
70
件
（
工

　
事
費
総
額
１
０
７
，
８
１
９
千
円
、
助
成
申
請
額
１
５
，

　
２
１
７
千
円
）
、
意
欲
あ
る
農
業
者
支
援
助
成
事
業
の
８

　
月
末
現
在
の
申
請
数
は
22
件
（
事
業
費
総
額
２
７
，
７
７

　
３
千
円
、
助
成
申
請
額
４
，
５
３
０
千
円
）
、
空
き
家
解

　
体
助
成
事
業
の
８
月
末
現
在
の
申
請
数
は
１
件
と
い
う
状

　
況
で
あ
る
。

①
図
書
館
運
営
協
議
会
の
開
催
状
況
と
協
議
内
容
に
つ
い
て

　
明
ら
か
に
。

②
松
江
市
教
育
委
員
会
の
、
ま
ん
が
「
は
だ
し
の
ゲ
ン
」
閉

　
架
問
題
の
経
緯
に
つ
い
て
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。

③
日
南
町
図
書
館
に
は
、
日
南
町
ゆ
か
り
の
作
家
、
文
学
研

　
究
者
で
あ
る
池
田
亀
鑑
、
井
上
靖
、
松
本
清
張
の
書
籍
コ

　
ー
ナ
ー
が
あ
り
蔵
書
も
充
実
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ

　
れ
の
文
学
碑
を
守
る
活
動
も
継
承
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ

　
ら
の
文
学
者
を
顕
彰
す
る
事
業
を
図
書
館
で
企
画
し
て
は

　
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

①
会
議
は
年
２
回
開
催
。
６

　
月
は
図
書
館
運
営
に
様
々

　
な
意
見
、
ア
ド
バ
イ
ス
等

　
を
い
た
だ
い
た
。

②
教
育
委
員
会
及
び
学
校
現

　
場
と
の
十
分
な
協
議
が
さ

　
れ
な
い
ま
ま
に
実
施
さ
れ

　
た
事
象
に
つ
い
て
は
、
遺

　
憾
に
感
じ
る
。

③
町
に
ゆ
か
り
の
あ
る
文
学

　
者
を
顕
彰
す
る
活
動
を
続

　
け
ら
れ
る
議
員
の
今
回
の

　
提
案
に
感
謝
す
る
。

問問 答答
参
院
選
挙
の
結
果

問問
社
会
教
育
の
図
書
館
運
営

問問
町
有
林
経
営

問問
庁
舎
内
で
の
公
金
紛
失
事
件

増
原
町
長

答答
町

　
長

答答
町

　
長

答答
内
田
教
育
長

問問
住
宅
改
修
助
成
、
意
欲
あ
る
農
業
者
支
援
、

空
き
家
解
体
助
成
３
事
業
の
状
況
は

答答
町

　
長

日南町ゆかりの文学コーナー

─　　 ─483



－12－

麻生副総理の「ナチスの

手口を見習い、憲法改正

を｣という発言に対し、副

総理及び財務大臣を辞任

するよう求める意見書の

提出を求める請願

本会議件 名 提 出 者

当該町道は、バス路線であり比較的交通
量も多い。また、石見小水力発電所の改
修工事が計画されていることから、将来
性も考慮した設計と改良が必要である。

町道野田塚原線拡幅につ

いて

日南町上石見地域振興センター内
石見まちづくり協議会
会長　田辺　真幸
三吉自治会長　中村　勉
下石見自治会長　佐伯正人

採択
（全員一致）

特例措置により本来の支給水準より2.5％
高くなっている現在の年金額を本来の水
準に戻すことは、年金制度の持続可能性
の維持や世代間の負担の公平性をはかる
ためやむを得ないことと考える。
なお、低所得の年金受給者に対する「年
金生活者支援給付金制度」が設けられ低
年金者に配慮がなされている。

年金2.5%の削減中止を

求める陳情

全日本年金者組合
鳥取県本部委員長　増田修治
西部支部長　松本正孝

不採択
（賛成少数）

国道改良工事により公園地が狭くなって
おり、これを整備、拡充することは、町
民の誇りの醸成、観光振興などの期待が
できる。
なお、整備に当たっては隣接地も含め
て、公園のグレードが上がるよう検討さ
れたい。

松本清張記念公園の整備

を求める陳情

矢戸と松本清張を語る会
会長　足羽　隆

採択
（全員一致）

不採択
（全員一致）

憲法改悪反対鳥取県共
同センター
(代表)鳥取県労働組合
総連合
議長　田中　暁

　提出のあった陳情は、９月定例議会の本会議で審議した結果、次のとおり決定しました。

陳情の審査結果陳情の審査結果

提出のあった
陳情について、
現地調査を
行いました

審 査 意 見

麻生副総理大臣のナチス政権を引き合い
に出した発言は、誤解を招く発言であ
り、その地位などからみて不適切であり
遺憾である。しかし、すでに発言を撤回
されており、辞任を求める意見書提出は
不要と考える。

携帯電話不感地域解消に

関する要望書

趣旨採択
（全員一致）

阿毘縁自治会
代表者　荒金　勝義

安全かつ便利な生活を営むうえで、携帯
電話サービスの拡充を求める願意は理解
できるが、町および事業者において早急
な基地局の整備などは、困難である。
なお、当該地域にあっても一部事業者の
サービスにおいては、利用できる地区も
あると確認している。

子ども・子育て支援新制
度の導入に関する意見書
提出を求める陳情書

採択
（全員一致）

鳥取の保育を考える会
会長　石井　由加利

子ども・子育て支援新制度が、保育環境
の充実に繋がるよう十分な検討と国の財
政措置を求める願意は妥当である。

町道野田塚原線松本清張記念公園
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 自然災害などの脅威から国民の生命財産を守

るための森林・林業・山村対策の抜本的な強

化をはかることに加え、二酸化炭素吸収源と

して最も重要な機能を有する森林の整備・保

全等を推進する市町村の役割を踏まえ、「石

油石炭税の税率の特例」による税収の一定割

合を、森林面積に応じて譲与する仕組みの構

築を強く求める。

９月定例議会で下記の意見書を採択し、
内閣総理大臣および関係大臣ほかに提出しました

（要旨掲載）

森林吸収源対策及び地球温暖化対策に関する地方の財源確保のための意見書

　効率性や経済性を優先し、地域の伝統や文化、郷土意識を無視してつくり上げる大規模な団体

は、住民を置き去りにするものであり、到底地方自治体と呼べるものではない。多様な自治体の

存在を認め、個々の自治体の活力を高めることが、ひいては、全体としての国力の増強につなが

るものであると確信している。

道州制導入に断固反対する意見書

１．子ども・子育て支援新制度の導入にあたっては、

　新制度の実施主体である自治体及び保育関係者、

　国民への説明をつくし、その意見を踏まえた上で

　実施すること。

２．新制度の設計にあたっては、施設・事業等の基

　準、公的責任の有り方、認定の仕組み、子どもの

　保育時間、公定価格等について格差を生じさせな

　いこと。

３．児童福祉法第２４条一項の保育所における自治

　体の保育実施責任は現行通りであることを確認し、

　保育所の基準や運営費等については、新制度にお

　いても後退させないこと。

４．緊急課題である待機児童対策を先送りせず、保

　育の実施に責任を持つ市町村が計画的に保育所整

　備を進められるよう国として財源措置を行うこと。

　あわせて、基準の改善、保育料引き下げなど保護

　者負担の軽減、職員の処遇改善のための仕組みを

　図ること。

子ども・子育て支援新制度の導入に関する意見書

山の上保育園親子運動会（H25.10.6）

整備が進められる森林
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各常任委員会所管事務調査

事業名（担当課) 委員会審査意見 取り組み状況

男女共同参画の推進
（総務課）

男女共同参画社会を実現するために
策定された条例の理念に基づく具体
的な推進計画を策定され、率先して
取り組む事により本町全体の人権尊
重と男女共同参画の町づくりを推進
されたい。

男女共同参画推進条例を策定し、本年度中に
推進計画を定め推進を図ることになってい
る。
人権センターで担当者レベルで検討・協議
し、計画素案を策定しているところ。
今後、11名の検討委員さんに素案を示し、具
体的な計画を策定していく予定。

設置検討の中で、実際に設置を想定している
施設の使用者と協議を行った結果、自動対応
が可能な蓄電方式設置の意向が強い。蓄電寿
明が８̃10年の物もあり、費用対効果を検証
し蓄電方式で進めたい。国の補助も併せて検
討し、価格、仕様、設置場所を明確にし実施
したい。

避難所蓄電システム設置事業
（総務課）

災害による停電に備えるために、各
地域振興センターなど9カ所の避難
所に蓄電システムの設置を予定され
ているが、購入、設置費が高額であ
り、安心安全を確保するための整備
は理解できるが，安価で汎用性のあ
る発電機など機材を選定すべきあ
る。

保育園は、時間外保育に対応するための勤務
が恒常的にあるが、業務の改善を検討してい
る。福祉保健課は保健師等の恒常的な時間外
勤務が存在するが、健康管理の面からも働き
方を指導している。研修について、県に委託
し階層別研修や能力向上研修などを受講させ
る。能動的に行動できる職場風土を更に醸成
していきたい。

人事管理
（総務課）

保育園・福祉保健課など時間外勤務
が恒常的になっている所がある。職
員数の適正化を図り、効率的な職務
執行と管理に努めること。
職員の能力や資質の向上にも力を注
がれ、役場機能の向上を図り、町政
の発展に尽力されたい。

総務教育常任委員会 (平成25年8月23日) 平成25年度予算審査意見を調査

経済福祉常任委員会 (平成25年8月22日) 農林課所管事務調査

　　造林事業の経営方針は
　　平成21年度より皆伐新植に取り組み、経済林としてのモ
　デルケースとなるよう取り組んでいる。
　　また、オフセットクレジットも取得し、二酸化炭素6,000
　トンを換金することで森林の付加価値付けもめざしている｡

　　高性能機械の導入の成果は
　　補助金を活用したり、高性能機械の計画的導入による施
　業の効率化により経済性を図り、適正な管理・経営が出来
　る仕組みづくりを実践している。

　　分収造林の契約期間は
　　分収造林は、契約期間の更新をお願いして管理をしてい
　く事としている。

　　小規模な団地や未施業の山林は
　　小規模な団地や作業道のない町有林については、今後、
　経営審議会などで検討する。

高性能機械での作業

町有林全般の経営方針について

問問

答答

問問

答答

問問

答答

問問

答答
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議会全
員

協議会
セントラルファーム鳥取農場(養豚場)
汚水流出と林地開発問題を集中審議

原因は、ずさんな排水管理

森林法違反の林地開発

日南町議会は、セントラルファームに対して
抜本的な改善を求める申し入れを行うことを決定しました

　日南町議会全員協議会は、養豚経営を行っているセ

ントラルファーム鳥取農場（日南町佐木谷・代表取締

役　上原正絋）からの排水が、一時基準値を上回り、

下流域に重大な被害を与えたことや、違法な林地開発

が行われている問題について、６月21日以降現地調査

を含めて６回にわたり集中審議を行ってきました。

　セントラルファーム鳥取農場と日南町および下流域の銭

神山川農業用水関係者の3者で締結している協約書には、

汚水処理施設の適正管理や水質汚濁防止法にもとづく排出

基準が設定されています。

　しかし、定期の水質検査により、全窒素が基準値を超え

たり、飼育頭数が上限の8,500頭を超える月があることが

判明しました。そのため、下流域の尾郷地区では、窒素成

分過多により、水稲にイモチ病が発生したり倒伏するなど

約2.7haに被害が及びました。

　同農場は、損害賠償をすることになっていますが、農場

全体の汚水対策の抜本的な改善が緊急に求められます。

改善を指摘された堆肥舎（H25.8.7）

　同農場の奥地にある森林を口蹄疫対策などとし

て伐採し、未届けのまま造成した面積が1ha以上

あり、森林法違反の開発行為であることも明らか

になりました。

　管轄する鳥取県が再三にわたり「森林法の違反

行為に係る改善計画書」の提出を求めていますが、

未だに提出されていないことも重大であり、行政

の厳正な指導・監督責任も問われます。 森林法違反の造成地（H25.8.7）

汚水による被害水田・尾郷地区（H25.9.11）
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自
治
功
労
者
表
彰

第
５
回

　
臨

時

会

　
９
月
３
日
、
鳥
取
県
町
村
議
会
議

長
会
よ
り
、
町
村
議
会
議
員
と
し
て

18
年
以
上
在
職
し
、
功
労
の
あ
っ
た

者
と
し
て
村
上
正
広
議
長
が
自
治
功

労
者
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
長
き
に
わ
た
り
、
地
域
振
興
及
び

住
民
福
祉
の
向
上
に
尽
く
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
更
な
る
ご
活
躍
を
期
待
し

ま
す
。

　
平
成
25
年
７
月
24
日
に
臨
時
議
会
が
開
か
れ
、
財
産
の
取
得
と
平
成
25
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
の
２
件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
全
員
一
致
で
原
案

ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

一
般
会
計

　
１
，
３
７
５
万
円
を
増
額

・
７
月
豪
雨
町
単
独
災
害
緊

　
急
対
策
事
業
補
助
の
増

　
　
　
　
　
１
６
０
万
円

・
戸
籍
デ
ー
タ
遠
隔
地
管

　
理
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム

　
の
改
修

　
　
　
　
　
２
８
４
万
円

・
保
護
基
準
改
定
に
係
る

　
生
活
保
護
シ
ス
テ
ム
の

　
改
修　

　
　
　
　
２
３
１
万
円

・
７
月
豪
雨
耕
地
災
害
復

　
旧
測
量
設
計(

５
箇
所)

　
　
　
　
　
２
０
０
万
円

財
産
の
取
得

平
成
25
年
度
補
正
予
算

平
成
25
年
度
補
正
予
算

・
７
月
豪
雨
公
共
土
木
施

設
災
害
復
旧
測
量
設
計

　

　
　
　
　
　
（
５
箇
所
）

　
　
　
　
　
５
０
０
万
円

財
産
の
内
容

塵
芥
収
集
用
パ
ッ
カ
ー
車

(
４
ｔ
増
ト
ン
仕
様)

　
　
　
　
　
　
　
　
１
台

契
約
の
相
手
方

　
根
雨
自
動
車
整
備
株
式

会
社

取
得
価
格

　
７
３
７
万
１
７
５
０
円

　
　
　
（
消
費
税
込
み
）

契
約
締
結
の
方
法

　
指
名
競
争
入
札

購入予定のパッカー車

印賀地内の豪雨災害（H25. 7.15）
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議会報告会を開きます

多くのみなさんのご参加をお待ちしています

今年も、それぞれの地域に出かけて

　議会改革のひとつとして、昨年から始めた議会報告会を次の日程で行います。

　議会からの報告の主な内容は、平成25年度予算と平成24年度決算の審査内容を

予定しています。

　今回特に、議員定数と議員報酬のあり方について率直な意見をお聞きしたいと

考えています。

　町民のみなさんとの情報や意見交換の大切な機会です。

２班

　惠比奈礼子  ･   坪倉勝幸   ･   古都勝人   ･   荒木  博   ･   藤原泰則

〔問合せ先〕日南町議会事務局　電話82－1900

開　催　日

福栄地域振興センター　　（１班）

下石見構造改善センター　（２班）

山上地域振興センター　　（１班）

石見地域振興センター　　（２班）

日野上地域振興センター　（１班）

阿毘縁地域振興センター　（２班）

桜ヶ瀬会館　　　　　　　（１班)

大宮地域振興センター　　（２班)

生山自治会館　　　　　　（２班）

会　　　　　場 時　　　間

11月20日（水）

〃

午後７時～９時

〃

11月21日（木）

〃

午後７時～９時

〃

11月22日（金）

〃

午後７時～９時

〃

午後７時～９時

〃

11月26日（火）

〃

11月27日（水） 午後７時～９時

１班

　   村上正広・久代安敏・古都久志・ 福田  稔 ・ 三上惇二 ・ 山本芳昭

２つの班に分かれて行います。どの会場でも自由に参加できます。
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「
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
せ
。
手
作
り

の
お
菓
子
は
い
か

が
で
す
か
。
」
多

里
で
開
催
さ
れ
る

地
域
文
化
祭
で
、

エ
プ
ロ
ン
姿
で
元

気
な
声
を
響
か
せ

て
い
る
の
は
、
子

育
て
サ
ー
ク
ル

「
ジ
ョ
ン
・
マ
ド

レ
ー
ヌ
の
会
」
の
親
子
達
で
す
。
名
前
の
由
来
に

は
小
さ
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
あ
り
ま
す
が
、
と
に
か

く
ラ
フ
な
会
で
、
定
期
的
な
活
動
は
こ
の
文
化
祭

と
慰
労
兼
忘
年
会
？
と
い
っ
た
感
じ
で
す
。
ワ
イ

ワ
イ
準
備
を
し
な
が
ら
、
忙
し
い
日
々
の
中
で
は

気
付
か
な
い
子
供
の
成
長
に
驚
い
た
り
、
親
同
士

の
貴
重
な
情
報
共
有
の
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
商
品
を
手
渡
す
子
供
達
に
、
地
域
の
大
先

輩
方
が
話
し
か
け
て
く
れ
る
の
も
、
大
き
な
意
義

の
一
つ
で
す
。
普
段
出
会
え
な
い
地
域
の
人
達
に

地
域
の
子
供
達
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
は
、
子
育

て
を
す
る
中
で
と
て
も
大
切
な
こ
と
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
。

　
多
里
地
域
で
は
、
登
下
校
時
の
交
通
安
全
見
守

り
や
、
集
会
所
に
宿
泊
を
し
な
が
ら
学
校
に
通
う

通
学
合
宿
な
ど
、
地
域
の
方
々
が
「
地
域
の
子
供

は
地
域
で
育
て
よ
う
」
と
、
子
供
達
の
こ
と
を
よ
く

気
に
か
け
て
く
れ
て
い
ま
す
。
進
む
少
子
高
齢
化

に
難
し
い
面
も
あ
り
ま
す
が
、
時
に
は
誉
め
、
時

に
は
叱
っ
て
く
れ
る
地
域
、
仲
間
と
の
つ
な
が
り

が
い
つ
ま
で
も
続
い
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
日
南
町
に
は
、
無
い
物
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ

に
し
か
無
い
物
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
た
だ
、

ど
ん
な
に
美
し
く
輝
く
も
の
が
あ
っ
て
も
、
心
に

余
裕
が
な
い
と
力
が
入
り
過
ぎ
て
傷
つ
け
て
し
ま

っ
た
り
、
星
空
を
見
上
げ
る
こ
と
す
ら
忘
れ
て
し

ま
い
ま
す
。

　
子
供
も
、
大
人
も
心
豊
か
に
、
い
つ
ま
で
も
夢

の
描
け
る
元
気
な
日
南
町
で
あ
る
よ
う
、
誰
よ
り

も
町
を
考
え
、
思
っ
て
下
さ
っ
て
い
る
議
会
の
皆

さ
ん
の
活
躍
に
期
待
を
し
、
応
援
し
て
い
ま
す
。

多
里
子
育
て
サ
ー
ク
ル

　
ジ
ョ
ン
・
マ
ド
レ
ー
ヌ
の
会

議会に思うこと議会に思うこと

　
日
本
神
話
で
、
天
照
大
神
（
あ
ま

て
ら
す
お
お
み
か
み
）
を
は
じ
め
多

く
の
神
々
が
住
ん
で
い
た
と
さ
れ
天

空
の
世
界
で
、
そ
れ
ら
の
中
間
に

「
葦
原
（
あ
し
は
ら
）
の
中
つ
国
」

「
顕
国
（
う
つ
し
く
に
）
」
が
あ
る

と
さ
れ
る
。

　
そ
の
高
天
原
は
古
事
記
神
話
に
登

場
す
る
神
様
達
が
住
む
と
さ
れ
る
天

空
界
の
事
で
す
。

　
天
照
大
神
の
天
孫
に
あ
た
る
ニ
ニ

ギ
ノ
ミ
コ
ト
が
地
上
界
に
降
臨
す
る

天
孫
降
臨
伝
説
は
、
こ
の
高
天
原
か

ら
天
孫
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
が
日
向
の

高
千
穂
へ
と
天
下
る
神
話
で
す
。

　
日
南
町
に
も
沢
山
の
神
話
が
あ
り

ま
す
。
何
と
か
観
光
（
交
流
）
に
役

立
た
な
い
も
の
か
と
考
え
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
原

　
記

　
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　
委

員

長

　
久
代

　
安
敏

　
　
　
副
委
員
長

　
藤
原

　
泰
則

　
　
　
委

　
　
員

　
福
田

　
　
稔

　
　
　
　
　
〃

　　
　
古
都

　
勝
人

　
　
　
　
　
〃

　　
　
惠
比
奈
礼
子

編

集

後

記

高
天
原
と
は

今年も11月3日（日）の多里地域
文化祭に参加します。
ぜひ　遊びにきてください！
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子どもは風の子。その風にそれぞれの
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昨年から大宮地区では、正月元旦に凧
揚げ大会を行っています。希望は、高く
たかくと空を見上げて。
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12月10日～12月17日（８日間）

12月定例会
12月10日～12月17日（８日間）

12月定例会

一
般
会
計

　
　
６
，
２
１
５
万
円
の
増
額

議
決
し
た

　
お
も
な
も
の

整
備
構
想
検
討
協
議
会
の
経
緯

条
例
の
制
定

条
例
の
一
部
改
正

平
成
25
年
度
補
正
予
算

　
町
民
が
住
宅
の
改
修
を
行
う

場
合
に
経
費
の
一
部
を
補
助
す

る
助
成
金
が
６
０
０
万
円
増
額

さ
れ
２
，
７
０
０
万
円
に

　
こ
の
ほ
か
、
町
長
お
よ
び
町

議
会
議
員
補
欠
選
挙
、
公
設
消

防
団
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
配
備
、
観
光
振

興
対
策
費
、
豪
雨
災
害
復
旧
費
、

郷
土
芸
能
の
「
日
南
神
楽
」
ホ

ノ
ル
ル
出
演
補
助
金
な
ど

国
保
会
計

　
　
　
　
３
１
６
万
円
の
増
額

保
険
給
付
費
の
増
額
な
ど

簡
易
水
道
会
計

　
　
　
　
３
２
７
万
円
の
増
額

中
石
見
簡
易
水
道
取
水
ポ
ン
プ

の
修
繕
ほ
か

介
護
保
険
会
計

　
　
　
　
　
　

38
万
円
の
増
額

保
険
料
還
付
金
ほ
か

日
南
病
院
会
計

小
児
科
常
勤
医
師
の
退
職
に
と

も
な
う
非
常
勤
医
師
派
遣
へ
の

組
み
替
え
な
ど

督
促
手
数
料
お
よ
び
延
滞
金
徴

収
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

条
例

町
民
税
、
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
改
正

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

山
本

　
芳
昭

三
上

　
惇
二

古
都

　
勝
人

福
田

　
　
稔

久
代

　
安
敏

荒
木

　
　
博

坪
倉

　
勝
幸

（
欠

　
員
）

古
都

　
久
志

藤
原

　
泰
則

惠
比
奈
礼
子

村
上

　
正
広

賛成＝○　　反対＝×

※村上正広議長は議事進行を行うため、賛否の表明はしません。ただし、採決で賛否が同数となった場合は「議長
　裁決」という形で賛否表明をします。

12月議会審議結果と議員ごとの賛否内訳

条例の制定
　日南町督促手数料及び延滞金徴収に関する

　条例等の一部を改正する条例

条例の一部改正
　日南町税条例

　日南町国民健康保険税条例

平成25年度 補正予算
　一般会計（第６号）

　国民健康保険特別会計（第２号）

　簡易水道事業特別会計（第２号）

　介護保険特別会計（第２号）

　病院事業会計（第２号）

議　　案　　名 結果

6,000 

27,000 

1,500 

25 

104 

1 

30,878 

165,502 

650 

5,265 

22,613 

130 

1/3,上限
30万円

1/5,上限
30万円

1/5,上限
30万円

現予算額
（千円）

申請件数 総事業費
（千円）

補助金額
（千円）

補助率等 備　考

助成額の半額は町商
工会商品券を交付

意欲ある農業者
支援助成金

補助名称

住宅改修助成金

老朽危険家屋等
解体撤去補助金

平成25年度　議会提案新規補助事業の活用状況
H25. 12月末現在

　中心地域・大田原地区の整備のあり方について、これまでの検討

経過も含めて調査を行い、議会としての提案を行います

平
成
21
年
度

　
町
民
ニ
ー
ズ
を
反
映
す
る
た
め
に
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
ま
ち
づ
く
り
ア

ン
ケ
ー
ト
を
も
と
に
中
心
地
域
整
備

構
想
検
討
部
会
に
よ
り
審
議
し
、
基

本
計
画
を
次
の
よ
う
に
策
定
す
る
。

■
大
田
原

　
定
住
、
移
住
促
進
の
た

め
の
魅
力
あ
る
暮
ら
し
の
拠
点
作
り
。

集
客
交
流
、
地
域
の
地
場
産
業
の
振

興
の
た
め
の
魅
力
を
生
か
し
た
拠
点

作
り

■
北
の
原

　
日
南
町
の
教
育
の
拠
点

作
り

■
生
山
駅
周
辺

　
日
南
町
と
県
境
地

域
の
玄
関
口
、
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
拠
点
作
り

■
役
場
周
辺

　
公
共
サ
ー
ビ
ス
と
文

化
芸
術
の
拠
点
作
り

平
成
22
年
度

【
福
祉
ゾ
ー
ン
検
討
協
議
会
】

　
16
名
の
委
員
で
協
議
会
を
４
回
開

催
し
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
、
高
齢
者
賃
貸
住
宅
、

福
祉
施
設
な
ど
の
整
備
が
必
要
と
の

最
終
報
告
を
ま
と
め
る
。

　
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム｢

あ
さ
ひ
の
郷｣

と
「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」
は
新

設
さ
れ
る
。

平
成
23
年
度

【
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宅
ゾ
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協
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会
】

　
18
名
の
委
員
で
協
議
会
を
４
回
開

催
し
、
大
田
原
地
区
は
、
大
き
く
住

宅
ゾ
ー
ン
と
商
業
ゾ
ー
ン
に
大
別
し
、

周
辺
環
境
の
整
備
を
す
る
。
た
だ
し
、

既
存
の
施
設(

ウ
ッ
ド
カ
ン
パ
ニ
ー)

の
移
転
が
不
可
欠
と
の
意
見
が
大
勢

を
占
め
る
。

平
成
24
年
度

【
商
業
ゾ
ー
ン
検
討
協
議
会
】

　
14
名
の
委
員
で
協
議
会
を
５
回
開

催
し
、
施
設
整
備
と
し
て
農
産
物
販

売
施
設
、
情
報
発
信
施
設
、
食
堂
・

カ
フ
ェ
、
加
工
施
設
、
民
間
参
入
に

よ
る
商
業
施
設
、
駐
車
場
な
ど
を
決

め
る
。

平
成
25
年
度

　
中
心
地
域
整
備
基
本
計
画
（
住
宅

・
商
業
ゾ
ー
ン
）
の
作
成
を
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
に
４
２
０
万
円
で
委
託
す

る
。
粉
じ
ん
や
騒
音
に
つ
い
て
も
調

査
す
る
。

　
昨
年
の
12
月
定
例
会
は
、
12
月
10
日
か
ら
17
日
ま
で
の
会
期
で
開
か
れ
、
執
行
部
か
ら
提
案
さ
れ
た
条
例
の
制
定
や
一
部

　
改
正
、
補
正
予
算
な
ど
の
議
案
は
す
べ
て
全
員
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
に
は
４
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
執
行
部
に
所
信
を
問
い
ま
し
た
。

　
定
例
会
の
最
終
日
に
は
議
員
発
議
に
よ
り
、
「
中
心
地
域
整
備
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
」
（
委
員
長
・
惠
比
奈
礼
子

　
副
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の
設
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を
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問
い
ま
し
た
。

　
定
例
会
の
最
終
日
に
は
議
員
発
議
に
よ
り
、
「
中
心
地
域
整
備
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
」
（
委
員
長
・
惠
比
奈
礼
子

　
副
委
員
長
・
山
本
芳
昭
）
の
設
置
を
議
決
し
ま
し
た
。

虹の郷

子育て
支援センター

子育て
支援センター

仮庁舎

製材所

大田原ゾーン
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本会議件 名 提 出 者

陳情者の願意は理解できるが、「旧福栄

小学校跡地利用計画」については、もう

少し吟味する必要がある。

旧福栄小学校跡地利用に

関する陳情書

福栄まちづくり協議会

会長　福田憲一
趣旨採択

不採択

国の財源不足により、増税分を社会保障

関係に充当するとしたものであり国民全

体で広く負担する必要がある。

消費税の複数税率導入と

新聞への軽減税率適用に

関する陳情

鳥取県内の朝日新聞、

山陰中央新報、日本経

済新聞、日本海新聞、

毎日新聞、読売新聞の

各販売店組織会長

不採択

12月６日の国会で成立したことによる。
「特定秘密保護法」制定

に反対する陳情書

九条の会・にちなん

呼びかけ人代表

石田正義

提出のあった陳情は、12月定例議会の本会議で審議した結果、次のとおり決定しました。

陳情の審査結果陳情の審査結果

12月定例会で行った常任委員会の活動

審 査 意 見

総務教育常任委員会

①行政調査報告の取りまとめ
10月に行った東日本大震被災地の震災時の避難対
応、事後の復旧対応について、委員会としての報告
書のとりまとめを行い、議会最終日に議長に報告を
しました。
②付託を受けた陳情3件についての審査を行い、意
見を付して議会最終日に議長に報告をしました。
その内、「旧福栄小学校跡地利用に関する陳情」に
ついては、現地に赴き、まちづくり協議会の会長さ
ん、副会長さんから経緯、意向を聞き取り審議しま
した。

経済福祉常任委員会

①日南町の農業振興について鳥取西部農協の大塚博
幸常務をはじめ日南支所管内の役職員と意見交換会
を開催し、販売実績や営農指導体制、営農に関する
制度資金などについて報告を受けて、協議しまし
た。
②人・農地プランの推進状況や農林業研修生の採用
および就農等の状況について調査しました。

旧福栄小学校跡地利用計画についての陳情
現地調査　H25. 12. 11

JA日南支所役職員との意見交換会
H25. 12. 13

農林業研修生の採用および就農等の状況（H25.12.13現在）

農業 林業 計

19

年度

H21～H25 14 33

農業 林業 計

14 10 24

農業 林業 計

5 4 9

農業 林業 計

74 71 73

採用した
研修生

研修中・就農・
就職者(現在も
住民である者)

リタイア（研修
中途で退職また
は転出した者）

定住率（％）採用年度
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①
納
税
制
度
と
の
名
称
が
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
寄
付
行
為

　
に
対
す
る
控
除
制
度
で
あ
る
と
考
え
る
が
。

②
現
在
、
町
県
外
在
住
の
人
が
日
南
町
を
支
援
し
た
い
、
町

　
の
品
物
を
購
入
し
よ
う
と
思
っ
て
も
、
手
段
、
方
法
が
な

　
い
と
の
声
を
聞
く
。
人
々
の
要
望
に
こ
た
え
る
よ
う
な
仕

　
組
み
、
方
法
に
納
税
制
度
の
活
用
が
有
効
な
手
段
で
あ
る

　
と
考
え
る
が
。

③
具
体
策
と
し
て
町
、
エ
ナ
ジ
ー
日
南
、
ま
ち
づ
く
り
協
議

　
会
（
生
産
者
）
、
商
工
業
者
（
加
工
、
出
荷
）
が
一
体
と

　
な
っ
た
６
次
産
業
化
の
仕
組
み
が
有
効
だ
と
考
え
る
が
。

①｢

ふ
る
さ
と
納
税｣

は
、
出
身
地
や
応
援
し
た
い
と
思
う
自

　
治
体
へ
寄
附
を
し
た
際
に
、
寄
附
金
額
に
応
じ
て
所
得
税

　
及
び
住
民
税
か
ら
一
定
額
の
控
除
を
受
け
ら
れ
る
制
度
で

　
あ
る
。

②
日
南
町
を
支
援
し
た
い
と
い
う
方
に
は
、｢

ふ
る
さ
と
納
税｣

　
制
度
を
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
町
の
特
産
品

　
の
購
入
に
つ
い
て
は
、
既
存
の
仕
組
み
、
方
法
に
つ
い
て

　
更
に
広
報
す
る
必
要
が
あ
る
。

③
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
は
、
あ
く
ま
で
も
寄
附
行
為
で
あ
り
、

町政のここが聞きたい

三上惇二議員

ふるさと納税制度を活用して

　　町内産品の販売システムを

問問

６次産業化の仕組みが出来れば

　　特産品を売り出す契機となる

答答

　
こ
の
制
度
で
一
定
以
上
の
金
額
を
寄
附
し
て
い
た
だ
い
た

　
場
合
に
は
、
特
産
品
の
セ
ッ
ト
を
お
送
り
し
、
感
謝
の
意

　
を
伝
え
て
い
る
。
ま
た
、
提
案
の
６
次
産
業
化
の
仕
組
み

　
が
確
立
さ
れ
れ
ば
、
寄
附
者
へ
の
お
礼
の
品
の
み
な
ら
ず
、

　
町
の
豊
か
な
自
然
が
育
ん
だ
特
産
品
を
売
り
出
す
契
機
と

　
な
る
と
考
え
る
。

①
政
府
は
農
業
政
策
を
大
き
く
転
換
し
、
昭
和
45
年
に
始
ま

　
っ
た
生
産
調
整
を
平
成
30
年
を
め
ど
に
廃
止
す
る
事
、
経

　
営
所
得
安
定
対
策
を
半
減
し
た
３
年
間
の
時
限
措
置
と
す

　
る
事
、
一
方
飼
料
米
な
ど
転
作
作
物
へ
の
助
成
金
額
を
増

　
や
し
て
主
食
用
米
の
生
産
を
調
整
し
よ
う
と
す
る
事
な
ど
、

　
農
業
の
多
面
的
機
能
に
対
す
る
直
接
支
払
制
度
を
創
設
す

　
る
等
の
米
政
策
の
大
転
換
を
決
定
し
た
が
見
解
は
。

②
こ
の
よ
う
な
政
策
転
換
が
山
間
地
の
農
業
に
与
え
る
影
響

　
を
ど
の
よ
う
に
予
測
さ
れ
る
の
か
。

③
日
南
町
農
業
の
あ
る
べ
き
姿
を
予
測
し
、
ど
ん
な
施
策
が

　
必
要
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
か
。

①
米
価
の
下
支
え
機
能
を
担
っ
て
き
た
生
産
調
整
が
廃
止
さ

　
れ
る
こ
と
で
、
価
格
競
争
に
さ
ら
さ
れ
る
可
能
性
を
秘
め

　
て
い
る
。
ま
た
、
再
生
産
を
補
償
す
る
単
価
設
定
を
半
減

　
す
る
こ
と
は
、
生
産
意
欲
を
削
ぐ
も
の
と
考
え
る
。
ま
た
、

　
国
が
推
進
す
る
飼
料
米
生
産
も
気
象
条
件
、
品
種
な
ど
本

　
町
に
は
課
題
が
多
い
。
ま
た
、
政
策
の
転
換
に
よ
る
メ
リ

　
ッ
ト
措
置
に
つ
い
て
は
、
農
家
へ
仕
組
み
を
説
明
し
、
活

　
用
し
て
い
く
。

②
実
質
手
取
り
所
得
の
減
少
、
農
家
意
欲
の
減
退
を
招
き
か

　
ね
な
い
と
考
え
る
。     

③
限
り
あ
る
農
地
の
有
効
活
用
と
小
規
模
、
兼
業
農
家
と
連

　
携
し
た
、
主
業
農
業
者
の
育
成
が
急
務
で
あ
る
と
考
え
る
。

答答 問問
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
活
用
し
た
販
売
シ
ス

テ
ム
の
構
築
を

問問
農
政
の
転
換

増
原
町
長

答答
町

　
長

一般質
問

一般質
問
答答と問問

６次産業化で導入された餅つき器
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町政のここが聞きたい

①
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
の
進
行
状
況
に
つ
い
て
の
所
見
を
伺
う
。

②
米
政
策
の
見
直
し
の
全
体
像
が
正
式
決
定
し
た
が
、
所
見

　
を
伺
う
。

③
国
内
外
で
大
き
な
変
化
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、
町
と
し
て

　
対
応
が
必
要
と
思
う
が
、
状
況
を
伺
う
。

④
農
産
加
工
品
の
生
産
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

古都勝人議員

大きく変わる農業情勢を

　　どのように認識しているか

問問

制度の詳細を確認し

　　早めの対応をする

答答

①
Ｔ
Ｐ
Ｐ
自
体
に
反
対
だ
が
、
仮
に
締
結
す
る
な
ら
、
重
要

　
５
項
目
の
堅
持
は
必
要
で
、
そ
の
動
向
を
注
視
し
て
い
る
。  

②
交
付
金
単
価
の
大
幅
下
落
に
よ
る
農
家
所
得
の
減
少
と
米

　
価
下
落
へ
不
安
を
感
じ
て
い
る
。

③
新
し
い
米
政
策
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
、
農
地
中
間
管
理
機
構
な

　
ど
、
制
度
の
詳
細
を
確
認
し
、
協
議
す
る
。

④
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
、
餅
な
ど
商
品
化
し
て
い
る
。

①
中
学
生
の
ク
ラ
ブ
活
動
の
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

②
県
大
会
な
ど
遠
方
で
開
催
さ
れ
る
大
会
へ
の
社
会
人
の
参

　
加
は
、
選
手
の
負
担
が
大
き
く
支
援
が
必
要
と
考
え
る
が
、

　
所
見
を
伺
う
。

①
生
徒
は
全
員
入
部
を
原
則
と
し
て
い
る
。

②
小
学
生
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
や
中
学
生
の
部
活
動
と
は
異

　
な
り
、
社
会
人
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
は
自
ら
の
選
択
と
責
任

　
に
お
い
て
の
活
動
と
考
え
る
。

　
高
校
生
に
対
す
る
支
援
が
薄
い
と
考
え
る
が
、
所
見
を
伺

　
う
。　

高
校
進
学
は
本
人
及
び
保
護
者
の
意
思
決
定
で
あ
り
、
現

　
行
で
町
と
し
て
就
学
支
援
は
考
え
て
い
な
い
。

問問

答答

農
業
を
取
り
ま
く
状
況

問問
ス
ポ
ー
ツ
振
興

問問
青
少
年
育
成

増
原
町
長

答答
内
田
教
育
長

答答
教
育
長

現　行 新たな経営所得安定対策

米の直接支払交付
（15,000円/10ａ）

米価変動補填(ほてん)交付金

水田活用の直接支払交付金

（当年産の販売価格が標準的な販売
　価格を下回った場合、その差額を
　交付。農業者拠出なし）

①戦略作物助成

②産地資金
地域の実情に即して、麦・大豆等の戦
略作物助成の対象作物の生産性向上等
の取り組み、地域振興作物や備蓄米の
生産の取り組み等を支援

対策作物
麦、大豆、飼料作物
米粉用米、飼料用米、WCS用稲
そば、なたね、加工用米

3.5万円/10ａ
8.0万円/10ａ
2.0万円/10ａ

交付単価

26年産米から単価を7,500円/10aとした上で、
29年産までの時限措置
（30年産から廃止）
※対象者は、米の生産調整を達成した販売農家・集落営農

26年産米から廃止

①飼料用米・米粉用米について、

上限を105,000円/10ａとする数量払を導入

・麦・大麦・飼料作物、ＷＣＳ用稲、加工用米

　への支援単価は継続

・そば、なたねは、産地交付金からの交付に変更

②産地資金を「産地交付金」に名称変更し、

飼料用米・米粉用米についての多収性専用品

種への取り組み、加工用米の複数年契約(３年

間)の取り組みに対し､12,000円/10ａを交付

なお、「水田フル活用ビジョン」の策定を、産

地交付金の交付要件とする
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町政のここが聞きたい

　
町
民
主
体
の
町
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
の
ル
ー
ル
、
規

　
範
と
な
る
基
本
条
例
を
策
定
さ
れ
な
い
か
。

　
時
間
を
か
け
、
町
政
を
取
り
巻
く
状
況
を
見
な
が
ら
、
協

　
議
・
検
討
を
す
る
。

①
持
続
可
能
な
地
域
農
業
の
あ
り
方
や
地
域
の
中
心
と
な
る

　
経
営
体
を
定
め
る
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
（
地
域
農
業
マ

　
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
地
域
内
で
協

　
議
し
、
認
識
を
共
有
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
が
、
ど

　
う
進
め
る
の
か
。

②
担
い
手
（
地
域
の
中
心
と
な
る
経
営
体
）
は
、
ど
の
よ
う

　
な
経
営
体
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。
そ
の
経
営
体
を
ど
う

　
育
成
し
、
ま
た
は
確
保
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

③
農
地
を
担
い
手
に
面
的
集
積
し
、
規
模
拡
大
を
図
る
に
は
、

　
農
地
の
優
良
化
が
必
要
と
考
え
る
が
、
農
地
の
基
盤
整
備

　
に
取
り
組
む
考
え
は
な
い
か
。

④
関
係
組
織
の
連
携
と
地
域
連
携
推
進
員
の
導
入
に
よ
る
推

　
進
体
制
の
強
化
を
図
る
べ
き
で
は
。

⑤
農
地
中
間
管
理
機
構
で
想
定
さ
れ
る
事
業
に
つ
い
て
説
明

　
を
求
め
る
。

①
現
在
、
全
町
を
範
囲
と
し
た
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
を
策

　
定
済
み
で
あ
る
が
、
プ
ラ
ン
の
範
囲
の
再
設
定
や
中
心
と

　
な
る
経
営
体
の
位
置
づ
け
を
検
討
し
て
い
る
。

②
担
い
手
は
、
認
定
農
業
者
、
３
ha
以
上
の
経
営
体
、
新
規

坪倉勝幸議員

町民主体の町づくりを推進する

　　ために、基本条例の策定を

問問

時間をかけ、協議・検討する

答答

　
就
農
者
（
54
経
営
体
）
に
加
え
、
集
落
営
農
（
法
人
）
、

　
２
ha
以
上
の
経
営
体
を
考
え
て
い
る
。

③
農
家
の
意
向
を
調
査
し
、
有
利
な
制
度
を
活
用
し
て
、
用

　
水
路
や
暗
渠
排
水
等
の
簡
易
な
整
備
を
推
進
す
る
。

④
農
地
中
間
管
理
機
構
の
動
向
を
見
な
が
ら
検
討
す
る
。

⑤
農
地
中
間
管
理
機
構
事
業
、
機
構
集
積
協
力
金
交
付
事
業
、

　
機
構
集
積
支
援
事
業
な
ど
で
あ
る
。

　
町
人
会
を
充
実
、
活
性
化
し
、
本
町
の
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し

　
て
会
員
の
方
と
連
携
す
る
こ
と
で
き
れ
ば
と
考
え
る
が
、

　
取
り
組
み
を
考
え
な
い
か
。

　
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
読
者
に
多
数
な
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
特
産
品
情
報
の
提
供
や
空
き
家
の
有
効
活
用
な
ど

　
に
引
き
続
き
、
積
極
的
に
取
り
組
み
た
い
。

　
町
制
施
行
60
周
年
を
目
途
に
町
史
を
発
行
し
て
は
ど
う
か
。

　
町
史
編
纂
に
向
け
た
検
討
と
協
議
を
進
め
た
い
。

問問答答
自
治
基
本
条
例
の
制
定

問問
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
推
進

問問
町
人
会

問問
町
史
の
編
纂

増
原
町
長

答答
町

　
長

答答
町

　
長

答答
町

　
長

昭和59年発行の町史
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町政のここが聞きたい

　
来
年
４
月
か
ら
の
消
費
増
税
、
厚
生
年
金
保
険
料
の
引
き

　
上
げ
、
年
金
給
付
水
準
の
切
り
下
げ
か
ら
、
町
民
の
暮
ら

　
し
と
経
済
を
守
る
た
め
の
予
算
編
成
方
針
は
。

　
町
民
生
活
や
地
域
経
済
を
守
る
た
め
の
予
算
編
成
に
取
組

　
む
。

①
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
対
す
る
政
府
の
対
応
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

②
政
府
は
５
年
後
を
め
ど
に
コ
メ
の
生
産
調
整
（
減
反
）
を

　
廃
止
す
る
。
米
政
策
の
転
換
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

③
戸
別
所
得
補
償
も
廃
止
の
方
向
で
あ
る
。
日
南
町
の
農
業

　
に
と
っ
て
深
刻
な
打
撃
に
な
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

①
Ｔ
Ｐ
Ｐ
自
体
に
反
対
だ
が
、
重
要
５
項
目
の
堅
持
を
期
し
、

　
そ
の
動
向
を
注
視
し
て
い
る
。

②
価
格
競
争
に
さ
ら
さ
れ
る
。
ま
た
、
生
産
意
欲
を
削
ぐ
も

　
の
と
考
え
る
。
飼
料
米
生
産
も
本
町
に
は
課
題
が
多
い
。

　
政
策
の
転
換
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
措
置
に
つ
い
て
は
、
農
家

　
へ
仕
組
み
を
説
明
し
、
活
用
し
て
い
く
。

③
所
得
の
減
少
は
明
ら
か
で
あ
り
、再
生
産
へ
の
意
欲
、設
備

　
投
資
を
後
退
さ
せ
る
も
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
し
て
い
る
。

　
憲
法
に
保
障
さ
れ
た
民
主
主
義
を
大
も
と
か
ら
壊
す
悪
法

　
で
あ
り
、
廃
案
に
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
町
長
の
見
解
は
。

　
秘
密
保
全
の
法
制
を
整
備
す
る
こ
と
は
重
要
だ
が
、
審
議

　
を
尽
く
し
、
国
民
の
不
安
を
払
拭
し
た
上
で
制
定
す
べ
き

　
と
考
え
る
。

久代安敏議員

消費税などの負担増から

　　暮らしを守る予算編成を

問問

町の公共料金は

　　据え置くように努める

答答

①
去
る
11
月
16
日
に
「
日
野

　
高
校
と
地
域
の
未
来
を
考

　
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開

　
催
さ
れ
た
が
、
主
催
し
た

「
鳥
取
県
日
野
地
区
連
携
・

　
共
同
協
議
会
」
で
は
、
こ

　
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
学
ん
だ

　
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
活
か

　
そ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

②
総
合
学
科
は
、
日
南
中
学

　
校
生
徒
の
進
路
希
望
に
応

　
え
ら
れ
て
い
る
か
。

③
子
育
て
と
教
育
は
行
政
の
重
要
な
柱
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

　
日
野
高
校
の
改
革
を
抜
本
的
に
す
す
め
る
べ
き
で
は
。

①
日
野
郡
の
人
材
育
成
を
考
え
る
学
校
・
地
域
・
行
政
の
連

　
携
体
制
整
備
と
考
え
る
。

②
入
学
者
の
減
少
か
ら
同
校
へ
の
期
待
と
評
価
は
高
い
と
は

　
言
え
な
い
。

③
最
終
的
に
は
設
置
者
・
運
営
主
体
で
あ
る
鳥
取
県
・
鳥
取

　
県
教
委
の
判
断
と
決
定
に
よ
り
抜
本
的
な
改
革
が
行
わ
れ

　
る
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

　
本
条
例
に
は
、
県
内
市
町
村
の
役
割
も
定
め
ら
れ
て
い
る

　
が
、
障
害
者
施
策
の
推
進
計
画
に
つ
い
て
明
ら
か
に
。

　
ま
ず
、
手
話
を
学
べ
る
機
会
を
増
や
す
。
ま
た
、
第
４
期

　
日
南
町
障
害
福
祉
計
画
の
中
に
位
置
づ
け
、
計
画
的
に
推

　
進
す
る
。

新
年
度
予
算
編
成

問問
特
定
秘
密
の
保
護
に
関
す
る
法
律(

秘
密
保
護
法)

制
定

問問
鳥
取
県
手
話
言
語
条
例

増
原
町
長

答答
町

　
長

問問 問問
安
倍
内
閣
と
与
党
が
す
す
め
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
の

現
時
点
と
、
水
田
農
業
・
米
政
策
「
改
革
」

答答 答答
町

　
長

答答
町

　
長

答答
町

　
長

答答
内
田
教
育
長

問問
日
野
高
校
の
あ
り
方

日野高校のフォーラム
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多
数
ご
参
加
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

議会報告会の開催時期と時間など、もっと多くの町民が参加できるように工夫してほしい、

という意見がありましたので検討します。

おもな項目 おもな意見 担当する委員会

議員定数、議員報酬
定数12の是非と、議員報酬についてさ

らに審議を深めて結論を

議会改革に関する

調査特別委員会

中心地域整備構想 具体的内容が見えない
中心地域整備に関する
調査特別委員会

セントラルファーム問題 汚水対策の早期改善 議会全員協議会

人事管理
町財政
ふるさと納税
防災対策
男女共同参画
投票所の改編
観光施策
町営バス
結婚対策
雇用対策
定住対策
まちづくり全般
環境対策
住宅改修助成
危険家屋・廃屋対策

公金の取扱い、残業など
町の貯金と借金を分かりやすく
町人会などで、もっとPRを
危険区域や災害時の対策は
条例の具体的な実施を
投票所の減は問題がある
もっと観光施策の推進を
路線・ダイヤのさらなる検討を
独身の若者が多い
求人募集と就業実態のミスマッチ
さらなる定住対策を
将来ビジョンをもっと明確に
企業が排出する臭気の対策を
いい制度だが、さらに充実を
助成制度の申請が少ないのは問題

総務教育常任委員会

オロチの経営状況
農業者支援助成制度
地域振興公社
小水力発電公社
農業政策全般

経営改善が図られているか
使い勝手のいいものに改善を
町からの補助金の活用状況は
公社の運営は今後どうするのか
TPP反対の運動や農業推進の施策を

経済福祉常任委員会

みなさんから寄せられた声を議会で審議します

議会報告会のおもなテーマは

●平成25年度予算と平成24年度決算の審査状況

　の報告

●議員定数と議員報酬のあり方についての意見

　交換

●議会や町政についての意見交換

　議員が町民のみなさんから直接生の声を聞き、議会活動に活かし町政に反映するための議会

報告会と意見交換会。

　みなさんから出された多くの質問、意見、要望は、今後所管の常任委員会や特別委員会など

で審議し、その結果を３月末までに広報で報告します。

議会報告会(多里桜ヶ瀬会館・11月26日)

11月20日～27日
9会場、88人の参加平成25年度 議会報告会
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１
．
調
査
先

・
福
島
県
飯
館
村
（
福
島
市
飯

　
野
支
所
内
の
仮
庁
舎
）

・
宮
城
県
女
川
町

・
宮
城
県
南
三
陸
町
（
車
内
よ

　
り
現
状
視
察
の
み
に
て
記
載

　
せ
ず
）

２
．
調
査
期
日

　
平
成
25
年
10
月
22
日
か
ら

　
10
月
24
日
（
３
日
間
）

３
．
調
査
概
要

⑴
福
島
県
飯
館
村

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
村
内

の
状
況
は
、
津
波
襲
来
地
域
の

よ
う
な
被
害
は
な
く
、
海
岸
部

の
避
難
民
約
１
，
３
０
０
人
。

し
か
し
、
12
日
〜
15
日
に
か
け

て
の
原
発
事
故
に
よ
り
、
高
濃

度
の
放
射
線
が
大
量
に
放
出
さ

れ
た
。　

事
故
後
の
情
報
も
マ
ス
コ
ミ

に
頼
る
ば
か
り
で
、
学
者
等
の

意
見
も
多
種
多
様
で
あ
て
に
は

な
ら
な
い
な
か
、
事
故
後
の
３

月
15
日
に
測
定
機
を
設
置
し
最

大
44.7
μ
S
v
/
h
を
計
測
し
た

が
、
こ
の
値
の
危
険
性
に
つ
い

て
も
国
及
び
県
か
ら
は
全
く
知

ら
さ
れ
な
か
っ
た
。

　
４
月
22
日
に
計
画
避
難
区
域

（
一
部
は
帰
宅
困
難
区
域
）
に

指
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、｢

避

難
計
画
」
を
策
定
し
、
７
月
末

ま
で
に
全
村
民
が
周
辺
市
町
村

を
中
心
に
避
難
し
、
役
場
も
福

島
市
飯
野
支
所
内
に
開
設
し
業

務
を
継
続
し
て
い
る
。

　
復
興
に
向
け
て
は
、
除
染
作

業
が
第
１
の
課
題
で
あ
り
、
そ

の
事
業
は
国
（
環
境
省
）
直
轄

で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
山
林
内

の
降
雨
に
よ
る
除
染
完
了
地
へ

の
放
射
能
の
流
出
が
懸
念
さ
れ

て
い
る
。
入
札
し
て
も
落
札
業

者
が
な
い
、
中
間
処
理
場
の
確

保
も
困
難
、
環
境
省
の
管
轄
に

て
事
務
的
対
応
等
で
現
在
２
％

ほ
ど
の
進
捗
率
。

　
平
成
28
年
度
中
に
完
了
予
定

で
あ
る
が
国
に
は
強
い
不
信
感

を
抱
い
て
い
る
。
厳
し
い
状
況

の
中
、
28
年
度
の
帰
村
を
目
指

し
て
、
帰
村
、
復
興
に
向
け
た

計
画
を
策
定
す
る
。

【
課
題
と
し
て
は
】

①
放
射
能
汚
染
に
よ
る
環
境
、

人
体
へ
の
影
響
の
知
識
、
対
応

の
周
知
が
必
要
で
あ
る
。

②
避
難
に
伴
う
行
政
費
用
の
補

填
が
ど
う
な
る
の
か
。

（
避
難
住
民
の
健
康
相
談
や
健

康
診
断
、
臨
時
職
員
に
よ
る
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の
経
費
、
役
場

の
仮
設
費
用
等
）

③
避
難
指
示
解
除
準
備
区
域
、

居
住
制
限
区
域
、
帰
宅
困
難
区

域
の
区
分
け
に
伴
う
賠
償
額
の

差
に
よ
る
村
民
の
連
帯
意
識
分

断
の
対
応
。

④
避
難
が
長
期
化
し
た
場
合
の

帰
村
率
向
上
の
対
応
。

⑵
宮
城
県
女
川
町

　
人
口
の
8.3
％
の
人
的
被
害
と

３
，
３
０
０
棟
の
建
物
被
害
に

よ
り
、
５
，
７
２
０
名
が
避
難

所
に
入
居
し
た
。

　
役
場
も
被
災
し
、
戸
籍
を
含

む
全
て
の
資
料
、
文
書
、
電
子

デ
ー
タ
が
失
わ
れ
た
。

　
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
は
、

電
気
が
10
日
か
ら
２
ヶ
月
余
り
、

水
道
が
２
週
間
か
ら
２
ヶ
月
半
、

電
話
が
１
ヶ
月
か
ら
３
ヶ
月
半

を
要
し
、
役
場
仮
庁
舎
で
の
業

務
開
始
は
７
月
19
日
で
あ
っ
た
。

但
し
８
月
10
日
に
は
復
興
期
２

年
、
基
盤
整
備
期
３
年
、
本
格

復
興
期
３
年
と
し｢

防
災｣｢

産

業｣｢

住
環
境｣｢

医
療
・
保
健
・

福
祉｣｢

人
財
育
成｣

を
柱
と
す

る
復
興
計
画
を
策
定
し
て
い
る
。

　
そ
し
て
現
在
、
全
体
事
業
費

１
千
億
円
と
し
て
各
所
で
復
興

事
業
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

【
課
題
と
し
て
は
】

①
近
隣
の
石
巻
市
等
の
町
外
へ

の
避
難
移
住
者
が
ど
れ
だ
け
帰

町
す
る
の
か
、
住
宅
や
事
業
所

を
再
建
さ
れ
る
の
か
が
未
知
数

で
あ
る
。

②
被
災
者
の
遺
体
収
容
は
町
が

行
う
こ
と
の
人
的
対
応
。

③
避
難
所
以
外
の
避
難
者
へ
の

炊
き
出
し
は
、
町
費
負
担
で
あ

る
こ
と
の
対
応
。

【
行
政
調
査
よ
り
】

①
役
場
保
管
の
重
要
書
類
、
電

子
デ
ー
タ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が

必
要
で
あ
る
。

②
放
射
能
汚
染
は
、
気
流
に
よ

っ
て
は
原
発
か
ら
の
距
離
に
関

係
な
く
被
災
す
る
可
能
性
が
あ

り
、
本
町
に
於
い
て
も
、
中
国

電
力
島
根
原
発
に
よ
る
被
災
を

考
慮
し
た
防
災
・
避
難
対
策
と
、

日
頃
か
ら
放
射
能
汚
染
に
対
す

る
知
識
を
持
つ
べ
き
取
り
組
み

が
必
要
で
あ
る
。

③
放
射
能
の
除
染
は
、
国
・

県
・
原
発
事
業
者
等
の
一
体
的
、

可
及
的
速
や
か
な
対
応
（
人
的
、

費
用
的
、
体
制
的
、
時
間
的
）

が
必
要
で
あ
る
。

④
行
政
支
援
は
、
単
に
職
員
派

遣
と
い
う
こ
と
に
留
ま
ら
ず
、

国
・
県
・
近
隣
自
治
体
と
の
連

携
が
必
要
で
あ
る
。

１
．
調
査
先

・
島
根
県
飯
南
町

・
広
島
県
三
次
市

・
岡
山
県
真
庭
市

　
（
銘
建
工
業
株
式
会
社
）

２
．
調
査
期
日

　
平
成
25
年
11
月
11
日
か
ら

　
11
月
12
日
（
２
日
間)

３
．
調
査
概
要

⑴
島
根
県
飯
南
町

　
島
根
県
飯
南
町
は
、
中
国
山

地
の
稜
線
に
位
置
し
、
地
理
的

条
件
や
自
治
体
の
規
模
、
農
林

業
を
中
心
と
し
た
町
づ
く
り
の

取
り
組
み
な
ど
、
日
南
町
と
共

通
点
が
多
い
町
で
あ
る
。

　
行
政
の
き
め
細
か
い
指
導
体

制
が
図
ら
れ
て
お
り
、｢

中
山
間

地
直
接
支
払
事
業｣

お
よ
び｢

農

地
・
水
保
全
管
理
支
払
交
付
金

制
度
」
で
、
飯
南
町
内
の
す
べ

て
の
農
地
が
カ
バ
ー
さ
れ
て
い

る
。

　
ま
た
、
地
域
の
担
い
手
と
し

て
農
業
法
人
、
認
定
農
業
者
、

集
落
営
農
組
織
等
の
組
織
化
が

す
す
み
、
定
住
の
推
進
、
農
業

活
性
化
の
中
核
と
し
て
機
能
し

て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
農
業
政
策
の
推
進

に
あ
た
り
Ｊ
Ａ
雲
南
と
の
連
携

が
し
っ
か
り
確
立
さ
れ
て
い
る
。

日
南
町
も
農
・
商
・
工
関
係
団

体
と
の
連
携
を
さ
ら
に
強
化
し
、

日
南
町
の
農
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン

を
共
有
し
推
進
す
べ
き
で
あ
る
。

中
国
横
断
自
動

車
道
「
尾
道
松

江
線
」
開
通
に

と
も
な
い
、
飯

南
町
内
の
「
道

の
駅
」
な
ど
の

直
売
施
設
の
売

上
げ
が
減
少
す

る
こ
と
を
想
定

し
、
県
境
を
越

え
て
広
島
県
三

次
市
に
出
店
し

た
・
交
流
物
産

館
「
ｉ
ま
る
シ

ェ
」
は
、
年
間

売
上
げ
１
億
円

を
目
標
に
し
て

い
る
。
公
設
民
営
の
農
産
物
直

売
施
設
の
運
営
内
容
は
、
今
後

の
日
南
町
の
直
売
シ
ス
テ
ム
を

発
展
強
化
さ
せ
る
事
例
と
し
て

生
か
す
必
要
が
あ
る
。

⑵
銘
建
工
業
株
式
会
社

　
岡
山
県
真
庭
市
勝
山
に
本
社

を
置
く
銘
建
工
業
株
式
会
社
は
、

大
正
12
年
に
製
材
会
社
と
し
て

創
業
。
現
在
、
社
員
２
３
５
名

で
年
商
２
０
０
億
円
、
全
国
ト

ッ
プ
ク
ラ
ス
の
住
宅
用
集
成
材

を
供
給
す
る
会
社
で
あ
る
。
さ

ら
に
加
工
過
程
で
発
生
す
る
木

屑
等
を
利
用
し
た
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
事
業
で
は
、
電
力
の
販
売

や
木
質
ペ
レ
ッ
ト
の
製
造
販
売

を
手
が
け
て
い
る
。

　
銘
建
工
業
が
所
有
す
る
各
工

場
か
ら
発
生
す
る
木
質
資
源
は
、

端
材
、
バ
ー
ク
、
プ
レ
ー
ナ
屑

の
総
量
が
、
日
量
１
８
５
ト
ン

と
膨
大
で
あ
り
、
そ
の
す
べ
て

が
蒸
気
ボ
イ
ラ
ー
、
発
電
ボ
イ

ラ
ー
、
ペ
レ
ッ
ト
製
造
に
変
換

さ
れ
て
い
る
。

　
本
社
工
場
に
設
置
し
て
あ
る

エ
コ
発
電
所
（
１
，
９
５
０
ｋ

Ｗ
/
h
）
に
よ
り
、
年
間
１
億

５
千
万
円
の
電
気
代
を
節
約
す

る
な
ど
会
社
経
営
上
大
き
な
メ

リ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
る
。
ペ
レ

ッ
ト
製
造
に
お
い
て
も
年
間
１

８
，
０
０
０
ト
ン
製
造
し
、
国

内
販
売
シ
ェ
ア
30
％
で
あ
り
文

字
通
り
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
の
第

一
線
を
進
ん
で
お
り
、
経
営
方

針
に
学
ぶ
と
こ
ろ
は
大
き
い
。

　
と
り
わ
け
、
総
事
業
費
41
億

円
を
投
じ
て
平
成
27
年
４
月
稼

動
予
定
の
「
真
庭
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
株
式
会
社｣(

１
０
，
０
０

０
ｋ
Ｗ
/
h
）
の
筆
頭
出
資
者

と
し
て
の
経
営
手
腕
に
期
待
す

る
と
と
も
に
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
固
定
価
格
買
取
制
度
を

利
用
し
た
先
進
事
例
と
し
て
注

目
し
て
い
る
。

　
日
南
町
が
、
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
等
の
森
林
資
源
の
有
効
活
用

を
事
業
化
す
る
た
め
に
は
、
原

材
料
の
仕
入
れ
か
ら
販
売
ま
で

採
算
性
を
明
確
に
す
る
と
と
も

に
、
す
で
に
事
業
展
開
し
て
い

る
近
隣
施
設
が
あ
る
こ
と
も
考

慮
し
、
よ
り
有
利
な
木
質
資
源

の
活
用
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

　総務教育常任委員会（委員長・坪倉勝幸）で、平成23年3月11日発生の東日本大震災

および原子力発電所事故の避難対応、事後の復旧対応について調査を行いました。

　経済福祉常任委員会（委員長・久代安敏）で、中山間地域の農業振興の取り組み

および木質バイオマス･ペレットなどの森林資源の有効活用について調査を行いました。

島根県

広島県 岡山県
宮城県

福島県

査報告行政調査報告行政調査報告行政調
総務教育常任委員会経済福祉常任委員会

3階建ての仮設住宅（女川町）

交流物産館「 i まるシェ」（三次市）
あい

工場に設置してあるエコ発電所

─　　 ─500
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１
．
調
査
先

・
福
島
県
飯
館
村
（
福
島
市
飯

　
野
支
所
内
の
仮
庁
舎
）

・
宮
城
県
女
川
町

・
宮
城
県
南
三
陸
町
（
車
内
よ

　
り
現
状
視
察
の
み
に
て
記
載

　
せ
ず
）

２
．
調
査
期
日

　
平
成
25
年
10
月
22
日
か
ら

　
10
月
24
日
（
３
日
間
）

３
．
調
査
概
要

⑴
福
島
県
飯
館
村

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
村
内

の
状
況
は
、
津
波
襲
来
地
域
の

よ
う
な
被
害
は
な
く
、
海
岸
部

の
避
難
民
約
１
，
３
０
０
人
。

し
か
し
、
12
日
〜
15
日
に
か
け

て
の
原
発
事
故
に
よ
り
、
高
濃

度
の
放
射
線
が
大
量
に
放
出
さ

れ
た
。　

事
故
後
の
情
報
も
マ
ス
コ
ミ

に
頼
る
ば
か
り
で
、
学
者
等
の

意
見
も
多
種
多
様
で
あ
て
に
は

な
ら
な
い
な
か
、
事
故
後
の
３

月
15
日
に
測
定
機
を
設
置
し
最

大
44.7
μ
S
v
/
h
を
計
測
し
た

が
、
こ
の
値
の
危
険
性
に
つ
い

て
も
国
及
び
県
か
ら
は
全
く
知

ら
さ
れ
な
か
っ
た
。

　
４
月
22
日
に
計
画
避
難
区
域

（
一
部
は
帰
宅
困
難
区
域
）
に

指
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、｢

避

難
計
画
」
を
策
定
し
、
７
月
末

ま
で
に
全
村
民
が
周
辺
市
町
村

を
中
心
に
避
難
し
、
役
場
も
福

島
市
飯
野
支
所
内
に
開
設
し
業

務
を
継
続
し
て
い
る
。

　
復
興
に
向
け
て
は
、
除
染
作

業
が
第
１
の
課
題
で
あ
り
、
そ

の
事
業
は
国
（
環
境
省
）
直
轄

で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
山
林
内

の
降
雨
に
よ
る
除
染
完
了
地
へ

の
放
射
能
の
流
出
が
懸
念
さ
れ

て
い
る
。
入
札
し
て
も
落
札
業

者
が
な
い
、
中
間
処
理
場
の
確

保
も
困
難
、
環
境
省
の
管
轄
に

て
事
務
的
対
応
等
で
現
在
２
％

ほ
ど
の
進
捗
率
。

　
平
成
28
年
度
中
に
完
了
予
定

で
あ
る
が
国
に
は
強
い
不
信
感

を
抱
い
て
い
る
。
厳
し
い
状
況

の
中
、
28
年
度
の
帰
村
を
目
指

し
て
、
帰
村
、
復
興
に
向
け
た

計
画
を
策
定
す
る
。

【
課
題
と
し
て
は
】

①
放
射
能
汚
染
に
よ
る
環
境
、

人
体
へ
の
影
響
の
知
識
、
対
応

の
周
知
が
必
要
で
あ
る
。

②
避
難
に
伴
う
行
政
費
用
の
補

填
が
ど
う
な
る
の
か
。

（
避
難
住
民
の
健
康
相
談
や
健

康
診
断
、
臨
時
職
員
に
よ
る
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の
経
費
、
役
場

の
仮
設
費
用
等
）

③
避
難
指
示
解
除
準
備
区
域
、

居
住
制
限
区
域
、
帰
宅
困
難
区

域
の
区
分
け
に
伴
う
賠
償
額
の

差
に
よ
る
村
民
の
連
帯
意
識
分

断
の
対
応
。

④
避
難
が
長
期
化
し
た
場
合
の

帰
村
率
向
上
の
対
応
。

⑵
宮
城
県
女
川
町

　
人
口
の
8.3
％
の
人
的
被
害
と

３
，
３
０
０
棟
の
建
物
被
害
に

よ
り
、
５
，
７
２
０
名
が
避
難

所
に
入
居
し
た
。

　
役
場
も
被
災
し
、
戸
籍
を
含

む
全
て
の
資
料
、
文
書
、
電
子

デ
ー
タ
が
失
わ
れ
た
。

　
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
は
、

電
気
が
10
日
か
ら
２
ヶ
月
余
り
、

水
道
が
２
週
間
か
ら
２
ヶ
月
半
、

電
話
が
１
ヶ
月
か
ら
３
ヶ
月
半

を
要
し
、
役
場
仮
庁
舎
で
の
業

務
開
始
は
７
月
19
日
で
あ
っ
た
。

但
し
８
月
10
日
に
は
復
興
期
２

年
、
基
盤
整
備
期
３
年
、
本
格

復
興
期
３
年
と
し｢

防
災｣｢

産

業｣｢

住
環
境｣｢

医
療
・
保
健
・

福
祉｣｢

人
財
育
成｣

を
柱
と
す

る
復
興
計
画
を
策
定
し
て
い
る
。

　
そ
し
て
現
在
、
全
体
事
業
費

１
千
億
円
と
し
て
各
所
で
復
興

事
業
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

【
課
題
と
し
て
は
】

①
近
隣
の
石
巻
市
等
の
町
外
へ

の
避
難
移
住
者
が
ど
れ
だ
け
帰

町
す
る
の
か
、
住
宅
や
事
業
所

を
再
建
さ
れ
る
の
か
が
未
知
数

で
あ
る
。

②
被
災
者
の
遺
体
収
容
は
町
が

行
う
こ
と
の
人
的
対
応
。

③
避
難
所
以
外
の
避
難
者
へ
の

炊
き
出
し
は
、
町
費
負
担
で
あ

る
こ
と
の
対
応
。

【
行
政
調
査
よ
り
】

①
役
場
保
管
の
重
要
書
類
、
電

子
デ
ー
タ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が

必
要
で
あ
る
。

②
放
射
能
汚
染
は
、
気
流
に
よ

っ
て
は
原
発
か
ら
の
距
離
に
関

係
な
く
被
災
す
る
可
能
性
が
あ

り
、
本
町
に
於
い
て
も
、
中
国

電
力
島
根
原
発
に
よ
る
被
災
を

考
慮
し
た
防
災
・
避
難
対
策
と
、

日
頃
か
ら
放
射
能
汚
染
に
対
す

る
知
識
を
持
つ
べ
き
取
り
組
み

が
必
要
で
あ
る
。

③
放
射
能
の
除
染
は
、
国
・

県
・
原
発
事
業
者
等
の
一
体
的
、

可
及
的
速
や
か
な
対
応
（
人
的
、

費
用
的
、
体
制
的
、
時
間
的
）

が
必
要
で
あ
る
。

④
行
政
支
援
は
、
単
に
職
員
派

遣
と
い
う
こ
と
に
留
ま
ら
ず
、

国
・
県
・
近
隣
自
治
体
と
の
連

携
が
必
要
で
あ
る
。

１
．
調
査
先

・
島
根
県
飯
南
町

・
広
島
県
三
次
市

・
岡
山
県
真
庭
市

　
（
銘
建
工
業
株
式
会
社
）

２
．
調
査
期
日

　
平
成
25
年
11
月
11
日
か
ら

　
11
月
12
日
（
２
日
間)

３
．
調
査
概
要

⑴
島
根
県
飯
南
町

　
島
根
県
飯
南
町
は
、
中
国
山

地
の
稜
線
に
位
置
し
、
地
理
的

条
件
や
自
治
体
の
規
模
、
農
林

業
を
中
心
と
し
た
町
づ
く
り
の

取
り
組
み
な
ど
、
日
南
町
と
共

通
点
が
多
い
町
で
あ
る
。

　
行
政
の
き
め
細
か
い
指
導
体

制
が
図
ら
れ
て
お
り
、｢

中
山
間

地
直
接
支
払
事
業｣

お
よ
び｢

農

地
・
水
保
全
管
理
支
払
交
付
金

制
度
」
で
、
飯
南
町
内
の
す
べ

て
の
農
地
が
カ
バ
ー
さ
れ
て
い

る
。

　
ま
た
、
地
域
の
担
い
手
と
し

て
農
業
法
人
、
認
定
農
業
者
、

集
落
営
農
組
織
等
の
組
織
化
が

す
す
み
、
定
住
の
推
進
、
農
業

活
性
化
の
中
核
と
し
て
機
能
し

て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
農
業
政
策
の
推
進

に
あ
た
り
Ｊ
Ａ
雲
南
と
の
連
携

が
し
っ
か
り
確
立
さ
れ
て
い
る
。

日
南
町
も
農
・
商
・
工
関
係
団

体
と
の
連
携
を
さ
ら
に
強
化
し
、

日
南
町
の
農
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン

を
共
有
し
推
進
す
べ
き
で
あ
る
。

中
国
横
断
自
動

車
道
「
尾
道
松

江
線
」
開
通
に

と
も
な
い
、
飯

南
町
内
の
「
道

の
駅
」
な
ど
の

直
売
施
設
の
売

上
げ
が
減
少
す

る
こ
と
を
想
定

し
、
県
境
を
越

え
て
広
島
県
三

次
市
に
出
店
し

た
・
交
流
物
産

館
「
ｉ
ま
る
シ

ェ
」
は
、
年
間

売
上
げ
１
億
円

を
目
標
に
し
て

い
る
。
公
設
民
営
の
農
産
物
直

売
施
設
の
運
営
内
容
は
、
今
後

の
日
南
町
の
直
売
シ
ス
テ
ム
を

発
展
強
化
さ
せ
る
事
例
と
し
て

生
か
す
必
要
が
あ
る
。

⑵
銘
建
工
業
株
式
会
社

　
岡
山
県
真
庭
市
勝
山
に
本
社

を
置
く
銘
建
工
業
株
式
会
社
は
、

大
正
12
年
に
製
材
会
社
と
し
て

創
業
。
現
在
、
社
員
２
３
５
名

で
年
商
２
０
０
億
円
、
全
国
ト

ッ
プ
ク
ラ
ス
の
住
宅
用
集
成
材

を
供
給
す
る
会
社
で
あ
る
。
さ

ら
に
加
工
過
程
で
発
生
す
る
木

屑
等
を
利
用
し
た
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
事
業
で
は
、
電
力
の
販
売

や
木
質
ペ
レ
ッ
ト
の
製
造
販
売

を
手
が
け
て
い
る
。

　
銘
建
工
業
が
所
有
す
る
各
工

場
か
ら
発
生
す
る
木
質
資
源
は
、

端
材
、
バ
ー
ク
、
プ
レ
ー
ナ
屑

の
総
量
が
、
日
量
１
８
５
ト
ン

と
膨
大
で
あ
り
、
そ
の
す
べ
て

が
蒸
気
ボ
イ
ラ
ー
、
発
電
ボ
イ

ラ
ー
、
ペ
レ
ッ
ト
製
造
に
変
換

さ
れ
て
い
る
。

　
本
社
工
場
に
設
置
し
て
あ
る

エ
コ
発
電
所
（
１
，
９
５
０
ｋ

Ｗ
/
h
）
に
よ
り
、
年
間
１
億

５
千
万
円
の
電
気
代
を
節
約
す

る
な
ど
会
社
経
営
上
大
き
な
メ

リ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
る
。
ペ
レ

ッ
ト
製
造
に
お
い
て
も
年
間
１

８
，
０
０
０
ト
ン
製
造
し
、
国

内
販
売
シ
ェ
ア
30
％
で
あ
り
文

字
通
り
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
の
第

一
線
を
進
ん
で
お
り
、
経
営
方

針
に
学
ぶ
と
こ
ろ
は
大
き
い
。

　
と
り
わ
け
、
総
事
業
費
41
億

円
を
投
じ
て
平
成
27
年
４
月
稼

動
予
定
の
「
真
庭
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
株
式
会
社｣(

１
０
，
０
０

０
ｋ
Ｗ
/
h
）
の
筆
頭
出
資
者

と
し
て
の
経
営
手
腕
に
期
待
す

る
と
と
も
に
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
固
定
価
格
買
取
制
度
を

利
用
し
た
先
進
事
例
と
し
て
注

目
し
て
い
る
。

　
日
南
町
が
、
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
等
の
森
林
資
源
の
有
効
活
用

を
事
業
化
す
る
た
め
に
は
、
原

材
料
の
仕
入
れ
か
ら
販
売
ま
で

採
算
性
を
明
確
に
す
る
と
と
も

に
、
す
で
に
事
業
展
開
し
て
い

る
近
隣
施
設
が
あ
る
こ
と
も
考

慮
し
、
よ
り
有
利
な
木
質
資
源

の
活
用
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

　総務教育常任委員会（委員長・坪倉勝幸）で、平成23年3月11日発生の東日本大震災

および原子力発電所事故の避難対応、事後の復旧対応について調査を行いました。

　経済福祉常任委員会（委員長・久代安敏）で、中山間地域の農業振興の取り組み

および木質バイオマス･ペレットなどの森林資源の有効活用について調査を行いました。

島根県

広島県 岡山県
宮城県

福島県

査報告行政調査報告行政調査報告行政調
総務教育常任委員会経済福祉常任委員会

3階建ての仮設住宅（女川町）

交流物産館「 i まるシェ」（三次市）
あい

工場に設置してあるエコ発電所
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私
と
家
族
が
日
南
町
で
暮
ら
す
よ
う
に
な
っ
て

か
ら
三
十
四
回
目
の
冬
を
迎
え
て
い
ま
す
。
地
球

温
暖
化
が
言
わ
れ
る
中
で
、
積
雪
量
は
減
っ
て
き

て
い
る
よ
う
な
印
象
が
あ
り
ま
す
が
、
政
治
か
ら

吹
い
て
く
る
風
は
以
前
に
も
増
し
て
冷
た
く
な
っ

て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
農
林
業
の
疲
弊
と
少
子
化
・
高
齢
化
が
ま
す
ま

す
深
刻
に
な
っ
て
い
ま
す
。
国
際
競
争
力
の
強
化

を
口
実
に
瑞
穂
の
国
の
風
情
が
壊
さ
れ
、
里
山
の

風
景
が
荒
れ
て
き
て
い
ま
す
。
日
本
の
農
山
村
は
、

大
規
模
農
家
と
小
規
模
農
家
が
共
に
手
を
携
え
る

こ
と
な
し
に
は
、
営
農
も
生
活
で
き
る
環
境
も
守

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
水
と
森
・
山
と
を
再
生

可
能
な
、
持
続
的
な
資
源
と
し
て
管
理
し
、
生
か

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
税
と
社
会
保
障
の
改
革
の
名
の
下
に
庶
民
負
担

が
強
化
さ
れ
、
庶
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る
仕
組
み

が
壊
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
自
助
・
自
立
が
強
調

さ
れ
る
中
で
公
的
責
任
が
あ
い
ま
い
に
さ
れ
て
い

ま
す
。
社
会
保
障
は
慈
悲
や
恩
恵
で
は
な
く
、
社

会
が
産
み
出
し
た
富
と
所
得
と
を
再
配
分
す
る
仕

組
み
と
し
て
築
か
れ
て
き
ま
し
た
。
公
正
な
税
制

と
と
も
に
、
そ
の
本
来
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
人
間
は
他
人
と
つ
な
が
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
然

へ
効
果
的
に
働
き
か
け
、
生
存
に
必
要
な
物
質
を

生
産
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
長
い
歴
史
の
中
で
、

自
由
と
民
主
主
義
、
人
権
を
獲
得
し
、
自
由
に
過

ご
せ
る
時
間
を
拡
充
す
る
こ
と
で
、
人
と
し
て
発

達
・
成
長
す
る
文
化
的
な
条
件
を
整
備
し
て
き
ま

し
た
。　

国
民
一
人
ひ
と
り
が
社
会
の
主
役
で
あ
り
、
国

の
主
権
者
で
す
。
こ
の
こ
と
が
な
い
が
し
ろ
に
さ

れ
る
政
治
は
国
民
の
総
意
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
、

歴
史
の
発
展
方
向
や
民
意
と
か
け
離
れ
た
社
会
が

い
ず
れ
消
滅
し
て
い
く
こ
と
は
、
外
国
の
例
や
日

本
の
歴
史
を
見
て
も
明
ら
か
で
す
。

　
地
方
自
治
体
は
住
民
が
政
治
を
体
験
す
る
一
番

身
近
な
舞
台
で
す
。
議
会
が
何
よ
り
も
住
民
の
声

に
寄
り
添
い
、
町
民
が
少
し
で
も
ほ
っ
こ
り
と
暮

ら
せ
る
よ
う
努
力
さ
れ
る
こ
と
が
今
ほ
ど
期
待
さ

れ
る
時
代
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

議会に思うこと議会に思うこと

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。　

今
年
は
午
年
、｢

馬
の
耳
に
念
仏｣

｢

馬
耳
東
風｣

｢

馬
が
合
う｣

等
々
、

色
々
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
近
年
よ

く
使
わ
れ
る
言
葉
に
「
人
間
万
事
塞

翁
が
馬
」
の
諺
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
、｢

人
生
に
お
け
る
幸
・
不
幸
は
予

測
し
が
た
い
」
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。

２
月
に
は
、
町
長
選
と
共
に
議
会
の

補
欠
選
挙
も
あ
り
ま
す
。
昨
年
５
月

末
で
一
人
退
職
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

３
月
か
ら
ま
た
12
人
で
議
員
活
動
を

行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
我
々
の
任

期
も
残
す
と
こ
ろ
１
年
４
ヶ
月
と
な

り
ま
し
た
。

　
町
や
地
域
が
よ
り
良
く
な
る
た
め

誠
心
誠
意
頑
張
っ
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
田

　
記

　
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　
委

員

長

　
久
代

　
安
敏

　
　
　
副
委
員
長

　
藤
原

　
泰
則

　
　
　
委

　
　
員

　
福
田

　
　
稔

　
　
　
　
　
〃

　　
　
古
都

　
勝
人

　
　
　
　
　
〃

　　
　
惠
比
奈
礼
子

編

集

後

記

　
荒 

金

　
　
実
さ
ん

(

阿
毘
縁)
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一昨年の『古事記』編さん1300年を機に、大国主命
が南部町の赤猪岩神社につづき二度目の蘇生をとげ
た神社として注目を集めています。
社殿前に鎮座する樹齢630年高さ40㍍の大イチョウ
の実は、「福一兆」という縁起物。受難から復活のパ
ワースポットとして賑わう大石見神社。

写真提供　石川　賢さん（中石見）

復活のパワースポット～大石見神社の春祭り～復活のパワースポット～大石見神社の春祭り～

おもな内容
３月定例会　………………………………
予算審査報告　……………………………
一般質問（３名）…………………………
委員会活動　………………………………

2ページ　
4ページ　
8ページ　
11ページ　

おおくにぬしのみこと

ふくいっちょう
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４
月
か
ら
の
消
費
税
増
税

に
と
も
な
い
、
条
例
の
改

正
等
に
よ
り
据
え
置
き
さ

れ
た
公
共
料
金

　
水
道
料
金
、
下
水
道
料
金
、

ゴ
ミ
袋
、
学
校
や
体
育
館
、
武

道
館
、
総
合
グ
ラ
ン
ド
の
夜
間

照
明
、
美
術
館
の
入
館
料
、
総

合
文
化
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
公
共

施
設
の
使
用
料
と
、
各
種
証
明

書
の
発
行
手
数
料
は
、
す
べ
て

現
行
の
料
金
に
据
え
置
き
さ
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
学
校
給
食
の
食
材
費

に
つ
い
て
も
負
担
増
に
な
ら
な

い
よ
う
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

保
育
料
の
大
幅
軽
減

　
保
護
者
の
負
担
軽
減
と
子
育

て
支
援
の
た
め
に
、
現
行
の
保

育
料
基
準
額
か
ら
、
第
１
子
が

２
分
の
１
、
第
２
子
が
３
分
の

１
、
第
３
子
以
降
は
無
料
と
な

り
ま
す
。

新年度予算　おもな事業

カ
ン
フ
ァ
ト
日
南
団
地
住

宅
の
家
賃
と
駐
車
料
金
を

引
き
下
げ

　
建
設
か
ら
約
20
年
と
な
る
霞

の
カ
ン
フ
ァ
ト
住
宅
の
家
賃
と

駐
車
料
金
も
引
き
下
げ
ら
れ
ま

し
た
。

　※

消
費
税
は
、
原
則
す
べ
て
の

取
引
に
課
税
さ
れ
る
た
め
、
今
回

の
据
え
置
き
は
、
本
体
価
格
を
引

き
下
げ
て
対
応
し
た
こ
と
に
よ
る

も
の
で
す
。

平成26年度　会計別当初予算額

カンファト日南団地

3月定例会3月定例会
３月４日～３月２５日（22日間）３月４日～３月２５日（22日間）

平成26年度予算を可決平成26年度予算を可決平成26年度予算を可決公共料金を据え置く公共料金を据え置く公共料金を据え置く
　
日
南
町
議
会
の
３
月
定
例
会
は
、
３
月
４
日
か
ら
25
日
ま
で
の
22
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
２
期
目
の
再
選
を
果
た
し
た
増
原
町
長
に
よ
る
平
成
26
年
度
施
政
方
針
説
明
を
受
け
て
、
３
人
の
議
員
が

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
執
行
部
か
ら
提
案
さ
れ
た
平
成
25
年
度
補
正
予
算
、
平
成
26
年
度
の
一
般
会
計
な
ど
各
会
計
の
当
初
予
算

お
よ
び
条
例
改
正
案
は
、
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
予
算
審
査
は
、
議
員
全
員
で
構
成
す
る
「
予
算
審
査
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
、
担
当
課
か
ら
詳
し
く
説

明
を
受
け
、
住
民
に
と
っ
て
よ
り
よ
い
予
算
と
な
る
よ
う
審
議
を
深
め
ま
し
た
。

　4月から消費税が8%に増税されましたが、増原町長
は平成26年度予算編成にあたり、「公共料金の見直し
を行い、年金受給者や低所得者の方々でも安心して日
南町に住み続けることのできる体制を整える。消費税
の対策としては、可能な限り現状維持に努力し、公共
料金の引下げについても検討する」（施政方針説明）と
の方針により、各種公共料金が据え置かれる予算とな
りました。
　また、保育料の軽減や特定公共賃貸住宅の家賃・駐
車料金が引下げになりました。

会　計

一　般　会　計

国民健康保険会計

簡 易 水 道 会 計

農業集落排水会計

介 護 保 険 会 計

介護サービス会計

後期高齢者医療会計

病 院 事 業 会 計

　　　　収益的収支

　　　　資本的収支

合　　計

事 業 名 予算額 (千円) 説　　　　　　明
自 主 防 災 助 成
広 報 事 業
ゆ る キ ャ ラ 制 作
I P 電 話 更 新
松本清張公園修繕
石見小水力発電所
焼 却 場 改 修 工 事
鳥 獣 被 害 対 策
野 菜 等 振 興 対 策
道 路 新 設 改 良
文化センター改修
簡 易 水 道 整 備
あ か ね の 郷 改 修

2,000
6,476
1,639

31,659
6,710

171,575
47,103

3,742
6,282

216,444
176,983

93,627
81,939

自然災害等に対する自主防災組織体制整備
「広報にちなん」の縮刷版の発行
町の統一イメージを「ゆるキャラ」に表現しPRする
避難所の機能強化のため、IP電話の更新と新設
文学碑30年となる公園の景観を整え、観光に生かす
石見小水力発電所の基幹改良工事。平成27年4月稼働
清掃センターの改修で延命化を図る
日野郡３町共同連携で鳥獣対策を行う隊員の雇用
トマト、白ねぎ、ピーマン、ブロッコリー、朝どれ野菜の種苗費助成
野田塚原線、日南中学校線、福万来佐木谷線など
空調施設、防水、照明、トイレ等の改修
日野上簡易水道と生山簡易水道との統合工事
老人福祉施設「あかねの郷」の空調、浴槽改修

金　額

62億8,474万1千円

7億5,379万５千円

2億5,754万9千円

2億991万4千円

10億5,925万4千円

2億2,103万5千円

9,915万3千円

14億6,932万4千円

13億1,747万5千円

1億5,184万9千円

103億5,476万5千円

対前年度比

5億7,028万7千円

△420万4千円

7,879万4千円

△2,605万2千円

418万9千円

8,106万2千円

△28万９千円

2億5,933万2千円

2億4,630万1千円

1,303万1千円

9億6,311万9千円

にちなん議会だより　 平成26年4月発行　No.135
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４
月
か
ら
の
消
費
税
増
税

に
と
も
な
い
、
条
例
の
改

正
等
に
よ
り
据
え
置
き
さ

れ
た
公
共
料
金

　
水
道
料
金
、
下
水
道
料
金
、

ゴ
ミ
袋
、
学
校
や
体
育
館
、
武

道
館
、
総
合
グ
ラ
ン
ド
の
夜
間

照
明
、
美
術
館
の
入
館
料
、
総

合
文
化
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
公
共

施
設
の
使
用
料
と
、
各
種
証
明

書
の
発
行
手
数
料
は
、
す
べ
て

現
行
の
料
金
に
据
え
置
き
さ
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
学
校
給
食
の
食
材
費

に
つ
い
て
も
負
担
増
に
な
ら
な

い
よ
う
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

保
育
料
の
大
幅
軽
減

　
保
護
者
の
負
担
軽
減
と
子
育

て
支
援
の
た
め
に
、
現
行
の
保

育
料
基
準
額
か
ら
、
第
１
子
が

２
分
の
１
、
第
２
子
が
３
分
の

１
、
第
３
子
以
降
は
無
料
と
な

り
ま
す
。

新年度予算　おもな事業

カ
ン
フ
ァ
ト
日
南
団
地
住

宅
の
家
賃
と
駐
車
料
金
を

引
き
下
げ

　
建
設
か
ら
約
20
年
と
な
る
霞

の
カ
ン
フ
ァ
ト
住
宅
の
家
賃
と

駐
車
料
金
も
引
き
下
げ
ら
れ
ま

し
た
。

　※

消
費
税
は
、
原
則
す
べ
て
の

取
引
に
課
税
さ
れ
る
た
め
、
今
回

の
据
え
置
き
は
、
本
体
価
格
を
引

き
下
げ
て
対
応
し
た
こ
と
に
よ
る

も
の
で
す
。

平成26年度　会計別当初予算額

カンファト日南団地

3月定例会3月定例会
３月４日～３月２５日（22日間）３月４日～３月２５日（22日間）

平成26年度予算を可決平成26年度予算を可決平成26年度予算を可決公共料金を据え置く公共料金を据え置く公共料金を据え置く
　
日
南
町
議
会
の
３
月
定
例
会
は
、
３
月
４
日
か
ら
25
日
ま
で
の
22
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
２
期
目
の
再
選
を
果
た
し
た
増
原
町
長
に
よ
る
平
成
26
年
度
施
政
方
針
説
明
を
受
け
て
、
３
人
の
議
員
が

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
執
行
部
か
ら
提
案
さ
れ
た
平
成
25
年
度
補
正
予
算
、
平
成
26
年
度
の
一
般
会
計
な
ど
各
会
計
の
当
初
予
算

お
よ
び
条
例
改
正
案
は
、
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
予
算
審
査
は
、
議
員
全
員
で
構
成
す
る
「
予
算
審
査
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
、
担
当
課
か
ら
詳
し
く
説

明
を
受
け
、
住
民
に
と
っ
て
よ
り
よ
い
予
算
と
な
る
よ
う
審
議
を
深
め
ま
し
た
。

　4月から消費税が8%に増税されましたが、増原町長
は平成26年度予算編成にあたり、「公共料金の見直し
を行い、年金受給者や低所得者の方々でも安心して日
南町に住み続けることのできる体制を整える。消費税
の対策としては、可能な限り現状維持に努力し、公共
料金の引下げについても検討する」（施政方針説明）と
の方針により、各種公共料金が据え置かれる予算とな
りました。
　また、保育料の軽減や特定公共賃貸住宅の家賃・駐
車料金が引下げになりました。

会　計

一　般　会　計

国民健康保険会計

簡 易 水 道 会 計

農業集落排水会計

介 護 保 険 会 計

介護サービス会計

後期高齢者医療会計

病 院 事 業 会 計

　　　　収益的収支

　　　　資本的収支

合　　計

事 業 名 予算額 (千円) 説　　　　　　明
自 主 防 災 助 成
広 報 事 業
ゆ る キ ャ ラ 制 作
I P 電 話 更 新
松本清張公園修繕
石見小水力発電所
焼 却 場 改 修 工 事
鳥 獣 被 害 対 策
野 菜 等 振 興 対 策
道 路 新 設 改 良
文化センター改修
簡 易 水 道 整 備
あ か ね の 郷 改 修

2,000
6,476
1,639

31,659
6,710

171,575
47,103

3,742
6,282

216,444
176,983

93,627
81,939

自然災害等に対する自主防災組織体制整備
「広報にちなん」の縮刷版の発行
町の統一イメージを「ゆるキャラ」に表現しPRする
避難所の機能強化のため、IP電話の更新と新設
文学碑30年となる公園の景観を整え、観光に生かす
石見小水力発電所の基幹改良工事。平成27年4月稼働
清掃センターの改修で延命化を図る
日野郡３町共同連携で鳥獣対策を行う隊員の雇用
トマト、白ねぎ、ピーマン、ブロッコリー、朝どれ野菜の種苗費助成
野田塚原線、日南中学校線、福万来佐木谷線など
空調施設、防水、照明、トイレ等の改修
日野上簡易水道と生山簡易水道との統合工事
老人福祉施設「あかねの郷」の空調、浴槽改修

金　額

62億8,474万1千円

7億5,379万５千円

2億5,754万9千円

2億991万4千円

10億5,925万4千円

2億2,103万5千円

9,915万3千円

14億6,932万4千円

13億1,747万5千円

1億5,184万9千円

103億5,476万5千円

対前年度比

5億7,028万7千円

△420万4千円

7,879万4千円

△2,605万2千円

418万9千円

8,106万2千円

△28万９千円

2億5,933万2千円

2億4,630万1千円

1,303万1千円

9億6,311万9千円
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審
査
報
告

　
プ
ー
ル
解
体
工
事
に
つ
い
て

設
計
監
理
委
託
料
が
計
上
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
に
蓄
積

さ
れ
た
知
識
や
経
験
、
人
材
を

活
か
し
て
施
工
監
理
を
す
る
な

ど
、
経
費
を
節
減
せ
よ
。

　
昨
年
７
月
の
参
議
院
議
員
選

挙
よ
り
投
票
所
の
削
減
が
さ
れ

た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
後
の

選
挙
に
お
い
て
投
票
率
の
低
下

に
繋
が
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

さ
ら
な
る
対
策
を
求
め
る
。

　
人
権
教
育
推
進
員
は
、
過
去

２
年
間
予
算
計
上
し
な
が
ら
人

員
を
採
用
で
き
な
か
っ
た
こ
と

か
ら
、
そ
の
業
務
が
果
た
さ
れ

て
い
な
い
。
新
年
度
に
つ
い
て

は
、
人
材
を
確
保
し
て
人
権
教

育
を
推
進
せ
よ
。

　
ゆ
る
キ
ャ
ラ
の
ア
イ
デ
ア
を

募
集
し
着
ぐ
る
み
な
ど
を
作
成

さ
れ
る
計
画
で
あ
る
が
、
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
決
定
に
あ
た
っ
て

は
、
町
民
や
専
門
知
識
を
有
す

る
者
の
意
見
を
取
り
入
れ
る
な

ど
本
町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と

と
も
に
町
民
に
愛
さ
れ
る
デ
ザ

イ
ン
と
な
る
よ
う
取
り
組
む
こ

と
。

　
ま
た
、
着
ぐ
る
み
の
作
成
に

あ
た
っ
て
は
、
そ
の
活
用
方
法

や
効
果
な
ど
に
つ
い
て
慎
重
に

検
討
す
べ
き
。

　
高
齢
化
が
進
行
す
る
中
に

あ
っ
て
住
民
の
交
通
手
段
と
し

て
の
町
営
バ
ス
は
、
町
の
活
性

化
と
福
祉
の
向
上
に
欠
か
せ
な

い
。
よ
り
身
近
な
交
通
機
関
と

な
る
よ
う
運
行
方
法
の
改
善
な

ど
を
求
め
る
。

　
ま
た
、
バ
ス
停
標
識
の
更
新

に
あ
た
っ
て
は
経
費
節
減
に
努

め
る
と
と
も
に
、
親
し
み
の
持

て
る
も
の
に
せ
よ
。

　
役
場
の
電
話
機
器
や
町
内
の

避
難
所
の
IP
電
話
機
の
更
新
お

よ
び
新
設
事
業
が
計
画
さ
れ
て

い
る
が
、
避
難
所
の
電
話
機
は

導
入
後
の
保
守
管
理
が
容
易
な

も
の
に
す
る
と
と
も
に
、
経
費

の
節
減
を
図
る
こ
と
。

　
ま
た
、
防
災
対
策
の
面
か
ら

多
様
な
通
信
手
段
の
確
保
と
そ

れ
ら
の
複
合
的
か
つ
有
機
的
な

運
用
に
つ
い
て
も
検
討
せ
よ
。

　
地
域
の
商
店
の
閉
店
な
ど
、

過
疎
化
社
会
の
中
で
地
域
活
力

の
低
下
が
顕
著
に
な
っ
て
い
る
。

中
心
地
域
の
商
業
ゾ
ー
ン
の
検

討
と
合
わ
せ
、
町
内
外
の
交
流

を
促
進
し
商
工
業
の
活
性
化
に

真
剣
に
取
り
組
む
べ
き
。

　
ま
た
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
企
業
支

援
補
助
金
の
拡
充
な
ど
町
内
事

業
者
の
意
欲
を
喚
起
で
き
る
よ

う
な
支
援
策
を
求
め
る
。

　
地
域
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
設
置
や
ガ
イ
ド
養
成
講
座
な

ど
が
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、
現

在
の
観
光
協
会
の
実
態
を
み
る

と
行
政
の
積
極
的
な
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
が
求
め
ら
れ
る
。
交
流

人
口
の
拡
大
は
活
性
化
方
策
の

一
つ
と
し
て
有
効
で
あ
り
、
本

町
の
資
源
や
取
り
組
み
を
活
か

し
た
よ
り
積
極
的
な
観
光
振
興

対
策
を
求
め
る
。

　
松
本
清
張
公
園
の
修
繕
工
事

が
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、
一
昨

年
の
国
道
改
良
工
事
に
よ
り
公

園
が
縮
小
さ
れ
た
こ
と
に
と
も

な
う
修
繕
工
事
で
あ
る
。
地
元

や
関
係
団
体
と
の
協
議
と
と
も

に
前
項
で
述
べ
た
観
光
施
策
と

の
連
携
も
図
り
有
意
な
修
繕
工

事
を
施
工
せ
よ
。

　
現
在
の
焼
却
施
設
は
、
平
成

33
年
度
ま
で
の
利
用
を
想
定
し

延
命
化
の
た
め
の
工
事
が
実
施

さ
れ
る
が
、
将
来
を
見
据
え
た

ご
み
処
理
計
画
の
検
討
と
そ
れ

に
基
づ
く
施
設
の
運
用
を
す
べ

き
。

　
浴
槽
や
空
調
設
備
の
改
修
工

事
お
よ
び
備
品
の
更
新
が
計
画

さ
れ
て
い
る
が
、
機
種
の
選
定

に
あ
た
っ
て
は
、
工
事
費
と
と

も
に
耐
久
性
、
維
持
経
費
な
ど

に
つ
い
て
も
十
分
検
討
し
施
工

せ
よ
。

男
女
共
同
参
画
推
進
計

画
の
策
定
、
公
表
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。
ま
た
、
推
進

施
策
は
。3

月
11
日
の
委
員
会
で

最
終
的
な
字
句
の
確
認

を
す
る
。

各
地
域
に
専
門
講
師
を
招
い
て
、

男
女
共
同
参
画
の
意
義
等
に
つ

い
て
広
め
て
い
き
た
い
。

人
権
セ
ン
タ
ー
長
は
、

役
場
正
職
員
が
あ
た
る

べ
き
で
は
。

今
後
検
討
す
る
。

交
流
人
口
拡
大
の
た
め

の
事
業
は
、
単
発
で
終

わ
る
の
で
は
な
く
関
連
付
け
て

総
合
的
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

関
連
付
け
た
取
り
組
み

を
し
て
き
た
つ
も
り
。

今
後
さ
ら
に
連
携
を
強
化
し
た

い
。

第
5
次
総
合
計
画
の
策

定
は
、
広
く
町
民
の
意

見
や
情
報
収
集
を
行
う
の
か
。

町
民
代
表
と
し
て
審
議

会
委
員
20
名
を
公
募
す

る
予
定
だ
が
、
情
報
収
集
の
手

法
に
つ
い
て
は
審
議
会
で
検
討

す
る
。

水
質
検
査
の
箇
所
及
び

実
施
方
法
は
。

セ
ン
ト
ラ
ル
フ
ァ
ー
ム

を
含
む
5
か
所
で
定
期

検
査
。
セ
ン
ト
ラ
ル
フ
ァ
ー
ム

に
不
測
の
事
態
が
あ
れ
ば
、
臨

時
検
査
及
び
簡
易
検
査
で
も
対

応
す
る
。事

業
所
内
託
児
室
「
お

ひ
さ
ま
」
を
、
町
の
子

育
て
支
援
と
し
て
支
援
セ
ン

タ
ー
に
設
置
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
の
か
。

企
業
の
福
利
厚
生
事
業

と
し
て
捉
え
て
い
る
。

支
援
セ
ン
タ
ー
に
は
ス
ペ
ー
ス

も
な
く
、
人
員
の
確
保
等
課
題

が
多
い
。鳥

獣
被
害
対
策
と
し
て

狩
猟
免
許
の
取
得
の
奨

励
は
考
え
て
い
な
い
の
か
。

県
へ
有
利
な
制
度
を
問

い
合
わ
せ
て
検
討
す
る
。

地
籍
調
査
の
予
算
が
大

幅
に
増
え
て
い
る
が
、

職
員
の
体
制
が
で
き
て
い
る
の

か
。

重
点
的
に
地
籍
調
査
に

取
り
組
め
る
よ
う
、
課

内
で
の
人
員
配
分
を
検
討
し
て

い
る
。

に
ち
な
ん
サ
ポ
ー
ト
事

業
（
土
曜
日
授
業
）
で

私
塾
を
活
用
す
る
目
的
は
。

自
分
の
学
力
を
広
い
視

野
で
客
観
的
に
捉
え
る

こ
と
に
よ
り
、
学
習
意
欲
の
向

上
を
目
指
す
。

町内５ヶ所のプールが解体される

移設される松本清張文学碑

更新されるIP電話

全バス停の標識が更新される

4月から開始された土曜日授業

　
３
月
定
例
会
で
は
、
平
成
26
年
度
一
般
会
計
を
は
じ
め
、
各
会
計
予
算
の
審
議
に
あ
た
り
、
本
会
議
で
の
質
疑
後
、
予
算
審
査
特
別
委

員
会
（
委
員
長
•
坪
倉
勝
幸
）
を
設
置
し
て
、
平
成
26
年
３
月
６
日
、
７
日
、
11
日
、
12
日
、
13
日
、
14
日
、
18
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、

付
託
さ
れ
た
各
議
案
の
会
計
予
算
に
つ
い
て
関
係
職
員
か
ら
詳
細
な
説
明
を
受
け
る
な
ど
慎
重
に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
い
ず
れ
の
予
算
も
次
の
意
見
を
付
し
て
原
案
を
可
決
す
べ
き
で
あ
る
と
決
定
し
ま
し
た
。

予
算
審
査
特
別
委
員
会

予
算
審
査
特
別
委
員
会

予
算
審
査
特
別
委
員
会

１  

旧
小
学
校
の
プ
ー
ル
解
体

２  

投
票
率
の
向
上

４  

ゆ
る
キ
ャ
ラ
の
制
作

5  

町
営
バ
ス
の
運
行

6  

IP
電
話
の
更
新

３  

人
権
教
育
の
推
進

９  

松
本
清
張
公
園
の
修
繕

１０  

清
掃
セ
ン
タ
ー
修
繕

介
護
サ
ー
ビ
ス
特
別
会
計

「
あ
か
ね
の
郷
設
備
改
修
工
事
」

11

８  

観
光
振
興
対
策

7  

商
工
業
支
援
対
策

も
�
と
詳
し
く 

　  

質
疑
応
答

問問問問

問問問問問問

答答答答

答答答答答答問問答答

問問問問 問問 答答答答答答
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審
査
報
告

　
プ
ー
ル
解
体
工
事
に
つ
い
て

設
計
監
理
委
託
料
が
計
上
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
に
蓄
積

さ
れ
た
知
識
や
経
験
、
人
材
を

活
か
し
て
施
工
監
理
を
す
る
な

ど
、
経
費
を
節
減
せ
よ
。

　
昨
年
７
月
の
参
議
院
議
員
選

挙
よ
り
投
票
所
の
削
減
が
さ
れ

た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
後
の

選
挙
に
お
い
て
投
票
率
の
低
下

に
繋
が
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

さ
ら
な
る
対
策
を
求
め
る
。

　
人
権
教
育
推
進
員
は
、
過
去

２
年
間
予
算
計
上
し
な
が
ら
人

員
を
採
用
で
き
な
か
っ
た
こ
と

か
ら
、
そ
の
業
務
が
果
た
さ
れ

て
い
な
い
。
新
年
度
に
つ
い
て

は
、
人
材
を
確
保
し
て
人
権
教

育
を
推
進
せ
よ
。

　
ゆ
る
キ
ャ
ラ
の
ア
イ
デ
ア
を

募
集
し
着
ぐ
る
み
な
ど
を
作
成

さ
れ
る
計
画
で
あ
る
が
、
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
決
定
に
あ
た
っ
て

は
、
町
民
や
専
門
知
識
を
有
す

る
者
の
意
見
を
取
り
入
れ
る
な

ど
本
町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と

と
も
に
町
民
に
愛
さ
れ
る
デ
ザ

イ
ン
と
な
る
よ
う
取
り
組
む
こ

と
。

　
ま
た
、
着
ぐ
る
み
の
作
成
に

あ
た
っ
て
は
、
そ
の
活
用
方
法

や
効
果
な
ど
に
つ
い
て
慎
重
に

検
討
す
べ
き
。

　
高
齢
化
が
進
行
す
る
中
に

あ
っ
て
住
民
の
交
通
手
段
と
し

て
の
町
営
バ
ス
は
、
町
の
活
性

化
と
福
祉
の
向
上
に
欠
か
せ
な

い
。
よ
り
身
近
な
交
通
機
関
と

な
る
よ
う
運
行
方
法
の
改
善
な

ど
を
求
め
る
。

　
ま
た
、
バ
ス
停
標
識
の
更
新

に
あ
た
っ
て
は
経
費
節
減
に
努

め
る
と
と
も
に
、
親
し
み
の
持

て
る
も
の
に
せ
よ
。

　
役
場
の
電
話
機
器
や
町
内
の

避
難
所
の
IP
電
話
機
の
更
新
お

よ
び
新
設
事
業
が
計
画
さ
れ
て

い
る
が
、
避
難
所
の
電
話
機
は

導
入
後
の
保
守
管
理
が
容
易
な

も
の
に
す
る
と
と
も
に
、
経
費

の
節
減
を
図
る
こ
と
。

　
ま
た
、
防
災
対
策
の
面
か
ら

多
様
な
通
信
手
段
の
確
保
と
そ

れ
ら
の
複
合
的
か
つ
有
機
的
な

運
用
に
つ
い
て
も
検
討
せ
よ
。

　
地
域
の
商
店
の
閉
店
な
ど
、

過
疎
化
社
会
の
中
で
地
域
活
力

の
低
下
が
顕
著
に
な
っ
て
い
る
。

中
心
地
域
の
商
業
ゾ
ー
ン
の
検

討
と
合
わ
せ
、
町
内
外
の
交
流

を
促
進
し
商
工
業
の
活
性
化
に

真
剣
に
取
り
組
む
べ
き
。

　
ま
た
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
企
業
支

援
補
助
金
の
拡
充
な
ど
町
内
事

業
者
の
意
欲
を
喚
起
で
き
る
よ

う
な
支
援
策
を
求
め
る
。

　
地
域
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
設
置
や
ガ
イ
ド
養
成
講
座
な

ど
が
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、
現

在
の
観
光
協
会
の
実
態
を
み
る

と
行
政
の
積
極
的
な
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
が
求
め
ら
れ
る
。
交
流

人
口
の
拡
大
は
活
性
化
方
策
の

一
つ
と
し
て
有
効
で
あ
り
、
本

町
の
資
源
や
取
り
組
み
を
活
か

し
た
よ
り
積
極
的
な
観
光
振
興

対
策
を
求
め
る
。

　
松
本
清
張
公
園
の
修
繕
工
事

が
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、
一
昨

年
の
国
道
改
良
工
事
に
よ
り
公

園
が
縮
小
さ
れ
た
こ
と
に
と
も

な
う
修
繕
工
事
で
あ
る
。
地
元

や
関
係
団
体
と
の
協
議
と
と
も

に
前
項
で
述
べ
た
観
光
施
策
と

の
連
携
も
図
り
有
意
な
修
繕
工

事
を
施
工
せ
よ
。

　
現
在
の
焼
却
施
設
は
、
平
成

33
年
度
ま
で
の
利
用
を
想
定
し

延
命
化
の
た
め
の
工
事
が
実
施

さ
れ
る
が
、
将
来
を
見
据
え
た

ご
み
処
理
計
画
の
検
討
と
そ
れ

に
基
づ
く
施
設
の
運
用
を
す
べ

き
。

　
浴
槽
や
空
調
設
備
の
改
修
工

事
お
よ
び
備
品
の
更
新
が
計
画

さ
れ
て
い
る
が
、
機
種
の
選
定

に
あ
た
っ
て
は
、
工
事
費
と
と

も
に
耐
久
性
、
維
持
経
費
な
ど

に
つ
い
て
も
十
分
検
討
し
施
工

せ
よ
。

男
女
共
同
参
画
推
進
計

画
の
策
定
、
公
表
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。
ま
た
、
推
進

施
策
は
。3

月
11
日
の
委
員
会
で

最
終
的
な
字
句
の
確
認

を
す
る
。

各
地
域
に
専
門
講
師
を
招
い
て
、

男
女
共
同
参
画
の
意
義
等
に
つ

い
て
広
め
て
い
き
た
い
。

人
権
セ
ン
タ
ー
長
は
、

役
場
正
職
員
が
あ
た
る

べ
き
で
は
。

今
後
検
討
す
る
。

交
流
人
口
拡
大
の
た
め

の
事
業
は
、
単
発
で
終

わ
る
の
で
は
な
く
関
連
付
け
て

総
合
的
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

関
連
付
け
た
取
り
組
み

を
し
て
き
た
つ
も
り
。

今
後
さ
ら
に
連
携
を
強
化
し
た

い
。

第
5
次
総
合
計
画
の
策

定
は
、
広
く
町
民
の
意

見
や
情
報
収
集
を
行
う
の
か
。

町
民
代
表
と
し
て
審
議

会
委
員
20
名
を
公
募
す

る
予
定
だ
が
、
情
報
収
集
の
手

法
に
つ
い
て
は
審
議
会
で
検
討

す
る
。

水
質
検
査
の
箇
所
及
び

実
施
方
法
は
。

セ
ン
ト
ラ
ル
フ
ァ
ー
ム

を
含
む
5
か
所
で
定
期

検
査
。
セ
ン
ト
ラ
ル
フ
ァ
ー
ム

に
不
測
の
事
態
が
あ
れ
ば
、
臨

時
検
査
及
び
簡
易
検
査
で
も
対

応
す
る
。事

業
所
内
託
児
室
「
お

ひ
さ
ま
」
を
、
町
の
子

育
て
支
援
と
し
て
支
援
セ
ン

タ
ー
に
設
置
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
の
か
。

企
業
の
福
利
厚
生
事
業

と
し
て
捉
え
て
い
る
。

支
援
セ
ン
タ
ー
に
は
ス
ペ
ー
ス

も
な
く
、
人
員
の
確
保
等
課
題

が
多
い
。鳥

獣
被
害
対
策
と
し
て

狩
猟
免
許
の
取
得
の
奨

励
は
考
え
て
い
な
い
の
か
。

県
へ
有
利
な
制
度
を
問

い
合
わ
せ
て
検
討
す
る
。

地
籍
調
査
の
予
算
が
大

幅
に
増
え
て
い
る
が
、

職
員
の
体
制
が
で
き
て
い
る
の

か
。

重
点
的
に
地
籍
調
査
に

取
り
組
め
る
よ
う
、
課

内
で
の
人
員
配
分
を
検
討
し
て

い
る
。

に
ち
な
ん
サ
ポ
ー
ト
事

業
（
土
曜
日
授
業
）
で

私
塾
を
活
用
す
る
目
的
は
。

自
分
の
学
力
を
広
い
視

野
で
客
観
的
に
捉
え
る

こ
と
に
よ
り
、
学
習
意
欲
の
向

上
を
目
指
す
。

町内５ヶ所のプールが解体される

移設される松本清張文学碑

更新されるIP電話

全バス停の標識が更新される

4月から開始された土曜日授業

　
３
月
定
例
会
で
は
、
平
成
26
年
度
一
般
会
計
を
は
じ
め
、
各
会
計
予
算
の
審
議
に
あ
た
り
、
本
会
議
で
の
質
疑
後
、
予
算
審
査
特
別
委

員
会
（
委
員
長
•
坪
倉
勝
幸
）
を
設
置
し
て
、
平
成
26
年
３
月
６
日
、
７
日
、
11
日
、
12
日
、
13
日
、
14
日
、
18
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、

付
託
さ
れ
た
各
議
案
の
会
計
予
算
に
つ
い
て
関
係
職
員
か
ら
詳
細
な
説
明
を
受
け
る
な
ど
慎
重
に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
い
ず
れ
の
予
算
も
次
の
意
見
を
付
し
て
原
案
を
可
決
す
べ
き
で
あ
る
と
決
定
し
ま
し
た
。

予
算
審
査
特
別
委
員
会

予
算
審
査
特
別
委
員
会

予
算
審
査
特
別
委
員
会

１  

旧
小
学
校
の
プ
ー
ル
解
体

２  

投
票
率
の
向
上

４  

ゆ
る
キ
ャ
ラ
の
制
作

5  

町
営
バ
ス
の
運
行

6  

IP
電
話
の
更
新

３  

人
権
教
育
の
推
進

９  

松
本
清
張
公
園
の
修
繕

１０  

清
掃
セ
ン
タ
ー
修
繕

介
護
サ
ー
ビ
ス
特
別
会
計

「
あ
か
ね
の
郷
設
備
改
修
工
事
」

11

８  

観
光
振
興
対
策

7  
商
工
業
支
援
対
策

も
�
と
詳
し
く 

　  

質
疑
応
答

問問問問

問問問問問問

答答答答

答答答答答答問問答答

問問問問 問問 答答答答答答
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議　　案　　名

条例の制定
　日南町職員及び施設の休日に関する条例等の
　一部を改正する条例
　日南町行政財産等使用料条例等の一部を改正
　する条例　
条例の一部改正
　日南町認知症高齢者グループホームの設置及び
　管理に関する条例
　日南町特定公共賃貸住宅の設置及び管理に関
　する条例
　日南町病院事業の設置等に関する条例
　日南町国民健康保険診療施設使用料及び手数
　料徴収条例
平成2５年度  補正予算
　一般会計（第8号）
　国民健康保険特別会計（第3号）
　簡易水道事業特別会計（第3号）
　農業集落排水事業特別会計（第2号）
　介護保険特別会計（第3号）
　介護サービス事業特別会計（第1号）
　後期高齢者医療特別会計（第1号）
　病院事業会計（第3号）
　一般会計（第9号）
　国民健康保険特別会計（第4号）
平成2６年度  予算
　一般会計
　国民健康保険特別会計
　簡易水道事業特別会計
　農業集落排水事業特別会計
　介護保険特別会計
　介護サービス事業特別会計
　後期高齢者医療特別会計
　病院事業会計
その他の議案
　日南町議会情報端末機器使用規程の制定
　町道の路線認定
　損害賠償の額を定めること
工事請負契約の締結（日南町石見小水力発電所
水車発電設備機器製作及び設置工事）
公の施設に係る指定管理者の指定
（日南町総合文化センター）
　日南町過疎地域自立促進計画の一部変更
　副町長の選任につき同意を求めること
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結 果
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件　　名 提　出　者 審　査　意　見 本会議

賛成票1 1票で同意

3月議会審議結果と議員ごとの賛否内訳3月議会審議結果と議員ごとの賛否内訳

※村上正広議長は議事進行を行うため、賛否の表明はしません。ただし、採決で賛否が同数となった場合は
　「議長裁決」という形で賛否表明をします。

賛成＝○　　反対＝×

請願・陳情の審査結果請願・陳情の審査結果

内閣総理大臣及び衆参両院議長に
意見書を提出しました

「特定秘密の保護に関する法律」の廃止を求める意見書

　提出のあった請願・陳情は、３月定例議会の本会議で審議した結果、次のとおり決定しました。

　２０１３年１２月６日、臨時国会で「特定秘密の保護に関する法律」（特定秘密保護法）が成立し
ました。国民の８割が廃案や慎重審議を求める中での強行採決による成立でした。同法成立後も、国
民の怒りと不安は広がり続けています。
　同法は、「防衛」「外交」「特定有害活動の防止」「テロ活動の防止」に関する情報のうち、その
漏洩が我が国の安全保障に著しい支障を与えるおそれがあるものについて、行政機関の長が「特定秘
密」として指定するとしています。特定秘密事項の妥当性や秘密指定の期間の判断は行政機関の長が
行い、そのチェック機関は内閣の中にあり、政令によって運用されます。
　このことは、時の政権にとって不都合な真実が安易に特定秘密に指定されかねず、秘密事項の拡大
や秘密指定期間の長期化に対する大きな危惧があります。
　また、国会への情報提供の条件も政令や行政機関の長の裁量によることとされ、国権の最高機関で
ある国会の国政調査権を制限し、国会の監視機能はきわめて限定されます。
　さらに、特定秘密を扱う者についての「適正評価制度」は、プライバシー侵害や調査結果によって
は対象者の不利益に繋がるおそれがあるほか、罰則規定についても「国民の知る権利の保障」や「著
しく不当な方法」の範囲は取り締まり当局の裁量にゆだねられており、処罰範囲が不明確であります。
　このように同法は、憲法の基本原理（国民主権や基本的人権）を侵害し、権力者が支配する弾圧法
に他なりません。開かれた情報や議論のうえに成り立つ民主国家形成のため、同法を廃止すべきであ
ります。
　以上、地方自治法第９９条の規定に基づき意見書を提出します。

「特定秘密の保護に関
する法律」（秘密保護
法）の廃止を求める請
願書

総務教育常任
委員会の審査
では、２件と
も賛成少数で
不採択でした
が、本会議で
採択となりま
した。

「特定秘密の保護に関す
る法律」は、特定秘密の
範囲が明確でない、国会
のチェック機能が十分で
ない、プライバシー侵害や
不利益に繋がるおそれが
ある。国民の不安も大きい
ことから、廃止を求める意
見書を提出すべき。

憲法改悪反対
鳥取県共同センター
代表　田中　暁

「特定秘密の保護に関
する法律」の廃止を求
める陳情書

特定秘密保護法の廃止
を求める日南町民の会
代表　荒金　実

町内の商工業者に影響
がある新規大型店舗の
出店計画に対する要望
書

新規大型店舗の出店は、町内の既存商店に
大きな影響を及ぼすことが懸念されるが、
町民生活の利便性の向上を図り、定住促進
に繋げるためにも歓迎すべきことであり、町
有地を賃貸することも政策上必要である。
地元商工業者に対しては、既に制度化され
ている支援の充実拡大が計画されており、
これを利用しながら町内商工業の活性化へ
の更なる取り組みを望む。

日南町商工会
会長　天崎　直幸

採択

不採択
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議　　案　　名

条例の制定
　日南町職員及び施設の休日に関する条例等の
　一部を改正する条例
　日南町行政財産等使用料条例等の一部を改正
　する条例　
条例の一部改正
　日南町認知症高齢者グループホームの設置及び
　管理に関する条例
　日南町特定公共賃貸住宅の設置及び管理に関
　する条例
　日南町病院事業の設置等に関する条例
　日南町国民健康保険診療施設使用料及び手数
　料徴収条例
平成2５年度  補正予算
　一般会計（第8号）
　国民健康保険特別会計（第3号）
　簡易水道事業特別会計（第3号）
　農業集落排水事業特別会計（第2号）
　介護保険特別会計（第3号）
　介護サービス事業特別会計（第1号）
　後期高齢者医療特別会計（第1号）
　病院事業会計（第3号）
　一般会計（第9号）
　国民健康保険特別会計（第4号）
平成2６年度  予算
　一般会計
　国民健康保険特別会計
　簡易水道事業特別会計
　農業集落排水事業特別会計
　介護保険特別会計
　介護サービス事業特別会計
　後期高齢者医療特別会計
　病院事業会計
その他の議案
　日南町議会情報端末機器使用規程の制定
　町道の路線認定
　損害賠償の額を定めること
工事請負契約の締結（日南町石見小水力発電所
水車発電設備機器製作及び設置工事）
公の施設に係る指定管理者の指定
（日南町総合文化センター）
　日南町過疎地域自立促進計画の一部変更
　副町長の選任につき同意を求めること
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村
上

　正
広

惠
比
奈
礼
子

坪
倉

　勝
幸

三
上

　惇
二

古
都

　勝
人

久
代

　安
敏

福
田

　
　稔

山
本

　芳
昭

藤
原

　泰
則

荒
木

　
　博

古
都

　久
志

足
羽

　
　覚

件　　名 提　出　者 審　査　意　見 本会議

賛成票1 1票で同意

3月議会審議結果と議員ごとの賛否内訳3月議会審議結果と議員ごとの賛否内訳

※村上正広議長は議事進行を行うため、賛否の表明はしません。ただし、採決で賛否が同数となった場合は
　「議長裁決」という形で賛否表明をします。

賛成＝○　　反対＝×

請願・陳情の審査結果請願・陳情の審査結果

内閣総理大臣及び衆参両院議長に
意見書を提出しました

「特定秘密の保護に関する法律」の廃止を求める意見書

　提出のあった請願・陳情は、３月定例議会の本会議で審議した結果、次のとおり決定しました。

　２０１３年１２月６日、臨時国会で「特定秘密の保護に関する法律」（特定秘密保護法）が成立し
ました。国民の８割が廃案や慎重審議を求める中での強行採決による成立でした。同法成立後も、国
民の怒りと不安は広がり続けています。
　同法は、「防衛」「外交」「特定有害活動の防止」「テロ活動の防止」に関する情報のうち、その
漏洩が我が国の安全保障に著しい支障を与えるおそれがあるものについて、行政機関の長が「特定秘
密」として指定するとしています。特定秘密事項の妥当性や秘密指定の期間の判断は行政機関の長が
行い、そのチェック機関は内閣の中にあり、政令によって運用されます。
　このことは、時の政権にとって不都合な真実が安易に特定秘密に指定されかねず、秘密事項の拡大
や秘密指定期間の長期化に対する大きな危惧があります。
　また、国会への情報提供の条件も政令や行政機関の長の裁量によることとされ、国権の最高機関で
ある国会の国政調査権を制限し、国会の監視機能はきわめて限定されます。
　さらに、特定秘密を扱う者についての「適正評価制度」は、プライバシー侵害や調査結果によって
は対象者の不利益に繋がるおそれがあるほか、罰則規定についても「国民の知る権利の保障」や「著
しく不当な方法」の範囲は取り締まり当局の裁量にゆだねられており、処罰範囲が不明確であります。
　このように同法は、憲法の基本原理（国民主権や基本的人権）を侵害し、権力者が支配する弾圧法
に他なりません。開かれた情報や議論のうえに成り立つ民主国家形成のため、同法を廃止すべきであ
ります。
　以上、地方自治法第９９条の規定に基づき意見書を提出します。

「特定秘密の保護に関
する法律」（秘密保護
法）の廃止を求める請
願書

総務教育常任
委員会の審査
では、２件と
も賛成少数で
不採択でした
が、本会議で
採択となりま
した。

「特定秘密の保護に関す
る法律」は、特定秘密の
範囲が明確でない、国会
のチェック機能が十分で
ない、プライバシー侵害や
不利益に繋がるおそれが
ある。国民の不安も大きい
ことから、廃止を求める意
見書を提出すべき。

憲法改悪反対
鳥取県共同センター
代表　田中　暁

「特定秘密の保護に関
する法律」の廃止を求
める陳情書

特定秘密保護法の廃止
を求める日南町民の会
代表　荒金　実

町内の商工業者に影響
がある新規大型店舗の
出店計画に対する要望
書

新規大型店舗の出店は、町内の既存商店に
大きな影響を及ぼすことが懸念されるが、
町民生活の利便性の向上を図り、定住促進
に繋げるためにも歓迎すべきことであり、町
有地を賃貸することも政策上必要である。
地元商工業者に対しては、既に制度化され
ている支援の充実拡大が計画されており、
これを利用しながら町内商工業の活性化へ
の更なる取り組みを望む。

日南町商工会
会長　天崎　直幸

採択

不採択
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荒木　博議員久代安敏議員

イノシシ被害の畦畔

－8－－9－

町政のここが聞きたい 町政のここが聞きたい

　
　
　鳥
獣
被
害
対
策

①
日
野
郡
鳥
獣
被
害
対
策
協
議
会
の
具
体
的
な
活
動
状
況
や

今
後
の
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

②
同
協
議
会
と
猟
友
会
と
の
関
係
は
ど
う
整
理
さ
れ
る
の
か
。

③
平
成
26
年
度
は
日
南
町
の
主
導
で
活
動
す
る
が
、
チ
ー
フ
、

実
施
隊
員
の
採
用
は
決
ま
っ
て
い
る
か
。

　
　
　増
原
町
長

①
平
成
25
年
12
月
3
日
設
立
し
、
日
野
郡
鳥
獣
被
害
防
止
計

画
を
策
定
し
、
平
成
26
年
4
月
か
ら
本
格
稼
動
を
目
指
す
。

②
猟
友
会
に
は
、
今
ま
で
ど
お
り
の
捕
獲
駆
除
を
依
頼
す
る
。

ま
た
、
協
議
会
は
、
被
害
調
査
、
進
入
防
止
柵
の
設
置
指

導
、
講
習
会
の
開
催
な
ど
を
行
う
。

③
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
募
集
し
、
採
用
予
定
で
あ
る
。

　
　
　公
共
料
金
の
据
え
置
き

①
具
体
的
に
は
す
べ
て
の
公
共
料
金
を
据
え
置
く
の
か
、
そ

れ
と
も
一
部
な
の
か
。

②
簡
易
水
道
事
業
、
農
集
排
水
事
業
の
基
金
が
な
く
な
っ
て

き
て
い
る
が
、
財
源
は
ど
う
す
る
の
か
。

③
消
費
税
が
8
％
か
ら
10
％
と
な
っ
た
場
合
は
ど
う
す
る
の

か
。

　
　
　町
長

①
基
本
的
に
町
営
バ
ス
、
水
道
料
、
下
水
道
料
等
の
全
て
の

公
共
料
金
を
据
え
置
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

②
両
事
業
の
経
営
は
、
現
時
点
で
は
、
現
行
使
用
料
金
と
一

般
会
計
繰
入
金
等
で
維
持
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

③
コ
ス
ト
点
検
を
行
い
、
現
在
い
た
だ
い
て
い
る
手
数
料
、

料
金
等
の
見
直
し
を
検
討
す
る
。

　
　
　生
山
地
内
の
公
有
地
の
分
譲

　
分
譲
の
方
法
や
条
件
等
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

　
　
　町
長

　
定
期
借
地
権
制
度
を
適
用
し
な
が
ら
、
満
期
到
来
時
に
廉

価
で
所
有
権
移
転
で
き
る
よ
う
な
手
法
を
検
討
し
て
い
る
。

　
　
　米
軍
の
低
空
飛
行
訓
練

①
新
年
早
々
か
ら
低
空
飛
行
訓
練
が
頻
発
し
て
い
る
。
こ
の

間
に
役
場
に
寄
せ
ら
れ
た
情
報
を
明
ら
か
に
。

②
騒
音
測
定
器
を
設
置
す
る
よ
う
、
県
を
つ
う
じ
て
防
衛
省

に
要
求
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
。

　
　
　増
原
町
長

①
1
月
2
日
か
ら
24
日
の
間
に
8
件
9
機
の
目
撃
情
報
を
い

た
だ
い
て
い
る
。

②
騒
音
測
定
器
の
設
置
は
、
県
に
要
望
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　2
0
1
4
年
度
予
算
と
消
費
税
増
税

①
消
費
税
が
8
%
に
増
税
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
、
日
南
町
民

の
負
担
増
試
算
を
明
ら
か
に
。

②
町
の
公
共
料
金
と
消
費
税
の
考
え
方
に
つ
い
て
、
今
後
予

定
さ
れ
て
い
る
消
費
税
増
税
と
の
関
係
も
含
め
て
問
う
。

　
　
　町
長

①
一
概
に
負
担
試
算
は
で
き
な
い
。

②
各
公
共
料
金
の
正
当
性
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
て
い
く
。

　
　
　T
P
P
交
渉
の
現
局
面
と
水
田
農
業
・

　
　
　米
政
策
に
つ
い
て

①
現
局
面
に
お
け
る
政
府
の
対
応
に
つ
い
て
見
解
を
問
う
。

②
地
方
自
治
体
で
で
き
る
農
業
施
策
を
強
め
る
べ
き
で
は
。

　
　　

　
　町
長

①
日
本
の
立
場
、
現
状
を
熟
慮
し
た
判
断
を
望
む
。

②
水
稲
を
主
要
作
物
に
位
置
づ
け
な
が
ら
、
野
菜
生
産
を
振

興
す
る
。
ま
た
、
農
村
活
性
化
の
仕
組
み
を
作
る
。

　
　
　日
南
町
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

①
中
国
電
力
島
根
原
発
１
・
２
号
機
の
再
稼
動
の
動
き
に
つ

い
て
問
う
。

②
日
南
町
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
賦
存
量
と
、
現
在
の

発
電
実
績
、
今
後
の
目
標
に
つ
い
て
明
ら
か
に
。

③
「
日
南
町
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
置
管
理
条
例
」
を
制

定
し
て
、
そ
の
事
業
の
意
義
を
明
確
に
す
べ
き
と
提
案
す
る
。

④
新
日
野
上
発
電
所
に
つ
い
て
も
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

固
定
価
格
買
取
法
に
則
れ
る
よ
う
調
査
・
研
究
を
。

　
　
　町
長

①
2
号
機
に
つ
い
て
は
、
昨
年
12
月
25
日
に
原
子
力
規
制
委

員
会
へ
適
合
性
確
認
申
請
が
行
わ
れ
て
い
る
。

③
賦
存
量
は
６
８
２
万
kW
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
最

大
出
力
は
１
，３
２
４
kW
（
発
電
実
績
は
、
３
７
５
万
kWh
）
。

地
域
に
根
ざ
し
た
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
の
振
興
を
め
ざ

す
。

④
石
見
東
太
陽
光
発
電
所
を
含
む
設
管
条
例
を
制
定
す
る
。

⑤
日
野
上
発
電
所
は
あ
と
35
年
程
度
の
稼
動
は
可
能
で
、
基

幹
改
良
の
試
算
は
約
10
億
円
。
ハ
ー
ド
ル
の
高
い
事
業
と

な
る
。

　
　
　日
野
高
校
の
あ
り
方
と
教
育
委
員
会

①
去
る
3
月
3
日
、
日
野
郡
３
町
の
町
長
が
、
日
野
高
校
の

あ
り
方
に
つ
い
て
、
鳥
取
県
知
事
、
県
教
育
長
、
県
議
会

議
長
に
要
望
さ
れ
た
内
容
に
つ
い
て
明
ら
か
に
。

②
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

③
教
育
委
員
会
制
度
の
改
変
は
、
政
治
に
よ
る
教
育
支
配
に

な
る
危
険
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
日
南
町
教
育
委
員
会
お

よ
び
町
長
は
、
ど
の
よ
う
な
見
解
か
。

　
　
　内
田
教
育
長

①
地
域
と
連
携
し
た
、
鳥
取
県
立
日
野
高
等
学
校
教
育
の
充

実
と
発
展
に
関
す
る
要
望
を
行
っ
た
。

②
鳥
取
県
教
育
委
員
会
・
高
等
学
校
及
び
教
職
員
や
保
護
者

を
含
ん
だ
住
民
、
鳥
取
県
を
含
む
行
政
が
同
じ
方
向
を
向

い
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

⑥
改
革
の
仕
組
み
が
き
ち
ん
と
機
能
す
る
制
度
設
計
が
必
要
。

問問

問問

問問

増加する鳥獣被害の対策は

日野郡３町で対策協議会を設け
　　　　　　  活動を実施する

答答

答答 問問答答 答答

問問

問問問問問問問問

問問

在日米軍の低空飛行対策を

県に騒音測定器の
   　　　　設置を要望する

答答

答答答答答答

答答答答
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荒木　博議員久代安敏議員

イノシシ被害の畦畔

－8－－9－

町政のここが聞きたい 町政のここが聞きたい

　
　
　鳥
獣
被
害
対
策

①
日
野
郡
鳥
獣
被
害
対
策
協
議
会
の
具
体
的
な
活
動
状
況
や

今
後
の
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

②
同
協
議
会
と
猟
友
会
と
の
関
係
は
ど
う
整
理
さ
れ
る
の
か
。

③
平
成
26
年
度
は
日
南
町
の
主
導
で
活
動
す
る
が
、
チ
ー
フ
、

実
施
隊
員
の
採
用
は
決
ま
っ
て
い
る
か
。

　
　
　増
原
町
長

①
平
成
25
年
12
月
3
日
設
立
し
、
日
野
郡
鳥
獣
被
害
防
止
計

画
を
策
定
し
、
平
成
26
年
4
月
か
ら
本
格
稼
動
を
目
指
す
。

②
猟
友
会
に
は
、
今
ま
で
ど
お
り
の
捕
獲
駆
除
を
依
頼
す
る
。

ま
た
、
協
議
会
は
、
被
害
調
査
、
進
入
防
止
柵
の
設
置
指

導
、
講
習
会
の
開
催
な
ど
を
行
う
。

③
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
募
集
し
、
採
用
予
定
で
あ
る
。

　
　
　公
共
料
金
の
据
え
置
き

①
具
体
的
に
は
す
べ
て
の
公
共
料
金
を
据
え
置
く
の
か
、
そ

れ
と
も
一
部
な
の
か
。

②
簡
易
水
道
事
業
、
農
集
排
水
事
業
の
基
金
が
な
く
な
っ
て

き
て
い
る
が
、
財
源
は
ど
う
す
る
の
か
。

③
消
費
税
が
8
％
か
ら
10
％
と
な
っ
た
場
合
は
ど
う
す
る
の

か
。

　
　
　町
長

①
基
本
的
に
町
営
バ
ス
、
水
道
料
、
下
水
道
料
等
の
全
て
の

公
共
料
金
を
据
え
置
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

②
両
事
業
の
経
営
は
、
現
時
点
で
は
、
現
行
使
用
料
金
と
一

般
会
計
繰
入
金
等
で
維
持
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

③
コ
ス
ト
点
検
を
行
い
、
現
在
い
た
だ
い
て
い
る
手
数
料
、

料
金
等
の
見
直
し
を
検
討
す
る
。

　
　
　生
山
地
内
の
公
有
地
の
分
譲

　
分
譲
の
方
法
や
条
件
等
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

　
　
　町
長

　
定
期
借
地
権
制
度
を
適
用
し
な
が
ら
、
満
期
到
来
時
に
廉

価
で
所
有
権
移
転
で
き
る
よ
う
な
手
法
を
検
討
し
て
い
る
。

　
　
　米
軍
の
低
空
飛
行
訓
練

①
新
年
早
々
か
ら
低
空
飛
行
訓
練
が
頻
発
し
て
い
る
。
こ
の

間
に
役
場
に
寄
せ
ら
れ
た
情
報
を
明
ら
か
に
。

②
騒
音
測
定
器
を
設
置
す
る
よ
う
、
県
を
つ
う
じ
て
防
衛
省

に
要
求
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
。

　
　
　増
原
町
長

①
1
月
2
日
か
ら
24
日
の
間
に
8
件
9
機
の
目
撃
情
報
を
い

た
だ
い
て
い
る
。

②
騒
音
測
定
器
の
設
置
は
、
県
に
要
望
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　2
0
1
4
年
度
予
算
と
消
費
税
増
税

①
消
費
税
が
8
%
に
増
税
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
、
日
南
町
民

の
負
担
増
試
算
を
明
ら
か
に
。

②
町
の
公
共
料
金
と
消
費
税
の
考
え
方
に
つ
い
て
、
今
後
予

定
さ
れ
て
い
る
消
費
税
増
税
と
の
関
係
も
含
め
て
問
う
。

　
　
　町
長

①
一
概
に
負
担
試
算
は
で
き
な
い
。

②
各
公
共
料
金
の
正
当
性
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
て
い
く
。

　
　
　T
P
P
交
渉
の
現
局
面
と
水
田
農
業
・

　
　
　米
政
策
に
つ
い
て

①
現
局
面
に
お
け
る
政
府
の
対
応
に
つ
い
て
見
解
を
問
う
。

②
地
方
自
治
体
で
で
き
る
農
業
施
策
を
強
め
る
べ
き
で
は
。

　
　　

　
　町
長

①
日
本
の
立
場
、
現
状
を
熟
慮
し
た
判
断
を
望
む
。

②
水
稲
を
主
要
作
物
に
位
置
づ
け
な
が
ら
、
野
菜
生
産
を
振

興
す
る
。
ま
た
、
農
村
活
性
化
の
仕
組
み
を
作
る
。

　
　
　日
南
町
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

①
中
国
電
力
島
根
原
発
１
・
２
号
機
の
再
稼
動
の
動
き
に
つ

い
て
問
う
。

②
日
南
町
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
賦
存
量
と
、
現
在
の

発
電
実
績
、
今
後
の
目
標
に
つ
い
て
明
ら
か
に
。

③
「
日
南
町
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
置
管
理
条
例
」
を
制

定
し
て
、
そ
の
事
業
の
意
義
を
明
確
に
す
べ
き
と
提
案
す
る
。

④
新
日
野
上
発
電
所
に
つ
い
て
も
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

固
定
価
格
買
取
法
に
則
れ
る
よ
う
調
査
・
研
究
を
。

　
　
　町
長

①
2
号
機
に
つ
い
て
は
、
昨
年
12
月
25
日
に
原
子
力
規
制
委

員
会
へ
適
合
性
確
認
申
請
が
行
わ
れ
て
い
る
。

③
賦
存
量
は
６
８
２
万
kW
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
最

大
出
力
は
１
，３
２
４
kW
（
発
電
実
績
は
、
３
７
５
万
kWh
）
。

地
域
に
根
ざ
し
た
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
の
振
興
を
め
ざ

す
。

④
石
見
東
太
陽
光
発
電
所
を
含
む
設
管
条
例
を
制
定
す
る
。

⑤
日
野
上
発
電
所
は
あ
と
35
年
程
度
の
稼
動
は
可
能
で
、
基

幹
改
良
の
試
算
は
約
10
億
円
。
ハ
ー
ド
ル
の
高
い
事
業
と

な
る
。

　
　
　日
野
高
校
の
あ
り
方
と
教
育
委
員
会

①
去
る
3
月
3
日
、
日
野
郡
３
町
の
町
長
が
、
日
野
高
校
の

あ
り
方
に
つ
い
て
、
鳥
取
県
知
事
、
県
教
育
長
、
県
議
会

議
長
に
要
望
さ
れ
た
内
容
に
つ
い
て
明
ら
か
に
。

②
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

③
教
育
委
員
会
制
度
の
改
変
は
、
政
治
に
よ
る
教
育
支
配
に

な
る
危
険
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
日
南
町
教
育
委
員
会
お

よ
び
町
長
は
、
ど
の
よ
う
な
見
解
か
。

　
　
　内
田
教
育
長

①
地
域
と
連
携
し
た
、
鳥
取
県
立
日
野
高
等
学
校
教
育
の
充

実
と
発
展
に
関
す
る
要
望
を
行
っ
た
。

②
鳥
取
県
教
育
委
員
会
・
高
等
学
校
及
び
教
職
員
や
保
護
者

を
含
ん
だ
住
民
、
鳥
取
県
を
含
む
行
政
が
同
じ
方
向
を
向

い
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

⑥
改
革
の
仕
組
み
が
き
ち
ん
と
機
能
す
る
制
度
設
計
が
必
要
。

問問

問問

問問

増加する鳥獣被害の対策は

日野郡３町で対策協議会を設け
　　　　　　  活動を実施する

答答

答答 問問答答 答答

問問

問問問問問問問問

問問

在日米軍の低空飛行対策を

県に騒音測定器の
   　　　　設置を要望する

答答

答答答答答答

答答答答
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古都久志議員

観光ガイドに認定されたみなさん

タブレット端末の使用研修会

－10－－11－

町政のここが聞きたい

　
　
　総
合
的
観
光
施
策

　一
点
突
破
で
き
る
よ
う
な
観
光
地
も
資
源
も
な
い
本
町
に

お
い
て
、
観
光
地
、
特
産
品
開
発
、
観
光
客
誘
致
、
交
流
人

口
拡
大
、
6
次
産
業
化
、
宿
泊
施
設
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

等
々
の
個
別
的
取
組
の
事
例
は
多
々
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
関

係
者
は
意
欲
的
に
取
り
組
ま
れ
、
町
も
支
援
し
て
い
る
が
、

十
分
な
成
果
が
上
が
っ
て
い
な
い
。
交
流
人
口
拡
大
に
向
け

町
の
主
導
的
、
総
合
的
施
策
と
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が

求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
が
町
長
の
所
見
を
問
う
。

　
　
　増
原
町
長

　観
光
ガ
イ
ド
の
養

成
等
受
入
体
制
が
向

上
し
つ
つ
あ
る
。
ま

た
、
多
方
面
と
の
連

携
を
図
り
、
交
流
人

口
の
拡
大
に
向
け
て

地
域
資
源
を
最
大
限

に
活
か
す
よ
う
総
合

的
な
施
策
を
創
出
す

る
。　

　
　日
南
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
林
業

①
原
木
供
給
と
し
て
の
町
有
林
の
取
得
、
拡
大
、
植
林
、
保

育
、
伐
開
事
業
の
推
進
、
そ
し
て
川
下
事
業
と
し
て
の
製

材
加
工
や
製
品
化
の
事
業
を
支
援
し
成
果
を
上
げ
て
き
た
。

今
後
の
林
業
を
含
め
ど
の
よ
う
に
拡
大
発
展
さ
せ
る
の
か
。

②
オ
ロ
チ
、
ウ
ッ
ド
カ
ン
パ
ニ
ー
等
へ
の
出
資
の
意
味
と
経

営
に
は
ど
の
程
度
関
与
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　町
長

①
年
間
成
長
量
と
需
要
に
応
じ
た
搬
出
量
を
確
保
し
、
適
期

施
業
を
行
う
。
ま
た
、
生
産
分
野
は
、
林
内
路
網
の
整
備

と
高
性
能
機
械
の
導
入
に
よ
る
安
定
的
生
産
体
制
及
び
流

通
分
野
へ
の
安
定
供
給
体
勢
の
確
立
に
よ
り
国
産
材
需
要

を
高
め
る
。

②
出
資
は
町
内
主
要
産
業
で
あ
る
林
業
支
援
の
一
環
で
あ
り
、

経
営
は
経
営
者
の
責
務
で
あ
る
。

　
　
　中
心
地
域
整
備
構
想

①
整
備
構
想
の
町
長
の
基
本
的
ス
タ
ン
ス
は
。

②
町
有
地
の
賃
貸
借
に
よ
る
現
有
施
設
の
事
業
展
開
へ
の
初

期
の
意
図
と
今
日
の
実
態
が
大
き
く
異
な
っ
て
き
て
い
る

こ
と
に
対
す
る
賃
貸
契
約
継
続
の
意
義
は
。

③
中
心
地
域
と
し
て
の
継
続
的
交
流
人
口
拡
大
を
考
え
た
は
。

　
　
　町
長

①
町
外
へ
の
消
費
の
流
出
を
抑
制
し
、
買
い
物
の
利
便
性
を

高
め
る
商
業
施
設
を
誘
致
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
農
林

業
の
振
興
の
た
め
に
も
、
６
次
産
業
化
に
向
け
た
取
り
組

み
を
推
進
し
た
い
。
さ
ら
に
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
住

環
境
の
整
備
を
図
り
た
い
。

②
産
業
振
興
に
資
す
る
利
用
と
い
う
こ
と
で
、
現
在
の
土
地

活
用
を
承
諾
さ
れ
て
き
て
い
る
。
現
在
で
も
、
有
効
活
用

さ
れ
て
お
り
、
尊
重
し
て
い
き
た
い
。

③
魅
力
あ
る
特
産
品
販
売
施
設
や
食
堂
等
に
よ
り
、
交
流
人

の
拡
大
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

　
平
成
26
年
１
月
16
日
に
臨
時

議
会
が
開
か
れ
、
人
権
擁
護
委

員
の
推
薦
と
平
成
25
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）
の

２
件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
全
員
一
致
で
原
案
ど
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

　平
成
25
年
度
補
正
予
算

一
般
会
計

　
　
２
，
１
５
５
万
円
を
増
額

・
議
会
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を

目
標
と
し
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
の
導
入
　
　
２
２
７
万
円

・
町
有
林
皆
伐
事
業
の
翌
年
度

計
画
（
桜
子
・
鳥
木
山
）
前

倒
し
施
業
経
費

　
　
　
１
，
９
２
６
万
円
な
ど

　人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の

　
推
薦
に
か
か
る
意
見

　
任
期
満
了
に
か
か
る
人
権
擁

護
委
員
の
後
任
に
、
後
藤
厚
見

氏
を
推
薦
。

　　日南町議会は、平成２３年６月に
「議会改革に関する調査特別委員会」
を設置し、数々の改革に取り組んでき
ました。今回その一環として、議会活
動のスピードアップやペーパーレスを
目指して、タブレット端末機の導入が
なされ、「日南町議会情報端末機器使
用規程の制定」について発議し、議決
しました。
　これからは、いつでもどこでも議会
情報の有効活用に努めます。

問問

問問問問

問問

協力なリーダーシップで
　　 交流人口の拡大を

総合的な施策を創出する答答

答答

答答 答答

第
１
回 

臨
時
会

情報化のすすむ日南町議会

経済福祉常任委員会（平成２６年３月１９日）　
農林課、福祉保健課、保育園　所管事務調査

調  査  事  項担当課

農　 林　 課

保　 育　 園

福祉保健課

①フラワーセンター大温室
　施設の老朽化による雨漏りの状況

②フラワーセンター指定管理（赤松産業）
　商品開発と販路拡大

①石見保育園
　今年度、園舎の屋根、外壁等の改修が行われる

①あかねの郷
　空調更新、事業所内保育

②子育て支援センター
　太陽光発電設備、社会福祉協議会とシルバー人材
　センターの統合

にちなん議会だより　 平成26年4月発行　No.135
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古都久志議員

観光ガイドに認定されたみなさん

タブレット端末の使用研修会

－10－－11－

町政のここが聞きたい

　
　
　総
合
的
観
光
施
策

　一
点
突
破
で
き
る
よ
う
な
観
光
地
も
資
源
も
な
い
本
町
に

お
い
て
、
観
光
地
、
特
産
品
開
発
、
観
光
客
誘
致
、
交
流
人

口
拡
大
、
6
次
産
業
化
、
宿
泊
施
設
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

等
々
の
個
別
的
取
組
の
事
例
は
多
々
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
関

係
者
は
意
欲
的
に
取
り
組
ま
れ
、
町
も
支
援
し
て
い
る
が
、

十
分
な
成
果
が
上
が
っ
て
い
な
い
。
交
流
人
口
拡
大
に
向
け

町
の
主
導
的
、
総
合
的
施
策
と
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が

求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
が
町
長
の
所
見
を
問
う
。

　
　
　増
原
町
長

　観
光
ガ
イ
ド
の
養

成
等
受
入
体
制
が
向

上
し
つ
つ
あ
る
。
ま

た
、
多
方
面
と
の
連

携
を
図
り
、
交
流
人

口
の
拡
大
に
向
け
て

地
域
資
源
を
最
大
限

に
活
か
す
よ
う
総
合

的
な
施
策
を
創
出
す

る
。　

　
　日
南
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
林
業

①
原
木
供
給
と
し
て
の
町
有
林
の
取
得
、
拡
大
、
植
林
、
保

育
、
伐
開
事
業
の
推
進
、
そ
し
て
川
下
事
業
と
し
て
の
製

材
加
工
や
製
品
化
の
事
業
を
支
援
し
成
果
を
上
げ
て
き
た
。

今
後
の
林
業
を
含
め
ど
の
よ
う
に
拡
大
発
展
さ
せ
る
の
か
。

②
オ
ロ
チ
、
ウ
ッ
ド
カ
ン
パ
ニ
ー
等
へ
の
出
資
の
意
味
と
経

営
に
は
ど
の
程
度
関
与
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　町
長

①
年
間
成
長
量
と
需
要
に
応
じ
た
搬
出
量
を
確
保
し
、
適
期

施
業
を
行
う
。
ま
た
、
生
産
分
野
は
、
林
内
路
網
の
整
備

と
高
性
能
機
械
の
導
入
に
よ
る
安
定
的
生
産
体
制
及
び
流

通
分
野
へ
の
安
定
供
給
体
勢
の
確
立
に
よ
り
国
産
材
需
要

を
高
め
る
。

②
出
資
は
町
内
主
要
産
業
で
あ
る
林
業
支
援
の
一
環
で
あ
り
、

経
営
は
経
営
者
の
責
務
で
あ
る
。

　
　
　中
心
地
域
整
備
構
想

①
整
備
構
想
の
町
長
の
基
本
的
ス
タ
ン
ス
は
。

②
町
有
地
の
賃
貸
借
に
よ
る
現
有
施
設
の
事
業
展
開
へ
の
初

期
の
意
図
と
今
日
の
実
態
が
大
き
く
異
な
っ
て
き
て
い
る

こ
と
に
対
す
る
賃
貸
契
約
継
続
の
意
義
は
。

③
中
心
地
域
と
し
て
の
継
続
的
交
流
人
口
拡
大
を
考
え
た
は
。

　
　
　町
長

①
町
外
へ
の
消
費
の
流
出
を
抑
制
し
、
買
い
物
の
利
便
性
を

高
め
る
商
業
施
設
を
誘
致
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
農
林

業
の
振
興
の
た
め
に
も
、
６
次
産
業
化
に
向
け
た
取
り
組

み
を
推
進
し
た
い
。
さ
ら
に
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
住

環
境
の
整
備
を
図
り
た
い
。

②
産
業
振
興
に
資
す
る
利
用
と
い
う
こ
と
で
、
現
在
の
土
地

活
用
を
承
諾
さ
れ
て
き
て
い
る
。
現
在
で
も
、
有
効
活
用

さ
れ
て
お
り
、
尊
重
し
て
い
き
た
い
。

③
魅
力
あ
る
特
産
品
販
売
施
設
や
食
堂
等
に
よ
り
、
交
流
人

の
拡
大
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

　
平
成
26
年
１
月
16
日
に
臨
時

議
会
が
開
か
れ
、
人
権
擁
護
委

員
の
推
薦
と
平
成
25
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）
の

２
件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
全
員
一
致
で
原
案
ど
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

　平
成
25
年
度
補
正
予
算

一
般
会
計

　
　
２
，
１
５
５
万
円
を
増
額

・
議
会
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を

目
標
と
し
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
の
導
入
　
　
２
２
７
万
円

・
町
有
林
皆
伐
事
業
の
翌
年
度

計
画
（
桜
子
・
鳥
木
山
）
前

倒
し
施
業
経
費

　
　
　
１
，
９
２
６
万
円
な
ど

　人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の

　
推
薦
に
か
か
る
意
見

　
任
期
満
了
に
か
か
る
人
権
擁

護
委
員
の
後
任
に
、
後
藤
厚
見

氏
を
推
薦
。

　　日南町議会は、平成２３年６月に
「議会改革に関する調査特別委員会」
を設置し、数々の改革に取り組んでき
ました。今回その一環として、議会活
動のスピードアップやペーパーレスを
目指して、タブレット端末機の導入が
なされ、「日南町議会情報端末機器使
用規程の制定」について発議し、議決
しました。
　これからは、いつでもどこでも議会
情報の有効活用に努めます。

問問

問問問問

問問

協力なリーダーシップで
　　 交流人口の拡大を

総合的な施策を創出する答答

答答

答答 答答

第
１
回 

臨
時
会

情報化のすすむ日南町議会

経済福祉常任委員会（平成２６年３月１９日）　
農林課、福祉保健課、保育園　所管事務調査

調  査  事  項担当課

農　 林　 課

保　 育　 園

福祉保健課

①フラワーセンター大温室
　施設の老朽化による雨漏りの状況

②フラワーセンター指定管理（赤松産業）
　商品開発と販路拡大

①石見保育園
　今年度、園舎の屋根、外壁等の改修が行われる

①あかねの郷
　空調更新、事業所内保育

②子育て支援センター
　太陽光発電設備、社会福祉協議会とシルバー人材
　センターの統合

にちなん議会だより　 平成26年4月発行　No.135

─　　 ─513



　
特
別
委
員
会
で
は
、
審

議
を
す
す
め
る
に
あ
た
り
、

こ
れ
ま
で
中
心
地
域
整
備

構
想
の
検
討
に
関
わ
っ
て

こ
ら
れ
た
関
係
団
体
の
代

表
者
に
参
考
人
と
し
て
出

席
し
て
い
た
だ
き
意
見
聴

取
し
ま
し
た
。（
平
成
26
年

２
月
25
日
）

　
発
言
の
要
旨
は
次
の
と

お
り
で
す
。

天
崎
直
幸
氏

（
日
南
町
商
工
会
会
長
）

　
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
の
出

店
は
町
内
商
業
者
へ
の
打

撃
が
大
き
く
再
考
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

佐
伯
雅
夫
氏

（
鳥
取
西
部
農
業
協
同
組 

　合
日
南
支
所
長
）

　
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
に
ち
な

ん
と
競
合
す
る
の
で
ホ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
の
出
店
は
、

影
響
が
大
き
い
。

内
田
博
長
氏

（
日
南
町
森
林
組
合
代
表

　理
事
組
合
長
）

　
製
材
所
（
ウ
ッ
ド
カ
ン

パ
ニ
ー
）
の
騒
音
、
粉
じ

計
画
地
内
の
騒
音
、
振
動
、

大
気
質
（
浮
遊
、
粉
じ
ん
、

降
下
ば
い
じ
ん
）
調
査
が

ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　
中
心
地
域
整
備
構
想
の

審
議
の
な
か
で
、
ウ
ッ
ド

カ
ン
パ
ニ
ー
に
ち
な
ん
製

材
所
の
周
辺
環
境
へ
の
影

響
が
心
配
さ
れ
て
お
り
ま

し
た
が
、
平
成
25
年
度
事

業
で
詳
細
な
調
査
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

①
騒
音
に
つ
い
て
は
、
製

材
所
の
南
側
で
レ
ベ
ル
が

比
較
的
大
き
く
、
住
居
環

境
と
し
て
は
適
さ
な
い
。

②
振
動
に
つ
い
て
は
、
い

ず
れ
の
地
点
に
お
い
て
も

基
準
以
下
で
あ
り
、
問
題

は
な
い
。

③
大
気
質
（
粉
じ
ん
）
に

つ
い
て
は
、
一
般
的
な
風

向
き
の
条
件
で
ほ
と
ん
ど

検
出
さ
れ
ず
、
ば
い
じ
ん

に
つ
い
て
も
30
日
間
の
測

定
で
問
題
の
な
い
レ
ベ
ル

で
あ
っ
た
。

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー「
コ
メ
リ
」

の
出
店
計
画

　
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
「
コ

メ
リ
」
と
４
月
７
日
に
、

土
地
の
賃
貸
借
契
約
を
締

結
し
、
今
秋
に
出
店
す
る

こ
と
が
正
式
に
決
ま
り
ま

し
た
。
賃
貸
契
約
の
内
容

ん
が
問
題
と
な
っ
て
い
る

が
、
財
政
的
に
可
能
で
あ

る
な
ら
木
材
団
地
へ
の
移

転
も
検
討
す
る
。

福
田
一
哉
氏

（
日
南
シ
ョッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

　協
同
組
合
理
事
長
）

　
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
や
コ

ン
ビ
ニ
の
出
店
は
、
消
費

者
に
は
歓
迎
さ
れ
る
と
思

う
が
、
外
資
だ
け
で
な
く

商
工
会
と
も
連
携
し
た
い
。

平
井
博
之
氏

（
日
南
町
P
T
A
連
絡
協

　議
会
会
長
）

　
車
の
な
い
人
に
は
、
大

田
原
の
利
用
は
不
便
。
商

業
、
住
宅
ゾ
ー
ン
だ
け
で

な
く
、
体
育
館
や
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
な
ど
の
運
動
施
設

も
必
要
だ
。

七
瀬
英
夫
氏

（
日
南
町
自
治
協
議
会
会
長
）

　
町
外
に
消
費
が
流
出
し

て
い
る
現
状
か
ら
、
来
客

が
あ
る
商
業
施
設
の
誘
致

は
急
ぐ
べ
き
。
製
材
所
の

粉
じ
ん
に
つ
い
て
は
地
元

に
し
っ
か
り
説
明
を
求
め

る
。

は
、
町
有
地
３
，
０
０
０

㎡
を
年
間
１
２
０
万
円
で

20
年
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
コ
ン
ビ
ニ
の
出

店
に
つ
い
て
も
交
渉
中
で

あ
り
、
早
い
う
ち
に
結
論

を
出
し
た
い
と
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

　
今
後
、
農
産
物
加
工
施

設
及
び
直
売
所
、
食
堂
へ

の
出
店
希
望
者
を
公
募
し
、

具
体
的
な
施
設
整
備
が
検

討
さ
れ
ま
す
。

　
商
業
ゾ
ー
ン
の
整
備
は

27
年
度
に
、
住
宅
ゾ
ー
ン

の
整
備
は
28
年
度
以
降
の

予
定
で
す
。

ホームセンター「コメリ」出店予定地

土地利用計画（案）まとまる動き出した中心地構想、
計画図面は、ホームセンターを除き、あくまでも素案であり、これから特別委員会の審議を経て決定されます。

参考人意見聴取（特別委員会２月25日）

　
昨
年
12
月
定
例
会
で
設
置
し
た
「
中
心
地
域
整
備
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
」
（
委
員
長
・
惠
比
奈
礼
子
）
は
、

４
月
14
日
ま
で
に
６
回
の
委
員
会
を
開
催
し
、
執
行
部
か
ら
提
案
さ
れ
た
土
地
利
用
計
画
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
て

き
ま
し
た
。
現
在
ま
で
の
動
き
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。
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特
別
委
員
会
で
は
、
審

議
を
す
す
め
る
に
あ
た
り
、

こ
れ
ま
で
中
心
地
域
整
備

構
想
の
検
討
に
関
わ
っ
て

こ
ら
れ
た
関
係
団
体
の
代

表
者
に
参
考
人
と
し
て
出

席
し
て
い
た
だ
き
意
見
聴

取
し
ま
し
た
。（
平
成
26
年

２
月
25
日
）

　
発
言
の
要
旨
は
次
の
と

お
り
で
す
。

天
崎
直
幸
氏

（
日
南
町
商
工
会
会
長
）

　
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
の
出

店
は
町
内
商
業
者
へ
の
打

撃
が
大
き
く
再
考
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

佐
伯
雅
夫
氏

（
鳥
取
西
部
農
業
協
同
組 

　合
日
南
支
所
長
）

　
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
に
ち
な

ん
と
競
合
す
る
の
で
ホ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
の
出
店
は
、

影
響
が
大
き
い
。

内
田
博
長
氏

（
日
南
町
森
林
組
合
代
表

　理
事
組
合
長
）

　
製
材
所
（
ウ
ッ
ド
カ
ン

パ
ニ
ー
）
の
騒
音
、
粉
じ

計
画
地
内
の
騒
音
、
振
動
、

大
気
質
（
浮
遊
、
粉
じ
ん
、

降
下
ば
い
じ
ん
）
調
査
が

ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　
中
心
地
域
整
備
構
想
の

審
議
の
な
か
で
、
ウ
ッ
ド

カ
ン
パ
ニ
ー
に
ち
な
ん
製

材
所
の
周
辺
環
境
へ
の
影

響
が
心
配
さ
れ
て
お
り
ま

し
た
が
、
平
成
25
年
度
事

業
で
詳
細
な
調
査
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

①
騒
音
に
つ
い
て
は
、
製

材
所
の
南
側
で
レ
ベ
ル
が

比
較
的
大
き
く
、
住
居
環

境
と
し
て
は
適
さ
な
い
。

②
振
動
に
つ
い
て
は
、
い

ず
れ
の
地
点
に
お
い
て
も

基
準
以
下
で
あ
り
、
問
題

は
な
い
。

③
大
気
質
（
粉
じ
ん
）
に

つ
い
て
は
、
一
般
的
な
風

向
き
の
条
件
で
ほ
と
ん
ど

検
出
さ
れ
ず
、
ば
い
じ
ん

に
つ
い
て
も
30
日
間
の
測

定
で
問
題
の
な
い
レ
ベ
ル

で
あ
っ
た
。

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー「
コ
メ
リ
」

の
出
店
計
画

　
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
「
コ

メ
リ
」
と
４
月
７
日
に
、

土
地
の
賃
貸
借
契
約
を
締

結
し
、
今
秋
に
出
店
す
る

こ
と
が
正
式
に
決
ま
り
ま

し
た
。
賃
貸
契
約
の
内
容

ん
が
問
題
と
な
っ
て
い
る

が
、
財
政
的
に
可
能
で
あ

る
な
ら
木
材
団
地
へ
の
移

転
も
検
討
す
る
。

福
田
一
哉
氏

（
日
南
シ
ョッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

　協
同
組
合
理
事
長
）

　
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
や
コ

ン
ビ
ニ
の
出
店
は
、
消
費

者
に
は
歓
迎
さ
れ
る
と
思

う
が
、
外
資
だ
け
で
な
く

商
工
会
と
も
連
携
し
た
い
。

平
井
博
之
氏

（
日
南
町
P
T
A
連
絡
協

　議
会
会
長
）

　
車
の
な
い
人
に
は
、
大

田
原
の
利
用
は
不
便
。
商

業
、
住
宅
ゾ
ー
ン
だ
け
で

な
く
、
体
育
館
や
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
な
ど
の
運
動
施
設

も
必
要
だ
。

七
瀬
英
夫
氏

（
日
南
町
自
治
協
議
会
会
長
）

　
町
外
に
消
費
が
流
出
し

て
い
る
現
状
か
ら
、
来
客

が
あ
る
商
業
施
設
の
誘
致

は
急
ぐ
べ
き
。
製
材
所
の

粉
じ
ん
に
つ
い
て
は
地
元

に
し
っ
か
り
説
明
を
求
め

る
。

は
、
町
有
地
３
，
０
０
０

㎡
を
年
間
１
２
０
万
円
で

20
年
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
コ
ン
ビ
ニ
の
出

店
に
つ
い
て
も
交
渉
中
で

あ
り
、
早
い
う
ち
に
結
論

を
出
し
た
い
と
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

　
今
後
、
農
産
物
加
工
施

設
及
び
直
売
所
、
食
堂
へ

の
出
店
希
望
者
を
公
募
し
、

具
体
的
な
施
設
整
備
が
検

討
さ
れ
ま
す
。

　
商
業
ゾ
ー
ン
の
整
備
は

27
年
度
に
、
住
宅
ゾ
ー
ン

の
整
備
は
28
年
度
以
降
の

予
定
で
す
。

ホームセンター「コメリ」出店予定地

土地利用計画（案）まとまる動き出した中心地構想、
計画図面は、ホームセンターを除き、あくまでも素案であり、これから特別委員会の審議を経て決定されます。

参考人意見聴取（特別委員会２月25日）

　
昨
年
12
月
定
例
会
で
設
置
し
た
「
中
心
地
域
整
備
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
」
（
委
員
長
・
惠
比
奈
礼
子
）
は
、

４
月
14
日
ま
で
に
６
回
の
委
員
会
を
開
催
し
、
執
行
部
か
ら
提
案
さ
れ
た
土
地
利
用
計
画
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
て

き
ま
し
た
。
現
在
ま
で
の
動
き
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。
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２
月
23
日
執
行
の
日
南
町
議
会

議
員
補
欠
選
挙
に
お
い
て
無
投
票

で
当
選
さ
れ
た
新
議
員
の
紹
介
を

し
ま
す
。

①
議
員
と
し
て
の
抱
負

　
農
林
業
の
６
次
産
業
化
、
福
祉

行
政
の
充
実
。
若
者
の
定
住
化
促

進
を
図
り
、
ふ
る
さ
と
に
誇
り
が

持
て
る
町
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

②
私
の
信
条

　
町
民
の
皆
様
方
と
一
緒
に
な
っ

て
一
生
懸
命
努
力
し
ま
す
。

③
趣
味

　
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
ク

　
任
期
満
了
に
伴
う
副
町
長
の
選

任
の
同
意
に
つ
い
て
投
票
が
行
わ

れ
、
中
村
英
明
氏
が
再
任
さ
れ
ま

し
た
。

 
（
任
期
は
、平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で
）

１
番
議
席

古

　都

　純

　孝  

さ
ん

　
　

   

　
　︵
印
賀
︶

　毎
年
の
こ
と
だ
が
、
長
い
冬
が
終

わ
り
、
小
川
の
せ
せ
ら
ぎ
が
賑
や
か

に
な
っ
て
、
周
囲
の
山
は
、
黄
色
の

花
に
始
ま
っ
て
、
白
色
、
桃
色
の
花

へ
と
春
が
進
ん
で
、
や
が
て
、
新
芽

を
吹
き
緑
一
色
と
な
り
、
今
年
も
頑

張
っ
て
農
業
を
や
ら
な
く
て
は
と
思

う
頃
と
な
っ
た
。
昔
と
違
う
の
は
、

こ
の
時
期
に
な
る
と
、
子
供
達
が
竹

バ
ッ
ト
と
庭
球
ボ
ー
ル
を
持
っ
て
、

緑
の
田
圃
で
歓
声
を
上
げ
て
の
三
角

ベ
ー
ス
野
球
の
姿
や
、
物
干
場
い
っ

ぱ
い
の
色
鮮
や
か
洗
濯
物
、
集
落
に

小
中
学
生
が
一
人
と
い
う
の
は
寂
し

い
も
の
だ
。

　今
年
こ
そ
、
穏
や
か
な
天
候
で
あ

り
ま
す
よ
う
に
！

古
都
勝
人

　記  

　議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　委 

員 

長

　久
代

　安
敏

　
　
　副
委
員
長

　藤
原

　泰
則

　
　
　委

　
　員

　福
田

　
　稔

　
　
　
　 〃
　
　  

古
都

　勝
人

　
　
　
　 〃
　
　  

惠
比
奈
礼
子

　議
会
と
議
員
の
皆
さ
ま
方
が
、

地
域
の
幸
せ
づ
く
り
の
た
め
に

日
々
ご
努
力
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
事
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　国
内
外
の
情
勢
は
、
依
然
と

し
て
明
る
い
話
題
に
乏
し
く
町

内
も
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
空

き
家
は
増
え
る
ば
か
り
。
何
と

か
せ
ね
ば
と
住
民
皆
が
思
っ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
と
い
っ
た
改

善
策
が
見
い
だ
せ
な
い
現
状
に

あ
り
ま
す
。
行
政
、
議
会
、
町

民
が
一
体
と
な
っ
て
活
性
化
に

本
気
で
取
り
組
ん
で
い
か
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　選
挙
戦
中
の
あ
の
活
気
は
薄

ら
い
で
、
議
員
さ
ん
等
の
活
動

は
情
報
誌
等
に
よ
り
関
心
を
持

っ
て
見
た
り
聞
い
た
り
し
な
い

と
つ
か
め
な
い
よ
う
に
も
あ
り

ま
す
が…

。

　町
民
に
開
か
れ
た
議
会
の
一

環
と
し
て
、
議
会
だ
よ
り
、
議

会
報
告
会
、
テ
レ
ビ
放
送
に
よ

る
議
会
中
継
等
に
よ
り
情
報
発

信
を
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
﹁
議

会
報
告
会
﹂
は
、
議
会
に
対
す

る
関
心
が
そ
れ
ほ
ど
な
い
の
か

各
会
場
の
参
加
者
が
非
常
に
少

な
い
状
況
で
す
。
︵
何
が
原
因

な
の
で
し
ょ
う
か…

︶

　﹁
議
会
だ
よ
り
﹂
に
つ
き
ま

し
て
も
、
堅
苦
し
い
内
容
を
で

き
る
だ
け
わ
か
り
や
す
く
、
も

う
少
し
面
白
く
読
め
る
よ
う
に

興
味
を
も
っ
て
読
ま
せ
よ
う
と

す
る
工
夫
が
ほ
し
い
と
思
っ
た

り
し
ま
す
が…

。
た
と
え
ば
、

議
員
に
立
候
補
す
る
動
機
と
か

︵
皆
さ
ん
方
、
地
方
社
会
の
た

め
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
高
い

理
想
を
掲
げ
て
出
ら
れ
た
と
は

思
い
ま
す
が…

︶

　ま
た
、
先
進
地
等
を
視
察
研

究
さ
れ
勉
強
さ
れ
た
際
の
各
議

員
さ
ん
の
感
想
を
載
せ
る
と
か

等
々
、
地
域
住
民
の
意
見
・
要

望
を
も
っ
と
も
っ
と
収
集
し
て

い
た
だ
い
て
今
後
の
活
動
に
反

映
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　今
一
つ
残
念
な
の
は
、
日
南

町
民
の
半
分
は
女
性
で
あ
り
女

性
議
員
が
も
っ
と
多
く
て
も
良

い
と
思
い
ま
す
。
よ
り
多
く
の

女
性
議
員
さ
ん
の
進
出
に
期
待

し
た
い
で
す
ね
。

　最
後
に
、
税
金
が
い
か
に
無

駄
な
く
効
率
的
、
公
正
に
使
わ

れ
る
か
、
正
し
く
住
民
の
い
い

暮
ら
し
に
繋
が
っ
て
い
る
か
、

い
な
か
の
見
張
り
役
を
し
っ
か

り
果
た
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

念
じ
て
い
ま
す
。

足　羽　  覚中 村 英 明
副町長 52 才（1 回）

経済福祉常任委員会所属

議会に思うこと議会に思うこと

新
議
員
の
紹
介

副
町
長
の
再
任

編
集
後
記
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阿毘縁むらづくり協議会が毎年取り組んで
いる石けん作り。今年も７月１５日に生活環
境部と文化学習部の共催で行われました。
料理と台所に欠かせない食用油と石けん。
出来た石けんは、秋に阿毘縁全戸に配られ
ます。

写真提供　毛利裕嗣さん（阿毘縁むらづくり協議会）

廃食油で石けんを作っています廃食油で石けんを作っています

おもな内容
６月定例会　………………………………
一般質問（５名）　………………………
意見書提出　………………………………
行政調査報告　……………………………
議会に思うこと　…………………………
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ページ
ページ
ページ
ページ
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坪
倉    

幸
徳
さ
ん

　
　

   

︵
福
万
来
︶

　日
南
町
の
米
と
水
だ
け
で
作
ら
れ

た
「
酢
屋
勘
三
郎
」
を
食
べ
て
み
た
。

　酢
と
は
思
え
な
い
よ
う
な
フ
ル
ー

テ
ィ
ー
な
香
り
と
ま
ろ
や
か
さ
に
感

動
し
た
。
マ
ル
カ
ン
酢
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
は
、
本
物
の
手
作
り
へ
の

こ
だ
わ
り
が
、
日
南
町
の
田
園
風
景

と
と
も
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　中
心
地
域
に
計
画
中
の
道
の
駅
で

日
南
町
を
ま
る
ご
と
売
り
出
し
た
い
。

鳥
巣
研
二
氏
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
迎

え
、
全
国
に
発
信
す
る
た
め
の
、
特

産
品
の
加
工
か
ら
販
売
に
向
け
た
取

り
組
み
が
始
ま
る
。

　み
ん
な
で
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
本

物
が
出
来
上
が
り
、
町
の
活
性
化
に

つ
な
が
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

惠
比
奈

　記

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　委 

員 

長

　久
代

　安
敏

　
　
　副
委
員
長

　藤
原

　泰
則

　
　
　委

　
　員

　福
田

　
　稔

　
　
　
　 〃
　
　  

古
都

　勝
人

　
　
　
　 〃
　
　  

恵
比
奈
礼
子

　ま
ず
、
は
じ
め
に
議
員
の
皆
さ
ま
住
み
よ
い
幸

せ
な
日
南
町
づ
く
り
の
た
め
に
、
日
頃
よ
り
努
力

さ
れ
て
い
る
事
に
対
し
て
、
敬
意
を
表
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　日
南
町
も
良
く
考
え
て
見
ま
す
と
、
い
ろ
い
ろ

な
問
題
点
を
抱
え
な
が
ら
、
荒
波
の
中
を
進
ん
で

い
る
船
の
よ
う
な
も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
先
日

起
こ
っ
た
韓
国
船
フ
ェ
リ
ー
の
よ
う
に
、
船
員

︵
議
員
︶
の
判
断
の
甘
さ
か
ら
の
転
覆
︵
ま
ぁ
そ

ん
な
事
は
な
い
と
思
い
ま
す
が･･･

︶
。
そ
ん
な
こ

と
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り

を
し
て
く
れ
る
の
が
、
議
会
の
力
だ
と
思
い
ま
す
。

　私
は
、
議
会
報
告
会
に
出
席
し
、
よ
く
意
見
を

述
べ
る
の
で
す
が
、
そ
の
と
き
の
意
見
に
対
す
る

前
向
き
な
回
答
が
少
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

今
の
国
内
や
、
予
算
の
状
況
を
見
た
り
す
る
と
、

日
南
町
の
将
来
に
対
す
る
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
つ
の
は

難
し
い
状
況
と
思
い
ま
す
が
、
も
っ
と
前
向
き
に

自
分
の
こ
と
だ
け
に
と
ら
わ
れ
ず
、
広
い
視
野
で

物
事
を
捉
え
、
幸
せ
な
生
活
が
出
来
る
日
南
町
づ
く

り
に
取
組
ん
で
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
何
か

お
願
い
し
て
も
は
じ
め
か
ら
出
来
そ
う
に
な
い
と

い
わ
れ
る
と
問
題
を
提
起
し
た
ほ
う
と
し
て
も
、

虚
し
く
な
り
ま
す
。
た
と
え
出
来
な
く
て
も
そ
れ

な
り
の
取
組
む
姿
勢
を
示
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　今
日
南
町
を
考
え
る
と
き
に
、
少
子
高
齢
化
と

い
う
こ
と
が
取
上
げ
ら
れ
、
最
近
の
新
聞
を
読
み

ま
す
と
何
年
後
か
に
は
消
滅
す
る
町
が
出
て
く
る

と
い
う
記
事
を
よ
く
目
に
し
ま
す
が
、
私
は
高
齢

化
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
日
南
町
を

背
負
っ
て
い
っ
て
く
れ
る
子
ど
も
た
ち
の
減
少
は

絶
対
に
止
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
の
が
議
会
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
皆
で
い
ろ
い
ろ
知
恵
を
絞

り
い
ろ
い
ろ
な
手
を
打
つ
事
が
必
要
と
思
い
ま
す
。

　と
に
か
く
子
ど
も
を
大
き
く
す
る
の
は
、
昔
と

違
っ
て
と
て
も
多
く
の
教
育
費
が
か
か
り
ま
す
。

そ
れ
に
対
す
る
親
の
経
済
的
、
時
間
的
な
負
担
も

大
変
な
も
の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
︵
本
当
は
教

育
を
受
け
る
場
所
が
家
の
近
く
に
あ
る
の
が
一
番

な
の
で
し
ょ
う
が
、
日
南
町
の
場
合
は
そ
う
い
っ

て
お
ら
れ
な
い
の
が
、
現
状
で
す
。
︶
そ
れ
を
少

し
で
も
減
ら
し
、
ゆ
と
り
あ
る
子
育
て
が
出
来
る

よ
う
な
環
境
を
作
れ
る
よ
う
に
頭
を
絞
っ
て
欲
し

い
と
思
い
ま
す
。

　最
後
に
、
こ
れ
は
あ
る
講
演
会
で
講
師
の
先
生

が
言
わ
れ
た
言
葉
で
す
け
れ
ど
も
﹁
将
来
消
滅
し

そ
う
な
村
が
何
も
し
な
か
っ
た
ら
１
年
後
に
は
な

く
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
こ
に
住
ん
で
い
る

人
た
ち
が
皆
で
何
と
か
し
よ
う
と
思
っ
た
ら
早
々

今
迄
皆
が
守
っ
て
き
た
村
が
な
く
な
る
よ
う
な
も

の
で
は
な
い
。
あ
き
ら
め
た
と
き
が
そ
の
村
の
終

わ
り
で
あ
る
。
﹂
と
い
わ
れ
た
言
葉
が
心
の
中
に

残
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
言
葉
通
り
、
議
会
と
町
民

が
力
を
合
わ
せ
て
こ
れ
か
ら
も
幸
せ
な
暮
ら
し
が

出
来
る
日
南
町
に
し
て
い
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
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　一
般
会
計
補
正
予
算

・
中
心
地
域
商
業
ゾ
ー
ン
の
運

営
な
ど
企
画
・
立
案
を
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
に
委
託

　
　
　
　
　
　
　
3
4
0
万
円

・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
と
ゆ
う
ゆ
う

広
場
の
解
体
造
成
の
設
計
委

託
料
　
　
　
　
　
　
63
万
円

・
石
見
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
の

外
壁
な
ど
の
改
修
工
事

　
　
　
　
　  

1
，7
5
0
万
円

・
服
薬
支
援
に
よ
る
在
宅
生
活

継
続
支
援
事
業
（
新
規
）

　
　
　
　
　
　
　
6
2
4
千
円

・
国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
限

度
額
の
引
き
上
げ
と
、
低
所

得
者
の
保
険
税
軽
減
の
拡
充
。

・
日
野
上
地
区
簡
易
水
道
と
生

山
地
区
簡
易
水
道
事
業
の
統

合
。

・
日
南
町
非
常
勤
消
防
団
員
の

退
職
報
奨
金
を
一
律
５
万
円

引
き
上
げ
、
最
低
20
万
円
以

上
に
す
る
。

　
　選
任
同
意

　
日
南
町
教
育
委
員
会
委
員
の

辞
任
に
と
も
な
う
後
任
の
委
員

に
、
須
田
ひ
ろ
子
氏
（
河
上
）

と
中
村
秀
代
氏
（
三
吉
）
の
選

任
同
意
。

　
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
に
、

入
澤
眞
澄
氏
（
矢
戸
）
を
推
薦

す
る
こ
と
に
同
意
。

　
　専
決
処
分
の
承
認

（
一
般
会
計
補
正
予
算
）

　
平
成
25
年
度
の
簡
易
水
道
事

業
会
計
の
歳
入
不
足
を
、
平
成

26
年
度
予
算
か
ら
繰
上
充
用
す

る
。
　
　
　  

1
，5
0
7
千
円

　
　条
例
の
制
定

　
条
例
等
に
お
け
る
「
障
害
」

の
「
害
」
の
表
記
を
「
障
が

い
」
に
改
め
、
文
書
や
情
報
等

に
お
い
て
ひ
ら
が
な
を
使
用
す

る
。　

　条
例
の
一
部
改
正

・
町
民
税
法
人
税
割
の
引
下
げ
、

軽
自
動
車
税
等
の
税
率
引
き

上
等
。

議　　案　　名

条例の制定
退職手当に関する条例等における障害の表記を
改める条例の制定について

条例の一部改正
日南町税条例等の一部改正について
日南町国民健康保険税条例の一部改正について
日南町社会教育委員に関する条例の一部改正に
ついて

日南町簡易水道等施設の設置及び給水に関する
条例の一部改正について

日南町非常勤消防団員に係る退職報償金の支給
に関する条例の一部改正について

平成26年度 補正予算
一般会計（第2号）
簡易水道事業特別会計（第2号）
介護サービス事業特別会計（第１号）

専決処分の承認
日南町集合徴収等の特例に関する条例の一部改正
平成２６年度日南町一般会計補正予算（第１号）
平成２６年度日南町簡易水道事業特別会計補正
予算（第１号）

その他の議案
井上輝之氏の辞任に伴う教育委員会委員の任命
につき同意を求めることについて

立脇兌昶氏の辞任に伴う教育委員会委員の任命
につき同意を求めることについて

人権擁護委員候補者の推薦にあたり議会の意見
を求めることについて　　　　　　　　　　　　
財産の取得について

（除雪ドーザ車輪式８t級２台購入）
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結 果

村
上
　正
広

惠
比
奈
礼
子

坪
倉
　勝
幸

三
上
　惇
二

古
都
　勝
人

久
代
　安
敏

福
田
　
　稔

山
本
　芳
昭

藤
原
　泰
則

荒
木
　
　博

古
都
　久
志

足
羽
　
　覚

※村上正広議長は議事進行を行うため、賛否の表明はしません。ただし、採決で賛否が同数となった場合は「議長裁決」という形で賛否表明をします。 解体されるテニスコートとゆうゆう広場

６月定例会６月定例会
6月24日～6月27日(4日間)

　
日
南
町
議
会
の
６
月
定
例
会
は
、６
月
24
日
か
ら
27
日
ま
で
の
４
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

初
日
に
行
わ
れ
た
一
般
質
問
で
は
、５
人
の
議
員
が
登
壇
し
初
め
て
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
用
し
て
の
質
問・答
弁
と
な

り
ま
し
た
。

　
執
行
部
か
ら
提
案
さ
れ
た
条
例
改
正
、補
正
予
算
、人
事
案
件
な
ど
の
全
議
案
は
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

　
議
会
最
終
日
に
は
、採
択
し
た
請
願・陳
情
な
ど
の
意
見
書
を
発
議
し
、閉
会
し
ま
し
た
。

議
決
し
た
お
も
な
も
の

●平成18年　オロチ設立、日南町1,000万円出資
●平成20年5月　操業開始
●平成24年1月　日南町に運転資金として1億円の融資を要請、日南町議会で否
決する。鳥取県中小企業再生支援協議会の支援を受け、経営改善に取り組む

●平成24年12月　オロチが仕入れる原木に1㎥あたり1,000円の補助を5年間継
続することを議決

●平成26年度、鳥取県の木材加工流通施設等整備事業(緑プロ)による総事業費
の20%を日南町が補助することを議決

※7月1日現在の従業員数は、正社員51人、臨時社員22人

6月議会審議結果と議員ごとの賛否内訳6月議会審議結果と議員ごとの賛否内訳
（株）オロチ支援の流れ

賛成＝○　　反対＝×

一般会計補正予算
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山本芳昭議員坪倉勝幸議員

－4－－5－

町政のここが聞きたい町政のここが聞きたい

　
　
　教
育
長
の
所
信

①
教
育
長
と
し
て
の
所
信
を
問
う
。

②
教
育
長
と
し
て
の
教
育
理
念
は
何
か
。

③
教
育
長
と
し
て
教
師
や
保
護
者
へ
求
め
る
も
の
は
何
か
。

④
知
徳
体
が
大
切
と
い
わ
れ
る
が
、
わ
が
町
の
現
状
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
お
ら
れ
る
か
。

　
　
　丸
山
教
育
長

①
事
務
の
執
行
責
任
者
と
し
て
の
責
任
を
果
た
す
べ
く
、
教

育
委
員
・
教
育
長
の
職
務
を
全
う
し
た
い
。

②
日
南
町
の
教
育
は
人
づ
く
り
、
後
継
者
づ
く
り
、
ひ
い
て

は
、
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
定
住
で
き
る
魅
力
あ
る
町
づ
く

り
の
礎
と
す
る
。

③
基
本
計
画
に
あ
る
学
力
向
上
と
基
本
生
活
習
慣
の
関
連
性

に
つ
い
て
認
識
を
深
め
、
家
庭
学
習
を
保
証
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

④
生
き
抜
く
力
を
育
み
、
知
徳
体
の
調
和
の
と
れ
た
子
ど
も

の
育
成
で
、
施
策
実
現
に
向
け
て
努
力
し
て
い
る
こ
と
を

認
識
し
た
。

　
　
　教
育
委
員
会

①
来
年
度
予
定
さ
れ
て
い
る
教
育
委
員
会
制
度
改
正
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
お
ら
れ
る
か
。

②
更
に
開
か
れ
た
教
育
委
員
会
に
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

　
　
　教
育
長

①
色
々
の
事
を
見
直
す
良
い
機
会
と
し
、
仕
組
み
が
き
ち
っ

と
機
能
す
る
よ
う
準
備
を
進
め
た
い
。

②
教
育
行
政
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
、
公
表
等
に

努
力
し
た
い
。

　
　
　

　
　
　林
業
政
策

　新
植
か
ら
伐
採
ま
で
循
環
す
る
森
づ
く
り
が
必
要
と
考
え

る
が
町
の
政
策
を
問
う
。

　
　
　増
原
町
長

　循
環
林
の
仕
組
み
は
持
続
性
の
あ
る
産
地
形
成
に
不
可
欠
、

町
有
林
が
モ
デ
ル
と
な
り
実
証
す
る
。

　
　
　地
域
再
生
（
地
域
づ
く
り
）

　住
ん
で
よ
か
っ
た
日
南
町
を
実
現
す
る
た
め
地
域
再
生
が

必
要
と
考
え
る
が
具
体
的
な
政
策
を
問
う
。

　
　
　町
長

　団
塊
の
世
代
と
と
も
に
、
女
性
や
若
者
の
地
域
活
動
へ
の

参
加
が
重
要
で
あ
る
。
支
援
を
継
続
し
、
地
域
づ
く
り
の

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
関
わ
っ
て
い
く
。

　
　
　国
民
健
康
保
険

　国
民
健
康
保
険
の
県
下
一
元
化
が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
国

保
財
政
調
整
基
金
を
ど
う
さ
れ
る
の
か
。
ま
た
、
国
民
健
康

保
険
税
額
を
ど
う
さ
れ
る
の
か
問
う
。

　
　
　町
長

　県
単
位
化
に
つ
い
て
現
在
、
国
と
地
方
の
協
議
が
進
め
ら

れ
て
い
る
が
詳
細
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

　国
保
財
政
調
整
基
金
は
、
引
き
続
き
町
で
管
理
し
て
い
く

予
定
。
仮
に
県
単
位
化
に
伴
い
統
一
標
準
税
率
が
採
用
さ
れ
、

税
額
の
大
幅
な
引
き
上
げ
が
必
要
な
場
合
は
激
変
緩
和
策
を

講
じ
る
な
ど
急
激
な
負
担
増
に
な
ら
な
い
よ
う
検
討
し
て
い

く
。

　
　
　特
産
品
販
売
促
進
事
業

①
特
産
品
販
売
促
進
に
係
る
（
一
財
）
エ
ナ
ジ
ー
に
ち
な
ん

へ
の
委
託
内
容
の
説
明
を
求
め
る
。

②
（
一
財
）
エ
ナ
ジ
ー
に
ち
な
ん
の
特
産
品
販
売
促
進
に
係

る
活
動
内
容
お
よ
び
実
績
の
説
明
を
求
め
る
。

③
特
産
品
の
開
発
、
販
売
促
進
を
通
じ
て
、
地
域
の
活
性
化

お
よ
び
所
得
向
上
と
日
南
町
丸
ご
と
の
ブ
ラ
ン
ド
向
上
に

つ
な
が
る
取
り
組
み
を
期
待
す
る
が
、
今
後
の
活
動
を
ど

う
考
え
ら
れ
る
の
か
、
所
見
を
問
う
。

　
　
　増
原
町
長

①
農
林
生
産
物
及
び
農
林
生
産
加
工
品
の
販
売
促
進
、
ブ
ラ

ン
ド
化
及
び
有
利
販
売
に
関
す
る
こ
と
。

②
販
売
促
進
活
動
と
し
て
各
種
イ
ベ
ン
ト
参
加
。

　食
の
都
鳥
取
県
フ
ェ
ス
タ
他
16
回
、
精
米
販
売
及
び
各
種

特
産
品
販
売
。

③
販
売
促
進
活
動
を
積
極
的
に
展
開
し
、
町
内
生
産
物
の
魅

力
や
生
産
者
の
思
い
を
消
費
者
に
伝
え
、
商
品
の
魅
力
発

信
と
販
路
開
拓
を
推
進
す
る
。

　
　
　農
地
中
間
管
理
事
業
に
係
る

　
　
　利
用
条
件
改
善
事
業

　人
・
農
地
プ
ラ
ン
を
推
進
す
る
方
策
と
し
て
農
地
中
間
管

理
事
業
が
ス
タ
ー
ト
す
る
が
、
農
地
の
出
し
手
と
借
り
手
の

マ
ッ
チ
ン
グ
を
進
め
る
中
で
、
農
地
条
件
の
不
良
が
隘
路
と

な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
町
と
し
て
、
農
地
の
基
盤
整
備
を
進

め
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
の
制
度
や
体
制
を
整
備
す
る

必
要
と
考
え
る
が
、
所
見
を
問
う
。

　
　
　町
長

　農
地
条
件
の
改
善
が
必
要
な
具
体
的
事
例
の
調
査
、
有
利

な
補
助
制
度
、
負
担
な
ど
現
地
に
合
わ
せ
た
取
り
組
み
を
行

う
。　

    

「
創
造
的
過
疎
」

　創
造
的
過
疎
の
理
念
お
よ
び
本
町
に
お
け
る
そ
の
姿
、
実

現
に
向
け
て
の
手
法
な
ど
の
説
明
を
求
め
る
。

　
　
　町
長

　過
疎
化
現
象
の
先
行
地
と
し
て
、
人
口
減
少
の
カ
ー
ブ
を

緩
や
か
に
し
て
町
の
活
力
を
維
持
し
て
い
く
。
そ
の
た
め
の

特
色
あ
る
施
策
の
実
施
。

問問

問問

問問

問問

新教育長の教育理念を問う

知徳体の調和のとれた子どもの
　　　　　　　　育成を目指す

特産品販売事業をもっと強力に

商品の魅力発信と
　　　販路開拓を推進する

答答

答答

答答問問答答問問答答

答答問問

問問 問問 答答答答 答答

問問

答答
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町政のここが聞きたい町政のここが聞きたい

　
　
　教
育
長
の
所
信

①
教
育
長
と
し
て
の
所
信
を
問
う
。

②
教
育
長
と
し
て
の
教
育
理
念
は
何
か
。

③
教
育
長
と
し
て
教
師
や
保
護
者
へ
求
め
る
も
の
は
何
か
。

④
知
徳
体
が
大
切
と
い
わ
れ
る
が
、
わ
が
町
の
現
状
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
お
ら
れ
る
か
。

　
　
　丸
山
教
育
長

①
事
務
の
執
行
責
任
者
と
し
て
の
責
任
を
果
た
す
べ
く
、
教

育
委
員
・
教
育
長
の
職
務
を
全
う
し
た
い
。

②
日
南
町
の
教
育
は
人
づ
く
り
、
後
継
者
づ
く
り
、
ひ
い
て

は
、
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
定
住
で
き
る
魅
力
あ
る
町
づ
く

り
の
礎
と
す
る
。

③
基
本
計
画
に
あ
る
学
力
向
上
と
基
本
生
活
習
慣
の
関
連
性

に
つ
い
て
認
識
を
深
め
、
家
庭
学
習
を
保
証
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

④
生
き
抜
く
力
を
育
み
、
知
徳
体
の
調
和
の
と
れ
た
子
ど
も

の
育
成
で
、
施
策
実
現
に
向
け
て
努
力
し
て
い
る
こ
と
を

認
識
し
た
。

　
　
　教
育
委
員
会

①
来
年
度
予
定
さ
れ
て
い
る
教
育
委
員
会
制
度
改
正
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
お
ら
れ
る
か
。

②
更
に
開
か
れ
た
教
育
委
員
会
に
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

　
　
　教
育
長

①
色
々
の
事
を
見
直
す
良
い
機
会
と
し
、
仕
組
み
が
き
ち
っ

と
機
能
す
る
よ
う
準
備
を
進
め
た
い
。

②
教
育
行
政
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
、
公
表
等
に

努
力
し
た
い
。

　
　
　

　
　
　林
業
政
策

　新
植
か
ら
伐
採
ま
で
循
環
す
る
森
づ
く
り
が
必
要
と
考
え

る
が
町
の
政
策
を
問
う
。

　
　
　増
原
町
長

　循
環
林
の
仕
組
み
は
持
続
性
の
あ
る
産
地
形
成
に
不
可
欠
、

町
有
林
が
モ
デ
ル
と
な
り
実
証
す
る
。

　
　
　地
域
再
生
（
地
域
づ
く
り
）

　住
ん
で
よ
か
っ
た
日
南
町
を
実
現
す
る
た
め
地
域
再
生
が

必
要
と
考
え
る
が
具
体
的
な
政
策
を
問
う
。

　
　
　町
長

　団
塊
の
世
代
と
と
も
に
、
女
性
や
若
者
の
地
域
活
動
へ
の

参
加
が
重
要
で
あ
る
。
支
援
を
継
続
し
、
地
域
づ
く
り
の

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
関
わ
っ
て
い
く
。

　
　
　国
民
健
康
保
険

　国
民
健
康
保
険
の
県
下
一
元
化
が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
国

保
財
政
調
整
基
金
を
ど
う
さ
れ
る
の
か
。
ま
た
、
国
民
健
康

保
険
税
額
を
ど
う
さ
れ
る
の
か
問
う
。

　
　
　町
長

　県
単
位
化
に
つ
い
て
現
在
、
国
と
地
方
の
協
議
が
進
め
ら

れ
て
い
る
が
詳
細
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

　国
保
財
政
調
整
基
金
は
、
引
き
続
き
町
で
管
理
し
て
い
く

予
定
。
仮
に
県
単
位
化
に
伴
い
統
一
標
準
税
率
が
採
用
さ
れ
、

税
額
の
大
幅
な
引
き
上
げ
が
必
要
な
場
合
は
激
変
緩
和
策
を

講
じ
る
な
ど
急
激
な
負
担
増
に
な
ら
な
い
よ
う
検
討
し
て
い

く
。

　
　
　特
産
品
販
売
促
進
事
業

①
特
産
品
販
売
促
進
に
係
る
（
一
財
）
エ
ナ
ジ
ー
に
ち
な
ん

へ
の
委
託
内
容
の
説
明
を
求
め
る
。

②
（
一
財
）
エ
ナ
ジ
ー
に
ち
な
ん
の
特
産
品
販
売
促
進
に
係

る
活
動
内
容
お
よ
び
実
績
の
説
明
を
求
め
る
。

③
特
産
品
の
開
発
、
販
売
促
進
を
通
じ
て
、
地
域
の
活
性
化

お
よ
び
所
得
向
上
と
日
南
町
丸
ご
と
の
ブ
ラ
ン
ド
向
上
に

つ
な
が
る
取
り
組
み
を
期
待
す
る
が
、
今
後
の
活
動
を
ど

う
考
え
ら
れ
る
の
か
、
所
見
を
問
う
。

　
　
　増
原
町
長

①
農
林
生
産
物
及
び
農
林
生
産
加
工
品
の
販
売
促
進
、
ブ
ラ

ン
ド
化
及
び
有
利
販
売
に
関
す
る
こ
と
。

②
販
売
促
進
活
動
と
し
て
各
種
イ
ベ
ン
ト
参
加
。

　食
の
都
鳥
取
県
フ
ェ
ス
タ
他
16
回
、
精
米
販
売
及
び
各
種

特
産
品
販
売
。

③
販
売
促
進
活
動
を
積
極
的
に
展
開
し
、
町
内
生
産
物
の
魅

力
や
生
産
者
の
思
い
を
消
費
者
に
伝
え
、
商
品
の
魅
力
発

信
と
販
路
開
拓
を
推
進
す
る
。

　
　
　農
地
中
間
管
理
事
業
に
係
る

　
　
　利
用
条
件
改
善
事
業

　人
・
農
地
プ
ラ
ン
を
推
進
す
る
方
策
と
し
て
農
地
中
間
管

理
事
業
が
ス
タ
ー
ト
す
る
が
、
農
地
の
出
し
手
と
借
り
手
の

マ
ッ
チ
ン
グ
を
進
め
る
中
で
、
農
地
条
件
の
不
良
が
隘
路
と

な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
町
と
し
て
、
農
地
の
基
盤
整
備
を
進

め
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
の
制
度
や
体
制
を
整
備
す
る

必
要
と
考
え
る
が
、
所
見
を
問
う
。

　
　
　町
長

　農
地
条
件
の
改
善
が
必
要
な
具
体
的
事
例
の
調
査
、
有
利

な
補
助
制
度
、
負
担
な
ど
現
地
に
合
わ
せ
た
取
り
組
み
を
行

う
。　

    

「
創
造
的
過
疎
」

　創
造
的
過
疎
の
理
念
お
よ
び
本
町
に
お
け
る
そ
の
姿
、
実

現
に
向
け
て
の
手
法
な
ど
の
説
明
を
求
め
る
。

　
　
　町
長

　過
疎
化
現
象
の
先
行
地
と
し
て
、
人
口
減
少
の
カ
ー
ブ
を

緩
や
か
に
し
て
町
の
活
力
を
維
持
し
て
い
く
。
そ
の
た
め
の

特
色
あ
る
施
策
の
実
施
。

問問

問問

問問

問問

新教育長の教育理念を問う

知徳体の調和のとれた子どもの
　　　　　　　　育成を目指す

特産品販売事業をもっと強力に

商品の魅力発信と
　　　販路開拓を推進する

答答

答答

答答問問答答問問答答

答答問問

問問 問問 答答答答 答答

問問

答答
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古都久志議員久代安敏議員

デイサービス利用者の35％が要支援 毎朝開かれる始業前の朝礼

－6－－7－

町政のここが聞きたい町政のここが聞きたい

　
　
　
教
育
長
に
問
う

①
前
任
者
の
行
政
執
行
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
、
自
ら
は
今

後
ど
の
様
に
教
育
行
政
を
進
め
る
つ
も
り
か
。

②
国
会
に
於
い
て
教
育
委
員
会
の
在
り
方
を
変
え
る
法
案
が

こ
の
度
通
っ
た
が
、
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
今
後
の

教
育
委
員
会
を
ど
の
よ
う
に
牽
引
し
て
行
く
つ
も
り
か
。

　
　
　
丸
山
教
育
長

①
精
力
的
に
教
育
行
政
を
牽
引
さ
れ
成
果
を
残
さ
れ
た
。
今

後
も
教
育
行
政
施
策
を
他
機
関
連
携
の
も
と
、
引
き
続
き

推
し
進
め
て
行
き
た
い
。

②
自
ら
の
責
任
を
し
っ
か
り
自
覚
し
、
新
教
育
長
の
準
備
を

し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
町
長
に
問
う

①
韓
国
の
フ
ェ
リ
ー
沈
没
事
故
に
お
い
て
、
民
間
企
業
と
公

的
機
関
が
癒
着
し
必
要
な
検
査
等
が
お
ざ
な
り
に
な
っ
て

い
た
と
み
る
が
、
町
政
推
進
に
於
い
て
職
員
の
職
務
執
行

を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
指
導
し
て
い
る
の
か
。

②
職
員
の
民
間
関
係
者
と
の
な
れ
合
い
、
癒
着
の
実
態
は
な

い
か
。

③
教
育
長
を
交
代
さ
せ
た
が
、
前
教
育
長
時
代
に
よ
る
教
育

行
政
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
、
そ
し
て
新
教
育
長
に
何
を

期
待
し
て
い
る
の
か
。

④
教
育
委
員
会
の
改
革
が
国
会
で
決
ま
っ
た
が
、
こ
れ
を
ど

の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
首
長
主
導
の
教

育
行
政
に
ど
の
様
に
推
進
し
て
行
く
所
存
か
。

⑤
町
の
人
事
異
動
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
特
に
室
長
ク
ラ
ス

は
課
長
を
補
佐
し
、
部
下
を
指
導
し
、
自
ら
も
動
い
て
の

実
質
的
な
職
務
遂
行
が
必
要
で
あ
る
わ
け
だ
が
、
そ
の
適

性
を
把
握
し
て
の
異
動
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
増
原
町
長

①
橋
梁
の
点
検
等
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。
企
業
と
は
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
日
頃
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
し
っ
か
り
図
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

②
現
場
に
お
け
る
指
導
や
助
言
を
行
っ
て
お
り
、
癒
着
の
実

態
は
な
い
。

③
こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
一
貫
教
育
の
成
果
な
ど
評
価
し
て

お
り
、
今
後
も
引
き
続
き
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
っ
て

も
ら
い
た
い
。

④
責
任
の
所
在
を
明
確
に
す
る
こ
と
に
な
り
評
価
し
て
い
る
。

首
長
が
一
方
的
に
教
育
行
政
を
行
う
こ
と
の
な
い
よ
う
新

教
育
長
と
の
連
携
を
強
化
し
た
い
。

⑤
現
場
主
義
に
徹
し
、
「
ホ
ウ
・
レ
ン
・
ソ
ウ
」
を
し
っ
か

り
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
た
人
事
異
動
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

　
　
　
憲
法
第
９
条
の
解
釈
の
変
更
に
よ
る

　
　
　「
集
団
的
自
衛
権
」
の
行
使
容
認

　
安
倍
内
閣
は
、
こ
れ
ま
で
の
憲
法
解
釈
を
変
更
し
、
集
団

的
自
衛
権
の
行
使
を
認
め
る
た
め
の
閣
議
決
定
を
し
よ
う
と

し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
立
憲
主
義
に
反
す
る
大
転
換
で
あ
り
、

多
く
の
国
民
が
不
安
を
感
じ
て
い
る
。
町
長
の
見
解
を
問
う
。

　
　
　
増
原
町
長

　
憲
法
解
釈
を
ど
う
と
ら
え
る
か
と
い
う
問
題
と
い
う
よ
り
、

憲
法
の
あ
り
方
に
対
す
る
国
民
の
理
解
と
論
議
を
深
め
る
こ

と
の
方
が
必
要
と
考
え
る
。

　
　
　
教
育
委
員
会
制
度
の
改
正

　
教
育
委
員
会
制
度
を
見
直
す
地
方
教
育
行
政
法
の
改
正
案

に
つ
い
て
、
町
長
お
よ
び
教
育
長
の
見
解
を
問
う
。

　
　
　
町
長

　
首
長
と
新
教
育
長
の
連
携
を
さ
ら
に
強
化
し
て
町
の
教
育

行
政
の
推
進
を
図
り
た
い
。
責
任
体
制
の
明
確
化
、
迅
速
な

危
機
管
理
体
制
の
構
築
に
努
め
る
。

　
　  

「
医
療・介
護
総
合
法
案
」と
介
護
保
険
制
度

①
今
国
会
で
審
議
さ
れ
て
い
る
介
護
保
険
法
の
見
直
し
案
で

は
、
公
的
給
付
を
削
減
し
、
介
護
の
自
己
責
任
化
を
徹
底

す
る
も
の
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

②
予
防
給
付
を
市
町
村
が
実
施
す
る
事
業
に
移
管
す
れ
ば
、

「
サ
ー
ビ
ス
は
薄
く
、
負
担
は
厚
く
」
に
な
ら
な
い
か
。

③
特
養
の
入
所
対
象
を
、
原
則
要
介
護
３
以
上
と
す
る
と

な
っ
て
い
る
が
、
在
宅
の
受
け
皿
が
な
い
ま
ま
行
き
場
所

を
失
う
こ
と
に
な
ら
な
い
か
。

④
介
護
保
険
の
利
用
料
の
２
割
負
担
の
導
入
と
、
食
費
・
居

住
費
の
軽
減(

補
足
給
付)
打
ち
切
り
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
抑
制
に
な
ら
な
い
か
。

　
　
　
町
長

①
現
在
の
ま
ま
で
は
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
な
く
な
る
た
め
、

一
定
の
見
直
し
は
必
要
と
考
え
る
。

②
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
は
継
続
し
て
提
供
す
る
。
新
た
な
地
域

支
え
愛
の
創
出
等
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。

③
関
係
者
が
連
携
し
て
対
応
す
る
。

④
保
険
料
の
上
昇
を
可
能
な
限
り
抑
え
つ
つ
、
高
齢
者
世
代

内
の
負
担
の
公
平
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
は
必
要
と
考
え

る
。

問問

問問問問

適性を把握した
　　人事異動になっているか

適材適所の人事に努めている答答

答答

答答

問問問問 問問答答答答

答答

問問 海外で戦争する集団的自衛権の
　　　　　　　行使は許されない

解釈の変更によるのではなく
憲法そのものの論議を深めるべき

答答
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古都久志議員久代安敏議員
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町政のここが聞きたい町政のここが聞きたい

　
　
　
教
育
長
に
問
う

①
前
任
者
の
行
政
執
行
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
、
自
ら
は
今

後
ど
の
様
に
教
育
行
政
を
進
め
る
つ
も
り
か
。

②
国
会
に
於
い
て
教
育
委
員
会
の
在
り
方
を
変
え
る
法
案
が

こ
の
度
通
っ
た
が
、
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
今
後
の

教
育
委
員
会
を
ど
の
よ
う
に
牽
引
し
て
行
く
つ
も
り
か
。

　
　
　
丸
山
教
育
長

①
精
力
的
に
教
育
行
政
を
牽
引
さ
れ
成
果
を
残
さ
れ
た
。
今

後
も
教
育
行
政
施
策
を
他
機
関
連
携
の
も
と
、
引
き
続
き

推
し
進
め
て
行
き
た
い
。

②
自
ら
の
責
任
を
し
っ
か
り
自
覚
し
、
新
教
育
長
の
準
備
を

し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
町
長
に
問
う

①
韓
国
の
フ
ェ
リ
ー
沈
没
事
故
に
お
い
て
、
民
間
企
業
と
公

的
機
関
が
癒
着
し
必
要
な
検
査
等
が
お
ざ
な
り
に
な
っ
て

い
た
と
み
る
が
、
町
政
推
進
に
於
い
て
職
員
の
職
務
執
行

を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
指
導
し
て
い
る
の
か
。

②
職
員
の
民
間
関
係
者
と
の
な
れ
合
い
、
癒
着
の
実
態
は
な

い
か
。

③
教
育
長
を
交
代
さ
せ
た
が
、
前
教
育
長
時
代
に
よ
る
教
育

行
政
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
、
そ
し
て
新
教
育
長
に
何
を

期
待
し
て
い
る
の
か
。

④
教
育
委
員
会
の
改
革
が
国
会
で
決
ま
っ
た
が
、
こ
れ
を
ど

の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
首
長
主
導
の
教

育
行
政
に
ど
の
様
に
推
進
し
て
行
く
所
存
か
。

⑤
町
の
人
事
異
動
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
特
に
室
長
ク
ラ
ス

は
課
長
を
補
佐
し
、
部
下
を
指
導
し
、
自
ら
も
動
い
て
の

実
質
的
な
職
務
遂
行
が
必
要
で
あ
る
わ
け
だ
が
、
そ
の
適

性
を
把
握
し
て
の
異
動
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
増
原
町
長

①
橋
梁
の
点
検
等
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。
企
業
と
は
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
日
頃
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
し
っ
か
り
図
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

②
現
場
に
お
け
る
指
導
や
助
言
を
行
っ
て
お
り
、
癒
着
の
実

態
は
な
い
。

③
こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
一
貫
教
育
の
成
果
な
ど
評
価
し
て

お
り
、
今
後
も
引
き
続
き
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
っ
て

も
ら
い
た
い
。

④
責
任
の
所
在
を
明
確
に
す
る
こ
と
に
な
り
評
価
し
て
い
る
。

首
長
が
一
方
的
に
教
育
行
政
を
行
う
こ
と
の
な
い
よ
う
新

教
育
長
と
の
連
携
を
強
化
し
た
い
。

⑤
現
場
主
義
に
徹
し
、
「
ホ
ウ
・
レ
ン
・
ソ
ウ
」
を
し
っ
か

り
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
た
人
事
異
動
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

　
　
　
憲
法
第
９
条
の
解
釈
の
変
更
に
よ
る

　
　
　「
集
団
的
自
衛
権
」
の
行
使
容
認

　
安
倍
内
閣
は
、
こ
れ
ま
で
の
憲
法
解
釈
を
変
更
し
、
集
団

的
自
衛
権
の
行
使
を
認
め
る
た
め
の
閣
議
決
定
を
し
よ
う
と

し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
立
憲
主
義
に
反
す
る
大
転
換
で
あ
り
、

多
く
の
国
民
が
不
安
を
感
じ
て
い
る
。
町
長
の
見
解
を
問
う
。

　
　
　
増
原
町
長

　
憲
法
解
釈
を
ど
う
と
ら
え
る
か
と
い
う
問
題
と
い
う
よ
り
、

憲
法
の
あ
り
方
に
対
す
る
国
民
の
理
解
と
論
議
を
深
め
る
こ

と
の
方
が
必
要
と
考
え
る
。

　
　
　
教
育
委
員
会
制
度
の
改
正

　
教
育
委
員
会
制
度
を
見
直
す
地
方
教
育
行
政
法
の
改
正
案

に
つ
い
て
、
町
長
お
よ
び
教
育
長
の
見
解
を
問
う
。

　
　
　
町
長

　
首
長
と
新
教
育
長
の
連
携
を
さ
ら
に
強
化
し
て
町
の
教
育

行
政
の
推
進
を
図
り
た
い
。
責
任
体
制
の
明
確
化
、
迅
速
な

危
機
管
理
体
制
の
構
築
に
努
め
る
。

　
　  

「
医
療・介
護
総
合
法
案
」と
介
護
保
険
制
度

①
今
国
会
で
審
議
さ
れ
て
い
る
介
護
保
険
法
の
見
直
し
案
で

は
、
公
的
給
付
を
削
減
し
、
介
護
の
自
己
責
任
化
を
徹
底

す
る
も
の
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

②
予
防
給
付
を
市
町
村
が
実
施
す
る
事
業
に
移
管
す
れ
ば
、

「
サ
ー
ビ
ス
は
薄
く
、
負
担
は
厚
く
」
に
な
ら
な
い
か
。

③
特
養
の
入
所
対
象
を
、
原
則
要
介
護
３
以
上
と
す
る
と

な
っ
て
い
る
が
、
在
宅
の
受
け
皿
が
な
い
ま
ま
行
き
場
所

を
失
う
こ
と
に
な
ら
な
い
か
。

④
介
護
保
険
の
利
用
料
の
２
割
負
担
の
導
入
と
、
食
費
・
居

住
費
の
軽
減(

補
足
給
付)

打
ち
切
り
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
抑
制
に
な
ら
な
い
か
。

　
　
　
町
長

①
現
在
の
ま
ま
で
は
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
な
く
な
る
た
め
、

一
定
の
見
直
し
は
必
要
と
考
え
る
。

②
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
は
継
続
し
て
提
供
す
る
。
新
た
な
地
域

支
え
愛
の
創
出
等
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。

③
関
係
者
が
連
携
し
て
対
応
す
る
。

④
保
険
料
の
上
昇
を
可
能
な
限
り
抑
え
つ
つ
、
高
齢
者
世
代

内
の
負
担
の
公
平
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
は
必
要
と
考
え

る
。

問問

問問問問

適性を把握した
　　人事異動になっているか

適材適所の人事に努めている答答

答答

答答

問問問問 問問答答答答

答答

問問 海外で戦争する集団的自衛権の
　　　　　　　行使は許されない

解釈の変更によるのではなく
憲法そのものの論議を深めるべき

答答
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－8－－9－

町政のここが聞きたい

　
　
　
日
南
町
の
地
域
資
源
活
用

①
交
流
人
口
の
拡
大
と
住
民
の
健
康
志
向
の
向
上
を
図
る
為
、

各
地
で
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
ク
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大

会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
日
南
町
も
各
地
域
で
特
徴
を
出

し
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、
以
前

開
催
さ
れ
て
い
た
湖
畔
マ
ラ
ソ
ン
や
お
ろ
ち
マ
ラ
ソ
ン
の

様
に
規
模
を
拡
大
し
て
交
流
人
口
を
増
や
し
、
町
民
の
健

康
意
識
の
向
上
と
、
日
南
町
の
P
R
を
兼
ね
た
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
大
会
を
考
え
て
い
る
か
。

②
癒
し
と
健
康
を
求
め
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
人
口
が
増
え
て
い

る
。
日
南
町
の
地
域
資
源
で
あ
る
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の

整
備
と
コ
ー
ス
の
見
直
し
が
、
交
流
人
口
の
拡
大
と
町
民

の
健
康
維
持
に
繋
が
る
と
思
う
が
、
ど
の
様
に
考
え
て
い

る
か
。

　
　
　
増
原
町
長

①
現
在
行
わ
れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
や
大
会
の
コ
ー
ス
、
内
容
、

方
法
、
主
催
な
ど
を
吟
味
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

②
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
普
及
と
振
興
に
よ
っ
て
、
町
内
に
さ
ま

ざ
ま
な
コ
ー
ス
の
設
定
や
認
定
が
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し

い
と
考
え
る
。

　
　
　
２
０
４
０
年
問
題

①
２
０
４
０
年
ま
で
に
全
国
の
計
８
９
６
自
治
体
で
20
歳
〜

39
歳
の
女
性
が
半
減
す
る
と
「
日
本
創
成
会
議
」
が
発
表

し
、
こ
の
ま
ま
で
は
人
口
減
少
が
止
ま
ら
ず
行
政
機
能
の

維
持
が
困
難
に
な
る
だ
ろ
う
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
日
南

町
は
す
で
に
30
年
先
を
進
行
中
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に

取
り
組
ん
で
い
る
が
、
特
に
２
０
４
０
年
問
題
に
向
け
た

取
り
組
み
と
し
て
、
ど
の
様
な
軽
減
策
を
考
え
て
い
る
か
、

現
在
進
行
中
の
取
り
組
み
と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

②
２
０
４
０
年
問
題
の
対
策
の
一
環
と
し
て
若
者
の
受
け
入

れ
と
若
い
女
性
を
い
か
に
し
て
町
内
に
残
す
か
が
大
切
と

考
え
る
。
若
い
女
性
が
働
き
易
い
職
場
や
女
子
社
員
を
多

く
採
用
す
る
企
業
誘
致
な
ど
は
考
え
て
い
な
い
か
。

　
　
　
町
長
　

①
『
創
造
的
な
過
疎
』
（
緩
や
か
な
人
口
減
少
）
の
ま
ち
日

南
町
の
実
現
に
向
け
て
、
人
材
の
確
保
、
住
民
参
画
の
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
子
育
て
支
援
、
結
婚
対
策
、
移
住
定

住
対
策
を
進
め
、
魅
力
あ
る
ま
ち
を
め
ざ
し
た
い
。

②
日
南
町
で
は
女
性
の
就
業
は
進
ん
で
い
る
。
企
業
誘
致
は

困
難
な
現
状
が
あ
り
、
多
様
な
職
種
や
働
き
方
が
で
き
る

よ
う
支
援
を
行
い
、
女
性
の
雇
用
拡
大
に
期
待
し
て
い
る
。

ま
た
、
若
手
層
を
中
心
に
来
て
み
た
い
、
住
ん
で
み
た
い

と
思
わ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
も
し
た
い
。

問問

問問

問問

大きな規模のウォーキング大会を

内容などを検討する答答

答答 答答

にちなん議会だより　 平成26年7月発行　No.136

件　　名 提　出　者 審　査　意　見 本会議

請願・陳情の審査結果請願・陳情の審査結果
提出のあった請願・陳情は、6月定例議会の本会議で審議した結果、次のとおり決定しました。

さらなる年金削減の中
止を求める請願

社会保障費の負担が増える中、連続的な年
金削除が行われると高齢者の生活不安およ
び若者の年金離れが進み、年金制度の信頼
性が低下する。

全日本年金者組合鳥取
県西部支部
支部長　松本　正孝

「介護・医療総合確保
法案」の撤回を求める
請願

去る6月18日に通常国会で可決成立したの
で、法案の撤回はできない。

全日本年金者組合鳥取
県西部支部
支部長　松本　正孝

日本軍「慰安婦」問題
への誠実な対応を求め
る請願

「慰安婦」問題について安倍首相はいわゆ
る河野談話を堅持する旨表明しており、意
見書提出を要しない。

新日本婦人の会鳥取県
本部
会長　山内　淳子

「海外で戦争する国」
にする集団的自衛権の
行使容認に反対する意
見書の提出を求める請
願書 憲法議論は十分な国民的議論を行うべきで

あり、時の政権による一方的な憲法解釈の
変更は立憲主義の否定につながる。

鳥取県憲法会議
代表　浜田　章作

日本国憲法第９条の解
釈の変更による集団的
自衛権の行使容認に反
対する意見書の提出を
求める請願書

九条の会・にちなん
呼びかけ人代表
　　　石田　正義

「手話言語法」制定を
求める意見書の提出を
求める陳情について

鳥取県が昨年、全国に先駆けて制定した手
話言語条例の趣旨は、国の施策として法制
化されることが求められる。

公益社団法人鳥取県聴
覚障害者協会
理事長　荻原　耕三

「最低賃金の改善と中
小企業支援の拡充を求
める意見書」の採択を
求める陳情

最低賃金の引き上げにより生活の安定を求
める趣旨は理解できるが、現下の経済構造
では中小企業のみの支援や最低賃金の引き
上げは困難と考える。

鳥取県労働組合総連合
議長　田中　暁

ウイルス性肝炎患者に
対する医療費助成の拡
充を求める意見書の提
出に関する陳情

高額の医療費負担となっているウイルス性
肝炎患者を救済するために医療費助成の拡
充が急がれる。

松浦　泰夫

地方財政の充実・強化
を求める陳情

国に対して、地方財政の充実を求めるのは
至当である。

自治労鳥取県本部
執行委員長　本川博孝
日南町職員労働組合
執行委員長　段塚直哉

少人数学級の推進をは
かるための、2015年度
政府予算に係る意見書
採択を求める陳情書

児童・生徒の学力向上および生活指導など
に丁寧な対応を行うためには、少人数学級
の実現が望まれる。

鳥取県教職員組合西部支部
支部長　藤本敏秀
鳥取県高等学校教職員
組合西部支部
支部長　山中　卓也

義務教育費国庫負担制
度2分の1復元をはかる
ための、2015年度政府
予算に係る意見書採択
を求める陳情書

教育の機会均等と水準の維持向上のために
は、国による財源保障の充実が必要である。

鳥取県教職員組合西部支部
支部長　藤本敏秀
鳥取県高等学校教職員
組合西部支部
支部長　山中　卓也

採択

不採択

不採択

採択

採択

不採択

採択

採択

採択

採択
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足羽　覚議員

ノルディックウォーキング大会（H26.6.22）
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町政のここが聞きたい

　
　
　
日
南
町
の
地
域
資
源
活
用

①
交
流
人
口
の
拡
大
と
住
民
の
健
康
志
向
の
向
上
を
図
る
為
、

各
地
で
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
ク
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大

会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
日
南
町
も
各
地
域
で
特
徴
を
出

し
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、
以
前

開
催
さ
れ
て
い
た
湖
畔
マ
ラ
ソ
ン
や
お
ろ
ち
マ
ラ
ソ
ン
の

様
に
規
模
を
拡
大
し
て
交
流
人
口
を
増
や
し
、
町
民
の
健

康
意
識
の
向
上
と
、
日
南
町
の
P
R
を
兼
ね
た
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
大
会
を
考
え
て
い
る
か
。

②
癒
し
と
健
康
を
求
め
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
人
口
が
増
え
て
い

る
。
日
南
町
の
地
域
資
源
で
あ
る
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の

整
備
と
コ
ー
ス
の
見
直
し
が
、
交
流
人
口
の
拡
大
と
町
民

の
健
康
維
持
に
繋
が
る
と
思
う
が
、
ど
の
様
に
考
え
て
い

る
か
。

　
　
　
増
原
町
長

①
現
在
行
わ
れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
や
大
会
の
コ
ー
ス
、
内
容
、

方
法
、
主
催
な
ど
を
吟
味
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

②
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
普
及
と
振
興
に
よ
っ
て
、
町
内
に
さ
ま

ざ
ま
な
コ
ー
ス
の
設
定
や
認
定
が
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し

い
と
考
え
る
。

　
　
　
２
０
４
０
年
問
題

①
２
０
４
０
年
ま
で
に
全
国
の
計
８
９
６
自
治
体
で
20
歳
〜

39
歳
の
女
性
が
半
減
す
る
と
「
日
本
創
成
会
議
」
が
発
表

し
、
こ
の
ま
ま
で
は
人
口
減
少
が
止
ま
ら
ず
行
政
機
能
の

維
持
が
困
難
に
な
る
だ
ろ
う
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
日
南

町
は
す
で
に
30
年
先
を
進
行
中
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に

取
り
組
ん
で
い
る
が
、
特
に
２
０
４
０
年
問
題
に
向
け
た

取
り
組
み
と
し
て
、
ど
の
様
な
軽
減
策
を
考
え
て
い
る
か
、

現
在
進
行
中
の
取
り
組
み
と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

②
２
０
４
０
年
問
題
の
対
策
の
一
環
と
し
て
若
者
の
受
け
入

れ
と
若
い
女
性
を
い
か
に
し
て
町
内
に
残
す
か
が
大
切
と

考
え
る
。
若
い
女
性
が
働
き
易
い
職
場
や
女
子
社
員
を
多

く
採
用
す
る
企
業
誘
致
な
ど
は
考
え
て
い
な
い
か
。

　
　
　
町
長
　

①
『
創
造
的
な
過
疎
』
（
緩
や
か
な
人
口
減
少
）
の
ま
ち
日

南
町
の
実
現
に
向
け
て
、
人
材
の
確
保
、
住
民
参
画
の
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
子
育
て
支
援
、
結
婚
対
策
、
移
住
定

住
対
策
を
進
め
、
魅
力
あ
る
ま
ち
を
め
ざ
し
た
い
。

②
日
南
町
で
は
女
性
の
就
業
は
進
ん
で
い
る
。
企
業
誘
致
は

困
難
な
現
状
が
あ
り
、
多
様
な
職
種
や
働
き
方
が
で
き
る

よ
う
支
援
を
行
い
、
女
性
の
雇
用
拡
大
に
期
待
し
て
い
る
。

ま
た
、
若
手
層
を
中
心
に
来
て
み
た
い
、
住
ん
で
み
た
い

と
思
わ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
も
し
た
い
。

問問

問問

問問

大きな規模のウォーキング大会を

内容などを検討する答答

答答 答答
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件　　名 提　出　者 審　査　意　見 本会議

請願・陳情の審査結果請願・陳情の審査結果
提出のあった請願・陳情は、6月定例議会の本会議で審議した結果、次のとおり決定しました。

さらなる年金削減の中
止を求める請願

社会保障費の負担が増える中、連続的な年
金削除が行われると高齢者の生活不安およ
び若者の年金離れが進み、年金制度の信頼
性が低下する。

全日本年金者組合鳥取
県西部支部
支部長　松本　正孝

「介護・医療総合確保
法案」の撤回を求める
請願

去る6月18日に通常国会で可決成立したの
で、法案の撤回はできない。

全日本年金者組合鳥取
県西部支部
支部長　松本　正孝

日本軍「慰安婦」問題
への誠実な対応を求め
る請願

「慰安婦」問題について安倍首相はいわゆ
る河野談話を堅持する旨表明しており、意
見書提出を要しない。

新日本婦人の会鳥取県
本部
会長　山内　淳子

「海外で戦争する国」
にする集団的自衛権の
行使容認に反対する意
見書の提出を求める請
願書 憲法議論は十分な国民的議論を行うべきで

あり、時の政権による一方的な憲法解釈の
変更は立憲主義の否定につながる。

鳥取県憲法会議
代表　浜田　章作

日本国憲法第９条の解
釈の変更による集団的
自衛権の行使容認に反
対する意見書の提出を
求める請願書

九条の会・にちなん
呼びかけ人代表
　　　石田　正義

「手話言語法」制定を
求める意見書の提出を
求める陳情について

鳥取県が昨年、全国に先駆けて制定した手
話言語条例の趣旨は、国の施策として法制
化されることが求められる。

公益社団法人鳥取県聴
覚障害者協会
理事長　荻原　耕三

「最低賃金の改善と中
小企業支援の拡充を求
める意見書」の採択を
求める陳情

最低賃金の引き上げにより生活の安定を求
める趣旨は理解できるが、現下の経済構造
では中小企業のみの支援や最低賃金の引き
上げは困難と考える。

鳥取県労働組合総連合
議長　田中　暁

ウイルス性肝炎患者に
対する医療費助成の拡
充を求める意見書の提
出に関する陳情

高額の医療費負担となっているウイルス性
肝炎患者を救済するために医療費助成の拡
充が急がれる。

松浦　泰夫

地方財政の充実・強化
を求める陳情

国に対して、地方財政の充実を求めるのは
至当である。

自治労鳥取県本部
執行委員長　本川博孝
日南町職員労働組合
執行委員長　段塚直哉

少人数学級の推進をは
かるための、2015年度
政府予算に係る意見書
採択を求める陳情書

児童・生徒の学力向上および生活指導など
に丁寧な対応を行うためには、少人数学級
の実現が望まれる。

鳥取県教職員組合西部支部
支部長　藤本敏秀
鳥取県高等学校教職員
組合西部支部
支部長　山中　卓也

義務教育費国庫負担制
度2分の1復元をはかる
ための、2015年度政府
予算に係る意見書採択
を求める陳情書

教育の機会均等と水準の維持向上のために
は、国による財源保障の充実が必要である。

鳥取県教職員組合西部支部
支部長　藤本敏秀
鳥取県高等学校教職員
組合西部支部
支部長　山中　卓也

採択

不採択

不採択

採択

採択

不採択

採択

採択

採択

採択
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６月定例議会で下記の意見書を採択し、内閣総理大臣ほか関係大臣及び衆参両院議長に提出しました６月定例議会で下記の意見書を採択し、内閣総理大臣ほか関係大臣及び衆参両院議長に提出しました

さらなる年金削減の中止を
求める意見書

　年金の削減は消費を冷え込ませ、不況を一
層深刻にし、国の経済にも負の影響を与える
ことが懸念され、地域経済にも大きな影響を
及ぼします。
　さらに、マクロ経済スライドの実施および
給付年齢の引き下げなどによる連続的な年金
削減が計画され、若者を中心に年金離れが一
層進み、年金制度への信頼はさらに低下する
ことが懸念されます。
　このような事態を踏まえて、若者の将来設
計の確立および高齢者の生活と地域経済を守
るためにも年金のさらなる削減を行わないよ
う求める。

地方財政の充実・強化を求める意見書
　公共サービスの質の確保と地方自治体の安定的な行政運営を実現するため、２０１５年度の地
方財政計画、地方交付税及び一般財源総額の拡大にむけて、以下の対策を求めます。

記

１．地方財政計画、地方税のあり方、地方交付税総額の決定に当たっては、国と地方の十分な協
議のもとに決定すること。

２．増大する地域の財政需要に見合う地方財政計画、地方交付税及び一般財源総額の拡大をはか
ること。

３．復興交付金については、柔軟に活用できるよう早急に改善すること。また、集中復興期間終
了後においても、必要額を継続して確保すること。

４．法人実効税率の見直しについては、地方財政に影響を与えることのないようにすること。
　また、法人事業税については、現行の外形標準課税の充実をはかること。

５．償却資産にかかる固定資産税は、現行制度を堅持すること。

６．地方交付税の別枠加算・歳出特別枠については、社会保障や環境対策などの経常的な経費に
対応する財源へと位置付けを改めること。

７．地方交付税の財源保障機能・財政調整機能の強化をはかり、小規模自治体に配慮した段階補
正の強化を行うこと。

８．人件費削減など行革指標に基づく地方交付税の算定を改めること。

集団的自衛権の行使容認に
反対する意見書

　安倍内閣は、憲法上許されないとされてき
た集団的自衛権行使を、厳格な憲法改正の手
順を省略し、憲法解釈を閣議決定で一方的に
変更しようとしています。
　このことは立憲主義の否定であり、認める
ことはできません。
　よって、憲法解釈変更による集団的自衛権
の行使を容認しないよう、国会両院および政
府に対し強く求めます。

（要旨掲載）

少人数学級の推進を
求める意見書

　新しい学習指導要領や社会状況等の変化に
より学校は、一人ひとりの子どもに対するき
め細かな対応が必要となっています。
　こうした中多くの自治体においては、厳し
い財政状況の中、独自財源により３０人～３５
人以下学級が行われていますが、国の施策と
して財源保障すべき必要があります。
　よって、２０１５年度政府予算編成におい
て、３０人以下学級を視野にすべての学級で
３５人以下学級が実現されるよう求めます。

参議院選挙制度改革における選挙区の
「合区」案に反対する決議

　１票の格差を是正することは喫緊の課題であり、早急に取り組む必要があるが、そのために地
方の声が直接国へ届かなくなるようでは、地域代表の広範な意見が反映されにくくなり、参議院
の有意性が失われかねないと危惧するものである。
　我々日南町議会は、地方の声を国政に届けるため、現行の都道府県単位の選挙区を堅持した上
で議論が進められることを望み、地方分権に逆行するような選挙制度改革、特に府県選挙区の
「合区」案に強く反対することを決議する。

義務教育費国庫負担制度の
充実を求める意見書

　自治体における教育予算確保は困難さを増
しています。教育条件の自治体間格差の是正
は急務であり、子どもたちが全国どこに住ん
でいても、一定水準の教育を受けられること
が憲法上の要請です。
　２０１５年度政府予算編成において　教育
の機会均等と水準の維持向上をはかるため、
義務教育費国庫負担制度の負担割合を２分の
１に復元すること。

手話言語法（仮称）の制定を
求める意見書

　我が国では平成２３年に障害者基本法が改
正され、手話が言語であることは明確に位置
付けられているものの、この規定だけでは不
十分であり、手話が音声言語と対等な言語で
あることを国民に広め、聞こえない子どもが
手話を身につけ、手話で学べ、自由に手話が
使え、更には手話を言語として普及、研究す
ることのできる環境整備を目的とした、手話
言語法（仮称）を制定することが必要である。
　よって、国におかれては、手話言語法（仮称）
を制定するよう強く要望する。

ウイルス性肝炎患者に対する
医療費助成の

拡充を求める意見書
　平成２２年１月に施行された「肝炎対策基
本法」では、肝炎患者を救済する事を国の責
任と定めたが、必要な個別法の制定、予算措
置がなければ患者の救済は進まない。
　よって国におかれては、患者の救済をする
ため、次の事項について速やかに必要な措置
を講ずるよう強く要望する。

１、ウイルス性肝硬変・肝がんに係る医療費
助成制度を創設すること。

２、身体障害者福祉法上の肝機能障害による
身体障害者手帳の認定基準を緩和し、患者
の実態に応じた認定制度にすること。
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６月定例議会で下記の意見書を採択し、内閣総理大臣ほか関係大臣及び衆参両院議長に提出しました６月定例議会で下記の意見書を採択し、内閣総理大臣ほか関係大臣及び衆参両院議長に提出しました

さらなる年金削減の中止を
求める意見書

　年金の削減は消費を冷え込ませ、不況を一
層深刻にし、国の経済にも負の影響を与える
ことが懸念され、地域経済にも大きな影響を
及ぼします。
　さらに、マクロ経済スライドの実施および
給付年齢の引き下げなどによる連続的な年金
削減が計画され、若者を中心に年金離れが一
層進み、年金制度への信頼はさらに低下する
ことが懸念されます。
　このような事態を踏まえて、若者の将来設
計の確立および高齢者の生活と地域経済を守
るためにも年金のさらなる削減を行わないよ
う求める。

地方財政の充実・強化を求める意見書
　公共サービスの質の確保と地方自治体の安定的な行政運営を実現するため、２０１５年度の地
方財政計画、地方交付税及び一般財源総額の拡大にむけて、以下の対策を求めます。

記

１．地方財政計画、地方税のあり方、地方交付税総額の決定に当たっては、国と地方の十分な協
議のもとに決定すること。

２．増大する地域の財政需要に見合う地方財政計画、地方交付税及び一般財源総額の拡大をはか
ること。

３．復興交付金については、柔軟に活用できるよう早急に改善すること。また、集中復興期間終
了後においても、必要額を継続して確保すること。

４．法人実効税率の見直しについては、地方財政に影響を与えることのないようにすること。
　また、法人事業税については、現行の外形標準課税の充実をはかること。

５．償却資産にかかる固定資産税は、現行制度を堅持すること。

６．地方交付税の別枠加算・歳出特別枠については、社会保障や環境対策などの経常的な経費に
対応する財源へと位置付けを改めること。

７．地方交付税の財源保障機能・財政調整機能の強化をはかり、小規模自治体に配慮した段階補
正の強化を行うこと。

８．人件費削減など行革指標に基づく地方交付税の算定を改めること。

集団的自衛権の行使容認に
反対する意見書

　安倍内閣は、憲法上許されないとされてき
た集団的自衛権行使を、厳格な憲法改正の手
順を省略し、憲法解釈を閣議決定で一方的に
変更しようとしています。
　このことは立憲主義の否定であり、認める
ことはできません。
　よって、憲法解釈変更による集団的自衛権
の行使を容認しないよう、国会両院および政
府に対し強く求めます。

（要旨掲載）

少人数学級の推進を
求める意見書

　新しい学習指導要領や社会状況等の変化に
より学校は、一人ひとりの子どもに対するき
め細かな対応が必要となっています。
　こうした中多くの自治体においては、厳し
い財政状況の中、独自財源により３０人～３５
人以下学級が行われていますが、国の施策と
して財源保障すべき必要があります。
　よって、２０１５年度政府予算編成におい
て、３０人以下学級を視野にすべての学級で
３５人以下学級が実現されるよう求めます。

参議院選挙制度改革における選挙区の
「合区」案に反対する決議

　１票の格差を是正することは喫緊の課題であり、早急に取り組む必要があるが、そのために地
方の声が直接国へ届かなくなるようでは、地域代表の広範な意見が反映されにくくなり、参議院
の有意性が失われかねないと危惧するものである。
　我々日南町議会は、地方の声を国政に届けるため、現行の都道府県単位の選挙区を堅持した上
で議論が進められることを望み、地方分権に逆行するような選挙制度改革、特に府県選挙区の
「合区」案に強く反対することを決議する。

義務教育費国庫負担制度の
充実を求める意見書

　自治体における教育予算確保は困難さを増
しています。教育条件の自治体間格差の是正
は急務であり、子どもたちが全国どこに住ん
でいても、一定水準の教育を受けられること
が憲法上の要請です。
　２０１５年度政府予算編成において　教育
の機会均等と水準の維持向上をはかるため、
義務教育費国庫負担制度の負担割合を２分の
１に復元すること。

手話言語法（仮称）の制定を
求める意見書

　我が国では平成２３年に障害者基本法が改
正され、手話が言語であることは明確に位置
付けられているものの、この規定だけでは不
十分であり、手話が音声言語と対等な言語で
あることを国民に広め、聞こえない子どもが
手話を身につけ、手話で学べ、自由に手話が
使え、更には手話を言語として普及、研究す
ることのできる環境整備を目的とした、手話
言語法（仮称）を制定することが必要である。
　よって、国におかれては、手話言語法（仮称）
を制定するよう強く要望する。

ウイルス性肝炎患者に対する
医療費助成の

拡充を求める意見書
　平成２２年１月に施行された「肝炎対策基
本法」では、肝炎患者を救済する事を国の責
任と定めたが、必要な個別法の制定、予算措
置がなければ患者の救済は進まない。
　よって国におかれては、患者の救済をする
ため、次の事項について速やかに必要な措置
を講ずるよう強く要望する。

１、ウイルス性肝硬変・肝がんに係る医療費
助成制度を創設すること。

２、身体障害者福祉法上の肝機能障害による
身体障害者手帳の認定基準を緩和し、患者
の実態に応じた認定制度にすること。
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宜野湾市

名護市

宜野湾市庁舎前

男女共同参画支援センター普天間飛行場

名桜大学の生涯学習センター

名護市長を表敬訪問

り
を
促
進
し
て
い
る
。

　
課
題
と
し
て
は
、
ク
ー
ポ
ン

券
の
交
付
率
の
向
上
と
パ
ス

ポ
ー
ト
の
利
用
機
会
の
拡
大
の

た
め
の
協
力
事
業
所
、
業
種
の

多
様
化
な
ど
が
あ
が
っ
て
い
る
。

②
男
女
共
同
参
画
推
進
の
取
り

組
み

 

宜
野
湾
市
の
男
女
共
同
参
画

の
取
り
組
み
は
、
平
成
６
年
の

第
１
次
「
は
ご
ろ
も
ぷ
ら
ん
」

野
湾
市
は
、
人
口
約
97
，
０
０

０
人
、
高
齢
化
率
15
．
９
％
の

普
天
間
飛
行
場
が
立
地
す
る
市

で
あ
る
。

　
高
齢
者
の
閉
じ
こ
も
り
を
防

止
し
、
社
会
参
加
の
機
会
を
よ

り
促
進
し
、
元
気
な
高
齢
者
と

し
て
老
後
を
過
ご
し
て
い
た
だ

く
た
め
の
き
っ
か
け
と
し
て
、

65
歳
以
上
の
方
に
「
シ
ル
バ
ー

パ
ス
ポ
ー
ト
」
を
交
付
し
、
８

つ
の
公
共
施
設
利
用
料
の
免
除

や
減
免
及
び
市
主
催
の
各
種
イ

ベ
ン
ト
入
場
料
の
割
引
な
ど
を

実
施
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
75
歳
以
上
の
方
に
は

市
営
プ
ー
ル
な
ど
体
力
作
り
関

連
事
業
所
、
健
康
作
り
・
身
だ

し
な
み
関
連
事
業
所
（
77
事
業

所
）
で
利
用
で
き
る
「
ク
ー
ポ

ン
券
」
を
併
せ
て
交
付
し
、
市

民
の
健
康
づ
く
り
、
体
力
づ
く

１
．
調
査
期
日

　
平
成
26
年
６
月
２
日
か
ら
平

成
26
年
６
月
４
日
（
３
日
間
）

２
．
調
査
先
お
よ
び
調
査
事
項

○
沖
縄
県
宜
野
湾
市

・
シ
ル
バ
ー
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業

の
取
り
組
み

・
男
女
共
同
参
画
推
進
の
取
り

組
み

○
沖
縄
県
名
護
市

・
平
和
学
習
の
取
り
組
み

・
職
員
政
策
提
案
の
取
り
組
み

・
大
学
と
連
携
し
た
生
涯
学
習

の
取
り
組
み

３
．
調
査
の
概
要

⑴
宜
野
湾
市

①
シ
ル
バ
ー
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業

の
取
り
組
み

　
沖
縄
県
南
部
に
位
置
す
る
宜

を
策
定
し
た
と
こ
ろ
か
ら
始
ま

り
、
現
在
第
３
次
計
画
を
策
定

中
で
あ
る
。

 

第
２
次
計
画
で
は
、
「
男
女

共
同
参
画
の
視
点
に
立
っ
た
固

定
的
習
慣
や
制
度
の
見
直
し
」

な
ど
４
つ
の
方
針
、
15
の
目
標
、

１
１
５
の
具
体
的
施
策
が
定
め

ら
れ
、
市
民
参
加
の
男
女
共
同

参
画
会
議
や
男
女
共
同
参
画
行

政
推
進
実
務
者
会
議
な
ど
の
体

制
に
よ
り
推
進
さ
れ
て
い
る
。

　
特
に
、
計
画
の
進
捗
管
理
に

つ
い
て
は
、
１
１
５
項
目
を
全

庁
（
各
課
）
に
割
り
当
て
、
各

課
の
進
捗
状
況
を
調
査
し
、
実

務
者
会
議
、
推
進
本
部
に
お
い

て
分
析
評
価
を
行
い
公
表
の
上
、

市
民
か
ら
意
見
を
聴
取
し
、
次

年
度
の
推
進
方
策
の
策
定
を
毎

年
実
施
し
て
い
る
。

　
課
題
と
し
て
は
、
進
捗
管
理

に
係
る
事
務
作
業
の
ウ
エ
イ
ト

が
大
き
い
事
や
実
態
が
測
れ
る

調
査
方
法
の
見
直
し
、
市
民
参

画
の
推
進
な
ど
が
あ
る
。

　
男
女
共
同
参
画
支
援
セ
ン

タ
ー
（
ふ
く
ふ
く
）
は
、
各
種

団
体
の
活
動
拠
点
と
し
て
、
人

材
育
成
交
流
セ
ン
タ
ー
（
め
ぶ

き
）
に
隣
接
し
て
設
置
さ
れ
て

い
て
、
め
ぶ
き
に
は※

ア
メ
ラ

ジ
ア
ン
の
小
・
中
学
生
が
活
動

し
て
い
る
姿
が
見
ら
れ
た
。

⑵
名
護
市

①
平
和
学
習
の
取
り
組
み

　
名
護
市
は
、
沖
縄
本
島
の
北

部
に
位
置
す
る
人
口
約
61
千
人

の
市
で
あ
る
が
、
第
２
次
世
界

大
戦
時
の
沖
縄
戦
に
お
い
て
米

軍
上
陸
作
戦
の
北
部
の
拠
点
と

な
っ
た
地
で
も
あ
る
。

　
平
和
学
習
に
つ
い
て
は
、

小
・
中
・
高
等
学
校
で
の
戦
争

体
験
者
や
歴
史
研
究
者
に
よ
る

講
話
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
ほ

か
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
中

心
と
し
た
事
業
も
行
わ
れ
て
い

る
。
こ
の
事
業
は
、
教
育
委
員

会
が
事
務
局
と
な
り
、
毎
年

テ
ー
マ
を
決
め
て
実
施
さ
れ
て

い
る
。

　
ま
た
、
証
言
や
資
料
を
ま
と

め
た
記
録
集
を
昭
和
60
年
以
降

一
昨
年
ま
で
に
３
度
発
行
す
る

と
と
も
に
、
最
近
で
は
語
り
部

の
語
り
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
収
録
す
る

活
動
も
行
わ
れ
て
い
る
。

　
市
立
博
物
館
で
は
、
毎
年
６

月
23
日
の
沖
縄
慰
霊
の
日
と
あ

わ
せ
て
「
平
和
展
」
も
実
施
さ

れ
て
い
る
。

②
職
員
政
策
提
案
の
取
り
組
み

　
庁
内
横
断
的
な
行
政
課
題
の

解
決
、
職
員
の
政
策
形
成
能
力

の
向
上
を
目
的
と
し
て
、
係
長

ク
ラ
ス
14
名
に
よ
る
「
政
策
研

究
チ
ー
ム
」
を
発
足
さ
せ
て
い

る
。
チ
ー
ム
員
は
係
長
ク
ラ
ス

の
職
員
の
中
か
ら
公
募
し
、
２

つ
の
チ
ー
ム
に
分
け
て
活
動
し

て
い
る
。
課
題
の
発
見
か
ら
情

報
収
集
、
解
決
の
目
標
（
到
達

点
）
や
手
法
、
手
順
な
ど
議

論
・
研
究
し
、
市
長
、
幹
部
職

員
に
報
告
し
て
い
る
。

　
報
告
さ
れ
た
政
策
は
、
地
域

の
課
題
解
決
の
た
め
に
地
域
が

取
り
組
む
活
動
を
支
援
し
、
助

成
金
を
交
付
す
る
「
ち
ば
る
地

域
提
案
事
業
」
な
ど
と
し
て
施

策
に
活
か
さ
れ
て
い
る
。

③
大
学
と
連
携
し
た
生
涯
学
習

の
取
り
組
み

　
名
護
市
の
生
涯
学
習
は
、
公

立
名
桜
大
学
と
も
連
携
し
て
取

り
組
ま
れ
て
い
る
。
大
学
で
は
、

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
を
エ
ク
ス

テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
と
し
て

運
用
し
て
お
り
、
年
間
32
の
公

開
講
座
、
96
の
出
前
講
座
と
と

も
に
地
域
住
民
の
学
習
や
健
康

活
動
な
ど
の
支
援
を
実
施
し
て

い
る
。
ま
た
、
施
設
は
市
民
の

自
主
的
な
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど

に
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。

４
．
考
察

１
．シ
ル
バ
ー
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業

　
高
齢
者
の
生
き
が
い
や
心
身

の
健
康
維
持
に
は
、
外
出
、
社

会
参
加
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と

も
一
方
法
で
あ
る
が
、
本
町
で

は
利
用
施
設
が
少
な
く
、
こ
の

事
業
は
効
果
が
低
い
と
考
え
る
。

　
高
齢
者
の
み
な
ら
ず
町
民
の

交
流
や
社
会
参
加
の
た
め
に
、

よ
り
き
め
細
か
な
移
動
手
段
の

充
実
が
大
切
と
考
え
る
。

２
．男
女
共
同
参
画

　
宜
野
湾
市
の
男
女
共
同
参
画

計
画
は
施
策
の
目
的
と
目
標
が

明
確
で
あ
り
、
進
捗
管
理
が

し
っ
か
り
行
わ
れ
て
い
る
。

　
本
町
で
も
推
進
条
例
や
計
画

が
制
定
さ
れ
て
い
る
が
、
具
体

的
施
策
の
取
り
組
み
や
点
検
が

十
分
に
行
わ
れ
て
い
る
と
は
言

い
難
い
。
取
り
組
み
の
強
化
が

急
が
れ
る
。

３
．平
和
学
習

　
戦
争
の
悲
惨
さ
、
実
態
を
後

世
に
伝
え
て
い
く
こ
と
の
重
要

性
を
改
め
て
感
じ
た
。

　
本
町
で
は
戦
争
史
跡
や
体
験

話
に
触
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど

無
く
な
っ
て
い
る
が
、
再
び
戦

争
す
る
こ
と
の
無
い
よ
う
、
そ

の
実
態
を
後
世
に
伝
え
て
い
く

活
動
が
必
要
で
あ
る
。

４
．政
策
提
案

　
庁
内
横
断
的
な
行
政
課
題
に

対
し
て
課
の
垣
根
を
越
え
て
職

員
が
研
究
・
議
論
し
政
策
提
案

す
る
取
り
組
み
は
、
課
題
解
決

策
と
職
員
の
政
策
形
成
能
力
の

向
上
の
た
め
に
有
意
な
手
法
と

考
え
る
。

５
．生
涯
学
習

　
出
前
講
座
は
文
化
や
学
習
を

地
域
に
出
か
け
て
住
民
に
届
け

る
も
の
で
、
良
い
取
り
組
み
と

考
え
る
。

　
本
町
で
は
公
民
館
体
制
が
無

く
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
生
涯

学
習
が
停
滞
気
味
で
あ
る
。
今

一
度
生
涯
学
習
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

６
．そ
の
他

　
嘉
数
高
台
公
園
の
ト
ー
チ
カ

（
小
型
防
衛
陣
地
）
、
ひ
め
ゆ

り
学
徒
隊
が
傷
病
者
の
看
護
に

当
た
っ
た
ガ
マ
（
洞
窟
）
や
沖

縄
平
和
祈
念
公
園
、
資
料
館
お

よ
び
市
街
地
の
真
ん
中
に
広
が

る
普
天
間
飛
行
場
や
そ
の
移
設

先
と
さ
れ
る
米
軍
キ
ャ
ン
プ

シ
ュ
ワ
ブ
の
あ
る
辺
野
古
地
区

を
見
学
し
、
説
明
を
聞
く
と
き
、

改
め
て
戦
争
の
悲
惨
さ
、
米
軍

基
地
の
負
担
の
大
き
さ
を
感
じ

た
。

　
再
び
戦
争
を
起
こ
さ
な
い
、

巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
戦
争

の
悲
惨
さ
や
、
実
態
を
学
習
し

後
世
に
伝
え
続
け
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
の
思
い
を
強

く
し
た
。

（※アメリカ人とアジア人の両親を持つ子供）

行
政
調
査
報
告

行
政
調
査
報
告

行
政
調
査
報
告

　
議
員
全
員
で
構
成
す
る
行
政
調
査
特
別
委
員
会
︵
委
員
長
：
坪
倉
勝
幸

議
員
︶
は
�
沖
縄
県
宜
野
湾
市
お
よ
び
名
護
市
に
お
い
て
平
成
26
年
度
の
行

政
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
�

　
併
せ
て
�
普
天
間
飛
行
場
�
そ
の
移
設
先
と
さ
れ
て
い
る
辺
野
古
地
区
お

よ
び
沖
縄
平
和
祈
念
公
園
�
資
料
館
な
ど
を
見
学
し
�
説
明
を
聞
き
ま
し
た
�
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宜野湾市

名護市

宜野湾市庁舎前

男女共同参画支援センター普天間飛行場

名桜大学の生涯学習センター

名護市長を表敬訪問

り
を
促
進
し
て
い
る
。

　
課
題
と
し
て
は
、
ク
ー
ポ
ン

券
の
交
付
率
の
向
上
と
パ
ス

ポ
ー
ト
の
利
用
機
会
の
拡
大
の

た
め
の
協
力
事
業
所
、
業
種
の

多
様
化
な
ど
が
あ
が
っ
て
い
る
。

②
男
女
共
同
参
画
推
進
の
取
り

組
み

 

宜
野
湾
市
の
男
女
共
同
参
画

の
取
り
組
み
は
、
平
成
６
年
の

第
１
次
「
は
ご
ろ
も
ぷ
ら
ん
」

野
湾
市
は
、
人
口
約
97
，
０
０

０
人
、
高
齢
化
率
15
．
９
％
の

普
天
間
飛
行
場
が
立
地
す
る
市

で
あ
る
。

　
高
齢
者
の
閉
じ
こ
も
り
を
防

止
し
、
社
会
参
加
の
機
会
を
よ

り
促
進
し
、
元
気
な
高
齢
者
と

し
て
老
後
を
過
ご
し
て
い
た
だ

く
た
め
の
き
っ
か
け
と
し
て
、

65
歳
以
上
の
方
に
「
シ
ル
バ
ー

パ
ス
ポ
ー
ト
」
を
交
付
し
、
８

つ
の
公
共
施
設
利
用
料
の
免
除

や
減
免
及
び
市
主
催
の
各
種
イ

ベ
ン
ト
入
場
料
の
割
引
な
ど
を

実
施
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
75
歳
以
上
の
方
に
は

市
営
プ
ー
ル
な
ど
体
力
作
り
関

連
事
業
所
、
健
康
作
り
・
身
だ

し
な
み
関
連
事
業
所
（
77
事
業

所
）
で
利
用
で
き
る
「
ク
ー
ポ

ン
券
」
を
併
せ
て
交
付
し
、
市

民
の
健
康
づ
く
り
、
体
力
づ
く

１
．
調
査
期
日

　
平
成
26
年
６
月
２
日
か
ら
平

成
26
年
６
月
４
日
（
３
日
間
）

２
．
調
査
先
お
よ
び
調
査
事
項

○
沖
縄
県
宜
野
湾
市

・
シ
ル
バ
ー
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業

の
取
り
組
み

・
男
女
共
同
参
画
推
進
の
取
り

組
み

○
沖
縄
県
名
護
市

・
平
和
学
習
の
取
り
組
み

・
職
員
政
策
提
案
の
取
り
組
み

・
大
学
と
連
携
し
た
生
涯
学
習

の
取
り
組
み

３
．
調
査
の
概
要

⑴
宜
野
湾
市

①
シ
ル
バ
ー
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業

の
取
り
組
み

　
沖
縄
県
南
部
に
位
置
す
る
宜

を
策
定
し
た
と
こ
ろ
か
ら
始
ま

り
、
現
在
第
３
次
計
画
を
策
定

中
で
あ
る
。

 

第
２
次
計
画
で
は
、
「
男
女

共
同
参
画
の
視
点
に
立
っ
た
固

定
的
習
慣
や
制
度
の
見
直
し
」

な
ど
４
つ
の
方
針
、
15
の
目
標
、

１
１
５
の
具
体
的
施
策
が
定
め

ら
れ
、
市
民
参
加
の
男
女
共
同

参
画
会
議
や
男
女
共
同
参
画
行

政
推
進
実
務
者
会
議
な
ど
の
体

制
に
よ
り
推
進
さ
れ
て
い
る
。

　
特
に
、
計
画
の
進
捗
管
理
に

つ
い
て
は
、
１
１
５
項
目
を
全

庁
（
各
課
）
に
割
り
当
て
、
各

課
の
進
捗
状
況
を
調
査
し
、
実

務
者
会
議
、
推
進
本
部
に
お
い

て
分
析
評
価
を
行
い
公
表
の
上
、

市
民
か
ら
意
見
を
聴
取
し
、
次

年
度
の
推
進
方
策
の
策
定
を
毎

年
実
施
し
て
い
る
。

　
課
題
と
し
て
は
、
進
捗
管
理

に
係
る
事
務
作
業
の
ウ
エ
イ
ト

が
大
き
い
事
や
実
態
が
測
れ
る

調
査
方
法
の
見
直
し
、
市
民
参

画
の
推
進
な
ど
が
あ
る
。

　
男
女
共
同
参
画
支
援
セ
ン

タ
ー
（
ふ
く
ふ
く
）
は
、
各
種

団
体
の
活
動
拠
点
と
し
て
、
人

材
育
成
交
流
セ
ン
タ
ー
（
め
ぶ

き
）
に
隣
接
し
て
設
置
さ
れ
て

い
て
、
め
ぶ
き
に
は※

ア
メ
ラ

ジ
ア
ン
の
小
・
中
学
生
が
活
動

し
て
い
る
姿
が
見
ら
れ
た
。

⑵
名
護
市

①
平
和
学
習
の
取
り
組
み

　
名
護
市
は
、
沖
縄
本
島
の
北

部
に
位
置
す
る
人
口
約
61
千
人

の
市
で
あ
る
が
、
第
２
次
世
界

大
戦
時
の
沖
縄
戦
に
お
い
て
米

軍
上
陸
作
戦
の
北
部
の
拠
点
と

な
っ
た
地
で
も
あ
る
。

　
平
和
学
習
に
つ
い
て
は
、

小
・
中
・
高
等
学
校
で
の
戦
争

体
験
者
や
歴
史
研
究
者
に
よ
る

講
話
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
ほ

か
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
中

心
と
し
た
事
業
も
行
わ
れ
て
い

る
。
こ
の
事
業
は
、
教
育
委
員

会
が
事
務
局
と
な
り
、
毎
年

テ
ー
マ
を
決
め
て
実
施
さ
れ
て

い
る
。

　
ま
た
、
証
言
や
資
料
を
ま
と

め
た
記
録
集
を
昭
和
60
年
以
降

一
昨
年
ま
で
に
３
度
発
行
す
る

と
と
も
に
、
最
近
で
は
語
り
部

の
語
り
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
収
録
す
る

活
動
も
行
わ
れ
て
い
る
。

　
市
立
博
物
館
で
は
、
毎
年
６

月
23
日
の
沖
縄
慰
霊
の
日
と
あ

わ
せ
て
「
平
和
展
」
も
実
施
さ

れ
て
い
る
。

②
職
員
政
策
提
案
の
取
り
組
み

　
庁
内
横
断
的
な
行
政
課
題
の

解
決
、
職
員
の
政
策
形
成
能
力

の
向
上
を
目
的
と
し
て
、
係
長

ク
ラ
ス
14
名
に
よ
る
「
政
策
研

究
チ
ー
ム
」
を
発
足
さ
せ
て
い

る
。
チ
ー
ム
員
は
係
長
ク
ラ
ス

の
職
員
の
中
か
ら
公
募
し
、
２

つ
の
チ
ー
ム
に
分
け
て
活
動
し

て
い
る
。
課
題
の
発
見
か
ら
情

報
収
集
、
解
決
の
目
標
（
到
達

点
）
や
手
法
、
手
順
な
ど
議

論
・
研
究
し
、
市
長
、
幹
部
職

員
に
報
告
し
て
い
る
。

　
報
告
さ
れ
た
政
策
は
、
地
域

の
課
題
解
決
の
た
め
に
地
域
が

取
り
組
む
活
動
を
支
援
し
、
助

成
金
を
交
付
す
る
「
ち
ば
る
地

域
提
案
事
業
」
な
ど
と
し
て
施

策
に
活
か
さ
れ
て
い
る
。

③
大
学
と
連
携
し
た
生
涯
学
習

の
取
り
組
み

　
名
護
市
の
生
涯
学
習
は
、
公

立
名
桜
大
学
と
も
連
携
し
て
取

り
組
ま
れ
て
い
る
。
大
学
で
は
、

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
を
エ
ク
ス

テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
と
し
て

運
用
し
て
お
り
、
年
間
32
の
公

開
講
座
、
96
の
出
前
講
座
と
と

も
に
地
域
住
民
の
学
習
や
健
康

活
動
な
ど
の
支
援
を
実
施
し
て

い
る
。
ま
た
、
施
設
は
市
民
の

自
主
的
な
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど

に
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。

４
．
考
察

１
．シ
ル
バ
ー
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業

　
高
齢
者
の
生
き
が
い
や
心
身

の
健
康
維
持
に
は
、
外
出
、
社

会
参
加
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と

も
一
方
法
で
あ
る
が
、
本
町
で

は
利
用
施
設
が
少
な
く
、
こ
の

事
業
は
効
果
が
低
い
と
考
え
る
。

　
高
齢
者
の
み
な
ら
ず
町
民
の

交
流
や
社
会
参
加
の
た
め
に
、

よ
り
き
め
細
か
な
移
動
手
段
の

充
実
が
大
切
と
考
え
る
。

２
．男
女
共
同
参
画

　
宜
野
湾
市
の
男
女
共
同
参
画

計
画
は
施
策
の
目
的
と
目
標
が

明
確
で
あ
り
、
進
捗
管
理
が

し
っ
か
り
行
わ
れ
て
い
る
。

　
本
町
で
も
推
進
条
例
や
計
画

が
制
定
さ
れ
て
い
る
が
、
具
体

的
施
策
の
取
り
組
み
や
点
検
が

十
分
に
行
わ
れ
て
い
る
と
は
言

い
難
い
。
取
り
組
み
の
強
化
が

急
が
れ
る
。

３
．平
和
学
習

　
戦
争
の
悲
惨
さ
、
実
態
を
後

世
に
伝
え
て
い
く
こ
と
の
重
要

性
を
改
め
て
感
じ
た
。

　
本
町
で
は
戦
争
史
跡
や
体
験

話
に
触
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど

無
く
な
っ
て
い
る
が
、
再
び
戦

争
す
る
こ
と
の
無
い
よ
う
、
そ

の
実
態
を
後
世
に
伝
え
て
い
く

活
動
が
必
要
で
あ
る
。

４
．政
策
提
案

　
庁
内
横
断
的
な
行
政
課
題
に

対
し
て
課
の
垣
根
を
越
え
て
職

員
が
研
究
・
議
論
し
政
策
提
案

す
る
取
り
組
み
は
、
課
題
解
決

策
と
職
員
の
政
策
形
成
能
力
の

向
上
の
た
め
に
有
意
な
手
法
と

考
え
る
。

５
．生
涯
学
習

　
出
前
講
座
は
文
化
や
学
習
を

地
域
に
出
か
け
て
住
民
に
届
け

る
も
の
で
、
良
い
取
り
組
み
と

考
え
る
。

　
本
町
で
は
公
民
館
体
制
が
無

く
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
生
涯

学
習
が
停
滞
気
味
で
あ
る
。
今

一
度
生
涯
学
習
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

６
．そ
の
他

　
嘉
数
高
台
公
園
の
ト
ー
チ
カ

（
小
型
防
衛
陣
地
）
、
ひ
め
ゆ

り
学
徒
隊
が
傷
病
者
の
看
護
に

当
た
っ
た
ガ
マ
（
洞
窟
）
や
沖

縄
平
和
祈
念
公
園
、
資
料
館
お

よ
び
市
街
地
の
真
ん
中
に
広
が

る
普
天
間
飛
行
場
や
そ
の
移
設

先
と
さ
れ
る
米
軍
キ
ャ
ン
プ

シ
ュ
ワ
ブ
の
あ
る
辺
野
古
地
区

を
見
学
し
、
説
明
を
聞
く
と
き
、

改
め
て
戦
争
の
悲
惨
さ
、
米
軍

基
地
の
負
担
の
大
き
さ
を
感
じ

た
。

　
再
び
戦
争
を
起
こ
さ
な
い
、

巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
戦
争

の
悲
惨
さ
や
、
実
態
を
学
習
し

後
世
に
伝
え
続
け
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
の
思
い
を
強

く
し
た
。

（※アメリカ人とアジア人の両親を持つ子供）

行
政
調
査
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告

行
政
調
査
報
告

行
政
調
査
報
告

　
議
員
全
員
で
構
成
す
る
行
政
調
査
特
別
委
員
会
︵
委
員
長
：
坪
倉
勝
幸

議
員
︶
は
�
沖
縄
県
宜
野
湾
市
お
よ
び
名
護
市
に
お
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て
平
成
26
年
度
の
行

政
調
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を
実
施
し
ま
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た
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併
せ
て
�
普
天
間
飛
行
場
�
そ
の
移
設
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と
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て
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辺
野
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地
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よ
び
沖
縄
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念
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ど
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し
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議
員
発
議
に
よ
り
、
日
南
町
議

会
会
議
規
則
や
政
治
倫
理
条
例

の
一
部
改
正
を
行
い
ま
し
た

・
町
長
等
執
行
部
の
「
反
問
」

権
を
「
反
論
」
に
変
更
、
一
般

質
問
の
議
員
の
持
ち
時
間
を
30

分
か
ら
40
分
に
。

日
南
町
病
院
事
業
管
理
者
の
給

与
・
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

・
日
南
病
院
の
事
業
管
理
者
が

医
師
を
兼
任
す
る
場
合
、
月
額

50
万
円
か
ら
85
万
円
に
す
る
。

日
南
町
名
誉
町
民
の
決
定
に
つ

き
同
意
を
求
め
る
こ
と

・
長
年
、
日
南
病
院
の
院
長
や

事
業
管
理
者
、
ま
た
日
南
福
祉

会
の
理
事
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ

た
、
安
東
良
博
氏
（
米
子
市
永

江
）
を
日
南
町
名
誉
町
民
と
す

る
。

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ

き
同
意
を
求
め
る
こ
と

・
教
育
委
員
会
委
員
の
内
田

　

格
氏
の
任
期
満
了
に
と
も
な
い
、

後
任
の
委
員
に
丸
山

　悟
氏

（
下
阿
毘
縁
）
を
任
命
す
る
。

監
査
委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意

を
求
め
る
こ
と

・
石
川

　賢
氏
（
中
石
見
）
を
、

引
き
つ
づ
き
選
任
す
る
。

固
定
資
産
評
価
委
員
の
選
任
に

つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と

・
稲
田
洋
子
氏
（
笠
木
）
、
丸

山
栄
人
氏
（
三
吉
）
を
引
き
つ

づ
き
選
任
す
る
。

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び
補

充
員
の
選
挙
に
つ
い
て

・
日
南
町
選
挙
管
理
委
員
会
委

員
に
鎌
倉
真
栄
氏
（
宮
内
）
、

山
本
知
恵
氏
（
生
山
）
、
秦

　

万
氏
（
印
賀
）
、
大
塚
武
史
氏

（
下
石
見
）
、
補
充
員
に
今
川

美
鈴
氏
（
福
寿
美
）
、
前
田
浩

史
氏
（
生
山
）
、
生
田
寿
美
子

氏
（
下
阿
毘
縁
）
、
中
村
秀
人

氏
（
三
吉
）
と
す
る
。

　選考委員を公募等で決め今後、町報等でイメージ（名前・デザイ
ン）を公募する。今後の活用方法も含め、町民にも広く意識を広める
努力をされたい。
運行方法等については町公共交通対策協議会で総合的に検討し、「お
買い物バス」等の工夫もしている。バス停標識は130本を更新予定で
ゆるキャラの活用も含め、親しみのもてるものとしたい。

避難所（60個所）への配備と役場電話機の更新をセットで行う。地元
と協議し災害時にしっかり機能し使いやすいものとしたい。

中心地域の整備においても、地元商工者にも参画していただける受け
皿づくりを検討したい。チャレンジ企業補助も国・県補助との併用や
補助メニューごとに申請ができるなど、補助の幅を広げた。
昨年度から観光ガイドの養成を進めており、観光振興に結びつけたい。
観光協会としても地域と連携した観光に取り組みたい。
現在は行政主導であるが民間の力を発揮できる組織作りが必要ではな
いか。
修繕の内容について、地元自治会、清張と矢戸を語る会などと協議し、
石碑の移動などの方向を確認しており今後、詳細を詰めたい。

５個所（多里、山の上、阿毘縁、石見西、福栄）のプールを解体する。
設計は外部に委託し、工事監理は職員で行う方針である。
昨年の参院選期日前投票者へのバス乗車券の配布など、今後とも投票
しやすい対策を検討する。
平成２６年度より推進員（非常勤職員）が確保できた。更なる人権施
策を進めていく。

地元説明を先般実施した。平成２７年度末が地元との覚書期限であり、
２８年度以降の稼働延長に向け本年度から地元との協議を始める。

㈱オロチの経営状況及
び今後の設備投資計画

•5月7日の火災現場の
調査

•4m材品の必要性につ
いて

再生計画を進めるほか、経営も少しづつ好転して来ている。
設備は計画当初より予定していた。

市場で４ｍ材の需要が高まった。

火災の原因が特定できたので、再発防止に努める。

簡易水道特別会計の繰
上充用処理について

日野上、生山統合簡易
水道事業について

日野県土整備局との意
見交換会について

服薬支援について

地方自治法施行令第１６６条の２に基づき処理する。

配水池の建設浄水施設の新設など施設の充実を図り、安定配水をめざす。

江府三次道路に伴う４０万㎥の工事残土処分場が必要となる。

主に認知障がいを伴う高齢者の服薬支援を行い在宅生活の継続を図る。

議
決
し
た
お
も
な
も
の

中
心
地
域
整
備
に
関
す
る

調
査
特
別
委
員
会

日
野
郡
町
議
会
議
員
研
修
会

　「
商
業
ゾ
ー
ン
」
の
事
業

を
す
す
め
る
た
め
の
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
を
（
株
）
キ
ー
ス
タ

ッ
フ
の
鳥
巣
研
二
氏
に
委
託

し
ま
し
た
。

　ま
た
、
こ
の
事
業
推
進
の

た
め
に
は
、
専
任
の
職
員
体

制
を
整
え
る
よ
う
委
員
会
の

総
意
と
し
て
町
長
に
申
し
入

れ
ま
し
た
。

　7
月
8
日
に
、
日
南
町
役

場
で
平
成
26
年
度
日
野
郡
議

員
研
修
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

日
野
郡
3
町
議
会
で
の
議
会

改
革
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

研
修
と
意
見
交
換
を
行
っ
た

後
、「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」

と「
石
見
東
太
陽
光
発
電

所
」を
現
地
視
察
し
ま
し
た
。

「ゆるキャラ」の募集と着
ぐるみ

町営バス運行方法の改
善とバス停標識の更新

タウンズネットIP電話の更
新と、防災面での多様な通
信手段の確保・運用
町内商工業の活性化施
策とチャレンジ企業支援
補助の拡充

積極的な観光振興対策

松本清張公園の有意な
修繕工事

旧小学校プール解体工
事の施工監理
投票所の削減による投票
率低下対策

焼却施設（清掃センター）
の延命工事

人権教育推進員の確保
　全議員で構成する日南町議会の「議会改革に関する調査特別委員会」は、7月4日に第28
回目となる委員会を開催し、議員報酬を月額２２万９千円（現行の条例月額は、２１万２千
円）に増額する方針を、特別委員会として決定しました。　
　このことについて、日南町議会基本条例にもとづき、公聴会を開催することにいたしまし
た。公聴会での公述人には、できるだけ多様な立場からの意見が取り上げられるよう特別委
員会が応募者の中から６名を選任し、意見を述べていただきます。傍聴もできます。

案　　件    日南町議会の議員報酬の増額について
日　　時    平成２６年８月２９日（金）午前９時から
場　　所    役場議会棟・２階　第２会議室

▲
▲
▲

第
３
回  

臨
時
会

総務教育常任委員会（平成２６年６月１３日）平成26年度予算審査意見を調査　
調査事項 対応及び意見担当課

調査事項 対応及び意見担当課

企画課

総務課

農林課

現地調査

住民課

経済福祉常任委員会

５
月
８
日

（平成２６年５月２９日）　

調査事項 対応及び意見担当課

建設課

福祉保健課

（平成２６年６月１１日）　

議員報酬増額についての公聴会のご案内議員報酬増額についての公聴会のご案内

各常任委員会調査報告

にちなん議会だより　 平成26年7月発行　No.136
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　選考委員を公募等で決め今後、町報等でイメージ（名前・デザイ
ン）を公募する。今後の活用方法も含め、町民にも広く意識を広める
努力をされたい。
運行方法等については町公共交通対策協議会で総合的に検討し、「お
買い物バス」等の工夫もしている。バス停標識は130本を更新予定で
ゆるキャラの活用も含め、親しみのもてるものとしたい。

避難所（60個所）への配備と役場電話機の更新をセットで行う。地元
と協議し災害時にしっかり機能し使いやすいものとしたい。

中心地域の整備においても、地元商工者にも参画していただける受け
皿づくりを検討したい。チャレンジ企業補助も国・県補助との併用や
補助メニューごとに申請ができるなど、補助の幅を広げた。
昨年度から観光ガイドの養成を進めており、観光振興に結びつけたい。
観光協会としても地域と連携した観光に取り組みたい。
現在は行政主導であるが民間の力を発揮できる組織作りが必要ではな
いか。
修繕の内容について、地元自治会、清張と矢戸を語る会などと協議し、
石碑の移動などの方向を確認しており今後、詳細を詰めたい。

５個所（多里、山の上、阿毘縁、石見西、福栄）のプールを解体する。
設計は外部に委託し、工事監理は職員で行う方針である。
昨年の参院選期日前投票者へのバス乗車券の配布など、今後とも投票
しやすい対策を検討する。
平成２６年度より推進員（非常勤職員）が確保できた。更なる人権施
策を進めていく。

地元説明を先般実施した。平成２７年度末が地元との覚書期限であり、
２８年度以降の稼働延長に向け本年度から地元との協議を始める。

㈱オロチの経営状況及
び今後の設備投資計画

•5月7日の火災現場の
調査

•4m材品の必要性につ
いて

再生計画を進めるほか、経営も少しづつ好転して来ている。
設備は計画当初より予定していた。

市場で４ｍ材の需要が高まった。

火災の原因が特定できたので、再発防止に努める。

簡易水道特別会計の繰
上充用処理について

日野上、生山統合簡易
水道事業について

日野県土整備局との意
見交換会について

服薬支援について

地方自治法施行令第１６６条の２に基づき処理する。

配水池の建設浄水施設の新設など施設の充実を図り、安定配水をめざす。

江府三次道路に伴う４０万㎥の工事残土処分場が必要となる。

主に認知障がいを伴う高齢者の服薬支援を行い在宅生活の継続を図る。
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太
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視
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ま
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た
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「ゆるキャラ」の募集と着
ぐるみ

町営バス運行方法の改
善とバス停標識の更新

タウンズネットIP電話の更
新と、防災面での多様な通
信手段の確保・運用
町内商工業の活性化施
策とチャレンジ企業支援
補助の拡充

積極的な観光振興対策

松本清張公園の有意な
修繕工事

旧小学校プール解体工
事の施工監理
投票所の削減による投票
率低下対策

焼却施設（清掃センター）
の延命工事

人権教育推進員の確保
　全議員で構成する日南町議会の「議会改革に関する調査特別委員会」は、7月4日に第28
回目となる委員会を開催し、議員報酬を月額２２万９千円（現行の条例月額は、２１万２千
円）に増額する方針を、特別委員会として決定しました。　
　このことについて、日南町議会基本条例にもとづき、公聴会を開催することにいたしまし
た。公聴会での公述人には、できるだけ多様な立場からの意見が取り上げられるよう特別委
員会が応募者の中から６名を選任し、意見を述べていただきます。傍聴もできます。

案　　件    日南町議会の議員報酬の増額について
日　　時    平成２６年８月２９日（金）午前９時から
場　　所    役場議会棟・２階　第２会議室

▲
▲
▲

第
３
回  

臨
時
会

総務教育常任委員会（平成２６年６月１３日）平成26年度予算審査意見を調査　
調査事項 対応及び意見担当課

調査事項 対応及び意見担当課

企画課

総務課

農林課

現地調査

住民課

経済福祉常任委員会

５
月
８
日

（平成２６年５月２９日）　

調査事項 対応及び意見担当課

建設課

福祉保健課

（平成２６年６月１１日）　

議員報酬増額についての公聴会のご案内議員報酬増額についての公聴会のご案内

各常任委員会調査報告
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阿毘縁むらづくり協議会が毎年取り組んで
いる石けん作り。今年も７月１５日に生活環
境部と文化学習部の共催で行われました。
料理と台所に欠かせない食用油と石けん。
出来た石けんは、秋に阿毘縁全戸に配られ
ます。

写真提供　毛利裕嗣さん（阿毘縁むらづくり協議会）

廃食油で石けんを作っています廃食油で石けんを作っています

おもな内容
６月定例会　………………………………
一般質問（５名）　………………………
意見書提出　………………………………
行政調査報告　……………………………
議会に思うこと　…………………………

ページ
ページ
ページ
ページ
ページ

2
4
10
12
16

坪
倉    

幸
徳
さ
ん

　
　

   

︵
福
万
来
︶

　日
南
町
の
米
と
水
だ
け
で
作
ら
れ

た
「
酢
屋
勘
三
郎
」
を
食
べ
て
み
た
。

　酢
と
は
思
え
な
い
よ
う
な
フ
ル
ー

テ
ィ
ー
な
香
り
と
ま
ろ
や
か
さ
に
感

動
し
た
。
マ
ル
カ
ン
酢
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
は
、
本
物
の
手
作
り
へ
の

こ
だ
わ
り
が
、
日
南
町
の
田
園
風
景

と
と
も
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　中
心
地
域
に
計
画
中
の
道
の
駅
で

日
南
町
を
ま
る
ご
と
売
り
出
し
た
い
。

鳥
巣
研
二
氏
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
迎

え
、
全
国
に
発
信
す
る
た
め
の
、
特

産
品
の
加
工
か
ら
販
売
に
向
け
た
取

り
組
み
が
始
ま
る
。

　み
ん
な
で
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
本

物
が
出
来
上
が
り
、
町
の
活
性
化
に

つ
な
が
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

惠
比
奈

　記

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　委 

員 

長

　久
代

　安
敏

　
　
　副
委
員
長

　藤
原

　泰
則

　
　
　委

　
　員

　福
田

　
　稔

　
　
　
　 〃
　
　  

古
都

　勝
人

　
　
　
　 〃
　
　  

恵
比
奈
礼
子

　ま
ず
、
は
じ
め
に
議
員
の
皆
さ
ま
住
み
よ
い
幸

せ
な
日
南
町
づ
く
り
の
た
め
に
、
日
頃
よ
り
努
力

さ
れ
て
い
る
事
に
対
し
て
、
敬
意
を
表
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　日
南
町
も
良
く
考
え
て
見
ま
す
と
、
い
ろ
い
ろ

な
問
題
点
を
抱
え
な
が
ら
、
荒
波
の
中
を
進
ん
で

い
る
船
の
よ
う
な
も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
先
日

起
こ
っ
た
韓
国
船
フ
ェ
リ
ー
の
よ
う
に
、
船
員

︵
議
員
︶
の
判
断
の
甘
さ
か
ら
の
転
覆
︵
ま
ぁ
そ

ん
な
事
は
な
い
と
思
い
ま
す
が･･･

︶
。
そ
ん
な
こ

と
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り

を
し
て
く
れ
る
の
が
、
議
会
の
力
だ
と
思
い
ま
す
。

　私
は
、
議
会
報
告
会
に
出
席
し
、
よ
く
意
見
を

述
べ
る
の
で
す
が
、
そ
の
と
き
の
意
見
に
対
す
る

前
向
き
な
回
答
が
少
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

今
の
国
内
や
、
予
算
の
状
況
を
見
た
り
す
る
と
、

日
南
町
の
将
来
に
対
す
る
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
つ
の
は

難
し
い
状
況
と
思
い
ま
す
が
、
も
っ
と
前
向
き
に

自
分
の
こ
と
だ
け
に
と
ら
わ
れ
ず
、
広
い
視
野
で

物
事
を
捉
え
、
幸
せ
な
生
活
が
出
来
る
日
南
町
づ
く

り
に
取
組
ん
で
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
何
か

お
願
い
し
て
も
は
じ
め
か
ら
出
来
そ
う
に
な
い
と

い
わ
れ
る
と
問
題
を
提
起
し
た
ほ
う
と
し
て
も
、

虚
し
く
な
り
ま
す
。
た
と
え
出
来
な
く
て
も
そ
れ

な
り
の
取
組
む
姿
勢
を
示
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　今
日
南
町
を
考
え
る
と
き
に
、
少
子
高
齢
化
と

い
う
こ
と
が
取
上
げ
ら
れ
、
最
近
の
新
聞
を
読
み

ま
す
と
何
年
後
か
に
は
消
滅
す
る
町
が
出
て
く
る

と
い
う
記
事
を
よ
く
目
に
し
ま
す
が
、
私
は
高
齢

化
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
日
南
町
を

背
負
っ
て
い
っ
て
く
れ
る
子
ど
も
た
ち
の
減
少
は

絶
対
に
止
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
の
が
議
会
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
皆
で
い
ろ
い
ろ
知
恵
を
絞

り
い
ろ
い
ろ
な
手
を
打
つ
事
が
必
要
と
思
い
ま
す
。

　と
に
か
く
子
ど
も
を
大
き
く
す
る
の
は
、
昔
と

違
っ
て
と
て
も
多
く
の
教
育
費
が
か
か
り
ま
す
。

そ
れ
に
対
す
る
親
の
経
済
的
、
時
間
的
な
負
担
も

大
変
な
も
の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
︵
本
当
は
教

育
を
受
け
る
場
所
が
家
の
近
く
に
あ
る
の
が
一
番

な
の
で
し
ょ
う
が
、
日
南
町
の
場
合
は
そ
う
い
っ

て
お
ら
れ
な
い
の
が
、
現
状
で
す
。
︶
そ
れ
を
少

し
で
も
減
ら
し
、
ゆ
と
り
あ
る
子
育
て
が
出
来
る

よ
う
な
環
境
を
作
れ
る
よ
う
に
頭
を
絞
っ
て
欲
し

い
と
思
い
ま
す
。

　最
後
に
、
こ
れ
は
あ
る
講
演
会
で
講
師
の
先
生

が
言
わ
れ
た
言
葉
で
す
け
れ
ど
も
﹁
将
来
消
滅
し

そ
う
な
村
が
何
も
し
な
か
っ
た
ら
１
年
後
に
は
な

く
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
こ
に
住
ん
で
い
る

人
た
ち
が
皆
で
何
と
か
し
よ
う
と
思
っ
た
ら
早
々

今
迄
皆
が
守
っ
て
き
た
村
が
な
く
な
る
よ
う
な
も

の
で
は
な
い
。
あ
き
ら
め
た
と
き
が
そ
の
村
の
終

わ
り
で
あ
る
。
﹂
と
い
わ
れ
た
言
葉
が
心
の
中
に

残
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
言
葉
通
り
、
議
会
と
町
民

が
力
を
合
わ
せ
て
こ
れ
か
ら
も
幸
せ
な
暮
ら
し
が

出
来
る
日
南
町
に
し
て
い
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
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地元の人からIターンの人まで、季節の野
菜等を週2回米子青果へ出荷しています!!
特に大ピーマンは会員で共販を行い、所
得アップを目指しています。
時には松茸も出荷されています。

（文・糸田川　啓さん） 

　

フレッシュ多里・米子青果便フレッシュ多里・米子青果便

おもな内容
9月定例会　…………………………………
平成25年度決算　………………………
決算審査意見　…………………………
一般質問（５名）……………………………
各委員会報告 …………………………

ページ
ページ
ページ
ページ
ページ

2
4～5
6～7

8
13～15

吉
澤    

晴
美
さ
ん

　
　

   

︵
上
石
見
︶

　
至
る
と
こ
ろ
で
「
創
」
と
い
う
字

が
も
て
は
や
さ
れ
て
い
る
。
本
年
５

月
に
日
南
町
を
「
消
滅
す
る
市
町

村
」
の
一
つ
と
、
嘘
か
ら
出
た
ま
こ
と

の
よ
う
な
論
断
を
下
し
た
の
は
「
日

本
創
成
会
議
」
で
あ
る
。
折
し
も
安

倍
内
閣
が
「
地
方
創
生
国
会
」
と
位

置
付
け
た
臨
時
国
会
で
は
、
「
地
方

創
生
」
関
連
法
案
の
審
議
が
始
ま
っ

て
お
り
、
期
待
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
「
創
」
の
対
義
語
は

「
壊
」
で
あ
る
。
い
つ
・
ど
こ
で
・

だ
れ
が
・
何
を
ど
う
「
壊
」
し
た
の

か
を
し
っ
か
り
と
検
証
し
な
い
と

「
創
」
は
、
絵
に
描
い
た
餅
に
な
る
。

　
日
南
町
議
会
も
新
し
い
「
創
造

力
」
を
発
揮
し
、
夢
と
希
望
が
収
穫

で
き
る
秋
と
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
久
代
安
敏
　
記

　議
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
々
ご
活

躍
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　さ
て
、
だ
れ
も
が
思
う
と
こ
ろ
我
が
郷
土
日
南

町
は
、
逆
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
の
人
口
比
率
、
非
常
に

不
安
定
で
す
。
各
世
帯
の
生
活
環
境
の
変
化
、
出

生
数
の
減
少
傾
向
な
ど
に
よ
り
地
域
活
力
の
衰
退
、

主
た
る
農
林
業
従
事
者
は
農
林
地
で
の
営
み
を
離

れ
、
荒
廃
を
い
た
る
所
で
目
に
し
ま
す
。

　地
域
か
ら
商
店
が
消
え
、
か
つ
て
町
と
称
し
た

所
は
、
今
や
移
動
販
売
車
の
客
寄
せ
音
楽
が
高
ら

か
に
鳴
り
続
け
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
な
ら
ま
だ
良

い
が
、
な
い
所
も
あ
り
、
地
域
行
事
も
だ
ん
だ
ん

と
廃
れ
て
い
く
よ
う
に
思
い
ま
す
。
大
切
な
文
化

伝
承
も
運
営
の
大
半
が
高
齢
者
に
委
ね
ら
れ
引
き

継
ぎ
も
ま
ま
な
ら
ず
心
配
で
す
。
地
元
の
責
任
で

は
あ
り
ま
す
が
、
何
と
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

ジ
レ
ン
マ
に
陥
っ
て
い
ま
す
。
適
年
齢
の
若
い

方
々
が
、
少
子
化
状
況
の
延
長
や
就
職
難
の
時
期

に
遭
遇
し
た
こ
と
で
地
区
外
へ
転
出
し
た
こ
と
が

原
因
で
す
。
議
員
の
皆
様
に
は
そ
う
い
う
時
代
の

流
れ
を
打
破
す
べ
く
活
動
に
積
極
的
に
挑
戦
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
地
元
に
残
っ
た
方
々
は
、
多
岐

多
様
に
わ
た
り
負
担
を
背
負
い
つ
つ
も
元
気
を
取

り
戻
し
た
い
一
心
で
努
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　日
南
町
で
は
、
Ｉ
タ
ー
ン
・
Ｕ
タ
ー
ン
者
の
移

住
、
農
林
業
研
修
生
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
導

入
等
受
け
入
れ
を
町
の
方
針
と
さ
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
何
歩
か
先
も
考
え
な
い
と
固
定
化
は
で
き
な

い
と
思
い
ま
す
。
環
境
は
大
変
良
い
し
町
民
も
大

好
き
だ
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
将
来
に
わ
た
り
こ
こ

で
生
活
で
き
る
望
み
の
確
証
が
期
待
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　議
会
で
は
継
続
的
に
、
P(

計
画)

、
D(

実
行)

、

C(

検
討)

、
A(

処
理)

の
サ
イ
ク
ル
を
考
え
続
け

て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
し
て
、
長
年
に
わ
た
り
住

ん
で
い
た
だ
き
、
住
民
と
な
っ
て
い
た
だ
き
地
域

の
活
性
化
と
安
心
安
全
づ
く
り
の
起
爆
剤
と
し
て

発
揮
し
て
も
ら
う
よ
う
望
み
ま
す
。

　中
心
地
域
整
備
事
業
が
や
っ
と
現
実
化
し
、
明

る
い
話
題
に
今
後
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
地
元

で
も
ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
の
恩
恵
を
得
る
機
会
が
で

き
ま
し
た
。
特
に
生
活
環
境
の
多
様
化
に
合
わ
せ

多
品
種
少
ロ
ッ
ト
の
要
求
に
応
じ
る
ホ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
の
開
店
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て

順
次
他
の
施
設
が
で
き
る
よ
う
で
す
が
、
町
民
の

ニ
ー
ズ
に
呼
応
で
き
る
も
の
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。

　町
議
会
や
当
局
も
住
民
と
の
対
話
を
す
す
め
、
住

民
の
閉
塞
感
を
払
拭
し
て
舵
取
り
を
し
っ
か
り
し
て

邁
進
し
て
ほ
し
い
。
頑
張
る
日
南
町
の
為
、
議
員
の

皆
様
の
ご
尽
力
と
ご
活
躍
を
お
願
い
し
ま
す
。

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　
委 

員 

長
　
久
代
　
安
敏

　
　
　
副
委
員
長
　
藤
原
　
泰
則

　
　
　
委
　
　
員
　
福
田
　
　
稔

　
　
　
　 

〃
　
　  

古
都
　
勝
人

　
　
　
　 

〃
　
　  

惠
比
奈
礼
子

・
・
・
・
・
・
・
・
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日
南
町
職
員
の
早
期
退
職
希
望
者
の

募
集
及
び
認
定
に
関
す
る
条
例
の
制

定
　職
員
の
年
齢
構
成
の
適
正
化
や
職

制
の
改
廃
を
円
滑
に
実
施
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
45
才
以
上
の
職
員
を
対

象
に
募
集
し
認
定
す
る
も
の
。

日
南
町
特
別
医
療
費
助
成
条
例
の
一

部
改
正

　国
の
法
改
正
に
と
も
な
い
、
医
療

費
助
成
に
、
「
母
子
」
だ
け
で
な
く

「
父
子
」
も
対
象
と
な
る
こ
と
な
ど
。

議　　案　　名

条例の制定
日南町職員の早期退職希望者の募集及び認定
に関する条例の制定について

条例の一部改正
日南町特別医療費助成条例の一部改正について

平成2５年度 決算の認定
一般会計
国民健康保険特別会計
簡易水道事業特別会計
農業集落排水事業特別会計
介護保険特別会計
介護サービス事業特別会計
後期高齢者医療特別会計
病院事業会計

平成26年度 補正予算
一般会計（第3号）
国民健康保険特別会計（第１号）
農業集落排水事業特別会計（第１号）
介護保険特別会計（第１号）
病院事業特別会計（第１号）
一般会計（第４号）

その他の議案
財産の取得について（麈芥収集用4トンダンプ車1台購入）

高性能林業機械群について当初の鳥取県緑の産業再生プロ
ジェクト事業と同様の補助額の上乗せをお願いいたします

可決

可決

認定
認定
認定
認定
認定
認定
認定
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○
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○
○
○
○
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結 果
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正
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惠
比
奈
礼
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三
上
　
惇
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古
都
　
勝
人

久
代
　
安
敏

福
田
　
　
稔

山
本
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昭
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泰
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荒
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博

古
都
　
久
志

足
羽
　
　
覚

※村上正広議長は議事進行を行うため、賛否の表明はしません。ただし、採決で賛否が同数となった場合は「議長裁決」という形で賛否表明をします。

仮庁舎の解体・撤去費用

青年結婚・UIターン促進事業

空き家・廃屋対策事業

塵　芥　処　理　事　業

予　防　衛　生　事　業

特定野菜価格差補給事業

鳥　獣　害　対　策　事　業

社会体育施設管理運営

日 南 病 院 事 業 会 計

中心地域整備計画を進めるため

空家への入居を促進するため、修繕の
設計見積りを行う

老朽・危険家屋解体撤去の補助金申請
が増えたため

清掃センターの改修、ごみ収集ボックス
の購入など

予防接種法の改正により、水痘や肺炎
球菌の予防接種対象者への助成を行う

夏場のトマトの単価が低かったため、
国の制度に町が上乗せし支援する

イノシシの捕獲、サルの追い払いの煙火
保安講習、狩猟免許やワナ購入の助成など

療養型病床の特殊浴槽の購入、データ提出
のシステム導入、一般病棟トイレ改修など

武道館の屋根、軒先などの漏水対策

14,256

400

1,500

23,778

3,966

1,555

1,883

5,000

13,154

事業内容 説　　　　明金額
（千円）

79人が参加したサルの追い払い
煙火講習会（9月10日）

９月定例会９月定例会
９月９日～９月２６日（１８日間）

　
日
南
町
議
会
の
９
月
定
例
会
は
、９
月
９
日
か
ら
26
日
ま
で
の
18
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、初
日
に
行
わ
れ
た

一
般
質
問
に
は
５
人
の
議
員
が
登
壇
し
、執
行
部
に
所
信
を
問
い
ま
し
た
。

執
行
部
か
ら
提
案
さ
れ
た
条
例
改
正
、補
正
予
算
、平
成
２５
年
度
の
決
算
認
定
な
ど
全
議
案
が
原
案
通
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　
決
算
審
査
の
状
況
に
つ
い
て
は
、「
決
算
審
査
特
別
委
員
会
」の
審
査
報
告
を
載
せ
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ

さ
い
。

議決したおもなもの

補正予算のおもなもの

有 害 鳥 獣 対 策など 補 正 予 算を可 決有 害 鳥 獣 対 策など 補 正 予 算を可 決有 害 鳥 獣 対 策など 補 正 予 算を可 決
一般会計などの補正により、 約1億2千万円の増額となりました。一般会計などの補正により、 約1億2千万円の増額となりました。

9月議会審議結果と議員ごとの賛否内訳
賛成＝○　　反対＝×

条
例
の
制
定
と
一
部
改
正
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日
南
町
職
員
の
早
期
退
職
希
望
者
の

募
集
及
び
認
定
に
関
す
る
条
例
の
制

定
　職
員
の
年
齢
構
成
の
適
正
化
や
職

制
の
改
廃
を
円
滑
に
実
施
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
45
才
以
上
の
職
員
を
対

象
に
募
集
し
認
定
す
る
も
の
。

日
南
町
特
別
医
療
費
助
成
条
例
の
一

部
改
正

　国
の
法
改
正
に
と
も
な
い
、
医
療

費
助
成
に
、
「
母
子
」
だ
け
で
な
く

「
父
子
」
も
対
象
と
な
る
こ
と
な
ど
。

議　　案　　名

条例の制定
日南町職員の早期退職希望者の募集及び認定
に関する条例の制定について

条例の一部改正
日南町特別医療費助成条例の一部改正について

平成2５年度 決算の認定
一般会計
国民健康保険特別会計
簡易水道事業特別会計
農業集落排水事業特別会計
介護保険特別会計
介護サービス事業特別会計
後期高齢者医療特別会計
病院事業会計

平成26年度 補正予算
一般会計（第3号）
国民健康保険特別会計（第１号）
農業集落排水事業特別会計（第１号）
介護保険特別会計（第１号）
病院事業特別会計（第１号）
一般会計（第４号）

その他の議案
財産の取得について（麈芥収集用4トンダンプ車1台購入）

高性能林業機械群について当初の鳥取県緑の産業再生プロ
ジェクト事業と同様の補助額の上乗せをお願いいたします
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※村上正広議長は議事進行を行うため、賛否の表明はしません。ただし、採決で賛否が同数となった場合は「議長裁決」という形で賛否表明をします。

仮庁舎の解体・撤去費用

青年結婚・UIターン促進事業

空き家・廃屋対策事業

塵　芥　処　理　事　業

予　防　衛　生　事　業

特定野菜価格差補給事業

鳥　獣　害　対　策　事　業

社会体育施設管理運営

日 南 病 院 事 業 会 計

中心地域整備計画を進めるため

空家への入居を促進するため、修繕の
設計見積りを行う

老朽・危険家屋解体撤去の補助金申請
が増えたため

清掃センターの改修、ごみ収集ボックス
の購入など

予防接種法の改正により、水痘や肺炎
球菌の予防接種対象者への助成を行う

夏場のトマトの単価が低かったため、
国の制度に町が上乗せし支援する

イノシシの捕獲、サルの追い払いの煙火
保安講習、狩猟免許やワナ購入の助成など

療養型病床の特殊浴槽の購入、データ提出
のシステム導入、一般病棟トイレ改修など

武道館の屋根、軒先などの漏水対策

14,256

400

1,500

23,778

3,966

1,555

1,883

5,000

13,154

事業内容 説　　　　明金額
（千円）

79人が参加したサルの追い払い
煙火講習会（9月10日）

９月定例会９月定例会
９月９日～９月２６日（１８日間）

　
日
南
町
議
会
の
９
月
定
例
会
は
、９
月
９
日
か
ら
26
日
ま
で
の
18
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、初
日
に
行
わ
れ
た

一
般
質
問
に
は
５
人
の
議
員
が
登
壇
し
、執
行
部
に
所
信
を
問
い
ま
し
た
。

執
行
部
か
ら
提
案
さ
れ
た
条
例
改
正
、補
正
予
算
、平
成
２５
年
度
の
決
算
認
定
な
ど
全
議
案
が
原
案
通
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　
決
算
審
査
の
状
況
に
つ
い
て
は
、「
決
算
審
査
特
別
委
員
会
」の
審
査
報
告
を
載
せ
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ

さ
い
。

議決したおもなもの

補正予算のおもなもの

有 害 鳥 獣 対 策など 補 正 予 算を可 決有 害 鳥 獣 対 策など 補 正 予 算を可 決有 害 鳥 獣 対 策など 補 正 予 算を可 決
一般会計などの補正により、 約1億2千万円の増額となりました。一般会計などの補正により、 約1億2千万円の増額となりました。

9月議会審議結果と議員ごとの賛否内訳
賛成＝○　　反対＝×

条
例
の
制
定
と
一
部
改
正
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　議決した予算に沿って執行されてお
り、なんら問題はない。基金が積まれた
のも、有利な財源を確保するために努力
した結果である。
　将来にわたって一定の水準の行政サー
ビスを維持していくために、次年度以降
に有効に使われると考える。

反対 久代安敏議員惠比奈礼子議員賛成

　平成２５年度の繰越金は６億円を超え、
さらに財政調整基金に２億円積み増すな
ど、基金残高が膨れ上がっている。国民
健康保険税や介護保険料などの負担軽減
や、町民の暮らしを守るための予算執行
となっていない。

決算認定 議案を可決平成25年度

9月定例会に提案された、平成25年度の普通会計などの決算認定議案は、各会計ごとに賛否が分かれましたが、全議案が認定可決されました。（3ページ参照）

※平成25年度の総額は病院補助金629万7千円の操出を除外したものになっています。

会     　計    　別

合　　　　計

総 　 収 　 益
総 　 費 　 用
純 　 利 　 益

10億9,409万5千円
10億4,713万7千円

4,695万8千円

借金（企業債残高）
貯金（利益剰余金）

9億9,866万3千円
16億5,804万4千円

収益的収支
（税抜き後）

普　　　通　　　会　　　計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計

農業集落排水事業特別会計

介 護 保 険 特 別 会 計

介護サービス事業特別会計

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計

各会計の決算状況

普通会計歳出普通会計歳入

日南町病院事業決算状況（平成２６年３月３１日現在）

一般会計決算認定の討論

６６億１８２万３千円

７億２，６４０万３千円

１億７，１１７万２千円

２億３，６９９万１千円

１１億４，２６４万円

１億３，９８６万１千円

９，２５９万４千円

９１億１，１４８万４千円

５９億１，９９３万９千円

７億２，５９４万６千円

１億７，１５３万７千円

２億３，２１６万９千円

１１億１，８７５万４千円

１億３，９５６万１千円

９，２３２万４千円

８４億２３万円

６億８,１８８万４千円

４５万７千円

△ ３６万５千円

４８２万２千円

２,３８８万６千円

３０万円

２７万円

７億１,１２５万４千円

差引残額決　    　　算
収入済額 支出済額

総務費
８億８，４５７万７千円

14.94%（43.67）

議会費
７，１０６万７千円

1.20%（△ 6.65）

労働費
２，０２２万円
0.34%（50.11）

民生費
１１億６，３５３万円
19.66%（△ 13.72）

衛生費
７億６，８９３万９千円

12.99%（△ 10.61）

農林水産業費
１０億２，０１６万５千円

17.23%（△ 9.06）

公債費
８億４，６１４万６千円

14.29%（△ 7.34）

商工費
７，９６４万円
1.35%（235.61）

土木費
３億７，６７０万５千円
6.36%（12.97）

消防費
１億６，２６２万円
2.75%（14.17）

教育費
４億８，９６２万１千円
8.27%（19.43）

災害復旧費
３，６７０万９千円
0.62%（△ 83.36）

予備費
0円
0.00%（－）

町債
５億５，２９０万円

8.38%（1.62）

１５億７，０３７万６千円
23.79%（18.69）

国庫支出金
２億５，５７２万１千円
3.87%（△ 20.34）

県支出金
６億６，３５７万２千円
10.05%（△ 23.80）

その他
２億６，４３１万３千円

3.94%（49.15）
諸収入
２億５，２５８万９千円
3.83%（0.97）

地方交付税
３４億３，９０１万９千円

52.09%（△ 2.14）

地方譲与税等
１億２，０２３万５千円
1.82%（△ 1.53）

町税
４億３，７２１万７千円
6.62%（0.58）

繰越金
６億１，６２５万６千円
9.40%（33.67）

依存財
源自

主財源 

５０億３，１４４万７千円  76.21% （ △
 6.

35
）  

歳入総額
６６億１８２万３千円

100.00%（△ 1.40）

歳出総額
５９億１，９９３万９千円

100.00%（△ 2.62）
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　議決した予算に沿って執行されてお
り、なんら問題はない。基金が積まれた
のも、有利な財源を確保するために努力
した結果である。
　将来にわたって一定の水準の行政サー
ビスを維持していくために、次年度以降
に有効に使われると考える。

反対 久代安敏議員惠比奈礼子議員賛成

　平成２５年度の繰越金は６億円を超え、
さらに財政調整基金に２億円積み増すな
ど、基金残高が膨れ上がっている。国民
健康保険税や介護保険料などの負担軽減
や、町民の暮らしを守るための予算執行
となっていない。

決算認定 議案を可決平成25年度

9月定例会に提案された、平成25年度の普通会計などの決算認定議案は、各会計ごとに賛否が分かれましたが、全議案が認定可決されました。（3ページ参照）

※平成25年度の総額は病院補助金629万7千円の操出を除外したものになっています。

会     　計    　別

合　　　　計

総 　 収 　 益
総 　 費 　 用
純 　 利 　 益

10億9,409万5千円
10億4,713万7千円

4,695万8千円

借金（企業債残高）
貯金（利益剰余金）

9億9,866万3千円
16億5,804万4千円

収益的収支
（税抜き後）

普　　　通　　　会　　　計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計

農業集落排水事業特別会計

介 護 保 険 特 別 会 計

介護サービス事業特別会計

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計

各会計の決算状況

普通会計歳出普通会計歳入

日南町病院事業決算状況（平成２６年３月３１日現在）

一般会計決算認定の討論

６６億１８２万３千円

７億２，６４０万３千円

１億７，１１７万２千円

２億３，６９９万１千円

１１億４，２６４万円

１億３，９８６万１千円

９，２５９万４千円

９１億１，１４８万４千円

５９億１，９９３万９千円

７億２，５９４万６千円

１億７，１５３万７千円

２億３，２１６万９千円

１１億１，８７５万４千円

１億３，９５６万１千円

９，２３２万４千円

８４億２３万円

６億８,１８８万４千円

４５万７千円

△ ３６万５千円

４８２万２千円

２,３８８万６千円

３０万円

２７万円

７億１,１２５万４千円

差引残額決　    　　算
収入済額 支出済額

総務費
８億８，４５７万７千円

14.94%（43.67）

議会費
７，１０６万７千円

1.20%（△ 6.65）

労働費
２，０２２万円
0.34%（50.11）

民生費
１１億６，３５３万円
19.66%（△ 13.72）

衛生費
７億６，８９３万９千円

12.99%（△ 10.61）

農林水産業費
１０億２，０１６万５千円

17.23%（△ 9.06）

公債費
８億４，６１４万６千円

14.29%（△ 7.34）

商工費
７，９６４万円
1.35%（235.61）

土木費
３億７，６７０万５千円
6.36%（12.97）

消防費
１億６，２６２万円
2.75%（14.17）

教育費
４億８，９６２万１千円
8.27%（19.43）

災害復旧費
３，６７０万９千円
0.62%（△ 83.36）

予備費
0円
0.00%（－）

町債
５億５，２９０万円

8.38%（1.62）

１５億７，０３７万６千円
23.79%（18.69）

国庫支出金
２億５，５７２万１千円
3.87%（△ 20.34）

県支出金
６億６，３５７万２千円
10.05%（△ 23.80）

その他
２億６，４３１万３千円

3.94%（49.15）
諸収入
２億５，２５８万９千円
3.83%（0.97）

地方交付税
３４億３，９０１万９千円

52.09%（△ 2.14）

地方譲与税等
１億２，０２３万５千円
1.82%（△ 1.53）

町税
４億３，７２１万７千円
6.62%（0.58）

繰越金
６億１，６２５万６千円
9.40%（33.67）

依存財
源自

主財源 

５０億３，１４４万７千円  76.21% （ △
 6.

35
）  

歳入総額
６６億１８２万３千円

100.00%（△ 1.40）

歳出総額
５９億１，９９３万９千円

100.00%（△ 2.62）

にちなん議会だより　 平成26年10月発行　No.137

－4－－5－

─　　 ─537



活性化が急がれるゆきんこ村

ゆ
き
ん
こ
村
に
つ
い
て
は
、
利

用
者
数
が
少
な
い
。

　
ど
の
施
設
も
、
地
域
特
性
や

施
設
の
特
徴
を
活
か
し
た
取
り

組
み
の
工
夫
が
必
要
で
あ
る
。

そ
の
活
動
が
地
域
の
農
林
業
振

興
や
活
性
化
、
施
設
の
有
効
活

用
に
つ
な
が
る
よ
う
、
指
定
管

理
者
と
と
も
に
検
討
し
活
発
な

事
業
展
開
を
望
む
。

４
．
道
路
除
雪
事
業
に
つ
い
て

　
町
・
県
道
の
除
雪
作
業
は
、

事
業
者
に
委
託
さ
れ
て
い
る
が
、

稼
働
時
間
の
把
握
は
受
託
者
の

日
報
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
る
。

　
タ
コ
グ
ラ
フ
を
活
用
す
る
な

ど
稼
働
時
間
の
的
確
な
把
握
に

よ
り
、
従
事
者
の
安
全
衛
生
を

含
め
適
切
か
つ
公
平
な
委
託
と

良
好
な
道
路
通
行
環
境
の
保
持

に
努
め
よ
。

ま
っ
て
い
る
。
委
託
費
６
，０

９
９
千
円
を
支
出
し
て
い
る
が
、

十
分
な
成
果
に
な
っ
て
い
な
い
。

特
産
品
開
発
に
期
待
が
高
ま
る

な
か
、
予
算
審
査
意
見
で
積
極

的
な
事
業
展
開
を
求
め
た
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
販
売
促
進
の
取

り
組
み
が
不
十
分
で
あ
る
。

農
家
の
所
得
向
上
に
つ
な
が
る
、

農
産
物
の
生
産
や
加
工
の
推
進

の
た
め
に
も
戦
略
的
な
販
売
促

進
が
重
要
で
あ
り
、
町
内
特
産

品
販
売
の
総
合
窓
口
と
し
て
、
よ

り
い
っ
そ
う
の
努
力
を
求
め
る
。

３
．
山
村
振
興
施
設
の
管
理
運

営
に
つ
い
て

　
農
林
業
の
体
験
実
習
・
交
流

な
ど
を
目
的
と
す
る
施
設
は
、

指
定
管
理
者
に
管
理
運
営
を
委

託
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
所

期
の
目
的
が
十
分
に
果
た
さ
れ

て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
特
に
、

１
．
未
収
金
に
つ
い
て

　
未
収
金
の
解
消
に
つ
い
て
は

毎
年
、
鋭
意
努
力
を
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
平
成
25

年
度
に
お
い
て
平
常
の
徴
収
事

務
は
も
と
よ
り
、
未
収
金
取
り

組
み
会
議
の
開
催
、
県
西
部
滞

納
整
理
機
構
の
活
用
、
「
税
以

外
の
債
権
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

の
作
成
等
積
極
的
に
取
り
組
ま

れ
て
い
る
こ
と
を
高
く
評
価
し

た
い
。

　
町
税
等
の
収
入
未
済
額
の
状

況
に
つ
い
て
は
別
表
の
と
お
り

で
あ
る
が
、
一
般
会
計
で
は
前

年
度
に
比
較
し
て
総
額
で
１
５
，

９
０
５
千
円
の
減
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
林
業
使
用
料
、
土

地
建
物
貸
付
収
入
等
の
未
収
金

解
消
が
大
き
な
要
因
で
あ
る
。

し
か
し
、
町
税
を
は
じ
め
と
し

て
住
宅
使
用
料
等
に
つ
い
て
は

１
．
石
見
東
太
陽
光
発
電
事
業

に
つ
い
て

　
石
見
東
太
陽
光
発
電
所
の
事

業
収
益
１
０
，８
５
１
千
円
を

日
南
町
病
院
事
業
会
計
に
繰
り

出
し
て
い
る
が
、
事
業
の
目
的

と
収
益
の
使
途
に
つ
い
て
町
民

へ
の
説
明
が
十
分
に
さ
れ
て
い

な
い
。

　
今
後
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
推
進
の
た
め
に
も
、
発
電

施
設
の
設
置
お
よ
び
管
理
に
関

す
る
条
例
を
早
急
に
制
定
す
る

と
と
も
に
町
民
に
周
知
せ
よ
。

２
．
特
産
品
開
発
事
業
に
つ
い
て

　
「
日
南
高
原
米
」
な
ど
の
特

産
品
の
販
売
促
進
を
（
一
財
）

エ
ナ
ジ
ー
に
ち
な
ん
に
委
託
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
の
販
売
額
は

８
，３
７
８
千
円
で
前
年
よ
り

減
少
し
、
計
画
の
49
％
に
と
ど

依
然
と
し
て
増
加
の
傾
向
に
あ

る
。

　
ま
た
、
特
別
会
計
に
お
い
て

も
前
年
度
に
比
較
し
て
１
，
９

５
８
千
円
の
増
と
な
っ
て
お
り
、

そ
の
う
ち
国
民
健
康
保
険
税
が

１
，
０
６
６
千
円
と
大
半
を
占

め
て
い
る
。
病
院
事
業
会
計
に

お
い
て
も
前
年
度
と
比
較
し
て

６
４
３
千
円
の
増
と
な
っ
て
い

る
。

　
内
容
を
精
査
し
て
み
る
と
滞

納
者
は
、
い
ず
れ
も
税
の
み
で

は
な
く
そ
の
他
使
用
料
等
も
滞

納
し
て
お
り
、
中
に
は
固
定
化

し
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
町
税

等
公
法
上
の
債
権
で
あ
れ
ば
滞

納
処
分
の
強
化
が
必
要
で
あ
る

し
、
住
宅
使
用
料
等
私
法
上
の

債
権
に
つ
い
て
は
保
証
人
へ
の

請
求
や
民
事
執
行
法
に
よ
り
強

制
徴
収
手
続
き
を
行
う
こ
と
に

な
る
が
、
こ
れ
ら
未
収
金
の
解

消
に
は
担
当
部
署
の
み
で
は
な

く
全
庁
を
挙
げ
て
の
意
識
の

共
有
と
対
応
が
必
要
で
あ
る
。

　
ま
た
、
町
外
の
滞
納
者
の

中
に
は
連
絡
の
と
れ
な
い
者

も
か
な
り
あ
り
回
収
が
不
可

能
な
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
不
納

欠
損
処
分
が
適
当
と
認
め
ら

れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
早

急
に
基
準
を
設
定
し
処
分
を

行
う
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。

２
．
簡
易
水
道
事
業
に
つ
い
て

　
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

に
お
い
て
平
成
25
年
度
歳
入

歳
出
差
引
不
足
額
が
生
じ
、

平
成
26
年
度
予
算
か
ら
１
５

０
万
６
千
円
の
繰
上
充
用
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
平
成
26

年
度
か
ら
総
事
業
費
３
億
７

千
７
百
万
円
の
日
野
上
・
生

山
統
合
簡
易
水
道
事
業
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。
簡
易
水
道

基
金
残
高
も
ほ
と
ん
ど
な
い

状
況
の
中
、
今
後
困
難
な
会

計
運
営
が
予
想
さ
れ
る
。
将

来
の
簡
易
水
道
事
業
の
運
営

に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
対

策
を
検
討
さ
れ
た
い
。

決
算
審
査
意
見

決
算
審
査
意
見

決
算
審
査
特
別
委
員
会
の
審
査
報
告

決
算
審
査
特
別
委
員
会
の
審
査
報
告

平
成
25
年
度
歳
入
歳
出
決
算
の
監
査
委
員
意
見（
要
旨
）は
、次
の
と
お
り
で
す
。

代
表
監
査
委
員

　石 

川

　
　

 

賢

監 

査 

委 

員

　山 

本   

芳 

昭

平成25年度財政健全化判断比率及び資金不足比率の報告

日南町の財政は黒字経営であり、借入金の返済も将来財政を圧迫する可能性は低いということになります。
また、簡易水道事業会計、農業集落排水事業会計、日南病院事業会計においても25年度は黒字経営となっています。

比率名
実 質 赤 字 比 率
連 結 実 質 赤 字 比 率
実 質 公 債 費 率
将 来 負 担 比 率
資 金 不 足 比 率

比率の内容

財政運営の悪化の度合い

借入金の返済額の大きさ（早期健全化基準は25.0％）
借入金残高が将来財政を圧迫する可能性の度合い
公営企業の経営状態の度合い

25年度

黒字

11.0%
△99.4％

資金不足なし

　
平
成
25
年
度
一
般
会
計
を
は
じ
め
各
会
計
の
審
査
を
す
る
た
め
に
設
置
し
ま
し
た
。

 

（
委
員
会
は
議
員
全
員
で
構
成
、委
員
長
・
坪
倉
勝
幸
、副
委
員
長
・
久
代
安
敏
）

　
９
月

１１
日
か
ら
19
日
ま
で
の
間
で
詳
細
な
審
査
を
行
い
、そ
の
結
果
、い
ず
れ
の
決
算
議
案
も
次
の
意
見
を
付
し

て
認
定
す
べ
き
と
決
定
し
ま
し
た
。

日南町の借金・貯金はどれだけある？
平成25年度末の日南町の借金は、81億9,185万円あります。

（一般会計、特別会計の合計額。ただし、病院事業会計は除く。）
貯金（基金）は、49億4,972万円あります。町民１人あたりで
計算すると、借金は1,543,302円です。  
町民１人あたりの貯金は932,502円となります。  

（人口は平成26年3月31日現在5,308人） 

借金（地方債残高）
単位：億円 貯金（基金）

一般会計
収入未済額（円）
14,736,200

726,260
532,346

2,961,595
14,000
47,420

12,014,731
125,556

31,158,108

項　目
町　　　　　　　税
児童福祉費負担金（保育料）
道　路　使　用　料
住　宅　使　用　料
定住促進施設使用料
災害援護資金貸付金
住宅新築資金等貸付金
雑　　　　　　　入

合　 計

特別会計
収入未済額（円）
12,140,987
2,034,670
1,075,754
2,138,320

511,599
53,700

105,700
18,060,730

項　目
国 民 健 康 保 険 税
水 　 道 　 料 　 金
下 水 道 料 金・分 担 金
介　護　保　険　料
介護サービス自己負担金

（介護サービス）施設使用料
後期高齢者医療保険料

合　計

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度
0

20

40
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80

100

120
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活性化が急がれるゆきんこ村

ゆ
き
ん
こ
村
に
つ
い
て
は
、
利

用
者
数
が
少
な
い
。

　
ど
の
施
設
も
、
地
域
特
性
や

施
設
の
特
徴
を
活
か
し
た
取
り

組
み
の
工
夫
が
必
要
で
あ
る
。

そ
の
活
動
が
地
域
の
農
林
業
振

興
や
活
性
化
、
施
設
の
有
効
活

用
に
つ
な
が
る
よ
う
、
指
定
管

理
者
と
と
も
に
検
討
し
活
発
な

事
業
展
開
を
望
む
。

４
．
道
路
除
雪
事
業
に
つ
い
て

　
町
・
県
道
の
除
雪
作
業
は
、

事
業
者
に
委
託
さ
れ
て
い
る
が
、

稼
働
時
間
の
把
握
は
受
託
者
の

日
報
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
る
。

　
タ
コ
グ
ラ
フ
を
活
用
す
る
な

ど
稼
働
時
間
の
的
確
な
把
握
に

よ
り
、
従
事
者
の
安
全
衛
生
を

含
め
適
切
か
つ
公
平
な
委
託
と

良
好
な
道
路
通
行
環
境
の
保
持

に
努
め
よ
。

ま
っ
て
い
る
。
委
託
費
６
，０

９
９
千
円
を
支
出
し
て
い
る
が
、

十
分
な
成
果
に
な
っ
て
い
な
い
。

特
産
品
開
発
に
期
待
が
高
ま
る

な
か
、
予
算
審
査
意
見
で
積
極

的
な
事
業
展
開
を
求
め
た
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
販
売
促
進
の
取

り
組
み
が
不
十
分
で
あ
る
。

農
家
の
所
得
向
上
に
つ
な
が
る
、

農
産
物
の
生
産
や
加
工
の
推
進

の
た
め
に
も
戦
略
的
な
販
売
促

進
が
重
要
で
あ
り
、
町
内
特
産

品
販
売
の
総
合
窓
口
と
し
て
、
よ

り
い
っ
そ
う
の
努
力
を
求
め
る
。

３
．
山
村
振
興
施
設
の
管
理
運

営
に
つ
い
て

　
農
林
業
の
体
験
実
習
・
交
流

な
ど
を
目
的
と
す
る
施
設
は
、

指
定
管
理
者
に
管
理
運
営
を
委

託
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
所

期
の
目
的
が
十
分
に
果
た
さ
れ

て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
特
に
、

１
．
未
収
金
に
つ
い
て

　
未
収
金
の
解
消
に
つ
い
て
は

毎
年
、
鋭
意
努
力
を
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
平
成
25

年
度
に
お
い
て
平
常
の
徴
収
事

務
は
も
と
よ
り
、
未
収
金
取
り

組
み
会
議
の
開
催
、
県
西
部
滞

納
整
理
機
構
の
活
用
、
「
税
以

外
の
債
権
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

の
作
成
等
積
極
的
に
取
り
組
ま

れ
て
い
る
こ
と
を
高
く
評
価
し

た
い
。

　
町
税
等
の
収
入
未
済
額
の
状

況
に
つ
い
て
は
別
表
の
と
お
り

で
あ
る
が
、
一
般
会
計
で
は
前

年
度
に
比
較
し
て
総
額
で
１
５
，

９
０
５
千
円
の
減
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
林
業
使
用
料
、
土

地
建
物
貸
付
収
入
等
の
未
収
金

解
消
が
大
き
な
要
因
で
あ
る
。

し
か
し
、
町
税
を
は
じ
め
と
し

て
住
宅
使
用
料
等
に
つ
い
て
は

１
．
石
見
東
太
陽
光
発
電
事
業

に
つ
い
て

　
石
見
東
太
陽
光
発
電
所
の
事

業
収
益
１
０
，８
５
１
千
円
を

日
南
町
病
院
事
業
会
計
に
繰
り

出
し
て
い
る
が
、
事
業
の
目
的

と
収
益
の
使
途
に
つ
い
て
町
民

へ
の
説
明
が
十
分
に
さ
れ
て
い

な
い
。

　
今
後
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
推
進
の
た
め
に
も
、
発
電

施
設
の
設
置
お
よ
び
管
理
に
関

す
る
条
例
を
早
急
に
制
定
す
る

と
と
も
に
町
民
に
周
知
せ
よ
。

２
．
特
産
品
開
発
事
業
に
つ
い
て

　
「
日
南
高
原
米
」
な
ど
の
特

産
品
の
販
売
促
進
を
（
一
財
）

エ
ナ
ジ
ー
に
ち
な
ん
に
委
託
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
の
販
売
額
は

８
，３
７
８
千
円
で
前
年
よ
り

減
少
し
、
計
画
の
49
％
に
と
ど

依
然
と
し
て
増
加
の
傾
向
に
あ

る
。

　
ま
た
、
特
別
会
計
に
お
い
て

も
前
年
度
に
比
較
し
て
１
，
９

５
８
千
円
の
増
と
な
っ
て
お
り
、

そ
の
う
ち
国
民
健
康
保
険
税
が

１
，
０
６
６
千
円
と
大
半
を
占

め
て
い
る
。
病
院
事
業
会
計
に

お
い
て
も
前
年
度
と
比
較
し
て

６
４
３
千
円
の
増
と
な
っ
て
い

る
。

　
内
容
を
精
査
し
て
み
る
と
滞

納
者
は
、
い
ず
れ
も
税
の
み
で

は
な
く
そ
の
他
使
用
料
等
も
滞

納
し
て
お
り
、
中
に
は
固
定
化

し
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
町
税

等
公
法
上
の
債
権
で
あ
れ
ば
滞

納
処
分
の
強
化
が
必
要
で
あ
る

し
、
住
宅
使
用
料
等
私
法
上
の

債
権
に
つ
い
て
は
保
証
人
へ
の

請
求
や
民
事
執
行
法
に
よ
り
強

制
徴
収
手
続
き
を
行
う
こ
と
に

な
る
が
、
こ
れ
ら
未
収
金
の
解

消
に
は
担
当
部
署
の
み
で
は
な

く
全
庁
を
挙
げ
て
の
意
識
の

共
有
と
対
応
が
必
要
で
あ
る
。

　
ま
た
、
町
外
の
滞
納
者
の

中
に
は
連
絡
の
と
れ
な
い
者

も
か
な
り
あ
り
回
収
が
不
可

能
な
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
不
納

欠
損
処
分
が
適
当
と
認
め
ら

れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
早

急
に
基
準
を
設
定
し
処
分
を

行
う
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。

２
．
簡
易
水
道
事
業
に
つ
い
て

　
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

に
お
い
て
平
成
25
年
度
歳
入

歳
出
差
引
不
足
額
が
生
じ
、

平
成
26
年
度
予
算
か
ら
１
５

０
万
６
千
円
の
繰
上
充
用
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
平
成
26

年
度
か
ら
総
事
業
費
３
億
７

千
７
百
万
円
の
日
野
上
・
生

山
統
合
簡
易
水
道
事
業
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。
簡
易
水
道

基
金
残
高
も
ほ
と
ん
ど
な
い

状
況
の
中
、
今
後
困
難
な
会

計
運
営
が
予
想
さ
れ
る
。
将

来
の
簡
易
水
道
事
業
の
運
営

に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
対

策
を
検
討
さ
れ
た
い
。

決
算
審
査
意
見

決
算
審
査
意
見

決
算
審
査
特
別
委
員
会
の
審
査
報
告

決
算
審
査
特
別
委
員
会
の
審
査
報
告

平
成
25
年
度
歳
入
歳
出
決
算
の
監
査
委
員
意
見（
要
旨
）は
、次
の
と
お
り
で
す
。

代
表
監
査
委
員

　石 

川

　
　

 

賢

監 

査 

委 

員

　山 

本   

芳 

昭

平成25年度財政健全化判断比率及び資金不足比率の報告

日南町の財政は黒字経営であり、借入金の返済も将来財政を圧迫する可能性は低いということになります。
また、簡易水道事業会計、農業集落排水事業会計、日南病院事業会計においても25年度は黒字経営となっています。

比率名
実 質 赤 字 比 率
連 結 実 質 赤 字 比 率
実 質 公 債 費 率
将 来 負 担 比 率
資 金 不 足 比 率

比率の内容

財政運営の悪化の度合い

借入金の返済額の大きさ（早期健全化基準は25.0％）
借入金残高が将来財政を圧迫する可能性の度合い
公営企業の経営状態の度合い

25年度

黒字

11.0%
△99.4％

資金不足なし

　
平
成
25
年
度
一
般
会
計
を
は
じ
め
各
会
計
の
審
査
を
す
る
た
め
に
設
置
し
ま
し
た
。

 

（
委
員
会
は
議
員
全
員
で
構
成
、委
員
長
・
坪
倉
勝
幸
、副
委
員
長
・
久
代
安
敏
）

　
９
月

１１
日
か
ら
19
日
ま
で
の
間
で
詳
細
な
審
査
を
行
い
、そ
の
結
果
、い
ず
れ
の
決
算
議
案
も
次
の
意
見
を
付
し

て
認
定
す
べ
き
と
決
定
し
ま
し
た
。

日南町の借金・貯金はどれだけある？
平成25年度末の日南町の借金は、81億9,185万円あります。

（一般会計、特別会計の合計額。ただし、病院事業会計は除く。）
貯金（基金）は、49億4,972万円あります。町民１人あたりで
計算すると、借金は1,543,302円です。  
町民１人あたりの貯金は932,502円となります。  

（人口は平成26年3月31日現在5,308人） 

借金（地方債残高）
単位：億円 貯金（基金）

一般会計
収入未済額（円）
14,736,200

726,260
532,346

2,961,595
14,000
47,420

12,014,731
125,556

31,158,108

項　目
町　　　　　　　税
児童福祉費負担金（保育料）
道　路　使　用　料
住　宅　使　用　料
定住促進施設使用料
災害援護資金貸付金
住宅新築資金等貸付金
雑　　　　　　　入

合　 計

特別会計
収入未済額（円）
12,140,987
2,034,670
1,075,754
2,138,320

511,599
53,700

105,700
18,060,730

項　目
国 民 健 康 保 険 税
水 　 道 　 料 　 金
下 水 道 料 金・分 担 金
介　護　保　険　料
介護サービス自己負担金

（介護サービス）施設使用料
後期高齢者医療保険料

合　計

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度
0

20

40
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120
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町政のここが聞きたい 町政のここが聞きたい

　
　
　
防
災
対
応

①
日
南
町
に
於
い
て
も
「
大
雨
・
洪
水
」
等
の
警
報
が
頻
繁

に
発
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
日
南
町
は
範
囲
が
広
く
警
報
が

身
近
に
感
じ
ら
れ
な
い
。
少
な
く
と
も
旧
小
学
校
区
の
範

囲
に
特
定
で
き
な
い
も
の
か
。

②
町
と
し
て
の
異
常
気
象
時
の
避
難
勧
告
は
、
ど
の
様
な
状

況
で
、
ど
の
範
囲
で
地
域
を
特
定
し
て
、
ど
の
様
な
方
法

で
行
わ
れ
る
の
か
。

③
砂
防
ダ
ム
が
各
所
に
作
ら
れ
て
い
る
が
、
何
処
も
堆
積
し

た
砂
で
満
杯
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
で
は
防
災
の
意
味
が

無
い
と
考
え
る
が
、
町
長
の
見
解
を
問
う
。

④
大
雨
の
時
、
立
木
や
、
切
り
捨
て
間
伐
の
木
材
の
河
川
へ

の
流
出
が
考
え
ら
れ
る
。
河
川
内
に
繁
茂
し
た
木
や
草
、

ま
た
橋
脚
に
引
っ
掛
か
れ
ば
、
水
の
流
れ
を
阻
害
し
氾
濫

の
危
険
が
あ
る
。
何
ら
か
の
対
応
が
必
要
と
考
え
る
が
、

町
長
の
見
解
を
問
う
。

⑤
そ
も
そ
も
町
と
し
て
、
防
災
の
た
め
の
日
常
の
町
内
巡
回

や
予
防
対
応
は
、
ど
の
様
に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た

要
重
点
地
区
を
指
定
し
、
対
策
を
計
画
的
に
進
め
て
い
る

の
か
を
問
う
。

　
　
　
増
原
町
長

①
警
報
は
気
象
庁
が
市
町
区
域
で
発
令
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
町
内
地
域
で
の
災
害
警
戒
に
係
る
降
雨
量
推
定
の

状
況
は
把
握
で
き
る
が
、
刻
々
と
変
化
す
る
デ
ー
タ
で
の

判
断
は
困
難
。

②
避
難
勧
告
を
発
令
す
る
の
は
、
土
砂
災
害
警
戒
情
報
や
短

時
間
で
の
大
雨
情
報
等
に
加
え
、
国
や
県
に
よ
る
緊
急
の

情
報
が
あ
り
、
災
害
発
生
の
危
険
性
が
あ
る
と
町
長
が
判

断
し
た
と
き
。

③
多
く
の
砂
防
ダ
ム
の
土
砂
の
考
え
方
は
、
満
砂
状
態
に
な

っ
た
場
合
に
お
い
て
も
、
計
画
の
土
石
流
の
量
に
対
応
で

き
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い
る
。

④
山
林
所
有
者
や
間
伐
事
業
者
に
協
力
を
願
い
、
で
き
る
だ

け
林
内
に
残
さ
な
い
よ
う
に
す
る
。

⑤
不
定
期
で
は
あ
る
が
、
春
か
ら
各
地
域
の
集
会
所
に
出
か

け
、
裏
山
の
傾
斜
等
の
状
況
を
確
認
し
て
い
る
。
各
地
域

に
お
け
る
イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン
の
周
知
と
各
地
域
で
の
対
応

の
あ
り
方
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

　
　
　
高
齢
化
社
会
の
医
療
費
・
介
護
費
抑
制

①
日
南
町
は
、
医
療
費
や
介
護
費
を
抑
え
る
為
に
、
予
防
策

な
ど
新
た
な
取
り
組
み
と
、
地
域
に
対
し
て
ど
ん
な
協
力

体
制
が
必
要
と
考
え
て
い
る
か
問
う
。

②
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
使
っ
て
い
な
い
高
齢
者
で
認
知
症
の
方

が
お
ら
れ
ま
す
が
、
介
護
体
制
の
整
備
や
支
援
策
の
充
実
、

そ
れ
に
認
知
症
予
防
策
な
ど
を
ど
の
様
に
考
え
て
い
る
か

問
う
。

　
　
　
増
原
町
長
　

①
本
町
で
は
、
昭
和
54
年
か
ら
い
ち
早
く
医
療
と
保
健
の
連

携
を
図
り
、
全
町
的
な
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
て
き
た
。

そ
う
し
た
中
、
「
に
こ
に
こ
健
康
に
ち
な
ん
21
」
計
画
を

策
定
、
現
在
は
、
「
第
２
期
に
こ
に
こ
健
康
に
ち
な
ん

21
」
に
基
づ
い
て
、
生
涯
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
の
推
進

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
介
護
予
防
教
室
を
開
催
し
、

高
齢
期
の
健
康
増
進
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後
も
、

若
い
世
代
か
ら
の
地
域
ぐ
る
み
の
健
康
づ
く
り
を
い
っ
そ

う
推
進
し
て
い
き
た
い
。

②
平
成
26
年
3
月
末
の
総
人
口
は
5
，3
0
8
人
で
、
介
護
保

険
の
第
１
号
被
保
険
者
は
2
，4
6
7
人
、
要
介
護
認
定

者
は
6
5
7
人
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
内
、
日
常
生
活
に

支
障
の
あ
る
の
認
知
症
高
齢
者
は
3
7
8
人
で
、
要
介
護

認
定
者
の
2
人
に
1
人
は
、
生
活
に
支
障
の
あ
る
認
知
症

症
状
が
あ
る
状
況
で
あ
る
。
町
で
は
、
病
院
、
日
南
福
祉

会
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
な
る
認
知
症
対
策
作

業
部
会
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
な
ど
を
通
じ
、

そ
の
対
策
を
進
め
て
い
る
。

　
　
　
ふ
る
さ
と
納
税
拡
充

①
国
は
、
故
郷
や
応
援
し
た
い
自
治
体
を
財
政
面
で
支
援
す

る
「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」
を
2
0
1
5
年
度
か
ら
拡
充

す
る
方
針
を
固
め
た
。
一
層
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
に
関
心

が
高
ま
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
後
、
日
南
町
の
ふ
る
さ
と

納
税
寄
附
金
を
拡
充
す
る
為
の
P
R
と
取
り
組
み
は
ど
の

様
に
考
え
て
い
る
か
問
う
。

②
ふ
る
さ
と
納
税
者
に
は
「
節
税
」
と
「
お
礼
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
」
の
特
典
が
有
り
、
ま
た
寄
附
金
の
使
い
道
を
指
定
出

来
る
画
期
的
な
制
度
で
す
。
日
南
町
も
１
万
円
以
上
の
寄

付
を
頂
い
た
方
に
特
産
品
の
セ
ッ
ト
を
お
送
り
し
て
い
る

が
、
特
産
品
開
発
の
取
組
状
況
と
、
特
産
品
以
外
に
何
か

検
討
し
て
い
る
か
問
う
。

　
　
　
町
長

①
大
都
市
圏
か
ら
の
寄
付
が
大
半
で
あ
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
町
人
会
や
県
人
会
な
ど
も
さ
ら
に

P
R
を
強
化
し
、
納
付
の
方
法
も
簡
素
化
す
る
こ
と
を
検

討
し
た
い
。

②
現
在
金
額
に
よ
っ
て
贈
る
品
物
の
選
択
を
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
が
、
農
産
加
工
品
の
開
発
も
進
め
る
こ
と
に
し
て

お
り
、
ま
た
町
の
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
も
活
用
し
て
、
日

南
町
を
P
R
し
た
い
。

問問

問問問問問問

防災及び危機管理を問う

各関係機関との情報を
　　　　　密にして対応する

答答

答答答答

答答

問問 高齢者が安心して生活
　　　　　できる取り組みは

医療と保健の連携の
　　　さらなる強化に努める

答答

にちなん議会だより　 平成26年10月発行　No.137

日南町防災訓練・災害対策本部（H26.9.28）公式キャラクターと発案者の池岡さん
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古都久志議員足羽　覚議員

－8－－9－

町政のここが聞きたい 町政のここが聞きたい

　
　
　
防
災
対
応

①
日
南
町
に
於
い
て
も
「
大
雨
・
洪
水
」
等
の
警
報
が
頻
繁

に
発
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
日
南
町
は
範
囲
が
広
く
警
報
が

身
近
に
感
じ
ら
れ
な
い
。
少
な
く
と
も
旧
小
学
校
区
の
範

囲
に
特
定
で
き
な
い
も
の
か
。

②
町
と
し
て
の
異
常
気
象
時
の
避
難
勧
告
は
、
ど
の
様
な
状

況
で
、
ど
の
範
囲
で
地
域
を
特
定
し
て
、
ど
の
様
な
方
法

で
行
わ
れ
る
の
か
。

③
砂
防
ダ
ム
が
各
所
に
作
ら
れ
て
い
る
が
、
何
処
も
堆
積
し

た
砂
で
満
杯
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
で
は
防
災
の
意
味
が

無
い
と
考
え
る
が
、
町
長
の
見
解
を
問
う
。

④
大
雨
の
時
、
立
木
や
、
切
り
捨
て
間
伐
の
木
材
の
河
川
へ

の
流
出
が
考
え
ら
れ
る
。
河
川
内
に
繁
茂
し
た
木
や
草
、

ま
た
橋
脚
に
引
っ
掛
か
れ
ば
、
水
の
流
れ
を
阻
害
し
氾
濫

の
危
険
が
あ
る
。
何
ら
か
の
対
応
が
必
要
と
考
え
る
が
、

町
長
の
見
解
を
問
う
。

⑤
そ
も
そ
も
町
と
し
て
、
防
災
の
た
め
の
日
常
の
町
内
巡
回

や
予
防
対
応
は
、
ど
の
様
に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た

要
重
点
地
区
を
指
定
し
、
対
策
を
計
画
的
に
進
め
て
い
る

の
か
を
問
う
。

　
　
　
増
原
町
長

①
警
報
は
気
象
庁
が
市
町
区
域
で
発
令
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
町
内
地
域
で
の
災
害
警
戒
に
係
る
降
雨
量
推
定
の

状
況
は
把
握
で
き
る
が
、
刻
々
と
変
化
す
る
デ
ー
タ
で
の

判
断
は
困
難
。

②
避
難
勧
告
を
発
令
す
る
の
は
、
土
砂
災
害
警
戒
情
報
や
短

時
間
で
の
大
雨
情
報
等
に
加
え
、
国
や
県
に
よ
る
緊
急
の

情
報
が
あ
り
、
災
害
発
生
の
危
険
性
が
あ
る
と
町
長
が
判

断
し
た
と
き
。

③
多
く
の
砂
防
ダ
ム
の
土
砂
の
考
え
方
は
、
満
砂
状
態
に
な

っ
た
場
合
に
お
い
て
も
、
計
画
の
土
石
流
の
量
に
対
応
で

き
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い
る
。

④
山
林
所
有
者
や
間
伐
事
業
者
に
協
力
を
願
い
、
で
き
る
だ

け
林
内
に
残
さ
な
い
よ
う
に
す
る
。

⑤
不
定
期
で
は
あ
る
が
、
春
か
ら
各
地
域
の
集
会
所
に
出
か

け
、
裏
山
の
傾
斜
等
の
状
況
を
確
認
し
て
い
る
。
各
地
域

に
お
け
る
イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン
の
周
知
と
各
地
域
で
の
対
応

の
あ
り
方
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

　
　
　
高
齢
化
社
会
の
医
療
費
・
介
護
費
抑
制

①
日
南
町
は
、
医
療
費
や
介
護
費
を
抑
え
る
為
に
、
予
防
策

な
ど
新
た
な
取
り
組
み
と
、
地
域
に
対
し
て
ど
ん
な
協
力

体
制
が
必
要
と
考
え
て
い
る
か
問
う
。

②
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
使
っ
て
い
な
い
高
齢
者
で
認
知
症
の
方

が
お
ら
れ
ま
す
が
、
介
護
体
制
の
整
備
や
支
援
策
の
充
実
、

そ
れ
に
認
知
症
予
防
策
な
ど
を
ど
の
様
に
考
え
て
い
る
か

問
う
。

　
　
　
増
原
町
長
　

①
本
町
で
は
、
昭
和
54
年
か
ら
い
ち
早
く
医
療
と
保
健
の
連

携
を
図
り
、
全
町
的
な
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
て
き
た
。

そ
う
し
た
中
、
「
に
こ
に
こ
健
康
に
ち
な
ん
21
」
計
画
を

策
定
、
現
在
は
、
「
第
２
期
に
こ
に
こ
健
康
に
ち
な
ん

21
」
に
基
づ
い
て
、
生
涯
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
の
推
進

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
介
護
予
防
教
室
を
開
催
し
、

高
齢
期
の
健
康
増
進
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後
も
、

若
い
世
代
か
ら
の
地
域
ぐ
る
み
の
健
康
づ
く
り
を
い
っ
そ

う
推
進
し
て
い
き
た
い
。

②
平
成
26
年
3
月
末
の
総
人
口
は
5
，3
0
8
人
で
、
介
護
保

険
の
第
１
号
被
保
険
者
は
2
，4
6
7
人
、
要
介
護
認
定

者
は
6
5
7
人
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
内
、
日
常
生
活
に

支
障
の
あ
る
の
認
知
症
高
齢
者
は
3
7
8
人
で
、
要
介
護

認
定
者
の
2
人
に
1
人
は
、
生
活
に
支
障
の
あ
る
認
知
症

症
状
が
あ
る
状
況
で
あ
る
。
町
で
は
、
病
院
、
日
南
福
祉

会
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
な
る
認
知
症
対
策
作

業
部
会
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
な
ど
を
通
じ
、

そ
の
対
策
を
進
め
て
い
る
。

　
　
　
ふ
る
さ
と
納
税
拡
充

①
国
は
、
故
郷
や
応
援
し
た
い
自
治
体
を
財
政
面
で
支
援
す

る
「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」
を
2
0
1
5
年
度
か
ら
拡
充

す
る
方
針
を
固
め
た
。
一
層
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
に
関
心

が
高
ま
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
後
、
日
南
町
の
ふ
る
さ
と

納
税
寄
附
金
を
拡
充
す
る
為
の
P
R
と
取
り
組
み
は
ど
の

様
に
考
え
て
い
る
か
問
う
。

②
ふ
る
さ
と
納
税
者
に
は
「
節
税
」
と
「
お
礼
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
」
の
特
典
が
有
り
、
ま
た
寄
附
金
の
使
い
道
を
指
定
出

来
る
画
期
的
な
制
度
で
す
。
日
南
町
も
１
万
円
以
上
の
寄

付
を
頂
い
た
方
に
特
産
品
の
セ
ッ
ト
を
お
送
り
し
て
い
る

が
、
特
産
品
開
発
の
取
組
状
況
と
、
特
産
品
以
外
に
何
か

検
討
し
て
い
る
か
問
う
。

　
　
　
町
長

①
大
都
市
圏
か
ら
の
寄
付
が
大
半
で
あ
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
町
人
会
や
県
人
会
な
ど
も
さ
ら
に

P
R
を
強
化
し
、
納
付
の
方
法
も
簡
素
化
す
る
こ
と
を
検

討
し
た
い
。

②
現
在
金
額
に
よ
っ
て
贈
る
品
物
の
選
択
を
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
が
、
農
産
加
工
品
の
開
発
も
進
め
る
こ
と
に
し
て

お
り
、
ま
た
町
の
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
も
活
用
し
て
、
日

南
町
を
P
R
し
た
い
。

問問

問問問問問問

防災及び危機管理を問う

各関係機関との情報を
　　　　　密にして対応する

答答

答答答答

答答

問問 高齢者が安心して生活
　　　　　できる取り組みは

医療と保健の連携の
　　　さらなる強化に努める

答答

にちなん議会だより　 平成26年10月発行　No.137

日南町防災訓練・災害対策本部（H26.9.28）公式キャラクターと発案者の池岡さん
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三上惇二議員久代安敏議員

－10－－11－

町政のここが聞きたい 町政のここが聞きたい

　
　
　情
報
発
信
の
重
要
性

①
26
年
８
月
豪
雨
に
よ
る
広
島
県
の
被
害
が
大
き
い
。
危
険

情
報
の
共
有
、
周
知
、
警
報
、
勧
告
の
有
り
方
、
情
報
の

選
択
な
ど
、
町
民
の
安
全
確
保
に
ど
う
生
か
す
の
か
。

②
8
月
5
日
、
朝
日
新
聞
が
「
慰
安
婦
問
題
」
に
つ
い
て
報

道
の
誤
り
を
認
め
た
。
国
民
は
も
と
よ
り
韓
国
、
世
界
中

に
謝
罪
す
る
べ
き
と
思
う
が
町
長
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

　
　
　増
原
町
長

①
近
年
の
災
害
が
急
な
気
象
変
動
で
発
生
し
て
お
り
、
体
制

を
再
検
討
す
る
。
ま
た
、
早
め
の
避
難
を
喚
起
す
る
。

②
正
確
か
つ
十
分
な
取
材
と
、
公
平
公
正
な
報
道
に
努
め
て

い
た
だ
く
こ
と
を
願
う
。

　
　
　中
心
地
域
整
備

①
民
間
参
入
に
よ
る
商
業
施
設
、
農
産
物
の
加
工
販
売
施
設

（
道
の
駅
）
等
が
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、
平
成
27
年
度
ま

で
の
整
備
計
画
を
示
し
て
頂
き
た
い
。

②
日
南
町
に
整
備
す
る
道
の
駅
の
特
徴
は
。

③
高
齢
者
の
買
い
物
支
援
に
つ
な
が
る
運
営
は
出
来
な
い
か
。

④
ふ
る
さ
と
宅
急
便
の
全
国
発
送
の
拠
点
施
設
に
し
て
は
。

⑤
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
活
用
し
た
ら
ど
う
か
。

　
　
　町
長

①
平
成
26
年
に
は
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
と
コ
ン
ビ
ニ
の
整
備
、

仮
庁
舎
の
撤
去
を
行
い
、
27
年
度
に
は
、
道
路
、
上
下
水

道
、 

直
売
所
、
朝
採
れ
野
菜
集
荷
施
設
、
加
工
所
、
食
堂
、

駐
車
場
、
ト
イ
レ
、
休
憩
施
設
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
タ
ク

シ
ー
の
配
備
を
計
画
し
て
い
る
。

②
魅
力
的
な
商
品
が
最
重
要
。
隣
県
の
商
品
も
そ
ろ
え
た
い
。

③
中
心
地
域
の
公
共
交
通
の
拡
充
を
検
討
す
る
。

④
直
売
所
の
機
能
と
し
て
検
討
す
る
。

⑤
日
南
町
の
フ
ァ
ン
を
増
や
す
一
助
と
し
た
い
。

　
　
　農
業
施
策

①
異
常
気
象
、
米
価
の
下
落
な
ど
、
現
状
把
握
は
。

②
多
面
的
機
能
支
払
事
業
、
中
山
間
地
直
接
支
払
い
事
業
の

成
果
と
課
題
、
ま
た
27
年
以
降
の
事
業
継
続
の
見
通
し
は
。

協
定
数
、
面
積
の
拡
大
が
望
ま
れ
る
が
。

③
農
業
研
修
生
制
度
実
施
に
よ
る
成
果
と
課
題
に
つ
い
て
。

特
に
農
地
の
取
得
に
つ
い
て
十
分
対
応
で
き
る
か
ど
う
か
。

　
　
　町
長

①
水
稲
、
ソ
バ
、
基
幹
４
品
目
野
菜
を
中
心
に
、
収
穫
量
の

減
少
及
び
品
質
低
下
は
否
め
な
い
。

②
中
山
間
地
直
接
支
払
制
度
に
よ
り
、
農
地
の
保
全
、
集
落

営
農
組
織
の
設
立
、
農
家
所
得
向
上
が
図
ら
れ
た
が
、
共

同
利
用
機
械
の
導
入
、
集
落
営
農
へ
発
展
す
る
協
定
数
が

少
な
か
っ
た
。
少
人
数
で
の
協
定
設
立
も
困
難
で
あ
っ
た
。

　
農
地
・
水
保
全
管
理
支
払
事
業
に
よ
り
、
景
観
の
形
成
、

農
道
舗
装
、
水
路
の
修
繕
等
が
図
ら
れ
た
が
、
話
し
合
い

活
動
の
不
足
、
人
材
不
足
等
に
よ
り
協
定
が
伸
び
悩
ん
だ
。

　
平
成
26
年
度
か
ら
新
規
に
7
協
定(

対
象
農
地
1
2
2
ha
追
加)

③
21
人
が
定
住
。
住
宅
事
情
に
よ
り
利
用
権
設
定
す
る
農
地

が
遠
距
離
と
な
る
場
合
も
あ
る
。

　
　
　林
業
振
興

①
架
線
に
よ
る
全
幹
集
材
も
導
入
す
る
事
が
必
要
で
は
。

②
日
南
町
木
材
生
産
事
業
協
同
組
合
に
対
し
、
業
界
の
再
編
、

体
制
整
備
を
拡
充
の
た
め
に
、
指
導
さ
れ
る
考
え
は
無
い

か
。

　
　
　町
長

①
架
線
集
材
の
利
点
も
あ
る
が
、
課
題
が
多
い
。
当
面
は
、

車
両
系
の
高
性
能
林
業
機
械
を
セ
ッ
ト
で
装
備
し
た
事
業

体
を
育
成
す
べ
き
と
考
え
る
。

②
日
南
町
木
材
生
産
事
業
協
同
組
合
に
は
、
組
合
員
へ
の
指

導
体
制
の
強
化
を
期
待
し
て
い
る
。

　
　
　安
倍
政
権
の
農
業
政
策
と
日
南
町
農
業

①
今
年
の
新
米
が
大
暴
落
し
て
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
で
4
，6
0
0

円
／
1
袋
30
㎏
の
概
算
金
と
な
っ
て
い
る
。
稲
作
農
家
へ

の
打
撃
は
甚
大
で
あ
り
、
国
・
県
・
JA
な
ど
関
係
機
関
と

の
協
議
で
価
格
保
障
対
策
を
。

②
安
倍
政
権
の
「
農
家
の
所
得
倍
増
」
は
、
絵
に
描
い
た
餅

で
は
な
い
か
。

③
農
地
中
間
管
理
機
構
の
創
設
、
米
生
産
調
整
の
廃
止
、
大

規
模
経
営
に
絞
り
込
ん
だ
「
経
営
安
定
対
策
」
や
、
農
業

委
員
会
、
農
業
生
産
法
人
、
農
協
の
制
度
見
直
し
な
ど
の

「
新
成
長
戦
略
」
と
「
規
制
改
革
実
施
計
画
」
を
ど
う
評

価
し
て
い
る
か
。

④
今
回
の
農
政
「
改
革
」
は
、
農
協
の
役
職
員
や
農
業
委
員

だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
す
べ
て
の
農
業
者
の
権
利
や
営

農
を
脅
か
す
重
大
な
問
題
だ
と
考
え
る
が
。

　
　
　
増
原
町
長

①
・
平
成
26
年
産
に
限
り
、
国
の
制
度｢

収
入
減
少
緩
和
対

策(

ナ
ラ
シ
移
行
の
た
め
の
円
滑
化
対
策)｣

に
よ
り
収
入
補

填
が
あ
る
。

・
鳥
取
西
部
農
協
へ
は
販
売
強
化
を
求
め
る
。

・
平
成
27
年
以
降
に
つ
い
て
は
、
ナ
ラ
シ
対
策
加
入
要
件
の

拡
大
を
要
望
す
る
。

②
・
米
に
つ
い
て
は
農
政
改
革
に
よ
る
米
の
需
給
調
整
の
乱

れ
か
ら
米
価
の
下
落
が
現
実
化
し
所
得
倍
増
は
ほ
ど
遠
い
。

・
高
生
産
性
・
高
付
加
価
値
の
あ
る
野
菜
振
興
（
基
幹
４
品

目
）
を
推
進
し
、
農
家
所
得
向
上
を
図
る
。

③
大
規
模
農
家
等
に
絞
り
込
ん
だ
農
業
施
策
だ
け
で
は
中
山

間
地
域
の
維
持
・
発
展
は
見
込
め
な
い
。
国
土
の
半
分
を

占
め
る
中
山
間
地
で
安
心
し
て
住
め
る
仕
組
み
が
必
要
と

考
え
る
。

・
農
業
関
係
組
織
の
制
度
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
変
化
・
改

革
が
必
要
で
あ
る
が
、
広
く
意
見
聴
取
し
進
行
す
べ
き
と

考
え
る
。

④
当
事
者
で
あ
る
農
業
関
係
組
織
と
そ
れ
を
構
成
す
る
農
業

者
自
ら
が
本
気
で
考
え
る
べ
き
問
題
と
捉
え
る
。

　
　
　こ
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度

　
来
年
4
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
「
こ
ど
も
・
子
育
て
新
制

度
」
に
お
け
る
町
の
保
育
政
策
と
子
育
て
支
援
政
策
は
。

　
　
　町
長

　
施
設
給
付
を
担
う
事
業
所
は
公
立
保
育
園
の
み
で
あ
り
、

事
務
手
続
き
や
利
用
料
負
担
な
ど
現
状
と
大
き
な
変
化
な
く

移
行
す
る
。
地
域
型
保
育
や
地
域
の
子
育
て
支
援
策
な
ど
子

育
て
支
援
策
全
般
の
拡
充
に
努
め
る
。
12
月
議
会
に
条
例
を

上
程
す
る
。

　
　
　原
発
再
稼
働

　
大
飯
原
発
の
運
転
差
し
止
め
訴
訟
で
原
告
の
主
張
が
認
め

ら
れ
た
福
井
地
裁
判
決(

5
月
21
日)

は
、
島
根
原
発
再
稼
働

や
、
現
在
係
争
中
の
裁
判
に
つ
い
て
も
大
き
く
影
響
す
る
も

の
だ
と
考
え
る
が
。

　
　
　町
長

　
原
発
の
是
非
に
つ
い
て
述
べ
る
立
場
に
な
く
、
今
回
の
判

決
で
、
原
発
の
廃
止
に
傾
い
て
い
く
と
は
考
え
に
く
い
。

問問

問問

安全のための情報発信を

早めの避難を呼びかける答答

答答問問問問問問 答答

問問問問 答答答答

答答答答

問問答答

問問 生産者米価大暴落への対策を

国や農協などにはたらきかける答答
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町政のここが聞きたい 町政のここが聞きたい

　
　
　情
報
発
信
の
重
要
性

①
26
年
８
月
豪
雨
に
よ
る
広
島
県
の
被
害
が
大
き
い
。
危
険

情
報
の
共
有
、
周
知
、
警
報
、
勧
告
の
有
り
方
、
情
報
の

選
択
な
ど
、
町
民
の
安
全
確
保
に
ど
う
生
か
す
の
か
。

②
8
月
5
日
、
朝
日
新
聞
が
「
慰
安
婦
問
題
」
に
つ
い
て
報

道
の
誤
り
を
認
め
た
。
国
民
は
も
と
よ
り
韓
国
、
世
界
中

に
謝
罪
す
る
べ
き
と
思
う
が
町
長
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

　
　
　増
原
町
長

①
近
年
の
災
害
が
急
な
気
象
変
動
で
発
生
し
て
お
り
、
体
制

を
再
検
討
す
る
。
ま
た
、
早
め
の
避
難
を
喚
起
す
る
。

②
正
確
か
つ
十
分
な
取
材
と
、
公
平
公
正
な
報
道
に
努
め
て

い
た
だ
く
こ
と
を
願
う
。

　
　
　中
心
地
域
整
備

①
民
間
参
入
に
よ
る
商
業
施
設
、
農
産
物
の
加
工
販
売
施
設

（
道
の
駅
）
等
が
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、
平
成
27
年
度
ま

で
の
整
備
計
画
を
示
し
て
頂
き
た
い
。

②
日
南
町
に
整
備
す
る
道
の
駅
の
特
徴
は
。

③
高
齢
者
の
買
い
物
支
援
に
つ
な
が
る
運
営
は
出
来
な
い
か
。

④
ふ
る
さ
と
宅
急
便
の
全
国
発
送
の
拠
点
施
設
に
し
て
は
。

⑤
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
活
用
し
た
ら
ど
う
か
。

　
　
　町
長

①
平
成
26
年
に
は
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
と
コ
ン
ビ
ニ
の
整
備
、

仮
庁
舎
の
撤
去
を
行
い
、
27
年
度
に
は
、
道
路
、
上
下
水

道
、 

直
売
所
、
朝
採
れ
野
菜
集
荷
施
設
、
加
工
所
、
食
堂
、

駐
車
場
、
ト
イ
レ
、
休
憩
施
設
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
タ
ク

シ
ー
の
配
備
を
計
画
し
て
い
る
。

②
魅
力
的
な
商
品
が
最
重
要
。
隣
県
の
商
品
も
そ
ろ
え
た
い
。

③
中
心
地
域
の
公
共
交
通
の
拡
充
を
検
討
す
る
。

④
直
売
所
の
機
能
と
し
て
検
討
す
る
。

⑤
日
南
町
の
フ
ァ
ン
を
増
や
す
一
助
と
し
た
い
。

　
　
　農
業
施
策

①
異
常
気
象
、
米
価
の
下
落
な
ど
、
現
状
把
握
は
。

②
多
面
的
機
能
支
払
事
業
、
中
山
間
地
直
接
支
払
い
事
業
の

成
果
と
課
題
、
ま
た
27
年
以
降
の
事
業
継
続
の
見
通
し
は
。

協
定
数
、
面
積
の
拡
大
が
望
ま
れ
る
が
。

③
農
業
研
修
生
制
度
実
施
に
よ
る
成
果
と
課
題
に
つ
い
て
。

特
に
農
地
の
取
得
に
つ
い
て
十
分
対
応
で
き
る
か
ど
う
か
。

　
　
　町
長

①
水
稲
、
ソ
バ
、
基
幹
４
品
目
野
菜
を
中
心
に
、
収
穫
量
の

減
少
及
び
品
質
低
下
は
否
め
な
い
。

②
中
山
間
地
直
接
支
払
制
度
に
よ
り
、
農
地
の
保
全
、
集
落

営
農
組
織
の
設
立
、
農
家
所
得
向
上
が
図
ら
れ
た
が
、
共

同
利
用
機
械
の
導
入
、
集
落
営
農
へ
発
展
す
る
協
定
数
が

少
な
か
っ
た
。
少
人
数
で
の
協
定
設
立
も
困
難
で
あ
っ
た
。

　
農
地
・
水
保
全
管
理
支
払
事
業
に
よ
り
、
景
観
の
形
成
、

農
道
舗
装
、
水
路
の
修
繕
等
が
図
ら
れ
た
が
、
話
し
合
い

活
動
の
不
足
、
人
材
不
足
等
に
よ
り
協
定
が
伸
び
悩
ん
だ
。

　
平
成
26
年
度
か
ら
新
規
に
7
協
定(

対
象
農
地
1
2
2
ha
追
加)

③
21
人
が
定
住
。
住
宅
事
情
に
よ
り
利
用
権
設
定
す
る
農
地

が
遠
距
離
と
な
る
場
合
も
あ
る
。

　
　
　林
業
振
興

①
架
線
に
よ
る
全
幹
集
材
も
導
入
す
る
事
が
必
要
で
は
。

②
日
南
町
木
材
生
産
事
業
協
同
組
合
に
対
し
、
業
界
の
再
編
、

体
制
整
備
を
拡
充
の
た
め
に
、
指
導
さ
れ
る
考
え
は
無
い

か
。

　
　
　町
長

①
架
線
集
材
の
利
点
も
あ
る
が
、
課
題
が
多
い
。
当
面
は
、

車
両
系
の
高
性
能
林
業
機
械
を
セ
ッ
ト
で
装
備
し
た
事
業

体
を
育
成
す
べ
き
と
考
え
る
。

②
日
南
町
木
材
生
産
事
業
協
同
組
合
に
は
、
組
合
員
へ
の
指

導
体
制
の
強
化
を
期
待
し
て
い
る
。

　
　
　安
倍
政
権
の
農
業
政
策
と
日
南
町
農
業

①
今
年
の
新
米
が
大
暴
落
し
て
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
で
4
，6
0
0

円
／
1
袋
30
㎏
の
概
算
金
と
な
っ
て
い
る
。
稲
作
農
家
へ

の
打
撃
は
甚
大
で
あ
り
、
国
・
県
・
JA
な
ど
関
係
機
関
と

の
協
議
で
価
格
保
障
対
策
を
。

②
安
倍
政
権
の
「
農
家
の
所
得
倍
増
」
は
、
絵
に
描
い
た
餅

で
は
な
い
か
。

③
農
地
中
間
管
理
機
構
の
創
設
、
米
生
産
調
整
の
廃
止
、
大

規
模
経
営
に
絞
り
込
ん
だ
「
経
営
安
定
対
策
」
や
、
農
業

委
員
会
、
農
業
生
産
法
人
、
農
協
の
制
度
見
直
し
な
ど
の

「
新
成
長
戦
略
」
と
「
規
制
改
革
実
施
計
画
」
を
ど
う
評

価
し
て
い
る
か
。

④
今
回
の
農
政
「
改
革
」
は
、
農
協
の
役
職
員
や
農
業
委
員

だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
す
べ
て
の
農
業
者
の
権
利
や
営

農
を
脅
か
す
重
大
な
問
題
だ
と
考
え
る
が
。

　
　
　
増
原
町
長

①
・
平
成
26
年
産
に
限
り
、
国
の
制
度｢
収
入
減
少
緩
和
対

策(

ナ
ラ
シ
移
行
の
た
め
の
円
滑
化
対
策)｣
に
よ
り
収
入
補

填
が
あ
る
。

・
鳥
取
西
部
農
協
へ
は
販
売
強
化
を
求
め
る
。

・
平
成
27
年
以
降
に
つ
い
て
は
、
ナ
ラ
シ
対
策
加
入
要
件
の

拡
大
を
要
望
す
る
。

②
・
米
に
つ
い
て
は
農
政
改
革
に
よ
る
米
の
需
給
調
整
の
乱

れ
か
ら
米
価
の
下
落
が
現
実
化
し
所
得
倍
増
は
ほ
ど
遠
い
。

・
高
生
産
性
・
高
付
加
価
値
の
あ
る
野
菜
振
興
（
基
幹
４
品

目
）
を
推
進
し
、
農
家
所
得
向
上
を
図
る
。

③
大
規
模
農
家
等
に
絞
り
込
ん
だ
農
業
施
策
だ
け
で
は
中
山

間
地
域
の
維
持
・
発
展
は
見
込
め
な
い
。
国
土
の
半
分
を

占
め
る
中
山
間
地
で
安
心
し
て
住
め
る
仕
組
み
が
必
要
と

考
え
る
。

・
農
業
関
係
組
織
の
制
度
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
変
化
・
改

革
が
必
要
で
あ
る
が
、
広
く
意
見
聴
取
し
進
行
す
べ
き
と

考
え
る
。

④
当
事
者
で
あ
る
農
業
関
係
組
織
と
そ
れ
を
構
成
す
る
農
業

者
自
ら
が
本
気
で
考
え
る
べ
き
問
題
と
捉
え
る
。

　
　
　こ
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度

　
来
年
4
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
「
こ
ど
も
・
子
育
て
新
制

度
」
に
お
け
る
町
の
保
育
政
策
と
子
育
て
支
援
政
策
は
。

　
　
　町
長

　
施
設
給
付
を
担
う
事
業
所
は
公
立
保
育
園
の
み
で
あ
り
、

事
務
手
続
き
や
利
用
料
負
担
な
ど
現
状
と
大
き
な
変
化
な
く

移
行
す
る
。
地
域
型
保
育
や
地
域
の
子
育
て
支
援
策
な
ど
子

育
て
支
援
策
全
般
の
拡
充
に
努
め
る
。
12
月
議
会
に
条
例
を

上
程
す
る
。

　
　
　原
発
再
稼
働

　
大
飯
原
発
の
運
転
差
し
止
め
訴
訟
で
原
告
の
主
張
が
認
め

ら
れ
た
福
井
地
裁
判
決(

5
月
21
日)

は
、
島
根
原
発
再
稼
働

や
、
現
在
係
争
中
の
裁
判
に
つ
い
て
も
大
き
く
影
響
す
る
も

の
だ
と
考
え
る
が
。

　
　
　町
長

　
原
発
の
是
非
に
つ
い
て
述
べ
る
立
場
に
な
く
、
今
回
の
判

決
で
、
原
発
の
廃
止
に
傾
い
て
い
く
と
は
考
え
に
く
い
。

問問

問問

安全のための情報発信を

早めの避難を呼びかける答答

答答問問問問問問 答答

問問問問 答答答答

答答答答

問問答答

問問 生産者米価大暴落への対策を

国や農協などにはたらきかける答答
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古都勝人議員

支障木でせばまる町道

－12－－13－

町政のここが聞きたい

①教育委員長と教育長を 1本化した新教育長の設置
②教育長へのチェック機能の強化と会議の透明化
③首長と教育委員会による総合教育会議の設置
④教育に関する大綱を首長が策定
※いずれにしても、今後詳細を確認しながらの対応になる。

社会教育推進員を配置し、推進している。

新築か耐震改修か町としての結論を出す必要がある。

日南町木材生産事業協同組合にこれまで補助された状況及び木材生
産、流通量などの説明を受ける。

①国道 180 号線のバイパス計画　②道整備交付金事業（窓山林道関係）              
③住宅管理規程　④米子道４車線化に係る期成会の設立などの報告を受ける

捕獲報償金や活動費など検討する。

トマトについては価格補償制度分に１割の上乗せを図る。

教育委員会制度改正の内容
と当町の対応状況について

社会教育委員からの提言
（H25.1）の対応状況について

社会体育館の改修について

陳情審査（継続分）について

サルの被害対策について

野菜価格の下落について

４月の協議会発足後計画的な取り組みが実施されている。
（８月末までの出動巡回件数は、７３件となっている。）

天候不良により基幹４品は対前年比で７割から８割の出荷状況となっ
ている。今後の状況を見守り、必要に応じ補助を実施する。

町介護保険運営協議会で第６期介護保険事業計画を策定する。

策定委員会を設け、町子ども子育て支援事業計画を策定する。

日野郡３町による鳥獣被害
対策の状況について

農作物の生産、販売状況
について

介護保健制度改正に伴う
対応について

子ども・子育て支援新制度
に伴う対応について

地域高規格道路江府三次線（鍵掛峠道路）の現地調査

にちなん保育園の施設設備の活用状況について現地調査

　
　
　子
育
て
支
援
の
拡
充

　鳥
取
県
は
「
子
育
て
王
国
」
を
宣
言
し
、
日
南
町
も
保
小

中
の
連
携
事
業
を
実
施
し
た
り
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の

開
設
を
は
じ
め
、
医
療
、
福
祉
分
野
で
も
充
実
が
図
ら
れ
て

い
ま
す
。
一
方
、
人
口
減
少
の
中
で
、
若
者
定
住
も
重
点
施

策
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
高
校
生

の
支
援
は
ほ
と
ん
ど
無
い
。
支
援
の
拡
充
を
図
り
「
子
育
て

の
日
南
町
」
そ
し
て
若
者
定
住
施
策
ま
で
の
一
貫
性
を
持
た

せ
て
は
と
考
え
る
が
。

　
　
　増
原
町
長

　保
小
中
及
び
関
係
諸
機
関
が
連
携
し
た
教
育
支
援
施
策
の

充
実
を
更
に
図
る
と
と
も
に
、
一
貫
性
の
あ
る
施
策
の
展
開

に
つ
い
て
考
え
た
い
。
当
面
、
日
野
高
校
へ
の
支
援
を
強
化

す
る
。

　
　
　町
道
の
維
持
管
理

　プ
ー
ル
の
撤
去
な
ど
町
有
財
産
の
安
全
管
理
に
取
り
組
ま

れ
て
い
る
が
、
町
道
の
な
か
に
危
険
な
所
が
見
ら
れ
る
。
そ

の
対
応
と
し
て
次
の
こ
と
に
つ
い
て
所
見
を
伺
う
。

①
草
刈
り
以
外
に
支
障
木
の
伐
採
は
行
わ
な
い
の
か
。

②
松
く
い
被
害
木
の
倒
木
予
想
調
査
は
実
施
さ
れ
て
い
る
か
。

③
年
間
の
舗
装
修
理
箇
所
数
は
い
く
ら
あ
る
か
。

④
修
理
の
外
注
と
直
営
の
区
分
は
な
に
か
。

⑤
県
道
も
同
じ
状
況
だ
が
、
ど
の
様
な
連
絡
体
制
が
取
ら
れ

て
い
る
か
。
　

　
　
　町
長

①
土
地
所
有
者
で
処
理
で
き
な
い
支
障
木
は
、
年
間
維
持
工

事
で
対
応
し
て
い
る
。

②
枯
れ
松
等
の
倒
木
予
測
調
査
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
道
路

パ
ト
ロ
ー
ル
等
に
よ
り
危
険
が
あ
る
倒
木
を
把
握
し
、
年

間
維
持
工
事
等
で
対
応
し
て
い
る
。

③
今
年
度
8
月
末
時
点
で
2
8
4
箇
所
あ
り
、
順
次
補
修
を

行
っ
て
い
る
。

④
町
道
の
維
持
修
繕
は
町
内
業
者
に
年
間
維
持
工
事
と
し
て

発
注
し
て
い
る
。
応
急
措
置
や
軽
微
な
補
修
の
一
部
は
町

職
員
で
対
応
し
て
い
る
。

⑤
国
県
道
の
維
持
修
繕
も
年
間
維
持
工
事
と
現
業
技
術
職
員

で
対
応
さ
れ
て
い
る
。
維
持
工
事
担
当
者
会
議
等
に
よ
り

県
と
連
携
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
町
に
通
報
が
あ
っ
た

も
の
は
、
速
や
か
に
対
応
を
県
に
依
頼
し
て
い
る
。

　
　
　中
心
地
構
想

　推
進
体
制
も
整
い
、
加
工
品
開
発
に
取
り
組
ま
れ
る
状
況

と
な
っ
た
が
、
生
鮮
野
菜
の
通
年
販
売
（
生
産
）
の
計
画
と

取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　町
長

　栽
培
、
収
穫
時
期
の
拡
大
を
推
進
す
る
。
　

問問

問問問問

問問

定住対策に高校生への
　　　　　　　　支援を

先ずは、日野高校への支援を
　　　　　　　　　強化する

答答

答答答答

答答

総務教育常任委員会（平成26年7月16日）教育委員との意見交換　
調査事項 対応及び意見担当課

調査事項 対応及び意見担当課

教育課

農林課

建設課

経済福祉常任委員会 所管事務調査及び現地調査　

農林課

福祉保健課

（8月19日）

（8月19日）

（9月10日）

（9月10日）

（9月25日）

（9月25日）

建設課

保育園
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日南町木材生産事業協同組合にこれまで補助された状況及び木材生
産、流通量などの説明を受ける。

①国道 180 号線のバイパス計画　②道整備交付金事業（窓山林道関係）              
③住宅管理規程　④米子道４車線化に係る期成会の設立などの報告を受ける

捕獲報償金や活動費など検討する。

トマトについては価格補償制度分に１割の上乗せを図る。

教育委員会制度改正の内容
と当町の対応状況について

社会教育委員からの提言
（H25.1）の対応状況について

社会体育館の改修について

陳情審査（継続分）について

サルの被害対策について

野菜価格の下落について

４月の協議会発足後計画的な取り組みが実施されている。
（８月末までの出動巡回件数は、７３件となっている。）

天候不良により基幹４品は対前年比で７割から８割の出荷状況となっ
ている。今後の状況を見守り、必要に応じ補助を実施する。

町介護保険運営協議会で第６期介護保険事業計画を策定する。

策定委員会を設け、町子ども子育て支援事業計画を策定する。

日野郡３町による鳥獣被害
対策の状況について

農作物の生産、販売状況
について

介護保健制度改正に伴う
対応について

子ども・子育て支援新制度
に伴う対応について

地域高規格道路江府三次線（鍵掛峠道路）の現地調査

にちなん保育園の施設設備の活用状況について現地調査

　
　
　子
育
て
支
援
の
拡
充

　鳥
取
県
は
「
子
育
て
王
国
」
を
宣
言
し
、
日
南
町
も
保
小

中
の
連
携
事
業
を
実
施
し
た
り
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の

開
設
を
は
じ
め
、
医
療
、
福
祉
分
野
で
も
充
実
が
図
ら
れ
て

い
ま
す
。
一
方
、
人
口
減
少
の
中
で
、
若
者
定
住
も
重
点
施

策
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
高
校
生

の
支
援
は
ほ
と
ん
ど
無
い
。
支
援
の
拡
充
を
図
り
「
子
育
て

の
日
南
町
」
そ
し
て
若
者
定
住
施
策
ま
で
の
一
貫
性
を
持
た

せ
て
は
と
考
え
る
が
。

　
　
　増
原
町
長

　保
小
中
及
び
関
係
諸
機
関
が
連
携
し
た
教
育
支
援
施
策
の

充
実
を
更
に
図
る
と
と
も
に
、
一
貫
性
の
あ
る
施
策
の
展
開

に
つ
い
て
考
え
た
い
。
当
面
、
日
野
高
校
へ
の
支
援
を
強
化

す
る
。

　
　
　町
道
の
維
持
管
理

　プ
ー
ル
の
撤
去
な
ど
町
有
財
産
の
安
全
管
理
に
取
り
組
ま

れ
て
い
る
が
、
町
道
の
な
か
に
危
険
な
所
が
見
ら
れ
る
。
そ

の
対
応
と
し
て
次
の
こ
と
に
つ
い
て
所
見
を
伺
う
。

①
草
刈
り
以
外
に
支
障
木
の
伐
採
は
行
わ
な
い
の
か
。

②
松
く
い
被
害
木
の
倒
木
予
想
調
査
は
実
施
さ
れ
て
い
る
か
。

③
年
間
の
舗
装
修
理
箇
所
数
は
い
く
ら
あ
る
か
。

④
修
理
の
外
注
と
直
営
の
区
分
は
な
に
か
。

⑤
県
道
も
同
じ
状
況
だ
が
、
ど
の
様
な
連
絡
体
制
が
取
ら
れ

て
い
る
か
。
　

　
　
　町
長

①
土
地
所
有
者
で
処
理
で
き
な
い
支
障
木
は
、
年
間
維
持
工

事
で
対
応
し
て
い
る
。

②
枯
れ
松
等
の
倒
木
予
測
調
査
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
道
路

パ
ト
ロ
ー
ル
等
に
よ
り
危
険
が
あ
る
倒
木
を
把
握
し
、
年

間
維
持
工
事
等
で
対
応
し
て
い
る
。

③
今
年
度
8
月
末
時
点
で
2
8
4
箇
所
あ
り
、
順
次
補
修
を

行
っ
て
い
る
。

④
町
道
の
維
持
修
繕
は
町
内
業
者
に
年
間
維
持
工
事
と
し
て

発
注
し
て
い
る
。
応
急
措
置
や
軽
微
な
補
修
の
一
部
は
町

職
員
で
対
応
し
て
い
る
。

⑤
国
県
道
の
維
持
修
繕
も
年
間
維
持
工
事
と
現
業
技
術
職
員

で
対
応
さ
れ
て
い
る
。
維
持
工
事
担
当
者
会
議
等
に
よ
り

県
と
連
携
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
町
に
通
報
が
あ
っ
た

も
の
は
、
速
や
か
に
対
応
を
県
に
依
頼
し
て
い
る
。

　
　
　中
心
地
構
想

　推
進
体
制
も
整
い
、
加
工
品
開
発
に
取
り
組
ま
れ
る
状
況

と
な
っ
た
が
、
生
鮮
野
菜
の
通
年
販
売
（
生
産
）
の
計
画
と

取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　町
長

　栽
培
、
収
穫
時
期
の
拡
大
を
推
進
す
る
。
　

問問

問問問問

問問

定住対策に高校生への
　　　　　　　　支援を

先ずは、日野高校への支援を
　　　　　　　　　強化する

答答

答答答答

答答

総務教育常任委員会（平成26年7月16日）教育委員との意見交換　
調査事項 対応及び意見担当課

調査事項 対応及び意見担当課

教育課

農林課

建設課

経済福祉常任委員会 所管事務調査及び現地調査　

農林課

福祉保健課

（8月19日）

（8月19日）

（9月10日）

（9月10日）

（9月25日）

（9月25日）

建設課

保育園

各常任委員会調査報告

にちなん議会だより　 平成26年10月発行　No.137

─　　 ─545



道の駅たかの（庄原市）

・
道
の
駅
た
か
の
に
し
て
も

布
野
に
し
て
も
優
れ
た
ス

タ
ッ
フ
が
い
た
事
が
成
功

の
要
因
と
し
て
大
き
い
。

・
生
産
体
制
を
整
え
る
こ
と
が

最
優
先
。
加
工
品
の
原
料

や
冬
場
の
生
鮮
野
菜
の
確

保
な
ど
出
荷
体
制
に
つ
い

て
、
農
林
課
を
中
心
に
早

急
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ

る
。

・
整
備
に
は
、
町
外
か
ら
専
属

の
人
を
頼
ん
で
取
り
組
ま

な
い
と
難
し
い
の
で
は
。

・
中
心
地
域
整
備
を
担
当
す
る

専
従
の
職
員
を
配
置
す
べ

き
で
あ
る
。

　
28
年
４
月
の
道
の
駅
の
オ
ー

プ
ン
に
向
け
て
急
が
れ
る
こ
と

か
ら
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

の
職
員
は
兼
務
で
あ
る
の
で
、

町
長
に
対
し
専
従
の
職
員
の
配

置
を
求
め
る
と
と
も
に
、
次
回

の
委
員
会
ま
で
に
運
営
方
針
を

出
す
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

へ
還
元
し
て
き
た
と
い
う
こ
と

で
す
が
、
こ
れ
か
ら
の
事
業

展
開
に
苦
慮
し
て
い
る
よ
う

で
し
た
。

　特
別
委
員
会
を
開
催

　
９
月
25
日
に
委
員
会
を
開
催

し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に

任
命
さ
れ
た
職
員
か
ら
、
中
心

地
整
備
の
全
体
的
な
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
と
道
の
駅
計
画
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、

２
つ
の
道
の
駅
を
参
考
に
今
後

の
取
り
組
み
の
課
題
に
つ
い
て

協
議
し
ま
し
た
。

　議
員
の
意
見

・
運
営
主
体
を
早
く
決
定
し
な

い
と
、
す
べ
て
が
進
ま
な

い
。
直
売
所
と
レ
ス
ト
ラ

ン
、
加
工
所
の
運
営
は
密

接
に
連
携
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
な
の
で
、
道
の
駅

全
体
を
管
理
運
営
し
調
整

す
る
主
体
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
町
内
を
熟
知
し
た

人
材
が
必
要
。

　
９
月
４
日
に
、
庄
原
市
の
道

の
駅
た
か
の
と
三
次
市
の
ゆ
め

ラ
ン
ド
布
野
に
出
か
け
ま
し
た
。

　
道
の
駅
た
か
の
は
、
平
成
25

年
４
月
に
開
業
し
た
新
し
い
道

の
駅
で
、
中
国
横
断
自
動
車
道

尾
道
松
江
線
の
イ
ン
タ
ー
と
い

う
立
地
を
活
用
し
て
、
売
り
上

げ
も
１
年
間
で
４
億
８
千
万
と

い
う
こ
と
で
す
。

　
ゆ
め
ラ
ン
ド
布
野
は
、
平
成

８
年
に
開
業
し
平
成
24
年
ま
で

は
黒
字
経
営
を
続
け
、
利
益
は

様
々
な
支
援
事
業
と
し
て
地
域

　
議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会

で
は
、
平
成
23
年
７
月
よ
り
議

会
や
議
員
の
あ
る
べ
き
姿
と
そ

の
活
動
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

ま
す
。
そ
の
中
で
、
昨
年
９
月

に
は
、
「
議
会
基
本
条
例
」
を

制
定
す
る
な
ど
議
会
改
革
を
進

め
て
い
ま
す
。

　
議
員
報
酬
に
つ
い
て
は
、
各

地
域
に
出
か
け
て
町
民
の
皆
さ

ん
か
ら
直
接
意
見
を
伺
う
意
見

を
聞
く
会
や
意
見
交
換
会
を
３

回
開
催
す
る
と
と
も
に
、
特
別

委
員
会
で
７
回
に
わ
た
り
歴
史

的
経
緯
、
周
辺
自
治
体
議
会
と

の
比
較
及
び
議
会
や
議
員
の
活

動
実
態
、
成
果
な
ど
多
角
度
か

ら
調
査
、
検
討
を
重
ね
、
本
年

７
月
４
日
の
第
28
回
委
員
会
に

お
い
て
議
員
報
酬
月
額
の
増
額

す
る
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
８
月
19
日
に
は
、
町

民
の
皆
さ
ん
か
ら
議
員
報
酬
増

額
に
関
す
る
意
見
を
聞
く
「
公

聴
会
」
の
開
催
を
決
定
し
ま
し

た
が
、
意
見
陳
述
の
応
募
が
な

く
開
催
を
中
止
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
９
月
３
日
に
は
議
員
報

酬
増
額
に
関
す
る
「
意
見
交
換

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
が
、
参

加
者
が
４
名
に
と
ど
ま
り
町
民

の
皆
様
の
意
見
を
広
く
お
聞
き

す
る
こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
今
後
は
、
10
月
下
旬
に
開
催

す
る
「
議
会
報
告
会
及
び
意
見

交
換
会
」
で
町
民
の
皆
様
に
経

過
を
報
告
し
、
改
め
て
意
見
を

聞
い
た
う
え
で
議
会
と
し
て
最

終
決
定
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。　議

員
の
意
見

（
主
な
も
の
、
要
旨
）

・
県
内
町
村
議
会
の
中
で
報
酬

額
は
低
位
に
あ
り
、
本
町
議

会
の
活
動
実
態
を
考
慮
す
る

と
一
定
の
増
額
は
す
べ
き
。

・
よ
り
若
い
人
が
議
会
に
参
画

で
き
る
よ
う
、
議
員
の
活
動

を
経
済
的
に
支
え
る
報
酬
の

増
額
は
必
要
で
あ
る
。

・
議
会
や
議
員
の
活
動
を
よ
り

活
発
に
す
る
た
め
、
報
酬
の

充
実
は
必
要
で
あ
る
。

・
地
域
経
済
や
民
間
の
所
得
の

実
態
か
ら
考
え
る
と
、
増
額

す
べ
き
で
な
い
。

・
公
務
員
の
給
与
が
あ
が
ら
な

い
中
で
、
議
員
だ
け
増
額
で

き
な
い
。

・
自
分
た
ち
の
報
酬
を
決
め
る

考
え
方
で
は
な
く
、
議
会
制

民
主
主
義
の
中
で
町
民
と
し

て
議
会
に
何
を
求
め
、
ど
れ

だ
け
の
報
酬
が
適
切
か
の
視

点
が
必
要
。

件　　名 提 出 者 賛    否    討    論

反対賛成

道
の
駅
整
備
計
画
が
本
格
的
に
始
動

中
心
地
域
整
備
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
で
は
近
隣
の
道
の
駅
を
視
察
し
�
２
年
後
の
開
業
に
向
け
て
の
課
題
点
を
協
議
し
ま
し
た
�
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万
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０
０
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スケジュール（案）
区分

商業施設

福祉施設
住宅関連

その他

道の駅
関係

施設

道の駅／申請
道の駅／工事
直売所・POS・厨房
集出荷施設
加工所
食堂

ホームセンター
コンビニ

サ高住・デイ・ヘルパー
世帯用住宅
寄宿舎改修（iバイター）

仮庁舎撤去
町道延伸・上下水道
電気自動車（巡回）
充電所（道の駅）
ヘリポート

所管 26 年度
2014 年 2015 年 2016 年 2017 年

27 年度 28 年度 29 年度

企画
企画・建設
農林
農林
農林
企画

道の駅登録

設計・施工
補助申請・設計・施工
補助申請・設計・施工
補助申請・設計・施工

設計・施工

9月着工企画
企画

福保
企画
企画

総務
建設
企画
住民
総務

主体

町
鳥取県

町
町

民間
民間

町
町
町
町
町

町
民間
町

民間
民間

鳥取県予算
計上（秋）

予算
計上

予算
計上

鳥取県予算
計上（秋）

予算
計上

予算
計上

補助協議・設計

設計・施工 4月入居開始

整備主体募集 建築工事 3月入居

補助申請・建築工事 オープン（指定管理）予算
計上

予算
計上

予算
計上

予算
計上

予算
計上

予算
計上

予算
計上

予算
計上

予算
計上

予算
計上

予算
計上

予算
計上

26年度撤去
設計・施工

補助申請・購入
補助申請・設置工事
補助申請・設置工事

予算
計上

予算
計上

予算
計上
予算
計上

予算
計上

予算
計上

冬着工予定

1月申請

12月オープン予定

H27春　オープン予定

4月オープン（指定管理）

4月オープン（指定管理）

4月供用開始

4月供用開始
4月運行開始（委託）
4月供用開始
4月供用開始

4月オープン（指定管理）

4月オープン（指定管理）

4月供用開始

4月供用開始
4月運行開始（委託）
4月供用開始
4月供用開始

陳情の審査結果
提出のあった陳情は、9月定例議会の本会議で審議した結果、次のとおり決定しました。

高性能林業機械群について当
初の鳥取県緑の産業再生プロ
ジェクト事業と同様の補助額
の上乗せをお願いいたします

　経済福祉常任委員会での審査結果は反対多数により「不採択」でしたが、本会議最終日では委員長
報告に対して7人の議員が活発な討論を行った結果、賛成多数により「採択」となりました。
　

日南町木材生産
事業協同組合
理事長
　浅川　三郎

　高性能林業機械の導
入助成により、木材の搬出
材積と雇用は大きく拡大
し、搬出経費の削減も図ら
れている。町の重点施策
である林業振興により若
者の雇用機会を増やすた
めにも上乗せ補助をすべ
きである。

　林業振興政策により、こ
れまで多額の補助を実施
したが成果が十分でない。
林業機械だけに補助金を
上乗せするのではなく、農
業機械なども含めた補助
基準の統一性を図るべき
である。また木材生産組合
の組織改革も求められる。
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道の駅たかの（庄原市）

・
道
の
駅
た
か
の
に
し
て
も

布
野
に
し
て
も
優
れ
た
ス

タ
ッ
フ
が
い
た
事
が
成
功

の
要
因
と
し
て
大
き
い
。

・
生
産
体
制
を
整
え
る
こ
と
が

最
優
先
。
加
工
品
の
原
料

や
冬
場
の
生
鮮
野
菜
の
確

保
な
ど
出
荷
体
制
に
つ
い

て
、
農
林
課
を
中
心
に
早

急
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ

る
。

・
整
備
に
は
、
町
外
か
ら
専
属

の
人
を
頼
ん
で
取
り
組
ま

な
い
と
難
し
い
の
で
は
。

・
中
心
地
域
整
備
を
担
当
す
る

専
従
の
職
員
を
配
置
す
べ

き
で
あ
る
。

　
28
年
４
月
の
道
の
駅
の
オ
ー

プ
ン
に
向
け
て
急
が
れ
る
こ
と

か
ら
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

の
職
員
は
兼
務
で
あ
る
の
で
、

町
長
に
対
し
専
従
の
職
員
の
配

置
を
求
め
る
と
と
も
に
、
次
回

の
委
員
会
ま
で
に
運
営
方
針
を

出
す
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

へ
還
元
し
て
き
た
と
い
う
こ
と

で
す
が
、
こ
れ
か
ら
の
事
業

展
開
に
苦
慮
し
て
い
る
よ
う

で
し
た
。

　特
別
委
員
会
を
開
催

　
９
月
25
日
に
委
員
会
を
開
催

し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に

任
命
さ
れ
た
職
員
か
ら
、
中
心

地
整
備
の
全
体
的
な
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
と
道
の
駅
計
画
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、

２
つ
の
道
の
駅
を
参
考
に
今
後

の
取
り
組
み
の
課
題
に
つ
い
て

協
議
し
ま
し
た
。

　議
員
の
意
見

・
運
営
主
体
を
早
く
決
定
し
な

い
と
、
す
べ
て
が
進
ま
な

い
。
直
売
所
と
レ
ス
ト
ラ

ン
、
加
工
所
の
運
営
は
密

接
に
連
携
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
な
の
で
、
道
の
駅

全
体
を
管
理
運
営
し
調
整

す
る
主
体
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
町
内
を
熟
知
し
た

人
材
が
必
要
。

　
９
月
４
日
に
、
庄
原
市
の
道

の
駅
た
か
の
と
三
次
市
の
ゆ
め

ラ
ン
ド
布
野
に
出
か
け
ま
し
た
。

　
道
の
駅
た
か
の
は
、
平
成
25

年
４
月
に
開
業
し
た
新
し
い
道

の
駅
で
、
中
国
横
断
自
動
車
道

尾
道
松
江
線
の
イ
ン
タ
ー
と
い

う
立
地
を
活
用
し
て
、
売
り
上

げ
も
１
年
間
で
４
億
８
千
万
と

い
う
こ
と
で
す
。

　
ゆ
め
ラ
ン
ド
布
野
は
、
平
成

８
年
に
開
業
し
平
成
24
年
ま
で

は
黒
字
経
営
を
続
け
、
利
益
は

様
々
な
支
援
事
業
と
し
て
地
域

　
議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会

で
は
、
平
成
23
年
７
月
よ
り
議

会
や
議
員
の
あ
る
べ
き
姿
と
そ

の
活
動
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

ま
す
。
そ
の
中
で
、
昨
年
９
月

に
は
、
「
議
会
基
本
条
例
」
を

制
定
す
る
な
ど
議
会
改
革
を
進

め
て
い
ま
す
。

　
議
員
報
酬
に
つ
い
て
は
、
各

地
域
に
出
か
け
て
町
民
の
皆
さ

ん
か
ら
直
接
意
見
を
伺
う
意
見

を
聞
く
会
や
意
見
交
換
会
を
３

回
開
催
す
る
と
と
も
に
、
特
別

委
員
会
で
７
回
に
わ
た
り
歴
史

的
経
緯
、
周
辺
自
治
体
議
会
と

の
比
較
及
び
議
会
や
議
員
の
活

動
実
態
、
成
果
な
ど
多
角
度
か

ら
調
査
、
検
討
を
重
ね
、
本
年

７
月
４
日
の
第
28
回
委
員
会
に

お
い
て
議
員
報
酬
月
額
の
増
額

す
る
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
８
月
19
日
に
は
、
町

民
の
皆
さ
ん
か
ら
議
員
報
酬
増

額
に
関
す
る
意
見
を
聞
く
「
公

聴
会
」
の
開
催
を
決
定
し
ま
し

た
が
、
意
見
陳
述
の
応
募
が
な

く
開
催
を
中
止
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
９
月
３
日
に
は
議
員
報

酬
増
額
に
関
す
る
「
意
見
交
換

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
が
、
参

加
者
が
４
名
に
と
ど
ま
り
町
民

の
皆
様
の
意
見
を
広
く
お
聞
き

す
る
こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
今
後
は
、
10
月
下
旬
に
開
催

す
る
「
議
会
報
告
会
及
び
意
見

交
換
会
」
で
町
民
の
皆
様
に
経

過
を
報
告
し
、
改
め
て
意
見
を

聞
い
た
う
え
で
議
会
と
し
て
最

終
決
定
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。　議

員
の
意
見

（
主
な
も
の
、
要
旨
）

・
県
内
町
村
議
会
の
中
で
報
酬

額
は
低
位
に
あ
り
、
本
町
議

会
の
活
動
実
態
を
考
慮
す
る

と
一
定
の
増
額
は
す
べ
き
。

・
よ
り
若
い
人
が
議
会
に
参
画

で
き
る
よ
う
、
議
員
の
活
動

を
経
済
的
に
支
え
る
報
酬
の

増
額
は
必
要
で
あ
る
。

・
議
会
や
議
員
の
活
動
を
よ
り

活
発
に
す
る
た
め
、
報
酬
の

充
実
は
必
要
で
あ
る
。

・
地
域
経
済
や
民
間
の
所
得
の

実
態
か
ら
考
え
る
と
、
増
額

す
べ
き
で
な
い
。

・
公
務
員
の
給
与
が
あ
が
ら
な

い
中
で
、
議
員
だ
け
増
額
で

き
な
い
。

・
自
分
た
ち
の
報
酬
を
決
め
る

考
え
方
で
は
な
く
、
議
会
制

民
主
主
義
の
中
で
町
民
と
し

て
議
会
に
何
を
求
め
、
ど
れ

だ
け
の
報
酬
が
適
切
か
の
視

点
が
必
要
。
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商業施設

福祉施設
住宅関連

その他

道の駅
関係

施設

道の駅／申請
道の駅／工事
直売所・POS・厨房
集出荷施設
加工所
食堂

ホームセンター
コンビニ

サ高住・デイ・ヘルパー
世帯用住宅
寄宿舎改修（iバイター）

仮庁舎撤去
町道延伸・上下水道
電気自動車（巡回）
充電所（道の駅）
ヘリポート

所管 26 年度
2014 年 2015 年 2016 年 2017 年

27 年度 28 年度 29 年度

企画
企画・建設
農林
農林
農林
企画

道の駅登録

設計・施工
補助申請・設計・施工
補助申請・設計・施工
補助申請・設計・施工

設計・施工

9月着工企画
企画

福保
企画
企画

総務
建設
企画
住民
総務

主体

町
鳥取県

町
町

民間
民間

町
町
町
町
町

町
民間
町

民間
民間

鳥取県予算
計上（秋）

予算
計上

予算
計上

鳥取県予算
計上（秋）

予算
計上

予算
計上

補助協議・設計

設計・施工 4月入居開始

整備主体募集 建築工事 3月入居

補助申請・建築工事 オープン（指定管理）予算
計上

予算
計上

予算
計上

予算
計上

予算
計上

予算
計上

予算
計上

予算
計上

予算
計上

予算
計上

予算
計上

予算
計上

26年度撤去
設計・施工

補助申請・購入
補助申請・設置工事
補助申請・設置工事

予算
計上

予算
計上

予算
計上
予算
計上

予算
計上

予算
計上

冬着工予定

1月申請

12月オープン予定

H27春　オープン予定

4月オープン（指定管理）

4月オープン（指定管理）

4月供用開始

4月供用開始
4月運行開始（委託）
4月供用開始
4月供用開始

4月オープン（指定管理）

4月オープン（指定管理）

4月供用開始

4月供用開始
4月運行開始（委託）
4月供用開始
4月供用開始

陳情の審査結果
提出のあった陳情は、9月定例議会の本会議で審議した結果、次のとおり決定しました。

高性能林業機械群について当
初の鳥取県緑の産業再生プロ
ジェクト事業と同様の補助額
の上乗せをお願いいたします

　経済福祉常任委員会での審査結果は反対多数により「不採択」でしたが、本会議最終日では委員長
報告に対して7人の議員が活発な討論を行った結果、賛成多数により「採択」となりました。
　

日南町木材生産
事業協同組合
理事長
　浅川　三郎

　高性能林業機械の導
入助成により、木材の搬出
材積と雇用は大きく拡大
し、搬出経費の削減も図ら
れている。町の重点施策
である林業振興により若
者の雇用機会を増やすた
めにも上乗せ補助をすべ
きである。

　林業振興政策により、こ
れまで多額の補助を実施
したが成果が十分でない。
林業機械だけに補助金を
上乗せするのではなく、農
業機械なども含めた補助
基準の統一性を図るべき
である。また木材生産組合
の組織改革も求められる。
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地元の人からIターンの人まで、季節の野
菜等を週2回米子青果へ出荷しています!!
特に大ピーマンは会員で共販を行い、所
得アップを目指しています。
時には松茸も出荷されています。

（文・糸田川　啓さん） 

　

フレッシュ多里・米子青果便フレッシュ多里・米子青果便

おもな内容
9月定例会　…………………………………
平成25年度決算　………………………
決算審査意見　…………………………
一般質問（５名）……………………………
各委員会報告 …………………………

ページ
ページ
ページ
ページ
ページ

2
4～5
6～7

8
13～15

吉
澤    

晴
美
さ
ん

　
　

   

︵
上
石
見
︶

　
至
る
と
こ
ろ
で
「
創
」
と
い
う
字

が
も
て
は
や
さ
れ
て
い
る
。
本
年
５

月
に
日
南
町
を
「
消
滅
す
る
市
町

村
」
の
一
つ
と
、
嘘
か
ら
出
た
ま
こ
と

の
よ
う
な
論
断
を
下
し
た
の
は
「
日

本
創
成
会
議
」
で
あ
る
。
折
し
も
安

倍
内
閣
が
「
地
方
創
生
国
会
」
と
位

置
付
け
た
臨
時
国
会
で
は
、
「
地
方

創
生
」
関
連
法
案
の
審
議
が
始
ま
っ

て
お
り
、
期
待
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
「
創
」
の
対
義
語
は

「
壊
」
で
あ
る
。
い
つ
・
ど
こ
で
・

だ
れ
が
・
何
を
ど
う
「
壊
」
し
た
の

か
を
し
っ
か
り
と
検
証
し
な
い
と

「
創
」
は
、
絵
に
描
い
た
餅
に
な
る
。

　
日
南
町
議
会
も
新
し
い
「
創
造

力
」
を
発
揮
し
、
夢
と
希
望
が
収
穫

で
き
る
秋
と
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
久
代
安
敏
　
記

　議
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
々
ご
活

躍
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　さ
て
、
だ
れ
も
が
思
う
と
こ
ろ
我
が
郷
土
日
南

町
は
、
逆
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
の
人
口
比
率
、
非
常
に

不
安
定
で
す
。
各
世
帯
の
生
活
環
境
の
変
化
、
出

生
数
の
減
少
傾
向
な
ど
に
よ
り
地
域
活
力
の
衰
退
、

主
た
る
農
林
業
従
事
者
は
農
林
地
で
の
営
み
を
離

れ
、
荒
廃
を
い
た
る
所
で
目
に
し
ま
す
。

　地
域
か
ら
商
店
が
消
え
、
か
つ
て
町
と
称
し
た

所
は
、
今
や
移
動
販
売
車
の
客
寄
せ
音
楽
が
高
ら

か
に
鳴
り
続
け
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
な
ら
ま
だ
良

い
が
、
な
い
所
も
あ
り
、
地
域
行
事
も
だ
ん
だ
ん

と
廃
れ
て
い
く
よ
う
に
思
い
ま
す
。
大
切
な
文
化

伝
承
も
運
営
の
大
半
が
高
齢
者
に
委
ね
ら
れ
引
き

継
ぎ
も
ま
ま
な
ら
ず
心
配
で
す
。
地
元
の
責
任
で

は
あ
り
ま
す
が
、
何
と
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

ジ
レ
ン
マ
に
陥
っ
て
い
ま
す
。
適
年
齢
の
若
い

方
々
が
、
少
子
化
状
況
の
延
長
や
就
職
難
の
時
期

に
遭
遇
し
た
こ
と
で
地
区
外
へ
転
出
し
た
こ
と
が

原
因
で
す
。
議
員
の
皆
様
に
は
そ
う
い
う
時
代
の

流
れ
を
打
破
す
べ
く
活
動
に
積
極
的
に
挑
戦
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
地
元
に
残
っ
た
方
々
は
、
多
岐

多
様
に
わ
た
り
負
担
を
背
負
い
つ
つ
も
元
気
を
取

り
戻
し
た
い
一
心
で
努
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　日
南
町
で
は
、
Ｉ
タ
ー
ン
・
Ｕ
タ
ー
ン
者
の
移

住
、
農
林
業
研
修
生
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
導

入
等
受
け
入
れ
を
町
の
方
針
と
さ
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
何
歩
か
先
も
考
え
な
い
と
固
定
化
は
で
き
な

い
と
思
い
ま
す
。
環
境
は
大
変
良
い
し
町
民
も
大

好
き
だ
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
将
来
に
わ
た
り
こ
こ

で
生
活
で
き
る
望
み
の
確
証
が
期
待
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　議
会
で
は
継
続
的
に
、
P(

計
画)

、
D(

実
行)

、

C(

検
討)

、
A(

処
理)

の
サ
イ
ク
ル
を
考
え
続
け

て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
し
て
、
長
年
に
わ
た
り
住

ん
で
い
た
だ
き
、
住
民
と
な
っ
て
い
た
だ
き
地
域

の
活
性
化
と
安
心
安
全
づ
く
り
の
起
爆
剤
と
し
て

発
揮
し
て
も
ら
う
よ
う
望
み
ま
す
。

　中
心
地
域
整
備
事
業
が
や
っ
と
現
実
化
し
、
明

る
い
話
題
に
今
後
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
地
元

で
も
ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
の
恩
恵
を
得
る
機
会
が
で

き
ま
し
た
。
特
に
生
活
環
境
の
多
様
化
に
合
わ
せ

多
品
種
少
ロ
ッ
ト
の
要
求
に
応
じ
る
ホ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
の
開
店
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て

順
次
他
の
施
設
が
で
き
る
よ
う
で
す
が
、
町
民
の

ニ
ー
ズ
に
呼
応
で
き
る
も
の
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。

　町
議
会
や
当
局
も
住
民
と
の
対
話
を
す
す
め
、
住

民
の
閉
塞
感
を
払
拭
し
て
舵
取
り
を
し
っ
か
り
し
て

邁
進
し
て
ほ
し
い
。
頑
張
る
日
南
町
の
為
、
議
員
の

皆
様
の
ご
尽
力
と
ご
活
躍
を
お
願
い
し
ま
す
。

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　
委 

員 

長
　
久
代
　
安
敏

　
　
　
副
委
員
長
　
藤
原
　
泰
則

　
　
　
委
　
　
員
　
福
田
　
　
稔

　
　
　
　 

〃
　
　  

古
都
　
勝
人

　
　
　
　 

〃
　
　  

惠
比
奈
礼
子

・
・
・
・
・
・
・
・
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平成21年から始めて7年目となる「しめ縄」づくり。福栄ま
ちづくり協議会の活動の一つとして有志8人が、師走と
同時に取りかかり、年の瀬も押し詰まる12月28日まで約
400〆を町内や米子市などの鳥取県西部圏域に納めて
いる。収益の一部は、「まち協」にも入る。
しめを綯(な)いながら一年を振り返り、「来年は…」と談笑
するのも楽しみの一つ。(福が栄えますように)

　

新年に願い託して しめ縄づくり新年に願い託して しめ縄づくり

おもな内容
１２月定例会…………………………
一般質問（７名）……………………
委員会の動き………………………
セントラル問題で県に要望…………
議会に思うこと………………………

ページ
ページ
ページ
ページ
ページ

2
5
12
14
16

　
　実
在
し
た
高
天
原
　

　皆
さ
ん
は「
縄
文
海
進
」と
い
う
言
葉

を
聞
か
れ
た
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

縄
文
海
進
と
は:

実
は
日
本
で
発
見
さ
れ

た
た
め「JYO

UM
O

N

　KAISH
IN

」

と
し
て
国
際
的
に
も
運
用
す
る
言
葉
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　記
紀
神
話
に
登
場
す
る「『
高
天
原
』

は「
架
空
の
話
で
存
在
し
な
か
っ
た
と
い

う
の
が
こ
れ
ま
で
の
日
本
の
学
会
の
定

説
」と
な
っ
て
き
ま
し
た
。こ
れ
は
誤
っ

た
歴
史
認
識
で
す
。邪
馬
台
国
山
陰
説

で
は
、考
古
学
や
歴
史
学
だ
け
で
は
な

く
、古
代
史
の
研
究
分
野
と
し
て
検
証

の
対
象
と
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

　自
然
環
境
・
動
植
物
層
・
生
物
多
様

性
・
気
候
・
気
象
・
数
学
・
物
理
学
・
医

学
・
心
理
学
・
地
理
学
・
地
球
物
理
学
な

ど
の
ほ
と
ん
ど
全
て
の
自
然
科
学
の
分

野
と
記
紀
に
書
か
れ
た
神
話
や
、民
俗

学
及
び
地
域
に
残
さ
れ
た
伝
授
。中
国

な
ど
の
諸
外
国
の
文
献
等
を
総
合
的
に

研
究
調
査
し
た
結
果
。兵
庫
県
か
ら
山

口
県
に
至
る
中
国
山
脈
全
体
が
縄
文
時

代
に『
高
天
原
』と
し
て
実
在
し
た
の
で

す
。日
南
町
は
中
国
山
脈
の
ど
真
ん
中
、

誇
り
を
も
っ
て
語
り
ま
し
ょ
う
。

藤
原
泰
則

　記

　

　
長 

崎 

あ
か
り
さ
ん

　
今
日
は
議
会
を
傍
聴
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。

大
人
の
話
だ
け
で
な
く
、
私
た
ち
子
ど
も
の
生
活

の
こ
と
も
話
さ
れ
て
い
た
の
で
、
自
分
た
ち
も
関

係
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
今
日
の
体
験

で
学
ん
だ
こ
と
を
こ
れ
か
ら
の
話
し
合
い
の
進
め

方
に
取
り
入
れ
た
い
で
す
。

　
福 

田 

佑 

乃
さ
ん

　
今
日
は
、
議
会
の
傍
聴
に
行
き
ま
し
た
。
役
場

の
２
階
に
上
が
っ
た
の
は
す
ご
く
久
し
ぶ
り
で
す
。

最
初
の
方
は
話
が
難
し
く
て
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
で
も
、
最
後
の
方
の
教
育
委
員
会
に
つ

い
て
は
何
と
な
く
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
の
場
で
さ

れ
た
質
問
に
ち
ゃ
ん
と
答
え
て
お
ら
れ
る
と
こ
ろ

が
す
ご
い
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。
時
間
内
に
ち
ゃ

ん
と
終
わ
っ
て
い
た
の
も
す
ご
い
な
あ
と
思
い
ま

し
た
。

　
井 

谷 

莉 

菜
さ
ん

　
中
学
生
が
行
う
話
し
合
い
と
全
く
違
っ
て
、
一

人
ひ
と
り
が
正
確
で
個
性
的
な
意
見
を
述
べ
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
目
が
点
に
な
り
、

「
ほ
ぉ
ー
」
と
感
心
し
て
見
て
し
ま
い
ま
し
た
。

議
会
の
話
し
合
い
と
い
う
の
は
、
こ
こ
ま
で
す
ご

い
ん
だ
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。

　
久 

代 

優 

太
さ
ん

　
今
日
、
議
会
の
傍
聴
に
行
き
ま
し
た
。
僕
は
、

議
会
に
対
し
て
ピ
リ
ピ
リ
し
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
を

持
っ
て
い
た
け
ど
、
そ
ん
な
緊
張
感
が
あ
ま
り
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
議
会
は
町
の
こ
と
や
学
校
の

こ
と
を
話
し
合
っ
て
い
る
ん
だ
な
あ
と
思
い
ま
し

た
。

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　委 

員 

長

　久
代

　安
敏

　
　
　副
委
員
長

　藤
原

　泰
則

　
　
　委

　
　員

　福
田

　
　稔

　
　
　
　 〃
　
　  

古
都

　勝
人

　
　
　
　 〃
　
　  

惠
比
奈
礼
子

福

　田

　憲

　一  

さ
ん

　
　

   

　
　︵
豊
栄
︶

　各
地
域
が
日
増
し
に
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
行
く
今

日
、
議
員
の
皆
様
は
議
会
に
お
い
て
地
域
発
展
の
為
に
新

し
い
発
想
の
元
に
努
力
さ
れ
て
い
る
事
に
心
か
ら
敬
意
を

表
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
日
南
町
を
ど
う
活
性
化
し
て
行

く
か
、
住
民
が
安
心
、
安
全
、
元
気
で
楽
し
く
日
常
生
活

を
送
る
為
に
行
政
と
一
緒
に
な
っ
て
議
会
で
努
力
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　今
地
域
で
何
が
一
番
必
要
で
あ
る
か
議
員
の
皆
様
に
考

え
て
頂
き
た
い
。
ま
ず
は
、
日
南
町
地
域
を
知
り
、
住
民

が
今
何
を
望
ん
で
い
る
か
知
っ
て
頂
き
た
い
。
議
員
の
皆

様
は
、
よ
く
先
進
地
域
の
視
察
研
修
に
行
か
れ
る
話
し
を

聞
き
ま
す
が
、
視
察
研
修
の
参
考
に
な
っ
た
点
、
感
想
等

報
告
さ
れ
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
年
１
回
議
会

報
告
会
と
意
見
交
換
等
を
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
是
非

と
も
続
け
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
議
員
の
皆
様
と
直

接
話
す
こ
と
が
出
来
、
詳
し
く
内
容
を
知
る
こ
と
が
出
来

ま
す
。
こ
の
様
な
良
い
機
会
を
与
え
て
く
れ
た
議
員
の
皆

様
に
感
謝
致
し
ま
す
。
残
念
な
こ
と
に
、
住
民
の
参
加
者

が
少
な
い
よ
う
で
す
。
防
災
無
線
等
で
２
〜
３
回
声
掛
け

を
し
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　時
代
は
、
ど
ん
ど
ん
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
議
会
で

の
協
議
、
検
討
で
な
く
、
即
実
行
型
の
結
論
を
出
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
議
員
の
皆
様
の
頑
張
り
に
期
待
し
ま

す
。　平

成
27
年
度
は
日
南
町
議
会
議
員
を
選
ぶ
選
挙
の
年
で

す
。
町
民
の
代
表
と
し
て
新
し
い
議
員
が
選
ば
れ
る
わ
け

で
す
が
、
各
自
が
責
任
を
持
っ
て
日
南
町
議
会
が
益
々
発

展
し
、
住
み
良
い
日
南
町
に
な
る
為
に
新
し
い
議
員
の
皆

様
の
ご
活
躍
を
心
か
ら
お
祈
り
致
し
ま
す
。

日
南
中
学
校
２
年
生
の
議
会
傍
聴
記
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　原
案
賛
成
の
討
論
（
要
旨
）

　
コ
メ
リ
や
ロ
ー
ソ
ン
の
出
店
に
つ
づ
き
、

中
心
地
域
整
備
事
業
の
商
業
ゾ
ー
ン
の
早
期

整
備
を
、
住
民
は
待
ち
望
ん
で
い
る
。
平
成

28
年
春
オ
ー
プ
ン
の
た
め
に
も
、
幅
を
持
た

せ
た
設
計
予
算
を
組
み
、
経
営
者
が
決
定
し

だ
い
に
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
す
す
め
る
た

め
に
も
必
要
な
予
算
で
あ
る
。

　原
案
反
対
の
討
論
（
要
旨
）

　
「
道
の
駅
」
周
辺
に
整
備
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
農
産
物
の
直
売
所
、
レ
ス
ト
ラ

ン
は
経
営
主
体
が
決
定
し
て
い
な
い
。
そ
の

た
め
施
設
の
経
営
方
針
や
施
設
規
模
、
販
売

品
の
確
保
、
販
売
戦
略
も
決
ま
っ
て
い
な
い

の
に
施
設
建
設
の
た
め
の
設
計
委
託
料
を
計

上
す
る
の
は
、
時
期
尚
早
で
あ
り
、
見
積
額

の
根
拠
も
曖
昧
で
あ
る
。

 

日
南
町
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

発
電
事
業
基
金
条
例

日
南
町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例

日
南
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設

及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例

日
南
町
放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例

日
南
町
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

発
電
所
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例

　
す
で
に
稼
働
し
て
い
る
石
見

東
太
陽
光
発
電
所(

神
戸
上
・

3
4
0
ｋ
ｗ)

と
今
年
4
月
に

稼
働
す
る
新
石
見
小
水
力
発
電

所(

三
吉
・
90
ｋ
ｗ)

の
管
理
運

営
と
事
業
収
益
の
使
途
な
ど
に

つ
い
て
定
め
る
。

日
南
町
ゆ
う
ゆ
う
広
場
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

日
南
町
国
民
健
康
保
険
条
例

日
南
町
特
別
会
計
条
例

日
南
町
国
際
交
流
基
金
条
例

日
南
町
緑
と
水
の
ふ
る
さ
と
活

性
化
基
金
条
例

霞
の
イ
チ
イ
荘
お
よ
び
山
村
広

場
を
、
引
き
続
き
「
ク
ラ
ブ
さ

か
え
」
に
指
定
管
理
す
る
。

（
平
成
32
年
ま
で
の
５
年
間
）

中学生も傍聴する本会議場

イチイ荘

12月定例会12月定例会
１２月９日～１２月１６日（８日間）

　
昨
年
の
12
月
定
例
会
は
、12
月
９
日
か
ら
16
日
ま
で
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
、９
日
と
10
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
、７
人
の
議
員
が
登
壇
し
執
行
部
に
所
信
を
問
い
ま
し
た
。初

日
に
は
、日
南
中
学
校
の
２
年
生
37
人
が
初
め
て
議
会
傍
聴
に
訪
れ
て
傍
聴
席
は
満
席
と
な
り
、議
場
に
は
新
鮮

な
雰
囲
気
が
漂
い
ま
し
た
。（
議
会
傍
聴
の
感
想
を
16
㌻
に
掲
載
し
て
い
ま
す
）

今
期
定
例
会
で
は
、一
般
質
問
や
一
般
会
計
の
補
正
予
算
審
議
の
な
か
で
、中
心
地
域
整
備
事
業
に
お
け
る
商
業
ゾ

ー
ン
の
施
設
整
備
や
運
営
の
あ
り
方
に
議
論
が
集
中
し
、設
計
予
算
を
減
額
す
る
修
正
動
議
も
提
案
さ
れ
ま
し

た
が
、す
べ
て
原
案
通
り
可
決
成
立
し
ま
し
た
。

商業ゾーンの施設整備設計委託費を可決商業ゾーンの施設整備設計委託費を可決商業ゾーンの施設整備設計委託費を可決
議
決
し
た
お
も
な
も
の

事業内容

中心地域整備事業・商業ゾーン設計費

新エネルギー推進事業

障害者自立支援制度

農地中間管理機構の業務受託

日南町高性能林業機械導入費補助金

総合文化センター管理事務

社会体育施設管理運営事務

日南病院事業会計

石見小水力発電所の追加工事

新システム導入、扶助費の増額

大規模改修工事のための設計委託費

直売所、レストラン、集出荷施設など町が施設整備を
する設計委託費

林業者が導入する林業機械について事業費の 20%
を町単独で支援する

テニスコート移転工事にともなう管理棟、スタンドなどの
建設工事
看護師を確保するために、あらたに就職支度金を１人
100 万円（5 人分）支給する制度を新設する

農地中間管理機構に対して農地を貸し付けた地域
および個人を支援する

金額（千円）

議決したおもな補正予算
説　　　明

24,732

14,846

4,070

24,134

30,660

12,361

43,880

5,000

にちなん議会だより　 平成27年1月発行　No.138

－2－－3－

中心地域整備事業

条
例
の
制
定

条
例
の
廃
止

条
例
の
一
部
改
正

公
の
施
設
の
指
定

管
理
者
の
指
定

修正動議が提案され賛否が分かれた
2,400 万円の設計費
修正動議が提案され賛否が分かれた
2,400 万円の設計費
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ソ
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で
の
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12月定例会12月定例会
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年
の
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定
例
会
は
、12
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日
か
ら
16
日
ま
で
の
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期
で
開
か
れ
ま
し
た
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一
般
質
問
は
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日
と
10
日
の
２
日
間
に
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た
り
、７
人
の
議
員
が
登
壇
し
執
行
部
に
所
信
を
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ま
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日
に
は
、日
南
中
学
校
の
２
年
生
37
人
が
初
め
て
議
会
傍
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に
訪
れ
て
傍
聴
席
は
満
席
と
な
り
、議
場
に
は
新
鮮

な
雰
囲
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が
漂
い
ま
し
た
。（
議
会
傍
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の
感
想
を
16
㌻
に
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ま
す
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は
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し
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が
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て
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通
り
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し
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。
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議
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し
た
お
も
な
も
の

事業内容

中心地域整備事業・商業ゾーン設計費

新エネルギー推進事業

障害者自立支援制度

農地中間管理機構の業務受託

日南町高性能林業機械導入費補助金

総合文化センター管理事務

社会体育施設管理運営事務

日南病院事業会計

石見小水力発電所の追加工事

新システム導入、扶助費の増額

大規模改修工事のための設計委託費

直売所、レストラン、集出荷施設など町が施設整備を
する設計委託費

林業者が導入する林業機械について事業費の 20%
を町単独で支援する

テニスコート移転工事にともなう管理棟、スタンドなどの
建設工事
看護師を確保するために、あらたに就職支度金を１人
100 万円（5 人分）支給する制度を新設する

農地中間管理機構に対して農地を貸し付けた地域
および個人を支援する

金額（千円）

議決したおもな補正予算
説　　　明

24,732

14,846

4,070

24,134

30,660

12,361

43,880

5,000

にちなん議会だより　 平成27年1月発行　No.138
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の
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定

条
例
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正
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の
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設
の
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定
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定
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議　　案　　名

条例の制定
日南町再生可能エネルギー発電事業基金条例
日南町家庭的保育事業等の設備及び運営に
関する基準を定める条例

日南町特定教育・保育施設及び特定地域型
保育事業の運営に関する基準を定める条例

日南町放課後児童健全育成事業の設備及び
運営に関する基準を定める条例

日南町再生可能エネルギー発電所の設置及び
管理に関する条例

条例の廃止
日南町ゆうゆう広場の設置及び管理に関する条例

条例の一部改正
日南町国民健康保険条例
日南町特別会計条例
日南町国際交流基金条例
日南町緑と水のふるさと活性化基金条例

平成26年度 補正予算
一般会計（第７号）修正動議
一般会計（第７号）
国民健康保険特別会計（第２号）
農業集落排水事業特別会計（第２号）
介護保険特別会計（第２号）
介護サービス事業特別会計（第２号）
後期高齢者医療特別会計（第１号）
病院事業特別会計（第２号）

その他議案
公の施設に係る指定管理者の指定について
（イチイ荘及び山村広場）
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結果

村
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広

惠
比
奈
礼
子

坪
倉
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三
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二

古
都
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人

久
代

　安
敏

福
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　稔

山
本
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昭

藤
原

　泰
則

荒
木
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古
都
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志

足
羽

　
　覚

※村上正広議長は議事進行を行うため、賛否の表明はしません。ただし、採決で賛否が同数となった場合は「議長裁決」という形で賛否表明をします。

日南町戦没者追悼式（H26.10.19）

惠比奈礼子議員

町政のここが聞きたい

　
　
　平
和
学
習

　
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
に
な
り
、
も
っ
と
も
っ
と
子
ど
も

た
ち
に
平
和
教
育
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
日
南
町
で
の
出
来

事
な
ど
、
身
近
な
題
材
で
学
習
す
る
機
会
を
持
つ
べ
き
で

は
。　

　
　増
原
町
長

　
身
近
な
題
材
で
の
学
習
は
、
重
要
・
有
効
な
手
法
で
あ

る
。
地
元
に
お
け
る
教
材
、
人
材
、
施
設
等
の
活
用
を
図
っ

た
学
習
展
開
を
計
画
的
に
す
す
め
て
い
く
。

　
　
　中
心
地
域
整
備

①
道
の
駅
オ
ー
プ
ン
ま
で
あ
と
１
年
。
庁
内
が
し
っ
か
り
と

連
携
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
前
提
と
し
て

意
思
統
一
は
図
ら
れ
て
い
る
の
か
。

②
町
民
と
も
意
志
の
疎
通
を
図
り
、
み
ん
な
で
成
功
さ
せ
よ

う
と
い
う
雰
囲
気
作
り
が
欠
か
せ
な
い
。
少
な
い
期
間
で

ど
の
よ
う
な
働
き
か
け
を
す
る
の
か
。

　
　
　町
長

①
10
月
１
日
に
専
任
職
員
を
配
置
、
庁
内
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
と
と
も
に
、
事
業
推
進
に
あ
た
っ
て
い
る
。

②
生
産
者
、
出
品
者
ら
へ
の
協
力
依
頼
を
骨
子
と
す
る
ま
ち

協
単
位
で
の
説
明
会
を
来
年
１
月
か
ら
実
施
す
る
。

　
　
　人
材
育
成
奨
学
金

　
医
療
・
介
護
の
職
場
を
は
じ
め
、
町
内
の
企
業
で
は
人
材

不
足
が
深
刻
で
あ
る
。
人
材
育
成
奨
学
金
を
以
前
の
よ
う

に
、
町
内
に
住
ん
で
町
内
で
働
け
ば
返
還
を
免
除
す
る
制
度

に
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　町
長

　
人
材
育
成
と
い
う
目
的
だ
け
で
は
な
く
、
関
連
し
た
制
度

も
参
考
に
し
な
が
ら
、
定
住
促
進
、
就
業
促
進
と
い
う
観
点

も
含
め
た
奨
学
金
の
制
度
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　子
育
て
支
援

　
行
政
と
し
て
様
々
な
子
育
て
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る

が
、
企
業
に
も
子
育
て
支
援
に
協
力
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ

る
。
厚
労
省
の
制
度
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
町
と
し
て
独
自

に
企
業
の
取
り
組
み
を
促
す
こ
と
が
で
き
な
い
か
。

　
　
　町
長

　
町
と
し
て
子
育
て
支
援
に
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
る

が
、｢

子
育
て
王
国
と
っ
と
り
条
例
（
H
26
・
3
月
施
行
）｣

の
柱
で
も
あ
る
安
心
子
育
て
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
へ
の

取
組
等
に
つ
い
て
、
町
と
し
て
も
、
助
成
制
度
の
お
知
ら
せ

を
積
極
的
に
す
る
等
事
業
主
に
理
解
と
協
力
を
求
め
て
い
く

こ
と
が
必
要
。

問問

問問

問問 問問

問問

平和学習をもっと進めるべきでは

地元にある教材を活用し
　　　　計画的に取り組む

答答

答答

答答 答答答答

意見書を採択し、内閣総理大臣および関係大臣に提出しました（要旨掲載）

生産者米価暴落に対する緊急対策を求める意見書
　平成２６年産の生産者米価は、農協の概算金が生産費用の半分にも満たず、多くの農
家から不安の声が上がっている。
　今年から経営所得安定対策が半減され、米価変動補てん交付金も事実上廃止され、米
価がさらに暴落するなら、担い手層の経営への打撃は計りしれないものがある。
　主食である米の需給と価格の安定を図り、生産者の営農と経営を守ることは政府の重
要な役割である。
　政府が生産者米価暴落に対する緊急対策をとるよう強く要求する。
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議　　案　　名

条例の制定
日南町再生可能エネルギー発電事業基金条例
日南町家庭的保育事業等の設備及び運営に
関する基準を定める条例

日南町特定教育・保育施設及び特定地域型
保育事業の運営に関する基準を定める条例

日南町放課後児童健全育成事業の設備及び
運営に関する基準を定める条例

日南町再生可能エネルギー発電所の設置及び
管理に関する条例

条例の廃止
日南町ゆうゆう広場の設置及び管理に関する条例

条例の一部改正
日南町国民健康保険条例
日南町特別会計条例
日南町国際交流基金条例
日南町緑と水のふるさと活性化基金条例

平成26年度 補正予算
一般会計（第７号）修正動議
一般会計（第７号）
国民健康保険特別会計（第２号）
農業集落排水事業特別会計（第２号）
介護保険特別会計（第２号）
介護サービス事業特別会計（第２号）
後期高齢者医療特別会計（第１号）
病院事業特別会計（第２号）

その他議案
公の施設に係る指定管理者の指定について
（イチイ荘及び山村広場）
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久
代

　安
敏

福
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山
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昭

藤
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日南町戦没者追悼式（H26.10.19）

惠比奈礼子議員

町政のここが聞きたい

　
　
　平
和
学
習

　
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
に
な
り
、
も
っ
と
も
っ
と
子
ど
も

た
ち
に
平
和
教
育
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
日
南
町
で
の
出
来

事
な
ど
、
身
近
な
題
材
で
学
習
す
る
機
会
を
持
つ
べ
き
で

は
。　

　
　増
原
町
長

　
身
近
な
題
材
で
の
学
習
は
、
重
要
・
有
効
な
手
法
で
あ

る
。
地
元
に
お
け
る
教
材
、
人
材
、
施
設
等
の
活
用
を
図
っ

た
学
習
展
開
を
計
画
的
に
す
す
め
て
い
く
。

　
　
　中
心
地
域
整
備

①
道
の
駅
オ
ー
プ
ン
ま
で
あ
と
１
年
。
庁
内
が
し
っ
か
り
と

連
携
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
前
提
と
し
て

意
思
統
一
は
図
ら
れ
て
い
る
の
か
。

②
町
民
と
も
意
志
の
疎
通
を
図
り
、
み
ん
な
で
成
功
さ
せ
よ

う
と
い
う
雰
囲
気
作
り
が
欠
か
せ
な
い
。
少
な
い
期
間
で

ど
の
よ
う
な
働
き
か
け
を
す
る
の
か
。

　
　
　町
長

①
10
月
１
日
に
専
任
職
員
を
配
置
、
庁
内
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
と
と
も
に
、
事
業
推
進
に
あ
た
っ
て
い
る
。

②
生
産
者
、
出
品
者
ら
へ
の
協
力
依
頼
を
骨
子
と
す
る
ま
ち

協
単
位
で
の
説
明
会
を
来
年
１
月
か
ら
実
施
す
る
。

　
　
　人
材
育
成
奨
学
金

　
医
療
・
介
護
の
職
場
を
は
じ
め
、
町
内
の
企
業
で
は
人
材

不
足
が
深
刻
で
あ
る
。
人
材
育
成
奨
学
金
を
以
前
の
よ
う

に
、
町
内
に
住
ん
で
町
内
で
働
け
ば
返
還
を
免
除
す
る
制
度

に
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　町
長

　
人
材
育
成
と
い
う
目
的
だ
け
で
は
な
く
、
関
連
し
た
制
度

も
参
考
に
し
な
が
ら
、
定
住
促
進
、
就
業
促
進
と
い
う
観
点

も
含
め
た
奨
学
金
の
制
度
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　子
育
て
支
援

　
行
政
と
し
て
様
々
な
子
育
て
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る

が
、
企
業
に
も
子
育
て
支
援
に
協
力
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ

る
。
厚
労
省
の
制
度
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
町
と
し
て
独
自

に
企
業
の
取
り
組
み
を
促
す
こ
と
が
で
き
な
い
か
。

　
　
　町
長

　
町
と
し
て
子
育
て
支
援
に
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
る

が
、｢

子
育
て
王
国
と
っ
と
り
条
例
（
H
26
・
3
月
施
行
）｣

の
柱
で
も
あ
る
安
心
子
育
て
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
へ
の

取
組
等
に
つ
い
て
、
町
と
し
て
も
、
助
成
制
度
の
お
知
ら
せ

を
積
極
的
に
す
る
等
事
業
主
に
理
解
と
協
力
を
求
め
て
い
く

こ
と
が
必
要
。

問問

問問

問問 問問

問問

平和学習をもっと進めるべきでは

地元にある教材を活用し
　　　　計画的に取り組む

答答

答答

答答 答答答答

意見書を採択し、内閣総理大臣および関係大臣に提出しました（要旨掲載）

生産者米価暴落に対する緊急対策を求める意見書
　平成２６年産の生産者米価は、農協の概算金が生産費用の半分にも満たず、多くの農
家から不安の声が上がっている。
　今年から経営所得安定対策が半減され、米価変動補てん交付金も事実上廃止され、米
価がさらに暴落するなら、担い手層の経営への打撃は計りしれないものがある。
　主食である米の需給と価格の安定を図り、生産者の営農と経営を守ることは政府の重
要な役割である。
　政府が生産者米価暴落に対する緊急対策をとるよう強く要求する。
　　　　　　　　　　　　　

12月議会審議結果と議員ごとの賛否内訳12月議会審議結果と議員ごとの賛否内訳
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古都勝人議員 山本芳昭議員

－6－－7－

町政のここが聞きたい 町政のここが聞きたい町政のここが聞きたい

　
　
　林
業

①
全
伐
補
助
金
に
つ
い
て
国
県
の
動
向
、
町
単
独
補
助
は
。

②
今
年
度
と
来
年
度
の
、
不
在
村
地
主
へ
の
啓
発
の
取
組
は
。

③
不
在
村
地
主
へ
の
情
報
発
信
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
る
の
か
。

ま
た
27
年
度
の
取
り
組
み
は
ど
う
さ
れ
る
の
か
問
う
。

　
　
　増
原
町
長

①
平
成
27
年
度
、
国
補
助
事
業
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
町
で

も
、
新
植
の
費
用
軽
減
へ
助
成
制
度
を
検
討
す
る
。

②
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
へ
事
業
委
託
し
て
お
り
来
年
度
も
実
施
予
定
。

③
毎
月
１
回
、
林
業
情
報
・
地
域
情
報
を
発
送
し
て
い
る
。

27
年
度
は
、
意
向
を
更
に
分
析
し
具
体
的
に
進
め
る
。

　
　
　防
災

①
災
害
時
、
安
否
確
認
を
行
う
た
め
に
は
名
簿
が
必
要
。

②
穴
が
開
い
た
消
防
ホ
ー
ス
を
更
新
す
べ
き
で
は
。 

③
I
P
電
話
を
各
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
内
の
防
災
本
部
室
内

で
使
用
で
き
る
よ
う
設
置
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

④
本
部
の
訓
練
状
況
を
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
ち
な
ん
で
の
放
送
は
。

　
　
　町
長

①
法
律
の
改
正
に
よ
り
、
有
事
に
は
提
供
で
き
る
。

②
自
衛
消
防
団
に
つ
い
て
は
、
「
自
衛
消
防
施
設
等
整
備
事

業
補
助
金
」
を
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
。

③
各
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
と
設
置
場
所
の
協
議
を
す
る
。

④
将
来
的
に
検
討
す
る
。

　
　
　指
定
管
理

①
指
定
管
理
と
管
理
委
託
の
違
い
は
何
か
。

②
設
置
管
理
条
例
に
従
っ
て
運
用
さ
れ
て
い
る
か
。

　
　
　町
長
　

①
指
定
管
理
は
、
公
の
施
設
管
理
に
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活

用
す
る
も
の
。
管
理
委
託
は
、
公
共
的
団
体
に
限
定
し
て

委
託
契
約
す
る
も
の
。

②
条
例
を
改
正
し
、
指
定
管
理
条
項
を
盛
り
込
ん
で
い
る
。

　
　
　若
松
鉱
山

①
P
C
B
を
含
む
廃
棄
物
の
処
理
を
ど
う
さ
れ
る
の
か
。

②
土
砂
崩
れ
の
恐
れ
の
有
る
箇
所
が
あ
る
が
、
対
策
は
。

③
産
業
遺
産
と
し
て
の
活
用
方
法
は
。

　
　
　町
長

①
鳥
取
県
で
事
業
者
に
対
し
て
指
導
を
行
い
処
理
方
針
を
検

討
中
で
あ
り
、
県
に
協
力
連
携
し
て
進
め
る
。

②
最
低
限
で
の
対
応
と
す
る
。

③
ま
な
び
宿
多
里
で
の
展
示
、
現
地
ガ
イ
ド
な
ど
活
用
す
る
。

　
　
　教
育
委
員
会

①
教
育
委
員
会
制
度
改
正
に
つ
い
て
、
町
と
し
て
27
年
度
の

取
り
組
み
は
。
ま
た
県
下
の
動
向
は
ど
う
か
。

②
教
育
課
程
4
ー
3
ー
2
制
に
つ
い
て
、
申
請
ま
で
の
過
程
、

現
在
の
状
況
、
そ
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
　丸
山
教
育
長

①
教
育
長
の
任
期
が
満
了
す
る
平
成
30
年
５
月
ま
で
は
、
教

育
長
と
教
育
委
員
長
が
並
存
。
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
強
化
と

会
議
の
透
明
化
の
推
進
を
図
り
、
地
方
公
共
団
体
と
教
育

委
員
会
の
連
携
強
化
等
を
め
ざ
し
た
制
度
改
革
を
推
進
す

る
。

②
小
中
一
貫
教
育
を
さ
ら
に
充
実
・
深
化
さ
せ
、
日
南
町
の

児
童
生
徒
の
課
題
克
服
、
身
に
つ
け
さ
せ
た
い
力
の
育
成

を
図
る
た
め
の
特
別
な
教
育
課
程
を
編
成
し
た
い
。

　
　
　中
心
地
構
想

　
コ
メ
リ
の
建
物
工
事
も
進
ん
で
い
る
が
、
直
売
所
に
お
け

る
販
売
品
、
中
で
も
野
菜
に
つ
い
て
、
9
月
に
質
問
し
た
と

こ
ろ
だ
が
、
そ
の
後
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。
　

　
　
　増
原
町
長

　
平
成
28
年
度
の
直
売
所
オ
ー
プ
ン
に
向
け
、
Ｊ
Ａ
生
産
部
、

既
存
各
野
菜
販
売
者
へ
の
協
力
依
頼
及
び
新
規
組
織
の
育
成
、

新
年
度
予
算
で
の
種
苗
費
助
成
、
農
業
者
補
助
事
業
の
基
準

額
の
低
減
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。

　
　
　人
材
養
成

　
ち
ゃ
ん
ね
る
日
南
の
放
送
を
見
て
い
る
と
、
年
間
を
通
じ

て
求
人
が
な
さ
れ
て
い
る
。
人
口
減
少
に
よ
る
要
素
も
あ
る

と
考
え
る
が
、
中
に
は
資
格
の
必
要
な
仕
事
も
あ
る
。
ま
た
、

最
近
は
、
役
場
、
病
院
、
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
あ
か
ね
の

郷
な
ど
も
同
様
と
聞
い
て
い
る
。
中
山
間
地
の
日
南
町
は
特

に
、
こ
の
よ
う
な
中
心
施
設
の
人
材
不
足
に
よ
る
停
滞
は
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
町
外
か
ら
人
材
を
求
め
る
だ

け
で
な
く
、
町
内
の
若
者
を
養
成
し
定
住
さ
せ
る
施
策
が
必

要
と
考
え
る
が
、
所
見
を
伺
う
。

　
　
　町
長

　
中
高
生
等
の
定
住
、
ま
た
Ｉ
タ
ー
ン
の
増
加
に
む
け
て
人

材
確
保
へ
繋
げ
る
こ
と
を
指
向
し
て
い
き
た
い
。
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町政のここが聞きたい 町政のここが聞きたい町政のここが聞きたい

　
　
　林
業

①
全
伐
補
助
金
に
つ
い
て
国
県
の
動
向
、
町
単
独
補
助
は
。

②
今
年
度
と
来
年
度
の
、
不
在
村
地
主
へ
の
啓
発
の
取
組
は
。

③
不
在
村
地
主
へ
の
情
報
発
信
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
る
の
か
。

ま
た
27
年
度
の
取
り
組
み
は
ど
う
さ
れ
る
の
か
問
う
。

　
　
　増
原
町
長

①
平
成
27
年
度
、
国
補
助
事
業
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
町
で

も
、
新
植
の
費
用
軽
減
へ
助
成
制
度
を
検
討
す
る
。

②
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
へ
事
業
委
託
し
て
お
り
来
年
度
も
実
施
予
定
。

③
毎
月
１
回
、
林
業
情
報
・
地
域
情
報
を
発
送
し
て
い
る
。

27
年
度
は
、
意
向
を
更
に
分
析
し
具
体
的
に
進
め
る
。

　
　
　防
災

①
災
害
時
、
安
否
確
認
を
行
う
た
め
に
は
名
簿
が
必
要
。

②
穴
が
開
い
た
消
防
ホ
ー
ス
を
更
新
す
べ
き
で
は
。 

③
I
P
電
話
を
各
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
内
の
防
災
本
部
室
内

で
使
用
で
き
る
よ
う
設
置
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

④
本
部
の
訓
練
状
況
を
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
ち
な
ん
で
の
放
送
は
。

　
　
　町
長

①
法
律
の
改
正
に
よ
り
、
有
事
に
は
提
供
で
き
る
。

②
自
衛
消
防
団
に
つ
い
て
は
、
「
自
衛
消
防
施
設
等
整
備
事

業
補
助
金
」
を
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
。

③
各
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
と
設
置
場
所
の
協
議
を
す
る
。

④
将
来
的
に
検
討
す
る
。

　
　
　指
定
管
理

①
指
定
管
理
と
管
理
委
託
の
違
い
は
何
か
。

②
設
置
管
理
条
例
に
従
っ
て
運
用
さ
れ
て
い
る
か
。

　
　
　町
長
　

①
指
定
管
理
は
、
公
の
施
設
管
理
に
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活

用
す
る
も
の
。
管
理
委
託
は
、
公
共
的
団
体
に
限
定
し
て

委
託
契
約
す
る
も
の
。

②
条
例
を
改
正
し
、
指
定
管
理
条
項
を
盛
り
込
ん
で
い
る
。

　
　
　若
松
鉱
山

①
P
C
B
を
含
む
廃
棄
物
の
処
理
を
ど
う
さ
れ
る
の
か
。

②
土
砂
崩
れ
の
恐
れ
の
有
る
箇
所
が
あ
る
が
、
対
策
は
。

③
産
業
遺
産
と
し
て
の
活
用
方
法
は
。

　
　
　町
長

①
鳥
取
県
で
事
業
者
に
対
し
て
指
導
を
行
い
処
理
方
針
を
検

討
中
で
あ
り
、
県
に
協
力
連
携
し
て
進
め
る
。

②
最
低
限
で
の
対
応
と
す
る
。

③
ま
な
び
宿
多
里
で
の
展
示
、
現
地
ガ
イ
ド
な
ど
活
用
す
る
。

　
　
　教
育
委
員
会

①
教
育
委
員
会
制
度
改
正
に
つ
い
て
、
町
と
し
て
27
年
度
の

取
り
組
み
は
。
ま
た
県
下
の
動
向
は
ど
う
か
。

②
教
育
課
程
4
ー
3
ー
2
制
に
つ
い
て
、
申
請
ま
で
の
過
程
、

現
在
の
状
況
、
そ
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
　丸
山
教
育
長

①
教
育
長
の
任
期
が
満
了
す
る
平
成
30
年
５
月
ま
で
は
、
教

育
長
と
教
育
委
員
長
が
並
存
。
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
強
化
と

会
議
の
透
明
化
の
推
進
を
図
り
、
地
方
公
共
団
体
と
教
育

委
員
会
の
連
携
強
化
等
を
め
ざ
し
た
制
度
改
革
を
推
進
す

る
。

②
小
中
一
貫
教
育
を
さ
ら
に
充
実
・
深
化
さ
せ
、
日
南
町
の

児
童
生
徒
の
課
題
克
服
、
身
に
つ
け
さ
せ
た
い
力
の
育
成

を
図
る
た
め
の
特
別
な
教
育
課
程
を
編
成
し
た
い
。

　
　
　中
心
地
構
想

　
コ
メ
リ
の
建
物
工
事
も
進
ん
で
い
る
が
、
直
売
所
に
お
け

る
販
売
品
、
中
で
も
野
菜
に
つ
い
て
、
9
月
に
質
問
し
た
と

こ
ろ
だ
が
、
そ
の
後
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。
　

　
　
　増
原
町
長

　
平
成
28
年
度
の
直
売
所
オ
ー
プ
ン
に
向
け
、
Ｊ
Ａ
生
産
部
、

既
存
各
野
菜
販
売
者
へ
の
協
力
依
頼
及
び
新
規
組
織
の
育
成
、

新
年
度
予
算
で
の
種
苗
費
助
成
、
農
業
者
補
助
事
業
の
基
準

額
の
低
減
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。

　
　
　人
材
養
成

　
ち
ゃ
ん
ね
る
日
南
の
放
送
を
見
て
い
る
と
、
年
間
を
通
じ

て
求
人
が
な
さ
れ
て
い
る
。
人
口
減
少
に
よ
る
要
素
も
あ
る

と
考
え
る
が
、
中
に
は
資
格
の
必
要
な
仕
事
も
あ
る
。
ま
た
、

最
近
は
、
役
場
、
病
院
、
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
あ
か
ね
の

郷
な
ど
も
同
様
と
聞
い
て
い
る
。
中
山
間
地
の
日
南
町
は
特

に
、
こ
の
よ
う
な
中
心
施
設
の
人
材
不
足
に
よ
る
停
滞
は
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
町
外
か
ら
人
材
を
求
め
る
だ

け
で
な
く
、
町
内
の
若
者
を
養
成
し
定
住
さ
せ
る
施
策
が
必

要
と
考
え
る
が
、
所
見
を
伺
う
。

　
　
　町
長

　
中
高
生
等
の
定
住
、
ま
た
Ｉ
タ
ー
ン
の
増
加
に
む
け
て
人

材
確
保
へ
繋
げ
る
こ
と
を
指
向
し
て
い
き
た
い
。
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町政のここが聞きたい 町政のここが聞きたい

　
　
　定
住
対
策

　
保
育
園
・
小
・
中
学
校
、
児
童
・
生
徒
の
諸
費
用
を
無
料

化
す
る
こ
と
に
よ
る
人
口
増
加
対
策
、
定
住
対
策
を
検
討
す

べ
き
で
は
な
い
か
考
え
る
が
町
長
の
見
解
を
問
う
。

　
　
　
増
原
町
長

各
種
の
負
担
軽
減
制
度
で
対
応
す
る
。

　
　
　予
算
要
求
お
よ
び
執
行

①
工
事
・
備
品
等
の
予
算
化
に
あ
た
り
、
技
術
的
見
地
、
維

持
管
理
的
見
地
、
費
用
対
効
果
等
の
ベ
ー
ス
に
な
る
処
が

充
分
検
討
さ
れ
て
い
る
の
か
。

②
専
門
技
術
を
持
た
な
い
職
員
が
、
本
当
に
予
算
計
上
の
中

身
を
把
握
し
て
提
出
し
て
い
る
の
か
。

③
予
算
計
上
時
に
何
時
ご
ろ
執
行
す
る
の
か
を
明
ら
か
に
す

る
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

④
予
算
計
上
さ
れ
て
い
る
も
の
が
執
行
さ
れ
な
い
こ
と
に
対

す
る
チ
ェ
ッ
ク
体
制
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
町
長

①
限
ら
れ
た
財
源
の
も
と
、
住
民
生
活
に
と
っ
て
必
要
性
や

優
先
度
に
基
づ
き
査
定
を
行
っ
て
い
る
。

②
専
門
的
知
識
を
持
つ
職
員
な
ど
と
協
議
を
し
た
上
で
要
求

し
て
い
る
。

③
聞
き
取
り
に
努
め
た
い
。

④
各
課
に
お
い
て
事
業
の
執
行
状
況
を
確
認
し
て
い
る
。

　
　
　中
心
地
域
整
備
構
想

①
議
会
に
対
し
て
、
道
の
駅
関
連
施
設
に
つ
い
て
は
説
明
が

な
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、
若
者
定
住
施
設
や
高
齢
者
住
宅

の
目
的
や
構
想
さ
え
も
不
明
な
中
で
、
こ
れ
ら
の
施
設
ま

で
も
含
め
て
事
業
申
請
を
国
に
し
て
い
く
と
は
ど
う
い
う

こ
と
な
の
か
。
若
者
定
住
施
設
が
こ
の
場
所
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
か
。
町
の
将
来
を
充
分
考
え
た
取
り
組
み
に

な
っ
て
い
な
い
。
こ
の
様
な
独
断
で
物
事
が
進
め
ら
れ
る

こ
と
に
は
怒
り
さ
え
覚
え
る
が
、
町
長
の
見
解
を
問
う
。

②
道
の
駅
関
連
の
施
設
に
於
い
て
も
、
責
任
あ
る
経
営
体
の

構
築
や
生
産
組
織
と
の
連
携
な
ど
、
計
画
基
盤
が
全
く
な

い
が
し
ろ
に
さ
れ
、
単
に
箱
物
を
作
っ
て
そ
れ
で
良
し
と

す
る
旧
態
依
然
の
や
り
方
で
、
町
の
産
業
振
興
等
に
本
当

に
寄
与
す
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
町
長

①
日
南
町
中
心
地
域
整
備
構
想
住
宅
ゾ
ー
ン
検
討
協
議
会
に

よ
る
「
住
宅
ゾ
ー
ン
内
に
は
、
ケ
ア
付
き
高
齢
者
賃
貸
住

宅
、
生
活
支
援
ハ
ウ
ス
、
若
年
層
世
帯
用
ア
パ
ー
ト
、
分

譲
用
造
成
地
、
障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
食
堂
（
交
流

ス
ペ
ー
ス
）
の
整
備
を
予
定
す
る
。
」
と
い
う
太
田
原
地

区
の
住
宅
整
備
の
あ
り
方
に
係
る
答
申
（
平
成
24
年
３

月
）
に
基
づ
く
事
業
推
進
で
あ
り
、
独
断
で
事
業
を
進
め

て
い
る
も
の
で
は
な
い
。

②
来
年
３
月
を
目
標

に
、
直
売
所
の
経

営
体
の
構
築
を
目

指
す
と
と
も
に
、

生
産
者
、
出
品
者

ら
へ
の
協
力
依
頼

を
骨
子
と
す
る
ま

ち
協
単
位
で
の
説

明
会
を
来
年
１
月

か
ら
実
施
し
、
運

営
体
制
の
確
立
を

図
る
。

　
　
　雇
用
の
創
出
、
定
住
対
策

　
移
住
・
定
住
や
雇
用
創
出
の
た
め
に
、
い
き
い
き
定
住
促

進
条
例
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
企
業
支
援
事
業
の
さ
ら
な
る
充
実
を

さ
れ
た
い
。

　
　
　増
原
町
長

　
い
き
い
き
条
例
に
つ
い
て
は
現
行
で
の
運
用
を
、
チ
ャ
レ

ン
ジ
企
業
支
援
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
拡
充
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。

　
　
　中
心
地
域
整
備
構
想

①
道
の
駅
の
経
営
理
念
、
経
営
戦
略
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

②
オ
ー
プ
ン
ま
で
の
、
特
に
ソ
フ
ト
面
（
販
売
品
の
確
保
、

販
売
戦
術
な
ど
）
の
準
備
は
、
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　町
長　

①
６
次
産
業
化
推
進
に
よ
る
雇
用
機
会
を
創
出
、
交
流
の
拡

大
を
担
う
地
場
産
業
の
商
業
拠
点
ゾ
ー
ン
と
し
て
道
の
駅

を
整
備
し
、
「
創
造
的
過
疎
」
を
創
生
す
る
。

②
Ｊ
Ａ
生
産
部
、
既
存
野
菜
販
売
者
へ
の
協
力
依
頼
と
新
規

生
産
組
織
の
育
成
、
ま
た
、
生
産
か
ら
出
荷
、
販
売
、
売

れ
残
り
産
品
の
利
用
ル
ー
ト
の
確
立
を
図
る
と
と
も
に
、

職
員
研
修
を
実
施
し
、
オ
ー
プ
ン
に
向
け
た
体
制
を
構
築

す
る
。

問問

問問問問問問

保・小・中の諸費用の無料化を

現行の負担軽減制度で対応答答

答答答答

答答

問問 チャレンジ企業支援事業の充実を

制度の拡充を検討する答答

問問

問問

答答

答答
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古都久志議員坪倉勝幸議員

－8－－9－

町政のここが聞きたい 町政のここが聞きたい

　
　
　定
住
対
策

　
保
育
園
・
小
・
中
学
校
、
児
童
・
生
徒
の
諸
費
用
を
無
料

化
す
る
こ
と
に
よ
る
人
口
増
加
対
策
、
定
住
対
策
を
検
討
す

べ
き
で
は
な
い
か
考
え
る
が
町
長
の
見
解
を
問
う
。

　
　
　
増
原
町
長

各
種
の
負
担
軽
減
制
度
で
対
応
す
る
。

　
　
　予
算
要
求
お
よ
び
執
行

①
工
事
・
備
品
等
の
予
算
化
に
あ
た
り
、
技
術
的
見
地
、
維

持
管
理
的
見
地
、
費
用
対
効
果
等
の
ベ
ー
ス
に
な
る
処
が

充
分
検
討
さ
れ
て
い
る
の
か
。

②
専
門
技
術
を
持
た
な
い
職
員
が
、
本
当
に
予
算
計
上
の
中

身
を
把
握
し
て
提
出
し
て
い
る
の
か
。

③
予
算
計
上
時
に
何
時
ご
ろ
執
行
す
る
の
か
を
明
ら
か
に
す

る
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

④
予
算
計
上
さ
れ
て
い
る
も
の
が
執
行
さ
れ
な
い
こ
と
に
対

す
る
チ
ェ
ッ
ク
体
制
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
町
長

①
限
ら
れ
た
財
源
の
も
と
、
住
民
生
活
に
と
っ
て
必
要
性
や

優
先
度
に
基
づ
き
査
定
を
行
っ
て
い
る
。

②
専
門
的
知
識
を
持
つ
職
員
な
ど
と
協
議
を
し
た
上
で
要
求

し
て
い
る
。

③
聞
き
取
り
に
努
め
た
い
。

④
各
課
に
お
い
て
事
業
の
執
行
状
況
を
確
認
し
て
い
る
。

　
　
　中
心
地
域
整
備
構
想

①
議
会
に
対
し
て
、
道
の
駅
関
連
施
設
に
つ
い
て
は
説
明
が

な
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、
若
者
定
住
施
設
や
高
齢
者
住
宅

の
目
的
や
構
想
さ
え
も
不
明
な
中
で
、
こ
れ
ら
の
施
設
ま

で
も
含
め
て
事
業
申
請
を
国
に
し
て
い
く
と
は
ど
う
い
う

こ
と
な
の
か
。
若
者
定
住
施
設
が
こ
の
場
所
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
か
。
町
の
将
来
を
充
分
考
え
た
取
り
組
み
に

な
っ
て
い
な
い
。
こ
の
様
な
独
断
で
物
事
が
進
め
ら
れ
る

こ
と
に
は
怒
り
さ
え
覚
え
る
が
、
町
長
の
見
解
を
問
う
。

②
道
の
駅
関
連
の
施
設
に
於
い
て
も
、
責
任
あ
る
経
営
体
の

構
築
や
生
産
組
織
と
の
連
携
な
ど
、
計
画
基
盤
が
全
く
な

い
が
し
ろ
に
さ
れ
、
単
に
箱
物
を
作
っ
て
そ
れ
で
良
し
と

す
る
旧
態
依
然
の
や
り
方
で
、
町
の
産
業
振
興
等
に
本
当

に
寄
与
す
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
町
長

①
日
南
町
中
心
地
域
整
備
構
想
住
宅
ゾ
ー
ン
検
討
協
議
会
に

よ
る
「
住
宅
ゾ
ー
ン
内
に
は
、
ケ
ア
付
き
高
齢
者
賃
貸
住

宅
、
生
活
支
援
ハ
ウ
ス
、
若
年
層
世
帯
用
ア
パ
ー
ト
、
分

譲
用
造
成
地
、
障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
食
堂
（
交
流

ス
ペ
ー
ス
）
の
整
備
を
予
定
す
る
。
」
と
い
う
太
田
原
地

区
の
住
宅
整
備
の
あ
り
方
に
係
る
答
申
（
平
成
24
年
３

月
）
に
基
づ
く
事
業
推
進
で
あ
り
、
独
断
で
事
業
を
進
め

て
い
る
も
の
で
は
な
い
。

②
来
年
３
月
を
目
標

に
、
直
売
所
の
経

営
体
の
構
築
を
目

指
す
と
と
も
に
、

生
産
者
、
出
品
者

ら
へ
の
協
力
依
頼

を
骨
子
と
す
る
ま

ち
協
単
位
で
の
説

明
会
を
来
年
１
月

か
ら
実
施
し
、
運

営
体
制
の
確
立
を

図
る
。

　
　
　雇
用
の
創
出
、
定
住
対
策

　
移
住
・
定
住
や
雇
用
創
出
の
た
め
に
、
い
き
い
き
定
住
促

進
条
例
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
企
業
支
援
事
業
の
さ
ら
な
る
充
実
を

さ
れ
た
い
。

　
　
　増
原
町
長

　
い
き
い
き
条
例
に
つ
い
て
は
現
行
で
の
運
用
を
、
チ
ャ
レ

ン
ジ
企
業
支
援
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
拡
充
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。

　
　
　中
心
地
域
整
備
構
想

①
道
の
駅
の
経
営
理
念
、
経
営
戦
略
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

②
オ
ー
プ
ン
ま
で
の
、
特
に
ソ
フ
ト
面
（
販
売
品
の
確
保
、

販
売
戦
術
な
ど
）
の
準
備
は
、
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　町
長　

①
６
次
産
業
化
推
進
に
よ
る
雇
用
機
会
を
創
出
、
交
流
の
拡

大
を
担
う
地
場
産
業
の
商
業
拠
点
ゾ
ー
ン
と
し
て
道
の
駅

を
整
備
し
、
「
創
造
的
過
疎
」
を
創
生
す
る
。

②
Ｊ
Ａ
生
産
部
、
既
存
野
菜
販
売
者
へ
の
協
力
依
頼
と
新
規

生
産
組
織
の
育
成
、
ま
た
、
生
産
か
ら
出
荷
、
販
売
、
売

れ
残
り
産
品
の
利
用
ル
ー
ト
の
確
立
を
図
る
と
と
も
に
、

職
員
研
修
を
実
施
し
、
オ
ー
プ
ン
に
向
け
た
体
制
を
構
築

す
る
。

問問

問問問問問問

保・小・中の諸費用の無料化を

現行の負担軽減制度で対応答答

答答答答

答答

問問 チャレンジ企業支援事業の充実を

制度の拡充を検討する答答

問問

問問

答答

答答
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足羽　覚議員 久代安敏議員

－10－－11－

町政のここが聞きたい 町政のここが聞きたい

　
　
　
障
が
い
者
支
援

①
障
が
い
者
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が
町
内
に
無
く
、
関
係
者

は
必
要
と
感
じ
て
お
ら
れ
ま
す
。
高
齢
者
介
護
施
設
は
進

ん
で
い
ま
す
が
、
障
が
い
者
施
設
は
遅
れ
て
い
ま
す
。
今

後
設
置
予
定
が
有
る
か
問
い
ま
す
。

②
現
在
、
町
内
で
障
が
い
者
の
受
け
入
れ
施
設
や
、
就
業
で

き
る
職
場
が
少
な
い
。
町
外
に
出
な
く
て
も
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
様
、
障
が
い
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
障
が

い
者
雇
用
の
職
場
が
も
っ
と
出
来
な
い
か
問
い
ま
す
。

③
障
が
い
者
や
高
齢
者
が
住
み
易
い
町
に
す
る
た
め
、
健
康

維
持
対
策
と
引
き
こ
も
り
対
策
を
ど
の
様
に
考
え
ら
れ
て

お
ら
れ
る
か
問
い
ま
す
。

　
　
　
増
原
町
長

①
障
が
い
者
を
支
え
る
家
族
も
同
様
に
高
齢
化
し
て
お
り
、

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
の
居
住
施
設
の
整
備
は
障
が
い
福
祉

計
画
に
も
目
標
と
し
て
明
記
し
て
い
る
。
設
置
場
所
・
運

営
主
体
等
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
る
。

②
引
き
続
き
現
法
人
と
連
携
し
て
、
受
入
人
員
の
増
加
に
取

り
組
む
。
新
た
な
事
業
所
の
設
置
に
つ
い
て
、
運
営
主
体

等
の
検
討
を
行
い
、
就
労
支
援
や
相
談
に
つ
い
て
は
、
関

係
機
関
と
連
携
し
、
企
業
へ
雇
用
を
働
き
か
け
る
。

③
平
成
26
、
27
年
度
は
、
特
に
重
点
活
動
と
し
て
取
り
組
む

の
で
、
住
民
の
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

　
　
　
地
域
資
源
を
活
用
し
た
観
光
促
進
と

　
　
　
健
康
促
進

　
現
在
、
町
内
各
地
域
で
、
独
自
の
文
化
・
歴
史
な
ど
の
観

光
ス
ポ
ッ
ト
と
共
に
、
美
し
い
自
然
を
満
喫
し
な
が
ら
健
康

増
進
を
目
的
と
し
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
が
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
開
催
時
期
に
偏
り
が
あ
り
、
ま
た
各
地
域

毎
の
取
組
で
完
結
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
各
地
域
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化
す
る
事
に
よ
り
、
交
流
人
口
の
拡
大

と
町
民
の
健
康
促
進
に
繋
が
る
や
り
方
が
必
要
と
感
じ
ま
す

が
、
ど
う
思
わ
れ
る
か
問
い
ま
す
。

　
　
　
町
長

　
次
年
度
は
ま
ち
協
結
成
10
年
の
節
目
で
あ
り
、
さ
ら
な
る

ま
ち
協
間
の
連
携
を
進
め
て
い
き
た
い
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に

つ
い
て
も
地
域
が
連
携
し
た
企
画
・
広
報
を
行
い
、
交
流
人

口
増
加
と
住
民
の
健
康
促
進
を
目
指
す
。

　
　
　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
農
業
問
題

①
生
産
者
米
価
大
暴
落
に
対
す
る
コ
メ
農
家
支
援
対
策
は
。

②
日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ
批
准
に
よ
る
町
内
農
業
へ
の
影
響
、
お
よ
び

現
在
交
渉
中
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
「
例
外
な
き
関
税
撤
廃
」
さ
れ

た
場
合
の
影
響
試
算
に
つ
い
て
、
改
め
て
問
う
。

　
　
　
増
原
町
長

①
町
単
独
で
の
支
援
策
に
つ
い
て
は
考
え
て
い
な
い
。

②
日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ
批
准
に
よ
る
、
町
内
の
和
牛
繁
殖
・
肥
育
農

家
、
酪
農
家
へ
の
影
響
は
大
き
い
。

　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
影
響
は
、
平
成
18
年
実
績
に
対
し
、
13
億
５
千

万
円
程
度
（
△
56
％
）
の
減
少
と
試
算
し
て
い
る
。

　
　
　
安
倍
内
閣
と
解
散
・
総
選
挙

　
今
回
の
総
選
挙
は
、
こ
の
２
年
間
の
第
二
次
安
倍
自
公
政

権
の
全
体
が
問
わ
れ
て
い
る
と
考
え
る
が
、
町
長
の
見
解
は
。

　
　
　
町
長

　
地
方
創
生
に
向
け
た
動
き
を
加
速
し
て
、
内
容
あ
る
も
の

に
な
る
よ
う
期
待
す
る
。

　
　
　
小
規
模
企
業
振
興
基
本
法
を
活
か
す
た
め
に

①
小
規
模
二
法
を
、
町
内
の
中
小
企
業
の
持
続
的
発
展
と
起

業
に
活
か
す
た
め
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
か
。

②
中
心
地
域
整
備
事
業
を
推
進
す
る
に
あ
た
っ
て
も
、
同
法

を
活
か
し
た
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
と
考
え
る
が
。

　
　
　
町
長

①
同
法
の
趣
旨
の
も
と
で
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
制
度
や
住
宅

改
修
助
成
制
度
を
運
用
す
る
。

②
小
規
模
事
業
者
の
参
画
を
促
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
日
南
病
院
の
経
営
の
あ
り
方
　

　
看
護
師
不
足
解
消
の
た
め
、
新
規
採
用
者
に
就
職
支
度
金

１
０
０
万
円
を
支
給
す
る
案
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
目
先
の

対
策
で
は
な
く
根
本
的
な
改
革
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
。

　
　
　
町
長

　
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
は
急
務
で
あ
り
、
確
保
次
第
で
職

員
の
待
遇
や
経
営
の
将
来
展
望
を
判
断
し
、
よ
り
安
心
し
て

利
用
し
や
す
い
病
院
運
営
を
め
ざ
し
た
い
。

　
　
　
学
校
給
食

①
町
の
直
営
方
式
あ
る

い
は
、
町
内
業
者

に
委
託
す
る
こ
と

に
よ
り
、
地
域
循

環
型
経
済
に
な
る

と
考
え
る
が
ど
う

か
。

②
子
育
て
支
援
と
し
て

食
材
費
の
無
償
化

を
す
す
め
て
は
。

　
　
　
町
長

①
安
心
・
安
全
な
食
の
提
供
が
担
保
で
き
る
業
者
選
定
の
た

め
に
、
十
分
な
協
議
の
場
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

②
現
在
の
と
こ
ろ
検
討
し
て
い
な
い
。

　
　
　
戦
後
　
年
の
節
目
の
年
を
迎
え
る

　
憲
法
お
よ
び
教
育
基
本
法
の
恒
久
平
和
の
理
念
に
則
り
、

学
校
教
育
お
よ
び
社
会
教
育
に
お
け
る
多
面
的
な
取
り
組
み

を
期
待
し
提
案
す
る
。

　
　
　
町
長

　
平
和
学
習
に
関
わ
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
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町政のここが聞きたい 町政のここが聞きたい

　
　
　
障
が
い
者
支
援

①
障
が
い
者
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が
町
内
に
無
く
、
関
係
者

は
必
要
と
感
じ
て
お
ら
れ
ま
す
。
高
齢
者
介
護
施
設
は
進

ん
で
い
ま
す
が
、
障
が
い
者
施
設
は
遅
れ
て
い
ま
す
。
今

後
設
置
予
定
が
有
る
か
問
い
ま
す
。

②
現
在
、
町
内
で
障
が
い
者
の
受
け
入
れ
施
設
や
、
就
業
で

き
る
職
場
が
少
な
い
。
町
外
に
出
な
く
て
も
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
様
、
障
が
い
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
障
が

い
者
雇
用
の
職
場
が
も
っ
と
出
来
な
い
か
問
い
ま
す
。

③
障
が
い
者
や
高
齢
者
が
住
み
易
い
町
に
す
る
た
め
、
健
康

維
持
対
策
と
引
き
こ
も
り
対
策
を
ど
の
様
に
考
え
ら
れ
て

お
ら
れ
る
か
問
い
ま
す
。

　
　
　
増
原
町
長

①
障
が
い
者
を
支
え
る
家
族
も
同
様
に
高
齢
化
し
て
お
り
、

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
の
居
住
施
設
の
整
備
は
障
が
い
福
祉

計
画
に
も
目
標
と
し
て
明
記
し
て
い
る
。
設
置
場
所
・
運

営
主
体
等
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
る
。

②
引
き
続
き
現
法
人
と
連
携
し
て
、
受
入
人
員
の
増
加
に
取

り
組
む
。
新
た
な
事
業
所
の
設
置
に
つ
い
て
、
運
営
主
体

等
の
検
討
を
行
い
、
就
労
支
援
や
相
談
に
つ
い
て
は
、
関

係
機
関
と
連
携
し
、
企
業
へ
雇
用
を
働
き
か
け
る
。

③
平
成
26
、
27
年
度
は
、
特
に
重
点
活
動
と
し
て
取
り
組
む

の
で
、
住
民
の
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

　
　
　
地
域
資
源
を
活
用
し
た
観
光
促
進
と

　
　
　
健
康
促
進

　
現
在
、
町
内
各
地
域
で
、
独
自
の
文
化
・
歴
史
な
ど
の
観

光
ス
ポ
ッ
ト
と
共
に
、
美
し
い
自
然
を
満
喫
し
な
が
ら
健
康

増
進
を
目
的
と
し
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
が
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
開
催
時
期
に
偏
り
が
あ
り
、
ま
た
各
地
域

毎
の
取
組
で
完
結
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
各
地
域
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化
す
る
事
に
よ
り
、
交
流
人
口
の
拡
大

と
町
民
の
健
康
促
進
に
繋
が
る
や
り
方
が
必
要
と
感
じ
ま
す

が
、
ど
う
思
わ
れ
る
か
問
い
ま
す
。

　
　
　
町
長

　
次
年
度
は
ま
ち
協
結
成
10
年
の
節
目
で
あ
り
、
さ
ら
な
る

ま
ち
協
間
の
連
携
を
進
め
て
い
き
た
い
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に

つ
い
て
も
地
域
が
連
携
し
た
企
画
・
広
報
を
行
い
、
交
流
人

口
増
加
と
住
民
の
健
康
促
進
を
目
指
す
。

　
　
　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
農
業
問
題

①
生
産
者
米
価
大
暴
落
に
対
す
る
コ
メ
農
家
支
援
対
策
は
。

②
日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ
批
准
に
よ
る
町
内
農
業
へ
の
影
響
、
お
よ
び

現
在
交
渉
中
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
「
例
外
な
き
関
税
撤
廃
」
さ
れ

た
場
合
の
影
響
試
算
に
つ
い
て
、
改
め
て
問
う
。

　
　
　
増
原
町
長

①
町
単
独
で
の
支
援
策
に
つ
い
て
は
考
え
て
い
な
い
。

②
日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ
批
准
に
よ
る
、
町
内
の
和
牛
繁
殖
・
肥
育
農

家
、
酪
農
家
へ
の
影
響
は
大
き
い
。

　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
影
響
は
、
平
成
18
年
実
績
に
対
し
、
13
億
５
千

万
円
程
度
（
△
56
％
）
の
減
少
と
試
算
し
て
い
る
。

　
　
　
安
倍
内
閣
と
解
散
・
総
選
挙

　
今
回
の
総
選
挙
は
、
こ
の
２
年
間
の
第
二
次
安
倍
自
公
政

権
の
全
体
が
問
わ
れ
て
い
る
と
考
え
る
が
、
町
長
の
見
解
は
。

　
　
　
町
長

　
地
方
創
生
に
向
け
た
動
き
を
加
速
し
て
、
内
容
あ
る
も
の

に
な
る
よ
う
期
待
す
る
。

　
　
　
小
規
模
企
業
振
興
基
本
法
を
活
か
す
た
め
に

①
小
規
模
二
法
を
、
町
内
の
中
小
企
業
の
持
続
的
発
展
と
起

業
に
活
か
す
た
め
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
か
。

②
中
心
地
域
整
備
事
業
を
推
進
す
る
に
あ
た
っ
て
も
、
同
法

を
活
か
し
た
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
と
考
え
る
が
。

　
　
　
町
長

①
同
法
の
趣
旨
の
も
と
で
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
制
度
や
住
宅

改
修
助
成
制
度
を
運
用
す
る
。

②
小
規
模
事
業
者
の
参
画
を
促
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
日
南
病
院
の
経
営
の
あ
り
方
　

　
看
護
師
不
足
解
消
の
た
め
、
新
規
採
用
者
に
就
職
支
度
金

１
０
０
万
円
を
支
給
す
る
案
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
目
先
の

対
策
で
は
な
く
根
本
的
な
改
革
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
。

　
　
　
町
長

　
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
は
急
務
で
あ
り
、
確
保
次
第
で
職

員
の
待
遇
や
経
営
の
将
来
展
望
を
判
断
し
、
よ
り
安
心
し
て

利
用
し
や
す
い
病
院
運
営
を
め
ざ
し
た
い
。

　
　
　
学
校
給
食

①
町
の
直
営
方
式
あ
る

い
は
、
町
内
業
者

に
委
託
す
る
こ
と

に
よ
り
、
地
域
循

環
型
経
済
に
な
る

と
考
え
る
が
ど
う

か
。

②
子
育
て
支
援
と
し
て

食
材
費
の
無
償
化

を
す
す
め
て
は
。

　
　
　
町
長

①
安
心
・
安
全
な
食
の
提
供
が
担
保
で
き
る
業
者
選
定
の
た

め
に
、
十
分
な
協
議
の
場
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

②
現
在
の
と
こ
ろ
検
討
し
て
い
な
い
。

　
　
　
戦
後
　
年
の
節
目
の
年
を
迎
え
る

　
憲
法
お
よ
び
教
育
基
本
法
の
恒
久
平
和
の
理
念
に
則
り
、

学
校
教
育
お
よ
び
社
会
教
育
に
お
け
る
多
面
的
な
取
り
組
み

を
期
待
し
提
案
す
る
。

　
　
　
町
長

　
平
和
学
習
に
関
わ
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
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－12－－13－

　
11
月
21
日
に
委
員
会
を

開
催
し
、
議
会
報
告
会
・

意
見
交
換
会
で
い
た
だ
い

た
意
見
等
に
つ
い
て
検
討

し
ま
し
た
。

（
詳
細
に
つ
い
て
は
、
報

告
書
を
ご
覧
下
さ
い
。
）

　
会
議
規
則
の
改
正
に
つ

い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　12
月
定
例
会
で
会
議
規

則
の
一
部
改
正
を
議
決

・
本
会
議
で
討
論
に
付
す

前
に
、
議
員
間
の
討
議
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
。

・
議
案
に
対
す
る
質
疑
の

回
数
を
制
限
し
な
い
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
今
ま
で

以
上
に
活
発
な
議
論
が
行

わ
れ
審
議
が
深
ま
る
も
の

と
思
い
ま
す
。

　
か
ね
て
よ
り
専
従
の
職
員
の
配
置

を
求
め
て
い
ま
し
た
が
、
10
月
１
日

に
未
来
創
造
専
門
監
が
任
命
さ
れ
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
と
共
に
中
心

地
域
整
備
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
11
月
10
日
（
第
９
回
）

　
12
月
１
日
（
第
10
回
）

　
12
月
12
日
（
第
11
回
）

　
に
特
別
委
員
会
を
開
催
し
、
計
画

の
進
捗
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

　
専
門
監
か
ら
、

1
．
レ
ス
ト
ラ
ン
経
営
者
を
公
募
す

る
。

2
．
直
売
所
の
運
営
の
た
め
に
、
販

売
支
援
員
２
名
を
募
集
し
、
先
進

的
な
道
の
駅
で
研
修
を
積
ん
で
も

ら
う
。

と
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
経
営
主
体
が
決
ま
ら
な
い

中
、
設
計
費
を
予
算
計
上
す
る
に
当

た
り
、
28
年
４
月
開
設
ま
で
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
、
詳
細
に
調
査

し
ま
し
た
。

　
公
募
の
結
果
を
踏
ま
え
て
早
急
に

運
営
体
制
を
決
定
し
内
部
協
議
に
入

る
。
１
月
中
に
各
地
域
へ
で
か
け
て

生
産
者
等
説
明
会
も
開
催
す
る
と
の

報
告
を
受
け
ま
し
た
。

H26.12

設計準備 実施設計（４ヶ月） 建設工事（８ヶ月） オープン準備 オープン

H27.2 H27.4 H27.6 H27.8 H27.10 H27.12 H28.2 H28.4

（平成２６年１１月１９日）　

（平成２６年１２月１１日）現地調査

議会報告会、意見交換会でいただいた意見等について協議

議会報告会、意見交換会でいただいた意見について協議

あかねの郷の空調設備工事等の状況について福祉保健課

オロチの新工場の建設状況について農林課

（平成２６年１２月１１日）福祉保健課所管事務調査

あかねの郷の人材確保
状況について

新型インフルエンザ等対策
行動計画の周知について

あかねの郷の経営状況
について

福祉関係への就労希望者の減少で人員不足の状況である。

減額の介護報酬改定が見込まれており苦しい状況である。

まちづくり協議会や自治会に案内したり、広報に掲載し周知したい。

福祉保健課

（平成２６年１０月２８日）

避難所に設置予定のＩＰ電話機の機能などについて協議企画課

文化センターの暖房設備、

トイレ改修及び屋根、

外壁等修繕について協議

教育課

（平成２６年１１月４日）

（平成２６年１１月２１日、１２月１２日）
（１）設計準備前のスケジュール
○レストラン及び農林産物直売所の経営者の決定

○道の駅にちなん運営協議会（仮称）の運営体制決定と内部協議

○農林産物直売所等建設工事実施設計業務の仕様書作成

○生産者等地域説明会の開催（１月中）

○実施設計業務入札準備　　　　　　　　　　など

（３）建設工事中のスケジュール

○運営協議会団体、鳥取県との協議

○道の駅にちなん運営協議会（仮称）内部協議

○施設の保守管理体制の構築

○新商品の企画・開発、生産者との出荷体制協議

○建設工事の監督業務　　　　　　　　　　　など

（２）実施設計中のスケジュール
○道の駅にちなん運営協議会（仮称）及び県との協議

○外構工事及び設備工事の打ち合わせ

○町道、下水道工事の打ち合わせ

○農林産物直売所等建設工事の仕様書作成

○建設工事入札準備　　　　　　　　　　　　など

（４）平成２７年度中のスケジュール

○職員研修の実施

○デマンドバス運行スケジュールの策定

○出荷者運営協議会（仮称）の組織化、出荷者研修の実施

○次年度の事業計画策定

○オープン準備（セレモニー含む）、告知　　　　　など

経済福祉常任委員会

調査事項担当課

対応及び意見調査事項担当課

総務教育常任委員会

調査事項

調査事項

担当課

担当課

議会改革に関する調査特別委員会

中心地域整備に関する調査特別委員会

道の駅にちなん建設・開設スケジュール

議会報告会（石見地域振興センター）

改修中の文化センター

(

株)

オ
ロ
チ
の
新
し
い

集
成
材
施
設

各常任委員会調査報告

１月中旬に経営体制が決定した場合、設計準備に１ヶ月半、入札を経て、実施設計に４ヶ月、
工事期間８ヶ月で４月下旬のオープン

説明
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11
月
21
日
に
委
員
会
を

開
催
し
、
議
会
報
告
会
・

意
見
交
換
会
で
い
た
だ
い

た
意
見
等
に
つ
い
て
検
討

し
ま
し
た
。

（
詳
細
に
つ
い
て
は
、
報

告
書
を
ご
覧
下
さ
い
。
）

　
会
議
規
則
の
改
正
に
つ

い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　12
月
定
例
会
で
会
議
規

則
の
一
部
改
正
を
議
決

・
本
会
議
で
討
論
に
付
す

前
に
、
議
員
間
の
討
議
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
。

・
議
案
に
対
す
る
質
疑
の

回
数
を
制
限
し
な
い
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
今
ま
で

以
上
に
活
発
な
議
論
が
行

わ
れ
審
議
が
深
ま
る
も
の

と
思
い
ま
す
。

　
か
ね
て
よ
り
専
従
の
職
員
の
配
置

を
求
め
て
い
ま
し
た
が
、
10
月
１
日

に
未
来
創
造
専
門
監
が
任
命
さ
れ
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
と
共
に
中
心

地
域
整
備
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
11
月
10
日
（
第
９
回
）

　
12
月
１
日
（
第
10
回
）

　
12
月
12
日
（
第
11
回
）

　
に
特
別
委
員
会
を
開
催
し
、
計
画

の
進
捗
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

　
専
門
監
か
ら
、

1
．
レ
ス
ト
ラ
ン
経
営
者
を
公
募
す

る
。

2
．
直
売
所
の
運
営
の
た
め
に
、
販

売
支
援
員
２
名
を
募
集
し
、
先
進

的
な
道
の
駅
で
研
修
を
積
ん
で
も

ら
う
。

と
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
経
営
主
体
が
決
ま
ら
な
い

中
、
設
計
費
を
予
算
計
上
す
る
に
当

た
り
、
28
年
４
月
開
設
ま
で
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
、
詳
細
に
調
査

し
ま
し
た
。

　
公
募
の
結
果
を
踏
ま
え
て
早
急
に

運
営
体
制
を
決
定
し
内
部
協
議
に
入

る
。
１
月
中
に
各
地
域
へ
で
か
け
て

生
産
者
等
説
明
会
も
開
催
す
る
と
の

報
告
を
受
け
ま
し
た
。

H26.12

設計準備 実施設計（４ヶ月） 建設工事（８ヶ月） オープン準備 オープン

H27.2 H27.4 H27.6 H27.8 H27.10 H27.12 H28.2 H28.4

（平成２６年１１月１９日）　

（平成２６年１２月１１日）現地調査

議会報告会、意見交換会でいただいた意見等について協議

議会報告会、意見交換会でいただいた意見について協議

あかねの郷の空調設備工事等の状況について福祉保健課

オロチの新工場の建設状況について農林課

（平成２６年１２月１１日）福祉保健課所管事務調査

あかねの郷の人材確保
状況について

新型インフルエンザ等対策
行動計画の周知について

あかねの郷の経営状況
について

福祉関係への就労希望者の減少で人員不足の状況である。

減額の介護報酬改定が見込まれており苦しい状況である。

まちづくり協議会や自治会に案内したり、広報に掲載し周知したい。

福祉保健課

（平成２６年１０月２８日）

避難所に設置予定のＩＰ電話機の機能などについて協議企画課

文化センターの暖房設備、

トイレ改修及び屋根、

外壁等修繕について協議

教育課

（平成２６年１１月４日）

（平成２６年１１月２１日、１２月１２日）
（１）設計準備前のスケジュール
○レストラン及び農林産物直売所の経営者の決定

○道の駅にちなん運営協議会（仮称）の運営体制決定と内部協議

○農林産物直売所等建設工事実施設計業務の仕様書作成

○生産者等地域説明会の開催（１月中）

○実施設計業務入札準備　　　　　　　　　　など

（３）建設工事中のスケジュール

○運営協議会団体、鳥取県との協議

○道の駅にちなん運営協議会（仮称）内部協議

○施設の保守管理体制の構築

○新商品の企画・開発、生産者との出荷体制協議

○建設工事の監督業務　　　　　　　　　　　など

（２）実施設計中のスケジュール
○道の駅にちなん運営協議会（仮称）及び県との協議

○外構工事及び設備工事の打ち合わせ

○町道、下水道工事の打ち合わせ

○農林産物直売所等建設工事の仕様書作成

○建設工事入札準備　　　　　　　　　　　　など

（４）平成２７年度中のスケジュール

○職員研修の実施

○デマンドバス運行スケジュールの策定

○出荷者運営協議会（仮称）の組織化、出荷者研修の実施

○次年度の事業計画策定

○オープン準備（セレモニー含む）、告知　　　　　など

経済福祉常任委員会

調査事項担当課

対応及び意見調査事項担当課

総務教育常任委員会

調査事項

調査事項

担当課

担当課

議会改革に関する調査特別委員会

中心地域整備に関する調査特別委員会

道の駅にちなん建設・開設スケジュール

議会報告会（石見地域振興センター）

改修中の文化センター

(

株)

オ
ロ
チ
の
新
し
い

集
成
材
施
設

各常任委員会調査報告

１月中旬に経営体制が決定した場合、設計準備に１ヶ月半、入札を経て、実施設計に４ヶ月、
工事期間８ヶ月で４月下旬のオープン

説明

にちなん議会だより　 平成27年1月発行　No.138
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議会報告会（多目的ホール）
修繕する除雪機

写真右より：中村副町長・惠比奈副議長
村上議長・山根西部総合事務所長

平
成
26
年
11
月
10
日

平
成
26
年
11
月
21
日

平
成
27
年
1
月
16
日

　

　
日
南
病
院
で
は
、
医
療
ス

タ
ッ
フ
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

　
急
を
要
す
る
課
題
と
し
て
、

看
護
師
不
足
が
あ
り
ま
す
。
今

年
度
内
に
数
名
の
退
職
者
が
見

込
ま
れ
て
い
る
上
に
、
退
職
後

に
嘱
託
と
し
て
残
っ
て
頑
張
っ

て
い
る
方
が
多
い
と
の
こ
と
で

す
。

　
病
院
独
自
の
奨
学
金
制
度
も

あ
り
ま
す
が
、
必
要
な
人
数
を

確
保
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
こ
の
度
、
人
材
確
保
の

た
め
に
１
０
０
万
円
の
就
職
支

度
金
を
貸
与
す
る
補
正
予
算
を

可
決
し
ま
し
た
。
日
南
病
院
で

５
年
間
勤
務
す
れ
ば
返
還
が
免

除
さ
れ
ま
す
。

　
看
護
師
が
確
保
で
き
な
け
れ

ば
、
今
後
の
病
院
経
営
の
あ
り

方
を
根
本
か
ら
考
え
る
必
要
に

迫
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。 　

セ
ン
ト
ラ
ル
フ
ァ
ー
ム(

株)

鳥
取
農
場
（
以
下
、
「
養
豚

場
」
と
い
う
。
）
の
排
水
に
起

因
す
る
河
川
の
水
質
悪
化
問
題

等
に
つ
い
て
は
、
鳥
取
県
も
、

家
畜
排
せ
つ
物
法
、
水
質
汚
濁

防
止
法
並
び
に
森
林
法
な
ど
の

関
係
法
令
等
に
基
づ
い
た
指
導

監
督
、
水
稲
被
害
農
家
に
対
す

る
営
農
指
導
な
ど
努
力
さ
れ
て

い
る
が
、
未
だ
解
決
し
て
い
な

い
。

　
日
南
町
議
会
は
、
問
題
の
早

期
解
決
の
た
め
に
現
地
調
査
を

行
う
な
ど
随
時
行
政
と
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
鳥
取
県
の
立
入

踏
査
で
は
施
設
の
不
備
が
発
見

さ
れ
る
な
ど
、
企
業
モ
ラ
ル
の

欠
如
に
憤
り
さ
え
お
ぼ
え
る
も

の
で
あ
る
。
養
豚
場
か
ら
の
排

水
に
含
ま
れ
る
窒
素
分
が
原
因

に
よ
る
農
業
被
害
が
昨
年
に
引

き
続
き
本
年
も
発
生
し
、
地
元

農
業
者
の
怒
り
と
精
神
的
苦
痛

は
我
慢
の
限
界
を
超
え
て
い

る
。

　
水
質
検
査
結
果
に
よ
る
と
法

律
の
基
準
値
を
超
え
て
は
い
な

い
も
の
の
、
協
約
書
に
定
め
る

数
値
を
超
え
る
こ
と
が
汚
水
浄

化
設
備
の
不
良
等
で
起
こ
っ
て

い
る
。

日南病院看護師不足 職員就職支度金貸与制度をはじめる

日南町総合文化センター
多目的ホール（議員全員）
山上地域振興センター
福栄地域振興センター
大宮地域振興センター
多里桜ヶ瀬会館
阿毘縁地域振興センター
石見地域振興センター
　　　　　　合計

5人

12人
10人

6人
7人
5人

15人
60人

10月21日

10月22日

10月23日

10月24日

開催日 会　場 参加人数

給
与
条
例
の
一
部
改
正

※

職
員
の
給
与
を
人
事
院
勧
告

に
準
じ
て
改
正

①
通
勤
手
当
〜
各
基
準
キ
ロ
あ

た
り
の
手
当
支
給
月
額
の
増

額
の
改
正

　
月
額
1
0
0
円
〜
3
，

1
0
0
円
引
き
上
げ
。

　
た
だ
し
、
片
道
35
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
ま
で
と
し
、
上
限
額

21
，
6
0
0
円

　
施
行
は
、
国
の
4
月
遡
及
と

は
せ
ず
、
12
月
支
給
分
か
ら

と
す
る
。

②
勤
勉
手
当
〜
支
給
月
数
の
増

(

年
間
0.15
月)

　
施
行
は
、
12
月
1
日
か
ら
と

す
る
。

③
給
料
表
の
改
正
〜
改
定
率
は
、

平
均
0.3
％

　
世
代
間
の
給
与
配
分
見
直
し

の
観
点
か
ら
若
年
層
に
重
点

を
置
い
て
改
定
。

　
施
行
は
、
平
成
26
年
4
月
1

日
か
ら
と
す
る
。

一
般
会
計
補
正
予
算

12
月
14
日
執
行
の
衆
議
院
総
選

挙
の
執
行
事
務
費

　
　
　
　
　
　
6
5
6
万
円

一
般
会
計
補
正
予
算

農
業
後
継
者
育
成
対
策
事
業

　
　
　
　
5
，
5
1
6
千
円

道
路
維
持
管
理
事
業

　
　
　
　
5
，
3
0
0
千
円

　日南町議会は12月25日、セントラルファーム(株)鳥取農場の汚水流失と排水対策など
について、西部総合事務所で平井県知事あてに要望書を提出し、対応を急ぐよう要請し
ました。(要望内容の要旨は、つぎのとおりです)

要
望
の
内
容 

　 

　●
養
豚
場
に
対
し
て
関
係
法
令

の
厳
格
な
適
用
に
よ
る
指
導
監

督
の
強
化
と
違
反
行
為
に
対
し

て
は
法
的
処
置
を
含
め
厳
し
く

対
応
す
る
こ
と
。

●
養
豚
場
か
ら
の
排
水
が
原
因

と
思
わ
れ
る
河
川
の
水
質
悪
化

に
よ
る
水
稲
被
害
の
防
止
と
河

川
環
境
の
改
善
に
む
け
た
助
言

指
導
。

　●
森
林
法
に
抵
触
す
る
違
法
開

発
に
伴
う
改
善
指
導
の
徹
底
と

復
旧
工
事
の
早
期
完
成
。

　
よ
っ
て
次
の
事
項
に
つ
い
て
鳥
取

県
の
さ
ら
な
る
指
導
監
督
と
、
厳
正

な
対
応
を
切
に
要
望
す
る
。

議会報告会にご参加いただき
ありがとうございました

平成26年度　

　
町
民
の
み
な
さ
ん
に
信
頼
さ
れ
る
民
主
的
な
ま
ち
づ
く

り
を
実
現
す
る
た
め
に
、議
員
が
地
域
に
出
か
け
て
活
動
の

状
況
を
報
告
し
意
見
交
換
を
行
い
町
政
に
反
映
す
る
こ
と

を
目
的
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
町
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
出
さ
れ
た
質
問
や
意
見
は
、別
刷

に
ま
と
め
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
下
さ
い
。

第
６
回  

臨
時
会

第
７
回  

臨
時
会

第
1
回  

臨
時
会

鳥取県知事に、セントラルファーム鳥取農場
　（養豚場）への指導監督の強化を要望

日南病院看護師　年齢構成表（人）　H27.1.1現在   
年 代 正職員 正職員以外 合計
60代
50代
40代
30代
20代
計

0
20
8
6
2

36

6
0
1
0
0
7

6 （内再雇用3人）
20
9
6
2

43

議
決
し
た
お
も
な
も
の

議
決
し
た
お
も
な
も
の

議
決
し
た
お
も
な
も
の

にちなん議会だより　 平成27年1月発行　No.138
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議会報告会（多目的ホール）
修繕する除雪機

写真右より：中村副町長・惠比奈副議長
村上議長・山根西部総合事務所長

平
成
26
年
11
月
10
日

平
成
26
年
11
月
21
日

平
成
27
年
1
月
16
日

　

　
日
南
病
院
で
は
、
医
療
ス

タ
ッ
フ
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

　
急
を
要
す
る
課
題
と
し
て
、

看
護
師
不
足
が
あ
り
ま
す
。
今

年
度
内
に
数
名
の
退
職
者
が
見

込
ま
れ
て
い
る
上
に
、
退
職
後

に
嘱
託
と
し
て
残
っ
て
頑
張
っ

て
い
る
方
が
多
い
と
の
こ
と
で

す
。

　
病
院
独
自
の
奨
学
金
制
度
も

あ
り
ま
す
が
、
必
要
な
人
数
を

確
保
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
こ
の
度
、
人
材
確
保
の

た
め
に
１
０
０
万
円
の
就
職
支

度
金
を
貸
与
す
る
補
正
予
算
を

可
決
し
ま
し
た
。
日
南
病
院
で

５
年
間
勤
務
す
れ
ば
返
還
が
免

除
さ
れ
ま
す
。

　
看
護
師
が
確
保
で
き
な
け
れ

ば
、
今
後
の
病
院
経
営
の
あ
り

方
を
根
本
か
ら
考
え
る
必
要
に

迫
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。 　

セ
ン
ト
ラ
ル
フ
ァ
ー
ム(

株)

鳥
取
農
場
（
以
下
、
「
養
豚

場
」
と
い
う
。
）
の
排
水
に
起

因
す
る
河
川
の
水
質
悪
化
問
題

等
に
つ
い
て
は
、
鳥
取
県
も
、

家
畜
排
せ
つ
物
法
、
水
質
汚
濁

防
止
法
並
び
に
森
林
法
な
ど
の

関
係
法
令
等
に
基
づ
い
た
指
導

監
督
、
水
稲
被
害
農
家
に
対
す

る
営
農
指
導
な
ど
努
力
さ
れ
て

い
る
が
、
未
だ
解
決
し
て
い
な

い
。

　
日
南
町
議
会
は
、
問
題
の
早

期
解
決
の
た
め
に
現
地
調
査
を

行
う
な
ど
随
時
行
政
と
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
鳥
取
県
の
立
入

踏
査
で
は
施
設
の
不
備
が
発
見

さ
れ
る
な
ど
、
企
業
モ
ラ
ル
の

欠
如
に
憤
り
さ
え
お
ぼ
え
る
も

の
で
あ
る
。
養
豚
場
か
ら
の
排

水
に
含
ま
れ
る
窒
素
分
が
原
因

に
よ
る
農
業
被
害
が
昨
年
に
引

き
続
き
本
年
も
発
生
し
、
地
元

農
業
者
の
怒
り
と
精
神
的
苦
痛

は
我
慢
の
限
界
を
超
え
て
い

る
。

　
水
質
検
査
結
果
に
よ
る
と
法

律
の
基
準
値
を
超
え
て
は
い
な

い
も
の
の
、
協
約
書
に
定
め
る

数
値
を
超
え
る
こ
と
が
汚
水
浄

化
設
備
の
不
良
等
で
起
こ
っ
て

い
る
。

日南病院看護師不足 職員就職支度金貸与制度をはじめる

日南町総合文化センター
多目的ホール（議員全員）
山上地域振興センター
福栄地域振興センター
大宮地域振興センター
多里桜ヶ瀬会館
阿毘縁地域振興センター
石見地域振興センター
　　　　　　合計

5人

12人
10人

6人
7人
5人

15人
60人

10月21日

10月22日

10月23日

10月24日

開催日 会　場 参加人数

給
与
条
例
の
一
部
改
正

※

職
員
の
給
与
を
人
事
院
勧
告

に
準
じ
て
改
正

①
通
勤
手
当
〜
各
基
準
キ
ロ
あ

た
り
の
手
当
支
給
月
額
の
増

額
の
改
正

　
月
額
1
0
0
円
〜
3
，

1
0
0
円
引
き
上
げ
。

　
た
だ
し
、
片
道
35
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
ま
で
と
し
、
上
限
額

21
，
6
0
0
円

　
施
行
は
、
国
の
4
月
遡
及
と

は
せ
ず
、
12
月
支
給
分
か
ら

と
す
る
。

②
勤
勉
手
当
〜
支
給
月
数
の
増

(

年
間
0.15
月)

　
施
行
は
、
12
月
1
日
か
ら
と

す
る
。

③
給
料
表
の
改
正
〜
改
定
率
は
、

平
均
0.3
％

　
世
代
間
の
給
与
配
分
見
直
し

の
観
点
か
ら
若
年
層
に
重
点

を
置
い
て
改
定
。

　
施
行
は
、
平
成
26
年
4
月
1

日
か
ら
と
す
る
。

一
般
会
計
補
正
予
算

12
月
14
日
執
行
の
衆
議
院
総
選

挙
の
執
行
事
務
費

　
　
　
　
　
　
6
5
6
万
円

一
般
会
計
補
正
予
算

農
業
後
継
者
育
成
対
策
事
業

　
　
　
　
5
，
5
1
6
千
円

道
路
維
持
管
理
事
業

　
　
　
　
5
，
3
0
0
千
円

　日南町議会は12月25日、セントラルファーム(株)鳥取農場の汚水流失と排水対策など
について、西部総合事務所で平井県知事あてに要望書を提出し、対応を急ぐよう要請し
ました。(要望内容の要旨は、つぎのとおりです)

要
望
の
内
容 

　 

　●
養
豚
場
に
対
し
て
関
係
法
令

の
厳
格
な
適
用
に
よ
る
指
導
監

督
の
強
化
と
違
反
行
為
に
対
し

て
は
法
的
処
置
を
含
め
厳
し
く

対
応
す
る
こ
と
。

●
養
豚
場
か
ら
の
排
水
が
原
因

と
思
わ
れ
る
河
川
の
水
質
悪
化

に
よ
る
水
稲
被
害
の
防
止
と
河

川
環
境
の
改
善
に
む
け
た
助
言

指
導
。

　●
森
林
法
に
抵
触
す
る
違
法
開

発
に
伴
う
改
善
指
導
の
徹
底
と

復
旧
工
事
の
早
期
完
成
。

　
よ
っ
て
次
の
事
項
に
つ
い
て
鳥
取

県
の
さ
ら
な
る
指
導
監
督
と
、
厳
正

な
対
応
を
切
に
要
望
す
る
。

議会報告会にご参加いただき
ありがとうございました

平成26年度　

　
町
民
の
み
な
さ
ん
に
信
頼
さ
れ
る
民
主
的
な
ま
ち
づ
く

り
を
実
現
す
る
た
め
に
、議
員
が
地
域
に
出
か
け
て
活
動
の

状
況
を
報
告
し
意
見
交
換
を
行
い
町
政
に
反
映
す
る
こ
と

を
目
的
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
町
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
出
さ
れ
た
質
問
や
意
見
は
、別
刷

に
ま
と
め
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
下
さ
い
。

第
６
回  

臨
時
会

第
７
回  

臨
時
会

第
1
回  

臨
時
会

鳥取県知事に、セントラルファーム鳥取農場
　（養豚場）への指導監督の強化を要望

日南病院看護師　年齢構成表（人）　H27.1.1現在   
年 代 正職員 正職員以外 合計
60代
50代
40代
30代
20代
計

0
20
8
6
2

36

6
0
1
0
0
7

6 （内再雇用3人）
20
9
6
2

43

議
決
し
た
お
も
な
も
の

議
決
し
た
お
も
な
も
の

議
決
し
た
お
も
な
も
の

にちなん議会だより　 平成27年1月発行　No.138
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平成21年から始めて7年目となる「しめ縄」づくり。福栄ま
ちづくり協議会の活動の一つとして有志8人が、師走と
同時に取りかかり、年の瀬も押し詰まる12月28日まで約
400〆を町内や米子市などの鳥取県西部圏域に納めて
いる。収益の一部は、「まち協」にも入る。
しめを綯(な)いながら一年を振り返り、「来年は…」と談笑
するのも楽しみの一つ。(福が栄えますように)

　

新年に願い託して しめ縄づくり新年に願い託して しめ縄づくり

おもな内容
１２月定例会…………………………
一般質問（７名）……………………
委員会の動き………………………
セントラル問題で県に要望…………
議会に思うこと………………………

ページ
ページ
ページ
ページ
ページ

2
5
12
14
16

　
　実
在
し
た
高
天
原
　

　皆
さ
ん
は「
縄
文
海
進
」と
い
う
言
葉

を
聞
か
れ
た
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

縄
文
海
進
と
は:

実
は
日
本
で
発
見
さ
れ

た
た
め「JYO

UM
O

N

　KAISH
IN

」

と
し
て
国
際
的
に
も
運
用
す
る
言
葉
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　記
紀
神
話
に
登
場
す
る「『
高
天
原
』

は「
架
空
の
話
で
存
在
し
な
か
っ
た
と
い

う
の
が
こ
れ
ま
で
の
日
本
の
学
会
の
定

説
」と
な
っ
て
き
ま
し
た
。こ
れ
は
誤
っ

た
歴
史
認
識
で
す
。邪
馬
台
国
山
陰
説

で
は
、考
古
学
や
歴
史
学
だ
け
で
は
な

く
、古
代
史
の
研
究
分
野
と
し
て
検
証

の
対
象
と
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

　自
然
環
境
・
動
植
物
層
・
生
物
多
様

性
・
気
候
・
気
象
・
数
学
・
物
理
学
・
医

学
・
心
理
学
・
地
理
学
・
地
球
物
理
学
な

ど
の
ほ
と
ん
ど
全
て
の
自
然
科
学
の
分

野
と
記
紀
に
書
か
れ
た
神
話
や
、民
俗

学
及
び
地
域
に
残
さ
れ
た
伝
授
。中
国

な
ど
の
諸
外
国
の
文
献
等
を
総
合
的
に

研
究
調
査
し
た
結
果
。兵
庫
県
か
ら
山

口
県
に
至
る
中
国
山
脈
全
体
が
縄
文
時

代
に『
高
天
原
』と
し
て
実
在
し
た
の
で

す
。日
南
町
は
中
国
山
脈
の
ど
真
ん
中
、

誇
り
を
も
っ
て
語
り
ま
し
ょ
う
。

藤
原
泰
則

　記

　

　
長 

崎 

あ
か
り
さ
ん

　
今
日
は
議
会
を
傍
聴
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。

大
人
の
話
だ
け
で
な
く
、
私
た
ち
子
ど
も
の
生
活

の
こ
と
も
話
さ
れ
て
い
た
の
で
、
自
分
た
ち
も
関

係
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
今
日
の
体
験

で
学
ん
だ
こ
と
を
こ
れ
か
ら
の
話
し
合
い
の
進
め

方
に
取
り
入
れ
た
い
で
す
。

　
福 

田 

佑 

乃
さ
ん

　
今
日
は
、
議
会
の
傍
聴
に
行
き
ま
し
た
。
役
場

の
２
階
に
上
が
っ
た
の
は
す
ご
く
久
し
ぶ
り
で
す
。

最
初
の
方
は
話
が
難
し
く
て
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
で
も
、
最
後
の
方
の
教
育
委
員
会
に
つ

い
て
は
何
と
な
く
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
の
場
で
さ

れ
た
質
問
に
ち
ゃ
ん
と
答
え
て
お
ら
れ
る
と
こ
ろ

が
す
ご
い
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。
時
間
内
に
ち
ゃ

ん
と
終
わ
っ
て
い
た
の
も
す
ご
い
な
あ
と
思
い
ま

し
た
。

　
井 

谷 

莉 

菜
さ
ん

　
中
学
生
が
行
う
話
し
合
い
と
全
く
違
っ
て
、
一

人
ひ
と
り
が
正
確
で
個
性
的
な
意
見
を
述
べ
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
目
が
点
に
な
り
、

「
ほ
ぉ
ー
」
と
感
心
し
て
見
て
し
ま
い
ま
し
た
。

議
会
の
話
し
合
い
と
い
う
の
は
、
こ
こ
ま
で
す
ご

い
ん
だ
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。

　
久 

代 

優 

太
さ
ん

　
今
日
、
議
会
の
傍
聴
に
行
き
ま
し
た
。
僕
は
、

議
会
に
対
し
て
ピ
リ
ピ
リ
し
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
を

持
っ
て
い
た
け
ど
、
そ
ん
な
緊
張
感
が
あ
ま
り
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
議
会
は
町
の
こ
と
や
学
校
の

こ
と
を
話
し
合
っ
て
い
る
ん
だ
な
あ
と
思
い
ま
し

た
。

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　委 

員 

長

　久
代

　安
敏

　
　
　副
委
員
長

　藤
原

　泰
則

　
　
　委

　
　員

　福
田

　
　稔

　
　
　
　 〃
　
　  

古
都

　勝
人

　
　
　
　 〃
　
　  

惠
比
奈
礼
子

福

　田

　憲

　一  

さ
ん

　
　

   

　
　︵
豊
栄
︶

　各
地
域
が
日
増
し
に
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
行
く
今

日
、
議
員
の
皆
様
は
議
会
に
お
い
て
地
域
発
展
の
為
に
新

し
い
発
想
の
元
に
努
力
さ
れ
て
い
る
事
に
心
か
ら
敬
意
を

表
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
日
南
町
を
ど
う
活
性
化
し
て
行

く
か
、
住
民
が
安
心
、
安
全
、
元
気
で
楽
し
く
日
常
生
活

を
送
る
為
に
行
政
と
一
緒
に
な
っ
て
議
会
で
努
力
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　今
地
域
で
何
が
一
番
必
要
で
あ
る
か
議
員
の
皆
様
に
考

え
て
頂
き
た
い
。
ま
ず
は
、
日
南
町
地
域
を
知
り
、
住
民

が
今
何
を
望
ん
で
い
る
か
知
っ
て
頂
き
た
い
。
議
員
の
皆

様
は
、
よ
く
先
進
地
域
の
視
察
研
修
に
行
か
れ
る
話
し
を

聞
き
ま
す
が
、
視
察
研
修
の
参
考
に
な
っ
た
点
、
感
想
等

報
告
さ
れ
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
年
１
回
議
会

報
告
会
と
意
見
交
換
等
を
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
是
非

と
も
続
け
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
議
員
の
皆
様
と
直

接
話
す
こ
と
が
出
来
、
詳
し
く
内
容
を
知
る
こ
と
が
出
来

ま
す
。
こ
の
様
な
良
い
機
会
を
与
え
て
く
れ
た
議
員
の
皆

様
に
感
謝
致
し
ま
す
。
残
念
な
こ
と
に
、
住
民
の
参
加
者

が
少
な
い
よ
う
で
す
。
防
災
無
線
等
で
２
〜
３
回
声
掛
け

を
し
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　時
代
は
、
ど
ん
ど
ん
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
議
会
で

の
協
議
、
検
討
で
な
く
、
即
実
行
型
の
結
論
を
出
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
議
員
の
皆
様
の
頑
張
り
に
期
待
し
ま

す
。　平

成
27
年
度
は
日
南
町
議
会
議
員
を
選
ぶ
選
挙
の
年
で

す
。
町
民
の
代
表
と
し
て
新
し
い
議
員
が
選
ば
れ
る
わ
け

で
す
が
、
各
自
が
責
任
を
持
っ
て
日
南
町
議
会
が
益
々
発

展
し
、
住
み
良
い
日
南
町
に
な
る
為
に
新
し
い
議
員
の
皆

様
の
ご
活
躍
を
心
か
ら
お
祈
り
致
し
ま
す
。

日
南
中
学
校
２
年
生
の
議
会
傍
聴
記
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新
議
長
あ
い
さ
つ

住民の負託に応えます新しい議会体制で 住民の負託に応えます新しい議会体制で 住民の負託に応えます新しい議会体制で

にちなん議会だより　平成27年５月発行　No.139

－2－－3－

５月８日

初　議　会
５月８日

第3回臨時会第3回臨時会

初　議　会

　
先
の
町
議
会
議
員
選
挙
に
お
い
て
新
た
な
議
会
構
成
と

な
り
ま
し
た
。
町
政
始
ま
っ
て
以
来
初
と
な
る
無
投
票
で

の
当
選
で
あ
り
ま
し
た
が
、
議
員
各
位
の
絶
大
な
ご
支
援

を
い
た
だ
き
、
再
び
議
長
の
職
責
を
担
う
こ
と
に
な
り
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
で
一
杯
で
あ
り
ま
す
。
微
力
で
は
あ

り
ま
す
が
町
民
各
位
の
福
祉
向
上
を
目
指
し
頑
張
っ
て
参

る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

　
本
年
は
国
勢
調
査
の
年
で
も
あ
り
、
過
疎
、
少
子
高
齢

化
が
一
層
顕
著
に
表
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
日
南

町
議
会
も
全
国
議
長
会
町
村
議
会
特
別
表
彰
を
受
け
ま
し

た
が
、
よ
り
一
層
開
か
れ
た
議
会
並
び
に
資
質
の
向
上
に

取
り
組
み
、
行
政
の
監
視
機
関
と
し
て
機
能
発
揮
が
出
来

る
よ
う
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
終
わ
り
に

町
民
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
就
任

の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

常
任
委
員
会
と
は

　
多
種
多
様
化
し
、
専
門
化
し

て
い
る
た
く
さ
ん
の
案
件
を
能

率
的
に
処
理
す
る
た
め
に
委
員

会
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
日
南
町
議
会
で
は
、
２
つ
の

委
員
会
が
あ
り
委
員
の
数
は
そ

れ
ぞ
れ
６
人
と
な
っ
て
お
り
、

任
期
は
２
年
で
す
。

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会
と
は

　
議
会
の
議
事
や
活
動
な
ど
広

く
町
民
に
周
知
を
図
る
た
め
に

設
け
ら
れ
、
任
期
は
調
査
終
了

ま
で
、
委
員
の
数
は
５
人
で
す
。

　
　
議
会
広
報
調
査

　
　
　
　
　
　
特
別
委
員
会

　
委

員

長

　
　
久
代

　
安
敏

　
副
委
員
長

　
　
足
羽

　
　
覚

　
委

　
　
員

　
　
大
西

　
　
保

　
　
〃

　
　
　
　
近
藤

　
仁
志

　
　
〃

　
　
　
　
福
田

　
　
稔

議
会
運
営
委
員
会
と
は

　
議
会
の
運
営
に
関
す
る
こ
と

や
会
議
規
則
、
委
員
会
に
関
す

る
条
例
に
関
す
る
こ
と
な
ど
議

長
の
諮
問
的
役
割
を
持
っ
て
い

ま
す
。
委
員
の
数
は
５
人
で
、

任
期
は
２
年
で
す
。

　
　
議
会
運
営
委
員
会

　
委

員

長

　
　
古
都

　
勝
人

　
副
委
員
長

　
　
惠
比
奈
礼
子

　
委

　
　
員

　
　
山
本

　
芳
昭

　
　
〃

　
　
　
　
久
代

　
安
敏

　
　
〃

　
　
　
　
福
田

　
　
稔

西
部
広
域
行
政

　
　
　
　
　
管
理
組
合
議
会

　
議

　
　
員

　
　
村
上

　
正
広

鳥
取
県
後
期
高
齢
者

　
　
　
医
療
広
域
連
合
議
会

　
議

　
　
員

　
　
村
上

　
正
広

江
府
町
日
野
町
日
南
町

　
　
　

 

衛
生
施
設
組
合
議
会

　
議

　
　
員

　
　
足
羽

　
　
覚

　
　
　
　
　
　
　
大
西

　
　
保

　
　
　
　
　
　
　
荒
木

　
　
博

全
員
一
致
で
承
認
・
可
決
・
同

意
さ
れ
ま
し
た
。

専
決
処
分
の
認
定

・
日
南
町
税
条
例
等
の
一
部
改

　
正

・
日
南
町
国
民
健
康
保
険
診
療

　
施
設
使
用
料
及
び
手
数
料
徴

　
収
条
例
の
一
部
改
正

一
般
選
挙
後
の
臨
時
会
（
初
議
会
）
が
、
５
月
８
日
に
招
集
さ
れ
ま
し
た
。

最
年
長
議
員
で
あ
る
福
田

　
稔
議
員
が
臨
時
議
長
を
務
め
、
議
長
選
挙
が
行
わ
れ
、
無
記
名
投
票
の
結
果
、

村
上
正
広
議
員
が
９
票
を
獲
得
し
当
選
し
ま
し
た
。

　

村
上
新
議
長
に
よ
り
副
議
長
選
挙
が
行
わ
れ
福
田

　
稔
議
員
が
８
票
を
獲
得
し
、
当
選
し
ま
し
た
。

続
い
て
各
常
任
委
員
の
選
任
、
議
会
運
営
委
員
の
選
任
な
ど
が
行
わ
れ
、
新
し
い
体
制
が
決
ま
り
ま
し
た
。

日
南
町
議
会
の
新
体
制

工
事
請
負
契
約
の
締
結

日
南
町
清
掃
セ
ン
タ
ー
修
繕
工

事契
約
金
額

　
３
８
，
１
２
４
，

０
０
０
円
（
消
費
税
込
み
）

財
産
の
取
得

除
雪
ロ
ー
タ
リ(

2.2
ｍ
級)

１
台

取
得
価
格

　
３
０
，
７
８
０
，

０
０
０
円
（
消
費
税
込
み
）

条
例
の
一
部
改
正

日
南
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

等監
査
委
員
の
選
任(

議
会
選
出)

　
近
藤

　
仁
志

(

任
期
は
平
成
31
年
４
月
29
日
迄)

教
育
委
員
会
の
選
任
同
意

　
福
田

　
英
寿

(

任
期
は
平
成
30
年
５
月
13
日
迄)

　
中
村

　
秀
代

(

任
期
は
平
成
31
年
５
月
13
日
迄)

議
決
し
た

　
お
も
な
も
の

村上　正広 議長福田　　稔 副議長

平成27年５月８日に開かれた改選後初めての臨時会修繕する排ガス処理施設

　
　
総
務
教
育
常
任
委
員
会

　
委

員

長

　
　
山
本

　
芳
昭

　
副
委
員
長

　
　
荒
木

　
　
博

　
委

　
　
員

　
　
惠
比
奈
礼
子

　
　
〃

　
　
　
　
古
都

　
勝
人

　
　
〃

　
　
　
　
大
西

　
　
保

　
　
〃

　
　
　
　
村
上

　
正
広

　
　
経
済
福
祉
常
任
委
員
会

　
委

員

長

　
　
久
代

　
安
敏

　
副
委
員
長

　
　
足
羽

　
　
覚

　
委

　
　
員

　
　
藤
原

　
泰
則

　
　
〃

　
　
　
　
近
藤

　
仁
志

　
　
〃

　
　
　
　
坪
倉

　
勝
幸

　
　
〃

　
　
　
　
福
田

　
　
稔

─　　 ─566



新
議
長
あ
い
さ
つ

住民の負託に応えます新しい議会体制で 住民の負託に応えます新しい議会体制で 住民の負託に応えます新しい議会体制で

にちなん議会だより　平成27年５月発行　No.139

－2－－3－

５月８日

初　議　会
５月８日

第3回臨時会第3回臨時会

初　議　会

　
先
の
町
議
会
議
員
選
挙
に
お
い
て
新
た
な
議
会
構
成
と

な
り
ま
し
た
。
町
政
始
ま
っ
て
以
来
初
と
な
る
無
投
票
で

の
当
選
で
あ
り
ま
し
た
が
、
議
員
各
位
の
絶
大
な
ご
支
援

を
い
た
だ
き
、
再
び
議
長
の
職
責
を
担
う
こ
と
に
な
り
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
で
一
杯
で
あ
り
ま
す
。
微
力
で
は
あ

り
ま
す
が
町
民
各
位
の
福
祉
向
上
を
目
指
し
頑
張
っ
て
参

る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

　
本
年
は
国
勢
調
査
の
年
で
も
あ
り
、
過
疎
、
少
子
高
齢

化
が
一
層
顕
著
に
表
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
日
南

町
議
会
も
全
国
議
長
会
町
村
議
会
特
別
表
彰
を
受
け
ま
し

た
が
、
よ
り
一
層
開
か
れ
た
議
会
並
び
に
資
質
の
向
上
に

取
り
組
み
、
行
政
の
監
視
機
関
と
し
て
機
能
発
揮
が
出
来

る
よ
う
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
終
わ
り
に

町
民
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
就
任

の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

常
任
委
員
会
と
は

　
多
種
多
様
化
し
、
専
門
化
し

て
い
る
た
く
さ
ん
の
案
件
を
能

率
的
に
処
理
す
る
た
め
に
委
員

会
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
日
南
町
議
会
で
は
、
２
つ
の

委
員
会
が
あ
り
委
員
の
数
は
そ

れ
ぞ
れ
６
人
と
な
っ
て
お
り
、

任
期
は
２
年
で
す
。

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会
と
は

　
議
会
の
議
事
や
活
動
な
ど
広

く
町
民
に
周
知
を
図
る
た
め
に

設
け
ら
れ
、
任
期
は
調
査
終
了

ま
で
、
委
員
の
数
は
５
人
で
す
。

　
　
議
会
広
報
調
査

　
　
　
　
　
　
特
別
委
員
会

　
委

員

長

　
　
久
代

　
安
敏

　
副
委
員
長

　
　
足
羽

　
　
覚

　
委

　
　
員

　
　
大
西

　
　
保

　
　
〃

　
　
　
　
近
藤

　
仁
志

　
　
〃

　
　
　
　
福
田

　
　
稔

議
会
運
営
委
員
会
と
は

　
議
会
の
運
営
に
関
す
る
こ
と

や
会
議
規
則
、
委
員
会
に
関
す

る
条
例
に
関
す
る
こ
と
な
ど
議

長
の
諮
問
的
役
割
を
持
っ
て
い

ま
す
。
委
員
の
数
は
５
人
で
、

任
期
は
２
年
で
す
。

　
　
議
会
運
営
委
員
会

　
委

員

長

　
　
古
都

　
勝
人

　
副
委
員
長

　
　
惠
比
奈
礼
子

　
委

　
　
員

　
　
山
本

　
芳
昭

　
　
〃

　
　
　
　
久
代

　
安
敏

　
　
〃

　
　
　
　
福
田

　
　
稔

西
部
広
域
行
政

　
　
　
　
　
管
理
組
合
議
会

　
議

　
　
員

　
　
村
上

　
正
広

鳥
取
県
後
期
高
齢
者

　
　
　
医
療
広
域
連
合
議
会

　
議

　
　
員

　
　
村
上

　
正
広

江
府
町
日
野
町
日
南
町

　
　
　

 

衛
生
施
設
組
合
議
会

　
議

　
　
員

　
　
足
羽

　
　
覚

　
　
　
　
　
　
　
大
西

　
　
保

　
　
　
　
　
　
　
荒
木

　
　
博

全
員
一
致
で
承
認
・
可
決
・
同

意
さ
れ
ま
し
た
。

専
決
処
分
の
認
定

・
日
南
町
税
条
例
等
の
一
部
改

　
正

・
日
南
町
国
民
健
康
保
険
診
療

　
施
設
使
用
料
及
び
手
数
料
徴

　
収
条
例
の
一
部
改
正

一
般
選
挙
後
の
臨
時
会
（
初
議
会
）
が
、
５
月
８
日
に
招
集
さ
れ
ま
し
た
。

最
年
長
議
員
で
あ
る
福
田

　
稔
議
員
が
臨
時
議
長
を
務
め
、
議
長
選
挙
が
行
わ
れ
、
無
記
名
投
票
の
結
果
、

村
上
正
広
議
員
が
９
票
を
獲
得
し
当
選
し
ま
し
た
。

　

村
上
新
議
長
に
よ
り
副
議
長
選
挙
が
行
わ
れ
福
田

　
稔
議
員
が
８
票
を
獲
得
し
、
当
選
し
ま
し
た
。

続
い
て
各
常
任
委
員
の
選
任
、
議
会
運
営
委
員
の
選
任
な
ど
が
行
わ
れ
、
新
し
い
体
制
が
決
ま
り
ま
し
た
。

日
南
町
議
会
の
新
体
制

工
事
請
負
契
約
の
締
結

日
南
町
清
掃
セ
ン
タ
ー
修
繕
工

事契
約
金
額

　
３
８
，
１
２
４
，

０
０
０
円
（
消
費
税
込
み
）

財
産
の
取
得

除
雪
ロ
ー
タ
リ(

2.2
ｍ
級)

１
台

取
得
価
格

　
３
０
，
７
８
０
，

０
０
０
円
（
消
費
税
込
み
）

条
例
の
一
部
改
正

日
南
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

等監
査
委
員
の
選
任(

議
会
選
出)

　
近
藤

　
仁
志

(

任
期
は
平
成
31
年
４
月
29
日
迄)

教
育
委
員
会
の
選
任
同
意

　
福
田

　
英
寿

(

任
期
は
平
成
30
年
５
月
13
日
迄)

　
中
村

　
秀
代

(

任
期
は
平
成
31
年
５
月
13
日
迄)

議
決
し
た

　
お
も
な
も
の

村上　正広 議長福田　　稔 副議長

平成27年５月８日に開かれた改選後初めての臨時会修繕する排ガス処理施設

　
　
総
務
教
育
常
任
委
員
会

　
委

員

長

　
　
山
本

　
芳
昭

　
副
委
員
長

　
　
荒
木

　
　
博

　
委

　
　
員

　
　
惠
比
奈
礼
子

　
　
〃

　
　
　
　
古
都

　
勝
人

　
　
〃

　
　
　
　
大
西

　
　
保

　
　
〃

　
　
　
　
村
上

　
正
広

　
　
経
済
福
祉
常
任
委
員
会

　
委

員

長

　
　
久
代

　
安
敏

　
副
委
員
長

　
　
足
羽

　
　
覚

　
委

　
　
員

　
　
藤
原

　
泰
則

　
　
〃

　
　
　
　
近
藤

　
仁
志

　
　
〃

　
　
　
　
坪
倉

　
勝
幸

　
　
〃

　
　
　
　
福
田

　
　
稔

─　　 ─567
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３月定例会
３月３日～３月24日（22日間）３月３日～３月24日（22日間）

３月定例会

　
日
南
町
議
会
の
３
月
定
例
会
は
、
３
月
３
日
か
ら
24
日
ま
で
の
22
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
増
原
町
長
に
よ
る
平
成
27
年
度
施
政
方
針
説
明
を
受
け
て
、
３
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
執
行
部
か
ら
提
案
さ
れ
た
平
成
26
年
度
補
正
予
算
、
平
成
27
年
度
の
一
般
会
計
な
ど
各
会
計
の
当
初
予
算
お
よ

び
条
例
改
正
案
は
、
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
予
算
審
査
は
、
議
員
全
員
で
構
成
す
る
「
予
算
審
査
特
別
委
員
会
」(

委
員
長
・
坪
倉
勝
幸)

を
設
置
し
、
担
当

課
か
ら
詳
し
く
説
明
を
受
け
、
住
民
に
と
っ
て
よ
り
よ
い
予
算
と
な
る
よ
う
審
議
を
深
め
ま
し
た
。

平成27年度　会計別当初予算額

会　計

合　　計

金　額

75億8,795万2千円

8億6,286万5千円

2億9,997万円

2億725万1千円

10億8,696万4千円

1億9,119万6千円

1億288万6千円

1,694万6千円

13億2,934万5千円

11億2,673万8千円

2億260万7千円

116億8,537万5千円

対前年度比

13億321万1千円

1億907万円

4,242万1千円

△266万3千円

2,771万円

△2,983万9千円

373万3千円

1,694万6千円

△1億3,997万9千円

△1億9,073万7千円

5,075万8千円

13億3,061万円

一 般 会 計

国民健康保険会計

簡 易 水 道 会 計

農業集落排水会計

介 護 保 険 会 計

介護サービス会計

後期高齢者医療会計
再生可能エネルギー
発 電 事 業 会 計

病 院 事 業 会 計

　　　収益的収支

　　　資本的収支

平成27年度予算を議決平成27年度予算を議決平成27年度予算を議決 おもな新規事業おもな新規事業おもな新規事業

「道の駅」などの中心地域整備事業
5億4千万円

「道の駅」などの中心地域整備事業
5億4千万円

来春オー
プン

新教科「ともいき科」の新設で
学力向上と生き抜く力の育成

744万円

新教科「ともいき科」の新設で
学力向上と生き抜く力の育成

744万円

医療費助成を中学から
高校卒業までに対象を拡大

150万円

医療費助成を中学から
高校卒業までに対象を拡大

150万円

返済免除の奨学金制度
(町内就職で人材確保)

1,100万円

返済免除の奨学金制度
(町内就職で人材確保)

1,100万円

初期消火のために防火水槽を新設
(木材団地と阿毘縁地区)

1,621万円

日南中学校の寄宿舎改修で移住定住と
高齢者住宅として有効利用

8,600万円

初期消火のために防火水槽を新設
(木材団地と阿毘縁地区)

1,621万円

日南中学校の寄宿舎改修で移住定住と
高齢者住宅として有効利用

8,600万円

旨い果菜の里づくり
ハウスや農機具、種苗や堆肥などの助成拡大

5,000万円

防災ヘリコプターの離着陸場と
緑地造成(下石見・特養跡地)

1億円

旨い果菜の里づくり
ハウスや農機具、種苗や堆肥などの助成拡大

5,000万円

防災ヘリコプターの離着陸場と
緑地造成(下石見・特養跡地)

1億円

─　　 ─568
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３月定例会
３月３日～３月24日（22日間）３月３日～３月24日（22日間）

３月定例会

　
日
南
町
議
会
の
３
月
定
例
会
は
、
３
月
３
日
か
ら
24
日
ま
で
の
22
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
増
原
町
長
に
よ
る
平
成
27
年
度
施
政
方
針
説
明
を
受
け
て
、
３
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
執
行
部
か
ら
提
案
さ
れ
た
平
成
26
年
度
補
正
予
算
、
平
成
27
年
度
の
一
般
会
計
な
ど
各
会
計
の
当
初
予
算
お
よ

び
条
例
改
正
案
は
、
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
予
算
審
査
は
、
議
員
全
員
で
構
成
す
る
「
予
算
審
査
特
別
委
員
会
」(

委
員
長
・
坪
倉
勝
幸)

を
設
置
し
、
担
当

課
か
ら
詳
し
く
説
明
を
受
け
、
住
民
に
と
っ
て
よ
り
よ
い
予
算
と
な
る
よ
う
審
議
を
深
め
ま
し
た
。

平成27年度　会計別当初予算額

会　計

合　　計

金　額

75億8,795万2千円

8億6,286万5千円

2億9,997万円

2億725万1千円

10億8,696万4千円

1億9,119万6千円

1億288万6千円

1,694万6千円

13億2,934万5千円

11億2,673万8千円

2億260万7千円

116億8,537万5千円

対前年度比

13億321万1千円

1億907万円

4,242万1千円

△266万3千円

2,771万円

△2,983万9千円

373万3千円

1,694万6千円

△1億3,997万9千円

△1億9,073万7千円

5,075万8千円

13億3,061万円

一 般 会 計

国民健康保険会計

簡 易 水 道 会 計

農業集落排水会計

介 護 保 険 会 計

介護サービス会計

後期高齢者医療会計
再生可能エネルギー
発 電 事 業 会 計

病 院 事 業 会 計

　　　収益的収支

　　　資本的収支

平成27年度予算を議決平成27年度予算を議決平成27年度予算を議決 おもな新規事業おもな新規事業おもな新規事業

「道の駅」などの中心地域整備事業
5億4千万円

「道の駅」などの中心地域整備事業
5億4千万円

来春オー
プン

新教科「ともいき科」の新設で
学力向上と生き抜く力の育成

744万円

新教科「ともいき科」の新設で
学力向上と生き抜く力の育成

744万円

医療費助成を中学から
高校卒業までに対象を拡大

150万円

医療費助成を中学から
高校卒業までに対象を拡大

150万円

返済免除の奨学金制度
(町内就職で人材確保)

1,100万円

返済免除の奨学金制度
(町内就職で人材確保)

1,100万円

初期消火のために防火水槽を新設
(木材団地と阿毘縁地区)

1,621万円

日南中学校の寄宿舎改修で移住定住と
高齢者住宅として有効利用

8,600万円

初期消火のために防火水槽を新設
(木材団地と阿毘縁地区)

1,621万円

日南中学校の寄宿舎改修で移住定住と
高齢者住宅として有効利用

8,600万円

旨い果菜の里づくり
ハウスや農機具、種苗や堆肥などの助成拡大

5,000万円

防災ヘリコプターの離着陸場と
緑地造成(下石見・特養跡地)

1億円

旨い果菜の里づくり
ハウスや農機具、種苗や堆肥などの助成拡大

5,000万円

防災ヘリコプターの離着陸場と
緑地造成(下石見・特養跡地)

1億円

─　　 ─569
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３
月
定
例
会
で
は
、
平
成
27
年
度
一
般
会
計
を
は
じ
め
、
各
会
計
予
算
の
審
議
に
あ

た
り
、
本
会
議
で
の
質
疑
後
、
予
算
審
査
特
別
委
員
会
（
委
員
長

　
坪
倉
勝
幸
）
を
設

置
し
て
、
平
成
27
年
３
月
４
日
、
５
日
、
９
日
、
10
日
、
11
日
、
16
日
に
委
員
会
を
開

催
し
、
付
託
さ
れ
た
各
議
案
の
会
計
予
算
に
つ
い
て
関
係
職
員
か
ら
詳
細
な
説
明
を
受

け
る
な
ど
慎
重
に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
い
ず
れ
の
予
算
も
次
の
意
見
を
付
し
て
原
案
を
可
決
す
べ
き
で
あ
る
と

決
定
し
ま
し
た
。

審
査
報
告

 

１
．
中
心
地
域
整
備
事
業

　
「
道
の
駅
」
に
つ
い
て
は
、

28
年
度
の
開
設
を
目
指
し
て
直

売
所
、
加
工
所
や
レ
ス
ト
ラ
ン

な
ど
の
建
設
事
業
と
と
も
に
、

農
林
産
物
販
売
支
援
員(

２
名)

と
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
（
２

名
）
を
雇
用
し
、
農
産
物
の
生

産
、
加
工
、
販
売
の
体
制
整
備

に
む
け
た
取
り
組
み
が
な
さ
れ

る
が
、
開
店
ま
で
残
り
１
年
間

の
中
で
農
産
物
の
安
定
生
産
、

加
工
商
品
作
り
お
よ
び
販
売
戦

略
の
構
築
は
重
点
課
題
で
あ
る
。

　
町
と
し
て
、
「
道
の
駅
」
の

経
営
方
針
や
戦
略
を
確
立
し
た

う
え
で
、
関
係
事
業
者
、
機
関

と
十
分
な
連
携
の
下
に
、
前
述

の
４
名
が
効
果
的
に
活
動
で
き

る
よ
う
指
導
、
監
督
せ
よ
。

 
２
．
電
算
管
理
運
営
事
務

　
全
国
民
に
12
ケ
タ
の
番
号
を

付
け
る
個
人
番
号
制
度
（
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
）
が
、
来
年
か
ら
実

施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

が
、
住
民
に
十
分
な
説
明
を
せ

よ
。

 

３
．
子
育
て
世
代
就
労
支
援

　

 

　
事
業(

事
業
所
内
保
育
）

　
日
南
福
祉
会
で
実
施
さ
れ
て

い
る
事
業
所
内
保
育
事
業
で
は
、

職
員
だ
け
で
な
く
、
町
内
か
ら

多
く
の
利
用
が
あ
る
。
保
育
園

の
保
育
時
間
外
の
乳
幼
児
保
育

の
受
け
皿
に
も
な
っ
て
お
り
、

子
育
て
支
援
の
役
割
は
大
き
い
。

子
育
て
環
境
充
実
の
た
め
、
施

設
、
設
備
お
よ
び
人
的
体
制
を

充
実
で
き
る
よ
う
支
援
せ
よ
。

 

４
．
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
事
業

　
対
象
児
童
が
６
年
生
ま
で
拡

大
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
利
用
者

の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

ら
、
曜
日
に
よ
っ
て
開
設
場
所

を
変
え
て
運
営
す
る
と
の
こ
と

で
あ
る
が
、
児
童
の
健
全
な
育

成
の
た
め
、
施
設
、
設
備
の
拡

充
が
必
要
と
考
え
る
。

　
学
校
施
設
な
ど
の
活
用
を
含

め
検
討
せ
よ
。

 

５
．
公
の
施
設
の
指
定
管
理

　
委
託
料
の
有
無
や
算
定
基
準

が
曖
昧
で
あ
る
。

　
設
置
目
的
に
そ
っ
た
管
理
、

運
営
が
で
き
る
よ
う
、
施
設
ご

と
の
委
託
料
の
あ
り
方
に
つ
い

て
明
確
に
せ
よ
。

 

６
．
除
雪
委
託
料

　
年
間
の
除
雪
委
託
料
、
機
械

修
繕
費
が
近
年
高
額
に
な
っ
て

い
る
。
道
路
通
行
の
快
適
性
、

安
全
性
の
確
保
は
重
視
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
町
民
の

理
解
を
得
て
除
雪
基
準
や
委
託

料
算
定
基
準
な
ど
を
検
討
せ
よ
。

　
ま
た
、
機
械
の
管
理
、
運
用

に
つ
い
て
も
万
全
を
期
す
こ
と
。

 
７
．
地
方
創
生
関
連
事
業

　
今
後
の
予
算
執
行
に
つ
い
て

真
に
「
地
方
創
生
」
と
な
る
よ

う
に
工
夫
せ
よ
。

 

８
．
介
護
予
防
・
生
活
支
援

　
　

 

サ
ー
ビ
ス
事
業

　
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
う
ち
、

要
支
援
１
・
２
の
該
当
者
の
訪

問
サ
ー
ビ
ス
、
通
所
サ
ー
ビ
ス

が
新
地
域
支
援
事
業
へ
移
行
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
地

域
に
お
け
る
受
け
皿
や
体
制
を

整
備
、
支
援
し
、
利
用
者
に

と
っ
て
サ
ー
ビ
ス
低
下
に
な
ら

な
い
よ
う
取
り
組
む
こ
と
。

 

９
．
あ
か
ね
の
郷
施
設
修
繕

　
修
繕
に
あ
た
っ
て
は
、
雨
漏

り
の
原
因
を
明
確
に
究
明
し
、

専
門
知
識
を
有
す
る
者
に
も
意

見
を
求
め
る
な
ど
、
修
繕
方
法

を
慎
重
に
検
討
す
べ
き
。

　
日
南
福
祉
会
に
介
護
施
設
建

設
に
伴
う
公
債
費
償
還
に
か
か

る
負
担
金
を
求
め
て
い
る
が
、

介
護
報
酬
の
引
き
下
げ
改
定
や

職
員
の
減
少
な
ど
に
よ
り
経
営

環
境
が
厳
し
く
な
る
中
、
日
南

福
祉
会
の
経
営
安
定
と
人
材
確

保
の
た
め
に
も
、
一
定
の
基
準

を
定
め
負
担
金
の
引
き
下
げ
が

必
要
と
考
え
る
。
検
討
せ
よ
。

 

10
．
介
護
施
設
公
債
費
償
還

あかねの郷の事業所内保育

─　　 ─570
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①
厚
生
労
働
省
の
２
０
１
４
年
の
人
口
動
態
統
計
年
間
推
計

　
に
よ
る
と
日
本
人
の
死
亡
数
は
出
生
数
を
26
万
８
，
０
０

　
０
人
上
回
り
、
８
年
連
続
の
自
然
減
と
な
っ
た
。
鳥
取
県

　
の
お
よ
そ
半
分
に
相
当
す
る
人
口
が
減
っ
た
事
に
な
る
。

　
日
南
町
も
「
創
造
的
過
疎
」
（
穏
や
か
な
人
口
減
少
）
の

　
ま
ち
を
目
指
し
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
、
合
計
特
殊
出
生
率

　
も
２
・
55
％
と
県
内
で
も
ト
ッ
プ
の
出
生
率
で
あ
る
。
ま

　
た
、
若
年
女
性
減
少
率
も
日
吉
津
村
の
次
に
低
い
-5.4
％
で
、

　
２
０
４
０
年
で
も
２
５
４
人
の
将
来
人
口
推
計
結
果
が
出

　
て
お
り
、
大
変
素
晴
ら
し
い
と
思
う
。
し
か
し
な
が
ら
、

　
平
成
24
年
10
月
の
統
計
に
よ
る
と
、
婚
姻
率
（
2.7
％
）･

　
生
産
年
齢
人
口
（
45
・
２
％
）
が
県
下
で
最
も
低
く
、
高

　
齢
者
人
口
割
合
（
47
・
５
％
）
が
最
も
高
い
統
計
が
出
て

　
る
。
地
方
創
生
に
向
け
、
各
地
域
で
競
争
が
始
ま
る
中
、

　
将
来
的
に
生
産
年
齢
人
口
を
増
や
せ
る
地
域
社
会
を
構
築

　
す
る
事
が
急
務
と
感
じ
る
が
、
更
な
る
取
組
が
あ
る
か
問

　
う
。

②
将
来
、
不
安
な
く
子
供
を
産
み
育
て
ら
れ
る
環
境
づ
く
り

　
と
し
て
、
「
多
子
化
支
援
保
育
料
軽
減
」
や
子
育
て
支
援

　
セ
ン
タ
ー
の
建
設
を
さ
れ
た
が
、
町
内
に
は
高
校
が
無
い

　
た
め
、
必
ず
通
学
費
用
や
寮
費
等
が
発
生
し
、
多
子
化
に

　
な
る
と
か
な
り
の
負
担
に
な
る
。
日
南
町
で
あ
る
程
度
、

　
交
通
費
の
助
成
が
出
来
な
い
か
問
う
。

①
町
の
人
口
動
向
を
分
析
し
、
将
来
展
望
を
示
す
「
日
南
町

　
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
そ
れ
を
基
に
、
日
南
町
に
お
け
る
今

　
後
５
か
年
の
目
標
、
施
策
の
基
本
的
方
向
性
や
施
策
を
提

　
示
す
る
「
日
南
町
総
合
戦
略
」
を
平
成
27
年
９
月
末
を
目

　
途
に
作
成
す
る
。

②
高
校
生
の
通
学
費
や
寮
費
等
の
就
学
支
援
制
度
に
つ
い
て

足羽　覚議員

高校生の就学支援を実施しては問問

今後、精査し検討していく答答

　
は
、
さ
ら
に
精
査
し
、
検
討
し
て
い
く
。

　
平
成
25
年
度
の
ゆ
き
ん
こ
村
と
日
南
邑
の
経
営
状
況
を
比

較
す
る
と
、
ゆ
き
ん
こ
村
は
か
な
り
の
赤
字
経
営
で
あ
る
。

今
一
度
、
ゆ
き
ん
こ
村
を
創
っ
た
原
点
に
返
り
、
悪
循
環
の

経
営
を
断
ち
切
る
事
が
大
事
と
考
え
る
。
ま
た
、
地
方
創
生

事
業
に
絡
め
、
メ
デ
ィ
ア
等
も
活
用
し
な
が
ら
、
地
域
の
素

晴
ら
し
い
自
然
を
生
か
し
た
経
営
戦
略
で
、
交
流
人
口
を
増

や
す
事
が
地
域
の
活
性
化
に
繋
が
る
と
思
う
。
今
後
、
指
定

管
理
者
任
せ
で
な
く
、
道
の
駅
や
日
南
邑
・
イ
チ
イ
荘
を
含

め
、
町
と
し
て
の
営
業
活
動
や
ビ
ジ
ョ
ン
が
必
要
と
感
じ
る

が
、
戦
略
を
何
か
考
え
て
お
ら
れ
る
か
問
う
。

　
ゆ
き
ん
こ
村
は
、
滞
在
型
の
施
設
と
し
て
、
地
域
の
活
性

化
の
拠
点
施
設
と
考
え
る
。
道
の
駅
の
情
報
提
供
機
能
を
生

か
し
、
町
内
の
他
の
宿
泊
施
設
と
連
携
し
、
地
域
資
源
を
掘

り
起
こ
し
再
生
を
期
す
る
。

問問
地
方
創
生

問問
宿
泊
施
設
の
指
定
管
理

答答
町

　
長

町政のここが聞きたい 一般質
問

一般質
問
答答と問問

答答
増
原
町
長

電車で通学する高校生

─　　 ─571



－8－

町政のここが聞きたい

①
昨
年
の
法
改
正
に
よ
り
、
介
護
保
険
制
度
が
大
き
く
変
わ

　
る
。
日
南
町
の
第
６
期
介
護
保
険
事
業
計
画
は
、
運
営
協

　
議
会
等
で
十
分
議
論
さ
れ
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
か
。

②
と
り
わ
け
要
支
援
１
〜
２
（
非
該
当
も
含
め
て
）
の
訪
問

　
介
護
や
通
所
介
護
を
、
あ
ら
た
な
地
域
支
援
事
業
と
し
て

　
初
年
度
か
ら
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
ス
ム
ー

　
ス
に
移
行
で
き
る
よ
う
な
体
制
は
で
き
て
い
る
か
。

③
介
護
職
員
の
処
遇
改
善
が
見
込
ま
れ
て
い
る
も
の
の
、
介

　
護
報
酬
全
体
の
削
減
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

　
「
日
南
福
祉
会
」
の
運
営
に
と
っ
て
も
影
響
は
甚
大
で
あ

　
る
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る
か
。

④｢

日
南
福
祉
会｣

の
介
護
士
な
ど
の
職
員
不
足
に
よ
り
、
一

　
部
の
施
設
閉
鎖
も
検
討
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、

　
町
と
し
て
ど
の
よ
う
な
対
策
を
取
ろ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

⑤
「
あ
か
ね
の
郷
」
な
ど
の
介
護
施
設
の
建
設
や
特
浴
整
備

　
な
ど
の
起
債
償
還
費
の
約
３
割
を
「
日
南
福
祉
会
」
に
負

　
担
を
求
め
て
い
る
が
、
再
検
討
す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、

　
ど
う
か
。

①
第
６
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
つ
い
て
、
昨
年
１
２
月
か

　
ら
介
護
保
険
運
営
協
議
会
で
３
回
協
議
。
熱
心
に
議
論
を

　
い
た
だ
い
た
。

②
新
し
い
介
護
予
防
・
生
活
支
援
総
合
事
業
へ
の
移
行
に
つ

　
い
て
は
、
事
業
者
と
の
打
合
せ
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
や

　
地
域
の
各
種
団
体
を
対
象
と
し
た
説
明
会
、
研
修
会
を
実

　
施
し
た
。
介
護
報
酬
等
詳
細
が
確
定
す
れ
ば
、
具
体
的
な

　
協
議
を
す
す
め
る
。
利
用
者
へ
の
不
利
益
は
な
い
と
見
込

　
ん
で
お
り
、
利
用
者
へ
の
説
明
を
３
月
中
に
行
う
予
定
。

③
平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
の
報
酬
改
定
率
は
、平
均
△
２･

　
27
％
。
単
価
部
分
は
△
４
・
48
％
（
特
に
特
別
養
護
老
人

久代安敏議員

介護保険制度の改正により

日南福祉会の運営をどのように

把握しているか

問問

介護保険運営協議会で協議して

もらい、決算状況で負担減額も

検討する

答答

　
ホ
ー
ム
と
通
所
介
護
の
減
り
幅
が
大
）
。
処
遇
改
善
加
算

　
は
＋
１
・
65
％
。
現
在
主
体
と
な
っ
て
い
る
特
養
と
通
所

　
介
護
の
報
酬
の
マ
イ
ナ
ス
改
定
は
厳
し
い
も
の
に
な
る
。

④
奨
学
金
の
返
還
免
除
制
度
の
Ｐ
Ｒ
等
に
よ
り
、
職
員
確
保

　
に
努
め
る
。

⑤
日
南
福
祉
会
の
決
算
状
況
に
よ
っ
て
は
、
負
担
金
の
減
額

　
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

①
昨
年
末
に
執
行
さ
れ
た
総
選
挙
結
果
を
ど
の
よ
う
に
受
け

　
と
め
て
い
る
か
。

②
昨
年
４
月
か
ら
の
消
費
税
増
税
や
円
安
に
よ
る
消
費
者
物

　
価
の
上
昇
、
年
金
引
下
げ
、
生
産
者
米
価
の
大
暴
落
な
ど

　
に
よ
り
地
方
経
済
は
深
刻
で
あ
り
、
こ
の
度
の
国
、
県
、

　
町
の
補
正
予
算
は
、
そ
れ
を
認
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の

　
ま
ま
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
と
い
う
経
済
政
策
を
す
す
め
て

　
景
気
が
回
復
す
る
と
考
え
て
い
る
か
。

③
政
府
が
す
す
め
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
の
現
局
面
や
農
協｢

改
革｣

　
は
、
農
業
・
農
村
・
農
協
「
つ
ぶ
し
」
で
「
地
方
創
生
」

　
と
も
相
い
れ
な
い
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

④
政
府
与
党
は
、
戦
後
70
年
の
節
目
の
年
に
、
「
集
団
的
自

　
衛
権
の
行
使
容
認
」
の
閣
議
決
定
を
具
体
化
す
る
法
案
提

　
出
を
狙
っ
て
い
る
が
、
あ
ら
た
め
て
見
解
を
問
う
。

①
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
と
「
地
方
創
生
」
へ
の
期
待
感
が
あ

　
っ
た
と
考
え
る
。

②
日
南
町
に
お
い
て
は
、
経
済
効
果
と
い
う
点
で
は
そ
の
恩

　
恵
を
感
じ
ら
れ
な
い
。

③
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
は
最
終
局
面
を
向
か
え
、
日
米
妥
結
点
へ
注

　
視
が
必
要
と
考
え
る
。
農
協
改
革
等
に
つ
い
て
は
、
農
家

　
所
得
の
向
上
が
叫
ば
れ
て
い
る
が
、
ど
う
結
び
つ
く
の
か

　
説
明
が
必
要
。

④
憲
法
改
正
手
続
き
を
含
む
国
民
の
理
解
と
論
議
を
深
め
る

　
こ
と
を
優
先
す
べ
き
。

問問

答答

昨
年
末
の
総
選
挙
結
果
と
安
倍
内
閣

問問
介
護
保
険
制
度
の
改
正
と

社
会
福
祉
法
人
「
日
南
福
祉
会
」

増
原
町
長

答答
町

　
長
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町政のここが聞きたい

①
戦
後
70
年
、
日
本
、
日
南
町
を
取
り
巻
く
状
況
は
大
き
く

　
変
化
し
た
。
選
択
と
集
中
が
強
く
叫
ば
れ
、
競
争
社
会
へ

　
の
道
が
避
け
ら
れ
な
い
状
況
の
中
、
今
後
の
政
治
、
経
済
、

　
社
会
全
般
を
踏
ま
え
た
日
南
町
の
課
題
に
つ
い
て
問
う
。

②
社
会
情
勢
の
変
化
に
伴
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
地
域
間

　
競
争
、
自
治
体
間
競
争
が
激
し
く
な
る
と
思
う
が
ど
の
よ

　
う
に
対
応
さ
れ
る
の
か
。

③
日
本
創
成
会
議
の
座
長
、
増
田
寛
也
さ
ん
が
ま
と
め
た

　
「
地
方
消
滅
」
が
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
。
一
方
、
限
界

　
集
落
と
言
わ
れ
た
農
山
村
で
「
ふ
る
さ
と
回
帰
」
「
田
園

　
回
帰
」
の
動
き
が
強
ま
り
農
山
村
は
消
滅
し
な
い
と
の
論

　
も
あ
り
、
二
極
化
、
多
様
化
し
て
い
る
と
考
え
る
が
政
策

　
課
題
に
対
し
、
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
る
の
か
問
う
。

①
少
子
・
高
齢
化
と
産
業
の
振
興
が
課
題
。
中
心
地
域
に
経

　
済
基
盤
を
確
立
し
た
い
。

②
日
南
町
ら
し
く
将
来
を
見
据
え
た
戦
略
が
大
事
。
魅
力
あ

　
る
雇
用
の
確
保
な
ど
に
努
め
た
い
。

③
人
口
減
少
と
地
域
経
済
の
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
か
ら
の
脱
却

　
を
目
指
す
。
具
体
的
な
施
策
に
つ
い
て
「
日
南
町
総
合
戦

　
略
」
で
明
ら
か
に
し
た
い
。

①
今
後
、
自
然
環
境
の
変
化
に
よ
り
想
定
し
た
事
の
な
い
よ

　
う
な
状
況
が
発
生
し
た
り
、
地
震
や
火
山
活
動
が
活
発
化

　
し
、
よ
り
大
規
模
な
災
害
の
発
生
を
予
見
す
る
情
報
も
あ

　
る
事
か
ら
今
後
の
防
災
に
つ
い
て
問
う
。

②
地
球
温
暖
化
、
環
境
条
件
の
悪
化
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、

　
日
南
町
に
お
け
る
生
態
系
の
変
化
な
ど
、
農
林
業
に
大
き

　
な
影
響
を
与
え
る
と
考
え
る
が
見
解
を
問
う
。

①
住
民
自
ら
も
早
め
の
行
動
を
起
こ
し
、
行
政
も
早
め
の
警

　
戒
情
報
提
供
に
努
め
る
。
ま
た
、
日
頃
の
防
災
訓
練
も
重

三上惇二議員

日南町の課題とあるべき姿は

問問

日南町総合戦略で明らかにする

答答

　
要
。

②
地
球
温
暖
化
の
影
響
は
、
水
稲
の
高
温
障
害
、
野
菜
の
生

　
育
障
害
へ
影
響
が
出
て
い
る
。
林
業
振
興
で
は
、
集
中
豪

　
雨
の
影
響
が
あ
る
。
作
物
の
生
育
、
林
業
施
業
な
ど
配
慮

　
し
た
対
策
が
必
要
と
考
え
る
。

①
地
域
の
活
力
を
高
め
る
た
め
、
移
住
政
策
、
若
者
支
援
策

　
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
見

　
解
を
問
う
。

②
農
林
業
の
町
で
有
り
な
が
ら
生
産
に
関
わ
ら
な
い
人
が
増

　
え
て
い
る
。
健
康
作
り
を
兼
ね
て
、
家
で
食
べ
る
一
品
を

　
作
る
、
一
人
一
品
運
動
を
呼
び
か
け
た
ら
ど
う
か
、
見
解

　
を
問
う
。

①
産
業
の
振
興
と
定
住
は
地
域
力
を
生
み
出
す
基
盤
と
捉
え
、

　
さ
ら
な
る
移
住
政
策
の
充
実
と
若
者
の
定
住
に
繋
が
る
施

　
策
を
創
出
す
る
。

②
恵
ま
れ
た
農
地
の
有
効
活
用
や
健
康
づ
く
り
に
つ
な
が
る

　
こ
と
で
あ
り
、
各
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
な
ど
で
積
極
的
に

　
呼
び
か
け
た
い
。

　
近
年
、
青
少
年
の
関
係
す
る
、
い
た
ま
し
い
事
故
、
事
件

が
発
生
し
て
い
る
。
ど
こ
で
起
こ
っ
て
も
不
思
議
で
は
な
い

と
言
わ
れ
、
家
庭
教
育
、
学
校
教
育
、
社
会
教
育
、
社
会
全

般
の
責
任
が
問
わ
れ
て
い
る
と
思
う
が
見
解
を
問
う
。

　
家
庭
、
学
校
、
地
域
、
関
係
諸
機
関
が
相
互
に
連
携
、
協

力
を
し
合
い
、
安
心
・
安
全
な
生
活
環
境
づ
く
り
や
学
習
環

境
づ
く
り
と
と
も
に
、
子
ど
も
の
確
か
な
成
長
の
た
め
の
、

豊
か
な
人
間
関
係
の
醸
成
を
図
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

問問答答
日
南
町
の
あ
る
べ
き
姿
と
課
題

問問
自
然
条
件
の
変
化

問問
教
育
の
問
題

問問
定
住
対
策
と
産
業
振
興

増
原
町
長

答答
町

　
長

答答
町

　
長

答答
町

　
長

─　　 ─573
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賛成＝○　　反対＝×

３月議会審議結果と議員ごとの賛否内訳

条例の制定
日南町地域包括支援センターの人員及び運営に
関する基準を定める条例
日南町指定介護予防支援等の事業の人員及び運
営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防の
ための効果的な支援の方法に関する基準を定め
る条例

条例の廃止
日南町議会議員の議員報酬の特例に関する条例

条例の一部改正
日南町早期退職希望者の募集及び認定に関する条例
地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一
部を改正する法律の施行に伴う関係条例
日南町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関
する条例
日南町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅
費に関する条例
日南町職員の給与に関する条例
日南町税条例
日南町立公共施設等建設基金条例
日南町人材育成奨学資金貸与条例
日南町保育所の設置及び管理運営に関する条例
日南町認知症高齢者グループホームの設置及び
管理に関する条例
日南町介護保険条例
日南町指定地域密着型介護予防サービスの事業
の人員、設備及び運営に関する条例
日南町指定地域密着型サービスの事業の人員、
設備及び運営に関する条例

平成26年度 補正予算
一般会計（第9号）
国民健康保険特別会計（第4号）
簡易水道事業特別会計（第3号）
農業集落排水事業特別会計（第3号）
介護保険特別会計（第3号）
介護サービス事業特別会計（第3号）
病院事業会計（第３号）

平成27年度予算
一般会計
国民健康保険特別会計
簡易水道事業特別会計
農業集落排水事業特別会計
介護保険特別会計
介護サービス事業特別会計
後期高齢者医療特別会計
再生可能エネルギー発電事業特別会計
病院事業会計
一般会計補正予算（第10号）
簡易水道事業特別会計（第４号）

その他の議案
公の施設に係る指定管理者の指定（あかねの郷ほか）
公の施設に係る指定管理者の指定について（ゆきんこ村かやぶきの家）
日南町過疎地域自立促進計画の一部変更
教育長の選任につき同意を求めること

議　　案　　名 結果

※村上正広議長は議事進行を行うため、賛否の表明はしません。ただし、採決で賛否が同数となった場合は「議長裁決」という形で賛否表明をします。

賛成票11票で同意
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本会議件 名 提 出 者

集団的自衛権関連法案を
国会に提出しないよう求
める請願書

憲法改悪反対鳥取県
共同センター
代表　田中　暁

　立憲主義を否定する集団的自衛権行使を
容認する閣議決定は、理解できない。
　また、それに基づく関連法の改正は行う
べきではない。

　本路線については、町有林などの搬出間
伐による大型トラックの通行や除雪により
路面の剥離や損傷と水路・農地への被害も
発生しており願意は妥当であるが、森林の
施業計画を考慮して改良をすすめるべきで
ある。

第６期介護保険制度は、要支援1.2の対
象者を介護保険制度から外し市町村が行
う介護予防事業にすることや、特養の入
所要件を要介護3以上にすることなど問
題がある。また、介護報酬の大幅な引き
下げによる介護サービス事業者の運営に
深刻な影響が見込まれることや、日南町
による人材確保対策、日南町が建設した
施設等の利用料の見直しについても予算
審査特別委員会の意見として議会で議決
をした。

経済福祉常任
委員会の審査
では、２件と
も賛成少数で
不採択でした
が、本会議で
採択となりま
した。

採　決

採　択

採　択

集団的自衛権行使容認の閣
議決定の撤回と、これを具
体化する立法に反対する意
見書の提出を求める陳情書

九条の会・にちなん
呼びかけ人
代表　石田　正義

町 道 大 谷 線 道 路 改 良 に
ついて

神福上自治会
会長　松田　正

介護保険制度についての
陳情

日南社会福祉労働組合
執行委員長　荒金　敏江

介護保険制度についての
陳情

鳥取県社会保障推進協議会
会長　藤田　安一

提出のあった陳情は、３月定例議会の本会議で審議した結果、次のとおり決定しました。

請願・陳情の審査結果

審 査 意 見

 憲法に関わる議論は十分な国民的議論や国会審議を行うべきであり、時の政権における憲法

解釈変更による集団的自衛権行使容認は認められないとして、本議会は、閣議決定に反対する

意見書を昨年６月に提出したにもかかわらず、７月１日に集団的自衛権の行使を可能にする閣

議決定されたことは、真に遺憾である。

　また、政府はその閣議決定に基づいて関連法の改正案を国会に提出しようとしている。

　我が国のあり方、特に国際社会での武力行使など国の根幹に関わる議論は、十分な国民的議

論の下に決定されるべきである。

　よって、本議会は下記の事項について強く求めるものである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　記

１．集団的自衛権行使を容認した閣議決定を撤回すること。

２．集団的自衛権行使を具現化する関連法案を国会に提出しないこと。

３月定例議会で下記の意見書を採択し、
内閣総理大臣ほか関係大臣及び衆参両院議長に提出しました

集団的自衛権行使容認の閣議決定の撤回とこれを具現化する立法に反対する意見書

（要旨掲載）

　本年４月から始まる第６期の介護保険制度では、要支援者の訪問介護・通所介護が「新しい

介護予防・日常生活支援総合事業」として、従来の保険給付から、市町村事業へ移行となる

が、マンパワーの確保など、制度が持続できるのか不安である。　また、特別養護老人ホーム

入所要件が、原則要介護３以上に限定され、17万人に影響すると見込まれている。

　さらに、介護サービス提供事業者に支払う公費である介護報酬を大幅に引き下げるなど、介

護現場からは、厳しい批判の声が上がっている。

　地方の実態や声を反映する介護保険制度に見直しするよう強く要望する。

介護保険制度の見直しを求める意見書
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　平成25年12月17日に設置されてから、14回の委員会を開催し、商業ゾーンを中心に調査を行っ

てきましたが、議員の任期満了により、特別委員会も閉じます。

　平成28年５月の道の駅開業に向けて、現在設計も発注し、計画はある程度順調にすすんでい

る。また国土交通省の重点道の駅に選定されたことは、地方創生の先陣を切るものである。町が

持続発展していくための拠点になるよう、関連団体との連携を緊密に図り、万全の体制を構築さ

れたい。

　今後、特産品づくりや冬場の生鮮野菜の生産体制など、出荷者運営協議会が中心となり、町民

一人一人のやる気とがんばりのもとに、一致団結してのとりくみになることを期待する。

－12－

各常任委員会所管事務調査
総務教育常任委員会 所管事務調査

担当課 調査事項

ＡＥＤの配備について

まなび宿の管理について

文化センター改修工事設計状況

テニスコート移転工事にかかる旧焼却場残渣について

文化センター空調設備、トイレ改修、外壁改修の工事設計について協議。

旧焼却場残渣の分析結果及び処理について説明を受ける。

生山駅などに追加配備、低温時の管理方法などについて検討。

まなび宿などの草刈などの周辺管理について地域に補助金を交付するよう要望。

震災対策編の概要について説明を受ける。

後期基本計画の策定状況について説明を受ける。

地域消費喚起・生活支援型、地方創生先行型の取り組みについて説明を受ける。

県との協議により工事該当部分の残渣は、処分場に運んで処理することに。

文化センター空調設備、トイレ改修、外壁改修などの工事概要について了承する。

小中一貫教育「ともいき科」について国から認可された。

後期基本計画の事務局案について説明を受ける。

これまでの管理者を変えることを条件とし、指定管理委託料の引き上げは止むを得ない。

新しい制度をスムースにすすめるためには、職員の体制を拡充すべきである。

平成27年度予算の審議過程で詳しく説明できるようにすること。

米価暴落対策として決定した国の補正予算であるが、制度上の問題もあり町内の取り組みは少ない。

制度改正について、事業者や利用者に十分な説明と、サービスの後退にならないよう努める。国に
対して意見書を決議(11ページ参照)

上限額の引き上げはあるが、基準額と各所得段階の保険料は据え置く。

陳情審査のため現地調査を行い、採択と決定する。(11ページ参照)

プレミアム商品券、子育て応援クーポン券の発行について、協議。
子育て応援クーポン券は、世帯から子供の人数に対して交付することに。

原子力災害編の概要について説明を受ける。

地域防災計画について

対応及び意見

教育課

総務課

町総合計画後期計画（H27～31）策定状況

地方創生について

企画課

経済福祉常任委員会

中心地域整備に関する調査特別委員会

所管事務調査

担当課 調査事項

ゆきんこ村指定管理募集について

がんばる地域プラン計画策定状況

稲作農業の体質強化緊急対策事業への取り組み

多面的機能支払制度変更にかかる臨時職員募集について

対応及び意見

農林課

介護保険制度の改正案への対応

介護保険料改定について

福祉保健課

(1月16日)

(1月16日)

(1月16日)

(2月10日)

(2月10日)

(2月10日)

(2月12日)

(2月12日)

テニスコート移転工事にかかる旧焼却場残渣について

小中特例校の認可について

地域防災計画（原子力災害編）について

委員会に付託された請願１件、陳情１件の審査

町総合計画後期計画（H27～31）策定状況

文化センター改修事業について
教育課

地方創生について

総務課

(3月13日)
陳情審査

(3月13日)
町道大谷線の現地調査陳情審査

企画課
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議
会
改
革
に
関
す
る

　
調
査
特
別
委
員
会

　
本
委
員
会
は
平
成
23
年
６
月
に
設
置
さ
れ
て
以
来
、

本
日
ま
で
34
回
に
わ
た
り
委
員
会
を
開
催
し
、
町
民

の
負
託
に
応
え
、
信
頼
さ
れ
る
議
会
で
あ
り
続
け
る

た
め
に
議
会
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
の
観
点
か
ら
、
さ

ま
ざ
ま
な
制
度
、
規
則
や
活
動
内
容
に
つ
い
て
検
討
、

協
議
を
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
町
民
の
方
々
と
の
４
回
の
意
見
交
換
や

先
進
地
事
例
の
調
査
を
行
い
、
委
員
会
で
の
検
討
を

深
め
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
議
案
審
議
に
お
け
る
質
疑
回
数
の
撤

廃
、
一
般
質
問
に
お
け
る
質
問
時
間
の
延
長
、
町
長

等
の
反
論
権
や
議
員
間
討
議
の
導
入
な
ど
の
会
議
規

則
の
改
正
、
ま
た
町
民
と
の
意
見
交
換
会
や
議
会
報

告
会
の
実
施
や
全
員
協
議
会
、
常
任
・
特
別
委
員
会

の
テ
レ
ビ
中
継
放
送
の
実
施
な
ど
の
広
報
広
聴
活
動

の
充
実
、
議
員
定
数
や
議
員
報
酬
の
検
討
、
そ
し
て

議
会
や
議
員
の
あ
る
べ
き
姿
を
定
め
た
議
会
基
本
条

例
の
制
定
な
ど
、
議
会
活
動
お
よ
び
議
員
活
動
の
向

上
、
活
性
化
に
資
す
る
検
討
を
行
い
、
実
現
し
て
き

ま
し
た
。

　
そ
の
成
果
は
、
政
策
立
案
に
関
す
る
特
別
委
員
会

（
平
成
25
年
６
月
〜
26
年
３
月
）
に
よ
る
政
策
条
例

の
提
案
、
成
立
な
ど
と
も
相
ま
っ
て
、
本
議
会
の
活

動
が
、
全
国
町
村
議
会
議
長
会
特
別
表
彰
の
受
賞
に

つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
町
民
を
代
表
す
る
議
事
機
関
と
し
て
そ
の
使
命
達

成
の
た
め
、
引
き
続
き
不
断
の
努
力
を
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
、
調
査
報
告
と
し
ま
す
。

自
治
功
労
者
表
彰

　
２
月
18
日
、
全
国
町
村
議
会
議
長
会
よ
り
、
町
村

議
会
議
員
と
し
て
15
年
以
上
在
職
し
、
功
労
の
あ
っ

た
者
と
し
て
４
名
の
議
員
が
自
治
功
労
者
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。

　
長
き
に
わ
た
り
、
地
域
振
興
及
び
住
民
福
祉
の
向

上
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
更
な
る
ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

　
全
国
町
村
議
会
の
「
政
策
づ
く
り
と
監
視
機
能
を
十
分

発
揮
し
て
い
る
議
会
」
「
住
民
に
開
か
れ
た
議
会
」
「
地

域
振
興
の
た
め
に
特
別
な
取
り
組
み
を
し
た
議
会
」
を
対

象
に
選
考
を
さ
れ
、
本
年
２
月
６
日
、
全
国
30
の
推
薦
さ

れ
た
議
会
の
な
か
か
ら
、
日
南
町
議
会
を
含
む
５
議
会
が

特
別
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
本
町
議
会
は
、
今
期
、
全
員
で
「
議
会
改
革
特
別
委
員

会
」
を
設
置
し
情
報
公
開
、
監
視
機
能
、
政
策
立
案
機
能
、

議
会
活
性
化
、
定
数
、
報
酬
等
議
会
の
活
性
化
に
資
す
る

改
革
に
つ
い
て
議
論
し
実
践
し
た
成
果
の
表
れ
で
あ
り
、

特
に
議
会
基
本
条
例
の
制
定
、
議
会
報
告
会
＆
意
見
交
換

会
の
実
施
や
全
員
協
議
会
、
常
任
委
員
会
、
特
別
委
員
会

の
テ
レ
ビ
中
継
放
送
「
日
南
町
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利

用
促
進
条
例
」
「
住
宅
改
修
助
成
条
例
」
「
意
欲
あ
る
農

業
者
支
援
条
例
」
は
議
会
発
議
で
、
住
民
に
直
結
し
た
条

例
の
制
定
で
あ
り
大
き
な
評
価
を
頂
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
議
員
一
丸
と
な
っ
て
町
民
目
線
で
の
議
会
を
推

進
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
方
に
も
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
、
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

コ
メ
ン
ト

「
こ
の
表
彰
を
契
機
に

さ
ら
に
住
民
福
祉
の
向

上
、
町
民
の
負
託
に
応

え
信
頼
さ
れ
る
議
会
に

し
て
い
き
た
い
」

町
村
議
会
表
彰

左から
三上惇二議員・福田稔議員・惠比奈礼子議員・久代安敏議員
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議員12人の紹介
この度の一般選挙により誕生した町議会議員の皆さんに今後の抱負などについて質問しました。

質問は①議員としての抱負②私の信条③趣味についての３項目です。

議席番号順に、氏名、年齢、当選回数も紹介します。

１
番
議
席

（53才・2回）

足
羽

　
　
覚

２
番
議
席

（59才・5回）

惠
比
奈
礼
子

３
番
議
席

（62才・2回）

藤
原

　
泰
則

４
番
議
席

（62才・2回）

古
都

　
勝
人

５
番
議
席

（55才・2回）

山
本

　
芳
昭

６
番
議
席

（63才・1回）

大
西

　
　
保

７
番
議
席

（58才・8回）

坪
倉

　
勝
幸

８
番
議
席

（62才・1回）

近
藤

　
仁
志

９
番
議
席

（58才・2回）

荒
木

　
　
博

10
番
議
席

（59才・5回）

久
代

　
安
敏

11
番
議
席

（74才・5回）

福
田

　
　
稔

12
番
議
席

（65才・6回）

村
上

　
正
広

①
初
心
に
帰
り
町
民
の
視
点
女
性
の
視
点
で
、
や
さ

し
さ
と
う
る
お
い
が
あ
り
、
誰
も
が
輝
く
日
南
町
に

な
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

②
本
を
忘
れ
ず
、
末
を
乱
さ
ず

③
読
書
・
音
楽
や
絵
画
の
鑑
賞

　

①
地
域
の
発
展
の
た
め
、
住
み
よ
い
町
づ
く
り
の
為
、

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

②
明
朗
・
活
発
・
信
頼

③
ア
ユ
釣
り
、
古
代
史
研
究
、
旅
行

①
農
林
業
の
６
次
産
業
化
、
福
祉
行
政
の
充
実
、
若

者
の
定
住
化
促
進
を
図
り
、
若
者
や
子
供
た
ち
が
地

域
に
残
り
、
定
住
出
来
る
社
会
を
築
け
る
様
、
頑
張

り
ま
す
。
ま
た
、
元
気
な
高
齢
者
が
増
え
る
様
、
軽

ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
と
医
療
費
の
削
減
を
目
指
し
ま
す
。

②｢

ふ
る
さ
と
に
誇
り
が
持
て
る
町
づ
く
り｣

を
目
指

し
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
な
り
一
生
懸
命
努
力
し
ま
す
。

③
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
ク
、
野
菜
づ
く
り

①
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
教
育
の
充

実
を
図
り
、
医
療
・
福
祉
の
増
進
、
農
林
業
の
振
興
、

引
き
続
き
町
民
の
声
を
行
政
に
届
け
、
実
現
す
る
事

に
努
め
ま
す
。

②
元
気
で
共
に
助
け
合
い
、
共
に
歩
め
る
町
づ
く
り

に
努
め
ま
す
。

③
じ
げ
風
呂
（
ブ
ロ
グ
）
と
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

①
経
営
改
善
や
環
境
改
善
活
動
を
始
め
、
自
治
会
を

中
心
と
し
た
地
域
活
動
の
経
験
を
活
か
し
、
町
民
の

皆
様
の
ご
意
見
・
ご
要
望
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
、

あ
ら
ゆ
る
難
問
・
課
題
に
対
し
て
、
骨
身
を
惜
し
ま

ず
そ
の
解
決
・
改
善
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

②
皆
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
議
員
活
動
を
行
い
ま

す
。
地
方
創
生
に
正
面
か
ら
向
き
合
い
ま
す
。

③
野
球
及
び
ス
ポ
ー
ツ
鑑
賞
・
人
情
歌
謡
剣
劇
団
活
動

①｢

あ
ぜ
道｣

や｢

縁
側｣

で
皆
さ
ん
か
ら
聞
い
た
課
題

を
少
し
ず
つ
で
も
解
決
す
る
活
動
を
が
ん
り
ま
す
。

特
に
、
高
齢
農
家
、
小
規
模
農
家
も
生
き
残
れ
る
活

動
や
雑
木
山
も
お
金
に
な
る
活
動
、
人
材
養
成
の
た

め
に
就
学
支
援
す
る
活
動
は
力
を
入
れ
て
取
り
組
み

ま
す
。

②
「
念
ず
れ
ば
花
ひ
ら
く
」

－

目
標
を
定
め
て
努

力
す
れ
ば
、
い
つ
か
は
実
現
で
き
る
。

③
映
画
鑑
賞

①
「
今
日
の
笑
顔
は
あ
す
へ
の
力
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

笑
い
声
が
山
合
に
響
き
あ
す
へ
と
続
く
活
動
を
原
点

に
頑
張
り
ま
す
。
そ
の
為
に
生
活
不
安
の
声
を
聴
き
、

そ
の
解
消
を
第
一
に
据
え
、
そ
の
う
え
で
交
流
人
口

を
増
や
し
日
南
町
フ
ァ
ン
獲
得
に
努
め
ま
す
。

②
「
評
価
は
他
人
に
委
ね
る
」
を
信
条
に
持
論
を
展

開
し
、
併
せ
て
他
人
の
意
見
を
素
直
に
聞
く
。

③
農
業
は
、
挑
戦
と
反
省
の
繰
り
返
し
で
飽
き
な
い
。

①
人
口
の
減
少
と
高
齢
化
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
日
南
町
に
と
っ
て
国
の
地
方
創
生
施
策
は
大
き

な
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
微
力
で
は

あ
り
ま
す
が
、
ふ
る
さ
と
日
南
町
の
発
展
の
た
め
に

頑
張
り
ま
す
。

②
対
立
よ
り
対
話
に
よ
っ
て
物
事
を
進
め
る
べ
き

③
自
然
観
賞
、
日
曜
大
工

①
町
民
と
行
政
の
架
け
橋
、
町
民
の
代
弁
者
と
し
て

行
政
の
チ
ェ
ッ
ク
や
具
体
的
な
政
策
の
提
案
を
行
い

ま
す
。
特
に
、
農
業
や
農
村
の
振
興
に
努
力
し
ま
す
。

ま
た
、
議
会
で
の
議
論
の
活
性
化
に
努
め
ま
す
。

②
い
つ
で
も
、
何
事
に
も
で
き
る
限
り
の
努
力
を
怠

ら
な
い
。

③
ス
ポ
ー
ツ
観
戦

①
益
々
進
行
す
る
過
疎
や
高
齢
化
に
苦
し
む
日
南
町

政
に
引
き
続
き
関
わ
り
、
町
民
の
皆
様
の
声
を
真
摯

に
受
け
止
め
、
そ
れ
を
町
づ
く
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

変
え
て
、
「
行
政
の
方
向
づ
け
と
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の

強
化
」
を
め
ざ
し
町
民
の
付
託
に
応
え
る
よ
う
努
力

し
ま
す
。

②
「
決
断
と
実
行
」
を
信
条
に
、
初
心
に
帰
っ
て
誠

心
誠
意
、
頑
張
り
ま
す
。

③
写
真
、
ゴ
ル
フ
、
ス
キ
ー

①
開
か
れ
た
議
会
と
情
報
公
開
を
よ
り
進
め
て
参
り

ま
す
。
町
民
の
代
表
と
し
て
行
政
の
チ
ェ
ッ
ク
と
農

林
業
の
活
性
化
で
雇
用
の
拡
大
を
図
り
、
よ
り
持
続

可
能
な
町
の
構
築
に
努
め
「
住
ん
で
み
た
い
、
住
ん

で
良
か
っ
た
」
と
い
え
る
町
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

②
町
民
の
皆
様
の
声
を
町
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
町

民
目
線
で
何
事
に
も
一
生
懸
命
で
き
る
限
り
の
努
力

を
惜
し
ま
な
い
。

③
ス
ポ
ー
ツ
観
戦

①
「
住
民
こ
そ
主
人
公
」
の
立
場
を
つ
ら
ぬ
き
、
住

民
の
福
祉
と
く
ら
し
、
憲
法
九
条
で
平
和
を
守
り
、

希
望
が
も
て
る
町
づ
く
り
の
た
め
に
全
力
で
が
ん
ば

る
決
意
で
す
。
み
な
さ
ん
の
代
表
と
し
て
行
政
を
し

っ
か
り
チ
ェ
ッ
ク
し
、
政
策
提
案
を
お
こ
な
い
ま
す
。

安
倍
政
権
に
は
、
こ
れ
ま
で
地
方
や
農
村
・
農
林
業

を
な
い
が
し
ろ
に
し
て
き
た
こ
と
へ
の
反
省
が
あ
り

ま
せ
ん
。
主
権
者
で
あ
る
私
た
ち
が
力
を
合
わ
せ
れ

ば
、
国
も
地
方
政
治
も
必
ず
変
え
ら
れ
る
。
そ
れ
が

私
の
信
念
で
す
。

②
憲
法
を
く
ら
し
に
生
か
す

③
演
劇
を
観
る
こ
と
と
演
じ
る
こ
と
。

─　　 ─578
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議員12人の紹介
この度の一般選挙により誕生した町議会議員の皆さんに今後の抱負などについて質問しました。

質問は①議員としての抱負②私の信条③趣味についての３項目です。

議席番号順に、氏名、年齢、当選回数も紹介します。

１
番
議
席

（53才・2回）

足
羽

　
　
覚

２
番
議
席

（59才・5回）

惠
比
奈
礼
子

３
番
議
席

（62才・2回）

藤
原

　
泰
則

４
番
議
席

（62才・2回）

古
都

　
勝
人

５
番
議
席

（55才・2回）

山
本

　
芳
昭

６
番
議
席

（63才・1回）

大
西

　
　
保

７
番
議
席

（58才・8回）

坪
倉

　
勝
幸

８
番
議
席

（62才・1回）

近
藤

　
仁
志

９
番
議
席

（58才・2回）

荒
木

　
　
博

10
番
議
席

（59才・5回）

久
代

　
安
敏

11
番
議
席

（74才・5回）

福
田

　
　
稔

12
番
議
席

（65才・6回）

村
上

　
正
広

①
初
心
に
帰
り
町
民
の
視
点
女
性
の
視
点
で
、
や
さ

し
さ
と
う
る
お
い
が
あ
り
、
誰
も
が
輝
く
日
南
町
に

な
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

②
本
を
忘
れ
ず
、
末
を
乱
さ
ず

③
読
書
・
音
楽
や
絵
画
の
鑑
賞

　

①
地
域
の
発
展
の
た
め
、
住
み
よ
い
町
づ
く
り
の
為
、

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

②
明
朗
・
活
発
・
信
頼

③
ア
ユ
釣
り
、
古
代
史
研
究
、
旅
行

①
農
林
業
の
６
次
産
業
化
、
福
祉
行
政
の
充
実
、
若

者
の
定
住
化
促
進
を
図
り
、
若
者
や
子
供
た
ち
が
地

域
に
残
り
、
定
住
出
来
る
社
会
を
築
け
る
様
、
頑
張

り
ま
す
。
ま
た
、
元
気
な
高
齢
者
が
増
え
る
様
、
軽

ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
と
医
療
費
の
削
減
を
目
指
し
ま
す
。

②｢

ふ
る
さ
と
に
誇
り
が
持
て
る
町
づ
く
り｣

を
目
指

し
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
な
り
一
生
懸
命
努
力
し
ま
す
。

③
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
ク
、
野
菜
づ
く
り

①
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
教
育
の
充

実
を
図
り
、
医
療
・
福
祉
の
増
進
、
農
林
業
の
振
興
、

引
き
続
き
町
民
の
声
を
行
政
に
届
け
、
実
現
す
る
事

に
努
め
ま
す
。

②
元
気
で
共
に
助
け
合
い
、
共
に
歩
め
る
町
づ
く
り

に
努
め
ま
す
。

③
じ
げ
風
呂
（
ブ
ロ
グ
）
と
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

①
経
営
改
善
や
環
境
改
善
活
動
を
始
め
、
自
治
会
を

中
心
と
し
た
地
域
活
動
の
経
験
を
活
か
し
、
町
民
の

皆
様
の
ご
意
見
・
ご
要
望
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
、

あ
ら
ゆ
る
難
問
・
課
題
に
対
し
て
、
骨
身
を
惜
し
ま

ず
そ
の
解
決
・
改
善
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

②
皆
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
議
員
活
動
を
行
い
ま

す
。
地
方
創
生
に
正
面
か
ら
向
き
合
い
ま
す
。

③
野
球
及
び
ス
ポ
ー
ツ
鑑
賞
・
人
情
歌
謡
剣
劇
団
活
動

①｢

あ
ぜ
道｣

や｢

縁
側｣

で
皆
さ
ん
か
ら
聞
い
た
課
題

を
少
し
ず
つ
で
も
解
決
す
る
活
動
を
が
ん
り
ま
す
。

特
に
、
高
齢
農
家
、
小
規
模
農
家
も
生
き
残
れ
る
活

動
や
雑
木
山
も
お
金
に
な
る
活
動
、
人
材
養
成
の
た

め
に
就
学
支
援
す
る
活
動
は
力
を
入
れ
て
取
り
組
み

ま
す
。

②
「
念
ず
れ
ば
花
ひ
ら
く
」

－

目
標
を
定
め
て
努

力
す
れ
ば
、
い
つ
か
は
実
現
で
き
る
。

③
映
画
鑑
賞

①
「
今
日
の
笑
顔
は
あ
す
へ
の
力
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

笑
い
声
が
山
合
に
響
き
あ
す
へ
と
続
く
活
動
を
原
点

に
頑
張
り
ま
す
。
そ
の
為
に
生
活
不
安
の
声
を
聴
き
、

そ
の
解
消
を
第
一
に
据
え
、
そ
の
う
え
で
交
流
人
口

を
増
や
し
日
南
町
フ
ァ
ン
獲
得
に
努
め
ま
す
。

②
「
評
価
は
他
人
に
委
ね
る
」
を
信
条
に
持
論
を
展

開
し
、
併
せ
て
他
人
の
意
見
を
素
直
に
聞
く
。

③
農
業
は
、
挑
戦
と
反
省
の
繰
り
返
し
で
飽
き
な
い
。

①
人
口
の
減
少
と
高
齢
化
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
日
南
町
に
と
っ
て
国
の
地
方
創
生
施
策
は
大
き

な
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
微
力
で
は

あ
り
ま
す
が
、
ふ
る
さ
と
日
南
町
の
発
展
の
た
め
に

頑
張
り
ま
す
。

②
対
立
よ
り
対
話
に
よ
っ
て
物
事
を
進
め
る
べ
き

③
自
然
観
賞
、
日
曜
大
工

①
町
民
と
行
政
の
架
け
橋
、
町
民
の
代
弁
者
と
し
て

行
政
の
チ
ェ
ッ
ク
や
具
体
的
な
政
策
の
提
案
を
行
い

ま
す
。
特
に
、
農
業
や
農
村
の
振
興
に
努
力
し
ま
す
。

ま
た
、
議
会
で
の
議
論
の
活
性
化
に
努
め
ま
す
。

②
い
つ
で
も
、
何
事
に
も
で
き
る
限
り
の
努
力
を
怠

ら
な
い
。

③
ス
ポ
ー
ツ
観
戦

①
益
々
進
行
す
る
過
疎
や
高
齢
化
に
苦
し
む
日
南
町

政
に
引
き
続
き
関
わ
り
、
町
民
の
皆
様
の
声
を
真
摯

に
受
け
止
め
、
そ
れ
を
町
づ
く
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

変
え
て
、
「
行
政
の
方
向
づ
け
と
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の

強
化
」
を
め
ざ
し
町
民
の
付
託
に
応
え
る
よ
う
努
力

し
ま
す
。

②
「
決
断
と
実
行
」
を
信
条
に
、
初
心
に
帰
っ
て
誠

心
誠
意
、
頑
張
り
ま
す
。

③
写
真
、
ゴ
ル
フ
、
ス
キ
ー

①
開
か
れ
た
議
会
と
情
報
公
開
を
よ
り
進
め
て
参
り

ま
す
。
町
民
の
代
表
と
し
て
行
政
の
チ
ェ
ッ
ク
と
農

林
業
の
活
性
化
で
雇
用
の
拡
大
を
図
り
、
よ
り
持
続

可
能
な
町
の
構
築
に
努
め
「
住
ん
で
み
た
い
、
住
ん

で
良
か
っ
た
」
と
い
え
る
町
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

②
町
民
の
皆
様
の
声
を
町
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
町

民
目
線
で
何
事
に
も
一
生
懸
命
で
き
る
限
り
の
努
力

を
惜
し
ま
な
い
。

③
ス
ポ
ー
ツ
観
戦

①
「
住
民
こ
そ
主
人
公
」
の
立
場
を
つ
ら
ぬ
き
、
住

民
の
福
祉
と
く
ら
し
、
憲
法
九
条
で
平
和
を
守
り
、

希
望
が
も
て
る
町
づ
く
り
の
た
め
に
全
力
で
が
ん
ば

る
決
意
で
す
。
み
な
さ
ん
の
代
表
と
し
て
行
政
を
し

っ
か
り
チ
ェ
ッ
ク
し
、
政
策
提
案
を
お
こ
な
い
ま
す
。

安
倍
政
権
に
は
、
こ
れ
ま
で
地
方
や
農
村
・
農
林
業

を
な
い
が
し
ろ
に
し
て
き
た
こ
と
へ
の
反
省
が
あ
り

ま
せ
ん
。
主
権
者
で
あ
る
私
た
ち
が
力
を
合
わ
せ
れ

ば
、
国
も
地
方
政
治
も
必
ず
変
え
ら
れ
る
。
そ
れ
が

私
の
信
念
で
す
。

②
憲
法
を
く
ら
し
に
生
か
す

③
演
劇
を
観
る
こ
と
と
演
じ
る
こ
と
。
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日
南
町
に
来
ら
れ
た
き
っ
か
け
は
？

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
農
林
業
研
修
生
を
募
集

し
て
い
る
と
知
り
、
応
募
し
ま
し
た
。
他
の
地

域
の
募
集
も
あ
り
ま
し
た
が
、
日
南
町
の
条
件

が
良
か
っ
た
の
で
。

実
際
に
住
ん
で
み
て
働
い
て
み
て
ど
う
で
し
た

か
？

　
ま
ず
、
言
葉
の
壁
に
苦
労
し
ま
し
た
。
方
言

が
わ
か
ら
な
く
て
・
・
・
今
で
も
わ
か
ら
な
い

言
葉
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
な
ん
と
な
く
雰

囲
気
で
理
解
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
農
業
の
研
修
も
主
に
ト
マ
ト
作
り
を
一
通
り

勉
強
し
ま
し
た
が
、
体
力
勝
負
で
す
ね
。

多
里
生
産
組
合
に
就
職
し
て
２
年
目
を
迎
え
ら
れ

た
そ
う
で
す
ね
？

　
た
と
え
ば
ト
マ
ト
作
り
を
自
分
で
経
営
す
る

の
は
、
正
直
ち
ょ
っ
と
怖
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
僕
た
ち
の
よ
う
に
よ
そ
か
ら
来
た
も
の
は
、

家
も
田
ん
ぼ
も
畑
も
自
分
の
も
の
は
な
い
の
で
、

機
械
や
設
備
へ
の
投
資
も
考
え
る
と
、
難
し
い
。

な
の
で
就
職
し
ま
し
た
。

　
地
域
の
多
く
の
農
地
を
一
手
に
引
き
受
け
て

い
る
の
で
、
し
っ
か
り
と
守
っ
て
行
か
ね
ば
と

い
う
責
任
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
住
民
が
政
治
に
参
画
す
る
機
会
は

さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
今
回
の
町
議
選

が
無
投
票
と
な
っ
た
こ
と
の
不
満
か

ら
、
議
員
定
数
の
削
減
の
声
が
真
っ

先
に
上
が
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
定

数
が
少
な
け
れ
ば
果
た
し
て
選
挙
に

な
っ
て
い
た
の
か
。
問
題
は
そ
う
単

純
で
は
な
く
、
町
の
現
状
と
将
来
を

み
ん
な
で
考
え
る
貴
重
な
機
会
と
な

っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
さ
て
、
改
選
に
よ
り
議
会
構
成
が

変
わ
り
、
議
会
広
報
委
員
会
に
は
新

人
議
員
２
氏
が
加
わ
り
ま
し
た
。
心

機
一
転
、
読
ん
で
見
て
分
か
り
や
す

い
議
会
広
報
づ
く
り
に
努
め
ま
す
の

で
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
代

　
記

編

集

後

記

　
山
口

　
慎
司
さ
ん

田
舎
が
欲
し
か
っ
た (

多
里)

議会および議会だよりについて、ご意見をおよせください。　メールアドレス／s0800@town.nichinan.tottori.jp

東京
日南

　
４
月
の
人
事
異
動
に
よ

り
、
新
し
い
議
会
事
務
局

長
に
岩
﨑
昭
男
職
員
が
着

任
し
ま
し
た
。

丸
山

　
悟
氏

　
60
才

　
　
　
　
　
　

(

阿
毘
縁)

　
地
方
教
育
行
政
の
組
織

及
び
運
営
に
関
す
る
法
律

の
規
定
に
よ
り
、
特
別
職

と
し
て
新
た
に
教
育
長
に

任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し

ま
し
た
。

　
任
期
は
、
平
成
27
年
４

月
１
日
か
ら
平
成
30
年
３

月
31
日
ま
で
。

議
会
事
務
局
長
が

　
　

  

変
わ
り
ま
し
た

教
育
長
の
選
任

新しい事務局体制
岩﨑事務局長と鹿取書記

議会広報調査特別委員会

日
南
町
の
ど
ん
な
と
こ
ろ
に
魅
力
を
感
じ
ま
し
た

か
？

　
僕
は
東
京
出
身
で
す
か
ら
、
ふ
る
さ
と
と
呼

べ
る
田
舎
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
川
で
泳
い

だ
り
魚
釣
り
が
で
き
る
よ
う
な
田
舎
が
欲
し
い

な
と
思
い
ま
し
た
。
田
舎
を
作
る
た
め
に
日
南

町
に
来
ま
し
た
。

日
南
町
に
対
し
て
何
か
提
言
が
あ
り
ま
し
た
ら

　
ま
ず
、
町
民
の
み
な
さ
ん
、
一
時
停
止
を
守

っ
て
欲
し
い
。
そ
し
て
シ
ニ
ア
カ
ー
は
な
る
べ

く
農
道
を
通
行
し
て
欲
し
い
で
す
。

　
外
で
農
作
業
を
し
て
い
る
と
、
防
災
無
線
が

聞
こ
え
な
い
の
で
、
何
が
あ
っ
て
も
分
か
ら
な

い
。
ス
ピ
ー
カ
ー
を
も
う
少
し
た
く
さ
ん
設
置

す
る
か
、
携
帯
に
メ
ー
ル
で
な
が
し
て
欲
し
い

と
思
い
ま
す
。

インタビューシリーズ

移住して4年目、農業は体力勝負

どっこい、この町に生きる
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改
選
後
、
最
初
の
６
月
定
例
会
が
６
月
23
日
か
ら
26
日
ま
で
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
初
日
に
は
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
５
人
の
議
員
が
登
壇
し
執
行
部
の
姿
勢
を
た
だ
し
ま
し
た
。

執
行
部
か
ら
提
案
さ
れ
た
条
例
や
補
正
予
算
な
ど
の
全
議
案
が
原
案
通
り
可
決
成
立
し
ま
し
た
。

ま
た
、
全
議
員
で
構
成
す
る
議
会
基
本
問
題
調
査
特
別
委
員
会
、
中
心
地
域
整
備
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
、
行
政

調
査
特
別
委
員
会
の
特
別
委
員
会
を
そ
れ
ぞ
れ
設
置
し
調
査
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

奨学金制度を創設介護職員確保のために 奨学金制度を創設介護職員確保のために 奨学金制度を創設介護職員確保のために

にちなん議会だより　平成27年７月発行　No.140

－2－－3－

６月23日～６月26日（４日間）

6月定例会
６月23日～６月26日（４日間）

6月定例会

議
決
し
た
お
も
な
議
案

　

 

補
正
予
算
の
お
も
な
も
の

中
心
地
域
整
備
事
業

江
府
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
出
口

「
道
の
駅
」
案
内
看
板

　
　
　
　
　
　
　
８
４
３
千
円

観
光
振
興
対
策
事
業

生
山
駅
に
停
車
す
る
「
ト
ワ
イ
ラ

イ
ト
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」
号
へ
の
取

り
組
み　

　
　
　
　
１
，
１
０
０
千
円

山
村
振
興
一
般
対
策
事
務

に
ち
な
ん
邑
バ
ス
エ
ア
コ
ン
修
理

ゆ
き
ん
こ
村
か
や
ぶ
き
の
家
修
繕

な
ど

　
　
　
　
　
１
，
４
５
６
千
円

3月定例会の予算審査意見でも取り上げた日南福祉会の介護職員の確保問題

今回、６月定例会の一般会計補正予算であらたに「日南町介護福祉人材育成

奨学金制度」が設けられます。当面５名分として500万円が計上されました。

●２年間、無利子で200万円を貸付限度に

貸し付けられます。

●社会福祉士、介護福祉士の資格取得を

めざす学校等を卒業後、日南町に居住し

て日南町内の職場に4年以上従事したとき

は、償還を免除されます。

一
般
会
計

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計

専
決
処
分
の
承
認

休止したおおくさ荘

日
南
町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

空
調
・
外
壁
等
改
修
工
事

　
　
　
３
１
７
，
７
３
６
千
円

工
事
請
負
契
約
の
締
結

人
事
案
件

議
会
承
認
を
求
め
る
事
項

介
護
保
険
特
別
会
計

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
に
、
白
根

早
苗
氏
（
茶
屋
）
を
推
薦
す
る
こ

と
に
同
意
。

鳥
取
県
日
野
地
区
連
携
・
共
同
協

議
会
の
廃
止
と
、
鳥
取
県
日
野
郡

ふ
る
さ
と
広
域
連
携
協
約
の
締
結

に
つ
い
て

　
　
　
　
１
２
，
１
８
０
万
円

鳥
取
県
よ
り
、
下
石
見
ヘ
リ
ポ
ー

ト
の
用
地
購
入
。

財
産
の
取
得

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
事
業

　
簡
易
水
道
施
設
へ
の
影
響
の
協

議
な
ど
に
よ
り
工
事
が
大
幅
に
ず

れ
こ
ん
だ
こ
と
に
よ
る
も
の
。

（
発
電
は
９
月
予
定
）

介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

繰
越
明
許
費
お
よ
び

　
　
事
故
繰
越
計
算
書

農
業
後
継
者
育
成
対
策
事
業

　
　
　
　
　
５
，
０
０
０
千
円

「
道
の
駅
」
実
地
研
修
な
ど
。

親
元
就
農
促
進
支
援

　
　
　
　
　
２
７
，
４
８
０
千
円

　
あ
か
ね
の
郷
の
工
事
費
の
予
算

を
組
み
替
え
、
特
殊
浴
槽
と
調
理

器
具
の
購
入
を
す
る
も
の
。

　
　
　
　
１
２
，
０
２
２
千
円

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
予
算
組
み

替
え
な
ど
。

道の駅準備室の皆さん親元就農で張り切ってます

対　象　者所得段階

第1段階
・生活保護、老齢福祉年金受給者で住民税非課税世帯の人
・住民税非課税世帯の人で、本人の合計所得金額と課税年
　金収入額の合計が80万円以下の人

・住民税非課税世帯の人で、本人の合計所得金額と課税年
　金収入額の合計が120万円以下の人

・住民税非課税世帯の人で、本人の合計所得金額と課税年
　金収入額の合計が120万円を超える人

・住民税課税世帯の人で、本人が住民税非課税で、本人の
　合計所得金額と課税年金収入額の合計が80万円以下の人

・住民税課税世帯の人で、本人が住民税非課税で、前年の
　合計所得金額と課税年金収入額の合計が80万円を超える人

・本人が住民税課税で、本人の合計所得金額が120万円未
　満の人

・本人が住民税課税で、本人の合計所得金額が120万円以
　上190万円未満の人

・本人が住民税課税で、本人の合計所得金額が190万円以
　上290万円未満の人

・本人が住民税課税で、本人の合計所得金額が290万円以
　上400万円未満の人

・本人が住民税課税で、本人の合計所得金額が400万円以
　上の人

第2段階

第3段階

第4段階

第5段階
(基準額)

第6段階

第7段階

第8段階

第9段階

第10段階

保険料率

基準額×0.45

基準額×0.65

基準額×0.75

基準額×0.9

基準額×1.0

基準額×1.15

基準額×1.25

基準額×1.5

基準額×1.7

基準額×1.75

30,700円

44,400円

51.300円

61,500円

68,400円

78,600円

85,500円

102,600円

116,200円

119,700円

年　額

65歳以上の介護保険料が全ての段階で確定したことによるもの

　
基
準
額
は
据
え
置
き
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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等
改
修
工
事

　
　
　
３
１
７
，
７
３
６
千
円

工
事
請
負
契
約
の
締
結

人
事
案
件

議
会
承
認
を
求
め
る
事
項

介
護
保
険
特
別
会
計

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
に
、
白
根

早
苗
氏
（
茶
屋
）
を
推
薦
す
る
こ

と
に
同
意
。

鳥
取
県
日
野
地
区
連
携
・
共
同
協

議
会
の
廃
止
と
、
鳥
取
県
日
野
郡

ふ
る
さ
と
広
域
連
携
協
約
の
締
結

に
つ
い
て

　
　
　
　
１
２
，
１
８
０
万
円

鳥
取
県
よ
り
、
下
石
見
ヘ
リ
ポ
ー

ト
の
用
地
購
入
。

財
産
の
取
得

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
事
業

　
簡
易
水
道
施
設
へ
の
影
響
の
協

議
な
ど
に
よ
り
工
事
が
大
幅
に
ず

れ
こ
ん
だ
こ
と
に
よ
る
も
の
。

（
発
電
は
９
月
予
定
）

介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

繰
越
明
許
費
お
よ
び

　
　
事
故
繰
越
計
算
書

農
業
後
継
者
育
成
対
策
事
業

　
　
　
　
　
５
，
０
０
０
千
円

「
道
の
駅
」
実
地
研
修
な
ど
。

親
元
就
農
促
進
支
援

　
　
　
　
　
２
７
，
４
８
０
千
円

　
あ
か
ね
の
郷
の
工
事
費
の
予
算

を
組
み
替
え
、
特
殊
浴
槽
と
調
理

器
具
の
購
入
を
す
る
も
の
。

　
　
　
　
１
２
，
０
２
２
千
円

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
予
算
組
み

替
え
な
ど
。

道の駅準備室の皆さん親元就農で張り切ってます

対　象　者所得段階

第1段階
・生活保護、老齢福祉年金受給者で住民税非課税世帯の人
・住民税非課税世帯の人で、本人の合計所得金額と課税年
　金収入額の合計が80万円以下の人

・住民税非課税世帯の人で、本人の合計所得金額と課税年
　金収入額の合計が120万円以下の人

・住民税非課税世帯の人で、本人の合計所得金額と課税年
　金収入額の合計が120万円を超える人

・住民税課税世帯の人で、本人が住民税非課税で、本人の
　合計所得金額と課税年金収入額の合計が80万円以下の人

・住民税課税世帯の人で、本人が住民税非課税で、前年の
　合計所得金額と課税年金収入額の合計が80万円を超える人

・本人が住民税課税で、本人の合計所得金額が120万円未
　満の人

・本人が住民税課税で、本人の合計所得金額が120万円以
　上190万円未満の人

・本人が住民税課税で、本人の合計所得金額が190万円以
　上290万円未満の人

・本人が住民税課税で、本人の合計所得金額が290万円以
　上400万円未満の人

・本人が住民税課税で、本人の合計所得金額が400万円以
　上の人

第2段階

第3段階

第4段階

第5段階
(基準額)

第6段階

第7段階

第8段階

第9段階

第10段階

保険料率

基準額×0.45

基準額×0.65

基準額×0.75

基準額×0.9

基準額×1.0

基準額×1.15

基準額×1.25

基準額×1.5

基準額×1.7

基準額×1.75

30,700円

44,400円

51.300円

61,500円

68,400円

78,600円

85,500円

102,600円

116,200円

119,700円

年　額

65歳以上の介護保険料が全ての段階で確定したことによるもの

　
基
準
額
は
据
え
置
き
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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①
全
国
８
２
０
万
戸
に
及
ぶ
空
き
家
対
策
の
特
別
措
置
法
が

　
５
月
26
日
、
全
面
施
行
さ
れ
た
。
市
区
町
村
は
治
安
や
防

　
災
上
の
問
題
が
懸
念
さ
れ
る
空
き
家
の
所
有
者
に
撤
去
や

　
修
繕
を
勧
告
、
命
令
で
き
る
と
規
定
。
命
令
違
反
に
は
50

　
万
円
以
下
の
過
料
を
科
し
、
強
制
撤
去
も
可
能
と
し
た
。

　
勧
告
を
受
け
た
物
件
は
固
定
資
産
税
が
最
大
６
倍
と
な
る
。

　
自
治
体
の
権
限
が
法
的
に
位
置
付
け
ら
れ
、
対
策
が
本
格

　
化
す
る
。
軽
減
処
置
と
し
て
、
老
朽
危
険
家
屋
等
解
体
撤

　
去
補
助
金
の
見
直
し
が
出
来
な
い
か
問
う
。

②
空
き
家
の
増
加
が
続
く
中
で
、
日
南
寮
の
改
修
を
行
い
、

　
移
住
定
住
や
シ
ー
ズ
ン
ス
テ
イ
に
資
す
る
居
住
環
境
整
備

　
等
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
日
南
町
空
き
家
情
報
活
用

　
制
度
「
空
き
家
バ
ン
ク
」
が
有
る
が
、
活
用
が
少
な
い
様

　
に
見
え
る
。
制
度
の
見
直
し
や
、
空
き
家
改
修
支
援
、
お

　
試
し
住
宅
の
整
備
な
ど
の
方
策
が
も
っ
と
必
要
と
感
じ
る

　
が
如
何
か
。

①
特
措
法
第
６
条
に
定
め
る
「
空
家
等
対
策
計
画
」
を
策
定

　
す
る
と
と
も
に
、
同
法
第
７
条
に
定
め
る
協
議
会
を
組
織

　
化
し
、
空
き
家
対
策
に
取
り
組
む
。
老
朽
危
険
家
屋
等
解

　
体
撤
去
補
助
金
に
つ
い
て
も
、
協
議
会
に
お
い
て
検
討
す

　
る
が
、
過
料
を
徴
収
す
る
中
で
、
補
助
金
の
増
額
は
相
反

　
す
る
こ
と
と
な
る
。

②
空
き
家
情
報
活
用
制
度

　
「
空
き
家
バ
ン
ク
」
の

　
活
用
は
、
相
談
件
数
も

　
含
め
近
年
増
加
傾
向
に

　
あ
る
。
旧
日
南
中
寄
宿

　
舎
を
改
修
し
た
お
試
し

　
住
宅
等
の
居
住
環
境
整

　
備
や
既
存
の
制
度
の
見

　
直
し
、
協
議
を
重
ね
、

　
移
住
定
住
希
望
者
に
と

　
っ
て
魅
力
あ
る
支
援
を

　
目
指
す
。

足羽　覚議員

老朽危険家屋等解体撤去補助金の

見直しはできないか

問問

過料を徴収する中で補助金の

増額は相反する

答答

①
「
日
本
創
成
会
議
」
は
、
東
京
圏
の
75
歳
以
上
の
高
齢
者

　
が
今
後
10
年
間
で
急
増
す
る
と
し
て
、
医
療
、
介
護
の
施

　
設
や
人
材
に
余
裕
が
あ
る
地
方
都
市
26
道
府
県
の
41
地
域

　
に
高
齢
者
の
移
住
を
促
す
よ
う
政
府
や
自
治
体
に
求
め
る

　
提
言
を
発
表
し
た
。
日
南
町
も
高
齢
者
の
東
京
圏
か
ら
の

　
移
住
促
進
は
考
え
て
お
ら
れ
る
か
問
う
。

②
誰
も
が
楽
し
く
過
ご
せ
る
中
心
地
域
に
す
る
為
、
高
齢
者

　
住
宅
や
若
者
住
宅
と
障
が
い
者
施
設
も
併
存
し
て
地
域
コ

　
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
育
む
。
中
心
地
域
の
人
口
が
増
え
る
と
、

　
人
と
人
の
交
流
を
楽
し
む
施
設
や
機
能
が
増
え
て
行
く
と

　
思
う
。そ
れ
で
こ
そ
、元
気
を
も
た
ら
す
「
小
さ
な
拠
点
」

　
で
あ
る
「
コ
ン
パ
ク
ト
ビ
レ
ッ
ジ
」
の
構
想
だ
と
確
信
し

　
て
い
る
が
、
如
何
か
。

①
高
齢
者
地
方
移
住
の
仕
組
み
づ
く
り
は
、
国
、
鳥
取
県
と

　
も
積
極
的
な
姿
勢
で
あ
る
が
、
支
え
る
人
材
の
確
保
や
財

　
政
支
援
な
ど
具
体
的
な
部
分
が
不
明
確
で
あ
る
。
今
後
の

　
国
等
の
動
向
を
注
視
す
る
が
、
現
行
案
の
ま
ま
で
は
、
都

　
市
部
の
社
会
保
障
費
を
地
方
が
負
担
す
る
こ
と
と
な
る
。

②
「
コ
ン
パ
ク
ト
ビ
レ
ッ
ジ
構
想
」
の
目
指
す
と
こ
ろ
は
、

　
高
齢
化
社
会
に
立
ち
向
か
う
町
民
の
暮
ら
し
を
サ
ポ
ー
ト

　
す
る
こ
と
、
ま
た
集
客
・
交
流
の
拡
大
に
よ
り
農
林
業
の

　
振
興
を
図
り
、
活
力
と
魅
力
の
あ
る
町
を
創
造
す
る
こ
と

　
で
す
。

　
生
山
駅
か
ら
米
子
に
通
っ
て
い
る
学
生
が
大
勢
お
ら
れ
る

が
、一
番
電
車（
６

：

30
）利
用
の
学
生
さ
ん
が
特
に
多
く
、朝
が

早
い
為
、
子
供
や
家
族
の
負
担
に
成
っ
て
い
る
。｢

７

：

00
ご

ろ
」
な
ら
、
通
学
出
来
る
。
負
担
を
減
ら
す
為
に
、
時
間
変

更
が
可
能
か
問
う
。

　
時
間
変
更
に
よ
る
課
題
も
整
理
が
必
要
だ
が
、
実
態
を
把

握
し
な
が
ら
必
要
に
応
じ
て
Ｊ
Ｒ
へ
の
要
望
を
検
討
し
た
い
。

問問
増
え
続
け
る
空
き
家
の
対
策
と
有
効
活
用

問問
「
コ
ン
パ
ク
ト
ビ
レ
ッ
ジ
」

問問
通
学
電
車
の
時
間
要
望

町政のここが聞きたい 一般質
問

一般質
問
答答と問問

答答

増
原
町
長

答答

町

　
長

答答

町

　
長

老朽危険家屋
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町政のここが聞きたい

①
日
南
町
環
境
基
本
計
画
で
は
「
日
野
川
の
源
流
の
豊
か
な

　
自
然
環
境
と
産
業
を
共
生
す
る
ま
ち
に
ち
な
ん
」
を
目
指

　
し
ま
す
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
２
年
前
よ
り

　
セ
ン
ト
ラ
ル
フ
ァ
ー
ム
鳥
取
農
場
か
ら
の
排
水
の
影
響
で

　
下
流
域
に
お
い
て
農
業
被
害
が
発
生
し
て
い
る
。
今
後
、

　
町
と
し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
さ
れ
る
の
か
を
伺
う
。

②
平
成
25
年
７
月
よ
り
計
７
回
に
亘
っ
て
「
河
川
の
水
質
悪

　
化
な
ど
に
関
す
る
意
見
交
換
会
」
を
開
催
さ
れ
て
き
た
が
、

　
昨
年
11
月
を
最
後
に
開
催
さ
れ
て
い
な
い
。
町
と
し
て
、

　
今
後
も
交
換
会
を
開
催
さ
れ
る
の
か
を
伺
う
。

①
水
質
汚
濁
防
止
法
、
家
畜
排
せ
つ
物
法
に
基
づ
き
、
環
境

　
保
全
対
策
に
努
め
る
と
と
も
に
、
旧
協
定
書
に
定
め
る
水

　
質
基
準
の
順
守
を
企
業
に
求
め
て
い
く
。
ま
た
、
深
刻
な

　
農
業
被
害
に
関
し
て
は
、
現
実
的
な
対
応
策
を
要
請
し
て

　
い
く
。

②
７
月
の
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

大西　保議員

農場排水の影響を

どのように対応されるのか

問問

環境保全対策に務める答答

　
日
南
病
院
の
事
業
運
営
に
当
た
り
、
現
状
と
課
題
を
ど
の

よ
う
に
受
け
止
め
て
お
ら
れ
る
の
か
。
そ
し
て
町
民
の
皆
様

の
負
託
に
い
か
に
応
え
る
べ
く
、
病
院
事
業
管
理
者
と
し
て
、

ど
の
よ
う
に
対
応
を
さ
れ
る
の
か
を
伺
う
。

現
状
と
課
題
は
、

　
・
患
者
数
の
状
況

　
・
地
域
医
療
構
想
に
つ
い
て

　
・
新
公
立
病
院
改
革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て

　
町
づ
く
り
総
力
戦
の
一
員
と
し
て
の
病
院
に

　
平
成
23
年
の
調
査
で
空
き
家
４
６
２
戸
、
う
ち
廃
屋
に
近

い
状
態
が
２
４
７
戸
と
の
結
果
が
出
た
。
町
と
し
て
管
理
不

全
及
び
危
険
な
状
態
に
あ
る
空
き
家
に
つ
い
て
、
町
民
の
皆

様
や
自
治
会
等
か
ら
の
情
報
提
供
件
数
は
何
件
あ
る
の
か
、

そ
の
内
、
老
朽
危
険
家
屋
等
認
定
台
帳
に
記
載
さ
れ
、
建
築

物
の
老
朽
度
、
危
険
度
判
定
基
準
の
評
点
合
計
１
５
０
点
以

上
の
危
険
家
屋
件
数
は
何
件
あ
り
、
現
時
点
で
の
対
応
状
況

を
伺
う
。

　
管
理
不
全
な
廃
屋
は
２
４
７
戸
、
内
、
危
険
度
判
定
基
準

の
評
点
１
５
０
点
以
上
の
老
朽
危
険
家
屋
は
67
戸
。
本
年
度

に
入
っ
て
か
ら
の
情
報
提
供
は
２
件
。
内
１
件
は
、
解
体
に

着
手
。
老
朽
危
険
家
屋
解
体
撤
去
補
助
金
の
利
用
状
況
は
、

平
成
25
年
度
が
３
件
、
平
成
26
年
度
が
４
件
で
、
平
成
27
年

度
は
既
に
３
件
の
申
請
を
受
理
。

問問 答答
空
き
家
、
危
険
家
屋
対
策

問問
環
境
保
全

問問
日
南
病
院
の
事
業
運
営

中
曽
病
院
事
業
管
理
者

答答
増
原
町
長

答答
町

　
長

銭神山川
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町政のここが聞きたい

①
ま
め
な
会
、
支
え
愛
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
高
齢
者
を
対
象

　
に
し
た
事
業
を
行
っ
て
お
ら
れ
る
が
、
参
加
者
が
固
定
化

　
さ
れ
職
員
が
耳
に
さ
れ
る
意
見
も
限
定
さ
れ
て
い
る
様
に

　
感
じ
る
。

　
よ
り
多
く
の
意
見
を
聞
き
、
事
業
の
検
証
が
な
さ
れ
、
そ

　
れ
が
発
展
的
事
業
展
開
に
活
か
さ
れ
て
い
る
か
伺
う
。

②
人
と
の
会
話
に
欲
し
て
い
る
高
齢
者
は
多
く
、
人
と
話
す

　
こ
と
で
笑
顔
を
取
り
戻
す
事
が
で
き
る
。
集
め
る
コ
ミ
ニ

　
テ
ィ
ー
か
ら
出
掛
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
必
要
と
考
え

　
る
が
見
解
を
伺
う
。

①
「
ま
め
な
会
」
は
自
治
会
と
共
催
で
開
催
し
て
お
り
、
平

　
成
26
年
度
は
31
自
治
会
、
延
べ
２
，
２
４
６
人
。
参
加
者

　
の
拡
大
が
課
題
。
地
域
支
え
愛
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
は
、

　
地
域
住
民
全
体
を
対

　
象
と
し
て
お
り
、
今

　
年
度
は
山
上
・
阿
毘

　
縁
・
石
見
地
域
で
取

　
り
組
み
予
定
。
災
害

　
時
要
援
護
者
の
把
握

　
や
、平
時
の
見
守
り･

　
地
域
で
の
支
え
愛
に

　
つ
い
て
取
り
組
む
。

②
地
域
ご
と
に
集
い
の

　
場
が
で
き
る
こ
と
を

　
目
指
し
て
お
り
、
福

　
祉
保
健
課
職
員
・
社

　
会
福
祉
協
議
会
職
員･

　
ま
ち
協
の
皆
様
等
の

　
協
力
を
得
て
、
つ
な

近藤仁志議員

高齢者を対象とした事業について

今後の展開を伺う

問問

地域ごとにつながりを充実させる

ことから取り組みたい

答答

が
り
を
充
実
さ
せ
る
こ
と

　
か
ら
取
り
組
み
た
い
。

①
看
護
師
を
始
め
町
内
に
人
材
を
求
め
る
企
業
、
団
体
が
多

　
数
あ
り
行
政
も
資
金
援
助
な
ど
手
を
打
っ
て
お
ら
れ
る
こ

　
と
は
承
知
し
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
人
が
集
ま
ら
な
い
事

　
は
他
に
起
因
し
て
い
る
の
か
、
不
足
し
て
い
る
の
か
見
解

　
を
伺
う
。

②
中
学
生
、
高
校
生
そ
し
て
町
内
出
身
大
学
生
と
の
交
流
機

　
会
を
設
け
、
日
南
町
へ
の
関
心
度
を
高
め
将
来
町
内
就
職

　
は
も
と
よ
り
町
内
で
の
起
業
も
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
考

　
え
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
考
え
る
が
町
長
の
見
解
を
伺

　
う
。

③
自
然
を
生
か
し
た
産
業
は
も
と
よ
り
、
起
業
し
易
い
町
、

　
子
育
て
し
易
い
町
と
か
、
日
南
町
の
魅
力
を
充
分
発
信
し

　
き
れ
て
い
な
い
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

①
全
国
的
に
生
産
年
齢
人
口
（
15
歳
〜
64
歳
）
は
減
少
を
続

　
け
て
い
る
。
地
方
で
は「
人
材
不
足
」か
ら
「
人
手
不
足
」

　
に
陥
っ
て
お
り
、
町
内
に
お
い
て
も
同
様
の
状
況
で
あ
る

　
と
考
え
て
い
る
。

②
中
学
生
に
は
町
の
魅
力
や
誇
り
を
伝
え
る
教
育
、
高
校
生

　
に
は
町
内
で
集
い
、活
動
で
き
る
場
、大
学
生
に
は
情
報
提

　
供
・
交
換
が
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
に
よ
り
町
内
で
の
就

　
職
、
起
業
が
選
択
肢
と
な
る
取
り
組
み
が
必
要
と
考
え
る
。

③
個
々
に
は
情
報
発
信
に
努
め
て
い
る
が
、
必
要
な
情
報
が

　
ま
と
め
て
提
供
で
き
る
よ
う
な
工
夫
も
行
い
な
が
ら
更
な

　
る
発
信
の
充
実
に
取
り
組
み
た
い
。

問問答答
高
齢
者
対
策

問問
人
材
確
保
に
向
け
て

増
原
町
長

答答
町

　
長

まめな会　丸山
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町政のここが聞きたい

　
戦
後
70
年
の
節
目
の
年
に
、
「
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
容

認
」
の
閣
議
決
定
に
も
と
づ
い
て
、
「
安
全
保
障
法
制
関
連

法
案
」
が
国
会
で
審
議
中
で
あ
る
。
憲
法
９
条
を
な
い
が
し

ろ
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
住
民
の
平
和
な
く
ら
し
も
脅
か
さ

れ
る
と
考
え
る
が
。

　
国
の
最
高
規
範
た
る
憲
法
に
対
す
る
国
民
の
議
論
が
優
先

さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
今
の
ま
ま
で
は
問
題
が
あ
る
。
日
米

安
全
保
障
条
約
の
下
で
は
、
あ
る
程
度
の
協
力
は
や
む
を
得

な
い
が
、
度
重
な
る
米
軍
の
低
空
飛
行
な
ど
が
続
く
と
国
民

(

町
民)

の
感
情
に
も
変
化
が
生
じ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

①
「
お
お
く
さ
荘
」
は
閉
鎖
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
が
、

　
再
開
の
見
通
し
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

②
今
回
新
し
く
「
日
南
町
介
護
福
祉
介
護
職
員
人
材
育
成
奨

　
学
資
金
貸
与
制
度
」を
新
設
す
る
方
針
で
あ
る
が
、同
時
に

　
処
遇
改
善
な
ど
の
職
場
環
境
が
求
め
ら
れ
る
と
考
え
る
が
。

③
日
南
病
院
の
看
護
師
な
ど
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
は
順

　
調
に
す
す
ん
で
い
る
か
。

④
訪
問
介
護
や
通
所
介
護
を
、
あ
ら
た
な
地
域
支
援
事
業
と

　
し
て
初
年
度
か
ら
取
り
組
む
こ
と
に
し
た
が
、
ス
ム
ー
ス

　
に
移
行
で
き
て
い
る
か
。

①
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
「
お
お
く
さ
荘
」
（
茶
屋
）
は
、

　
平
成
27
年
４
月
か
ら
休
止
し
て
い
る
。
人
材
確
保
に
努
め

　
て
お
ら
れ
る
が
ま
だ
十
分
で
な
く
、
現
時
点
で
は
再
開
の

　
見
通
し
は
立
っ
て
い
な
い
。

②
離
職
防
止
の
た
め
、
介
護
職
場
の
処
遇
改
善
や
職
場
環
境

久代安敏議員

解釈で戦争する国に

することは許せない

問問

国民の憲法議論が

優先されるべきである

答答

　
の
整
備
は
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。
最
も
急
が
れ
る
の
は
、

　
介
護
人
材
確
保
で
あ
り
、
連
携
し
な
が
ら
町
と
し
て
も
で

　
き
る
こ
と
に
取
り
組
み
た
い
。

③
平
成
28
年
４
月
採
用
に
向
け
鋭
意
努
力
し
て
い
る
。

④
４
月
か
ら
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
（
新
総

　
合
事
業
）
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
要
支
援
の
人
の
訪
問
介

　
護
・
通
所
介
護
は
財
源
が
予
防
給
付
か
ら
地
域
支
援
事
業

　
に
移
行
し
た
。
現
行
並
み
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
移
行
し
て
お

　
り
、
利
用
者
に
支
障
は
生
じ
て
い
な
い
。
地
域
で
の
自
主

　
運
営
に
よ
る
集
い
の
場
の
創
出
に
つ
い
て
は
、
少
し
ず
つ

　
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
る
。

①
日
本
年
金
機
構
か
ら
約
１
２
５
万
件
も
の
年
金
個
人
情
報

　
が
漏
れ
、
国
民
に
不
安
が
広
が
っ
て
い
る
が
。

②
今
年
10
月
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が
始
ま
る
こ
と
に
な

　
っ
て
い
る
が
、
行
政
だ
け
で
な
く
企
業
や
民
間
事
業
所
も

　
保
有
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
漏
え
い
の
危
険
が
大
き
い

　
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

①
町
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
方
針
に
基
づ
き
情
報
の
安
全
管

　
理
を
徹
底
し
て
い
る
。
事
件
を
受
け
て
職
員
に
も
再
度
注

　
意
を
促
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

②
シ
ス
テ
ム
と
制
度
運
用
の
両
面
で
情
報
の
安
全
管
理
に
努

　
め
る
必
要
が
あ
る
。

「
手
話
言
語
条
例
」
の
日
南
町
の
取
り
組
み
は
。

　
あ
い
サ
ポ
ー
ト
推
進
講
座
を
開
催
し
た
り
、
地
域
、
学
校
、

研
修
会
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
、
手
話
に
触
れ
る
機
会
が
増
え

た
。
手
話
文
化
へ
の
理
解
が
広
が
っ
て
い
る
。

「
安
全
保
障
法
制
」(

戦
争
立
法)

問問

日
本
年
金
機
構
の
情
報
流
出
と

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

問問
手
話
言
語
条
例
の
取
り
組
み

問問

介
護
保
険
制
度
と
社
会
福
祉
法
人｢

日
南
福
祉
会
」

お
よ
び
日
南
病
院
の
ス
タ
ッ
フ
確
保

問問 答答
増
原
町
長

答答
町

　
長

答答
町

　
長

答答
町

　
長

─　　 ─587
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①
総
合
戦
略
策
定
に
つ
い
て
町
長
の
基
本
的
な
考
え
を
伺
う
。

②
人
口
減
少
対
策
と
し
て
、
Ｉ
・
Ｕ
タ
ー
ン
の
促
進
や
結
婚

　
対
策
、
基
幹
産
業
の
振
興
が
重
要
と
考
え
る
が
、
具
体
的

　
な
考
え
を
伺
う
。

③
い
き
い
き
定
住
促
進
条
例
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
企
業
支
援
制
度

　
の
充
実
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

④
中
心
地
域
整
備
に
よ
る
活
力
を
地
域
の
活
性
化
に
波
及
さ

　
せ
る
と
と
も
に
、
地
域
の
力
を
中
心
地
域
に
つ
な
げ
る
取

　
り
組
み
を
強
化
し
な
け
れ
ば
町
全
体
の
発
展
に
つ
な
が
ら

　
な
い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

①
様
々
な
分
野
、
世
代
の
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
い
た

　
だ
き
な
が
ら
、
町
民
自
ら
が
考
え
、
策
定
す
る
こ
と
に
意

　
義
が
あ
る
。
ま
た
、
数
値
目
標
を
実
施
す
べ
き
で
、
単
な

　
る
理
想
で
な
く
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
や
「
ま
ち
、
ひ
と
、
し
ご
と
」

　
を
基
軸
に
し
た
日
南
町
ら
し
い
戦
略
を
、
住
民
や
議
会
と

　
と
も
に
作
り
上
げ
た
い
。

坪倉勝幸議員

人口減少対策をさらに強化

するよう求める

問問

関連する支援制度をさらに

充実して移住定住をすすめる

答答

②
移
住
定
住
に
つ
い
て
は
、
関
連
す
る
支
援
制
度
を
地
域
と

　
も
連
携
し
て
更
に
充
実
し
、
情
報
発
信
す
る
こ
と
、
結
婚

　
対
策
は
出
会
い
の
場
づ
く
り
、
基
幹
産
業
の
振
興
は
農
林

　
業
を
重
点
に
据
え
、
生
産
拡
大
や
６
次
産
業
化
、
ブ
ラ
ン

　
ド
化
に
更
に
取
り
組
む
。

③
既
存
制
度
の
充
実
は
、
支
給
基
準
の
緩
和
や
拡
充
を
総
合

　
戦
略
策
定
会
議
で
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。
た
だ
枠
を
増

　
や
す
だ
け
で
な
く
、
今
後
は
よ
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
性
の
高
い

　
も
の
に
特
化
し
て
、
重
点
を
置
く
必
要
が
あ
る
。

④
地
方
創
生
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を
成
し
遂
げ
る
た
め
に
も
、
道
の

　
駅
を
核
と
し
て
農
林
産
物
の
生
産
、
出
荷
、
加
工
を
推
進

　
し
、
活
力
と
魅
力
の
あ
る
町
を
創
造
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

　
い
。
地
域
と
中
心
地
域
機
能
が
信
頼
、
協
力
関
係
の
下
、

　
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
担
う
こ
と
が
町
全
体
の
発
展
に
繋
が

　
る
と
確
信
し
て
い
る
。

問問答答
地
方
創
生
・
創
造
的
過
疎

増
原
町
長

50

100

150

200

5,942 5,811 5,645 5,540 5,435 5,308

5,167

日南町の人口と
　　社会増減(転入・転出)の推移

総人口

転入

転出

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26

93

117

93

135
114

132
110

161
145

158
137 145 144 134

Uターンして10年
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山
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昭
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広

賛成＝○　　反対＝×

6月議会審議結果と議員ごとの賛否内訳

平成27年度 補正予算

一般会計（第１号）

介護保険特別会計（第１号）

介護サービス事業特別会計（第１号）

専決処分の承認

日南町介護保険条例の一部改正

その他の議案

工事請負契約の締結について（日南町総合文化
センター空調設備等改修工事）

工事請負契約の締結について（日南町総合文化
センター外壁等改修工事）

財産の取得について（日南町下石見字クボキ原
306番3外6筆の土地）

鳥取県日野地区連携・共同協議会の廃止に関す
る協議について

鳥取県日野郡ふるさと広域連携協約の締結に関
する協議について

人権擁護委員候補者の推薦にあたり議会の意見
を求めることについて

請願・陳情

年金削減の取りやめと最低保障年金制度の実現
を求める請願

地方財政の充実・強化を求める陳情

教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２分
の１復元をはかるための、2016年度政府予算
に係る意見書採択の陳情書

道の駅建設工事に伴う機械設備工事は、地元の
管工事業者へ優先的にご発注いただきますよう
お願いいたします

「道の駅にちなん（仮称）」新築工事にあた
り、電気工事は、地元業者に分離発注をして頂
きますよう配慮をお願い致します

福栄コミュニティ施設の建設について

集団的自衛権行使容認による安全保障関連法案
の廃案を求める陳情書

発  議

地方財政の充実・強化を求める意見書提出について

教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２分
の１復元をはかるための、2016年度政府予算
に係る意見書の提出について

集団的自衛権行使容認による安全保障関連法案
の廃案を求める意見書提出について

議会基本問題調査特別委員会の設置に関する決議

中心地域整備に関する調査特別委員会の設置に
関する決議

行政調査特別委員会の設置に関する決議

議　　案　　名 結果

※村上正広議長は議事進行を行うため、賛否の表明はしません。ただし、採決で賛否が同数となった場合は「議長裁決」という形で賛否表明をします。
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本会議件 名 提 出 者

年金削減の取りやめと最
低保障年金制度の実現を
求める請願

全日本年金者組合
鳥取県本部委員長
増田修治
西部支部支部長
松本正孝

年金制度を維持するためには「マクロ経済ス
ライド」は必要である。また、掛金を支払わ
なくても年金が支給される最低保障年金制度
を実施するには、根本的な年金制度の改革が
必要となる。

不採択

地方財政の充実・強化を
求める陳情

自治労鳥取県本部
執行委員長　本川博孝
日南町職員労働組合
執行委員長代行
長谷川照子

国に対して、地方財政の充実を求めるのは至
当である。

採　択

教職員定数改善と義務教
育費国庫負担制度２分の
１復元をはかるための、
2016年度政府予算に係る
意見書採択の陳情書

鳥取県教職員組合西部支部
支部長　藤本敏秀
鳥取県高等学校教職員
組合西部支部
支部長　岡島恒志

教育の機会均等と水準の維持向上のために
は、国による財源保障の充実が必要である。 採　択

福栄コミュニティ施設の
建設について

福栄まちづくり協議会
会長　福田憲一

陳情の願意は理解できる。
要望内容については、より精査する必要があ
る。

趣旨採択

集団的自衛権行使容認に
よる安全保障関連法案の
廃案を求める陳情書

戦争法案に反対する
日南町民の会
代表　荒金　実

現在審議中の法案であるが、日南町議会は昨
年度２回にわたり集団的自衛権の行使容認に
反対の意見書を提出している。

採　択

道の駅建設工事に伴う機
械設備工事は、地元の管
工事業者へ優先的にご発
注いただきますようお願
いいたします

鳥取県管工事業協会
西部支部
支部長　橋本秀秋

｢道の駅にちなん(仮称)｣新
築工事にあたり、電気工
事は、地元業者に分離発
注をして頂きますよう配
慮をお願い致します

一般社団法人鳥取県
電業協会
西部支部長　斉木健之

地元企業への発注は、施工後の保守管理上効
果的である。

採　択

採　択

提出のあった陳情は、６月定例議会の本会議で審議した結果、次のとおり決定しました。

請願・陳情の審査結果

審 査 意 見

・
５
月
19
日

　
富
山
県
小
矢
部
市
議
会

　
（
議
会
で
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

　
末
の
利
用
に
つ
い
て
）

・
６
月
30
日

　
三
重
県
玉
城
町
議
会

　
鳥
取
県
江
府
町
議
会

　

(

議
会
改
革
の
推
進
に
つ
い
て)

・
７
月
１
日

　
山
形
県
置
賜
地
方
町
村
議
会

　
議
長
会

　
（
議
会
改
革
、
議
会
活
性
化
、

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
利
用
に

　
つ
い
て
）

・
７
月
13
日

　
高
知
県
南
国
市
議
会

　
（
議
会
改
革
の
推
進
、
タ
ブ

　
レ
ッ
ト
の
活
用
に
つ
い
て
）

平
成
27
年
度

　

行
政
視
察

　
受
入
状
況
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　2016年度の政府予算、地方財政の検討にあたっては、国民生活を犠牲にする財政とするの

ではなく、歳入・歳出を的確に見積り、人的サービスとしての社会保障予算の充実、地方財政

の確立をめざすことが必要であり、次の点を要求する。

１．地方一般財源総額の現行水準の維持・確保を明確にすること。

２．急増する社会保障ニーズへの対応と人材を確保するための社会保障予算の確保と地方財政

　　措置を的確に行うこと。

３．地方財政計画に計上されている「歳出特別枠」及び「まち・ひと・しごと創生事業費」に

　　ついては、現行水準を確保すること。また、これらの財源措置について、恒久的財源へと

　　転換をはかる。

４．地方交付税の財源保障機能・財政調整機能の強化をはかり、小規模自治体に配慮した段階

　　補正の強化などの対策を講じること。

６月定例議会で下記の意見書を採択し、
内閣総理大臣ほか関係大臣及び衆参両院議長に提出しました

地方財政の充実・強化を求める意見書

（要旨掲載）

　一人ひとりの子どもたちへのきめ細かな対応や学びの質を高める教育環境を実現するために

は、少人数教育の推進を含む計画的な教職員定数改善が必要である。

　また、自治体が見通しを持って安定的に教職員を配置するためには、国の施策として定数改

善にむけた財源保障をすべきである。

　子どもたちが全国どこに住んでいても、一定水準の教育を受けられることが憲法上の要請で

あり、2016年度政府予算編成において下記事項が実現されるよう要求する。

１．少人数学級の推進のために、計画的な教職員定数改善を推進すること。

２．教育の機会均等と水準の維持向上を図るため、義務教育費国庫負担制度の負担割合を２分

　　の１にすること。

教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１復元をはかるための、

2016年度政府予算に係る意見書

　安倍政権は、集団的自衛権の行使について「政府が総合的に判断する」として拡大解釈の余

地を残す答弁を繰り返し、他国に日本攻撃の意図が無くても集団的自衛権の行使は可能として

いる。

　自衛隊の後方支援はこれまで「非戦闘地域」に限られていたが、法案では「現に戦闘が行わ

れている現場以外」に広げている。しかし、政府は「自衛隊のリスクはこれまでと変わらな

い」などとし、国民に充分説明していない。直近の世論調査でも「安保法案 今国会成立『反

対』」が過半数を超えている。

　国会で憲法学者が声を揃えて「憲法違反」と指摘した事実は重い。政府は、これに耳を傾

け、強行採決をすることなく、国会が立法府としての名誉と責任に於いて「安全保障関連法

案」を廃案とするよう求める。

集団的自衛権行使容認による安全保障関連法案の廃案を求める意見書
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各常任委員会所管事務調査

担当課 調査事項 対応及び意見

陳情審査
（６月24日）

委員会に付託された請願１件、陳情６件の審査

現地調査
（７月６日）

日南小学校及び日南中学校訪問による調査

・小中学校授業参観

全学年の授業と通学班総会の前・中・後期別の様
子等を参観することが出来た。今後の学力向上や
マナーアップに期待したい。

・教職員管理職との懇談
ともいき科の取り組みにおいて、学校経営及び模
擬議会の計画等、意見交換した。

・教育委員との懇談
総合教育会議の自主性、社会体育館の改修等につ
いて、意見交換した。

・学校給食
食材の地産地消及び地産地消率について調査した。
県内産使用率は74％（米と牛乳は含まない。）
※米は町内産を使用。

担当課 調査事項 対応及び意見

福祉保健課
（６月12日）

農林課
（６月12日）

介護保険料の負担軽減策について

介護福祉人材育成奨学金制度について

27年度の野菜生産の取り組みについて

聴き取り
（６月12日）

現地調査
（６月24日）

㈱ウッドカンパニーニチナンの経営状
況・経営方針について

第1段階に該当する396人について、内容を改め、
年額34,200円から30,700円にする。

介護福祉士養成校で学ぶ方に、１年次に100万円、
２年次に100万円貸与する制度。

振興事業として底辺を広げる仕組み、生産者の支
援仕組みの二本立てで考えている。

８月末をもって受注を止め、12月まで在庫処分。
以後、休業を考えている。

㈱ウッドカンパニーニチナンの現地調査

総務教育常任委員会

経済福祉常任委員会
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町
村
議
会
議
長
・

　
　
副
議
長
研
修
会

中
心
地
域
整
備
に
関
す
る

　
　
　
調
査
特
別
委
員
会

議
会
基
本
問
題

　
　
　
調
査
特
別
委
員
会

　
町
民
の
負
託
に
応
え
る
議
会
を
目
指
し
て
、
議
会
の
基

本
的
問
題
に
つ
い
て
、
調
査
、
検
討
す
る
特
別
委
員
会
が

６
月
定
例
会
に
お
い
て
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

第
１
回
委
員
会
（
６
月
24
日
）

　
委
員
長
、
副
委
員
長
の
選
任
を
行
い
委
員
長
に
坪
倉
勝

幸
議
員

　
副
委
員
長
に
古
都
勝
人
議
員
を
選
出
し
ま
し
た
。

第
２
回
委
員
会
（
７
月
14
日
）

　
議
会
基
本
条
例
の
研
修
、
議
会
関
係
例
規
の
確
認
を
行

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会
を
常
任
委
員
会
に

す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
今
後
の
委
員
会
で
の
調
査
、
検
討
事
項
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
再
度
中
心
地
域
整
備
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
を
設

置
し(
委
員
長
・
山
本
芳
昭
、
副
委
員
長
・
久
代
安
敏)

、

７
月
９
日
に
第
２
回
の
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
来
年
度
オ
ー
プ
ン
予
定
の
「
に
ち
な
ん
道
の
駅
」
に
つ

い
て
、
建
設
課
か
ら
は
町
道
北
の
原
権
現
線
に
つ
い
て
、

企
画
課
か
ら
は
道
の
駅
各
施
設
に
つ
い
て
、
農
林
課
か
ら

は
農
産
物
の
出
荷
体
制
等
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

農
産
物
の
集
出
荷
施
設
と
レ
ス
ト
ラ
ン
の
客
席
数
に
つ
い

て
多
く
の
質
疑
、
意
見
が
あ
り
早
急
に
再
度
検
討
し
報
告

を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
去
る
５
月
26
日
、
27
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
、
全

国
町
村
議
会
９
２
８
議
会
の
議
長
、
副
議
長
、
局
長

含
め
１
８
０
０
人
余
が
参
集
し
、
東
京
中
野
サ
ン
プ

ラ
ザ
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
26
日
に
は
、
昨
年
度
の
全
国
議
長
会
特
別
表
彰
を

受
賞
し
た
日
南
町
議
会
を
初
め
、
北
海
道
福
島
町
、

山
形
県
川
西
町
、
山
梨
県
昭
和
町
、
沖
縄
県
南
風
原

町
議
会
の
５
議
会
の
議
長
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
登

壇
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
議
会
が
「
政
策
づ
く
り
と
監
視

機
能
を
十
分
発
揮
し
て
い
る
議
会
」
「
住
民
に
開
か

れ
た
議
会
」
「
特
色
の
あ
る
議
会
運
営
」
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。
会
場
か
ら
の
質
疑
応

答
も
あ
り
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
７
月
14
日
に
、
日
野
町
役
場
で
平
成
27
年
度
日
野

郡
町
議
会
議
員
研
修
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
日
野
高
等
学
校
魅
力
向
上
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　

片
平
誓
子
氏
「
日
野
高
校
の
魅
力
向
上
が
地
域
の
未

来
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
〜
学
校
と
地
域
の
連
携

と
い
う
視
点
か
ら
〜
」
の
講
演
と
、
田
淵
校
長
先
生

に
よ
る
日
野
高
校
の
課
題
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま

し
た
。　

少
子
化
の
中
で
日
野
郡
内
か
ら
進
学
す
る
中
学
生

も
大
幅
に
減
少
し
て
い
ま
す
。
議
会
と
し
て
も
日
野

郡
三
町
で
今
後
の
高
校
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
さ

ら
に
検
討
を
重
ね
て
、
よ
り
よ
い
高
校
づ
く
り
の
た

め
に
知
恵
を
出
し
合
お
う
と
い
う
意
見
が
多
く
出
さ

れ
ま
し
た
。

20

40

60

80

100

120

88

H24 H25
高3

市町村

1年

2年

3年

総合計

割合

日南町

8

8

6

22

13％

日野町

4

4

8

16

10％

江府町

4

2

0

6

4％

伯耆町

5

6

5

16

10％

南部町

5

5

4

14

8％

日吉津村

0

0

1

1

1％

米子市

24

27

21

72

43％

境港市

3

2

2

7

4％

大山町

2

6

4

12

7％

安来市

0

0

2

2

1％

計

55

60

53

168

*

H26
高2

H27
高1

H28
中3

H29
中2

H30
中1

H31
小6

H32
小5

H33
小4

H34
小3

H35
小2

H36
小1

100

85 82 82
77

84
78

68
63

59 53

39

日野郡３町の児童生徒数の推移
（平成26年5月1日現在）

日野高校の出身地ごとの生徒数（H27年度） 日
野
高
校
の
現
状
と

　
　
　
　
課
題
を
研
修

─　　 ─593



－14－

随
分
変
わ
っ
た
経
歴
と
伺
い
ま
し
た
が
？

　
変
わ
っ
て
い
る
か
ど
う
か
判
り
ま
せ
ん

が
、
大
阪
大
学
大
学
院

　
理
学
研
究
科
原

子
核
物
理
学
専
攻
の
修
士
課
程
修
了
後
、

セ
ラ
ミ
ッ
ク
単
結
晶
材
料
の
研
究
開
発
に

携
わ
り
、
最
後
は
三
井
金
属
鉱
業
㈱
で
Ｘ

線
を
検
出
す
る
材
料
開
発
に
没
頭
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
鳥
取
県
立
農
業
大
学
校
で

２
年
間
学
生
生
活
を
送
り
今
年
の
４
月
か

ら
㈲
だ
ん
だ
ん
で
水
稲
、ピ
ー
マ
ン
、ほ
お

ず
き
の
栽
培
管
理
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

随
分
難
し
い
物
理
の
世
界
か
ら
何
故
畑
違
い
の

道
へ
？　

元
々
生
物
に
興
味
を
持
っ
て
い
て
そ
の

根
本
を
知
る
た
め
に
物
理
学
に
進
ん
で
い

た
の
で
、
20
年
を
契
機
に
生
物
の
世
界
に

戻
っ
た
と
い
う
感
じ
で
す
。

そ
れ
が
何
故
農
業
で
し
た
か
？

　
趣
味
が
旅
行
で
し
て
暇
を
見
つ
け
て
日

本
中
を
旅
し
て
い
る
と
、
山
里
の
耕
作
放

棄
地
が
増
え
て
い
く
の
を
見
て
悲
し
い
の

と
も
っ
た
い
な
い
と
思
い
、
そ
ん
な
地
に

貢
献
で
き
な
い
か
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。

い
ざ
辞
め
よ
う
と
し
た
時
後
悔
は
有
り
ま
せ
ん

で
し
た
か
？

　
20
年
を
経
過
し
た
。
つ
ま
り
働
け
る
人

　
私
の
家
族
は
現
在
４
人
暮
ら
し
で

す
が
、
以
前
は
10
人
家
族
で
し
た
。

ま
た
、
５
人
の
子
ど
も
に
恵
ま
れ
、

家
の
中
は
保
育
園
状
態
で
、
に
ぎ
や

か
な
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

私
は
、
か
つ
て
の
家
族
を
取
り
戻
す

為
に
、
子
ど
も
達
に
い
ず
れ
は
、
日

南
町
に
帰
っ
て
来
る
様
、
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。
現
在
、
人
口
減
少
は

様
々
な
問
題
を
引
き
起
こ
し
て
い
ま

す
。
こ
の
諸
問
題
を
少
し
で
も
軽
減

す
る
為
に
。
「
Ｕ
タ
ー
ン
」
に
力
を

入
れ
、
後
継
者
を
残
し
て
行
く
事
が

得
策
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
、

日
南
町
を
も
っ
と
良
く
す
る
為
に
、

ま
た
、
未
来
を
切
り
開
い
て
行
く
為

に
、
家
族
に
帰
っ
て
来
る
様
呼
び
か

け
と
そ
れ
に
答
え
る
行
政
の
施
策
や

対
応
が
必
要
と
感
じ
て
い
ま
す
。
子

ど
も
達
よ
「
ふ
る
里
」
に
早
く
帰
っ

て
こ
〜
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
足
羽

　
覚

　
記

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　
委

員

長

　
久
代

　
安
敏

　
　
　
副
委
員
長

　
足
羽

　
　
覚

　
　
　
委

　
　
員

　
大
西

　
　
保

　
　
　
　
　
〃

　　
　
近
藤

　
仁
志

　
　
　
　
　
〃

　　
　
福
田

　
　
稔

編

集

後

記

　
田
中

　
素
之
さ
ん

(

石
見)

議会および議会だよりについて、ご意見をおよせください。　メールアドレス／s0800@town.nichinan.tottori.jp

京都
日南

生
の
半
分
が
経
過
し
た
と
言
う
の
が
一
番

で
、
定
年
を
待
っ
て
い
た
ら
出
来
る
事
に

限
界
が
生
じ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た

の
で
躊
躇
な
く
決
断
出
来
ま
し
た
。

何
故
そ
れ
が
鳥
取
県
に
な
っ
た
の
で
す
か
？

　
当
然
農
業
を
始
め
る
の
に
勉
強
が
必
要

で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
農
業
を
学
べ

る
機
関
を
調
べ
ま
し
た
。
生
ま
れ
が
京
都

で
す
の
で
西
日
本
で
農
業
を
学
べ
る
と
こ

ろ
が
キ
ー
ワ
ー
ド
で
、
ヒ
ッ
ト
し
た
の
が

鳥
取
県
立
農
業
大
学
校
だ
っ
た
の
で
す
。

そ
れ
と
勤
務
地
が
人
の
多
い
埼
玉
だ
っ
た

の
で
人
の
少
な
い
鳥
取
県
に
憧
れ
も
あ
り

ま
し
た
。

ま
だ
経
験
は
短
い
け
ど
理
想
と
現
実
の
ギ
ャ
ッ

プ
を
感
じ
る
事
は
あ
り
ま
す
か
？

　
勉
強
で
習
っ
た
事
を
や
る
に
は
時
間
と

コ
ス
ト
が
足
り
な
く
て
妥
協
せ
ざ
る
を
得

な
い
の
が
現
実
。
理
想
と
折
り
合
い
を
つ

け
な
く
て
は
と
強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

田
中
さ
ん
に
と
っ
て
理
想
の
町
と
は
？

　
あ
く
ま
で
山
村
が
ベ
ー
ス
で
す
。
人
と

人
と
の
関
係
が
豊
か
で
他
所
か
ら
来
ら
れ

る
人
に
対
し
て
寛
容
で
排
他
的
で
な
い
町
。

理
想
と
す
る
生
活
は
？

　
農
繁
期
に
人
一
倍
働
き
、
農
閑
期
に
趣

味
の
旅
行
を
兼
ね
て
農
業
の
研
修
が
で
き

インタビューシリーズ

どっこい、この町に生きる

た
ら
最
高
！

日
南
町
の
足
ら
な
い
と
感
じ
る
所
は
あ
り
ま
す

か
？

　
都
会
の
人
に
殆
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
の

は
残
念
。
情
報
発
信
が
不
足
し
て
い
る
と

感
じ
る
。

　
都
会
の
人
が
入
り
込
む
の
に
敷
居
が
高

い
と
感
じ
る
。
中
石
見
の
宿
泊
研
修
所
に

入
る
に
も
煩
雑
な
手
続
き
が
要
っ
た
か
ら
、

シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
と
か
簡
易
宿
泊
所
が
あ
り

滞
在
し
て
日
南
町
を
体
験
で
き
る
シ
ス
テ

ム
が
欲
し
い
。
そ
れ
と
都
会
の
人
は
車
を

持
っ
て
い
な
い
し
日
南
町
で
は
車
が
必
需

品
。
だ
か
ら
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
シ
ス

テ
ム
が
有
っ
た
ら
喜
ば
れ
る
か
も
。

　
最
後
に
嫁
さ
ん
募
集
中
と
の
事
、
面
白
い
経
歴

の
持
ち
主
で
実
に
誠
実
で
研
究
熱
心
、
親
し
み
の

も
て
る
性
格
に
好
感
が
持
て
、
結
婚
さ
れ
日
南
町

に
貢
献
を
期
待
で
き
る
人
物
と
感
じ
ま
し
た
。

山
里
の
耕
作
放
棄
地
は
も
っ
た
い
な
い
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建設工事始まる道の駅にちなん｢日野川の郷｣ 建設工事始まる道の駅にちなん｢日野川の郷｣ 建設工事始まる道の駅にちなん｢日野川の郷｣
9月定例会
９月８日～９月30日（23日間）９月８日～９月30日（23日間）

9月定例会

にちなん議会だより　平成27年10月発行　No.141

　
日
南
町
議
会
の
９
月
定
例
会
は
、
９
月
８
日
か
ら
30
日
ま
で
の
23
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、
初
日
に
行
わ
れ
た
一
般

質
問
に
は
４
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
執
行
部
に
所
信
を
問
い
ま
し
た
。

　
執
行
部
か
ら
提
案
さ
れ
た
条
例
改
正
、
補
正
予
算
、
平
成
26
年
度
決
算
認
定
な
ど
全
議
案
が
原
案
通
り
可
決
成
立
し

ま
し
た
。

　
決
算
審
査
の
状
況
に
つ
い
て
は
「
決
算
審
査
特
別
委
員
会
」
の
審
査
報
告
を
載
せ
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

総工費4億5千万円総工費4億5千万円

日
南
中
学
校
寄
宿
舎
改
修
工
事

　
　
　
　
　
　
７
，
８
３
０
万
円

　
㈱
美
保
テ
ク
ノ
ス
（
米
子
市
）

改
修
に
よ
り
12
戸
の
住
宅
が
整
備

さ
れ
ま
す
。

　
６
戸
が
Ｉ
・
Ｕ
タ
ー
ン
の
お
た

め
し
住
宅
で
、
６
戸
が
高
齢
者
の

シ
ー
ズ
ン
ス
テ
イ
住
宅
で
す
。

工
事
請
負
契
約
の
締
結

道の駅にちなんの工事は分離発注による指名競争入札が行わ

れ工事請負契約の締結が議決され来年3月末までの工期となっ

ています。

A・B棟が3億2,700万円　㈲松本組　(米子市)

C棟　　　　7,200万円　㈲大生建設(日南町)

D棟　　　　5,130万円　㈲日南住設(日南町)

12月完成予定の日南中学校寄宿舎改修工事

補正予算のおもなもの

個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
改
正

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
施
行
に
よ

り
、
こ
れ
ま
で
の
条
例
よ
り
さ
ら

に
厳
格
な
保
護
措
置
を
講
じ
る
も

の
で
す
。

日
南
町
職
員
の
再
任
用
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
と
日
南
町
議
会

の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
職
員
の
公

務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

　
年
金
制
度
の
一
元
化
を
図
る
た

め
の
厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
と
も

な
う
も
の
。

日
南
町
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
施
行
に
よ

る
発
行
手
数
料
な
ど
。

日
南
町
特
別
医
療
費
助
成
条
例
の

一
部
改
正

　
医
療
費
助
成
の
対
象
者
の
年
齢

を
高
校
卒
業
ま
で
引
き
上
げ
る
。

日
南
町
空
き
家
等
の
適
正
管
理
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
国
の
空
き
家
対
策
の
特
別
措
置

法
の
施
行
の
趣
旨
に
も
と
づ
く
改

正
。

事　業　内　容 金額(千円)

一般管理事務

商工総務一般管理事務

電算管理運営事務

青年結婚、UIターン促進事業

公共交通確保対策事業

地域子育て支援事業

日南町ブランド化促進事業

旨い野菜の里づくり事業

道路維持管理、耕地災害復旧

生涯教育総合推進事業

ふるさと納税の申込み増加によるお礼の品や、防犯灯
のLED化設置事業の要望に対応する

日南町商工会が行う生山駅前のアーケード修理のため
に補助する

マイナンバー制度が10月から施行されることによる
電算環境の対策強化

改修する日南中学寄宿舎のおためし住宅・シーズンス
テイ住宅整備にともなう生活必需品をそろえる

公共交通施策の現状や課題の調査・分析を業務委託す
し、今後の基礎資料として生かす

イチイ荘の裏山に子どもの森事業でツリーハウス、展
望台設置工事をする

町内で新たに地域資源を活用した商品を開発する

印賀のトマトハウス団地整備のための補助

日南病院線の仮応急工事、8月13日の大雨による災害
復旧工事

日南町史編さん審議会の答申、建議により、体制の充
実を図る

3,778

2,079

7,516

5,726

4,500

6,394

4,000

6,485

6,300

1,589

説　　　　　明

A・B棟
3億2,700万円

C棟
7,200万円

D棟
5,130万円

議
決
し
た

　
　
お
も
な
も
の

－2－－3－
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建設工事始まる道の駅にちなん｢日野川の郷｣ 建設工事始まる道の駅にちなん｢日野川の郷｣ 建設工事始まる道の駅にちなん｢日野川の郷｣
9月定例会
９月８日～９月30日（23日間）９月８日～９月30日（23日間）

9月定例会

にちなん議会だより　平成27年10月発行　No.141

　
日
南
町
議
会
の
９
月
定
例
会
は
、
９
月
８
日
か
ら
30
日
ま
で
の
23
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、
初
日
に
行
わ
れ
た
一
般

質
問
に
は
４
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
執
行
部
に
所
信
を
問
い
ま
し
た
。

　
執
行
部
か
ら
提
案
さ
れ
た
条
例
改
正
、
補
正
予
算
、
平
成
26
年
度
決
算
認
定
な
ど
全
議
案
が
原
案
通
り
可
決
成
立
し

ま
し
た
。

　
決
算
審
査
の
状
況
に
つ
い
て
は
「
決
算
審
査
特
別
委
員
会
」
の
審
査
報
告
を
載
せ
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

総工費4億5千万円総工費4億5千万円

日
南
中
学
校
寄
宿
舎
改
修
工
事

　
　
　
　
　
　
７
，
８
３
０
万
円

　
㈱
美
保
テ
ク
ノ
ス
（
米
子
市
）

改
修
に
よ
り
12
戸
の
住
宅
が
整
備

さ
れ
ま
す
。

　
６
戸
が
Ｉ
・
Ｕ
タ
ー
ン
の
お
た

め
し
住
宅
で
、
６
戸
が
高
齢
者
の

シ
ー
ズ
ン
ス
テ
イ
住
宅
で
す
。

工
事
請
負
契
約
の
締
結

道の駅にちなんの工事は分離発注による指名競争入札が行わ

れ工事請負契約の締結が議決され来年3月末までの工期となっ

ています。

A・B棟が3億2,700万円　㈲松本組　(米子市)

C棟　　　　7,200万円　㈲大生建設(日南町)

D棟　　　　5,130万円　㈲日南住設(日南町)

12月完成予定の日南中学校寄宿舎改修工事

補正予算のおもなもの

個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
改
正

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
施
行
に
よ

り
、
こ
れ
ま
で
の
条
例
よ
り
さ
ら

に
厳
格
な
保
護
措
置
を
講
じ
る
も

の
で
す
。

日
南
町
職
員
の
再
任
用
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
と
日
南
町
議
会

の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
職
員
の
公

務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

　
年
金
制
度
の
一
元
化
を
図
る
た

め
の
厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
と
も

な
う
も
の
。

日
南
町
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
施
行
に
よ

る
発
行
手
数
料
な
ど
。

日
南
町
特
別
医
療
費
助
成
条
例
の

一
部
改
正

　
医
療
費
助
成
の
対
象
者
の
年
齢

を
高
校
卒
業
ま
で
引
き
上
げ
る
。

日
南
町
空
き
家
等
の
適
正
管
理
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
国
の
空
き
家
対
策
の
特
別
措
置

法
の
施
行
の
趣
旨
に
も
と
づ
く
改

正
。

事　業　内　容 金額(千円)

一般管理事務

商工総務一般管理事務

電算管理運営事務

青年結婚、UIターン促進事業

公共交通確保対策事業

地域子育て支援事業

日南町ブランド化促進事業

旨い野菜の里づくり事業

道路維持管理、耕地災害復旧

生涯教育総合推進事業

ふるさと納税の申込み増加によるお礼の品や、防犯灯
のLED化設置事業の要望に対応する

日南町商工会が行う生山駅前のアーケード修理のため
に補助する

マイナンバー制度が10月から施行されることによる
電算環境の対策強化

改修する日南中学寄宿舎のおためし住宅・シーズンス
テイ住宅整備にともなう生活必需品をそろえる

公共交通施策の現状や課題の調査・分析を業務委託す
し、今後の基礎資料として生かす

イチイ荘の裏山に子どもの森事業でツリーハウス、展
望台設置工事をする

町内で新たに地域資源を活用した商品を開発する

印賀のトマトハウス団地整備のための補助

日南病院線の仮応急工事、8月13日の大雨による災害
復旧工事

日南町史編さん審議会の答申、建議により、体制の充
実を図る

3,778

2,079

7,516

5,726

4,500

6,394

4,000

6,485

6,300

1,589

説　　　　　明

A・B棟
3億2,700万円

C棟
7,200万円

D棟
5,130万円

議
決
し
た

　
　
お
も
な
も
の

－2－－3－
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日南町病院事業決算状況（平成27年3月31日現在）

総 収 益

総 費 用

純 利 益

収益的収支
（税抜き後）

12億6,553万4千円

13億1,430万2千円

△4,876万8千円

借金（企業債残高）

貯金（利益剰余金）

9億1,473万8千円

0円

町債
4億990万円

6.06％(△25.86)繰越金
6億8,188万4千円
10.08％(10.65)

諸収入
3億1,526万9千円
4.66％(24.82)

その他
2億5,680万2千円

3.80％(△2.84)

普通会計歳出普通会計歳入
17億743万円
25.25％(8.73)

県支出金
8億7,077万5千円
13.01％(△8.66)

国庫支出金
3億3,329万2千円
4.93％(30.33)

県支出金
8億4,255万9千円
12.46％(26.97)

地方譲与税等
1億2,545万4千円
1.86％(4.34)

町税
4億5,347万5千円
6.71％(3.72)

消防費
1億3,192万6千円
2.14％(△23.27)

教育費
3億7,425万3千円
6.06％(△30.83)

災害復旧費
8,821万円
1.43％(58.38)

総務費
10億1,382万円

16.41％(12.75)

民生費
10億9,923万7千円

17.79％(△5.85)

衛生費
8億8,173万7千円

14.27％(12.79)

農林水産業費
12億1,489万3千円

19.66％(16.03)

商工費
2,505万4千円
0.41％(△217.87)

土木費
4億6,097万1千円
7.46％(18.28)

公債費
8億1,381万2千円

13.17％(△3.97)

労働費
0円

議会費
7,420万7千円

1.20％(4.23)
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67億6,159万1千円

7億5,827万1千円

2億7,473万1千円

2億1,094万9千円

10億6,580万6千円

2億1,002万9千円

9,484万8千円

93億7,622万5千円

61億7,812万0千円

7億4,530万8千円

2億6,693万6千円

2億  946万3千円

10億2,863万5千円

2億1,002万9千円

9,444万6千円

87億3,293万7千円

5億8,347万1千円

1,296万3千円

779万5千円

148万6千円

3,717万1千円

0円

40万2千円

6億4,328万8千円

決 算

収入済額 支出済額
会 計 名 差引残額

普 　 通 　 会 　 計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計

農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計

介 護 保 険 特 別 会 計

介 護 サ ー ビ ス 事 業 特 別 会 計

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計

合　　　 計

各会計の決算状況

平成26
年度 議案を可決決算認定議案を可決決算認定議案を可決決算認定
９月定例会に提案された、平成26年度の普通会計などの決算認定議案は、各会計ごとに賛否が分かれましたが、全議案が認定可決されました。(12ページ参照)

一般会計決算認定の討論

反対　久代安敏議員
　消費税が引き上げられたが、日南町独

自に公共料金を引き下げたことは評価で

きる。しかし米価の大暴落や経営安定対

策の半減など農家への打撃も大きかった。

町民のくらしが大変ななかで新たに2億円

の基金を積み増しすることを止めて福祉

や国保引下げに回すべきだ。

賛成　惠比奈礼子議員
　将来への投資として石見小水力発電所

や中心地整備事業設計に着手する一方、

消費税増税分の公共料金の引き下げをは

じめとして広く町民福祉の向上のために、

予算にもとづき的確に執行されている。

自
主

財
源

依
存

財
源

53億

7,236万円 80.24％(△0.67)
 

地方交付税
33億4,295万6千円

49.45％(△2.79)

歳出総額
61億7,812万円

100％(4.18)

歳入総額
67億6,159万1千円

100％(2.42)
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１
．
未
収
金
の
増
加
に
つ
い
て

　
町
税
で
み
る
と
総
額
１
６
，

７
５
７
千
円
で
、
不
納
欠
損
額

１
５
９
千
円
を
除
い
て
も
町
民

税
２
５
９
千
円
、
固
定
資
産
税

１
，
５
６
６
千
円
、
軽
自
動
車

税
１
９
６
千
円
の
増
と
な
っ
て

お
り
町
税
全
体
で
は
２
，
０
２

１
千
円
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。

　
町
税
の
中
で
は
、
と
り
わ
け

ウ
エ
ー
ト
の
高
い
固
定
資
産
税

の
滞
納
が
目
立
っ
て
い
る
。
内

容
を
分
析
し
て
み
る
と
高
齢
者
、

失
業
者
、
共
有
者
分
が
増
え
て

お
り
、
年
々
徴
収
率
も
下
が
っ

て
い
る
。
こ
の
傾
向
は
将
来
も

増
え
る
と
思
わ
れ
る
の
で
検
討

を
要
す
る
課
題
で
あ
る
。

　
一
般
会
計
に
次
い
で
多
い
の

が
国
民
健
康
保
健
会
計
の
国
民

健
康
保
険
税
で
あ
り
、
総
額
で

１
１
，
３
２
１
千
円
で
あ
る
。

不
納
欠
損
額
１
，
７
９
０
千
円

を
除
く
と
前
年
度
よ
り
８
２
０

千
円
の
減
と
な
っ
て
い
る
。

　
簡
易
水
道
事
業
会
計
に
お
い

て
は
、水
道
料
が
２
，４
７
７
千

円
あ
り
、
前
年
度
と
比
較
し
て

４
４
２
千
円
の
増
と
な
っ
て
い
る
。

　
日
南
病
院
事
業
会
計
に
お
い

て
は
、
患
者
負
担
未
収
金
が
７
，

８
６
０
千
円
あ
り
、
前
年
度
に

比
較
し
て
２
１
０
千
円
の
増
と

な
っ
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま

え
て
、
町
で
は
未
収
金
取
組
み

会
議
（
４
回
）
を
開
催
す
る
と

と
も
に
、
週
１
回
の
割
合
で
滞

納
整
理
に
努
め
て
い
る
が
、
徴

収
の
実
績
は
努
力
し
た
割
に
は

少
な
い
の
が
実
態
で
あ
る
。
ま

た
、
未
収
金
回
収
研
修
会
へ
の

参
加
、
水
道
料
滞
納
者
に
対
す

る
給
水
停
止
措
置
の
準
備
等
未

収
金
回
収
へ
の
積
極
的
取
り
組

み
は
高
く
評
価
で
き
る
。

２
．
公
共
施
設
の
管
理
に
つ
い
て

　
「
財
産
に
関
す
る
調
書
」
に

も
あ
る
よ
う
に
、
町
に
は
数
多

く
の
土
地
、
建
物
、
山
林
、
原

決
算
審
査
意
見

決
算
審
査
意
見

　
平
成
26
年
度
歳
入
歳
出
決
算
の
監
査
委
員
意
見
（
要
旨
）
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

代
表
監
査
委
員

　
石 

川   

賢

監

　
査

　
委

　
員

　
近 

藤 

仁 

志

野
、
物
品
、
設
備
、
機
械
等
々

の
財
産
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
町

民
の
大
切
な
財
産
で
あ
る
が
、

学
校
統
合
や
施
設
の
老
朽
化
、

利
用
者
の
減
少
な
ど
に
よ
り
整

理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

が
多
く
あ
る
。

　
早
急
に
施
設
管
理
の
優
先
度

を
定
め
た
施
設
（
財
産
）
管
理

計
画
を
策
定
し
、
改
良
、
修
繕

あ
る
い
は
売
却
、
撤
去
、
廃
棄

な
ど
の
処
分
を
計
画
的
に
実
施

さ
れ
た
い
。

３
．
あ
か
ね
の
郷
の
修
繕
に
つ

　
い
て　

あ
か
ね
の
郷
が
オ
ー
プ
ン
し

て
か
ら
今
年
で
10
年
に
な
る
。

指
定
管
理
者
で
あ
る
日
南
福
祉

会
が
厳
し
い
経
営
環
境
の
中
で

立
派
な
運
営
を
さ
れ
、
利
用
者

の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
大
き
な

成
果
を
あ
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と

に
敬
意
を
表
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
平
成
26
年
度
に
空
調
設
備
を

灯
油
式
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
か
ら
電

気
式
に
改
修
す
る
と
と
も
に
、

桧
製
の
浴
槽
か
ら
ポ
リ
浴
槽
に

改
修
が
行
わ
れ
、６
２
，９
２
０

千
円
の
改
修
費
が
支
払
わ
れ
た
。

　
経
年
劣
化
と
い
え
ば
そ
う
か

も
し
れ
な
い
が
、
10
年
以
内
で

の
改
修
と
い
う
の
は
当
初
計
画

の
見
通
し
が
甘
か
っ
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
素
朴
な
疑
問

を
抱
か
ざ
る
を
得
な
い
。

平成26年度財政健全化判断比率及び資金不足比率の報告

日南町の財政は黒字経営であり、借入金の返済も将来財政を圧迫する可能性は低いということになります。
また、簡易水道事業会計、農業集落排水事業会計は、黒字経営となっております。
しかし、日南病院事業会計において初めて赤字経営となりました。

比率の内容 26年度比率名

財政運営の悪化の度合い

借入金の返済額の大きさ（早期健全化基準は25.0％）

借入金残高が将来財政を圧迫する可能性の度合い

公営企業の経営状態の度合い

黒字

10.0％

△111.8％

資金不足なし

実 質 赤 字 比 率

連 結 実 質 赤 字 比 率

実 質 公 債 費 率

将 来 負 担 比 率

資 金 不 足 比 率

２６年度 前年比
不納

欠損額
▲ 2,021

町 民 税 ▲ 259
固 定 資 産 税 ▲ 1,566
軽 自 動 車 税 ▲ 196

▲ 203
▲ 84

▲ 115
▲ 1,505

▲ 442
▲ 322
▲ 199

▲ 38
▲ 181
▲ 210

▲ 1,896

（単位：千円）

介 護 保 険 料
介 護 サ ー ビ ス 自 己 負 担 金
（ 介 護 サ ー ビ ス ） 施 設 使 用 料
後 期 高 齢 者 医 療 保 険 料

項　　　　　　目

住 宅 新 築 資 金 等 貸 付 金

内
訳

国 民 健 康 保 険 税
水 道 料 金
下 水 道 料 金 ・ 分 担 金特

別
会
計

一
般
会
計

町 税

児 童 福 祉 費 負 担 金 （ 保 育 料 ）
道 路 使 用 料
住 宅 使 用 料
定 住 促 進 施 設 使 用 料
災 害 援 護 資 金 貸 付 金

総　　合　　　計

合　　　　　　　計
日 南 病 院 （ 患 者 負 担 金 ）

雑 入
合　　　　　　　計

─　　 ─600
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日南町の借金・貯金はどれだけある？

平成26年度末の日南町の借金は、76億4,336万円あります。

(一般会計、特別会計の合計額、ただし、病院事業会計は除く)

貯金（基金）は、54億7,597万円あります。町民１人あたり

で計算すると、借金は1,479,265円です。

町民１人あたりの貯金は1,059,797円となります。

（人口は平成27年３月31日現在5,167人）

単位：億円
借金 (地方債残高)
貯金 (基金)

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

決
算
審
査
特
別
委
員
会
の
審
査
報
告

決
算
審
査
特
別
委
員
会
の
審
査
報
告

　
平
成
26
年
度
一
般
会
計
を
は
じ
め
各
会
計
の
審
査
を
す
る
た
め
に
設
置
し
ま
し
た
。

（
議
員
全
員
で
構
成
、
委
員
長
・
山
本
芳
昭
、
副
委
員
長
・
久
代
安
敏
）

　
９
月
10
日
か
ら
25
日
ま
で
の
間
で
詳
細
な
審
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
、
い
ず
れ
の
決
算
議
案
も
次
の
意

見
を
付
し
て
認
定
す
べ
き
と
決
定
し
ま
し
た
。

１
．
未
収
金
に
つ
い
て

　
監
査
意
見
で
も
指
摘
さ
れ
て

い
る
が
、
未
収
金
が
前
年
度
に

比
較
し
て
増
加
し
て
い
る
。
例

え
ば
町
営
住
宅
に
お
い
て
は
保

証
人
へ
請
求
す
る
な
ど
未
収
金

回
収
の
一
層
の
努
力
を
求
め
た

い
。

　
町
税
、
国
保
税
に
お
い
て
不

納
欠
損
処
理
を
さ
れ
た
。
安
易

な
不
納
欠
損
処
理
は
厳
に
慎
む

べ
き
で
は
あ
る
が
、
債
務
者
の

所
在
が
不
明
な
場
合
な
ど
、
回

収
の
見
込
み
の
な
い
者
に
つ
い

て
は
適
切
に
対
処
さ
れ
た
い
。

２
．
一
般
管
理
費

　
日
野
高
校

　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
負
担
金

　
に
つ
い
て

　
日
野
高
校
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
負
担
金
と
し
て
６
３
５
，
０

０
０
円
を
支
出
し
て
い
る
が
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
活
動
や

あ
り
方
に
つ
い
て
十
分
検
討
さ

れ
て
い
な
い
。
町
と
し
て
も
日

野
高
校
の
あ
り
方
に
つ
い
て
積

極
的
に
か
か
わ
っ
て
い
く
べ
き

で
あ
る
。

３
．
環
境
衛
生
費

　
町
民
債
に

　
つ
い
て

　
平
成
24
年
度
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
へ
の
町
民
の
関
心
を
高

め
る
た
め
町
民
債
５
，
０
０
０

万
円
を
発
行
さ
れ
た
。
26
年
度

当
初
予
算
で
は
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
活
用
事
業
と
し
て
数

々
の
事
業
へ
の
助
成
を
計
画
し

て
い
た
が
、
決
算
で
は
新
石
見

小
水
力
発
電
所
改
良
工
事
へ
全

額
執
行
さ
れ
て
い
る
。
新
石
見

小
水
力
発
電
所
改
良
工
事
へ
充

当
す
る
の
で
あ
れ
ば
当
初
予
算

で
計
上
す
べ
き
で
あ
り
、
場
当

た
り
的
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

計
画
的
な
予
算
計
上
と
執
行
に

努
め
ら
れ
た
い
。

４
．
農
業
振
興
費

　
小
規
模
零

　
細
地
域
対
策
事
業
に
つ
い
て

　
菅
ヶ
谷
ブ
ロ
イ
ラ
ー
団
地
に

つ
い
て
は
平
成
18
年
か
ら
４
回

に
わ
た
り
決
算
審
査
意
見
に
お

い
て
、
行
政
の
役
割
は
十
分
に

果
た
し
て
い
る
と
し
て
払
い
下

げ
る
よ
う
指
摘
さ
れ
て
い
る
が

実
現
し
て
い
な
い
。
早
急
に
対

応
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
木
竹
共

同
加
工
施
設
に
つ
い
て
も
、
指

定
管
理
者
が
決
ま
ら
な
い
状
況

で
あ
り
、
処
分
を
検
討
す
べ
き

で
あ
る
。

５
．
日
南
病
院
に
つ
い
て

　
町
立
病
院
と
し
て
31
年
間
連

続
黒
字
経
営
を
続
け
て
き
た
が
、

新
会
計
制
度
移
行
の
影
響
が
大

き
い
と
は
い
え
、
初
め
て
収
益

的
収
支
に
お
い
て
４
８
，
７
６

８
，
０
０
０
円
の
赤
字
と
な
っ

た
。
地
域
医
療
の
核
と
し
て
日

南
病
院
の
存
続
は
最
も
重
要
で

あ
る
。
今
後
診
療
科
、
医
療
ス

タ
ッ
フ
の
充
実
等
検
討
さ
れ
健

全
経
営
に
努
め
ら
れ
た
い
。

0

20

40

60

80

100

120

発電を始めた新石見小水力発電所
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①
来
年
開
設
さ
れ
る
道
の
駅
を
全
国
初
の
「
Ｃ
Ｏ
２
排
出
ゼ

　
ロ
の
道
の
駅
」
と
位
置
づ
け
、
商
品
価
格
の
一
部
を
町
の

　
森
林
整
備
に
回
す
「
寄
付
型
オ
フ
セ
ッ
ト
商
品
」
を
販
売

　
さ
れ
ま
す
。

　
道
の
駅
の
経
済
活
動
で
排
出
さ
れ
る
Ｃ
Ｏ
２
を
年
間
何
ト

　
ン
と
算
定
さ
れ
て
い
る
か
。

②
Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
量
３
０
０
ト
ン
は
金
額
と
し
て
幾
ら
に
な

　
る
か
。

③
Ｃ
Ｏ
２
ゼ
ロ
の
道
の
駅
で
、
皆
さ
ん
が
御
寄
附
い
た
だ
い

　
た
も
の
が
森
林
保
全
に
回
り
ま
す
が
、
２
４
０
万
円
の
オ

　
フ
セ
ッ
ト
は
き
つ
い
の
で
は
な
い
か
。

①
道
の
駅
各
施
設
の
経
済
活
動
の
中
で
、
電
気
、
ガ
ス
、
燃

　
料
油
か
ら
排
出
量
を
試
算
す
る
と
、
約
３
０
０
ト
ン
と
想

　
定
し
て
い
る
。
若
干
、
付
け
加
え
る
と
、
全
て
の
商
品
を

　
寄
付
型
オ
フ
セ
ッ
ト
商
品
と
し
、
商
品
価
格
に
１
円
上
乗

　
せ
す
る
。
そ
の
レ
シ
ー
ト
に
趣
旨
を
説
明
。
ま
た
、
施
設

　
内
各
所
に
環
境
貢
献
商
品
を
ア
ピ
ー
ル
。
寄
付
し
て
い
た

　
だ
い
た
資
金
は
、
日
南
町
の
森
林
保
全
活
動
、
生
態
系
保

　
全
活
動
に
使
用
す
る
。

道の駅の経済活動で排出される

CO2量は何ｔか

問問

年間約300トン想定

J-VERを自己消費でCO2ゼロに

答答

②
ト
ン
当
た
り
単
価
を
、
現
在
８
，
０
０
０
円
程
度
で
今
試

　
算
を
し
て
お
り
ま
す
。

③
消
費
者
か
ら
い
た
だ
く
環
境
貢
献
型
の
寄
附
金
は
、
日
南

　
町
の
Ｊ

－

Ｖ
Ｅ
Ｒ
を
購
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
現
実
、

　
道
の
駅
が
排
出
す
る
Ｃ
Ｏ
２
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
日

　
南
町
が
持
っ
て
い
る
Ｊ

－

Ｖ
Ｅ
Ｒ
を
自
己
消
費
と
い
う
形

　
で
充
て
て
Ｃ
Ｏ
２
削
減
を
ゼ
ロ
に
す
る
考
え
方
で
す
。

　
異
常
気
象
に
よ
り
毎
年
の
よ
う
に
、
土
砂
災
害
や
河
川
の

氾
濫
の
報
道
を
よ
く
目
に
し
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
河
川
の
氾
濫
の
観
点
よ
り
、
「
日
南
町
洪
水
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
が
丸
山
か
ら
霞
・
生
山
大
田
原
地
区
に
作

成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
さ
れ
て
か
ら
、
現
時
点
ま

で
ハ
ー
ド
面
で
ど
の
よ
う
な
対
策
を
取
ら
れ
た
か
又
、
今
後

の
対
策
は
。

　
平
成
24
年
度
に
、
当
該
地
域
に
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成

し
て
配
布
し
て
い
る
。
警
報
発
令
の
際
に
は
県
の
情
報
を
確

認
し
な
が
ら
、
判
断
を
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　
ハ
ー
ド
面
に
お
い
て
は
、
日
野
川
の
河
川
管
理
者
で
あ
る

鳥
取
県
に
お
い
て
、
霞
大
橋
上
流
で
は
浸
水
区
域
の
解
消
に

向
け
て
丸
山
橋
の
架
替
工
事
と
権
現
橋
か
ら
霞
大
橋
ま
で
の

河
川
改
修
工
事
を
完
了
。
引
き
続
き
井
津
羽
堰
か
ら
権
現
堰

ま
で
の
河
川
改
修
事
業
を
実
施
中
。

　
霞
大
橋
下
流
で
は
、
河
川
断
面
の
確
保
に
向
け
て
河
川
維

持
工
事
を
行
っ
て
い
る
。
現
在
、
あ
さ
ひ
の
郷
付
近
で
河
床

掘
削
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

問問
「
Ｃ
Ｏ
２
排
出
ゼ
ロ
の
道
の
駅
」

問問
日
南
町
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

町政のここが聞きたい 一般質
問

一般質
問
答答と問問

答答

増
原
町
長

答答

町

　
長

答答

農
林
課
長

大西　保議員
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町政のここが聞きたい

　
日
南
町
の
将
来
像
、
方
向
性
を
示
す
言
葉
と
し
て
「
創
造

的
過
疎
」
を
唱
っ
て
お
ら
れ
る
が
、
そ
の
内
容
は
。

①
創
造
的
過
疎
の
目
指
す
日
南
町
の
姿
は
。

②
そ
の
実
現
の
た
め
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
は
。

③
課
題
克
服
の
た
め
の
方
策
と
そ
の
準
備
は
。

①
若
者
世
代
の
移
住
・
定
住
施
策
を
さ
ら
に
進
め
る
こ
と
で

　
町
を
支
え
る
世
代
の
増
加
を
は
か
り
、
持
続
可
能
な
人
口

　
構
成
を
再
構
築
し
、
安
心
し
て
子
供
を
産
み
育
て
て
い
く

　
こ
と
が
で
き
る
町
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
、
緩
や
か
な

　
人
口
減
少
の
中
で
も
健
全
な
町
を
維
持
し
て
い
け
る
「
創

　
造
的
過
疎
」
の
ま
ち
の
姿
で
あ
る
と
考
え
る
。

②
総
合
戦
略
に
お
い
て
、
し
ご
と
を
つ
く
り
、
ひ
と
を
呼
び

　
込
み
、
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
地
域
を
つ
く
る
こ
と

　
を
重
要
課
題
の
柱
に
掲
げ
て
い
る
。

③
戦
略
に
沿
っ
た
具
体
的
な
施
策
を
組
み
立
て
、
実
施
し
な

　
が
ら
、
数
値
目
標
に
対
す
る
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
よ
る

　
評
価
を
実
施
し
、
見
直
し
も
含
め
有
効
な
施
策
を
進
め
る

　
と
と
も
に
、
進
捗
状
況
が
町
民
の
皆
様
に
見
え
る
よ
う
な

　
形
で
進
め
て
い
く
。

町の戦略である

　「創造的過疎」とは何か

問問

ゆるやかな人口減少の中でも

持続可能で健全な町を

維持すること

答答

問問
創
造
的
過
疎
の
内
容
と
取
り
組
み

答答
増
原
町
長

近藤仁志議員

５年間で80人の雇用の創出を図る
－総合戦略の基本的方向－

地域の活力を生み出すため、農林業を充実発展させるとともに、地域資源を活用した新た
な産業と地域雇用の創出に努めます。

⑴　農林産物を中心に地域資源の価値を再発見しブランド化による６次産業の促進を図り
　　ます。

⑵　農林業を核とした新たなビジネスモデルを構築したい事業者に対する支援をします。

⑶　企業が媒体となり町の情報発信を行うことで、町を売り出す仕組みを構築します。

⑷　農業従事者を増やすことで農業就業人口を増加させます。

⑸　医療・福祉関係従事者の不足を解消していきます。
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町政のここが聞きたい

①
日
野
郡
３
町
の
町
長
部
局
と
教
育
委
員
会
、
学
校
現
場
、

　
県
教
委
の
連
携
が
十
分
に
図
ら
れ
て
い
な
い
の
で
は
。

②
日
南
町
と
し
て
日
野
高
校
に
の
ぞ
む
ビ
ジ
ョ
ン
を
明
確
に
。

③
先
の
議
会
行
政
調
査
で
、
隠
岐
の
海
士
町
に
あ
る
島
根
県

　
立
隠
岐
島
前
高
校
の
「
魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
取
り

　
組
み
は
、
少
子
化
の
な
か
で
も
め
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
る

　
こ
と
を
目
の
当
た
り
に
し
た
。
そ
れ
は
、
中
学
生
や
父
母

　
の
進
路
希
望
に
応
え
、
地
域
格
差
や
教
育
格
差
の
な
い
高

　
校
に
変
革
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

　
ど
う
か
。

①
３
町
に
お
い
て

　
「
日
野
高
校
魅

　
力
向
上
支
援
連

　
絡
会
」
を
開
催

　
し
、
日
野
高
校

　
の
魅
力
向
上
の

　
た
め
の
連
携
を

　
図
る
組
織
、
体

　
制
は
整
え
ら
れ

　
て
い
る
。

②
町
と
し
て
は
、

　
学
習
指
導
や
生

　
徒
指
導
の
充
実
、

　
進
路
保
障
の
徹

　
底
、
地
域
の
特

　
性
を
活
か
し
た

　
教
育
等
に
よ
る

　
日
野
高
校
の
魅

　
力
化
と
活
性
化

日野高校を地域格差や

教育格差のない高校へ

問問

日野郡唯一の高校として生徒や

保護者のニーズに応えた改革が必要

答答

　
を
強
く
要
望
し
て
い
る
。

③
日
野
郡
唯
一
の
県
立
高
校
と
し
て
、
地
域
で
果
た
す
役
割

　
や
責
務
、
ま
た
生
徒
や
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え

　
た
改
革
が
必
要
で
あ
る
。

　
安
倍
政
権
は
、
国
会
の
会
期
を
大
幅
に
延
長
し
て
、
衆
議

院
で
は
「
安
全
保
障
関
連
法
案
」
を
強
行
採
決
し
た
。
現
在

参
議
院
で
審
議
中
で
あ
る
が
、
こ
の
法
案
に
つ
い
て
審
議
の

経
過
も
含
め
て
あ
ら
た
め
て
町
長
の
見
解
を
問
う
。

　
憲
法
の
あ
り
方
に
対
す
る
国
民
の
理
解
と
論
議
が
先
で
あ

る
と
の
見
解
は
、
一
貫
し
て
変
わ
ら
な
い
。

①
日
南
町
総
合
戦
略
基
本
方
針
の
基
に
策
定
さ
れ
た
方
針
は
、

　
す
で
に
事
業
化
さ
れ
て
い
る
事
項
が
大
半
で
あ
る
。

　
先
ず
は
、
医
療
・
介
護
職
の
人
材
確
保
が
喫
緊
の
課
題
で

　
あ
る
と
考
え
る
が
。

②
政
府
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
の
妥
結
を
前
提
に
し
た
よ
う
な
農
業

　
政
策
・
価
格
政
策
で
、
日
南
町
農
業
の
展
望
が
拓
け
る
と

　
思
う
か
。

①
既
存
の
奨
学
金

　
制
度
も
活
用
し
な
が
ら
、
医
療
・
福
祉

　
の
有
資
格
者
等
の
人
材
確
保
に
つ
い
て
、
移
住
・
定
住
施

　
策
と
セ
ッ
ト
で
検
討
し
て
い
く
。

②
町
主
要
品
目
の
米
に
つ
い
て
は
、
良
食
味
を
前
面
に
出
し

　
た
販
売
戦
略
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問問
日
野
高
校
の
あ
り
方

問問

答答

国
会
で
審
議
中
の

「
安
全
保
障
関
連
法
案
」(

戦
争
立
法)

問問
総
合
戦
略

増
原
町
長

答答
町

　
長

答答
町

　
長

久代安敏議員

日野高校に通学する生徒
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町政のここが聞きたい

①
農
家
の
高
齢
化
と
昨
年
の
米
価
暴
落
に
よ
り
、
米
作
り
が

　
益
々
厳
し
い
状
況
化
に
あ
り
、
個
人
生
産
か
ら
法
人
生
産

　
へ
と
国
の
政
策
も
あ
っ
て
少
し
ず
つ
移
行
し
て
い
ま
す
が
、

　
米
の
低
価
格
で
農
業
法
人
も
大
変
厳
し
い
状
況
だ
。
次
第

　
に
農
地
条
件
の
悪
い
場
所
は
作
っ
て
貰
え
な
く
な
る
心
配

　
が
あ
る
。
こ
れ
か
ら
は
、
条
件
の
悪
い
農
地
で
、
米
作
り

　
は
無
理
で
も
、
米
に
代
わ
る
作
物
を
推
進
し
、
農
業
法
人

　
等
に
作
っ
て
頂
け
る
対
策
が
必
要
と
感
じ
る
が
、
何
か
策

　
を
取
ら
れ
て
い
る
の
か
。

②
昔
な
が
ら
の
手
法
農
家
が
多
い
、
日
南
町
は
ま
だ
ま
だ
、

　
６
次
化
が
遅
れ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
法
人
化
す
る
農
業
は

　
特
に
６
次
化
に
よ
り
、
年
間
を
通
し
て
安
定
し
た
収
入
が

　
必
要
と
感
じ
る
。
現
在
、
日
南
町
で
は
ト
マ
ト
を
中
心
と

　
し
た
６
次
化
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、米
・
そ
ば
・
野
菜
等

　
の
６
次
化
も
広
げ
て
行
け
ば
、
農
業
所
得
の
向
上
と
農
業

　
生
産
の
拡
大
が
図
れ
る
と
思
う
。
ま
た
、
美
味
し
い
水
と

　
米
で
地
酒
づ
く
り
な
ど
も
、
検
討
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う

　
か
。
町
と
し
て
の
６
次
産
業
に
対
す
る
方
向
性
は
、
ど
の

　
様
に
考
え
て
お
ら
れ
る
か
。

③
規
格
外
野
菜
の
有
効
活
用
は
考
え
て
い
な
い
か
。

④
町
内
で
も
加
工
販
売
体
制
を
す
す
め
る
考
え
は
。

６次産業化の強化策は
問問

事業者と協力して取り組む
答答

①
法
人
経
営
で
米
に
加
え
た
複
合
経
営
が
必
要
、
野
菜
生
産

　
を
推
進
し
て
い
く
。

②
農
産
物
の
加
工
、
６
次
化
、
商
品
化
は
必
要
と
考
え
、
事

　
業
者
と
協
力
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

③
道
の
駅
で
「
わ
け
あ
り
品
」
販
売
と
か
専
門
的
な
加
工
に

　
仕
向
け
る
よ
う
な
取
り
組
み
も
考
え
て
い
る
。

④
事
業
者
の
声
を
聞
き
な
が
ら
６
次
加
工
で
付
加
価
値
を
付

　
け
る
た
め
の
支
援
を
す
る
。
道
の
駅
に
加
工
実
習
室
を
設

　
け
町
民
が
試
作
を
含
め
加
工
で
き
る
機
会
を
用
意
す
る
予

　
定
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
の
農
業
法
人
と
６
次
産
業
化
推
進

問問

答答
農
林
課
長

答答
増
原
町
長

足羽　覚議員

トマトジュース加工所

野菜ソムリエサミットで星獲得のあまぴー
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山
本

　
芳
昭

荒
木

　
　
博

近
藤

　
仁
志

大
西

　
　
保

坪
倉

　
勝
幸

藤
原

　
泰
則

久
代

　
安
敏

足
羽

　
　
覚

惠
比
奈
礼
子

古
都

　
勝
人

福
田

　
　
稔

村
上

　
正
広

賛成＝○　　反対＝×

9月議会審議結果と議員ごとの賛否内訳

条例の一部改正

日南町個人情報保護条例

日南町職員の再任用に関する条例

日南町議会の議員その他非常勤職員の公務災害補償等に関する条例

日南町手数料条例

日南町特別医療費助成条例

日南町空き家等の適正管理に関する条例

平成27年度　補正予算

一般会計（第3号）

国民健康保険特別会計（第１号）

簡易水道事業特別会計（第１号）

介護保険特別会計（第2号）

介護サービス事業特別会計（第2号）

再生可能エネルギー発電事業特別会計（第１号）

病院事業会計（第１号）

一般会計（第４号）

平成26年度　決算認定

一般会計

国民健康保険特別会計

簡易水道事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

介護保険特別会計

介護サービス事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

病院事業会計

その他の議案

工事請負契約の締結について（日南中学校寄宿舎改修工事）

工事請負契約の締結について（道の駅にちなんＡ・Ｂ棟新築工事）

工事請負契約の締結について（道の駅にちなんＣ棟新築工事）

工事請負契約の締結について（道の駅にちなんＤ棟新築工事）

工事請負契約の変更について（平成27年度日南町清掃センター修繕工事）

工事請負契約の変更について（日南町総合文化センター外壁等改修工事）

財産の取得について（あかねの郷介護浴槽等一式）

平成27年度鳥取県日野地区連携・共同協議会決算認定

請願・陳情

治安維持法犠牲者に国家賠償を求める請願書

人種差別を扇動するヘイトスピーチを禁止し処罰する法律の制定に関する陳情

発議

日南町議会基本条例の一部改正について

日南町議会会議規則の一部改正について

ヘイトスピーチの禁止等に関する法律の整備を求める意見書提出について

安全保障関連法の廃止を求める意見書提出について

議　　案　　名 結果

※村上正広議長は議事進行を行うため、賛否の表明はしません。ただし、採決で賛否が同数となった場合は「議長裁決」という形で賛否表明をします。
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本会議件 名 提 出 者

人種差別を扇動するヘ
イトスピーチを禁止し
処罰する法律の制定に
関する陳情

在日本大韓民国民団
鳥取県地方本部
団長　薛　幸夫

人権は、もっとも尊重されるべき権利
であり、本陳情は妥当である。 採　択

提出のあった陳情は、９月定例議会の本会議で審議した結果、次のとおり決定しました。

陳情の審査結果

審 査 意 見

　近年、特定の国籍の外国人や人種、民族への差別を煽る差別的言動、いわゆるヘイトスピー

チが社会問題となっている。

　平成26年８月、国連人種差別撤廃委員会は日本政府に対し、ヘイトスピーチを監視対処す

るための措置が抗議の表現を奪う口実として使われるべきではないと述べつつも、ヘイトスピ

ーチ等から保護されるべき社会的弱者の権利を擁護する重要性を指摘している。それゆえ、差

別的な言動に対して適切な制裁措置をとるべきとの勧告をした。

　また、最高裁判所は平成26年12月、ヘイトスピーチを行った団体の発言を人種差別撤廃条

約で禁じられた人種差別に該当すると認定し、この行為の差し止めを命じた下級審判に対する

上告を棄却し、判決が確定した。

　このような国内外の情勢を踏まえ、国においては、表現の自由に配慮し、ヘイトスピーチの

定義を定めた上で必要な法の整備を行われるよう強く要望する。

９月定例議会で下記の意見書を採択し、
内閣総理大臣および関係大臣ほかに提出しました

ヘイトスピーチの禁止等に関する法律の整備を求める意見書

（要旨掲載）

議 会

あ

ら

か

る

と

あ

ら

か

る

と

請
願
・
陳
情
の
し
く
み

　
請
願
と
陳
情
は
、
住
民
が
何
ら
か
の
公
的
な
要
望
が

あ
っ
た
と
き
自
治
体
に
そ
の
実
現
を
要
請
す
る
も
の
で
制

度
的
に
は
両
者
は
一
応
区
別
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
実
質
的

に
は
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
に
審
査
・
処
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
請
願
は
、
「
国
民
が
損
害
救
済
、
公
務
員
罷
免
、
法

律
・
命
令
・
規
則
の
制
定
改
廃
そ
の
他
の
事
項
に
つ
い
て

平
穏
に
請
願
す
る
権
利
を
有
し
、
請
願
し
た
こ
と
に
よ
り

い
か
な
る
差
別
待
遇
も
受
け
な
い
」(

日
本
国
憲
法
第
16

条)

こ
と
を
う
た
っ
て
い
る
の
を
大
前
提
に
、
地
方
自
治

法
第
１
２
４
条
で
請
願
は
議
員
の
紹
介
を
要
し
ま
す
が
陳

情
は
紹
介
議
員
を
必
要
と
し
ま
せ
ん
。

①
請
願
・
陳
情
は
、
議
会
の
開
会
中
、
閉
会
中
を
問
わ
ず

　
所
定
の
要
件
を
備
え
て
提
出
さ
れ
る
と
議
長
は
こ
れ
を

　
受
理
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

②
議
長
が
受
理
し
た
後
、
審
査
は
慎
重
を
期
す
る
た
め
に

　
議
長
の
職
権
に
よ
り
請
願
の
文
書
表
ま
た
は
請
願
の
写

　
し
の
配
布
と
と
も
に
、
議
会
の
許
可
を
得
て
所
管
の
常

　
任
委
員
会
ま
た
は
特
別
委
員
会
に
審
査
付
託
し
ま
す
。

③
委
員
会
で
の
審
査
の
結
果
を
「
採
択
す
べ
き
も
の
で
あ

　
る｣

あ
る
い
は｢

不
採
択
と
す
べ
き
も
の
で
あ
る
」
に
区

　
分
し
て
議
長
に
報
告
し
、
本
会
議
で
の
議
決
を
得
る
こ

　
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
審
査
が
終
了
し
な
い
場
合

　
は
、
議
会
の
議
決
を
経
て
引
き
続
き
閉
会
中
の
継
続
審

　
査
を
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
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各常任委員会所管事務調査
総務教育常任委員会

担当課 調査事業 結果及び意見

福祉保健課
（８月28日）

介護予防日常生活支援総合事業の取組状
況について

介護職員確保の状況について

日南福祉会の運営状況について

日南病院
（８月28日）

病院事業の経営状況について

本町は、平成27年4月から総合事業への取組を開
始。移行後も「現行並みサービス」が認められて
いるので現行サービスの後退はない。

問い合わせが3件あり。9月末を1次募集の締め切り。

平成27年6月現在、職員数は182人で、昨年と比較
すると11人不足している。

平成27年３月末純損益は48,768千円の赤字ですが
旧会計制度では27,023千円の黒字となります。

農林課
（９月14日）

直売所向け野菜の生産体制について
８月20日　道の駅にちなん日野川の郷農林産物販
売施設出荷説明会を実施。

福祉保健課
（９月14日）

あかねの郷特殊浴槽更新事業について

オンラインバス3台・ストレッチャー３台・担架３
台・チェアインバス１台・搬送車３台を27年度予
算で発注。

看護師等人材確保の状況について 9月から看護職員1名採用。臨床検査技師1名不足。

担当課 調査事業 結果及び意見

教育委員会
（８月28日）

国際交流事業について

日南町史編纂について

清掃センターについて

請願・陳情審査

来年３月実施予定であるが参加する生徒の選抜を
慎重に行う事はもちろん、教員の異動の時期でも
あり円滑な実施を求めた。

本年度は「日南町史
編さん審議会」を設
置する。また日南町
史編さん刊行計画に
ついて報告を受け
た。

清掃センター使用延長の有無も含め、長期的な計
画に基づき補修工事をすべきである。

委員会に付託された請願１件、陳情１件の審査を
行った。

住民課
（８月28日）

（９月９日）

経済福祉常任委員会

あかねの郷特殊浴槽更新道の駅出荷説明会

日南町史編さん事務所

－14－

─　　 ─608



にちなん議会だより　平成27年10月発行　No.141

－15－

中心地整備に関する調査特別委員会

議会基本問題調査特別委員会

調査内容（道の駅） 結果及び意見

設計内容について
施設の屋根は瓦とGL鋼板の長期的なコストを考慮して選定すべきで
ある。

経営責任と管理方法は
㈱MAサービス（米子市）である。28年度は業務委託、29年度以降
は指定管理とする予定との報告を受けた。

9月定例会で条例と規則の改正を行いました

鳥取県西部地区報酬審議会とは

■日南町議会基本条例の一部を改正し、「議員報酬の改定にあたっては、改訂案を定め、鳥取県西部地区特別職
報酬等審議会に諮問し、得られた答申を尊重しなければならない。」としました。議員報酬については、すでに3
月定例会で4月1日から鳥取県西部地区特別職報酬等審議会の答申どおりに改正しています。(下表参照)
■これまでの会議規則にはなかった議員の欠席届に、あらたに「議員が出産のため出席できないときは、日数を
定めて、あらかじめ議長に欠席届を提出することができる。」を追加しました。

　鳥取県西部町村会会長の諮問機関で、議会議員および町村長の報酬等の額について審議するための機関で、公

共団体等の代表者や住民の内から委員7人で組織され任期は3年です。

316,000円

235,000円

226,000円

226,000円

221,000円

304,000円

226,000円

218,000円

218,000円

212,000円

304,000円

226,000円

218,000円

218,000円

212,000円

308,000円

229,000円

220,000円

220,000円

215,000円

改正前の報酬改正後の報酬月額 日吉津村南部町職　名

議 長

副 議 長

常 任 委 員 長

議会運営委員長

議 員

西部の町村では、
日南町、日野町、
江府町、伯耆町、
大山町が同額。
南部町、日吉津村
は右欄

カーボンオフセット、J-VERについて

カーボンオフセットの道の駅とは日南町が持っている排出権を道の
駅で排出する二酸化炭素（CO2）を相殺（オフセット）する事。（自
家消費が認められている）。寄付型オフセットはレストランの商品
を含めて道の駅で購入する商品１品に１円の寄付をしてもらい町の
林業振興のために使用する。

今後の予定について
看板等は10月上旬。町道、上下水道は10月。公園・イベント広場、
舗装・街灯工事は10月下旬の発注予定。

出荷者説明会について
144名が参加。販売手数料、運営協議会の組織について報告を受けた。
「道の駅にちなん日野川の郷出荷者協議会」の設立集会を９月25日
に開催し、出荷者協議会が立ち上がる予定。

7月27日と9月17日に委員会を開催し、道の駅について集中的に調査しました。

カーボン・オフセットとJ-VERの説明図
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１
．
調
査
期
日

　
平
成
27
年
８
月
19
日
か
ら
平

成
27
年
８
月
21
日
（
３
日
間
）

２
．
調
査
先

○
島
根
県

　
隠
岐
の
島
町

○
島
根
県

　
海
士
町

３
．
調
査
し
た
こ
と

　
隠
岐
の
島
町
は
、
廃
校
に
な

っ
た
小
学
校
の
校
舎
を
改
修
し
、

平
成
24
年
７
月
か
ら
起
業
の
た

め
の
「
隠
岐
の
島
も
の
づ
く
り

学
校
」
の
運
営
を
開
始
し
た
。

施
設
の
管
理
運
営
は
、
東
京
都

世
田
谷
区
の
株
式
会
社
も
の
づ

く
り
学
校
へ
無
料
で
指
定
管
理

委
託
し
て
い
る
。

　
入
居
者
選
定
の
た
め
に
、
地

域
資
源
を
活
用
し
た
ビ
ジ
ネ
ス

プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
を
行
い
、

優
秀
者
に
は
月
額
10
万
円
が
は

じ
め
の
２
年
間
交
付
さ
れ
て
い

る
。

Ｉ
Ｕ
タ
ー
ン
者
に
よ
る
ク
リ
エ

ー
タ
ー
、
ア
フ
ィ
リ
エ
イ
ト
、

Ｗ
Ｅ
Ｂ
制
作
な
ど
の
起
業
が
あ

り
、
現
在
６
事
業
者
が
入
居
し

て
い
る
。 

　
ほ
か
に
も
Ｉ
タ
ー
ン
を
募
集

す
る
た
め
の
隠
岐
の
暮
ら
し
体

験
ツ
ア
ー
、
短
期
滞
在
住
宅
や

定
住
促
進
住
宅
の
整
備
、
高
校

進
学
か
ら
の
定
住
奨
学
資
金
貸

与
制
度
や
Ｕ
タ
ー
ン
助
成
制
度

も
設
け
ら
れ
て
い
る
。

　
海
士
町
は
平
成
15
年
12
月
に

単
独
自
立
を
決
定
し
、
生
き
残

り
を
か
け
て
徹
底
し
た
行
財
政

改
革
を
行
う
一
方
、
第
１
次
産

業
の
振
興
を
強
力
に
推
進
し
て

き
た
。
さ
ざ
え
カ
レ
ー
の
商
品

化
、岩
ガ
キ
の
養
殖
、Ｃ
Ａ
Ｓ
冷

凍
技
術
の
導
入
、
隠
岐
牛
の
ブ

ラ
ン
ド
化
な
ど
産
業
振
興
策
を

進
め
た
結
果
、
平
成
26
年
度
末

に
は
３
２
６
世
帯
４
８
３
人
の

Ｉ
タ
ー
ン
者
が
定
住
し
て
い
る
。

　
海
士
町
に
あ
る
隠
岐
島
前
高

校
は
入
学
者
数
が
激
減
し
統
廃

合
の
危
機
が
せ
ま
っ
て
い
た
が
、

島
前
３
町
村
と
高
校
が
連
携
し

て
改
革
に
着
手
し
、
全
国
か
ら

も
生
徒
が
集
ま
る
魅
力
的
な
高

校
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
る
。

　
学
校
連
携
型
の
公
営
塾
「
隠

岐
国
学
習
セ
ン
タ
ー
」
を
創
設

し
、
地
域
格
差
や
経
済
格
差
が

つ
く
る
教
育
格
差
の
解
消
を
め

ざ
す
と
と
も
に
、高
校
で
は｢

地

域
創
造
コ
ー
ス
」
と
「
特
別
進

学
コ
ー
ス
」
を
開
始
し
た
。
ま

た
全
国
か
ら
の
生
徒
募
集
に
向

け
て
寮
費
食
費
の
補
助
な
ど
島

留
学
制
度
も
新
設
し
た
。
そ
の

結
果
現
在
で
は
生
徒
数
１
６
０

名
の
う
ち
半
数
が
島
外
か
ら
の

留
学
生
で
あ
る
。

４
．
町
政
に
生
か
す

　
定
住
対
策
は
仕
事
づ
く
り
と

も
い
わ
れ
る
が
、
単
に
仕
事
が

あ
る
か
ら
そ
こ
に
住
む
と
い
う

わ
け
で
も
な
く
、
地
方
で
あ
っ

て
も
人
材
不
足
に
悩
む
現
状
が

あ
る
。　

住
宅
整
備
や
子
育
て
支
援
、

奨
学
金
貸
与
、
定
住
奨
励
金
な

ど
、
ど
こ
の
自
治
体
で
も
同
じ

よ
う
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て

い
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
海
士

町
の
定
住
対
策
が
効
果
を
あ
げ

て
い
る
理
由
は
、
「
信
頼
で
き

た
か
ら
」｢

宝
物
が
あ
る
か
ら｣

「
職
員
の
対
応
が
良
か
っ
た
」

な
ど
が
言
わ
れ
て
い
る
。

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て

多
数
の
若
者
が
移
住
し
て
い
る

の
で
、
常
に
入
れ
替
わ
り
も
あ

り
真
の
定
住
に
ど
う
結
び
付
け

る
か
が
課
題
で
あ
る
。

　
海
士
町
は
離
島
と
い
う
条
件

を
最
大
限
に
利
用
し
て
の
取
り

組
み
で
あ
り
、
日
南
町
が
お
か

れ
た
環
境
や
条
件
と
は
異
な
っ

て
い
る
が
、
役
場
職
員
の
現
場

主
義
の
取
り
組
み
と
と
も
に
、

信
頼
や
宝
物
と
い
う
キ
ー
ワ
ー

ド
は
参
考
に
す
べ
き
で
あ
る
。

　
ま
た
、
島
前
高
校
の
魅
力
化

の
成
功
は
、
一
つ
に
は
地
域
が

求
め
る
人
材
の
養
成
を
目
指
し

た
こ
と
に
あ
り
、
も
う
一
つ
に

は
少
人
数
指
導
で
難
関
大
学
へ

の
進
学
も
可
能
に
し
た
こ
と
で

あ
る
。
そ
の
こ
と
で
、
生
徒
や

保
護
者
、
地
域
の
要
望
に
応
え

る
こ
と
が
で
き
た
。

　
そ
の
上
に
全
国
か
ら
の
入
学

生
を
迎
え
る
こ
と
で
、
小
規
模

校
の
課
題
が
克
服
さ
れ
刺
激
と

切
磋
琢
磨
が
生
み
出
さ
れ
、
さ

ら
に
魅
力
を
増
す
こ
と
に
つ
な

が
っ
て
い
る
の
で
は
と
考
え
る
。

島
前
高
校
の
卒
業
生
が
海
士
町

に
帰
っ
て
き
て
地
域
を
担
う
と

い
う
、
人
の
循
環
が
で
き
て
い

く
の
か
ど
う
か
が
こ
れ
か
ら
の

課
題
で
あ
る
。

　
日
野
高
校
に
つ
い
て
も
生
徒

や
保
護
者
、
地
域
が
何
を
求
め

て
い
る
の
か
把
握
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
り
、
郡
内
の
少
子
化

が
す
す
む
中
に
あ
っ
て
、
日
南

町
の
子
ど
も
た
ち
の
高
校
教
育

の
あ
り
方
を
根
本
か
ら
検
討
す

べ
き
時
期
に
来
て
い
る
と
考
え

る
。

行
政
調
査
報
告

行
政
調
査
報
告

行
政
調
査
報
告

議
員
全
員
で
構
成
す
る
行
政
調
査
特
別
委
員
会（
委
員
長
：
惠
比
奈
礼
子
）は
、

高
等
学
校
の
魅
力
化
及
び
移
住
定
住
対
策
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

隠岐の島町

海士町海士町
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（
７
月
20
日
以
降
）

■
７
月
23
日

　
鳥
取
県
三
朝
町
議
会

　
空
き
校
舎
の
再
利
用
、
石
見

　
東
太
陽
光
発
電
所
見
学

■
７
月
28
日

　
佐
賀
県
三
養
基
郡
議
長
会

　
議
会
改
革
の
推
進
（
タ
ブ
レ

　
ッ
ト
に
よ
る
会
議
運
営
、
議

　
会
関
係
条
例
）

■
８
月
５
日

　
兵
庫
県
篠
山
市
議
会

　
議
会
改
革
の
推
進
（
タ
ブ
レ

　
ッ
ト
に
よ
る
会
議
運
営
、
Ｈ

　
Ｐ
等
に
よ
る
情
報
発
信
）

■
８
月
７
日

　
福
岡
県
筑
前
町
議
会

　
自
治
組
織
に
つ
い
て
、
農
林

　
業
研
修
生
制
度

■
８
月
18
日

　
熊
本
県
御
船
町
議
会

　
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
、
地
方

　
創
生

■
10
月
15
日

　
福
岡
県
遠
賀
郡
町
議
会
議
長
会

　
議
会
改
革
の
推
進
（
タ
ブ
レ

　
ッ
ト
に
よ
る
会
議
運
営
）

■
10
月
21
日

　
高
知
県
大
豊
町
議
会

　
市
町
村
有
償
運
送
、
過
疎
地

　
有
償
運
送

｢ゆきんこ村｣の指定管理者が決まる｢ゆきんこ村｣の指定管理者が決まる｢ゆきんこ村｣の指定管理者が決まる

第5回臨時会
8月5日8月5日

第5回臨時会

一時休業状態になっていた阿毘縁のゆき

んこ村（かやぶきの家除く）の指定管理

者が、株式会社創環(代表取締役 北村道

明　鳥取県西伯郡南部町寺内604-1)に決

まりました。

■指定期間は、平成27年8月7日から平成

30年3月31日まで。

■管理委託料は、今年度は年額580万円

に引き上げられています。

　参議院選挙制度改革において「10増10減」とし、鳥取県と島根県、高知県と徳島県を合区す
る改正公職選挙法が成立した。この改正は１票の格差を是正するためのものであるが、突き詰め
れば、衆議院、参議院ともに全国を一つの比例区とした選挙制度に収れんされ、衆参二院制の維
持についても疑問が生ずるものである。
　現在、各県独自の課題が多く存在し、人口減少等でその解決が一層困難になっている。このよ
うな状況において都道府県単位の選挙区制度は、地域の特性等を活かした政策が実施される上で
一層重要なものになっている。しかし、この選挙法改正は「１票の格差」を機械的に人口だけで
判断したものであり、各選挙区の面積、その地域特性が全く勘案されていない。人口密集地が優
先され、人口過疎地の意見はより国政に反映されにくくなり、結果として、人口過疎が政治過疎
につながりかねない。合区が検討されている４県は人口過疎県であり、すでに少数意見が切り捨
てられようとしている。
　国は「地方創生」において東京一極集中を排除し、多極分散型の社会を創生しようとしている
が、合区はこれとは全く逆の効果を生み出し、地方切り捨てにつながるとしか考えられない。こ
のことから日南町議会は、このたびの合区案に強く抗議するとともに、最低１県に１議員を確保
するよう強く要望する。

臨時会で参議院選挙制度における合区に反対する

緊急の意見書を発議し、関係機関に提出しました

平
成
27
年
度

　
行
政
視
察
受
入
状
況
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日
南
町
に
来
ら
れ
た
き
っ
か
け
は
？

　
以
前
米
子
に
住
ん
で
い
ま
し
た
が
、
母
親
の
体
調
が
悪
く
な
り

故
郷
の
九
州
に
帰
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
子
ど
も
達
は
米
子
で
育

っ
た
の
で
、
鳥
取
に
帰
り
た
い
、
鳥
取
の
学
校
に
通
い
た
い
と
言

う
思
い
が
強
く
、
知
り
合
い
の
紹
介
で
、
二
人
の
子
ど
も
と
一
緒

に
３
人
で
田
舎
を
求
め
て
日
南
町
に
来
ま
し
た
。

日
南
町
の
ど
こ
に
魅
力
を
感
じ
ま
し
た
か
。

　
子
ど
も
達
は
小
さ
い
時
か
ら
自
然
が
大
好
き
で
、
自
然
環
境
の

良
さ
に
魅
力
を
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
九
州
は
雪
が
積
も
ら
ず
雪

遊
び
が
出
来
な
い
の
が
寂
し
く
、
雪
を
見
た
く
て
来
ま
し
た
。

日
南
町
に
住
ん
で
見
た
感
想
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

　
引
っ
越
し
を
し
て
、
ま
だ
日
は
浅
い
で
す
が
、
子
ど
も
の
学
校

行
事
の
運
動
会
で
初
め
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
さ
ん
に
知
り
合
い
、
声
を

掛
け
て
い
た
だ
い
た
り
、
大
山
登
山
が
あ
っ
た
時
も
道
が
分
か
ら

な
い
だ
ろ
う
と
言
う
事
で
、
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、
親
切
に
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
日
南
町
の
方
は
、
受
け
入
れ
て
く
れ
易
い
地
域
と
聞
い
て
お
り
、

本
当
に
そ
う
だ
と
感
じ
感
謝
し
て
い
ま
す
。

看
護
師
さ
ん
の
人
手
不
足
の
解
決
策
が
あ
れ
ば
ひ
と
こ
と
。

　
看
護
師
を
さ
れ
て
お
ら
れ
た
方
が
、
主
婦
か
ら
復
帰
さ
れ
る
際
、

ブ
ラ
ン
ク
が
あ
る
と
、
大
丈
夫
か
な
と
不
安
が
あ
り
ま
す
の
で
、

看
護
の
研
修
の
場
や
体
験
の
場
が
あ
れ
ば
、
復
帰
出
来
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

日
南
町
に
来
ら
れ
て
、
困
っ
て
い
る
事
は
あ
り
ま
す
か
。

　
引
っ
越
し
を
し
て
、
日
が
浅
い
の
で
、
ま
だ
、
知
り
合
い
も
少

な
く
、
手
探
り
状
態
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
雪
が
す
ご
く
多
い
と
聞

い
て
い
ま
す
の
で
、
冬
を
乗
り
切
る
事
が
出
来
る
か
、
多
少
不
安

　
９
月
定
例
議
会
は
、
前
年
度
の
決

算
審
査
を
中
心
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

近
頃
町
は
、
Ｐ
（
計
画
）
Ｄ
（
実

施
）
Ｃ
（
検
証
）
Ａ
（
対
策
）
を
よ

く
引
用
し
て
い
ま
す
。

　
決
算
審
査
は
、
こ
の
Ｃ
に
当
た
り
、

議
会
と
し
て
町
行
政
の
計
画
と
実
施

を
検
証
し
ま
す
。

　

　
私
も
数
点
の
質
問
や
課
題
を
提
起

し
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
未
熟
に
感

じ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
を
機
に
、
さ
ら
な
る
研
鑽
に

励
み
、
町
行
政
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の

役
割
を
果
た
せ
る
よ
う
頑
張
っ
て
行

く
所
存
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
西

　
記

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　
委

員

長

　
久
代

　
安
敏

　
　
　
副
委
員
長

　
足
羽

　
　
覚

　
　
　
委

　
　
員

　
大
西

　
　
保

　
　
　
　
　
〃

　　
　
近
藤

　
仁
志

　
　
　
　
　
〃

　　
　
福
田

　
　
稔

※

議
会
だ
よ
り
第
１
４
０
号
（
３
ペ

ー
ジ
）
の
財
産
の
取
得
額
は
１
２
８

０
万
円
の
誤
り
で
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

編

集

後

記

議会および議会だよりについて、ご意見をおよせください。　メールアドレス／s0800@town.nichinan.tottori.jp

鹿児島

日南

が
あ
り
ま
す
。

　
買
い
物
を
す
る
お
店
が
少
な
い
の
で
米
子
に
買
い
に
出
た
り
し

て
い
ま
す
。

子
ど
も
達
を
ど
の
よ
う
に
育
て
た
い
で
す
か
。

　
中
学
１
年
と
３
年
の
子
ど
も
が
い
ま
す
が
、
た
く
さ
ん
の
友
達

が
出
来
て
、
の
び
の
び
と
色
々
な
体
験
が
出
来
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
子
ど
も
達
が
安
心
で
き
る
場
所
を
創
り
た
い
と
思
っ
て

ま
す
。

日
南
町
に
対
し
何
か
提
言
が
あ
り
ま
し
た
ら
。

　
日
南
町
に
道
の
駅
が
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
来
年
出

来
る
と
聞
き
ま
し
た
の
で
、
今
の
と
こ
ろ
は
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。

インタビューシリーズ

どっこい、この町に生きる

　
山
西

　
洋
子
さ
ん

(

生
山)

田
舎
で
暮
ら
し
た
か
っ
た

─　　 ─612
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